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@まもなく、全ての国々が一つになるでしょう。全世界は一つになるでしょう。カーストや宗教や国籍という狭い考えは消え失せ、全ての人が一つになって神聖さを体験するでしょう。全ての人が愛の思いを深め、お互いを兄弟姉妹と考えるようになるでしょう。 

@あなた方は、これからすぐ間もなく、スワミが今まで明らかにしてこなかった栄光を見ることになるであろう。そうなれば多くの人々がやってきて立錐の余地もないぐらいになるであろう。

@私自分自身が空を飛び､大空を駆け抜けるだろう。すべての人はそのことを同時に見るだろう。

@未来についてはあなた方にはよく分からないかもしれませんが､私には私の意図した計画が実現するのがはっきりと見えています. 私の神聖さを無視している連中も私の元にひれ伏すようになるでしょう。

@ 間もなく、私の神聖さはすべてに知れ渡るようになるのです。私は意図的に私の神聖さが世界に広まるのを遅らせています。しかし、一度、私が私の真の姿を顕現すれば、すべての世界がプラシャンティニラヤムになることでしょう。

@神は人類に地球を破壊する事を許しています。人類は、完全な挫折を体験しないと神の方には向かないのです。

@今、世界の抱える諸問題はより奇怪な姿をとり、より大規模になってきました。それはもはや個人的な問題でも無く、限られた地域の問題でもありません。規模は世界的であり、すべての人類に影響を及ぼします。人間は且つてないほど悪くなりました。彼らは、過去の歴史において用いた以上の知性と技術を、残虐な行為に使っています。その者たちは他の人々に苦痛を与えるのを喜んでいるのです。

@今日どうして人口が爆発的に増大しているかと言えば、それは人々の誤った行為のせいである。動物や魚が殺され食されると、それらの魂は、人となって生まれ変わってくるのである。

@邪悪と信愛という二つの要因は、どのアヴァターの降臨にもなくてはならないものなのです。このように、神の計画には霊妙な秘密が隠されているのです。

@悪魔的人間は人間の守るべき道徳律を無視し、恥ずべき感覚の悦楽を追い、エゴと慢心に満ちて利己的な目的の為に他の人を傷つけることをなんとも思いません。彼は傍若無人に罪深い行動をし続けます。自己中心が彼の息吹であり執着は彼の背骨です。このような利己的な人を称して悪魔と言います。

@今日の世界は争いばかりです。人間と悪魔を区別することが出来ません。動物から進化した人間は、神性に向かって歩まなければならないのに、また動物に逆戻りしています。

@全世界のすべての国々がバラタ（インド）を尊敬するようになる日が来るのを、あなた方は見届ける日が来るでしょう。この身体があなた方の前に存在している間に、サッチャサイの名を崇拝する声が全世界に響き渡るのを聞くことでしょう。                                                                  

@サイババは最近、将来の世界地図を物質化した。そして地球表面にいくつか環境調整変動が起こるだろう。そしてそれに伴い人口が減少するだろう。と言われた。                           
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 スワミはどこにおられようと私達を、見守っておられます。今、少しの間この世から姿を隠されていますが、近い将来もう一度、サッチャサイババの御姿で戻ってこられるでしょう。その時、大空を駆けてダルシャンを与えてくれるそうです。

 また、山脈全体を持ち上げたり、何千もの分身となって同時に世界中で現れられると言っておられます。その時が来れば、世界中の人々がスワミの御教えを求めてやって来るのでしょう。待ちどうしいものですね。それまでに自分がしなければならないことは、スワミの御教えをしっかり身につけ、それを正しく人々に伝えることだと思ってこの御言葉集を編集しました。

この御言葉集は私の家族と友人達の為に、今まで私が親しんで来たスワミの本から抜粋したもので、誰かの夢や瞑想中に伝えられたメッセージは除外し、スワミが直接口頭で、講演や個人に対して話された御言葉の数々を選んで書き出しました。それでは、共にスワミの御教えを学びましょう。そして、少しでも神の化身、サイババの良い道具となり、ゴールデンエイジに向かって働きましょう。この御言葉集をスワミの蓮華の御足に捧げます。                                                                               
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     ＊愛

   どの生き物もハートに愛を持っています。もし愛を持っていなければ、人間ではありません。愛は生まれた時から私たちと共にあります。私たちは過去世における数々の功徳の報いとして、現在の肉体を手に入れました。肉体は愛が染み込んだときにのみ、神聖なものとなります。ですから、愛の原理を養わなければなりません。そうすれば、あなたの人生は神聖なものになります。相手が誰であるか、何をしているかにかかわらず、あなたは万人への愛を育てなければなりません。27/1/04

    私の指示は何でしょう？　私を喜ばせるものとは何でしょう？　私が望むものとは何でしょう？それはただ一つのことです。愛、愛、愛。23/11/94

          愛だけがあなた方をより近く神のもとへと連れて行く唯一の特質です。愛よりも偉大なものはありません。それは神の属性です。愛は神です。愛の中に生きなさい。この高貴な性質を培うならば、あなたは人間と呼ばれるに値します。この神の愛はすべての人に、いいえ、すべての生き物の中に循環している血液のようなものです。もし、私たちがこの普遍なる愛を培うならば、すべての人間だけでなく生きとし生けるすべてのものを愛することができるのです。愛は神です。神は愛です。ですから、愛を込めてすべての人を心の中に受け入れなさい。誰に対しても怒りや嫌悪感を見せてはなりません。28/8/04

    ウパニシャッドは、愛（プレーマ）を永遠なるものの特質、悪魔の性質（アスラットワム）を憎しみの特質、と見なしています。人は、神への愛を神聖な特質と見なして、神への愛を培い、強めるべきです。人は、自分の幸福と不幸の責任は自分だけにあることを悟るべきです。自分の苦境を神のせいにして神を非難してはなりません。神に好き嫌いはありません。思考は本人の態度や行為を決定する最も重要な要因であるがゆえ、善良で神聖な思いだけを抱くべきです。24/7/83

    あなたは愛のためだけに生まれてきました。皆さんは、自分は愛は必要ない、とは言えません。愛を通じて神に至らなければなりません。それが人間として生まれた目的です。この目的を実現しなければ、人間として生まれてきたことが何の役に立つでしょうか？16/3/03

  いかなる状況にあっても、決して愛を手放してはいけません。愛こそは皆さんの最大の宝物です。この宝物を忘れる人は、まったく人間ではありません！私たちは、自分の父親や母親や、兄弟姉妹を愛しています。こういったさまざまな関係は、神のドラマの中で人々が演じている役割に過ぎません。皆さんは真の愛を理解できるように努めなければなりません。実際、真の愛は絶えず私たちの内に存在しています。それを外側に探す必要はありません。不幸なことに、今日、私たちは真実でも永遠でもないものを追い求めています。 2/7/04

    人間の愛は日々減少します。神の愛はこのようなものではありません。それは減ることもなければ増えることもありません。それこそが真理です。わたしたちは永遠の真理であるこの愛を持つべきです。あまりに多くの欲望のために、わたしたちは真理を知ることができないのです。私達はこの長い旅、即ち人生の乗客にすぎないのです。荷物が少なく気楽なことは旅を楽しくします。一旦あなたが欲望といった荷物を減らしたならば、不安が無くなるでしょう。苦しみも喜びも心が原因となっています。自由または束縛の責任は心にあります。15/7/01

   　愛は妬みや憎しみの力が如何に強大であっても、それらに屈服する事はありません。愛はそれらに打ち勝つことが出来るのです。他の人々を憎む者共は、ついには自らの憎しみによって消え去ってしまうのです。妬みでいっぱいの者も、自らの妬みの心の中で身を滅ぼしてしまうのです。仏陀p9

  あなたは自分が愛を持っていると思っていますが、それは執着に過ぎません。愛と執着とでは大きな違いがあります。自分の子供に向けられた愛は情愛ヴァートサリヤで、妻への愛は愛欲アヌラーガで、世俗への愛はただの所有欲ママカーラです。友人への愛は友愛マイトゥリーです。

 このように、愛は様々な方向に流れています。愛という真の意味からすればこれらはどれも本当の愛ではありません。これらはすべて、物質的で、世俗的で、常に変わっていく儚い愛です。真の愛は不変です。愛は無私で絶対的なものです。愛は霊的で神聖です。執着は奪い取ることばかりですが、愛は常に与え許します。愛は神です。神は愛です。愛に生きなさい。

 執着は苦痛へと導く束縛です。執着は偏狭で、まったく利己的なものです。あなたに必要なことは愛を拡げることです。まず自分の家族を愛することから始め、次にあなたの親類に拡げ、それからゆっくりと、あなたの地域に、国に、最終的に全宇宙にまで拡げるのです。愛によってそして愛によってのみあなたは神を認識し、体験することが出来ます。愛は神が人に与えた自然な性質です。STPSp261

 子供は愛と至福で溢れています。成長すると、子供はおもちゃを愛し始めます。それから遊ぶことを愛し、徐々に友達を愛するようになります。青年になると人生の伴侶を愛し、次に自分の家族を愛し、次第に職業や地位や財産への愛を持つようになります。

 このように愛は様々な方向に流れるに任され、その為に愛は薄められ、ついには執着へとなり下がってしまうのです。神への愛は信愛であり、それはあなたが謙虚や従順といった徳を育むことを助け、あなたの生活を幸せに満ちたものにしてくれます。神への愛は、あなたが解脱に至るのを助けてくれます。今あなたに必要なことは、愛を拡げることです。STPSP262

　 全世界は愛で満ちております。ここでいう世界とはあなたが見ている単に形のある世界を意味しているのではなく、愛に満ちた世界を意味しています。この愛はこの世では２つの形を取っております。一つは世俗的な愛であり、もう一つは精神的な愛であります。これらは異なるものではありません。あなた方はみんな愛の具現であります。あなたの愛はあなた自身が神性を帯びる助けとなるでしょう。

  神の愛は無私の愛です。無私の愛のあるところには恐れはありません。第三の要素は、愛は愛のためだけにあって、それ以外の何のためにもないということです。しかしながら、世俗的な愛は利己心でいっぱいです。利己心のあるところには恐れがあります。世俗的な愛は物質的な目的があります。全世界は愛で満ちています。一つも良い性格を持っていない人でも愛だけは必ず持っています。この愛は人を引きつける力を持った磁石です。

   私たちの間には愛ゆえに引きつける力があります。この愛の磁石は全ての人の中にあります。この世の中で愛のない人はいません。その愛こそが神の性質です。私たちはその愛を無私の心で用いなければなりません。神はひとかけらの利己心もありません。利己心とは愛の無いことであり、愛とは利己心の無いことであります。神は愛の中に生きること以外に人に何も望みません。神は特定の形ではありません。愛は神ですから、愛をもって生きなさい。

   しかしながら、世俗的な感覚で、人はこの愛を家族、妻及び子供たちのために用いています。愛は神そのものの形です。愛は神の形であり、神は愛に満ちております。愛を愛と結びつけることは絶対的に必要なことです。もしもあなたがこの愛を強化すれば、あなたは神を体験し、神の英知を獲得するでしょう。あなたがたの中に愛があるから、あなたがた皆はここにいてバガヴァンを見ることができ、バガヴァンはあなた方に対する愛ゆえにダルシャンを与えているのです。あなたは単に人間だけではありません。あなたは宇宙の形です。あなたの中にある能力は誰も測り知れません。あなたがた各人の中には無限の可能性があるのです。しかし、あなたはその内在する能力を知ることができないのです。15/7/01

    人間は、神を愛することによって、無限の力を得ることができます。しかし今日、人々は愛の原則を理解するための努力をいっさいしていません。人間の愛は、無限にして永遠の甘露のごとき神の愛に比べれば、一個の原子のようなものに過ぎません。人間が、愛の原則を理解してもいないのに、すべてを知っていると考えるのは、愚かさと無知の故です。 人間は、愛の目でものを見、愛の耳で聞き、愛の感情を培わなければなりません。30/5/99

 もしあなたに愛があれば、それで十分です。他のすべてのものがあなたに自動的に付加されるでしょう。奉仕、犠牲、謙虚さ、信愛、自制というものはすべて愛に含まれています。あらゆる徳性をあなたから導き出し、霊的にあなたを高めてくれるのは愛だけです。愛のあるところには、エゴや憎しみや嫉妬といった、低級で卑劣な動物的性質はありません。STPSp114

 人間として生まれた限りは、他の人を幸せにしなくてはなりません。これが愛というものです。あなたのハートは愛で一杯なのです。あなたはそれを他の人と分かち合わなければなりません。たくさんの食べ物があるとき、あなたは他の人と分け合うでしょう?そうでないと食べ物がいたむでしょう?それと同じで、あなたの愛を毎日少なくとも５人の人に分け与えるべきです。この神聖な愛をあなたは他の人と共に分かち合い、修行し、経験しなければなりません。SS2/94p53

 愛によってのみ怒りを抑えることが出来る。放棄と犠牲の心によって欲望を抑えることが出来る。愛のあるところに怒りはありません。愛が充分にあれば、心に憎しみや怒りが入ることはありません。心は一人用の椅子に似ています。一つの特性だけがその場を占めることが出来るのです。愛はいつも惜しみなく与え、人の欠点や弱さを許すものです。～愛で輝いていれば、この世で出来ないことは何一つありません。愛があればどんな障害も乗り越えることが出来ます。怒りに対して勝利を収める為には、心を愛で満たし愛を人生の何よりも大きな力とすべきです。

 自分の心の中に宿るものが、すべての人の心の中に宿っていることに気づいて下さい。自分が愛し、祀っている、心の最高の場所にいる神がすべての人の心の中にもいることに気づくのです。それが出来れば、誰に対しても怒ったり憎んだりすることは出来なくなります。ただ一つの神がすべての人の心にいることがわかったなら、人を見下すようなことが出来るはずなどありません。いつも愛の心でいて下さい。心の中に永遠の愛を打ち立てるのです。SGc10

 愛が思いになれば、真理になります。愛が行動になれば正義になります。愛が気持ちになれば平安になります。平安とは愛のことです。愛を込めて理解すれば非暴力、不殺生です。愛がすべての底に流れています。愛を実践するのがダルマ。愛を思うことが真実。愛を感じることが平安。愛を理解することが非暴力。愛が全てに流れています。SGc8

   信愛を持って話される言葉は真理です。愛を持ってなされる行為は、ダルマです。現在、起こっているあらゆる不正で不当な行為は、もっぱら愛の欠如によるものです。一方、愛で持ってなされた行為は、正義となります。愛がある時、あなたは平安を享受します。顔は心の指標であると言われています。心が不安か、穏やかか、動揺しているかは、その人の顔を見ればわかります。平安を味わっている時は、真理に基づいて話され、ダルマがなされます。

    このように、愛の体験は、平安です。あなたは非難や中傷に影響を受けません。平安は愛に支えられている時、否定や非難を超越します。このことは、あなたがやがて、愛に満ちた心で会得出来る事であり、そうなれば、あなたは、決して誰をも傷つけることはなくなるでしょう。これをアヒムサと呼びます。このように、この世では、愛によって得られないものは無いのです。いったん、この神聖で普遍的な愛を育めば、あなたはすべての人間的美徳と人間的価値の体現者となることでしょう。STPS2p111

 神を見たいと思うなら、自分の心を愛で満たせばよいのです。そうすれば必ず神と出会うことが出来ます。ただし、この愛が本当に確かなものになっていない限りは、バジャンやジャパによって神を敬うことが必要です。愛の心を育めば、そういった修行はいらなくなります。SGc5

   神と一つになりたいと思うなら、神の気持ちになり、神の姿となって、神の徳性をすべて身につけなければなりません。その時はじめて神と一つになれるでしょう。神のすべての徳性が自分に現れるように求めることが大事なのです。「神様の様な大きな心を持てますように。神様の無私の気持ちを持てますように。神様の限りない愛を持てますように。」そのような気持ちを持つことが出来れば、「私と神は一つだ」という境地になるでしょう。SGc6

 愛は無私の行為によってのみ知ることが出来る。25/5/91

昔の人のハートは穏やかで愛に満ちていました。愛は本来柔らかで慈悲深いのですが、状況によって愛は厳しくなります。つまり、愛の心から罰を与えることがあるのです。厳しい言葉も罰も、愛の心から出たものです。2/9/91

 スワミの主要な教えは＜プレマタットワ＞愛の本性と機能です。あなたがたは皆、この愛を体験しています。その愛をあなた方は何人の人に分かち与えていますか?どこを見てもあるものは憎悪や利己心や虚飾のみです。そんなことではどうしてサイの真理を体験することが出来るでしょう?愛の真理の教えに触れた者は、愛に溢れていなくてはなりません。それが真の信愛のしるしです。30/8/93

 他の人があなたを愛さなくても気にしてはなりません。しかし、あなたは他の人を愛し、人々を自分の近くに引き寄せるべきです。もし、あなたが他の人を愛さないなら、人々はあなたから距離を置き続けるでしょう。それはどれぐらいの期間でしょうか?それは、あなたが他の人を愛さない間はずっと他の人たちはあなたから離れているでしょう。あなたが愛を与えた瞬間に、愛はあたかも電流のようにあなたの心から他の人の心に流れて行き、人々に変容をもたらすでしょう。私は、あなたの中にそのような変容が起こることを待っています。8/08

 愛は神に到達するための王道です。愛以外のいかなる道も、あなたを神に連れて行くことは出来ません。神を獲得した全ての霊性修行者は、愛によってのみ神に到達できたのです。29/10/09

お腹がすいているときにご馳走を出されたらうれしく思いますが､そうでないときは、どんなに立派な食事でも美味しくは思いません。それは好きという気持ちも嫌いという気持ちも自分から来ていると言うことです。食べ物から来ているのではありません。悦びも苦しみもどんな感情も､自分の外から来るのでは無く、人の内側から来るのです。喜びや悲しみの原因は､ただ自分がその人を好きか嫌いかによります。大好きな人がいて深いつながりを感じていれば､どんなことをされたとしても､その人がずっと好きなのは変わりません。この何があっても変わらない気持ちはどこから来るのでしょう。どんないやなことを言われても､何をされても、やはりその人が好きなのは、何故でしょうか。それは、その人が本当に好きなら､その人から何を言われても､何をされても、やはりうれしいからです。

 ある人のことを大切に思っているというのは､その人を愛しているということです。愛と呼ばれるこの特性は､自分以外の人にまっすぐに向かう気持ちであり執着の気持ちの一つです。愛も悦びも、執着となって現れている物は､どちらも自分自身から生まれています。その相手も同じ気持ちでいるとしても､そうでないとしても、そこで感じている気持ちは自分の内側だけから起こっています。他の人から来るのではありません。

   ～この世ではどの人も相手のためでは無く､自分自身のために人を愛するのです。ある物が大切だとしたら､其れはその物の為では無く、真の自己のために大切にしているのです。真の自己への清らかな愛が自分は肉体だという意識によって汚れると、執着やエゴに変わってしまいます。そうなれば結果的に人は苦しみを味わうことになるのです。SGc19

 人を愛しなさい。そうすれば、嘘をついてその人を騙す必要はありません。愛する人には真実のみを語るべきである、とあなたは感じるでしょう。このように愛は大きな心労を取り除きます。SSSVol1chp7

  愛は報酬を求めるものであってはなりません。返礼として何かを期待するのでは、真の愛とはいえません。完全に利己心の無い愛をつちかうことは、人間としての義務です。8/89

 あなたが神を愛すれば愛するほど、祝福を受けるでしょう。神性さは、愛そのものなのです。愛は人々の心に、永遠の真理として光りを放っています。しかし、利己心が覆っている心には、それは眠っています。愛が光り輝くのは、その人の心に利己心がないときのみです。愛は、エゴや見せびらかしの心と、共に相容れないものなのです。愛は、あなたを神性さの最も高い極みへと連れて行ってくれるのです。SS6/95p162

「神は愛。愛は神。愛の内に生きなさい。」それはどのようにして可能なのでしょうか。あなたが愛しているのはせいぜい一人か二人でしょう。もし、あなたが愛そのものとなるなら、あなたは無限となり、すべてを愛せるようになります。ですから、愛する者になるのではなく、愛そのものとなりなさい。神は愛の化身ですから、あなたは愛を通じてのみ、神を悟ることができるのです。月は月の光でのみ見ることができる様に、あなたは、愛を通して愛そのものである神を体験し、その結果、至福を享受出来るのです。STPS2p239



    ＊愛が結ぶ

愛は人と人とを結びつけます。愛は物と物とをつなげます。愛がなければ宇宙は存在しません。最も高次の愛は、万人の内に神がいることを気づかせてくれます。神はすべての中に等しく存在します。命は愛です。愛は命です。神がいなければ、神を奪われれば、いかなる物も、いかなる人も存在することが出来ません。私たちは神の意志によって、神の意志を通して生きています。私たち一人ひとりの中で愛として働いているものは神の意志です。「すべての世界が幸せでありますように」と祈るように促すのは神です。というのも、私たちの崇める神、私たちの愛する神、私たちが拠り所として生きている神は、あらゆる生き物の中に、愛として内在していることを、私たちに気付かせるからです。このようにして、愛は拡大し、宇宙万物を包み込みます。25/11/81

      一つの物体が他の物体と結びつく時、あるいは、一人の個人が他の個人と付き合わなければならないとすれば、愛が親和力の基本になります。全世界は愛で満たされています。世界は愛であり、愛は世界です。あらゆる人間には、気持ちの中に輝く光としての愛があります。愛は人生であり、人生は愛です。火にとっては燃やす力が自然であり、水にとっては冷やす力が自然であるほどにも、人間にとって愛は自然な性質です。愛なくしては、人はもはや人ではありません。25/12/93

    神は愛の化身です。神は、神の愛によって全人類を守護しています。皆さんに愛がありさえすれば、それで十分です。そうすれば、皆さん全員が一つに結ばれるでしょう。言葉や行動によってお互いの間に距離を作るべきではありません。すべての人を愛によって自分の近くに引き寄せなさい。そうすれば、あなた方は皆、神のそばにいられるようになるでしょう。あなたが愛を込めて他の人を見るなら、神も愛を込めてあなたを見ます。どんな状況に置かれたとしても、決して怒りや嫉妬、偽善や虚栄を示してはなりません。他の人に怒りや憎しみをもって接してはなりません。あなたの愛を感じることによって、他の人々の中の愛も増大します。あなたが他の人に愛をもって接すれば、その人もあなたに愛を示すでしょう。これに対して、もし怒りを示すなら、その人もあなたに怒った態度をとるでしょう。27/1/07

    霊的な全一性だけが、宇宙的な愛を育むことが出来ます。その愛のみが人々を結びつけるのです。この愛はハートの底から湧き上がってくるもので無ければなりません。そうして初めて全一性が成し遂げられるのです。SS12/93p312

    今日、蟻を見つけて殺しても何とも思わないのに､神様の像を見ればその像に向かって拝んでいる人達がいます。言っていることとやっていることがまるで違うというのが、現代人の特徴です。その結果、人は、神様に近づくよりも､邪悪な人になりつつあるのです。それに対して、ギーターは心と言葉と行為を結びつけるのが本当の人間らしさだと教えています。それが出来れば神様のような人になれるでしょう。神を深く信じ、すべての生き物の中にただ一つの神を見るようにして下さい。愛を大きく拡げていくのです。愛は、皆さんが神である印であり、すべての生き物の中に神がいる証です。すべての人を愛と真心の目で見て下さい。そんなふうに人とふれあうことが出来なければ、どんな修行も無駄になります。神様をあがめながら自分の身近な人を傷つけていては､最高の目標に達することは出来ません。SGc27



    ＊愛国心

愛国心とは、国の古来の文化を誇りに思い、決してそれらの価値を下落させないという決意を抱くことです。6/85



    ＊愛すれば

同胞を愛すれば愛するほど、より大きな至福を味わいます。他の人を愛すれば愛するほど、より幸せを感じます。ですから、ずっと幸せでいたければ、つねにすべての人を愛さなければいけません。愛は神へと到る王道です。神へと到る一番の方法は、すべての人を愛し、すべての人に奉仕することです。これぞ仏陀が人類に説いた教訓です。21/5/00



    ＊愛に生きる

愛に生きなさい。愛は命です。愛すること、愛されることがなければ、どんな生き物も地上に存在することはできません。愛は支えます。愛は力づけます。愛は、あらゆる冒険、あらゆる犠牲、あらゆる成功の背後にある衝動です。私は、人類の間に愛を復活させるために、そして、心の狭さと、かたくなな態度を一掃するために、来ました。これは、ダルマの復興における主要な仕事です。愛は人間の更生という仕事において最も重要である、ということを話すだけでは十分ではありません。実際に行動する中で、手本を示さなければいけません。1/8/71



    ＊愛の原理

   愛の原理は言葉で表せません。ありとあらゆる描写は、真理全体の一部を映し出すだけでしょう。ですから、愛を描写しようとするのではなく、神の愛に値する人間になれるよう努力しなさい。愛は神の姿です。神はどんな形ででもあなたに神の愛を授けることができます。愛はあなたの究極の目的地です。あなたの人生を聖化することができるのは愛だけです。ですから、もっともっと愛を育てなさい。あなたを守ってくれるのは愛だけです。肉体への愛は執着です。子どもは青年になり、青年は老人になり、それに応じて肉体は変化を余儀なくされ、時の経過と共に、徐々にその美しさと魅力を失います。しかし、愛はいかなる時にも変わらずにいます。「プレーマ」（愛）という言葉は単なる言葉ではありません。プレーマ（愛）には姿があります。愛の存在しない場所はありません。愛はすべてに遍満しています。愛は、アンダ〔物質と生気の合わさったもの、卵〕、ピンダ〔母胎から生まれたもの、肉体〕、ブラフマ アンダ〔ブラフマンの卵、宇宙〕を包み込んでいます。愛は、食べること、話すこと、歩くことなど、私たちのあらゆる活動の基盤です。実際、私たちの命を維持しているのは愛です。人々は、これほど神聖な愛の重要性を知った後でさえ、それを忘れる傾向にあります。人々は何と愚かなのでしょう！ 人は、愛を体験し、愛を楽しみ、愛を他の人々と分かち合うべきです。15/3/04

    人に本来備わっている愛の原理は、鳥や獣を含むすべての生きものにも等しく存在しています。ですから、人はすべての生きものの生命に同じ価値を置かなければいけません。あなたに内在している愛を、人類同胞のみならず、自然界のすべての生きものと分かち合いなさい。これが真の普遍なる愛の原理です。この原理こそが人生の基盤であるべきです。21/5/00

    私たちが他の人々を愛する時、その人たちも愛を返してくるでしょう。人々を愛する人は社会から愛されます。したがって、一切は愛の原理にかかっているのです。憎しみが放棄と落胆という結果に帰着するのは言うまでもありません。ですから、皆さんは愛を育て、憎しみを捨てることができなくてはなりません。愛をあらゆる生き物に広げなくてはなりません。15/1/86

    現代人は、真の愛とは何かを理解できません。もし誰かが特定の何かを好きなとき、その人は、自分はそれを愛していると考えます。あなたに好きなものがあるときには、嫌いなものもあるはずです。しかし、あなたに愛があるときには、ネガティブなものは何も存在することができません。愛は変わることなく永遠です。愛は神聖です。愛は、実のところ、神の姿なのです。

（それは唯一無二であり、永遠で、純粋で、変わることがなく、あらゆる心の状態と、浄性、激性、鈍性という三つのグナ〔属性〕を超越している、すべての知性の働きの照覧者である）

この世の言葉で愛を描写することは不可能です。世俗的な感覚で愛を考えることは愚かです。愛に匹敵する言葉を見つけることは不可能です。あなたは自己満足のために、愛をさまざまな方法で説明しようとするかもしれません。しかし、どのような説明も愛の実体とは一致しません。愛のみが愛と等しいのです。愛以外のいかなる方法でも、愛を説明することは不可能です。皆さんが理解し、実践しなければならないのは、この愛の神聖原理です。

あなたは愛に浸り、愛を体験し、愛を楽しむかもしれません。しかし、愛への飢えは決して満たされることはありません。愛は、愛を通して初めて体験できます。それ以外に愛を体験する方法はありません。愛は愛であり、それがすべてです。

神が愛の化身であることを固く信じなさい。心から神を愛しなさい。神の愛にあなたの世俗の愛を重ね合わせてはなりません。神の愛のみが、真実にして永遠の愛です。神のみを、あなたの愛の焦点としなさい。神は愛という形であらゆる場所に存在しています。このことを決して疑うべきではありません。15/3/04



    ＊愛の力

私たちは神の恩寵を獲得するために努力すべきであり、困難と損失によって妨げられてはなりません。神を味方に付けたとき、成し遂げられないものはありません。あらゆる困難と苦しみはたちまちの内に消え去ります。そのような全能の神が私たちに内在するというのに、なぜ私たちはとるに足らない事を心配する必要があるのでしょう？ 愛は困難を克服するための勇気を私たちに与える神の力です。愛の力で何ごとも成し遂げることができます。私たちは罪を恐れるべきであって、困難を恐れるべきではありません。28/8/04

    この世には、愛以上に素晴らしい美徳は存在しません。愛は真理であり、愛は正義であり、愛は富であります。この世は愛から生まれ、愛によって維持され、最後には愛に融合します。すべての原子が愛から生まれました。この世には、原子力、磁力等々、無数の力が存在していますが、愛の力はすべての力に勝っています。信仰と愛のない人生は無意味であり、無益です。この世に生きる人間にとって、愛こそが人生であり、愛がすべてです。五元素は愛から生まれました。すべての人の中にまぶしく輝いているものは、愛に他なりません。しかし人間は、愛の意義を理解できずに、愛が肉体的関係によって生じるものと考えています。子供に対する母親の愛は親愛であり、夫と妻の間の愛は愛着であり、友達や親戚との愛は執着であり物品に対する愛は欲望です。そして神に向けられた全的な愛がバクティ帰依です。 

　全世界を包括し、全世界に遍満しているものが愛です。人間であれ、鳥獣であれ、昆虫であれ、いかなるものであっても、愛がなければただの一瞬も存在することができません。この愛こそは、神の姿そのものです。ところが人間は今日、この神聖な愛を、移りゆく世の中に向けることによって、無駄に使っています。決して愛の力を過小評価してはなりません。奥深い森の中に一人で住んでいた太古のリシ（聖者）たちは、野獣たちとさえも、調和して暮らすことができましたが、それは愛の力があったからに他なりません。

　この世には、愛によって達成できないことは何もありません。それは最も固い岩をも溶かすことができます。一人ひとりの人間の内にある愛の原理が一つに統合されたとき、それは宇宙的な愛（ヴィシュワ・プレマ）になります。あなたが愛の渇きを癒したいのであれば、神の恩寵を切望し、神を礼拝しなさい。至福を体験するためには、もっともっと愛を培うことです。愛を育てれば育てるほど、あなたはますます至福を体験するようになります。至福（アーナンダ）は、愛がなければ得られません。実際、至福という形をとっているのは、愛に他ならないのです。 28/7/99



　＊灯り

世俗のことにだけあなたの灯りを向けているならば、あなたは神の灯りを楽しむことは出来ません。MBAIp209



    ＊アーカーシャ

現時点での注意は〔神にではなく〕創造世界に集まっています。世界に対する反応は感情しだいであり、その感情が人を世界と関係しようという気にさせるのです。その感情はこれまでに得た体験しだいです。体験は欲望によって色が付けられるものであり、その欲望が接触を駆り立て、反応を引き寄せます。欲望は世界の本当の性質を知らないことに基づいています！ 世界はマーヤー〔幻影〕であり、事実と虚構の混合物ですが、真実として重んじられているのです！ 世界は事実という土台の上に築かれた虚構です。事実は神性であり、虚構は多様性です。この惑いをもたらす主体は神です。というのも、事実は隠されており、虚構は神の戯れ（リーラー）によって課せられるからです。そして、神とは、形なきもの、触れることのできないもの、永遠なるもの、絶対者、無形なる至高の神我（ニラーカーラ パラマートマ）、人とすべての生き物および他のあらゆる原理（ブーター）のハート（フルダヤ）の中の空間（アーカーシャ）、解き放たれているもの、始まりも終わりもないものが、形をとって顕れた存在に他なりません。

空間（アーカーシャ）はある属性によって認識され得ますが、その属性とは、音（シャブダ）、すなわち言葉です！ 始まりは言葉でした！ その言葉が物体となり、形をまとい、具体化したのです。それゆえ、私たちは「物体」を「パダールタ」と呼ぶのです。「パダ」は“言葉”、「アルタ」は“意味”あるいは“目的”を意味します。「物体」は“言葉”が発せられる“目的”であり、“意味”は“言葉”に価値を持たせます！ 「木」という言葉がありますが、それが意味しているのは、向かいに立っているあのような木です！ 「人」という言葉がありますが、それが意味しているのは、あなた方です。言葉とその言葉の意味は、分かつことも区別することもできません。言葉は物体がなければ生じませんでした。また、物体も言葉がなければ生じませんでした。25/12/70



　＊赤ん坊

赤ん坊が生まれ落ちると泣き始めます。赤ちゃんが泣けば血液が循環し始めます。それ故赤ちゃんが泣くのは良いことなのです。人の人生も泣くことから始まって祝福で終わらねばなりません。この世は、良いことと、悪いことが混じり合っています。我々は良いことのみを体現すべきであって、悪いことは受け流しましょう。不幸にも、我々は悪いことを人と共有して、良いことを他の人と共有しません。我々は他人の欠点を探し出そうとします。それよりも、自分の欠点を見つけ出しなさい。10/4/96

  生まれたばかりの赤ん坊は泣き声を上げますが、成長した大人は微笑みながらこの世を去るべきです。どうして赤ん坊が泣くのか知っていますか。赤ん坊が泣くのは、これから待ち構えている長くて骨の折れる問題だらけの人生、という不幸が目の前に横たわっているからです。人は誰もが何度も何度も生まれ変わります。だから赤ん坊は泣くのです。、人生は「私は誰か。｛コーハム｝」という質問で始まり、一生が終わる前に「私は神である。｛ソーハム｝」という答えを見つけなければなりません。STPSp249

 お母さんが赤ん坊にお乳を含ましながら優しく耳をマッサージするのは、赤ん坊が良くお乳を飲めるために良いのです。OTYRTNp211



　＊悪

悪は何千もの罠を用いてあなたの心を捕らえようとします。あなたは、それに対して常に用心深く目を見張っていなければなりません。SSALp141

    「舌の悪」、「心の悪」、「手の悪」を避けなさい。つまり、他人の名声を傷つけること、他人の利益を害すること、苦痛を引き起こすことをやめなさい。邪（よこしま）な感情や激情を断ちなさい。悪い行いから離れていなさい。これらの諸悪が存在しなくなったとき、初めてあなたの理想のディヤーナ〔瞑想〕が成功可能になります。こういった悪がわずかでもあれば、心を曇らせ、混乱と動揺を作り出すでしょう。

   世の中には、善と悪の間に絶えざる戦いが続けられています。他者を妬んで、非難・中傷をする人々がたくさんいます。しかし、私たちは、そのような非難にまったく重きを置く必要はありません。賞賛や非難は、人類にはつきものです。バーラタ（インド）の国においても、その種の困難を経験し、忍耐によってそれを乗り越えた有名な人物が何人もいます。もし皆さんが真理と愛に生きているのであれば、決して危害を受けることはないでしょう。肉体はいつかは滅びます。ただ単に肉体を安全に守るために、悪いことを行ってはなりません。肉体は滅びますが、魂は永遠です。ですから、真理を求めなさい。真理よりも偉大なものは存在しません。23/11/2000

あなたが悪事を働くと、それは後ほど何倍にもなり、幾通りにもなってあなたに戻ってくるのです。SSN春1986p34

 アートマは善悪を超越しており、何者もアートマに触れたり傷つけたりすることはできません。照覧者であるアートマは二元性を超越しています。たとえば、蓮は水と泥の中で花を咲かせます。水と泥が無ければ蓮は生きられませんが、水も泥も蓮に付着して存在しているわけではありません。泥は過去世でなした行為で、水は現在での行為の結果を象徴しています。

 蓮の花はアートマで、過去と現在を超越しています。鳥は卵から生まれ、木は種から生じます。それと同じように、アートマの本質と人間性は相互関係にあり、互いを補い合っています。ですから、悪には注意を向けないことが悪を排除する方法です。悪を幻とみなしなさい。それでよいのです。STPS2p166~8

  絶対的善は存在しますが、絶対的悪は存在しません。悪は変化するものであり、善の一つの側面を歪曲したものが悪なのです。しかし、普通、肉体意識にとらわれている人は、善と悪を一つと見なすことは出来ません。自分自身と他の人のうちに存在する神性意識を知った時に、私たちはじめて善と悪を同一視する事が出来るのです。

 善のみが真実であり、目に見えるものがたとえ歪んでいても、本質的にはすべてが善であるという真理を、不断の態度としてあなたが培えば、非常な力を得ることができるでしょう。~全ての人は良い人なのですが、悪い行動が伴っているのです。作用と反作用の法則です。それゆえ、邪悪な事件の被害者に関していえば、すべては何の例外もなく起こるべくして起こるのです。CWSSBJp139

 邪悪と信愛という二つの要因は、どのアヴァターの降臨にもなくてはならないものなのです。このように、神の計画には霊妙な秘密が隠されているのです。21/5/95

 スワミが人と接する場合は、その人の善良な性質に目を向けて、悪い性質を無視します。それは、その人の善良な性質を増強するためです。~この世で生きて行く上でのスワミの教えの核心は、他者に内在する本質的性質である神を見て、その性質を愛し、それ以外の一切の行為、性質、不品行、悪い特質などに気を止めないことです。

 私たちの接する相手の内におられる神に対して抱く愛は、霊的愛であって肉体的愛ではありません。それは、その人の世俗的な性質に神を見るということではありません。その人の世俗的行為の不品行を大目に見たり、褒めたりすることではなく、誤った行為を叱らないという意味でもありません。

 その人に内在する神に真に集中し、それを愛するとはいえ、その人の欠点、誤った行為、短所などを叱ってそれに気づかせるべきです。そうすることは、その人を傷つけることでもありません。重要なことは、それをする動機です。CWSSBJp82

 神聖な人々は、いつも善に目を向け、悪にとらわれることはありません。世の中に見られる悪い行為に関する思いで心を満たしてはいけません。あらゆる種類のサーダナの目的は、全てのものの内に神を見るように心を訓練することです。CWSSBJp275 

   最近は、憎しみ、妬み、見栄が蔓延しています。これらのものをすべて取り除き、愛の道をたどりなさい。あなたの望みが満たされても、そうでなくても、起こることはすべて、あなたにとって良いことだと考えなさい。あなたが困難に遭遇したときは、そのうちもっと良い日が来るのだと考えなさい。善と悪は常に隣り合わせです。ですから、善と悪の両方を同じ心で受け取りなさい。ギータは、『幸せも悲しみも、損も得も、勝利も敗北も、完全なる平常心を持って扱いなさい』と言っています。楽しみは、苦痛と苦痛の間の期間です。あなたの世俗的な欲望を減らしなさい。神を求める気持ちを育てなさい。神への愛を高め、それによって、さらに幸せになりなさい。もし欲望が大きくなると、あなたの苦しみもその分だけ大きくなり、幸せもそれに反比例して減っていきます。23/11/00

   真の至福は外側の世界から手に入れることはできません。真の至福はあなた自身のハートの中にあります。実のところ、至福は全世界にあまねく広がっています。全世界に悪を見るのはあなたの心のゆがみが原因です。それゆえ、心を清めなさい。そのようにして初めて真の人間となることができます。

  心が汚れているなら、あなたは自分を人間とは呼べません。価値のある行いをしなさい。よい言葉を話しなさい。神聖な生活を送りなさい。このようにして、あなたは生活の中に充足感を見いだすことができます。この世には悪は存在しません。あなたが見つける悪は何であれ、あなた自身の思いの反映に過ぎません。あなたの周りにあるものすべてはあなた自身の反映です。あなたが何かを 指差して「それは悪い」と言う場合、それはあなたの中の悪が外側に映し出されていることを示しています。決して悪い思いを心に抱いてはなりません。心を甘露のごとき思いで満たしなさい。そうすれば、あなたの人生は甘美なものとなるでしょう。16/3/03



　＊悪人

悪人とは言葉を交わす必要はありません。彼らと大きな距離をとるのは、あなたにとって良いことです。もし必要なら、そういう人との関係を断ち切りなさい。TOSSSBp38

 このサティヤサイババという化身においては、悪人は退治されるのではなく、矯正され、改められ、教育されて、正しい道に戻されるのです。シロアリのついた木は、切り倒さずそのままにしておかれます。また、この化身はリーラ、奇跡、教化のセンターとして、将来この地以外の地を選ぶことはありません。この木は移植しません。この木は大地から生じたこの場所で成長します。SSSVol1chp2

 自分の欠点を指摘してくれた人に対して、感謝すべきです。その人に対して憎悪を抱いてはなりません。自分を悪くいう人を憎むことは、良い人を憎むことと同じく、悪いことなのです。善人を愛し、悪人とは交わりを断ちなさい。しかし、よく覚えていなさい。悪人とて憎んではなりません。悪人を避けなさい。DVJp102

    私は、自分自身を私に全託する人々を救うために降臨しました。人々が『私はあなたのものです。それゆえ、あなたは私を救ってくださらなければなりません』と一度でも心の底から祈るなら、私はその人を受け入れ、行為と結果、生死の輪廻、という悪循環からその人を救い出します。実際、私の愛を理解していない人々は、なぜ私が悪事を働く人々を保護するのか不思議に思っています。もし私が罪びとを受け入れず、罪びとを変容させないなら、いったい誰がそれを行うというのですか？ ND

 悪人も含めすべての人々は兄弟なのですが、五感を通して悪い食物を摂っている人々から離れていなさい。魂は神の立場からは一つですが、彼らと肉体的にレベルでは交わってはなりません。CWSSBJp140



    ＊悪の勢力

私たちは、宇宙に神が遍満していると見ることができたとき、初めて悪の勢力と戦う力をもつことができます。長年にわたって祈りや巡礼に携わっている多くの人が、どうしていまだに神を実現することができないのか、不思議に思っています。神を探すために世界を回る必要はありません。神は純粋な帰依者を探しています。神が遍在であることを意識している帰依者は、いたるところに神を見ます。帰依者は、神のいないところはないという深い確信をもっていなければなりません。それこそが帰依の真の徴です。瞑想と祈りは、自己を浄化する手段として価値があります。しかしそれは神実現（神我顕現）につながるものではありません。神への揺るぎない信仰は、説明し難い至福をもたらします。人は、信仰を蝕む疑念に屈してはなりません。25/12/86



　＊悪魔

 悪魔的人間は人間の守るべき道徳律を無視し、恥ずべき感覚の悦楽を追い、エゴと慢心に満ちて利己的な目的の為に他の人を傷つけることをなんとも思いません。彼は傍若無人に罪深い行動をし続けます。自己中心が彼の息吹であり、執着は彼の背骨です。このような利己的な人を称して悪魔といいます。25/12/92

      荒々しい言葉で話す者は、まさに悪魔です。あなたが他者の感情を傷つけたならば、あなたはその倍傷つけられることとなるでしょう。自分の行為の結果からは逃れられないのです。あなたは、その真実を心に留めなければなりません。他者を傷つけないという心構えをもちながら行為するとき、あなたの人生は神聖なものとなります。19/11/02

   人は、兄弟愛の道の上に社会を築くことによって、人間性を示さなければなりません。もしもそれとは逆に、破壊行為に携わるなら、それはその人が悪魔のレベルに落ちていることを意味します。しかし、我らがサティヤ・サイ教育機関の学生たちは、高い理想と善い実践を見習おうと懸命に努力しています。人生はつねに、破壊的な追求ではなく建設的な行為に捧げるべきであることを、絶えず心に留めておかなくてはなりません。皆さんは人生の真理を理解しなければなりません。自分の愛を体や体の属性に限定すべきではありません。愛は、あらゆる生き物、生命を持ったあらゆる姿のものたちへ、拡大しなければなりません。愛が人生のモットーであるべきです。生きることとは、生きることを愛することです。通常、私たちは、生活するためにお金を稼いでいると考えます。しかし、お金を稼ぐのは人生の神聖な目的を果たすためである、ということを理解しなければなりません18/1/85

 その人の行為によって、その人が人間か、悪魔か、神聖な人かわかります。その人が、悪い想念を持ち、口汚く、悪い行為にふけるなら、その人を悪魔と呼んで差し仕えありません。また、自分を助けてもらった人を傷つける人も、同様に悪魔と呼んでいいのです。SS6/1996p,143

  この広大なバーラタの国において、現職の政治家の中にそのような崇高な理念の遂行に携わっている人が一人でもいるでしょうか？ それどころか、彼らは慎みのない者のように他者の悪口を言い続けています。神聖な行為を邪魔しようとする人は、人間ではありません。そのような人は本当に魔物でしかありません。たとえ全世界がそのような魔物で一杯になったとしても、サイの決意は決して変わりません。（拍手）。一部の人々が、卑劣な考えから、サイババのイメージを汚そうと努めています。私は名声を求めません。ですから、いくら彼らが虚偽の敵対宣伝をしても、私が失うものは何もありません。私の栄光は日増しに高まっていくでしょう。たとえ彼らが全世界で派手に虚偽の敵対宣伝を繰り広げたとしても、その栄光は微塵も低下することはないでしょう。 一部の帰依者は、これらの虚偽の主張に惑わされているように見受けられます。そのような人は真の帰依者ではありません。サイの大いなる力を知ったのであれば、どうして「うるさいカラスたち」を恐れる必要があるでしょうか？ 私たちは、あちこちの壁に書かれている内容や、政治的な会合における発言や、出版物となって出回っている下品な作り話などのために､自制心を失ってはなりません。真理と、正義と愛の原理を広めるのだと、固く心に決めようではありませんか。25/12/00

   虚偽でもって人を陥れようとしている人々は、必ず破滅の憂き目に会います。虚偽のネガティブな宣伝を煽っている人々も、滅びの定めを避けることはできません。

  お金は、正しい行いをするために活用すべきです。それを邪（よこしま）な目的に使ってはなりません。心からの愛と慈悲を込めて人類同胞に奉仕をしなさい。彼らに正しい道を進ませ、幸福の手助けをしてあげなさい。私は、人々が繰り広げるいかなる虚偽のネガティブな宣伝をも恐れません。真理と正義と愛の道を守っている私が、何を恐れる必要があるでしょうか？ 人々には好きなことを言わせておきなさい。私の心は乱れません。25/12/00

    一部の外国人たちが、彼女たちを買収してサティア･サイババを非難するための話を捏造させようとしています。スイスでは、女子大の卒業生に対して、ある人物が、サイババを陥れるための作り話を考えて欲しいと言って近づいたとき、彼女は烈火のごとく怒って、すぐさま自分の履いていた靴を脱いで手に取り、ほとんど相手を打ち据えるような勢いで「これがあなたの宗教の教えですか？ これがあなたの宗教が広めようとする理想なのですか？ 恥を知りなさい！ ここを出て行きなさい！」と迫ってその人物を追い払いました。しかし中には、ユダのように買収されて、サイババを陥れる虚偽の攻撃をする裏切り者たちがいます。25/12/00

   心の中では悪いことを考えていても、他人の前では愛想よく話す人々がいます。そのような人はまさに悪魔です。悪魔は夜になれば力を得ることで知られていますが、その夜とは、邪悪さと無知の暗闇の象徴です。昼はスグニャーナ（霊的知識）、夜はアグニャーナ（無知）の象徴です。無知の暗闇に沈むとき、あなたは至る所に邪悪さだけを見出します。そのような人を人間と呼ぶことはできません。その人はまさしく悪魔です。2/4/2003

    人は欲望や執着や考えによって悪魔になってしまいます。人はある種の欲望だけを持つべきです。それは、神への愛です。罪への恐れです。この二つによって、あなたは善人になります。16/7/97

      人間は、真のマーナヴァ（人間）らしい生活を送っていればそれで十分です。というのは、人間にはマーダヴァ（神）が内在しているからです。残念なことに、今日の人間はダーナヴァ（悪魔）のごとき生活を送っています。人間は頭のてっぺんからつま先まで、悪魔のようになっています。それでどのようにして幸せを得ることができるでしょうか？心を清め、その中に至福を体験し、あなたの幸せをあなたのまわりの人と分かち合いなさい。 時として、怒り、貪欲、嫉妬というような悪い性質があなたを打ち負かそうとするかもしれません。それらは過ぎていく雲のようなものです。それらに流されてはいけません。あなたのハートから生じる純粋なる永遠の意識をしっかりとつかんでいなさい。16/3/03

  今日、人間は、自分が神の一つの様相であることを理解していません。人々は、神が自らの中にいるという事実に気付かず、自分を愛してくれる存在はいないと思いこんでいます。すべての人間が、神聖であり、慈悲に満ちているハートを持っているのです。神は、そのようなハートに住んでいます。しかし、今日、人は生来もっているはずの慈悲心を失ってしまい、薄情になっています。そのような人間を神の火花と呼ぶことはできません。彼は、まさに悪魔です。「永遠なる真我は『私』の一部である･･･」という神の宣言は、このような人間には当てはまりません。9/10/02



    ＊悪霊

 神が内在しているにも拘らず、人間はまるで悪魔の影響のもとにあるかのように振る舞います。何よりもまず、人間は、自分が神の火花であり、いかなる悪霊であれ自分を支配することはない、と悟るべきなのです。神は、あなたのハートに住んでいると語ります。ハートはただ一つの座席です。そこにあるのは、ただ一人のためのみの場所です。それゆえ、他の誰でもなく、神のみがあなたのハートに座るべきなのです。9/10/02



   ＊阿修羅

阿修羅の特質を変容させて、甘露の如く純粋なものにすることのできる神の御名は実に万人にとって、世界にとっての平安の天国であります。御名を途切れることなく繰り返し唱えること、その御姿と御名を熱烈に愛すること、それこそがバクティ（神への愛、帰依）という呼び名にふさわしいものです。バクティとは、最高の愛が、そしてもっとも純粋な愛（プレマ）が、神に向けられていることを意味します。至高の平安　P.99



　＊与える

あなたに覚えておいて欲しい事は、良いことをしてもらった人に対して、良いことをして返すという事は、別にたいしたことではないということです。これは単にギブ＆テイクということだけです。あなたを傷つけた人に対して良いことをするというほうが、よっぽど素晴らしいことなのです。サイの召使であれば、与え、与えるということをモットーとすべきなのです。たとえその人から何も見返りが得られなくとも、与え、与えるということをすべきなのです。SSS Vol11p104



    ＊頭

頭は、あらゆる力が位置する場所です。神聖な人の頭の周りに光輪が輝いて見えるのはそのためです。ですから、人は十分に気をつけて頭を保護しなければなりません。10/2/05



　＊アートマン

何か困ったことに出会うと、人は絶望して泣き、神を非難さえします。しかし嘆く必要は全く無いのです。一切の悩み事は過ぎ行く雲。雲は永遠の太陽の光輝をいつまでも隠すことは出来ません。それと同様に、如何なるものもアートマンに影響することは出来ません。この絶対実在が自分であることを実感認識するのなら、あなたは嘆くことは無いのです。あなたは至福の権化なのです。19/10/93

    人はこの世のあらゆるものを信じていますが、自分自身を信じていません。アートマン真我への信頼があれば真我への満足が生じ、真我への満足があれば、真我への犠牲と真我の悟りが生じます。土台がしっかりしていれば壁は安全であり、壁が安全であれば屋根は安心だというのは周知のとおりです。そのような家で、初めて人は無事に暮らすことができます。今、土台がしっかりしていません。それでどうやって壁が安全な状態を保っていられるでしょう？ 人間の土台は真我への信頼であり、真我への満足が壁であり、真我への犠牲が屋根であり、真我の悟りが人生です。ですから、これら四つは完全無欠であるべきなのです。22/11/08

 アートマンとの全一性を実感認識できる者のみが、無限の至福、即ち永遠の至福を経験することが出来ます。30/5/92

 一つの同じアートマが、覚醒状態、夢見の状態、熟睡の状態という三つの状態のすべてに存在しています。覚醒状態では、肉体や心や知性と関連して働き、夢見の状態では、肉体はベッドに横たわって寝ている為に、すべては心の産物であり、心があなたをも造り出しています。熟睡状態では、肉体も心も知性も存在しません。~外界から得る衝撃や作用や影響は、心に取り込まれ、刻印されます。しかし、その一方で、肉体と心と知性を通じて働き、照覧する「チダーカーシャ」と呼ばれる「私」という感覚が存在します。これらの三つは、肉体、微細体、原因体に相当します。stps2p143

 アートマンの至福はこの世俗的至福より、一兆倍の価値があります。一度このアートマンの至福を体験したら、他のことなど考えられません。人は、すべてを忘れて、アートマの至福と一体となりそれに浸ります。世界中にこの至福で満たされていないところはどこにもありません。この世の万物には、生来この至福が含まれているのです。SSNewsVol14

 世間のものに心を奪われている限り、アートマの光が差すことはありません。ですから世間のものへの執着と憎しみを～惹かれることと反発することを～心から追い出してしまわなければなりません。それが出来ればアートマの知識が身につくでしょう。心にアートマの知識を抱くようになれば、平安な気持ちを味わうようになります。かぐわしい平安が周りに広がります。ところが悪い感情、悪い思い、悪い行動で溢れていると、心は汚れてしまい、周りの人にまで毒気を浴びせるようになります。良いことでも、悪い事でもどんなことでも、心に溢れる思いは周りの人に広がっていきます。そして周りの人はすぐにまた、よく似た感情を持つようになるのです。SGc9

 人の心という小さい穴からこの世を見ると、多様な色とりどりの創造物が見えます。ところが、アートマンに関する知識が授かり、アートマンの大いなる光が注がれると、あなたはこの世は唯一の無限光によって満たされており、個々の創造物を見ることはもはや不可能になります。SDMp94

 力がみなぎるこのアートマンの本性と機能は、かすかな姿をとって各人のうちに存在します。人は身体機能と心の機能を用いて富と世俗の物質を獲ることだけに夢中になっている為、この神聖な力を見ることが出来ません。全ての器官や道具を機能させるアートマンが存在しなければ、身体は価値のない肉と骨の塊です。それゆえ人の第一の義務は、まったく価値のない身体に価値を与えるアートマンを認識し、そしてこれらの道具としての身体の働きを正しく調整して人間として生を受けた目的を成就することです。25/5/91

    アートマンの機能と本性は人類に愛の機能と本性を教えるために、天なる住居からこの世に降臨しました。したがって各人は愛の真の本性を学ばなければなりません。神への愛が強ければ強いほど、味わう至福も大きいのです。永続する至福を望むなら、神に対するひたむきな愛を、培わねばなりません。18/10/91

    アートマは私たちの心という空で、月のように輝いています。けれども、時折、私たちの思考や欲という雲でアートマが覆われてしまうことがあります。季節によって厚い雲が出るときがあります。厚い雲が出ているときには、月を見ることはできません。同じように、アートマはすべての人に内在しています。自分の思考と欲という厚い雲のせいで、皆さんはアートマを見ることができないのです。ですから、自分の欲を抑えるようにしなさい。24/8/07

 アートマの輝きにはただ一つの性質があるだけです。それは、すべての人を明るく輝かすことです。アートマの光はすべての人が同じように持っています。それは永遠の不滅の魂の光､と呼ばれます。それはすべての人に備わっている純粋な光であり､それだけを特徴としています。それに対して、人生というランプの炎は一人一人皆違っていて様々な変化と問題にさらされるのです。SGc31

      二元性の感覚をもっている限り、あなたにとってこの世は存在します。熟睡状態のとき、あなたは真の至福を楽しみます。そのとき、あなたは自分の体も、心も、感情も、性質も、思考も意識しませんが、それでもあなたは存在しています。その同じ純粋な「あなた」は、覚醒状態でも、夢見状態でも、熟睡状態でも存在しています。肉体にも、微細体にも、原因体にも、「あなた」は存在しています。これらすべての状態と段階において、いかなる変化も受けずに存在し続けているもの、それがアートマの原理です。30/3/87



　＊アーナシャクテイーヨガ

完全に利己心が無く、行為の結果を全く考えず、完全に集中して有能な仕事をし、しかも執着や欲望を待たず、全ての行為を神にささげる時、それがアーナシャクテイーヨガの実践です。アーナシャクテイーヨガはブッデイヨガよりはるかに優れ、中々凡人に出来ることではありません。しかし私達は、アーナシャクテイーヨガの境地に達する努力を放棄してはなりません。全力を挙げて努力し神の御加護があれば、一見不可能なことに見えることも成し遂げられます。5/1987

ギータの教えるアナーシャクティヨガは、関心を持たぬ事、つまり個人的な関心を持たぬ事を意味します。それは、自分の行為によって生ずる利益に全く無関心でいる事、そしてその行為に結果が成功であるか、失敗であるかについても、全く関心を持たない事を意味します。行為を為す時、自己の能力の最善を尽くして仕事に没頭し、一切の行為を神への奉仕として捧げ、しかも常に神を意識の中心に憶念し続ける事が必要です。5/1987



    ＊あなたの中の「私」

実際には、あなた方は今もすべてを神に捧げています。ただ、あなたはそれを、あなたが当然得るべきものである歓喜の中で意識的に行うことをしていないだけです！ あなた方は「私は自分の喜びのためにこれをする。私は幸せになるためにそこへ出かける。私は自分の満足のため、自分の向上のためにこれを読んでいる」などと言います。行い、出かけ、演じ、読み、楽しみ、喜ぶ、その「私」とは誰ですか？ それは、目、耳、脳等々を使って、見て、聞き、考える「私」です。それは、ラタン ラルの言う自分である「私」です！ ソーハン ラルもプラン ラルもインドゥ ラルも〔いずれも人名〕、皆、「私」、「私」、「私」と言います。その「私」は、すべての人の中にいます。それは各人の中の個人化したアートマであり、特定のものの中に映る普遍なるものです。ですから、あなたが「私は自分の喜びのためにこれをする」と言うとき、本当は、あなたはそれをあなたの中の「私」、つまり神のためにするのです。それゆえ、ギーターは、「マーム アヌスマラン」〔私を心に留めよ〕、「マーム エーカム シャラナム ヴラジャ」〔私のみに庇護を求めよ〕、つまり、「あなたを私に託しなさい！」と述べているのです。その「私」とは誰ですか？ 神です。なぜ神は「私」と呼ばれるのですか？ なぜなら、神はすべての存在の中の「私」だからです。25/12/70



    ＊あの世に持っていけるもの

     今までに１ナヤパイサ（インドのお金の単位 ）でもあの世に持っていった人は一人でもいますか。あなたがこの地上を去るときお金を持っていくことはできません。もし人がこの世を去るときに砂を持っていくことができるとしたら、砂はこの世から全て無くなっているでしょう。わたしたちが持って行くものは善い行いと悪い行いだけです。わたしたちは善い評判を得るべきです。15/7/01



　＊アヴァター

    人は神の性質に気づくことができずにいます。アヴァターは、一人の役者としてこの世の舞台に降り立ってはいるものの、神は自らの役割を演じるのにふさわしい時を待っているのです。23/11/94

  驚くべきことは、アヴァターが目の前にいるにもかかわらず惨めな気持ちをいだくことです。アヴァターのすぐ近くにいてアヴァターと一緒に移動し、歌を唄い、スポーツを一緒にしているのにアヴァターの真理を理解できないということは､驚くべき現象だといえるでしょう。あなたがアヴァターの原理を理解出来た時、あなたは真の祝福を味わうことが出来るでしょう。SS9/90p231

    真実を言えば、アヴァターがまとう肉体は、個人の過去世における行為の質によって作られるカルマ デーハ〔行為によって得た肉体〕ではありません。アヴァターとしての神は、意のままにどのようにでも肉体を形成し変えることができます。神は、自らが意志した時に、意志したとおりに、肉体を生じさせたり捨て去ることができるのです。他のいかなる力も、いかなる人間も、それに影響を及ぼすことはできません。一切は、神が望むとおりに、神の決めたとおりに起こります。アヴァターを肉体と見るのは正しいことではありません。24/7/83

    神が人間の姿で誕生するとき、神は他の人々のように母親の子宮から生まれるのか、それとも、自らの意志によって生まれるのかと、人々は疑問を持ちます。その真相は、神が人間の姿で誕生する際、神は両親を選定するということです。神は自分がまとった姿を用いて、アヴァターの使命を果たします。これはどの時代にも起こります。7/10/05

 十番目のアヴァターであるカルキアヴァターは、シルディサイ、サッチャサイ、プレマサイと三つに分けました。このことはこれまでのユガでは見る事はできず、カリユガにだけで見ることが出来ます。サイアヴァターは初期のカリユガでも将来のカリユガにでも現れることはありません。シルディババであったころ私は食事の準備をしていました。人々は、シルディババはよく怒るといいますが、もし子供たちが食事の邪魔をすれば怒らざるを得ないでしょう?プレマサイアヴァターでは、すべての人が、神が用意した食事に楽しくありつくことが出来ます。P,67 ANDI

   将来、あなた方は神の顕現をもっとたくさん見るでしょう。この至福は神の近くにいてはじめて経験できるものであり、その他の場所では経験できないということを理解しなさい。私があなた方と同じように話し、笑い、歩き、食べているからといって惑わされてはなりません。身体の感覚に惑わされてはなりません。私の行為はすべて無私、無私、無私です。私には利己心は全くありません。この真実を固く信じなさい。完全に信じるなら、たとえどこにいようとも、あなたの願いは求めずともかなえられます。完全な信仰を抱かない者のみが苦しむのです。自分への自信をもっと持ちなさい。これはあなたが最初に取りかからなければならない霊性修行です。15/2/99

 ダルマを復興する為に、アヴァターが人間の肉体をとってやってきたのです。神があなたの目の前にいてそのための作業に従事しています。そうであるのに、あなた方はなぜ永遠の生命や解脱について議論しているのですか。君たちの人生は始まったばかりです。まず最初に、今世でのあなたの人生の目的が何であるか見定めなさい。

 神ご自身がダルマを育むために降臨しているのです。君達も私と同じ作業に従事するのであれば、それは神を礼拝することになるのです。そうすればあなたは、神に奉仕し、神の帰依者と自分自身に奉仕することになるので、神の身近にいる者となり、神に愛される者となるのです。CWSSBJp75

   私は神である。あなた達はこの私が来た機会を逃さずに、川を渡らねばならない。あなたがやらねばならぬ事は、船に乗ることである。私が船長で、あなた達が乗船して来るのを待っているのだ。次の二千年の間、誰もあなた方を今私がやっているように、対岸へ連れて行ってくれるお方はこの地上に来ないであろう。p260ANDI

 なぜ私が地上に降臨してきたと思う?神は無相だ。どんな特質も神を捉える事は難しい。信者が私を知り、感じるのは難しいのだ。それゆえ、私はこの姿を取り、人々が礼拝できるように地上にやってきたのだ。そうすれば、後に人々が無相で無属性の神に融合出来るようになる。p158 ANDI

 このアヴァターがこの世界から悪魔を退治し始めたら、誰もこの世界にいなくなってしまうでしょう。私はそれゆえ出来る限り、一歩一歩あなた方を霊的に高める為に来たのです。この素晴らしい機会を逃すことなく，あなた方の人生の目的を果たさねばなりません。後で後悔しても始まりませんから。その方法は簡単です。ただ神の御名を唱えることです。p256ANDI

 ヴィビハヴァの化身（ラーマやクリシュナなど）はプールナアヴァターラ（神の完璧な顕現）です。アルチャアヴァタラはアムサアヴァターラ（部分的顕現）です.そのような化身は、インドのみならずあらゆる国にユガごとに化身として降臨します。7/9/96

   このアヴァター自身も、役割を演じているのです。機能を果たさず、役割を持たないことにより、機能を果たし、役割を担っているのです。4/10/62

 私はこの一時的でつかの間の人間の姿にあと５９年とどまり、このアバターの目的を必ず果たします。このことを疑ってはなりません。あなた方に関しては、私は私のペースで私の計画を遂行します。私はあなた方がせきたてるからといって急ぐことはできません。

 時として、いっぺんに十の事を成し遂げることが出来るまで,私は待つかもしれません。まるで一台分の貨車の荷物を運ぶためには、貨車のエンジンをかけず、馬力に見合った十分な貨物が詰まれるのを待つのと同じです。けれども、私の言葉は決して人々を裏切りません。それは私が意思すればいつでも実現するのです。29/9/60

 神の化身は皆、不思議な現象を示します。化身を化身として認識できないことも、又、不思議というほかありません。さらに驚くべきことは、化身が目の前にいるのに、化身を化身として体験する能力をもたぬ人がいる事です。最も驚くべきことは化身の面前にいながら、惨めに感じることです。化身の近くにいて化身とともに歩き回り化身とともに歌ったり遊んだりしながら、真実の化身であることを理解できないとは真に不思議であります。化身の本性と機能を理解するならば、あなた方は真の至福を体験します。14/8/90

何も心配することはありません。何を体験しようとも、そして何が起ころうとも、それはアヴァターが意図したことだと思いなさい。このアヴァターが地上に降臨し、そしてその使命を果たそうとするときに、それを遅らせるような力などこの世に存在しません。SS10/96Back Page



    ＊アヴァターの目的

アヴァター（神の化身）の目的は人類に奉仕することです。神は愛と情と慈悲により、人間の神性意識を目覚めさせるために人間のレベルに降りてきます。神こそが人間の中心核であるにもかかわらず人が必死になって自分の外に神を探しているのを見つけると、神は人間の中に神がいるということを人に気づかせます。24/12/80

    神は永遠不滅の力であり、全知全能です。神は原因であり結果です。神は陶芸家であり、土であり、陶器です。神がいなければ宇宙はあり得ません。神が意志して宇宙が生まれました。宇宙は神の遊戯であり、神の力の顕現です。人間は神の意志、神の力、神の英知の具現です。ところが、人間はその栄光に気づいていません。無知という雲がその真理を覆い隠しているのです。神は真理を覆っているベールを取らせるために、聖人、賢者、預言者を送りました。そして、人を目覚めさせて解放するために、神自らもアヴァター（神の化身）となって顕れました。24/12/80



    ＊油

ヴィナーヤカ チャトゥルティーの日、人々は特別料理としてクドゥムルとウンドラッルーを作ってヴィナーヤカに捧げます。これらは少しも油を使わずに蒸して作るという意味において特別で独特な料理です。ゴマと米粉とジャッガリー〔ココナッツ黒糖〕を混ぜ、団子状にし、蒸してヴィナーヤカに捧げます。皆さんはこのような供物を作る目的を調べるべきです。ゴマは目に良いのです。油を少しも使わずに蒸して調理した料理は消化器官に良いのです。このような料理を食べる人には血圧と血糖の問題がなくなり、ずっと健康と幸せを満喫できるでしょう。油を使って火で熱する調理法は、ジャタラーグニ（消化の火）に対して有害です。そうした料理はさまざまな病気を引き起こします。油を使った料理を食べなければ、長い人生、幸せで健康な人生を送ることができます。10/9/02



     ＊雨

将来、あり余るほどの雨が降ることでしょう。だれも苦労することはなくなります。実際、私はあらゆる苦難から世界を救うためにやって来たのです。私は皆さんの欠点を直し、過ちを許すことによって、確実に皆さんに幸せを与えます。皆さんは一体性と愛のうちに生きなければなりません。20/3/07



     ＊アメリカ

バーラタはダルマジャの立場で、アメリカはアルジュナにあたり、ロシアはビーマにあたります。ビーマとアルジュナがダルマジャの命令に従ったように､アメリカとロシアもバーラタに追随すべきです。

STPSp20

  皆さんは新聞で、如何にアメリカがイランやイラクや他の国々と戦争をすることによって、金銭と資源の大きな浪費に耽ってきたかを見たに違いありません。そうすることでアメリカは一体何を得てきたというのでしょう。今、アメリカ経済は疲弊し国は不況にあえいでいます。それは、ひとえに彼らが資源を不適切に使ったことが原因です。29/8/09

あらゆる団体が、今、アメリカに目を向けています。それは、アメリカにはお金がたくさんあるからです。アメリカは裕福な国ですが、実際は貧しい国です。世界で一番貧しいのは誰ですか？ 欲がたくさんある人が一番貧しい人です。十分に満足している人が一番裕福な人です。この二つの原理原則を頭に入れておきなさい。27/7/02



    ＊アーユルヴェーダ

インドの医者が実践している医学は、アーユルヴェーダという神聖な名前で呼ばれています。アーユルヴェーダは、健康で長生きするための科学です。その源はヴェーダ同様、神聖なものです！ アーユルヴェーダは、グルの御足のもとで、ヴェーダを学ぶのと同じくらい畏敬と崇敬の念をもって学ばなければなりません。アーユルヴェーダは、ヴェーダの儀式と朗唱を行うときと同じくらい、信愛と専心をもって実践しなければなりません。アーユ（長寿）を授けるヴェーダ、すなわち知識が、アーユルヴェーダです。アーユルヴェーダは、命を延ばし、命の危険を予防し、命を危険から守ります。

アーユルヴェーダは、病気の治療だけでなく予防も扱っています。心の安定と落ち着きの欠如は、私たちが病気と呼んでいるものへとつながります。医者の神聖な義務の一つは、健康を維持して病気を予防する方法を人に勧めることです。医者は、病気を引き起こすあらゆるアーハーラ（食べ物）とヴィハーラ（気晴らし、娯楽）の習慣の傾向を発見して、それを鎮圧するために、常に社会を油断なく見張っていなければいけません。着る衣服、住む家、その家のある区域は、清潔で整然としていなければいけません。食べた食べ物は、病気に対する十分な抵抗力を備えた強い体を保つためにすべての器官が必要とするものを、供給しなければなりません。たとえこの点をほんの少し欠いていたとしても、もし体が汚染されずに、純粋で、神聖に保たれていれば、健康を保つことができます。吸う空気、飲む水、住む土地、周囲の動植物――これらにはすべて、有害な微生物が生息しています。もし心と体が頑丈な強い鎧を身に付けていなければ、微生物が病気を引き起こします。運動、入浴、洗濯、掃除などは、このことを目的として処方されます。体は、輪廻の海を渡る船旅で人が乗る船であり、よく整備して航海に適した状態に保っていなければいけません。そして、船旅をする人もまた、自信と勇気に満ち、強くなければいけません。

現代では、病気にかかったときに効果があるという理由から、医療には価値があると信じられており、医療の役割は治癒で終わります。しかし、この考え方は改めなければいけません。医療というものは、人が病気で倒れないために用いるものであり、病気で倒れた人を起き上がらせるためにあるのではありません。真理の目的が、また生まれてこないために生きることであるのと同じように。3/9/82



    ＊胃

   あなたが「頭痛の原因は何でしょうか？」と質問したとします。非難されるべきは頭ではありません。調子が悪いのは胃なのです！ 皆さんが有しているさまざまな器官は、すべてこのような状態です。胃こそが重要な鍵なのです。胃は、何でも与えられたものを消化して、そのエキスをあらゆる器官に供給します。胃に授けられているこの消化力は、実際のところ、神から与えられたものです。そういうわけで、人は神を崇めて礼拝するのです。事実、神は消化力として生物の中に宿っており、それが体内のあらゆる生命過程を支配し動かしているのです。そのような神に対してあなたが捧げるべきものは何でしょう？ 神には、人間が作ったものではなく、神が創造したものを贈るべきです！ ですから、何であれ自然のままの状態で食べられるものは、神によって創造されたものをそのまま戴くという意味で、好ましいことなのです。8/10/83



    ＊イエス

人間には二つの特徴が見出せます。一つ目は一般的なもので、自分は善人で多くの徳と理性と才能を備えていると勘違いしていることです。もう一つは余り見かけませんが、他人の善良な性質や功徳、能力や善行を認識してそれらを高く評価出来る人です。イエスは二つ目に属する人です。イエスは他人の良い性質を見て、他人の徳を嬉しく思い、そしてその自分の喜びを他人と分かち合いました。25/11/88

    悲しみや、苦痛や、一時的な興奮を超越しなさい。あらゆる問題の原因と、それらに対する簡単な解答に気付くことです。人生におけるさまざまな矛盾を解決しなさい。人生の黄金律に従って幸せな毎日を送りなさい。透徹した洞察力と、冷静な決断力と、健全な判断力を養いなさい。神があなたに何を望んでいるかに気付きなさい。あなたの人格を作り変えて、神のごとき者になりなさい。何が最善であるかを知って、それを行うのに必要な勇気を奮い起こしなさい。

イエスの歩いた道をたどるのに必要な霊性修行を実践しなさい。神の御名があなたの心の中に鳴り響いているのを聞きなさい。イエスが常にあなたと共にあるのを見なさい。永遠の光と一つになりなさい。イエスがそうしたように、神があなたの内なる真の自己であることを知りなさい。

率先して人類と神とに仕えなさい。神は愛です。神聖な愛は、危害をもたらすことのない積極的な力です。神の愛の、永遠の霊的喜びを知りなさい。永遠の平安の、聖なる甘露を味わいなさい。24/12/74

    飼葉小屋でイエスが生まれたとき、三人の王が星によってイエスの出まれたところへと導かれました。彼らの一人は、赤子イエスが祝福されていると知りました。二人目が「この子は神を愛します。」と言いました。三人目が「いいえ、神が彼を愛しているのです。」と言いました。「まさしく彼こそが神ご自身なのです。」と。これらの三つの明言の真意とはー「神を愛するとは彼のメッセンジャーになるということです。神に愛されるには神の子になることです。最終的には神と一つになります。」そしてイエスは言いました、「わたしと父は一つです。」と。これら三つの言明はあなたがた全員にあてはまります。あなたがたもまた神の使いなのだと理解しなさい。いつ、あなたがたは自分自身を「神の子」と呼ぶことができるでしょうか？神は僅かな利己心の痕跡も持つことなく、全ての人のために無私のこころで純粋な行為のみを行います。神のメッセンジャーとなり、神の子となって神との合一を達成するために父の性質を表わし、自分自身を神聖にしなさい。



　＊怒り

苦しみに陥った人に対しては、幸せだったときのことを思い出させてあげましょう。そうすれば苦しみは消えてゆくでしょう。同じように、霊的修行者が無知に覆われているときは、その人に霊的なことを問いかければよいのです。もし、あなたが怒っている時は、興奮して大きな声で話したり、行動をすぐに起こしたりしないようにしなければなりません。どうして怒りが出てきたのか？自らに問うことで怒りのスピードは遅くなっていくことでしょう。SSIB93p,101

    どんな状況であれ、怒りによって自分を失ってはなりません。両親には従うべきです。自分を憎む人さえも愛するようにしなさい。人は愛のために自らの命さえも犠牲にすべきです。人生は人がそれを愛で満たして初めて価値あるものとなります。27/1/07

 欲望はそれが満たされぬ時、怒りとなります。怒りは身体を弱くします。怒りは消化システムを損ない、老化をもたらすのです。OCSp139

   サトヴァな人は､怒ってもほんの短い間だけで､怒りはすぐに消えてしまいます。そんな人こそが偉大な魂の人です。SGc13

  アートマの悦びに満たされたいと願うなら、自分の欲望を戒めなければなりません。どんな思いが浮かんだときも、その思いがどんな性質のものかを考えてみてください。自分の胸に聞いてみるのです。「この気持ちは、私の成長にとって望ましいか、害になるか、どちらだろう。」神を信じる者にとってまず特に気をつけるべきは、自分の思いによこしまなものが無いかどうかです。何の思いも無くすことなど、普通の人には無理でしょう。ただせめて、悪い思いが浮かんだときに、何らかの手があるはずです。悪い思いにとらわれてはいけません。忘れなさい。

 どんな思いも、すぐ良い思いに切り替えるのです。それから、いつも良いことだけをするように心がけなさい。そしてどんな場合もその仕事を神に捧げ、自分の務めを神様へのお勤めとしていくのです。すべての思いを尊い思いに変え、すべての務めを神様へのお勤めとする事によって、神への道を自然に進んでいけることでしょう。そうやって思いを正しいものにしていけば、怒りが生じても抑えることが出来るでしょう。怒りが生じそれを抑えようとする場合にどうすれば良いのか沢山の人が悩んでいます。

 怒りを抑える優しい方法があります。自分の中に怒りが生じたことに気づいたなら大きな声で笑います。また浴室に行って冷たいシャワーを浴びます。水を一杯飲んで、涼しいところでくつろぐのもいいでしょう。怒りが生じたらすぐにその場所を離れ他の場所に移るというのはすぐれた効果があります。

   これらの方法をみんなやってみて、それでも怒りを抑えることが出来なかったら、鏡の前に行って自分の顔をよく見てご覧なさい。自分の怒った顔を見れば、きっとうんざりしてすぐに怒りを抑えることが出来るはずです。こんなふうに、怒りに対して打つ手は色々あるのです。

 もう一つ、怒りが生じたときに出来ることが一つあります。それは、どうして怒ったのか、その原因を振り返ってみるのです。果たして自分の怒りは正当化できるのでしょうか。自分が怒って誰かを傷つければそれは罪を犯すことになるし、自分のためにもなりません。こうした方法は、どれも普通の人には難しいかもしれません。ただ、怒ったときに口汚い言葉で人を罵ることをしなければ、まずはよしとして下さい。少し時間をかけてよく考えてご覧なさい。怒りはいろいろなやり方で修行を志す人を弱くしてしまいます。怒ったときにその怒りを抑える努力をすれば、身体も丈夫になるし心も清められるでしょう。SGc9

    怒りが湧き上がりそうになったら、冷たい水を少しずつ飲み怒りがおさまり、自分の愚かさを笑える時まで、部屋のドアを閉めベッドに横になっていなさい。怒りに身を任せる事は危険なことで、のちのちずっと悔やむことになるからです。SIP6-30

    人は女性に涙を流させないということに責任を持たなければなりません。女性が泣けば、家族は苦難に直面するでしょう。足の棘（とげ）は抜くことができますが、辛辣（しんらつ）な言葉でハートを傷つけてしまったら取り返しがつきません。ですから、決して辛辣な言葉を使ってはいけません。やさしく、穏やかに話しなさい。夫には、妻の間違いを注意する権利はありますが、辛辣な言葉を吐いて妻の気持ちを傷つける権利はありません。いつも親切でいることはできませんが、いつも親切に話すことはできます。ひとたび以上の原則を守るなら、家庭は平安と繁栄を得るでしょう。普通、怒りの要素は女性よりも男性に多く見られるものです。一度の怒りで、三ヶ月以上かかって食物から摂取したエネルギーを消失します。それだけでなく、怒りは血液を煮え立たせ、それが冷めるまでには三ヶ月近くもかかります。そういうわけですから、もし何回も癇癪を起こしていたら、あなたの運命はどうなるか、想像してごらんなさい。11-8-2000

 あなたが三ヶ月間良い食べ物を摂ることで培ってきた力は、たった一瞬の怒りで無に帰してしまいます。怒りは私たちを衰弱させ善行の果報を奪い取るのみならず、体調にも悪影響を与えます。SSIBp209

   怒りによって、血液は急激に脳に流れ込みます。血圧は上昇し、血液の構成成分が変化します。かなりの量の毒素が血液の中に入り込むために神経は傷つき、あなたを実際の年齢よりも老けさせてしまいます。また、母親が怒るとその乳に毒素が混入し、乳児に影響を与えるのです。SSSVol11p72

 怒りを口にしてしまうと後々まで消えない問題を招きます。たとえ怒るのはもっともだとしても、たとえ真実を守ろうとしているのだとしても、どのようにして甘く優しい口調で思いやりのある態度で、人が受け入れてくれるやり方で、相手を傷つけずに真実を述べ伝えればよいのかを学ぶべきです。神を信じる人は、愛を育み心を愛で満たして、怒りを抑えるように心がけるべきです。SGc10

     腹立ちやすい環境にいても、怒りをコントロールすることができるなら、それは見事な成就です。そのような環境でないところで、怒りの感情をコントロールしたといってもそれは意味のないことです。それゆえ、怒りや憎悪が起こりやすい世間の生活をしつつ、それらをコントロールすることを学ばねばなりません。SIP5-52

   　怒りや妬み等の悪い性質が頭をもたげる時は、それに左右されてはなりません。それをコントロールしなさい。「怒りは悪い性質である。それは悪い行為をもたらし、最終的には私の破滅につながる」と、自らを戒め続けなさい。怒りが出たときはいつでも、一ヶ所に静かに座って冷たい水を飲みなさい。神の御名を唱えなさい。そうすれば徐々に怒りがおさまります。もし怒りが持続するようであれば、一人で静かな場所に行き、急ぎ足で半マイル（約８００ｍ）程歩きなさい。このように、怒りをコントロールするやさしい道はたくさんあります。しかし、今日の若者たちは怒りをコントロールする努力をまったくしていません。彼らは、怒りが出たときはいつでも、他者に悪口を浴びせるチャンスだと考えます。それは最悪の罪です。神への祈りと黙想によって、皆さんは自分の中の悪い性質をコントロールするよう努めなければなりません。5/7/01



    ＊生き方

  神に関係しない事項には関心を持たないようにしなさい。好ましい生き方をしていない人が自分に近づいて来ても、その人の欠点をあげつらったり、嘲笑、軽蔑の態度を示す必要もありません。その人に影響されず、自分のやるべきことをやっていれば良いのです。のぞましくない生き方をする者があっても、彼らのしたいようにさせておきなさい。それが、この世から影響を受けない生き方なのです。絶対者への愛が目覚めた者は、世俗のすべての物事に対してこのような態度、感情を持つのです。

    たえず心にブラフマンという絶対実在と非実在である俗世間の関係を思い起こしなさい。悪人を避けると同時に、善人ともあまり親しくならないように気をつけなさい。この種の執着は、外部世界に人を引き込みます。名と姿を取るものは実は罠なので、それらへの執着を捨てなさい。ウダシーナダ物事によって影響を受けない態度を成就する時、ゆるぎなき心の平安、自己コントロール、心の清浄を得ることができます。SIP5-66

        人間は、人類同胞との結びつきを通してのみ、至福（アーナンダ）を引き出して、至福を持続させることができるよう創られています。他人との接触をやめて孤独な道を歩むのは、弱さや恐れの印であって勇気の印ではありません。活気にあふれて人と関ることこそが、道徳、公正、思いやり、同情心、愛、堪忍寛容、平等観その他、人格を整え、強靭にする性質、人の性格を形作る多くの性質を、生み出すのです。文化は、ハートと頭がいっしょになった結果として起こるものです。4/73



    ＊生きているうちに

    生きているうちに体の有効性を認識しなさい。生きて、体を所有していてこそ、ダルシャン（神を見る機会）とスパルシャン（神に触れる機会）とサムバーシャン（神と語る機会）を得ることができるのです。体がなくなってしまった後でこれらを得ることができますか？ 不可能です！ この世はあなたの欲するものを与えてはくれないでしょうが、神からは、必ずやあなたの欲するあらゆる善いものを得ることができます。21/5/00



　＊医師

不幸にして現代では、一切の活動と職業は商業主義的な考え方と、金儲けをするという欲望によって汚染されました。医師という神聖であるべき職業でさえ、ビジネスに下落しました。医師は犠牲、愛、慈悲という三位一体の徳を持って患者の治療にあたらねばなりません。しかし医師の中にはこれらの徳を全く備えていない者がいます。彼らは医師という神聖な職業を金儲けの手段に悪用しています。金は大切です。しかし金銭に対して分別を持ちなさい。あなた方は金持ちからは正しい料金を徴収しても良いのです。しかし、貧しい患者にはもっと思慮深く接しなさい。

  貧しい人には無料で治療するように努めなさい。百万長者と乞食とを治療費の面で一様に扱うべきではありません。医師は神に等しい。という諺があります。至高の神が愛と慈悲を持つように、医師も又、至高の神と等しくこれらの徳を持つように努めなければなりません。それらの徳を持たぬ医師は、その者を医師と呼ぶことは絶対に出来ません。～医師が毎週二日間を無料診療の日として貧しい者に捧げる覚悟をすれば、人々はもっと健康になるでしょう。21/1/94

医者はハリ（ヴィシュヌ神、シヴァ神、ヤマ神の別名）、すなわち、取り除く者、破壊する者です。なぜなら、医者は人のサーダナ（霊性修行）の道をさえぎる障害物を壊してくれるからです。もし医者が愛と思いやりに満ちていれば、神はその医者を通して働きます。そのとき、その医者はもはや人ではなくなり、その医者の指を巧みに操り、その医者を通じて投薬する、ナーラーヤナ（ヴィシュヌ神、ブラフマー神の別名）となります。

それゆえ、医者は治療の過程において神の力の受け手となるよう努力しなければいけません。体であれ心であれ、医者自身が病気にかかっていたら、どうやって人を治すことができますか？ 医者の心が純真で満ち足りていれば、顔には自然と笑みがこぼれ、言葉は穏やかで優しく甘美なものとなるでしょう。それはどんな軟膏よりも柔らかいでしょう。医者の物腰と態度には、患者の中に存在する力の源をどんな薬よりも引き出す効果があります。祈りのこもった謙虚で敬虔な雰囲気は、十分に治癒の助けとなるでしょう。治癒は、医者の振る舞いと、声と、態度によるものが５０％、薬とその効き目によるものが残りの５０％であると言っても過言ではありません。3/9/80

 知識を用いて人類に奉仕することは医師の義務です。～サイ病院の医師は、神の御手に使われる道具である、という感情で働いています。23/1/94



    ＊意識

すべてに広がり、あらゆる生物の中にある意識は、人間によってのみ理解され得ます。動物や鳥にはその能力はありません。それが神性です。神性によって、あなたは肉体に限定された「良心」(Conscience、コンシャンス)を得ることができま す。「意識がある」(Conscious、コンシャス)という言葉は感覚と関連しています。「意識」(Consciousness、コンシャスネス)はあらゆるところにあります。人はこの三つとも持っています。あなたはデハートマ バーヴァ(肉体を自己と考えるこ と)から、純粋なアートマ(意識)に昇華しなければなりません。良心は、あなたが誤った方向に進もうとすると警告を発します。自分の良心の指示に適わない思いは、決して心に抱くべきではありません。18/7/97

    アートマ シャクティ（真の自己の力）は、チャイタンニャ シャクティ（意識の力）なのです。これは至るところに存在しています。この力こそが、あなたにさまざまな姿形を見ることを可能にしているのです。

人間の中に存在する計り知れない力は、本来、神のものです。その力は平安と幸福を授けます。あなた方は、その神性の力は何か特別な力だと考えるかもしれません。それは正しくありません。あなた自身の憶念の力が、神性の力という形をとるのです。ですから、まず、生まれ持ったあなたの神性に気づきなさい。書物に書いてあることや、書物であなたが読むことの一切は、実際は真理ではありません。ある種の一時的な力は存在しますが、それらは永遠のものではありません。そのような移ろいゆく力に惑わされるべきではありません。25/10/04

「目が覚めている状態」は、普通の意識状態で、粗雑な物質世界と関係しています。この意識状態は、感覚と知覚を通して得られる現象界の経験的知識をもたらします。この意識状態は、さまざまな知るための手段を有しています。それらは、5つの行動器官（カルメーンドリヤ）、5つの知覚器官（グニャーネーンドリヤ）、5つの生気（プラーナ）、心（マナス、マインド）、理智（ブッディ）、意識（チッタ）、エゴ（アハンカーラ、自我意識）から成り立っています。「目が覚めている状態」（ジャーグラタ アヴァスター）では、これら感覚的あるいは知覚的知識の19の側面が結びつけられています。物質世界の喜びを渇望するのは基本的にこの知識です。1979夏期講習



　＊意志の力

意思の力は電気エネルギーと結合せねばなりません。例えば親指の周囲にはオーラがあります。このエネルギーがなければ身体は動くことが出来ません。それをチャイタニア＜意思の力＞と称します。この意思はあらゆるところに満ちわたる意識です。各人は、良心と称されるものをこの意識から得ます。良心は感覚器官を通じて作用する時、意識のある状態をもたらします。全ての行為は意識の状態に属します。全ての心的機能は良心にかかわります。ブッディ＜知性＞によってなされることは全て、意識＜チャイタニア＞と関わりを持ちます。

 あらゆるところに満ちわたる意識は、人体のうちに頭のてっぺんから爪先に至るまでみなぎっています。この意識が存在するのにもかかわらず、人々はそれを誤って用い、あるいは全く用いていません。太陽エネルギーの僅か２％しか世の中で利用されていないのと同様に、人体の中にある神聖意識の極微量すら正しく用いられていません。社会を救う為に神聖意識を用いなさい。自分自身の為にのみ生きてはなりません。自分のエネルギーを社会の為に用いるならば、あなたの内にある神の力は溢れる程充電され、ほんの少しも減ることはありません。15/8/93

 まず内在するアートマの意識を培うことから始めてから、意志を強化すれば、アートマの至福はきわめて容易に、自然に手に入ります。つまり、動機を持たぬこと、願望を持たぬこと、執着を持たぬこと、行為の果実を求めぬ事、などの修行を始めるのです。そうすれば、道徳的な行為なども容易になります。内なる霊性を高めることなしに、道徳等を教えてもそれは表面的な影響しか、もたらさないでしょう。忍耐強くありなさい。

 熱意、信念、活気、歓喜を心のうちに育てなさい。いつも、自分のなしている努力の偉大な結果を目の前に掲げ、一切の誘惑を断固として退けなさい。誘惑は一時的なものであり、ちょっと忍耐すればそれは克服することができます。さもないと、手にいれた成果は一瞬のうちに消えてなくなるでしょう。DVJp40

 意思の力を正しく用いる者は、有徳の人物として光を放ちます。しかし、意志を誤った方向に用いるなら、邪悪な人間となります。欲望を減らせば減らすほど、意志の力は強くなります。過剰の欲望を持ち続けるならば意志の力は弱くなります。喫煙、コーヒーを飲むなどのいくつかの習慣の内、その一つなりとも減らすことが出来るならば、意志の力は強くなり、知的な能力も増大します。7/4/93

 意思は至高神の本性です。至高神はたんに意思するだけで、何事をも直ちにやり遂げます。しかし人間は意思したことを、思いのままに成し遂げることは出来ません。意思の力は、決定的な要因です。人間の意思は、一瞬にして物事を成就させる力を持ちません。

 人が強い意思力を持つ事が出来れば、その時彼は至高神の力と等しい力を持つことになります。それを称して、神への帰融と言います。瞑想によって、神へ帰融することが可能になります。~内在のアートマの見地に立つことなしに意思と願望を培えば、揺れ動く心は、意思をしたり願望 をしたりする目的のものと交じり合ってしまいます。DVJp39



　＊偉大と善良

私は偉大な人物になるのが重要だと思いません。善良さは偉大さに勝ります。偉大になることを目指すより、善良であるように努めなさい。良い人間になる方が、偉大な人になるよりもずっと大切です。両者の違いは何でしょうか。それは、偉大な人は神の内に人を見ますが、善良な人は人の内に神を見ます。STPSp111



＊一体性

誰が言ったとしても、それが良いことであれば喜んで受け入れるべきです。互いに協力し、調和を持って働くべきです。誰に対しても優越感を抱くべきではありません。そうでなければ、他の人に対する優越感から分派、派閥、競争、論争、対立が起きます。その結果、その場から完全に愛の精神が消えてしまいます。五本の指すべてが結束しなければ、何も出来ません。分かりますね。もし人々の間に協力、調和、そして、一体性が無ければ、決して社会が発展することはありません。STPSp75

    皆さんが生かされているのには理由があります。人間として生きる目的は、神との一体性を経験することです。24/12/74

    私は一人ですが、私はあらゆる姿をしたすべての人に内在しています。私の創造物には一体性がありますが、皆さんの間違った見方のせいで多様性のみをみています。創造物の中に一体性を見るようにしなさい。自分の見方だけにもとずいて判断してはなりません。皆さんの目は良いものと悪いものの両方を見ます。見方に欠陥があると、一つのものを見る代わりに二つのものを見てしまいます。欠陥は皆さんの見方にあるのです。本当に、神は一つなのです。どんな御名を唱えてもかまいませんが、愛を込めて唱えなさい。愛を込めて神の御名を唱えるなら、あらゆる場所で愛を感じるでしょう。1/5/08

  多くの人は神を求め,神を崇め、あるいは神を憶念します。神はそれらの手段によって実感認識できません。それらの活動は全て自分自身を神から分離したものと考えるからです。必要なものは神との一体感です。それはどうすれば得ることが出来るでしょうか?私とあなたは一つという感情を培えば、神との一体感を得ることが出来ます。この一体感は心によっても感覚によっても理解することが出来ません。感覚を越えるものを体験できるものは、ブッディ（英知）のみです。神との一体感を実感認識するために苦行やジャパをする必要はありません。ただ信愛さえあれば、それで充分です。5/9/96

    人間は人類同胞を愛していません。人々の間に一体性がないことがバーラタの現在の問題の根本原因です。家庭にも、社会にも、国にも一体性がありません。一体性のあるところには純粋性が現れ、純粋性のあるところには神性が現れます。今、必要なのは一体性と純粋性と神性です。今の科学者たちはさまざまなものを考案しています。二階建ての飛行機が空を飛んでいます。しかしながら、科学技術による大きな進歩と共に、人間の生活の質もまた大きく失われています。昔はこのようなことはありえませんでした。何人もの人が同じ屋根の下で安らかに幸せに共に暮らしていました。何かを恐れて生活するなど考えも及ばないことでした。しかし、今はあらゆるところに恐れが浸透しています。恐れはどこから生じるのでしょう？ 自信の欠如がその原因です。人は内なる真我を信じていないのです。22/11/08

   皆さんは生まれもっている神性を忘れ、外の世界に神を探しています。あなた自身が神なのです。自分を外の世界に探すことは愚かなことではありませんか？　内を見なさい。そうして初めて神を見つけることができます。こうした一体性を理解するのはとても簡単です。まず第一に、強い信念をもつことです。神と自分は別個の存在ではないと信じるべきです。深く探求するなら、神は皆さんの内にも外にもいることを実感するでしょう。25/12/03

    神はただの戯れで創造物（スルシュティ）を創造したのではありません。神は創造物すべての一体性を明らかにするためにそれを行ったのです。一体性は創造物の根底にある原理です。一体性には、すべてに内在する愛の原理を促進することが意図されています。 ところが残念なことに、今の政党は人々を党の路線別に分離させています。一家族の四人が四つの異なる方法をとり、家を四分割しています。これはとても悪いことです。たとえ一家族に四百人いたとしても、人々の間には一体性があるべきです。誰もが近隣の人を助けるべきです。すべての人が互いに助け合うべきです。そうして初めて、創造物に調和が芽生えることができます。さもなければ、創造物は自らの目的を失ってしまいます。1/5/08

 神への信仰によって、一体性を促進することが出来ます。このホールには多種多様の人々がいます。教義も異なり、国籍も異なる大勢の人がいます。しかし全てのものがスワミへの共通の恭順の念で一体となっています。神への信念という唯一の感情によって一体性は成し遂げられます。分裂は、神への信念の無いことが原因です。1/1/96

  皆さんの内にある愛と、私のうちにある愛とは、同じ一つのものです。しかし、皆さんの愛は、物質的なものへの欲望によって汚染されています。私には、物質的な富に対する欲望はまったくありません。私の愛はこの上なく純粋です。皆さんの内にある愛は、欲望に汚染されて否定的なものに変化しています。私の中には、まったく否定的な性質はありません。それはすべて肯定的なものです。ですから、皆さんの持っているネガティブな自我意識を私の肯定的な性質と結びつけて、ポジティブに変え一体性を認識出来るようにしなさい。そうすれば、皆さんは言葉では言い尽くすことができない様な至福を体験することができるでしょう。

  それはどのような至福でしょうか？　それは、ブラフマーナンダ（神の至福）に他なりません。このブラフマーナンダを経験すると、皆さんは神（ブラフマン）と一つになります。この段階に達すれば、皆さんはいかなる霊性修行（サーダナ）も必要なくなります。皆さんが行うすべてのサーダナは、皆さんの心を満足させるために行うものです。すべてを一つと見なし、すべてを愛しなさい。それが真の霊性修行です。『神には多くの名前があるが、神は一つ』です。23/11/00

 熱心な探求と深い内的経験によって神を理解しなさい。しかしあなたがこの物質世界に暮らし、世間的な義務を果たさねばならぬ限り、神との一体感を表現することは容易なことではありません。それを認識しなさい。生活の神聖化というものは徐々にすすむプロセスにより成就されます。27/5/92

    皆さんは、すべての中に均一に存在している愛の原理を自分はどの程度まで理解しているか、自問しなければなりません。相違は私たちの知覚と感情のゆえに生じます。人間は最初から体との同一視に心を奪われており、そのせいで万物に多様性を知覚するのです。実際、多様に見えるものの中にあるのは一体性のみです。どのような違いが見えようとも、それは心の創造物にすぎません。そうした相違を取り除いて多様性の中の一体性を悟ろうとするなら、まず自分の本性を悟らなければなりません。この一体性という事実を知覚が認識出来ないと、あなたは多様性を体験します。ですから、自分の認識能力を一体性の原理に向けなさい。私はこの体ではなく、私は「私」であり、同一の私がすべての人の中に存在しています。皆さんが私をこの体をまとっている私と同一視するなら、皆さんと私は別々になります。感覚におけるこうした違いが、人と人の間の相違を作り出しているのです。「私」の原理は、すべての生きものの中に存在する唯一の基盤をなす原理です。個々人は鏡のようなものであり、同一の「私」が万人の中に映し出されているのです。鏡はそれぞれ異なりますが、映っているものは同じです。皆さんはこの一体性の事実を悟らなければなりません。21/3/04



    ＊五つの鞘

自分がサット・チット・アーナンダの化身であることを絶えず思い起こしていれば、やがてアーナンダ（至福）を体験するでしょう。人間は五つの鞘、すなわち、アンナマヤ〔食物〕、プラーナマヤ〔生気〕、マノーマヤ〔心理〕、ヴィグニャーナマヤ〔理知〕、アーナンダマヤ〔歓喜〕というコーシャ〔鞘（さや）〕に覆われています。第一の鞘は粗大な鞘であり、後に続く鞘はそれぞれ先行する鞘よりも繊細な鞘になります。人間は粗大な鞘から最も霊妙な至福の鞘に到るまで進んでいかなくてはなりません。アンナマヤの鞘は肉体です。肉体は滅びゆくものですが、生きている限りは健康を維持していかなければなりません。肉体にかかわる義務は果たされなくてはなりません。肉体を動かしているのは生気鞘（プラーナーマヤ コーシャ）の振動です。その振動は心（マナスの鞘、マノーマヤ コーシャ）の振動によって制御されます。心を超越したところにあるのがヴィグニャーナマヤ コーシャで、これは人間の中にある「絶えざる統合意識」（般若、CIA Constant Intergrated Awaness)に相当します。この境地に達すれば、人はさほど努力しなくても、次のアーナンダ〔至福〕へと進むことができます。至福の体験は自然に湧（わ）き上がってくることでしょう。俗世の快楽と悲嘆に溺れる代わりに神聖な運命に向かって上昇することができるよう、人が人間性を授かっていることはこのことからも明らかです。それによって、人は自分が獣や鳥よりも優れていることを実証するのです。25/2/98



　＊田舎と町

村では、神の祝福、神の優しさ、神の愛などを通じて、いつも神とコンタクトをとることができます。逆に都会では、生活は人工的なものとなっています。田舎では、ラジオや放送などを見聞きができないかもしれませんが、日の出時の鳥のさえずりを聞き、真っ青に澄んだ空から降り注ぐ太陽の恵みを浴することができます。SSSvol,9ｐ231　

   村と都会を比べてみると、都会の住人より村人たちのほうがずっと病気が少ないのです。というのは、都市や町に住んでいる人たちは、きれいな空気を吸えず、清浄な水を手に入れられず、食べるべき清浄な食物を得られていないからです。都市の住人が持つ外見的なイメージは確かに健全なものです。しかし、実際彼らが摂っている食べ物は、害のある物なのです。現在広く使われている化学肥料は欠陥だらけです。その結果、皆さんは数多くの癌の症例や心臓疾患を目にしているのです。8/10/83

   バーラタのいにしえの文化は、村には今も残存していますが、町や都会では失われてしまいました。実のところ、都会ではあらゆる方法によって私たちの文化が汚されています。それゆえ、村に行き、村人たちが何を必要としているのかを知り、村人たちの苦しみを和らげるような奉仕をしなさい。今、快適さや贅沢を求めて町や都会に移り住む人々がいます。そうして彼らが最後にたどり着くのは悲しみや困難です。こうした結果 は彼らが自分で作り出したものです。「幸せは、幸せからは得られない」―幸せは、苦しみを経へて初めて得ることができるものです。1/1/04

     村は国家にとって最も価値ある資産です。もし、皆さんが村人に適切に奉仕をすることができるのなら、それに勝る偉大な奉仕はありません。「村への奉仕は、ラーマ（神）への奉仕」です。町や都市で行われる奉仕には満足できるものはありません。都会の人々は、無関心で自己中心的です。たとえ隣家に泥棒が侵入しても、彼らは気にしません。一方、村では、ほんの小さな事件でも村人全員が集まります。そのような種類の一体性と同朋意識が、村にはまだ存在しています。

  一体性のあるところに神性があります。神性があるところに至福があります。ですから、皆さんは今住んでいる村の発展のために誠実に働きなさい。このようにして、皆さん全員がそれぞれの村の発展のために働くべきです。皆さんの活動は政治的活動のようになってはなりません。さまざまな種類の人々と関わることによって、それは政治的活動に変わります。私はそのような状態を好ましく思っていません。どこにいても、バジャンに集い、分離状態を許してはなりません。すべてが一つになるべきです。どこにいても、協力と一体性の精神で奉仕活動に従事しなさい。不調和を起こしてはなりません。1/1/03

    村に出向き、見てごらんなさい。村に入るとすぐに、素朴な村人が尋ねます。「ようこそ！ どこから来られましたか？ お国はどちらですか？」村人たちは尊敬の念をもって話しかけ、あなたのことを気遣います。しかし、都会にあっては親子間でさえもそうした気遣いをすることはありません。人々は非常に機械的な態度で日々の決まった仕事をこなし、お互いを気遣うことはありません。こうした状況を招いた原因は現代の教育にあります。

   「教育の目的は人格を培うことにある」といわれます。今日の人々が高貴な人格を失ってしまったために、尊敬や崇敬の心もまた次第に失われつつあります。親でさえもこうした状況を生み出す原因の一端となっています。村の親の中には子どもを都会の学校に送り出す人もいます。そうした親は子どもに高等教育を受けさせ、学位をとらせたいと願うのです。親の動機は間違いなく良いものですが、子どもたちは都会で悪い道に入ってしまいます。村にいたときは年長者を敬い親に従順であった子どもたちも、高等教育を求めて都会に入ったとたんに、故郷で培ってきた尊敬・崇敬・良き人格・謙虚さといったすべての善良な資質を失ってしまうのです。今、学生は高潔な生活の価値を忘れてしまっています。親の目の前であってもタバコを吸うことをためらわないのです。悪い習慣がますますはびこりつつあります。

    しかし、村の状況はいささか異なります。村の子どもたちは年長者や両親の前で自制して行動します。親の健全なしつけが村ではまだ機能しています。町中や都会ではそうしたしつけは見られません。青年は、喫煙し、友人にタバコを差し出し、映画館に行って非常に多くの悪癖に耽るのです。彼らを自制させ、悪癖から引き離すものは何もありません。なぜ彼らはこのような振る舞いをするのでしょう？ それは現代の教育が原因なのです。彼らは年長者・両親・社会に対する尊敬の念をもっていません。誰かに間違いを指摘されると、「なぜ間違いの罪を恐れなくてはいけないんだ？ 私のタバコを私が吸うのは私の勝手だ」といって議論をし始めるのです。20/11/02



　＊生命

 生命そのものは真実です。そうした真実である生命からなりたっているこの世界の生き物は、絶えず移ろいゆく、真実では無いものが顕現したものなのです。だからこの世界は、真実とそうでないものが一緒に流れている川のようなものだというのです。真実が、真実でないものや変化するものと繋がっています。ヴェーダンダはこれを「真実と真実でないものが混然となった状態」と形容しています。SGc4

 熟れた果実は全て枝から離れ地に落ちます。この事実は人生の根底にある重要な秘密を示します。人がそのために生まれた目的、時間、仕事が終わると、身体は活気を失い生命のない状態になって崩れ落ちます。25/5/91

    生命（いのち）そのものが愛であることがわかります。生命と愛は二つのものではなく、一つなのです。燃えることが火の特質であり、濡れていることが水の特質、甘いことが砂糖の特質であるのと同じで、愛は生命の特質そのものです。私たちは、葉が青々としているときは植物の世話をしますが、植物が枯れて、生命の宿っていない棒切れのようになってしまえば、もうそれを愛さなくなってしまいます。愛は、生命が存続している間だけ続くものです。母親は、その身体に生命が宿っている間は愛されますが、生命が身体を離れてしまえば、私たちはその身体を平気で埋めてしまいます。愛は生命と密接な関係があります。実際、愛は命なのです。分かち合うための愛をもたない人は死んでいるのと同じです。愛がどこまでも広がってゆくのはそのためです。25/11/81



　＊祈り

寝る前に、「神様、朝起きてから私の行為がよかったのか悪かったのか分かりません。それゆえ今日一日の行為を、すべてあなたに捧げます。明朝、未だ私が生きている保障はありません。私をお守りください。あなたに帰依します。」そして朝起きると、「神様、あなたの祝福により私は未だ生きています。私は、今日一日何をするのか分かっていません。どうか、罪を犯さないように英知を授けてください。あなたに帰依します。」と信仰心を持って祈ります。このような祈りを毎日捧げるだけで十分です。P285ANDI

    自分の心を変えてくださいとババに祈ってはなりません。あなたの心を変えるのは、あなたの義務です。もし、ババに何でもやってもらうことを期待するなら、あなたがしていることはいったい何ですか？ 神はそのような怠惰な人間には用がありません。あなたは自分のサーダナ（修行）をして、前に進まなければなりません。神の助けは、あなたが自分の役割を果たしたときに、差し出されるでしょう。自分の義務を果たし、その結果は神に委ねなさい。神に、これをしてください、あれをしてください、と祈るのは、弱さの表れです。もし、あなたに神への完全な信仰があるなら、あなたの心は必ず変容します。ババの役割はあなたの心を変えることではなく、あなたをあなたの行為の結果から救い出すことです。誰も皆、この真理を認識し、それに従って行動しなさい。手始めに、自分の欠点をなくし、帰依心を強めて、固く、揺るぎのないものにしなさい。それは、プルシャ プラヤタナ（万人がなすべき努力）です。そうすれば、あなたはダイヴァ アヌグラハ（神の恩寵）を得るでしょう。グニャーナ（霊的叡智）の道を横切るこの真理の小道に入って、あなたを神に融合させなさい。6/10/92

    「神よ、私に至高の平安をお与えください。おお神よ、私に至福をお授けくださ い。おお神よ、私に至高の平安をお与えください」こういったものを神に祈るべきです。今日の祈りには全く限度がありません。人は好き勝手なものを祈っています。あなたは自分の幸福というものを知りませんが、 神はそれを知っています。ですから、神はあなたの欲望を聞き入れないのです。神 はあなたのためになることなら何でもします。人はこの真理を理解できずにいます。神は永遠の目撃者です。神はいつでもあなたの幸福を理解しています。ですから、すべてを神に捧げなさい。神があなたに与えるものを受け取りなさい。17/7/97

    貧しい人であれ、億万長者であれ、すべての人が神に祈らなければなりません。というのも、食物や水を与えてくれるのは神だからです。人間は自分だけの力で食物や水を創ることはできません。人間は、健康的な生活を送るためには、どんな種類の食物が必要かということすら知りません。人はそれを理解するよう努めるべきです。何であれ、神のすることは世界の幸せのためなのです。皆さんは、世界は神の姿そのものであることを理解しなければなりません。創造主と被造物とは別々のものではありません。人は、世俗的な欲望を満たすために神を礼拝すべきではありません。私たちは、神に到達するために神に祈るべきです。神は帰依者に恩寵を注ぎ、必要なものはすべて与えてくれます。被造物にとって、何が役に立つかを知っているのは神のみです。

     あなたが必要とするものは、時が満ちたときにすべて神が与えてくれます。あなたが過度の努力をしなくても、神はあなたにふさわしいものを与えてくれます。欲望が満たされないときに、落胆して神を責めるのは、真の帰依者の特質ではありません。神の恩寵を得る方法を見つけて、神に到達する努力をするのが、帰依者の義務です。神のやり方を理解することは、誰にもできません。

    神の計画を理解したり説明したりできる人はどこにもいません。神の計画を知って、それを明らかにできるのは神のみです。神がいつ特定の個人に恩寵を注ぐかは、誰にも予測できません。「誰が」、「いつ」、「どこで」、「何のために」、「どのように」といった疑問に対する答えを知っているのは、神のみです。神を忘れて、エゴや自分がしているという意識を持てば、その人の努力は成功しません。どんなことであれ、祈りによって達成することができます。祈りよりも偉大なものはありません。ですから、誰もが神に祈りを捧げなければなりません。しかし、世俗的な利益を求めて祈るべきではありません。「おお、神様！私はあなたの愛だけが欲しいのです。そのほかのものは何もいりません」あなたは絶えずこのように祈り続けるべきです。いったん神の愛を受けるようになりさえすれば、あなたは全世界を征服することができます。

    あなたは、どんな仕事に携わってもかまいませんが、その仕事の達成を神に祈ってはなりません。その代わり、すべてを神の意思に委ねなさい。神は、あなたにとってよいことをしてくれるのだと、完全に信じていなさい。「神様、人生の一瞬一瞬において、私たちの必要を満たしてください」と神に祈りなさい。あなたがすべてを神の意思に委ねて自分の義務を果 たすとき、間違いなく仕事は成功するでしょう。しかし、スワミの意志は、何の促しも計画もなく、ちょうどよいときに形となって現れます。何であれ、スワミが必要とするものは、頼まなくてもおのずとやって来ます。

     しかし、ここでもうひとつはっきり言っておきたいことがあります。それは、頼まなくてもものごとがおのずと整うとき、他の人々にも役に立つようなやり方で、その状況を活用すべきだということです。スワミは、何ひとつ欲しいと思いません！　スワミの望みはただひとつ、皆さんがこの機会を最大限に活かして、皆さんの人生を、幸せで、神聖なやり方で過ごすようになってほしいということです。皆さんは私のためには何一つ与える必要はありません。スワミはいつでも、皆さんの望みをかなえる準備ができています。しかし、皆さんの望みを口に出す前に、自分が本当にそれを受け取る資格があるかどうかを自問しなければなりません。

     どんな大きな仕事でも、祈りによって成し遂げることができます。ですから、心の中で神に祈りなさい。ちっぽけな欲望を満たすために祈ってはなりません。すべての欲望を手放して、愛を込めて心から神に祈りなさい。そうすれば必ず人生は満たされたものになります。愛を通 して初めて、神を理解し、神を経験することができます。

     中には、「スワミ、私たちが絶えず祈り続けても神は助けに来てくれません」と文句を言う人があります。私は彼らに「間違っているのは神ではなく、あなたの祈りです」と言います。あなたの祈りが誠実なものであれば、その祈りは必ずかなえられます。神にはできないことは何もありません。

    スワミの愛は力です。愛よりも偉大なものはありません。あなたが愛を培えば、人生の課題に容易に取り組むことができ、勝利を収めることができるでしょう。神の愛は常に皆さんと共にあります。神の愛は、皆さんの中にも、周囲にもあって、皆さんの面 倒を見てくれます。どれほど大きな仕事でも、祈りによって成し遂げることができます。しかし、皆さんの祈りは、真心の込もったものでなければなりません。思いと言葉と行動が一つでなければなりません。スワミが皆さんの内にいて、いつも皆さんの祈りに耳を傾けているのだということを、固く信じなさい。 もし皆さんが、スワミは自分の外にいると考えるのであれば、皆さんの祈りはどうやってスワミに届くのでしょうか？25/12/04

 お祈りの場を設けて、そこで少なくとも一日二回、短い時間でいいのでお祈りをしなさい。それが、霊へのエネルギーの注入となります。SSSvol2p175

今、あなたは、あなたの祈りが私を通して、あなたの導き手となっていることに気づいていません。私は、あなた方すべてを作り替えるまで休息しません。基礎部分の私の仕事は完了しました。次は、骨組みを組みあげます。私は一人で、手回り品も持たず宣伝もせず、全世界を駆け巡ります。というのも、私は私自身の栄光と真理を打ち立てねばならないからです。私は、あなた方すべてとアートマンのレベルでつながっています。それ故、私は常に何をしても成功するのです。SSSvol3p99

    　皆さんはいくつの霊性修行に取り組んでもかまいませんが、決して一瞬たりとも神の御名を忘れてはなりません。そうしていれば、あなたは守られるしょう。何であれ自分を神から引き離すことは決してしてはなりません。あなたは祈りによって何でも実現させることができます。大声で祈る必要はありません。心の中で祈れば十分です。大声で祈らなければ神は助けに来てくれないと誤解をしている人たちがいます。

    神はあなたの心の中に住んでいます。神はあなたの祈りを聞いています。もし、神の恩寵を得ることを望むなら、絶え間なく神を憶念しなければなりません。俗世の問題は来ては去ります。それらに重きを置くべきではありません。一方、人は祈りによってどんな問題も克服することができます。神の恩寵だけが真実であり永遠です。人は神の恩寵を得るよう努力すべきです。21/7/05

 皆さんの食前のお祈りはなんですか。皆さんはヴァイシュヴァーナラの姿をとった神、すなわち、捧げられた食物を受け取り、消化吸収し、体の各部に栄養を供給する神に祈ります。ですから、皆さんの食べるものはすべて、私に来ます。私はみなさんの中にいます。

 みなさんの五感がなぜ弱いのか調べてみなさい。答えは簡単です。それは、感覚の誤用、利己心、心の狭さによるものです。私には頭のてっぺんから爪先まで、利己主義のかけらもありません。皆さんは私のものです。私の唯一の関心事は、皆さんの幸福と霊的進歩です。STPS2p270

 人生においては、一切があなた自身の思いと前世の行為の反映に過ぎません。あなたは誰も自分の行為や思いに気づくまいと考えて、うまく周りの人々を偽ります。けれども、あなたの内なる神は、あなたの考えも感情も行為もすべてご存知です。神はあらゆる場所におられます。神には何も隠し事は出来ないのです。

 いつの日か、あなたは自分の行為の結果に直面しなければなりません。これは至上の真理です。あなたは、誰かを自分の困難の原因と考えて、その人を非難しますがそれは完全な間違いです。良いことであれ悪い事であれ、人生であなたが体験することすべてはあなたの行為が原因です。神は人間のすべての行為の永遠の照覧者です。

 神はこの世界を創造し、人間にそれを楽しめるようにと、この世界を与えました。けれども人間は自らの行為の結果に直面しなければなりません。神は郵便配達人のようなもので、人々に配る手紙の内容には少しも気にかけません。もしあなたが誰かから脅迫状を受け取ったとしても、あなたはそれを郵便配達人のせいにしません。

  彼はただの道具です。その一方で、あなたの祈りはあなたが、困難や問題に勇気を持って立ち向かうの助けてくれます｡心からの真剣な祈り、深い神への信愛、強い信仰、心からの悔い改め、絶えず神を求める気持ち、そして、至高の神への愛は、あなたが人生で出会う一連の出来事を変更することが出来ます。それらは神の意志を正反対のものにすることさえ出来ます。あなたの過去世における悪業の結果、あなたが苦しむ運命にあり、困難に直面する定めにあるとしても、神はあなたの真摯な祈りと悔い改めに応え、あなたの人生の行路を変え、あなたを苦しみから救うでしょう。神は、あなたの神への一途な信愛を悦び、あなたに特別な恩寵を授けるのです。STPSp236~8

 お祈りは、同じ場所でいつも決まった時間にするのが良いのです。アートマ自らがそのような規律を守っている霊的修行者を支えて、力と堅実さを与えるでしょう。Jahna Vahini p10

 あなた方は神に、至福や平安を下さいと祈るべきですが、人々は何でも好き勝手なものを神に祈っています。あなたは自分自身にとっての幸福とは一体何かを知りません。神はあなたにとっての幸福を知っています。ですから、神はあなたの願い事を聞き遂げないのです。神はあなたの幸福を知っていますから全てを神に捧げなさい。そして、神があなたに与えるものを受け取りなさい。17/7/97

    朝、眠りから覚めたら、こう祈りなさい。「ああ、主なる神よ！ 私は今、眠りの胎内から生まれました。私は今日の自分の務めの一切を、あなたへの捧げものとして、いつも私の心の中におわすあなたと共に行う決意でいます。私の思考と言葉と行いを、神聖で清らかなものにしてください。私が誰かに痛みと苦しみを与えることも、私が私自身に痛みと苦しみを与えることもないようにしてください。これらの道において私をお導きください」

     そして、夜、眠りの門に入るときには、こう祈りなさい。「ああ、主なる神よ！ 今日の務め、私があなたの上に載せた重荷は、終わりました。私が歩くとき、あなたは私を歩かせ、私が話すとき、あなたは私を話させ、私が考えるとき、あなたは私に考えさせてくださいました。ですから、ここに、それら私の思考と言葉と行いの一切を、供物としてあなたの御足に捧げます。私の務めは完了しました。私は再びあなたへと戻ります」これらを毎日の祈りとしなさい。これは、あなた方、皆へのグルプールニマーの贈りものです。8/7/60



    ＊今をおろそか

今、世界で直面している問題には、数多くの理由があります。しかし、それらの根本原因は、真の意味においては二つです。年寄りは、昔を思い巡らせて、自分の若かりし頃の古き善き時代について長々と話をし、自分が成し遂げたことや楽しかったことを思い出して時を過ごしています。若者たちはどうかというと、学業と奉仕活動を終えてからの自分の将来について、夢のような計画を思い描いて、想像を膨らませることに耽っています。実際には、将来は予測不可能です。明日という日が何を運んでくるかを確実に知っている人は、誰もいません。未知のことについて心配して何になりますか？ 昔に思いを馳せる年寄りも、将来に心を寄せる若者も、どちらも今をおろそかにしています。これが本当の問題です。私たちは神聖な今現在に真剣に心を寄せるべきです。今という時を神聖なもの、清らかなものにして、初めて将来において善良さと清らかさに到達することができます。17/11/85

    

　＊インドと西洋

西洋諸国の宗教では、身体、心、知性に重きをおいています。それらのうち、知性が最も高いレベルで、その人自身あるいはアートマを代表していることになっています。西側諸国の宗教は以上のような観点から人生をいろいろな角度から捕らえます。

 それに対してインドでは、身体、心、知性というものを別個のものとして捕らえ、それぞれが人の意識や内なるハートに付け加えられるものだとみています。インド文化では、アートマ自身を最も高い概念であるパラマートマと一つである、と認めるのが究極の探求であるということを重要視しています。インドでの宗教はこのような観点で人生の様々な局面を見ているのです。SSIB73p,8

  西洋の言葉では、人は命を捨てると言います。しかしインドでは、人は身体を捨てると言います。西洋人は人は身体を持ち、身体には魂があるといいます。インドではそうは言いません。バラタ国民は、人は魂があり、魂は一時的に身体に包まれていると言います。それゆえ、バラタ国民は感覚による快楽と世間的な栄光を求める文明と文化は砂上の楼閣であり、崩壊するまでの間、ほんの少し輝いているに過ぎないと感じます。VVc14



    ＊牛

    牛は、牛乳、バター、カード〔ヨーグルト〕、ギーという、どれも栄養価の高いものを人間に与えてくれます。牛は草だけをは食み、人間には飲めないようなものを飲んで、人間がしてくれた世話と親切への恩返しに、生気を与えて力を維持する食物を人に与えてくれるのです！ それに感謝するには、人が牛たちを軽視したり傷つけたりしないことが要されます。同様に、人は、自分が育てている植物や木々が、飢えや渇きに苦しんで干からびて枯れるのを放置すべきではありません。皆さんは人々が蟻塚の入り口に砂糖や小麦粉を置いているのを見たことがあるはずです。この行為は普遍的な慈愛の一光であり、それによって人のハートが特徴づけられなければならないものす。この行為は、与え手に報いることはなくとも、牛の世話と同じく「ブータ ヤグニャ」です。11/70



　＊嘘

「カリユガでは嘘をつくものだけが成功を勝ち得ることが出来る。」と言われています。しかし、カリユガではそのように言われているとしても、正直さを保つということは一番重要なことなのです。あなたが一度嘘をつくと、その嘘によって嘘まみれになってしまうが、真理に基づいた行為は愛に満ち簡素で安全である。公言しなければならないことだけを公言し、話そうと思ったことだけを話す。あなたが、経験したことだけを話すようにする。それ以下でも、それ以上でもない。SSSvol5p106

 人間性を高め、神聖さを磨く為には、真実、良い人格、良い行為、を自分自身の支えにしなくてはなりません。子供のうちからその為の努力をして下さい。子供というのは、わざとかどうかに関わらず色々と小さな過ちを犯しがちなものです。大人に知られて､叱られるのを怖れて､その過ちを隠そうとします。そうやってごく幼い内から嘘を言う習慣が身についてしまうのです。この習慣は、いずれ人生の基礎を崩していくでしょう。偽りは人の良さを台無しにしてしまうのです。ですから、いつもどんなことがあっても､何も怖れること無く、結果に捕らわれること無く､そのことのために良い結果になっても､逆に非難されることになってもいつも真実のみを話すように心に誓うべきです。

～もしも子供が未だ幼い内から嘘を言ってもいいように思い、偽りの心を持っているとその癖は、後になればなるほど大きくなっていきます。逆に幼い内から､真実こそは人生の基本だと教えていれば､子供は立派な人格者に育ち多くの偉大なことを成し遂げるでしょう。SGc26



    ＊疑い

外部に現れたものと関わる限り、疑いや信仰の弱さという重荷を運ばなければなりません。〔そうであれば〕不必要な物事に巻き込まれるのを避けることはできないでしょう。信仰心は活火山のようなものです。活発な火山で発芽する種子はありません。疑いは種子のようなものです。疑いが増えるなら、それはあなたの信仰心が弱く、不安定であることを意味しています。そのような信仰心は死火山のようなものです。信仰心が強ければ、どんな疑いも生じることはありません。疑いのあるところに信仰心はありません。

    疑いを持つ原因は、自分にあるのみです。神は目撃者としてのみ行動します。神はあなたに真我の悟り〔自己実現〕の道を示します。あなたの疑いは、あなたの過去のカルマ（行為）ゆえに生じたり消えたりします。神性を悟るには、まず一切の疑いを取り除かなければなりません。その時々に、神はあなたにさまざまなテストを受けさせます。それはあなたが想像しているような懲罰を目的とするものではありません。その目的はあなた信仰を強めることです。24/7/83

    アートマ（真我）という実体を持った人間の尊厳と、神の遍在とを、絶えず揺るぎない心で信じていなければなりません。信ずる心の欠如は破滅につながります。疑いは、魔物の特質であり、私たちは決してそれが心に入り込んでそこに居座ることを許してはなりません。猜疑心に取りつかれた人は、眠ることすらできず、心の平安を得ることもできません。疑いは、愛という花を食い荒らす害虫のようなものです。KSH



　＊内なる声

我々が、「私の内なる声がこれを決めました。」と言うとき、それはブッディのことを指しているのです。ブッディは又、内なる私とも呼ばれています。人の身体でもっともレベルの低い位置にあるのが肉体です。それより上なのが感覚器官で、それは五つの行動器官と五感で、心はその上にあり、ブッディはさらにその上で中核にあるアートマのすぐ近くに位置しているのです。SSSvol,10p,280

    内なる声に耳を傾けさえすれば、霊性修行サーダナにおいて多くの進歩を遂げるでしょう。心の奥底から生じたものはすべて、あなたにとって良いことです。良心の命じることに反するもとはすべて世俗的であり、内なる声、すなわち、良心は霊的です。「つねに助け、決して傷つけない」ことは、極めて重要な霊性の行動規範です。内なる声に従う人は誰も皆、いつも安全です。決して内なる声に反してはなりません。それが真の霊性です。14/1/09



　＊内なる目

偏在する神を絶えず唱念することこそ、内なる目を育てる最善の方法です。しかし内なる目を持つ人はめったにいません。偉大な学識者でさえ、外界のみを見ています。6//1987



   ＊内へ

人の心は変容を遂げなければいけません。人の心は束縛ではなく解脱を促進しなければいけません。人の心は、浮世へ、外へと向かうではなく、神へ、内へと向かわなければいけません。そうして初めて、人間の運命の向上のために経済、政治、社会を変容させようという試みが功を奏するのです。心はあなたを喜ばせるために多くの策略をし、あなたを持ち上げてきます。心は偽善にふけり、同時に二頭の馬にまたがります。あなたはスワミの前にひれ伏して、「私は全託しています」と断言するかもしれません。ところが、ひとたびここを離れると態度が変わり、信仰が薄れるのを自分に許してしまうのです。「私は自分が行っているプージャーやジャパのご利益を得ていない」という考えがあなたの信仰心を汚すことのないようにしなさい。サーダナをするのはあなたの義務であり、あなたの奥深くにある欲求であり、あなたの純正な行いです。その他のことは、すべて神の意志に任せなさい。これを、神聖なシヴァラートリのあなたの決意としなければいけません。29/2/84



　＊宇宙

　たとえば、父親や母親への愛や、兄弟姉妹に対する愛というように、愛という性質は、相手によって異なった形を取りますが、そのすべてが愛と呼ばれています。こうした人々が集まって、家族が形成されています。皆さんの愛を、自分の家族だけに向けるのでは十分ではありません。全宇宙が一つの家族のように生活しなければなりません。誰に会っても、合掌して、「ナマスカール！　ナマスカール！」と挨拶をしなさい。これ以上に崇高な感情に出会うことがあるでしょうか？　皆さんがこの世界で出会う、すべての形あるものは、神の化身です。この宇宙には、神でないものは何一つ存在しません。皆さんは宇宙に存在する様々な対象を、ただの物体と見なしています。それではいけません。それらのものを「神の化身」と見なしなさい。不幸なことに、今日、私たちは愚かになって、どこか遠く離れた場所に神を見つけようとしています。どこを見ても、そこには神がいます。ですから、宇宙に存在するすべてのものを「神の化身」と見なすことは、この上なく崇高な感情です。 

　宇宙は、神の姿以外の何物でもありません！　神はあらゆる形をとって顕れています。そのような遍在の神性を神と見なしなさい。いかなる対象物であれ、外側の形を信じることなく、そこに内在している神の力を固く信じなさい。私たちが日々の行動において経験しているものは、神以外の何物でもありません。たとえば、私たちは喉が渇きます。喉の渇きは、火元素として現れた神です。私たちは、水を飲むことによって渇きを癒しますが、水は神のもう一つの現れに他なりません。 

　このように、宇宙に存在する五元素や、５つの感覚、５つの鞘、そして身体の中の５つの生気のすべては、神の顕れなのです。今日、私たちは感覚の使い方を誤っています。これは非常に大きなで罪です。すべての感覚は純粋で、神聖で、私心がありません。感覚には、身分、教条、宗教、国籍等々の区別 はありません。そのような崇高な性質を自分の内に有しながら、私たちは外側の世界に神を捜し求めています。何と哀れなことでしょう！　皆さんは、人間的価値とは何だと思いますか？　それは神の性質に他なりません。神は、分離した特性をもっているわけではありません。神性そのものが、唯一の特性です。私たちは、特性のない神性を、誤って、特性をもった神として見ているのです。2/7/04

宇宙に始まりはありません。そして、宇宙には無数のジーヴァ（生物）が存在しています。そうしたジーヴァの中で、人間はもっとも高貴な生き物です。Summer Showers in Brindavan, 1979, 85. 

宇宙の生物に関する疑問がわくのは、皆さんが自分たちに特有な環境を投影するからです。皆さんは宇宙にいるほかの生物も自分たちと異なる生き方には耐えられないだろうと思っています。なぜなら、自分たちにはそれが耐えられないからです。たとえば、高温の灼熱の太陽の中でも生物は生存しています。その生物は、皆さんが耐えられないと思っている環境の中で生命を維持しています。宇宙のほかの場所でも、そこにいる生物は、自分たちの環境は神聖で神性を備えていると思い、とても満足し、すべて申し分ないと感じています。 My Baba and I, 226. 

宇宙とは神がかたちをなしたものです。～この途方も無く大きな「物質的な宇宙」のすべてを持ってきたところで、それは「微妙な宇宙ー心の宇宙」のほんの小さな部分でしかありません。「微妙な宇宙」の中では皆さんの知っている「物質的な宇宙」は、芥子粒ほどの大きさしかないのです。

「物質的な宇宙」と比べれば、口では言い表せないほど巨大な「微妙な宇宙」の全体も、更にもっと大きな「因果の宇宙」の小さなかけらでしかありません。～この最も高度な宇宙から、「物質的な宇宙」や「微妙な宇宙」が生まれたのです。～ところがそのすべてを超えたもの～として神の摂理があります。SGc2

   全宇宙は神の意志によって創造されました。神は宇宙を創造し、宇宙を維持します。宇宙は、最終的に、そもそもの根源である神に融合します。神の意志によって生まれた宇宙は、ヴィシュワという名で呼ばれています。ヴィシュワという言葉は、正確に言えば、「自ら拡張して、至福に満ちているもの」という意味です。神は、一つの目的をもって宇宙を創りましたが、人間はその目的に反する行動をしています。宇宙は、単なる物質の顕現ではありません。宇宙は神が直接顕現したものです。宇宙は、普遍的な存在〔プルシャ〕が手足を持って顕れた具現にほかなりません。宇宙は神の拡張する特質を象徴していますが、このことは、識別力を働かせることによって、初めて理解できるものです。神は時間と原因を超越しています。

　物質世界は、いわゆる道理によって動いていますが、神の意志は道理によって縛られることはありません。神は宇宙の背後にある根源的な原因です。宇宙は神の反映です。ヴィシュワ（宇宙）とヴィシュヌ神は、別 々のものではありません。ヴィシュヌ（Visnu）という名前の中の「V」という文字はヴィヴェーカ〔識別力〕とヴィシュタラ（拡張）を象徴しています。ですから、宇宙は、ヴィシュヌ神の姿そのものにほかなりません。全宇宙は神の体のさまざまな部で構成されています。13/7/03

 生命は宇宙に満ちあふれています。創造には終わりがないのです。この宇宙で人間のような生命やそれに似たような生命体はないのです。

 転生は宇宙の他の星に生ずることはありません。すべての生命は、人として生まれ変わるのを望んでいます。というのも、人として生まれ変われたものだけが生死の輪廻の鎖から抜け出ることが出来、神を完全に体現出来る、という二つのことを実現できる機会を持っているからです。それはこの地球だけで起こりえることなのです。他の星や、言葉に出来ないくらいこの広い宇宙のどこにもそのような機会は存在していないのです。ですからこの地球に人として生まれるという事は、とてもユニークなのです。CWSSB

 肉体が死ぬと、人が内に持っている宇宙的神聖さが、外にある宇宙の力と一緒になるのだ。SSIB93p,3

 この世界のすべては神が創ったものなのです。全世界が神の意志で満たされています。神はあらゆるところにいます。誰に対しても悪い思いを抱いてはいけません。感覚の節度を守り､良いことだけを思うのです。年老いた人も､若い人も､良いことだけを思うようにして下さい。素晴らしい人生を迎えるようにいつも願って下さい。それが本当の人間らしさというものです。人間とは､本当は滅びることの無い､いつかは神に還っていく存在です。人間とは不滅の子供なのです。SGc14

   過去は過去です。未来は不確かなものです。ただ「今」だけが私たちの手の中にあります。今を生き、自らの喜びを同胞と分かち合うことが人間の第一の義務です。実のところ、人間はあらゆる生物の中で最も幸運な存在です。

   この全宇宙に比べれば、人は原子のように極めて小さなものですが、にもかかわらず、人はその創造の広大さを理解することができるのです。これはまさに驚くべきことです。人は、小宇宙と大宇宙が一つであることを理解することによって不滅へと至ります。15/2/99

 アルジュナは神の宇宙普遍相とは、物質的な世界、心の世界、因果の世界が一つに結びついたことだと分かったのです。神の宇宙普遍相を見てからは、いつでも目を閉じれば心の中の不滅の経験としてクリシュナの姿がよみがえるのでした。アルジュナはそれまで目で見ていたものは､物質的な世界のものだと分かりました。

 それから、目を閉じれば心の中に何があったとしても、内面で何が見えたとしても､それは心の世界のものだと分かりました。更に心の中に不滅の印象が残っていれば､それは因果の世界のものだと分かったのです。クリシュナの宇宙普遍相はアルジュナの心の中に、永遠の印象として残ったのです。アルジュナは自分の物質的な身体は、クリシュナの教えに従う為にのみあると分かっていました。それこそが、真の英知ある人の、理想の姿です。SGc22

 宇宙創造は私の意思の投影である。それは実体を持たない。ｐ175バガバッドバヒニ

私は、宗教、カーストや、その他の障害を越えて、信者たちが、実はすべての世界が自分たちの家族の一員だった、と分かる宇宙大の愛を人類の間に築き上げたいと思っているのです。Sprit&The Mindp258

   　すべての行動が神にコントロールされています。地球は、毎秒18.5マイルの速度で自転しています。それは、一年かかって太陽の周りを一周します。光は、毎秒186,284マイルという驚くべき速さで動きます。光が全宇宙を一周するのには、2200億年かかります。『ヴィシュヌ　サハスラナマ　ストートラ』によれば、全宇宙がヴィシュヌ神の御姿そのものに他なりません（Viswam Vishnuswarupam）。たとえ人間が光の速さで動いたとしても、ヴィシュヌ神の周りを回って礼拝するためには、2200億年もの歳月がかかります。いったい誰がそんなに長く生きることができるでしょう？　カリユガの邪悪な影響により、人間は2200億年はおろか、100年すらも生きることができません！

　 ところが、ヴィシュワ　スワルーパ（Viswa Swarupa＝宇宙の姿をした神）の周りを1秒で回ることが可能なのです。それを可能にするのは愛です。愛の速度は非常に速いので、全宇宙を1秒で一回りすることができます。光の速度を測ることはできるかもしれませんが、愛の速度を測ることはできません。しかし人間は、そのような超越的で無限の愛の周囲に障壁を張り巡らし、それを取るに足りない目的のために使っています。

    今日、世界が混沌に陥っているのはそのためです。世界に平和と安全が欠如している原因を、人々は様々に考えるかもしれません。しかし、最大の原因は、人間が心の中に愛を育てることができないからなのです。人々は、自分たちの中に、無限で不滅の、甘露のごとき愛が内在していることを自覚するための努力を何ひとつしていません。想いと言葉と行動を愛で満たしなさい。あなたの人生を愛で満たしなさい。

　神の御姿（サクシャットカーラ）を見るためには、それ以外に何ひとつ必要なものはありません。愛は神です。愛に生きなさい。28/7/99

 苦しみや惨めさは、宇宙のドラマでは避けられないものです。神はそれらの災難を定めたわけではありません。しかし人々が自らの悪行の報いとしてそれらを招いているのです。The Blitz interview 9月1976



    ＊宇宙神人

聖仙や予見者たちがタパス（苦行）を行ったのは、こうした深い探求の精神によるものです。そして、その苦行と禁欲生活によって、彼らはすべての知識の源はプラナヴァ（オーム）であるということを発見しました。もしプラナヴァが存在していなければ、音も言葉も存在し得なかったでしょう。同様に、「１」という数字はすべての数字の基です。あらゆる数は基の「１」に数字を加えていくことによって得られます。それゆえ、この「一なる性質」〔エーカットワ〕は神に不可欠な特質であり、この世で見える多様性は神の顕れにすぎないのです。神は顕現している宇宙の原初の種と見なされています。種が成長するには殻が必要です。殻は覆いであり、中身は種です。同様に、神という種の殻は宇宙です。種がなければ殻は存在できません。

この事実を認識し、マハリシ〔大聖賢〕たちは「イーシャーヴァースヤム イダム サルヴァム」（全宇宙は神で満ちている）と宣言しました。神性によって維持されているこの広大な宇宙が、神とは別のものだと見なすことができますか？ 何であれ神と結びついているものは神の反映です。「プルシャ スークタム」（至高なる神人への讃歌）は神を千の頭と千の目と千の足をもっていると描写していますが、これは、神は無数の姿をとって宇宙にみなぎっていると宣言しているのです。また、これは、すべてのものは神の一部であるということを意味しており、無数の姿で構成されている宇宙は「ヴィシュワ ヴィラータ」、すなわち、宇宙的存在と描写されています。ヴィシュワ ヴィラータは、ラヴィ・ヴァルマといった画家たちによって描かれた人物でもなければ、詩人によって描写された人間でもありません。ヴィシュワ ヴィラータは宇宙的神人の姿です。22/11/80M



　＊宇宙飛行士

最初の宇宙飛行士であるガガーリンは、宇宙においても神を見つけることが出来なかったと述べました。彼は機械のみに頼ってそのような結論に致ったのです。彼は心を使って神を探すことをしなかったのです。真理を知りたければ、目で見えるものを超えたところにあるものを探し求めねばなりません。肉体の目で見えるものは、真の知識とはなり得ないのです。SSSvol11p28　



    ＊うつ病

学生と帰依者たちは、感覚の制御はいたって単純であるということに気づくべきです。必要なのは、否定的な感情がわいてきたときに、それを焚き付ける代わりに肯定的な態度を取ることです。たとえば、ブッダは悪魔の怒りに愛を返して、悪魔を変容させました。今の多くの学生は、鬱うつになりやすく、心が混乱しています。その理由は、自信の欠如による弱さです。神に対する完全な信仰があれば、鬱が付け入る隙すきはなくなるでしょう。7/10/97 



　＊うぬぼれ

何らかの成果が上がるとそれを自分の手柄として自惚れるべきではありません。この種の利己心を捨てなさい。このような執着と利己的な感情は束縛の原因となります。24/5/91

 自惚れや自己愛を取り除くことは、困難な仕事です。人はずっと昔から心が好きな方に向かうのを放っておきました。それゆえ、今さら新たな方向へ心を向かわせることは、大変困難です。自己愛に溺れた人は、他の人に権威を押し付けることがたいそう好きです。そのような人は、自己愛こそあなたを束縛している原因である、という人の意見に賛成しません。

 というのも、それが他の人の主張する意見だからです。彼らはすべてを、利己心と自己愛で燻されたメガネによって見るのです。「私の言葉は正しい」「私の意見は正しい」「私の行為は間違っていない」と彼らは考え、そのような考えに基づいて暮らしています。そのような態度は修行者にとってとても危険です。彼は、自分に有益な批判、示唆、助言をいかなる分野の人からも熱心に求めなければなりません。DVJp105

    もしあなたの行動が他の人を軽蔑、あざけり、皮肉、憎しみで汚すことを自分に許すなら、あなたはインドの汚れなき名前を汚すことになります。インドの文化、インドの伝統はそれを黙認しないでしょう。神は一つである、そして、神はさまざまな名前と姿で知られる、知られ得る、とインドは宣言してきました。神は万人のハートの中に座している、とインドは言明してきました。〜神への愛が浸み込んでいるハートが暴力的な思考を抱くことは、決してあり得ません。神の御前にひざまづく一方で、自分にひざまづくよう人々に強要するのは、まったくの偽善です。神は愛です。神は平安です。神は力です。神と触れ合った人が、どうして尊大で、辛辣な人間でいられるでしょう？ なぜ相変わらず動揺し、怒るのでしょう？ 弱く、揺れ動いているのでしょう？ 自分は神と触れ合ったという主張は、滑稽な自惚れにすぎず、本当ではあり得ません。木は、その木になった果実によって評価されます。4/73

　＊ウパニシャッド

今日の学生は、ウパニシャッドを無視します．それは何故でしょう?理由はウパニシャッドの教えが、日々の生活に関わりのあることを学生に教える教師がいないからです。今日我々の目撃する科学とテクノロジーの目覚しい発達は、ウパニシャッドのエッセンスです。ウパニシャッドは、ヴェーダの結びとなる部分であるゆえにヴェーダンダと称されます。31/5/91

 色々違うように見えても､本当はただ一つです。誤ったものの見方を正さねばなりません。ウパニシャッドは、様々なものの中にただ一つのものを見るように教えています。どうすれば、すべては一つという体験が得られるのでしょう。自分は肉体だという思い込みを捨てたときにはじめて得られます。そうなればすべては一つであると言うことを体験するでしょう。SGc21

   バガヴァッドギーターとブラフマースートラにはウパニシャッドの神髄が込められています。ウパニシャッドの真理の重要性を明瞭に説明する物語に言及している聖賢たちもいます。「イーシャヴァースヨーパニシャッド」〔イーシャー ウパニシャッド〕は、諸ウパニシャッドの中で首位を占めるものです。このウパニシャッドは全宇宙に神が浸透していると言明しています。サンスクリット語の学習を軽視しているために、人々はウパニシャッドの中にある知識の宝を楽しむことができずにいます。18/10/93

 物質に関する科学によって学ぶことが出来ず、ウパニシャッドによって理解することが出来る多くのことがあります。科学がこれまで発見したことはごくわずかでしかありません。霊性はマイクロコズムの中にマクロコズムがあることを肯定します。31/5/91



    ＊生まれ変わり

人は皆、自分の源からはぐれて荒野をさまよっています。そして、その源へと戻る帰り道を見つけるために、肉体をまとって、この、喜びと悲しみ、成長と衰え、希望と失望の世界にやって来るのです。それは決められた滞在時間内で果たさなければなりません。一日ごとに、太陽は、こっそりと、ほんの少しずつその期間を盗んでいきます。けれども、幻の明かりと荒野のざわめき、そして、それらの強い印象の見せかけの甘さに心引かれて、人は運命の神の呼び声をないがしろにしています。五感は人をだまし続け、迷路の奥へ奥へと連れていきます。これは人が笑顔と感謝の身振りをしながら死んでいく代わりに、うめき声と嗚咽を上げながら死んでいく時まで続けられます。生まれてから死ぬまでの年月は、無駄なものを手に入れること、価値のないことを達成することに費やされています。なぜなら、満たされない欲望と不健康な感情でハートがいつもチクチク痛み、それが人の本性である平安に影響を及ぼしているからです。これがずっと人につきまとっている迷妄、マーヤー（幻力）であり、それが人の神髄である神性を影に隠しているのです。22/12/70

    ＊運命

運命とは、それ自体がまだ生まれない内から、あなたがそれに対して形や人格を持たせているのだろうか。四六時中、運命が運命が・・・と口癖のように言って、運命に大きな力を持たせてはいけない。あなたが意思し、願い、行動をしなければ、どうして運を実らせることができようか。運命がどうであれ、行動し続けることが大切なのである。運命さえも行為なしに成就しない。果物を持っているだけで、絞らなかったらその甘い果汁は味わうことは出来ない。何もしないで運命のせいで果汁を飲むことができないと不平をいうのは、馬鹿もよいところだ。

 運命はあなたの手中に果物を与えた。行為のみこそ、あなたが果汁を味わえる手段なのだ。行為は義務であり、運命は結果である。行為無しに結果を得ることは出来ない。あなたは自分の力を過小評価してはならない。力の限りを尽くしなさい。その後で気のすむまで運命について話しても良い。運命のせいにして為すべき行為もなさないというのは間違いである。全力をあげて努力すれば、運命さえも逃げてゆくのだ。SDMp72



    ＊永遠

人が人生を送るには多くのことが不可欠です。しかし、この世のすべては、流れ去る雲のようにいっときのものであり、永遠のものではありません。人が永遠のものだと考えているものは、実際には、はかないものです。永遠で、本当で、不朽であるものを得る唯一の方法は、

（万物に内在する永遠なるアートマは、私の存在の一部である）

と、クリシュナ神がバガヴァッド・ギーターの中で宣言したように、すべては神の一つの側面であるという真理を認識することです。バガヴァッド・ギーターは、万物は万物に内在する至高の存在の一部であることを教えています。1/1/08



　＊映画

たとえこの映画は教育的で、感動を与えると宣伝されていても見るべきではありません。製作者は、儲けを得たいという欲から、下品で堕落したシーンをわざと入れ、人生経験の無い、初心な心を喜ばせます。悪徳のウイルスをあなたの頭に入り込ませてはいけません。もしそれを許せば、あなたは野獣より低いレベルに落ちていくでしょう。p,210SaiVandana

 少し考えてもみなさい。皆さんが映画館に入る前より出てからの方が平安で、英雄的で、純粋で、高潔になったのかどうかを。答えはＮＯです。あなたの熱情はほとばしり、あなたの獣的性質は増大し、あなたの低いレベルの欲望が鎌首を持ち上げ始めています。あなた自身を豊かにするような静寂や祈り、神との融合などを与えてはくれません。vol3p128

 妊婦が良くない不道徳な映画を見ると、子宮の中にいる赤ん坊までも影響を受けるのです。お母さんのお腹の中でそのような悪い影響を受けた子は、年を取るにつれてもっと悪い思いを持ち、悪い性格の子となって育っていくのです。SRBMp103

   インドの伝統とインドの生活様式は、今、大変な勢いで捨て去られています。無礼な服装、話し方、外見がそれに取って代わっています。子供たちは、それらは反感を持って見るべきであるということを教えられるべきであり、それらは道を外れた下品なものであるということを知るべきです！ 今、映画館沿いの道には、ファンを引き込もうというもくろみで卑猥なポスターがずらりと貼られています。それらは、きわめて巧妙に、こっそりと人の人格を汚染していきます。子供たちは、そうした品位をおとしめるような有害なポスターを公共の目にさらすことを許している大人たちに、恥を知らせなければいけません！ 子供たちは、人間的価値を低下させていることに対して、大人たちの羞恥心を呼び覚まさなければいけません。私たちがこれらの理想を子供たちに植え付けなければ、インドはどん底まで落ちてしまうでしょう。

あなた方は、そういった卑猥な写真、ポルノ映画の宣伝ポスター、いかがわしい服装、厚かましい態度と風采を、どうして許容できるのですか？ これらの悪を根こそぎにするために、できることはすべて行いなさい。バーラタ マータ（母なるインド）の顔に付いたそれらの汚点を取り除くようにと、子供と若者をしつけなさい。インドは人類の教師として先頭に立ち、過去と現在の女性たちの徳性、忍耐力、道徳的な力に感謝しています。あなた方はこれらの性質を保持し、育まなければいけません。そうすれば、インドは世界の国々の中で抜きん出ることができるでしょう。10/7/74



　＊英知

英知を手に入れれば、人は､感覚の手の届かない上の段階にいくことが出来ると言われています。それ故、人は英知によって導かれなくてはなりません。英知の下は心で、心の下は感覚で､感覚の下は肉体です。SSS5/95p134

  真のグニャーニ(叡智を得た人)とは自分の肉体と心と知性を神に捧げる人のことです。真のグニャーニは神だけを想い、その他のことは何も考えません。真のグニャーニは神を喜ばすという唯一の目的のためだけに行動します。10/9/02

  英知は信愛から生じます。神への愛は神の御名を唱えるという、高尚で献身的な行いによって高めることができます。神は神に関する知識を信者に与えます。神は神自身によって覆いを掛けられたヴェールを取り除きます。真善美p148

 二つの知識があります。一つは神に向かう知識、もう一つは物質的な世界の知識です。物の様々な性質を知ることは世間の普通の知識です。それに対して内なる原理を知り、この世のあらゆる物の中にいつも潜んでいる基礎と目的を認めるのが、神に向かう知識です。それは英知と呼ばれます。英知が無く、神聖なことがわからなければ、この世界のことは本当にわかりません。だから世間の深い意味を知るためにも、神に向かう知識がどうしても必要なのです。SGc8

 覚者は善行をなそうと決意したり、その促しと目的を掲げることにより、ある特別の力を授かります。この力によって、彼は望みのものを何でも得ることができるのです。英知を得たものが、如何に偉大な境地にあるかは想像を絶し、到底言葉によって記述することは出来ません。それは至高神自身の光輝と威容に等しいのです。そうです。彼は自分がずっとそうであり続けたブラフマンになったのです。JV

 感覚を正すのは英知の道にとって､とても大事です。感覚を正すことが出来れば､帰依の道も､奉仕の道も､英知の道も､他のどんな道も､容易く成し遂げることが出来るでしょう。SGc17

 あらゆるものは、はかなく移ろいゆくものと分かれば､感覚器官を正し、執着を捨てることが出来ます。皆さんは徳の無い人ではありません。徳のある人です。正しい道に進んで､自分の内にある神聖なものを磨くのです。自分の中で英知の光りが絶えること無く輝いていれば、良い思い、良いものの見方、良い助言によって人を助けることが出来ます。

 そんな人はまさしく神様です。その反対の性格を顕している人が悪魔です。悪魔は闇を好みます。闇を払い､光で満たされていて下さい。光ある道を選ぶなら､過去に何があったとしても､神は皆さんを受け入れてくれます。SGc17

 五つの元素を超えるものは、ただ一つしかありません。それは神です。求めるべきものは神なのです。英知はあらゆるところにある、ただ一つの存在を求めます。それはアートマです。このただ一つのものを求め、いつも目を離さないで下さい。すべての行為がアートマに支えられていれば､何をしても清らかで神聖な行為となります。すべての行為をアートマのために、神を喜ばすためだけにしていれば、英知に満ちた神聖な人になれるでしょう。SGc18

 英知は世間の知識によって身につくものでしょうか。そうではありません。英知は外面的、物質的な世界に関わるものではありません。内面的な経験だけに通じるものです。自分自身を信じるときに、はじめて神を深く信じることが出来ます。自分自身を信じられないのに､本当に神を信じることなど出来るはずはありません。自分を深く信じているからこそ神を信じることが出来ます。自分を深く信じるには､いつも内面を探求する修行に取り組まなければなりません。SGc20

 自分の感覚器官を正すことが出来れば､真の英知の人です。喜びと悲しみ、暑さと寒さ、損と得、名誉と恥などの二つの対立するものを、静かで落ち着いた心で受け止め、その態度が充分身につけば､英知ある人の特性が得られます。どんなことも変わらない心で受け入れることが、英知ある人の特性です。感覚器官の正体に気がつけば､真の英知ある人になれる道を進むのは､何も難しいことではありません。ところが、自分がアートマであると思わずに、自分は肉体だと思い込んだままでは、高い境地に達することは決して出来ません。SGc18

 真の英知ある人はどんな状態にいたとしても､思いも感情も変わることはありません。いつも揺るぎない心で神を思っています。SGc22

 真に教育ある人は、その知識を他の人々の善の為に使います。かれは、ニャーニ（英知の人）と呼ばれるに値します。感覚の楽しみの為や、世間的な欲望を満足させるために用いられる知識はニャーニではありません。22/5/92

 英知の人は自分以外の何者にも依存する必要は無く、自分だけでこの上なく幸福である。かれは、無為の中に行為を見、行為の中に無為を見る。彼は行為に携わっているかもしれないが、いささかもそれによって影響を受けることも無く、行為の結果にいささかも関心を持たない。

 あなたは英知の人にはどうしてそれが出来るのか、と尋ねるかもしれない。聞きなさい。彼はいつも満ち足りている。満ち足りた人は自由であり、他の人やものに依存することは無い。彼は媒体という感覚に左右されない。そして良いことであれ、悪いことであれ、何が起きても起きたことに満足している。

 というのも彼は何事においても、主の意志により行われると確信しているからだ。彼の心は揺さぶられることがなく安定している。そしていつも喜びに満ちている。満足感に欠けているのは無知の人のしるしである。人生の目標を諦めて、怠慢の道を歩く人々は、どうして何が起きても幸せといえるだろうか?満足は、英知の人のみが勝ち得ることが出来る宝物である。

願いの上に願いを重ね、次々に計画を立てて、たえず何かを追い求め、思い悩み、貪欲によって心を燃やす無知の人は、満足を勝ち取ることは出来ない。ギータバヒニ１０章

知性が決めたことを､心が命じ、感覚器官がその通りに働きます。それが感覚を抑える正しい道筋です。 低次の心に従って生きている人は、やがては身を滅ぼし動物以下に身を落とすことになります。英知の人は､高次の心、知性、分別、判断、直感を人生のよりどころとします。知性にしたがっていれば本当に素晴らしい人になれるでしょう。

  人生が知性に支えられていれば､最高の目標まで導いてもらえます。反対にもし低次の心だけを頼りに生きていれば､何か新しいことがおこるたびに予想もしなかったこととして目の前に現れるでしょう。なにが起こるのか、どこに行き着くのか､全く分かりません。SGc17



   ＊笑顔

人の真の本性は歓喜です。それゆえ、人は常に明るい顔をしていなければなりません。2/4/2003



　＊エゴ

エゴはどこから生まれるのでしょう。どうしていつもエゴに悩まされるのでしょう。人間の持つ無知によってエゴが起こります。～宇宙の大きさが分かっていたらエゴなど起こるはずはありません。宇宙はどれほど大きくて、自分はそれに比べてどれほど小さいか忘れてしまったときに浅はかな考えが浮かぶのです。SGc31

    エゴと執着を取り除かない限り、人生で何かを成し遂げることはできません。謙虚さと忠実さがあれば、どんなことでも成し遂げることができます。道徳、霊性、肉体、さらには政治といった人生のあらゆる領域において、人は献身的に振る舞わねばなりません。そのとき初めて、成し遂げた仕事が栄光のうちに輝くことでしょう。17/2/07

 よく銘記しなくてはならぬことは偉大な人や聖者の悪口を言ってはならない、ということです。それはあなたのエゴの表れであり、自分が偉いと思い込むことから生じる生意気な心なのです。SSSVol1chp9

私たちの認知している世界のすべては、実は私たちが創り出しているといわれていますが、それには例外が一つだけあります。

 外から人間の中に入ってくるものが一つだけ存在するのです。それは、外的な対象物に執着することによって発生するエゴです。この世俗的な欲望を切り取ってしまえば、エゴは自動的に消滅します。外界から受けた印象を自分の中に取り込んで、それを真実と見なしてしまうのは有害です。人間は外で見たものを自分の中で複製して作り出すことができるので、自分が再び創ったと勘違いするからです。ところが、実は、外界で見るものは、すでにその人の中にある(アートマ)の記憶を呼び起こすだけなのです。CWSSBp110

   あなたが聖なる英知の炎を見ることができないのは、エゴがあるからです。エゴはどのようにしてあなたの心に入るのでしょう？ それは、あなたが真実の道を手放したときに、あなたの心に侵入するのです。あなたが、真の自己を知らずに、世俗的な思いや感情を育てるときに、あなたは利己的になります。エゴを取り除くには、世俗的な思いや感情をコントロールしていなければなりません。エゴを取り除かないままに英知を獲得することはできません。アートマ（真我）のまばゆい光を見るには、心を覆っているエゴというすすを取り除かなければなりません。23/1102

    行為を「自分のもの」だと思うこと、行為は何らかの利益を得るためにするものであり、その利益は「自分が」獲得するものだと思うこと――これこそが、悪い感情、悲しみ、病気を引き起こしているものです。エゴ（自我意識、アハンカーラ）は狂喜したり悲しみに沈んだりします。エゴは笑ったり泣いたりします。エゴは競い、鬱になります。エゴは喜びと悲しみを行ったり来たりする振り子のように揺れます。エゴは人に休息の時や安らぎの時を与えません。エゴは、行為の報酬が期待より少ない時、あるいは期待より多かった時でさえ、あるいは期待と違った時、期待を歪められた時、激しく動揺します。それゆえ、シュルティ〔ヴェーダ等の経典〕は、人は皆、自分の行為の一切を神に捧げるべしと定めているのです。なぜなら、神は一人ひとりが何を最も受けるに値するかを知っており、神自らが意志することでその報いを施す者であるからです。22/12/70

どの人も、ある一つの邪悪な性質の餌食になっています。それは一種の病気で、それに効く薬はありません。その病気はアハンカーラ（エゴ、我執、自我意識）という病気です。エゴは人の頭に侵入してきて、人をめちゃくちゃにします。エゴは人間だけでなく、鳥や獣をも襲います。たとえば、金持ちの家の門番として飼われている犬は、人が通るたびに吠えかかって自分の権力を固持します。これは動物のエゴの一例です。犬は、自分はこの家の番犬だ、誰も中に入ってくることなどできないだろう、ということを示したいのです。犬は「これは自分の家で、この家は自分が守らねばならない」と思っていますが、犬は「自分」とは何かを知りません。

もし今、「自分」とは何を示しているのかを知らない人がいたら、その人は犬と同じ場所にいるということになります。人はいつも「私の体、私の心」等々について話をしていますが、「私は誰か？」とは問いません。自分自身についての真実を発見した人だけが、知者（グニャーニ、英知の人）です。いつも「私」という言葉を使っていながら自分が誰かを知らない人は、無知な人（アグニャーニ）です。6/3/89



     ＊エデュケア

教育機関における現代の学校教育は「エデュケーション」と称されますが、ハートに響く霊的な教育は「エデュケア」と呼ばれます。エデュケアとは、人に生来備わっている神性を引き出し、全世界の理想としてそれを確立することです。現代の教育は単なる本の知識に終始しており、書物に書かれていることに限定されています。一方、エデュケアは書物には関係しません。エデュケアはあらゆる知識の源についての教えに関係します。そして、その源は一人ひとりのハートの中にあります。それゆえ、この種の教育を基礎とすることが、今日非常に必要とされているのです。人々は霊的でない分野での高等教育を推し進めています。しかし、それだけでは十分ではありません。真実・正しい行い・平安・愛・非暴力といった人間的価値を教える霊性教育もまた進めなくてはなりません。それによってハートの変容がもたらされるのです。

     霊的教育と世俗的教育の調和のとれた混合が、今日の世界にかなった理想なのです。前者は内界の教えすなわち内なる気づきであり、後者は外界すなわち世俗に関する教えです。世俗的な教えは物質的な世界に関わるものです。それらはマイナス極をあらわします。一方で、内なる気づきに結び付いた教えはプラス極です。愛を例にとってみましょう。愛の形を定義できる人がいるでしょうか？ 愛を定義するための最善の方法は、人を愛し、人から愛されること、それによって愛の至福を体験することです。内なる気づきに結び付いたそのような教えが、今、至急必要とされています。エデュケアは、人と人の間に愛と親近感を確立します。今日、他の人の心の内は誰にもわかりません。思いと言葉と行動が一致していない人の場合はなおさらです。そのような人は、何かを思い、その思いとは違うことを話し、それから、まったく違った行動をとります。これは真の教育の特質ではありません。あなたが思ったことを話し、言葉として表現したことを行動に移しなさい。思いと言葉と行動の間に一致が見られないために、現代人は、「マハートマ（偉大な魂）」のレベルに到達することがなく、「ドゥラートマ（不道徳な人）」になりつつあります。次のように言われています。20/11/02

    現代科学は偉大です。しかし、皆さんの感覚は低いレベルにあります。科学の発達と共に、感覚もまた高いレベルに引き上げなければなりません。現代にあって、私たちは高い生活水準を維持しながら、低いレベルの感覚に甘んじています。これは「エデュケア」の意味するものではないはずです。エデュケアとは、人に生来内在している神性を引き出すことです。皆さんの口から発せられるいかなる言葉に対しても、それが皆さんの受けた「エデュケーション」の結果 なのか、それとも「エデュケア」の結果なのかを「Watch（ウォッチ、注意）」しなくてはなりません。20/11/02



　＊エネルギー

若者は、内なる力に注目せねばなりません。それは一種の電気エネルギーに例えられます。内なるエネルギーは、目によって物を見させます。あなたは、自分のビジョンが清く神聖で好ましいものであることを確実にせねばなりません。

 好ましくないものを見ることにより、視力を汚染してはなりません。いかなるものであれ悪意で見てはいけません。目は誤用すればだめになります。そして、全身を循環する磁性のエネルギーがあります。このエネルギーは、身体のいたるところにみなぎっていますが、ことに手に顕著に存在します。それゆえ両手を良い目的の為に用いなさい。手は他の人を害したり傷つけたりするために用いるべきではありません。その上、身体には、光を放射する光線があります。身体の電気エネルギーは、丁度ラジオ波のように、全身にこの光線を伝導しています。

   人々は、これらのエネルギーを正しい目的の為に用いてはいません。耳は噂話や中傷や悪い話を聞きます.その結果聞く力は汚染されました。それから、話す力があります。この力は音響波として現れます。この力を注意深く用いねばなりません。話すときは他の人を興奮させたり,腹立たせたり、怒らせたりしないように気をつけねばなりません。人を傷つける言葉を言えばそれは２倍の強さで話した人に返ってきます。それゆえ話す言葉は優しく甘美でなければなりません。14/1/1996

    物質とエネルギーは天地創造の時から存在しています。物質とエネルギーは心（マインド）によってのみ認識されます。心が神と結び付いて働くと、物質はエネルギーの形を得ます。心が自然（プラクリティ）のほうに向くと、エネルギーは物質の形を呈します。心は、喜びや悲しみを体験する原因であり、物質とエネルギーを理解するためにあります。聖賢たちは、こうした心の性質を認識していたので、「心は人の解脱と束縛の原因である」と言明したのです。6/5/88

 エネルギーと結合した物質は神であることを理解せねばなりません。この世のものを、全ては神の創造物であるとの自覚を持って用い、あらゆるものの中に神をみて感謝しなさい。快適さを求める欲望を含め、全てに限度を設けなさい。五大元素すら、限度内で用いなければなりません。さもないと五大元素は危険を伴います。30/5/95

 

    ＊エリート

教育を受けていない一般の人々よりも重大な罪を犯している人は、いわゆる「教育を受けたエリート」です。彼らこそが国に対して大きな損害を与えているのです。教育を受けていない村人たちは尊敬に値する生活をし、他の模範となっています。たとえば、教育を受け、大変な知識人だと考えられている人々は都会で贅沢に暮らしています。

    一方、粗野で無学な鈍才だと考えられている人々は村で暮らしています。彼らは、極めて質素で、幸せで、足るを知る生活をしています。今日、さまざまな学校や大学が都会に創設されていますが、これらの教育機関のキャンパスでは絶え間ない不安と動揺が見られます。他方、そうした高等教育機関のない村々には、そのような動揺はほとんど見られません。こうした状況を生み出す原因とは何でしょうか？ 原因の多くは、いわゆる現代の教育と呼ばれているものにあります！20/11/02



　＊大げさ

一つのほんの小さな小石がご飯に混じって歯の間に詰まっただけで、あなたは小石ではなくそれをご飯すべてのせいにします。人の元々備わった性質として、自分の受けた印象を大げさに伝える傾向があります。我々は喜びをそれは偶然で意味の無いものと見なし、悲しみや苦しみを大げさに伝えようとするのです。SSSvol5p233



　＊おしゃべり

過度に、度を超えて話してはなりません｡話過ぎれば、世間の人は、あなたをおしゃべりで、口の軽い人だと言うでしょう。過度の話は、人を狂わせると言うではありませんか。寡黙な人は他の人を幸福にします。なぜなら、嘘をついたり、批判したり、噂話をしたり、無駄口をたたいたりしなくなるからです。際限なく話せば、人から尊敬を受けなくなります。その上、記憶力も低下します。エネルギーも失います。

 もし、ラジオのスイッチを入れて、長時間ボリュームを大きくしたままにしておくと、たくさんの電力が消費されてしまいませんか。それと同じように長時間話し続けると、あなたのエネルギーも、、また消費してしまうのです。神の声が聞こえるのは、常に静寂の中である。ということを覚えておきなさい。もし誰かが、あなたに「こんにちは」と挨拶してきたら、「こんにちは」と返しなさい。「さようなら」と言ってきたら「さようなら」と返事をしなさい。それで十分です。必要なときに必要とされるだけ話せば良いのです。STPS2p15

　きつい言葉を使って他者に苦痛を与えてはなりません。実際、他者は他者ではなく、あなた自身に他なりません。なぜなら、同一のアートマの原理が万物のうちに存在しているからです。苦痛を与える者と、それによって苦しむ者とは同一の存在に他なりません。ですから、決して他者を傷つけるような話し方をしてはなりません。私が皆さんに、しばしばおしゃべりを控えなさいと言うのはそのためです。しかし、皆さんは私の言葉を真剣に受け止めていません。皆さんは、話し過ぎることが将来どれほどの災いをもたらすかを理解できません。5/7/01

  低俗な小説を読んだり、淫らな写真を見たり、テレビや映画を見て、あなたのエネルギーを無駄にしてはなりません。もちろん、良いものを見ることはかまいません。悪いことを考えること、悪いものを見ること、悪いことを聞くこと、悪いことを話すことによって、多くのエネルギーが無駄にされています。必要な分だけ話しなさい。おしゃべりに耽る人は愚か者です。

 礼拝の集まりに参加しに来る多くの人は、自分の近くにいた人と不必要にしゃべり続けます。不必要な話はエネルギーの浪費につながり、本人に悪い評判をもたらすことに彼らは気づいていません。神はシャブダ ブラフマンと呼ばれています。これは、神は音〔シャブダ〕という形で存在するという意味です。音を誤用してはなりません。今日、人々は淫らな写真を見ることに関心を抱いています。そこから一体どんな恩恵を得ていますか？ まったく何の恩恵も得ていません。ですから、悪いものを見てはなりません。24/11/2000

   心には、計画と会話という二つの活動があります。二つはそれぞれ異なる道を歩みます。計画は、心に浮かぶ諸問題を解決することに熱心です。一方、会話は道を踏み外させ、問題を複雑化させ、解決に至る道筋を混乱させます。

   内心で、ああでもない、こうでもないというおしゃべりは、朝から晩まで、心が疲れて眠りこけるまで続けられます。それは、病気の原因となり早く老けさせます。おしゃべりの話題は、主として他人の欠点や失敗、幸不幸です。この絶え間ない会話があらゆる惨めさの根本にあります。それは心を厚い暗闇で覆い、ますます速いスピードで厚くさせ、人としての純粋な価値をていくのです。VVc18

   人に奉仕をする事によって利己心は無くなって行きます。思いを良い行いをすることに向ければ、心は内心のおしゃべりから遠ざかるのです。VVc18

 おしゃべりの人は、すぐに他の人の噂話を垂れ流します。話好きな事と舌がスキャンダルを垂れ流す事は、双子なのです。それらは、お互いに共に仕事をするのです。～他の人の悪口を言う事は、とても大きな罪なのです。11/87

    皆さんが気をつけなければならないもう一つの側面は、話です。話のしすぎは大変な悪です。余計な話にふけってはなりません。そのような癖は直すよう努めなさい。可能な限り沈黙を保ち、静かにしていなさい。必要なことだけを話しなさい。要点だけ答えなさい。もし、それ以上話すなら「おしゃべりな人」というレッテルを貼られることになるでしょう。健康の観点からも、話しすぎはよくありません。これは大変重要なことです。子どもの場合はなおさらです。23/2/09

 人間の身体は、過度のおしゃべりに耐える事は出来ません。ある国会議員の場合、彼は二時間話し続けたあと、目眩を覚えました。耐えず話し続けることができる人はいません。何年もそうし続けているスワミ以外には。CWSSBJp205

 しゃべり過ぎてはいけない。君たちの持っている神の力はおしゃべりで消耗してしまう。しゃべってばかりいると記憶力も鈍るし、身体も弱くなる。早い内から老け込んでしまうばかりか、自分自身の評判も下げてしまいます。皆さんが持っている聖なる神の力はそのような果てしないおしゃべりで消耗していきます。朝目が覚めて夜寝るまで、たとえ声には出していなくても頭の中でもおしゃべりは続いています。SGc7



　＊汚染

今日、呼吸する空気、飲料水、耳で聞く音、摂取する食物、全てが汚染されています。あらゆるものが汚染されているゆえに、人の健康は悪影響を受けています。また、人の心も汚染され、人は病気になりやすいのです。静かで清らかな生活をするように、熱心に努力しなさい。21/1/94

    今、食べるものも、飲む水も、吸う空気も、すべてが汚染されています。人間自身もひどく汚染されています。それは、自分のマインドを悪い感情で満たしているからです。悪い感情とは、悪い欲にほかなりません。当然、人間には欲があるものですが、欲には限度がなければなりません。ペンのインクが青ければ、あなたが書く文字も青くなります。インクが赤ければ、書く文字も赤くなります。これと同じように、もしあなたのハートがネガティブな感情で満たされていれば、あなたが見るものも、聞くことも、言うことも、すべてがネガティブなものになります。ですから、まずあなたのハートを愛で満たしなさい。そうすれば、あなたが見るもの、聞くこと、言うこと、行うことは、すべて愛がいっぱいに詰まったものなります。11-8-2000

      健康を謳歌したいものは、飲料水、食物、そして空気が汚染されていないものを摂るべきである。SS3/94p64

    今日、教育の高潔さは、科学的な知識の誤用のために衰えています。科学者は、自然の法則を変えることに尽力しています。もし木に実がなったとしたら、それは木が注射をされているからです。もし牛がこれまでより多くの乳を出したとしたら、それは虐殺した別の動物の臓器を餌として与えられているからです。科学者たちは、動物の局部を牛に食べさせると、牛は強くなって、より多くの牛乳を出すと考えています。

   近ごろは、水さえも汚染されています。汚水こそが、人間が患うあらゆる病気の原因です。どんな果 物を見ても、虫やバクテリアがついています。以前、「いちじく」はすこぶる食に適したものでした。ところが、今では、いちじくにさえバクテリアと汚染物質がついています。この原因は何でしょう？それはまさに、植物に与えられる汚水です。人々は、水を浄化し、沸騰させてからでないと、水が飲めません。14/1/07

今日、至る所が汚染されています。わたしたちの考えも汚染されています。水も周囲の環境も空気も汚染されています。全てが汚染されています。心もまた汚染されています。どうしたらこの汚染された世界において善良でいられるでしょうか。

  偉大な人でなく善い人になりなさい。偉大な人の状態は過ぎ行く雲のようなものです。人々は多くのお金を稼いで偉大な人になろうとしますが、最終的にはその人には何も残らず、偉大さも残りません。最後まで残るのは善良さだけです。従って、わたしたちが求めるべきものは善なる評価です。だれもが自分は善良なる人であるというべきです。バーラットの全ての人は善良なる人です。事実、全宇宙は善良な人々で満ちています。実際、あなたは善い評価を得て、善良な人間になるべきです。あなたが善いことをしていれば、悪評をうけることはありません。5/7/01  

    見境なく技術を使うことで、空気も水も食べ物も、世界中のすべてが汚染され、毒されています。幸いにも、バーラタの国はこの世界規模の汚染を免れています。私たちは科学や技術を追いかけるべきではありません。人間性を欠いた科学は人間の存在そのものに対する大きな危機をはらんでいます。22/11/08

君たちに言っとくことがある。ここを卒業して外の世界に出た時、君たちは環境を汚染することがあってもこのババが許すと思っているだろう。でも決してそんな事はないのだ。逆に環境を破壊した罰は多様な形で増しながら君たちに返って来るのだ。というのも君たちはこのサイババカレッジの学生であったからなのだ。環境汚染が良くない事を知っているのにそういう汚染をしている会社に就職し働いただけでも、自然は君たちを許さないであろう。カレッジでの講話



    ＊恐れ

神が喜びと勇気を与えることができるのは、神が人間と交わるための言葉を話す場合に限られます。たとえそうであっても、多くの者は私に近づくことを恐れます。なぜなら、彼らは、自分が秘めている考えや心の奥底にある欲望を私が見透かしていることを知っているからです。1-1-64

   どんな時でも自分の純粋な意識に従わなくてはなりません。あなたが善い行いをしていれば、何も、誰も、恐れる必要はありません。自分が間違った道にいる時にだけ、人は恐れを抱くのです。31/8/87

　恐れのない人になりなさい。たとえ頭に雷が落ちても、恐がってはなりません。死がやって来るのはたったの一度きりで、二度とはやってきません。それはいつか必ずやって来ます。ですから、死を恐れないことです。いかなることがあっても良いような準備をしておきなさい。真理を守ることを恐れてはなりません。あなたの人生を愛で満たしなさい。そうしてはじめて、あなたの人生は神聖なものとなります。もしあなたが、真理と愛を守らないとすれば、ジャパ（神の御名を繰り返し唱えること）や瞑想のような、いかなる霊性修行をしても、あなたの人生は救われないでしょう。いかなることが起きようとも、構わずにこれらの価値を守り続けなさい。これらの価値のみが、全世界に幸福と繁栄をもたらすことができるのです。愛をますます育てて行きなさい。他者の批判を気に留めてはなりません。なぜなら、皆さんはいかなる過ちも犯しているわけではないからです。

   人がもし、本当に神を愛しているとすれば、いったいどのような過ちが起こり得るでしょうか？ 皆さんの呼吸が止まる最後の瞬間まで、神への揺るぎない愛を持ち続けなさい。対立や疑念の介入する隙を与えてはなりません。すべての人が、自分の行動の結果に直面しなければなりません。それがいつどのようにやってくるかは、誰も予測できませんが、人間は必ずそれらの結果に直面します。

   しかし、あなたが絶えず神のことを考えているのであれば、決して苦しみにさいなまれることはありません。神はあなたをすべての苦しみから守るでしょう。神は常に、あなたの中に、またあなたの周囲にいて、あなたを安全に守るでしょう。邪な感情の付け入る余地を与えてはなりません。あなたは、神をイエスとして、あるいはラーマやクリシュナ等々として崇めても良いのですが、神は一つであることを覚えておきなさい。目標は一つ、真理は一つ、愛は一つであることを忘れてはなりません。このことを固く信じていなさい。取るに足りないことを求めて、あなたの愛を断片化してはなりません。

   一体性の原理を理解し、それにしっかりとつかまっていなさい。そうすれば、あなたがどこにいようとも、たとえそれが森の中でも空の上でも、町の中でも村の中でも、あるいは山の頂上でも深い海の中でも、神が必ずあなたの面倒を見るでしょう。いかなる人もあなたの神を否定する権利はありません。カリユガの影響のために、人々は、金銭を追いかけて邪悪な道をたどっています。彼らは、金のために人を殺すようなことまでしています。彼らにとっては、金銭がすべてです。私たちは、争ってお金を得ようとすべきではありません。人は、愛という財産を獲得するために努力しなければなりません。25/12/2000

 今日の世界は、解決策の見つからない諸問題や、急速に広がりつつある恐怖にさいなまれています。戦争への恐れ、飢饉への恐れ、悪魔のようなテロリストへの恐れ、民族的、宗教的、地域的争いという問題、経済復興、経済存続の問題、学生たちのしつけの問題、教義の衝突の問題、狂乱や狂信の問題、権力の横領と極端な利己主義の問題。徐々に広まりつつあるこうした恐れへの 対応策は、ヴァイラーギャ（無執着）という態度を取ることです。

  体と心から成るものと、「私」と「私のもの」という限られたものに執着するなら、恐れは回避できません。アドワイタ（不二一元論）的な意識、すなわち、自分が目撃しているものは実在の上にある自分の心に焼き付いているものに他ならない、という意識こそが最良の治療薬であり、そして奉仕はもっとも効果的なサーダナ（霊性修行）です。行為は自らの動機をあばき、動機は自らの習慣を形作り、習慣は自らの人格を決め、人格は自らの行方を定めます。21/11/85



　＊オゾン層

大気中には太陽の放射する有害な影響から人類を守るオゾン層があります。テクノロジーが進歩した結果、大気中に有害なガスを生じる工場が建てられました。その結果オゾン層は薄くなりました。これが制止されずこのまま続けるならば、恐るべき災害を招くでしょう。科学者達はオゾン層の破壊を食い止めようと努力していますが、解決法はまだ発見されていません。

 本来ならば、木や草が二酸化炭素を吸収し、光合成という自然のプロセスによって酸素を供給するはずなのですが、多量の二酸化炭素が、大気中に放射されることが実際の原因です。森林が極端に危険なレベルまで伐採された結果、大気中の二酸化炭素はかなり増加しました。それゆえ、現状の状態にたいする解決法は集中的な植林、各地にもっと木を植えること、伐採することなく森林を守ることです。このように、人、自然、神の関係はきわめて密接ですが、科学者はそれを実感認識できません。21/1/93

   現代の技術の進歩は、大気を二酸化炭素のガスで汚染することによって、地上の生命体に脅威を与えています。すでに、このガスは、太陽からの有害な放射能を遮断する働きをしている地球上空のオゾン層に穴を開けてしまっています。もし、オゾン層が破壊されれば、太陽光線の影響によって、悲惨な結果がもたらされるかも知れません。今や、すべての国がこの脅威を心配しています。この危険を回避するために必要とされることは、自動車や工業製品や工場から排出されるガスによる大気汚染を減らすことです。制限なくなされている製造業の開発は、チェックしなければなりません。開発は、公共の利益にかなう、万人の福祉を促進するものでなければなりません。

     これらは最も有益な方法で資源を利用できるかを考える良い機会です。水、空気、エネルギー、鉱物などは、正しく使うべきであり、誤用されたり、無駄に使われたりすべきではありません。あらゆる天然資源の使用を節約することは、非常に大切です。大気汚染は数々の悪い結果を引き起こします。ナガラ サンキールタンやバジャンをすることの内的意義は、大気を神聖なバイブレーションと聖なる想いで満たすことにあります。27/9/92午前



    ＊男の義務

   男は真実と正義に基づいた人生を送るべきです。そうして初めて男は国を守ることができ、真の男と呼ばれるに値する者になるのです。そうでなければ、どうして英雄的な男性になることができるでしょう？ 多くの人が寺院に行きます。寺院を訪れるときには、女性を敬い守るという誓いを立てなさい。そうして初めて女性たちは守られるでしょう。女性が安全であって初めて世界全体が幸せになるのです。ですから、もし、世界のダルマを守りたいと望むのであれば、皆さんはまず女性に対するダルマを守らなければなりません。

     自分を女性の立場に置き換えて、何人かの男たちがあなたを苦しめている状況を想像してご覧なさい。何という惨めさと無力さをあなたは感じることでしょう！ 女性は夫のために自分たちの命さえも犠牲にする準備ができています。しかし、男性はそのような犠牲の精神をもち合わせてはいません。男性もまた女性のように、そのような犠牲の精神を培うべきです。そうして初めてあなたは男と呼ばれるに値するのです。そうでなければ、あなたは男らしさの欠如した形だけの男となるでしょう。皆さんは女性をアバラ（弱い）と考えています。しかし、実は女性はシャクティ スワルーパ（力強さと力の体現者）なのです。ただ私だけが夫を失った女性たちの苦境を知っています。そのような女性たちを守るのは私たちの義務です。もし、この義務を正しく果 たすのなら、皆さんは一生を通して幸せでいるでしょう。6/9/04

    男性に関しては、女性を守ろうとすることは偉大でも新しいことでもありません。それは男性の義務なのです。女性の義務は、家族全体を１つにまとめ、世話をし、維持することです。もし、女性が守られるならば、その代わりに女性たちが世界全体を守ることでしょう。決して女性を軽んじたり、単なる慰みものとして扱ってはなりません。私は、男性の皆さん全員が、少なくとも将来、女性の尊厳と名誉を守ることを始め、それによって自らの尊厳と名誉を守ることを望んでいます。

    自分の妻をひどく扱う者は決して幸せになることも、繁栄することもできません。もし男たちに、夫のために自分の命さえも犠牲にする準備ができている女性たちを守ることができないのであれば、男はいったい何のために存在しているのでしょう？ 6/9/04

 

    ＊お祭り

自分がアートマンということを忘れずにそこから力を引き出しなさい。あなたに自信を持たせ、信念から湧く力と忍耐力を与えるのが私の使命です。失望は衰退の主な原因です。ですから誰もが楽しくなれる雰囲気を作らなくてはなりません。満ち足りた心の持ち主にとって、人生は一つの長いお祭りのようなものです。嫉妬は元気を無くさせ、全身に毒を広がらせます。喜びも悲しみもすべて神に捧げなさい。それが満ち足りた心でいる秘訣で、何物にもまさる宝です。真善美pt2p144



    ＊オーム

    オームは、AとUとMが一緒に発音されたものです。これらの個々の文字には霊力はありませんが、一緒になるとエネルギーを与える振動が生じます。18/9/85

    あなたの時間をオームの復誦（プラナヴァ ウパーサナ）で満たすことです。オームは創造の始まりです。オームは源であり、維持するものであり、力です。オームは、すべての存在のプラーナ（命）です。ハーモニウム〔インドの鍵盤楽器〕のリードを通して押し出される空気が、七つの音（サプタ スワラ）、すなわちサ・リ・ガ・マ・パ・ダ・ニ（七音音階）を生じさせるのと同じように、オームひとつが、すべての世界のすべての音の根源なのです。その重要性を知り、オームの復誦を実践しなさい。23/11/66

    音は原初のプラナヴァ〔聖音オーム〕から生じます。プラナヴァは、A〔アカーラ〕、U〔ウカーラ〕、M〔マカーラ〕という3つの音節でできています。神の正しい住所はオームカーラ〔オームの音節〕です。鐘の音とヴェーダの音も、オームカーラ ナーダ（オームの音）を発しています。オームカーラの発声は、臍から生じる「ア」の音に始まり、それから、喉から生じる「ウ」の音、そして最後に、唇から生じる「ム」で結ばれるという一連の方法で、甘く滑らかになされるべきです。それは、遠くの飛行機の音が空港に近づくにつれてだんだんと大きくなり、最後に着陸して小さくなるかのごとく、発声すべきです。（スワミはここでオームカーラの正しい唱え方を実際に示してくださいました） ヴェーダはこのことをとても明瞭に教えています。18/10/93

    オームは、大空の星の動きの音です。オームは、創造せんとする意志の夜明けがニラーカーラ（属性のないもの）をかき混ぜて行為へと導いた音です。事実、かすかに均衡が妨げられるたびに、わずかではあれ、音が生じます。まばたきをして目のまぶたが重なる時、かすかですが、音がします。誰の耳にも聞こえないような、ごくわずかな、かすかな音があるのです。ですから、元素が生じ、創造が始まった時、オームという音が生じたということも理解できるでしょう。その音は、原初の音、原始の音です。あなたが二元の世界で二元性を克服しようとしている時、ソーハム ジャパ〔私は神であるという意味の「ソーハム」という文言を繰り返し唱えること〕をすることによって、あなたは「神」は「あなた自身」であることを認識します。すると、「私」という意識と「神」という意識は消え去り、あなたはオームだけを繰り返すようになります。つまりそれは、ソーハム〔私は神である〕からソー（神／サハ）とアハム（私）を引くということです。23/11/66

    オームは、AとUとMが一緒に発音されたものです。これらの個々の文字には霊力はありませんが、一緒になるとエネルギーを与える振動が生じます。このマントラの「シヴァーヤ」は、「シヴァに」という意味です。「シヴァ」は、幸運、富、繁栄、幸福を授けるものです。18/9/85

すべてのマントラにとっての根源的なマントラであり、属性を持たぬもの、すなわち遍在なる至高我を内に秘めているものが、オームカーラ〔聖音オーム〕です。オームカーラはその音の姿の中に至高なるブラフマンを包含しているのです。この音を司（つかさど）る神はサラスワティー〔弁才天〕です。一般に、サラスワティーはブラフマー〔創造神〕の妃（きさき）であると考えられています。ブラフマーとサラスワティーが一体となったものが、この世の知識の一切の源です。ブラフマーとはいったい何者で、サラスワティーとはいったい何者なのでしょうか？ サラスワティーは、一般に、話し言葉の女神として、また、知識を手に入れたいときに機嫌をとるべき女神として、礼拝されます。さらに、サラスワティーは、ヴァラデー（願いを叶える者）やカーマルーピニー（どんな姿でもとれる者）とも呼ばれています。けれども、サラスワティーはこれらの描写に合致する者ではありません。サラスワティーは話し言葉の女神として生あるものすべてに内在しているのです。体はブラフマーであり、舌はサラスワティーであり、ハートから発せられるバイブレーションは体と舌が一つになって生み出されるものである、と考えれられています。文字と言葉はたくさんありますが、その首位の座を占め、それらの土台となっているアクシャラム〔音、文字、語〕は、オームカーラです。『バガヴァッドギーター』は、オーミッティエーカークシャラム ブランマー〔オームの一音はブラフマンそのもの〕〔バガヴァッドギーター８章１３節より〕と述べています。オーム以外の文字と言葉は、すべて言語の創造物であり、「オーム」の比類なき神聖さや、神の特質は有していません。

    オームカーラに形はありません。オームカーラはブラフマンが音となって顕現したものです。オームカーラは一切の創造物に内在しています。オームカーラは光り輝いています。オームカーラは話し言葉の一切に内在しています。オームカーラはつねに至福に満ちています。

     オームカーラと他の一切の音との違いは何でしょうか？ オームカーラには、その発音のされ方と、それが表している目的において、比類のない特有の性質があります。他の文字を発音するときには、唇と舌と頬（ほお）と顎（あご）が動きます。けれども、オームカーラを発音するときには、そのどれも、まったく動きません。これはオームカーラの類（たぐい）希（まれ）な特徴です。それゆえ、オームだけは「不滅なるもの（アクシャラム）」と見なされ得るのです。他の音はすべて、さまざまな言語表現です。

    オームカーラはヴェーダの土台です。オームカーラという遍満なるものの重要性を完全に把握するには、人にも同種の自制が要され、それには感覚器官を支配下に置くための訓練をしなければなりません。どのマントラを唱えるにしても、首位はオームにあるということを頭に入れておくべきです。「ナマハ」という言葉によって意味づけられる礼拝の姿勢は、もし、各マントラの頭に「オーム」という語が使われなければ、失われてしまいます。最初に「オーム」、そして、最後に「ナマハ」が唱えられて、初めてそのマントラの意図するものが完全に引き出されるのです。「オーム」と「ナマハ」の欠かすことのできない関係を理解すべきです。「ナマハ」はプラクリティ〔物質界、現象界、自然界〕を象徴しています。通常、「ナマハ」はナマスカーラム（お辞儀〔平伏〕）を意味していると理解されています。

    しかし、「ナマハ」にはもっと広い意味があります。「ナマハ」はプラクリティを意味します。「オーム」はプルシャ（神性）を内包しています。このマントラの目的はプラクリティとプルシャの関係を明らかにすることにあります。もし「オーム ケーシャヴァーヤ ナマハ」というマントラの「ケーシャヴァ」を省いて、「オーム ナマハ」と唱えると、シヴァとシャクティ（プルシャとプラクリティ）の一体性が確立され、このマントラの中に存在する二元性が取り除かれます。このマントラは、「私はケーシャヴァに平伏を捧げます」と言明し、そうすることによって二つの存在を据え、それに加えて、平伏するという行為自体が第三の構成要素となっています。

      この二元性を除去するのに、マントラ シャーストラは、もし「ナマハ」の代わりに「ナ ママ」（私のためではなく）を用いるなら、礼拝する者と礼拝される者の同一性が確立される、と定めています。「オーム ケーシャヴァーヤ ナ ママ」は、「私のためでなく、ケーシャヴァのために」という意味になります。このプロセスによって、エゴ〔アハンカーラ、〕は破壊されます。そして、エゴを取り除くことによってのみ、属性のないブラフマンを悟ることができるのです。1/10/84

    オームカーラを21回唱えると、スダルシャナ・チャクラ(ヴィシュヌの円盤)と呼ばれる聖なる武器があなたの頭の上に作り出されます。そしてそれは頭上に留まり、残りの一日の間あなたを守護します



　＊思い

快楽も苦痛も全ては人の思いが根源です。～人の思いは眼に見えず微かですが全宇宙の中に潜在的に潜んでいます.原子は小宇宙です。～人の思いはその人の行為の基盤です。それゆえ自分の思いを常に見張っていなさい。人は願いが叶うと満足し、願いが成就しないと失望します。しかし彼は、願いが成就しない時その原因を探求しようとしません。失敗は自分に欠点があるからです。ハートが清らかであるならば行為は良い結果を生みます。ハートこそ努力の成否を決定する原因です。

 それゆえ思いを正しく用いなさい。人が世界に関して抱くビジョンは、彼が世界をどう見るかによって決まります。人は自分が感じるままの人になる、といわれています。想いが崇高であれば、結果もまた崇高です。10/5/92

    あなたの思いはすべて、あなた自身の反映です。それは 神とは何の関係もありません。ですから、自分の考えは外界の反作用、反映、反響 にすぎないと知るべきです。神は、反作用を超えており、反映を超えており、反響を超えています。神は唯一なる神聖な響きを有しています。それは真理です。神は 不変なる真理です。しかし、それを理解する者はいません。それは、道徳と誠実さ という正義の道を歩んで、初めて理解することができるのです。17/7/97

 思いには強い力と勢いがあります。世の中のどんなものより強いと言っていいでしょう。人は生まれ落ちるや否やすぐに考え始めます。思いは大変微妙なものから出来ています。思いは食べたものから生まれます。神聖なものだけ食べていれば、神聖なことを思うようになります。SGcc9

日常生活の中で、人は計画を立ててそれを実行します。純粋な思いで、そして他人に害を与えないようにそれを続けるベキです。そのうち予想もしないような神聖な想いが計画することなく湧いてきます。そして、このような聖なる衝動が継続して出てくるようになるでしょう。CWSSBp106

  どんな思いがあなたに浮かんだとしても、それはこだまのようにあなたに戻ってきます。それゆえ、あなたの思いや行為が、良いか悪いかを識別するのが基本的なことなのです。

  あなたが経験する全てのことは、それが良い悪いに関わらず、それはあなたの過去の思い、言葉、行為の結果なのです。悪い想念があなたの心の中に浮かべば、すぐにそれを掃いて捨ててしまいなさい。もしあなたが、そのようにするように心がければ、神の真の信者となることが出来、解脱を得ることができるのです。30/3/06

 どんな人であれ、大きな仕事を達成するには他の人々の協力を得なければなりません。一体性があるところには、至福があります。このカリの時代においては、もはや人々は一体性の精神を持ち合わせてはいません。一体性も純粋さもありません。

 その為人の心には敵対心が侵入し､問題や混乱の原因になっています。実際今の時代に一番必要とされているのは、一体性です。人類の真の力は､一体性の中にあります。思考はそのまま行動に表れます。行動はそのまま結果となって現れます。今日人々が人生のゴールに到達できないのは、神聖な思考を抱かないからです。何よりも先に人は神聖な思いを抱かねばなりません。13/7/03



    ＊思いやり

アートマン探求の第一歩は、あなたが苦痛だと思うのは他の人も苦痛であり、あなたに喜びを与えるものは、他の人にとっても喜びを与えるものだ、という真理を実践することです。自分が他人にしてもらって嬉しいことを、他の人にもしてあげなさい。自分がされて辛いことは、他の人にしてはいけません。このようなお互いに、思いやりの関係が育てられれば、やがてあなたは他の人が喜んでいる時、自分も歓喜に震え、他の人が悲しんでいる時、自分も身震いする心の持ち主となります。この感情は共感の相手が自分の愛する者、あるいは自分の肉親縁者であるからではありません。もしそうであれば、それは迷いの印です。そうではなく、歓喜と悲哀を分かち合う心は、自然に沸き起こる感情であり不変的です。それはその人が霊的に高い境地に達したことの印です。その時、彼は自分が大洋の一部分であることを知ります。すべての波は大洋と同じ味を持ち、大洋がつかの間に顕している姿にすぎないことを知るのです。他の人は、あなた自身の一部分です。あなたは、他の人の事を心配する必要はありません。自分自身のことだけ心配しなさい。それで十分です。あなた自身が自らの身を正せば、他の人も正すのです。なぜならあなたは、他の人を自分から分離したものとは考えないからです。

 他の人の批判、あら探し、それはすべてあなたのエゴから出て来ていることなのです。あなた自身の欠点を探しなさい。あなたが他人に見る欠点は、あなた自身の性格が反映しているだけなのです。些細なことにくよくよせず、心を至高の神に結びつけなさい。そうなれば、あなたは良い人々とだけ交わるようになり、あなたの力も変わってくるでしょう。すべての人を神の子どもと見、あなた自身の兄弟姉妹とみなしなさい。愛の心を培い、常に人類の平和と繁栄を念頭に置きなさい。人を愛しなさい。そうすれば他人から愛されます。それは私の真義です。私に到達したいなら愛を培いなさい。SSSVol1chp11



　＊オーラ

様々な人が様々の考えを持っています。それゆえ人の考えは皆違うのです。これらの相違によって、心もまた異なる色を持ちます。例えば怒りに満ちた心は赤い色をしています。利己的な心は、茶色です。自分中心の心はオレンジ色です。神に捧げた心は純白です。私達は心を色々な色に染めています。色は、外から来るのではありません。心に特定の色をつけたのはその人の想念です。それゆえ心が良い想念で満たされている時のみ、その人の人生は平安で安全なのです。24/5/9？

   意思の力は電気の力と一体となっています。例えば、私の足の親指の周りにはオーラがありますが、もしこのエネルギーが無ければ歩き回ることは出来ないでしょう。15/8/93

 物質的には身体は肉体的な姿をとっています。でも霊的な視点から見ると、すべての身体の周りにオーラが見えるのです。それは、霊的なエネルギーから生ずる輝きなのです。このエネルギーは波動を発しています。それ故、神を見ることにより、すべての罪が消され､神と話すことにより､すべての苦しみが癒やされ､神に触れることにより、罪から解放される。といわれているのです。信者が神に触れると、それはまるでマイナスとプラスの電気がつながるように神のエネルギーが流れ込むのです。SS1月1995p16

  神の化身が地上を歩くとその土地を神聖化する、といわれるその御足に触れること自体に霊的な意義があるのです。科学的に見ても神の御足に触れることは、次のような理由で意味があります。血流は足から頭へと流れます。人がつま先に触れるとその流れを感じることができます。それが神のエネルギーなのです。物質的な目でみると身体は肉体です。しかし霊的にみるとオーラがどの身体の周りにもあるのです。それは霊的なエネルギーが輝いているのです。このエネルギーは波動からもたらせます。それ故、「神を見たものは罪を帳消しに出来る。神と言葉を交わしたものは苦しみを打ち消すことが出来る。神の御足に触れたものは自らの行為の結果から免れることが出来る。」と言われているのです。信者が神の御足に触れると、それはまるでプラスとマイナスの電極が触れるようなもので、神のエネルギーを引き寄せることができるのです。この結合はハートとハートの関係でなくてはなりません。そうして始めて神のエネルギーが注ぎ込むことができるのです。その結果、神と信者は一つになります。18/12/94



　＊音楽

インドでは音楽が心に有効に働くと信じられています。それは、心の動揺と心配事という波立つ心を落ち着かせ､平常心を取り戻させます。音楽は、情熱をおさえ、感情をおさえ、衝動を高貴な目的に導きます。我々は、このような我々の文化の中の音楽が持っている偉大な役割を忘れてしまっています。SSSvol5p,257

 メロディとリズムに注意して、至高の神の御名を歌うことには特別の功徳があります。至高の神は音楽を愛します。その上、その歌が熱心に歌われるなら、それは全ての悪い想念を心から追い払うことに役立ちます。妙なる音楽は至高の神の心を動かし、聞き入る人々を感動させることが出来ます。～清らかなハートで神の賛美の歌を歌うなら、あなたは環境を、国家を、世界を清めるでしょう。11/4/97

  音楽を，神に帰融するパスポートとしなさい。音楽は神への捧げものです。23/11/96



    ＊音響

音響のない瞬間はなく、どんな小さな出来事にも音響が伴います。ただあなたの耳がそれらのかすかな音を捉える力を持たないのです。まぶたを閉じるときや、花びらに露のしずくが落ちる時にも音がしているのです。静寂を乱す、ごく微かな波立ちにも音が伴うのです。宇宙創成の原初の動きによって自らを生じさせたマーヤーが、ブラフマンを覆った時にプラナヴァ（オウム)の音響が響きわたりました。ガヤトリ マントラはプラナヴァを精緻にしたものであり、極めて神々しく価値あるものと崇められ、霊的生活の秘儀伝授にあたっては、先ずプラナヴァ瞑想から始めることになっています。SIP4-11



    ＊恩赦

高い理想を持ちなさい。自分を高めるよう努力しなさい。最高の目標である神そのものに達成するよう精進しなさい。どのような障害物や反対があろうとも、気落ちしてはなりません。あなたの中にある動物性を手放して、人間的な美徳の内に自己を確立し、神性の獲得に向かって勇敢に進みなさい。今日はバクティ（信愛）に、明日は感覚の快楽に、その翌日には再びバクティに向かうというように、揺れ動いていてはなりません。あなた方は、万事上手くいっていると全面的にバクティを支持し、何か上手く行かないことがあると失望で一杯になります。規律を強いられると尻込みを初め、愛が注がれると、また我先にと出てきます。このような二面性のある態度は手放さなければいけません。

求道者たちが、何年も禁欲や放棄、ジャパやタパ（苦行）を積んで、見ようと努力している神聖原理が、ここに、今、あなた方の前にいるのです。自分に授けられた幸運に気づきなさい。私は、今日、この聖なるシヴァラートリの日に、あなた方がこれまで知ってか知らずか陥った過ちの一切に対する恩赦を与えました。吉祥の思考を持ち、吉祥の言葉を話し、吉祥の行いをしなさい。そして、その果報として、吉祥（マンガラ）の化身であるシヴァ神そのものに到達しなさい。7/3/78



　＊恩寵

神の恩寵はあなたの持っている徳に応分して与えられます。あなたは神への信愛の心を持っているでしょうが、義務を遂行することこそ、あなたの第一の関心事でなくてはなりません。1/1/93

 前世で作ったカルマは、今世で支払わなければならない。とあなたは誰かにそう言われたのでしょうが、しかし私はカルマの法則をそのように捉えなくてもいいと保証します。あなたが激しい痛みに襲われた時、医者はあなたにモルヒネを注射します。そうすれば未だ痛みの原因が身体の中にあるのにも関わらず、あなたは痛みを感じません。それと同じように、神の恩寵はモルヒネのようです。カルマによる苦痛を受容しなくてはいけないのにもかかわらず、あなたは痛みを感じないですむのです。

    神の恩寵は、あなたが受けなければならないカルマの悪果を取り除くことができるのです。ここに服用期限のきれた薬があります。期限が過ぎた薬は効果がないのと同じです。そうです。支払い請求書は来ていて、支払いをせねばならないのに、カルマが無くなってしまうのです。至高の神は、カルマの報いから信者を完全に救う事が出来るのです。OCSp126

    今日の人間社会には利己主義がはびこっています。至る所に虚栄が見られます。そのような環境の中で平和と安全が保障され得るでしょうか？　そのような状態の中で神の恩寵が流れることができるでしょうか？　いいえ、できません。学識や富がどれほどのものであろうとも、アハンカーラ（利己主義）がある限り神の恩寵が流れることはありません。恩寵は水のように、高いレベルから低いレベルへと流れます。神の恩寵は謙虚さと規律を備えた人に注がれます。神の恩寵を確実なものとするためには謙虚さが不可欠です。年長者を敬いなさい。自分の持っているものに満足しなさい。すべての人に対する好意を育てなさい。だれに対しても悪い感情を抱いてはなりません。だれからも愛されたいと願うのであれば、だれをも等しく愛するべきです。23/11/94

  どうして常に神の御名を唱えることが出来るか?とあなたは尋ねるでしょう。そんな疑問の付け入る隙はありません。あなたの為す一切の行為を神への捧げものと考えなさい。全ての行為を、神への捧げものとして行いなさい。神の恩寵を得るまではこれらのことが必要です。恩寵を得た後は必要ではありません。31/7/1996

 あなたは、私の恩寵がなければ進歩することが出来ない、というかもしれません。しかし私のハートはバターのように柔らかいとは言え、あなたの祈りにある程度の温かさがあるときにのみ初めて溶けるのです。あなたが何らかの規律ある努力、何らかの霊性修行をするのでない限り、恩寵が注がれることはありません。切実なる願いと、目標が達成できない苦悩こそが、私のハートを溶かす熱なのです。これこそが恩寵を勝ち得る為の苦行なのです。SaiBaba&Psychiatrist

   神はその人の受けるにふさわしい程度に応じて恩寵を授けます。神は愛の権化です。悪い属性は、神の恩寵を実感認識する事を防げます。欠陥は人の方にあり、神が悪いのではありません。21/8/94

   今日人々が無数のトラブルと悩みに苦しんでいる状態が見られます。いかなる行政機関も権威もそれらの問題を解決することはできません。神のみが人類を救うことができます。人は太霊への信念を培わねばなりません。今日人は神の恩寵を獲得しなければなりません。全人類が神の恩寵を必要としています。恩寵を得るためには、各人はハートを愛で満たし，同胞に奉仕し，それによって自分の人生を清めなければなりません。14/4/96

 神から与えられた仕事を自分が成し遂げられるか？と疑うものは弱くて無力な者です。したがって何事を成就するにも堅固な信念が必要です。疑いを追い払いなさい。何事であれ、起きることは全て自分にとって良いことであるとみなしなさい。それが神の恩寵に預かる資格です。スワミの言葉に憶測をめぐらすことは狂気の沙汰です。14/10/1995

   聖者たちは、熱心に神に祈り、心の底から神の愛を求めました。サキュバイやミーラが神と離れていることに耐え切れずに泣いたように、神を求めて泣きなさい。彼らが神の御姿を見ることができ、神の恩寵をいただくことができたのは、そのような熱烈な願いがあったからに他なりません。しかし、カリユガ（暗黒の時代）の影響によって、人々は、まったく何の努力もせずに神の恩寵を得たいと思っています。神への愛が減少しているために、邪悪さ、悲しみ、暴力が増大しています。皆さんの妬みや怒りのようなよこしまな性質を、すべて愛に変えてしまいなさい。28/7/99

  神の恩寵を得るならば、過去の行為の報いは緩和されます。神の恩寵を確保する方法は、真理、ダルマ、信愛、慈悲、堅忍不抜などの属性をつちかうことです。これらの属性を持っていたら人生は美しい花園となり、たえず歓喜を享受します。悪い想念と悪い行為でいっぱいの人の人生は、暗く汚いヴァイタリニ河に例えられます。各人は自分の生活を自ら律しなければなりません。各人は自分自身の照覧者です。悪人は外見を取り繕うことにより、善人を騙すことも出来るでしょう。しかし、悪人は心のうちでは、自分の本性を知っています。12/7/95

   神からの恩寵を、お金に例えると、あなたが善行をなしていれば、すなわち、口座にいくらかの預金があれば、将来あなたは神の恩寵というお金を引き出すことが出来ます。もし、現在そのような預金が無くても、せめて過去に幾ばくかの善行を積んでいれば、つまり、固定資産を銀行へ抵当に入れていれば、お金を受け取る資格が与えられます。これら二つの善行を積んでいなかったとしても、もし裕福な人、すなわち、神やアヴァターやグルが保証人になってくれれば、あなたは銀行から融資を受ける資格を得ることができます。このように過去の功徳か現在の功徳があるか、裕福な人が保証人や担保人になってくれれば、あなたは神の恩寵を得ることが出来るのです。それ以外に方法はありません。STPS2p148

 金によって得られるものと神の恩寵は比較することすら出来ません。全世界の全ての富よりも大きな宝である神の恩寵、それのみ、人は求めるべきです。6/5/87

   今日、人々はお金のためであればどんな低劣なことでもしようとします。人は、神の偉大な帰依者であることを装って、人々をだまそうとします。人間がなすべきこととはこのようなことなのでしょうか？いいえそうではありません。人は欲望を克服し感覚をコントロールしなければなりません。5/7/01

  あなたに神への完全な信仰があるなら、あなたの心は必ず変容します。ババの役割はあなたの心を変えることではなく、あなたをあなたの行為の結果から救い出すことです。誰もが皆、この真理を認識し、それに従って行動しなさい。手始めに、自分の欠点をなくし、帰依心を強めて、固く、揺るぎのないものにしなさい。それは、プルシャ プラヤタナ（万人がなすべき努力）です。そうすれば、あなたはダイヴァ アヌグラハ（神の恩寵）を得るでしょう。グニャーナ（霊的叡智）の道を横切るこの真理の小道に入って、あなた自身を神に融合させなさい。6/10/92



   ＊害虫

家に入ってくる害虫は駆除しなければなりません。自分たちの家をこのような小さな生き物から守ることは、何も問題ありません。でも、それは自分たちの生活圏の範囲だけであり、自分たちの身の回りだけのことです。その外側ではいけません。CWSSBJp269



　＊顔

いつも喜びを周囲に振りまいていなさい。自分の苦悩や心配事を他の人の耳に入れてはいけません。あなたと会う人が皆良い気分になれるように、いつも微笑んでいなさい．また、他の人に自分の成功を語る時、その目的は相手に嫉妬心を抱かすことだ、ということも覚えておきなさい。24/2/65

  古の聖者や真理の探求者たちも、絶えず神を思い、神の命ずることに常に忠実に従いました。その結果 として、彼らの顔は神聖な輝きを放ったのです。9/10/02



    ＊科学者

科学者は、自分たちの発見は内なる実在に関する聖賢たちの発見ほどは重要なものではない、と謙遜しなければなりません。物質と物質の所有する力を操作するという発明に対しては、科学者に感謝しなさい。しかし、科学者たちに受けるに値する以上の敬意を表してはなりません。科学は、手軽さと快適さをもたらし、病を癒し、物質を分析することはできますが、平穏や平静、平安や至福をもたらすことはできません。科学は、荷車を改良して荷車をより頑丈で起動性のあるものとすることはできますが、馬を向上させたり馬にインスピレーションを与えたりすることはできません。18/6/68

    現代の科学者は数多くのことを成し遂げています。しかし、科学者は人間の中に存在している神の力に気づくことができずにいます。一例をあげましょう。大地は一つです。レモンの種を植えれば、その木になる実は酸っぱい味がします。マンゴーの種を植え、その種から木が生えると、その実はとても甘い味がします。ニームの種を植えれば、その木になる実は苦い味がします。土壌は同じでも、違う木になる実はそれぞれ違う味がします。それと同じように、人間は皆、同じ元素である水素、酸素、窒素、炭素でできていますが、個々人の心の性質や他の性質はさまざまです。こうした無数の違いがある理由は何でしょう？ こういった遺伝上の違いの背後にある力とは何なのでしょう？ 科学者はそれをどう説明するのでしょうか？ もしこうした大きな違いが存在する理由を理解できれば、科学者は知識における完全性に到達することでしょう。神の力の大きさや域を測ることのできる者は誰もいない、というのが真実です。31/8/88



　＊科学と霊性

過去二百年間，科学を追求した結果、人は多くの目覚しいが、危険を伴う業績が成し遂げられました。地球資源を開発する人々は自らの成果を自慢します。彼らは恐ろしい破壊をもたらす原爆を製造しました。世界を破滅する力を自慢することが英知のしるしでしょうか?

 それは悪魔のすることです。西欧諸国は、今、自らの恐るべき発見の結果に悩んでいます。科学の発達には、それに相応する識別力が伴わねばなりません。科学の必要性は明白ですが、しかし科学はプラニャーナと結びつかねばならないのです。プラニャーナ抜きの科学を追及した結果、人々は自らの存在を愚弄しているのです。SS5/93

   科学的な視点から人間の状態を調べてみれば、人体の細胞組織は四つの元素（水素、酸素、窒素、炭素）で構成されていることがわかります。これら四つの元素が結び付いて発現したものが人間の状態です。この結束性を無視して、現代の科学者は愛の原理をバラバラに分割することによって物質の本質を調査しています。愛の精神（スピリット）は霊性です。愛を引き裂く（スプリット）ことをしているのが科学です。科学者は愛を引き裂いて物質を研究しています。科学者は愛の本質に気づいていません。科学者は清らかさを無視しています。科学者は物質を研究するという意識しか持っていません。その結果、現代では科学と霊性が完全に分離しています。6/5/88

 最近、科学者たちは一つの小宇宙的な力が全宇宙に浸透していると主張して、複雑な実験をしています。世界には物質とエネルギーという二つの構成要素しかありません。ひとつが欠ければもう一つは存在出来ません。

科学は、この物質とエネルギーの相互作用、感官が理解できる物質世界を研究しています。霊性は一人ひとりのうちに存在する力は、同一のアートマであることを教えています。科学者はこの発見をするのに、何千年も要しました。ヴェーダンダは、「ああ、愚かな科学者よ！すべては、汝の手の中にあるのだ！」と宣言しています。30/5/95

 科学技術はあなたに多くの快適さと便利さをもたらすことが出来ますが、平安と至福を与えることは出来ません。科学とは何でしょう｡霊性とは何でしょう。科学と霊性の違いは何でしょう。科学は五感の下に位置します。霊性は、あなたを世俗から神に連れて行ってくれます。霊性はあなたにこの世の中で、神性を感じさせ体験させてくれます。

 これが科学と霊性を統合する方法です。霊性は目に見える電子機器や科学的な装置や設備の背後にある、目に見えない原理なのです。霊性は五感の上で働きます。科学が目の前にあり、目に見えるものに注意を向けるのに対して、霊性は遙かな遠くにあり、目に見えぬものに集中します。科学は物質を取り扱い、霊性は至高のものを求めます。科学は不活発なものを取り扱い、霊性は、意識を扱います。科学は物として現れたものを研究し、霊性はそれが現れる元に照準を合わします。科学が「愛の破片」スプリットなのに対し、霊性は「愛の神霊」スピリットです。

 科学は外の世界を扱い、霊性は直感的なものを扱います。科学が目に見える物を視覚化できるのに対し、霊性はその背後に隠されたものを見つけ出します。あなたは科学を肉眼で学ぶことが出来ますが、霊性を理解するには、英知の眼が必要です。科学はあなたの頭に詰め込まれた事実を集めたものです。その反面、霊性はきわめて抽象的であり、あなたの心に触れます。科学は、ある一点から始まり別の点で止まるCという文字のように不完全です。

 霊性はOという字のように完全です。科学はあなたに道具を供給します。霊性はあなたにそれをどのようにして使うか示してくれます。科学が陰であるのに対し、霊性は陽です。創造物が陰であるのに対し、創造主は陽です。水槽を水で満たすように、あなたの心を陽である霊性で満たしなさい。感覚器官はあなたが愛という水を汲む為の道具です。科学は事実を明確に示すことが出来ますが、霊性は、不変なる真理を指し示すことが出来るのです。STPSp266~8　

 真の教育は道徳と人格と霊性を培わねばなりません。科学とテクノロジーは、快適な暮らしをするために必要です。それは明白です。しかし、物質世界の基礎に、目に見えない力があります。今日の学生は生活の為の知識と、生命を維持するものを理解する霊的知識との両方を学ばなくてはなりません。この二つが結びついて、人間性の開花をもたらします。22/11/95

    科学と霊性の根本的な違いはこうです。科学は外側の現象世界を詳しく調べることに関連しています。霊性は内なる神の働きを探求することに関連しています。科学者は外を見る目を持つ人です。内を見る目を持つ人は聖者です。

ここで、科学的真理と霊的真理の例をあげましょう。円の図を描くときは、始点からぐるりと一周して、元の始点に戻って描き終えます。これはプールナム（完全あるいは全体）と呼ばれています。

詩（あれは完全、これは完全、完全から完全を取り去っても、依然として完全のままである）

完全な円は霊性を表しています。というのは、完全な円においては、始点と終点は同じだからです。霊性は始まりと終わりの違いを知りません。霊性、すなわち「アディヤートマ」〔アートマに関するもの〕という語それ自体が、始まりも終わりのないものを意味しています。

科学とは何かを理解するには、完全な円〔○〕を二つの半円に分けてみることです。左半分の半円は英語の文字の「Ｃ」に似ています。「Ｃ」は科学です。つまり、科学はある地点で始まって別の地点で終わります。二つの地点の間には大きな隔たりがあり、それはアガムヤゴーチャラムと呼ばれます。それは手の届く範囲を超えており、目に見えず、理解不可能なものです。

物質と魂は二つの半円と見なすことができるでしょう。科学者は、物質だけを詳しく調査して、魂を無視しています。この二つの部分は、ヴェーダーンタ用語ではプラクリティとパラマートマと呼ばれてきました。

科学者は創造物（スルシティ）の本質を探究する人です。聖者は創造主を知ろうとする人です。科学者は創造物を研究することだけで頭がいっぱいです。創造主についてはどうですか？ ひとたび創造主を理解すれば、すべての創造物を理解できます。それゆえ、聖者ティヤーガラージャは言いました。「ラーマよ、もし私があなたの恩寵（アヌグラハ）を得るならば、すべての惑星（グラハ）は私の手中に収まるでしょう」と。このように、創造主を理解すれば、創造物についての一切は容易に知ることができるのです。31/8/88

科学者は創造物（スルシティ）の本質を探究する人です。聖者は創造主を知ろうとする人です。科学者は創造物を研究することだけで頭がいっぱいです。創造主についてはどうですか？ ひとたび創造主を理解すれば、すべての創造物を理解できます。6/5/88



   ＊鏡

    鏡を見てみなさい。鏡は映します。話はしません。寡黙でいなさい。鏡が見るように見なさい。しかし何も言わないように！舌を慎めば幸せになります。神の御名が耳の中に響き渡るまで、静かに座っていなさい。追憶p273

    平安、真実、至福は、よその場所にあるのではありません。あなたの中にあります。あなたは平安と真実と至福の化身です。平安と至福を外の世界に探すのは愚かなことです。あなたと分離して存在しているものは何もありません。すべてのものは内にあるものの反映です。鏡の中にあなたが映っているのを見るのと同じように、あらゆる人の中にあなたが映っているのを見るよう努めなさい。この真理を伝えるために、クリシュナ神は、「バガヴァッドギーター」の中で、「すべてのものは私の存在の一部である」と宣言しました。私とあなたは分離した存在ではありません。両者の中の愛の原理は同一です。愛の原理を固守しないなら、あなたの霊性修行はすべて無駄になるでしょう。世界は鏡のようなものです。あなたが世界という鏡の中に見るものは、すべて反映にすぎず、実体ではありません。あなたの右目は、鏡には左目として映ります。それをどうして実体と見なすことができますか？ 鏡をどければ反映も消えてなくなりますが、実体は残ります。自分のことを神の化身と見なしなさい。あなたの本性である愛を経験しなさい。それが真我の姿（サークシャートカーラ）です。人々のなかには瞑想で真我の姿を見たと主張する者がいますが、本当の真我の姿はあなたの実体の姿です。

あらゆる世俗的な人間関係は、過ぎ行く雲のように一時的なものです。それらは時間の経過と共に変化することを免れませんが、実体は絶対に変化しません。それこそが愛の原理です。世俗的な愛は時が経てば憎しみへと変わることもあります。今日好きだったものが、明日には好きでなくなるかもしれません。けれども、愛は好き嫌いをしません。神は愛と異なるものではありません。16/7/00



　＊核実験

幾度か行われた太平洋での核実験のつけは、ニュージーランドにおいて特に顕著に現れるであろう。人々が海産物を摂ると、食物連鎖の結果、心臓麻痺や身体のあちこちに癌を発病することになる。7千万トンもの魚が毎年捕獲された結果、魚の量が減り、魚による海洋浄化が進まなくなった結果、海洋を不健康にして汚染度を増大させている。SSALp,46

   核実験による核爆発のせいで海水が汚染されています。それにともなって、海の生き物がその核物質で汚染され、それらを人が食すると人も汚染されます。それにより、がんを引き起こすのです。27/7/02



    ＊学生

  学生にとっての第一の義務は、親を愛すること、親に感謝することです。現代の学生の不品行は、親に大きな責任があります。親は子どもたちを十分に監督していません。子どもが生まれると、人はそれを祝います。しかし、本当のお祝いは、子どもが良い評判を得て、両親に名誉をもたらした時なのです。子どもを正しく育てられない両親は、親という名に値しません。子どもへの愛情とは、子どもの堕落を許すということではありません。そのような親は、子どもたちに好き勝手にやらせて最終的に大きな災難に直面したドリタラーシュトラ〔百兄弟の父親〕と同じです。5/86

    皆さんは全員学生ですが、一生ずっと学生であり続けなさい。自分は教育を終えて、今は奉仕活動に従事している、などと考えるのは誤りです。皆さんは誰かの下で働く召し使いではありません。実際、皆さんはリーダーです。どのような奉仕を請け負っても、その奉仕をしているのは自分である、と考えるのは間違いです。決してそのようなことが起こってはなりません。実のところ、あなたの請け負っている奉仕が何であろうとも、それはあなた自身を向上させるためのものです。奉仕活動は、自信〔神我への信頼〕、自己満足〔神我を満足させること〕、自己犠牲〔神我への犠牲〕をもって行い、最終的に自己実現〔神我顕現〕を目的としなければなりません。ですから、奉仕の精神は神我から現れるのです。奉仕とは他者を助けることである、などという解釈は、どう考えてもできません。自分はサティヤ サイオーガニゼーションに加わって奉仕活動を請け負うことで他人に奉仕している、と皆さんは考えているかもしれません。これは正しいことではありません。また、皆さんは、奉仕活動において他の人々の助けを求める必要もありません。自分が生まれ持っている力とエネルギーに頼ればいいのです。あなたの中に存在する神我の力が、あなたの払うあらゆる努力を助けてくれるでしょう。実際、あなたの行うあらゆる奉仕活動の受け手はあなた自身であって、他の人々ではありません。あなたの神我は、あなたの努力を守護してくれるでしょう。11/4/05



　＊加工食品

苦行の力は、我々が摂っている食物と生活習慣を見ればわかる。今日の我々の摂っている食物や生活習慣は、中身の無い物となってしまっている。我々の摂る加工食品は。瞑想を落ち着いて出来なくしてしまっている。それ故、我々の霊的修行は役に立たないものとなってしまっているのだ。16/4/96



    ＊過去

過去は過去です。過去を心配する必要はありません。自分が進んできた道を何度も振り返るのは無意味です。必要なのは、安全に目的地に着くために、注意深く前を見ながら道を歩むことです。1/12/84



　＊過去世

過去世での特徴は間違いなく次の世に伝えられます。それは、ヴァーサナあるいはサムスカーラすなわち「過去世での特質」と呼ぶことが出来ます。良いサムスカーラを持っている人々は、良い仲間と過ごすこと、神の栄光を歌うこと、良い思いを心に抱くこと、良い行いをすること、良い話し合いをすることといった神聖な方法で人生を過ごします。それに対して、悪いサムスカーラを持っている人々は、悪い行いにふけること、悪い思いを抱くこと、嘘を語ることによって一生を神聖で無いものにしてしまいます。サムスカーラは身体が死んでも死にません。それは、次の世まであなたについてくるのです。STPSp216

人は誰もが、過去において数え切れないほどの生、まったく利己的な生を経ています。ですから、自己中心的な衝動が、今でも猛烈に人を隷属させ、利己的でない愛が芽を出して伸びていくのを妨げているのです。神は人間の中に愛と法〔ダルマ〕を捜し求めています。愛は法によって規制されなければいけません。法がなければ、愛が拡がることはできません。法がなければ、愛は狭量で湾曲したものになります。愛と法は、陽と陰です。29/2/84



＊過去の栄光の時代

過去の栄光に輝く時代を再び取り戻すのは容易ではありません。あなた方青年は１袋の米が４ルピーで買えた時代や人に襲われる心配なく自由に人々が歩きまわれた時代、また家に鍵をかけなくてもよかった時代を知りません。今日、恐怖が国中に横行しています。誰一人安全なものはいません。これら全ての邪悪の原因は満足を知らぬ金銭への欲望です。悪の傾向はドワパラユガにはじまりました。今日、悪の傾向は恐るべきレベルにまで達しました。富への欲望は、嫉妬や高慢などその他の多くの邪悪をもたらしました。14/1/96



　＊家住者

家住者の中にもブラフマチャリア（ブラフマの内に動く）はいます。彼は妻のみと肉体関係を持ちます。節操の無い異性関係を持つ既婚者はブラフマチャリアを守っているといえません。思いと見るものにおいて、情欲を抑えるべきです。18/1/96

  自分の内に経験するのと同じアートマ（真我）の原理を、他者の中にも見る人は、たとえ家住者であっても隠遁者であっても、神を理解することができます。そのような人の中には、神がしっかりと確立されています。彼は、神そのものになるのです。23/11/2000

 誠心誠意自分の義務を果たしなさい。それが、本当の霊性修行（サーダナ）です。あなたが職場に居る時は、職場だけに集中しなさい。自分の家族のことを考えてはなりません。同様に、家に居る時は妻や子供の必要を満たしてあげなさい。あなたの家を職場にしてはなりません。ところが今日、職務があまりにも多いために、人々は職場の書類を家に持ち帰って片付けようとします。このように人々は、職務と家の仕事を混同し、商売と霊性を混同しているために、様々な困難に直面 しています。24/7/02



    ＊カースト制度

ブラーミンの特質は英知、美徳、そして最も気高く有益なカルマを自ら手本を示すことによって、美徳を広めることです。クシャトリアは、請け負った仕事を能率的にこなし、英雄的資質と勇気を持ち、悪人を罰し、高潔な人を保護しようとする冒険心と熱意を持っていること。ヴァイシャは、国々を一つの共同体へと結びつける伝達の輪を創り上げる為、商業が円滑に、また速やかに流れるように務めなければなりません。そして、世界に何倍もの富をもたらさなければなりません。

 また、民族間の協約は守られるように保証し、自らの財産を捧げて、学校や病院を設立することによって、美徳と正義を育て上げるのです。シュードラは、ダルマの道を外れることなく価値あるものを生産して収穫し、常に真剣に人間として生きる目的を知ろうと努力し、共通の利益のために生産されたものを、知性を持って蓄え、守り、さらに多くのものを生み出すように励まねばなりません。

 このようにして蓄積されたものは、真の英知を広げて行くために、また高徳な人を支え助ける為に、惜しむことなく活用されなければなりません。このように、これら四種類のカーストの人々の努力を結び合わせるならば、富は大いに増して何倍にもなり、人々は幸福を享受出来るでしょう。四つのカーストの人々は、この制度は世界のダルマの維持という目的のために創られたということを、実感せねばなりません。DVJp107~9

 カースト制度の四つの階級は、それぞれの人びとの性質と活動によって定められました。一つの木に実る果実が、あるものは青く、あるものは熟しているのと同じように、人々もその成熟した段階に応じて四つに分類されるのです。各人の成熟段階はその行為と性格によって判断することができます。その思想と行動が浄性なものは、バラモンに属し、ブラフマンへの道を歩みます。激性の勝るものは、クシャトリアに属します。このように心に深く染み込んだ属性をもって、階級を定める基盤としたのであって、それ以外の理由からでは無いのです。JV



　＊微かな身体

人には、身体、微かな身体、基因体の３つの身体があります。身体と微かな身体は双子のようにそっくりで、音とその響き、物体とそれが映っているものに例えることができます。9/89



　＊家族

自分の家族の面倒を見なさい。そのことに何も悪いことはありません。誰もあなたの世俗の義務を断念するように、という人はいません。世俗の中で生き、自分の義務を果たしなさい。けれども、常に神聖な気持ちを抱いているようにしなさい。22/11/10

 社会が正しく進歩するには、家族が幸福で調和し一体でなければなりません。家族が一体となる為には、家庭を構成する個人が犠牲の心を持たねばなりません。28/3/96

 家庭は何の為にあるのでしょう。それは神を静かに見つめる事によって得られる至福を享受する為、すなわち、誰にも邪魔されずに神を瞑想する機会を得るためです。各人の真のダルマとは、絶対者との融合という至福を味わい、真の自由を獲得することです。DVJp16

 困難や不幸は、全て去来する雲でしかありません。過去世での家族や親戚縁者であった人々を私達は覚えているでしょうか?生まれるたびに、家族や親戚は変わります。しかし常に変わらないものは、神のみです。不変の愛に執着しなさい。変化してやまぬその他の関係に執着することをやめなさい。SS8/89



    ＊形

形のあるものと無いもの(ニラーカーラとサーカーラ)という二つの実体があります。氷には形がありますが、水になると形は無くなります。形あるものと無いものが一つになったときにのみ、あなたは解脱を得ることができます。これは、水素と酸素が、ある形態で結合すると水ができるのと同じようなものです。18/7/97



    ＊肩代わり

私は、神に全託した非常に善良な人物に死をもたらすことになったであろう病気を肩代わりなければなりませんでしたし、その呼び声がとても急を要する真剣なものだったので、約束していた予定を済ませるまでそれに答えるのを延ばすことなど到底不可能でした！ ラーマやクリシュナや他の化身に関することであれば、あなた方はこうした事も信じます。なぜなら、あなた方は、それを信じても自分には何の義務も課せらないと思っているからです。一方、あなた方の目の前にいる化身の場合には、神が認識されると、それに続いて必然の結果が生じます。けれども、あなた方はそれらを避けようとします。しかし、世間が何と思おうとも、私は帰依者や善良で誠実な求道者の救済（バクタ ラクシャナ）という自分の任務を続行します。18/12/70



    ＊家庭

    家庭はダルマの住居であり、国を守り保護します。家庭は世界を照らし支える灯台です。女性の最も大切な義務は、教養や地位とは関わりなく「家庭を守る」ということなのだと認識せねばなりません。学校へと通う多くの学生や子どもたちにとって、母親は最初の教師です。誰にとっても、母親は生まれた瞬間から教師です。教師である母親が、家庭を離れて他の子どもたちを教えに学校へ行ってしまったら、自分の子どもは誰が教育するのでしょうか？

      バーラタの女性にとっての第一の義務は、家庭をより善いものにし、理想的に営んでいくことです。全世界において、家庭と家族は社会の基本となる構成単位です。家庭がより善くなれば、世界全体がより善くなるでしょう。この現象世界では、人々がどこからどのような喜びや満足感を引き出してこようとも、家庭に喜びがなければ、家庭はまさに地獄となってしまいます。本来、家庭は天国です。家庭を天国として維持していくことが女性の義務です。19/11/96



    ＊悲しみ

神ながらの生活をしようと心に決めたならば、世の人の手本となりなさい。不安、恐怖、無知がそこから生まれる根本の原因を取り除きなさい。その時はじめて真の人格は光を放ちます。不安は、至高の神を信じることによって除去されます。身に降りかかる一切の出来事は神のお計らいによって、自分にとって良かろう、と思われて為されたことであり、その御心は、必ず成就することをあなたは知るでしょう。何事もあるがままに率直に受け取る心こそ、不安に対する最善の武装です。それは弱い人間が、見せる諦めの態度でもなく、英雄のみに可能な勇敢さに満ちた受容です。

  悲しみはエゴイズムから生まれます。自分はこのような、悪い待遇を受けるべき人間ではない、あるいは自分を助け、分かってくれる人は誰もいない、などは、エゴイズムからこのような悲しみが生まれるのです。エゴイズムが無くなれば、悲しみも消えてゆきます。無知とは、自分自身を肉体と思い込むことです。SSSVol1chp4

     すべての人は真理を起源としています。人は真理によって維持されています。そして、人は真理に帰融します。人は真理の化身です。すべての人が真理を認識するなら、全世界に真理が浸透するでしょう。今、人が探し求めるべきものは喜びではありません。また、悲しみが人の目標なわけでもありません。人は喜びや苦痛の原因を自分の支配下に置くべきです。喜びよりも苦しみが人の英知を呼び覚ますのです。もし、偉人の生涯を研究するなら、困難と苦しみから英知を見出したことがわかるでしょう。悲しみがなければ英知はもたらされません。苦しみこそが、人に多くの賢明な教訓を与えてくれるのです。

この深遠なる真理を悟ることなく、人は際限なく喜びを追い求めています。人が幸せになる必要があるのは当然のことです。しかし、幸せはどのようにして得ることができるのでしょうか？ 人は、悲しみを克服して、初めて幸福になることができるのです。ですから、人は誰もが、幸福を迎えるのと同じ気持ちで悲しみを歓迎すべきです。1/1/98

    神は悲しみを知らず、痛みをもたず、思考を超えています。嘆きと悲しみは思考がある者にのみやって来るものであり、思考のない者はつねに幸せです。神は思考を超えており、それゆえ、いつも至福にあります。人々が何を言ってきても、スワミはいつも、「サントーシャム、サントーシャム」（「それを聞いて私は幸せです」という意味）と言って応じます。それは、スワミはパラマ スカダムであるからです。一人の女性がスワミのところに来て、「スワミ、私の夫が死にました」と言って泣きました。スワミは、「サントーシャム」と答えました。その女性はショックを受けて、「何ですってスワミ！ 私は夫が死んでしまったと言っているのです。それなのにスワミは幸せだとおっしゃっています！！ スワミは私の夫が死んで幸せなのですか？」スワミは答えました。「あなたが何と言うかに関わらず〔私は幸せです〕、なぜなら、私はつねに、サントーシャム、サントーシャム、サントーシャムだからです！」

あるとき、一人の人物が私に言いました。「うちの者が事故に遭いました」スワミは「チャーラー サントーシャム」（とても幸せです）と言いました。スワミはいつも幸せです。そのせいで幸せでなくなるものなどありますか？ 運命に従って、起こるべきことは何であれ起こるのです。ならば、どうしてそのことを気にしたり、悲しんだりするのですか？ 生死は自然なことです。生死はすべてのものに共通であり、特にこの人にはあるが、あの人にはない、というものではありません。ですから、人は平然と運命の審判に向き合い、何が起こっても落ち着きをもって受け入れなさい。人は運命のせいで苦しむのではなく、欲望と執着のせいで苦しむのです。もし、この世のものへの執着があるなら、あなたは必ず喜びと悲しみを交互に体験することになります。苦楽は二元的な世界の切っても切れない部分なのです。

すべてのものごとは神の意志によって起こります。神が望むものを、神が望むときに、神は与え、神は取り戻します。皆さんは、鉄道貨物の貨車に印が付いているのを見たことがあるでしょう。それは返却の日付です。つまりそれは、その日に貨車を大元の鉄道局に返却しなければならない、ということを意味しています。体は貨物の貨車のようなものです。皆さんは気づいていないでしょうが、体がこの世に送られてきたとき、体に返却日が押されます。その日が来れば体は元の場所に戻っていく――それだけです。このように、生があれば死もあります。二つが自然な一組を形成しているのです。ですから、人は死のために悲しみに道をゆずるべきではありません。

人生のあらゆる局面には至福があり、神は純粋な至福です。神はあなたの中にいるのですから、あなたはいつも幸せであるべきです。あなたはいつも愛で満ちているべきです。決して、愛が汚れることや、憎しみへと低下することを許してはなりません。23/5/00

    神だけがずっと私たちといっしょにいます。すべては神です。いつも神のことを思い起こしていなさい。一瞬も無駄にしてはなりません。たとえ一瞬であれ、時を無駄にすることは大きな浪費です。たとえ一瞬でも神を想うなら、とても多くの至福を感じるでしょう。悲しみにとらえられているときには、目を閉じて神を思い起こしなさい。そのことはあなたに平安をもたらすでしょう。何に対しても、悲しんだり惨めになったりしてはなりません。勇気と根気であらゆる状況に立ち向かいなさい。勇気と根気が皆さんの真の力です。神の帰依者であるからには、そのようにして人生の毎瞬毎瞬、神を黙想すべきです。1/5/08

    神は悲しみをあらかじめ定めておきました。というのも人は悲しみが無くては神にすがろうとしないからです。薬の効果を補うために、医者が処方する食事療法などの制限に似ています。真善美pt2p123

    全世界が至福に満ちています。どこにも悲しみの痕跡はありません。しかし、あなたは私に同 意しないでしょう。「スワミ、あなたには悲しみは見えないでしょうが、私たちには至る所に悲しみが見えます」とあなたは言います。あなたに見えるにせよ、私に見えるにせよ、本当はどこもかしこもあるのは至福だけなのです。至福を忘れ、悲しいことだけを考えているから、あなたは悲しみしか見つけられないのです。それに反して、私はどこにも悲しみを見つけはしません。私は、至福、至福、と、ただ至福だけを見ます。

   私たちが神の化身であるならば、いったいどうして悲しみにさいなまれることなどできるでしょうか？ あなたが悲しみにさいなまれているのは、この世のはかない移り変わる性質を理解していないためです。あなたが見たり経験したりすることは、すべて神の反映に過ぎません。だれをも批判してはなりません。なぜなら、他の人を批判することは、あなたが崇める神を批判することに等しいからです。16/3/03



　＊金

人間の身体の中では常に血液が循環していなければならないように、社会の中ではお金が循環しているべきです。お金は少数の人々の手の中で停滞しているべきではありません。血液が循環しなくなれば、身体におできや腫瘍が出来ます。お金が無くなればやりくりをするのが困難になります。その反面多すぎるお金は人をだめにします｡～お金はその人にとって少なすぎても多すぎてもいけません。STPSp97

   物質の所有という豊かさを手に入れることで日々を浪費してはなりません。それはしばしば人生という旅の妨げになります。お金は入ってきても出ていきますが、道徳は入ってくると成長します！ お金は本当の富ではありません。お金は価値を失います。お金はエゴを膨らませます。血液が循環しなくなると健康に害を及ぼすように、お金が循環しなくなると健康に害を及ぼしします。25/12/70

   今、豊かさは増しましたが、人間はますます欲深くなっています。その結果 、人は人間本来の性質を忘れてしまいました。正しい方法で稼いだお金が必ずしも幸福をもたらすわけではないとしたら、どうして不正な手段で手に入れたお金で幸福を得ることを期待できるでしょう？　ですから、決して過大な富が平安や幸福をもたらすことはできないということを理解するようにしなさい。もし、あなたが多額の財産をもっているなら、他の人を助けるためのよい活動にそれを差し出しなさい。そうすることで、あなたは充足感を得るでしょう。23/11/94

    今、私たちの人生は富への欲望で汚されています。富は人を酔わせ、狂わせます。お金は必要ですが、限度を設けなければいけません。余分なお金は心に害を及ぼすこともあります。お金は稼ぐよりも使うほうが難しいものです。お金の管理はさらに難しいことです。この難儀には利点があります。お金を田舎の人たちや苦しんでいる人たちのために使って、善いことに役立てるのです。お金がこの世の基盤なのではなく、ダルマがこの世の基盤です。お金が増えれば不安も増えます。お金は悲しみもいっしょに運んできます。裕福な人は三辺から悩まされます。政府と親族と泥棒です。神だけが、裕福な人が患う苦痛を知っています。自分の息子ために富を蓄える人は、自らが剥奪に苦しみ、実の息子を破滅させます。ですから、あなたのお金を慈善行為に差し出して、有意義なものにしなさい。サティヤ サイ オーガニゼーションの会員は、村を一つひとつまわってたくさんの田舎の人を改善させなさい。これはオーガニゼーションの会員の新しい挑戦です。28/3/79

　イエスには12人の弟子がいました。ユダは12番目の弟子であり、最後にはイエスを裏切りました。その当時は、ユダは一人しかいませんでしたが、今の時代には、そのような｢ユダたち｣がたくさんいます。今日世界が不穏に包まれているのは、ユダのような裏切り者の数が増えたためです。彼らは心が実に低劣なので、お金によって容易に誘惑されるのです。ユダは、たった何枚かの銀貨のためにイエスを売りました。すでに2000年前においてさえ、お金が人間の主要な目的となっていたのです。人々は、金銭に対する貪欲さのために、邪悪で不正な方法に訴え、真実を歪めて、偽りの敵対宣伝をしました。これはその当時の話しですが、その状況は今に到っても変わりません。誰も、そのような虚偽の申し立てを恐れる必要はありません。どうして人間が自分の犯していない過ちを恐れなければならないのですか？ 過去において、多くの邪悪な心の持ち主が、真理と正義の教えを説いて世界的な名声を博した神人たちを妬みました。現代においてさえも、そのような邪（よこしま）な人々の数は決して減ってはいないのです。25/12/00

    お金も地位も権力も、それ以外のものはすべ てこの世で手に入れるでしょう。あなたが欲しがれば、私はそれを与えましょう! しかし、それらすべてが手に入れば入るほど、あなたはさらに平安を失うでしょう! さらに問題が増えるでしょう。ですからそれらを求めてはなりません!あなたが賢い人で、善い帰依者であるならば、黄金を求めなさい! 平安が黄金です。平安があれば、それによって何でも手に入れることが できます。ですから黄金の平安を求めなさい。純粋な黄金です! この平安は純正の黄金です! それは私があなた方全員に与えるためにやってきたもの ― 至高の平安です。ラニマー女史との会話

   自分の愛を体や体の属性に限定すべきではありません。愛は、あらゆる生き物、生命を持ったあらゆる姿のものたちへ、拡大しなければなりません。愛が人生のモットーであるべきです。生きることとは、生きることを愛することです。通常、私たちは、生活するためにお金を稼いでいると考えます。しかし、お金を稼ぐのは人生の神聖な目的を果たすためである、ということを理解しなければなりません。18/1/85

    人の一生は、道徳と霊性とダルマの複合体です。今、全世界がお金中心になっています。私はしばしば皆さんに、お金は来ては去りますが、道徳性は来ると育ちますと言っています。お金は流れゆく雲のようなものです。当然ながら、お金はあなたがこの世で生きていくのに必要なものです。けれども、お金は人生の究極の目的ではありません。昔の人々は、「ダルマ ムーラム イダム ジャガト」（ダルマが世界の基盤を形成している）ということを信じていました。現代人は、「ダナ ムーラム イダム ジャガト」（富が世界の基盤を形成している）と考えています。ダルマだけがあなたに平安と至福を授けてくれるということを理解しなさい。あなたを守ってくれるのはダルマだけです。11-8-2000

 コミック、ホラー、ピストルを持った男の絵、映画のポスターや映画といったものは、人をして自分が肉体だと思わせます。これらのものは人をヒーローからゼロに陥れることがあります。子供は金や金銭で売買するということに対して信仰心のようなものを持ち､同情心や愛といったものを養う代わりに、残酷さやずるさのようなものに対してあこがれるようになります。それ故、家庭、学校、そして社会という三つの領域においてこの偉大な国の将来の為に、こういうことに対して戦わなければなりません。SS5p362

 金儲けは、生活に必要な範囲だけにとどめておきなさい。金儲けというのは、人の本当の義務でしょうか？人として生まれ、人として人生を送る上でそのような浅はかな道を歩み、あなたは人生を無駄にしているのではないでしょうか？DD87p146

 経済的な問題があるのは、利己主義が増大しているからなのです。富が一カ所によどんだ水のように蓄積されています。血液が身体の中を巡っているように、金も回らなければ経済は停滞します。21/4/1996

くじは､貪欲によって動かされる人々からお金を集めます。くじは一攫千金の期待をいだかせ､邪な魂胆で人を誘惑します。くじを売り、賞金を配った残りのお金を（バジャンホールの建設）に使っても､それは汚れたお金なのです。良い目的のために使うと思えば､その手段も清らかでなければなりません。渋々出されたお金、あるいは信愛以外の何らかの狙いがあって出されたお金は､受け取ってはいけません。11/7/1957

 武器の製造のためにお金を浪費すべきではありません。中には国の防衛のために､多額のお金をつぎ込んでいる国があります。その結果、その国に住む人々は食べ物が無くて苦しんでいます。神の愛と恩寵だけが国を守ることが出来るのであって、武器で守ることは出来ません。28/7/99

  現代の人々は狂ったようにお金を追い求めています。もちろんお金は大事ですが、それはある程度までの話です。一旦あなたが神への愛を抱くなら､お金の方から自然にやって来るでしょう。25/9/00

  子供が悪い道に入る９９％が、お金と自由を与えすぎる親にあります。親たちは思い違いをして､もし自由を束縛してしまうと子供達は傷つくかもしれない、と勝手に思い込んでいます。子供には正しい行いのみに限定した自由を与えるべきであり、正しい道から外れたときには､罰を与えなければなりません。両親が自分の子供に自由を与えるときには、子供がそれによってどのような行為をするのかを､注意深く見守るべきです。そうすれば子供も正しい道を歩むことでしょう。子供たちが正しい道を歩むかどうかの第一の責任は､母親にあります。通常娘が道を踏み外せばそれは母親のせいであり、息子が堕落すれば､それは父親の責任です。21/11/11

  この金のリンガムは大きくて58,5gあり、実はみなさん一人ひとりの身体にこれだけの量の金が含まれています。これはヒラニヤガルバと称され、人に内在するエネルギーの現れであり、人が輝く原因です。皆さんは金が含まれている薬のことを聞いたことがあるでしょう。目が見えたり、耳が聞こえたりさせているのはこの金のエッセンスです。感覚器官は内在する磁力から力を得ています。金のエッセンスは保護膜として全身を覆っています。表皮のすぐ下には目には見えませんが、ホワイトスキンという薄い層があり、血液の保護膜として機能しています。出血するのはホワイトスキンが傷つけられた時だけです。13/3/02

     今日、病気が増えているのは､医者が頭の中で、お金のことばかり考えているからです。5/7/03

人々は､もっともっとお金を儲けたいと思っています。しかし稼いだお金は何かの役に立っているのでしょうか。人々は自分の稼いだお金をすべて価値の無い無駄なことに使っています。稼いだお金は、社会のためになる有益なことに使わねばなりません。1/1/2004

 実際には､あなたが手に入れた富の本当の持ち主は神です。あなたが稼いだお金は､神から預かっているだけです。神がその本当の持ち主です。神を信頼して､あなたが持っているお金を使いなさい。お金をもっと欲しいと思ったり､他の人の財を手に入れたいと思ってはいけません。1/1/04

  カリの時代の影響で､人々はお金を求めて邪悪な手段を取ります。お金のために人殺しまでする始末です。そのような人にとってはお金がすべてです。お金を得るために懸命になる必要はありません。それよりも、愛という富を得るために奮闘しなさい。愛という富を所有していれば、決して苦しむことは無いでしょう。25/12/00

 お金は確かに必要ですが、ある程度の限度を設けるべきです。お金を多く持ちすぎれば、多くの過ちを犯すようになります。18/11/99

 お金も血液と同じように循環しなくてはなりません。さもないと病気の原因となります。信愛を深めるためにお金を使うこと以上の良いお金の使い方はありません。なぜならそうすれば、それによって個人も社会も､すべての体系が利益を受けるからです。お金をしまい込んで循環させなければ、社会的な腫れ物が出来、おそらくその腫れ物は化膿して破れるでしょう。11/7/57

 人はお金の奴隷となってしまいました。見かけばかりで中身の無い生活を送っています。これは実に嘆かわしいことです。人は生活していくのに必要なだけのお金しか持たないようにするべきです。その人が所有すべき財産の額は､その人が履く靴の大きさにたとえられます。小さすぎれば痛いし､大きすぎれば歩くのに不便です。

 お金もまた心身共快適に暮らしていけるだけの額を持つべきで、それより多く持てばおごりや怠け心、他の人に対するさげすみの心を生む元になります。お金を追い求めていくうちに､人々は自らを獣のレベルにまで身を貶めます。お金は肥やしのようなもので、一カ所に積み上げれば、周りの空気が臭くなります。それより周りに広く散らして、畑全体に巻けば豊作が約束されるでしょう。それと同じようにお金を良い目的のために使うならば、お金は満足と幸せを生みます。17/7/81

 稼いだお金は､人類の幸せの為に使いなさい。自分の富を誇ってはなりません。偉大さは、犠牲の中にしか存在しないのです。20/11/98

 もしあなたの妻も､外に出てお金を稼ぐようになれば、経済的には楽になるでしょうが、家の中に多く問題が生じるでしょう。23/11/02

奉仕をするのに沢山のお金を使う必要はありません。愛のこもった奉仕をして、人生を神聖化しなさい。1/1/04



　＊金持ち

純粋な平等心を持った金持ちしか，私の許に来ることはできない。だから、アシュラムで一緒に働き～共通の修行をしている。ｐ311サイババは世界の危機を救う。

 金持ちが貧しい人と一緒に生活し、貧乏人と一緒に食事をし、貧しい人々の問題や苦しみを和らげることに取り組むことは、とても難しいことで普通では見られないことである。しかし私はあなた方にそういうことをしなさい、といっているのだ。貧しい人のところへ行き、貧者やよりどころのなく、苦しんでいる人々に奉仕しなさい。Sprit&mind p,214

 青年時代というものは、悪にほんの少し傾いただけで災いとなるような時期です。思いはその者の一生を決定します。あなた方は金持ち達は、とても幸せであると考えて、あなたも多くの富を得ようとします。金持ちは食べ物が十分にあっても食欲はありません。金持ちは、他人に権力を振るえても自分は病気に怯えています。金持ちは召使いがたくさんいても、平安に暮らせません。ですから、美徳と良い理想を持ち、帰依と献身の心を持って生活することが豊かな生活だと見做しなさい。優れた人格を持つことが豊かだといえるのです。真理を固く守ること、欲望の自制、信愛、無私の奉仕、これらは人格形成に不可欠の要素です。良心の指示に従いなさい。そうすれば決して道を外すことはありません。SSSVol11

 金持ちといわれている国の人々に精神的な平安はありますか？彼らは恐れ、緊張、心配事、不満足というものをその国から追い出しましたか？そうではないでしょう？金持ちというのは、これらのことに関して気にとめないのです。SSSvol6p125

    裕福な人に、幸せですかと尋ねると、どんな答えが返ってくるでしょうか？ おそらくその人は、次のように答えることでしょう。「私にはお金がたくさんあって、子どもたちも安定した生活を送っています。私の家にはさまざまな家具や、便利で快適な設備が整っています。生活に必要なものは何でもそろっていますが、心の平安だけはありません」。どうすれば心の平安が得られるのでしょう？ 自分の神性に気づいたときに、初めて心の平安が得られるのです。

   私たちはどうして平安を体験することができないのでしょう？ どこが間違っているのでしょう？ 私たちは、いつも他者に向かって「あなたは誰ですか？」と尋ねますが、「私は誰だろう？」と、自らに問いかける努力をしていません。そこが間違っているのです。いったん私たちが本当の自分に気がつけば、苦しみや困難から永久に解放されます。ですから、何よりも先に、私たちは本当の自分を知るための努力をすべきです。本当の自分を知らないままに、それ以外のすべてのことを知っても、それがいったい何の役に立つでしょう？23/11/05



      ＊神

  神を見ることができないからといって神を否定するのではなく、神の存在を想像しなければなりません。人々は、神の存在は信じないのに、自分が直接見ていないことを報道する新聞やニュースは信じます。自分の目で見えるものや心で経験したことよりも、耳で聞くことを信じているのです。盲人は暗闇の中にいますが、彼が光の存在を否定したとしても、それが何だというんでしょう。19/2/1966

   主なる神がすべての原因であり、源であると知っていれば、あなたはすべての人を謙虚に敬意をもって扱います。それぞあなたを早くゴールへと到らせてくれる道なのです。20/2/66

    完全さの化身である神性は、あらゆる人の中に内在しています。しかし、不運にも人は内在する神性を理解しようとする努力を少しもしていません。熟睡しているときに、身体を保護しているのは誰でしょうか？身体についての知識がなくても身体が完全に機能するのはどうしてでしょうか？答えは誰も知りません。創造・保護・維持、すべてを担っているのは神です。そのような神聖な力がすべての人に内在しているのです。それにもかかわらず、人は困難に遭うと落ち込み、喜びのときには得意になります。

   人生のゴールとは、喜びや悲しみに左右されることなく、いかなるときにあっても完全な平静の状態を保つことです。喜びとは、二つの悲しみの狭間のことです。それゆえ喜びを探しに出かける必要はありません。それはまさに私たちの中にあります。実際、皆さん自身が至福の化身なのです。1/1/03

   すべてが神なのです。この真理を理解するためには、あなたは人間のレベルから神のレベルへと昇らなければなりません。多様性の根底にあるサット（絶対実在）の原理を知らなければなりません。姿、形（アカーラ）に基づいた相違性に付け入る隙を与えてはなりません。あなたは、神と共にいることによって、至福を体験すべきです。神こそがあなたの真の財産です。あなたが至福を経験するとき、あなた自身が神になるのです。他との違いという思いを手放しなさい。すべては神の中にあります。この一体性を心に留めておきなさい。1/3/03A

   全世界が神の手の中にあるのです。ですから、神があなたの中にいると言うのは正しくありません。あなたが神の中にいるのです。すべてが神の中にいます。世界そのものが神の館です。これが超越的真理です。これが変わることのない真理です。シヴァムという言葉は真理の象徴です。ここで、真理とはあなたの移りゆく身体のことではありません。それは変化することのない永遠の実在サットのことです。今日、人々は物質的で世俗的な意味を基準にしています。その結果 、心を汚しているのです。1/3/03A



    ＊神を疑う

神を理解することは誰にも不可能です。神がある瞬間に行うことは、次の瞬間に行うこととは相反するように見えるかもしれません。神の行為は不可解で、時間と空間と人間の理性を超えています。スワミがよく言うように、「理由はなく、時によらない！」のです。ですから、神の行為を分析すること、解釈することは無意味であり、かつ、適切なことでもありません。もし、神が「イエス」と言うのなら、それはその通りになるのです。もし、神が「ノー」と言うのなら、それはその通りになるのです。これが運命です！ あなたはそのすべてを受け入れなければならず、異議を唱えてはなりません。神の行為に疑問をもつことは、信仰心の欠如という意味を含んでいます。23/5/00



     ＊神を裏切る

   神を売ることは、あらゆる罪の中で最悪のものです。そのような裏切りは、何度生まれ変わっても決して償うことはできません。ですから、決して神を裏切ろうとしてはなりません。すべてを愛しなさい。皆さんを非難する人々にさえ挨拶をしなさい。なぜなら、神はすべての人の内に存在するからです。怒りに付け入る隙を与えて、心を汚してはなりません。愛を込めて神に祈りなさい。

   過去においても、すべての高貴な魂や神の化身たちは、非難に耐えなければなりませんでした。皆さんは、「いったいなぜ、そのような非難が生ずるのだろうか？」と疑問に想うかもしれません。実は非難によって、彼らの栄光はかえって高まるだけなのです。幸せは、苦痛と苦痛の間に訪れます。影は光についてきます。私たちは影を恐れてはなりません。影の中にさえ光があります。光と影は別 々には存在できません。両者の間には一体性の原理が働いています。ですから、スワミに浴びせられるいかなる批判にも、あるいはまた、尊敬に値するいかなる人に対する非難にも反応してはなりません。ただ「そんなことは私に関係ありません」とだけ言って、それを無視しなさい。

   もし誰かがあなたの欠点を指摘する場合は、もちろんそれを正せばよいことです。しかし、もし誰かがあなたに根拠のない攻撃を向けた場合は、それについて心配する必要はありません。幸せでいなさい。もし大声で非難がなされるとすれば、それは大気の中に消えていくでしょう。もし誰かが心の中でそれを想っているとすれば、それはその人に返るだけです。そういうことですから、どうして心を乱す必要があるでしょう？ 誰にでも好きなことを言わせておきなさい。そして、平穏な気持ちを保ちなさい。いかなることが起きても、それはあなたのために良いことだと考えなさい。そのような平常心を持って、日々の生活を送りなさい。25/11/00



＊神を探す

神を探す必要などないのです。なぜ神を探すのですか？それをするのは、自分自身の中に聖なるものが無いからではないですか？自分の中に優しさがないから、どこかに愛の化身を求めにいくのでしょう？もしあなたが優しい心を持っていたなら、愛の化身は私たちの前に下に上に家の中に外にと、いつも私たちと一緒にいるはずです。その人自身が自らの内に持っているものを外に探しに行きますか？あなたがそれを持っていないからこそそれを探しに行くのでしょう？17/2/96

    とある時に、とある場所で、とある世界で、不可思議なる神はダルマ（正義）を守るという目的のために化身します。神は、場合と場所、その他、降臨を確定する状況に応じた、認識可能な姿をとります。不信心なデマを流すことに耽っている怠惰な情報屋たちが、神の性質を見出すための真摯な努力を払うでしょうか？ そうした努力なしに、神の聖なる特性を発見することなどできますか？ 木片に内在する火やミルクに内在するバター、種に内在する油、サトウキビに内在する砂糖を発見することにさえ、特別な努力が必要です。もし、ひたむきな真剣さと信愛をもって神を見出すことに着手するなら、必ずや人は神を見つけるでしょう。

全宇宙は、実際、神によって維持されています。宇宙は人間が創ったものではありません。人は皆、神への信心を育て、信愛を膨らませなければなりません。神は人間一人ひとりの内に存在し、一人ひとりの細胞に浸透しています。とはいえ、人間をばらばらに切断しても、その一片一片に神を見つけることはできません。そこには、ただ肉や骨や血、等々があるだけです。人に内在する神性を発見するには、適切な方法を採らなければなりません。適切な方法で努力を払っていないために、今、混乱と無秩序と不満があらゆる場所にあるのです。22/11/80M

  神は、生物・無生物の別なく、万物の内に存在しています。大宇宙から小宇宙に到るまで、神は全宇宙に満ち満ちています。この宇宙は、神の姿です。朝から晩まで、私たちはこのような神の姿を体験していますが、この事実に気付くことができないでいます。皆さんの眼で見ているもののすべてが神の姿なのです。皆さんが聞くすべての音にも神が遍満しています。皆さんの心にある思いさえも、神の姿です。心から放射される至福もまた神なのです。見えるもの、聞こえるもの、体験されるもの、喜ばれるもののすべてが神であるとき、それ以外の場所に神を探そうとするのは、何と愚かなことでしょう。

   皆さんは、世界という姿の神をした神を、毎瞬毎瞬見ています。皆さんは、神聖な感情が欠けているために、世界を神として見るのではなく、神を世界として見ているのです。いったん皆さんが宇宙はヴィシュヌ神の姿であるということを理解しさえすれば、必ず世界を神として見ることができるようになります。『感じる通りの結果が生まれる』のです。神は、全宇宙に遍満しています。神がある特定の場所にいて、他の所にはいないという感じ方をしてはなりません。神はいたるところにいます。あなたが神を見つけようと思えば、どこを探しても、そこに神がいます。まず皆さんは世俗的な思いを手放して、自分の視点を神聖な感情で満たさなければなりません。そうして初めて、皆さんは、『全宇宙に神が遍満している』というヴェーダの教えを理解し、体験することができるのです。

  神を特定の名前や姿に限定してはなりません。神は、真我の原理として、すべての存在とすべての姿に内在しています。実際皆さんは、神の力によって、見聞きし、話し、体験し、喜ぶことができるのです。そうであれば、困難や、心配や、不幸もまた神であるのかという疑問が生じるかもしれません。実は本当にそうなのです！それらもまた神の姿なのです。 23/11/99 

   人間が目の前に見るものは、世界ではなく、まさしく神なのです。しかし、無知ゆえに人間はこの真理を理解できず、外側の世界に神を探そうと努めます。あなたが自分の前に見つけるものすべてが、まさに神の姿なのです。あなたはすぐ目の前に神を見ているのに、まだ自分は神を探し当てていないと思っているのです。何と愚かなことでしょうか！ あらゆるものが神の顕れであるという堅い信念を育てれば、あなたは確実にすべての人の中に神を見いだすことでしょう。16/3/03

 神の存在を発見することは、各人の能力の範囲内にあります。必要なのは、創造の神秘を追求するために努力することです。目に見える世界の下には、目に見えない神性が横たわっているのです。実は現代人が知っていることは、無に等しいのです。探求、探求、探求です。確固たる努力を払いなさい。霊的探求を緩めてはなりません。認識に必要なのは、根本原因の原理を追求することです。必要なのはそれに対する心の中の渇望です。それは霊的探求へと変容を遂げます。渇望が無ければ、神の探求は長続きしません。30/5/95

 人間の理想とは、全てのものの内に神を見ることです。まずあなたが好む何か一つのものの内に神を見なさい。次に、それ以外のものの内に神を見ていきなさい。そのようにして一歩ずつ歩んで行くのです。あなたの魂の周りには、永遠の生命がとりまいているのです。あなたのペースで進んで行けば、やがて目標に到達することができるでしょう。PD41

体は土に等しいものですが、あなたは体の中にいるときにだけ、神を見つけることができます。人間の義務はそうした試みをすることであり、そうすることによって、あなたは人間の体の中にある神の側面という宝石を見つけます。19/6/74



    ＊神を据える

神をしっかりと据えるには、神の像や絵や写真を礼拝すること、神の栄光を瞑想すること、神の御名を唱えることは、どれも予備的なサーダナ（霊的努力）として役に立ちます。私は、寺院や礼拝堂、祭壇や神社で神に祈願したり崇めたりするのは間違っている、無駄である、とは言いません。文字を覚えるまでは、入門書の挿絵が必要です。Aという文字は、その上に描かれたApple（リンゴ）の絵といっしょに覚えます。そうすることで、Aはどのような文字であったかを思い出さなければならない時、いつも自然とそのリンゴが思い浮かぶようになります。4/4/73



　＊神を体験する

神を体験したいなら自らの義務と行為を通じて体験しなさい。それは容易なことではありません。理想の生き方をするように努力しなさい。日々の行為に少しも改善が見られないなら、あなたのしている霊性修行は無意味です。1/1/91

   池の水面を波打たせると、水に映っている月も揺れます。一方、澄んだ静かな水面に映る月は、澄んで定まっています。濁った池では、映る月影も濁っています。それと同じように、人生という湖では、もしそれが混乱した不安定なものであれば、その人の愛もゆがみます。心が清らかで、利己心がなく、揺れていないなときには、神は自らの清らかさと完全性のすべてをまとったまま現れます。しかし、現代人は、外界のさまざまな物事が頭にこびりついて離れないせいで心が汚されており、それゆえ、遍在であると同時に自らの中にも存在する神を経験することができずにいます。6/3/89

 信仰の目的とは、自らのハートにおわす神を認識する事、そしてその神の光と力をあなたの身体を通じて顕現さすことです。これが成し遂げられたなら、この世の全てのものに対して投げかけられている神の愛があなたのハートの中から溢れ出てくることでしょう。そうなれば、あなたの目はあらゆるものの中に神を見、あなたの手は万人のために良いことだけをするために使われ、そしてその結果、あなた自身が神の化身そのものとなり、至福に満ち、永遠の法悦を味わうことでしょう。この状態にあっては、帰依者と神との違いは消え失せてしまいます。常に神を憶念し、神に全託することによって帰依者は神自身となります。それゆえ、あなたが常に神を思うなら、あなたは神の似姿となるのです。その時、永遠の歓喜と平安を味わうのは他でもなく、あなた自身なのです。PD42

  あなたは眠りに着きました。時間は午前１時３５分です。あなたは夢の中に入っていきました。夢であなたは、自分が大人になり、教育を身につけ、職を得て、結婚し、息子ができ、それから、その息子と遊んでいるのを見ました。夢の中で子どもが泣き始めました。そこで目が覚めました。あなたは時計を見ました。午前１時４０分でした。たった５分の夢の間に、あなたは人生におけるとても多くの段階を体験しました。現実の生活での４０年近くをです。

 それと同じように、もしあなたがトゥリーヤヴァスタという超越的な状態を経験することができれば、ほんの一瞬のうちに神を体験することができます。あなたは「そんなことが可能なのか？」と驚くかもしれません。では、現実の生活では４０年かかることが夢では５分で可能だということを、誰か説明できますか？ 誰にもできません。同じように、誰にも説明できませんが、神性さを文字通り一瞬のうちに体験することは可能なのです。23/5/2000

    あなたは、あなたと私との関係は、肉体のみに関係するものではないことに気づかなければなりません。私との肉体上の関係だけを考えて、人生を無駄にすべきではありません。肉体は過ぎゆくものです。そうでは無く、永続し、時間と空間の制限を越えているものに到達することに集中しなければなりません。あなたはここに来て、自分の目でアヴァターを見て確かめ、体験しました。その体験を持ち帰り、自分の内でそれを思い起こし、大きくしていかなくてはなりません。24/7/83

  五元素を肉体から取り去ってしまえば、肉体は存在しなくなります。いったん生命が去ってしまえば、肉体は埋葬するか焼却しなければなりません。五つの元素は解体されてもとの姿に戻ります。ですから肉体が消滅する前に、内なる神を体験するためにあらゆる努力をしなさい。私たちは肉体を通してのみ神を体験することが出来ます。したがって、肉体を正しく管理しなければなりません。23/11/99



    ＊神を騙す

　神は、あなたがしていることをすべて見ています。あなたは、他の人は誰もあなたが何を考えているかを知らないだろうと想うかも知れません。あなたは他の人々を騙せるかもしれませんが、神を騙すことができるでしょうか？　神はすべてを知っています。ですから常に善いことをしなさい。  

   あなたが感覚を正しく使うようになれば、あなたの犯した罪はすべて償われます。皆さんは、怒りに襲われれば、一切の識別力を失って人間らしからぬ行動をとります。ですから、腹が立ったときは、必ずすぐにその場を離れるようにしなさい。罪を犯した後でそのことを悔やむよりも、最初から罪を犯さないほうが良いのです。5/7/01



    ＊神を否定

神を否定することによって、人が悲しみと苦しみから逃れ、喜びと平安を確かなものとすることができるというのなら、神を中傷するというのも選択肢の一つでしょう。しかし、神を信じない人にも、無神論者にも、苦悩や悲しみ、苦しみはあります。無神論は有神論よりも有利であるということはありません。無神論者は、頭に載せていた重荷を肩に移すことによって、自分に重荷があることを認めません。その重荷は彼がもともと堪え忍ばなければならないものであり、しかもそれは、神を否定することによってもっと大きな辛苦となって返ってくるのです。19/2/66



    ＊神を冒涜

「神は万物の内在者である」「宇宙全体に神は遍満している」と聖典に書かれています。人間としてこの世に生まれたのは、もって生まれた神性を体験するためであって、世間的な楽しみを満喫するためだけではない、ということに私たちは気づかなければなりません。もって生まれた神性を体験するためには、霊性の道を歩まなければなりません。霊的道を歩もうとしない人は、人間と呼ばれる資格がありません。実際それは神を冒涜することに等しいのです。神は皆さんが神を崇めることを期待しているわけではありません。神が期待しているのは、皆さんが理想的で有意義な人生を送ることです。23/11/05

   「私の意志ではなく、あなたの御意志を」という断言を、つねに自分に向けてすべきです。けれども、これは滅多になされません。神の意志を解明しよう、神へと通じる道を歩もう、神が定めた理想に従おうとする求道者はわずかしかいません。求道者たちは自分の衝動と判断に従い、その結果、苦悩と絶望を得ます。求道者たちは自分が神聖を冒涜していることに気づいていません。求道者たちは、神が自分の内なる促し手である、神はあらゆる場所にいると明言しますが、その振る舞いは、自分が神にその場にいてほしくないと思うときには神は不在であるかのようです。求道者たちは神に関する不毛な議論と論争をして貴重な時間を失っています。29/2/84



    ＊神を見る

あなたに神が見えないのは、物理的な観点から自然〔物質界〕を見ているからです。世俗的な気持ちを捨て、神聖な気持ちで自然を見なさい。そうすれば、必ずや神はあなたの前に顕あらわれるでしょう。ちょうど芳香が花の中に存在しているように、神性はあなたの中に潜在しているのです。花は肉眼で見えますが、香りを見ることのできる人がいますか？ 母親は子どもを愛しています。母親には姿がありますが、母親の愛に姿はありません。その愛は神です。10/2/00



    ＊神を喜ばす

神は、人間に化身して、人間に奉仕するために降臨したとき、人間自らが人類同朋の病気や苦悩や疑念を取り除くために奉仕をするという任務に着手しているのを見たならば、どれほどか喜ぶに違いありません！22/11/70



    ＊神を理解

どこででも神を思い浮かべるようにしてみなさい。自分の感情を神のものに重ね合わせてはいけません。神性原理を経典の聖句や世間の教育を通して理解することはできません。古代の聖賢や預言者たちでさえ、神性を理解することはできなかったのです。神は三界を超越しています。それほどの神性をどうやって理解できるでしょう？ 15/3/04



    ＊神を忘れる

 ああ、人間よ！ 神を忘れて、朝から晩まで自分の腹を満たすための努力に一切の時間を費やして、一体どんな素晴らしい幸福を手に入れたのか。一度、自分自身で検証してみなさい。2/4/2003



　＊神からの預かりもの

あなたの財産や資産を神からの預かりものだと見なしなさい。家族でさえそれは神から託せられ、愛を持って養い導くべき神性なものだと見なしなさい。そうすれば、あなたの執着心は信仰心に昇華して、霊的進歩のための道具となるのです。SSvol,4p,155



　＊神から離れる

プタパルティに来られる人は、私がその者のここに来るための障害という宿命を、きれいに拭い去った者しかこれないのだ～（プタパルティで奉仕したいという医者に対して、）奉仕は自分が住んでいる場所でやるのだ。お前の身体ではなく心を私の近くに持ってきなさい。ハエや蚊は私の身体の近くにいつもいるが、それらはモクシャに達せれるかね？ｐ278ANDI

 ハヌマーンは「私はラーマ様の僕だ」という一途な気持ちによって大きな悦びを味わっていました。ただその気持ちはいつまで続くでしょう。それは神の恵みを受け、神の近くにいるときだけです。神と別れてしまったら大変苦しむことになるはずです。「私は神」の段階になれば苦しみの問題は全く起こりません。高度な段階になれば、いつも神と一つなのですから、神と別れたり苦しんだりすることはありません。「神の僕」の段階では、神と僕が別れてしまう事もあるが「私は神」の段階では悦びが途切れることはありません。二つに分かれることは決して無いからです。SGc9

 神を忘れるのは人間です。神は決して信者から離れていることはありません。信者が神から離れているだけです。あなたは神があなたから離れていると思っています。しかし全くそうではありません。あなたは神を忘れ、神があなたを忘れたと宣言していますが、実はあなた自身の感情があなたに反映されているだけなのです。14/1/96

   現代人はすべての物事に関して疑います。このような猜疑心は、自分が神から離れた存在だと思うことから生じるのです。23/2/06

私はあなた方に告げます。神から逃げることは出来ない、と。一切の生物は長い途を行くか、短い途を行くかの違いはあっても、いつの日か必ず神に到達せねばならないのです。ヴィジャヤダサミの日1953

  あなたにとってこの世で神よりも近くにいるものはありません。14/1/91

  宇宙には神よりも優れたものは存在せず、神と異なるものも、神から離れたものも存在しません。「タット（それ）」とは神のことです。それは遍在であり、永遠の純粋意識であるチャイタンニャです。また、私たちは神を遠く離れた存在であると想像しているので、神は「タット（それ）」と呼ばれています。一体、どこから遠く離れているのでしょうか？ そうです、あなたの肉体と感覚と理性の機能から遠く離れているのです。これらの機能は、限られた能力しか備えていません。しかし、いったん直感的な意識が働き始めると、「遠く離れたもの」が「非常に近くにあるもの」となるのです。1/1/83

    しばし神との親近感を体験する人もいますが、その親近感は長い間続かない可能性があります。神との結び付きは浄性な感情がある間だけしか続きません。もし浄性な性質の導きよりも激性な性質が優勢になりがちであれば、その人はゆっくりと神との関係を失っていくでしょう。もしその人の神聖さと清らかさが減少するなら、その人は確実に神から離れていくでしょう。その人はその離別の原因を探し続けます。神との関係を壊したのはその人自身です。それを神のせいにすることはできません。神との関係を永続する永久のものにするには、あなた自身の浄性な性質を発達させなければなりません。15/7/83



　＊神と語る

アシュラムの中ではスワミと直接話すことができます。アメリカにいる時は、答えを求めて祈り、そのあと客観的に探求すれば、30分で答えが得られるでしょう。何が正しいか分かっている時は、私に聞くことなく実行しなさい。それがあなたの自信であり、神の力なのです。すべての人間関係を考慮に入れず、ただその仕事が正しいかどうかを考えるのです。~まず最初に、何が正しくて何が間違っているか見極めなさい。それが正しいことであれば、それについてあなたが満足できることし、その確信がなければ、確信を持てるまで何もしないことです。CWSSBp106~7

    鈍性を有する者は神の姿を見ること（ダルシャン）がかなうのみであり、激性を有する者は会話（サムバーシャナ）も得ます。浄性を有する者はさらに触れ合い（スパルシャナ）も得ます。78夏期講習

 あなたの中にいる神と語りなさい。そして神から勇気と霊感を引き出しなさい。神こそあなたの進歩に最も関心を持っているのです。ｐ319サイババは世界の危機を救う。

  人は、自分が神の帰依者だと信じています。しかし神が自分に対して、愛を抱いているか、一旦立ち止まって神に尋ねてみたりはしません。それを知りたいと切望する人は稀にしかいません。こうすることは、まさに霊的に成功を収める為の真の尺度なのです。DVJp22

  あなたの至福が私の食事なのです。私はあなたに話しかけたいなどとは思いません。ただ、私の喜びをあなた達に伝え、あなた達の喜びと、交流したいと望むだけです。このように、私達が(霊的に)交わることによってお互いに満たされることが、最も大切なのです。身体を使って話したり聞いたりする事は、(私たちの間柄にとっては)付随的なことなのです。SSSVol5p96

  もしスワミと語りたいという欲求が熱意を伴って充分強く、あなたの心が静まっていればスワミはあなたと語ることができるでしょう。しかし問題は、あなたにはその熱意が十分に備わっていないということです。CWSSBp103



    ＊神と接触

神との接触（スパルシャナ）によって得られる神聖な相を明らかにするために、ちょっとした例をあげましょう。炭は黒い色をしており、黒いことで無知を象徴しています。火は光明すなわち光を放ち、知識を象徴しています。火と炭が離れたところにある限り、炭は火を見ることができるだけで、光明を得ることはできません。しかしながら、炭が火に入れられて接触すると、炭も赤く燃えて光明を得、火の1部となります。このように、神の御姿と触れ合うと、人の体の中の無知が取り除かれるのです。少し風を当てれば、炭はもっと速く燃えて火になります。霊性修行とは、風を当てるということです。霊性修行によって、無知な人も賢者になることができます。78夏期講習



　＊神との友情

神よりも偉大な友はないことを認識しなさい。人が神の期待に応えることに失敗した時も、神は彼を見捨てません。それゆえ神は良き友といわれるのです。神は誰からもいかなる贈り物も求めません。にもかかわらず、人はそのような良き友をなかなか受け入れないのです。そうではなく神を良い友人として受け入れる者のみが、神の友情の完璧な意味を理解することが出来るのです。このような信念こそ真の知識です。14/1/91

 あなたは、神との友情を培うべきです。もし神があなたの友人であれば、全世界をコントロールすることができます。しかし今日、不運な人々は、神との友情を失いつつあります。神と友達になるのは容易なことではありません。しかしあなたは、このことにあらゆる努力を傾注すべきです。いったん神と友情を培うことができれば、サーダナ（霊性修行）を通じてそれを最大限に活用しなければなりません。おしゃべりをして時間を無駄 にしてはなりません。23/11/02



　＊神に帰融

神と一度の人生だけで帰融出来るかどうかは、その人の信仰の程度によります。しかしなぜあなたはアトマ　シャクシャートカへの欲望があるのですか?それは、あなたにたった五分間だけ至福をもたらすだけです。それにその経験のあと、あなたの身体は２１日間しか生き延びる事が出来ません。あなたの時間を、いつも瞑想とバジャンに費やしているほうがよいのです。P,304 ANDI

 心から神を信じるとはどういうことでしょう。それは神に向かう一筋の愛の流れです。愛がはかないものに流れているなら、信じる心とは言えません。それは執着の姿でしかありません。

 愛が永遠の存在に向かって流れていくことが、神を信じる心です。信じる心は「私は神の僕」という気持ちから始まります。そのあとで、自分は神そのものだと思う段階に進みます。そうなれば、「私は神だ。神と私はひとつ。」という言葉があふれ出てくるでしょう。SGc8

  牧女は至高の神への一筋の信愛によって帰融し、ラダは＜エカートマバーヴァア＞霊的な完全一致感によって至高の神に帰融しました。全ての者は帰融します。しかし、個々の場合によって到達のレベルは異なります。30/8/93

 あなたは自分が人間であって、神のもとに行くのだと考えてはいけません。それよりもあなたはもともと神で、人間になったと考えるほうが良いのです。そのように考えることにより、神のさまざまな属性があなたを通じて現れてくることでしょう。神であったあなたは人として下界し、そしてまた、最終的にもと来たところに戻っていくのだということを覚えておきなさい。MBAIp94

 究極の段階である、完全に神の中に入り、神と一つになるまでは、休息も安らぎも、満ち足りた思いも持つことは出来ません。SGc6



    ＊神に反抗

神に反抗する人間には四つの種類があります。第一は、神は存在しないと主張する無神論者です。第二に、他の人々が自分たちよりも良い境遇にあるために、妬みの心から神に反抗する言葉を語る者がいます。第三は、自分たちには名声を手に入れる力がないのに、他者が名声を博していることを嘆く者たちです。そして四番目は、自分の欲望が満たされないときに幻滅を感じる者たちです。彼らは、不正で低劣な手段に訴えて自分たちの目的を果 たします。23/11/2000



　＊神の愛

この世の人生で手にすることの出来る真の価値のあるただ一つで永遠のもの、それは神の愛です。SGc3

何より大事なのは神から愛されているかどうかです。自分は神を信じ、愛しているつもりでも神が愛してくれなければたいして遠くへ行けません。それではどうすれば神から愛されるようになるのでしょうか？その答えはバガバッドギーターの帰依の道を説く章に見られます。

 帰依の道とは、いつも神と一つに繋がっているということです。どんな時もゆらぎの無い心で実践することを帰依の道は教えています。強い決意を持ち、暮らしの中でひたむきに教えを実践すること、そしていつも悦びに満ち足りていることです。SGc3

    私は賞賛も嘲笑も、尊敬も軽蔑も、怒りも幸福も、超越しています。私には、徹頭徹尾、一つの属性があるのみです。それは私の愛です。私は私を憎む者をも愛します。私は私に対する悪い宣伝に耽る人さえ愛します。私は誰のことも敵とは見なしません。すべての人は私のものです。私は母親のように、皆さん全員に気を配っています。私の愛は一人の母の愛ではありません。私の愛は千人の母の愛です。サイの愛は千人の母の愛です。ひとえにその愛ゆえに、私は皆さんのあらゆる過ちを顧みず、前を見て歩んでいるのです。誰かが過ちを犯したときはいつも、私は本人を呼び、声を高めてその人を正します。ですが、私はその人に怒りを示すことはしません。私は誰に対しても怒りはありません。実際、私には怒りという感情はまったくありません。23/11/08

    神の行うことには利己心のかけらもありません。神の愛の真の性質を理解することができる人はわずかしかいません。人間は自分の愛と神の愛を比べようとします。人間は、自分の愛が、自分の好きなものや、いつも自分が楽しんでいるものへの執着に基づいていることに気づいていません。人を引きつける力やその逆の力は、対象物それ自体の中に本来備わっているものではなく、個々人に関係のあるヴァーサナー（過去の印象に基づいた欲求）に備わっているものです。7/10/97

 人間として生まれた目的は何でしょう?それは神の愛を体験することです。神の愛を受け取った人だけが、世界に変革をもたらすことが出来ます。現代社会は不安と悲しみに満ちています。どこを見ても悲しみ以外何もありません。洪水などの自然災害の多くは、大変な惨状を引き起こします。これらは神によって引き起こされるものではありません。人間の苦しみの原因はすべて人間にあります。29/10/09

 世俗的な愛は彼の執着する心の反映でしかないために、月日が経つに連れてだんだん冷めてくるものなのです。しかし神の愛は、絶えることなく不変です。それは、永遠にして神聖、無私のもですが、誰でもこれを理解できるというわけではありません。人は自分達の欲望が満たされなければ、この愛を誤解し、神を非難さえします。17/7/97

 愛に満ちたヴィジョンを持つ人は、全宇宙に絶対実在（ブラフママヤム）が浸透しているのを見ます。肉眼で世界を見るならば生まれてから死ぬまで世界は惨めの束と見えます。神への愛は、惨めさから逃れる唯一の道です。神への愛が無い人は、少なくともこの瞬間から神への愛を培いなさい。4/4/92

  欲望とむさぼりを戒め、いつも満ち足りていて､神の愛を受け取ることが出来るように努める。ただ神様を愛しているだけでは足りません。どうすれば神様から愛されるか。どうすれば神の恵みを得られるか。どうすれば神の愛をじかに得られるか。それを良く理解せねばなりません。神は自分のものだと言って泣いたり叫んだりしても何もなりません。おまえは私のものだと言ってもらうように願うべきです。SGc23



    ＊神の意志

   だれが創造主ですか？ あなたは自分の意志で生まれてくることができましたか？ いいえ、できませんでした。それは神の意志です。神があなたに体を授けました。神への奉仕と神への崇拝に体を使い、体を神聖にすべきです。世界に理想を示すべきです。すべての人の平安と幸福のために働きなさい。他の人にしてほしいことを、他の人にしなさい。苦しみたくなければ、他の人の苦しみを和らげるよう努めなさい。あなたの平安と幸福を他の人と分かち合いなさい。すべ ての人の幸福を祈りなさい。16/3/03すべては神の意志です。全宇宙は神によって創造されました。世界で神の意志なく動くものは何もありません。



神が意志しなければ、草の葉一枚動くことはできない 

この真理を知らぬ人々は 

知性と識別に関する自分のプライドに心を奪われる 

しかし、どれほど偉大であろうとも、 己の前途に横たわっているものを知る者はいない



    神は自分が創造した世界に住む、いかなる生き物にも痛みを与えるようなことはしません。すべての悲しみと困難は人間自身が作っているのです。神はすべての生き物の保護者です。神はすべてのものに平安と幸せを与えます。「世界のすべての人が幸せでありますように。」これが神の意志なのに、どうして神が人類に対して苦悩を与えることなどありうるでしょうか？14/1/07

 あなたは、神の意志を理解できないために、神が苦悩をもたらすのだと言って神を非難します。もしあなたが神の意志を知ることができたとすれば、すべてはあなたのためであることに気がつくことでしょう。私たちは皆、至福の化身です。毎日、朝から晩まで、至福を体験し、他者とそれを分かち合いなさい。そして初めて、至福はより大きなものとなります。14/1/05



    ＊神の栄光

神性を高めるために最大限の努力を払ったにもかかわらず、人々の苦しみを取り除くことのできる容易な方法がないことを、ヴィヤーサは残念に思いました。ヴィヤーサは、普通の人々、学問のない人々を幸せにする方法と手段を見いだそうと多くの時間を費やしました。ヴィヤーサがそれらを沈思黙考していると、ナーラダ〔ヴィシュヌ神の意志により生まれた聖仙〕がやって来て、

「人間が幸福を得ることのできる唯一の方法は、神の栄光を描写して歌うことである」と告げました。その日から、ヴィヤーサは主なる神のリーラー〔神聖遊戯〕の記述に取り掛かりました。78夏期講習



    ＊神の贈り物

　誰が皆さんをここに招待したのでしょう？　皆さん方は、スワミへの愛によってここに来たのです。この愛のみによって、何十万人もの人々がここに来たのです。バガヴァンはここにいて、皆さんに連れて帰られるのを待っています。皆さんの好きなようにスワミを連れて帰りなさい。スワミは完全に、バガヴァンを心から愛する人のものです。

    バガヴァンが皆さんに望むものは、皆さんの心を込めた無条件の愛のみです。この真理を心に留めて、愛に満ちた人生を送りなさい。これを、スワミから皆さんへの贈り物として受け止めなさい。いかなる人をも憎んではなりません。いかなる人を憎んでも、神自身を憎むのと同じです。あなた自身のすべてと、一切の持ち物を神に全託しなさい。混じり気のない神の至福を経験しなさい。23/11/99

    他人を助けることができたとき、あなたが得意になる理由はまったくありません。なぜならば、あなたがそれを認めるか否かは別として、あなたに奉仕をする機会をもたらしたあなたの技能、富、勇気、公的地位といったものは、神からの贈り物だからです。あなたは、ただ、神からのその贈り物を、もう一つの神からの贈り物、すなわち、あなたの助けを求めて来る貧しい人、文盲の人、弱者、病人、嘆き悲しむ人、心に痛みを持つ人に与えているだけなのです。22/11/70

    神はあなたに、素晴らしい体と、甘美な言葉を語ることのできる舌と、心という驚くべき道具を授けました。神はあなたに知性を与え、分析する力と統合する力、受け入れる能力と放棄する能力、覚える力と忘れる力を授けました。そのことを大いに感謝して、それらの能力を最大限有効に使いなさい。それらの能力を、万物の内にいたるところに存在する神を見るために使いなさい。人生の浮き沈み、喜びと悲しみ、迷いと決断の一切を通じて神を求めるために用いなさい。22/11/70

   神もまた、時にはあなたに困難を課します。しかし、それはただあなたのために、それがあなたにとって良いことであるからこそするのです。喜びも悲しみも神の贈り物です。それらは神の恩寵です。だれにも神のリーラ〔遊戯〕を理解することはできません。1／3／03朝

あなたがこの世の事物に執着する限り、どのように神を崇めようと神我認識に達することは出来ません。あなたは全て捨てる必要はないのですが一切を神からの送り物としてありがたく思い、一切を神に捧げればよいのです。全ては神の現われです。それを自覚すれば、あなたは全てのことをありがたく思うようになるでしょう。13/4/1990



　＊神の恩寵

人生におけるテストや障害物は神の恩寵です。それは,神のあなたに対する怒りではないのです。SSSvol9p82

心の底から真剣に悔いるのであれば、あらゆる罪を洗い流すことができます。神の恩寵がそれに応えるのです。もし神が赦す意志を持てば、いかなるものもそれを防ぐことは出来ません。

すべてのカルマが消されてしまうのです。すべての霊的な行為には、反作用がありませんが、そのような行為の根底には、愛の種子があるのです。過去に冒した罪が何であれ、深い悔い改めの気持ちと、神への愛があれば、罪は洗い流され、その人の性質は浄化されます。CWSSBJp199

 神の恩寵と神の意志は、あらゆるものを変えることが出来ます。神は愛です。神の限りない慈悲により、あなたの過去世での行為の結果を神は変えることが出来るのです。帰依者は､ハートという刑務所の中に神を捕らえることが出来ます。この世では信愛を持って達成出来ないことはありません。

神の恩寵は、あなたのあらゆる過去世からの悪い影響やカルマをキャンセルすることが出来ます。どのような不幸もあなたに降りかかることはありません｡STPSp58

   あなたは人生の中で、あなたがどれだけこの世のはかないものに執着しているか、あなたがどれだけ神を渇望しているかをテストされます。もし、神に対するあなたの愛が、浮世のものに抱いている愛の何十分の一しかなかったとしたら、神があなたに恩寵を注いでくれることがどうやって期待できるでしょう？7/10/97

 ペットの犬に毎日えさを与えていると、餌をやる時間になれば、犬は必ずあなたのところにやって来るでしょう。そうではありませんか。定期的にそれを行うことで犬がそれに応えるのなら、なぜ神は人に対してそういうことをしないということがあるでしょうか。定期的にあなたが霊性修行を行えば、神の恩寵を確実に受け取ることが出来るでしょう。STPSp59



    ＊神の影

いつも、自分は神の影にすぎない、神の写像にすぎないという意識でいなさい。そうすれば、どんな障害もあなたを妨げることはできません。神は真理という王道を歩いています。神の両足にしがみ付く神の影は、谷にも山にも、火にも水にも、ちりにも埃にも映ります。ですから、もしあなたが神の御足にしがみ付いていれば、影と同様に、人生の浮き沈みに影響されずにいることができます。19/11/68



    ＊神の身体

一つの血流が体の隅々まで巡ります。一つの神性原理がすべての国とすべての人々を巡ります。宇宙は神の体です。神は、肌の黒い人であれ白い人であれ、大地であれ海であれ、風であれ空間であれ、何かがぴくりと動いても、あらゆる生き物のどんな小さな痛みも、そのすべてを知り、感じます。16/5/68



    ＊髪の毛

古代、聖賢たちは髪の毛を切りませんでした。というのも、霊的に毛髪は非常に神聖で、力があると考えられていたからです。この体（スワミの肉体）は、もうすぐ80歳になります。にもかかわらず、今日まで私の頭髪は非常に強く、ずっと強力なままです。私はくしを使いません。私が髪にブラシをあてようものなら、髪はブラシにからまってしまうでしょう。私の髪はとても太くて強いのです。もし、だれかが私の髪の毛を一本抜いてみたいと思ったとしても、不可能です。それは神の化身の毛髪の特質です。私だけでなく、人はだれもがある種の神聖な力をもっています。人はそうした力を伸ばすよう努めるべきです。今、若者たちは神に授けられた力を保つための努力を払っていません。若者たちはその神聖な力をありとあらゆることで無駄 にしています。若者は日々多くの力を浪費しエネルギーを失って早く老けてしまうという結果 に陥っています。 10/2/05



    ＊神の計画

 あなたが神を強く愛するならば、何でも成し遂げることが出来ます。人間が努力を積み重ねるにつれ、神の恩寵もまたその努力に力と強さを添えて、最終的に人を成功へと導くのです。STPSp61

   人は神の性質に気づくことができずにいます。一人の役者としてこの世の舞台に降り立ってはいるものの、神は自らの役割を演じるのにふさわしい時を待っているのです。果物が熟すのには時を要します。果物は熟すと自然に落ちます。それと同じように、自分の行為の報いを得るための機が熟したとき、人は行為の本質に従って報いを得る準備ができていなければなりません。悪い結果 や良い結果へと導くのは自分自身の行為です。それゆえ聖典は、人間の心が輪廻や解脱の原因であると宣言しているのです。 23/11/94

まず第一に優しいハートを育てるべきです。神の贈り物である今回の人間としての生を無駄にすべきではありません。神には神の計画があり、そのために神はあなた方全員に命を授けたのです。神は、各人がそれぞれ他の人々の理想となることを意図しています。あなたはその理想を知るよう努力すべきです。その理想は、純粋かつ神聖です。人間のハートの重要性は、ハートの純粋さと神聖さにあります。不純な思いが入ってくると、ハートは不純になり、行動は邪道に陥ります。あなたの想念や欲望はすべて全身に広がりませんか？ 自分が言っていることと別の行動を取るのは正しいことですか？PN



＊神の化身

人と神の間の愛を促進するために、神はしばしば地上に降臨します。降臨の目的は何でしょうか?それは愛の本性と機能を促進することが、化身降臨の主要な目的です。30/5/92

    神の化身たちそれぞれの任務は、真理と正義の世を打ちたてて、この世の悪と誤りと不正のすべてを払いのけ、人類が神性を顕現させるよう助けることです。15/5/96

    人が本来持っている神性が覆い隠された時、神聖な求道者たちの体験によって定められた道徳律と霊的規律がなおざりにされる時、獣から人へと向上してきた人類が獣へと滑り落ちて人類の兄弟たちを脅かす者となった時、神は人間の姿をとります。19/8/65

アヴァターたちが来るときには、時間と場所、家系と家族を選び、仲間と、共に働く者たちを決めて連れてきます。19/8/65

    誰を見かけても、その人は神の化身であると考えなさい。それが神の行動規範です。22/11/10

    神は純粋で、属性を持ちません。属性のない穢れなき神性は、すべての人間に内在しています。すべての人間は、実のところ、遍在する神性の反映なのです。そのため、すべての人間は神性の化身と見なされ、敬われなければなりません。神は、遍在であるにもかかわらず、特定の姿をとって、さまざまな方法で人間に奉仕します。今こそ、この瞬間に、すべての名と姿は神のものであるという真理に気付きなさい。誰を見かけても、神性の化身であると見なしなさい。そのような態度を育めば、どこであれ、あらゆる場所で、神を見ることができます。9/10/05

    人間の姿をとったとき、神（ナーラーヤナ）は自らが敷いた規則を守らざるを得ません。いくら神が宇宙に繰り広げられているドラマの監督であっても、人間の姿をまとっているときには神は特定の役を演じているということを忘れてはなりません。もし神がふさわしいとされる行動に反して、自らの役を大げさに演じたり控えて演じたりして自らに課した役にかなった行動をしなかったとしたら、神は自分の目的を果たすことができないでしょう。神が人間の姿をまとうとき、神は理想的な行いによって手本とならなければなりません。23/11/94

    神の化身（アヴァター）は、子どもたちの中では子どもであり、男性の中では男性であり、女性の中では女性です。そうすれば、相手の喜びや悲しみに反応して、相手を慰め、相手の意気消沈したハートに自信と勇気を吹き込むことができるからです。神の化身（アヴァター）は人間たちの中にやって来ます。その理由は、鳥や獣や木々などは、自然の法則に則って生きており人間のような不自然な状態に陥ることなどないからです。

   世俗の幸福と感覚の悦楽という、人を惑わすものを追いかけて、自分が地上にやってきた目的である務めを忘れてしまうのは、人間だけです。神は、ダルマを復興させて、人間を徳と英知の道に連れ戻すために人間の姿を取ったのですから、ダルマを厳格に守ることほど神を満足させることはありません。もし自分が見るもの、聞くもの、触れるもの、味わうもの一切の中の神を意識するなら、人はダルマの道から離れることなく進むことができます。それは、人生のあらゆる瞬間を真我顕現の感動で満たしてくれることでしょう。11/70

    私が皆さんと共に動き回り、皆さんのように食べ、皆さんと話をするために、皆さんは私が普通の人間のようであると信じて惑わされています。しかしそうした間違いを犯さないよう警戒していなさい。私は皆さんと共に歌い、皆さんと共に話し、皆さんと共に行動することで、皆さんを惑わしています。

 けれども、いついかなる瞬間に私の神性が顔を出すかもしれません。皆さんはその瞬間に備え、準備を整えておかなければなりません。神性は人間性という覆いに包まれています。ですから、皆さんは、神性が皆さんの目に触れないように隠しているマーヤーを克服しようと努めなければなりません。17/5/68

 神がこの地上に降りてきたからといって、神はその人間的な姿に制限されてはいないのです。CWSSBJp167

至高の神は無数の姿をとりえます。～至高の神の力を越える者はありません。人間の姿をとる神を見て人々は至高の神が自分達と同じ身体をもっているので、はたして化身が不思議な御業をする力を持っているだろうかと疑います。彼らはアートマンの全一性を認めません。人間の姿をとる神を認識することは難しいのです。28/8/94

  神は如何なる時にも如何なる姿にでもなることが出来ます。しかし、神の本性を人類に示さねばならぬ時、神は人間の姿をとって降臨しなければならないのです。しかし、人は心が汚れている為に人間の姿をとった神を認識できません。～神のなさり方は、無限であり、不可解です。神が如何に行動するかを決め、神に指示できるものはいません。神はなんであれ、瞬時に変更することが出来るのです。28/8/94

  疑いがあなたの気をそらせるのを許してはなりません。あなたの心の祭壇に、私の神性に対する固い信心を据えさえすれば、私の実体を見ることを勝ち得ることができます。そうする代わりにもし、時計の振り子のように揺れ動き、あるときは信じ、あるときは信じないなら、決して真理を理解することも、至福を得ることもできません。あなた方は今、今生で、サルヴァダイヴァットワスワルーパ〔すべての神のすべての姿の化身〕を見るという至福を味わうチャンスを得たのですから大変幸運なのです。

    もう一つ、皆さんに注目してもらいたい事実があります。これまで神が地上に化身したときには、明らかにそれは神の恩寵だとわかる証拠の数々にもかかわらず、その化身が神であることを知る喜びは、化身の肉体がこの世を去って初めて与えられました。化身たちが集めた、人々の忠誠心や信愛は、化身たちの超人的な力や御業、あるいは厳格な最高の権威に対する、恐怖や畏敬を通して生まれたものでした。一方、このサティヤ サイの化身についてしばし考えてみてごらんなさい。物質主義がはびこる、強い不信と不敬の時代に、この化身の何が、世界中から数百万もの人々の崇敬を集めているのでしょう？ その根本的な理由は、人の姿の内にある私のこの世を超越した神性にあるという事実を理解すれば、皆さんも納得することでしょう。17/5/68



　＊神の欠点

神の行為には何ひとつ汚点がありません。神は全く清らかであって、汚れのないものの権化です。それゆえ神に欠点があるというとき、それはそのように批判する者の持つ欠点が投影されているのです。その者の見方に欠陥があるゆえに、創造物に本来存在しない欠陥を見るのです。22/5/90



   ＊神の言葉

最初は、神は姿を持つものとして認識されます。次に、神のその御姿が至る所見られるようになります。それから神を無形のものとして認識することが出来るようになります。というのも、すべての形は永遠のものではないからです。例えば、子供が象という字を読むことは出来ませんが、ゾウという言葉を聞くことによって、ゾウが何であるか知ります。子供が字を読めるようになると、象という言葉だけが残り、その言葉によって象を理解することが出来ます。

 象の姿、形は一時的なものですが、言語が続く限り象という言葉は残ります。象という単語は無形の状態での象を象徴しています。同様に、帰依者が一旦、神の言語を学んでしまえば、神を視覚化する必要はなくなります。言語だけで充分なのです。しかし、人間は形と名前を通じて神について学ぶのです。CWSSBJp113

    第一に必要なのは、神の言葉への信心を深めることです。書物の知識や人間の知性によって神を知ることはできません。神が人間の姿をとって降臨するとき、神の計り知れない力は、神の年齢や体格や無邪気な振る舞いを見ることによって判断されることはありません。そのような判断は、神をさらに大きく誤解することにつながるだけでしょう。24/7/83

  

    ＊神の原理

 日常生活のほとんどすべてのものが、神を指し示しています。サトウキビの甘さ、唐辛子の辛さ、タマリンドの酸っぱさ、ニームの苦さなどは、すべて神の存在を示すものです。空の星、太陽の明るさ、月の涼しさ、寄せては返す海の波の動きなどもまた、神の原理を指し示しています。それらはどれも、神そのものを直接に見せてくれるものではありませんが、神の原理が存在することを示す証拠となるものです。23/11/2000

    人類の大多数には、人間一人ひとりは神によって維持されている奇跡であるという意識、呼吸の一つひとつは神の摂理の証であるという意識、出来事の一つひとつは神の存在の証拠であるという意識が生涯のうちに生じることは滅多にありません。22/12/70

＊神の声

神意は良心という姿を取って存在し、あなたに自らの義務を思い出させます。これが内なる声です。けれどもあなたは内なる声を無視し、その呼びかけやメッセージに注意を払いません。

そしてその為に苦しむのです。心を内に向け、知性を根本原理に向かわせ、感覚を厳しく管理することによって、内なる声という、他ならぬ神の声を、はっきりと聞くことが出来るのです。神意とは神によるマスタープランなのです。STPSp271

アシュラムにいる時はスワミに直接聞くことが出来ます。アメリカにいる時は答えを求めて祈り、そのあと客観的に探求すれば、30分で答えが得られるでしょう。何が正しいか判っている時は質問せず、実行しなさい。それが自信であり、神の力なんです。

全ての人間関係を横に置いて判断をしなさい。どの人がそれに関係しているかではなく、それをする事が正しいかどうかを考えなさい。CWSSB





     ＊神の自覚

個々の霊は、その人生において、神から祝福されていることを自覚することが一時間だけあります。最初の１５分は死により肉体から抜け出る時です。次の１５分は、子宮から出て行くときです。そして３番目の３０分は結婚式の時です。神は個々の霊と共に,これらの３つの機会に立ち会います。P290ANDI

 神の自覚は外部から得られるものではありません。神の自覚（ブラフマニャーナ）は、各人の内にあります。人を包む分離感という迷いが去れば、燦然たる光輝を放つ神の自覚が現れます。その他の知識は全て外界と関わるものであり、内なる存在を反映するものでしかありません。

物質（プラクリティ）の探求によって内なる絶対実在に関する知識を得られると想像するのは完全な間違いです。現象世界を理解することによって遍満する太霊を認識することはできません。

人はパラマートマ（遍満する太霊）から生まれました。この真理を理解しなさい。一切の知識の源泉はあなたの中にあります。賢者は偉大な書物による知識の持ち主でもなく、物質世界の知識の持ち主でもありません。

 真の英知者とは、自らの内なる神霊を自覚しそれにふさわしく生きる人のことを言います。大勢の人が神の栄光を能弁に講釈します。しかし、彼らは神ながらの生き方をしていません。

経典の知識が何の役に立つでしょう?自分の教えることを自分自身実践しない教師は、他の人に教える権利はあるのでしょうか?イエスは群集から石を投げられる女を見て「心の中でも罪を犯したことの無い者のみが、その人に石をなげさせなさい。」と説きました。2/3/92



　＊神の仕事

役にも立たないことをして時間を無駄にしてはなりません。社会的に役立つことをしなさい。これは識別心の基本です。しかしながら、今このような広い心を持つ者はいません。

あなたがどのようにすれば霊的に進歩するか考えなさい。すべての仕事を神の仕事と見なしてやりなさい。そうしないとそれは不完全なものとなります。その仕事が神の仕事と見なせば失敗をすることはありません。それゆえ、強い信仰心を持ってすべては神の仕事だと思って成し遂げなさい。21/4/96

  私には務めがあります。それは、全人類を啓蒙して彼ら全てに至福に満ちた人生を約束することです。私には誓いがあります。それは、道を外れてさまよっている人々を、再び善の道に立ち戻らさせて救うことです。

  私は自分の仕事に愛着をもっています。それは、貧しい人々の苦しみを取り除き、彼らに必要なものを与えることです。私には誇りに思うことがあります。それは、私は私を崇め、私を敬愛する全ての人々を救うからです。

  私は私が期待する帰依の定義があります。それは、喜びと悲しみ、利益と損失を同じ平常心の心で受け入れなければなりません。以上のことは、私は私を愛する帰依者を決して見離さないということです。 兄セーシャマに宛てた手紙より

    あらゆる行為を神への捧げものとして行いなさい。これは「私の仕事」、これは「神の仕事」と区別してはなりません。すべての仕事は神のものです。神がインスピレーションを与え、神が助け、神が実行し、神が楽しみ、神が喜び、神が刈り取り、神が種を蒔きます。存在しているのは神だけです。なぜなら、この多種多様なる一切は、自然という鏡に映って見える神にほかならないからです！ 

   一切は、至高神に到達するという高次の目的に役立てるためにあるのです。何事もそれ以外に使われるべきものは一つもありません。サイ バクタ〔サイの信者〕にとっては、これが唯一の正しい生き方です。パダールタ（利己的な対象物）は存在しません。一切はパラールタ（利己心の無い目的）です。そして、その目的とは、実在、すなわち、アートマ、神を実現させることです！18/7/70



    ＊神の至福

世俗的な生活の中で、愛は、母と息子の間の愛、夫婦間の愛、肉親同士の愛など、さまざまな形で現れています。これらの愛は、利己的な動機や私利から生じる身体的な関係を基盤としています。けれども、神の愛には私利私欲の片鱗（へんりん）さえありません。それは愛のためのみの愛です。これはバクティ（信愛）と呼ばれます。

   この愛の第一の特徴は、与えて受け取らないことです。第二に、恐れを知らないことです。第三に、利己的な動機のためにではなく、信愛のためにのみ愛するということです。これら三つの愛のアングルがすべて合わさるとプラパッティ（全託）を意味するものとなります。このプラパッティをおおいに楽しむとき、人は神の至福を体験します。そのためには、まずクシャマ（許し）が必要です。

    このクシャマ（許し）という姿勢を有する人だけが、神聖な愛を授けられていると見なされ得ます。クシャマという姿勢は教科書から学べるものではありません。

  また、教師や誰か他の人から得られるものでもありません。クシャマという姿勢は、人が余儀なく遭わせられる苦しみの時、試練の時、苦難の時に、自分自身で養うものです。大きな悲しみや惨めさをもたらす問題や苦難に直面して、初めて寛容や許しという性質は根を生やす余地を得ることができるのです。問題や苦難に出会った時、あなたは落ち込んで鬱（うつ）の餌食（えじき）になるべきではありません。それは弱さの表れです。

    そのような状況に陥った時には、寛大と許しの姿勢を祈りへと昇華すべきであり、動揺して怒りや憎しみや復讐心を募らせるべきではありません。あなたは強さの具現であり、弱さの具現ではありません。ですから、絶望の時には、寛容の気持ちで心を満たし、許し、忘れることができるようにすべきなのです。こうしたクシャマ（許し）の性質は、人間にとって最も偉大な力です。もし、この力を失ってしまったら、その人は悪魔のごとき人間となります。1/1/94

    

    ＊神の姿

    人間は自分の肉体の姿に惑わされ、自分自身を単なる人間であると思い込んでいます。私たちが見るものすべてが神の姿なのです。神は至福の具現です。16/3/03

     人は仮面をかぶった神なのです！ あなたが自分だと思っている「私」、自分だった「私」、赤ちゃん、少年、青年、中年男、お爺さん、ぼけた老人――これらの「私」は体という鏡に映った神の姿にすぎません！18/12/70

    無形の神が形をとった時、その姿を瞑想し、礼拝するのは人間にとって自然なことです。人々はそうすることで至福を体験します。それは、姿があるうちはまったく構いません。けれども、ひとたびその神聖な姿が消滅してしまったら、あなたはどうするのですか？　神の特定の姿を礼拝することによって引き出す幸福と至福は、もともと、あなたの幻想の産物なのです。

    決して肉体を永遠のものと考えてはいけない。肉の衣は一時の間だけ存在し、暫くすると消滅します。後に、神性は異なった姿をとります。たとえば、今、皆さんはこの肉体〔ババのお体〕に執着しています。皆さんはこの体を礼拝し、そうすることによって大きな満足と至福を引き出しています。けれども、そのうちこの体も、過去のアヴァター同様消えてなくなります。その時、皆さんは悲しむべきではありません。この肉体をまとった神性アートマが自らの永遠の住処に戻ったならば、それは喜ぶべきことであり、悲しむべきことではありません。23/2/09



　＊神の責任

人間のあらゆる迷妄の原因は人間自身にあります。皆さんは自分が悲しみに捕らわれていると考えています。しかし、その悲しみは本人が創ったものであって、神が与えたものではありません。

全ては本人の思考が創造したものです。神に責任はありません。あなたのどんな苦しみも、神のせいだと考えてはなりません。神はただ、幸福を授けるのみです。29/10/09



    ＊神の性質

神には執着も憎悪もありません。神は使命のために来て、その務めを果たすことだけに没頭します。正しき者を支え、邪（よこしま）な者を諭すことが、神の性質です。神の務めは、人が本当の自分を知ることができるよう人の視力を回復させること、人の歩みを道徳と自制の道へと向けることです。19/8/65



　＊神の助け

神は直接神の姿をとって、人々を助けることはしません。彼は人の姿を取ってことを為すのです。そのため、あなたは乞食からも助けてもらうかもしれません。それゆえ、他の人から助けてもらうことを拒んではいけないのです。P109ANDI



    ＊神の力

皆さんは、２２日の夜に国境を越えて侵入してきた中国軍が、高次の力の不思議な働きによって促され、すでに自ら撤退したことを知ることになるでしょう。私が言った通り、私の誕生日は喜びの空気の中で祝われました。目に見えない力が、すんでのところで彼らをつかみ、後ろに放り投げました。人は、悪魔の力、すなわち、貪欲と強欲によって、攻撃的な戦争状態へと押し進められますが、神によって、神の力によって、強引に引き返させられるのです。24/11/62

   神の力を超えるものは何もありません。神は人を泣かせることもできれば、人が涙を流すのを回避させることもできます。神は快楽主義者をヨーギに変えることもできれば、ヨーギを快楽主義者に変えることもできます。神は狂気を追い払うこともできれば、狂気をもたらすこともできます。神は、創造することも、守護することも、罰することも、滅ぼすこともできます。神だけが、個々人が、いつ、どのように、どんな状況で、何をすれば良いのかを知っています。神はいかに振る舞うべきかなどということを神に告げる権威のある人間は、誰もいません。23/11/87



    ＊神のテスト

生徒は、試験を受けなければ、上の学年に進級することができません。人々は、試験に合格して面接を受けなければ、職に就くことができません。同様に神は帰依者の幸福と進歩の為にテストをします。テストは神の趣味です。23/11/99

    神は皆さんが望むものを何でも差し出す準備ができています。しかし、皆さんには、自分の預金に応じてお金を引き出すことのできる預金者と同じように、それを受け取る資格を得なければなりません。人が神から受け取ることができるものに対しても、これと同じ規則が当てはまります。人が神から受け取ることができるものは、神に預金した額次第です。その結果として、祈りに対する小切手が正当に支払われるのです。

あなたの祈りが神に届くようにするには、「信仰」という切手と「愛」という住所を書き添えなければなりません。もし信仰と愛をもっていれば、距離にかかわらず、祈りは神に届きます。皆さんは、神に対する自分の愛が純粋で汚れのないものかどうかを見なければなりません。神のテストに身をさらす覚悟をしなければなりません。そうしたいくつかのテストに早く合格するほど、神のより近くに行くことができます。

あなたは人生の中で、あなたがどれだけこの世のはかないものに執着しているか、あなたがどれだけ神を渇望しているかをテストされます。もし、神に対するあなたの愛が、浮世のものに抱いている愛の何十分の一しかなかったとしたら、神があなたに恩寵を注いでくれることがどうやって期待できるでしょう？7/10//97

    あなたの中にある愛の火花は、神に到達することができるよう、大切に養われ、油を注がれなければなりません。そうすれば、すべての存在は神になり、すべての行為は神聖になり、外界からあなたが得るすべての反応は、プレーマ〔愛〕に満たされ、その甘露によって甘くなることでしょう。あなたがあらゆる存在の中にいる神を愛するとき、あらゆる存在にいる神は愛を込めて応えます。神を愛しなさい、たとえ苦難があなたの運命であったとしても。神を愛しなさい、たとえ拒絶され、叱責（しっせき）されたとしても。なぜなら、厳しい試練という坩堝（るつぼ）の中でのみ、金属は純化され、汚れは取り除かれるからです。神への崇敬は一つの御名と御姿を通してなされねばなりません。しかし、だからといって、あなたの忠誠心がその特定の範囲のみに限定されるべきではありません。18/7/70



    ＊神の同義語

聖賢たちはあらゆる場所で神を見たのです。神が遍在である以上、至福は神の姿なのですから、至福もまたあらゆる場所に存在しているのです。神に欲望はなく、それゆえ神の状態はパラマ スカダム（最高の幸福）と描写されているのです。欲望がないなら、本当に人は永遠なる最高の幸福という、神がそうあるものを体験することができます。欲望の欠如は、神を最高の知識の権化ともならしめました。最高の知識は、最高の至福があるときにのみ存在します。二つは共にあります。ですから、最高の知識、最高の幸福、最高の至福――これらは皆、神の同意語です。これら神の側面は、因果の結果ではなく、神に本来備わっているものです。理性を超越している全能者は因果律を超えており、また、空間と時間も超えています。全能者はまた、状況にも縛られません。23/5/00



　＊神のなさり方

神のなさり方は正しく理解せねばなりません。神はただ一つの国や社会のために来られたわけではありません。神がこの世に来られたのは、すべての人類のためです。各自はそれぞれの欲望の程度に応じて神から得ることができます。各自の行為に応じて、行為の果実を得ることができます。

それ故、何か事をなす前にそれが正しいか間違っているかを考えねばなりません。

 その行為によって、誰かを傷つけることがないかどうかを検証しなくてはなりません。これは肉体的な快楽に執着している者にとっては簡単なことではありません。すべての苦悩は身体と世俗的な欲望に関係しているのです.8/1996p,218

  神のなさり方についても、私たちは不愉快なことを経験します。私たちは善の内側に悪を見つけることが出来ます。神の行為は善悪の組み合わせです。悲しみがなければ誰も幸福に価値を見出さないでしょう。その為アヴァターの降臨する前には、この世で損失や悲惨さや、困難さが先行するのです。21/5/95

 神は人に何か特別のことをせよ、と申し立てたりしません。神はただ、人の行為の成果の分配者にすぎないのです。神はまた、人がどのような仕事をなしたかによって、その報いを決めます。もしも良い行いをすることなくして、自分の利益になることばかり願っているならば、神はただあなたの願いを聞き流すだけで、神の祝福を与えたりしません。SSIB1979p10

 何が起こってもそれはあなたの為だ、という事を信じなさい。神だけが、何を、いつ、どのように、なぜ、誰に行えば良いかを知っています。スワミの行動の一つひとつはすべてあなたのためです。スワミは、ある人にはすぐに話しかけ、ある人には長い間話しかけないかもしれません。このことはあなた達の観点から見ると時間に関わることです。けれども、スワミは時間と空間を超越していますSTPS2p272

  神を理解することは誰にも不可能です。神がある瞬間に行う事と、次の瞬間に行う事とは相反するように見えるかもしれません。神の行為は不可解で、時間と空間と人間の理性を超えています。スワミがよく言うように、「理由はなく、時に縛られない！」のです。ですから、神の行為を分析することや解釈することは無意味であり、適切なことでもありません。もし、神が「イエス」と言うのなら、それはその通りになるのです。もし、神が「ノー」と言うのなら、それはその通りになるのです。これが運命です！ あなたはそのすべてを受け入れなければならず、異議を唱えてはなりません。神の行為に疑問をもつことは、信仰心の欠如という意味を含んでいます。23/5/2000

    「私は神を愛しているのに、神は私に報いてくださらない」と言って嘆いてはいけません。神は反響し、反応し、反映します。神は、あなたが神に捧げた愛を十倍にして返します。求めなさい、捧げなさい、全託しなさい。着実にやり続けなさい。今日は二歩前進し、明日は二歩後退する、といった具合ではいけません。蟻のような貧弱でちっぽけな生き物でさえ、ただ目標だけを意識して、行く手を阻む障害物を乗り越えながら、一列で途切れることのない流れとなって移動します。18/7/70

 信じようと信じまいと、スワミには頭のテッペンからつま先まで、利己心のかけらもありません。スワミが何をし、何を言おうとも、それはあなたのためなのです。スワミはなぜ、時たま厳しくするのでしょう。それも皆さんへの愛なのです。スワミは皆さんを調べて変容させるために、厳しいふり、深刻なふりをするのです。

 もしスワミが、皆さんはスワミのものであると思っていなかったとしたら、なぜ、スワミはわざわざ皆さんを正さなければならないのでしょうか。みなさんはスワミのものであるからこそ、間違っている時に正すのはスワミの義務です。私が話しかけないと皆さんが悲しくなるのは、皆さんが私の言葉を尊重しているからなのです。STPS2p274

   　神が行おうとすることに対して、時間、場所、距離、複雑さはいっさい障害になりません。神を制限したり、妨害したりすることのできる物や人は存在しないのです。神にはまったく私心がありません。神の行動は、皆さんには快く感じられようが、不快に感じられようが、すべて神聖です。学生たちは、時々混乱することがあります。彼らは、もしスワミが神であれば、神がこんなことをするだろうか？あんなことをするだろうか？と感じるのです。どうして皆さんが、神が何をすべきかを決めることができるでしょう？神の力に疑問を呈する事の出来る程の人は誰もいません。神のみが、いっさいに関して、恩寵を与えるべきか、罰すべきか、守るべきか、破壊すべきかを決定します。

　神は時代から時代へと生まれ変わり、ダルマが衰退するときはいつでも、悪を滅ぼし、正しき者を守ります。真理は支持されるべきであり、非真は滅びるべきです。ダルマ（法）は守られるべきであり、不法は滅びるべきです。23/11/99

     のやり方は謎めいています。人々は神の行動が理解できないために、疑いを募らせます。皆さんは何かを良いものと考え、別の何かを悪いものと考えますが、すべては神の意志に従って起こっているのです。皆さんは良いものには「イエス」と言い、悪いものには「ノー」と言いますが、両方とも神の顕現です。人間は、あるものを自分にとって良いもの、別のものを悪いものと判断しようとします。人間が正しい判断をすることは不可能です。どうやって人間が自分にとって何が良いものなのかを知ることなどできるでしょうか？ 良いことも悪いことも、神の意志に従って起こります。15/3/04



　＊神のヴィジョン

誰であれスワミの教えを完全な不動の信念で実践するものは、一瞬において神の直接のヴィジョンを得ることが出来ます。31/7/96

    世界中の人々は皆、神のヴィジョンを得ること〔実際に神を見ること〕を願っています。それだけでなく、神の聖なる光輝に融合する類まれな機会を切望しています。この偉大な恩恵への熱烈な渇望は、何も目新しいことではありません。それは人類がこの世に誕生して以来ずっと続いています。11/10/05

   人は神を見ることを渇望しなければなりません。そうあるときにのみ、人間という地位に就いている資格があるのです。マーナヴァ人間（マーナヴァ）は神（マーダヴァ）に到達しなければなりません。人間は心を征服しなければなりません。人間は心（マナス）の支配者であって、心（マナス）の奴隷ではありません。5/63

   あなたにゆるぎない信仰と帰依があり、重ねてしっかりとした純粋なハートを持っていれば、あなたは神を自分の前に出現させることができます。22/7/02

 神のヴィジョンは、霊性修行と神の恩寵の結果得られます。神のヴィジョンを得た人と神を完全に実現した人との違いは、後者では、どんな状況下でも、自分を肉体と同一視する事はありません。そして、その人の内にはいつも神のヴィジョンのみがあり、肉体には何の注意も払わないため肉体は消耗され日乾びてしまいます。水や食べ物のことを全く考えないし、思い浮かぶことさえありません。

 その結果、このような状況下で生命が肉体にとどまれるのは、21日間だけです。食物や飲み物も無理強いせねば摂る事はありません。神のヴィジョンを得た人は、ある程度まで肉体と自分を同一視しており、肉体を持って生き続けます。ジャーナカ王は、何年間もラージャヨーギとして国を統治しました。深い瞑想やサマーディの様々なレベルの中で、数時間もしくは一日かそこらだけ持続する、一時的な神我顕現もありますが、それは永久的なものではなく、神との融合ではありません。CWSSBJp183

 神の御姿を完全に心の中でイメージしてそこに心をそそぎ込むようにすべきです。神の御姿が、外界に見られる時、それは条件付き二元論です。心の中で見れる時、それは条件付き一元論です。

 神の御姿が、アートマに吸収された時、それは不二一元論となります。外界で見れる神の御姿は、まず第一に心に吸収されて、次に魂に吸収されなければなりません。自分で選んだ神のイメージに集中して、他に心を揺らすべきではありません。心を御姿の型に流し込むことによって、心が神の御姿になるのです。CWSSBJp117

   愛を込めて神の御名を唱えなさい。神は人の姿を愛します。それだからこそ、化身は人間の姿をとって降臨しました。人として守るべき本分の道を歩んでいるならば、あなたは神のヴィジョンを体験することが出来ます。SS8/89

   あなたの中に愛の川が絶えず流れているようにしなさい。そうして初めて、あなたは神のヴィジョン〔御姿を見ること〕を得ることができます。あなたが神を見たいと願っていることは確かですが、あなたは自分の愛を広げる努力をしていません。もしあなたが興味を持っているのなら、私はあなたに神のヴィジョンを授ける用意があります。しかし、あなたが神を見ることができるのは、あなたが自分の中に真実で永遠の愛を培ったときに限ります。15/3/04



　＊神の御足と御名

神の御足にはあなたが想像も出来ないくらい とてつもなく大きな力があるのです。その神の御足の炎に触れればいったい何が起こるでしょうか？それは、あなたの悪い想念や悪い行為が灰となって消え失せるのです。SS5/92p97       

   ケーシャヴァという神の御名は、様々な神の名前の中でも最も重要なものです。すべての哲学の本質は、この名前に含まれています。それは、三つの音節から成っています。すなわち、「カ」＋「イーシャ」＋「ヴァ」であって、それぞれ、ブラフマ、イーシュワラ、ヴィシュヌを表しています。ですから、ケーシャヴァは、創造（ブラフマ）と維持（ヴィシュヌ）と破壊（イーシュワラ）の原理を象徴しています。人間は、ケーシャヴァという神の御名を黙想し、その意義を理解すれば、真の自己（真我）を理解することができます。25/12/02

鳥や動物でさえ、たった一度神の御名を聞くだけで、人としての生を得ることができます。 一方で、人が神の御名を繰り返し唱えても、人に何の変容も起こらないのはなぜでしょうか？それは、今の人は愛を込めずに機械的に神の御名を唱えているからです。13/7/2007

   神の御名が如何に強力であるか、自分自身で探求しなさい。～一切は神から来ました。普通の人は、全てのものの根源をさかのぼって見極めるという基礎的な探求をしません。しかし、科学者でさえ今やこの基盤を発見しようと研究に励んでいます。実際、神の御名は全宇宙の基盤です。御名とは、如何なる者をも等しく神と見る手段です。それゆえ神を認識し、御姿のヴィジョンを拝する最善の方法は御名の憶念です。2/3/92

 至高の神の御名が如何に甘美で神聖であるかを、言葉によって表現することは不可能です。あなたが帰依の心でもって唱える神の御名は、その熱意に比例してあなたに恵みを授け歓喜を与えます。声を合わせて、神の御名を唱えるように努力しなさい。今日、空、風，火、水、地という世界の五大要素は汚染されています。清らかな水、澄んだ空気を得ることは出来ません。耳にする音も汚染されています。大地も汚染されています。カリユガはカルマシアユガ（不浄の時代）になりました。これらを清めるためには至高の神の御名を唱えるのが唯一の手段です。

    今日の人々は、多くの時間をテレビやビデオ映画を見ることに費やします。このような時代に生まれた子供達はテレビ時代の申し子といっても差し支えないでしょう。子供たちは幼い時からテレビタレントのように振る舞い、人目を引くことを好き勝手にしたがります。それは両親の責任です。3/3/92

 何であれ、あなたが死に際に抱いた思いが、あなたが来生で得る姿です。自分の人生において長年、憶念してきたものが、死後のあなたの唯一の装飾品となるのです。生涯を通じて神の御名を憶念していれば、最後の瞬間に御名を思い起こすのは容易なことでしょう。24/5/95

 憎しみ、おごり、怒り、むさぼり、妬み、我欲は、人生の六つの敵です。そんなものを支えとしてはいけません。人生のすべてをいつも神の恵みに支えられているようにするのです。

   英知の意味を深く考え、英知の理解のために力を尽くし､神の恵みを願うのです。そうやって世界中の人々の模範となって下さい。いつどこにいても､いつも神を思うこと､それを忘れないで下さい。このカリユガにおいて、これに勝る修行はありません。いつでも神の聖なる御名を唱え心の奥にいつでも神がいる人になるのです。SGc14

    神の御名を唱えると欲望は減少します。そして神への正しい願いは叶うのです。SS2/95p36

 神は遍在です。神を信じないものは、自分自身を信じることが出来ません。自信をつちかいなさい。自信こそ国家の進歩の基礎です。信念という基盤の上に至福の壁を建てなさい。その上に、無執着という天井を作りなさい。犠牲という屋根の下に住みなさい。これこそ神我認識の方法です。心の平安とハートの清らかさを確実にするために、至高の神の御名を唱えなさい。そうすれば神さながらの生き方を知ることが出来ます。23/11/92

    神の御名は原子爆弾よりも強力です。神の御名は善を守護し、悪を懲らしめます。ですから、皆さんが神を崇め続けるなら、間違いなく世界は守られるでしょう。9/8/06

 少なくとも今日から御名を唱えなさい。子供たちよ。あなたはそうすることによって喜びと平安を得ることが出来る。どんな障害が来ても、神の御名は其れをきれいに掃き清めてくれるのだ。SSSvol8p234



　＊神の命令

いつも静かで落ち着いた心のまま、我欲にも執着にもとらわれないでいるのは、ごく普通に神を求める人にはたいそう難しいことです。特に家族のある人にとっては、まず無理だといっても良いでしょう。

    神の命じる意思と自分の意思とを区別している限り、我欲をなくすのはひどく難しいことなのです。あらゆるものの中にただ一つの神が満ちている事を悟るなら、神に従うことは少しも難しくなくなります。神があらゆるところ、すべての人の内に永遠の光りとして輝いていることがわかれば、我欲と執着を捨て去ることが出来ます。SGc5

 彼らはスワミ の命令を無視しています。そのようなことで、どうしてスワミを得られるとでもいうのでしょうか。スワミの命令というものはスワミ自身よりも重要で価値がある。という認識に基づいて行動するように努めれば、スワミは容易に彼らのものとなるでしょう。

 節度のない無駄話をし、傲慢な態度を取り、よこしまな目で見、悪い行為をする。そのようなことをしなければ、悪意に満ちた汚れた心は存在できません。健康的でない、望ましくない思いが心に浮かんだとしても、それは過ちではありません。あなた自身がその悪い思いでもって行動を起こさぬ限りは。PD31

 若者は躊躇することなく神の命に従うべきです。神の指示に対して、疑いを持つこと、異議を申し立てること、背くこと、非難することが決してないようにしなさい。神の指示を厳格に守ることは、全託と呼ばれます。これを育めば、人生における成功は必須です。stps2p180

 もしあなたが、神の命令に従わなければ役に立ちません。それは神のもので、これは自分のものという思いを断ち切りなさい。そのような思いを持っている者は半分、盲目と同じなのです。それ故、神のもの、私のものというパートナーシップのような関係を神との間で築いてはなりません。神と信者の関係は神聖な関係なのです。8/4/96      　



    ＊神へ捧げる

神は決して、誰にも、何も求めません。けれども人々が神に誠意を持って捧げ物をするならば、神はそれを千倍にして返します。もし神から何かを得たいのであれば、まず何かを捧げなければなりません。これは神の法です。たとえ、それが小さな取るに足りないようなものであっても良いのです。28/5/95



＊神への愛

神への愛は利己的な利益とは全く無縁です。神への愛は、愛するための愛です。それを信愛と称します。神への愛の一つの特徴は、与えることであり受け取ることではありません。第二の特徴は神への愛は恐れを知りません。第三は、神への愛は愛そのものであって、利己的な動機を持ちません。

この３つの愛はプラパッティ（帰依）を構成します。帰依する思いでもって歓喜する時、その人は神の至福を体験します。そのために必要なものはクシャマ（寛大さ、許すこころ）です。1/1/94

    神への愛が浸み込んでいるハートが暴力的な思考を抱くことは、決してあり得ません。神の御前にひざまづく一方で、自分にひざまづくよう人々に強要するのは、まったくの偽善です。神は愛です。神は平安です。神は力です。神と触れ合った人が、どうして尊大で、辛辣な人間でいられるでしょう？ なぜ相変わらず動揺し、怒るのでしょう？ 弱く、揺れ動いているのでしょう？ 自分は神と触れ合ったという主張は、滑稽な自惚れにすぎず、本当ではあり得ません。木は、その木になった果実によって評価されます。4/73

    神はまさしく愛（プレーマ）の具現です。人は神の火花です。怒りのない人、真実のない人、平安のない人はいるかもしれませんが、この世界で愛のない人を見つけることはできません。愛はすべての人の中に、一つのまばゆいばかりの神の性質として等しく存在しています。愛はさまざまに表現されるかもしれませんが、その本質は同じです。

このように、人は普遍意識の一つの側面です。しかしながら、残念なことに、人は自分の愛を世俗のもののほうに向けているために、自分の神性を認識できずにいます。人の心（マインド）は、外の世界と結び付いているために汚れています。その結果として、人の愛も汚されて、人の心は主の美しき姿を心に抱く能力を失ってしまいました。自分の愛を神のほうに向けさえすれば、人は自らに内在する神を経験することができます。6/3/89

    　あなた方一人ひとりの内に愛は存在します、しかし、あなた方はその愛をこの世的（物質的）な関係に向けています。あなた方はいまだ、真の愛を味わったことがありません。神を心の底から愛しなさい。それが真の愛です。人々は来ては去りますが、神は来ることも去ることもありません。神はつねに存在します。悲しみに巻き込まれたときは、幸せを思いなさい。確実に幸せを体感できるでしょう。

　あなたは愛に満ちています。実際、あなたの心ハートは愛にあふれています。しかし、あなたはこの愛が外に溢れ出ることを邪魔しています。本来、愛には障壁や障害はまったくありません！ 絶え間なく、深く神を思い続けなさい。そうすれば、あなたは、肉体的にも、精神的にも、霊的にも、つねに幸せでいられます。

     残念なことに、今日、あなたは数々の欲望のせいで、このような至福の神聖な性質を失っています。もしこうした欲望を切り離すことができれば、あなたはつねに至福に満たされているでしょう。たとえば、ここに白い布があります。白さがこの布の本質です。しかし、いつも使っていることにより、この布は汚れます。同じように、あなたの心ハートもつねに純粋で、明るく、至福に満ちています。しかし、心は欲望によって汚れます。ですから、愛を培い、心をつねに純粋にしておきなさい。そうすれば、あなたは人生のいかなる瞬間においても至福に満たされるでしょう。しかし、あなたは、至福の内なる本質を忘れてしまい、つねに、悩みと不幸に浸っています。14/1/05

    神はすべての人々から愛されています。すべての人はただ愛だけで生きているのです。実のところ、愛を持たない人は人間ではありません。神と人の愛は、父と息子の間にある愛に似ています。そのような純粋で無垢な愛から悪意を生じさせるとは、なんとひどい罪なのでしょう。実のところそれは、社会に浸透している悪癖が原因 です。

   すべての人間には生まれながらにして神聖な性質を持っているということが認識されたとき、全ては一つに感じられるでしょう。すべてはひとつです。すべての人に対し平等に接しなさい。私たちは人生においてそのような変容を成し遂げなければなりません。皆さんは何冊かの教科書を勉強します。ただ本を読むだけでは十分ではありません。それは決して皆さんを助けることはないでしょう。それらの文言の中に含まれている真実を悟り、体験しなくてはなりません。17/2/07

 サイを手に入れるのはそれほど簡単ではありません。あなたは私を愛しているというかもしれません。しかしどうして私はあなたを信じることが出来るでしょうか。あなたの愛には、犠牲の精神があるのでしょうか。あなたの言葉と行動には一貫性がありません。あなたは何かを約束しても、次の日にはその約束を破ります。そのような詐欺師の愛をどうやって信じることが出来るのでしょうか。

真の永遠の愛はハートから生まれます。真の愛はハートとハートの関係です。13/7/03

    心はいつも神を思うようにしましょう。強い集中力を常に持っているべきです。でも、なぜあなたはこのような努力を神を得るためにしなければならないのでしょう。それはあなたに神を求める心も無く、神への執着心も無く、神への愛も無いからです。しかし、努力を続ければそれらを手に入れることができるでしょう。3-52 SIP

   神はあらゆる愛の源です。神を愛しなさい。世界を神の衣以外の何ものでもないものとして愛しなさい。愛により、あなたは愛の大海へと融合することができます。愛は、狭い心、憎しみ、貪欲を癒します。愛は束縛を解き放ち、生と死の苦しみから人間を救います。愛はやさしく穏やかに調和を奏でながら、あらゆる心を結びつけます。愛の目から見れば、すべての生あるものは美しく、すべての行いは献身的で、すべての考えは純粋です。世界は一つの大きな家族なのです。1008の宝石　P.40



    ＊神への旅

神へと向かう旅の途中でぐずぐずしていてはいけません。あなたは、これから先の旅に備えて、ガソリンタンクの燃料を満タンにしませんか！ 自動車を長い間車庫に入れておくつもりであれば、タンクを満タンにはしません。同じように、体にも燃料を入れなければいけません。そうすれば、体は旅を続けることができます。神への旅を続けることができます。その旅は、行為（カルマ）によってなされます。すなわち、善い行い、私欲のない行為（ニシカーマ カルマ）によってなされます。そうした行為は、「体と結び付いたもの」（カーヤカ）と呼ばれます。これは、体の中に囚われている魂を解放するために、体（カーヤ）で努力をするということです。15/9/63



    ＊寡黙

口はハートの鎧であり、人の命を救ってくれます。大声で話したり、長話をしたり、でたらめを言ったり、怒りや憎しみに満ちた話をしたりすることは、いずれも人の健康に影響を及ぼします。そうした話は、他の人の心に怒りや憎しみを引き起こし、人を傷つけ、興奮させ、怒らせ、仲たがいさせます。なぜ「沈黙は金」と言われているのでしょう？ 寡黙な人に、友人はいないかもしれませんが、敵もいません。寡黙な人には、自らの内に沈潜して内省し、自分の欠点や短所を吟味する時間の余裕と機会があります。寡黙な人は、もはや他人の欠点や短所を見つけようという気にはなりません。足を滑らせれば、骨折します。口を滑らせれば、相手の信仰心や喜びを壊すことになります。そうして壊してしまったものは、二度と元には戻せません。その傷はずっと、うずいているでしょう。ですから、口を使うときには、よくよく気をつけなさい。もっと優しく話し、もっと口数を減らし、もっと甘く話すようにすればするほど、あなたにとっても世界にとっても、よいのです。29/3/65



　＊ガヤトリ　マントラ

一日二回ガヤトリを唱えるならば、その日のうちに無意識に犯した罪や、払い終えてないカルマを燃やし尽くすことが出来る。～毎日これを行えば、他のどんなマントラを唱える必要もない。あなたは自分の人生を神聖化することができる。ガヤトリは万能で、あなたを災害から守るだけではなく、あなたを賢くし、学ばせ、成功に導くのだ。P,177 ANDI

   ガーヤトリーマントラを正統なウダータ〔ヴェーダの節を構成している三音中の高音〕、アヌダーッタ〔三音中の低音〕、スワリタ〔三音中の中音〕で正確に唱えると、体験可能な本物の光輝を作り出すことができる一方で、正しくない発音や違うアクセントで唱えると、闇を濃くすると明言しています！ ですから、朗誦や瞑想、祈りや定まった型の礼拝、マントラの唱え方の規則を嘲笑する代わりに、それらの価値を受け入れて、実践と実行によってその成果を検証し、確かめなければなりません。16/5/68

    決してガーヤトリー マントラをやめてはなりません。他のマントラは、やめても、無視してもかまいませんが、ガーヤトリー マントラは少なくとも一日数回唱えるべきです。ガーヤトリー マントラは、あなたがどこにいても、旅行しているときも、家で働いているときも、あなたを危害から守ってくれます。西洋人はガーヤトリー マントラによって生み出されるバイブレーションを調査して、ガーヤトリー マントラがヴェーダで規定されている通りの正しいアクセントで唱えられると周囲が目に見えて光に満ちあふれてくることを発見しました。

    つまり、ガーヤトリー マントラを唱えるとき、ブラフマプラカーシャ、すなわち神の光輝が、あなたに降り注ぎ、あなたの理知を照らし、あなたの道を明るくしてくれるのです。ガーヤトリーは、アンナプールナー〔食を与える女神〕、すなわち聖母であり、すべての命を生かす維持力です。ですから、ガーヤトリーをおろそかにしてはなりません。20/6/1977

  心は接触し難いものです。というのも、心は感覚器官に付随しているからです。感覚器官を制御しなさい。感覚器官にあなたを対象の世界に引きずり込ませないようにさせるのです。この方法によって、心を妄想の道具ではなく、照明の道具にすることができます。そうすれば、アートマはブラフマンであるという真理の夜明けがやって来ます。この意識の輝きは無知の暗闇を追い払います。ジョーティ（光）あるところにタマス（無知）は存在できません。アートマ（真我）はジョーティ（自ら光を発するもの）です。

   ガーヤトリーマントラは、思考の機能であるブッディ（理智）を照らしてくださいと太陽の輝きに祈願することによって、無知を根こそぎにする助けになります。その輝きは、自分すなわちアヤム アートマ（個人の真我）と、ブラフマン（宇宙的な神我）は同一であるという真理を明らかにします。1/1/83

    ガーヤトリーマントラは、あらゆる力と能力を授けてもらうための神への祈りなのです。サルヴァ ローガ ニヴァーリニ ガーヤットリー（ガーヤトリーはあらゆる病の救い主）サルヴァ デュッカ パリヴァーリニ ガーヤットリー（ガーヤトリーはあらゆる不幸を追い払う）サルヴァ ヴァーンチャ パラシュリー ガーヤットリー（ガーヤトリーはあらゆる望みをかなえるもの）ガーヤトリーマントラは、有益なあらゆるものを授けます。ガーヤトリーマントラが唱えられると、さまざまな力がその人の内側から浮上してきます。ですから、ガーヤトリーマントラを不用意に扱うべきではありません。23/8/95

    ガーヤトリー マントラ（理知を照らすためのヴェーダの祈り）は、人類最古の聖典ヴェーダ〔「リグヴェーダ」３.６３.１０〕に収められている普遍的な祈りの言葉です。ガーヤトリー マントラは内なる超越的な神に向けられており、その神には「サヴィタ」という名前が付けられています。サヴィタには「このすべてがそこから生じたところ」という意味があります。ガーヤトリー マントラには三つの部分があると考えられています。それは（１）賞賛、（２）瞑想（３）祈りです。この神は、まず賞賛され、次に畏敬の念をもって瞑想され、最後に人間の識別の機能である理知を目覚めさせ、強めてくださいと請願されます。

     ガーヤトリー マントラは、ヴェーダ シャラ、すなわち「ヴェーダの教えの真髄」であると考えられています。ヴェーダは英知を意味し、この祈り〔ガーヤトリー マントラ〕は英知をもたらす力を育み研ぎ澄まします。ガーヤトリー マントラは、通常、夜明けと正午と夕暮れに唱えられています。けれどもこの祈りを唱えるのに、三つの時間帯に縛られる必要はないのです。ガーヤトリー マントラは、いつでも、どこでも唱えてかまいませんが、心の清らかさだけは確保しなければなりません。私は皆さん方、若い人たちに、入浴時にガーヤトリー マントラを唱えることを勧めます。安っぽく、神聖を汚すような映画の主題歌は歌わずに、ガーヤトリー マントラを唱えなさい。入浴の際には体を清めますが、心と理知も清めるようにするのです。入浴時のほかにも、毎回食事の前、眠りから覚めたとき、そして、床に就くときにも、努めてガーヤトリー マントラを唱えるようにしなさい。加えて、最後に「シャーンティ」と三回唱えなさい。そうすれば、あなたの体と心と魂という三つの存在に、シャーンティ、すなわち平安をもたらしてくれるか20/6/1977

    可能な限り多くガーヤトリー マントラを唱えなさい。入浴中に唱えれば、あなたの入浴は神聖化されます。同様に、食べ物を食べる前に唱えれば、その食べ物は神への捧げものとなります。神への心からの信愛をもちなさい。23/8/95

    神に到達するには、真偽、束の間のものと永遠のもの、非実在と実在を識別する力、そして、知性が非常に重要です。だからこそ、まだ幼い年齢のうちに、少年たちに「ガーヤトリーマントラ」を教えるのです。というのも、「ガーヤトリーマントラ」は、宇宙にみなぎる知性に向けて、小さな子どもの心に明かりを灯してください、そして、感覚の束縛から自由になれるよう、もっともっと有効に知性を使えるようにしてくださいと、懇願するからです。21/11/68

    皆さんの二つの目には、皆さんに魂の領域の壮大さや壮麗さを明かすことは不可能です。二つの目は、物質世界と、そこでの束の間の生活に焦点を合わせます。そのため、ガーヤトリー マントラは、内なる目を開いてブラフマンを実感認識することができるよう、第三の目として皆さんに授けられたのです。20/6/1977



　＊身体

    体は良い状態に保たれていなければなりません。というのも、人間の体という仮の住まいの中にいるときにだけ、人間は神を顕現させることができるからです。5/10/67

    人間性の中に存在するこうした神性は、正しい見方で理解されなくてはなりません。全世界は基盤となる五つの自然の元素の統合された姿であり、私たちの身体は全世界のレプリカ（複製）です。それら五大元素である、地、水、火、風、空間（エーテル）は、私たちが「自分のもの」と呼んでいる身体の基盤となる物質です。皮膚は地の原理を表しています。二番目は水、すなわち液体です。三番目の元素であるアグニ（火）は、消化や網状組織の原因となるものです。風は生気を維持します。空間（空）という様相は、以上のすべてが機能するための領域です。しかし、これらの元素は多様な比率で浄性（サットワ）、激性（ラジャス）、鈍性（タマス）という三つの基本的特質と結び付いているので、それらは個々に、あるいは連帯して、私たちのさまざまな振る舞いの原因となります。ですから、善悪は共に自分自身の中から生じると言えるのです。人間は、このことを自分の知性を使って理解するよう懸命に努力し、悪魔的な傾向ではなく神性原理を育てようと努めなければなりません。それは思いと言葉と行動を一致させることによって可能です。思いと言葉と行動という三つの面がすべて清められると、それは「トリカラナ シュッディ――三つの道具の清らかさ」と呼ばれます。これら私たちの生活の基本的な道具は、私たち自身を高めるために浄化されなければならない、とヴェーダーンタ〔ウパニシャッド〕は述べています。個人の正義や非正義の原因となっているのは、これら三つの道具です。三つの道具から不純物が取り除かれた時、私たちは平安、幸福、快適さ、そしてさらに、神我顕現さえ味わうことができるでしょう。

ヴェーダ、ウパニシャッド、ダルマ シャーストラや他の神聖な経典には、この「トリカラナ」に関して広範囲にわたる記述があります。身体の手足はカラムと呼ばれています。善行も悪行も、どちらも手足でなされます。ヴェーダにおけるカルマ カーンダ（行為に関する巻）は、人間に神聖な行為をする方法を教えています。同様に、ヴェーダのグニャーナ カーンダ〔英知に関する巻〕とウパーサナ カーンダ〔礼拝に関する巻〕は、知識の道とバクティの道を教えています。したがって、ヴェーダの三つの主要な巻、すなわち、カルマ カーンダ、ウパーサナ カーンダ、グニャーナ カーンダは、幅広い道具であり、それらを通して人間が存在の最高段階まで自分を引き上げることのできるものなのです。まず、私たちは手を使って善行をしなければなりません。これはカルマ カーンダ〔行為に関する巻〕を表しています。

二番目のものは、神の御名を唱えるのに用いる口です。ですから、口はウパーサナの巻〔礼拝に関する巻〕に相当します。私たちが話す言葉は真実に則したものであるべきです。真実〔真理／サティヤ〕のみが究極の成功をもたらすことができるのです。真実より偉大なダルマは存在しません。21/1/89

     身体は至福の境地に達するために用いる乗り物です。それゆえ高い目的地をめざして、安全で健康に保ちなさい。身体はあなたが幾度となく繰り返した過去生で積み重ねた功徳のおかげで授かった霊性修行のための道具です。体というものは一瞬ごとに崩壊しています。それゆえ空しい物質を追い求めて時を無駄にしてはいけません。体こそ人生であり、自分が存在する目的だなどと思わず、むしろつまらないもので卑小なものだ。と思う方が良いのです。体を、服問いう包帯でグルグル巻きにせねばならぬ傷として見なさい。食べ物という薬を処方し、飲み物で傷口を洗っていると思いなさい。そうすることによって、過度の執着から脱することが出来るでしょう。2-51 SIP

体は水で洗えば清潔になり、言葉は真理を染み込ませれば清められ、生活はタパス〔苦行〕で聖化すれば浄化され、知性はグニャーナ（霊的英知）で汚れを落とせばきれいにすることができます。そして、何にもまして、自分は体ではなく、体に住んでいる者であるという確信が育たなければなりません。もしもあなたが、自分の体と自分を同一視するなら、あなたを祝福しようとして待ち構えている喜びや平安の代わりに、あなたを覆いつくそうとする悲しみや苦しみを招くことになります。21/11/79

  身体は、永遠の霊の住む神殿である。それゆえ、身体を正しく用いなさい。よい属性を培いなさい。善行の宝庫となりなさい。神殿の清らかさの程度に応じて神は現れます。18/10/91

   「君は、いつまでこの私の体を追いかけるつもりですか？　いつまで私をこの肉体の中に閉じ込めておくつもりですか？　この体そのものを動かしている、目に見えない力を見ることを学びなさい！ 」 「帰依者がこの目に見えない力、永遠の神の力と結びつく唯一の方法、最も容易な方法、最も素晴らしい方法は、愛です」 サイギリダールへのインタビュー

    キリストは、肉体は肉体の中に宿っている神霊を知るために使われるべきであり、体自体を守るために使われるべきものではないとも説きました。体を過度に大事にして体の中の神霊をなおざりにするのは無知の印です。25/11/88

 人の身体を見れば、その人が如何なる感情を持っているかが分かります。身体の外観から、内なる感情を知ることが出来ます。身体の態度と心とは密接な関係のあることが知られています。DVJp15

 人間の身体を作り上げている分子は､七年ごとにすべて入れ替わります。SGc17

    アートマがあなたの生命そのものであることを理解しなさい。あなた方すべてに、神のエネルギーが与えられています。しかし、皆さんはそれを誤って用いています。あなたの人生そのものはあなたの手の中にあります。あなたは身体ではありません。あなたは生命の原理なのです。身体はあなたが真理を探求する道具として用いられるためにあるのです。5/10/03

 身体は病気の束、あかと汚い排泄物の貯蔵所です。身体は生々流転する人生という大海を渡る助けにはなりません。身体は子供時代、思春期、青年期、成人、老人、そしてついに死というふうに変化します。人は自分がいつ、どこで、いかに死ぬかを知りません。14/4/94

    　 肉体それ自身に命がないのであれば、私たちはどのようにして様々な器官をコントロールすれば良いのでしょう？　身体の諸器官は、興奮を呼ぶ反抗的な冒険に使われるべきではありません。もしくは、それらを悲しみに合わせてもなりません。そうすることは目的に添わないからです。悲しみや嘆きは人間にとって自然なものではありません。至福こそが人間の本性なのです。至福こそが人間の生来の性質であるのに、人は悲しみこそが自分の定めだと妄想して、何の目的もなく悲しみに身を委ねます。

　 もし私たちが諸器官を不要な興奮や悲しみにさらせば、我々の力とエネルギーは損なわれ、弱ってしまいます。心の動揺と興奮のために、身体に病気が生じます。人間が興奮と悲しみに 身を委ねるために、あまりにも早いうちから老化が始まります。私たちの貴重な人生が浪費される理由は、感覚が正しくコントロールされていないことに尽きます。ですから、美徳の二番目の花である、感覚の制御・感覚のコントロールによって神を礼拝することが大切なのです。KSH

    皆さんは人体の特質について分析したことがありますか？ 衰え行く体を誇ることに何があるというのでしょう？ 人は、そのようにはかない人間の体の本質に気づき、体を最大限に活用しなくてはなりません。神がなぜ人間の体を与えたのか知っていますか？ よこしまな行為にふけって貴重な人生を無駄にするためでしょうか？ いいえ、そうではありません。体は、悪用するためではなく、人が神に到達することができるよう努力するために与えられたのです。皆さんは、どのような神聖な目的のために体を使うべきかを自分自身で気づくべきです。起床してから夜就寝するまで、人の時間は世俗的な事柄のために費やされています。床に就く前でさえ神を想う時間はありません。

   人間の体は神に与えられた神聖な道具であり、少なくとも一日に一度か二度は神を憶念して体を清めなくてはなりません。人が幸せと喜びを得るためには、どのような活動を始めればよいのでしょうか？ この問いに対する最も適切な答えは、感覚を絶え間なく神の憶念に従事させるべきである、というものです。目は常によいものを見ていなくてはなりません。耳はよいことを聞いていなければなりません。舌には常に優しく品位 のある言葉を話させるようにしなくてはなりません。舌は神の御名を唱えるべきです。要するに、体のどの部位 も、正しい用途に使われ、清められなければならないのです。21/10/04

   あなたと私の間に何の違いもありません。私は自らの中にすべての力を具有しています。しかし、あなたは私の身体としての姿を見ることで惑わされています。私の行為は、何であれ、ただ医者と帰依者たちを満足させるためのものです。実際のところ、私に病気の気配はいっさいありません。私はいつも健康です。今日だけに限らず、９６才になるまで、私は健康であり続けるでしょう。私は、自分で望むどんなことでもできます。しかし、この肉体だけを見る人々は、スワミは老化していると考えます。若さや老いは身体に関連することであり、「私」には関係ないことです。私はいつでも変わりません。私は何でもすることができます。しかし、この身体は皆さんのものです。この身体は皆さんのためにやって来たのです。皆さんは、私の身体を好きなように変えることができます。皆さんが、スワミは強く健康だ、と思うなら、そのように「彼」はなるのです。私に何ら弱さは存在しません。5/10/03

 束の間の肉体に執着してはなりません。身体を道具として扱いなさい。身体をして、意志に従順に従わせなさい。かりそめにも身体の欲望に屈しては、なりません。いつでも身体を捨てる覚悟でいなさい。良質の清らかな食物を一定の時刻に適量に摂取し、身体の運動を欠かさず実行しなさい。DVJp76~7

    神への愛無しに神の命令を遵守することは、効果がありません。それと同様に、至高の神の命令を守らずに信仰のみでは役に立ちません。至高の神は薬で、神の命令は食事制限。内在の神が顕現するにはその両方がなければなりません。今日、世界で見られる一切の難儀、混乱、不和は、利己主義と自己中心を生む身体への執着がその根本原因です。身体への関心はある程度までは必要でしょう。

しかし、身体の欲求に過剰に執着することには、害があります。なぜならば、身体は本質的にもろく出来ており、いつ如何なる時にも如何なる場所でも壊れてしまうかもしれないのです。もちろん、身体は守護すべきであり、休息とレクリエーションが必要です。しかし、それら全ては身体が義務を果たすことが出来るようにとの目的の為にのみなされるべきです。21/8/94

 人はまず、身体を与えられたのは利己的な目的ではなく、他の人に奉仕するためであるとの真理を実感認識しなくてはなりません。～素晴らしい神の創造物の中でも、身体の機能は最も素晴らしいのです。23/1/94

 人間は放射、振動、物質という三つの力の結合によって機能します。身体は単なる物質にすぎません。身体はプラクリティと称され、プラーナシャクティによって振動させられます。振動は意識（自覚）であるプラニャシャクティによって支配されます。このように人の生命は意識、生気、物質が結合したものです。この事実を実感認識せず、人は全ての力は身体にあるものと思い違いをして、いつも身体のことばかり気にかけます。21/1/93

 アメリカでは心臓病による死亡が多いのです。スウェーデンでは自殺者が多く離婚率も高いのです。その原因は物質的な便利さの欠如ではなく、そのような環境に必要な霊的見解が欠けていることにあります。彼らは永続せぬはかない身体を自分と考え、永続し永遠の実体である真実の内在の霊に関して無知であることが原因といえましょう。彼らはうわべだけの、中身のない生活を送っているのです。21/1/93

 皆さんは自分の身体に自信があるかもしれません。ところが身体とは、五つの元素から出来ているものに過ぎません。肉体はやがて滅びます。内なる存在だけが永遠なのです。内なる存在は生まれることも死ぬことも､成長も老衰もありません。あらゆるところで輝いています。

 世界のすべてにこの輝きがあります。平和で無いところにも平安はあるといわれているのは、あらゆるものの奥に、この輝きがあるからです。輝きこそは、永遠の内なる光､動きの鈍い身体に宿る内なる存在です。この内なる存在に目を向けていればおごりやエゴに惑わされることはありません。

～肉体は様々な病気に冒され、変わり果てていきます。肉体だけでは世間の海を渡り、生き延びることは出来ません。肉体はただの物質です。バケツ七杯分の水と五センチの釘四本分の鉄分、マッチ１１００本分の燐、鉛筆四本と石けん二つ分の炭素にすぎません。これらを他の雑多なものと一緒にして一つにまとめると身体になります。ですから肉体はただの物質ですが､中に内なる存在がいるおかげで動いて生きているのです。SGc31

  神性は人間の中に潜んでおり、それは人間が自分で努力して引き出さなければなりません。すべての行為は体を通してなされます。ですから、体は永遠の至福に到達するための重要な道具なのです。体は神聖な方法で保っておく必要があります。人格を高めること、倫理的な生き方、規律が定められているのは、体を浄化するため、そして、神の栄光にまで高めるためです。18/1/85



    ＊借り

奉仕は、人は社会に借りがあるということに気づくことから始まるべきです。人の名声や評判も、生活を快適にするあらゆる物と楽しみも、社会から得られるものであり、人は社会で充実感を見出します。そうでありながら社会に奉仕しないなら、何に奉仕することができますか？ 純粋な感謝の気持ちは、あなたが享受しているあらゆる恩恵の源である社会に奉仕すべきだと、あなたに要求します。感謝の気持ちのない人は野獣にも劣ります。21/11/88



    ＊仮の宿

四つのプルシャールタ（人生の目的）である、ダルマ、アルタ（富）、カーマ（欲）、モークシャ（解脱）は、ダルマによってアルタを得るということ、カーマはモークシャへと向けるべきであるということを、人間に教えるために敷かれています。ところが、人はダルマとモークシャを無視し、カーマをアルタへと向けています。価値の感覚が逆になっているのです。

   たとえば、人は太陽が昇ると喜び、太陽が沈むと幸せを感じます。なぜなら、昼間は働くことができ、夜は休むことができるからです。人は、太陽が日々昇っては沈むことによって自分が地上に存在する時間を短くしていることに気づいていません。地上は、自分が所有していると主張するものをすべて置き去りにして発たなければならない大きな宿泊所であるということを、人は自覚していないのです。21/11/85



    ＊カリユガ

カリユガ（暗黒の時代＝現代のこと）の影響のために、人々は、金銭を追いかけて邪悪な道をたどっています。彼らは、金のために人を殺すようなことまでやってのけます。彼らにとっては、金銭がすべてです。私たちは、争ってお金を得ようとすべきではありません。人は、愛という財産を獲得するために努力しなければなりません。25/12/00

    このカリの時代にあっては、すべてのことに反応・反響・反射が返ってきます。優しく甘美に話せば、同じことが返ってきます。無作法な態度で人に接すれば、無作法な態度で振る舞われることになります。したがってすべての人が、年齢や国の別 にかかわらず、優しく甘美に話さなければなりません。教育を受けていようが、無学であろうが、人は優しく甘美に話さなければなりません。人は謙虚さを備えていなければなりません。20/11/02



　＊カルマ

   神は世界に存在する一切のものを創造し、人間にそれらの面倒を見る責任を任せました。神は、世界にあるものを人間が望み通りに使うことを許しましたが、一つの条件を付けました。それは人間は自分の行為の報いを、善果であれ悪果であれ受け取らなければならない事です。11/4/94

    ハートという大空で、心（マインド）と知性は月と太陽のように輝いていなければなりません。カルマは過ぎ行く雲のようなものです。カルマについて心配してはなりません。避けられない雲もありますが、それらはやがて方向を変えて消え去ります。カルマも同じです。ただカルマに向かって叫んでも、カルマは消えません。それらの雲を追い払うことができるのは、修行だけです。要するに、カルマはカルマの結果から心を自由にするために為されなくてはならないのです。2/10/62

   神がアヴァターとして降臨するのは、個人のトラブルや悲しみを軽減して人々に歓びと幸せを与えるためではないということを、私はこれまで何度も明言してきました。困難やトラブルや心配事は、本人の過去の行為の結果として、当然の成り行きの中にやって来ます。3/9/88

  人に生じるあらゆる悪、人が得るあらゆる功徳の原因は、自分の行為（カルマ）のみです。罪深い行為は、有徳の行為によって破壊することができます。罪は負であり、功徳は正です。負の整数、たとえば「-5」は「5」を足すか、あるいはもっと大きな数を足すことによって、0にすることができます。罪深い行いの負の影響は、有徳の行いの正の影響力によって無効にすることができます。1979夏期講習

行為の結果（カルマ）は人を束縛する。～しかし神への捧げものとしてなされた行為はカルマの束縛を受けない。常に神に心をつなぎとめておきなさい心を感覚の悦楽と、物質的行為に向けないようにするためには、これより他に方法はない。バガバッドバヒニp176

 到着先はもうすでに決められていて変わらないのです。あなたはそこに行き着くまでのルートのみを選択できるのです。～そして一度行為を為せば、結果はあなたの手から取り上げられます。カルマの法則が、あなたの行為に伴う受け取り分や結果を決めるのです。SSAVp39

 あなたは悪い行いを今日したのに、まだそのカルマが返ってきていないと思っています。誤解してはなりません。あなたは、今日種を蒔いたのですからそれの果物はのちほど出来るのです。

この基本的な真理を忘れてはなりません。そして蒔いた種は後ほど何百もの果物になって返ってくることも忘れてはなりません。SSN春1986p34

    私は、そのデーヴァデーヴァ（神々の神）である。あなたはマーヤーにより自分を体と同一視して『私』と言う。しかし、それはあなたの本当の自己ではない。あなたは体ではない。自分と体を同一視している限り、あなたは個別の存在（ジーヴァ）のままだ。いったんマーヤーから覚めれば、あなたはデーヴァ（至高の自己）と一体の存在となる。それゆえ、体への執着を捨てよ。人間の体は人形のようなものだ。しかしながら、人は体を道具に自分のあらゆるカルマ〔行為〕をなさねばならない。人にはカルマをなすという権利があるのみだ。全世界はカルマゆえに動き続けている。私はその宇宙劇の監督である。7/10/05

 人は、ただの肉体ではありません。レコードは、ただの溝を刻まれた円盤ではありません。それぞれのレコードは溝が刻まれているという点では同じですが、それぞれの溝はいろいろな声や言葉、歌が刻まれているのです。人も同じです。いろいろなカルマをその中に隠し持っているのです。

実は、川や星や山等、我々が見るものすべては、私たちの中にあるのです。過去、現代、未来さえ私たちの中に持っているのです。私たちは昔、それらのものと一つだった様に、現在も、そして未来もそうなのです。SSSvol11p,236

 カルマを支払い、奉仕や霊性修行を行う上で、あなたは様々な困難に出合います。しかし、それはあなたが生きているこの世界では自然なことです。この世界には善と悪、喜びと悲しみ、光と影といったように二面性を持っています。それらのことにあまり重きを置かないようにしなさい。あなたに降りかかるものを、あなたの義務として神への祈りと共に受け入れることです。そしてその結果については神の御手にゆだねなさい。SS11/1996

   あなたの行為はすべて、必ず結果を伴います。どれほど小さな取るに足りないものであってもです。たとえば、小さな針に糸を通して服を繕（つくろ）っているとします。針は小さいかもしれませんが、もし針があなたの指を刺せば、すぐに血が流れるという結果が起こります。この場合、行為と結果はほぼ同時に起こりました。

  あなたが食べた食べ物は、消化するのに少なくとも二時間は掛かります。この場合、行為と結果の間には二時間の隔たりがあります。あなたが蒔（ま）いた種は、苗木に育つまで少なくとも一週間は掛かります。それと同じく、行為には、数ヶ月後、数年後、あるいは、何世か先の人生で結果をもたらすものもあります。誰であろうとも、人は自分の行為の結果に直面しなければなりません。

  しかしながら、過去の悪行の結果からは逃れられないと考えて、落胆したり、意気消沈したりする必要はありません。ハートに愛を育てることによって神の恩寵を勝ち取るならば、必ずそれらの結果から逃れることができます。あらゆる結果は、あなたの思いと行為に基づいています。自分の体を神聖にするためには、神聖な活動に着手しなければなりません。邪悪な意図を持って善行を始めても無意味です。  あなたが心の内で蒔く種は、「木」に成長して「実」をつけます。邪悪な動機を内に秘めておきながら、善良な覆いでそれを隠している人々もいます。そのような偽りの態度は、決して肯定的な結果をもたらしません。まず第一に、心の中に神聖な思いの種を蒔かなくてはなりません。2/4/2003

 良い行いは、誤った行いによる悪い結果を取り消すことが出来るという考えは、貸し借りの発想です。神の貸借対照表は、それと種類が違います。神は善行善果、悪行悪果と言った具合に、あなたが自分の行為の結果に直面するようにします。神は人のどのような行為の結果にも、足し引きはしません。STPS2p153

   皆さんは、神の恩寵を得るにふさわしくなるために、正しい行いをして、功徳を積まねばなりません。生まれ出たるとき、皆さんは首もとに何の花輪もかけてはいません。しかし、良かれ悪しかれ、すべての過去の行為の結果 という目に見えない花輪をかけているのです。そのカルマ（行為の結果）の首輪なしにこの世に生まれ出る者は一人としてありません。しかし、人はこの真実を忘れ、常に快楽と富を追い求めます。世俗的な喜びがどれほど長く続き得るでしょうか？ 若者たちは、自らの若さや富を誇りに感じます。しかし、それらは一時的なものなのです。この真理を悟り、私たちは、神の恩寵という富を蓄えなければなりません。6/5/03

  カルマは過ぎ行く雲のようなものです。カルマについて心配してはなりません。避けられない雲もありますが、それらはやがて方向を変えて消え去ります。カルマも同じです。ただカルマに向かって叫んでも、カルマは消えません。それらの雲を追い払うことができるのは、修行だけです。要するに、カルマはカルマの結果から心を自由にするために為されなくてはならないのです。2/10/62

    　皆さんは、カルマの結果から逃れる方法はあるのだろうかと思っているかもしれません。方法はあります。神の恩寵を得た人々には可能です。ひとたび神の恩寵の受取人になれば、カルマ・パラの影響を受けることはなくなります。ですから、神の恩寵が得られるよう努力すべきです。カルマから逃れるのは不可能だ、と学者は言います。学者の言っていることもある程度は真実です。けれども、ひとたび神の恩寵を得たならば、たとえカルマの結果 を被らなければならないとしても、もはやその痛みを感じなくなるのです。

   薬が入ったビンを例にあげましょう。ビンには薬の有効期限が記してあります。有効期限を過ぎれば、薬の効き目はなくなります。それと同じように、神の恩寵はカルマ・パラを「期限切れ」にします。つまり、神の恩寵はカルマの結果を無効にするのです。ですから、カルマの結果から逃れることは可能なのです。人間は神の恩寵を受けるに値することができるように、必要な強さと意志の力を培うべきです。ひとたび神の恩寵を得たならば、カルマの足かせから解放されるのです。21/7/05

   あなたがたも、やがては父となり母となるでしょう。現在、皆さんが両親を愛し敬ってこそ、皆さんも自分の子どもたちから愛し敬われるのです。皆さんは、自分の行為の反応、反響、反映に直面することになるのです。両親を敬うなら、将来皆さんには良いカルマがもたらされることでしょう。6/5/03

   霊的叡智は他人から受け取れるものではありません。それは自分の内側から開花しなければなりません。誰も皆、自分で努力して信仰心を育てなければなりません。信仰心の欠如は己を神から遠ざけます。信仰心に欠ける主な原因は、本人の過去世の行為です。

    多くの人がここ（プラシャーンティ・ニラヤム）で何年か過ごします。しかし、何らかの理由により、ここを出て行きます。それは本人のカルマの影響によるものです。自分の行為の結果から逃れられる者はいません。6/10/92

    世界に蔓延しているあらゆる混乱や争いの原因は、人々の思いや考えです。だれかがあなたを批判したときに腹を立てたり、だれかがあなたを傷つけたときに仕返しを考えたりすることは、それらに対する正しい反応ではありません。あなたに良いことが起ころうとも悪いことが起ころうとも、起こることはすべて自分の行為の結果 であると考えなさい。それらを神の仕業だと考えてはなりません。23/11/94

   人間として生まれるのはカルマ（行為）の結果なのですから、カルマの結果からの逃げ道はあり得ません。あなたの行為のとおりの反作用があるのです。あなたが鏡の前に立ってお辞儀をすれば、鏡に映るあなたもお辞儀をします。あなたが鏡に向かって辛辣な言葉を吐けば、鏡に映るあなたも同じように辛辣な言葉を吐きます。この例からも明らかなように、私たちの行為の報いは、その行為の性質によって決まります。バーラタ人は三つの信条を固守しています。それは、カルマの法則、アヴァターの概念、輪廻転生の原則です。カルマの法則とは、自分の行為の結果から逃げる道はないということを意味しています。カルマの教義は、人は自分の行為の結果を体験しなければならないということを定めています。3/9/88



　＊カルマの原因

私達の知らねばならぬ根本的なことは、次のことです。この世に誕生する根本原因は、カルマです.カルマの原因は、悲しみです。悲しみの原因は無知です。無知はブラフマから生じます。5/85



    ＊カルマの法則

カルマの法則とは、何であれ自分がしたことは何らかの形で自分にはね返ってくるということです。年老いた人は過去の生活のことばかり考えて不必要なことを後悔し、若い人は未来の夢ばかり見て現在の幸せを壊しています。すべての人が、現在を生きる習慣を身に付けなくてはなりません。現在はただの現在（present）ではありません。現在は遍在する今（omnipresent）なのです。これは皆さんがつねに肝に銘じていなければならないことです。

現在は、ぐずぐず引き延ばされたり、軽視されたりすべきではありません。時間は神です。今のこの現在を、神聖な思考と言葉と行いをして過ごしなさい。今日食べる食べ物は今日の飢えを拭い去ってくれることになりますが、明日の飢えを取り除くことや、昨日の飢えを埋め合わせることはしません。かつての種は、今や木に成長しました。将来、その木は実をつけるでしょう。今日することは、未来のための踏み石です。ですから、少年少女は、幸福で安全な未来のために、正しい王道の上に自らの基盤を据えなくてはなりません。そして、高潔な人生を送るよう努力しなければなりません。教師は模範的かつ理想的に振る舞うべきです。15/1/86

人間の命を救うことができるのは神だけです。医者の中には、自分は人命を救うために良い薬を処方したり、手術をしたりすることができると主張する者もいます。そして、そう約束し、失敗してしまうのです。人間の命を救うこと、人間の寿命を延ばすことのできる者は、神以外に誰もいません。神だけがカルマ（業）の法則に介入することができるのです。神の恩寵があれば、人はこの世で何でも成し遂げることができます。8/3/05



    ＊カルマヨーガ

行為（カルマ）の目的地は英知（グニャーナ）であり、英知の基盤は行為です。行為と英知の二つを結合させて実行することが、セヴァ〔無私の奉仕〕です。正しい行いを通じて心（マインド）が浄化され、きれいになった心はアートマの至福へとつながります。ですから、課せられた義務は果たさなければいけません。人間の第一の義務は、きれいなハートで善い行いをすることです。けれども、そこに「これらの善行をしたのは私だ」という、エゴの感情があってはなりません。行為の果報を味わいたいという欲をほんのわずかでも抱くことは、正しいことではありません。

人が行為（カルマ）に束縛される原因はエゴと欲望です。欲望は、きれいな心と真我へのバクティ〔神への愛〕を隔てているバリアです。正しい行いをすることを自分の義務と見なすこと、自分の行為の中に潜んでいるエゴと、自分の動機の中に潜んでいる欲望を避けることが、本当の犠牲です。17/11/85



    ＊カレンダー

バーラタ（インド）の太古の文明の栄光は言葉では言い尽くせません。バーラタの輝かしい伝統はインドの住民のみでなく、全世界が誇りにするべきものです。しかしながら、時の経過や、増大する西洋文明の影響のため、この偉大な伝統は忘れ去られています。例えば、プラバーヴァ、ヴィバーヴァ、シュークラ、プラモドゥータ、プラジョーッパティ、等のヒンドゥー暦（註：木星の公転周期をもとに作られた６０年周期の暦、６０の年から成る）の各年の呼び名は深い意味をもっています。しかし、人々はこれらの名前を忘れ去り、一月、二月、等から成る西洋のカレンダーに従っています。18/2/04



    ＊川

純粋な愛は、速度制限のない、きれいに舗装された一方通行の道路のようなものです。あなたは自分が出したいどんなスピードででも、神に向かってその道を急ぐことができます。同じように、川もこの原則を物語っています。すべての川は勢いよく山から流れ出ます。川はある所に向かって急速に流れます。どこに向かっているのでしょう？ 海です。その過程で、川は大きな石や岩を越え、巧みに障害物を避けていきます。川は決して止まることなく、つねに目的地に向かって移動し続けます。人生は、神と呼ばれる海に向かって勢いよく流れる川でなければなりません。その流れは、決して止まることも、衰えることもあってはなりません。あなたは、すべての障害を乗り越えながら、神へと向かって勢いよく流れ続けていかなければなりません。それがあなたの霊性の旅の特質でなければなりません。意志を強く持ち、決意を固くし、決然として、誠実でありなさい。わずかでも弱さの入り込む隙があってはなりません。あなたのものの見方、聞き方、思考、感情、そして、行いが善良であれば、あなたは至福だけを体験するでしょう。21/5/00



　＊がん

癌はしばしば小さな吹き出物が変異してできます。炎症や幾ばくかのガスから癌が発生するのです。CWSSBp137

  たばこの煙が血管の中に入ればどれほどのダメージを及ぼすでしょうか？それはその人の健康を損ね、寿命を短くします。それ故、神の真の信者になろうと目指している者は、肉食、酒、たばこをやめなければなりません。SS12/94/p315

    今日まで、癌の治癒を考えついた医者は誰一人いません。癌の原因は何でしょう？ キンマの葉を食べることが原因だという人がいるかもしれません。癌はビーディー〔インドの手巻き煙草〕や煙草を吸うことが直接の結果だという人々もいます。さらには、周りの空気が汚れているから癌になるのだと言う人もいるかもしれません。要するに、理解しなければならないことは、限られた範囲内においては、これらの要因はいくらかはその一因となり得るだろうということです。しかし、これらは癌の主な原因ではありません。

     癌の主な原因は砂糖です。市販の砂糖を作る際、製造過程において、骨粉等、多くの化学処理された物質が使われています。そうした物質は、砂糖を摂取していくうちに、体内のどこかに詰まって、問題を生じさせます。人は白血球と赤血球という二種類の血球を有していますが、白血球が詰まって、特定の部分をふさぎ、それが癌へと成長することがあり得るのです。それをグルコーマと呼んでいる人たちもいます。このグルコーマが癌に手を貸している主な要因です。このグルコーマが砂糖という化学製品のようなものの主な問題です。水、空気、公害、喫煙――これらは主要因とはなり得ません。主要因は砂糖です。古きよき時代、砂糖はどういった形で食されていましたか？ 今のような人工的で合成されたものではなく、健康的な形のジャガリー（椰子糖）でした。料理に甘みをつけるときには、それが使われていました。しかし、今日、皆さんは、自分が食べるあらゆる食べ物に、化学調味料や他の人工的な物質が含まれていることを見出すでしょう。このすべては、ただ、お金を儲けるためです。人々はそのような数多くのいかがわしい物を食べ物に添加して、その結果、病気が増加しているのです。8/10/83

今、私は皆さんに、ある秘密を聞かせましょう。シンガポール、マレーシア、ドイツといった国々では、核実験による核爆発のせいで海水が汚染されています。そのために、その水に住む生物はその毒（核汚染物質）を食べています。そのような生き物を食べれば、あなたもその毒の一部を摂取することになります。それは癌を引き起こします。そのせいで、シンガポールやマレーシアといった国々では、子供までもが、頭や他の部分に癌を患っています。27/7/2002

癌患者が増えているのは、大気と水と食品の汚染のせいです。ひとたび癌が定着してしまったら、治すのは不可能です。ですから、病気を予防して健康で幸せな生活を送るために、よい食べ物を食べなさい。27/7/2002



　＊感覚(とそのコントロール)

すべての感覚は人のエネルギーが物質世界で束縛される方向に向かう身体の出口です。感覚は心によって誘導され外界に出て行き、対象物に付着します。識別力を持つ知性に心を服従させなさい。そうすれば、心は害を与えるものではなくなり、逆に助けてくれるようになるでしょう。2-45 SIP

    学生は神を固く信じ欲望を最小限に減らさねばなりません。あなた方は感覚の悦楽を軽蔑せねばなりません。世俗の欲望が心に湧いた時、ただ捨てさらねばならぬゴミとみなしなさい。このようにするならば学生諸君は清浄の道に入ります。そのとき神はあなたを歓迎し、あなたを至福で満たします。これより偉大な目的地はなく、これより高い運命はありません。22/6/96

   世の中には、感覚の楽しみを誘う様々なものがあります。心の弱い者は、感覚の楽しみをひきつけるものが究極的には毒と化して、識別心と穏やかな心を奪うことを実感認識せず、感覚の悦楽を次から次へと求めて、さ迷い歩きます。その結果、彼は一生の間、終わりのない悩みに突き落とされます。それをアスタクレナム＜不安定な心が原因のコンプレックス＞と称します。25/5/93

 あなたは目を用いずに見、耳によらず聞き、舌を用いずに話すことが出来ます。また鼻によらず匂いを嗅ぎ、身体を用いずに触れ、足によらず歩くことが出来ます。そうです。常に心によらずに体験しなさい。五感はすべて心に固く結びついています。心は五感を一つひとつ機能させ、感覚がとらえてものによって反応します。普通の人は心と結びついた肉体の目によって見るので過ちを冒します。しかし英知を得たものは、神ながらのヴィジョンを与えられ神の目を持ちます。彼は感覚によらず見聞きすることができるのです。JV

 各人の属性が何であれ、感覚の補助無しにはそれ自身を表現する事は出来ない。属性は感覚の中で育つのだ。行動の感覚は五つあり、認知の感覚も五つあり、これら十の感覚が心によって執着を生じさすのだ。さもなければ、属性と感覚の融合はあり得ない。マーヤーに生まれマーヤーに育つ人間が、マーヤーを支配することがその使命だ、と言われているのです。そのように感覚に生じ、感覚の中で育った物質=ブラフマンの英知は感覚を超越しなくてはならない。それが物質＝英知の本分である。SDMp110

 心は感覚器官や感覚的なものに魅せられがちなものだが､執着を捨てるというのはそうしたものに捕らわれないことなのです。感覚器官や感覚的なものの奴隷で無くなれば心は清められ､迷いに捕らわれることも無くなります。この世のどんなものも､はかなく移ろいゆくことがわかれば､心は清らかになるでしょう。SGc12

 衝動と本能によって動く人は、正と邪、真実と虚偽を識別する能力を持たず、酒に酔った人のようにこの世をさまよい歩きます。動物的な本能の持つ影響力はたいそう強く、彼らは本能によって動かされる結果、どのような悲惨な結果に陥るかも分かっていません。彼らは恥知らずで、誰をも恐れず、ひたすら世俗の快楽を追い続け、快適な世俗的な生活を求めて、贅沢を追い求めることに熱心です。

 このような衝動に身を任す者は、自らの理性を働かすこともありませんし、機能もしないでしょう。絶えず感覚の悦楽を追い求めることにより、心の中の欲望傾向は更に強固となり、より深くしっかりと、根を張って行くのです。其の者たちは、欲望を満たすために行為をするので、高慢になり、うぬぼれて自分の果たした行為の結果を、人びとに誇らしげに見せびらかします。欲望に縛られた結果、自らがその奴隷となり、満足するまで富と金を得る為に、最下等の悪い行為ですら平気でやってのけます。彼らは、富を<神>とみなして崇めます。DVJp87

   感覚によって、私たちにとってそれが良いことか、悪いことかがもたらせるのである。それゆえ、感覚をコントロールすることが私たちにとって一番の課題なのである。あなた方はしばしば「こんなことが自分達にできるのだろうか。」と弱音を吐くけれど、私は、君達が強い決意で持って取り組めば出来るのだ、ということを強調したいと思います。神の意に沿った喜ばしい行為をし、祝福を得れば感覚のコントロールなどさほど難しい事ではないのです。感覚というものはとても些細なものから成り立っているにすぎないからなのです。感覚がコントロールできないようではあなたは、自分自身を人と呼べないのです。23/2/06

  経典は感覚をコントロールする者のみが真の人間であり、物質の枠の中に閉じ込められた人間が無限の力を持って生きることは、感覚のコントロール無しには不可能であると述べています。SS10/9/93

感覚をコントロールする事により、長寿を得られると信じられています。29/6/89

  平安という意味は、感覚の虜になっている活動をやめることである。PVp34

 自らの真の自己、真の本質に気づかず、神がどこか他の場所にいるものと考える人は、プッタパルティに行きたいという幻想を抱きます。これは、その人の心が不安定で脆弱であることを示しています。

至福の世界は、各自の内にしか存在しないのです。しかしながら、それを目で見ることはできません。

その唯一の原因は、感覚を基盤として感覚にまみれた生活にあります。PD40

真の平安は、感覚のコントロールによってのみ得ることができる。PVp4

 人は感覚の奴隷に成り下がりました。人は朝から晩まで感覚の奴隷です。肉体の感覚に支配された人が、どのようにして内的な身体を支配することが出来るでしょうか？内的な敵に屈服した者が、どのようにして外的な敵を征服出来るのだろうか？と言うではありませんか？自らの感覚に屈服した結果、人は悲しみと苦しみを味わうことになるのです。SSIB1993p,79

 今日、人口の９９％の人々は霊的な喜びではなく感覚的な欲望を追い求めています。今日の教育も、主として感覚的なことを追求しています。すべての職業も感覚的な欲望を満たすためにある、といっても過言では無いでしょう。

 富を蓄えることでさえ、些細な感覚的な欲望を満足さすためであります。Preyas（世俗的な欲望)に関与することは、肉体と心を感覚の喜びと結びつけることです。肉体的な快適さを求めることについては、疑問を呈さねばなりません。もちろんダルマを実現するためには肉体はかかせません。身体を維持するためのものは満たさねばなりません。

 社会に奉仕をし、家族への責任は履行しなくてはなりません。これらが、身体の基本的な役割です。しかしこれらのことは人生の究極の目標ではありません。以上のことは、外的な現象世界に関することであり、世俗的な欲望に結びついたことであります。これらのことを踏まえた上で、高い霊的人生を目指さねばなりません。

 Preyas（世俗的欲望）はネガティブで、Sreyas（高い霊的人生）は、ポジティブです。このポジティブに関わらなければPreyasは意味が無くなります。もちろん物質的な物も必要でしょう。しかし、Sreyasを欲することを通じて初めて、Preyasも充足さすことが出来るのです。感覚的な欲望と、霊的渇望は人類にとって互いに相容れないものです。感覚はとても強い力を持っており、博識な学者でさえ感覚の誘惑の虜になります。霊的な言葉で言えば、これは有害な力と呼ばれるものであり、そして科学者はそれを磁力と呼んでいます。SS4/1995p,94

   神があなたの全てであり、唯一のよるべき存在であるとみなし、あなたの感覚を全て彼に捧げなさい。これが、神に見まえることが出来る易しい方法なのです。これによって、あなたは解脱を得ることができるのです。23/2/06

 感覚器官が感覚的なものに触れたときにはじめて喜びや悲しみが起こるのです。世の中に感覚的なものは沢山あります。ただ感覚器官がいろいろなものに触れすぎないように気をつけた方が良いのです。

感覚的なものははかなく移り変わります。小さなものに捕らわれているから､人生のすべてが小さく汚れてしまうのです。ご存知のように､たいていの生き物は､一つか二つの感覚にとらわれています。

～ところが人間は五つの感覚器官すべてに捕らわれてしまうのですから、人間こそ､あらゆる生き物の中で何よりももろい存在と言えるのです。SGc17

 感覚の節度を守る為には､大きなものの見方をすることが必要です。内面を探求し､何が真の自己で何が偽りの自己なのか見極めるのです。正しくものを見極める力があれば､目標から目をそらさないで無事に世の中を渡ることが出来るでしょう。SGc17

　 悪いものを見ずに、良いものを見なさい。そうして初めて、あなたの目は、神の普遍的な姿を見ることのできる聖なる力を獲得します。もし感覚をコントロールすれば、霊性修行によって、いっそう大きな成果 が得られるようになります。感覚の力を知らず、それを正しく使うこともせず、人間は、物質的かつ世俗的な様々な行為によって、大いなる報酬を得ることができるという妄想にとりつかれています。しかし実際は人間はそのような行為からは、一時的な満足以外の何ものも得ることはできないのです。     何よりも先に、人は感覚をコントロールしなければなりません。

   決してよこしまな内容に耳を傾けてはなりません。もしそういう場に出くわした時は、直ちにその場を立ち去りなさい。悪いことを聞かず、悪いものを見ず、悪いことを語らないようにしなさい。あらゆる努力を払って、悪から離れていなさい。そうして初めて、あなたの霊的な力は段々と高まっていきます。5/7/01

    感覚の悦びは、束の間で儚いものです。感覚の悦びは、あなたを困難に陥れ、弱くさせます。あなたは自分は感覚器官を使って楽しんでいると思っているのでしょうが、実は感覚の方があなたを傷つけて楽しんでいるのです。その証拠にあなたが感覚器官を使って楽しむと、あなたは疲れて弱くなり、力も失います。そして、老け込んでしまうでしょう。

 もしあなたが主体的になって、感覚を使って楽しんでいるという見方が正しいのであれば、あなたは、感覚を使って楽しんだ後でも、もっと生き生きとし、熱意も持っているはずです。ところが実際はそうではありません。あなたは感覚器官を使うことによって悪い影響を受けているのです。ですから、感覚器官を使うことによって、あなたは感覚のおもちゃとなり、病気になり、老け、弱くなるのであって、実はあなたが感覚にもて遊ばれているのだということを、はっきり理解しなさい。STPS2p61

 本当に楽しんでいたのは目や耳や舌などの感覚器官です。感覚器官は人を食い尽くしていきます。身体が弱って病気になり老け込むのはあっという間です。もしも自分が主体となって、感覚的なものを楽しんでいたのなら何の問題も無く、健康で身体の調子も良いはずです。ところが感覚的なものに遊ばれているばかりでは､身体をこわし寿命を縮めるだけです。SGc18

　 感覚をコントロールすることなしには、すべての霊性修行は不毛です。どうして皆さんは、舌を悪い言葉を語るために使わずに、ラーマ、クリシュナ、ゴーヴィンダ等の神の御名を唱えないのですか？　皆さんは感覚の誤用のために、罪を重ねています。あなたがこれまで重ねて来た罪は、肉眼には見えないかもしれませんが、それは必ずあなたを苦しめることになります。目に見えないものが、あなた自身の行動の果実を食べるように仕向けます。おお人よ、このカルマの秘密を理解しなさい。5/7/01

     クリシュナはアルジュナに「君は普通の暮らしの中に幸せと安らぎがあると思っている。

そこには本当の悦びは無い。君の求めている悦びは､感覚的なものによっては、得られない。感覚器官の節度を守るときに、はじめて幸せと安らぎが得られるのだ。」神を信じる人も､信じていない人も感覚の節度を守る点では同じです。感覚を高ぶらせると、いろいろな欠点が現れて、そのうちに神の事を忘れてしまいます。感覚の言いなりになるのを止めて､神に心を定めるのです。神の恵みが無ければ力は失せ、良い仕事など出来なくなってしまいます。SGc20

学生と帰依者たちは、感覚の制御はいたって単純であるということに気づくべきです。必要なのは、否定的な感情がわいてきたときに、それを焚付ける代わりに肯定的な態度を取ることです。7/10/97

皆さん一人一人の身体の中にいる神は､ただ一つなのです。この真理が分かれば、感覚を正すのは難しいことではなくなります。他人に言うことを聞かせようとするよりも、自分自身を正すようになるはずです。一体誰のために､誰に向かって､力をふるい偉いところを見せつけようとするのでしょう。欠点は誰にでもあります。失敗は誰でもします。人が間違ったことをしたときに､正しいやり方をやってみせるのが皆さんの務めなのかもしれません。ただし、何よりも大切なことは､すべての人の中に神がいることを忘れずに､自ら正しく振る舞い､自分に授かった仕事をすることです。SGc20

心の中から悦びがあふれ出ているのに､皆さんは感覚的なものや感覚器官から悦びを得ていると思っています。それは間違いです。すべての悦びは､自分の内から来ているのに、皆さんはそれが外から来ていると思っているのです。聖典は神の妙なる悦びについて語っています。この妙なる悦びに比べたら､感覚が感覚的なものに触れて味わう悦びなどほんのわずかなものでしかありません。感覚の悦びなど、神の妙なる悦びという大海原のひとしずくでしかありません。

   ところが、神の妙なる悦びという大きな海も､皆さんの心からあふれ出る際限の無い悦びと比べれば芥子粒のように小さいのです。すべての悦びの源は皆さんの心です。心は､すべてを照らし出す､何よりもまばゆい光りです。この清らかな精神の光りは､あらゆるものに満ちている永遠の輝きです。これを知るために人は､力を尽くすのです。SGc19

すべての感覚の働きを正すのです。私は何度も､あまりいろいろなものを見たり聞いたりしすぎないように言っています。何かを見たり聞いたりすれば､そのことを思うようになります。思っていれば､そのものへの執着が深まり､自分のものにしたくなります。

 あるものについて話していると､その姿を思い浮かべるでしょう。ですから、どんなものについても、最初にこう考えて下さい。「それはどこかに欠点があるはずだ。」と。欠点に気がつけばもうそれに捕らわれることは無いはずです。SGc17

 心が感覚器官の虜になってしまったら､心は汚れてしまいます。ところが感覚器官から離れて､感覚の影響を無くしてしまえば汚れの無い心にまた戻るのです。汚れた心と汚れの無い心の違いはそう理解することが出来ます。心が感覚器官のために汚れていなければ汚れの無い心と言えます。

   心が感覚器官に捕らわれてしまうとそれは汚れた心になるのです。汚れた心は様々な思いの寄せ集めです。考える働きそのものです。心は考えるうちに汚れてしまいます。汚れた印象を感覚器官から取り入れると､汚れた心になるのです。汚れた心には決まった形はありません。ただ考えるだけです。

 汚れた心は感覚器官の印象から生まれます。感覚器官から離れて心を神に向ければ､汚れた心から生まれるどんな苦しみや問題からも解放されます。だから感覚器官から離れて､思いを神に向ける様努力をすべきです。

  これが瞑想であり、神と一つになる道です。汚れた心をきれいにして､再び汚れの無い心に戻る道です。心には安らぎが必要です。身体に休息が必要なのと同じように、心には平安が必要です。

どうすれば平安な心になれるでしょう。思いを落ち着かせ､心の動きを鎮めれば平安でいられます。心はいつでも感覚器官を通って、いろいろな感覚的なものを求めて外に出て行きます。

 それが考える働きとなります。外に向かおうとする心の働きを、内なる神に向ければ汚れた思いは無くなっていきます。そうなれば、正しく心を働かせ、心を静めることが出来るでしょう。

これが修行を続けるという意味です。SGc20

愛を通じて信仰を培い、信仰と熱意によって英知を得ます。英知によって霊性修行を深め、目標に達するのです。それゆえ、霊性修行を実践するには英知が必要とされ、英知を得るには信仰と熱意が必要とされます。そして、信仰と熱意を得るには愛を育まねばならないのです。すなわち愛こそが道であり、そのためにあなた方は、感覚をコントロールしなければならないのです。少しずつ欲望を減らしていけば、感覚をコントロールしていくことが出来るようになるでしょう。SSS29/12/85

 感覚の要求を調和させる方法があります。それは、善と悪を等しくみなす態度を養うことです。～このような忍耐と泰然自若の態度を取ることができる人はごく僅かです。神への献身と信愛によってのみ、このような忍耐心と泰然たる心的態度を身につけることが出来ます。感覚のコントロールなんて出来そうにもないと思って意気消沈する必要はありません。一筋の献身をつちかうことにより、感覚をコントロールする事が出来ます。

～第一に、感覚を好き勝手にふるまわせてはなりません。感覚による悦楽はつかのまのものであって、最後は悲嘆に終わるものであると認識しなさい。感覚が正しい方向に向かって常に忙しくしているならば、感覚によって悩まされることはありません。22/5/90

今日、人々は「見る力」をまったくコントロールすることができていません。人々は、見るべきでないものを見ています。人間が見るものは、何であれ心に刻み込まれます。ですから、神聖なものを見るようにしなさい。人間の目には、400万本の光線があります。ところが、良くないものを見ることよって、それらの輝きは失われてしまいます。皆さんが良くないものを見るとき、目の輝きの素晴らしい力が損なわれるのです。

    舌には300万の味蕾があります。ところが、悪いことを話すと、それが損なわれるのです。ですから、まず第一に、見る機能と舌を制御する必要があります。そうでなければ、私たちは人間性を失い、ついには人生を台無しにしてしまうかもしれません。正しいものを見、正しいことを語ると同時に、私たちは正しい聞き方を身に付ける必要があります。もしあなたのいる所で、誰かが悪いことを話す時は、直ちにその場を離れなさい。

    正しいものを見ることによって、二重の恩恵があります。それは、意思力を強め、眼の光の力を増大させます。仏陀は、このような真理を理解したので、感覚をコントロールするための具体的な努力をしました。瞑想や苦行は、 一時的な幸せしかもたらしません。永遠の幸福は、感覚のコントロールによって初めて得られます。仏陀は皇太子であり、一国を支配する力を持っていましたが、すべてを捨てて、 自分の感覚をコントロールすることに打ち込みました。彼は、感覚をコントロールした後 に、初めて至福を体験し、涅槃に達することができたのです。31/5/99

 感覚を正しく使うことによって、アートマの知識が得られます。賢者パタンジャリは言いました。「感覚の制御こそが真のヨーガである」 これに優る霊性修行はありません。感覚を制御しないのであれば、神の御名を繰り返し唱えることや、苦行といった霊性修行はすべて、全く無益なものとなります。あなた方は、人が感覚を制御することなど不可能なことだと感じているかもしれません。ここで言う制御とは、「完全に停止させる」という意味ではありません。あなたの義務を遂行しなさい。しかし、たとえ何をしようとも、神を喜ばせようという気持ちで行いなさい。一旦このような気持ちを育めば、あらゆる感覚は自然に制御されることでしょう。15/2/99



　＊歓喜

修行者は常に真実のこと、喜ばしいことを求めなさい。悲しく気落ちするような事柄は避けるべきです。陰鬱、疑い，自惚れは霊性修行者にとって避けるべきものです。神への献身が強固になれば、たとえそれらが現れようとも、容易に捨て去ることが出来ます。それらは、霊性修行の邪魔です。

更にいっそう重要なことは、いかなる状況の下にあっても霊性修行者は、歓喜に満ち微笑みをたたえ熱心であらなければなりません。この態度を身につけたものは、真っ先に目的地に達するに値します。いかなる時にも歓喜に満ちた心的態度を持つという性質は、繰り返されてきた前世からの善行の果実に他なりません。いつも心配し、気が沈み、疑っているならば、たとえどのような霊性修行を行おうとも至福に達することは出来ません。プレマバヒニ

    古代人たちは、体験し得るさまざまな歓喜と幸福を分類しました。その最も下の種類は、マーナヴァーナンダで、これは人間が日常生活の中で味わう喜びのことを指しており、この世の物や存在や事柄に関係しています。その千倍大きなものが、ガンダルヴァーナンダすなわち「天界の存在」が味わう幸福です。ダイヴァーナンダは、その次に高い水準の幸福で、ガンダルヴァーナンダの千倍大きいものです。これはデーヴァすなわち「半神」の味わう歓喜を指しています。ダイヴァーナンダよりもさらに大きなものが、ブルハスパティアーナンダ、すなわちブルハスパティというデーヴァの師たちが味わう至福です。その千倍大きなものがプラジャーパティアーナンダ、すなわち、プラジャーパティ（古代インドの聖典では、プラジャーパティは創造の実際的な側面に関わるものとされる）の味わう歓喜です。ブラフマーナンダは、プラジャーパティアーナンダより千倍大きなものであり、尺度の限界内で測れる最大の歓喜です。人間が切望し、通常それで甘んじているマーナヴァーナンダと、人間が本当に求めるべきブラフマーナンダの間を、どれほど巨大な溝が隔てているかがわかりますね。23/5/00

 悲嘆と歓喜は心の波立ちでしかありません。心は身体と感覚に関わり合う時にのみ、影響され、波立ち、変化します。酒に酔えば痛みは感じないと言われていますが、その時、心は身体から離れているので、身体の感じる苦痛や不快を気に留めないからです。それと同じく、覚者の心はアートマンにどっぷり浸っています。彼は心を訓練して心の平安と静寂とを確立することが出来るのです。覚者は自分自身のアートマンから完全な至福を得ます。彼は、彼以外のいずこからも至福を求めることはありません。実際、彼は外界のいかなるものの中にも歓喜を見出そうと望んだり、外部に歓喜を見つけようと計画することすらありません。彼は自分の手に入れた内なる歓喜に満足しています。JV

  心に歓喜が満ちて調和の取れたものである時、それはあなたが求め続けて来た人生の目的地である、神ながらの況位に他なりません。人は普通、その況位の持つ至高の魅力について何ひとつ知らないので、それを求めようとしないのです。瞑想はその至福への、最初の導きなのです。DVJp33



     ＊完結

永遠の喜びと平安への道を知ったときにのみ、人々は感覚の喜びという脇道に逸れてさまようことがなくなります。夢の中で感じた喜びは夢から覚めると消えてしまうように、起きている状態で感じる喜びも、英知（グニャーナ）という、より高次の意識に目覚めると消えてしまいます。それゆえ、ウパニシャッドは、「立ち上がれ、起きよ、目覚めよ」と述べているのです。時間は飛ぶように過ぎていきます。使えるうちに、今の瞬間を最も善い使い道のために、すなわち、万物の内なる神に気づくために使いなさい。あなたが死ぬときには、木や獣や虫のようにではなく、自分は神だと悟った人間らしく死になさい。それこそが、あなたが人間という枠の中で過ごしたすべての年月の完結です。25/3/65



      ＊感謝　

     人は自然から数え切れないほどの借りを作り、いろいろな面で自然から恩恵を得て楽しんでいます。しかし彼はどのような感謝の気持ちを神に捧げているのでしょうか？彼は、すべてをお与えになっておられる神を忘れ去っています。それが原因で、人は様々な困難や災難の犠牲になるのです。SSvol21chap19

    感謝は、昨今ではめったに見られない高潔な特質です。自分が受けた善に対して悪を返す人々がいます。人々はまさに自分を助けてくれた人を傷つけています。神性は、あなたを傷つけようとした人に善を為すことによって表されなくてはなりません。すべての人は神性の火花です。万人は神の子供たちです。私たちは、人類は兄弟であり神は父である、という気持ちを育てなくてはなりません。31/8/87

    すべての人が信愛と献身を育てるべきです。信愛のない人生は価値がありません。もし、人が創造主に感謝を示さないなら、人の一生に何の価値がありますか？ 皆さんは、自然と五大元素を通してこれほどの無限なる恩恵を授けてきた神に、感謝を示すべきではありませんか？ 感謝は、人間の命の息吹であるべきです。25/12/90

人々は、いくらかの時間をかけて一心に礼拝することや、神聖な寺社に参拝に行くことといったようなことがバクティ（信愛）であると考えています。しかし、真のバクティとは、神が与えてくれているものすべて、すなわち、さまざまな能力を有した人体、私たちが授かっている知性、空気や水や太陽の光といった多くの自然環境に対する、神への感謝の表れです。感謝の気持ちを持っていない人は、野生動物にも劣ります。神への愛を深めなさい。神聖な愛よりも強力なものはありません。6/3/89

 あなたは毎日毎日、神の恩寵を享受しています。神がこれまでずっとあなたのためにし続けている一切に対して、あなたはどのようにして神に感謝を示していますか？ 神はあなたに何一つ要求しません。しかしあなたは、感謝を表すことによって、自分の義務を果たさなくてはなりません。恩知らずな人間は、残虐な動物より悪いものです。あなたが人生で活躍できるのは、両親のおかげです。2/4/2003

    良い仲間と交わり、良い思いを育てなければなりません。嫉妬心や、怒りや、エゴをもってはいけません。それだけではありません。他の人がしてくれた良いことすべてに対して、感謝の気持ちをもつべきです。感謝はとても大切です。感謝の気持ちのある人は、どこにいても善果を得るでしょう。中には、自分に良いことをしてくれた人たちすら裏切るような人もいます。これは良いことではありません。

   自分がしてもらった良いことには、たとえ小さなことでも感謝をすべきです。感謝の気持ちが欠けていれば、あなたの人生はまったく無駄なものとなります。良い性質を育てなさい。どこへ行こうとも、良い思いをもって行動し、すべての人に奉仕しなさい。たとえ自分に敵対する人に出くわしたとしても、挨拶をすべきです。そうすれば、相手も同じように返してくるでしょう。

   反対に、もし不遜な態度で話しかければ、相手も不遜な態度を示してくるでしょう。全人生は、反応であり、反映であり、反響です。もし良い結果を手にしたいのであれば、良い生き方をするようにしなさい。一生懸命頑張って、よく勉強すれば、一番のランクの成績を取ることができるでしょう。しかし、もしあまり勉強しないなら、どうやって良い点数を取ることができるでしょうか？あまり勉強もせずに良い点数を取れば、人々はあなたがテストでカンニングしたと疑うかもしれません。あなたが良い点数を取ったのは立派な答案を書いたからだということは、あなたの良心が証明してくれます。ですから、良い行いをして良い状態を体験しなさい。そうして初めて、人としての生は意味のあるものになるのです。人として生を送りなさい。神に守護を祈る必要はありません。あなたの善良さがあなたを守ってくれるでしょう。あなたの善良さが、あなたの人生の真の支えなのです。7/3/08

    霊性の求道者は皆、人が自分にしてくれたことに対してハートに感謝の念を抱いているべきであり、どんな形であれ自分が助けられたことをずっと覚えているべきです。そのように感謝の気持ちを持って生活を送る人だけが、生活の中で平安と幸せを見つけられるようになるでしょう。25/12/91



　＊簡素

簡素さは、神聖さのサインです。見せびらかしたり、びっくりさせたり、まじないや、訳の分からない呪文などは、真の宗教にとって意味の無いことです。それらは、神を独占したり、汚したりしようとする下心のある人々によるトリックなのです。SSSvol6p,104

 バラタの文化の持っている謙虚さ、誠実さ、一体性が、感情的な過ちをいやすために重要だといわれています。必要以上の贅沢さ、競争心をあおる物欲、富や権力の追求などは、一時的なものですぐに消え失せてしまいます。簡素な生活やインドの聖者たちによる高潔な思いは、幸せで大きな平安をもたらしてくれるでしょう。SSvol9p207



   ＊完璧なふり

あなたがイバラだらけの道を歩いた為にひどい傷を足に負い、その同じ道に人が近づいて来ているのを見た時、あなたはその人に手招きしてイバラの道を歩かせ、自分と同じ目に合わせるでしょうか。無論それは良い行為ではありません。それともあなたはその人に声をかけて、そこにイバラがたくさんあることを知らせ、警告すべきでしょうか。

 もし人が謙虚さを持ち、自分の欠点に気付いてそれを正すのであれば、それによって他人も助かり、自分自身も助かることになります。自分を完璧に見せかけながら、他人にどう振る舞うかを教え、自分はそのように正しく振る舞っているので完璧だ、という振りをするのは、大きな罪です。

というのも、それが他の人々に危害を及ぼすからではなく、(真理を述べなかったという意味で)あなた自身に大きな危害を及ぼすのです。CWSSBJp85



    ＊願望

あと少しの努力で最も巨大なものが手に入るとき、小さなものを切望してはいけません。人間には、巨大なもの、至高なるのもの、無限なるものと一つになりたいという自然な願望があります。というのは、ハートの奥深くには、それと同一の至高なるものが存在しているからです。20/2/66



　＊記憶と忘却

人は記憶する能力と共に忘却の能力も与えられている。これら二つとも役に立つ能力だ。ひょっとすると忘却の能力の方が、記憶する能力より重要かもしれない。人は何百万の前世の中で、何百万の親と親類を失い、その度ごとに泣き悲しんできた。人はこの世で受けたすべての侮辱やけがや苦しみなどを覚えているのだろうか？そうではなく､彼はほとんどのことを忘れ去っているのである。

  彼が覚えていることと言えば、結婚した日時や、金を貸した相手など、彼にとって重要なことに限られるのだ。悲劇的なことは、この地球に生きていく上で一番重要で大事なこと､幸せで自由になるための鍵である彼の自らの真の名前と身元を、すっかり忘れ去っていることである。SSSvol5p28



　＊帰依

帰依の道から学ぶことで何よりも大切なのは、神を愛するだけで無く、生きとし生けるものすべてを愛すること、どの人も神様だと信じて接することです。神をあがめながら人を傷つけているようでは、神を信じる心を持っているとはいえません。SGc3

       神は一つです。目標は一つです。それと同じことが、次の言葉で伝えられています。「私は光の中にいます。光は私の中にあります。私は光です」。ここでの「私」は、愛と帰依を象徴しています。そして、光は英知を表しています。あなたが、「私は光の中にいます」と言うとき、それは、帰依は英知の中にあるという意味です。「光は私の中にあります」という言葉は、英知は帰依の中に含まれているという真理を反映しています。光と愛、あなたは、この二つのものの一体性を理解しなければなりません。帰依は、真理を知るための欠くことのできない前提条件です。あなたはますます帰依心を育て、最終的にそれを英知に変えなければなりません。あなたは心の気まぐれに従ってはなりません。何があっても、あなたの意識はアートマの上にしっかりと固定されていなければなりません。1/3/03A

帰依と、英知と、無執着は、霊的進歩を表す三つの段階です。帰依とは、小学生の段階で、人を高校生の段階である神聖な英知へと導きます。英知によってすべてのものがブラフマン、神と認識できるようになり、無執着の態度が確立されるのです。それはアートマの教育においては、大学の段階といえるでしょう。サイラムニュースNo,99/2004

 人は問題が生じると神を非難し、自分は神に帰依しているのに平安が得られないと不平を言います。彼は帰依の概念を誤って解釈しています。真に神に帰依しているならば，何事が起きようとも悩むべきではありません。自分と神は別々という感覚を捨てなさい。分離感がある限り神を認識することは出来ません。27/5/92

  思いのすべてに愛を込めてください。そうすれば自然に心に真理が現れます。すべての行為に愛を込めてください。そうすればどんな行為にも自然に正義が現れます。気持ちのすべてに愛を込めてください。そうなれば、限りない平安を味わえます。理解のすべてに愛を込めてください。そうすれば誰をもにくむことも無く傷つけることも無いでしょう。

 愛は心の平安を支えています。愛は真理の生まれるところです。愛は正義と非暴力のよりどころです。だからババはいつも「愛は神であり、神は愛だ」と。帰依の道の教えで何より大切なのは愛を育み実践することです。愛を実践すれば広く大きな心を持つことになるでしょう。そうやって内にある偉大なものを磨いていくのです。SGc8

 身体に対する執着を取り除きなさい。聖典は、人とは神に帰依する者とあります。帰依するとは何を意味するのでしょうか？自分は身体であるという感覚から脱し、神を思うことです。帰依するというのは、あなたの価値のない肉体や永遠のものでない財産を神に捧げることではないのです。そのようなものを捧げても何の意味もないのです。SS4月96p96



    ＊帰依者

いわゆる帰依者と呼ばれる人々のうち、約９０％は、実は欺瞞に満ちています。昔は、今とはずいぶん様子が違っていました。帰依者の数は少なかったのですが、彼らは皆、純粋な帰依者たちでした。最近では、帰依者の姿を装った利己的な意図を持ったペテン師たちが多すぎます。彼らは朝一番に額にヴィブーティを付けて首にスカーフを巻き、帰依者を装って自由にあたりを歩き回ります。そのような偽の帰依者たちよりも、食べ物を捜し歩く野良犬の方が優れています！22/7/02

   帰依者一人一人が、それぞれ二人の人に良い影響を与えることができたなら、すぐに全世界が改善されることでしょう。SS1993

     現代では、帰依者たちの間に身勝手さが蔓延しています。彼らは、神のためではなく、自分の身勝手な欲望を叶えるためだけに、神を愛します。身勝手さを優先する限り、神を理解することはできません。

ナヴァラートリ祭は、自分自身の本質が人間であるのか、動物であるのか、悪魔であるのかを吟味し、動物的な性質を人間性に変容させようと努力し、人間的性質を神聖化するための機会として用いられるべきです。叡智は外界から得ることはできません。それは内面に向かうサーダナを通じて得られなければなりません。6/10/92

    　神は、信愛と完全な全託以外、帰依者から何も必要とはしません。神は帰依者に、神聖な体、神聖な言葉、神聖な見方、そして、無私の行動を期待します。帰依者がこれらを神に捧げるならば、神は自らを帰依者に与えます。人の体と心と行いはいつも清らかでなくてはなりません。そうであれば神はその人に引きつけられます。神の恩寵は、さまざまな形の礼拝や儀式によって手に入るのではありません。母親でさえ子どもが純粋な心を育てることを期待しています。単に自分の胃袋を満たすために苦労することがいかに無益であるかを皆さんに気づかせるために、私はたびたび次の詩を紹介します。

     おぉ、人間よ！ 汝はただ腹を満たすために苦労している 。汝はさまざまな分野の多くの知識を獲得する 。神を忘れて 夜明けから日暮れまで世俗の知識と富を獲得することに、すべての時間を費やしていったいどれほど大きな幸福を得たのかと、汝自身内省し問うがよい21/10/04

   完璧な帰依者はこの世にいますが、彼らはその帰依心を心の中にだけ秘めています。時折、その帰依心が表に現れ出てくることがあると、世間の人達は、彼らを精神異常者だと思うのです。スワミは彼らにインタヴューを与えませんが、彼らは、喜びに溢れた人生を送っています。CWSSBJp193

       帰依者は私を欲するが、帰依者の願望はどれも世俗のことに関するものだ。そのような心構えで、どうして私に到達できるか？ もし、行先が別の間違った列車に乗ったなら、どうやって目的地にたどり着くことができるのか？ 帰依者は私を欲するが、私を悟る努力はしない。私のところにやって来る多くの者の中で、私を悟ろうと真に努力する者は、千人に一人しかいない。

    帰依者といわれる者の心は、間違った方向を向いている。自分の願望が満たされると、彼らは私を賞賛する。しかし、望みが実現しないと、私を罵（ののし）りさえもする。私を理解しようと試みている間でさえ、頭の天辺から足のつま先まで疑いを抱いている。世俗的な望みが叶わなければ、私から去っていく者さえいる。こうした者たちは、まったく誠実な帰依者ではない。実に、彼らは最悪の罪人だ。そのような者たちが、どのようにして私に到達できるのだろうか？6/10/92

   道徳を尊び、自らの言葉を守って行動し見た通りに語る人、また人の悲しみに心を動かし、人の喜びに自分も歓喜するような人は、誰でも神の帰依者です。26/2/61

      自分は立派な帰依者だと主張する多くの人が、いつかは離脱していきます。彼らは実は本当の帰依者ではなかったと、いうのが真実です。すべては見せかけです。帰依心というものは消え失せるものではなく、帰依する心の無いところに帰依心は生じません。これはつまり、最初から帰依心は無かったということを意味します。「スワミは私たちのすべてです」と言って、よく自分の帰依心を公言していた人は、実際には帰依心などまったく持っていなかったのです。それはまったく上辺だけだったのです。本当の帰依者は決してスワミから離れません。離れる人は決して真の帰依者ではありません。この点に関して、帰依心の真の性質は誰にも理解できない、ということを認識しなければなりません。

(詩)     死の遣いが待っている。親類縁者が皆、泣いている。その最期の瞬間に、神の御名を心に浮かべ ることができようか？生涯を通じて神に帰依してこなかったなら。 神は揺らぐことのない、固い帰依心にのみ動かされるのだ。

      人生の早い時期からひたむきな帰依心があったときにのみ、帰依心はしっかりと、変わらずにあり続けます。利己的で、自己中心的な人の帰依心はぐらつきます。神への完全な愛を伴う帰依心は決して変わりません。それは揺らぐことのない帰依心です。それほどの神への切なる思いがあれば、ハートは溶けます。神はそのような固い帰依心に動かされます。これが、万人が抱くべき帰依の心です。6/10/92

    今日、人々は自分のことを帰依者と呼んでいますが、彼らの行動はその主張に見合ったものではありません。彼らの思いと言葉と行動は、虚偽と不正に満ちています。彼らの愛は利己心と自己中心的な事柄によって汚染されています。彼らは帰依者であることを装って、世界を回り、さまざまなよこしまな行為に携わっています。外見的には、彼らは敬虔に見えますが、内面的にはよこしまな傾向に満ちています。彼らは、お金のために人生を台無しにします。あなたはそのような人に注意し、彼らに近づかないようにしなければなりません。彼らの顔を見るだけでも罪になります。23/11/02



    ＊危害

今日多くの人々は他の人に危害を加えています。しかしそういう行為によって、自分が他の人に与えた危害が何倍にもなって我が身に返ってくることを知りません。24/5/1990



　＊危機

今日、人類の直面する問題は、科学と科学技術で解決することは出来ません。人間の性格を変換することによってのみ、現代の危機は解決できるのです。人間は人間と呼ぶに相応しくなるように努力し、さらに神性を目指して努力しなければなりません。20/5/1991



   ＊危険

例え山のような危険があろうとも、人の思いが神に集中しているならば、危険は、氷が溶けるようになくなります。14/1/96



　＊傷つける

あなたが人から、あなたが傷つくようなことを聞いたとき、なぜそのことについてまた誰か第三者の人と相談したりして、その人を傷つけるのですか？無責任で嘘にまみれた話に接すれば誰でも傷つきます。あなたは、どうしてそれを誰かと分かち合うのですか？それを自分の中にしまい込んで静かにしておきなさい。そして自分の心からそれを取り除くのです。そのような話を、あなたが愛している人や尊敬している人に伝えて、彼らの感情を傷つけてはいけません。

 人が犯す最も大きな他の人への打撃は、その人を誹謗中傷することです。あなたは、当初そのような不愉快な話や人を批判するような場に居合わすべきでは無いのです。たとえ、あなたがうっかりしてそういう場に居合わせたとしても、それらを無視しなさい。決して間違っても、郵便局のように他の第三者の人に伝えるようなことをしてはなりません。DGp38



　＊犠牲

今日、人の主要な義務は犠牲を自らの王位につけることです。犠牲が統治してこそ、信愛は本来の姿となります。あなたに潜む一切の潜在的能力は自ずと現れます。そしてあなたが為す全ての正しい仕事に成功するでしょう。信愛が統治の原則となれば、悲しみも失望も消えてゆきます。それゆえ、ヴェーダは犠牲のみが不滅の至福を得るカギである、と宣言しました。23/11/96

   今日、皆さんは世界中どこにも平安（Peace）を見出すことはできません。断片（Pieces）が見えるだけです！実際、人々はハートを壊して断片化しています。それゆえ、どうして平安を得ることができるでしょうか？この問題には、ただ一つの解決策があるだけです。神を愛しなさい。神を信じなさい。神に全託しなさい。あなたの人生のすべてを神に捧げ、あなたのすべての行動を、神への捧げ物として進めなさい。あなたのすべての行動を、他の人の役に立つものにしなさい。常に助けなさい。決して傷つけてはなりません。あなたは、自分が問題のない人生を送っていると言うことはできません。次の瞬間に何があなたを待ち構えているか、誰も予測することはできません！

  もしあなたが、常に幸せでありたいのであれば、他の人々の幸せを祈りなさい。これこそが真のサーダナです。霊性とは、単にバジャンを歌い、何らかの礼拝の儀式を行うことではありません。崇高な性質を培いなさい。常に他の人々の役に立ち、善い評判を得るようにしなさい。イエスは、自分の肉体を十字架の上で犠牲に捧げたことで、あれほどの名声を得ました。皆さんもまた、そのような大いなる犠牲の準備を整えておかなければなりません。もしあなたが、犠牲（ティヤーガ）をあきらめて感覚の快楽（ボーガ）に浸っていれば、病気（ローガ）になってしまいます。実際、ティヤーガ（犠牲）こそは真のヨーガ（神との合一）であり、ボーガ（感覚の快楽）はローガ（病気）なのです。ローガの犠牲者になってはいけません。ティヤーガ(犠牲)を培い、ヨーガ(神との合一)を達成しなさい。25/12/02

   ラーマクリシュナは「お前は家族のために涙を流し、事業や富のために苦しい思いをしている。しかし、神のビジョンを得たいと涙を流したり、切に願ったりすることがあるかね？そのように熱烈に神を求めてごらん。そうすれば、間違いなく神を見ることができるのだ！私はどんなときにも神の姿のみを求めて心を焦がしている。だから私には、いつも神の姿が、すべての人々の中に見えるのだ。」と言いました。私たちが生まれた目的は、他のすべてを犠牲にして達成しなければなりません。だからこそヴェーダは、『犠牲のみが不滅の命を約束してくれる』と言うのです。

     私たちは、息を吸います。もし息を吐かなければ、肺は正常に機能することができません。私たちはものを食べます。もし排泄をしなければ、腹の調子がおかしくなります。同様に、私たちの循環器系統の中で、血液は毎日大変な距離を移動しています。この経路の中のどこか一箇所で、少しでも通り道がふさがれるようなことがあれば、血の固まりができます。血液の流れは、体内でできた様々な毒素を取り除く役割を果 たし、それを対外に排出するのを助けます。身体から不健康な物質を取り除かない限り、健康を保つことはできません。

   犠牲には満足が伴います。実際、犠牲には至福が伴うのです。今日の実利主義の人々は、犠牲の有用性を疑問視します。人間は自分のことしか考えないので、飢えている乞食に対してさえも、一握りの食べ物を与えることすらしません。飢えた人の空腹を満たしてあげることができたとき、私たちはどれほど大きな幸せを味わえることでしょう！おなかをすかせた人々に食物が与えられるとき、あなたは喜びを感じずにおれるでしょうか？人間社会においては、心の狭い利己主義がはびこっています。23/11/99

   真我の悟りは犠牲を通じてのみ獲得することが出来ます。しかし中には喫煙や非菜食をやめることができない人々もいます。もし、このような良くない小さいことでさえ犠牲にできないのであれば、どのようにして犠牲の精神を培うことができるのでしょうか。17/2/89

 霊性修行の最高で最良の方法は犠牲であることを、常に心にとめておきなさい。あなたは、時間、お金、資質、エネルギーを犠牲にしなければなりません。礼拝では少なくとも一枚のバジルの葉を神に捧げなさい。このように「人は犠牲によって不死を獲得する」のです。

 犠牲は霊性修行です。愛は犠牲によって表れます。犠牲の伴わない愛は、無意味であり、まったく利己的なものです。あなたは肉体感覚や肉体への執着を犠牲にしなくてはなりません。邪な思いと悪い感情を犠牲にしなければなりません。犠牲を払うことがあなたの本質です。犠牲は人間に授けられた神聖な特質です。実際には、あなたは犠牲を払うことで何か特別で高尚なことをしている訳ではありません。あなたは自分自身のために犠牲を払っているのです。「人の身体は犠牲を払うために作られている」のです。

 礼拝やバジャンといった活動は、奉仕や犠牲より劣ります。神の愛は信愛であり、それは犠牲として表現されなければなりません。～「犠牲から得られる実践的な英知は、解脱への唯一の道である。」と言われています。これは心を超越したプロセスであり、肉体によって行われる活動をも超越しています。このようにして初めてあなたは、至福という成果にたどり着くことが出来るのです。STPSp159

  欲望に勝つためには、犠牲の心を持つことが必要です。強い放棄の心を持つべきです。SGc10

    知性と知識を持つ人間は、犠牲の精神をあらわしません。自分がもうけたものは全て自分の為、家族と親族の為に蓄え、全く犠牲を払いません。其の結果、ありとあらゆる難題が降りかかってきます。様々な病気の餌食となります。鳥も獣もそのような病気を知りません。彼らは、得たものに満足して生きています。しかし人間は様々な食べ物を食べ、様々な病気になります。20/2/92

  神の性質について確かなことを言える人は、一人もいません。人と神の関係は霊的なものであり、それはアートマとアートマの関係です。ところが、この邪悪なカリの時代においては、多くの人が、肉体的な姿に心を奪われているために、疑いの餌食になってしまいます。これは人々が、物質的な物のみに知覚を集中しているからです。プラクリティー（現象界）は感覚的な経験に満ちています。霊的生活はティヤーガ〔無執着、犠牲〕を基盤としています。永続的な至福は、犠牲すなわち無執着があるときにのみ、経験できるのです。

    今日の人間は、犠牲を払う準備ができていません。それどころか、その欲望は飽くことを知らず、人は人間的な性質を失っています。心は汚染され、真実はめったに見られなくなりました。人間は、一歩足を踏み出すごとに、誤った行為にふけっています。崇高な思いは、人々から離れてしまいました。妬みと憎しみがはびこっています。人間は心（ハート）の声に従い、良心の促しに沿って行動することを学ぶべきです。良心は宇宙意識につながっているのです。27/9/92

 ヴェーダによれば、犠牲がすべてであり、犠牲を通じてのみ、我々は神のヴィジョンを見ることが出来るのです。創造とその維持は犠牲によって成り立っているのです。もし犠牲が無ければ社会は完全さを保てないでしょう。SSIB1964p12

 バガヴァットギーターにおいてクリシュナは行為の果実を犠牲にすることが、神を実感認識する最善にしてもっとも容易な方法である、と宣言しました。今日、犠牲は全く見られません。人々は世俗の楽しみにのみ関心を持ちます。世俗の楽しみは病気をもたらします。犠牲は解脱に達する方法です。4/9/94

昔、人々が他の人々のためや国家の繁栄のために，自分のすべてを犠牲にする覚悟が出来ている時代がありました。今日、この精神が欠けています。利己主義が蔓延っています。今日の教育制度にも，このような状況になってしまった責任があります。

 教育は学生に仕事探しではなく、奉仕する心を植え付けなければいけないのです。両親もこのことについてはその義務があります。彼らは、彼らの子供を自らが模範となって育てなければならないのです。あなたは、国のためにどんな犠牲も厭わない準備をすべきです。犠牲を喜んで受け入れ、快楽を追求することに別れを告げましょう。犠牲を払うことによって得られる喜びを見つけなさい。SS3/95p73

    犠牲は人生の「塩」〔風味を付けるもの〕です。平安と喜びの秘訣は、ヤーガ（供犠、供養）とティヤーガ（犠牲、放棄）です。「ゴー」は、感官（感覚器官、インドリヤ）を意味します。だから「ゴーパーラ」という御名には、「感官を制御する者」という意味があるのです。では、なぜ感官を制御すべきなのでしょう？ それは、そうすれば感官が犠牲（ティヤーガ）の道に立ちはだかることがなくなるからです。感官はどれも自己中心的であり、利己的です。感官を、「内に向く」よう、普遍なるアートマ（真我）に向かうよう、教育しなければいけません。それは、ゴーパーラに頼ることによって、神に感官を委ねることによって、達せられます。すべての人が、「善い行い」（サットカルマ）によって、広がる愛の王国に入って行かなければなりません。そして、人は、犠牲、献身、一なる大君主への全託を、愛から学びます。これは、至高神の至高たることへの信仰、至高神以外はすべて至高神の影であり、至高神こそが唯一の実在であることへの信仰へと、人を向かわせます。27/3/65



　＊奇跡

多くの人々は、スワミが指輪、腕時計などを物質化しているが、それには何か現世的な意味があると解釈している。しかし、それは大きな間違いである。そのように解釈してはいけません。それらのものは、明るい理想的な未来に上るための梯子としてあるのです。あなたがその神聖なものを保持している以上、高貴な思いのみが心に浮かぶようにすべきなのです。16/6/96

    知性、活力、功徳、行為の根底にある衝動の一切を、礼拝の行為として神に捧げるべきです。ところが、神の存在そのものを疑い、疑問視する者が大勢います。そのような人たちのために、時たま神は本質的な恩寵により、人間の限界を上回る驚くべき栄光を示すことによって自らを明かします。疑い深い者たちは求めずして受け取り、扉は一度も叩かずともおのずと開き、答えは万人が聞けるよう高らかに宣言されます。22/12/70

    恵まれた人々は、神を広大なる者、壮大なる者、美しき者、強力な者、威厳ある者、畏敬の念を起こさせる者として認識します。しかし、人類の大多数には、人間一人ひとりは神によって維持されている奇跡であるという意識、呼吸の一つひとつは神の摂理の証であるという意識、出来事の一つひとつは神の存在の証拠であるという意識が生涯のうちに生じることは滅多にありません。見たところ明らかに人間のものであるこの体が、人間を上回る潜在的な力で満ちているかのように振る舞う時、その事への驚愕が万人の注意を本来の性質である神性のほうへと向けさせます。時折、この教訓を人類に与えることが必要になります。そうすれば、人間の能力に神への信仰と神性を認識する力を加えることができるからです。そうして初めて、人の心（マインド）を世界ではなく世界の主へと向けることができるのです。22/12/70

  私が行う奇跡は、象の体に蚊が止まったときの感覚のようなものです。奇跡は、私の完全性においては無意味な部分です。時たま、私は、人々が私の奇跡を重視するとき、その人たちの無知を笑いたくなります。人々はそういった小さなことだけを話題にし、私の中にある遥かに大きな側面を忘れています。私の中の最も神聖な特質はプレーマ〔真の愛〕です。プレーマは計り知れないものです。どれほどそれを試みたところで、人が私のプレーマの大きさを測ることはできません。それは無限であり、理解不可能です。私の中のプレーマの存在を認識している人だけが、私が誰か、私は何か、という見解を幾ばくか得ることができます。19/6/74

    皆さんは、私のハートの奥深くを見て、私の様々な神聖な面を体験することのできる道を歩まなければなりません。私の全知、全能、遍在に気づくようにならなければいけません。私からロケット〔中に写真を入れることのできるペンダントヘッド〕をもらったとか、腕時計や指輪をもらったという話ばかりする人に、まんまと乗せられてはなりません。そういったものに大きな意味はありません。もし私の恩寵を手に入れるなら、それは全世界を手に入れるに等しいことです。私の奇跡についてではなく、あなたが自分の行いによって私から得ることのできるプレーマ〔真の愛〕について話しなさい。それこそが最も重要なものであり、皆さんはそれを手に入れるための試みをしなければいけません。私の中には非常に貴重なダイヤモンドがあるのですから、皆さんは努力してそれを手に入れなければいけません。それより劣るものを得たいと望むことに何の意味がありますか？ この非常に貴重な宝から離れていってはなりません。可能な限りその近くにいなければいけません。皆さんは、それを受け取って、大切に身に着けている必要があります。皆さんは、「私たちにとって、そういったものを神の恩寵とプレーマとして得る必要性は何なのですか？」と尋ねるかもしれません。それに関しては、私の中に存在する神性から生じる愛の種類を知ることが、その助けとなるでしょう。

私が帰依者にお守りを与えると、その人はそれを首に掛けたり、体のどこかに着けたりします。絶えずスワミのことを考えている必要はありません。たとえ皆さんが私が与えるお守りを身に着けていなくても、スワミは皆さんと共にあり、皆さんの面倒を見ています。私の恩寵は、いつでも、すべての人が手に入れることができます。しかしながら、私の与えるお守りの目的は、それを身に着けている人が何らかの危険や困難に遭った時、そのお守りが一瞬のうちにその知らせを私に届け、私の恩寵と共にその人のもとに戻る、ということにあります。これが、私の与えるお守りが果たす役割です。それは、危急の時に、お守りを身に着けている人と私を結ぶリンクのようなものを作ります。そうした物品の贈り物が、何千人という人々を守ってきました。19/6/74

    知性、活力、功徳、行為の根底にある衝動の一切を、礼拝の行為として神に捧げるべきです。ところが、神の存在そのものを疑い、疑問視する者が大勢います。そのような人たちのために、時たま神は本質的な恩寵により、人間の限界を上回る驚くべき栄光を示すことによって自らを明かします。疑い深い者たちは求めずして受け取り、扉は一度も叩かずともおのずと開き、答えは万人が聞けるよう高らかに宣言されます。22/12/70

   私の体は 見たところ明らかに人間のもので、その身体が人間を上回る潜在的な力で満ちているかのように振る舞う時、その事への驚愕が万人の注意を本来の性質である神性のほうへと向けさせます。時折、この教訓を人類に与えることが必要になります。そうすれば、人間の能力に神への信仰と神性を認識する力を加えることができるからです。そうして初めて、人の心（マインド）を世界ではなく世界の主へと向けることができるのです。22/12/70

   ヴィブティを生み出すことは、神の栄光のほんの一部にすぎませんが、私はほんのわずかしか顕さないようにしているのです。~人々に注目されようとして奇跡を見せびらかすことは、私の本性ではありません。私は何の目的もなく、ただ喜びを分け与えるのです。私が不思議な御業を楽しんでいるのはその為なのです。真善美p,152

 私はどんな難しい問題も解決する能力を持っていますが、それをあたかも持っていない振りをしているだけなのに、それを見て私が単に奇跡を行う人で、それ以上の存在ではないと見るのは大変愚かなことです。SSIB1974c32



　＊期待と欲望

身体とこころと知性を持つ人間が全く欲望を持たずにいられるでしょうか?それは不可能です。しかし意思を強くすることによって、そのような心的状態を実現することが出来ます。世の中には、次々と欲望を追う人が大勢います。彼らの歩む道は快楽を求める道です。これに対して感覚を超越し、自己実現の道があります。それはより高い、正しい道と称されますます。この道は全ての人が理解しうる道ではなく全ての人が近寄ることの出来る道でもありません。20/11/90



　＊喫煙

喫煙は心臓麻痺と肺がんの原因です。肺と神経が健康を損なうと、疾病をコントロールするのが難しくなります。やがて身体機能が退化し、ぜんそくや他の病気を引き起こします。アルコール飲料の中に含まれている沢山の化学物質も、身体を毒化し、神経系統を鈍くします。アルコール飲料によって人々は、自らの聡明さや記憶力を失い神経過敏になります。それらは、喫煙とアルコール摂取により、１００％ダメージを受けるのです。SSN春95p15 　

    インタビューに呼ばれた人が心に留めて置かなければならない重要なことが一つあります。私がこのように清らかで神聖な体を携えてインタビュールームに入るのに反して、そこにグループで座っている人の何人かに喫煙の習慣があることに気づくことがあります。私が喫煙を許可していないことに注意してください。私は喫煙の習慣を断固として許しません。私は即座に喫煙の習慣のある者を捕まえて、出て行くように言います。喫煙者の妻が私に懇願することがあります。「スワミ！彼は私の夫です。スワミが夫を追い出すのであれば、私はスワミに何と言って抗議したらよいでしょう？」私はきっぱり答えます。「夫であろうと息子であろうと、だれであろうと、悪臭とタバコの臭いを漂わせながら私の部屋に入ってはなりません。出て行って、口を洗浄してから戻ってくるように言いなさい。そうしたら、私は彼と話をすることにします」そのような人々はすぐに部屋を出て行き、体をきれいにしてから十分以内に戻って来ます。そして私は彼らに愛情を込めて話しかけるのです。 21/10/04



    ＊疑念

私の姿、私の言葉、私の行動に基づいた疑念があなたの中に生じるのは自然なことです。しかし、私の実体を知りたいというのなら、行動において私の教えを守り、私に従わなければなりません。そうすれば、私の神性の実体は、確実にあなたに明かされることでしょう。あなた方は、この姿を肉眼で見ただけで、おぼろげな空想の命じるままに推測を始めて結論を出し、自分の理性と心の力を荒廃させてしまいます。さらには、自分の信愛と信仰心が間違った方向に流れて行くのを許しさえするのです。私はあなた方に、指令の力をもってして、そうしないよう忠告します。22/11/70



    ＊寄付

私は皆さんに言わなければなりません。この計画のような、とても善い目的のために、道を外れた方法でお金を集めてはなりません。援助は、敬虔な心から、立派に働いて得たお金から、そして、援助の目的を知りそれを評価する人々から、来るべきです。これが、大切な計画のためであれ、舞踊や劇や映画で人々を誘い込んでお金を集めるような慈善興業の一切に、私が反対する理由です。私は宝くじにも反対です。宝くじの賞金は他人の稼いだお金を集めたものであり、何もしないで大金が手に入るという誘い文句が、宝くじの資金集めに使われるからです。

この施設の今の働きと将来の可能性をよく検討した上で、各人が真心から、自発的に、何であれ喜んで差し出せるものを差し出してもらうようにしなさい。皆さんの義務は情報を提供することのみであり、人を促すことさえ試みてはなりません。本質的には善い活動のためであれ、施しを請うことは人間性を辱めることであり、請う人と請われる人の双方の品位が下がります。

私は皆さんに、この勇気と、この自信を与えたいと思っています。謙虚な気持ちと不屈の精神を持ち続けなさい。そうすれば、成功するでしょう。15/9/63



    ＊ギブアンドテイク

あなた方のすべての活動を愛に満ちたものにしなさい。現代の青年は、愛というものの本当の意味を理解できていません。二元性という気持ちがあるなら、愛は存在できません。不二の愛（エーカートマ プレーマ）が真の愛です。ギブ アンド テイクの関係には、愛の真の精神は映し出されません。何の見返りも期待せずに、ひたすら与え続けるべきです。それが真の愛です。苦境の時に身を引くのは、利己的な愛のしるしです。真の愛（ヤタールタ プレーマ）は、あなたが利己心（スワールタ）を捨てて他者の安寧（パラールタ）のために懸命に努力するときに、最も行き渡ります。物質（パダールタ）と実在（ヤタールタ）の違いを知るべきです。実在は物質を超越しています。13/4/05



     ＊君が必要

私には君たちだけが必要なのだ。どうして君たちはあれがほしい、これがほしいと思い悩むのか?

Miracles are my visiting card p178



     ＊義務

   　 自分に内在する真我（アートマ）と同じ真我が、自分以外のすべての生き物の中に存在していることに気づいた人は、常に神の近くにいる状態を経験してそれを喜びます。隠遁者であれ、家長であれ、宗教上の誓いによって独身を通す人であれ、世の中に深く関わっている人であれ、真我の原理に気づいた人は、神の近くにいることこそが最高の財産であるという深い確信を持って生活します。人間の一番の義務は何でしょう？ 人はまず、「万物に浸透する手足と、目、頭、口、耳を持って、神は全宇宙に遍満している」というギーターの教えを理解する努力をすべきです。皆さんは、すべての生き物に内在している真我の原理は、同じ一つのものであるという真理に気づかなければなりません。人間は、自分の真の性質を理解することができないために、人生で様々な問題に出会うのです。人は、「自分は肉体である」という思いに惑わされています。その結果、彼は真の自己を忘れ、時間とエネルギーを浪費しています。22/7/02

    現代の世界は、不和、無秩序、不満に陥っています。この危機において、あなた方の義務とは何でしょう？ あなた方はこの無秩序を取り除く力を持っていますか？ このような状況と戦うには一人では力足らずだ、などいう考えに余地を与えてはなりません。もし、この危機に立ち向かうためにインド人一人ひとりが自信を持って前に進み出るなら、この国はごく短期間に無秩序から救われることができます。自信を失っているせいで、人々は前に進み出ることができずにいるのです。

何にもまして、他人に奉仕することを一人ひとりが誓わなければなりません。誰もが神を起源としています。もし他人への愛情を持つことができないなら、その人は人間をやめたということです。誰もがこうした基盤の上で行動し、すべての人に対して愛を示し、理想にかなった生活を送るべきです。人は自分を弱くて低能な生き物と見なすべきではありません。23/11/91



　＊逆境

真の信者であれば、人生の逆境時に落ち込んではなりません。その信者の信仰心が本物かどうかは、その信者の逆境時における態度でわかるのです。SS7月1988p195



　＊休息

休息をとらなければ、呼吸が早くなります。早い呼吸をすれば肺が害されます。血液の循環もまた早くなり、その結果血圧も高くなります。医学はそれを完全に治療することが出来ません。それゆえヨーガが処方されます。SS11/93



　＊給料

今日青年は給料袋の中身にのみ関心があり、社会奉仕の為に働くことに関心を持ちません。社会から何を得ようと考えるより、社会からどのような恩を受けてきたかを考えなさい。自分の報酬にのみ関心を持つのは、たいそう利己的です。14/1/1996



    ＊清らかさ

物質とエネルギーは天地創造の時から存在しています。物質とエネルギーは心（マインド）によってのみ認識されます。心が神と結び付いて働くと、物質はエネルギーの形を得ます。心が自然（プラクリティ）のほうに向くと、エネルギーは物質の形を呈します。心は、喜びや悲しみを体験する原因であり、物質とエネルギーを理解するためにあります。聖賢たちは、こうした心の性質を認識していたので、「心は人の解脱と束縛の原因である」と言明したのです。31/8/88



    ＊キリン

人間は自分の内に偉大な力を授かっています。人は、悪いものを見ること、悪いことを聞くこと、悪い話をすること、悪い思考を抱くこと、悪い行いをすることによって、この力を無駄にしています。悪いものを見ることで、たくさんのエネルギーが浪費されています。この点に関しては、盲人のほうが優れています。同様に、聾唖者のほうが優れています。知識は平静さと結びついているべきです。この結びつきは、人を至高の英知（プラグニャーナ）という大変高度な段階へと連れていってくれます。一方、知識がエゴに結びつくと、破滅へとつながります。それがある種の見せかけの生活であるのに対し、アート（芸術）はハートから生じます。今どきの学生はキリンに喩えられます。キリンはとても長い首をもっています。キリンの頭は心臓からかなり離れています。今どきの学生は、まるで頭とハートがぞれぞれ独立して存在するかのように振る舞っています。頭はどこか別のところにあり、ハートはまた別の場所にあります。今どきの学生は、考えていることと別のことをします。この種の態度は人間性の崩壊へとつながります。31/8/87



　＊教育

インドの経済が危機的な局面にあることは周知の事実です。しかし、それは道徳と人格の衰退に比較すれば、さして深刻な問題ではありません。今日の道徳の衰退が向上せぬ限り教育は完全に滅びます。それゆえ、学生は道徳と倫理を促進するよう努力しなさい。それ無しには、国家全体が滅びます。SS5/93

    自分に敵対している人にさえ害を与えてはなりません。決して傷つけてはなりません。他の人にはほんのわずかな迷惑さえかけてはなりません。これが本当の教育です。14/1/09

    適切な教育とは、世俗的な面と道徳的な面のバランスがとれた学び、そして、内側の清らかさと外側の清らかさのバランスがとれた学び、さらに、個人の幸福と国家の幸福のバランスがとれた学び、を意味しています。24/2/91

    今、この国では、教育の促進という名の下に、モラルに欠けるとんでもない開発が行われています。そこには、本物の教養の証である謙虚さと規律が、ほんのわずかもありません。学生の間には人格と善い行いが浸透しているべきですが、今日では、その代わりに物質偏重主義と見栄と横柄が広まっています。

世界では、科学と技術の急速な進歩と共に、平和と安全の減少が起こっています。現代の学生は、飽くことを知らない欲望を募らせて、心を堕落させています。現代の学生は、内省する能力に欠けています。その一方で、外を見る目はあらゆる方向を向いています。22/7/91

    今日、書物の学習から得られる知識が「教育」と称されています。これは私たちが得るべき真の教育ではありません。真の教育とは「エデュケア」であり、「エデュケア」によって私たちの中にある気高い性質が日常生活で現されます。これは、だれかが何か外部にあるものを使って手取り足取り教えるものではなく、自分自身の努力によってなされます。それによって人は神聖な生活を送ることができます。神聖な生活は神の恩寵によってのみ得られるのであり、他のいかなる手段によっても得られません。"どこでも、どんなときにも、どんな状況にあっても、神を憶念せよ。"の格言どおり、人はつねに神を黙想すべきです。それが真の信愛です。9/8/06

    教育は売り物ではありません。教育とは、知識を分かち、伝えることです。人は実践し、体験し、他の人もまた体験できるよう手助けしなければなりません。これはただ機械的に暗記したり、単に聞いたりするだけで得られるものではありません。皆さんは知識を身につけ、他人もそうできるように助けなければなりません。人は、無知やアシャーンティ（平安のない状態）という病気を根こそぎにして、それらの病気が再発しないよう注意しなければなりません。

   学生は黄金のようなものです。学生を励まし、勇気づけることのできる教師を有することが絶対に不可欠です。教師にそれができなければ、教師も学生も共に幸福ではありません。ただ書物からの引用を学生たちに機械的に反復させるだけの人たちが、何の役に立つでしょう？ 学生は、父親にとっては念願の息子ですが、教師にとっては愛の息子です。この真理を知り、それに従って行動する者だけが教師です。そうではありませんか？スワミからの手紙1982

  教育を受けた人は、受けていない人を教え、彼らの心を開き、知識の視野を広げさせるべきです。教育を受けた人の中には、医者や弁護士、実業家などがいるかもしれません。医者は進んで貧しい人々のために無償の医療サービスを施しましょう。弁護士は、法的な助けが必要としているものの、弁護料を払う余裕のない人々を援助しましょう。実業家は、自分に必要な、ほどほどの生活費だけで満足し、余ったお金を慈善事業に役立たせるべきです。SS1/91

    今日、スワミに何かを言われると、１０の質問が湧いてきます。質問と並んで、帰依者たちは頭の天辺から足のつま先まで疑念にさいなまされています。これは、元をたどれば現代の教育の影響によるものです。現代の教育システムは、人間的価値を信じる心を蝕（むしば）んでいます。人からどんな助けを受けても、感謝の一言さえありません。自分が人にしてもらった良いことはすっかり忘れて、自分がされた悪いことだけは覚えています。その結果、人類に悪魔的性質が育っているのです。

    昔は、少なくとも、人は人間性を保っていました。今の人は、姿だけは人間ですが、動物のように振舞っています。人の欲求はすべて利己的です。自分の望みが叶うと人は笑顔でやって来て、「ババ！」と言いますが、望みが叶わないと別の態度を取ります。そのような獣のような生き物に、どうやってババへの帰依心が存在し得るでしょう？ 動物の性質を捨てたとき初めて人は人間になるのです。6/10/92

 真に学ぶべきことはいかにして他の人々に役立つかであって、いかにして真我を認識するかでなくてはなりません。教育は、生きとし生けるものが一つであるということを認識させるものでなければなりません。23/11/91

 教育課程を終えることは難しいことではありません。ある程度の努力で合格点を取ることが出来ます。しかしそんなことでは、知的開花もなく、良い属性が花開くこともないのです。よい成績を取ること、あるいは上位の成績を収めることは、たいしたことはありません。重要なのは心の変容です。教育は学んだことの実践が肝要です。教育から得ることが出来る現世的な利益には、それと同量の損失が伴います。それは直感と識別の力が失われるのです。何が善であるか、何が有意義であるか、何が英知であるかについての知識が失われます。人は感覚の奴隷になります。カタウパニシャッドは感覚の奴隷は愚か者であり、感覚を制御する者のみが英雄であると宣言しました。21/5/92

  第一に感覚をコントロールしなさい。感覚のコントロールの出来た学生のみが人生の英雄となり、ダイアモンドのように強固で光輝を発します。感覚の奴隷となったものは俗世間の奴隷です。自己抑制こそ、教育の主要な目的でなくてはなりません。21/5/92

 今日教育を受けたものは皆、利己的な欲望の追及にのみ関心を持っています。他人への奉仕をしようと思わず、国益も念頭にありません。卒業しないうちから就職を心配します。教育と就職のつながりを、きっぱりと断ち切りなさい。教育は人生のためであり、食べるためではありません。21/5/92

    カリユガ〔末世〕の影響と現代的な教育が増進しているせいで、人の理知は道を外れつつあります。人格の伴わない教養を得ることに意味はありません。世俗的な教養は書物の知識から成っており、決して神聖な生活を送る助けにはなりません。むろん、世俗的な教養は必要ですが、それと同時に霊的な教養も身に付けなればなりません。10/2/00

   今日、皆さんが受けている教育は世俗的（すなわち価値を問題としていないもの）です。しかし単なる世俗的な学問では十分ではありません。教育は霊性教育によって補われなければなりません。皆さんは愛の原理を身に付け、真実の道を歩まなければなりません。真の教育とは、愛と真実で満たされたものです。真実がなければ愛は価値を失い、無力なものとなります。世俗的な教育は生計を立てるためのものですが、霊的な教育は人生のゴールに到達するためのものです。それゆえ、世俗的な教育と霊的な教育を調和させることは、教育者のみならず学生にとっての義務でもあります。今や多くの人々が教育のこの２つの側面 、世俗と霊性の調和のとれた関係の重要性を認識しています。20/11/02

    人生の浮き沈み、喜びと悲しみ、迷いと決断などの二極に衝撃を受けるのは、心が揺れ動いている結果です。心は名と姿の多様性に夢中になります。ですから、一体性を認識し、一体性を楽しむことができるよう、心を訓練しなければなりません。心は誤った価値観を患い、自らのためになることを排除しようとします。固い食べ物は、最初は嫌がられるでしょうが、子どもに固い食べ物を噛んで味わうことを身につけさせなければなりません。それと同じように、心も、時と空間と原因の背後にある広大なもの、無限なるもの、圧倒的な権威を思い描くための訓練を受けさせなければなりません。

心はまず、人の姿をとった神を好きにならなければなりません。そして、その後に、人の姿をとっていない、御名も御姿も持たない神、すなわち、心によって御名と御姿が付加される、人の姿をとっていない神を好きにならなければなりません。バジャン、瞑想、ナーマスマラナ（唱名）、ナガラ サンキールタン（グループでバジャンを歌いながら通りを練り歩くこと）――これらはすべて、そのための教育のステップです。神との融合によって勝ち得る至福が、その教育の完成です。22/11/70



　＊狂気

ヨガを行うその人の感覚の力が未だ相当に強い場合、その人の感情と熱情をそのままにしてヨガをすれば、悲惨な結果を生むことになるでしょう。その人は狂気に陥り、自分自身や他の人にばかげたことや下劣なことを言ったり書いたりします。

 私は、このように道に迷った多くの修行者を知っています。それゆえ感覚をコントロールし、あなたの中にある感情や熱情をコントロールし、心が外的なものを追いかけさせないようにさせ、寒さや暑さ、悲しみや喜び、得たり失ったりしても平常心でいられる力を得なさい。経典に記されていることや、聖者たちの体験を信頼しなさい。それゆえ何事にも動じない心、忍耐心が、（神と融合するという）大志を抱く者の必要条件だと強調されてきたのです。SSvol10p118



　＊供儀

供儀は人類の安寧の為、神の力を顕現さすために考案されました。供儀は暇つぶしではありません。マントラから発する宇宙エネルギーは供儀の火壇の火から立ち上る炎と共に上昇し、全世界に広がり大気を清めます。19/10/92



    ＊教師

教師はかんしゃくを起こしてはなりません。常に感情をコントロールし、落胆や憂鬱、心の動揺を表に出さない様にすべきです。SSSVol10

  教師は、周りからの試練に立ち向かって行く準備をし、いつも穏やかでなければなりません。万策尽きて子供や親に厳しい話し方をしなくてはならなくなった時も、心は優しさに溢れるようにしておきなさい。偏見や憎しみで心を頑なにさせてはなりません。規則正しく誠実に日々の霊性修行を行うことによって、奉仕という任務をやり遂げなさい。教師は労働時間にこだわってはいけません。必要であれば何時間でも居残って生徒たちの疑問を解き明かし、彼らが課題を完成するのを助けてあげなければなりません。これは教師のダルマです。EHV

   教師は自分が教えることを実践し、自分の教え子に避けて欲しいと思っていることを自ら避けなければいけません。そうして初めて、教師の教えは担任となった者の生活に影響を及ぼすことができます。今のグル（導師）は、自分は欲でいっぱいでありながら、ずうずうしくも教え子に欲を捨てよと忠告します！ 自分は煙草を吸っていながら、教え子に喫煙の習慣を戒めます！ そのようなグルは、誠実に実践することよりも、世間の注目を得ることを気にかけます。サティヤ サイ オーガニゼーションには、どのような優越も誇示しようという気はありません。25/12/70

子供はあなたの振る舞いの細部まで身に付ける能力を持っている、という事実を忘れてはなりません。さまざまな種類の教師がいます。しかし、子供の心理をよく理解している人が良い教師です。子供のハートの言語を知っていることは、さらに重要です。ひとたびそれを知れば、学校でも、家庭でも、どこででも、あなたは必ずや良い教師になります。24/2/91



     ＊競争

私は競争や争いを好みません。これは、賞を取ることや、ランク争いを通じてエゴを助長するからです。ここにいる誰もがプライドが傷つき、落胆することによって自分をだめにしたくないでしょう。失敗や勝利を冷静に受け取りなさい。負けた者がほんの少し努力していたならば、その者が賞を取っていたかもしれないのです。負けた者が一生懸命走ったからこそ､あなたが負けたくないと思い、早く走って勝利を手にしたのです。

 敗者の皆さん！自信を喪失してはなりません。勝ったり負けたりすることに、大きな比重を置いてはなりません。～たとえテストに落ちても落胆し、絶望して自分の命を絶とうなどと馬鹿なことを思ってはいけません。命はもっとこんなことより貴重なのです。あなたが生まれたのは、こんな試験に通るよりも偉大なことのためなのです。勇気と忍耐を持ち合わせていなさい。あなたの知性の一面だけをテストする試験に不合格になったからといってすべてを失ったとはいえないのです。あなたの運命はテストのマークによって決めることはできないのです。それは、人格、意思の力、神からの祝福によって決まるのです。SSvol1p,151



　＊共同体

あなたはあなた以外の人々が幸せでないときに、あなただけ幸せを感じることはできません。あなたは人類共同体の一構成部分なのです。あなたの持っている富を他のものと分かち合いなさい。そうすることにより他の者の苦痛を軽減してあげるのです。SSP34vol8



 　＊恐怖

人生の中で勝ち得た幸せですら、恐怖がついて回ります。恐怖から逃れることは出来ません。ではどうすればよいのでしょう?執着がなければ恐怖もありません。この境地にはどうすれば達せるでしょう?それは、神の近くにいることです。10/9/96

 他の人が存在しなければ、他の人を欺くことを誰もできません。虚偽の原因は恐怖です。他に自分と異なるものがない時、恐怖は存在しません。誰でも他の何人よりも自分を愛します。それゆえ、あらゆる人が自分と同じ自分であるならば、誰でも自分が自分を愛するように、あらゆる人を愛するでしょう。他人に危害を加えないという点についても、すべての人が皆、ただ一人の「わたし神」である以上、誰が誰に危害を加えることが出来るというのでしょう。SSSVol1chp4

 今日世界は恐怖に満ちています。家にいても町にいても恐怖に付きまとわれます。このようにいたるところに恐怖があるのは、人の心に清らかで神聖な想念のないことが根本の原因です。24/5/90

愛を育むに連れてその愛が親戚や友達、社会へと大きくなっていきます。愛というものは、人生の中でこのように膨れ上がっていくものであっていくべきものなのです。p79ANDI

 どんな人に対しても､どんなものに対しても､神を見ることが出来ないとき､そこに恐怖が生まれる。宇宙のあらゆるところに存在する､様々な名前と姿のあるものはすべて五つの元素の組み合わせに過ぎない。そして五つの元素がどんな形をとっていたとしても､それを支え助けているのは神だ。そのことに気づきそれを深く信じるならば、恐怖はその足場を失う。そうなれば恐怖から永遠に解放されるだろう。SGc28

 恐怖に克つというのを、ただ恐れを知らない事と思ってはいけません。この二つは違ったものです。恐怖の状態も､恐怖を知らないだけの状態も自分は肉体だ、という意識と繋がっています。恐怖が無い状態は、例えば自分の身体が傷つけられそうな状況下で、ただ単に不注意だったと言うこともあるでしょう。それに対して恐怖に克つというのは、自分は肉体だという意識を超えた状態です。

  ただ一つの神がすべての人の心の中に至福に満ちておられるという真理を悟るとき､はじめて恐怖に克つことが出来ます。「恐怖に克った者は一度死ぬだけだが､恐怖に捕らわれた者は一歩ごとに死んでいる。」という言葉があります。クリシュナは、「アルジュナ、恐怖を乗り越え、見事に恐怖に克つのだ。」と言っています。恐怖に克った人だけが偉大な勝利に達することが出来ます。本当に恐怖に克った人はこの世のものへの執着をすべて捨てて､神と一つになるでしょう。ところが、自分の肉体のこと事ばかり考え、世間で成功することしか頭に無い人には、いつも恐怖がついてまわります。この世のものに執着し､我欲に捕らわれている限りは､恐怖から解放された人のような悦びはとうてい得られません。SGc28

    人間の心には果てしない力があるのです。そんな力があるのに､自分自身を信じられないのです。何故でしょうか。自分が他のものと違う存在だと思っているからです。自分は神と違う存在だと思っているからです。本当は神は、皆さんの核心として､皆さん一人一人の中にいつもいます。それと同じ神が､宇宙のすべてに満ちているのです。神を深く信じれば怖れるものは何一つありません。

自分の敬う神が、あらゆるところ、すべての人､あらゆる物の中にいて、自分自身の中にもいることが必ず分かるでしょう。そう信じれば､恐怖は跡形も無く消え去ります。～恐怖に打ち勝つ手がかりは、神があらゆるところにいると信じることです。信じられなくなったときに恐怖は大きくなります。自分自身の真実を忘れたときに､心配が起こります。

   ～自分自身を信じアートマに気づけば､感覚を制した人になります。そうした気高い精神を持っていないと感覚を抑えられないのです。その人達は魔物と変わりません。二種類の人間がいます。平安な気持ちで満たされている人と、不安な気持ちで溢れている人です。人間と呼ぶのに相応しい人と､人間とは名ばかりの人です。自分を真の人間と呼ぶに値する人生を歩んで下さい。この神聖な人間として生を受けたという、素晴らしい神様からの贈り物に相応しい高い理想を生きるのです。SGc28



    ＊清らかな心

    現代のあらゆる不安を取り除き、永遠の真実に立脚するためには、新しい社会秩序や新しい社会は必要ではありません。新しい宗教や新しい手順が必要でもありません。たった一つ必要なものがあります。清らかな心を持った人々を欠かすことはできません。清らかな心を持った人々が居れば、一国全体が神聖なものとなり、繁栄が約束されます。その国には純粋さと品格が存在するので、これらの高貴な魂の持ち主たちは栄えることができるのです。

   心の純粋さと品格が輝きを発するためには道徳心が必要です。霊性の存在しない所では道徳はすたれてしまいます。霊性という土台の上に道徳の壁を築き、道徳という壁の上に純粋さという屋根を葺かなければなりません。それが人生の手順です。壁を築くだけでは充分ではありません。土台を作るだけでも不十分です。屋根まで葺いて初めて人生は完全なものとなるのです。言い方を変えれば、自信が土台で、満足が壁、犠牲が屋根で、自己実現こそが人生であるのです。22/7/94

    今、私たちに必要なのは、新しい種類の社会でしょうか？ あるいは新しい憲法制度でしょうか？ それとも新しい教育制度でしょうか？ 実は、そのいずれでもありません。今日、人間にとって必要なものは、心（マインド、思考）の清らかさです。17/4/78

   シャウチャ（清らかさ）には二種類あります。外的なものと内的なものです。外的な清らかさは水と洗浄剤で達成することができます。しかし、体の清らかさとは別に、日常生活では、自分が着る服、食べ物、住む場所、読む本等々の清らかさも確保しなければなりません。体の各部はすべて完全に清らかでなければなりません。これは完全な健康を保つために必要であるのみならず、至福の状態を楽しむためにも必要です。あなたの周囲の環境も清らかに保たれていなければなりません。

内的な清らかさに関しては、心（マインド）が悪い思考や悪い欲望、執着心や嫌悪感によって汚されていないかに注意しなければなりません。心を善良で神聖な思考で満たそうと努めなければなりません。否定的な思考、悪い思考から抜け出すためには、愛、親切心、慈悲、堪忍、同情心といった性質を現さねばなりません。3/9/89

    清らかさ」には二種類あります。一つは外側の清らかさ、もう一つは内側の清らかさです。私たちが着る服は清潔でなくてはならず、私たちが使用する本はきちんと整った状態でなければならず、私たちの住む場所とその周囲の環境は清潔で衛生的でなければなりません。私たちは自分に関係するすべてのものに対して清潔さを保たなくてはなりません。規則正しく入浴すれば体は壮健でいられます。私たちは早朝に歯を磨き、舌の汚れを除去します。そうすれば口を清々しい状態に保てます。口は体の入り口です。ですから、口が清潔に保たれれば、体は健康でいられます。体が良い状態であれば、心も健全でいられます。大方の場合、心の健康は体の健康によるものです。

内側の清らかさとは何を意味するのでしょう？ 私たちの思考、想像力、欲望は、清らかで神聖なものでなければなりません。何かに関る前に、その良い点と悪い点をよく考えなければなりません。決して他人を害する思考を抱くべきではありません。利己的な要求と結び付いた思考は抑制しなればいけません。つねに、理想的で高潔な行いを考えなさい。皆さんの思考は、他の人々から模範とされる価値のあるものであるべきです。心というものは思考の束です。ですから、あなたの思考が悪いものであれば、あなたの心も悪いものだと考えられます。24/2/91



　＊議論

いつも他の人の意見や、他の人の見方を尊重しなさい。少しの意見の相違で人と言い争いしてはなりません。その人が正しくあなたが間違っているかもしれないのです。その議論によっては、彼の方がその件についてもっと知っているかもしれないのです。又、あなたもその人もその件に関しては､偏見を持っているかもしれないし、双方ともあまり知らないことかもしれないのです。又、彼との意見の違いは個人的な嫌悪に結びつかないことも覚えていなさい。GAp129



　＊空想

空想はあなたの心の力を吸い取ってしまいます。大学にいる間は学業にひたすら集中しなさい。非現実的な空想上の願いを一切持ってはなりません。現在こそ最も重要です。24/5/92



    ＊苦行

   何人もの女性が重い心で私のもとにやって来て言います。 「スワミ！ 夫の死により、私は深い悲しみと苦悩にさいなまれています。どのようにしてこの苦難に耐えればよいのでしょう？」そこで私は「あなたの夫が亡くなったのですか？ 私はとても幸せです」と言います。彼女たちは私の態度をとても悲しく思い「どういうことですか、スワミ？ 私の夫が亡くなったとお聞きになって、そんなにスワミは幸せなのですか？」と言います。しかし、私は何と言ったらよいのでしょう？ 私は常に幸せなのです。私は悲しみとは何かを知りません。私は常に私の義務を果たしているのです。神はすべての人を守る唯一の者です。ですから、常に神に祈りなさい。神を忘れ、人間の慈悲に頼るとは何という狂気でしょう！皆さんは人生のすべてを神に頼らねばなりません。それが本当のタパス（苦行）なのです。6/9/04

    タパスとは、まず、心の中のあらゆる不純な想いを取り除くことを意味します。タパスとは、実際的には、想いと言葉と行動を一致させることです。私たちの想いと言葉と行動を調和させることです。私たちの心に浮かんだ想いを、ありのままに言葉で表現し、それを忠実に行動に移すこと、それがタパスの意味するところです。このような意味において、想いと言葉と行動が調和して、一致している人こそがマハトマ（偉大な魂）であるという諺があるのです。KSH



　＊薬

あなたは、食事をとって楽しんでいると思っているのでしょうが、実はそうではなくて薬を摂っているのです。のどが乾くことも病気の一種です。冷たい水を飲むことによってのどの渇きという病は癒やされます。同じように人の６つ敵である怒り、羨み､嫉妬、エゴ､嫌悪そして傲慢も病気の一種です。

  それらに対しては、いくつかの行為が薬となります。あなたは、自分でいろんな行為を楽しんでいると思っているのでしょうが、実はそれも病気なのです。あなたが自らの内におられる神を見つけるまで、それらの病に冒し続けられ、苦痛を受けるのです。DGBGp, 29

  神の恩寵に全託することを決意しなさい。そうすれば、あなたは今この瞬間から病気と無縁になります。薬に対する信頼を神への信念に置き換えなさい。錠剤や水薬を服用している人が大変多いので私は驚いています。祈りと霊性修行に頼りなさい。ジャパムと瞑想に頼りなさい。祈り、ジャパム、霊性修行、瞑想はあなたに必要なビタミンです。それらによってあなたは元気を取り戻します。SIP1-20

 薬に頼りすぎる事は、有害です。あなたが持っている自然の回復力で精一杯病気と闘って、あなたの体調を回復させなさい。自然療法の原則をより多く取り入れ、医者のあとを追い回すことを止めなさい。汚染された空気と水は有害なウイルスや細菌で満ちているので出来るだけ避けなさい。SS3/80



　＊口

心を開いて口を閉じなさい。今日、人はまったく意味のないことを話しています。人々の心は､嫉妬、高慢、妬み、等で一杯です。私はあなたが心を拡げ、これらの心を汚す感情をすべて無くし､口を閉じる事を望みます。人生を奉仕に捧げなさい。神をあなたの究極の目標としなさい。これが私の言う「手は社会の中に､頭は森の中に」という言葉の意味するところです。STPSp32



＊苦痛

苦悩の原因を調べれば、すべて無知から来ていることに気づくでしょう。それでは、無知の原因は何でしょう。無知の原因はエゴです。エゴとは何でしょう。それは執着です。それでは、執着とは何でしょうか。執着とは肉体意識です。

このように苦しみは、人が自分を肉体と同一視する肉体意識が原因なのです。一方で、人が自分で感覚をコントロール出来ているとき、肉体的にも精神的にも幸福でいることが出来ます。苦しみは、祈ることと、霊性の道を歩むことによってのみ取り除くことが出来ます。あなたが、自分の感覚の赴くままに行動するならば、感覚は日ごとに強くなり、最終的にあなたは感覚の奴隷となり人間とは呼ばれなくなります。STPS2p32

    私たちのあらゆる苦痛と悲しみの原因は何でしょう？　私たち自身の、善からぬ 不浄な想いが、私たちの苦痛と悲しみの原因です。KSH

    苦しみは、自分自身の過去の行いと、自分自身の心の傾向に原因があります。ですから、人に非難を浴びせるのは間違いです。けれども、喜びと苦しみはどちらもその大元は神であり、神の意志がなければ一本の草さえ風になびくことはできません。そうです。もしこの真実がしっかりとハートに根付くなら、人は解脱という比類なき至福を得ます。すべてのものは神が与えるものであり、何であれ私たちが得るものは神の恵みです。あなたが得たものが良いものか悪いものかを判定する権利は、あなたにはありません。4/4/73

   一つひとつの国は、神の体の一部分です。神は、創造世界のはるか彼方で起こった、ほんのわずかな痛みや感覚さえも、意識しています。なぜなら、それも神の体だからです。神は宇宙の主（ローケーシャ）です。神はあらゆる行為の内に秘められている源泉です。このことを信じ、すべてに対する大きな愛（サマラサ）を培いなさい。自分が愛を手放したり、ダルマから逸脱したりしないよう気をつけていなさい。ダルマに堅く立脚してアルタ（現世利益）を得なさい。そして、常に唯一つの願いを抱いていなさい。それは解脱（モークシャ）を得るという願いです。30/4/61

 あなたが自分の苦痛を取り除くために神の恩寵を切望しているのと同じぐらい、私はあなたの苦痛を取り除きたいと切望しています。それはあなたは気付いていませんが、私はあなたの苦痛を感じることが出来るからなのです。4/3/62

   苦痛については諦めなさい。すべては神があなたのために仕組んだことなのです。苦痛を通じてあなたの利己心を無くすことが神の意図なのだ。ｐ344サイババは世界の危機を救う

 あなた方は、なぜ私のダルシャンを得た後も苦悩を経験しなければならないのか？と思う者もあるだろう。それは、いくつもの前世で積み上げたカルマを支払っているからなのだ。~私のダルシャンを得た後、次の世で良い人生が待っている。良い人生であれば間違いを犯すことはない。そして、間違いを犯さなければ、再び生まれ変わることも無い。これは単純明解な真理なのだ。P260ANDI

  私は人間に四分の三の幸福と、四分の一の苦痛を与えている。～私は時々、人々に少しだけ苦痛を与えます。そうしなければ人々の心は、神のほうに向かないだろう。このことを理解せず、人は神をののしるのだ。P, 298 ANDI

 自分の苦悩は神のせいではなく、苦悩の唯一の原因は自分自身であり、苦悩の原因は他の誰のせいでもないこと。そして自分自身が苦悩の原因を作り、その報いを受けていること。自分は思いのままに未来を形作ることができることを人が実感認識出来た時初めて、彼はより堅固な足取りと、より明瞭な心を持って神に近づくことが出来るのです。3/90

 何事であれ、嘆きが何かの役に立つでしょうか?一切は過ぎ行く雲。永続するものは何ひとつありません。では何故損失を嘆くのですか?何かを失った故に、心を乱すのを辞めなさい。それが化身の教えです。これから起きるかもしれないことについて悩むのを止めなさい。

 どのような苦痛があろうとも、その後に喜びが来ます。喜びは二つの苦しみの間にあるのです。このことを念頭において暮らしなさい。日々の生活で出会う些細な苦痛は愛によって乗り越えられることが出来ます。ひとたび愛をつちかうならば、あなたはいかなる困難をも克服することが出来るのです。神の恩寵を得るために努力しなさい。14/8/90    

 何が起こっても悲しみに打ちのべされてはなりません。すべての苦しみの後には喜びがくるのです。喜びは二つの苦しみの間にあるのです。このことを肝に銘じて人生を歩んでいきなさい。SS9/1990p,230

あなたが面している苦しみの原因は、あなたの感じ方と受け止め方によるのです。あなたが一旦所有物を手放せば、所有者としての思いは消えるでしょう。非執着という原理を理解しなさい。

あなたは夢を見ている間や熟睡している間においても、執着心や何かに取り込まれている、という思いを抱いてはなりません。もしあなたが目覚めている間に何かに執着すれば、それはかすかな姿をとって夢の中や熟睡時にあらわれるのです。DBGp76

 人類を縛っている一番大きなことは、人類が自分の本質を知らないということです。人が自分自身を真に知らない間は苦しみから逃れることはできません。人が苦しみを持っている限り、至福を味わうことは出来ないのです。SSN夏95p2

 楽しみと苦しみは常に同時にあり二つを分け隔てることは不可能です。誰もそれを出来ません。もしあなたが苦しみから自由になれるとしたら、それは喜びであなたを満たすことなのです。ＳＳＮ夏95ｐ３

苦行とは自分が神と別れてしまっていると感じるときの辛い気持ちのことです。神と別れているという苦しみがあれば、何時どこにいてもそれは苦行をしているのです。

 苦しみを感じながら神を熱烈に求めていけば､三つのグナの魔力に捕らわれなくなります。その時、三つのグナは融け合って一つになります。～それが出来れば､言葉に尽くしがたい大いなる悦びがやってきます。本当の苦行とは､三つのグナが融け合って､永遠の悦びとなることを言うのです。～そうなれば、どんな苦しみも悦びに変わります。生命の力と精神の力を、苦行と悦びに変えることが出来るのです。SGc11

 私のものという気持ちのあるところに苦しみが起こります。その気持ちが無ければ何ものにも捕らわれることはないし、苦しむこともありません。束縛、苦しみ、悲しみのすべては、私、私のものという気持ちからおこります。～この世のものを捨ててしまわなくても良いし､行為を止めてしまう必要もありません。執着を捨て、世間と自分の行為に対する執着を捨てればいいのです。SGc12

 あなたは私が理由もなくあなたに痛みを与えると思いますか。あなたが今楽しみに対して心を開いているように、痛みにも心を開きなさい。というのもその痛みは私の意思であり、あなたのために私が与えたものであるからです。痛みを歓迎することをあなたの課題としなさい。

それから逃げてはいけません。内を向いてそれに耐え、そこから恩恵を受ける力を引き出しなさい。それらは全て私が計画したことなのです。願いが叶えられないという苦しみを経て、私の声を聞くことを切望するようにあなたをし向けているのです。私の声が聞こえれば、あなたのエゴや心も消え去るのです。サイババと精神科医c16



　＊国を守る

人々は今、国を守ることについて議論を交わしています。実は国を守る必要はないのです。もしあなたが、真理とダルマを重んじれば国は自動的に守られるのです。SS12/1993p, 314

  バーラタの統治者たちは、王位に就くために暴力や不正な手段に訴えたことは決してありませんでした。「サティヤム ヴァダ、ダルマム チャラ」（真実を話し、正義に従う）。これは古のバーラタ人の二つの基本的な教義です。彼らはその二つを自分の二つの目と見なしていました。今日では、その規則は逆になっています。「真実を葬り、正義を封じる」となっているのです。今は偽りの時代です。非正義が主だった道徳律となっています。こうした傾向のせいで、今日のバーラタは無秩序の餌食となっています。

　一人ひとりが、真理と正義を実践し、真理と正義を守るべきです。これはバーラタの国民一人ひとりが必ず果 たさなければならない義務です。これはバーラタの国民一人ひとりが国家にしなければならない奉仕です。国は武器や最新の兵器によって守られるものではありません。もし、人々が真理と正義を保護するなら、真理と正義が国と世界を守るでしょう。23/11/94

     サティアとダルマ（真実と正義）はインド文化の最もすばらしい特徴です。もし、この２つが守られるなら、国は堕落から免れることができます。もし、皆さんが自分の国を守りたいのなら、軍隊に加わり戦う必要はありません。皆さんが生まれながらにしてもっている真実と正義が保護されるなら、それ自体が国を守ります。戦争で敵を殺すことは偉大なことではありません。まず第一に、皆さんの中にある真実と正義を守りなさい。国は自動的に守られるでしょう。

    インド文化は「サティアム ヴァダ」（真実を話すこと）と「ダルマム チャラ」（正義を実践すること）を奨励しています。ねばり強くこれを行えば、皆さんは偉大な英雄になるでしょう。あなたがサティアとダルマを守るなら、その見返りに神があなたを守ってくれます。神を礼拝し、神の恩寵を手に入れようとする代わりに、もし、あなたが真実と正義を守るなら、神はあなたの国だけではなく、世界全体をも守ってくれます。真実はあなたの命の息吹そのものです。正義はあなたの鎧です。ですから、真実を守り、正義を育みなさい。それで十分です。真実と正義は切り離すことはできません。片方なくして、もう一方が存在することはできないのです。6/9/04



    ＊グニャーナ

    現代人は、肉体の姿だけに重きを置いているため、自分の本性を認識できずにいます。人間は推論する力を失ってしまいました。自分を人間と呼ぶからには、人間らしさの独自性を認識することは、人の義務です。人は、ただ単に人間として生まれたから、あるいは、教育を身に付けたからといって、人間と呼ばれることはできません。実際、学位には真の人間らしさは見つけられません。鳥や獣でも、芸を教えられれば、人間のまねをして素晴らしい芸を演じることができます。ただ単に美辞麗句を連ねること、聖典の言葉の引用を人に話して聞かせることで満足しているのは、人間として誉められたことではありません。真の人間らしさは、生活の中で理想を実践し、他の人々に模範を示すことにあります。人に説く前にまず自分で実行していない人には、他人に理想を説く権利はありません。人間は計り知れない神聖な力を持っています。人間は、単に人の肉体をまとっている者（デーハダーリ）ではありません。人間は、ヴィグニャーナ（高次の英知）、プラグニャーナ（絶えざる統合意識）、スグニャーナ（識別する知識）を授けられています。それゆえ、人間はこれら知識の高次の形態を正しい道に方向付けることができるはずです。何よりもまず、人は「グニャーナ」の真の意味を理解しなければなりません。おびただしい数の本を読むことで得られる知識がグニャーナである、と考えている人々もいます。いいえ、そうではありません。真のグニャーナとは、人間の神我〔アートマ〕から出てくる知識です。それは、体験されるもの、他の人々に教えられるものです。最終的に、それは、自分は大きな恩恵を受けよう、悟りを得ようと、努めるようにさせてくれるでしょう。人は第一に「人間性」という言葉の重要性を認識しなければなりません。人間性は人の神我から現れ出ます。人間性は、教科書を読んだり他人の話を聞いたりして手に入るものではありません。11/4/05

    皆さんは、折に触れて新しい技術や仕事に適応する必要があるかもしれません。今、世界は驚異的な変化を経験しています。そういった変化の一切は、皆さんには関係のないことでしょう。とは言うものの、皆さんは世界中で起きている科学と技術の急速な変化に対処するために、現代知識の様々な部門を身に付けるよう求められています。けれども、それらは真のヴィッディヤー〔学識、高次の知識〕ではありません。真の教養とは、それによって人が自分の本性を悟ることができるものです。アヴィッディヤー〔ヴィッディヤーでないもの〕はアヴィッディヤーを生みます。ですから、世俗の教育を追及しても偉大にはなれません。人はヴィッディヤーとアヴィッディヤーを識別する努力をしなければなりません。ヴィッディヤーとは、人が論理的に考える力と識別力を深めて、真理を悟ることができるようにさせるものです。一方、アヴィッディヤーは、言葉を無分別に使ったり、無益な議論をしたりさせるものです。さらに、人は実践で得る知識を身に付けなければなりません。それによって体験を手に入れることができます。そうして得た体験は他の人々と分かち合うことができます。実践で得た知識と体験は、人に力を与えてくれます。けれども、その力を単なる身体的な力と解釈してはなりません。それは電線の中に隠れている電気エネルギーのようなものです。送電線の中に電気エネルギーが存在するように、人間の体の中にはエネルギーが隠れており、それは様々に現れます。そのエネルギーは、読むこと、書くこと、歩くこと、話すこと等といった様々な目的のために役立ちます。けれども、そのエネルギーには形がありません。にもかかわらず、そのエネルギーは頭から爪先まで人間の全身を巡っています。このエネルギーを引き出すことによって、アグニャーニ（無知の人）はグニャーニ（英知の人）となることができます。11/4/05



    ＊クリシュナ

実際にはクリシュナはいつ生まれたのでしょうか？　クリシュナはキリスト紀元前３２２８年７月２０日、午前３時に生まれました〔インドでは日の出とともに日付が変わるため、日本での日付は７月２１日となる〕。今年は２００１年ですから、今日クリシュナは５２２９歳を迎えることになります。吉祥なるシュラーヴァナ月の、バフラパクシャ（月が満ちていく２週間）の、アシュタミの日（月の相の第８日目）、ローヒニーの星の下、聖なる幼子は誕生しました。このアシュタミとローヒニーの組み合わせは、多くの驚くべき出来事を引き起こしました。11/8/01

    あなたは宇宙万物に対して、同砲意識と愛を培わなければなりません。全宇宙があなた自身の心とつながっているという確信を持ち、そのように感じるようでなければなりません。クリシュナ神はアルジュナに宇宙普遍相と呼ばれる神の普遍的な姿を見せました。私たちがこのことの意義を理解しようと努めれば、全宇宙が神に包まれていて、宇宙全体が神の中のみに存在することに気づきます。

　 アルジュナはクリシュナに何を見たのでしよう？　クリシュナの姿の中に、アルジュナは、すべての海洋と、すべての山々と、すべての生き物と、そして全宇宙を見ることができたのです。宇宙万物が神のみの中に存在しているために、宇宙は本質的には、神と同じものであるということになります。

　もしあなたが、クリシュナ神はあなたのものであると感じるとすれば、あなたは、神を自分の心の範囲内に閉じこめようとしているのであり、それは賢いことでもなければ、正しいことでもありません。正しい態度とは、あなたが神のものであると感じることです。もしあなたが、神はあなたのものであると感じているとすれば、それはまったくのエゴです。ところが反対に、あなたが、自分は神のものであると感じるのであれば、それは純枠な「パラ＝バクティ」、すなわち帰依心の高次の形です。KSH

　クリシュナは言いました。 「ラーデー、私は宇宙の主だ。何でも欲しいものを願いなさい。すぐにそれを授けよう」 ラーダーは答えました。「あなたから欲しいものはありません」 クリシュナは言いました。 「私の愛さえ欲しくないというのか？ 」 すると、ラーダーは「私は自分があなたを愛していることを知っています。あなたが私のものであることも、この先ずっと私のものであることも、永遠に私のものであることも知っています。あなたが私を愛していようと、愛していまいと、それは問題ではありません」 クリシュナは、初めてひざまずくと、母なるラーダーの手を取って言いました。「ラーデー、私は自分の全創造において、今、初めて自分の帰依者からあるものを受け取った。それは無条件の愛である」 と。  サイギリダール氏へのインタビュー



    ＊クリスマス

飲酒は非常に破滅的で有害な習慣であり、いったんボトルを取り出すと、人はそのボトルに捕えられて逃げ出せなくなります！ 最初は人がワインを飲んでいますが、やがてワインがもっともっととワインを飲み始めます。そして、ついにワインが人を飲み込んでしまうのです！ 人は飲酒に溺れて沈んでしまいます。酒は人の人間性を破壊します。そうであれば、どうして酒に人の神性を育むことなどできますか？ 人は神の祝福の中で踊るべきです。そうする代わりに、人はその有毒な代用品としての官能的なダンスにふけっています！ あなたのハートを清らかにし、あなたの行為を聖なるものにし、あなたの感情をすべての人のためになるものとしなさい。これこそが、キリストの誕生を祝う一番の方法です。24/12/72



    ＊グル

すべてのグルと呼ばれている人を誠実という試金石で試しなさい。単に言葉の上だけではなく、実際の行動上で各々がどれくらい煩悩を捨てているか御覧なさい。試した上で、彼らの忠告を受け入れ、それをあなたの日々の行為に取り入れなさい。重要なことは、実践であって学識ではありません。真善美pt2p115

    すべての人は、あらゆる場面で、次のように考えていかなければなりません。

「私は動物ではない。私は悪魔ではない。私は人間である。私は人間らしく振る舞っているか？ それとも、動物の性質や悪魔の性質を示しているか？」

この種の内省を実践するなら、他にグルを探す必要はありません。その秘訣を知った瞬間にマインドがグルになります。皆さんには教科ごとに別の教師がいますが、「マインドを支配している者」は、他に教師を必要としません。どんな仕事をするときも、それを行う前に識別力を用いなければいけません。1/12/84



    ＊苦しみ

    私たちは生命のこの世における滞在期間中、自分は神であるということを充分に感じながら生きなければなりません。わかりやすくいうならば、もしあなたが探求するならば、苦しみが入り込む余地が無いことがわかります。いかなる悲しみも入り込む余地はありません。

   実際、至福はあなたの中にあります。物質的世界と感覚的喜びのために、あなたは不幸になっているのです。あなたは得をしても損をしても、また幸せでも不幸せでも心の平静を保つべきです。私たちの心は喜びや苦しみに反応します。自分たちの欲望が満たされないとき悲しくなります。そして、その欲望が満たされたとき、あなたは至福に浸ります。決してあなた自身を喜びや悲しみの奴隷にしてはいけません。あらゆること、そしてあらゆる目的には真理の原理が働いているのです。真理の点からあらゆるものが創造されるのです。あらゆる創造物は真理に帰融します。15/7/01

    私たちは、この世であらゆる苦しみと悲しみを目撃します。しかし、そのどれ一つとして永久に続くものはありません。どんな苦しみの日々も、必ずその後には喜びがやって来ます。喜びの体験は、先立つ苦しみによって純化され、いっそう強められるのです。金をるつぼで溶かして精錬するように、苦しみは後に続いてやって来る喜びを神聖化します。1/1/98

    人間性とはすべての行為の結果を放棄することにあります。人に苦しみをもたらすものは、結果への期待です。人が被るこうしたあらゆる苦しみは、神によって与えられたものではありません。それは自分自身の愚かさの結果です。起こることはすべて自分にとって良いことだと考えるようにしなさい。そうした前向きな思いで人生を歩むなら、悲しみが隙き入る余地はなくなるでしょう。15/1/08

    問題が起きたとき、問題のことを考えてはなりません。ただ『これはすべてアニッ ティヤム(非真実)だ。それはこの世の次元に属していることだ。私はこれをすべて超 越している』と考えなさい。そして、私の名前を唱え続けなさい。そうすれば、私はそ れに立ち向かう強さをあなたに授けましょう。ラニマーへのインタビュー

    私たちは、この世であらゆる苦しみと悲しみを目撃します。しかし、そのどれ一つとして永久に続くものはありません。どんな苦しみの日々も、必ずその後には喜びがやって来ます。喜びの体験は、先立つ苦しみによって純化され、いっそう強められるのです。金をるつぼで溶かして精錬するように苦しみはその後にやって来る喜びを神聖化します。1/1/98

    すべての人は真理を起源としています。人は真理によって維持されています。そして、人は真理に帰融します。人は真理の化身です。すべての人が真理を認識するなら、全世界に真理が浸透するでしょう。今、人が探し求めるべきものは喜びではありません。また、悲しみが人の目標なわけでもありません。人は喜びや苦痛の原因を自分の支配下に置くべきです。喜びよりも苦しみが人の英知を呼び覚ますのです。もし、偉人の生涯を研究するなら、困難と苦しみから英知を見出したことがわかるでしょう。悲しみがなければ英知はもたらされません。苦しみこそが、人に多くの賢明な教訓を与えてくれるのです。

   この深遠なる真理を悟ることなく、人は際限なく喜びを追い求めています。人が幸せになる必要があるのは当然のことです。しかし、幸せはどのようにして得ることができるのでしょうか？ 人は、悲しみを克服して、初めて幸福になることができるのです。ですから、人は誰もが、幸福を迎えるのと同じ気持ちで悲しみを歓迎すべきです。1/1/98



    ＊車

あなたはいつも神を思いながら、そして、もう一つ、死という事実も頭に入れながら生きていなければなりません。体は車であり、あなたはそれに乗って死へと向かっています。車に乗っているとき、あなたはいつ死と対面してもおかしくありません。木、トラック、水路、ぬかるみが死をもたらすこともあります。死というものを覚えておきなさい。時間は毎瞬失われていくということを覚えておきなさい。そうすれば、あなたは、だらだらとおしゃべりをしたり、無駄に物事を追い求めたり、悪ふざけをしたり、品のない娯楽に興じて時間を無駄にしようとはしなくなるでしょう。同じ道にいる他の人たちが何か必要としていないかどうか十分注意を払いながら、車に乗って慎重にゆっくりと進んでいきなさい。貪欲に他の車を追い越そうとしたり、スピードを競ったりしてはなりません。車と道に設けられている制限を知りなさい！ そうすれば、事故に遭うことはなく、あなたの旅は、あなたにも、あなた以外の人々にとっても、幸せな体験となるでしょう。26/19/63

人間の体は大きな目的のために与えられています。それは内なる神を悟ることです。もし、よく走る完全装備の車を持っているとしたら、あなたはその車をガレージにしまったままにおくでしょうか？ 車は本来、出かけるためにあります。車に乗って、出発しなさい。それでこそ、車を所有している価値があるのです。これは体に関しても同じです。ゴールを目指して前進しなさい。ゴールに到達するため、進んでいくために、体、五感、理智、心（マインド）という道具の使い方を習得しなさい。20/6/66



    ＊経営

お金それ自体を目的として追求することは、人々をひどく貪欲にしてしまいます。多くの農民が、もっとお金を稼ごうとして現金作物に転換しています。これは私たちが担うべき経営の類ではありません。私たちは「人間経営」（マン・マネージメント）に関わらなければいけません。人間の真の研究対象は人間です。人は、思考と言葉と行動において純粋であることを学ぶべきです。これは最高の美徳です。私たちには、スローガンを書く専門屋、演壇で演説をぶる人、イエロー・ジャーナリスト〔低俗で感情や情欲を煽り立てることを書いて読者の目を引こうとするジャーナリスト〕は要りません。私たちには、高潔さと人格を具えた経営者と指導者が必要です。経営学の学校が目的とするのは、そのような指導者たちを生み出すことであるべきです。それらの課程はインドの文化と価値観に基づいたものであるべきです。

製造、経理、財務、人事といった他の経営の側面に関する課程と共に、私たちは「インド的エートスと価値観」の課程を持つべきです。私たちは国が根本的に必要としていることに集中すべきです。目的を果たすためには、私たちのプログラムは自分たちの人材と実務能力に基づいたものであるべきです。さらに、私たちは、霊性を伴う道徳をビジネスや他の領域に結び付けなければなりません。

世界には数え切れないほどの経営学の学校があります。そこでは経営学修士号（ＭＢＡ）が与えられます。私はこれがインドにとって相応しい課程であるとは考えていません。ＭＢＡの代わりに経営科学修士号（ＭＢＳＣ）を与える国もあります。私たちの大学では、人間経営学修士号（ＭＭＭ、マン・マネージメント修士号）とすべきです。私たちの学生は、幅広い視野を養い、誠意と献身をもって社会に貢献できるよう備えるべきです。そして、道徳的な模範となり、国の発展のために働き、貢献することによって、国に名誉をもたらさなければいけません。21/8/86



    ＊計画

永遠なる果実にいつも集中していなさい。それは普遍的で、霊的なものです。それより劣る目標を追いかけてはなりません。世界にダルマを復興するための神の計画に沿うように、心を活用しなさい。あなたの取るに足りない知性を使って、いったい何が計画できますか？4/10/62



    ＊刑期

    クリシュナは自分の住まい〔肉体〕を発つとき、ダルマラージャに、喜びや悲しみにさいなまれたときに読むようにとメモを渡していました。そのメモにはこう書かれていました。

「これは長くは続かない。これは心の動揺を静める一つの方法です。人は刑に処せられてこの世にいる」

この世での生活を自分に課せられた必須の義務であるとしてとらえなさい。今、あなたは過去生で犯した罪のために、刑に処せられてこの監獄にいるのです。料理、水くみ、薪割りなど、総監は様々な義務を課します。あなたは自分に課せられた仕事を何の見返りも求めずに、自分の能力の最善を尽くして行わなければなりません。もしあなたが良く振る舞い、問題を起こさず、異議を唱えることなく自分に課せられた義務を行えば、何日か刑期を減らされて、この人物は信頼できる善人であるという証書と共に、はやく釈放される可能性もあります。そうした態度は、あなたに無私無欲の行為（ニシカーマカルマ）の実践を授けます。これは五感を抑え込むのに大変役に立ちます。26/10/63



　＊芸術

今日芸術という語は真の意味を失いました。真の芸術は、ハートの発露でなくてはなりません。芸術的表現はハートにあるものを表現しなくてはなりません。音楽、絵画、ダンスなどの全ての芸術は、神聖な行為として培わなければなりません。17/11/95



    ＊携帯電話

今、どこを見ても、人々は映画やテレビ番組を見たり、映画音楽を聴いたりして時を過ごしています。その上、性別や社会的な地位にかかわらず、ほとんど誰もが携帯電話を使っています。人々は携帯電話で誰かと話すことで多くの時間を無駄にしています。見ず知らずの人とさえ話をしています。娯楽メディアの激増と分別のない携帯電話の使用のせいで、人は自らの価値を失ってしまいました。携帯電話の悪用で、人は頻繁に深刻な問題に陥っています。特に若い世代がそうなっています。携帯電話は、ほとんどの場合、適切な使い方をされるよりは、悪用されています。

私は皆さんに、特に青年男女に対して、自分の携帯電話の番号を人に教えないよう忠告します。人に教えると大きな危険に直面することになるからです。携帯電話の使用は避けるようにしなさい。たとえ携帯電話を買ったとしても、分別なく人に番号を教えてはなりません。中には絶えず何時間も携帯電話で話をし続けている人たちもいます。これはまったく間違っています。そうすることで、皆さんは罪を犯すことになります。一度人に携帯電話の番号を教えてしまえば、人はあなたに電話をかけてきます。あなたは最初はそれを嬉しく思うでしょうが、しばらくすると、相手は頻繁に電話をしてくるようになります。それによって不必要な接触がなされるようになります。最終的に、電話の相手はあなたを誤った方向へと引き込み、あなたの人生を駄目にしてしまいます。初め、相手は「私はあなたの友人だ」と言ってきますが、友人関係はだんだんと恋愛関係を築くことへと通じていきます。あなたは惑わされ、ついには厄介な問題に陥ることになるのです。ですから、そうした不必要な接触に付け入る隙を与えてはなりません。いつも神の御名を黙想しているか、良い本を読んで時間を過ごすようにしなさい。22/11-09



    ＊劇

あなた方が心に留めておかなければならないことは、今も、そして、将来も、困難がスワミに影響を及ぼすことはできないということ、そして、すべては私の劇の一部であるということです。

神にはこうしたことも起こります。それらは来ては去ります。私はそれらに注意を払いません。神はどう働くかということを示すもう一つの例があります。私がこれほど長い間ここに立っているという事実、それ自体が奇跡です。両脚は限界に来ています。かなりの痛みがあります。しかし、あなた方に話をする喜びに浸っている時、私はその痛みに気づきません。それと同じように、あなた方も、あらゆる困難や苦しみにある時、それらから心をそらさなければいけません。この教えを説くために、私は今日あなた方に話をすることにしたのです。26/8/88



　＊解脱

あなたは解脱への扉をたたいているのか、それとも執着への扉をたたいているのか。奥に神がいる扉をたたいているのか、それとも悪魔が潜んでいる扉をたたいているのか。一体誰のところに行きたいのでしょう。誰に救いを求めているのでしょう。誰よりも思いやりのある人、人間の姿でやってきて自ら模範を示している人に求めているのでしょうか。宇宙の母に願っているのでしょうか。

  宇宙の母に食べ物を求めているのか、悪魔に求めているのか、どちらなのでしょうか。皆さんは神様の方を見ているようでも、神そのものを求めてないのです。確かに神様に祈ってはいます。ところが皆さんは取るに足らない物質的なものや、世間のことばかり願っています。願いがかなう木の下にいて、わずかばかりのインスタントコーヒーの素を願っているのです。願いがかなう木に向かって、すべてを超えた摂理を求め、永遠の悦びに満たされるように祈らなければなりません。SGc5c23

 あなたは光です。それと同じ光が、他の人の中にもあることが実感出来るでしょう。意識が肉体から離れ、あなた自身が光そのものとなります。それが解脱です。CWSSBJp260

   誰もがムクティ（解放、解脱）を求めています。いったい誰のために、ムクティは求められているのでしょうか？ 体のためですか？ あるいは、心のため、知性のため、感覚のためですか？ こういった問いが検討されるなら、最初に出てくる答えは、ムクティは心と知性と感覚のために手に入れなければならない、というものです。

    人はまず、心の気まぐれから自分を解放しなくてはなりません。病気から解放されることは、ムクティの一種です。人はさまざまな困難のために心の平安を失っています。その状況を克服して、心の平安を手に入れることは、別の種類のムクティです。飢えの苦痛を取り除くために食物をとることも、また別の種類のムクティです。日常生活の試練と苦難を取り除くことも、ムクティの別の様相です。これらあらゆるムクティは、人間が生きている間に手に入れなければなりません。ムクティは死後に獲得する境地だと想像することは間違っています。

    今、手に入れるべき種々のムクティは、体と関係しています。それらの悩みの種は、人が体に執着している限り在らざるを得ません。それらはすべて、人間の中にある「ネガティブ」な思考から生じています。人が求めるべきムクティは、心の平安です。もし平安が得られれば、簡単に他の一切を手に入れることができます。平安はどのようにして得られるでしょう？ それは神を敬う生活を送ることによって得られます。

   もし、ハートが「ネガティブ」な感情に満ち、マインド〔心や頭〕が「ネガティブ」な思考でいっぱいなら、どんな形の礼拝も役に立ちません。マインドが「ネガティブ」な思いでいっぱいであれば、目や耳や舌といったさまざまな感覚器官によって行われる行為は、すべて汚されます。人間の中の六つの邪悪な性質――情欲、怒り、貪欲、妄想（愛執）、高慢、嫉妬は、深く根を張っている人間の敵です。これら邪悪な要素を取り除いて、そこに良い性質を据えつける唯一の方法は、プレーマ タットワ（愛の原理）を育てることです。ハートが愛で満たされていれば、行うことはすべて「ポジティブ」〔肯定的、陽性、プラス思考、前向き〕なものになるでしょう。あらゆる善い行いは愛から生まれます。サット・チット・アーナンダは愛から生じます。慈悲と優しさは愛から生まれます。あらゆる崇高な人間的価値は、愛にその起源があります。もし愛に満ちあふれていれば、その人は他の霊性修行や儀式的礼拝を行う必要はありません。25/2/98

  解脱は、天から降るものではない。解脱は黄泉の国にあるのでもなく、地上にあるのでもない。それはハートに結び目を作る欲望を除去することによってのみ得られる。～全ての欲望を完全に除去することは不可能です。しかし欲望を必要最低限に抑えなさい。欲望を持たぬ者こそ最も裕福です。常識的な身の回りの必要をまかなう程度の稼ぎは必要ですが、過剰の富は望ましくありません。24/3/93

 解脱の世界に行くには､神の恵みがどうしても必要です。～神の恵みに加えて､自分自身の内なる魂の恵みも必要です。贈り物をあげようと人が思っても、もらう側に受け取る能力が無ければなりません。解脱の世界に進むためには、神の愛と共に、皆さんの修行の成果が現れていなくてはなりません。この両方があってはじめて解脱に達することが出来るのです。SGc23

 村への奉仕をシュリラーマへ捧げる奉仕と見なす時、あなたが得る安寧は経済的にも社会的にも道徳的にも霊的にも高められます。其の時あなたは、特に解脱を求める必要も無くなるのです。村への奉仕それ自体が解脱を保障します。この真理を心に刻み、それに従って日々の生活を実践しなさい。16/2/92

  解脱とは特別に手に入れなくてはならないものではありません。サンキヤダルシャナは、実際解脱に達するために特別の努力は要らないとはっきりと宣言します。人が自分の真実の相を実感認識する時、彼は解脱します。モハ（迷い）をクシャ（滅ぼす）ことがモクシャ（解脱）です。数からみればサンキヤダルシャナは２４の面と神我（プルシャの面）と説明します。真実を極めることが出来るのは、彼がこの２４と２５を越えて上位の心に達する時です。それは神の心であり、神聖です。この段階から照明された心に行くことが出来ます。そこではより上位の心のみを見、他のものは見えません。SS10/93

 人々は解脱について話します。彼らは何から自由になりたいと願っているのでしょうか?家族からですか?富からですか?それとも地位からですか?それらから自由になることはたやすいことです。しかし、解脱とは、身体を自分とみなすことから解き放つことを意味します。身体は単なる道具であり、真の我ではありません。22/10/95

    ダルマ、アルタ、カーマ、モークシャ（人生の四つの目標、プルシャールタ）という人間の責任を果たすためには、健康が不可欠です。最初の三つ、ダルマとアルタ〔富〕とカーマ〔欲〕はこの世に属しています。しかし、モークシャ、すなわち解脱は、この世を超越した世界で訪れるものです。人生の第一の目的、あるいは目標は何でしょうか？ それはカイヴァッリャ、すなわち解脱です。解脱は人間の目標であり、運命であり、人間という存在の神秘そのものです。あなたは重要な地位に就いて、自分が夢見ていた以上の富を得て、責任と権威を有しているかもしれません。しかし、あなたが自分の目的地に到達できない限り、それらは無益です。8/10/83

    解脱を得るための修行は次の三つよりなります。欲望を捨てること。心を無くすこと。絶対実在を理解すること。三つのうちどれか一つだけでは、十分ではありません。本能と衝動は非常に強く、ちょっとやそっとでは鎮まりません。それらは感覚を活発に貪欲にし、人をますます束縛するのです。従って感覚と感覚の背後にあって、それらの活動を促すものを、昇華し征服しなさい。

 心があなたを支配することの無いように、克己心、理性、識別心を培いなさい。心を克服することは、英知の曙の先触れです。感覚はいつ何時、再び鎌首をもたげてくるか分からないのです。特に世間に出て、人と交わる時にはその危険が高いのです。JV

 アートマン、ブッディ、こころは三位一体です。三つが一つに結びついた意識は、わたし、わたしのものという観念を超越します。それを称してアハムと言います。アハムとは意識という意味です。アハムはアートマンの中に微かな実体として住みます。アハムが姿を持つ時、アハンカーラ(小我)となります。アハムとアハンカーラは違うのです。それを理解しなさい。

  アハムを肉体と同一視することによってアハンカーラ（小我）即ち（私、私もの）の観念が生まれます。アハムはアハンカーラを超越します。真我を肉体と同一視することが無くなれば、ヴェーダの大格言アハムブラムマーシミ（私は、ブラフマン）の境地を理解することが出来ます。ブラフマンとアートマンは同一のブラフマンであり、生きとし生けるあらゆるものに遍満する普遍意識をさします。

身体の内にある意識がアートマンであり良心と称されます。良心と普遍意識の違いに注意しなさい。良心は普遍意識を反映しているのです。良心，換言すればアートマンが身体を離れる時それは普遍意識に帰滅し、溶け込んで一体となります。この過程は気球の中の空気が外部の空気にとけこんで一つになることになぞらえられます。これは、多が一に溶け込む過程です。個人の霊はブータアートマであり、遍満する神はパアラアートマです。一つの身体に閉じ込められた神霊は，気球の中に詰められた空気に例えられます。

 個人の霊が肉体への執着を捨て普遍的な愛をつちかう時、身体という制限を越えることが出来るのです。それは広大で無限の愛と一つになります。この帰融を、ムクティ、モクシャ、解脱と称します。最高のこの境地をあらわす正しい呼称はサユージャム（普遍との一体）です。それは川が本来の源である大洋に流れ込んで大洋と一つになることに例えられます。

 ひとたび普遍意識に溶け込んだなら、もはや後戻りすることはありません。個人の霊は普遍となりました。それは、一滴の雨水が大洋に落ちて大洋と一つになることに例えられるでしょう。個人の霊が身体にしがみつき、普遍と分離している限り、生死の輪廻からまぬがれることは出来ません。しかし分離感を捨て、遍満する太霊と一つになるならば生死の輪廻に巻き込まれることはもはやないのです。2/3/92



　＊解脱した魂

神性をそなえた人はブラフマーシュタ，即ち内在のアートマンを憶念してアートマンの至福を享受し、善行をなして生活の一瞬一瞬を神聖化する人です。かれは同一のアートマンが一切のものの内に内在の神我アンタラアートマとして存在することを認識し、利己的な思いを捨て至福に満ちた生活を送る人です。かれは、ブラムマニャーニ、換言すればアートマニャーニ、解脱した魂の持ち主です。

 彼は他の人を尊敬するということは至高の神を尊敬することであり、他の人を傷つけることは、即ち至高の神を傷つけることであるとの真理を自覚しています。このような人は人間の肉体を持って生きつつ、神性さをも体現している人です。25/12/p95

 生きながら解脱した人は、如何なる人にも、如何なるもの、執着を持ちません。執着されることもありません。彼は陽が沈めば静かに横になって休みます。彼は人に認められようとせず。また認められることを避けようともせず、人知れず、人に気づかれず、群衆に交じって生活しています。UVc12

  知性の浄化された人は、鏡を見るように、この世にアートマンを見ることができます。創造主、ブラフマンは、英知を求める者が知ることが出来ます。また、ブラフマンは、そこに到達しようと欲する者が到達することが出来ます。英知を得た者は、ブラフマンを観ることにより解脱します。

 しかし修行をしてブラフマンに到達しようとする者は、死後、ブラフマローカ、ブラフマンの世界へ行きます。彼は、ブラフマローカでヒラニヤガルバ宇宙卵に融合し、ブラフマ神の一代の終わりにヒラニヤガルバと共に解脱します。UVc3

    人類を向上させるために神から遣わされた聖なる救い主たちは、神の本質と完全に一つになっています。彼らは、体験を通して神の荘厳さの本質を知っているのです。彼らは、自分自身の存在の三つのレベルにおいて、はっきりと神を見ています。彼らの肉体からは、神の愛があふれています。彼らの心は、神の愛がほとばしり出ている川です。彼らは絶えず、神の無限の広がりである純粋な愛という究極的な意識に憩っています。SIK　P.106

解脱には三種類あります。サマーディ(三昧)の一種の中で経験されるもの。それから霊性修行をしている人が、突然、稲妻の光のように、明瞭な真理のヴィジョンを見るもの。しかし、そのヴィジョンは徐々に消えて行き、再び普通の生活に戻ります。完全に全託しなければ、解脱が永続する事は出来ません。サイババとの会話p28



    ＊決意

決意すべきことを決意したら、 成功するまでそれにしがみつきなさい。望むべきことを望んだら、望みがかなうまでそれを手放してはなりません。求めるべきことを求めたら、それが得られるまであきらめてはなりません。 考えるべきことを考えたら、 成功するまでその考えを捨ててはなりません。 柔らかなハートをもつ神は、あなたの祈りに負けるに違いありません。 不屈の精神をもちなさい。粘り強くありなさい。 決してあきらめてはなりません。 なぜなら、自分の決意を撤回したり弱めたりすることは、 帰依者の性質では決してないからです。19/8/06



    ＊血縁関係



母親は体力がある限り子どもを養います。子どもも同じように自分の母親を養うべきです。神は、お互いを養い育むために、私たちに人間としての生を授けました。兄弟姉妹といった血縁関係は何のためにあるのでしょう？ 資産や財産分与のためだけにあるのではありません。これらの血縁関係は、愛を育むため、そして、互いに愛を分かち合うためにあります。愛を互いに分かち合う人が、真の血縁です。愛を失ったこの世の血縁関係は無益です。

    丈夫で力のある人は、弱く無力な人を守るべきです。だれか困っている人を見かけたら、その人に思いやりを示し、涙をぬぐってあげるよう努めなさい。これが真の慈愛です。このような慈愛は正義です。それは愛です。私たちが自分の愛を拡大したとき、全世界に幸福をもたらすことができます。ですから、愛を育みなさい。もし貧しい人や病人、困っている人に出会ったら、何であれあなたができる援助を施しなさい。あなたがそのような人々に助けを差し伸べるとき、神は神の愛をあなたに降り注ぐでしょう。神はすべての人間の内に、愛という姿で存在しています。この愛を無駄 にしたり誤用したりすべきではありません。今日、私たちは勝手気ままにあらゆるものに愛を示しています。好ましくないものを愛することによって、私たちは誤った道をたどり、惨めな状況に陥ります。

    外の人には大きな愛を示すけれども、家の母親や父親には同様の愛を示さない人もいます。まず両親を愛し、それから他の人を愛すべきです。しかし、愛を友人や血縁のみに限定せず、すべての人を愛すべきです。そうして初めて、神は神の愛を降り注いでくれるでしょう。道で困っている人や怪我している人を見たら、知らん顔をしてはなりません。どれほど緊急の仕事があったとしても、そうした人の苦しみを取り除くよう努めるべきです。そうすれば、神が自ら直接私たちにエネルギーを注いでくれるでしょう。神よりも大きな愛を与えられる者はこの世にいません。

    私たちはただ神の愛を得るために、バジャンや奉仕活動を行います。神の愛は私たちを大きなエネルギーで満たします。このエネルギーを与えられるのは神のみです。ですから、神を愛し、まさに神の子どもたちである万人を愛しなさい。孤児になる子どももいます。皆さんは孤児たちの苦しみを軽減させるべきです。そうして初めて、皆さんの人間としての生は価値あるものになります。困っている人を見て、何の思いやりも示さずに立ち去ったとします。これより大きな罪はありません。その翌日、あなたが困難に陥るかもしれません。そのときあなたの友人たちは同様にあなたを無視し、あざけるでしょう。それゆえ、他の人を愛し、他の人の愛を受け取りなさい。慈善と親切はダルマ（正義）の重要な一部分です。27/1/07



    ＊ケーララ州

今回、私は必ずケーララ州に行きます。そればかりでなく、今年から、ケーララ州は科学とテクノロジーの分野で発展するあらゆる機会をもつことでしょう。人々は、カルナータカ州とアーンドラ プラデーシュ州のみが科学とテクノロジーにおいて進歩しているという印象をもっています。しかし、ケーララ州はそうした州を追い越そうとしています。この点に関して、（ケーララ州の）首相さえもが、必要とされるあらゆるサポートを行うことを約束しています。ケーララ州は高貴な立場を与えられることになるでしょう。バーラタ（インド）の文化は、「真実を話し、正義を実践する（サッティヤム ヴァーダ ダルマム チャラ）」ことを強く勧めるものです。ケーララ州は、真実と愛、そして正義の地です。だからこそ私は、今年必ずケーララ州を訪れるつもりです。ケーララ州の人々は優しい心の持ち主です。彼らは愛にあふれています。政治の世界では、言っていることと行っていることが異なっています。霊性は、思いと言葉と行動の一致を強調します。まもなく、ケーララは理想の州となるでしょう。ケーララ州は多くの点で一位 に立ちます。モンスーンさえも最初にケーララの地に訪れ、そのあとで他の州に広がっていきます。そのような地は、神にとってもいとしいものです。人は神の臨在をケーララの地で体験することができます。21/8/02



　＊結婚

結婚はあなたの人生そのものであり、終生共にすべきであって２、３日や２，３週間また、２，３年一緒に生活すればいいものではありません。結婚はその人の人格を意味します。結婚は、上着を着替えるように、伴侶をころころ換えてはいけません。永遠に結びつくべきなのです。JTG Part2p248

 結婚はダルマにもとづく生活を追求する為にあるのであって、世俗的な楽しみの為ではありません。もし世俗的な楽しみが結婚の目的ならその辺りの野良犬と同じです。それを幸せというのですか？SS5/1996p21

 昔は結婚の縁組を決める前に家系の履歴を十分調査しました。しかし今日ではそれらの要素は無視されています。人々はドッグショウでは犬の血統に興味を示すのにもかかわらず、結婚に際しては家族の背景に関しては無関心です。血統に関する無関心さは、多くの結婚が短い期間に終わってしまうことの証明になります。このようなことがあってはなりません。結婚相手は一生変わらぬパートナーでなくてはなりません。18/12/95

 今日自分の伴侶を選ぶには、まず外面的な美しさや姿を考慮します。次にくるのが経済状況です。どれほど金持ちか？どれだけ稼いでいるか？どれほど教育を受け家族の社会的地位はどの程度か？というものです。外見の虚飾やみかけをもとにして結婚生活を始めると，惨めで破壊的な結末が待っているのです。家庭は、このような貧弱な基盤の上に築くと安定的な家庭生活は望めません。

  重要なことは伴侶になる人が良い性格を持ち，辛抱強く、忍耐を持ち、奉仕の精神を伴った理想を持っているかを見なくてはなりません。美しさが年を経るに連れて陰り始め、金銭も底をついてくると家族の結びつきも弱くなります。SSvol8p266

 近い親戚と結婚してはいけません。血のつながっていない家族と結婚すれば、聡明な子供が生まれるでしょう。近い親戚と結婚するならば、健康に問題がある知恵遅れの子供が生まれる可能性があります。その家族の家系全体がある特定の病を持っているところや、無神論者が複数いる家庭の者と結婚してはなりません。PN

 あなた方（若い女性）ほとんどは、結婚して家庭を持ち、守るという重要な責任を負うでしょう。それはとても価値のある仕事なのです。あなたが他人に対する好きや嫌いという感情をコントロールし、犠牲と奉仕の精神をそこから学びなさい。あなたが義理のお母さんに対して怒りを向ければ、それはあなたが将来、自分の義理の娘から同じようになって返ってくるということを忘れてはなりません。

  義理のお母さんの考え方を理解するように努めなさい。義理のお母さんの方が先を読んでいるかもしれないのです。あなたより多くの経験があって責任感があり、他の人々のいろいろなことについて、あなたより知識があることも考えられるでしょう。SSSvol3p69

 娘の結婚は適齢期になれば､粛々と執り行わねばならない。適齢期を逃してからでは遅いのです。子供達は、両親が老いるまでに結婚しなければならない。両親が六十才を過ぎ､未婚の子供が家にいるのは、両親にとってとても負担な事なのだ。昔は、娘が十三から四で嫁に出したものだ。それが良い考えかどうか私に問うならば、私はそれは良い習慣だと答えるでしょう。OTYRTNp117



    ＊欠点

あなたが嫁いで行く夫の家は、あなたにとって良い霊性修行の場です。姑等に欠点を指摘されてもカッとなってはいけません。自らの行いを振り返り、自分のどこが悪かったかを考えなさい。

  内省は、自己改善と平安への第一歩です。他人の欠点を大袈裟に捉えずに、取るに足らないものと大目に見なさい。逆に自分の欠点は大きなものと見て、すぐにそれを無くすように努力しなさい。欠点を指摘してくれる人は皆、あなたの友人か好意を寄せてくれている人とみなしなさい。なぜなら、彼らはあなたの欠点がもとで、大きな問題が起こる前にそれを、警告してくれているのですから。SSSVol3



    ＊権威

今、豊かさは増しましたが、人間はますます欲深くなっています。その結果 、人は人間本来の性質を忘れてしまいました。正しい方法で稼いだお金が必ずしも幸福をもたらすわけではないとしたら、どうして不正な手段で手に入れたお金で幸福を得ることを期待できるでしょう？　ですから、決して過大な富が平安や幸福をもたらすことはできないということを理解するようにしなさい。もし、あなたが多額の財産をもっているなら、他の人を助けるためのよい活動にそれを差し出しなさい。そうすることで、あなたは充足感を得るでしょう。

　第二の悪は力への渇望です。村人から都会でトップの地位にいる人まで、だれもが力を追い求めています。力には制限と義務が伴います。力には五つの種類があります。それは、情報の力、知性の力、名声の力、人格の力、犠牲の力です。この五つの力をすべてもっている人だけが、権威ある地位 を望むべきです。 

　昨今、人は権威の使い方を理解することなく、権力のある地位に就いて行動しています。村落の五人会議の議長から国の政府の長に至るまで、あらゆる人が力のある地位 を求めます。力を追求する中で、人は道徳と正義を犠牲にする一方で、進んでありとあらゆる手段を使います。力を確保するためにあらゆる種類の不正行為が行われています。法と秩序はむしばまれつつあります。 

　このような具合に、人間本来の性質は忘れ去られつつあります。これは非常に危険な状態です。地位 と権威を求める人はそれらの義務を知っておくべきです。そうした地位にある人は、制限を守ることに対して当然払うべき注意を払って、力を行使すべきです。「制限のないところでは偉大なことは何も達せられ得ない。」このように、富と力はどちらも制限付きで使われるべきです。しかし、今やそうした制限は破られています。

    今日、国が抱えている混乱やもめごとはすべて、そうした違反行為によるものです。人は神の性質に気づくことができずにいます。一人の役者としてこの世の舞台に降り立ってはいるものの、神は自らの役割を演じるのにふさわしい時を待っているのです。果 物が熟すのには時を要します。果物は熟すと自然に落ちます。それと同じように、自分の行為の報いを得るための機が熟したとき、人は行為の本質に従って報いを得る準備ができていなければなりません。悪い結果 や良い結果へと導くのは自分自身の行為です。それゆえ聖典は、人間の心が輪廻や解脱の原因であると宣言しているのです。23/11/94 



    ＊原因体

ぶ厚い板をハンマーで二十回叩いても、板は割れませんでした。別の男がやって来てその板を叩くと、板は二回叩いて割れました。二十回その板を叩いた男はがっかりし、二回で板を割った男は得意になりましたが、板が割れたのは二十二回の打撃が加えられた結果のことでした。 あなた方の隣人には二十年間のサーダナ（霊性修行）という貯金があって、それは自らのカーラナ デーハ（原因体）の中に貯めてあり、前世から今生にやって来たときに隣人はその原因体の中に入り込んだのです。人の性格や好みは、その人が生きてきた、長い、一続きの、いくつもの生での、その人の愛し方や行動のし方、与え方や争い方によって形作られています。22/11/70



　＊喧嘩

たとえ誰かがあなたを怒らせたとしても、その人と喧嘩をしてはなりません。人と喧嘩をすることによって、実は自分自身を傷つけていることを理解しなさい。自分の思考を制御しなさい。これが真に教育のある人の特徴です。これはエデュケアと呼ばれています。22/11/10



    ＊謙虚

今日の人間社会には利己主義がはびこっています。至る所に虚栄が見られます。そのような環境の中で平和と安全が保障され得るでしょうか？そのような状態の中で神の恩寵が流れることができるでしょうか？　いいえ、できません。学識や富がどれほどのものであろうとも、アハンカーラ（利己主義）がある限り神の恩寵が流れることはありません。恩寵は水のように、高いレベルから低いレベルへと流れます。神の恩寵は謙虚さと規律を備えた人に注がれます。神の恩寵を確実なものとするためには謙虚さが不可欠です。年長者を敬いなさい。自分の持っているものに満足しなさい。すべての人に対する好意を育てなさい。だれに対しても悪い感情を抱いてはなりません。だれからも愛されたいと願うのであれば、だれをも等しく愛するべきです。23/11/94



    ＊献血

 子供達はただ親の稼いだお金を無駄 使いしているだけです。子供達は親の評判を悪くしています。そのようなことは子供に期待されていることではありません。子供は親から与えられたお金を正しく使うべきです。実際に、皆さんの血液の一滴一滴は両親からの贈りものです。皆さんがこの世に在るのは両親の愛のおかげです。ですから、献血が必要とされているときには、いつでも自分の血を差し出すようにしなさい。そうすることで、親と社会に対する義務を果たしなさい。決して私利私欲のために働いてはなりません。実のところ、人類をおとしめている主な原因は利己心と利己主義なのです。1/1/04



　＊健康

身体を健康に保たねばなりません。健康な心は健康な身体にのみ宿ります。健康な心の持ち主のみが歓喜をもたらす行為に携わることが出来ます。18/12/95

   いつも良い思いだけをもつようにしなさい。それは健康へと導いてくれます。すべての人を愛するべきです。すべての人を愛し、すべての人に奉仕しなさい。この原則に従うなら、いつも健康でいられるでしょう。健康であることは人に必要なことです。健康は肉体に限ったものではなく、精神の健康も含みます。決して不適切な食べ物を食べてはいけません。良いもの、神聖なもの、そして、神に捧げることで清められた食品だけを食べるようにしなさい。不適切な食物を神に捧げてはいけません。神聖でサットウィックな（純粋な、浄性の）食べ物だけを、清潔な器で神に捧げなさい。あなたは自分が捧げた供物に見合った結果を受け取ります。自分の行いに応じた結果を手にするのです。悪行を為して善果を手に入れることは不可能です。ですから、良い行いをして、善果を味わうようにしなさい。そうして初めて、健康でいられるのです。良い食べ物を食べれば、良い思いを抱きます。しかし、今の人々は、言うこととすることがバラバラです。7/3/08

  健康的な身体は、健康な心の元になるものです。そして、健康な心も健康な身体を約束します。寛大な心、苦痛や喪失の体験時における忍耐心、良いことをなそうという熱心さ､自分の出来る範囲で奉仕をなそうと思うこと、これらのことにより、心だけではなく身体も鍛えることができます。

 真の喜びは奉仕から得られそれが身体に影響して病気知らずとなるのです。このように、身体と心は互いに関係しあっているのです。SIPp179

(詩)  善い思い、善い言葉、善い行い、また、善良で望ましい一切のことを聞く傾向。善いものと健全な光景だけを目に入れること善い特徴と善い振る舞い。これらだけが、健康と善良な生き方をもたらすこのサイの言葉は、まさしく真理の道 。

     この私たちの世界で人は言葉では言い尽くせないほどの富を楽しみ味わうことに浸っています。しかしあらゆる種類の富の中で、皆さんが得ることのできる最も価値ある財産、それは健康です。「健康は財産なり」と言われています。この世でも、この世を超越した世界でも、その両方で最も必要なものは、健康です。人は、例えようもないほどの財産とお金を所有すること、権威ある地位や重要な地位を有することができます。しかし、もし健康でなければ、地位も権威も富も、取るに足りないものでしょう。まず健康であって始めて、人は富を良い目的のために使うことが出来る立場にたてるのです。8/10/83

    私がこれまで話してきたことの要点は第一に、健康は最も重要なものであるということ。第二に、それは何のため、誰のためか？ ということです。それは皆さんがアートマ〔真我〕のアーナンダ〔至福〕を体験できるようにするためです。自分は誰なのか、自分の実体を理解するよう努めなさい。もし自分が誰であるかを理解できないのなら、この世で生きていても何の役に立つでしょう？ この世のものと、この世を超越しているものとを区別してはなりません。あなたは二つを一つにし、自分の本性を悟って、神聖なアーナンダを体験しなくてはならないということに気づきなさい。そしてさらに、人間に与えられているもの、すなわち愛を体験しなくてはならないということに。狭量な心や、狭い了見に余地を与えてはなりません。他者を傷つけず、害さない方法で身を処するよう努めなさい。そうして初めて、あなたは自分自身と自分の存在を神聖化することができるでしょう。8/10/83



    ＊現在

もし将来に向けてきちんとした基盤を据えたいと願うなら、過去をあれこれ気に病んで思案にふけるのは正しいやり方ではありません。「現在」の重要性を悟らなければなりません。「遍在」（omnipresent）に関する真実は「現在」（present）の中にあります。将来に幸せな生活を送ることを望むなら、誰であれ現在を無視するわけにはいきません。「現在」に関して、二つのことを心に留めておかなければなりません。何をするにせよ、義務感と、その仕事に関わる喜びの気持ちをもって、その仕事を行わなければなりません。義務は神であり、仕事は礼拝です。礼拝であるという感覚をもって、自分の教養と人生を義務と仕事に捧げるべきです。過去をあれこれ思い悩んではなりません。将来について夢見てはなりません。現在を生きなさい。自分の義務を、注意深く、喜んで果たしなさい。31/8/87



　＊原子

ニヤヤダルシャナは二つの原子構造の相違を説明します。しかし、サンキヤダルシャナは、全創造物はマイクロコズムのレベルにおいては同じ原子からなっていることを説明しています。それゆえ何故それぞれ違った原子構造について探求するのですか?神はこのマイクロコズムです。それがヴェーダの宣言であるところの神は極微よりも小さく、極大より大きいという意味なのです。SS10/93

 原子が動いてその配置を換えれば、原子で出来ているそのものの形もそれに応じて変わってきます。すべてのものの中にある原子は､その配置を急速に変えています。あるものの変化がいつ起きるかは､誰にも分かりません。変化はいつも起こっているからです。

 人間を作り上げている原子は､他のあらゆるものの原子と同じように、あらゆる瞬間において変わっており､その為に人の身体は、絶えず変化しているのです。～絶えず形を変え一つになっていく過程、変化と同化の過程は、いつまでも続きます。これこそは物質的な世界の特性です。SGc22

     　カーナーダは、神がすべてに遍満しているという真理を体験し、それを伝えた人でした。「神は最も小さい物よりも小さく、最も大きな物より大きい」のです。カーナーダは、あらゆる原子の中に存在している神に気づきました。彼は、神をアヌスワルーパ(原子の姿そのもの)であるとさえ説明しました。この世は、原子が無ければ存在しません。その昔、宇宙には何も存在していませんでした。最初は、太陽も月も地球も空も存在していませんでした。あるのは完全な暗闇のみでした。原子が組み合わさって、非常に密度の高い硬い物質が生まれました。その結果 、大量の熱が発生しました。そして突然、その硬い物質が「巨大な音（ビッグ･バン）」とともに大爆発を起こし、破片が辺り一面に飛び散りました。これが宇宙創造の原因です。カーナーダはこのことも体験しました。ビッグバンが起きたときに発生した音が｢プラナヴァ｣です。それはオームという音（オームカーラ）であり、「原初の音」です。このプラナヴァの音は、あらゆるところに浸透しています。それは、最も小さな原子（パラマアヌ）から生まれました。この宇宙には、原子以外のものは存在していません。「人はどうすれば、このことを理解し、また実際にそれを知ることができるだろうか？」と考えて、カーナーダは答えを求め続けました。最終的に彼は、プラナヴァの原理に気づきました。人は解脱を得るためには、この原初の音を瞑想しなければなりません。

「まことに、原初の音であるプラナヴァは、最も小さな物より小さく最も大きな物より大きい神そのものである。それは万物に浸透しており、永遠の照覧者として存在している。」

   カーナーダは、この真理を広めました。太陽や月や地球や空等々は、このプラナヴァから生まれたのです。原子は宇宙全体の根本的な基盤です。すべての人は、原子の組合せにほかなりません。原子が無ければ、いかなる物質も存在しません。しかし、今の人間は原子の神秘を理解することができません。現代人は、太古の聖賢たちの教えを単なる物語とみなして、それを馬鹿にしています。彼らは、太古のバラティヤ文化（インド文化）の神聖さを理解する能力を持ち合わせていません。現代人は、自分に内在する真実を理解することができないのです。また、太古の聖賢や尊い魂たちに対する尊敬の印として、彼らの像を安置しますが、その教えを理解することも実践することもできないでいます。人は、外側にではなく、自分の心の中の祭壇に彼らの神聖な姿を祀り、その教えに従わなければなりません。

   カーナーダはいつの時代の人だったのでしょうか？ 二万年前には、人は皆カーナーダを讃え、その教えを尊んでいました。カーナーダは、水素と酸素の原理を知っていました。科学者たちは、水素は水の原理を表し、酸素は火の原理を表すということに気がつきました。今日人々は、科学者の行った観察を大変価値のあるものと考えていますが、聖賢たちが経験から引き出して人々に教えた偉大な真理を理解することも、その素晴らしさを評価することもできません。

   人は、どうすれば原子の力を理解することができるでしょうか。原子は、肉眼には見えませんが至る所に存在しています。私たちが飲む水、食べる食物、語る言葉、聞く音、すべての物に原子が浸透しています。人間は、原子の上を歩き、原子を食べ、原子を飲んでいるにも関わらず、原子の神秘を理解することができません。人は、科学者だけが原子の性質を探ることができると考えています。原子のプロセスは、非常に神聖です。このことを正しく調べることによって、人は神を理解することができます。これがカーナーダの教えでした。しかし、今日誰も原子のプロセスを体験するための正しい探求を行っていません。人々は物質的な見解にしたがって生活しています。24/7/02

    原子の力を理解することは非常に困難です。神は原子の形をしています。全世界は原子が顕現したものであり、空間と音は原子の表現です。ですから原子の原理を無視してはなりません。原子には偉大な力が備わっています。科学者たちは、昔からこの原理に関する実験を続けて来ました。原子が最初の状態に戻るには2200億年という時間が掛かります。原子の背後にある神秘を人間が解明できないのはむしろ不思議なことです。24/7/02

    今に到るまで、誰も原子の力を完全に理解した人はいません。人々は原子には生命がないと考えています。それは誤った考えです。全宇宙をつなぎ止めている生命力が、原子の中にも存在しています。だからこそ「神は大宇宙の中にも小宇宙の中にも存在している」と言われるのです。人間は宇宙の神秘を理解する努力をしなければなりません。人は自分の責任を知り、それに従って行動しなければなりません。人間は、原子の原理を理解する必要があります。もしそれを理解できれば、それ以外のすべてを理解したことになります。なぜなら原子は神だからです。

    原子の中に存在する生命原理は、全宇宙に存在しています。カーナーダは、原子の原理を正しく理解すれば、神を理解できるようになると言いました。あなたが、拳を握れば多くの原子を掴まえることになります。手を開くと、それらの原子は様々な方向へと動いていきます。原子から生まれるプラナヴァの音は、その粒子と同じく大変小さなものです。24/7/02

    その昔、聖人や賢者たちは、様々な種類の霊性修行を実践しました。カーナーダもまた苦行を行いました。最終的に彼は、自分が原子から生まれ、そこに帰融することに気づきました。彼は、肉体への執着を手放しました。今日、人々は物質的な生活を送り、自分自身の利己的目的のために努力しています。人間の内に利己心がある限り、原子の神聖な原理を理解することができません。人はジャパや瞑想や苦行を実践するかも知れませんが、心は絶えず原子の原理に向けられていなければなりません。あらゆるものが原子の中に含まれています。私たちの肉体も心も知性等も、神そのものである原子の表れ以外の何物でもありません。24/7/02



　＊原子爆弾                                                        

今日、私たちは世界の平和について語ります。しかしどのように外の世界で平和が見出すことが出来るでしょうか？平和は自分の内に見出さねばなりません。バラバラ状態にある世界の中で、どうやって平和を見出されるのでしょう?

 片手に原子爆弾を持ちながら、平和について語ることに何か意味があるのでしょうか?自分が恐れというものに取り付かれているというのに、どうやって平和が体験できるでしょう?原子爆弾を破棄して初めて、皆さんは真の平和を体験することが出来るのです。そして世俗に関する思いが神への思いと入れ変わった時、初めて真の平和が訪れます。神は平和の創造者であり、維持する者です。神をよりどころとしてこそ、私達は真の平和を体験できるのです。21/7/86

   アメリカと共産主義国ロシアが多量の原子爆弾を持っているという事実を考慮すると、インドも原子爆弾で武装することは必要か否か、と聴衆の一人がスワミに尋ねてきました。スワミは答えました。「何と愚かなことでしょう！　この国に、食べ物も着る物も住む家もない人たちが何万人もいるというとき、最も緊急を要する仕事はそうした必需品を供給することであって、原子爆弾を製造することではありません。人々に食料を供給することができないとき、爆弾が何の役に立ちますか？　何千万というルピーが軍備に浪費されています。私はそのような浪費には同意できません」 23/11/94

 愛国心は今、行き過ぎた熱狂さによって翻弄されています。それは、核爆弾を作らせ、他の国の何百万という人を死に追いやる道に導こうとしています。その国を守るのは愛なのです。嫌悪やエゴイズムは宗教によってもたらせられたのではありません。宗教が残酷な原爆を作る原因なのですか？そうではないでしょう？SSSvol7/97



    ＊健全な体

健康と幸福は相伴うものです。健康でないなら幸福は叶わぬ夢です。シルティ〔ヴェーダの別名、聴くことによって学ばれるものの意〕は、

「人間にとって健康はきわめて基本的な性質である。なぜなら、健康でないなら人生の四つの目的である、正しい行い〔ダルマ〕、正しい欲望〔カーマ〕、正しい収益〔アルタ〕、究極の解放〔モークシャ〕のどれも達成することはできないからである」

と述べています。健全な心には健全な体が必要です。片方はもう片方に反応します。世界は心〔マインド、マナス、思考の束〕の反映にすぎないと考えられています。ですから、心が作動していない熟睡中は、世界も作動しておらず、存在していません。心も健康でなければいけません。心に貪欲、妬み、憎しみ、慢心が詰まっていてはなりません。反社会的、非人間的な計画や企てをたくらんで心を汚してはなりません。思考が心の奥底を見て、心が呼び起こす邪悪な感情と性癖を除去することができるように、心を穏やかで澄んだ状態にすべきです。3/9/80



    ＊限度

正常な体温は３６度９分ほどです。体温がこの限度を超えると熱が出はじめます。同様に、人間の正常な血圧は１２０／８０ですが、たとえば急に１５０／９０に上がったりすれば害になります。それと同じように、すべてのものは一定の限度以下であるべきです。あなたの話や行いも一定の限度内であるべきです。自分の力量に見合った行いをしなさい。何かの活動を引き受ける前に、それはいつ、どこで、どのようにやらなければならないのか尋ねなさい。もしこうした決まりを守らないなら、問題を招くことになるでしょう。11-8-2000



　＊健忘

この身体は８３年目に入ろうとしています。私はこれまでのことを、一つとして忘れてはいません。ところが、中には私が何かを忘れているように見える人もいるらしく，スワミはかくかくしかじかのことをお忘れだ。といっているようです。しかし、私には，ほんの僅かの健忘もありません。8/08



    ＊権利と義務

すべての人を愛しなさい。すべての人を敬いなさい。すべての人に奉仕しなさい。しかし、すべての人が等しい権利や、義務や、任務を持っていると信じてはなりません。18/5/68



　＊権力

西側諸国では、多くのリーダーが権力を取るために暴力という手段を取っている。バラタでもイスラム教徒の間では、自らの父親や親戚を権力を取るために牢に入れたり、殺したりする事例が後を絶ちません。このような権力に対する強欲は、人をして獣のレベルに陥れることにほかなりません。SS12/1994p,313

 歴史の上では、人々が暴力や詐欺的行為をもちいて権力をつかむという事例が、山ほどあります。共産国の間やイスラム諸国の間でも、自分が権力を得るために知り合いや、親戚の人を牢に閉じ込めてしまうのを、躊躇しない事例が沢山あります。しかしバラタでは、一般的にそういうことがありません。それは、ラーマが弟のバラタに、どのようにして政府を運営していけばいいのか、という栄光に輝いた教えが生き続いているからです。SS5月1995p,117~118

第二の悪は力への渇望です。村人から都会でトップの地位にいる人まで、だれもが力を追い求めています。力には制限と義務が伴います。力には五つの種類があります。それは、情報の力、知性の力、名声の力、人格の力、犠牲の力です。この五つの力をすべてもっている人だけが、権威ある地位 を望むべきです。 

　昨今、人は権威の使い方を理解することなく、権力のある地位に就いて行動しています。村落の五人会議の議長から国の政府の長に至るまで、あらゆる人が力のある地位を求めます。力を追求する中で、人は道徳と正義を犠牲にする一方で、進んでありとあらゆる手段を使います。力を確保するためにあらゆる種類の不正行為が行われています。法と秩序はむしばまれつつあります。 

　このような具合に、人間本来の性質は忘れ去られつつあります。これは非常に危険な状態です。地位 と権威を求める人はそれらの義務を知っておくべきです。そうした地位にある人は、制限を守ることに対して当然払うべき注意を払って、力を行使すべきです。「ナシュレーヨー　ニヤマム　ヴィナー」（制限のないところでは偉大なことは何も達せられ得ない）。このように、富と力はどちらも制限付きで使われるべきです。しかし、今やそうした制限は破られています。23/11/94

 ソクラテスは権力を振るう資格があるものは、信愛と献身を有する者だけであると、若者達に語りました。統治者は真理を守り、神に感謝を示すべきでありエゴで膨れ上がって、全能の神を忘れるようではなりません。25/12/90



    ＊ゴアのニュース

愛を培いなさい。愛に酔いしれるようになりなさい。ここには何万人もの人々が集まっていて、皆自分のことを帰依者と呼んでいますが、その人たちがどれだけ本気かを調べてみれば、99％はパートタイムの帰依者であり、フルタイムの帰依者ではないということを、あなた方は認めざるを得ません！ 私の真実を知っていたら、あなた方はゴアのラージ バヴァンのニュースを聞いて苦しむ必要などまったくありませんでした！ そのニュースが入ってきたとき、信仰心が激しく揺れ動いた人々もいました！ 帰依者はつねに信仰の喜びの中で揺らぐことなく輝いていなければいけません。25/12/70



　＊行為

変容については、心の重要性を正しく理解せねばなりません。なぜならば、心は束縛の原因であり、又解脱の原因でもあるからです。あなたが幸福であるか、悲しい重いに閉ざされているかは、あなたの行為が原因です。自分の幸、不幸について他人を責めるべきではありません。思い、言葉、行為には反映、反響そして反動が続きます。自分のトラブルを他人のせいにするのは、弱さのしるしです。

  自分の行為の結果を忍受しなさい。苦しみが耐えられぬほど辛ければ、楽にしてくださいと神に祈りなさい。そのような時、楽にしてくれるのは神のみです。神は全能です。それゆえ神をよりどころとしなさい。8/3/97

    神への捧げものとして行為がなされると、人は成功に得意がったり、失敗に意気消沈したりすることがなくなります。なぜなら、神が促し、神が助け、神が自ら意志した時、神がそうしたいと思った時に、神が苦楽が与えるからです。行為をした人は、行為の果報への執着がなくなり、それゆえ、その結果に縛られることもなくなります。その行為は、行為をした人の死後を形作る自我に、何の痕跡も残しません。18/7/70

 あなたが今現在、直面していることは、過去のあなたの行為の結果なのです。そして、未来にあなたが直面する出来事は、現在の行為の結果なのです。SSN春1986p21

神聖なことだけ思っていれば何をしても神聖な行為になるし、その人の言葉もまた、神聖なものになるでしょう。神聖な思いは、鋭い刃物のようなものです。良い思いによって悪い思い、感情、行為を見つけ出し、断ち切ることが出来ます。SGc9

 皆さんの首飾りは沢山の過去世で為してきたこと､過去の行為の結果で出来ています。その首飾りは､皆さんが創造神から授かったものです。たとえ目には見えなくとも､確かにそれは首にかけられています。どんな行為をしてもその報いはあるという真理を知る人は、良い行為だけをし、良い報いのある行為のために一生を過ごすでしょう。それこそ神を信じる者にとって本当に大事な修行だとギーターは教えています。SGc11

 神は全世界を創造し、人類が幸福でいられるように、そして、人類が自由に活用出来るように、全世界を与えました。ただし神は条件付きで人類に与えたのです。「人間よ。何でも自分のしたいことをすれば良い。しかし自分の行為の結果を受ける覚悟をしておきなさい。

  おまえたちは自分の行為の結果から逃げることはできない。このことをよく理解していれば、この世界でどんなことでも、思い通りの事が出来る。」というわけで、あなたに降りかかる良いことも悪いこともすべて、あなたの行為に原因があるのです。それではあなたはどうして神に帰依しなくてはならないのかと、疑問に思うかもしれません。あなたの行う、日々の祈り、奉仕活動、瞑想、礼拝といった霊生修行は、あなたが直面しなければならない「過去の行為の結果」の強さと大きさを軽減するのです。またその苦しみを耐え抜く、勇気と忍耐をも与えてくれるのです。STPS2p139

 今君が捕らわれている執着も、何かをほしがる欲望も、昨日や今日で身についたものでは無い。これまでの沢山の過去世で身につけたものだ。そしてこの執着と欲望が、今君が味わっている苦しみの原因なのだ。そんなに深いところから来ている苦しみをいつ断ち切れることが出来るのか。

それは君には分からない。ただ過ぎたことを悔やむ必要は無い。それよりも、これからやって来る苦しみを乗り切る道を探る方がよほど大事だ。～遙かな昔から、内から来る敵は、人類を征服し苦しめてきました。我欲と執着に捕らわれている限り、苦しみからは逃れられません。苦しみは、悪い事をするから起こるのです。それでは何もしない方が良いのでしょうか。そうではありません。誰でも何かをするほかは無いのです。何らかの行為をしなければならないし、どんなことも楽しみながらすることは出来ます。ただしどんなことも正しいやり方でするべきです。正しい行為の内にある、本質を理解することが大切なのです。行為は人間の様々な働きです。

 人は皆何かをしながら生まれ、何かをしながら成長し、何かをしながら死んでいきます。良いことも悪いことも、功徳も罪も､損も得も､喜びも悲しみも､その人のしてきた行為が原因です。人間として生まれるのも､行為によります。行為が人間を創り出すのです。ですから自分のする行為を軽々しく考えてはなりません。人生のすべては自分のする行為に大きく関わっています。自分のする行為の大切さを良く理解して、正しいことをして下さい。SGc31

  行いこそが運命の根です。それらは死後、また来世で芽を出します。自分が生まれてくる家族や社会はそれぞれの道徳律を通して人を導き、ゴールに到達したときに旅は終わります。21/11/85

   あらゆる悲しみと喜びの裏にある原因は、行為です。神はその応報を授ける者です。人間には行為を行う権利があります。しかし、人間は神から与えられるその応報を拒む権利は持っていません。人間は、自分が行為者であると思い込んでいます。もし、人間が行為を操る権限を持っているなら、なぜ自分の行うことのすべてを成功させることができないのですか？

     クリシュナが『バガヴァッド ギーター』の中で述べたのは、「マ パレーシュ」であり、「ナ パレーシュ」ではありませんから、「行為の応報に対する権利はないが、応報がないということではない」という意味を含んでいるのです。人は行為をすべきですが、その応報への権利を主張すべきではないのです。ただし、行為を完全に拒絶するわけにはいきません。神が与えるものは何かの行いの応報として受け取らなくてはなりません。幸福は神が授ける恵みです。悲しみも神が授けます。医者は感染性の病気をわずらう患者に苦い錠剤を与えます。患者が癒されて、初めてその薬の効き目がわかります。それゆえ、神が与えてくれるものは何でも自分のためになるものとして受け取らなければなりません。8-1977

 欲望を捨て、我欲も持たずに仕事をしていれば、それが奉仕の道になります。我欲を捨てなさい。我欲を払い、結果を求める欲望を断ち切るのです。そんなふうに仕事が出来れば、仕事は真の犠牲の心で行う「神様への勤め」となり、苦行となり、神への道となります。この三つ、神への勤め、苦行、神への道は同じ理想に行き着きます。すべての行為を、こうした神聖なものにすべきです。息を吸って吐くことさえ行為であり、仕事です。何らかの行為をしなければ、この世で一瞬でも生きることは出来ません。  ところがその行為が我欲に結びつくと、必ず、心の狭い危険なものになってしまいます。

  ですからどんなことも犠牲の心で行うべきなのです。良い結果になるか、悪い結果になるかは、どんな行為をするかによって決まります。どんな行為をするかは、どんな気持ちでするかによって決まります。どんな気持ちでするかは、何を思うかによって決まります。

 何を思うかはどんなものを食べているかによって決まります。だから食べ物が思いを作り、思いが気持ちを作り、気持ちが行為を作り、行為が最後に結果を作るというふうに繋がっているのです。こうしてみれば、サトヴァ（純粋で清らかな）ものを食べることが如何に大切か分かるはずです。SGc31

 行為の結果など、儚いものだ。そんなものを求めるよりも、この宇宙で最高の神を求めるべきだ。その神までたどり着けば、もう二度とここに戻ってこなくても良いのだから。行ったり、戻ったりしているばかりでは、いつまでたっても永遠の目標に達することは出来ないのだ。SGc31

 この世で何もしない人はいません。誰にでも行為をするための身体が与えられています。身体を神聖なものにするためには、良いことだけをすべきです。何をしても結果はついてまわります。

ただし仕事の結果から得られる悦びよりも､仕事そのものから得られる悦びの方がずっと素晴らしいことに気づかなくてはなりません。SGc32

 良い行為だけが悪い性質を無くしてくれる。心を清めるために良いことだけをするようにギーターは教えています。しかしそれだけではありません。本当に心を清めるためには、すべての行為を神に捧げなければなりません。皆さんの行為をすべて神に捧げて下さい。その時はじめて本当に心は清められます。SGc33

 その人がどんな人かは、その人の行為を見れば分かります。結果に捕らわれない行為が大切なのはその為なのです。鏡を見れば、自分がどんな顔つきか分かります。

  それと同じように何をしているかによってその人の心があらわになるのです。人と接しているとき､相手がどんなことをしているかを見れば、その人がどんな人かが容易に分かります。サトヴァな感じで、立派な犠牲の心を持っているように見えて、神聖な心を持っている人かなと思っても、実は、まるで違うことをやっている人かもしれません。動物の性質や悪魔の性質の表れのようなことをしているかもしれません。その人のしている行為によってその本性が分かるのです。逆に思いやりなど全くなさそうな人もいます。礼儀もわきまえないし、慎みも無く、立派な品格も感じられません。ところが、その人の行為を見ると、真心があり、いろいろな德性が表れています。それならその人は、浄性な人だということになります。～行為はその人の性格を見事に顕します。SGc33

  過去世での行為の結果人は、身体を授かることが出来ました。身体は行為とじかに繋がっています。

行為から離れてしまったら身体に意味はありません。身体とは行為のことであり、行為とは身体のことです。身体は様々な行為をする場所です。それに対して､神はダルマを行う場所、神聖な行為をする場所です。行為をする場所と時間は自然界の中にあります。行為をするときに、神と自然と人が一つになるのです。この世界のどんなことも､行為の結果起こります。

 だからこそ、ウパニシャッドは、こう言っているのです。「すべての行為を捧げ物にするのだ。」良いことも悪いことも、得になることも罪になることも、すべての行為は神の力の現れです。だからこそ修行者は､それが好ましいかどうかを少しも気にせず、すべては神の意志だと受け入れ、正しいことをするのが何よりも大事な務めだと信じるのです。

  あらゆる行為の目的は、人生を、神聖なものにすることです。神の恵みがあるからこそ、正しいことをする機会が与えられ、それによって人生を神聖なものにすることが出来るのです。神の教えに従えば、この聖なる機会を得て、自分の進むべき方向が分かるでしょう。SGc34

 人々は自分の幸せや悲しみは神のせいだと思っています。けれども神は幸せも悲しみも与えません。どちらも神のせいではありません。そうとは思えないとしたらそれはあなたの妄想です。もし今日あなたが誰かをぶてば、あなたは後で､その人か､あるいは別の人にぶたれるでしょう。もしあなたが、今誰かを傷つけたなら､あなたも同じように傷つけられるでしょう。つまり、人は誰もが自分の行為の報いを受けることになっているのです。あなたが体験することはすべて、あなたがしたことの反作用、反映、反響以外の何ものでもありません。神はそれに何の関係もありません。あなたがすることはすべてあなたに返ってきます。ですから善を見て､善を為し、善を味わいなさい。

 神は何もあなたに与えませんし､何もあなたから受け取りません。神は何にもどんな時にも干渉しません。あなたの悪い行いが、あなたの難儀の原因です。この真理を理解すること無く、人は自分の受難について神を責めます。あなたの損失と獲得、幸せと悲しみ､生と死を神のせいだと考えるのは大間違いです。神は永遠の照覧者です。何についても神を責めてはいけません。あなたの望みが叶うのも、叶わないのも、あなた自身に責任があるのです。人は皆、自分が体験することはすべて、自分に責任があると考えなければなりません。30/1/10



    ＊ゴーカク

ゴーカクは、真理の原理にしっかりとしがみつきました。ある日、ゴーカクは私のところへ来て尋ねました。「良心と意識の間に別のものが存在しています。それがマーヤーです」

マーヤーはあらゆる二元性の原因です。マーヤーの餌食になってはいけません。あなたがマーヤーを払拭すれば、真理は内側から現れてきます。それはどのような種類の真理でしょう？ 真理は見聞きできると思われていますが、真理は見ることも、聞くこともできません。真理はその両方を超越しています。ハートで感じられるものには、見聞きできるものはないのです。諸感覚を超越したときに、意識の夜明けは見えるのです。真理は意識の近くにあるものなのです。

翌朝、ゴーカクは再び私のところへ来て言いました。

「昨日私が抱いた疑問は何もかも取り除かれました。しかし、疑問の出所を理解するのは難しいということがわかってきました」そこで私は言いました。

「では、蝙蝠を例に取りましょう。蝙蝠は鳥のように飛び回り、鳥のように餌を集めます。けれども蝙蝠は、鳥の性質とは反対に頭を逆さにして木の枝にぶら下がります。あなたは、蝙蝠は鳥なのか動物なのか疑問に思うかもしれません。人の疑問は同じようにして生じます。ある時点で、こういった疑問は一切生じなくなります。これは私と他の誰かのことを言っているのではありません。これはあなたと私に関することです」

個人は社会を構成しており、社会は個人の集団的な形です。煎じ詰めると、社会は個人が拡大したものです。個人と社会と神の間にある関係を理解する人は、真理を知ることができます。これが、最終的にゴーカクが理解したことです。誰もがこの真理を理解する努力をしなければなりません。

私たちは楽しく浮かれ騒いで人生を送っていますが、これは実在ではありません。俗世を乗り越えたとき、初めて実在を理解することができるのです。完全な変化はすぐには起こりません。ゴーカクはこの真理を大変よく理解していました。それゆえ、ゴーカクは根本真理にしっかりとしがみついたのです。最終的に、ゴーカクは他の一切を忘れました。

その当時、ゴーカクは『サーヴィトリー』（シュリ オーロビンドが書いた叙事詩で、「マハーバーラタ」の挿話である夫を生き返らせた貞女サーヴィトリー妃の物語の内的意味に基づいたもの）を学んでいました。ゴーカクの内なる思いは、すべてサーヴィトリー（ガーヤトリー女神）に集中していました。誰も皆、外からは見えない内なる思いを抱いています。あなたが一貫してサーダナ（霊性修行）を続けていれば、いつの日か、真理は突然、明らかになるでしょう。ちょうどグル プールニマー祭が間近に迫っていました。ゴーカクは言いました。

「スワミ、私の進んでいる道に、光が近づいてくるのが見えます」

そう言った後、ゴーカクは目を閉じました。ゴーカクは一言も言葉を発しませんでした。私はゴーカクのそばに寄って頭に手を触れました。私は言いました。

「私の愛しい人よ、自宅に戻り、コーヒーを一杯飲んで、それからまたいらっしゃい。」

しかし、ゴーカクは何も言いませんでした。ゴーカクは二元性を超越したのです。ゴーカクは自宅に戻り、サーヴィトリーに祈ってから戻ってきました。

ついに、ゴーカクはあらゆる答えをサーヴィトリーから手に入れることができました。そのとき以来、ゴーカクはサーヴィトリーを憶念し始めました。

ゴーカクは朝にも夕にも私のところへ来ていました。ある日、私のところへ来たとき、ゴーカクは満面に笑みを湛えていました。私はゴーカクに尋ねました。「とても幸せそうですね、どうしたのですか？」

「スワミ！ この至福はあなたの祝福です。これは私から生じたものではありません」そうゴーカクは答えました。

神は、永遠の至福、この上ない歓喜を与えるもの、究極の叡智、

二元を超越しているもの、空のように広大なるもの、

「汝はそれなり」という格言によって示される目的地、

不二一元、永遠なるもの、純粋なるもの、

不変なるもの、知性のあらゆる働きの目撃者



私はゴーカクに、永遠にその境地に留まるようにと言いました。翌朝、ゴーカクはまたやって来ました。彼は言いました。「スワミ、私はずっと同じ境地におります。」

ゴーカクは、その至福の状態がどこから生じたのか考えることさえしなかったと言いました。私には、ゴーカクは今あまり多くを語るべきではないということがよくわかっていたので、自宅に戻ってまた後で来るようにと言いました。ゴーカクは帰りました。翌朝、ブラフマ ムフールタ（午前３時から６時の神聖なブラフマンの刻）の時刻に、ゴーカクは再びやって来ました。ゴーカクは３回ドアを叩き、私は６回叩き返しました。ゴーカクはその意味を理解し、静かにその場を立ち去りました。この後、もう質疑応答する余地は残っていませんでした。それ以来、ゴーカクは質問をやめました。ゴーカクはサーヴィトリーを憶念し続けました。そして、ついに不二一元の境地に到達したのです。

ある日、ゴーカクが目を閉じて瞑想していたとき、私はその頭を二度、平手でピシャリと叩きました。すると、ゴーカクは光を体験し始めました。光が現れ出したので、ゴーカクはあらゆる浮世の物事への関心を失いました。ゴーカクはその境地に留まりました。

別の日、私はゴーカクに目を閉じるようにと言いました。ゴーカクは言われた通りにしました。ゴーカクが目を閉じると、私は親指で彼のブルーマディヤ（眉間）を押しました。その瞬間、ゴーカクの疑問はすべて消え去りました。ゴーカクは言いました。「スワミ、私は一つです。神は一つです。愛は一つです。私は他には何も求めません。」

私はゴーカクに、帰って翌朝また来るようにと言いました。ゴーカクは非常に時間に几帳面で、いつも正確な時間にやって来ました。そのようにして何度も何度も訪ねて来たために、ゴーカクはサーヴィトリーのヴィジョンを得たのです。ゴーカクは時折サーヴィトリーを目で見ることができましたが、それは永続的なものではありませんでした。ゴーカクはサーヴィトリーを根本原理と見なしていました。ゴーカクはその原理にしっかりとしがみついていました。こうして、ゴーカクは神性の境地に到達することができたのです。

サーダナの道を前進し続けていると、あなたの内に、ある種の力が顕現してくるでしょう。それらの力には一切重きを置いてはなりません。ひとたび根本原理を理解すれば、あなたはすべてを所有するようになるでしょう。根本原理は一つであり、二つはありません。真理は一つであり、二つはありません。その他のものは、すべて非真であり、流れゆく雲のようなものです。ゴーカクは他のすべてを忘れました。ゴーカクは心（マインド）を根本原理だけに集中させました。

私がコダイカーナル（避暑地にあるババのアシュラム）にいたとき、ゴーカクが私宛に長い電報を打ってきたことがあります。そこで私はゴーカクに、「わかっています、それでよろしい。心（マインド）を変えてはいけません」というメッセージを電報で打ちました。

それ以来、私たちの間に文書のやり取りはありません。しかし、ゴーカクは一度、自分の妻に私宛の手紙を書くよう頼みました。ゴーカクの妻はシャーラダンマという名でした。シャーラダンマもマハーグニャーニ（大いなる叡智の人）でした。彼女はよく、二つの言葉を書いて四つの意味を持たせる様式で手紙を書いていました。

その後の私たちの間に存在したのは、アートマの関係だけでした。ゴーカクは完全な静寂の境地に達しました。もはや、どんな本にも触れず、どんな質問もしませんでした。どんな手紙を書くこともありませんでした。ゴーカクはただ、「スワミ！ あなたのすべてのお答えは私の心の琴線に触れました」

と言っただけでした。そこで私は言いました。「私たちは共に、私たちの間に存在する関係を理解しています。あなたはそれ以外、何も心配していません。」その後、肉体レベルでの私たちの関係は消滅しました。それと同時に、霊的レベルでの関係はより親密なものになりました。肉体を脱ぎ捨てる前に、ゴーカクは言葉を記しました。「私はあなたに到達しました」と。23/6/05



　＊口臭

口臭をさすのを止めなさい。口腔がきれいでないと健康にも影響します。不健康だと胃もしっかり働きません。あなたの霊的修行にも影響を与えるでしょう。SSN秋1984p,33

 近頃、なぜ十六才の若者が六十才のようにやつれて見えるのでしょうか。それは毎日の生活の不健康な習慣のせいです。朝起きたらすぐに口を洗い、歯の内側と外側をよく洗い、舌の表面もきれいにしなさい。口は身体の正面玄関であり、あらゆる病気の入り口だからです。互いに話をしている時は、口臭にも気をつけなさい。27/5/02

    舌を清潔に保ち、口臭を放っていない人には、私は10分どころか20分でも話をするでしょう。一方、口臭のある人には２分も話をすることはありません。眠っている間にバクテリアが発生し、舌や歯、そして、口内全体に付着します。正しい歯磨きと、舌と口内を十分に清潔にすることで、バクテリアを除去しなくてはなりません。そうして初めて、私たちは健康で、幸せでいられるのです。 21/10/04



    ＊香水

　体から発している悪臭を、香水を使って覆い隠そうとする人々がいます。人間はいつも自然で清らかであるべきです。派手な服を着たり、香水や色をつけたりすることで人工的であるべきではありません。そういったものも、ある程度は必要かもしれません。けれども、体が悪臭に満ちているときに香水をつけることが、いったい何の役に立つというのでしょうか？ 私の体はいつも自然な光輝と神の芳香を放っています。なぜなら、私は決して悪い思いを抱かないからです。

      「健全な心は健全な体に宿る」が、私の従う信条です。そのようなよい習慣を他の人々に教えるために、私は常に私の体と心を清らかで汚れのない状態に維持しています。私は時々、私の部屋で眠っている青年を夜中の12時に起こし、また１時にも起こしてしまいます。そのことで青年たちに迷惑をかけているかも知れません。青年たちは、起こされた瞬間は少しばかり迷惑に感じているかもしれませんが、すぐにそのことを忘れてスワミの要求に応えてくれます。このように、体は神によって与えられた神聖な道具なのですから、常に清潔で健康な状態に保たれていなくてはなりません。私が体の清潔さをこの上なく重視しているので、他の人々も私を見習いたいと思うでしょう。私のよい習慣を手本とし、私と共に歩むことによって、人々は社会で尊敬を得ます。21/10/04



　＊抗生物質

太古に聖者バラドワジャという医学と外科の巨匠がいました。かれは世界に外科術を教え、又生命の科学アーユルヴェーダを著しました。現代の人々はアーユルヴェーダは即効が無いと考え，病気をすぐに治すことばかり考えます。しかし、即効には両用の作用があります。今日抗生物質が使われ、ほんの２，３滴で熱が下がりますがその後又熱が上がります。抗生物質は副作用を伴います。

 太古の聖者が苦行により得たアーユルヴェーダにはそのような副作用はありません。苦行により聖者のヴィジョンは場所の遠近と関係がありませんでした。彼らは自然の力と直接に会話することが出来ました。今日、電気通信、ラジオ、テレビに巨額の金が使われています。太古にはそのようなことはありませんでした。心が清らかで神さながらであった聖者らは、人間以上の力を与えられました。21/5/91



     ＊光線

あなたは、自分の目にどれほど膨大な力が潜んでいるかを知っているでしょうか？　目の中には、何千万もの光線が存在しています。太古の人々は、より良いものを見ることができるようにと、太陽神の恩寵を祈願したものでした。スーリヤ・ナマスカール（太陽神への礼拝）をしてその恩寵を祈るときには、あなたの目の中の光線はよりいっそう光輝を放ちます。一方、あなたが他者の過ちを詮索しているときには、太陽神はあなたの目からその光線を取り払い、あなたを盲目にしてしまいます。それゆえ、神によって与えられた諸器官を正しく用いなさい。19/11/02

    そのマントラの意味は、見ることのできる目が付いている人は皆、とりわけ太陽によって祝福されている、なぜなら太陽は内を見る目と外を見る目を司る神であるから、ということです。そのマントラは、万人がスーリヤヴァムシャ（太陽神の王家）〔日種族〕に属していると言っているわけではないのです！ 七つの太陽、七種の光線があり、そのため、神の御姿を瞑想するときには半分目を閉じるようにと言われるのです。そうすれば、初めの三種の光線は上まぶたに射し、後の三種の光線は下まぶたに射すので、目は四番目の光線、四番目の色だけを受け取ることになるのです。6/10/62



    ＊行動

　世界中で、いわゆる帰依者と呼ばれる人々の数は増えています。今私は、いくつかの大事なポイントを皆さんに伝えるための時節が到来したと感じています。皆さんのハートに湧き上がる感情は、ガンジス河の水源地の水と同じくらい純粋でなければなりません。言葉だけでは充分ではありません。必要なのは行動です。思いと言葉と行動が一致していなければなりません。思いと言葉と行動が一致しない人はよこしまな人です。人間は人間について研究するべきです。こんにち私たちは、非真実の行いや、不正な行い、それに暴力的な行いの中にしか、思いと言葉と行動の一致を見かけなくなりました。崇高な思いを抱き、有徳の行いに携わるべき人間が、それとまったく逆のことをしています。22/7/02



　＊幸福

真の幸福とは、神と融合することです。これはあなたが、内なる神聖との関係を確立することによって、育むことが出来ます。言い換えるなら、内なる神聖に気づいていれば、世俗にまみれていても幸せでいることが出来るのです。幸福とは、自分の好きなことをすることによってではなく、自分がやるべき義務を好きになることによって得られるのです。～また、心を神の方へ向けるなら、人は幸せになり、心を世俗の方へ向けると人は永続した幸福を得られません。STPS2p37

  あなたの持っているもので満足しなさい。幸福の秘訣は、自分の好き勝手をすることではなく、あなたがしなければならないことを好きになることです。6/1985

 真の幸福は、神と一つになることです。それを実感認識しなさい。21/11/95

  人生は絶えざる幸福の追及です。人は自己の真の本性を認識する時、初めて真実の幸福を味わうことが出来るのです。特定の肉体ないし名前を自分と考える限り、幸福は彼を避けていきます。5/1/91

不変の実体と変化する実体の結合は幸福（アーナンダ）を生じます。神の愛を得るのは愛をつちかうことによって可能です。1/4/94

 真の幸福は感覚のコントロールとアートマンの至福によって得られます。学生にとって何より重要なのは感覚のコントロールです。22/11/91

 真の幸福は犠牲を払うことによって味わうことが出来ることを認識しなくてはなりません。人が幸福を味わうことが出来ないのは、何が原因でしょうか?それは、五つの悩みが妨害するために幸福を享受することが出来ないのです。第一の悩みは無知、次は、信念が堅固でなく揺らぐこと。第三は、未熟、第四は執着で五番目は嫌悪です。これらの五つの悩みが人々を苦しめます。

  無知は身体を自分であると考える人です。～欲望を捨て、心の欲求を無視する事に成功した人は至福を味わうことができます。心が定まらず、心があらゆるものに食指を動かし、束の間である感覚の快楽を享受すると悩みが生まれます。嫌悪が原因である悩みは、自分の期待することをその人が与えてくれない時に生じます。それは利己心と自己の利益をのみ求めたことによる帰結です。20/2/92



＊公務員と給料

今日、教育は高給取りをたくさん創出している。その結果、政府は公務員の給料引き上げのために財政支出を余儀なくしている。より多くの給料を得るためにストライキが頻発し、給料を上げるために税金も上げなければならないようになってきている。その結果、物価も上昇し人々の不満も高まっている。物価を下げるためには、人々が物欲を節制し、物への欲を減らせなければならない。SSSvol1p82



    ＊高慢、傲慢

高慢な者は、どんなに努力をしても成功することはない。高慢な者は罪を犯し、万人から愚弄されるだろう。高慢な者は仲間に見捨てられ、すべての財産と尊敬を失う。高慢さは、その者自身を完璧に破滅させるだろう。   17/2/07

    　傲慢や嫉妬等々はすべて悪い性質です。それらは良い性質を追い出してしまいます。それらはあなたを害し、社会を害します。ですから、他の人に対して、善であり、善をなし、善を行いなさい。もし、誰かが困難な状況にいたら、自分の仕事を犠牲にしてでも、全力で助けなさい。これは人間の第一の義務です。「つねに助け、決して傷つけない」がモットーであるべきです。もし、この二つの指示をつねに心に留めていれば、それで十分です。

     皆さんは、家では両親を苦しめ、職場に行けば同僚に利己的な力を示し、皆さんが仕事や責任と称するもので高い給料を手にしています。これは大きな過ちです。出世すればするほど、年を重ねれば重ねるほど、皆さんの傲慢と嫉妬は減少しなければなりません。そうして初めて、皆さんはすべての人の尊敬を得るでしょう。14/1/09



    ＊降霊会

降霊会を信じてはならない。それを学び実行してはならない。あなたがそれを通じて見られるのは悪霊なのだ。神はそういうところには簡単には出てこない。神というのは徳性の化身であるから、そういう低いレベルのところに下りてきて話したりする事は決してない。人間は７段階、神より低いレベルのところにいる。悪霊と呼ばれているものたちは、６段階神より低いレベルのところにいる。神のオーラはそのすべてのレベルに降り注いでいる。それゆえ悪霊たちは人間より少しばかり多くの力を持っている。それらの力を用いて、彼らは自らを神のような力があると見せかけて、振舞っているだけなのだ。p 294 ANDI



    ＊五感

自分の五感の力を伸ばすようにしなさい。それは皆さんが五感を制御しているときにのみ、可能です。しかし、今、自制はどこにも見られません。私たちは五感を野放しにしています。商店街に行けば、何でも見ています。五感の制御は、勉強のためだけでなく、生活の中での理想的な振る舞いのためにも必要不可欠です。神が皆さんに五感を与えたのですから、五感は正しく使いなさい。五感の制御なしに、プシュティ（体力）とサントゥシュティ（幸福感）を得ることはできません。

    神が皆さんに五感を与えたのは、他の生き物と同じようにただ勝手気ままにこの世にあるものを楽しむためではありません。同じことは鳥や動物や小さな虫さえしています。子どもを作って子育てをすることは、蟻にもできます。人は家族を養うためだけに多くのお金を蓄える必要はありません。すべての生き物を創造した者には、すべての生き物に生計を与えることもできるということを、人は信じているべきです。ですから、皆さんは食べ物や生活必需品のために心配しすぎる必要はありません。15/1/08



＊呼吸

呼吸の頻度が速くなればなるほど、寿命は短くなり、ゆっくりなればなるほど長生きします。呼吸はどのような方法で規則的にすればよいのでしょう?呼吸を静かにし、鼻孔のすぐ下に軽い粉末を置いても、その粉が少しも飛び散らないほど、静かな呼吸をしなさい。ヨーガの修行は、ゆっくりと呼吸をする事に役立ちます。29/6/89　

   「私のもの」（ママカーラ）という感覚、欲しがる気持ちや所有感は、絶えず人につきまとっている悪です。これこそが、あらゆる他の悪の根源です。人は、自分は神だという自覚を持たなければいけません。人は一日に21,600回呼吸をしますが、呼吸は「私は神である」（ソーハム）というメッセージ、人の実体は神であるという真実を伝えています。6/3/89

    呼吸で一息吐くごとに、寿命の一部が逃げていきます。5/10/67

一日に21600回呼吸するというのは、人間の一生を通じての平均的な回数です。激しく活動している時や、ストレスを感じている時は、呼吸は非常に速くなります。熟練したヨーギの一分間の平均呼吸数は、十五回ではなく、六回から七回まで下がっている場合もあります。呼吸が遅ければ遅いほど寿命が長いのです。寿命が短い猿は一分間に四十回呼吸します。寿命が長い蛇は、三、四回しかしません。CWSSBJp253

    ゆっくりとした呼吸は情緒を鎮めます。ソーハム呼吸によって気分をリラックスさせることは、瞑想で成果をあげる上での前提条件です。SIP5-74



＊こころ

神の宇宙普遍相は「物質的な世界」と同じものです。これが心の世界と繋がれば、神は繊細で微妙な姿を取るでしょう。それが、「微妙な世界」です。物質的な世界と微妙な世界では感覚や心が働いています。感覚も心も超えているのが「因果の世界」です。目の覚めている状態では、感覚と心が激しく動いています。夢を見ている状態では感覚に左右されることは無いけれど、心の影響はあります。深い眠りの中にある因果の状態では、心も消え去ります。物質的な世界は感覚器官と結びついています。

 微妙な世界は夢を見ている状態と結びついた、心の世界です。因果の世界は感覚も心も無い深い眠りの状態です。深い眠りの状態で、心も感覚も働いていないときに、はじめて形も性質も無い神を経験することが出来ます。SGc3

    世俗の欲望と感覚の快楽を満たしたいと願う心をコントロールするには、欲望を神という気高い概念に置き換えれば良いのです。心に神を思わせ、徐々に世俗の欲望から引き離せなさい。しかし今日の人々は、それに成功しません。失敗して惨めになります。実際、欲望と執着が心にはびこっているのが現代の特徴です。知性ですら、心を充分にコントロールすることができません。このような状態では、世間から離れて独居するか、神聖な団体に入って良いことのみを心に思って、心を滅することのいずれかを実践しなくてはなりません。SIP6-8

    あなたがたは、自分の執着と憎悪（ラーガとドウェシャ）の感情、およびアハムカーラとママカーラ「私」と「私のもの」の意識の主な原因は食物にあるということを理解せねばなりません。あなたがたの食物習慣を規制することは、自分の心と理知の健康な機能にきわめて重要であります。心の働き方は実に謎が多いものです。聖典の判断は、人間が感覚の言いなりになると動物になるということです。

   人間が心によって導かれるときには、彼は人間らしい人間になります。ブッディに従って行動する人は偉大な人物になり、アートマに導かれる人はブラフマンになります。あなたがたがブッディに従うことができないならば、少なくとも心に従って、自分の人間レベルを保つようにするべきです。しかし、あなたがたの多くは、心そのものが悪い傾向に流れはしないかと疑い、もしそうであればどうやって心を信頼したらよいかと思っています。

  実をいえば、心はそれ自体が純粋なのです。心が不純になるのは、心が盲目的に諸感覚に従うことによってです。諸感覚が持ってくるものを無差別に消費するのではなく、心が感覚の取り入れたものをすべて精査のためにブッディの前に提出し、ブッディの裁定に従って行動するならば、心は汚されることがなく、その原初の純粋さを保持するでしょう。ブリンダヴァンの慈雨　P.150～151

   用語に関して少し混乱が生じています。というのも、心自体が存在しないからです。心とは欲望が織り重ねられたものです。心の平安とは欲望がないということであり、その状態において心は存在しません。いわば、心とは滅するものです。心の平安が真に意味しているのは純粋性、すなわち意識が完全に純粋であるということなのです。SSSVol1P.172

フリ（そこにあるもの） ＋ ダヤ（慈悲） ＝ フリダヤ（心）なのです。慈悲に満ちているものが、フリダヤです。しかし、今日、人間はそのように慈悲に満ちた心をもっていません。人は荒々しい言葉を発し、それゆえに評判を落とします。皆さんは、優しく甘く話すべきです。荒々しく話すことで他者の感情を傷つけてはなりません。19/11/02

 身体の中にあって、対象物を理解する能力は心と呼ばれます。心は、感覚器官を通って身体の外に出、対象物に接触し、対象物の形を取ります。心は知性を持ちません。UVc8

 心の消滅には二種類あり、心のパターン消滅と心そのものの消滅です。前者は生きながら解脱を得た聖者の況位であり、もう一つは、死によって身体が縛られる況位です。あなたは今、心のパターンを無くすことのみが可能です。それによって人は、ブラフマンと自らが等しいとの体験を得て、至福に浸ることが出来るのです。心は人を束縛するものであり、克服しなくてはなりません。JV

   識別心は躁の状態や鬱の時には、失われてしまうことがよくあります。識別心が弱まると、心は誤った道を歩み始めることがあります。そういうことの無いように、あなたは心の事をもっと知らなければなりません。

   そもそも心というのは、生命原理の上部にあり、ブッディつまり理智の下に位置しています。これらふたつとも、火の原理と結びついています。そして心はそれらの間にあるのです。ヴェーダは月は心を司る神であると述べています。また、月は水分を含む星であるとも考えられています。そのため、上下ふたつの火の間に位置している心は安定しないのです。13/3/88

心はアートマンの衣服としてアートマンの近くにいるので、修行者は自分の心はアートマンを認識したと信じ込み、その体験を繰り返したいと願います。UVc8

 永遠なる果実にいつも集中していなさい。それは普遍的で、霊的なものです。それより劣る目標を追いかけてはなりません。世界にダルマを復興するための神の計画に沿うように、心を活用しなさい。あなたの取るに足りない知性を使って、いったい何が計画できますか？4/10/62

  心は決して落ち着きません。これは自然なことです。体にとって、じっとしているのは容易ですが、動くことや走ることは面倒です。心はこれと反対です。心にとってじっとしているのは困難ですが、動いたり変化したりすることは容易です。身体は不活発です。一方心は意識(チャイタニヤ)です。あなたがベッドに寝ている時も心は様々な場所を彷徨います。ここで注目すべき重要なことがあります。心には、独立した実体というものがありません。心は体を通じてのみ機能するのです。

   様々なところを徘徊する心は、誰にも迎え入れられたり、返答されたりしません。心の行動に対して、誰も親切に対応したり、反応したりしません。それゆえ心はいつかまた、身体に戻ってこなければならないのです。ですから、バジャンであれ瞑想であれ、絶対に霊性修行をやめてはなりません。そうしていれば心は徐々に静まって落ち着いてくることでしょう。木の葉は風が吹くとざわめきます。しかしひとたび風が止めば、葉は静まって動かなくなります。心も同じことなのです。STPS2p90

 心は束縛されていて、ものを欲しがり、人中へ出たがリ、この場所あの場所と好き嫌いします。執着は束縛です。無執着は解脱です。欲しがることは獄に閉じ込められることであり、死ぬことと同じです。心を一切の執着から引き離すことは、自由になることであり、永遠の生を得ます。JV

  心を扱う上で正しい方法は、心の活動を良い行いや、良い思いに向け、また神の御名を繰り返し唱えることに心を向けて、有害な対象や、有害な思いや行ないに心を向けないことです。

  そうすることにより、何かに没頭するという心の自然な傾向は満たされ、しかも、心が悪事に紛れ込むこともありません。心を有害な活動から引き離すための、もう一つの重要な手段は仕事です。人間は一生懸命働く様に創られており、仕事をしていれば、心は無価値で気儘な想念に没頭する時間がなくなります。何も仕事がないのであれば、瞑想や御名を唱える、良い書物を読む、善人と交わるなどの霊的努力を続けるべきです。神に全託する事は難しいと感じる人もいるかもしれませんが、すべての人は時間に全託しています。そして時間は神なのです。一日ごとに人の命は縮まっており、私たちはその時間に、自分の一生を託しています。時間は人間の命を征服します。

  そしてその時間は神なのです。ですから、第一に仕事があり、それから英知、次に愛があります。仕事そのものが愛、いや神になる時がいつかやってくるでしょう。CWSSBp102~3

  心は、一つの思いから他の思いへとすばやく飛び移ります。少しの間、あるものに愛着を示したかと思うと、次の瞬間にはそれを見捨ててしまいます。口を閉ざしておくことは出来ても、心を閉じたままにさせることはまず不可能でしょう。心とはそのようなものです。

  心は欲望という糸で織られた反物なのです。五感を通じて外界に飛び出して行くのです。しかし、人は修行によって心を慣らし、役立たせることができます。もし私たちが人に役立つ仕事や良い事をし、普遍的、絶対的、永遠なものである神に、いつでも思いを寄せていれば道に迷ったり破滅したりしません。心は五感の支配者なので感覚より強い力を持っています。知性が心の支配者で、個々の魂が知性の支配者で、神が個霊の支配者なのです。感覚が心と結合し、心と知性とが結合し、知性が個霊に従う時、あなたは至高神との一体感を味わうことができます。SSnewsVol14

   欲望をのさばらさせて欲望を満たすことに貴重な時間を浪費すべきではありません。 一つの欲望が満たされると、また新たな欲望が沸き起こります。心は一旦、捨てたはずのものを、幾たびも繰り返し追い求めます。ですから、心の気まぐれに負けてはなりません。感覚の執着から、力ずくでも心を引き戻しなさい。心をさまようままに任せるならば、祈ることさえ出来ないではありませんか。いつも、決まった場所で、同じ時に祈りなさい。そのように励む修行者を、アートマン自ら支え、力と堅忍不抜さとを与えます。JV

  心の波立ちを、見る者、つまり傍観者として眺め、それに対して何かを決意や決心をするとか、嫌いだとか、好きだとかという感情を起こさず、自分の心とその動きを制御しなさい。UVc12

  一日の内、何時間は沈黙を守るようにして下さい。そうすれば打ち寄せる言葉や思いの波からいくらかでも心は休まります。神聖な名前を唱えたり､神の事を思うのも休ませる訓練になります。SGc12

  皆さんの出来ることで一つ素晴らしい力を持ち、めざましい働きをなすものがあります。それは、皆さんの心の中に私が永遠に住むようになることです。心に私を住まわせば、他のどんな行いも、取るに足らない物に見えるでしょう。SGc8

 心は自ら活動しない物質です。自ら活動しない水は、太陽の光を受けて輝きます。それと同じく、自ら活動しない物質である心もまた、内在の神霊の光輝を借りて光るので、あたかも意識あるかのように見えるのです。心の知性が、内在の神霊の光輝を照り返すので、心もまた知性を持つようにみえるのです。ただそれだけなのです。心の本性は無知です。DVJp97

 皆さんは、ここプラシャンティニラヤムに一時間ほどいるだけです。ところがこれは、帰ってからも消えることの無い永遠の経験になるのです。最初に目の覚めた状態で経験したことは因果の世界に何時までも残り、それがあとになって心の微妙な世界で思い出すことが出来るのです。SG

感覚の欲望を満たすための外的な行為をしないだけでは十分ではなく、心の中でそれを切望することさえ根絶しなくてはならないのです。JV

 人の心は非常に精妙なので無限に拡大する傾向を持っています。しかし感覚のせいで、心は様々な物や人に引き寄せられます。それらのことで心がいっぱいになると、心の拡大傾向はにぶってきます。

心がものに対して引き寄せられる力が少なくなればなるほど、心は拡大してゆくことが出来るのです。～目をコントロールしなさい。目があちこちと、自由に見ることが出来ることによって、舌が制限無く活動し始めます。舌がおしゃべりを始めることで、目も何でも見ようとし始めます。この二つの器官が無制限に活動を始めると、人の人生は取り返しがつかなくなってしまいます。それ故、あなたの目は、良いものだけを見るようにしなさい。あなたがあなたの目や舌をコントロール出来るようになれば、他の器官も容易にコントロール出来るようになるのです。LIAD by Joy Thomas p164~166

 私があなたを見る時、あなたがたのハートの中をまるで透き通ったガラスの中を見ているように様に見えます。あなたは私に何も隠し事は出来ません。ある人々のハートは暗闇に包まれています。私はそういう人たちには、何もしません。またある人たちのハートは光り輝いています。

  私はその人たちの人生にも干渉しません。またある人たちのハートはろうそくの光のように弱々しく灯っています。私の仕事はその弱々しい光を明るく輝かすことです。P344 ANDI

 自分自身の真実を知るのは、神を知るのと同じです。どちらも同じ英知の輝きであり、ただ一つの神を悟ることです。この知識があれば、皆さんを取り巻く様々なものが、一つになっていく様を捕らえることが出来ます。世間で経験するものをはるかに超えて、皆さんが求めてきた不滅のものに達することができるのです。この最高の知識を手に入れるには、何をよりどころとすれば良いのでしょう。

それは清らかな心です。心は神聖な行為によって清められます。神を信じる人達と付き合い、毎日の生活で良いことをするように心がけ、良い仕事をしていれば、心は清らかになります。SGc1

 心が清らかになればなる程、人は若さに満ちあふれます。その人はいかなる病気にも罹りません。心の清らかさを保つことを目標としなさい。それを達成することは、神への愛によって可能です。29/6/89

   自らの心を完璧にコントロールした者のみが、真の人だと言えます。SSIB93p79

宇宙に満ち、それを構成するすべてのものは、心が創り出したものです。それゆえ、その真理を認識するためには心をコントロールし、あちこちへ向かう空想を鎮めなくてはなりません。JV

 識別と捨離の実践によって、心を感覚の世界から離して内に向けなさい。そうするとあなたは、心の無い体験をします。また、感覚によって知る世界をはっきりと理解することなしに、単に心をコントロールしようと努力しても、それは価値のない努力であって、執着は去らず心の波立ちは、たやすく鎮まらないということです。というのも、きっかけさえあれば、心はすぐに波立つからです。

  熟睡している時のように心を不活発の状態に保ちなさい。感覚によって体験する一切が真実でないという確信を十分把握するならば、心はもはや外界に気を散らす力を持ちません。UVc5

 欲望に満ちた心は鈍性の属性を持ちます。鈍性の属性が優位であるところに暗黒があります。欲望が満たされる時、心は涼しくなり、満たされなければ心は落ち着きをなくします。しかし、心が熱くなることはありません。それが心の本性です。4/4/92

 心自体は認知の力を持ちません。心が物を認知するには、眼や耳などの認知器官によらねばなりません。感覚が弱まり感覚を通じて得る印象が誤り、不確かとなれば心もそれによって影響を受けます。心は、誤った印象によって影響を受けます。それゆえ霊的な場においては、良い人と交わることの重要性が強調されるのです。21/11/90

 人間というものは手持ち無沙汰な時、心があちこちにさまよいます。8/3/86

人間は心という独特の道具を持つ唯一の存在です。心をコントロールすることの出来る人こそ、人生においても成功を収めることが出来ます。心の奴隷になった人は、幸福を得ることも平安を得ることも出来ません。

  ～人々は普通、心を身体と密接に結びついたものと見なします。彼らは5大元素よりなる身体を真実で永遠のものと信じ、身体を完全に健康に維持するためには時を惜しまず努力をします。

人生は世俗の物事を追って浪費されます。しかし、最高の大成就は、ブッデイを用いてより高い英知を得、得た英知によって心をコントロールすることです。～それは良い想念を抱くことによってのみ可能です。8/19/86

 想念を減らすにつれ心は力を失います。内在の神霊を信じるためには、身体、心、知性の力の全てを内在の神霊に向けねばなりません。いかなる想いが心に浮かぼうとも、それはアートマンに向けられねばなりません。それが真のサーユジャ（神と一つになること）です。人が神に帰融するとき、神との一体感を認識し多様性の感覚は消えます。23/5/91

 心は本能と衝動が束になったものです。心は実は世界そのものです。心は人にとっては全世界です。熟睡している間は心は機能せず、世界は彼にとっては事実上存在しないのです。心の認知力いかんによって、世界は生まれ、すなわち意識にのぼり、あるいは消滅、すなわち意識から姿を消します。それゆえ心を滅する時、世界も又滅し、人は自由となります。彼は束縛から解き放たれるのです。JV

 自分の心を変えることを、ババに祈るべきではありません。自分の心を変えるのは、その人の義務です。何から何までババにしてもらおうと期待するなら、一体あなた自身は何をするのですか?

  神は、そのような怠け者は要りません。自分の霊性修行を実践し前進しなさい。自らの本分を果たす人を神は助けます。義務を果たし、結果を神にゆだねなさい。これをしてください。あれをしてください。と神に頼むのは弱さの証拠です。神を完全に信じていれば、心はおのずから変わります。ババの役割は、あなたの心を変えることではなくて、行為の結果からあなたを救済することです。

 各人はこれを認識し、この真理に基づいて行為しなさい。まず、自分自身の内にある欠点を正し、神への信愛を強め、信念を堅固にゆるぎないものとしなさい。これがプルシャプラヤトラ＜全ての人の為すべき努力＞です。そうすれば、あなたは神の恩寵を得ることが出来ます。11/92

 アーユルヴェーダは心の清らかさこそ健康の為に肝要であると確信し、一方アロパシーの医者は心をさほど重要とはみなしません。彼らは、病気の原因となった病原菌の撲滅を重要視し、それを病気治療の唯一の手段と考えます。病気を撲滅するために、心と霊の果たす役割を考慮しません。～抗生物質は非常に強力ですみやかに病状を改善しますが、しかし病気を治す一方で危険な副作用も伴います。6/2/93

  心は人を最高の高所に高める事も出来、最低の深みに沈めることも出来ます。心を正しくコントロールする事こそ,今日人類の直面する挑戦的課題だといえよう。人は身体的・宗教的・霊的に、人生のあらゆる面において、高尚な理想と感情を持たねばなりません。彼は束の間ではかない感覚の悦楽を捨て、惨めさを引きずって生きる生活から脱却しなくてはなりません。向上するのも堕落するのも心次第です。心の気まぐれな命令のままに性急な行動に走ってはいけません。修行をつんだ者は、善悪,正邪を良く考えてから行動します。そのような人は、究極的に神我を実感認識する目標に到達します。25/5/93

  霊性修行により、あなたの心は静まり穏やかで落ち着いたバランスの取れた人にならなければなりません。あなたの心を月の光のように涼やかで快適なものにしなさい。というのも、こころを支配している神は月だからです。静かな言葉で話しなさい。悪意や揚げ足取りや賞賛に対しては、静かに反応しなさい。感覚、情熱、感情、気分、衝動が落ち着いたものであること、それが真の平安です。神は次のように警告しています。疑いや無意味な議論によって、私から離れてはなりません。あなたはどのようにしてこれらのことを成し遂げることが出来るのか？そもそもそんなことが自分に出来うるのか？などという疑問を持ってはなりません。　　　　（サイババと精神科医）

 どの人にも心が与えられています。心は神秘なものです。心は完全に静止しているように見えながら、光速より速く移動します。人は何度も生まれ変わって名と姿をどのように変えようとも、心は変わらず彼と共に付いて来ます。心は人の輪廻転生と共について回ります。それが心の独特の行動です。28/3/96

 それは心の状態に応じてくっきり映り、あるいは揺れ動き、あるいはぼんやり映ります。この霊的真理を容易く理解することの出来る人は少ないのです。1/1/91

 人は、心の性質を理解したときに人間の真の性質がわかるのです。では、心とは何か？それは悪いものではないのです。それは良いものなのです。それは、アートマンの力、想念の力を顕しているのです。どんな遠いところへでも行くことが出来、アートマンの力を探求出来、過去、現在､未来という時にもとづいた真理を理解する力を持っています。それ故心は人々の毎日の生活の基になるものであり、人生の基礎となるものでもあります。すべての力の源でもあります。今日、人々は心の重要性について無関心です。SS7/1995p, 170

心は、身体の感覚器官と結びつかないうちは害を及ぼしません。たとえて言えば、心は想念の劇場を持っているようなものです。その劇場自体は何も害を与えません。しかし、心が身体をそそのかして自分の劇場に連れて行くと、それが映画になり、登場人物になり､そしてそれを見て人は感情的になり､またそれがその人の概念になり、そして結局のところ人は平安を失います。心を身体と結びつけさせてはいけません。身体の感覚は、身体の保持に必要とすることのみに限定させておかねばなりません。心も真理、集中、平安、愛、祝福といった五つの心の作用につなぎ止めておかねばなりません。心をこのようにつなぎ止めることができれば、すべてはうまく進み人々は幸せで平安になれるのです。CWSSBp55

 人は忙しく仕事をするように出来ています。そしてもし人が忙しくいろいろと神のために働けば､心は役にも立たない色々な想念を浮かべることはなくなるでしょう。CWSSBp56

 心をきれいにするには、高貴さを養い、神聖な思いを身につけ、多の人々に奉仕しなくてはならない。誰も他の人々を傷つけず、人類同胞に対して愛情や同情を持つ人は偉大な人である。SSN秋1995p,18

 自己探求と自己反省は、自己実現のために重要です。もし悪い想念が湧き起こってきたら、次のように考えれば良い。「間違った食物を摂ってしまったからこんな想念が浮かんできたのだ。今日から断食してこれらの思いを取り除こう。」と、これが心を罰する最良な方法なのだ。これが自己改善であり、こうして人は、心をコントロール下におかねばならないのです。Thought of the Day 8/12/1987

 心というのは、思いや想像のかたまりです。このような思いは、少しずつ減らしていかなければなりません。思いが減ってくると、心はねじが巻かれていない時計のように、自然にコントロールされていくものなのです。心の活動が減少してくると、アートマンの力が顕現してきます。その結果、英知の力が感覚を支配し始めるのです。話すことや心がコントロールされると、完全なる沈黙の領域に達することが出来るのです。SS3月1994p,58

     人間の霊性修行は、すべて心のレベルで行われています。そうした方法でアートマを悟ることはできません。心も言葉も、アートマの性質を理解することはできません。心は感覚器官によって外側に向きを変えさせられます。心を感覚の対象物から退しりぞかせることによってのみ、心に内なる視力を向上させることができるのです。30/3/87

 君の身体の中には聖なる心がある。その心の中には神がいる。それとともに、君の身体の中には一人の存在としての魂がある。この二つ～神と一人の存在としての魂～は、身体の中では別々のものとして現れ、大いなる物語における役割をともに演じている。この物語の作者の命ずるままに､この二つは、一つに出会ったり別れたりする。物語の作者は良い方と悪方のそれぞれの役割を決める。

 だが本当は､すべての役を演じているのは、ただ一人の神なのだ。肉体の側から考えれば、内にひとつの魂があり、そのまた心の奥に、神がいることになる。肉体に捕らわれていれば、二つは別々の存在のまま、それぞれの役を演じているように思うだろう。だが自分は肉体だというまやかしが消えれば、この二つは一つになる。そうなれば神の意識を悟り､永遠の悦びを味わうことが出来るだろう。

 ～すべては一つなのだ。感覚にとらわれて、このすべては一つという気持ちを忘れ、落ち着きを無くしてはいけない。悲しみと喜びから、執着と憎しみから心を自由にするのだ。褒められても、とがめられてもそれにとらわれてはいけない。誰に対しても変わらない態度で接するのだ。～この宇宙のすべてのものが神の現れだと信じれば、最高の英知あるものとなる。SGc34

  皆さんは、過去を回想し、恐ろしい未来を思い描くことによって、悲しみを倍増させています。皆さんは、過去を思い返し、これからの出来事をあれこれ考えることで、今この瞬間を大きな恐怖で満たしています！ 蓄音機の針はレコード盤の上を走って音楽を奏でます。レコードは動かない物体です。心（蓄音機の針）が自然界と関わりを持ち、自然界と接触すると、喜びと悲しみの歌が聞こえてきます。過ちは、自然界にあるのでも、心にあるのでもなく、接触することにあります！ 離れていなさい、無関心でいなさい。そうすれば、何の反応も生じません。これが、心の平安を手に入れる方法です。21/11/69



    ＊心の力

     心の力を表現することなどとても出来ません。思考の速度は、光や風やこの世界の何よりも速いのです。人にこのような計り知れない力を与えられているというのに、人は自分で弱いものだと思い込んでしまうことは悲しいことです。また、心と肉体の心臓とは何の関係もありません。SS3/90

    空想はあなたの心の力を吸い取ってしまいます。24/9/52

心は様々なものを創り出します。心にはそういう特別な力があります。どんなものでも、創り出し、滅ぼしてしまう途方も無い力があるのです。すべての行為の原因は心にあります。この強力な心を神に捧げればすべての行為も神に捧げられることになります。神を思うことに心を使えば､すべてが聖なる行為になるのです。SGc31

    現象的宇宙は広大で無限の館。しかし、館は正しい基礎の上に建てなければなりません。

堅固な基盤がなければ、館は崩壊するでしょう。世界という広大で強力な物質より成る鈍重な館にとって、霊妙で無限で強力な心がその基盤です。したがって人は心の強さの程度に応じて、力を得る事が出来ます。～現代人は欲求不満、気落ち、失望によって抑圧されています。

  その理由は何か?今日の人々の欲求不満と平安のなさは、心の神聖な力を用いることに失敗したからです。人と人との分離は、増大する一方です。これらの分離感は被害の伴う争いの生ずる原因です。それゆえ、第一になさねばならぬことは、心の力を正しく用いることです。今日人の心は、感覚の言うなりになっている為、まるで酔っ払いのようです。今日世界は二種類の酔っ払いがいます。

 一つは富から発生したもの。もう一つは力から生じたものです。この二つは、互いに異なるものではありません。それはひとつの種を二つに割ったようなものといえましょう。富によって人は権力の地位を得、得た権力によって富を手に入れます。今日人々の生活は、力と金銭という二つのものに基盤をもちます。この二つのいずれかを手に入れるなら、彼の自惚れは留まるところを知りません。

  その両方を持つ人の状態はいまさら言葉で言うまでもないでしょう。人間らしさを忘れ、獣的な属性をほしいままにし、人は悪魔的な性質を身につけるのです。今日、人は心の力の偉大さを実感認識する努力をしません。その努力をせず、世間的な行動に没頭し、人は自分の人生を無駄にしてしまうのです。6/5/94









    ＊心の産物

神が心を占めるとき、心の産物にすぎない客観世界や自然界はその正当性を失い、大海の波である人間は、その源の中で消えてしまいます。個別の自己と普遍的な真我とが一体性の内に融合します。すべての宗教は、神と自然と人間に関するこの根本的な真実を提示しています。すべての教義が、本質的には、この事実と、融合の手段としての愛を強調しているのです。ですから、私たちはすべての教義と宗教を尊敬しなければなりません。それらは、普遍的な絶対者に到る多くの道に沿って旅人を導く光の燈台です。25/12/86

    一つの同じアートマが、覚醒状態、夢見の状態、熟睡の状態という三つの状態のすべてに存在しています。覚醒状態では、肉体や心や知性と関連して働き、夢見の状態では、肉体はベッドに横たわって寝ている為に、すべては心の産物であり、心があなたをも造り出しています。熟睡状態では、肉体も心も知性も存在しません。stps2p143



    ＊心の命令

人は心の命ずるままに行動しています。心を基盤として、すべての行動を起こしているのです。心に従う人はまさしく盗人です。心にではなく、知性に従いなさい。そのときはじめて、「アートマの原理」を理解することができます。ティルトンダ アルワルは「ハートを清らかにして（チッタ シュッディ）、神を崇めなさい」と言いました。心の命令に従ってはなりません。心は常に不安定だからです。あらゆる人が高貴な資質を備え、純粋な思いをもつことができます。それらは高価なダイヤモンドのようなものです。しかし、人は心にそれらの管理を任せているのです。その結果 、霊的に進歩することができないでいます。真実と愛を基盤としなさい。真実は一つであり、時間や空間によって制限されるものではありません。真実と愛という、永遠で不変の原理を人生の基盤と見なすことができたとき、はじめて人は平安と至福を体験することができるのです。21/8/02



    ＊乞食

外では多くの物乞いを見かけます。物乞いにはお金を与えてはなりません。物乞いはあなたが与えたお金を悪いことに使うかも知れません。あなたは最初に尋ねなくてはなりません。「友よ、何が必要なのですか？」と。もし空腹だというのなら食べ物を与えなさい。必要なものだけを与えるべきです。度を超えた寛大さは危険につながります。24/11/2000



　＊個性の改善

あなたの個性を改善している間、私はあなたと違う道を行きます。その間、あなたは私があなたを避けているように思うでしょう。しかし、それは真実ではありません。私はあなたとの関係が少しでも早く神聖なものとなるように、わざとそうしているのです。P, 298ANDI



　＊子育て

今日世界中の親は、我が子の行動に悩み、幸福でいられません。彼らは自分の子供の行為を嘆きますが、実は非難されるべきは自分自身であることに気がつきません。正しい道に従って子供を育てていたならば、子供達が道を踏み外すことはなかったはずです。甘やかされた子供達は、迷い犬のようにうろつきます。彼らを改めることは不可能です。富めば富むほど人は横柄になり、道徳は廃ります。6/5/92

    親には、子どもに浄性の食べ物の有効性を教え、幼少期からそれを習慣づけるという大きな責任があります。反対に、もし家庭で親が肉や魚の入った激性や鈍性の食事を作って出すならば、どうやって子どもがサトワ グナを伸ばすことを望めるでしょうか？　子どもたちは、激性と鈍性の食物を摂ることをやめ、親に浄性の食物のみを要求すべきであると、私は考えます。人は浄性の食物だけを食べる習慣を意識的に養うべきです。こうした浄性の習慣を身につけて生活を送って、初めて私たちは浄性の特質を育むことができるようになります。つまり、霊性の道における進歩は、浄性の食物を摂って初めて可能なものとなるのです。22/10/05

    自分自身と生まれる子どもが神聖であることを望むなら、絶えず神を憶念していなさい。子どもは、親が善良で気高い生活を送っているときにだけ、善良で気高くなるのです。ですから、まず第一に親が善良でなければなりません。残念なことに、今の親は自分の子どもに手本を見せることができません。その結果 として、子どもが悪い習慣を身につけてしまうのです。6/5/05

  子供が道を外すのをそのまま見過ごす親は、いつか必ず報いを受けます。カリユガにおいて、子供を好き勝手にさす事が流行となりました。親は、そうしないと子供達が家出するか自殺するかと恐れるのです。そのような劣等な人格の子供に何が起ころうと、それが何だと言うのですか?親は今日、この種の道徳的勇気を持ち合わしていません。そのような親は子供達に関する悪いニュースを耳にし続け、絶望の内に死ぬのです。31/3/96

今日、親たちは自分の子供たちに制限のない自由を与えており，それが大きな災難となって降りかかっています。もし子供たちを小さい頃からコントロールしなければ、大きくなってからコントロールするのは不可能ですSSIB1993p109

 生まれて最初の５年間は，母親が子供の世話をしなければなりません。～今日、金持ちや高学歴の親を持った子供は，（子供を召使いや、保育所に預けるという意味で）とても大きなハンディキャップを持っていると言わざるを得ません。SSSvol2p204



　＊五大元素

人間の肉体は、地、水、風、火、空の五大元素で構成されています。肉体は自力で動くことが出来ません。私たちは肉体に空気を吸い込みます。また体内には火があって、肉体を温かく保ち、食物の消化を助けます。体内には空もあり、人間の身体のあらゆる部位の調節をしています。

 体内にはたくさんの水もあります。このように外界にある五元素はすべてあなたの内にもあるのです。誰もが同じ割合で五元素を有しています。あなたが持っているものすべては、他の人も同じように持っているのです。

 それならば、なぜあなたは施しを求めて他の人に手を伸ばすのですか。何のために。他の人が持っていて、あなたが持っていないものって何ですか。元来、そのようなものは、何もありません。これが「多様性の中の一体性」の原理です。この一体性とは神性です。この霊的な一体性の体験が、あなたを解脱に導くのに対し、多という性質、複数という性質、そして、多様性という感覚は、束縛であり、二元性であり執着です。STPSp68

    現代人は宇宙を形成している五元素を正しく使っていません。その結果として、人は無数の困難にさいなまれています。五元素から引き出すべき恩恵（音、感触、光、味、香りという形をとったもの）が正しく享受されていません。それらは誤用されています。人間が神の恵みを剥奪され、神の不機嫌をこうむっているのは、神から与えられた五元素と能力を人間が乱用しているからです。五元素も人間に敵対するようになっています。人間が五元素を侮辱していることに対して、五元素も人間を嫌悪しています。その結果、人に聞こえてくるのはスキャンダルやゴシップという耳障りな音です。それらは人が出すべき音でしょうか？23/11/91

  愛をもってすればあなたはあらゆることを達成できます。５大元素の全ては愛をもって制御できます。あなたが一旦５大元素を制御したなら、あなたは全世界を制御できます。決してあなた自身を小さな存在と思ってはいけません。あなたは巨大な存在です。あなたの無知があなた自身を卑しい存在と思わせているのです。あなたから無知のヴェールを取り除くのを手助けしてくれるのは愛です。愛は神で、神は愛です。もしも一旦わたしたちがこの単純な真理を発展させたなら、全世界を一つにすることができるでしょう。15/7/01

　五元素は、人間の苦楽や善悪の原因です。五元素は、人がそれをどのように使うかによって、幸せや悲しみをもたらします。五元素は、名前や姿は単純に見えるかもしれませんが、非常に大きな力を持っています。人間は、この世に生を受けて何年かの間生き、最終的には肉体を離れます。人間の誕生・成長・死は、五元素が原因で起こります。五元素は、微細な世界から極大の世界にまで広がっています。それは、人間の頭の上から足の爪先に到るまで人体のあらゆる部分に存在しています。ですから、人間はこれらの元素の秘密を必ず知っておかなければなりません。五大元素の重要性を十分に理解した仏陀は、自らの五感をコントロールすることができるように集中的な努力を行いました。5/7/01

   人類が今日体験している諸問題やさまざまな不安のすべての根底に何があるかを追求してみれば、人間が五元素を乱用していることに原因があることがわかるでしょう。ですから、善いものを見、善いことを聞き、善くあらねばなりません。人々がこのように振る舞えば、五元素は人々に恩恵を降り注ぐでしょう。五元素の恩寵を確保することができたとき、初めて人は神の恩寵を体験することができます。私たちを養い、維持してくれている五元素を誤用しているなら、どうやって五元素の恩寵を得ることなどできるでしょうか？23/11/91

 五大元素を誤って使う事はとても大きな犯罪です。もともとは,すべて神だからです。それゆえ注意深く使いなさい。水を飲みすぎると呼吸をするのが難しくなります。

エネルギーを使いすぎるとやけどをします。空気を汚染すると精神病になります。自分が必要とする以上な物を熱望するのは間違っています。快楽を過剰に求めることもまた間違っていることです。あなたが欲張りだと今まで手に入れたものまでも失うでしょう。大食漢のように大食いしたり、汚い場所で食べたりしてはいけません。

 自分や家族の生活を支えることが出来る以上の土地や耕地を、買い占めてはいけません。あなたが話し仕事をしている時に、大きな声を出してはいけません。必要以上に大きな声を出さないように。器を置くときでさえ静かに置きなさい。騒音を生み出すことも罪なのです。神は静寂なり。p276ANDI



　＊言葉

私は意味のない言葉は一言も言わない。2/108の名前

人が死んだ後も、彼の語った言葉はエーテル中の電波という相において存続します。29/5/92

心と言葉と行為が一つに結びついた時皆さんは偉大な魂の人になるでしょう。SGc5



　＊子供

人は、子供の時ですら喜びと平安の泉を心の内に持っています。SSSvol2p260

子供の無垢なハートには、より高い理想と目的に対して献身して傾倒するという潜在的能力が秘められています。この可能性は皆さん大人によって引き出され培われるものです。子供達は何も知らないとか、子供達を自分の思い通りに変えれると思ってはなりません。それは誤りです。

 子供の素晴らしい可能性に気付きなさい。子供自身が提案したり、示唆したりする方法を採用しなさい。子供が神性へと到達し、自らの高邁な運命に気づくよう手助けするのです。子供のことを、幾分劣った存在であるとか、そのような高みへたどり着けるはずはないなどと考えるのはやめなさい。SSSVol9

    もし、もう一度皆さん全員が子どもになることができれば私はとても幸せです。子どもは怒り、情欲、嫉妬、うぬ ぼれ、そしてエゴという悪い性質をもつことは決してありません。イエス キリストはいつも子どもたちの無垢な性質を喜んでいました。ある時、イエスは群集の中にいた一人の母親のひざから小さなこどもを抱き上げて言いました。「私はこの小さな子どもが大好きです。彼女は神のすべての資質をもっています。純粋でエゴもなく、完全な至福の中にいます」子どもは本質的に神です。大きくなるにつれ、子どもは過度の欲望、執着、怒り、嫉妬などといった悪い性質を育ててしまいます。年令を重ねるとともに、悲しみと困難もまた増します。

    ですから、人は自分の欲望をコントロールできるよう努力すべきなのです。それは欲望に上限を設けること（節制）です。もし、このコントロールを身につけることができれば、あなたは神の力の影響下にあります。さもなければ、あなたは欲望の力に惑わされ、決して出ることができない渦巻きにはまってしまうことでしょう。単純で純粋無垢な子どもは、神への道です。 

   私はあなた方に、少なくとも一日に一分間、子どもになってほしいと思います。皆さんは子どもの特徴である気高い性質を見習うべきです。たとえば、あなたが欲望に悩まされているとすれば、欲望はあなたの気高い性質にふさわしくないとみなして追い払いなさい。そうして初めて、あなたは胸を張って歩けるのです。 28/8/04

    子供たちの幼い柔らかなハートには信愛（バクティ）が潜在しています。そして、高い理想と目標への忠誠心が潜在しています。それを引き出して育てることができるのは、あなた方です。「子供は何も知らない」、「自分の思い通りにどんなふうにも子供を変えることができる」と思ったら大間違いです。子供の持っている大きな潜在力を認識し、子供本人が示唆したり、示してきた場合には、その方法を採り入れなさい。子供が神性に到達するよう、子供が自らの高尚な運命を自覚するよう、助けてやりなさい。子供は人として下等であるとか、高みには到達できないなどと思っていてはいけません。

今の親たちは、子供を指導する能力に欠け、子供を溺愛し、どうやって子供を正していいかわからず、非難に値する習慣や生活を送っています。親たちは、煙草を吸い、ゲームをし、ギャンブルをし、酒を飲み、家で喧嘩をし、子供の前で嘘をつき、陰口を言い、自慢話をし、人の悪口を言っています。それでどうして自分の子供を正しい道に導くことができますか？ あなた方は、そのような親たちの敵になったり、邪魔をするのではなく、心を改めるよう説得し、さらには、相手を感化させるような模範とならなければいけません。10/7/74

 皆さんが学んだ道徳的価値は、どのようなものでも、自分の子どもたちに教えなければなりません。学んだことのすべては、子どもの成長のために用いたときにのみ、価値をもちます。教育は、一人ひとりの内なる可能性を引き出すためにあるのです。19/11/02

子供は神の申し子と言われています。子供のうちは､憎しみや怒りや嫉妬に駆られることはありません。イエスは、子供にはどこにも悪いところが無いのだから､子供は神のようだと言っています。子供のうちは､心にも身体にも何も悪いところはありません。悪い心からおこる悪い感情が無いから､子供は美しいのです。大きくなるにつれて､子供達に少しずつ悪い性質が身についてきます。そうなると、子供の持っている美しいものが失われてしまいます。悪い心は､悪い言葉と悪い行いとなって､子供の美しさを無くしてしまうのです。人の持っている美しさは、少しずつ無くなっていきます。

 そういったはかない美しさは､永遠の悦びを与えてくれません。ロバだって生まれたばかりの時はかわいいものです。それが大きくなってくると､腹が出てきて醜い姿になってしまいます。悪いところが無いうちはどんなものでも美しく見えます。ですからこの世界では､どんな人もどんなものも美しさは限られています。

 ということはそこから生まれる悦びも限られているのです。美しさと悦びはいつも一緒にやってきます。美しいけれどつまらないものなどどこにも無いし、おぞましい姿の楽しいものも見ることはありません。永遠に喜ばしく､永遠に美しいただ一つの摂理は何でしょう。

 それはアートマです。アートマは変わることも移ろうこともありません。それどころか、アートマには何の姿も無いのです。美しさと悦びが、アートマの姿です。SGc19

 子供達は何もしていないのに、何かを受け取ることがないように教えなさい。自分が欲しいものは、子供達が自分たちで働いて手に入れさすようにさせなさい。Gems of Wisdom

 親は、子供が聞いているところで他の人の欠点を指摘したり、子供達の敏感な心を前にして、他人への妬みや憎しみを表してはいけません。SSSVol4

   まず第一に、視覚と舌をコントロールしなさい。皆さんは、悪いものを見ることによって、多くの罪を犯しています。そして、必ずその結果 に直面しなければなりません。皆さんが悪いことのために感覚を使えば、皆さんに生まれる子供たちも悪い心を持つようになります。ですから、悪いものを見ず、悪いことを聞かず、悪いことを語らないようにしなさい。

  昔の人々は、身ごもっている婦人が悪いものを見たり聞いたりしないように注意を払っていました。彼らは妊婦に、神の神聖な物語を話して聞かせ、良いものを食べさせ、善い知らせだけを伝えるようにしていました。彼らがそうしたのは、母親が善い感情を持っていれば、生まれてくる子供もまた善い心を持つようになることがわかっていたからです。両親が犯した罪は、間違いなく子供たちにも影響を与えます。5/7/01

  喜びに満ちた真理の道に沿って子どもたちを導きなさい。子どもたちの幸せそうな顔を見ることによって得られる至福から湧き上がる笑顔を、いつもあなたの顔にたたえていなさい。怒り、嫉妬、慢心の罠に陥ってはなりません。これらの罠は、あなた方が着手した務めに、しっかりと、誠実に目を向けることによって、免れることができます。あなた方が奉仕している子どもたちが、母国の太古の栄光を復興させる英雄たちとなりますように。21/11/79



    ＊この世

宇宙は神で満ちています。私たちがジャガット〔この世〕と呼んでいるものは、私たちが生まれ、育ち、自分たちがそこからやって来たもとの場所へと戻る世界です。地球は私たちの世界の土台です。地球では、絶えず内でも外でも、夜にも昼にも、あらゆる場所で大気が流れていますが、それを肉眼で見ることはできません。人はさまざまな活動や食べることや休むことに時を費やしています。見上げれば果てしない空が広がっています。昼には太陽がきらびやかに輝いています。夜は闇です。どこを向いても、山や川、木や家やアパートがありますが、こうした美しいものはすべて、肉眼で見えるものです。22/11/80M



    ＊ゴーピー

ゴーピー〔牧女〕たちの愛については、哲学的な憶測が随分と飛び交っていますが、私に言わせれば、あれはサハジャプレーマ、すなわち、肉体意識を超越した純正な愛であり、賞賛にも非難にも影響されないものです。それは、水の上に落ちた一滴の油のように、触ると指に付着して水から離れてしまうようなものではありません。ゴーピーたちの愛は蓮と似ています。蓮は深い水底からいくつもの水の層をくぐって茎を上に伸ばしますが、葉は水面に浮かび、蓮にとって不可欠な環境である水の影響をこうむることがありません。人間も、蓮のように、人間にとって不可避なものである感覚の世界の上に上昇するために、懸命に努力すべきです。感覚の世界は、あなたがつまらないことのために奮闘するよう誘惑してきます。しかし、あなたはゴーピーたちのように渇望を捨て去り、自分の目を生気あふれる貴重な歓喜の泉に定めるべきです。ゴーピーたちには、他には何の目的も、理想も、願いもありませんでした。ゴーピーたちにあったのは、揺るぎない神我への全託でした。それは完全で、疑う余地のないものでした。25/11/62

    牧女たちは神性の相においては無形でした。自分の体に執着があると、人は五感に執着します。牧女たちは自分の体にまつわる錯覚に陥っていませんでした。その理由は、牧女たちはクリタユガ〔正の時代の意、黄金時代〕の前世で聖仙だったからです。クリタユガで聖仙だったときには、神の姿を見ること（ダルシャン）を得ることだけができました。聖仙たちは、トレーターユガ〔三なる時代の意、銀の時代〕では、神の化身ラーマの猿となりました。クリタユガでは神の姿を見ること（ダルシャン）がかなっただけでしたが、トレーターユガでは神との会話（サムバーシャナ）の機会を得ました。その後、猿たちは神に祈り、神に触れる（スパルシャナ）機会を得ました。神に触れる機会を得るために、クリタユガの聖仙たちは、トレーターユガでは猿になり、ドワーパラユガ〔疑いの時代の意、胴の時代〕では牧女になったのです。78夏期講習



    ＊コップの水

   神は一なるものであり、一なるものとなり得ますが、一より多くはありません！ 一なる神が存在するだけであり、神は遍在です！ 一つの宗教、愛の宗教があるだけです。一つの言語、ハートの言語があるだけです。神はこつこつと霊性修行を続けるという方法によって視覚化されなければなりません。疑いと躊躇に陥ってはなりません。修行を続け、意識を清めさえすれば、あなたのハート中に座っている神を見ることができます。砂糖が入っているのにコップの水が甘くないのは、あなたが水をよくかき混ぜていないからです。神は世界に存在しており、一滴一滴を、すなわち原子の一つひとつの中の神性を、よくかき混ぜることによって、あなたは生きていく世界を甘いものにすることができます。知性がそのスプーンです。霊性修行（サーダナ）がそれをかき混ぜるプロセスです。生活のあらゆる瞬間を神で飽和させなさい。そうすることによって生活は甘くなります。25/12/70



　＊ゴマ

胡麻には肺と眼の病気を癒す成分が含まれています。31/8/92



　＊ゴールデンエイジ

  アヴァターの使命は人類の心に変容をもたらすことです。皆さんは一つの事実に気づくことができなければなりません。人類の世界規模の変容はすでに始まっています。短期間のうちに、すべての人間社会が一体となり、次のヴェーダの祈りの中で尊ばれている理想に沿って、平安と一体性のうちに生きていることに気づくことでしょう。共に生きよう、共に成長しよう。共に知性を育もう。互いに仲良く暮らそう。私は、黄金時代はとても近いと断言します。バーラタ（インド）、そして、全世界で、個人の対立、不和、同胞への憎しみは、過去の遺物となるでしょう。10/10/05

 あなた達の多くは健康上の問題や精神的な心配事を抱えてここにやって来ます。それらは、あなた達をここに呼び寄せて神の祝福を与え、あなたの信仰心を強固にする為に私が用意したものだったのです。問題や心配事は、あなたに謙譲や謙遜の心を教えるいい機会でこれを歓迎すべきです。しかし、あなた方が築き上げて来たものに対しての執着心をずっと持ち続ける事は出来ません。

 いつかそれらはあなたの手のひらから滑り落ちて無くしてしまうことでしょう。あなたはいつの日か、チトラヴァティの川床のみが、世界中からここへ来た人々の座れる場所で、空のみが、彼らが座っている場所の天井となりえるのを見ることでしょう。多くの人々は、彼らの人生が好転し、幸せで喜びに満ちたゴールデンエイジがやってくることを信じるのを躊躇しています。私はこのサイババが口先だけで言っているのではないと保証します。この人類に降りかかるであろう危機を回避することに私は成功することでしょう。P303 chap48 SSS Vol 4

 大災害は避けられるであろう。新しいゴールデンエイジの時代がやってくるのです。私はそのことに失敗しない。神の化身は失敗したりしないのだ。TEOLp225

 多くの人々は今日の状況が好転し、多くの人々が喜びにあふれて幸せに暮らす黄金の時代がやって来るということを、なかなか信じようとしません。私は、このダルマの化身である神聖な身体が、取るに足らないことのためにこの地上にやってきたのでは無いことを保証します。私は、人類に降り注ぐ危機を取り除くことに成功するでしょう。PN1968

    私が自ら自分自身の像を祀るのは実に楽しいことです。私は極めて正当な理由からそうしているのです。今日は黄金の文字で刻まれる価値のある日です。今日のこの行事は、サティヤサイ時代という新しい時代が始まる日であり、サイはフルダヤ・スチャイすなわち万人に内在する推進者となるのです。神の化身が神像を祀った過去の出来事としては、ラーマがラメスワラムに悪魔を滅ぼす手始めとしてリンガを祀りました。私は全世界にダルマを樹立する手始めに私の神像を祀ったのです。25/2/1961



    ＊これとあれ

創造物（現象世界）は五感の理解の範囲内にあります。私たちが聞くこと、見ること、体験することは、すべて私たちの五感の範囲内にあります。私たちはこれら一切のものを「これ」、「これ」、「これ」（イダム）と呼びます。しかし、五感を超越しているものは「あれ」と呼ばれます。

（あれは完全、これは完全）

「あれ」という語は、何か遠くにあるものを指しています。「あれ」は何から離れているのでしょうか？ 「これ」は何から近いのでしょうか？ 私たちは「これ」という語を五感の範囲内にあるものに言及することに使っています。「あれ」は五感を超越したものに言及しています。

ですから、五感を超えているものはアディヤートミク（霊的、アートマ的）と呼ばれてきました。五感より下にあるものは、バウティク（元素、五大元素から成るもの）と呼ばれてきました。私たちは、五感の下にいると同時に、五感の上にもいます。五感の下は肉体です。五感を超えるものはフルダヤ（霊的なハート、フリダヤ）です。永遠不滅のフルダヤは、滅びゆく肉体の中に収められています。これは、貴重な宝石を、その宝石よりも安い金庫にしまっておくようなものです。神性は、肉体という金庫の中にしまってある貴重な宝石です。これは私たちの真の姿を述べています。31/8/88

    

　＊殺す

自分の身体を守るというのは、とても大事な義務です。どんなことをしても自分を守らねばなりません。誰かがあなたを攻撃してきたらその人を殺す、ということも、それが唯一あなたを守る方法であるならばそうしなさい。しかし、そうする以外に他にたくさんの他の方法で、それを防ぐ手立てもあるということも知っておくべきです。もし八方手を尽くして、もう他に手が無い場合のみ、襲ってくるものを殺す、という極端な選択があるのです。MBAIp197

 誰か抜け目のない人が、「行為を神に捧げ、その神の名のもとに、人を殺したり、傷つけても良いのですか？」と、尋ねるかもしれません。一体どうして思いと言葉と行為が純粋で無いなら、あらゆる行為を神に捧げることが出来るでしょうか。愛、平安、正義、非暴力が神に仕える者の美徳です。DVJp20

殺人者を殺すというのは、ダルマではありません。SSSvol1p124



    ＊コントロール

「人間の束縛と解放をもたらす原因は心です」。心が揺れ動くのは、あなたが欲望を抱えているからです。ですからあなたは、欲望を手放したときに、初めて平安を手に入れることができるのです。ただ単に慈善行為をするだけでは、崇高な人物になることはできません。一心に帰依をして、自らを神に捧げなさい。そうして初めて、平安と幸福を手に入れることができます。あなたの欲望をコントロールしなさい。あなたの思いをコントロールしなさい。そうすれば、すべてをコントロールできるようになります。23/11/05



　＊困難

人々は私に、困難と損失を全て取り除いてくださいと祈願します。それは完全に誤った祈願です。困難を歓迎し克服しなさい。困難を乗り越えてこそ、神を体験することが出来ます。2/9/91

身体が困難に陥っているときのみ、愛の甘いジュースが流れることができるのだ。身体が災難に遭わず、心が苦しみを味わうことなく、そして感情をコントロールせずして、どうして神を体験することができるのであろうか？人は、今日このような苦しみを経ずして，真の自由を勝ち得たいと望んでいる。

神の愛を得ることは、そんな容易なことではないのだ。貴重な宝石は，犠牲という市場でのみ買い求めることができるのだ。SS1994p, 2

    どんな困難がやって来ても、それを神の意志として受け入れなさい。何のために神が困難を与えているのかを知る者は誰もいません。困難は自分の幸せのためだと考えなさい。1/5/08

    あらゆる困難や苦難は人の想像にすぎません。困難のない幸福などあり得ません。喜びは苦しみと苦しみの合間にあるものです。困難は皆さんに幸福を与えるように意図されたものであり、より多くの悲しみによって不幸にするためのものではありません。ですから、自分に何が起ころうとも、それを神の贈り物と考えて、幸せでいなさい。自分を苦しめるために与えられたものだと考えてはなりません。お腹が痛くなったとしましょう。医者は何をするでしょう？　もし、医者が手術をするなら、それは苦痛を与えるためではありません。医者が与える苦痛は、苦しみを取り除くためのものです。ですから、困難は自分の苦しみをなくすための手段であると考えなさい。15/12/07

    困難を体験せずに幸せを体験することはできません。「誰も幸せから幸せを引き出すことはできない」。幸せは困難に出会って価値を得るのです。克服できそうもない困難でさえ、勇気と自信をもって立ち向かえば、それらはまるで薄い霧のように消え行くことでしょう。問題は山のように見えるかもしれませんが、皆さんの心の中に恐れと不安が入り込む余地を与えてはなりません。心は狂ったサルのようなものです。それは困難によって簡単に動揺します。ですから、やって来る困難を払いのけなさい。決してそれが優勢になるのを許してはなりません。

   心は霊性の道に障害として立ちはだかるマーヤー（迷妄）のベールです。心の奴隷になってはなりません。心を征服しなさい。そうして初めて、皆さんは神へ到達できるのです。しかし、皆さんはマーヤーにほかならない心の気まぐれに夢中になっています。心の命令は無視するべきです。私たちは、心は人間の最も重要な側面 であると考えています。しかしながら、心の気まぐれと思いつきに流されてしまうと、皆さんは危険と困難に導かれます。自分を心に服従させてはなりません。28/8/04

    神聖な行為を行うことによって、私たちの時間を神聖にするべきです。これが今日、私たちが学ばなくてはならない霊的な教えです。訪れる困難と苦しみを克服して初めて、私たちは超越的な至福を体験することができるのです。決して困難を恐れてはなりません。勇気をもってそれに立ち向かいなさい。そうして初めて皆さんの中に人間性が開花するのです。一度、アートマの至福を体験すれば、困難や苦しみに悩まされることはなくなります。28/8/04

 困難がなければ決して幸福を得ることはできません。幸福から幸福は得られないのです。逆に困難にだけ陥る苦難もありません。困難が無ければ決して喜びの価値を知ることはできないでしょう。自分の家族が不死ならば、母親でさえ我が子を愛せなくなるでしょう。今あなたの味わっている幸福は、将来不幸をもたらすかもしれませんし、また不幸は幸福をもたらすのです。絶対的な幸福や不幸をもたらすものはありません。

 冬に着るコートは夏に着れば不快になるように、幸不幸は時間と状況と場所によって変わってくるのです。喜びとは二つの苦しみの合間のことであり、苦しみは二つの喜びの合間のことです。悲しい時に、困難や苦しみの辛さを思うと、その苦痛は二倍になります。不運な時には幸福だった日々やその時のことを思い返すべきです。そうすれば苦しみの辛さは軽減されるでしょう。苦難を神の試練と見なして、あらゆる困難に立ち向かいなさい。STPS2p164

 様々な困難を経てはじめて、あなたは人生の中で自分自身を高めることが出来るのです。SS5/1995p124

    困難に直面しても悲しまないように。あなたはその時、神を体験しているのです。SS5/95p124

 私、私のもの、という思いが、人が直面するすべての困難の原因です。もちろんあなたは執着心や所有欲をすべて捨て去ることは出来ません。しかし、それらに限度をもうけることは出来るでしょう？欲望をとりとめもなく追いかけることが、心に平安を保てなくなる一番の原因なのです。SS9/95p230

 人々はよく、他人を助ける前に、まず自分自身が完璧である必要があると考えますが、そんなことはありません。自分に何らかの欠点や弱点がある場合、他の人に対して自分にあるのと同じ短所を指摘することができます。

 その時、相手の人が「私の振る舞いを注意する前に、自分の振る舞いを正したらどうですか。」というのであれば、自分はこのような誤った行いによる苦痛を身にしみて知っているので、自分が体験したのと同じ困難を、あなたが避けることが出来れば良いと願っていることを伝えたいのです。それによって、自分の問題を克服する助けにもなるし、このことで悪い影響を受けるはずだった十人もの人が、それによって助かるのです。CWSSBJp84

     他者の幸福のために尽力する人は、決して困難には見舞われません。いかなる困難も彼らを動揺させることはできません。25/12/2000

   　最近は、憎しみ、妬み、見栄が蔓延しています。これらのものをすべて取り除き、愛の道をたどりなさい。あなたの望みが満たされても、そうでなくても、起きていることはすべて、あなたにとって良いことだと考えなさい。

 あなたが困難に遭遇したときは、常に、そのうちもっと良い日が来るのだと考えなさい。善と悪は常に隣り合わせです。ですから、善と悪の両方を同じ心で受け取りなさい。ギータは、『幸せも悲しみも、損も得も、勝利も敗北も、完全なる平常心を持って扱いなさい』と言っています。

 楽しみは、苦痛と苦痛の間の期間です。あなたの世俗的な欲望を減らしなさい。神を求める気持ちを育てなさい。神への愛を高め、それによって、さらに幸せになりなさい。もし欲望が大きくなると、あなたの苦しみもその分だけ大きくなり、幸せもそれに反比例して減っていきます。23/11/2000

  私はあなたの中にいます。あなたは私の神性の火花に過ぎないのです」。そうならば、人が困難や悲しみに影響される必要などあるのでしょうか？ このように探求すれば、あなたにその影響をもたらしているのは、自らの中の悪魔的、獣的な傾向であることに気が付くでしょう。邪悪な資質を捨て去らない限り、あなたは永遠なるアートマの真理を体験することができません。9/10/02

    あなた方は、自分の面倒を見て自分を守っているのは自分であると思っています。これは真実ではありません！ 実際にそれを行っている者は神です。ぐっすり眠っていて自分の周囲で何が起こっているかわからない時にあなたを守っているのは、誰だと思いますか？ その時あなたの面倒を見ているのは誰でしょうか？ それを行っているのは神です。実のところ、神はつねに、あらゆる場所で、あらゆる状況において、あなたの面倒を見ています。神がつねに守護しているのですから、痛みも苦しみも恐れる必要はありません。困難は必ずやって来るものですが、必ず去って行くものでもあります。困難は永遠に留まるものではありません。困難は過ぎ行く雲のようなものです。一方、神は、定まった永遠なるものです。神をあなたの生活の基盤とし、いつも神を想っていなさい。これが、この地への巡礼の一部として、あなた方が今日、しっかりと理解しなければいけない教えです。21/5/00

    人間はよく、「ああ神様、なぜ私にこのような困難が降りかかるのですか？ なぜ私はこんなにも非難され、傷つけられるのでしょう？ どうして私に善いことをしてくださらないのですか？」と言って神を責めます。しかし、神はそうした困難を与えることを望んでいるわけではありません。人が経験する善悪はすべて、自分自身の行いに原因があります。自分の思考が自分の現状の原因なのです。郵便配達人は、あなたに手紙を配達するだけです。郵便配達人は手紙の内容も差出人も知りません。引力と重力は地球の有する特質です。引力が届く範囲内にあるものは、何であれこの自然の法則に従わなくてはなりません。この性質を拒むこと、超越することができる者は誰もいません。それと同じように、神は人の行いに応じた果報を手渡すのです。8/1977



    ＊コンパス

航海士は、コンパスを使って、嵐の暗雲の下、荒れ狂う波の上を正しい方角に進みます。同じように、もし人が、絶望という暗雲と、抗し難い欲望という荒れ狂う混乱に打ちのめされても、進まなければならない方向を示してくれるコンパスがあります。そのコンパスとは、霊性修行の普及に専念する社会集団です。人が外界の自然に引きつけられている限り、喜びと悲しみ、利益と損失、幸福と不幸という強風を避けることはできません。しかし、もし、自然の中に存在するだけでなく自らの中にも存在する神の栄光に引きつけられるならば、人は二元性を越えて完全なる平安の内にいることができます。18/6/68



　＊最高のヨーギ

  「自分が万人の内にあるという意識を育て、万人が自分の内にあるという一体感を培うのだ。そうすれば、お前は全てのヨーガに取り組んで、成功を収めることができるだろう。その時お前は、私と他人、アートマと神我などのようなあらゆる区別からも開放される。そうなれば、他者の喜びや悲しみが自分のものとして感じられるようになり、決して他者を傷つけることが出来なくなる。その時、あらゆるものは神である、という自覚の上に立つことが出来、全てのものを愛することが出来るのだ。」クリシュナ神は、このようなビジョンを得ることが出来た者こそは、最高のヨーギであると宣言しました。11章ギータバヒニ



    ＊最高の霊性修行

人類同胞に慈悲を注ぐことのできる者だけが、神の恩寵の中に自分の場所を要求することができます。これは最高の霊性修行でもあります。それは人類社会が一つであること、そして、神の内在の栄光を、あなたに刻印します。セヴァ ダルたちが本当に喜んで励んでいるこの修養が国中に広まり、この国が幸福になり、繁栄することができますように。世界が、平和と幸福、そして、愛に満ちた信頼を持つことができますように。これが私の祝福です。私はあなた方に全人類の幸福と繁栄を祈ってほしいと思っています。25/12/70



　＊債権者

あなた自身を債権者と見なして､あなたの富や才能を他の人のために使いなさい。いろいろな機会をとらえて他の人を助けなさい。哀れみ深くありなさい。SS31996p, 267



　＊最後の呼吸

私のことをいつも思っている人、私のことをいつも思い出す人、そういう人が最後の時を迎え、頭の中央から最後の息として抜け出す時、彼は私に到達するのです。私は、彼が私のそばにいつもいたように、私も彼のそばにいつもいるのです。GVp156

    最期の一息をプラナヴァ（オーム）で満たして死んでいく者は必ずや解脱を得ると、主なる神はバガヴァッドギーターの中で断言しています。もちろん、ただ思い出すだけでは役に立ちません。一つの願望から別の願望へと心が動き回るなら、オームの音も助けにはならないでしょう。また、迫り来るこの世との別れを嘆き、来世を恐れてぶるぶると震えていたら、オームの音がどうやって助けとなれましょう？ 旅立ちの瞬間に心の前にオームが立ちはだかるには、生涯を通じてオームの栄光を感知する必要があります。23/11/66

 人生の終わりに際して、自分の歩んできた人生を振り返り後悔し懺悔しても、それは自らが犯した罪を清めてはくれない、ということに気づかねばならないのだけれど、それはとても難しいことなのです。自分の人生において、罪を犯し続けて悪いことをし続けてきた人が、最後の息を引き取る時になって懺悔をしても、それは意味を持たないのです。懺悔が、今までのすべての罪を消し去ることが出来ると考えることは、間違っています。ああ、懺悔というのは、罪を犯してから長い時を経てから行われるもので、もう遅すぎて誰に対しても何の意味も持たないのです。SSIB77p119

    感情、情念、衝動、態度、反応を浄化しなさい。それこそが、あらゆる宗教で定められている霊性修行の本質です。心と思いを点検しなさい。過ちの多い人間を求めてはなりません。純粋なるものだけを求めなさい。いかなる人の悪口をも言ってはなりません。だれをもはずかしめてはなりません。長所を見てその人を敬いなさい。あなたの行いに対する人々の嘆きは、あなたが息を引き取るとき心につきまとって離れません。1008の宝石　P.97



    ＊財産

 もし、スワミが望むなら、全宇宙を変容する力がスワミにはあります。なのに、なぜスワミがこうした一切を行っているかというと、それはあなた方全員に、人生を有意義なものにするチャンスを与えるためです。世界に裕福な人は大勢いますが、犠牲を払うという考えや発想はその全員が得られるわけではありません。それが得られないのは、過去何生にもわたって蓄積された不幸です。

 死ぬ時には一握りの土さえ持って行くことはできないのなら、どれほどの財産があっても何の役に立つでしょう！ 精を出して財を蓄え、そのすべてを銀行に預け、その上、不正所得までため込んでいても、神聖な目的のために私財を犠牲にしようという思いに駆り立てられる人は一人もいません。隠し財産は汚物同然です。そんな財産は必要ありません。ハートは純粋で神聖であるべきです。そうなるためには、あなたの犠牲は神への犠牲であるべきです。24/11/2000



   ＊サイと健康

健康が害されるのを防ぐ最良の予防薬は、心配しないことから生まれる至福です。私を見てみなさい。私はこの体を伴ってやって来ましたが、この体と他の人間の体には何の違いもありません。けれども、病気がこの体を襲ったことは一度もありません。いついかなる時も、それは不可能です。たとえ私が病気を歓迎したとしても、病気が私に近づくことはできません。また、私は病気に対して何の予防策も講じていません。私はあらゆる種類の食事を、あらゆる場所で、あらゆる家でとります。洗濯屋の部屋には各種様々な衣類が置いてありませんか？ 私の食卓にはそれと同じくらい様々な料理が並べられます。帰依者たちが世界中からこのニラヤムに持ってくるのです。決まった献立はまったくありません。私は一つのものにこだわりません。私は、太陽が照りつけようと雨が降ろうと、夏であろうと冬であろうと、谷間であろうと高原であろうと、あらゆる天候の中を動き回ります。私は、今日はある井戸の水を飲み、翌日には別の井戸の水を飲みます。しかし、私はいかなる時も至福の権化であり、それゆえ、私は決して病気にかかりません。私は人から称賛されようが、けなされようが、少しも心を乱されません。愚弄して話されようと、崇敬して話されようと、私の至福は同じです。道端の木に甘い果汁が詰まった実がたくさん生っていると、それを見て感心する人もいますが、ほとんどの人々は〔実を落とすために〕その木に石をぶつけたくなります。頭のおかしい人や、ぼけた老人でさえ、その木に石を投げようとするでしょう。その木は、自らの豊かな恵みに対して罰を受けながらも、お腹を空かせた人や喉が渇いている人の幸せに貢献し、幸せを感じるのです。

こうした愛（プレーマ）こそが私を明確に区別できる印であり、意志だけで物や健康や幸せを創り出すことがその印なのではありません。あなた方は自分たちが「奇跡」と呼ぶものが神性の直接的な印だと考えているかもしれませんが、あなた方全員を歓迎し、全員を祝福し、遠く離れた土地であろうと、どこであろうと、苦しんでいる人、悲しんでいる人のいるところへと私を急がせる愛こそが、本当の印なのです！ それが、私はサイ ババであるということを明らかにしているものなのです。5/10/67



    ＊サイと商売

   中には、サイの名前を使って商売をしている人々がいます。彼らは、サイの帰依者を装って他者を騙しています。私は、そのような行動には賛成しません。彼らは帰依者などではありません。彼らは、国の内外を問わず、様々な場所に行ってサイの名前を使って金集めをしています。それは重大な犯罪です。私はただの１パイサも人に求めません。私は、決してそのような商売を承認することはありません。もし誰かが、そのような世俗的な意図を持ってあなたに近づいてきた場合は、それが誰であれ、すぐに出て行くように言いなさい。

  霊性の領域に商売が侵入するのを許してはなりません。人は、自分の家族を養うためには、自分の好きなことをして良いでしょう。しかし、誰一人として、サイの名前を使って商売をすべきではありません。ところが、不幸なことに、そのような活動が増えてきています。多くの村々で、人々が個人的な利益のためにサイの名前を誤用しているのを見かけます。このようなことは、アメリカ、イギリス、日本、ドイツ、シンガポール、マレーシア等々、多くの諸外国でも起きています。そのような悪い人々と関係を持ってはなりません。あなたの心を純粋で神聖に保ちなさい。そうしなければ、あなたは生ける屍と同じになってしまいます。そのような人々を尊敬してはなりません。彼らの葬儀を執り行う方が良いのです！22/7/02

   彼らはただ、虚飾に満ちた高尚な哲学を説くだけでしかありません。そのような状況がはびこっているのはインド国内ばかりではありません。世界中どこでも同じことです。イギリス、日本、ドイツ、どこに行っても同種の商売が行われています。あらゆるところから、そのような取引のニュースが届いています。バガヴァンにはそのような情報がたくさん伝えられています。

  私は、このようなことをすべて迷惑に思っています。このような種類の情報は、バガヴァンが聞きたいと思っているものではありません。バガヴァンが一番聞きたいのは、すべての人が元気で、幸福と至福を味わっているという報せです。バガヴァンの名前を使って商売をすることは、非常に不快で、嘆かわしいことです。帰依に関する事柄に商売が関係してはなりません。塩辛い海の水ですら飲む水に使えるかもしれませんが、この種の帰依には何の価値もありません。22/7/02

   バガヴァンは寺院もレストハウスも必要としていません。あなたの心の寺院だけで充分です。バガヴァンは喜んでそこに留まりましょう。いわゆる寺院と呼ばれる施設から届くニュースを、私は非常に嘆かわしく思っています。このようなもののために私が経験する苦悩は、皆さんの想像を超えています。神の名のもとに悪い行いをしてはなりません。もしあなたが善を行うことができないのであれば、少なくとも静かに邪魔をしないでいなさい。皆さんは様々な派手な約束をする必要など、まったくありません。沈黙と愛のうちに神の至福を味わいなさい。

   ここには世界中から人々が集まっているので、私はこのような厳しい言葉を語らなければなりませんでした。サイの名前のもとに商売の取り引きを行っている人々とは、一切関わりを持たないようにしなさい。そのような人は、合掌をして追い払いなさい。もし皆さんに何か必要なものがあるときは、私に頼みなさい。

  ~決して私が真実に反することを語ることはありません。私は、そのような好ましくない行為が、純粋な帰依者の身には、いっさい降りかかることがないことを望んでいます。昔は、私がムンバイを訪れると、人々が、場所も時間も構わずに、空港においてまでもバジャンやナガラサンキールタンを行うのを見かけたものでした。こんにちでは、公の場所で神の御名を唱える人すら、ほとんど見ることができなくなりました。もちろん、帰依者の数はとてもたくさんいます。ところが、彼らはナマスマラナをすることを恥ずかしがっています。私は昔、チェンナイ、ムンバイ、ハイデラバードといった、様々な都市を訪れていました。しかし最近、私はどこにも行きたくありません。そういう所はどこも、そのようなよこしまな人々だらけです。彼らを排除して、信仰心の厚い人々を励ますことは、とても大事なことなのです。22/7/02



　＊才能

もしあなたが大きな仕事が出来るような才能を持っていたなら、それを神の栄光を讃え、人類を高める為に使いなさい。vol4p, 190

    何であれ人が持っている才能は、他の人々への奉仕のために、いやそれどころか、あらゆる生物への奉仕ために、捧げられるべきです。成就はその中にあります。すべての人は親戚であり、誰もが同じ構造、同じ材質で作られた似た者同志であり、同じ神の神髄を備えています。人への奉仕はあなたの神性の開花を助けます。というのも、人への奉仕はあなたのハートを喜ばせ、生きてきた甲斐があったことを感じさせるものだからです。人への奉仕は神への奉仕です。なぜなら、神はどの人の中にも、どの生き物の中にも、どの石ころの中にも、どの木の株の中にもいるからです。あなたの才能を神の御足に捧げなさい。一つひとつの行為を、妬みやエゴという虫の付いていない、愛と犠牲の芳香に満ちた花になさい。もしあなたに劇の役を演じる才能があるなら、その才能を神の栄光を称えるため、人を向上させるために使いなさい。18/2/64



    ＊サイの学生

他の人々がどう言おうとも、我々の学生たちは黄金のように素晴らしいのです。彼らの足跡の埃でさえ、他の人々の不正を阻止することができるでしょう。私たちの教育機関の卒業生たちは、男子も女子も神聖で見本的な人生を送っています。我々の女子大学の卒業生が作っている「サティア・サイの使者」と呼ばれる組織は、様々な国において幾多の奉仕活動を行っています。彼女たちは、夫を感化して奉仕の道を歩かせることまでしています。我々の学校の卒業生たちは、スイス、アメリカ、日本、ロシアといった様々な国々で活躍しています。一部の外国人たちが、彼女たちを買収してサティア･サイババを非難するための話を捏造（ねつぞう）させようとしています。スイスでは、女子大の卒業生に対して、ある人物が、サイババを陥れるための作り話を考えて欲しいと言って近づいたとき、彼女は烈火のごとく怒って、すぐさま自分の履いていた靴を脱いで手に取り、ほとんど相手を打ち据えるような勢いで「これがあなたの宗教の教えですか？ これがあなたの宗教が広めようとする理想なのですか？ 恥を知りなさい！ ここを出て行きなさい！」と迫ってその人物を追い払いました。しかし中には、ユダのように買収されて、サイババを陥れる虚偽の攻撃をする裏切り者たちがいます。25/12/20000



    ＊サイの使命

私が降臨した目的は、小さな欲望を満たすためでも、あなた方が今しがた聞いたような小さな出来事に携わるためでもありません。私には、私が確立しなければならない崇高な真理があります。私がもたらさなければなければならない人間の前途の著しい変化があります。私がそのために降臨した任務、すなわち、唯一なる永遠の真理の確立を果たすことを、阻止したり、思いとどまらせたりできる者は誰一人いません。私たちの前途にあるサイの使命を達成させるにあたって、皆さんには担うべき役割があります。

ダルマの確立は、私たちが直ちに精力を注がなければならない任務であり、サイの仕事を達成させるにあたって、あなた方が皆、それがどれほど小さなものであっても、自分の役割を果たすことを私は望んでいます。万物は真理に依存しているのですから、真理は何者かに譲らなければならないようなものではありません。非真実は、接触したほぼすべての人から、ないがしろにされなければいけません。真理は決して誰にも屈従することはありません。この姿は、真理の権化である、サティヤ サイの姿です。19/6/74



　＊サイの組織

    ここで、はっきりと言わなければなりませんが、あなた方の中の１００人のうち９０人は、私があなた方にオーガニゼーションを結成することを許した目的を、まだ明瞭に思い描けていません。それは誰かに権威や権力を与えるためでも、私に名声と知名度を確保するためでもありません。それは、地上において、しっかりとした基盤の上に、神を父とする人類の同胞愛を築き上げることです。あなた方はこのことをしっかりと把握していなければなりません。あなた方は、オーガニゼーションを通じての社会奉仕に携わっているのではなく、あなた自身の奉仕に携わっているのです。どの仕事の項目もすべて、あなたのハートを拡大して浄化することを意図します。21/11/68

サイの組織においては、自己を律する、ということをしなければなりません。行動を通じてそれを促進する、ということが大事です。少なくとも今日から、あなたの行為を通じて人々の模範となり、人々を導きなさい。これが私があなた方に望んでいることなのです。SS4月1994p92

   ダイヤモンドは多面体にカットされ、カット数が多くなればなるほど、輝きの美しさは増し、値段はつり上がります。オーガニゼーションの発展、オーガニゼーションが体現し展開しているサイの原則に耐えることができない人は、非難や中傷をしたり、あざ笑ったり、妨害したりするかもしれません。しかし、このムーブメントが弱まることはありません。障害が大きくなればなるほど、さらに意気揚々と前進するでしょう。そうした障害は、拡大と輝きを助長させ、役立つことになるのみです。憎しみはアスーヤ〔妬みや悪意〕という邪悪な性質から生じますが、このムーブメントはアナスーヤ〔妬みや悪意がないこと〕を基盤としています。ですから、障害に注意を払っていてはなりません。定められた理想と義務を守り、オーガニゼーションと、オーガニゼーションのプログラムに専心しなさい。23/11/82

  責任者たちは、正しい方向に向けて必要な手立てを講じるべきであり、それができなければ、その役を辞任した方が良いのです。私たちが自らその責任を負いましょう。

 サイ･オーガニゼーションの全インド統括は、そのような人々に厳しく対処するべきです。全インド統括は、彼らの重責を直ちに軽減してあげるようにすべきです。私は、我々のオーガニゼーションの現状について、深く悩んでいます。私の中には、ずいぶん前からこのような感情が存在していましたが、それを表明する適切な時節を待っていたのです。今日この場に、世界の多くの場所から、これほど多くの人々が集まって来たので、これは私の思いを表明するのに最も適した機会だと感じたのです。22/7/02

    オーガニゼーションは、誰もがアートマにおいては同類であるという真理、他人というものは別の服を着た自分にすぎないという真理、そして、他人への奉仕は人が自分自身に行うことのできる最良の奉仕であるという真理を、人々に浸透させます。万物は一つの体の手足であり、まったく同一の血液によって栄養が与えられ、同一の意志、すなわち神の意志によって動機づけられ、同一の神の法によって結びつけられています。それがヴィシュワルーパ〔宇宙の姿〕、すなわち、万物の内なる神、あらゆる場所にいる神であり、人はそれを見て、体験しなければなりません。それはあなたに永遠に続く至福（アーナンダ）を授けます。20/12/67

    今日、この文化が育ち繁栄したこの国自体において、不道徳と腐敗が幸福と平安を破壊しています。多くの人がこのことを非難していますが、非難している悪事を行っているのは、その人たち自身です。人々を導くと宣告している人たちは、堕落への誘惑によって自分自身が間違った道に導かれています。ですから、これらの組織を設立して運営するとき、胸に刻まなければならない第一の規範は、「ステイタス、権力、地位を切望しないこと。虚飾や誇示を許さないこと。知名度、世間の注目、賞賛を求めて競い合わないこと」です。

    義務は神です。義務をなし、満足していなさい。あなた方は、自己権力を拡大させようという欲を抱き、それを実現させようと計画しているかもしれません。役員の地位を獲得するために、すでにさまざまな目論見（もくろみ）をしている人々がいることを私は知っています。しかし、そのような欲望は抑えて滅ぼさなければなりません。異議を唱えず、私の指示に従うことが、最も良い計画です。21/4/67

   社会は個人を形作り、個人の成長のための活躍の場を提供し、目の前に据えるべき理想を定めます。個人がもっと強く、もっと知的で、もっと奉仕に関心を抱き、もっと働き手として有能であれば、社会は恩恵を受けます。社会がもっと自らの役割に気づき、その役割を謙虚さと英知によって清める必要に気づけば、個人は恩恵を受けます。

サイは、この相互の更正を促進することによって、一方がもう一方に及ぼす相互作用によって、個人と社会を変容させることを決意しています。それゆえ、サイは、人間を神へと昇華させるために、オーガニゼーションを編成し、すべての国でオーガニゼーションの各ユニットを立ち上げたのです。7/76

    すべてのサティア サイ オーガニゼーションに、愛がしみ渡っているようでなければなりません。不和を生じさせる勢力に余地を与えないようにしなさい。カーストや宗教による差別 は徹底して慎むようにしなさい。人格だけが、人が所属する団体の特徴であるべきです。愛が信条であるべきです。道徳性が団体の性質を決定します。「あなたはどの団体に所属しているのか？」という問いには、「道徳的な人々の団体に所属している」と答えるべきです。もしだれかに宗教を尋ねられたら、「愛が私の宗教です」と宣言しなさい。 

これらを基盤として神への信愛を育みなさい。ほかの何ものでもなく、信愛のみが全世界を守ります。政府も、爆弾も、戦車も、世界を救うことはできません。帰依者のみが世界の守護者です。信愛を育み、世界の安寧を望みつつ、ナガラサンキールタン（バジャンをしながら自分の村や都市を歩き回ること）に加わりなさい。 20/10/90



    ＊サイの力

私の力には限りがありません。私の力と恩寵を、どこか一箇所に限定したり、閉じ込めたりする道理はありません。無限の力と無限の恩寵が、ここに、私の手の中にあります。時折、私自身に関して、このような事を話すことが必要になります。知ることを拒む人に話しても無駄です。知っている人には話す必要はありません。しかし、(私を)知ってはいても(私の力を)知らない人には、私が名刺と呼ぶものを与えることが必要になります。ですから、もし今日、私が私自身について皆さんに語ることに着手したのであれば、それは皆さんに私の名刺を与えることが目的であって、皆さんが心の中で考えているかもしれない他の目的のためではありません。19/6/74

    国の特質、人々や環境によって、神はそういった立場を演じて特定の事柄を行う振りをすることが必要になります。このサイ アヴァターにおいては、そのような振りをする余地もなければ、そのような後退をする場もありません。私がサンカルパ〔神の意志〕として請け負ったことは、必ず実を結びます。しかし、私は自分が望まなければサンカルパを請け負う必要はありません。私自身の思いや、サンカルパや、考えは、帰依者自身がどのような行いをするかにかかっています。私の恩寵は、すべての帰依者が得ることができるように、たっぷりとあります。私が普通の人間のように動き回り、皆さんと話したり戯れたりするため、多くの人は私の本質を理解できません。この点については、卓越した精神力を持つ人々でさえ、このサイの本質、外観と真の内面の違いを認識できずにいます。私の目的は、人類の間に一体性を確立し、ブラフマンという、人が求めるべき唯一のゴールである神性の側面を人類に明らかにすることです。あなた方に人と人との間にあるべき類の関係を気づかせること、神性は万人の中に隠れて存在していることを気づかせることもまた、私の義務です。人は、単にヴェーダを唱えることや、華々しくスピーチをしたりすることで偉大になるわけではありません。私がそういったことをしないからといって、私が卑小な存在になることはありません。私は最も難しい問題を解決する能力も持っていますが、私がそうした能力を持っていない振りをして、あたかも問題を解決できないかのように話しているというだけの理由で、私は単に奇跡を行う人間で、それ以上の存在ではない、と考えるのは大変愚かなことです。19/6/74



    ＊サイの哲学

普遍的な愛は、滋養のある食べ物のように人生に甘味を添えます。与えることの喜びは人生を喜びあふれるものにします。命によって支えられている瞑想こそが、命を支える本当の呼吸です。人生には四つの要素が必要です。それは、ルチ（甘さ）、プシティ（強さ）、スガンダハム（香り）、プラーナ（生気）です。この四つが一体となることが、人間としての存在を作り上げています。食卓に着いたとき、豆が塩で味付けされていなかったら、あなたはそれに手を付けません。そうであれば、60年も70年も費やす人生には、なおさら甘味や風味があるべきではありませんか？ 人間としての存在に味わいを与えているものは何でしょう？ 善い性質こそが、人生に味わいを添えるのです。善い行いこそが、人間の正しき力の源です。善い振る舞いをしない人は、弱い哀れな生き物になります。さらに、堪忍寛容や犠牲といった善い性質は、人間の生活に芳香を添えます。善い性質、正しい行い、そして、堪忍寛容と犠牲の姿勢がないなら、人生は無価値です。

17/11/85



    ＊サイの名を広める

家の灯篭に明かりを灯したら、他の家々を回って、自宅に明かりを眺めに来てくださいと知らせに行かなければなりません。しかし、燦然と輝く太陽が昇ったら、そのことを知らせるために世界に注意を促す必要はありません。それが太陽の輝きというものです。その光自体が一目を引くからです。光に気づかせるために人に知らせる必要はありません。22/11/70





    ＊サイの肉体がある内に

皆さんは近いうちに、この神聖な名と神聖な姿をまとった神の本質によって降り注がれた至福を、認識することになるでしょう。皆さんにそのチャンスをもたらしてくれる幸運は、隠者や僧侶、聖賢や聖者、さらには、神の栄光の一面の体現者たちに手が届くものよりも、はるかに大きいものなのです。

私が皆さんと共に動き回り、皆さんのように食べ、皆さんと話をするために、皆さんはそれを私が普通の人間であるほんの例証だと信じて惑わされています。そうした間違いを犯さないよう警戒していなさい。私はまた、皆さんと共に歌い、皆さんと共に話し、皆さんと共に行動することで、皆さんを惑わしています。けれども、いついかなる瞬間に私の神性が顔を出すかもしれません。皆さんはその瞬間に備え、準備を整えておかなければなりません。神性は人間性という覆いに包まれています。ですから、皆さんは、神性が皆さんの目に触れないように隠しているマーヤー（迷妄）を克服しようと努めなければなりません。

「この、人としての姿の内には、あらゆる神の実在、あらゆる神の本質、

言い換えるなら、人が神のものと見なす、あらゆる名と姿が顕現している」

疑いがあなたの気をそらせるのを許してはなりません。あなたの心の祭壇に、私の神性に対する固い信心を据えさえすれば、私の実体を見ることを勝ち得ることができます。そうする代わりに、もし、時計の振り子のように揺れ動き、あるときは信じ、あるときは信じないなら、決して真理を理解することも、至福を得ることもできません。あなた方は、今、今生で、サルヴァダイヴァットワ スワルーパ〔すべての神のすべての姿の化身〕を見るという至福を味わうチャンスを得たのですから、大変幸運なのです。

もう一つ、皆さんに注目してもらいたい事実があります。これまで神が地上に化身したときには、明らかにそれは神の恩寵だとわかる証拠の数々にもかかわらず、その化身が神であることを知る喜びは、化身の肉体がこの世を去って初めて与えられました。化身たちが集めた、人々の忠誠心や信愛は、化身たちの超人的な力や御業、あるいは厳格な最高の権威に対する、恐怖や畏敬を通して生まれたものでした。一方、このサティヤ サイの化身についてしばし考えてみてごらんなさい。物質主義がはびこる、強い不信と不敬の時代に、この化身の何が、世界中から数百万もの人々の崇敬を集めているのでしょう？ その根本的な理由は、人の姿の内にあるこの世を超越した神性にあるという事実に、皆さんも納得することでしょう。

その上、世界のすべての国々がバーラタに敬意を表するのを目にすることができる皆さんは、何と幸運でしょう！ しかも皆さんは、来たるべき将来ではなく、この肉体が皆さんと共に、皆さんの目の前にあるうちに、サティヤ サイという名への崇敬が世界中で響き渡るのを耳にすることができるのです。また、皆さんはやがて、サナータナ ダルマ〔太古よりの永遠の法〕、すなわち、世界のすべての人々のためにヴェーダに定められているダルマの、正当な本来の地位の復興を目の当たりにすることができます。人々を私のほうに引き寄せ、私のシャクティ（力）とサーマルティヤ（能力）を顕示することによって人々を魅了することだけでなく、ヴェーダのダルマを復興することも、サイのサンカルパ（サイが決意したこと）なのです。それはバラマ タットワム（迷妄の現象）ではありません。そのタットワム（現象）は、真理を支え、非真理を根こそぎにし、その勝利において、あなた方すべてを忘我の歓喜に浸らせます。これはサイのサンカルパ〔意志〕です。17/5/68



　＊裁判所

今日の裁判所はマヌの定めた法に従っていない。正義は、時、状況、金銭により左右されてしまっている。ダルマは空間、時、状況を超越したところにあるのだ。SS8p, 200



    ＊探す

私は探しています。ずっとずっと探し続けています。私は当時も探しました。私は今も探しています。私はずっと、真の、そして、正義にかなった人間を捜し続けているのです。19/8/06



    ＊魚

魚は、たとえ黄金の器に入れられても、自分が引き上げられた海へ戻るために死に物狂いでもがきます。魚は、生まれ故郷に到着するまで激しい苦悶の中にあります。魚は、幸せに生きるために水に囲まれていることを望むのです。同様に、人間の本質はアーナンダであり、それゆえ、人はアーナンダなしでは生き延びることはできません。人間はアムリタ スワルーパ（不死の化身）です。それゆえ、いつか自分の肉体が崩れ落ち、死が必定であることを想像することは、人間にとって難しいことであるのです。人間は、自分の目をエゴイズムで目隠しをし、暗闇はとても自分の性分に合っていると言います。物事の複雑な形をぼんやりと見て、そのぼやけた形を真実と受け取っているのです。1/10/62



    ＊詐欺師

ここでスワミが強く言っておきたいのは、サイを手に入れるのはそれほど簡単なことではない、ということです。あなたは私を愛していると言うかもしれません。しかし、どうして私はあなたを信じることができるでしょう？　あなたの愛には犠牲の精神があるでしょうか？　あなたの言葉と行動には一貫性がありません。あなたは何かを約束しても、次の日にはその約束を破ります。そのような詐欺師の愛をどうやって信じることができるでしょう？13/7/03



    もし誰かがあなたのところに来て、「サティヤ サイ ババが私の夢に来て、ババの宣伝活動を私に委託しました。できる限りのお力添えをお願いします」などと言っても、信じてはなりません。夢の中でも、起きている間でも、私は誰にもそのような仕事は委託しません。そのように語る人々は詐欺師です。彼らをそのように見なして、容赦なく扱いなさい。また、あなたに何やら見せて、「サティヤ サイ ババは私のことが大好きで、これをくださいました」などと言い、それから助けを請う者もいます。これは神聖原理そのものへの侮辱にほかなりません。26/3/65A

 自分の祭壇から吹き出ているヴィブーティ（神聖灰）とお金を交換している人たちがいます！ 地位の高い「上級の帰依者」のふりをして歩き回り、自分が騙してお金を巻き上げている純朴な人たちを祝福し、恵みを与えているふりをしている人たちもいます。また、自分の家のババの写真からヴィブーティが出ている、アムリタ（神聖甘露）が出ている、あるいは、質問への回答が書かれた紙や何やらが物質化されて出てきたと言って、偽りの主張をしている人たちもいます。サミティもユニットも、こうした詐欺師や、いかさま師と関わってはなりません。そうした人たち、あるいは、そうしたことを勧める人たちと付き合っている者は誰であれ、即刻、追い出すべきです。

他にも、私がその人を通じて話をしているとか、質問に答えているという主張をしている人たちもいます。そのような人たちは、精神異常者か神経症を患っているかのどちらかです。あるいは、悪霊にとり憑かれているか、もしくは、そうした方法でお金を儲けたいという貪欲にとり憑かれているかです。私に言えるのは、彼らを通して喋っているのは私ではないということだけです。私は霊媒を必要としませんし、代理人も、補佐役も、代弁者も必要としません。22/11/70

   マイソールには、これは自分の写真から出たものだとか、自分の所から出たものだなどと言ってアムリタやヴィブーティなどを配っている人たちがいます。彼らは何週間かはそれらをただで配りますが、しばらくするとその辺の物乞いのようにお金を要求し始めます！ そのようにしてお金を求めることも、お金を払うことも、罪です。帰依者たちは、そのような場所や人々には近づかないようにしなさい。14/5/71

    私がランゴーリの粉〔家や寺院の入り口などに吉兆模様を描くのに使う彩色を施した米の粉〕などで字を書いて人々と交信する、などと公言しています！ 仮に私がどこかに行ったとしても、私はそのようなことはしません。あなたが私を見ることができるように、私は直接行きます。私は第三者や霊媒を通して話したり答えたりはしません！ 自分の家で、ナーマスマラナ（唱名）や、ジャパ（マントラなどを繰り返し唱えること）や、バジャンを続けなさい。この場所に来なさいとか、あの場所に行きなさい、といったような特別な呼び出しはありません。あなたがどこにいようとも、どの御名を好もうとも、どの姿を喜ぼうとも、あなたの心が純粋ならば、私はあなたを祝福します。14/5/71

 

   ＊酒

人が飲む水は生命の供給源です。水はシヴァ神の頭から流れています。水は神聖です。そうした健全な飲み物の代わりに酒を飲むことは誤りです。酒は人に自分の本性を忘れさせます。酒にはまったく不快な思いをさせられます。酒は酒飲みを堕落させます。酒は神を忘れさせます。酒飲みは自分が言うことも行うことも意識にのぼっていません。そのような人を見ると嫌気が催してきます。飲酒の弊害によりおびただしい数の家庭が崩壊しました。酒飲みはお金をすべて酒につぎ込んで、妻や子どもたちに貧苦を負わせています。そのような無責任な男がどうして社会の役に立つでしょう？ 23/11/94

   アルコール依存症は数々の悪の原因です。けれども、どの政府もそれを止めることができません。変化は個人レベルで起こらなければなりません。個人の変化は、他人に説教された結果 としてではなく、精神的な変容を通してのみ起こることができます。一人ひとりが真理に気づき、自分自身を改善しなければなりません。 23/11/94



    ＊捧げる

自分の人生、エネルギー、力の一切を神に捧げるとき、あなたは言葉では表現できないほどの至福を体験します。私たちは今日、それほどの至福を探し求めていますか？ 私たちはそれに気づいていますか？ いいえ、気づいていません。あらゆる至福の座席はハートです。振動はハートから生じます。その振動は主の御名を唱えます。もし主の御名の力を理解するならば、どんなサーダナ（霊性修行）にも従事する必要はありません。20/10/88



　＊サティヤナーラヤナ

サティヤナーラヤナは普通の人々の間を歩き幸せに話しかけ人々を幸福にします。サティヤナーラーヤナは普通の人間のように見えますが、並外れた至上の力を有しています。質素で平凡に見えてもその力と栄光を説明できる人は誰もいません。サティヤナーラヤナはヴィシュヌ神に他なりません。サティヤナーラーヤナは普通の人間ではありません.8/08



    ＊サットサング

あなたは、「どうすれば神のビジョンを得ることができるだろう？」と疑問に思うかもしれません。おお、おばかさん！ あなたは神を捜す必要はありません。あなたがどこを見ても神はそこにいます。神はすべての事物の中に浸透しています。あなたが神を見ることができないのは、外的な見かけに惑わされているからです。「外観だけに頼るのは動物です」。あなたが何を見ても、あなたが何を経験しても、それはすべて神の現れに他なりません。事実、あなた自身が神なのです。ですから、ヴェーダは人間に、「私は神であり、神は私以外のものではない」という信念を育てるようにと教えています。名前と姿はたくさんありますが、神は一つです。「まことに、このすべてはブラフマンなのです」。そのような神における一体性を認識しなければなりません。目に見える多様性の根底には一体性があります。

   サットサングとは一体性を経験することです。 今日、人々は、サットサングとは霊的求道者の集まりだと考えています。人々はそのような集まりに参加して、自分たちはサットサングをしていると考えます。しかし、本当の意味では、それはサットサングではありません。というのも、あなたが善いと思っている人々は、悪くなってしまうかもしれないからです。彼らは必ず変化します。どうしてそのような一時的な交わりが、永遠の幸福を与えることができるでしょう？ それは不可能です。今日に至るまで、人々はサットサングの真の意味とその意義を理解していません。

  「あなたの仲間が誰かを教えてくれれば、私はあなたがどんな人かを言い当てましょう」。あなたが、自分をはかない事物と結び付ければ、その結果 もまた一時的なものにならざるを得ません。あなたは、神との友情を培わなければなりません。神との友情のみが真実で永遠です。神はあなたの中に存在しています。あなたはそれを外側に見つけることはできません。外の世界は変化に支配されています。世界は物質の組み合わせ以外の何物でもありません。この世に存在するものすべてが一時的なものです。永遠のものは何ひとつ存在しません。この世に見えるものはすべて幻影です。目に見えない真我の原理のみが真実で永遠なのです。1/3/03A



    ＊砂糖菓子

砂糖菓子の人形は手も足も頭と同じ砂糖でできており、全身すべてが甘いのです。問題が起こり、喧嘩が始まるのは、もっぱら、砂糖への愛（プレーマ）が乏しいからです。

ひとたび愛（プレーマ）の中に自分を据えれば、もはや、こういった違いに注意を向けることはなくなります。それらは、愚かで、ばかげた、無意味なことに思えるようになるでしょう。愛（プレーマ）がないとエゴイズムが優勢になり、自分のほうが優れている、他人は自分より劣っているという口論が起こってきます。17/6/61

    手を伸ばすのは、神の恩寵を求めるためだけにしなさい。ぺこぺこしないで、権利として恩寵を求めなさい。子が父に求めるように求めなさい。神は最も近しく、愛しいものであると感じなさい。あなた方は反映、すなわち写しであり、私はビムバ〔太陽や月の表面、光源〕であり、映るものです。光源とその写しとの間に、何か重大な違いなどあり得ますか？ あなた方は皆、私です。私はあなた方、皆です。私は自分がアートマであることを知っていますが、あなた方は自分は肉体であると信じています！ あなた方は砂糖でできた人形であり、私は砂糖です。どんな御名も崇敬しなさい。その崇敬は私に届きます。なぜなら、私はすべての御名に返答するからです。誰かを中傷すれば、それは私に響きます。なぜなら、すべての人は、私の意志の表現であるからです。14/5/71



    ＊鞘

　今日のグルプールニマの日から、神聖な感情を培い、至高の平安と至福を楽しみなさい。すべての人が至福（アーナンダ）を得ようと願っています。どうすればそれを手に入れることができるのでしょうか？　人間には、食物鞘、生気鞘、心理鞘、英知鞘、歓喜鞘という五つの鞘があります。あらゆる努力を注いで英知鞘に到達しなさい。そうして初めて歓喜鞘に到ることができます。幸福で至福に満ちた人生を送り、幸せを人々と分かち合いなさい。皆さんは、この至福がどれほど大きなものであるかを知りません。小さな木片が、火に触れると火になるのと同じように、あなたが心の中で私に近づくとあなたは神聖になります。あなたの心は光に照らされ、無知は追い払われてしまいます。5/7/01

    サッティヤム（真実／真理）、グニャーナム（英知）、アナンタム（始まりも終わりもない／永遠）、ブラフマー（神）。神はまず空（くう／空間）として現れました。空が具体的な形を取って風（大気）となりました。大気から、暖かさとエネルギーを特徴とする火が生まれ、火が水を生み、水から固体、すなわち地が生まれました。地には植物が育ち、人間は食物で養われました。この連鎖は人と神を結び付け、人間を自らの根源へと絶えず引っ張っています。

食物によって養われている人間の肉体は、微細な心の鞘（さや）〔心理鞘〕と、それよりさらに微細な理知の鞘〔理知鞘〕を包み、理知の鞘は、よりいっそう微細な歓喜の鞘〔歓喜鞘〕を包んでいます。歓喜は最も深い喜びであって、それが人間の最も深い衝動となっています。食物に依存している、目に見える粗大な肉体から、目に見えない生気鞘、意思鞘〔心理鞘〕、理知鞘へと進み、中核の歓喜鞘に到達することが、人間という存在の最高善なのです。

人間以外の生き物は、主に食物鞘、生気鞘、意思鞘〔心理鞘〕のみに関心をもっています。彼らには、心の気まぐれや、様々な意志や、心に蓄積された記憶を超越する能力がありません。人間以外の生き物は、有害で空虚なものを識別して捨てることを可能にする理知によってではなく、本能や衝動によって駆り立てられています。人間だけが、理知という機能を働かせて、自分を至福へと導く一連の行為を選択することができるのです。ところが、人間は、理知の機能を使ったり、その恩恵を受けたりすることがほとんどありません。人は、至福を勝ち得る代わりに、増大する一方の欲望の迷路に迷い込んで、欲求不満と落胆の餌食になっています。人は、至福（アーナンダ）を得るための備えがあり、それを手に入れる資格があるにもかかわらず、至福は逃げてしまいます。至福は神です。荒れ狂う世俗の流れの虜（とりこ）となって、人は、生来の魂の飢えや、内在の神を自覚する必要性を無視して、それを忘れています。25/12/86

    直感の鞘（ヴィグニャーナ）に到達するには、自分を覆っている５つの鞘（コーシャ）のうちの３つの鞘を超えていかなければなりません。それは、アンナマヤ コーシャ〔食物でできた鞘〕、すなわち祖体とその用具である五感、そして、プラーナマヤ コーシャ〔生気でできた鞘〕、すなわち微細体とその媒介である生気と神経系、そして、マノーマヤ コーシャ〔心でできた鞘〕、すなわち原因体、それから、否定的なものであれ肯定的なものであれ欲望や動機や決意や望みといった、心（マナス、マインド）と呼ばれる複合体を形成している鞘です。これらの鞘の奥にあるのは、ヴィグニャーナマヤ コーシャ、直感の鞘です。この鞘は、至福の鞘であるアーナンダマヤ コーシャを覆っています。しかし、人はまだ最初の３つの鞘の錯乱の中で右往左往し、あえて奥に進もうとはせず、そうして真理を垣間見ることを拒んでいるのです。真理の扉はヴィグニャーナの段階のみにあり、その向こうにあるアーナンダマヤ コーシャへと通じています。18/12/70

    人間は、五つの鞘（さや）、すなわちコーシャを有して生まれてきます。その五つとは、アンナマヤコーシャ〔食物鞘〕、プラーナマヤコーシャ〔生気鞘〕、マノーマヤコーシャ〔心理鞘〕、ヴィグニャーナマヤコーシャ〔理智鞘〕、アーナンダマヤコーシャ〔歓喜鞘〕です。この五つのうち、三つは肉体に属し、二つはこの世を超越した世界に属しています。その二つを見分けることはできません。

    皆さんがこの世とこの世を超越した世界で探求しようとしているものは繋がっており、切り離せないものです。私たちは神をサット・チット・アーナンダ〔絶対実在・純粋意識・至福〕と呼びます。名と姿という一時的で束の間の媒体を通して、人は持続する永遠のサット・チット・アーナンダを体験することができます。地上における人間の存在の総体は、アンナマヤ、プラーナマヤ、マノーマヤという三つの鞘が一体となったもので構成されています。皆さんはそうした人間の存在次元を乗り越えて、神と一つになるまで上昇していきます。そのためには、ヴィグニャーナマヤ・コーシャとアーナンダマヤ・コーシャの助けが必要になります。

     この彼方の目標を前方に定めない限り、この世での存在は無意味なものになります。なぜ健康を守り、保持する必要があるのでしょうか？ それは、あなたのこの世での存在のためではなく、アートマーナンダ〔真我の至福〕を体験するためです。8/10/83

この見方（ヴィグニャーナ）に到達するには、自分を覆っている５つの鞘（コーシャ）のうちの３つの鞘を超えていかなければなりません。それは、アンナマヤ コーシャ〔食物でできた鞘〕、すなわち祖体とその用具である五感、そして、プラーナマヤ コーシャ〔生気でできた鞘〕、すなわち微細体とその媒介である生気と神経系、そして、マノーマヤ コーシャ〔心でできた鞘〕、すなわち原因体、それから、否定的なものであれ肯定的なものであれ欲望や動機や決意や望みといった、心（マナス、マインド）と呼ばれる複合体を形成している鞘です。これらの鞘の奥にあるのは、ヴィグニャーナマヤ コーシャ、直感の鞘です。この鞘は、至福の鞘であるアーナンダマヤ コーシャを覆っています。しかし、人はまだ最初の３つの鞘の錯乱の中で右往左往し、あえて奥に進もうとはせず、そうして真理を垣間見ることを拒んでいるのです。真理の扉はヴィグニャーナの段階のみにあり、その向こうにあるアーナンダマヤ コーシャへと通じています。18/12/70

    人は、食物でできた鞘（アンナマヤ コーシャ）の中、言い換えるなら肉体の中に落ち着いている時、また、生気でできた鞘（プラーナマヤ コーシャ）の中、すなわち神経と生気の活動の領域にいる時、生活は食べ物と遊びと満足のいく快適な生活によって満たされると感じます。心でできた鞘（マノーマヤ コーシャ）へと上がると、想像力の視界が開け、神の栄光と威厳を垣間見て、それが人に神を崇拝させ敬意を抱かせます。次の鞘、理智でできた鞘（ヴィグニャーナマヤ コーシャ）に足を踏み入れると、人は経験の多様性の探求へと向けられ、五番目の鞘である至福の段階（アーナンダマヤ）へと導かれ、理智が組み立てた神に関する仮説は確信となります。それは人を恐れと疑いから解放します。英知のみが完全な自由を授けることができます。文化の最終目的は進歩であるのと同じく、知識の最終目的は愛であり、また、英知の最終目的は自由です。25/12/70



    ＊サラスワティー

すべてのマントラにとっての根源的なマントラであり、属性を持たぬもの、すなわち遍在なる至高我を内に秘めているものが、オームカーラ〔聖音オーム〕です。オームカーラはその音の姿の中に至高なるブラフマンを包含しているのです。この音を司（つかさど）る神はサラスワティー〔弁才天〕です。一般に、サラスワティーはブラフマー〔創造神〕の妃（きさき）であると考えられています。ブラフマーとサラスワティーが一体となったものが、この世の知識の一切の源です。ブラフマーとはいったい何者で、サラスワティーとはいったい何者なのでしょうか？ サラスワティーは、一般に、話し言葉の女神として、また、知識を手に入れたいときに機嫌をとるべき女神として、礼拝されます。さらに、サラスワティーは、ヴァラデー（願いを叶える者）やカーマルーピニー（どんな姿でもとれる者）とも呼ばれています。けれども、サラスワティーはこれらの描写に合致する者ではありません。サラスワティーは話し言葉の女神として生あるものすべてに内在しているのです。1/10/84



    ＊３位１体

心、言葉の力、身体は、霊性･道徳・ダルマによって清められます。この３位１体の清浄を成し遂げたもののみが、神を実感認識することが出来ます。この３つのうちのどれか１つでも清浄を欠くならば、神を実感認識することは出来ません。1/1/96



　＊残酷

（世界は残酷）というようにわざと創ってあるのです。この世界の目的は人の不満をつのらせることにあります。そういう傾向に人を持っていかねばならないのです。それが充分強くなった時に初めて、人は神を捜し求めるのです。Interview with New York devotee

    ひとたび内に目を向けるなら、平安を見つけることができます。内なる平安が外に現れてくるのです。そのように内を見る人だけが、本当の意味での人間と呼ばれ得るのです。一方、動物にはそのように内を見ることはできず、識別力を持った知性も備わっていません。そのために動物は残酷さを示すのです。皆さんは動物ではありません。皆さんは人間です。ですから、人間の生活にふさわしい生活を送りなさい。皆さんは自分は人間だと言いますが、残酷な動物の生活を送っています。それでどうやって自分を人間と呼べるでしょう？ 本当の人間らしく生活しなさい。22/11/08



　＊賛辞

いにしえの賢者やヨーギは賛辞を用いて神に祈願しました。このような賛辞は神をうんざりさせます。そのため彼らは神のヴィジョンを得るまでに幾百年もの間苦行をせざるを得なかったのです。8/89/SS



    ＊三種の力

万人の内には三種の力が存在しています。それらは、意志力（イッチャ シャクティ）、知力（グニャーナ シャクティ）、行動力（クリヤー シャクティ）として知られています。幸運な人生を送るためには、これらの力を統合しなければいけません。製品は、ただ考えるだけでは作れません。原材料を生み出し、加工処理をし、改良を施さなければなりません。そうして、やっと製品はきちんとした形に仕上がります。これは行動力（クリヤー シャクティ）です。望んだとおりに形作ったり設計したりするのは意志力（イッチャ シャクティ）です。製作に関与する技術は知力（グニャーナ シャクティ）に関連しています。このすべての種類の力が統合された時、要求される作業や仕事は初めて実を結びます。31/8/87



    ＊三昧

三昧の秘訣は、目覚めている時もあなたの深いところで眠っているときのように「存在」することです。眠りはマーヤーにおおわれています。マーヤーから目を覚ますと同時にあなた自身を眠りに浸すのです。それが三昧(サマーディ)です。SIP5-76



　＊死

太陽エネルギーは人の無数の神経系統を通って降り注いでいます。感覚は死の瞬間、心に融合します。心によって制約されながらも、このことを認識した者の魂は、神経を通ってハートの虚空にたどり着き、ついに身体が死ぬ瞬間、魂はハートより上昇するきわめて微かな一筋の神経通路に沿って太陽光線に赴き、さらに太陽界へと旅立つのです。しかし、旅はそこで終わるのではありません。

 魂は更にブラフマ神の司る界へと赴くのです。しかし、無知な者の魂は、心の働きを、心そのものが為していると思い込み、目や耳やその他の感覚を経て、カルマの支配する界へ赴くのです。熟睡した人が、目覚めたのちでないと満ち足りた喜びに気づかぬのは、彼の魂がまだ無知によって包まれているからです。UVc9

    皆さんの幸せや悲しみは、皆さんの中から何が生じるかによります。この世のものはすべて、皆さん自身の思いが創り出したものです。皆さんはここにどれくらい長く留まることができますか？皆さんは自分に課せられた役割が終わるまで、この世に留まります。その後は、すべてを置いて、行かなければなりません。ですから、この真理を認識し、それに従って行動することが絶対に必要です。この世に永遠のものは何もありません。それゆえ、そのように来ては去っていく一時の物事について、心配する必要はありません。だれかの死を嘆き悲しむ必要もなければ、だれかの誕生を大喜びする必要もありません。

   今日誰かが生まれても、明日その子に何が起こるかはわかりません。実に、昨日も今日も明日も、すべては同一です。何の違いもありません。それと同じように過去も現在も未来も同一のものですが、三つの時間における私たちの体験は異なります。過去をくよくよすべきではありません。過去は過ぎたことであり、戻ってはきません。未来は不確かです。一方、現在は単なる現在（presentプレゼント）ではありません。現在は遍在（omnipresentオムニプレゼント）です。この遍在には、過去も未来も含まれています。ですから、過去も現在も未来も一つのものと見なし、至福を感じるようにすべきです。15/1/08

H : 帰依者たちは、よく、死んだ後には何が起こるのかと聞きます。私が答えられるすべては、私はスワミから、死後の経験は一様ではない、誰もが同じでは ないと学んだ、ということです。

サイ: それは正しい答えです。どの場合も死体は存在します。それは同様です。しかしそれ以上は同様ではありません。

H : スワミ、人は死ななくてはなりません。何か死ぬときの技術はあるのですか? つまり、人がその過程で迷ってしまわないように、しがみ付くことのできる、 死を通り抜ける正しい道のようなものはありますか?

サイ: その時、それはあなたの自由にはなりません。あなたはその時、あなたの一 生の最終的な結果に左右されます。続サイババとの対話p29

    死というものをじっくりと考えることは、まさに霊性修行の基盤です。それがなければ、人は必ず嘘偽りに陥り、五感を悦ばす対象物を追い求め、物質的、世俗的な富を積み上げようとします。死は災難ではありません。死は、その先にある吉祥なる光明へと到るステップです。死は逃れられないものです。18/7/70

     何度も何度も生まれては死ぬことを まぬがられないというのはどういうことか、分析しなければなりません。デーハ（体）は生死の繰り返しを被りますが、アートマは永遠です。アートマが内在者として体の中に留まっている限り、体には意識があります。アートマが体を離れた瞬間に、体はジャダ（不活性）になります。この現象が死と呼ばれているものです。この真理を悟ることができずに、人は自らを悲しみにさらしているのです。生と死は外側の姿形だけのものであり、アートマのものではありません。20/10/04

    ババの姉の夫が亡くなり悲しみの泣き声をあげている時、ババはくすくす笑いながら咎めるように言いました。「なぜ騒ぐのですか、死も無く、誕生も無ければ私はどのようにして時を過ごせば良いのでしょう。」真、善、美part2p70

    そうした神聖な力(死人を生き返らす力)は、どの人の内にも潜在しています。人は自分の内側からその力を引き出すべきです。その力は、自分自身のためのみならず、他人のために使うこともできます。22/11/10

     死ぬための準備ができていない者は不幸な運命に遭遇します。人生の最後の時を迎えたときにオームのマントラを唱えることができるように熱心に修行しなさい。誰であれ死に際してプラナヴァ（オーム）を唱えるものは私に達するとクリシュナは言いました。息を引き取る時にオームを繰り返して唱えなさい。至高の神を常に思い起こすことは、あなたの今生と来世での幸福を至高の神に委ねる力を持つのです。SIP4ー5

    スワミは皆さんに霊性修行をするよう強く勧めているのです。ナガラ・サンキールタンは帰依者に処方されているサーダナの一つです。いつ自分の死が近づいてくるかはだれも知りません。死の縄を投げるとき、ヤマはその人がそのとき何をしているか、彼が良い事をしている時か、悪い事をしている時かは考慮しません。ナガラ・サンキールタンをしている最中でさえ死ぬことはあるのです。ですから、人は神の御名を唱えて、いつヤマに会ってもいいように準備をしているべきです。カルマ・パラから自由になれるよう、霊性修行を始めて神の恩寵を得るようにしなさい。がっかりして自分の運命を甘んじて受ける必要はありません。人は真摯な祈りによって容易に運命に打ち勝つことができるのです。すべては神の恩寵しだいです。21/7/05

    現代人の悲しむべき現状は、死に瀕していながらも、人は大騒ぎをし、空しい快楽のために貴重な瞬間を無駄にしていることです。何がそういう間違いをさせるのかというと、それは自分と体を同一視していることにあります。体は自分が住んでいる場所であり、乗り物であり、器にすぎません。自分を体の住人と見なしなさい。そうすれば、あなたの悲痛はほとんど消え去ってしまうでしょう。そして、自己中心的なところが減るでしょう。それは、他の体の住人である他者との親近感を感じるようになるからです。20/2/66

  運命に従って、起こるべきことは何であれ起こるのです。ならば、どうしてそのことを気にしたり、悲しんだりするのですか？ 生死は自然なことです。生死はすべてのものに共通であり、特にこの人にはあるが、あの人にはない、というものではありません。ですから、人は平然と運命の審判に向き合い、何が起こっても落ち着きをもって受け入れなさい。人は運命のせいで苦しむのではなく、欲望と執着のせいで苦しむのです。もし、この世のものへの執着があるなら、あなたは必ず喜びと悲しみを交互に体験することになります。苦楽は二元的な世界の切っても切れない部分なのです。すべてのものごとは神の意志によって起こります。神が望むものを、神が望むときに、神は与え、神は取り戻します。皆さんは気づいていないでしょうが、体がこの世に送られてきたとき、体に返却日が押されます。その日が来れば体は元の場所に戻っていく――それだけです。このように、生があれば死もあります。二つが自然な一組を形成しているのです。ですから、人は死のために悲しみに道をゆずるべきではありません。23/5/2000

   恐れのない人になりなさい。たとえ頭に雷が落ちても、恐がってはなりません。死がやって来るのはたったの一度きりで、二度とはやってきません。それはいつか必ずやって来ます。ですから、死を恐れないことです。いかなることがあっても良いような準備をしておきなさい。

  真理を守ることを恐れてはなりません。あなたの人生を愛で満たしなさい。そうしてはじめて、あなたの人生は神聖なものとなります。もしあなたが、真理と愛を守らないとすれば、ジャパ（神の御名を繰り返し唱えること）や瞑想のような、いかなる霊性修行をしても、あなたの人生は救われないでしょう。いかなることが起きようとも、構わずにこれらの価値を守り続けなさい。これらの価値のみが、全世界に幸福と繁栄をもたらすことができるのです。愛をますます育てて行きなさい。

   他者の批判を気に留めてはなりません。なぜなら、皆さんはいかなる過ちも犯しているわけではないからです。人がもし、本当に神を愛しているとすれば、いったいどのような過ちが起こり得るでしょうか？ 皆さんの呼吸が止まる最後の瞬間まで、神への揺るぎない愛を持ち続けなさい。対立や疑念の介入する隙を与えてはなりません。すべての人が、自分の行動の結果 に直面しなければなりません。それがいつどのようにやってくるかは、誰も予測できませんが、人間は必ずそれらの結果 に直面します。

  しかし、あなたが絶えず神のことを考えているのであれば、決して苦しみにさいなまれることはありません。神はあなたをすべての苦しみから守るでしょう。神は常に、あなたの中に、またあなたの周囲にいて、あなたを安全に守るでしょう。邪な感情の付け入る余地を与えてはなりません。25/12/00

  子供が亡くなった時は、「この子が生まれたのは、私の為だったのだろうか。」と自らに問いなさい。その子は、果たすべき自らの定め、自分自身で完成すべき魂の為に来たのです。仏陀p40

    良い行いをしようと決めても、人はそれをするのを後回しにしがちです。と言うのも、何かがその人に、「今しなくても良いではないか、お前はこれから先まだずっと生きているのだから、急いでやる必要など無いではないか」と囁きます。ところが人は何か悪い事を企むと、即座に実行にうつします。「明日はもう生きていないかもしれないので、早くしておこう。」と感じるからです。このことからもわかるように、悪い行いはすべて死をもたらし、良い行いは不死をもたらすのです。21/11/70

  死は存在しません。死ぬのは肉体です。しかし、「アートマ」すなわち肉体に内在するものは不滅です。アートマは永遠の真理です。あなたの幸福こそが天国であり、あなたの不幸が地獄なのです。この二つは、実はこの世にあるのです。この天国と地獄の二つともあなたから離れて存在しているわけでは無いのです。～死への恐怖を克服できる方は、ただ一つ、勇気のみです。あなたは、死はいつかはやって来る避けられないものであることを理解すべきです。死を免れることは出来無いと悟りなさい。

そのことを十分に勇気を持って自覚出来たとき、死に対する恐怖は無くなるのです。STPS2p66~8

  人の誕生と死、ある界から別の界へ移動すると考えること、それらはすべて真ではありません。そのように見えるだけなのです。UVc5

 識別力を使えば、死も無く、生も無いことが分かるはずだ。動き回る肉体を称して生きている、と言い。動かなくなった肉体を称して死んでいる、と言う。夢を見ている時に生きている肉体や、死んだ肉体を見ようとも、目が覚めればそれらは存在しない。同様に、活動し、静止するこの世も、実は存在しないのだ。死とは、私という意識が消え去ったことを意味する。転生とは私という意識が再び現れた時に生じる。これが生と死なのだ。私という意識がある時あなたはもちろん存在する。私という意識が無くてもあなたはやはり存在する。あなたは意識の基盤であって意識そのものでは無い。あなた自身から分離した私という意識を払拭し、すべては一つであるとあなたが感じた時にモクシャ解脱となる。SDMp82

 如何なる人も、いつか必ず死にます。その瞬間が苦悩に満ちたものであってはなりません。優雅に微笑みを浮かべて軽く会釈をして世を去りましょう。そうすることが出来る為には、大変な準備をしなくてはなりません。長い一生の間蓄積してきたものを、後に残して死ぬのは大変なのです。

 たった今から、一つまた一つと執着心を捨て、死ぬ日に備えて準備を始めましょう。あなたは夢の中で様々なものを手に入れます。権力、金、地位、名声等を。夢を見ている間はそれ等は現実であり、あなたに満足と喜びを与えてくれました。目が覚めて、それが実は夢だったとわかっても、あなたはそれらを失ったっことを、嘆きません。「なんだ、夢だったのか。」と一人つぶやくだけです。

 人生を歩んでいる間に集めた物を、夢と同じように無造作に扱えないのは何故でしょうか。無執着という性質を培えば、この夢の国という舞台に幕が降ろされる時、あなたは、微笑みを浮かべて去ることが出来るのです。SSSVol1chp3

    　神には悪い性質は存在し得ません。ですから、あなたは純粋で着実な私心の無い生活を送らなければなりません。善を見、善を語り、善を行いなさい｡あなたは万人にとっての理想となるべきです。心を清めなければ、礼拝からは何の恩恵も得られません。あなたはスワミを崇拝して、何年間にもわたってスワミのもとを訪れています。しかし、あなたの中で、何らかの変革が起きているでしょうか？ あなたは何の目標も持たずに、ここに来ては去って行きます。そのような人は、ここに来る必要など全くありません。どこにいても、あなたが居る場所で霊性修行をしなさい。あなたがここに来る時は、神聖な感情を吸収し、神聖な人間にならなければなりません。この世に対する執着を段々と減らして行きなさい。あなたが死ぬ 時、この世はあなたと一緒に来てはくれません。あなたは一握りの土さえも持って行くことができません。あなたは自分で培った美徳しか持って行くことができないのです。あなたの先生と目上の人と両親を敬いなさい｡「母親を神として敬いなさい。父親を神として敬いなさい。教師を神として敬いなさい。客人を神として敬いなさい。」すべての人を神と見なしなさい。犬の中にすら神は存在します。神が万物に浸透していることを堅く信じなさい。これ以上に偉大な霊性修行は存在しません。人々がこのような信念を育てたとき、国家全体が豊穣と繁栄とあらゆる吉祥に恵まれます。あなたのハートを神聖な感情で満たしなさい。これが、あなたが今日学ぶべきことです。24/7/02

   死は誕生より重要だということを知りなさい。人の死にざまには、その人がどのように生きてきたかが現れるのです。ですからあなたのハートと心を良い思いと考えで満たしなさい。SSSVol26p309

  肉体はあなたを乗せて死に向かって走る車です。あなたは何時、死に直面するか分かりません。ひょっとしたら木に激突したり、水路などに突っ込んでしまうと死に至るでしょう。だから、死を忘れないでいなさい。あなたが生きている一瞬ごとに時間が無くなりつつあることを、忘れないでいなさい。

  そうすれば、くだらないおしゃべりや快楽、悪ふざけや低俗な欲望を満たす行為をする気が失せるでしょう。慎重にゆっくりと、同じ道を行く他の者たちにも注意を払いながら車を走らせなさい。

  他の車を追い越そうとやっきになったり、スピードを競ったりせず道路の制限速度を守りなさい。そうすれば、事故に遭う事もなく、あなたにとっても他の人にとっても楽しい体験が出来るドライブとなるでしょう。SSSVol3p105~6

  

　＊幸せ

私は、不幸な重荷を持っている人がここに来たときが一番幸せです。その人は私から得るものを最も必要としているからです。P347サイババは世界の危機を救う

  神を実現する為には、幸せであることが欠かせません。幸せでいることは、神に至る幾つかの重要な門の一つです。人が幸せでないことは、単なる一つの欠陥であるに留まらず、それは、あらゆる欠陥の中で最も重大なものです。幸せでないことは、自己実現への障害です。人々は世俗的な追求、執着、楽しみなどのために不幸になります。CWSSBJp123

  すべての人、すべての生き物は愛の具現です。あらゆる鳥や動物や昆虫は、人間と同じように幸せを手に入れたいと望んでいます。それらも人間同様に幸せを味わうのです。けれども、それらが楽しむ幸せと人間が楽しむ幸せには違いがあります。鳥や動物や昆虫は、幸せによって有頂天になることもなければ、悲しみによって落胆することもありません。幸せと悲しみを平静に受け取ります。しかし、人間は平静さに欠けています。人間は欲望が満たされると有頂天になり、満たされないと欲求不満に陥ります。欲望と怒りは人生という木を枯らす害虫のようなものです。2/4/2003

    人は幸せを味わうためさまざまな努力をします。幸せになりたくない人は世界中でほとんどいないでしょう。しかし、幸せは外から得られるものではないことを理解しなければなりません。幸せは心ハートの中から生じます。心が至福の源です。私たちが楽しむ外側の世界の幸せは単に、内なる幸せの反応、反映、反響でしかありません。この真理を理解できる人は非常に限られています。今日、人が体験する外見上の喜びは人工的で一時的です。心の中から湧き出る幸せのみが永遠のものです。14/1/05



    ＊寺院

シヴァムは善（Goodness）です。体は神性（Godness）を顕現させるためにあり、神性は完全な善です。しかし、体それ自体は善でも神性でもありません。体は道具であり、一瞬ごとに崩壊し、一瞬ごとに再構築されており、そのプロセスの中で衰えていきます。父親は自慢げに「私の息子は成長が早い」などと言いますが、それは裏を返せば、息子の命は早く衰えているということになります。体は神我を顕現させるために使うときにのみ価値を持ちます。ですから、それと同様に、シヴァムというマンディール〔礼拝堂〕も、あなた方がその中に宿る神を顕現させることができたときにのみ、価値を持つのです。寺院やマンディールのゴープラム（塔）は、神が疲労した巡礼者に向かって手を掲げて、一息ついて休みなさい、それから、己の求める到着地へ向かってより速く歩を進めなさい、と呼んでいるかのようなものです。たいていの場所では、そうした塔は近年周囲に乱立している工場の煙突の中に埋もれて隠れてしまっています。工場から出る煙と、派閥争いと貪欲から生じる憎しみというスモッグが、寺院の塔の空気を濁しています。

寺院も、入場料を見積もったり礼拝料を徴収したりすることによって汚されています。礼拝から湧き出る至福の流れは、金銭的な寄付を要求することによって遮られてしまいます。寺院は、社会意志に平安と喜びの流れがよどみなく流れるようにすることを許されなくなってしまっています。25/10/72

    神を探しに出かける必要はありません。神があなたを探しに来ます。神はお寺やモスクや教会には住んでいません。それらは人間がこしらえた建造物です。神は自分が建てた寺院に住んでいます。それは人間の体です。人間の体は、生ける寺院であり、歩く寺院であり、語る寺院です。人間の建てた寺院には、力と神聖さにおいて、神が建てたこの寺院に匹敵するものはありません。この寺院は、レンガとモルタルで建てられたものではありません。建築家が設計したものでも、技術者が建てたものでもありません。この寺院は神の意志によって出現しました。あなたは自分の体を神からの貴重な贈りものと見なし、その神聖な贈りものを保護しなければいけません。神の命じることに従い、神聖な行いだけに従事しなさい。自分のできるかぎり愛を広め、さらに、自分のできるかぎりアートマ原理の芳香を広めなさい。21/5/00



    ＊塩

  塩はワインよりも悪影響を及ぼします。私は、高血圧の人は塩を使わないよう忠告します。なぜなら、塩を加えることで血液が汚れるからです。ですから、塩味と酸味とスパイスが強く効いた食べ物を食べてはいけません。そうした食べ物を食べると、ある種の偏向傾向を持つようになり、神への道を行かずに、自分の中の悪魔的な性質を強めることになるでしょう。そのような人は、憎悪や怒りといった性質を強め、復讐心を燃やします。15/7/83



    ＊視覚化

今の人々は瞑想に座しますが、それはただ集中力を養うためで、神の憶念を目的としたものではありません。人々は集中を瞑想だと勘違いしています。これは正しいやり方ではありません。こうした修行の一切は、反作用・反映・反響です。あなただけが実在であり、あなたこそが真理なのです。あなた方は、神を人間の姿でのみ視覚化することができます。人間は、自分よりも偉大な何かを思い描いたり、視覚化したりすることはできません。あなたが万物であり、創造における一切はあなたに内在しています。残念なことに、昨今の人は自分の本性を忘れ、実在していない何かを空想しています。これは迷妄の結果であり、それは実際にはその人自身が勝手に作り出したものなのです。その幻から抜け出た時、初めて人はブラフマン〔神〕を悟ることができるでしょう。25/10/04



　＊自活

他の人に頼らないように。自ら持っている力と技能に頼りなさい。自分が稼いだものや、もっているもので生活しなさい。自分自身に頼ることは、若者にとって成長するための最高の食事です。SSSvol8p231



　＊時間

君は自分の時間も私自身の時間も無駄にしている。自分の父を尊敬せず、父に乱暴な口をきくと、君がここに来ても二人の（私との）時間を無駄にするという問題が起こるのだ。Miracles are my visiting cardp98

  過去の高潔な人々は、時間の重要性をよくわかっていたので、時間を聖化するために神聖な行為に携わりました。現代人に比べると、当時の人々は平安と幸福を千倍も楽しんでいたのはそれが理由です。当時の人々は、利己心がなく、エゴがなく、純朴でした。そして、つねに解脱を人生の目的としていました。当時の人々と同じ種類の平安と歓喜を楽しむためには、まず人間性を培う努力をしなければなりません。12/1/84

    神は人間に時間という贈りものをしました。それは何のためでしょう？ 人間が時間を神聖なものにするためです。しかし、あなたはそうしていますか？ 自分はどのくらい時間を無駄にしているか、内省して割り出してごらんなさい。時は神です。時間を無駄にしてはなりません。時間を無駄にすることは人生を無駄にすることです。今日、人々はありとあらゆる方法で時間を無駄にしています。人々はテレビに貼りついている時間を作ることはできても、奉仕をする時間や神聖な行いをする時間は持てません。なぜ価値のない気晴らしのために時間を無駄にしなければならないのですか？ そうする代わりに、どうしてその時間を慈善活動や奉仕活動に使えないのでしょうか？ これらは仏陀がしたことです。仏陀はつねに他者に奉仕していました。21/5/00

  「現在」というと、人は今の瞬間のことだけを考えるかもしれません。しかし、それは神が見ている現在ではありません。神にとって現在（present）は遍在（omnipresent）です。これは、過去と未来はどちらも今あるものの中にあるという意味です。なぜなら、今あるものは過去の結果であり、未来の種だからです。人間は神の遍在を固く信じていないために、過去や現在や将来について思い悩むのです。神にとっては時間の三つのカテゴリーは存在しません。3/9/88

夢ならば実際には五十年かかって経験する事を、ほんの二分間の夢で見ます。そのように神に属する時間の尺度、神聖な環境における時間の尺度においては、私たちが普段使っている時間の尺度は、あてになりません。私たちが普段の暮らしで使い慣れている時間と空間の尺度は、神の世界では意味を持たないのです。SSIB1972

 人々は自分の欲望を満たし、目の前にある快楽を追いかけるのに夢中で､自分のすぐ後ろに何がひそんでいて何が襲いかかろうとしているのか､少しも考えようとしません。いずれ自分に降りかかる災いに気づかぬまま時間を無駄に使っています。何時どこでどんな場面でどんな危険が待っているかは知りようがありません。だから今自分の時間を神聖なものにせねばなりません。正しく時間を使って､時間というものがどれほど神聖でかけがえのないものかに気づくべきなのです。

  ～時間を正しく使えば人生の成功を勝ち取ることが出来ます。時間の流れが持っている様々な面によく気をつけて､時間というものがどれほど大事かに気づいて下さい。これから先、何が起きようとしているのか考えながら､人生の目標から目をいつもそらさないでいなさい。SGc14

 　あなたがたは、意味のないものを追い求めることによって多くの時間を浪費しています。時間の浪費は人生の浪費です。私たちの祖先は、ただの一分さえも、決して時間を無駄にしませんでした。彼らは、神を時間の化身であると見なし、次のように称えました。「時の化身にひれ伏します。時を制するものに、時を越えるものに、時を定めるものに、ひれ伏します」

    あなたがたは、なぜ、時間がまさに神であるという真理を忘れてしまったのですか？　皆さんは、日曜日を、リラックスして楽しむことができると思いつつ待ちわびます。実際のところ、日曜日に何の仕事もしないことによって時間を無駄にしていることを悲しむべきなのです。皆さんは、自分の時間を適切な方法で活用すべきです。仕事が何もないときは、社会奉仕を引き受けなさい。仲間を助けなさい。母国のためにいかなる犠牲をも払う覚悟でいなさい。19/11/02



　＊識別心

感覚は、厳格に識別心と取捨の心でもってコントロールしなければなりません。この二つの能力が、人をして人と為すのです。識別心はあなたに相応しい仕事を選択させ、あなたに良い仲間を選びます。それは選択する際に重要なヒントを与えてくれるのです。取捨の心は、あなたを執着心と、物のとりこになることから手助けし、得意げになったり、絶望したりすることから解放してくれます。TOSSBTp97

神は人間のうちに存在する識別心という力を通じて働きかけます。識別力は何が正しく何が間違っているか知っています。悪い欲望とは、マーヤによって覆い隠された神であり、識別心とは、マーヤによって覆い隠された部分がより少ない神なのです。CWSSBJp163

    識別力も持たなければなりません。識別力がないと、自分がしてはまずかったことをしてしまうかもしれません。理性や知力はそれほど重要ではありません。識別心こそが、必要不可欠です。自分にとって必要なものを手に入れるべきです。暗闇の中にいるときには懐中電灯を持っているべきです。明るい昼間には懐中電灯を持ち運ぶ必要はありません。正しい方法で生活を送るために自分に不可欠なものだけを、手に入れなさい。皆さんが学習して育まなければならないことは、単なる本の知識や体力ではありません。それらは来ては去るでしょう。識別力という、永久に残るものを育むようにしなさい。何を見ても、「これは良いか、悪いか？　これは有用か、無用か？」と判断できるようになるべきです。このようにして、自分の人間性を育てるようにしなさい。仕事に取りかかる前に、「自分はこれをやるべきか、やらざるべきか？」と考えなければなりません。15/1/08

   この世をあるがままに受け止めなさい。自分の欲求や価値観に世の中が合わせることを期待してはなりません。マーヤーは悪い欠点で善をくるみ、悪を善の光輝で光らせます。出来る限り識別しなさい。識別力を培いなさい。SIP6-96

 神の境地の達したいと望む修行者は、マーヤ(世界からの幻影)の影響を受けてはなりません。では影響されないようにするにはどうすれば良いのでしょうか。分析し、推論し、ためらわずに探求して、純粋な理性を持つことにより、それは可能です。こうした識別心を得るためには、生きとしいけるすべてのものの安寧を促進する仕事に参加することが、なによりもだいじです。DVJp28

 たえず変化するこころの誘惑に屈してはなりません。為すべきことを識別しなさい。今自分のしたいと思うことが、正しいことかそうでないかを調べ、知性によって行為を導きなさい。瞬発的な衝動にしたがってはなりません。27/5/92

    人が滅ぼされる運命にあるとき、その識別心はうまく働かない。19/8/03

 あなたを助けてくれた人を助けるだけではなく、あなたを傷つけた人をも助けるということは、すばらしいことである。しかし、今日の社会では、あなたを傷つけた人をも助けるということは、あなた自身を危険な状況に置きかねない。それ故、私たちはその人を助ける前に、自分の識別心を使って、その人が助けるに値する人かどうかを判断しなくてはならない。 SSN夏1994p31

   識別心は、英知からのみ生じます。識別心無しに解脱は、なし得ることは出来ないのです。SDMp88

信仰の篤い困窮者だけを助けなさい。人々が殴り合いの喧嘩をしているとします。ある人が誰かをひどく殴りつけています。あなたはそのような時、殴られている人を助けにそこに飛び込んで行きますか。助けようと行動を起こす前に、識別心を働かさなければなりません。22/5/95



    ＊資源

この世の資源は、役に立つ形にしてこの世に返しなさい。役に立たないものなど、どこにも存在しません。私たちは地面に落ちてる小枝を見て、このようなものは役に立たないと思うでしょうが、小枝でも楊枝として役立つのです。しかし人間は、今、役立たずで無用の長物となっています。なぜでしょう？それは、人間は自分自身の価値をわかっていないからなのです。人間の価値とは何でしょう。人間は自らの価値の基礎を、地位、名声、学位、富の上に誤って置いています。無論これらを欲しても、構わないのですが、限度を設けなさい。限度を超えると、喜びの代わりに危険なものとなるでしょう。同じように五大元素(資源)も、限度内で使わなければなりません。30/5/95



    ＊思考

体は、心（マインド）が心の機能と成長のために身に付けた衣服です。心には、さまざまな過去世（かこぜ）での思考と経験が刻み込まれています。心が良い思考で満たされていれば、心に手の届かないものは何もありません。思考は行動を引き起こします。行動は習慣を作り出します。習慣はその人の人格を形成します。そして、人格は人の運命を決定します――良い運命であれ、悪い運命であれ。ですから、人の不幸と喜びの基（もと）は、思考なのです。良い思考を抱くことほど素晴らしい祝福はありません。善良な人々との交わりは、良い思考を増大させてくれます。思考は意志を強くする手助けをします。意志力は、識別心、知力、決断力、雄弁さ、探求心といった諸性質を手に入れるための基盤です。しかしながら、万人の内にある意志の力は、限りない欲望の増大によって弱められています。意志が薄弱では平安と至福を楽しむことはできません。煙草（たばこ）やお酒の中毒になっている人が、煙草などの量を減らす場合、意志の強さが要ることは万人の経験からも明らかです。21/11/87

    人は自分の思考するものになります。絶えず理想を思念することによって、その理想は人のハートに刻み込まれます。いつも他人の悪事のことばかり考えていると、人の心はその悪に汚染されてしまいます。反対に、絶えず他人の善いところや他者の幸せのことばかり考えていれば、心の誤りは清められ、善い思考だけを抱くようになります。完全なる愛と思いやりの人には、いかなる悪い思考も浸入することができません。あなたのふける思考が、あなたの性質を形作ります。他人に影響を受けるのと同様に、人は自分の思考からも影響を受けます。たとえば、誰かの写真を撮るときにフラッシュをたくと、被写体である人の顔が照らされると同時に、写真を撮っている人の顔も若干照らされるのと同じです。7/3/78



　＊自己犠牲

自己犠牲の精神は大切なことです。信仰心を高めるのに、自己犠牲抜きでは意味のないことです。SS6月1994p,6



＊自己探求

自己探求によって自分の性質を良くすること、変えることが出来ます。心が揺れ動いたり、寝過ぎたり、暴飲暴食をしたり、低級な動物的な欲望が現れたなら、すぐ自分に向かって「私は人間だ｡獣ではない｡」と少なくとも十回は、言いなさい。そうすればそうした性質を克服することが出来るでしょう。あなたがすることすべて、人は見ていなかったとしても、神は見ておられるのだと言うことを、いつも固く信じていなさい。愛をこめて義務を果たしなさい。STPSp220



    ＊自己中心

誰にも痛みを加えたり、傷をつけてはなりません。すべての人を愛しなさい。すべての人に奉仕しなさい。皆さんはそのことから莫大な利益を得るでしょう。もし誰かを助けたとしたら、その手助けそれ自体があなた自身を助けてくれるでしょう。この種の手助けは今の世の中では見られません。どこに行っても、あるものは、自分、自分、自分、私のもの、私のもの、私のものです！人はあまりにも自己中心的になってしまい、自分と自分に近しい人、自分の大切な人以外の人のことは忘れています。1/5/08



　＊仕事

もし、あなたの仕事とその結果をすべて神に捧げるならば、あなたの仕事は礼拝へと変容します。職場で同僚と意見が合わないこともあるかもしれません｡あなたの性格と同僚の性格が合わず、口論や内輪もめになり、その結果、心の平安を失ってしまうこともあるかもしれません｡ですからあまり多くの人と親しくしすぎてはなりません｡あなたの周りの人に「こんにちは」と言い、出会った人には「ご機嫌いかがですか」と尋ね、そして別れ際には「さようなら」と言えば十分です。これ以上の付き合いは必要ありません。STPSp221

  仕事上で出席しなければならない重要な会議がある場合は、たとえ気分がすぐれないとしても、行ける状態ならば、体調に関わらず責任を果たすべきです。SS1/95

  仕事についたなら、少なくとも三年から四年は続けるのが正しいのです。そうすれば、あなたはその仕事によって、自ずと人から認められるようになります。SS7/95

   仕事のカテゴリーを二つに分け、この仕事は神の仕事で、それは自分の仕事だとするのは罪である。とヴェーダは述べています。私たちがこの人生で仕事をして行く中で、自分の仕事と呼べるものは何一つないのです。すべてが神の仕事なのです。SSIB1974

 額に汗して、こつこつと一生懸命働いて稼ぎなさい。そうして初めてあなたは、家族と共に何不自由なく、幸せに暮らすことが出来るのです。SSSVol15

    医師が良い給料を提示されるとすぐに別の病院へ移ります。労働者までも同様に良い給料を求めて職場を転々とします。正しいのは、一つの勤め先に三、四年は続けて仕事をすることです。そうすれば自ずとあなたの仕事は評価されるでしょう。3/6/95

 雇用主と社員との関係は、父と息子の絆のように密接なものであるべきです。お互いにこのような親愛と尊敬の念が広まって、社員の間に兄弟のような雰囲気が醸し出されてお互いに対する奉仕と助け合いの精神が花開くのです。そのような状態にあれば、一人ひとりが喜びと平安を持って義務を果たすことが出来るようになりのです。Sai Avatar



    ＊自己認識した人

自己認識した人とは、目に見えぬ太霊を認識した人、自分がアートマンであると自覚し至福にひたる人,神を体験して恍惚となった人をさします。23/5/91



　＊自殺

すべての人間は、決められた寿命を持っています。それは借家契約している家に住んでいるようなものです。その家を出る前にあなたは新しい家を探さなくてはなりません。同様に、人がその身体から離れる前に、その人のカルマに応じて神は別の身体と寿命を用意します。

 もし、死が独断的に刑罰によってもたらされた場合、あなたは、カルマを支払って高いレベルの境地へ恒久的に行ける機会を逃すことになります。自殺の場合は、あなたは中途で立ち往生した状態となります。それは、あなたにとって恐ろしい状態となります。この自然界には空白というものは存在しません。神は、霊魂やその他の目に見えぬ霊体達でこの世界を満たしています。自殺を図ると、それらの者たちがあなたのところにやって来るので、あなたは恐怖におちいるでしょう。それゆえ、自分で神様から戴いた命を絶ってはならないのです。正義に基づいて人生を送りなさい。人生の中で困難にぶつかってもいつも神を思い、落ち着いて乗り切ればいつの日か必ず神の祝福を得ることが出来るでしょう。この真理を疑ってはなりません。神への信仰を持ちつつ,それらの困難に立ち向かいなさい。P290ANDI

   人間は死にますが、心は死にません。人間が一生の間にすることはすべて心に焼き付けられて、次の一生まで持ち越されます。誰も心の性質を理解することはできません。中には、自分の経験するすべての問題に終止符を打つための方法は、自殺しかないと考える人が居ます。彼らは「私の苦しみの原因は心である。それに終止符を打とう」と考えるのです。自殺は最大の罪です！ 心はそれほど簡単には殺すことができません。そのような低劣な考えを抱くべきではありません。人は、いかなる困難にも根気強く立ち向かい、自分の人生を神聖なものにする用意ができていなければなりません。24/7/02

    ここで言う「私」とは、万物の中に存在する「私」、つまり、原子の中にも神の化身（アヴァター）の中にも存在する、真の「私」であるアートマのことです。自殺しようと考えている人でさえ、「私は死ぬしかない。そうすれば、一切の悩みから逃れて、幸せになれるのだ！」と断言します。肉体が剥（は）がれ落ちたときに解放される「私」は、アートマです。11/70



　＊持参金

アパリグラハの語にはある種の微妙な意味が含まれています。それは自分の叔父からも義理の叔父からも、あるいは自分の兄弟からさえ、贈り物を貰ってはいけないという意味です。彼ら親戚から贈り物を貰った時は同等の価値のあるプレゼントを返さねばなりません。今日ではアパリグラハの規則は破られています。例えば青年は学校を出ると結婚しますが、そのとき妻の側から持参金を貰います。

 それはたいそう間違ったことです。それは罪を犯すことに近いのです。大切に育てられた他家の娘さんを妻として迎えるのですから、それ自体大きな贈り物です。何故花嫁を迎える以外に、金銭まで要求するのですか?花嫁の親は、娘の為に選んだ品々を持たせ嫁つがせます。しかし、花婿は何一つ期待し受け取ってはなりません。18/1/96



    ＊私心

神は愛の化身です。神にはまったく私心がありません。ですから、神に従う者にも私心があるべきではありません。あなたのハートが神聖な愛で満ちているとき、全宇宙の中の唯一性をつきとめることが可能になります。その一体性がハートに浸み込んでいるとき、他人への憎悪が入り込む余地はなくなります。そして、すべての存在は一つであるという体験と共に、永遠の愛がハートの中に定着するでしょう。ですから、神に従い、神の愛を心に植えつける者たちは本当に幸運なのです。

スワミには、ほんのわずかな私心もありません。スワミは完全に無私です。無私の愛を心に植えつけるとき、あなたも無私となり、あなたの愛は理想にかなった道の上で他の人々を唱道するでしょう。母の愛、父の愛、友人の愛には、わずかながら私心と私利私欲がありますが、神の愛は利己心によって汚れていません。なぜあなた方は、それほどの無私の愛を求めようとしないのですか？ 今、人々は、物質的、世俗的な喜びと財産を渇望しています。世俗のものはすべてネガティブ〔否定的、負、マイナス、陰〕なものを含んでいます。神の愛だけがポジティブ〔肯定的、正、プラス、陽〕です。神の愛を得て、初めてあなたは本当に強くなり、理想にかなった行いをすることができます。世間の人々には好きなように思わせておきなさい。あなたがそれらを心配する必要はありません。神の愛を心に植えつけなさい。19/11/01



　＊詩人

誰も神の愛の性質について述べることは出来ません。それは詩人でさえも表現できないものです。神の愛の中に頭の先まで浸かった者は、その体験を誰にも話すことが不可能になってしまいます。しかし首までしか浸かっていない者は、まだ何がしかの言葉を発することができるかもしれません。

 神について話せる者がいても、それはその者のうわべだけの経験であり、真に神の祝福を受けた者はそれを言葉にして表すことが出来なくなるのです。それゆえヴェーダは神性さは、心や言葉を超えたところにあると宣言しているのです。SS2月1995p37~8



　＊自信

あなたは貴重な経験と価値ある体験を他者に伝えるべきです。サイのメッセージを他の人々と共有すべきです。まず、自分自身を信じなさい。そうすれば神を信頼することが出来ます。現代における問題の本当の原因はここにあるのです。人は自分自身を信じていません。人は自信を持っていないのです。STPSp33

 まず、自信を培いなさい。自信がないと多くの困難を体験することでしょう。自信とは神を信じる事です。信仰心を持っている人は何の問題も抱えていません。自信がないと記憶力も低下します。逆に、自信があると、記憶力も増大します。まず、自分自身を信じなさい。自分を信じることは、神を信じることです。自分を信じることが出来ないなら、人生は価値を失います。あなたは、神と別箇の存在ではありません。自分を信じることと、神を信じることは同じなのです。29/5/95

    自信を持って取り組んだ仕事には、成功が約束されます。ですから、すべての人にとって、自信は絶対に欠かせません。もし皆さんが、他の人々から尊敬され、愛されることを期待するのであれば、まず皆さんが彼らを尊敬し、愛さなければなりません。他者を尊敬し、愛することなしには、それに類似した感情を彼らから期待することはできません。同様に、もし皆さんが神を愛すれば、神も皆さんを愛するでしょう。人生は、反作用、反響、反映によって構成されています。皆さんには、自分が他者に対して行うこととまったく同じことが返ってくるのです。23/11/2000



    ＊地震

ババ;  これから話すことが、まさに、そうした災害を克服するために、人の内に宿る神として化身することによって、私が行っていることです。アヴァターには人々を助けることのできる二つの方法があります。片方が瞬時に解決する方法であるのに対して、もう片方は長い時間をかける方法です。瞬時の解決策を用いれば、自然そのものの根本的な性質にも、因果応報というカルマの法則にも反することになります。大多数の人は、カルマの法則に支配された、欲とエゴに満ちた俗世に生きています。そのような人たちは自らの行為の報いを受けます。行為の報いは、その人たちに進化や退化をもたらします。もし、その人たちの問題を即刻解決するためにアヴァターがそこに介入したなら、すべての行為、進歩、そして、進化すら停止してしまうでしょう。この解決策を認めることはできません。なぜなら、これは自然の法則をことごとく無視しているからです。

    もう一方のより効果的な方法は、長期的な解決策であり、それによってアヴァターは、人々が霊性の法則の真理を理解することができるよう、人を高次の意識レベルへと導きます。そうすることで、人々は正義へと向き直り、より良い状態になるためにしっかりと働くことができるようになります。この方法は、人々を自然、および、因果応報というカルマの法則に再び結び付けます。すると人々は、今、自分たちが被害者として巻きこまれている因果応報のサイクルを超越し、それによって、あなたの言ったような災害を未然に防ぐことができるよう、自然の力を調整するようになるでしょう。

問い:　　つまり、あなたは、今、人類が自らの運命を制することができるよう、人類の意識を神に近い状態に引き上げているということですか？

ババ;　その通り。　人類は私のサンカルパ シャクティ（神の力、宇宙エネルギー）のシェアホルダー（分かち持っている者、株主）です。私は人類を通して働き、人類に宿る神を目覚めさせ、人類が自然の法則と力を支配することができるよう徐々に人類をより高次の実体へと進化させなければなりません。もし、私が何でも即座に治して人々を今のレベルに留まらせていれば、人々はすぐに、すべてをめちゃくちゃにし、また互いにいがみ合い、その結果、世界は前と同じ混沌とした状態になってしまうでしょう。

     苦難も困難も、宇宙のドラマの避けることのできない一幕です。そうした災害は、神が定めたものではなく、人間が自らの悪業（あくごう）の報いとして招いたものです。それは人間を矯正するための罰です。そうした罰は、人間が「サット・チット・アーナンダ」（絶対実在・純粋意識・至福）、すなわち英知と至福を有する神に近い状態を体験できるよう、人々に悪の道を歩むのをやめさせ、正しい道へと連れ戻します。これらはすべて、大いなる統合の一部であり、そこではネガティブなもの（負・陰）はポジティブなもの（正・陽）の栄光に服従します。そのようにして、死は不死を称え、無知は英知を称え、苦は至福を称え、夜は夜明けを称えます。

   ですから、結論として、もし、あなたが言ったように、即時の終焉をもたらすためにアヴァターが災難を引き起こすとしたら――私にはそれができますし、どうしても必要とあらばそれを行いますが――カルマの法則にのっとった、創造のドラマ全体が崩壊してしまうでしょう。そうした災難は、神が人間にもたらしたものではなく、まさしく人間が人間にもたらしたものであるということを覚えておきなさい。ですから、人間は、カルマ的なものを超越して指揮権を持つことができるよう、エゴを滅ぼし、代わりに超越的な意識を持つことによって、自らを壊して作り変えなければなりません。MBAIp95-p96

      科学者と科学技術者たちは、利己的な興味や名声を追い求め、社会と国家の安全と幸福にはまったく注意を払わず、自然のバランスを崩して社会全般に災害や損害や苦痛を招いています。

　たとえば、海水には地球で必要とされる１０年分以上の空気が含まれています。空の一回の雷は全世界で必要とされる電力のゆうに２０年分を放出します。一箇所に巨大なダムを建設して莫大な量の水を貯蔵することで、その土地の地盤が沈下し、その結果、シーソーのように別の土地の地盤が上昇します。科学者と科学技術者による、鉱物、雲母、石炭、石油といった油を掘り出すための各種鉱山等の天然資源の無差別な開発は、五大元素の不均衡と汚染を引き起こし、地震や噴火といった大災害をもたらします。工業、工場、自動車などの急激で過度の増加は、大気汚染と共に、好酸球増多症、喘息、聴覚障害、肺炎、腸チフスなどの発病の増加を招きます。しかしながら、科学それ自体は悪くありません。人間に必要なのは、思慮分別をもって科学を正しく使うことです。SSSVol.25p192-p193

ジャガ;　地震や津波などによってもたらされる大規模な窮状と苦しみについて、神はどうご説明になりますか？

ババ;　すべては神です！ 地震は神です！ 津波は神です！ そして、神なるものは善です。（ババは不思議そうな表情で私を見つめた）苦しみは存在しません！

ジャガ;　バガヴァン（神なるお方）、それはバガヴァンの言い分です！ 一方で、そうした大災害のせいで苦しんでいる人々が何百万人もいるのです。

ババ;　それらは自然の摂理です。医者が腹痛の患者を治すためには、刃物を使い、腹を切って開け、痛みの元を取り除かなければなりません。そのようにして、医者は痛みを取るために痛みを与えなければならないのです。これは神のやり方でもあります。（それからババは私を力づけるようなまなざしで見つめ、言った）苦は存在せず、「魂」が苦しむことはありません。

ジャガ;　（私はしばし黙って座ったまま、その驚くべき回答について考えた。とどのつまり、神は、はかない外側の殻である「肉体」の痛みや苦しみを気にかけたり、それらを正当なものと認めることはないのだということを私は悟った。神が気にかけているのは主に「魂」のことなのだ)Journey to Godp54　

「プレマ・サイババが誕生する頃には、世界は愛と平和に満ちているだろう」とも言っておられます。   私が「現代社会に見られる様々な非人間的な出来事や論争などを見ていると、その言葉はすぐには信じ難いのですが」と申し上げると、ババは「はるか遠い海の上で嵐が起きると、嵐が消えた後になっても海上で発生した大波は海岸まで旅をして浜辺に打ち寄せる。それと同じことで、今の世界が経験している様々な波乱は、嵐が消えたあとの余波に過ぎない。嵐自体は既に消えてしまっている」CWSSB

     残念ながら、今、科学技術の進歩の結果として人間性が衰退し、世界は楽しむためにあると人は考えています。そのため、世界に脅威を引き起こす形で自然の力が使われています。世界は単なる楽しみのために創造されたのではありません。 自然の資源を乱用し、自分の根本的な人間性を忘れて、人は創造の目的に反しています。多くの天災は完全に人間の振る舞いのせいです。地震、火山の噴火、戦争、洪水、飢饉(ききん)といった災難は、自然が深刻な異常をきたしている結果です。

    こうした異常は、もとをたどれば人間の行いが原因です。人間は人類と自然界との切っても切れない関係に気づいていません。人体においては、目や耳や口といったあらゆる器官は互いに完全に結びついています。人間にとってこうした器官が重要であるのと同じように、社会にとって個人は社会有機体の手足として等しく重要です。個人は人間社会の一部です。人類は自然の一部です。自然は神の手足です。人間はこうした相互関係に気づいていません。Sathya Sai Speaks Vol.25 C37

      今、自然は世界の多くの地域で、地震、飢饉、洪水、火山の噴火といったさまざまな災害を引き起こしています。その理由は何でしょう？ 人間の精神の堕落がそうした災害の原因です。心（人間のハート）の乱れは地震に反映されます。よい思いで心（マインド）を満たし、よい行いをしなさい。神の御名を唱えなさい。空気が神の御名のバイブレーションで充電されると、環境全体が浄化されます。そうした神聖化された空気を吸う人は、純粋な思いを抱くようになります。大気を浄化しなさい。今、大気は汚染されています。SSSVol.26” C31

     人は欲に限度を設けるべきです。人間の行いが本末転倒しているために、今日、自然災害が起きているのです。皆さんはグジャラート州で起こった地震による惨害を知っていますね。何万という人が命を落としました。このようなことが起こる原因は、人が過度の欲望を心に抱いていることにあります。神は自らが創造した宇宙の完全なバランスを保っています。神の創造物の中で、大地と海はバランスが授けられています。

   ところが、人間は地球の天然資源を無分別に採取して、石油を採掘しています。毎日何万トンもの魚介類が海で捕獲されています。このような天然資源の無差別な収奪が地球のバランスを失わせ、人間の生活を破綻させています。心の不安定さ（カムパム）から解放されたとき、初めて人は地震（ブーカムパム）に悩まされることがなくなります。SSS Vol.34C3

    私はグジャラート地震の被災者たちのために、トラック何台分もの米や豆などを送りました。中には、「スワミ、どうしてそんなに多額のお金をかけて、グジャラート州に救援物資をお送りになるような手間をとられるのですか？最初から地震をお止めになればよかったではありませんか」と尋ねた人々がいました。私は答えました。「愛しい者よ、人間は地震が起きたことに関して自らを反省しなければなりません。過度に富を追い求めるあまり、人間は地球のバランスを崩しています。だからこそ地震が起きたのです。それが自然の掟(おきて)です」と。SSS Vol.34C3

今日、科学者たちは新しい発明に興味をもっています。科学技術の進歩もまた、自然界のバランスを崩しています。その結果、地震が起こったり、必要なときに雨が降らないという事態が起きています。科学は必要な範囲内で活用すべきです。科学には制限があり、限度を超えると危険です。SSS Vol.34 C3



＊自制

あなたが思考しているときはそれを心と呼び、考えや意向を持っていないときは平静な状態ではそれを意識と呼び、また識別心を働かしているときは理智、そして自己紹介するときや、自分の事を「私」と呼ぶときは自我意識というように、まったく同一の機能が異なる名前を持っているのです。

 これらはすべて一つですが、働きごとに異なって呼ばれるのです。制御されるべきものは心です。あなたに自制心があれば、神の恩寵を得ます。一旦あなたがそれを何か邪悪なものだと思ったら、それを心に入り込むことを許してはなりません。木や動物は自然の法則によって統御されています。神の命に背いているのは人間だけです。人間は堕落してしまいました｡この解決策はただ一つだけです。

 ～身体という願望成就の牝牛を、プレマ信愛という縄を使って、神の御名という復唱の柱につなぎ止めておきなさい。それだけであなたは心を制御することが出来ます。そうすれば、思考の騒がしさを逃れた意識の上に神の御姿を刻み込むことが出来ます。理智ブッディは根本的な識別を請け負っています。

利己的だった「私」がアートマとしてその真の本質を認識し、あらゆる生物のうちに秘められた真我を認識すること。これが霊性です。STPSp209



＊自然

人は自然を分析し理解して学ばねばならない。それはまるで、お母さんの膝の上で生き方を学ぶ子供のようなものである。自然はまた、人にどのようにして平安を得ることが出来るのかをも教えてくれます。もしあなたが自然の掟を破ると、彼女はあなたを平手打ちにし、彼女の命令に従って警告に耳を貸す様にあなたを導き､あなたが不滅の遺産を継ぐに値する様に導くでしょう。

それ故に神をあなたの導き手､守り手とし、ダルマの法に従いなさい、と言われ続けているのです。SSSvol2p164

    神がいなければ、自然すなわち創造物はありません。人がラーマのもとに避難するなら、シーターは必然的に付いて来ます。人が至高の魂〔神〕を無視して自然だけを熱望するなら、そこには邪悪な欲望が含まれている、ということです。結果として、ラーヴァナは自らの肉親全員を失いました。ラーヴァナは天国のようなランカーに滅亡をもたらしました。それゆえ、もし自然を楽しみたいと願うなら、人は神のもとに避難しなければなりません。神の恩寵は、全体的な成就をもたらす神聖な側面です。私たちはラーマを見習い、価値のないものを捨てて、崇高なものをつかまなければいけません。17/4/78

    「この宇宙は神に包まれている」、つまり、神こそが世界を繋いでいる糸である、という真理を学びました。自惚れを捨てて、自然の暴君となるのではなく自然の生徒となった時、人は、自然の助言、忠告、啓蒙の声を聞くことができます。4/73

   自然（プラクリティ）を見下してはなりません。自然は、利己的な視点から見られると歪んだ姿をまとい、霊的な視点から見られると神聖な様相を示します。自然の役割におけるこの違いは、人間の態度に端を発するものです。23/11/91

 人は生まれてから死ぬまで、明け方から夜まで、人は自然を収奪し、略奪し、その神聖さを汚すことによって束の間の喜びを追い求めます。そして、自然は創造主である神の財産であり、それに対してなされる如何なる損害も厳罰に値するほどの神への冒涜であるという真理を無視しています。PD12

    自然は神の衣です。不死なる存在が死の衣をまとっているのです。新生児の中にも老齢は潜んでいます。暗闇は光の母胎の中に眠っており、光は夜の中に隠れています。真実が基盤です。それは認識されていない基盤であり、一切の現象の魅惑ときらびやかさの基盤です。純粋性という大海は、攪拌（かくはん）されて不死の甘露を生じさせましたが、猛毒のハラーハラも吐き出し、その毒は三界を破壊の脅威に陥（おとしい）れました。18/7/70

    肉体と自然界に繋がっている行為と、人間の内面に繋がっている感情、神に繋がっている悦び､この三つが一つになるとき人間と自然と神が一つに出会うのです。この世界、自然は行為をする場所だと言っていいでしょう。自然は人間に､行為を聖なるものにすることによって最高の目標に達する機会を与えてくれます。～数え切れないほどよいことをしていれば深い悦び、つきることの無い幸せな感情を、一度か二度味わうことが出来ます。そして数え切れないほどの良い感情を味わうことによって、はじめてアートマの永遠の悦びに達することが出来るのです。ですから良いことを沢山しなさい。

 皆さんは良いことをするという目的のためにこの身体を授かったのです。～どんな見返りも期待せず様々な行為をする、奉仕の道、結果に捕らわれずに仕事をする道を歩むのです。SGc31

   人生の目的は、ただ食べる為に生きたり、役立たずで地球の重荷になる事や、獣の様に感覚の奴隷になることではありません。きつい仕事を避け、脂肪で身体を膨らし、巨大な身体を持て余している怠け者の群れに加わる事によっては、何の恩恵も得ることはできません。

   また人は、神から戴いて消費し楽しんでいる、全ての贈り物に対して感謝の気持ちも持たず創造主を無視し、また知性と識別力を使わず宝の持ち腐れにしてはなりません。

    自然は、「これは、私のものだ。あれもそうだ。それも私の身内のものだ。」などと言いながら自然を喰い物にする者共を罰します。自然は、自然界の掟を破るものたちを厳しく罰します。GVc12



　＊自然災害

科学者は無制限に自然を探求、開発して、自然災害の原因となる恐るべき不均衡を作り出し、人類を危険にさらけ出しています。この事に関して科学者を責めることは出来ません。識別心を用いること無く、科学の発見を無分別に運用する人間こそ責められるべきです。

彼らは、天然資源を過剰に撮り尽くせば如何なる結果が発生するかについて、深く考えることをしません。～自然は人間よりも一段上のレベルにあり、その自然を保護するために自然の開発には限度を設けなければなりません。人間が無思慮に自然に干渉するならば、自然は人間に逆らい問題が生じます。自然を守るために欲望に限度をもうけねばなりません。自然が人間に対して不利益をもたらさぬように十分に配慮しなさい。この点に関して、科学者達は彼らの発明が社会にもたらす有害な影響については全く無関心です。21/1/93

最近、自然が災害という形で反旗を翻しているのをよく目にします。それは人が自然の資源を強奪する際に、あらゆる限度を無視しているからです。豪雨、干ばつ、地震、洪水は人間の貪欲に対する反作用です。科学の進歩を理由に、科学者たちは世界の幸福を考慮する事なく、ますます利己的になっています。科学者たちは、自然を報復へと駆り立てているのです。 25/5/95

多くの自然災害は人為的なものなのです。地震、火山の噴火、戦争、洪水、飢饉や他の災害は厳重な自然の乱れの結果です。それらの乱れは人の行為の帰結なのです。人は、未だに人と自然の関係を完全に理解していないのです。SSvol25chap37



    ＊慈善事業

  私たちが人間として生まれるのは、平安を得るためであって、権威ある地位 に就くためではありません。たとえあらゆる種類の富や快適さがそろっていても、平安を失えば、生きること自体何の意味もありません。世の中には、裕福で、高度の教育を受け、権威ある地位 に就いている人がたくさんいます。しかし、社会は彼らからどのような恩恵を受けているでしょうか？ 彼らは、苦しんでいる人々の涙をぬぐう時間も、そういう気持ちも持ち合わせていません。

  私たちは、どうすれば貧しい人々や虐げられた人々を助けることができるでしょう？ 権力の座に就いている人々は、この点に心を砕かなければなりません。しかし、このような方向でものを考える人は、一人もいないように見えます。社会事業という名のもとに、人々は「人に見てもらうための仕事」をしているのが実情です。彼らは食べ物を求めて戸口に立つ乞食たちを追い払います。人間は、平安を得ようと思えば、慈善行為に携わらなければなりません。23/11/05

    慈善に関しては、他人に慈善を行えば行うほど、あなたは後で利益を受け取ることになるでしょう。ですから、いつも他人を助けるよう努めなさい。自分のできるどんな種類の奉仕セヴァでも行いなさい。そのようにして他人を助け続ければ、あなたは真理の道において進歩するでしょう。

     真理の道を旅するなら、ダルマは自動的に付いてきます。真理サティヤとダルマが共にあるところには、平安が君臨します。すると愛プレーマが付いてきます。愛のあるところには、憎しみは存在できません。そうなるとあなたに敵はいなくなります。もっぱら、あなたの心の愛の泉が枯れたときに、あなたは他人を苦しめようとするのです。ですから、万人への愛を育てなさい。真理サティヤ、ダルマ、平安、愛、非暴力は人間の性質です。

    今、世界のあらゆるところで暴力が猛威をふるっています。人々は自分の家でさえ一人でいるのを怖がっています。世界中で多くの変化が起こっています。以前、アメリカは超大国で豊かな国と思われていましたが、今、そうした栄光は失われてしまいました。その結果、前は職場に車で通勤していた人も、今は歩いて通っています。14/1/09



　＊自然のコントロール

意思の力は想いから生じます。意思の力は知的な力、識別の能力等々のいくつかの力の源です。意思の力を培うためには、女神様を崇めなければなりません。その為には、無執着の精神を培うことが必要です。例えば、幾種類もの飲み物を飲みたいという欲望が浮かんだとします。

 その時最初にその幾種類の飲み物の内の一つを選んで、それに対する欲望を捨てます。そうすることによって意思の力を増し、他の沢山の種類の飲み物も飲みたい、という欲望をコントロールする事が容易に出来るようになります。ヴェーダンダの用語では、それをヴァイラギア＜一切の執着を捨て去る。＞と称します。ヴァイラギアは家庭を捨て、森へ入ることを意味することではありません。それは神さながらの思いをつちかい、世俗の感情を捨てるという意味です。中庸な生活をうまく保って実践するならば、自然力をコントロールする事が出来ます．自然力をコントロールすれば，人の心の力は強化されます。4/10/92



　＊自然のバランス

地球は一つの球です。球を安定な状態にしておくには、バランスをとらねばなりません。今、限度も無く天然資源を消費し、バランスが崩されています。21/1/93

私達は、創造物をただの物質とみなして自然界を規制し、多様の構成物に正しいバランスを与える知覚ある機能と本性を無視して創造物を無造作に扱いがちです。科学者と科学技術者は、利己的な関心と名声を追うことに熱心なあまり、世界の国家の安全と安寧を完全に無視し、自然界のバランスを崩しています。その結果,さまざまな事故、災害、損失、惨めさが大規模に人々を襲います。

 例えば、大洋は地球の必要とする酸素の１０年分以上を含んでいます。一回の稲光りは、全世界が必要とする電気の２０年分を放ちます。巨大ダムを建設し,膨大な量の水を蓄える事によって、その地域には地盤沈下が生じ、その結果、シーソーのように他の地域の地盤が上昇します。科学者や科学技術者によるミネラル,雲母、石炭、石油およびその他のオイルを発掘するためのさまざまの鉱山等の無分別な開拓は、五大原素のバランスを乱し、汚染して、地震、火山爆発などの災害の原因になります。

産業、工場、自動車などの急激で大量の増加は大気汚染を生じ、エオシン、喘息、聴力生涯、肺炎、チブスなどの病気が増える原因となります。しかし科学それ自体は悪くはありません。人間にとって必要なことは、科学を正しく賢明な方法で用いることです。26/5/1992

 今日不幸にも科学とテクノロジーの進歩の結果、人間らしさは衰え,人々は世界が自分達の楽しみの為にのみあると考えます。その結果、自然の力は世界を大きな脅威にさらす様になってきました。世界は単に人間が楽しむために創造されたのではありません。自然資源を乱費し、人間性を無くしてしまった人間は創造の目的に背いています。このような人間の行動が原因で、数多くの大自然災害が引き起こされました。地震・火山爆発・戦争・洪水・飢饉などの災害は、自然界の由々しい混乱の結果です。これらの混乱はもとをただせば人間の行動が原因です。人は、人間と自然界とが円満な関係でなくてはならないことを認識していません。人は自然界の出来事に関して、一種の舞台監督であるといえましょう。

   この責任を忘れて人々は権利を主張して争います。深く熟考するならば、この世界に人間が権利を欲求しうるものなどは何一つないということがわかるはずです。人間には義務があるのみで、権利はありません。義務を果たさず権利を主張して争うのは愚かなことです。世界の混乱と争闘は、全て人間が義務を忘れたことから生じました。全ての人が自らの義務を果たすなら、世界は平安で繁栄します。22/11/92



   ＊自然の法則

あなた方は自然界の法則に基づいて如何に自らの活動を調節すべきかを学び、自然の法則に逆らうべきでないことを学ばねばなりません。人間には創造主の創られたものを享受する自由があります。

しかし、どのようなことをすれば恩恵を受け取れなくなるのか、という識別力を働かせることが必要です。あらゆるものを享受しても良いという事は、それらを好きなように使って良いと言う訳ではありません。というのも、自然に対して何をしようとその反作用が必ず伴うからです。あなたはその結果から逃げることは出来ません。結果を気にせず、それに直面する覚悟があれば好きにしなさい。

しかし、実際には当初、人は喜んで何でも好き放題しますが、後になってその悪い反作用に苦しみ、嘆くのです。それは、心が弱い証拠です。～それゆえ自然界の領域では、あなたが何をなそうとも遅かれ早かれその結果から逃れることは出来ません。22/5/92   

 人間を除く全てのものは、自然の法則にしたがって生きています。明日を、思い煩うこともなく、あるがままに満ち足りた生活を営んでいます。自然は、創造物に何の不足もないように面倒を見ます。

然るに人間は、例えどのように多くのものを持とうとも、どのような安楽を享受しようとも満足を知りません。彼はさまざまな物を欲しがり、そして物を欲しがる心を愛と考えます。

 一旦そのような執着心が身につくと、欲望を追う衝動は止どまることを知りません。そのような愛は、自分の利益と自己中心的な心に根ざしていることを、彼は気付かないのです。今日の世の中で愛といわれているものは、実は利己心と自分の利益のみを考える心に他ならないことを、はっきり知っておかねばなりません。

彼のどの想念、どの言葉、どの行為をとってみても、利己心という悪魔が存在します。人間は利己的衝動によってもてあそばれています。利己心によってがんじがらめに縛られた人生は、迷妄にとらわれた人生といえます。彼は、利己心という牢獄にとらわれた囚人です。そのような人は、真の実在について経験することは出来ません。6/1985



　＊舌

舌は何が健全な食べ物であり、何が有害な食べ物かを判断して健康を促進し、優しく語ることによって他人に喜びを与え、心に潜む思いを他の人に伝えるために人体に備えられています。これらの意義ある目的の為に、人に与えられた舌は今日では、はなはだ誤って用いられています。舌は睡眠薬を飲み、動物の肉を食べ、喫煙をし、他人の悪口を言い、噂話をし、辛らつな言葉を吐き、他人に苦痛を与えます。このような具合に、神の処方する限界を無視し、神の命令を守っていません。その結果、人は数え切れないほどの困難に直面しています。22/5/90

    オームは、大空の星の動きの音です。オームは、創造せんとする意志の夜明けがニラーカーラ（属性のないもの）をかき混ぜて行為へと導いた音です。事実、かすかに均衡が妨げられるたびに、わずかではあれ、音が生じます。まばたきをして目のまぶたが重なる時、かすかですが、音がします。誰の耳にも聞こえないような、ごくわずかな、かすかな音があるのです。ですから、元素が生じ、創造が始まった時、オームという音が生じたということも理解できるでしょう。その音は、原初の音、原始の音です。あなたが二元の世界で二元性を克服しようとしている時、ソーハム ジャパ〔私は神であるという意味の「ソーハム」という文言を繰り返し唱えること〕をすることによって、あなたは「神」は「あなた自身」であることを認識します。すると、「私」という意識と「神」という意識は消え去り、あなたはオームだけを繰り返すようになります。つまりそれは、ソーハム〔私は神である〕からソー（神／サハ）とアハム（私）を引くということです。23/11/66

  舌がいつも良いことを願い、どんなことも容易く進めていくためには、舌を正しく使いこなせば良いのです。言い換えれば沈黙を守ることです。ただ黙っていれば良いのではありません。言葉の上で沈黙を守るだけでは無く心も静かに沈黙を保つべきです。心にどんな思いも無いこと。それが本当の沈黙です。SGc7

    舌を洗ってきれいにすることも大事ですが、同時に舌を神聖で清らかな言葉を話すことに従事させなくてはなりません。この行動原則に従い、私は自分自身を神聖な活動に従事させることによって、舌を正しく用いるようにしています。21/10/04

    分別無くものを食べ、それが良いものか悪いものかを考えようとせず、ただ空腹を満たし、舌の先を喜ばすことに夢中になっていると、感情や執着を戒めることなどとても出来ません。弱くなってしまうばかりです。批判や中傷を受けると、たちまち自信をなくしてしまい周りはみんな敵だらけだと思い始めるのです。ほんの少しでも悪くいわれると、幸せはどこかに飛んで行ってしまいます。

 悲しみにうちひしがれて、「生きていてもしょうが無い」などと考えてしまうのです。逆に自分の事を褒めてくれる人がいると、たちまちエゴとおごりの気持ちがふくれ上がります。落ち着かせようとしてもとても無理です。どうしてこうも不安定なのでしょう。そのただ一つの大きな理由は、どんなものを食べているかということです。SGc7

    視覚のコントロールと共に、舌をコントロールする必要があります。舌には３０万の味蕾（みらい）があります。人間は、味の奴隷になってしまったので、様々なおいしいものを食べ、その過程で舌を駄 目にしてしまいます。そればかりでなく、人は舌を使って良くない言葉を語り、その上きつい言葉で他者を傷つけます。このように舌を誤用することによって、人の寿命はさらに縮められます。同様に、すべての感覚が誤用されているので、その力が損なわれ、寿命が縮められています。

  ですから、まず最初に、人は目と舌を制御しなければなりません。この二つをコントロールすれば、人間のエネルギーは再び活性化されます。人々が何年もかけて苦行を続けても得ることのできない力が、目と舌を神聖な使い方をすることによって獲得できます。5/7/01

舌には話す、味わうという二つの力があります。だからこそ、舌を正しく使いこなすように努めなければなりません。皆さんは人のことを悪く言う権利も､悪く考える権利もありません。自分の至らないところを反省する方がずっと大切です。人の良いところを見て下さい。そして自分の悪いところを改めるのです。自分の内面を探求する力を深めていないのに､人のことを見抜けるはずは無いのです。まず自分の人生を完成させなさい。自分を救うことが出来て､はじめて人を救うことが出来ます。SGc17



　＊実験

科学者は実験を行いますが､霊性の求道者の神性体験が実験室で為されることなどあり得ません。言葉を超えている神性を伝えることが、どうして出来るでしょうか。人の理解を超越している神性をどのように想像すれば良いのでしょう。推理と五感を超越している神性をどうやって研究し、実験によって証明出来るのでしょう。科学は実験に基づいており､宗教は体験に基づいています。科学では分析し｛アナライズ｝、宗教では悟る｛リアライズ｝のです。STPSp52



    ＊実在

神の力と神の顕現は人間に内在しています。それらはどこか他の場所から手に入れるものではありません。こつこつと絶えずサーダナを続けることで、人はこの真理を悟ることができます。あなたの実在は、他のどこにでもなく、あなた自身の中にあります。その実在を見るためには、目を内側に向けなければなりません。反作用・反映・反響――この三つはすべて、あなた自身の中に存在しています。それらは外にあるものではないのです。仮にあなたに、名声があり評判のよい兄弟がいるとします。彼は誰ですか？ 彼はあなたの兄弟です。彼は特定の姿をしています。その姿はどこから生じたのでしょうか？ 実在から生じました。そして、その実在が彼の本性です。このように、実在から現れた姿が私たちを惑わせて、実在そのものが見えないようにしているのです。25/10/04

    実在はどこか遠く離れた場所に存在しているのではありません。実在はあなたの内部に存在しています。あなたの本性そのものが実在です。どうすればあなたはこの真理を悟ることができるのでしょうか？ それは、純粋で、無私で、神聖な愛を培うことによってのみ可能です。愛がなければ、この世で何一つ達成することはできません。愛は全宇宙の根源であり、糧です。愛は神であり、神は愛です。25/10/04



    ＊実践

教えは、日常生活の中で簡単に実践できるものです。教えが単純だからといって、軽く扱ってはなりません。これらの教えは単純なものに思えるかもしれませんが、あなたを解脱に導きます。ものを見るために目を授けられていることは、あなたにとって幸運（アドリシュタム）です。アドリシュタムとは、何でしょうか？　ア（できない）＋ ドリシュタム（見ること） ＝ 見ることができないもの、という意味です。自らの価値ある行いの結果を見ることはできないかもしれません。しかし、それらは、やがてはあなたにあらゆる幸福と慰めをもたらしてくれるのです。それが、アドリシュタムです。肉眼では見えない多くのものが、あなたの行く先々について来ます。19/11/02

    サイの力、サイの愛、サイが体現している真理と平安について、多くの人が長々と述べます。しかし、彼らは本当にサイの教えを実践しているでしょうか？ その答えは、はっきり言って「していない」です。最近、私が講話をするのに気乗りがしないのは、それが理由です。人々は演説をすることにかけては英雄（ヒーロー）ですが、実践においては皆無（ゼーロー＝ゼロ）です。私の教えを実行に移さない人々に話しかけても、何の役に立つでしょう？ 人々は書物の知識を身につけることには関心を持ちますが、学んだことを実践することには関心がありません。ただ単に機械的に教えを学んでも、恩恵が生じることはありません。自分が説くことを実践に移さない限り、ただ自分の喉に負担をかけるだけです。霊性の道について、さまざまな人が、さまざまな意見を持っています。しかし、霊性は、言葉による説明や、講話を聴くだけでは、理解できるものではありません。実践しない限り、霊性の教えが皆さんのハートを至福で満たすことはできません。15/4/04



＊嫉妬

嫉妬するものは究極的には、自分自身が滅びます。1/1/94

    不満の原因は嫉妬です。人々はどういうわけか、自分より高いレベルにいる他人を嫉妬の目で見て、自身の健康と平安を損なっています。最近では嫉妬が猛威を振るっています。それについて、一人ひとりが忍耐強い努力をもって自らを点検しなければなりません。自分より高い地位に就いている人への嫉妬、自分より知識がある人への嫉妬、自分より容姿がいい人への嫉妬、などです。自制心を身に付けない限り、嫉妬の態度に終わりはあり得ません。どうやってそうした思いを抑えたらよいでしょう？ 嫉妬にかられる人々は、自分より高い地位にいる人だけを見ていますが、自分より低い地位にいる人を見れば真理がわかります。それは、私たちが見方において平等観を養わなければならないということを意味しています。21/1/89

    今日、人はだれもが嫉妬と憎しみという病に苦しんでいます。実のところ、人がもっているあらゆる悪い性質のそもそもの原因は嫉妬心なのです。嫉妬は怒りを招きます。嫉妬と憎しみは人を完全に破滅させることができるのです。嫉妬と憎しみをなくしてしまえば、人は真に大きな幸せを享受することができます。実際に、人間は本来至福の化身なのです。至福が人の生来の本質です。悲しむことが人の本性なのではありません。人は愛と平安と至福の化身です。では、どうして人は苦しんでいるのでしょうか？　それは神の命令に逆らっているからです。それは神の意思に背いていることへの反動です。このような不幸な出来事への反動、反映、反響が人のあらゆる悲しみの根本原因です。1/3/03朝



    ＊失望

今日人は気高い思いを持たぬゆえ、失望の餌食になりました。何故人は失望するのでしょうか?それは彼が期待に期待を重ねているからです。期待の心を持たずに義務を果たすなら、失望はありません。義務は神。働くことは、神を崇めること。結果は自ずと現れます。心の弱いものは失敗にあいます。強い心の持ち主は、望むままに何事もやってのけます。心を神に向けなさい。束縛から自由になります。常に世俗のものを追いかけるので、あなたは束縛されるのです。4/4/92



＊自転

軸のない地球に自転することを可能にさせているのは、愛の力

星が地に落ちることなく大空のいたるところに存在しているのは、愛の力ゆえ

海を氾濫しないように保っているのは、愛の力

世界中に絶えず風を吹かせているのは、愛の力

愛の力は、神秘的で無限であり、最も不思議で唯一無二なるもの

愛の力は、全宇宙に浸透している

すべての創造物には、愛が浸み込んでいる16/7/00



    ＊死神

死神は突然襲いかかるようなことはしません。死神は、事前にあなたを捕らえに来ることをほのめかします。それは、白髪になったり、歯が抜け落ちたり、視力が落ちたり、耳が聞こえなくなったり、皮膚にしわができたり等々の、暗示という形をとって知らされます。死神は獣になど乗ってはいません。死神は「時間」のもう一つの名前にすぎません。時間こそが、着実にあなたに向かって忍び寄り、命の紐を切る存在です。ですから、時間の支配から自分を解放するために、あなたが生まれながらに持っているカルマ（行為）の力を活用しなさい。カルマの法則はあなたに希望を与えます。カルマのとおりに結果は生じます。カルマの結果を追い求めることで、さらに自分を縛り上げてはなりません。神の御足にカルマを捧げなさい。カルマに神の栄光を讃えさせなさい。カルマに神の荘厳さを増進するようにさせなさい。けれども、その尽力の成否を心配せずにいなさい。そうすれば、死はあなたを縛る投げ縄を持てなくなります。死は、投獄する者ではなく、解放する者としてやって来るでしょう。23/3/66



    ＊死ぬ時

世の中に夢中になっていれば、最期には世俗的な思いしか浮かんできません。死に際に一心に神を求める人には、神は自ら姿を顕します。ですから、人間は、世の中と関係している間は、親類縁者にくっついて、親類縁者を敬い、親類縁者の機嫌を取らなければなりませんが、一生を通じて、神のみに、惜しげのない愛と忠誠を捧げる必要があるのです。6/5/83



    ＊シヴァダンス

シヴァラートリのもう一つの意味は次のようなものです。シヴァ、すなわち、パラマプルシャ（永遠なる絶対者）は、プラクリティ（現象界）を引き付けることを望んで、自らターンダヴァ（宇宙の舞）を踊ります。この踊りは、物質である創造物を引き付けようという神の計画です。なぜなら、ラーマ（喜び楽しむ者の意）やクリシュナ（引き付ける者の意）の神聖な奇跡の一切は、人を神の面前に引き寄せるためのものであり、その目的は、人々を正すこと、清めること、あるいは、人々の信仰を固めることによって、人を奉仕という霊性修行へと導き、人が法悦に帰融すること、あらゆる法悦の源に帰融することができるようにすることです。つまり、チャマトカーラ（奇跡）はサムスカーラ（変容）をもたらし、パローパカーラ（人助け）へとつながり、最終的にサークシャートカーラ（真理の直視）を授けるのです。

ターンダヴァ ダンスは、あまりにも速すぎるため、その動きによって熱が発生し、それによってシヴァ神の体から火の元素が生じます。シヴァ神を冷やして快適な状態になってもらおうと、妻であるパールヴァティー女神は、シヴァ神の頭にガンガー〔ガンジス河の女神〕を乗せ、とぐろ状にねじ上げているシヴァ神の髪の間に三日月を置き、シヴァ神の体中にひんやりとした白檀の練粉を塗り、手足の関節に冷血の蛇を巻き付け、最後には、ヒマーラヤ（ヒマラヤ山脈）の娘である自分自身がシヴァ神の膝の上に座って、シヴァ神の一部となります。そのとき、シヴァ神は起き上がり、神々の、そして、すべての創造物の、計り知れない歓喜のために、プルシャとプラクリティーが共にダンスを踊ります。これは、プラーナ（神話の言い伝え）によれば、シヴァラートリの日に起こります。7/3/78



    ＊シヴァラトリ

心（マインド）は月と密接に関連しています。チャンドラ（月の神）は心を司る神です。チャンドラは、満月の後、自らの光輝を日々１６分の１ずつ失い続け、今夜、その力は残すところちょうど１６分の１となります。欠けた月は、とりとめのない気まぐれな心が、霊性修行によって征服され、弱まったことの象徴です。この夜、さらに征服されるべき部分はほんのわずかしかなく、それは寝ずに神の栄光に浸ることによって達成できます。処方されているこの寝ずの行は、人が続けなければならない永遠の不寝番（ねずばん）の象徴です。また、断食の慣わしは、五感が強く求める快楽から五感をそらすことを象徴しています。一晩中バジャンを歌うことは、神が目の前にいることを一生にわたって意識することの象徴であり、この意識は私たち一人ひとりが育てるべきものです。シヴァラートリのために処方されている慣わしと誓願は、一年を通じて他の夜にはないものであり、この日それに従うことは、その処方が役に立つということを思い出させるためにあります。7/3/78

    ゴミをいっぱい積み込んだ行政のトラックが通ると、離れた場所に立っていても悪臭に襲われます。それと同じように、思考は一瞬のもの、ささいなものかもしれませんが、それでも、それが心に及ぼす影響を避けることはできません。古代の聖賢たちはこの重要な真実を知っていたので、「ブラフマンを知るものはブラフマンになる」と明言しました。ブラフマンになる唯一の方法は、常にブラフマンの思念に浸っていることです。舌の上に塩の塊を載せていたら、どうやって蜂蜜や果物の甘さを味わうことができるでしょう？ 舌の上に飴玉を載せていたら、どうやって塩味や辛味を知ることができるでしょう？ あなたの心を善い思考に浸らせれば、世界は善いものになります。悪い思考に浸らせれば、あなたにとって世界は悪いものになります。ですから、善いことだけを思い返し、善いことだけを考え、計画し、実行し、善いことだけを話し、行いなさい。そうすれば、その結果として、あなたは、あらゆる善の源である神に近づくでしょう。これがシヴァラートリのメッセージです。7/3/78

   

    ＊慈悲

愛によって、この世の何でも成就できます。愛をアートマそのものと見なしなさい。どれほど多くの聖典を読み、どれほど多くの霊性修行をしても、自分のハートが慈悲で溶けるのを許さないなら、あなたの人生はまったくの無駄になるでしょう。ハートが優しさと愛であふれることができるよう、すべての修行をあなたのハートを柔らかくすることに向けなければなりません。慈悲の感情を育て、その慈悲を十分に流れさせ世界中のすべての人の間に広げなさい。30/3/87



　＊至福

神の愛は霊的なものでありこの上なく貴重です。それは次から次へと変化することはありません。神聖な愛の大洋に浸った者はその偉大さと甘美さを表現する言葉を知らないでしょう。彼は沈黙という言葉で語ります。彼は無駄なおしゃべりや議論を避けます。神の愛の至福を経験した者は、どのような困難に会おうとも、内なる歓喜に満たされているのです。15/8/93

   至福をどのように得るかという知識だけでは、あなたに至福がもたらされることはありません。その知識を実践に移すことができたとき、初めてあなたは真の至福を楽しむことができるでしょう。もし宝石を見つけたければ、土の中と荒石の中を探さなければなりません。土の表面を探しても宝石は見つかりません。体は土に等しいものですが、あなたは体の中にいるときにだけ、神を見つけることができます。人間の義務はそうした試みをすることであり、そうすることによって、あなたは人間の体の中にある神の側面という宝石を見つけます。19/6/74

   浮世の快楽は一時のもの、束の間のものです。あなたの目標は、霊的な至福という、恒久的で不変なるもの、地上と天上の快楽をしのぐものを求めることであるべきです。この究極の目標を視野に入れて、人はこの世での自らの義務をなし、正義にかなった生涯を送るべきです。3/9/89

    　 神の特質は、サット（真理）・チット（知識・理性・意識）・アーナンダ（至福）であると言われています。ところが、これらの諸特質は、万物の本来の性質であり、程度の差こそあれ、すべてのものに顕現されている特質でもあるのです。私たちが真理の道（サット）を歩み、真理に基づいた行動を通 じて、霊的な知識や科学的な知識（チット）を獲得しようと努めるとき、おのずから至福（アーナンダ）が訪れます。

　 真理は、生まれついたときから私たちに備わっています。知識もまたその通りです。至福という様相もまた、潜在的に私たちに備わっています。それもまた、私たちの生来の特質なのです。私たちが絶えず至福を求めるのには、そのような理由があるのです。もし至福が私たち自身の性質でないとすれば、私たちは、いかなるときにも、アーナンダ（至福）を要求することができません。もしアーナンダ（至福）がすでに私たちの生来の特性でないとすれば、私たちは、アーナンダを得るのにふさわしくなく、そのための資格もないことになります。KSH

     太陽が昇るまで、人は星の光と月の光に注目します。太陽が昇れば、もうそれらには注目しません。神の至福（ブラフマ アーナンダ）は、知識と教えから得る至福（ヴィッディヤ アーナンダ）と肉体の存在に関係する至福（ヴィシャヤ アーナンダ）の基盤です。15/7/83

  思いと言葉と行動が純粋であることこそが真の英知です。あなたは、それ以外のいかなる霊性修行も行う必要はありません。人々は、さまざまな霊性修行を行います。しかし、それはただ、一時的な満足をもたらすだけです。一方、思いと言葉と行為が純粋であれば、あなたは永遠の幸福を味わうことができます。2002年11月23日　77歳御降誕祭の御講話 

 聖なる至福への境地に至には、「外的な感覚と内的な感覚を制御すること」「安心立命」「探求」「良い仲間」の四つが必要不可欠です。これらは求道者に神聖な至福を授けます。人間の身体そのものは、束の間のものであり、魂ほどの価値はありません。あなたは、その最も貴重な神の至福がどのようにしてあなたの身体の中に包含されているかを知らなければなりません。

 身体は、バケツ二杯の水と、バケツ一杯の石灰、二寸釘四本ほどの鉄、鉛筆六本分の鉛、マッチ棒920本分の燐、ラックスの石けん四個分の油脂で出来ています。その中に神聖な魂アートマが存在しているのです。聖なる至福には、そうした身体の内にある核すなわちアートマを探求し、実感し、体験することによって到達することが出来るのです。STPS2p70

  目に見えるものはすべて、本当は存在しておらず、いつか消えゆくと言われています。消えゆくものが人に幸福をもたらすことはできません。世の中のものを手に入れると、その瞬間は幸せですが、それと引き離されると悲しくなります。お金や財産が入ってくると人は幸せを感じ、それらが出て行くと不幸せだと感じます。こういったものはすべて、やって来ると人に幸せをもたらし、出て行くと悲しみをもたらします。人は結合によって幸福を得て、分離によって悲しみを得ます。愛という神聖な相だけを探し求めようとすべきです。なぜなら、その愛には結合も分離もないからです。この種の神聖な愛は理由を持ちません。これは人の内にある神性の自然な姿です。これは、実に、人間の本当の財産です。

人間としての生を得ることは大変な幸運です。けれども、人は人間としての生をありとあらゆる物欲で満たしているために、自分の人生を悲しみで満たしているのです。欲がなければ悲しみは一切得ることはありません。欲がない人よりも幸せな人はいません。悲しみはすべて自分で作り出したものです。心配には姿形はまったくありません。心配はあなたが自分で作っているものにすぎません。心配は無形です。自分の欲望が自分の悲しみの原因です。実体のない問題からは離れているようにして、幸せな人生を送りなさい。78夏期講習

一日２４時間のうちの５分間を神を拝めることに捧げれば、大きな至福を得るでしょう。13/4/96

ラーマやクリシュナへの帰依は、その教えを実践しない限り無意味です。至高の神への礼拝は神さながらの生き方を伴わなければなりません。その時にのみ、至福を体験することが出来るのです。21/8/94



    ＊使命

あなたの静かな成就は、人に平安と、調和と、聖なる愛と、満足が、到達可能であって、獲得する価値のあるものであることを教えます。あなたの穏やかさ、落ち着き、謙虚さ、純粋さ、美徳、勇気、確信は、人をイエスに従うよう励まします。あなたの使命には大きな責任が伴っています。あなたは、自らの一つひとつの行いによって人類を教化しなければなりません。人生の目的とはそのようなものであり、実践の伴わない言葉のみでは充分ではありません。24/12/74



　＊邪悪

西洋社会では、男が女を見つめ、女が男を見つめ返すことによって、両者の関係を築くという悪い習慣があります。このような習慣は動物的なのです。これは又、悪魔的な習慣へと発展していきます。このような傾向は若い男女の間に見られます。あなたが、最初にやるべきことは、目で何を見るのかをコントロールしなさい。他の人を邪悪な目で見るよりも、視力を全く失った方がましなのです。SSN秋1984

  邪悪な想念は一体どこから生じるのかと、あなたは尋ねるかもしれません。邪悪な想念は、物質的な生活、外的な生活、世俗的な生活から生じます。それゆえ、人は何としてもプラクリティ〔自然界〕の否定的な面を避けるべきなのです。24/11/2000

    ダルマが衰えアダルマが増すとき、私はダルマを確立するために化身する。今日の世界では、正義が衰え、真理が忘れられています。全世界は不正行為と無秩序と邪悪な振る舞いに満ちています。このような混沌とした状態に対しては、神への信仰だけが永続的な改善策です。真理のみが拠り所です。なぜなら真理は神だからです。愛は神です。愛に生きなさい。愛がなくては人は生きることができません。ですから、人は神を愛し、神から愛という贈りものを受け取らなくてはなりません。愛によってのみ神に到達することができます。9/8/06

   虚偽の告発に手を染めている人々は、必ず破滅の憂き目に会います。そのような虚偽の敵対宣伝を煽っている人々も、滅びの定めを避けることはできません。お金は、正しい行いをするために活用すべきです。それを邪悪な目的に使ってはなりません。心からの愛と慈悲を込めて人類同胞に奉仕をしなさい。彼らに正しい道を進ませ、幸福の手助けをしてあげなさい。私は、人々が繰り広げるいかなる虚偽の敵対宣伝をも恐れません。真理と正義と愛の道を守っている私が、何を恐れる必要があるでしょうか？ 人々には好きなことを言わせておきなさい。私の心は乱れません。25/12/2000



　＊社会

社会において各人が、物質的なことのみを追い求めている間は、その社会にハーモニーと平安は確立できないでしょう。SSN冬1983p19

    現代の世の中で行われているあらゆる取引には、３つのものが詰まっています。それは、「自慢」と「非難」と「無価値」です。そこには、生きている世界にとっての土台、精神の領域にとっての基盤はありません。人間性を築き上げて育てるためには、霊的に考えることが非常に重要です。霊性は世俗的な追求と結びついている心には固定しません。霊性は社会的なものとは異なると考えることは大きな間違いです。社会とは集団（人間の集団）を意味します。社会は形や数字を表す言葉で認識できるものではありません。社会は平等観から形成されています。社会には平等と純粋性という考えが必要です。人間の多様性の中に一体性を認識しなければいけません。そして、一体性は、非二元的な姿勢を有する純粋真理と意識と至福として崇敬されねばなりません。そうして初めて、人間の集団は社会へと変わり、社会という名は意味のあるものとなるのです。幸福は一体性の内に見出せるものであり、多様性の内には見出せません。一体性の内には神性を見出すことも可能です。8/7/71

    人は社会に生まれます。人は社会で育ちます。社会の微妙な影響力によって、人は良くも悪くもなります。順繰りに、人は社会の一員として自分にかかわる人々に影響を与えるようになります。人は、社会の基準、流行、行動様式によって、自分の生活をひっくり返され、ねじられますが、どの社会に生まれるかは自分が積んだカルマの結果です。肉体と国は解きようのないほど絡み合っています。人の魂にとって、肉体は一つの入れ物であり、国はもう一つの入れ物です。自分を向上させるために社会を活用しなさい。社会が個人の向上を助け、人々を神から離れさせないようにすることができるよう、社会を作り上げる取り組みをしなさい7/7/68

    皆さんは、人間として生まれた以上、社会の幸福のために力を尽くさなければなりません。皆さんは社会の一員であり、あなたの幸せは社会の幸せに左右されます。ですから、社会のためになる活動に携わりなさい。23/11/05

    真の社会は、利己心のない人々の集合体です。理想的な社会は人間的な価値を尊び、すべての住民がモラルを守っていきている社会のことをいいます。社会の中に非ダルマや非モラルが蔓延ると、その国全体が崩壊します。SSIB1979p65

 皆さんは、社会で生まれ、社会で育ち、社会で生きています。もしあなたが属している社会が、何を必要としているかわからないのであれば、その社会が、あなたを永遠に面倒見てくれるとでも思っているのですか。あなたが、社会を通して身につけることが出来た教育によって、この世のすべての人々の平和と安全に寄与しなさい。葉の上に落ちた一滴の油のような孤立した生活を送るべきではありません。   すべての人々と調和と一体性を持って生活しなさい。他人の苦しみや痛み理解し、それを和らげるように努力しなさい。そうすることであなたの純粋性が増し、人生が意味あるものとなるのです。29/5/95

    いつも社会と社会の幸福のことを心に留めていなさい。皆さんは社会の一員なのですから、社会的責任があるのです。皆さんがあるのは社会のおかげです。同様に、社会は皆さんと別のものではありません。人が社会を作っているのです。皆さんと社会は分かつことのできないものであり、互いに依存しています。社会の同胞が繁栄しているときにだけ、皆さんも繁栄するでしょう。14/1/09

    あなた方全員が立派なリーダーになるべきです。今、国は危機的状況を通過しています。国民は誰が自分たちのリーダーになるべきかについて非常に懸念しています。ですから皆さんが良いリーダーになって、一般大衆の元へ行き必要な励ましを与え、社会を正しい状態にすべきなのです。

 私たちの社会に多くの悪がにじり寄ってきていることに皆さんも気づいているはずです。多くの教育者達は、社会のために働くと言っておきながら何もしていません。社会は神を固く信じている者によってのみ、正しい状態にすることが出来ます。学生達に神聖な教えを授け、社会奉仕に参加することを奨励すべきです。そうしてはじめて世界に平和がもたされるのです。14/2/09

   社会を作り上げているのは共同体や個人の集団です。～理想の社会には何が必要とされるでしょう。それは、一体性、協調、統合、同胞愛、平等などです。これらが理想的社会の持つ特徴です。社会は変わるべきだと人は言います。けれども私の意見ではそれは間違いです。もし一人一人の人間が変われば、社会は自動的に変わるでしょう。～個人の幸福は、社会の幸福に依存していることを、すべての人は知るべきです。人間の幸福、発展、繁栄は社会にかかっています。STPSp64

    現代では、皆さんも知っているように、インドでも国外でも、多くの人々のハートに霊的な不満の波が押し寄せており、その結果として、世俗的なものは一切捨てて神と敬虔な師を求める熱心な集団がいくつかあります。けれども、多くの人は、そうした探求は個人のみに関わるものであって、社会が彼らの熱望や努力の一翼を担う必要はないと強く思っています。これは、自宅の壁の外に広がる暗闇のことなど心配する必要はないと言うのと同じくらい、愚かなことです。個人と社会は分かち難く結びついています。両方のための照明がなくてはなりません。アーナンダ（聖なる至福）は、個人から流れ出て、社会という湖を満たし、そこから恩寵の海へと流れ込まなければなりません。社会というのは、個人の集団に付けられた名前にすぎません。社会は肉体を有していません。社会の手足は個々の人々であり、社会と呼ばれる「胴体」に養分を与えて支えています。7/76

    社会は学校であり、そこでこの教訓が熱心な求道者に教えられます。この国の聖賢たちは、森の庵に行き、そこで揺るぎない求道者と交流しました。そこには学問的な論議や戒律の実践がありました。彼らは互いにに感化し合い、教え合い、「イーシャーヴァースヤム イダム サルヴァム」――「この宇宙は神に包まれている」、つまり、神こそが世界を繋いでいる糸である、という真理を学びました。自惚れを捨てて、自然の暴君となるのではなく自然の生徒となった時、人は、自然の助言、忠告、啓蒙の声を聞くことができます。4/73



＊社会主義

社会主義というのは、すべての人々が他の人々と同じように平等であるべきであるという理念を持っているが、このような理念はずっと昔にインドでもうすでにあったことなのです。～ラーマが統治していた時代には、すべての人の意見は同じ重みを持っていたのです。SSSvol7p229

 あなた方は社会主義の理念は、物質や贅沢品、人生における楽しみ、富や金などを平等に分け与えるべきだと言っています。それらは確かに高尚な考えですが、現実的には不可能です。あなた方は、確かに富や楽しみ、贅沢品などを平等に分配出来るかもしれませんが、希望や大志も平等に分け与えることが出来ますか？希望や大志を公正に分配出来て初めて真の平等が得られるのです。SSN夏1989p18



   ＊社会的責任

今、権力を握っている人や、政治、ビジネス、あるいは他の職業に従事している人は、大勢います。彼らは、ほぼ全員が自分と家族のことしか考えておらず、社会意識を持っている人はごくわずかです。社会を苦しめているあらゆる悪の原因は何なのでしょう？ それは、社会的責任感の欠如です。どの人も、社会に対する自分の義務を認識し、社会が存在しなかったら人は家庭生活を営むことができないということを理解しなければいけません。ですから、学生諸君は社会意識を持つべきなのです。学生諸君は、自分と家族の利益を増す方法よりも、どうしたら自分の行いによって社会の幸福を増すことができるかを自問すべきです。「自分は社会の一員である。自分が良い状態にあることは、他の人たちが良い状態にあることと密接に結び付いている」と誰もが感じるべきです。22/7/91



   ＊視野の拡大

全世界はハリ〔悲しみを取り除き幻想を追い払う者／ヴィシュヌ神／シヴァ神／ヤマ神〕で満ちています。ハリは全宇宙を包含しています。どこを見てもあなたはハリを見つけるでしょう。しかし、ハリを描写することは不可能です。世界地図を例に取りましょう。そこには全世界が描かれています。地上には無数の山や谷があります。しかし、地図の上では山や谷の場所は点々にすぎません。地上には国々の区分がありますが、地図上では全世界は一つの実在に見えます。同様に、もし宇宙から地球を眺めれば、地球は一つの球のように見えます。ですから、視野の拡大こそが、世界が一つであるという結論を下すのです。視野が狭められれば、小さな山も大きく見え、木の群落も森に見えます。あなたが霊的な見方を育てるなら、ハリが全宇宙を包含していることを見出すでしょう。完全な信仰を持って礼拝するなら、石でさえナーラーヤナ神になります。12/1/89



　＊しゃべりすぎ

しゃべりすぎないようにしなさい。しゃべりすぎることにより、あなたの内にある神聖な力を失ってしまいます。話過ぎることにより、記憶力も薄れ、あなたの身体も弱くなっていくのです。その結果早く老け込むでしょう。それだけではなく､あなたの名声も地に落ちていくでしょう。早く老ける一番大きな原因は、話過ぎることです。話しすぎは良くありません。静寂の中にいなさい。生まれてこのかた、あなたは静寂の中に浸ったことがありますか？　今日からそれを実践しなさい。DBGp45

   無駄口や取りとめのないおしゃべりを避けるため、ヴァーク、すなわち声を、厳格に訓練しなければなりません。舌を常に監督し続けなさい。話したくなったこと全部を口に出すのはいけません。そのような気持ちは最小限に抑えなさい。沈黙がバッテリーを充電し、あなたはもっと長い時間、瞑想をすることができるようになるでしょう。プレーマ（神聖な愛）で満たされていなさい。そうすれば、あなたの言葉はプレーマを広めていくでしょう。苦しんでいる人たちにとって、それらはよい香りのする軟膏のように、甘くなめらかなものとなるでしょう。23/11/66

 あなたがしゃべりつづけることにより､沢山のエネルギーを消費します。エネルギーのレベルが低下することにより、あなたはアレルギー症になります。エネルギーが無くなると、心も弱くなります。心が弱くなることにより、精神病を患い易くなります。このことが理由で、西洋諸国では多くの精神病患者が発生しているのです。彼らは､ほんの少しの間だけでも心をじっと落ち着けることができないのです。SSN秋1984p30



    ＊シャンカラ

昔、シャンカラは、人は無限なる全能の神であるということへの信心を人々の心に取り戻させよう努力しました。シャンカラは、人が自らの実体へと向かうことができるよう、人の心に居座っている邪悪な特性を取り除こうとしました。自らの実体をちらりと見ただけで、人のエゴ〔自我意識、アハンカーラ〕はなくなり、慢心と失意もなくなります。そうなると、賞賛されて喜ぶことも、非難に悲しむこともなくなります。そして、どんな嵐でも揺らすことができない山の頂のように、人は堅固になり、揺らくごとはなくなります。映画館のスクリーンのように、中傷の火や賞賛の雨の影響を受けることもなくなります。20/2/1966



　＊シャンティ

私達は、シャンティ　シャンティ　シャンティと３回繰り返しますが、それは身体・心・霊の平安を祈る言葉です。ある人々は、この祈りの言葉を３０年間唱え続けていますが、彼らはまだ平安を見つけていません。それは、彼らがハートに平安を祀っていないからです。優しく静かに話すことを学びなさい。15/1/1996

 いつもアラティやバージャンの後に３回シャンティと唱えるのは、何か意味があるのでしょうか？最初のシャンティは、この肉体が平安を楽しみますように、という意味です。あなたの肉体を嫌悪、嫉妬、執着などのような感覚によって熱くさせてはいけません。あなたが聞くニュースが良い悪いに関わらず、平安な心でそのニュースを受け取るようにしなさい。それゆえ、肉体の平安と調和が必要なのです。もしあなたが平安を失えば、身体は病気になります。二度目のシャンティは心が平安になりますようにという意味です。それは心にとって自然なことで真理です。あなた方は、そのことを理解せねばなりません。心が平安を保つのは、心にとって本質的なことなのです。私の心の中に無いものは、決して私のものでは無い。と、言うべきです。

 人々があなたのもとにやってきて、あなたの中に元々存在しないものに対して批判しても、それはあなたとは全く関係無いことなのに、その人を嫌悪する必要は無いのです。どうして、心に平安のない人に批判されることによって、あなたは自分の中の平安を手放すのですか？このような間違いを犯すことによって、人は平安を失ってしまうのです。SSN1986p,35~36春



　＊自由

真に自由になるということは、欲望から解放されることです。SS1月p4

  (他の人が神を冒涜しないようにという)あなたの祈りは間違っています。そんな風に祈ることはできません。あなたが私を礼拝する自由を持っているのと同様に、他の人々にも私を非難する自由があります。私は賞賛と非難のどちらからも影響を受けません。私は自分の仕事をし、自分の考えに従って生きています。私は常に完璧です。私は愛です。私はただ愛によってのみ動かされます。私は人々を傷つけたり、害を与えたりすることはありません。誰も私を傷つけたり、害を与えたりすることはできません。あなたは他人の自由を取り上げるよう私に祈ることはできないのです。ND

至高の神は宇宙の全てを創造しましたが、何ひとつ自分の為に取って置くことをしません。全て創造されたものは完全な自由を与えられています。各人は好むものを自由に享受してよいのです。しかし、一つの制限があります。如何なる行為にも、それに相関する反作用があります。この規則に従うならば好きなことを自由にして良いのです。与えられた自由を邪悪な行為に用いるならば、結果は必然的に悪いのです。悪い結果は神が与えるのではありません。至高の神は、誰に対しても危害を与えません。あなたが体験する全てのことは、あなた自身の思いと行為が原因です。20/2/92

  西洋人は自由について自分が満足する行動をし、好きなことをする事と思っていますが、それはとんでもない間違いです。真の自由とは、自らの感覚を制御することです。人はお酒を飲みたがりその結果酔っぱらって我を失います。さて、その人の自由はどこに消えたのでしょうか。その人は、もともと持っていたひとかけらの分別さえ無くしてしまいました。自由は放縦にあるのではありません。真の自由は、真我の悟りから生まれるのです。英知の目的は自由なのです。17/2/89

 無知が解脱の体験を防げています。無知が消える瞬間、あなたは束縛から解放され真のあなたを認識することができます。あなたは自由です。その瞬間までは、あなたは本来自由であるのにも関わらず、自分が束縛されていると思い込み、束縛されているかのように行動します。人々は無知ゆえに成果を欲して行為をします。望みの成果が得られないと、失望のあまりますます欲望はつのり、束縛から自由になることが出来ません。UVc11

 あなたが本当に自由であるのは、普遍で無限のダルマに照らされた道に従って歩を進める時に限られます。本当の意味で自由を獲得した人はほとんどいません。自分は肉体であるという意識を持ってなされた行為は、すべて束縛を受けます。なぜならその間、人は感覚のおもちゃになるからです。DVJp12

 人間は自由でないという考えは間違っています。人生が、遺伝、環境、前世からの傾向といったものの影響に左右されるのは、ある一定の段階までのことでしかありません。その後は、人間はそのような影響を乗り切り、自由になれるのです。CWSSBJp266



　＊自由意志

神は完全に自由です。それゆえ自由意思、すなわち神意を持っているのは神のみなのです。今日、すべての人が自分は自由意思を持っていると称して何でも自分で決められると思っています。しかしそうした意思は、今日と明日とでは違っているかもしれません。それに反して、神の意志は決して変わりません。あなたがあなたの自由意思を用いる限りは、それが成功するときもあれば失敗することもまた勝つことも負けることもあるでしょう。もし成功すれば、あなたは高慢で利己的になります。

 もし失敗すれば、落胆して失望します。けれども神の意志は超越的なものです。あなたがすべきことは、ただ神の意志に委ねることだけです。そのことが良いことであれ、悪い事であれ、人生に何が起きようと、それは自分にとって最も良い事だと思い、喜んで受け入れることなのです。神からの贈り物として受け入れなければなりません。そうすることが真の英知であり、信愛なのです。

 実際あなたは自分にとって何が良いのか知りません。神のみがその人にとって、最善の時、理由、内容、方法を知っています。すべては神の意志、すなわち神意により起こります。このことを知り、それを心から信じ、ひとたび神の意志に全託するならば、得意になったり利己的になったり、高慢になったり、落胆して落ち込んだり失望することも決してありません。STPSp270

 自由意志を持つものは神のみです。人には意志が与えられていますが、それは自由意志ではありません。神の意志が働く時、人の意志もまた動きます。一本の木には無数の葉がついていますが、どの葉も風が吹かなければ動きません。葉には自由意志は無く、そよ風が吹く時にのみ風に揺られて動きます。それが葉の意思といっても良いでしょう。人生を木に例えれば人は葉です。

 神の意志という風が吹く時のみ、人間の意志も動き始めます。このように神の意志と人の意志が、共に結びつく必要があります。 神の意志と人の意志が結びつく時、人間の本性が花開きます。人は自らの努力のみでは、何事も成就することはできません。そうかと思えば、あまり努力しなくても出来ることもあるでしょう?又、最善の努力を払っても出来ないこともあります。その理由は、神の意志が働いているかどうかによるのです1/1/93

 王や有力者たちは、富や世間的な栄誉を得ているのにもかかわらず不幸です。なぜなら彼らには、慈悲深い神の深い摂理に対する信仰心が無いからです。皆さんのハートにおられる、この世を統べる全能の神が唯一の行為者なのです。あなたは単なる操り人形にすぎないのです。

 神がその自らの御意志のままに、あなたを操るのです。それに委ねなさい。あなたは、神に対してなぜそのようなことをするのか？と尋ねれる立場にないのです。困難や心配事は、外的な要因によって生じるのではありません。それは、神に全託していない心によって引き起こされるのです。PD6

   クリシュナはアルジュナに必要とされる忠告をすべて与え、アルジュナの捨てたエゴを受け取ったあと自らの意思のままに行為する自由を与えました。アルジュナの意思は完全にクリシュナのものとなったからです。このようなレベルに達した弟子には自由を与えなければなりません。VVc12

     ＊宗教

今日、宗教は、世界中のあらゆる争いと暴力と苦しみの原因と見なされています。しかし、宗教は原因ではありません。すべての争いの原因は、利己心です。一つしか宗教のない国では争いがないでしょうか？ イランとイラクの人々は同じイスラム教の信仰を公言しています。両者の間にある対立の理由は何ですか？ キリスト教を信じると公言する国々の間にある対立の理由は何でしょうか？ バーラタでは全員がバーラタ人です。しかし、なぜバーラタ人同士に不和が存在するのでしょうか？ この問いを深く調べれば、こうした争いの本当の原因は宗教ではないことがわかります。原因はただ一つ、利己心です。利己的な人たちが、宗教を装って人々の間に争いを引き起こしているのです。vol23c36   24/12/90

    人が普遍的な宗教を理解しようとするとき、人々は特定の側面を把握して、自分が把握したものが宗教の全体像であると思っています。普遍的宗教は、実に、そうした様々な人たちが把握したあらゆる側面の総体です。それは、世界の様々な宗教すべてに共通する一致した内容です。その構成要素のどれにも、同じ種類の健康な血液が流れていなければなりません。世界のすべての宗教の中に流れている血液は、プレーマ、すなわち、愛であると言えます。一つの宗教があるだけであり、それは愛の宗教です。愛は小川としてすべての宗教の中を流れていて、それこそがすべての宗教の本質です。すべての宗教の中に含まれている、このなくてはならない愛の小川を認識することなく、人々は外側の形と儀式だけに注意を払って、自分の宗教こそが偉大である、とお互いに言い争ってきました。外側の形だけに目を向けている人は、真理全体を把握することができません。19/6/74

      どのようにして各宗教の内部に違いが生じたのでしょうか？ 宗教の開祖が死んだ後、弟子たちは開祖の教えに背き、私利私欲のために内輪で争いました。時が経過するにつれて、各宗教の中に分派が現れ、別々の宗派が形成されました。これは個人的、利己的な動機の結果であり、初代の開祖のせいではありません。vol23c36

    すべての宗教は、霊的な純粋性の偉大さを説いています。すべての宗教は、真理の道を固く守るよう人々に呼びかけています。また、すべての宗教は、人間にとって善良な性質は不可欠であると教えています。このように、すべての宗教の真髄が同一であるとき、すべての聖典が同一の真理を宣言しているとき、すべての人間の努力目標が一つであるとき、どこに相違の根拠があるでしょう？ 道はさまざまでも目的地はまったく同一です。vol23c36



　＊集産主儀

バラタは個人主義の概念とは反対に、集産主義の理想を掲げてきました。個人が歌うよりも、人々が共にバジャンを歌うことを好みました。共同の行為が促進されました。ヴェーダもまた共同の精神をたたえました。共に集まって歌うことを始めたのは、グルナナクです。22/11/95



    ＊囚人

牢獄にいる囚人は、自分の着ている服を自分の物ということは出来ません。あなたは牢獄に入れられ、定められた刑期に服しているのです。あなたは、自分のものと呼ぶべきものを何一つ持ち合わせていません。神があなたに食べ物と衣服を与えます。神はあなたが刑期を終えれば、釈放の許可を与えます。もし、あなたの獄中での服役態度が良く、神のお気に入りであれば、あなたは予定より早く出獄を許可されることもあるでしょう。SSSVol1chp3



　＊獣性

目覚めという鈍重な状態においても夢見という霊妙な状態においても、あなたの心は動き回り落ち着きがありません。あちこち飛び回る心を、如何にすれば安定な状態に変化させることが出来るのでしょうか?それは、目覚めの時に，獣性に触れぬように注意していれば、獣性は夢の中にさえ入ってきません。24/5/92



　＊執着

自分の肉体に執着し「自分は肉体だ。」という意識のある限りは、かたちも属性もない絶対の存在はわからないし、そこに達することも出来ません。かたちの無い神を敬う資格は、自分の肉体への執着も、世間への執着もすべて捨ててはじめて得られます。自分は肉体だと思い込み自分には自分の姿があると思っている限りは、形のない神に達することは決して出来ないのです。SGc3

   欲望(カーマ)とは何かを所有したいという思いのことであり、それはたいそう強くて、思いの対象を得る可能性が無くとも、心はその対象にあこがれるのだ。執着(ラーガ)とは、ある特定のものが、結局のところ一時的なものでしかなく、ずっと自分のものとして所有することが出来ないと明らかになっても、まだそれが自分のものでなければならない、と感じる思いのことである。GVc12

 神以外のものについては、物事をあるがままに愛し、それにとどめなさい。人を人として愛しするだけで止めておきなさい。もしそれ以上に愛するならば、あなたが事物の本性について誤解し、騙されているのです。妻も子も、財産も親戚もすべて、自分のものでは無いのです。妻子、親族、財産は、ごく短い間だけあなたのものなのです。あなたは、この世に、旅人のように一夜の宿を借りにやって来ただけです。朝になればまた、旅立つのです。

 あなたは旅立つ準備もせず、夜通しあれこれと無益な議論をしています。議論をすることによって、あなたは眠ることも出来ず、休息を取ることも出来ません。その結果、旅を続けるエネルギーは、失われてしまいました。この世の物事に、あまり関わり過ぎて、気を揉むことはやめなさい。取り越し苦労は、意味もない憔悴と、時間の浪費に終わるだけです。そんな時間があるなら、神への瞑想にあてなさい。DVJp45~8

 過去世において、あなたが心を込めて愛した人を、ただの一人でも気にかけていますか。たとえほんの時たまでも、その人たちのことを思い出す時がありますか。いいえ、全くありません。その時あなたは、彼らに愛と執着を抱いていました。しかし、今ではすっかり忘れ去ってしまいました。人がこの世を去る時、自らの抱いていた愛、そしてその愛によってもたらされた喜び、苦しみ、幸福のすべてを忘れ去ってしまうのです。このような世俗的な愛に心を奪われて人生を無駄に過ごし、至高神の与える永遠の至福を得るための修行をおろそかにすることは、何と愚かな事なのでしょうか。DVJp46

 この例では習慣によって犬と自分との間に愛着が生まれました。今度は新しい習慣をつけてこの執着を捨て、犬と離れなければなりません。そこで最も良い方法は、執着を持つようになった道筋を今度は逆にたどるのです。犬の場合は誰も相手にせず構わなければそのうちどこかに行ってしまうでしょう。大切なのは習慣です。

 望ましくない性質や執着を強めるのも習慣だし、それを改めるのも習慣です。バガバッドギーターは、「習慣によって知識を身につけることが出来る。知識によって、瞑想を深めることが出来る。瞑想によって犠牲の心を持つことが出来る。犠牲の心によって、はじめて平安な心でいられるようになる。」すべては確かな習慣から始まるのです。SGc10

 執着を捨てるとは、この世のものの欠点に気付くと共に、その良い面を受け入れることでもあります。何らかの苦しみに出会うと、それが物質的な事でも心の問題でも金銭的なことでもその苦しみの原因になったものへの執着が揺らぐでしょう。これはごく自然のことです。しかしそうしたことはその場限りのものです。永遠に執着をなくすと言う事とは全く違うことなのです。SGc11

クリシュナはギーターの中で､執着には苦しみがついて回る。避けられない変化によって幻滅を味わうくらいなら､はじめから何ものにも執着しない方がずっと良い。と言っています。SGc11

すべての世界が執着という大きな網の中に捕らえられています。この執着はマーヤーという幻影現象であって、元々五大元素からできている肉体とアートマンの間には何の関係も無いのですが、マーヤーの幻影の力により二つが結ばれてしまうのです。もしその力が無いのであれば、人と人の関係はどうなるのでしょうか？誰が妻で誰が夫となるのでしょうか？誰が母親で誰が息子となるのでしょうか？これらの関係は生まれながらにしての執着心から出てきたものであり愛からではありません。子供が生まれるまで、その子供への執着心は存在していませんでした。しかし、子供が生まれるとその子に対する愛着心が出来るのです。この愛着心は肉体に関するものであって一時的な性質のものです。SS9月p226~227

   自分に近い親類縁者のことばかり思い煩ってはいけません。それらの関係は束の間ではかないものです。広大な普遍の愛をつちかいなさい。私が何故このことを繰り返し話すのかいぶかしげに思う者もいるでしょう。私はもう何年もこの事をあなた方に話してきました。

 しかし誰一人改善された兆しはありません。それゆえ私は、あなた方に肉親縁者への強すぎる執着を捨てる必要性を強調しなくてはならないのです。我が子を愛しなさい。しかし過度に執着すべきではありません。自分の身体を親としての義務を果たすために使わねばなりませんが、しかしあまりに強く我が子に執着してはなりません。23/10/93

   「執着のない人」は、万物に対する真の愛を持っています。そのような人の愛は純粋であるばかりでなく、神聖でもあります。それは平安そのものです。至高の平安　P.49

 望みのものを手に入れられるだろうか？あるいは得たものを保持し続けることが出来るだろうか?などと考えることによって心に恐怖が生じます。そして恐怖から憎悪が生まれます。執着がなければ、恐怖も憎悪もありません。31/5/91

  あの人は味方だ、この人は敵だ、という思いでさえ誤りです。この錯覚を捨て去らなくてはなりません。俗世への執着は、神にしがみつくことによってのみ断ち切ることができるのです。あなた方がずっとやってきたことと言えば、空を見つめていただけなのに、どうして、地面が見えないと不満を漏らしているのですか。地面を注視し、空を映し出す水面を見て御覧なさい。そうすれば、足元の地面と、空を同時に見れるでしょう。同様にすべての行為の中にアートマの栄光を見なくてはなりません。DVJp18

 この世のものが持つ欠点に気づけば執着は捨てられます。生まれる前は親も子も無いでしょう。結婚しないうちは､夫でも妻でもありません。子供が生まれてから親子の関係が始まります。

生まれる前はそんな関係はないし、死んだ後もその関係は無くなります。自分のものという思いや執着が起きるのは､ほんの短い､わずかの間だけです。ものの見方や接し方が正しくないために執着が起こるのです。狭い心に捕らわれ、長期的なものの見方が出来ないから執着が起こるのです。SGc12

人への執着が増せば増すほど、神への執着は減っていきます。世俗的な快楽の誘惑の誘いに乗れば乗るほど、神への一意専心の集中力は低下します。あらゆる悲しみの原因はこれです。1)世俗的な対象物に惹きつけられる事。2)人間関係から生じる執着。24/5/95

 執着は幸福を追いかけます。幸福とは欲望を満たすことで、もし満たされないとそれを邪魔するものを憎ませ、逆にそれを助ける者に親近感を抱かせます。このようにして好悪の車輪は回り始め、無知の者はそれから逃れる術がありません。JV

どんなものに対しても､誰に対しても執着を持って､自分のものという気持ちを強めてはならないのです。SGc12

 人として生を受けた主要な目的は、内なる神性を顕現することにあります。心が利己心でいっぱいの者は邪悪な思いとよこしまな行為にふけります。一方、自らの内なる神聖を意識するものは良い行為をします。人生は徳と悪徳、憎悪と愛によって構成されています。一切の悩み事の根本原因は、執着と憎悪です。執着と憎悪は太古以来、人類を惨めさに突き落としてきました。16/9/94

   執着が遠ざけられている時は、何をしてもあなたがすることは全てが犠牲、すなわちヤグニャとなり、あなたが語ることは全て神聖なマントラとなる。又、どこであれあなたが足を置く場所は、全てが神聖な場所となるのである。

ギータバヒニ１０章

 執着を持たぬためには、今執着している対象よりも遥かに偉大で遥かに美しく、遥かに満足できるものに憧れなさい。～気高い思いは卑しい思いを除去します。それゆえ、つまらぬことを思わぬために、気高く崇高な思いを培いなさい。28/5/92

 すべての人は必ず死にます。誰もが死に向かって進んでいます。それなのに誰かが死んだと聞くと､まるで死がいつかは誰もが迎える当たり前のことでは無くてひどく珍しい思いも寄らないことのように感じるのです。特に身近な人や大切な人が亡くなった時には、悲しみにとらわれます。

そこに執着があるからです。死は当然のことと分かっていながら､それでも人の肉体のことで悩むと言うことは、その人の肉体に執着を持ってしまったからです。すべての悲しみの原因は執着にあります。だから、誰かが亡くなって悲しむ最大の理由は愛では無くて執着なのです。SGc19

 執着が多いということは、動物的性質が多いということです。動物の本質とは、識別心がないことです。執着によって盲目になっている人は、過ちさえ良い行いだと感じます。執着は必要ですが、一定の制限を課しなさい。皆さんは特定の身内に対して執着を持っているでしょう。自分の妻子を気遣って面倒を見ているでしょう。けれども、こうした義務を行っている時の最も容易な道は、すべては神のものであると悟ることです。すべての行為を神性さという意識を持って行えば良いのです。そうすれば、あなたの行為は神を喜ばせるものとなり、神の愛を得ることができるでしょう。26/5/95

  何をする場合も度を超さないように。皆さんのすることが限度をわきまえた､正しいものであれば何の害もありません。度を超えたものは、たとえ悪気が無くとも皆さんの害になります。例えばあまり物を食べ過ぎると､消化に悪いし、心にも好ましくありません。それと同じで、あまりものを考えすぎるのも心に良くないのです。執着も同じです。あまりに強い執着は､心の病の一つです。ただし限度をわきまえていればそれほど危険ではありません。車に乗る人の安全を守るためにブレーキがあるように、感覚器官も、肉体の持ち主を守る為に適度に抑えることが必要です。SGc19



    ＊終着点

体は一番大切なものではありません。大切なのは、そこに宿っている魂です。真我顕現という終着点を視野に入れながら、あなたはその目的地に到着するまで奉仕に従事しなければいけません。清らかなハートで為される、私心のない、献身的な奉仕が、そのための方法です。全人生がその目的のために充てられるとき、神の直接的な体験が起こり得ます。可能な限り執着と嫌悪を慎みなさい。心と体を汚れのない状態にしておくために、あらゆる努力を払わなければいけません。17/11/85



　＊集中

あなたは日常の事柄について集中することが出来ますが、一旦神に関することとなると集中できません。それは、あなたが世俗的な物事に比べて、神を愛しておらず、関心も無いからなのです。集中する力は、このようにあなたが何に興味を持っているかに左右されるのです。～人生という木は、人間の心が木の葉だとすると、風が吹いていないときは葉は、動きませんが、欲望の風が吹くとざわざわと揺れるのです。それゆえ心が集中できなくなるのです。、STPS2p47

 集中によって感覚をコントロールできます。心の清らかさもまた、集中の修行によって得られます。心が清らかな時、神聖というものを体験することが出来ます。29/6/89

  眼を閉じると、心の目の前に小さい黒点が現れます。その黒点が動かぬよう、心を１２秒間その黒点に集中しなさい。この方法により瞑想の力がつきます。29/6/89

    心は、驚くべき速さで一つの対象物から別の対象物へと跳び回ります。心は、目が瞬きをするたびに、山のてっぺんに登り、谷底へと急降下します。心は、隠し、惑わし、ねじ曲げます。人が心を制圧することができるのは、集中によってのみです。そのプロセスは、アルーパ（無形）とサルーパ（有形）という二つの方向のどちらか一つにおいて、実践することができます。

アルーパとは「形に束ねられていない」という意味です。そこでは、自分は行為者でも享受者でもなく、神の代理人、道具、用具にすぎないと感じます。行為の結果が良かろうが悪かろうが、浮き沈みに影響されません。自分とルーパ（姿や体）を同一視することはありません。サルーパ瞑想（形あるものを瞑想すること）では、喜びと悲しみ、獲得と損失という二元性に陥ってしまいます。なぜなら、そこでは、名前と姿、体、そして体の活動を、確かなものと考えてしまうからです。6/4/83

  集中の実践は瞑想への準備です。瞑想の持続時間は集中の１２倍です。つまり１２ｘ１２＝１４４秒．即ち、２分と２４秒です．正しい瞑想は集中を正しく行うことが出来て初めて可能です。１２の瞑想は三昧の一つ分に相当します。つまり１４４秒x１２で２８分と４８秒です。１時間よりもずっと短いのです。もし三昧がこれよりも長くなったらそれは生命に危険を及ぼすかもしれません。以上が、ヨーガ行者の実践する修行法です。今私が述べた修行法は、これまでのどの経典にも記されていません。29/6/89

  瞑想と集中に、御姿は無くてはならぬものです。瞑想するために坐るあなたの前に、たとえ神の御姿が無くても、それを心に描く能力を持たねばなりません。しかし、集中が正しく出来ればさほど難しくないはずです。集中は、その根底に浄性が無くてはなりません。良い習慣によって性格を正しく形成し、それによって心を清めなさい。集中はこのような浄性作用の後に行われるべきであって、その前ではありません。心を清める事なしに、集中の努力をすることは時間の浪費です。良い習慣を培う修行をする前に集中の修行に入った為に、多くの偉大な人々が人生を台無しにしました。心を至高神のみに集中し、他の想念を捨て去りなさい。DVJp101



　＊宿題

今の人間はアートマの原理以外，すべてを知ろうと努力しています。人間は空を飛ぶことが出来るし多くの星々の記録をつけていますが、自分自身を知るという、神様から与えられた宿題が出来ていません。人間は真の自己を知ろうとしない為に、邪悪な道を歩んでいるのです。29/10/09



　＊祝福

神の祝福はいつもそこにあります。まるで、太陽の光がすべての人々にそそぐように、誰にでも降りそそぐのです。しかし、太陽の光は障害物の後ろでは影になってしまうのと同様に、私の祝福は私の名と姿にとても固執している人に注がれ、これらに興味がない人には注がれることはないのです。

しかし、すべての個霊はそれぞれの人生の中で、少なくとも一度は神の祝福を受ける機会を持っています。P, 302 ANDI

 あなたがスワミに完全に従うならば、あなたがあなた自身の中に祝福があるのを見つけることができるでしょう。それだけではなくて、あなたがどこに行こうと、祝福があなたについて回ることにあなたは気づくでしょう。

 物質的な世界から祝福を得ることはできないのです。祝福はあなた自身の中にあるのです。いついかなる状況の時でもあなた自身の中に神聖さを見なさい。そうすれば、あなたは神と一つになるでしょう。あなたの心を神の方に向けると、神の祝福を体験出来るのです。SS8月1996p,201



　＊受刑者

受刑者に対して、哀れみを持ちなさい。それが彼らを立ちなおさせる最上の方法です。彼らの信仰心を強めなさい。人々が元々持っている善良さに対する信仰心です。そうすれば、彼らは反社会的な活動をしなくなるでしょう。SSSvol6p203



　＊主婦

婦人の名誉が尊ばれるところには、繁栄と幸福があります。決して婦人を軽視し、軽蔑的に扱うべきではありません。主婦の泣声が聞こえる家庭からは、全ての繁栄が奪われます。19/11/96



　＊寿命

人が百歳になる前に死ぬ理由は、傲慢、嫉妬、邪悪な思い、悪行、等々によって生命がずたずたに裁断されるからです。邪悪な性向がその人の寿命を短くします。生活を良い思いと善行で満たすならば、百年の寿命を享受することが出来ます。太古の聖者の長寿の秘訣は、良い思いと善行でした。1/6/91

 その者の寿命が長くなるか短くなるかは、その者によって決まります。あなたの寿命はあなたが喜びにあふれ、冷静で、純粋な思いで満たされていれば長くなります。逆にねたみ,怒り、嫌悪、うぬぼれなどは、あなたの寿命を短くします。人を羨ましがる者は、夜寝ることも出来ません。睡眠不足は食事を抜くより健康に害を及ぼします。うらやむ心は人を常時苦しめます。これらのトラブルが人の命を縮めるのです。8/93p203

 人の力は怒りによってかなり減少します。寿命は、ねたみと怒りと憎悪という大きな刃によって短く切りきざまれます。妬みは人の寿命を短くさせる主な原因です。怒ると身体全体が震えます。血液が熱くなります。血液が冷めるまで３ヶ月かかります。一瞬の怒りは、６ヶ月間食事で得たエネルギーを消耗してしまうのです。10/8/83

 一回の呼吸にかける時間を長くすることで、寿命を延ばせることが明らかにされています。呼吸のプロセスが早くなるほど寿命は短くなります。このことを以下に例をあげて示してみましょう。象と人間は１分間に１２回から１３回呼吸をします。この回数で計算すると、人は百年生きることが期待できます。蛇と亀は１分間に７回から８回の割合で息をします。その結果、蛇と亀の寿命は二百年から三百年に及びます。猿、犬、猫は一分間に３０回から４０回の頻度で息をします。そのため、平均寿命は１２年から１３年を越えることはありません。ウサギは１分間に４０回から５０回の頻度で息をします。

ウサギの寿命は５～６年です。呼吸の早さが早いほど寿命は短く、遅いほど寿命は長いのです。呼吸はどのようにコントロールすべきでしょうか?呼吸は、鼻孔の下に粉をつけて、その粉が飛ばないくらい大変ゆっくり行うべきです。29/6/89

 命を延ばすか、縮めるかはあなた自身の手にかかっています。あなたが喜びに満ちていて、穏やかで純粋な思いで満ちているなら寿命は延びます。妬み、怒り、憎悪、慢心に満ちているなら寿命は縮みます。嫉妬深い人は全く睡眠を得られません。睡眠不足は、食べ物を欠く事よりも健康を害します。

妬みは終始人を苦しめます。これらの苦しみは人の命を縮めることにつながります。また、人は憎悪でいっぱいになると、敵対する人を見ることにも耐え難くなります。そして、身体と精神を消耗させる妄想に苦しむのです。21/7/93

 私の見解では、敬虔な生涯は長寿より重要です。利己的な人が社会に何の奉仕もせず長生きしても何の役に立つでしょう?社会と国に奉仕する人だけが長生きすべきです。6/2/93

クリタユガの人間は何百年も生きました。その上、人々の身体は今の時代のように小さくありませんでした。人々は巨大で、腕は６フィートありました。人々の命については、クリタユガでは骨が残っている限り身体に生命が留まっていました。骨以外の部分が崩壊しても，生命は骸骨の中に留まっていたのです。トレタユガでは、人間の背は低くなり寿命も縮まりました。

 生命は筋肉と肉が残っている限り体に留まっていました。ドワパラユガでは、血液が循環している限り身体に生命が留まっていました。～ビーシュマは５６日間生きながらえました。今のカリユガでは、身体の中に食べ物がある限り生命は存続します。食べ物が無ければ人は生きられません。7/9/96

 人は、長寿を望んでいます。しかし、長寿は重要ではありません。短くても、神性に満ちた人生の方がより望ましいのです。神聖な人生はたとえ一瞬であっても、永続する至福と、名声をもたらすのです。世俗的な教養に満足していてはなりません。アートマの知識も獲得しなさい。30/5/95

    嫌悪は怒りより危険です。それは神を体験することを妨げる多くの邪悪な性質を呼び起こします。人は本来１００年間生きることができますが、これらの邪悪な性質のために人の寿命は短くなっています。このような邪悪な性質が完全に制圧されれば、人は永く幸せな人生を謳歌することができます。

  たとえ大きな事故に遭遇しても命を失わないでしょう。人は自分自身の邪悪な性質の反射と反応と反響によって苦しめられています。欲望と怒りと嫌悪は人間の性質ではなく、獣の特質です。自分にこれらの邪悪な性質に支配されることを許せば、人は獣になります。人は絶えず自分は人間であって獣ではないと自分自身に言い聞かせるべきです。このようにして、人は獣の性質を抑制することができます。不幸なことに、今日の青年は過大な欲望を抱いており、結果的に自分たちの将来を悲惨なものにしています。10/9/02

    人生は善悪の混合であることに、人は気づかなければいけません。人間の試練は、毎朝日の出と共に始まりますが、人は日が沈んだら休息し、夜はぐっすりと眠ります。このように、日の出と日の入りは人々に喜びをもたらしますが、実は、その度に人の寿命も日々短くなっています。人はこの事実に気づくことなく、取るに足りない喜びに耽っています。7/76

    ＊シュルティ

シュルティとは、古代の聖者達によって神聖な音として「聞かれたもの」という意味です。グルがヴェーダの讃歌を唱え、弟子達はそれを一心に聞き、同じ声の調子でそれを再生するのです。こうした過程は、弟子が各讃歌をマスターするまで繰り返されます。

Leela Kaivalya Vahini p8

シュルティは神聖です。心は、人間的、世俗的であり、あなたの進歩を左右します。シュルティは知性を支配し、根本的な識別力を備え付けます。心は個人のレベルで機能します。人間には、人間の法、国政の法、神の法という三つの原理が作用しています。人間の階級や運命は従う法によって左右されます。たとえばビーシュマは、ダルマジャに王の道を教えました。また、ビーシュマは神の法に従って、ダルマジャに有名なヴィシュヌ神の千の御名を伝授しました。

 しかし彼は、総司令官として戦っていたとき神聖なシュルティを忘れ識別心を無くしてしまいました。その結果、彼は個人的な自分の心に従い、長い間矢のベッドの上で身を横たえなければならなかったのです。

 また、アビマンニュ母親に敵を打ち負かして凱旋できるように祝福してもらいました。これは国政の法です。このように、人間の法は個人の心から行動の合図を得ますが、神聖なシュルティは知性を刺激して根本的な識別をさせるのです。そうした行動を取ったアビマンニュは英雄らしく死にました。これと同じように人それぞれの人生において、善人は善人のみと出会い、悪人は必然的に悪人のみに遭遇します。この法則は決して無効になることはありませんSTPSp204



　＊純粋な心

人が純粋な心を持っていて、スワミの教え通りに生きているのであれば、スワミの恩寵は自動的に与えられるでしょう。如何なるカルマもそれを防げることは出来ません。CWSSBJp195

新しい教育システムや、新しい社会システムを作ろうとすることは無意味です。そうした方法で現存する問題を解決することはできません。私たちは、清らかなハートを持つ少年少女の世代を育成しなければいけません。そのような世代を育てるには、清らかさと誠実さという精神風土があるべきです。これには、道徳を深めること、そして、真実への信愛を深めることが要求されます。人格と真実は、神でもあり人でもある人間という存在に内在する、霊性の浮上へとつながります。このように、霊性は、清らかなハートを持つ少年少女の世代を生み出すための基本となる土台です。清らかな若者たちがいるときにのみ、国は平和と繁栄を体験します。良い人生を送るには、学生諸君は自己中心的なところを捨てなければいけません。残念なことに、今の学生の間には犠牲の精神が見られません。22/7/91

  神聖さ、純粋性、信仰、普遍的な愛という性質を培いなさい。そうすれば神はあなたを慰め、元気づけ、救うために歩み寄ります！ ハートの純粋さと感覚のコントロール、もしこの二つの資格を身につけたなら恩寵はあなたのものとなるでしょう。1978年11月23日　御降誕祭での御講話

    一体性を欠いていたら、どうやって純粋性を得ることができるでしょうか？　ですから、純粋性を得たいのであれば一体性がなければなりません。仮に誰かがあなたを批判しているとしましょう。あなたはそれも自分のためだと考えるべきです。他の人が何をしようとも、それはすべて自分のためなのだと思いなさい。すべての行為を、自分の人生を修復することを目的として行うようにしなさい。人間性を失わないように気をつけなさい。たとえ財産を失ったとしても、人間性という財産は失わないようにしなさい。

    つねに笑顔で、至福に満ちながら、人生を送るようにしなさい。とはいえ、不必要に笑うことも良いことではありません。すべての行為を良い意図をもって行うようにしなさい。良い行いをすれば、あなたの思いも良いものとなります。心が良い思いで満たされれば、悪い思いはすべて消え去ります。ですから、いつも良い思いだけをもつようにしなさい。それは健康へと導いてくれます。すべての人を愛するべきです。すべての人を愛し、すべての人に奉仕しなさい。この原則に従うなら、いつも健康でいられるでしょう。7/3/08

   アートマンは英知を研ぎ澄ませることと、純粋な心でつかむことが出来る。ではどのようにして心をきれいにするのであろうか？

 それは、例えばおなかがすいているからといって悪い食べ物、つまり世俗的なものでおなかを満たすより、良い食べ物、つまり神のことを思うことで空腹を満たすことである。英知も、何が一時的で､何が永遠なものかを識別することによって研ぎ澄ませることが出来る。

あなたの思いを神の御名と御姿に集中させてみよう。そうすればあなたは、純粋で永遠なものとずっと一緒だったと気づき、そこから喜びを引き出されることができるであろう。このような理由で私はナマスマラナという霊的修行の重要性にこだわっているのです。SSSvol5p9

   純粋なハートは真理を映し出す最高の鏡です。それゆえあらゆる修行はハートを浄化するためのものなのです。ハートが純粋になるやいなやすべての真理が一瞬の内にハートに映し出されます。あなたが本当に純粋であるならば宇宙に存在するすべての真理があなたのハートに顕れ出ることでしょう。プレーマ ダーラ　P.47

   神はどうしたら体験できるのでしょう？ 第一の必要条件はハートの純粋さです。すべての宗教は、純粋さが根本的に重要であることを確言してきました。すべての霊性修行の目的は平安に到達することです。あらゆる生き物に対する慈悲は神への信愛です。30/3/87

  感情が純粋でなければ、いくら財産があっても救われません。また、なにも所有していなくても、もしハートが純粋であれば、その人は最上のものを手にすることができるのです。ハートが純粋な人が見たものや触れたものは、すべて黄金に変わります。反対に、純粋さに欠け、正しい方向への努力をしない人にとっては、もっている杖でさえも、ヘビに変わってしまうのです。サイラム ニューズ77号P.24

 私たちの行う行為は全て跳ね返ってきます。良い行いをすれば幸せを得ることができ、悪い行いをすれば不幸せになります。あなたの内には真の幸せがあり、神聖甘露の光の海が広がっているのです。

 あなたは自分自身のうちにそれを見つけ出し、感じ、解き放ちなさい。

あなたの真の自己はそれなのです。それは、身体でも、心でも、知性や頭脳でもありません。

それはまた、欲望でも無く、それを抱く事でもなく無く、また、欲望の対象でもありません。あなたはこれらを全て超越した所にいるのです。これらは、単なる現れにすぎません。あなたは、優しく咲く花々、キラキラと瞬く星々なのです。それらを通じてこの世界にあなたは現れるのです。これらすべての素晴らしいものがあなた自身であるというのに、あなたは何かまだ、この世界に欲しいものがあるというのですか。ゴールにたどり着けるのは純粋なハートの持ち主だけです。あなたのハートに従いなさい。純粋なハートは知性を超越して探求します。純粋なハートは、神から直接インスピレーションを得ることが出来るのです。PD26

   三つの性質、即ち、純粋さと忍耐と不撓不屈の精神を養いなさい。これらを備えていれば、あなたは何事でも達成することができます。もしも忍耐を失いそして純粋さがなくなったとするならばその理由は信仰を失ったからです。チャイタニア ジョーティのパンフレットより

  各人の良心こそは、自分自身の証人です。否定的な批判にエネルギーを消耗してはなりません。皆さんは決して、信仰と自信を手放してはなりません。一部の人は、他の人々の成長や繁栄を妬ましく感じます。妬みは危険な害虫です。

  妬みを持った人は、自分の妬みを隠して、害虫のように他者に害を及ぼします。これは邪悪なやり方です。しかしながら、私の考えでは、邪悪な人間は一人もいません。すべての邪悪な振る舞いは、遅かれ早かれ変化します。バガヴァンの真実は一つです。すべてがバガヴァンのものであり、バガヴァンはすべてのものです。   私の唯一の財産は愛です。私はすべての人を愛で包みます。心に憎しみを持って私のところに来る人さえも、私は愛しく感じます。私は皆さんの欠陥を探すことはしません。

 私は愛の原理に基づいています。すべての人が、バガヴァンの平常心に注目し、一体性の原理に従うべきです。純粋さは一体性によって生じ、純粋さから神に到達することができます。神に到達するためには、純粋さを培わなければなりません。純粋さを育てるためには、すべての人と調和して生きなければなりません。そうしてはじめて、皆さんは良い結果 を得ることができるのです。23/11/00

   最善の努力をしているのに、思いどおりの結果にならないと感じている人々がいますが、これは、その人の感情と意図が純粋でないことが主な原因です。サイラム ニューズ77号　P.24

 純粋なハートは真理を映し出す最高の鏡です。それゆえ、あらゆる修行はハートを浄化するためのものなのです。ハートが純粋になるや否や、すべての真理が一瞬のうちにハートに映し出されます。あなたが本当に純粋であるならば、宇宙に存在する真理があなたのハートに現れ出ることでしょう。

 状況が困難であればある程、その環境が辛いものであればあるほど、それを克服して人は強くなって行くのです。PD39

    純粋になるにはどうすれば良いか？心を高尚な思いと気高い理想で満たしなさい。心の中を、日夜そのように保つことで、偉大な成果 が生まれます。不純なことを語るのではなく、自分は純粋であると言いなさい。あなたたちは、自分はちっぽけで、生まれ、死にゆくものであり、常に恐れの状態の中で生きていると自分自身に暗示をかけてしまっています。愛しい子供たち！ あなたたちのサイはいつもあなたたちと共に、あなたたちの内に、あなたたちの周りにいます。恐れてはなりません。幸せでいなさい。サイの理想　P.4～5

    あなたにゆるぎない信仰と帰依があり、重ねてしっかりとした純粋なハートを持っていれば、あなたは神を自分の前に出現させることができます。22/7/02

純粋な心に持ち主とは、心が愛で満たされている人のことです。~神は心の純粋さを見るのです。CWSSBJp134

   あなたのハートを純粋にしなさい。世俗的欲望の悪臭に付け入る隙を与えてはなりません。あなたのハートを美徳の芳香で満たしなさい。他の人々の心に毒を注ぐことを唯一の仕事とする邪悪な人の言葉を心に留めてはなりません。ただ単に本を読んだり講話を聴いたりするだけでは、あまり恩恵は得られません。第一に、自分の中に着実な心と神への愛を育てなさい。信仰があれば英知が得られます。22/7/02

   ハートを純粋にするために努力をしなさい。このことにあなたの最大の努力を傾けなさい。ハートが純粋であれば、どのようなことでも成し遂げることができます。ハートを純粋にするには、神聖な食物を食べなければなりません。食物を調理する人は神聖な感情をもっていなければなりません。昔は、正統のブラーミンは、自分の妻が調理した食物にしか手をつけませんでした。その理由は、主婦は、家族全体の幸福を願って食事の準備をしたからです。一方、料理人を雇えば、彼らがどんな感情で食事を作るかは、神のみぞ知るところです！ 

   料理人の不浄な思いが料理に入れば、それはあなたの心を毒します。アンナム ブラムハ（食事は神）です。ですから、食事は神聖な気持ちで調理すべきです。物理的な清潔さのみでは不十分です。心もまた純粋でなければなりません。料理に使う野菜は、正しい方法で手に入れたものであるように気をつけるべきです。例えば、夫が市場から野菜を持って帰ります。彼は、職権を乱用して、お金を払わずにそれを持ち帰ったのかも知れず、あるいは、小売り業者自身が、不正な手段でその野菜を手に入れたのかも知れません。そのような野菜を食べれば、あなたの心は汚染されます。あなたは、自分が食べる食物があなたの行動の原因であることに気づきません。不浄な食物は、人に神聖でない行動をとらせます。23/11/02



    ＊巡礼

霊的な変化を経るためにそれほど遠くに行く必要はありません。バドリーナーラーヤナはここにいます！ バドリーは、ナラ（人）とナーラーヤナ（神）の結び付きを深め、祝うことのできる場所ですが、それはここでも深めることができます。迷妄を取り払えばナーラーヤナ（神）になり、迷妄に陥っていればナラ（人）であり続ける――そういうことです。私が行ったことのない場所はなく、私のいない場所はありません。ですから、私といっしょに行った帰依者（バクタ）たちは、有形なるものに連れ立って概念的なもののところへ、目の前に見えるもの（プラティヤクシャ）に連れ立って目に見えないもの（パロークシャ）のところへ、旅をしたのです！ 彼らは幸運でした。

ここにいて巡礼に参加できなかった人も、残念に思う必要はありません。なぜなら、その間ずっと、あなた方はスワミのことを、スワミのことだけを考えていたのですから、その霊性修行（サーダナ）のほうが立派です。結局、巡礼というものは、ハートを柔らかくするため、視野を広くするため、思いやりの輪を広げるためにあるのであって、珍しいものや、絵はがきやプラサード、神仏の像や写真を集めるためにあるのではありません。巡礼は器（パートラ）よりも目（ネートラ）のためのものです。巡礼は、瞼が瞳を閉じるときのように、静かになされるものでなければなりません。神の領域の境界線にいるときに、なぜ口を動かして大声を出す必要がありますか？ 実に、あらゆる巡礼の場（クシェートラ）、あらゆる巡礼（ヤートラー）は、あなた自身の内にあります。たとえバドリーやカーシーに向かって一歩踏み出していなくとも、あなた方はいつも巡礼をしている最中なのです。ガンゴートリーで汲んでネートラリンガムに注いだアビシェーカの聖水（ティールタ）を得られなかったからといって、悲しく思ってはなりません。あなた方が皆、バドリーでの出来事を人伝（ひとづて）に聞いてから、ずっとそれを欲しがっていることを私は知っています。私がガンゴートリーの聖水（ティールタ）を手に入れて、ここであなた方にあげますから、気を揉むのはやめなさい。

巡礼は時間とお金の無駄であると、人は言うかもしれませんが、私に言わせれば、もし本物の信愛があるならば、巡礼は時間とお金を使うのに最もよい方法です。バクティは弱さのしるしではありません。バクティは勇気のしるし、英知のしるし、識別心のしるしです。バクティだけが、あなたに幸せ（サウキャ）と平安（シャーンティ）を与えることができるのです。誰もが、いつの日かあなた方といっしょに並んで歩くことになります。なぜなら、誰もがこの二つを切に望んでいるからです。人々は無知と動揺からさまざまな他の救済策を試しますが、人を癒すことができるのはこの救済策だけなのです。4/7/61



    ＊ジョイ(喜び)

「喜び」（JOY）という言葉に新しい意味を見出しました。「J」は、「イエス」（Jesus）を意味します。ペテロはそれを、文字の並びから、イエスを第一に愛するようにと受け止めました。「O」は「他の人々」（Others）を意味し、イエスの次に愛さなければなりません。「Y」は「あなた自身」（You）のことで、自分を最後に愛するようにしなければなりません。しかし、今の人間の状況をごらんなさい。人は、まず自分を愛し、次に他者を愛し、イエスは一番後回しになっています！25/12/86



　＊小学校と婦人

世界中の小学校で何が起きているかについて、真摯で誠実な探求をするならば、学校の責任者が婦人の場合には全てが良い具合になされて、児童は良い教育を受けています。婦人教師は教育の道からそれることなく義務に集中しています。したがって彼女達のしていることは、見ていても聞いていても好ましく、ハートに感動を与えます。14/1/94

    たくさんの小学校で男性の教師や女性の教師が働いていますが、男性の教師は女性の教師ほどの熱心さと真面目さをもって働いてはいません。一例をあげるなら、女性は生まれながらに幼い子どもたちを育てることや教えることに慣れており、男性の教師が教えている学校よりも、女性の教師が教えている学校のほうが、生徒たちの成績はずっと良いのです。25/12/93



　＊賞賛

恐れることなく至高神に近ずく権利、本来あなたに授けられるための遺産を要求する権利を手に入れなさい。至高神に近づいた時、神を賞賛する言葉が口をついてでるようならば、まだあなたは完全に解脱したとはいえません。賞賛の言葉は、神に対して距離を置き、恐れのある証拠です。3/58



    ＊正直

真実（サティヤ）に関してですが、ビジネスにおいて正直であることは損失を招くと言われることがしばしばあります。これは違います。初めのうちは多少の困難があるかも知れませんが、時が経つにつれ、誠実さと正直さそれ自体が報酬をもたらすようになるでしょう。vol.23c3



    ＊常識

信念が推論と結び付けば、それは世間の事柄に成功をもたらします。しかし、霊的な事柄においては、推論は助けというよりもむしろ一種の障害です。けれども、常識と一般知識は、世間の事柄にも霊的な事柄にも必要です。たとえば、実験室では水素と酸素を混合して水を作るかもしれません。けれども、食卓のそばに、水を作る大規模な装置や、水を浄化する大規模な装置を設置したりはしません。これは私たちが常識と呼ぶものです。この種の常識がなければ、どのような信仰も盲信につながりかねません。12/1/89



    ＊浄性

浄性なものを聞くということは、神を求め、神を実感認識した聖者の経験やメッセージを聞くことです。浄性なものを見るということは、至高の神を崇めるものを見、寺院の祝賀行事に参加することを指します。激性なものを見るということは、贅沢な光景、感覚の悦楽を描いた絵、派手なお祭り騒ぎ、権力や地位の見せびらかし、利己的な権威の誇示を見ることを指します。感覚を刺激する光景や、そのような出来事の描写、権力と権威の誇示、力と武勇を見せびらかした描写などは激性を聞くことに分類されます。不気味な冒険、邪悪な食人鬼や冒涜行為の物語を喜んで聞く者は、鈍性の人間です。彼らは残虐と恐ろしい手管に感嘆し、そのような絵を飾って楽しみます。彼らは血に飢えた悪魔のような神々を崇め、幽鬼や魔性の力を描く昔話を聞いて喜びます。SIP9-2

    サーダカは、浄性の理想である、平安と清らかさと平静を、いつも保っていなければいけません。生まれ持った性質と社会で育まれた性質はその助けとなるかもしれませんが、サーダカは、思考と言葉と行為の純粋性を獲得するための根気強さを、意識的に、そして地道に、育てていかなければいけません。人生の浮き沈みを神の意志によるものと考えるのは間違っています。人生の浮き沈みは、根気強さを培ったか、欠いているかによるものです。広がる愛、意図の純粋さ、犠牲を望む気持ち――この三つは浄性の特質の尺度です。この三つは霊的な体の主要な手足であり、注意を要するものです。心の健康と霊的な健康状態はこの手足次第です。29/2/84



　＊冗談

多くの人々は、私の言葉を重視せず軽く取っています。これは正しいことではありません。私が話すことは、例え私が軽い調子で話し、冗談として話したとしても、全て真理であり真理のみなのです。しかし、人々はそのことに気付いていません。

肉体的にスワミの近くにいる人でさえも、このことを正確には理解していません。その結果しばしばスワミの言うことを無視しています。私の言葉を真剣には受け取らず、スワミは軽い調子で話をしたのだと思っています。そして、私の言葉が真理である事を後でそれが現実となった時にようやく気付くのです。人は未来のことを何も知らないので、私の言葉を軽く受け取ります。けれども、私の言うことが全て本当だということが将来判明するでしょう。

そうして初めて、人は私の言葉を理解することが出来るのです。眼の前で、私が歩き、話しているのを見、起こっている事を全て目撃しているのにもかかわらず、人々は私の言葉を理解することも、私の神聖さを認識することも出来ずにいます。人々の多くは、私の言葉を冗談でかたづけます。12/10/08



    ＊衝動

まず初めに、あらゆる不純な衝動を手放し純粋な衝動を培いなさい。その先は、一歩一歩進むように心掛け、この純粋な衝動すらも手放して、心の対象をなくしなさい。このようにして得られた平安は、光輝いて平安に満ち、英知と結びついています。実にそれは神そのものの体験です。至高の平安　P.39

飢餓、渇き、喜び、悲しみ、悲嘆、苦悩、食欲および怒りは、神の存在に到達すべく私たちを助けている衝動に過ぎません。人生はゲーム、プレイしなさいp、193

　＊情熱

情熱は悪い性質です。情熱、無知、エゴ、はすべて幻想から生まれます。情熱は死をもたらし、非執着の心は自由をもたらします。これが英知です。プラシャンティ バヒニp35



    ＊成就

物事を成就するには、カーラ（時）、カルマ（行為）、カーラナ（原因）、カルタッヴィヤ（道徳的責務）が適切に結合する必要があります。私は物事に着手している間、つねにこれらを念頭に置いています。20/3/07



    ＊情報集め

単なる情報集めに時間を無駄にしてはなりません。皆さんは、眠ることさえ忘れて、日夜勉強しています。そういうやり方では健康を損ないかねません。所定の時間にだけ勉強するようにしなさい。必要なことだけ読みなさい。必要でないことを読んで時間を無駄にしてはなりません。

    人々はあらゆるところから本を手に入れます。また、本という名の付いたあらゆるゴミを道端で買っています。それは皆さんが読むべきものではありません。皆さんはまず、映画のストーリーといったゴミのような作品を読むことで頭に溜め込んだがらくたを、すべて捨てるようにしなさい。そういった無益な本を読めば、皆さんに対する敬意も評判も失われるでしょう。どんな新聞でも開いて見てごらんなさい。映画の写真と宣伝であふれています。そこから得られるものは何もありません。本当の教養は皆さんの内なる声から生じます。それこそ、皆さんが従うべきものです。良心の声に従うなら、真の人間性を得るでしょう。15/1/08



    ＊照覧者

照覧者を一度見た個人が照覧者になることはできません。個人はまず、照覧者に変化してからでなくては、わたしはブラフマンであると認識出来ないのです。そのためには照覧者の態度を取る練習から始めなくてはなりません。

事実、あなたにわたしというエゴが存在する限り照覧者の況位に達することは、不可能です。自らを神であるとの観念を得るには、自己を限定された個人と考える観念を克服しなくてはなりません。乞食が自らを王だと認識するためには、彼のカラダを忘れなければいけないのです。JV



　＊食事

馬に栄養のあるものを食べさせて杭につないでおいたら、ひどく気が荒くなります。静かにさせようとしても無理でしょう。栄養のあるものを食べさせたら適度な運動をさせることが必要です。人間も栄養のあるものを摂ってあまり働かず、運動もしないでいると、いらだちが増し落ち着かなくなって来て、エゴやわがままや、おごりが強くなります。

適当な運動をすれば、身体も丈夫になるし、好ましくない性質も押さえられます。修行の大切な目的の一つは、食べたものを世の中のために役立てることです。いつも良いことをしようという強い決意を持ってください。辛いことがあったときに風にゆらぐ炎のようであってはいけません。自分自身を信じるのです。SGc7

    私は体をきちんと洗ってからでないと自分の部屋を出ません。私が部屋を出るまでに、台所を管理している一人の青年がラギー〔四国稗〕の薄粥を運んで来てくれます。私はその粥を食べると大いなる幸せと活力に満ちるのを感じます。私はこのラギーの薄粥以外、早朝には何も食べません。私は朝食（現代のインド人はよく朝食としてサモサやイドリーやウプマといったインドのスナック類）をとりません。薄粥を食べたあと、もう一度口をきれいにします。それから、新鮮な水をいくらか飲み、下に降りて行きます。

    私が朝食に何を食べるのだろうかと好奇心を抱いている人たちも何人かいるかも知れません。私は何も食べません。私はスナック類はまったく好みません！ 私がほしいのはコップ一杯の冷たい水だけです。そのあと、私はダルシャンを与え、何人かの帰依者と話しながら、その人たちと幸せなひと時を過ごします。選ばれた人たちにインタビューを与えることもします。私の体と心はいつも清らかです。私の言葉は清らかであり、私の思いは清らかであり、私の行動は清らかで神聖です。21/10/04

 アハムカーラ（利己心）もママカーラ（執着心）も、不適当な食物を消費する結果 です。悪い種類の食物や、不正な手段で手に入れた食物は、いくつかの点で人間を無知の底に落とし、純粋な思いが浮かぶのを押えつけます。そのような人は、誰とどこで、いつ、どのように、何を話したらよいのかを忘れてしまうでしょう。ブリンダヴァンの慈雨　P.147

   今日、自らを帰依者だと思う人もそうでない人も、肉食を止めなければなりません。何故でしょうか？ 肉食は動物的な性質だけを育てるからです。摂取する食物がその人の思考を決定すると言われています。様々な動物の肉を食べることによって、動物の性質を吸収しているのです。人間と同様に五大元素で維持されている動物を食べるとは、何と罪深いことでしょう！ それは、動物に残虐な行為をするという罪を犯すだけでなく、人を悪魔的な傾向に導くものです。それゆえ、純粋に神の帰依者となることを求める者は、非菜食の食物を口にしてはなりません。非暴力　P.30

肉食は人間の身体の必要と相入れません。医者達は肉食には蛋白質があるようなことを言いますが、実は野菜、豆類、ミルク、カードなどにはもっと良質の蛋白質が含まれているのです。ブリンダヴァンの慈雨p48

   きれいな心で食事の準備をしなさい。というのも食事の準備をしている時の想念が、それを食べている人の心の中に取り入れられてしまうからです。P, 74 ANDI

  食べ過ぎてはいけません。食べるのは生きるためであって、決して食べるために生きているわけではありません。食べ過ぎは鈍性の性質です。～口当たりの良いバランスのとれた浄性の食べ物を適度に食べると、高潔な浄性の心が育まれます。香辛料の効いた辛い激性の食べ物を食べると、感情的で興奮しやすい激性の心になります。

  肉やお酒といった鈍性の食べ物を食べると、獣のような鈍感で不活発な鈍性の心になります。このように、心を形作るのは食べ物であり、行いはその心に作用され、その心に見合った結果がもたされるのです。～更に食後も食前と同じように身体が軽く感じられるようで無ければなりません。一番良いのは、胃の半分を空にしておくことです。残りの半分は水と食べ物で満たすようにしなさい。塊茎類は身体に良くありません｡全乳を飲むべきではありません。牛乳は、水で薄めてから飲むようにしなさい。

食事と食事の間は最低四時間は置くべきです。摂る食べ物は、身体が必要とする十分なカロリーを摂取すべきです。油っぽいカレーや油で揚げてあるカレーは、あまり食べ過ぎないようにしなさい。昼食の後は少し寝て、夕食の後は一マイル｛１，６キロメートル｝歩きなさい。よく働き、正しい食事を摂るようにしなさい。STPSp153

 あなたは、どのような食べ物を摂るか気をつけなければいけません。食欲と性欲を満たそうと切望するという二つのことは、人の敵なのです。その二つの事の虜になってしますと、あなたは身の破滅を招きます。欲どうしい舌に食べ物を運ぶのをやめなさい。欲の犠牲また舌の犠牲になってはいけません。P242chap39vol4

断食をすれば身体は健康になり、心には悦びが訪れます。度を超えた不規則な食事は、神を信じる者にとっては害になります。おいしい食べ物に夢中になっていると、怠惰で無気力なタマスの性質に向かうでしょう。一方で美味しいものを食べ放題に食べ、神を喜ばせ、神のそばにいる悦びを味わいたいと思う事は、ひどく愚かなことです。食べ物に夢中になることと、神に近づいていく事、この二つは決して相容れないことなのです。SGc7

 今日人々は手に入れるものを全て食べ、何処で手に入れたものでも食べ、その結果健康を害します。食べ物は健康の維持の為に主要な役割を果たします。摂取する食べ物が過度の脂肪分を含まないように注意しなさい。多量の脂肪は健康に害を及ぼすのみならず、心の健康にも有害です。肉とアルコール飲料は健康に重税を課し、多くの病気の原因となります。

～心臓病の中には薬の服用によって治療できるものもあります。食べ物とその他の習慣を規制する事によって、心臓病を防ぐことが各人の主要な責任であると私は考えます。～非菜食主義の人アルコールを飲む人は菜食主義者に比べて心臓病にかかる傾向が高いとの調査があります。バランスの取れた健全な菜食を取るためには、にんじん等に含まれるビタミンＣやビタミンＥがたっぷり含まれている野菜を摂りなさい。

 それらのビタミンは心臓病を予防するのに大いに役立ちます。～鳥や獣は人々を悩ませる心臓病や消化器の疾患にかかりません。その理由は、味覚の奴隷となってあらゆる種類の揚げ物や調理食品を摂る人間と違って、鳥や獣は自然物を食べているからなのです。～心の緊張は健康に最も有害です。それゆえ人はストレスと緊張をもたらす激情と情緒をコントロールする技術を学ばねばなりません。食事の時には心を静かに平安に保つことが重要です。心を動揺させ、興奮させ、心の平安の妨げとなる話題を食事中に議論すべきではありません。心の緊張は病気の原因となります。又食事の時には、テレビ、ビデオ等を見てはなりません。それらは心の混乱を招くからです。今日人々は悩み事の餌食です。悩みの原因は何でしょうか?原因は満足をしないことです。金持ちは、山のような財産を持っているのにも関わらず不満を抱いています。悩みは焦りを生み、悩みと焦りは結合して病気を生みます。それゆえ，悩み、焦り、カレー(油っこい食べ物)は心臓病の根本原因です。大量の脂を摂ることは心臓血管病の原因となります。医師は、脂っこい食物を摂ることは体重を増加させ、それによって心臓病にかかりやすくすると警告しています。毒素の存在も又同様の害をもたらします。それゆえ、健康を守るには正しい種類の食物を中庸で持って摂取し、アルコール飲料を避けなさい。５０才を過ぎたら食べ物の量を減らしなさい。～食べ物の量を減らしても、カロリーが減るとは限りません。21/1/94

   あなたはデーハ(身体)のために、シャリーラ アハーラ(身体のための食物)であるコーヒータイム、朝食、昼食、お茶の時間、夕食にどれほどの時間を費やしているのですか! 5 回の食事の時間を身体のために費やしているのです! いつなりと捨て去らなくてはならない身体のために! しかしあなたの本質であるアートマ(真我、魂) はあなたに真の祝福をもたらし、あなたに平安と幸せをもたらすことができます。アートマ(真我)レベルだけが、あなたにそれをもたらすことができ、シャリーラ(身体)レベルでは、それを与えることはできません。しかし、あなたはそのために一度も(霊 性修行に座る)時間を取らなかったのですね? それなのに私の恩寵が欲しいのですか? どうしてあなたに恩寵を授けることができるでしょう? 」「いいですか、人々は私の恩寵を欲してはいても、私の指示には従わないのです」「アートマ アハーラ(魂の食事)はシャリーラ アハーラ(身体の食事)よりも大切です」スワミが何をするよう彼に言われたかはわかりませんが、仮にスワミが一時間ガーヤトリー(マントラ)を唱えるように言われたなら、その人はそれを最優先すべきです。

 「皆さんは自分のしたいことではなく、私の指示を最優先しなければなりません」

「シャリーラ アハーラ(身体の食事)をあきらめても、アートマ アハーラ(真我の食事)を止めてはなりません。 アートマ(真我、魂)に食事を与えないなら、あなたが目覚めることはないでしょう。それ(アートマ)はバガヴァン(神)が宿るあなたの魂であり、あなたが常にシャリーラ(身体)に食事を与えてばかりいるなら、アートマ(真我)は飢えているので、あなたは(神の祝福を)手に入れることはできないでしょう! 」「スワミの指示に従わないのであれば、あなたのアートマは飢えるでしょう。あなたは自分の身体への食事を優先し、魂についてはまったく重視しませんでした。それでどうして私があなたを助けられますか? 私の助けがほしいなら、私があなたに告げたことを行わなければなりません。それをあなたの最優先事項にすべきです」ラニマーへのインタビュー

 アルコール飲料と肉を口にしてはいけません。人の思い、感情、行為はその人の摂取する食物によって決まります。正しい行為をするために食物に関する規則を注意深く守らねばならないのです。良い思いを保つためには、清らかな食物のみをとることが大切です。～生活を清らかに保つためには、食物に関するタブーを厳格に守らねばなりません。6/10/86

   疲労を感じた時は、一日の最後の瞑想を終えたのち、水に浸してやわらかくしたピーナッツかアーモンドを数粒食べると良いでしょう。身体が涼しくなり、力が湧いてきます。DVJp78

   食事は軽く食べなさい。定められた時間以外に食事をしてはいけません。27/5/02

蒸し菓子、もちは消化に良いので、医師たちはそれを手術後の食餌として勧めています。黒砂糖にはまた、ガスの発生をコントロールする性質があります。この蒸し菓子は（ヒヨコマメの粉に黒砂糖や胡椒を混ぜ合わせ、粉から作るパスタで出来た皮でくるみ、油を用いずに蒸して作る食べ物。）眼の疾患を軽減し消化不良を防ぎます。9/9/94

 多くの医師はたんぱく質の価値を強調し、肉や卵等を摂るように勧めます。しかし肉や卵のたんぱく質は単に肉体の形成に役立つのみであり、かなりの害を心に及ぼします。医師は主として粗なる身体に関心を持ち、心の状態という霊妙な相には注意を払いません。今日世界にはびこる病気の多くは心に関係があります。心の病気は、肉体の病気より多いのです。21/7/93

  私たちが摂る食事によって、将来、どのような道が開けるか決まるのです。摂取する食物の種類に応じて、どんな考えが私たちの中からわき起こってくるのか決まります。食事中に興奮すれば、それに関する言葉が心に浮かんできます。以上のことから学べることは、私たちが入浴しているときや、瞑想しているとき、また食事をしているときに他のことを考えたり、思ったりしてはいけないと言うことです。特に食事をしているときにしゃべり過ぎると，あなたを傷つける原因となります。食事をするときは、何も話さないことです。SSN夏1995p29~30

 ベジタリアンでない人、アルコールを飲む人は、ベジタリアンよりも心臓病にかかりやすい、とある調査があります。バランスのとれた健全な菜食をするには、人参のような野菜に含まれているビタミンCやEが豊富に含まれている食事を摂るべきです。これらのビタミンを摂ることによって、心臓病は予防できます。鳥や獣は人間のように心臓病や消化器系の疾患にかかることはありません。

 その理由は、味覚の奴隷となって、揚げたり調理したあらゆる食物を食べる人間とは異なり、鳥や獣は自然のままの物を食べているからです。現代人は、多くの人工的な食品や様々なアルコール飲料を摂取していますが、それらは健康に害を与えています。SS2/94p37

 妊婦が様々なビタミンを摂取すれば、胎児の心臓が丈夫になります。骨を造るために、もっと人参を食べなさい。胡麻を摂ると動脈を清め視力を向上させます。沸騰させて冷ました水を食事中ではなく、その前後に充分飲みなさい。蒸した食べ物は消化に良いのです。サイ病院では心臓病関係の手術の翌日、  油を用いた料理は出しません。消化に良いイドリー(蒸しパン)を出します。SS3/93,4/93,9/97,Vol9p111

心の動揺は病の原因であります。それ故に、食事中にテレビやビデオを見ると、心を活発化させる作用が働くので止めるべきである。SSN夏1994p3



　＊植物と動物

実際のところ植物も動物と同じような生を持っています。しかし動物が持っているような心や神経系統というものは持っていません。動物は、彼らが殺されるとき泣き叫びます。植物にはそういうことはありません。動物を殺すことと、植物を刈り取ることを同様に見るのは間違った考えです。

 付け加えて言えば、動物を殺してその肉を食べるとその動物の性質や振る舞いが、人の中に入り込み浸透していくのです。その結果、動物的な性質つまり、牛や羊のような鈍生の性質を身につけてしまうのです。それ故肉食は止めなければなりません。食物が人の心の性質を左右するのです。心は思いを導き､思いは行為の結果を引き出します。行為は､それに見合った結果や影響を引き出します。我々の摂る食物と我々の行為の結果との連鎖は、肉食が、獣的な行為と悪い影響を人に与えるということに繋がることを教えています。SSALp, 132



　   ＊女性(婦人の項目も参照)

女性は軽々しく扱われるべきではありません。『バガヴァッドギーター』は、女性には七種類の力が与えられているが、男性は三種類の力を持つのみであると述べています。女性を見下すのは罪深いことです。たとえば、このような事実を思い起こしてごらんなさい。死んだ夫をよみがえらせようと努力する女性、あるいは、死んだ夫の面影を大切に胸に抱いている女性は大勢います。その一方で、どれほどの男性が、自分の妻のために、それと同じようなことをしましたか？ 多くの男性は、慌てて後妻となる女性を探しまわります！ バーラタは、こうした女性の振る舞いにおいて、これまで世界の規範となってきたのです。

     女性が尊ばれるところには、どこであれ、繁栄と幸福があります。女性は決して、軽い扱いを受けたり、軽蔑されたりすべきではありません。主婦が涙を流すような家庭には、繁栄は一切もたらされません。19/11/96

    現代の女性たちは自分の夫に従いません。夫の言うことを聞きません。妻が夫に従い、夫が妻に従い、夫と妻が調和をもって生活を送るなら、国全体が平安と繁栄を得るでしょう。夫と妻の不和と家庭内の分裂のために、国は次から次へと困難に見舞われるのです。夫と妻は、互いを理解し合い、共に相手に合わせるべきです。22/11/2010

    夫と妻が同じ見解を分かち合っていれば、家庭に平安と幸せが訪れるでしょう。夫のこと以外、誰のことも、何のことも思わない人が、パティヴラター（貞女）です。そうした夫への篤い信義を持って生活する女性は、人生においてあらゆることを実現することができます。夫と妻が別の道を歩むなら、家庭に平安と幸福はあり得ません。自分の心が、こっちの道、あっちの道、と揺れ動くのを許してはなりません。心を完全に神に集中させるべきです。神を黙想することは、家庭に一体性と調和を築く土台です。妻が神に祈りを捧げるなら、夫は善人となるでしょう。22/11/2010

    男性は、男は女よりも強くて力があると考えて、女性に対して横柄な態度を取るべきではありません。本当のことを言うなら、女性は男性よりも力があるのです。聖典は、男は三つの力を持っているだけなのに対して、女は五つの力を持っていると述べています。女性は夫のためなら自分の命さえ犠牲にする覚悟があります。サーヴィトリーは夫のために自分の命を投げ出す覚悟でした。しかし、男性にそれほどの犠牲の精神が見られるでしょうか？ 妻が死ぬと、男は再婚する気でいます。けれども、女性はそんなことはありません。女性は、敬意、品位、犠牲、満足、繁栄という五つの徳の詰まった宝箱です。その一方で、男性は、怒り、頑固さ、愚かさという悪に陥る傾向にあります。女性は徳と高潔さの化身です。11-8-2000

    プラクリティは神の女性の側面を象徴しています。プラクリティとプルシャは分かつことができないものです。女性たちはラクシュミー（富の女神）の化身ですから、世界は女性が敬われているときにのみ繁栄を得るのです。それゆえ、男性は敬意をもって女性を扱わなければなりません。そうすれば、同様に男性も敬われるでしょう。あなた方は自分でそれを見ることができます。人格のすぐれた女性がいるところには、あらゆる繁栄を見出します。あなた方は皆、二つの世界大戦の最中、多くの国が破壊を被ったことを知っていますね。バーラタの国が安全と無事を保っていられたのは、ひとえに徳高い女性たちがいたおかげです。バーラタの偉大さと栄光は、バーラタの女性たちのおかげです。ですから、女性を敬い、女性を幸せにしなさい。11-8-2000



    ＊所有

人間の欲望には限りがありません。人間は物事に執着していますが、その中に自分が死ぬときにいっしょについて来るものは何もありません。人は、所有することや貯蓄することよりも、与えることに大きな喜びがあることに気づくべきです。捨てることは、得ることと同じように不可欠なものです。もし息を吸った後に吐かなければ、人は生きられないでしょう。

    人の悲しみと不幸の原因は、所有感から生じる財産や地位への執着です。永続する幸福を味わうには、「私」と「私のもの」という感情を取り除くよう努力奮闘しなければなりません。すべてが順調に進んでいるように見えるとき、人は自分自身を含む一切を忘れます。そうして業績と獲得を得た結果、エゴが膨れ上がります。自分は、自分が所有している物の一時的な受取人に過ぎず、それらのどれ一つにも永久の所有権はないということに気づくべきです。人は、権力や地位を、それら自体に関連する義務を果たす責任を伴う、道徳的な任務と見なすべきです。あらゆる行為をこの道徳的責務の精神で行ったときにだけ、人は純粋な幸福と満足を味わうことができるのです。6/85



    ＊視力

ときには、私が皆さんに話しかけないことがあります。皆さんは、「私たちは何か過ちを犯したのかもしれない。だからスワミは私たちに声をかけてくださらないのだ」と考えます。しかし、実を言えば、私には他者の欠点を探す性質はありません。私の視力は非常に神聖です。私は常にあなたの中の善を見ます。あなたが見る悪は、あなた自身の想像の産物です。あなたの中に悪があるために、あなたは他者の中にそれと同じものを見ているのです。しかし私には、悪さえも善に見えるのです。ですから、スワミに関して、いかなる疑いももたないようにしなさい。「疑いをもつ者は滅びます」堅い信仰をもちなさい。23/11/02



＊磁力

あなた方は明らかに磁力です。しかし磁力を増大するためには自らを清めなければなりません。磁力を増大する清らかさとは、心、・言葉・身体の三つ一組の清らかさによって構成されます。30/8/93

人の心の想念は磁力を持っています。磁力から電気エネルギーが出ます。電気エネルギーは光や原子の力（atomic power)の源です。原子の力は思いと言葉の源で、磁力はすべてのものを形作る源です。この力は、話をしたり歌ったり、他のいろんな行為が出来る源です。SS3/95p61

 磁力は地球全体に遍満しています。地上の生物と物体はすべて磁力を持っています。流れる川、そよ吹く風、咲き誇る花は皆磁力を持っています。信愛を持ち神に帰依全託している人の帰依心と信仰心によって、磁力は生じます。寺院の中でそうした帰依者が供える花や果物もこの磁力を備えています。

 何千という帰依者がこのマンディールに集まるために、莫大な量の磁力がここに集積しています。それが益々信者が絶え間無く流れ込んでくるために、輝きを増して光り輝いています。マンディール自体は何も特別な力を持っていませんが、帰依者、一人ひとりの磁力が外に影響を及ぼしているのです。13/3/02

 私の体内でリンガムの形成を容易にするために、私の身体は強力な磁力と化しました。そのため私はこの三日間歩行が困難でした。私の身体の磁力のために足が地面にくっついてしまったからです。また私が触ったものすべてが、私の手にくっついてしまいました。私の全身が磁気を帯びたのでそれはもっともなことです。このような引力は誰もが体験出来るものではありません。こうした極めて強力な磁力は神だけが持っているものです。これらのことを万人に明かすことは出来ません。神聖な磁力は全ての人の内にありますが、人には一定の限界があります。13/3/02

 ブリジッドというロシア女性は、強力な磁力を持っていました。彼女が道を歩くと必ず鉄分を含んだ物体が彼女に引き寄せられました。彼女が店に入ると商品が彼女に引っ付くために入店を断られました。しかし磁力を備えるだけではなくそれをコントロールする力も必要です。彼女はそれができなかったために、食事も満足に摂れず早死にしてしまいました。13/3/02

 磁力はあなたのあらゆる行いの基盤です。あなたが、怒り、嫉妬、憎しみにかられた時、あなたの中の多くの磁力は浪費されてしまいます。嗅覚、触覚、味覚といった感覚も磁力の作用です。あなたの内にもっと愛を育みなさい。愛の磁力がある時、あなたが学ぶものはすべて心に刻みつけられます。それが無いと、どれほど頑張っても報われません。それに自らの磁力を強めれば、勉強していても睡魔に襲われることもなくなるでしょう。13/3/02

 ラーマは100%純然たる磁石でした。これがラーマがとてつもない弓を扱うことが出来た理由です。シータもまた純然たる磁石でした。磁石は錆びてほこりだらけであれば、一片の鉄も引き寄せません。鉄片や鉄の棒も、長い間磁石にくっついていれば磁石になります。これはヴェーダの詩節「ブラフマン知る者は、ついにはブラフマンになる」の意味するところです。あなたは、人生という鉄は世俗の欲で錆させてはいけない、ということを理解しなくてはなりません。さもなければ、人生は崩壊して終わってしまうことでしょう。STPS2p196

感覚的な欲望と霊的な欲望は、互いにしのぎを削っています。感覚はとても強くて、博識な学者でさえ、それに引きつけられて惑わされます。霊的にはこの力のことを有害な力と呼び、科学では磁力と呼びます。磁力は、この世のすべてのものに備わっています。

 人の心のすべての想念もこの磁力を持っています。この磁力から電気が生まれます。電気は、光の力や原子の力の元になっています。原子の力は、想念や話す力を与えます。それ故磁力は、すべてのエネルギーの元となっているのです。それは、話したり、唄ったり他のいろいろな行為のもとになっているエネルギーです。SS4月95p,94

    神は、全世界を引き付ける磁石に似ています。ある場所では、この引力が最大限に働きます。それは非常に特別 なものです。ここに一つの例があります。非常に多くの人々がここに集まっています。誰が招待状を送ったのでしょう？ 皆さんをここに引き寄せたのは神の磁石です。この磁石はここにあるばかりでなく、あらゆる場所にあります。ここにも、そこにも、また、それ以外のあらゆる場所にも、神はアートマの姿で存在しています。あなたはここで、神の引力を経験することができます。そのような力は、単に要求するだけでは手に入れることができません。それは、愛を通じじて初めて手に入れることができるものです。愛は「根源」（source）から発生するものです。それは強制（force）によっては得ることができません。世俗的知識は詰め込むことができますが、愛は自然に内側から湧いてこなければなりません。愛は神です。愛のみが真の英知を授けることができます。「英知は解脱をもたらします」。1/3/03A

    疑いなく、あなたの中には愛があります。しかし、あなたはその愛を正しく使ってはいません。あなたは永遠なる真の愛を体験しなければなりません。それによってハートとハートの関係が育ちます。そのような神聖な愛は万能です。それにはどのような制限もまったくありません。それはすべての人を引き付けます。今日、私は皆さんにとても重要なことを話したいと思います。私のこの体は頭のてっぺんからつま先まで引力で満ちています。それは神の磁力です。それは常に 私の中に存在しているのですが、シヴァラートリ以降、その力は日増しに強くなっています。この世の磁石は鉄を含有しているものしか引き付けないのに対して、この神の磁石は全世界を引き付けます。

    皆さんは、スワミは足が痛くて歩くのに不自由している、という間違った考えをもっています。私にはどんな痛みも一切ありません。私の両足には強力な引力があるので、片方の足を前に出しても、もう片方の足が出した方の足を引っ張ってしまうのです。皆さんも知っているように地球にも引力があります。それはただ引っ張るだけで、痛みを引き起こすことはありません。スワミにはまったく痛みはありません。私の中のこの引力は日に日に強くなっています。私が触わったものは何でも手にくっついてしまいます。こうした磁力はすべての人の中に存在しています。神はヒランニャガルバの形をとってすべての人の中に存在しているのです。

    ~私はこれまで一度も痛みを経験したことがありません。私はいつもどおりに歩き回っています。けれども時折り地球の引力のせいで足を持ち上げるのが難しくなります。そのため、私はゆっくり歩いているのです。こうした事実を理解していないがゆえに、皆さんはスワミは足が痛いのだと思っているのです。繰り返しますが、私にはどのような痛みもありません。私には、苦痛も、心配も、不安もありません。私はいつも至福に満ちています。この世に私の至福を邪魔できる者 はいません。しかし、皆さんは現世的な感情を抱いているため、そうは考えません。

   ~今の状態では、この体はあまり速く歩くことはできません。力は日ごとに強くなっています。足を持ち上げようとするのですが、とても困難です。強く力を入れても足が地面から離れないのです。それは私のサンカルパ〔神の意志〕によってのみ離すことができます。神の原理を理解するのはとても難しいことです。だれにも神のサンカルパを理解することはできません。だれにも神の力を推し量ることはできません。人は自分の感情を基に神を理解しようと試みますが、その過程で結局間違った推測に行き着いてしまうのです。16/3/03

    私が皆さんにバンガール（黄金）と呼びかけたのは、皆さんがヒランニャガルバの化身であるからです。人間の体には多量の金属が含まれています。それらがなければ体を維持することはできません。このことについて、医師や科学者に説明を求めてもかまいません。世界全体に存在している磁力があなたの体の中にも存在しているのです。

神の磁力を理解できない人もいます。彼らは「その『磁石』に引き付ける力があるというのなら、どうして我々を引き付けることができないのだ？」と反論します。さびついてほこりだらけの鉄片がどうやって磁石に引き付けられるでしょうか？さびとほこりが取り払われれば、鉄片は瞬時に磁石に引き寄せられます。それと同様に、神に引き付けられるためには心を洗って不純物をきれいに落とすべきです。肉体を痛めつける必要はありません。霊性修行は要求されません。ハートに愛を育てればそれで十分です。愛を通してのみ、超越的真理の本質に到達することができます。あなたは超越的真理に関するさまざまな書物を読んでいるかもしれません。けれども、それが何を意味しているかを真に理解している人はだれもいません。それは不変かつ偏在のアートマの原理です。そのような神聖な愛は神からのみ得ることができます。16/3/03



　＊試練

世の試練はあなたを浄化するための手段なのです。ヴィジャヤダサミの日1953

今の人は実に容易く執着や憎しみの餌食になってしまいます。「自分のもの」という思いに巻きこもれ、エゴに溢れています。今、人々がどんな状態か、何をしているか、よく見てご覧なさい。

 この世で誰よりも自分が大事だと思っているでしょう。自分より偉い人は誰もいないと思いこんでいます。その為に正しくものを見極めることが出来ません。自分が混乱していることさえ気づかない有様です。何でも自分がやっていると思い、自分を喜ばすために世の中が回っているような気でいます。ところが世の中を動かしているのは自分ではありません。良いことでも悪いことをするにしても､自分にはたいした力などありません。この世界を創り守護している存在、この世界の父であり、母である存在、全世界の王である存在だけに世界を動かす力があるのです。

 この宇宙の移ろいゆき、移ろうことの無いすべてを、ただ一つの存在が支配しています。それこそは、すべての人が悟らねばならない大事な真理なのです。一時の感情にとらわれて､怒って我を忘れてはいけません。怒れば心の平安は消えてしまいます。悲しみ、挫折、苦しみ、心配などは、どれも皆さんが弱さを乗り越えられるかどうかを試す試練です。

 本当に神を信じているか、辛いことがあっても耐えられるか、それにとらわれないかどうかが試されているのです。学校の試験に合格するだけでは何もなりません。人生が与えてくれる試験に合格しなければならないのです。SGc34

    あなたは試練や苦難を経なければならないかもしれませんが、決して神への信仰を失ってはなりません。信仰はあなたの命を支える呼吸であると考えなさい。あなた方は誰もが愛の化身ですが、不適切な食べ物と習慣のせいで、嫉妬や怒りといった邪悪な性質が自分の中から生じてきます。頭は食べ物のとおりのものになります。神は頭のとおりのものになります。ですから、浄性の食べ物だけを食べなさい。そうすれば、あなたは善い感情だけを持つようになり、話すことも神聖なものになるでしょう。16/7/00



    ＊白い草

   ガリカー（白い草）でヴィナーヤカを礼拝しなさい。ヴィナーヤカに供えた草を食べれば消化不良から解放されるでしょう。ペットに犬を飼っている人たちはこのことをよく知っています。犬を草むらに放すと、犬は白い草を探して食べます。このわけは何でしょう？ 白い草は犬の消化器官に役立つのです。このことから、ヴィナーヤカに捧げられた供物はすべてのものの健康を保証することがわかります。10/9/02



　＊信愛

信じる心はあなたの生来の性質です。信じる心は神が人類に与えた天賦の才なのです。けれども皆さんは自分以外の人を信じる心を持っていながら、神に対しては持ち合わせていないのです。

 ～それは、感覚的な快楽に溺れているからなのです。人々は、生来について無意味な不安を抱き、過度の欲望を持ち、空想にふけることが彼らの日常です。自らに相応しくない高い職階への野心や俗世に対する過度の執着、これらはすべて、人に神への信愛を抱かせることから遠のかせてしまいます。シーソーを見なさい。片方が上がればもう一方は沈みます。もし世俗的な物事に関心を寄せれば、神に対する信愛は減少するのです。逆もまた然りです。STPS2p52

    信愛に関しては、女性は手本です。夫を神のもとに引きずっていくのは妻です。神は女性にバクティ（信愛）という贈り物を、男性にはグニャーナ（英知）という贈り物を与えました。宮中の言葉によれば、男が行けるのは謁見の間（王が謁見をする場所）までなのに対して、女は中にある部屋（女性が寝泊まりしている場所）に行けます。それと同じように、女性の信愛は女性を神の心の中まで連れて行くことができますが、男性にとってそれは容易なことではありません。なぜでしょう？ それは、女性と比べて男性は信仰が薄く、また信愛も浅いからです。一方、女性は完全な信仰心をもっています。アルジュナは、クリシュナが何をするかわからないのに、ドラウパディーはクリシュナが死んだ子どもを生き返らせてくれるという完全な信仰心を抱いていることが、信じられませんでした。23/5/00

 真理、ダルマ、信愛、奉仕の道は、罪を犯すことを畏れ神を畏れる心の持ち主でないと、踏むことのできない道である。その道を歩む資格は、普通の人では得ることが出来ない。その道は至高の神が坐しておられる奥の院に到る道である。その道を行く者は、容易に神のおわす神殿に達することが出来る。

 しかし、親戚と友人といった違いは確かにある。真理、ダルマ、プレマ、奉仕を発展させる人々は友人であり、燃えるような帰依の心を持って神の御名を唱え、御姿を憶念する者は神の親戚である。それが相違点である。御名と御姿を瞑想する事は、それらの属性を強めるのに役立つ。この基礎なしには、真理、ダルマ、信愛、奉仕の属性は、強く堅固で清らかである事は難しい。神の御名と御姿とは、人間の属性から汚れを取り除くのだ。SDMp115

    大海を渡るために必要なものは、バクティ〔信愛〕という、恩寵の確約という、神の意志への全託という、小さな帆船です。あらゆる重荷を投げ捨てて、身軽になりなさい。そうすれば、一つの波頭から次の波頭へと一飛びで移動することができます。神が渡らせてくれるでしょう。悩む必要はまったくありません。神が一切を行うのであれば、誰が何を心配するというのでしょうか？18/7/70

    信愛を他者への援助という形で表すのが望ましいのです。23/11/91

 信愛があれば、完璧にオームの発音を唱えなくてもよいのです。母と子を結ぶ絆は愛です。子供が母を呼ぶのに、その呼び方が耳障りでも母親は気にしません。母は子供のところに駆けつけて面倒見ます。これと同じように、聖なる母は、あらゆるところにいてあなたに恩寵を与えようと待っているのです。全ての人にチャンスがあるのです。神への信愛が大切なのです。CWSSBJp170

 神の恩寵を得るには､信愛以外に方法はありません。あなたの富、学識、権力、肉体的な特質によって神を喜ばすことは出来ません。神が調べるのは、あなたの信愛のみです。STPSp52

神性を追求するのであれば、人は皆、心のうちに純粋の思いと犠牲の精神を培わなければなりません。あなたの純粋な思いがあれば、信愛は無くても大丈夫です。あなたにとって、純粋な思いがあなたの信愛なのです。22/5/95

 信愛と奉仕は同一の真理をあらわす。（テルグーの詩）人にとって信愛と奉仕は二つの翼であり、二つの翼を用いて太霊を実感認識する努力をせねばなりません。真理の探究とは実際、自分に内在する実在を発見することを意味します。この永遠の神聖な本性と機能は全てに充満しています。神を体験するためには、神聖な属性を培わねばなりません。21/11/95

   多くの人は、恩寵と、愛と、信愛と、謙虚さを熱望しています。これらはすべてアートマ（神我）の姿です。神と信仰は異なるものではありません。信仰と神は同一です。愛は神です。信愛は神であり、それぞれ異なる存在ではありません。信愛とは何を意味するのでしょう？ 信愛とは、信者の内なる視覚の中で、未顕現の神聖原理が自らを顕現できるようにするものです。そうなったとき、その信者にとって神以外何も存在しなくなります。  その段階に達するためには絶えず心に永遠の存在を保ちながら自分の義務を果たさなくてはなりません。皆さんは、小さな舟の助けを借りて俗世という広大で深い海を渡り、実体である無限の神性を享受することができます。その舟とは神の御名です。霊性の旅を初めた時は神の御名が進歩の基盤です。しかしずっとそれだけに頼れるような一生の支えとはならないでしょう。30/3/87

  神はすべての創造物に内在しています。信者本人の気持ちを汲んで、神は信者が想う姿で現れます。ですから、本当の愛によってのみ、人は神を支配する権利を得て、神に到達することができるのです。信愛（バクティ）とは、心（マインド）と、この世のものへの執着と、欲望を、完全に制することを意味します。人が神性を体験することができるのは、信愛（バクティ）によってのみです。本当の信愛（バクティ）とは、全く無条件の愛を意味します。

     ダイヤモンドは、ダイヤモンドでのみカットすることができます。信愛、すなわち、バクティは、「バジャ」という言葉から派生したものです。「バジャ」は、習練を通して主を礼拝することを意味します。信愛（バクティ）とは、礼拝すること、奉仕すること、幸せな気持ちでいること、他人を幸せな気持ちにさせることです。信愛の道を通って、多くの人が至福に到りました。24/4/96

    信愛の道（バクティ ヨーガ）はとても容易であり、この道においては、肉体を酷使することも、お金も必要なく、必要とされるのはただ愛のみです。心（マインド）と五感を制するのは容易なことではありませんが、信愛（バクティ）を通じて神へと到った人は大勢います。多くの人がラージャ ヨーガやカルマ ヨーガといった別の道を歩みましたが、神に到ることはできませんでした。バイクに乗ることもそうですが、どんな冒険も初めは難しいものです。しかし、徐々にうまくできるようになります。バガヴァッドギーターには、「初めに習練ありき」とあります。正しい行いを重ねることによって、人は悪い性質を手放すことができるのです。そうすると、神のことを想い続けることができるようになります。それこそが真の繁栄であり、本当の富なのです。24/4/96



　＊進化

どんなものでも石から植物、植物から動物、動物から人へと進化しようともがいています。人から動物への後戻りをしてはいけません。光り輝く神の方に向かって昇っていくのです。TEOLp75

小さな種が芽を出し、大きな木にゆっくりとなるように小さな善行、耳に優しい言葉、親切な行為が人を進化させ、神そのものとなってゆくのです。SSSvol4p368



　＊神界（ブラフマローカ）

全て偉人とは人間として現れた神である。彼らは神界において一つの世界に属している。ストラバヒニ



    ＊人格

人格は、霊性修行によって決定されます。人の運命は幸運であれ不運であれ、人格によって決定されます。よい行いを常に実践することによって、人格は磨き上げられます。一方、行為の基盤となるものはその人の想念と意図です。想念が心に浮かんだときそれが良い想念かどうか、社会に対し善であるか害であるかを調べなくてはなりません。充分に吟味した上で行為しなさい。

 自分の不運を他の人のせいにするべきではありません。清らかな想念を持ちあらゆる行為を神への信仰を持って行う時、その人に神の恩恵が注がれます。世間の肩書きや名声、財産や家族は、いずれもはかないものです。生きている内に無くなってしまうかもしれません。災難や不運な目に遭えば、肩書きも名声も財産も家族も無くなります。

 もっと大事なことは、皆さんが死んでしまったら、そのすべての関わりは消えて無くなってしまうのです。しかし良い人格、良い行い、アートマの知識、すぐれた徳性は皆さんを助けてくれます。生きている間だけでは無く、この人生が終わった後も強い味方であり続け、皆さんが神に達し、一つになるのを助けてくれるのです。SGc9

    思考は言葉として現れ、言葉は行為として現れます。行為は習慣となり、習慣は定着して人格を形成します。ですから、思考とその習性に気をつけなさい。思考が愛から湧いてくるように、万物に対する尊敬の念から生まれた愛から湧いてくるようにしなさい。なぜなら、すべてのものが神だからです。あなた方は皆、神の化身です。その事実を決して忘れてはいけません。22/11/70

    英知の最終目的は自由になることです。文化の最終目的は完璧さです。知識の最終目的は愛です。教育の最終目的は人格です。人格は誰にとっても絶対に不可欠なものです。善い人格があれば、人生で何でも達成できます。男子以上に女子には平等心と愛情を育てる義務があります。なぜなら女子たちは将来の母親だからです。子供たちの将来は母親の手の中にあります。子供は母親と同じだけ善良になります。ですから、皆さんは善い思いと言葉と行動を培わなければいけません。12/1/89

    人生の流れの中で、もし前に進みたいのであれば、悲しみと罪という押し寄せる波をかき分けなくてはならないのです。子どもから大人まですべての人が、神の愛を獲得するために努力しなければなりません。この神の愛のための苦闘は人間の人格を形作ります。人格とは何を意味しているのでしょう？ それは背丈や体重、強靭な体を意味するのでしょうか？ いいえ、そう考えるのは間違っています。悲しみと困難に妨げられることなく、人は勇気をもって前進し、神の愛を獲得するために困難に挑まなくてはなりません。それが人格の本当の意味です。事実、神はすべての人にこのような人格をすでに与えているのです。不幸にも私たちはこの真実に気づかずにいます。

    「Person／パーソン」（人）という言葉は、神から人に与えられた偉大な神の力、という意味を含んでいます。私たちの祖先はこの神の力を「Persona／ペルソナ」と呼びました。これは一人ひとりの人間に与えられた神の偉大な贈り物です。私たちはこのすばらしい宝を保護することができません。悲しみや困難は来ては去って行く雲のようなものです。なぜそれを恐れる必要があるでしょう？ 私たちは人格の中に、内在する永遠なる神の本質をもっているのです。ですから、潜在する神性を絶えず意識している限り、まったく何も恐れる必要はないのです。勇気と信念をもって前進し、人生の目的に到達しなさい。皆さんが様々な不安の時を経験するのは、このような勇気を教え、神への信仰を強めるためにほかなりません。28/8/04

 知性と共にまた、人格も磨かなければなりません。なぜなら知性だけを用いて社会に奉仕することは出来ないからです。他の人の苦しみを和らげるために、自分の楽しみをも犠牲にできることが、良い人格をつくる上でとても重要だからです。SSSVol10p49

    たとえ三日しか生きられなくとも、あなたの人生は正しい有意義なものであるべきです。あなたの振る舞いは善良で立派なものであるべきです。もし、正しく振る舞わないのであれば、その人の高い地位や身分に意味はありません。もし、自分は偉大な学者であると主張しても、良い性質をほとんど持ち合わせていないのであれば、その人はどんな評判を得ることができますか？ 無学文盲の人ですら、良い性質を持っていれば尊敬を勝ち取ることができます。学位は、人の心〔マインド〕を神にではなく富や会社に向けさせています。人格こそが教育の第一の目的であるべきです。教育を受けた人は、自らの振る舞いと性質のゆえに尊敬されるべきなのです。6/85

   人格が伴わなければ､人は猿以下である。国の権威は、その国の道徳性にかかっている。高い道徳性と人格が真に保たれている国だけが、国と呼ばれるに値する。STPSp32

神を信じる人と信じない人の違いは、本当は信仰よりも、むしろその人の人格によって決まるのです。神を信じる人とは自分自身を信じる人、信念を持つ人のことをいいます。逆に神を信じない人とは、自分自身を信じていない人、信念を持てない人のことを言うのです。困ったときにだけ神を信じ、神に頼る人もいます。そんな人は、困難が過ぎ去れば、神のことを忘れてしまうのです。

 ～神を信じる人の生き方は、成長してから身につけるものではありません。生まれたときから始まるのです。～最初の段階で、執着と憎しみを、欲望と怒りを抑えるように努めて下さい。そうすれば内面から神の摂理が輝くようになります。SGc9



　＊信仰

 我が国の太古の聖賢たちは、神を理解するために深い研究と探求を行いました。最終的に、彼らは、「私は、１０億の太陽の光をもって輝き、タマス（無知の暗闇）を超越した至高の存在を見た」と世界に宣言しました。彼らは、神のビジョンを得るようにと、人間に熱心に勧めました。そのときから、人間は神を信じるようになったのです。しかし、時の経過と共に、人間の信仰心は段々と弱まっていきました。人間は神を信じていないために、悲しみに支配されているのです。25/12/02

    昨今の人々は、信仰が弱まり、信仰を失った人さえいますが、それにも関わらず、誰もが至福を求めています。至福（アーナンダ）は、どんな店でも決して買うことができず、どんな会社にも注文することができません。多くの人が、「どうしたら信仰を育てることができますか？　どのような理由で信仰が生まれるのですか？」と尋ねます。人は、その理由を明確に説明したり、その理由が当てはまる範囲を区切ったりすることはできません。信仰は、それと気づかないほどかすかな確信によって、ハートの中に生まれるものです。人は息子や父親や、夫や妻を信じますが、それがなぜかを説明することはできません。信ずる心は、頭の中で培われるものでも、何らかの外的な原因の結果 として育つものでもありません。1/1/83

    プラフラーダは答えました。「神様のご臨在を疑ってはなりません。もし正しい観点でものを見るなら、父上はいたるところに神様を見つけるでしょう」

この種の完全な信仰は、あらゆる信仰や概念の中で最も崇高であり、神聖かつ甘美です。信仰は人生において最も重要な特性です。信仰という要素がなければ、人生は完全に無駄なものとなります。12/1/89

    人は神の恩寵という助けによって、人生において何でも成就することができます。絶対的な信仰心をもって神の課すあらゆる試練に立ち向かい、自分の義務を果たすなら、必ず成功します。皆さんは海外の帰依者の信仰の深さを知っていますか？海外の帰依者の多くは、プッタパルティに来て、小さな宿舎で暮らします。それでも、とても幸せです。ひるむことのない信仰心の結果であるその幸福感を表現することは、だれにも不可能です。もし、あなたにそのような神への強い信仰心があったなら、あなたがどこにいようとも神はあなたの面倒を見るでしょう。22/8/07

   愛するためには、絶対にまず信仰心がなければなりません。このことに疑いの余地はありません。自分の父親、母親、息子、妻、夫といった相手を完全に信じていなければ、あなたは、そのうちの誰をも信じることなど出来ないでしょう。もし信じる心がなければ、そしてそういった大切な人達のことを信じていなければ、一体どのようにしてその人達を愛せるのでしょうか。あなたは自分が疑っている人を愛せますか。ですから、まず信仰心があり、愛がその後に続くのです。STPSp273

   絶望や失望の様なネガティブな感情に支配されないようにしなさい。神への信仰心を持つのです。あなたに与えられた義務を果たし、どんな状況においても勇気を持ってそれに対処しなさい。そうすれば自ずから良い結果が導かれることでしょう。愛はすべてです。愛は神です。愛に生きない。14/1/06

 信仰心は、体験よりも先に位置するものであり、信仰心があって初めて体験することが出来るのです。体験するには揺るぎない信仰心を持っていなくてはなりません。信仰は基盤です。STPSp273

  社会に奉仕する義務を認識せず、社会の安寧に関心を持たぬ者が、どうして全ての人の幸福を願う広大な願い（信仰）を持つことが出来るでしょうか?～信仰は神の一片．信仰がなければ神を意識することは出来ません。そして又、神を意識せぬ信仰は、アハンカーラ、エゴイズムを生むだけです。21/8/94

真の信仰心は無私の奉仕と愛が結びついたものなのです。SS春86p34

    あなたのハートを純粋にしなさい。世俗的欲望の悪臭に付け入る隙を与えてはなりません。あなたのハートを美徳の芳香で満たしなさい。他の人々の心に毒を注ぐことを唯一の仕事とする邪悪な人の言葉を心に留めてはなりません。ただ単に本を読んだり講話を聴いたりするだけでは、あまり恩恵は得られません。第一に、自分の中に着実な心と神への愛を育てなさい。信仰があれば英知が得られます。22/7/02

   今日、愛は人間の心の中に居場所を見つけることができません。それは、人の心が欲望に満ちているためです。信仰があるところに愛があります。愛があるところに平安があります。平安があるところに真実があります。真実があるところに神がいます。ですから、神への信仰心を育てなさい。22/8/07

   きのう、ある人が私に、どうしたら信仰心を育てることができるかを尋ねました。私は、信仰心とは生き方そのものですと答えました。それは人間にとって自然なものに他なりません。「自分がいる」と感じること自体が信仰心を表しています。自分がいるということは、自分が存在しているということです。いるという感覚（存在感）そのものが信仰を表します。自分が存在していることを信じることができなければ、あなたはこの世に一瞬たりとも生きていることはできません。 28/7/99

神への信仰心の無い人と議論すると、討論や言い争いになるだけで時間の無駄です。CWSSBp99

    すべては神の意志によって起こります。それゆえ、神の意志を知ることは人間の義務です。神の意志を信じる人は守られます。信仰を持たない人は人生を台無しにします。万事において信じることは不可欠です。今の人々は信仰という両眼を失い、盲人のような行動をしています。人は信仰をみずからの両眼のごとく守るべきです。全創造物を維持している根本的な原因はただ信仰のみです。人は信仰と愛によって何でも成就することができます。信仰と愛によって得ることのできないものは何もありません。

     それゆえ、何よりもまず信仰を持つべきです。信仰と同様に、愛はまさしく必要不可欠なものです。信仰と愛を持って、初めて私たちはありとあらゆる方法で向上することができます。信仰は人間にとってとても重要です。信仰があるところには愛があります。信仰と愛の両方があれば、すべてを得ることができます。

     篤い信仰心を持つべきです。信仰がなければ人生は無価値です。篤い信仰心があればすべてが可能です。自分の身体を変えることさえできます。信仰は人間に測り知れない可能性をもたらします。多くの信者は、信仰心はあっても愛に欠けています。愛がなければ信仰はほとんど役に立ちません。愛と信仰は電流のマイナスとプラスのようなものです。したがって、何かを成し遂げるには愛と信仰の両方が必要不可欠です。

    人々の中には、自分の願望が叶えられたときだけ信仰を育てる者もいます。そして、願望が叶えられなかったときには信仰を失うのです。願いが叶おうが叶うまいが、篤い信仰心を持つべきです。しっかりと確実に信仰を保持すべきです。もし堅く信仰を持ち続けたなら、どこまでも向上することができます。信仰があれば、盲人であっても目が見えるようになり、唖者であっても話せるようになります。それゆえ、疑いに余地を与えてはなりません。26/12/07

    真理を実感認識することが、サークシャートカーラ（神を実感認識すること）です。それゆえ、真理への信仰をもつようにしなさい。疑いなく、人々は信仰心をもっていますが、その信仰は揺れ動いています。信じるとおりに、結果はなります。もし、絶対的な信仰心をもっていれば、結果はすべての面において必ずよいものとなります。困難に直面すると信仰心を失いがちになります。何を失ってもかまいませんが、信仰心だけは失ってはなりません。信仰心を自分の命と考えるようにしなさい。これが、皆さんがたどるべき道です。皆さんは、自分の両親が自分の親であると強く信じています。あなたの両親はあなたの親ではない、と千人の人が言ったとしても、あなたはそれに同意しないでしょう。神に対してもそのような絶対的な信仰心をもたなければなりません。神に対する皆さんの信仰心は絶対的なものであるべきです。皆さんは多くの困難や苦しみに出会わなければならないかもしれませんが、信仰心は強く持ち続けるべきです。22/8/07

    あなたが神を強く求める時、信仰心を持ちます。お腹の空いていない人はどんなに美味しいご馳走も美味しいと感じることはないでしょう。真善美pt2p123



　＊人口

今日どうして人口が爆発的に増大しているかと言えば、それは人々の誤った行為のせいである。人々のその小さい胃袋を満たすために、神は沢山のものを人々に与えている。神は大量の米、大量のフルーツ、大量の小麦などを創造した。これほど沢山の食料があるのに、人々は肉や魚を摂る。そしてそれらのものを殺して食べて人の身体の中に取り込まれると、それらの魂は、人となって生まれ変わってくるのである。SSIB1977p,182

  太古の人々は、神は遍在であるという完全な信仰を抱いて神を憶念し、礼拝したものでした。我々の太古の聖典によれば、神々の数は三千万にのぼると言われています。この神々とは誰のことでしょう？ それほど多くの神がいるのでしょうか？ 実はそれらの聖典が書かれた当時、世界の人口は三千万だったということです。この声明は、一人ひとりの人間を神の存在と見なして為されたのです。「サハッスラ シールシャー プルシャハ」（神には何千もの頭がある）という声明は、それより以前、世界人口が千人単位であった時のものです。今、世界の人口は五十八億です。その一人ひとりが皆、神性の具現です。人は皆、神の化身です。なぜ人はそれほど神聖で貴重な、人としての生を浪費しているのでしょうか？ 神は特別な姿を取って、自分とは別に存在しているなどと考えるべきではありません。2/4/2003



　＊人口のバランス

第二次大戦の際、ヨーロッパでは幾百万人の男性が兵士として戦死しました。戦争が終わって二年後に生まれた赤子は圧倒的に男の子が多かったのです。理由は何か?それは人口比率において男女のバランスを維持する必要があったからです。バランスが失えば人類は絶滅するでしょう。バランスを維持する力は神の意思です。21/5/92



　＊真実

    真実だけを話すようにすると､最初の内は、色々と難しいことも起こるでしょう。どんな困難に出会っても､ただ真実だけを話す道を守っていればいつかは悦びや幸せと共に真実の得に満たされるようになり、どんなに辛いことがあっても必ず乗り越えられるようになるでしょう。だからこそ、クリシュナはギーターの中で人間が幸せになるには､いつも真実を守らなければならないと教えているのです。真実は人生の最高の道なのであり,真実の道だけが世の中に正しい行いを広めていくのだとクリシュナは言うのです。SGc26

真実を語りなさい。喜ばしく語りなさい。こう言えば聞き手に歓迎されるからという理由だけで、聞き手の支持を勝ち得るために真実でないことを語ってはなりません。もし真実を語れば悲しみや痛みをもたらすことになるなら、黙っていなさい、ということです。これは日常生活における真実の誓いです。

あなた方の語ることに偽善や歪曲（わいきょく）があってはなりません。喜ばしくない真実と、喜ばしい嘘の両方を避けなければなりません。シュルティ〔ヴェーダ〕が述べているように、サティヤは神自身です。「サッティエー サルヴァム プラティシティタム」――このすべては真実という堅固な土台の上に建てられている、とヴェーダは述べています。ですから、これらの組織でのあなた方のやり取りが、嘘によって汚されないよう気をつけなさい。真実は私の本質であり、私の使命であり、私のメッセージです。私の名前を冠した組織は、厳格に真実を貫かなければなりません。20/12/67

真実を語ることによって、何らかの危険が生ずる可能性があるときは、沈黙を守りなさい。12/3/02



　＊信者

私は決して真の信者に話しかけない。それはどうしてだか分かりますか?私は彼らが私の名を愛で持ってメロディのように唱えているのを邪魔したくないのだ。それは私にとってまるできれいな音楽のように聞こえるのだ。もし私が彼らに話しかければ彼らのナマスマラナを邪魔することになるので、したくないのだ。人が初めてダルシャンに来たあと、何度もここに戻ってくる者は数多くの過去世で私となんらかの関係を持っていた者だ。それ以外の者はここに来られない。たとえ来ようとしても来られないか、来たいという欲望がない。

   私は、この肉体から離れる前に、私の持っている霊的資産を真の信者に平等に分け与えるつもりだ。私は信者が何かを望んだらそれを拒むことなど一切しない。モクシャを望むものに対してもそれを与えるつもりだ。それはいつも私の手の中にあり、天国にいるような甘い体験ができる。とは言っても、そんなに簡単に人々にモクシャを与えることはよくない。P, 295 ANDI

神の信者も信者でない人も、その人の感じ方や信条について言っているだけです。神からすれば、いつも良い心のままで、良い言葉を語り、良いことをしていればたとえその人が神を信じていなくても、神はその人を大切にするでしょう。SGc9

    　 こんにちの帰依者たちは、プラフラーダとまったく対照的です。彼らの信仰心はとても弱いので、ほんのささいな困難に遭うだけでも心が乱れてしまいます。彼らは疑いを抱き始め、完全に信仰を失ってしまうのです。信仰（ヴィスワサ）を失うことは、生命の息吹（スワサ）そのものを失うことに匹敵します。いかなることがあっても、人は、微動だにしない信仰を持って自分の霊性修行を続けるべきです。これこそが真の帰依のしるしです。

  帰依は、単にバジャンを歌ったり、儀式を行ったり、神の御名を唱えたりすることではありません。あなたは、ハートの中にしっかりと神を安置しなければなりません。あなたは、世俗的欲望が心に付け入る隙を見出さないよう、注意すべきです。すべての欲望を、英知の炎の中で、完全に焼き尽くして灰にしなさい。あなたの中に、たとえひとかけらでも世俗的な性質が残っていれば、それは何倍にも増えてあなたに道を誤らせるでしょう。よこしまな振る舞いや悪い習慣から自由になるには、自分の中に毛ほどの欲望もないように気をつけなさい。

  ところが、カリ（暗黒）の時代の影響で、帰依者たちですら、心を欲望で満たすようになっています。欲望は、悪臭を放つ豚にたとえることができます。豚の悪臭は、離れたところからでも耐え難いものです。そうであれば、どうして人は、心の中にあれほどたくさんの「豚」の存在を許しているのでしょうか？22/7/02

   如何なる者をも憎まぬものこそ、至高の神が愛しく思う信者です。どんな人をも憎まず、悪い仲間には近づかず離れていなさい。邪悪な人と付き合えば心が汚れます。悪い人と付き合ってはなりません。心は束縛の原因ともなり解脱の原因ともなります。心を神に向け無執着をつちかいなさい。心を俗世間に向けるなら、執着心が増大します。欲望は人生という旅に不必要な荷物です。

 欲望を完全に捨てきることは不可能なことですが、せめて欲望を最小限にとどめなさい。人ー欲望＝神です。欲望を、食べ物、衣服、家等の生活の維持に必用なことのみに限定しなさい。過剰の欲望を持てば心が落ち着きません。どのような仕事であれそれらを神への捧げものとして行うならば何ひとつ悩み事は湧き上がりません。これが真の霊性修行です。11/4/94

    「あなたは(ここに)来て、それから帰宅途中の電車の中で考えていましたね。『なぜ スワミはこのようなことをなさるのだろう? スワミに愛はないのだろうか? スワミの愛はどこにあるのだろう? まったく愛がない! 』そのようにあなたは心の中で考えていました。これがあなたの最初の思いです。そして二番目の思いは、『ああ! スワミは最善をご存知だ! スワミはどうすればよいのかご存知だ。どうして私がスワミに疑 問を持つことなどできるだろう? 』そして、あなたは自分自身を慰めました。しかしな がら、そこには理解がありませんでした! あなたは理解することなく自分を慰めたの で、悲しかったのです」

 スワミは続けておっしゃいました。

「今日、私はあなたに伝えるために来ました。あなたは最初の思いを持つべきではありませんでした。あなたの二番目の思い、『スワミはすべてをご存知だ!』「今日、私はあなたに伝えるために来ました。あなたは最初の思いを持つべきではありませんでした。あなたの二番目の思い、『スワミはすべてをご存知だ!』 を、最初に思うべきでした。私に疑念を持ったあなたの最初の思い、『なぜスワミはこのようなことをなさ るのだろう? 』は取り消されるべきでした。

  私に疑 念を持つことなど、誰にもできません。理想的な帰依者は何も問うべきではありません。あなたの二番目の思い、『スワミはすべてをご存知だ!』が正しい思いです。それであなたの仕事は完結し、あなたは理想的な帰依者になります!ですから理想的な帰依者になるためには、グルに一切問うてはなりません!」ラニマーとの会話

      神を信じる者で滅びた者がいたでしょうか?16/9/94

肉体を持つ彼がいかにして霊妙な意識を体験することが出来たのでしょうか?それは、物質で出来た身体を持たなければ、霊妙な我（チンマヤ）を体験することは出来ないのです。神と人の霊は異なるものではなく結びついているもので離すことが出来ない、という認識はどのようにして得られるのでしょうか?実は神と人の霊は実体と影のように結びついています。～この真理を認識出来るかどうかは、信仰の重要なしるしです。バクティとは奉仕という意味です。それはまた恐れを伴った友情をも意味します。

 恐れがなければ、友情は堅固ではありません。～人は信者である時うやうやしい態度を示し服従します。単に友として扱われ、信者とみなされないならば、その人は自分のしたいようにふるまうでしょう。二者のバランスを保つために、クリシュナはアルジュナを、友であり信者であるものと言ったのです。21/8/94

「あなたの写真を見るだけで満足している信者もいます。」と問うと、スワミは「それが本当の信仰心なのだよ。その者は長年神を見て神と言葉を交わし神に触れてきた者より高いレベルにいるのだよ。」と言われた。p144 ANDI

     神は信者によってのみ理解しうるものです。又、信者も神によってのみ理解してもらえるのです。他の人々には信者のことをわかってもらえません。それゆえ、神の信者でない人と神について議論をすべきではありません。そのような議論を重ねることによりあなた自身の信仰心が損なわれることになります。CPMp335

    一度あなたが何か良いことをしようと決意したならば、いかなる理由があれ決してそれを覆してはなりません。あなたの命と置き換えてもそれを実現しなさい。それが真の信者の印です。SS1/94/p17

    近頃、自分は信者だと名乗りながら、信者としての行動を取らない人達が大勢います。今求められているのは、自らの言葉を忠実に守る人です。そうして初めて人は神の恩寵を得るにふさわしい者となるのです。ただ神を拝めるだけでは何の役にも立たないのです。人の姿を取った神によって定められた教えを理解し、それに従って行動しなさい。16/8/87

 世界中で、いわゆる帰依者と呼ばれる人々の数は増えています。今私は、いくつかの大事なポイントを皆さんに伝えるための時節が到来したと感じています。皆さんのハートに湧き上がる感情は、ガンジス河の水源地の水と同じくらい純粋でなければなりません。言葉だけでは充分ではありません。必要なのは行動です。思いと言葉と行動が一致していなければなりません。思いと言葉と行動が一致しない人はよこしまな人です。人間は人間について研究するべきです。こんにち私たちは、非真実の行いや、不正な行い、それに暴力的な行いの中にしか、思いと言葉と行動の一致を見かけなくなりました。崇高な思いを抱き、有徳の行いに携わるべき人間が、それとまったく逆のことをしています。

　中には、サイの名前を使って商売をしている人々がいます。彼らは、サイの帰依者を装って他者を騙しています。私は、そのような行動には賛成しません。彼らは帰依者などではありません。彼らは、国の内外を問わず、様々な場所に行ってサイの名前を使って金集めをしています。それは重大な犯罪です。私はただの１パイサも人に求めません。私は、決してそのような商売を承認することはありません。もし誰かが、そのような世俗的な意図を持ってあなたに近づいてきた場合は、それが誰であれ、すぐに出て行くように言いなさい。霊性の領域に商売が侵入するのを許してはなりません。人は、自分の家族を養うためには、自分の好きなことをして良いでしょう。しかし、誰一人として、サイの名前を使って商売をすべきではありません。

 ところが、不幸なことに、そのような活動が増えてきています。多くの村々で、人々が個人的な利益のためにサイの名前を誤用しているのを見かけます。このようなことは、アメリカ、イギリス、日本、ドイツ、シンガポール、マレーシア等々、多くの諸外国でも起きています。そのような悪い人々と関係を持ってはなりません。あなたの心を純粋で神聖に保ちなさい。そうしなければ、あなたは生ける屍と同じになってしまいます。そのような人々を尊敬してはなりません。彼らの葬儀を執り行う方が良いのです！22/7/02



　＊神性

人として生まれて来た本来の目的は､おのおのが生まれもって持っている神性さを体現さすことです.SS10/94p268

    人間の体を持って生まれるという類まれな幸運を得たからには、人間特有の卓越性を顕現するために、そして、その顕現の結果としての神性そのものを獲得するために、つねに努力を傾けるべきです。神性が得られたならば、他には何も得る必要はありません。神性を見ることを勝ち得たならば、他には心に思い浮かべる必要はありません。神性を愛するならば、それ以外の一切には愛ほどの価値はないことが見えるようになります。他のものはすべて、ごみであり、がらくたです。神性を知ったなら、すべてを知ったのと同じです。29/2/84

    万物に浸透する意識は、神性と称されています。神性はすべての生物に内在するとも言われています。しかし、その遍在する神性を見た者は誰もいません。広大無辺な者を瞑想し、悟ることができるのは人間だけです。実のところ、人間の生命そのものが神の力の顕れなのです。しかし、人々の中にはこれを認めない者もいます。

     神性はあらゆる生物の内に顕現しています。同一のアートマ タットワ（アートマの原理）が、人間の内だけでなく、宇宙の全生物の内に存在しているのです。しかし、この真理を悟るには、純粋で無私の心（ハート）を持っていなければなりません。この真理を悟るためには、誰も皆、絶えず神を黙想していなくてはなりません。そうすることによって、心は純粋で平安になります。その段階に達した瞬間に、必ず神は、はっきりと、あなたの内に顕れます。これが皆さんのサーダナ〔霊性修行〕でなければなりません。9/10/05

    人間は意識が肉体化したものです。人間には活動性があり、知性があります。そのような人間が、人間的価値を忘れて人間として相応しくない生活を送れば、社会から非難されるということが分かりませんか。人間は神性の８５％を持っているのに対して、動物は１５％の神性しか顕在していません。

 自らの神聖さを悟り、体験するチャンスを持っているのは人間だけです。高いところから落ちた石が、目に見えない引力によって地面に落下するように、目に見えない価値や美徳が人間を導くべきです。しかしこれには、決意が必要です。STPSp195

 私たちの思いでもって､他の人々の病を癒やすことができる。良い思いを持てば良い人々との友人関係を築くことができる。良き仲間と一緒になることによって神性さを目覚めさすことが出来る。SS8/1993p213

        皆さんは、悪魔の性質を身につけることを避け、本来の人間性を開花させなければなりません。人間性を伸ばし、そこから、神性のレベルに上がりなさい。いつも3つのことを覚えていなさい。それは、一体性、純粋性、神性です。一体性とは人類が一つであることを意味します。人類に一体性があるときに、神性は表出するのです。10/2/05

    私の祝福を受け取りなさい。ヴェーダーンタ哲学を広める最善の方法は、それを生きることであり、他に王道はありません。 神に生きなさい。すべては正しいのです。他の人々も神に生きるようにさせなさい。すべては必ず良くなります。この真理を信じなさい。あなたは救われるでしょう。 

　最も高等な人間だけでなく、最も下等な虫もまた、同じ神聖な性質を宿しています。虫は神性がマーヤー（迷妄）によってより多く覆い隠された下等な姿なのです。マーヤーに隠されている部分が最も少ないのが、最も高等な姿〔人間〕です。万物の背後には同一の神性が存在し、そこから道徳の原理が生じています。 あなたの神性を明言しなさい。完全な無意識状態に没入すれば、突然、小さな水泡がはじけ、それは自らが大海全体であることを悟ります。あなたは全体であり、無限であり、すべてなのです。あなたは神性そのものです。聖なるものの中で、最も聖なるものなのです。あなたにとって世界はもはや世界ではありません。あなたはすべてのすべて、言葉で表現できない最高の力であり、誰にも、どんな心にも、それを描写することはできません。あなたは純粋な「私」("I am")であり、それがあなたです。天国はあなたの内にあります。感覚の対象物の中に幸福を探してはなりません。その幸福は、あなたの内にあることを悟りなさい。 ND手紙



　＊神聖なエネルギー

各人は神聖なエネルギーを与えられています。それを正しい目的の為に用いなさい。良心の命ずるままにしたがって、力を正しく用いねばなりません。良心が満足する時、エネルギーは神聖化されます。今日人々は神聖なエネルギーを利己的な目的の為に誤って用いています。18/12/95

 全宇宙に神聖なエネルギーが充満しています。この偏在のエネルギーを経験するためには、一定の霊性修行をする必要があります。その一つは、あなたが何をしようが、何を認知しようが、何を体験しようが、そこに神を見ることです。21/11/95



    ＊神聖な道

神は人間に、身体、心（マインド）、理知、心の要素（チッタ）を授けました。青年は、健康な身体、強靭な心、熟慮することができる鋭い理知を与えられていますが、それらを誤用しています。青年は、神を思ったり、手足を適切に使用したりする代わりに、感覚を誤用しています。これは大きな過ちです。青年の年齢において、人は、身体、心、理知の力を正しい用途に使うべきです。正しい用途とは何でしょうか？ それは神聖な道を歩むことです。目が与えられているからといって、すべてを見る必要はありません。よいものだけを見るようにしなさい。他の人々の批判や不必要なものを耳に入れてはなりません。他者の批判を聞いたり悪いものを見ることは、大きな罪です。悪を見たときのみに悪が身につくのです。私たちは、よい言葉を聴こうとする代わりに、悪い話に耳を傾けています。

    スールダースは盲目でした。しかしスールダースは、絶えずクリシュナ神の御名を唱えていました。それゆえクリシュナ神は、スールダースにダルシャンと人生の成就を与えました。なぜ神はあなたに舌を与えたのでしょうか？ 一切合切すべての味を楽しむため、他の人々の悪口を言うためでしょうか？ いいえ、そうではありません。舌は神の栄光を歌うために与えられました。神の栄光を聴くこと、神の栄光を歌うこと、神を憶念すること、神の蓮華の御足に奉仕すること、神を崇敬すること、神仏の像を礼拝すること、神の召し使いとして奉仕すること、神の親しい友となること、真我なる神に全託すること。人間はこれらの礼拝の方法（信愛の道）を実践することによって神を実現することができます。27/1/07



　＊人生

ある意味で人生は、朝、昼、夜という三つの時期に区分することが出来ます。朝は両手両足を地面につけて這って歩く四つ足の幼児期です。昼は二本の足で歩く二本足の青年期です。夜は弱った二本の足を補助する杖をついて歩く三本足の老年期です。禁欲生活｛学生期｝は三階建ての建物の土台であり、その上に家長期という一階、林住期という二階、遊行期という最上階が建てられます。このように屋敷の土台は学生期です｡

 人は五十才になるまでに、五つの行動期間を完全に制御し、六十才までに欲望、怒り、貪欲、迷妄、傲慢、嫉妬という六つの弱点をすべて克服していなければなりません。弱点を克服すれば七十才には、七聖仙の一人のように、七つの音、七つの海のように尊ばれます。八十才にはヨーガの八段階をたどり終え、八方位を司る神のように輝きを放ちます。九十才には九つの信愛の道をたどり終え、九つの貴重な宝石のように光り輝きます。百才には五つの知覚器官を支配する者となり、神性を完全に体験し、神となります。STPSp250

    人は自分に体が授けられている目的を忘れつつあります。夜明けから日暮れまで、人はずっと利己的なことを追い求めています。人は私心のないこととは何を意味するかをよく理解していません。人は現象界を唯一の実体であると思っています。6/5/96

    人生は四階建ての家です。ブラフマチャルヤ（禁欲者）〔学生期がくしょうき〕の段階がその家の土台です。その後のグルハスタ（家長）〔家長期〕が二階です。次のヴァーナプラスタ（家長としての生活からの引退）〔林住期〕の段階が三階です。最後にサンニャーサ（放棄者）〔遊行期〕の段階があり、これが四階と見なされます。このように、ブラフマチャルヤが人生の他の三つの段階の土台なのです。他の三つの階の安全と保障は、土台、すなわちブラフマチャルヤの強固さに依存しています。このように、ブラフマチャルヤは基盤となる土台なのです。23/8/95

    教育の目的を、人生と、生計を立てるための両方に置くとき、初めてあなたの教育は意味のあるものになります。ですから、すべての人は人生の目的を頭に描いておかなければなりません。「私はMBA（取得が難しいとされている経営学修士号）の試験に合格した。私は多くの学位をもっている」と考えて自分の成功に有頂天になることが何の役に立つでしょう。これらの学位は正しく使わなければなりません。

    人間だけが自分の人生の目的を理解する能力をもっています。もしあなたが、「私はこの世に生まれて教育を受け、お金を稼いだ。銀行に十分な預金があり、子どもたちには十分な教育を与え、より高い教育を受けさせるために海外に留学させた。」と考えて満足しているとしても、こうしたことだけが人生の目的なのではありません。あなたはなぜこの世に生まれてきたかという目的を決して忘れてはなりません。残念なことに今日、あなたは人生の目的を忘れてしまい、無意味な行動にふけっています。あなた方は生きている限り、最後の息を引き取るまで、平安を感じていなくてはなりません。あなたは真理と永遠の至福を手に入れるべきです。23/11/04

    人間が生まれてきた究極の目的は、自分の本性を悟ることです。本当の自分を悟ることが不死への道です。人生はこの世と神の間の架け橋です。アートマ（神なる自己）と対話するための唯一の手段はプラナヴァ（オーム）という言語です。純粋で永遠なるアートマが入っている、肉体という骨と肉から成る衣服を着ているせいで、人は自分の幸福は物理的な環境の中にあるものと想像しています。これは妄想です。24/7/83

  たとえ人が神を求めようとしなくても、少なくとも、シャーンティ、サントーシャ、スカム、スワタントラ、すなわち、平安、喜び、幸福、独立を求めることはできます。今、人はこれらのものさえ求めていません。どうしたらそれらを手に入れることができるかを学ぼうともしません。こまは休む間もなく回り続けます。人間もずっと骨を折って働き続け、その繰り返しから解放されることもありません。今手にしている平安と喜びは、束の間のものであり、今ここにあったと思っても次の瞬間には消え去ってしまいます。苦しみは喜びを消し止めてしまいます。喜びとは、苦しみのないことに他なりません。地上で重荷を背負い、何年も何年も大量の米と小麦を消費して、自分にも他人にも喜びと平安という見返りがないままに、なぜ人は何年も生きなければならないのか？

    ペトロマックス〔圧力式ランタン〕の明かりは、ポンプでせっせと空気を入れて初めて明るく光ります。あなたの光は弱く、ほとんど消えているに等しいのですから、それと同じようにせっせと空気を入れなさい。つまり、霊性修行に精を出し、あなたの心をもっと輝かせて、あなたの近くにやって来たすべての人にその光を広げなさい。19/2/66

   あなたが何をするにせよ、それはあなたの自己自身の満足の為であり、他の人の為ではありません。そしてその自己とは神であることを理解しなさい。あなたは人生という劇で自分の役をうまく演じなければなりません。スワミが演出家であなたが俳優です。願望成就を祈ってはなりません。神と共に、そして神とのみ在るようにと祈りなさい。そうすれば、他のすべてがあなたに与えられるでしょう。常に謙虚で礼儀正しくありなさい。STPSp250

    人の四分の一を知識の獲得に費やし、残りの四分の三を善い思考と善い行いの人生を送ることに費やすなら、あなたの人生は聖化されるでしょう。1/12/84

 暑さと寒さ、損と得のように対立する様々なものは、他のすべてのものと同じように、それぞれが世の中に役立っています。どんなものも目的があってこの世に生まれたのです。そのすべてを、自分の人生のために、自分の成長の段階にふさわしく、正しく活かしていくことが大切なのです？SGc2

 世俗の世に生き、世間的な事柄にかかわる人にとって、正と邪、真理と非真等の対立している二元から避けて通れません。世俗の暮らしをしている以上，二元を逃れることは不可能です。平安と安全を苦楽の内に見つけねばなりません。喜びは悲しみと裏表の関係にあります。楽しみは二つの苦痛の合間にあります。人生は光と影の結合です。悲しみがなければ幸福もありません。暑い太陽に照らされて歩めばこそ、涼しい木陰を楽しむことが出来るのです。人生は常にこのような具合ですから、楽しみだけを享受するのは不可能です17/2/96

 人生は、「私は召使いである。」という立場から始めるべきです。「私は誰か。」という絶え間ない問いで人生を満たしなさい。「私は神である。」個我と、神は同一であるという完全な悟りを開いて人生を終えなさい。これが正しい生き方です。人が本来必要としている幸福と平安は、この俗世界には存在していないことを悟るべきです。STPSp92

 時は早く過ぎ去り、人の寿命は氷の塊が溶ける様に、刻々と無くなっていっていることに気付くべきである。人は自らの人生に幕を下ろすときでさえも、未だ自分がやらねばならなかった基本的なことでさえ見つけられていません。何が義務なのでしょうか？それは、人生の目標を見いだすことです。人は、富、快適さ、地位、幸せ、を探し求めています。それらは、結局のところ何だというのでしょうか？人がそれらの世俗的な幸せのみを求めることによって、神からの祝福を得られなくなっているのです。それらの、一時的なはかない物質的な喜びが、いったい何だというのでしょうか？SS8/95p199

 皆さんの頭の中は、世間のどうでも良いような話題でいっぱいになっています。まずそれを空にして下さい。そうしてはじめて、神聖な気持ち、神聖な思いで満たされるようになります。沢山の人が目的の無い道を歩み､無意味な人生を歩んでいます。泣きながら生まれてきて､泣きながら死んでいくのです。

 その間どうでも良いようなことで泣いたりわめいたりしています。皆さんはダルマの衰えを目にして涙を流すでしょうか。ダルマが衰えた時こそが､泣くに値するときです。力の限りを尽くしてダルマの衰えを改め、ダルマの衰えによって傷ついた部分を癒やしてあげなさい。SGc13

   すべての人が、またすべての生き物が、平安と幸福を得ようと努めます。誰もが人生の目的を知ろうとしています。しかし、人々はその努力に成功することができないでいます。強い決意をもって、目標に到達するまであきらめない人は、百万人に一人です。限りある命をもつ普通の人は、それが自分の手に届かないものだと考えて、全くこの方面の努力をしません。彼らは、物質的なその場限りの快楽を追及することに一生を費やします。彼らは、衣・食・住こそが人生の三大目的であると勘違いしています。その人生は、妻子を中心としたものになっています。彼らは、人生にはこれよりも高い目的があるということに気がつきません。23/11/02

    今日、人間は人生の目標を探求しません。人生の目標を知ろうと努める代わりに、人間は自分の世俗的生命を心配しています。動物や昆虫でさえ、自分たちの世俗的生存に関心をもっています。生命の秘密を知ることは大事なことではありません。人は、人生の目的を知らなければなりません。それはとても大事なことです。私たちの人生の目標は、アートマの原理に象徴された真理に他なりません。人生の目標を探求する代わりに、人間は生命の秘密を知ろうとしています。それは不毛な努力です。これを知るためには、何度生まれ変わっても十分ではありません。あなたの心を人生の目標に定めなさい。生命については心配する必要はありません。1/3/03A

    人は、はかない物事の追求に深く捕らわれて人生を過ごします。人は、人生の各成長段階に特有の無益な思考に心を奪われます。そして人生の最後に、自分は貴重な人としての生を、実にくだらないことを追い求めることで浪費してしまったと気づくのです。これが人間の本性なのでしょうか？ 人間が人生で学ぶべきことはこれなのでしょうか？ これらの活動は、水の泡のような束の間のものです。それが人に永続する幸せをもたらすことはできません。そうした取るに足りないことを追い求めることで自らの時間を費やすことは、愚行にほかなりません。7/10/05

    あなた方は皆、神の愛の入った宝箱です。愛を分け与え、愛を広げなさい。奉仕の行為、思いやりの言葉、同情の思いによって、愛を表現しなさい。あなたが眠りから覚めた時、一連の出来事は夢の中では何年にもわたるものであったけれども、その夢は数分の出来事でしかなかったことがわかります。それと同じように、あなたが短い「人生という夢」を見た後で英知に目覚めた時、人生は束の間の出来事であったということがはっきりとわかるでしょう。

いつも喜びに満ちていなさい。そうすれば、死が訪れた時、悲しんで泣き言を言いながらではなく、軽く笑って人生という舞台をはけることができるでしょう。私は、あなた方がその至高の喜びを自分の永続的な所有物にできるような生活と活動を作り上げることができるよう祝福します。7/7/68

   あなたが人間として生まれた目的は何でしょう？ それは、ただ食べて、ぶらぶらして、お祭り騒ぎをすることではありません。あなたは愛の原理を悟るために生まれたということを理解しなければなりません。もし愛があなたのハートに開花するなら、あなた自身がパラマートマ（神）になるでしょう。ここかしこに神を探す必要はありません。神はあなたの中にいます。神は愛の姿をまとっています。人間は、自分の生まれ持った神性を認識しない限り、二元性から逃れることはできません。あなたの愛を拡大するようにしなさい。愛に生きなさい。27/1/04



    ＊真善美

       自然界の美しさは神の美しさの反映にすぎません。しかし、あらゆる写像がそうであるように、それは実在しません。花は朽ち、雲は散り散りになって新しい形となり、身体的な美貌はほんの一瞬のものにすぎず即座に消えてなくなります。一方、神の美は永遠で、完全で、囚われることなく自由です。そのスンダラム〔美〕はサッティヤム〔真理、真実〕であり、時間の経過に影響されることも、場所と共に変化することもありません。そのスンダラム〔美〕は真のシヴァム〔吉兆、善〕であり、それは神のみです。下等な肉体美の追及は、人に道を誤らせます。それは取るに足らない喜びの追求と同様に、災難をもたらします。25/10/72





　＊神像

普通の家庭では、神像の大きさは５センチメートルを超えてはならない。それより大きい神像を持っている場合はきちんと手順を踏んだプージャやナイヴェーダを毎日しなければならない。これが私が人々に小さな神像を与える主な理由なのだ。P271ANDI



　＊心臓

心臓移植に関して警告します。手術は容易かもしれません。しかし移植の為の心臓を手に入れることは容易でしょうか?移植された心臓は、暫くは役に立つかもしれません。しかし神から授かった心臓より長持ちせず、良く働きません。心臓移植および角膜移植に関しても一言注意しておきます。心臓や角膜の提供者の人格についても考慮せねばなりません。太古の医者は、患者の治療に際してこの要素を考慮しました。好ましくない履歴を持つ者の心臓を移植するよりも、患者自身の心臓を治療する方がずっと良いのです。心臓は最も重要な器官です。心臓を健康な状態に保つためには、思いが健全でなくてはなりません。

  良い思いは、薬品よりもっと効果があります。あなたがた医師が、金持ちの患者から料金を受け取るのは差し支えありません。しかし貧しい人には無料で診察しなさい。一週間の内一日を教義や国籍に関係なく、人々の為の無料の医療奉仕に献身しなさい。そのような奉仕はあなたに自然にわきあがる歓喜を与え、あなたに神を経験させます。18/12/1995

    心臓には血液を体の他の部分に送り出す能力があります。心臓はその機能を超えられません。神の創造物において、皆さんは体が自らの心臓のために一定量の力を必要とするのに気づくでしょう。心臓の有する方法や限度を超えて体を鍛えようとすれば、心臓は機能できなくなります。これが、心臓病が増加している原因です。人は自分の体を鍛えて巨大な岩のようにしたがります。哀れな心臓に何ができるでしょう？ 教育を身につけた人々の間にさえ、心臓病は大きな害を与えています。心臓病を専門とする医師たちでさえ、その犠牲者となっています。医師は、ありとあらゆる人に「健康は財産ですよ」と忠告を与えます。ところが、自分の体には忠告を与えていないのです！8/10/83

   生まれつきの心臓病を予防する薬があります。例えば、母親にさまざまのビタミンを与えると、胎児の心臓が丈夫になります。母親に対して一定の産前教育を施し、必要な薬を与えなくてはなりません。21/7/93

 心臓疾患の主な原因は急ぎ・悩み・カレーを取ることです。カレーとは、脂っこい食物という意味です。心臓疾患は菜食主義者に比べて非菜食主義者に多いのです。その理由は、非菜食主義者の取る食事には脂肪分がハイパーセントで含まれ、血液中のコレステロールが増加するからです。悩みは高血圧を引き起こし、急ぐことは糖尿病を生じさせます。高血圧と糖尿病は、双子の兄弟のようなもので、一人は内部の心臓に作用し、もう一人は外部の血液に作用します。6/2/93



　＊信念

霊的英知は他人から与えられるものではなく、自らの内から開花するものでなくてはなりません。各人は自らの努力によって信念をつちかわねばならないのです。信念を欠く者は自ら神から遠ざかります。信念の欠如はその人の過去世における行為が原因です。11/92



　＊真の愛

何ものに対しても嫌悪する心が少しも無く、生きとし生けるものに対して常に親しく慈悲深いこと。一切のものに内在する神聖を認めるとき、その人は、真の愛を持つ人といえる。6/85

このような真の愛を持つもののみが、人間と呼ぶに値します。真の愛と徳を持たぬ者は、ただ人間の姿をしているだけです。6/01

    神はあらゆる属性を超越しています。愛にも同じことが言えます。しかし、人は愛を世俗の人間関係と結び付けることによって、愛に条件を付けて制限し、人生を無駄にしています。人は愛という神聖な言葉を、母と子、妻と夫、兄弟、友人、親族といった人間関係を説明するのに使っています。生まれる前、誰が母親で誰が子供でしたか？ 同様に、結婚する前、誰が夫で誰が妻でしたか？ 母と子、妻と夫、兄と弟、姉と妹、友人同士、親族間等々の間に存在する関係は、肉体を基にしたものです。身体的な関係は、愛の言葉の本来の意味においては、愛とは呼べません。本当の愛は、与え受け取るという、やりとりをしません。現代人の帰依者の多くは、「ああ神様、もし私の願いを叶えてくださったなら、私はあなたにココナッツを１０個お供えしましょう」などと祈ります。また、不潔な毛髪を差し出して、とても大きな願いごとをします〔頭を丸めて南インドのティルパティ寺院の御本尊に供えると願い事が叶うと信じられている〕。このようなものが信愛と呼べますか？ いいえ、まったく呼べません。差し出すだけで何も見返りを期待しない人が、真の帰依者です。真の信愛の印は、全託です。16/7/00

 利己的で自分本位の人は神への信愛が揺れ動きます。ハートの底からの信愛は決して変わることがありません。SS11/92



　＊真の信者

良いことを一旦なそうと誓言したなら，如何なる環境におかれようとも、それに背いてはなりません。命をかけても誓言を成就しなさい。それが真の信者の印です。19/10/1993

   真の信者は、いつも微笑んでいるはずです。喜びが溢れ出ています。その喜びこそが、彼が自らのうちにある神聖さを体験したという証なのです。あなたが幸せで無いというのは、まだあなたがその神聖さを体験した事が無いからなのです。8/93p203

  いわゆる帰依者と呼ばれる人々のうち、約９０％は、実は欺瞞に満ちています。昔は、今とはずいぶん様子が違っていました。帰依者の数は少なかったのですが、彼らは皆、純粋な帰依者たちでした。

 最近は、帰依者の姿を装う、利己的な意図を持った詐欺師たちが多すぎます。彼らは朝一番に額にヴィブーティを付けて首にスカーフを巻き、帰依者を装って自由にあたりを歩き回ります。そのような偽の帰依者たちよりも、食べ物を捜し歩く野良犬の方が優れています！22/7/02



　＊真の知識

真の知識とは、自らの内的な精査と内的なヴィジョンから生まれるものであって、それ以外のものはただの無知である。SSIB93p14



    ＊真の私

自分を体や肉体的な特徴と同一視している限り、人はサット・チット・アーナンダを求め続けるでしょう。「私」の本性を発見すれば、他には何も求めなくなります。そして、自分はサット・チット・アーナンダの具現であることを悟るでしょう。25/2/98



　＊心配

私の考えでは、心配というものは元々無いのです。深く探求してみれば、この世に心配事など一つも無いということが分かるでしょう。心配は心理的なものに過ぎません。心配とは心が作りだした恐れです。ただそれだけのものです。それ以上の何ものでもありません。心配はあなたの想像の産物です。時たまあなたは罪の意識を感じます。すると、修復不可能な過去を思い出して心配するのです。

 どんな努力を払っても過去を修復することは出来ません。過去は過ぎ去ったものです。なのに何故、過去のことを心配するのですか。そうすることに何か意味があるのでしょうか。あなたは将来のことも心配しているのでしょう。私の見解では、これもまた意味の無駄なことです。何故だと思いますか。それは将来は不確かなものであり、何が起こるか分からないからです。それは誰にも分かりません。

 将来は未知なるものです。なのに何故、将来のことを心配しなければならないのでしょうか。あなたはそうすることで何を得るのでしょうか。すべては現在の内にあると言うことをはっきりと理解しなさい。現在はシンプルプレゼント「単純現在」ではなく、オムニプレゼント「偏在」なのです。どうしてでしょう。現在の内には過去の結果が存在しています。

 現在は将来の基盤です。今日の種は、あなたが昨日育てた木からとれたものであり、その種は明日には芽を出して木へと成長するでしょう。ですから心配するのは無駄なことです。これからは、どんなことでも決して心配してはいけません。STPSp95

    世俗的なレベルで体験することはすべて、流れ行く雲のように一時のものであり、現実のものではありません。そうした一切を心配すべきではありません。皆さんは人生という旅を前進して行かなければなりません。前に進むのに、後ろを見る必要がどこにありますか？過ぎたことはすべて、自分がすでに見終えたことです。このようにして、過去と現在と未来は来ては去っていきます。それゆえ、決してこの世界の何についても心配しないようにしなさい。

   けれども、中にはとても心配性な人たちもいます。皆さんの多くは勉強のことを心配しています。また、家族のことを心配している者もいます。たとえば、今までいつも一緒にいてくれたのに、自分一人残して逝ってしまったと考えて、夫の死を嘆き悲しむ女性が大勢います。生まれた者はいつかは必ず死ぬ運命にあります。過去にも現在にも未来にも、すべての時に存在しているのは神のみです。人々は自分の想像によって、名前や姿に惑わされています。そうした想像を捨て、すべては一つという原理を理解しなさい。皆さんは新しい年が始まったと思っています。では、この新しい年はどこから来たのですか？古いものがなければ、どうやって新しいものが存在し得るでしょう？新しくなったものは古いものであり、時間の経過と共に、新しいものは古くなります。古いとか新しいといったものは、鏡に映し出された物とその物自体のようなものです。ですから、こうした事柄について心配すべきではありません。すべての心配と悲しみと困難を追い払いなさい。15/1/08

    心配は人間にとって最悪の敵です。生まれることも心配、死ぬこともまた心配、そして、自らの下した決定は、すべて人生という列車に心配を運んできます。将来を予想して計画を立てることも心配。心配の唯一の治療薬は、神を黙想することです。8/10/05

     　心をコントロールする者は真のマニシ（人間）です。心をコントロールできない者はまったく人間ではありません。もし、皆さんが気まぐれな心の持ち主であり、とるに足らない問題に落胆するのであれば、どうして自分自身を人間と呼ぶことができるでしょう？ 過度に心配することなく、心が見せかけている問題を克服するために努力するべきです。この世界には神の愛よりも偉大なものはありません。ですから、私たちは神へ向かう道に障害として立ちはだかる心を超越しなくてはならないのです。28/8/04

 この世に恐れを抱いてはなりません。あなた方はこの世界の主人である私の心を得ているのに、この世を恐れているというならば一体、誰があなたを救えるのか分かっているのでしょうか。あなたがたは皆、この世のことを何も心配せずに神にだけ仕えればよいのです。13/3/79

  あなたは何について心配しなくてはいけないか知っていますか?それは、あなたが未だ神を悟っていないという事です。P, 227 ANDI

   人は、自分自身の中に実際にある、神聖な力を認識することができずにいます。人の内にある神性は、自らをエネルギー（シャクティ タットワ）として表現します。今、人は、さまざまな力を獲得して、その力を使って悲しみや苦しみから救われようと、懸命に努力しています。実のところ、悲しみや心配事は神へと到る踏み石です。心配事を重視すべきではありません。注意深く分析するなら、人間の生活の中で、心配事を生まないものなどありますか？ 人生は、生まれてから死ぬまで心配事だらけです。25/10/04

    本日この日から、できるだけこの世に対する執着を少なくするよう努めなさい。幸せでいて他の人々を幸せにしなさい。誰をも傷つけてはなりません。困難は過ぎ行く雲と見なしなさい。皆さんは家族関係を持っているので、何らかの心配ごとを抱えていることでしょう。しかし、そのようなものに悩まされてはなりません。広大な空を見上げると沢山の雲が見えます。同様に、あなたのハートという大空には執着という雲があります。それらは来ては去っていくものばかりです。それについて心配しないことです。心配はどのような形をしていますか？ それは心が作り上げた恐れに他なりません。それはあなたの想像の産物です。すべての人が必ず困難や喪失に遭遇します。私たちは勇気を持ってそれに直面しなければなりません。24/7/02



    ＊審判

心が純粋であれば、神が姿を顕します。神は審判です。審判をだますことはできません。医者はあなたには熱がないと保証するかも知れませんが、体温計は嘘をつけません。たとえ医者があなたを動揺させないためにそのようなことを言ったとしても、体温計は真実を告げるのです。神は知っています。そして、神はあなたの価値に応じた扱いをするのです。そうであることを信じなさい。これまでに犯したすべての過ちを悔い改め、同じ過ちをけっして繰り返さないことを決意しなさい。そうすれば、神は恩寵を差し伸べてくれるのです。1008の宝石　P.125



　＊新聞

今日人々はありとあらゆる知識を歪んだかたちで頭に詰め込み、狂人のようにふるまっています。聞くこと読むこと全てがこの世に関することのみで、彼の心はいっぱいになっています。朝起きるなり新聞を読み、世界各国でおきた事件を知って心はゴミくずでいっぱいになります。

 彼は心を神聖な感情で満たすでしょうか。山のようなゴミを心に詰め込むのではなく、愛で心を満たすように努力すべきなのです。心に愛がなければ、人は新聞紙にすぎません。眼が覚めてから寝るまでの一日は、朝食と昼食、夕食で区切られます。毎日決まりきった三度の食事の繰り返しに意味がありますか?新たにすべきことは何でしょう?それは神への憶念です。あなたはその為の努力をしていますか?15/3/92

  皆さんは朝一番に新聞を読みます。新聞は、私たちの文化とは完全に相反する、いかがわしい写真や記事でいっぱいです。バーラタの女性の行動規定は何と神聖なのでしょう！古より、女性たちがどれだけ高貴に私たちの伝統を崇めてきたことでしょう。あらゆるエネルギーは女性原理から生じます。この神聖な女性原理が、映画や雑誌によって、見苦しく不道徳な形へと、はなはだしく歪められています。そのような下品な写真や記事がバーラタ文化を破壊するのです。私たちは、自分たちの文化を守り、女性の振る舞いを元の正しい状態に戻さなくてはなりません。これを成し遂げるには、いくつかのしかるべき方法を探さなくてはなりません。

   マスメディアにおける女性の真価と伝統を、復興し、維持するために、進んで適切な活動を提供できる人たちに、スワミは数１０万ルピーを支援したいと思っています。もしもお金があるなら、皆さんはこのような価値のある目的を達成すべきです。この世では、お金で多くのことを果 たすことができますし、正義を守る仕事にお金を使うことに何ら害はありません。 

　新聞や各種媒体から、あらゆるわいせつな記事や映像を排除しなければなりません。若者たちをそのような映像にさらすことは、彼らの思考に悪影響を及ぼし、人生を台無しにしさえします。このような風潮に抗して働くためなら、バーラタ文化を補強するためなら、私はいくらでも援助する準備ができています。真理は指し示され、正義は讃えられなければなりません。不正と悪は阻まれ、淫らなものは抹消されるべきです。そして、女性を尊び敬うことを守るべきです。バーラタ文化への敬意は女性に注がれる深い尊敬の念に基づいています。女性の幸福は真の意味でのバーラタの幸福です。しかし、私たちは幸福の女神たちを不品行の対象物へと変えつつあるのです。11/8/01

   人生は新聞です。ざっと目を通して、あなたの嗜好を捕らえるコラムや見出しを読み、傍らに投げ置きなさい。それ以上の価値を置いてはなりません。明日になれば、新聞は紙屑になります。それと同じく、人生はざっと目を通すだけの価値しかありません。再び目を通すために置いておいてはなりません。一度生まれれば十分です。あなたにとって最後の死が来るようにさせなさい。7/7/68



　＊進歩

あなた自身をあなたが演じている役割と同一視しないことです。そのような同一視は、あなたの進歩を遅らせることになるだけです。SSSvol6p21



　＊真理

真理をつらぬけば、敵をつくります。29/6/89

    真理とは、事実上正しいことのみならず、すべての時において真実であるもののことを言います。さらに、真理に満ちた発言とは、人を喜ばせ、かつ、人に有益なものでなければなりません。感情を刺激したり、悪意を生むものであってはなりません。人を喜ばせようとして嘘を言ってはいけません。3/9/89

    私たちはどのような思考を抱くべきでしょう？　思考は真理で充満しているべきです。思考が真理に即したものであるときにのみ、愛を体験することができます。それゆえ、愛をもって人生を送り、愛をもって人生を終えなさい。あなたが他者にすることは何でも、実際にはあなた自身にしているのです。それが良いことであれ悪いことであれ、助けであれ害であれ、すべてはあなた自身のサンカルパ（思考）の結果です。ですから、すべての人を愛しなさい。もし他者を愛することができないなら、ただ静かにしていなさい。その反対に他者をののしってはなりません。実際、他者を批判する権利は誰にもありません。すべての人には同一の愛が存在しています。愛が愛を批判することなどできますか？いいえ、できません。

   愛は決して批判しません。愛はつねに、誰に対しても愛の体験を与えます。鳥や動物にすら愛はあります。人間は人類同胞を愛すべきではないのでしょうか？人間には数多くの良い性質が授けられているのですから、人は人類同胞を愛すべきです。そうして初めて、人は神の愛の受け手となることができるのです。だからこそすべての人を愛して神の愛を獲得しなさい。あなたの愛を真理と結合させなさい。決して真理でないものに関与してはなりません。真理を通してのみ愛を得ることができます。真理と愛のあるところには平安があります。平安のあるところには非暴力があります。ですから、人はまず真理と愛を育てるべきです。そうすれば、人が暴力に訴えることはなくなるでしょう。苦行やヤグニャやヨーガといったどんな霊性修行をするにしても、それらをすべて愛で満たしなさい。1/5/08

    美徳の花は、真理（真実）です。単にあなたが真実を語ること、すなわち事実をあるがままに語ることは、現世的な真理もしくは相対的な真理でしかありません。実際、「真理」という言葉が意味するものはこのようなことではありません。この言葉は、はるかに深い意味を持っています。真理という言葉の本当の意味は、永遠に変わらないもの、いかなる時も変わらないものということです。それは永遠の真理です。現世的な真理は、もっと低い次元のものです。それは、その瞬間のみに真理であるもののことです。次の瞬間には、それはもはや正当性を失い、一瞬前にはそうであったものが、そうではなくなります。あなたの目に映る、この世のすべての物質は、一瞬一瞬絶えず変化を続けており、すべてがいつかは崩壌してしまいます。この変化してやまない移ろいやすい世界の中で、私たちが見たり聞いたりするもののうち、一体いかなるものが正当で永遠なる真理であり得るでしょうか？

　真理とは、本当は神のことなのです。これが礼拝の八番目の花です。真理は神の姿です。この世界と自然界の中で、私たちが真理として体験し、真理であると受け取るものは、相対的なものに過ぎません。化学や物理学の真理はどのくらい永続するでしょう？　それらの正当性は、相対的な価値しかありません。その重要性は、相対的なものでしかありません。

　しかし、霊的な真理、すなわち神の真理は、永遠に正当性を持ち続けます。いかなる状況の下でも正しく、あなたがそこに火を持ってこようがどうしようが、決して変わることがありません。つまり、真理とは決して変わることのないものであり、永遠に同じであり続けるもののことです。それが真理であり、それが神なのです。       KSH

真と非真との間のこの世間にいるあなたは、真理に到達しそれを経験しなくてはなりません。SIP6-93

    あなたは、死すべき肉体ではなく、肉体の内に住む、生まれることも死ぬこともない内在者です。内在者には、いかなる執着もありません。本当の自分を知れば、不滅の命を得ることができます。そして、一切の心配や欲望から解放されます。あなたは、｢何の心配も欲望もない人がいるのですか？｣と尋ねるかもしれません。それに関しては、私自身がその生きた手本です。私には、全く何の欲望もありません。すべてが私の手の中にあります。私は、あなたが求めるものを何でも与えることができます。しかしながら、私から物質的なものを求めてはなりません。それらは過ぎ行く雲のように、その場限りのものです。私からは永遠のものを求めなさい。世界全体が、真理と愛という一対の原理によって支えられています。それはすべての人の内に存在しています。私は、万物に内在する真理です。私は、万物に内在する愛です。真理と愛は万物に浸透しています。しかしながら、あなたは真理と愛を体験するための努力をしていません。23/11/05

      決して人を傷つけるようなきつい言葉を使ってはなりません。決して嘘をついてはなりません。ときには、真実を語ることが危険につながる場合があります。そのような状況では、真実も嘘も語らずに、沈黙していなさい。皆さんは真実と非真実という二元性を超越しなければなりません。23/11/02

    私たちは、外界と接触することによって、怒りや嫉妬や妬みや高慢といった性質を育てています。こうした性質を一掃したときにだけ、私たちは平安を味わうことができます。ですから、真理とダルマをもってサーダナを始めなければなりません。真理とダルマが共にあれば、平安が優勢となります。平安は愛をもたらします。平安のあるところに憎しみは存在できません。誰かに対して憎しみが生じたなら、それはハートの中の愛の泉が枯れてしまったことを意味します。ハートに愛があれば、誰かに非難されても人は怒りません。

　普通、人は怒りが生じると他の人のことを構わなくなります。多くの人が私のことを悪く言い、私を非難し、私を野次りさえしますが、私は心を乱されません。私はいつも幸せで至福に満ちています。それが本当の愛です。怒りと憎しみと嫉妬があるなら、それは愛がないことを意味します。ですから、「すべての人を愛し、すべての人に奉仕する」というモットーに常に従うようにしなさい。この行動規範に従うための基盤は真理とダルマです。いつも真理を話し、ダルマに従いなさい。ダルマに関するたくさんの講義が、ダルマを守っていない人々によって行われています！ダルマはそのような状況では存続することはできません。

    真理を貫くこと以上に偉大なダルマはない。と言われています。真理とダルマは、人間の体の二本の手や、二本の足や、上下の唇と同じです。上下の二枚の唇がいっしょに働いたときにだけ、人は話をすることができます。同様に、真理とダルマが相伴って、初めて平安が優勢となることができるのです。ダルマのないところに愛はありません。このように、真理とダルマは、平安や愛や非暴力といった他の価値の基盤なのです。23/2/09

  

　＊人類

今日人々は彼らのヴィジョンを神に向けない為に、多くの困難の餌食となりました。人は創造主が定められた法則に従わねばなりません。さもないと人類は滅亡します。14/1/94

 私は,この世にはびこっている奇異な風習を一掃し、愛を人類の間に回復さすためにやってきました。人々は,私に虚偽と嫌悪がすべての国に蔓延し、人類が危機に瀕していると告げにやって来ます。私にそういうことを一切告げる必要はありません。というのも,私はそういうことを知った上で降臨しているのですから。世界が混乱に陥り、人々のハートが荒れ狂う嵐のようになったとき,アヴァターはそれを鎮めるために来るのです.SatyamSivamSundramPart4p20

  憎しみ、悪意、妬み、慢心の感情という、同類である人間たちの間に分離を作り出すものは、自分と体を同一視することから生じます。あなたは自分を体だと思っています。あなたは自分の体は他の人の体とは分離していることを知っています。あなたの飢え、あなたの渇き、あなたの快感、あなたの家族、あなたの共同体、あなたの国――このように、あなたは自分の愛に領域をこしらえて、自分を狭い場所に閉じ込めて、その領域の外にあるものすべてを、敵であるとか、よそ者であるとか、ライバルとして扱っているのです。しかし、源は一つであり、支えは一つです。神が父であり、人類は子です。人類同朋よりも、父なる神に注意を向けなさい。そうすれば、あなたのハートの中でもっともっと人類同朋が強調され、無知から来る区別という毒が取り除かれます。20/12/67

ヒスロップ：スワミは人類がこれから先の進化の三つの段階をあげられました。超人、普遍者、そして絶対者です。超人とはどういう意味ですか？

ババ：超人は、体と世界に対して完全に無執着でいる段階の事です。この段階では人類や世界の利益のためになるように何かを語ること、行うことはあるかもしれませんが、超人はもはや世界の一部では無く、人の関心事にも巻き込まれません。

ヒスロップ：〜誰が超人なのですか？

ババ：(古代の賢者の名前を5、6人あげて)これらの人々は、完全に人間を超越していて、世俗の生活を超越していましたが、他の人々のために助言を与えたり、なんらかの行為に携わったりした事はありました。

ヒスロップ：それは昔のことです。今。この時代に超人はいないのですか？

ババ：ええ、います。けれども、現代では外面的には社会に住んでおり、外面からだけでは見破れません。

ヒスロップ：普遍者の段階とは何ですか？

ババ：体は無く心も無い両方とも消えています。体、感情、心、知性はもはや存在しません。愛だけ、霊性だけです。

ヒスロップ：普遍者の段階では、実体、すなわち、個体は存在するのですか？

ババ：いいえ個体はありません。個体ではなく、霊的な力の流れに似たようなものです。サイババとの会話p28



　＊水位とダルマ

今日、国民の間にダルマは廃れました。ダルマのレベルが低下するにつれ、水位もまた低下するのです。人々の間によい属性が栄えるならば、水位もまた上昇します。時宣に叶う雨の降らぬことと作物の不作の理由は何でしょうか？自然災害の原因は、人々の間に道徳心が衰えたことです。神聖な思いを大切にせねばなりません。そうしてこそ人々の願いは満たされるのです。18/11/95

 水は日毎に乏しくなります。理由は何でしょうか?人々の道徳の下落が原因で、水は世界中で不足しています。人の生活にとって、道徳は息吹です。道徳は人間らしさを開花させます。道徳が衰退した結果、水資源は乏しくなって来ました。12/7/95



    ＊スイス

   一部の外国人たちが、彼女たちを買収してサティア・サイババを非難するための話を捏造させようとしています。スイスでは、女子大の卒業生に対して、ある人物が、サイババを陥れるための作り話を考えて欲しいと言って近づいたとき、彼女は烈火のごとく怒って、すぐさま自分の履いていた靴を脱いで手に取り、ほとんど相手を打ち据えるような勢いで「これがあなたの宗教の教えですか？ これがあなたの宗教が広めようとする理想なのですか？ 恥を知りなさい！ ここを出て行きなさい！」と迫ってその人物を追い払いました。しかし中には、ユダのように買収されて、サイババを陥れる虚偽の攻撃をする裏切り者たちがいます。25/12/00



　＊睡眠

人は自らを眠りにつかす為や休息をとる為に,睡眠薬を飲みアルコールを飲むなど技巧的な手段に頼るようになりました。不自然な睡眠導入は恐ろしい副作用があり、睡眠不足と相まって心臓病や高血圧等の原因となります。SS11/93

２時間の睡眠の後得られる至福と活力とが、ほんの１２分間のヨーガによって得られることが明らかにされました。SS11/93

 睡眠は毎日の生活にとってとても必要なことです。睡眠無しに人や他の生き物は生きることが出来ません。世界中にある喜びの中で睡眠が一番の喜びなのです。SS10月1983p,231

もっと多く、そしてもっと早く、狂ったように生産をするためにアメリカ、ドイツ、フランスなどの先進国の農夫や労働者は睡眠時間をけずってでも働くことによって、健康を損ねています。現代的な生き方に見られるストレス、痛み、心配事、緊張や良くない環境によって、健康を損ねているのです。世界中の多くの人々が病気になり、精神病になってきています。SSIB93p90

人は、富をため込むことに狂乱して正しい睡眠の習慣を忘れてしまいました。人は睡眠薬を使って無理矢理に心配事でいっぱいな心を眠らせています。睡眠薬や薬は、その人の健康に、血圧異常や心不全といったもので大きなつけを払わせています。せっかちで貪欲にまみれた人々は、精神病患者の列に並ぼうとしているのです。SSIB93p89



　＊スウェーデン

スウェーデンでは、政府が人々のすべての便宜を、はかっています。人々の生活で不便さは見当たりません。とは言うものの、自殺率は世界で一番高いのです。それだけでは無く、離婚率も最高です。その理由はなんでしょうか？それは、彼らが日々摂っている食べ物が、彼らに精神的な影響を与えているからなのです。SSN春1995p15



　＊少なく語る

話すことを少なくすればするほど、あなたの心の力は強くなります。心の力が強くなるにつれて、識別心も強くなります。その結果、あなたは個人的な（狭い）識別力を捨て、（すべてを網羅する）根本的識別力を頼りとするようになります。それに伴い、あなたは自分個人の安寧よりも世界全体の善を考えるようになります。あなた方学生は、若いうちからそのような広い感情を培わねばなりません。24/5/92



    ＊スッバンマ

あるとき、私はチェンナイから車で帰ったことがありました。スッバンマがその前夜に亡くなったのでした。スッバンマの親戚 は、遺体をスッバンマの家からブッカパトナムにある火葬場に運ぶ手配をしているところでした。親戚 たちは私を見るとすぐに、駆け寄ってきて言いました。「スッバンマが昨日亡くなりました」。私は言いました。「それは幻覚にすぎません。スッバンマは死んではいません。スッバンマは私を見るまで肉体を去ることはありません」。そう言うと、私は車を引き返してスッバンマの家に向かいました。スッバンマの母親はまだ健在でした。母親は悲しみに打ちひしがれ、こう嘆きました。「スワミ！ 娘はずっとスワミのことを思いながら、『サイラム、サイラム』と昨夜まで唱え続けていました。娘は『スワミはいらっしゃいましたか？ スワミはいらっしゃいましたか？』とずっと尋ねていました」。スッバンマの遺体には布が掛けられていました。私は布を取って、スッバンマを呼びました。「スッバンマ！ スッバンマ！」。スッバンマは目を開き、だれもが驚愕しました。神が約束をしたら、どんな状況にあっても神はその約束を忘れることはありません。私は言いました。「私の手で死水をとることを望んでいたのでしょう？ さあ、これを飲みなさい」。そう言って、私は水の入ったコップにバジルの葉を浸し、その水をスッバンマの口に含ませました。するとスッバンマは水を飲み、私の両手をしっかりとつかんでうやうやしく両目に当てて言いました。「スワミ！ 私はスワミにいとまごいをするためにずっと待っていたのです。今、去ることをお許しください」。私は許可を与え、スッバンマは私に融合しました。私は彼女の思い出に集合住宅を建て、スッバンマの名をつけました。

スッバンマは偉大なる魂でした。スッバンマはよく自宅のテラスに上がっては、窓越しにイーシュワランマと話をしていました。スッバンマはよくこう言ったものです。「イーシュワランマ！あなたはスワミを生んで、私はスワミを育てたのだから、あなたはデーヴァキー（クリシュナの生みの母）で、私はヤショーダー（クリシュナの育ての親）ね」。イーシュワランマはこう答えたものです。「スッバンマ！ あなたは自分の家で食事や宿を提供して、何百人ものスワミの帰依者に奉仕した。そのセヴァの実が結ばないわけはないでしょう？ 必ず結びますよ」。肉体を去る前、スッバンマはイーシュワランマのもとへやってきて懇願しました。「私は行きます。よくサティヤの面 倒を見てあげて」。二人とも泣いていました。次の日、スッバンマは死にました。20/3/07



　＊ストライキ

仕事を快適にするために必要なことだと思っていても、ストライキや賠償などの手段に頼るべきではありません。～公衆に不便を与えるゆえにストライキは心無い行為です。このような闘争手段は英雄的ではありません。それは政治体制を破壊します。16/2/92



     ＊全ては神

バーラタ（インド）の文化は、常に神への信仰を最高位に掲げてきました。バーラタの文化は、この世に神性が浸透していないものない、という概念に基づいています。石ころからダイヤモンドに至るまで、一本の草から満開の蓮の花に至るまで、蟻から象に至るまで、すべては神の顕現であると見なされました。バーラタの文化は、愛を人間だけに制限せずに、神の創造した世界のあらゆる生物と物体に拡大すべきであるという見解を掲げました。この偉大な真理を理解していない無知な人々は、バーラタ人を石や木、蛇などを崇拝する民として軽蔑的に語ります。バーラタ人の目には、一切のものは神の創造物なのです。vol23c36

人が、自分は神であり、しかも、他のすべての人も同様に神であるということを知っているなら、その意識こそが社会にとって最良の絆であり、その至福（アーナンダ）こそが社会を支える最良の空気です。すべては神だと知っている人が、自分の認識している神から離れていることなど、どうしてできるでしょう？ 「私は神である、神は私であり、私と神はどちらも神の中にいる親類縁者である」――この気づきは、とても胸躍る、とても満足感に満ちた、とても精神を高揚させるものであり、そのような社会は人間が常に加わることのできる最も高潔なサットサング（聖なる仲間）です。部屋に閉じこもって神の写真や絵姿や神の像に線香や花を供え、神の栄光を歌ったり唱えたりすることは、あなたを無知から解放させてくれる規律の代用品としては非常に貧弱です。すべての存在は神の像であり、すべての人は神の写真や絵姿です。なのに、なぜ、あなたは閉じこもるのですか？ すべての創造物は神へ向かう巡礼の歩を進めています。なのに、なぜ、あなたは独りでその道を歩いているかのように振る舞うのですか？ あなたは、教会や寺社あるいは家庭の祭壇で礼拝や儀式に費やした時間は神に捧げられ、それ以外の時間は他の目的のために費やされたと思っています。しかし、あなたには、神や神のごとき人の領域の境界を定めたり、限界を定めたりすることはできません。神は、常に、どこでも、あなたと共にいます。「ヴァースデーヴァスサルヴァミダム」――「このすべては神である」のです。4/73

神は一なるものであり、無二です。神はあなたの心に住まう者です。もし、絶えず神を黙想するなら、あなたも神になるでしょう。誰を見かけても、その人は神の化身であると考えなさい。それが神の行動規範です。反対に、もし、あなたが自分の心の気まぐれに従って、勝手気ままにあちこち動き回るなら、いったいどうやって神になることができますか？ 大学に通うとき、なぜ、あちこちを見て、くだらないうわさ話に興じる必要がありますか？ 自分が来た目的に心を集中させなさい。人との不必要な接触を持たずに自分の仕事をしなさい。22/11/2010

神はどこかよその場所にいるのではありません。実際には、あなた自身が神なのです。神はすべてのものの中に存在しているのです。神は一なるものであり、あなたが神を探すすべての場所に存在しています。神はあなたの中に、あなたと共に、あなたの上に、あなたの下にいます。神は生と死を超えており、アートマ（真我）という姿をとってあらゆる生き物の中に宿っています。神は子供から老人まで、すべての人に内在しています。同一の神が、蟻にも、蚊にも、さらに、鳥や獣、動物の一切に、内在しています。ですから、神を探しにあちこち出掛けて行って、骨を折ることはありません。

あなたがどこを見ても、神はそこにいます。あなたが誰を見ても、神はその人の中にいます。神は別の姿を持ちません。すべての姿は神の姿です。それゆえ、ヴェーダは、「サハッスラシールシャー プルシャハ サハッスラークシャッ サハッスラパート」（プルシャは千の頭と千の目と千の足を有す）と宣言しているのです。22/11/2010

    英知の人が鏡の部屋に入ると、その人は、そこに見えるすべての姿は自分自身の映像であると感じて、幸せになります。同様に、自分以外のあらゆる人の中に自分を見て、彼らを自分自身の姿と見なす人こそが、本当の人間です。外の世界に現れる、目に見える原理は、一人ひとりの内に存在している原理と同じものです。名前や姿や能力は、個別 のもののように感じられますが、それらは単なる映像に過ぎません。本当は、皆さんと私は同じなのです。神は皆さん自身の内にあり、皆さんと神は分離した存在ではありません。23/11/00

    心（マインド）がいつも神に浸っているようにさせなさい。心に全てを神として見るようにさせなさい。これが一意専心と言われるものです。もし心がそのように定まっていれば、心は他人の短所や欠点を探す癖をやめるでしょう。心は、汚れたもの、くだらないものの後を追いかけなくなるでしょう。取るに足りないもの、束の間のものを集めるのをやめるでしょう。体が光の入ったケース本体である懐中電灯なら、五感は電球であり、心は電池です。しかし、体にはスイッチとしての理智が付いてなければいけません。そのスイッチがあれば、体が望ましくない方向に向けられることはありません。そして、体は人が神聖な運命へと前進するのを助けるために使われるでしょう。12/5/68

一部の人々は、神の存在や神の重要性を否定するかもしれません。しかし、彼らが自分たちの無知に基づいた生き方を放棄して、神に慈悲を祈らなければならない日がいつか必ずやって来ます。

「神は遍在である。神はすべてを知っている。神は人類の全能の父であって、この地球と、あなたと、あなたの宿っている身体とを含む宇宙の一切のものを創った」という言葉をほとんどの人が聞いたことがあります。私たちはまた、神は慈悲深く、聖なる愛の本質であって、真実であるということも聞いています。「神はあなた自身の根本的本質であって、あなたは本来、神である」という、イエスが人類に与えた最も大切なメッセージに気が付く人は、ほとんどいません。24/12/74

もし個人が、自分は神であり、しかも、他のすべての人も同様に神であるということを知っているなら、その意識こそが社会にとって最良の絆であり、その至福（アーナンダ）こそが社会を支える最良の空気です。すべては神だと知っている人が、自分の認識している神から離れていることなど、どうしてできるでしょう？ 「私は神である、神は私であり、私と神はどちらも神の中にいる親類縁者である」――この気づきは、とても胸躍る、とても満足感に満ちた、とても精神を高揚させるものであり、そのような社会は人間が常に加わることのできる最も高潔なサットサング（聖なる仲間）です。4/73

プラフラーダは神の偉大な帰依者でした。彼は絶え間なくナーラーヤナ神の御名を唱え、最終的に神と自分が一つであることを体験しました。プラフラーダは全世界をナーラーヤナ神の顕現として見ることができました。神は全宇宙に遍満しています。そうであるなら、なぜ、神はここにいて、あそこにはいないと言えるでしょう？ 皆さんはこの世界を見ていますが、世界を神の姿として認識することができていません。実際には、万物は神なのです。何であれ肉眼で見るものに惑わされてはなりません。15/3/04



 ＊スポーツ

本来スポーツというものは健康と力を与えるために奨励されました。身体を丈夫にする為や公衆に楽しみを与える為に人々は試合に参加しました。～不幸にも、今日音楽とスポーツは商業化しました。クリケットであれフットボールであれ、他のどのスポーツの試合であれ試合を見るのに金を払わねばなりません。試合と芝居が過去に保有していた神聖な性格は、金銭と関係を持つことによって汚染されました。～各人はスポーツに参加すべきです。参加するのみならず、スポーツと試合を支配する哲学、およびその本性と機能を自覚せねばなりません。スポーツの目的は勝利ではありません。誰が勝とうと他のものは兄弟愛を持ってそれを喜ばなければなりません。試合の規則を厳密に守りなさい。賞品は問題ではありません。大切なことは試合をよくやり終えたという満足感です。14/1/94

 スポーツとゲームに美を付与するものは一体性の精神です。それにより参加者は羨望と憎悪の心を捨てて競技をします。人としての最高の徳は、他の人との個人的な相違を忘れ、平等と調和の心をもって他の人と働くことです。今日人々は、スポーツやゲームに参加して、身体のフィットネスと力のみを追求します。しかし人は身体のみで構成されているのではありません。人生の充実は、身体の健康と強さのみによってだけでは得られるものではありません。

 胃袋がいっぱいでも、心は満足していません。したがって心の健康を促進する為の努力をせねばなりません。心と身体の両方が丈夫であってこそ幸福を体験することが出来ます。しかし今日若者は、身体の外見とフィットネスのみに関心があります。14/1/1996

 スポーツと芸術は楽しみを与えるためのものです。しかし今日、スポーツと音楽は商業化されて価値が下落し、それと共に人間の値打ちも低下しました。14/1/93

西洋では、スポーツは食べすぎた食物を消化し、性的衝動を昇華さすための手段として称賛されています。スワミは感覚的な想念の領域とは完全に無縁で、非常に少量の食物を摂るだけで、運動は全く必要としていません。それでもこの身体はいたって健康です。仕事をしているものにとっては、仕事自体がスポーツです。スポーツをしよう、という思いは、往々にして普段から怠け者で、仕事に対する完全な責任を負おうとしない人に浮かぶものです。

   人生において節度を設けることは必要です。そうしなければ、エネルギーの蓄えは無くなります。エネルギーを蓄える為には、食物が体内にしばらくの間残っていなければなりません。スポーツをし過ぎると、食物から生ずるエネルギーが、蓄えに回される前に使い果たされてしまいます。従って、それは何の益にもなりません。CWSSBJp205

   健康な心のためには良い思いに満ちた健康な身体が必要です。スポーツと音楽は人に健康と幸福を与えるために作られたことを認識しなくてはなりません。しかし強靭な身体だけでは充分だといえません。心の健康も同様に大切です。鈍重な肉体とともに微かな身体にも配慮しなさい。それには霊性修行が必要です。14/1/91

  もともと、スポーツというものは人々の健康と力を奨励するためのものでありました。人々は、ゲームに参加して自らの身体機能を高め、公衆を楽しませなさい。SS2月1994p,32

神はどのようにして、何故スポーツをしているのかは、神しか知り得ないのです。人はただそれを楽しみ、そこから益を引き出せばいいのです。SSvol11p180

   スポーツやゲームをする目的は勝ち負けのためではなく、それらに参加することを通じてスポーツマンシップを教えることです。15/1/04



    ＊スワミと一つ

すべては一つです。あなた方は皆、私の神性の一側面です。したがって、私と皆さんは一つであって、互いに分離してはいないのです。私は皆さんの内に、皆さんと共に、皆さんの上に、皆さんの下に、皆さんの周りにいます。この感覚を心に銘記し、幸福な人生を送りなさい。私が述べたことを理解しましたか？ 自分の部屋に帰った時、スワミはどこかよそにいて、自分はスワミと離れているなどと考えてはなりません。「スワミは私と共に、私の内に、私の上に、私の下にいる」と、いつも思っていなさい。すべては一つです。26/12/07



　＊スワミの教え

あなたがたは、スワミの訓戒をおろそかにします。あなたがたはスワミの言葉を大切にしません。31/3/96

   「私は重要ではありません。重要なのは私の教えです」ラニマーとの会話

   私が与えた指示に、できるだけ速く、そして最善の形で従うことができるよう努力しなさい。

  私の教えに従うことで十分です。それは、極めて厳しい苦行をすることよりも、あなたのためになるでしょう。サティヤ（真理）、ダルマ（正義）、シャーンティ（平安）、プレーマ（愛）を実践しなさい。これらは私にとって大切なものです。これらの理想を、いつも自分の目の前に、あらゆる思いと言葉と行動の中に、留めておく決意をしなさい。それは、あなたに神性なる至高の実在との融合という、最高善を授けることができます。17/5/68



　＊スワミの身体

私のこの身体は、普通の身体と同じです。全ての身体というものは、道具でしかありません。身体はつかの間のものです。身体は、生まれては死にます。身体に、内在の神は永遠です。それは、アートマンであり真のあなたなのです6/85

スワミのエネルギーは食物から摂取しているのではありません。私は朝食を何もとりません。午前十時に一杯の水を飲むだけです。私はほとんど食べません。私の食物は、貧者の食べ物であるラギー四国稗という雑穀です。皆さんは私がこの一年、夜は何も食べないのを見てきました。私はとても多くの仕事をします。私は帰依者一人ひとりと、じかに接します。誰も間には入れません。

 私には秘密というものがありませんから、秘書も入りません。愛と愛、ハートとハートの結びつきがあるのみです。私のように仕事するには1500キロカロリーのエネルギーが必要と概算されます。けれども私が摂る食物は200キロカロリーもありません。では、私は必要なエネルギーをどこから得ているのでしょうか。食物からではありません。私自身がエネルギー、いやむしろエネルギーの源だということを知りなさい。STPS2p270

 肉体的には私は、七十才です。ですが私は遠くからアリを見ることさえできます。私はメガネをかけていません。人々は四十代からメガネをかけ始めます。私はどんな音でも、どんな小さな音でも聞くことができます。私の歯はとても強く、よく噛むことができます。私には白髪一本ありません。私はもっともっと歩きたいのですが、そうしたら私が行く先々に大勢の人がついてきて皆さんに迷惑をかけてしまうでしょう。私は自分のことは自分でします。皆さんは私の五感の鋭さに驚くでしょう。STPS2p270



    ＊スワミの食事

イーシュワランマは私が質素な食物だけを摂るのを喜んでいました。イーシュワランマはよく、「スワミ、スワミはご自分の食習慣を世間に知らせるべきです」と言っていました。私は、もちろんそうするつもりです、と言いました。当時からずっと私は、質素で浄性の食物を摂る必要を強調してきました。私がプッタパルティにいる時はいつも、ラギー サンカティ（雑穀粥）を落花生のチャツネといっしょに食べています。時々、チャツネの代わりにトータクラ ダル（菜野菜の料理）を食べることもあります。他には何も食べません。私はスパイスの効いたクルマやブルマといったカレーには手をつけません！ 私はクルマの匂いすら好きではありません。私に唯一必要な食物は、チャツネを添えたサンカティだけです。けれど、私が他の土地へ行くと、現地の人々はサンカティがどんなものか知りません。ですから、私は何であれ帰依者が私に用意してくれたものを食べます。私は時と場所と状況に応じて行動します。ですが、私は決して自分の習慣から外れることはしません。私は厳格に自分の習慣を守ります。人々には好きなように思わせておきなさい。私は決して他の人の習慣に倣うことはしません。こうして、この肉体は８２年目を迎えようとしています。しかし、とても８２歳には見えないとだれもが言います。6/5/07



　＊スワミの願い

彼らは皆、自分の願いがかなえられることを願ってスワミのところに来るのです。スワミが何を欲しているのか、それを知るために来るものは一人もいません。スワミの為に努力奮闘するものは、一体何人いるでしょうか?誰もが自分の利己的な動機のみでここに来ます。恩恵を享受してもそれに感謝を示さないことは、由々しい罪であるということを私は指摘したいのです。23/10/93



   ＊スワミの予言	

私がアヴァターとしてやって来たのは、何か小さい仕事をする為ではなく、全世界を霊的に高めるという偉大なことをなす為にきているのです。私の仕事はすべての人類を高みにもって行き、サッチャ、シャンティ、プレマ、サルマ、アヒムサの道に彼らを引き上げ、モクシャを願う者にはそれを叶えさせる、という途方も無く大きなことなのです。私の仕事を遂行するに当たり、私は何者をも恐れず、誰にも頼む必要は無いのです。というのも、私は真理そのものだからです。P, 66 ANDI

 全世界が破滅することはないでしょう。しかし災害はやってきます。もし家の一部が壊れたとすれば、その家をすべて取り壊さず、その部分だけを修理するでしょう?そのように私もするのです。P, 109 ANDI

スワミは、最近４０年以上先に起こる地球の変化の状況だ。と言われて将来の世界地図を物質化されました。（1973年）プッタパルティp19

   この先皆さんは、さらに多くの栄光に満ちた出来事を目撃するでしょう。サティア･サイが成し遂げることのできないものは、何一つありません。（拍手）。実際、スワミはその行動によって、人々に畏敬と驚きの念を抱かせることもできます。しかし、スワミの唯一の目的は、すべての人々を幸せにすることです。「ローカ　サマスター　スキノー　バヴァントゥー（全世界が幸せになりますように！）」。他者の幸福のために尽力する人は、決して困難には見舞われません。いかなる困難も彼らを動揺させることはできません。25/11/00

   皆さんは将来、スワミの神聖なる栄光が徐々に表されていくのを目撃することになるでしょう。スワミは全世界を引き寄せます。立っている場所すらなくなるでしょう。どんなに大きな変化がこの１ヶ月に起こるかを、あなたはその目で見ることができます！ あらゆる人々がどんどんスワミに引き寄せられています。愛は非常に強力です。16/3/03

  皆さんには見ることができないかもしれませんが、私の目にははっきりと見えています。日が経つにつれ、今はスワミの真実に気づくことができないでいる人も、悔恨の涙を浮かべて私のもとにやって来て、私の神聖さを体験することになるでしょう。近い将来、それは世界的な現象となるでしょう。スワミは今、そのようになることを抑えています。しかしひとたびそのようになる事を許せば、全世界はプラシャーンティ・ニラヤム〔平安の館〕へと変容します。ですから、自分の目の前に掲げた理想を日常生活の中で実践することを決意したあなた方すべて、大きく手を振って堂々と前に向かって歩んで行きなさい。何年か後、今あなた方に与えられているような機会が得られなくなる時がやって来ます。こんなにも〔スワミの〕近くにいられる機会は持てなくなるでしょう。と云うのも何百万という人々がここに押し寄せ、集まってくるからです。近い将来そのようになります。ですから、奉仕活動を通じてスワミの慈悲と愛を獲得し、自分の人生を意味のあるものとしなさい。SSSVol15c55

    近い将来、サイの栄光は世界中に広まるでしょう。それは千倍にもなって大きくなるでしょう。その理由はサイの使命が本質的に善に基づいているからです。どのような汚らわしさもありません。すべての行為は純粋な動機から出ています。サイのすべては真理にもとづいています。サイのすべての活動は誰か他の者に頼らず執り行われています。それでいて、すべては何の問題も無く、粛々と進められています。収穫が終わると籾取りが始まります。風は籾殻を吹き飛ばし、籾のみを残します。この例えのように残った籾とは真の信者のことなのです。そして信仰心の定まらぬ者は籾殻となって吹き飛んでいくのです。これが真の信者かどうか選り分ける過程なのです。SS12/93p333                  

 世界は神の身体です。その身体に癌ができれば取り除かねばならない。利己主義の増大に対して物質的反動とある種の調整作用と整理が起こる。p129サイババ世界の危機を救う。

    高度な物質生活の追及が社会を荒廃させた。P244（同）

知識や発明の才や富ではなく、人格が力となる賢明な知恵が国々の会議で尊重されるだろうP258（同）

    アバターは最近、将来の世界地図を物質化した。そして地球表面にいくつか環境調整変動が起こるだろう。そしてそれに伴い人口が減少するだろう。といった。P259（同）

  ゴールデンエイジが到来するでしょう。私が天空を横切り大空を講堂に使うときが来るでしょう。P400（同）　　　　   

    インドでは長い間あなた方とは会えなくなる。外国に行くことになっているからだ。Miracles are my visiting card p152

     プレマサイは３人のババの中でも、大変他と違って見えるであろう。そしてプレマサイ降臨の時までに、世界は今より良好な状態になっており、プレマサイは最初の２０年間、誰にも名を明かさず、あごひげをつけた状態で動き回るだろう。P57神の化身SS Baba

 近い内に全世界がここに来ることを、あなた方は見るでしょう。したがって、少なくとも今日から、あなたの私との接触する機会を最善に使って、今までの誤った生き方を償いなさい。11/7/95

神は人類に地球を破壊する事を許しています。人類は、完全な挫折を体験しないと神の方には向かないのです。～ヨハネの黙示録に登場する四騎手が馬にまたがり今まさに来ているのです。（子羊キリストが解く７つの封印の内、はじめの４つの封印が解かれた時に現れる四騎手は、それぞれが地上の４分の１を支配し、剣と飢餓と死と獣により地上の人間を殺す権威が与えられている。）2009/I,Tigret

今後、全世界は必ずプラシャンティニラヤムに集まります。プラシャンティニラヤムは心身の病を癒す神聖な治療殿堂となります。23/11/91

    神の栄光は日増しに高まり、皆さんに喜びと至福をもたらします。まもなく地球上からあらゆる不安が根絶されます。今日、私たちは至る所で暴力行為を目にします。しかし、何が起こっていても、それはある意味ですべて皆さん自身のためです。だれもが神聖な思いをもつようになります。すべての人が神の至福を味わうでしょう。まもなく国中が平和と幸福を味わいます。困難も苦しみもなくなります。皆さんは苦難に遭うのではないかと考えて、恐れにうちひしがれています。実際には、悲しみや苦しみといったようなものは存在しないのです。どうしてそれらが皆さんを悩ますことなどできるでしょうか？16/3/03

    バラタは神聖で栄光に輝く時期に入りました。必ず、多くの神聖な進展が生じます。国の繁栄と栄光は強大となります。28/7/92

   困難はやって来るかもしれませんが、それらは最終的には幸福を引き起こします。ごく近いうちに、この世のすべての人が理想的な生活を送るようになります。愛は力で得られるものではなく、その「源」から自然に生じるべきものです。力は恐怖を引き起こし、愛を減少させます。自分の中から自然に神聖な思いを湧き上がらせましょう。自分の喜びを他の人と分かち合いなさい。16/3/03

 まもなく、全ての国々が一つになるでしょう。全世界は一つになるでしょう。カーストや宗教や国籍という狭い考えは消え失せ、全ての人が一つになって神聖さを体験するでしょう。全ての人が愛の思いを深め、お互いを兄弟姉妹と考えるようになるでしょう。21/10/07

   トロントでアシュラムをはじめなさい。そして、そこで人々は奇跡による数々のババの訪問を受けるだろう。また、そのアシュラムは、これから２０年以降先に起こる社会動乱の際に、避難民キャンプとして役立つだろう。1983p121神の化身S,S,Baba

   私は本を読みません。でも私はすべての宇宙の歴史を知っています。私は過去、現代、未来を見ることが出来ます。私は、時空を超えた存在です。あなたは私を同時に二つの違った場所で見て驚きましたが、将来、二つどころか何千もの身体を取って、同時にあらゆる場所に出現することでしょう。P, 66  ANDI

   以前、ゴヴァルダナギリの丘が小さな少年によって高く持ち上げられた時、牛飼いの少年少女たちはクリシュナが神だと気づきました。今日、ゴヴァルダナギリのような丘ではなく、山脈全体を私が持ち上げるのをあなた方は目にすることでしょう。その時が来るまで我慢強く私を信じて待つのです。P 22cap5SSS,Vol3

  私は９６才までこの身体をとって生き、インド全国に１８の重要な教育施設を次の４６年間に創設する。(1976+46=2022)BBC SatyaSaipart2p85、6/76 at Kodai

     私はこの人間の身体を２０２０年以降も存続させます。Life of Bhagavan Sri Sathya Sai p235 1971

アヴァターが歩むどの一歩も、その足跡もすでに決定されているのです。23/11/68

  私を取り巻く群衆が多くなりすぎるので、車や飛行機を使ってさえ移動をすることになるでしょう。私は大空を横切って歩いて渡ります。そうです。そういうことが起こるのです。私を信じていなさい。SSSvol2chap18

  私のオレンジローブが小さな点にしか見えないほど、遠くからしか私を見ることが出来ない時がやがて来ることを信じていなさい。あなたは私が大空を端から端まで歩き渡るのを目の辺りにしたとき、初めてスワミの栄光に気づくのです。ThapovananChp, 11

  全世界のすべての国々がバラタ（インド）を尊敬するようになる日が来るのを、あなた方は見届ける日が来るでしょう。この身体があなた方の前に存在している間に、サッチャサイの名を崇拝する声が全世界に響き渡るのを聞くことでしょう。そして再びあなた方は、サナザナダルマのその真の本来あるべき地位が、非常に近い将来打ち立てられるのを見るでしょう。ヴェーダで述べられているダルマが世界中の人々の善のために、打ち立てられるのです。SSSvol10chap39

   私が、降臨したのは、太古の神への道を復興するためです。アヴァターが成功するかどうかということでは無く、アヴァターの意思が如何に成就し、アヴァターの計画が如何に成就するか？ということなのです。私は、人類の歴史のページに虚偽が消滅し、真理が勝利を収め、美徳がすべてに満ち渡るという黄金の一章を書き加えるつもりです。単なる知識や技術や富ではなく、人格が力を持つことになるであろう。英知が、国の議会の決定を左右することになるだろう。TEOLp174

 訪問者；スワミが世界を平安に満ちた世界にするのであれば、プレマサイの仕事はあまりないのではないですか？

サイ；それは、今から４０年あまり先の話だ。そのとき世界は平安になっている。プレマサイという名前の通り、すべては愛、愛、愛どこを見ても愛になっているのだ。My Baba & Ip189 12/1970

  すべての人類が兄弟愛で満ち、神を父と呼ぶ日が、輝き美しさを増しながら、すぐ近くまで来ているのだ。SSSvol3chap18

   全世界は今日、心配事や恐れで苦しんでいる。しかしすぐにその黒い雲は追い払われ、幸せな時代が全世界に訪れるのを、あなたが見届けられることを私は保証します。SSvol11chap28

  もし変化があるとすれば、それは宇宙的規模の変化であって、地域的な変化ではない。それはあらゆるところで起こるのだ。MBAIp189

   すべての人類が、真理、ダルマ、信愛、平安、非暴力の教えに正しく従って一つの大きな家族になったとき、それはSairashtraが構築されたときであり、それを見届けることができたものは、地上において天国を体験した者であり、果報者である。God descent on earth p, 37

 あなた方は、これからすぐ間もなくスワミが今まで明らかにしてこなかった栄光を見ることになるであろう。そうなれば、ここは多くの人々がやってきて立錐の余地もないぐらいになるであろう。16/3/03

   サイババを単に１５８ｃｍの身長をした人間だと思わないようにしなさい。私の存在は世界中に知れ渡るでしょう。待ちなさい。ほんの少したてば、世界中がここにやってくるのです。SSSvol28chap19

   アメリカだけではなくプッタパルティの名は、日本、ドイツ、イタリア、フランス等のすべての先進国の間に知れ渡るでしょう。すべての世界地図にプッタパルティは重要な場所として記しづけられるでしょう。19/10/99

ゴールデンエイジのサインは、サイの栄光が全世界に広まり、何千もの信者が増えることです。SS12/1993

 ごく近い将来にあなたたちは神の栄光が日に日に増し、あなたに喜びと祝福が授けられるのを知ることになるでしょう。すべての不穏さはこの地上から消え去るでしょう。16/3/03

 やがて、日がたてば今スワミの真実に気づいていない者でさえも、私を体験し、後悔の涙を流しながら私のもとへ戻ってくるでしょう。非常に近い将来こういうことが起こるのだ。スワミは現在こういうことを起こるのを制止しているが、しかし一旦それが起こることを私が許せば、全世界がプラシャンティニラヤムになるであろう。vol15Chap55

   何百万人もの人々が、アヴァターの降臨から恩恵を受ける日が近づいてきています。私はあなた方に、多くの人々がやって来る前に私から恩寵や祝福を得て、あなたの宝物殿にしまっておくように忠告しておきます。SSSvol11chap41

    全世界がサイオーガニゼーションとなり、サティアサイがすべての人のハートに宿るようになります。SS1/99p20

      非常に近い将来プタパルティは大きな変化を遂げるでしょう。私は未だそれらが起こることを抑えています。このホールは小さすぎます。私はもっと大きなのを建てるつもりです。しかしそれさえも十分だとは言えなくなるのです。人々を収容する倉庫は、大空ぐらいの大きさのが必要になるでしょう。その時が来れば私は、車や飛行機を使って移動するでしょう。

 それからのちは、私自分自身が自ら空を飛び､大空を駆け抜けるでしょう。すべての人はそのことを同時に見ることでしょう。誰も、何ものをも私について来られないでしょう。誰も私を裏切りだますことは出来ないでしょう。もし誰かがそんなことを企めば、そのもの達は自らの頭をぶつけて死ぬであろう。すべては私のものである。あなたがたは､召使いが間違いを犯しても謝ればすむように、間違いを犯しても良いと思っている。私はその時が来るまで警告を与え続けるが、その後に及んでは、後悔しても遅いのだ。というのもそのとき私は警告を発しないからだ。OTYRTNp276

   実際のところ、今日であれ、あるいは数千年かけて、着実な苦行や熱心な探求をした後であれ、たとえ全人類がその努力を共にしたとしても、私の実体の本質を理解することはできません。けれども、皆さんは近いうちに、この神聖な名と神聖な姿をまとった神の本質によって降り注がれた至福を、認識することになるでしょう。皆さんにそのチャンスをもたらしてくれる幸運は、隠者や僧侶、聖賢や聖者、さらには、神の栄光の一面の体現者たちに手が届くものよりも、はるかに大きいものなのです。17/5/68

 私は今日あなたに約束します。パキスタン、中国、ドイツ、ロシア等の全世界の国々の人々が一つになります。バラタの善が、この全一性を導くでしょう。SS9/02

   　皆さんの受けている教育は、単に富を得るためのものではなく、善良な性質を獲得するためのものです。皆さんは、富や健康や友情を欲しますが、すぐれた人格を備えていなければ、それらを得ても少しも意味がありません。ですから、皆さんは人格を磨くべきです。世界中にバーラタの偉大さという紋章を飾りなさい。それにより世界全体がバーラタと一つになることでしょう。

   この聖なるクリシュナ降誕祭の日に、私は皆さんに断言します。パキスタンであれ、中国であれ、ドイツであれ、ロシアであれ、この世界のその他の小さな国であれ、大きな国であれ、全世界がもうすぐ私たちの友となるということを。それを私たちの決意としましょう。私たちの「本来の善良さ」は、それを助けてくれる一つの要因です。それはこうした一体性を望む根本的な原因です。一体性には純粋さが含まれており、純粋さは神へと導きます。皆さんは、一体性と純粋さと神という三つ揃えを勝ち取るために懸命に努力すべきです。11/8/01

  あなたがたは、プタパルティがマドゥーラナガラ（クリシュナの生誕地）になるのを目撃するでしょう。誰もこのことを止めたり、遅らせたりすることは出来ません。21/10/1961

   プタパルティがやがて聖地であるティルパティのようになることを信じなさい。サナザナダルマの復活がこの地から始まるのです。真善美cp16

 将来、人々が沢山やって来るので私は車や飛行機を使って、一つのところから他の場所に移動するでしょう。私は空を歩いて横切るでしょう。そうです。そういうことが起こるのです。私を信じていなさい。このプタパルティが、マドゥラになるのをあなたは見ることでしょう。誰もそれらが起こるのを早めたり、遅らせたりすることは出来ません。

  私はあなたを見捨てることは無いですし、あなた方も私から離れていくことなど出来ないのです。例え、あなたが私への信仰を失ったとしても、あなたはそのことを悔いやんで大騒ぎしながら、またここへ戻ってくるでしょう。私は、この身体にあと５８年間とどまります。（２０２２年＝９７才）このことはもうあなた方に約束しましたね。あなた方の人生は私のこの地球における生と絡み合っているのです。この偉大な特権を生かして行動するのです。SSSvol2p101

 スワミの教えに従うことで、海外の帰依者も大勢変わってきています。私は、皆さんの前で宣言します。全世界はこれから１８年以内に一つの家族のようになるでしょう。近いうちに、バーラタは世界の霊性のリーダーとして高名を博し、バーラタの文化と霊性は世界の隅々まで広がるでしょう。14/2/09

  私はいつも健康です。96才まで私は今日のように元気でいます。私は何でも自分の望むとおりのことができますが、この肉体だけを見ている人にはスワミは老いていっているようにみえるでしょう。

 若さと年を取ることは肉体に関係することであり、私には関係していません。私はいつも同じで、何でもする事が出来ます。ヴィジャヤダシャミー祭/2003

  世界のすべての国々がバーラタに敬意を表するのを目にすることができる皆さんは、何と幸運でしょう！ しかも皆さんは、来たるべき将来ではなく、この肉体が皆さんと共に、皆さんの目の前にあるうちに、サティヤ サイという名への崇敬が世界中で響き渡るのを耳にすることができるのです。

  また、皆さんはやがて、サナータナ ダルマ〔太古よりの永遠の法〕、すなわち、世界のすべての人々のためにヴェーダに定められているダルマの、正当な本来の地位の復興を目の当たりにすることができます。人々を私のほうに引き寄せ、私のシャクティ（力）とサーマルティヤ（能力）を顕示することによって人々を魅了することだけでなく、ヴェーダのダルマを復興することも、サイのサンカルパ（サイが決意したこと）なのです。それはバラマ タットワム（迷妄の現象）ではありません。そのタットワム（現象）は、真理を支え、非真理を根こそぎにし、その勝利において、あなた方すべてを忘我の歓喜に浸らせます。これはサイのサンカルパ〔意志〕です。17/5/68



　＊成功

成功するためには働くべきです。困難かもしれませんが、成功を得るのは望ましいことなのです。～「志は高く掲げよ｡低い志は罪である。」～人というのは本質的に神聖であることを悟らねばなりません。人は神性に達しなければなりません。けれどもそれは思ったほど簡単な事でも単純な事でもありません。何といっても転落は容易であり、また速くもあります。～高いところから落ちて身を滅ぼすのは容易で、簡単でしかも速いのです。～人生において、あなたが払う努力の大きさが成功の度合いを決めます。STPSp110



＊政治

今日あるものは、決して「政治的戦略」でも無く、悪意や妬みや憎しみから生じた「大乱戦」です。それらは品位の低下した政治なのです。STPSp73

   理想的な政府にあっては、一人一人が自発的に国家の規則や規制を遵守します。誰もが自分の責任を果たします。「ゴッドメント」は「ガヴァメント」に勝ります｡けれども今日では、人々は、自分の権利のために争い、自分の義務を怠っている姿が見られます。決して怠惰につけいる隙を与えてはなりません。雇われ人は皆、毎月受け取る給料に見合った正当な働きを、誠実に行うべきです。そうでなければ、同胞や国家をごまかしていることに、あるいは裏切っていることになります。人々は、融合性、協調性、一体性、同胞愛を育むべきです。STPSp113

 今日、政治家以外の誰もが真理を悟ろうとしています。もし、政治家が真理を悟ることさえ出来れば全世界は繁栄するでしょう。私達が今、いたるところで目にしているあらゆる紛争の原因は政治です。政治は、一般大衆だけでなく、警察、軍隊、行政全体にも影響を及ぼしています。政治のせいで何人の人間が殺されたでしょう!それゆえ、政治を信用してはなりません。政治に従ってはなりません。しかし誰であれ、あなたに何か善いことを教えてくれる人なら、その人を受け入れて従いなさい。29/10/09

学生たちは政治に関わってはいけません。今日、学校や大学で生徒たちが政治に関わることで学生生活を無駄にしてしまっています。SSS7p, 227

   多くの人々にとっては、お金が神であり、政治が神となっています。彼らが死んだ後、お金や政治が彼らについて来るでしょうか？ 彼らは何を成し遂げることができるでしょうか？ 人生の目的とは何でしょう？人間として生まれることができた以上は、取るに足りないものを追い求めて人生を無駄 にしてはなりません。社会のために役に立つ活動に参加しなさい。私がこれから言うことを誤解してはなりません。世界の汚染の根本原因は政治です。小さな子供たちの心まで政治に汚染されています。争いや煽動は今日の流行になっています。夫と妻の間にさえ一体性がありません。インドの独立以前は、人々はこれほどまでに苦しんではいませんでした。当時、対立は白人たちと有色人種の間にあっただけですが、今日では有色人種同士の間で派閥争いがあります。このような事態は、今の人々に期待されることではありません。邪悪な性質を慎んで、気高い感情を培いなさい。24/7/02



    ＊誠実

シュラッダ（誠実さ）はとても大事です。「誠実さによって真理を勝ち取ることができる」のです。バガヴァッド ギーターの中で、クリシュナは、「誠実さをもった人は私を勝ち取ることができる」と言っています。彼はさらに、「私は誠実さの化身そのものである」と宣言しています。誠実さのない人は、小さな仕事すら達成することができません。とくに、霊性の領域においては、誠実さは大変重要です。強くゆるぎない信仰によって、誠実さがもたらされます。

    ウパニシャッドは、さまざまな方法でシュラッダ（誠実さ）の原理を説明しています。誠実さによって獲得した英知は、ターラカム（解脱）です。誠実さの欠如は束縛（マーラカム）です。ターラカム（解脱）の永遠の原理は、理解され、実践され、広められなければなりません。これがタイティリヤ ウパニシャッドの根本的な教えです。タイティリヤ ウパニシャッドは、あらゆる職業において、誠実さを培う必要があることを強調しています。霊性においては、誠実さこそが解脱のマントラ（ターラカ マントラ）です。それは永遠不滅のものです。

    人間は、シュラッダ（誠実）、サティアム（真実）、リタム（不変）、ヨーガム（合一）、マハータットワム（真我の原理）という五つの側面 を培ってハートを浄化したときに、初めて英知を獲得することができます。英知とは、書物によって得られる知識ではありません。「不二一元性の体験こそが英知です」。見かけの二元性の根底には、不二一元の原理が存在しています。これが、タイティリヤ ウパニシャッドが教える根本的な真理です。23/11/02



　＊政治と女性

ラーマは政治に女性を関与させてはならない、と述べました。女性は家庭の中で尊敬されるべき役割があり、政治に関与してはいけないのです。大臣の席を女性に与えてはいけません。と言うのも、国家の名誉は女性にかかっているからです。女性が尊敬され名誉を与えられてこそ、その国は尊敬されるのです。女性が公衆の眼前で人目をはばからず、その姿をさらけ出して安売りするのは正しいことではありません。SS5月1995p,117~118



　＊静寂

ハートを開き、口を閉じなければなりません。しかし、人々は全く反対のことをしています。それは神に対する裏切りです。出来うる限り沈黙を守りなさい。出来うる限りハートを開きなさい。太古の聖者はマウナム（絶対の沈黙）を霊性修行として実践しました。今日人々は些細なことでも重要なことに関してでも過剰に喋り過ぎます。沈黙を実践するならば至福はおのずと現れます。多く喋る者は、為すことが少ないのです。行為するものは語りません。8/3/97

 人々は、公園や海岸のベンチに静かに座っている時に、良心のささやきに耳を貸さないために非常に価値のあるものを失っています。彼らは、一人きりになるのを恐れ、静寂でいることを何か忌まわしい物のように見なして避けています。しかし、自分自身の真理を見つけるのに一人で静寂にしている時にのみそれが可能なのです。SSSvol4p,160

  身体に休息が必要なように、心もまた静寂が必要です。神への信仰をもたらすのは、精神的に静寂を保つのが一番良い方法なのです。人は、高潔な道を歩み、霊性修行を行い、社会奉仕活動に熱心に取り組まねばなりません。これら３つのことを受け入れ、好きになり、それを毎日の生活の中に取り込まなければなりません。SSSvol10p210　



＊聖者と化身

唯一者があるのみ。賢者はそれを多くの名で呼ぶ。この偉大な真理を世に広めるために、多くの聖者と化身はバラタに降臨します。彼らは至高の霊についての完全な知識を持っています。そのように悟った魂の持ち主が、どうして現象世界に生まれるのか?現代の人々は現象世界の基盤にある真理を理解することが大切です。それらの悟った人々は人間として生まれる必要は無いのですが、教えと行為によって地上の人々の罪を清める為に、世に生まれることを選びました。完全なブラフマリシ、＜ブラフマと一体となったもの＞でない限り、他の人に真理を認めさせることは出来ません。それゆえ、彼らはこの世の人々の無知を追い払い、最高の英知を啓示するために化身として降臨しました。14/10/94



    ＊精神病

   マインドは記憶し、思い返し、思い巡らすものなり。この内的な働きは、決意を固めることと、その決意を撤回すること、すなわち、サンカルパとヴィカルパをもたらします。マインドは、縦糸と横糸にたとえて、断定と否定、するとしない、サンカルパとヴィカルパを有しています。これらを切り離してマインドは存在しません。眠りがマインドの活動を止めるまで、マインドはずっとそれらに従事しています。時たま、決意あるいは、その決意の背後にある決心の力が強くなりすぎると、マインドは自らの限度を超えてしまい、そうなった人は精神異常者という表現をされます。21/11/79

 世界という精神病院には、あらゆるたぐいの精神病患者がいます。ある者は他人に唾を吐き、ある者は噛みつき、ある者は引っかき、ある者は石を投げ、またある者は暴言を浴びせます。現在の狂人は人の頭の上から爆弾を落とすこともします。このように世界は精神異常を患っている人達で溢れかえっていますが、実は、本当の狂人たちは病院の中ではなく病院の外にいます。突如として憎悪が国を包み込むと、普通の気の確かな人でさえ気が狂い、凶暴な者のように振る舞います。

 一方、精神病院には時折、特殊な狂人もいます。その狂人は部屋の隅に座り込みじっとしたままで、他の患者の悪ふざけや乱暴な様子を眺めています。彼は誰からも世話をされる必要もないので、医者たちはその狂人のことををありがたく思うでしょう。彼は何の面倒も起こしません。彼の精神病の病名はうつ病か、グニャーナ(悟りを開いた人)かもしれません。神を目指す人はこれと似ています。実は、神と固く結びついている人だけが、この狂った世の中で唯一、気が確かな人なのです。24/5/62

 恩寵への近道はありません。ナーマスマラナは安全な道です。もっと近道があるという人のことを信じてはいけません。彼らは、プラナヤーマ(呼吸法)や、ハタヨガ、の事を紹介するかもしれませんが注意しなさい。それらは危険をはらんでいます。それらに耳を貸したり、ヨーガの本を読んで実践したりしてはなりません。私はそういう本を読んで実践した結果、精神病や精神錯乱に陥った多くのケースを知っています。SSSVol2c34



    ＊聖なる人の印

道徳、倫理、物質、テクノロジー、そして、霊性の進歩を阻止する、この混乱と不調和を解決するための一番の方法は、人がきちんと人としてあるべき生き方をして、自らの真の姿である神の高みへと上がることです。これこそが、一なるものである永遠普遍の教えです。理智が組み立てる思考は、感情として心に映されなければならず、手によって行為へと変換されなければなりません。思考と言葉と行為は一致していなければいけません。これらは互いに従わなければいけません。聖なる人の印は、心一つ、言葉一つ、行為一つ

であることです。三つが一つであって、違わないことです。24/12/80



  　＊政府

どのような政府が一番良いのでしょうか？答えは、私たちが自らを律せることが出来るように助けてくれる政府が一番良いのだ。あなた自身の良心をあなたの主として、他の誰にも頼らないようにしなさい。vol7p, 22



　  ＊生命の本性

人間において大半を占める地の要素は、常に人を下方にひき下ろします。世俗のレベルからより高く上昇するためには、人は自らの地の要素を少なくし、その代わりに水・火・風・空の４要素を増さねばなりません。増大させねばならぬ火の要素は、英知の火です。それと同様に人は自らのうちのアパーナヴァーユを減らしサマーナヴァーユを増やさねばなりません。それが人の命の本性と機能をつちかうことです。

    プラグニャーナの存在によって、生命力は体を動かすことができるのです。体は不活性なものの象徴です。生命力は体内で振動として働きます。この振動がプラグニャーナから力を運び、それは放射となって放出されます。

   このようにして、体と生命力とプラグニャーナはすべての人間に内在しているのです。全宇宙はミニチュアとなって人間に内在しています。この三つの構成物質のおかげで、私たちには宇宙を見ること、他のさまざまなことを体験することが可能なのです。私たちにはあらゆる力が内在しています。外界は内にあるものの反映です。

   これは要するに、真のマーナヴァートワム（人間性）はダイヴァットワム（神性）そのものであるということです。それゆえヴェーダは、「神は人間の姿をとって現れる」と宣言したのです。人は誰もが本来、神なのですが、体への執着のせいで、人は自分をただの人間だと思っているのです。

    人体はいかにして生命力によって動かされているのでしょう？ 生命力はどこから生じるのでしょう？ 生命力はアートマ シャクティ（真我の力）から生じます。真我の力を使うことで、生命力はあらゆる活動を行うことができるのです。23/8/95

    プラグニャーナ（常時融合意識)の存在によって、生命力は体を動かすことができるのです。体は不活性なものの象徴です。生命力は体内で振動として働きます。この振動がプラグニャーナから力を運び、それは放射となって放出されます。このようにして、体と生命力とプラグニャーナはすべての人間に内在しているのです。全宇宙はミニチュアとなって人間に内在しています。この三つの構成物質のおかげで、私たちには宇宙を見ること、他のさまざまなことを体験することが可能なのです。私たちにはあらゆる力が内在しています。外界は内にあるものの反映です。23/8/95



　＊性欲と食欲

性欲と食欲という二つの欲望が、すべての人にとって克服すべきものであって、それらが残っている限り苦しみは消えることはないのです。Premavahini p, 72

    無執着を育てること、五感と五感が渇望する興奮を否定すること、自分の存在のもっと深いところに飛び込むこと、探索の報酬として深遠な知識が得られると信じることによって、人は平安の至福を獲得することができます。これは最も気高い道徳です。なぜなら、それが為されると、人は愛に満たされ、ほんのわずかな悪意も、憎悪も、貪欲も、色欲もなくなるからです。22/12/70

 神はマーヤのために人を形作りました。二つのマーヤの門があります。一つは性的欲望で、もう一つは舌の欲望です。これらの二つの欲望をすべての人は克服しなければなりません。さもないと、それらを持っている限り苦しみがその後から続いてやって来るからです。すべての世俗的な欲望は、この二つから派生しているのです。それ故この二つの欲望を克服した者だけが、この物質世界を成功裏に渡りきることが出来るのです。これらの欲望は、罪を作る元凶でもあります。そして罪はマーヤの根をもっと張っていくことになるのです。Prema vahinip, 96

 あなたはどのような種類の食べ物を摂るか気をつけなければなりません。食欲と性欲は人を地獄に陥れます。舌の持っている貪欲さを満足させてはいけません。舌の味覚を満足さすという欲望に屈してはいけません。浄性な食べ物を摂り、浄性な仲間と集いなさい。中庸な食べ物を摂り、感覚器官を厳しくコントロールしなさい。SSvol4p, 242



　＊世界

太古、世界は暗黒に包まれていました。数百万年の間、世界は重い雲に覆われていました。次に雨が降り始め、何千年もの間降り続きました。その後、大洋、山々、川、森が地上に形成されました。雲は徐々に消散し、世界を包む暗黒は追い払われました。次に太陽と星が地上から見えるようになりました。人間は宇宙で起きる現象から多くのことを学ばなければなりません。8/3/97

   この世界は、心によって創り出されたイメージです。SSSVol1chp9

    世界は、人が掛けている眼鏡の色に染まって見えます。あなたのヴィジョン（視覚）に欠陥がないよう確実にしなければなりません。しかし、他人の物の見方に苦しめられる必要はありません。この世界は十人十色です。ND

    世界を変えようと努力する代わりに、人間は自分のものの見方を変える努力をすべきです。私たちは、物の見方を変えたとき、初めて真実を見ることができます。世界は何も悪くありません。神が創った世界は完全であり、誰もそれを別なものと取り替えることはできません。神は、何かを意志するだけで、この世界にどんなことでも引き起こすことができます。23/11/05

   今、世界の抱える諸問題はより奇怪な姿をとり、より大規模になってきました。それはもはや個人的な問題でも無く、限られた地域の問題でもありません。規模は世界的であり、すべての人類に影響を及ぼします。人間は且つてないほど悪くなりました。彼らは、現在まで培って来た知性と技術を、残虐な行為につかっています。人は他の人に苦痛を与えるのを喜んでいます。

    歴史の示すところによれば、過去5500年間の間に15000回の戦争が起こりました。この戦慄すべき災いが終わりを迎えるきざしは、全く見当たりません。目前に迫る核戦争の脅威は人類全体を滅亡さすだけの威力を持っています。これら一切の脅威と不安の原因は何でしょうか。それは、人の内にある獣性がはびこり、克服できていないことが原因です。この獣性の克服に成功してはじめて、インドの国は平安と歓喜を得ることが出来るのです。VVc10

   ダルマはまさに世界の具現です。この世界自体が神の身体であるがゆえに、世界とは、道徳的秩序の別名に過ぎません。それを否定出来る人は、今も未来も一人もいないのです。DVJp27

  真理から眼をそらすことなく、自分の根源的本質であるブラフマンに対して揺るぎない信仰を持っていたなら、外界をあなたの理想とする幸福な世界に作り変える必要などなくなり、サティヤダルマ真のダルマを達成することが出来ます。DVJp16

    　喜びや苦しみは皆さん自身が作り出しているものです。喜びも苦しみも神が授けるものではありません。他の誰でもなく、あなた自身があなたの苦しみの原因です。この真理を知りなさい。霊的な視点から見るなら、苦しみもこの世の関係も幻です。それらは現実に存在するものではありません。人は明けても暮れても迷妄の生活を送っています。人として生まれたからには真理を体験すべきです。肉体は一定の期間成長し、その後、弱って老いぼれます。生まれることも成長することも、体という、現実には存在しないものと結びついています。けれども人は、体を現実に存在するものと思い、そのために苦しむのです。目を開いているときには大勢の人が見えます。けれども、目を閉じているときには一人も見えません。目を開けると見える大勢の人たちはどこから来たのですか？目を閉じたとき、その人たちはどこに行ってしまったのでしょうか？皆さんはそれを知りません。実際、皆さんは自分たちの源はどこなのか、自分がどこに歩もうとしているのか分かっていません。皆さんが苦しんでいるのはそのためです。自分は体ではなく、この世にあるすべてのものは何も自分のものではない、ということをひとたび悟ったなら、苦しむことはなくなるでしょう。この世のすべては皆さん自身が作り出しているものです。実在するものは何もありません。25/12/03

    　世界は驚異と神秘に満ちています。人生と世界全体に働く法は人知の及ぶところではありません。神性の原理は肉眼では見えませんが、神性の原理とは、あなたが行為して、その結果 を経験するよう促すものです。 神の物語は驚くべきもの。それは三界の生きものの生活を清める。神の物語は世俗の束縛というツルを切る鎌のごときもの。困ったときに助けてくれる良き友人のごときもの。森で苦行する賢人と予言者にとっては避難所のごときもの21/7/05

 私たちが、より強い愛で神に向けば向く程、この世界は小さく感じられて行き最後にはほとんど認知出来ないくらい小さくなってしまいます。実際のところこの世界はハート以外何も無いのです。CWSSBp99

微妙な心の世界は物質的世界の微妙な姿で、因果の世界は、それより更に微妙な姿であるとクリシュナは教えています。それぞれ互いに深く繋がっているこの三つの世界～目覚めている意識、夢を見ているときの意識、深い眠り時の意識～の中では因果の世界が最も微妙です。

 因果の世界は、あらゆるものに満ちています。ところが、そのすべてを超えるもの、それが無限の神、究極の神の摂理です。神の摂理は、どんな微妙なものよりも微妙で、どんな小さなものよりも小さくどんな大きなものよりも大きいのです。神にはどんな力の強いものより強い力があります。神より大いなるものはありません。神を求めなさい。心の中に神が宿るようになれば必ず救われます。そしてあなたに気づいてもらいたいのはどんなに強いものより強いものとは皆さんの真の自己、アートマだということです。これこそが神の真理でありアートマの真理です。SGc9

 実際、物質世界は、魔法使いの杖の一振りによって生じる、マンゴーの木のようなもので、心という魔術師によって創り出されたものです。粘土はこねられて皿や鍋の形になりますが、ある期間がすぎると再び元の形のない土に戻ります。この世の一切のものは、無相のサットチットアーナンダです。心が迷妄と無知によって曇っているために、無相がしばらくの間、相をもって顕現したのです。あるものは役に立ち、あるものは役に立ちません。JV

 皆さんの生きている世界は､つかの間のはかないものです。どうすれば移ろいゆく世界に生きている小さくはかない生き物が、永遠の果てしない存在を悟ることが出来るでしょうか。永遠の存在を悟るためには、永遠の存在の内にある永遠の場にとどまらなくてはなりません。肉体も個性も人格もはかないものです。

 ～人の身体が物質的な世界全体では芥子粒に過ぎないのと同じように、この大きな物質的な世界全体も､心の世界の中では、それ自体が芥子粒のようなものです。更にこの信じがたいほど巨大な心の世界も､因果の世界では、やはり芥子粒のように小さいのです。

 物質的な世界は、五つの物質の元素から出来ていて、五種類の知覚によって捕らえることが出来ます。ただ物質世界のすべてはたった五つの元素から出来ている以上､この世界はどうしても生命力の乏しい､動きの鈍いものであるほかありません。ところが、神の摂理は、まさにその物質的な世界の中にあるのです。神の摂理は､心の世界にも見られます。

 心の世界もまた同じ五つの元素、ただしその繊細で微妙な姿から出来ている為に､やはり生命力の乏しい動きの鈍いものです。ただし神の摂理が「内なる存在」として物質としての身体に宿り､命の力を与えています。神の摂理の輝きは因果の世界から放たれています。因果の宇宙はこの限りない宇宙の中で、最も微妙な宇宙です。これを理解していただくために､鏡の反射を考えてみましょう。

 鏡に映っている像は､像だけで存在しているのではありません。元のものが動いて､はじめて鏡に映っている像も動きます。この世で見られるものの輝きは､すべて因果の世界で生まれて､それからまるで鏡のように､心の世界と物質的な世界に映し出されます。太陽の光が月に映し出されるのと同じように、因果の世界における輝きは､微妙な心の状態に映し出され､それから物質的な状態に映し出されるのです。SGc22

 私たちの欲望が存在する限り世界が存在します。世界とは内的な感覚の世界のことです。私たちは感覚を通じて世界を自覚します。これらの感覚は外にあるものと見なされます。感覚が作り出す妄想によって、肉体が存在するかのように見えるだけなのです。

~私たちがそこにいて世の中を見る時のみ、世界は存在します。我々が盲目であったり、気を失っていたりすれば私たちにとっては世界は存在しません。私たちにとっては、世界は見えるとおりのものです。世界は私たちが抱く観点のままの姿を取るのです。例えば、私たちがすべては神だ、と思えば見えるものすべてが神となるのです。CWSSBJp111

 物質的な世界では､すべてのものは儚いのです。形あるものはみないつも変わっていきます。そんなは儚いもので、神の姿を捕らえるなど出来るはずはありません。神の移ろうことの無い清らかな姿を捕らえようと思うなら、清らかな心の内に捕らえるほか無いのです。～五つの元素はいつも変化しています。永遠の境地に達するためには、五つの元素をその変わりゆく姿を超えなければなりません。SGc22

 人類の再建は、実に、世界の再建です。人間がより良くなって、初めて社会は幸福になり得るのです。政治的、経済的、社会的領域といった外的な進歩だけでは十分ではありません。人の心が改心させられなければなりません。これは食べ物を通してだけでは達成できません。人類の問題は衣食住を確保することで解決できると論じる唯物論者たちは、原子爆弾が爆発したときに自らの運命に直面することとなりました。人間は、物質と知性と霊性の進歩という三つの道筋のすべてを熱意をもって追求するときにのみ、完全性へと到ることができます。19/11/80



    ＊世界を守る

    あなたがサティアとダルマを守るなら、その見返りに神があなたを守ってくれます。神を礼拝し、神の恩寵を手に入れようとする代わりに、もし、あなたが真実と正義を守るなら、神はあなたの国だけではなく、世界全体をも守ってくれます。真実はあなたの命の息吹そのものです。正義はあなたの鎧です。ですから、真実を守り、正義を育みなさい。それで十分です。真実と正義は切り離すことはできません。片方なくして、もう一方が存在することはできないのです。6/9/04

「今、世界のどこにサティアとダルマはあるのですか？ それは誰を守っているのですか？」と、皆さんは反論するかも知れません。これはまったく間違った議論です。もし、あなたがサティアとダルマを守るのなら、その見返りにサティアとダルマが前に立ち、あなたを守ります。真実と正義は神の具現そのものです。不幸にも今日、「サティアム ヴァダ」（真実を話すこと）と「ダルマム チャラ」（正義を実践すること）の代わりに、人々は「サティアム ヴァダー」（真実を殺すこと）と「ダルマム チェラ」（正義を封じ込めること）という歪んだ形に沿っています。これはまったくの曲解です。皆さんはサティアとダルマに基づいた人生を送り、その２つを自分の命よりも重要なものであると考えるべきです。6/9/04



　＊世界の基盤

心はすべての基盤です。ですから、心は世界の基盤だと言われているのです。この世界は五大元素から成り立っていますが、それらは心から生まれたのです。87p68



　＊世界の指導者

神のなさることは予測できません。あなた方は、自分自身の感情の反映である困難を神のせいにしてはいけません。それには自己探求が肝要です。真剣に神への道を歩みなさい。あなた方は世界の指導者になるでしょう。私はあなたがたの未来に関して高い期待を持っています。両親を敬い、社会に奉仕し、国を守りなさい。私が私の時間の４分の３を学生の為に費やしているのはそのような学生を生み出すためなのです。スワミの命令を実践しなさい。良い名声を得なさい。18/1/96

  バガヴァッドギーター」が述べているように、悟りを得た魂たちは、世界が救われるようにと行動します。そのように、悟りを得たいと切望する者たちも、立ち上がらなくてはなりません。そうすれば、進歩することができるでしょう。21/11/69

   偏見や激情、肉欲や貪欲、怒りや嫉妬心の無い清い心の持ち主によってのみ、世界の繁栄と平和を成就することが出来るのです。真善美p148



    ＊世界の目的

聖賢たちは、人間の胸の中にある最も貴重な宝石は愛である、すべてのものを自分自身と見なす愛である、ということを手本によって教えました。今、愛は五元素から騙し取った胸の箱の中に錠をかけてしっかりとしまい込まれ、愛の光はエゴ〔自我〕やエゴに迎合するものの上だけに投じられています。実際は、愛は全人類の遺産であり、万人が分かち合うべきものです。この世界は、体操の場（ギムナジウム）、運動場、苦行の森（タポーヴァナ）として設計されています。そこは、健康と力を回復すること、知性の清澄さと純粋さを手に入ることに日々を費やす場所です。ところが、世界は今や、幽鬼の場（ジンナジウム）、殺害場、鈍性の森（タモーヴァナ）となり、人間を野獣より劣った存在にまで貶（おとし）めています。怒りと憎しみと虚飾が、愛と真心と純真さに取って変わってしまいました。20/11/69



　＊世界は一つ

まもなく全ての国が一つになるでしょう。そうです。全世界は一つになるのです。カーストや宗教や国籍という狭い考えは消え失せ、全ての人が一つになって神聖さを体験するでしょう。全ての人が愛の思いを深めお互いを兄弟姉妹と考えるようになるでしょう。21/10/07

   世界の幸福は、社会の幸福と密接に結びついています。真我の悟りと真我の知識は、社会との関わり合いを通してのみ、手に入れることができます。残念なことに、今日の社会は不和と混乱と争いだらけです。25/12/90

    もうすぐ、全世界が団結するでしょう。学生たちは世界が一つになるために適切な努力を払うべきです。若い男女は丈夫な手足をもっています。そして、肉体的にも精神的にも霊的にもすぐれた力を授けられています。その力をすべて正しく活用すべきです。五感を誤用してはなりません。そうして初めて、皆さんは世界に多大な貢献ができるようになるのです。20/3/07



　＊世間

世の中のことを考えすぎないようにしなさい。対人関係や、世間との関係を考えて時間を浪費してはいけません。それらは全て、束の間の関係なのです。それらは身体と結びついています。6/1985

  ただ一回限り、今世のみを生きなさい。あまりにこの世の魅力にとらわれてしまって喜びと悲しみから成るこの世に繰り返し生まれ変わるべきではありません。すこし身を引いて、世間に巻き込まれることなく、この世はすべて神をディレクターとする劇であると気づきなさい。でないと、あなたはあまりにもこの世間に巻き込まれ、逃れることが出来なくなってしまうでしょう。この世を犠牲、奉仕、あなたのハートを広げ、心をきれいにする修行の場とみなしなさい。実はそれこそがこの世の持つ価値なのです。2-62 SIP

   

　＊背筋

科学的見地によると、背筋を曲げると血が頭までスムーズに回らない。血流は乱れて心も落ち着きがなくなります。それゆえ、背筋をまっすぐにして座らなければならない。そうすれば血流はスムーズになるし心も落ち着きを取り戻す。瞑想の時に両手もまっすぐにして腿の上に置くのは同じ理由からなのです。パドマサナのポーズでは足も、太ももの上に置かねばならないのです。P, 157 ANDI

 背筋を伸ばして坐ることは大事です。九番目と十二番目の椎骨の間に生命エネルギーが宿っています。脊椎のこの部分が損傷すると、身体が麻痺します。もし身体が、一本の柱にくくり付けられているかのように真っすぐであれば、生命エネルギーはその真っ直ぐな身体を昇って、心に強い集中力を与えることができます。完全にまっすぐな身体は、神の力があなたの身体という神殿に入るための避雷針の伝導体のような役割を果たすのです。そして、神の力はあなたが神へ到着するためのエネルギーを与えるのです。CWSSBJp257

 背中をいつも曲げているものは、英知、記憶力、エネルギーが欠乏するようになるでしょう。逆に背筋をまっすぐにして座っていれば、クンダリーニの力が昇ってきて、英知、記憶力、エネルギーがわいてくるでしょう。SSALp133

 座っているとき､背筋をまっすぐに伸ばして下さい。お年寄りのように腰を曲げていてはいけません。身体を動かさずにまっすぐに座るのです。頭をまっすぐに伸ばして傾かないようにします。どちらか一方に片寄らないようにします。瞑想するために､まっすぐな姿勢で座るのはとても大事なことです。長いくぎを頭から垂直に打ち下ろしたとすれば、釘は、背骨の一番下辺りにある微妙なエネルギーの集中している部分に､まっすぐに降りていきます。そんなふうに、背骨全体を一本の線のようにするのです。そうすると根源的なエネルギーが背骨の下の中心部から、頭の上にある中心部まで滞りなく伝わっていくことが出来ます。SGc30

    ＊世俗的な愛

    世俗の愛はうわべのものにすぎません。しかし、人間は己の無知から、世俗の愛の中には幸福があると考えます。人間が愛しているものは、すべてネガティブなものです。人間は自分の愛をポジティブな本質のほうに向けるべきです。それは決して変化しません。ここに小さな例があります。あなた方は何年もここへ来ています。あなたは、スワミのダルシャンはもう飽きたと思うくらい、満たされたことがありますか？ いいえ、ありません。朝、皆さんが見た同じスワミが、夕方に再びやって来ます。しかし、あなたは何度も何度も繰り返しスワミを見たいと待ち焦がれます。その切望の理由こそ、愛なのです。15/3/04

　＊世俗的な恩恵

その人の人生や、エネルギーを霊的なことにのみ使っている人は、自動的に世俗的恩恵も授かるのです。SS5/94p126



　＊世俗的成功

若い時に世俗的成功を望むのは、悪いことではない。P343サイババは世界の危機を救う。



　＊接触

他人と接触すればその人の属性の影響を受けます。それゆえ次のように言われています。良い人と交わって無執着と独居を培いなさい。独居によって心を安定させなさい。心の安定によって一切の迷いから自由になりなさい。迷いからの脱却こそ解脱です。15/3/92

 他の人の罪が、その人と接触することによって乗り移ってきます。それがあるヨギたちの足に触れてはいけない理由です。信仰心が大きく、強くなることによってすべての罪は燃え尽くされます。その時が来るまで、神への道を歩み始めたばかりの人には、良いものは良い、悪いものは悪いと教え導いた方が良いのです。やがて信仰心が強く育ち始めれば、悪も善に見えてきて、結局すべてが善に見えるのです。その時まで、肉体の接触だけではなく、精神的な接触も危険なのです。悪は人から人へと乗り移っていくのです。CWSSBp69

 自分以外の人の皮膚に触れることによって、その人の罪を自分に引き寄せないために、帰依者はあちこちのスワミの足に触れるべきでありません。誰が悪くて誰が良いかわからないので、人には触れないようにするのが一番なのです。~帰依心が成長して、強く逞しくなれば、すべての罪を焼き尽くすことができますが、それまでは帰依心がまだ熟していない人は、悪を悪と見なし、善を善と見なさなければなりません。帰依心が逞しく成長した人は、悪を善とみなし、善のみを見ることが出来ます。肉体的な接触だけでは無く、精神的な親密さからも、悪い影響が人から人へ伝わることがあります。CWSSBJp125



　＊絶食

あなたが、旅の道中で食べ物にありつけず絶食したとしてもそれを「断食の行」と呼べません。また。それを為すことによって何か霊的効果でもあるのでしょうか。また病人も絶食しなければならないときがありますが、それもまた、「断食の行」と呼び、何かが得られる行為なのでしょうか。ウパヴァーサとは断食の意味ですが、ウパは、「近く」ヴァーサは「生きること」の意味で、その言葉通り神を自分の内に感じることが断食の真の意味であり、ただ単に食を絶つという意味ではないのです。

 言い換えれば、断食とは神のそばに、近くに住むと言うことを意味しているのです。これは、人は内面に向かい、神を感じ絶えず神を思うべきであることを意味しています。これが本当の意味での断食です。人々が行う徹夜の勤行も、人がそうすることによって世俗的な幸福、感覚的な悦び、肉体的な快適さから離れているべきであるということを、示しているのです。世俗的な事がらには心を留めずに、内なる核であるアートマを呼び覚まし、寝ずに番をしているべきです。ところが人々は徹夜の勤行をしながら何をしているのでしょうか。STPS2p20

 霊的修行者は定期的に適度な量の食事、睡眠を摂り、運動も心がけてするべきです。絶食は、英知の力を弱めさせ、善悪の判断の力を弱めさせます。SSSvol4p24

機械でさえ永久に動かせることは出来ず、定期的に止めて点検をします。ましてや、より繊細に創られている人の身体には、必ず休息が必要なのです。そのために、一週間に一日は絶食をしなさい。それは身体にも国家にも良いことなのです。すべての身体の中にある不純物を洗い流す為に、水だけ飲みなさい。SIPp214

    真のバクタ（神を愛する者、信仰者、帰依者）は、自分たちの行う奉仕によって得られる一切の利益について考えない。もしあなたがあなたの妻と口論をして一日何も食べなかったとしても、神の記録書に、それが断食とは数えられることはない。また、一つの神を偉大であると褒め称えて、別の神を非難することも正しくない。こうした行為は、あなたが霊的修練（サーダナ）の初歩的なルールを知らないことを表している。19/8/64



    ＊善

   人間は自分自身の力など一切持ち合わせていません。人間を動かしているのは神の力です。しかし、無知ゆえに、人間は行為をしているのは自分だという意識に押し流されて、エゴを育てています。これは私たちが現代の世界で目撃していることです。

このような状況の下で真理と非真理を区別するのは不可能です。それよりも、すべてのものを善と見なすほうがよいのです。神があらゆるものに遍満しているなら、悪いものなどあり得ますか？15/3/04



　＊潜在能力

神への信仰と善良な決意が結びつくことは、電流の陽極と陰極が交わるようなものです。その結びつきによって、どのような大きなことでも達成できるのです。私達は、人間の無限の潜在能力を自覚していません。人間は身体に関してだけでなく、知性の点でも地上の他のどのような生き物より遥かに優れています。人は、自分がそうしようと意志したことは何でも達成することが出来ます。それどころか全世界の主人になる事だって出来ます。21/7/86

 

    ＊全在

神はどのような姿ででもやって来ます。すべての姿は神の姿です。スワミは誰か少年を通じて何かを言うかも知れません。スワミはアニール・クマールに何かを言うかも知れません。スワミは誰かを通してメッセージを送るかも知れません。ある人は蛇に咬まれて死ぬかも知れません。ある人は雷に打たれて死ぬかも知れません。またある人はすべってころんで死ぬかも知れません。人々は、「どうして彼はあのようにして死んだのか？ なぜ、神は彼を救わなかったのか？」と考えるかも知れません。しかし、蛇と雷は神によって送られたのです。蛇も雷も神のメッセージにほかなりません。14/7/1992



    ＊前進

あなた方は誰もがとても高貴なのです。あなた方は他の人々の理想となるべきです。悲しみに入り込む余地を与えてはなりません。つねに恐れを知らずにいなさい。他の人々の奴隷となる必要はありません。神がいつもあなたと共にいて、あなたを導き、あなたを守っていることを、固く信じていなさい。心の中に神をしっかりと据えて、神の御名を唇に保ち、ジェイ、ジェイ、ジェイ〔神よ！あなたを讃えます。〕と言いながら前進していきなさい。7/10/05



　＊前世

人として生まれることは、多くの前世で善行を積まないと得られないことなのです。神々でさえも、人として生まれ変われる機会を待ち望んでいます。人として生まれることは、モークシャへの扉を開くことなのです。RRVp, 482

 すでに無数の前世を経てきたあなたには、無数の母、父、妻、夫、息子、娘がいました。しかしそれらの人々とあなたの関係は、今も続いているのでしょうか。以前あなたの身内だった人たちは、あなたのことをまだ覚えているのでしょうか。あなたは、彼らにとってもう特別の人でも何でもありません。彼らは、あなたにとってもう無関係な人たちなのです。しかし、あなたと彼らとは、不変の親族として共通の神を持っています。神はあなたの前世から現世までを照覧しています。そのようなありがたい至高の神を忘れ去るとは何という悲劇でしょう。DVJp63



　＊前世からの傾向

人が持っている清らかなハートと無私の行いは、人が繰り返し生きてきた前世の功徳によってもたらされたもので、人間として生まれてきた証といえましょう。愚かさ、高慢、貪欲等の属性は、羊、水牛、猫であった前世から引き続き持ち越してきた性質です。憎悪に駆られて人を攻撃し危害を加える性癖のある人は、犬であった前世の傾向をあらわします。心の安定が無く、一つのものから別のものへと心が飛び回る者は、嘗て猿だったという性質を反映しています。ヤグナを行うのは、そのような悪い属性を除去するためです。19/10/93

 不浄の傾向は、低い欲望をかきたてるもの、例えば映画などを見たがったり、魚や肉などを食べたいと思ったり、人格を台無しにするアルコール類を飲みたいと思ったり、怒り、迷い、貪欲、自惚れ、欺瞞、憎悪、嫉妬などの念を生じさせます。

 そのような不浄の傾向には、栄光、権力、個人的な栄耀栄華を手に入れようとする世俗に関する前世からの欲望傾向、世に名の聞こえた学者となり、同じ分野の競争相手を負かそうとする学問に関する前世からの傾向、美しい肉体、筋骨たくましく、なめらかな肌を愛し、それらが皺や筋肉の歪みで衰えるのを好まない身体に関する前世からの傾向の三つがあり、それらは、あなたを生々流転の浮世の車輪に縛り付けます。

 そして、ハートに侵入して次々に悩みを作り出します。それは、過去の経験を思い起こさせ、快楽を思い出させるので、人はまたそれを味わいたいとの欲望を持ち始めるのです。心は執着という傾向を持つゆえに、物資と外界に引きつけられ物質のことを絶えず考えるようになり、物資の属性に囚われます。すべてそれは、心に前世からの傾向があるからなのです。心に前世からの傾向が無い人は、外界の事物によって影響を受けません。DVJp80~3



    ＊戦争

二つの世界大戦の最中、多くの国が破壊を被ったことを知っていますね。バーラタの国が安全と無事を保っていられたのは、ひとえに徳高い女性たちがいたおかげです。バーラタの偉大さと栄光は、バーラタの女性たちのおかげです。ですから、女性を敬い、女性を幸せにしなさい。11-8-2000



    ＊全託

信愛は、一つひとつの行為に現れているべきです。神への愛から行われたこと、そして、神への捧げものとして行われたことはすべて、信愛となります。その帰依者は愛で満たされ、愛を人に分け与えます。異なる9つの礼拝の形態は、信愛を育むための方法にほかなりません。それらすべての最終目的は、自分は神と一つであることを経験することです。

プラープティとは、完全な全託、すべてのことを神に捧げること、を意味します。自我意識は個人を神から離します。個人がすべてのことを神に捧げた時、そのエゴのバリアは取り除かれます。人がかかりやすいあらゆる病気の中で、アハムカーラ（エゴ／自我意識）から生じる病気が一番致命的です。その病気の唯一の特効薬は、神の意志に全託することです。21/1/88

    あなた方は、神に全託することはかなり難しいことであると感じています。しかし、私に言わせるなら、これほど容易なことはありません。花で花輪を作ったり、花びらを取り除いたりするのは簡単なことです。しかし、神へ全託することはそれよりもずっと容易で簡単なことです。あなた方が神への確固たるゆるぎない信仰をもっていないために、難しいことだと感じるのです。神は存在します。神の存在しない場所はどこにもありません。神性なくして存在するものは一つとしてありません。それぞれが皆、神の化身です。もしもこの真理を完全に信じるなら、困難なことなど何も起こりはしないでしょう。信仰が不完全な場合には、何であろうと達成することが難しいと感じるのです。15/2/99



    ＊善と悪

    すべての人間が、友愛に満ち、この世の幸福を願う人であることが求められています。しかし今日の人間には、そのような友情と愛の感情が欠如しています。ミツバチが花から蜜を吸うように、人間は、あらゆるものの中に善を見ることができなければなりません。皆さんは、悲しみの井戸からさえも、幸福の水を汲み上げることができなければなりません。それが愛の真の性質です。

    楽しみは、苦痛と苦痛の中間点に過ぎません。神の創造物の中には、楽しみと苦痛が共存しています。たとえば、神がどのように人間の身体を作ったかを考えて見ましょう。美しく輝く顔の上には、真っ黒な髪の毛があります。しかし、実際は、黒い髪が顔の美しさを際立たせているのです。同様に、楽しさに価値があるのは、苦痛との関わりがあるときに限られます。あらゆるものの中に善と悪が共存しています。しかし今日、人間は善に引き付けられることがなく、あらゆるものの内に悪のみを見るのです。28/7/99



　＊善人

私達は、他人からの批判に臆すること無く我々自身の正しい道や、英知そして決意を守り通さなければなりません。格言にもある通り、果物をつけた樹木だけが、通行人から石を投げられるのです。常に善人は悪人を刺激して中傷を招き、悪人は善人を中傷して物笑いの種とします。これがこの世の常道です。この世にそうしたことは起こらないと思う事にこそ、人は驚くべきです。

単なる善人は、至高の神がおわす神殿に到達する候補者となりうることは確かであるが、しかし帰依の念を持つ善人は、その中に達する権利を持っているのだ。SDMp115

    良い思いを持つようにしましょう。全ての人を兄弟姉妹とみなしましょう。もし誰かが苦しんでいるなら、行って助けてその人に奉仕しましょう。わたしたちは自尊心と自信とを持ち続けるべきです。全ての人は自信を培うべきです。そうすれば人生は神のようになります。実際のところ、この世の全ての人は自信を培うことを望んでいます。何故でしょうか？何故わたしたちはこの世に生まれてきたのでしょうか。この世に誕生してから獲得したものは何でしょうか。人生の目的は何でしょうか。

   それは、ただ単に食べたり、飲んだり、動き回ることではありません。動物も獣も鳥もまたそのようなことはしています。動物にはそのようにする理由があります。しかし、この世において、人間は不摂生をしています。その理由は人間の悪い性質によるものです。わたしたちは感覚を誤用しています。感覚は聖なるものですが、わたしたちは悪い性質のためにその真の実体から離れてしまっています。わたしたちがひとたびその感覚を善用するならば善人になるでしょう。15/7/01

    人は欲望や執着や考えによって悪魔になってしまいます。人はある種の欲望だけを持つべきです。それは、神への愛です。罪への恐れです。この二つによって、あなたは善人になります。ラーマは真実のために自分の身を捧げました。真実を話し、ダルマに従いなさい。そうすれば善でいられます。何千年もの時が過ぎましたが、 ラーマは今日、いまだに尊敬を受けています。ラーマは人間の中にある神性を示しました。神が人間の姿をとってやって来たのです。これが善です。16/7/97



    ＊善良

　人は偉大な人ではなく善良な人となるべく努力をすべきです。今日至る所が汚染されています。わたしたちの考えも汚染されています。水も周囲の環境も空気も汚染されています。全てが汚染されています。心もまた汚染されています。どうしたらこの汚染された世界において善良でいられるでしょうか。    

    偉大な人でなく善い人になりなさい。偉大な人の状態は過ぎ行く雲のようなものです。人々は多くのお金を稼いで偉大な人になろうとしますが、最終的にはその人には何も残らず、偉大さも残りません。最後まで残るのは善良さだけです。従って、わたしたちが求めるべきものは善なる評価です。だれもが自分は善良なる人であるというべきです。バーラットの全ての人は善良なる人です。事実、全宇宙は善良な人々で満ちています。実際、あなたは善い評価を得て、善良な人間になるべきです。あなたが善いことをしていれば、悪評をうけることはありません。15/7/01

    善であることと、偉大であることの違いは何でしょう? これらには大きな違いがあります。親は皆、世俗的な観点から、子どもに偉大になっ て欲しいと願います。親たちはわかっていないのです。親たちは、教育や高い地位 が、偉大であることの象徴であると考えています。善であろうとするのであれば、それは本当に良いことです。誰もそれを知ろうとはしません。人の中に神を見る人 は善人と考えてよいのです。善がなければ、偉大であることが何の役に立つという のでしょう? ですから、あなた方はまず最初に、善である必要があります。偉大 であることなど、どうでも良いのです。今日たくさんの偉大な人々がいます。しか し、この国のために何かの役に立っているのでしょうか?16/7/97



    ＊像

重要なのは、永続的な効果を得られる可能性の高いヴィナーヤカへの礼拝の内的意味を知ることです。命の通っていない像への礼拝の意義は、その像の容姿に現されている微かな霊的存在への黙想へと導くことなのです。アートマ（真我）の悟りはこのようなプロセスによって生じます。7/10/97



    ＊憎悪

今、皆さんがどこに行っても、人々が争い合っているのを目にします。一体性も清らかさも、どこにもありません。そこにあるのは憎悪です。誰に出くわしても、相手を怒りの目で見ます。どんな人にでも話をすると、その人は言ったことに対して反発することを言ってきます。それゆえ、怒り、嫉妬心、偽善といった悪い性質を追い払うようにしなさい。決してだれをも傷つけないようにしなさい。誰かに痛みを負わせないようにしなさい。つねに助け、決して傷つけてはなりません。何でも一体性を通じて達成することができます。ですから、いつも一体性という気高い道に留まっていなさい。憎悪はいつ生じるのでしょう？　それはその人の心が利己心に覆われたときです。22/8/07



　＊創造の秘密

私は天地創造の秘密をこの地上や天国にしまっているのではなく、この二つの境目のところにしまっているのです。あなた方は、それを瞑想などによって目覚めの状態と睡眠状態の間のかすかな隙間から一時的に見ることが出来ます。神はその創造の二元性を人の身体の中にしまっておきました。あなたはその二元性のうちのひとつでも見ることが出来ますか？P, 344 ANDI

 全創造物が人の身体の内に宿しています。これは創造の神秘です。人の身体は、驚くべき創造物です。身体のすべての器官はそれぞれの役割を持っています。神のみが、そのような素晴らしい器官を創造することが出来るのです。アートマンはその身体の主人です。主人に決して逆らってはなりません。このような素晴らしい身体を授けてくださった神様に、感謝しなければなりません。SS5/95p127

   不活性物質と純粋意識は全宇宙の二つの本質的要素であり、それは至高神と自然の関係に当たる。純粋意識の力が歓楽の思いを抱けば、この世界を現出する。そして、不活性物質は肉体となる。この両者とも私である。この事により、創造、維持、破壊をもたらすイーシュワラは私なのだということを覚えておくのだ。私以外の物質は存在しない。

 私以外は、実体が無いのである。私は第一原因であり、根本物質である。私は唯一者である。その私が多となろう、といって私自身がスリシュティと呼ばれる多様性の形で自らを拡大することを決意したのである。その決断が、マーヤーシャクティに影響を及ぼして活性化させ、宇宙の原理が生まれた。それが自然界の進化の第一歩であった。物質的な目で見れば宇宙には多くのものが存在しているように見えるがそれは間違っている。

 沢山の物が存在しているのでは無く、内的意識は常に唯一者に向けられている。それこそが真の視力である。内的視力が英知に満ちている時、世界すなわち宇宙はブラフマン(神)として映り、それ以外のものには見えない。GithaVahini c11

 原初の創造の前に存在のみが存在していました。全くの虚無ではありませんでした。その存在はすべてに充満していました。存在は、マーヤーに映しだされて至高の神となりました。火、地、風の三元素よりなる宇宙として顕現するために、至高の神は原初の行為を執り行いました。UVc9

 その昔、宇宙には何も存在していませんでした。最初は、太陽も月も地球も空も存在していませんでした。あるのは完全な暗闇のみでした。原子が組み合わさって、非常に密度の高い硬い物質が生まれました。その結果 、大量の熱が発生しました。そして突然、その硬い物質が「巨大な音（ビッグ･バン）」とともに大爆発を起こし、破片が辺り一面 に飛び散りました。これが宇宙創造の原因です。カーナーダはこのことも体験しました。ビッグバンが起きたときに発生した音が｢プラナヴァ｣です。それはオームという音（オームカーラ）であり、「原初の音」です。このプラナヴァの音は、あらゆるところに浸透しています。それは、最も小さな原子（パラマアヌ）から生まれました。この宇宙には、原子以外のものは存在していません。「人はどうすれば、このことを理解し、また実際にそれを知ることができるだろうか？」と考えて、カーナーダは答えを求め続けました。最終的に彼は、プラナヴァの原理に気づきました。人は解脱を得るためには、この原初の音を瞑想しなければなりません。

「まことに、原初の音であるプラナヴァは、最も小さな物より小さく最も大きな物より大きい神そのものである。それは万物に浸透しており、永遠の照覧者として存在している。」（テルグ語の詩）

　カーナーダは、この真理を広めました。太陽や月や地球や空等々は、このプラナヴァから生まれたのです。原子は宇宙全体の根本的な基盤です。すべての人は、原子の組合せにほかなりません。原子が無ければ、いかなる物質も存在しません。しかし、今の人間は原子の神秘を理解することができません。現代人は、太古の聖賢たちの教えを単なる物語とみなして、それを馬鹿にしています。彼らは、太古のバラティヤ文化（インド文化）の神聖さを理解する能力を持ち合わせていません。現代人は、自分に内在する真実を理解することができないのです。また、太古の聖賢や尊い魂たちに対する尊敬の印として、彼らの像を安置しますが、その教えを理解することも実践することもできないでいます。人は、外側にではなく、自分の心の中の祭壇に彼らの神聖な姿を祀り、その教えに従わなければなりません。

　カーナーダはいつの時代の人だったのでしょうか？ 二万年前には、人は皆カーナーダを讃え、その教えを尊んでいました。カーナーダは、水素と酸素の原理を知っていました。科学者たちは、水素は水の原理を表し、酸素は火の原理を表すということに気がつきました。今日人々は、科学者の行った観察を大変価値のあるものと考えていますが、聖賢たちが経験から引き出して人々に教えた偉大な真理を理解することも、その素晴らしさを評価することもできません。

　人は、どうすれば原子の力を理解することができるでしょうか。原子は、肉眼には見えませんが至る所に存在しています。私たちが飲む水、食べる食物、語る言葉、聞く音、すべての物に原子が浸透しています。人間は、原子の上を歩き、原子を食べ、原子を飲んでいるにも関わらず、原子の神秘を理解することができません。人は、科学者だけが原子の性質を探ることができると考えています。原子のプロセスは、非常に神聖です。このことを正しく調べることによって、人は神を理解することができます。これがカーナーダの教えでした。しかし、今日誰も原子のプロセスを体験するための正しい探求を行っていません。人々は物質的な見解にしたがって生活しています。　

 肉体はその中にソーハム（呼吸）がある限り尊重されます。「ソーハム」はプラナヴァの音に他なりません。それは原子に含まれているエネルギーです。このエネルギーは神を起源としています。誰もそれを創ることは出来ません。この真理はカーナーダによって広められました。原子の力を理解することは非常に困難です。

  神は原子の形をしています。全世界は原子が顕現したものであり、空間と音は原子の表現です。ですから原子の原理を無視してはなりません。原子には偉大な力が備わっています。科学者たちは、昔からこの原理に関する実験を続けて来ました。原子が最初の状態に戻るには2200億年という時間が掛かります。原子の背後にある神秘を人間が解明できないのはむしろ不思議なことです。地球は地軸を中心として自転しており、太陽の周りを公転しています。これらの現象は誰が引き起こしているのでしょう？ 誰もこれを説明することができません。

  地球が地軸を中心に自転しているために昼と夜があります。また、地球が太陽の周囲を公転しているために、四季があり、我々の肉体を維持するのに必要な食物が得られるのです。このような全てのことを引き起こしているのは神の意志です。それは世界に恩恵を与えるための神の全体計画です。今に到るまで、誰も原子の力を完全に理解した人はいません。

 人々は原子には生命がないと考えています。それは誤った考えです。全宇宙をつなぎ止めている生命力が、原子の中にも存在しています。だからこそ「神は大宇宙の中にも小宇宙の中にも存在している」と言われるのです。人間は宇宙の神秘を理解する努力をしなければなりません。人は自分の責任を知り、それに従って行動しなければなりません。

 人間は、原子の原理を理解する必要があります。もしそれを理解できれば、それ以外のすべてを理解したことになります。なぜなら原子は神だからです。原子の中に存在する生命原理は、全宇宙に存在しています。カーナーダは、原子の原理を正しく理解すれば、神を理解できるようになると言いました。あなたが、拳を握れば多くの原子を掴まえることになります。手を開くと、それらの原子は様々な方向へと動いていきます。原子から生まれるプラナヴァの音は、その粒子と同じく大変小さなものです。24/7/02



　＊想念

想念はとてもパワーがあり、我々が見聞きしたり、話したりしたことの事実を、歪めて伝えることも出来る。SSIB93p38

   良い想念のみを持つことが出来る人の生活は清らかです。それゆえ人にとって大切なことは、良い想念を育て生活と行動とが良い想念によって導かれるように注意を払うことです。良い想念を育てるために何よりも必要なことは、よき人々との交わりです。官能の欲望を追い、世俗の快楽を追いかけて日を送るうちに人は道徳と善を見失いました。自分自身の所有する神聖さを見失ってしまったのです。

 貪欲によって人々は互いに争います。悪い想念と過度な欲望の結果、今日の危機がかもし出されたのです。人々の想念と態度を正すことによりこの状況を変えなければならず、その為に私たちは一致協力して努力せねばなりません。何よりも大切なのは、人々が正しい行いをするための強い意思の力を養うことです。ひとたび意志力が確立すれば、その他の識別力、知性、強い記憶力、思想を明瞭に発信する力、分析力、熟慮、創造活動などは、自ずと発展します。強い意思が無ければ何事も成就しません。喫煙などの有害な習慣を改めるには、意思の力が必要です。意思によって一切の欲望は、コントロールできます。21/7/86

 この世で私達が喜んだり悩んだりすることは、私達の想念の結果です。世の中の善も悪も人の行為の結果です。さてそれらの行為を促したものは何でしょう?それは想念です。ですから、良いことを思うときのみ、その人の人生は良いのです。想念はきわめて強い力を持ちます。想念はその人の死後も存続続けます。それゆえ心に悪い想念を抱かぬことが大切です。24/5/90

人の想念はかれの運命を決定します。したがって良い思いをつちかい、悪い感情を全て捨てなくてはなりません。28/8/94

 悪い想念は、国家の歩む道を誤らさせ、やがて国家に災害をもたらすことでしょう。それ故、想念の力を軽くみて、侮ってはなりません。小さな種が大きな木になるように、悪い想念もやがて巨大なものとなっていくのです。SSIB93p38

 想念と欲望は同じではありません。欲望ではない想念もたくさんあります。想念が対象物に深く入りすぎると、欲望が生じます。つまり、欲望の前に想念があるのです。CWSSBJp96

  想念は心から生ずるのです。その為、直感が不二一元的であるのに対して、想念は二元的です。想念はあなたの都合によって湧き起こる場合が良くあります。一方、直感は、心と知性の両方を超越しています。直感は真理の直接認識です。ですから、直感は真理に基づく確信を意味します。つまり言葉を換えれば直感とは、人知の及ばない英知の発現ということが出来るでしょう。想念は、正しいことも間違っていることもあるでしょうが、直感の促しは真理以外の何ものでもありません。想念はほとんどの場合、感覚的で世俗的な性質を持っています。一方、直感は内なる声、つまり良心のささやきであり、神聖なるものです。理性により時折あなたは、人を疑ったり、怒ったりすることもあるかもしれませんが、良心つまり直感は、あなたの内なる純粋意識を呼び起こすのです。STPSp280

  想念の波動は、人々の喜びと悲しみ、健康と病､幸福と苦悩、生と死の原因です。人の人生は、想念の波動の力を完全に理解することにより意味あるものとなります。全世界が精神的な波動により覆われています。実際のところ、すべての世界は波動によって創られたのです。それ故私たちの想念も、高貴な道へと向かわせなければならないのです。人々の心は高貴な思いや好ましい感情で満たされるならば純粋で煌びやかに輝くでしょう。この様に、純粋な心を培うことによってのみ、純粋な行動をとることが出来るのです。そして純粋な行動をとってのみ、純粋な結果を得ることができるのです。SSIB1993p,3

 人は他の人を傷つけようと､沢山の悪い思いを心に抱きます。しかしこれらの、他の人を傷つける想念は１０倍にもなってその人に返っていくのです。この真理を人々は気づいていません。～逆に我々の想念でもって他の人々の病を癒やすことも出来るのです。8/93p,211~3



    ＊束縛

アートマを見通すには、心の純粋さが最も必要です。では何が心の不純さを生じさせるのでしょうか。それは感覚を通じてのこの世のものへの執着です。感官がものや快楽のあとを追い求めるのを許してはなりません。それら一時的なものである物は、様々な方法で人を魅了します。人は誘惑の餌食になっているせいで、至福に逃げられるのです。物は確かに魅力的ですが、皆さんを縛りつけて罠に陥れます。束縛の深刻さは、最初のうちははっきり分かりません。24/5/95



    ＊ソクラテス

    ソクラテスはよく、自分の周りに若者を集め、何が一時的なもので、何が永遠のものかを探求する方法を解説していました。ソクラテスは、権力を振るう資格があるのは信愛と献身を有する者だけであると、若者たちに語りました。統治者は、真理を守り、神に感謝を示すべきであり、エゴで膨れ上がって全能の神を忘れるようではなりません。ソクラテスの教えを喜ばない者たちは、ソクラテスを告訴しました。死刑判決を受けた時、ソクラテスは、弟子の手による毒人参の杯をあおって死ぬことを選びました。死ぬ前に、ソクラテスは、何人も未払いの負債を残して死ぬべきではない、と弟子たちに語りました。それから、自分は友人に雄鶏一羽の借りがあるので、その負債を返済してきてほしいと、弟子の一人に頼みました。25/12/90

   診断された自分の病気を治そうとして、強壮薬や薬を自分で選んだり、薬に付いているラベルや広告を信じて、その薬を使い始めたりしてはいけません。あなたの体に特有の問題や、体調の維持の仕方をずっとよく知っている、医者の診療を受けなさい。その医者の診断と処方箋を、完全に信頼して受け入れなさい。そのような医者は、グル〔導師〕と呼ばれます。グルは、ベールを取り除く過程の手助けをしてくれます。

ベールが取り除かれると、神を、あらゆる所に、完全に、経験することができます。誰かがソクラテスに、「私は、空にも、そして、神が住まう場所だと言われている天界にも、神を見ることができない」と言ったとき、ソクラテスは、「目に三重のレンズを着けさえすれば、神を見ることができる」と言いました。三重のレンズとは、バクティあるいはプレーマ（敬愛）、ヴィヴェーカ（識別力）、ヴァイラーギャ（放棄）です。プラフラーダは、そのレンズを着けて、柱の中にも、植物の中にも、どこにでも神を見ることができました。プラフラーダの父親〔羅刹王ヒランニャカシプ〕は、目に不信の疑いという眼帯をしていたために、神を見ることができませんでした。20/10/66



　＊外面と中身

神は外面と中身が同じ人を捜しています。私たちは,そのような人にならなくてはなりません。17/2/96



    ＊ソーハム瞑想

    今日の、この聖なるシヴァラートリの日〔新月の前日〕にあたって、すべてのものの内なる力であるシヴァ神の姿を心の中に見る決意をしなさい。あなた方は一呼吸ごとに「ソーハム」（私は神である）と断言し続けています。あなた方だけでなく、すべての生き物がそう断言しています。これは、あなた方がたいへん長い間ないがしろにしてきた事実です。今こそ、自分が神であることを信じなさい。自分の呼吸に注意を払い、この壮大なる真理を瞑想するとき、「私」〔アハム〕と「神」〔ソー〕はゆっくりと溶け合って、「ソーハム」はヴェーダ聖典に無形なる至高の実在（ニラーカーラ パラブラフマン）の象徴であると述べられている原初の音（プラナヴァ）、すなわちオームへと変わるでしょう。オームは、自らの本来の姿（スワスワルーパ）、すなわち、あらゆる相対する非実在の背後に存在する実在です。

ソーハム瞑想は、純然たる霊性修行であり、求道者の歩みの最後の行程です。しかし、〔ここに至るまでには〕たくさんの予備的な行程があり、それらはどれも、強い根気と、不動の精神が必要とされます。たとえば、私はあなた方に、数え切れないほどの神の栄光の属性の一面を象徴する何らかの神の御名を一つ、常に憶念することを勧めたいと思います。そうすれば、あなたの愛は拡大し、あなたの心を形作っているものの中から憎しみや妬みが取り除かれて、あなたが崇めている神があなた自身の内にしっかりと見えているのと同じように、他のすべての人々の内にもその神がしっかりと見えるようになるでしょう。そのとき、あなたは愛と平安と至福の化身となるのです。21/11/79



　＊大気汚染

近代テクノロジーの進歩にともない大気は二酸化炭素ガスで汚染され、人類は脅威にさらされています。このガスは既に地球の上空にあって、太陽から来る有害な放射物から人類を守ってきたオゾン層の輪に穴をあけました。オゾン層が破壊されれば太陽の光線は破壊をもたらすでしょう。

 全ての国家がこの脅威を心配しています。この危険を避けるために為すべきことは、自動車や工場の排出物が原因である大気汚染を減少することです。産業の無制限の発展を阻止しなさい。

 発展は、世界共通の利益の為であり、全ての人の安寧を促進するものでなくてはなりません。ナバラトリの祝日は自然を尊び、人類の最善の利益の為に如何に資源を用いればよいのかを検討する機会です。水・空気・電力・鉱物を正しく用い、かりそめにも誤用や浪費は許されません。いかなる資源であれ、効率的に使用する事が大切です。大気汚染は多くの悪い結果を引き起こします。ナガラサンキルタンやバジャンの内なる意義は大気を神聖な波動と清らかな思いで満たすことにあります。11//92

 大気は汚染されています。地・水・火・風・空のうちにある音の響きすら汚染されています。それらは如何に浄化されれば良いでしょう?各人は至高の神の御名を唱えることによって環境を清めなければいけません。人の発する響きは全て大気中のエーテル波に入って永遠に記録されます。今日の世界の音の響きが汚染されているとすればそれは人びとの発する不浄な言葉が原因です。至高の神の御名を唱えることにより大気中の音の響きは清められます。そして、それらの響きは大きな変容をもたらすでしょう。原爆は世界を破壊しうるといわれています。神聖な響きは世界の為に偉大なことを成就します。それは、新しい世界を創造します。15/8/93

 大気を辛らつな言葉、スキャンダル、侮辱､中傷などの言葉で満たしてはいけません。もしそのような言葉が口をついて出そうになれば、口を閉じて静寂を保ちなさい。そうすれば、そのこと自体があなた自身と他の人への奉仕となります。SSN84p21



　＊大気中の力

人々は大気中にある力を低く評価するべきではないのです。例えば、様々の放送局の発するラジオ波で満ちています。しかしラジオ波はそれぞれの局の波長を維持し,他の局の波長と衝突することはありません。この電波エネルギーは神です。それは創造の秘密の一つです。身体はラジオ受信機に例えられます。集中によって正しい波長に合わせなければ,正しい放送局を受信できないでしょう。何事をなすにも集中が必要です。18/1/96

  心を善い思いで満たし、善い活動に携わりなさい。神の御名を唱えなさい。大気が神の御名の波動で満たされたなら、すべての環境が浄化されます。この浄化された空気を吸う人々は、清らかな思いを抱くでしょう。非暴力　P.41

 宇宙に機能する力は何であれ人間の内に存在しています。あなたは世界のエネルギーの波を発見します。あなたは世界を照らす光線をも発見します。ラジオの波長も大気中に満ちています。目に見えないⅩ線の波長もまた存在しています。それぞれに異なる名前がついていますが、全ての放射は同一のエネルギーの異なる顕現です。太古の聖者はこれら様々の放射線を探検し、そこから得る至福を経験しました。彼らはそれらの力に関する知識を基に多くのことを成し遂げました。17/11/95



　＊胎教

太古には、身ごもった婦人はプラフラダ、サティアヴァンらの聖者の物語を聞くのがつねでした。子供は、母の胎内にいる時からそのような物語に影響されて育ちました。ロシアやその他の諸国の経験は、人の摂取する食物が心の状態に影響することを明らかにしました。例えば妊娠中の母親がりんごジュースを好んで飲んでいたなら生まれた子供もりんごジュースを好みます。至高の神の御名を唱えれば、神聖な響きの波動が周囲の大気に吸収され、その結果その場の大気の浄化に役立ちます。3/3/92

    昔は、妊婦は神聖な伝記や神聖な物語を読み、神聖な行いに従事していました。ところが今や、妊婦たちはあらゆる類の映画を見ています。『マハーバーラタ』には、妻のスバドラーがアビマンニュを身ごもっていた時、アルジュナがスバドラーに神聖な物語を話して聞かせる場面があります。アルジュナは「パドマ ヴューハ」（蓮型の陣形という戦略）に付随する技法について語り始めました。スバドラーは半分眠っていましたが、お腹の中にいた子供はアルジュナの言葉を聞いていました。現代の科学者たちも、胎児と妊婦である母親の間にこの種の事実関係があることを確認しています。同様に、母親の食べ物や思考も子供の健康や精神構造に影響を及ぼします。母親が映画を見る習慣を持っていれば、子供も当然ながらその習慣を受け継ぎます。母親は子供の将来を念頭に置いて、適切な注意を払わなくてはなりません。12/1/89

   　 まず第一に、視覚と舌をコントロールしなさい。皆さんは、悪いものを見ることによって、多くの罪を犯しています。そして、必ずその結果 に直面しなければなりません。皆さんが悪いことのために感覚を使えば、皆さんに生まれる子供たちも悪い心を持つようになります。ですから、悪いものを見ず、悪いことを聞かず、悪いことを語らないようにしなさい。

  昔の人々は、身ごもっている婦人が悪いものを見たり聞いたりしないように注意を払っていました。彼らは妊婦に、神の神聖な物語を話して聞かせ、良いものを食べさせ、善い知らせだけを伝えるようにしていました。彼らがそうしたのは、母親が善い感情を持っていれば、生まれてくる子供もまた善い心を持つようになることがわかっていたからです。両親が犯した罪は、間違いなく子供たちにも影響を与えます。5/7/01



　＊体験

あなたの本当の体験に基づいたことだけを話し、曲解したり、大げさに話したり、ありもしない体験を話してはなりません。Compendium Teaching of SSB p332



　＊体現

あなたが信者ならどのようにしてあなたの信仰心を体現させていくのでしょうか？私に言わせれば、神聖な性質、神聖な徳、神聖な愛、神聖な力を体現さすことです。そうすれば、あなたはサイになり、サイそのものとなるのです。SSSvol8p137

    神へ近づくことによって、人は神のレベルにまで高められます。しかし多くの人 はそうすることができずに人生を無駄にしています。愛は一人ひとりの内にありま す。しかし、利己的なものへと向けられるために、執着になってしまうのです。あなた方は神の愛を体験しようと切望すべきです。この現代の世界にあって、青年たちは愛の本質を知らねばなりません。17/7/97



　＊胎児

母体内の胎児は４ヶ月９日までは、ほんの丸いジェリーの塊にすぎません。次に波動力が胚に入ります。波動力はどこから来たのでしょう?ブラフマンの本性と機能から来ます。それが生命の本性と機能です。その瞬間から胎児は動き始めます。同時にブラフマンの本性と機能も胎児に入ります。胎内における、波動力と胚、この二つの結合がターラカムです。これは、ヴェーダンダの神秘の一つです。このプロセスは人間の形成現象として扱われますが、それは人間ではありません。それはブラフマンの現われなのです。31/7/1996



    ＊怠惰

    すべての人が、安全、平安、喜び、幸せを切望します。そして、それらは外の世界から得ることができると、ほとんどの人が信じています。その結果、人は、食べて飲んで、遊んで休んで、稼いで消費することで、年月を無駄に過ごしています。人は、揺りかごから墓場までの旅を嫌になるほど繰り返し、何年経っても、自分はどこでその旅を始めたのかも、自分の一歩一歩はいったいどこへ続いているのかも知らずに、流されています。下等な種の一員として何回も生まれ変わって努力した結果、人は頭とハートの比類のない特質を勝ち得ました。その勝利が今、無精な怠惰によって灰と化しています。

あなた方は、悲喜と損得の波を横切って泳ぐ技術を持たなくてはなりません。肉体と感覚器官と心に何が起ころうとも、ずっと穏やかで、動揺せず、安らぎに満ちている技術を習得しなければなりません。内なる私である理性や自覚に促されなければ、それらはどれも自ら動くことはありません。内なる平安を獲得して維持する技術、内なる実体としてのアートマを意識し続けるための技術を、学びなさい。そうすれば、あなたの注意と同じくらい速く、安全に世の中を旋回することができます。7/7/68

    人間にとって、謙虚さはあらゆる成就と達成の基盤です。そして、謙虚さは教育を通じて学ばれるものです。傲慢な人は怠慢な生活にだらだらと引きずられ、それがその人を社会に適応できない人間にします。人は一生懸命働いて自分の生計を立てなくてはなりません。もしあなたが試験で良い点数を取れなくてもかまいません。それよりも最も重要なことは、生きていく上で他人から批判されてはならない、ということです。信仰をあなたの命の息吹と見なしなさい。信仰はどんな試みにおいても必要です。信仰というのは盲信や教条主義のことではありません。人々は神に信仰を置く代わりに、儀式や学者が作成した暦に信仰を置いています。31/8/87



　＊太陽

サンパット教授は、エレクトロニクスを専攻しさらに、太陽エネルギーを用いて動力とする事に興味を持っています。バラタの国民は太陽を崇めます。太陽は、水素とヘリウムよりなる巨大な球です。太陽から地球に来る太陽エネルギーの一部を動力に用いる機会は豊富にあります。私は、わがサンパットがここに留まり彼の知識を用いて太陽エネルギーを利用してもらいたいのです。

 太陽は光輝の具現です。太陽の光は何処からどのようにしてくるのでしょう?太陽光線が我々にどのように到来するかを発見した学者は一人もいません。それは神の力から来るのです。神は光輝にあふれています。神は幾十億の太陽を併せたほどの光輝を発します。今日人々は、一個の太陽エネルギーすら利用することが出来ません。そのような人間に、どうして幾十億の太陽の光輝を持つ唯一者の力を押し測る事が出来るでしょうか?

 神の光輝に比べれば、太陽はろうそくの光のようなものです。太陽の源が神であることを実感認識し、太陽のエネルギーを動力に用いる為、サイ大学においてはエレクトロニクスと太陽エネルギーの研究を発展させて、特別の努力をしなくてはなりません。教授の持つ全ての知識をサイ大学の学生に与え、それによってプラシャンティニラヤムのサイ大学から新しい発見が生まれて国家に寄与することでしょう。5/93

 人間はすべてを超越する力を、自らが直接的に体験して証明することを探求しました。彼らはその証明を太陽に発見しました。太陽がなければ光はありません。太陽がなければ全てのものが存在しません。この世で植物をはじめ一切のものの成長の為には、酸素は無くてはならぬものです。太陽の主要な構成要素は酸素とヘリウムです。そして酸素とヘリウムが無ければ世界は存在できません。それゆえ太古の賢者は太陽こそ目に見える証明であるとの結論をだしました。そして彼らはガヤトリマントラにおいて最高の神として太陽を崇めました。

 ～例えば太陽の発するエネルギーのうち、私達は3000分の2しか使っていません。まだ使われていない太陽エネルギーの量は膨大です。太陽エネルギーのごく微量を用いて機械を運転するならば人類は巨大な仕事を成就することが出来ます。そして全太陽エネルギーを人類の福祉の為に使うならば、人類の為に計り知れぬことを成就できるはずです。21/5/91

    月の神への供儀はハートの調和を育て、太陽神への供儀は、太陽が目を司る神であることから、万物の内に同一性を見る視野を促進します。どのヤグニャも、人間の諸事に関する、目に見えない大きな影響力を持っています。というのは、マントラは強大な力を持つ音であり、霊妙な神秘に満ちているからです。4/10/62

    太陽とは何でしょう？ 太陽は私たちの知性です。知性は目を通して世界を見ることが可能です。太陽がなければ目は役に立ちません。知性は光をもたらす道具です。それゆえ、私たちの知性は進歩の道に光をもたらしながら、正しい識別に従事すべきです。決して利己的な思考を抱いてはなりません。私たちは物事の相対的な永続性について熟考してはなりません。識別力は、社会的な規模、あるいは、さらに大きな規模に焦点を合わせなくてはなりません。自己中心的な識別が限られた結果しかもたらさないのに対し、統合された思考は全世界を包容する太陽の光のようなものです。24/2/91

あなたは太陽に向かって、どうか光って下さいとは頼まないでしょう。光ることは太陽の本性です。あなたがしなければならない事は、太陽とあなたの間にある、障壁を取り除くことである。そうすれば太陽の光はあなたに届くのだ。私、私のもの、という無知の障壁をそのままにして、日がささないと不平を言っても、太陽はどうしようもないのだ。SDMp79

 太陽と月は世界を維持しています。太陽が無ければ生命は存在出来ません。太陽は私達に、光、季節、雨、食べ物をもたらせてくれます。多くの病気は、太陽の慈悲深い光線によって癒されます。電気でさえ太陽の光で作ることが出来ます。22/5/95

 太陽は、鍋にも川にも鏡にも映る。しかし、太陽はそれらのものが太陽自身と感じるだろうか。また鍋が割れた時、川の水が干上がった時、鏡が割れた時、太陽は悲しむだろうか。それと同じで、あなたが、私は肉体であると思う時、悩みが生ずる。あなたが私は肉体でない、と思う時、あなたは一切の事情に関係無く、太陽のように光る。その上、あなたは至る所に内在するようになるでしょう。SDMp89



    ＊互いに奉仕

神の創造したこの世界の生き物は互いに奉仕しながら生きており、誰も他の人より優れていると見なされることはできません。すべての人が自分の力量と活動領域に準じて奉仕すべきです。人体にはさまざまな部分があります。しかし、手には足に可能なことはできず、目が耳の義務を果たすこともできません。耳に楽しめることを目が楽しむことはできないのです。それと同じように、人間にも違いがあります。人間の能力と適性はさまざまです。しかし、各人が、自分の能力、技能、仕事の分野に基づいて、奉仕活動に参加すべきです

どの人も、自分の選り好みに応じて礼拝を捧げたり霊的な活動に携わってかまいません。しかし、私の見るところ、奉仕を通して得られる徳は、そうした宗教的な儀式を通して得られる徳よりも大きいのです。24/11/87



    ＊戦う

若い青年男女の皆さんは、虚偽や不正義と戦うべきです。あなた方、若者は、この不安な状態に立ち向かうのに相応しい者たちです。ハートを神聖な思いで満たしなさい。両親を敬いなさい。年長者を敬いなさい。神を愛しなさい。あなた方にはこの三者に従うことが不可欠です。現代の世界では、子どもは自分の親を敬わず、親は自分の子どもの面倒を見ません。学生は教師を敬わず、教師は学生の将来につ いて考えません。友人同士、親類同士の間には敵意があります。このような状況に あって、若者は正しい方向を必要とします。17/7/97



    ＊タットワマシ

「タットワマシ」（“THATH THWAM ASI”：あなたはそれである）は、サーマ ヴェーダが宣言する聖なる真理です。「タット（それ）」は、宇宙が始まる前から存在しており、宇宙が誕生した後も存在し続けています。それは「完全なる意識」の原理であり、「存在すること」と「何かになること」の全体であり、肉体と心と魂の領域のすべてを包括し、またそれらをすべて超越しており、「表現と想像の届く世界を超えている」と言われています。宇宙が神から生まれたわけではありません。宇宙そのものが神なのです。「神以外のもの」は存在しません。「第二者」は存在しないのです。「あなたは神を見たことがありますか？」と尋ねる人たちがいます。「はい、見ました」と答えなさい。すると彼らは、「神はどこにいますか？ 私にも見せてください」と言うでしょう。もし神が、ある特定の場所だけにいるのなら、その方向を指差して、「神はそこにいます」と言うことができます。しかし、私の目の前にあるこのマイクロフォンは神であり、このテーブルの上にある花輪も神であり、このハンカチもまた神なのです。宇宙には神よりも優れたものは存在せず、神と異なるものも、神から離れたものも存在しません。「タット（それ）」とは神のことです。それは遍在であり、永遠の純粋意識であるチャイタンニャです。また、私たちは神を遠く離れた存在であると想像しているので、神は「タット（それ）」と呼ばれています。いったい、どこから遠く離れているのでしょうか？ そうです、あなたの肉体と感覚と理性の機能から遠く離れているのです。これらの機能は、すべて限られた能力しか備えていません。しかし、いったん直感的な意識が働き始めると、「遠く離れたもの」が「非常に近くにあるもの」となるのです。

ヴェーダは、それを、「最も遠く離れているものよりもさらに遠くにあり、最も近いものよりもさらに近くにある」と公言しています。「トワム（あなた）」とは、肉体・感覚・心・理性の複合体のことです。この「トワム」もまた、「アシ（…である）」という動詞で確認されているとおり、「タット（それ）」なのです。あなたが祈りの言葉が書かれた本を読んでいるとき、厳密には、そこでどのようなことが起きているでしょうか？ 手はその本を持ち、目は文字を読んでいます。理性はさまざまな判断を下しており、心は湧き上がってくる感情に反応しています。「トワム（あなた）」は、手と目と理性と心とが複雑に組み合わさっている存在（すなわち、肉体・感覚・心・理性の複合体）のことです。「トワム（あなた）」は、そのようなもののすべての複合体を内蔵している姿形を指しています。「タット（それ）」とは、そのようなあなたの核心部分であり、その純粋性、言い換えれば、あなたの内奥にある崇高な感情のことです。この二つのものが同じものであることに気づくためには、瞑想と呼ばれる霊性修行に頼らなければなりません。瞑想とは、（感覚の領域に関わる）集中を昇華させて（心と理性の領域に関わる）黙想にいたり、そこから最終的に（論理も思考も想像力すらも届かない領域に関わる）本当の瞑想にまで到達するプロセスです。1/1/83



　＊他人

誰もが自分の過ちを棚に上げて、他人のせいにします。でもそうすべきではないのです。あなたのみが、あなたに降りかかる良いことや悪いことの責任を負っているのです。あなたはそれを他人のせいにしますが、そのことはあなた自身の弱さを露呈しているのです。SS9/95p227

   あなたが他人と思うその人の中に、あなたが最も愛する神の御姿を見なさい。実を言うと、その人は「他人」などではありません。その人は、神の生き写しであり、あなたも同じくそうなのです。あなたは、ある「個人」を助けているのではありません。あなたは、その人の内にいる「私」を愛しているのです。私は、その人の姿をとって、あなたの目の前に立っているのです。ですから、エゴが頭を出す隙間がどこにあるでしょうか？4/3/70

 他人がしていることや、その人が信じていることに興味を抱いたり、彼らの考えを改めようとしたり、その歩みを正そうと努めてはなりません。あなた自身の基盤である、真実である、アートマへの信仰を、しっかり確立すれば良いのです。DVJp49



    ＊楽しみ

人はたくさんのお金を持って、「私は楽しんでいる」と言います。「楽しむ」とはどうい意味でしょう? それは便利さと快適さのことですか? いいえ、違います。「楽しむ(enjoy)」の正しい意味を知りなさい。楽しみを終わらせること(end joy)が真に楽しいことです。人は死の際にあってさえ神を想うことができないほどに、お金に執着して一生を過ごしています。お金は墓場までしか付いてきません。携えることができるのは神の御名のみです。あなたの旅に付いてくるのはただ、神の御名のみです。17/7/97

    多くの人々は、世俗の物事を楽しむことによって幸福を引き出していると思い込んでいます。誰が誰を「楽しんでいる」のかを吟味すべきです。実際には、人は自分の所有するものを「楽しんでいる」どころか、所有物の方が人を「楽しんでいる」のです。所有物から生み出される憎しみ、怒り、妬み、その他の悪は、病気と悲嘆をもたらすだけです。もし、所有物が本当に幸福の源であるのなら、どうして体は病に苦しまなければならないのでしょう？ 人は自分に幸福を与えられないものに執着し、真の幸福を見失っているのです。30/3/87



　＊頼み事

神様に頼み事をするのは全く正しいことなのです。それは乞うことではありません。神に頼むのはあなたの義務なのです。言葉は声に出して言い、言葉は思いを反映したものであり、想念はそれに合致した言葉として口に出さねばなりません。神はすべてを知っておられるということは本当です。しかし、神は心からの心の思いにもとづいた言葉を話すことを求めています。CWSSBp42~3

 あなたに金をくれと頼んできたとします。あなたは、その人が本当に必要としているものを施すべきです。お金はいけません。それによって人はお酒を買って家に帰り、自分と家族を困難に陥れるからです。あなたは、無分別にお金を施すことで人に害を与えていることになるのです。22/5/95

あなたが正しい事を願っているのであれば、私は必ずあなたを助けます。

あなたが世俗的なものを望んだとしても、あなたに与えますが、あなたはそのマーヤーにまた巻き込まれてしまうでしょう。

しかし、あなたが望むのであれば、私はあなたに全ては夢であるという自覚できる体験を与えましょう。

そしてそのマーヤーの体験はあなたに影響を及ぼさないでしょう。

ラニマーへのインタビュー

 

    ＊タバコ

酒に加えて、多くの人がタバコの喫煙にふけっています。今日では、タバコを吸うことが、喘息や肺癌、好酸球増多症や心臓病など、多くの病気の原因となっています。喫煙の害は容易に示すことができます。白いハンカチにタバコの煙を吹きかけると、吹きかけた部分は赤く変色します。タバコの煙が一枚の布切れにそのような害を生じさせ得るのであれば、その煙が血流に入ったときにはどれほどの害をもたらすことでしょう？　タバコの煙は健康を損ない、寿命を縮めます。ですから、真の帰依者になりたいと願う者は、肉・酒・煙草を断たなければなりません。23/11/94



    ＊旅

    人は皆、自分の源からはぐれて荒野をさまよっています。そして、その源へと戻る帰り道を見つけるために、肉体をまとって、この、喜びと悲しみ、成長と衰え、希望と失望の世界にやって来るのです。それは決められた滞在時間内で果たさなければなりません。一日ごとに、太陽は、こっそりと、ほんの少しずつその期間を盗んでいきます。けれども、幻の明かりと荒野のざわめき、そして、それらの強い印象の見せかけの甘さに心引かれて、人は運命の神の呼び声をないがしろにしています。五感は人をだまし続け、迷路の奥へ奥へと連れていきます。これは人が笑顔と感謝の身振りをしながら死んでいく代わりに、うめき声と嗚咽を上げながら死んでいく時まで続けられます。生まれてから死ぬまでの年月は、無駄なものを手に入れること、価値のないことを達成することに費やされています。なぜなら、満たされない欲望と不健康な感情でハートがいつもチクチク痛み、それが人の本性である平安に影響を及ぼしているからです。これがずっと人につきまとっている迷妄、マーヤー（幻力）であり、それが人の神髄である神性を影に隠しているのです。22/12/70

    質素でいることは、この(霊性の)道に必須です! あなたの旅行カバンを軽くして、 (人生の)旅を心地よいものにしなさい! 多すぎる所有物は必要ありません。最小限にしなさい。あなたの人生に更に、更に(所有物を)加えてはなりません。あなたの霊性 の道にはそれ(多すぎる所有物)は障害になるからです。最小限に保ちなさい。そうすれば、あなたは心を様々なものに明け渡すことはないでしょう。ラニマーへのインタビュー



    ＊旅人

誰の内にも神がいます。ですから、誰も軽蔑されたり、ぞんざいにされたりすべきではありません。あなたに真実を悟るためのこのすばらしいチャンスを与えてくれた両親、あなたの中にある宝へとあなたの目を向けてくれた師、そして、あなたの家で生身の神の化身に奉仕するという贅沢なチャンスを与えてくれた客人は、皆、深く敬われ、謙虚に奉仕されなければいけません。教育を身に付けた人たちは、自分がどこに行くのかわからないまま鉄道の予約窓口で切符を求める人のようです！ しかし、誰もが旅人です。もっと正確に言うなら、誰もが巡礼者です。人を自らのもとへと引き寄せる神へと向かう巡礼者です。25/3/65



　＊食べすぎ

食べすぎは、神経を弱め、高血圧を招くと述べています。人は、食べすぎにより興奮しやすくなります。SS11/93

    人は過食気味で、精神の混乱につながる種類の食べ物を摂取する傾向にあります。人が食べる食べ物には、限度が設けられるべきです。もし限度を超えるなら、必ず苦しむことになります。体を守り保護するためには食べ物が必要です。しかし、こうした食べ物でさえ、体の維持に必要とされる特質に基づいて摂取するべきです。もし限度を超えるなら、あなたの状態、あなたの体に、不調が起こります。8/10/83

    この国（インド）の南部では米が多く食されています。それは南インドの人の習慣です。米を食べれば食べるほど、ブドウ糖の含有量も増えていきます。そのため、南部の医師たちは、米の代わりに小麦を食べるよう忠告します。南部の人は小麦を食べ慣れていないため、小麦をたくさん食べる気にはなりません。北部の人は一般に小麦を食べる傾向にあります。しかし、小麦を食べ慣れているという事実が北部の人を糖尿病と無縁にさせているわけではありません。北部の人はどのような食餌制限をすべきでしょうか？ 北部の人は米を食べるべきです。そうすれば、食べる量が少なくなり、糖の含有量も下がります。中心になる考えは、食べ物の量を制限すべし、ということです。

    過食は精神の混乱をもたらします。限られた量の食事は喜びと幸福を授けます。食事と個人的習慣は、本当に長寿を授けることができるのです。おそらく、あなたの持っている制御する力を超えた一定の状況があなたに苦悩をもたらすかもしれませんが、それ以外は、病気にかかる原因は何一つありません。8/10/83



    ＊食べ物

肉体には食べ物が必要だということは疑いようもありません。しかし、人生は食べ物だけのためにあるのではありません。この真実を忘れて、人間は食べ物と物質的快楽のために不正義な道を歩んでいます。肉体は五大元素でできており、一時的なものです。心は単なる思いと欲望の束です。私たちは身体と心に過度に執着するべきではありません。至福を体験するために努力すべきです。28/8/04

    あらゆる争いと不和の原因は食べ物です。あなたが食べる食べ物があらゆる不和の原因です。あなたが食べる食べ物が、最終的にあなたがどうなるかを決めるからです。15/7/83

   もしあなたが神との永久の友情の絆を結ぶことを望むのであれば、あなたの習慣と思考が浄性で、根本的に本来神聖なものであらねばなりません。神は、本来純粋な浄性です。もしあなたが神との友情を結びたいのであれば、あなたの行いは浄性な性質を映し出すものでなければなりません。なぜなら、神は本来浄性だからです。心（マインド）の状態と形を決めるは食べ物です。そして、心こそが神を避難所としなければならないのです。15/7/83

    神だけが、あなたの進化において、あなたをより高い段階に連れて行くことができます。見つけなければいけないのは上に行く道であり、あなたを下に連れて行く道ではありません。人に多くの負の性質があるのは、エゴと執着のせいです。エゴを取り除き、あらゆる執着を切り落とし、正しい食べ物を選び、あなたの食習慣をコントロールし、人生で成功を収めなさい。サットウィックな食べ物を食べなさい。そうすれば、あなたの神聖な性質が顔を出すでしょう。聖なる世界はサットウィックな食べ物からやって来ます。15/7/83

    こうした美味しい食べ物は、私たちが浄性と呼んでいる精妙な成分を含んでいます。それは活力と結び付いています。浄性な食べ物と関係しているのは、オイル〔常温で液状の植物油〕であって、脂肪ではありません！15/7/83

苦行で得る力は我々の摂る食物と生活習慣を見れば分かる。今日の我々の摂る食物や生活習慣は、上辺だけのものとなっている。我々が摂る加工食品は、瞑想をきちんとできなくさせている。それゆえ我々の霊的修行は無益なものになってしまっているのだ。16/4/96

調理していない食物、木の実、果物、発芽している豆類が最良の食べ物です。これらのものを少なくとも一日に一度は夕食などで食べなさい。それによってあなたの長寿は約束されます。ココナッツの実や、ココナッツ水、発芽した豆類、生か少しだけ火を通した野菜や青菜類が健康に良い食物です。SSVol15p115~7

    家庭で行うプージャ(供養)ヴェーダの朗唱、バジャンはすべて周りの雰囲気を清め清潔にする波動を発し、あなたの摂る食物を清めます。SIP8-16

   霊的に良いビタミンは、ビタミンB12です。SSVol8p38

 浄性の食物とは、身体と同様に心も強める事ができるものです。それは塩辛すぎず、辛過ぎず、甘過ぎず、酸っぱ過ぎないことです。湯気が立ち昇るくらい熱いうちは、口にするべきではありません。喉の渇きを煽る食べ物は避けるべきです。原則は、中庸を守り自制することです。スープ類は次の日まで取りおかないようにしなさい。身体に有害なものとなります。油で揚げた物はいやな匂いを放つ前までに食べてしまわなくてはなりません。GVCh26

    この世界には多数の生命体が存在しています。それらの生命体は８４０万種に分類されます。そのうちの８３９万９９９９種は、未調理の食物を食べる傾向にあります。それらの生命体は、自然なままの、自然界で入手できる食物を食べ、完全な健康を享受しています。しかし、もちろん、気候の変化や、自分では制御しきれない要因のために、これらの生命体も病気にかかることはあります。

    とはいえ、最も多くの問題にさらされているのは人間だけです。人間に関しては、かなりの数の病気が増えています。その理由は、人間が神の創造物である食物、自然の状態で手に入る食物を食べることを好まないからです。人間は味蕾（みらい）〔舌の粘膜にある無数の味覚器官〕の餌食になっています。人間はそのまま利用できるものを何でも自分の味覚に合わせて変えてしまい、その中に含まれている生命の精を殺しています。      今、人間は食物の中に存在する生気を与える力を完全に破壊しているせいで、増え続ける病に身をさらしているのです。もし食物を自然のままの状態で食べようと努めれば、決して増加する病に身をさらされることはないでしょう。8/10/83

 神に捧げられた食物は、微妙な形で人に害を及ぼす邪悪な波動を、打ち消す作用があります。飢えた人に施され、食された食べ物にも、同様の恩恵があります。食物は人間の感情や思いに微妙な影響を与えるため、あなた方は常に食物への警戒を怠ってはなりません。SSSVol10p38

家庭の祭壇で執り行うプージャ、ヴェーダ、バジャンは環境を浄化する波動を生み出し、あなたが摂取する食物を聖化させます。SIP p217

インド人は料理の風味付けにタマリンドを大量に使用します。しかし、タマリンドは健康に良くないのです。このようにして現代人は、神経衰弱や高血圧の餌食となっています。精神の不安定や緊張、心配が高血圧の原因です。今日の世界で見られる混沌、混乱、動乱や激変は、病んだ健康状態から引き起こされるのです。SSIB1993p91

    今日、人間が食べている物は、人間の活力を維持する本来の力をまるで持ち合わせていません。体を維持するにはビタミンとたんぱく質が必要です。あるビタミンは目に力を与え、視力を良くします。あるビタミンは血液を浄化し、補強します。三つ目のビタミンは骨を強くします。たんぱく質は絶対に必要です。たんぱく質、すなわちプロテインとは、「あなたを守るもの」（プロテクトするもの）という意味です。食物に含まれているたんぱく質を見てみると、未調理のものには大量のたんぱく質が含まれています。ムング豆、レンズ豆、大豆といった食用の豆類を例にとりましょう。インド人はヒヨコ豆を誇らしげに「インドの大豆」と呼びます。ヒヨコ豆にはたんぱく質がかなり含まれています。ヒヨコ豆の食べ方は、水に浸して、噛むことができるほどになったら食べるというものです。そうすれば、その栄養素はあなたのところにやって来ます。ところが、味覚や舌、自分の嗜好、気まぐれや好みの餌食となったばかりに、人は何をしているでしょう？ たんぱく質をすべて取り除いているのです！ ヒヨコ豆をグツグツ煮ています！ 油や他のいろいろな材料を加えて、ヒヨコ豆をさまざまな変化にさらしています。その過程で、ヒヨコ豆に元々含まれていたものを奪い、それらが人に与えることのできるものを奪っているのです。

    果物を例にとりましょう。果物にはビタミンが含まれています。野菜もそうです。果物や野菜は皆さんにいくらでも力を与えることができます。しかし、人が今、摂取しているものは「人工のビタミン」と呼べるようなものです。そして、そのような野菜の人工的な形態を通して、あらゆる種類の病気があふれているのです。かつて、村ではさまざまな野菜を収穫していました。一般の習慣では、天然の肥料、つまり牛糞という形態の肥料が、植物に施されていました。オクラやキュウリといったものを自然な状態で収穫することができました。大きさは小さかったかもしれませんが、含まれている栄養素は豊富でした。

    あるいは、赤唐辛子を例にとってみましょう。赤唐辛子は、小さくても一本あれば、鍋いっぱいのサンバルに香りを添えるのに十分でした。今、赤唐辛子は釣り合いを失って膨れ上がり、巨大な、大きな赤唐辛子になっているのを目にします。人はそうした赤唐辛子を大量に手に入れて、小さなカップ一杯のラッサムに入れています。それでも、赤唐辛子の風味を味わうことができずにいます！ その理由は何でしょう？ 赤唐辛子は今、人工の肥料で栽培されており、本来持っているべき固有の力を実際には備えていないからです。8/10/83

    人は、身体を維持するために、何らかのものを食べなければなりません。時々、あなたは悪夢を見たり、瞑想中に悪いものを見たりすることがあります。これは、清らかでない食物をとった結果 です。あなたは、調理をする前に、食材が神聖な手段によって得られたものかどうかを調べなければなりません。そうであるときに初めて、食物は食べるのに適したものとなるのです。食事を食べる前に、神聖なマントラを唱えなさい。そうすれば、あなたのハートには、神聖でないものが入ることはありません。

  「アンナム ブランマー、 ラソー ヴィシュヌフー、 ボークタデーヴォー マヘーシュワラ」（食物はブラフマであり、エッセンスはヴィシュヌ、食事を摂る者はマヘーシュワラである）。この三つは、それぞれ肉体と心と行動に対応しています。思いと言葉と行動が純粋であることこそが真の英知です。あなたは、それ以外のいかなる霊性修行も行う必要はありません。人々は、さまざまなサーダナ（霊性修行）を行います。しかし、それはただ、一時的な満足をもたらすだけです。一方、思いと言葉と行為が純粋であれば、あなたは永遠の幸福を味わうことができます。23/11/02



　＊魂

（動物でも植物も鉱物も）魂の入っていないものはない。P348サイババは世界の危機

   魂とは、白分自身を何か神とは分離したものであると見なしている、生命をもった意識の主体です。24/12/74

     神は、一人ひとりの魂が成長して分離の観念を超越し、全能の神と一つであることを完全に知ることを願っています。24/12/74

    神実現へと向かう、ゆるやかな成長の過程をたどる魂の任務の中には、イエスが行動したように行動して、神の無私の愛の生きた手本となることが含まれています。人間として地上に生きている間に神性を獲得できることを示すことは、人類に対する理想的な奉仕となります。24/12/74

   

   ＊多様性の中の一体性

      シヴァはパシュパティ、つまりパシュすなわち生き物の主と呼ばれます。心の原理を備えている固体が生き物です。ヴィシュヌはゴーパーラ、すなわち牛や生き物の主と呼ばれます。実際、どちらも同じ意味です。狭い心が違いを作っているのです。狭い心の人々は、どれだけ長い間どんな修行をしても、決してより高い状態に到達することはできません。私たちは多様性の中の一体性を認識すべきです。これが本当の霊性です。皆さん自身が神なのです。この真理がわからない限り、皆さんはジーヴァ（個人）です。ひとたびそれがわかったら、皆さんはデーヴァ（神）です。14/7/92



　＊ダルシャン

お前たちは将来ダルシャンを得る機会が少なくなるだろう。～悲しんではいけない。遠く離れた場所からのダルシャンや、私の講話を印刷物で読む事はインタビューを得たことと同じくらい価値あることなのだ。私の責任は増し、私自身、新旧の信者から肉体的に距離を置かねばならないのだ。ANDIp270

私がヒマラヤで苦行に従事している者にダルシャンを与えるとき、たとえそれがほんの数秒であっても、彼らはその神のビジョンを得られたことでこの上 ない至福を感じます。そして、それをとてもすばらしい経験であると見なしま す。しかし、あなた方は皆、毎朝毎夕私のダルシャンを得ていながら、未だに その価値にまったく気づいていません9/98SNSarthi



　＊ダルマ

    皆さんはやがて太古よりの永遠の法、すなわち、世界のすべての人々のためにヴェーダに定められているダルマ(正義)が、正当で本来の地位に着くという事を目にするでしょう。人々を私のほうに引き寄せ、私の神聖な力と能力を顕示することによって人々を魅了することだけでなく、ヴェーダのダルマを復興することも、サイが決意したことなのです。それはマーヤ迷いでも何でもではありません。それは真理を護り、非真理を根こそぎにしてやっつけるので、その勝利を見たあなた方すべてが、我を忘れて大喜びする事でしょう。これはサイの神聖な意志なのです。1968/5/17

    ダルマは人間の各段階における理想に近づくための行動規範です。その規範が歪められ、人が、この世にやって来た崇高な目的を忘れてこの世での生涯を自ら蝕むとき、神は化身し、人を正しい道へと導きます。つまり、神はダルマの原理を復活させ、ダルマの実践を復興するために、人間となってやって来るのです。1/4/63

    ダルマの一般的な定義の一つは、次のルールを守ることです。

「自分が人からしてほしいことを、人にすること。自分が人からしてほしくないことは、人にもしないこと」二重の基準を持ってはなりません。すべての人をあなた自身として扱いなさい。つまり、あなたは自分を信用しなければならないということです。そうして初めて、他者を信用することができるのです。あなたは自分を尊敬し、他の人々も尊敬しなければなりません。利己心は利他心の尺度です。人類は一つの共同体です。あなたが自分を傷つけるなら、それは、すべての人を傷つけることになります。あなたが人を立たせれば、その行為はあなたを立たせます。あなたが他人からしてほしいと望む待遇それ自体が、他人に対するあなたの義務の尺度なのです。5/10/62

    私たちがダルマを大切にするとき、ダルマは私たちを守ります。私たちがダルマを嘲笑するとき、ダルマは私たちを災難の多い道に残して距離を置きます。それゆえ、私たちはダルマを培わなくてはなりません。グル〔導師〕を尊敬することは弟子のダルマです。社会を尊敬することは市民のダルマです。国を守ることは兵士のダルマです。両親を尊敬することは子供のダルマです。夫を尊敬することは妻のダルマです。ですから、こうしたあらゆる個々のダルマを合計したものが、ダルマの完全な形です。これが、私たちの国の経典におけるダルマの解釈です。神の命令に絶対に従うことは、すべてのダルマの中で最たるものです。

したがって、この種の心、この種の知性、この種のダルマゆえに、私たちは人間を三つの特性の統合された姿と呼んでいるのです。清らかな人格とは、もっぱら、この人間の統合された相を指しています。人格には、良い育ち、良い文化、神聖さ、良い振る舞いが含まれます。私たちのハートは、これらすべての面が「清らかさ」と私たちがダルマを大切にするとき、ダルマは私たちを守ります。私たちがダルマを嘲笑するとき、ダルマは私たちを災難の多い道に残して距離を置きます。それゆえ、私たちはダルマを培わなくてはなりません。グル〔導師〕を尊敬することは弟子のダルマです。社会を尊敬することは市民のダルマです。国を守ることは兵士のダルマです。両親を尊敬することは子供のダルマです。夫を尊敬することは妻のダルマです。ですから、こうしたあらゆる個々のダルマを合計したものが、ダルマの完全な形です。これが、私たちの国の経典におけるダルマの解釈です。神の命令に絶対に従うことは、すべてのダルマの中で最たるものです。

したがって、この種の心、この種の知性、この種のダルマゆえに、私たちは人間を三つの特性の統合された姿と呼んでいるのです。清らかな人格とは、もっぱら、この人間の統合された相を指しています。人格には、良い育ち、良い文化、神聖さ、良い振る舞いが含まれます。私たちのハートは、これらすべての面が「清らかさ」と「忍耐力」と「不屈の精神」に満たされたとき、初めて清らかなハートと見なされることができます。24/2/91

    ダルマは、あなたが穏やかで、分別があり、平静であるよう鍛えてくれます。あなたは、成功と失敗、富と貧困、喜びと悲しみ、確約と期待外れは、一時的な性質のものであることを知っています。あなたは得意がることもなければ、意気消沈することもありません。あなたは穏やかで、心を動かされません。こうした波立ちのない安定性を持続するのを助けてくれるものは、何であれダルマです。5/10/62

   もし、インドがダルマを守るなら、アメリカとロシアはバーラタを尊敬しなければならないでしょう。ダルマが相手であれば、どんなに強靭な人でも適当な大きさに切られてしまいます。ですから、バーラタにとって最も必要なものはダルマなのです。23/11/94

この世とあの世の安寧を共に促進するためにはダルマの体系（道徳律）が樹立されねばなりません。21/5/92

 ダルマは永遠であり、どの国に住もうと誰にとっても、常に普遍です。ダルマは内なるアートマの意義を示します。ダルマの生誕の地はハートです。ハートから湧いた清らかな思いを行為に移すことがダルマです。もっと判りやすく説明して欲しいというのですか?

 あなたが他人からしてもらいたいことを他の人にしてあげなさい。それがダルマです。ダルマは、他のものを傷つけることを絶対しないことです。誰かが、あなたを幸せにしてくれたなら、あなたも他の人を幸せにしてあげなさい。他の人の行為が何かごたごたの原因となり、あるいは自分の行為が同様の難儀を他の人に及ぼすようなことがあれば、それを非ダルマと知りなさい。8/86

 ダルマの法則には、社会で得た富は社会の福利の為に還元しなければならない、とあります。SS6/84

ダルマの基盤は真理である。真理は恐れも怒りも知りません。真理あるところに怒りは存在しません。真理が苦痛を負わせることはありません。真理に根ざしている人が暴力を振るうことはありません。それどころか 、その人は非暴力は自分のダルマであるとみなします。~自己のダルマに死ぬことは幸せであるが、他人のダルマを行なうことは危険である。STPS2p134

 世界中で災害が荒れ狂っているのは、正義が否定されダルマに従って生きる重要性が信じられていないからです。それゆえ、人はダルマの本質をはっきり理解しなくてはなりません。DVJp2

人々の惨めさと困窮を除去することは、私の天命にとって付随的なことでしかありません。私の主要な仕事は全ての人のハートにダルマを再び構築することです。S,Sarathi10/95

 化身ラーマにあっては最初にダルマがあり、つぎに歓喜がきました。クリシュナの場合は歓喜が最初にあり、つぎにダルマが来ました。14/8/90

  各人のダルマ（行動規定）は、異なっていなければなりません。なぜなら、ダルマは、年齢、職業、地位、権威、学識といった変化する要因や、男か女か、教師か生徒か、主人か使用人か、子どもか若者か、父か息子か、扶養されているか独立しているかを考慮して、決められるからです。しかし、ダルマの根本的な本質は、サティヤ、プレーマ、サハナ、アヒムサー、つまり、真理、愛、堅忍不抜、非暴力です。さまざまな規則は、書かれていることや書かれていないことも、こうした根本的な本質の詳述にすぎません。18/5/68

  もし皆さんが人に迷惑をかけることも無く､他の人の自由を妨げることもなければ、ダルマに従って行動していることになります。決して人のいやがることをしないのが、ダルマだと誰もが思えば､この世は平和と悦びと豊かさに溢れるようになるでしょう。他の人々に模範を示す為に行動し､ダルマの真の理想を支えること。そう生きるのが皆さんの本当の務めです。SGc26

 ダルマには、太陽の光の色と同じように､七つの面があります。ダルマの光は､真実、良い人格、正しい行い、感覚の節度を守ること､修行の生活、執着を捨てること､非暴力という七つの光線からなっています。そのすべてを身につけて下さい。ギーターの詩句を覚えるより先に､その意味を良く理解するべきです。そしてそこに説かれているように、徳を高めてそれを実践するのです。SGc26

 ダルマは私達を一定の限度内に縛りつけ、私達が正しい道を歩んで義務を果たすのを助けます。ダルマは人と人の間の振る舞いや、個人と社会の間における振る舞い等々の規範を定めています。ダルマは人間の価値が開花するのを助けます。ダルマが衰えると人間の価値もおろそかにされ、それが人生の破局へとつながって行きます。ダルマのない国は悪魔の国です。22/5/95

 肉体感覚による生活はアダルマ〔非ダルマ〕です。霊的生活はダルマです。ダルマは、維持するもの、救うもの、神聖化するものです。自分は永遠なるものであるという知識を獲得することができるように、人間は、生まれ、人生という賃貸期間を与えられているのです。5/10/62



    ＊ダルマラージャ

死後、その少しの滞在のために、別の世界からの使者がダルマラージャを地獄に連れていく間、地獄の住人たちの吸っていた空気が、不意にさわやかなよい香りになり、これまで望みもしなかった不思議な安らぎと喜び、ワクワクするような、そしてウキウキするような気持ちを感じました。それは、その恐怖と拷問の世界に神聖な魂が近づいてきたことによるものでした。不幸な罪人たちは、ダルマラージャを見て気持ちを落ち着かせよう、楽になろうとして、まわりに集まってきました。

（自らの刑期がすぐに終わって）ダルマラージャが天国の方に向き直ると、もっと長くいてほしいと地獄の全住民が叫び声を上げました。灼熱と苦痛に戻るのが嫌だったのです。その哀れな嘆きを聞くと、ダルマラージャは、自分の天国行きをもたらした功徳のすべてを地獄の住民たちに引き渡すと宣言しました。ダルマラージャは彼らと共に留まることをいとわなかったのです！ しかし、その偉大な放棄の行為は、苦しむ者たちのためになったばかりのみならず、ダルマラージャに天国での暮らしの延長と、天国の中でもさらに栄誉ある場所をもたらすこととなりました。命というものは、苦痛を和らげ、悩みを軽くし、平安と喜びを促すことに使うのが最善です。19/2/66



    ＊探求

  現実の生活において、人は生と死の秘密を理解できずにいます。多くの人が、死の特性を発見しよう、死後何が起こるのか、死の背後にある神秘とは何かを見出そうと試みましたが、答えを見つけることはできませんでした。そのため、深い探求心を授けられていた者たちは、すべての生き物の奥底には一つの力が存在し、その力は神から来ているという結論に至りました。彼らはその力を神と名づけたのです。そして、神の力が存在すること、そして、それは人間の理論を超えており、宇宙にみなぎっていると結論づけました。

   その力は何なのでしょう？ 人は目に見えないものをどうやって認識できますか？ そのようなものを信じるべきなのでしょうか？ そのようなものを知ることは不可能だと考える科学者もいます。一方、古代人たちは、太陽を神性という存在の実証できる明らかな証拠と見なしていました。そして、太陽がなければ世界は存在しないと思っていました。太陽がなければ何ものも成長することはできません。人間の営みは一切不可能となります。人が終わりなき暗黒を生き抜くことは不可能です。それゆえ、古代人たちは、この偉大な光とエネルギーの源は神の霊的な力の存在証明であると思っていました。

   その後、その神聖原理は一つなのか、それとも複数であるのかという議論が生じました。古代人たちは、「エーカム サット」、すなわち、神は唯一者であり、唯一者でしかあり得ないという結論に達しました。ヴェーダも「エーコーハム バフスヤム」（私は多として顕現した唯一者である）と宣言しています。それによって、ヴェーダは神の一体性を宣言したのです。神は唯一なるものですが、異なる人々に多として顕現しているのです。聖仙や予見者たちがタパス（苦行）を行ったのは、こうした深い探求の精神によるものです。そして、その苦行と禁欲生活によって、彼らはすべての知識の源はプラナヴァ（オーム）であるということを発見しました。もしプラナヴァが存在していなければ、音も言葉も存在し得なかったでしょう。

    同様に、「１」という数字はすべての数字の基です。あらゆる数は基の「１」に数字を加えていくことによって得られます。それゆえ、この「一なる性質」〔エーカットワ〕は神に不可欠な特質であり、この世で見える多様性は神の顕れにすぎないのです。神は顕現している宇宙の原初の種と見なされています。種が成長するには殻が必要です。殻は覆いであり、中身は種です。同様に、神という種の殻は宇宙です。種がなければ殻は存在できません。

     この事実を認識し、マハリシ〔大聖賢〕たちは「イーシャーヴァースヤム イダム サルヴァム」（全宇宙は神で満ちている）と宣言しました。神性によって維持されているこの広大な宇宙が、神とは別のものだと見なすことができますか？ 何であれ神と結びついているものは神の反映です。「プルシャ スークタム」（至高なる神人への讃歌）は神を千の頭と千の目と千の足をもっていると描写していますが、これは、神は無数の姿をとって宇宙にみなぎっていると宣言しているのです。また、これは、すべてのものは神の一部であるということを意味しており、無数の姿で構成されている宇宙は「ヴィシュワ ヴィラータ」、すなわち、宇宙的存在、宇宙的神人の姿です。

    私たちは、この、一なる神聖実在の宇宙的顕現としての無数の存在を伴う、多面体である宇宙を観察しなければなりません。神聖原理は最も小さな体にも、宇宙全体にも内在しています。もし、個人の真理を理解できれば、宇宙についての真理もわかるでしょう。22/11/80



    ＊団結

もうすぐ、全世界が団結するでしょう。学生たちは世界が一つになるために適切な努力を払うべきです。若い男女は丈夫な手足をもっています。そして、肉体的にも精神的にも霊的にもすぐれた力を授けられています。その力をすべて正しく活用すべきです。五感を誤用してはなりません。そうして初めて、皆さんは世界に多大な貢献ができるようになるのです。20/3/07



　＊男女

男女の相違は性が異なるのみであり、一方は他方より弱いということはありません。女性が男性の助け無し働くことが出来ないのと同様に、男性もまた女性の助けがなければ機能しません。SS10/93



　＊誕生

あなたがまたこの世に生まれたのは，ある科目が合格点に達しなかったからです。その科目に合格する為にいくつかまだやらねばならないことがあるのです。もしあなたが、自己実現の過程を通じて，自分が至高の存在だと確信した時、あなたはその試験に合格したことになるのです。TOSSSBp109

   神に誕生はありません。神はゴールに到達する必要もありません。しかしながら、神は人々の心に信仰を植えつけるために化身するのです。誕生のあるところには死もなければなりません。しかし、神は誕生も死も超越しています。神には始まりも終わりもありません。神に誕生日があるというのは皆さんの妄想にすぎません。信者たちは、神を物理的な枠に押し込め、崇め誕生日を祝っています。それはすべて信者たちの想像の産物であり、真理とは相反するものです。この世では毎日、多くの人が生まれ、死んで行きます。誕生、そして、死とは何なのでしょう？　肉体を身にまとうことが誕生であり、その同じ肉体を脱ぎ捨てることが死です。錯覚のために、人間は誕生と死という二元性を体験するのです。25/12/03

    霊性修行者が常に自覚せねばならぬことは、如何に生まれるかということではなく、如何に死ぬかということです。誕生はどのようにして死を迎えたか、その死に際の状態で決まるからです。まず死があり、誕生はその後です。人々は人間というものは死ぬために生まれ、死ぬからまた生まれるものだと信じています。それは誤った考えです。あなたが生まれたのは、再び生まれないようにするために生まれたのです。つまり人は再び生まれないように死ぬことが大切なのです。SIP4-10

    今日、皆さんはスワミの誕生日を祝っています。事実、この肉体には誕生日があります。この肉体はすでに生まれて７８年が経過し、７９年目に入ったところです。しかし、私は７９歳に見えますか？ いいえ、そんな年齢には見えません。今だけではなく、８０歳になっても、９０歳になっても、私は今のままです。私は決して誰にも他の人には頼りません。私の目も歯も完璧な状態です。普通 は、７９歳にもなると、歯は全部なくなってしまい、目は白内障にかかります。皮膚には皺が寄ります。しかし、私には皺一つありません。私は年をとりません。実際、私は老人ではありません。23/11/04

   誕生も死も幻想が産み出したものです。この世では毎日、たくさんの生き物が生まれ、死んで行きます。誕生と死は、時と定めにしたがって起こります。生まれてから死ぬ までの間、人は肉体に惑わされ、肉体レベルでのさまざまな関係を築きます。人は自分を肉体と同一視し、「私」や「私のもの」という感情に心を奪われます。これは重大な過ちです。肉体が存続している限り、皆さんはだれかしらと関係があります。ひとたび肉体が朽ち果 てたなら、その関係はどうなりますか？　真の結びつきは、アートマ（真我、内なる神）のレベルで存在するのであって、肉体のレベルでは存在しません。

    生まれる前、だれがだれと関係がありましたか？　死んだあとはどうなりますか？　実際には、誕生も死もブフラマー（妄想）の結果 であり、ブフラマー（妄想）のために、皆さんはブラフマー（神）を悟れずにいるのです。浮き世の網にかかっているために、高潔な原理を理解できずにいるのです。25/12/03



    ＊男性

     創造世界には一人のプルシャ（男性）がいるだけです。プルシャ以外はすべて女性です。愚か者もいません。愚か者は、パラマートマ〔至高我〕である英知の化身の特殊な顕現がその役割を演じているだけのものです。15/9/63



    ＊知恵と富

知恵と富が、自分たちのどちらが重要かをめぐって、大声で長いこと喧嘩をしていたという話があります。富は、自分がいなければ体は弱くなり、頭はぼんやりし、知恵は幻となってしまうだろうと論じました。知恵は、それに対して、自分がいなければ人間は富と富のない状態の区別もつかず、どうすれば富を得ることや使うことができるかもわからないだろうと言い返しました。そこに魂が介入し、知恵と富はどちらも等しく重要であるが、それはそれらを正しく使った場合に限る、と言いました。

知恵を伴わない富は、搾取と圧制の道具となります。富を伴わない知恵は、単なる空想と青写真の束になります。富と知恵は、有効利用すれば価値あるものとなり、誤用すれば災難を招くものとなります。それはナイフに似ています。狂人の手中にあれば殺人の道具となり、外科医に託されれば命を救う道具となります！

あなたは富を利用して善行をしていますか？ 知恵を使って他の人々に恩恵をもたらしていますか？ これがテストです。このクリスマスの日、私たちがキリストの誕生を祝う時、弱者、無力な人、困窮者、悲嘆に暮れている人への、愛に満ちた奉仕の生活を送る決意をしなさい。寛容、忍耐、慈悲、度量を育みなさい。キリストの据えた理想を大切にし、日常生活でそれらを実践しなさい。24/12/72



　＊地球

地球の運行は季節の変化をもたらします。季節の変化は雨を降らせ作物の育成を可能にし、人々を快適に暮らさせます。地球はこのように無形の神が人の目に見えるかたちで現われておられるのです。太古の人々は地球をブーマータ（神聖なる母なる大地）と讃えました。生活に必要とするものは全て大地から取れます。地球はこのように、地球の義務を果たしているように、各人も自分の義務を果たすように教えているのです。20/3/96



　＊知識(人)

    人間が生まれてきた究極の目的は、自分の本性を悟ることです。本当の自分を悟ることが不死への道です。人生はこの世と神の間の架け橋です。アートマ（神なる自己）と対話するための唯一の手段はプラナヴァ（オーム）という言語です。純粋で永遠なるアートマが入っている、肉体という骨と肉から成る衣服を着ているせいで、人は自分の幸福は物理的な環境の中にあるものと想像しています。これは妄想です。人間が幸福の探求において求めることのできる知識には二種類あります。一つはローカ・グニャーナ（世俗の知識）です。これは、音楽や美術、物理的な宇宙、植物学、化学、物理といったようなものの知識に関連しています。これらの知識はすべて、生計を立てるのに役立つのみです。その知識のすべては、常に移り変わっている、滅びやすいものに関連しています。

    もう一種の知識はブラフマ・グニャーナ（至高なるものの知識）です。この知識は、宇宙の起源、発展、消滅がブラフマン（至高の実在）に起因することを明らかにします。ウパニシャッドは、それをアクシャヤヤ・ブラフマン（不滅なるブラフマン）と述べています。今日、人間はこの至高の知識を必要としています。この知識へと到るには三つの段階があります。一つ目は「バーヴァム」〔バーヴァ、思考、思い〕、二番目は「サーダナ」（霊性修行）、三番目は「ウパーサナ」〔礼拝〕です。24/7/83

    知識は、分析的な方法を用いて、物事や感情や体験を喜ばしいものと喜ばしくないもの、有害なものと有益なもの、存続するものと一時的なものに分類することを進めたときに得られる、と言われています。しかしながら、高次の知識は、一体化するものであり、多に見える一なる存在を人を気づかせるものであり、嘘偽りが含まれているものの中から真実を浮かび上がらせるものです。この真実を発見するために、古来の諸聖典は二つの規律を定めています。一つは外的なもので、もう一つは内的なものです。つまり、外側と内側のものです。外側のものは、無欲の行為（ニシカーマ カルマ）です。これは、献身と礼拝として従事する行い、あるいは、報いが得られるかどうかは意に介せず、果報への執着なく、義務感を持って、喜んで行われる行為です。内側のものは、ディヤーナ（火花である人間の源である光輝を瞑想すること）です。カルマ（行為）はダルマ（正義）によって規制されなければいけません。そのとき、カルマ（行為）は人をブラフマン（御自らを含む全宇宙の根本的な真理）へと導きます。12/5/68

     いわゆる知識人と呼ばれる人たちが知性を備えていることはまずありません。彼らは慢心に満ちています。会議に集った知識人たちは高慢で、横柄で、自分たちの学識と書物の知識にほくそえんでいました。バガヴァン（スワミ）がその会議の主賓でした。ムニシはスワミの隣に腰掛けていました。ムニシはスワミに霊性と正しい行いに関する知識人たちの疑問を明らかにしてほしいと頼んできました。スワミにたくさんの質問がなされ、スワミはすべての質問に対して、明瞭に、そして、納得のいくように答えました。 23/11/94

   世間の知識を身につければ、有名になり、この世の様々な欲望を満たすことが出来るでしょう。ところが、アートマの知識があれば神の恵みを受ける資格が得られるのです。究極の悦びを味わうことが出来るのです。SGc1

 世間の知識は食べるものと住むところを与えてくれます。ところがアートマンの知識は、自分自身の真実を気づかせてくれるのです。世間のことを多少は知っておかなければ、不滅のものを知ることは出来ません。世間の知識を甘く考えてはいけません。世間の知識と神に向かう知識とのつり合いが大切なのです。学問と霊的探求を結び付けなさい。

 人生という車は一輪では動きません。一輪の車はあまりにも危険です。片羽で飛べる鳥はいません。両翼を用いてこそ、自由に飛び回ることが出来るのです。世俗のことには俗世間の知識が必要であり、ブラフマヴィディア（霊的知識）は霊的安寧の為に必要です。両方の知識にもとづく生活を送りなさい。2/6/91



    ＊地軸

ヒラニヤカシプは大科学者で、自然や四季や太陽系を研究していました。ある時、ヒラニヤカシプは、地軸が23，5度傾いていることに気づきました。そして、ヨーガで得た力によって、好奇心からその傾きの角度を変えてしまいました。その結果、大災害が起こり、ヒラニヤカシプは地軸をもとどおりに戻しました。ヒラニヤカシプは自らの意思の力によって、太陽と月の軌道も操ることができました。それゆえ、彼は自分を神だと思い込んでいたのです。26/5/95

“多くの自然災害は人為的なものなのです。地震、火山の噴火、戦争、洪水、飢饉や他の災害は厳重な自然の乱れの結果です。それらの乱れは人の行為の帰結なのです。人は、未だに人と自然の関係を完全に理解していないのです。”

地球は一つの球です。球を安定な状態にしておくには、バランスをとらねばなりません。

今、限度も無く天然資源を消費し、地球のバランスが崩れば地軸が傾くのです。



　＊知性

    人間は気まぐれで、疑いやすい。知的になればなるほど、人はこういった特質に支配されることが多くなる。そのような者は、何事をも強くは信じられない。アルジュナよ、君は君の知性のゆえに、これまでに何が起こり、これから何が起こるのかを理解しないまま行動している。これからは、自分の知性に頼ってはいけない。神の意志を行うのだ。16/8/87

人間として生きることは、単なる平凡な暮らしをする事である。人の目標は神さながらに生きることです。しかし今日人々は欲望と憎悪のみを抱き、動物にも劣る生活をしています。欲望が満たされぬと彼は憎悪を持ちます。知性の導きに従い、気まぐれにさまよう心を捨てることです。何故知性は重要なのでしょう？感覚器官は身体の上位にあり、心は感覚器官の上位にあり、知性は心の上位にあります。   アートマンは知性の上位にあります。

 このように、知性はアートマンの最も近くにあり,神我の力と光輝を最大限に受ける利点を持ちます。それゆえ神我を理解し体験する為に知性を用い、至福に満ちて生きるよう努力しなさい。25/5/93

 知性の力は、今日正しい思考と、正しい態度が欠けている為に、誤用されています。才能は利己的な目的に使われています。人間は並外れた知的能力を持っているのに、それが間違った目的に使われているのです。利己主義と自分本位が、人間の見解をゆがめ正道から邪道へと導いています。正義と高潔さが軽んじられています。道徳基準は低下しています。

 カーストや信条による差別が急速に広まっています。狭量な意見の相違が残虐な敵意や憎しみを生み出しています。霊的意識は弱まっています。妬みと憎悪が圧倒的に幅を利かしています。罪への恐れは影を潜め、逆に罪を造ること自体を楽しむ風潮に取って代わられました。霊的なものは何であれ軽く見られています。これら全ての原因は何でしょうか?

 人間は感覚の欲望や世俗の楽しみに心を奪われ、道徳と善良さの感覚をすっかり失ってしまったのです。人間は自らの神聖な性質を忘れてしまったのです。貪欲が人間同士を敵対させているのです。悪い思考と悪意のある欲望が荒廃をもたらしているのです。私達は、人々の思考と態度に影響を与えることによって、この状況を変える為に協力しなければなりません。

 今、根本的に必要なのは、人を正しいレール戻し意志の力を伸ばすことです。意思の力を育成すれば、識別力、知力、維持力、明瞭さ、分析力、黙想、創造的な行為といった他の力を発達させることが出来ます。強い意志が無ければ何一つ達成することは出来ません。意思の力は喫煙のような既得の習慣を取り除くのに必要とされます。意思の力を用いれば、あらゆる種類の欲望を抑制することが出来ます。221/7/86

 知性を純粋にすることは、実際すべての目標の根本になるものです。ハートを純粋にすることなく、霊性修行をしたとしてもそれは全く無駄なことなのです。汚れた鍋で食事を準備しているようなものなのです。SS5/95p130



　＊地熱

今日の科学者や技術者は、空、風、火、水、と地の五大元素の秘密をつかんだ。と誇りを持っています。しかし彼らは未だ、人々の毎日の生活とそれらとの間にどのような関係があるのかを知りません。過去の聖者たちはその神秘を探求し、世界にそれを明らかにしました。例えば彼らは鳥たちが毎夜、地面の上で休まないことに気づきました。

 鳥たちは木の上で休みます。それは何故でしょうか？ヴェーダの時代の賢者たちは、鳥たちが地球が潜在的に持っている地熱が、彼らに影響を与えるのを避けるためであると明確に解説しています。人々は地熱の生き物への影響を知らないのですが、鳥たちは知っているのです。SSSvol11p279



    ＊チャンス

属性を持たない無形なる者（ニルグナ ニラーカーラ）が、ここに、今、属性を持つ有形の者（サグナ サーカーラ）となって、手の届くところにいるとき、あなた方はすべての瞬間を、その者の恩寵を得ることに使わなければいけません。

皆さんは、自分のたぐいまれな幸運に気づいていません。何年かすれば、人々はあなた方を崇敬するようになるでしょう。それは、何億という人たちが得ることのできなかったチャンスをあなた方が得たからです。人々は祭壇にあなた方の写真を祀って礼拝することでしょう！ その栄誉にふさわしい生き方をし、その生き方を愛しなさい。26/11/62



    ＊忠告

今や、誰か彼に忠告を撒き散らすのが流行りとなってしまいました。知識のない人もある人もこの流行に夢中です。そしてその忠告が守られるかどうかには御構い無しです。人々は単に優越感を味わおうとして、また他の人に威信を誇示しようとして忠告を与えるという尊大な態度を取ります。

 自らの慢心によって目が見えなくなっています。これは、責めるべきというよりむしろ、哀れむべきことです。なぜなら、神に関する限り「これは絶対に正しい。」と主張することは、誰にも出来ないからです。DVJp77



    ＊中国軍

皆さんは、２２日の夜に国境を越えて侵入してきた中国軍が、高次の力の不思議な働きによって促され、すでに自ら撤退したことを知ることになるでしょう。私が言った通り、私の誕生日は喜びの空気の中で祝われました。目に見えない力が、すんでのところで彼らをつかみ、後ろに放り投げました。人は、悪魔の力、すなわち、貪欲と強欲によって、攻撃的な戦争状態へと押し進められますが、神によって、神の力によって、強引に引き返させられるのです。24/11/62



    ＊中庸

　皆さんは、中庸の習慣を身につけるべきです。私たちは、いかなる物事や行為においても、極端を避けなければなりません。膨大な恩恵の源であり、世界を養っている海でさえ、自分の領域を超えることはありません。肉体の維持に欠かせない食物でさえも、少しでも食べ過ぎれば、毒に変わって病気の原因となります。もうひとつ、ベテルの葉を噛む場合のことを考えてみましょう。それにライムを加えなければ、ベテルの葉をそのまま食べることはできず、役に立ちません。しかし、ライムが必要だからといって、その汁をふんだんに振りかければ、口の中が腫れてしまいます。ですから、ライムもまた、適切な限度をもって使われなければなりません。

　 霊的な真理を宣言している諸聖典は、聖賢たちが自らの経験や手本を通 じてその正しさを証明してきたものですが、それが、「いかなる場合にも極端を避けなさい」と教えているのは、以上のような理由からです。たとえどのようなものであっても、それを食べ過ぎれば健康が損なわれます。しかしまた、食物をあまりにも少ししか食べない場合も、身体に害が及び、健康が損なわれてしまうでしょう。ですから皆さんは、常に「中庸」を守る必要があるのです。    KSH



　＊長寿

長生きすべき人は誰でしょう。善人、正義の人、親切な人が長生きするならば、世の中は益を受けます。邪悪で心のねじけた人が長生きするならば、世の中は益々害を受けるでしょう。この理由から太古の聖者は無私の心で神に帰依するもののみが、長寿の為にヨーガの実践をすべきであると規定しました。彼らが長生きすることは、社会にはかり知れぬ益をもたらすからです。29/6/89



　＊挑発

あなたは自分と同じレベルの人と話をしてもかまいませんが、他の誰とでも話をしても良いとは限らないのです。すべての人の話に応対し、その結果、自分の平安を見失うようであってはなりません｡現実にもしあなたが、そうせざるを得ないのなら、次のような調子でその挑発に立ち向かいなさい。

「あなたは私がしているように皆を助けていますか。あなたは私がしてきたような福祉事業に従事してきましたか。あなたは私のように寛容ですか。あなたは今まで、幾人の人々に正しい生き方をするよう変容させ、働きかけてきましたか。」と。人間は健全な競争をすべきですが、取るに足りない、低級で卑劣な人を相手にすべきではありません。STPSp163



＊直感

インド人のヨギの持つとてもセンシティブな内的視力の直感に基づくヴィジョンにより、宇宙のたくさんの秘密や過去や将来を、彼らの望む範囲内でのぞき見ることが出来た。現在、イギリス人がインドの支配を捨てて２０年以上になろうとしている。このことは太古の聖者により、インドは西の果てからやって来る奇妙な人種の支配からナンダの年に自由になると５０４３年前に宣言されている。どのようにしてこのようなことが５０４３年前に分かり得ることが出来るのであろうか？

 ビハールの地震は、地震の起こる２年前にバルナーシの占星術師により正確に予言されていた。何を基にして、天啓経典や占星術師はこのようなことをやってのけられるのであろうか？それは現代の科学者がよりどころとしている科学ではない。それは直感にもとづく霊的体験からである。SSSvol6p210

英知より霊妙なのはバラムです。バラムは力、堅忍、活気です。それは物質世界を照らし、直感を研ぎすませます。直感力とは、すべてのものの中にある「意識」を認識する力のことです。UVc9



    ＊沈黙

アートマの光輝無しに、ただ口を閉ざしていることは、沈黙では無い。ある者は、沈黙の誓願を立てておきながら、紙や石版に文字を書いて意思を疎通させ、あるいはABCの文字を次々と指差して意思を示す。それでは、話すことと変わらない。沈黙はあなたの中にある。あなたが為さねばならぬ事は、沈黙を乱すあらゆるもを除去すれば良いのだ。解脱を成就する霊性修行を外から邪魔するものと関わり合わぬ為に、口をつぐんで沈黙を守るならばあなたは、思想を発展させることができる。

 他人からの非難を受けずにすみ、心が集中し、頭脳が不必要な思いから解放されて、どんどん進歩する。脳がそのように明瞭になれば、神の御名を憶念する事にもますます集中出来るのだ。SDMp86

私は沈黙を好みます。私はあなた方に話さなければならない時のみ話し、必要な人とのみ話すように忠告します。相手に伝える時には最小限の言葉を使い、その言葉も、出来るだけ甘く、心地よいものを使いなさい。SSVol22 1979

 批判にあっても落ち着いて冷静でいなさい。そうしてはじめて平安でいられるのです。古代の聖者達は、自らの修行の一環として沈黙を守ったものです。沈黙を守ることは、霊性の道における進歩を促します。沈黙の行を実践する時、皆さんは容易に心の平安を体験することが出来るでしょう。愛は平安から生まれます。愛に満たされているなら、あなたに敵はいなくなるでしょう。ですから、愛を持って人生を送りなさい。愛によってのみ、私達は世界に平和を確立することが出来ます。11/08

   「いいえ! あなたはダルマ ユッダ(正義の戦い)をしなければなりません! あなたは何も自分勝手な理 由で戦うわけではありません。これはあなたのグルのためです、あなたのグルへの服従です! 

   あなたは夫に話 して彼を教育しなければなりません。彼は知らないから です。あなたの夫にはグルがいないからです。

     ですから 沈黙し続けていてはなりません! ダルマ(正義)が関 係している時には話しなさい。黙っていることは、ある意味であなたが自分勝手(利己的)でいるということです。自分が口論したくないからです。あなたはいかなる 犠牲を払っても、自分の平安が欲しいのです! それは 間違いです。なぜ『ギーター』は説かれたのでしょうか? それはダルマ ユッダ(正義 の戦い)のためです! 

  あなたは夫に説いていませんが、彼があなたを責める時は、何がダルマであるかを話さなければなりません! 説教をする必要はありません! しかし、 あなたが非難された時は、夫に知識を与えなければなりません! 」ラニマーとの会話



　＊追放

もし誰かあなたの王国の中で過ちを犯したとしても罰してはいけません。彼を追放しなさい。それが、罰することになるのです。SS5p95



　＊仕える

人にうまく仕える者だけが、人の上に立つことが出来るのだ。SSSvol1p194



    ＊束の間

私たちは自分の小さな土地の周りに柵を立てるかもしれません。しかし、空の上まで柵を延ばすことができますか？ あるいは、周囲の空気にまで柵を広げることができますか？ では、なぜ私たちの霊的視野を制限するそのような狭量な考えを抱くのでしょう？ 地位、知識、権力といった、私たちが所有する一切の財産は、どれも一時的な束の間のものです。私たちの命それ自体、いつ何時尽きるとも限りません。そのような状況の下で、人生を好き嫌いのために台無しにするのは、実に嘆かわしいことです。あなたに与えられた貴重な時間を、わずかなりとも無駄にすべきではありません。6/85



    ＊月

月は一つであり、とても遠くにあって影響をこうむりませんが、さまざまな壺の水面に映った月は、それぞれの水の澄み具合と穏やかさの具合によって明るさや安定性が違ってきます。

浄性（サットウィック）は金の壺、激性（ラジャスィック）は銅の壺、鈍性（タマスィック）は鉄の壺です！ 壺の価値は違っても、月の姿はそれぞれの壺が湛えることのできる水に、等しく、よく映ります。また、金の壺はマハートマ（偉大な魂）、銅の壺は信者、鉄の壺は無神論者ですが、三つのどれにおいても、内にあって動機を与えている者、内に住まう者はアートマです。ですから、すべての人を敬いなさい。同一のアートマが万人に内在しているのですから。25/12/70

   人は自分と特定の名と姿を同一視して、その基盤の上にあらゆる人間関係を築き上げます。けれども、名と姿にどれほどの真実味と永続性があるというのでしょうか？ 名と姿はすべて心〔マインド、マナス〕の投影であり、心と体が存続する間しか存在しません。ハートはアートマを表します。ハートは自ら光を発します。ハート（アートマ）から発する光は、心を照らし、心が外の世界を見られるようにします。この照明がなければ、心は世界を理解できません。心は、太陽から光を受け取る月のようなものです。月自体の光はありません。心はアートマが発する光ゆえに輝いているのです。太陽が輝いているとき、月はほとんど目に見えません。同様に、アートマの自覚があるとき、心は知覚できません。アートマはあらゆるものの基盤なのです。30/3/87



    ＊続ける

決意すべきことを決意したなら　成功するまで続けよ 

望むべきことを望んだならば　成就するまで続けよ 

願うべきことを願ったならば　叶うまで続けよ 

考えるべきことを考えたならば　実現するまで続けよ 

甘くやわらかな心には　神は願いを叶えねばならぬ

さもなくば　我を忘れて一心に神に請うべし 

やり遂げよ　辛抱強くあれ　決してあきらめてはならぬ

決して引き下がらず　決めたことは放り出さず 

それが　帰依者の性格であるがゆえ（テルグ語の詩）

自分のことは心配しないで、決めたことはやり続けなさい。そうして、あなたの不撓不屈の精神に、私が屈するようにしなさい。これがあなたと私との関係であるべきです。よい行いに熱心でありなさい。正しい行動をしなさい。11/8/01



    ＊津波

    　先月、多くの人々が津波によって言語に絶する不幸と苦難に見舞われました。人の邪悪な行為こそがこのような大災害の原因となっているのです。ですから、私はあなた方に間違った行動や邪悪な行為にふけらないように忠告します。今年は去年に比べて、より多くの災難が起こる可能性があります。しかし、私たちはそのような災難に心を奪われることなく前向きに進まなければなりません。これらはすべて通 り過ぎ去る雲のようなものですから、これらの出来事に心を乱される必要はありません。臆することなく、勇気をもってこれらに立ち向かいなさい。 

     先月起きた津波の災害は、実は人によって起こったものです。これは、まったく神の意志などではありません。しかし、人は、このような困難は神が人に下したものだと感じます。絶対にそのようなことはありません！ 神は人につねに幸せを与えます。神は怒りも憎しみももっていません。神の本質は愛です。では世界にはなぜこのような苦悩や困難があるのだろうという疑問が生じます。厳密にいうと、幸せは、苦悩がなければ何の価値もありません。人は何らかの困難を経験しなければ、幸せを体験することはできません。幸せと苦悩はお互いにからみ合っています。これらのどちらも、もう一方がなければ存在することができません。14/1/05

 

    ＊妻の義務

      現代の女性たちは自分の夫に従いません。夫の言うことを聞きません。妻が夫に従い、夫が妻に従い、夫と妻が調和をもって生活を送るなら、国全体が平安と繁栄を得るでしょう。夫と妻の不和と家庭内の分裂のために、国は次から次へと困難に見舞われるのです。夫と妻は、互いを理解し合い、共に相手に合わせるべきです。夫の言うことを厳格に守るパティヴラター（貞女）には、何でもできます。もし、パティヴラターが塩辛い海の水を使って夫のために料理をこしらえたとしても、その水は真水に変わるでしょう。もし、妻が夫の言うことを守り、夫が妻の望みを叶えるなら、その家庭の将来は安全で確かなものとなるでしょう。もし、それとは反対の行動をとるなら、その家庭は大きな苦しみに遭うことを免れないでしょう。22/11/10

    夫と妻が同じ見解を分かち合っていれば、家庭に平安と幸せが訪れるでしょう。夫のこと以外、誰のことも、何のことも思わない人が、パティヴラター（貞女）です。そうした夫への篤い信義を持って生活する女性は、人生においてあらゆることを実現することができます。夫と妻が別の道を歩むなら、家庭に平安と幸福はあり得ません。自分の心が、こっちの道、あっちの道、と揺れ動くのを許してはなりません。心を完全に神に集中させるべきです。神を黙想することは、家庭に一体性と調和を築く土台です。妻が神に祈りを捧げるなら、夫は善人となるでしょう。22/11/10



　＊罪

身体、心、言葉の三位一体の清らかさを実践するものは、他に守護を求める必要はありません。罪があるから恐怖があります。恐怖がはびこれば、人は自らの安全を確保しようとする人が沢山います。それは何故でしょうか?彼らは恐怖に満ちているからです。

 恐怖は罪意識から生ずるのです。汚れ無き者には恐れは無く、したがって守護を求める必要もありません。今日の人々は、自分のなした罪深い行為のゆえに四六時中恐怖に付きまとわれています。罪深い行為をしてはいけません。罪が無ければ恐怖とは無縁です。5/11/91

    あなた自身を罪人とみなしてはいけません。罪とは単に過失に過ぎないものに誤ってつけられた名前です。心から後悔し、二度と再び悪事を働かないと決心するならば、私はあなたの一切の罪を許します。あなたが無知だった時、あなたを誘惑した悪習を克服する力を与えたまえと神に祈りなさい。真、善、美part2p111

   今日、人の中にある罪への恐れは減少してしまった。それゆえ、人は結果を思い悩むことなく 邪悪な手段に頼っている。罪への恐れと神への愛が欠けているために、人のうちにある人間らしさは減少してしまった。これは世界平和にとって有害なことである。2/4/2003

 我々はこの現象世界を真だと思い込むことによって、いろいろな罪を犯しています。罪を犯せばそれを償うときがやってきます。罪を恐れ、神を愛しなさい。我々は社会にモラルを根付かせなければなりません。罪を恐れ、神を愛し、社会にモラルを根付かせるという三つのことが、人の価値の中で基本的で重要なことなのです。

 あなたが、平安で非暴力を経験出来るのは、あなたが罪を恐れることによってのみ可能なのです。あなたはまた、神を愛することによってのみ、真理や愛をはぐくむことが出来ます。我々のダルマと責任は、社会にモラルを確立することです。11/87p23

　 皆さんは、世俗的な事物の中に、一時かぎりの幸せを追い求めていますが、仏陀は、真実にして永遠不滅の霊的領域における至福に到達するために精進しました。皆さんは、世欲に埋没しているので、不滅の生命との間に距離を作っています。皆さんは数々の罪を犯していながら、それらを罪とみなしていません。皆さんは、それが人間にとってまったく自然なことだと考えています。そして、過ちを犯し続けていながら、それが許されることを祈っています。

   本当は、人は決して、犯した罪が許されることを願うべきではありません。私たちは、罰を受ける準備をしなければなりません。そうして始めて、人は欠陥から自由になれるのです。もし誰かが重大な罪を犯せば、その人は牢屋に入れられます。そして所定の期間、罰を受けた後にようやく解放されます。同様に、皆さんは自分の犯した罪を償ってしまえば釈放されます。このように、もしあなたが救いを求めるのであれば、自分の犯した過ちの罰を受ける準備をする必要があります。感覚をコントロールして、同じ過ちを繰り返さないように注意しなければなりません。5/7/01

    パーパ（罪）とは何でしょう？ 傷つけること、虐待すること、そして他人を殺すことが罪です。プンニャ（善行）とは何でしょう？ 他人を助けることが善行です。ですから邪悪な行為に邪悪な行為で報復してはいけないのです。その代わり、犯罪者を許し、寛大であるべきです。6/9/04



   ＊罪人

もしも、私が罪深い者に扉を閉ざしたならば、堕落した者や裏切り者はどこで救済されるのでしょうか。真善美p181



　＊抵抗力

一日二回の定期的な祈りは、あなたに力と勇気を与え病気に対して抵抗力をつけます。神の祝福は、精神的な平安を与えるのでよく寝て心を休めなさい。神があなたを１００％面倒見ておられると感じなさい。神はあなたを有害なことや怪我から守り、面倒見てくれるでしょう。SSSvol4p368



　＊ディーパヴァリ

ディーパヴァリの祝日を科学見地から見れば、太古私達の祖先が極地に住んでいたことにまず注目する必要があります。極地では一年のうち６ヶ月が暗闇でした。太陽が十二宮の白羊宮にはいるメハシャンクランティの日（４月１３日）に、太陽は現れます。太陽がてんびん座に入るトウラシャンカランティの日（１１月１５日）に太陽は沈みます。その２点を太陽が移動する期間が六ヶ月なのです。太陽がてんびん座に沈むと、暗黒の半年が始まります。

 今日は、カルテイカの月の１４日（チャトルダシ）です。それは新月の日（アマーヴァーシア）です．この月は、カウムデイと呼ばれています。極地の人々はその日から灯火に火をともすのが習慣でした。ランプに灯火をともすことにはそれ以外の意味もありました。長い間、暗闇の中で過ごす習慣があった彼らは、灯された灯火をニティアジョーティ（永遠の光明）と呼びました。5/11/91



　＊手紙

隠遁者が、不良にからかわれたなら「もっとからかってもいいよ。そうすることによってあなたが楽しいならば。それが私の望むところでもあるのだよ。」と答えるであろう。誰かがあなたを罵るとき、それを無視すれば書留手紙が受取人不明の手紙として差出人に戻っていくように、それは彼らに戻っていくのだ。あなたの精神的な安らぎを壊さないために、手紙を受け取ったり内容を読んだりしないことです。受け取りを拒否しなさい。もしそれを受け取れば、あなたが間違った行動をとったり、その人たちの仲間に加わったりしてしまうような可能性も出てくるのです。と私は警告します。SSSvol8p, 229



　＊溺愛

今日子供達の９割は両親から正しい教育をされていません。両親は、子供に対して正しいしつけを施していません。誤った行為がすぐさま矯正されるならば、子供は真直ぐに成長します。道からそれた子供を溺愛するべきではありません。誤った行為をする子供を放置しておくのは愛情のはきちがえです。6/5/87



    ＊敵

 一体性を理解し、あなたの愛をすべてのものと分かち合いなさい。だれをも敵と見なしてはなりません。皆さんは自分を愛してくれる人を友人と見なし、自分を嫌っている人を敵と見なします。実際には友人も敵もないのです。それは皆さんの想像にすぎません。25/12/03



　＊敵意

他の人が、あなたに敵意を抱いても、それを気にしてはいけません。その人に対して友好的な態度をとりなさい。また他の人から罵られても無視しなさい。それは単にあなたの持っている罪を軽減するだけであり、あなたの罪を,あなたを罵った人に置き替えることになるのです。人が他の人を褒めるとき、褒めた人にその褒められた人の功徳が移転されるのです。あなたへのお世辞ではなく,あなたに向けられた批判を友としなさい。8/95p206SS



    ＊適性

人の振る舞いは、一定の原理と道徳律を守る時、初めて改善します。社会のイメージはこの二つにかかっています。これらを日々の仕事や雑事に適用させるための基盤を築くのは、ハートの清らかさです。道徳のない社会は狂った猿のようなものです。教養は道徳的な生活を送るための必要条件ではありません。わが子が必要な適性や成熟度を持っているかどうか考えもせず、工学や医学のような専門課程に進むことを奨励している親たちがいます。人々はお金を追いかけて盲目になっているのです。親はもっと子供たちの素行に目を向けなければいけません。31/8/87



    ＊テスト

テストは歓迎されなければなりません。なぜなら、自信はテストによってのみ与えられるからです。壁に釘を打つ込むとき、まず少しだけ釘を打ってぐらつきが無いかをチェックして、釘がしっかり打ち込まれているかどうかを確かめます。それと同じようにどこであっても、テストは欠かせないものです。霊性の分野という、成功が一時的で永続しないことがよくあるところでは、なおさらです。20/6/1966

さまざまな時に、主は帰依者の霊性をより高いレベルに引き上げるために、帰依者に難しい類のテストと試練を課します。主はあらゆる知恵の源であり、自らに近づいてきた者にだけ啓蒙を授けます。「自分にはバガヴァン〔尊神〕は見えない、バガヴァンは自分に話しかけてくれない」と思っている人は、「自分は精神的にどれくらいバガヴァンの近くにいるのか？」「自分は実際のところどれだけ主の近くにいるのか？」と自問すべきです。どの人も自己探求のプロセスを積むべきです。主には怒り（アグラハ）も好み（アヌグラハ）もありません。無慈悲に見える時でも、その無慈悲の中には恩寵が潜んでいるのです。懲らしめているように見える時でも、その中には慈愛があるのです。怒っているように見える時でも、その背後には愛があるのです。

神性の本質を理解した人だけが、神のやり方を有り難く思うことができます。神は信者に正しい道を歩ませるため、そして、信者が理想にかなった生活を送ることを可能にさせるために、ある種の罰を手段として用います。そうした罰は信者のためなのです。

「苦痛がなければ獲得はない」という金言を例示する話があります。水がめを頭に載せて、朝から晩まで植木に水やりをしている庭師がいました。ある日のこと、水がめを運んでいる最中に頭痛がし、庭師は水がめを下ろして家に帰りたくなりました。その時、水がめが庭師に価値ある教えを垂れました。水がめは言いました。

「おお、男よ！ 働かなければ報酬は手に入らない。痛みがなければ喜びはない。私自身の話から教訓を学びなさい。私は人に踏みつけられる一介の埃と土だった。陶工がその土をかき集め、足で踏んで粘土にし、ろくろで回して水がめの形にした。そして最後に、火にくべるために私は窯に入れられた。私を買いに来た人は、誰もが私の脇腹を力強く叩いて私の堅さをテストした。一連の厳しい試練を経てきたために、私は人の頭の上で小躍りするという特権を得た。もし私がそうした試練の一切を経ていなかったら、どうやってこの高い地位を得ることができただろう？ それと同じく、君も試練と苦難を経る覚悟を決めたとき、初めて人生で上に上がることができるようになるだろう」6/3/89



　＊手伝う

人々の中に眠っている神性さを目覚めます為に、すべての神性な力を携えてこのサティアサイババがやってきたのです。私はあなた方を見捨てません。私はあなたを助け、抱え歩むでしょう。私は決してあなた方を見捨てません。私は自分の子供たちを助けるという義務を怠りませんが、子供たちであるあなた方一人一人が、私の仕事を手伝ってくれればそれは大変うれしいことです。ＭＢＡＩp170



    ＊デマ

何人かの嫉妬深く心の狭い人々が、デマとでっちあげをばらまいています。私はそのことには気を留めません。私が感心があるのは自分の役目を果 たすことだけで、他の人の批評には感心はありません。私は知っています。私がすべての人を愛するのと同じ量 だけ、すべての人が私を愛するということを。人類という一つの家族の中に、嫉妬や憎悪が入り込む余地があるでしょうか？　そうしたものは単なる空想です。誰がどのような想像をしても、私の真実は揺らぎません。11/8/01



　＊テレビ

どの家にもテレビがあります。テレビは、金持ちの家には、各部屋に置かれています。テレビが出現してから、人の心は汚染されました。テレビの無かったころには心はそれほどは汚染されてはいませんでした。暴力行為も、以前にはそれほど多くはありませんでした。今日テレビはどの部屋にも置いてあります。人々は食事を取りながらテレビを見ます。その結果、テレビに映る下劣なことも（霊的身体にも取り入れて）消化します。テレビに集中することは、見る者の世界観に影響を及ぼします。テレビの見せる、感覚、思い、行為は見る人の心をいっぱいにします。知らず知らずのうちに苛立ちと悪い思いが人々の心に入ります。やがてそれらは心に根を張るでしょう。それゆえ、食事をしながら恐ろしい事件を話題にすべきではありません。心を興奮させる話題を食卓にのぼらしてはいけません。食事をしている間は静粛にしなさい。音響さえ心に侵入して影響を及ぼします。食事の時はテレビを見てはいけません。それは蜂蜜を塗った刃。蜂蜜をなめるなら、刃は舌を切ります。バラタのみではありません。全世界がテレビの悪影響に犯されています。世界には無秩序、不和、欲求不満が溢れています。テレビを見ることを完全に止めなさい。ことに食事中であれば尚のこと、仕事中であれば仕事に集中しなさい。15/1/1996

    あなたが外界で見出すことのできるあらゆる力は、すべて人間に内在しています。人体は、それ自体が発電機です。人間のマインドはテレビに、ハートはラジオに喩えられます。デリーのラジオ局で発信される番組は、ラジオの周波数をきちんと合わせれば、同時に受信して聞くことができます。現代の人はラジオを持っていますが、昔の人は自分のハートをラジオと見なしていました。ですから、あなたのハートを清らかで神聖なものにしなさい。あなたが外界で見るものは、すべてあなたのマインドのスクリーンに映し出されます。つまり、マインドはそれ自体がテレビなのです。人間にはあらゆる力が潜在しているのです。あなたが外で見るものは、反映と反響にほかなりません。あなたが誰かを批判するとき、あるいは、ののしるとき、あなたは自分の悪い感情が相手に映っているのを見ているのです。善も悪もあなたの中から生じるのであって、外にあるわけではないのです。11/8/00

   子供たちの振る舞いが徐々に悪化している大きな原因は、現代の教育です。昔は、母親がわが子に「オーム ナマ シヴァーヤ」〔シヴァ神に帰命いたします〕であるとか「オーム ナモー ナーラーヤナーヤ」〔ナーラーヤナ神に帰命いたします〕といった聖なる言葉を唱えて聞かせることで、子供の教育を始めました。そのようにして、まだ大変幼い年齢のときに子供の胸に聖なる言葉が刻まれたのです。ところが、現代の親たちは神の聖なる御名を唱えることによってではなく、「バー バー ブラック シープ！」〔メーメー黒い羊さん。マザーグースの童謡〕といった歌で子供の教育を始めています。今、子供はあらゆる間違った類の言葉を教えられています。昔の子供は家にお客さんが来ると謙遜と敬意を持って迎えていましたが、今ではそうした品性は失われています。今の子供は富と力と友情を求めますが、人格は求めません。人格を欠いていたら、富と力と友情が何の役に立ちますか？ お金は入ってきては出て行くものなのですから、人は子供に道徳と正義を教えなければなりません。昔、子供は神聖な価値を教えられていました。現代の親は子供にもっと高等な教育を修めて偉くなってほしいと願いますが、昔の親は子供に偉くなるより善良になることのほうを望みました。昔の親は子供が善良になることを望んだので、バーラタは世界のすべての国々の理想として存在していたのです。

昨今の生徒たちは善い性質を教えられていません。その代わりに、子供が家に帰るとすぐに母親がテレビをつけ、父親も息子といっしょにテレビを見はじめます。昔は子供が家に帰るとすぐに両親は子供を仏間に連れて行き、その日教室で教わったことを全部復習させました。昨今の両親は〔嫁の持参金で〕自分が裕福な舅姑（しゅうと しゅうとめ）になれるよう、子供が高等な学問を修めることを望みます。19/11/01



    ＊天界

    人を動かし、人に動機を与えているのは、神です。ですから、人はその一体性の一つのユニットであり、死にゆく「型」の中に置かれた、この死にゆく世界の背後に置かれた、不死の子どもなのです。人の使命は、自分が生じた源である神に帰融することです。天界はこの世の上にある常春（とこはる）の領域ではありません。天界は内なる体験であり、至高の至福の状態です。12/5/68



　＊天国

人の身体は感覚的な欲望を満たすための物ではないのです。そして身体を、天国に行く為や、天国から舞い降りてきたおもちゃやそれを楽しむための道具として取り扱うべきではないのです。これらのことから持たされる喜びは、一時的なものに過ぎません。逆にそのことによって、生死の輪廻の輪の中に取り込まれてしまうのです。その結果これらの喜びは、苦しみをもたらすだけなのです。英知を持っていないものだけが、これらの感覚の喜びを追い求めるのです。～このような喜びは人にとっては毒にすぎません。RRVp, 482

 解脱は天国の住人でさえ手の届かぬものなのです。天国も地獄も行為の結果であり、創られたものであり、それゆえ不滅ではありません。誕生、成長、衰退、死という条件によって縛られています。無始の始めから存在し続けたものではありません。それはつくられたものなのです。行為以前には、天国も地獄も存在しませんでした。過去に無かったもの、未来にも無いものは、現在にも無いのです。それは行為の報いによって、天国か地獄を与えるだけで、不滅の歓喜を与えるわけではないのです。UVc11

皆さんの中には、貧しい人に施しをしたり、儀式に出たり､苦行をしていれば､天国に行ける。と思っている人もいるはずです。ところがクリシュナは､天国など儚いものだといっています。「アルジュナ、天国よりはるかに偉大なものがあるのだ。儀式や苦行などは、止めた方が良いといっているのでは無い。むしろそういうことは、君の務めだと言っていい。ただしどんなことも世界の幸いのために行うのだ。自分のために働くのでは無い。全世界が平和で豊かで幸いであることだけを願って、どんなことも私欲を捨てて行うのだ。天国に行きたいなどと思ってはいけない。

 天国をはるかに超えたもっと高い境地を願うのだ。天国は、前世で積んだ功徳がある間は続くだろう。だが功徳が無くなれば、君はまたこの地上に戻ってこなくてはならない。だから天国のような儚いものを求めてはいけないのだ。神に近づき、神に親しむのだ。そして神と一つになれ。本当に大事なことはそれだけだ。神の摂理は､天国よりもはるかに偉大なものだ。行為の本当の意味を知り、正しいものの見方と共に行為をすれば、神そのものを手に入れることが出来るのだ。」SGc32

 神聖で淨らかな行為によって得る最高の賜物は、天国です。死後、天国に行く人の浮世から解放される期間は、他の人に比べて長いのですが、しかし天国にいる期間にも終わりが来ます。求道者は、天国に行くことを欲するのを止めなければなりません。UVc4



　＊同一視

あなた自身をあなたが演じている役と同一視しないことです。そのような同一視は、あなたの進歩を遅らせることになるでしょう。SSSvol6p21

あなた方は皆、自分という役割を演じているだけなのです。その役割とは個我なのです。私はだれそれです。というのはエゴなのです。誤った同一視で、本当のあなたではありません。あなたは自分自身に言い聞かせなければなりません。私は自分という役割を演じているだけで、本質はアートマです。私は、自分が自分と思う事を超越します。と。

あなたは、絶え間無くこのような思いを、心に抱かなくてはなりません。でなければ、あなたは目の前の困難に屈するでしょう。苦しんで、不安で、そして心配するようになるでしょう。そうではなく、解毒剤を飲むようにそれらを体から追い出さなくてはなりません。スワミこれは、全て夢ですよね。と言い続けなさい。もしそう言ってもまだ自分が気づかなかったら、私に願いなさい。私は常にあなたが望むものは全て与える用意があります。しかし、あなたは願わなくてはなりません。私が勝手にあなたにそれを授ける事は出来ないのです。ラニマーへのインタビュー



　＊道具

すべてを彼に捧げなさい。すべてを彼に委ねなさい。彼の道具になりなさい。道具自体は、この仕事が好きだとか嫌いだとかは選択できません。彼の効率の良い道具になりなさい。SSSvol4p273



　＊道徳

インドの国の嘆かわしい現状は、道徳の価値の下落が原因です。今日、３つのことが最も肝要です。

罪を恐れる。・神を信愛する。・社会道徳を尊ぶ。18/8/96

    人生行路において、人は「ニーティ」と呼ばれる特定の道徳律によって自らの行動を導いてもらわなければいけません。「ニーティ」は「ニータ」〔導かれた〕という語から派生した言葉で、「正しいもの」、「適切なもの」を意味します。正しい行いは、人が人生で最も高い地位を獲得するための王道です。人の道徳、社会の道徳、あるいは、国の道徳が衰退すると、その人、その社会、その国は、滅亡に向かいます。道徳の損失は、何十世紀にもわたって築け上げてきた文明そのものの滅亡さえ招きます。道徳がない状態では、人は滅びます。道徳は人類の命を支える呼吸です。現代の人間が堕落しているのは道徳が衰退しているせいです。道徳心のない人は猿にも劣ります。21/8/86

    一つの国や社会の運命は、人々の道徳心の強さにかかっています。人格は、信仰と真実に深く根ざしたものであるべきです。真実は、思いと言葉と行動の一致として示されなければなりません。25/12/86

   道徳は正義にかなった行いの土台です。国であれ、社会であれ、個人であれ、一切の土台は道徳です。道徳が失われると、これら三つはすべて徐々に衰えていきます。あらゆる繁栄と幸福は、道徳心に基づいています。宗教が発生したのは、人に倫理的な生き方の価値を気づかせるためです。23/7/89

    人々は今、たくさんのお金を貯めています。しかし何のために？　人々は死ぬ時に何を持っていくでしょう？人は手ぶらで逝かなければなりません。逝くときには体すら置いていかなければなりません。五元素は五元素に融合します。そのため、中味のなくなった肉体は火葬されます。ですから、自分の体や富に誇りをもつべきではありません。お金は得てもまた出ていきますが、道徳心は生じると育ちます。道徳心を育てるべきです。高度な教育にかかわらず、人は今、道徳心を失っています。道徳心を失った人はまったく人間ではありません。実に、そのような人は人間の姿をした悪魔です。

   道徳心のないところに、人間性はありません。年長者を敬い、両親に感謝を示しなさい。ところが、人々は今、そうした感謝や敬意の気持ちに欠け、「どうして年長者を敬う必要があるんだ？どうして年長者を愛する必要があるんだ？」と考えています。人々がどこに行っても、渇望するものはお金、お金、お金です！私たちの真の富とは何でしょう？愛が真の富です。愛という富を手に入れたとき、すべてが手に入ります。雲さえその手でつかめるようになります。1/5/08

    昔は、ある特定のグループや個人が開拓や奴隷獲得の方法及びそれらに必要な権力を独占しており、それが道徳的行動を衰退させる原因であった。そのため、それらのグループや個人を滅ぼしてしまえば、再び道徳を取り戻すことが出来た。今では邪悪は全世界的な特徴である。それゆえ私は人間の性格、態度、行動に革命をもたらし、人々にある修行を教えるために来た。人々は統一と調和、平和への道に戻らなくてはならない。宇宙のあらゆるものは神の顕現であることを認識することが一番の根本であり、それは完璧な内容であり、縦糸と横糸、糸と布地の関係のようなものである。これを認識することは人種、教義、階級、カーストに関係なく、万人の権利である。今のこの時代に生まれて私に出会う好運に恵まれ、しかも私がそれを与えるためにきた指導を受ける機会に恵まれたあなたは、実に幸運である。真善美pt139

    日常の行動を識別して行う時、彼は道徳を守る人と言われます。道徳のない生活は、全く無益です。社会の威信は社会を構成する人々の道徳にかかっています。道徳を失った社会には、悲嘆が待ち受けます。国家であれ、社会であれ、人々の行為が道徳にそむくならば、彼らが営々と築いてきた文明は滅びます。財産、地位、権威等々を豊かに持っていようとも、それらは虚飾にすぎません。人としての価値を高めるものは、道徳のみです。17/9/92

 神の恩寵を得なさい。それが真の霊的教育です。霊的教育を受けると共に、世間的な学業にも励みなさい。霊的・世間的学問に根本的に必要なものは、立派な人格です。何をするにしても道徳が役立ちます。行為が良くなければ社会から尊敬されません。17/9/92

人間社会にとって道徳こそ第一に必要であることを認識しなさい。23/11/92

 常に助け、決して傷つけてはなりません。この真理を理解した時、あなたは、真の人間になります。人間という言葉の意味は何でしょう?人間とは道徳と人格を有する存在です。道徳の道を守るなら、苦難を被る事は無いでしょう。こうした教訓を人間に与えるために、神は地上に降臨するのです。29/10/09



    ＊糖尿病

      たとえば、ある人が血圧の問題を抱えているとしましょう。その人は将来、糖尿病になります。この二つ、高血圧と糖尿病は、双子と見なすことができます。一方は他方の歩みに従うのです。さらに、そこには奇妙なことがあります。糖尿病の薬を飲めば血圧は上がり、血圧の薬を飲めば糖尿病はひどくなるのです。というのは、この二つは正反対の組み合わせであり、薬で減らしたり制御することはできないからです。この二つの病気は、ひとたび忍び込んできたら、追い出すのは大変難しいものです。

      では、どうすれば治せるのでしょうか？ これに対する黄金の法則、すなわち最高の処方箋は、食餌療法です！ 食べ物の摂取を制限しなさい、そうすれば、すべては良くなります。皆さんは体重を減らさなくてなりません。体は、山、すなわち堆積（たいせき）のようなものです。一ヶ月間毎日自分の家を掃いて塵（ちり）を集めれば、山になります。それと同じようにして、皆さんは不活性な肉体に、イドゥリやサンバル、ヴァダやドーサ〔いずれもインド料理〕といった食べ物の塵を積み上げてきました。一週間それらのどれも口に入れずにいなさい。そうすれば、体のサイズは目に見えて縮小するでしょう。体はタイヤのようなものです。空気を入れればタイヤは膨らみます。空気を抜けばタイヤに特有の危険性はなくなります。しかし、タイヤに空気を入れ続ければ、タイヤが破裂する危険性が付きまといます！ 安全なものにしておくほうがよいのです。

    人は、高血圧と糖尿病はありふれた病気だと考えています。これは非常に間違った考えです。この二つの病気は大変危険なものです。これらの病気はどちらも心臓に影響を及ぼし、心臓に作用します。二つのうちの一つは心臓を肥大化させ、もう一つは心臓の周辺を肥大化させる傾向にあります。この二つの病気が併発すれば心臓は肥大化します。血糖を正常な量にする要因は何でしょうか？ それはインスリンです。インスリンが減少すれば、血糖値は上がります。血糖値は一定量でなければならないため、糖尿病患者はインスリンの注射を打つのです。血糖値が増減すれば、患者は意識不明になります。血液中の糖分を抑制するため、通常、医師は患者に小麦や他の穀物を摂るよう忠告します。食べたものは何であれ、すべて体内でグルコース〔ブドウ糖〕になります。8/10/83



　＊動物

人が動物に生まれ変わる可能性はあります。しかしまれにしかそういうことが起こらないのです。徳の欠如による人の生まれ変わりの下降現象は、普通レベルの低い人間となって生まれ変わります。しかし、実はどの生まれ変わりの生においても、あなたはアートマンとして存在しているのです。MBAIp188

 人間の偉大さは、意識的な努力によって彼の持っている悪を取り除くことができる点にあります。動物の場合は基本的能力が低いので、何か気に障ったりするとその原因を分析することなしに、いきなりパッと飛び上がったりするのです。SSSVol10p102

  あなたが苦しんでいる人を見ているだけで助けないのであれば、あなたは人間と呼ばれる資格は有りません。たとえあなたが、解脱を望まなかったとしても、せめて人間らしくありなさい。人間であるというのは少なくとも動物でいるより良いのです。なぜなら、動物は過去を振り返ることも、将来の計画を立てることもないからです。牛は自分が種蒔きのために畑を耕している事も、刈り取りが終わり、自分がその収穫物を家に運んでいることも知りません。人間は、自分の頭の上に過去の行為の後悔と未来への心配、更にそれに保険を掛ける、という余分な荷物を乗せて歩きます。SSSVOL6p80

 怒り、欲情、貪欲といったものは、人間の性質ではありません。動物の性質です。動物だけが他のものを恐れさせ、また反対に他のものを恐れるのです。あなた方は動物ではありません。あなた方は決して誰も恐れてはなりません。それらを超越しなさい。16/7/97

 今日、人は、姿は人ですが、その中身は多くの動物の属性を備えています。人が自らの内に持っている神から戴いた神性さを体現さすには、神への愛を培い、罪を恐れ、社会的な道徳心を培わなければなりません。人が神を愛し罪を恐れるならば、人は社会的な道徳規律を破りません。それ故、社会的道徳規律は自動的に守られるのです。人として生まれてきたのにも関わらず、動物的な属性を追い求めるのは全く意味のないことです。7/94p169SS



　＊時

私はあなたが活動的でいつも忙しくしていることを望みます。もしあなたが活動的でなかったら、時はあなたの肩に重くのしかかるでしょう。時は神の身体であるので、あなたの人生に割り当てられた少しの時も無駄にしてはなりません。SSSvol1p, 53

    日常生活のすべての行為は、神に捧げることによって聖化することができます。すべての思考を神に捧げることにより、人は平安に達することができます。これを実行し始める為に、ふさわしい時を待つ必要はありません。時はあなた次第です。偉大な人は時を待ちません。偉大な人たちは、時間を自分の僕（しもべ）にします。人は神聖な体を授かっているにもかかわらず、体を誤用しています。竹には多くの節があるように、人間の一生には、富や妻や子への渇望という節があります。それらの節は取り除かなければなりません。1/1/98

 

    ＊徳

世界では、すべてのものが常に変化し続けています。このいつも変化し続けている世界は、変化することのない神を基盤としています。その神聖な基盤（アーダーラ）を理解したとき、初めて人は、それを基盤としているものを体験することから至福を引き出すことができます。どんな行為をしていても、どんな道を追い求めていても、人は神を意識しているべきです。現代人は、権力と地位と金銭を求め、徳を求めません。善性を失った権力と地位に価値はありません。人間に最も必要なものは徳です。人が神を憶念すべきなのは、この精神においてなのです。23/11/91

   徳は、体と心、両方の万能薬です。徳のある人は健康と幸福の両方を享受することができます。では、どうしたら徳を育むことができるのでしょう？ どうしたら日々の実践の中で徳が表れるようにできるのでしょう？ それは、生きとし生けるものへの奉仕、セヴァ（無私無欲のボランティア）を通じてすることができます。セヴァの根っこに水を与えるためには、徳が愛と思いやりと無執着という三つの水路を流れなければなりません。人間が群れを形成して生活するという本能を授かっているのは、互いに共感し合い、絶えず相手を思いやり、実際に奉仕を行う道へと人を駆り立てるためです。人は社会的な動物です。人間は独りで生活することを不自然で惨めなものだと感じます。古代のアシュラムは学校のようなところで、そこでは互いの協力と愛のある奉仕が奨励されていました。弟子たちは、牛の世話をし、グル〔導師〕の家事をし、あらゆる点において互いに助け合い、グループで働いて奉仕をしました。3/9/80



　＊毒

毒蛇やサソリといった多くの有毒な生き物がいます。神は、それらの生き物が自分の身を守るために、その毒を授けました。サソリが刺す場合、サソリには相手を害する意図はありません。サソリはただ自分が傷つけられるかも知れないという恐怖から刺すだけです。あなたが挑発しなければ、森に棲むトラでさえ危害を加えてくることはありません。あなたがトラを怒らせた時にだけ、トラはあなたを襲ってくるのです。このように、全てのものは反動、反映、反響なのです。29/10/09

 身体は、中に入って来ようとする毒素をすぐに外に出そうとします。身体が自然に反応して毒素をはき出そうとしているときに、薬を飲んで吐き気を抑えようとするのは、正しいことではありません。薬を飲んだら、毒素を出せなくなってしまいます。毒は、胃から出ていかずにたちまち体中に回ってしまうでしょう。だから毒は出してしまうべきで、薬で抑えるようなことはしない方が良いのです。毒素を出してしまった後なら、薬を飲ましても良いでしょう。吐き気が収まっている頃には､身体も弱っていることでしょう。その時には、病人もおとなしくなり、忠告を受け入れてくれるはずです。毒素を出そうとしている人には、そうさすのが一番良いのです。

   ひどく怒っている人がいて、その人が怒ることによって毒素を出そうとしている場合も、それと同じ事が言えます。その人が言いたいように言わしておけば良いのです。止めようとしないで気の済むまで言 わせてほって置けば良いのです。その人が、すべてを言い尽くすまでは、こちらは静かに我慢しているほかはありません。こちらまで心を乱して頭に血を上らせてはいけないのです。怒らずに静かに耐えている内にやがて心は安らぎ、幸せな気持ちになるでしょう。それこそが天国の経験なのです。どうしてあなたは、自分の頭に血を上らせて天国の悦びを捨ててしまうのですか。耐える心はきわめて大事な特性です。人間の様々な特性の中でも、耐え、許す心は何よりも尊いものです。スワミは許す心こそ真実であり、正義であり、非暴力であり、幸せであると何度も話してきました。許す心とは本当はこの世で出会うすべての物の価値と等しいのです許す心さえあれば、心を静めることも、感覚の節度を守ることも、欲望を捨てることも､（世俗に）捕らわれないことも、信じて迷わぬ事も､心を定めることも、どんな特性も身につきます。これらの六つのすべてが、清らかな心を作ります。SGc33



    ＊徳のある嫁

昔の親は裕福な舅姑になりたいなどとは決して望まず、息子に徳のある嫁が来ることを願いました。だからこそ、昔は平和で栄えていたのです。現代の世界の無秩序の原因は何でしょう？ それは、今、家庭に理想的な親がおらず、理想的な子供もいないからです。最初の学校は家庭です。家庭が善良であれば、子供は社会に入っても善良な性質を身につけます。現代の学生たちは、自分が身につけた知識や知恵や善良な性質は社会から教えられたものだということを認識しなければなりません。ですから、学生たちは、社会からそれほど多くの恩恵を受け取った後、自分は社会に対して何をしようかと自問しなければなりません。学生は社会から多くの恩恵を受け取りますが、そのお返しに何か善いことをして貢献するということをしていません。そのため、人は恩知らずになってきました。私たちは自分を援助してくれた人に恩を感じなければなりません。もし自分に恩恵を与えてくれた人に感謝と敬意を示さないなら、身につけた教育の一切は何の役に立ちますか？ そうであれば、身につけた教育の一切は無駄です。何よりもまず、社会に敬意を持つことを身につけなければなりません。なぜなら、私たちは社会の中で生まれ、社会の中で育てられ、死ぬまで社会の一部として存在するからです。昔の母親は、社会に敬意を持って初めて理想的な人生を送ることができると、わが子に教えたものでした。19/11/01



    ＊唱える

教本には神が詳しく描写されています。神は公平無私で功徳にあふれている等と述べられています。実際には、至高の存在を概念的に説明するのはとても難しいことです。しかし、神を人間の属性に関連付ければ、それは簡単になります。というのは、あなた方は人間であり、人間の特徴を十分認識しているからです。ですから、人間の惑わされている見解は、神が人間の姿をとって現れて、模範となる性質を示した時に、初めて消え去るのです。人間は、さらにもう一歩進んで、自分は神の化身であり、ナーラーヤナ神はあらゆる生き物の内にも、外にも存在するという事実を実感認識することができるでしょう。神がどこにでも存在しているというのに、神を探し求めることに意味がありますか？ そうする代わりに、神の御名がつねに舌の上で躍っているべきです。なぜなら、口は身体の正門のようなものだからです。絶え間なく神の御名を唱えることにより、身体の外側にも内側にも灯がともり、暗闇から光明へと（タマソー マー ジョーティルガマヤ）、生活に平安がもたらされるでしょう。

トリカラナ シュッディ（手と口と心という三つの道具の清らかさ）は平安へと導いてくれます。言い換えるなら、私たちの思い、言葉、行動は、いかなる時も純粋さを維持していなければならないということです。そうすれば、まず本人が平安を獲得し、それから、その平安が周囲の環境にも広がります。手は神聖な行為をしなければなりません。口は神聖な言葉を発しなければなりません。ハートは純粋な愛で満ちているべきです。12/189



　＊富

餌を与えようとしている飼い主の手に噛みつき、知識を授けてくださった教師を罵る子供たちを育てる、というのが今日の教育の進歩だと言われているのですが、果たしてそれが進歩なのでしょうか？人々は良い人生を、高い仕事のポストを、そして富を求めます。しかし彼らは良い性格、正しい知識、そして正しい品行を求めません。富がすべてに渡って重要なものとなり、正義が薄れつつあります。

 これが今日教育の進歩といわれているものなのです。人格や道徳は本の中に閉じ込められたままです。心は完全に汚染されてしまいました。すべての行為は、利己的な動機からなされます。これが今日のいわゆる教育の進歩といわれているものです。12/91p314

    生活していくには物質的な富も必要だというのは事実です。けれども、富が人生のすべてであり目的だ、というようになってはなりません。人間の命は神から来たものです。自分の人生を神に捧げ、正義の道を貫くとき、あなたは人生を聖化して平安と幸せと繁栄を獲得することができます。22/7/91

 富が一箇所に蓄積される時、富に応じて慈善行為が行われなければならない。人の富を正しく使うことがドウラッヴァヤグニャである。富の正しい使い方とは何か?牛や土地や自らの技能を施し与えることが、ドウラッヴァヤグニャに含まれる。また、すべての肉体的、精神的活動と話す行為が、霊性修行として役立てられる時、それは、タボーヤグニャとなる。もしあなたが、絶食をした為に体力が無く、床に横になっていたとしたらどのようにしてタパス（苦行）が出来るだろう?行為に携わりながら、行為に縛られないことが、ヨーガヤグニャである。ギータバヒニ１０章

    もし永遠に続く幸福を味わいたいなら、その幸福の源を探さなければなりません。その源はプレーマ〔愛〕です。この世に愛より偉大なものはありません。あらゆるものには代価があります。永遠に続く幸福に対して支払うべき代価は、神聖なる愛です。愛がなければ、どんなものもあなたに真の幸福をもたらすことはできません。ですから、人にとって一番の富は愛です。誰もがその富を得ようと努めるべきです。その富を持てば、誰も皆、永遠に続く至福を味わうことができます。1/1/98

    人は、おのれのカルマによって富を得る。それゆえ今自分の手に入るもので満足しなさい。8/9/96

富を狂気のように求める人々は、道徳と調和して一体となる暮らし方を忘れました。良からぬ手段で得た金は、ごみでしかありません。そのような富は役に立たないのです。蓄財しても役に立ちません。

  不正に得た富は、実はその人のものではありません。それゆえ、そのような富を取り上げようと待ち構える貪欲な４つの実体があります。第一は政府です。税や法律の名目で政府は蓄積された財産を襲います。第二は火です。火は、どのようなところに不正な富があっても、そこに到達して焼き払います。第三は盗賊です。盗賊は隠された財産を狙います。盗賊はなんとしてもそれを盗み出します。第四は病気です。不正な富を奪い返そうと病気はその人をしっかりと捕まえて治療費の出費を余儀なくさせます。乞食に一円の施しさえしない吝嗇家（りんしょくか＝けち）は、医者や薬代に金を払う羽目になります。このように不正な手段で手に入れた金は、結局以上のような手段で取り上げられるのです。2/6/91

 多すぎる富を持つと、沢山の危険なことに対面することになります。多すぎる富を持つと、人は傲慢になり正しいことと間違ったことの識別心を無くしてしまいます。SS12/94p311

 富を蓄えることによって欲望を増すと、それはあなたを、喜びと悲しみの連鎖の中にとり込んでしまいます。執着は喜びと悲しみの原因で、非執着はそこからあなたを救ってくれます。あなたの家族、家、土地や、あなたの車はすべて神の財産であって自分はその管理人だとみなし、明け渡しの通達を受け取るや否や、すぐに惑わず明け渡すことが出来る用意をしておきなさい。SSSvol4p94

   人々は、世界中にこれまでここまで広まったことのないような邪悪な行動に走り、邪悪な考えを抱いています。人間は富と地位 へのとどまる所を知らない欲に駆られています。もちろん日々の必要のためにはお金が必要です。けれども、それさえも限度を設けるべきです。

    広い海も、限度を超えて満ちたなら、災害をもたらします。肉体を維持していくために必要な食べ物も、量 をわきまえて摂るならば健康によいのです。食べ過ぎれば身体器官を害します。食べ物は満足感を与えることもあれば、毒になることもあります。人は食習慣によって病気の餌食となるのです。食べ物は必要ですが、健康によい量 だけに抑えて摂らなければなりません。

   同じように、富は必要ですが、限度内にとどめるべきです。過剰な富は多くの危険を招きます。過剰な富をもつと、人は傲慢になり、善悪の区別 がつかなくなります。人は、カルナ（寛容さで知られる人物）ではなく、貪欲の典型であるドゥリヨーダナとなってしまいます。富と共に犠牲の精神も等しく育つべきです。持つ富が増えたなら、それらを奉仕のために使わなければなりません。今、富は増えていますが、そのような度量 は大きくなっていません。23/11/94



＊友

神は人間の姿を好みます。神は、人々に神を体験さすために人の姿を取った。といわれています。友として、仲間として見られる時が神は最も満足します。おお、誰より親しい友よ。わたしのハートの愛しい友よ。と呼びかけるとき神は最も喜びます。SS8/89

    神と友だちになりなさい。それはどのような種類の友情でしょう？ この友情の基盤は富ではありません。勇気でもありません。愛のみが、神との友情の基盤となることができます。愛以外のものは神との友情の基盤とはなり得ません。先ほどギリシャの女性（ヘレン・ソティリオウ）が詠ったとおり、あなたと私の間の絆は愛のみです。愛があるからこそ、私たちは一体性を見出すことができるのです。愛ゆえにこそ、真の友情を手に入れることができるのです。憎しみをもって幸福を得ることは決してできません。愛があるなら、それ自体が至福です。至福は愛の中にしか見つけることができません。愛以外のものの中には決して至福を見出すことはできません。19/11/97



    ＊ドラマ

 私たちは、自分の父親や母親や、兄弟姉妹を愛しています。こういったさまざまな関係は、神のドラマの中で人々が演じている役割に過ぎません。2/7/04



    ＊泥棒

心（マインド）を純粋に、清らかにして、神にあなたの心を所有したいと思わせるようにしなければいけません。神はハートを盗む泥棒（チョーラ）です。泥棒は家に入ると価値のあるものを物色し、薪や炭の入った袋には目もくれません！ 神も同じです。神が泥棒役になって入ってくると、最も価値のあるもの、神が最も価値を置くもの、あなたが最も苦労して育てたものを探します。神が持ち去っていくものは、純粋な思い、同情と慈悲の甘さに満ちた行い、見返りを求めない愛情です。神は普通の泥棒ではありません！

神という泥棒は、盗むことによって人々をより豊かにさせます！ 幸福感、心の安らぎ、自尊心を、より豊かにするのです。神という泥棒は、盗めば盗むほど愛されます！ 神という泥棒は、眠っている人を目覚めさせ、その家の住人がその泥棒のために取っておいたものを盗みます。人は、神という泥棒がやって来てその目的のために自分が取っておいたものを持っていってくれるかもしれないと思い、何度も眠ったふりをします。神という泥棒は、

「タスマート ジャーグラタ、ジャーグラタ！――それゆえに、目覚めなさい、目覚めなさい！」

と声を掛けます。それから、自分が探し出した宝を持ち去ります。

あなた方は自分の中に宝を持っています。けれども、あなた方はそれを知りません。そのために、その宝を神という泥棒のために取っておくことをしていません。あなた方は、自分は何も神という泥棒に渡せるものはない、自分は貧しい、虐げられている存在だと、思っています。ひとたびあなたのハートを神に差し出すなら、もはや嘆き悲しむことも何かを求めることもなくなります。10/7/74



    ＊貪欲

今の人々は現世的で感覚的な快楽の餌食となって、この世に存在するものだけが真実であると信じています。 

　今、世界の人々は、これまで広まったことのないような邪悪な行動に走り、邪悪な考えを抱いています。人間は富と地位 へのとどまる所を知らない欲に駆られています。もちろん日々の必要のためにはお金が必要です。けれども、それさえも限度を設けるべきです。広い海も、限度を超えて満ちたなら、災害をもたらします。肉体を維持していくために必要な食べ物も、量 をわきまえて摂るならば健康によいのです。食べ過ぎれば身体器官を毒します。食べ物は満足感を与えることもあれば、毒になることもあります。人は食習慣によって病気の餌食となるのです。食べ物は必要ですが、健康によい量 だけに抑えて摂らなければなりません。同じように、富は必要ですが、限度内にとどめるべきです。過剰な富は多くの危険を招きます。過剰な富をもつと、人は傲慢になり、善悪の区別 がつかなくなります。人は、カルナ（寛容さで知られる人物）ではなく、貪欲の典型であるドゥリヨーダナとなってしまいます。23/11/94

    手を伸ばすのは、神の恩寵を求めるためだけにしなさい。ぺこぺこしないで、権利として恩寵を求めなさい。子が父に求めるように求めなさい。神は最も近しく、愛しいものであると感じなさい。あなた方は反映、すなわち写しであり、私はビムバ〔太陽や月の表面、光源〕であり、映るものです。光源とその写しとの間に、何か重大な違いなどあり得ますか？ あなた方は皆、私です。私はあなた方、皆です。私は自分がアートマであることを知っていますが、あなた方は自分は肉体であると信じています！ あなた方は砂糖でできた人形であり、私は砂糖です。どんな御名も崇敬しなさい。その崇敬は私に届きます。なぜなら、私はすべての御名に返答するからです。誰かを中傷すれば、それは私に響きます。なぜなら、すべての人は、私の意志の表現であるからです。24/8/71



    ＊内閣

    私には自分自身の内閣があります。私は様々な大臣に、それぞれの仕事を任せています。大臣たちの仕事に口出しはしません。もし私が『スワミ、どうか雨を降らせてください』という祈りの手紙を受け取ったとしたら、私はその手紙を雨の神であるヴァルナに転送します。ヴァルナがそれを適切に扱うでしょう。しかし私には自分に直属する三つの部門があります。それは、愛、無私の奉仕、霊性修行、という三部門です。誰であれ、私を愛する者を私も愛します。私への愛だけで十分です。その人の性質や資格を調べたりはしません。また、誰であれ、私は何の見返りも求めずに奉仕する者の世話をします。最後に誰であれ、いつであれ、霊性修行の道を行く者は私の保護下に置きます。私はその人の世話をします。これら三つ以外の部門は私の大臣達がそれぞれの役割に応じて人々の面倒を見ています。ND



　＊内在の霊

神は善の中にも悪の中にも、真理の中にも非真の中にも、功徳の中にも罪の中にも存在します。それでは、何が虚偽であり何が非ダルマであるかをどうして決めればよいのでしょうか？ギータは次のように宣言します。私は、生きとし生けるあらゆる物の中に内在する霊である。と。この真理を実感認識するものは平等感を経験します。17/2/96

    サーダカ〔修行者〕に神を顕現させ得るのは、ディヤーナ（瞑想）の実践だけではありません。神は、人間に内在しているのと同じように、昆虫、鳥、動物にも内在者として存在しています。「今、神はどこにいるのだろう？」と問えば、神はあなたの内にも存在するという答えが、自然に得られるでしょう。そのような問いの答えを見出すために、ディヤーナ（瞑想）といったサーダナを行う人たちもいます。9/10/05

    外に神を探す代わりに、自分に内在する神を実感認識するよう努めなさい。自分の中で、自分は誰かを探しなさい。肉体意識は脇へ置いておきなさい。自分を体と同一視してはなりません。「私」と「あなた」という問題が起こるのは、自分を体と同一視しているときだけです。「私」と「あなた」が一つに融合すれば、一体性が生じます。

   しかし、不幸なことに、現代の人々は利己的な「私」を忘れられずにいます。どこを見ても、「私」の原理〔アートマタットワ〕があるのみであり、それはすべてに存在しています。ひとたび、同一のアートマ〔真我〕がすべての人の体に偏在していることを実感認識すれば、「私」と「あなた」の違いは消え去ります。ところが、皆さんは体と同一視する事を手放すことができずにいます。生まれたときから自分を体と同一視することに慣れてしまっているのです。21/3/04



　＊内的汚染

この世界は、聞く、話す、見ると言う三つのことが歪められたことによって、邪悪になり汚染されてしまった。人の内的汚染が人の外的汚染に反映されている。すべてのことは、内的に存在するものの現れなのである。SSIB1993p, 29



    ＊長生き

人は、長生きすることを願うのではなく、生活が浄化されることを願うべきです。わずかな時間でも、天界の白鳥であるハムサのように生きるほうが、カラスのように何年も生きるよりもはるかに尊いのです。人間の低次の欲求を昇華して、聖なる道に沿って人を導き、宇宙意識との一体化という栄光に満ちた運命と、個我と普遍的実在とが同じものであるという真理を人間の前に掲げるために、ヴェーダ（太古の天啓経典）は、実現可能な真理を要約する深遠な格言の形で、多くの教えを説きました。1/1/83



    ＊泣く

    人は、泣いたり、わめいたりするために生まれてきたのではありません。人は幸せな人生を送り、また、この世を幸せに去るべきです。なぜ、一時のはかないものであるこの世の所有物のことを心配する必要があるでしょう？　人間にはそのような心配はふさわしくありません。すべてを神からの贈りものであると見なしなさい。ヴィヤシティ（個人）とサマシティ（社会）とスルシティ（森羅万象）とパラメーシュティ（神）との間の関係を理解しなさい。森羅万象は神から生じたものであり、社会は森羅万象の一部です。個人のいない社会はありません。ですから、個人がとりわけ重要です。こうした森羅万象は神からの贈りものです。ところが、私たちは神を熱望し、神のために泣くことがありますか？　一時の、永続しないこの世の物事のために泣くのは、人間の特徴ではありません。この世の物事はすべて、来ては去る、流れ行く雲のようなものです。時たま、厚い雲に覆われて、太陽や月が見えないことがあります。でも、心配する必要はありません。いくらか待てば雲は去り、太陽や月がまた見えるようになります。必要なのは、少しの辛抱と忍耐です。15/1/08

    人間の体は五大元素で出来ており、いつかは朽ち果てるものです。人々は子どもが生まれると幸福を感じ、だれかが死ぬと悲しみます。決して悲しみに隙き入る余地を与えてはなりません。すべての困難に勇気をもって挑みなさい。自分は神の一つの姿なのだという確信を持ちなさい。そうすれば泣くこともなくなるでしょう。15/1/08



    ＊名前と姿

名前と姿は一時的なものです。人間は、真の自己を忘れて、名前と姿を実在するものと信じ、はかない世界を永遠のものと信じて人生を送っています。神はすべての特性と感情を超越しています。人が、神が特性や感情を備えていると考えるのは、むしろ不思議なことです。すべての人にとって、神の無限の愛と真理と慈悲を知るのは、何よりも大事なことです。人間は本質的には神でありながら、自己に内在する神性を忘れたために魔物のような振る舞いをしています。すべての人間には決断力と利発さという性質が備わっています。これらの美徳を崇高な目的のために活用する人のみが真の人間です。25/12/02

    １なる神に、あなたの選ぶどんな名前でも付けることができるのです。そうした様々な名前はあなた方が神に付けたものですが、実際には、神はそういった類の名前は持っていません。神は名前なき者、姿なき者です。神は純粋な意識であり、純粋なエネルギーです。神のエネルギーと意識は、あなた方にも内在しています。あなた方は、その並外れた力と能力を、神聖な活動のためにのみ、敬虔な態度で使わなければいけません。21/5/00



　＊怠け癖

怠け癖がつくとそれは錆を出し始め、やがて人をして埃のようにしてしまいます。もし人が幸せで健康的な人生を望むなら、最初に人がしなければならないことは、心に浮かぶ悪い想念、感情、習慣を取り除くことです。次の段階は何でしょうか？それは、良い想念、良い習慣、良い感情を迎え入れることです。これらのことを、子供の頃から習慣付けなければなりません。SSSvol10p183



　＊ナマスマラナ

ナマスマラナはカリユガにおいて人が解脱に達するのを助けるために規定された最高の方法です。10/9SS

 あらゆる方角へ彷徨うとする心をナマスマラナ(と瞑想)によって集中させるならば、虫眼鏡で太陽光線を一点に集中させると炎となって燃え上がるように、知性と心の波が集中し、歓喜を照らす神聖光線として現れます。集中すれば、どんな困難なこともやってのけられるのです。人には、無限の力が備わっているのです。瞑想は心の集中の訓練をするプロセスです。DVJp6

 悪の力がはびこって、善良な人々を皆滅ぼし神の帰依者でさえ、その邪悪な力の前に屈服してきています。このようなカリの時代においては、ただ神の御名のみが人々を救うことが出来るのです。このサイのマントラを一生を通じて唱えなさい。この名前こそあなた方全てを守り導くのです。10/3/80

 毎日少なくとも五分を神の御名を唱える時間として捧げ、さらに数分を貧しい人や、寄る辺のない人びとへの祈りに捧げなさい。あなたの日々の祈りに、全世界の人びとの幸せを込めなさい。悪意や他人を傷付けることのない生活を送るように努力しなさい。これが霊性の規律であり、自分の人生を償うことであるとみなしなさい。神の名を唱えるだけで十分ではなく、神聖な行動に参加しなさい。SS3/90p60~1

 ナマスマラナの火は心の中の不純物を燃やし尽くし最後には心を純粋なものにする。これが心の秘密です。P, 298 ANDI

    毎日神の御名を唱えなさい。それだけであなたはいつも守られるでしょう。ちょうど空気がすべてに充満しているように、神はあなたの上に、あなたと共に、あなたの周りに、あなたの下に、あなたの上にいます。ですから、あなたはつねに神と接触しているべきです。神への信頼を育てれば、一体性は自然と得られるでしょう。その結果、憎しみの入り込む余地はなくなります。神の恩寵を得るために儀式をする必要はありません。心の底からナーマスマラナ（神の御名を唱えること）をするなら、それで十分です。21/7/05

   生々流転するこの世において、私達は喜びや悲しみが繰り返す、人生の様々な浮き沈みに出会います。また、精神的にも身体的にも病に悩まされます。肉体は病気になり、心は心配事で一杯になります。不幸、混乱、悲惨さに直面しても、あなたにはそれらを避けることができる一つの道があります。

それは、サイへの道です。サイのみが、それらの困難や病気を取り除き、私たちに健康と平安と繁栄をもたらすことができるのです。

   サイの名前を唱え続けている人は、生きながらの解脱者です。なぜなら、サイを常に憶念することによりエゴが小さくなって行き、永遠且つ、不変のアートマ真我への悟りがもたされるからです。サイの御名は帰依者とサイを繋ぐ絆です。その名前によって、帰依者はサイと向かい合い、自分が実はサイと一つであったという英知を得ることが出来るのです。29/3/81

  罪への恐れは減少し、邪悪な行いが昨今の風潮になってしまった。神への信愛は消え失せてしまった。言語に絶する悪い行為が増え続けている。ああ、人間よ！ 神の御名を唱えることだけが人に平安と幸福を授けられるということを理解せよ。2/4/2003

 

    ＊波

瞑想するために腰を下ろすと、あなたの心はあちこち動き回ります。心がさまようのを許さずに、常に定まっているようにさせるべきです。海辺に行けば、波がオームという音を出しているのが聞こえるでしょう！ その音に集中するなら、あなたはすべてを忘れるでしょう。22/11/2010



    ＊涙

神は涙を創り出し、涙をぬぐい去ります！ 何のために？ 神は人々が神の姿を求めて泣くように涙を創ったのです。神は世俗的な問題の結果である涙をぬぐい去ります。神は修道者を道楽者に変え、道楽者を修道者に変えます。普通の人は裕福な人に嫉妬を感じます。しかし、実際には、裕福な人々はつねにあらゆる類の心配ごとでいっぱいです。ですから、富は一種の病気なのです。裕福な人がヨーギ〔ヨーガ行者〕になるのは大変難しいことです。裕福な人はいつも、稼いだものを保持することや、政府の強制捜査のことなどを心配しています。15/1/86



　＊悩む

人々に対して良いことをしているならば、悩みはありません。悩みは心の錯乱です。私にはそのような悩みはありません。私は良いことをしています。それで何故悩まなければならないのですか?良い行いをしていないものは悩まなければなりません。17/11/1995



　＊ナラカ

五千年前、地球の周りを運行しているいくつかの惑星がありました。そのうちのいくつかは、時々消えてなくなります。地球の周りをまわるナラカという惑星がありました。それぞれの軌道を運行するナラカと月は、時として衝突するばかりに接近しました。あるときナラカは地球のすぐ傍まで接近しました。地球の住人は来るべき大災害に恐れおののきました。彼らは、間近に迫った破局を回避し守護したまえと至高の神に祈願しました。

 その時、クリシュナ神はナラカを滅ぼすために超常の知識（プラニヤー）を用いました。クリシュナの持つこの超常の知識はサッティヤと呼ばれます。クリシュナはサッティヤを使ってナラカを退治しました。地球の住民はランプを灯してこの日を祝い、守護したもう至高の神を崇め、至高の神が勝利を収めたその日を祝日として祝うようになったのです。5/11/91



　＊肉食

神の信者になろうとしている者は、肉食、アルコール、喫煙をやめなければならない。SS12/1994p315

今日、どうして人口の増加が起こっているかといえば、それは人々の行為のせいである。人々の小さな胃袋を満たす為に、神は世界に沢山の食料となる物を創造しました。大量の米、大量の小麦、大量の果物のような良い食料を神が与えているのにもかかわらず、人々は肉や魚などを摂っています。そしてそれらの人によって殺され食された魚（や動物たち）が,人として生まれ変わってくるのです。SSIB1977p182

 人々の為に飲料水を提供する施設を創設し、同時に人々が動物を食料として殺しているのを止めさす、という二つのことが太古の栄光を取り戻す上で基本的に必要なことです。どんな形にせよ、罪のない動物を殺すということは暴力であり、悪であり、野蛮な行為なのです。SS12/94p323

 真の信者になろうと思うならば、肉食を完全に止めなければならない。人は動物を殺しながら、どうして自らをサイやラーマやクリシュナの信者だと言えよう？そのような人は悪魔である。そのような人は、神の恩寵を決して受けることは出来ないであろう。誰であろうと、その人がインド人だろうが外国人だろうが、サイババの命に従わなければなりません。今すぐ肉食を止めなさい。SSN春95p33

 肉を食することによって、精神的な安定や集中が出来なくなり、霊的な進展は望めません。食べ物によって心は左右されるのです。肉を食べることによって、動物的な思いが心に浮かんでくるのです。例えば、羊肉を食する前に羊はどのような性格の動物か調べてご覧なさい。羊は従う、従う、従うことだけです。それ故あなたは羊肉を食べることにより識別心を失うでしょう。豚肉を食べると、傲慢な豚の性格があなたにも現れます。このように肉食は我々の想念に悪い影響を与えるだけではなく、暴力的傾向も強くさせます。動物を殺すのは罪です。しかしあなたは、動物を殺すのは自分ではなく,肉屋だと主張するかもしれません。それは正しくありません。というのもあなたが肉を食するからこそ、動物が殺されるのです。もしあなたたちが皆、肉食を止めたならば、誰が動物たちを屠殺場へと連れて行くでしょうか？それゆえ罪を犯している者は、動物たちを屠殺しているものだけではなく食している者も含まれるのです。このように我々は正しい食生活をしていない為に人間的な価値を失い、獣的な性格を身につけて来ているのです。SSN春95p,16

　今日、自分をサイの帰依者であると思おうと思うまいと、だれもが肉食をやめるべきです。なぜでしょう？　肉食はもっぱら動物的性質を増長させます。何を食するかによって何を考えるかが決まるのです。さまざまな動物の肉を食べることで、その動物の性質が吸収されます。人間と同じく五大元素でできている動物を食べることは、いかに罪深いことでしょう！　動物を食べることは、人に悪魔的性癖をもたせ、その上、動物への残虐行為という罪をも犯します。ですから、真に神の帰依者になろうと努める者は、非菜食の食べ物をやめなければなりません。自分たちをサイの帰依者であるとかラーマの帰依者であるとか言いながら、鳥や肉を食べて肥えている人たちがいます。それでどうして真の帰依者であると見なされるでしょう？　それでどうして神がそのような人を帰依者として受け入れることができるでしょうか？　ですからインド人であっても無くても、そうした肉食をやめるべきです。 

　次に飲酒という問題があります。人が飲む水は生命の供給源です。水はシヴァ神の頭から流れています。水は神聖です。そうした健全な飲み物の代わりに酒を飲むことは誤りです。酒は人に自分の本性を忘れさせます。飲酒により人は不快な気分になり、酒飲みを堕落させます。酒は神を忘れさせます。酒飲みは自分が言うことも行うことも意識にのぼっていません。そのような人を見ると嫌気が催してきます。飲酒の弊害によりおびただしい数の家庭が崩壊しました。酒飲みはお金をすべて酒につぎ込んで、妻や子どもたちに貧苦を負わせています。そのような無責任な男がどうして社会の役に立つでしょう？ 

　酒に加えて、多くの人がタバコの喫煙にふけっています。今日では、タバコを吸うことが、喘息や肺癌、好酸球増多症や心臓病など、多くの病気の原因となっています。喫煙の害は容易に示すことができます。白いハンカチにタバコの煙を吹きかけると、吹きかけた部分は赤く変色します。タバコの煙が一枚の布切れにそのような害を生じさせ得るのであれば、その煙が血流に入ったときにはどれほどの害をもたらすことでしょう？　タバコの煙は健康を損ない、寿命を縮めます。ですから、真の帰依者になりたいと願う者は、肉・酒・煙草を断たなければなりません。

     ワインと肉は、多くの鈍性な性質をもたらします。肉はあなたの中の悪魔的性質を高めます。軍隊の兵士には肉食が必要なこともあるかもしれませんが、霊性の求道者には不要です。15/7/83

　アルコール依存症は数々の悪の原因です。けれども、どの政府もそれを止めることができません。それはは個人のレベルで起こらなければなりません。個人の変化は、他人に説教された結果 としてではなく、その人の精神的な変容を通してのみ起こることができます。一人ひとりが以上の真理に気づき、自分自身を改善しなければなりません。 23/11/94



   ＊肉体

私は今まで肉体を無視するように言ったことは一度もありません。肉体は道具であることを常に心に留めておきなさい。肉体は神を祀る神殿なのです。決して肉体を軽視してはなりません。欲望が常に肉体を汚しているわけではありません。ただ、大切なことは、良い欲望を持つべきです。私たちには、欲望、怒り、貪欲、執着、強欲、憎悪といった、人を滅ぼす六つの敵がいます。けれどもあなたは、それらの敵を滅ぼすことが出来るのです。

    怒りを例にとってみましょう。外に向かう怒りは何の役にも立ちません。 けれども、もしあなたが自分の悪い振る舞いや、悪い思い、性癖に対して怒るならば、自分自身の向上を図る事が出来るでしょう。このように怒りを他の人に向けるのではなく、自分に向けなさい。次に欲について考えて見ましょう。制限の無い欲望を追い求めれば、いつも不満を抱いて生きていくことになります。これとは逆に、あなたが強く神を欲し、神に仕えたいと欲するなら、同じ欲望でもそれは崇高な欲となります。このように、人が利己的、自己中心的、感覚的、世俗的である間は、確かに肉体は霊性の向上の障害になります。しかし、肉体を自分の内なる神性を悟るための道具として使うなら、肉体は断じて障害とはならないのです。実のところ、肉体とは人が神を悟り、体験する為の神様からの贈り物なのです。STPS2p79

   肉体は、今日生まれて、明日には死ぬかもしれません。しかし、皆さんは永遠です。皆さんには生も死もありません。いつも幸せでいなさい。それが私の望みです。私のもの、あなたのものといった相違が自分に近づくのを許してはなりません。15/12/07

    体は神からの贈り物であり、輪廻の海を渡って神へと到達するための道具を積んだ小船です。それが人生の目的であり、体という小船が病気や怠惰や老衰によって浸水して崩壊しないうちに、目的地に辿り着かなければなりません。体と心と魂の健康を油断なき注意をもって育まなければなりません。それをしてなお、人はダルマとダイヴァ（善、神）を守るためにはいつでも体を捨てる覚悟を持っていなければいけません。24/12/80

     私たちは困難に対して勇敢に立ち向かわなければなりません。私がこうした苦痛を自分の身に引き受けたのは、皆さんにこの不動の精神と勇気を教えるためにほかなりません。皆さんは私の理想に従わなければなりません。決して肉体の苦しみに重きをおいてはいけません。肉体への執着を手放しなさい。そして、肉体を正しい活動に従事させなさい。肉体を神への奉仕に携わらせなさい。私たちの肉体は神からの贈り物です。神はなぜ私たちに肉体を与えたのでしょう？ それは神への奉仕に献身するためだけなのです。23/11/04

    今、人間のハートは、怒りや憎しみ、貪欲、妬み、虚栄心といった悪い性質の巣窟になっています。こうしたネガティブな性質を追い出すことができるのは、愛だけです。欲望、怒り、貪欲、妬みといったようなものは、肉体への執着と食習慣から生じます。ですから、人は肉体への執着がないかどうかよく調べ、欲望を抑えなければなりません。「荷物を少なくして身軽になれば、旅は快適なものとなる」と言われています。人生という旅を快適なものにするために、欲望という荷物を減らしなさい。肉体への執着は、少しであれば、あってもかまいません。なぜなら、人生という旅は、肉体の助けがあってこそ始められるものだからです。家族や友人と生活していれば、肉体への執着を手放すのは不可能です。11/8/2000

    この肉体とその中の血液循環は、私たちが摂取する食べ物のみにより栄養を与えられ、養育されているのです。もし、自分自身の体をコントロールできないのであれば、私たちの生きる目的とはいったい何なのでしょう？ どこにいようとも私たちは肉体を自分のコントロール下に置かねばなりません。そうして初めて、私たちは本当の人間となり、神に近づくことができるのです。肉体と心をコントロールすればするほど、あなたは神の近くに、より行けるのです。28/8/04

    人間が体験するあらゆる困難の根源は、人間が自分の霊的な実体を忘れて、自分を肉体と同一視していることです。肉体はその中に宿る神霊の衣にすぎません。肉体意識に浸ることによって、人間はエゴイズムと所有意識を募らせ、それが多くの悪い性質を生じさせているのです。人間は生来備わっている神性さを忘れ、自分が授かっている感覚と器官を神の目的のために使い損なっています。25/11/88

    神をアートマの化身として崇めなさい。「彼」をアーカーラ（身体）だと見なしてはなりません。肉体意識を放棄してアートマの意識を育みなさい。霊的な生活を送るときにのみ、あなたはアートマの化身を思い描くことができるのです。皆さんが私をこの身体であると見なすなら、私はただの２歩すら歩むことはできません。身体だけを見てはなりません。私がアートマの化身であることを信じなさい。そのとき、私は常に健康でいるでしょう。5/10/03

　人間の生命はわたしたち自身の実態を知るために神から与えられた贈り物です。今日、わたしたちはそのように考えません。わたしたちは肉体を道具とみなさなければなりません。何度も何度も探求しなさい。肉体はたくさんの部品、例えば鼻、耳、目、手、足などを持っています。これらの手足なしにはこの肉体を持つことができません。肉体は自然の手足です。そしてこの人間の肉体は社会の手足です。社会なしには神性を見ることはできません。これは神性の手足です。全世界は手足と手足の結びつきが組み合わさったものです。もしも手足が分離されたら肉体は存在できません。今日の人間はそれを別 々の部分に分断しています。15/7/01

    　今日、皆さんはスワミの誕生日を祝っています。事実、この肉体には誕生日があります。この肉体はすでに生まれて７８年が経過し、７９年目に入ったところです。しかし、私は７９歳に見えますか？ いいえ、そんな年齢には見えません。今だけではなく、８０歳になっても、９０歳になっても、私は今のままです。私は決して誰にも他の人には頼りません。私の目も歯も完璧な状態です。普通 の人は７９歳にもなると、歯は全部なくなってしまい目は白内障にかかります。皮膚には皺が寄ります。しかし私には皺一つありません。私は年をとりません。実際私は老人ではありません。   同様に、皆さんもこのような勇気と自信を培わなければなりません。そうすれば必ずよい気分になります。私だけでなく、皆さん方全員がよい健康状態に恵まれるべきです。しかし、皆さんは自分で自分の健康を害しています。皆さんは、実にさまざまな面 において、肉体的な力を誤用しています。もし皆さんが、肉体を正しく使うようにすれば、スワミの恩寵によって栄えることができます。

     皆さんは、健全な肉体と健全な精神をもっていれば、どれだけの人々にでも奉仕することができます。ですから、自分の美しさをひけらかすためではなく、他者に奉仕するために、皆さんの身体を健康に保たなければなりません。私でさえ、他の人々に奉仕するためにこの肉体が必要なのです。人類に奉仕するためには、私はどんなことでも、自分の命を犠牲にすることさえ覚悟しています。

     同じように、皆さんもいつも他者に奉仕する心構えがなくてはなりません。決して肉体が一番大切だと考えてはなりません。そして、体力を無駄 に使ってはなりません。皆さんは肉体を正しく使わなければなりません。それと同時に精神力も十分に強くしなければなりません。よい学業成績を修めて、人類への奉仕をして人生を聖なるものにしなさい。人生のどのような場面 にも臆せず立ち向かう心構えを、つねにもっておきなさい。それこそが真の人間の本質です。どんなときでも、あなたの奉仕が必要とされれば、「いつでも準備が出来ています。いつでも行く用意ができています。」と言って即座に要求に答えなければなりません。このような勇気と自信を培って世の中に理想を示しなさい。23/11/04

   人間の肉体は、人生のどこかの時点で必ず病気に悩まされ、苦しむものです。人はそのことに関して過度に心配すべきではありません。実際、肉体は様々な困難を通して生まれ、成長します。肉体は困難の数々をまぬがれませんが、それらを気にするべきではありません。人間の肉体にとって困難と苦痛は自然なことです。アートマにとって歓喜は自然なことです。肉体の性質にではなく、アートマの性質に従いなさい。肉体意識を放棄しなさい。体は汚物の巣窟(そうくつ) であり、病気に冒されやすい。体は時として変化を被る。体は輪廻（サムサーラ）の海を渡れない。「おお、心よ！ 体が永遠のものであるという幻想を抱いてはならない。そうする代わりに、聖なる蓮華の御足に庇護を求めよ。」

  なぜ、このような束の間の肉体について思い煩うのですか？ そうする代わりに、神を想いなさい。肉体の苦痛は、流れ行く雲のように来ては去っていきます。それが人間の体（プラブリッティ、外界）の性質なのです。アートマ（ニブリッティ、内界）の性質は、人生の二元性を平等に扱います。肉体の不調は来ては去ります。2/4/2003

   人間は、肉体的執着という束縛を断ち切ったときに、初めて神の姿を見ることができるのです。今日、人は学識があるにもかかわらず、無知に埋没しています。22/7/02

 あなたは母親の肉体を通って生まれてきたので、母親と肉体的に繋がっており、その母親を生んだ祖母とも肉体的に繋がっています。姉妹や兄弟とは敬意を持って接するべきですが、母親や祖母以外の人々とは、肉体的な繋がりはないのです。CWSSBJp126

あなたを害した人、あなたを非難した人を許しなさい。何が起こってもそれは自分にとって善いことである、という信念を持ちなさい。誰かがあなたに悪口雑言を浴びせても、仕返しをしてはなりません。その相手は体を非難したのか、それともアートマを非難したのかと、心の中で自問しなさい。もし体を非難したのなら、その人は間接的にあなたの役に立つこと〔体を非難することで体はあなたではないという真理を自覚させること〕をしてくれたのです。なぜなら、体は肉と血と骨と糞の山以外の何ものでもないからです。それとは逆に、もしその人がアートマを非難したのなら、それはその人自身を非難したことになります。なぜなら、あなたの中にも、その人の中にも同じアートマが存在しているからです。人はこの種の許しと広い心を育むべきです。16/7/00

 アートマンをアートマンとして知った人は本当の自分自身の事を知り、アートマンに融合する。しかし、未だに何らかのやるべきことや欲望を持っていれば、それらが消費され尽くすまで、彼らは肉体を持ってこの世を彷徨う。そのような人々を、人間の身体を取ってはいるが、同時に少しの神性さを持つ者と呼ばれる。これもまた、神の意思によって起こる。その者達は、肉体を持ってはいるが、その姿は霊妙であり、超肉体的解脱を得るまでの間だけその姿を保つのである。彼らの行為は水に書かれた線のように、それを書いている間しかその姿を見ることができない。その行為が終わるや否や、その者たちも消えていなくなる。その者達が行為をしている間だけあなたはそれに気付くが、次の瞬間には彼等は消えていなくなるのだ。SDMp87

    肉体は神の住処です。肉体は人々が識別と無執着という二本のオールを漕ぎながら、それに乗って生々流転の大海を渡らねばならぬ舟なのです。そのために常に最善の状態に整えておかねばなりません。真、善、美part1p168

   人間の肉体は愛から現れました。ですから、私たちは食べ物のためではなく、神への愛のために一生を送るべきです。しかし、人はこの真実を理解していません。人は夜明けから夕暮れまで自分のお腹を満たすために大変苦労しています。人は肉体という贈り物を、本来の目的のためには使用していません。この肉体は汚物の巣窟であり、病気になりやすく、刻刻変化します。そのような永遠ではない移り変わる肉体に対して執着を育て、肉体的な喜びのために努力するのは何と馬鹿げたことでしょう？28/8/04

  決して肉体を永遠のものと考えてはなりません。体は時間と状況に応じて現れます。ひとたび定められた時が過ぎれば体はただ消えるのみです。肉体によって得られた体験さえ消えてなくなります。23/2/09



   ＊憎む

 すべてが神だと言いながら、あなたは他者を憎みます。これはまったくの偽善です。もし皆さんが誰かに対して反感を抱いているのであれば、黙ってその人から離れていなさい。その人を憎んではいけません。その人に対する愛を養うように努めなさい。誰をも批判したり憎んだりしないことです。23/11/00

      誰をも憎んではなりません。憎しみはあなたの最悪の敵です。いったんあなたの中に愛を育めば、憎しみは自然に消え失せます。敵対しているライバルに出会ったら、愛をもって彼に挨拶をしなさい。彼もまた、同じ感情を返してくることでしょう。あなたが他者をまったく愛することなしに、どうして他者からの愛を期待できるでしょうか？　私が実践しているのも、伝えていることも、愛であり愛のみなのです。愛の力を理解するよう努めなさい。愛はあなたの最も偉大な富です。誰もその価値を見積もることができません。神はあなたから何を期待しているのでしょうか？　あなたの愛のみです。愛は、神があなたに与えたすべてのものに対して、あなたが神に支払わなければならない税金なのです。5/10/03



 　＊ニ元

二元論の根っ子には欲望があります。欲望が生じるのは自分と他のものという思いがあるからです。

欲望を持つ者と、欲望の対象物は異なる二者であるとの観念があります。しかし真の不二一元論は主体と客体が一体となることにより、二者の分離がなくなると説きます。8/9/96

    「Ｉ」〔私〕という文字は、一つであることを表しています。「あなた」（個人という自己認識）というものは、純粋性を育てて神との一体感を味わえば、存在しなくなるでしょう。ですから、二元的な感情を捨てなさい。一体性の原理は、愛を通して体験しなければなりません。それは言葉では説明できません。しかし、皆さんは愛というものの本当の意味を理解していません。皆さんは、身体的、世俗的な感覚で愛を解釈しています。その結果、あなた方の愛はまったく一様ではなく、折りに触れて変わり続けています。体への執着によって愛を汚してはなりません。体は物質でできています。物質と結び付いているものはどれも、決してあなたに平安と幸福を与えてはくれません。ですから、物質を超越して実在を見なさい。一体感（エーカトマ バーヴァ）を育てなさい。すべては一つです。誰に対しても平等でいなさい。世俗的な感情を愛に起因するものと考えるのは、大きな間違いです。愛には二元性が入り込む余地はありません。13/4/05

    人生は物質的な側面と霊的な側面が合わさったものであり、物質的な側面は頭に、霊的な側面はハートに結び着いています。しかし、人間は頭に従い、物質界だけを念頭に置いているために、霊的な側面のことは忘れています。頭だけに従っている限り、人も、社会も、国全体も、平安と安全を得ることはできません。人が体への執着を手放してハートから生じる愛の原理に従ったときにのみ、平安と安全がこの世を滞りなく統治することができるようになるでしょう。神が創ったこの世界の中では、正義と不正義、誠と嘘、功徳と罪、暑さと寒さといった二元性が共存しています。

人々は、この世のアダルマ（不正義）の撲滅を欲します。人々はダルマ（正義）だけが存在することを望みますが、それは不可能です。この世界では、アダルマが存在しなければダルマは存在できず、ダルマが存在しなければアダルマは存在できません。世界それ自体がダルマとアダルマの結合体なのです。一方が存在しなければ、もう一方も存在できません。人は識別力を使ってダルマに専念する生活を送るべきです。人の幸せの秘訣はそこにあります。16/7/00

    決して心（マインド）の気まぐれに流されてはなりません。心に従うなら、あなたは実在ではなく物質だけを見ます。心は物質と結び付いています。物質と結び付くべきではありません。心と結び付くなら、決して一体性を見ることはできません。二元性を捨てない限り、真の愛とバクティ〔神への愛〕を深めることはできません。13/4/05

    人は、アートマは体の内部に存在することを想像する能力に欠けています。体と心と全宇宙はアートマの中にある、というのが真実です。アートマは他の何かの内部に存在することはできません。アートマはすべてです。アートマは万物です。ジャパ（神の御名を唱えること）、ディヤーナ（瞑想）、プージャー（礼拝）を行う人は、神を自分とは別の存在であると考えて、二元性のえじきになっています。どれほど学識があろうとも、自分から神を遠ざけるなら、そのような人々は自分の本性を知らないのです。神は人のハートの中にいます。30/3/87

    人が経験するあらゆる喜びと悲しみ、好き嫌いの主な原因は、「私のもの」、「あなたのもの」といった二元性の感覚です。こうした二元性は利己心に根差したものであり、これが、自分さえよければ世界に何が起こっても構わないという考えを抱かせます。そういう自己中心的な人は、自分にとって大事なのは自分の体と財産と家族だけだと考え、真実を偽りと見、誤りを正しいものと見ます。この根強い病を取り除くためには、奉仕に従事しなければなりません。体は私利に仕えるために与えられたのではなく、他者への奉仕をするために与えられたのだということを、はっきりと理解しなければいけません。21/11/88

    二元性の感覚は、「私」（アハム）が特定の名と姿を身につけたときに生じます。アハムカーラ（エゴの感覚）は、姿形の変化の結果です。名と姿から自分を引き離したとき、初めて人は自らの真の神我を発見できるのです。本質的な神性を忘れて、自分を変化する一時的な姿と同一視していることが、束縛と悲しみの原因です。この不当な同一視の原因は心です。それは、心が外界と関わるため、感覚器官を通じて受け取る印象と関わるためです。心の仕組みを理解すれば、心を超越しているアートマの実体を、一つの遍在なる不変の原理として体験するでしょう。30/3/87

     二元性は日常生活の明らかな現実です。すべてのシャーストラ（霊性の科学）、プラーナ（叙事詩）、イティハーサ（古代の伝説）は、二元性を認め、その基盤の上に人間の生活を規制するよう求めてきました。どのような立場においてであれ、人が現象界での活動に没頭している限り、二元的な傾向は避けられません。聖典のあらゆる戒めは、現象上の一時的な世界における人間の振る舞いを規制するために書かれています。30/3/87



　＊ニシカマカルマ

行為の成果を期待せずに為す行為をニシカマカルマ（欲望のない行為）と称します.それは又、無執着と結びついた喜びの行為と称されます。24/5/91



    ＊二羽の鳥

一本の木に二羽の鳥が止まっています。ウパニシャッドはそれを、この体、この世界という木に止まる、ジーヴァートマとパラマートマ、すなわち、個人の魂と至高の魂であると述べています。一羽の鳥はその木の実を食べ、もう一羽の鳥は目撃者として単にそれを見ています。しかし、驚くべきことに、その鳥は、二羽いるように見えても、実際には一羽なのです。それは同一の存在の二相であるがゆえ、二羽を引き離すことはできません。空気中の蒸気は目に見えません。蒸気には姿形がありません。しかし、蒸気は、固く重く冷たい氷と同じものです。ニラーカーラとサーカーラ（無形なるものと有形なるもの）は、唯一なる者が自らを現す二つの方法にすぎません。

1/1/64



    ＊日本

学生たちに、日本とバーラタ（インド）の状態を比べさせてみなさい。日本人は「仕事の精神」を持っています。日本人はよく働きます。そのため、日本人の生産性は高く、価格を低く抑えることができるのです。日本人はストライキの最中でさえ仕事を放棄しません。インドでは、高い給与を求める騒々しい声は上がっても、もっと勤勉に働こうという意思は見られません。そうした態度のせいで、インド経済は嘆かわしい状態にあるのです。22/7/91

    世界のどの国も、自国の文化的伝統、価値の体系、歴史的背景を基に、国の制度や生活様式を発展させてきました。そうした制度や価値体系は、歴史も文化も背景も異なる他国に移植できるものではありません。アメリカの経営方式は一つの種類であり、日本の経営方式はまた別の種類です。アメリカの経営方式は競争と利益本位のシステムによって構築されています。そこでの経営者と労働者の関係は「雇用と首切り」に基づいています。人間的価値よりもお金と利益が重視されています。アメリカの経営モデルを模倣することによって、我々インド人は困難に陥り、期待していた利益を得られずにいます。

日本の経営方式はそれとは異なります。労働者は規律に対して高い意識を持っており、たとえ不満が生じても、ストライキなどという生産に悪影響をもたらす手段に出ることはありません。日本の経営者と労働者の関係は概して心の通ったものです。これこそが、日本の産業的な発展に役立っているのです。21/8/86



　＊人間

どうやったら限りある人間の力を限りない神の力に変えられるのでしょう？その為には、すべてを神に委ねるのです。SGc2

   人間は人という「型」に入れられた神です！12/5/68

私の一部が生命の世界の中で個人へと変容した（バガヴァッドギーター１５章７節）

    人類を救うためには、人類とは何か、そして、人間として生きることの目的は何であるのかを理解しなければなりません。定義から言えば、人間の霊的側面は、肉体の中に住んでいる生きた魂です。生物学的には、人間はホモ サピエンス サピエンスと呼ばれています。ここで、ホモという言葉は人間の身体を指しています。サピエンスは「賢い」という意味です。人間は、物質的なものと霊的なものの両方を理解することができるので、サピエンスという言葉が2回使われています。人間は神を知ることができるのです。24/12/74

    「マーナヴァ」（人間）という語には、「無知ではない状態で生きている人」という意味があります。この無知とは何でしょう？ それは、自分を自分ではない別のものだと考えることです。人は肉体ではありません。人は心ではありません。あたかも自分が肉体や心であるかのように行動する時、人はドリタラーシュトラ〔クリシュナに敵対した盲目の王〕のように、無知の状態で生きているということになります。6/3/89

   人間は体と意識の結合体です。人は霊性の第一歩として内省に取りかからなければなりません。そうして初めて、現実は理解され得るのです。誰も自省に着手していませんが、他者を非難する準備はできています。自分の過失について自分を省みて自分を罰する心構えのある人だけに、他者を判断する資格があります。7/10/97

   自然界のすべては神の具現であるということも認識しているべきです。創造世界は神の意識の第一の象徴です。創造世界はプラクリティ（自然）と呼ばれています。自然の産物である人間は、誰もが自らの神性を意識し、創造世界のその神聖な基盤を公言すべきです。人間の生はこの上なく神聖です。人間としての生は貴重で神聖なのですから、それに適った生き方をすべきです。人間は創造世界の一部であり、人間の内にある神性は何か異質のものではありません。アヴァター（神の化身）は、人間に本来備わっている神性を身をもって示すために、時おり降臨するのです。23/11/91

あなたの力は宇宙の中にあり、宇宙の力はあなたの中にあります。皆さんは誰か他の人を偉大な人間だと思っています。けれども、あなたより偉大な人間など存在しません。あらゆる力と可能性はあなたの中にあるのです。引力と磁気エネルギー、電流、光、火、エックス線も生まれつきあなたに備わっているのです。すべての人はコンピュータであり、発電機であり、光源であり、無線局であり、あらゆるニュースも私たちの中にあるのです。20/5/95

 人間の肉体が特別なのは、神の力の80%までがそこに内在しているからです。動物の体には15%位しか存在していません。人間は自らを高めて神と一体となることができますが、動物は、決して生まれ持った状態から自由になることは出来ません。CWSSBJp270

 人間は、ほんの小さな存在であっても、神の大きな力とつながり、一つになれば、果てしない力、どんなことも出来る力が生まれます。SGc2

  人間は確かに万物の長ですが、にもかかわらず、弱く、他者に依存する存在として生まれてきます。社会の文化と伝統、家、国、宗教、つまり歴史は、個々の人間の人生と思考に影響を与えます。歴史は人の個性を形作り、国家への忠誠心や親近感を与えます。それゆえ、人は孤立無援の存在としてではなく、万人に内在する神性を意識しながら成長するものであり、それによってついには一体性を体験することになるのです。21/11/85

   人間は自分の力と知識を誤用しています。人々は、自分の本当の目的に注意を集中していません。人間には、非常に大きな力が備わっています。だからこそウパニシャッドは、「目を覚ましなさい。起きなさい。完全な理解を得るまでは立ち止まってはいけません」と力説しているのです。『おお、思慮の無い者よ！ この無知の惰眠から覚めなさい。プラグニャーナ（絶えざる神意識）の光輝に目を向けなさい。鈍性（タマス）の性質を取り除きなさい。世俗的な欲望を手放しなさい。この世が移ろいゆく性質を持ったものであることを理解しなさい。』ヒラニヤカシプとヒラニヤクシャは、あらゆる力を自在に操ることができましたが、神の近くにいることはできませんでした。彼らは、宇宙の神秘を調べ、天体の位置すらも変えることができました。ところが、神の原理に関しては、少しも理解することができなかったのです。22/7/02

  人間の肉体が重要なのは、それが目に見えない神を顕現できるからなのです。全宇宙の中で人間の生命、あるいは人間に似たような生命体が存在する所は、地球以外にありません。全宇宙に生命が存在しますが、生まれ変わりは全宇宙の中で、地球以外のところで起きることは決してありません。常に生まれ変わりは地上において起きるのです。

 地球上での生命の進化方向は上方に向いているのです。つまり、人間を経て神に向かうのです。人間に生まれたおかげで、次のステップは完全な神実現の段階となるのです。人間としての生命は神聖であり、この上ない貴重な価値を持っているのだ、ということが認識されなければなりません。(宇宙の他の惑星も含めた)すべての生命は、人間に生まれ変わることを望むことは出来ます。そして人間に生まれることによって初めて、神実現が可能になるのです。CWSSBJp273

  人は皆、人間の身体を持っているので、 誰でも同じような人間に見えます。けれども、皆さんが人間であるか否かは、皆さんの振る舞いや性質で決まるのです。皆さんは人間であるべきなのですが、皆さんは人間の生命の価値を忘れてしまったように見えます。身体、時間、行為、義務、人生の目的は、どれも誤用されていたり、誤った方向に向いていたり、浪費されていたしています。科学技術の目覚しい発達にもかかわらず、基本的な人間性は失われています。

 いたるところに、怒りに満ちた雰囲気、苦痛に満ちた雰囲気、緊張に包まれた雰囲気、あるいは、不安に満ちた雰囲気、動揺した雰囲気、落ち着きのない雰囲気に満たされています。人間的価値を培うためには、「自制」と「規律」という二つの特質が最も重要です。「自制」には 非暴力、真理、他人の財産をほしがらないこと、誰からも何も受け取らず、要求もしない、禁欲という五つの行動指針があります。「規律」にも清浄、苦行、満足、霊的書物を読む、すべての行為を神に捧げる、という指針が五つあります。STPS2p127~130

 真の人間に相応しい生き方をして下さい。人間の特性を磨くのです。自分は人間だと言いながら動物的な自由を楽しみたいと思うのは良くないことです。人間の持つ特性とは、犠牲の心、愛、真心、広く大きな心、思いやり、非暴力などの、尊い性質です。エゴ、怒り、むさぼり、憎しみ、ねたみ等の動物的性質を持っていてはいけません。SGc7

今日、虚偽と不正と邪悪は世界中に横行しています。人間らしさは、無に帰しました。人間の姿をとってはいるものの、人間らしい属性はありません。人間の価値は捨て去られました。人と人との間に愛はありません。愛が失われたならば一体何が残るでしょう?愛は命。愛のない人間は生きる屍といえましょう。20/4/94

 身体を自分と考える者。彼らは～死を恐れます。～永続せぬ身体を自分自身と考えて、貴重な人生を無駄に過ごすのです。心を自分と考える者。彼らの心は、様々な想念や空想に揺れ動きます。彼らは過去に捕らわれ、未来について思い煩い、現在を無視して自らを混乱に陥れます。知性を神と崇め知性を自分と考える者。彼らは知性の力を借りて、様々の計画を立て知性の持つ神聖な力を浪費します。人生は、際限の無い探求と実験の内に無駄にすぎていきます。どれだけ探求と実験を続けようと、知性によって神を認識することは出来ません。

 アンタカラナ（行為を為すためにある内在の道具）の力にたよる者。彼らは現象世界を自分とは分離したものと看做して、霊性の道を歩み神を認識するために努力します。私は全てであり、私と離れては何一つ存在しない。と宣言する人です。彼らは世界そのものが非真であると信じています。かれは、（私）に関するプラニャ（偏在の統合的自覚）の本性と機能を理解するものです。身体、心、知性、アンタカラナを統合して、超越する目標の認識を求める者は心、知性、アンタカラナを越え、目覚め、夢見、熟睡の境地を超越しなければなりません。その時始めて彼はプラニャの私の本性と機能を理解することが出来ます。身体、心、知性、アンタカラナは物質的現象に関わりを持ち、それらは、心に属する様々の機能です。神は心によって理解することは出来ません。心をコントロールする努力をしなさい。29/5/92

 すべての生き物に優しくするのは､人間にとってとても大切です。物事を正しく見極めて、優しさを深め暮らしに活かす道を探らねばなりません。すべての生き物に優しくすると言うのは、苦しんでいる人や生き物の面倒を見て､助けようとすることです。他の生き物の痛みや苦しみを和らげるために､力を尽くして下さい。優しさという言葉を何度唱えても､それだけでは何にも役立ちません。優しさを身をもって示し、人生の一部とするのです。優しい心は神と同じだと信じて下さい。SGc27

   完全に心〔マインド〕に従って生きる者は悪魔だと言われています。体の欲望に従う者は動物です。アートマ（真我）に従う者は神の力に恵まれています。体と心とアートマに頼る者は人間です。人間性は体と心とアートマの結合体です。人は神へと上昇するよう努めるべきであって、悪魔的性質や動物的性質へと落ちるべきではありません。23/8/95

 人間性とは優しさのことです。神を信じる心には､様々な花が咲きます。その中でも大きな愛のある優しさの花を神は受け取るのです。～どうやって優しさの気持ちを表せば良いのでしょう。良いことさえしていればそれで良いのではありません。神を深く信じること､信じる心が限りなく拡がっていくことが大切です。自分の心を大きく変えていくのです。同じ神がすべての人の心にいると信じることが大切です。神はあらゆるところにいると深く信じて下さい。そうすれば、人の痛みや悲しみをまるで自分の事のように感じられる様になるのです。SGc27

    今日、人は自分自身を偉大であると考えています。他方で、人間らしさが欠けている者はまったく人とは呼べません。真の人間とは人間らしさが現れている人のことです。真の人間とは、サティヤ（真実）、ダルマ（正義）、シャーンティ（平安）、プレーマ（愛）、アヒンサー（非暴力）という五つの人間的価値を実践し、それを他の人々に説く人のことです。これら五つの価値のうち、たとえひとつでも欠けていたならば、人間という名にふさわしくありません。実のところ、人間は非常に知的です。その知性は無限で無比なるものです。しかしそれが人間の振る舞いに反映されていません。17/2/07

 この世のすべての人、すべてのものが価値を持っています。一人ひとり、一つひとつ、が固有の価値を持っています。この世に価値のないものはありません。哀れなことに、人間だけが今の世で自らの価値を失ってしまいました。何の価値もないまま人生が費やされています。その為、人間は動物より悪くなってしまいました。STPS2p108

    人間として生まれることは何も偉大なことではありません。善良で理想的な人間になることこそが重要です。義務は「マーナヴァ」（人間）という言葉の中に暗示されています。義務とは何でしょう？ 「マー」「ナ」「ヴァ」。「マ」は無知を、「ナ」は「～なしに」を、「ヴァ」は「振る舞うこと」を意味します。それゆえ、人間とは無知を持たずに振る舞う者のことです。英知、能力、教養を手に入れた後でさえ、人は真の人間らしく生きることができていません。教育を受けた人間のほうが人生の道を踏み外す傾向にあります。この種の教育は、良い社会が期待しているものではありません。教育は腹を満たすことを目標にすべきではありません。腹を満たすのは豚がしていることと同じです。教育は内面から神性の輝きを引き出さなくてはなりません。私たちはハートを愛で満たさなくてはなりません。人生を神聖な行為で満たさなくてはなりません。こういったことを教育は教えなければならないのです。12/1/89

    人間が生きていけるのは、人間以外の被造物の利他的行為に依存させてもらっているからであるというのに、その人間自身が利己的に振る舞うとは、何とひどい話でしょう！ 人は、いかなる情報、指導、ひらめきを得ようとも、いかなる財産、富、所有物を持っていようとも、それらを利他的な方法で他の人々と分かち合うべきです。これは人間の第一の義務です。20/11/79

 皆さんには反省するという優れた能力があるから､いろいろなものを楽しむことが出来るのです。あらゆる力を尽くして､人間性とは何かを理解して下さい。まず欲望の力がどれほど決心をぐらつかせるかを良く理解するのです。もちろん多少の欲望はあるでしょう。何も欲望が無かったら､ほんの一瞬でも生きられません。ただしすべての欲望を良いことに向けるべきです。そうやって、他の人の模範になって下さい。そうすれば、真の人間性にかなった生き方が出来るでしょう。世の中のすべての人の幸せを人生の目標にするつもりで無かったら、それは真の人間性とは言えません。SGc21

 何のために人間として生まれてきたのでしょうか。立派な教育を受けながら､それを生かそうとせずに、鳥や動物や虫が夢中になっているような程度の低い楽しみのために時間を使っていてどうするのですか。人間だけに特別に許されている理想とは何でしょう。人間として生まれることは､途方も無く難しいという言葉の深い意味は何でしょう。皆さんは動物のように振る舞うために生まれてきたのではありません。人間は神になるために生まれてきたのです。人間としての人生は､神の意識という最高の境地に達するために与えられたのです。SGc21



    ＊人間性

人間性という威厳を維持するには、神聖な思考と神聖な特質を育てることが必要です。古代の偉大な価値と習慣を注意深く守らなくてはなりません。現代では真実と正義が軽視されています。不正と不法が増大し、その結果、人間性よりも動物性のほうが優勢になりつつあります。人間性は、すべての側面、すなわち、神性、人間性、獣性、魔性が混じり合ったものです。これら四つの側面の様々な組み合わせが、人間＋神、人間＋悪魔、動物＋人間、人間＋人間、等々といった複合した人格という結果をもたらします。どのケースでも、人間はこの種の逸脱ゆえに自らの真実に気づくことができません。同一人物が、幼年期、青年期、老年期といった、人生の様々な段階を経ます。体は絶え間なく変化していてますが、人の神我は変化しません。人間はこうした自らの人生の事実を常に目の当たりにしています。31/8/87

  

   ＊人間の特権

　私たち自身が、サット・チット・アーナンダという三つの特性の化身なのです。あなたが自分のことを思うあなたは「サット」（真理）です。他の人があなたのことを思うあなたは「チット」（意識）です。本当の あなた自身は「アーナンダ」（至福）です。これらの三つの特性は、人間の特権です。それは人間に生まれながらにして備わっている権利です。それらは人間の本性です。実にそれらは、人間の本質的な特性なのです。

　 この本質的な真理を忘れ、私たちは人間の尊厳に対して何の敬意も払わず、他者を非難し、嘲笑し、彼らの悪口を言います。他者を嘲笑することによって、私たちは彼らの罪の一部を我が身に負うことになります。決して他者を嘲笑して、彼らの心を傷つけてはなりません。もし誰かの欠点を見つけた場合は、優しく彼らに話して道理を説き、理解と愛を持って彼らに判らせ、正すように努めなさい。    KSH

    ＊忍耐

皆さんは、自分が始めたことに対して、粘り強くあらねばなりません。そして、望みの結果を手に入れるまで身を引いてはなりません。だからといって、不正な行為に頼るなら、マイナスの結果を得ます。7/76

  次の特性は、辛抱強さすなわち堪忍寛容〔「忍耐力」〕です。誰かがあなたをからかったり、辛辣な言葉で罵った時、冷静さを失ってはなりません。平静を保つようにしなさい。ムッとする代わりに、自分の側に何か過ちがなかったかどうか、まず我が身を調べなければいけません。自分は正しい道にいるということであれば、なぜ動揺する必要がありますか？ しかし、もし何か自分に過ちが見つかったなら、あなたが浴びせられた辛辣な言葉についてくよくよ考える代わりに、自分を正しなさい。いかなる場合であっても、悩んだり動揺したりする必要はありません。この種の平静な態度は、あなたを人生の偉大な高みへと連れて行ってくれます。逆に、あなたが言い返すなら、あなたは相手が犯したのと同じ過ちに陥ることになります。その時、あなたは他人の過ちを指摘する権利を失います。人生で成功を収めようと決意したなら、あなたは必ずや「忍耐力」という特質と平静という態度を養わなければなりません。そうすれば、人生の困難に笑顔で耐えることができるでしょう。人生は挑戦です。立ち向かいなさい。恐れを抱いて逃げ出してはなりません。24/2/91

    失敗は、もしあなたに固い決意という要素があるならば、成功への踏み石であるということをつねに覚えておくべきです。これらの特質を身に付けていれば、あなたは自分自身の本質である、真理（サット）、良心（チット、覚醒意識）、至福（アーナンダ）を悟ることさえできるかもしれません。これらの属性に姿形はありません。「清らかさ」は真理（サット）です。「忍耐力」は良心（チット）です。この二つを持っていれば幸福を体験します。真理（サット）と良心（チット）が別々に留まっている限り、幸福は体験できません。「清らかさ」と「忍耐力」が結び付けば、（ちょうどシロップを作るために砂糖と水が混ぜられるように）結果として至福が生じます。これらの特質がなければ、どれほど多くバジャンやジャパや瞑想をしても、成果を収めることにはならないでしょう。24/2/91



    ＊ネガティヴ

今、人間のハートは、怒りや憎しみ、貪欲、妬み、虚栄心といった悪い性質の巣窟になっています。こうしたネガティブな性質を追い出すことができるのは、愛だけです。欲望、怒り、貪欲、妬みといったようなものは、肉体への執着と食習慣から生じます。ですから、人は肉体への執着がないかどうかよく調べ、欲望を抑えなければなりません。「荷物を少なくして身軽になれば、旅は快適なものとなる」と言われています。人生という旅を快適なものにするために、欲望という荷物を減らしなさい。肉体への執着は、少しであれば、あってもかまいません。なぜなら、人生という旅は、肉体の助けがあってこそ始められるものだからです。家族や友人と生活していれば、肉体への執着を手放すのは不可能です。ですから、

「ローカー サマスター スキノー バヴァントゥ」（全世界が幸せになりますように！）という高潔な気持ちをもって神聖な生活を送るようにしなさい。11/8/00



　＊妬み

他人をうらやむ者は寝つくことができない。睡眠不足は食事をしないことよりもっと健康に悪いのです。ねたみ心を持つ人はいつも苦しんでいます。ねたみ心は人の命をむしばみます。SS8月p203

   妬みを持った人は、自分の妬みを隠して、害虫のように他者に害を及ぼします。これは邪悪なやり方です。しかしながら、私自身の観点から見れば、実は邪悪な人間は一人もいません。すべての邪悪な振る舞いは、遅かれ早かれ変化します。23/11/2000

   怒りは怒りを呼び、妬（ねた）みは妬みを呼びます。これを打ち破る唯一の方法は、一体性と愛の感覚です。1/1/94

  妬みと憎しみはいつも一緒にいます。妬みが無ければ憎しみはありません。憎しみが見える場合には､必ず見えないところに妬みが隠れているのです。憎しみは形をとって表れます。その形は色々です。

妬みには決まった形はありません。どこか見えないところに隠れています。人を妬むことの無い人など、この世に誰もいないと言われています。どんな人にも少しは、妬み、嫉妬の気持ちはあるでしょう。妬みや憎しみの気持ちが起こらないように良く気をつけて、見返りを求めることの無い、私欲の無い愛の心でいて下さい。私欲の無い愛があれば、妬みや憎しみの入る隙はありません。妬みと憎しみが取り除かれれば､神の大いなる悦びと出会うでしょう。SGc25

 神の過ちを見つけようとするのも妬みの一つです。妬み、嫉妬にはいろいろな兆しがあります。

自分よりも人望のある人やお金のある人を見ると､妬みの心がおこります。自分よりもきれいな、格好の良い人を見ても､妬ましく思います。自分より成績の良い学生がいれば､やはり妬みます。財産や地位、容姿､知性などの点で自分より勝っている人が現れると､たいていの人が妬みの心を芽生えさせます。妬みの気持ちが起こると､それまで皆さんが培ってきた徳はたちまち消えて無くなります。

 妬みの心が湧き上がってくればただではすみません。その人の持っている徳は台無しになってしまいます。人間らしさは無くなって､悪魔のような性質、動物のような性質が強く現れるのです。妬みには善悪の見境がありません。良心のかけらもありません。だからまず何よりも､妬みのおこらないようによく気をつけなくてはなりません。他の人の成功を喜んで下さい。他の人の成長を、豊かさを喜んで下さい。それが徳というものです。自分以外の人の幸せを願うのは、すべての人が身につけるべき何より大切な徳であるというのがギーターの教えです。SGc25

 もし妬みの気持ちが無ければ､神の現れである三つのグナは思いのままになります。実を言えば､もし本当に妬み、嫉妬から自由になればすべてを支配することが出来るのです。～皆さんは妬みは人を傷つけると思っているかもしれません。ところが、実は妬みというものは、他の人よりも自分を傷つけるのです。妬み、嫉妬をいだいていると､病気になってしまいます。よく眠れないし､美味しく食べられません。健康だった人も、人を妬んでいると、たちまちにいろいろな病気に罹ってしまいます。妬みは結核のようなものです。結核が少しずつ悪くなっていき身体をむしばんでいくように、妬みの気持ちは、本人の気づかないうちにその人をだめにしてしまいます。いろいろな方法で人の中に入ってきて､人を滅ぼすのです。妬みはとてもたちの悪い病気です。妬みに居場所を与えてはいけません。たとえ自分が相応しいと思う地位より低いところにいたとしても、それは神がそういう恵みを与えて下さっていると感じて下さい。他の人の幸せを喜んで下さい。人の成功を耳にしたら､その人には自分には無い才能があると思って、惨めになったりしないで、その人のために喜んであげて下さい。このカリユガにおいて、妬み、嫉妬はあらゆるところに蔓延っています。宗教的な人にも､世俗の人にも､病気の人にも､あらゆる人に､至る所に見られるのです。人々は多くの場合、妬みによって安らぎを失い、人生を無駄にしてしまいます。SGc25

   冷たい妬みの心を捨て、他の人が幸せでいる時には、あなたも幸せになりなさい。それはマントラを唱えるよりも、神へ捧げる花よりも、御名を唱えたり、瞑想したりするよりも神を喜ばせるのです。SSSVol5p139

   妬みや憎しみによって他の人を不愉快な思いにさせようとするのは、程度の低い行為です。それによって相手を苦しめることは出来ません。自分を苦しめるだけです。妬みに捕らわれた人は、いろいろな形で苦しむことになるのです。SGc25

    人それぞれの心の中で､愛はいろいろな現れ方をします。愛に陰りが無く､満ち足りていて完全なものであれば、アートマの光りが現れ、すべてを明るく照らすでしょう。心の狭い､自分への愛しか無ければ､愛はまるで寝室の薄暗い電球の様でしょう。これは電流の問題ではありません。どんな量の電流も流せるようにすでに用意はしてあります。もっと強い光にするために電球を変えて下さい。妬みの心で溢れていれば､薄暗い灯りしか無いでしょう。私欲の無い愛が輝いていたら、まるで1000ワットの電球のような光を放つでしょう。だから愛を育みなさい。愛だけが神を悟らせてくれるのです。SGc25



　＊寝る

スワミは寝ません。夜になれば灯りを消してベッドに横になりますが、それは灯りをつけておくと、信者たちが寄ってくるからです。スワミには、睡眠というものは必要ありません。しかし、人は少なくとも一日四時間の睡眠を取る必要があります。CWSSBp65

   熟睡とサマーディ(三昧)の違いは、サマーディにおいては、その時に得た至福感がそれが生じた時に、知覚されることです。CWSSBp88



    ＊年長者

年長者の本当の強さは、その知恵と高貴な考えにあります。若い世代のために年長者によって掲げられた理想には、もっとも価値があります。そうした価値を理解できずに、人々は役立たずとして年長者を無視します。今日、定年退職した科学者には多くの価値が備わっています。新発明に関する彼らの知性と情熱にかなうものはありません。しかし、彼らの尽力は、社会のために適切に利用されないままに浪費されています。実は社会、世間はこうした高齢者からおおいに利益を得ることができるのです。

    年長者には社会のために役立てることができる非常に大きな力があります。今日、私たちは古代の聖賢たちに潜在していた強さと霊的な力を明らかにするために努力を払っています。高齢者はそうしたすばらしい理想の反映です。ですから、私たちは高齢者を無視すべきではありません。年長者の生み出す考えはどれも高尚で大きな価値をもっています。年長者と比較して、若者は考えやアイデアの小片さえ生み出すことができません。したがって、私たちは、彼ら年長者を価値ある財産とみなし、滋養、養生を施し、よくお世話をさせて頂かなくてはなりません。

    年長者たちがどのようにして、配慮と情熱をもって正しい方法で自分の子どもを育てたかを、敬意をもって心に留めるべきです。あなたが年長者たちに与えたものは、10倍になって後々あなたに返ってくるでしょう。 10/2/05

    私たちの先祖は、宗教の本当の意味を認識し、形式においても精神においてもそれに従いました。先祖たちはこの点において年長者を手本としていました。今でも、どこかの子どもに「だれが君にそう言ったんだね？」と尋ねれば、子どもたちは「私のおばあさんに言われました」「私のおじいさんに言われました」と答えます。年長者の忠告は決して無視してはなりません。年長者の忠告に従うなら、結果的にそうしてよかったということがわかるでしょう。

    残念ながら、近ごろでは、だれも年長者のよい言葉に耳を傾けません。そのくせ、人はテープレコーダーから流れるさまざまな映画の歌に耳を傾けます。人はそうした歌をまねようとします。テープレコーダーからどんな曲が流れても、人はその曲をまねしようとします。人は今、人間らしく生活していません。人は単なるレコードかテープレコーダーになりつつあります。決して年長者の言葉を無視してはなりません。人は今、年長者の正しい忠告を聞かずに、人間の本性とは逆の行動を取っています。人々は、良いものを聞かず、あらゆる不要で不当な行為に浸っています。14/1/07



    ＊農業

人間の歴史の中で、人が最初に発展させた営みは農業です。生き物は皆、飢えを感じて食べ物を探します。生まれたての赤ん坊がまず泣き出すのはミルクを求めてのことであり、ミルクを与えられると赤ん坊はすやすやと眠ります。このように、あらゆる生き物にとって食べ物は第一に必要不可欠なものです。食べ物は元来大地から生じます。この理由により、バーラタ〔インド〕の人々は原初より、食べ物を与えてくれるものとして、ブーマータ（母なる大地）として、大地を崇めています。土地を耕すことにより、人はこれまでの世紀を生き延びてこられたのです。22/11/80M

 

   ＊農夫

額に汗しながらあなた方は土と汚物とを、人や獣の為に栄養のある美味しい食物に変えます。何と神聖な仕事にあなた方は毎日従事しているのでしょう。あなた方は数えきれない労苦を経てきて自分自身に揺るぎない信念を持っています。あなた方は青空の下で涼しい風に吹かれながら、緑の野山を歩き廻っています。野原を歩きながら、これらすべての美しいもの、満ち溢れているもの、荘厳なものの中に内在する神の栄光を讃える歌を歌えばどんなに素晴らしいでしょう。真、善、part2p98



　＊罵る

他の人を罵るということほど重い罪はありません。あなたは、他の人の中に神をみるべきです。このような態度が人々の間に広まれば国家も繁栄するのです。SS4月1996p,94

  たとえ誰かがあなたをののしったとしても、気にとめてはなりません。というのも、悪口を言う人は、あなたの真我をではなく、肉体をののしっているだけだからです。たとえば誰かがあなたを悪い人だと言ったとすれば、そう言われただけで、あなたが悪い人になるのでしょうか？　

 もし実際に、あなたの中に悪い点があるとすれば、それを無くすように努めなさい。このカリの時代には、自分の望みがかなえられないという理由で、神の悪口を言う人がたくさんいます。これは、あらゆる国に共通した普遍的な習慣です。皆さんは、そのような清らかでない低劣な想いに負けてはなりません。例えば、ティヤーガラージャは、あなたが神に近付いた分だけ、またその近付き方に応じて、神はあなたに自分の姿を見せるのだと言っています。あなたがどのように考えようとも、神はあなたが考えるのと同じ姿をとります。もしあなたが良い感情を持っているのであれば、良い結果を得ることでしょう。23/11/00

    もしだれかがあなたをののしったら、その人はあなたではなく、あなたの体だけをののしっているのだと受け取りなさい。もし彼らが人前であなたに罵倒を浴びせるなら、目に見えない空気に同化させてしまいなさい。一方で、もし彼らが静かにあなたをとがめるなら、それはあなたに届きません。彼らのことを思い悩んではなりません。神への信仰をしっかりと保っていなさい。それこそが皆さんの態度であるべきです。14/1/07



    ＊媒体

神は自然という媒体に映し出されており、あらゆる物の中に神の御姿を認識することができます。もしその媒体が浄性（サットウィック）であれば、神はその姿においても、そのままの神の状態の神として存在します。もし激性（ラジャスィック）の媒体に映し出されれば、神の姿はジーヴィ〔肉体をもった個別の魂〕となります。鈍性（タマスィック）の媒体が神を映せば、その姿は物質です。25/12/70



    ＊俳優

生きとし生けるものはすべて、舞台の上で劇をする俳優です。彼らは色々な役を演じます。その舞台裏で役者たちに指示を与えるのが神です。指示を与える者は、舞台には登場しませんが、一切を心得ています。もし彼が俳優たちと一緒に舞台に上がり、指示を与えるならば、劇は劇でなくなってしまうでしょう。それゆえ、指示を与える神は舞台の影でスクリーンの後ろに立ち、全ての俳優たちに指示を与えるのです。そのように、神はこの世の物質世界というスクリーンの背後にいて、あなた達に指示を与えます。あなた達は常に神の声を聞こうと耳をそば立てて、神が与えるごく些細な指示をも捉えようと、熱心に気を配らなくてはなりません。

 もしあなたが劇の筋書きやセリフを忘れ、つまり今生での役割を忘れ、スクリーンの後ろにおられて指示を与えようとしている神を無視して、舞台の上でぼんやりと立っていたなら、観客はあなたの間抜けさを嘲笑し、劇を台無しにしたと非難することでしょう。この世という舞台の上で、人としての役割を演じる俳優は最初に劇の筋書きを覚え、次にスクリーンの背後にいて指示を与える神に注意を向けることです。この集中と自覚は瞑想によってもたらされます。DVJp49

 神は宇宙の舞台監督であり、脚本家であり、俳優です。神はあなたの姿をとって演じてさえいるのです。神は批判する者であり、批判される者です。神は泣く者であり、泣かせる者でもあるのです。それらが神の本質ならば、一体誰が神について何か断言できるような事を言えるのでしょうか。23/11/87

この世という舞台には、様々な登場人物がいます。人々は、それぞれの役割をきちんと演じることを学ばねばなりません。

 監督である神の指示通りに従った時にのみ、その、演技を完成させることが出来ます。人生という劇において、登場人物が神の指示に背いてなす行為は何であれ、その人を価値のないものにし、孤独にさせます。エゴと執着という二つの要因が、人が監督の指示に背かすのです。PD32

   「私」の原理はあらゆる場所に存在しています。その原理は神自身と共に始まりました。最初の言葉はアハム（「私」）でした。プラナーヴァ（「オーム」）でさえ、アハムの後に生じました。あらゆる創造の前に、アハムだけが存在していました。そのアハムは多になりました。普遍的なアハムと自分が「私」と見なすものの唯一性を悟る者のみが、自らの真実を知っています。普遍的な「私」は、時間と状況のゆえに、さまざまな体のさまざまな名と姿をとって現れます。同一人物であっても、一生のうちに外観や人間関係に多くの変化を被ります。しかし、「私」は変わることなく留まります。それは俳優がさまざまな扮装をするようなものですが、俳優自身は同一人物です。「私」（アートマ）という変化しない普遍的人格を実現することこそ、霊的探求の最も重要な目的なのです。30/3/87

 朝、目を覚ました時、至高の神によってあなたに割り当てられた役割りを演じる舞台劇に登場した、と思いなさい。その役を上手く演じて神に褒められるように祈りなさい。夜、眠りに着く時は、舞台を降りて自分の演ずる役割の衣装を着たまま楽屋に居ると思いなさい。なぜなら、おそらくあなたの役は未だ終わっていないので、衣装を脱ぐことを許されていないからです。おそらく、あなたはまた翌朝舞台に立たねばならないでしょう。何も心配はありません。彼の意思に従いなさい。彼はすべてを知っています。彼が劇を書いたのです。そして、彼は劇がどのように終わるのか、どのように続いて行くのかを知っています。あなたはただ、与えられた役割を演じて退出すれば良いのです。OCSp12



    ＊墓場

すべての人の旅の行く先は墓場であり、一日一日があなたを死の瞬間に近づけています。ですから、あなた方は、永久にあなたのためになることのために果たさなければならない義務を、先延ばしにしてはなりません。あなたがシャヴァ（屍）になる前に、自分はシヴァ（神）だということに気づきなさい。それは、将来再び訪れる死の繰り返しから、あなたを救ってくれるでしょう。

その現実を心に刻むためにあなたが行うべき最初のことは、神の御名を唱え、心で神の栄光に浸ることです。そうすれば、舌が神より劣る話題に迷い込んだり、心が神より劣る場にあなたを引き込んだりすることはなくなるでしょう。ですから、今、皆さんに、いくつか神の御名を歌ってもらうことにしましょう。24/3/65



    ＊バクティ

カルマ（行為）、バクティ（神への愛）、グニャーナ（英知）の三つの道のうち、バクティは真ん中の道です。バクティの道は、高い段階に到達して平安と至福と解脱を手に入れるのに一番易しい道です。バクタ（神を愛する者／信者／帰依者）とは、神から引き離される（ヴィバクタ）ことができない人です。神はこの世界とは異なる存在であるという考えを抱いて礼拝する人々もいます。この種の区別を認めることは適切ではありません。21/1/89

   霊性の領域に近道はありません。実際、バクティ〔信愛〕はグニャーナ〔英知〕よりももっと難しいのです。なぜなら、「私」ではなく「貴方」という態度を身につけるには、神として人格化された高次の力に完全に全託しなければならないからです。エゴ〔自我意識、アハンカーラ〕は完全に砕かれなければなりません。「神に気づかれずして、そして、神がそれを引き起こすことなくして、草の葉一枚、風にそよぐことはない」という信心が、心に植え付けられなければなりません。バクティは暇な時にする仕事ではありません。感覚の欲望を消し去り、ハートの汚れをすべて取り除きなさい。そうすれば、ハートは鏡のように神を映し出すでしょう。26/3/65A

  ヴェーダは、バクティには「バウティカ バクティ」〔物に関連する信愛〕、「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕、「アナンニャ バクティ」〔不異の信愛〕という3つの種類があると述べています。これらは様々に説明されており、色々な解説も書かれています。

傾聴（シラヴァナ）、聴いたことを反芻すること（マナナ）、聴いたことや習ったことを実践すること（ニディディヤーサナ）、供犠と結びついた儀式、様々な巡礼の地を訪れること、そして、慈善（施しやダルマ）をはじめとする様々な奉仕は、すべて、「バウティカ バクティ」（創造物や生類に関連する信愛）に分類されます。唱名、苦行、サンディヤー礼拝〔日の出と正午と日の入りの刻に行う礼拝〕は、どれもこの第1の種類のバクティと関連しています。寺社を建立すること、神の像を崇拝の対象とすること、寺社で礼拝すること、そして、それらと関連した儀式も、「バウティカ バクティ」です。これらはすべて物と結びついています。

深い瞑想をして神の像のヴィジョンを体験していたとしても、それは第1の種類のバクティに分類されます。なぜなら、そうした体験はすべて、体と心と理智から生じたものであり、一時的なものであって、永続する性質のものではないからです。体は消滅するものであり、それゆえ、体から生じた体験も体と共に消え去ります。とはいえ、この種のバクティは第1歩として必要です。

この道をゆく者は、ゆっくりと第2のステップである「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕へと進んでいくべきです。多くの人々は、「エーカーンタ バクティ」というものは、1つの神の像や御姿に専心して、その御姿のヴィジョンを個人的に独りで心の中で体験することだと考えています。これは正しくありません。「エーカーンタ バクティ」は、心を事実上制御して、内なる真我を体験することによって到達する、微妙な状態です。心を制御するということは、心があちこちさまよわないよう、しっかりと捕まえておくということではありません。心の不純な思考を洗い落とすことが「エーカーンタ」〔1つ、独り、唯一の、他の存在を許さぬこと〕の正しい意味です。これは、独りの環境で、騒音や様々な邪魔の入らない静かな場所で行うべき霊性修行です。

この修行に最適な時間は午前3時から午前5時の間です。この時間はフラフマンの刻（ブラフマムフールタ）と呼ばれています。この時間帯の中から特定の時を選び、戸を閉めて、誰とも接触することなく、静かに座り、呼吸を整えます。吸う息と吐く息の長さを同じにすることが大切です。そうして、一分間に8回～10回という呼吸数を徐々に2回～1回に減らしていきます。呼吸数を減らすのは、各自のペースでゆっくりと減らしていってかまいません。というのは、心に次々と何かが思い浮かんでくるために（サンカルパとヴィカルパ――心で意志することと、それを疑うこと）、呼吸もそれらに影響されて邪魔されるからです。

このようにして呼吸を制御して心を正しい道に向けるために行うことのできる、大変効果的な方法があります。舌の先を軽く歯の裏側に付けます。舌をその状態に保っていると、心に思い浮かんでくることが減り、呼吸の制御に集中することができるようになります。心のサンカルパ〔意志〕とヴィカルパ〔その意志に相反する意志〕を制して、体や周囲の物事について考えることから自分を引き離すと、心に思考と欲望がない状態、心が神に集中できる状態になります。

「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕の状態では、心は融解し、静止した状態にあります。神は万人の内のあらゆる所にいます。心からあらゆる不純物が取り除かれたとき、「エーカーンタ バクティ」の段階にある人は、神の存在だけを体験します。小さなコップに少しだけ水を入れて太陽の下に置くと、水に太陽が映っているのが見えます。水の量は少しでも、水が静止していて透明なので、太陽が映る姿を見ることができるのです。一方、広大な海の水を覗いても、太陽が映っているのを見ることはできません。なぜなら、海の水はいつも潮と波によって動いているからです。また、濁った池の水にも太陽が映っているのは見えません。

聖河ガンジスでさえ、太陽が映っているのは見えません。なぜなら、水がきれいで、川岸が砂地でも、河が常に流れているために見えないのです。それと同じように、好き嫌いや欲望でいっぱいの心、不純な思考で乱されている心には、神は映りません。あなたがもし、万物に神が内在していることを実感したいなら、心が澄んでいることと、心が静止していることが重要であるということを認識しなければいけません。心が澄んで静止していれば、いたる所で神性がまばゆく輝くでしょう。

以上の方法で「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕を体験することだけが、あなたの助けとなるでしょう。他の道でも、あなたは他の種類のヴィジョンを体験できるかもしれませんが、それらは、幻覚であり、想像の産物にすぎません。あなたが徳性を持っていなければ、心を制することはできません。レンガやモルタルを持っていないなら、どうやって家を建てることができますか？ 心が澄んで静止している状態に到達するためには、真面目に修行をすることが不可欠です。「エーカーンタ バクティ」は、部屋に閉じこもって信愛の心で神の像を礼拝することでは手に入りません。それはエーカーキー バクティ〔孤独の信愛〕と呼べるのみです。結局のところ、神の像は作り物にすぎません。あなたが体験すべきものは、自らのアートマの具現であって、作り物ではありません。あなたは根源的な神性のヴィジョンを有するべきです。アートマはその根源的な神性が映ったものです。神の像を礼拝することは第一歩として必要なことです。けれども、あなたの一生のすべてを第一歩に費やしてはなりません！

「エーカーンタ バクティ」の訓練と修行を続けていくことによって、自分の中のアートマを知ることが可能になってきます。アートマはあなたの内に存在しています。あなたにアートマが見えないのは、不純物と好き嫌いの波が付け回っているからです。それらの不純物を取り除いたとき、心は澄んだ状態に落ち着きます。その段階で自分の目を内に向ければ、神性のヴィジョンであるサークシャートカーラ〔悟り〕が得られるでしょう。これが、書物に書いてある「エーカーンタ バクティ」です。「エーカーンタ バクティ」は、目を五感の対象物からそらして内に向け、純粋なアートマを体験したときに、初めて実現されるものです。「エーカーンタ バクティ」が「内を見る目」（アンタル ドルシティ）であるのに対して、「バウティカ バクティ」〔物に関連する信愛〕は「外を見る目」（バヒル ドルシティ）です。

「バウティカ バクティ」と「エーカーンタ バクティ」を得た後に「アナンニャ バクティ」〔不異の信愛〕を得るのは容易です。人々は、「アナンニャ バクティ」というものは「あなた以外に救ってくれるお方はおりません」と言って神に全託することだという感覚を持っています。ただ単に「あなたは母、あなたは父、あなたは友、そして、あなたは私の救い主、おお、神々の中の神よ」と宣言することで、自分は全託して「アナンニャ バクティ」を実践していると思っているのです。これは口先だけの「アナンニャ バクティ」です。本当の「アナンニャ バクティ」は、内なる真我の実体を深く探求することから生じます。

深く探求するなら、目が覚めている状態の体験も、夢を見ている時と熟睡している時に見ているものも、架空のもの、一時的なものであるということがわかります。「アナンニャ バクティ」では、これらの探求の後、3つの状態のいずれにおいても自分が見ているものは架空のものであるという結論に達します。そして、3つの状態すべてにおいて存在している「私」というものは、アートマのみであり、そこにはアートマとパラマートマの違いはないということがわかります。体という考えが存在しなければ、二元性も存在しません。第2の存在という考えがないところ、それが「アナンニャ」〔不異、不離〕です。この「アナンニャ」の状態に到達するには、「エーカーンタ バクティ」の段階を経る必要があります。

昨日あなた方は、バルヴィカスの子供たちが上演した劇で、パンディト（学僧）が、クリシュナのことや、クリシュナが身につけていた宝飾品、クリシュナが吹いていた笛のことを、どのように描写していたかを見ましたね。パンディトの話を聞いていた泥棒が、少年クリシュナから宝飾品を奪って一山当てようという魂胆で、パンディトに少年の居所を尋ねました。パンディトは、ヤムナー川の岸辺のその場所と、その美しい景色について詳しく教えました。パンディトが語ったのは、書物で得た知識による情報だけでした。泥棒はパンディトを信じてその場所に行き、クリシュナを見ました。そして、クリシュナに忍び寄って宝飾品を奪いました。

泥棒はクリシュナを見ることができましたが、パンディトは見ることができませんでした。なぜなら、パンディトは書物で得た知識だけはありましたが、本当にはそれを信じていなかったからです。「パンダー」（panda）は識別力（ヴィヴェーカ）を意味します。識別力を持っている者が「パンディト」(pandit)です。識別力には2種類あります。1つは世俗的（バウティカ）な識別力、もう1つは霊的（アディヤートミカ）な識別力です。世俗的なことは実験や道具によって理解することができますが、霊的な領域においては世俗的な識別力は役に立ちません。人は信仰心と愛を持つべきです。信仰心と純粋な愛がなければ、どんな議論をしたとしても、どんな探求をしたとしても、結果は出ません。疑念に陥ったなら、何度生まれ変わっても成功を遂げることはできません。「アナンニャ バクティ」とは「決して疑うことのない信仰心」であると説明することができます。

〜サティヤ サイ オーガニゼーションの会員は、正しい道をたどることに挑み、「アナンニャ バクティ」のレベルまで自分の霊的努力を引き上げるべきです。今の世界はとても悪い状態にあります。この状況は、神性を信じる者を通してのみ改善することができます。神性を信じる者たちは、プレーマスワルーパ、すなわち、愛の権化となって、忍耐力と堪忍寛容と思いやりによって裏付けされる自らの霊性修行によって、社会に奉仕することと世界を善くすることに貢献する中で自らの役割を果たすべきです。神はあなたの中にいて、あなたのすることを、いつもたくさんの目で見ています。たとえ誰も見ていなくても、神はいつもあなたの行いを見ています。神を意識してすべての物事を行いなさい。23/1/82



    ＊はしご

自分の起源をたどり、それを誇りに思わなくてはなりません。プラクリティ（自然界）は、マーヤー（幻）の発生と共にパラマートマ ムーラ（至高の魂、源）から現れました。そして、その幻の物質からアカーシャ（空）が生じ、アカーシャからヴァーユ（風）が、ヴァーユからアグニ（火）が、アグニからジャラ（水）が、ジャラからブーミ（土）が現れました。この五大元素の結合により、パラマートマ（神）〔至高我〕の住まい、すなわち、あなたが生み出されたのです。万物の起源であるパラマートマに到達するために、今こそ、はしごの全段を登らなくてはなりません。7/10/62



　＊バジャン

バジャンは、神を満足させたいという願いを持って全身全霊を込めて歌わねばなりません。神は才能の優れた音楽家と乞食を区別しません。信愛と真剣さがあればよいのです。バジャンに魂を溶け込ませなさい。バジャンを霊化させなさい。そうすればあなたは真の至福を体験します。6/3/97

    奉仕、すなわち、社会を向上させるために時間と技能を役立てることは、神が恩寵を授けて報いる最高の礼拝の形態です。あなた方は、奉仕を通じてサット チット アーナンダ〔実在・純粋意識・至福〕の実体験を得ます。なぜならば、あなた方は奉仕を通じてエゴに打ち勝ち、万物の背後にある一体性を確信するからです。役員であろうとなかろうと、誰もが身を引き締め、働くために身をかがめなければいけません。行為（カルマ）を通じて体を神聖にし、瞑想によって心（マインド）を神聖にしなければなりません。24/8/71

    バジャンにはとても大きな至福が伴います。バジャンで体験する至福は他では体験できません。それゆえ、バジャンを歌うことは不可欠です。あなたのバジャンを誰かが聞いているかどうか、気をもむことはありません。歌っていることの幸福感に集中しなさい。たとえ誰も自分の歌うバジャンについて来なくても、がっかりしないように。あなたは自分のために歌っているだけで良いのですから。1/1/08

    大勢の人がバジャンに参加しにここに来ています。その人たちは皆、シュラッダー（固い信仰）とバクティ（信愛）をもっているのでしょうか？　その人たちは皆、ムクティ（解脱）を得るのでしょうか？　いいえ、まったくそのようなことはありません。その全員の中で、祈りが神に届くであろう人はわずか十人にすぎません。集団でのバジャンは、バジャンに参加している大勢の人の中で、せめて何人かの愛は神に届くであろうという願いをもとに催されました。バジャンには、集団全体の神への愛を育むことも意図されています。集団で歌う修行を始めたのはグル・ナーナクです。「ずいぶん多くの人がいっしょに歌っていますが、神はそのすべてを聴いているのですか？」と誰かが尋ねると、ナーナクは「少なくとも一人か二人の愛が神に届くことは可能だ。全員を守護するにはそれでこと足りる」と答えました。だからこそ、私たちはサマシュティ・バジャン（地域での讃歌）を催すべきなのです。サマシュティ（地域）はヴィヤシュティ（個人）で成り立っています。多くの個人が集まってグループを作るとき、個人のプシュティ（力）は増します。神はただの遊びで創造物を創造したのではありません。神は創造物すべての一体性を明らかにするためにそれを行ったのです。一体性は創造物の根底にある原理です。一体性には、すべてに内在する愛の原理を促進することが意図されています。1/5/08

    小額の必要経費であっても、何人かの委員会のメンバーで黙って自発的に負担し、お皿や賽銭箱、購読者名簿や寄贈者名簿を使って収集してはなりません。参加者は一つの御名と御姿への愛と想いと忠誠によって結びついていなければなりません。バジャンは木曜日の夕方と日曜日の夕方に行うのが最適ですが、これは絶対の規則ではありません。重要なのは曜日ではないからです。ハートこそが、準備を整え、歓喜に浸り、その歓喜を分かち合うことを熱望しなければなりません。実際、バジャンは不断の修行です。バジャンを呼吸と同じくらい不可欠なものとしなければなりません。18/6/68



    ＊ハタヨガ

これから私が言うことを聞いて気を悪くしないように。私は完全な愛からそのことを話すのですから。昨今では、解脱へのさまざまな近道を行こうとする人が大勢います。彼らが目星をつけて説こうと決めた道は、弟子たちを魅了し、いくつものグループが作られています。彼らは、ハタ ヨーガ、クリヤ ヨーガ、ラージャ ヨーガ、そして、ほんのわずかのヴェーダーンタを組み合わせてそれらをでっち上げ、指導者やリーダーとしてそれらを始めます。しかし、彼らがもたらす結果は薄っぺらで壊れやすいものです。それらは長続きしないもの、本当には解脱に到らないものです。救済と維持ができるのはバクティ ヨーガ〔神への愛のヨーガ〕のみです。それは何世紀にもわたって定められ、実践されてきたことからもわかります。神は愛を通してのみ顕現させることができます。ハートに愛がないなら、神がそのような砂漠に住むことはないでしょう。他の道は慢心を募らせ、人と人、人と動物を引き離します。他の道は縮小します。他の道は手を差し伸べません。他の道はあなたの神の覚りの領域を縮めます！ 愛は拡大であり、拡大は神の愛です。愛を蒔きなさい。それは思いやりと寛容となって花開き、平安（シャーンティ）という果実を実らせます。25/12/70



　＊働きと休息

人の身体は働かなくなると、機械のように錆び付いて来ます。それ故我々は働くべきです。働くべきだと言っても、限度をもうけるべきです。働きすぎると、機械であるこの身体は、病気になります。健康に影響を与えない範囲で働くべきです。休息しなくてはなりません。毎週日曜日に工場が休む理由は何でしょうか？もし、不活発な物質である機械でも休まさなければならないとしたら、この活発な生きている肉体を休ませない理由はありません。DD87p75

 しっかり働きなさい。というのが私からのメッセージです。そしてそこから得られたものを他の人々と分かち合いなさい。しっかり働けばより多くのものを得ることが出来、そしてそれをまた他の人々とより多く分かち合えるでしょう。しっかり働き、他の人々と共に愛に育まれた関係を築くことが大切なことなのです。SSSvol10p237



　＊罰

罰は必要です。たとえば、中東のある国ではもし盗人が罪を犯せば手を切り落とされます。もし人が罪を犯せば罰を与えなければなりません。MBAIp204

 今日、神が正しきを守り悪を罰しようとしても、誰一人完璧に正しい人は見当たりません。すべての人は何か罰せられるものを持っています。もちろん悪を罰しなければなりません。今日なさねばならぬことは人を不正義の道から正義の道へ導くことです。それはどのようにして成し遂げられるのでしょうか？それは愛のみによって可能なのです。SS10/1994p260

    神は、絶えず守護する者です。神は罰しません。人々は、この真理を理解することができずにいます。この真理を理解できないために、一部の人々は、本来人々を守護すべき神が、罪のない人々を苦しめているといって非難します。1010/05

 罪を犯した人を殴り、罵る必要はありません。その人と話をしないことです。邪悪な道に落ちた者と話して何の役に立つでしょうか？私は自分の言葉を、そういう人たちと話すことによって無駄にしたくないのです。私の言葉は大きな価値を持っています。あなた方は知らないかもしれませんが、私は私の話す言葉の価値を知っています。私の一言の中にほんの少しでも利己的な要素はありません。私の為す、すべてのことはあなた方の為なのです。大きな心を持たず、自分の興味のあることにしか関心を持たない人に、どうして私が話しかけなければならないのでしょうか？自己中心の人間は神聖さを理解することすら出来ないのです。SS5/93p118



　＊ハート

純粋で利他的なハートを持っている者は、嵐の中でも転がらない鉄球の様に揺るぎ無い信仰心を持っています。SS8/93p202

    遠い遥かな昔から、インド女性は理想を堅く守ることによって国に喜びをもたらし、そのために男性よりも高い地位を占めていました。女性は母なる自然の側面を体現しており、古代の聖賢たちは、この真実を認識することによって、生きていく上での様々な問題の解決法を見出しました。今の世界の窮状、争い、苦しみの原因は何でしょうか？ それは男女のハートに純粋さが欠けているからです。国の盛衰は男女の振る舞いに責任があります。純粋なハートを持つ男女がいれば、国が何かを欠くことはありません。ところが、今、彼らのハートは完全に汚れています。ここに真っ白な紙がありますが、何を書くかで紙は汚く見えます。人のハートもそれと同じです。汚れた感情がハートを汚すのです。今日の新聞は明日にはゴミになります。新聞紙は何の臭いもしませんが、ジャスミンの花を包めばジャスミンの香りがし、揚げ物を包めば揚げ物の匂いがし、魚の干物を包めば魚の臭いがするようになります。ハートが浄化されればハートは思いやりで輝きます。悪い感情と悪い思考は人のハートを汚します。19/11/01

 ハートが清らかであっても愛で満たされてなければ、神の御姿を映し出すことは出来ません。14/4/1993

ユニークな神聖な力が自らのうちに存在するにもかかわらず、人はそれを認識することが出来ません。何故でしょう?それは日常生活の中で人々が単に外的世界を見る目しか培わず、内面を見る目を育てる努力をしていないからです。正しい探求をなし、そして心とハートの清らかさを得るならば、人は自らのうちにブラフマンの本性と機能が存在するという真理を認識することが出来ます。計り知れぬ大きな力が自らのうちに潜み、全てに影響を与えようと待ち構えているにもかかわらず、人が自分自身を無力で弱い存在と考えるのは哀れなことではありませんか?大宇宙には神が浸透しています。しかしそれを認識できるのは、ハートが愛で満ちた者のみです．心が憎悪でいっぱいの人の見る世界は、憎しみだらけです。ハートに愛が培われる時，善と悪との二元を超越し神と一体となる歓喜を体験することが出来るのです。18/10/91

 ハートが清ければ何事も成就できるのです。運命でさえ、人の意志によって変える事が可能です。1/1/93

 ハートを清めるように努力しなさい。それにはどうすればよいでしょうか?一つ；神への瞑想によって。二つ；社会奉仕によって。この二つによってのみ、ハートを清めることが出来るのです。神の愛を得ることが出来たなら何事も叶うことが出来ます。あなたの内に神への信愛はあります。それを用いて神の愛を得なさい。4/97

この世で永遠のものは何か?人生の目的は何か?これらのことを自問する時、人は正しく答えることが出来ません。人々は幸福になろうとして、学び、仕事に就き、妻を娶り、子をもうけます。しかし彼らには平安がありません。それはなぜでしょうか？平安を享受できぬ原因は、欲望を持っているからです。ハートを清めなければ、全ての欲望はただあなたを不安へと連れてゆくだけなのです。そのうえ、ハートの不浄は多くの病気の源です。ハートが清らかであるならば、病気にかかりません。では、どうすればハートを清らかにすることが出来るでしょうか?神さながらの思いを培うことより他に、方法はありません。11/4/1997

  ハートの清らかなものは誓約の言葉を必ず守ります。それゆえ、心の清い者の言ったことは必ず実現します。8/9/96

 人は自らのハートを甘くソフトにする必要があります。他のいかなる方法でも無く、神の御名を唱えることによってのみ、このことが実現できるのです。DD87p120

  神の光は彼を純粋な心で求めるものにのみ、光輝くのだ。SS4/96

もしあなたのハートが全くきれいであれば神と直接繋がることが出来ます。SS4月95p88

   あなた自身の中に愛を培いなさい。一切の人類を父親のような感情で愛しなさい。全ての人を神の子と見なさい。誰に対しても悪意や憎悪を抱いてはなりません。他の人の感情を傷つけてはなりません。ハートの広さこそ、あなたに至福をもたらします。23/11/1990

    あらゆる霊性修行は、ハートの清らかさとマインドの落ち着きがあるときにだけ、良い結果を生みます。もし神の恩寵があれば、あなたがこの世界で成し遂げられないことなど何もありません。神は死人を生き返らせることもできるのですから、神に不可能なことなどありますか？ 神は天を地に、地を天に変えることもできますが、あなたが神の恩寵を得るには、清らかなハートで祈らなければなりません。つまらない噂話をしてはなりません。他人の悪口を言っているあなたに、神が願いを叶えてくれることなど期待できますか？11-8-2000

   もしハートが純粋であるならば、すべては純粋となります。SS94p150

アートマはハートに宿っていると言う人々もいます。これもまた間違いです。フリダヤとアートマは一つであり、これらを別々の実体として見ることは誤りです。そうであれば、「なぜ人々は無知の暗闇に陥っているのか？」という問いが上がるかもしれません。それは、視野がアートマを超えて広がっていないからです。視野が心（マインド）を超えていないのです。

   心を超えられない人は、無知の覆いから逃れることができません。このような状態から逃れる方は、心は月と太陽の関係のようにアートマから光を得ているがゆえ、目を太陽であるアートマへと向けるなら、月としての心はだんだん消えて失くなるか、光らなくなる、ということを悟ることです。19/11/87



　＊波動

至高の神の御名を唱えることは、神聖な響きの波動が周りの大気に吸収され、その結果として大気の浄化に役立ちます。ラジオの電波が遠く離れた地点まで伝送され受信されることからも、音響の波動の力は明らかです。不浄の音響の波動の力によって汚された大気は、至高の神の御名を唱えることによって清められます。それと同様に、神聖な思い、清らかな言葉、清らかな行為はその他の汚染された要素を清めます。これにまさる浄化はありません。3/3/92

    偉大な魂の持ち主から放射される正しい考えと豊かな英知の波動は、あらゆる障害を乗り越えて、他の人々の思想の波を作り変えることができるのです。真、善、美Part1p159



    ＊鼻

    鼻の機能は、吸い込む空気を浄化することです。そのおかげで、血液が空気を供給して体を健康に保つことができるのです。これが最も重要な鼻の機能です。いびきをかいて鼻を鳴らして鼻に負担をかけると、クンダリニー シャクティという万人に内在する霊的エネルギーにダメージを与えることになります。15/7/83



    ＊パナマ

パナマでは、政権を握っている政府に数名の軍人たちが反対し、「サティア サイ政府」を呼び求めました。その軍人たちは逮捕され、気が狂ったという理由で精神病院に入れられました。その軍人たち全員が、精神病院の医者や看護婦をサイの帰依者に変えることができました。これは容易なことではありません。そのような変容は、ハートの変容によってのみ、もたらすことができます。20/10/90



　＊母

お前が（母親を泣かした為）今までの霊的修行で得たものはすべて,お前の母親の涙で流されてしまっている。P261ANDI

    最近の子どもは、親の面倒を見ずに、自分の妻が一番大事だと考えています。そして、あらゆる苦労に耐えながら、自分を九ヶ月の間お腹の中で育ててくれ、産んでくれ、養育してくれた母親を忘れているのです。皆さんは妻を愛しているかもしれませんが、親のことも思いやりと敬意をもって扱うべきです。一番に親を大切にすべきです。親以外の関係は二の次です。何よりもまず、自分の母親を愛し、母親の言うことを聞くべきです。母親を幸せにして、初めて人生は幸福で平安に満ちたものになるでしょう。母親が泣けば、皆さんは必ず人生で苦しむことになります。母親を幸せにするなら、皆さんの一生は幸福で満たされるでしょう。

    残念なことに、今、母親の愛に気づいていない人が大勢います。母親が何か言ってくると、自分は何でもわかっているのだから黙っているようにと口答えします。そして母親に、「僕はたくさんの学位を取ったんだ。こんなに多くの学位を持っている僕に、知らないことなんかあると思うの？」と言うのです。皆さんは多くのディグリー（学位）を持っているかもしれませんが、それによって得た知識は、わずかな科目に限られたものだけです。日常生活のためのディグリー（生活の知恵）はどこからもたらされましたか？　皆さんの両親からです。（大拍手）。どれほど高い学位を持っていたとしても、まず母親に奉仕し、母親を幸せにしなければなりません。そうして初めて、あなたの人生は幸せなものとなり得ます。自分が学ぶべきことをすべて学び、日々の生活において自分の義務をすべてきちんと果たすようにしなさい。このメッセージは、皆さんへの私のプレゼントです。15/1/08

   母親はあなたの幸運の作り手です。母親はあなたの進歩に責任があります。母親の望みに反する行いをしてはなりません。母親の言うことに反抗してはなりません。愛をもってあなたの母親に接しなさい。そうすれば、あなたは母親の恩寵を得るでしょう。母親はローカマータ（宇宙の母）であり、ジャガンマータ（世界の母）です。母親はあなたの肉体だけに関係しているものだと思ってはなりません。あなたの産みの母は、あなたの母親の姿をとってやって来たジャガンマータ（世界の母神）なのです。27/1/04

 この世のあらゆるものは移ろい行くものです。永続するものはダルマと名声のみです。どうすれば名声を得ることが出来るでしょうか?母を敬うことによって良い名前を得ることが出来ます。決して母の希望にそむいてはなりません。母を苦しめる息子は、決して幸せになれません。それゆえ母の祝福を得なさい。19/11/95

    母親には重要な役割があります。母親よりも上位 にいる神はいません。ですから決して自分の母親を軽視してはならないのです。自分の母親を軽視する人は様々な困難に遭遇するでしょう。女性は尊敬され、愛され、感謝されるべきです。そのとき初めて男性と女性は賞賛される立場となるでしょう。皆さんは偉い人だと言われているかもしれません。高い教育を受けているかもしれません。あるいは無学かもしれません。しかし皆さんは第一の義務として自分の母親を尊敬し、母親の言葉を大切にしなければなりません。17/2/07

         子どもは、母親が善良であるときにだけ善良になるからです。嫁が善良であれば、嫁ぎ先の家族全員が善良になります。私たちは皆、善良な性質を育てるよう努めなければなりません。皆さんが得ている教育は、お金を稼ぐためのものでも、仕事に就くためのものでもありません。徳を身に付けるためのものです。8-1977

    母親に対する名誉と尊厳を守って初めて、真の息子と呼ばれる資格を与えられます。母親の愛を獲得できなかった人の人生は浪費にすぎません。ですから、私たちはまず第一に、母の愛を得るに値するようにならなければなりません。母の愛を言葉で説明しつくせる人などいません。母親の意志の強さがあってこそ、息子は人生で成功を収めます。ですから、人は自分の母親を敬い、愛するべきなのです。母親には最高の地位を与えなけれなければなりません。それができる人だけが、真に国をリードしていくことができます。神々は崇めても崇めなくてもかまいませんが、母は必ず神として崇めなければなりません。

   決して自分の母親の愛を忘れてはなりません。母の愛は最高です。子どもの中にある神聖な思いは、唯一、母の愛によって発達します。気高い性質を備えた母親のいるところには、必ず平和と繁栄がもたらされるでしょう。自分の母親の愛を無視して人々の愛を切望するのは愚かなことです。それゆえ、人は母を崇め、尊ぶべきです。経験によって母の愛を知ろうと努めるべきです。

     母親を尊敬し、母親の愛を獲得して初めて、人は真の意味で人間と呼ばれることができます。この世には母親より偉大な神はいません。残念なことに、今、人々はこの真理を忘れ、さまざまな場所に神を探しに行っています。目に見えない神を切望する代わりに、自分の目の前にいる生きた神に、礼拝し、奉仕すべきです。これをしないで、神の聖なるダルシャンを得ようと、苦行や聖地巡礼、礼拝や儀式といったさまざまな行いを始める人がいますが、それは無駄 です。まず自分の母親の愛を勝ち取らずして神の恩寵を勝ち取ることはできません。

　母の愛は底流としてすべての人の内に流れています。偉大な人物の歴史を調べてみれば、母の愛という助けがあったからこそ人生で高い地位 に達することができたことは明らかです。母親の気高い考えに従って人生を送るとき、あらゆる苦しみは取り除かれるでしょう。他の人のことは尊敬してもしなくてもかまいませんが、自分の母親のことは必ず尊敬しなければなりません。

    人は自分の母親の愛を勝ち取るために一生を捧げるべきです。母の愛にはつねに私心がありません。私たちはそのような愛を育めるようにならなければなりません。どこに行こうとも、何を見ようとも、母の愛という祝福があってこそ繁栄を得ることができます。母の愛を勝ち取れないまま神の恩寵を勝ち取ることを望むことなどできますか？ そんなことは出来ません。ですから、まず第一に、自分の母親の愛を勝ち取れるよう努力しなければなりません。母親の気持ちを傷つけるような仕事を引き受けるべきではありません。母の心は非常に傷つきやすいものです。ですから、母親の気持ちを傷つけないようにしなければなりません。6/5/05

    どの母親も愛の原理に満ち溢れています。母は、とても多くの神と女神に我が子の幸福と進歩を祈ります。あなたの母親の無私の愛を理解するよう努めなさい。誰もが愛を込めて自分の母親の面倒を見るべきです。27/1/04

   人には皆、母親がいます。母を喜ばせることなく、その愛を受け取ることもない人は、真の息子ではありません。母を敬うことは、子どもの最大の義務です。あなたが朝起きて真っ先にすべきは、母の足に触れて礼拝をささげることです。この尊い習慣は、常にあなたを守り、あなたにあらゆる種類の富を授けます。6/5/03

   彼女たちは、戒めの言葉によってのみならず、実践によって子どもたちを教えました。しかしながら、今日では、そのように理想的な母親を目にすることはなかなかできません。母親たちは、子どもを理想的な市民へと形成していくことよりも、子供達の収入に関心があるのです。子どもを理想的な方法で育てることさえできたならば、母親たちは国家を大いに助けることができるでしょう。

  自分の子どもが、誰にも躾られることなく道に迷ってしまうならば、女性が仕事をもち収入を得る意味があるのでしょうか？　それゆえ、何にも増して、女性は適切に家庭を守り、子どもたちの面倒を見なければなりません。女性は、家庭の義務を果たすために、十分な時間を捧げなければなりません。今日の教育ある女性たちは、家事をこなすために料理人やメイドを雇います。彼女たちは、自らの収入の多くを使用人の給料に費やします。19/11/02

    皆さんは、自分の母親に感謝を示すためなら極限の犠牲さえいとわない、という心構えができていなければなりません。ラーマやクリシュナといったアヴァター〔神の化身〕でさえ、母親のおかげで降臨することができました。誰もが皆、善良な子どもを産んでくれる神聖な母親のために祈るべきです。世の中には悪い息子はいるかもしれませんが、悪い母親はまれにしかいません。今の母親の多くは、我が子の悪い振る舞いを嘆いています。自分の母親を悩ませた息子には、何もいいことはありません。テルグ語のことわざに、「母親が涙をこぼす家には、繁栄はあり得ない」というものがあります。今、私たちは母親を喜ばせる息子を必要としています。

   母親は、母の役割として、子どもにいつも真実を話すよう教えるべきです。「どこに行っていたの？」と母親に尋ねられたら、子どもは言葉を濁してはいけません。真実を話し、もし何か悪いことをしていたら正直に言わなければなりません。今日では、親に真実を語る子どもはほとんどいません。そんな子どもたちのための教育が何の役に立つというのでしょう？6/5/96

    あなたの母からの愛と情を失ってしまったら、あなたの人生は舵のない小船のように、行先を見失ってしまうでしょう。母親はあなたのあらゆる力の源です。ですから、あなたの母親を敬い、母親の言うことに従いなさい。もしあなたの母親があなたのことを喜んでいるなら、全世界があなたのことを喜ぶでしょう。もしあなたの母親があなたのことを喜んでいないなら、世界の目はあなたを見下すでしょう。あなたの若さ、美しさ、そして、体力に鼻を高くしてはなりません。あなたにもすぐに老いがやってくるということを、肝に銘じていなさい。今、自分の両親をおろそかにしているなら、あなたの子どももあなたをおろそかにするでしょう。11-8-2000

   母を愛し、母に仕える息子や娘は、すべての罪を免れることが出来るのです。SSS87~8

知る知らずに関わらず誰もが過ちを侵すけれど、いかなる場合にも絶対に犯してはならない過ちは、母に対する感謝の念を忘れることです。いかなる失敗をしようとも母への愛はかれの罪を償います。～今あなたが両親に悲しい思いをさせるなら将来自分が年をとったときに自分の子供達から惨めな扱いを受けることを、覚えておきなさい。6/5/1987

  母親は子供の人生の中で最も決定的な要因です。子供の将来は母によって形作られます。EHV

母の恩寵を得られなかった者、母の優しいまなざしを受けて幸せに思ったことがない者、母を満足させる努力をしない者、彼らは真に哀れむべき存在です。～つまりこのように、母親から愛しげに見守ってもらえなかった子供は、神のやさしい眼差しで見守られるにふさわしくない子供だという意味です。23/11/92

 母胎は母なる大地と同じです。受胎時の母の思いが生まれてくる子供の良し悪しを決めるのです。徳高い模範的な、気高い子供を生みたいと願うなら、両親がダルマを実践して徳高い生き方をしなくてはなりません。6/5/93

   母への愛のない子供は生きている値打ちがありません。6/5/93

母親が仕事のために家を離れるなら、家事をする親はどこにいるのでしょう。夫と妻が仕事にいくなら、子供の面倒は一体誰が見るのでしょう。母親が他人の子供を教えに学校に行くのであれば、誰が家で子供に教えるのでしょう。例え金銭面で楽になったとしても自分の家庭で別の問題が持ち上がってくるでしょう。 生活を快適にしようと働きに出かけた結果、家庭に空虚さをもたらすのです。Vision of Sai

   太古の昔、母親のミルクで育った子供は良い人格者へと成長して行きました。今日、子供達は母乳では無く、缶ミルクで育てられています。その結果、子供達は缶ミルクに見あった心しか持ち合わせていません。SS Dec 1996

 この世に母の子に対する愛より甘いものはありません。子供の幸せの為には、母は、自らの命さえも投げ出します。そのような甘い甘露は、神性さの化身である母のみにみられるのです。SS8/94p214

    私はあなたにとっては母であり、あなたの母にとっても母であり､あなたの父にとっても母であり、あなたの妻にとっても母です。私の愛は、千の母の愛であり決して変わりません。Sai news6/7/2012p26



    ＊歯磨き

    通常、私は肉体の私について話すことを好みません。しかし、皆さんの指針として役立つことを期待して、私の日課のある側面 を明らかにすることにします。私は夜の間に四回起きます。普通、深夜零時にベッドから起き上がり、歯を磨き、また舌と口全体も洗浄します。そして再び同じ事を、一時半、三時、そして、四時半に繰り返します。夜、私の要求に応えるために私の部屋で眠っている青年たちは、眠りが邪魔される為に、時々それを不便に感じているかも知れません。けれども、私がこの決まりを厳格に守っているからこそ、私の舌と口と歯はいつも清潔なのです。舌と口が清潔であると私は幸せを感じます。清潔な舌は、体と心の清らかさを保つことを助けます。皆さんは私が毎日多くの人々に話しかけるのを目にしているでしょう。舌を清潔に保ち、口臭を放っていない人には、私は10分どころか20分でも話をするでしょう。一方、口臭のある人には２分も話をすることはありません。眠っている間にバクテリアが発生し、舌や歯、そして、口内全体に付着します。正しい歯磨きと、舌と口内を十分に清潔にすることで、バクテリアを除去しなくてはなりません。そうして初めて、私たちは健康で、幸せでいられるのです。 21/10/04

    今、年長者も子どもも正しい歯磨きをしていません。そのため、私たちの間からさまざまな病気が広まっていくのです。良いことであれ、悪いことであれ、その両方の責任は私たち自身にあります。善悪はひとりでにはやって来ません。神聖な思いを育てるなら、良い報いを得るでしょう。神聖な思いを根づかせるには、良い習慣を育てなければなりません。6/5/05



　＊バーラタ

目を覚ましなさい!今はまどろんでいる時ではありません。母なるバラタが涙を流しているのが見えないのですか?何故、母なるバラタは涙を流して泣いているのでしょうか?息子たちが神聖な道を忘れ、人間以下の生き方をしているからです。道徳と全一性は捨て去られました。

 母なるバラタの涙をぬぐうために、全てのバラタ国民はバラタの文化を大切にせねばなりません。学生は、平等・一体性・協力の３原則を守らねばなりません。お互いの尊敬と一体性が欠如しているために、インド国家は瓦解しようとしています。22/11/95

    ヴェーダは、全宇宙をヴィシュヌ神の身体にほかならないものと描写しています。そして、バーラタ（インド）はその宇宙の眼であるとされています。その理由は、バーラタは歴史的上、最も正確な宇宙観を有しているからです。21/4/67

    バーラタの国の名誉と賞賛を守る準備をしなさい！　皆さんはその努力において必ずや勝利するでしょう。今日、人々は世俗の分野、科学の分野において大きな進歩を遂げていますが、霊性の分野では前に進むことができずにいます。人は、他の分野以上に、霊性の分野で進歩しなければなりません。古代、人々は霊性の領域での進歩を大変重視していました。実に、それは人生のゴールでした。しかしながら、現代の人々の霊性に関する見解は低下しています。

     近年、非宗教的、物質的、世俗的な事柄において進歩を得るために多大な努力が払われています。これらの領域においてどんな達成を遂げても、それは一時のはかないものにすぎません。それらは永遠のものではありません。人々は世界中で世俗的な領域において急速な進歩を遂げているのに対して、霊的進歩、道徳的進歩については重視しなくなっています。こうした傾向は古代のバーラタ文化とはまったく対照的です。15/1/09



    ＊反映

外界で見ているものは自分の心の反映です。もし、皆さんが誰かを悪いと感じるならば、その悪は相手の中にあるのではなく、自分の心の反映であるにすぎません。善であれ悪であれ、自分自身の思いが、反映、反動、反響として、自分の外側に現れてているにすぎないのです。23/5/95

    すべての行為には、反映、反動、反響があります。自分の言葉に私の見解を反映させるやり方で行動するようにしなさい。自分が動き回る場所はすでにスワミが踏みしめた場所である、という気持ちを抱かなければなりません。自分の義務を遂行している間、実際にはスワミがこれを行っているのだ、という気持ちでそれを行いなさい。27/1/04

    あなたが外界で見出すことのできるあらゆる力は、すべて人間に内在しています。人体は、それ自体が発電機です。人間のマインドはテレビに、ハートはラジオに喩えられます。デリーのラジオ局で発信される番組は、ラジオの周波数をきちんと合わせれば、同時に受信して聞くことができます。現代の人はラジオを持っていますが、昔の人は自分のハートをラジオと見なしていました。ですから、あなたのハートを清らかで神聖なものにしなさい。あなたが外界で見るものは、すべてあなたのマインドのスクリーンに映し出されます。つまり、マインドはそれ自体がテレビなのです。人間にはあらゆる力が潜在しているのです。あなたが外で見るものは、反映と反響にほかなりません。あなたが誰かを批判するとき、あるいは、ののしるとき、あなたは自分の悪い感情が相手に映っているのを見ているのです。善も悪もあなたの中から生じるのであって、外にあるわけではないのです。11-8-2000

皆さんが自分は人間だと思い、「私」という感情〔自我意識〕を持っている間は、他人に奉仕をすべきです。それからゆっくりと、自分が奉仕している相手は自分の反映であり、反動であり、反響である、ということに気が付いてきます。神は一つであり、目的地は一つですが、それは社会の中で多となって現れています。皆さんは社会の中に一体性を見るべきです。なぜなら、一体性は神性だからです。そうして初めて、皆さんの霊性修行は功を奏します。27-7-02

  何かドレスを着て鏡の前に立てば、鏡には同じドレスが映って見えます。自分の内にどんな良い思いや感情、あるいは、悪い思いや感情があったとしても、それと同じものが外界に映し出されます。すべては反応であり、反映であり、反響です。自分の生活の過ごし方が、そのまま自分に戻ってくるのです。何であれ私たちが見るものは自分自身の反映です。誰を見たとしてそれは実際には自分の姿です。自分が患う病気ですら自分の行為の結果(反映)によるものなのです。 1/1/08

皆さんは神をどこかで探す必要はありません。その代わりに、あなたの目を内に向けなさい。外側の世界で見る顔はどれも、実際のところ、あなたの中に既にあるものの投影にすぎません。ですから、万物はあなたの中にあるものの反映であり、反動であり、反響です。誰かがあなたを批判していると、あなたは悲しくなります。誰もあなたを批判していません。あなたがあなたを批判しているのです。他人が自分を傷つけていると、あなたは考えますが、実際には他人など存在しないのです。27-7-02

     皆さんは「自分は神我の化身ディヴィヤートマ スワルーパである」と考えなければなりません。この世のあらゆる人間の姿は、どれも私の反映にすぎません。私は、あたかも鏡であるかのようなそれらの体の中に、自分自身を見ることができます。あなたがこの段階に到達することができたとき、初めて皆さんは本当の平安を味わうでしょう。22/11/08

   　 平安の境地にある人の性質は、おのずから、波一つない鏡のごとき湖面 のようになります。貯水槽に水が入っていれば、風の動きによつて、水面にはさざ波が立っているのが見えるでしよう。水の表面が振動していれば、水に映ったあなたの姿も揺れているはずです。泥が多く、濁った水に映ったあなたの姿は、はっきりせず、ぼんやりしたものになることでしょう。透明で波のない水の場合は、そこに映ったあなたの姿は、動くこともなく、はっきりと見えます。同様に、根本的な真理、すなわちアートマ（真我）の実質は、宇宙万物に遍在しており、唯一にして変わることがありません。

　ところが、それが反映された姿は、それを反映する媒体の純枠度と特質によって、アートマが反映される度合いが異なります。アートマがタモグナ（暗性。鈍性）に反映された場合、それはアヴィッディアすなわち無知という姿で表れます。アートマがラジョグナ（激性）に反映されれば、それはジーヴァ（個我。肉体を持った個別 の存在）として映ります。アートマが、純枠なサトワグナ（浄性）に映し出されれば、それはマヤとして、すなわち、神にまつわる幻影として映ります。マヤは、神がまとっている衣です。したがって、マヤは神聖な性質を持っています。サトウィックな（浄性の）反映は神意識です。ラジョグナ（激性）の反映はジーヴァであり、タモグナの反映は自然（宇宙）です。

　ですから、反映された姿は異なっているように見えても、それらはすべて同じ神聖な原理に由来しているものであるために、基本的には同じものであるということを認織しなければなりません。このように、神と人間と宇宙は、本質的には同じものなのです。したがって私たちは、万物の根源である、根本的な真理（ムーラダーラ＝サティア）を理解するように努めなければなりません。KSH

   外界はあなたの思考を反映します。愛をもって世界を見るなら、世界は愛に満ちて見えるでしょう。憎しみを持って世界を見るなら、すべてはあなたに敵対して見えるでしょう。愛に満ちた目は、明るさと快活さで輝いています。憎しみに満ちた目は、血走って恐ろしく見えます。自分の思考が自分の善悪の行為を決定するのです。24/7/83

    二重の基準を持ってはなりません。すべての人をあなた自身として扱いなさい。つまり、あなたは自分を信用しなければならないということです。そうして初めて、他者を信用することができるのです。あなたは自分を尊敬し、他の人々も尊敬しなければなりません。利己心は利他心の尺度です。人類は一つの共同体です。あなたが自分を傷つけるなら、それは、すべての人を傷つけることになります。あなたが他の人々を尊敬すれば、その行為によって、人々が逆にあなたを尊敬し始めるのです。あなたが他の人からこのようにして欲しいと期待する事が、あなたが他の人へするべき義務なのです。5/10/62

   何を見ようと、誰に出くわそうと、すべての姿を神の顕現に他ならないものと見なしなさい。「私」と「あなた」という相違に付け入る隙を与えてはなりません。神の創造物の中に何を見ようとも、すべては反動、反映、反響です。皆さんは鏡をのぞき込み、自分は鏡の中にいると言います。実際は、あなたは鏡の中にはいません。鏡の中に見えるのはあなたの反映にすぎません。山の向こうに行って「おーい！」と叫べば、すぐさま同じ大声で誰かが叫び返してくることに気づくでしょう。実のところ、その声は他の誰のものでもなく、あなたの声にすぎません。

    このように、今日、人は誤った印象に耽っています。外で見るものは何であれ、自分の内なる存在の反映にすぎません。皆さんは一体性を多様性と見なして過ちを犯しています。不幸なことに、今、人々は自分自身の本性を理解することができずにいます。21/3/04

    実のところ、人の内に悲しみは存在しません。人はアーナンダスワルーパ、つまり、神聖なる至福の化身です。そうであるにもかかわらず、人が悲しみに苦しんでいるとしたら、それはその人の悪い性質が原因です。悲しみはどこからか突然降ってくるものではありません。悲しみは、その人の悪い性質の反動であり、反映であり、反響なのです。もしだれかがあなたを嘲るとしたら、それは、その人があなたを嘲ているのではなく、あなた自身の悪い感情が嘲りという形を取って自分に戻ってきたのだと理解しなさい。1/3/03朝

  あなたはこの世界で多くのことを見たり聞いたり経験したりします。それらはあなたの内にあるものの反映と、反動と、反響以外の何ものでもありません。あなたが外側の世界に見るすべてのものは、実際にあなたの一部なのです。たとえば、あなたをひどく嫌っている人がいるとしましょう。実のところ、嫌悪という形でその人の中に現れたものは、あなたの中にある嫌悪なのです。それと同じように、お世辞も中傷も、善も悪も、あなた自身の反映です。あなたが外側の世界で見るもの、経験するものは、喜びであろうが苦しみであろうが、どれも実際にはあなたの中からやって来たのです。16/3/03

    この世のすべてには、反動と反映と反響が伴います。あなたの中に憎しみの性質があるときにだけ、あなたは他人の中に憎しみを見ます。そして、たとえ誰もあなたを傷つけなくても、あなたは他人を傷つけようとするのです。あなたが他人に何をしようとも、あなたはその行為の結果を味わうことになります。あなたが何を聞こうとも、何を体験しようとも、そのすべては、あなた自身の行動や感情の反動と反映と反響によるものです。それは他人のせいではありません。

      皆さんはこの単純な真理を忘れて、「誰々は私を非難している。誰々は私を苦しめている。誰々は私を傷つけている」等々と嘆きます。皆さんの善行や悪行はどちらも、誰の責任でもありません。それは神の創造物でもありません。なぜなら、神は、属性ニルグナムを持たず、純粋ニランジャナムで、究極の住処サナータナ ニケータナムであり、永遠ニッティヤで、汚れなく、目覚めたブッダ、解脱した、神聖さの化身であるからです。

    皆さんは他人と争って相手を傷つけようとし続けています。そんなことでは、皆さんはまったく人間ではありません！いつも他人を助け、決して誰も傷つけてはなりません。つねに助け、決して傷つけてはなりません。人は他者に奉仕することで徳を積み、他者を傷つけることで罪を犯す。誰に挨拶しても、それは神に届く。誰を批判しても、それは神に届くと言われています。あなたは、自分は誰かを非難している、誰かをからかっていると思っています。それはすべてあなたの錯覚です。実際には、そうすることで、あなたはあなた自身を非難し、からかっているのです。すべての物事には、反動と反映と反響があります。良いことも悪いことも、その責任はあなた自身にあります。もし、あなたが人生で良いことを楽しみたいなら、まず第一に、他人に良いことをしなさい。14/1/09

    人間は世界のあらゆる生き物の中で、もっとも神聖で評価の高い生き物です。けれども、人間は迷妄に浸っているために、自分の真の性質に気付くことができずにいます。この世には善も悪も存在しません。私たちは多くのことを見たり聞いたり経験します。そして、見ているのは目であり、聞いているのは耳であり、経験しているのは心であると思っています。実際はそうではありません。すべては反映、反動、反響なのです。16/3/03

    あなたがアートマ（真我）の原理を理解したいのであれば、多様性に心を奪われてはなりません。あなたがこの世で見るものや聞くもののすべては、あなたの心の単なる反映、反応、反響に過ぎません。アートマとしての実体はあなた自身の中にあります。例えば私はここにたくさんの学生を見ます。彼らは一体どこから来たのでしょう？実は 彼らも私自身の反映に過ぎません。(唯一者である神が多になったという意味で《訳注》)そうでなければ、彼らの姿を見ることはできません。同様に、すべての人も、すべての事物も、あなた自身の心の反映に過ぎないのです。

    人生は、サムヨーガ（統合）とヴィヨーガ（分離）の波を持った海のようなものです。皆さんは、この二元性に対して、すべては一つであるという思いをもって対処すべきです。アートマの原理は、統合も分離も超えています。私にとっては、統合（サムヨーガ）も分離（ヴィヨーガ）も存在しません。分離は、統合の結果 として初めて存在し得るのです。それらの二元性はあなたの創り出した想像に過ぎません。アートマの原理に気づくためには、あなたが創り出した想像を取り除いて、「神は一つである（エーカム サット）」という信念を培わなければなりません。それは唯一であり、二つ目は存在しません。それは変化することなく、（過去・現在・未来という）あらゆるときに（覚醒・夢見・熟睡という）いかなる存在の状態においても、同じままであり続けるのです。あなたはこの真理を知る為にはサットサングに参加しなければなりません。1/3/03夕方

    あなたが他の人に愛を示せば、他の人もあなたに愛を示してくるでしょう。逆に、あなたがある人を見た瞬間にその場を立ち去れば、その人もあなたに同じことをするでしょう。あなたの為す行為の通りのことが、その反動として起こるのです。それゆえ、人は確実に良い行いをするようにしなければなりません。実は世の中に悪い人はいないのです。すべての人は良い人です。自分に逆らう者はすべて悪人だ、とあなたは言います。もしあなたが悪い性質を表に出さなかったら、他の人はどうやって悪く振る舞うことができるでしょう？　あなた自身の悪い性質が他の人に反映しているのです。ですから、すべての人が良い思いを育て、良い行為をしなければなりません。人は神の命令に背くことのない行動を取るべきです。そのようにして、初めて人はその人生で平安と安全を得るのです。 1/3/03朝

    皆さんはそのように神聖で慈悲深いハートをもっています。それなのになぜ、悲しみにおぼれているのですか？　一切の悲しみは、あなたの内面 の感情の反射であり、反作用であり、反響なのです。皆さんは朝早くに新聞に目を通 します。紙面のどこを見ても、誰かが誰かを殺したとか、憎しみや、嫉妬や、怒りなど、不穏な記事ばかりです。こうしたニュースのすべてが、あなたを非常に悲しい汚れたムードにしてしまいます。夜ぐっすり眠ったあとでベッドから起き上がったとき、心は穏やかな状態でなければなりません。そうして初めて、あなたの生活に悲しみが入り込む余地はなくなります。

    早朝からすぐに平安で幸せな生活を送らなければなりません。あなたは不幸や苦境に陥っているかもしれません。しかし、それらは来ては去り行く雲にすぎません。実にあなたはそうしたものに悩まされるべきではありません。そうしたものをハートに引き入れて、それに固執しているときにのみ、あなたは苦しむのです。それらを無視してしまえば悩まされることはなくなります。 1／3／03朝

    もし神を見たいなら、自分は体ではないことを固く信じなくてはなりません。自分を体と同一視することは、まさに幻想です。学生たちはこのことを明瞭に理解しようと努めるべきです。外側に見えるものはすべて単なる反映であり、実体ではありません。皆さんはサイ ババを目の前に見ています。皆さんはサイ ババを体と同一視しています。けれども、私は体ではありません。私と皆さんは一つです。一旦この真理をはっきりと理解すれば、どんな相違もなくなるでしょう。もし誰かの頬を叩くなら、それは自分を叩いていることになります。もし他人を罵倒するなら、それは自分を罵倒しているのです。あなたは必ずや自分の行為の結果に直面することになります。あなたの苦楽の原因はあなたです。他人にはそれに対する責任はありません。実際、他人などいないのです。すべての人は一つです。21/3/04

    どこにいても完全な調和をもって生きなさい。決して憎しみに余地を与えてはなりません。もし敵対する人に出くわしたら、愛をもって迎えなさい。相手も反射的に愛をもって応じてくるでしょう。なぜなら、全世界は、反動と、反映と、反響で満ちているからです。あなたの心に不安があるとしたら、それは、外的要因によるものではなく、あなた自身の欠陥や欠点が、不安という形となって反映しているのです。1／3／03朝

   あなたはあなたが思うものとなる」。皆さんは、良かれ悪しかれ、自らの感情の反映、反応、反響という体験に束縛されているのです。あなたが他者の中に悪いものを見たとすれば、それは自分の悪い感情の反映に過ぎないのです。自分自身の過ちを無視して他者を非難することは誤りです。まず最初に、あなたの感情を清めなさい。あなたが邪悪だと見なしている人々さえも愛しなさい。実際、この世に邪悪な人間などいないのです。9/10/02



    ＊反響

私たちが他の人々に教えることは、すべて実践によって裏付けられたものでなければなりません。すべては、自分の中にあるものの反作用・反映・反響です。私たちが口にする一つひとつの言葉は、内にあるものの「反響」です。「反映」は、憶念され、経験され、実践されたものです。第三の側面である「反作用」は大変重要です。「反作用」は行いから生じるものです。ですから、私たちの行いは常に純粋で神聖なものでなければなりません。三つの側面である反作用・反映・反響は、人間の生活の中で重要な位置を占めています。今日、人が学んでいることは何であれ「反響」の部類に入ります。要するに、教師から教科書に載っていることを教えられているということです。これは机上の知識です。反響は反作用から生じ、反作用は反映へと姿を変えます。これら三つの側面の一体性が人間性に相当します。ですから、人は美辞麗句を連ねて自分の時間を無駄にすべきではありません。人が口にする言葉はすべて、その言葉の内的意味の深い熟慮と知識によって裏打ちされたものでなければなりません。それをしてから初めて他人に教える試みをすべきです。残念なことに、昨今では机上の知識が真の知識と見なされて、それを得ることに多くの時間が費やされています。真の知識は頭（マスタカ）とハートから現れるべきです。ですから、人は自分の頭とハートを浄化して、それらの中に入っている不純なものを取り除かなければなりません。そうしたときにのみ、物事を正しい見方で理解し、英知を手に入れることができます。11/4/05



    ＊半神

クリスマスの日だけでなく、日課として、祈るという霊性修行を深めなければいけません。世俗的なことを目的とした祈りは神〔至高神〕には届きません。それらは各領域を扱う半神たちに届くのみです。一方で、清らかな愛から生まれた祈り、奉仕をしたいという私心のない熱い願いから生じた祈り、すべてを思いやるハートから生じた祈りは、神に届きます。なぜなら、神はまさに愛の化身であるからです。月を見るには月の光を通さなければならないということを知っていますね。それと同じように、愛である神は愛を通してのみ、見ること、顕現させることができるのです。愛は神です。愛に生きなさい。これが私があなた方に贈るメッセージです。24/12/80



    ＊ヴィジョン

真の信愛は感覚のコントロールを要求します。ラーマは感覚をコントロールしたゆえにシータを娶ることが出来ました。ヴィジョンをコントロールせぬ者は、物質世界の奴隷になります。16/4/97



    ＊ヴィヴェカナンダ

ヴィヴェーカーナンダは偉大な魂たちの高みへと上昇するためには、自分自身の魂を高めるべきなのだと感じました。今の人々は、空を飛ぶ飛行機のパイロットを見たいと望んでいる地上の人間のようなものです。パイロットを見る唯一の方法は自分が飛行機に乗ることです。神を体験するには、神のヴィジョンを渇望しなければなりません。それが理想的で至福に満ちた人生を送る方法です。7/10/97



　＊光

霊性修行なしに、人は彼の内にある光を見つけることは不可能である。SS6/95

「私は光の中にいる。光は私の中にある。光は私である。私は光である」――この真理を悟った人はブラフマン〔神〕と一つになります。人間は絶えず平安〔安らぎ、平和〕を探し求めています。平安を探し求める人は、それをマタム（宗教）にではなく、マナム（心）の中に探さなくてはなりません。外界に平安を探し求めることが、この世のあらゆる不安の原因です。平安はまず、自分自身の内で確立されなくてはなりません。次に、家族へと拡大しなくてはなりません。そして、家族から村へ、地域へ、州へ、国家へと広がらなければなりません。今、起こっていることは、この過程とは逆のものです。争いと無秩序が、個人から家族へ、そして、国家にまで広がっているのです。24/11/87



    ＊引きつける

    私はつねに、愛、愛、愛だけを教えています。皆さんは、愛をさまざまな方法で描写しようとするかもしれません。それは不可能なことです。愛には一つの形態があるのみです。それは、すなわち、引き付けるものという形態です。愛は至福と恩寵を授けます。愛は神、愛の中で生きなさい。15/3/04

   愛の原理を完全に言葉で表現することは不可能です。愛はすべてを引きつけます。神の愛は自然という姿の中に顕現しています。だから自然は万人を引きつけるのです。「クリシュナは引きつける者なり」（カルシャティ イティ クリシュナ）。神は、すべての人を引きつけ、すべての人に至福を授けます。15/3/04

    ＊悲劇

     悲劇を喜んで迎え、神聖な思いをよろいかぶととして、戦い抜きなさい。劇は神が創作し、それぞれの役割は神の贈り物。筋書きは神が書き、神がディレクターであり、衣装と飾りも神が与え、身振りと調子、入場と退場も神が決めます。割り当てられた役割を見事に演じ、幕が下りる時神から褒められるようにしなさい。技と熱意によって、より良い役を演じれる権利を勝ち取りなさい。それが人生の意味であり、目的なのです。

     世間に執着しすぎてはなりません。人生における様々な出来事に巻き込まれてはなりません。常に感情をコントロールしなさい。逆巻く波は海の表面だけです。深い海底は鎮まっています。それと同様に、人は深く沈静するならば人生の波立ちと無関係でいられます。識別心を働かせて、何がガラクタで何が宝物かを見付け出しなさい。SIP5-70



    ＊微細体

肉体の内部には微細体があり、微細体には17の相があります。それは、5つの知覚器官、5つの機能、5つの鞘、マインド、理智です。これら17の相はどれも、夢を見ているときの状態に属しています。第3の体は原因体です。原因体は、2つの相、すなわちマインドと理智で形成されています。この2つの原因相が普遍的な因果律に溶け込むと、私たちはすべての肉体感覚を脱して、アートマの至福を体験します。アートマの至福は、サット、チット、アーナンダ（絶対実在、純粋意識、至福）という姿をしています。これが私たちの本当の姿です。永遠なるサット（絶対実在）とチット（純粋意識）がいっしょになって、一体性という至福を生み出します。これが私たちの目的地です。18/1/85

   肉体は、今日生まれて、明日には死ぬかもしれません。しかし、皆さんは永遠です。皆さんには生も死もありません。いつも幸せでいなさい。それが私の望みです。私のもの、あなたのものといった相違が自分に近づくのを許してはなりません。15/12/07



    ＊ビジネス

今や多くの会社が操業を停止しました。この理由は何でしょうか。もしある会社が不正な手段で利益を得ていたなら、他の会社もそれと似たような手段を取ります。ビジネスで悪い習慣が素早く容易に広まるのはよくあることです。それゆえ皆さんは用心して、良いことを為すように懸命に努力しなければなろません。悪いことを性急に真似してはなりません。急げば無駄が生じ、無駄は不安を生じさせます。ですから急いではなりません。29/8/09

 この国が腐敗している直接の責任は、ビジネスマン達にあります。利己的な理由と個人的な利益追求の為に、ビジネスマンは権力を握って資金を調達し、その影響力を一層強めてきました。もしあなた方ビジネスに関わっている人達が正しい行動指針に従って商いに従事するならば、そうした腐敗を一瞬の内に終わらすことが出来るでしょう。

 死にかけている者でさえ、施しの金を積み上げれば起き上がると言われています。賄賂が積まれ、それを官僚が拒まなかったとしても驚く話ではありません。ビジネスと利潤追求に制限を課し、その能力を公益の促進のために役立たせることが、ビジネスマンの務めです。ビジネスと道徳を結びつけるのは難しいかもしれません。しかし、まず最初にハートに道徳心を植え付けて、神への信仰を持ってビジネスに従事するのです。そうすれば、国はビジネスマンの努力によって利益を得、ビジネスマンは社会に奉仕できるようになるのです。SSSVOL17p68

    バガヴァンの名前を使って商売をすることは、非常に不快で、嘆かわしいことです。帰依に関する事柄に商売が関係してはなりません。塩辛い海の水ですら飲む水に転換できるかもしれませんが、この種の帰依には何の価値もありません。22/7/02

         ビジネスにおいて正直であることは社会奉仕の一形態です。真実（サティヤ）に関してですが、ビジネスにおいて正直であることは損失を招くと言われることがしばしばあります。でもそれは違います。初めのうちは多少の困難があるかも知れませんが、時が経つにつれ、誠実さと正直さ自体が報酬をもたらすようになるでしょう。

    ＭＢＡの学生諸君は、会計と監査における真実がいかに会社のイメージ向上に役立つかを、自分の会社の上司に納得させなければなりません。妥当な利鞘（りざや）で満足すべきです。この方針は、初めは利益を産まなくとも、長期的には最も利益をもたらすものとなるでしょう。これは自信を生みだす方法です。ビジネスを正直に運営していくことは、社会奉仕の一形態、そして、霊的なサーダナ〔霊性修行〕であると見なされなければなりません。ダルマの実践において、消費者へのマーケティングの方法は正当であるべきであり、従業員への対応は公正であるべきです。

     平安（シャーンティ）の遵守に関しては、どんなに困難な状況においても心を乱されるべきではないということを、ＭＢＡの学生諸君はよく理解しておくべきです。平静を保ち、波風を静めるよう努めなければなりません。そのような状況においては、愛という武器を使うべきです。

    ビジネスの世界におけるプレーマ（愛）は、経営者、従業員、その他ビジネスに関わるすべての人が一つの家族の一員である、という気持ちを持った経営陣によって、示されなければなりません。経営陣は、皆に兄弟のような気持ちを持たなければなりません。互いへの愛と敬意を持つことによって、工業の調和を達成することができます。

    工業経営におけるアヒムサー（非暴力）には、単に他人に害を与えないということ以上に、広義の社会的な意味があります。大気汚染や、川をはじめとする天然資源の汚染を避けることは、企業がアヒムサー（非暴力）を実践する方法です。

    以上のようなさまざまな手法を用いることで、基本的な人間的価値を固守する経営者たち、ビジネスの世界でのタスクに霊的なアプローチを採用する経営者たちによって、私たちの国民と国に多大な善がなされ得るのです。ＭＢＡの学生諸君はしっかりとした神への信仰心を持ち、自分が雇用されるであろう企業において、そのビジネスへの献身と社会奉仕の精神で、自らの義務を果たすべきです。10/2/1990

             

    ＊ビタミン

古代の人々は決してどんな病気にもかかりませんでした。彼らは質素な食べ物をとっていました。古代の人々がビタミンやタンパク質について気にせず、ビタミンAやBやCといった錠剤を飲んだことは一度もありませんでした。彼らは自分たちの食事を神に捧げていたために、必要なビタミンやタンパク質をとることができたのです。神への信仰を強めればあなたは人生において如何なる事も成し遂げることが出来ます。実際にあなたが神になるのです。あなたは神と異なるものではありません。13/3/02



    ＊人と関わる

人間は、人類同胞との結びつきを通してのみ、至福（アーナンダ）を引き出して、至福を持続させることができるよう創られています。他人との接触をやめて孤独な道を歩むのは、弱さや恐れの印であって勇気の印ではありません。活気にあふれて人と関ることこそが、道徳、公正、思いやり、同情心、愛、堪忍寛容、平等観その他、人格を整え、強靭にする性質、人の性格を形作る多くの性質を、生み出すのです。文化は、ハートと頭がいっしょになった結果として起こるものです。4/73

    部屋に閉じこもって神の写真や絵姿や神の像に線香や花を供え、神の栄光を歌ったり唱えたりすることは、あなたを無知から解放させてくれる規律の代用品としては非常に貧弱です。すべての存在は神の像であり、すべての人は神の写真や絵姿です。なのに、なぜ、あなたは閉じこもるのですか？ すべての創造物は神へ向かう巡礼の歩を進めています。なのに、なぜ、あなたは独りでその道を歩いているかのように振る舞うのですか？ あなたは、教会や寺社あるいは家庭の祭壇で礼拝や儀式に費やした時間は神に捧げられ、それ以外の時間は他の目的のために費やされたと思っています。しかし、あなたには、神や神のごとき人の領域の境界を定めたり、限界を定めたりすることはできません。神は、常に、どこでも、あなたと共にいます。「ヴァースデーヴァスサルヴァミダム」――「このすべては神である」のです。4/73



    ＊人の義務

人間の義務は、絶えざる御名のスマラナ（憶念）によって、日々昼夜を神聖にすることです。歓喜と切望をもって憶念しなさい。もし、あなたがそれをするなら、神はあなたがあてがった御名と御姿、最も美しく最も相応しい御姿で、あなたの前に現れざるをえません！ 神はすべての名前とすべての姿であり、それらすべてが見事に和合した集合体です！ さまざまな宗教で支持され、さまざまな人間社会で崇拝されている神々は皆、実在の一なる神の手足です。ちょうど肉体が感覚器官と手足のが調和のとれた混合物であるように、神は人が神に付けたあらゆる名前と姿の和合物なのです！13/5/68

    人は、寝るため、食べるためにこの世に来たのではありません。人は、修養のプロセスによって自らの内なる神を顕現させるために来たのです。だからこそ、人は「ヴィヤクティ」〔人間〕と呼ばれているのです。「ヴィヤクティ」とは、人を動機づける神のエネルギーである内在の力（シャクティ）を明らかに（ヴィヤクタ）する者、という意味です。その目的のために、人は、体と、体を制御して役に立つ行為へと方向転換させるのに必要な知性を授けられて、やって来たのです。皆さんは、それを、道徳を地道に行っていくこと（ダルマ ニシタ）と、善行を地道に行っていくこと（カルマ ニシタ）によって達成しなければなりません。26/3/65m



　＊人の下落

人は本来道徳、ダルマ、霊性の結合です。今日不幸にも自らの基盤であるこれらの属性を忘れ人々は道徳、ダルマ、霊性を失いました。人間として誕生したことが如何に神聖であるかを考えるならば、人が今日の状態にまで下落したことは、真に恥ずかしい事です。4/97



　＊人の三位一体

宇宙のプロセスである創造、維持、帰融は各人の中に持っています。創造は思いの発露です。維持は創造物の守護です。帰融は、創造されたものが根源に溶け込むことです。創造、維持、帰融は、三属性である浄性、激性，鈍性と同一とみなされます。人は三属性の具現です。

 三属性は三位一体（ブラフマ、ビシュヌ、マヘーシュワラ）を象徴します。三位一体は三つの世界を表します。三つの世界と三位一体は各人の中にあります。三つを一つとなし、シヴァムとして崇めねばなりません。シヴァムとは何か?シヴァムは吉祥の権化です．人が三位一体の統一された姿を認識する時、彼の人間性は吉祥を得ます。17/2/96



    ＊人の力

人は大きな力を授けられており、全宇宙に、人が保有しているほどの力を有している者はいません。この理由から、神もまた、人間の姿をとって化身するのです。15/1/08



    ＊人の願い

人は初めの段階では、世俗的な恩恵や物質的な利益を祈り求めますが、思いが明確になり、浄化されるにつれて、人は、神御自身を欲しいという、ただ一つのことを神に願うようになります。というのも、神は人間に最も近く、人間にとって最も愛おしい存在だからです。あなたのお父さんやお母さんは、少し離れているかもしれませんが、神はあなたと共に、あなたの中に居るのです。たとえあなたが神を愛していなくても、神はあなたのもとを立ち去ったり、あなたから離れたりすることはありません。神は最も小さな原子よりも小さい（アノーラニーヤーン）とヴェーダは言います。神は宇宙よりも大きく広がって（マハトーマヒーヤーン）、すべてを恩寵で満たします。神はあなたの中に、一つひとつの細胞の中に存在しています。あなたは熱烈な愛によって、これを悟ることが出来ます。25/11/81



    ＊人は神

人間は、人間が必要とするすべての富を自分の中に持っています。人間はそれらを確認して顕現させること、そして、それらを他の人と分かち合うことによって、その栓を抜くことができます。人間は、サット（実在）、チット（純粋意識）、アーナンダ（至福）です。人間はシヴァ シャクティ スワルーパ（神とエネルギーの具現）です。人が人を褒め称える時、それは神を褒め称えているのです。自分はただの人間だという思いを募らせてはなりません。自分は神となるよう運命づけられているのだと確信しなさい。『ラーマーヤナ』、『マハーバーラタ』、『バーガヴァタ』に述べられているような、神が人間の姿をとった時には、人は神の行いを模範と御教えとして解釈すべきであって、娯楽のために演じられた人間の物語だと解釈してはなりません。4/73



　＊非難

もし誰かがあなたが間違っていると非難しても、いや私ではなく、それはあなただ。等と言い争いをし、その人に悪意を持ってはいけない。冷静に自分自身の行動を振り返り､あなた自身の行為を正してもらったことに感謝しなさい。CPNp332

   神に信愛を持って礼拝しても、後に神に背く帰依者もいます。この心変わりの理由は、神に関する考えに起因しています。自分の祈りが応えられ、願望が叶えられると感じれば、彼らは神を崇めます。しかし、願望が叶えられないと感じれば、ありとあらゆる言葉で神を非難するのです。この種の信愛は私利私欲に基づいており、そこに神聖なものは何もありません。純粋な信愛は、環境や運命の変化によって影響を受けることはありません。真の愛は、いかなる条件に基づくものでもありません。真の愛は、幸福な時も不幸な時も同一であり、運命の浮き沈みによって影響されるものではないのです。24/7/83

   誰かかあなたを非難したとしても、それを心に取り込まないことです。その人の舌が、何か音を発するのに動いていると思えば良いのです。あなた自身は、彼の発する音と何の関係もないのです。でも、その音を言葉としてみなして心に取り込めば、あなたは影響を受けるでしょう。そうしない限り、その音はあなたに何も出来ないのです。

  また、あなたが誰かに殴られたとします。でも、殴れたのはただの肉体であって私ではない、と思えばよいのです。実際のところ、誰も本当のあなたを傷つけたり、害したりすることは出来ないのです。というのも、あなたは肉体ではないのですから。あなたがこのような強い信念を持っていれば、誰から侮辱されても、侮られても、怒ったり、その人のことを嫌いになったりする気持ちは、起こらないでしょう。それゆえ、強い信念が、平安を保つために一番重要なことなのです。30/3/06

    蟻は砂と砂糖が混ざったものを見つけると、そこから砂糖だけ取り出し、砂は無視します。他の人の良いところだけを見て、悪いところは気に留めないようにしなさい。また、誰かがあなたを批判したり咎めたりするようなことがあるかもしれません。けれども、あなたは平静さを保ち、そうした言葉を心の中に入れないようにしなさい。締め出してしまいなさい。それらは、砂粒にすぎないのです。SSSVol7

 すべての人の中に神がいると分かれば､揺れ動く諸々の感情を抑えることが出来るはずです。そうなればもう、心が乱れることは無いでしょう。それが出来れば､皆さんは神の恵みと一つになります。どれほど辛い運命に巻き込まれても必ず乗り越えられるようになるでしょう。

   ただ一つの神がすべての人の心にいると強く信じれば､どんな障害も乗り越えることが出来ます。内なる神を完全に信じていれば､すべては思いどおりになります。信じる心が鍵です。信じる心が神に向かう生き方の基本です。内なる神を信じなさい。これこそは、皆さんの目標です。

 木を切り倒すためには、枝や葉を切らなくても良いのです。根元を切ればそれで木は倒れます。神を捕らえることが出来れば、すべては思いのままです。普段の暮らしの中で神を捕らえる為には、すべての生き物に対して真心を持ってあたることです。そして内側と外側の汚れを取り除き､身も心も明るく清らかにするのです。

 その時はじめて、あらゆるところにいつも神を悟ることが出来るでしょう。神を信じ、神に祈り、神にすべてを従うとき､すべての人の心にそれと同じ神がいることに気づくべきです。それゆえ人を非難しないように気をつけなくてはいけません。あなたが、誰かに対しても口汚く罵るなら､その言葉はその人の心の内なる神に対して、そっくりそのまま向けられることを､深く信じるのです。SGc27

    あなたの限りない欲望があなたの一切の困難の原因です。原因がなければ結果はありません。種がないのに育つ若木はありません。ですから、大きな木に育つ種がなければなりません。誰に出くわしたとしても、その相手を自分自身だと考えなさい。自分と相手を同一視しなさい。この気持ちをもっともっと育てなさい。あなたは誰ですか？実際、全世界はブラフマンに満たされています。この世でブラフマンが内在していない人を見つけることはできません。

    ですから、あなたが誰を批判しようと、誰を褒めようと、それは神に届くのです。神を批判しても、あなたがその結果から逃れることはできません。それゆえ、決して神を批判してはなりません。あなたのことを誰が何と言おうとも、言わせておきなさい。その人はあなたのことではなくその人自身を批判しているのだと考えなさい。その人が何を言おうとも、それは空に消えます。空に消える言葉に反応することが何になりますか？ハートに届くのは愛だけです。1/5/08

  神を裏切ることは、あらゆる罪の中で最悪のものです。そのような裏切りは、何度生まれ変わっても決して償うことはできません。ですから、決して神を裏切ろうとしてはなりません。すべてを愛しなさい。皆さんを非難する人々にさえ挨拶をしなさい。なぜなら、神はすべての人の内に存在するからです。怒りに付け入る隙を与えて、心を汚してはなりません。愛を込めて神に祈りなさい。過去においても、すべての高貴な魂や神の化身たちは、非難に耐えなければなりませんでした。皆さんは、「いったいなぜ、あのような方が非難されるのだろうか？」と疑問に想うかもしれません。実はそれらの非難によって、彼らの栄光はかえって高まるばかりです。喜びは、苦しみと苦痛の間に訪れます。影は光についてきます。私たちは影を恐れてはなりません。影の中にさえ光があります。光と影は別々には存在できません。両者の間には一体性の原理が働いています。ですから、スワミに浴びせられるいかなる批判にも、あるいはまた誰か尊敬に値する人に対する非難にも、いちいち対応する必要はありません。ただ「そういうことは私に関係ありません」とだけ言って、それらを無視しなさい。

    もし誰かがあなたの欠点を指摘する場合は、その指摘が的を得ていれば、もちろんそれを正せばよいことです。しかし、もし誰かがあなたに根拠のない攻撃を向けた場合は、それについて悩む必要はありません。幸せでいなさい。もし大声で非難されれば、それは大気の中に消えていくでしょう。もし誰かが心の中でそれを想っているとすれば、それはその人に返って行くだけです。そういうことに、どうして心を乱す必要があるでしょう？ 誰にでも好きなことを言わせておきなさい。そして、平穏な気持ちを保ちなさい。いかなることが起きても、それはあなたのために良いことだと考えればよいのです。そのような平常心を持って、日々の生活を送りなさい。25/12/2000



    ＊美

    ある種の状態は人間の目には喜ばしくないかもしれませんが、神にとっては、すべてがサッティヤム（真理）、シヴァム（善）、スンダラム（美）です。それほどの原理を、どうやって皆さんが説明することなどできるでしょう？ 神のすることは何であれ、そこには美があります。しかし、誰も神のやり方を推し量ることはできません。世俗的な観点からすれば、あなたの目には、あるものは悪いものに映るかもしれませんが、深く探求すれば、すべては善であるという真理を理解するでしょう。皆さんは外側を見る目しか持っていないため、何かを美しいものと見なし、別のものを醜いものと見なします。神が創造するものは何であれ美しいのです。しかし、人の見方は外側を見るため、真の美しさを正しく評価することができません。真理を探究すれば、神の創造した世界にあるあらゆるものは、すべて美しいということを知るでしょう。

どの母親にとっても、自分の子どもは美しく見えます。誰もこの事実を否定することはできません。ある子どもはあなたの目には醜く見えるかもしれませんが、その子の母親はわが子の美しさだけを見ます。この点に関して、その母親の判断に異論を唱える権利はあなたにはありません。神の創造物の場合も同じです。それなら、何かは善であり、別の何かは悪であるなどと、どうして言えるでしょうか？ 全世界は美と魅力に満ちています。皆さんは、小宇宙から大宇宙に至るまで、この広大な宇宙の中で何か悪いものを私に示すことができますか？ それは不可能です。皆さんは、広い心で一切を神の意志として受け入れるべきです。すべての物事を良いことだと考えなさい。皆さんには、神の創造物や神の行うことに対して判断を下す権利はありません。神のやり方は非常に謎めいており、素晴らしいのです。15/3/04

    美しいものはどれも一時の幸福感を湧き起こさせることができるだけです。人は永遠に続く恒久的な幸福をどこで見つけることができるのか、よく理解しなければいけません。それはアートマの相の中で、そして、神を思うことの中でのみ、見つけることができます。永遠の幸福は、永遠のものからしか得ることはできません。はかないものからは、決して永遠の幸福は得ることはできません。真の至福は、永遠の幸福を味わってから初めて得られるものです。どこかにその真の至福を探しに行くことはできません。それは魚市場にダイヤモンドを探しに行くようなものです。魚市場で見つかるのは魚だけで、ダイヤモンドは見つかりません。この世は一時のものであり、諸行無常なのですから、この世界で永遠の幸福を見つけることはできません。78夏期講習



　＊美の形     

美しいものは､悦びが形を顕したものです。美しいものがあれば自分も嬉しく思います。美しいものには永遠の悦びがあります。美しいとはどういうことでしょう。この世界が物を美しくしているのでしょうか。それとも美しさははじめから物の中にあるのでしょうか。これまで私たちは、あらゆる物がどれほど儚く移ろいでゆくか見てきました。

 移ろいゆく物が、一体いつまで美しいままでいられるのか。よく考えてみて下さい。永遠のものだけが本当に美しいのです。ただ一つの永遠の存在、それは神です。神だけが本当に美しいのです。この世界で神より美しいものはありません。神を信じる者にとって何より大事な務めは､神の美しさからあふれ出る蜜を吸うことです。神は美しさに満ちています。この神を自分の中に取り入れ満たすには、良い特性を身につけなくてはなりません。この徳を高めるには、自分の中に巣くっている欠点や弱さを滅ぼさなければなりません。SGc25



    ＊批判

同じアートマがすべての人に内在しています。アートマの原理を考慮に入れるなら、すべては一つです。このホールには大変大勢の人がいます。その人たちのすべてに内在するアートマは、一つであり同じです。空には一つの太陽があります。太陽は全世界に光を与えています。同じように、神は一人ひとりの命を照らす太陽のようなものです。

    他人を批判するなら、あなたは闇に飲み込まれます。ですから、すべての人を愛し、すべての人に奉仕しなさい。もし誰かが私たちをののしるなら、そうさせておきなさい。罵詈(ばり)雑言(ぞうごん)は空に消えていきます。ですから、誰にも自分を批判することはできないと、いつも思っていなさい。神がいつでも自分を守ってくれると信じていなさい。神に、ひるむことのない信仰を置いていなさい。神の存在を否定する大勢の人がいます。もし神が存在しないなら、皆さんはどこから来たのでしょう？　皆さんの源はどこでしょう？　もし神への信仰をもっていないなら、人生はすべて無駄になります。

    いつも神のことを思い起こしていなさい。ですから愛の化身である皆さん、真理と愛を育みなさい。真理と愛の両方をもっていれば、平安ももてるようになるでしょう。平安をもっていれば、全人生を幸せに過ごすことができるでしょう。誰に対しても嫌悪感をもつこともなくなるでしょう。愛と真理が欠けているときにだけ、嫌悪を抱くのです。人生の中で愛と真理を結びつけるようにしなさい。愛をもっていれば、あなたはすべての人を愛するようになるでしょう。すべての人を幸せにするようになるでしょう。ですから、愛と真理を大切にハート心に保ち、決してそれらを忘れてはなりません。夢の中でさえもです。夢は、起きているときの反応と、反映と、反響にすぎません。昼間に何をしたとしても、夜それは夢の中に入ってきます。夢は流れ行く雲のようなものです。夢のあとを追いかけてはなりません。真理であり、永遠であり、不変なる神につかまっていなさい。そうすれば、恐れも悩みもなくなるでしょう。

     人には好きに話させなさい。気にしてはなりません。人は自分の体を批判しているのであって、自分自身を批判しているのではないと考えなさい。自分の体に過度の重要性を置いてはなりません。皆さんは体ではありません。皆さんが「これは私の体です」と言うなら、「私は誰か？」と自問すべきです。この「私」は個人的な「私」ではありません。この「私」は根源的な「私」です。この「私」は単に特定の個人のことを述べているのではありません。この「私」という意味は、すべての人の中に内在する「私」のことを述べているのです。1/5/08

    今、世界に蔓延しているあらゆる混乱や争いの原因は、人々の思いや考えです。だれかがあなたを批判したときに腹を立てたり、だれかがあなたを傷つけたときに仕返しを考えたりすることは、それらに対する正しい反応ではありません。あなたに良いことが起ころうとも悪いことが起ころうとも、起こることはすべて自分の行為の結果であると考えなさい。それらを神の仕業だと考えてはなりません。23/11/94



    ＊非暴力

非暴力とは何を意味するのでしょうか。人は、他人を傷つけ害することが暴力だと思っています。そうではなく、自分を害することも暴力です。不必要な話をすること、節度なく食べつずけること、働きすぎることなども暴力です。つまり、人は節度あるバランスの取れた生活を送るべきだということです。      限度を超えて行われることは、すべて暴力です。書き過ぎることさせそうなのです。限度を超えてなすということは、エネルギーを無駄にします。必要以上に話す事で、知性を消耗させてしまいます。非暴力とは、節度ある有益な道に沿った人の生活の規定であると言えるでしょう。30/5/95

    アヒムサーは、思考と言葉と行為によって人に害をもたらすことを回避することを意味します。自分本位と利己心により、人はこの尊重すべき価値を実践していません。一切の悪は「私」と「私のもの」という感覚から生じます。この感覚は、思考と言葉と行為の純粋さを育むことによってのみ、除去することができます。3/9/89

    第一の義務は、人の神聖な本質を探究することです。神は遍在であり、遍満しています。宇宙には五大元素が満ちわたっています。空気や水や土には無数の微生物がおり、私たちが空気を呼吸し、水を飲み、大地を踏みしめる中で殺されています。このような状況ですから、完全な非暴力は実行不可能です。私たちが努力すべきことは、どのような生き物にも、意識的、意図的には害を与えないようにすることです。これがアヒムサ〔非暴力〕です。非暴力を守るためには、一なる至高者が万物に宿っているという意識を育てなくてはなりません。この確信があれば、何者に対しても害を及ぼす傾向はなくなるでしょう。6/85



    ＊肥満

食物をとりすぎると肥満になり、その結果、心臓には血液を送る際に大きな負担がかかります。血液は心臓の一鼓動ごとに体内を１２，０００マイル〔約１９、３００ｋｍ〕流れます。肥満が進むと血液の循環が妨げられ、その結果、心臓の機能も阻害されます。したがって、人は自分の食習慣を管理すべきです。10/9/02



    ＊非モラル

商人たちのなかには、不正をしてまで利益を得たいという貪欲から、神聖で貴い人間の命を危険にさらす者もいます。現代では、かなりのビジネスがこの種のものです。私たちは、清らかな牛乳、清らかな水、清らかな空気を得ることができなくなってしまいました。どの商品にも混ぜ物がされて、質が落とされています。新車でさえ、買った翌日に問題を起こします。このようにして、あらゆる生活必需品が汚されています。

この悪の根底には、自分さえよければ、という気持ちがあります。モラルの価値をおろそかにしているせいで、これは次第に大きくなっています。モラリティー（道徳的であること）とは、善い行いを意味します。善い行いは、正しいことと間違っていることがわかることに基づいています。22/7/91



　＊病院

これは（病院）巨大なプロジェクトです。一千年に渡って人々の役に立ちます。目的は最初に心臓に関する治療からはじめ、次には肺の治療をあつかい、第三は腎臓で、第四は神経学です。23/11/91

   将来にはこのような病院が、この他に幾つもできるでしょう。私は誰にも、何の助けも頼みません。それは真理そのものの意志（サティア・サンカルパ）であり、私がやっていることは善いことなのです。もし人が何か善いことを手がけるのであれば、それは必ず実を結ばずにはおきません。あらゆる助力が集まってくるのは、私の善なる特性ゆえに他なりません。25/12/00

    聖者は困難に遭ってもそれを歓迎し、嵐が幾たび来ようが常に平静でした。しかし人々はそのような聖者を嘲笑し狂人と蔑みました。しかし聖者は、自分がいわゆるこの世の病院ではなく、神の恩寵という名の病院にいることを知っていたのです。彼らは自分の運命を完全に信じ、神を心の底から信じていたのです。彼らは何度も苦難に遭っても彼らの神に対する熱意は変わらず、それらを微笑んで無視しました。彼らは自らの内に潜在するアートマの力を知っていたからです。SIP1-25

  病院というところは、薬や医者を信用している人が行くところである。しかし、神の祝福なしに医者はいったい何が出来るというのだろう。人々が霊性修行をして、祝福を得、平安と至福に満ち、健康で病気をしなくなれば、病院も将来不必要なものとなる日が来る、というのは間違いのない話である。SSSvol5p54



　＊病気

人々は、自らの無節制や無知が引き起こした病の責任をすべて神に負わせます。しかし、自分が受ける苦難において責められるべきは、自分自身です。苦難はもっぱら無知によって引き起こされます。身体的な病と身体的な苦痛を例に取れば、大部分の病気は、過食、もしくは間違った食習慣の結果と言えます。5/4/62

    悩み、貪欲、不必要な興奮、不安などは、様々な病気の原因となります。病気は心に安らぎのないことから起こります。満ち足りた心こそ最良の薬です。力を吸い取る悪習に耽ったり、断食などの苦行をやり過ぎて、肉体を弱めてはいけません。書物、リーフレット、図解からヨーガの行法を学ぶことも心身の病気を引き起こす元となります。善をなし、喜びに満ち、大胆で、正直で、穏やかで、忍耐強くありなさい。それらは健康の原則です。良い性格は健康の最も価値ある源泉です。真善美part2p99

    体は良い状態に保たれていなければなりません。というのも、人間の体という仮の住まいの中にいるときにだけ、人間は神を顕現させることができるからです。体は、食べ物とレクリエーション（休養や娯楽）と両親の習慣しだいで、強くも弱くも、有能な道具にも無能な道具にもなります。大人がこれらに注意を払わないために、子供の健康が損なわれています。今、どの通りにも病院や診療所や診察所があるのは、病気がすべての家庭、すべての家をとらえているからです。小さな子供でさえ眼鏡をかけ、若者が白髪を染め、多くの人が義歯をしています。その理由は、現代の家庭の空気が、人工的なもの、不安、妬み、不満、中味のない自慢話、虚飾、浪費、嘘、偽善で満ちているからです。このような、人を腐食させる空気の中で育つ者が、どうやって病気から逃れることなどできますか？ もし家庭が満足と平安という清らかな芳香で満ちていたら、その家に住む者は皆、幸せで健康になるでしょう。したがって、大人たちには、これからの世代に対する大きな責任があるのです。5/10/67

    激情は束の間ではかない満足を与えるのみであり、それは深刻な情緒的混乱を招きます。それゆえ人は食事をしている時には激情の生じる隙を与えてはいけません。３つのＰすなわちPurity清浄，Patience忍耐，Perseverance堅忍不抜を守るなら、永遠の幸福と無病息災が保証されます。人の健康を損ねるのは、抑制されぬ激情だけではありません。

 不正な手段で手に入れた金銭で暮らすと、ある程度の病気の原因となり、また世の中にこれまであまり知られていない奇病になります。このような諺があります。心は食物しだい。思いは心しだい。行為は思い次第。健康は行為次第。というではありませんか。21/1/94

    現代世界における病気のほとんどは、心〔マインド〕にその原因があるのです。心の逸脱が体に反応を引き起こし、さまざまな病気を生じさせているのです。人間の多くの病気の主な原因は、心に根を張っています。心と体は相互関係にあります。心が体に与える影響は「ネガティブ」〔否定的、陰性、マイナス思考、後ろ向き〕な性質です。この否定性は至福の体験とは反対のものです。

悪い思考と悪い感情は心の中からわき上がります。それと同時に、善い思考と善い感情というものもあります。悪い思考と悪い感情が取り除かれたとき、初めて人は健康を享受することができます。多くの病気は、心を満たしている思考にその原因があります。悪い思考は消化不良を引き起こし、心臓に悪い影響を与え、血圧を変化させます。心配は数多くの精神病の原因です。糖尿病と肺疾患は、精神的な原因に由来しています。25/2/98

   控えめに浄らかな食事を摂ることによって、心の安らぎは促進され健康も良くなります。バランスの取れた食事をしなさい。腹八分目に摂りなさい。タバコをやめれば、多くの病気にかからないでしょう。酒類や刺激物は心を波だてる傾向を持つゆえに有害です。少なめに食べ、話すことを少なくし、欲望を少なくすること、正直な勤労で得た僅かなもので満足すること、他人に奉仕し、あらゆる人々と喜びを分かつことに熱心であること、これらはどのような薬にまして強力な効果があり、健康を維持します。これらは、太古の健康の科学サナザナアーユルヴェーダに記されていることです。21/9/60

    人間として生まれてきた以上、皆さんは神への奉仕に一生を捧げ、絶えず深く神を思うことに専念しなければなりません。もしそうするなら、いかなる身体の病気もあなたを悩ますことはないでしょう。23/11/04

    数分前、皆さん全員が祭りの喜びに浸っている時、突然鼻血が出始めました。私は部屋の中に入って血を拭い、そして元気に、まるで何事もなかったかのように出てきました。どうしてこのような神聖なお祝いを、そのようなつまらない事によって中止できるでしょう？ 私たちはそのような小さな肉体的不快さによって自信をなくすべきではありません。それらは本質的に束の間のものであり、そのようなものに心を惑わされるべきではありません。

   病と苦しみは肉体にとって自然なものです。時々、太陽でさえ雲に覆われます。しかし雲は太陽の輝きを減らすことができるでしょうか？ いいえ、そんなことはありません。太陽が雲に影響されないのと同じように、皆さんも病や苦しみに影響されずにいるべきです。そのような勇気と信念と決意を育てれば、皆さんはいかなる苦しみにも気が滅入ったり落胆したりすることはないでしょう。28/8/04

   私たちは、私たち自身を救済するように人生を送らねばなりません。私たちは神を愛し、神だけを熱望するべきです。あなたの愛は神にのみ向けられるべきで、肉体に向けられるべきではありません。私たちの言葉、行為、そして呼吸そのものはアートマを体験するために意図されているのです。時々、肉体は病気に苦しむでしょう、しかしそれは過ぎ行く雲のようなものです。

   人間はアートマの永遠なる真理に到達するために生まれました。人の一生はアンナーンヴェシャナ（食べ物の追求）ではなくアートマヴェシャナ（アートマの探求）のために意図されています。アンナーンヴェシャナは病気の原因を与えます。それは過ぎ行く雲のように来ては去ります。そのような過ぎ行く雲について落胆するのは、何と馬鹿げたことでしょう？ 私たちはアートマの永遠なる至福を体験するために生まれてきたという真実を、絶対に忘れてはなりません。28/8/04

    人はおしなべて、自分は健康であると思い、幸せな生活を送ろうとします。しかし実際には３２６の病気が日々人を苦しめています。過剰なヴァータやピッタやスレーシュマ〔註：人間の体質を形成する３つの身体エネルギー。それぞれ風、火、水に例えられる〕がさまざまな病気の原因です。ヴァータは８０種類の、ピッタは８２種類の、スレーシュマは１６４種類の病気を引き起こします。このような事態において、人はどうやって健康的な生活を楽しむことができるというのでしょうか？　人がアートマ意識を呼び覚まし、ヴァータとピッタとスレーシュマの悪影響から離れたときにのみ、人は健康でいることができます。5/7/03

   人体は数多くの病気の餌食（えじき）となっています。人はそのすべてを肉体の病気と見なしています。しかし、すべてが肉体に関わる病気というわけではありません。純粋にそれが肉体上の病気であれば、薬で治療することができます。しかし、現代世界における病気のほとんどは、心〔マインド〕にその原因があるのです。心の逸脱が体に反応を引き起こし、さまざまな病気を生じさせているのです。人間の多くの病気の主な原因は、心に根を張っています。心と体は相互関係にあります。心が体に与える影響は「ネガティブ」〔否定的、陰性、マイナス思考、後ろ向き〕な性質です。この否定性は至福の体験とは反対のものです。

    悪い思考と悪い感情は心の中からわき上がります。それと同時に、善い思考と善い感情というものもあります。悪い思考と悪い感情が取り除かれたとき、初めて人は健康を享受することができます。多くの病気は、心を満たしている思考にその原因があります。悪い思考は消化不良を引き起こし、心臓に悪い影響を与え、血圧を変化させます。心配は数多くの精神病の原因です。糖尿病と肺疾患は、精神的な原因に由来しています。25/2/98

 人間は病気で死ぬのではありません。実は死への恐れが、人を死へ向かわせているのです。死亡原因の98％は死への恐怖に由来します。人の病気はほとんどの場合、精神的な原因と影響によって起こります。自分が興奮しているとき、心配しているとき、恐れているときに、脈拍と血圧を測ってご覧なさい。通常の値よりもずっと高くなっています。このように、病気は大方の場合、精神状態に原因があるからなのです。STPS2p67

 一見すると頑丈な人は病気にかかっているようには見えません。しかし、実は呼吸をすることから食物を食べることにいたるまで、身体の隅々に病気が潜んでいます。身体は，その本性として最終的に朽ち果てるものです。しかし内在の霊は死ぬことはありません。永遠の霊は永続しない身体によって体験しなくてはなりません。人々は、永続する至福は霊から得られることを忘れ、感覚から得られる喜びに熱中しています。人は真の幸福は、神と一つになることによってのみ得られることを、実感認識しなくてはなりません。20/8/1996

 より深刻な病気の場合は、スワミに祈るのが一番です。これは大切なことです。ビブーティは使っても使わなくても構いませんが、必ず祈りなさい。~医者の診療を受け、同時にビブーティを使うこともできます。しかし、信仰の度合いに関わらず、スワミの恩寵を求めて祈ることが一番良いのです。CWSSBJp264

 ほとんどの病気は、簡素な生き方、軽い運動、そして舌を英知によってコントロールすることによって防ぐことが出来ます。長生きして、これからこのアヴァターが執り行う、様々な奇跡や出来事の目撃者になりなさい。SSSvol11p151

 薬に頼らずに病気を癒すには、瞑想こそ唯一の治療法です。識別と洞察の力も強くなります。これによって、どのような深刻な病をも克服することができるのです。DVJp73

  今日、人々がかかっている病気の多くは、不正な手段によって得られたものを食していたり、性格に問題がある料理人の悪い精神的波動によって、汚染されたものを食べる事が原因になっているということです。SSIBp113



    ＊平等

昨今では、平等、すべての生き物は他の生き物と等しいということが聞かれますが、これは間違った観念です。なぜなら、見てわかるように、親と子は備えているものが違います。また、幸せな人もいれば、不幸な人もいます。空腹や喜びに平等はありません。もちろん、愛と同情を得る権利、神の恩寵を得る権利は、万人に平等にあります。病院で薬をもらう権利は万人にあります。しかし、ある人に与えた薬を同じように別の人に与えるべきではありません。薬の投与に平等はあり得ません！ どの人も自分の病気に効く薬を受け取る権利があります。

こうした平等という名の下でのあがきは、人が至福を得ようとして用いる手段の一つにすぎないということを、私は知っています。世界のほとんどの地域で、今、人はこういった近道や、至福に到るための間違った道の数々を追い求めています。しかし、言っておきますが、自分の行動や日々の振る舞い、毎日の生活の小さな行いを正さなければ、至福には手が届かないでしょう。不可欠なのは実践（プラヴァルタナ）であると私は考えます。23/11/64



    ＊日雇い労働者

英知の光が明るく遠くまで照らすことができるのは、愛〔プレーマ〕、すなわち、純粋な愛、何の見返りも求めない愛が、ハートの中にしっかりと安定しているときだけです。何らかの見返りを求めて愛する人、お返しに自分が愛されたいから愛するという人は、目が日給に釘付けになっている日雇い労働者です。

実のところ、あなたが愛しているのはあなた自身なのです。なぜならば、存在しているのは、万人の中にいるあなただけだからです。24/8/71



    ＊ヒラニヤカシプ

現代科学は、全くの無知から神の存在を否定しています。神が存在しない場所はありません。神の目、足、手、頭、耳、口は、すべてのものに浸透しており、神は全宇宙に充満しているのです。同じことが、プラフラーダによって述べられています。「神はここにいてあちらにはいない、などとゆめゆめ思ってはならない。神をどこに求めようと、神はそこに存在する」（テルグ語の詩）。プラフラーダは揺らぐことのない信仰をもっていました。ヒランニャカシプ（プラフラーダの父）は偉大な科学者でした。彼は太陽を旅し、星々にまで到達することができました。彼が北極星に触れたとき、地球は震えだしました。彼はそれほどの勇気を備えていたのです。今日まで、どの科学者もヒランニャカシプの成し遂げたことを達成していません。一方、ヒランニャカシプはそうした知識と勇気を持ちあわせながらも、神性を理解することができませんでした。愛によってのみ神を理解することができます。神に到達する道は、それ以外にはありません。愛のみが、神に全託することを可能にします。21/8/02



    ＊ヒラニヤガルバ

人は愛なしに生きていくことはできません。この愛の原理がヒラニヤガルバ（黄金の宇宙卵、黄金の胎児）です。このヒラニヤガルバは人間の身体の右側に位 置するものであり、肉体上の心臓は左側に位置しています。左側（left）にあるこの心臓はいつの日にか環境の変化とともに消え去る（left）ものです。人体の右側（right）に位 置するヒラニヤガルバは常に正しい（right）のです。永遠であり、不滅であり、そしてあらゆるものを包含しています。人間のみならず、鳥や獣、生き物たちすべての内に存在しています。ヴェーダは宣言しています。「神はあらゆるものの内に存在する」「神は全宇宙に浸透している」 愛はヒラニヤ（黄金）から生じました。反作用、反響、反射という三つの原理がヒラニヤガルバから生じました。人は真の自己を理解できないままに、一時的ではかない束の間の喜びを追い求めて人生を浪費しているのです。人は愛なしに生きていくことはできません。この愛の原理がヒラニヤガルバ（黄金の宇宙卵、黄金の胎児）です。このヒラニヤガルバは人間の身体の右側に位 置するものであり、肉体上の心臓は左側に位置しています。左側（left）にあるこの心臓はいつの日にか環境の変化とともに消え去る（left）ものです。人体の右側（right）に位 置するヒラニヤガルバは常に正しい（right）のです。永遠であり、不滅であり、そしてあらゆるものを包含しています。人間のみならず、鳥や獣、生き物たちすべての内に存在しています。ヴェーダは宣言しています。「神はあらゆるものの内に存在する」「神は全宇宙に浸透している」 愛はヒラニヤ（黄金）から生じました。反作用、反響、反射という三つの原理がヒラニヤガルバから生じました。人は真の自己を理解できないままに、一時的ではかない束の間の喜びを追い求めて人生を浪費しているのです。15/2/99



　＊品位

あなたの義務は、人にそういうことをすると、このようになるよ。と、知らせるだけでよいのです。説得する必要はありません。又、求職の為に誰かに頼んだりすると、本来人として持っている善という品位を落とすことになります。それゆえ人に頼んだり頼まれたりすることは、人間としての性分を恥ずかしめることなのです。SSSvol3p79



    ＊貧血

人は、貧血になると、より深刻な熱病にかかりやすくなります。それは、抵抗力が弱まっているからです。それと同じように、人は、神を信じる気持ちを失うと、自分を信じる気持ちも失います。人は、自分の力と自分の神性を信じる気持ちを失うと、自分の力と神性の源を信じる気持ち、すなわち、神を信じる気持ちを失います。すると、人は、慢心、憎悪、妬みといった重度の熱病の餌食となり、それが人の心の健全さを奪い取ります。信仰心の欠如という貧血から逃れるには、ナーマスマラナ（神の御名を唱えて神を憶念すること）、経典を読むこと、あらゆる魅力を備えたこの世界がその魅力と共に消えていくことを黙想すること、を実践しなさい。あなた方が額に塗り着けているヴィブーティ（聖なる灰）は、それを着けている額も含め、「すべての物は灰へと帰す」という霊性の基本的教訓を伝えるためのものです。20/10/66



    ＊ヒンドゥー教

ヒンドゥーの宗教それ自体は、誰か人間が作ったものではありません。根本的なヒンドゥーの信仰は、インド人だけのものではなく、人類すべてのためのものです。「ヒンドゥー」という言葉は、「暴力」（ヒムサ）を意味する「ヒム」と、「遠く離れていること」を意味する「ドゥー」という二つの音節でできています。ヒンドゥー教は、暴力を遠くに離す信仰です。これこそが、ヒンドゥー教が、すべての時代の、すべての国の、すべての人の幸せのために懸命に努力する宗教として、突出している理由です。それゆえ、ヒンドゥー教には、「太古よりのもの」、あるいは、「時間を超越しているもの」という意味を持つ、「サナータナ」という名称があるのです。ヒンドゥー教はいつ現れたのか、誰がその開祖なのかを知るものは、誰もいません。他の宗教にはそれぞれの年代記があります。ヒンドゥーの宗教は、成長も衰弱も知りません。ヒンドゥーの宗教は、すべての国のものです。ヒンドゥーの宗教は、すべての人々に受け入れられるものです。23/7/89



    ＊不安

この世界では、多くの困難が私たちのもとにやって来ます。本当のことを言えば、それらは単に不安を引き起こすだけであって、あなた方に害を及ぼすことはできないのです。28/8/04



　＊夫婦

献身的で信仰心の篤い従順な妻は、夫を神への道と神聖な徳の実践に導くことが出来ます。一方妻や夫が、それぞれのパートナーを神への道から引き離し、霊性から感覚のレベルに引きずり降ろすなら、それは家庭と呼ぶことは出来ない、亡霊や悪霊が大騒ぎしている地獄です。

  夫と妻が偉大な理想のもとに、生涯を送る家庭、共に神の御名の栄光を歌い、良き行為に時間を使い、真理と平安と愛が行き渡っていて、毎日欠かさず神聖な書物が読まれ、感覚を支配し、あらゆる生き物は基本的に一つであるということを認識して、万物を平等に扱う家庭は、地上の天国です。DVJp34

 自分のパティ＜夫＞を自分の命と考えて、ひたすら夫をよりどころとするものが、パティヴァラター（貞女）です。夫に言い返さないものがパティヴァラターです。

そのような女性には、ほんの小さな欠点さえ無くなるでしょう。パティヴァラターは、自分本位な望みは何も持っていません。パティヴァラターがすることは全て夫のためです。パティヴァラターは、自分の夫以外の男性の顔を見ることすらありませんでした。こうした女性だけが真のパティバラターと呼べるのです。

 ところが現代の女性達は、自分の夫に従いません。夫の言うことを聞きません。妻が夫に従い、夫が妻に従い、夫と妻が調和を持って生活を送るなら、国全体が平安と繁栄を得るでしょう。夫と妻の不和と家庭内の分裂の為に、国は次から次へと困難に見舞われるのです。夫と妻は互いを理解し合い、共に相手に合わすべきです。夫の言うことを厳格に守るパティヴァラターには何でも出来ます。

 もしパティヴァラターが塩辛い海の水を使って夫の為に料理をこしらえたとしても、その水は真水に変わるでしょう。もし妻が夫の言うことを守り、夫が妻の望みをかなえるなら、その家庭の将来は安全で確かなものとなるでしょう。もしそれとは反対なら、その家庭は大きな困難に陥るでしょう。

 ～妻が夫に従い、夫が妻に従う時その家庭には大いなる幸福があります。自分の家庭がそのような一体性と調和を得るように努めなさい。そうすればあなたの一生は何の心配事もない幸せで平安に満ちたものになるでしょう。あなたの心配事は全てあなた自身が作っているのです。心配事は神から与えられたものではありません。神は、離れた場所にいるのではありません。神はあなたの内にいます。この真実へのゆるぎない信念を持ちなさい。そうすれば、個人だけではなく、社会にも幸福が訪れるでしょう。純粋な心は神の社です。ですから、あなたの心に愛を育てなさい。そうすれば、人生で何事でも成し遂げることが出来るでしょう。夫と妻が同じ見解を分かち合っていたら、家庭に平安と幸せが訪れるでしょう。22/11/2010

 結婚前は彼も、彼女も半身でした。女性は左半分で、男性は右半分です。今、結婚して一つの身体になりました。これからは、夫の悩みは妻の悩みとなり、妻の悩みも夫のものとなります。身体の一部が麻痺したら、他の部分もそれを感じられるのと同じことです。ですから、それぞれの痛みをお互い感じ合わなければなりません。二つの痛みはスワミによって取り除かれるでしょう。二人のどちらにもスワミがいます。夫は妻を、妻は夫を助けなければなりません。

 時に、怒りやエゴ、短気や緊張が生まれるのは自然なことです。夫婦は譲り合い、理解し合わねばなりません。まず、理解し合うことです。それから、解決することです。九割の夫婦はまず問題を解決しようとすますが、順序が逆です。まず、お互いをよく理解しあうことが大切なのです。Divine Memories of Bhagavan Sri Sathya Sai Baba



　＊不確実

私の不確実さを愛しなさい。そうすることは間違ったことではありません。それは私が意図し意思したことなのです。それを理解しようと思わなくても良いのです。理解できるようにと願わなくても良いのです。理解することを放棄しなさい。理解しようとする欲望も放棄しなさい。SathyamSivamSundaram Part3



    ＊武器

  真実を話し、正義に従う。これは古のバーラタ人の二つの基本的な教義です。彼らはその二つを自分の二つの目と見なしていました。今日では、その規則は逆になっています。「真実を殺し、正義を封じる」となっているのです。今は偽りの時代です。非正義が主だった道徳律となっています。こうした傾向のせいで、今日のバーラタは無秩序の餌食となっています。

　一人ひとりが、真理と正義を実践し、真理と正義を守るべきです。これはバーラタの国民一人ひとりが必ず果 たさなければならない義務です。これはバーラタの国民一人ひとりが国家にしなければならない奉仕です。国は武器や最新の兵器によって守られるものではありません。もし、人々が真理と正義を保護するなら、真理と正義が国と世界を守るでしょう。23/11/94



    ＊服従

    「服従です。ある日、あなたが私のもとに来た時は、私 はとても優しくあなたを迎えて話をするでしょう。けれ ども他の日に来ても、私はこう尋ねるかもしれません。

『誰があなたに来るように言ったのですか? 帰ってください! 』 私は素っ気なく、不 愛想に接するかもしれません! あなたはその両方を平等に扱わなければなりません! 異なった受け止め方(扱い)があってはなりません! 両方の待遇に対して冷静でなけ ればなりません! 反応すべきではありません。私が優しいとあなたは幸せでしょう。 そして、私が優しくなければあなたは不幸でしょう! これは帰依者のラクシャナ(特 性)ではありません」



　＊不二一元

信愛は二元的です。神と神を愛する人がいます。帰依者は神がいなければ価値はありません。同様に神も帰依者と結びついています。帰依者と神をつないでいるのが信愛です。一方、全託は不二一元です。ひとたび神に全託したなら、あなたはもはや自分自身のためには存在しません。自分自身のものと呼べるものは何も無くなるのです。自分自身を完全に神に全託している帰依者は、自分を神と別個の存在だとは考えないのです。これが真の全託であり、不二一元の精神なのです。STPSp272

    あなたの中にも、他の人々の中にも、同一の愛の原理が存在することを理解しなさい。真の帰依者とは、一体性の原理を理解し、それに従って行動する人のことです。不二一元こそが真のバクティです。何も期待することなく、あなたの愛を他の人々と分かち合いなさい。愛だけのために、すべての人を愛しなさい。あなたの愛を他の人々に広げるなら、不二一元の境地に到ることができます。皆さんが毎日毎日経験している、身体的、世俗的な面での愛は、まったく愛などではありません！ 真の愛は、一つの姿、一つの道、一つの目標に焦点が合っています。愛を分割して様々な方向に向けるのは、大きな間違いです。愛は神です。神は愛です。愛に生きなさい。そうして初めて、皆さんは一体性の原理を悟り、人生において成就を得ます。13/4/05

   ６０歳の降誕祭の祝典以来、私は霊的なサーダナ〔修行〕と不二一元のアプローチを強調してきました。私たちは、行為と礼拝を通過して、今や英知の段階へと進んで行かなければなりません。今後、皆さんは不二一元のアプローチに集中すべきです。24/11/87

    物とそれが持っている性質は同一であり、異なる二つのものではないはずです。ものから離れて性質だけを見ることは可能だろうか。例えば砂糖から離れて甘さだけを、太陽から離れて光だけを見ることは可能だろうか。神には霊と物質という二つの特徴がありますが、実はそれらは一つなのです。神の本質は公に現れず、また逆に人々の目の前にあるのにも関わらず、それはただ各々の体験によってのみ知ることが出来ます。あなたが砂糖の甘みを味わうように。神が単に意思することによって宇宙が神を包み込みました。この神という唯一の存在が、普遍なるものと個なるものの基本であり、全体であるとともにその部分でもあるのです。顕現された全体としての宇宙、言い換えれば充満性は、目に見えない実在から生じましたが、それらは少しも減少することはないのです。真善美p148



　＊プージャ

プージャが毎日行われている家庭では、プージャの場所を変えてはいけません。その同じ場所でプージャが六ヶ月間続けて行われると、シャクティが増大します。そこで願いごとをすると、それがかなう様になるのです。ANDI p85



　＊不純

清らかな愛も肉体について関心や欲望を持ち始めると不純となります。5/85

神の領域にも幾種類かの引力が存在しています。私達のまわりに存在する創造物は、音の力、活動する力、永続し繁栄をもたらす力、マーヤの力やその他の様々な力を有しています。瞑想中は他人の身体に触れてはならないと言われているのは、この為です。これには他の理由もあります。

 それは、汚れて不浄な空気には悪い不潔なバクテリアが存在し、一方空気が良くてきれいな清潔な場所には、清浄なバクテリアがいるのです。他人の不潔な身体に触れた時には、病原菌が入ってくる可能性があるのです。さらにその不純で不潔な身体は、その不浄さの一部を私たちに伝染させるかもしれません。この場合、身体と身体は磁石のように作用します。霊性修行者が不浄な物や環境から遠ざかるのはその為です。夏/1978



    ＊侮辱

嘲（あざけ）りや侮辱は、喜びを伴った無関心さをもって対処しなければなりません。神の化身でさえ、狭量な心を持つ人々によるそういった愚かな行為から、まぬがれることは出来ませんでした。18/7/70



　＊婦人                            

貞操は婦人を最高に美しく見せます。SSSvol3p70

   年上の婦人は皆、自分の母であり、年下の女性は、皆、妹であると見なすべきです。そのような清らかな思いに見たされる時のみ、清らかな感覚を持つことができます。誰かが、あなたの母親や姉妹をよこしまな目で見つめていれば、自分がどれほど不愉快な思いをするか想像してごらんなさい。あなた方は、婦人に対して清らかな思いを抱かなければなりません。SSSVol18Chap31

 まず、浄性の性質が婦人の中に無ければなりません。そして鈍生の性質が次に来るのです。ここでいう鈍生さとは食べたり飲んだりして怠惰になることではありません。それは謙虚で哀れみ深く、遠慮深いという意味です。彼女のこの謙虚さは、家庭や社会で夫によく仕える妻として讃えられるでしょう。それゆえ、アンドラ州では家を見ればその女性が分かるというのです。その家庭の善し悪しは、そこにいる婦人が決めるのです。19/11/1995

「バガヴァッドギーター」は、女性原理として七つの属性を挙げています。それは、名声、富、話す能力、英知、知性、不屈の精神、決断力です。母の原理は、これら七つの潜在力の具現であり、きわめて神聖なものです。6/5/96

    女性の誠実な性格は、実に女性たちのタパス（苦行）です。ですから、そのような気高い女性たちは励まされ、尊敬されねばなりません。もし、あなたがこのような偉大な原理を実践することができるならば、あなたの人生は浄められます。自分の妻をひどく扱う者は決して幸せになることも、繁栄することもできません。もし男たちに、夫のために自分の命さえも犠牲にする準備ができている女性たちを守ることができないのであれば、男はいったい何のために存在しているのでしょう？ 女性は各自の家庭において、最高の位置を占める女神です。私たちの第一の義務は、女性たちを守ることです。決して女性に涙を流させてはなりません。もし、女性が涙を流すなら、そのような家庭はただちに崩壊するでしょう。女性は社会の手本です。決して女性たちに苦しみの種を与えてはなりません。6/9/04



    ＊ブッダ

「私は長い間霊性修行を行ってきました。知識を求めて様々な聖典を詳細に学んできました。そしてついに、真の自分とは何かを知るためには、感覚を支配することが最も重要であることを知ったのです。五つの感覚は神からの贈物です。正しく使いなさい。そうしてはじめて、あなたは真の自分とは何かを理解することができます。五感を適切に用いることなしに、聖典に精通 したり霊性修行を行ったりすることが、一体何の役に立つというのでしょう？ 私は五感を制御し、正しい道に沿って用いるようにしてきました。その結果、私は至福を経験しているのです。」ブッダは五感を制御し、正しく用いることによって涅槃（ねはん／ニルヴァーナ）へと到達しました。涅槃とは何ですか？ 涅槃とは至福との融合に他なりません。水泡は水の中で生まれ、水の中で保たれ、ついには水に溶け込みます。同様に、人は至福の内に生まれ、至福の内に保たれ、やがては至福に融け込みます。至福は、五感を制御することによって経験できるものです。これが真の霊性修行です。単に神の御名を歌うだけでは十分ではありません。まず第一に、感覚を制御しなければなりません。涅槃に達した時、ブッダは従弟アーナンダが涙を流しているのを見て、そばに呼び、言いました。「アーナンダ、その名のとおり、おまえは至福（アーナンダ）を経験すべきだ。決して悲しみの涙を流してはいけない。おまえは至福の化身だ。私たちは皆、神（ブラフマー）の具現なのだ」 そう言ってブッダはその手をアーナンダに置き、涅槃に達したのです。誰であろうとこの真理を理解する者は、至福を経験し、神へ到達することができます。解脱することは極めて容易で、簡単なことであるというのに、なぜあなた方は解脱を求めて苦しみもがくのですか？ それは単に、あなた方が真理を認識するために何の努力もしていないということです。あなた方は、黄金にも例えられる自らのハートに、世俗的な欲望という金属を混ぜ合わせているのです。その結果 、ハートは汚され、至福という真の性質は失われてしまいました。15/2/99



    ＊二つの贈り物

あなたの実体はアートマであり、パラマートマ（至高我）の一つの波です。人間として存在する一つの目的は、その実体、そのアートマ、波と海との関係を見ることです。他の行為はすべて取るに足りないことです。それらは鳥や獣も行っていることです。一方、自らの実体を見ることは人間にしかない特権です。人はこの崇高な運命を引き継ぐために、進化の階梯におけるすべての段階、すべての動物性のレベルを、よじ登ってきました。もし生まれてから死ぬまでのすべての年月が、動物と同じように食べ物や住処、快楽や快適を求めて無駄に費やされるのであれば、人はさらなる刑期を自ら宣告していることになります。

人は２つの特別な贈り物を賦与されています。それはヴィヴェーカ（論理的に考える能力）とヴィグニャーナ（分析しまとめる能力）です。これらの贈り物を、あなたの真実を発見するために使いなさい。あなたの真実は、すべての人、すべてのものの真実でもあります。すべての国がこの地球で生まれ、地球に支えられています。すべてが同じ太陽に暖められています。すべての「体」が同じ神性原理に息を吹き込まれています。すべてが同じ内なる促し手に促されています。4/7/68



　＊二つのこと

二つのことを覚えておきなさい。一つは、あなたが他の人にしてあげた良い事を忘れることです．他の人にしてあげた良い事を覚えていると、ついついお返しを期待し、ねたむ心が生じます。もう一つは、他の人によってあなたが被った害を忘れることです。他の人から受けた害をいつまでも覚えていると、憎悪と仕返しの念が生じるでしょう。忘れる事によって心は邪悪な想念から開放されます。24/5/09



    ＊二つの知識

知識には２つあります。知的知識と霊的知識です。物質の清らかさは知的な知識を用いて得ることができます。一方、完全な清らかさ、一貫した清らかさは、霊的知識を用いて得ることができます。一貫した清らかさを目指して為される行動や行為はすべて、意識に属するものであることを認識すべきです。写真を飾ったり、花輪を掛けたり、バジャンを歌ったりといった行為は、物質レベルの純粋さを生みます。それらは、すべては１つという感情を得ること、エゴという闇を取り除くことの、助けにはなりません。そのための最も素晴らしい霊性修行は、セヴァ（奉仕）に取り組むことです。アーンドラ・プラデーシュ州や他の州からやって来たセヴァ ダルがこの１０日間に行った奉仕は、言葉では言い尽くせません。解脱のためには、この種の奉仕以外の苦行やジャパや瞑想等々といったものは不要です。8/7/71



    ＊二つの道

人には、プラヴリッティ マールガ（外へ向かう道、携わる道）とニヴリッティ マールガ（内へ向かう道、携わらない道）という、二つの道の選択肢があります。携わるなら、六つの内なる敵である、情欲、怒り、貪欲、執着、傲慢、憎悪と対面します。携わらないなら、六つの内なる友である、感覚の制御、心の制御、不屈の精神、安らぎ、信仰心、平静に助けられます。人間の体は、まさに寺院として神聖化されますが、神がそこに祀られる前に、敵を立ち退かせ、友を中に入れなければなりません。6/4/83



   ＊不注意

（スワミの）この体はときどき軽い病気をします。しかし、それが私を悩ますことはありません。病気は人体にとっては自然なことです。昨年、一人の青年が鉄の脚立に立って彩 色旗をドアに飾り付けていました。一方、私はドアを開け自分の部屋から出て行きました。彼は私を見るなり緊張して、脚立から落ちてしまったのです。彼の転落によって、鉄の脚立が傾き、私に倒れかかりました。私が腰の骨を骨折したのはその時なのです。このようにして起こった出来事ですが、これは過去のカルマのせいではありません。私は自分のけがを気にしませんでした。ところが昨日、自分の部屋に入ろうとしたとき、私はなにげなく体を支えようとして壁のレンガの突起に手を置きました。その途端レンガは壁からはがれて床に落ちました。結果 的に私も転倒し、手首を床に強く打ちつけることとなりました。それは事故でした。しかし、何があろうとも私は自分の義務を行わなくてはなりません。もちろん過去のカルマのために事故は起こりますが、この出来事はその類ではありません。これは不注意による私の過ちのために起こったことです。そのような混乱はたまに起こりますが、いかなる病気も私を苦しめることはできません。こういう出来事には気を留めず、私は自分の仕事を続けています。6/5/04



　＊復活

死から復活するという真の意義は何か？それは人の中に宿る神性の顕現である。28/2/1964



    ＊ 物価の上昇

物価の上昇についてですが、まず人自身はこの世のあらゆる富より貴重なのだということを知るべです。物価は人間的価値が下がるに連れて上がって来ました。人間的価値が上がれば物価は下がるでしょう。実際のところ、土地、宝石、お金、家といった財産や、肉体的な快適さや便利さは、もっぱら、人間のために価値を持っているのです。これらは人間が利用するから価値があるのであり、もし人間に使われなかったら何の役にも立ちません。もし誰も金や銀を買わなければ、金や銀を貴重品と呼ぶでしょうか。いいえ、呼びません。物資や品物や財産を貴重な物とするのも無価値とするのも人間です。人間が自らの価値を失った為に、様々な物価が上昇したのです。価格を下げるには、人間的価値を上げることを実践しなくてはなりません。STPSp115

今、とてつもなく物価が高騰していますが、それは主に人間の欲望が激増しているせいです。欲望を制限して、需要を減らしなさい。そうすれば、物価は下がらざるを得ないでしょう。5/2/81



     ＊物質

物は変化します。永続しないそれら物質は永続する至福を人に与えることは出来ません。あなたに喜びを与えるものは移ろいやすく、そのような楽しみを味わう者もまた永続しません。永遠でない人間が、朽ちゆく物質によって永続する至福を得ることは出来ないのです。それゆえ、永遠で不滅の絶対実在を体験する資格を得るには、第一に移ろい行くものを忘れることです。12/9/91

実は物質的な強さというものは、ある意味では弱さとなり得るのです。神に支えられた力にだけ正義の力があり、それだけが真の強さです。SGc9

  あなたを通じて為されていることすべては、神の意志である。という態度を信じる心は、変わりなく､誠実で､深く、揺るぎないもので無ければなりません。エゴの痕跡さえあってはなりません。もしそうであるならば、間違いなくその人は人生の最高の目標に達したのです。

 その人はこの上なく祝福されています。その実態を人々に知らせなくてはなりません。その知識が人々の間に定着しなければなりません。私たちが体験するものすべてが実は神ご自身であって、自分はこの物質世界とは一切の関係もつながりも無く、それを超越しているという確信を持っている人こそは､真実の人（サッチャジーヴィ）であり、この世での逗留が価値あるものであった人です。12-5ギータバヒニ

考えている内容と、ものの考え方によって心のあり方が決まります。考えている内容が物質的な世界や物に向いていると、富、財産の方に偏りがちになります。富や財産はこの物質世界を支えているからなのです。SGc9

    私たちがラクシュミー ナーラーヤナと言うとき、通常それは、ラクシュミー女神はナーラーヤナ神の妻であると解釈されます。実際には、ラクシュミーは自然であり、ナーラーヤナは力です。人は、まず自然へと避難します。その後で、至高の実在（パラマートマ）に到達します。この世界は自然（プラクリティ、原質）と至高の実在（パラマートマ）が結合した姿です。世界（ジャガト）は物質であり、実在は真実であり永遠です。実在と共にある物質は神です。それゆえ私たちは、物質にはエネルギーが存在すると言うのです。神の力と結びついていない物質はありません。神の力は物質がなければ知覚できません。女性は自然を象徴しています。基盤となる五つの元素（パンチャ ブータ）、五つの生気（パンチャ プラーナ）、五つの鞘（パンチャ コーシャ）は、すべて自然の中に存在します。ですから、自然を忘れて神を覚えているという賢者はおらず、神の力（神）を忘れて自然に避難するという賢者もいません。人は自然を通して、言い換えれば、肉体を通して、神に到達しなければなりません。31/8/87



　  ＊物質化

私は物質化を通じて、私の心から溢れ出る愛を示してその受け取る人を喜ばせたり危険から守ったりします。あなたにたとえ何も物質化してあげなくとも、あなたが深い信仰心と帰依心を持っていたなら、いつ如何なる時や場所でもあなたの危機に際して助けに行きます。すべての神の姿が私なので、あなたが祈るどんな神の姿にもなってあなたの祈りに答えます。P66 ANDI

 私は、ある物はこの物質宇宙を創造したのと全く同じやり方で創造します。また別のある物は、例えば時計などは既にできている物を持って来ます。物品を移動してスワミを助けるような、目に見えない意識体などはいません。スワミのサンカルパ、神の意志によって一瞬のうちに物品を現出させるのです。スワミの創造は、神が本来持っている無限の力の一つで、トリックなどではありません。CWSSBJp187



    ＊物質科学

物質科学は、あらゆる安楽と喜びを得る手段として称賛されています。しかし、実際には、科学が世界にもたらしているものは、幸福よりも悲しみのほうが多いのです。あらゆる行為と物事は、反動し、反射し、反響することになります。物理科学は、物の性質について知り、それらの特質を利用する、という範囲内に留まっており、あらゆる存在物の背後にある原因、すなわち、この物質世界の創造者に関心を払っていません。その知識は霊性教育を通してのみ得ることが可能なものです。アートマ原理は、属性を持たず、超然とした、原初から存在する、理由なき、永遠で、真実で、全能の「知識」であり、独立した、純粋無垢なものです。これらの側面を把握するなら、物質世界の物事は取るに足りないものに見え、それに伴って、願わずとも世俗の物事を克服します。ところが、今、人々はまさにその基盤を無視し、物質界を真実のものと考えて、それをくどくどと繰り返し説いています。私たちは夢の中で建物や他の様々な多くのものを見ます。けれども、目が覚めると、夢に出てきたものはすべて消えてしまいます。日中に目にするものは、自分が眠りに入るまでは、すべて真実であるように思えます。睡眠中は、そのすべてが姿を消してしまいます。再び目が覚めるまでそれらは見えません。18/1/85



      ＊物質世界

 物質世界で私たちが見るすべてのもの、たとえばこのホールや、このパンダル〔ヤグニャのための祭壇〕や、まわりの建築物等々は、実際には物ではありません。人々は外形を見て惑わされ、よく、そのような考えに陥ります。普遍なるアートマ タットワが、これらすべての物に内在しているのです。その至高の真理を、ありのままに、自然に理解したのは、ゴーピカーたちだけです。ゴーピカーたちは、あらゆる人、あらゆる物の内に、クリシュナ神を見ることができました。私たちは、世俗的な関係をもとにして自分以外の人々を私の息子、私の兄弟、私の父、私の母、私の妻などと呼びます。しかし、真実は、同一の神がそうしたあらゆる人々を介して顕れているのです。それゆえ、あらゆる人々を神性の化身であると見なさなければなりません。全宇宙にはブラフマ タットワが遍満しています。すべての名と姿はアートマ タットワに起因し、それは私たち自身が創造したものです。9/10/05

物質科学は、あらゆる安楽と喜びを得る手段として称賛されています。しかし、実際には、科学が世界にもたらしているものは、幸福よりも悲しみのほうが多いのです。あらゆる行為と物事は、反動し、反射し、反響することになります。物理科学は、物の性質について知り、それらの特質を利用する、という範囲内に留まっており、あらゆる存在物の背後にある原因、すなわち、この物質世界の創造者に関心を払っていません。その知識は霊性教育を通してのみ得ることが可能なものです。アートマ原理は、属性を持たず、超然とした、原初から存在する、理由なき、永遠で、真実で、全能の「知識」であり、独立した、純粋無垢なものです。これらの側面を把握するなら、物質世界の物事は取るに足りないものに見え、それに伴って、願わずとも世俗の物事を克服します。18/1/85



　＊物質的反動

利己心の増大に伴い物質的反動がくるでしょう。幾ばくかの環境調整作用が地球上で作用し、ある部分は、きれいに掃き清められるでしょう。TEOLp225h



　＊プッタパルティ

考えてもごらんなさい。かっては、人口僅か１００人少々の村であったこのプッタパルティが，今や人口十万人を抱える町へと成長したのです。時が来れば判ることですが、近い将来、世界地図の上でもプッタパルティという地名が重要視されることでしょう。日本やドイツ、イタリア、フランスといった世界の主要な先進国すべてにおいて、プッタパルティという地名が一目置かれるようになるでしょう。世界中の人々が、重要な場所としてプッタパルティに注目することになるでしょう。19/10/99

    「もしプッタパルティに来ることでインスピレーション(霊感)が得られるなら、来るべきです。しかし、来ることによって、心が乱されインスピレーションを得ることが出来なければ、来る必要はありません。なぜなら、この道は、絶えずインスピレーションが必要だからなのです。」ラニマーとの会話

    もう二十年以上もあなた方はただ光を見るだけで、その温もりを感じていません。それは、私のそばに近づこうとしないからです。しかし私には、あなた方が私にもっと近づく日の来ることが、そしてあなた方が疑いと妄想を捨てて平和と幸福への道を歩み始めることを知っています。私を信じていなさい。このプタパルティはまもなく世界の神聖な中心になるのです。何千人というヨギ、僧侶、求道者が慰めと救済を求めてここに来るでしょう。太古の英知、サナザナダルマの再建はこの地から始まるのです。23/11/1961



    ＊ブッディ

   ブッディはアートマに非常に近いところにありますので、アートマのエネルギーと光明の90%を受ける位置にあります。心はその力をブッディから引き出し、諸感覚は心から、身体は諸感覚からその力を得ます。アートマから階段を追って身体まで力が流れる過程において、その力は量的にも質的にも徐々に減少するのです。  ~アートマの持っている純粋さも、それがブッディ、心、感覚を通って、最後に身体に到達するあいだに、次第に汚染されていきます。それにもかかわらず、努力によって、ブッディを神聖で清浄なものにし、ブッディが身体に直接影響を及ぼすのを助けることによって、この量的・質的減退を最小限にとどめることは可能です。ブリンダヴァンの慈雨　P.130～131

    体と感覚器官とマインドの移ろいやすさと相関関係に気をつけていなさい。ブッディ（理智）はどうでしょうか？ ブッディは、人間の決断力の源であり、アンタフカラナ（内的意識）として知られています。ブッディは、混乱を減らし、葛藤を静め、疑問を究明します。私たちが「内なる声によって解決した」と言うとき、それはブッディのことを指しています。また、ブッディは、アンタラアートマン（内なる自己）とも称されています。存在物の一番低い階層は、体、すなわち物質の鞘です。その上の階層は感覚器官、すなわち五つの知覚器官〔目、耳、鼻、口、皮膚〕と五つの行動器官〔口、手、足、生殖器官、排泄器官〕です。マインドはそれよりも高い階層にあります。そして、ブッディはさらにその上の階層にあるため、中核であるアートマン〔アートマ／真我〕に最も近いのです。

    ブッディはマインドの願望の一切を監視していなければなりません。アートマンの輝きによってブッディが明るく照らされたときにのみ、ブッディはマインドを通じて感覚器官に行動を起こさせることができるのです。災いが生じるのは、ブッディが輝きを失っているとき、あるいは、マインドがブッディ抜きに一人歩きしたときです。あなたがしようとしている行為が、良いか悪いかの判断をする必要な時間をブッディに十分とらせなさい。あわてると無駄が生じます。無駄が生じると心配が生じます。ですから、性急に物事を運ばないようにしなさい。性急は混乱と失敗を起こし、それらは失望と怒りを引き起こします。怒りは、心を平安と静寂へと導くことによって、克服しなければいけません。「シャーンティ、シャーンティ、シャーンティヒ」のマントラは、怒りの波を静めます。21/11/79



    ＊物欲

目に見えるものはすべて、本当は存在しておらず、いつか消えゆくと言われています。消えゆくものが人に幸福をもたらすことはできません。世の中のものを手に入れると、その瞬間は幸せですが、それと引き離されると悲しくなります。お金や財産が入ってくると人は幸せを感じ、それらが出て行くと不幸せだと感じます。こういったものはすべて、やって来ると人に幸せをもたらし、出て行くと悲しみをもたらします。人は結合によって幸福を得て、分離によって悲しみを得ます。愛という神聖な相だけを探し求めようとすべきです。なぜなら、その愛には結合も分離もないからです。この種の神聖な愛は理由を持ちません。これは人の内にある神性の自然な姿です。これは、実に、人間の本当の財産です。

人間としての生を得ることは大変な幸運です。けれども、人は人間としての生をありとあらゆる物欲で満たしているために、自分の人生を悲しみで満たしているのです。欲がなければ悲しみは一切得ることはありません。欲がない人よりも幸せな人はいません。悲しみはすべて自分で作り出したものです。心配には姿形はまったくありません。心配はあなたが自分で作っているものにすぎません。心配は無形です。自分の欲望が自分の悲しみの原因です。実体のない問題からは離れているようにして、幸せな人生を送りなさい。78夏期講習



　＊不道徳

フランスのような当時たいへん豊かな国であっても、第一次世界大戦で敗れました。何故でしょうか。それは無謀な若者達と、その当時、社会にはびこっていた不道徳のせいです。今人々の間にそのような傾向が強まっています。人は「低い欲望を満たすために」生き、働いています。そうではなく、人は「理想」のために生きるべきです。STPSp109

 不道徳な映画を見ることは性格形成の上で悪影響を及ぼします。お母さんのお腹の中に入っている赤ん坊にも影響を与えるのです。不幸なことに、生まれたての赤ちゃんやお母さんの子宮の中にいる赤ん坊にも悪い想念が影響し、そしてその赤ん坊が大きくなると、そのときに受けた悪い想念が増大してもっと邪悪な人間となってしまうのです。SRBMp103



   ＊腐敗した環境

小さな子供でさえ眼鏡をかけ、若い人々が毛を染め、多くの人々が入れ歯をするというこれらの理由は、現代における家庭の雰囲気が、虚偽に満ちていて真理から程遠く、心配事やねたみ心がいっぱいで、人々は何事にも満足できず、高慢で見せびらかしや嘘や欺瞞に満ちているためである。このような腐敗した環境の中で育った者は病気になってあたりまえである。もし人々が満ち足りた平安の香ばしい香りのする家庭で育ったならば、そこに住んでいる人は幸せで健康であるはずです。そういう意味で､年長者は次世代者のために大きな責任を負っているのです。SSvol6p89



    ＊不品行

皆さんは朝一番に新聞を読みます。新聞は、私たちの文化とは完全に相反する、いかがわしい写 真と記事でいっぱいです。バーラタの女性の行動規定は何と神聖なのでしょう！　古より、女性たちがどれだけ高貴に私たちの伝統を崇めてきたことでしょう。あらゆるエネルギーは女性原理から生じます。この神聖な女性原理が、映画や雑誌によって、見苦しく不道徳な形へと、はなはだしく歪められています。そのような下品な自己顕示がバーラタ文化を破壊するのです。私たちは、自分たちの文化を守り、女性の振る舞いを元の正しい状態に戻さなくてはなりません。これを成し遂げるには、いくつかのしかるべき方法を探さなくてはなりません。マスメディアにおける女性の真価と伝統を、復興し、維持するために、進んで適切な活動を提供できる人たちに、スワミは数１０万ルピーを支援したいと思っています。もしもお金があるなら、皆さんはこのような価値のある目的を達成すべきです。この世では、お金で多くのことを果 たすことができますし、正義を守る仕事にお金を使うことに何ら害はありません。 

　新聞や各種媒体からあらゆる猥褻な手法を排除しなければなりません。若者たちをそのような映像にさらすことは、彼らの思考に悪影響を及ぼし、人生を台無しにしさえします。このような風潮に抗して働くためなら、バーラタ文化を補強するためなら、私はいくらでも援助する準備ができています。真理は示され、正義は讃えられなければなりません。不正と悪は阻まれ、淫らなものは抹消されるべきです。そして、女性を尊び敬うことを守るべきです。バーラタ文化への敬意は女性に注がれる深い尊敬の念に基づいています。女性の幸福は真の意味でのバーラタの幸福です。しかし、私たちは幸福の女神たちを不品行の対象物へと変えつつあるのです。11/8/01



　＊不満

人生で最も貴重なものは時であり、生命（プラーナ）より尊いのです。人は生命を省みず。多くのことを達成したいと望みます。成し遂げた業績がどんなに偉大であっても、人は不満を抱え、さらに偉大な業績を残そうと望みます。この満たされる事のない欲望への挑戦自体が、人の満足の源泉です。20/3/96



　＊不眠

ダルマに基づく行為をしていれば、不眠や病気と無縁です。SSSvol7p198



    ＊不名誉

不名誉と恥はエゴのせいでもたらされます。エゴはこの二つ以外の何も達成しません。皆さんは、エゴを取り除き、シンプルな生活を送り、社会奉仕に身を投じなくてはなりません。小さな奉仕でさえ大きな力となる潜在力を持っています。15/1/86



    ＊不滅

 人々はよく、デーヴァ（神）とジーヴァ（個人）という二つの言葉を使います。実のところ、ジーヴァはまったく存在していません！ すべて神の化身が存在するのみです。そこで、なぜ人は死ぬのかという疑問が生じます。人は、肉体に内在するアートマの不滅の性質を悟っていないため、死という言葉を使うのです。アートマに死は一切ありません！ アートマは不滅です。この真理を悟った者は、神に融合します。この真理を悟ることができない者には、ジーヴァはジーヴァのまま、デーヴァはデーヴァのまま存在します。そして、二元的な感覚が残ります。9/10/05



    ＊プラグニャーニャ

  プラグニャーナとは、いかなるときにも万物の中に満ちていて、すべてを統合している意識のことです。この意識は、いついかなる時にも、あらゆるもの、すべての内にあって、生き生きと働いています。それは、物質世界・心の世界・魂の世界と、低次の領域・中間領域・高次の領域を活性化させ、さらには、人間以下の生き物・人間・人間を超えた存在にも活力を与えます。過去・現在・未来の三つの時間にも、地下界・地上界・天上界にも、浄性・激性・鈍性（善・情念・惰性、）という三つの存在様式にも、すべてにプラグニャーナ（常時遍在の統合意識）すなわち、チャイタンニャ（純粋意識）が行きわたっているのです。1/1/83



    ＊プラスチック

教育の分野だけでなく、健康の領域でも悪い影響が及んできています。例えば以前、人々は地元の職人の作る陶器の水差しや皿や器を使っていました。その後しばらくすると、ステンレス製品が陶器にとって代わりました。ところが今は、プラスティックの水差しや皿や器が流行っています。そうしたプラスティック製品は人を大きな危険にさらしています。プラスティックの袋や製品は、生物分解されない大量のゴミを生じさせます。それらは土に埋めても分解されず、長い間そのままの形で残ります。広大な土地がプラスティックのゴミで損なわれています。そのような土地で育てられた野菜は人間に有害です。このようにして今、多くの有害な影響が人間の生活に及ぼしてきています。ですから、私たちは単に外国を模倣して自らの生活様式を変えてはいけません。教育の分野においてはなおさらです。22/8/07



　＊プラナーヤーマ

呼吸の制御の修行はグルの管理と指導のもとに、正確で完全な方法で執り行わなければなりません。この修行には、三つの段階があります。一つ目は、吸息です。二つ目は息を止める保息。三つ目は呼息です。これら三つの段階に費やす時間は同じでなければなりません。人体の脊柱上には、シャド・チャクラと呼ばれる生命を維持する六つのポイントがあります。一番低いところに位置するのはムーラーダーラー・チャクラと呼ばれる、生命を維持する根本的、根源的なポイントです。プラーナーヤーマでは、二番目の段階である保息をしている間に、シャドチャクラを通過する空気の供給が欠乏するために、クンダリーニーが目覚め動き出して上昇し始めます。最上部には、サハスラーラチャクラすなわち「大泉門」があります。そこには花びらに囲まれた神聖な光りが存在しています。

    サハスラーラーチャクラは、千枚の花弁がついた蓮華の花のようなものです。人が鬼のような性質を持つと、それらの花びらが中央の神聖な光りに触れます。逆に人が神の性質を持ち始めると、神聖な光りの方から花びらに触れ始めるのです。このように、霊性修行を行うとクンダリーニが、人体に影響を与えるのです。一日の呼吸回数の多い生き物は短命です。犬のようにたくさん呼吸すると、寿命は短くなるのです。蛇やマングースは一日に少ししか呼吸をしません。それゆえ蛇もマングースも長生きします。呼吸は寿命に影響を与えるのです。STPSp213

  呼吸が鼻孔に入ったり出たりする過程に注意を向ける仏陀の方法は、初歩的なものにすぎず、瞑想を始める前の何分間か行うだけのものです。CWSSBp103

 蓮華座を組んで座り、ムーラーダーラー・チャクラにあるクンダリーニーシャクティを呼び覚まし、、それを大泉門にあるサハスラーラーチャクラに導こうとすることは、真の瞑想ではありません。真の瞑想とは、あらゆる場所｛や人｝の中に神の存在を認め、その意識を、私たちの行う小さな一つ一つの仕事の中にまで、表現することです。PN

プラーナーヤーマとは、通常、吸う息と吐く息をコントロールし、規則的に呼吸することを意味します。このプラーナーヤーマは、この全宇宙を「実在しないもの」であると見なす者のみに可能なことなのです。PVp114

 すべての条件が厳密に整っていなければ、プラナヤーマを実践する事は危険です。プラナヤーマを行う必要性もありませんし、スワミはそれを行わないことを勧めます。第九番目から十二番目の椎骨までの間の領域は特に敏感です。そこを損傷すると、全身が麻痺してしまう可能性があります。CWSSBJp252

   多くのプラナーヤーマがありますが現代ではその多くは実践することができません。プラナーヤーマには二種類あり一つはマントラを唱え、もう一つは唱えません。マントラを唱えない方はせいぜい、健康を改善するだけです。一方唱えつつするほうは、心をも変えることができるのです。その方法は、2秒で息を吸い、8秒間息を止め、4秒間で吐きます。これを3ヶ月間注意深く繰り返します。その後、それらの持続時間を倍にします。それを6ヶ月続ければ 、感覚の動きは落ち着いてきます。信念を持って行わなければ、単なる体の健康が改善されるだけです。SIP5-9

 H：クンダリーニヨガはクンダリー二の力が背骨に沿って昇る事を意味しているはずですが。

サイ：それは本当ではありません。それは話だけのことです。人々はそれらが起こると主張して得意になっています。それは大きなエゴです。

H：スワミは実際には、背骨の一番下から始まって背骨を昇って行くクンダリーニパワーとかエネルギーと呼ばれるものは 無いと言っておられるのです。

サイ：そんなものは無いのです。それはただのもっともらしい話と大きなエゴに過ぎません。

H：スワミはプラナヤーマとプラティヤハラを称えておられますが。

サイ：〜ハタヨーガなども含めてこれらは全て試験のようなものです。勉強して試験に合格すれば自信が湧き誇りに思います。それは大学に行くことに似ています。八つの主要な段階が存在し、人々は努力して一つひとつの段階に到達します。でもそれが必要になるのは、あなたが大学に行く場合だけです。神に完全に全託して、ハートが神の愛で満ち溢れている人にとってはこのような大学の講義は不要であり意味がありません。サティアサイババとの会話p243



    ＊ブラフマン

至高の神は、一切の執着、憎悪、利己主義と所有欲をほんの少しも持たぬ清らかな知性によってのみ、知る事が出来ます。英知のみが神我顕現を可能にします。瞑想によって諸機能は集中が可能となり、集中によって、肉体を持ったまま英知を得ることが出来ます。ブラフマンは五つのプラナによって身体を活気づけます。内的意識がそれに必要な清らかさに達するや否や、ブラフマンはその者の身体に降臨して、自らの姿を現します。アートマンは内外の感覚に内在するからです。UVc4

     最も驚くべきことは、誰も自分のことを知らないこと、誰も自分を知ろうと努力する人がいないことです。他人のことを知ることに自分の人生を費やしている人たちでさえ、そうです。あなたの真我〔アートマ〕は、水や風、さらには空（くう、空間、アーカーシャ）よりも微細です。真我は、あなたがものを見ることができるよう、目に入り込まなければなりません。さらに真我は、あなたが手を握ることができるよう、手に移動しなければなりません。あなたが歩くことができるよう、足に移動しなければなりません。感覚器官は不活性な物質であり、それらが働くことができるよう「私」がそれらを動作させなければなりません。その「私」はブラフマンであり、ブラフマンは離れたところにいると誤解されています！ トレーターユガ〔ラーマが降臨した時代〕には、猿（バーナラ）は人間（ナラ）のように行動したり話したりできるようにされました。ドワーパラユガ〔クリシュナが降臨した時代〕には、神の恩寵により人間が神（ナーラーヤナ）へと変容しました。カリユガ〔末世、サイ ババが降臨している現代〕では、人間は神自身であると宣言されています。水差しの中の空間（ガタ アーカーシャ）も、僧院の中の空間（マタ アーカーシャ）も、広大な空の空間（マハー アーカーシャ）と同一です。水差しと僧院の区分という幻惑を保たせているのは覆い（ウパーディ）です。五感は悪役であり、あなたに「あなたは覆い（体、ウパーディ）である」という間違った信念を吹き込んできます。牛を鼻輪で抑えるように、馬を馬銜（はみ）で抑えるように、象を突き棒で抑えるように、五感にくつわをはめて五感を抑え込みなさい。26/10/63

    ブラフマンの体験は、さまざまなサーダナを修得することで手に入るものではありません。神性は、ハートが純粋になって初めて悟ることができるものです。利己主義や高慢や憎しみに満ちたハートには、神性の余地はありません。24/7/83

 ブラフマンの英知を知る者にとっては、ダルマと非ダルマ、徳と悪との対立はもはや存在しません。徳高い生活を送った者は、死後に高い国へ導かれ、不徳の生活を送った者は低い国へ赴きます。けれども無知を排除し真理を認識することを望む修行者にとっては、死後に赴くであろう高い国も低い国も束縛なのです。UVc8



＊プレマサイ

このサッチャサイの身体は９６才まで生き、その後一年間の空白期間を経てプレマサイが人の身体を取り、７５年間君臨します。P, 65 ANDI

～は、スワミがプレマサイとして降臨するときスワミに奉仕する特権にあずかりたいと、先刻述べました。今、既に持っているものを十分大切にしなさい。未来の胎内にあるものを、何故大騒ぎして欲しがるのですか?未来を決定するものは現在です。現在を大切にしなさい。あなたの果たすべき義務を、今果たしなさい。8/11/95



    ＊文化

皆さんは、人間の姿をしているからというだけで、自分を人間と呼ぶことはできません。足や手や目や鼻や口等々を持っているからというだけで、人間になれるわけではありません。手足は小さな虫でさえ持っています。私たちは虫のように生活を送るべきですか？　いいえ、送るべきではありません。私たちは人生に高い理想を掲げるべきです。皆さんの振る舞いは真の人間性と文化を反映するものであるべきです。皆さんの真の文化は、理想となるべきものです。文化は、何をすべきか、そしてそれをどのようにすべきかを教えています。何が良くて何が悪いかを教えてくれるのは文化です。自分は人類というカーストに属しているということを思い起こしなさい。皆さんの真のカーストは、自分が生まれたときに手に入れたものではありません。皆さんの真のカーストは人類というカーストです。これは決して変えられることがありません。15/1/08

    人間は、人類同胞との結びつきを通してのみ、至福（アーナンダ）を引き出して、至福を持続させることができるよう創られています。他人との接触をやめて孤独な道を歩むのは、弱さや恐れの印であって勇気の印ではありません。活気にあふれて人と関ることこそが、道徳、公正、思いやり、同情心、愛、堪忍寛容、平等観その他、人格を整え、強靭にする性質、人の性格を形作る多くの性質を、生み出すのです。文化は、ハートと頭がいっしょになった結果として起こるものです。4/73



    ＊文明社会

近年、人は文明社会に重きを置いています。文明的な生活とは何を意味しますか？ それは、際限のない欲望とそのために奮闘する慎みのない生活や、時間と行動と肉体を浪費したあげく絶望と落胆に陥ることを意味するのですか？ とんでもありません。時間の価値とマインドの影響力を認識してよく理解するには、しかるべき努力が必要です。いくら地位や財産があろうとも、人間の基本的な質を満たしていない人生には価値がありません。「人は皆兄弟であり、誰は重要で誰は重要でないなどという別なく、皆等しい。」とヴェーダは述べています。人間は不滅なる源からやって来ました。人間はその場所に帰ろうと努めることによって、人生を成就しなければなりません。若者たちは人間性という文明を正しく理解しなければなりません。男性の尊厳と女性の貞節が失われてしまったら、文明は何も残りません！ ですから、すべての人が、欲望の制御をすることで、この種の文明を表さなければなりません。

1/12/84



    ＊分離感

神は、各人が保つことのできる御姿と栄光の大きさをまとって、各人の前に顕れます。源であり維持者である神との分離感を感じるのは、健全な特質です。その気持ちに栄養を与えて、育てること〔神と一つになりたいと願うこと〕は、自分のハートを神聖なものにする助けとなります。心が他人の欠点や悪い行いについてあれこれ考えるのを許してはなりません。他人の欠点や悪行を考えることで、心は汚れてしまいます。心を他人の公正さと美徳に固定させなさい。それらを考えることで、心は聖化されます。29/2/84



　＊平安

    朝起きてから、夜寝るまで人は外的な物のみを追い続けます。内的なヴィジョンを養うことなどしません。外的な物は一時的な喜びしか与えてくれないのです。これらの外的なものを追い求めることによって、人は貴重で神聖な人生を無駄にしているのです。外的なものを追い求めることによって、平安を得ることは決して出来ません。SS8月1993p,206

    平安はまさにあなたの内にあります。まさに自分の内にあるものを体験するのに、どうして森に入ることなど考えるのでしょう？ そのような考えは愚かです。平安はその場にあるのに、あなたはよそで探そうと考えているのです。平安はあなたの内にあります！ もし、自分の内にあるその宝を見つけようと望むなら、スワミが先に述べたように、あなたは他の人々に奉仕して愛を体験しなければなりません。もしそうするなら、あなたは自然に平安を見つけることができるでしょう。悟りとは、内なる平安と愛を体験することにほかなりません。そして、悟りは最高の至福と絶対的な幸福以外の何ものでもありません。23/5/00

    食事にも衣類にも家にも恵まれている人が皆、平安を味わえているでしょうか？ それは私には疑問です。平安を得るためには、食事や保護してくれるもの等を有しているだけでは十分ではありません。平安は、人間性と共に徳と人格と放棄と忍耐を養ったときにのみ、得ることができるものです。8/7/71

    あなたが神を見ること、神を実現することができないからといって、それは神を否定することを正当化する理由にはなりません。それは、ただの理不尽な愚かさの印にすぎません。自分で砂糖の代わりに塩を入れておきながら、この水は塩辛いなどと文句が言えますか？ 水が甘くないのは、あなたが塩を入れたからです。あなたは甘さを切望しながら塩を入れているのです。解放されることを切望しながら、自分に手かせ足かせをはめているのです。平安を切望しながら、二元性という平安を乱すものを自分の中に入れているのです。22/11/70

    人はしばしば 平 安 がないと言います。なぜでしょう? それは、欲望を増大させているからです。欲望をなくした人は平安でいられます。あなたは善い思考だけを生み出し、すべての思いを超越して前進し、思いの寄せ集めにすぎない心が滅した状態に辿り着かなければなりません。18/7/97

  一切の心の動揺が静まった結果として得られる平安を、常に体験していなさい。心があれこれと様々な事象を追いかけるのを許してはなりません。それを訓練して静かにさせておきなさい。外部世界との接触によって生じる心の反応から遠く離れていなさい。そうすれば君はサットと呼ばれる純粋な存在そのものになることができます。至高の平安　P.92

    世界は、悲しみ、苦難、困難に満ちているということを、多くの人々がさまざまに語ります。しかし、実際には、この種のものは存在しません。存在しているとされているものは、人の妄想に他なりません。実は、この世に困難というものは存在せず、どこにも何の不安も見られません。どこであれ目を向けるところには、平安！平安！平安のみが、存在しています。心に平安があるとき、あらゆるところに平安を見るでしょう。これに対して、もし心に平安がなければ、あらゆるところで平安の欠如を見るでしょう。

    平安の欠如、悲しみ、不安はすべて、自分自身の反応であり、反映であり、反響です。これらはすべて自分自身が作ったものであり、一切実在していません。つまり、反応と反射と反響は、自分自身の多種の妄想によって生じるのです。26/12/07

 人が平安でいるのはスシュプティ（熟睡）している間だけであることがわかるでしょう。それは、熟睡中は、諸感覚が活動せず、心が不活発になり、感覚や感覚の対象物から離れているからです。したがって、諸感覚が心を外へ引きずり出すことをやめさせれば、人間は平安を得ることができるのです。諸感覚を外界から引っ張ってくること（ニヴリッティマールガ、内側へ向かう道）こそが、真のサーダナ〔霊性修行〕であり、基本のサーダナです。21/4/67

    　 私たちが平安をどのような時になくすのでしょうか？実は、平安はあなたが外の世界から得ることは出来ないのです。平安は、あなたの持っているよくない性格が原因となって失われる場合がほとんどです。純枠な想いがあれば、人間は純枠になります。不純な想いを抱いていれば、人間は悲しみの餌食になります。人間が、自分の持つすべての想いを崇高なものにすることができれば、平安に満ちた聖人賢者になることができます。私たちが、あらゆる想いから自由になり、善悪両方向の心のひずみがなくなったとき、平安が定着します。ですからあなたが、あらゆる想いと心の動揺を止めることができれば、平安を得ることができるのです。KSH

    人々は平安を求めます。しかし平安はどのようにして確保できるでしょう?神を信じることが肝要です。神への信念は家庭に於いて生じさせなければなりません。そうすることによってのみ、子供達は崇高な思いを培います。19/11/96

     地位、身分、学識、権力、富、名誉などを得たとしても、それは心の平安を与えてはくれません｡心の平安は誰からも得ることは出来ませんし、どこかにあるわけでもありません｡外界の物事や所有物があなたに心の平安を与えてはくれません。平安を失うそもそもの原因は、欲望の束です。～平安と幸福は、満足のうちにあります。最も裕福な人は誰でしょう。満足している人が最も裕福な人です。それでは最も貧しい人は誰でしょう。たくさんの欲望を抱えている人が最も貧しい人です。STPSp118

平安は奉仕を通してのみ、手に入れることができます。怠惰な人間は悪事に走ります。仕事で忙しくしていれば、心〔マインド〕に思考が生じる余地はありません。それゆえ、心に平安があるのです。穏やかな心は愛の住処です。

    愛は人間に本来備わっているものですが、人間の中にある愛も、肥料と水で養分を施されなければならない種のように、サーダナ（献身的な奉仕）とプレーマ（愛）によって養われなくてはなりません。愛は神聖な性質です。愛は甘露のようなものです。神の愛の不滅の甘さを味わった人は、他に世の中のものは何一つ望まなくなります。人生は、絶え間ない愛の発露とならなければなりません。今、愛は、抑制された、利己的な方法で表されています。愛は社会への奉仕という形で表される必要があります。愛は、他の人々に捧げ、他の人々と分かち合わなければなりません。そうすることで、愛は互恵的な、絶えず拡大していく体験となるのです。24/11/87

        あなたの周りを平安な雰囲気で包むようにしなさい。SSSvol4p268

 私たちは、他の人が私たちを批判する際、その動機を探らねばなりません。どうして私たちを批判するのか？もしその動機が嫉妬やエゴからくるのであれば、そうすることがその人にとって普通のことなのです。彼は彼の性質に基づいてそういうことをしているだけだと思えばいいのです。でもそれらは私たちにとっては自然なことではないので、自分たちの持っている性質で対処すればいいのです。我々の自然な性質は平安です。私たちは平安の体現者なのです。SSN春86p32



    ＊平常心

平常心を養うために様々な方法があります。誰かが、あなたのことを罵ったり、中傷したり、無視しても、それらを笑顔で受け入れなさい。こういうことが起こるのは、この世界では普通のことなのですから。それは、基本的には感謝知らずで礼儀知らずな行為だけれども、結果的にはそういうことを通じてあなたを強くするのです。そのような体験をしても、怒ったり恨んだりせず自分自身を勇気づけながら、口元に静かに勝利の微笑みを浮かべれば良いのです。SSSvol8p229

平安は精神的に落ち込んだときの最良の薬です。実際のところ、あなたの内にある平安の泉をあなた自身によって無視する時に人は落ち込むのです。インドでは音楽が心に有効に働くと信じられています。それは、心の動揺と心配事という波立つ心を落ち着かせ､平常心を取り戻させます。音楽は、情熱をおさえ、感情をおさえ、衝動を高貴な目的に導きます。我々はこのような我々の文化の中の音楽が持っている偉大な役割を忘れてしまっています。SSSvol5p257



    ＊ヴェーダ

『何千もの頭を持ち、何千もの足を……』というヴェーダの言葉が生まれたときは、世界の人口はわずか数千程しかありませんでした。ところが現在、人口は数十億に達しています。当時、人々はすべての人を神と見なしていました。彼らは、『すべての生き物に対する挨拶は神に届く』、『神は万物の内在者である』、『全宇宙に神が浸透している』という、ヴェーダの教えを信じていました。神は特定の場所のみに存在しているわけではありません。神はここにも、あそこにも存在し、あらゆる場所に存在します。皆さんは妄想によって様々な差異を作り出していますが、神は唯一者であり、無二の存在です。このような一体性の原理を広めることはグルの務めです。5/7/01

    至福は、神を通 じて初めて得られるものであり、神からしか得られません。だからこそ、「至福こそはすべてのヴェーダの核心であり、あらゆる言語で説かれたすべての聖典の目指すところである」と宣言されているのです。人は、この真理を信じなければなりません。さもなければ、聖典によってもたらされる成果 を手に入れることはできません。私は、ことあるごとに信仰の必要性を強調しています。というのも、信仰があるところには愛があるからです。愛があるところには平安があります。平安があるところには真理があります。真理があるところには至福があります。至福があるところには神がいます。1/1/83

    ヴェーダは五つの段階を定めています。それは、「デーヴァ ヤグニャ」〔神への供犠〕（家庭の祭壇で神を崇める等）、「ピトル ヤグニャ」〔祖先への供犠〕（自分に肉体を授けて命の灯火に油を差してくれた両親への恩義を心に留める等）、「マーヌシャ ヤグニャ」〔人類への供犠〕（客をもてなしたり、保護と食物を求めて来た人々に食事を与える等）、「ブラフマ ヤグニャ」〔霊的知識への供犠〕（聖典の学習や霊性の道への手ほどき等）、「ブータ ヤグニャ」〔生類への供犠〕（人間の協力者であり仲間である愛玩動物、牛、馬、羊、犬に餌を与えて育てる等）です。ヴェーダは、家長たる者は皆これら五つの儀式を毎日行うよう強く求めています。家長には、これらを行うことによって神への全託という目標に到達するために生活を捧げる道が奨励されています。11/70

    人間の最古の聖典であるヴェーダは、人は神から授かった特別な贈り物（すなわち、未来を検証して分析して長期的にはどうすることが有益かを決定できる知性、および、一時的な満足を放棄して避け、そうすることによって永遠の至福という乱されることのない永続する満足感を追求することができる能力）を役立てなければならないと定めています。11/70

   ヴェーダプルシャは、ヴェーダの神々への礼拝、とりわけ太陽神と火の神を、ナマスカールの祭礼（太陽神に向けたもの）と、儀式で清めたギーの奉納（火の神に向けたもの）を通して礼拝することによって、なだめられなければなりません。ルッドラ神〔ルドラ神〕は、連日、何千ものリンガ〔リンガム〕を礼拝することよって崇められ、母としての神の側面（ナヴァラートリー祭の期間に最も崇められる）は、皆さんも見ているとおり、きっちりと正確に執り行われるプージャー〔供養礼拝〕という方法によって崇められます。ヴェーダは、何百年、何千年も前にサラスワティー河やヤムナー河の土手でアーリヤーヴァルタ〔アーリヤ人の聖なる土地、北インド一帯〕の純朴な聖者たちによって唱えられていたとおりに、各音節が厳格な正しさをもって唱えられます。この方法によって、唱える者、礼拝する者、儀式を執り行う者、参列する者、聴衆、場の神聖さに感動している者は、皆、どこにいても至福と平安に満たされるのです。11/70

     ヴェーダには三つの部門があります。カルマ〔行為〕、ウパーサナ〔礼拝〕、グニャーナ〔英知〕です。カルマは、信心と信愛を強め清める活動を扱う部門です。ウパーサナは、人格神への礼拝を扱う部門です。それは、内なる目撃者である至高神にすべての行いを捧げ、内在の御力にすべての技能と経験を全託するというものです。カルマとウパーサナの二つは、人に一意専心、すなわち、エーカーグラターを授けます。この二つの結果として、意識は瞬時にしてグニャーナ（英知）を、すなわち、自らが神自身であるという事実を、認識することができます。これら三つの段階はすべて、通り抜けなければならないものです。種は撒かれなければならず、苗木は守られなければならず、果実は味わわれなければなりません。26/3/65A

   ヴェーダの基本的な三つの教義は（１）因果応報（カルマパラ）。すべての行為には必ず結果が伴います。すべての原因には結果が伴います。もし結果を眼中に入れて行為をするなら、結果に苦しまなければならなくなります。執着は束縛となります。無執着は解脱へと導きます。エゴ、つまり自我意識（アハンカーラ）は、「あなたは肉体である」、「あなたは感覚器官の集まりである」と言ってあなたに執着を持たせます。エゴがあなたを有害な欲望へと引っ張っていかないよう、絶えず警戒していなさい。

２）再生（プナルジャンマ）。因果応報（カルマパラ）によって再び生まれ変わってくること。そして、

(３）人間を堕落から救うために神がアヴァターとして降臨するということ、です。13/5/68

   人々はよく「ヴェーダーンタ」という語を使っています。「ヴェーダーンタとは何か？」と問われると、学者の答えは「ウパニシャッドという、ヴェーダの末尾にあるものがヴェーダーンタである」というものです。それは真のヴェーダーンタではありません。「私」（エゴ）の末尾がヴェーダーンタです。もし私（サイ ババ）のことを知りたいと思うなら、あなたはまず、自分は本当は誰なのかということを知らなければなりません。自分の中を覗き込みなさい。自分は本当は誰なのかということを理解することなしに、どうやって私（サイ ババ）を理解しようとすることができますか？ あなたの目が外に集中しているとき、どうやって内に存在するものを理解することができますか？6/3/89

    マントラを唱えることは、定められたカルマ〔行為〕の実践と常に同時進行であるべきです。人はその実践によって神を悟ることができます。ただマントラを聞くだけでカルマを実践しないのであれば、決して幸福や平安を手に入れることはできません。神を悟るためにはヴェーダに定められている教えを実践しなければなりません。もちろん、ヴェーダの詠唱を聞くだけでも、それ自体にマインドを浄化する力はあります。それはシャブダ ブラフマン〔音の姿をとった神〕です。音は神の第一の属性です。ヴェーダ シャブダ〔ヴェーダの音〕は至るところに浸透しています。

現代では、ヴェーダの影響力が減少しているために、世界中にかなり多くの邪悪、困難、混乱が蔓延しています。水、空気、食べ物、音はすべて、公害によって汚されています。私たちは汚染された生活を送ることを強いられています。私たちの呼吸する空気そのものが汚染されているとき、どうやって公害とは無縁の生活を送ることができるでしょう？ ハートの純粋さを確実にするためには、環境と自然の元素が清らかであるべきです。この汚染の原因は、他ならぬ私たち自身の行いにあります。私たちがどのような言葉を口にしようとも、それは大気全体に広がります。私たちは、ヴェーダを詠唱し、神の栄光を歌うことによって、世界の大気を清めることができます。

太古のリシ〔聖仙〕たちは、森へ入って、全世界の大気を清めるためにヴェーダのマントラを唱えたものでした。今日、ヴェーダは軽んじられています。この偉大なバーラタの国民は、ヴェーダの無限の力を理解していません。バーラタの国民がヴェーダの甘さを経験していないのは残念なことです。ヴェーダは、生計を得るためではなく、人生を昇華させるために大切にすべきです。

18/10/93

    各ヴェーダには多くの分枝〔主要なヴェーダから生じた聖典／シャークハー〕があります。リグヴェーダには28の分枝がありますが、そのうち26の分枝は人々の記憶から消えてしまい、今では2つが残っているのみです。ヤジュルヴェーダには17の分枝ありましたが、世間に広まったのはそのうちの2つだけです。サーマヴェーダには1,000の分枝がありましたが、そのうちの998は失われています。それでも、世界が少なくとも現状程度の向上を遂げているのは、現在残っている原初のヴェーダの一部のおかげです。もし今、ヴェーダのすべての分枝が世間に広まれば、この惑星がどれほど強力なものになるか想像してごらんなさい！18/10/93

    ヴェーダの中に隠れている真理は、激しい苦行と霊性修行の末に、リシたちによって悟られました。リシたちは、自分たちに明かされた永遠の真理を人類に与えました。リシたちの霊性修行の振動は、宇宙の隅々まで広まりました。それはバーラタや特定の場所に限ったものではありません。

これはアメリカであれ、オーストラリアであれ、世界中のどんな場所でも実践することができます。これはサティヤ スワルーパ（真理の具現）です。それが時間や場所によって変化することはあり得ません。それは時間と空間を超越しています。そのため、それは超越的実在と呼ばれるのです。人々のなかにはヴェーダを軽く考えて茶化す人さえいます。18/10/93

    たとえヴェーダを唱えることができなくても、信愛をもってその音を聞きさえすれば、ヴェーダはあなたを上のレベルに引き上げてくれるでしょう。子供は母親が歌う子守唄の意味を知りませんが、その調べを聞いて眠りに誘われます。それと同じように、わき目もふらずに専心してヴェーダの詠唱を聞くことは、あなたに限りない恩恵をもたらすでしょう。もしヴェーダを反芻し、生活の中でヴェーダを実践するなら、あなたは自分が達するであろう至福の大きさを想像することができます。ヴェーダの讃歌はナーダ ブラフマン（音の姿をとった神）を構成しており、極めて効能があります。寺社へ詣でる信者は鐘を鳴らします。一般的には、それは神の注意を引くためだと信じられています。そうであれば、神は眠っているので鐘を鳴らして起こさなければならない、ということなのでしょうか？ 神はいつでも起きていて、すべての人の祈りを聞いています。鐘を鳴らすのは、あなたが好意や援助をもって応じてほしいと願っている重要人物に手渡す名刺のようなものにすぎません。鐘を鳴らすのは、ただ神の注意をあなたのほうに向けるためです。それと同様に、ヴェーダの音は寺院で鳴らす鐘の音のようなものです。18/10/93

     ヴェーダは単なるマントラとして扱われるべきではありません。ヴェーダは完全なる知識と英知を悟ることを助けます。古代の聖者たちは、内なる目を持ち、神を体験し、ヴェーダを通してその啓示を表現しました。それらはいつでも全人類に応用できます。それらは人類に安寧を授け、幸福と平安への道を示します。人生の最終目的は、欲望を犠牲にし、神を体現することです。18/10/93

     マントラは単なる言葉の寄せ集めではありません。マントラは多大な意味を含んだ一連の言葉です。マントラは人間の内なる力から生じます。力に満ちたマントラは、正確に発音されると、人間の内にある神聖な力を呼び起こします。マントラを唱えることで作り出されるバイブレーションは、宇宙のナーダ（原初の音）と結合して、普遍意識と一つになります。この宇宙のバイブレーションこそが、ヴェーダという姿をまとったのです。1/10/84

    ヴェーダは軽視されてはなりません。全創造の神秘がヴェーダの中に含まれています。ヴェーダは人生の目的と目標を定めています。創造、維持、破壊に関するすべての事柄がヴェーダの中に含まれています。ブラフマチャーリヤ（学生期）、グリハスタ（家長期）、ヴァーナプラスタ（林住期）、サンニャーサ（遊行期）といったアーシュラマ（人生の段階）は、ヴェーダを起源としています。人々は今ヴェーダの栄光を認識することができます。皆さんがどこへ行こうとも、たとえ村の中にいたとしても、女性たちもヴェーダのマントラを唱えているのを皆さんは見ることでしょう。男性と女性では身体のつくりが異なるかもしれません。しかし、ことヴェーダの学習に関して言えば、まったく何の違いもありません。9/8/06

   ヴェーダは個人をより高いレベルに引き上げます。人々はこの真実に気づいていません。多くのヴェーダ学者が、子供を修道院の学校に送って子供に世俗の教育を授けようと努め、子供を守ってくれるヴェーダという神聖な遺産を伝えることには気にも留めていません。奨励と適切な普及と推進が欠けているために、ヴェーダの知識は、神聖なこの宝の故郷であるこの偉大な国において、日ごとに衰退しつつあります。18/10/93

スワミは、人々がヴェーダを育てることを期待しており、サイの教育機関の何千人という学生たち全員に小学校からヴェーダの詠唱を習わせることによって、その方法を示しています。

    　プラシャーンティ ニラヤムでは、小学生でさえ上級生に加わってヴェーダを唱えている光景が見られます。しかし、彼らはそれらを実践に移すために必要な知識はもっていません。単にヴェーダを唱えることはあまり役には立ちません。ただ神のみがあらゆる所に、常に存在します。世界は幻影にすぎません。神はあらゆる場所に存在するという聖なる教えは、すべての人々に普及しなければなりません。多くのサーダカ（霊的求道者）たちがヴェーダを唱えたり、教えたりしています。カセットテープやＣＤは、ただ音を出すだけで、メロディーを体験することはありません。自分が教えていることを実践しなければ実りはありません。ですから、人は聖なる教えに気づき、理解してそれを実践しなくてはなりません。6/9/04

    ヴェーダは古代から私たちの国を守ってきました。国家の安寧に貢献しているヴェーダの影響力に政府が気づこうとしなかったために、この国は多くの困難に直面しています。国民がヴェーダの普及を始めるべきです18/10/93

    ヴェーダ以外の教えは、全てヴェーダ以後に始まった。4/80

    あなた方はヴェーダを学んでいます。ヴェーダから発せられるすべての音は臍からのみ生じます。私たちは自分自身の臍から出る音を体験しているのです。あなたが丘に行って「おーい！」と叫べば、その音はこだま（反響）となってあなたのところに戻ってきます。それと同様に、善悪は、ほかでもなく、あなたの中から生じるのです。善も悪も、どこか他の場所からやって来てあなたの中に入り込むわけではありません。25/10/04

 ヴェーダの言うところの月は、各人のハートにあって機能する心と本性を言います。ヴェーダが太陽と宇宙原人の眼について言及したのは、人間の眼は太陽の光輝を持つという意味です。太陽の光輝を持つゆえに、人はあらゆるものに神を見ることができるのです。31/5/91

 ヴェーダは過去世と未来世との関系を教え示しています。このように過去世と未来世の関係を詳しく明らかに示している宗教は他にありません。SSVp117

 結果に捕らわれない行為とは何もしないという意味ではありません。何かをするときに誰に対しても変わらない態度で接し､自分の生み出すどんな結果も求めずに、自分のすることすべてを神に捧げれば､それは結果に捕らわれない行為になります。それは世の中の務めでも、儀式などの神様への勤めでも同じです。ヴェーダによれば、結果を求めて儀式をしても､せいぜい天国にまで行けるだけです。その天国にしても､いつまでもいられるわけではありません。ヴェーダは功徳を使い果たしたら、また天国から地上に戻ってこなくてはならない。といっています。

 ～いずれ時が来れば帰らなければなりません。功徳が残っている内は天国で楽しむことは出来ても、功徳を使い果たしたら、また地上に戻ってこなくてはならないのです。～皆さんのしていることは、泥棒が刑務所を出たり入ったりを繰り返しているのと似ています。皆さんはこの地上でいろいろなことをしています。そのうちに天国へも行けるでしょう。そしてそこで功徳を使い果たしてしまったら、また地上に戻ってくるのです。クリシュナは、そんなふうに上がったり、下ったりしてはいけないといっています。そしてアルジュナに、永遠の場所を求め、もう二度と戻ってくる必要の無い、永遠の真理の地にとどまるように聖なる教えを説きました。SGc31

   ヴェーダの詠唱を聞くだけでも、心を清めることが出来るのです。18/10/93

    ここにいるパンディト〔学僧〕と学者たちは、激しい苦悩の中で奮闘していました。なぜなら、彼らは、自分たちは見捨てられている、孤独であると感じていたからです。今、彼らを見てごらんなさい。結婚式の天蓋（てんがい）の下にいる花嫁のように、華やかに着飾って座り、顔に喜びを浮かべ、心に希望を抱いています。これまで彼らには、自分たちの誤りのない厳正なヴェーダのマントラ（真言）の暗唱を忍耐強く聞いてくれる人が誰一人いなかったのです。これからは、何も恐れる理由はありません。

    私の任務は、「ヴェーダ サムラクシャナ」（ヴェーダの守護）、「ヴィドワト ポーシャナ」（ヴェーダ学者の育成）、「ダルマ スターパナ」（正義の確立）から成ります。この三つはすべて互いに依存し合っています。「ヴィドワト ポーシャナ」〔ヴェーダ学者の育成〕は、ヴェーダとダルマの両方を助けます。それゆえ私は、ヴェーダ学者達の知識や誠実さが報われずに終わることがないことを保証します。ヴェーダを軽視する時代は終わりを告げました。1/10/62  

    「アティ ルッドラ」は多くのナマカとチャマカよりなります。これらは人間の生活を維持します。どこからこの力は来たのでしょう？ ナマカとチャマカはクリシュナ ヤジュル ヴェーダから引用されています。クリシュナ ヤジュル ヴェーダはすべてのヴェーダを包括しており、他のヴェーダやシャーストラ（聖典）、イティハーサ（伝承）やプラーナ（神話）はここから生まれました。

     不幸なことに、今日、ヴェーダは十分に保護されていないため、その卓越した地位 を失っています。ヴェーダを真剣に学びヴェーダに含まれるマントラを定期的に唱える人が、とても少なくなってしまいました。ヴェーダを規則的に学びヴェーダの指示を実践するなら、人間はあらゆる種類の富を授かります。人の生活と運命を支配する基本的な原理がヴェーダには含まれています。ヴェーダは全人類の幸福のための神からの贈りものです。ヴェーダは宗教や身分や国籍をもとに区別 をするようなことはありません。ヴェーダのマントラはすべての人が唱えることができます。ヴェーダがすべての国に広がり、宗教や身分や国籍などによらず、すべての人がヴェーダを学び唱えることがスワミの望みです。

    私たちはヴェーダをすべての人々に教えようと努めています。ヴェーダはあらゆる種類の悲しみを取り除きます。今執り行われているヤグニャは全人類の幸福のために行われています。少数の幸運な人たちがヴェーダを学び広めています。しかし、不運なことに多くの人々は、ヴェーダを学んでもヴェーダを教える努力をまったくしません。現在、シュリ サティヤ サイ教育機関のすべての生徒にヴェーダが教えられています。ヴェーダの学習の準備段階として、ヴェーダの言葉であるサンスクリットの知識を得なくてはなりません。9/8/06



    ＊ペット

神と共にいることの至福が与える体験にまさるものは何もありません。あなたがすべてを愛すれば、すべてがあなたを愛します。犬や猿、猫とさえあなたの愛を分かち合いなさい。そうすれば、動物たちがどのようにあなたの愛に報いるかを知ることができるでしょう。人間は、犬でさえもがもっている感謝の念を忘れてしまいました。多くの外国人たちは、ペットとして犬や猫を飼っています。あなたが動物を愛せば、動物もまたそれに応えてあなたを愛します。9/10/02

  

    ＊ヘヤドライヤー

    ９年前のある日、私は頭を洗ったあとに髪を乾かしたいと思いました。アメリカ人の医者の一人が私に愛を込めてヘアドライヤーをプレゼントしてくれたので、私はそれを使おうとしました。そのとき停電になりました。そして、私がちょうどドライヤーに目を近づけて見ていたときに電気が復旧しました。その結果 として、突如、熱風が私の目に当たり、網膜を傷つけたのです。私は少しもうろたえませんでした。この広い世界を見るにも片方の目で事足ります。5/7/03



    ＊偏在

    神はどこかよその場所にいるのではありません。実際には、あなた自身が神なのです。神はすべてのものの中に存在しているのです。神は一なるものであり、あなたが神を探すすべての場所に存在しています。神はあなたの中に、あなたと共に、あなたの上に、あなたの下にいます。神は生と死を超えており、アートマ（真我）という姿をとってあらゆる生き物の中に宿っています。神は子供から老人まで、すべての人に内在しています。同一の神が、蟻にも、蚊にも、さらに、鳥や獣、動物の一切に、内在しています。ですから、神を探しにあちこち出掛けて行って、骨を折ることはありません。あなたがどこを見ても、神はそこにいます。あなたが誰を見ても、神はその人の中にいます。神は別の姿を持ちません。すべての姿は神の姿です。22/11/10

   神は遍在なのですから、神を探しに出かけてゆく必要がありますか？ 神を探し回るのは無意味です。もし自分の中にある執着と憎しみを取り除けば、自分に本来備わっている神性を経験するようになります。自分の内にある神性を覆い隠している欲と憎しみを取り払うことこそが、今日、人が行うべき霊性修行（サーダナ）です。6/3/89

    宇宙は神の顕現です。至る所で神の手による御業を見ていながら、神は存在しないと考える人は愚か者です。人は神の遍在を認識することなく、どこかその辺りに神を探しています。これは、自分を体と同一視して自分を神から遠ざけている、という二元的な態度を反映しています。神は遍在であり、自然という神聖な顕現において認識され得るというのに、肉体意識が、人が神との一体性を体験することを妨げているのです。30/3/87

    神は遍在です。神は過去にも現在にも未来にも存在します。私の指に花輪を掛けてみましょう。指の左側に垂れている部分は未来、右側は過去、指に触れている部分は現在です。今、私は花輪を回転させて右のほうに引いてみます。未来は指の上に来て現在になり、それから下がって過去になりますが、現在は常に現在です。神は常に現在であり、未来が過去へと転がっていくのを見ています！25/12/70



　＊傍観者

邪悪の行為が為されている場合、神さながらの人は沈黙の傍観者であってはなりません。真理の為に立ち上がらなければなりません。31/7/96



　＊奉仕

あなたがたは皆、人間の身体は無私の奉仕をするためにのみ与えられたことを実感認識せねばなりません。そのような奉仕はハートを広くし、エゴを滅ぼし、至福を生じます。奉仕は又人々の間に兄弟愛と神への父性愛の意識を促進するのに役立ちます。しかしあなたのすべき仕事はそれで終わるのではありません。あなた方は同時に、全ての人類に霊性の発展の為に、一体性を培う教えを広めなければなりません。人類を、二元から不二一元に導かなければならないのです。21/11/95

    あなたには、何百万人もの人々を助ける計画に参加する機会がないかもしれませんが、足の不自由な子羊を持ち上げて塀の向こう側に渡したり、盲目の子どもの手を引いて混雑した道路を渡してあげることができます。これらも礼拝の行為なのです。4/3/70

    奉仕、すなわち、社会を向上させるために時間と技能を役立てることは、神が恩寵を授けて報いる最高の礼拝の形態です。あなた方は、奉仕を通じてサット チット アーナンダ〔実在・純粋意識・至福〕の実体験を得ます。なぜならば、あなた方は奉仕を通じてエゴに打ち勝ち、万物の背後にある一体性を確信するからです。役員であろうとなかろうと、誰もが身を引き締め、働くために身をかがめなければいけません。行為（カルマ）を通じて体を神聖にし、瞑想によって心（マインド）を神聖にしなければなりません。24/8/71

    セヴァ（無私の奉仕）という霊性修行（サーダナ）を通じて、多として顕れている一者を認識することができます。給料袋を期待して主人に奉仕する人は、セーヴァカ〔無私の奉仕者〕とは呼べません。そういう人は給料袋に仕える人です。その種の奉仕は、人をそれに伴う損得に縛り付け、落胆や高揚をもたらします。奉仕は、至高の義務感、あるいは、至高者への慎ましい奉納、あるいは、結果のことは何も考えずに神の恩寵に委ねるという、神の意志への全託の精神において為されなければなりません。これらの純粋な動機で為されるのであれば、奉仕の行為は、無執着を育てることはあっても、ぞんざいさを助長するようなことはないでしょう。11/70

    皆さんは、何のために、旅に伴う高い費用とさまざまな苦労にもかかわらず、遠くからここに来たのですか？ 私のそばにいるため、そして、私の恩寵を勝ち得るためではないのですか？ それならば、なぜあなた方は、ひとたびここに到着するや、私以外の人との人間関係や、私以外の人の好意を求めるのですか？ なぜあなた方は、私のそばに来ることや、私の恩寵を授かることができなくなってしまう溝にはまってしまうのですか？ 他のことはすべて忘れて、私の指示に忠実でいなさい。私はただ、あなた方を霊的なセヴァと愛の道へ導きたいだけです。草履の山を見張ることや、喉が渇いた人に水を持って行くことや、門の所に立つことを頼まれたからといって、恥ずかしく思ってはいけません。特典も喜びも、人々を助けるために費やす皆さんの能力と時間の使い方の中に含まれています。皆さんは私に仕えたいと切望します。あなたが神に仕える者に奉仕することと、私に奉仕することは、同じ満足感を私に与えるものであるということを知っておきなさい。誰に奉仕をすることも、私に奉仕することです。私は、すべての者の内にいるからです。4/3/70

    愛はセヴァ〔無私の奉仕〕として顕れなければなりません。セヴァは、飢えた人々に対しては食物の形を取り、絶望した人々に対しては慰めの形を、病気の人や苦しんでいる人々に対しては安らぎの形を取らなければなりません。イエスはそのような奉仕のために、身を粉にして働きました。慈悲に満ちたハートは神の寺院です。イエスは、慈悲深くあるようにと人々に訴えました。慈悲こそはイエスのメッセージでした。イエスは貧しい人々を見て深く心を痛めました。

今日、イエスは崇められていますが、イエスの教えは無視されています。サイは崇められていますが、サイの教えは無視されています。どこを見ても虚飾や、華麗な式典や、空虚な自己顕示ばかりです。講演、講演、講演です！ 何の活動もなく、愛も奉仕も見られません。講演をする間は英雄（hero）ですが、言ったことを実行に移すことにおいてはゼロ（zero）です。慈悲を培いなさい。愛の内に生きなさい。善良でありなさい。善を行いなさい。善を見なさい。これが神に至る道です。25/11/81

    他者に奉仕をすることによって、人はただ自分のために働くことから得られるよりも多くの至福を得ることができます。必要としている人に真心込めて何らかの奉仕をし、その結果生じる至福を体験しなさい。大きな奉仕である必要はありません。小さくて他の人に気づかれないようなものでも構いません。奉仕はあなたの中にいる神、そして他の人たちの中にいる神を喜ばせるために行われなければいけません。19/11/81

    どうすればセヴァを通じてエゴを乗り越えることができるのですか？ と。愛を染み込ませることによって、仕事は礼拝に変えることができます。仕事を神に捧げるなら、仕事はプージャー（神聖な礼拝）へと聖化されます。これは仕事をエゴのないものにしてくれます。また、成功を得ようとする世俗的な欲望や、失敗への世俗的な恐れもなくなります。できる限り最善を尽くして仕事をやり終えたとき、あなたはプージャーをやり遂げたと感じます。そうすれば、あとはそのプージャーを受け取った神が、あなたにとって最善と見なすものを授けてくれます。こうした態度は、仕事をニシカーマ（執着のないもの）にします。この修行の習慣的な実践は、意識を清らかで純粋なものにさせます。チッタシュッディ（意識の純粋さ）を促進します。この最初の装備がなかったら、いったいどうやって霊的な高みへ登ることを希望できるでしょう？ 過去の偉大な聖者たちのほとんどは、人生の若い時期を、純粋な意識を確保するためのサーダナをして過ごしました。あなたの職業がどれほど見込みのあるものであったとしても、快適な生活をするためのお金をあなたがどれほど貯蓄していたとしても、知性を働かせてどれほど権威ある地位に上りつめたとしても、あなたのあらゆる行為が、意識の中に生来備わっている神聖な純粋さで満ちていないなら、あなたが得るものは皆無でしょう。6/3/77

    すべては神の中で一つであるということ、そして、自分と神は一つであることを悟るためのサーダナとして、私は常に奉仕の重要性を強調しています。私はカルマを放棄するようにとは勧めません。なぜなら、それは不可能だからです。カルマ サンニャーサ（行いの放棄）の一般的な意味は、経典に定められている儀式と儀式の形式を放棄するというものです。私は、新しい儀式としてセヴァ（無私の奉仕）を、新しいヤグニャ（供犠）としてエゴ（我執）を犠牲に捧げることを、新しい礼拝の形式としてシャラナーガティ（愛に満ちた帰依全託）、すなわち、思考と言葉と行いのすべて主の蓮華の御足に献じ、起こることすべてを神の恩寵の贈り物として受け入れることを、固守するようあなた方に呼びかけます。

絶えず神と接触を保っていなさい。神の恩寵の貯水池から、あなたという蛇口にパイプが繋がっているようにしなさい。そうすれば、あなたの人生は揺らぐことのない満足感で満たされます。神の存在を絶えず感じていなければ、あなたが人に行うどんな奉仕も、干からびて味気のないものになってしまいます。神の存在を絶えず感じていなさい。そうすれば、どんなに小さな奉仕の行いも、豊かな実りをもたらすでしょう。

4/4/73

   皆さんが犠牲の精神で共に集まり、共に働くことは差し支えありません。しかし、こうしてさまざまな地域の人々がグラマセヴァのために集うなら、村にとって良いことは起こりません。各々が自らの思いをもっており、いっしょになることで堕落します。そうして、その場所はビジネスセンターになってしまいます。霊性はビジネス活動ではありません。霊性とは神聖な一つの館のようなものです。それは一体性につながっています。多様性における一体性こそが、皆さんに幸福をもたらします。皆さんがこの一体性の原理を培うことを、私は強く望みます。そのとき初めて、皆さんの従事する奉仕活動に価値が生まれ、神聖なものとなるでしょう。人々の間の違いを見ることにによって神聖な奉仕活動を汚してはなりません。1/1/03

 あなたの奉仕を受ける人がどんな人であっても気にせず、その人が苦しんでいるかどうかだけを見て判断しなさい。彼らの他の人に対する行いが不適切なものであっても気に留めないようにしなさい。というのも、どんな人であってもあなたの愛によって彼らは間違いなく変容するからなのです。SSSVol7p198

奉仕は最も優れた霊性修行です。なぜなら、神御自身人類に奉仕するために、人間の姿をとって降臨し、それまで人が無関心でいた崇高な目的に導こうとされているからです。ですから、人が人に奉仕する時、神がどれほどお喜びになるかしれません。SSSvol6

    奉仕を通してのみ、人は神の恩寵の受け手となることができます。奉仕活動に参加しなければ人生は無意味です。神を愛する一番の方法は神に奉仕することです。あなたたちはすべてのものの幸福を願い、愛と奉仕の道を歩むべきです。そうして初めて、あなたの人生は成就を得るのです。5/7/03

   一体性の原理を理解した上で、社会に奉仕すべきです。そうして初めて、個人のレベルでの進歩が生まれます。ところが、もしあなたが、第一に自らの霊的進歩のみに集中するのであれば、決して奉仕における霊的側面 を理解することができないでしょう。22/7/02

     賢い人は、お金と力、知性と技能、能力と機会を、他者を助けることに使い、自分の人生をより幸福なものとし神の恵みを得ます。なぜなら、セヴァ〔奉仕〕は礼拝の最高の形態だからです。飢える者、絶望している者、苦しんでいる者は何百万といます。貧しい人たちに食事を分け与えることができるよう、私は皆さんに食事の量を実際に必要なだけに限るよう指導しています。お金は、有害なことに浪費せず、他者を助けるために使いなさい。時間とエネルギーを無駄にしてはなりません。あなたの技能が他の人のためになるようにしなさい。21/11/85

  なぜ私が人々に奉仕をしろ、というか分かりますか？それはもう一度生まれ変わってほしくないからです。たとえあなたの心がきれいでも、あなた自身の身体が充分働ききれていなければ、もう一度生まれ変わらなければならないのです。特にこの事は霊的に高いレベルの人に当てはまることです。あなたはもう一度生まれ変わらないようにしなければなりません。P, 315 ANDI

 私が、信者は神への奉仕の方法として人類に無私の奉仕をしなくてはならないという時、それはあなたの利益とあなたの霊的向上の為にのみそう言うのです。何が永遠であり、何が束の間ではかないかを識別し、永遠の至福につながる道を歩みなさい。23/10/93

 無私の奉仕に励みなさい。ひとかけらの利己心も無い奉仕をすることによってのみ、心は清められます。受け取ることよりも、与えることを喜びとしなさい。神がおられてあなたの必要とする全てを与えているのに、他の人に何かをしてもらうことを期待したり、物を貰うことを頼む必要があるのでしょうか?あなたの一切の行為はハートを清め、神を体験することを目的とするものでなくてはなりません。

 ハートが清らかな時、英知の光が輝きます。自分を助けてくれた人を助けるのはもちろん良いことです。自分に危害を与えたものを助けることは、もっと良い事です。人は、さまざまな方法で世話になった社会に対して奉仕をしなくてはなりません。10/5/92

  パローパカーラの意味は他者に奉仕する。ということですが実はもう一つの意味があります。それは、神に近づくという意味です。ですから、あなたにとってできる最も大きな奉仕は、他の人を神の近くに連れて行くことです。そうすればあなた自身も神に近づきます。これは良い行いと善い思いを通じて可能となります。STPS2p265

  良いことをするのは身体を丈夫に保つよりはるかに大切です。他の人を助けるために身体を使わないのであれば、死んでいるのと変わりません。自分の欲望を満たすためにだけ身体を使うのでは無く、他の人への奉仕に身体を使って下さい。良い行為を重ねていけば人格のすべてが神聖なものになります。SG10

  一方で神を思い、もう一方で世俗的な学問を追求しなさい。これら二つの調和によって、人生の甘味を味わいなさい。人生は他の人に奉仕するためにあります。決して他の人に苦しみをもたらさないように、よく注意をしなさい。私利私欲を満たすためだけ学ぶのはいけません。30/5/95

 人は、肉体の病、心の病という二種類の病気にかかります。寛大な心、悲しみと損失にあっても不動でいる事、善を為すことに熱心である事、でき得る最善を尽くして奉仕すること、これらの徳は、身体も心をも丈夫にします。奉仕をすることによって得る喜びは、身体に良い影響を及ぼし、病気にかかりません。身体と心とは、このような密接な相関関係を持つのです。SSSVol1chp23

  無私の心を持つ者のみが、社会へ奉仕することが出来ます。無私の心を持つ者のみが、神へ奉仕する資格をもつのです。SS8/89

 わたしはセヴァサミティを始めました。この組織のメンバーになり無私の奉仕をすれば，彼自身が生死の輪廻から自由になれるだけではなく彼らの子供や孫も自由になれるのだ。でもその奉仕のテストは難しい。私は誰がこのテストに受かり最後に勝利を収めることが出来るのか見守るつもりだ。P,139 ANDI

この世での最も素晴らしい奉仕は、自分の母に仕えることだ。P,164　ANDI

  二日間の愛の奉仕は二ヶ月間の瞑想よりいいのだ。P325サイババは世界の危機を救う

エゴ、利己心を無くすには奉仕をするのが一番なのです。P335,343（同）

  奉仕によってのみ利己心と自己中心主義から逃れる事ができるのであり、同胞への奉仕の決意をした者こそ至高の神の愛でる信者です。20/11/90

    あなた方の奉仕活動は、あなた方自身の霊的浄化と向上のために行われるものであって、スワミとは何の関係もないということをよく理解しなければいけません。あらゆる行為は、心を浄化すること、心から一切の屑を取り除くことを念頭に置いて行われるべきです。これがスワミの教えです。解脱に到ることや人生を購うことができるのは行為によってのみである、と考えるのは間違っています。行為というものは、意思（チッタ）の浄化のためだけに行われなければいけません。意思が清らかでなければ、人生は霊的なものにはなり得ません。人間に生まれるのは行為（カルマ）の結果です。正しい行為はダルマへとつながります。神はダルマを通じて悟られなければいけません。このように、出生、行為、ダルマ、ブラフマンは、相互に関係しているのです。21/11/88

   神への奉仕を通じて自らの利益をも求める者は、真の信者とはいえないのです。SSvol4p100

奉仕によって、奉仕の内にある偉大さが現れます。奉仕は、彼のハートを広くします。奉仕は奉仕者を歓喜で満たし一体性を促進します。奉仕はブラフマンの真理を宣言します。奉仕は人の内にある悪い属性を除去します。それゆえ奉仕を偉大な霊性修行と見なさい。あなたは、支配するために生まれてきたのではなく、奉仕するために生まれてきたのです。20/11/90

 奉仕の努力は、他の人々の苦しみ、嘆き、を軽減されるために為さねばなりません。奉仕したことの結果にはこだわってはいけない。ということも覚えておかなければなりません。あなたができる限り効果的に、できる限り粛々と、そしてできる限り愛を持って奉仕をし、その結果は、この奉仕の機会を与えてくださった神にゆだねなければなりません。SSSvol6p, 125

   皆さんは、自分は他人に奉仕を行っている、という間違った考えをもっています。そのような思いは捨て去るべきです。そのとき初めて、皆さんの行う奉仕は、厳密な意味で、真の奉仕となります。奉仕とは単に他の人を助けることではありません。神を愛する最良の方法は、すべての人を愛し、すべての人に尽くすことです。「奉仕」という行為は、愛の精神で溢れているべきです。愛という肯定的な側面 がなければ、皆さんの行うすべての奉仕は、現実には否定的なものとなってしまいます。1/1/03

    私たちが地上で生活できる機会そのものが、短期間のものでしかありません。それにもかかわらず、私たちは、肉体をいつまでも生かしておくために、次々とさまざまな試みを重ねます。これは愚かなことです。命の長さは神の意志によって決まります。地上での生命は、神が肉体から私たちを引き離すときに終わりを告げるのです。地上で生きている間の私たちの務めは、私たちのエネルギーを、他の人々に対する無私の奉仕にささげることです。こうするためには、私たち自身の意識と心とを純粋で愛に満ちた状態に保っておかなければなりません。

  あなたは、自らの生活の中で神の愛を顕現していかなければなりません。無私の奉仕は神です。機会あるごとに、無私の奉仕をするように最善の努力をしなさい。立派な人格を持った人々と、神についての平安に満ちた心の暖まる会話をすることは、非常に有意義なことです。あなたは、神は愛であるという信念と信頼とで、心を一杯にしていなければなりません。神は慈愛に満ちた方であるということを、決して忘れてはなりません。SIK　P.114～115

　私たちが人間として生まれるのは、平安を得るためであって、権威ある地位 に就くためではありません。たとえあらゆる種類の富や快適さがそろっていても、平安を失えば、生きること自体何の意味もありません。世の中には、裕福で、高度の教育を受け、権威ある地位 に就いている人がたくさんいます。しかし、社会は彼らからどのような恩恵を受けているでしょうか？ 彼らは、苦しんでいる人々の涙をぬぐう時間も、そういう気持ちも持ち合わせていません。

    私たちは、どうすれば貧しい人々や虐げられた人々を助けることができるでしょう？ 権力の座に就いている人々は、この点に心を砕かなければなりません。しかし、このような方向でものを考える人は、一人もいないように見えます。社会事業という名のもとに、人々は「人に見てもらうための仕事」をしているのが実情です。彼らは食べ物を求めて戸口に立つ乞食たちを追い払います。人間は、平安を得ようと思えば、慈善行為に携わらなければなりません。23/11/05

 あなたが人を愛せないならば、あなたの心は神を愛せないということです。兄弟である人間を愛せないのに神を崇めることなど出来ません。もしそうしても、神はそのような偽善者を受け入れません。神は皆の心に宿っているのです。全ての人に仕えなさい。そうすれば、その奉仕はあなたの内なる神に届き、神があなたに恩寵をもたらします。無知、貧困、病気の苦しんでいる人を見て心が痛まない者は、悪魔のレッテルを貼らねばなりません。そのような人を獣と同じだと形容することは、獣を侮辱することになります。利己主義や刹那主義、そして欲望を捨てなさい。そして、無執着とアートマの栄光と愛で満たしなさい。それがあなた自身が有能な奉仕者になる為の方法なのです。SSSVol9p130

   人間への奉仕は、あなた方が神への奉仕と呼んでいることよりも価値があります。神はあなた方の奉仕を必要としません。人を喜ばせなさい。それは神を喜ばせます。「プルシャ スークタム」は、神には千の頭と千の目と千の足があると詠っています。つまり、すべての人、頭と手と目を持っているものは、すべて神であるということです。皆、ばらばらではないのです。神には千の心臓があるとは言っていないことに注目しなさい。心臓は一つだけです。同じ一つの血液がすべての手と頭をめぐっているのです。すべての人は手足です。手足の世話をするとき、あなたは人の世話をしているのです。人に奉仕するとき、あなたは神に奉仕しているのです。19/2/66

   外部の人々は、学生たちや帰依者たちの私に対する愛と献身を知りません。彼らは、私に奉仕するためであれば、自分たちの健康すら二の次に考えます。しかし、私はそのような奉仕は好みません。皆さんは十分に食事を取るべきです。皆さん自身の中にも神がいるのですから、自分を苦しめてはなりません。自分自身を幸せにしなさい。しかる後に社会に奉仕しなさい。皆さん方は、様々な村を訪れて、貧しい人々に奉仕をしています。これ以上に偉大な奉仕はありません。この奉仕という富は、何千万ルピーという金銭よりもはるかに偉大です。25/12/00

 いつも自分の身体、家族、財産、快楽を考えている人はほんとに利己的な人です。そのような冷酷な心を洗い清める唯一の方法は、人に奉仕することです。人生は無私の奉仕、内在する神への奉仕のためにあることを理解する必要があります。SSNewsVol13

  皆さんが純粋な心で行うことであれば,それが何であれ私は喜びます。私が望むのは皆さんの心の純粋さだけです。皆さんの心に純粋な愛があればどのような奉仕を行ってもよいのです。p39 一体性の実践

 最初の奉仕は家庭の中で行われなければなりません。父親、母親、兄弟姉妹といった限定された間柄での奉仕は家庭という枠を超えたもっと大きな奉仕への準備となるのです。SS41989Back page

   自らの良心を満足させるために奉仕をするのであって、他の人に褒めてもらう為ではありません。奉仕を神に捧げる行為だと見なしてしっかりやり遂げなさい。神があなた方の行為を一つ一つ見ておられるということを忘れてはなりません。あなた自身があなたの行為を精査しなさい。あなたのすべての行為が、あなたの良心を満足させるのであればそれは、あなたが自己実現の道をしっかり歩んでいるということが言えるでしょう。SS1/1996p26

     もしも、空腹に苦しんでいる人の耳元で霊性を説いたとしても、それは相手の耳には入りません。空腹を満たすのが先です。そのような人には食べ物という形をとった神を与えなさい。衣類という形をとった神を与えなさい。不安を抱いて苦しんでいる人には、平安という形をとった神を与えなさい。病気で苦しんでいる人には、薬という形をとった神を与えなさい。何であれ、恐れと痛みと悲しみを和らげることのできるものの形をとった神を与えなさい。これらが為されたときにのみ、霊性は人のハートに染み込んでいくことができるのです。もしも、それとは逆のことをするならば、霊的な感情ではなく、無神論を助長することになってしまうでしょう。23/11/82

    今、求められているのは、ただラーマやクリシュナやサイの御名を唱えることではなく、困っている人にはだれにでも、「親愛なるお方！ 何が必要ですか？ おなかは空いていませんか？ これをお食べなさい」と言って助けてあげることです。皆さんの可能な範囲で食べ物を提供し、困っている人を助けるべきです。両親が共働きに行っている間、多くの幼い子どもが通りをうろついています。こうした子どもは多くの事故や危険にさらされています。私たちは、そのような子どもを助け、危険や災難から守るべきです。事故で怪我をする人たちもいます。怪我人を病院に運び、治療とその他の必要な援助を受けさせるべきです。貧しい人に親切にし助けなさい。病気で苦しんでいる人に治療の援助と手段を提供しなさい。弱っていて歩くことができない人に援助の手を伸ばしなさい。27/1/07

    どうして奉仕を通して自我が変容できるのか、と疑問に思うかもしれません。奉仕を愛で満たすことにより、その作業は神への礼拝へと変えることができるのです。仕事が神にささげられるとき、それは礼拝へと神聖化されます。それにより自我のない奉仕活動になります。また成功に対する欲望や、失敗に対する恐れといった世俗的な煩悩から逃れることができます。

   奉仕の仕事に最善の努力を払ったとき、礼拝が完全に行われたことになるのです。その礼拝を受けとめて、あなたにとって最高と思えるものを与えるのは神なのです。このような態度は奉仕の仕事から、自我に対する執着を取り去ります。この修行を規則正しく行うことが、意識を澄み切った純粋なものにするのです。そして更に意識の純化を促進させます。このような基本的な心の準備もしないで、どうして霊性の高みに昇ることが望めましょうか。過去多くの聖人たちは、自分たちの若い時代を意識を純化する修行に費やしています。どのようにあなたの仕事が期待されていようと、どのように心地よい生活の手段を備えていようと、また知性を活かしてどのように高い権力の座に昇ろうとも、すべての行動が、意識に内在する神聖な純粋さで満たされない限り、得るものはゼロに等しいのです。SSSvol10P.94

 自分が肉体である。という考えを捨てた時のみ、人々に奉仕を行いたいという真の衝動とインスピレーションを感じる事が出来るのです。SSSVol5p44

あなたが、他の人に内在する神に捧げた、ただ一つの奉仕は、あなたが神に向かうために何年もして来た霊性修行と、同じだけの価値があるのです。SSSvol6p9

 人に身体をあてがわれたのは、利己的な目的では無く、人が他の人々に奉仕をするためであると気付かねばなりません。あなたの持っている富、科学的な技術、医学的な知識は社会から与えてもらったものでしょう？あなたが社会から得た富や専門的な知識を、良い行いを通じて社会に還元しなさい。SS2/1994p41

  万人が自分の身内であることを認識し、自分が持つ技能を人々と分け合うことにより、皆にとって最大の利益が生じるようにするのがあなた方の義務です。技能は預かり物であり、皆を助けるためのものです。身体障害者、精神障害者、知的障害者、犯罪者、孤児、難民の施設で行われる奉仕は、実に、有益であり、良い霊性修行（サーダナ）です。刑務所や病院における奉仕も同様です。このような施設に足しげく通い、人々を慰め元気づけなさい。施設に入っている人々の心の中に信愛の光を灯しなさい。そこでバジャンを歌い、家族に手紙を書くのを助け、読書できるような本をあげたり、本を読んで聞かせたりして、親戚や友人のいない人の拠りどころとなりなさい。あなたの微笑みは、彼らの心の暗闇に灯された、ろうそくの光となるでしょう。20/12/67

    個人的なモークシャ〔解脱〕を追及することが何だというのですか？　外へ出て行って人々に奉仕しなさい。そうすれば、神はあなたを捜しにやって来て、たとえあなたが欲しがっていなくとも、あなたに解脱を与えます！

  人間に与えられた人生の年数はごく短いものですが、人間が住む世界は広大であり、時の流れは永遠の昔から、遙（はる）かな未来に及びます。人がこの世で為（な）すべきわずかなことは、敏速に、自分が割り当てられた場所で、与えられた時間内に終わらさなければなりません。

 さらに、人間には大変な使命があります。人がこの世に人間として生を受けるのは、いくつもの過去世（かこぜ）で積んできた徳の結果、こうして人間として生まれることができたのです。その使命とは、実に、人間の内に潜んでいる神性を顕現することです。その使命を達成するための、もっとも容易で、もっとも喜びが得られる手段は、セヴァ――つまり、献身と信愛の精神で行われる、人間への奉仕です。28/1/75

皆さんが病人や悲しむ人々に与える安らぎと歓喜は、すべて私に届きます。なぜなら、私は彼らに内在しており、彼らが呼び求める神は、私にほかならないからです。神はあなたの奉仕を必要としていません。神が足の痛みや腹痛で苦しんだりするでしょうか？ 敬虔な人々に仕えるように務めなさい。主なる神に仕える人に仕える人（ダーサーヌダーサ）になりなさい。人に奉仕することこそが、あなたが神に奉仕できる唯一の方法です。4/3/70

  

   ＊奉仕に必要なもの

奉仕に必要なものは、お金でも物でもありません。まず必要なのは、愛にあふれるハートです。愛に満ちたハートを持たずになされた奉仕は、すべて無味乾燥なものです。あなたのハートを愛で満たしなさい。あなたが自惚れ心でいっぱいなときには、すべてがひどい状態に見えます。あなたがアートマに浸っているときには、すべてが良い、美しいものに見えます。人間のこの高等な宿命を忘れて、人々は人間であることをやめようとしています。21/11/88

    神への信愛と全てのものに対する至高の愛で満たされた心は、何と清らかでしょう。そのような人々のみが、無私の奉仕をすることができるのです。その他の人々は、ただ口先だけの人であり、無私の精神で奉仕をしている振りをしているだけなのです。すべての人は皆神の子であり、神こそすべての内にあって行為を促している力であるという信念を固く持つもののみが、社会奉仕の真のメンバーであるということができるのです。JV

    もしあなたが丈夫で、お金がポケットにあるなら他の人に奉仕すべきです。もしあなたが、身体が弱くて貧しければ、他の人を傷つけないようにすべきです。もしあなたに他の人を助けるだけの力が無ければ静かにしなさい。他の人の幸せを願う事も奉仕です。他の人の欠点を洗い出さないようにしなさい。あなたは同じ間違いを何度も繰り返すという傾向を食い止めねばなりません。あなたの心が覚醒時に行った瞑想で神に集中できた時間と同じ長さの時間、夜寝ている間に神と融合できるのだ。P.294 ANDI

アートマがあらゆる場所に充満していることを悟り、万人への愛情を培うことが必要です。ヴィシュワ（宇宙）はヴィシュヌスワルーパ〔神の姿〕の投影です。遍在である神をどこであれ特定の場所で捜す必要はありません。格式張った宗教儀式や霊的学識が悟りをもたらすことはないでしょう。霊性修行で求められているのは、知的な卓越性ではありません。虚栄心の強い１００人の知識人よりも、善良で優しい心を持った一人の人のほうがより良いのです。私たちは、価値ある任務を引き受けるにふさわしい、善良な人間になるように精進すべきです。もし、あなたの心が、憎しみや妬み、好き嫌いでいっぱいであれば、奉仕活動を始める資格はありません。

「奉仕を捧げて、愛を受け取る」――これが神性を体験するための処方箋です。ところが、今日、奉仕は真心から捧げられていません。愛を込めて奉仕をする人はほとんどおらず、それゆえ、神の恩寵を受け取る人もめったにいません。人々の愛は自分本位ですらあり、すべてを包み込むようなものではありません。愛は親類縁者だけに限定されるべきではありません。私たちの愛は、家族を超えて社会全体に広がり、それから国全体へ、そして最終的には、全世界を包み込まなければなりません。19/11/87



　＊放射線

世界は今までいろいろと変化してきました。どんな力が宇宙にあるとしても、その力はすべてそれぞれの人が自らの内に持っています。あなたは、世界中に満ちているエネルギーの波長のことを知っているでしょう？あなたはまた、何種類もの違った光線が世界を照らし出していることも知っています。ラジオの電波もまた空間を飛びかっています。レーザー光線や、目に見えないＸ線もまた飛びかっています。  それぞれ違った名前をつけられていますが、一つのエネルギーから派生したものなのです。古代の聖者たちは、それらの違った放射線を探求し、そこから至福を味わいました。彼らは、これらの力の知識をもとにして沢山の事を成し遂げることが出来たのです。

 悪いものを見ればそれは悪い食べ物を摂るのと同じです。鼻で悪臭がするものを嗅げば、それもまた悪い食べ物を摂っていることになります。悪いものに触れればそれもまた触覚をつうじて摂っているのです。科学の見地から触覚のことを見れば、何かに触れることにより私たちの身体のあらゆる小さい穴から、無数の小さい粒子があなたの身体の中に入って来るのです。

 体内に入ってくるこれらの無数の粒子と放射線は、目に見えません。実は、これらは外部から放射されたものが体内に入って来るだけではなく、私たちの身体の内部からも、常に放射されているのです。これらの放射物、放射線は外に出て行くばかりでなく体内にも入っています。これらの理由により、あなたたちが好ましくないところに行けば、病気になる可能性があるのです。そういった不潔で汚い場所があなたの周りにあるのなら、そこをすぐに清潔にし、自らの身体も清めなければなりません。SRBM(J)p246~7



   　＊放射・波動・物質化

学生諸君は自然の中の神聖な音響を聴かなくてはなりません。良心は心を超越します。それは生命の波動です。言葉は心から発します。しかし、それは舌まで来ると異なる状況のもとで異なる発音へと変わります。言葉は心を超える時には真理そのものとなります。

 ヴェーダではこの真理をプールと称します。それは放射です。人の霊が、物質化された身体に入るとこの真理は身体中にあまねく満ちわたり、良心という名で真理の波動となります。それゆえ放射から波動が生じ、波動から物質化が生じるのです。SS10/93

 心は白紙。その上に人の過去の幾世にもわたる記録が記されています。それはチッタと称されます。心の中に潜んで記録をとり続けるものをチッタグブタ（隠れた記録者）と称します。その力はプラナシャクティ（放射）とも称されます。放射は身体が活発に機能することを助ける生命力（波動）を振動させます。SS10/93.



    ＊奉仕の道

人間としての生涯をまっとうするということは、何の見返りも考えずに無私の姿勢で奉仕をすることにあります。無私の姿勢で行った奉仕は、人の暗い内面に光を放ち、ハートを広げ、衝動を浄化し、永続する至福（アーナンダ）を授けます。人類は根本的に一つであることを、この国は強調してきました。この真理は献身的な奉仕という方法によって体験の中に据えられることができます。インドは芳しい色彩の庭であり、多様な教義と宗派を有していますが、そのすべてが、その単一性と、それに気づくための奉仕の道を強調しています。ここでは、あらゆる宗派が人は誰もが兄弟姉妹であると述べています。これこそは、この国のあらゆる聖者と聖賢のメッセージです。

時の経過と共に、そして、異国の文化の侵入と神をも畏れない態度によって、このメッセージが軽んじられるようになり、私たちは哀れを誘う内紛という窮状に陥り、かつては兄弟だった者たちが争っています！ 激情とめくらめっぽうな感情が、かつては勇敢に兄弟愛と奉仕の呼び声に答えていた国のハートを満たしています。激情と強い感情は地震のように災難をもたらすものであり、その影響は遠くまで広がりかねません。愛（プレーマ）を培うことによって、私たちは激情を静め、人の心（マインド）の情緒の安定と均衡を得るようにしなければなりません。25/12/70



　＊法律

愛は、剣によらず統治します。愛は、法律によらずして人を結び付けます。6/85



    ＊暴力

暴力が行われている場所からは離れていなさい。そこに行けば、あなたもまた傷を負ってしまうからです。もしできるのであれば、そのような暴力事件を収めるよう努力しなさい。それ以外には、そういった事件からは離れていなさい。あらゆる場所に平安の雰囲気を作り出すよう努めなさい。20/11/02



    ＊欲しい物

是非とも欲しいと思う物を、全部書き出しなさい。そうしてそれらをよく見れば、自分の欲しがっている物がつまらぬ物であり、束の間の目立ち、移ろいゆく名声である事に気づくでしょう。本当に求めなければならないものは、自分を清め最高の霊的境地に高める神なのです。SIP6-31



　＊ポジティブな思考

心の動揺、不安定、失望、気落ち、失敗はすべて、あなたの誤った考え方に原因があるのです。考え方が完全に間違った方向に向いているのです。人生に何が起ころうとも、あなたは、「これは私にとって良いことなのだ。」と考えるべきです。あなたに起こることすべては、結局あなた自身のためになると言うことを知るべきです。これがポジティブな考え方です。今、人はこれとは逆にネガティブな考えで頭がいっぱいです。あなたの身体と心と知性と感覚は完全にネガティブですが、魂や良心、すなわちアートマはポジティブです。神があなたの良心です。

 どうしてあなたが、神を悟り、体験することが出来ないか知っていますか。それはあなたのネガティブ思考と姿勢のせいです。ですから、霊性の向上のためにはポジティブ思考と行動が必要不可欠なのです。そうして初めて、平安と悦びに満ち、成功することが出来るのです。私たちは、神聖な感情、神聖な考え、良い思いといった、あらゆるポジティブな思考で心を満たすべきです。そうして初めて、あなたは絶対的にポジティブなものである、「サット絶対実在、チット純粋意識、アーナンダ至福」すなわち神を体験することが出来るでしょう。困難は自分にとって良いことであると考えることが必要です。これがポジティブな考え方です。問題、困難、もめ事、失敗、損失、非難、その他諸々たとえどんなことがあったとしてもです。あなたは後に、それらはすべて自分のために起こったのだ、ということが分かるようになるでしょう。STPSp183

   信者たちは、夜通し眠らずにシヴァ神の神聖な御名を唱えることとされています。他の方法で徹夜をしても無益です。神の御名を唱えて一夜を過ごすなら、人生は清められます。『バガヴァッドギーター』の中で、スティタプラグニャ〔超意識にある者〕は他の人々が眠っている時に目覚めており、その者にとっては、他の人々が起きている昼間は夜としての機能を果たすと述べられています。この内なる意味は、スティタプラグニャ（絶えざる統合意識の境地にあって悟りを得た人）は、他の人々が神を忘れている時に神を憶念している、ということです。

    今、すべての人が関心を持つべき最も重要なことは、自分の心の中の「ネガティブ」な思考をどのようにして取り除くかということです。人間の六つの主要な敵――六つの根本的悪徳――は、人のハートの中に住処を見出しました。そのため、ハートに愛や優しさのための場所がありません。最も重要な作業は、ハートを愛で満たすことです。そうすれば、その人の人生は変容させられ、あらゆる行為は愛に満ちたものになるでしょう。愛は「ポジティブ」であり、人は「ポジティブ」な性質を育てるよう懸命に努力すべきです。人間であるならば、慈悲や寛容といった「ポジティブ」な性質を育てるべきです。

    今、人の生涯は、感覚的な欲望を追いかけることによって無駄にされています。それらはすべて、本質的に「ネガティブ」なものです。そうではなく、人は「ポジティブ」な欲望を抱くべきです。それは人間にとって自然なことです。すべての欲望とすべての行為に神性を付与しなさい。

    数多くの過去世（かこぜ）において人々と共にあった世俗事の追求は、少なくとも今生では、神性の追求に道を譲らなくてはなりません。多くの人は、自分の中にある神聖な潜在力を自覚していません。人には善い行為や悪い行為をする潜在能力があります。善い行為をすることによって、人は至福を体験します。常に助け、決して傷つけてはなりません。25/2/98



　＊微笑み

信者はいつも微笑みをうかべていなさい。喜びを顔からにじみ出させなさい。その喜びは、あなたが内なる神性を体現したときにこそ出てくる喜びなのです。もしあなたが幸せでないとしたら、それはあなたがその神聖さを体現していないからなのです。SS8月p,203

    人から人へと微笑みを広げなさい。あなたの嘆きや不幸を人に語って悲しい世の中を一層悲しくするのですか。あなた自身の悲しみを慰めるために神の御名を唱え、御姿を黙想しなさい。あなたが自分の悲しみに打ち勝って、他の人の模範となりなさい。真善美pt138



　＊本

本というのは、あなたに方向性と指示を与えるものだけだと、覚えておきなさい。読書をすることであなたが人生の目標点に達することが出来るのでは無く、それは最初に踏み出す第一歩を指し示す路程表に過ぎないのです。本を読むことは、もっと多くの本を読むためではなく、読んだことを実践に移すためなのです。部屋の中に大量の本を持っている人がいますが、そういう人は知的な病を患っている人だと容易に想像できます。SSSvol, 6p, 181

 人の気を憔悴さすものや、興奮さす本を読まないことです。また心を憔悴させたり、興奮させたりする映画も見ないようにしなさい．SSSvol7p113

 二人の魔女が、若者を役立たずで軽薄な人生を歩む道に引きずり込もうとそそのかしています。一つは映画で、もう一つは小説です。映画は悪の種をその内に持っています。若者の純真な心を汚し、罪や暴力や傲慢を教えます。それは、基本的な人間性を破壊して、若者を動物のレベルに陥れます。世を捨てたヨギでさえ、知らぬまに少しずつ影響を受けて罪を犯します。～小説も同様にわいせつな絵や、獣的なレベルの記述を載せることによって腐敗しています。

これら二つとも、若者を数え切れないほどの悪に染め上げます。これらを書き、プロデュースしている者たちは、どのように若者たちを自立させ、自信を持たせ、そして自分のことは自分で出来る市民に育て上げるかを知らないし、そんなことに全く関心もないのである。このように、若者をどのように導くかという重要なことが、無視されてしまっているのである。SSSvol9p258

    皆さんは浄性の食物を摂るだけでなく、良い本も読むべきです。決して悪い本を読んではなりません。悪い本は悪い思いを生じさせます。皆さんの一生は、良い食べ物と、良い思いと、良い仲間にかかっています。善良で、信心深い人たちと交際しなさい。気高い魂をもつ人々は皆、善書を読み、気高い思いを育みます。皆さんは、低俗な小説や物語といったくだらないものを読むべきではありません。そうした低俗本は、皆さんに悪い思いを生じさせ、心（マナス）を汚します。図書館に行ったときは、皆さんが良い性質と良い思いを育む助けとなる、偉人や高潔な人々の伝記を読むべきです。幼い心が汚れ、悪い思いが心に湧き上がる一つの原因は、さまざまな類の低俗な書物を読むことにあります。

    実際には、良い思いや悪い思いの原因は、もっぱら心にあります。そのため心は人の束縛と解脱の原因であると言われているのです。残念ながら、今日では、悪い書物だけが評判の的になってしまいます。悪書は若者たちを誘惑する要素を備えています。良書は希少なものとなってしまいました。そうした優れた本はどこで手に入るのか？という疑問がわいてくるかもしれません。道徳と人類の霊的向上に取り組んでいる団体や組織の図書館に行きなさい。列車やバスで旅をしている人々が、駅のプラットホームやバスの停留所で入手できる無益な本を買って夢中になって読んでいるのをよく見かけます。そのような人たちは、退屈しのぎにそれらを読んでいるのだと言うかもしれません。彼らはそうした本がどれほど有害で、悪い思いを生み出し、心を汚染しているかを理解していません。ですから、皆さんはつねに、良い思いと良い人格を育む本を選ばなければなりません。人格はもっとも大切です。

    もし、皆さんが良い思いと良い振る舞いを養いたいなら、良い本を読まなければなりません。今日、多くの学生は、安い値段で手に入る低俗な文学作品を読むことが流行であると考え、その結果、彼らの中に低俗な考え、低俗な振る舞いが生じています。彼らは無料で配られる本や低俗本を追いかけます。彼らには、そうした本が良いものか悪いものかを判断する識別力が、絶望的なくらい欠けています。それゆえ、彼らは自分の心が完全に汚染されてしまったあとで、自らの行為の結果に対面することになるのです。しかし、それでは後悔し、道を引き返すには遅すぎます。良い思いと良い振る舞いは、良い本を通してのみ養われるのです。22/10/05

    心を神の愛の輝きで満たしなさい、単なる書物の知識を手に入れるだけでは何の役にも立ちません。皆さんが、今までに勉強して来たことは全体の知識のごく一部分に過ぎません。にもかかわらず、皆さんはそれを得意に思っています。皆さんの世俗的な教育は、神の英知に比べれば取るに足りないものでしかありません。教育や力や富によっては、神に到達することはできません。神は愛によってしか触れることができません。神は、愛を育てたときに初めて体験できるのです。帰依とは、神を心から愛することです。24/7/02



    ＊本性

もし自分の本性を理解したいと望むなら、あなたは三つのことをしなければなりません。それは、身をかがめ、五感を正し、心を終わらせることです。

最初のステップは「身をかがめる」ことです。つまり、自分の体の中にエゴ〔自我意識、我執〕が生じるのを許してはならないということです。謙虚さを育て、真心込めて自分の義務を果たしなさい。これが「身をかがめ」という言葉に含まれている意味です。

「五感を正し」は、五感はどう振る舞っているか、五感は堕落しやすくなっているかどうかを調べ、必要であればそれらを矯正すること、抑制することを呼びかけています。

「心を終わらせる」は、心の気まぐれを静めることを呼びかけています。これはどうすればよいのでしょうか？ 心を別の方向に向ければよいのです。たとえば、錠と鍵があります。鍵を左に回せば錠がかかります。鍵を右に回せば錠は開きます。このように、鍵は錠の開閉の両方の役割を果たしているのです。

人間においては、ハートが錠です。心〔マインド、思考〕が鍵です。心が神のほうに向けられると、ハートは無執着を持つようになります。心がこの世界のほうに向けられると、ハートは執着を持つようになります。このように、無執着と執着は、どちらも心の働き方の結果として生じます。心がプラクリティ（自然すなわち現象世界）のほうに向けられると、束縛は確実です。心が神のほうに向けられると、あなたは至福（アーナンダ）を体験します。「心を終わらせる」は、心を神のほうに向けることを意味しています。ただあなたの一切の行為を神に捧げさえすればよいのです。そうすれば、あらゆることは容易になり、至福の源泉となります。31/8/88



    ＊本当の悟り

ハートから生じた言葉と行いと思いが、愛――神への愛、そして、神の映しとしての人への愛といった、清らかで、穢れなき愛――で満たされるとき、あなたと接した人は皆、元気になるでしょう。もしあなたが自分の体ではなくアートマを愛するなら、あらゆる存在の中心核は同じアートマであるということに気づき、自分を愛するのと同じくらい、すべての存在を愛しはじめるでしょう。これが本当の悟りです。これは真理です。言い換えるなら、それは決して否定されなることのない事実であり、時間が経過しても外れることのない事実です。1/8/71

 

    ＊マッサージ

アクバル皇帝の統治時代のデリーに、セーナという一人のバクタ〔信者〕がいました。セーナは王宮で王に仕えるマッサージ師でした。皇帝はセーナに、毎朝７時に来て３０分間体をマッサージするよう命じていました。

ある日、セーナがいつものように自宅のプージャー・ルーム〔礼拝の部屋〕へ入ったところ、美しき御方の姿を見て恍惚状態となり、時間の感覚をすっかり失ってしまいました！ セーナの妻は礼拝室の外で慌てふためいて右往左往していました。というのは、夫の集中を妨げることは考えられなかったからです。

ちょうどそのころ、アクバル皇帝は王宮でセーナからマッサージを受けていました。アクバルはセーナを褒め称えて言いました。

「セーナよ、私は最近、これほどの幸福を感じたことはない。おまえの指圧はまさに神業である」

マッサージが終わろうとしていたとき、アクバルは目の前のテーブルの上のオイルの器にマッサージ師の顔が映っているのを見ました。そして、その顔がクリシュナ神であったことに仰天しました！ アクバルはマッサージ師の顔を確かめようと振り返りましたが、もはやそこには誰もいませんでした！6/10/62



    ＊魔術

神の化身たちよ！ 今日は、この降臨が真正であることについて、いくらか話をする最善の時です。私がこのことを話すのは、この体の優越や重要性を主張するためではありません。私はひとえに真実を伝えたいだけです。私が顕している光輝、行いの一つひとつに示される神性、恩寵の結果である不思議な事や驚くべき出来事に、耐えられない人や許容できない人が大勢います。そういった人たちは、それらに催眠術や奇跡や魔術の妙というレッテルを貼ります！ 彼らはそれらに対する人々の評価を下げることを望んでいるのです。言っておきますが、私のものは催眠術でも奇跡でも魔術でもありません。私のものは正真正銘の神の力です。このことに難癖をつける人たちもいて、「奇跡は霊性の発達の助けにはならない、あの人たちは神を顕現させる過程で片端になる」と耳打ちし、真理の道から離れるようあなた方を説得します。こうした人々は神を想像するには弱すぎるのです。彼らには神の荘厳さと威厳を理解するだけの強さや持久力がありません。彼らは心が狭く、知性に欠けています。25/12/70



    ＊先ずは自分

まずは自分です。それから、助けなさい。自分を向上させ、自分に教え、自分を再建しなさい。それから、他人の問題を解決しなさい。自分を再建することは、落ち着いて自分という存在について「私は体か、五感か、心か、理智（ブッディ）等々か？」と自問すれば、とても簡単です。26/10/63



　＊マーヤー                                 

  マーヤーに屈服するならば、人は自分自身がマーヤーになります。そのマーヤーは２５番目の数のあらわす面です。マーヤーと神の間に存在する秘密を知る時,私達は、自分自身２６番目の面である神となります。人は、５つの行為器官５つの認識器官５つの感覚を全てコントロールすることは出来ないでしょう。しかしそれらに一定の制限を設けることができたなら神を実感認識することが出来ます。たゆまず、僅かの気の緩みもなく、几帳面に定められた修行を守ることが大事なのです。SS10/93

    劇は夢の中の夢です。劇は、あなたが目覚めているときにあなたの目の前で展開するもう一つの夢です。劇は、人生と呼ばれる夢に、光、喜び、勇気、信仰、希望、意味を注ごうとします。生来、人は人生の意味を見出すためのあらゆる方法を探し求めなければなりません。なぜなら、それを知らなければ、人は道に迷い、生から生へとさまよい、次から次へと打撃を受け、それら一切の体験をして良かったなどということは、めったにないからです。

人はまず、自分は体や物、そして、五感で体験する世界を実在のものだと思うよう幻惑させられているということを知らなければなりません。それから、本当の基盤を知ろうとしなければなりません。人は何か別のものがその基盤であると取り違えています。これらの幻惑〔マーヤー〕は根強いものであり、人の目を覆い、人を間違った道に置きます。劇は、人が誤った価値観によって幻惑されているということ、虚しいものを追いかけて真実を放置しているということを、人に示すことを目的としていなければなりません。劇は、人に虚しい追求から退かせることができるほどに強い信仰心を植え付け、自分の大きな錯覚に気づくという栄光を獲得させるべきです。5/12/64

   神がマーヤーの主人である。神が迷わす力を持ち、そしてそれを破壊し、コントロール出来る力も神が持っている、という事を知っている者。そしてまた、真理とダルマを維持すべく努力する者。それらの者達の心はマーヤーによって曇らされることはない。だからその者達は何をも恐れることなく～神を讃える歌を唱って三界を自由に動き回ればよい。P176バガバッドバヒニ

  マーヤーには、はっきりと言葉で言い表せれることの出来る起源はない。マーヤーは創造主の懐に創造主と共に存在する。それは無始である。マーヤーが如何に、このようにおびただしく自己顕現したのか、その原因は分からない。水の泡がそれ自体の力で水の中から生じるように、無限であり完全である至高の神から生じた力が、名と姿を持つことに至っただけなのだ。それだけなのだ。SDMp140

   光りが射すと、先ほどまでそこにあった暗闇はどこに行ってしまったのでしょう｡光りの不在が暗闇です。暗闇は出てくることもありませんし、何処かに行くこともしません。光りのために、暗闇に気づかないだけなのです。ひとたび光が消えれば、前と同じように暗くなります。

 ここでは光りは英知であり、暗闇は無知でありマーヤーです。マーヤーは実は存在しません。それはあなたの創造物です。しかし、あなたがサーダナつまり霊性修行を止めると、マーヤーがあなたの人生の中に入ってくるのです。ですからサーダナこそが、あなたをマーヤーの影響を受けずに済む状態に保ってくれるのです。もし霊性修行を止めれば、あなたは再びマーヤーの餌食となってしまうでしょう｡ですからあなたが生きている間は、決してあなたはマーヤーから逃れられないのです。持続的な霊性修行のみがあなたを助けてくれるのです。STPSp230

 急に恐怖に捕らわれたのは､目の前の道に蛇がいると思ったからです。紐が蛇に変わって恐怖に捕らわれたのは、心の中の出来事です。蛇は本当にいたのでしょうか。いいえ蛇などいません。それならどうして、ただの紐がどうして蛇になってしまったのでしょうか。それは、マーヤーのせいです。どんな場合にマーヤーが現れ、それに捕らえられてしまうのでしょうか。薄暗がりや闇の中では、紐しか無いのに蛇が見えているように思い込んでしまいます。闇のせいでマーヤーが皆さんを捕らえてしまうのです。本当は、紐が蛇になることはありません。

 迷いが人の心を曇らせ、正しくものを見る目を覆ってしまうのです。この迷いが､マーヤーです。懐中電灯を照らしてみれば、蛇などどこにもいなくて、ただ紐が落ちているだけだと分かるはずです。光りが射すとともに迷いが払われて、本当は何があるか分かるのです。現実にあるものは､いつでもそこにあります。消えて無くなることはないし、別のものに変わることもありません。少しも変化することはありません。現実を覆い隠しているマーヤーだけが現れたり消えたりするのです。

  心の中でマーヤーが、形になったものが写し出す力と呼ばれるもので、マーヤーのもう一つの力です。変わることの無いものの上に、まるで違ったものを写し出します。この場合は蛇でしたが、別の状況ではまた違ったものになるでしょう。気分、楽しみ、苦しみは、どれも現れて消えていきます。親戚の人が家にやってきても、いつまでもいるわけではありません。それと同じように、マーヤーは、人を迷わせながら現れては消えていきます。心を迷わせて紐を見えなくさせるのが「覆い隠す力」です。

 心の中で蛇のように見せている妄想が「うつし出す力」です。明かりがあれば、紐はただの紐でしか無いことが分かるでしょう。そうなれば蛇は消えてしまいます。マーヤーの二つの力は、闇とともに現れて、光りとともに消え去るのです。

「覆い隠す力」と「写し出す力」はいつも一緒に現れるのでしょうか。それとも別々に現れるのでしょうか。この二つの力は、普通同時に現れて消えていくものなのですが、熟睡状態では、「覆い隠す力」があるだけです。二つは別々に現れたり消えたりします。マーヤーは、言葉では説明し難いものです。いつ始まったとも言えず、いつ終わるとも言えません。マーヤーは、英知の光が輝くとともに消えて無くなります。その時、ただ一つの変わることの無い真実が姿を現すのです。SGc33

    外に見るものはすべて幻想に基づいたものです。架空の世界に心を奪われないようにしなさい。そうして初めて平安を得、ついには「私は私である」という真理を悟ることができます。25/12/03

   この世の愛は一時なものです。それは愛とは呼べません。本当の愛は不滅です。そのような愛を育てるべきです。肉体は成長し衰えます。一体どうやってそれを実在するものと見なすことができるでしょうか？実際には、この世にあるものはすべて現実には存在していません。迷妄の原因は肉体への執着です。それゆえ、徐々に肉体への執着を減らしていきなさい。これは、皆さんが始めなければならない一番大切なサーダナ（霊性修行）です。ジャパ（神の御名やマントラを繰り返し唱えること）、タパス（苦行）、ディヤーナ（瞑想）、ヨーガ（神との交流）といったものは、真の意味でのサーダナ（霊性修行）ではありません。皆さんが実在していると思っているものはすべて、実際には存在していません。実際に存在していないものは、すべて手放さなければなりません。まず第一に、この真理を理解しなければなりません。肉体への執着を手放すことはとても簡単です。どうして人々がそれをできないのか私には不思議でなりません！25/12/03

 マーヤーは真の本性を覆い隠す力と、真の上に非真を投影する力によって、唯一無二の存在であるブラフマンを個我、神、物質世界という三者に分かれた存在をとらせました。マーヤーの力は潜在していますが、それが一度顕れる時は心として顕れます。その時、物質世界という巨木の種子は芽吹き始め、心の衝動という葉を茂らせ、心の意思という果実をつけます。従って、外界の全ては心の繁茂にすぎません。個我と神は心の繁茂によって捕らえられ、物質世界の中で離れ難く絡み合っています。

従って個我と神もまた、夢の世界の産物と同じなのです。個我と神と物質世界を、絵に描かれたものと想像して御覧なさい。物質世界を背景にして個我と神は描かれています。

 同じ絵の具で書かれているにも関わらず、三つとも違う実態のように見えます。これらは心の産物で実は価値を持たないのです。覚醒時と夢の中ではこれらは現実味があります。しかし、熟睡時や気を失った時などは心は働かないので、これらは存在しません。それゆえ、人が英知を獲得した時に心の働きが無くなり、これら三つは消滅してしまうことが容易に理解できるでしょう。心の働きを分析して得られる英知のみが、マーヤーに終止符を打つことができるのです。マーヤーは、無知や識別力が欠如しているところに繁殖します。JV

    物体はどのようにして生じるのでしょうか？ 物体は意志の力によって創られます。（ここでスワミは黄金の鎖を物質化なさり、スワミがこれを意志したとおっしゃいました。)この鎖は、私の意志から生じ、意志する前には存在していませんでした。すべては神の意志によって生じます。神はマーヤー〔幻影〕の原因です。全創造物はマーヤーと神が結合したものです。マーヤーがなければ創造はあり得ません。それゆえ、マーヤーはすべての人に影のようにつきまといます。

   人はマーヤーの影響のもとに人生を送ります。マーヤーは影と同じように私たちから去ることはありません。マーヤーはあらゆる迷妄の原因です。太陽が昇るとき、影はとても長くなっています。太陽が頭上にあるとき、影は足の真下にあります。このように、影は長くなったり短くなったりします。ですから、私たちは影を人生の基盤とするべきではありません。26/12/07



    ＊マーヤーとブラフマン

この創造世界のすべて、この歴史のすべては、神のリーラー〔神聖遊戯〕であり、もっと厳密に言えば、神自身であり、ブラフマンの真実であり、世界の真実です。ブラフマンと世界（ジャガト）が消えてしまうまでは、世界は唯一の「相対的な事実」であり、そのとき、世界さえもがブラフマンとして見られ、ブラフマンとして感じられ、ブラフマンとして知られます。そのとき、人は、「一切は至高者で満ちている」（サルヴァム ブラフマ マヤム）ということを知ります。もっと正確に言うならば、「満ちているもの」（マヤム）として認識されるべき、切り離された「一切」（サルヴァム）というものは存在しません。ブラフマンだけが、唯一無二のもの（アードヴィティーヤム）、一なる者（エーカム）、永遠なる者（ニッティヤム）、純粋なる者（ヴィマラム）、不動なる者（チャラム）です。誰が、一なる者（エーカム）からこのあらゆる多様性を創ったのでしょう？ その答えは、「多様性はまったく存在していないので、この質問は成り立たない」というものです。この「多」は、人が作ったものでもなければ、力や衝動、連鎖、状況、偶然が作ったものでもありません。

「多」は存在しません！ 「一」は「一」のままです。あなた方が、それを「多」と間違えているのです。誤りはあなた方にあります。あなたの見方を正しなさい。あなたの迷妄を取り除きなさい。ブラフマン（至高の実在）がプラクリティ（相対世界）に変わったのではありません。縄が蛇に変わることはありません。あなたが縄を蛇と間違えたのです。いつも、そして、永遠に、ブラフマンはブラフマンです。この事実に対するあなたの無知が、あなたにブラフマンをプラクリティとして見させているのです。世界〔現象界〕は迷妄という一本足で立っています。その足を切り落とせば、世界は倒れます。

あなた方は、迷妄に基づいた、この多様性、この「多」、このプラクリティ、この世界の消滅を、毎日経験していながら、その経験にしがみつこうとしません。それが悲劇なのです！ あなたが眠っているとき、あなたの世界はどうなっていますか？ あなたの多様性は何に包まれていますか？ 深い眠りがもたらす気持ちのよさの根源は何ですか？ 眠りは、世界の形見として、ほんのわずかな小さなエゴをとっておきます。そのため、眠りから目覚めても、あなたは前と同じ、迷妄に覆われた人であり、自分の空想が作り出したものによってしつこく悩まされている人なのです！

だから私は、何度もあなた方に、私をこの肉の寄せ集めだと思わないようにと言っているのです。しかし、あなた方は理解しません。あなた方は私を一つの名前で呼び、私には一つの姿しかないと思っています。覚えておきなさい、私のものでない名前はなく、私のものでない姿はないということを。24/11/62



    ＊稀な機会

前の時代には、人間はこのような類稀な機会を持つことはありませんでした。このような性質の組織は作られず、化身の御前でこのような性格の大会が開かれることなどありませんでした。そして、これほど身近な結びつきを通して、また、共に語らい、歌うことを通して至福を得る機会など与えられませんでした。疑問の余地なく、あなた方は皆、極めて幸運です。

ですから、この機会があなたの手の中から滑り落ちてしまわないようにしなさい。この機会をしっかりとつかみ取り、最大限に活用しなさい。揺るぎない信仰と、熱心な信愛の活動によって、実体の悟りという終着点へと続く道を歩いていきなさい。22/11/70



    ＊慢心

     至高の愛の境地を悟る過程で、いくつかの相手を打ち負かさなければなりません。その中でまず倒さなければならいのが「六つの敵」、すなわち、カーマ（情欲）、クローダ（怒り）、ローバ（貪欲）、モーハ（愛執）、マダ（高慢）、マーッツァルヤ（嫉妬）です。なんとかこの六つの敵を打ち負かすことができると、人は霊的進歩の道の行く手に立ちはだかる「八種の慢心」に直面させられます。これには、富への慢心、体力への慢心、若さへの慢心、美しさへの慢心、学識への慢心、権力への慢心、苦行への慢心があります。これらのさまざまな慢心は、人を真のゴールから遠ざけます。現代人は、これらのうちの一つあるいは複数の慢心でいっぱいになっています。

      ですから人間にとって第一に必要なのは、慢心を取り払うことです。富を持っていない人が億万長者であるかのように見せかけ、学識のない人が学者であるかのような振りをしています。貧弱で虚弱な人がキングコング（レスラーのチャンピオン）のように肩をそびやかして歩いています。こうした慢心の基盤となっているものは何でしょうか？ それはどのくらい長持ちしますか？ 権力を振りかざしている人も、翌日には権力を失うかもしれません。

    富や地位への慢心で得意満面になると、人は内なる神性を忘れます。そのような人々は、本質的には一時的で永続しないものに、依存しているのです。鳥は揺れる木の枝に止まっていても恐れがありません。なぜなら、鳥は枝に身の安全を頼っているのではなく、自分の羽に信頼を置いているからです。これに対して、人間は自分の内なる真我に信頼を置いていません。人間は他のものに頼っています。人間は地位や役職のためであれば自分の良心を裏切ることさえ厭いません。この嘆かわしい窮状の根本原因は、望ましくないものへの尽きることのない欲望です。5/86

     

　＊満足

本当の悦びはただの満足とは違います。この二つの違いを理解していただくために、神への讃歌を歌う場合を見てみましょう。口から出てくるだけの歌と、心から湧き上がって出てくる見事な歌、大きな悦びが自然にあふれ出るような歌があります。それと同じように、目に見える物質的な世界で手に入るつかの間の楽しみと、心の底から湧き上がる本当の悦びがあります。

 本当の悦びは、真実と結びついた永遠のものです。世間のはかない楽しみにとらわれることの無い魂は神と一つです。本当の悦びは移ろいゆくことがありません。そこに付け加えるものは何もありません。それ自体が満たされていて完全なのです。

 この話の深い意味は、神を信じる者は世間のことに気を取られ、溺れてはいけないということです。時間をかけて、彷徨う心を抑え、静かな心でいるように努めるのです。本当の悦びは、静かで落ち着いた心からやって来るのです。勝ち負けや損と得、喜びと悲しみのどちらにも左右されない涼やかな心から生まれるのです。SGc3

人は、満足(  サントーシャ)して、初めて歓喜と幸福を体験することができます。欲望が大きくなると不満も大きくなり、心配は倍増します。あなたは自分の状態に満足することを学ばなければなりません。大きな満足を得た人が、最も豊かな人です。3/9/89

 解脱と神我顕現に入る門には、三人の門番が見張っていて、中に入ろうとするあなたが、信任状を携えているかどうかを調べます。信任状は、歓喜、満足、心の平安、探究心、識別心等です。門番のうちの一人と親しくなれば、他の二人の門番もあなたを喜んで中へ入れてくれます。

 三人の門番のうち、最も重要な門番はあなたの満足感を調べる門番です。あなたが満足しているならば、歓喜と平安はあなたのものです。そして、満足は歓喜の最高の源泉であり、人にとって、最も価値ある財産なのです。心に満足感が無ければ愛欲は危険なまでにのさぼり始め、識別の力を失わせます。

  欲望は貪欲となり、貪欲は惨めさと邪悪に人を引きずり込みます。欲望と愛欲は、尽きることのない感覚の欲望が満たされることを望んで、あれこれと世俗的なものを追い求めます。そのような人がどうして集中出来るでしょう。DVJp108

    満足することを知りなさい。不満がある者はさまざまなことに失敗します。21/5/92

  悪い想念は､心配、恐れ、そして緊張とともに病気をもたらします。すべてのこれらの原因は、貪欲から生じます。貪欲な人は権力や名声をもっと得たいと思います。貪欲の行き着く先は苦悩と絶望です。満足は霊性から得ることができます。この世の物質的な欲望とは手を切らねばなりません。自分のための仕事と神様のための仕事を区別してはいけません。すべての仕事はどのような結果が得られようと、それは神からの贈り物だと思わねばなりません。もしこのような態度をとることができるのであれば、苦悩や痛みは私達をタフにするだけではなく、神への道へと歩む助けにもなります。SSSvol,11p255

 神はいつも満たされていて、完全な状態です。その神に近づくためには皆さんも本当に神を信じなくてはなりません。神が完全に満たされているのに、自分が不完全で満たされていない様では、神との絆が深まるはずはありません。神という、完全に満たされている愛の存在に達するのには、自分自身が満たされた心で神を信じ、愛することが大切です。疑いが強ければ、清らかな愛を持つ皆さんの天性を傷つけてしまいます。疑いは自分の心を傷つけます。SGc8

 欲望が膨らまないように、良く気をつけて下さい。与えられたもので満ち足りるようにするのが一番良いのです。帰依の道の章でクリシュナは、神から大切にされる人の２６の特性をあげています。その中でも特に満足することは､とりわけ大切です。

 満足と言っても世間の楽しみを追いかけることではありません。皆さんは達成も安らぎも得られないまま､人生でいろいろな感覚的な楽しみや贅沢を味わっています。そんなことより、もうすでに持っているものを、これが私の必要なすべてのものだ。と思って満足した方が良いのです。～心から満足が消えてしまうと､後は不満しか残りません。

  ～欲望には限りが無く不満が募るばかりです。それに財産を持っているからといって安らぎは得られません。どんなものでも､与えられたもので充分に満足できるようにならなければなりません。皆さんの務めは､神の恵みによって戴いた財産を大切にして､いつも満ち足りていることです。SGc23

 満足が人を怠け者にすることはありません。満足は真の、清らかな性格の持つ属性です。満足は常に心を至高神に向かわせます。満足は、心が利己的な欲望を満たそうとして揺れ動き、それによってわき起こる波を鎮めることができます。満足は人の才能や人格を高める方向に向かわす事が出来ます。心の満ち足りた人は、真実に立脚しているゆえに、常に内在の神霊と交流しています。DVJp109

 この世で一番偉大な人は誰だろう。その答えはいつも満ち足りている人。そのような人こそが誰よりも偉大なのだ。いつも満足し,足ることを知るべきです。はかない悦びや､はかない財産や､地位や贅沢を求めて、この世で道を外してはいけません。生きている限りは悦びに出会い楽しむことは出来ます。

 肉体への執着がある限り、国や地域に対する愛着はあるでしょう。この五つの元素で出来ている世界が真実と思っている限りは、同じ五つの元素で出来ている自分の身体の面倒を見なくてはなりません。

 しかし本当はそんなものに捕らわれて時間を無駄にしてはいけないのです。いつも人生の最高の目標を忘れてはいけません。SGc23

 あなたの家庭生活は如何ですか。あなたが苦難の時を経験してはじめて平凡な生活の良さが分かるのだ。熱い太陽の日が射してはじめて日陰のありがたさが分かるのと同じだ。実際のところ、あなたが困難なときに神はあなたの一番身近なところにいるのだ。苦しいことを思うともっと辛くなる。でも苦しみと楽しみは、竹竿で出来た天秤棒の両端につるした水のいっぱい入ったポットを肩で担いでいるようなもので、肩は、二つのポットの重さを均等に受け止めています。

 あなたはあなたが持っているもので満足しなくてはならないのです。このことはとても大事なことなのです。満足をすることより偉大なことはありません。満足が無いところに口論が始まります。それが平安を得られない主な原因です。そんなことになると家庭生活は本当に地獄となります。もし夫婦がお互いに理解し合えば、憎しみ会うことも無くなるでしょう。OTYRTNp152　



　＊マントラ

マントラは短いほうがよいのです。そうすれば、唱えるのが早くなります。それはまるで、発電機が速く回れば、早くバッテリーがチャージできるのと同じことです。P, 331 ANDI

    人の身体には蓮の形をした六つの神経センターがあります。六つの蓮の花の一つひとつの花びらが、それぞれの文字と音を持っています。その蓮の花びらが動く時、それぞれの花びらは異なる音響を発します。あなたはそれは何によって動き、誰がそれを動かすのかと疑問を持つでしょう。そうです。花びらを動かす力は意識的な意思や努力無しに生じる原初の聖音、どのようなものとも区別出来ず、比較することもできない響きなのです。それはプラナヴァ（オウム）です。SIP4ー6

    マントラは単なる言葉の寄せ集めではありません。マントラは多大な意味を含んだ一連の言葉です。マントラは人間の内なる力から生じます。力に満ちたマントラは、正確に発音されると、人間の内にある神聖な力を呼び起こします。マントラを唱えることで作り出されるバイブレーションは、宇宙のナーダ（原初の音）と結合して、普遍意識と一つになります。この宇宙のバイブレーションこそが、ヴェーダという姿をまとったのです。1/10/84

    マントラの響きには、心の衝動と傾向を変える力があります。マントラという意味は、それを心の中で繰り返し唱える人を救うということです。絶えず心の中でマントラを唱えなさい。それによって心は途方もないおしゃべり、目的のない会話、無意味なゴシップやスキャンダルから距離をおくことができます。話さなければならないことだけを話し、出来るだけそれも簡潔に話しなさい。そして優しく話しなさい。また、話さなければならないことをわざと話さずに相手に誤解を与えたり、策を弄したりしないようにしなさい。SIP6-91

   何時いかなる場合でも、出来る限り、信念と力を込めてこのマントラを唱えなさい。神への信仰を堅固に保ち、行動にあらわすならば、この世は荘厳なる地上の天国と化します。いかなる困難、難題に遭遇しようとも厳然と立ち向かう勇気と決意を持たなければなりません。

 このマントラを唱えることにより、神への愛と、罪を恐れることをあなたは人々に知らせることが出来るのです。マントラ（神であるdevudunaadu）は、如何なる神の御名から取ったマントラより強力です。しかしどのマントラであれ単に機械的に繰り返し唱えるだけは何の役にも立ちません。

 マントラの力やヤントラの力よりも強力なのは、清らかなハートです。信仰は、神の御座であるハートから生ずるものでなくてはなりません.今日、私が教えた５つのマントラをあなたの不断の同伴者とし神への信仰を強めなさい。それによってあなたは必ず神我顕現を得ることが出来ます。

 神への不動の信念によって、霊力は強化され甘美な至福を享受することが出来ます。疑ってはなりません。人生において何事を成し遂げるにも、神への信念こそ肝要です。信念が無ければ、ごく平凡なことでさえ成し遂げられません。21/7/86

 マントラを唱えているだけでは何の価値もありません。しかし、その意味をしっかり知って唱えれば、大きな効果があります。CWSSBp17

   今、私たちはラジオやテレビの放送が電波によって全世界に送られていることを知っています。それと同じように、クリシュナ神が何人ものゴーピカー〔牧女〕たちの家に同時に現れることができたのは、信じられないことでしょうか？ ヤントラ〔機械〕にさえ全世界に電波を送るようなことができるのであれば、マントラにはさらにどれほど大きな力があるのでしょうか？ 神の御名と御姿の力はあらゆるものに浸透しています。大気中の電磁波は、音と姿を常時保持していることができます。

    最近、スワミがハイダラーバードを訪れたとき、そこでのスワミの活動は、テレビを通じてインドのさまざまな地方で見ることができました。機械装置によってこのようなことができるのなら、マントラの神聖な力によってそれよりはるかに多くのことががなされ得るというのは、驚くべきことですか？ 必要なのは、神の御霊（みたま）に周波数を合わせることなのですが、それはラジオやテレビの放送を受信する際に適切な周波数に合わせることが必要とされるのとよく似ています。

    自分の心（ハート）をラジオの受信機と見なしなさい。あなたの集中力が、周波数を合わせる装置です。自分の心が正しく周波数を合わせたとき、あなたは神を体験するでしょう。これには、しっかりした、揺るぎない集中力が必要とされます。27／9／92午前



    ＊身内

神はあなたの真の身内です。神はあなたの息子や娘、友人や他の身内という姿をとってあなたのところにやって来ます。神はあなたのあらゆる困難の中に存在する、あなたの真の身内です。神がアーパドバーンダヴァ（困難なときの友や身内）と呼ばれるのはそのためです。1/5/08



    ＊見えない領域

もし有益な結果を望むなら、有益な活動に従事しなければなりません。あなたの意識の働きの一つひとつが、目には見えない領域で結果を生みます。ですから、つねに注意していなければなりません。聖なる学びをする習慣を持ち、謙虚さと尊敬の念を身に付け、両親を敬い、両親に奉仕し、他の人の模範と理想になりなさい。22/11/80

    人口が増えると村は町へと成長しました。文明化したコミュニティーの成長と共に、幸福と悲哀の原因、そして、人はいかにしてそれを乗り越えていくべきかについて、人々の間で議論が生じるようになりました。そうした探求において、賢人たちは自らの体験を探ってある種の本質的な真理を発見しました。さらに賢明な人たちは、これまでに知り得たものを超越することがあることを認識しました。

そこでなされた問いは、「我々が真に学んだことは何か？」、「我々の力を超えているものは何か？」ということでした。人に大地を創れないことは明らかです。人は水も創れません。人は吸う空気がなければ１０分と生きられません。それだけではありません。現実の生活において、人は生と死の秘密を理解できずにいます。多くの人が、死の特性を発見しよう、死後何が起こるのか、死の背後にある神秘とは何かを見出そうと試みましたが、答えを見つけることはできませんでした。そのため、深い探求心を授けられていた者たちは、すべての生き物の奥底には一つの力が存在し、その力は神から来ているという結論に至りました。彼らはその力を神と名づけたのです。そして、神の力が存在すること、そして、それは人間の理論を超えており、宇宙にみなぎっていると結論づけました。

その力は何なのでしょう？ 人は目に見えないものをどうやって認識できますか？ そのようなものを信じるべきなのでしょうか？ そのようなものを知ることは不可能だと考える科学者もいます。一方、古代人たちは、太陽を神性という存在の実証できる明らかな証拠と見なしていました。そして、太陽がなければ世界は存在しないと思っていました。太陽がなければ何ものも成長することはできません。人間の営みは一切不可能となります。人が終わりなき暗黒を生き抜くことは不可能です。それゆえ、古代人たちは、この偉大な光とエネルギーの源は神の霊的な力の存在証明であると思っていました。

その後、その神聖原理は一つなのか、それとも複数であるのかという議論が生じました。古代人たちは、「エーカム サット」、すなわち、神は唯一者であり、唯一者でしかあり得ないという結論に達しました。ヴェーダも「エーコーハム バフスヤム」（私は多として顕現した唯一者である）と宣言しています。それによって、ヴェーダは神の一体性を宣言したのです。神は唯一なるものですが、異なる人々に多として顕現しているのです。22/11/80M



　＊見栄張り

見栄張りは利己心の息子です。そして見栄張りと嫉妬心はうぬぼれ心の息子でもあります。あなたが第一にしなくてはならないことは、利己的なうぬぼれを心から取り除くことです。一切の悪は、利己的なうぬぼれから生まれます。5/85



    ＊身代わり

この四日ほどの間、スワミが帰依者の身代わりとして苦しみを引き受けたことで、多くの帰依者たちが大変心配しています。スワミは、愛によってその苦しみを受け止めているので、スワミには何の苦しみもないということを理解しなさい。私が帰依者の苦しみを軽減しているときに、どうして私が苦しむことなどありえるでしょうか？ 

 しかしながら、この種の状況に関しては、守るべき一定のルールや法則というものがあります。私は誰かの身代わりになりました。ですから私は、通常であればその人が苦しまなければならなかったのと同じ期間だけ、このような状態を甘んじて受けなければなりません。私は、いかなる困難も感じていません。もし私が、本当に痛みに苦しんでいるのであれば、これほど長時間にわたってこうしてお話しをすることができるでしょうか？ 私はまったく苦しんでいません。

 苦痛は私の愛の中に溶けてしまいました。皆さん方全員が幸せで、至福に満ち、快適に過ごすべきです。それが私の願いです。この件に関して、心配をしないでください。私には何の苦痛もありません。実際、私は皆さんのすべての苦しみを引き受ける準備ができています。いつも幸せでいなさい。22/7/02 



    ＊惨めさ

神は、すべに浸透しています。神は、すべての元素、すべてのものの中に光輝として存在しています。神が常に内在しているというのに、なぜ人間は苦しむのでしょうか？ 困難に直面して惨めな人生を送っている、と語る人々がいます。そのように言うのは、愚かなことなのです。内在者なる神には、悲しみも心配も何一つとしてありません。神は至高の至福の化身です。あなたのハートの祭壇に神が安置されているというのに、惨めさに悩まされていると考えることは愚かさの印ではないでしょうか？ 神はこう語ります。「私はあなたの中にいます。あなたは私の神性の火花に過ぎないのです」。そうならば、人が困難や悲しみに影響される必要などあるのでしょうか？ これらの道筋にそって探求すれば、あなたにその影響をもたらしているのは、自らの中の悪魔的、獣的な傾向であることに気が付くでしょう。邪悪な資質を捨て去らない限り、あなたは永遠なるアートマの真理を体験することができません。9/10/02



    ＊水

私たちが飲む水の粗雑な部分は尿となり、精妙な部分は血液となり、最も精妙な部分がプラーナとなります。水には確かにプラーナが含まれているのです。意識を失った人の顔に水をかけるのは、この理由によります。水はその中にプラーナを有するがゆえに、気絶した人を覚醒さすことができます。PSDp39

 宇宙においては、神は最初に水として顕現しました。人間は水なしには生きていけません。水は地上の目に見えるところに在ったり、地下に伏流水として流れていたり、いたるところに存在しています。神は水として、生きとし生けるものすべてを護っています。SSSVol23Chp2

    人は何よりも水を必要とします。水は生命を支えるものです。二、三日食べ物がなくても生きられますが、水なしでは生きることができません。これから先、あり余るほどの雨が降ることでしょう。だれも苦労することはなくなります。実際、私はあらゆる苦難から世界を救うためにやって来たのです。私は皆さんの欠点を直し、過ちを許すことによって、確実に皆さんに幸せを与えます。皆さんは一体性と愛のうちに生きなければなりません。私たちは、プラーナ、アパーナ、ヴィヤーナ、ウダーナ、サマーナがパンチャ プラーナ（五つの生気）であると考えていますが、そうではありません。人間にとってのパンチャ プラーナは、サティヤ（真理）、ダルマ（正義）、シャーンティ（平安）、プレーマ（愛）、アヒムサ（非暴力）です。真理があるところにはおのずと正義が生じます。正義の道をたどることによって平安に到達します。平安から愛が生じます。真理と愛は相伴います。この二つをもっている人はすべてをもつようになるでしょう。20/3/07



    ＊水のあぶく

私の体は、他のすべての体と同じく、一時的な住居です。しかし、私の力は不滅であり、すべてに遍満し、永久に続きます！ この体を身にまとったのは、「ダルマを確立し、ダルマを教える」という目的のために仕えるためです。その目的を終えた時、この体は消えるでしょう。水のあぶくのように。25/12/70



    ＊道

多くの人がスワミのもとにやって来て、「スワミ！ 我らに道を示してください」と頼んできます。あなたがしなければならないことは、あなたがやって来た源に戻ることだけです。その道を探す必要などどこにあるでしょうか？ 自分がやって来た源に戻ることは、すべての生き物にとって必然であると、『バーヴァガタ』は述べています。6/3/89



    ＊三日間の祭り

自分のエネルギーのすべてを、体が欲するもののほうに向けてはなりません。体は一分ごとに老化して、火葬場に向かって速いスピードで進んでいます。人生は三日間の祭りです。人生は、夕暮れまでに萎れてしまう花の命と似ています。肉体の魅力が失われ、何でも他人に頼らなければならなくなる老齢という時は、誰にでもすぐにやって来ます。ですから、死を迎え入れる準備をしなさい。穏やかに、喜んで、主なる神の意志に黙って委ね、死と出会うための身支度を整えなさい。あなたが支度を整えたいと思っても、それはすぐにできるものではありません。それは長い年数の修行の末に身に付けられるものです。起こることすべての中に神の手を見なさい。そうすれば、あなたは大喜びしたり、深く悲しんだりしなくなるでしょう。そうすれば、あなたの人生は一続きの礼拝と瞑想になるでしょう。26/3/65M



　＊三つ

子供たちに次の三つのＰを教えなさい。Purity純粋さ，Patience忍耐，Perseverance辛抱、これら３つの性質を備えれば国を軍隊や原爆で武装して守るより効果があります。SS8/94p205

    人間は三つの性向に縛られています。その第一はカーマ（自分のものにしたいという願望）です。願望がくじかれると、〔コブラのような〕クローダ（怒り）が頭巾をもたげます。願望が叶えられると、第三の性向であるローバ（貪欲）が襲いかかります。もし、人の願望が有益なものであるならば、神は恩寵を降り注ぎます。18/9/85

   イーシュワラ〔シヴァ神〕には三つの姿があると言われています。一つは遍在の姿（ヴィラート スワルーパ）、二つめは黄金の胎（ヒランニャガルバ）、三つめは顕現していない姿（アヴィヤールタ）です。

遍在の姿（ヴィラート スワルーパ）は一切の姿（ヴィシュワ ルーパ）であり、顕現している全宇宙が、その姿です。宇宙に存在する無数の姿と名前は、イーシュワラの姿の中にあります。これは、起きている状態で経験する宇宙の姿（ジャーグラタ スワルーパ）と呼ばれています。

二つめの姿は、夢を見ているときの状態であるヒランニャガルバにおいて経験される神です。私たちは、起きている状態では手足を使い、肉眼でものを見て、耳でものを聞きます。夢を見ている状態でも、私たちは多くの行為をします。夢の中で使っている手、歩いている足、話している口はいったい何なのでしょう？ 夢を見ている状態で、肉体の器官も感覚も機能していない時、どうやってそういった体験が生じるのでしょう？ これがヒランニャガルバという微細な姿です。

三つめの姿である、顕現していない姿（アヴィヤールタ）は、原質です。それには具体的な姿はなく、そのため、顕現していないもの（アヴィヤールタ）と呼ばれています。しかし、至福（アーナンダ）は存在しています。そこには経験という意識があります。物理的な姿、微細な姿、原初の姿は、それぞれ、ヴィシュワルーパ、ヒランニャガルバ、アヴィヤールタという三つの姿です。起きている状態でも、眠っていて夢を見ている状態でも、熟睡状態（スシュプティ）で至福を味わっている時でも、あなたは同一人物です。三つの状態のどれにも存在している一なる存在がアートマです。アートマは、起きている状態では体の中に、夢を見ている状態では心（マインド）の中に、熟睡状態では高次の意識（チッタ）の中に存在しています。イーシュワラの原理は、この三つの存在を一つにします。6/3/89

物質的な世界は移ろいゆくとはいえ、その時の悦びを捨ててしまうことはありません。その時々の悦びを味わえば良いのです。それからゆっくり、少しずつ､永遠の悦びに向かう旅を続けて下さい。この旅には三つの段階があります。

 一つ目は、偽りの中の偽り、二つ目は、真実の中の偽り、三つ目は、真実の中の真実と呼ばれます。この三つの段階は､それぞれ、物質の世界、微妙な心の世界、因果の世界という、三つの世界に対応しています。「偽りの中の偽り」は、感覚が捕らえる物質的な世界で見ることが出来ます。そこではすべてがはかないものばかりです。映し出されている像も偽りなら､映し出しているものも偽りです。

 「真実の中の偽り」は心の世界で見られます。映し出された像は､はかない偽りであっても映し出しているものは永遠の真実です。「真実の中の真実」は因果の世界で見ることが出来ます。どんな偽りとも映し出された姿とも関わりの無い真実の結晶です。そこには変わることの無いアートマの光りが輝いているからです。SGc22

    皆さん方は、誰もがこの世に来た本当の目的を忘れています。あなたがどこにいようとも、三つのことを必ず覚えていなければなりません。それは、あなたはどこから来たのか？ 今、どこにいるのか？ そして、何の目的でここに来たのか？ ということです。~あなたはこの三つの質問のうち、最低一つは自分で答えを見つけなければなりません。そうでなければ、あなたの人生そのものが無駄になってしまいます。23/11/04

    聖賢たちはヴェーダを簡潔に「トライー」と呼びました。「トライー」とは三という意味です。三は神聖なものを連想させる意味深い数字です。人間の属性、サットワ〔浄性〕、ラジャス〔激性〕、タマス〔鈍性〕の数は、三つです。人間の体の病気を引き起こしがちな場所は、頭、腹、足の三つです。礼拝においても、三には神聖な意味があります。シヴァ神にビルヴァ〔ベルの木〕の葉を捧げるとき、信者たちはシヴァ神を、三つの属性と三つの武器と三つの目を持つお方と表現します。時間にも、過去、現在、未来という三つの相があります。

  今日の世界の混沌は、人々が現在を無視して、取り返すことのできない過去をくよくよ考えたり、予測できない未来を思い巡らせたりすることが原因です。人々が関心を持つべきものは、現在の自分の義務です。人の第一の義務は、自分に生来備わっている神性を発見し、人生を変容させ、神は創造世界の万物の中に浸透しているということに気づくことです。6/85

  あなたは次の三つのことを心に銘記すべきです。1)一旦得たなら、決して失われることがないものとは何でしょう。それは、英知です。2)一旦失ったら、二度と得られないものは何でしょう。それは無知です。3)失うことも得ることもないものとは何でしょう。それはアートマです。STPS2p101

貪性による決意は悲しい結果をもたらします。浄らかな決意は、人の守るべき本分を促進して社会と個人の為に役立ちます。激性の決定は人を世俗という大洪水に突き落とします。UVc12

   最終の帰滅期マハプララヤには、シヴァもまた存在しなくなる。そして創造主であるブラフマンのみが存在する。それゆえシヴァの意念がマーヤーの起源であるはずがない。そんなことはあり得ないのだ。この問題を見る時、ブラフマン、ビシュヌ、シヴァを三つの別々の実体と見なすべきでない。三つはただ一つの至高の神である。

    つまり、三つの違う行為を為し、三つの姿を持つ、一つの実体に対して、三つの名前がつけてあるにすぎないのだ。創造期には、崩壊は無い。創造と崩壊が同時に共存し得るのは、無時間の場においてでる。時間と行為と原因の場に生きている人間は、無時間における創造と崩壊について理解出来ない。あなたが、三つの属性を超越した時、あなたもまた、創造と崩壊の共存の境地に達することが出来るが、それまでは不可能である。だから理解し得ない問題に無駄な時間を費やさず、今あなたにとって緊急に必要なこと、すなわち神に融合するモクシャへ至る道を歩みなさい。SDMp141

 全世界はタマス、ラジャス、サトワという三つの属性を取り巻いて回転しています。人は誰もが扇風機の三枚の羽のような属性を備えています。けれども、ひとり一人の人の内では、他の二つの属性を圧倒する一つの属性が、その人の性質、全人格や、その人の運命さえも決めてしまうのです。

 サトワな性質が他の二つを圧倒している人は立派な人です。ラジャスの性質の人は、感情的で、激しく、攻撃的です。タマスの性質を持っている人は、鈍く、不活発で、受動的です。属性グナは単独では存在しません。グナを機能させているのは神性です。けれども神の内にグナを見いだすことは出来ません。なぜなら神は属性を超越した者だからです。グナは変形可能です。

 例えばあなたは、行為によってタマスの性質をラジャスに変容さすことが出来ます。ラジャスの本質は二元的です。それはあなたに、成功や失敗、利益や損失、賞賛や非難といったものを与えます。無私の行為を行うこと、行為の結果をすべて神に捧げること、各人の内なる神に奉仕し、内なる神性に気づくことによって人は実践的知識や経験にもとづいた知識を養うことが出来ます。この段階で、ラジャスの人はサトワな人になります。タマスな性質は、意思に基づく行為によってラジャスな性質に変容することが出来、ラジャスな性質は、信愛と英知によってサトワな性質へと変容することが出来るのです。STPSp219

 次の三つの原理に従うなら、｛科学、政治、倫理、宗教｝といったすべての分野の発展が確実となります。間違いなく、個人的にも集団においても、あらゆる活動分野において向上するでしょう。最初の原理は、神への愛です。二番目は罪への恐れです。三番目は社会の道徳です。神を深く愛していない人は、罪を怖れることがありません。

 罪への恐れによって、自動的に社会に道徳が確立されます。このように、三つの主要原理は互いに依存し合い、相互に関係しています。私はしばしば学生達に言います。「何をするときにも、それを行う前に次のことを自問するようにしなさい。スワミはこの行動に賛成するだろうか。これはスワミを喜ばすだろうか。」と。あなたのスワミへの強い愛は、あなたが間違ったことをするのを許しません。神への愛が罪への恐れをもたらすのは明白です。STPSp105

   次の三つの格言を守りなさい。それは、「神への愛」、「罪への恐れ」、「社会の道徳」です。神への愛を育てるには、自分の一つひとつの行いが神を喜ばせるかどうかを見極めなくてはなりません。神を喜ばせるなら、罪への恐れを抱くことはなくなるでしょう。この二つがあるところには、社会の道徳は自然についてきます。今の世のあらゆる病（やまい）は、罪への恐れの欠如と、神への愛の減少に原因があります。人間的価値への敬意が低下したことが、世界の平和を徐々に蝕んできました。25/2/98

 人に三つのタイプがあります。鈍性の人は鉄の塊のように、心を柔らげようとする如何なる影響も受けません。激性の人は綿のように、何でも吸い取りますが本性は決して変えません。浄性の人は他の人の喜びや悲しみを見たり、至高神の栄光を耳にすると、バターのようにすぐ心を溶かします。浄性の人々は同情心の泉に深く沈潜します。怒り、嫉妬、貪欲、短気はツボに開けられた多くの穴です。平安と幸福と満足という水はその穴から漏り、ツボは空になります。ツボは修繕し水漏れを止めなければなりません。27/9/60

 この物質的な世界においても、様々な経験の奥にある三つの世界を一つのものにしている共通の要素を見いだすべきです。この三つの世界を､意識の三つの状態と比べて考えることも出来るでしょう。目の覚めている状態を物質的な世界に､夢を見ている状態を心の世界に､深い眠りの状態を因果の世界にそれぞれ見立てることが出来ます。この三つの状態を超え、そのすべてに満ちていてそのすべてに共通しているもの、それが四つ目の状態です。これが意識を超えた状態です。

  深く眠っている状態では、永遠の本当の悦びを味わうことは出来ません。目の覚めた状態に戻ってから、どうやら安らぎを味わっていたようだと感じるだけです。意識を超えた状態では、常に意識のある状態でいながら、永遠の大いなる悦びを味わうことが出来るのです。SGc22

     神を中傷する者には三つのタイプがあります。  第一の部類は、神を信じず、いつも神をののしることに耽っている人々です。信仰がなければ、どうして信愛があり得るでしょう？ また、信愛がなければ、どうして愛があり得るでしょう？ 愛がなければ、どうして人は人間と呼ばれ得るでしょう？ このような人の言葉は価値がありません。第二の部類は、自分の願望が叶ったときには神を崇め、自分の願いが満たされないときには神を悪く言う人々です。彼らは、自分には神に頼みごとをする権利があると思っています。このような了見の狭い人々は神をののしります。彼らの願望は空のように高いのに、努力は最小限です。彼らの霊的な努力は取るに足りません。それにもかかわらず、彼らは自分の飽くなき欲望が満たされなければ神を批判します。第三の部類は、嫉妬から神に背を向ける人々です。彼らは（神がえこひいきしていると思っている）他人の地位や繁栄に我慢できません。ほとんどの病気には治療法がありますが、嫉妬という病気には何も治療法がありません。羨（うらや）む者は神への中傷にのめり込みます。今日、霊性や、愛という崇高な気持ちが見られなくなってしまったのは、こうした三種類の神に反する者たちがどこにでもいるからです。25/12/93

 霊性修行における第一段階は貪性の資質を無くすることです。それは、分別なく頑固で、知性を欠き、意味のない問いや議論に浸りこむ傾向があります。激性の人は自分が望むものを手にした時に幸せを感じます。それによってエゴは増していきます。欲望が満たされない時には、憎しみが募ります。それゆえ、望みが満たされても、されなくても、結果は良くないものとなります。激性の人は怒りと苦々しさに溢れ、激しやすく、短気です。また浄性でさえもが、束縛となります。純粋で価値ある行為がすべて神への捧げ物としてなされる時に、浄性はその束縛を乗り越えることが出来るのです。この世のすべての人々は、これら三つの属性のうちの一つ、もしくは幾つかを合わせ持っているのです。PSDp28

 ものの見方には、三つあります。一つ目は、肉体に向かうものです。この人は物事の上辺だけを見ています。まなざしは、すべて物質的な世界に向けられています。二つ目は、心に向かうものです。人の、外から見える特徴よりも､振る舞いや表情に表れた心に目を向けます。その人が心の中で何を感じ、頭の中で何を考えているか見抜こうとします。言い換えれば、心に向かうものの見方は､外面に目を向けながら。そこに映し出された内面を見抜こうとするのです。そういうものの見方が身についている人は、自分が感じ、そして思うとおりに話して行動するので、違えることは無いでしょう。三つ目はアートマに向かうものです。

 この見方をすれば､人の外面的な姿にも、人の振る舞いや内面の感情にも限定されません。大きく、全体的に物事を見ています。身体や振る舞いは様々に違っても,ただ一つのもの内なるもの、すべての人の中に満ちている神の意志を見ているのです。感情や、思いや､振る舞いは､すべて変化してやまないことが分かっています。

  ですから,人の見かけの姿や表現に対する関心も好き嫌いもありません。ただ内なる神だけを捕らえようとします。これが聖なるものの見方です。そんな大きな,優れたものの見方をする人が,神に大切にされるのです。SGc29

 人間の生命の中では三つの属性が混ざり合っています。けれども、霊的、本源的、根本的には、人間の核は「絶対実在」と「純粋意識」と「至福」です。絶対実在と純粋意識が合わさって、至福をもたらすのです。

  一つの例を挙げましょう。二つの異なる物質、水と砂糖があります。水と砂糖を混ぜると水でも砂糖でも無い砂糖水になります。これと同じように、絶対実在という水と純粋意識という砂糖を混ぜ合わせると、至福という砂糖水を作ります。三位一体－「三属性」と「絶対実在、純粋意識、至福」という基本的性質が「肉体」「心」「知性」と交わり、「現象世界」と相互に作用し合って、「アネーカトヴァ」すなわち「多様性、多、複数」という性質をもたらすのです。STPSp72

 次の三つの理由で人は生まれ変わるのです。一つ目は、罪を犯すことによって。二つ目は、人にまだいくつか満たされていない欲望があることによって。三つ目は、知識の欠如や無知なことによって。これらの三つのことが原因となって人は生まれ変わるのです。SSIB74p243

 人の心には自分では分からない自分ではどうしようもならない、ある種の力が潜んでいます。その力とは何なのかを深く考えそれが何なのか見つけようと努力すれば､人間の持つ三つのグナに繋がっていると分かるでしょう。それは浄性、激性、鈍性の三つです。

 この三つのグナは食べ物と睡眠が育て支えています。三つのグナのうち、ラジャス、とタマスは人を誤った道に連れて行きがちです。ラジャスには、欲望という名の息子がいます。タマスには怒りという娘がいます。あらゆる決心を鈍らす何より激しい衝動が､ラジャスの息子、欲望です。欲望は、あらゆる悪い性質の代表となって活動しています。SGc21

 舌が嘘で汚れていてはいけません。身体が暴力で汚れていてはいけません。心が悪い感情で汚れていてはいけません。舌と身体と心の三つがすべて神聖な物となるときに、はじめて聖なる神の姿を捕らえることが出来るのです。SGc13

  取るに足らない束の間の楽しみのために、人々が人生で最も貴重なものを犠牲にしているのは、きわめて残念なことです。人は取るに足らないものを追いかけて、罪深い行いをしています。人は神を忘れています。罪深い行為の結果を回避することはできません。ですから、誰もが罪への恐れを抱くべきです。それと同様に、神への愛があるべきです。この二つがあれば、社会において真に道徳的な人となるでしょう。

   それゆえ、すべての「アクティブ ワーカー」〔サイ・オーガニゼーションの活動的な働き手〕は、次の三つを心に留めておくべきです。それは、ダイヴァ プリーッティ（神への愛）、パーパ ビーッティ（罪への恐れ）、そして、サンガ ニーッティ（社会の道徳）です。この三つを持ち続けていれば、他の人間的価値もすべて実践するようになるでしょう。罪への恐れは、非暴力と平安をもたらします。神への愛は、真理を貫くこと、万物に愛を示すことを助長します。社会の道徳は、ダルマ（正義）そのものです。21/11/87

 いつも神を思え､この世界は信じるに足りない､死を恐れるな､これらが人間の三つの大切なモットーです。SGc14

  宇宙はすべて、三つのグナで成り立っています。皆さんの心に三つのグナがある限り、ものごとも良く理解出来ず、束縛されたままでしょう。三つのグナの内ラジャスとタマスが、皆さんの出会ういろいろな悩み、苦しみ、悲しみの原因です。

恐怖、怒り、怠惰、無気力､眠気、睡眠などは､すべてタマスのせいです。ラジャスのグナが力をふるうと､人間の特性は忘れられ､動物や悪魔の性質がむき出しになります。SGc30

 タマスとラジャスは、我欲、怒り、むさぼり、おごり、憎しみ、妬みなどの形で心に深く根を張っています。この人間の六つの敵は､タマスとラジャスの申し子です。SGc30

 人生の旅を行くときには、神を信じ、英知を身につけ、執着を捨てることによって、心をきれいにすることが大切です。ラジャスの性質を沢山持っている人は､何をするときも、慌ただしくしています。耐える心も許す心もありません。少しも落ち着いていられません。

  大きな怒りをあらわにします。つきることのない欲望があります。～人の心にラジャスの性質が忍び込むと、身体も思いも落ち着かなくなって、いつも動き回ります。落ち着かないだけでは無く、妄想にとらわれてしまうのです。妄想があると､世間のものへの激しい欲望が生まれます。

心に欲望が生まれると､次は様々なものを自分のものにするために行動を起こします。この妄想､欲望、行動がラジャスの特徴です。SGc30

   人には三つのタイプがあります。一人目は、他人の喜びを第一とし、それによって自分も喜びを得れる者。二人目は、他人の喜びを全く気にかけることなく、自分の喜びだけを追い求める者。三人目は、自分の喜びを犠牲にしてでも、他人が得る喜びを得させまいと妨害する者です。PD11

      人間には三つのタイプがあります。「多心の人」、「一心の人」、「移し心の人」です。最初のグループは、自分の感覚器官と心と知性がどこでも好き勝手にさまようのを許します。このグループに入る人は、とてもたくさんいます。三つ目のグループは、一つの対象から別の対象へと飛び回り、深く考えずに、軽率に一つの物事からもう一つの物事へとピョンピョン跳び移る人たちです。シヴァラートリ祭は、まさしく、二つ目のグループの特徴である、集中力と一意専心を得るのに都合がよい日です。この好機に、バジャンや、絶え間のないひっきりなしのキールタン（独唱）や、ナーマスマラナ（神の御名の憶念）をすることは、一意専心に到達する助けになります。7/3/78

 貪性の人は、恐ろしい怪談や邪悪な鬼のような人の話、不道徳に満ちた行為の話を聞いて喜び、残酷で身の毛もよだつような場面に見とれ、血に飢えた魔神を崇め、幽霊や邪悪な力を好むのです。GVCh26

三つのグナを滅ぼすにはどうすれば良いのでしょう。～まず、ラジャスのグナを使って、タマスのグナを取り除きます。それから、サトヴァのグナを使ってラジャスのグナを取り除きます。そして最後にサトヴァのグナも捨ててしまうのです。神を悟る世界に行く前に､三つのグナをみんな捨ててしまいなさい。

  一つでも残っていたら解脱の世界に入る妨げになります。～三つのグナの最も大きな原因は､心です。揺れ動く心を抑え、落ち着かせない限り、人間の性質を超えて､自分の内なる神の特性に気づくことは出来ません。それゆえ、はじめの一歩は、心を神に捧げることです。神に心をすべて捧げてしまえば、神は本当にすべての面倒を見てくれます。SGc30

 すべての人間は、サトワ｛浄性｝、ラジャス｛激生｝、タマス｛鈍性｝という三つの属性を持っています。その中で他の二つの属性よりも優位にある属性が、その人の考えや感情や行動を決定するのです。けれども、これら三つの属性を超越しない限り、真の意味で、神性を体験することは出来ません。STPS45

 ラジャスとタマスのグナがある限り、心はいつも落ち着かないままです。一体どうして心というのはいつも落ち着かず、あちこちへと彷徨うのでしょう。それは、欲望があるからです。すべての欲望は肉体と結びついています。～心の井戸に何かの思いが浮かぶと、その思いは、身体の隅々にまで広がっていきます。何を考えたとしても、それはすぐに行動に表れます。だからいつも心に良いことだけを思うのが大切なのです。SGc30



    ＊三つの体

人は誰もが三つの体を持っています。それは、粗体すなわち肉体（ストゥーラ デーハ）、微細体（スークシュマ デーハ）、原因体（カーラナ デーハ）です。清らかな食べ物を食べることによって肉体を清らかにすると、心（マインド）でできている微細体が清らかな欲望によって清められます。すると、アンタフカラナ（意識）に代表される原因体が神聖な思考によって聖化され、人に生来備わっている神性が顕現して人生の充足を獲得することができます。21/8/86



    ＊三つの義務

探求の目標は、多様に見えるものの一体性という、唯一無二の実在を発見すること、すなわち、不二一元のビジョン、英知、なのです。この三本の河川の合流点は、バーラタのすべての子どもたちにとって、自分自身に対する三つの義務を要約しています。それは、人類同胞に対する私心のない奉仕、神への貢献とバクティ、ならびに、多として顕現している唯一者を絶えず自覚するようになることであり、これらの義務は避けることができません。25/11/86



    ＊三つの征服

心は人の内にいる君主です。感覚器官は従者たちです。君主が召使の奴隷となっていては、王国に平安はありません。内なる神の表出と拡大を得たいと願うサーダカ（霊性修行者）は皆、それゆえ、感覚器官への支配力を得なければなりません。それが初めの一歩です。次のステップは、心を征服すること、すなわち心の除去です。第三のステップはヴァーサナ（生まれつきの性向）を根絶することであり、第四のステップはグニャーナ（霊的な智慧）に到達することです。

感覚器官は枝、心は幹、生まれつきの性向は根です。この三つすべてを征服して破壊すれば、アートマ（真我）の実体を認識することができます。6/4/83



    ＊三つの目

シヴァ神は、トゥルヤムバカム、すなわち「三つの目を持つ者」として讃えられます。三つの目は、過去と未来も現在と同じように見通す目として付いています。加えて、それは三つの衝動、つまり、欲望と行動と知識という、人を動かして人の運命を決定するものも表しています。この三つの衝動は、生あるものすべてを神聖な絆で結びつけます。愛と敬意を持って生あるものに仕える人々は、この、生あるものの中核に触れることができ、自らを救済します。そして、自分のハートに祀った神の反映と姿を、万物の中に見ることでしょう。11/70



    ＊三つのレベルの愛

愛には3つのレベルがあります。第1のレベルは、最も優れた最高（ウッタマ）のレベルです。この段階にある人は、永遠の至福の権化であり、万物に例外なく内在している神に対する完全な信仰と信頼を持っています。彼らは、どんな場所にもどんなものにもイーシュワラ〔主なる神〕が愛という姿をとって内在している、という気持ちを持つようになります。そのような人々は、アドヴェーシター サルヴァブーターナーム

〔すべてのものに敵意を抱かず〕〔バガヴァッドギーター12章13節より〕

という感情を抱きます。彼らは万物に愛だけを見ます。彼らは身内と他人の相違を見ません。こういった至高の愛に満たされている人は至福を体験するでしょう。

次のレベルにいる人は、自分のことと、身内の繁栄と安楽と幸せだけを気にかけます。彼らは他人のことはどうでもよく、自分の長所も欠点も気にとめません。こういった人々は、中間（マディヤマ）のレベルにいる人と呼ぶことができます。

他人が幸せにしているのを見ると不愉快な気持ちになる人たちがいます。実に、そういう人たちは他人の幸せをひがみます。彼らはいつも他人の欠点を探して他人を批判しています。彼らは他人が幸せでいることに我慢がなりません。そのせいで、彼らは自分の中のあらゆる愛の性質を破壊してしまいます。カッコーがきれいな声で鳴くとカラスはそれを妬みますが、それと同じく、そうした人たちは他人が何かを成し遂げるとそれを妬みます。カラスが白鳥をあざ笑うのと同じく、そうした人たちは善人をあざ笑います。彼らが身につけているのは最低（アダマ）のレベルの愛です。

愛はこれら3つのレベルのどれにも存在していますが、人々は愛を違ったふうに味わい、体験し、使います。愛はどの生命の樹にも果実の甘い果汁という形をとって内在しています。けれども、その果汁は欲望と呼ばれる皮に覆われています。そのせいで、人は果実の中に甘い果汁が含まれていることに気づきません。欲望という皮をむき、怒りと嫉妬という固い種を取り除いた人だけが、愛という果実の甘い果汁を味わうことができます。好き嫌いという種を取り除き、欲望という皮をむけば、甘さの具現である至高の愛、すなわち、神の愛を味わうことができます。23/1/82



   ＊御名

神の御名と御姿は一つです。しかし御名の持つ甘美さは、御姿をみることによっては味わえません。例えばマンゴーという言葉を聞いて思い浮かべるのはその甘さです。その個別の形や、皮、繊維、種子などは思い浮かびません。神の御名と御姿にはこのような違いがあるのです。

御名には甘美さのエッセンスがあります。御姿を見るときは、尊敬に恐れの念が混じることがあります。そして、御名が御姿より慕われるのは、御名を唱えれば御姿が心に浮かぶという、御名という富の力です。この富の力を着実に蓄積さえしておけば、神は瞑想によって容易に認識することが出来ます。

 御名を唱えるもう一つの利点は、人はヨーガや苦行によって様々な神秘的な力を手にすることが出来ますが、その力ゆえに人はエゴを膨らまし神を忘れ去って、修行で得たせっかくの成果を失ってしまうことがよくあるのです。しかし、御名、唱名、瞑想においてはこのような危険は全くありません。それらは、神への親愛を強くし、それによって平安を得ることが出来ます。ひとたび平安を得れたなら、その他の況位へはひとりでに到達することができます。ヨーガと苦行は、人に並外れた力を与えます。神を思い、名を唱え、瞑想することは、並外れた神への信愛を与えます。DVJp51~3

  サイ ババという名前の「サ」は神、「アイ」は母を表しています。ですから、「サイ」は神なる母を表しています。「ババ」は父を意味します。ですから、サイ ババという名前は、神なる母と父を意味しています。サーンバシヴァ〔シヴァ神の別名〕とサイ ババという語は同じことを意味しています。サーンバシヴァは神なる母と父を意味し〔「サ」＋「アンバー」＋「シヴァ」〕、サイ ババという語も同じです。母と父の側面があり、その両方が存在しているので、この姿は、まさしく、シヴァ シャクティ アートマ スワルーパ〔シヴァとシャクティとアートマの化身〕と呼ぶことができます。私は、母のように優しく穏やかになって、あなたに幸せを授け、必要なときには、父のようにあなたを罰し、非難します。これらの方法を通して、私はあなたをより高い段階へと連れて行きます。あなたの生みの母と父でさえ、世俗的な感覚から時として自分本位になり、身勝手さが感じられるやり方であなたを罰するかもしれません。しかし、私の中の神なる母と父には、いかなる身勝手さもありません。神なる母と父は無私であり、私が与える罰は、あなたをより高い次元へ連れて行くことだけを意図しています。19/6/74

 ものの名前を知れば、そのものを手に入れることが容易になります。それゆえ、途切れることなく、ためらうことなく、御名を繰り返し唱えなさい。御名を唱えていれば神への信愛が生じます。信愛によって、神を瞑想することができ、信愛が心に根付くことによって、信愛よりなる神はあなたのものになります。神を認識する道は数多くありますが、神の御名を休みなく唱えることより、易しい道は他にありません。不正、不道徳、虚偽などの凄まじい悪が、カリユガの今、世界を毒しています。それゆえ経典には繰り返し、熱意を込めて神の御名より他に救済の手段が無いことが、説かれているのです。DVJp56

   今、神の御名を繰り返し唱えよ、という命令が神から出ています。あなたが言われた通りに神の御名を唱えていれば、神御自身がそれをどこでどのように用いれば良いのかを指示して下さるのです。心を思いのままコントロール出来るまで御名を絶えず唱え、御姿を常に心に浮かべ瞑想の行を続けなさい。瞑想の行をしている間、何が清くて、何が清らかでないかなどと考えることはありません。この世に清らかでないものなどなに一つ存在しません。

 神はあらゆる物の中に存在します。外的な目からは清らかでないように見えるものがあったとしても、それは神の御名に触れた瞬間に清められます。DVJp55~61

  御名を唱え、心を御名の甘美さに酔わせなさい。その時あなたは、全身が不思議な恍惚感で満たされるのを感じるでしょう。エゴと低級な欲望は完全に失せ、あなたはことごとく清められます。この修行を続けるならば、崇高な境地に達するでしょう。それゆえ、歩いている時も、座っている時も常に唇に御名を唱えなさい。徐々に、あなたは御名があなたとあなたの心を支配して、心がさまよわなくなっていくことに、気づくでしょう。御名を唱えることは、神と出会うことです。なぜならば、御名と神は異なるものでは無いからです。御名は神、神は御名です。OCSp151

 御名を唱えることで神聖歓喜を味わったなら、もはや一刻たりとも、御名無しにいることは出来なくなります。そして、神の御名を、今、あなたの意識の中を占有させない。そうでないとあなたが亡くなる最後の瞬間に、あなたの心に浮かんでくるであろう情緒と想念のうねりの中に、神の御名は呑み込まれて思い起こすことが出来なくなってしまうでしょう。OCSp152



　＊耳

人の名前はその名前をつけられた人の気性に影響を及ぼします。耳にしたときに楽しい気持ちを起こさせるたぐいの名前がある一方で､恐怖と嫌悪の気持ちを起こさせるような名前もあります。～子供にはよく考えて名前をつけるべきです。そういうわけで、人々は子供が生まれたときの星を考慮して名前をつけるのです。私たちは良い名前を持つべきです。決して不適切な名前を持ってはいけません。名前は安らぎや優しさを思い起こさせるようなものであるべきです。25/2/09



    ＊昔の人

過去の高潔な人々は、時間の重要性をよくわかっていたので、時間を聖化するために神聖な行為に携わりました。現代人に比べると、当時の人々は平安と幸福を千倍も楽しんでいたのはそれが理由です。当時の人々は、利己心がなく、エゴがなく、純朴でした。そして、つねに解脱を人生の目的としていました。当時の人々と同じ種類の平安と歓喜を楽しむためには、まず人間性を培う努力をしなければなりません。1/12/84



    ＊無価値

普遍的な愛は、滋養のある食べ物のように人生に甘味を添えます。与えることの喜びは人生を喜びあふれるものにします。命によって支えられている瞑想こそが、命を支える本当の呼吸です。人生には四つの要素が必要です。それは、ルチ（甘さ）、プシティ（強さ）、スガンダハム（香り）、プラーナ（生気）です。この四つが一体となることが、人間としての存在を作り上げています。食卓に着いたとき、豆が塩で味付けされていなかったら、あなたはそれに手を付けません。そうであれば、60年も70年も費やす人生には、なおさら甘味や風味があるべきではありませんか？ 人間としての存在に味わいを与えているものは何でしょう？ 善い性質こそが、人生に味わいを添えるのです。善い行いこそが、人間の正しき力の源です。善い振る舞いをしない人は、弱い哀れな生き物になります。さらに、堪忍寛容や犠牲といった善い性質は、人間の生活に芳香を添えます。善い性質、正しい行い、そして、堪忍寛容と犠牲の姿勢がないなら、人生は無価値です。17/11/85



　＊無関心

神聖な使命を遂行するものは誰であれ、成功や失敗に影響されず、歓喜にも悲しみにも影響されず、神の恩寵の受け手となります。クリシュナはそのような信者こそ、クリシュナにとって愛しいと宣言しました。そのような信者は一切の世俗の出来事に対して無執着をつちかい、現象世界の出来事についても無関心です。彼は賞賛にも非難にも、苦痛にも無関心です。3/10/96

 私があなたのことに無関心だと思わないでください。私はあなたと言葉を交わさないかもしれませんが、そのことによってあなたを愛していないと思い込まないでください。

 実際、私はあなたにダルシャンの機会を与える為にベランダを右へ左へと歩いているのです。私のすることは、すべてあなたの為であって私の為ではないのです。私が自分のものだといえるのは、何だか分かりますか？それはあなたなのです。SSSvol4p, 121



    ＊無私

無私の奉仕があるところには、神性が存在するということを知りなさい。神性には特別な姿形はありません。私心のないことは神性です。24/2/91



    ＊無視

神の大霊の化身の、一時的で取るに足りない名と姿など、知らぬふりをしなさい。そうすれば、昆虫と狼の違い、原子と神の化身（アヴァター）の区別は消えうせ、根本的な真理は一つであるという知識が実感されます。ウパニシャッドが述べているように、唯一者が、「エーコーハム バフスヤーム――我は一者なり、我は多になろう」と意志した時、創造、すなわち顕現、あるいは拡大開花の爆発が始まりました。ですから、このすべては唯一者なのです。唯一者は、後ろに来るゼロ〔０〕に価値と正当性をもたらす整数〔１〕（私）です！ 「私」というものの機能を悟り、その後に続くすべてのゼロを無視することが、人間の努力の目的であり、目標です。心が平静で、知性が研ぎ澄まされていれば、更なる努力をせずとも、この悟りは開かれます。11/70



　＊無執着

無執着の隠遁者は感覚の楽しみを追いません。一方、快楽を追うものは無執着を考えません。そのような訳で快楽を楽しむことと、無執着、あるいは犠牲とを結びつけることがどうして出来ましょうか?それに鑑みて、イーシャーワーシオパニシャッドは,一切の行為を私がしたという観念なしで行い、一切の楽しみが執着ないし欲望と無縁である時、楽しみと無執着とに区別はないと記しています。利己心と執着に結びついた楽しみは、全て犠牲を伴わない楽しみです。24/5/91

   私は皆さんすべてが出家して一切を放棄するように望んでいる訳ではありません。私が望んでいることは、皆さんが自分の義務を果たし、神に全てを委ねて、万物の裏側には唯一の根本的な実体が潜んでいるということを悟ってもらいたいのです。この悟りを得るならば、無執着はひとりでに培われることでしょう。無執着は強制的に得らしめるものではありません。神への愛が大きくなるに連れて、俗世の物事に対する関心は自然に消え失せて行くものなのです。10/9/96

  どんな人に対しても無執着の態度で接しなさい。このように人生を無執着の心で満たせば、私はあなたを常に守り導くでしょう。23/2/06

    バーラタ文化は人知の及ばない真理に満ちています。その内側にある動機は、正義〔ダルマ〕という永遠の原理です。ハートの扉が開かれた場合に限り、人間性がハートの中に入っていくチャンスができます。しかし、人間は物の見方を狭くしつつあります。人間が発明した原爆と水爆は、ただ人間を平和から遠ざけたにすぎません。恐怖が地球を支配しています。今、疑いが高じて、小さなトランジスタ ラジオがあっても爆弾ではないかと騒ぎになって、人々はパニックが引き起こします。人々が引き付けられる物が、実際に恐怖を引き付けていることは明らかです。恐れのなさをもたらしてくれるもの、それは無執着です。無執着という意識によって、あらゆる欲望から距離を置くことができ、そうすることで重荷を減らすことができます。無執着とは家庭を手放して森へ移ることを意味しているのではありません。欲望を取り除くことが本当の無執着です。荷物が少なくなって、もっと気楽になれば、旅はさらに楽しいものとなります。欲望という重荷が抑えられた時にのみ、人生という長旅の不安と恐怖を取り除くことができます。人間は恐れ知らずでなければなりません。神性は恐れを取り除き、勇気と忍耐力を育てます。15/1/86

 私があなた方に望むことは、実在を実感認識してもらいたいのです。あなた方がこれを実感認識するならば、無執着は自ずと生じます。無執着は強制されてできるものではありません。神への愛が強まるにつれ世俗の物事への無関心が自然に生じます。10/9/96



　＊息子

息子を持ちたいと思う両親の正しい動機は、自らの息子が奉仕と正しい行為をすることによって社会に貢献させる為、というものでなくてはなりません。12/4/90,



    ＊無神論者

至高の神は、何でも願ったものを人に与える神聖樹です。しかし求めるものを得るには、神聖樹に近づきお祈りせねばなりません。無神論者とは、樹から離れて遠くにいる人たちのことです。神を信じる者とは、樹のそばまで来た人たちのことをいいます。違いはそれだけなのです。樹は彼らを、何の区別もしません。樹はすべての人に恵みを与えます。もしあなたが神を認めなくても、拝まなくとも至高の神はあなたを罰することはありません。また至高の神は定まった礼拝の様式に頓着しません。SSSVol1chp9

    愛は神です。愛は手段であり目的です。ですから、無神論者は存在しません。というのは、何らかの種類の愛なしには、どんな生き物も存在しないからです。そして、何らかの種類の愛、いくらかの愛は、神性の火花でもあります。愛は恐れを知りません。愛は真理を促します。愛は平安を見出します。愛は信仰を築きます。愛は調和を増進します。11/70

    仮にあなたが自分は神に信仰を持たない無神論者であると言ったとしても、私はそれを受け入れません。そう信じるあなたの信念の根拠は何ですか？ 自分を信じるべきだというあなたは一体誰なのですか？ そうではありません。あなたが自分を信じているのは、あなたの真我は神だからです。そして、あなたが心の底では神に揺るぎない信仰を抱いているからです。自分を信じることと神を信じることは全く同じです。外部の敵に対して立ち上がって構えるとき、あなたは自分の内なる神の力の栓を開きます。寛容と慈善と支援の道においてその内なる力を使うために、絶えざるささやきは存在するのはそのためです。7/10/62

    私たちは、真理という美徳を失っており、それを取り戻すためのいかなる努力もしないので、今日の世界にはとても多くの残酷な状況と苦しみがはびこっているのです。今日人々が、自分たちは神を信じていると言っても言わなくても、あるいは半分信じて半分信じていないと言おうが、すべての人に共通して同じ様な好ましくない態度や行動が見られます。しかし私たちが、少なくとも神を信じている人々に、美徳を奨励する手助けができるようになれば、世界に多くの貢献が出来、やがて世界から無神論者が一掃されることでしょう。      KSH



　＊無知

無知に浸っている人は動物も同然です。そのような人の生活は、感覚の満足が中心です。自らの内なる神性の存在を知らぬゆえ、彼の思いは感覚器官を越えることはありません。かれは束の間ではかないこの世の快楽を天国の至福と思い違いし、識別力を持たずに迷いの生活をおくります。25/12/92          　                            

 エゴはどこから生まれるのでしょう。どうしていつもエゴに悩まされるのでしょう。人間の持つ無知によってエゴが起こります。～宇宙の大きさが分かっていたらエゴなど起こるはずはありません。宇宙は大きく、自分はそれに比べてどれほど小さいか忘れてしまったときに浅はかな考えが浮かぶのです。SGc31

    人間は、自分のあらゆる追求が、つまらないものを獲得することや、つまらない栄光に集中しているという事実を自覚できていません。人間は自分が他人に敬われることを切望しますが、自分はまったく他人への敬意を抱いていません。この根本的な原因は何でしょう？ 無知が根本原因です。無知は、無法、欺瞞、無関心、非真によって人間性に覆いをかけています。プラグニャーナム〔覚醒意識／至高の英知〕という太陽は、無知が破壊された時に光を放ちます。ですから、人間はエゴを破壊するよう努力し、自分自身を真の人間に作り変えるために霊的学習に着手しなければなりません。これが真の教育です。知識というものは、さまざまな学科や学問に関する文献を学ぶことに限定されるわけではありません。人格を育成することの真の意味は、真の人間へと育成することです。これが知識の追求の内的意義です。教育はハートの拡大をもたらさねばなりません。ハートの神聖さはあらゆる良い性質の基盤です。15/1/86

 無知と誕生の間には、密接な関係があります。人の誕生はカルマが原因です。行為は執着と怒りを生み、想像上の恐怖を生じさせます。これらの恐怖の究極の源は無知であり、無知は生まれることも死ぬこともありません。無知には特別の原因はありません。自らの神性を忘れ、人はマーヤーとマーヤーによって生じた恐怖でがんじがらめにされています。どうすればマーヤーから逃れることができるでしょうか?答えはシュリマイーを認識することです。シュリマイーとは何でしょうか?それは常に光輝を放ち、いつもはっきりと目覚められており、完全な自覚を持つ、内におられるお方のことです。29/5/92

    真我顕現とアートマの至福を得るためには、自信が必要です。あらゆる悲しみの理由は何でしょう？ 生まれることが悲しみの原因です。誕生は行為（カルマ）の結果としてもたらされます。行為の原因は欲望と憎しみです。欲望と憎しみは快と不快（好き嫌い）の感情によって引き起こされます。これらは道を外れさせるものです。二元の感情が道を外れる原因です。突き詰めるなら、道を外れる原因、悲しみの原因は無知であることが推察されます。悲しみを取り除くためには、無知が去らなければなりません。無知が取り除かれれば、人生の目的は成就し、再び生まれ変わる必要はなくなります。これが、クリシュナがアルジュナに投与した薬です。1/12/84

  　鳥が、全面を鏡で張った部屋に入ると、自分の姿が映った多くの映像を見ます。鳥は、そこには多くの鳥がいて、どれもが自分の競争相手だと想像します。そこで、その鳥は鏡に向かって体当たりを続け、鏡が割れて幾つもの破片が生じます。するとその鳥には、鏡の破片と同じ数だけの鳥が見えます。鏡がすべて粉々に砕けてしまうと、鳥の映像は見えなくなり、鳥はどこかへ飛んで行きます。これは無知の状態です。

　 反対に、英知の人が部屋に入ると、その人は、そこに見えるすべての姿は自分自身の映像であると感じて、幸せになります。同様に、自分以外のあらゆる人の中に自分を見て、彼らを自分自身の姿と見なす人こそが、本当の人間です。外の世界に現れる、目に見える原理は、一人ひとりの内に存在している原理と同じものです。名前や姿や能力は、個別 のもののように感じられますが、それらは単なる映像に過ぎません。本当は、皆さんと私は同じなのです。神は皆さん自身の内にあり、皆さんと神は分離した存在ではありません。

  また神は、神殿やモスク（回教寺院）などのような礼拝の場所だけに特別 に存在しているのでもありません。皆さんがモスクや神殿の中に見ようとしているものは、皆さんの中にあります。すべての霊性修行は、この内的実在を体験するために行われるのです。23/11/2000



　＊村での奉仕

今ここに、教育を受けた学生が沢山います。彼らは大学卒業後には社会に奉仕すると誓約すべきです。都市での高給な仕事を探すのではなく、村に行き困っている人々に奉仕し、彼らの愛と感謝を得るよう努力せねばなりません。そうしてこそ、受けた教育が価値を持ちます。学生は村での質素で薄給な生活に満足せねばなりません。それは都市での多額の収入にまさる心の満足をもたらします。村では都市に住むよりも、もっと健康的な生活を送れるのです。18/11/95

   村での作業を始める前に、あらかじめ、村の背景、財源と必要性、環境、社会経済事情について知っておかなければなりません。皆さんの中には三、四人で協力して起業する人もいるかもしれません。皆さんは無条件に妥協すること無く、基本的な人間的価値を掲げなければなりません。人はこれによってのみ評価されるのです。自分の国に必要とされていること、採用すべきシステム、従うべき手順、国の資源、国の発展を常に念頭に置いていなさい。STPSp144



    ＊目

私には皆さんを矯正し、正しい道へ導く責任があるため、皆さんが「目の悪」から身を守るように忠告します。醜悪で、低俗な、自らを卑しめる、品位を下げるようなものを見て楽しんではなりません。あらゆる街角に貼り出されている忌まわしい映画のポスターといったものは、あなたを悪徳と犯罪行為に引き寄せます。また、スキャンダル〔醜聞〕や神への冒涜、憎悪や貪欲の報道、神を否定する邪悪な人々や、ハートに愛がなく、行いに兄弟愛のない人々が語る話を聞きたがる「耳の悪」も避けなくてはなりません。18/7/70

    今日読まれた詩の中で、なぜ神様は人に外を見ることができる目を与えておいて、その目が外的なものばかりを見るといって非難されるのか？という疑問が提起されました。それは間違っています。目は外的なものばかりを見るわけではありません。目は、心のメッセンジャーとして振る舞っているだけです。もし心が目にあちこち見るなと命令すれば、目は従うはずです。先ほどの詩人はまた、神様は人に間抜けな心をなぜ与えたか？と非難していましたが、心は間抜けなんかではありません。

 心は神と結びつけることもできれば解き放つこともできるのです。執着と自由は心によって影響されるのです。それらはあなた自身の選択です。心はただの道具であってどちらにも使えるのです。

それを使っている人を非難すべきであって、道具を非難すべきではありません。SSS5p283

  目は神聖なものだけを見るべきです。あなたの見る目が神聖になったとき、全世界は変容するでしょう。1/1/98

   人間が不浄なものを見たり感覚的快楽を追求するために、寿命が縮められています。そして、不浄なものを見る結果 、人の目に備わる何十万という光線が失われています。人間の目が悪くなっている原因はここにあります。今日、多くの人が白内障の手術を受けて、視力を取り戻そうとしています。医師は、白内障のために目が悪くなったと言うかも知れませんが、実は、その原因は不浄なものを見ることにあるのです。ですから、私たちは視覚を正しくコントロールしなければなりません。

 どのような霊性修行をしても、視覚をコントロールしていなければ、修行の恩恵を得ることはできません。ジャパ、苦行、瞑想といったすべての霊性修行は、一時的な満足をもたらすのみです。このような修行をしても、視覚をコントロールする助けにはなりません。実は、全宇宙はあなたの視覚を基盤として存在しています。5/7/01

  ダルマラージャはまさしくダルマの化身でした。ただ彼には､先を見る目が欠けていたのです。自分のしていることが、後になってどういう結果を招くかを考えられない人でした。事態が大きくなってからはじめて自分のしたことの結果に気がついて､辛い思いをします。後になって気づくばかりで､先の先まで読むことが出来ないのです。～先を見る目の無い人、正しい判断の出来ない人は、難しい場面で決断を迫られると、必ず自分のしたことを後悔するようになります。～アルジュナは戦争の結果が耐えがたいほどひどいものとなる事が分かっていたから､自分は戦わないといったのです。戦争が終わった後では､戦争の苦しみを感じませんでした。苦しんだのは戦争の前です。清らかの心をもっている人は行動の後では無く､行動する前に苦しみます。SGc15



　＊瞑想

   マインドを落ち着かせ、安定した状態に保つには、霊性修行としての瞑想が処方されます。瞑想は、マインドの肯定的な面と否定的な面を消失させて整えるプロセスです。ニルヴィカルパ サマーディの段階（三昧という超意識状態の最高の段階）に達すると、人は無限の至福を味わいます。この味わいは、熟睡状態という、夢も見ておらず、願望や要求もなく、欲望や拒絶によって邪魔されることのない状態のときに、人に授けられます。瞑想によってニルヴィカルパの段階に到達したときの至福以上の満足感があるでしょうか！ 私たちを満たすそのときの至福（アーナンダ）は、バーヴァーティータム、すなわち「想像を超えたもの」、トリグナ ラヒタム、すなわち「三属性を持たないもの」と描写されています。21/11/79

ヒスロップ: スワミのおっしゃった「欲望が起こる土台は比較する心である」ということ を知るのは大変重要です。私がスワミジに巡り会うという幸運に恵まれる以前、 妻と私はヴィッパーサナー瞑想の修行をしに毎年ビルマに行っていました。それはアーナーパーナで始めます。

サイ: 知っています、鼻と唇の接点の番人です

ヒスロップ: 心がそこに腰を降ろすほどに集中すると、瞑想の師が、集中を頭頂に移すようにと指示します。

サイ: すると、頭皮に蟻が這いまわっているような感じになる。

ヒスロップ: そうです、スワミ。私がどこに注意を置いても、燃えるような激しさがあり ました。その火は、体を構成してる最小微粒子が、生成されては即座に分解されているのを感じ取る、直接的な知覚だという話です。意識的知覚であるその 火は、すべての不純物を燃え尽くす、と。サイババとの会話

  「トワム（あなた）」は、手と目と理性と心とが複雑に組み合わさっている存在（すなわち、肉体・感覚・心・理性の複合体）のことです。「トワム（あなた）」は、そのようなもののすべての複合体を内蔵している姿形を指しています。「タット（それ）」とは、そのようなあなたの核心部分であり、その純粋性、言い換えれば、あなたの内奥にある崇高な感情のことです。この二つのものが同じものであることに気づくためには、瞑想と呼ばれる霊性修行に頼らなければなりません。瞑想とは（感覚の領域に関わる）集中を昇華させて（心と理性の領域に関わる）黙想にいたり、そこから最終的に（論理も思考も想像力すらも届かない領域に関わる）本当の瞑想にまで到達するプロセスです。1/1/83

    　 善い性質を培うためには、根気強い努力が必要です。あなたはその過程で、幾つもの障害物を乗り越えなければなりません。美徳を培うことによって初めて、あなたの心は浄化され、集中力を獲得することができて、神の黙想や瞑想に没頭できるようになるのです。そのような善い性質が備わっていなければ、心は一時の間も静かにしていることができません。心に善い性質や善い想いが備わっていないのであれば、どうして心を瞑想だけに向けることができるでしょう？　レンガや漆喰を準備しなければ、どうして家を建てることができるでしょう？　ですからあなたが、瞑想に没頭したいと望むのであれば、まず初めに、善い性質と善い想いを身につけなければなりません。KSHより

       何万という書物より得た学識より、瞑想から得られる一粒の英知の方が、遥かに価値高い。

どのような瞬間的であっても英知のひらめきは貴重である。それは倦まず努力してきた修行の賜物であり、他人が口を挟むことの出来ぬ正真正銘の体験である。一粒の英知をはぐくみ、育てていく時、矛盾と批判は消滅します。議論は全て下等な自己より生ずるのであって、それらは真理が明らかにされれば消えてゆきます。人が霊性修行を始めるに当たりなによりも肝要なのは、自分自身を信じることです。RV

    人々はしばらくの間座って瞑想し、喜びの涙を流します。彼らは至福を体験したと言います。それは彼らの想像以外の何ものでもありません。至福とは、来たり去ったりするものではありません。それは永遠です。あなたがどのような状態にいようとも、覚醒・夢見・熟睡の違いを問わず、それを絶えず経験することができるようになりましょう。1/3/03

    サーダナ（霊性修行）には三つの相があります。集中と黙想と瞑想です。今、あなたはこの姿を注視しています。それが集中です。そのうち、この姿が立ち去ると、皆さんは引き続き、この姿を心の目で思い浮かべます。それが黙想です。その行の結果、その姿は永遠にあなたの胸に焼き付きます。それが瞑想です。そのようにして瞑想を続けると、その姿はあなたの胸の中に永遠に留まります。今、皆さんは自分のサーダナを集中と黙想だけにとどめています。この二つの段階は一時的なものにすぎません。サーダナの最初のステップは集中であるというのは事実ですが、集中は黙想へ、それから瞑想へと変容を遂げなければなりません。瞑想の最終段階では、目をつぶっていても神の姿を見続けるようになります。太古の聖賢たちはこの瞑想の形を選びました。聖賢たちが望むと、いつも神が目の前に現れ、語りかけ、望みを叶えたのはそのためです。23/2/09

   多くの人が、霊性修行として瞑想を始め、多くの時間を費やしています。しかし、実のところ、瞑想は朝から晩まで行っているほぼすべての活動の中に含まれているのです。瞑想は（集中という意味において）、食事をすること、仕事に行くこと、職務に精を出すこと等々、日常のあらゆる雑用や仕事に内在しています。人は、本を読んでいるとき、遊んでいるとき、買い物しているときに、瞑想しているのです。集中なくしては、どのような活動も行うことはできません。集中が神に対してなされる場合、それは霊的な瞑想となります。そうした瞑想は、特定の時間や場所を必要とするでしょうか？ 瞑想に特別なテクニックはありません。人は瞑想に何らかの特別な名前を付けて、瞑想の真の意味を忘れています。たとえば、もし瞑想（一点集中）してスワミの講話を聞いていないなら、私の話したことは覚えていないでしょう。聞くことですら瞑想を必要とします。瞑想は特定の形をもちません。さまよう心では、瞑想は不可能です。

    今日では、瞑想と称して人目を引くために数々の行為が行われています。猿のように落ち着きがなく、一つの思考から別の思考へと忙しく動き回る心をもったまま、瞑想と称して何時間も費やす代わりに、家庭や職場や社会での義務を、真面目に献身的に果たすことに集中した方が良いのです。これが瞑想ではないと言えますか？ 一分も心を静止させておくことができないのに、一時間も「瞑想」に座って何の役に立つのですか？ 

   日々の義務を果たしながら神を想いなさい。すべての仕事を神への神聖な捧げものと見なしなさい。自分が行うすべてのことの中に神を見なさい。この単純で易しい道を歩む代わりに、人はさまざまな瞑想を試して危険に身をさらしています。自分の義務に専念しなさい。瞑想は一つのものに限定されません。瞑想はあなたの行うすべての活動に染みわたるべきです。30/3/87

   心を甘美さを与える神聖な事物と、神と交わって得られる甘美さに向けなくてはなりません。

もちろんそれには時間がかかります。どれくらいの時間かは、各自の想念や言葉と、それを促す動機によって違います。肝心なことは、その人が祈りのために使った金の額や、修行の年数、礼拝の儀式の仕方や祈りの回数とは関係なく、どれ位、心底から祈ったかが重要であり、成果を得られるまでにどれほど忍耐強かったか、世俗の喜びに対して執着を持たず、成果が上がらなかってもただ一筋の真心を持って神聖至福を希求したかが、大事なのです。DVJp12

    黙って座って目を閉じている人がいます。自分は瞑想をしているとその人は言います。それは瞑想ではありません。黙って座っていても、心はさまよい、ありとあらゆることを考えていることがあります。心が揺れ動くことなく、しっかりと高次の実体に定まっていることだけが、瞑想と呼べるのです。瞑想は黙想の次の段階です。23/2/09

   犠牲を払うことなく神を憶念しても無駄です。神を憶念すれば、おそらく何らかの精神的満足を得るかもしれません。しかし、それは無駄 なことです。1/1/04

  神の御名を絶え間無く唱えることによって、神を常に思い起こすことが瞑想です。瞑想によってさまよう心は鎮まります。心が鎮まる時、人と絶対実在の間のヴェールが取り除かれます。絶え間ない神への思いは、深い信愛によって初めて出来るのです。御名を常に唱えなさい。御名はあなたを捉え、ある段階に達すると御名自体があなたを虜にするでしょう。そうなれば、あなたが御名を忘れようとしても忘れられなくなり、あなたの身体は神の神殿と変容するのです。OCSp156

 よくあることですが、瞑想が深まってくると新たな欲望や意念が心に生ずるものです。しかし絶望する必要はありません。熱心に規則正しく修行を続ければ、心を滅却することができます。このような修行によって最後に得られる成果は、無限にして純粋の至福意識です。JV

    比類のない帰依者であるゴピカたちのように、あなたもまた、神に対する全託の心を培うべきです。あなたは、「私は神様のものです。私はあなたの中に生きています。私はあなたに包まれ、あなたの中で成長しています。」と感じる心を持ち、そのような想いと共に、宇宙的なビジョンを養わなければなりません。宇宙的なビジョンとは、あなたも全宇宙も、共に神の中にあるというビジョンのことです。これこそが、真のディヤーナ（瞑想）のための正しい基盤であり、正しい態度なのです。KSH

 瞑想中に眠気をもよおす原因は、食物の不消化であることが多いのです。食べ過ぎ、過度の運動による疲労、睡眠不足などによっても眠気が生じます。ですから普通は、瞑想の修行をする者は昼寝をすべきではないのですが、前の晩に眠りが足りない時は、昼寝を少し取るのも悪くありません。本当に空腹を感じるまでは、食事を摂ってはいけません。食事の量は控えめにしなさい。腹が四分の三満たされたと感じたら、それ以上食べないように。つまり、もう少し食べれると思っても、そこで止めるのです。このようにすれば、胃袋を正しく振る舞うように教育することができるのです。運動のし過ぎも好ましくありません。歩くのも度を超えてはなりません。眠気が覚めるまで歩くのは良いのですが、眠気を追い払ったあとに、瞑想に入ることは出来ないことも忘れてはなりません。JV

 日々の瞑想において、自分がどの程度集中出来たのか、心が彷徨うのをどの程度制することが出来たのか、神の御姿にどれだけ深く沈潜出来たのかを自分自身で検討してみれば、自分の瞑想段階について知ることが出来る。あなたが何をいつ授かるかは、神の御加護によるのだ。SDMp129

辛抱強く待つこともまた、瞑想という苦行の一部なのです。DVJp13

 心と知性のコントロールに成功したなら、どこにいようと、ベッドであろうと岩の上であろうと、座っていようと、馬車の上であろうと瞑想することができます。DVJp16

  瞑想が成功する秘訣は、その人の心がどれほど清らかかによります。正しい行動を取ることをどれ程重要だと考えるのかに比例して、成果が上がります。DVJp19

   瞑想によって人は、心の生み出すつかの間の事物を夢まぼろしとして捨て去り、彼のうちにある、天国の記憶を甦らせることができるのです。一切の創造物は、あなたの心の産物です。DVJp23

 正しい放送局に波長を合わせることが瞑想です。「ニュース」すなわち神の御姿を目にすることができるように集中して、心の波長を神の放送局に合わせなさい。20/5/95

  ひとたび真理に到達した時、そこにはもはや瞑想も無く、瞑想するものもいません。すべては一つにとけ込みました。それが照明された、という経験です。彼のうちなる純粋英知に歓喜する修行者は、ただ内在する神霊の至福のみを自覚します。それが目的地であり、不滅という果実なのです。超越的体験をした修行者は、瞑想を終え、燦然たる神聖の光輝を放ちます。ヴェーダはかれにおいて完全に顕現しました。彼は純粋な人間に変容しました。瞑想のみが運命の栄枯盛衰を超越する人物をつくる力を持ちます。瞑想のみが如何なる環境下であっても、泰然たる心を失わぬ人物を作る力を持っています。瞑想の奥義を極めた人は、彼自身がもう一人の創造主であるかのように、変容します。DVJp24

瞑想の時間を変えてはいけない。SDMp130

 身体も心も魂も健全な修行者は、内なる世界をじっと見ては内的歓喜に包まれて大喜びするのです。そしてすべての想念、言葉、行為は内的世界に関する知識を完全に意識して、そこから発するものでなければなりません。知性はさ迷う事なく、常に内なる世界に安住していなくてはなりません。それが、内なる目なのです。瞑想はそれを得るための、最も重要な道具なのです。DVJp26

 瞑想のために座っていながら、様々な感覚の対象や、感覚の喜びのことを考えているのは馬鹿げています。それは単なる時間の無駄です。慈善活動をしなさい。実際、真の瞑想であれば、瞑想中「私は瞑想している」という思いはなくなります。「瞑想するもの」「瞑想する対象」「瞑想の過程」の三つが一つになるべきです。これは、トリプッティと呼ばれます。重要なことを一つ心に止めておきなさい。

   実は、あなたが、私から離れていると思う分だけ、私から遠くにいるのです。私が近くにいることを常に実感し、最終的には自分と神は一つと思うべきです。瞑想が成功するかどうかは、そこにかかっています。神はあらゆるところに存在するという確信を持ち、すべてを愛し、すべてに奉仕し、利己主義と私欲を捨てることによって、あなたは真の瞑想の恩恵を体験し、自分の真の実態が、アートマであることを知るでしょう。STPS2p89

 無相の神に帰融することが出来るのは、自分の姿を忘れる時です。神は瞑想によってもジャパによっても体験することは出来ません。瞑想とジャパをすれば神を体験できると考えるのは無知です。それらによって束の間の心の安らぎを体験することが出来るかもしれません。しかし、永続する歓喜とアートマンの知識を得るためには、あなた自身の神性をつちかわなければなりません。そのためには、環境もそれにふさわしいものでなければなりません。瞑想とジャパの為の清らかで神聖な波動に包まれた場所を確保しなさい。14/8/90

 神聖な英知をすぐに心に悟ろうとしても、まず食事の手順を踏むように順序だててしなければ無理です。身体を使って良いことをして欲望を燃やし尽くし、神を求める願いに昇華させなければなりません。それによって最高の知識を悟ることが出来ます。正しい瞑想の修行とは、ゆらぐことなく、少しずつゆっくりと欲望を抑えてゆくものなのです。感覚器官を戒め欲望を抑えることによって、どんなこともごく自然に、自分から進んで奉仕し、そこから何の見返りも求めなくなるでしょう。SGc8

 すべてを超えて神を愛することを瞑想と言っていいでしょう。世間で言う瞑想とは、何か物に意識を集中して、それによって究極の存在に達することを言います。瞑想への正しい近づき方だとは言えません。瞑想の本来の意味は、ただ神だけを思うことです。だから瞑想と信じる心は、同じものなのです。SGc8

 人々はどんな場所でも瞑想をしても構わないと思っています。しかし、エネルギーの流れや意思力が、瞑想者のまわりを取り巻いています。大地には強力なエネルギーが流れ込んでいます。このため、大地からは極めて強い引力が発せられています。瞑想においては、この流れから自分を遮断することが好ましいのです。それゆえ、瞑想者たちは、木切れの上に座り、ウールの肩掛けで肩を覆います。その人が瞑想に上達してしまえば、どこに座って瞑想しても、影響を受けなくなります。~睡眠と覚醒状態の間の隙間を捉えることが出来るように訓練し続けなさい。愛を持って実践しなさい。CWSSBJp246~7

 夢を見ている人の身体と夢の中の身体は同一です。意識の一つの状態において身体は静止しもう一つの意識状態においては動いています。ヴェーダンタは人の身体は肉体的状態においては動きがあるがブラフマンの状態においては不動であると宣言しました。それゆえ瞑想の目的は、ブラフマンの境地即ち意識の不動の状態に達する事にあります。1/1/1991

    いつも神の御名を瞑想していなさい。黙想や集中ではなく。瞑想には神への愛が染み込んでいるべきです。愛がなければ、あなたの瞑想が望ましい結果を得ることはないでしょう。あなたの神への愛は昼夜を通して続いているべきです。願いを叶えてほしいと神に祈り、物事がその反対になると、皆さんは怒って神への憎しみを抱くこともあります。しかし、それは霊性とは何の関係もないことです。皆さんの生来の性質と神への愛は、決して変化を被るべきではありません。神の御名と結合し続けていなさい。それが本当の瞑想です。深い瞑想に入ると、たとえ目を開いても、外界のものは何も目に入らなくなります。23/2/09

    毎日、数分を瞑想にあてなさい。それを続けていくと、平安の感動を味わう時間が長くなります。日の出前の身体と心のエネルギーが散逸していない時が瞑想に良いのです。自分の座りやすい方法で、ロウソクの炎の前に坐りじっと見つめなさい。それから目を閉じ、炎が眉間にあるように感じるように努めなさい。眉間から炎が身体の通路を照らしながらハートにある蓮華まで下ろしてきて、胸の中央にあるハートの蓮華に入ると、花びらが一枚づつ開くのを心に描きなさい。そして、あらゆる思いと感情、情緒、衝動が、光明に包まれ暗黒が拭い去られるように心に描くのです。そして、その光明がさらに輝きを増すことを想像し、愛の光輝であなたやすべての人を包むのです。混乱した世界にいるあなたは、このようにして高い霊的平安を求めなければなりません。SIP5-20

    他人から罵られても、静かに微笑み、落ち着いていなさい。それは、あなたの瞑想が速やかに効果をあげているしるしです。SIP5-30

  勉強の目的は何でしょう。それは身体と心を落ち着かせるためです。運動しているとき以外は､あまり身体を動かしすぎない方が良いのです。話しているときや歌っているときも、あまり身体を動かさないようにすべきです。そうやって子供の時から､身体の動きを抑えるように心がけていれば、瞑想が出来るようになるのに役立つでしょう。SGc30

 日の出前のブラフマムフルタムの時である早朝に起床し、未だ精神的な活動が制限されているときに瞑想を始めるのが正しいことです。その時間帯では、心が澄んでいるだけでは無く、環境もまた平安です。沐浴しなければならないとか世俗的な重要な仕事があるとかなどの厳しい現実から抜けだし、あなた自身の内面に集中して神の名を唱えなさい。そうしてはじめて心は清らかになるのです。求道者は、愛は神であり、愛に生きなさい。と言うでしょう。愛より偉大なものは無いのです。愛があれば、世界は神の光で満たされるのです。愛にのみ生きるのです。愛でもって一日を始め、愛でもって一日を送り、愛でもって生き、愛でもって一日を終える、これが神への道です。OTYRTNp325

   

    ＊瞑想方法

    落ち着ける、安定した姿勢で座り、それから呼吸を整えて、五感の注意を外界の対象物からそらし（プラティヤーハーラ）、体内すべての器官を浄化する（アンガニャーサ）ようにします。光は最高の浄化器です。なぜなら、光はすべての闇を追い払うからです。光は体内を巡り、手足、感覚器官のすべてを清めます。光はハートの中にある蓮の花の中に安置されます。蓮の花の中には、集中（ダーラナ）を目的として、神の御姿の心象（バーヴァチットラ）が祀られ、それが瞑想へと導き、最終的には三昧（サマーディ）に到達させてくれるでしょう。21/11/79

    神の最も偉大な中核に到達するには、人はまず、最低条件として自分自身の中核に入り込まなければなければなりません。なぜなら、自己を知ることなく神を知ることのできる人はいないからです。

落ち着ける、安定した姿勢で座り、それから呼吸を整えて、五感の注意を外界の対象物からそらし（プラティヤーハーラ）、体内すべての器官を浄化する（アンガニャーサ）ようにします。光は最高の浄化器です。なぜなら、光はすべての闇を追い払うからです。光は体内を巡り、手足、感覚器官のすべてを清めます。光はハートの中にある蓮の花の中に安置されます。蓮の花の中には、集中（ダーラナ）を目的として、神の御姿の心象（バーヴァチットラ）が祀られ、それが瞑想へと導き、最終的には三昧（サマーディ）に到達させてくれるでしょう。

瞑想のために座ったら、まず、神の栄光を称えるシュローカ（サンスクリット語の詩節）をいくつか唱えて、騒ぐ心を静めます。それから、ジャパ（神の御名を繰り返し唱えること／唱名）をしながら、少しずつ、心の目の前にその御名をもつ神の御姿を描いていきます。気が散って、御名を唱えることから心が離れてしまったら、心を御姿のもとに連れてきます。心が御姿からそれてしまったら、心を御名のもとに連れてきます。そのどちらかの甘美さの中に、心をとどめさせなさい。このように扱えば、心は簡単に飼いならすことができます。あなたが想像して思い描いた御姿は、心象へと変わり、ハートに愛でられ、記憶に定着するようになります。そして、神があなたの望みをかなえようとしてその御姿をまとうと、その心象は、だんだんと生身の御姿のヴィジョン（サークシャートカーラ チットラ）へと変化していきます。この霊性修行は「ジャパ サヒタ ディヤーナ」（ジャパと結び付いた瞑想）と呼ばれるもので、私はあなた方全員に、この瞑想をとりいれることを勧めます。というのは、これは初心者に最適の瞑想法だからです。

あなた方は、数日でこの手順を身につけ、集中から得られる喜びを味わうことでしょう。初期の段階では十分から十五分程度、それが過ぎたらもう少し長く、この瞑想をして、その後に、瞑想中に得た平安と幸福感をしばらく黙想しなさい。21/11/79

    瞑想のやり方に関しては、さまざまな師や指導者が、さまざまな方法を助言しています。しかし、今、私があなた方に、もっとも普遍的で、もっとも効果のある方法を教えましょう。これは霊性修行における最初のステップです。まず、毎日、何分か瞑想を行う時間を設けなさい。それから、瞑想で至福が得られるにつれて時間を延ばしていくのです。瞑想には夜明け前の時間をあてなさい。この時間が望ましいのは、睡眠によって体が回復しており、日中の活動による影響をあなたがまだ受けていないからです。目の前に、炎が真っ直ぐ一定に昇っている、覆いのないランプか、蝋燭を置きます。その炎の前に、蓮華座（パドマアーサナ）か、あるいは他の無理のない姿勢で座ります。その炎をしばらくじっと見つめます。次に、目を閉じて、その炎が、頭の中の、あなたの眉間の内側にあると感じるようにします。その炎を、ハートの中にある蓮の花のところまで、道を明るく照らしながら、ゆっくりと降ろしていきます。炎がハートに入ったら、ハートの中で蓮の花びらが一枚ずつ開いていき、思い、感覚、感情の一つひとつが光で満たされ、ハートから暗い部分が取り除かれていく様子を思い浮かべます。暗闇が隠れる場所はありません。炎の光はさらに大きく、輝きを増していきます。光が手足を満たします。さあ、これであなたの手足は、陰険で、怪しげで、よこしまな行いに従事することはできません。手足は、光と愛の道具になりました。光が上昇し、舌に届くと、舌から偽りが消えました。光が目と耳まで上昇すると、目と耳にはびこってあなたに悪いものを見せ、子どもじみた会話をさせていた、すべての暗い欲望が消えてなくなりました。

あなたの頭を光で満たします。すると、あらゆるよこしまな思いが逃げ出していきます。あなたの中にある光がますます強く輝いている様子を思い浮かべます。その光であなたの周囲のすべてを照らしていきます。あなたから発している光は、環状にだんだんと大きく広がっていき、あなたの愛する人々、肉親、友人、同僚、敵対している人、ライバル、知らない人、すべての生き物、そして、全世界を包みます。

光が、すべての感覚器官を、毎日、強く、規則正しく照らすため、暗い、よこしまな光景を喜ぶこと、陰湿で悪意のある話を聞きたいと思うこと、質が悪く、有害で、やる気をなくさせる、害のある食べ物や飲み物をとりたがること、自らの品位を傷つけるような汚い物に触ること、評判の悪い不正な場所に近づくこと、いつでも誰にでもよからぬ策略を企てるようなことがなくなる時が、じきにやって来るでしょう。あらゆる場所に光を見る、あの感動に常に浸っていなさい。もし現在、あなたが特定の姿をとった神を崇めているのであれば、あまねく光の中にその御姿を思い浮かべるよう努めなさい。なぜなら、光は神であり、神は光であるからです。

この瞑想を、私が勧めたやり方で、毎日、規則的に行いなさい。他のときには、神の御名（荘厳さの香る数ある神の御姿のうちのどの御姿の御名でもよい）を繰り返し唱え、いついかなるときも、神の御力と、慈悲と、寛大さを忘れないように気をつけていなさい。21/11/79

    光をまずハートに移します。ハートを蓮華であると考え、その花びらが開きます。ジョーティ(光)は、次に身体の他の部分に移されます。光を移動する時の特定の順序はありません。しかし大切なのは、体の中で最後に光をを持って行く場所であり、それは頭なのです。そこで光は王冠になり、その中に頭を神聖なものとして包み込みます。次に光は体外へ移されます。すなわち個別的なものから普遍的なものへと移されるのです。その光を親戚の中へ、そして友人、敵、木々、動物達、鳥の中へと動かして、自分の中に光があると感じたのと同じく、全世界と、そこに存在する全ての形あるものの中心に、それと同じ光があるのを感じなさい。光を普遍的な次元にまで持って行くという観念、普遍性という観念は、同じ神聖な光があらゆるものの中に、そしてあらゆる場所に存在するということです。この普遍性が心に深く刻み込まれるために、私たちは体のあちこちを光で照らすのです。サイババとの対話p249



    ＊メインスイッチ

他の人から尊敬されたいと思うなら、まず、あなたが他の人を尊敬しなくてはなりません。同様に、あなたがあらゆる人を愛するなら、あらゆる人があなたを愛することでしょう。愛は「私」の原理です。このことを、あなたのゴールとして心にとどめておきなさい。どの家にも、部屋ごとに明かりをつけるスイッチがあります。これらすべてのスイッチは、一つのメインスイッチによって管理されています。同様に、目、耳、舌などは、「私」というメインスイッチによってコントロールされる、さまざまなスイッチなのです。このメインスイッチがオンになってはじめて、身体中の各部位 に生命が行き渡るのです。この「私」こそが真理です。真理は神であり、神は真理です。愛は神であり、神は愛です。この真理を理解し実践するなら、他の霊性修行は必要ありません。神は永遠の照覧者であり、私たちの思いと言葉と行動をじっと見守っています。人はみずからが選んだ名前と姿において神を崇拝します。実際、あらゆる姿は神から生まれました。ですから、すべての人を愛し尊重しなさい。愛を拡大することが人生です。心を狭くしてはなりません。21/8/02



　＊盲目

その少年は失明したままで大人になることでしょう。しかし、もし彼がよく考え始めて、彼が過去に行った悪い行為のために盲目になった事を理解し、今の自分の過去世から受け継いだ悪い性格を反省して神に祈り、許しを請い心から自分を変えようと努力をするならば、ババは彼の過去に犯したカルマを許し、視力を回復させるかもしれません。CWSSBp78

    七人の盲人が一頭の大きな象に近づきました。そのうちの一人が象のそばに行って脚に触りました。その体験に基づいて、その盲人は、「象は大きな柱のようなものだ」と言いました。別の盲人は象の耳を触って、「象は大きな団扇（うちわ）だ」と言いました。三人目の盲人は象の尻尾を触って、「象は太い縄のようなものだ」と結論を下しました。別の盲人は象の腹部に触って、「象は大きな壁のようなものだ」と判断しました。このように、盲人たちはそれぞれ象の特定の部分に触れて感じた結論を出しました。各人が自分の触った部分が象の全体の姿だと推論したのです。盲人たちは、それぞれ象の特定の部位を正しく完全に描写しましたが、一部分が象の全体の姿を表すことなど決してできません。象と呼ぶことができるのは、それらすべての部分の結合体です。19/6/74



    ＊盲目的に従う

賛否両論のあらゆる意見をよく考えなさい。あなた自身の体験を元に考えなさい。それから判断するのです。他の人々の言うこと、また私の言うことにも盲目的に従ってはいけません。真善美pt2p146



　＊目撃者

神は目撃者であり、彼は人々のそれぞれの欲望に基づく行為の結果を手渡しているだけです。しかしその行為の結果があまりにもひどい場合には、彼はしかるべき処置をとり、苦痛を少し取り除くという介入をすることもあります。そのような権利を神は持っています。SS4/95p89



　＊モクシャ

どんなことでも定められた時というものがあります。モクシャを願うというのも欲望の一つです。それゆえ何かを願うという代わりに、いつも私のことを思っていなさい。そうすればあなたはモクシャを得ることが出来ます。P, 75 ANDI

    カルマの原理（因果応報）は理解し難いものです。ある種のカルマはあらゆる疑問を引き起こすかもしれません。しかし、別の種類のカルマは疑問を消し去り、あなたを一体性の境地へと連れて行きます。ゴーカクはこの真理を悟り、疑問はなくなりました。疑問の存在しない境地に至れば、真理を悟ります。これはモークシャ（解脱）のための王道です。

モークシャの真の意味は何でしょうか？ モーハ クシャヤ（執着〔モーハ〕を取り除くこと）がモークシャ（解脱）です。執着を持っている限り、解脱は考えられません。それゆえ、まず第一に、無執着を得ようと懸命に努力すべきなのです。23/6/05

   人はモークシャを求めます。どうすればモークシャは自分のものになるのでしょう？ モークシャの特質とは何ですか？ ダルマの道を歩んでいる間に、人はアルタ、つまり富を求めます。ダルマの道を歩み、正当な手段でアルタすなわち富を手に入れることで、人は第三ステップである欲望や熱望へと至ります。そこでも、それらにはダルマの要素が染み込んでいなければなりません。

    ダルマに欠ける富とダルマに欠ける欲望は、あなたをモークシャの確保を手に入れるに値する人間、あるいはそれを願うに値する人間にすることはできません。もし、ダルマとアルタとカーマがしかるべき方法で果たされていたなら、人間は今のように、増加するストレスや、疾患や、さまざまな病気にさらされることはなかったでしょう。ダルマとアルタとカーマの三つを支配する主要なものは食べ物なのです。8/10/83



    ＊目的地

肉体の内部には微細体があり、微細体には17の相があります。それは、5つの知覚器官、5つの機能、5つの鞘、マインド、理智です。これら17の相はどれも、夢を見ているときの状態に属しています。第3の体は原因体です。原因体は、2つの相、すなわちマインドと理智で形成されています。この2つの原因相が普遍的な因果律に溶け込むと、私たちはすべての肉体感覚を脱して、アートマの至福を体験します。アートマの至福は、サット、チット、アーナンダ（絶対実在、純粋意識、至福）という姿をしています。これが私たちの本当の姿です。永遠なるサット（絶対実在）とチット（純粋意識）がいっしょになって、一体性という至福を生み出します。これが私たちの目的地です。私たちはこの目的地に到達するよう努力しなければなりません。

神性は人間の中に潜んでおり、それは人間が自分で努力して引き出さなければなりません。すべての行為は体を通してなされます。ですから、体は永遠の至福に到達するための重要な道具なのです。体は神聖な方法で保っておく必要があります。人格を高めること、倫理的な生き方、規律が定められているのは、体を浄化するため、そして、神の栄光にまで高めるためです。18/1/85

    すべての人が幸せを望んでいます。そうした望みは自然なものであり、人間の真の性質は至福であるという事実から生じるものです。至福は神ですが、人はそれを理解していません。人は、自分が神から生じたこと、生命の底流が神であること、人の最終目的地が神であることを理解していません。人は至福から生まれ、人生の基盤は至福であり、人の目的地は至福です。実を言えば、人生の基盤は何か、人生の目的は何であるべきかを知るのは難しいことではありません。至福が人生の目的であるべきであり、人は真剣に至福を手に入れようと努めなければいけません。人の体は束の間のものであり、体が人に与えることのできる喜びもはかないものです。ですから、人は永遠のもの、つまり「神」、あるいはそれと同じものである「至福」を捜し求めなければなりません。永遠ではない道具を使って至福を捜し求めることは無意味です。体は肉体的な喜びしか与えることはできず、心〔マインド、マナス〕はせいぜい心の満足しか与えることはできません。これらは至福に相当しません。21/5/00

    個人とは何を意味するのでしょうか？ 個としての人間の特徴とは、最終目的地に関する真理を悟ることです。真の個人とは、自らの行為、振る舞い、態度を通して、内なる神性を詳細に説明できる人です。すべての人は、これを成し遂げる努力をし、自分の個性や人格を十分に発揮しなければなりません。「ペルソナ」〔人〕という言葉の意味の一つに、神性の火花というものがあります。イエス・キリストはペルソナと呼ばれています。聖書でクエスト〔探求〕と呼ばれているものは、ヴェーダの用語ではサーダナ（霊性修行）と呼ばれています。霊性教育は、あなたの自己犠牲の力、ヨーガの力、問題に取り組む能力（プラグニャー）を強めます。人間は完全にこのことを軽視しています。皆さんが知るべき二つの重要な面があります。一つは目標、もう一つは最終目的地です。激しい努力をした後、人は真の目的地を知ります。正しい見解で目的地を知った後、人は容易で安全な方法で最終目的地に到達するために、正しい「目標」を持たなければなりません。この点において、すべての人は、「私は誰か？」と自問しなければなりません。15/1/86



    ＊物をもらう

ウパニシャッドは、パリグラハ（他人からものを受け取ること）を罪深いことと見なしています。他人にどのような助けを施すにしても、見返りは一切期待せずに行わなければなりません。ウパニシャッド聖典は、自分の行為の結果を刈り取るのは人間にとって当然のことであると述べています。人間には、自分の父親、母親、師、そして、神からは援助を受ける権利がありますが、他の人から援助を受ける権利はありません。

神は創造者であり、維持者であり、守護者なのですから、あなたは何でも神に求めることができます。両親からは、両親の地位の許容量に応じたものを受け取ってかまいません。しかし、それ以上を求めてはなりません。師からは、知識だけを受け取らなければなりません。何があなたの福利を促進するかを教える師に対しては、他の何ものでもなく、師を満足させる方法を見つけなければなりません。今の学生は、この能力に欠けています。その結果、さまざまに借りを作っています。それらの借りを返すために来世でどのような生を受けなければならないかを語ることは誰にもできません。友人から受けるもてなしも、制限を守らなければなりません。親から独立している友人の家でさえ、長居しすぎることは間違っています。それゆえ、他人からの申し出を遠慮する気持ちを育てることが必要不可欠です。客人に、果物や花、水や他のちょっとしたものを出す準備ができていなければなりませんが、他人から何かを受け取ることには慎重であれねばなりません。3/9/89



    ＊モハメッド

    すべての人が神と等しいのです。これは、バガヴァッド ギーターの中でクリシュナがアルジュナに語ったことです。これは、モハメッド（ムハンマド）がイスラム教徒に語った真髄です。「アッラー」という語は「エーラハ」（Elah）という語から来たものです。「エーラハ」とは全託を期待することを意味します。もしあなた自身を神に全託するならば、あなたはアッラーと一つになります。アッラーとは神を意味します。神にはどんな名前でも姿でも描写でも付けることが可能です。異なる名前と姿はすべて、同一の神の名前であり姿です。人々が神に付ける名前と姿は、個人の好みによるものです。15/7/83



    ＊モルタル

この寺院は煉瓦とモルタルにすぎません。この像は石にすぎません。しかし、皆さんは、その中に神の原理を見ようと心に決めました。もし皆さんが、石という形を通り越して、その中に神の原理を見ることができるのであれば、すべての生き物、すべての人のハートの中に住む神を見ることは、はるかに容易ではありませんか？　まず、それを見るよう努めなさい。そうすれば、この像や、この寺院に対するあなたの信心は、しっかりと定まることができるでしょう。人を尊びなさい。それが、神を尊ぶための第一歩です。なぜなら、人間は知覚できますが、神は知覚できないからです。24/3/65



    ＊モンキーマインド

マインドを支配している者」は、他に教師を必要としません。どんな仕事をするときも、それを行う前に識別力を用いなければいけません。14/1/84

一体性の原理を見なさい。そうすることだけが、自分に本当の幸福をもたらせるのです。あらゆる悲しみや困難は、いっときのものにすぎません。最後には、すべての物事は良いものに変じます。困難は、最終的にはあなたに幸福を与えるようにできているのです。喜びとは、二つの苦しみの間のことです。この世には善もあれば悪もあります。善悪の両方を等しい心で見ることが、人間の根本的な義務です。食べ物と行いと習慣のせいで、人の心（マインド、マナス）に多くの変化が生じています。心は狂った猿のようなものです。普通の猿ではなく、狂った猿です！私たちは人類に属しているのですから、私たちの心は思いやりに満ちてるべきです。ところが私たちは心を猿の心に変えているのです。1/1/08



    ＊問題

皆さんは多くの問題に直面するかもしれません。問題で頭がいっぱいになるのを許してはなりません。日々の活動の時間割りを作りなさい。夕刻の三十分か一時間を、自分の問題を熟考するために取っておきなさい。そうすれば、問題の解決策を見出すことができるでしょう。もし四六時中心配ばかりしていれば、あなたは時間を無駄にし、問題は解決できないでしょう。6/85



　＊約束

一度スワミが約束すると、彼はどんなことがあってもそれを守ります。私は、約束を破ったことがありません。20/10/02



　＊薬効成分

食べ物とは、実は薬なのです。皆さんは色々なごちそうを作ってそれがおいしいと思っているかもしれません。それは間違いです。口に合うように薬に甘い成分が混ぜられていることがあるのと同じです。空腹という病のために、色々なごちそうを用意したとしても、本当はどの食べ物もただの薬に過ぎません。のどの渇きも病の一種です。SGc5

 一つ一つの言葉の中にマントラがあり、それぞれの植物の中に薬効成分があり、一人一人の人間は貴重な存在です。真の人はこの真理に基づいて生きるべきなのです。SSSepp, 226



    ＊役に成り切る

あなたが演じる神聖な登場人物になりきりなさい。そして、そこからインスピレーションと歓喜を引き出しなさい。なりきることで、あなたの演技もはるかに良くなります。そして、何千人という人たちから感謝を得るでしょう。ラーマクリシュナが自分をラーダーだと思い込んでクリシュナの御姿の顕現を切望したとき、ラーマクリシュナの肉体に女性としての特徴が表れました。自分をハヌマーンと見なして何ヶ月も木の上で過ごし、『ラーマーヤナ』だけを口にしていたときには、ラーマクリシュナの肉体も変化して尻尾の先が生えてきました。ラーマクリシュナの想念（バーヴァ）の強さ、そして、どれだけ自我を消し去っていたかの度合いは、それほどのものだったのです。劇を演じることと、それが与えてくれる「自我を消し去る」という霊性修行を深める機会を利用しなさい。というのも、それは真我を顕現させる最も速い方法だからです。

5/12/64



    ＊ヤグニャ

今回のヤグニャは世界の幸福のために執り行われています。このヤグニャにはとても重要な面 があります。アティ ルッドラ マハー ヤグニャは人間の内にある神聖な性質を守り育み、悪魔的な性質をはねつけ減らします。このように、このヤグニャは人類に幸福をもたらします。このヤグニャは人類の幸福に関心のある人なら誰でも執り行うことができす。  アティ ルッドラ マハー ヤグニャは偉大で、非常に神聖で、きわめて効験があります。このヤグニャを執り行う人々の生活は清められるでしょう。それぞれのホーマクンダ（護摩壇）には儀式を執り行う11人のリトウィック（僧侶）がおり、そうしたホーマクンダが11あります。したがって、全部で121人のリトウィックがこのヤグニャ中にさまざまな儀式を執り行います。またそれぞれのホーマクンダには一人の担当者がいて、儀式にかかわるすべての事柄の面倒をみます。このようにして、このヤグニャにかかわるすべての人々が、ヤグニャを成功させるために一体となって働きます。どのようなことも一体性によってのみ成し遂げられます。一体性から純粋性が生まれ、純粋性から神性が現れます。ですから、皆、兄弟姉妹のように振る舞うべきです。9/8/06

    ヤグニャは犠牲を意味します。マントラはこのことを力説し、供犠はこのことを象徴しています。〔太陽神への〕ナマスカール（平伏）はこのことを強調する身体的行為です。実際、人の生涯というものは、毎日が自分の寿命の一部を太陽に捧げる犠牲であり、一刻一刻自分の時間と力と注意を他の人や物事に捧げる犠牲なのです。ヤグニャ（犠牲）なしに進歩はあり得ません。ヤグニャは宇宙の秩序を維持します。犠牲は神々を喜ばせます。神々は雨を降らせ、雨は作物に養分を与え、作物は収穫をもたらし、収穫は手足を強くし、見る目を大きくします。犠牲は、人間がもはやそれ以上苦闘も死もない目的地に到達するまで、ハートを広げ、視野を浄化します。

最高で、最も実り多い犠牲は、エゴ〔アハンカーラ〕を犠牲にすることです。エゴを磔（はりつけ）にして、自由になりなさい。エゴを神に捧げ、すべての夢を越えて、豊かになりなさい。この至高の境地に向かって、神聖な行為（カルマ）、つまりダルマの坩堝（るつぼ）の中で清めた行為に従事することによって、自らの準備を整え、この多種多様なる大宇宙のすべてとして顕れているブラフマンに到達しなさい。11/70

    皆さんは、自分の利益と自分の幸福、そして人類全体の幸福のために、この神聖なヤグニャに参加しました。このヤグニャは、ほんの一握りの人のためになされたのではなく、世界全体のためになされました。ここで唱えられたマントラは、空中で混ざり合い、全宇宙に広がっています。これらの神聖な音は、私たちの心ハートに入り、清めました。ですから、このヤグニャで唱えられたマントラはこの場所だけに限定されている、と考えてはなりません。マントラは全世界に広がっています。このヤグニャは、インドのためだけになされたのではなく、世界のすべての国のためになされたのです。異なる国では、話される言葉も違うかもしれません。しかし、バーヴァ（感情）には何の違いもありません。アメリカ、ロシア、アフリカ等、多くの国の人々が、たいへん熱心にこのヤグニャに参加しました。彼らもまた、ヴェーダのマントラを学んでいます。こうしたマントラを唱えることには、少しも利己主義は存在しません。

    これらのマントラは、人類全体のためのものです。これらのマントラは、あらゆる人の幸福に欠かせないものです。ヴェーダは個人（ヴィヤシティ）を超えて、共同体（サマシティ スワルーパ）に関係しています。西洋人でさえも、ヴェーダのメッセージをすべての国の人々に広めるために、現在ヴェーダのテキストを出版しています。西洋人にとって、ヴェーダのマントラを唱えることは確かに難しいことです。なぜなら、西洋人にはさまざまな音節を発音するのが困難だからです。マントラの中には発音のややこしいものもあります。しかし、真剣な努力によって、西洋人はそうしたマントラを正しく唱えることを学んでいます。固い決意さえもっていれば人は何でも成し遂げることができます。9/8/06



     ＊優しいハート

ハートは柔らかく、心は甘く、時間は神聖である、と言われています。その状態の下で、一体どこから欠陥が生じるのでしょう？ あなたの心が神聖で、純粋で、柔らかく、甘い思いに満ちていることを確実にする必要があります。偉大なサーダカでさえ、まず第一に優しいハートを育てるべきです。神の贈り物である今回の人間としての生を無駄にすべきではありません。神には神の計画があり、そのために神はあなた方全員に命を授けたのです。神は、各人がそれぞれ他の人々の理想となることを意図しています。あなたはその理想を知るよう努力すべきです。その理想は、純粋かつ神聖です。人間のハートの重要性は、ハートの純粋さと神聖さにあります。不純な思いが入ってくると、ハートは不純になり、行動は邪道に陥ります。あなたの想念や欲望はすべて全身に広がりませんか？ 自分が言っていることと別の行動を取るのは正しいことですか？

     言うことと考えることの出所は別ではありません。体の各部へと向かう流動体の流れの源は一つであり、それはハートです。ハートを愛で満たすなら、あなたの発言と行動は純粋で神聖なものになります。五つのインドリヤ〔五感〕は、主要タンクから給水される複数の蛇口のようなものです。もし、主要タンクが純粋な思いという水で満ちていれば、どうして不純な思いや行動が生じることなどあるでしょう？ ハートが純粋な愛に満ちていれば、舌が不純な言葉を発することはなく、目が淫らなものを見ることもありません。また耳は神聖さを汚す音を聞くことを避けるでしょう。24/11/00

    ＊家賃

   人間の体は個々の魂（ジーヴァ）が安置された寺院であると言われていますが、私はむしろ「人間の体は個々の魂が借り受けた家である」と表現したいと思います。神がその主（あるじ）、つまり大家です。個々の魂はそれを借り受けて、そこに住んでいます。家賃は、善い行い、善い思い、善い言葉、善い振る舞いという形で支払われなければなりません。ところが、借家人は大家を無視して、家賃を支払っていません。そのため、主は借家人に立ち退きを強要せざるを得えません。借家人が家賃を支払わない場合、大家は借家人に家を空ける必要があることを思い出させるために「通告」を送ります。「白髪」が最初の通告です。すると、借家人は髪を染め、その警告に何の注意も払いません。「歯が抜けること」の２度目の警告です。借家人は入れ歯をはめ、この催促状も無視します。「目が白内障になること」が、家を立ち退くようにという次の警告です。すると、借家人は手術の助けによって白内障をやり過ごします。眼鏡をかければ視力も回復します。さらなる警告は、「肌がたるみ、皺が増えること」です。しかし、この警告も顧みられず、借家人は化粧品を使ってその合図を隠します。そこで、大家は特使を送ります。「命にかかわる病気」がその特使であり、特使は借家人に家を空け渡すよう強制しなければなりません。5/2/81

　＊ＵＦＯ

彼ら（ＵＦＯ）は多くのいい活動をしている。P40サイババ世界の危機を救う



    ＊勇気

決して将来起こることを案じてはなりません。勇気があれば何でも成し遂げることができます。勇気がなければ、すべてを失ってしまうでしょう。それゆえ、決して勇気をなくしてはなりません。勇気はエネルギーです。全宇宙の基盤である五大元素を形作っているのはエネルギーです。同じ五大元素が皆さんの中にあるのです。実に、すべては皆さんの内にあります。外から来たものは何もありません。ならば、外界で何かを探す必要がどこにあるでしょう？　

    人は六つの悪い性質のために苦しみます。それは、人を打ち負かしている、カーマ（欲望）、クローダ（怒り）、ローバ（貪欲）、モーハ（愛執）、マダ（高慢）、マーツァルヤ（嫉妬）です。皆さんはたくさんの欲望を持っています。自分の中にすべてがあるというのに、なぜ何かを欲しがる必要があるでしょう？　皆さんは自分の力でこの真理を理解すべきです。決して自分には何かが欠けていると考えてはなりません。すべては皆さんの内にあります。内側にあるものが外側に映っているのです。外に映って見えるものは、本当に皆さんの中にあるのです。ですから、心の中の清らかさを保つようにしなさい。そうして初めて、あらゆる努力が実を結ぶでしょう。自分の内側にある実在を忘れて、外側の世俗的な対象物を渇望するのは、大きな誤りです。15/1/08



    ＊友情

あなた方は一瞬ごとに老いています。いつまでも若いままではいられません。今、学校や大学で育んでいる友情や人間関係は、一時的なものです。卒業すれば、別れ別れになって、それぞれ自分の道を歩みます。そのとき、互いへの執着心は断ち切られ、新しい執着心がとって代わって場を占めるようになります。ですから、善い仲間を選びなさい。そして、誰にも過度の執着を抱いてはいけません。皆に友好的でいなさい。けれども、友情が過度に大きくなるのを許してはなりません。13/5/68

    正真正銘の友情は、一つのアートマン（真我）と別のアートマンの間、言い換えるなら、どちらもが自らの存在の核心はアートマンであると認識している者同士の間でのみ、成立可能です。シャラナーガティ（全託）あるいはアートマニヴェーダナ（神への献身）という最終段階の前の、最後から二番目の段階と言われている純正のスネーハを、ささいではかない俗人の友情の中で得ることはできません。つまり、地上のどこにおいても得ることができないのです。20/8/78

    アルジュナのスネーハの段階は、帰依者と神の間のあらゆる相違が消えうせ、二人の友が一つになる段階です。完全な信頼、揺らぐことのない信仰、そして、疑問も恐れも不安もまったくない状態であるこの段階に到達すると、次の段階であるアートマニヴェーダナは、自然に、そして容易に踏破されます。20/8/78



　＊友人

私は、たとえ友人からでも、誰からも、何一つ受け取るべきではないと考えます。友人同士の間に、ギブアンドテイクの関係が存在すべきではありません。さもないと友情は壊れてしまうでしょう。27/9/09

 　邪悪な傾向は、霊性の道における障害です。まず第一に、人間はすべての邪悪な行為から自らを遠ざけ、善い行為をしなければなりません。そのときに初めて、彼は、自らを人間と呼ぶ権利をもちます。人生は、極めて神聖なものなのです。『ウパニシャッド』は、人間の人生をまことに神聖なものであると見なしています。人間は、すべての属性を凌駕するこの真我の原理を忘れてしまったために、自分自身を弱きものと考えているのです。その邪悪な資質、不徳な行い、不品行が、彼をこの憐れむべき状況に引きずりこんでいます。人の思いは、付き合う友人の影響を受けます。それが、「あなたの友人を教えてください。私は、あなたがどのような人間であるかを言い当ててみせましょう」と言われる由縁です。9/10/02

    私たちの感覚はすべてトリグナ（三属性）に左右されます。同様に、トリグナは摂取する食物に左右されます。ですから、もし、浄性の食物を食べ、浄性の行いをし、浄性の友人と行動すること、を始めるなら、皆さんは必ず自分を浄性の人間に変容させることができます。皆さんの悪い性質はすべて、悪い仲間と間違った食事のせいです。もし、皆さんが良い性質を育てたいなら、浄性の食事を摂って、良い仲間をもたなければなりません。若いときに浄性の友人をもち、ずっとその仲間と行動をともにすることが、絶対に必要です。良い友だちといっしょにいると、良い思いを抱くようになる、と言われています。22/10/05

  誰にも辛辣な言葉を使ってはなりません。実際には、この世のどこにも敵はいません。誰かを敵と見なして、その男性、あるいは女性に暴言を吐くべきではありません。その日はあなたの敵であっても、別の日には友人になるかも知れません。誰かを自分とは違うと見なすべきではありません。すべての人は友人です。9/10/05



    　＊幽霊

髪の毛、爪の切りかす、埃、くもの糸、タバコの煙、そして壁の落書きのあるところに幽霊は来やすいのだ。神はきれいなところに来るのだ。～暗闇の帳りが降りる前に、家に明かりを灯さねば幽霊が入ってくる。P270ANDI

 自殺をした人、事故等で早死にした人達の魂は、亡霊となって彷徨っている。悪霊は精神的に強い人の近くに寄りつくことも出来ないが、逆に、弱い人の近くに行き，その人をからかったりするのだ。時には妻を亡くし再婚した元夫のところへ行き､自らの果たせなかった欲望を満たす為に、後妻の心を乗っ取って悪さをするのだ。またある場合は、人が沢山の財産をもっている場合、その財産の後継者が早くその財産を手に入れるために魔術師を雇って、その財産家の気を狂わすケースもある。OTYRTNp41

    英知の人は、子ども、狂人、幽霊でもある。と言われます。英知の人、子ども、狂人、幽霊という四者は、よく似た心の状態にあります。この四者には罪がありません。というのは、皆、故意に何かをすることがないからです。最初の人は万人の中に神を見る英知の人です。二番目の人は無邪気な子どもです。三番目は何も自覚していない狂人です。四番目は肉体を持たない幽霊です。しかし、「ウンマッタ シェーカラ」（最も偉大な狂人）であるヴィナーヤカを礼拝する目的は何でしょうか？ 泥沼にはまり込んでいる人を救出するには、泥沼の外にいなければなりません。そうであってこそ、助けることができるのです。罪のない者だけが、罪のある者を救うことができます。8/1977



    ＊ユガ期

大聖仙（マハリシ、マハルシ）たちは、人にユガ〔循環期、時代〕について説明しようと試みました。季節は12ヶ月後にまた廻ってきます。曜日は８日目にまた廻ってきます。これらは誰にも共通の体験です。今日が金曜日なら、一週間経てばまた金曜日がやって来ます。今が5月なら、12ヶ月経てばまた5月がやって来ます。

これらを考慮した上で、大聖仙たちは、時代を「クリタユガ」、「トレーターユガ」、「ドワーパラユガ」、「カリユガ」という4つのユガに分けました。これらのユガは何度も何度も繰り返し廻ってきます。ここでの「クリタ」という言葉は「4倍」を表しており、「トレーター」は「3倍」を表しています。「ドワーパラ」は「2倍」を表し、カリは権威ある測定単位です。大聖仙たちによると、43万2千年が基本単位であり、これは「カリユガ」の年数を意味しています。この2倍である86万4千年が「ドワーパラユガ」を意味し、基本単位の3倍である129万6千年が「トレーターユガ」の長さです。基準の4倍、すなわち172万8千年が「クリタユガ」と呼ばれています。これらをすべて合わせると432万年になりますが、これはマハーユガと呼ばれています。1つのマハーユガのあと、再び「クリタユガ」が始まります。以上の方法で、そして、以上の単位を割り当てることによって、大聖仙たちは時代を説明しました。78夏期講習



    ＊ユガ期と神の化身

「クリタユガ」では、大聖仙たちが苦行によってモークシャ〔解脱〕、すなわち主なる神のヴィジョンに到達しました。その神聖体験を楽しんだ大聖仙たちは、同じ時代に生きていた人々にその体験を伝えることができるよう、人々と交流しました。

「トレーターユガ」では、神がラーマの姿をとって人間として顕れ、自らの家族を手本に使うことによって、その時代の特色を示す理想的なダルマにのっとった行いを掲げることに尽くしました。さらに、ラーマは愛の権化であり、ラクシュマナ〔ラーマの弟〕は慈悲の権化であって、ダルマと慈悲が結び付いてこそ善い人間が作られるということも立証されました。これは真のダルマです。ダルマとは儀式礼拝のことであると思われていますが、真のダルマというものは日々の修行や儀式礼拝のことではありません。純粋なハートの中に生まれる慈悲こそが、真のダルマの基盤をなすものです。これは人間の最も重要な基本的性質でもあります。人は自分の良心の命じるところに従うよう努めなければいけません。こうした行いと手本によって、ラーマチャンドラ〔月のように魅力的なラーマ〕は全人類を正しました。

「ドワーパラユガ」が来るころには、神はクリシュナという人間の姿をまとって、人々に理想的な愛の手本を示しました。クリシュナのその側面はすべての人々を魅了しました。人々はクリシュナ アヴァターによって生み出された幸福と至福に我を忘れるほどでした。クリシュナは優しい愛情でその時代の人々の必要を満たしていました。クリシュナ アヴァターが包含していた偉大な真理は、『バーガヴァタ』の中で人々に伝えられています。悲しいときも嬉しいときも、苦しいときも楽しいときも、貧しいときも富めるときも、決して神を忘れるべきではないということを、クリシュナ アヴァターは示しました。78夏期講習



    ＊ユガ期と霊性修行

ユガごとに、神はアヴァター〔神の化身〕となって、人間の内にある神性を明らかにすること、そして、自らが模範となって手本となる人生を人に示すことを目的として、顕現していました。神は、人間が近づきやすいように、そして、人間に幸福を与えることができるように、人間の姿をとって化身すると言われています。鳥や動物は自分たちに定められた制限を体験しています。人間として生まれることは、この宇宙の84万種の様々なジーヴァ〔生物、個別の存在〕の中で最も神聖なことです。それほど神聖な生を得るということは、実に大きな幸運です。

人間は1つの際立った特徴を備えています。鳥や動物と人間との間の違いを調べて理解しなければいけません。動物は1つの性質として残酷さというものを持って生まれ、残酷さを持ったまま生を送ります。いくら調教しても、動物の習性を完全に変えることは不可能です。動物は調教を受けている間は訓練された通りのことをするかもしれませんが、残酷さは捨てられません。人間はそうではありません。たとえ残酷さを持って生まれてきたとしても、努力、すなわち霊性修行によって、残酷さを取り除くことができます。

これで、更生を試みず、更正できないものが動物であり、更生できるものが人間であるということが明らかになりましたね。人類の更生と変容を容易にするために、神はユガごとに人間の姿をとって降臨します。更生は、時代によって異なる方法で引き起こされます。「クレタユガ」では、その方法は瞑想（ディヤーナ）でした。「トレーターユガ」での方法は供犠（ヤグニャ）でした。「ドワーパラユガ」では礼拝（アルチャナ）でした。「カリユガ」では唱名（ナーマスマラナ）にその卓越性が与えられました。これらは人間に用意された、自らを変えるための王道です。78夏期講習



　＊ユガと人

クリタユガにおいては、人間は何百年も生きるのが普通のことでした。その上身体は、今日のように小さくありませんでした。腕の長さも６フィート以上もある巨大な身体をしていました。彼らはどのような暮らしをしていたのでしょうか?クリタユガにおいては、骨が完全である限り命がありました。

 骨以外の身体の部分が崩壊しても、生命は骨格内に残りました。トレタユガでは、人間の背の高さはクリタユガよりも小さかったのです。筋肉と肉が残っている限り、身体に生命は残りました。ドワパラユガでは、生命は身体に血液が循環している限り、残っていました。ビーシュマがクルシュエトラの戦場で負傷した後、矢のむしろに横たわっていたことはよく知られています。身体に血液が流れている間は、彼は生きていました。彼は５６日も生きながらえました。

 カリユガでは生命は身体に食物が入っている間続きます。食物が亡くなれば人は、生きながらえることはできません。クリタユガとトレタユガでは、人は神と密接な関係にありました。食物はさほど重要ではありませんでした。ドワパラユガでは頭が重要になりました。

 クリタとトレタユガでは、ダルマが最大の重要事でした。（宇宙はダルマに基盤を持ちます。）ドワパラユガになってダルマの衰退が始まり富が何より重要になりました。（世界は富の上に築かれる。）カウラヴァとパンダヴァの戦争は、所有権をめぐる争いでした。カリユガでは、ダルマもダーナ（富）も、ダヤ（慈悲）ほどに重要ではありません。今日の世界が無数のトラブルに苦しんでいることは、慈悲の欠如が原因です。7/9/96



　＊夢

あなたが私のことを思ったからといって私があなたの夢に来るわけではありません。私があなたのことを思ったときにのみ、私はあなたの夢に来るのです。P293ANDI

    あなたは夢の中で何かを目撃しました。それは何でしょう？ それは他でもないあなた自身です。あなたは夢を見ている状態で自分自身を視覚化しているのです。あなたの本性は愛です。ですから、あなたの本性を現しなさい。将来、皆さんが学ばなければならないいくつかの側面があります。未来とは何でしょう？ 未来は不確実です。過去は過ぎてしまったことです。重要なのは現在だけです。過去と未来は、どちらも現在の中に含まれています。あなただけが、過去、現在、未来という時の三相すべてに存在しています。25/10/04

   「夢を見ているとき、あなたはいつ自分が夢を見ている ことを自覚しますか? 」 

「目覚めるまでは、あなたは自分がその夢と一体になっていませんか? 」 「はい(なっています)」と、私は言いました。わかりますか。スワミが意味されていたのは、眠っているとき、私たちは自分が夢を 見ていることに気づいていないということです。夢の中では、あなたは夢が現実(事実) だと感じています。もう一人の「私」がベッドの上で眠って夢を見ているとは気づかないのです! 二人の「私」は存在しません。一人だけです! スワミはおっしゃいました。「同様に今、あなたは夢を見ているのです」「これらの問題はすべて夢の領域に分類されます。ですから、あなたが自分自身に言い聞かせなければならないことが何であるか、わかりますか?『スワミ、それはすべて白昼夢です!』です」あなたがそのように言えば、その問題 はあなたに何ら影響を及ぼしません! しかし、起こっていることが何であれ、あなた 自身が(夢と現実を)同一視すれば、あなたは苦しむことになります。それゆえ、あなたは(自分に与えられた)役柄を、ただ演じなければならないのです」ラニマーへのインタビュー

    皆さんは、昨夜スワミが自分の夢に出てきた、などと言います。これは正しくありません。私は誰の夢の中にも現れません。あなたが自分の夢にスワミが現れてほしいと熱心に求め、絶えずそのように考える時、その熱烈な願望があなたの夢の中で形をとるのです。25/10/04

 夢見ている時、人は衝動を追い求め、求めた物を手にいれて満足します。感覚世界が人を引きつけ、目的の事物を追い求めさせる魅力は、目覚めている状態と夢見る状態の両方に存在します。心は常に波立ち騒ぎます。その波立ちこそが潜在する衝動因を育て、繁殖させ、根をはびこらせる肥沃な畑なのです。実際、一切の創造主の背後にあって創造生じさせるものは、波立つ心に他なりません。UVc5

    夢は、起きているときの反応と、反映と、反響にすぎません。昼間に何をしたとしても、夜それは夢の中に入ってきます。夢は流れ行く雲のようなものです。夢のあとを追いかけてはなりません。真理で永遠で不変なる神につかまっていなさい。そうすれば、恐れも悩みもなくなるでしょう。1/5/08

 時、目的、環境条件に左右されないのは夢での経験の特徴です。目覚めている時には、時、目的、環境条件の存在を証明することが出来ます。31/5/91

 目の覚めている状態で執着に捕らわれると、夢を見ている状態や熟睡状態の、最も微妙な姿でも執着が現れます。夢を見ている状態とは、鏡に映った像のようなものです。目の覚めた状態でどんなことを経験しても心が受け取ったものが映った姿として夢の中に現れます。目の覚めた状態と､夢を見ている状態は物と鏡に映し出された物の像に似ています。

  目の覚めている状態で正しい道を選び､真実を知り､真実の光りの中で行動していれば､夢を見ている状態でも正しい道を歩んでいけます。目覚めの道を進むためには､感覚的な物の欠点に気づいて､少しずつその欠点を乗り越えて､執着を捨てていくことが大切なのです。SGc13

 夢の中でライオンに追いかけられるなら、あなたはすぐに目を覚まし、目覚めのレベルに戻って来ます。夢の中で生じたことは、あなたを目覚めさせる力を持ちます。そのように目が覚めている時、あなたがそれを夢と見做すならば、神の恩寵によってあなたは目覚めの世界から、突然に英知の世界に導かれるかもしれません。怖いライオンの夢を見て、人は夢の世界から目覚めの世界へ返りました。あなたが目覚めの世界を夢とみるなら、その時、英知の世界は夢からの覚醒に当たります。それゆえ、聖者や賢者達は私達に目覚めよ、起きよ、悟れよ、と呼びかけてきたのです。SSIB1972

夢の状態では、四つ（理由、時、行為、義務）の状態は全て存在しません。25/12/92

 あなたは、目覚めの時は夢は存在していないので、夢は真理を仄めかしていることを知りません。あなたが、真の英知を得たときに目覚めの時の経験も非存在となります。その時まで、この目覚め時の体験を本当だと思い込みますが、真の英知を得た後はこの目覚め時の体験に対して少しの価値を付与するだけとなるでしょう。SSSvol4p, 117

  夢の世界を照らしているものは何でしょう。深い眠りの状態では、全くの暗闇になります。タマスのグナがあるだけです。その状態では、知識も英知もありません。ところでどうしてそこが暗闇だと分かるのでしょうか。どういった認識の光りでそこが暗闇だと分かるのでしょうか。深い眠りの状態は意識の無い状態、夢を見ている状態は潜在意識の状態、目の覚めているときは顕在意識の状態だと言えます。その三つを超えた四つ目の状態があります。それを意識を超えた状態と呼んでいいでしょう。意識を超えた状態では、あらゆるもの、あらゆるところを見ると共に究極の悦びを味わいます。一体何がこの悦びの状態に灯りを照らし､完全な悦びを経験させているのでしょう。それはアートマの放つ光です。この光が､他の三つの状態を照らし出し、皆さんにその姿を見せてくれているのです。～暗闇を暗闇と認識できるのは､暗闇さえも認めることの出来る意識の光りがあるからです。それがアートマの光りです。このすべてを超えた光りがあるからこそ、他のすべての光りは輝くことが出来るのです。

 ～目の覚めた状態で見えるものは、夢を見ている状態ではみんな消えて無くなります。夢を見ている状態で味わう悦び、悲しみも目の覚めた状態に戻ったときに無くなります。目の覚めた状態で見える人も物も､夢を見ている状態では、移りゆく影のようなものです。深い眠りの状態では、それも完全に消えて無くなります。そんな風に悦びは､意識の状態によって変わっていきます。皆さんは、この世の悦びがいつまでも続くと思っているかもしれませんが、それはいつか、大きな苦難となって皆さんに辛い思いをさせるでしょう。SGc19

    誕生も死も、肉体と関係するものであり、人間の魂と関係するものではありません。その両方の原因は心です。すべてのものは人間が自分で作り出したものです。人生は夢です。夢に出てくるものがどうして本物であり得るでしょう？　すべては幻想にすぎません。幻想に浸っている限り、ブラフマー（神）のヴィジョン（視野、視力、姿）を得ることはできません。幻想という足かせをはずして初めて実在するものを体験することができます。25/12/03

  心の世界は夢を見ている状態で経験します。目の覚めている状態では､太陽や月の照らす灯りでものを見ることが出来ます。夢を見ている状態では､太陽や月のようなものはありません。心の世界から照らされる光のおかげで､ものが見えるのです。SGc22

 夢を見ている状態では､時間も､活動も､目的も､結果もありません。そのすべてが無いのです。さて眠りについて誰かに起こされたとします。起きてみるとほんの五分ほどしか眠っていません。その五分の間に、夢を見てマドラスに行っていたというわけです。どうしてそんなことが出来るのでしょうか。普通の状態ならこんな事は起こりません。それは心の中にだけで起こったことです。肉体も感覚も、何も活動していません。この心の経験は微妙な世界の出来事です。時間、活動、目的、結果の四つの要素を経験するのは物質としての身体です。夢を見ている微妙な世界では、その四つとも経験していません。心によるからくりが世界を創り出していたのです。SGc31

    神は人の内にいるにもかかわらず、人は神に気づくことができずにいます。人は夢を見ているときに死を体験して悲しく感じることがあります。そして夢からさめて、それはただの夢だったことを知りほっとするのです。では、夢の中で死んだのはだれだったのでしょう？夢は心の創造物にすぎません。同じように、目が覚めているときの体験もすべて心の創造物です。

  私のお父さん、私のお母さん、私の妻、私の子ども、といった感覚はすべて迷妄から生まれます。それらは現実ではありません。迷妄のために、人は肉体的な結びつきを作り出し、自らを苦しめているのです。純粋で汚れのない愛を育むなら、人は痛みや苦しみを感じることはなくなるでしょう。肉体への愛はにせ物で束の間のものです。真我への愛は本物で永遠なるものです。本当の自分を知るためには、内的探求をすべきです。25/12/03



　＊許す心

  何よりも、気持ちが清らかであるように努めるべきです。愛をけがれの無いものにするのです。その為には許す心を持つことが大切です。許す心とは、どんなことがあっても静かに耐え忍び、自分を抑えられることです。そして誰に対しても｛例え自分を傷つけようとする相手にさえ｝良いことだけをします。許す心ほど偉大なものはありません。SGc5

   神の愛には私利私欲の片鱗（へんりん）さえありません。それは愛のためのみの愛です。これはバクティ（信愛）と呼ばれます。この愛の第一の特徴は、与えて受け取らないことです。第二に、恐れを知らないことです。第三に、利己的な動機のためにではなく、愛のためにのみ在るということです。これら三つの愛のアングルがすべて合わさるとプラパッティ（全託）の姿勢を意味するものとなります。このプラパッティの姿勢をおおいに楽しむとき、人は神の至福を体験します。そのためには、まずクシャマ（許し）が必要です。1/1/94

 クシャマ（許す心）を持つ者のみが神聖な愛を持つといわれています。それは書物から学んで得られるものでもなく、教師や他の人に教えられて獲得するものでもありません。それは、困難、試練、浮世の荒波にもまれて、自分自身がつちかうものなのです。嘆きや惨めさを生んだ苦難や困難に直面しなければ、堅忍不抜と寛大さは心に根付く事は出来ません。苦難や困難に出会ったとき、立腹しうろたえてはなりません。又、弱さのしるしである気落ちや落胆の餌食になるべきでもありません。

 たとえそのような状況であっても、忍耐と寛大な心でもって、怒り、憎悪、復讐心を抑え、心を波立ててはなりません。あなたは強さの具現であって、弱さの具現ではないのです。それゆえ、絶望した時には、堅忍不抜の念で心を満たし、許し、忘れなさい。クシャマ（寛大、許すこころ）は人間にとって最高の力です。この属性を失うならば、人は悪魔となります。1/1/94

 私に許してほしいと、祈ってはいけません。あなたは、「神様、私の犯した間違いの結果に伴うすべての苦痛を、あなたの元へ早くたどり着ける為にお与えください。」と祈るべきです。もしあなたが犯した過ちの許しを請うならば、それはあなたのしている霊的修行の防げになるでしょう。p293 ANDI

  平安と許すことは大切です。許すことは、真理であり、ダルマでもあります。それはヴェーダの本質です。それはまた、非暴力であり犠牲でもあります。それは喜びの涙であり、すべてなのです。許すことはすべての人々にとって、第三の目なのです。SS8月1996p,212

 許す心は、本を読んで学べるものではありません。先生に教わって身につくものでもありません。市場で買えるものでもありません。辛い環境で修行にひたむきに取り組むことによって､許す心ははじめて身につきます。試練を迎えているとき､問題や困難が山のようにあるときにこそ、許す心は身につくのです。人間はいろいろな欠点を内に持っています。試練に遭ったとき､隠れていた弱さが､怒り、恐怖、おごり、憎しみとなって現れます。そんなときこそ許す心を学ばねばなりません。許す心が身についていなければ、人生に安らぎはないし、ひどい苦難に出会うでしょう。許す心が無ければ誤った道に進むことになります。だから許す心の大事さに気づかなくてはなりません。許す心が無ければ、学歴や力や名声があったとしても何にもなりません。

 激しい修行によって様々な力を身につけた人はいますが、許す心に欠けているために､なかなかその成果を味わうことが出来ないでいるのです。～この徳が人々の中で輝くようにならなければ、人類は滅びてしまいます。～ただしどんなことがあっても絶対に許さなければならない､と言うわけではありません。許す場合には、全体の条件を注意深く考えて正しく判断すべきです。～恐れている人、慎ましやかな人、悔い改めている人、意識を失っている人、酔いつぶれている人、悲しんでいる人、許しを請うている人、そして女を殺さず許さねばならないとドロパティーは言いました。～感謝を知らない人間は、蛇のようです。感謝を知らない相手を許したところで何にもなりません。ただしそれは世間での話です。神に向かう世界では、許す心を知るのはとても大切です。許す心は、神の境地に達するのにどうしても欠かせない徳であり、いつでも実践すべきものです。SGc25

    柔らかな舌が周りの歯に傷つけられることがしばしばあります。しかし、舌が歯 に傷つけられたからといって、歯を罰することはありません。なぜでしょう? 歯 も舌も自分のものだからです。同じように、他人が自分に危害を与え、非難したと しても、それでも、その人たちを許すべきです。青年にとって、この「許す」という精神はとても重要です。青年時代はカッとしやすい時期なので、もし誰かがあなたに何か気分を壊すを言えば、すぐに怒るでしょう。これは大きな誤りです。怒りは人間の性質で はありません。平安と忍耐を培うべきです。自制は真理であり、許すことは正義で す。忍耐はヴェーダです。寛容は非暴力であり、神聖な礼拝です。寛容によって、 あらゆる幸せが得られます。寛容の精神は、他の人々に実践することによって培う 必要があります。寛容を身につけることは、真のダルマです。私たちはこの正義の 道を歩むべきです。16/7/97

    

    ＊良い行い

あなたはよい行いをしていますか？ あなたは他の人が自分によくしてくれるように と望みます。では、あなたは他の人によくしていますか？ もし自分の良心の指示に反する行動をしていたなら、どうして幸せになることを望めるでしょうか？ あなたの行いは自分の願望を踏まえたものであるべきです。よい行いは確実によい結果を生みます。今日、人々はすっかりアーダムバラ（尊大）になっています。どうしてそのような人々がアーナンダ〔至福〕を得られるでしょうか？16/3/03



    ＊良い思い

心の中の小さな想念は、池に投げ込まれた小石のように乱れを作り出し、心全体に広がって、さらにそこから全身に広がっていきます。全身はその想念の性質の影響を受けます。目はその想念に促されたとおりの光景を探します。手はその想念の波の影響で、その想念とよく似た性質の行為をします。同様に、足も感化されて、心にある想念に促された場所へと向かいます。

   ですから、心に純粋で神聖な思いを育てるべきなのです。純粋な思いが心からハートに入ると、それは体の隅々にまでに広がって全身を清めます。反対に、思いが不純でも、同じように全身がその不純物の影響を受けます。もし、国中の人が純粋な思いでいるならば、国中が神聖になります。それゆえ、神聖な思いを育てることが重要なのです。もし、すべての人のハートに良い思いがあれば、人類は慈悲深くなります。それと同じように、人生も甘美なものになります。近ごろでは、人の心もハートも、汚れた不純な思いでいっぱいです。不純がはびこる原因は何でしょう？ 悪い想念こそが悪の源です。いつも自らの心を検証し、その思いが正しいか間違っているか、純粋なものか汚れたものかを、まず最初に調べなさい。24/11/00

    目は善いものだけを見るべきです。手は善い行いをすべきです。耳は悪いことを聞かず、善いことだけを聞くべきです。悪いことを話してはなりません。善いことだけを話しなさい。悪いことを考えてはなりません。善いことだけを考えなさい。悪いことをしてはなりません。善いことだけをしなさい。これが神に到る道です。1/1/98



    ＊良い感情

良い感情を持つことが、何にも増して重要です。常に良い感情を抱くならば、死に際が安らかです。疑いと疑心に悩むものは、とどのつまり自分自身の疑いの餌食となります。死は生より遥かに重要であることを実感認識せねばなりません。死に様はその人が如何に生きてきたかを示します。15/8/93



　＊良い事と悪い事

あなた方は、あなたが向き合う苦しみや惨めさは、あなた自身の悪い想念が原因だと知るべきです。誰もが自分の被る色々な困難は、他の人が原因だと思っています。そうではないのです。あなた自身が、あなたに降りかかる良い事や悪い事の原因なのです。あなたは、それを他の人の責任に転嫁しますが、それはあなたの弱さの現れなのです。SS9/1995p227

人は自分に何が起ころうとも、それを神からの贈り物として扱うべきなのです。喜びも苦しみも、神からの贈り物として同等に扱うようにしなさい。そのプロセスには比類のない喜びがあります。日常生活において、私たちは、失敗や損失や悲しみを不幸としてとらえがちです。しかし、この世で何も原因なく起こるべきことはありません。ものを食べる原因は空腹です。水を飲む原因は喉の渇きです。悲しみの原因は苦難です。もし永遠に続く幸福を味わいたいなら、その幸福の源を探さなければなりません。その源はプレーマ〔愛〕です。1/1/98

    肉眼には良いものに見えるものでも、実際はそうでないかもしれません。良いものの中に悪いものを見るのは大きな罪です。皆さんは、悪いものの中にさえ良いものを見ようと努力すべきです。何であれ、それを悪いものとして非難してはなりません。たとえ何かが悪いものに見えても、深く探求して、その中に何か肯定的な側面を見ようと努めるべきです。この広い世界には無数の姿が存在します。しかし、すべての姿は同じ源から生じました。それらは同一の神性の異なる側面です。あらゆる姿は本質的には神性です。そうであるなら、どうして何かを悪いものだと非難できるでしょう？ すべてのものは良いものです。皆さんは、食べ物を食べるとき、その食べ物を神聖なものと見なします。その食べ物がお腹の中に残っている限り、あなたはそれを良いものと見なします。ところが、それが汚物として排泄されると、あなたはその眺めにも臭いにも耐えられません。それほど胸が悪くなるものを、以前はどうして自分のお腹の中に保持できたのでしょうか？ 良い悪いは、あなたの好き嫌いによって決まります。自分の好き嫌いは脇に置きなさい。神が何を好むかを心に留めておかねばなりません。神だけが、あなたにとって何が良いことかを知っています。ですから、神の意志に全託して、神を拠り所としなさい。15/3/04



　＊良い人

今日、神は良い人を探しています。各人は思い、言葉、行為において、真摯であるよう努力しなさい。そうすれば神を探しまわる必要はありません。神があなたを見つけてくれます。17/2/96



    ＊良い評判

臆病者のようになってはいけません。勇気を強め、真理の探求に着手しなさい。皆さんは、このような神聖な人生を送る決意を固めなくてはなりません。善良な人間の証書である人格を育てなさい。人格がなければ人生は無益です。教育の最終目的は人格です。良い評判は命よりも貴重です。良い評判を得られない一生は、カラスの一生と同等です。カラスとカッコウの違いは何でしょう？ カッコウの声がきれいなので、私たちはカッコウが大好きなのです。他人がある人物についてどう思うかは、その人物が話す言葉に基づいて形作られる、ということを覚えておかなくてはなりません。あなたの語る良い言葉は、あなたが周りの人から慕われるようにしてくれます。いつでも人に親切にすることはできないかもしれませんが、いつでも親切に話すことはできます。良いことを話しなさい。良いことをしなさい。そのような人はどの国にとっても財産です。15/1/86



　＊幼児の死

どのような子供が死ぬと生まれ変わらなくてもよいのか?それは、病気等で亡くなった子供の両親が健康で病気ではないこと。その子供自身も、なんら先天性の病気も無く健康で生まれたこと。もしそのような子供が死ぬとその子は生まれ変わってこないのです。１５歳までは貪欲、怒りなどは子供たちの心を毒さないので、１５歳になるまでは健康だった子供が死んだ場合、その子は生まれ変わってこない。

 また、もしヨギがいくばくかのカルマを持って生まれ変わってきた場合、その魂が子宮の中にいる間や,子供時代を不憫に過ごすなどして短期間にカルマを支払ってから死ぬ。その場合,それが最後の生まれ変わりとなる。P290ANDI



    ＊養生法

朝食には神の御名の敬虔な唱名と瞑想、昼食時には神への礼拝、午後のお茶とおやつには経典や神聖な書物の読書、そして、夜の早い時間にバジャンという軽めの夕食を摂りなさい。もしこの養生法に従うなら、ぐっすりと眠れ、さわやかな気分で目覚めることができます。毎日、新しい夜明けと共にあなたは生まれ、夜、目を閉じて眠りに就く時に死の膝の上に身を落ち着けるのだと、感じなさい。熟睡している時には何が起こっているのでしょう？ 体、感覚、心、知性はどれも無視され、ほんのわずかも世界を感知してはいません。

もしあなたがこの養生法を実践するならば、行為の結果が積み上げられることはなくなるでしょう。日々、一日の終わりに、その日の収支計算が「死」をもって閉じられるでしょう。とりわけ、あなたが行為の一つひとつを行為の促し手である神に捧げ、行為の果実をそれを摂取する者である神に託すなら、なおさらです。もし、他人に喜びを与えるつもりでいれば、あなた自身が喜びにあふれるようになるでしょう。他人とは、いったい誰のことですか？ 主なる神が特定の人間の体をまとってやって来た時であれ、あなたが出くわす人々は誰もが神の栄光と神の光輝の一部に他なりません。26/3/65M



　＊ヨーガ

二時間の邪魔の入らない熟睡によって得られる喜びは､１２分間のヨガのトレーニングで得られるのです。SSIB1993

 人々の健康が損なわれているところは、その社会自体に苛立ちと落ち着きの無さがみられます。ドイツではサルに対する実験の結果、霊長類は毎日３,４時間静かに座らすと、まもなくたいそう知的になり記憶力も増大したこと、場合によってはきわめて熱心になり、その程度は人間に勝るものであったとの発表がありました。SS11/93

   愛を育むことを通してのみ、ハートは大きくなって、永遠なる絶対の経験を受け取ることができます。真実を実践することを通してのみ、偉大なる真理を経験することができます。ここ〔ゴア〕では最近、至高の至福が与えられると銘打った独自の霊性修行が称えられている、多くのグルが台頭しています。彼らはそれらの修行に、人の気を引くような名前、クリヤー ヨーガ、ハタ ヨーガ、カルマ ヨーガ、アンタル ヨーガ等々、過去を彷彿させるような名前を付けています。しかし、神我顕現への近道はありません。そのゴールに到達することができるのは、人格を清めること、利己的でない愛を育むことによってのみです。感情の起伏、自己中心的な傾向、名声や評判を貪欲に求めることを抑える、という結果がもたらされないヨーガは、どれもボーガ（快楽の道）であり、ヨーガ（抑制）ではありません。体は神我顕現のための道具の集まりにすぎません。体は一切の過去生の果報であり、過去生があなたにその用具をもたらしたのです。樹木の果報は、果実とその甘い果汁です！18/12/70

 吸気と排気と息を止めるのは同じ長さの時間でなければなりません。これを行う過程においては、すべてが無理なく自然に行われなければなりません。～肺と脳がダメージを受けないようにしなければなりません。SSIB1993p, 92

    頑張りすぎで、人の身体は弱くなっています。吸気と呼気の速度が速いため、肺まで損傷を受けています。血液が高速で循環していますから、高血圧を発症します。こうした病気には、たとえ適切な薬を摂取したとしても治療法がないようです。ですから研究者たちは、ヨガだけが平安と繁栄、幸福のための唯一の解決策であると宣言したのです。30/5/93

   一部の人は、ランニング後に犬のような荒い息をしています！これは正しくありません。どれだけ走っても、止まったら息は規則正しくなければいけません。ヨガの実践のみによりこれが可能になります。30/5/93



　＊欲望

あなたの経験する喜びは、欲望に反比例します。欲望が大きければ大きいほど、経験する幸福は少なくなります。それゆえ、常に欲望を少なくするよう努力しなさい。人生の旅は汽車の旅行と同じです。携帯する荷物が（欲望）少なければ少ないほど、旅は快適になるのです。24/3/93

   欲望（カーマ）は、邪悪ではありません。なぜなら、欲望は人間の尽力（プルシャールタ／人生の四つの目標）の目標の一つとしての地位を与えられているからです。欲望を募らせなさい。しかし、それは、物質的なもの、はかないものへの欲望を募らせるということではありません。不死不滅になりたいという欲望、そして、そのための手段としてシャーストラ〔法を説いている経典〕への信心をしっかりと育てたいという欲望を、募らせなさい。21/11/62

   行為（カルマ）の目的地は英知（グニャーナ）であり、英知の基盤は行為です。行為と英知の二つを結合させて実行することが、セヴァ〔無私の奉仕〕です。正しい行いを通じて心（マインド）が浄化され、きれいになった心はアートマの至福へとつながります。ですから、課せられた義務は果たさなければいけません。人間の第一の義務は、きれいなハートで善い行いをすることです。けれども、そこに「これらの善行をしたのは私だ」という、エゴの感情があってはなりません。行為の果報を味わいたいという欲をほんのわずかでも抱くことは、正しいことではありません。

人が行為（カルマ）に束縛される原因はエゴと欲望です。欲望は、きれいな心と真我へのバクティ〔神への愛〕を隔てているバリアです。正しい行いをすることを自分の義務と見なすこと、自分の行為の中に潜んでいるエゴと、自分の動機の中に潜んでいる欲望を避けることが、本当の犠牲です。17/11/85

 世俗の欲望が満たされなくとも、自分の信じる神をけなしてはいけない。欲望と神への帰依とは、何の関係も無いのだ。SDMp62

    人は、欲のせいで生まれ、欲に生き、欲によって死にます。人の生涯は、欲すなわち思考に基づいています。人の行為は本人の思考に起因しています。応報は行為に起因しています。応報は行く先を定めます。要するに、人の運命は本人の思考によって決まるということです。23/11/91

  自分の欲望を欲しいままにしてはいけません。あなたの感覚がそれを欲した時に、まず最初にすべきことはそれが良いことかどうか識別することです。良いことでなければ関与してはいけません。良いことのみをしなさい。3-27 SIP

  人間の欲望には限りがありません。人間は物事に執着していますが、その中に自分が死ぬときにいっしょについて来るものは何もありません。人は、所有することや貯蓄することよりも、与えることに大きな喜びがあることに気づくべきです。捨てることは、得ることと同じように不可欠なものです。もし息を吸った後に吐かなければ、人は生きられないでしょう。5/86

 欲望がつのり執着心が増せば、記憶力と知的能力が弱くなります。知的能力が衰えれば、人間と呼ばれなくなります。それゆえ欲望は我々の人生を破壊してしまう可能性をもっているのです。

もしあなたが欲望というものが何であるか真に理解すればそれはあなたの前から瞬時に消え失せてしまうでしょう。SSIB1973p181

  欲望というのは、心が他と比較をするという傾向から生じます。それは主に目のヴィジョンを使うことによって心が比較をするという機会を得ます。しかし彼女は盲目なので、心は比較をするということをしないので心は忙しくなりません。それゆえ欲望も湧いてこないのです。P205MBAI

   皆さんの誰もが、今の世界が混沌とした状態にあることを知っていますね。無秩序と暴力があらゆるところで暴れまわっています。平和と安全はどこにも見つかりません。平和はどこで見つけられるでしょう？ 平和は私たちの内にあります。安全も私たちの内にあります。どうすれば不安を取り除いて安心を確保することができるのでしょう？ 欲望を捨てることです。23/8/95

  生命力という強力な衝動つまり、生きたいという欲望が存在します。それが好ましい分野においての行動となれば、愛と呼べるでしょう。そうでなければ、それは欲望のまま残ります。

 愛から英知が生まれ、至福へと導きます。このように、欲望の中に存在する力、エネルギー、動機は神なのです。その欲望の善悪は、時、ところ、人に関係しています。例えば、世俗的なことを達成したいという欲望は、若い時には好ましいかもしれませんが、年を取るとそれは害になるかもしれません。CWSSBJp163　　

あなたは神に近づき、神への愛によって神にとって愛しい人とならねばなりません。その時欲望は消失します。31/7/96

 強い決意を貫けないのは、強い欲望のせいです。～すべての言葉、すべての力、すべての美しさ、すべての能力は、それを誰が見たとしても元はただ一つなのです。あらゆるところにただ一つの神がいます。様々な特性の中にただ一つのものが潜んでいることに気づいて下さい。すべてが一つだと分かったら､様々な違いは消えてゆきます。様々な違いが消えてゆけば､欲望もなくなるでしょう。欲望が無くなれば､怒りもおこりません。そして欲望と怒りをなくせば､神の英知が身につくのです。SGc21

    欲望とは、世俗の欲望に基盤を持つ束の間の快楽を意味します。4/10/92

    私たちは、無知のために、宇宙の中に多様性のみを見ます。表面的な多様性のみを見て、根本的な統一原理、すなわち神そのものである一体性を見る努力をしないのです。私たちは俗事にどっぷりとつかり、世俗的な欲望を追い求める中で自分を見失っています。私たちは、これらの世俗的欲望によっては決して満たされることがないので、俗事に嫌気がさして神の方を振り向きます。

「我々の世俗的欲望が幾分かでも満たされれば、神への帰依心は突然高まる。そして欲望がくじかれれば、我々の神への帰依心は、たちまち神への嫌悪へと変わってしまうのだ。」世俗的な欲望を満たすことだけが人生の目的であるという誤った考えを抱き、神の遍在と人生の真の目的を忘れて、絶えず世俗の欲望に悩まされ、私たちは、持って生まれた力をすべて失い、自分は弱く、助けてくれるものもいないと感じています。諸聖典が真理（真実）は一つである（エーカム＝サット）と宣言しているにも関わらず、私たちは多様性という非真理の見かけに引きつけられ、それに騙されて、この多様性の背後にある、二元性を超えた神の真理を理解できないでいます。KSH

    欲望を克服するためには、必ずしも大変な霊性修行をする必要はありません。皆さんが人生の内的な意味を理解すれば、欲望に悩まされることはなくなります。今日、人々はお金のためであれば、どんな低劣なことでもしようとします。人は、神の偉大な帰依者であることを装って、人々をだまそうとします。人間がなすべきこととはこのようなことなのでしょうか？　いいえ、そうではありません。人は欲望を克服し、感覚をコントロールしなければなりません。5/7/01

 学生は、欲望を減らすことにより如何に多くを得ることが出来るか実感しなければなりません。コーヒーの消費を減らすという小さなことでもそれを実感認識できます。そのとき彼は記憶力が強化されたことに気付くでしょう。欲望を減らすにつれて、意志力が強化されます。意思の力は今日害されています。その結果行為する力もまた減少しています。そして英知の力も失われました。18/1/96

 今日行われていることは神の御名を呼びつつも実際には悪魔を拝めているのです。一切の世俗の欲望は悪魔と関係があり神とは関係がありません。欲望をコントロールするにつれて人は至福に満ちるのです。22/10/95

   皆さん方は、今日の世界がどのような混乱状態にあるかを良く知っているでしょう。

無秩序と暴力はいたるところにはびこっています。平安と安寧はどこにも見られません。平安はどこに見出すことが出来るでしょうか?平安は各人の内にあります。安寧も各人の内にあります。安寧を如何に確立すればよいでしょうか?それは欲望を捨てることによって可能です。バラタの太古の言葉では、それをヴァイラーギアと称しました。それは家族を捨てて森に隠遁することを意味するのではありません。ヴァイラーギアとは、欲望を減らすことを言います。家庭の主人であるあなたは、家族の必要を満たすために、自分の欲望を制限しなくてはなりません。学生は、勉学に専念し励みなさい。職業人は職業における義務を立派に果たしなさい。しかしいかなる事であれ、過度な行いを慎みなさい。23/8/95

 単に人間のみならず、生きとし生けるもの全ては欲望、怒り、痴情，貪欲、自惚れ、嫉妬という六つの敵に取り囲まれています。六つの中で最も強力な敵は欲望と怒りです。欲望と怒りは異なるものとみなされますが、怒りは欲望より生じます。貪欲、痴情、自惚れ、嫉妬もまた欲望の結果です。28/9/90

   欲望を減らすことによって、満足度を増やすことができる。SS7月1995p,170

真に世俗的欲望を放棄するということは、欲望、怒り、貪欲などの悪い性格を改めることです。SS8/1988p203

すべての苦しみは、身体と世俗的欲望に関連しています。SS8/96p218

 苦しみと痛みは、欲望が原因です。それを癒やす方法は、その欲望を神の方へと向けることです。神を欲することです。そうすれば、痛みの原因がなくなり、すぐに痛みは消え失せるでしょう。CWSSBp68

低いレベルの欲望を満足さそうとするのは悪の根っ子の部分です。その心の衝動は、ゆっくりと静かに、夜半にやってくる泥棒のようにあなたを捕まえに来るでしょう。SSALp, 141

    すべての感覚器官は、欲望のシンボルです。SSIB74p120

　人々は、欲望を満たすことによって幸福が得られるという誤った認識に陥っています。実際は、幸福は欲望が満たされたときではなく、それがコントロールされたときにもたらされるのです。人は欲望をコントロールすることによって至福の状態を味わうことができます。自分の欲望を満たしたいと強く願う人は、いつも落ち着きがありません。欲望は外側に向かう道（プラヴリッティ）に対応していますが、そこにはひとかけらの幸福も存在しません。皆さんは、世の中に幸福があると考えて迷妄に陥っていますが、そうすることによって、内に向かう道（ニヴリッティ）からますます離れていくのです。5/7/01

   いつかはすべての欲望を手放さなければなりません。ですから、心と自分とを、同じものだと考えてはなりません。今日の人間は、際限のない欲望をもっています。そのような人の心は、一瞬一瞬揺れ動くので、猿のような心（モンキーマインド）と呼ばれます。あなたの心が猿のように振る舞うことを許してはなりません。あなたは人類の一員です。ですから、いつも安定した心を保ちなさい。絶えず、自分は人間であることを思い出しなさい。「神は人間の姿の内にあります」肉体意識を手放して、絶えずあなたが神であることを意識しながら生きるようにしなさい。23/11/05

 欲望を減らすことにより意思の力を増すことができます。この意思の力を今日人々は軽く見ています。その結果、行為を成し遂げる能力も低下し最終的に英知の力も失っているのです。SS3/96p73

  あなたの持っているすべての欲望は、神の方へ向かうようにしなければならない。その欲望一つひとつが神様を喜ばさなければならない。例えば、あなたは誰かを愛しているとしても、その人をただの人間だと見るのではなく、その人の中におられる神を見て取らねばならないのです。23/2/06

  バジャンを歌い、霊的な事柄に関する講演を行うけれども、世俗的欲望という悪臭を取り除くことのできない人々が沢山います。彼らが世俗的欲望を取り除かない限り、彼らは純粋な状態に到達することはできません。彼らは物質的な人生に慣れ親しんでいます。彼らは、世俗的な願望を満たそうと思って、バジャンや瞑想などを行うのです。彼らは、水気の混じったバターにたとえることができます。霊的な道にあっては、人は世俗的欲望という悪臭に付け入る隙を与えてはなりません。

  中には、自分自身を帰依者と呼びながら、欲望のためによこしまな人間になっていく人がいます。そのような人を帰依者と呼ぶことができるでしょうか？ いいえ。それはできません。もし彼らが真の帰依者であるのなら、どうして彼らから悪臭が漂うのでしょう？ 彼らの身体も、心も、知性も、またその行動も、不純さに汚されています。22/7/02



　＊４つの悪

食事を制限することが必要です。なぜなら、摂取する食事は思いに影響するからです。喫煙と飲酒をやめなさい。それらは健康を損ないます。肉食も辞めねばなりません。なぜならば動物の肉を食べることにより、動物的な傾向が助長されるからです。やめるべき第４の悪はギャンブルです。霊性修行の道を歩む者はこの４つの悪い傾向を避けなければなりません。食べるために弱い動物を殺すことは罪ある行為です。21/11/95



    ＊四つの原則

すべての人々にとっての四原則は、善い仲間を歓迎しなさい。邪悪な心をもった人々との交際はすべて避けなさい。絶えず価値のある行いをしなさい。常に束の間のものと永遠のものとを識別していなさいの四つです。15/5/96



    ＊四つの状態

目覚めている状態では、感覚器官は自由に活動しています。粗雑な体（肉体）は、このとき、最も活動的です

夢を見ている状態では、感覚器官は微細な姿をとって存在しています。このとき、心は空想の楽しみに耽っています。夢の中では、その微細体が活動的になっています。微細体は、魅力的で、びっくり仰天させるような場面や出来事を、自己を啓発するために創り出します。

熟睡している状態では、心は感覚器官の微細な相と共に、エゴ、すなわち原因体の中に覆い隠されています。これは、ヴェーダーンタ用語でのシューニャ（無）の状態です。熟睡状態は無であるというのは、付随する正（プラス）の増大がないからです。その状態では、アートマの認識と、それによる至福はもたらされません。それらは、ストゥーラ（粗雑）の状態、スークシュマ（微細）の状態、カーラナ（原因）の状態の後の、四つ目の状態で初めて生じます。その状態はマハーカーラナ（超原因）と名付けられています。

目覚めている状態は、創造主、ブラフマーの粗雑な領域であり、多くの活動で満ちています。それは次第に、夢、すなわちヴィシュヌ神の領域へと変わります。それは、シティティ（存続、維持）で満ちています。その状態も次第に熟睡へと変わり、そのとき、両者は自らの個性をラヤ（ルッドラ神、破壊）の中に消失させます。

ここで覚えておくべき事実は、個々人は日々、スルシティ（ブラフマー、創造主）と、シティティ（ヴィシュヌ、維持）と、ラヤ（ルッドラ、破壊）を体験しているということです。しかし、人はそれを認識することができずにいます。それを体験することで利を得ることができずにいます。人は、誕生は創造であり、死は破壊であると誤解しています。それはまったくの無知です。人は、これら三つの変化を超越し、確固たる不変のマハーカーラナ、すなわち、アートマとしての自己を確立しなければなりません。

人は、感覚器官と心と生来の性向に打ち勝つことと、悟りへの到達は、一度に獲得できるなどとは信じないよう、警告されなければなりません。最初のうちから、四つの形態すべてにおいて、並行して努力しなければなりません。灯油をある場所に置き、ランプを別の場所に据え、マッチをまた別の場所に置いていれば、明かりを灯すことは望めません。人は、感覚器官を支配すること、心を征服すること、ヴァーサナを除去することの一切を、同時に成功させなければなりません。6/4/83



　＊４つのステージ

４つの霊的段階があります。その一つ一つのステージで神は人を援助します。一つ目は困難に遭遇している段階で、二つ目は、富を追い求めている段階。三つ目は真理を探究している段階で、４つ目は英知を得た段階です。そして、４つ目を超えると超意識というステージに入ることが出来ます。そこは、神性意識で満たされたところで神のみが存在するところです。CWSSBp24



    ＊四つの性質

至高の存在を認識するにはプレーマ〔神聖な愛〕があれば充分です。プレーマとは、憎悪がないこと、嫌いなものがないこと、偏見がないことです。さらに、プレーマには、共感や情というポジティブな徳という意味合いもあり、そのため、他人が悲しんでいる時にはあなたも悲しくなり、他人が幸せな時にはあなたも大喜びするのです。神は４つの性質があり、あなたがそれらを育んだとき、初めてあなたは神を理解することができます。その４つの性質とは、神聖な愛（プレーマ）、美（サウンダルヤ）、甘さ（マードゥルヤ）、光輝（ショーバ）です。神聖な愛（プレーマ）を深めることで、他の３つの性質は充分あなたに加えられます。あなたがすべての創造物の中に存在する神への愛で満たされている時、その状態は「美」です。あなたが普遍的な愛の海に浸っている時、あなたは「甘さ」の絶頂に到ります。あなたの心が自我を失って普遍的な心に融合する時、そこには言語に絶する素晴らしさ〔光輝〕があるでしょう。23/11/66



　＊４つのタイプの人間

４つのタイプの人間がいます。一つ目は死人で彼らは神を否定し、自分だけが存在し独立し自由であって何でも決めて行うことが出来ると信じている。次は病人で、何か災害が彼に降りかかったときのみ神を求める。そして、困難な時に神が助けに来るのが当たり前だと思っている。３番目は､鈍い人で、神は永遠に彼といて、いつも彼を見守ってくれていることを知ってはいるが、しかしそういう思いは、たまにしか湧いてこない人のことである。最後は､健康人で神に対して揺るぎのない信仰心を持ち、神の創造した世界の中で神と共にいつも快適に生活している人である。

 あなたは死から生へ、病から健康へと、この世界を生きる経験を積みながら自分自身を高めていかなければならない。この世界は英知という子供を生む為に苦痛を伴った探求をするところであって、人の啓蒙課程における非常に重要な部分である。苦悩は人の生き方を新しくさせるためのサインであり、実は役立つものです。SSSvol?p4

  神を信じる人について四つのタイプがあります。一つは苦しんでいる人、二つは､物質的な物を願う人、三つ目は神に向かう知識を求める人、四つ目は､賢い人です。長い時間をかけて､一人の人がこのすべての段階を進んでいきます。SGc12

   神を信じる人には四つのタイプがあります。一つ目は、悩みや苦しみのあるときに神に祈る人。困ったときや､人生の試練にであったときにだけ神に祈る人です。二つ目は、富や財産や権力を神に祈る人です。長寿や子孫の繁栄を祈り､財産や牛や､宝石や金などを願う人です。～たいていの人は、そういう俗世間の願い事ばかりしています。三つ目は神の節理を知りたいと努力する人です。神はどこにいるのだろう。神とは何だろう。どうすれば神に達することが出来るのか。私と神はどんな風に繋がっているのか。私とは何か。等の知識を身につけようとします。～これらの知識が身についたとき､四つ目の英知の人の段階にたどり着きます。英知とは世間一般の知識では無くて神に向かう知識、すべてを超えた知識を言います。英知とは､すべては一つだと悟ることです。～世間の知識は、何をしてもそれは自分に戻ってきます。何を言っても､何を考えても､結局は自分自身に返ってくるのです。

 ところが神に向かう世界には､触れるものも､見るものも､聞くものも､何の反応もありません。ただすべてを超えた知識があるだけです。これこそは真の知識です。そこには反応するものも､響き渡る音も､映し出される姿もありません。そこには二つ目のものが無いからです。そこではすべては一つです。二つのものがあるところには､一方を手に入れたいという思いか、一方を退けたいと思う思いがいつでもおこります。つまり欲望か、恐怖の感情がいつも起こるのです。

 けれども、真の知識に満ちていれば､他の人も他のものも経験する事はありません。他のものなどどこにもありません。そうなれば、欲望も恐怖もおこらないでしょう。それこそは英知、最高の知識と呼ばれるに相応しいものです。高度な意識の状態では､何を見ることも､何を聞くこともありません。ただ究極の悦びに満たされています。これこそが、「完全存在、完全知、完全至福」と呼ばれる、永遠の悦びなのです。SGc14

   自分たちの欲が満たされないと、善の道を離れて神に反抗し始める人々がいます。しかし、過ちは彼らにあるのであって、神にあるのではありません。神に反抗する人間には四つの種類があります。第一は、神は存在しないと主張する無神論者です。第二に、他の人々が自分たちよりも良い境遇にあるために、妬みの心から神に反抗する言葉を語る者がいます。第三は、自分たちには名声を手に入れる力がないのに、他者が名声を博していることを嘆く者たちです。四番目は、自分の欲望が満たされない時に幻滅を感じる者たちです。彼らは、不正で低劣な手段に訴えて自分たちの目的を果たします。23/11/2000

    すべての人は四つの構成要素を有しています。それは、体、心、知性、アートマ〔真我〕です。体は、各人の義務を果たすこと（ダルマサーダナ）のための道具です。体が動くのは、心の促しによってのみ可能です。しかし、体を動かした結果を楽しむのは心です。

    しかし、心が感覚の動きから引き出せるのは、束の間の喜びにすぎません。たとえば、空腹なとき、何か食べて飢えが満たされれば、心は満足します。心を超越しているものは、ブッディ、すなわち知性です。ブッディは識別力を備えています。ブッディは、体にとって何が健全であるか、何が望ましくないか、あるいは何が悪いものかを指摘します。ブッディに導かれるなら、心は純粋な喜びを体験します。どんな行為を行うときも、それが良い結果をもたらすか、悪い結果をもたらすか、事前によく考えてみるべきです。識別がなされなければ、心は言わば盲目になります。24/11/87



　＊喜び

世間のものはいつも移ろいゆきます。いつかは影も形も無くなってしまいます。それがわかったら、世間のものを手に入れるのに熱を上げることもないし、そこから永遠の悦びを得ようとするはずも無いでしょう。食べ物とは、空腹という病を癒やす薬に過ぎません。贅沢をして夢中になるようなものではありません。今皆さんは次から次へと美味しそうなものを追い求めています。

 病気を治すどころか悪くしているのです。世間にあるお気に入りのものを、沢山見つけて喜んでいます。しかしそこに本当の悦びはありません。そんなことに夢中になっていると、いずれ必ずその報いを受けることになるのです。SGc10

    苦悩している時にのみ、神の御名を唱えることの甘さを味わえるのです。人生は悲しみと喜びの混合物です。これらは夜と昼のようなものです。夜がなければ、人は昼の過酷な労働の後、得るに値する休息を取ることができません。オレンジの中には甘い果汁が詰まっています。しかし、オレンジは苦い皮でおおわれています。外皮が中の果汁を保護しているのです。このように、真の喜びを味わうためには苦い困難に耐えるべきなのです。1/1/94

    私はあなた方に、他の人を幸せにするために、そして、快適に生活する手助けをするために、他の人に善いことをするように勧めてきました。これはサット カルマ（有益な行為）と呼ばれます。さて、嘘を並べて糧としている新聞は、道徳性の低い人々からわずかなお金をかき集めることができます。これもまた利益を生み出す行為であり、でっち上げの馬鹿げた考えを広めている人々は、それが誤りであり、自分の頭の中で作り上げたことだと知りながら、それを行って喜んでいます。彼らを止めることはしないでおきなさい。なぜなら、一銭も使うことなく、あなた方は今、彼らに喜びを与えているのですから。泥沼の中でどんちゃん騒ぎをさせておきなさい。喜びは自分の心（マインド）から生じてくるものです。心が邪悪なとき、心は邪悪なものごとから喜びを引き出します。心が清らかなとき、心に喜びをもたらすことができるのは清らかさだけです。20/2/66

  つかの間の楽しみはすべて、心の奥にある本当の悦びが､頭の中で輝いて映し出されたものでしかありません。誰かのことや､何かあるものについて何度も考えていると､心は元の場所を離れその相手やものにまで彷徨い､その人やものとなって、まるでそれを楽しんでいる気になります。それは本当の悦びではありません。頭の中で作り上げたごく限られた楽しみです。

 あらゆる悦びの元である内なる本当の悦びの影に過ぎません。例えば、赤ん坊が指をしゃぶっていますが、赤ん坊はお乳を飲んでいると思って喜んでいますが、実はそれは唾ですし、指からでは無く自分の口から出ているのです。赤ん坊は悦びは外から来ていると思い込んでいるのです。それと同じように無知の人は､感覚的なものから悦びを味わっていると信じています。悦びはごく限られたものでありしかも外から来たのではありません。本当の悦びは心の中にいつもあります。

 この変わることの無い悦びが何かのものに重なり合うと､まるでそのものが悦びの元であるような気になります。そうやって世間のものから悦びを得ていると思い込んでいます。ところがその悦びは､内に秘められている限りない悦びの小さな影に過ぎません。外部の世界で味わっている楽しみが本当の経験で内なる世界から来る悦びが幻だと思い込んでしまうと､執着を捨てる修行などしたくなくなってしまうでしょう。

 そうなると、すべてを超えた悦びを求めるのを止めてしまって､感覚的なものから得られそうな世間の楽しみばかり追い求めるようになります。もしもこの世の物から本当に悦びが得られるなら､その悦びは誰にとっても同じはずです。ところがそうでないことは分かっているでしょう。ある物を喜ぶ人もいますし、嫌いな人もいます。物に悦びが備わっているなら人によって違うはずは無いのです。～どうしてある人は好み、他の人は嫌うのでしょうか。それはどんな悦びもそのものと繋がっていないからです。物に悦びが備わっていると思うのは間違いです。悦びは内からやってきます。それはつきることの無い内なる悦びなのです。SGc19

    喜びはどこからやって来るのでしょうか？ 苦しみが取り除かれれば、喜びが確保されます。喜びと苦しみを神の贈り物として等しく扱いなさい。私たちの国の繁栄と貧困の相続人は、今の若い青年男女です。将来の国の発展は、彼らにかかっています。ですから、国家の真の宝は青年男女なのです。人は、自分が喜びと悲しみの設計者だということを悟らねばなりません。したがって、良いことであれ悪いことであれ、あなたに何が起ころうとも、いつも平静にそれらに面と向かうようにしなさい。1/1/98

  愛の心を育みなさい。だれをも嫌ってはなりません。起こることはすべて自分のためだと信じなさい。いついかなる困難や苦しみが降りかかってきたとしても、その原因は自分自身にあります。他の人を敬いなさい。その行為自体があなたを守ってくれるでしょう。反対に、もしだれかを侮辱したなら、その行為自体があなたを罰するでしょう。喜びも苦しみもあなた自身が作り出したものです。あなたが積んだ徳や犯した罪は影のようにあなたについてきます。現代人は他人に説教をしながら自分ではその教えを守ってはいません。そのような教えにどんな価値があるというのでしょう？

   そうしたものはすべて欺瞞にすぎません。どんな教えを読もうとも、どんな教えを聞こうとも、それを実践しなければ、その教えが役に立つことは決してありません。少なくとも、小さな形で人類同胞を助けなさい。そうした行為そのものが皆さんを助けてくれるでしょう。自分が遭遇する困難を他人のせいにしてはなりません。決して人をののしってはなりません。すべてを愛しなさい。すべての人を兄弟姉妹として扱いなさい。神が父であり人類は同胞であると感じる心を育てなさい。1/1/04



    ＊ライオン

獰猛な動物でさえ、私たちの心が善良ならば、私たちを傷つけたりはしません。私たちが危害を加えようとするときにだけ、攻撃してくるのです。私たちが愛情をもって見れば、動物たちもまた私たちを愛情をもって見るのです。「ヤッド　バヴァム　タッド　バヴァティ」（思いの通 りに、結果は生じる）。私たちの思いが、動物たちが敵意を抱くか、信頼を抱くかの原因なのです。動物たちを見ながら進んでいるとき、私たちは１５頭のライオンが道端に横たわっているのを見かけました。何頭かは幼いライオンたちに乳を飲ませており、他の何頭かは捕ってきた動物の肉を食べているところでした。私は、同行していたパテル医師と他の者たちに言いました。「私たちが動物たちに危害を加えなければ、動物たちもまた私たちを傷つけることはありません」。私は同行者の一人からカメラを受け取ると、ライオンの近くへ行って写 真を撮りました。ライオンは皆、私を見て喜んでいました。皆さんもわかったでしょうが、どのライオンも私たちに危害を加えたりはしませんでした。あなたがたが、傷つけようとか、殺そうという悪意をもってライオンに近づけば、ライオンもまたあなたがたを殺そうとします。決してそうした悪い思いを抱いてライオンのところへ行ってはなりません。実際、私たちはどのような生き物でも悪意をもって見てはいけないのです。6/5/07



    ＊ラヴァナ

ランカー島は、ハヌマーンが全土に火をつけた時、赤々と燃え上がりました。しかし、ラーヴァナの目にはすべてが暗く見えました。実は、この暗闇は人の内にある中核と結びついています。ハートが欲望と怒りに満ちていれば、ハートには暗闇しか存在しません。ラーヴァナは欲望と怒りの権化でした。さらに、ラーヴァナには10の頭がありました。ラーヴァナの10の頭とは、欲望、怒り、貪欲、執着、高慢、嫉妬、心（マナス、マインド）、知性、チッタ（心の要素である気紛れな面）、アハンカーラ（利己的な自我意識）です。実は、すべての人がラーヴァナです。なぜなら、人は根本的にこれら10の性質と結びついているからです。ラーヴァナはブラフマー神の一族出身であることが知られています。クムバカルナ〔怪力の羅刹〕はラーヴァナの弟です。ラーヴァナはインドラ神に勝利しました。ラーヴァナにはインドラジットと呼ばれる恐るべき息子もいました。これほど大きな力と威厳があったにもかかわらず、ラーヴァナは自分の激情（ラーガ）と憎悪（ドウェーシャ）という性質に屈服し、完全に滅ぼされてしまいました。31/8/87



　＊ラーマの統治

ラーマの王国では未亡人は一人もいませんでした。普通、親は子供より早く死にます。子供が親より早く死ぬのは異常です。ラーマの王国では、そのようなケースは一つもありませんでした。若者が早死になどしなかったのです。誰も病気で苦しみませんでした。誰も貧困で苦しみませんでした。雨期は毎年決まった時期にやってきました。収穫は十分あり、食料が足りなくなることなどありませんでした。人を犯罪で捕まえる様なこともありませんでした。すべての人々は、幸せで平安に満たされていました。ラーマが統治をしている間、どこにも争いはみられませんでした。人々は、お互いを責め合ったりしませんでした。王国に住むすべての人々は、他の人から助けてもらったことに感謝し、そして自分たちもそれにお返しをしようという、親切な心で満ちあふれていました。SS6/1996p.142



　＊ラーマヤーナ

シータは言った。ラーマヤーナは私によって演出されたものです。私がラーマで私がすべてなのです。外見は違って見えますが、内にあるかすかな姿は一つで同じなのです。P138 ANDI

トレーターユガには、猿（バーナラ）は人間（ナラ）のように行動したり話したりできるようにされました。ドワーパラユガ〔クリシュナが降臨した時代〕には、神の恩寵により人間が神（ナーラーヤナ）へと変容しました。カリユガ〔末世、サイ ババが降臨している現代〕では、人間は神自身であると宣言されています。26/10/1964



　＊理解

人々の間の調和や不和について考えるとき､はっきりと覚えておかねばならぬ事が一つあります。不和の理由はなんでしょうか。今日では、人と人との間に理解がありません。理解が無いことが､あらゆる争い、敵対心、不和の主な原因です。その為に人々は､他人と協調しません。理解さえあれば協調することが出来ます。ところが今日、人々は反対の行動をとっています。人は協調するのが先で、その後お互いを理解することが出来ると考えています。けれども、これは間違っています。初めに相手を理解しなければなりません。そうすれば協調することが容易になります。STPSp27



＊利己心

今日世界は暴力と恐怖で充満しています。それら全ての根本原因は利己心です。真理に立脚しなさい。真理はあなたの息吹、真理は時のカテゴリーを超越します。真理は普遍、真理は無敵です。22/11/96

   人は、物理的、科学的にはいくらか進歩を遂げましたが、道徳的には堕落しました。人はエゴイズムのせいでズルズルと滑り落ちています。この滑落の原因は何でしょう？ 利己心、無知、アヴィッディヤー（高次の知識の欠如）がまさにその原因です。今、あらゆる思考と言葉と行為の背後で利己心が働いています。解脱の喜びを求める人は、英知の火で利己心を焼き尽くさなければいけません。それをしないなら未来はありません。28/3/79

    最も基本となる重要な価値は、真理（真実）、正義、平安、愛、非暴力です。愛が人生の絶え間ない流れとなった時にのみ、他の価値も育まれるのです。行動における愛は正義となり、思考と黙想における愛は真理となります。ハートの中に愛が満ちあふれて、ハートの中で愛が体験される時、それは平安となります。そして、愛が正しく理解される時、それは「非暴力」となります。愛はこれらすべての価値の内に流れる小川です。愛が無視されて利己心が育っているために、人間性が低いレベルにまで減少しているのです。利己心を手放した時にのみ神性は理解され、それによって真理を把握することができます。15/1/86

  今日、ほとんどの人が清らかではありません。あなたが信じようと信じまいと、私には利己心のかけらすらありません。私は、この人やあの人に何かをしてあげようと熱心です。しかし自分自身には全く関心がありません。このような態度をつちかいなさい。そうすればあなたは自らが神であるということを体験するでしょう。17/11/95

    ぐっすり眠るためには心が平安でなければなりません。外側に付いている手足(五つの行動器官)や感覚器官だけでなく、内側にある道具である、身体(五つの鞘)、心(マナス)、意志の力(チッタ)、エゴ(アハンカーラ)、これらすべてが平安へと向かっていなければなりません。これは神聖な愛を育むことによってのみ為し得ることです。神聖な愛とは、無私の愛であり、常に与え、決して受け取らない愛です。これに対し、世俗的な愛は獲得することに熱中し、やがて忘れてしまう愛です。神の愛に匹敵するものは存在 しません。神の愛は至高の存在です。神の愛に恐れはありません。世俗的な愛が恐 れに満ちているのに対し、神の愛に恐れがないのは、そこに利己心がないからです。 もし愛が欲しいのであれば、愛を求めて祈りなさい。なぜなら、愛は神と共にある からです。神に世俗的なものを求めるべきではありません。17/7/97

 この世のすべての人々は、利己的な目的で物や人や神さえも愛します。誰も神のために神を愛する人などいないのです。SS7/95p186

  人は、かりそめの喜びや、移ろいゆく幸福に浸る為に生まれて来たのではありません。そう信じるのは狂気の沙汰です。自分自身をわたしという思いと同一化し、私のものに執着すること、それが悲哀と無知の根本原因です。利己心が無ければ、外界を認識することができません。

 外界を認識していなければ、利己心は存在することができません。それゆえ賢者は、彼自身をこの世から離れたものとみなし、至高神の代理として行動するのです。この世にあって、この世とは関わりの無い者として存在するのです。JV

   利己主義、妬み、エゴによる自惚れは、幼子のハートに根付くべきでない三つの傾向であり態度です。それゆえ、あなた方が世話をしている子どもに、他の人々への奉仕活動に従事するよう促しなさい。人間が生きていけるのは、人間以外の被造物の利他的な振る舞いに依存させてもらっているからであるというのに、その人間が利己的に振る舞うとは、何とひどい話でしょう！ 人は、いかなる情報、指導、ひらめきを得ようとも、いかなる財産、富、所有物を持っていようとも、それらを利他的な方法で他の人々と分かち合うべきです。これは人間の第一の義務です。教師は、注意深くして、教え子のハートにこの理想を吹き込むチャンスをつかまなければなりません。21/11/79

   愛は利己心の無い人のハートの中にのみ、光を放つのです。SS6/95p112

  苦しみや喜び、愛や嫌悪、また物理的欲望の原因は心の誘惑心です。これは私のもので、あれは神のもの、という二元的な感覚は、心の欲望と誘惑心が引き起こしているのです。この二元性の根本原因は利己心です。人々はとても利己的になっていて、他の人のことを全く気にとめないし自分の得になる事以外は全然興味も示しません。Vos2RitaPrincep228

 人々の中の利己心がどんどん増大している反面、利他主義や他人を助けようという心は縮小してきています。心はますます荒れ果ててきており、知能は進歩してきている反面、善良な性格は退歩してきています。この世界におけるいろいろな混乱や平安の欠如はもとはといえば人々が摂る食物が原因なのです。SSIB1077p172

  人類は今日、物質的、社会的な分野で素晴らしい進歩を遂げています。しかし、モラルの面や霊的には、狭い考えや低いレベルにとどまっています。どうしてこのようになってしまったのでしょうか。それは、これまで多くの生を経て来て利己心を培ってきたからなのです。人々の人生のすべての局面において、行動を促してきたのは利己的な興味だけなのです。人は、利己心に踊らされてきたのです。何に関心を持とうと、誰を愛しようと、自らの利己的な思いが根本にあるのであって、そのものの為であるとか、その人の為に愛するというわけでは無いのです。人は、自分の興味の無いものに対しては少しでも関心を持とうとしません。SS5/96p113

  絶え間なく利己的な追求に没頭してきた人が、どうして神の恩寵を獲得できるでしょう？ それゆえ、まず手始めに、万人に生来備わっていて、全宇宙に浸透している神性を実感認識しなければなりません。神性の本質を理解するためには、多様性を包含する一体性を理解しなくてはなりません。神性への理解がないかぎり、人間性への理解もあり得ないでしょう。

    利己心を取り除きなさい。利己心は、二元性、および、喜びと悲しみ、好き嫌い等々の二元性の相対を生じさせます。利己主義者は自分の本性を理解することができません。ましてや、他人の神性さを理解する事などできないことは言うまでもありません。それゆえ、まず自分自身の真我を理解することが第一歩です。誰もが「私」と言いますが、「私」はどこに位置していますか？ また、「私」はどこから顕れましたか？ 太古の聖典は、アハムカーラ（自我）の座をフリダヤ（ハート）と表現しています。これは「私」が身体のどこかに存在しているという念を抱かせるかもしれません。しかし、それは正しくありません。フリダヤは遍在です。フリダヤはアートマとも呼ばれています。19/11/87

    あなたの行うバジャンや瞑想に犠牲の精神がないなら、どれほど真剣に行っても、それは私利を求める行為になります。解脱（モークシャ）を得ようとすることには、私利を求める気持ちがあります。自分の将来のことだけを追い求めることも、同様に利己的です。自分の至福（アーナンダ）について案ずることも利己心です。私利の一切を手放して、他人の幸せを自分の幸せと見なし、他人の福利のために献身する人だけが、本当の無私の人です。主なる神は、他人を愛する人だけを愛するでしょう。神の愛を勝ち得たいと求めるならば、他人を愛さなければいけません。あなたが他人を愛していないなら、他人の愛を勝ち得ることはできません。過去に起こったことを悩まず、将来のことを心配せず、愛を育てて奉仕をすることによって、今を最大限に活かす努力をしなさい。17/11/85



    ＊離婚

   「家族内のトラブルは、双方とも感情を高ぶらせた夫と妻が関わった時にのみ、爆発します。」そしてスワミは手を叩かれたので、「パン」という音がしました。そして左手を脇に置いて、手を叩こうとされました。音はせず、涼しい風の波がきました。 「このように、両手が触れ合う時に、トラブルを表す大きな音がするのです。しかし、片方の手だけを振ってみても音はせず、涼しい風だけが起ります。同様に、私たちの生活に於いても、妻と夫の間で意見の相違がある時は、たとえ一方が険悪な状態にあったとしても、もう一方が忍耐を持っていれば、喧嘩が起こる可能性は絶対にありません。ですから、心を落ち着けて理解するよう心がけなさい。すでに火が燃えているところに、短気を起こして燃料を注ぐようなことをしてはいけません。そんなことをすれば、あなたの家は燃えてしまうでしょう！火を燃え上がらせる代わりにしばらく静寂を保ち、あなたを支配している感情を静めるようにしなさい。家庭内の幸せと平安は、その家の女性（主婦）が幸せである時のみ保たれる、主婦の緊張とストレスを解きほぐす努力をすることが、夫であれ、子どもたちであれ、他の家族全員の義務である。結婚とは、基本的にお互いの理解の問題であり、それ以外の何ものでもありません。」28/4/63



　＊リーダー

すべてのリーダーが持つべき資質は、主に二つあります。それは、個人としての徳性と、国民としての徳性です。もし、個人としての徳性を備えていなければ、それが誰であろうと、その人をリーダーと呼ぶことは出来ません。～リーダーはまず、自分が公言したように「なる」必要があり、次に公言したことを「実行」しなければなりません。そうして初めて、人に「語る」権利が得られるのです。理想的なリーダーは、自分が良い行いをすることによって、人に善良であれと教えられるのです。こういった理由で私は「善であれ、善を為せ、善を見よ」というのです。STPSp140

    不幸なことに、今日、世界には適切なリーダーが不足しているため、現在のような悲惨な状況に陥っています。教育、政治、宗教、霊性をはじめとするすべての分野においてよいリーダーがいなくてはなりません。しかし、今日ではどの分野においても、めったによいリーダーは見られません。どこを見ても、あらゆる人間の行いがお金で汚染されています。すべてがビジネスになっています。9/8/06

 誰が良きリーダーとなれるのでしょう？ 思い・言葉・行いに調和のある人のみが、善良で有能なリーダーになれるのです。その人の思いは純粋で、その思いの源は欲望・怒り・執着・貪欲・利己主義・妬みとは何ら関係をもちません。彼は思ったことを語り、そこに裏表はありません。語ったことを実行し、そこに不誠実や偽善はありません。つまり彼は言葉と行いにおいて包み隠しのない実直な人なのです。サイの理想P.247



    ＊理智

もしあなたの理智が研ぎ澄まされ、偏見と好みがなくなれば、一瞬にして実在が姿を顕します。というのは、それはきわめて単純なものだからです。ただし、そのためには、あらゆる無関係なものの寄せ集めから離れて、問題の根本的な核心を見る能力を持っていなければなりません。19/8/65



    ＊立派な仕事

立派な仕事はいつも、よこしまな人々を刺激します。しかし、反対者の妨害があっても、人はひるんだり恐れたりするべきではありません。挑戦は歓びをもたらします。それは隠れた力の源を呼び覚まします。挑戦は恩寵を引き寄せて、努力が強化されます。楽しみは、痛みと痛みの間に沸き起こります。勝利の喜びを味わうには、困難の中で苦労しなければなりません。24/11/81



＊両親

両親からの贈り物、師からの贈り物、神からの贈り物は受け取ってよろしい。それは、アパリグラハの規則の例外といえましょう。この四人からは、何を貰っても良いのです。しかし、たとえ両親であっても、無理強いし、あるいは訴訟を起こしても物を貰うべきではありません。愛を込めて両親から贈られたものは、愛を持って受け取らねばなりません。両親から受け取る場合にも限度があります。しかし、神から受け取るものには限度がありません。神からは何を受け取っても良いのです。なぜなら、かれはあらゆるものの至高の神なのですから。彼はあなたを罪から自由にし、悪行の報いからあなたの罪をあがないます。18/1/96

    今の世代の人々は、この道徳律、すなわち、私心を捨てて個人と社会の満足をかなえるという、何世紀にもわたって追及されてきたことを放り投げています。息子たちは父親の財産の分け前は要求しますが、父の愛の分け前は要求しません。息子たちは父親の必要や命令には耳をふさぎます。両親は肉体と呼ばれる物理的な器具を授けてくれました。それをもって、私たちは、絶対者に到達すること、あらゆる生き物の内にいる神に奉仕すること、美と真実の中で美と真実を通して神の栄光を称えることができるのです。肉体という道具は、最も恐ろしいものである輪廻から私たちを解放してくれるものです。ですから、親は当然、子から感謝と名誉を与えられるべきなのです。宝石を安全に保管するには鉄の金庫が不可欠です。それと同じく、美徳、信仰心、愛、識別力という貴重な贈りものを安全に保管するには、肉体が不可欠です。肉体は両親が与えてくれたものなのですから、両親は言葉と行動と態度によって尊敬されてしかるべきです。もしあなたが地上の父親の要求に応えていないなら、どうやって天の父にあなたの祈りに応えてもらうことを期待できるでしょうか？ ダルマの最初のステップは感謝です。子供の最初の義務は両親を崇敬することです。最初のステップがなければ解脱は不可能です。23/3/66

    いつも愛と敬意をもって両親に接しなさい。実に、両親はあなたの最初の教師です。両親を敬いなさい。両親に迷惑をかけるなら、どれだけ良い仕事をしても無価値です。それは決して良い仕事とは見なされません。それは一時、いくらかの利益をもたらすように見えるかも知れませんが、その仕事の結果は大変悪いものになるでしょう。ですから、両親に迷惑をかけたり、両親を悲しませる原因にならないようにしなさい。両親に迷惑をかければかけるほど、あなたは苦しむことになるでしょう。17/1/09

    　肉体的または精神的な苦しみに遭遇したときはいつでも落ち着きを失ってはなりません。落胆してはなりません。代わりに、その問題に真正面 から立ち向かい、あなたに勇気と自信の感覚を教え込むようにしなさい。間違いなく人生には、悲しみや困難を経験しなくてはならない状況が起こります。愛する両親がこの世を去るとき、私たちは深く悲しみます。そのような困難な状況において、取り乱す代わりに、この肉体という贈り物を与えてもらったことへの感謝を両親に表し、勇気をもってその試練に向き合うことを勧めます。28/8/04

 父親は教訓を垂れるよりも模範を示すことによって、息子のやる気を引き出すべきです。SSSVol4

  両親が、家庭の祭壇の前で礼拝したり、静かに瞑想したり、他人の過ちを許したり、苦痛や悲しみに同情する姿が子供達の目に入らなくてはなりません。そうではなく、両親が子供達に 頼るべき神はなく、頼みとする力も勇気も無く、心配したり、絶望したり、不平不満を言ったり、ふさぎこんだりする様子を見せてはいけません。EHV

「母は神なり、父も神なり」というヴェーダの教えに従わなければなりません。誰もが自分の親を尊敬し、愛し、仕えること、そして、親に深く感謝することを求めています。もしあなたが、両親を軽視するなら、あなたも自分の子供の手によって同じ目に合わされるでしょう。

 親を泣かせれば、あなたの子供はあなたに自分の親と同じ運命を引き継がせるのです。親を尊敬する人は皆から尊敬されるようになります。逆に親を尊敬しない人は誰からも尊敬されることはないでしょう。すべての人は親に奉仕しなければなりません。

 あなたは常に親からの祝福が必要です。子供であるあなたは、自分の親が何を好むか、また親を喜ばせるには何をすれば良いのかを知っているはずです。あなたはこの世に生を受けてからずっと両親と一緒にいました。もしあなたがあなたの両親を喜ばすことが出来なければ、あなたが一度も見たことのない神様を喜ばせることなど、どうしてできるのでしょうか。あなたは、あなたが何をすることを神が望んでいるのかも、あなたが何をすべきなのかも知りません。親は神聖です。Parentという言葉を分析すればPay Rentつまり、「家賃を支払いなさい」という意味です。これは、生命を戴いた両親に対して感謝の気持ちを常に持ち続けなければならないという意味なのです。STPS2p117~9

    子供をダメにする原因は親にあります。現代の親たちは子供の育て方を知りません。息子がテレビを見ていたら、母親は台所から食べ物を持ってきて、そこで食べさせます。親たちはテレビの前に皿を置き、子供達に作法や行儀を教えません。この世で作法を心得ている人は、人間と呼ばれます。自制心を備えている人は、神への帰依者と見なされ、残りの人々は霊的に単なる子供と同じレベルの人たちです。親たちは、子供が外国に行き良い職業につけさすために教育熱心です。親たちは、子供が重要な仕事につくこと、お金を稼ぐこと、外国に行くこと、金持ちの娘と結婚することなどを望んでいます。また、ある両親は来客があると、父は不在だと言いなさい。と言う両親もいます。子供を理想的な市民へと育て上げる全責任は、両親にあります。娘が悪ければ母親が責められるべきです。逆に息子が道を外せば父親に責任があるのです。STPS2p114

   両親は子供たちを健康に育て上げ、教育を受けさせ、仕事につかせ、適切なパートナーと結婚させてはじめてその義務は終わるのです。p90ANDI

  両親は子供が犯した過ちの４分の３の責任があります。～両親が自分の子供たちが誤った道を歩むのを許せば、しばらくして両親も又、苦しみを味わうでしょう。このカリユガでは、子供たちが自由に自分で自分の道を歩むというのが一種の流行になってしまいました。両親は子供にそうしないと、ひょっとして子供たちが家から出て行き､自殺でも図るのではないかと心配しています。そのような子供たちがたとえそのようなことをしても、それが何だというのでしょうか？今日の両親はここまでモラルが堕ちて来ているのです。彼らは詰まるところ、自分たちの子供の悪い噂を聞きながら、人生の終わりを失望の中で迎えることになるのです。SS5/96p119

  自分は高い水準の生活を楽しんでいながら、両親をおろそかにし、両親が弱って苦しんでいるのを放置している者は、誰であれサイオーガニゼーションの会員には値しません。なぜなら、私はいつも、「母を神と見なしなさい（マートゥル デーヴォー バヴァ）、父を神と見なしなさい（ピトゥル デーヴォー バヴァ）」というヴェーダの指示を力説しているからです。これに反する悪しき行為に身に覚えのある者は、心してこの指示に従い自らを矯正しなさい。サティヤ・サイ・ファミリーは、両親を養い介護するという家族の責任を果たしている人々で構成されなければなりません。21/11/69

  あなたの母親は、九ヶ月間あなたを胎内に宿し、あなたを産み、数々の困難に遭いながらあなたを育ててくれました。お母さんがしてくれたことに対して、あなたはどれほど感謝しなくてはならないことでしょう！ それと同じように、あなたの父親は自分の楽しみを犠牲にし、愛と気遣いをもってあなたの面倒を見てくれました。あなたはお父さんに対してどんな風に感謝を示していますか？ あなたの子どもは、あなたが自分の両親に対して取扱って来たのと同じようにして、あなたに接するでしょう。2/4/2003



　＊良心

五感の下で働くのが潜在意識で、良心は五感の上にあります。そして意識はそのすべてに充満しています。人に内在する神性が良心であるのに対して、万人にある神性というすべてに遍満し、集合的で、偏在するものが意識です。STPSp277

    公正さという規則は、人間の幸福において要となる役割を果たしています。完全な生活は外にあるものから得ることはできません。誠実さは、ハート、すなわち良心に付随するものです。その確信は人に高潔な原則という規則正しい生活を通らせてくれます。何をするにも、自分の良心が許可した方法で行わなければなりません。あなたが行う一切のことの、最も信頼できる目撃者はあなたのハートです。自分のハートが最も頼りになる道案内です。あなたのハート、すなわち良心が、あなたの誠実さに満足していなければなりません。カースト、信条、宗教、国、性別、属している社会といったもので人を差別することなく、すべての人を等しく見ること、等しく愛することをしなければいけません。これを実行するのは、それほど簡単なことではありません。この種の態度や生き方を身に付けるには、断固たる努力が要されます。1/12/84

    あなたにも他の人々にも苦痛を与えないもの、それが正しいものであり、それがダルマです。ですから、あなたが喜びを手に入れ、他の人々も喜びを手に入れるような方法で行動しなさい。あるいは、あなたの行為に別の基準を設けなさい。マナス〔心〕とヴァーク〔発言〕とカーヤム〔体〕（思いと言葉と行動）を一致させなさい。言い換えれば、話すとおりに行動し、感じたとおりに話しなさい。あなたの内なる良心を裏切ってはなりません。嘘というマントであなたの思いを覆い隠してはなりません。あなたの内なる良心を強引に隷属させて抑圧したり、良心が認めない行動に着手したりしてはなりません。それがダルマにかなった生き方です。何度も正しいことを行っていれば、それはますます容易になり、習慣は成長して良心となります。ひとたび自らを正しい行為に定めれば、あなたは自動的に正しいことに従うようになります。あなたが何をするかは、あなたがどういう人であるかによって決まります。あなたがどういう人であるかは、あなたが何をするかによって決まります。この二つは相当な度合いで相互に依存し合っています。5/10/62

    私たちが行う行為の一切は、神を喜ばせるものであるべきです。どのような行為をなすときにも、こう問わなければなりません。「これは神を喜ばすか否か？」と。神とは、実際のところ、あなたの良心を意味します。あなたは自分に満足感がもたらされないことをすべきではありません。あなたが何をしようとも、神を喜ばすなら、それは神聖です。3/9/89

    あなたのハート、すなわち良心が、あなたの誠実さに満足していなければなりません。14/1/84

    ダルマは真我の満足を促進します。それは真我の意識の表れです。その神聖な意識の促しを信用しなさい。誰も自分の良心の指示に背いた行動をすべきではありません。良心に反する行動は悪です。良心に基づいた行動は正です。それゆえ、真の礼拝とは、良心に命じられたとおりに正しい行いをすることにあります。思いと言葉がばらばらであるのは神を否定することです。思いと言葉と行動には完全な一致があるべきです。23/11/88

 物質、生命力そして良心を一つと見なしなさい。常に真実を告げる良心の声に注意していなさい。良心の声に従えばあなたは決して誤った道へ迷い込むことはありません。SS21/1/93

神はあなたのなす行為の一つ一つを、じっと見ています。このことを覚えておきなさい。自分自身の照覧者となり、自分のなすことを精査しなさい。あなたがあらゆる行為を、自分の良心を満足さすためにするならば,あなたは神我実感認識への正しい道を歩んでいるといえます。21/11/95

 人の想念は理想で満ちています。しかし彼は理想にのっとる生き方をする努力をしません。思いと言葉、行為も一致しません。その結果、ありとあらゆる悲しみと不調和に悩まされます。それは彼が自らの良心を満足させることが出来なかったからなのです。自分自身に満足出来ない人間には平安がありません。思いと言葉と行為が統一されていて調和している人ならば、その人は感じるままを語り、言ったことを行い自分自身に満足して安らかでいられます。10/5/92

 各人は悪いことを見たり、聞いたり、話したり、思ったり、言ったりして、心につけ入る隙を与えてはなりません。何を悪とみなすか?良心と相談しなさい。良心の命ずることに背く行為をすれば、悪い報いを受けます。良心はどの人のうちにも存在する神の相です。何をするにしても、良心はそれが良いか悪いか告げます。しかし良心の指示を確実にするためには、暫く待たねばなりません。急ぐことは禁物です。何かを言おうと思うときには、それが正しいかどうかちょっと考えてから話しなさい。何かを聞きたいと思ったら、聞くことが良いか悪いかを調べて、それから正しい判断を下しなさい。18/1/96

 他人が褒めようとけなそうと、そんなことはどうでも良いのです。自分の良心が自分がしようと思うことが善であるというなら、親族であれ友人であれ他の人がなんと言おうが前向きに進みなさい。恐怖や脅威に屈服してはなりません。20/11/91

    あなたが誰を傷つけても、苦しむのはあなたです。あなたが誰を欺いても、欺かれるのはあなたです。もしあなたが自分の能力と知性の最善を尽くして、良心を充分に満足させるために自分の義務を行うことをしないなら、あなたは自分を欺いていることになります。24/8/71

真理は純粋で汚れのない心から、良心のささやきとして聞こえて来るのです。SS3/96p, 70

  人間の内面には良心というものがあり、つねに正しいアドバイスをささやき、正しくない行動を止めようとします。人間はこの良心の声をほとんど黙らせてきましたが、それは神の声であり、その声を黙らせることはできません。子どもたちに良心の声を意識させなさい。ケーララ州の田舎では、長老たちが周りの子どもたちを集めて毎晩一時間ほど神を讃えるストートラ〔讃歌〕を唱える習慣が、嬉しいことにいまだに残っています。このような習慣を蘇らせるのは大事なことです。こうして過ごす時間はいきた時間であり、平安と喜びを豊かに与えてくれます。果物の木を植えれば、その木には果物が実ります。ニームの木を植えてオレンジが実ることは期待できません！ 嘘、恐れ、不和を植えれば、同じものが実ります。20/12/65

   動機の純粋さは、あなたが平安を得る上で最高の保証となります。良心の呵責とは、慈悲の心が苦しむことです。正しい行いをしていれば、眠りが妨げられたり、健康が害されたりするような、悪い影響を受けることはありません。1008の宝石　P.24



    ＊リンガム

これは皆さん一人一人の霊的なハート（フリダヤ）の内に存在するものであり、身体の右側に位置するものです。ヒラニヤガルバの原理は身体全体に行き渡っています。私がそう意志した時、それが形をまとうのです。このリンガムが現われ出るその時に、このリンガムを見た者は、再生することはないでしょう。このリンガムが現われ出る時に、その姿を見なければなりません。

    あなた方の人生を神聖なものとするために、このような神聖な顕現が時折あなた方に示される必要があります。そうしてはじめて、あなた方は人間の内にある神性を理解することができるのです。このリンガムは、高いところから力をこめて落としたとしても、壊れることはありません。これは不滅です。これは不変です。このような顕現は、決して他の場所で見られるものではありません。神とともにある時にのみ、はじめて可能となるのです。

    実はこれだけでなく、他に三種類のリンガムが顕現していました。それは「ブール」と「ブワッ」と「スワハ」です。「ブール」は体現（身体）を意味し、「ブワッ」は振動（プラーナ）を、そして「スワハ」は放射（アートマ）を意味しています。私はしばしば、「あなた」は一人ではなく三人であると言ってきました。すなわち、「あなたが自分だと思っているあなた（身体）、他の人があなただと思っているあなた（精神的な身体）、本当のあなた（アートマ）」です。シヴァラトリにはいつも、この三つのリンガムが顕現していました。15/2/99

    シヴァムの外観は類まれなものです。なぜなら、それはリンガ〔リンガム〕の形をしたものとなるからであり、リンガは無形なるもの、属性をもたない絶対者という概念に最も適した形であるからです。リンガは無形なるものが有形なるものへと顕現する神の形です。他のあらゆる形はすべてリンガの形に含まれています。プラクリティ、すなわち現象界が土台であり、主なる神はその神の顕れの中に宿っているということを表しています。そして、それは神の御業、神の潜在力、神のシャクティ（力）の具体的な表示です。それゆえ、主なる神は「シヴァ シャクティ アートマカ スワルーパム」、すなわち「シヴァとシャクティとなった至高者」と言われています。シヴァは潜在しているものであり、シャクティははっきりと目に見えるものです。25/10/72



    ＊倫理

ニーティ（倫理）は、自分を人間と呼ぶすべての人にとって最も重要なものです。倫理には多くの性質が含まれています。倫理には、社会への敬意、人の人格を尊重すること、愛国心、健康への配慮、親類縁者への愛、知識への渇望が含まれます。これらは人間にとっての五つの生気と見なされるべきです。しかし、今日、これらはほとんど存在していません。6/85

    倫理的な生き方とは何を意味しますか？ 倫理的な生活とは、時間、行為、自分の国と宗教と社会を聖化することという、善い実践のことです。善い伝統、善い振る舞いは、倫理の同義語です。皆さんは全員、バーラタ人（インド人）です。ですから、皆さんはバーラタの文化を正しく理解しなければなりません。宗教とは何ですか？ いかなる宗教であれ、その中心にある主題は愛です！ 自分の中に愛の要素を持たない人間を見つけることはできません。愛は多くの姿形、多くの表現、多くの特徴を持っています。しかし、愛の目的は同一です。唯一の宗教があるだけです。それは愛の宗教です。今、愛の宗教が見捨てられています。皆さんはダルマと神への信仰に基づいて社会に奉仕しなければなりません。1/12/84



    ＊ルッドラム

    「アティ ルッドラ」は多くのナマカとチャマカよりなります。これらは人間の生活を維持します。どこからこの力は来たのでしょう？ ナマカとチャマカはクリシュナ ヤジュル ヴェーダから引用されています。クリシュナ ヤジュル ヴェーダはすべてのヴェーダを包括しており、他のヴェーダやシャーストラ（聖典）、イティハーサ（伝承）やプラーナ（神話）はここから生まれました。

     ヴェーダは非常に神聖です。特に、アティ ルッドラの箇所はとても重要なところです。「ルッドラム」は、一般的にイーシュワラ神の別称であると考えられています。実際、ルッドラムは、リグ ヴェーダ、ヤジュル ヴェーダ、サーマ ヴェーダ、アタルヴァナ ヴェーダといったすべてのヴェーダの真髄です。ルッドラムのもう一つの重要な特徴は、ナマカとチャマカという二つのパートの間にあるエーカットワ（一体性）です。ナマカが無執着という側面を強調するのに対して、チャマカは願望という側面を強調します。しかし、どちらも本質はいっしょです。何を捨てて、何を望むべきでしょうか？ 悪いものを捨てて、よいものを望むべきです。どちらも大切です。ナマカがヴィラクティ（無執着）に重きを置いているのに対し、チャマカはあれこれの願望について述べています。9/8/06

   数秘学によると、「シヴァラートリ」という言葉の初めの三つの音節、「シ」、「ヴァ」、「ラー」には、「５」、「４」、「２」という意味があります。四つ目の音節「トリ」は「３」を意味します。５と４と２で、一つの全体像、すなわち、１１のルッドラが重なった姿が作られます。「ルッドラ」は、「人に涙を流させる者」を意味します。１１のルッドラとは、五つの知覚器官、五つの行動器官、そして、心（マインド）です。これらは、些細ではかない喜びの追求へと人を脱線させ、人を駄目にし、人に涙を流させます。しかし、アートマン（アートマ）を探求し、拠り所とするならば、アートマンはその１１に光線を当てて、神我顕現に向かって前進する人の意味深いパートナーにさせます。アートマンから発せられる光線は知性を照らし、照らされた知性は心に警報を出し、警報が出された心は感覚器官を制御して、知識から英知へと歩を進める人の道を明るくします。7/3/78

    このアティ ルッドラ マハー ヤグニャは、将来、さまざまな場所で行われなければなりません。このヤグニャはすべての人に関係します。このヤグニャは、一つの国、一つの宗教、あるいは一つのカーストに限定されません。このヤグニャは全世界の幸福のために行われます。もし皆さんがこのヤグニャを行い続けるなら、じきに全世界の人が一つになるでしょう。19/8/06



　＊冷静

失敗してもそれを冷静に受け止め、成功してもおごらない。このようなことを精神的に受け入れるのは、特に成功してもおごらないことはとても難しいのです。SSvol1p152



　＊霊性

不幸にして今日霊性は衰えています。多くの人々は霊性をあざけります。しかしこの世俗の世で、些細なことで心を乱すのは往々にして霊性をあざけた人たちなのです。この世が永続せず価値の無いものであることを知る者にとっては、霊性は光輝を放つ貴重な装飾です。そのような宝石を身に着ける努力をしなさい。そのとき初めて人生は、神聖化されます。23/5/91

     いわゆる物質的なものと霊的なものという、二つの異なる存在や範疇は存在しません。あらゆる違いは表面的なものであり、本当ではありません。1975

     この国の無秩序と病弊の一切をもたらしているもの、それは霊性の衰えです。今、世界では、人の心も、空気も水も、あらゆるものが汚染されています。五大元素のすべてが汚されています。人の生活は五大元素に基づいています。ですから、人は五大元素の汚染の体現なのです。人間としての生の神聖さが奪われています。坂を滑り落ちるように、日々モラルの価値が低下しています。人間の中にある獣性が猛威を振るっています。人が獣性を滅ぼして神の段階に上昇することができるのは、人間の中にある神の性質を育むことによってのみ可能です。そのためには、自己中心的なところをなくさなければいけません。22/7/91

   　 今日、人間は自分の個人的な進歩を最優先しています。しかる後に、社会に注意を向けます。そして最後に、霊性の道に入るのです。これは重大な過ちです。人間が真理に気づくことができずに様々な困難に直面 するのは、このためです。サイ（ＳＡＩ）のメッセージとは何でしょう？ 「Ｓ」は霊性（Spirituality）を表し、「Ａ」は結びつき（Association）を、「Ｉ」は個人（Individual）を表します。それは、皆さんが霊性を最優先し、次に社会（結びつき）を、そして個人的な興味を最後に考えるべきである、ということを意味しています。ところが今日、人はその順番を逆にしています。つまり、社会的責任よりも個人的な興味を優先し、霊性を最も軽視しています。その結果 、人は神から遠ざかっています。このようにして、人は時間を無駄にしています。時間は貴重です。実は、時間は神なのです。22/7/02

   世界中にいる何十億人の人々の中で、一体何人の人が神を体験するために、ここへ来ることが出来るのでしょうか。あなた方は、祝福された幸運な数少ない人たちなのです。この幸運を最大限活かして、自分を神のごとき人へと変容させ、それから周りの人々が変容するのを助けなさい。いつも幸せでいなさい。あなたの喜びを周りの人々にも分け与えなさい。これが真の霊性です。覚えておきなさい。愛は神です。愛の中に生きるのです。真理は神です。真理の中に生きなさい。恐れてはいけません。神はあなたといつも一緒です。神は私といつも一緒にいて、私は神様の中にいるんだ。という確信を持って生きていくなら、あなたは何も恐れることは無いでしょう。このように行動することによって、皆さんがそれぞれの国で平安と調和を広めて行くことを、私は望みます。17/2/89 

 物質科学があるように、霊の科学があります。霊のやり方があり、霊の専門家がいて権威ある論題があります。霊性修行によってのみ、物質や心の神秘を知り得て理解することが出来、それを善用出来るのです。OCSp42

 バガヴァンの傍にいてせっかく吸収した霊的な性質を、世俗の雰囲気によって影響されたままにしておいてはなりません。どこに行こうともその場の雰囲気を霊化することが出来るならあなたの霊性は清らかであり続けます。それゆえ常に良い人々神ながらの人々と共にいなさい。21/5/91

  ５０年前には科学者達は原子エネルギーよりも強力な力は無いと信じていました。彼らは原子力がさらに分裂すれば恐ろしい破滅が生じるとの恐怖を発表しました.しかし５０年間の探求と研究の結果、科学者は、原子力より強力な力を発見しました。それと同様に、今神を体験していない人も、１０年後には神を経験しているかもしれません。神は、あらゆるところに遍在します。このことを固く信じなさい。神への信仰がなければ人生を浪費してしまいます。物理化学を学ぶと同時に、少なくともある程度の霊性科学を理解する努力をしなさい。26/5/92

  バジャンを歌うことが霊性でしょうか？あるいは、シュリラーマと繰り返しとなえ、あるいは寺院に巡礼に行くことでしょうか?それらはみな人間の弱さのしるしです。真実の霊性は，人間の持つ獣性を全て除去し、内なる神聖な光を顕すことです。これこそ霊性の真義です。17/9/92

霊性の道を歩む人は､神の原理を理解し経験してそれを広めるための努力をしなければなりません。13/7/03

一度、到達した霊性の段階は、決して失われることはありません。CWSSBJp92



    ＊霊性教育

全世界で、従来のカリキュラムに加えて、霊性教育が施され始めています。霊性とは最近発見されたものではなく、太古からの英知であるという真実を人々は認識しています。しかしながら、この原理の重要性は、霊性を提示し、教えることだけに限定されています。実際、日常生活で霊性を実践することは少なくなっているのです。したがって、実践的な教育が、今日、最も重要なのです。実践なき教育は平安を乱すことにつながります。20/11/02



      ＊霊性修行

精神の修行はすべて、身体の助けを借りてはじめて行うことが出来ます。教育を受けるために身体の助けは必要です。神の果てしなく大きな徳性も身体の働きを通して学びます。自分の身体を基礎として、内なる神を捕らえるように努めてください。SGc5

    自分が体ではなく、心でもなく、理智でもなく、知性でもないことを認識しなさい。皆さんは神の化身です。自分の努力のすべてを、それを悟ることに集中させなさい。渇望と不断の修行によって成し遂げられないものは、何一つありません。古代の宗教、サナータナ ダルマ（永遠普遍の宗教）は、多くの道を示しており、それによって神を実現させることができます。

神を実現させるためには霊性修行が不可欠です。どんな本を読もうとも、理智的な努力だけでは神を実現させることはできません。本や他の情報源から学んだことは、実践しなければなりません。霊性修行と規律を欠いているなら、本を読んでも、講話を聴いても、どんな立派な人に会っても、成果を得ることはありません。22/11/80M

    ハートに愛を培い、愛を込めて話し、あらゆる仕事を愛を込めて行いなさい。愛の中にいなさい。これが真の苦行です。27/1/04

    あなた方が従事しなければならない霊性修行には三つの範疇があります。それは、個人的修行、社会的修行、宇宙的修行です。一輪の花で花輪を作ることはできず、一本の木で森を作ることはできず、一人の人間で社会を作ることはできません。個人の霊的成功、有益な性質、美徳は、多くの人がいっしょに持ち寄れば、社会の富、すべての人の共通の財産となります。どの人も、すべての人を敬い、すべての人に奉仕しなければなりません。個人の内なる神性はどれも、無限の神性という概念へと持ち寄られます。21/11/79

 霊性修行はあなたが試験に書く答案に似ています。もし、試験の点が5か6点であれば試験官はあなたに「5や6点とってどういうつもりかね。何の役にも立ちはしない。」と。しかし、得点が及第点スレスレで、あなたが日頃勤勉で、真面目な学生であれば，点を少し負けてもらって及第するでしょう。

良い行い、良い友人、良い思いを持つように務めなさい。人生の目標から目をそらせてはいけません。あなたは、まだこの化身出現の真義を悟っていません。SSSVol1chp5

  結婚し家住者として暮らす者も、それによって神我を実感認識する道が阻まれることはありません。妻と子を神からの預かり物として尽くしなさい。五十才になれば純潔な暮らしをしサーダナを実践しなさい。五十才に達するまでに五感を制御する事に成功しなければなりません。六十代の終わりまでには六つの敵、すなわち情欲、怒り、貪欲、執着、高慢、憎悪を征服していなくてはなりません。七十代では七人の聖者、七つの海、太陽光線の七つの色に帰融していなくてはなりません。すなわち、霊性修行によって俗世間の欲望や理想をはるかに超越し、神への帰融のすぐ近くにまで達しなくてはならないのです。八十才になれば、属性においても性格においても神と対等な基本的八徳を司る神々のレベルに達しなければなりません。九十才になれば九つの惑星の位置するより高い領域に昇らなければなりません。百才になれば、人は五つの行為器官の感覚と、五つの認識器官の感覚をコントロールして自分が行為者であるとの思いを微塵も抱かず、行為の果実も欲することのない英知の権化となっていなくてはなりません。もう、その時点では彼と絶対者は一つであり、分離することはありません。SIP2-14

 エゴを持ち続けている限り、どのような霊性修行も実践できません。あなたが行ってきた様々な霊性修行が心やエゴ、すなわち「私という意識」を伴って行われたために、あなたは今まで向上できなかったのです。中には「私は肉体である」として、自分を肉体と同一視しながら霊性修行をしている人もいますが、そのような修行はあなたを真の目的地に連れて行ってくれないでしょう。ラーヴァナ、カンサ、バスマースラといった者達はこの部類に属します｡～生きとし生けるものすべてのものの内に同じ神聖さを感じ、体験することが真の愛です。STPSp196

  あなたの決断がかなえられるまで、根気強くありなさい。これが帰依者の誓いです。これこそが、真の苦行（タパス）と呼べるものです。23/11/00

 この世を面白おかしく暮らしている人は大勢いる。あなた方も、嘗て楽しかったし、今も楽しいでしょう。しかし誰もがいつかはこの世を去らねばならないときが来るのだ。そのときは、必ず来ます。そうなのだ。それゆえあなた方は、楽しみばかり求めるべきでなく、もっと別のもの、即ち心の平安を求め、世の手本となるべき理想的な生き方を求めなければならない。

 人として生まれた以上、本来持っている人間というユニークな本性を自ら放棄するようなことがあってはならない。人は一瞬たりとも、人間という清らかな特性を忘れてはならない。あるいは、獣のレベルに下落してはならない。さらに、低劣な悪鬼にまで落ちるべきではない。人はしっかりと、自分は堕落しないと決意しなくてはならないのだ。霊性修行のみがこのような決意を喚起し維持し、そのような希求を目覚めさせ、強化することが出来るのだ。LV

   霊性の道の中で最初の道は、行為の道（カルマ マールガ）です。この道の追随者は、世のために多くの行いをします。彼らはヤグニャやヤーガ（供犠）に参加したり、奉仕や慈善活動に没頭したりします。こうした行為の形の一切は、一定の困難をはらんでいます。供犠を行うためにはヴェーダの文言に精通していなければなりません。一般の信者にとって、これは容易なことではありません。

英知の道（グニャーナ マールガ）には、経典の知識といくらかの他種の知識が要されますが、それらの知識が合わさって神我の英知（アートマ グニャーナ）へと導きます。英知（グニャーナ）は不二一元の普遍意識の覚り（アドワイタ ダルシャナム）である、と定義されてきました。これは多様性の中の単一性を認識することを意味しています。この単一性を経験するのは容易なことではありません。

ヨーガの道は、心を制することと関係していますが、これも同じく難しいことです。それには厳格に五感を制御することが要されます。多くの困難、試練、辛苦を乗り越えなければなりませんが、そうした困難や、非常に厳しい試練に立ち向かうための精神力と霊力を備えている人は、ごくわずかです。このように、ヨーガの道には多くのハードルが置かれています。

バクティ（信愛）の道は、すべての道の中で一番容易な道です。バクティは経典に精通することを要しません。バクティは供犠を行うこと命じません。多様性の中の単一性を探求するという、わかりにくいことを避けられます。神への愛を培うことで、五感は自然と自制の下に収まるようになります。経典（シャーストラ）に精通している人は、良い学者であっても、人に説いていることを自ら実践している人はめったにいません。大切なのは実践であり、学識ではありません。行いの伴わない知識は無用の長物です。人は霊性の分野で学んだことを、少なくとも一つか二つは実践に移すよう努力しなければいけません。人間にとって最も大切な目標は、神の愛という教義を実践に移すことです。

愛という原理は、最も大きな、一つにする力であり、それはあらゆる霊性修行、あらゆる宗派、あらゆる人生の目標、あらゆる経典を一つに結び付けます。霊性の求道者にとって第一の道は、主の愛と恩寵を得るために徹底して主に全託する道です。花嫁が、花婿の家に嫁ぐにあたって、結婚前に自分が持っていたものすべてを手放すのと同じように、バクタは自分が持っているものすべてを主に差し出さなければなりません。こうした放棄なしに神の愛を得ることはできません。6/3/89

  あなたは自分が正しいかどうかを常に自分自身に問いかける実践をしなくてはなりません。それが霊的修行です。それにより、自由の本性である思い・言葉・行為の調和一致を理解することが出来ます。自由は本質的に思い・言葉・行為の完全な調和一致を維持することからなります。15/8/93

  人は人生の黄昏を迎え、自分のしてきたことのむなしさに気づいてから､ようやく修行を始めようとするのです。～強い決意と共に修行に取り組むには､若い時が一番です。～若いうちから修行に取り組み､修行に親しんでいれば､年をとってからでも大きな進歩が期待できるでしょう。SGc13

 いろいろな霊性修行の中で、神の御名を唱えるのが一番効果があります。もしそれが出来ないのであれば、カルマヨガが次に効果があります。それも出来ないというのであれば、神を愛するということだけでもよいのです。神を愛するということだけなら、別に特別な霊的修行や苦行をしなくても良いのです。神を愛するだけで十分です。CWSSBp, 33

 成果を一切念頭に置かず行為するということが、解脱の行為の特色です。無私無欲の行為の修行には、真理、ダルマ、平安、信愛を培うことが含まれます。無私無欲の行為を行いつつ至高の神の御名を唱えれば、彼は大きな歓喜と至福を手に入れるでしょう。無上の満足を与えます。この神聖な道を歩めば、至高神おんみずからその人の必要とするもの平安などをすべて、与えてくれるのです。DVJp3

 霊性修行することによってのみ霊的解放がもたらせるわけではありません。それは、激性や鈍性の性質を静穏化してコントロールするだけです。浄性の性質はいつも霊的解放への欲望を持っています。人が自らの内に持っている浄性の性質がコントロールされたとき、霊的解放がもたらされるのです。CWSSBp95

 如何なる行為をなすにせよ、神への捧げ物として行うことこそ最高の霊性修行です。どのような良い行いをしても、愛で満ちた行為でなければそれは価値を持ちません。30/5/92

  全てのものに神を見るならば、あなたは３日のうちに自分の中に潜む神聖な感情が育ち始めるのを感じることが出来ます。さもないと、３０回生まれ変わって霊性修行に励んでも何の役に立ちません。11/93SS

 神を求める人は、内面を探求する修行に取り組まなければなりません。皆さんが取り組む修行の四分の三の時間を、その為に当てて下さい。そうすれば十分な成果が得られるでしょう。時間を正しく使い､身体と行いを聖なるものにすることで、初めて最高の目標に達することが出来ます。感覚の持つ欠点があらゆる苦しみを生み出す何よりの大きな理由です。感覚の節度を厳しく守り､心を正しい道に向かわせ、強い決意を持つのです。～感覚の節度を守るべきだと言っても、感覚をなくしてしまえとは言っていません。仕事を辞めろと言っていなくて、仕事の結果を求めてはいけないと言っているのです。SGc20

    霊性は、生活のあらゆる側面――社会的、政治的、経済的、道徳的な側面――を通じて一つの底流のように流れています。現代では、この基本的な真実が忘れられています。人々は、一過性のもの、短命のもの、実体のないものに信頼を寄せています。23/11/91

  霊性修行を続けていくと、あなたの内からある時、ある種のヨギの力が顕現してくることに気づくでしょうが、それらの力を一切無視しなさい。ひとたびあなたが、アートマの原理を霊性修行において理解することが出来たなら、あなたはそうした力も含めて、一切を手に入れることができるのです。アートマの原理はただ一つしかありません。アートマ原理以外のものを追い求めようとすればれば、真実でないものを求めることであり、流れる雲を追いかけるようなものなのです。23/6/5 

 神を知ろうと努める人は、侮辱と傷害と責め苦を微笑んで耐えることを、堅く決意しなければなりません。神への道を歩み、そのプロセスに身を投じた人で、中傷と虐待から逃れられた人は誰もいません。16/5/68

 三つの霊性修行があります。一つ目は身体の修行で、良いことをする為に自分の肉体を使うことです。二つ目は、言葉の苦行です。神を思い、神だけに心を定めるのです。神の持つ輝かしい特性を讃えるために､上手に舌を使って下さい。本当に人の為になる言葉を話して下さい。人に正しい道を示すために話をするのです。自分が経験した偉大な素晴らしい出来事を､人に話してあげて下さい。人が良くない道に進もうとしていたら、美しい言葉と､甘くまろやかな話し方で､その人の誤りを正してあげて下さい。

  心にも言葉にも､ほんのわずかな偽りも混じらせ無い、と言う信念を持って下さい。真実と非暴力を身につけるのです。偽りを口にしてはいけません。とは言っても本当のことを言えないときもあります。言葉の修行に取り組む人にはそういう難しいことも起こりうるでしょう。嘘を言わなくてもすむ道を何とか見つけ出して下さい。どんな事情があっても嘘を言ってはいけません。本当のことが言えない場合は､黙って静かにしているのが一番です。嘘を言うよりはるかに良いでしょう。

 三つ目は心の修行です。心の修行によって良い特性を磨いて下さい。心にどんな思いが浮かんでもそれは顔に表れます。だから顔つきは心の窓と言われるのです。どんな思いも顔に表れます。悲しみに打ちひしがれていれば､その気持ちが顔に出るでしょう。そんな風に、心はそのまま顔に出るのです。神聖な思い､神聖な気持ち、神聖な理想に溢れているときにはじめて悦びに満ちた幸せな人生を生きることが出来ます。悪い思いにとらわれているときに､誰かに話しかけられて､微笑みを返したところで､それは作り物の笑顔でしか無いでしょう。

 ぎこちない笑顔は､心の乱れをさらけ出してしまいます。心を乱してはいけません。いつも幸せなことを思うのです。どんな時に幸せな楽しい気持ちでいられるのでしょうか。それは神聖な良いことを思うときです。その為にはできる限り心を落ち着かせることが大切です。SGc12

    あなた方は多くのサーダ ナ(霊性修行)を行ってきました! あなた方は 行ってきたすべてのサーダナにより、大変高い段階にまで到達していなければなりません! あなた方の日課は、吟唱、バジャン、読書、と霊的な活動がぎっしり詰め込まれています。しかしこれ らすべての霊性修行にもかかわらず、あなた方はまだ到達すべき段階に到達していません。なぜでしょう? わかりますか? 「サーダナ(霊性修行)そのものがあなた方をその段階に連れて行くことはできません。それは自己分析(自己内観)とサーダナ(霊性修行)の両方によって成就すべきものです。霊性修行は自己分析と結びつかなければなりません。なぜなら自己分析のみが、 あなたが人間としてどこで道を誤ったかを指摘してくれるからです」私たちはアートマ(真我・魂)のレベルから行動していません。

「自己分析(自己内観)はあなたの過ちを指摘し、霊的にどこが欠けているかを指摘する手助けになります。自己分析をしないのなら、進歩することはできないでしょう。 今、あなたは霊性修行を 4 分の 1 に減らし、(残りの)4 分の 3 は自己分析しなければなりません。そうすればあなたは急速に進歩するでしょう! 」「あなたがどのように話し、何を聞き、何を行うか、何を食べるか、人生のすべての 歩みを細かく分析(注意して検討)しなければなりません! 私は正しいことをしている だろうか? それは霊的に大丈夫だろうか? 私は正しく考えているだろうか? 正しく 話しているだろうか? 正しいことを行っているだろうか? 」ラニマーへのインタビュー



    ＊霊性の英知

人間たちは様々な技能に熟練しています。様々な機械を作り、操作し、多くの知識分野に精通しています。しかし、当然持っているべき平安を得ていません。世俗の生活という激しい洪水に押し流されています。人間の肉体を使って発揮することのできる、人間の能力を授けられていながら、人間たちは真理というまっすぐな道を選ぶことをしません。自らの生来の神性な実体を忘れたまま、人間たちは偽りの一時的な愉楽の中を放浪して、無駄に年月を過ごしています。これは、熱望すべき成就とは程遠いものです。単なる技能、単に機械を作って操作すること、中身のない虚飾、自慢、グニャーニ（解脱した智者）であるという主張――これらは人間の本性の神秘を解き明かしてはくれません。あらゆる謎を含有しているこの謎を、人は解き明かしましたか？ あらゆる問題の鍵となるその答を見つけましたか？ 知るべき一切を知ることのできる知識を獲得しましたか？

その解決法、回答、知識は一つであり、唯一です。木を破壊するために、なぜ葉をむしり、枝を折り、幹を切り倒すのですか？ 根を切れば事は済むのです！ ヴェーダの教えに従った聖賢たちは、その鍵となるアートマヴィッディヤー（霊性の英知）という知識を発見することに集中しました。海外からの求道者たちも、このヴィッディヤーと、それが定めている霊性修行の方法に気づくようになり、世界中でそれを熱烈に歓迎しました。20/11/79



　＊霊性の道

最初に毎日の生活を必要最小限でいいので、充足さすことです。毎日の生活を充足させることが出来なければ、霊性の道を歩む事は出来ません。食べ物や衣服が不足している状況で、どうしてあなたは神のことを思うことが出来るでしょうか?それゆえ私は、私の信者が食べ物や衣服に困らないように気をかけているのです。かといって、そうすることで周囲の人々の困窮に鈍感にならないように、彼らが身に余る資産を持つことはさせません。P, 337 ANDI

    愛を育み、愛の中に生き、愛を広げること――これが最大の利益をもたらす霊性修行です。神の御名を、神の壮麗さ、神の慈悲、神の栄光、神の光輝、神の存在を憶念しながら唱えている時、あなたの中で愛が成長し、その根はどんどん深く伸び、その枝は友にも敵にも、同国人にも外国人にも木陰を与えるほど、どんどん広がっていきます。神は無数の名前を持っています。聖人賢者は無数の姿をとった神を見ました。彼らは目を閉じても目を開いても神を見ました。彼らは、あらゆる言語、あらゆる方言で神を説明しました。しかし、それでも神の栄光は語り尽くせません。4/7/68

   人間は肉体の段階から神の段階へと到達するために自らを向上させる過程にある、ということに注意を向けるなら、すべてのラベルは些細なものだとわかります。その時、それは、愛、協力、励まし合い、称え合いだけになります。7/7/68

　霊性について理解することができない範囲にまで深入りする必要はありません。私たちの日常生活において生命の本質は一つで同じです。貧乏人から億万長者まで、愛の原理は一つで同じです。愛の具現である私たちは、自分が基本的には神であるということを知るべきです。あなたが一旦、自分が神の火花であるということを知ったなら、あなたはあなた自身を救うでしょう。

   この自然界に名前と形があるために、私たちはこれに内在する神性を忘れてしまいました。全宇宙が神で満ちているならば、神の社を築くことが可能でしょうか。あなたのハートが神の社です。そこであなたは神の顕現を見ることができます。それは簡単な道です。億万長者といえども衣食住で満足すべきです。彼は金を食べることはありません。だから、私たちが必要とするのは食物です。食物は神です。食物は肉体を維持するために必要です。心的な事柄は幻想と空想に満ちています。今日の人間生活は妄想で満ちています。欲望がその根本的な原因です。15/7/01

 今日多くの両親は、子供達が誤った道を歩むことに対して責任があります。また子供も両親から霊性の道を歩むことに反対されても、両親の忠告に逆らう権利があることを心に銘記しなさい。息子と息子の抱く神への信愛の念との間に父親が立ちはだかる時、息子は父に背いてもよろしい。世間的な事柄では息子は父の言葉に従いますが、しかし神との関係においては、あなたはあなた自身の道を歩まねばなりません。結婚に際して花嫁と花婿はダルマの行為、物質的利益、世俗の欲望等々に関しては一致して行為します。しかし解脱に達するためには、妻と夫はそれぞれ独自の道を歩まねばならないのです。27/5/1992



　＊霊的愛

真の霊的愛とは一体何でしょう?それは、一切のものを神の現われとみなし、いささかの報酬も求めず、無私の愛を注ぐことです。それが霊的愛です。6/85



    ＊霊的英知

グニャーナ（霊的な知識、英知）とは何でしょう？ グニャーナはチャイタンニャ（高次の意識）のことを指しているのであって、さまざまな類の知識を指しているのではありません。グニャーナは人をインスパイアする意識であり、木にも、動物にも、最も小さな虫にさえ浸透しています。聖者ティヤーガラージャは、蟻にもブラフマンにも、シヴァ神にもヴィシュヌ神にも、至高の愛という姿形で内在しているその宇宙意識について歌いました。そのすべてに遍満している意識を経験することは、神を経験することです。20/10/88



   ＊霊的革命

人は人間社会を全面崩壊の寸前にまで追い込んでいます。人はその知性を使って、土地と大気と水を汚染しています。また解脱の道具である心を自分を縛る鎖に変えました。人は、教育、法、政治、商売、科学を通して自らを偏見や、教条主義や、国家エゴの中に閉じ込めてきました。

 通信技術の発達に伴い、世界はますます小さくなってきましたが、隣人への愛はどこにも見られません。人類がこれまでに体験した、いかなる革命よりももっと強力で 政治的、経済的、科学的、技術的よりもっと深く普遍的に広まる 根源的な革命が今進行しつつあります。それは霊的革命です。それは、人間の内的視力を研ぎ澄まさせてアートマに関する真実を見ることができるようにします。その影響は、必ずや人類社会全体を包んで豊かにし、人々を神性という無限の海に向けて流れる求道者たちの中に放り込むことでしょう。インドはこの霊的革命を先導するのです。

   この革命の手段と目的は愛です。それは世界中の教育、道徳、法律、政治、商業、科学の分野に、愛の泉を呼び覚まします。それは、父なる神と人類同胞という意識を人々にもたらして同胞に奉仕するよう啓発するでしょう。どんな人でも、どこにいようが、どのような身分であろうが、また何を信仰していようともこの霊的革命に加わって、人類を無知から解放するための道具になることができます。Prema Dhara2



   ＊霊的距離

あなたが、内にいるグルに近づけば近づく程、外にいるグルから距離的に遠くなって行くでしょう。「私が霊的に近づくとき、私は肉体的にはあなたと非常に距離を置くでしょう。なぜならあなたは、真の性質(本質)を認知したからです。そのために私は来たのです。

私の主な任務とは、あなたの内なるグルを目覚めさせることです。内なるグルは外にはいません。

外にいるグルが、あなたの霊的道を歩み始めるのを助けますが、その外にいるグルが内なるグルに導くのです。ラニマーとの会話



   ＊霊的光線

人間を構成する霊的光線が、限界のあるエゴでは無く、無限の世界に投射されるという意味は、世界が意識から消え去った時、至福を感じた時、また一時的な幸福を味わった時の状態を掴んでそれを維持し、エゴの感情や思いに再び戻らないようにし、歓喜と至福の性質を持つ霊的光線を発しなさいという意味です。すべての人は実は、真理を知っているのです。あなたがしなければならなことは、その真理を実践して、顕現することです。私たち人間の人間性とは、この歓喜の霊的光線のことに他なりません。CWSSBJp123

 私から発生する光線は、三つのグレードがあります。鈍重な光線はプラシャンティを満たします。霊妙な光線は地球全体に満ちわたります。基因の光線は全宇宙を覆います。アシュラムに住めるという特権を持っているものはとても幸運です。なぜならば、そのもの達はキラナ(光線)にもっとも近いからです。鈍重なキラナは人を霊性修行者にします。霊妙なキラナは人をマハトマ偉人にし、基因のキラナは人をパラマハンサ英知の人に変えます。それゆえ、世俗の欲望と野心と、それを達成しようとしてここにいる時間を無駄にしてはなりません。OCSp29



    ＊霊的初心者

　 皆さんは、あらゆるものを神と見なし、あなたの行う一つひとつの些細な行為をも神と見なすべきです。これこそがバクティ（帰依）の道です。あなたが、まだ霊的な道の初心者に過ぎない初期の段階においては、神の象徴として、神像や絵や写 真を使っても良いでしょう。しかし皆さんは、徐々にその状態を超越するよう努めるべきです。あなたは、写真を神として崇めることができます。しかし、神を写真として崇めてはいけません。神の無限の姿を、あなたの小さな写真の中にのみ限定してはなりません。あなたは、自分が帰依を始めたときの、初歩の段階から、より高い段階へと成長しようと努力すべきです。

　 最初の段階は花のつぼみのようなものです。それは一般 的によく見られる初歩的な段階であり、サハジャ＝バクティと呼ばれています。それよりも高い段階は花にたとえることができ、ヴィセーシャ＝バクティと呼ばれます。そして、それよりもさらに高度の、美徳を通 じて礼拝を行なう、果実にたとえるべき段階があります。これがパラバクティです。花芽がなければ花はなく、花がなければ果実もない。 したがってその三つのものは帰依の道における 自然な段階であり、順々に熟していくものである。KSH



　＊霊的生活

愛＜プレマ＞を身体、感覚、心、知性と関係を持たせることは出来ません。これらと関わりあうものは全て執着であり情愛です。霊的生活のみが愛に満ちる生活です。それゆえ、身体、感覚、心、知性に従属する生活でなく、霊的な生活を送りなさい。身体、感覚、心、知性に関係する生活は利己心、自惚れ、虚栄に必ず束縛されます。21/8/92

    人は、神が人間化したものです。人の中には莫大な力が集められていて、顕現するのを待っています。ところが、人は自分に貧困や病気や絶望を強いています。人は、相手かまわず誰にでも物乞いの手を伸ばし、自分の内にいる主を卑しめています。神は遠くにいる、手の届かない天界にいる、と自分で自分に言い聞かせています。人は、自分が受け継いだ正当な財産である王国から自分で自分を追放しています。人は、感じ、考え、話し、行動しているのは自分だと信じ込み、自分で自分を惑わせています。このようなあらゆる呪いの言葉と共に、自分は愚か者であり、運命の犠牲者で、過ちを犯しているといって、人は自分で自分を呪っています！ あなた方一人ひとりが自分の心を調べ、自分の生まれ持った権利を否定するこうした臆病に陥らないようにしなさい。

人は、師から物事を習得することと勉学に何年か費やし、それから、職業を通じて実際に社会の発展の構築や維持に携わって何年かを過ごし、その後、晩年には、これまでの稼ぎや年金、家賃収入や利子で、生計を立てます。それと同じように、霊的な生活にも三つの段階があります。最初は、ジグニャース、すなわち、知りたがりで、質問好きで、真面目で、渇望を持ち、熱心な、求道者としての生活です。それから、ムムクシュ、すなわち、堅固で、まっすぐで、冒険好きで、たくましい、サーダカ（霊性修行者）としての生活です。最後が、アビムカ、すなわち、実在と顔を合わせた、強く、知的で、善良で、すべてのものに愛を示す、悟った人物としての生活です。鈍い、無気力な気質は、人を怠惰と隷属に追いやります。激しい気質は、人を派閥争いや競争、争いへとおびき寄せます。安定した、ぐらつかない、落ち着いた気質は、人を平安、正義、愛、真理へと導きます。人は、霊性修行を深めることで気質を克服し、自分自身と他人の真実、すなわち、神を、発見しなければなりません。4/4/72



　＊霊的ヴィジョン

身体への執着と迷いからエゴの本性と機能は益々強められます。エゴが増大するにつれ霊的な希求は弱められます。しかし、霊は衰えることがありません。実際何が起きるかといえば、彼の霊的＜アートマン＞のヴィジョンが薄れるのです。これから見ても、身体の衝動をコントロールする為のたえざる努力の必要がわかります。27/5/92



　＊霊的波長

機械によってそのようなことが出来るのであれば、マントラの持つ神聖な力がより以上のことが出来るとしても不思議ではありません。それには、テレビやラジオの放送を視聴するために正しい波長にあわせることが必要なように、神霊に波長を合わせることが必要なのです。ハートを受信機と観なさい。波長を合わせる道具は集中です。ハートを正しく調節すれば神を体験することが出来ます。それは堅固でゆるぎない集中が必要とされます。27/9/92



    ＊霊的レベル

あなたは、自分が霊的成長のどの段階にいるのかを、自分で見いださなければなりません。そうして、人生という学校において一つの学年から次の学年へと順々に成長していこうと、堅く決心しなければなりません。地道に一歩ずつ進みなさい。あなたが、自分の義務を精一杯果たしていれば、必ずや神の恩寵を勝ち得て、イエスのたどった道を歩いていくことになります。それによって、すべての人々があとをついて行くことができるようになるのです。24/12/74



    ＊礼拝

バラタにおいては、花をささげ、16種類の奉仕を行うことによって神を礼拝する伝統があります。ところが、この通 常のありふれた礼拝方法よりも優れた、神への礼拝の仕方があるのです。その高度の礼拝方法とは、善良で純粋な想いと、善良で純枠な行動によって神を崇めることです。これは、はるかに優れた種類の帰依であるために、「パラ＝バクティ」とも呼ばれています。そのようなやり方を身につけずに、花や物質的な品物だけを用いる、次元の低い礼拝ばかりを続ける人は、いつまでも低い段階のみに留まって、霊的道において先に進むことはできません。とはいえ、初期の段階においては、そのような礼拝の仕方は非常に重要であって、大変有益でもあるのです。しかしこの同じ初歩的な状態にいつまでも留まってより高い段階へと進むことができないとすればそれは善いことではなく、本当に不幸なことであると言えましょう。SSOJHP 「KSH」

    古代の聖典で使われている言葉には、すべて内的な深い意味があります。この深遠さはバーラタ〔インド〕の霊的遺産の特徴です。この深遠さを探求することに興味を持っている人はごくわずかしかいません。ほとんどの人は、毎日短い時間、形式的な礼拝をするに留まっています。彼らは何のためにそうした礼拝の儀式を行っているのかを知ろうともしません。祈りの目的と人生の目的を理解することなく礼拝の儀式を行うことは、何の意味もありません。あらゆる霊性修行の究極の目的は、愛の原理（神の愛）を悟ることです。愛を培うことが、あらゆる霊的努力の目的です。どのような状況にあろうとも、愛を放棄すること、無視することがあってはなりません。愛のあるところには、憎しみも、嘆きも、不足もあり得ません。時は過ぎていきます。

     あなたたちは皆、年々成長しています。しかし、あなたたちの態度は、わずかしか変わっていません。清らかな思考は、清らかな知識と英知をもたらします。悟りはグニャーナ（霊的英知）を通してのみ、生じ得ます。世の中では多くの人が富や名声や地位を獲得しています。しかし、人生の目的という意味においては、彼らは何を達成したのでしょうか？ 彼らの失敗は、一見多様に見えることの下に隠れている一体性を理解できなかったことに原因があります。あらゆる人の中に神聖さを見出すことは、霊的に善良であることの印です。1/1/98



    ＊霊媒

ある人を通じて私が話をするとか、その人を通じて私が質問に答えるなどという人がいます。このような人々は、精神に異常をきたしているか、ヒステリー症か、あるいは亡霊に憑依されているか、またそうすることによって、何がしかのものを得ようと目論んでいるかのいずれかです。

 彼らを通じて語っているのは私ではありません。私には霊媒は必要ありません。代理人も補助者も、代行者も必要ないのです。私がそのような人に憑依したり、彼らを通じて話しをしたり、恩寵を授けると考えることは恥ずべきことです。どうしてそのようなことを信じる人がいるのか不思議です。22/11/70

 自分の家のスワミの写真から出たヴィブティだ、アムリタだと言って配布する人がいますが、やがてお金を要求するようになります。またある人は、スワミが聖粉を用いて字を書いて交信し、それが私からのメッセージだと称していますが、仮に私が何処かへ行ったとしても、そのようなことは決してしません。あなたが私を見ることができるように、直接行きます。この場所に行けば私のメッセージを受け取れるとか、あそこに行けばスワミに会えるなどのような特別な場所にあなたを呼び出すことはありません。14/5/71

 多くの人々が、私が彼らに憑依していると他の人を惑わしています。彼らは、身体を揺らしたり、震わしたりして色んなことを語り、私が彼らを通じて話をしているとかと言って、いろんな質問に答えたり物事を予言したりして金品を集めています。また、ババが夢に現れてあなたにこうしろと言った、などと言う者がいますがすべてインチキです。29/3/65

    皆さんの信仰心に付け込んでいる連中がいます。彼らは、私が「乗り移って」、霊媒師やら、かまど（！）やら、何やらを介して「話している」と宣伝しています。そんな連中や、その手先や仲介人は、すべて、いかさま師に対するときのように扱いなさい。もしそのように扱わないなら、あなたも、いかさまの片棒を担ぐことになります。また、私に従っている人や私を崇拝している人のグループを集めて、私から「与えられた」という像や写真を見せたり、何か別の私の恩寵の印を宣伝したりして、お金を集める者たちがいます。彼らのなかには、「ババが、あなたからお金を集めるようにと、私をあなたに遣わしました」と明言する者さえいます。あるいは「ババが私にこれをくださいました」とか、「ババは、これこれこのようにして私を特別に祝福してくださいました」などと言った上で、あなたの助けを求めたり、あなたの賞賛や、あなたの財布を求める者がいます！ 私は皆さんに、相手が誰であっても、この種の人たちは、すべて、叱責して、追い返すよう求めます。25/11/62

    様々な目的や物のためにお金を集める魂胆で、多くの人が私の名前を使いはじめました。もしそのような人たちがあなたのところに来たら、「あなたは悪いことをしている」という訓戒と共に、追い返しなさい。私が求めているのは、バクティ、信仰心、サーダナ、つまり、ハートの浄化だけです。お金を求めるのは物乞いだけです。はかないもの、色あせるもの、派手で安っぽいもの、卑しいものとは、私は決してかかわりません。

それから、私が誰かのところに「降りて来て」、その人を通して話をしている、と言っている人たちがいます！ 彼らは、私の代弁者を装って、あたかも私が彼らを「公認」したかのように、あるいは、あたかも私自身が彼らを通して話しているかのように、人々に私の助言や私の提案を伝えています。これから言うことをよく聞きなさい。私は決して誰かを通して話をすることはありません。私は決して誰かに乗り移ったり、表現の媒体として誰かを使うことはありません。私は直接行きます。私はまっすぐ行きます。私は私のまま行きます。平安と喜びを授けるために。〜最近、東ゴーダーヴァリー県とその近辺で、私に「乗り移られている」と言っている人たちが何人も出てきました。彼らにはブローカーや仲介人がいます。そのような人たちを見かけたら、そこがどこであれ、退去を命じなさい。彼らの戦術に負けて、主なる神の帰依者であるという、あなた自身の品位を落としてはなりません。27/3/65



    ＊老人

    一般に、 子どもたちは、70歳を過ぎた人間は役立たずで、社会でも家でもお荷物だという印象をもっています。しかし、実際はそうではありません。実に、熱意、勇気、そして、精神的な強さは70歳を越えると増加します。心的能力とアートマの強さは、人が70歳を越えて初めて頂点に達するのです。それまで人は並みの人間のように振る舞い、他の人の手本となる努力をすることはありません。人間の内なる心的能力、神聖な力、意志の力は、70歳を過ぎてから完全に表出し、人が人生において新しい目標を定めることを促すのです。その結果 、老人は人生について熟考し、その神秘を探求するようになります。老人に潜在している神聖な力は、若者がもっている能力を上回っています。その神聖な力は老人の行動においてありとあらゆる形で現れます。 10/2/05



    ＊六十億ルピー

月にざっと計６千万ルピーの費用がかかるのです。その費用はいったいどこから来るのでしょうか？　いずれにせよ、私がその費用をまかなっています。病院と学校を運営するのに十分な利息を生み出すには、資本金として６０億ルピーが必要となります。これが実現されれば、無償で今の水準の医療と教育を続けて行くことができます。ここには何千人もの人々がいますが、私は決して誰にも援助を頼んだことはありません。私の手は常に上にあり（与えるための仕草）、決して下にはありません（受け取るための仕草）。私の手は愛を受け取るためにだけ伸ばされるのです。けれども、このことを十分に理解している人は誰もいません。 

　私は６０億ルピーを必要としていたのですが、つい今しがた、アメリカから計６０億ルピーが届くという知らせを受けました。この総額をバンガロールの病院に３０億ルピー、プッタパルティの病院に２０億ルピー、そして１０億ルピーを教育機関に分配し、投資すれば、そこから得られる利息で運営費用をまかなうことができるでしょう。私には何も個人的な望みはありません。私の存在すべてが無私なのです。私にはまったく利己心はなく、誰にも求めることはありません。単に求められたからといって、いったい誰が１０億ルピーをあっさりと与えるでしょうか？　そのような人は誰もいません。しかし、ある個人が６０億ルピーを引き渡しましょうと申し出てきたのです。私はその人物と直接的な関わりはありません。その人物からの通 知には、「スワミ、あなたは月曜の正午に総額をお受け取りになるでしょう。お受け取りになったら、どうかすぐに、３０億ルピーをバンガロールの病院の口座に、２０億ルピーをプッタパルティの病院の口座に、定期預金として預けてください」とありました。完全に私心のない人を見つけることは困難ですが、もしもあなたが無私の奉仕を始めるならば、財源は自ずと生じるのです。11/8/01



　＊若者

他の人に頼るべきでは無く、自らの力と技量に頼りなさい。あなた自身の収入や資産に頼りなさい。自分自身に依存することは、若者が成長する上で一番良い方法です。名誉ある一日の方が、何十年も悪名を冠して生きるよりも良いのです。短命な聖なる白鳥として生きる方が、人に嫌われ石を投げられながら百年生きるカラスよりいいのです。他人の資産をあてにし、不正な手段や不法なやり方で物を得てはなりません。あなたが額に汗して働いたもので生活するならば、誇りと幸せを得ることが出来るでしょう。Vol8p231

  青年は、奉仕による真の愛の精神を培い生活を清らかにせねばなりません。移ろい行く享楽と安寧を追うことにより人生をむなしく浪費すべきではありません。6/85

    朝早くから夜寝床に就くまで良い活動に従事するなら、それは自然にその人の習慣となるでしょう。まさに、国はそのような若者を必要としています。若者とはだれでしょう？ 一般に人々は、18歳から20歳の年齢にある少年少女が若者であると考えています。これは正しくありません。気高い考えを抱いている人だけが若者と見なされるのです。ですから、人は高貴な考えを培わなければなりません。6/5/05

   現代の青年が目標としなければならぬことは、信愛の種をまき、忍耐の食物を育てて平安の果実を献身的な奉仕によって社会に配ることです。平安の秘密は外界にあるのではなく、各人の内にあります。全宇宙には神が浸透していることを実感認識せねばなりません。今日世界は争いばかりです。人間と悪魔を区別することが出来ません。動物から進化した人間は、神性に向かって前進するどころか、動物に逆戻りしています。人間の主要な義務は真理、ダルマ、平安、信愛という人間の価値を掲げることです。16/8/96

 十六歳から三十歳までの年齢は極めて重要です。というのも、この時期に人生は甘味さを増し、才能と技術と良い態度が備わり、洗練され、そして神聖なものとなるからです。この時期に無私の奉仕という強壮剤を心に投与するなら、青年たちの人生は成功裡に導かれるでしょう。EHV

   不正な手段によって貯えられた富は、貧困者の血肉を搾取した結果です。青年たちはそのような不正の奴隷となり、生活の手段として弱者を搾取するような事をしてはなりません。神ですら、そのような利己的な搾取による生活は許しません。享受するだけで、他の人々と富を分かち合わず、貯め込むだけの者は、死後その過ちを強く問われることになるのです。Satya Sai Vahini

   今日の青年は、規律のない無益な人生を送っています。青年たちは、どのような規範にも従わず、尊敬と感謝の念に欠けています。犬でさえ深い感謝の念を持っているというのに、青年は年長者を敬わず、自分の親に感謝を示しません。そのような人間に教育は無駄です。そのような人間でも、生計を立てることはできるかもしれませんが、教育を受けていない道端の物乞いでさえ、生きていくための金銭を十分稼いでいます。単に生計を立てるだけなら教育は必要ありません。たとえ三日しか生きられなくとも、あなたの人生は正しい有意義なものであるべきです。

  あなたの振る舞いは善良で立派なものであるべきです。もし、正しく振る舞わないのであれば、その人の高い地位や身分に意味はありません。もし、自分は偉大な学者であると主張しても、良い性質をほとんど持ち合わせていないのであれば、その人はどんな評判を得ることができますか？ 無学文盲の人ですら、良い性質を持っていれば尊敬を勝ち取ることができます。学位は、人の心〔マインド〕を神にではなく富や社会に向けさせています。人格こそが教育の第一の目的であるべきです。教育を受けた人は、自らの振る舞いと性格のゆえに尊敬されるべきなのです。5/86

    柔らかな舌が周りの歯に傷つけられることがしばしばあります。しかし、舌が歯 に傷つけられたからといって、歯を罰することはありません。なぜでしょう? 歯 も舌も自分のものだからです。同じように、他人が自分に危害を与え、非難したと しても、それでも、その人たちを許すべきです。青年にとって、この「許す」とい う精神はとても重要です。青年時代はカッとしやすい時期なので、もし誰かが何か を言えば、すぐに怒ってしまいます。これは大きな誤りです。怒りは人間の性質で はありません。平安と忍耐を培うべきです。自制は真理であり、許すことは正義です。忍耐はヴェーダです。寛容は非暴力であり、神聖な礼拝です。寛容によって、あらゆる幸せが得られます。寛容の精神は、他の人々に実践することによって培う 必要があります。寛容を身につけることは、真のダルマです。私たちはこの正義の 道を歩むべきです。16/7/97



    ＊忘れる

神の名前を唱え、神聖な行為を行うことによって、自分の人生の救済に取り組みなさい。人間的価値、すなわち、サティヤ〔真理〕、ダルマ、シャーンティ〔平安〕、プレーマ〔愛〕、アヒムサー〔非暴力〕を身に付けるために、特別な努力を払う必要はありません。これらはあなたが生まれたときから、あなたと共にあります。ところが、あなたはそれらを実践しないために、それらを忘れてしまっているのです。10/2/00

    神よりも偉大な者は存在しません。ですから、神を忘れることは、まさに神への冒涜にも劣ります。実に、私たちは生活のあらゆる瞬間に神を思い起こしているべきです。人はこの世でさまざまな仕事に従事します。皆さんはさまざまな仕事に忙しくしているかもしれませんが、どんな時でも神を忘れないようにしなさい。これが真の人間性です。この世に広まっているあらゆる問題の原因は、人が迷妄のせいで神を忘れてしまったことにあります。人はまさに迷妄のために、とても多くの苦しみを体験します。神は人に困難も悲しみも与えません。神はつねに至福と幸福を与えます。けれども、迷妄のせいで、私たちは幸福さえも悲しみと見なし、多種多様な苦しみを体験しています。あなたの苦しみの原因は、あなた自身の思いです。自分の考え方を変えて、ハートを神聖な思いで満たすなら、苦しみは一切なくなるでしょう。実に、人間は迷妄〔マーヤー〕の中に生きています。今日、スポーツのチームのキャプテンたちは、黒の上着に白いシャツを着ています。皆さんが黒い上着を着ているのを見て、アニール・クマール〔御講話の通訳者〕も黒い上着を着ました。世界に蔓延しているのは、この種の模倣です。しかし、これは良いことではありません。模倣は来ては去っていく一時の幸福をもたらすのみです。模倣は永遠に続く幸せを人に与えてはくれません。15/108



　＊私

   私が私自身を愛するとき、それはあなたを愛しているということなのです。あなたがあなた自身を愛しているとき、それは私を愛しているということなのです。実は、我々は一つなのです。私は、私自身を私から切り離してはじめて、私自身を愛することが出来るのです。Living Godp358

    知識の光が明けそめれば、無知の暗闇は自動的に消えてなくなります。一方、この光を忘れて絶えず暗闇と戦っていても何の役にも立ちません。この知識は内なるヴィジョンから生じます。重要なのは、外で見るものよりも、内で見るものです。皆さんは「私は人間だ」と言います。体の中にいる「私」とは何ですか？ 「私」と呼ばれ得るのは、知性ですか？ マインドですか？ チッタ〔心素〕ですか？ 皆さんは「これは私の体です」と言います。まさにその言葉が意味しているのは、あなたは体とは異なるということです。同様に、あなたが「これは私のマインドです」と言うなら、マインドはあなたの真我とは異なるものであり、他についても同じことが言えます。ですから、実際、あなたは体でも、マインドでも、理智（ブッディ）でも、その他のものでもないのです。まさにこうした「私」こそが、あなたの実体なのです。皆さんは、「これではない、これではない」といって自分でないものを否定していく推論すなわち技法を用いて、初めてこの結論に行き着くでしょう。1/12/84

   「『私』という意識」や自我（エゴ）は、何らかの「主義」の形を取ったり、「主義」の中に閉じ込められたりするべきものではありません。もしエゴが主義の形を取れば、それは利己主義という有害なものになります。もし『私』がひとつの肉体に限定されて、レッテルとしてその肉体の姿に貼られてしまえば、それは有害なものとなって、慢心や利己心をもたらします。もしそれが、本当の自分であるアートマ（真我）と同じものであると見なされるようになれば、それは神聖化されてブラフマン（神我）との融合へと導かれます。一時的にしか存在しない、泡のようにはかない肉体を『私』と見なしてはなりません。『私』というものの実体とは、いったい何なのでしょうか？　あなたは、朝から晩まで、「私」とか「私のもの」という言葉を使い、私の家、私の身体、私の人生、私の感覚などと言って、私の、私の、私の、と繰り返していますが、これらのものの持ち主である『私』とは一体何者であるのか、ということについて深く考えることはありません。あなたは、熟睡しているときは『私』を感じたり、『私』のことを考えたり、いかなる「私のもの」についても心配したりすることはありません。では、この「『私』という意識」はどこに行ってしまうのでしょう？ わずかな数時間の眠りの間にさえ「『私』という意識」があなたのもとを去っていくとすれば、決して目覚めることのない永遠の眠りの中で、どうしてそれがあなたと共にあることができるでしょうか？ 睡眠は短い死に他ならず、死はいつまでも続く眠りに他なりません。ある人と別 の人との間に育つ執着について、よく考えてご覧なさい。そうすれば、「アハム ブランマースミ（私は神である）」という真理に到達することができるでしょう。1/1/83

    あなたが自分だと思っている「私」、自分だった「私」、赤ちゃん、少年、青年、中年男、お爺さん、ぼけた老人――これらの「私」は体という鏡に映った神の姿にすぎません！ あなたは神である海の懐の１つの波にすぎません。それを知り、それを経験すること――それが完成であり、ゴールです！ すべての波を知り、それから、波は海に他ならず、ただ短い時間だけ名と姿を持って現れ、そして、消えていく、ということに気づきなさい。このような見方、直感の鞘（ヴィグニャーナ）に到達するには、自分を覆っている５つの鞘（コーシャ）のうちの３つの鞘を超えていかなければなりません。それは、アンナマヤ コーシャ〔食物でできた鞘〕、すなわち祖体とその用具である五感、そして、プラーナマヤ コーシャ〔生気でできた鞘〕、すなわち微細体とその媒介である生気と神経系、そして、マノーマヤ コーシャ〔心でできた鞘〕、すなわち原因体、それから、否定的なものであれ肯定的なものであれ欲望や動機や決意や望みといった、心（マナス、マインド）と呼ばれる複合体を形成している鞘です。これらの鞘の奥にあるのは、ヴィグニャーナマヤ コーシャ、直感の鞘です。この鞘は、至福の鞘であるアーナンダマヤ コーシャを覆っています。しかし、人はまだ最初の３つの鞘の錯乱の中で右往左往し、あえて奥に進もうとはせず、そうして真理を垣間見ることを拒んでいるのです。真理の扉はヴィグニャーナの段階のみにあり、その向こうにあるアーナンダマヤ コーシャへと通じています。18/12/70

  私たちは、感覚の対象物から喜びを得ることが出来ます。しかし、それらを味わっても、これは私のものだ、という感覚を持たないようにすべきです。すべては、神のものです。私は神の所有物をどのように使わせていただけるのかと、問わなければなりません。27/5/95

    心は純粋な愛で満たされるべきです。感覚の対象への執着を育ててはなりません。自分自身の心を汚してはなりません。そうして初めて本当の幸福を体験するのです。この世界のすべての人々は、自分自身のために、何を変革し、何を正さなくてはならないか、何を達成せねばならないのかを細かく検討しなくてはなりません。それに応じて身を処さなければならないのです。そうして初めて人は本当の人間らしさに気づくのです。

  「私」と呼ばれる神は、あらゆる人間に内在しています。この「私」という神が、ブラフマー神、ヴィシュヌ神、シヴァ神として受け取られることはありません。これらは、神を認識するために人間が神に帰せた名前です。名はそれほど重要ではありません。本当の神は「私」なのです。「私は私である」。  私たちはブラフマー神を創造者、ヴィシュヌは維持者、そしてシヴァは破壊者と考えています。私達が憶念するその神の姿で、神はそれぞれの人にダルシャンを与えるのです。17/2/07

  個我の「私」は、自分が限定されたものであると信じていますが、それは錯覚です。個我の「私」は、自分を有限のものだと思っていますが、普遍なる神霊と同一です。この気づきは、英知のひらめき、あるいは、普遍的な愛の閃光を通して、人にもたらされることができます。これは、自分は愛そのものだったんだ。と気付く自己確認の行為なのです。11/70

    あなたを身体と同一視することは大きな誤りです。身体への執着を放棄し、アートマの意識を育みなさい。そのときにのみ、あなたは自分の真の姿、すなわちアートマを理解し体験するでしょう。そうでなければ、胃痛や頭痛などの実にささいな身体の不調でさえもが、あなたを不安に落し入れるでしょう。身体の病は過ぎゆく雲のようなものです。あなたが肉体意識に惑わされている限り、あなたはその意識に影響されるでしょう。いったん身体への執着を放棄すれば、あなたはもはや身体やその限界に縛られることがありません。

   瞑想して座っているとき、あなたは身体を忘れます。瞑想とは、身体への執着を放棄しアートマの意識を育むことを意味します。すべての人は、自分自身のことを言い表すときにアートマの原理である「私」という言葉を用います。それゆえ、あなたは身体に結びついているのではありません。身体は単なる道具です。「私」があなたの真の自己です。あなたは、「私」と何度も繰り返すかもしれませんが、それでもなお、「私」は単数のままです。そのような一体性の原理が、すべてのものの中に存在します。それは、あなたにとっても私にとっても同じことです。何の違いもありません。

  あなたが、身体への執着を手放さないなら、あなたが受けるすべての教育は虚しいものとなるでしょう。自分は身体ではない、ということを理解しなさい。あなたは「私」です。この真理を決して忘れてはなりません。肉体としての姿は移ろいゆくものなのです。5/10/03

  私という意識と、感覚や肉体との間には何の関係も無いのだ。私は肉体からも心からも分離しているのだ。私とは、自分が肉体であるとの意識、あるいは心の内的行動なのである。人が、それ自身の上に、実は何の関係もないものを付託して私は元気です、と言う。感覚に関しても同じ過ちをして、私は口がきけない、と言う。人は、これが欲しいあれが欲しいと言い、それ自身の上に心の活動を付託する。全てこれらのことは、単なる付託投影なのだ。根本的真理は、永遠、真理、パラムジョーティ、パラマートマ、アートマン、唯一者のみがあるだけなのだ。SDMp70

  さあ皆さん、私のうちに、あなた自身を見なさい。なぜなら私は、あなた方全ての内に私自身を見ているのだから。あなたは、私の生命であり、私の息吹、私の魂…あなた方は皆、私の化身なのです。私があなたを愛する時、私は自分自身を愛しているのです。あなたが自分自身を愛する時、あなたは私を愛しているのです。私は私自身でいられるように、私自身から私を分離したのです。私は私自身でいられるように、私自身から私自身を分けて、この世の全てのものとなったのです。 私は私自身になりたかった。私自身 、それは至福の化身、愛の化身…それが、本当の私であり、私はそれになりたかったのです。どうすれば私は至福の化身、愛の化身になれるのでしょうか。どうすれば至福を得て、それを与えることが出来るのでしょう。私は誰に至福を与え、誰に愛を与えることが出来るのでしょうか。それゆえ私はこのようなことをしたのです。つまり、私は私自身から私を分かれさせて、この世の全てのものとなったのです。PD27

 二つの私があります。一つはエゴであり、それは常に自分が私であると主張しています。もう一つの私は、永遠の照覧者であり、それはスワミに他なりません。もしあなたが、照覧者を意識することができれば、エゴであるもう一つの私に邪魔されることはなくなり、そのエゴの存在があまり気にならなくなります。CWSSBJp265

  「私は肉体ではない。私のものなど何もない」――これが皆さんが知るべきことです。「私はだれか？」と自らに問いなさい。皆さんは「私は私である」という回答を得るでしょう。この真理を理解し、体験したなら、だれも皆さんを苦しめることはできません。自分はただの人間にすぎず、神と自分は別個のものだ――という二元論的な感覚に浸っている限り、苦しみから逃れることはできません。私とあなたは別のものである――という感覚は、皆さんが作り出したものです。「私」と「あなた」が結合すると、「私たち」になります。けれども「私たち」＋「神」は、不変なる「神」となるのみです。「私」と「あなた」は常に変化し続けます。25/12/03

   人の悲しみと不幸の原因は、所有感から生じる財産や地位への執着です。永続する幸福を味わうには、「私」と「私のもの」という感情を取り除くよう努力奮闘しなければなりません。すべてが順調に進んでいるように見えるとき、人は自分自身を含む一切を忘れます。そうして業績と獲得を得た結果、エゴが膨れ上がります。 自分は、自分が所有している物の一時的な受取人に過ぎず、それらのどれ一つにも永久の所有権はないということに気づくべきです。

     人は、権力や地位を、それら自体に関連する義務を果たす責任を伴う、道徳的な任務と見なすべきです。あらゆる行為をこの道徳的責務の精神で行ったときにだけ、人は純粋な幸福と満足を味わうことができるのです。5/86

    皆さんは自分を探して外の世界を歩き回りますか？ そのような人は愚か者と呼ばれるだけです。自分を見たいなら、視覚を内に向けるべきです。残念なことに、皆さんは世俗的な見地でさまざまな修行に耽ることで、自分の神聖な真我から離れつつあります。皆さんには神聖な愛の原理が授けられています。神聖な愛は皆さんに本来備わっている性質です。それは行くことも来ることもありません。神性には誕生も死もありません。神性は常に皆さんの中に存在しています。さまざまなサーダナをして時間を過ごす代わりに、「私は私」という真理を悟りなさい。この真理を悟っている人は、どんなサーダナをする必要もありません。その「私」はどこから来たのでしょう？ 「私」はあなたの中にいます。このことを実感認識しないまま、皆さんはその神聖な真我を外の世界に探しています。その神性はまさに皆さんの中にあることを悟らなければなりません。けれども、皆さんは幻想のせいで、「私」という原理を自分の体と同一視しています。実際には、「あなた」は体とは別個のものです。この真理を理解し、それ相応に行動すべきです。神が自分の内にいると悟る者こそ、真のサーダカ〔求道者〕です。人々の中には、人目につかない所に座って目を閉じて、神性を黙想しようとする者もいます。いつも自分に付いている自分の影を探す必要はありません。それと同じように、皆さんが外界で探している神性は、まさしく皆さんの中にあるのです。21/3/04

    「私」の原理はあらゆる場所に存在しています。その原理は神自身と共に始まりました。最初の言葉はアハム「私」でした。プラナーヴァ(オーム)でさえ、アハムの後に生じました。あらゆる創造の前に、アハムだけが存在していました。そのアハムは多になりました。

   普遍的なアハムと自分が「私」と見なすものが同一であると悟る者のみが、自らの真実を知っています。普遍的な「私」は、時間と状況に応じて、さまざまな体のさまざまな名と姿をとって現れます。同一人物であっても、一生のうちに外観や人間関係に多くの変化をもたらします。しかし、「私」は変わることなく留まります。それは俳優がさまざまな扮装をするようなものですが、俳優自身は同一人物です。「私」（アートマ）という変化しない普遍的人格を実現することこそ、霊的探求の最も重要な目的なのです。30/3/87

    二元性の感覚は、「私」（アハム）が特定の名と姿を身につけたときに生じます。アハムカーラ（エゴの感覚）は、姿形の変化の結果です。名と姿から自分を引き離したとき、初めて人は自らの真の神我を発見できるのです。本質的な神性を忘れて、自分を変化する一時的な姿と同一視していることが、束縛と悲しみの原因です。この不当な同一視の原因は心です。それは、心が外界と関わるため、感覚器官を通じて受け取る印象と関わるためです。心の仕組みを理解すれば、心を超越しているアートマの実体を、一つの遍在なる不変の原理として体験するでしょう。30/3/87



    ＊私から私たち

霊性の分野における組織的な努力は、長い間インドで軽視されてきました。それは利己的な野望と派閥争いという、知らない間に侵蝕（しんしょく）してくる潰瘍（かいよう）による分裂の危険をはらんでいます。まず個人が浄化され、強化されない限り、組織は崩壊してバラバラになってしまうでしょう。それゆえ、光と愛の国へと向かう巡礼の旅は、最初からずっと一人旅だったのです。しかし、霊的進歩のまさに基盤となるものは、「私」（I）というものを否定して、喜んで「私たち」（We）を受け入れることです。これは、「神」の中に「私」（I）が溶け込むということです。犠牲、奉仕、他者の喜びを分かち合うこと、他者が悲しみに暮れているときに慈悲をかけること――これらは、ゴールに到達するという困難な仕事に向けて、個人を浄化して準備を整えさせる美徳です。個人という限定された意識を、神の栄光という無限の領域にまで広めなさい――これは、時の回廊に鳴り響いてきた神命です。20/11/69





    ＊笑い

時間をきわめて貴重なものとして扱いなさい。実に、時間は神からの最も貴重な贈り物です。時間は矢のように流れていきます。過ぎ去った時はすべて永遠に戻りません。病人に、そして、苦しむ人に、奉仕しようと努めなさい。そうした人たちに効果的に素早く奉仕する術を学びなさい。いつも笑顔で動き回りなさい。せせら笑いや、浮かれた馬鹿笑いはいけません。あなたの笑いによって誰かが気分を害するようではいけません。誰もが幸せを感じるべきです。誰もが喜びが伝わってくるのを感じるべきです。13/5/68



　＊悪い考え

たとえほんのわずかでも悪い考えを心に、入らせないように気をつけなくてはいけません。心をほんの少しでも汚してはいけないのです。汚れたものが居座ろうとしたら､直ちに追い出すべきです。たいしたことは無いから大丈夫だろうと考えて､汚れたものを居座らせてしまうと、それは害をもたらし、心の中でみるみる大きくなってしまいます。

 ですから感覚器官の働きを良く知って､その正しい扱い方を心得れば必す皆さんのためになります。そうなればもう感覚器官に惑わされることは無くなります。感覚器官の虜になってしまったら､安らぎも悦びも味わうことは出来ません。SGc17

 悪い思いや行いが自分を幸せにすると思っている間は、あなたはその考えを持ち続けます。けれども、それらが危険だと分かれば、あなたはそれを欲しがらなくなるでしょう。ですから、まず、自分の悪い性質を見つけ、次に自分が完璧になるまでその悪い性質を一つずつ徐々に捨てていきなさい。

 また奇妙なことに、求道者の中には一定の期間激しい規律に耐え、その間はほんのわずかな悪いところも無い完璧な生活を送っていたのにも関わらず、自分で公言したその修行期間を過ぎると、昔の悪い習慣が倍になって戻ってしまう人もいます。これは大きな間違いです。

 一定の期間だけ人を捕らえるものはまがいものです。この場合、その人が悪い習慣をから抜け出したのは、その悪い影響について気づいたからではありません。起こりえる弊害と悪い影響に関する十分な知識を身につけて、自分の悪い習慣を取り除くようにしなさい。STPSp212

私は、皆さんの信仰を再確認、再構築し、回復させなければなりません。皆さんが幸福でダルマに基づいた人生を送れるように、正しく強い基盤を敷かなければなりません。皆さんが世俗的で、官能的な快楽の犠牲にならないように、アートマへの信頼を打ち立てなければなりません。

 皆さんの祈りは世界平和をもたらさないかもしれませんが、あなた方一人ひとりが自分に貪欲や暴力と言った悪い性質があるかどうか検証しなさい。この道は厳しく、険しく、困難な道です。しかし、皆さんはこの道を辿らなくてはなりません。これ以上グズグズしていてはなりません。あなた自身やあなたの人生について把握するために、皆さんがこれまで長い間、野放図にして来た悪い性質を許してはなりません。すぐにそれを手放しなさい。STPS2p275



    ＊悪い習慣

小さいことをおろそかにしてはいけません。あなたが、瞬間、瞬間に行う幾万という小さいことが習慣となり、性格や個性を歪ませます。それらはあなたの知性、見解、理想、志望を形作ります。悪い傾向の奴隷とならないうちにそれらに立ち向かいなさい。真剣に努力すれば成功は確実です。真善美pt2p136

  スワミへの捧げものとして、今日限り、肉食と飲酒と喫煙をやめなさい。この三つを絶つことは、皆さん自身のためにも、社会や国家のためにもなるでしょう。スワミの唯一の目的は家族と社会と国家の繁栄です。もし、皆さんがスワミの目的を果 たすことを望むなら、今この瞬間から、この三つの悪い習慣を断ち切りなさい。明日に延ばしてはなりません。たった今、決意しなさい。23/11/94



＊悪い仲間

悪い人たちには、決して心を向けないようにしなさい。悪事を企む人々や悪行に耽る人々と関わらないようにしなさい。腹黒い人や品行の悪い人とは、絶対に友情関係を持たないようにしなさい。あなたは次の四つの特質(友情、慈悲、他者の進歩に幸せを感じること、無執着)によって人生の目的を達成することが出来ます。ですから、自分と同じレベルの人々とは友好的に接し、貧者や困窮者には哀れみぶかく接し、他者の進歩を自分のことのように喜び、悪い人には近づかないようにしなさい。これらの四つの特質が実は人生の目的だとも言えるのです。これら四つの特質を培うには心の純粋さが必要です。心の純粋さを育むには、偏在する神をあらゆる創造物、生き物の内におられるということを感じとることです。STPS2p73

   神もまた、悪い人の仲間に加わる人を罰します。だからこそ、『急いで悪い仲間から離れなさい。そして善い仲間に加わり、日夜有徳の行為に携わりなさい』と言うでしょう？5/7/01

 他人の誤りについて考えると、あなたにもその人の誤りが生じます。悪い人と向き合い、敵対すればあなたはその人を負かそうとして、その人より更に悪くなってしまいます。、他人の誤りを指摘することさえ避けなければなりません。あなたが、他人の誤りを指し示すとき、残りの三本の指は、あなたを指すというではありませんか。悪い事と、善を切り離すことをヴィバーカヨーガと呼びます。

 悪い事や好ましくないこととは、袂を分かつべきなのです。日本には、京都という街があります。そこで一人の女性が、汚れた着物の束をきれいな白い風呂敷に包んで通りを歩いていました。ある人がその包みの中身を尋ねたところ、その女性は、「私は、人にきれいなものだけを見てもらいたいので、こうして汚れた着物を白い風呂敷に包んでいるのです。」と答えました。他人の欠点を見つけ、他人を物笑いの種にしたり批判することは、決してしてはならないことなのです。STPS2p16

 人は特定の場所や人と関係を持つことに注意しなければならない。悪い仲間との関係は断ち切らねばならない。悪がはびこっている場所から離れなければならない。悪いバイブレーションを発している人から、人は影響を受けるのだ。学生諸君は悪い仲間と絶対付き合ってはいけません。悪い特性は、伝染しやすいので良い人々と交わるように努めなさい。人は生まれてきたとき創造主から首飾りをかけられていました。それを忘れてはいけません。首飾りは、彼が前世でなした善行と悪行の果実から出来ています。常に良い事を思い、良いことを行いなさい。神が与えてくださった全てのものに対していつも感謝しなさい。24/5/90

 まず、悪い仲間との交際を絶たねばなりません。心が道徳的に賢固になれば、誰と交わっても大丈夫です。しかし、今の皆さんはハートがやわらかく心が十分に発達しきっていないのですから、誰とでも自由に交わってはいけません。霊的に未熟なあなた方は、全ての人と一様に交わるべきではありません。SS5/93

   今日の世界に見られる動揺や不安の原因は、人間の邪悪な思考にあります。悪い思考を取り除くには、まず悪い仲間から逃れなくてはなりません。そして、善い仲間に加わるようにしなさい。そうすれば、自分の周りのすべての人に善のみを見るようになるでしょう。

 あなたを憎んでいる人にばったり出くわしても、悪い感情を返してはなりません。互いに相手に怒りと憎しみを示すなら、緊張感が高まるでしょう。そうする代わりに、愛をもって挨拶（あいさつ）しなさい。そうすれば、相手も愛情を返してきて、あなたの友となることでしょう。話す言葉は、友情の絆（きずな）を強める上できわめて重要な役割を果たします。ですから、穏やかに、優しく話しなさい。快い話によって、この世界に行き渡っている憎しみと怒りを鎮圧することができます。愛は愛をもたらします。2/4/2003

 　善良に見え、優しく話しはするものの、その心の中は邪悪な感情で溢れている人々がいます。そのような人々に対しては注意し、遠ざけていなさい。実はそのような人々のために、現代社会は混乱に陥っているのです。9/10/02



　＊悪口

 他の人の悪口を言うことは,とりもなおさず神の悪口を言うことです18/8/96

  人の悪口を言ってはいけません。どうしてもその人のことを話さなければならないときは、その人のいいことのみを話しなさい。すべては良いことなのです。もしあなたが欠点を他の人の中に見たなら、それは自分の中に同じものがあるからなのです。もし誰か、関わりたくない人がいるのなら、その人と距離を置きなさい。しかしその人の名を汚すようなことを他の人に話したり、それに関する話をしたりしてはいけません。Vol7 SSSp49

   皆さんは人々を助ける事によって何らかの困難を体験しなければならないとしても、それをすべきです。また、決して他の人々の悪口を言ってはなりません。それは、同じアートマが、すべての生き物に浸透しているからです。もしあなたが、他の人を罵れば、それは自分自身を罵ることと同じです。もしあなたが彼らを好きでないのなら、彼らから離れていなさい。しかし、決して彼らをののしってはなりません。もしあなたが自らの悪い性質を取り除かなかったとすれば、どれだけ善い事をしても何の役にも立ちません。もしあなたが他の人々に善い事をすることができないのであれば、少なくとも、親切な話し方をしなさい。あなたは他の人にいつも親切なことをしてあげられなくとも、親切な話し方ぐらいはできるはずです。

  もし誰かが苦しんでいるのを見つけたら、その人を助けるように努めなさい。きょうはその人が苦しんでいますが、明日になればあなたの苦しむ番かもしれません。このことをいつも心に留めておきなさい。いかなる人も、痛みや苦しみを避けることはできません。常に万人の幸せのために祈りなさい。そういうことを心に命じて、初めてローカ サマスター スキノー バヴァントゥー（世界のすべての人々が幸せでありますように！）という祈りが唱えられることが出来るのです。25/12/02

 古代から延々と続くこの国の神聖な文化は、他の人の成功や富や進歩に我慢が出来ないという人々の不純さによって汚されてしまいました。もしあなた方が人を助けることが出来なかったとしても､人を苦しめたり傷つけたりしないようにしなさい。それだけでも大きな奉仕だといえるのです。

 他の人の過ちをとがめ、悪口を言う権利があなたにあるのですか？あなたが、神の意思以外にこの地球に起こりえることは何もない、といって口先が乾かないうちに、どうしてイライラしたり怒ったりするのですか？あなたの義務は、あなた自身とあなたの内的な純粋さを浄化さすことでしょう？そのように努力すれば、あなたは良い人々と結びつくことが出来、あなたの内からあふれ出す力と喜びを見い出すことになるでしょう。SSSvol1p72

  たとえ誰かがあなたを罵ったとしても、気にとめてはなりません。というのも、悪口を言う人は、あなたの真我をではなく、肉体を罵っているだけだからです。たとえば誰かがあなたを悪い人だと言ったとすれば、そう言われただけで、あなたが悪い人になるのでしょうか？　

 もし実際に、あなたの中に悪い点があるとすれば、それを無くすように努めなさい。このカリの時代には、自分の望みがかなえられないという理由で、神の悪口を言う人がたくさんいます。これは、あらゆる国に共通した普遍的な出来事です。皆さんは、そのような清らかでない低劣な想いに負けてはなりません。23/11/2000



  ーーーーーーー≪ 付録;1　１９７６年６月ウータカマンドでの講話  ≫ーーーーーーーーー





（スワミは、インドの地図とサンスクリット語が描いてある直径１０センチメートルほどの銀のメダルを物質化された後、講話を始められた。）

　このメダルには、これから将来にわたってインド各州に設立されるであろう大学や記念塔などが描いてあります。この身体はあと４６年間生き続けます。（２０２２年）そしてその間、インドで何が起こるかが、このメダルに示してあります。このメダルにはまた、インド各州のリーダーになるであろうサイ大学の学生達の名前も書いてあります。

 ～近い将来、インドの霊的遺産を、ここにいる若者達が世界中に広めるであろう。学生達を出来るだけ簡素に保っておけば､私が彼らを世界のリーダーに育て上げるであろう。このメダルには未来における世界のリーダーの資質や、性格、赴き先などが書き記してあります。ここにいる若者達は、自分にどのような未来が待っているのか案じているが、私はこのメダルに、将来においての各自の指針を書いておいたので､これらの指針に注意深く従い､他の者の模範となって欲しいと思っています。

 近い将来、あなた方はスワミが様々な姿を取ってあなた方の前に現れるのを見るであろう。このような素晴らしい機会を逸しないように､努力して私の教えに従いなさい。神の計画を世界に顕す為に､私はこのような教育機関を設立したのです。

ごく近い将来、あなたは私がマンディールにいる同じ時に、別の私をあなたのクラスルームで見るでしょう。そして私がクラスルームにいる間に､人々は別の私が講堂にいるのを見るでしょう。私が講堂で講話をしているときに信者達は、私がマンディールでアラティを受けているのを見るでしょう。あなた達はそのような体験を近い将来するのです。あなたはこのような体験をし､その体験によって得た至福を世界中に広めるでしょう。これが、この教育機関を設立した主な目的です。私はインドの伝統的な文化、古代からの叡知を現代に甦らすでしょう。こういうことがもうすぐ起こるのです。甦ったバラタの古代の叡知はこれからずっと続き、あなたがたは世界中にダルマを教え広めるという機会が与えられるのです。勝利はどんどん近づいてきており､あなた方は必ずその使命を成し遂げるでしょう。

未来については､あなた方にはよく分からないかもしれませんが､私には私の意図した計画が、実現するのがはっきりと見えています。今、私の神聖さを無視している連中も､私の元にひれ伏すようになるでしょう。間もなく、私の神聖さはすべてに知れ渡るようになるのです。私は意図的に私の神聖さが世界に広まるのを遅らせています。しかし、一度、私が私の真の姿を顕現すれば、すべての世界がプラシャンティニラヤムになることでしょう。

少なくとも、今日この日からスワミの神性な教えに従いなさい。今日この日からあなたはスワミの教えに従い､堂々と胸を張って世の中を渡っていくのです。将来、あなたはこのような機会を得ることが難しくなるかもしれません。また、私に近づくことさえ叶わなくなるかもしれません。何十万人もの人々がここにやって来るからなのです。そのようなときに備えて､あなたの人生を､スワミの愛が得られるように奉仕と愛で満たしていなさい。

 人は､ダイヤモンドを小さなかけらにカットします。小さなかけらとなってもダイヤはとても高価です。花を剪定すればよりきれいな花が咲きます。剪定をしたことにより､花の美しさは極まり、それを見る私たちも幸せになります。同じように、サイの組織や教えも邪悪な者どもの嫉妬心により妨害を受けたり､批判をされたり､侮辱されたりします。しかしこれらのことは､一時的なものです。そのような邪悪な者達の妨害にもかかわらず、私の使命は滞りなく成し遂げられるでしょう。

そのような妨害は､逆にこの神の化身の偉大さを際立たせるだけなのです。嫉妬心に駆られた者どもが、いろいろな虚偽をふりまくのです。そのような虚偽に惑わされず､サイの組織に関わる者は､自らに与えられた義務をまじめに、そして献身的に果たしていかねばなりません。そうすれば、あなた方は祝福され、サイの神聖な使命の一翼を担うことが出来るようになるのです。私の言葉をあなたの心の中にしっかりと刻み込み､あなたに課せられた義務を果たしなさい。



ー ーーーー≪   付録;２　　ガルーダプラナからの抜粋    ≫ーーーーーーー



（ガルーダプラナは、聖者ヴィヤーサによって６０００年前にサンスクリット語で記され、ヴィヤーサに内在する神が、彼に明らかにしたことを記録した聖典で,聖典の基礎であるといえよう。）極悪人でさえ、自らの罪を心から後悔し神に帰依するならば、その者のハートはたちまちに清められ、純粋になるであろう。p9　

  神には二つの重要な側面があります。一つは情け深い師として､もう一つは、情け深い正義の王としてです。我々が心のうちにおられる神に正しい道を示すように心から祈ると､私たちに、正しい道を指し示して下さいます。これが情け深い師の側面です。そして、すべての行為にはしばらくの時を経てからその行為に対する結果が伴います。幸せは、良い行為から得ることが出来、不幸せは、悪い行為からもたらされます。これが情け深い正義の王の側面です。P18

　 個霊や魂と一緒にいる微かな身体は、スクシャマスと呼ばれる死によっても滅びること無く、個霊と共にどこにでもついてくるし、その個霊が最終目的地である宇宙霊と融合するまで消え去ることは無い。P27

　あなたは、何百万もの生を経て徳を積み重ねた結果、人として生まれ変われることが出来たのだ。人として生まれ変わるのは、その次の段階では解脱に達することが出来るという意味で大変難しいが、しかしその解脱を人として生まれてもそれを求めずに過ごすというのは、もっと罪深いことなのである。P29

　８４０万種類ある生き物の中で、「神はすべての物の中に内在する魂である」という英知を得ることが出来るのは、人としての生でしか出来ないことなのである。P29

　もし解脱を求めて修行している人が殺されると、また生まれ変わって最初から修行をやり直さねばならない。それゆえ、その人の解脱の時期は先延ばしになる。また、人として生まれたのにも関わらず、解脱を求めず悪い行いをしてその生を終えると、次の生は動物として生まれ変わる。その結果、その人の解脱する時は先延ばしされるのである。解脱を求めるのを途中で止めた修行者は、解脱を求めつつも殺されてそれを達することが出来なかった修行者と同じように、大成就は先延ばしされるのだ。P30

　沢山の愛着や執着が心に出来るとそれと同じ数だけの痛みが弓矢のようにハートの突き刺さるのだP45

　すべての執着物から自由になるのは不可能なことです。それは偉大な人と関係を持つことによって成し遂げられます。それらの偉大な人々はあなたにとって執着心をなくすための特効薬のようなものですP49

　この世の世俗的な楽しみを求める一方、自分はもう至高の神に到達していると嘘ぶき、この世での義務や神を瞑想することは卒業したとほざいている者は、この世界から放り捨てれば良いのだ。P53

　「神はすべてのものに内在する魂である」という真理を理解していなければ、巡礼、神の御名を唱える務を果たす､信仰する､ヴェーダやアガマスを学ぶなどの行為は時間の無駄である。P69

　今あなた方に、「神はすべてのものに内在している魂である」ということを悟っている者が､最後の時をどのように迎えるべきであるか述べよう。彼はそのことにより、至高の太霊と融合し解脱する境地に達することが出来るのだ。

 まず、人が最後の時を迎えるにあたり､死というものを怖れてはならない。無執着という武器を使って自らの身体や、親族に対しての愛着を断ち切りなさい。そして家を出て心地よい場所を見つけ、聖地から汲んできた水で沐浴して自らを聖化し、経典に述べられている手順に従って座って準備をしなさい。そしてＡＵＭのマントラの一つ一つの語を正確に心の中で唱えなさい。これらの一つ一つの音を唱念することにより呼吸と心をコントロールしなさい。

 英知を使って心を制御する御者とし、そして感覚器官をそれらを刺激さすものから遠ざけなさい。心も様々な行為によって影響されるので、神からの祝福の方にだけ向けなさい。「私は神で至高の存在だ」「私は神で至高の段階に到達した」と、自らの個霊にこれらの思いを植え付けるのだ。神とグルを思い起こさすＯＭのマントラを唱えるとき､あなたは肉体を離れ至高の神の下に旅立つことであろう。P71~5

　賢人と呼ばれている人は、悪事に関与せず、自らの内なるアートマへの思念をよりどころとし、プライドもなく、世俗ごとに惑わされることも無い。そして感覚的な欲望を引き起こす物事から距離を置き､楽しみや苦しみからも自由になっていて、そういう人は生きながらえつつすでに解脱に達しているのである。P75

　世俗的な欲望を強い意志でもって放棄し､他の誰でも無く、神とグルの御名のみを唱え、内省が出来る目と、心に平安がある者に解脱が約束されているのだ。P77

　「神はすべてのものに内在している魂」であると悟っている者は、解脱できる段階に到達しています。正義を重んずる者は天国へ行き､罪深い者は悲惨な状態の境地へ落ち、鳥や他の生き物に生まれ変わって生死を繰り返すのである。P79

　自分がすべての者の照覧者と同じだと気づくことが、自己実現の秘密だ。自己実現は、私自身が真理である、私は自分自身が誰だか知っている、すべてが一つのアートマである、個人と宇宙は同じである、等の英知を授かったときに実現するのだ。P226　

　ヨガの聖典は、性的エネルギーをコントロール出来れば、それは霊的エネルギーに変換されると述べている。それゆえ霊性修行の第一歩は禁欲生活である。カンナダ語のことわざで、神のおわすところに欲は無く、欲があるところに神は無いとある。P78

 チャクラは脳と脊髄にありそれは頭蓋骨と背骨の中に位置している。その脳や脊髄の部分が損傷を受けると感覚神経や運動神経に影響を及ぼし、弱体化し脊髄の周辺にある感覚を麻痺してしまうのだ。P79

　受精時における両親の想念がそのまま魂に影響して卵子の中に入り込み､赤ん坊の性格が形作られるのである。P29

　精子の中に理知の鞘として存在する魂の想念が、両親の想念と似通っていればそれに影響される。良い性格を持っている人は､その性格の特性を理知の鞘の中に宿していて、それを次の世にまでに引き継いでいくことが出来る。それは、悪い性格を持っている人にも同じ事が言える。これはよく似た思いを持っている人同士が､お互い引き寄せられることで知られている。

 もし両親が強い正義感をもっていれば、理知の鞘の中に存在している魂もそのような想念に惹かれて、自分もそのような特質をもっている子宮の中に宿りたいと思うのだ。それゆえ、自分の息子や娘が良い性格になるかどうかは、両親がどれほど正しい生き方をして幸せかどうかに係っており､それがまた将来生まれ来る子孫の人生に影響を与えていくのである。正しい想念をもって性的交渉を為すというアドバイスは、将来にわたって正義に基づいた生活を送れる家族を作れるかどうかを決定していくので、とても重要なことなのである。P30

　宇宙のどこでいつなにが起ころうともそれは、時間と空間が、均等に釣り合って起こるものであって、計算され尽くされたものである。占星術では、時間というものは日、月齢、ナクシャタ、ヨガ、カラナというものを基にして計算される。それらは地球、月、太陽の動きと関連している。天文学的には、８６４０万太陽年に一度、この目に見える世界は地震などによって崩壊し､新しい世界が創造される。そしてこの崩壊するまでの一期間のことをカルパといいます。このカルパが36000回繰り返された後、この目に見える世界や霊界などすべてが崩壊しますが、これがブラフマの創造の一回分の長さにあたります。時間というものはそもそもこのブラフマ神による創造が始まった時点からどれくらいかを示すものなのです。P34

　自らの身体に執着している人は内省するという習慣が無いので、そのような人々が解脱を得るためには､神への信仰心を高めることによって得るというのが良いのだ。P103

　霊的に恵まれた良い家庭に生まれた者は､過去世で徳を積んだ結果得られたのであり、更なる霊的向上のためにこの良い環境が役立つのである。P23

このすべての世界山々､島々、海洋、太陽そして星々もすべて霊的な身体の中に包含されているのだ。P61

　もし手足を取り除けば人の身体というのは､卵形をしています。この卵の上半分の球を貫く軸は、幼児の前頭頂に明らかに見られる大泉門を通っていて、そこは霊的な身体の中で最も重要な穴である。もし魂が肉体から離脱する際にこの穴から出て行くとすれば､その魂はすべての世俗的な執着を捨て去った神そのものとなっているはずだ。P22

　魂は前世の肉体を脱ぎ捨ててから、新しい身体を取るまでの七ヶ月間は意識の無い状態となります。霊界から肉体に入るまでの期間は七ヶ月です。ババは魂が肉体に入った最初の二ヶ月間は父親の身体の中にとどまり、受精した後十ヶ月間は母親の胎内にいて、合計十二ヶ月かかって地上に顔を出すと述べられました。この十二ヶ月という期間は、魂が身体を離れて物質世界から霊界に戻る際に要する期間と同じです。P31

　死後に、身体から抜けていく魂の大きさは、親指ほどの大きさだとカトパニシャッド等や、他の多くのウパニシャッドに記してあります。244-12,13

　生命は常に精子の中に種として存在していて、性的欲望が湧いてくると、その欲望をもたらした心と精子が一つになり子宮に向かって突き進んで行きます。そして精子と卵子が一つになり受精が起こるのだ。P33

　空間は宇宙エネルギーで満ちあふれている。音響と思考の波動が宇宙エネルギーだと言えるだろう。これらのエネルギーは不可視のため宇宙は空洞のように見える。重力、磁力、引力、精神的力なども宇宙エネルギーの現れである。これらのエネルギーは不可視のため､その存在さえ疑われてきたが、これらの音響、思念、空間、引力、疑念が宇宙の特性である。P46

　人が活動している間に何度も祈りを捧げると､人が世俗にまみれて生活し､カルマを創り出すことによって汚れた心を浄化することが出来る。それゆえ宗教は一日に何度も神に祈りを捧げるように勧めているのだ。P101

　月経後七日以内に受精すると低いレベルの魂が宿るのだ。八日目に受精すると、男の子が生まれる。偶数日に受精すると男の子が、奇数日には女の子が生まれるのだ。それゆえ月経日から七日以内は受精を避けなければいけないのだ。そうすれば八日目には偶数日となり、男の子の魂が宿る。月経日を第一日目として、月経の周期を数えると良い。P25

　ガルーダプラーナは、性交渉はよい子を授かるための行為であって、性的な楽しみのためでは無いと忠告しています。性交渉は、良い魂を家族に迎え入れるための聖なる行為として捉えなければならないということなのです。P29

　あなたは滅び行く肉体ではありません。またあなたは移ろいゆく心でもありません。あなたはアートマであり神そのものなのです。P12

　一つ一つの細胞の中心に生命の源である魂が宿り､また精子の一つ一つの中にも魂が宿っている。これらのことはウイルスから、人に至までの数え切れないくらいの生き物に共通していることなのである。P27

　人は人生で、様々な喜びや悲しみを経験した後、肉体や霊体を脱ぎ捨てやがてそれらは崩壊してしまう。しかし魂は依然、英知と微かな霊体に覆われていて、これらが次の世へと人を導いていくと、ブリハダランヤカ　ウパニシャッドは述べている。（3-9-28-7）しかし、これら二つの霊体も一定の時期が来れば崩壊してしまうのだ。ただ、すべての行為や性質は微かな身体の中に刻み込まれていて、経験する事はすべて微かな身体がそれをどのように感じるか、ということがもとになって自らの中に刻み込むのだ。これが微かな身体と呼ばれるゆえんである。

 ～人は前世での行為の結果をこの世で摘み取らなければならない。人の魂は、このように定められた時の車輪に向かって歩み始めるのである。そして再びこの世に肉体をとって生まれ変わるにあたり、宇宙創造に使われたのと同じ五大元素が、魂の中にある自我にもとづいて新たな身体を形作っていくのである。P30

　空、空気、雲などを通じて地上に生をもたらす雨水が生成される。そしてその雨水が植物に吸収され､それらの植物の種である米、Meiz、ダル等が生成される。やがてそれらを人が食し消化されて、精子などの生殖器官に取り込まれるのである。人に食されない場合は、何度でもそれらの過程が繰り返されるのである。これが植物から人への進化のプロセスである。P30

　プラナは、宇宙の生成から消滅までの期間は、31,104ｘ10の十乗倍であると述べている。これはくしくも光が100年間かけて進む距離と同じである。宇宙での一秒は､地上の十万年にあたる。宇宙が一度創造され消滅する間に､この物質世界と二つの霊界は（Bhu,Bhuvah,Suvah）36000回にわたって破壊されそして創造されるのだ。これは、432ｘ10の七乗年と等しいのです。これらを称して宇宙の一日と呼びます。そしてそれが百年経たときにこの物質宇宙も霊界も消滅します。宇宙が消滅した後、時というものも無くなります。時、空間、物質、等は同時に創造されます。P3

　月経が始まって最初の四日間は、汚濁物が身体の中で形成されるため、女性は人目につくところにいてならない。四日目以降､沐浴して衣服も身体も浄化される。五日目には、甘いものを食しなければならない。収斂剤（主にタンニン）、刺激物、苦いもの、辛いものは避けなければならない。七日目より神を拝め、御名を唱え始めるのだ。P25~27          

ーーーーーーーー≪付録;3  バガヴァッド・ギータ  第十六章  神性と魔性≫ーーーーーーーーーーー



神性をもって生まれる者は恐怖を抱かず、清純な心を持ち、聖典と師の教える道をよく守り、慈悲深く感覚を支配し、聖典を学び、苦行を行い、正直である。彼は人を傷つけず、真実で、怒りを持たず、自制が出来て、平等で、他人を中傷せず、万物に慈悲深く、貪欲も無く、親切、謙遜、直裁である。

 彼は活発、寛大、純粋で憎悪の念や高慢さが無い。これが彼の天性である。魔性を持って生まれる者の天性は、偽善、横柄高慢、怒り、残酷、無知である。神性は解脱へとつながり、魔性は束縛につながると考えられる。

 アルジュナよ、恐れるな。汝の天性は神性である。この世界には二種類の創造物がいる。神的なものと魔的なものである。私はこれまで神性について詳しく語った。さて今から魔性について語ろう。

 魔性を持つ者は、何をすべきで何をすべきでないか知らない。彼らには清純も正しい行為も真実もない。「宇宙には真理が無く、道徳律が無く、神もいない。宇宙は性的結合によって生まれ、情欲によって創造されたものにほかならない。」と彼らは言う。彼らはこの見解に固執して魂を失い、思慮に乏しく、世界を破壊しようとして凶悪な行動をとる。彼らは人類の敵である。彼等は飽くことのない欲望を持ち、偽善に満ち、横柄で虚栄心が強く、妄想実現のために邪悪な観念を持ち、不純な心を伴って行動する。彼らは死ぬまで、終わることのない妄想に耽り、欲望を満たすことを最高の目的と考え、そしてそれがすべてであると信じている。彼等は空想の百の鎖に束縛され、妄想と怒りに身を委ね、感覚的な欲望を満たすために不当な手段で富の蓄積に没頭する。「私は今日これを手にいれた。それによってこの欲望を満たそう。今、これは私のものとなった。この富は将来も私のものであり続けるだろう。私は、この敵を倒した。あの敵も倒してやろう。私は支配者である。私は享受者である。私は成功者、権力者、幸福者である。私は富者であり、高貴である。私と並ぶものはどこにもいない。神々を祭ろう。布施をしよう。陽気に戯れよう。」これが無知に惑わされた者の妄想である。

 彼等は自ら創り出した多くの空想に惑わされ、妄想の罠にかかり、終わりのない欲望を満足さそうと、不浄の地獄に落ちるのだ。彼等は自惚れが強く、強情、高慢で、不正に獲得した富に酔い、規律を無視した形式的な祭祀を執り行う。

 このような悪人は、利己主義、権力志向、横柄で妄想をめぐらせ、怒りに耽り、自分と他のすべての者の中にいる神(アートマ)を嫌悪する。憎悪を抱き、残忍で極悪のこの種の人間を、私は幾度も悪魔の胎内に投げ入れる。悪魔の胎内に入った彼等は、何度生まれても堕落と妄想を止む事が無く、それらを繰り返す。彼等はこのようにして、私に達する事もなく、奈落の底に沈むのだ。地獄には自己を破壊する情欲、怒り、貪欲の三重の門がある。だから、これらの三重の門に入るのを避けなければならない。しかし、この三つの悪業を克服して三重の暗黒の門を抜け出した者は、救いを得て最高の目標に達することができる。しかし、聖典の説く規律をおろそかにし、欲望のままに行動するものは、自己実現も幸福も、最高の目的にも到達することはない。それゆえ、汝の為すべき事と、そうでない事を判断する時は聖典の教えに従わなければならない。まず、聖典の教える行動の道を学べ。それから、その教えに従って行動せよ。

       ーーーーーーーーーーー≪付録 4            詩                            ≫ーーーーーーーーーーーーーー





彼が帰って来るよ！





目を醒ませ！目を醒まして！目を醒ますんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

エエッ！誰が戻って来るって？

彼だよ！彼！サチャ サイババだよ！

彼がまた、サチャサイババの身体を身に付けて戻って来るんだ！

そして、彼は大空を駈け抜け、彼の真の姿を顕して人びとにダルシャンを与えるんだ！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？



起きろ！起きて！起きるんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

エエッ！どうしてまた戻って来るの？

僕たちへの約束を果たす為に！

この世界を支配しようとする悪を滅びし、ダルマの王国を打ち立てる為に！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？





警告！警告が！警告が出てるんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

アアー！それでは僕はどうすればいいんだ！

彼は大津波から町や村を救うために、山脈を持ち上げるだろう！

そして、何千万人もの人びとが彼の下に救いを求めてやって来るだろう！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？



祈れ！祈って！祈るんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

アアー！僕は救われるんだろうか？

サイの栄光を讃えよ！サイの御名をとなえよ！

古代預言者の言葉、"彼のこの世での最後の10年は世界の王として君臨するであろう。"が成就するだろう。

そして僕たちは偉大な神の御業を目撃するんだ！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？







You will return to do it.



You have gone before you established Dharma in the world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you conducted the world tour.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you gave Darshan from the sky.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you lifted the whole mountain range.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya

You have gone before you made peace around the world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you rescue the poorest of the poor around the world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you have spread one thousand times more glory around the  world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you created the Golden age in the world.

But I'm sure that you will return to do it.Because your name is Sathya.

Oh Swami Swami Swami!You haven't filled up your love to my tiny heart yet.

But I'm sure that you will return to do it. Because you're the embodiment of Love.





Is it a joke

 

Is it a joke that you will establish Dharma in the world?

Is it a joke that you will conduct a world tour ?

Is it a joke that you will walk across the sky ?

Is it a joke that you will lift a whole mountain range?

Is it a joke that you will make peace around the world?

Is it a joke that you will rescue the poorest of the poor around the world?

Is it a joke that you will spread one thousand times more glory around theworld?

Is it a joke that you will bring the Golden age in the world?



Oh Swami! Though you are moving in front of people and performing several

gigantic tasks right in front of their eyes, people are unable to recognise

your true nature and get convinced by your words. How strange it is! I know

you never waste even a single word, Your words always come true. Whatever

you speak it is Truth! You are the Lord Himself. Come back Swami! Come back! And

make a joke of those who insist Swami has died at an age of 96 years by the Luna calendar.

 



Oh what an Avatar Swami!

 

Oh what a trick Swami!      Everyone was cheated this time.

While everybody pays respect to your body、only you are prepared to return with original body.

 

Oh what a joke Swami!     Everyone's faith was tested this time.

While everybody believed in the Luna calendar theory,only you are laughing at this funny joke.

 

Oh what grace Swami!       Everyone was shedding tears at your funeral this time.

While everybody treats you as an ordinary mortal,only you are prepared to reveal your true nature.

 

Oh what a miracle Swami!  Everyone thinks your mission is over this time.

While everybody is taking lightly your words,only you are going to perform the biggest miracles.

 

Oh what an avatar Swami!  Everyone has lost the meaning of truth this time.

While everybody is shedding tears,only you are smiling behind the scene.





 He will return





I.

 

Wake up, wake up, arise.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

Who is coming?

His name is Sathya.His teaching is truth. His words always come true.

He will stride across the sky and give us darshan.

And yet, how much do you respect His words?

 

II.

 

Wake up, wake up, arise.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

Why is He coming?

To finish the work He has come to do.

Every one of us will witness humanity's greatest miracles

And yet, how much do you respect His words?

 

III.

 

Warning, warning, caution.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

What should I do?

Soon He will lift an entire mountain range

to save small villages and towns from being wiped out by a tsunami.

Many millions of people will flock to His side.

And yet, how much do you respect His words?

 

IV.

 

Prayer, prayer, praying.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

Is it true I can be redeemed?

Let us sing His name; let us repeat it.

According to ancient prophecy

in the last ten years of His life,He will be king of the world.

And yet, how much do you respect His words?
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@まもなく、全ての国々が一つになるでしょう。全世界は一つになるでしょう。カーストや宗教や国籍という狭い考えは消え失せ、全ての人が一つになって神聖さを体験するでしょう。全ての人が愛の思いを深め、お互いを兄弟姉妹と考えるようになるでしょう。 

@あなた方は、これからすぐ間もなく、スワミが今まで明らかにしてこなかった栄光を見ることになるであろう。そうなれば多くの人々がやってきて立錐の余地もないぐらいになるであろう。

@私自分自身が空を飛び､大空を駆け抜けるだろう。すべての人はそのことを同時に見るだろう。

@未来についてはあなた方にはよく分からないかもしれませんが､私には私の意図した計画が実現するのがはっきりと見えています. 私の神聖さを無視している連中も私の元にひれ伏すようになるでしょう。

@ 間もなく、私の神聖さはすべてに知れ渡るようになるのです。私は意図的に私の神聖さが世界に広まるのを遅らせています。しかし、一度、私が私の真の姿を顕現すれば、すべての世界がプラシャンティニラヤムになることでしょう。

@神は人類に地球を破壊する事を許しています。人類は、完全な挫折を体験しないと神の方には向かないのです。

@今、世界の抱える諸問題はより奇怪な姿をとり、より大規模になってきました。それはもはや個人的な問題でも無く、限られた地域の問題でもありません。規模は世界的であり、すべての人類に影響を及ぼします。人間は且つてないほど悪くなりました。彼らは、過去の歴史において用いた以上の知性と技術を、残虐な行為に使っています。その者たちは他の人々に苦痛を与えるのを喜んでいるのです。

@今日どうして人口が爆発的に増大しているかと言えば、それは人々の誤った行為のせいである。動物や魚が殺され食されると、それらの魂は、人となって生まれ変わってくるのである。

@邪悪と信愛という二つの要因は、どのアヴァターの降臨にもなくてはならないものなのです。このように、神の計画には霊妙な秘密が隠されているのです。

@悪魔的人間は人間の守るべき道徳律を無視し、恥ずべき感覚の悦楽を追い、エゴと慢心に満ちて利己的な目的の為に他の人を傷つけることをなんとも思いません。彼は傍若無人に罪深い行動をし続けます。自己中心が彼の息吹であり執着は彼の背骨です。このような利己的な人を称して悪魔と言います。

@今日の世界は争いばかりです。人間と悪魔を区別することが出来ません。動物から進化した人間は、神性に向かって歩まなければならないのに、また動物に逆戻りしています。

@全世界のすべての国々がバラタ（インド）を尊敬するようになる日が来るのを、あなた方は見届ける日が来るでしょう。この身体があなた方の前に存在している間に、サッチャサイの名を崇拝する声が全世界に響き渡るのを聞くことでしょう。                                                                  

@サイババは最近、将来の世界地図を物質化した。そして地球表面にいくつか環境調整変動が起こるだろう。そしてそれに伴い人口が減少するだろう。と言われた。                           

                             SAI's  Message  for  The  Golden Age        
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 スワミはどこにおられようと私達を、見守っておられます。今、少しの間この世から姿を隠されていますが、近い将来もう一度、サッチャサイババの御姿で戻ってこられるでしょう。その時、大空を駆けてダルシャンを与えてくれるそうです。

 また、山脈全体を持ち上げたり、何千もの分身となって同時に世界中で現れられると言っておられます。その時が来れば、世界中の人々がスワミの御教えを求めてやって来るのでしょう。待ちどうしいものですね。それまでに自分がしなければならないことは、スワミの御教えをしっかり身につけ、それを正しく人々に伝えることだと思ってこの御言葉集を編集しました。

この御言葉集は私の家族と友人達の為に、今まで私が親しんで来たスワミの本から抜粋したもので、誰かの夢や瞑想中に伝えられたメッセージは除外し、スワミが直接口頭で、講演や個人に対して話された御言葉の数々を選んで書き出しました。それでは、共にスワミの御教えを学びましょう。そして、少しでも神の化身、サイババの良い道具となり、ゴールデンエイジに向かって働きましょう。この御言葉集をスワミの蓮華の御足に捧げます。                                                                               





                         2012年9月18日                                                                                                                               

                                                                                                                                                       張          世  潮                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
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          ＜さ行＞

p150  最高のヨーギ、最高の霊性修行、債権者、最後の呼吸、財産、サイと健康、サイと商売、災難、才能、サイの学生、サイの組織、サイの哲学、裁判所、探す、魚、詐欺師、酒、捧げる、サティヤナーラヤナ、サットサング、砂糖菓子、鞘、サラスワティー、三位一体、残酷、惨事、三種の力、三昧、

p160   死、幸せ、寺院、塩、視覚化、自活、時間、識別心、思考、自己犠牲、自己中心、仕事、自己認識した人、自殺、持参金、私心、詩人、自信、

p170   地震、自制、自然、自然災害、慈善事業、自然のコントロール、自然のバランス、自然の法則、自然への感謝、舌、実験、実在、実践、嫉妬、失望、自転、死神、死ぬ時、シヴァダンス、シヴァラトリ、慈悲、至福、使命、邪悪、視野の拡大、しゃべりすぎ、シャンカラ、シャンティ、自由&自由意志、

p180  社会、社会主義、社会的責任、宗教、集散主義、獣性、執着、終着点、集中、宿題、祝福、受刑者、主婦、寿命、

p190   シュルティ、純粋な心、巡礼、ジョイ(喜び)、小学校と婦人、賞賛、常識、浄性、正直、冗談、衝動、情熱、成就、情報集め、照覧者、食事、植物動物、女性、所有、視力、

p200  磁力、試練、白い草、信愛、進化、神界、人格、信仰、人口、人口のバランス、信者、真実、神性、

p210   神聖なエネルギー、神聖な道、人生、 真善美、神像、心臓、信念、真の愛、真の信者、真の知識、真の私、心配、 新聞、進歩、真理、人類、水位とダルマ、スイス、睡眠、

p220   スウェーデン、少なく語る、スッバンマ、ストライキ、全ては神、スポーツ、スワミと一つ、スワミの教え、スワミの身体、スワミの食事、スワミの願い、スワミの予言、政治、誠実、政治と女性、静寂、

p230   聖者と化身、精神病、聖なる人の印、政府、生命の本性、性欲と貪欲 、世界、世界を守る、世界の基盤、世界の指導者、世界の目的、世界は一つ、世間、背筋、世俗的な愛、世俗的な恩恵、世俗的成功、接触、絶食、善、潜在能力、全在、前進、前世、前世からの傾向、戦争、全託、善人、善良、像、憎悪、p240   創造の秘密、想念、束縛、ソクラテス、外面と中身、ソーハム瞑想

            ＜ た行＞

大気汚染、大気中の力、胎教、体験、体現、胎児、怠惰、太陽、互いに奉仕、戦う、タットワマシ、他人、楽しみ、頼みごと、タバコ、旅、旅人、

p250   食べ物、食べ過ぎ、魂、多様性の中の一体性、ダルシャン、ダルマ、探求、団結、男女、誕生、知恵と富、地球、知識(人)、地軸、知性、地熱、チャンス、忠告、中国軍、中庸、長寿、直感、沈黙、追放、

p260   仕える、束の間、続ける、津波、妻の義務、罪、罪人、抵抗力、ディパバリー、手紙、溺愛、敵、敵意、適性、テスト、手伝う、デマ、テレビ、天国、同一視、道具、道徳、糖尿病、動物、時、徳、毒、徳のある嫁、唱える、富、

p270    友、ドラマ、泥棒、貪欲

             ＜な行＞

p271 内閣、内在の霊、内的汚染、長生き、泣く、名前と姿、なまけぐせ、ナマスマラナ、波、涙、悩む、ナラカ、肉食、肉体、憎む、二元化の原則、二元、ニシカマカルマ、

p280   二羽の鳥、日本、人間、人間性、人間の特権、忍耐、妬み、寝る、年長者、農夫、罵る

              ＜は行＞

媒体、俳優、墓場、バクティ、

p290 はしご、バジャン、ハタヨガ、働きと休息、罰、ハート、波動、鼻、パナマ、母、歯磨き、バラタ、反映、

p300 反響、半神、美、美の形、ヴィジョン、光、引きつける、悲劇、微細体、ビジネス、ビタミン、人と関わる、人の義務、人の下落、人の三位一体、人の力、人の願い、人は神、非難、美、美の形、批判、肥満、非モラル、病院、病気、

p310 平等、非暴力、日雇い労働者、ヒラニヤカシプ、ヒラニヤガルバ、品位、貧血、ヒンドゥー教、不安、夫婦、不確実、武器、服従、不二一元、プージャ、不純、侮辱、婦人、二つの贈り物、二つの事、 二つの知識、二つの道、不注意、復活、 物価の上昇、物質、物質化、物質科学、物質世界、物質的反動、ブッダ、 プッタパルティ、ブッディ、物欲、不道徳、腐敗した環境、

p320 不品行、不満、不眠、不名誉、不滅、プラグニャーニャ、プラスチック、プラナーヤーマ、ブラフマン、プレマサイ、文化、文明社会、平安、平常心、ヴィヴェカナンダ、 ヴェーダ、ペット、ヘヤドライヤー、偏在、

p330 傍観者、奉仕、奉仕に必要なもの、放射線、放射 波動 物質化、法律、欲しい物、ポジティブな思考、微笑み、本、本当の悟り

              ＜ま行＞

魔術、先ずは自分、

p340 マッサージ、マーヤー、マーヤーとブラフマン、稀な機会、慢心、満足、マントラ、身内、見えない領域、見栄張り、身代わり、惨めさ、水、水のあぶく、道、

p350 三つ、三つの義務、三つの征服、三つのレベルの愛、御名、耳、水、昔の人、無価値、無関心、無視 無私、無執着、無神論者、息子、無知、村での奉仕、目、

p360  瞑想、瞑想方法、メインスイッチ、盲目、盲目的に従う、目撃者、モークシャ、目的地、物をもらう、モハメッド、モルタル、モンキーマインド、問題

             ＜ や行＞

約束、薬効成分、役に成り切る、ヤグニャ、家賃、優しいハート、UFO、勇気、友情、友人、

p370 幽霊、ユガ期、ユガ期と神の化身、ユガ期と霊性修行、ユガと人、夢、許す心、良い行い、良い思い、良い感情、良い事と悪い事、良い人、良い評判、幼児の死、養生法、ヨーガ、欲望、

p380   四つの悪、四つの状態、四つのステージ、四つの性質、四つのタイプの人間、喜び

               ＜ら行＞

ラヴァナ、ラーマの統治、ラーマヤーナ、理解、利己心、離婚、リーダー、理智、立派な仕事、両親、良心、

p390 リンガム、倫理、ルッドラム、冷静、霊性、霊性教育、霊性修行、霊性の英知、霊性の道、霊的愛、霊的距離、霊的光線、霊的初心者、霊的ヴィジョン、霊的波長、霊的レベル、礼拝、霊媒、

p400    老人、六十億ルピー、

                ＜わ行＞

若者、忘れる、私、私から私たち、笑い、悪い考え、悪い習慣、悪い 仲間、悪口



p407    付録  と  出典略号    









ーーーーーーーーーーーーーーーー 本                      文ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー



     ＊愛

   どの生き物もハートに愛を持っています。もし愛を持っていなければ、人間ではありません。愛は生まれた時から私たちと共にあります。私たちは過去世における数々の功徳の報いとして、現在の肉体を手に入れました。肉体は愛が染み込んだときにのみ、神聖なものとなります。ですから、愛の原理を養わなければなりません。そうすれば、あなたの人生は神聖なものになります。相手が誰であるか、何をしているかにかかわらず、あなたは万人への愛を育てなければなりません。27/1/04

    私の指示は何でしょう？　私を喜ばせるものとは何でしょう？　私が望むものとは何でしょう？それはただ一つのことです。愛、愛、愛。23/11/94

          愛だけがあなた方をより近く神のもとへと連れて行く唯一の特質です。愛よりも偉大なものはありません。それは神の属性です。愛は神です。愛の中に生きなさい。この高貴な性質を培うならば、あなたは人間と呼ばれるに値します。この神の愛はすべての人に、いいえ、すべての生き物の中に循環している血液のようなものです。もし、私たちがこの普遍なる愛を培うならば、すべての人間だけでなく生きとし生けるすべてのものを愛することができるのです。愛は神です。神は愛です。ですから、愛を込めてすべての人を心の中に受け入れなさい。誰に対しても怒りや嫌悪感を見せてはなりません。28/8/04

    ウパニシャッドは、愛（プレーマ）を永遠なるものの特質、悪魔の性質（アスラットワム）を憎しみの特質、と見なしています。人は、神への愛を神聖な特質と見なして、神への愛を培い、強めるべきです。人は、自分の幸福と不幸の責任は自分だけにあることを悟るべきです。自分の苦境を神のせいにして神を非難してはなりません。神に好き嫌いはありません。思考は本人の態度や行為を決定する最も重要な要因であるがゆえ、善良で神聖な思いだけを抱くべきです。24/7/83

    あなたは愛のためだけに生まれてきました。皆さんは、自分は愛は必要ない、とは言えません。愛を通じて神に至らなければなりません。それが人間として生まれた目的です。この目的を実現しなければ、人間として生まれてきたことが何の役に立つでしょうか？16/3/03

  いかなる状況にあっても、決して愛を手放してはいけません。愛こそは皆さんの最大の宝物です。この宝物を忘れる人は、まったく人間ではありません！私たちは、自分の父親や母親や、兄弟姉妹を愛しています。こういったさまざまな関係は、神のドラマの中で人々が演じている役割に過ぎません。皆さんは真の愛を理解できるように努めなければなりません。実際、真の愛は絶えず私たちの内に存在しています。それを外側に探す必要はありません。不幸なことに、今日、私たちは真実でも永遠でもないものを追い求めています。 2/7/04

    人間の愛は日々減少します。神の愛はこのようなものではありません。それは減ることもなければ増えることもありません。それこそが真理です。わたしたちは永遠の真理であるこの愛を持つべきです。あまりに多くの欲望のために、わたしたちは真理を知ることができないのです。私達はこの長い旅、即ち人生の乗客にすぎないのです。荷物が少なく気楽なことは旅を楽しくします。一旦あなたが欲望といった荷物を減らしたならば、不安が無くなるでしょう。苦しみも喜びも心が原因となっています。自由または束縛の責任は心にあります。15/7/01

   　愛は妬みや憎しみの力が如何に強大であっても、それらに屈服する事はありません。愛はそれらに打ち勝つことが出来るのです。他の人々を憎む者共は、ついには自らの憎しみによって消え去ってしまうのです。妬みでいっぱいの者も、自らの妬みの心の中で身を滅ぼしてしまうのです。仏陀p9

  あなたは自分が愛を持っていると思っていますが、それは執着に過ぎません。愛と執着とでは大きな違いがあります。自分の子供に向けられた愛は情愛ヴァートサリヤで、妻への愛は愛欲アヌラーガで、世俗への愛はただの所有欲ママカーラです。友人への愛は友愛マイトゥリーです。

 このように、愛は様々な方向に流れています。愛という真の意味からすればこれらはどれも本当の愛ではありません。これらはすべて、物質的で、世俗的で、常に変わっていく儚い愛です。真の愛は不変です。愛は無私で絶対的なものです。愛は霊的で神聖です。執着は奪い取ることばかりですが、愛は常に与え許します。愛は神です。神は愛です。愛に生きなさい。

 執着は苦痛へと導く束縛です。執着は偏狭で、まったく利己的なものです。あなたに必要なことは愛を拡げることです。まず自分の家族を愛することから始め、次にあなたの親類に拡げ、それからゆっくりと、あなたの地域に、国に、最終的に全宇宙にまで拡げるのです。愛によってそして愛によってのみあなたは神を認識し、体験することが出来ます。愛は神が人に与えた自然な性質です。STPSp261

 子供は愛と至福で溢れています。成長すると、子供はおもちゃを愛し始めます。それから遊ぶことを愛し、徐々に友達を愛するようになります。青年になると人生の伴侶を愛し、次に自分の家族を愛し、次第に職業や地位や財産への愛を持つようになります。

 このように愛は様々な方向に流れるに任され、その為に愛は薄められ、ついには執着へとなり下がってしまうのです。神への愛は信愛であり、それはあなたが謙虚や従順といった徳を育むことを助け、あなたの生活を幸せに満ちたものにしてくれます。神への愛は、あなたが解脱に至るのを助けてくれます。今あなたに必要なことは、愛を拡げることです。STPSP262

　 全世界は愛で満ちております。ここでいう世界とはあなたが見ている単に形のある世界を意味しているのではなく、愛に満ちた世界を意味しています。この愛はこの世では２つの形を取っております。一つは世俗的な愛であり、もう一つは精神的な愛であります。これらは異なるものではありません。あなた方はみんな愛の具現であります。あなたの愛はあなた自身が神性を帯びる助けとなるでしょう。

  神の愛は無私の愛です。無私の愛のあるところには恐れはありません。第三の要素は、愛は愛のためだけにあって、それ以外の何のためにもないということです。しかしながら、世俗的な愛は利己心でいっぱいです。利己心のあるところには恐れがあります。世俗的な愛は物質的な目的があります。全世界は愛で満ちています。一つも良い性格を持っていない人でも愛だけは必ず持っています。この愛は人を引きつける力を持った磁石です。

   私たちの間には愛ゆえに引きつける力があります。この愛の磁石は全ての人の中にあります。この世の中で愛のない人はいません。その愛こそが神の性質です。私たちはその愛を無私の心で用いなければなりません。神はひとかけらの利己心もありません。利己心とは愛の無いことであり、愛とは利己心の無いことであります。神は愛の中に生きること以外に人に何も望みません。神は特定の形ではありません。愛は神ですから、愛をもって生きなさい。

   しかしながら、世俗的な感覚で、人はこの愛を家族、妻及び子供たちのために用いています。愛は神そのものの形です。愛は神の形であり、神は愛に満ちております。愛を愛と結びつけることは絶対的に必要なことです。もしもあなたがこの愛を強化すれば、あなたは神を体験し、神の英知を獲得するでしょう。あなたがたの中に愛があるから、あなたがた皆はここにいてバガヴァンを見ることができ、バガヴァンはあなた方に対する愛ゆえにダルシャンを与えているのです。あなたは単に人間だけではありません。あなたは宇宙の形です。あなたの中にある能力は誰も測り知れません。あなたがた各人の中には無限の可能性があるのです。しかし、あなたはその内在する能力を知ることができないのです。15/7/01

    人間は、神を愛することによって、無限の力を得ることができます。しかし今日、人々は愛の原則を理解するための努力をいっさいしていません。人間の愛は、無限にして永遠の甘露のごとき神の愛に比べれば、一個の原子のようなものに過ぎません。人間が、愛の原則を理解してもいないのに、すべてを知っていると考えるのは、愚かさと無知の故です。 人間は、愛の目でものを見、愛の耳で聞き、愛の感情を培わなければなりません。30/5/99

 もしあなたに愛があれば、それで十分です。他のすべてのものがあなたに自動的に付加されるでしょう。奉仕、犠牲、謙虚さ、信愛、自制というものはすべて愛に含まれています。あらゆる徳性をあなたから導き出し、霊的にあなたを高めてくれるのは愛だけです。愛のあるところには、エゴや憎しみや嫉妬といった、低級で卑劣な動物的性質はありません。STPSp114

 人間として生まれた限りは、他の人を幸せにしなくてはなりません。これが愛というものです。あなたのハートは愛で一杯なのです。あなたはそれを他の人と分かち合わなければなりません。たくさんの食べ物があるとき、あなたは他の人と分け合うでしょう?そうでないと食べ物がいたむでしょう?それと同じで、あなたの愛を毎日少なくとも５人の人に分け与えるべきです。この神聖な愛をあなたは他の人と共に分かち合い、修行し、経験しなければなりません。SS2/94p53

 愛によってのみ怒りを抑えることが出来る。放棄と犠牲の心によって欲望を抑えることが出来る。愛のあるところに怒りはありません。愛が充分にあれば、心に憎しみや怒りが入ることはありません。心は一人用の椅子に似ています。一つの特性だけがその場を占めることが出来るのです。愛はいつも惜しみなく与え、人の欠点や弱さを許すものです。～愛で輝いていれば、この世で出来ないことは何一つありません。愛があればどんな障害も乗り越えることが出来ます。怒りに対して勝利を収める為には、心を愛で満たし愛を人生の何よりも大きな力とすべきです。

 自分の心の中に宿るものが、すべての人の心の中に宿っていることに気づいて下さい。自分が愛し、祀っている、心の最高の場所にいる神がすべての人の心の中にもいることに気づくのです。それが出来れば、誰に対しても怒ったり憎んだりすることは出来なくなります。ただ一つの神がすべての人の心にいることがわかったなら、人を見下すようなことが出来るはずなどありません。いつも愛の心でいて下さい。心の中に永遠の愛を打ち立てるのです。SGc10

 愛が思いになれば、真理になります。愛が行動になれば正義になります。愛が気持ちになれば平安になります。平安とは愛のことです。愛を込めて理解すれば非暴力、不殺生です。愛がすべての底に流れています。愛を実践するのがダルマ。愛を思うことが真実。愛を感じることが平安。愛を理解することが非暴力。愛が全てに流れています。SGc8

   信愛を持って話される言葉は真理です。愛を持ってなされる行為は、ダルマです。現在、起こっているあらゆる不正で不当な行為は、もっぱら愛の欠如によるものです。一方、愛で持ってなされた行為は、正義となります。愛がある時、あなたは平安を享受します。顔は心の指標であると言われています。心が不安か、穏やかか、動揺しているかは、その人の顔を見ればわかります。平安を味わっている時は、真理に基づいて話され、ダルマがなされます。

    このように、愛の体験は、平安です。あなたは非難や中傷に影響を受けません。平安は愛に支えられている時、否定や非難を超越します。このことは、あなたがやがて、愛に満ちた心で会得出来る事であり、そうなれば、あなたは、決して誰をも傷つけることはなくなるでしょう。これをアヒムサと呼びます。このように、この世では、愛によって得られないものは無いのです。いったん、この神聖で普遍的な愛を育めば、あなたはすべての人間的美徳と人間的価値の体現者となることでしょう。STPS2p111

 神を見たいと思うなら、自分の心を愛で満たせばよいのです。そうすれば必ず神と出会うことが出来ます。ただし、この愛が本当に確かなものになっていない限りは、バジャンやジャパによって神を敬うことが必要です。愛の心を育めば、そういった修行はいらなくなります。SGc5

   神と一つになりたいと思うなら、神の気持ちになり、神の姿となって、神の徳性をすべて身につけなければなりません。その時はじめて神と一つになれるでしょう。神のすべての徳性が自分に現れるように求めることが大事なのです。「神様の様な大きな心を持てますように。神様の無私の気持ちを持てますように。神様の限りない愛を持てますように。」そのような気持ちを持つことが出来れば、「私と神は一つだ」という境地になるでしょう。SGc6

 愛は無私の行為によってのみ知ることが出来る。25/5/91

昔の人のハートは穏やかで愛に満ちていました。愛は本来柔らかで慈悲深いのですが、状況によって愛は厳しくなります。つまり、愛の心から罰を与えることがあるのです。厳しい言葉も罰も、愛の心から出たものです。2/9/91

 スワミの主要な教えは＜プレマタットワ＞愛の本性と機能です。あなたがたは皆、この愛を体験しています。その愛をあなた方は何人の人に分かち与えていますか?どこを見てもあるものは憎悪や利己心や虚飾のみです。そんなことではどうしてサイの真理を体験することが出来るでしょう?愛の真理の教えに触れた者は、愛に溢れていなくてはなりません。それが真の信愛のしるしです。30/8/93

 他の人があなたを愛さなくても気にしてはなりません。しかし、あなたは他の人を愛し、人々を自分の近くに引き寄せるべきです。もし、あなたが他の人を愛さないなら、人々はあなたから距離を置き続けるでしょう。それはどれぐらいの期間でしょうか?それは、あなたが他の人を愛さない間はずっと他の人たちはあなたから離れているでしょう。あなたが愛を与えた瞬間に、愛はあたかも電流のようにあなたの心から他の人の心に流れて行き、人々に変容をもたらすでしょう。私は、あなたの中にそのような変容が起こることを待っています。8/08

 愛は神に到達するための王道です。愛以外のいかなる道も、あなたを神に連れて行くことは出来ません。神を獲得した全ての霊性修行者は、愛によってのみ神に到達できたのです。29/10/09

お腹がすいているときにご馳走を出されたらうれしく思いますが､そうでないときは、どんなに立派な食事でも美味しくは思いません。それは好きという気持ちも嫌いという気持ちも自分から来ていると言うことです。食べ物から来ているのではありません。悦びも苦しみもどんな感情も､自分の外から来るのでは無く、人の内側から来るのです。喜びや悲しみの原因は､ただ自分がその人を好きか嫌いかによります。大好きな人がいて深いつながりを感じていれば､どんなことをされたとしても､その人がずっと好きなのは変わりません。この何があっても変わらない気持ちはどこから来るのでしょう。どんないやなことを言われても､何をされても、やはりその人が好きなのは、何故でしょうか。それは、その人が本当に好きなら､その人から何を言われても､何をされても、やはりうれしいからです。

 ある人のことを大切に思っているというのは､その人を愛しているということです。愛と呼ばれるこの特性は､自分以外の人にまっすぐに向かう気持ちであり執着の気持ちの一つです。愛も悦びも、執着となって現れている物は､どちらも自分自身から生まれています。その相手も同じ気持ちでいるとしても､そうでないとしても、そこで感じている気持ちは自分の内側だけから起こっています。他の人から来るのではありません。

   ～この世ではどの人も相手のためでは無く､自分自身のために人を愛するのです。ある物が大切だとしたら､其れはその物の為では無く、真の自己のために大切にしているのです。真の自己への清らかな愛が自分は肉体だという意識によって汚れると、執着やエゴに変わってしまいます。そうなれば結果的に人は苦しみを味わうことになるのです。SGc19

 人を愛しなさい。そうすれば、嘘をついてその人を騙す必要はありません。愛する人には真実のみを語るべきである、とあなたは感じるでしょう。このように愛は大きな心労を取り除きます。SSSVol1chp7

  愛は報酬を求めるものであってはなりません。返礼として何かを期待するのでは、真の愛とはいえません。完全に利己心の無い愛をつちかうことは、人間としての義務です。8/89

 あなたが神を愛すれば愛するほど、祝福を受けるでしょう。神性さは、愛そのものなのです。愛は人々の心に、永遠の真理として光りを放っています。しかし、利己心が覆っている心には、それは眠っています。愛が光り輝くのは、その人の心に利己心がないときのみです。愛は、エゴや見せびらかしの心と、共に相容れないものなのです。愛は、あなたを神性さの最も高い極みへと連れて行ってくれるのです。SS6/95p162

「神は愛。愛は神。愛の内に生きなさい。」それはどのようにして可能なのでしょうか。あなたが愛しているのはせいぜい一人か二人でしょう。もし、あなたが愛そのものとなるなら、あなたは無限となり、すべてを愛せるようになります。ですから、愛する者になるのではなく、愛そのものとなりなさい。神は愛の化身ですから、あなたは愛を通じてのみ、神を悟ることができるのです。月は月の光でのみ見ることができる様に、あなたは、愛を通して愛そのものである神を体験し、その結果、至福を享受出来るのです。STPS2p239



    ＊愛が結ぶ

愛は人と人とを結びつけます。愛は物と物とをつなげます。愛がなければ宇宙は存在しません。最も高次の愛は、万人の内に神がいることを気づかせてくれます。神はすべての中に等しく存在します。命は愛です。愛は命です。神がいなければ、神を奪われれば、いかなる物も、いかなる人も存在することが出来ません。私たちは神の意志によって、神の意志を通して生きています。私たち一人ひとりの中で愛として働いているものは神の意志です。「すべての世界が幸せでありますように」と祈るように促すのは神です。というのも、私たちの崇める神、私たちの愛する神、私たちが拠り所として生きている神は、あらゆる生き物の中に、愛として内在していることを、私たちに気付かせるからです。このようにして、愛は拡大し、宇宙万物を包み込みます。25/11/81

      一つの物体が他の物体と結びつく時、あるいは、一人の個人が他の個人と付き合わなければならないとすれば、愛が親和力の基本になります。全世界は愛で満たされています。世界は愛であり、愛は世界です。あらゆる人間には、気持ちの中に輝く光としての愛があります。愛は人生であり、人生は愛です。火にとっては燃やす力が自然であり、水にとっては冷やす力が自然であるほどにも、人間にとって愛は自然な性質です。愛なくしては、人はもはや人ではありません。25/12/93

    神は愛の化身です。神は、神の愛によって全人類を守護しています。皆さんに愛がありさえすれば、それで十分です。そうすれば、皆さん全員が一つに結ばれるでしょう。言葉や行動によってお互いの間に距離を作るべきではありません。すべての人を愛によって自分の近くに引き寄せなさい。そうすれば、あなた方は皆、神のそばにいられるようになるでしょう。あなたが愛を込めて他の人を見るなら、神も愛を込めてあなたを見ます。どんな状況に置かれたとしても、決して怒りや嫉妬、偽善や虚栄を示してはなりません。他の人に怒りや憎しみをもって接してはなりません。あなたの愛を感じることによって、他の人々の中の愛も増大します。あなたが他の人に愛をもって接すれば、その人もあなたに愛を示すでしょう。これに対して、もし怒りを示すなら、その人もあなたに怒った態度をとるでしょう。27/1/07

    霊的な全一性だけが、宇宙的な愛を育むことが出来ます。その愛のみが人々を結びつけるのです。この愛はハートの底から湧き上がってくるもので無ければなりません。そうして初めて全一性が成し遂げられるのです。SS12/93p312

    今日、蟻を見つけて殺しても何とも思わないのに､神様の像を見ればその像に向かって拝んでいる人達がいます。言っていることとやっていることがまるで違うというのが、現代人の特徴です。その結果、人は、神様に近づくよりも､邪悪な人になりつつあるのです。それに対して、ギーターは心と言葉と行為を結びつけるのが本当の人間らしさだと教えています。それが出来れば神様のような人になれるでしょう。神を深く信じ、すべての生き物の中にただ一つの神を見るようにして下さい。愛を大きく拡げていくのです。愛は、皆さんが神である印であり、すべての生き物の中に神がいる証です。すべての人を愛と真心の目で見て下さい。そんなふうに人とふれあうことが出来なければ、どんな修行も無駄になります。神様をあがめながら自分の身近な人を傷つけていては､最高の目標に達することは出来ません。SGc27



    ＊愛国心

愛国心とは、国の古来の文化を誇りに思い、決してそれらの価値を下落させないという決意を抱くことです。6/85



    ＊愛すれば

同胞を愛すれば愛するほど、より大きな至福を味わいます。他の人を愛すれば愛するほど、より幸せを感じます。ですから、ずっと幸せでいたければ、つねにすべての人を愛さなければいけません。愛は神へと到る王道です。神へと到る一番の方法は、すべての人を愛し、すべての人に奉仕することです。これぞ仏陀が人類に説いた教訓です。21/5/00



    ＊愛に生きる

愛に生きなさい。愛は命です。愛すること、愛されることがなければ、どんな生き物も地上に存在することはできません。愛は支えます。愛は力づけます。愛は、あらゆる冒険、あらゆる犠牲、あらゆる成功の背後にある衝動です。私は、人類の間に愛を復活させるために、そして、心の狭さと、かたくなな態度を一掃するために、来ました。これは、ダルマの復興における主要な仕事です。愛は人間の更生という仕事において最も重要である、ということを話すだけでは十分ではありません。実際に行動する中で、手本を示さなければいけません。1/8/71



    ＊愛の原理

   愛の原理は言葉で表せません。ありとあらゆる描写は、真理全体の一部を映し出すだけでしょう。ですから、愛を描写しようとするのではなく、神の愛に値する人間になれるよう努力しなさい。愛は神の姿です。神はどんな形ででもあなたに神の愛を授けることができます。愛はあなたの究極の目的地です。あなたの人生を聖化することができるのは愛だけです。ですから、もっともっと愛を育てなさい。あなたを守ってくれるのは愛だけです。肉体への愛は執着です。子どもは青年になり、青年は老人になり、それに応じて肉体は変化を余儀なくされ、時の経過と共に、徐々にその美しさと魅力を失います。しかし、愛はいかなる時にも変わらずにいます。「プレーマ」（愛）という言葉は単なる言葉ではありません。プレーマ（愛）には姿があります。愛の存在しない場所はありません。愛はすべてに遍満しています。愛は、アンダ〔物質と生気の合わさったもの、卵〕、ピンダ〔母胎から生まれたもの、肉体〕、ブラフマ アンダ〔ブラフマンの卵、宇宙〕を包み込んでいます。愛は、食べること、話すこと、歩くことなど、私たちのあらゆる活動の基盤です。実際、私たちの命を維持しているのは愛です。人々は、これほど神聖な愛の重要性を知った後でさえ、それを忘れる傾向にあります。人々は何と愚かなのでしょう！ 人は、愛を体験し、愛を楽しみ、愛を他の人々と分かち合うべきです。15/3/04

    人に本来備わっている愛の原理は、鳥や獣を含むすべての生きものにも等しく存在しています。ですから、人はすべての生きものの生命に同じ価値を置かなければいけません。あなたに内在している愛を、人類同胞のみならず、自然界のすべての生きものと分かち合いなさい。これが真の普遍なる愛の原理です。この原理こそが人生の基盤であるべきです。21/5/00

    私たちが他の人々を愛する時、その人たちも愛を返してくるでしょう。人々を愛する人は社会から愛されます。したがって、一切は愛の原理にかかっているのです。憎しみが放棄と落胆という結果に帰着するのは言うまでもありません。ですから、皆さんは愛を育て、憎しみを捨てることができなくてはなりません。愛をあらゆる生き物に広げなくてはなりません。15/1/86

    現代人は、真の愛とは何かを理解できません。もし誰かが特定の何かを好きなとき、その人は、自分はそれを愛していると考えます。あなたに好きなものがあるときには、嫌いなものもあるはずです。しかし、あなたに愛があるときには、ネガティブなものは何も存在することができません。愛は変わることなく永遠です。愛は神聖です。愛は、実のところ、神の姿なのです。

（それは唯一無二であり、永遠で、純粋で、変わることがなく、あらゆる心の状態と、浄性、激性、鈍性という三つのグナ〔属性〕を超越している、すべての知性の働きの照覧者である）

この世の言葉で愛を描写することは不可能です。世俗的な感覚で愛を考えることは愚かです。愛に匹敵する言葉を見つけることは不可能です。あなたは自己満足のために、愛をさまざまな方法で説明しようとするかもしれません。しかし、どのような説明も愛の実体とは一致しません。愛のみが愛と等しいのです。愛以外のいかなる方法でも、愛を説明することは不可能です。皆さんが理解し、実践しなければならないのは、この愛の神聖原理です。

あなたは愛に浸り、愛を体験し、愛を楽しむかもしれません。しかし、愛への飢えは決して満たされることはありません。愛は、愛を通して初めて体験できます。それ以外に愛を体験する方法はありません。愛は愛であり、それがすべてです。

神が愛の化身であることを固く信じなさい。心から神を愛しなさい。神の愛にあなたの世俗の愛を重ね合わせてはなりません。神の愛のみが、真実にして永遠の愛です。神のみを、あなたの愛の焦点としなさい。神は愛という形であらゆる場所に存在しています。このことを決して疑うべきではありません。15/3/04



    ＊愛の力

私たちは神の恩寵を獲得するために努力すべきであり、困難と損失によって妨げられてはなりません。神を味方に付けたとき、成し遂げられないものはありません。あらゆる困難と苦しみはたちまちの内に消え去ります。そのような全能の神が私たちに内在するというのに、なぜ私たちはとるに足らない事を心配する必要があるのでしょう？ 愛は困難を克服するための勇気を私たちに与える神の力です。愛の力で何ごとも成し遂げることができます。私たちは罪を恐れるべきであって、困難を恐れるべきではありません。28/8/04

    この世には、愛以上に素晴らしい美徳は存在しません。愛は真理であり、愛は正義であり、愛は富であります。この世は愛から生まれ、愛によって維持され、最後には愛に融合します。すべての原子が愛から生まれました。この世には、原子力、磁力等々、無数の力が存在していますが、愛の力はすべての力に勝っています。信仰と愛のない人生は無意味であり、無益です。この世に生きる人間にとって、愛こそが人生であり、愛がすべてです。五元素は愛から生まれました。すべての人の中にまぶしく輝いているものは、愛に他なりません。しかし人間は、愛の意義を理解できずに、愛が肉体的関係によって生じるものと考えています。子供に対する母親の愛は親愛であり、夫と妻の間の愛は愛着であり、友達や親戚との愛は執着であり物品に対する愛は欲望です。そして神に向けられた全的な愛がバクティ帰依です。 

　全世界を包括し、全世界に遍満しているものが愛です。人間であれ、鳥獣であれ、昆虫であれ、いかなるものであっても、愛がなければただの一瞬も存在することができません。この愛こそは、神の姿そのものです。ところが人間は今日、この神聖な愛を、移りゆく世の中に向けることによって、無駄に使っています。決して愛の力を過小評価してはなりません。奥深い森の中に一人で住んでいた太古のリシ（聖者）たちは、野獣たちとさえも、調和して暮らすことができましたが、それは愛の力があったからに他なりません。

　この世には、愛によって達成できないことは何もありません。それは最も固い岩をも溶かすことができます。一人ひとりの人間の内にある愛の原理が一つに統合されたとき、それは宇宙的な愛（ヴィシュワ・プレマ）になります。あなたが愛の渇きを癒したいのであれば、神の恩寵を切望し、神を礼拝しなさい。至福を体験するためには、もっともっと愛を培うことです。愛を育てれば育てるほど、あなたはますます至福を体験するようになります。至福（アーナンダ）は、愛がなければ得られません。実際、至福という形をとっているのは、愛に他ならないのです。 28/7/99



　＊灯り

世俗のことにだけあなたの灯りを向けているならば、あなたは神の灯りを楽しむことは出来ません。MBAIp209



    ＊アーカーシャ

現時点での注意は〔神にではなく〕創造世界に集まっています。世界に対する反応は感情しだいであり、その感情が人を世界と関係しようという気にさせるのです。その感情はこれまでに得た体験しだいです。体験は欲望によって色が付けられるものであり、その欲望が接触を駆り立て、反応を引き寄せます。欲望は世界の本当の性質を知らないことに基づいています！ 世界はマーヤー〔幻影〕であり、事実と虚構の混合物ですが、真実として重んじられているのです！ 世界は事実という土台の上に築かれた虚構です。事実は神性であり、虚構は多様性です。この惑いをもたらす主体は神です。というのも、事実は隠されており、虚構は神の戯れ（リーラー）によって課せられるからです。そして、神とは、形なきもの、触れることのできないもの、永遠なるもの、絶対者、無形なる至高の神我（ニラーカーラ パラマートマ）、人とすべての生き物および他のあらゆる原理（ブーター）のハート（フルダヤ）の中の空間（アーカーシャ）、解き放たれているもの、始まりも終わりもないものが、形をとって顕れた存在に他なりません。

空間（アーカーシャ）はある属性によって認識され得ますが、その属性とは、音（シャブダ）、すなわち言葉です！ 始まりは言葉でした！ その言葉が物体となり、形をまとい、具体化したのです。それゆえ、私たちは「物体」を「パダールタ」と呼ぶのです。「パダ」は“言葉”、「アルタ」は“意味”あるいは“目的”を意味します。「物体」は“言葉”が発せられる“目的”であり、“意味”は“言葉”に価値を持たせます！ 「木」という言葉がありますが、それが意味しているのは、向かいに立っているあのような木です！ 「人」という言葉がありますが、それが意味しているのは、あなた方です。言葉とその言葉の意味は、分かつことも区別することもできません。言葉は物体がなければ生じませんでした。また、物体も言葉がなければ生じませんでした。25/12/70



　＊赤ん坊

赤ん坊が生まれ落ちると泣き始めます。赤ちゃんが泣けば血液が循環し始めます。それ故赤ちゃんが泣くのは良いことなのです。人の人生も泣くことから始まって祝福で終わらねばなりません。この世は、良いことと、悪いことが混じり合っています。我々は良いことのみを体現すべきであって、悪いことは受け流しましょう。不幸にも、我々は悪いことを人と共有して、良いことを他の人と共有しません。我々は他人の欠点を探し出そうとします。それよりも、自分の欠点を見つけ出しなさい。10/4/96

  生まれたばかりの赤ん坊は泣き声を上げますが、成長した大人は微笑みながらこの世を去るべきです。どうして赤ん坊が泣くのか知っていますか。赤ん坊が泣くのは、これから待ち構えている長くて骨の折れる問題だらけの人生、という不幸が目の前に横たわっているからです。人は誰もが何度も何度も生まれ変わります。だから赤ん坊は泣くのです。、人生は「私は誰か。｛コーハム｝」という質問で始まり、一生が終わる前に「私は神である。｛ソーハム｝」という答えを見つけなければなりません。STPSp249

 お母さんが赤ん坊にお乳を含ましながら優しく耳をマッサージするのは、赤ん坊が良くお乳を飲めるために良いのです。OTYRTNp211



　＊悪

悪は何千もの罠を用いてあなたの心を捕らえようとします。あなたは、それに対して常に用心深く目を見張っていなければなりません。SSALp141

    「舌の悪」、「心の悪」、「手の悪」を避けなさい。つまり、他人の名声を傷つけること、他人の利益を害すること、苦痛を引き起こすことをやめなさい。邪（よこしま）な感情や激情を断ちなさい。悪い行いから離れていなさい。これらの諸悪が存在しなくなったとき、初めてあなたの理想のディヤーナ〔瞑想〕が成功可能になります。こういった悪がわずかでもあれば、心を曇らせ、混乱と動揺を作り出すでしょう。

   世の中には、善と悪の間に絶えざる戦いが続けられています。他者を妬んで、非難・中傷をする人々がたくさんいます。しかし、私たちは、そのような非難にまったく重きを置く必要はありません。賞賛や非難は、人類にはつきものです。バーラタ（インド）の国においても、その種の困難を経験し、忍耐によってそれを乗り越えた有名な人物が何人もいます。もし皆さんが真理と愛に生きているのであれば、決して危害を受けることはないでしょう。肉体はいつかは滅びます。ただ単に肉体を安全に守るために、悪いことを行ってはなりません。肉体は滅びますが、魂は永遠です。ですから、真理を求めなさい。真理よりも偉大なものは存在しません。23/11/2000

あなたが悪事を働くと、それは後ほど何倍にもなり、幾通りにもなってあなたに戻ってくるのです。SSN春1986p34

 アートマは善悪を超越しており、何者もアートマに触れたり傷つけたりすることはできません。照覧者であるアートマは二元性を超越しています。たとえば、蓮は水と泥の中で花を咲かせます。水と泥が無ければ蓮は生きられませんが、水も泥も蓮に付着して存在しているわけではありません。泥は過去世でなした行為で、水は現在での行為の結果を象徴しています。

 蓮の花はアートマで、過去と現在を超越しています。鳥は卵から生まれ、木は種から生じます。それと同じように、アートマの本質と人間性は相互関係にあり、互いを補い合っています。ですから、悪には注意を向けないことが悪を排除する方法です。悪を幻とみなしなさい。それでよいのです。STPS2p166~8

  絶対的善は存在しますが、絶対的悪は存在しません。悪は変化するものであり、善の一つの側面を歪曲したものが悪なのです。しかし、普通、肉体意識にとらわれている人は、善と悪を一つと見なすことは出来ません。自分自身と他の人のうちに存在する神性意識を知った時に、私たちはじめて善と悪を同一視する事が出来るのです。

 善のみが真実であり、目に見えるものがたとえ歪んでいても、本質的にはすべてが善であるという真理を、不断の態度としてあなたが培えば、非常な力を得ることができるでしょう。~全ての人は良い人なのですが、悪い行動が伴っているのです。作用と反作用の法則です。それゆえ、邪悪な事件の被害者に関していえば、すべては何の例外もなく起こるべくして起こるのです。CWSSBJp139

 邪悪と信愛という二つの要因は、どのアヴァターの降臨にもなくてはならないものなのです。このように、神の計画には霊妙な秘密が隠されているのです。21/5/95

 スワミが人と接する場合は、その人の善良な性質に目を向けて、悪い性質を無視します。それは、その人の善良な性質を増強するためです。~この世で生きて行く上でのスワミの教えの核心は、他者に内在する本質的性質である神を見て、その性質を愛し、それ以外の一切の行為、性質、不品行、悪い特質などに気を止めないことです。

 私たちの接する相手の内におられる神に対して抱く愛は、霊的愛であって肉体的愛ではありません。それは、その人の世俗的な性質に神を見るということではありません。その人の世俗的行為の不品行を大目に見たり、褒めたりすることではなく、誤った行為を叱らないという意味でもありません。

 その人に内在する神に真に集中し、それを愛するとはいえ、その人の欠点、誤った行為、短所などを叱ってそれに気づかせるべきです。そうすることは、その人を傷つけることでもありません。重要なことは、それをする動機です。CWSSBJp82

 神聖な人々は、いつも善に目を向け、悪にとらわれることはありません。世の中に見られる悪い行為に関する思いで心を満たしてはいけません。あらゆる種類のサーダナの目的は、全てのものの内に神を見るように心を訓練することです。CWSSBJp275 

   最近は、憎しみ、妬み、見栄が蔓延しています。これらのものをすべて取り除き、愛の道をたどりなさい。あなたの望みが満たされても、そうでなくても、起こることはすべて、あなたにとって良いことだと考えなさい。あなたが困難に遭遇したときは、そのうちもっと良い日が来るのだと考えなさい。善と悪は常に隣り合わせです。ですから、善と悪の両方を同じ心で受け取りなさい。ギータは、『幸せも悲しみも、損も得も、勝利も敗北も、完全なる平常心を持って扱いなさい』と言っています。楽しみは、苦痛と苦痛の間の期間です。あなたの世俗的な欲望を減らしなさい。神を求める気持ちを育てなさい。神への愛を高め、それによって、さらに幸せになりなさい。もし欲望が大きくなると、あなたの苦しみもその分だけ大きくなり、幸せもそれに反比例して減っていきます。23/11/00

   真の至福は外側の世界から手に入れることはできません。真の至福はあなた自身のハートの中にあります。実のところ、至福は全世界にあまねく広がっています。全世界に悪を見るのはあなたの心のゆがみが原因です。それゆえ、心を清めなさい。そのようにして初めて真の人間となることができます。

  心が汚れているなら、あなたは自分を人間とは呼べません。価値のある行いをしなさい。よい言葉を話しなさい。神聖な生活を送りなさい。このようにして、あなたは生活の中に充足感を見いだすことができます。この世には悪は存在しません。あなたが見つける悪は何であれ、あなた自身の思いの反映に過ぎません。あなたの周りにあるものすべてはあなた自身の反映です。あなたが何かを 指差して「それは悪い」と言う場合、それはあなたの中の悪が外側に映し出されていることを示しています。決して悪い思いを心に抱いてはなりません。心を甘露のごとき思いで満たしなさい。そうすれば、あなたの人生は甘美なものとなるでしょう。16/3/03



　＊悪人

悪人とは言葉を交わす必要はありません。彼らと大きな距離をとるのは、あなたにとって良いことです。もし必要なら、そういう人との関係を断ち切りなさい。TOSSSBp38

 このサティヤサイババという化身においては、悪人は退治されるのではなく、矯正され、改められ、教育されて、正しい道に戻されるのです。シロアリのついた木は、切り倒さずそのままにしておかれます。また、この化身はリーラ、奇跡、教化のセンターとして、将来この地以外の地を選ぶことはありません。この木は移植しません。この木は大地から生じたこの場所で成長します。SSSVol1chp2

 自分の欠点を指摘してくれた人に対して、感謝すべきです。その人に対して憎悪を抱いてはなりません。自分を悪くいう人を憎むことは、良い人を憎むことと同じく、悪いことなのです。善人を愛し、悪人とは交わりを断ちなさい。しかし、よく覚えていなさい。悪人とて憎んではなりません。悪人を避けなさい。DVJp102

    私は、自分自身を私に全託する人々を救うために降臨しました。人々が『私はあなたのものです。それゆえ、あなたは私を救ってくださらなければなりません』と一度でも心の底から祈るなら、私はその人を受け入れ、行為と結果、生死の輪廻、という悪循環からその人を救い出します。実際、私の愛を理解していない人々は、なぜ私が悪事を働く人々を保護するのか不思議に思っています。もし私が罪びとを受け入れず、罪びとを変容させないなら、いったい誰がそれを行うというのですか？ ND

 悪人も含めすべての人々は兄弟なのですが、五感を通して悪い食物を摂っている人々から離れていなさい。魂は神の立場からは一つですが、彼らと肉体的にレベルでは交わってはなりません。CWSSBJp140



    ＊悪の勢力

私たちは、宇宙に神が遍満していると見ることができたとき、初めて悪の勢力と戦う力をもつことができます。長年にわたって祈りや巡礼に携わっている多くの人が、どうしていまだに神を実現することができないのか、不思議に思っています。神を探すために世界を回る必要はありません。神は純粋な帰依者を探しています。神が遍在であることを意識している帰依者は、いたるところに神を見ます。帰依者は、神のいないところはないという深い確信をもっていなければなりません。それこそが帰依の真の徴です。瞑想と祈りは、自己を浄化する手段として価値があります。しかしそれは神実現（神我顕現）につながるものではありません。神への揺るぎない信仰は、説明し難い至福をもたらします。人は、信仰を蝕む疑念に屈してはなりません。25/12/86



　＊悪魔

 悪魔的人間は人間の守るべき道徳律を無視し、恥ずべき感覚の悦楽を追い、エゴと慢心に満ちて利己的な目的の為に他の人を傷つけることをなんとも思いません。彼は傍若無人に罪深い行動をし続けます。自己中心が彼の息吹であり、執着は彼の背骨です。このような利己的な人を称して悪魔といいます。25/12/92

      荒々しい言葉で話す者は、まさに悪魔です。あなたが他者の感情を傷つけたならば、あなたはその倍傷つけられることとなるでしょう。自分の行為の結果からは逃れられないのです。あなたは、その真実を心に留めなければなりません。他者を傷つけないという心構えをもちながら行為するとき、あなたの人生は神聖なものとなります。19/11/02

   人は、兄弟愛の道の上に社会を築くことによって、人間性を示さなければなりません。もしもそれとは逆に、破壊行為に携わるなら、それはその人が悪魔のレベルに落ちていることを意味します。しかし、我らがサティヤ・サイ教育機関の学生たちは、高い理想と善い実践を見習おうと懸命に努力しています。人生はつねに、破壊的な追求ではなく建設的な行為に捧げるべきであることを、絶えず心に留めておかなくてはなりません。皆さんは人生の真理を理解しなければなりません。自分の愛を体や体の属性に限定すべきではありません。愛は、あらゆる生き物、生命を持ったあらゆる姿のものたちへ、拡大しなければなりません。愛が人生のモットーであるべきです。生きることとは、生きることを愛することです。通常、私たちは、生活するためにお金を稼いでいると考えます。しかし、お金を稼ぐのは人生の神聖な目的を果たすためである、ということを理解しなければなりません18/1/85

 その人の行為によって、その人が人間か、悪魔か、神聖な人かわかります。その人が、悪い想念を持ち、口汚く、悪い行為にふけるなら、その人を悪魔と呼んで差し仕えありません。また、自分を助けてもらった人を傷つける人も、同様に悪魔と呼んでいいのです。SS6/1996p,143

  この広大なバーラタの国において、現職の政治家の中にそのような崇高な理念の遂行に携わっている人が一人でもいるでしょうか？ それどころか、彼らは慎みのない者のように他者の悪口を言い続けています。神聖な行為を邪魔しようとする人は、人間ではありません。そのような人は本当に魔物でしかありません。たとえ全世界がそのような魔物で一杯になったとしても、サイの決意は決して変わりません。（拍手）。一部の人々が、卑劣な考えから、サイババのイメージを汚そうと努めています。私は名声を求めません。ですから、いくら彼らが虚偽の敵対宣伝をしても、私が失うものは何もありません。私の栄光は日増しに高まっていくでしょう。たとえ彼らが全世界で派手に虚偽の敵対宣伝を繰り広げたとしても、その栄光は微塵も低下することはないでしょう。 一部の帰依者は、これらの虚偽の主張に惑わされているように見受けられます。そのような人は真の帰依者ではありません。サイの大いなる力を知ったのであれば、どうして「うるさいカラスたち」を恐れる必要があるでしょうか？ 私たちは、あちこちの壁に書かれている内容や、政治的な会合における発言や、出版物となって出回っている下品な作り話などのために､自制心を失ってはなりません。真理と、正義と愛の原理を広めるのだと、固く心に決めようではありませんか。25/12/00

   虚偽でもって人を陥れようとしている人々は、必ず破滅の憂き目に会います。虚偽のネガティブな宣伝を煽っている人々も、滅びの定めを避けることはできません。

  お金は、正しい行いをするために活用すべきです。それを邪（よこしま）な目的に使ってはなりません。心からの愛と慈悲を込めて人類同胞に奉仕をしなさい。彼らに正しい道を進ませ、幸福の手助けをしてあげなさい。私は、人々が繰り広げるいかなる虚偽のネガティブな宣伝をも恐れません。真理と正義と愛の道を守っている私が、何を恐れる必要があるでしょうか？ 人々には好きなことを言わせておきなさい。私の心は乱れません。25/12/00

    一部の外国人たちが、彼女たちを買収してサティア･サイババを非難するための話を捏造させようとしています。スイスでは、女子大の卒業生に対して、ある人物が、サイババを陥れるための作り話を考えて欲しいと言って近づいたとき、彼女は烈火のごとく怒って、すぐさま自分の履いていた靴を脱いで手に取り、ほとんど相手を打ち据えるような勢いで「これがあなたの宗教の教えですか？ これがあなたの宗教が広めようとする理想なのですか？ 恥を知りなさい！ ここを出て行きなさい！」と迫ってその人物を追い払いました。しかし中には、ユダのように買収されて、サイババを陥れる虚偽の攻撃をする裏切り者たちがいます。25/12/00

   心の中では悪いことを考えていても、他人の前では愛想よく話す人々がいます。そのような人はまさに悪魔です。悪魔は夜になれば力を得ることで知られていますが、その夜とは、邪悪さと無知の暗闇の象徴です。昼はスグニャーナ（霊的知識）、夜はアグニャーナ（無知）の象徴です。無知の暗闇に沈むとき、あなたは至る所に邪悪さだけを見出します。そのような人を人間と呼ぶことはできません。その人はまさしく悪魔です。2/4/2003

    人は欲望や執着や考えによって悪魔になってしまいます。人はある種の欲望だけを持つべきです。それは、神への愛です。罪への恐れです。この二つによって、あなたは善人になります。16/7/97

      人間は、真のマーナヴァ（人間）らしい生活を送っていればそれで十分です。というのは、人間にはマーダヴァ（神）が内在しているからです。残念なことに、今日の人間はダーナヴァ（悪魔）のごとき生活を送っています。人間は頭のてっぺんからつま先まで、悪魔のようになっています。それでどのようにして幸せを得ることができるでしょうか？心を清め、その中に至福を体験し、あなたの幸せをあなたのまわりの人と分かち合いなさい。 時として、怒り、貪欲、嫉妬というような悪い性質があなたを打ち負かそうとするかもしれません。それらは過ぎていく雲のようなものです。それらに流されてはいけません。あなたのハートから生じる純粋なる永遠の意識をしっかりとつかんでいなさい。16/3/03

  今日、人間は、自分が神の一つの様相であることを理解していません。人々は、神が自らの中にいるという事実に気付かず、自分を愛してくれる存在はいないと思いこんでいます。すべての人間が、神聖であり、慈悲に満ちているハートを持っているのです。神は、そのようなハートに住んでいます。しかし、今日、人は生来もっているはずの慈悲心を失ってしまい、薄情になっています。そのような人間を神の火花と呼ぶことはできません。彼は、まさに悪魔です。「永遠なる真我は『私』の一部である･･･」という神の宣言は、このような人間には当てはまりません。9/10/02



    ＊悪霊

 神が内在しているにも拘らず、人間はまるで悪魔の影響のもとにあるかのように振る舞います。何よりもまず、人間は、自分が神の火花であり、いかなる悪霊であれ自分を支配することはない、と悟るべきなのです。神は、あなたのハートに住んでいると語ります。ハートはただ一つの座席です。そこにあるのは、ただ一人のためのみの場所です。それゆえ、他の誰でもなく、神のみがあなたのハートに座るべきなのです。9/10/02



   ＊阿修羅

阿修羅の特質を変容させて、甘露の如く純粋なものにすることのできる神の御名は実に万人にとって、世界にとっての平安の天国であります。御名を途切れることなく繰り返し唱えること、その御姿と御名を熱烈に愛すること、それこそがバクティ（神への愛、帰依）という呼び名にふさわしいものです。バクティとは、最高の愛が、そしてもっとも純粋な愛（プレマ）が、神に向けられていることを意味します。至高の平安　P.99



　＊与える

あなたに覚えておいて欲しい事は、良いことをしてもらった人に対して、良いことをして返すという事は、別にたいしたことではないということです。これは単にギブ＆テイクということだけです。あなたを傷つけた人に対して良いことをするというほうが、よっぽど素晴らしいことなのです。サイの召使であれば、与え、与えるということをモットーとすべきなのです。たとえその人から何も見返りが得られなくとも、与え、与えるということをすべきなのです。SSS Vol11p104



    ＊頭

頭は、あらゆる力が位置する場所です。神聖な人の頭の周りに光輪が輝いて見えるのはそのためです。ですから、人は十分に気をつけて頭を保護しなければなりません。10/2/05



　＊アートマン

何か困ったことに出会うと、人は絶望して泣き、神を非難さえします。しかし嘆く必要は全く無いのです。一切の悩み事は過ぎ行く雲。雲は永遠の太陽の光輝をいつまでも隠すことは出来ません。それと同様に、如何なるものもアートマンに影響することは出来ません。この絶対実在が自分であることを実感認識するのなら、あなたは嘆くことは無いのです。あなたは至福の権化なのです。19/10/93

    人はこの世のあらゆるものを信じていますが、自分自身を信じていません。アートマン真我への信頼があれば真我への満足が生じ、真我への満足があれば、真我への犠牲と真我の悟りが生じます。土台がしっかりしていれば壁は安全であり、壁が安全であれば屋根は安心だというのは周知のとおりです。そのような家で、初めて人は無事に暮らすことができます。今、土台がしっかりしていません。それでどうやって壁が安全な状態を保っていられるでしょう？ 人間の土台は真我への信頼であり、真我への満足が壁であり、真我への犠牲が屋根であり、真我の悟りが人生です。ですから、これら四つは完全無欠であるべきなのです。22/11/08

 アートマンとの全一性を実感認識できる者のみが、無限の至福、即ち永遠の至福を経験することが出来ます。30/5/92

 一つの同じアートマが、覚醒状態、夢見の状態、熟睡の状態という三つの状態のすべてに存在しています。覚醒状態では、肉体や心や知性と関連して働き、夢見の状態では、肉体はベッドに横たわって寝ている為に、すべては心の産物であり、心があなたをも造り出しています。熟睡状態では、肉体も心も知性も存在しません。~外界から得る衝撃や作用や影響は、心に取り込まれ、刻印されます。しかし、その一方で、肉体と心と知性を通じて働き、照覧する「チダーカーシャ」と呼ばれる「私」という感覚が存在します。これらの三つは、肉体、微細体、原因体に相当します。stps2p143

 アートマンの至福はこの世俗的至福より、一兆倍の価値があります。一度このアートマンの至福を体験したら、他のことなど考えられません。人は、すべてを忘れて、アートマの至福と一体となりそれに浸ります。世界中にこの至福で満たされていないところはどこにもありません。この世の万物には、生来この至福が含まれているのです。SSNewsVol14

 世間のものに心を奪われている限り、アートマの光が差すことはありません。ですから世間のものへの執着と憎しみを～惹かれることと反発することを～心から追い出してしまわなければなりません。それが出来ればアートマの知識が身につくでしょう。心にアートマの知識を抱くようになれば、平安な気持ちを味わうようになります。かぐわしい平安が周りに広がります。ところが悪い感情、悪い思い、悪い行動で溢れていると、心は汚れてしまい、周りの人にまで毒気を浴びせるようになります。良いことでも、悪い事でもどんなことでも、心に溢れる思いは周りの人に広がっていきます。そして周りの人はすぐにまた、よく似た感情を持つようになるのです。SGc9

 人の心という小さい穴からこの世を見ると、多様な色とりどりの創造物が見えます。ところが、アートマンに関する知識が授かり、アートマンの大いなる光が注がれると、あなたはこの世は唯一の無限光によって満たされており、個々の創造物を見ることはもはや不可能になります。SDMp94

 力がみなぎるこのアートマンの本性と機能は、かすかな姿をとって各人のうちに存在します。人は身体機能と心の機能を用いて富と世俗の物質を獲ることだけに夢中になっている為、この神聖な力を見ることが出来ません。全ての器官や道具を機能させるアートマンが存在しなければ、身体は価値のない肉と骨の塊です。それゆえ人の第一の義務は、まったく価値のない身体に価値を与えるアートマンを認識し、そしてこれらの道具としての身体の働きを正しく調整して人間として生を受けた目的を成就することです。25/5/91

    アートマンの機能と本性は人類に愛の機能と本性を教えるために、天なる住居からこの世に降臨しました。したがって各人は愛の真の本性を学ばなければなりません。神への愛が強ければ強いほど、味わう至福も大きいのです。永続する至福を望むなら、神に対するひたむきな愛を、培わねばなりません。18/10/91

    アートマは私たちの心という空で、月のように輝いています。けれども、時折、私たちの思考や欲という雲でアートマが覆われてしまうことがあります。季節によって厚い雲が出るときがあります。厚い雲が出ているときには、月を見ることはできません。同じように、アートマはすべての人に内在しています。自分の思考と欲という厚い雲のせいで、皆さんはアートマを見ることができないのです。ですから、自分の欲を抑えるようにしなさい。24/8/07

 アートマの輝きにはただ一つの性質があるだけです。それは、すべての人を明るく輝かすことです。アートマの光はすべての人が同じように持っています。それは永遠の不滅の魂の光､と呼ばれます。それはすべての人に備わっている純粋な光であり､それだけを特徴としています。それに対して、人生というランプの炎は一人一人皆違っていて様々な変化と問題にさらされるのです。SGc31

      二元性の感覚をもっている限り、あなたにとってこの世は存在します。熟睡状態のとき、あなたは真の至福を楽しみます。そのとき、あなたは自分の体も、心も、感情も、性質も、思考も意識しませんが、それでもあなたは存在しています。その同じ純粋な「あなた」は、覚醒状態でも、夢見状態でも、熟睡状態でも存在しています。肉体にも、微細体にも、原因体にも、「あなた」は存在しています。これらすべての状態と段階において、いかなる変化も受けずに存在し続けているもの、それがアートマの原理です。30/3/87



　＊アーナシャクテイーヨガ

完全に利己心が無く、行為の結果を全く考えず、完全に集中して有能な仕事をし、しかも執着や欲望を待たず、全ての行為を神にささげる時、それがアーナシャクテイーヨガの実践です。アーナシャクテイーヨガはブッデイヨガよりはるかに優れ、中々凡人に出来ることではありません。しかし私達は、アーナシャクテイーヨガの境地に達する努力を放棄してはなりません。全力を挙げて努力し神の御加護があれば、一見不可能なことに見えることも成し遂げられます。5/1987

ギータの教えるアナーシャクティヨガは、関心を持たぬ事、つまり個人的な関心を持たぬ事を意味します。それは、自分の行為によって生ずる利益に全く無関心でいる事、そしてその行為に結果が成功であるか、失敗であるかについても、全く関心を持たない事を意味します。行為を為す時、自己の能力の最善を尽くして仕事に没頭し、一切の行為を神への奉仕として捧げ、しかも常に神を意識の中心に憶念し続ける事が必要です。5/1987



    ＊あなたの中の「私」

実際には、あなた方は今もすべてを神に捧げています。ただ、あなたはそれを、あなたが当然得るべきものである歓喜の中で意識的に行うことをしていないだけです！ あなた方は「私は自分の喜びのためにこれをする。私は幸せになるためにそこへ出かける。私は自分の満足のため、自分の向上のためにこれを読んでいる」などと言います。行い、出かけ、演じ、読み、楽しみ、喜ぶ、その「私」とは誰ですか？ それは、目、耳、脳等々を使って、見て、聞き、考える「私」です。それは、ラタン ラルの言う自分である「私」です！ ソーハン ラルもプラン ラルもインドゥ ラルも〔いずれも人名〕、皆、「私」、「私」、「私」と言います。その「私」は、すべての人の中にいます。それは各人の中の個人化したアートマであり、特定のものの中に映る普遍なるものです。ですから、あなたが「私は自分の喜びのためにこれをする」と言うとき、本当は、あなたはそれをあなたの中の「私」、つまり神のためにするのです。それゆえ、ギーターは、「マーム アヌスマラン」〔私を心に留めよ〕、「マーム エーカム シャラナム ヴラジャ」〔私のみに庇護を求めよ〕、つまり、「あなたを私に託しなさい！」と述べているのです。その「私」とは誰ですか？ 神です。なぜ神は「私」と呼ばれるのですか？ なぜなら、神はすべての存在の中の「私」だからです。25/12/70



    ＊あの世に持っていけるもの

     今までに１ナヤパイサ（インドのお金の単位 ）でもあの世に持っていった人は一人でもいますか。あなたがこの地上を去るときお金を持っていくことはできません。もし人がこの世を去るときに砂を持っていくことができるとしたら、砂はこの世から全て無くなっているでしょう。わたしたちが持って行くものは善い行いと悪い行いだけです。わたしたちは善い評判を得るべきです。15/7/01



　＊アヴァター

    人は神の性質に気づくことができずにいます。アヴァターは、一人の役者としてこの世の舞台に降り立ってはいるものの、神は自らの役割を演じるのにふさわしい時を待っているのです。23/11/94

  驚くべきことは、アヴァターが目の前にいるにもかかわらず惨めな気持ちをいだくことです。アヴァターのすぐ近くにいてアヴァターと一緒に移動し、歌を唄い、スポーツを一緒にしているのにアヴァターの真理を理解できないということは､驚くべき現象だといえるでしょう。あなたがアヴァターの原理を理解出来た時、あなたは真の祝福を味わうことが出来るでしょう。SS9/90p231

    真実を言えば、アヴァターがまとう肉体は、個人の過去世における行為の質によって作られるカルマ デーハ〔行為によって得た肉体〕ではありません。アヴァターとしての神は、意のままにどのようにでも肉体を形成し変えることができます。神は、自らが意志した時に、意志したとおりに、肉体を生じさせたり捨て去ることができるのです。他のいかなる力も、いかなる人間も、それに影響を及ぼすことはできません。一切は、神が望むとおりに、神の決めたとおりに起こります。アヴァターを肉体と見るのは正しいことではありません。24/7/83

    神が人間の姿で誕生するとき、神は他の人々のように母親の子宮から生まれるのか、それとも、自らの意志によって生まれるのかと、人々は疑問を持ちます。その真相は、神が人間の姿で誕生する際、神は両親を選定するということです。神は自分がまとった姿を用いて、アヴァターの使命を果たします。これはどの時代にも起こります。7/10/05

 十番目のアヴァターであるカルキアヴァターは、シルディサイ、サッチャサイ、プレマサイと三つに分けました。このことはこれまでのユガでは見る事はできず、カリユガにだけで見ることが出来ます。サイアヴァターは初期のカリユガでも将来のカリユガにでも現れることはありません。シルディババであったころ私は食事の準備をしていました。人々は、シルディババはよく怒るといいますが、もし子供たちが食事の邪魔をすれば怒らざるを得ないでしょう?プレマサイアヴァターでは、すべての人が、神が用意した食事に楽しくありつくことが出来ます。P,67 ANDI

   将来、あなた方は神の顕現をもっとたくさん見るでしょう。この至福は神の近くにいてはじめて経験できるものであり、その他の場所では経験できないということを理解しなさい。私があなた方と同じように話し、笑い、歩き、食べているからといって惑わされてはなりません。身体の感覚に惑わされてはなりません。私の行為はすべて無私、無私、無私です。私には利己心は全くありません。この真実を固く信じなさい。完全に信じるなら、たとえどこにいようとも、あなたの願いは求めずともかなえられます。完全な信仰を抱かない者のみが苦しむのです。自分への自信をもっと持ちなさい。これはあなたが最初に取りかからなければならない霊性修行です。15/2/99

 ダルマを復興する為に、アヴァターが人間の肉体をとってやってきたのです。神があなたの目の前にいてそのための作業に従事しています。そうであるのに、あなた方はなぜ永遠の生命や解脱について議論しているのですか。君たちの人生は始まったばかりです。まず最初に、今世でのあなたの人生の目的が何であるか見定めなさい。

 神ご自身がダルマを育むために降臨しているのです。君達も私と同じ作業に従事するのであれば、それは神を礼拝することになるのです。そうすればあなたは、神に奉仕し、神の帰依者と自分自身に奉仕することになるので、神の身近にいる者となり、神に愛される者となるのです。CWSSBJp75

   私は神である。あなた達はこの私が来た機会を逃さずに、川を渡らねばならない。あなたがやらねばならぬ事は、船に乗ることである。私が船長で、あなた達が乗船して来るのを待っているのだ。次の二千年の間、誰もあなた方を今私がやっているように、対岸へ連れて行ってくれるお方はこの地上に来ないであろう。p260ANDI

 なぜ私が地上に降臨してきたと思う?神は無相だ。どんな特質も神を捉える事は難しい。信者が私を知り、感じるのは難しいのだ。それゆえ、私はこの姿を取り、人々が礼拝できるように地上にやってきたのだ。そうすれば、後に人々が無相で無属性の神に融合出来るようになる。p158 ANDI

 このアヴァターがこの世界から悪魔を退治し始めたら、誰もこの世界にいなくなってしまうでしょう。私はそれゆえ出来る限り、一歩一歩あなた方を霊的に高める為に来たのです。この素晴らしい機会を逃すことなく，あなた方の人生の目的を果たさねばなりません。後で後悔しても始まりませんから。その方法は簡単です。ただ神の御名を唱えることです。p256ANDI

 ヴィビハヴァの化身（ラーマやクリシュナなど）はプールナアヴァターラ（神の完璧な顕現）です。アルチャアヴァタラはアムサアヴァターラ（部分的顕現）です.そのような化身は、インドのみならずあらゆる国にユガごとに化身として降臨します。7/9/96

   このアヴァター自身も、役割を演じているのです。機能を果たさず、役割を持たないことにより、機能を果たし、役割を担っているのです。4/10/62

 私はこの一時的でつかの間の人間の姿にあと５９年とどまり、このアバターの目的を必ず果たします。このことを疑ってはなりません。あなた方に関しては、私は私のペースで私の計画を遂行します。私はあなた方がせきたてるからといって急ぐことはできません。

 時として、いっぺんに十の事を成し遂げることが出来るまで,私は待つかもしれません。まるで一台分の貨車の荷物を運ぶためには、貨車のエンジンをかけず、馬力に見合った十分な貨物が詰まれるのを待つのと同じです。けれども、私の言葉は決して人々を裏切りません。それは私が意思すればいつでも実現するのです。29/9/60

 神の化身は皆、不思議な現象を示します。化身を化身として認識できないことも、又、不思議というほかありません。さらに驚くべきことは、化身が目の前にいるのに、化身を化身として体験する能力をもたぬ人がいる事です。最も驚くべきことは化身の面前にいながら、惨めに感じることです。化身の近くにいて化身とともに歩き回り化身とともに歌ったり遊んだりしながら、真実の化身であることを理解できないとは真に不思議であります。化身の本性と機能を理解するならば、あなた方は真の至福を体験します。14/8/90

何も心配することはありません。何を体験しようとも、そして何が起ころうとも、それはアヴァターが意図したことだと思いなさい。このアヴァターが地上に降臨し、そしてその使命を果たそうとするときに、それを遅らせるような力などこの世に存在しません。SS10/96Back Page



    ＊アヴァターの目的

アヴァター（神の化身）の目的は人類に奉仕することです。神は愛と情と慈悲により、人間の神性意識を目覚めさせるために人間のレベルに降りてきます。神こそが人間の中心核であるにもかかわらず人が必死になって自分の外に神を探しているのを見つけると、神は人間の中に神がいるということを人に気づかせます。24/12/80

    神は永遠不滅の力であり、全知全能です。神は原因であり結果です。神は陶芸家であり、土であり、陶器です。神がいなければ宇宙はあり得ません。神が意志して宇宙が生まれました。宇宙は神の遊戯であり、神の力の顕現です。人間は神の意志、神の力、神の英知の具現です。ところが、人間はその栄光に気づいていません。無知という雲がその真理を覆い隠しているのです。神は真理を覆っているベールを取らせるために、聖人、賢者、預言者を送りました。そして、人を目覚めさせて解放するために、神自らもアヴァター（神の化身）となって顕れました。24/12/80



    ＊油

ヴィナーヤカ チャトゥルティーの日、人々は特別料理としてクドゥムルとウンドラッルーを作ってヴィナーヤカに捧げます。これらは少しも油を使わずに蒸して作るという意味において特別で独特な料理です。ゴマと米粉とジャッガリー〔ココナッツ黒糖〕を混ぜ、団子状にし、蒸してヴィナーヤカに捧げます。皆さんはこのような供物を作る目的を調べるべきです。ゴマは目に良いのです。油を少しも使わずに蒸して調理した料理は消化器官に良いのです。このような料理を食べる人には血圧と血糖の問題がなくなり、ずっと健康と幸せを満喫できるでしょう。油を使って火で熱する調理法は、ジャタラーグニ（消化の火）に対して有害です。そうした料理はさまざまな病気を引き起こします。油を使った料理を食べなければ、長い人生、幸せで健康な人生を送ることができます。10/9/02



     ＊雨

将来、あり余るほどの雨が降ることでしょう。だれも苦労することはなくなります。実際、私はあらゆる苦難から世界を救うためにやって来たのです。私は皆さんの欠点を直し、過ちを許すことによって、確実に皆さんに幸せを与えます。皆さんは一体性と愛のうちに生きなければなりません。20/3/07



     ＊アメリカ

バーラタはダルマジャの立場で、アメリカはアルジュナにあたり、ロシアはビーマにあたります。ビーマとアルジュナがダルマジャの命令に従ったように､アメリカとロシアもバーラタに追随すべきです。

STPSp20

  皆さんは新聞で、如何にアメリカがイランやイラクや他の国々と戦争をすることによって、金銭と資源の大きな浪費に耽ってきたかを見たに違いありません。そうすることでアメリカは一体何を得てきたというのでしょう。今、アメリカ経済は疲弊し国は不況にあえいでいます。それは、ひとえに彼らが資源を不適切に使ったことが原因です。29/8/09

あらゆる団体が、今、アメリカに目を向けています。それは、アメリカにはお金がたくさんあるからです。アメリカは裕福な国ですが、実際は貧しい国です。世界で一番貧しいのは誰ですか？ 欲がたくさんある人が一番貧しい人です。十分に満足している人が一番裕福な人です。この二つの原理原則を頭に入れておきなさい。27/7/02



    ＊アーユルヴェーダ

インドの医者が実践している医学は、アーユルヴェーダという神聖な名前で呼ばれています。アーユルヴェーダは、健康で長生きするための科学です。その源はヴェーダ同様、神聖なものです！ アーユルヴェーダは、グルの御足のもとで、ヴェーダを学ぶのと同じくらい畏敬と崇敬の念をもって学ばなければなりません。アーユルヴェーダは、ヴェーダの儀式と朗唱を行うときと同じくらい、信愛と専心をもって実践しなければなりません。アーユ（長寿）を授けるヴェーダ、すなわち知識が、アーユルヴェーダです。アーユルヴェーダは、命を延ばし、命の危険を予防し、命を危険から守ります。

アーユルヴェーダは、病気の治療だけでなく予防も扱っています。心の安定と落ち着きの欠如は、私たちが病気と呼んでいるものへとつながります。医者の神聖な義務の一つは、健康を維持して病気を予防する方法を人に勧めることです。医者は、病気を引き起こすあらゆるアーハーラ（食べ物）とヴィハーラ（気晴らし、娯楽）の習慣の傾向を発見して、それを鎮圧するために、常に社会を油断なく見張っていなければいけません。着る衣服、住む家、その家のある区域は、清潔で整然としていなければいけません。食べた食べ物は、病気に対する十分な抵抗力を備えた強い体を保つためにすべての器官が必要とするものを、供給しなければなりません。たとえこの点をほんの少し欠いていたとしても、もし体が汚染されずに、純粋で、神聖に保たれていれば、健康を保つことができます。吸う空気、飲む水、住む土地、周囲の動植物――これらにはすべて、有害な微生物が生息しています。もし心と体が頑丈な強い鎧を身に付けていなければ、微生物が病気を引き起こします。運動、入浴、洗濯、掃除などは、このことを目的として処方されます。体は、輪廻の海を渡る船旅で人が乗る船であり、よく整備して航海に適した状態に保っていなければいけません。そして、船旅をする人もまた、自信と勇気に満ち、強くなければいけません。

現代では、病気にかかったときに効果があるという理由から、医療には価値があると信じられており、医療の役割は治癒で終わります。しかし、この考え方は改めなければいけません。医療というものは、人が病気で倒れないために用いるものであり、病気で倒れた人を起き上がらせるためにあるのではありません。真理の目的が、また生まれてこないために生きることであるのと同じように。3/9/82



    ＊胃

   あなたが「頭痛の原因は何でしょうか？」と質問したとします。非難されるべきは頭ではありません。調子が悪いのは胃なのです！ 皆さんが有しているさまざまな器官は、すべてこのような状態です。胃こそが重要な鍵なのです。胃は、何でも与えられたものを消化して、そのエキスをあらゆる器官に供給します。胃に授けられているこの消化力は、実際のところ、神から与えられたものです。そういうわけで、人は神を崇めて礼拝するのです。事実、神は消化力として生物の中に宿っており、それが体内のあらゆる生命過程を支配し動かしているのです。そのような神に対してあなたが捧げるべきものは何でしょう？ 神には、人間が作ったものではなく、神が創造したものを贈るべきです！ ですから、何であれ自然のままの状態で食べられるものは、神によって創造されたものをそのまま戴くという意味で、好ましいことなのです。8/10/83



    ＊イエス

人間には二つの特徴が見出せます。一つ目は一般的なもので、自分は善人で多くの徳と理性と才能を備えていると勘違いしていることです。もう一つは余り見かけませんが、他人の善良な性質や功徳、能力や善行を認識してそれらを高く評価出来る人です。イエスは二つ目に属する人です。イエスは他人の良い性質を見て、他人の徳を嬉しく思い、そしてその自分の喜びを他人と分かち合いました。25/11/88

    悲しみや、苦痛や、一時的な興奮を超越しなさい。あらゆる問題の原因と、それらに対する簡単な解答に気付くことです。人生におけるさまざまな矛盾を解決しなさい。人生の黄金律に従って幸せな毎日を送りなさい。透徹した洞察力と、冷静な決断力と、健全な判断力を養いなさい。神があなたに何を望んでいるかに気付きなさい。あなたの人格を作り変えて、神のごとき者になりなさい。何が最善であるかを知って、それを行うのに必要な勇気を奮い起こしなさい。

イエスの歩いた道をたどるのに必要な霊性修行を実践しなさい。神の御名があなたの心の中に鳴り響いているのを聞きなさい。イエスが常にあなたと共にあるのを見なさい。永遠の光と一つになりなさい。イエスがそうしたように、神があなたの内なる真の自己であることを知りなさい。

率先して人類と神とに仕えなさい。神は愛です。神聖な愛は、危害をもたらすことのない積極的な力です。神の愛の、永遠の霊的喜びを知りなさい。永遠の平安の、聖なる甘露を味わいなさい。24/12/74

    飼葉小屋でイエスが生まれたとき、三人の王が星によってイエスの出まれたところへと導かれました。彼らの一人は、赤子イエスが祝福されていると知りました。二人目が「この子は神を愛します。」と言いました。三人目が「いいえ、神が彼を愛しているのです。」と言いました。「まさしく彼こそが神ご自身なのです。」と。これらの三つの明言の真意とはー「神を愛するとは彼のメッセンジャーになるということです。神に愛されるには神の子になることです。最終的には神と一つになります。」そしてイエスは言いました、「わたしと父は一つです。」と。これら三つの言明はあなたがた全員にあてはまります。あなたがたもまた神の使いなのだと理解しなさい。いつ、あなたがたは自分自身を「神の子」と呼ぶことができるでしょうか？神は僅かな利己心の痕跡も持つことなく、全ての人のために無私のこころで純粋な行為のみを行います。神のメッセンジャーとなり、神の子となって神との合一を達成するために父の性質を表わし、自分自身を神聖にしなさい。



　＊怒り

苦しみに陥った人に対しては、幸せだったときのことを思い出させてあげましょう。そうすれば苦しみは消えてゆくでしょう。同じように、霊的修行者が無知に覆われているときは、その人に霊的なことを問いかければよいのです。もし、あなたが怒っている時は、興奮して大きな声で話したり、行動をすぐに起こしたりしないようにしなければなりません。どうして怒りが出てきたのか？自らに問うことで怒りのスピードは遅くなっていくことでしょう。SSIB93p,101

    どんな状況であれ、怒りによって自分を失ってはなりません。両親には従うべきです。自分を憎む人さえも愛するようにしなさい。人は愛のために自らの命さえも犠牲にすべきです。人生は人がそれを愛で満たして初めて価値あるものとなります。27/1/07

 欲望はそれが満たされぬ時、怒りとなります。怒りは身体を弱くします。怒りは消化システムを損ない、老化をもたらすのです。OCSp139

   サトヴァな人は､怒ってもほんの短い間だけで､怒りはすぐに消えてしまいます。そんな人こそが偉大な魂の人です。SGc13

  アートマの悦びに満たされたいと願うなら、自分の欲望を戒めなければなりません。どんな思いが浮かんだときも、その思いがどんな性質のものかを考えてみてください。自分の胸に聞いてみるのです。「この気持ちは、私の成長にとって望ましいか、害になるか、どちらだろう。」神を信じる者にとってまず特に気をつけるべきは、自分の思いによこしまなものが無いかどうかです。何の思いも無くすことなど、普通の人には無理でしょう。ただせめて、悪い思いが浮かんだときに、何らかの手があるはずです。悪い思いにとらわれてはいけません。忘れなさい。

 どんな思いも、すぐ良い思いに切り替えるのです。それから、いつも良いことだけをするように心がけなさい。そしてどんな場合もその仕事を神に捧げ、自分の務めを神様へのお勤めとしていくのです。すべての思いを尊い思いに変え、すべての務めを神様へのお勤めとする事によって、神への道を自然に進んでいけることでしょう。そうやって思いを正しいものにしていけば、怒りが生じても抑えることが出来るでしょう。怒りが生じそれを抑えようとする場合にどうすれば良いのか沢山の人が悩んでいます。

 怒りを抑える優しい方法があります。自分の中に怒りが生じたことに気づいたなら大きな声で笑います。また浴室に行って冷たいシャワーを浴びます。水を一杯飲んで、涼しいところでくつろぐのもいいでしょう。怒りが生じたらすぐにその場所を離れ他の場所に移るというのはすぐれた効果があります。

   これらの方法をみんなやってみて、それでも怒りを抑えることが出来なかったら、鏡の前に行って自分の顔をよく見てご覧なさい。自分の怒った顔を見れば、きっとうんざりしてすぐに怒りを抑えることが出来るはずです。こんなふうに、怒りに対して打つ手は色々あるのです。

 もう一つ、怒りが生じたときに出来ることが一つあります。それは、どうして怒ったのか、その原因を振り返ってみるのです。果たして自分の怒りは正当化できるのでしょうか。自分が怒って誰かを傷つければそれは罪を犯すことになるし、自分のためにもなりません。こうした方法は、どれも普通の人には難しいかもしれません。ただ、怒ったときに口汚い言葉で人を罵ることをしなければ、まずはよしとして下さい。少し時間をかけてよく考えてご覧なさい。怒りはいろいろなやり方で修行を志す人を弱くしてしまいます。怒ったときにその怒りを抑える努力をすれば、身体も丈夫になるし心も清められるでしょう。SGc9

    怒りが湧き上がりそうになったら、冷たい水を少しずつ飲み怒りがおさまり、自分の愚かさを笑える時まで、部屋のドアを閉めベッドに横になっていなさい。怒りに身を任せる事は危険なことで、のちのちずっと悔やむことになるからです。SIP6-30

    人は女性に涙を流させないということに責任を持たなければなりません。女性が泣けば、家族は苦難に直面するでしょう。足の棘（とげ）は抜くことができますが、辛辣（しんらつ）な言葉でハートを傷つけてしまったら取り返しがつきません。ですから、決して辛辣な言葉を使ってはいけません。やさしく、穏やかに話しなさい。夫には、妻の間違いを注意する権利はありますが、辛辣な言葉を吐いて妻の気持ちを傷つける権利はありません。いつも親切でいることはできませんが、いつも親切に話すことはできます。ひとたび以上の原則を守るなら、家庭は平安と繁栄を得るでしょう。普通、怒りの要素は女性よりも男性に多く見られるものです。一度の怒りで、三ヶ月以上かかって食物から摂取したエネルギーを消失します。それだけでなく、怒りは血液を煮え立たせ、それが冷めるまでには三ヶ月近くもかかります。そういうわけですから、もし何回も癇癪を起こしていたら、あなたの運命はどうなるか、想像してごらんなさい。11-8-2000

 あなたが三ヶ月間良い食べ物を摂ることで培ってきた力は、たった一瞬の怒りで無に帰してしまいます。怒りは私たちを衰弱させ善行の果報を奪い取るのみならず、体調にも悪影響を与えます。SSIBp209

   怒りによって、血液は急激に脳に流れ込みます。血圧は上昇し、血液の構成成分が変化します。かなりの量の毒素が血液の中に入り込むために神経は傷つき、あなたを実際の年齢よりも老けさせてしまいます。また、母親が怒るとその乳に毒素が混入し、乳児に影響を与えるのです。SSSVol11p72

 怒りを口にしてしまうと後々まで消えない問題を招きます。たとえ怒るのはもっともだとしても、たとえ真実を守ろうとしているのだとしても、どのようにして甘く優しい口調で思いやりのある態度で、人が受け入れてくれるやり方で、相手を傷つけずに真実を述べ伝えればよいのかを学ぶべきです。神を信じる人は、愛を育み心を愛で満たして、怒りを抑えるように心がけるべきです。SGc10

     腹立ちやすい環境にいても、怒りをコントロールすることができるなら、それは見事な成就です。そのような環境でないところで、怒りの感情をコントロールしたといってもそれは意味のないことです。それゆえ、怒りや憎悪が起こりやすい世間の生活をしつつ、それらをコントロールすることを学ばねばなりません。SIP5-52

   　怒りや妬み等の悪い性質が頭をもたげる時は、それに左右されてはなりません。それをコントロールしなさい。「怒りは悪い性質である。それは悪い行為をもたらし、最終的には私の破滅につながる」と、自らを戒め続けなさい。怒りが出たときはいつでも、一ヶ所に静かに座って冷たい水を飲みなさい。神の御名を唱えなさい。そうすれば徐々に怒りがおさまります。もし怒りが持続するようであれば、一人で静かな場所に行き、急ぎ足で半マイル（約８００ｍ）程歩きなさい。このように、怒りをコントロールするやさしい道はたくさんあります。しかし、今日の若者たちは怒りをコントロールする努力をまったくしていません。彼らは、怒りが出たときはいつでも、他者に悪口を浴びせるチャンスだと考えます。それは最悪の罪です。神への祈りと黙想によって、皆さんは自分の中の悪い性質をコントロールするよう努めなければなりません。5/7/01



    ＊生き方

  神に関係しない事項には関心を持たないようにしなさい。好ましい生き方をしていない人が自分に近づいて来ても、その人の欠点をあげつらったり、嘲笑、軽蔑の態度を示す必要もありません。その人に影響されず、自分のやるべきことをやっていれば良いのです。のぞましくない生き方をする者があっても、彼らのしたいようにさせておきなさい。それが、この世から影響を受けない生き方なのです。絶対者への愛が目覚めた者は、世俗のすべての物事に対してこのような態度、感情を持つのです。

    たえず心にブラフマンという絶対実在と非実在である俗世間の関係を思い起こしなさい。悪人を避けると同時に、善人ともあまり親しくならないように気をつけなさい。この種の執着は、外部世界に人を引き込みます。名と姿を取るものは実は罠なので、それらへの執着を捨てなさい。ウダシーナダ物事によって影響を受けない態度を成就する時、ゆるぎなき心の平安、自己コントロール、心の清浄を得ることができます。SIP5-66

        人間は、人類同胞との結びつきを通してのみ、至福（アーナンダ）を引き出して、至福を持続させることができるよう創られています。他人との接触をやめて孤独な道を歩むのは、弱さや恐れの印であって勇気の印ではありません。活気にあふれて人と関ることこそが、道徳、公正、思いやり、同情心、愛、堪忍寛容、平等観その他、人格を整え、強靭にする性質、人の性格を形作る多くの性質を、生み出すのです。文化は、ハートと頭がいっしょになった結果として起こるものです。4/73



    ＊生きているうちに

    生きているうちに体の有効性を認識しなさい。生きて、体を所有していてこそ、ダルシャン（神を見る機会）とスパルシャン（神に触れる機会）とサムバーシャン（神と語る機会）を得ることができるのです。体がなくなってしまった後でこれらを得ることができますか？ 不可能です！ この世はあなたの欲するものを与えてはくれないでしょうが、神からは、必ずやあなたの欲するあらゆる善いものを得ることができます。21/5/00



　＊医師

不幸にして現代では、一切の活動と職業は商業主義的な考え方と、金儲けをするという欲望によって汚染されました。医師という神聖であるべき職業でさえ、ビジネスに下落しました。医師は犠牲、愛、慈悲という三位一体の徳を持って患者の治療にあたらねばなりません。しかし医師の中にはこれらの徳を全く備えていない者がいます。彼らは医師という神聖な職業を金儲けの手段に悪用しています。金は大切です。しかし金銭に対して分別を持ちなさい。あなた方は金持ちからは正しい料金を徴収しても良いのです。しかし、貧しい患者にはもっと思慮深く接しなさい。

  貧しい人には無料で治療するように努めなさい。百万長者と乞食とを治療費の面で一様に扱うべきではありません。医師は神に等しい。という諺があります。至高の神が愛と慈悲を持つように、医師も又、至高の神と等しくこれらの徳を持つように努めなければなりません。それらの徳を持たぬ医師は、その者を医師と呼ぶことは絶対に出来ません。～医師が毎週二日間を無料診療の日として貧しい者に捧げる覚悟をすれば、人々はもっと健康になるでしょう。21/1/94

医者はハリ（ヴィシュヌ神、シヴァ神、ヤマ神の別名）、すなわち、取り除く者、破壊する者です。なぜなら、医者は人のサーダナ（霊性修行）の道をさえぎる障害物を壊してくれるからです。もし医者が愛と思いやりに満ちていれば、神はその医者を通して働きます。そのとき、その医者はもはや人ではなくなり、その医者の指を巧みに操り、その医者を通じて投薬する、ナーラーヤナ（ヴィシュヌ神、ブラフマー神の別名）となります。

それゆえ、医者は治療の過程において神の力の受け手となるよう努力しなければいけません。体であれ心であれ、医者自身が病気にかかっていたら、どうやって人を治すことができますか？ 医者の心が純真で満ち足りていれば、顔には自然と笑みがこぼれ、言葉は穏やかで優しく甘美なものとなるでしょう。それはどんな軟膏よりも柔らかいでしょう。医者の物腰と態度には、患者の中に存在する力の源をどんな薬よりも引き出す効果があります。祈りのこもった謙虚で敬虔な雰囲気は、十分に治癒の助けとなるでしょう。治癒は、医者の振る舞いと、声と、態度によるものが５０％、薬とその効き目によるものが残りの５０％であると言っても過言ではありません。3/9/80

 知識を用いて人類に奉仕することは医師の義務です。～サイ病院の医師は、神の御手に使われる道具である、という感情で働いています。23/1/94



    ＊意識

すべてに広がり、あらゆる生物の中にある意識は、人間によってのみ理解され得ます。動物や鳥にはその能力はありません。それが神性です。神性によって、あなたは肉体に限定された「良心」(Conscience、コンシャンス)を得ることができま す。「意識がある」(Conscious、コンシャス)という言葉は感覚と関連しています。「意識」(Consciousness、コンシャスネス)はあらゆるところにあります。人はこの三つとも持っています。あなたはデハートマ バーヴァ(肉体を自己と考えるこ と)から、純粋なアートマ(意識)に昇華しなければなりません。良心は、あなたが誤った方向に進もうとすると警告を発します。自分の良心の指示に適わない思いは、決して心に抱くべきではありません。18/7/97

    アートマ シャクティ（真の自己の力）は、チャイタンニャ シャクティ（意識の力）なのです。これは至るところに存在しています。この力こそが、あなたにさまざまな姿形を見ることを可能にしているのです。

人間の中に存在する計り知れない力は、本来、神のものです。その力は平安と幸福を授けます。あなた方は、その神性の力は何か特別な力だと考えるかもしれません。それは正しくありません。あなた自身の憶念の力が、神性の力という形をとるのです。ですから、まず、生まれ持ったあなたの神性に気づきなさい。書物に書いてあることや、書物であなたが読むことの一切は、実際は真理ではありません。ある種の一時的な力は存在しますが、それらは永遠のものではありません。そのような移ろいゆく力に惑わされるべきではありません。25/10/04

「目が覚めている状態」は、普通の意識状態で、粗雑な物質世界と関係しています。この意識状態は、感覚と知覚を通して得られる現象界の経験的知識をもたらします。この意識状態は、さまざまな知るための手段を有しています。それらは、5つの行動器官（カルメーンドリヤ）、5つの知覚器官（グニャーネーンドリヤ）、5つの生気（プラーナ）、心（マナス、マインド）、理智（ブッディ）、意識（チッタ）、エゴ（アハンカーラ、自我意識）から成り立っています。「目が覚めている状態」（ジャーグラタ アヴァスター）では、これら感覚的あるいは知覚的知識の19の側面が結びつけられています。物質世界の喜びを渇望するのは基本的にこの知識です。1979夏期講習



　＊意志の力

意思の力は電気エネルギーと結合せねばなりません。例えば親指の周囲にはオーラがあります。このエネルギーがなければ身体は動くことが出来ません。それをチャイタニア＜意思の力＞と称します。この意思はあらゆるところに満ちわたる意識です。各人は、良心と称されるものをこの意識から得ます。良心は感覚器官を通じて作用する時、意識のある状態をもたらします。全ての行為は意識の状態に属します。全ての心的機能は良心にかかわります。ブッディ＜知性＞によってなされることは全て、意識＜チャイタニア＞と関わりを持ちます。

 あらゆるところに満ちわたる意識は、人体のうちに頭のてっぺんから爪先に至るまでみなぎっています。この意識が存在するのにもかかわらず、人々はそれを誤って用い、あるいは全く用いていません。太陽エネルギーの僅か２％しか世の中で利用されていないのと同様に、人体の中にある神聖意識の極微量すら正しく用いられていません。社会を救う為に神聖意識を用いなさい。自分自身の為にのみ生きてはなりません。自分のエネルギーを社会の為に用いるならば、あなたの内にある神の力は溢れる程充電され、ほんの少しも減ることはありません。15/8/93

 まず内在するアートマの意識を培うことから始めてから、意志を強化すれば、アートマの至福はきわめて容易に、自然に手に入ります。つまり、動機を持たぬこと、願望を持たぬこと、執着を持たぬこと、行為の果実を求めぬ事、などの修行を始めるのです。そうすれば、道徳的な行為なども容易になります。内なる霊性を高めることなしに、道徳等を教えてもそれは表面的な影響しか、もたらさないでしょう。忍耐強くありなさい。

 熱意、信念、活気、歓喜を心のうちに育てなさい。いつも、自分のなしている努力の偉大な結果を目の前に掲げ、一切の誘惑を断固として退けなさい。誘惑は一時的なものであり、ちょっと忍耐すればそれは克服することができます。さもないと、手にいれた成果は一瞬のうちに消えてなくなるでしょう。DVJp40

 意思の力を正しく用いる者は、有徳の人物として光を放ちます。しかし、意志を誤った方向に用いるなら、邪悪な人間となります。欲望を減らせば減らすほど、意志の力は強くなります。過剰の欲望を持ち続けるならば意志の力は弱くなります。喫煙、コーヒーを飲むなどのいくつかの習慣の内、その一つなりとも減らすことが出来るならば、意志の力は強くなり、知的な能力も増大します。7/4/93

 意思は至高神の本性です。至高神はたんに意思するだけで、何事をも直ちにやり遂げます。しかし人間は意思したことを、思いのままに成し遂げることは出来ません。意思の力は、決定的な要因です。人間の意思は、一瞬にして物事を成就させる力を持ちません。

 人が強い意思力を持つ事が出来れば、その時彼は至高神の力と等しい力を持つことになります。それを称して、神への帰融と言います。瞑想によって、神へ帰融することが可能になります。~内在のアートマの見地に立つことなしに意思と願望を培えば、揺れ動く心は、意思をしたり願望 をしたりする目的のものと交じり合ってしまいます。DVJp39



　＊偉大と善良

私は偉大な人物になるのが重要だと思いません。善良さは偉大さに勝ります。偉大になることを目指すより、善良であるように努めなさい。良い人間になる方が、偉大な人になるよりもずっと大切です。両者の違いは何でしょうか。それは、偉大な人は神の内に人を見ますが、善良な人は人の内に神を見ます。STPSp111



＊一体性

誰が言ったとしても、それが良いことであれば喜んで受け入れるべきです。互いに協力し、調和を持って働くべきです。誰に対しても優越感を抱くべきではありません。そうでなければ、他の人に対する優越感から分派、派閥、競争、論争、対立が起きます。その結果、その場から完全に愛の精神が消えてしまいます。五本の指すべてが結束しなければ、何も出来ません。分かりますね。もし人々の間に協力、調和、そして、一体性が無ければ、決して社会が発展することはありません。STPSp75

    皆さんが生かされているのには理由があります。人間として生きる目的は、神との一体性を経験することです。24/12/74

    私は一人ですが、私はあらゆる姿をしたすべての人に内在しています。私の創造物には一体性がありますが、皆さんの間違った見方のせいで多様性のみをみています。創造物の中に一体性を見るようにしなさい。自分の見方だけにもとずいて判断してはなりません。皆さんの目は良いものと悪いものの両方を見ます。見方に欠陥があると、一つのものを見る代わりに二つのものを見てしまいます。欠陥は皆さんの見方にあるのです。本当に、神は一つなのです。どんな御名を唱えてもかまいませんが、愛を込めて唱えなさい。愛を込めて神の御名を唱えるなら、あらゆる場所で愛を感じるでしょう。1/5/08

  多くの人は神を求め,神を崇め、あるいは神を憶念します。神はそれらの手段によって実感認識できません。それらの活動は全て自分自身を神から分離したものと考えるからです。必要なものは神との一体感です。それはどうすれば得ることが出来るでしょうか?私とあなたは一つという感情を培えば、神との一体感を得ることが出来ます。この一体感は心によっても感覚によっても理解することが出来ません。感覚を越えるものを体験できるものは、ブッディ（英知）のみです。神との一体感を実感認識するために苦行やジャパをする必要はありません。ただ信愛さえあれば、それで充分です。5/9/96

    人間は人類同胞を愛していません。人々の間に一体性がないことがバーラタの現在の問題の根本原因です。家庭にも、社会にも、国にも一体性がありません。一体性のあるところには純粋性が現れ、純粋性のあるところには神性が現れます。今、必要なのは一体性と純粋性と神性です。今の科学者たちはさまざまなものを考案しています。二階建ての飛行機が空を飛んでいます。しかしながら、科学技術による大きな進歩と共に、人間の生活の質もまた大きく失われています。昔はこのようなことはありえませんでした。何人もの人が同じ屋根の下で安らかに幸せに共に暮らしていました。何かを恐れて生活するなど考えも及ばないことでした。しかし、今はあらゆるところに恐れが浸透しています。恐れはどこから生じるのでしょう？ 自信の欠如がその原因です。人は内なる真我を信じていないのです。22/11/08

   皆さんは生まれもっている神性を忘れ、外の世界に神を探しています。あなた自身が神なのです。自分を外の世界に探すことは愚かなことではありませんか？　内を見なさい。そうして初めて神を見つけることができます。こうした一体性を理解するのはとても簡単です。まず第一に、強い信念をもつことです。神と自分は別個の存在ではないと信じるべきです。深く探求するなら、神は皆さんの内にも外にもいることを実感するでしょう。25/12/03

    神はただの戯れで創造物（スルシュティ）を創造したのではありません。神は創造物すべての一体性を明らかにするためにそれを行ったのです。一体性は創造物の根底にある原理です。一体性には、すべてに内在する愛の原理を促進することが意図されています。 ところが残念なことに、今の政党は人々を党の路線別に分離させています。一家族の四人が四つの異なる方法をとり、家を四分割しています。これはとても悪いことです。たとえ一家族に四百人いたとしても、人々の間には一体性があるべきです。誰もが近隣の人を助けるべきです。すべての人が互いに助け合うべきです。そうして初めて、創造物に調和が芽生えることができます。さもなければ、創造物は自らの目的を失ってしまいます。1/5/08

 神への信仰によって、一体性を促進することが出来ます。このホールには多種多様の人々がいます。教義も異なり、国籍も異なる大勢の人がいます。しかし全てのものがスワミへの共通の恭順の念で一体となっています。神への信念という唯一の感情によって一体性は成し遂げられます。分裂は、神への信念の無いことが原因です。1/1/96

  皆さんの内にある愛と、私のうちにある愛とは、同じ一つのものです。しかし、皆さんの愛は、物質的なものへの欲望によって汚染されています。私には、物質的な富に対する欲望はまったくありません。私の愛はこの上なく純粋です。皆さんの内にある愛は、欲望に汚染されて否定的なものに変化しています。私の中には、まったく否定的な性質はありません。それはすべて肯定的なものです。ですから、皆さんの持っているネガティブな自我意識を私の肯定的な性質と結びつけて、ポジティブに変え一体性を認識出来るようにしなさい。そうすれば、皆さんは言葉では言い尽くすことができない様な至福を体験することができるでしょう。

  それはどのような至福でしょうか？　それは、ブラフマーナンダ（神の至福）に他なりません。このブラフマーナンダを経験すると、皆さんは神（ブラフマン）と一つになります。この段階に達すれば、皆さんはいかなる霊性修行（サーダナ）も必要なくなります。皆さんが行うすべてのサーダナは、皆さんの心を満足させるために行うものです。すべてを一つと見なし、すべてを愛しなさい。それが真の霊性修行です。『神には多くの名前があるが、神は一つ』です。23/11/00

 熱心な探求と深い内的経験によって神を理解しなさい。しかしあなたがこの物質世界に暮らし、世間的な義務を果たさねばならぬ限り、神との一体感を表現することは容易なことではありません。それを認識しなさい。生活の神聖化というものは徐々にすすむプロセスにより成就されます。27/5/92

    皆さんは、すべての中に均一に存在している愛の原理を自分はどの程度まで理解しているか、自問しなければなりません。相違は私たちの知覚と感情のゆえに生じます。人間は最初から体との同一視に心を奪われており、そのせいで万物に多様性を知覚するのです。実際、多様に見えるものの中にあるのは一体性のみです。どのような違いが見えようとも、それは心の創造物にすぎません。そうした相違を取り除いて多様性の中の一体性を悟ろうとするなら、まず自分の本性を悟らなければなりません。この一体性という事実を知覚が認識出来ないと、あなたは多様性を体験します。ですから、自分の認識能力を一体性の原理に向けなさい。私はこの体ではなく、私は「私」であり、同一の私がすべての人の中に存在しています。皆さんが私をこの体をまとっている私と同一視するなら、皆さんと私は別々になります。感覚におけるこうした違いが、人と人の間の相違を作り出しているのです。「私」の原理は、すべての生きものの中に存在する唯一の基盤をなす原理です。個々人は鏡のようなものであり、同一の「私」が万人の中に映し出されているのです。鏡はそれぞれ異なりますが、映っているものは同じです。皆さんはこの一体性の事実を悟らなければなりません。21/3/04



    ＊五つの鞘

自分がサット・チット・アーナンダの化身であることを絶えず思い起こしていれば、やがてアーナンダ（至福）を体験するでしょう。人間は五つの鞘、すなわち、アンナマヤ〔食物〕、プラーナマヤ〔生気〕、マノーマヤ〔心理〕、ヴィグニャーナマヤ〔理知〕、アーナンダマヤ〔歓喜〕というコーシャ〔鞘（さや）〕に覆われています。第一の鞘は粗大な鞘であり、後に続く鞘はそれぞれ先行する鞘よりも繊細な鞘になります。人間は粗大な鞘から最も霊妙な至福の鞘に到るまで進んでいかなくてはなりません。アンナマヤの鞘は肉体です。肉体は滅びゆくものですが、生きている限りは健康を維持していかなければなりません。肉体にかかわる義務は果たされなくてはなりません。肉体を動かしているのは生気鞘（プラーナーマヤ コーシャ）の振動です。その振動は心（マナスの鞘、マノーマヤ コーシャ）の振動によって制御されます。心を超越したところにあるのがヴィグニャーナマヤ コーシャで、これは人間の中にある「絶えざる統合意識」（般若、CIA Constant Intergrated Awaness)に相当します。この境地に達すれば、人はさほど努力しなくても、次のアーナンダ〔至福〕へと進むことができます。至福の体験は自然に湧（わ）き上がってくることでしょう。俗世の快楽と悲嘆に溺れる代わりに神聖な運命に向かって上昇することができるよう、人が人間性を授かっていることはこのことからも明らかです。それによって、人は自分が獣や鳥よりも優れていることを実証するのです。25/2/98



　＊田舎と町

村では、神の祝福、神の優しさ、神の愛などを通じて、いつも神とコンタクトをとることができます。逆に都会では、生活は人工的なものとなっています。田舎では、ラジオや放送などを見聞きができないかもしれませんが、日の出時の鳥のさえずりを聞き、真っ青に澄んだ空から降り注ぐ太陽の恵みを浴することができます。SSSvol,9ｐ231　

   村と都会を比べてみると、都会の住人より村人たちのほうがずっと病気が少ないのです。というのは、都市や町に住んでいる人たちは、きれいな空気を吸えず、清浄な水を手に入れられず、食べるべき清浄な食物を得られていないからです。都市の住人が持つ外見的なイメージは確かに健全なものです。しかし、実際彼らが摂っている食べ物は、害のある物なのです。現在広く使われている化学肥料は欠陥だらけです。その結果、皆さんは数多くの癌の症例や心臓疾患を目にしているのです。8/10/83

   バーラタのいにしえの文化は、村には今も残存していますが、町や都会では失われてしまいました。実のところ、都会ではあらゆる方法によって私たちの文化が汚されています。それゆえ、村に行き、村人たちが何を必要としているのかを知り、村人たちの苦しみを和らげるような奉仕をしなさい。今、快適さや贅沢を求めて町や都会に移り住む人々がいます。そうして彼らが最後にたどり着くのは悲しみや困難です。こうした結果 は彼らが自分で作り出したものです。「幸せは、幸せからは得られない」―幸せは、苦しみを経へて初めて得ることができるものです。1/1/04

     村は国家にとって最も価値ある資産です。もし、皆さんが村人に適切に奉仕をすることができるのなら、それに勝る偉大な奉仕はありません。「村への奉仕は、ラーマ（神）への奉仕」です。町や都市で行われる奉仕には満足できるものはありません。都会の人々は、無関心で自己中心的です。たとえ隣家に泥棒が侵入しても、彼らは気にしません。一方、村では、ほんの小さな事件でも村人全員が集まります。そのような種類の一体性と同朋意識が、村にはまだ存在しています。

  一体性のあるところに神性があります。神性があるところに至福があります。ですから、皆さんは今住んでいる村の発展のために誠実に働きなさい。このようにして、皆さん全員がそれぞれの村の発展のために働くべきです。皆さんの活動は政治的活動のようになってはなりません。さまざまな種類の人々と関わることによって、それは政治的活動に変わります。私はそのような状態を好ましく思っていません。どこにいても、バジャンに集い、分離状態を許してはなりません。すべてが一つになるべきです。どこにいても、協力と一体性の精神で奉仕活動に従事しなさい。不調和を起こしてはなりません。1/1/03

    村に出向き、見てごらんなさい。村に入るとすぐに、素朴な村人が尋ねます。「ようこそ！ どこから来られましたか？ お国はどちらですか？」村人たちは尊敬の念をもって話しかけ、あなたのことを気遣います。しかし、都会にあっては親子間でさえもそうした気遣いをすることはありません。人々は非常に機械的な態度で日々の決まった仕事をこなし、お互いを気遣うことはありません。こうした状況を招いた原因は現代の教育にあります。

   「教育の目的は人格を培うことにある」といわれます。今日の人々が高貴な人格を失ってしまったために、尊敬や崇敬の心もまた次第に失われつつあります。親でさえもこうした状況を生み出す原因の一端となっています。村の親の中には子どもを都会の学校に送り出す人もいます。そうした親は子どもに高等教育を受けさせ、学位をとらせたいと願うのです。親の動機は間違いなく良いものですが、子どもたちは都会で悪い道に入ってしまいます。村にいたときは年長者を敬い親に従順であった子どもたちも、高等教育を求めて都会に入ったとたんに、故郷で培ってきた尊敬・崇敬・良き人格・謙虚さといったすべての善良な資質を失ってしまうのです。今、学生は高潔な生活の価値を忘れてしまっています。親の目の前であってもタバコを吸うことをためらわないのです。悪い習慣がますますはびこりつつあります。

    しかし、村の状況はいささか異なります。村の子どもたちは年長者や両親の前で自制して行動します。親の健全なしつけが村ではまだ機能しています。町中や都会ではそうしたしつけは見られません。青年は、喫煙し、友人にタバコを差し出し、映画館に行って非常に多くの悪癖に耽るのです。彼らを自制させ、悪癖から引き離すものは何もありません。なぜ彼らはこのような振る舞いをするのでしょう？ それは現代の教育が原因なのです。彼らは年長者・両親・社会に対する尊敬の念をもっていません。誰かに間違いを指摘されると、「なぜ間違いの罪を恐れなくてはいけないんだ？ 私のタバコを私が吸うのは私の勝手だ」といって議論をし始めるのです。20/11/02



　＊生命

 生命そのものは真実です。そうした真実である生命からなりたっているこの世界の生き物は、絶えず移ろいゆく、真実では無いものが顕現したものなのです。だからこの世界は、真実とそうでないものが一緒に流れている川のようなものだというのです。真実が、真実でないものや変化するものと繋がっています。ヴェーダンダはこれを「真実と真実でないものが混然となった状態」と形容しています。SGc4

 熟れた果実は全て枝から離れ地に落ちます。この事実は人生の根底にある重要な秘密を示します。人がそのために生まれた目的、時間、仕事が終わると、身体は活気を失い生命のない状態になって崩れ落ちます。25/5/91

    生命（いのち）そのものが愛であることがわかります。生命と愛は二つのものではなく、一つなのです。燃えることが火の特質であり、濡れていることが水の特質、甘いことが砂糖の特質であるのと同じで、愛は生命の特質そのものです。私たちは、葉が青々としているときは植物の世話をしますが、植物が枯れて、生命の宿っていない棒切れのようになってしまえば、もうそれを愛さなくなってしまいます。愛は、生命が存続している間だけ続くものです。母親は、その身体に生命が宿っている間は愛されますが、生命が身体を離れてしまえば、私たちはその身体を平気で埋めてしまいます。愛は生命と密接な関係があります。実際、愛は命なのです。分かち合うための愛をもたない人は死んでいるのと同じです。愛がどこまでも広がってゆくのはそのためです。25/11/81



　＊祈り

寝る前に、「神様、朝起きてから私の行為がよかったのか悪かったのか分かりません。それゆえ今日一日の行為を、すべてあなたに捧げます。明朝、未だ私が生きている保障はありません。私をお守りください。あなたに帰依します。」そして朝起きると、「神様、あなたの祝福により私は未だ生きています。私は、今日一日何をするのか分かっていません。どうか、罪を犯さないように英知を授けてください。あなたに帰依します。」と信仰心を持って祈ります。このような祈りを毎日捧げるだけで十分です。P285ANDI

    自分の心を変えてくださいとババに祈ってはなりません。あなたの心を変えるのは、あなたの義務です。もし、ババに何でもやってもらうことを期待するなら、あなたがしていることはいったい何ですか？ 神はそのような怠惰な人間には用がありません。あなたは自分のサーダナ（修行）をして、前に進まなければなりません。神の助けは、あなたが自分の役割を果たしたときに、差し出されるでしょう。自分の義務を果たし、その結果は神に委ねなさい。神に、これをしてください、あれをしてください、と祈るのは、弱さの表れです。もし、あなたに神への完全な信仰があるなら、あなたの心は必ず変容します。ババの役割はあなたの心を変えることではなく、あなたをあなたの行為の結果から救い出すことです。誰も皆、この真理を認識し、それに従って行動しなさい。手始めに、自分の欠点をなくし、帰依心を強めて、固く、揺るぎのないものにしなさい。それは、プルシャ プラヤタナ（万人がなすべき努力）です。そうすれば、あなたはダイヴァ アヌグラハ（神の恩寵）を得るでしょう。グニャーナ（霊的叡智）の道を横切るこの真理の小道に入って、あなたを神に融合させなさい。6/10/92

    「神よ、私に至高の平安をお与えください。おお神よ、私に至福をお授けくださ い。おお神よ、私に至高の平安をお与えください」こういったものを神に祈るべきです。今日の祈りには全く限度がありません。人は好き勝手なものを祈っています。あなたは自分の幸福というものを知りませんが、 神はそれを知っています。ですから、神はあなたの欲望を聞き入れないのです。神 はあなたのためになることなら何でもします。人はこの真理を理解できずにいます。神は永遠の目撃者です。神はいつでもあなたの幸福を理解しています。ですから、すべてを神に捧げなさい。神があなたに与えるものを受け取りなさい。17/7/97

    貧しい人であれ、億万長者であれ、すべての人が神に祈らなければなりません。というのも、食物や水を与えてくれるのは神だからです。人間は自分だけの力で食物や水を創ることはできません。人間は、健康的な生活を送るためには、どんな種類の食物が必要かということすら知りません。人はそれを理解するよう努めるべきです。何であれ、神のすることは世界の幸せのためなのです。皆さんは、世界は神の姿そのものであることを理解しなければなりません。創造主と被造物とは別々のものではありません。人は、世俗的な欲望を満たすために神を礼拝すべきではありません。私たちは、神に到達するために神に祈るべきです。神は帰依者に恩寵を注ぎ、必要なものはすべて与えてくれます。被造物にとって、何が役に立つかを知っているのは神のみです。

     あなたが必要とするものは、時が満ちたときにすべて神が与えてくれます。あなたが過度の努力をしなくても、神はあなたにふさわしいものを与えてくれます。欲望が満たされないときに、落胆して神を責めるのは、真の帰依者の特質ではありません。神の恩寵を得る方法を見つけて、神に到達する努力をするのが、帰依者の義務です。神のやり方を理解することは、誰にもできません。

    神の計画を理解したり説明したりできる人はどこにもいません。神の計画を知って、それを明らかにできるのは神のみです。神がいつ特定の個人に恩寵を注ぐかは、誰にも予測できません。「誰が」、「いつ」、「どこで」、「何のために」、「どのように」といった疑問に対する答えを知っているのは、神のみです。神を忘れて、エゴや自分がしているという意識を持てば、その人の努力は成功しません。どんなことであれ、祈りによって達成することができます。祈りよりも偉大なものはありません。ですから、誰もが神に祈りを捧げなければなりません。しかし、世俗的な利益を求めて祈るべきではありません。「おお、神様！私はあなたの愛だけが欲しいのです。そのほかのものは何もいりません」あなたは絶えずこのように祈り続けるべきです。いったん神の愛を受けるようになりさえすれば、あなたは全世界を征服することができます。

    あなたは、どんな仕事に携わってもかまいませんが、その仕事の達成を神に祈ってはなりません。その代わり、すべてを神の意思に委ねなさい。神は、あなたにとってよいことをしてくれるのだと、完全に信じていなさい。「神様、人生の一瞬一瞬において、私たちの必要を満たしてください」と神に祈りなさい。あなたがすべてを神の意思に委ねて自分の義務を果 たすとき、間違いなく仕事は成功するでしょう。しかし、スワミの意志は、何の促しも計画もなく、ちょうどよいときに形となって現れます。何であれ、スワミが必要とするものは、頼まなくてもおのずとやって来ます。

     しかし、ここでもうひとつはっきり言っておきたいことがあります。それは、頼まなくてもものごとがおのずと整うとき、他の人々にも役に立つようなやり方で、その状況を活用すべきだということです。スワミは、何ひとつ欲しいと思いません！　スワミの望みはただひとつ、皆さんがこの機会を最大限に活かして、皆さんの人生を、幸せで、神聖なやり方で過ごすようになってほしいということです。皆さんは私のためには何一つ与える必要はありません。スワミはいつでも、皆さんの望みをかなえる準備ができています。しかし、皆さんの望みを口に出す前に、自分が本当にそれを受け取る資格があるかどうかを自問しなければなりません。

     どんな大きな仕事でも、祈りによって成し遂げることができます。ですから、心の中で神に祈りなさい。ちっぽけな欲望を満たすために祈ってはなりません。すべての欲望を手放して、愛を込めて心から神に祈りなさい。そうすれば必ず人生は満たされたものになります。愛を通 して初めて、神を理解し、神を経験することができます。

     中には、「スワミ、私たちが絶えず祈り続けても神は助けに来てくれません」と文句を言う人があります。私は彼らに「間違っているのは神ではなく、あなたの祈りです」と言います。あなたの祈りが誠実なものであれば、その祈りは必ずかなえられます。神にはできないことは何もありません。

    スワミの愛は力です。愛よりも偉大なものはありません。あなたが愛を培えば、人生の課題に容易に取り組むことができ、勝利を収めることができるでしょう。神の愛は常に皆さんと共にあります。神の愛は、皆さんの中にも、周囲にもあって、皆さんの面 倒を見てくれます。どれほど大きな仕事でも、祈りによって成し遂げることができます。しかし、皆さんの祈りは、真心の込もったものでなければなりません。思いと言葉と行動が一つでなければなりません。スワミが皆さんの内にいて、いつも皆さんの祈りに耳を傾けているのだということを、固く信じなさい。 もし皆さんが、スワミは自分の外にいると考えるのであれば、皆さんの祈りはどうやってスワミに届くのでしょうか？25/12/04

 お祈りの場を設けて、そこで少なくとも一日二回、短い時間でいいのでお祈りをしなさい。それが、霊へのエネルギーの注入となります。SSSvol2p175

今、あなたは、あなたの祈りが私を通して、あなたの導き手となっていることに気づいていません。私は、あなた方すべてを作り替えるまで休息しません。基礎部分の私の仕事は完了しました。次は、骨組みを組みあげます。私は一人で、手回り品も持たず宣伝もせず、全世界を駆け巡ります。というのも、私は私自身の栄光と真理を打ち立てねばならないからです。私は、あなた方すべてとアートマンのレベルでつながっています。それ故、私は常に何をしても成功するのです。SSSvol3p99

    　皆さんはいくつの霊性修行に取り組んでもかまいませんが、決して一瞬たりとも神の御名を忘れてはなりません。そうしていれば、あなたは守られるしょう。何であれ自分を神から引き離すことは決してしてはなりません。あなたは祈りによって何でも実現させることができます。大声で祈る必要はありません。心の中で祈れば十分です。大声で祈らなければ神は助けに来てくれないと誤解をしている人たちがいます。

    神はあなたの心の中に住んでいます。神はあなたの祈りを聞いています。もし、神の恩寵を得ることを望むなら、絶え間なく神を憶念しなければなりません。俗世の問題は来ては去ります。それらに重きを置くべきではありません。一方、人は祈りによってどんな問題も克服することができます。神の恩寵だけが真実であり永遠です。人は神の恩寵を得るよう努力すべきです。21/7/05

 皆さんの食前のお祈りはなんですか。皆さんはヴァイシュヴァーナラの姿をとった神、すなわち、捧げられた食物を受け取り、消化吸収し、体の各部に栄養を供給する神に祈ります。ですから、皆さんの食べるものはすべて、私に来ます。私はみなさんの中にいます。

 みなさんの五感がなぜ弱いのか調べてみなさい。答えは簡単です。それは、感覚の誤用、利己心、心の狭さによるものです。私には頭のてっぺんから爪先まで、利己主義のかけらもありません。皆さんは私のものです。私の唯一の関心事は、皆さんの幸福と霊的進歩です。STPS2p270

 人生においては、一切があなた自身の思いと前世の行為の反映に過ぎません。あなたは誰も自分の行為や思いに気づくまいと考えて、うまく周りの人々を偽ります。けれども、あなたの内なる神は、あなたの考えも感情も行為もすべてご存知です。神はあらゆる場所におられます。神には何も隠し事は出来ないのです。

 いつの日か、あなたは自分の行為の結果に直面しなければなりません。これは至上の真理です。あなたは、誰かを自分の困難の原因と考えて、その人を非難しますがそれは完全な間違いです。良いことであれ悪い事であれ、人生であなたが体験することすべてはあなたの行為が原因です。神は人間のすべての行為の永遠の照覧者です。

 神はこの世界を創造し、人間にそれを楽しめるようにと、この世界を与えました。けれども人間は自らの行為の結果に直面しなければなりません。神は郵便配達人のようなもので、人々に配る手紙の内容には少しも気にかけません。もしあなたが誰かから脅迫状を受け取ったとしても、あなたはそれを郵便配達人のせいにしません。

  彼はただの道具です。その一方で、あなたの祈りはあなたが、困難や問題に勇気を持って立ち向かうの助けてくれます｡心からの真剣な祈り、深い神への信愛、強い信仰、心からの悔い改め、絶えず神を求める気持ち、そして、至高の神への愛は、あなたが人生で出会う一連の出来事を変更することが出来ます。それらは神の意志を正反対のものにすることさえ出来ます。あなたの過去世における悪業の結果、あなたが苦しむ運命にあり、困難に直面する定めにあるとしても、神はあなたの真摯な祈りと悔い改めに応え、あなたの人生の行路を変え、あなたを苦しみから救うでしょう。神は、あなたの神への一途な信愛を悦び、あなたに特別な恩寵を授けるのです。STPSp236~8

 お祈りは、同じ場所でいつも決まった時間にするのが良いのです。アートマ自らがそのような規律を守っている霊的修行者を支えて、力と堅実さを与えるでしょう。Jahna Vahini p10

 あなた方は神に、至福や平安を下さいと祈るべきですが、人々は何でも好き勝手なものを神に祈っています。あなたは自分自身にとっての幸福とは一体何かを知りません。神はあなたにとっての幸福を知っています。ですから、神はあなたの願い事を聞き遂げないのです。神はあなたの幸福を知っていますから全てを神に捧げなさい。そして、神があなたに与えるものを受け取りなさい。17/7/97

    朝、眠りから覚めたら、こう祈りなさい。「ああ、主なる神よ！ 私は今、眠りの胎内から生まれました。私は今日の自分の務めの一切を、あなたへの捧げものとして、いつも私の心の中におわすあなたと共に行う決意でいます。私の思考と言葉と行いを、神聖で清らかなものにしてください。私が誰かに痛みと苦しみを与えることも、私が私自身に痛みと苦しみを与えることもないようにしてください。これらの道において私をお導きください」

     そして、夜、眠りの門に入るときには、こう祈りなさい。「ああ、主なる神よ！ 今日の務め、私があなたの上に載せた重荷は、終わりました。私が歩くとき、あなたは私を歩かせ、私が話すとき、あなたは私を話させ、私が考えるとき、あなたは私に考えさせてくださいました。ですから、ここに、それら私の思考と言葉と行いの一切を、供物としてあなたの御足に捧げます。私の務めは完了しました。私は再びあなたへと戻ります」これらを毎日の祈りとしなさい。これは、あなた方、皆へのグルプールニマーの贈りものです。8/7/60



    ＊今をおろそか

今、世界で直面している問題には、数多くの理由があります。しかし、それらの根本原因は、真の意味においては二つです。年寄りは、昔を思い巡らせて、自分の若かりし頃の古き善き時代について長々と話をし、自分が成し遂げたことや楽しかったことを思い出して時を過ごしています。若者たちはどうかというと、学業と奉仕活動を終えてからの自分の将来について、夢のような計画を思い描いて、想像を膨らませることに耽っています。実際には、将来は予測不可能です。明日という日が何を運んでくるかを確実に知っている人は、誰もいません。未知のことについて心配して何になりますか？ 昔に思いを馳せる年寄りも、将来に心を寄せる若者も、どちらも今をおろそかにしています。これが本当の問題です。私たちは神聖な今現在に真剣に心を寄せるべきです。今という時を神聖なもの、清らかなものにして、初めて将来において善良さと清らかさに到達することができます。17/11/85

    

　＊インドと西洋

西洋諸国の宗教では、身体、心、知性に重きをおいています。それらのうち、知性が最も高いレベルで、その人自身あるいはアートマを代表していることになっています。西側諸国の宗教は以上のような観点から人生をいろいろな角度から捕らえます。

 それに対してインドでは、身体、心、知性というものを別個のものとして捕らえ、それぞれが人の意識や内なるハートに付け加えられるものだとみています。インド文化では、アートマ自身を最も高い概念であるパラマートマと一つである、と認めるのが究極の探求であるということを重要視しています。インドでの宗教はこのような観点で人生の様々な局面を見ているのです。SSIB73p,8

  西洋の言葉では、人は命を捨てると言います。しかしインドでは、人は身体を捨てると言います。西洋人は人は身体を持ち、身体には魂があるといいます。インドではそうは言いません。バラタ国民は、人は魂があり、魂は一時的に身体に包まれていると言います。それゆえ、バラタ国民は感覚による快楽と世間的な栄光を求める文明と文化は砂上の楼閣であり、崩壊するまでの間、ほんの少し輝いているに過ぎないと感じます。VVc14



    ＊牛

    牛は、牛乳、バター、カード〔ヨーグルト〕、ギーという、どれも栄養価の高いものを人間に与えてくれます。牛は草だけをは食み、人間には飲めないようなものを飲んで、人間がしてくれた世話と親切への恩返しに、生気を与えて力を維持する食物を人に与えてくれるのです！ それに感謝するには、人が牛たちを軽視したり傷つけたりしないことが要されます。同様に、人は、自分が育てている植物や木々が、飢えや渇きに苦しんで干からびて枯れるのを放置すべきではありません。皆さんは人々が蟻塚の入り口に砂糖や小麦粉を置いているのを見たことがあるはずです。この行為は普遍的な慈愛の一光であり、それによって人のハートが特徴づけられなければならないものす。この行為は、与え手に報いることはなくとも、牛の世話と同じく「ブータ ヤグニャ」です。11/70



　＊嘘

「カリユガでは嘘をつくものだけが成功を勝ち得ることが出来る。」と言われています。しかし、カリユガではそのように言われているとしても、正直さを保つということは一番重要なことなのです。あなたが一度嘘をつくと、その嘘によって嘘まみれになってしまうが、真理に基づいた行為は愛に満ち簡素で安全である。公言しなければならないことだけを公言し、話そうと思ったことだけを話す。あなたが、経験したことだけを話すようにする。それ以下でも、それ以上でもない。SSSvol5p106

 人間性を高め、神聖さを磨く為には、真実、良い人格、良い行為、を自分自身の支えにしなくてはなりません。子供のうちからその為の努力をして下さい。子供というのは、わざとかどうかに関わらず色々と小さな過ちを犯しがちなものです。大人に知られて､叱られるのを怖れて､その過ちを隠そうとします。そうやってごく幼い内から嘘を言う習慣が身についてしまうのです。この習慣は、いずれ人生の基礎を崩していくでしょう。偽りは人の良さを台無しにしてしまうのです。ですから、いつもどんなことがあっても､何も怖れること無く、結果に捕らわれること無く､そのことのために良い結果になっても､逆に非難されることになってもいつも真実のみを話すように心に誓うべきです。

～もしも子供が未だ幼い内から嘘を言ってもいいように思い、偽りの心を持っているとその癖は、後になればなるほど大きくなっていきます。逆に幼い内から､真実こそは人生の基本だと教えていれば､子供は立派な人格者に育ち多くの偉大なことを成し遂げるでしょう。SGc26



    ＊疑い

外部に現れたものと関わる限り、疑いや信仰の弱さという重荷を運ばなければなりません。〔そうであれば〕不必要な物事に巻き込まれるのを避けることはできないでしょう。信仰心は活火山のようなものです。活発な火山で発芽する種子はありません。疑いは種子のようなものです。疑いが増えるなら、それはあなたの信仰心が弱く、不安定であることを意味しています。そのような信仰心は死火山のようなものです。信仰心が強ければ、どんな疑いも生じることはありません。疑いのあるところに信仰心はありません。

    疑いを持つ原因は、自分にあるのみです。神は目撃者としてのみ行動します。神はあなたに真我の悟り〔自己実現〕の道を示します。あなたの疑いは、あなたの過去のカルマ（行為）ゆえに生じたり消えたりします。神性を悟るには、まず一切の疑いを取り除かなければなりません。その時々に、神はあなたにさまざまなテストを受けさせます。それはあなたが想像しているような懲罰を目的とするものではありません。その目的はあなた信仰を強めることです。24/7/83

    アートマ（真我）という実体を持った人間の尊厳と、神の遍在とを、絶えず揺るぎない心で信じていなければなりません。信ずる心の欠如は破滅につながります。疑いは、魔物の特質であり、私たちは決してそれが心に入り込んでそこに居座ることを許してはなりません。猜疑心に取りつかれた人は、眠ることすらできず、心の平安を得ることもできません。疑いは、愛という花を食い荒らす害虫のようなものです。KSH



　＊内なる声

我々が、「私の内なる声がこれを決めました。」と言うとき、それはブッディのことを指しているのです。ブッディは又、内なる私とも呼ばれています。人の身体でもっともレベルの低い位置にあるのが肉体です。それより上なのが感覚器官で、それは五つの行動器官と五感で、心はその上にあり、ブッディはさらにその上で中核にあるアートマのすぐ近くに位置しているのです。SSSvol,10p,280

    内なる声に耳を傾けさえすれば、霊性修行サーダナにおいて多くの進歩を遂げるでしょう。心の奥底から生じたものはすべて、あなたにとって良いことです。良心の命じることに反するもとはすべて世俗的であり、内なる声、すなわち、良心は霊的です。「つねに助け、決して傷つけない」ことは、極めて重要な霊性の行動規範です。内なる声に従う人は誰も皆、いつも安全です。決して内なる声に反してはなりません。それが真の霊性です。14/1/09



　＊内なる目

偏在する神を絶えず唱念することこそ、内なる目を育てる最善の方法です。しかし内なる目を持つ人はめったにいません。偉大な学識者でさえ、外界のみを見ています。6//1987



   ＊内へ

人の心は変容を遂げなければいけません。人の心は束縛ではなく解脱を促進しなければいけません。人の心は、浮世へ、外へと向かうではなく、神へ、内へと向かわなければいけません。そうして初めて、人間の運命の向上のために経済、政治、社会を変容させようという試みが功を奏するのです。心はあなたを喜ばせるために多くの策略をし、あなたを持ち上げてきます。心は偽善にふけり、同時に二頭の馬にまたがります。あなたはスワミの前にひれ伏して、「私は全託しています」と断言するかもしれません。ところが、ひとたびここを離れると態度が変わり、信仰が薄れるのを自分に許してしまうのです。「私は自分が行っているプージャーやジャパのご利益を得ていない」という考えがあなたの信仰心を汚すことのないようにしなさい。サーダナをするのはあなたの義務であり、あなたの奥深くにある欲求であり、あなたの純正な行いです。その他のことは、すべて神の意志に任せなさい。これを、神聖なシヴァラートリのあなたの決意としなければいけません。29/2/84



　＊宇宙

　たとえば、父親や母親への愛や、兄弟姉妹に対する愛というように、愛という性質は、相手によって異なった形を取りますが、そのすべてが愛と呼ばれています。こうした人々が集まって、家族が形成されています。皆さんの愛を、自分の家族だけに向けるのでは十分ではありません。全宇宙が一つの家族のように生活しなければなりません。誰に会っても、合掌して、「ナマスカール！　ナマスカール！」と挨拶をしなさい。これ以上に崇高な感情に出会うことがあるでしょうか？　皆さんがこの世界で出会う、すべての形あるものは、神の化身です。この宇宙には、神でないものは何一つ存在しません。皆さんは宇宙に存在する様々な対象を、ただの物体と見なしています。それではいけません。それらのものを「神の化身」と見なしなさい。不幸なことに、今日、私たちは愚かになって、どこか遠く離れた場所に神を見つけようとしています。どこを見ても、そこには神がいます。ですから、宇宙に存在するすべてのものを「神の化身」と見なすことは、この上なく崇高な感情です。 

　宇宙は、神の姿以外の何物でもありません！　神はあらゆる形をとって顕れています。そのような遍在の神性を神と見なしなさい。いかなる対象物であれ、外側の形を信じることなく、そこに内在している神の力を固く信じなさい。私たちが日々の行動において経験しているものは、神以外の何物でもありません。たとえば、私たちは喉が渇きます。喉の渇きは、火元素として現れた神です。私たちは、水を飲むことによって渇きを癒しますが、水は神のもう一つの現れに他なりません。 

　このように、宇宙に存在する五元素や、５つの感覚、５つの鞘、そして身体の中の５つの生気のすべては、神の顕れなのです。今日、私たちは感覚の使い方を誤っています。これは非常に大きなで罪です。すべての感覚は純粋で、神聖で、私心がありません。感覚には、身分、教条、宗教、国籍等々の区別 はありません。そのような崇高な性質を自分の内に有しながら、私たちは外側の世界に神を捜し求めています。何と哀れなことでしょう！　皆さんは、人間的価値とは何だと思いますか？　それは神の性質に他なりません。神は、分離した特性をもっているわけではありません。神性そのものが、唯一の特性です。私たちは、特性のない神性を、誤って、特性をもった神として見ているのです。2/7/04

宇宙に始まりはありません。そして、宇宙には無数のジーヴァ（生物）が存在しています。そうしたジーヴァの中で、人間はもっとも高貴な生き物です。Summer Showers in Brindavan, 1979, 85. 

宇宙の生物に関する疑問がわくのは、皆さんが自分たちに特有な環境を投影するからです。皆さんは宇宙にいるほかの生物も自分たちと異なる生き方には耐えられないだろうと思っています。なぜなら、自分たちにはそれが耐えられないからです。たとえば、高温の灼熱の太陽の中でも生物は生存しています。その生物は、皆さんが耐えられないと思っている環境の中で生命を維持しています。宇宙のほかの場所でも、そこにいる生物は、自分たちの環境は神聖で神性を備えていると思い、とても満足し、すべて申し分ないと感じています。 My Baba and I, 226. 

宇宙とは神がかたちをなしたものです。～この途方も無く大きな「物質的な宇宙」のすべてを持ってきたところで、それは「微妙な宇宙ー心の宇宙」のほんの小さな部分でしかありません。「微妙な宇宙」の中では皆さんの知っている「物質的な宇宙」は、芥子粒ほどの大きさしかないのです。

「物質的な宇宙」と比べれば、口では言い表せないほど巨大な「微妙な宇宙」の全体も、更にもっと大きな「因果の宇宙」の小さなかけらでしかありません。～この最も高度な宇宙から、「物質的な宇宙」や「微妙な宇宙」が生まれたのです。～ところがそのすべてを超えたもの～として神の摂理があります。SGc2

   全宇宙は神の意志によって創造されました。神は宇宙を創造し、宇宙を維持します。宇宙は、最終的に、そもそもの根源である神に融合します。神の意志によって生まれた宇宙は、ヴィシュワという名で呼ばれています。ヴィシュワという言葉は、正確に言えば、「自ら拡張して、至福に満ちているもの」という意味です。神は、一つの目的をもって宇宙を創りましたが、人間はその目的に反する行動をしています。宇宙は、単なる物質の顕現ではありません。宇宙は神が直接顕現したものです。宇宙は、普遍的な存在〔プルシャ〕が手足を持って顕れた具現にほかなりません。宇宙は神の拡張する特質を象徴していますが、このことは、識別力を働かせることによって、初めて理解できるものです。神は時間と原因を超越しています。

　物質世界は、いわゆる道理によって動いていますが、神の意志は道理によって縛られることはありません。神は宇宙の背後にある根源的な原因です。宇宙は神の反映です。ヴィシュワ（宇宙）とヴィシュヌ神は、別 々のものではありません。ヴィシュヌ（Visnu）という名前の中の「V」という文字はヴィヴェーカ〔識別力〕とヴィシュタラ（拡張）を象徴しています。ですから、宇宙は、ヴィシュヌ神の姿そのものにほかなりません。全宇宙は神の体のさまざまな部で構成されています。13/7/03

 生命は宇宙に満ちあふれています。創造には終わりがないのです。この宇宙で人間のような生命やそれに似たような生命体はないのです。

 転生は宇宙の他の星に生ずることはありません。すべての生命は、人として生まれ変わるのを望んでいます。というのも、人として生まれ変われたものだけが生死の輪廻の鎖から抜け出ることが出来、神を完全に体現出来る、という二つのことを実現できる機会を持っているからです。それはこの地球だけで起こりえることなのです。他の星や、言葉に出来ないくらいこの広い宇宙のどこにもそのような機会は存在していないのです。ですからこの地球に人として生まれるという事は、とてもユニークなのです。CWSSB

 肉体が死ぬと、人が内に持っている宇宙的神聖さが、外にある宇宙の力と一緒になるのだ。SSIB93p,3

 この世界のすべては神が創ったものなのです。全世界が神の意志で満たされています。神はあらゆるところにいます。誰に対しても悪い思いを抱いてはいけません。感覚の節度を守り､良いことだけを思うのです。年老いた人も､若い人も､良いことだけを思うようにして下さい。素晴らしい人生を迎えるようにいつも願って下さい。それが本当の人間らしさというものです。人間とは､本当は滅びることの無い､いつかは神に還っていく存在です。人間とは不滅の子供なのです。SGc14

   過去は過去です。未来は不確かなものです。ただ「今」だけが私たちの手の中にあります。今を生き、自らの喜びを同胞と分かち合うことが人間の第一の義務です。実のところ、人間はあらゆる生物の中で最も幸運な存在です。

   この全宇宙に比べれば、人は原子のように極めて小さなものですが、にもかかわらず、人はその創造の広大さを理解することができるのです。これはまさに驚くべきことです。人は、小宇宙と大宇宙が一つであることを理解することによって不滅へと至ります。15/2/99

 アルジュナは神の宇宙普遍相とは、物質的な世界、心の世界、因果の世界が一つに結びついたことだと分かったのです。神の宇宙普遍相を見てからは、いつでも目を閉じれば心の中の不滅の経験としてクリシュナの姿がよみがえるのでした。アルジュナはそれまで目で見ていたものは､物質的な世界のものだと分かりました。

 それから、目を閉じれば心の中に何があったとしても、内面で何が見えたとしても､それは心の世界のものだと分かりました。更に心の中に不滅の印象が残っていれば､それは因果の世界のものだと分かったのです。クリシュナの宇宙普遍相はアルジュナの心の中に、永遠の印象として残ったのです。アルジュナは自分の物質的な身体は、クリシュナの教えに従う為にのみあると分かっていました。それこそが、真の英知ある人の、理想の姿です。SGc22

 宇宙創造は私の意思の投影である。それは実体を持たない。ｐ175バガバッドバヒニ

私は、宗教、カーストや、その他の障害を越えて、信者たちが、実はすべての世界が自分たちの家族の一員だった、と分かる宇宙大の愛を人類の間に築き上げたいと思っているのです。Sprit&The Mindp258

   　すべての行動が神にコントロールされています。地球は、毎秒18.5マイルの速度で自転しています。それは、一年かかって太陽の周りを一周します。光は、毎秒186,284マイルという驚くべき速さで動きます。光が全宇宙を一周するのには、2200億年かかります。『ヴィシュヌ　サハスラナマ　ストートラ』によれば、全宇宙がヴィシュヌ神の御姿そのものに他なりません（Viswam Vishnuswarupam）。たとえ人間が光の速さで動いたとしても、ヴィシュヌ神の周りを回って礼拝するためには、2200億年もの歳月がかかります。いったい誰がそんなに長く生きることができるでしょう？　カリユガの邪悪な影響により、人間は2200億年はおろか、100年すらも生きることができません！

　 ところが、ヴィシュワ　スワルーパ（Viswa Swarupa＝宇宙の姿をした神）の周りを1秒で回ることが可能なのです。それを可能にするのは愛です。愛の速度は非常に速いので、全宇宙を1秒で一回りすることができます。光の速度を測ることはできるかもしれませんが、愛の速度を測ることはできません。しかし人間は、そのような超越的で無限の愛の周囲に障壁を張り巡らし、それを取るに足りない目的のために使っています。

    今日、世界が混沌に陥っているのはそのためです。世界に平和と安全が欠如している原因を、人々は様々に考えるかもしれません。しかし、最大の原因は、人間が心の中に愛を育てることができないからなのです。人々は、自分たちの中に、無限で不滅の、甘露のごとき愛が内在していることを自覚するための努力を何ひとつしていません。想いと言葉と行動を愛で満たしなさい。あなたの人生を愛で満たしなさい。

　神の御姿（サクシャットカーラ）を見るためには、それ以外に何ひとつ必要なものはありません。愛は神です。愛に生きなさい。28/7/99

 苦しみや惨めさは、宇宙のドラマでは避けられないものです。神はそれらの災難を定めたわけではありません。しかし人々が自らの悪行の報いとしてそれらを招いているのです。The Blitz interview 9月1976



    ＊宇宙神人

聖仙や予見者たちがタパス（苦行）を行ったのは、こうした深い探求の精神によるものです。そして、その苦行と禁欲生活によって、彼らはすべての知識の源はプラナヴァ（オーム）であるということを発見しました。もしプラナヴァが存在していなければ、音も言葉も存在し得なかったでしょう。同様に、「１」という数字はすべての数字の基です。あらゆる数は基の「１」に数字を加えていくことによって得られます。それゆえ、この「一なる性質」〔エーカットワ〕は神に不可欠な特質であり、この世で見える多様性は神の顕れにすぎないのです。神は顕現している宇宙の原初の種と見なされています。種が成長するには殻が必要です。殻は覆いであり、中身は種です。同様に、神という種の殻は宇宙です。種がなければ殻は存在できません。

この事実を認識し、マハリシ〔大聖賢〕たちは「イーシャーヴァースヤム イダム サルヴァム」（全宇宙は神で満ちている）と宣言しました。神性によって維持されているこの広大な宇宙が、神とは別のものだと見なすことができますか？ 何であれ神と結びついているものは神の反映です。「プルシャ スークタム」（至高なる神人への讃歌）は神を千の頭と千の目と千の足をもっていると描写していますが、これは、神は無数の姿をとって宇宙にみなぎっていると宣言しているのです。また、これは、すべてのものは神の一部であるということを意味しており、無数の姿で構成されている宇宙は「ヴィシュワ ヴィラータ」、すなわち、宇宙的存在と描写されています。ヴィシュワ ヴィラータは、ラヴィ・ヴァルマといった画家たちによって描かれた人物でもなければ、詩人によって描写された人間でもありません。ヴィシュワ ヴィラータは宇宙的神人の姿です。22/11/80M



　＊宇宙飛行士

最初の宇宙飛行士であるガガーリンは、宇宙においても神を見つけることが出来なかったと述べました。彼は機械のみに頼ってそのような結論に致ったのです。彼は心を使って神を探すことをしなかったのです。真理を知りたければ、目で見えるものを超えたところにあるものを探し求めねばなりません。肉体の目で見えるものは、真の知識とはなり得ないのです。SSSvol11p28　



    ＊うつ病

学生と帰依者たちは、感覚の制御はいたって単純であるということに気づくべきです。必要なのは、否定的な感情がわいてきたときに、それを焚き付ける代わりに肯定的な態度を取ることです。たとえば、ブッダは悪魔の怒りに愛を返して、悪魔を変容させました。今の多くの学生は、鬱うつになりやすく、心が混乱しています。その理由は、自信の欠如による弱さです。神に対する完全な信仰があれば、鬱が付け入る隙すきはなくなるでしょう。7/10/97 



　＊うぬぼれ

何らかの成果が上がるとそれを自分の手柄として自惚れるべきではありません。この種の利己心を捨てなさい。このような執着と利己的な感情は束縛の原因となります。24/5/91

 自惚れや自己愛を取り除くことは、困難な仕事です。人はずっと昔から心が好きな方に向かうのを放っておきました。それゆえ、今さら新たな方向へ心を向かわせることは、大変困難です。自己愛に溺れた人は、他の人に権威を押し付けることがたいそう好きです。そのような人は、自己愛こそあなたを束縛している原因である、という人の意見に賛成しません。

 というのも、それが他の人の主張する意見だからです。彼らはすべてを、利己心と自己愛で燻されたメガネによって見るのです。「私の言葉は正しい」「私の意見は正しい」「私の行為は間違っていない」と彼らは考え、そのような考えに基づいて暮らしています。そのような態度は修行者にとってとても危険です。彼は、自分に有益な批判、示唆、助言をいかなる分野の人からも熱心に求めなければなりません。DVJp105

    もしあなたの行動が他の人を軽蔑、あざけり、皮肉、憎しみで汚すことを自分に許すなら、あなたはインドの汚れなき名前を汚すことになります。インドの文化、インドの伝統はそれを黙認しないでしょう。神は一つである、そして、神はさまざまな名前と姿で知られる、知られ得る、とインドは宣言してきました。神は万人のハートの中に座している、とインドは言明してきました。〜神への愛が浸み込んでいるハートが暴力的な思考を抱くことは、決してあり得ません。神の御前にひざまづく一方で、自分にひざまづくよう人々に強要するのは、まったくの偽善です。神は愛です。神は平安です。神は力です。神と触れ合った人が、どうして尊大で、辛辣な人間でいられるでしょう？ なぜ相変わらず動揺し、怒るのでしょう？ 弱く、揺れ動いているのでしょう？ 自分は神と触れ合ったという主張は、滑稽な自惚れにすぎず、本当ではあり得ません。木は、その木になった果実によって評価されます。4/73

　＊ウパニシャッド

今日の学生は、ウパニシャッドを無視します．それは何故でしょう?理由はウパニシャッドの教えが、日々の生活に関わりのあることを学生に教える教師がいないからです。今日我々の目撃する科学とテクノロジーの目覚しい発達は、ウパニシャッドのエッセンスです。ウパニシャッドは、ヴェーダの結びとなる部分であるゆえにヴェーダンダと称されます。31/5/91

 色々違うように見えても､本当はただ一つです。誤ったものの見方を正さねばなりません。ウパニシャッドは、様々なものの中にただ一つのものを見るように教えています。どうすれば、すべては一つという体験が得られるのでしょう。自分は肉体だという思い込みを捨てたときにはじめて得られます。そうなればすべては一つであると言うことを体験するでしょう。SGc21

   バガヴァッドギーターとブラフマースートラにはウパニシャッドの神髄が込められています。ウパニシャッドの真理の重要性を明瞭に説明する物語に言及している聖賢たちもいます。「イーシャヴァースヨーパニシャッド」〔イーシャー ウパニシャッド〕は、諸ウパニシャッドの中で首位を占めるものです。このウパニシャッドは全宇宙に神が浸透していると言明しています。サンスクリット語の学習を軽視しているために、人々はウパニシャッドの中にある知識の宝を楽しむことができずにいます。18/10/93

 物質に関する科学によって学ぶことが出来ず、ウパニシャッドによって理解することが出来る多くのことがあります。科学がこれまで発見したことはごくわずかでしかありません。霊性はマイクロコズムの中にマクロコズムがあることを肯定します。31/5/91



    ＊生まれ変わり

人は皆、自分の源からはぐれて荒野をさまよっています。そして、その源へと戻る帰り道を見つけるために、肉体をまとって、この、喜びと悲しみ、成長と衰え、希望と失望の世界にやって来るのです。それは決められた滞在時間内で果たさなければなりません。一日ごとに、太陽は、こっそりと、ほんの少しずつその期間を盗んでいきます。けれども、幻の明かりと荒野のざわめき、そして、それらの強い印象の見せかけの甘さに心引かれて、人は運命の神の呼び声をないがしろにしています。五感は人をだまし続け、迷路の奥へ奥へと連れていきます。これは人が笑顔と感謝の身振りをしながら死んでいく代わりに、うめき声と嗚咽を上げながら死んでいく時まで続けられます。生まれてから死ぬまでの年月は、無駄なものを手に入れること、価値のないことを達成することに費やされています。なぜなら、満たされない欲望と不健康な感情でハートがいつもチクチク痛み、それが人の本性である平安に影響を及ぼしているからです。これがずっと人につきまとっている迷妄、マーヤー（幻力）であり、それが人の神髄である神性を影に隠しているのです。22/12/70

    ＊運命

運命とは、それ自体がまだ生まれない内から、あなたがそれに対して形や人格を持たせているのだろうか。四六時中、運命が運命が・・・と口癖のように言って、運命に大きな力を持たせてはいけない。あなたが意思し、願い、行動をしなければ、どうして運を実らせることができようか。運命がどうであれ、行動し続けることが大切なのである。運命さえも行為なしに成就しない。果物を持っているだけで、絞らなかったらその甘い果汁は味わうことは出来ない。何もしないで運命のせいで果汁を飲むことができないと不平をいうのは、馬鹿もよいところだ。

 運命はあなたの手中に果物を与えた。行為のみこそ、あなたが果汁を味わえる手段なのだ。行為は義務であり、運命は結果である。行為無しに結果を得ることは出来ない。あなたは自分の力を過小評価してはならない。力の限りを尽くしなさい。その後で気のすむまで運命について話しても良い。運命のせいにして為すべき行為もなさないというのは間違いである。全力をあげて努力すれば、運命さえも逃げてゆくのだ。SDMp72



    ＊永遠

人が人生を送るには多くのことが不可欠です。しかし、この世のすべては、流れ去る雲のようにいっときのものであり、永遠のものではありません。人が永遠のものだと考えているものは、実際には、はかないものです。永遠で、本当で、不朽であるものを得る唯一の方法は、

（万物に内在する永遠なるアートマは、私の存在の一部である）

と、クリシュナ神がバガヴァッド・ギーターの中で宣言したように、すべては神の一つの側面であるという真理を認識することです。バガヴァッド・ギーターは、万物は万物に内在する至高の存在の一部であることを教えています。1/1/08



　＊映画

たとえこの映画は教育的で、感動を与えると宣伝されていても見るべきではありません。製作者は、儲けを得たいという欲から、下品で堕落したシーンをわざと入れ、人生経験の無い、初心な心を喜ばせます。悪徳のウイルスをあなたの頭に入り込ませてはいけません。もしそれを許せば、あなたは野獣より低いレベルに落ちていくでしょう。p,210SaiVandana

 少し考えてもみなさい。皆さんが映画館に入る前より出てからの方が平安で、英雄的で、純粋で、高潔になったのかどうかを。答えはＮＯです。あなたの熱情はほとばしり、あなたの獣的性質は増大し、あなたの低いレベルの欲望が鎌首を持ち上げ始めています。あなた自身を豊かにするような静寂や祈り、神との融合などを与えてはくれません。vol3p128

 妊婦が良くない不道徳な映画を見ると、子宮の中にいる赤ん坊までも影響を受けるのです。お母さんのお腹の中でそのような悪い影響を受けた子は、年を取るにつれてもっと悪い思いを持ち、悪い性格の子となって育っていくのです。SRBMp103

   インドの伝統とインドの生活様式は、今、大変な勢いで捨て去られています。無礼な服装、話し方、外見がそれに取って代わっています。子供たちは、それらは反感を持って見るべきであるということを教えられるべきであり、それらは道を外れた下品なものであるということを知るべきです！ 今、映画館沿いの道には、ファンを引き込もうというもくろみで卑猥なポスターがずらりと貼られています。それらは、きわめて巧妙に、こっそりと人の人格を汚染していきます。子供たちは、そうした品位をおとしめるような有害なポスターを公共の目にさらすことを許している大人たちに、恥を知らせなければいけません！ 子供たちは、人間的価値を低下させていることに対して、大人たちの羞恥心を呼び覚まさなければいけません。私たちがこれらの理想を子供たちに植え付けなければ、インドはどん底まで落ちてしまうでしょう。

あなた方は、そういった卑猥な写真、ポルノ映画の宣伝ポスター、いかがわしい服装、厚かましい態度と風采を、どうして許容できるのですか？ これらの悪を根こそぎにするために、できることはすべて行いなさい。バーラタ マータ（母なるインド）の顔に付いたそれらの汚点を取り除くようにと、子供と若者をしつけなさい。インドは人類の教師として先頭に立ち、過去と現在の女性たちの徳性、忍耐力、道徳的な力に感謝しています。あなた方はこれらの性質を保持し、育まなければいけません。そうすれば、インドは世界の国々の中で抜きん出ることができるでしょう。10/7/74



　＊英知

英知を手に入れれば、人は､感覚の手の届かない上の段階にいくことが出来ると言われています。それ故、人は英知によって導かれなくてはなりません。英知の下は心で、心の下は感覚で､感覚の下は肉体です。SSS5/95p134

  真のグニャーニ(叡智を得た人)とは自分の肉体と心と知性を神に捧げる人のことです。真のグニャーニは神だけを想い、その他のことは何も考えません。真のグニャーニは神を喜ばすという唯一の目的のためだけに行動します。10/9/02

  英知は信愛から生じます。神への愛は神の御名を唱えるという、高尚で献身的な行いによって高めることができます。神は神に関する知識を信者に与えます。神は神自身によって覆いを掛けられたヴェールを取り除きます。真善美p148

 二つの知識があります。一つは神に向かう知識、もう一つは物質的な世界の知識です。物の様々な性質を知ることは世間の普通の知識です。それに対して内なる原理を知り、この世のあらゆる物の中にいつも潜んでいる基礎と目的を認めるのが、神に向かう知識です。それは英知と呼ばれます。英知が無く、神聖なことがわからなければ、この世界のことは本当にわかりません。だから世間の深い意味を知るためにも、神に向かう知識がどうしても必要なのです。SGc8

 覚者は善行をなそうと決意したり、その促しと目的を掲げることにより、ある特別の力を授かります。この力によって、彼は望みのものを何でも得ることができるのです。英知を得たものが、如何に偉大な境地にあるかは想像を絶し、到底言葉によって記述することは出来ません。それは至高神自身の光輝と威容に等しいのです。そうです。彼は自分がずっとそうであり続けたブラフマンになったのです。JV

 感覚を正すのは英知の道にとって､とても大事です。感覚を正すことが出来れば､帰依の道も､奉仕の道も､英知の道も､他のどんな道も､容易く成し遂げることが出来るでしょう。SGc17

 あらゆるものは、はかなく移ろいゆくものと分かれば､感覚器官を正し、執着を捨てることが出来ます。皆さんは徳の無い人ではありません。徳のある人です。正しい道に進んで､自分の内にある神聖なものを磨くのです。自分の中で英知の光りが絶えること無く輝いていれば、良い思い、良いものの見方、良い助言によって人を助けることが出来ます。

 そんな人はまさしく神様です。その反対の性格を顕している人が悪魔です。悪魔は闇を好みます。闇を払い､光で満たされていて下さい。光ある道を選ぶなら､過去に何があったとしても､神は皆さんを受け入れてくれます。SGc17

 五つの元素を超えるものは、ただ一つしかありません。それは神です。求めるべきものは神なのです。英知はあらゆるところにある、ただ一つの存在を求めます。それはアートマです。このただ一つのものを求め、いつも目を離さないで下さい。すべての行為がアートマに支えられていれば､何をしても清らかで神聖な行為となります。すべての行為をアートマのために、神を喜ばすためだけにしていれば、英知に満ちた神聖な人になれるでしょう。SGc18

 英知は世間の知識によって身につくものでしょうか。そうではありません。英知は外面的、物質的な世界に関わるものではありません。内面的な経験だけに通じるものです。自分自身を信じるときに、はじめて神を深く信じることが出来ます。自分自身を信じられないのに､本当に神を信じることなど出来るはずはありません。自分を深く信じているからこそ神を信じることが出来ます。自分を深く信じるには､いつも内面を探求する修行に取り組まなければなりません。SGc20

 自分の感覚器官を正すことが出来れば､真の英知の人です。喜びと悲しみ、暑さと寒さ、損と得、名誉と恥などの二つの対立するものを、静かで落ち着いた心で受け止め、その態度が充分身につけば､英知ある人の特性が得られます。どんなことも変わらない心で受け入れることが、英知ある人の特性です。感覚器官の正体に気がつけば､真の英知ある人になれる道を進むのは､何も難しいことではありません。ところが、自分がアートマであると思わずに、自分は肉体だと思い込んだままでは、高い境地に達することは決して出来ません。SGc18

 真の英知ある人はどんな状態にいたとしても､思いも感情も変わることはありません。いつも揺るぎない心で神を思っています。SGc22

 真に教育ある人は、その知識を他の人々の善の為に使います。かれは、ニャーニ（英知の人）と呼ばれるに値します。感覚の楽しみの為や、世間的な欲望を満足させるために用いられる知識はニャーニではありません。22/5/92

 英知の人は自分以外の何者にも依存する必要は無く、自分だけでこの上なく幸福である。かれは、無為の中に行為を見、行為の中に無為を見る。彼は行為に携わっているかもしれないが、いささかもそれによって影響を受けることも無く、行為の結果にいささかも関心を持たない。

 あなたは英知の人にはどうしてそれが出来るのか、と尋ねるかもしれない。聞きなさい。彼はいつも満ち足りている。満ち足りた人は自由であり、他の人やものに依存することは無い。彼は媒体という感覚に左右されない。そして良いことであれ、悪いことであれ、何が起きても起きたことに満足している。

 というのも彼は何事においても、主の意志により行われると確信しているからだ。彼の心は揺さぶられることがなく安定している。そしていつも喜びに満ちている。満足感に欠けているのは無知の人のしるしである。人生の目標を諦めて、怠慢の道を歩く人々は、どうして何が起きても幸せといえるだろうか?満足は、英知の人のみが勝ち得ることが出来る宝物である。

願いの上に願いを重ね、次々に計画を立てて、たえず何かを追い求め、思い悩み、貪欲によって心を燃やす無知の人は、満足を勝ち取ることは出来ない。ギータバヒニ１０章

知性が決めたことを､心が命じ、感覚器官がその通りに働きます。それが感覚を抑える正しい道筋です。 低次の心に従って生きている人は、やがては身を滅ぼし動物以下に身を落とすことになります。英知の人は､高次の心、知性、分別、判断、直感を人生のよりどころとします。知性にしたがっていれば本当に素晴らしい人になれるでしょう。

  人生が知性に支えられていれば､最高の目標まで導いてもらえます。反対にもし低次の心だけを頼りに生きていれば､何か新しいことがおこるたびに予想もしなかったこととして目の前に現れるでしょう。なにが起こるのか、どこに行き着くのか､全く分かりません。SGc17



   ＊笑顔

人の真の本性は歓喜です。それゆえ、人は常に明るい顔をしていなければなりません。2/4/2003



　＊エゴ

エゴはどこから生まれるのでしょう。どうしていつもエゴに悩まされるのでしょう。人間の持つ無知によってエゴが起こります。～宇宙の大きさが分かっていたらエゴなど起こるはずはありません。宇宙はどれほど大きくて、自分はそれに比べてどれほど小さいか忘れてしまったときに浅はかな考えが浮かぶのです。SGc31

    エゴと執着を取り除かない限り、人生で何かを成し遂げることはできません。謙虚さと忠実さがあれば、どんなことでも成し遂げることができます。道徳、霊性、肉体、さらには政治といった人生のあらゆる領域において、人は献身的に振る舞わねばなりません。そのとき初めて、成し遂げた仕事が栄光のうちに輝くことでしょう。17/2/07

 よく銘記しなくてはならぬことは偉大な人や聖者の悪口を言ってはならない、ということです。それはあなたのエゴの表れであり、自分が偉いと思い込むことから生じる生意気な心なのです。SSSVol1chp9

私たちの認知している世界のすべては、実は私たちが創り出しているといわれていますが、それには例外が一つだけあります。

 外から人間の中に入ってくるものが一つだけ存在するのです。それは、外的な対象物に執着することによって発生するエゴです。この世俗的な欲望を切り取ってしまえば、エゴは自動的に消滅します。外界から受けた印象を自分の中に取り込んで、それを真実と見なしてしまうのは有害です。人間は外で見たものを自分の中で複製して作り出すことができるので、自分が再び創ったと勘違いするからです。ところが、実は、外界で見るものは、すでにその人の中にある(アートマ)の記憶を呼び起こすだけなのです。CWSSBp110

   あなたが聖なる英知の炎を見ることができないのは、エゴがあるからです。エゴはどのようにしてあなたの心に入るのでしょう？ それは、あなたが真実の道を手放したときに、あなたの心に侵入するのです。あなたが、真の自己を知らずに、世俗的な思いや感情を育てるときに、あなたは利己的になります。エゴを取り除くには、世俗的な思いや感情をコントロールしていなければなりません。エゴを取り除かないままに英知を獲得することはできません。アートマ（真我）のまばゆい光を見るには、心を覆っているエゴというすすを取り除かなければなりません。23/1102

    行為を「自分のもの」だと思うこと、行為は何らかの利益を得るためにするものであり、その利益は「自分が」獲得するものだと思うこと――これこそが、悪い感情、悲しみ、病気を引き起こしているものです。エゴ（自我意識、アハンカーラ）は狂喜したり悲しみに沈んだりします。エゴは笑ったり泣いたりします。エゴは競い、鬱になります。エゴは喜びと悲しみを行ったり来たりする振り子のように揺れます。エゴは人に休息の時や安らぎの時を与えません。エゴは、行為の報酬が期待より少ない時、あるいは期待より多かった時でさえ、あるいは期待と違った時、期待を歪められた時、激しく動揺します。それゆえ、シュルティ〔ヴェーダ等の経典〕は、人は皆、自分の行為の一切を神に捧げるべしと定めているのです。なぜなら、神は一人ひとりが何を最も受けるに値するかを知っており、神自らが意志することでその報いを施す者であるからです。22/12/70

どの人も、ある一つの邪悪な性質の餌食になっています。それは一種の病気で、それに効く薬はありません。その病気はアハンカーラ（エゴ、我執、自我意識）という病気です。エゴは人の頭に侵入してきて、人をめちゃくちゃにします。エゴは人間だけでなく、鳥や獣をも襲います。たとえば、金持ちの家の門番として飼われている犬は、人が通るたびに吠えかかって自分の権力を固持します。これは動物のエゴの一例です。犬は、自分はこの家の番犬だ、誰も中に入ってくることなどできないだろう、ということを示したいのです。犬は「これは自分の家で、この家は自分が守らねばならない」と思っていますが、犬は「自分」とは何かを知りません。

もし今、「自分」とは何を示しているのかを知らない人がいたら、その人は犬と同じ場所にいるということになります。人はいつも「私の体、私の心」等々について話をしていますが、「私は誰か？」とは問いません。自分自身についての真実を発見した人だけが、知者（グニャーニ、英知の人）です。いつも「私」という言葉を使っていながら自分が誰かを知らない人は、無知な人（アグニャーニ）です。6/3/89



     ＊エデュケア

教育機関における現代の学校教育は「エデュケーション」と称されますが、ハートに響く霊的な教育は「エデュケア」と呼ばれます。エデュケアとは、人に生来備わっている神性を引き出し、全世界の理想としてそれを確立することです。現代の教育は単なる本の知識に終始しており、書物に書かれていることに限定されています。一方、エデュケアは書物には関係しません。エデュケアはあらゆる知識の源についての教えに関係します。そして、その源は一人ひとりのハートの中にあります。それゆえ、この種の教育を基礎とすることが、今日非常に必要とされているのです。人々は霊的でない分野での高等教育を推し進めています。しかし、それだけでは十分ではありません。真実・正しい行い・平安・愛・非暴力といった人間的価値を教える霊性教育もまた進めなくてはなりません。それによってハートの変容がもたらされるのです。

     霊的教育と世俗的教育の調和のとれた混合が、今日の世界にかなった理想なのです。前者は内界の教えすなわち内なる気づきであり、後者は外界すなわち世俗に関する教えです。世俗的な教えは物質的な世界に関わるものです。それらはマイナス極をあらわします。一方で、内なる気づきに結び付いた教えはプラス極です。愛を例にとってみましょう。愛の形を定義できる人がいるでしょうか？ 愛を定義するための最善の方法は、人を愛し、人から愛されること、それによって愛の至福を体験することです。内なる気づきに結び付いたそのような教えが、今、至急必要とされています。エデュケアは、人と人の間に愛と親近感を確立します。今日、他の人の心の内は誰にもわかりません。思いと言葉と行動が一致していない人の場合はなおさらです。そのような人は、何かを思い、その思いとは違うことを話し、それから、まったく違った行動をとります。これは真の教育の特質ではありません。あなたが思ったことを話し、言葉として表現したことを行動に移しなさい。思いと言葉と行動の間に一致が見られないために、現代人は、「マハートマ（偉大な魂）」のレベルに到達することがなく、「ドゥラートマ（不道徳な人）」になりつつあります。次のように言われています。20/11/02

    現代科学は偉大です。しかし、皆さんの感覚は低いレベルにあります。科学の発達と共に、感覚もまた高いレベルに引き上げなければなりません。現代にあって、私たちは高い生活水準を維持しながら、低いレベルの感覚に甘んじています。これは「エデュケア」の意味するものではないはずです。エデュケアとは、人に生来内在している神性を引き出すことです。皆さんの口から発せられるいかなる言葉に対しても、それが皆さんの受けた「エデュケーション」の結果 なのか、それとも「エデュケア」の結果なのかを「Watch（ウォッチ、注意）」しなくてはなりません。20/11/02



　＊エネルギー

若者は、内なる力に注目せねばなりません。それは一種の電気エネルギーに例えられます。内なるエネルギーは、目によって物を見させます。あなたは、自分のビジョンが清く神聖で好ましいものであることを確実にせねばなりません。

 好ましくないものを見ることにより、視力を汚染してはなりません。いかなるものであれ悪意で見てはいけません。目は誤用すればだめになります。そして、全身を循環する磁性のエネルギーがあります。このエネルギーは、身体のいたるところにみなぎっていますが、ことに手に顕著に存在します。それゆえ両手を良い目的の為に用いなさい。手は他の人を害したり傷つけたりするために用いるべきではありません。その上、身体には、光を放射する光線があります。身体の電気エネルギーは、丁度ラジオ波のように、全身にこの光線を伝導しています。

   人々は、これらのエネルギーを正しい目的の為に用いてはいません。耳は噂話や中傷や悪い話を聞きます.その結果聞く力は汚染されました。それから、話す力があります。この力は音響波として現れます。この力を注意深く用いねばなりません。話すときは他の人を興奮させたり,腹立たせたり、怒らせたりしないように気をつけねばなりません。人を傷つける言葉を言えばそれは２倍の強さで話した人に返ってきます。それゆえ話す言葉は優しく甘美でなければなりません。14/1/1996

    物質とエネルギーは天地創造の時から存在しています。物質とエネルギーは心（マインド）によってのみ認識されます。心が神と結び付いて働くと、物質はエネルギーの形を得ます。心が自然（プラクリティ）のほうに向くと、エネルギーは物質の形を呈します。心は、喜びや悲しみを体験する原因であり、物質とエネルギーを理解するためにあります。聖賢たちは、こうした心の性質を認識していたので、「心は人の解脱と束縛の原因である」と言明したのです。6/5/88

 エネルギーと結合した物質は神であることを理解せねばなりません。この世のものを、全ては神の創造物であるとの自覚を持って用い、あらゆるものの中に神をみて感謝しなさい。快適さを求める欲望を含め、全てに限度を設けなさい。五大元素すら、限度内で用いなければなりません。さもないと五大元素は危険を伴います。30/5/95

 

    ＊エリート

教育を受けていない一般の人々よりも重大な罪を犯している人は、いわゆる「教育を受けたエリート」です。彼らこそが国に対して大きな損害を与えているのです。教育を受けていない村人たちは尊敬に値する生活をし、他の模範となっています。たとえば、教育を受け、大変な知識人だと考えられている人々は都会で贅沢に暮らしています。

    一方、粗野で無学な鈍才だと考えられている人々は村で暮らしています。彼らは、極めて質素で、幸せで、足るを知る生活をしています。今日、さまざまな学校や大学が都会に創設されていますが、これらの教育機関のキャンパスでは絶え間ない不安と動揺が見られます。他方、そうした高等教育機関のない村々には、そのような動揺はほとんど見られません。こうした状況を生み出す原因とは何でしょうか？ 原因の多くは、いわゆる現代の教育と呼ばれているものにあります！20/11/02



　＊大げさ

一つのほんの小さな小石がご飯に混じって歯の間に詰まっただけで、あなたは小石ではなくそれをご飯すべてのせいにします。人の元々備わった性質として、自分の受けた印象を大げさに伝える傾向があります。我々は喜びをそれは偶然で意味の無いものと見なし、悲しみや苦しみを大げさに伝えようとするのです。SSSvol5p233



　＊おしゃべり

過度に、度を超えて話してはなりません｡話過ぎれば、世間の人は、あなたをおしゃべりで、口の軽い人だと言うでしょう。過度の話は、人を狂わせると言うではありませんか。寡黙な人は他の人を幸福にします。なぜなら、嘘をついたり、批判したり、噂話をしたり、無駄口をたたいたりしなくなるからです。際限なく話せば、人から尊敬を受けなくなります。その上、記憶力も低下します。エネルギーも失います。

 もし、ラジオのスイッチを入れて、長時間ボリュームを大きくしたままにしておくと、たくさんの電力が消費されてしまいませんか。それと同じように長時間話し続けると、あなたのエネルギーも、、また消費してしまうのです。神の声が聞こえるのは、常に静寂の中である。ということを覚えておきなさい。もし誰かが、あなたに「こんにちは」と挨拶してきたら、「こんにちは」と返しなさい。「さようなら」と言ってきたら「さようなら」と返事をしなさい。それで十分です。必要なときに必要とされるだけ話せば良いのです。STPS2p15

　きつい言葉を使って他者に苦痛を与えてはなりません。実際、他者は他者ではなく、あなた自身に他なりません。なぜなら、同一のアートマの原理が万物のうちに存在しているからです。苦痛を与える者と、それによって苦しむ者とは同一の存在に他なりません。ですから、決して他者を傷つけるような話し方をしてはなりません。私が皆さんに、しばしばおしゃべりを控えなさいと言うのはそのためです。しかし、皆さんは私の言葉を真剣に受け止めていません。皆さんは、話し過ぎることが将来どれほどの災いをもたらすかを理解できません。5/7/01

  低俗な小説を読んだり、淫らな写真を見たり、テレビや映画を見て、あなたのエネルギーを無駄にしてはなりません。もちろん、良いものを見ることはかまいません。悪いことを考えること、悪いものを見ること、悪いことを聞くこと、悪いことを話すことによって、多くのエネルギーが無駄にされています。必要な分だけ話しなさい。おしゃべりに耽る人は愚か者です。

 礼拝の集まりに参加しに来る多くの人は、自分の近くにいた人と不必要にしゃべり続けます。不必要な話はエネルギーの浪費につながり、本人に悪い評判をもたらすことに彼らは気づいていません。神はシャブダ ブラフマンと呼ばれています。これは、神は音〔シャブダ〕という形で存在するという意味です。音を誤用してはなりません。今日、人々は淫らな写真を見ることに関心を抱いています。そこから一体どんな恩恵を得ていますか？ まったく何の恩恵も得ていません。ですから、悪いものを見てはなりません。24/11/2000

   心には、計画と会話という二つの活動があります。二つはそれぞれ異なる道を歩みます。計画は、心に浮かぶ諸問題を解決することに熱心です。一方、会話は道を踏み外させ、問題を複雑化させ、解決に至る道筋を混乱させます。

   内心で、ああでもない、こうでもないというおしゃべりは、朝から晩まで、心が疲れて眠りこけるまで続けられます。それは、病気の原因となり早く老けさせます。おしゃべりの話題は、主として他人の欠点や失敗、幸不幸です。この絶え間ない会話があらゆる惨めさの根本にあります。それは心を厚い暗闇で覆い、ますます速いスピードで厚くさせ、人としての純粋な価値をていくのです。VVc18

   人に奉仕をする事によって利己心は無くなって行きます。思いを良い行いをすることに向ければ、心は内心のおしゃべりから遠ざかるのです。VVc18

 おしゃべりの人は、すぐに他の人の噂話を垂れ流します。話好きな事と舌がスキャンダルを垂れ流す事は、双子なのです。それらは、お互いに共に仕事をするのです。～他の人の悪口を言う事は、とても大きな罪なのです。11/87

    皆さんが気をつけなければならないもう一つの側面は、話です。話のしすぎは大変な悪です。余計な話にふけってはなりません。そのような癖は直すよう努めなさい。可能な限り沈黙を保ち、静かにしていなさい。必要なことだけを話しなさい。要点だけ答えなさい。もし、それ以上話すなら「おしゃべりな人」というレッテルを貼られることになるでしょう。健康の観点からも、話しすぎはよくありません。これは大変重要なことです。子どもの場合はなおさらです。23/2/09

 人間の身体は、過度のおしゃべりに耐える事は出来ません。ある国会議員の場合、彼は二時間話し続けたあと、目眩を覚えました。耐えず話し続けることができる人はいません。何年もそうし続けているスワミ以外には。CWSSBJp205

 しゃべり過ぎてはいけない。君たちの持っている神の力はおしゃべりで消耗してしまう。しゃべってばかりいると記憶力も鈍るし、身体も弱くなる。早い内から老け込んでしまうばかりか、自分自身の評判も下げてしまいます。皆さんが持っている聖なる神の力はそのような果てしないおしゃべりで消耗していきます。朝目が覚めて夜寝るまで、たとえ声には出していなくても頭の中でもおしゃべりは続いています。SGc7



　＊汚染

今日、呼吸する空気、飲料水、耳で聞く音、摂取する食物、全てが汚染されています。あらゆるものが汚染されているゆえに、人の健康は悪影響を受けています。また、人の心も汚染され、人は病気になりやすいのです。静かで清らかな生活をするように、熱心に努力しなさい。21/1/94

    今、食べるものも、飲む水も、吸う空気も、すべてが汚染されています。人間自身もひどく汚染されています。それは、自分のマインドを悪い感情で満たしているからです。悪い感情とは、悪い欲にほかなりません。当然、人間には欲があるものですが、欲には限度がなければなりません。ペンのインクが青ければ、あなたが書く文字も青くなります。インクが赤ければ、書く文字も赤くなります。これと同じように、もしあなたのハートがネガティブな感情で満たされていれば、あなたが見るものも、聞くことも、言うことも、すべてがネガティブなものになります。ですから、まずあなたのハートを愛で満たしなさい。そうすれば、あなたが見るもの、聞くこと、言うこと、行うことは、すべて愛がいっぱいに詰まったものなります。11-8-2000

      健康を謳歌したいものは、飲料水、食物、そして空気が汚染されていないものを摂るべきである。SS3/94p64

    今日、教育の高潔さは、科学的な知識の誤用のために衰えています。科学者は、自然の法則を変えることに尽力しています。もし木に実がなったとしたら、それは木が注射をされているからです。もし牛がこれまでより多くの乳を出したとしたら、それは虐殺した別の動物の臓器を餌として与えられているからです。科学者たちは、動物の局部を牛に食べさせると、牛は強くなって、より多くの牛乳を出すと考えています。

   近ごろは、水さえも汚染されています。汚水こそが、人間が患うあらゆる病気の原因です。どんな果 物を見ても、虫やバクテリアがついています。以前、「いちじく」はすこぶる食に適したものでした。ところが、今では、いちじくにさえバクテリアと汚染物質がついています。この原因は何でしょう？それはまさに、植物に与えられる汚水です。人々は、水を浄化し、沸騰させてからでないと、水が飲めません。14/1/07

今日、至る所が汚染されています。わたしたちの考えも汚染されています。水も周囲の環境も空気も汚染されています。全てが汚染されています。心もまた汚染されています。どうしたらこの汚染された世界において善良でいられるでしょうか。

  偉大な人でなく善い人になりなさい。偉大な人の状態は過ぎ行く雲のようなものです。人々は多くのお金を稼いで偉大な人になろうとしますが、最終的にはその人には何も残らず、偉大さも残りません。最後まで残るのは善良さだけです。従って、わたしたちが求めるべきものは善なる評価です。だれもが自分は善良なる人であるというべきです。バーラットの全ての人は善良なる人です。事実、全宇宙は善良な人々で満ちています。実際、あなたは善い評価を得て、善良な人間になるべきです。あなたが善いことをしていれば、悪評をうけることはありません。5/7/01  

    見境なく技術を使うことで、空気も水も食べ物も、世界中のすべてが汚染され、毒されています。幸いにも、バーラタの国はこの世界規模の汚染を免れています。私たちは科学や技術を追いかけるべきではありません。人間性を欠いた科学は人間の存在そのものに対する大きな危機をはらんでいます。22/11/08

君たちに言っとくことがある。ここを卒業して外の世界に出た時、君たちは環境を汚染することがあってもこのババが許すと思っているだろう。でも決してそんな事はないのだ。逆に環境を破壊した罰は多様な形で増しながら君たちに返って来るのだ。というのも君たちはこのサイババカレッジの学生であったからなのだ。環境汚染が良くない事を知っているのにそういう汚染をしている会社に就職し働いただけでも、自然は君たちを許さないであろう。カレッジでの講話



    ＊恐れ

神が喜びと勇気を与えることができるのは、神が人間と交わるための言葉を話す場合に限られます。たとえそうであっても、多くの者は私に近づくことを恐れます。なぜなら、彼らは、自分が秘めている考えや心の奥底にある欲望を私が見透かしていることを知っているからです。1-1-64

   どんな時でも自分の純粋な意識に従わなくてはなりません。あなたが善い行いをしていれば、何も、誰も、恐れる必要はありません。自分が間違った道にいる時にだけ、人は恐れを抱くのです。31/8/87

　恐れのない人になりなさい。たとえ頭に雷が落ちても、恐がってはなりません。死がやって来るのはたったの一度きりで、二度とはやってきません。それはいつか必ずやって来ます。ですから、死を恐れないことです。いかなることがあっても良いような準備をしておきなさい。真理を守ることを恐れてはなりません。あなたの人生を愛で満たしなさい。そうしてはじめて、あなたの人生は神聖なものとなります。もしあなたが、真理と愛を守らないとすれば、ジャパ（神の御名を繰り返し唱えること）や瞑想のような、いかなる霊性修行をしても、あなたの人生は救われないでしょう。いかなることが起きようとも、構わずにこれらの価値を守り続けなさい。これらの価値のみが、全世界に幸福と繁栄をもたらすことができるのです。愛をますます育てて行きなさい。他者の批判を気に留めてはなりません。なぜなら、皆さんはいかなる過ちも犯しているわけではないからです。

   人がもし、本当に神を愛しているとすれば、いったいどのような過ちが起こり得るでしょうか？ 皆さんの呼吸が止まる最後の瞬間まで、神への揺るぎない愛を持ち続けなさい。対立や疑念の介入する隙を与えてはなりません。すべての人が、自分の行動の結果に直面しなければなりません。それがいつどのようにやってくるかは、誰も予測できませんが、人間は必ずそれらの結果に直面します。

   しかし、あなたが絶えず神のことを考えているのであれば、決して苦しみにさいなまれることはありません。神はあなたをすべての苦しみから守るでしょう。神は常に、あなたの中に、またあなたの周囲にいて、あなたを安全に守るでしょう。邪な感情の付け入る余地を与えてはなりません。あなたは、神をイエスとして、あるいはラーマやクリシュナ等々として崇めても良いのですが、神は一つであることを覚えておきなさい。目標は一つ、真理は一つ、愛は一つであることを忘れてはなりません。このことを固く信じていなさい。取るに足りないことを求めて、あなたの愛を断片化してはなりません。

   一体性の原理を理解し、それにしっかりとつかまっていなさい。そうすれば、あなたがどこにいようとも、たとえそれが森の中でも空の上でも、町の中でも村の中でも、あるいは山の頂上でも深い海の中でも、神が必ずあなたの面倒を見るでしょう。いかなる人もあなたの神を否定する権利はありません。カリユガの影響のために、人々は、金銭を追いかけて邪悪な道をたどっています。彼らは、金のために人を殺すようなことまでしています。彼らにとっては、金銭がすべてです。私たちは、争ってお金を得ようとすべきではありません。人は、愛という財産を獲得するために努力しなければなりません。25/12/2000

 今日の世界は、解決策の見つからない諸問題や、急速に広がりつつある恐怖にさいなまれています。戦争への恐れ、飢饉への恐れ、悪魔のようなテロリストへの恐れ、民族的、宗教的、地域的争いという問題、経済復興、経済存続の問題、学生たちのしつけの問題、教義の衝突の問題、狂乱や狂信の問題、権力の横領と極端な利己主義の問題。徐々に広まりつつあるこうした恐れへの 対応策は、ヴァイラーギャ（無執着）という態度を取ることです。

  体と心から成るものと、「私」と「私のもの」という限られたものに執着するなら、恐れは回避できません。アドワイタ（不二一元論）的な意識、すなわち、自分が目撃しているものは実在の上にある自分の心に焼き付いているものに他ならない、という意識こそが最良の治療薬であり、そして奉仕はもっとも効果的なサーダナ（霊性修行）です。行為は自らの動機をあばき、動機は自らの習慣を形作り、習慣は自らの人格を決め、人格は自らの行方を定めます。21/11/85



　＊オゾン層

大気中には太陽の放射する有害な影響から人類を守るオゾン層があります。テクノロジーが進歩した結果、大気中に有害なガスを生じる工場が建てられました。その結果オゾン層は薄くなりました。これが制止されずこのまま続けるならば、恐るべき災害を招くでしょう。科学者達はオゾン層の破壊を食い止めようと努力していますが、解決法はまだ発見されていません。

 本来ならば、木や草が二酸化炭素を吸収し、光合成という自然のプロセスによって酸素を供給するはずなのですが、多量の二酸化炭素が、大気中に放射されることが実際の原因です。森林が極端に危険なレベルまで伐採された結果、大気中の二酸化炭素はかなり増加しました。それゆえ、現状の状態にたいする解決法は集中的な植林、各地にもっと木を植えること、伐採することなく森林を守ることです。このように、人、自然、神の関係はきわめて密接ですが、科学者はそれを実感認識できません。21/1/93

   現代の技術の進歩は、大気を二酸化炭素のガスで汚染することによって、地上の生命体に脅威を与えています。すでに、このガスは、太陽からの有害な放射能を遮断する働きをしている地球上空のオゾン層に穴を開けてしまっています。もし、オゾン層が破壊されれば、太陽光線の影響によって、悲惨な結果がもたらされるかも知れません。今や、すべての国がこの脅威を心配しています。この危険を回避するために必要とされることは、自動車や工業製品や工場から排出されるガスによる大気汚染を減らすことです。制限なくなされている製造業の開発は、チェックしなければなりません。開発は、公共の利益にかなう、万人の福祉を促進するものでなければなりません。

     これらは最も有益な方法で資源を利用できるかを考える良い機会です。水、空気、エネルギー、鉱物などは、正しく使うべきであり、誤用されたり、無駄に使われたりすべきではありません。あらゆる天然資源の使用を節約することは、非常に大切です。大気汚染は数々の悪い結果を引き起こします。ナガラ サンキールタンやバジャンをすることの内的意義は、大気を神聖なバイブレーションと聖なる想いで満たすことにあります。27/9/92午前



    ＊男の義務

   男は真実と正義に基づいた人生を送るべきです。そうして初めて男は国を守ることができ、真の男と呼ばれるに値する者になるのです。そうでなければ、どうして英雄的な男性になることができるでしょう？ 多くの人が寺院に行きます。寺院を訪れるときには、女性を敬い守るという誓いを立てなさい。そうして初めて女性たちは守られるでしょう。女性が安全であって初めて世界全体が幸せになるのです。ですから、もし、世界のダルマを守りたいと望むのであれば、皆さんはまず女性に対するダルマを守らなければなりません。

     自分を女性の立場に置き換えて、何人かの男たちがあなたを苦しめている状況を想像してご覧なさい。何という惨めさと無力さをあなたは感じることでしょう！ 女性は夫のために自分たちの命さえも犠牲にする準備ができています。しかし、男性はそのような犠牲の精神をもち合わせてはいません。男性もまた女性のように、そのような犠牲の精神を培うべきです。そうして初めてあなたは男と呼ばれるに値するのです。そうでなければ、あなたは男らしさの欠如した形だけの男となるでしょう。皆さんは女性をアバラ（弱い）と考えています。しかし、実は女性はシャクティ スワルーパ（力強さと力の体現者）なのです。ただ私だけが夫を失った女性たちの苦境を知っています。そのような女性たちを守るのは私たちの義務です。もし、この義務を正しく果 たすのなら、皆さんは一生を通して幸せでいるでしょう。6/9/04

    男性に関しては、女性を守ろうとすることは偉大でも新しいことでもありません。それは男性の義務なのです。女性の義務は、家族全体を１つにまとめ、世話をし、維持することです。もし、女性が守られるならば、その代わりに女性たちが世界全体を守ることでしょう。決して女性を軽んじたり、単なる慰みものとして扱ってはなりません。私は、男性の皆さん全員が、少なくとも将来、女性の尊厳と名誉を守ることを始め、それによって自らの尊厳と名誉を守ることを望んでいます。

    自分の妻をひどく扱う者は決して幸せになることも、繁栄することもできません。もし男たちに、夫のために自分の命さえも犠牲にする準備ができている女性たちを守ることができないのであれば、男はいったい何のために存在しているのでしょう？ 6/9/04

 

    ＊お祭り

自分がアートマンということを忘れずにそこから力を引き出しなさい。あなたに自信を持たせ、信念から湧く力と忍耐力を与えるのが私の使命です。失望は衰退の主な原因です。ですから誰もが楽しくなれる雰囲気を作らなくてはなりません。満ち足りた心の持ち主にとって、人生は一つの長いお祭りのようなものです。嫉妬は元気を無くさせ、全身に毒を広がらせます。喜びも悲しみもすべて神に捧げなさい。それが満ち足りた心でいる秘訣で、何物にもまさる宝です。真善美pt2p144



    ＊オーム

    オームは、AとUとMが一緒に発音されたものです。これらの個々の文字には霊力はありませんが、一緒になるとエネルギーを与える振動が生じます。18/9/85

    あなたの時間をオームの復誦（プラナヴァ ウパーサナ）で満たすことです。オームは創造の始まりです。オームは源であり、維持するものであり、力です。オームは、すべての存在のプラーナ（命）です。ハーモニウム〔インドの鍵盤楽器〕のリードを通して押し出される空気が、七つの音（サプタ スワラ）、すなわちサ・リ・ガ・マ・パ・ダ・ニ（七音音階）を生じさせるのと同じように、オームひとつが、すべての世界のすべての音の根源なのです。その重要性を知り、オームの復誦を実践しなさい。23/11/66

    音は原初のプラナヴァ〔聖音オーム〕から生じます。プラナヴァは、A〔アカーラ〕、U〔ウカーラ〕、M〔マカーラ〕という3つの音節でできています。神の正しい住所はオームカーラ〔オームの音節〕です。鐘の音とヴェーダの音も、オームカーラ ナーダ（オームの音）を発しています。オームカーラの発声は、臍から生じる「ア」の音に始まり、それから、喉から生じる「ウ」の音、そして最後に、唇から生じる「ム」で結ばれるという一連の方法で、甘く滑らかになされるべきです。それは、遠くの飛行機の音が空港に近づくにつれてだんだんと大きくなり、最後に着陸して小さくなるかのごとく、発声すべきです。（スワミはここでオームカーラの正しい唱え方を実際に示してくださいました） ヴェーダはこのことをとても明瞭に教えています。18/10/93

    オームは、大空の星の動きの音です。オームは、創造せんとする意志の夜明けがニラーカーラ（属性のないもの）をかき混ぜて行為へと導いた音です。事実、かすかに均衡が妨げられるたびに、わずかではあれ、音が生じます。まばたきをして目のまぶたが重なる時、かすかですが、音がします。誰の耳にも聞こえないような、ごくわずかな、かすかな音があるのです。ですから、元素が生じ、創造が始まった時、オームという音が生じたということも理解できるでしょう。その音は、原初の音、原始の音です。あなたが二元の世界で二元性を克服しようとしている時、ソーハム ジャパ〔私は神であるという意味の「ソーハム」という文言を繰り返し唱えること〕をすることによって、あなたは「神」は「あなた自身」であることを認識します。すると、「私」という意識と「神」という意識は消え去り、あなたはオームだけを繰り返すようになります。つまりそれは、ソーハム〔私は神である〕からソー（神／サハ）とアハム（私）を引くということです。23/11/66

    オームは、AとUとMが一緒に発音されたものです。これらの個々の文字には霊力はありませんが、一緒になるとエネルギーを与える振動が生じます。このマントラの「シヴァーヤ」は、「シヴァに」という意味です。「シヴァ」は、幸運、富、繁栄、幸福を授けるものです。18/9/85

すべてのマントラにとっての根源的なマントラであり、属性を持たぬもの、すなわち遍在なる至高我を内に秘めているものが、オームカーラ〔聖音オーム〕です。オームカーラはその音の姿の中に至高なるブラフマンを包含しているのです。この音を司（つかさど）る神はサラスワティー〔弁才天〕です。一般に、サラスワティーはブラフマー〔創造神〕の妃（きさき）であると考えられています。ブラフマーとサラスワティーが一体となったものが、この世の知識の一切の源です。ブラフマーとはいったい何者で、サラスワティーとはいったい何者なのでしょうか？ サラスワティーは、一般に、話し言葉の女神として、また、知識を手に入れたいときに機嫌をとるべき女神として、礼拝されます。さらに、サラスワティーは、ヴァラデー（願いを叶える者）やカーマルーピニー（どんな姿でもとれる者）とも呼ばれています。けれども、サラスワティーはこれらの描写に合致する者ではありません。サラスワティーは話し言葉の女神として生あるものすべてに内在しているのです。体はブラフマーであり、舌はサラスワティーであり、ハートから発せられるバイブレーションは体と舌が一つになって生み出されるものである、と考えれられています。文字と言葉はたくさんありますが、その首位の座を占め、それらの土台となっているアクシャラム〔音、文字、語〕は、オームカーラです。『バガヴァッドギーター』は、オーミッティエーカークシャラム ブランマー〔オームの一音はブラフマンそのもの〕〔バガヴァッドギーター８章１３節より〕と述べています。オーム以外の文字と言葉は、すべて言語の創造物であり、「オーム」の比類なき神聖さや、神の特質は有していません。

    オームカーラに形はありません。オームカーラはブラフマンが音となって顕現したものです。オームカーラは一切の創造物に内在しています。オームカーラは光り輝いています。オームカーラは話し言葉の一切に内在しています。オームカーラはつねに至福に満ちています。

     オームカーラと他の一切の音との違いは何でしょうか？ オームカーラには、その発音のされ方と、それが表している目的において、比類のない特有の性質があります。他の文字を発音するときには、唇と舌と頬（ほお）と顎（あご）が動きます。けれども、オームカーラを発音するときには、そのどれも、まったく動きません。これはオームカーラの類（たぐい）希（まれ）な特徴です。それゆえ、オームだけは「不滅なるもの（アクシャラム）」と見なされ得るのです。他の音はすべて、さまざまな言語表現です。

    オームカーラはヴェーダの土台です。オームカーラという遍満なるものの重要性を完全に把握するには、人にも同種の自制が要され、それには感覚器官を支配下に置くための訓練をしなければなりません。どのマントラを唱えるにしても、首位はオームにあるということを頭に入れておくべきです。「ナマハ」という言葉によって意味づけられる礼拝の姿勢は、もし、各マントラの頭に「オーム」という語が使われなければ、失われてしまいます。最初に「オーム」、そして、最後に「ナマハ」が唱えられて、初めてそのマントラの意図するものが完全に引き出されるのです。「オーム」と「ナマハ」の欠かすことのできない関係を理解すべきです。「ナマハ」はプラクリティ〔物質界、現象界、自然界〕を象徴しています。通常、「ナマハ」はナマスカーラム（お辞儀〔平伏〕）を意味していると理解されています。

    しかし、「ナマハ」にはもっと広い意味があります。「ナマハ」はプラクリティを意味します。「オーム」はプルシャ（神性）を内包しています。このマントラの目的はプラクリティとプルシャの関係を明らかにすることにあります。もし「オーム ケーシャヴァーヤ ナマハ」というマントラの「ケーシャヴァ」を省いて、「オーム ナマハ」と唱えると、シヴァとシャクティ（プルシャとプラクリティ）の一体性が確立され、このマントラの中に存在する二元性が取り除かれます。このマントラは、「私はケーシャヴァに平伏を捧げます」と言明し、そうすることによって二つの存在を据え、それに加えて、平伏するという行為自体が第三の構成要素となっています。

      この二元性を除去するのに、マントラ シャーストラは、もし「ナマハ」の代わりに「ナ ママ」（私のためではなく）を用いるなら、礼拝する者と礼拝される者の同一性が確立される、と定めています。「オーム ケーシャヴァーヤ ナ ママ」は、「私のためでなく、ケーシャヴァのために」という意味になります。このプロセスによって、エゴ〔アハンカーラ、〕は破壊されます。そして、エゴを取り除くことによってのみ、属性のないブラフマンを悟ることができるのです。1/10/84

    オームカーラを21回唱えると、スダルシャナ・チャクラ(ヴィシュヌの円盤)と呼ばれる聖なる武器があなたの頭の上に作り出されます。そしてそれは頭上に留まり、残りの一日の間あなたを守護します



　＊思い

快楽も苦痛も全ては人の思いが根源です。～人の思いは眼に見えず微かですが全宇宙の中に潜在的に潜んでいます.原子は小宇宙です。～人の思いはその人の行為の基盤です。それゆえ自分の思いを常に見張っていなさい。人は願いが叶うと満足し、願いが成就しないと失望します。しかし彼は、願いが成就しない時その原因を探求しようとしません。失敗は自分に欠点があるからです。ハートが清らかであるならば行為は良い結果を生みます。ハートこそ努力の成否を決定する原因です。

 それゆえ思いを正しく用いなさい。人が世界に関して抱くビジョンは、彼が世界をどう見るかによって決まります。人は自分が感じるままの人になる、といわれています。想いが崇高であれば、結果もまた崇高です。10/5/92

    あなたの思いはすべて、あなた自身の反映です。それは 神とは何の関係もありません。ですから、自分の考えは外界の反作用、反映、反響 にすぎないと知るべきです。神は、反作用を超えており、反映を超えており、反響を超えています。神は唯一なる神聖な響きを有しています。それは真理です。神は 不変なる真理です。しかし、それを理解する者はいません。それは、道徳と誠実さ という正義の道を歩んで、初めて理解することができるのです。17/7/97

 思いには強い力と勢いがあります。世の中のどんなものより強いと言っていいでしょう。人は生まれ落ちるや否やすぐに考え始めます。思いは大変微妙なものから出来ています。思いは食べたものから生まれます。神聖なものだけ食べていれば、神聖なことを思うようになります。SGcc9

日常生活の中で、人は計画を立ててそれを実行します。純粋な思いで、そして他人に害を与えないようにそれを続けるベキです。そのうち予想もしないような神聖な想いが計画することなく湧いてきます。そして、このような聖なる衝動が継続して出てくるようになるでしょう。CWSSBp106

  どんな思いがあなたに浮かんだとしても、それはこだまのようにあなたに戻ってきます。それゆえ、あなたの思いや行為が、良いか悪いかを識別するのが基本的なことなのです。

  あなたが経験する全てのことは、それが良い悪いに関わらず、それはあなたの過去の思い、言葉、行為の結果なのです。悪い想念があなたの心の中に浮かべば、すぐにそれを掃いて捨ててしまいなさい。もしあなたが、そのようにするように心がければ、神の真の信者となることが出来、解脱を得ることができるのです。30/3/06

 どんな人であれ、大きな仕事を達成するには他の人々の協力を得なければなりません。一体性があるところには、至福があります。このカリの時代においては、もはや人々は一体性の精神を持ち合わせてはいません。一体性も純粋さもありません。

 その為人の心には敵対心が侵入し､問題や混乱の原因になっています。実際今の時代に一番必要とされているのは、一体性です。人類の真の力は､一体性の中にあります。思考はそのまま行動に表れます。行動はそのまま結果となって現れます。今日人々が人生のゴールに到達できないのは、神聖な思考を抱かないからです。何よりも先に人は神聖な思いを抱かねばなりません。13/7/03



    ＊思いやり

アートマン探求の第一歩は、あなたが苦痛だと思うのは他の人も苦痛であり、あなたに喜びを与えるものは、他の人にとっても喜びを与えるものだ、という真理を実践することです。自分が他人にしてもらって嬉しいことを、他の人にもしてあげなさい。自分がされて辛いことは、他の人にしてはいけません。このようなお互いに、思いやりの関係が育てられれば、やがてあなたは他の人が喜んでいる時、自分も歓喜に震え、他の人が悲しんでいる時、自分も身震いする心の持ち主となります。この感情は共感の相手が自分の愛する者、あるいは自分の肉親縁者であるからではありません。もしそうであれば、それは迷いの印です。そうではなく、歓喜と悲哀を分かち合う心は、自然に沸き起こる感情であり不変的です。それはその人が霊的に高い境地に達したことの印です。その時、彼は自分が大洋の一部分であることを知ります。すべての波は大洋と同じ味を持ち、大洋がつかの間に顕している姿にすぎないことを知るのです。他の人は、あなた自身の一部分です。あなたは、他の人の事を心配する必要はありません。自分自身のことだけ心配しなさい。それで十分です。あなた自身が自らの身を正せば、他の人も正すのです。なぜならあなたは、他の人を自分から分離したものとは考えないからです。

 他の人の批判、あら探し、それはすべてあなたのエゴから出て来ていることなのです。あなた自身の欠点を探しなさい。あなたが他人に見る欠点は、あなた自身の性格が反映しているだけなのです。些細なことにくよくよせず、心を至高の神に結びつけなさい。そうなれば、あなたは良い人々とだけ交わるようになり、あなたの力も変わってくるでしょう。すべての人を神の子どもと見、あなた自身の兄弟姉妹とみなしなさい。愛の心を培い、常に人類の平和と繁栄を念頭に置きなさい。人を愛しなさい。そうすれば他人から愛されます。それは私の真義です。私に到達したいなら愛を培いなさい。SSSVol1chp11



　＊オーラ

様々な人が様々の考えを持っています。それゆえ人の考えは皆違うのです。これらの相違によって、心もまた異なる色を持ちます。例えば怒りに満ちた心は赤い色をしています。利己的な心は、茶色です。自分中心の心はオレンジ色です。神に捧げた心は純白です。私達は心を色々な色に染めています。色は、外から来るのではありません。心に特定の色をつけたのはその人の想念です。それゆえ心が良い想念で満たされている時のみ、その人の人生は平安で安全なのです。24/5/9？

   意思の力は電気の力と一体となっています。例えば、私の足の親指の周りにはオーラがありますが、もしこのエネルギーが無ければ歩き回ることは出来ないでしょう。15/8/93

 物質的には身体は肉体的な姿をとっています。でも霊的な視点から見ると、すべての身体の周りにオーラが見えるのです。それは、霊的なエネルギーから生ずる輝きなのです。このエネルギーは波動を発しています。それ故、神を見ることにより、すべての罪が消され､神と話すことにより､すべての苦しみが癒やされ､神に触れることにより、罪から解放される。といわれているのです。信者が神に触れると、それはまるでマイナスとプラスの電気がつながるように神のエネルギーが流れ込むのです。SS1月1995p16

  神の化身が地上を歩くとその土地を神聖化する、といわれるその御足に触れること自体に霊的な意義があるのです。科学的に見ても神の御足に触れることは、次のような理由で意味があります。血流は足から頭へと流れます。人がつま先に触れるとその流れを感じることができます。それが神のエネルギーなのです。物質的な目でみると身体は肉体です。しかし霊的にみるとオーラがどの身体の周りにもあるのです。それは霊的なエネルギーが輝いているのです。このエネルギーは波動からもたらせます。それ故、「神を見たものは罪を帳消しに出来る。神と言葉を交わしたものは苦しみを打ち消すことが出来る。神の御足に触れたものは自らの行為の結果から免れることが出来る。」と言われているのです。信者が神の御足に触れると、それはまるでプラスとマイナスの電極が触れるようなもので、神のエネルギーを引き寄せることができるのです。この結合はハートとハートの関係でなくてはなりません。そうして始めて神のエネルギーが注ぎ込むことができるのです。その結果、神と信者は一つになります。18/12/94



　＊音楽

インドでは音楽が心に有効に働くと信じられています。それは、心の動揺と心配事という波立つ心を落ち着かせ､平常心を取り戻させます。音楽は、情熱をおさえ、感情をおさえ、衝動を高貴な目的に導きます。我々は、このような我々の文化の中の音楽が持っている偉大な役割を忘れてしまっています。SSSvol5p,257

 メロディとリズムに注意して、至高の神の御名を歌うことには特別の功徳があります。至高の神は音楽を愛します。その上、その歌が熱心に歌われるなら、それは全ての悪い想念を心から追い払うことに役立ちます。妙なる音楽は至高の神の心を動かし、聞き入る人々を感動させることが出来ます。～清らかなハートで神の賛美の歌を歌うなら、あなたは環境を、国家を、世界を清めるでしょう。11/4/97

  音楽を，神に帰融するパスポートとしなさい。音楽は神への捧げものです。23/11/96



    ＊音響

音響のない瞬間はなく、どんな小さな出来事にも音響が伴います。ただあなたの耳がそれらのかすかな音を捉える力を持たないのです。まぶたを閉じるときや、花びらに露のしずくが落ちる時にも音がしているのです。静寂を乱す、ごく微かな波立ちにも音が伴うのです。宇宙創成の原初の動きによって自らを生じさせたマーヤーが、ブラフマンを覆った時にプラナヴァ（オウム)の音響が響きわたりました。ガヤトリ マントラはプラナヴァを精緻にしたものであり、極めて神々しく価値あるものと崇められ、霊的生活の秘儀伝授にあたっては、先ずプラナヴァ瞑想から始めることになっています。SIP4-11



    ＊恩赦

高い理想を持ちなさい。自分を高めるよう努力しなさい。最高の目標である神そのものに達成するよう精進しなさい。どのような障害物や反対があろうとも、気落ちしてはなりません。あなたの中にある動物性を手放して、人間的な美徳の内に自己を確立し、神性の獲得に向かって勇敢に進みなさい。今日はバクティ（信愛）に、明日は感覚の快楽に、その翌日には再びバクティに向かうというように、揺れ動いていてはなりません。あなた方は、万事上手くいっていると全面的にバクティを支持し、何か上手く行かないことがあると失望で一杯になります。規律を強いられると尻込みを初め、愛が注がれると、また我先にと出てきます。このような二面性のある態度は手放さなければいけません。

求道者たちが、何年も禁欲や放棄、ジャパやタパ（苦行）を積んで、見ようと努力している神聖原理が、ここに、今、あなた方の前にいるのです。自分に授けられた幸運に気づきなさい。私は、今日、この聖なるシヴァラートリの日に、あなた方がこれまで知ってか知らずか陥った過ちの一切に対する恩赦を与えました。吉祥の思考を持ち、吉祥の言葉を話し、吉祥の行いをしなさい。そして、その果報として、吉祥（マンガラ）の化身であるシヴァ神そのものに到達しなさい。7/3/78



　＊恩寵

神の恩寵はあなたの持っている徳に応分して与えられます。あなたは神への信愛の心を持っているでしょうが、義務を遂行することこそ、あなたの第一の関心事でなくてはなりません。1/1/93

 前世で作ったカルマは、今世で支払わなければならない。とあなたは誰かにそう言われたのでしょうが、しかし私はカルマの法則をそのように捉えなくてもいいと保証します。あなたが激しい痛みに襲われた時、医者はあなたにモルヒネを注射します。そうすれば未だ痛みの原因が身体の中にあるのにも関わらず、あなたは痛みを感じません。それと同じように、神の恩寵はモルヒネのようです。カルマによる苦痛を受容しなくてはいけないのにもかかわらず、あなたは痛みを感じないですむのです。

    神の恩寵は、あなたが受けなければならないカルマの悪果を取り除くことができるのです。ここに服用期限のきれた薬があります。期限が過ぎた薬は効果がないのと同じです。そうです。支払い請求書は来ていて、支払いをせねばならないのに、カルマが無くなってしまうのです。至高の神は、カルマの報いから信者を完全に救う事が出来るのです。OCSp126

    今日の人間社会には利己主義がはびこっています。至る所に虚栄が見られます。そのような環境の中で平和と安全が保障され得るでしょうか？　そのような状態の中で神の恩寵が流れることができるでしょうか？　いいえ、できません。学識や富がどれほどのものであろうとも、アハンカーラ（利己主義）がある限り神の恩寵が流れることはありません。恩寵は水のように、高いレベルから低いレベルへと流れます。神の恩寵は謙虚さと規律を備えた人に注がれます。神の恩寵を確実なものとするためには謙虚さが不可欠です。年長者を敬いなさい。自分の持っているものに満足しなさい。すべての人に対する好意を育てなさい。だれに対しても悪い感情を抱いてはなりません。だれからも愛されたいと願うのであれば、だれをも等しく愛するべきです。23/11/94

  どうして常に神の御名を唱えることが出来るか?とあなたは尋ねるでしょう。そんな疑問の付け入る隙はありません。あなたの為す一切の行為を神への捧げものと考えなさい。全ての行為を、神への捧げものとして行いなさい。神の恩寵を得るまではこれらのことが必要です。恩寵を得た後は必要ではありません。31/7/1996

 あなたは、私の恩寵がなければ進歩することが出来ない、というかもしれません。しかし私のハートはバターのように柔らかいとは言え、あなたの祈りにある程度の温かさがあるときにのみ初めて溶けるのです。あなたが何らかの規律ある努力、何らかの霊性修行をするのでない限り、恩寵が注がれることはありません。切実なる願いと、目標が達成できない苦悩こそが、私のハートを溶かす熱なのです。これこそが恩寵を勝ち得る為の苦行なのです。SaiBaba&Psychiatrist

   神はその人の受けるにふさわしい程度に応じて恩寵を授けます。神は愛の権化です。悪い属性は、神の恩寵を実感認識する事を防げます。欠陥は人の方にあり、神が悪いのではありません。21/8/94

   今日人々が無数のトラブルと悩みに苦しんでいる状態が見られます。いかなる行政機関も権威もそれらの問題を解決することはできません。神のみが人類を救うことができます。人は太霊への信念を培わねばなりません。今日人は神の恩寵を獲得しなければなりません。全人類が神の恩寵を必要としています。恩寵を得るためには、各人はハートを愛で満たし，同胞に奉仕し，それによって自分の人生を清めなければなりません。14/4/96

 神から与えられた仕事を自分が成し遂げられるか？と疑うものは弱くて無力な者です。したがって何事を成就するにも堅固な信念が必要です。疑いを追い払いなさい。何事であれ、起きることは全て自分にとって良いことであるとみなしなさい。それが神の恩寵に預かる資格です。スワミの言葉に憶測をめぐらすことは狂気の沙汰です。14/10/1995

   聖者たちは、熱心に神に祈り、心の底から神の愛を求めました。サキュバイやミーラが神と離れていることに耐え切れずに泣いたように、神を求めて泣きなさい。彼らが神の御姿を見ることができ、神の恩寵をいただくことができたのは、そのような熱烈な願いがあったからに他なりません。しかし、カリユガ（暗黒の時代）の影響によって、人々は、まったく何の努力もせずに神の恩寵を得たいと思っています。神への愛が減少しているために、邪悪さ、悲しみ、暴力が増大しています。皆さんの妬みや怒りのようなよこしまな性質を、すべて愛に変えてしまいなさい。28/7/99

  神の恩寵を得るならば、過去の行為の報いは緩和されます。神の恩寵を確保する方法は、真理、ダルマ、信愛、慈悲、堅忍不抜などの属性をつちかうことです。これらの属性を持っていたら人生は美しい花園となり、たえず歓喜を享受します。悪い想念と悪い行為でいっぱいの人の人生は、暗く汚いヴァイタリニ河に例えられます。各人は自分の生活を自ら律しなければなりません。各人は自分自身の照覧者です。悪人は外見を取り繕うことにより、善人を騙すことも出来るでしょう。しかし、悪人は心のうちでは、自分の本性を知っています。12/7/95

   神からの恩寵を、お金に例えると、あなたが善行をなしていれば、すなわち、口座にいくらかの預金があれば、将来あなたは神の恩寵というお金を引き出すことが出来ます。もし、現在そのような預金が無くても、せめて過去に幾ばくかの善行を積んでいれば、つまり、固定資産を銀行へ抵当に入れていれば、お金を受け取る資格が与えられます。これら二つの善行を積んでいなかったとしても、もし裕福な人、すなわち、神やアヴァターやグルが保証人になってくれれば、あなたは銀行から融資を受ける資格を得ることができます。このように過去の功徳か現在の功徳があるか、裕福な人が保証人や担保人になってくれれば、あなたは神の恩寵を得ることが出来るのです。それ以外に方法はありません。STPS2p148

 金によって得られるものと神の恩寵は比較することすら出来ません。全世界の全ての富よりも大きな宝である神の恩寵、それのみ、人は求めるべきです。6/5/87

   今日、人々はお金のためであればどんな低劣なことでもしようとします。人は、神の偉大な帰依者であることを装って、人々をだまそうとします。人間がなすべきこととはこのようなことなのでしょうか？いいえそうではありません。人は欲望を克服し感覚をコントロールしなければなりません。5/7/01

  あなたに神への完全な信仰があるなら、あなたの心は必ず変容します。ババの役割はあなたの心を変えることではなく、あなたをあなたの行為の結果から救い出すことです。誰もが皆、この真理を認識し、それに従って行動しなさい。手始めに、自分の欠点をなくし、帰依心を強めて、固く、揺るぎのないものにしなさい。それは、プルシャ プラヤタナ（万人がなすべき努力）です。そうすれば、あなたはダイヴァ アヌグラハ（神の恩寵）を得るでしょう。グニャーナ（霊的叡智）の道を横切るこの真理の小道に入って、あなた自身を神に融合させなさい。6/10/92



   ＊害虫

家に入ってくる害虫は駆除しなければなりません。自分たちの家をこのような小さな生き物から守ることは、何も問題ありません。でも、それは自分たちの生活圏の範囲だけであり、自分たちの身の回りだけのことです。その外側ではいけません。CWSSBJp269



　＊顔

いつも喜びを周囲に振りまいていなさい。自分の苦悩や心配事を他の人の耳に入れてはいけません。あなたと会う人が皆良い気分になれるように、いつも微笑んでいなさい．また、他の人に自分の成功を語る時、その目的は相手に嫉妬心を抱かすことだ、ということも覚えておきなさい。24/2/65

  古の聖者や真理の探求者たちも、絶えず神を思い、神の命ずることに常に忠実に従いました。その結果 として、彼らの顔は神聖な輝きを放ったのです。9/10/02



    ＊科学者

科学者は、自分たちの発見は内なる実在に関する聖賢たちの発見ほどは重要なものではない、と謙遜しなければなりません。物質と物質の所有する力を操作するという発明に対しては、科学者に感謝しなさい。しかし、科学者たちに受けるに値する以上の敬意を表してはなりません。科学は、手軽さと快適さをもたらし、病を癒し、物質を分析することはできますが、平穏や平静、平安や至福をもたらすことはできません。科学は、荷車を改良して荷車をより頑丈で起動性のあるものとすることはできますが、馬を向上させたり馬にインスピレーションを与えたりすることはできません。18/6/68

    現代の科学者は数多くのことを成し遂げています。しかし、科学者は人間の中に存在している神の力に気づくことができずにいます。一例をあげましょう。大地は一つです。レモンの種を植えれば、その木になる実は酸っぱい味がします。マンゴーの種を植え、その種から木が生えると、その実はとても甘い味がします。ニームの種を植えれば、その木になる実は苦い味がします。土壌は同じでも、違う木になる実はそれぞれ違う味がします。それと同じように、人間は皆、同じ元素である水素、酸素、窒素、炭素でできていますが、個々人の心の性質や他の性質はさまざまです。こうした無数の違いがある理由は何でしょう？ こういった遺伝上の違いの背後にある力とは何なのでしょう？ 科学者はそれをどう説明するのでしょうか？ もしこうした大きな違いが存在する理由を理解できれば、科学者は知識における完全性に到達することでしょう。神の力の大きさや域を測ることのできる者は誰もいない、というのが真実です。31/8/88



　＊科学と霊性

過去二百年間，科学を追求した結果、人は多くの目覚しいが、危険を伴う業績が成し遂げられました。地球資源を開発する人々は自らの成果を自慢します。彼らは恐ろしい破壊をもたらす原爆を製造しました。世界を破滅する力を自慢することが英知のしるしでしょうか?

 それは悪魔のすることです。西欧諸国は、今、自らの恐るべき発見の結果に悩んでいます。科学の発達には、それに相応する識別力が伴わねばなりません。科学の必要性は明白ですが、しかし科学はプラニャーナと結びつかねばならないのです。プラニャーナ抜きの科学を追及した結果、人々は自らの存在を愚弄しているのです。SS5/93

   科学的な視点から人間の状態を調べてみれば、人体の細胞組織は四つの元素（水素、酸素、窒素、炭素）で構成されていることがわかります。これら四つの元素が結び付いて発現したものが人間の状態です。この結束性を無視して、現代の科学者は愛の原理をバラバラに分割することによって物質の本質を調査しています。愛の精神（スピリット）は霊性です。愛を引き裂く（スプリット）ことをしているのが科学です。科学者は愛を引き裂いて物質を研究しています。科学者は愛の本質に気づいていません。科学者は清らかさを無視しています。科学者は物質を研究するという意識しか持っていません。その結果、現代では科学と霊性が完全に分離しています。6/5/88

 最近、科学者たちは一つの小宇宙的な力が全宇宙に浸透していると主張して、複雑な実験をしています。世界には物質とエネルギーという二つの構成要素しかありません。ひとつが欠ければもう一つは存在出来ません。

科学は、この物質とエネルギーの相互作用、感官が理解できる物質世界を研究しています。霊性は一人ひとりのうちに存在する力は、同一のアートマであることを教えています。科学者はこの発見をするのに、何千年も要しました。ヴェーダンダは、「ああ、愚かな科学者よ！すべては、汝の手の中にあるのだ！」と宣言しています。30/5/95

 科学技術はあなたに多くの快適さと便利さをもたらすことが出来ますが、平安と至福を与えることは出来ません。科学とは何でしょう｡霊性とは何でしょう。科学と霊性の違いは何でしょう。科学は五感の下に位置します。霊性は、あなたを世俗から神に連れて行ってくれます。霊性はあなたにこの世の中で、神性を感じさせ体験させてくれます。

 これが科学と霊性を統合する方法です。霊性は目に見える電子機器や科学的な装置や設備の背後にある、目に見えない原理なのです。霊性は五感の上で働きます。科学が目の前にあり、目に見えるものに注意を向けるのに対して、霊性は遙かな遠くにあり、目に見えぬものに集中します。科学は物質を取り扱い、霊性は至高のものを求めます。科学は不活発なものを取り扱い、霊性は、意識を扱います。科学は物として現れたものを研究し、霊性はそれが現れる元に照準を合わします。科学が「愛の破片」スプリットなのに対し、霊性は「愛の神霊」スピリットです。

 科学は外の世界を扱い、霊性は直感的なものを扱います。科学が目に見える物を視覚化できるのに対し、霊性はその背後に隠されたものを見つけ出します。あなたは科学を肉眼で学ぶことが出来ますが、霊性を理解するには、英知の眼が必要です。科学はあなたの頭に詰め込まれた事実を集めたものです。その反面、霊性はきわめて抽象的であり、あなたの心に触れます。科学は、ある一点から始まり別の点で止まるCという文字のように不完全です。

 霊性はOという字のように完全です。科学はあなたに道具を供給します。霊性はあなたにそれをどのようにして使うか示してくれます。科学が陰であるのに対し、霊性は陽です。創造物が陰であるのに対し、創造主は陽です。水槽を水で満たすように、あなたの心を陽である霊性で満たしなさい。感覚器官はあなたが愛という水を汲む為の道具です。科学は事実を明確に示すことが出来ますが、霊性は、不変なる真理を指し示すことが出来るのです。STPSp266~8　

 真の教育は道徳と人格と霊性を培わねばなりません。科学とテクノロジーは、快適な暮らしをするために必要です。それは明白です。しかし、物質世界の基礎に、目に見えない力があります。今日の学生は生活の為の知識と、生命を維持するものを理解する霊的知識との両方を学ばなくてはなりません。この二つが結びついて、人間性の開花をもたらします。22/11/95

    科学と霊性の根本的な違いはこうです。科学は外側の現象世界を詳しく調べることに関連しています。霊性は内なる神の働きを探求することに関連しています。科学者は外を見る目を持つ人です。内を見る目を持つ人は聖者です。

ここで、科学的真理と霊的真理の例をあげましょう。円の図を描くときは、始点からぐるりと一周して、元の始点に戻って描き終えます。これはプールナム（完全あるいは全体）と呼ばれています。

詩（あれは完全、これは完全、完全から完全を取り去っても、依然として完全のままである）

完全な円は霊性を表しています。というのは、完全な円においては、始点と終点は同じだからです。霊性は始まりと終わりの違いを知りません。霊性、すなわち「アディヤートマ」〔アートマに関するもの〕という語それ自体が、始まりも終わりのないものを意味しています。

科学とは何かを理解するには、完全な円〔○〕を二つの半円に分けてみることです。左半分の半円は英語の文字の「Ｃ」に似ています。「Ｃ」は科学です。つまり、科学はある地点で始まって別の地点で終わります。二つの地点の間には大きな隔たりがあり、それはアガムヤゴーチャラムと呼ばれます。それは手の届く範囲を超えており、目に見えず、理解不可能なものです。

物質と魂は二つの半円と見なすことができるでしょう。科学者は、物質だけを詳しく調査して、魂を無視しています。この二つの部分は、ヴェーダーンタ用語ではプラクリティとパラマートマと呼ばれてきました。

科学者は創造物（スルシティ）の本質を探究する人です。聖者は創造主を知ろうとする人です。科学者は創造物を研究することだけで頭がいっぱいです。創造主についてはどうですか？ ひとたび創造主を理解すれば、すべての創造物を理解できます。それゆえ、聖者ティヤーガラージャは言いました。「ラーマよ、もし私があなたの恩寵（アヌグラハ）を得るならば、すべての惑星（グラハ）は私の手中に収まるでしょう」と。このように、創造主を理解すれば、創造物についての一切は容易に知ることができるのです。31/8/88

科学者は創造物（スルシティ）の本質を探究する人です。聖者は創造主を知ろうとする人です。科学者は創造物を研究することだけで頭がいっぱいです。創造主についてはどうですか？ ひとたび創造主を理解すれば、すべての創造物を理解できます。6/5/88



   ＊鏡

    鏡を見てみなさい。鏡は映します。話はしません。寡黙でいなさい。鏡が見るように見なさい。しかし何も言わないように！舌を慎めば幸せになります。神の御名が耳の中に響き渡るまで、静かに座っていなさい。追憶p273

    平安、真実、至福は、よその場所にあるのではありません。あなたの中にあります。あなたは平安と真実と至福の化身です。平安と至福を外の世界に探すのは愚かなことです。あなたと分離して存在しているものは何もありません。すべてのものは内にあるものの反映です。鏡の中にあなたが映っているのを見るのと同じように、あらゆる人の中にあなたが映っているのを見るよう努めなさい。この真理を伝えるために、クリシュナ神は、「バガヴァッドギーター」の中で、「すべてのものは私の存在の一部である」と宣言しました。私とあなたは分離した存在ではありません。両者の中の愛の原理は同一です。愛の原理を固守しないなら、あなたの霊性修行はすべて無駄になるでしょう。世界は鏡のようなものです。あなたが世界という鏡の中に見るものは、すべて反映にすぎず、実体ではありません。あなたの右目は、鏡には左目として映ります。それをどうして実体と見なすことができますか？ 鏡をどければ反映も消えてなくなりますが、実体は残ります。自分のことを神の化身と見なしなさい。あなたの本性である愛を経験しなさい。それが真我の姿（サークシャートカーラ）です。人々のなかには瞑想で真我の姿を見たと主張する者がいますが、本当の真我の姿はあなたの実体の姿です。

あらゆる世俗的な人間関係は、過ぎ行く雲のように一時的なものです。それらは時間の経過と共に変化することを免れませんが、実体は絶対に変化しません。それこそが愛の原理です。世俗的な愛は時が経てば憎しみへと変わることもあります。今日好きだったものが、明日には好きでなくなるかもしれません。けれども、愛は好き嫌いをしません。神は愛と異なるものではありません。16/7/00



　＊核実験

幾度か行われた太平洋での核実験のつけは、ニュージーランドにおいて特に顕著に現れるであろう。人々が海産物を摂ると、食物連鎖の結果、心臓麻痺や身体のあちこちに癌を発病することになる。7千万トンもの魚が毎年捕獲された結果、魚の量が減り、魚による海洋浄化が進まなくなった結果、海洋を不健康にして汚染度を増大させている。SSALp,46

   核実験による核爆発のせいで海水が汚染されています。それにともなって、海の生き物がその核物質で汚染され、それらを人が食すると人も汚染されます。それにより、がんを引き起こすのです。27/7/02



    ＊学生

  学生にとっての第一の義務は、親を愛すること、親に感謝することです。現代の学生の不品行は、親に大きな責任があります。親は子どもたちを十分に監督していません。子どもが生まれると、人はそれを祝います。しかし、本当のお祝いは、子どもが良い評判を得て、両親に名誉をもたらした時なのです。子どもを正しく育てられない両親は、親という名に値しません。子どもへの愛情とは、子どもの堕落を許すということではありません。そのような親は、子どもたちに好き勝手にやらせて最終的に大きな災難に直面したドリタラーシュトラ〔百兄弟の父親〕と同じです。5/86

    皆さんは全員学生ですが、一生ずっと学生であり続けなさい。自分は教育を終えて、今は奉仕活動に従事している、などと考えるのは誤りです。皆さんは誰かの下で働く召し使いではありません。実際、皆さんはリーダーです。どのような奉仕を請け負っても、その奉仕をしているのは自分である、と考えるのは間違いです。決してそのようなことが起こってはなりません。実のところ、あなたの請け負っている奉仕が何であろうとも、それはあなた自身を向上させるためのものです。奉仕活動は、自信〔神我への信頼〕、自己満足〔神我を満足させること〕、自己犠牲〔神我への犠牲〕をもって行い、最終的に自己実現〔神我顕現〕を目的としなければなりません。ですから、奉仕の精神は神我から現れるのです。奉仕とは他者を助けることである、などという解釈は、どう考えてもできません。自分はサティヤ サイオーガニゼーションに加わって奉仕活動を請け負うことで他人に奉仕している、と皆さんは考えているかもしれません。これは正しいことではありません。また、皆さんは、奉仕活動において他の人々の助けを求める必要もありません。自分が生まれ持っている力とエネルギーに頼ればいいのです。あなたの中に存在する神我の力が、あなたの払うあらゆる努力を助けてくれるでしょう。実際、あなたの行うあらゆる奉仕活動の受け手はあなた自身であって、他の人々ではありません。あなたの神我は、あなたの努力を守護してくれるでしょう。11/4/05



　＊加工食品

苦行の力は、我々が摂っている食物と生活習慣を見ればわかる。今日の我々の摂っている食物や生活習慣は、中身の無い物となってしまっている。我々の摂る加工食品は。瞑想を落ち着いて出来なくしてしまっている。それ故、我々の霊的修行は役に立たないものとなってしまっているのだ。16/4/96



    ＊過去

過去は過去です。過去を心配する必要はありません。自分が進んできた道を何度も振り返るのは無意味です。必要なのは、安全に目的地に着くために、注意深く前を見ながら道を歩むことです。1/12/84



　＊過去世

過去世での特徴は間違いなく次の世に伝えられます。それは、ヴァーサナあるいはサムスカーラすなわち「過去世での特質」と呼ぶことが出来ます。良いサムスカーラを持っている人々は、良い仲間と過ごすこと、神の栄光を歌うこと、良い思いを心に抱くこと、良い行いをすること、良い話し合いをすることといった神聖な方法で人生を過ごします。それに対して、悪いサムスカーラを持っている人々は、悪い行いにふけること、悪い思いを抱くこと、嘘を語ることによって一生を神聖で無いものにしてしまいます。サムスカーラは身体が死んでも死にません。それは、次の世まであなたについてくるのです。STPSp216

人は誰もが、過去において数え切れないほどの生、まったく利己的な生を経ています。ですから、自己中心的な衝動が、今でも猛烈に人を隷属させ、利己的でない愛が芽を出して伸びていくのを妨げているのです。神は人間の中に愛と法〔ダルマ〕を捜し求めています。愛は法によって規制されなければいけません。法がなければ、愛が拡がることはできません。法がなければ、愛は狭量で湾曲したものになります。愛と法は、陽と陰です。29/2/84



＊過去の栄光の時代

過去の栄光に輝く時代を再び取り戻すのは容易ではありません。あなた方青年は１袋の米が４ルピーで買えた時代や人に襲われる心配なく自由に人々が歩きまわれた時代、また家に鍵をかけなくてもよかった時代を知りません。今日、恐怖が国中に横行しています。誰一人安全なものはいません。これら全ての邪悪の原因は満足を知らぬ金銭への欲望です。悪の傾向はドワパラユガにはじまりました。今日、悪の傾向は恐るべきレベルにまで達しました。富への欲望は、嫉妬や高慢などその他の多くの邪悪をもたらしました。14/1/96



　＊家住者

家住者の中にもブラフマチャリア（ブラフマの内に動く）はいます。彼は妻のみと肉体関係を持ちます。節操の無い異性関係を持つ既婚者はブラフマチャリアを守っているといえません。思いと見るものにおいて、情欲を抑えるべきです。18/1/96

  自分の内に経験するのと同じアートマ（真我）の原理を、他者の中にも見る人は、たとえ家住者であっても隠遁者であっても、神を理解することができます。そのような人の中には、神がしっかりと確立されています。彼は、神そのものになるのです。23/11/2000

 誠心誠意自分の義務を果たしなさい。それが、本当の霊性修行（サーダナ）です。あなたが職場に居る時は、職場だけに集中しなさい。自分の家族のことを考えてはなりません。同様に、家に居る時は妻や子供の必要を満たしてあげなさい。あなたの家を職場にしてはなりません。ところが今日、職務があまりにも多いために、人々は職場の書類を家に持ち帰って片付けようとします。このように人々は、職務と家の仕事を混同し、商売と霊性を混同しているために、様々な困難に直面 しています。24/7/02



    ＊カースト制度

ブラーミンの特質は英知、美徳、そして最も気高く有益なカルマを自ら手本を示すことによって、美徳を広めることです。クシャトリアは、請け負った仕事を能率的にこなし、英雄的資質と勇気を持ち、悪人を罰し、高潔な人を保護しようとする冒険心と熱意を持っていること。ヴァイシャは、国々を一つの共同体へと結びつける伝達の輪を創り上げる為、商業が円滑に、また速やかに流れるように務めなければなりません。そして、世界に何倍もの富をもたらさなければなりません。

 また、民族間の協約は守られるように保証し、自らの財産を捧げて、学校や病院を設立することによって、美徳と正義を育て上げるのです。シュードラは、ダルマの道を外れることなく価値あるものを生産して収穫し、常に真剣に人間として生きる目的を知ろうと努力し、共通の利益のために生産されたものを、知性を持って蓄え、守り、さらに多くのものを生み出すように励まねばなりません。

 このようにして蓄積されたものは、真の英知を広げて行くために、また高徳な人を支え助ける為に、惜しむことなく活用されなければなりません。このように、これら四種類のカーストの人々の努力を結び合わせるならば、富は大いに増して何倍にもなり、人々は幸福を享受出来るでしょう。四つのカーストの人々は、この制度は世界のダルマの維持という目的のために創られたということを、実感せねばなりません。DVJp107~9

 カースト制度の四つの階級は、それぞれの人びとの性質と活動によって定められました。一つの木に実る果実が、あるものは青く、あるものは熟しているのと同じように、人々もその成熟した段階に応じて四つに分類されるのです。各人の成熟段階はその行為と性格によって判断することができます。その思想と行動が浄性なものは、バラモンに属し、ブラフマンへの道を歩みます。激性の勝るものは、クシャトリアに属します。このように心に深く染み込んだ属性をもって、階級を定める基盤としたのであって、それ以外の理由からでは無いのです。JV



　＊微かな身体

人には、身体、微かな身体、基因体の３つの身体があります。身体と微かな身体は双子のようにそっくりで、音とその響き、物体とそれが映っているものに例えることができます。9/89



　＊家族

自分の家族の面倒を見なさい。そのことに何も悪いことはありません。誰もあなたの世俗の義務を断念するように、という人はいません。世俗の中で生き、自分の義務を果たしなさい。けれども、常に神聖な気持ちを抱いているようにしなさい。22/11/10

 社会が正しく進歩するには、家族が幸福で調和し一体でなければなりません。家族が一体となる為には、家庭を構成する個人が犠牲の心を持たねばなりません。28/3/96

 家庭は何の為にあるのでしょう。それは神を静かに見つめる事によって得られる至福を享受する為、すなわち、誰にも邪魔されずに神を瞑想する機会を得るためです。各人の真のダルマとは、絶対者との融合という至福を味わい、真の自由を獲得することです。DVJp16

 困難や不幸は、全て去来する雲でしかありません。過去世での家族や親戚縁者であった人々を私達は覚えているでしょうか?生まれるたびに、家族や親戚は変わります。しかし常に変わらないものは、神のみです。不変の愛に執着しなさい。変化してやまぬその他の関係に執着することをやめなさい。SS8/89



    ＊形

形のあるものと無いもの(ニラーカーラとサーカーラ)という二つの実体があります。氷には形がありますが、水になると形は無くなります。形あるものと無いものが一つになったときにのみ、あなたは解脱を得ることができます。これは、水素と酸素が、ある形態で結合すると水ができるのと同じようなものです。18/7/97



    ＊肩代わり

私は、神に全託した非常に善良な人物に死をもたらすことになったであろう病気を肩代わりなければなりませんでしたし、その呼び声がとても急を要する真剣なものだったので、約束していた予定を済ませるまでそれに答えるのを延ばすことなど到底不可能でした！ ラーマやクリシュナや他の化身に関することであれば、あなた方はこうした事も信じます。なぜなら、あなた方は、それを信じても自分には何の義務も課せらないと思っているからです。一方、あなた方の目の前にいる化身の場合には、神が認識されると、それに続いて必然の結果が生じます。けれども、あなた方はそれらを避けようとします。しかし、世間が何と思おうとも、私は帰依者や善良で誠実な求道者の救済（バクタ ラクシャナ）という自分の任務を続行します。18/12/70



    ＊家庭

    家庭はダルマの住居であり、国を守り保護します。家庭は世界を照らし支える灯台です。女性の最も大切な義務は、教養や地位とは関わりなく「家庭を守る」ということなのだと認識せねばなりません。学校へと通う多くの学生や子どもたちにとって、母親は最初の教師です。誰にとっても、母親は生まれた瞬間から教師です。教師である母親が、家庭を離れて他の子どもたちを教えに学校へ行ってしまったら、自分の子どもは誰が教育するのでしょうか？

      バーラタの女性にとっての第一の義務は、家庭をより善いものにし、理想的に営んでいくことです。全世界において、家庭と家族は社会の基本となる構成単位です。家庭がより善くなれば、世界全体がより善くなるでしょう。この現象世界では、人々がどこからどのような喜びや満足感を引き出してこようとも、家庭に喜びがなければ、家庭はまさに地獄となってしまいます。本来、家庭は天国です。家庭を天国として維持していくことが女性の義務です。19/11/96



    ＊悲しみ

神ながらの生活をしようと心に決めたならば、世の人の手本となりなさい。不安、恐怖、無知がそこから生まれる根本の原因を取り除きなさい。その時はじめて真の人格は光を放ちます。不安は、至高の神を信じることによって除去されます。身に降りかかる一切の出来事は神のお計らいによって、自分にとって良かろう、と思われて為されたことであり、その御心は、必ず成就することをあなたは知るでしょう。何事もあるがままに率直に受け取る心こそ、不安に対する最善の武装です。それは弱い人間が、見せる諦めの態度でもなく、英雄のみに可能な勇敢さに満ちた受容です。

  悲しみはエゴイズムから生まれます。自分はこのような、悪い待遇を受けるべき人間ではない、あるいは自分を助け、分かってくれる人は誰もいない、などは、エゴイズムからこのような悲しみが生まれるのです。エゴイズムが無くなれば、悲しみも消えてゆきます。無知とは、自分自身を肉体と思い込むことです。SSSVol1chp4

     すべての人は真理を起源としています。人は真理によって維持されています。そして、人は真理に帰融します。人は真理の化身です。すべての人が真理を認識するなら、全世界に真理が浸透するでしょう。今、人が探し求めるべきものは喜びではありません。また、悲しみが人の目標なわけでもありません。人は喜びや苦痛の原因を自分の支配下に置くべきです。喜びよりも苦しみが人の英知を呼び覚ますのです。もし、偉人の生涯を研究するなら、困難と苦しみから英知を見出したことがわかるでしょう。悲しみがなければ英知はもたらされません。苦しみこそが、人に多くの賢明な教訓を与えてくれるのです。

この深遠なる真理を悟ることなく、人は際限なく喜びを追い求めています。人が幸せになる必要があるのは当然のことです。しかし、幸せはどのようにして得ることができるのでしょうか？ 人は、悲しみを克服して、初めて幸福になることができるのです。ですから、人は誰もが、幸福を迎えるのと同じ気持ちで悲しみを歓迎すべきです。1/1/98

    神は悲しみを知らず、痛みをもたず、思考を超えています。嘆きと悲しみは思考がある者にのみやって来るものであり、思考のない者はつねに幸せです。神は思考を超えており、それゆえ、いつも至福にあります。人々が何を言ってきても、スワミはいつも、「サントーシャム、サントーシャム」（「それを聞いて私は幸せです」という意味）と言って応じます。それは、スワミはパラマ スカダムであるからです。一人の女性がスワミのところに来て、「スワミ、私の夫が死にました」と言って泣きました。スワミは、「サントーシャム」と答えました。その女性はショックを受けて、「何ですってスワミ！ 私は夫が死んでしまったと言っているのです。それなのにスワミは幸せだとおっしゃっています！！ スワミは私の夫が死んで幸せなのですか？」スワミは答えました。「あなたが何と言うかに関わらず〔私は幸せです〕、なぜなら、私はつねに、サントーシャム、サントーシャム、サントーシャムだからです！」

あるとき、一人の人物が私に言いました。「うちの者が事故に遭いました」スワミは「チャーラー サントーシャム」（とても幸せです）と言いました。スワミはいつも幸せです。そのせいで幸せでなくなるものなどありますか？ 運命に従って、起こるべきことは何であれ起こるのです。ならば、どうしてそのことを気にしたり、悲しんだりするのですか？ 生死は自然なことです。生死はすべてのものに共通であり、特にこの人にはあるが、あの人にはない、というものではありません。ですから、人は平然と運命の審判に向き合い、何が起こっても落ち着きをもって受け入れなさい。人は運命のせいで苦しむのではなく、欲望と執着のせいで苦しむのです。もし、この世のものへの執着があるなら、あなたは必ず喜びと悲しみを交互に体験することになります。苦楽は二元的な世界の切っても切れない部分なのです。

すべてのものごとは神の意志によって起こります。神が望むものを、神が望むときに、神は与え、神は取り戻します。皆さんは、鉄道貨物の貨車に印が付いているのを見たことがあるでしょう。それは返却の日付です。つまりそれは、その日に貨車を大元の鉄道局に返却しなければならない、ということを意味しています。体は貨物の貨車のようなものです。皆さんは気づいていないでしょうが、体がこの世に送られてきたとき、体に返却日が押されます。その日が来れば体は元の場所に戻っていく――それだけです。このように、生があれば死もあります。二つが自然な一組を形成しているのです。ですから、人は死のために悲しみに道をゆずるべきではありません。

人生のあらゆる局面には至福があり、神は純粋な至福です。神はあなたの中にいるのですから、あなたはいつも幸せであるべきです。あなたはいつも愛で満ちているべきです。決して、愛が汚れることや、憎しみへと低下することを許してはなりません。23/5/00

    神だけがずっと私たちといっしょにいます。すべては神です。いつも神のことを思い起こしていなさい。一瞬も無駄にしてはなりません。たとえ一瞬であれ、時を無駄にすることは大きな浪費です。たとえ一瞬でも神を想うなら、とても多くの至福を感じるでしょう。悲しみにとらえられているときには、目を閉じて神を思い起こしなさい。そのことはあなたに平安をもたらすでしょう。何に対しても、悲しんだり惨めになったりしてはなりません。勇気と根気であらゆる状況に立ち向かいなさい。勇気と根気が皆さんの真の力です。神の帰依者であるからには、そのようにして人生の毎瞬毎瞬、神を黙想すべきです。1/5/08

    神は悲しみをあらかじめ定めておきました。というのも人は悲しみが無くては神にすがろうとしないからです。薬の効果を補うために、医者が処方する食事療法などの制限に似ています。真善美pt2p123

    全世界が至福に満ちています。どこにも悲しみの痕跡はありません。しかし、あなたは私に同 意しないでしょう。「スワミ、あなたには悲しみは見えないでしょうが、私たちには至る所に悲しみが見えます」とあなたは言います。あなたに見えるにせよ、私に見えるにせよ、本当はどこもかしこもあるのは至福だけなのです。至福を忘れ、悲しいことだけを考えているから、あなたは悲しみしか見つけられないのです。それに反して、私はどこにも悲しみを見つけはしません。私は、至福、至福、と、ただ至福だけを見ます。

   私たちが神の化身であるならば、いったいどうして悲しみにさいなまれることなどできるでしょうか？ あなたが悲しみにさいなまれているのは、この世のはかない移り変わる性質を理解していないためです。あなたが見たり経験したりすることは、すべて神の反映に過ぎません。だれをも批判してはなりません。なぜなら、他の人を批判することは、あなたが崇める神を批判することに等しいからです。16/3/03



　＊金

人間の身体の中では常に血液が循環していなければならないように、社会の中ではお金が循環しているべきです。お金は少数の人々の手の中で停滞しているべきではありません。血液が循環しなくなれば、身体におできや腫瘍が出来ます。お金が無くなればやりくりをするのが困難になります。その反面多すぎるお金は人をだめにします｡～お金はその人にとって少なすぎても多すぎてもいけません。STPSp97

   物質の所有という豊かさを手に入れることで日々を浪費してはなりません。それはしばしば人生という旅の妨げになります。お金は入ってきても出ていきますが、道徳は入ってくると成長します！ お金は本当の富ではありません。お金は価値を失います。お金はエゴを膨らませます。血液が循環しなくなると健康に害を及ぼすように、お金が循環しなくなると健康に害を及ぼしします。25/12/70

   今、豊かさは増しましたが、人間はますます欲深くなっています。その結果 、人は人間本来の性質を忘れてしまいました。正しい方法で稼いだお金が必ずしも幸福をもたらすわけではないとしたら、どうして不正な手段で手に入れたお金で幸福を得ることを期待できるでしょう？　ですから、決して過大な富が平安や幸福をもたらすことはできないということを理解するようにしなさい。もし、あなたが多額の財産をもっているなら、他の人を助けるためのよい活動にそれを差し出しなさい。そうすることで、あなたは充足感を得るでしょう。23/11/94

    今、私たちの人生は富への欲望で汚されています。富は人を酔わせ、狂わせます。お金は必要ですが、限度を設けなければいけません。余分なお金は心に害を及ぼすこともあります。お金は稼ぐよりも使うほうが難しいものです。お金の管理はさらに難しいことです。この難儀には利点があります。お金を田舎の人たちや苦しんでいる人たちのために使って、善いことに役立てるのです。お金がこの世の基盤なのではなく、ダルマがこの世の基盤です。お金が増えれば不安も増えます。お金は悲しみもいっしょに運んできます。裕福な人は三辺から悩まされます。政府と親族と泥棒です。神だけが、裕福な人が患う苦痛を知っています。自分の息子ために富を蓄える人は、自らが剥奪に苦しみ、実の息子を破滅させます。ですから、あなたのお金を慈善行為に差し出して、有意義なものにしなさい。サティヤ サイ オーガニゼーションの会員は、村を一つひとつまわってたくさんの田舎の人を改善させなさい。これはオーガニゼーションの会員の新しい挑戦です。28/3/79

　イエスには12人の弟子がいました。ユダは12番目の弟子であり、最後にはイエスを裏切りました。その当時は、ユダは一人しかいませんでしたが、今の時代には、そのような｢ユダたち｣がたくさんいます。今日世界が不穏に包まれているのは、ユダのような裏切り者の数が増えたためです。彼らは心が実に低劣なので、お金によって容易に誘惑されるのです。ユダは、たった何枚かの銀貨のためにイエスを売りました。すでに2000年前においてさえ、お金が人間の主要な目的となっていたのです。人々は、金銭に対する貪欲さのために、邪悪で不正な方法に訴え、真実を歪めて、偽りの敵対宣伝をしました。これはその当時の話しですが、その状況は今に到っても変わりません。誰も、そのような虚偽の申し立てを恐れる必要はありません。どうして人間が自分の犯していない過ちを恐れなければならないのですか？ 過去において、多くの邪悪な心の持ち主が、真理と正義の教えを説いて世界的な名声を博した神人たちを妬みました。現代においてさえも、そのような邪（よこしま）な人々の数は決して減ってはいないのです。25/12/00

    お金も地位も権力も、それ以外のものはすべ てこの世で手に入れるでしょう。あなたが欲しがれば、私はそれを与えましょう! しかし、それらすべてが手に入れば入るほど、あなたはさらに平安を失うでしょう! さらに問題が増えるでしょう。ですからそれらを求めてはなりません!あなたが賢い人で、善い帰依者であるならば、黄金を求めなさい! 平安が黄金です。平安があれば、それによって何でも手に入れることが できます。ですから黄金の平安を求めなさい。純粋な黄金です! この平安は純正の黄金です! それは私があなた方全員に与えるためにやってきたもの ― 至高の平安です。ラニマー女史との会話

   自分の愛を体や体の属性に限定すべきではありません。愛は、あらゆる生き物、生命を持ったあらゆる姿のものたちへ、拡大しなければなりません。愛が人生のモットーであるべきです。生きることとは、生きることを愛することです。通常、私たちは、生活するためにお金を稼いでいると考えます。しかし、お金を稼ぐのは人生の神聖な目的を果たすためである、ということを理解しなければなりません。18/1/85

    人の一生は、道徳と霊性とダルマの複合体です。今、全世界がお金中心になっています。私はしばしば皆さんに、お金は来ては去りますが、道徳性は来ると育ちますと言っています。お金は流れゆく雲のようなものです。当然ながら、お金はあなたがこの世で生きていくのに必要なものです。けれども、お金は人生の究極の目的ではありません。昔の人々は、「ダルマ ムーラム イダム ジャガト」（ダルマが世界の基盤を形成している）ということを信じていました。現代人は、「ダナ ムーラム イダム ジャガト」（富が世界の基盤を形成している）と考えています。ダルマだけがあなたに平安と至福を授けてくれるということを理解しなさい。あなたを守ってくれるのはダルマだけです。11-8-2000

 コミック、ホラー、ピストルを持った男の絵、映画のポスターや映画といったものは、人をして自分が肉体だと思わせます。これらのものは人をヒーローからゼロに陥れることがあります。子供は金や金銭で売買するということに対して信仰心のようなものを持ち､同情心や愛といったものを養う代わりに、残酷さやずるさのようなものに対してあこがれるようになります。それ故、家庭、学校、そして社会という三つの領域においてこの偉大な国の将来の為に、こういうことに対して戦わなければなりません。SS5p362

 金儲けは、生活に必要な範囲だけにとどめておきなさい。金儲けというのは、人の本当の義務でしょうか？人として生まれ、人として人生を送る上でそのような浅はかな道を歩み、あなたは人生を無駄にしているのではないでしょうか？DD87p146

 経済的な問題があるのは、利己主義が増大しているからなのです。富が一カ所によどんだ水のように蓄積されています。血液が身体の中を巡っているように、金も回らなければ経済は停滞します。21/4/1996

くじは､貪欲によって動かされる人々からお金を集めます。くじは一攫千金の期待をいだかせ､邪な魂胆で人を誘惑します。くじを売り、賞金を配った残りのお金を（バジャンホールの建設）に使っても､それは汚れたお金なのです。良い目的のために使うと思えば､その手段も清らかでなければなりません。渋々出されたお金、あるいは信愛以外の何らかの狙いがあって出されたお金は､受け取ってはいけません。11/7/1957

 武器の製造のためにお金を浪費すべきではありません。中には国の防衛のために､多額のお金をつぎ込んでいる国があります。その結果、その国に住む人々は食べ物が無くて苦しんでいます。神の愛と恩寵だけが国を守ることが出来るのであって、武器で守ることは出来ません。28/7/99

  現代の人々は狂ったようにお金を追い求めています。もちろんお金は大事ですが、それはある程度までの話です。一旦あなたが神への愛を抱くなら､お金の方から自然にやって来るでしょう。25/9/00

  子供が悪い道に入る９９％が、お金と自由を与えすぎる親にあります。親たちは思い違いをして､もし自由を束縛してしまうと子供達は傷つくかもしれない、と勝手に思い込んでいます。子供には正しい行いのみに限定した自由を与えるべきであり、正しい道から外れたときには､罰を与えなければなりません。両親が自分の子供に自由を与えるときには、子供がそれによってどのような行為をするのかを､注意深く見守るべきです。そうすれば子供も正しい道を歩むことでしょう。子供たちが正しい道を歩むかどうかの第一の責任は､母親にあります。通常娘が道を踏み外せばそれは母親のせいであり、息子が堕落すれば､それは父親の責任です。21/11/11

  この金のリンガムは大きくて58,5gあり、実はみなさん一人ひとりの身体にこれだけの量の金が含まれています。これはヒラニヤガルバと称され、人に内在するエネルギーの現れであり、人が輝く原因です。皆さんは金が含まれている薬のことを聞いたことがあるでしょう。目が見えたり、耳が聞こえたりさせているのはこの金のエッセンスです。感覚器官は内在する磁力から力を得ています。金のエッセンスは保護膜として全身を覆っています。表皮のすぐ下には目には見えませんが、ホワイトスキンという薄い層があり、血液の保護膜として機能しています。出血するのはホワイトスキンが傷つけられた時だけです。13/3/02

     今日、病気が増えているのは､医者が頭の中で、お金のことばかり考えているからです。5/7/03

人々は､もっともっとお金を儲けたいと思っています。しかし稼いだお金は何かの役に立っているのでしょうか。人々は自分の稼いだお金をすべて価値の無い無駄なことに使っています。稼いだお金は、社会のためになる有益なことに使わねばなりません。1/1/2004

 実際には､あなたが手に入れた富の本当の持ち主は神です。あなたが稼いだお金は､神から預かっているだけです。神がその本当の持ち主です。神を信頼して､あなたが持っているお金を使いなさい。お金をもっと欲しいと思ったり､他の人の財を手に入れたいと思ってはいけません。1/1/04

  カリの時代の影響で､人々はお金を求めて邪悪な手段を取ります。お金のために人殺しまでする始末です。そのような人にとってはお金がすべてです。お金を得るために懸命になる必要はありません。それよりも、愛という富を得るために奮闘しなさい。愛という富を所有していれば、決して苦しむことは無いでしょう。25/12/00

 お金は確かに必要ですが、ある程度の限度を設けるべきです。お金を多く持ちすぎれば、多くの過ちを犯すようになります。18/11/99

 お金も血液と同じように循環しなくてはなりません。さもないと病気の原因となります。信愛を深めるためにお金を使うこと以上の良いお金の使い方はありません。なぜならそうすれば、それによって個人も社会も､すべての体系が利益を受けるからです。お金をしまい込んで循環させなければ、社会的な腫れ物が出来、おそらくその腫れ物は化膿して破れるでしょう。11/7/57

 人はお金の奴隷となってしまいました。見かけばかりで中身の無い生活を送っています。これは実に嘆かわしいことです。人は生活していくのに必要なだけのお金しか持たないようにするべきです。その人が所有すべき財産の額は､その人が履く靴の大きさにたとえられます。小さすぎれば痛いし､大きすぎれば歩くのに不便です。

 お金もまた心身共快適に暮らしていけるだけの額を持つべきで、それより多く持てばおごりや怠け心、他の人に対するさげすみの心を生む元になります。お金を追い求めていくうちに､人々は自らを獣のレベルにまで身を貶めます。お金は肥やしのようなもので、一カ所に積み上げれば、周りの空気が臭くなります。それより周りに広く散らして、畑全体に巻けば豊作が約束されるでしょう。それと同じようにお金を良い目的のために使うならば、お金は満足と幸せを生みます。17/7/81

 稼いだお金は､人類の幸せの為に使いなさい。自分の富を誇ってはなりません。偉大さは、犠牲の中にしか存在しないのです。20/11/98

 もしあなたの妻も､外に出てお金を稼ぐようになれば、経済的には楽になるでしょうが、家の中に多く問題が生じるでしょう。23/11/02

奉仕をするのに沢山のお金を使う必要はありません。愛のこもった奉仕をして、人生を神聖化しなさい。1/1/04



　＊金持ち

純粋な平等心を持った金持ちしか，私の許に来ることはできない。だから、アシュラムで一緒に働き～共通の修行をしている。ｐ311サイババは世界の危機を救う。

 金持ちが貧しい人と一緒に生活し、貧乏人と一緒に食事をし、貧しい人々の問題や苦しみを和らげることに取り組むことは、とても難しいことで普通では見られないことである。しかし私はあなた方にそういうことをしなさい、といっているのだ。貧しい人のところへ行き、貧者やよりどころのなく、苦しんでいる人々に奉仕しなさい。Sprit&mind p,214

 青年時代というものは、悪にほんの少し傾いただけで災いとなるような時期です。思いはその者の一生を決定します。あなた方は金持ち達は、とても幸せであると考えて、あなたも多くの富を得ようとします。金持ちは食べ物が十分にあっても食欲はありません。金持ちは、他人に権力を振るえても自分は病気に怯えています。金持ちは召使いがたくさんいても、平安に暮らせません。ですから、美徳と良い理想を持ち、帰依と献身の心を持って生活することが豊かな生活だと見做しなさい。優れた人格を持つことが豊かだといえるのです。真理を固く守ること、欲望の自制、信愛、無私の奉仕、これらは人格形成に不可欠の要素です。良心の指示に従いなさい。そうすれば決して道を外すことはありません。SSSVol11

 金持ちといわれている国の人々に精神的な平安はありますか？彼らは恐れ、緊張、心配事、不満足というものをその国から追い出しましたか？そうではないでしょう？金持ちというのは、これらのことに関して気にとめないのです。SSSvol6p125

    裕福な人に、幸せですかと尋ねると、どんな答えが返ってくるでしょうか？ おそらくその人は、次のように答えることでしょう。「私にはお金がたくさんあって、子どもたちも安定した生活を送っています。私の家にはさまざまな家具や、便利で快適な設備が整っています。生活に必要なものは何でもそろっていますが、心の平安だけはありません」。どうすれば心の平安が得られるのでしょう？ 自分の神性に気づいたときに、初めて心の平安が得られるのです。

   私たちはどうして平安を体験することができないのでしょう？ どこが間違っているのでしょう？ 私たちは、いつも他者に向かって「あなたは誰ですか？」と尋ねますが、「私は誰だろう？」と、自らに問いかける努力をしていません。そこが間違っているのです。いったん私たちが本当の自分に気がつけば、苦しみや困難から永久に解放されます。ですから、何よりも先に、私たちは本当の自分を知るための努力をすべきです。本当の自分を知らないままに、それ以外のすべてのことを知っても、それがいったい何の役に立つでしょう？23/11/05



      ＊神

  神を見ることができないからといって神を否定するのではなく、神の存在を想像しなければなりません。人々は、神の存在は信じないのに、自分が直接見ていないことを報道する新聞やニュースは信じます。自分の目で見えるものや心で経験したことよりも、耳で聞くことを信じているのです。盲人は暗闇の中にいますが、彼が光の存在を否定したとしても、それが何だというんでしょう。19/2/1966

   主なる神がすべての原因であり、源であると知っていれば、あなたはすべての人を謙虚に敬意をもって扱います。それぞあなたを早くゴールへと到らせてくれる道なのです。20/2/66

    完全さの化身である神性は、あらゆる人の中に内在しています。しかし、不運にも人は内在する神性を理解しようとする努力を少しもしていません。熟睡しているときに、身体を保護しているのは誰でしょうか？身体についての知識がなくても身体が完全に機能するのはどうしてでしょうか？答えは誰も知りません。創造・保護・維持、すべてを担っているのは神です。そのような神聖な力がすべての人に内在しているのです。それにもかかわらず、人は困難に遭うと落ち込み、喜びのときには得意になります。

   人生のゴールとは、喜びや悲しみに左右されることなく、いかなるときにあっても完全な平静の状態を保つことです。喜びとは、二つの悲しみの狭間のことです。それゆえ喜びを探しに出かける必要はありません。それはまさに私たちの中にあります。実際、皆さん自身が至福の化身なのです。1/1/03

   すべてが神なのです。この真理を理解するためには、あなたは人間のレベルから神のレベルへと昇らなければなりません。多様性の根底にあるサット（絶対実在）の原理を知らなければなりません。姿、形（アカーラ）に基づいた相違性に付け入る隙を与えてはなりません。あなたは、神と共にいることによって、至福を体験すべきです。神こそがあなたの真の財産です。あなたが至福を経験するとき、あなた自身が神になるのです。他との違いという思いを手放しなさい。すべては神の中にあります。この一体性を心に留めておきなさい。1/3/03A

   全世界が神の手の中にあるのです。ですから、神があなたの中にいると言うのは正しくありません。あなたが神の中にいるのです。すべてが神の中にいます。世界そのものが神の館です。これが超越的真理です。これが変わることのない真理です。シヴァムという言葉は真理の象徴です。ここで、真理とはあなたの移りゆく身体のことではありません。それは変化することのない永遠の実在サットのことです。今日、人々は物質的で世俗的な意味を基準にしています。その結果 、心を汚しているのです。1/3/03A



    ＊神を疑う

神を理解することは誰にも不可能です。神がある瞬間に行うことは、次の瞬間に行うこととは相反するように見えるかもしれません。神の行為は不可解で、時間と空間と人間の理性を超えています。スワミがよく言うように、「理由はなく、時によらない！」のです。ですから、神の行為を分析すること、解釈することは無意味であり、かつ、適切なことでもありません。もし、神が「イエス」と言うのなら、それはその通りになるのです。もし、神が「ノー」と言うのなら、それはその通りになるのです。これが運命です！ あなたはそのすべてを受け入れなければならず、異議を唱えてはなりません。神の行為に疑問をもつことは、信仰心の欠如という意味を含んでいます。23/5/00



     ＊神を裏切る

   神を売ることは、あらゆる罪の中で最悪のものです。そのような裏切りは、何度生まれ変わっても決して償うことはできません。ですから、決して神を裏切ろうとしてはなりません。すべてを愛しなさい。皆さんを非難する人々にさえ挨拶をしなさい。なぜなら、神はすべての人の内に存在するからです。怒りに付け入る隙を与えて、心を汚してはなりません。愛を込めて神に祈りなさい。

   過去においても、すべての高貴な魂や神の化身たちは、非難に耐えなければなりませんでした。皆さんは、「いったいなぜ、そのような非難が生ずるのだろうか？」と疑問に想うかもしれません。実は非難によって、彼らの栄光はかえって高まるだけなのです。幸せは、苦痛と苦痛の間に訪れます。影は光についてきます。私たちは影を恐れてはなりません。影の中にさえ光があります。光と影は別 々には存在できません。両者の間には一体性の原理が働いています。ですから、スワミに浴びせられるいかなる批判にも、あるいはまた、尊敬に値するいかなる人に対する非難にも反応してはなりません。ただ「そんなことは私に関係ありません」とだけ言って、それを無視しなさい。

   もし誰かがあなたの欠点を指摘する場合は、もちろんそれを正せばよいことです。しかし、もし誰かがあなたに根拠のない攻撃を向けた場合は、それについて心配する必要はありません。幸せでいなさい。もし大声で非難がなされるとすれば、それは大気の中に消えていくでしょう。もし誰かが心の中でそれを想っているとすれば、それはその人に返るだけです。そういうことですから、どうして心を乱す必要があるでしょう？ 誰にでも好きなことを言わせておきなさい。そして、平穏な気持ちを保ちなさい。いかなることが起きても、それはあなたのために良いことだと考えなさい。そのような平常心を持って、日々の生活を送りなさい。25/11/00



＊神を探す

神を探す必要などないのです。なぜ神を探すのですか？それをするのは、自分自身の中に聖なるものが無いからではないですか？自分の中に優しさがないから、どこかに愛の化身を求めにいくのでしょう？もしあなたが優しい心を持っていたなら、愛の化身は私たちの前に下に上に家の中に外にと、いつも私たちと一緒にいるはずです。その人自身が自らの内に持っているものを外に探しに行きますか？あなたがそれを持っていないからこそそれを探しに行くのでしょう？17/2/96

    とある時に、とある場所で、とある世界で、不可思議なる神はダルマ（正義）を守るという目的のために化身します。神は、場合と場所、その他、降臨を確定する状況に応じた、認識可能な姿をとります。不信心なデマを流すことに耽っている怠惰な情報屋たちが、神の性質を見出すための真摯な努力を払うでしょうか？ そうした努力なしに、神の聖なる特性を発見することなどできますか？ 木片に内在する火やミルクに内在するバター、種に内在する油、サトウキビに内在する砂糖を発見することにさえ、特別な努力が必要です。もし、ひたむきな真剣さと信愛をもって神を見出すことに着手するなら、必ずや人は神を見つけるでしょう。

全宇宙は、実際、神によって維持されています。宇宙は人間が創ったものではありません。人は皆、神への信心を育て、信愛を膨らませなければなりません。神は人間一人ひとりの内に存在し、一人ひとりの細胞に浸透しています。とはいえ、人間をばらばらに切断しても、その一片一片に神を見つけることはできません。そこには、ただ肉や骨や血、等々があるだけです。人に内在する神性を発見するには、適切な方法を採らなければなりません。適切な方法で努力を払っていないために、今、混乱と無秩序と不満があらゆる場所にあるのです。22/11/80M

  神は、生物・無生物の別なく、万物の内に存在しています。大宇宙から小宇宙に到るまで、神は全宇宙に満ち満ちています。この宇宙は、神の姿です。朝から晩まで、私たちはこのような神の姿を体験していますが、この事実に気付くことができないでいます。皆さんの眼で見ているもののすべてが神の姿なのです。皆さんが聞くすべての音にも神が遍満しています。皆さんの心にある思いさえも、神の姿です。心から放射される至福もまた神なのです。見えるもの、聞こえるもの、体験されるもの、喜ばれるもののすべてが神であるとき、それ以外の場所に神を探そうとするのは、何と愚かなことでしょう。

   皆さんは、世界という姿の神をした神を、毎瞬毎瞬見ています。皆さんは、神聖な感情が欠けているために、世界を神として見るのではなく、神を世界として見ているのです。いったん皆さんが宇宙はヴィシュヌ神の姿であるということを理解しさえすれば、必ず世界を神として見ることができるようになります。『感じる通りの結果が生まれる』のです。神は、全宇宙に遍満しています。神がある特定の場所にいて、他の所にはいないという感じ方をしてはなりません。神はいたるところにいます。あなたが神を見つけようと思えば、どこを探しても、そこに神がいます。まず皆さんは世俗的な思いを手放して、自分の視点を神聖な感情で満たさなければなりません。そうして初めて、皆さんは、『全宇宙に神が遍満している』というヴェーダの教えを理解し、体験することができるのです。

  神を特定の名前や姿に限定してはなりません。神は、真我の原理として、すべての存在とすべての姿に内在しています。実際皆さんは、神の力によって、見聞きし、話し、体験し、喜ぶことができるのです。そうであれば、困難や、心配や、不幸もまた神であるのかという疑問が生じるかもしれません。実は本当にそうなのです！それらもまた神の姿なのです。 23/11/99 

   人間が目の前に見るものは、世界ではなく、まさしく神なのです。しかし、無知ゆえに人間はこの真理を理解できず、外側の世界に神を探そうと努めます。あなたが自分の前に見つけるものすべてが、まさに神の姿なのです。あなたはすぐ目の前に神を見ているのに、まだ自分は神を探し当てていないと思っているのです。何と愚かなことでしょうか！ あらゆるものが神の顕れであるという堅い信念を育てれば、あなたは確実にすべての人の中に神を見いだすことでしょう。16/3/03

 神の存在を発見することは、各人の能力の範囲内にあります。必要なのは、創造の神秘を追求するために努力することです。目に見える世界の下には、目に見えない神性が横たわっているのです。実は現代人が知っていることは、無に等しいのです。探求、探求、探求です。確固たる努力を払いなさい。霊的探求を緩めてはなりません。認識に必要なのは、根本原因の原理を追求することです。必要なのはそれに対する心の中の渇望です。それは霊的探求へと変容を遂げます。渇望が無ければ、神の探求は長続きしません。30/5/95

 人間の理想とは、全てのものの内に神を見ることです。まずあなたが好む何か一つのものの内に神を見なさい。次に、それ以外のものの内に神を見ていきなさい。そのようにして一歩ずつ歩んで行くのです。あなたの魂の周りには、永遠の生命がとりまいているのです。あなたのペースで進んで行けば、やがて目標に到達することができるでしょう。PD41

体は土に等しいものですが、あなたは体の中にいるときにだけ、神を見つけることができます。人間の義務はそうした試みをすることであり、そうすることによって、あなたは人間の体の中にある神の側面という宝石を見つけます。19/6/74



    ＊神を据える

神をしっかりと据えるには、神の像や絵や写真を礼拝すること、神の栄光を瞑想すること、神の御名を唱えることは、どれも予備的なサーダナ（霊的努力）として役に立ちます。私は、寺院や礼拝堂、祭壇や神社で神に祈願したり崇めたりするのは間違っている、無駄である、とは言いません。文字を覚えるまでは、入門書の挿絵が必要です。Aという文字は、その上に描かれたApple（リンゴ）の絵といっしょに覚えます。そうすることで、Aはどのような文字であったかを思い出さなければならない時、いつも自然とそのリンゴが思い浮かぶようになります。4/4/73



　＊神を体験する

神を体験したいなら自らの義務と行為を通じて体験しなさい。それは容易なことではありません。理想の生き方をするように努力しなさい。日々の行為に少しも改善が見られないなら、あなたのしている霊性修行は無意味です。1/1/91

   池の水面を波打たせると、水に映っている月も揺れます。一方、澄んだ静かな水面に映る月は、澄んで定まっています。濁った池では、映る月影も濁っています。それと同じように、人生という湖では、もしそれが混乱した不安定なものであれば、その人の愛もゆがみます。心が清らかで、利己心がなく、揺れていないなときには、神は自らの清らかさと完全性のすべてをまとったまま現れます。しかし、現代人は、外界のさまざまな物事が頭にこびりついて離れないせいで心が汚されており、それゆえ、遍在であると同時に自らの中にも存在する神を経験することができずにいます。6/3/89

 信仰の目的とは、自らのハートにおわす神を認識する事、そしてその神の光と力をあなたの身体を通じて顕現さすことです。これが成し遂げられたなら、この世の全てのものに対して投げかけられている神の愛があなたのハートの中から溢れ出てくることでしょう。そうなれば、あなたの目はあらゆるものの中に神を見、あなたの手は万人のために良いことだけをするために使われ、そしてその結果、あなた自身が神の化身そのものとなり、至福に満ち、永遠の法悦を味わうことでしょう。この状態にあっては、帰依者と神との違いは消え失せてしまいます。常に神を憶念し、神に全託することによって帰依者は神自身となります。それゆえ、あなたが常に神を思うなら、あなたは神の似姿となるのです。その時、永遠の歓喜と平安を味わうのは他でもなく、あなた自身なのです。PD42

  あなたは眠りに着きました。時間は午前１時３５分です。あなたは夢の中に入っていきました。夢であなたは、自分が大人になり、教育を身につけ、職を得て、結婚し、息子ができ、それから、その息子と遊んでいるのを見ました。夢の中で子どもが泣き始めました。そこで目が覚めました。あなたは時計を見ました。午前１時４０分でした。たった５分の夢の間に、あなたは人生におけるとても多くの段階を体験しました。現実の生活での４０年近くをです。

 それと同じように、もしあなたがトゥリーヤヴァスタという超越的な状態を経験することができれば、ほんの一瞬のうちに神を体験することができます。あなたは「そんなことが可能なのか？」と驚くかもしれません。では、現実の生活では４０年かかることが夢では５分で可能だということを、誰か説明できますか？ 誰にもできません。同じように、誰にも説明できませんが、神性さを文字通り一瞬のうちに体験することは可能なのです。23/5/2000

    あなたは、あなたと私との関係は、肉体のみに関係するものではないことに気づかなければなりません。私との肉体上の関係だけを考えて、人生を無駄にすべきではありません。肉体は過ぎゆくものです。そうでは無く、永続し、時間と空間の制限を越えているものに到達することに集中しなければなりません。あなたはここに来て、自分の目でアヴァターを見て確かめ、体験しました。その体験を持ち帰り、自分の内でそれを思い起こし、大きくしていかなくてはなりません。24/7/83

  五元素を肉体から取り去ってしまえば、肉体は存在しなくなります。いったん生命が去ってしまえば、肉体は埋葬するか焼却しなければなりません。五つの元素は解体されてもとの姿に戻ります。ですから肉体が消滅する前に、内なる神を体験するためにあらゆる努力をしなさい。私たちは肉体を通してのみ神を体験することが出来ます。したがって、肉体を正しく管理しなければなりません。23/11/99



    ＊神を騙す

　神は、あなたがしていることをすべて見ています。あなたは、他の人は誰もあなたが何を考えているかを知らないだろうと想うかも知れません。あなたは他の人々を騙せるかもしれませんが、神を騙すことができるでしょうか？　神はすべてを知っています。ですから常に善いことをしなさい。  

   あなたが感覚を正しく使うようになれば、あなたの犯した罪はすべて償われます。皆さんは、怒りに襲われれば、一切の識別力を失って人間らしからぬ行動をとります。ですから、腹が立ったときは、必ずすぐにその場を離れるようにしなさい。罪を犯した後でそのことを悔やむよりも、最初から罪を犯さないほうが良いのです。5/7/01



    ＊神を否定

神を否定することによって、人が悲しみと苦しみから逃れ、喜びと平安を確かなものとすることができるというのなら、神を中傷するというのも選択肢の一つでしょう。しかし、神を信じない人にも、無神論者にも、苦悩や悲しみ、苦しみはあります。無神論は有神論よりも有利であるということはありません。無神論者は、頭に載せていた重荷を肩に移すことによって、自分に重荷があることを認めません。その重荷は彼がもともと堪え忍ばなければならないものであり、しかもそれは、神を否定することによってもっと大きな辛苦となって返ってくるのです。19/2/66



    ＊神を冒涜

「神は万物の内在者である」「宇宙全体に神は遍満している」と聖典に書かれています。人間としてこの世に生まれたのは、もって生まれた神性を体験するためであって、世間的な楽しみを満喫するためだけではない、ということに私たちは気づかなければなりません。もって生まれた神性を体験するためには、霊性の道を歩まなければなりません。霊的道を歩もうとしない人は、人間と呼ばれる資格がありません。実際それは神を冒涜することに等しいのです。神は皆さんが神を崇めることを期待しているわけではありません。神が期待しているのは、皆さんが理想的で有意義な人生を送ることです。23/11/05

   「私の意志ではなく、あなたの御意志を」という断言を、つねに自分に向けてすべきです。けれども、これは滅多になされません。神の意志を解明しよう、神へと通じる道を歩もう、神が定めた理想に従おうとする求道者はわずかしかいません。求道者たちは自分の衝動と判断に従い、その結果、苦悩と絶望を得ます。求道者たちは自分が神聖を冒涜していることに気づいていません。求道者たちは、神が自分の内なる促し手である、神はあらゆる場所にいると明言しますが、その振る舞いは、自分が神にその場にいてほしくないと思うときには神は不在であるかのようです。求道者たちは神に関する不毛な議論と論争をして貴重な時間を失っています。29/2/84



    ＊神を見る

あなたに神が見えないのは、物理的な観点から自然〔物質界〕を見ているからです。世俗的な気持ちを捨て、神聖な気持ちで自然を見なさい。そうすれば、必ずや神はあなたの前に顕あらわれるでしょう。ちょうど芳香が花の中に存在しているように、神性はあなたの中に潜在しているのです。花は肉眼で見えますが、香りを見ることのできる人がいますか？ 母親は子どもを愛しています。母親には姿がありますが、母親の愛に姿はありません。その愛は神です。10/2/00



    ＊神を喜ばす

神は、人間に化身して、人間に奉仕するために降臨したとき、人間自らが人類同朋の病気や苦悩や疑念を取り除くために奉仕をするという任務に着手しているのを見たならば、どれほどか喜ぶに違いありません！22/11/70



    ＊神を理解

どこででも神を思い浮かべるようにしてみなさい。自分の感情を神のものに重ね合わせてはいけません。神性原理を経典の聖句や世間の教育を通して理解することはできません。古代の聖賢や預言者たちでさえ、神性を理解することはできなかったのです。神は三界を超越しています。それほどの神性をどうやって理解できるでしょう？ 15/3/04



    ＊神を忘れる

 ああ、人間よ！ 神を忘れて、朝から晩まで自分の腹を満たすための努力に一切の時間を費やして、一体どんな素晴らしい幸福を手に入れたのか。一度、自分自身で検証してみなさい。2/4/2003



　＊神からの預かりもの

あなたの財産や資産を神からの預かりものだと見なしなさい。家族でさえそれは神から託せられ、愛を持って養い導くべき神性なものだと見なしなさい。そうすれば、あなたの執着心は信仰心に昇華して、霊的進歩のための道具となるのです。SSvol,4p,155



　＊神から離れる

プタパルティに来られる人は、私がその者のここに来るための障害という宿命を、きれいに拭い去った者しかこれないのだ～（プタパルティで奉仕したいという医者に対して、）奉仕は自分が住んでいる場所でやるのだ。お前の身体ではなく心を私の近くに持ってきなさい。ハエや蚊は私の身体の近くにいつもいるが、それらはモクシャに達せれるかね？ｐ278ANDI

 ハヌマーンは「私はラーマ様の僕だ」という一途な気持ちによって大きな悦びを味わっていました。ただその気持ちはいつまで続くでしょう。それは神の恵みを受け、神の近くにいるときだけです。神と別れてしまったら大変苦しむことになるはずです。「私は神」の段階になれば苦しみの問題は全く起こりません。高度な段階になれば、いつも神と一つなのですから、神と別れたり苦しんだりすることはありません。「神の僕」の段階では、神と僕が別れてしまう事もあるが「私は神」の段階では悦びが途切れることはありません。二つに分かれることは決して無いからです。SGc9

 神を忘れるのは人間です。神は決して信者から離れていることはありません。信者が神から離れているだけです。あなたは神があなたから離れていると思っています。しかし全くそうではありません。あなたは神を忘れ、神があなたを忘れたと宣言していますが、実はあなた自身の感情があなたに反映されているだけなのです。14/1/96

   現代人はすべての物事に関して疑います。このような猜疑心は、自分が神から離れた存在だと思うことから生じるのです。23/2/06

私はあなた方に告げます。神から逃げることは出来ない、と。一切の生物は長い途を行くか、短い途を行くかの違いはあっても、いつの日か必ず神に到達せねばならないのです。ヴィジャヤダサミの日1953

  あなたにとってこの世で神よりも近くにいるものはありません。14/1/91

  宇宙には神よりも優れたものは存在せず、神と異なるものも、神から離れたものも存在しません。「タット（それ）」とは神のことです。それは遍在であり、永遠の純粋意識であるチャイタンニャです。また、私たちは神を遠く離れた存在であると想像しているので、神は「タット（それ）」と呼ばれています。一体、どこから遠く離れているのでしょうか？ そうです、あなたの肉体と感覚と理性の機能から遠く離れているのです。これらの機能は、限られた能力しか備えていません。しかし、いったん直感的な意識が働き始めると、「遠く離れたもの」が「非常に近くにあるもの」となるのです。1/1/83

    しばし神との親近感を体験する人もいますが、その親近感は長い間続かない可能性があります。神との結び付きは浄性な感情がある間だけしか続きません。もし浄性な性質の導きよりも激性な性質が優勢になりがちであれば、その人はゆっくりと神との関係を失っていくでしょう。もしその人の神聖さと清らかさが減少するなら、その人は確実に神から離れていくでしょう。その人はその離別の原因を探し続けます。神との関係を壊したのはその人自身です。それを神のせいにすることはできません。神との関係を永続する永久のものにするには、あなた自身の浄性な性質を発達させなければなりません。15/7/83



　＊神と語る

アシュラムの中ではスワミと直接話すことができます。アメリカにいる時は、答えを求めて祈り、そのあと客観的に探求すれば、30分で答えが得られるでしょう。何が正しいか分かっている時は、私に聞くことなく実行しなさい。それがあなたの自信であり、神の力なのです。すべての人間関係を考慮に入れず、ただその仕事が正しいかどうかを考えるのです。~まず最初に、何が正しくて何が間違っているか見極めなさい。それが正しいことであれば、それについてあなたが満足できることし、その確信がなければ、確信を持てるまで何もしないことです。CWSSBp106~7

    鈍性を有する者は神の姿を見ること（ダルシャン）がかなうのみであり、激性を有する者は会話（サムバーシャナ）も得ます。浄性を有する者はさらに触れ合い（スパルシャナ）も得ます。78夏期講習

 あなたの中にいる神と語りなさい。そして神から勇気と霊感を引き出しなさい。神こそあなたの進歩に最も関心を持っているのです。ｐ319サイババは世界の危機を救う。

  人は、自分が神の帰依者だと信じています。しかし神が自分に対して、愛を抱いているか、一旦立ち止まって神に尋ねてみたりはしません。それを知りたいと切望する人は稀にしかいません。こうすることは、まさに霊的に成功を収める為の真の尺度なのです。DVJp22

  あなたの至福が私の食事なのです。私はあなたに話しかけたいなどとは思いません。ただ、私の喜びをあなた達に伝え、あなた達の喜びと、交流したいと望むだけです。このように、私達が(霊的に)交わることによってお互いに満たされることが、最も大切なのです。身体を使って話したり聞いたりする事は、(私たちの間柄にとっては)付随的なことなのです。SSSVol5p96

  もしスワミと語りたいという欲求が熱意を伴って充分強く、あなたの心が静まっていればスワミはあなたと語ることができるでしょう。しかし問題は、あなたにはその熱意が十分に備わっていないということです。CWSSBp103



    ＊神と接触

神との接触（スパルシャナ）によって得られる神聖な相を明らかにするために、ちょっとした例をあげましょう。炭は黒い色をしており、黒いことで無知を象徴しています。火は光明すなわち光を放ち、知識を象徴しています。火と炭が離れたところにある限り、炭は火を見ることができるだけで、光明を得ることはできません。しかしながら、炭が火に入れられて接触すると、炭も赤く燃えて光明を得、火の1部となります。このように、神の御姿と触れ合うと、人の体の中の無知が取り除かれるのです。少し風を当てれば、炭はもっと速く燃えて火になります。霊性修行とは、風を当てるということです。霊性修行によって、無知な人も賢者になることができます。78夏期講習



　＊神との友情

神よりも偉大な友はないことを認識しなさい。人が神の期待に応えることに失敗した時も、神は彼を見捨てません。それゆえ神は良き友といわれるのです。神は誰からもいかなる贈り物も求めません。にもかかわらず、人はそのような良き友をなかなか受け入れないのです。そうではなく神を良い友人として受け入れる者のみが、神の友情の完璧な意味を理解することが出来るのです。このような信念こそ真の知識です。14/1/91

 あなたは、神との友情を培うべきです。もし神があなたの友人であれば、全世界をコントロールすることができます。しかし今日、不運な人々は、神との友情を失いつつあります。神と友達になるのは容易なことではありません。しかしあなたは、このことにあらゆる努力を傾注すべきです。いったん神と友情を培うことができれば、サーダナ（霊性修行）を通じてそれを最大限に活用しなければなりません。おしゃべりをして時間を無駄 にしてはなりません。23/11/02



　＊神に帰融

神と一度の人生だけで帰融出来るかどうかは、その人の信仰の程度によります。しかしなぜあなたはアトマ　シャクシャートカへの欲望があるのですか?それは、あなたにたった五分間だけ至福をもたらすだけです。それにその経験のあと、あなたの身体は２１日間しか生き延びる事が出来ません。あなたの時間を、いつも瞑想とバジャンに費やしているほうがよいのです。P,304 ANDI

 心から神を信じるとはどういうことでしょう。それは神に向かう一筋の愛の流れです。愛がはかないものに流れているなら、信じる心とは言えません。それは執着の姿でしかありません。

 愛が永遠の存在に向かって流れていくことが、神を信じる心です。信じる心は「私は神の僕」という気持ちから始まります。そのあとで、自分は神そのものだと思う段階に進みます。そうなれば、「私は神だ。神と私はひとつ。」という言葉があふれ出てくるでしょう。SGc8

  牧女は至高の神への一筋の信愛によって帰融し、ラダは＜エカートマバーヴァア＞霊的な完全一致感によって至高の神に帰融しました。全ての者は帰融します。しかし、個々の場合によって到達のレベルは異なります。30/8/93

 あなたは自分が人間であって、神のもとに行くのだと考えてはいけません。それよりもあなたはもともと神で、人間になったと考えるほうが良いのです。そのように考えることにより、神のさまざまな属性があなたを通じて現れてくることでしょう。神であったあなたは人として下界し、そしてまた、最終的にもと来たところに戻っていくのだということを覚えておきなさい。MBAIp94

 究極の段階である、完全に神の中に入り、神と一つになるまでは、休息も安らぎも、満ち足りた思いも持つことは出来ません。SGc6



    ＊神に反抗

神に反抗する人間には四つの種類があります。第一は、神は存在しないと主張する無神論者です。第二に、他の人々が自分たちよりも良い境遇にあるために、妬みの心から神に反抗する言葉を語る者がいます。第三は、自分たちには名声を手に入れる力がないのに、他者が名声を博していることを嘆く者たちです。そして四番目は、自分の欲望が満たされないときに幻滅を感じる者たちです。彼らは、不正で低劣な手段に訴えて自分たちの目的を果 たします。23/11/2000



　＊神の愛

この世の人生で手にすることの出来る真の価値のあるただ一つで永遠のもの、それは神の愛です。SGc3

何より大事なのは神から愛されているかどうかです。自分は神を信じ、愛しているつもりでも神が愛してくれなければたいして遠くへ行けません。それではどうすれば神から愛されるようになるのでしょうか？その答えはバガバッドギーターの帰依の道を説く章に見られます。

 帰依の道とは、いつも神と一つに繋がっているということです。どんな時もゆらぎの無い心で実践することを帰依の道は教えています。強い決意を持ち、暮らしの中でひたむきに教えを実践すること、そしていつも悦びに満ち足りていることです。SGc3

    私は賞賛も嘲笑も、尊敬も軽蔑も、怒りも幸福も、超越しています。私には、徹頭徹尾、一つの属性があるのみです。それは私の愛です。私は私を憎む者をも愛します。私は私に対する悪い宣伝に耽る人さえ愛します。私は誰のことも敵とは見なしません。すべての人は私のものです。私は母親のように、皆さん全員に気を配っています。私の愛は一人の母の愛ではありません。私の愛は千人の母の愛です。サイの愛は千人の母の愛です。ひとえにその愛ゆえに、私は皆さんのあらゆる過ちを顧みず、前を見て歩んでいるのです。誰かが過ちを犯したときはいつも、私は本人を呼び、声を高めてその人を正します。ですが、私はその人に怒りを示すことはしません。私は誰に対しても怒りはありません。実際、私には怒りという感情はまったくありません。23/11/08

    神の行うことには利己心のかけらもありません。神の愛の真の性質を理解することができる人はわずかしかいません。人間は自分の愛と神の愛を比べようとします。人間は、自分の愛が、自分の好きなものや、いつも自分が楽しんでいるものへの執着に基づいていることに気づいていません。人を引きつける力やその逆の力は、対象物それ自体の中に本来備わっているものではなく、個々人に関係のあるヴァーサナー（過去の印象に基づいた欲求）に備わっているものです。7/10/97

 人間として生まれた目的は何でしょう?それは神の愛を体験することです。神の愛を受け取った人だけが、世界に変革をもたらすことが出来ます。現代社会は不安と悲しみに満ちています。どこを見ても悲しみ以外何もありません。洪水などの自然災害の多くは、大変な惨状を引き起こします。これらは神によって引き起こされるものではありません。人間の苦しみの原因はすべて人間にあります。29/10/09

 世俗的な愛は彼の執着する心の反映でしかないために、月日が経つに連れてだんだん冷めてくるものなのです。しかし神の愛は、絶えることなく不変です。それは、永遠にして神聖、無私のもですが、誰でもこれを理解できるというわけではありません。人は自分達の欲望が満たされなければ、この愛を誤解し、神を非難さえします。17/7/97

 愛に満ちたヴィジョンを持つ人は、全宇宙に絶対実在（ブラフママヤム）が浸透しているのを見ます。肉眼で世界を見るならば生まれてから死ぬまで世界は惨めの束と見えます。神への愛は、惨めさから逃れる唯一の道です。神への愛が無い人は、少なくともこの瞬間から神への愛を培いなさい。4/4/92

  欲望とむさぼりを戒め、いつも満ち足りていて､神の愛を受け取ることが出来るように努める。ただ神様を愛しているだけでは足りません。どうすれば神様から愛されるか。どうすれば神の恵みを得られるか。どうすれば神の愛をじかに得られるか。それを良く理解せねばなりません。神は自分のものだと言って泣いたり叫んだりしても何もなりません。おまえは私のものだと言ってもらうように願うべきです。SGc23



    ＊神の意志

   だれが創造主ですか？ あなたは自分の意志で生まれてくることができましたか？ いいえ、できませんでした。それは神の意志です。神があなたに体を授けました。神への奉仕と神への崇拝に体を使い、体を神聖にすべきです。世界に理想を示すべきです。すべての人の平安と幸福のために働きなさい。他の人にしてほしいことを、他の人にしなさい。苦しみたくなければ、他の人の苦しみを和らげるよう努めなさい。あなたの平安と幸福を他の人と分かち合いなさい。すべ ての人の幸福を祈りなさい。16/3/03すべては神の意志です。全宇宙は神によって創造されました。世界で神の意志なく動くものは何もありません。



神が意志しなければ、草の葉一枚動くことはできない 

この真理を知らぬ人々は 

知性と識別に関する自分のプライドに心を奪われる 

しかし、どれほど偉大であろうとも、 己の前途に横たわっているものを知る者はいない



    神は自分が創造した世界に住む、いかなる生き物にも痛みを与えるようなことはしません。すべての悲しみと困難は人間自身が作っているのです。神はすべての生き物の保護者です。神はすべてのものに平安と幸せを与えます。「世界のすべての人が幸せでありますように。」これが神の意志なのに、どうして神が人類に対して苦悩を与えることなどありうるでしょうか？14/1/07

 あなたは、神の意志を理解できないために、神が苦悩をもたらすのだと言って神を非難します。もしあなたが神の意志を知ることができたとすれば、すべてはあなたのためであることに気がつくことでしょう。私たちは皆、至福の化身です。毎日、朝から晩まで、至福を体験し、他者とそれを分かち合いなさい。そして初めて、至福はより大きなものとなります。14/1/05



    ＊神の栄光

神性を高めるために最大限の努力を払ったにもかかわらず、人々の苦しみを取り除くことのできる容易な方法がないことを、ヴィヤーサは残念に思いました。ヴィヤーサは、普通の人々、学問のない人々を幸せにする方法と手段を見いだそうと多くの時間を費やしました。ヴィヤーサがそれらを沈思黙考していると、ナーラダ〔ヴィシュヌ神の意志により生まれた聖仙〕がやって来て、

「人間が幸福を得ることのできる唯一の方法は、神の栄光を描写して歌うことである」と告げました。その日から、ヴィヤーサは主なる神のリーラー〔神聖遊戯〕の記述に取り掛かりました。78夏期講習



    ＊神の贈り物

　誰が皆さんをここに招待したのでしょう？　皆さん方は、スワミへの愛によってここに来たのです。この愛のみによって、何十万人もの人々がここに来たのです。バガヴァンはここにいて、皆さんに連れて帰られるのを待っています。皆さんの好きなようにスワミを連れて帰りなさい。スワミは完全に、バガヴァンを心から愛する人のものです。

    バガヴァンが皆さんに望むものは、皆さんの心を込めた無条件の愛のみです。この真理を心に留めて、愛に満ちた人生を送りなさい。これを、スワミから皆さんへの贈り物として受け止めなさい。いかなる人をも憎んではなりません。いかなる人を憎んでも、神自身を憎むのと同じです。あなた自身のすべてと、一切の持ち物を神に全託しなさい。混じり気のない神の至福を経験しなさい。23/11/99

    他人を助けることができたとき、あなたが得意になる理由はまったくありません。なぜならば、あなたがそれを認めるか否かは別として、あなたに奉仕をする機会をもたらしたあなたの技能、富、勇気、公的地位といったものは、神からの贈り物だからです。あなたは、ただ、神からのその贈り物を、もう一つの神からの贈り物、すなわち、あなたの助けを求めて来る貧しい人、文盲の人、弱者、病人、嘆き悲しむ人、心に痛みを持つ人に与えているだけなのです。22/11/70

    神はあなたに、素晴らしい体と、甘美な言葉を語ることのできる舌と、心という驚くべき道具を授けました。神はあなたに知性を与え、分析する力と統合する力、受け入れる能力と放棄する能力、覚える力と忘れる力を授けました。そのことを大いに感謝して、それらの能力を最大限有効に使いなさい。それらの能力を、万物の内にいたるところに存在する神を見るために使いなさい。人生の浮き沈み、喜びと悲しみ、迷いと決断の一切を通じて神を求めるために用いなさい。22/11/70

   神もまた、時にはあなたに困難を課します。しかし、それはただあなたのために、それがあなたにとって良いことであるからこそするのです。喜びも悲しみも神の贈り物です。それらは神の恩寵です。だれにも神のリーラ〔遊戯〕を理解することはできません。1／3／03朝

あなたがこの世の事物に執着する限り、どのように神を崇めようと神我認識に達することは出来ません。あなたは全て捨てる必要はないのですが一切を神からの送り物としてありがたく思い、一切を神に捧げればよいのです。全ては神の現われです。それを自覚すれば、あなたは全てのことをありがたく思うようになるでしょう。13/4/1990



　＊神の恩寵

人生におけるテストや障害物は神の恩寵です。それは,神のあなたに対する怒りではないのです。SSSvol9p82

心の底から真剣に悔いるのであれば、あらゆる罪を洗い流すことができます。神の恩寵がそれに応えるのです。もし神が赦す意志を持てば、いかなるものもそれを防ぐことは出来ません。

すべてのカルマが消されてしまうのです。すべての霊的な行為には、反作用がありませんが、そのような行為の根底には、愛の種子があるのです。過去に冒した罪が何であれ、深い悔い改めの気持ちと、神への愛があれば、罪は洗い流され、その人の性質は浄化されます。CWSSBJp199

 神の恩寵と神の意志は、あらゆるものを変えることが出来ます。神は愛です。神の限りない慈悲により、あなたの過去世での行為の結果を神は変えることが出来るのです。帰依者は､ハートという刑務所の中に神を捕らえることが出来ます。この世では信愛を持って達成出来ないことはありません。

神の恩寵は、あなたのあらゆる過去世からの悪い影響やカルマをキャンセルすることが出来ます。どのような不幸もあなたに降りかかることはありません｡STPSp58

   あなたは人生の中で、あなたがどれだけこの世のはかないものに執着しているか、あなたがどれだけ神を渇望しているかをテストされます。もし、神に対するあなたの愛が、浮世のものに抱いている愛の何十分の一しかなかったとしたら、神があなたに恩寵を注いでくれることがどうやって期待できるでしょう？7/10/97

 ペットの犬に毎日えさを与えていると、餌をやる時間になれば、犬は必ずあなたのところにやって来るでしょう。そうではありませんか。定期的にそれを行うことで犬がそれに応えるのなら、なぜ神は人に対してそういうことをしないということがあるでしょうか。定期的にあなたが霊性修行を行えば、神の恩寵を確実に受け取ることが出来るでしょう。STPSp59



    ＊神の影

いつも、自分は神の影にすぎない、神の写像にすぎないという意識でいなさい。そうすれば、どんな障害もあなたを妨げることはできません。神は真理という王道を歩いています。神の両足にしがみ付く神の影は、谷にも山にも、火にも水にも、ちりにも埃にも映ります。ですから、もしあなたが神の御足にしがみ付いていれば、影と同様に、人生の浮き沈みに影響されずにいることができます。19/11/68



    ＊神の身体

一つの血流が体の隅々まで巡ります。一つの神性原理がすべての国とすべての人々を巡ります。宇宙は神の体です。神は、肌の黒い人であれ白い人であれ、大地であれ海であれ、風であれ空間であれ、何かがぴくりと動いても、あらゆる生き物のどんな小さな痛みも、そのすべてを知り、感じます。16/5/68



    ＊髪の毛

古代、聖賢たちは髪の毛を切りませんでした。というのも、霊的に毛髪は非常に神聖で、力があると考えられていたからです。この体（スワミの肉体）は、もうすぐ80歳になります。にもかかわらず、今日まで私の頭髪は非常に強く、ずっと強力なままです。私はくしを使いません。私が髪にブラシをあてようものなら、髪はブラシにからまってしまうでしょう。私の髪はとても太くて強いのです。もし、だれかが私の髪の毛を一本抜いてみたいと思ったとしても、不可能です。それは神の化身の毛髪の特質です。私だけでなく、人はだれもがある種の神聖な力をもっています。人はそうした力を伸ばすよう努めるべきです。今、若者たちは神に授けられた力を保つための努力を払っていません。若者たちはその神聖な力をありとあらゆることで無駄 にしています。若者は日々多くの力を浪費しエネルギーを失って早く老けてしまうという結果 に陥っています。 10/2/05



    ＊神の計画

 あなたが神を強く愛するならば、何でも成し遂げることが出来ます。人間が努力を積み重ねるにつれ、神の恩寵もまたその努力に力と強さを添えて、最終的に人を成功へと導くのです。STPSp61

   人は神の性質に気づくことができずにいます。一人の役者としてこの世の舞台に降り立ってはいるものの、神は自らの役割を演じるのにふさわしい時を待っているのです。果物が熟すのには時を要します。果物は熟すと自然に落ちます。それと同じように、自分の行為の報いを得るための機が熟したとき、人は行為の本質に従って報いを得る準備ができていなければなりません。悪い結果 や良い結果へと導くのは自分自身の行為です。それゆえ聖典は、人間の心が輪廻や解脱の原因であると宣言しているのです。 23/11/94

まず第一に優しいハートを育てるべきです。神の贈り物である今回の人間としての生を無駄にすべきではありません。神には神の計画があり、そのために神はあなた方全員に命を授けたのです。神は、各人がそれぞれ他の人々の理想となることを意図しています。あなたはその理想を知るよう努力すべきです。その理想は、純粋かつ神聖です。人間のハートの重要性は、ハートの純粋さと神聖さにあります。不純な思いが入ってくると、ハートは不純になり、行動は邪道に陥ります。あなたの想念や欲望はすべて全身に広がりませんか？ 自分が言っていることと別の行動を取るのは正しいことですか？PN



＊神の化身

人と神の間の愛を促進するために、神はしばしば地上に降臨します。降臨の目的は何でしょうか?それは愛の本性と機能を促進することが、化身降臨の主要な目的です。30/5/92

    神の化身たちそれぞれの任務は、真理と正義の世を打ちたてて、この世の悪と誤りと不正のすべてを払いのけ、人類が神性を顕現させるよう助けることです。15/5/96

    人が本来持っている神性が覆い隠された時、神聖な求道者たちの体験によって定められた道徳律と霊的規律がなおざりにされる時、獣から人へと向上してきた人類が獣へと滑り落ちて人類の兄弟たちを脅かす者となった時、神は人間の姿をとります。19/8/65

アヴァターたちが来るときには、時間と場所、家系と家族を選び、仲間と、共に働く者たちを決めて連れてきます。19/8/65

    誰を見かけても、その人は神の化身であると考えなさい。それが神の行動規範です。22/11/10

    神は純粋で、属性を持ちません。属性のない穢れなき神性は、すべての人間に内在しています。すべての人間は、実のところ、遍在する神性の反映なのです。そのため、すべての人間は神性の化身と見なされ、敬われなければなりません。神は、遍在であるにもかかわらず、特定の姿をとって、さまざまな方法で人間に奉仕します。今こそ、この瞬間に、すべての名と姿は神のものであるという真理に気付きなさい。誰を見かけても、神性の化身であると見なしなさい。そのような態度を育めば、どこであれ、あらゆる場所で、神を見ることができます。9/10/05

    人間の姿をとったとき、神（ナーラーヤナ）は自らが敷いた規則を守らざるを得ません。いくら神が宇宙に繰り広げられているドラマの監督であっても、人間の姿をまとっているときには神は特定の役を演じているということを忘れてはなりません。もし神がふさわしいとされる行動に反して、自らの役を大げさに演じたり控えて演じたりして自らに課した役にかなった行動をしなかったとしたら、神は自分の目的を果たすことができないでしょう。神が人間の姿をまとうとき、神は理想的な行いによって手本とならなければなりません。23/11/94

    神の化身（アヴァター）は、子どもたちの中では子どもであり、男性の中では男性であり、女性の中では女性です。そうすれば、相手の喜びや悲しみに反応して、相手を慰め、相手の意気消沈したハートに自信と勇気を吹き込むことができるからです。神の化身（アヴァター）は人間たちの中にやって来ます。その理由は、鳥や獣や木々などは、自然の法則に則って生きており人間のような不自然な状態に陥ることなどないからです。

   世俗の幸福と感覚の悦楽という、人を惑わすものを追いかけて、自分が地上にやってきた目的である務めを忘れてしまうのは、人間だけです。神は、ダルマを復興させて、人間を徳と英知の道に連れ戻すために人間の姿を取ったのですから、ダルマを厳格に守ることほど神を満足させることはありません。もし自分が見るもの、聞くもの、触れるもの、味わうもの一切の中の神を意識するなら、人はダルマの道から離れることなく進むことができます。それは、人生のあらゆる瞬間を真我顕現の感動で満たしてくれることでしょう。11/70

    私が皆さんと共に動き回り、皆さんのように食べ、皆さんと話をするために、皆さんは私が普通の人間のようであると信じて惑わされています。しかしそうした間違いを犯さないよう警戒していなさい。私は皆さんと共に歌い、皆さんと共に話し、皆さんと共に行動することで、皆さんを惑わしています。

 けれども、いついかなる瞬間に私の神性が顔を出すかもしれません。皆さんはその瞬間に備え、準備を整えておかなければなりません。神性は人間性という覆いに包まれています。ですから、皆さんは、神性が皆さんの目に触れないように隠しているマーヤーを克服しようと努めなければなりません。17/5/68

 神がこの地上に降りてきたからといって、神はその人間的な姿に制限されてはいないのです。CWSSBJp167

至高の神は無数の姿をとりえます。～至高の神の力を越える者はありません。人間の姿をとる神を見て人々は至高の神が自分達と同じ身体をもっているので、はたして化身が不思議な御業をする力を持っているだろうかと疑います。彼らはアートマンの全一性を認めません。人間の姿をとる神を認識することは難しいのです。28/8/94

  神は如何なる時にも如何なる姿にでもなることが出来ます。しかし、神の本性を人類に示さねばならぬ時、神は人間の姿をとって降臨しなければならないのです。しかし、人は心が汚れている為に人間の姿をとった神を認識できません。～神のなさり方は、無限であり、不可解です。神が如何に行動するかを決め、神に指示できるものはいません。神はなんであれ、瞬時に変更することが出来るのです。28/8/94

  疑いがあなたの気をそらせるのを許してはなりません。あなたの心の祭壇に、私の神性に対する固い信心を据えさえすれば、私の実体を見ることを勝ち得ることができます。そうする代わりにもし、時計の振り子のように揺れ動き、あるときは信じ、あるときは信じないなら、決して真理を理解することも、至福を得ることもできません。あなた方は今、今生で、サルヴァダイヴァットワスワルーパ〔すべての神のすべての姿の化身〕を見るという至福を味わうチャンスを得たのですから大変幸運なのです。

    もう一つ、皆さんに注目してもらいたい事実があります。これまで神が地上に化身したときには、明らかにそれは神の恩寵だとわかる証拠の数々にもかかわらず、その化身が神であることを知る喜びは、化身の肉体がこの世を去って初めて与えられました。化身たちが集めた、人々の忠誠心や信愛は、化身たちの超人的な力や御業、あるいは厳格な最高の権威に対する、恐怖や畏敬を通して生まれたものでした。一方、このサティヤ サイの化身についてしばし考えてみてごらんなさい。物質主義がはびこる、強い不信と不敬の時代に、この化身の何が、世界中から数百万もの人々の崇敬を集めているのでしょう？ その根本的な理由は、人の姿の内にある私のこの世を超越した神性にあるという事実を理解すれば、皆さんも納得することでしょう。17/5/68



　＊神の欠点

神の行為には何ひとつ汚点がありません。神は全く清らかであって、汚れのないものの権化です。それゆえ神に欠点があるというとき、それはそのように批判する者の持つ欠点が投影されているのです。その者の見方に欠陥があるゆえに、創造物に本来存在しない欠陥を見るのです。22/5/90



   ＊神の言葉

最初は、神は姿を持つものとして認識されます。次に、神のその御姿が至る所見られるようになります。それから神を無形のものとして認識することが出来るようになります。というのも、すべての形は永遠のものではないからです。例えば、子供が象という字を読むことは出来ませんが、ゾウという言葉を聞くことによって、ゾウが何であるか知ります。子供が字を読めるようになると、象という言葉だけが残り、その言葉によって象を理解することが出来ます。

 象の姿、形は一時的なものですが、言語が続く限り象という言葉は残ります。象という単語は無形の状態での象を象徴しています。同様に、帰依者が一旦、神の言語を学んでしまえば、神を視覚化する必要はなくなります。言語だけで充分なのです。しかし、人間は形と名前を通じて神について学ぶのです。CWSSBJp113

    第一に必要なのは、神の言葉への信心を深めることです。書物の知識や人間の知性によって神を知ることはできません。神が人間の姿をとって降臨するとき、神の計り知れない力は、神の年齢や体格や無邪気な振る舞いを見ることによって判断されることはありません。そのような判断は、神をさらに大きく誤解することにつながるだけでしょう。24/7/83

  

    ＊神の原理

 日常生活のほとんどすべてのものが、神を指し示しています。サトウキビの甘さ、唐辛子の辛さ、タマリンドの酸っぱさ、ニームの苦さなどは、すべて神の存在を示すものです。空の星、太陽の明るさ、月の涼しさ、寄せては返す海の波の動きなどもまた、神の原理を指し示しています。それらはどれも、神そのものを直接に見せてくれるものではありませんが、神の原理が存在することを示す証拠となるものです。23/11/2000

    人類の大多数には、人間一人ひとりは神によって維持されている奇跡であるという意識、呼吸の一つひとつは神の摂理の証であるという意識、出来事の一つひとつは神の存在の証拠であるという意識が生涯のうちに生じることは滅多にありません。22/12/70

＊神の声

神意は良心という姿を取って存在し、あなたに自らの義務を思い出させます。これが内なる声です。けれどもあなたは内なる声を無視し、その呼びかけやメッセージに注意を払いません。

そしてその為に苦しむのです。心を内に向け、知性を根本原理に向かわせ、感覚を厳しく管理することによって、内なる声という、他ならぬ神の声を、はっきりと聞くことが出来るのです。神意とは神によるマスタープランなのです。STPSp271

アシュラムにいる時はスワミに直接聞くことが出来ます。アメリカにいる時は答えを求めて祈り、そのあと客観的に探求すれば、30分で答えが得られるでしょう。何が正しいか判っている時は質問せず、実行しなさい。それが自信であり、神の力なんです。

全ての人間関係を横に置いて判断をしなさい。どの人がそれに関係しているかではなく、それをする事が正しいかどうかを考えなさい。CWSSB





     ＊神の自覚

個々の霊は、その人生において、神から祝福されていることを自覚することが一時間だけあります。最初の１５分は死により肉体から抜け出る時です。次の１５分は、子宮から出て行くときです。そして３番目の３０分は結婚式の時です。神は個々の霊と共に,これらの３つの機会に立ち会います。P290ANDI

 神の自覚は外部から得られるものではありません。神の自覚（ブラフマニャーナ）は、各人の内にあります。人を包む分離感という迷いが去れば、燦然たる光輝を放つ神の自覚が現れます。その他の知識は全て外界と関わるものであり、内なる存在を反映するものでしかありません。

物質（プラクリティ）の探求によって内なる絶対実在に関する知識を得られると想像するのは完全な間違いです。現象世界を理解することによって遍満する太霊を認識することはできません。

人はパラマートマ（遍満する太霊）から生まれました。この真理を理解しなさい。一切の知識の源泉はあなたの中にあります。賢者は偉大な書物による知識の持ち主でもなく、物質世界の知識の持ち主でもありません。

 真の英知者とは、自らの内なる神霊を自覚しそれにふさわしく生きる人のことを言います。大勢の人が神の栄光を能弁に講釈します。しかし、彼らは神ながらの生き方をしていません。

経典の知識が何の役に立つでしょう?自分の教えることを自分自身実践しない教師は、他の人に教える権利はあるのでしょうか?イエスは群集から石を投げられる女を見て「心の中でも罪を犯したことの無い者のみが、その人に石をなげさせなさい。」と説きました。2/3/92



　＊神の仕事

役にも立たないことをして時間を無駄にしてはなりません。社会的に役立つことをしなさい。これは識別心の基本です。しかしながら、今このような広い心を持つ者はいません。

あなたがどのようにすれば霊的に進歩するか考えなさい。すべての仕事を神の仕事と見なしてやりなさい。そうしないとそれは不完全なものとなります。その仕事が神の仕事と見なせば失敗をすることはありません。それゆえ、強い信仰心を持ってすべては神の仕事だと思って成し遂げなさい。21/4/96

  私には務めがあります。それは、全人類を啓蒙して彼ら全てに至福に満ちた人生を約束することです。私には誓いがあります。それは、道を外れてさまよっている人々を、再び善の道に立ち戻らさせて救うことです。

  私は自分の仕事に愛着をもっています。それは、貧しい人々の苦しみを取り除き、彼らに必要なものを与えることです。私には誇りに思うことがあります。それは、私は私を崇め、私を敬愛する全ての人々を救うからです。

  私は私が期待する帰依の定義があります。それは、喜びと悲しみ、利益と損失を同じ平常心の心で受け入れなければなりません。以上のことは、私は私を愛する帰依者を決して見離さないということです。 兄セーシャマに宛てた手紙より

    あらゆる行為を神への捧げものとして行いなさい。これは「私の仕事」、これは「神の仕事」と区別してはなりません。すべての仕事は神のものです。神がインスピレーションを与え、神が助け、神が実行し、神が楽しみ、神が喜び、神が刈り取り、神が種を蒔きます。存在しているのは神だけです。なぜなら、この多種多様なる一切は、自然という鏡に映って見える神にほかならないからです！ 

   一切は、至高神に到達するという高次の目的に役立てるためにあるのです。何事もそれ以外に使われるべきものは一つもありません。サイ バクタ〔サイの信者〕にとっては、これが唯一の正しい生き方です。パダールタ（利己的な対象物）は存在しません。一切はパラールタ（利己心の無い目的）です。そして、その目的とは、実在、すなわち、アートマ、神を実現させることです！18/7/70



    ＊神の至福

世俗的な生活の中で、愛は、母と息子の間の愛、夫婦間の愛、肉親同士の愛など、さまざまな形で現れています。これらの愛は、利己的な動機や私利から生じる身体的な関係を基盤としています。けれども、神の愛には私利私欲の片鱗（へんりん）さえありません。それは愛のためのみの愛です。これはバクティ（信愛）と呼ばれます。

   この愛の第一の特徴は、与えて受け取らないことです。第二に、恐れを知らないことです。第三に、利己的な動機のためにではなく、信愛のためにのみ愛するということです。これら三つの愛のアングルがすべて合わさるとプラパッティ（全託）を意味するものとなります。このプラパッティをおおいに楽しむとき、人は神の至福を体験します。そのためには、まずクシャマ（許し）が必要です。

    このクシャマ（許し）という姿勢を有する人だけが、神聖な愛を授けられていると見なされ得ます。クシャマという姿勢は教科書から学べるものではありません。

  また、教師や誰か他の人から得られるものでもありません。クシャマという姿勢は、人が余儀なく遭わせられる苦しみの時、試練の時、苦難の時に、自分自身で養うものです。大きな悲しみや惨めさをもたらす問題や苦難に直面して、初めて寛容や許しという性質は根を生やす余地を得ることができるのです。問題や苦難に出会った時、あなたは落ち込んで鬱（うつ）の餌食（えじき）になるべきではありません。それは弱さの表れです。

    そのような状況に陥った時には、寛大と許しの姿勢を祈りへと昇華すべきであり、動揺して怒りや憎しみや復讐心を募らせるべきではありません。あなたは強さの具現であり、弱さの具現ではありません。ですから、絶望の時には、寛容の気持ちで心を満たし、許し、忘れることができるようにすべきなのです。こうしたクシャマ（許し）の性質は、人間にとって最も偉大な力です。もし、この力を失ってしまったら、その人は悪魔のごとき人間となります。1/1/94

    

    ＊神の姿

    人間は自分の肉体の姿に惑わされ、自分自身を単なる人間であると思い込んでいます。私たちが見るものすべてが神の姿なのです。神は至福の具現です。16/3/03

     人は仮面をかぶった神なのです！ あなたが自分だと思っている「私」、自分だった「私」、赤ちゃん、少年、青年、中年男、お爺さん、ぼけた老人――これらの「私」は体という鏡に映った神の姿にすぎません！18/12/70

    無形の神が形をとった時、その姿を瞑想し、礼拝するのは人間にとって自然なことです。人々はそうすることで至福を体験します。それは、姿があるうちはまったく構いません。けれども、ひとたびその神聖な姿が消滅してしまったら、あなたはどうするのですか？　神の特定の姿を礼拝することによって引き出す幸福と至福は、もともと、あなたの幻想の産物なのです。

    決して肉体を永遠のものと考えてはいけない。肉の衣は一時の間だけ存在し、暫くすると消滅します。後に、神性は異なった姿をとります。たとえば、今、皆さんはこの肉体〔ババのお体〕に執着しています。皆さんはこの体を礼拝し、そうすることによって大きな満足と至福を引き出しています。けれども、そのうちこの体も、過去のアヴァター同様消えてなくなります。その時、皆さんは悲しむべきではありません。この肉体をまとった神性アートマが自らの永遠の住処に戻ったならば、それは喜ぶべきことであり、悲しむべきことではありません。23/2/09



　＊神の責任

人間のあらゆる迷妄の原因は人間自身にあります。皆さんは自分が悲しみに捕らわれていると考えています。しかし、その悲しみは本人が創ったものであって、神が与えたものではありません。

全ては本人の思考が創造したものです。神に責任はありません。あなたのどんな苦しみも、神のせいだと考えてはなりません。神はただ、幸福を授けるのみです。29/10/09



    ＊神の性質

神には執着も憎悪もありません。神は使命のために来て、その務めを果たすことだけに没頭します。正しき者を支え、邪（よこしま）な者を諭すことが、神の性質です。神の務めは、人が本当の自分を知ることができるよう人の視力を回復させること、人の歩みを道徳と自制の道へと向けることです。19/8/65



　＊神の助け

神は直接神の姿をとって、人々を助けることはしません。彼は人の姿を取ってことを為すのです。そのため、あなたは乞食からも助けてもらうかもしれません。それゆえ、他の人から助けてもらうことを拒んではいけないのです。P109ANDI



    ＊神の力

皆さんは、２２日の夜に国境を越えて侵入してきた中国軍が、高次の力の不思議な働きによって促され、すでに自ら撤退したことを知ることになるでしょう。私が言った通り、私の誕生日は喜びの空気の中で祝われました。目に見えない力が、すんでのところで彼らをつかみ、後ろに放り投げました。人は、悪魔の力、すなわち、貪欲と強欲によって、攻撃的な戦争状態へと押し進められますが、神によって、神の力によって、強引に引き返させられるのです。24/11/62

   神の力を超えるものは何もありません。神は人を泣かせることもできれば、人が涙を流すのを回避させることもできます。神は快楽主義者をヨーギに変えることもできれば、ヨーギを快楽主義者に変えることもできます。神は狂気を追い払うこともできれば、狂気をもたらすこともできます。神は、創造することも、守護することも、罰することも、滅ぼすこともできます。神だけが、個々人が、いつ、どのように、どんな状況で、何をすれば良いのかを知っています。神はいかに振る舞うべきかなどということを神に告げる権威のある人間は、誰もいません。23/11/87



    ＊神のテスト

生徒は、試験を受けなければ、上の学年に進級することができません。人々は、試験に合格して面接を受けなければ、職に就くことができません。同様に神は帰依者の幸福と進歩の為にテストをします。テストは神の趣味です。23/11/99

    神は皆さんが望むものを何でも差し出す準備ができています。しかし、皆さんには、自分の預金に応じてお金を引き出すことのできる預金者と同じように、それを受け取る資格を得なければなりません。人が神から受け取ることができるものに対しても、これと同じ規則が当てはまります。人が神から受け取ることができるものは、神に預金した額次第です。その結果として、祈りに対する小切手が正当に支払われるのです。

あなたの祈りが神に届くようにするには、「信仰」という切手と「愛」という住所を書き添えなければなりません。もし信仰と愛をもっていれば、距離にかかわらず、祈りは神に届きます。皆さんは、神に対する自分の愛が純粋で汚れのないものかどうかを見なければなりません。神のテストに身をさらす覚悟をしなければなりません。そうしたいくつかのテストに早く合格するほど、神のより近くに行くことができます。

あなたは人生の中で、あなたがどれだけこの世のはかないものに執着しているか、あなたがどれだけ神を渇望しているかをテストされます。もし、神に対するあなたの愛が、浮世のものに抱いている愛の何十分の一しかなかったとしたら、神があなたに恩寵を注いでくれることがどうやって期待できるでしょう？7/10//97

    あなたの中にある愛の火花は、神に到達することができるよう、大切に養われ、油を注がれなければなりません。そうすれば、すべての存在は神になり、すべての行為は神聖になり、外界からあなたが得るすべての反応は、プレーマ〔愛〕に満たされ、その甘露によって甘くなることでしょう。あなたがあらゆる存在の中にいる神を愛するとき、あらゆる存在にいる神は愛を込めて応えます。神を愛しなさい、たとえ苦難があなたの運命であったとしても。神を愛しなさい、たとえ拒絶され、叱責（しっせき）されたとしても。なぜなら、厳しい試練という坩堝（るつぼ）の中でのみ、金属は純化され、汚れは取り除かれるからです。神への崇敬は一つの御名と御姿を通してなされねばなりません。しかし、だからといって、あなたの忠誠心がその特定の範囲のみに限定されるべきではありません。18/7/70



    ＊神の同義語

聖賢たちはあらゆる場所で神を見たのです。神が遍在である以上、至福は神の姿なのですから、至福もまたあらゆる場所に存在しているのです。神に欲望はなく、それゆえ神の状態はパラマ スカダム（最高の幸福）と描写されているのです。欲望がないなら、本当に人は永遠なる最高の幸福という、神がそうあるものを体験することができます。欲望の欠如は、神を最高の知識の権化ともならしめました。最高の知識は、最高の至福があるときにのみ存在します。二つは共にあります。ですから、最高の知識、最高の幸福、最高の至福――これらは皆、神の同意語です。これら神の側面は、因果の結果ではなく、神に本来備わっているものです。理性を超越している全能者は因果律を超えており、また、空間と時間も超えています。全能者はまた、状況にも縛られません。23/5/00



　＊神のなさり方

神のなさり方は正しく理解せねばなりません。神はただ一つの国や社会のために来られたわけではありません。神がこの世に来られたのは、すべての人類のためです。各自はそれぞれの欲望の程度に応じて神から得ることができます。各自の行為に応じて、行為の果実を得ることができます。

それ故、何か事をなす前にそれが正しいか間違っているかを考えねばなりません。

 その行為によって、誰かを傷つけることがないかどうかを検証しなくてはなりません。これは肉体的な快楽に執着している者にとっては簡単なことではありません。すべての苦悩は身体と世俗的な欲望に関係しているのです.8/1996p,218

  神のなさり方についても、私たちは不愉快なことを経験します。私たちは善の内側に悪を見つけることが出来ます。神の行為は善悪の組み合わせです。悲しみがなければ誰も幸福に価値を見出さないでしょう。その為アヴァターの降臨する前には、この世で損失や悲惨さや、困難さが先行するのです。21/5/95

 神は人に何か特別のことをせよ、と申し立てたりしません。神はただ、人の行為の成果の分配者にすぎないのです。神はまた、人がどのような仕事をなしたかによって、その報いを決めます。もしも良い行いをすることなくして、自分の利益になることばかり願っているならば、神はただあなたの願いを聞き流すだけで、神の祝福を与えたりしません。SSIB1979p10

 何が起こってもそれはあなたの為だ、という事を信じなさい。神だけが、何を、いつ、どのように、なぜ、誰に行えば良いかを知っています。スワミの行動の一つひとつはすべてあなたのためです。スワミは、ある人にはすぐに話しかけ、ある人には長い間話しかけないかもしれません。このことはあなた達の観点から見ると時間に関わることです。けれども、スワミは時間と空間を超越していますSTPS2p272

  神を理解することは誰にも不可能です。神がある瞬間に行う事と、次の瞬間に行う事とは相反するように見えるかもしれません。神の行為は不可解で、時間と空間と人間の理性を超えています。スワミがよく言うように、「理由はなく、時に縛られない！」のです。ですから、神の行為を分析することや解釈することは無意味であり、適切なことでもありません。もし、神が「イエス」と言うのなら、それはその通りになるのです。もし、神が「ノー」と言うのなら、それはその通りになるのです。これが運命です！ あなたはそのすべてを受け入れなければならず、異議を唱えてはなりません。神の行為に疑問をもつことは、信仰心の欠如という意味を含んでいます。23/5/2000

    「私は神を愛しているのに、神は私に報いてくださらない」と言って嘆いてはいけません。神は反響し、反応し、反映します。神は、あなたが神に捧げた愛を十倍にして返します。求めなさい、捧げなさい、全託しなさい。着実にやり続けなさい。今日は二歩前進し、明日は二歩後退する、といった具合ではいけません。蟻のような貧弱でちっぽけな生き物でさえ、ただ目標だけを意識して、行く手を阻む障害物を乗り越えながら、一列で途切れることのない流れとなって移動します。18/7/70

 信じようと信じまいと、スワミには頭のテッペンからつま先まで、利己心のかけらもありません。スワミが何をし、何を言おうとも、それはあなたのためなのです。スワミはなぜ、時たま厳しくするのでしょう。それも皆さんへの愛なのです。スワミは皆さんを調べて変容させるために、厳しいふり、深刻なふりをするのです。

 もしスワミが、皆さんはスワミのものであると思っていなかったとしたら、なぜ、スワミはわざわざ皆さんを正さなければならないのでしょうか。みなさんはスワミのものであるからこそ、間違っている時に正すのはスワミの義務です。私が話しかけないと皆さんが悲しくなるのは、皆さんが私の言葉を尊重しているからなのです。STPS2p274

   　神が行おうとすることに対して、時間、場所、距離、複雑さはいっさい障害になりません。神を制限したり、妨害したりすることのできる物や人は存在しないのです。神にはまったく私心がありません。神の行動は、皆さんには快く感じられようが、不快に感じられようが、すべて神聖です。学生たちは、時々混乱することがあります。彼らは、もしスワミが神であれば、神がこんなことをするだろうか？あんなことをするだろうか？と感じるのです。どうして皆さんが、神が何をすべきかを決めることができるでしょう？神の力に疑問を呈する事の出来る程の人は誰もいません。神のみが、いっさいに関して、恩寵を与えるべきか、罰すべきか、守るべきか、破壊すべきかを決定します。

　神は時代から時代へと生まれ変わり、ダルマが衰退するときはいつでも、悪を滅ぼし、正しき者を守ります。真理は支持されるべきであり、非真は滅びるべきです。ダルマ（法）は守られるべきであり、不法は滅びるべきです。23/11/99

     のやり方は謎めいています。人々は神の行動が理解できないために、疑いを募らせます。皆さんは何かを良いものと考え、別の何かを悪いものと考えますが、すべては神の意志に従って起こっているのです。皆さんは良いものには「イエス」と言い、悪いものには「ノー」と言いますが、両方とも神の顕現です。人間は、あるものを自分にとって良いもの、別のものを悪いものと判断しようとします。人間が正しい判断をすることは不可能です。どうやって人間が自分にとって何が良いものなのかを知ることなどできるでしょうか？ 良いことも悪いことも、神の意志に従って起こります。15/3/04



　＊神のヴィジョン

誰であれスワミの教えを完全な不動の信念で実践するものは、一瞬において神の直接のヴィジョンを得ることが出来ます。31/7/96

    世界中の人々は皆、神のヴィジョンを得ること〔実際に神を見ること〕を願っています。それだけでなく、神の聖なる光輝に融合する類まれな機会を切望しています。この偉大な恩恵への熱烈な渇望は、何も目新しいことではありません。それは人類がこの世に誕生して以来ずっと続いています。11/10/05

   人は神を見ることを渇望しなければなりません。そうあるときにのみ、人間という地位に就いている資格があるのです。マーナヴァ人間（マーナヴァ）は神（マーダヴァ）に到達しなければなりません。人間は心を征服しなければなりません。人間は心（マナス）の支配者であって、心（マナス）の奴隷ではありません。5/63

   あなたにゆるぎない信仰と帰依があり、重ねてしっかりとした純粋なハートを持っていれば、あなたは神を自分の前に出現させることができます。22/7/02

 神のヴィジョンは、霊性修行と神の恩寵の結果得られます。神のヴィジョンを得た人と神を完全に実現した人との違いは、後者では、どんな状況下でも、自分を肉体と同一視する事はありません。そして、その人の内にはいつも神のヴィジョンのみがあり、肉体には何の注意も払わないため肉体は消耗され日乾びてしまいます。水や食べ物のことを全く考えないし、思い浮かぶことさえありません。

 その結果、このような状況下で生命が肉体にとどまれるのは、21日間だけです。食物や飲み物も無理強いせねば摂る事はありません。神のヴィジョンを得た人は、ある程度まで肉体と自分を同一視しており、肉体を持って生き続けます。ジャーナカ王は、何年間もラージャヨーギとして国を統治しました。深い瞑想やサマーディの様々なレベルの中で、数時間もしくは一日かそこらだけ持続する、一時的な神我顕現もありますが、それは永久的なものではなく、神との融合ではありません。CWSSBJp183

 神の御姿を完全に心の中でイメージしてそこに心をそそぎ込むようにすべきです。神の御姿が、外界に見られる時、それは条件付き二元論です。心の中で見れる時、それは条件付き一元論です。

 神の御姿が、アートマに吸収された時、それは不二一元論となります。外界で見れる神の御姿は、まず第一に心に吸収されて、次に魂に吸収されなければなりません。自分で選んだ神のイメージに集中して、他に心を揺らすべきではありません。心を御姿の型に流し込むことによって、心が神の御姿になるのです。CWSSBJp117

   愛を込めて神の御名を唱えなさい。神は人の姿を愛します。それだからこそ、化身は人間の姿をとって降臨しました。人として守るべき本分の道を歩んでいるならば、あなたは神のヴィジョンを体験することが出来ます。SS8/89

   あなたの中に愛の川が絶えず流れているようにしなさい。そうして初めて、あなたは神のヴィジョン〔御姿を見ること〕を得ることができます。あなたが神を見たいと願っていることは確かですが、あなたは自分の愛を広げる努力をしていません。もしあなたが興味を持っているのなら、私はあなたに神のヴィジョンを授ける用意があります。しかし、あなたが神を見ることができるのは、あなたが自分の中に真実で永遠の愛を培ったときに限ります。15/3/04



　＊神の御足と御名

神の御足にはあなたが想像も出来ないくらい とてつもなく大きな力があるのです。その神の御足の炎に触れればいったい何が起こるでしょうか？それは、あなたの悪い想念や悪い行為が灰となって消え失せるのです。SS5/92p97       

   ケーシャヴァという神の御名は、様々な神の名前の中でも最も重要なものです。すべての哲学の本質は、この名前に含まれています。それは、三つの音節から成っています。すなわち、「カ」＋「イーシャ」＋「ヴァ」であって、それぞれ、ブラフマ、イーシュワラ、ヴィシュヌを表しています。ですから、ケーシャヴァは、創造（ブラフマ）と維持（ヴィシュヌ）と破壊（イーシュワラ）の原理を象徴しています。人間は、ケーシャヴァという神の御名を黙想し、その意義を理解すれば、真の自己（真我）を理解することができます。25/12/02

鳥や動物でさえ、たった一度神の御名を聞くだけで、人としての生を得ることができます。 一方で、人が神の御名を繰り返し唱えても、人に何の変容も起こらないのはなぜでしょうか？それは、今の人は愛を込めずに機械的に神の御名を唱えているからです。13/7/2007

   神の御名が如何に強力であるか、自分自身で探求しなさい。～一切は神から来ました。普通の人は、全てのものの根源をさかのぼって見極めるという基礎的な探求をしません。しかし、科学者でさえ今やこの基盤を発見しようと研究に励んでいます。実際、神の御名は全宇宙の基盤です。御名とは、如何なる者をも等しく神と見る手段です。それゆえ神を認識し、御姿のヴィジョンを拝する最善の方法は御名の憶念です。2/3/92

 至高の神の御名が如何に甘美で神聖であるかを、言葉によって表現することは不可能です。あなたが帰依の心でもって唱える神の御名は、その熱意に比例してあなたに恵みを授け歓喜を与えます。声を合わせて、神の御名を唱えるように努力しなさい。今日、空、風，火、水、地という世界の五大要素は汚染されています。清らかな水、澄んだ空気を得ることは出来ません。耳にする音も汚染されています。大地も汚染されています。カリユガはカルマシアユガ（不浄の時代）になりました。これらを清めるためには至高の神の御名を唱えるのが唯一の手段です。

    今日の人々は、多くの時間をテレビやビデオ映画を見ることに費やします。このような時代に生まれた子供達はテレビ時代の申し子といっても差し支えないでしょう。子供たちは幼い時からテレビタレントのように振る舞い、人目を引くことを好き勝手にしたがります。それは両親の責任です。3/3/92

 何であれ、あなたが死に際に抱いた思いが、あなたが来生で得る姿です。自分の人生において長年、憶念してきたものが、死後のあなたの唯一の装飾品となるのです。生涯を通じて神の御名を憶念していれば、最後の瞬間に御名を思い起こすのは容易なことでしょう。24/5/95

 憎しみ、おごり、怒り、むさぼり、妬み、我欲は、人生の六つの敵です。そんなものを支えとしてはいけません。人生のすべてをいつも神の恵みに支えられているようにするのです。

   英知の意味を深く考え、英知の理解のために力を尽くし､神の恵みを願うのです。そうやって世界中の人々の模範となって下さい。いつどこにいても､いつも神を思うこと､それを忘れないで下さい。このカリユガにおいて、これに勝る修行はありません。いつでも神の聖なる御名を唱え心の奥にいつでも神がいる人になるのです。SGc14

    神の御名を唱えると欲望は減少します。そして神への正しい願いは叶うのです。SS2/95p36

 神は遍在です。神を信じないものは、自分自身を信じることが出来ません。自信をつちかいなさい。自信こそ国家の進歩の基礎です。信念という基盤の上に至福の壁を建てなさい。その上に、無執着という天井を作りなさい。犠牲という屋根の下に住みなさい。これこそ神我認識の方法です。心の平安とハートの清らかさを確実にするために、至高の神の御名を唱えなさい。そうすれば神さながらの生き方を知ることが出来ます。23/11/92

    神の御名は原子爆弾よりも強力です。神の御名は善を守護し、悪を懲らしめます。ですから、皆さんが神を崇め続けるなら、間違いなく世界は守られるでしょう。9/8/06

 少なくとも今日から御名を唱えなさい。子供たちよ。あなたはそうすることによって喜びと平安を得ることが出来る。どんな障害が来ても、神の御名は其れをきれいに掃き清めてくれるのだ。SSSvol8p234



　＊神の命令

いつも静かで落ち着いた心のまま、我欲にも執着にもとらわれないでいるのは、ごく普通に神を求める人にはたいそう難しいことです。特に家族のある人にとっては、まず無理だといっても良いでしょう。

    神の命じる意思と自分の意思とを区別している限り、我欲をなくすのはひどく難しいことなのです。あらゆるものの中にただ一つの神が満ちている事を悟るなら、神に従うことは少しも難しくなくなります。神があらゆるところ、すべての人の内に永遠の光りとして輝いていることがわかれば、我欲と執着を捨て去ることが出来ます。SGc5

 彼らはスワミ の命令を無視しています。そのようなことで、どうしてスワミを得られるとでもいうのでしょうか。スワミの命令というものはスワミ自身よりも重要で価値がある。という認識に基づいて行動するように努めれば、スワミは容易に彼らのものとなるでしょう。

 節度のない無駄話をし、傲慢な態度を取り、よこしまな目で見、悪い行為をする。そのようなことをしなければ、悪意に満ちた汚れた心は存在できません。健康的でない、望ましくない思いが心に浮かんだとしても、それは過ちではありません。あなた自身がその悪い思いでもって行動を起こさぬ限りは。PD31

 若者は躊躇することなく神の命に従うべきです。神の指示に対して、疑いを持つこと、異議を申し立てること、背くこと、非難することが決してないようにしなさい。神の指示を厳格に守ることは、全託と呼ばれます。これを育めば、人生における成功は必須です。stps2p180

 もしあなたが、神の命令に従わなければ役に立ちません。それは神のもので、これは自分のものという思いを断ち切りなさい。そのような思いを持っている者は半分、盲目と同じなのです。それ故、神のもの、私のものというパートナーシップのような関係を神との間で築いてはなりません。神と信者の関係は神聖な関係なのです。8/4/96      　



    ＊神へ捧げる

神は決して、誰にも、何も求めません。けれども人々が神に誠意を持って捧げ物をするならば、神はそれを千倍にして返します。もし神から何かを得たいのであれば、まず何かを捧げなければなりません。これは神の法です。たとえ、それが小さな取るに足りないようなものであっても良いのです。28/5/95



＊神への愛

神への愛は利己的な利益とは全く無縁です。神への愛は、愛するための愛です。それを信愛と称します。神への愛の一つの特徴は、与えることであり受け取ることではありません。第二の特徴は神への愛は恐れを知りません。第三は、神への愛は愛そのものであって、利己的な動機を持ちません。

この３つの愛はプラパッティ（帰依）を構成します。帰依する思いでもって歓喜する時、その人は神の至福を体験します。そのために必要なものはクシャマ（寛大さ、許すこころ）です。1/1/94

    神への愛が浸み込んでいるハートが暴力的な思考を抱くことは、決してあり得ません。神の御前にひざまづく一方で、自分にひざまづくよう人々に強要するのは、まったくの偽善です。神は愛です。神は平安です。神は力です。神と触れ合った人が、どうして尊大で、辛辣な人間でいられるでしょう？ なぜ相変わらず動揺し、怒るのでしょう？ 弱く、揺れ動いているのでしょう？ 自分は神と触れ合ったという主張は、滑稽な自惚れにすぎず、本当ではあり得ません。木は、その木になった果実によって評価されます。4/73

    神はまさしく愛（プレーマ）の具現です。人は神の火花です。怒りのない人、真実のない人、平安のない人はいるかもしれませんが、この世界で愛のない人を見つけることはできません。愛はすべての人の中に、一つのまばゆいばかりの神の性質として等しく存在しています。愛はさまざまに表現されるかもしれませんが、その本質は同じです。

このように、人は普遍意識の一つの側面です。しかしながら、残念なことに、人は自分の愛を世俗のもののほうに向けているために、自分の神性を認識できずにいます。人の心（マインド）は、外の世界と結び付いているために汚れています。その結果として、人の愛も汚されて、人の心は主の美しき姿を心に抱く能力を失ってしまいました。自分の愛を神のほうに向けさえすれば、人は自らに内在する神を経験することができます。6/3/89

    　あなた方一人ひとりの内に愛は存在します、しかし、あなた方はその愛をこの世的（物質的）な関係に向けています。あなた方はいまだ、真の愛を味わったことがありません。神を心の底から愛しなさい。それが真の愛です。人々は来ては去りますが、神は来ることも去ることもありません。神はつねに存在します。悲しみに巻き込まれたときは、幸せを思いなさい。確実に幸せを体感できるでしょう。

　あなたは愛に満ちています。実際、あなたの心ハートは愛にあふれています。しかし、あなたはこの愛が外に溢れ出ることを邪魔しています。本来、愛には障壁や障害はまったくありません！ 絶え間なく、深く神を思い続けなさい。そうすれば、あなたは、肉体的にも、精神的にも、霊的にも、つねに幸せでいられます。

     残念なことに、今日、あなたは数々の欲望のせいで、このような至福の神聖な性質を失っています。もしこうした欲望を切り離すことができれば、あなたはつねに至福に満たされているでしょう。たとえば、ここに白い布があります。白さがこの布の本質です。しかし、いつも使っていることにより、この布は汚れます。同じように、あなたの心ハートもつねに純粋で、明るく、至福に満ちています。しかし、心は欲望によって汚れます。ですから、愛を培い、心をつねに純粋にしておきなさい。そうすれば、あなたは人生のいかなる瞬間においても至福に満たされるでしょう。しかし、あなたは、至福の内なる本質を忘れてしまい、つねに、悩みと不幸に浸っています。14/1/05

    神はすべての人々から愛されています。すべての人はただ愛だけで生きているのです。実のところ、愛を持たない人は人間ではありません。神と人の愛は、父と息子の間にある愛に似ています。そのような純粋で無垢な愛から悪意を生じさせるとは、なんとひどい罪なのでしょう。実のところそれは、社会に浸透している悪癖が原因 です。

   すべての人間には生まれながらにして神聖な性質を持っているということが認識されたとき、全ては一つに感じられるでしょう。すべてはひとつです。すべての人に対し平等に接しなさい。私たちは人生においてそのような変容を成し遂げなければなりません。皆さんは何冊かの教科書を勉強します。ただ本を読むだけでは十分ではありません。それは決して皆さんを助けることはないでしょう。それらの文言の中に含まれている真実を悟り、体験しなくてはなりません。17/2/07

 サイを手に入れるのはそれほど簡単ではありません。あなたは私を愛しているというかもしれません。しかしどうして私はあなたを信じることが出来るでしょうか。あなたの愛には、犠牲の精神があるのでしょうか。あなたの言葉と行動には一貫性がありません。あなたは何かを約束しても、次の日にはその約束を破ります。そのような詐欺師の愛をどうやって信じることが出来るのでしょうか。

真の永遠の愛はハートから生まれます。真の愛はハートとハートの関係です。13/7/03

    心はいつも神を思うようにしましょう。強い集中力を常に持っているべきです。でも、なぜあなたはこのような努力を神を得るためにしなければならないのでしょう。それはあなたに神を求める心も無く、神への執着心も無く、神への愛も無いからです。しかし、努力を続ければそれらを手に入れることができるでしょう。3-52 SIP

   神はあらゆる愛の源です。神を愛しなさい。世界を神の衣以外の何ものでもないものとして愛しなさい。愛により、あなたは愛の大海へと融合することができます。愛は、狭い心、憎しみ、貪欲を癒します。愛は束縛を解き放ち、生と死の苦しみから人間を救います。愛はやさしく穏やかに調和を奏でながら、あらゆる心を結びつけます。愛の目から見れば、すべての生あるものは美しく、すべての行いは献身的で、すべての考えは純粋です。世界は一つの大きな家族なのです。1008の宝石　P.40



    ＊神への旅

神へと向かう旅の途中でぐずぐずしていてはいけません。あなたは、これから先の旅に備えて、ガソリンタンクの燃料を満タンにしませんか！ 自動車を長い間車庫に入れておくつもりであれば、タンクを満タンにはしません。同じように、体にも燃料を入れなければいけません。そうすれば、体は旅を続けることができます。神への旅を続けることができます。その旅は、行為（カルマ）によってなされます。すなわち、善い行い、私欲のない行為（ニシカーマ カルマ）によってなされます。そうした行為は、「体と結び付いたもの」（カーヤカ）と呼ばれます。これは、体の中に囚われている魂を解放するために、体（カーヤ）で努力をするということです。15/9/63



    ＊寡黙

口はハートの鎧であり、人の命を救ってくれます。大声で話したり、長話をしたり、でたらめを言ったり、怒りや憎しみに満ちた話をしたりすることは、いずれも人の健康に影響を及ぼします。そうした話は、他の人の心に怒りや憎しみを引き起こし、人を傷つけ、興奮させ、怒らせ、仲たがいさせます。なぜ「沈黙は金」と言われているのでしょう？ 寡黙な人に、友人はいないかもしれませんが、敵もいません。寡黙な人には、自らの内に沈潜して内省し、自分の欠点や短所を吟味する時間の余裕と機会があります。寡黙な人は、もはや他人の欠点や短所を見つけようという気にはなりません。足を滑らせれば、骨折します。口を滑らせれば、相手の信仰心や喜びを壊すことになります。そうして壊してしまったものは、二度と元には戻せません。その傷はずっと、うずいているでしょう。ですから、口を使うときには、よくよく気をつけなさい。もっと優しく話し、もっと口数を減らし、もっと甘く話すようにすればするほど、あなたにとっても世界にとっても、よいのです。29/3/65



　＊ガヤトリ　マントラ

一日二回ガヤトリを唱えるならば、その日のうちに無意識に犯した罪や、払い終えてないカルマを燃やし尽くすことが出来る。～毎日これを行えば、他のどんなマントラを唱える必要もない。あなたは自分の人生を神聖化することができる。ガヤトリは万能で、あなたを災害から守るだけではなく、あなたを賢くし、学ばせ、成功に導くのだ。P,177 ANDI

   ガーヤトリーマントラを正統なウダータ〔ヴェーダの節を構成している三音中の高音〕、アヌダーッタ〔三音中の低音〕、スワリタ〔三音中の中音〕で正確に唱えると、体験可能な本物の光輝を作り出すことができる一方で、正しくない発音や違うアクセントで唱えると、闇を濃くすると明言しています！ ですから、朗誦や瞑想、祈りや定まった型の礼拝、マントラの唱え方の規則を嘲笑する代わりに、それらの価値を受け入れて、実践と実行によってその成果を検証し、確かめなければなりません。16/5/68

    決してガーヤトリー マントラをやめてはなりません。他のマントラは、やめても、無視してもかまいませんが、ガーヤトリー マントラは少なくとも一日数回唱えるべきです。ガーヤトリー マントラは、あなたがどこにいても、旅行しているときも、家で働いているときも、あなたを危害から守ってくれます。西洋人はガーヤトリー マントラによって生み出されるバイブレーションを調査して、ガーヤトリー マントラがヴェーダで規定されている通りの正しいアクセントで唱えられると周囲が目に見えて光に満ちあふれてくることを発見しました。

    つまり、ガーヤトリー マントラを唱えるとき、ブラフマプラカーシャ、すなわち神の光輝が、あなたに降り注ぎ、あなたの理知を照らし、あなたの道を明るくしてくれるのです。ガーヤトリーは、アンナプールナー〔食を与える女神〕、すなわち聖母であり、すべての命を生かす維持力です。ですから、ガーヤトリーをおろそかにしてはなりません。20/6/1977

  心は接触し難いものです。というのも、心は感覚器官に付随しているからです。感覚器官を制御しなさい。感覚器官にあなたを対象の世界に引きずり込ませないようにさせるのです。この方法によって、心を妄想の道具ではなく、照明の道具にすることができます。そうすれば、アートマはブラフマンであるという真理の夜明けがやって来ます。この意識の輝きは無知の暗闇を追い払います。ジョーティ（光）あるところにタマス（無知）は存在できません。アートマ（真我）はジョーティ（自ら光を発するもの）です。

   ガーヤトリーマントラは、思考の機能であるブッディ（理智）を照らしてくださいと太陽の輝きに祈願することによって、無知を根こそぎにする助けになります。その輝きは、自分すなわちアヤム アートマ（個人の真我）と、ブラフマン（宇宙的な神我）は同一であるという真理を明らかにします。1/1/83

    ガーヤトリーマントラは、あらゆる力と能力を授けてもらうための神への祈りなのです。サルヴァ ローガ ニヴァーリニ ガーヤットリー（ガーヤトリーはあらゆる病の救い主）サルヴァ デュッカ パリヴァーリニ ガーヤットリー（ガーヤトリーはあらゆる不幸を追い払う）サルヴァ ヴァーンチャ パラシュリー ガーヤットリー（ガーヤトリーはあらゆる望みをかなえるもの）ガーヤトリーマントラは、有益なあらゆるものを授けます。ガーヤトリーマントラが唱えられると、さまざまな力がその人の内側から浮上してきます。ですから、ガーヤトリーマントラを不用意に扱うべきではありません。23/8/95

    ガーヤトリー マントラ（理知を照らすためのヴェーダの祈り）は、人類最古の聖典ヴェーダ〔「リグヴェーダ」３.６３.１０〕に収められている普遍的な祈りの言葉です。ガーヤトリー マントラは内なる超越的な神に向けられており、その神には「サヴィタ」という名前が付けられています。サヴィタには「このすべてがそこから生じたところ」という意味があります。ガーヤトリー マントラには三つの部分があると考えられています。それは（１）賞賛、（２）瞑想（３）祈りです。この神は、まず賞賛され、次に畏敬の念をもって瞑想され、最後に人間の識別の機能である理知を目覚めさせ、強めてくださいと請願されます。

     ガーヤトリー マントラは、ヴェーダ シャラ、すなわち「ヴェーダの教えの真髄」であると考えられています。ヴェーダは英知を意味し、この祈り〔ガーヤトリー マントラ〕は英知をもたらす力を育み研ぎ澄まします。ガーヤトリー マントラは、通常、夜明けと正午と夕暮れに唱えられています。けれどもこの祈りを唱えるのに、三つの時間帯に縛られる必要はないのです。ガーヤトリー マントラは、いつでも、どこでも唱えてかまいませんが、心の清らかさだけは確保しなければなりません。私は皆さん方、若い人たちに、入浴時にガーヤトリー マントラを唱えることを勧めます。安っぽく、神聖を汚すような映画の主題歌は歌わずに、ガーヤトリー マントラを唱えなさい。入浴の際には体を清めますが、心と理知も清めるようにするのです。入浴時のほかにも、毎回食事の前、眠りから覚めたとき、そして、床に就くときにも、努めてガーヤトリー マントラを唱えるようにしなさい。加えて、最後に「シャーンティ」と三回唱えなさい。そうすれば、あなたの体と心と魂という三つの存在に、シャーンティ、すなわち平安をもたらしてくれるか20/6/1977

    可能な限り多くガーヤトリー マントラを唱えなさい。入浴中に唱えれば、あなたの入浴は神聖化されます。同様に、食べ物を食べる前に唱えれば、その食べ物は神への捧げものとなります。神への心からの信愛をもちなさい。23/8/95

    神に到達するには、真偽、束の間のものと永遠のもの、非実在と実在を識別する力、そして、知性が非常に重要です。だからこそ、まだ幼い年齢のうちに、少年たちに「ガーヤトリーマントラ」を教えるのです。というのも、「ガーヤトリーマントラ」は、宇宙にみなぎる知性に向けて、小さな子どもの心に明かりを灯してください、そして、感覚の束縛から自由になれるよう、もっともっと有効に知性を使えるようにしてくださいと、懇願するからです。21/11/68

    皆さんの二つの目には、皆さんに魂の領域の壮大さや壮麗さを明かすことは不可能です。二つの目は、物質世界と、そこでの束の間の生活に焦点を合わせます。そのため、ガーヤトリー マントラは、内なる目を開いてブラフマンを実感認識することができるよう、第三の目として皆さんに授けられたのです。20/6/1977



　＊身体

    体は良い状態に保たれていなければなりません。というのも、人間の体という仮の住まいの中にいるときにだけ、人間は神を顕現させることができるからです。5/10/67

    人間性の中に存在するこうした神性は、正しい見方で理解されなくてはなりません。全世界は基盤となる五つの自然の元素の統合された姿であり、私たちの身体は全世界のレプリカ（複製）です。それら五大元素である、地、水、火、風、空間（エーテル）は、私たちが「自分のもの」と呼んでいる身体の基盤となる物質です。皮膚は地の原理を表しています。二番目は水、すなわち液体です。三番目の元素であるアグニ（火）は、消化や網状組織の原因となるものです。風は生気を維持します。空間（空）という様相は、以上のすべてが機能するための領域です。しかし、これらの元素は多様な比率で浄性（サットワ）、激性（ラジャス）、鈍性（タマス）という三つの基本的特質と結び付いているので、それらは個々に、あるいは連帯して、私たちのさまざまな振る舞いの原因となります。ですから、善悪は共に自分自身の中から生じると言えるのです。人間は、このことを自分の知性を使って理解するよう懸命に努力し、悪魔的な傾向ではなく神性原理を育てようと努めなければなりません。それは思いと言葉と行動を一致させることによって可能です。思いと言葉と行動という三つの面がすべて清められると、それは「トリカラナ シュッディ――三つの道具の清らかさ」と呼ばれます。これら私たちの生活の基本的な道具は、私たち自身を高めるために浄化されなければならない、とヴェーダーンタ〔ウパニシャッド〕は述べています。個人の正義や非正義の原因となっているのは、これら三つの道具です。三つの道具から不純物が取り除かれた時、私たちは平安、幸福、快適さ、そしてさらに、神我顕現さえ味わうことができるでしょう。

ヴェーダ、ウパニシャッド、ダルマ シャーストラや他の神聖な経典には、この「トリカラナ」に関して広範囲にわたる記述があります。身体の手足はカラムと呼ばれています。善行も悪行も、どちらも手足でなされます。ヴェーダにおけるカルマ カーンダ（行為に関する巻）は、人間に神聖な行為をする方法を教えています。同様に、ヴェーダのグニャーナ カーンダ〔英知に関する巻〕とウパーサナ カーンダ〔礼拝に関する巻〕は、知識の道とバクティの道を教えています。したがって、ヴェーダの三つの主要な巻、すなわち、カルマ カーンダ、ウパーサナ カーンダ、グニャーナ カーンダは、幅広い道具であり、それらを通して人間が存在の最高段階まで自分を引き上げることのできるものなのです。まず、私たちは手を使って善行をしなければなりません。これはカルマ カーンダ〔行為に関する巻〕を表しています。

二番目のものは、神の御名を唱えるのに用いる口です。ですから、口はウパーサナの巻〔礼拝に関する巻〕に相当します。私たちが話す言葉は真実に則したものであるべきです。真実〔真理／サティヤ〕のみが究極の成功をもたらすことができるのです。真実より偉大なダルマは存在しません。21/1/89

     身体は至福の境地に達するために用いる乗り物です。それゆえ高い目的地をめざして、安全で健康に保ちなさい。身体はあなたが幾度となく繰り返した過去生で積み重ねた功徳のおかげで授かった霊性修行のための道具です。体というものは一瞬ごとに崩壊しています。それゆえ空しい物質を追い求めて時を無駄にしてはいけません。体こそ人生であり、自分が存在する目的だなどと思わず、むしろつまらないもので卑小なものだ。と思う方が良いのです。体を、服問いう包帯でグルグル巻きにせねばならぬ傷として見なさい。食べ物という薬を処方し、飲み物で傷口を洗っていると思いなさい。そうすることによって、過度の執着から脱することが出来るでしょう。2-51 SIP

体は水で洗えば清潔になり、言葉は真理を染み込ませれば清められ、生活はタパス〔苦行〕で聖化すれば浄化され、知性はグニャーナ（霊的英知）で汚れを落とせばきれいにすることができます。そして、何にもまして、自分は体ではなく、体に住んでいる者であるという確信が育たなければなりません。もしもあなたが、自分の体と自分を同一視するなら、あなたを祝福しようとして待ち構えている喜びや平安の代わりに、あなたを覆いつくそうとする悲しみや苦しみを招くことになります。21/11/79

  身体は、永遠の霊の住む神殿である。それゆえ、身体を正しく用いなさい。よい属性を培いなさい。善行の宝庫となりなさい。神殿の清らかさの程度に応じて神は現れます。18/10/91

   「君は、いつまでこの私の体を追いかけるつもりですか？　いつまで私をこの肉体の中に閉じ込めておくつもりですか？　この体そのものを動かしている、目に見えない力を見ることを学びなさい！ 」 「帰依者がこの目に見えない力、永遠の神の力と結びつく唯一の方法、最も容易な方法、最も素晴らしい方法は、愛です」 サイギリダールへのインタビュー

    キリストは、肉体は肉体の中に宿っている神霊を知るために使われるべきであり、体自体を守るために使われるべきものではないとも説きました。体を過度に大事にして体の中の神霊をなおざりにするのは無知の印です。25/11/88

 人の身体を見れば、その人が如何なる感情を持っているかが分かります。身体の外観から、内なる感情を知ることが出来ます。身体の態度と心とは密接な関係のあることが知られています。DVJp15

 人間の身体を作り上げている分子は､七年ごとにすべて入れ替わります。SGc17

    アートマがあなたの生命そのものであることを理解しなさい。あなた方すべてに、神のエネルギーが与えられています。しかし、皆さんはそれを誤って用いています。あなたの人生そのものはあなたの手の中にあります。あなたは身体ではありません。あなたは生命の原理なのです。身体はあなたが真理を探求する道具として用いられるためにあるのです。5/10/03

 身体は病気の束、あかと汚い排泄物の貯蔵所です。身体は生々流転する人生という大海を渡る助けにはなりません。身体は子供時代、思春期、青年期、成人、老人、そしてついに死というふうに変化します。人は自分がいつ、どこで、いかに死ぬかを知りません。14/4/94

    　 肉体それ自身に命がないのであれば、私たちはどのようにして様々な器官をコントロールすれば良いのでしょう？　身体の諸器官は、興奮を呼ぶ反抗的な冒険に使われるべきではありません。もしくは、それらを悲しみに合わせてもなりません。そうすることは目的に添わないからです。悲しみや嘆きは人間にとって自然なものではありません。至福こそが人間の本性なのです。至福こそが人間の生来の性質であるのに、人は悲しみこそが自分の定めだと妄想して、何の目的もなく悲しみに身を委ねます。

　 もし私たちが諸器官を不要な興奮や悲しみにさらせば、我々の力とエネルギーは損なわれ、弱ってしまいます。心の動揺と興奮のために、身体に病気が生じます。人間が興奮と悲しみに 身を委ねるために、あまりにも早いうちから老化が始まります。私たちの貴重な人生が浪費される理由は、感覚が正しくコントロールされていないことに尽きます。ですから、美徳の二番目の花である、感覚の制御・感覚のコントロールによって神を礼拝することが大切なのです。KSH

    皆さんは人体の特質について分析したことがありますか？ 衰え行く体を誇ることに何があるというのでしょう？ 人は、そのようにはかない人間の体の本質に気づき、体を最大限に活用しなくてはなりません。神がなぜ人間の体を与えたのか知っていますか？ よこしまな行為にふけって貴重な人生を無駄にするためでしょうか？ いいえ、そうではありません。体は、悪用するためではなく、人が神に到達することができるよう努力するために与えられたのです。皆さんは、どのような神聖な目的のために体を使うべきかを自分自身で気づくべきです。起床してから夜就寝するまで、人の時間は世俗的な事柄のために費やされています。床に就く前でさえ神を想う時間はありません。

   人間の体は神に与えられた神聖な道具であり、少なくとも一日に一度か二度は神を憶念して体を清めなくてはなりません。人が幸せと喜びを得るためには、どのような活動を始めればよいのでしょうか？ この問いに対する最も適切な答えは、感覚を絶え間なく神の憶念に従事させるべきである、というものです。目は常によいものを見ていなくてはなりません。耳はよいことを聞いていなければなりません。舌には常に優しく品位 のある言葉を話させるようにしなくてはなりません。舌は神の御名を唱えるべきです。要するに、体のどの部位 も、正しい用途に使われ、清められなければならないのです。21/10/04

   あなたと私の間に何の違いもありません。私は自らの中にすべての力を具有しています。しかし、あなたは私の身体としての姿を見ることで惑わされています。私の行為は、何であれ、ただ医者と帰依者たちを満足させるためのものです。実際のところ、私に病気の気配はいっさいありません。私はいつも健康です。今日だけに限らず、９６才になるまで、私は健康であり続けるでしょう。私は、自分で望むどんなことでもできます。しかし、この肉体だけを見る人々は、スワミは老化していると考えます。若さや老いは身体に関連することであり、「私」には関係ないことです。私はいつでも変わりません。私は何でもすることができます。しかし、この身体は皆さんのものです。この身体は皆さんのためにやって来たのです。皆さんは、私の身体を好きなように変えることができます。皆さんが、スワミは強く健康だ、と思うなら、そのように「彼」はなるのです。私に何ら弱さは存在しません。5/10/03

 束の間の肉体に執着してはなりません。身体を道具として扱いなさい。身体をして、意志に従順に従わせなさい。かりそめにも身体の欲望に屈しては、なりません。いつでも身体を捨てる覚悟でいなさい。良質の清らかな食物を一定の時刻に適量に摂取し、身体の運動を欠かさず実行しなさい。DVJp76~7

    神への愛無しに神の命令を遵守することは、効果がありません。それと同様に、至高の神の命令を守らずに信仰のみでは役に立ちません。至高の神は薬で、神の命令は食事制限。内在の神が顕現するにはその両方がなければなりません。今日、世界で見られる一切の難儀、混乱、不和は、利己主義と自己中心を生む身体への執着がその根本原因です。身体への関心はある程度までは必要でしょう。

しかし、身体の欲求に過剰に執着することには、害があります。なぜならば、身体は本質的にもろく出来ており、いつ如何なる時にも如何なる場所でも壊れてしまうかもしれないのです。もちろん、身体は守護すべきであり、休息とレクリエーションが必要です。しかし、それら全ては身体が義務を果たすことが出来るようにとの目的の為にのみなされるべきです。21/8/94

 人はまず、身体を与えられたのは利己的な目的ではなく、他の人に奉仕するためであるとの真理を実感認識しなくてはなりません。～素晴らしい神の創造物の中でも、身体の機能は最も素晴らしいのです。23/1/94

 人間は放射、振動、物質という三つの力の結合によって機能します。身体は単なる物質にすぎません。身体はプラクリティと称され、プラーナシャクティによって振動させられます。振動は意識（自覚）であるプラニャシャクティによって支配されます。このように人の生命は意識、生気、物質が結合したものです。この事実を実感認識せず、人は全ての力は身体にあるものと思い違いをして、いつも身体のことばかり気にかけます。21/1/93

 アメリカでは心臓病による死亡が多いのです。スウェーデンでは自殺者が多く離婚率も高いのです。その原因は物質的な便利さの欠如ではなく、そのような環境に必要な霊的見解が欠けていることにあります。彼らは永続せぬはかない身体を自分と考え、永続し永遠の実体である真実の内在の霊に関して無知であることが原因といえましょう。彼らはうわべだけの、中身のない生活を送っているのです。21/1/93

 皆さんは自分の身体に自信があるかもしれません。ところが身体とは、五つの元素から出来ているものに過ぎません。肉体はやがて滅びます。内なる存在だけが永遠なのです。内なる存在は生まれることも死ぬことも､成長も老衰もありません。あらゆるところで輝いています。

 世界のすべてにこの輝きがあります。平和で無いところにも平安はあるといわれているのは、あらゆるものの奥に、この輝きがあるからです。輝きこそは、永遠の内なる光､動きの鈍い身体に宿る内なる存在です。この内なる存在に目を向けていればおごりやエゴに惑わされることはありません。

～肉体は様々な病気に冒され、変わり果てていきます。肉体だけでは世間の海を渡り、生き延びることは出来ません。肉体はただの物質です。バケツ七杯分の水と五センチの釘四本分の鉄分、マッチ１１００本分の燐、鉛筆四本と石けん二つ分の炭素にすぎません。これらを他の雑多なものと一緒にして一つにまとめると身体になります。ですから肉体はただの物質ですが､中に内なる存在がいるおかげで動いて生きているのです。SGc31

  神性は人間の中に潜んでおり、それは人間が自分で努力して引き出さなければなりません。すべての行為は体を通してなされます。ですから、体は永遠の至福に到達するための重要な道具なのです。体は神聖な方法で保っておく必要があります。人格を高めること、倫理的な生き方、規律が定められているのは、体を浄化するため、そして、神の栄光にまで高めるためです。18/1/85



    ＊借り

奉仕は、人は社会に借りがあるということに気づくことから始まるべきです。人の名声や評判も、生活を快適にするあらゆる物と楽しみも、社会から得られるものであり、人は社会で充実感を見出します。そうでありながら社会に奉仕しないなら、何に奉仕することができますか？ 純粋な感謝の気持ちは、あなたが享受しているあらゆる恩恵の源である社会に奉仕すべきだと、あなたに要求します。感謝の気持ちのない人は野獣にも劣ります。21/11/88



    ＊仮の宿

四つのプルシャールタ（人生の目的）である、ダルマ、アルタ（富）、カーマ（欲）、モークシャ（解脱）は、ダルマによってアルタを得るということ、カーマはモークシャへと向けるべきであるということを、人間に教えるために敷かれています。ところが、人はダルマとモークシャを無視し、カーマをアルタへと向けています。価値の感覚が逆になっているのです。

   たとえば、人は太陽が昇ると喜び、太陽が沈むと幸せを感じます。なぜなら、昼間は働くことができ、夜は休むことができるからです。人は、太陽が日々昇っては沈むことによって自分が地上に存在する時間を短くしていることに気づいていません。地上は、自分が所有していると主張するものをすべて置き去りにして発たなければならない大きな宿泊所であるということを、人は自覚していないのです。21/11/85



    ＊カリユガ

カリユガ（暗黒の時代＝現代のこと）の影響のために、人々は、金銭を追いかけて邪悪な道をたどっています。彼らは、金のために人を殺すようなことまでやってのけます。彼らにとっては、金銭がすべてです。私たちは、争ってお金を得ようとすべきではありません。人は、愛という財産を獲得するために努力しなければなりません。25/12/00

    このカリの時代にあっては、すべてのことに反応・反響・反射が返ってきます。優しく甘美に話せば、同じことが返ってきます。無作法な態度で人に接すれば、無作法な態度で振る舞われることになります。したがってすべての人が、年齢や国の別 にかかわらず、優しく甘美に話さなければなりません。教育を受けていようが、無学であろうが、人は優しく甘美に話さなければなりません。人は謙虚さを備えていなければなりません。20/11/02



　＊カルマ

   神は世界に存在する一切のものを創造し、人間にそれらの面倒を見る責任を任せました。神は、世界にあるものを人間が望み通りに使うことを許しましたが、一つの条件を付けました。それは人間は自分の行為の報いを、善果であれ悪果であれ受け取らなければならない事です。11/4/94

    ハートという大空で、心（マインド）と知性は月と太陽のように輝いていなければなりません。カルマは過ぎ行く雲のようなものです。カルマについて心配してはなりません。避けられない雲もありますが、それらはやがて方向を変えて消え去ります。カルマも同じです。ただカルマに向かって叫んでも、カルマは消えません。それらの雲を追い払うことができるのは、修行だけです。要するに、カルマはカルマの結果から心を自由にするために為されなくてはならないのです。2/10/62

   神がアヴァターとして降臨するのは、個人のトラブルや悲しみを軽減して人々に歓びと幸せを与えるためではないということを、私はこれまで何度も明言してきました。困難やトラブルや心配事は、本人の過去の行為の結果として、当然の成り行きの中にやって来ます。3/9/88

  人に生じるあらゆる悪、人が得るあらゆる功徳の原因は、自分の行為（カルマ）のみです。罪深い行為は、有徳の行為によって破壊することができます。罪は負であり、功徳は正です。負の整数、たとえば「-5」は「5」を足すか、あるいはもっと大きな数を足すことによって、0にすることができます。罪深い行いの負の影響は、有徳の行いの正の影響力によって無効にすることができます。1979夏期講習

行為の結果（カルマ）は人を束縛する。～しかし神への捧げものとしてなされた行為はカルマの束縛を受けない。常に神に心をつなぎとめておきなさい心を感覚の悦楽と、物質的行為に向けないようにするためには、これより他に方法はない。バガバッドバヒニp176

 到着先はもうすでに決められていて変わらないのです。あなたはそこに行き着くまでのルートのみを選択できるのです。～そして一度行為を為せば、結果はあなたの手から取り上げられます。カルマの法則が、あなたの行為に伴う受け取り分や結果を決めるのです。SSAVp39

 あなたは悪い行いを今日したのに、まだそのカルマが返ってきていないと思っています。誤解してはなりません。あなたは、今日種を蒔いたのですからそれの果物はのちほど出来るのです。

この基本的な真理を忘れてはなりません。そして蒔いた種は後ほど何百もの果物になって返ってくることも忘れてはなりません。SSN春1986p34

    私は、そのデーヴァデーヴァ（神々の神）である。あなたはマーヤーにより自分を体と同一視して『私』と言う。しかし、それはあなたの本当の自己ではない。あなたは体ではない。自分と体を同一視している限り、あなたは個別の存在（ジーヴァ）のままだ。いったんマーヤーから覚めれば、あなたはデーヴァ（至高の自己）と一体の存在となる。それゆえ、体への執着を捨てよ。人間の体は人形のようなものだ。しかしながら、人は体を道具に自分のあらゆるカルマ〔行為〕をなさねばならない。人にはカルマをなすという権利があるのみだ。全世界はカルマゆえに動き続けている。私はその宇宙劇の監督である。7/10/05

 人は、ただの肉体ではありません。レコードは、ただの溝を刻まれた円盤ではありません。それぞれのレコードは溝が刻まれているという点では同じですが、それぞれの溝はいろいろな声や言葉、歌が刻まれているのです。人も同じです。いろいろなカルマをその中に隠し持っているのです。

実は、川や星や山等、我々が見るものすべては、私たちの中にあるのです。過去、現代、未来さえ私たちの中に持っているのです。私たちは昔、それらのものと一つだった様に、現在も、そして未来もそうなのです。SSSvol11p,236

 カルマを支払い、奉仕や霊性修行を行う上で、あなたは様々な困難に出合います。しかし、それはあなたが生きているこの世界では自然なことです。この世界には善と悪、喜びと悲しみ、光と影といったように二面性を持っています。それらのことにあまり重きを置かないようにしなさい。あなたに降りかかるものを、あなたの義務として神への祈りと共に受け入れることです。そしてその結果については神の御手にゆだねなさい。SS11/1996

   あなたの行為はすべて、必ず結果を伴います。どれほど小さな取るに足りないものであってもです。たとえば、小さな針に糸を通して服を繕（つくろ）っているとします。針は小さいかもしれませんが、もし針があなたの指を刺せば、すぐに血が流れるという結果が起こります。この場合、行為と結果はほぼ同時に起こりました。

  あなたが食べた食べ物は、消化するのに少なくとも二時間は掛かります。この場合、行為と結果の間には二時間の隔たりがあります。あなたが蒔（ま）いた種は、苗木に育つまで少なくとも一週間は掛かります。それと同じく、行為には、数ヶ月後、数年後、あるいは、何世か先の人生で結果をもたらすものもあります。誰であろうとも、人は自分の行為の結果に直面しなければなりません。

  しかしながら、過去の悪行の結果からは逃れられないと考えて、落胆したり、意気消沈したりする必要はありません。ハートに愛を育てることによって神の恩寵を勝ち取るならば、必ずそれらの結果から逃れることができます。あらゆる結果は、あなたの思いと行為に基づいています。自分の体を神聖にするためには、神聖な活動に着手しなければなりません。邪悪な意図を持って善行を始めても無意味です。  あなたが心の内で蒔く種は、「木」に成長して「実」をつけます。邪悪な動機を内に秘めておきながら、善良な覆いでそれを隠している人々もいます。そのような偽りの態度は、決して肯定的な結果をもたらしません。まず第一に、心の中に神聖な思いの種を蒔かなくてはなりません。2/4/2003

 良い行いは、誤った行いによる悪い結果を取り消すことが出来るという考えは、貸し借りの発想です。神の貸借対照表は、それと種類が違います。神は善行善果、悪行悪果と言った具合に、あなたが自分の行為の結果に直面するようにします。神は人のどのような行為の結果にも、足し引きはしません。STPS2p153

   皆さんは、神の恩寵を得るにふさわしくなるために、正しい行いをして、功徳を積まねばなりません。生まれ出たるとき、皆さんは首もとに何の花輪もかけてはいません。しかし、良かれ悪しかれ、すべての過去の行為の結果 という目に見えない花輪をかけているのです。そのカルマ（行為の結果）の首輪なしにこの世に生まれ出る者は一人としてありません。しかし、人はこの真実を忘れ、常に快楽と富を追い求めます。世俗的な喜びがどれほど長く続き得るでしょうか？ 若者たちは、自らの若さや富を誇りに感じます。しかし、それらは一時的なものなのです。この真理を悟り、私たちは、神の恩寵という富を蓄えなければなりません。6/5/03

  カルマは過ぎ行く雲のようなものです。カルマについて心配してはなりません。避けられない雲もありますが、それらはやがて方向を変えて消え去ります。カルマも同じです。ただカルマに向かって叫んでも、カルマは消えません。それらの雲を追い払うことができるのは、修行だけです。要するに、カルマはカルマの結果から心を自由にするために為されなくてはならないのです。2/10/62

    　皆さんは、カルマの結果から逃れる方法はあるのだろうかと思っているかもしれません。方法はあります。神の恩寵を得た人々には可能です。ひとたび神の恩寵の受取人になれば、カルマ・パラの影響を受けることはなくなります。ですから、神の恩寵が得られるよう努力すべきです。カルマから逃れるのは不可能だ、と学者は言います。学者の言っていることもある程度は真実です。けれども、ひとたび神の恩寵を得たならば、たとえカルマの結果 を被らなければならないとしても、もはやその痛みを感じなくなるのです。

   薬が入ったビンを例にあげましょう。ビンには薬の有効期限が記してあります。有効期限を過ぎれば、薬の効き目はなくなります。それと同じように、神の恩寵はカルマ・パラを「期限切れ」にします。つまり、神の恩寵はカルマの結果を無効にするのです。ですから、カルマの結果から逃れることは可能なのです。人間は神の恩寵を受けるに値することができるように、必要な強さと意志の力を培うべきです。ひとたび神の恩寵を得たならば、カルマの足かせから解放されるのです。21/7/05

   あなたがたも、やがては父となり母となるでしょう。現在、皆さんが両親を愛し敬ってこそ、皆さんも自分の子どもたちから愛し敬われるのです。皆さんは、自分の行為の反応、反響、反映に直面することになるのです。両親を敬うなら、将来皆さんには良いカルマがもたらされることでしょう。6/5/03

   霊的叡智は他人から受け取れるものではありません。それは自分の内側から開花しなければなりません。誰も皆、自分で努力して信仰心を育てなければなりません。信仰心の欠如は己を神から遠ざけます。信仰心に欠ける主な原因は、本人の過去世の行為です。

    多くの人がここ（プラシャーンティ・ニラヤム）で何年か過ごします。しかし、何らかの理由により、ここを出て行きます。それは本人のカルマの影響によるものです。自分の行為の結果から逃れられる者はいません。6/10/92

    世界に蔓延しているあらゆる混乱や争いの原因は、人々の思いや考えです。だれかがあなたを批判したときに腹を立てたり、だれかがあなたを傷つけたときに仕返しを考えたりすることは、それらに対する正しい反応ではありません。あなたに良いことが起ころうとも悪いことが起ころうとも、起こることはすべて自分の行為の結果 であると考えなさい。それらを神の仕業だと考えてはなりません。23/11/94

   人間として生まれるのはカルマ（行為）の結果なのですから、カルマの結果からの逃げ道はあり得ません。あなたの行為のとおりの反作用があるのです。あなたが鏡の前に立ってお辞儀をすれば、鏡に映るあなたもお辞儀をします。あなたが鏡に向かって辛辣な言葉を吐けば、鏡に映るあなたも同じように辛辣な言葉を吐きます。この例からも明らかなように、私たちの行為の報いは、その行為の性質によって決まります。バーラタ人は三つの信条を固守しています。それは、カルマの法則、アヴァターの概念、輪廻転生の原則です。カルマの法則とは、自分の行為の結果から逃げる道はないということを意味しています。カルマの教義は、人は自分の行為の結果を体験しなければならないということを定めています。3/9/88



　＊カルマの原因

私達の知らねばならぬ根本的なことは、次のことです。この世に誕生する根本原因は、カルマです.カルマの原因は、悲しみです。悲しみの原因は無知です。無知はブラフマから生じます。5/85



    ＊カルマの法則

カルマの法則とは、何であれ自分がしたことは何らかの形で自分にはね返ってくるということです。年老いた人は過去の生活のことばかり考えて不必要なことを後悔し、若い人は未来の夢ばかり見て現在の幸せを壊しています。すべての人が、現在を生きる習慣を身に付けなくてはなりません。現在はただの現在（present）ではありません。現在は遍在する今（omnipresent）なのです。これは皆さんがつねに肝に銘じていなければならないことです。

現在は、ぐずぐず引き延ばされたり、軽視されたりすべきではありません。時間は神です。今のこの現在を、神聖な思考と言葉と行いをして過ごしなさい。今日食べる食べ物は今日の飢えを拭い去ってくれることになりますが、明日の飢えを取り除くことや、昨日の飢えを埋め合わせることはしません。かつての種は、今や木に成長しました。将来、その木は実をつけるでしょう。今日することは、未来のための踏み石です。ですから、少年少女は、幸福で安全な未来のために、正しい王道の上に自らの基盤を据えなくてはなりません。そして、高潔な人生を送るよう努力しなければなりません。教師は模範的かつ理想的に振る舞うべきです。15/1/86

人間の命を救うことができるのは神だけです。医者の中には、自分は人命を救うために良い薬を処方したり、手術をしたりすることができると主張する者もいます。そして、そう約束し、失敗してしまうのです。人間の命を救うこと、人間の寿命を延ばすことのできる者は、神以外に誰もいません。神だけがカルマ（業）の法則に介入することができるのです。神の恩寵があれば、人はこの世で何でも成し遂げることができます。8/3/05



    ＊カルマヨーガ

行為（カルマ）の目的地は英知（グニャーナ）であり、英知の基盤は行為です。行為と英知の二つを結合させて実行することが、セヴァ〔無私の奉仕〕です。正しい行いを通じて心（マインド）が浄化され、きれいになった心はアートマの至福へとつながります。ですから、課せられた義務は果たさなければいけません。人間の第一の義務は、きれいなハートで善い行いをすることです。けれども、そこに「これらの善行をしたのは私だ」という、エゴの感情があってはなりません。行為の果報を味わいたいという欲をほんのわずかでも抱くことは、正しいことではありません。

人が行為（カルマ）に束縛される原因はエゴと欲望です。欲望は、きれいな心と真我へのバクティ〔神への愛〕を隔てているバリアです。正しい行いをすることを自分の義務と見なすこと、自分の行為の中に潜んでいるエゴと、自分の動機の中に潜んでいる欲望を避けることが、本当の犠牲です。17/11/85



    ＊カレンダー

バーラタ（インド）の太古の文明の栄光は言葉では言い尽くせません。バーラタの輝かしい伝統はインドの住民のみでなく、全世界が誇りにするべきものです。しかしながら、時の経過や、増大する西洋文明の影響のため、この偉大な伝統は忘れ去られています。例えば、プラバーヴァ、ヴィバーヴァ、シュークラ、プラモドゥータ、プラジョーッパティ、等のヒンドゥー暦（註：木星の公転周期をもとに作られた６０年周期の暦、６０の年から成る）の各年の呼び名は深い意味をもっています。しかし、人々はこれらの名前を忘れ去り、一月、二月、等から成る西洋のカレンダーに従っています。18/2/04



    ＊川

純粋な愛は、速度制限のない、きれいに舗装された一方通行の道路のようなものです。あなたは自分が出したいどんなスピードででも、神に向かってその道を急ぐことができます。同じように、川もこの原則を物語っています。すべての川は勢いよく山から流れ出ます。川はある所に向かって急速に流れます。どこに向かっているのでしょう？ 海です。その過程で、川は大きな石や岩を越え、巧みに障害物を避けていきます。川は決して止まることなく、つねに目的地に向かって移動し続けます。人生は、神と呼ばれる海に向かって勢いよく流れる川でなければなりません。その流れは、決して止まることも、衰えることもあってはなりません。あなたは、すべての障害を乗り越えながら、神へと向かって勢いよく流れ続けていかなければなりません。それがあなたの霊性の旅の特質でなければなりません。意志を強く持ち、決意を固くし、決然として、誠実でありなさい。わずかでも弱さの入り込む隙があってはなりません。あなたのものの見方、聞き方、思考、感情、そして、行いが善良であれば、あなたは至福だけを体験するでしょう。21/5/00



　＊がん

癌はしばしば小さな吹き出物が変異してできます。炎症や幾ばくかのガスから癌が発生するのです。CWSSBp137

  たばこの煙が血管の中に入ればどれほどのダメージを及ぼすでしょうか？それはその人の健康を損ね、寿命を短くします。それ故、神の真の信者になろうと目指している者は、肉食、酒、たばこをやめなければなりません。SS12/94/p315

    今日まで、癌の治癒を考えついた医者は誰一人いません。癌の原因は何でしょう？ キンマの葉を食べることが原因だという人がいるかもしれません。癌はビーディー〔インドの手巻き煙草〕や煙草を吸うことが直接の結果だという人々もいます。さらには、周りの空気が汚れているから癌になるのだと言う人もいるかもしれません。要するに、理解しなければならないことは、限られた範囲内においては、これらの要因はいくらかはその一因となり得るだろうということです。しかし、これらは癌の主な原因ではありません。

     癌の主な原因は砂糖です。市販の砂糖を作る際、製造過程において、骨粉等、多くの化学処理された物質が使われています。そうした物質は、砂糖を摂取していくうちに、体内のどこかに詰まって、問題を生じさせます。人は白血球と赤血球という二種類の血球を有していますが、白血球が詰まって、特定の部分をふさぎ、それが癌へと成長することがあり得るのです。それをグルコーマと呼んでいる人たちもいます。このグルコーマが癌に手を貸している主な要因です。このグルコーマが砂糖という化学製品のようなものの主な問題です。水、空気、公害、喫煙――これらは主要因とはなり得ません。主要因は砂糖です。古きよき時代、砂糖はどういった形で食されていましたか？ 今のような人工的で合成されたものではなく、健康的な形のジャガリー（椰子糖）でした。料理に甘みをつけるときには、それが使われていました。しかし、今日、皆さんは、自分が食べるあらゆる食べ物に、化学調味料や他の人工的な物質が含まれていることを見出すでしょう。このすべては、ただ、お金を儲けるためです。人々はそのような数多くのいかがわしい物を食べ物に添加して、その結果、病気が増加しているのです。8/10/83

今、私は皆さんに、ある秘密を聞かせましょう。シンガポール、マレーシア、ドイツといった国々では、核実験による核爆発のせいで海水が汚染されています。そのために、その水に住む生物はその毒（核汚染物質）を食べています。そのような生き物を食べれば、あなたもその毒の一部を摂取することになります。それは癌を引き起こします。そのせいで、シンガポールやマレーシアといった国々では、子供までもが、頭や他の部分に癌を患っています。27/7/2002

癌患者が増えているのは、大気と水と食品の汚染のせいです。ひとたび癌が定着してしまったら、治すのは不可能です。ですから、病気を予防して健康で幸せな生活を送るために、よい食べ物を食べなさい。27/7/2002



　＊感覚(とそのコントロール)

すべての感覚は人のエネルギーが物質世界で束縛される方向に向かう身体の出口です。感覚は心によって誘導され外界に出て行き、対象物に付着します。識別力を持つ知性に心を服従させなさい。そうすれば、心は害を与えるものではなくなり、逆に助けてくれるようになるでしょう。2-45 SIP

    学生は神を固く信じ欲望を最小限に減らさねばなりません。あなた方は感覚の悦楽を軽蔑せねばなりません。世俗の欲望が心に湧いた時、ただ捨てさらねばならぬゴミとみなしなさい。このようにするならば学生諸君は清浄の道に入ります。そのとき神はあなたを歓迎し、あなたを至福で満たします。これより偉大な目的地はなく、これより高い運命はありません。22/6/96

   世の中には、感覚の楽しみを誘う様々なものがあります。心の弱い者は、感覚の楽しみをひきつけるものが究極的には毒と化して、識別心と穏やかな心を奪うことを実感認識せず、感覚の悦楽を次から次へと求めて、さ迷い歩きます。その結果、彼は一生の間、終わりのない悩みに突き落とされます。それをアスタクレナム＜不安定な心が原因のコンプレックス＞と称します。25/5/93

 あなたは目を用いずに見、耳によらず聞き、舌を用いずに話すことが出来ます。また鼻によらず匂いを嗅ぎ、身体を用いずに触れ、足によらず歩くことが出来ます。そうです。常に心によらずに体験しなさい。五感はすべて心に固く結びついています。心は五感を一つひとつ機能させ、感覚がとらえてものによって反応します。普通の人は心と結びついた肉体の目によって見るので過ちを冒します。しかし英知を得たものは、神ながらのヴィジョンを与えられ神の目を持ちます。彼は感覚によらず見聞きすることができるのです。JV

 各人の属性が何であれ、感覚の補助無しにはそれ自身を表現する事は出来ない。属性は感覚の中で育つのだ。行動の感覚は五つあり、認知の感覚も五つあり、これら十の感覚が心によって執着を生じさすのだ。さもなければ、属性と感覚の融合はあり得ない。マーヤーに生まれマーヤーに育つ人間が、マーヤーを支配することがその使命だ、と言われているのです。そのように感覚に生じ、感覚の中で育った物質=ブラフマンの英知は感覚を超越しなくてはならない。それが物質＝英知の本分である。SDMp110

 心は感覚器官や感覚的なものに魅せられがちなものだが､執着を捨てるというのはそうしたものに捕らわれないことなのです。感覚器官や感覚的なものの奴隷で無くなれば心は清められ､迷いに捕らわれることも無くなります。この世のどんなものも､はかなく移ろいゆくことがわかれば､心は清らかになるでしょう。SGc12

 衝動と本能によって動く人は、正と邪、真実と虚偽を識別する能力を持たず、酒に酔った人のようにこの世をさまよい歩きます。動物的な本能の持つ影響力はたいそう強く、彼らは本能によって動かされる結果、どのような悲惨な結果に陥るかも分かっていません。彼らは恥知らずで、誰をも恐れず、ひたすら世俗の快楽を追い続け、快適な世俗的な生活を求めて、贅沢を追い求めることに熱心です。

 このような衝動に身を任す者は、自らの理性を働かすこともありませんし、機能もしないでしょう。絶えず感覚の悦楽を追い求めることにより、心の中の欲望傾向は更に強固となり、より深くしっかりと、根を張って行くのです。其の者たちは、欲望を満たすために行為をするので、高慢になり、うぬぼれて自分の果たした行為の結果を、人びとに誇らしげに見せびらかします。欲望に縛られた結果、自らがその奴隷となり、満足するまで富と金を得る為に、最下等の悪い行為ですら平気でやってのけます。彼らは、富を<神>とみなして崇めます。DVJp87

   感覚によって、私たちにとってそれが良いことか、悪いことかがもたらせるのである。それゆえ、感覚をコントロールすることが私たちにとって一番の課題なのである。あなた方はしばしば「こんなことが自分達にできるのだろうか。」と弱音を吐くけれど、私は、君達が強い決意で持って取り組めば出来るのだ、ということを強調したいと思います。神の意に沿った喜ばしい行為をし、祝福を得れば感覚のコントロールなどさほど難しい事ではないのです。感覚というものはとても些細なものから成り立っているにすぎないからなのです。感覚がコントロールできないようではあなたは、自分自身を人と呼べないのです。23/2/06

  経典は感覚をコントロールする者のみが真の人間であり、物質の枠の中に閉じ込められた人間が無限の力を持って生きることは、感覚のコントロール無しには不可能であると述べています。SS10/9/93

感覚をコントロールする事により、長寿を得られると信じられています。29/6/89

  平安という意味は、感覚の虜になっている活動をやめることである。PVp34

 自らの真の自己、真の本質に気づかず、神がどこか他の場所にいるものと考える人は、プッタパルティに行きたいという幻想を抱きます。これは、その人の心が不安定で脆弱であることを示しています。

至福の世界は、各自の内にしか存在しないのです。しかしながら、それを目で見ることはできません。

その唯一の原因は、感覚を基盤として感覚にまみれた生活にあります。PD40

真の平安は、感覚のコントロールによってのみ得ることができる。PVp4

 人は感覚の奴隷に成り下がりました。人は朝から晩まで感覚の奴隷です。肉体の感覚に支配された人が、どのようにして内的な身体を支配することが出来るでしょうか？内的な敵に屈服した者が、どのようにして外的な敵を征服出来るのだろうか？と言うではありませんか？自らの感覚に屈服した結果、人は悲しみと苦しみを味わうことになるのです。SSIB1993p,79

 今日、人口の９９％の人々は霊的な喜びではなく感覚的な欲望を追い求めています。今日の教育も、主として感覚的なことを追求しています。すべての職業も感覚的な欲望を満たすためにある、といっても過言では無いでしょう。

 富を蓄えることでさえ、些細な感覚的な欲望を満足さすためであります。Preyas（世俗的な欲望)に関与することは、肉体と心を感覚の喜びと結びつけることです。肉体的な快適さを求めることについては、疑問を呈さねばなりません。もちろんダルマを実現するためには肉体はかかせません。身体を維持するためのものは満たさねばなりません。

 社会に奉仕をし、家族への責任は履行しなくてはなりません。これらが、身体の基本的な役割です。しかしこれらのことは人生の究極の目標ではありません。以上のことは、外的な現象世界に関することであり、世俗的な欲望に結びついたことであります。これらのことを踏まえた上で、高い霊的人生を目指さねばなりません。

 Preyas（世俗的欲望）はネガティブで、Sreyas（高い霊的人生）は、ポジティブです。このポジティブに関わらなければPreyasは意味が無くなります。もちろん物質的な物も必要でしょう。しかし、Sreyasを欲することを通じて初めて、Preyasも充足さすことが出来るのです。感覚的な欲望と、霊的渇望は人類にとって互いに相容れないものです。感覚はとても強い力を持っており、博識な学者でさえ感覚の誘惑の虜になります。霊的な言葉で言えば、これは有害な力と呼ばれるものであり、そして科学者はそれを磁力と呼んでいます。SS4/1995p,94

   神があなたの全てであり、唯一のよるべき存在であるとみなし、あなたの感覚を全て彼に捧げなさい。これが、神に見まえることが出来る易しい方法なのです。これによって、あなたは解脱を得ることができるのです。23/2/06

 感覚器官が感覚的なものに触れたときにはじめて喜びや悲しみが起こるのです。世の中に感覚的なものは沢山あります。ただ感覚器官がいろいろなものに触れすぎないように気をつけた方が良いのです。

感覚的なものははかなく移り変わります。小さなものに捕らわれているから､人生のすべてが小さく汚れてしまうのです。ご存知のように､たいていの生き物は､一つか二つの感覚にとらわれています。

～ところが人間は五つの感覚器官すべてに捕らわれてしまうのですから、人間こそ､あらゆる生き物の中で何よりももろい存在と言えるのです。SGc17

 感覚の節度を守る為には､大きなものの見方をすることが必要です。内面を探求し､何が真の自己で何が偽りの自己なのか見極めるのです。正しくものを見極める力があれば､目標から目をそらさないで無事に世の中を渡ることが出来るでしょう。SGc17

　 悪いものを見ずに、良いものを見なさい。そうして初めて、あなたの目は、神の普遍的な姿を見ることのできる聖なる力を獲得します。もし感覚をコントロールすれば、霊性修行によって、いっそう大きな成果 が得られるようになります。感覚の力を知らず、それを正しく使うこともせず、人間は、物質的かつ世俗的な様々な行為によって、大いなる報酬を得ることができるという妄想にとりつかれています。しかし実際は人間はそのような行為からは、一時的な満足以外の何ものも得ることはできないのです。     何よりも先に、人は感覚をコントロールしなければなりません。

   決してよこしまな内容に耳を傾けてはなりません。もしそういう場に出くわした時は、直ちにその場を立ち去りなさい。悪いことを聞かず、悪いものを見ず、悪いことを語らないようにしなさい。あらゆる努力を払って、悪から離れていなさい。そうして初めて、あなたの霊的な力は段々と高まっていきます。5/7/01

    感覚の悦びは、束の間で儚いものです。感覚の悦びは、あなたを困難に陥れ、弱くさせます。あなたは自分は感覚器官を使って楽しんでいると思っているのでしょうが、実は感覚の方があなたを傷つけて楽しんでいるのです。その証拠にあなたが感覚器官を使って楽しむと、あなたは疲れて弱くなり、力も失います。そして、老け込んでしまうでしょう。

 もしあなたが主体的になって、感覚を使って楽しんでいるという見方が正しいのであれば、あなたは、感覚を使って楽しんだ後でも、もっと生き生きとし、熱意も持っているはずです。ところが実際はそうではありません。あなたは感覚器官を使うことによって悪い影響を受けているのです。ですから、感覚器官を使うことによって、あなたは感覚のおもちゃとなり、病気になり、老け、弱くなるのであって、実はあなたが感覚にもて遊ばれているのだということを、はっきり理解しなさい。STPS2p61

 本当に楽しんでいたのは目や耳や舌などの感覚器官です。感覚器官は人を食い尽くしていきます。身体が弱って病気になり老け込むのはあっという間です。もしも自分が主体となって、感覚的なものを楽しんでいたのなら何の問題も無く、健康で身体の調子も良いはずです。ところが感覚的なものに遊ばれているばかりでは､身体をこわし寿命を縮めるだけです。SGc18

　 感覚をコントロールすることなしには、すべての霊性修行は不毛です。どうして皆さんは、舌を悪い言葉を語るために使わずに、ラーマ、クリシュナ、ゴーヴィンダ等の神の御名を唱えないのですか？　皆さんは感覚の誤用のために、罪を重ねています。あなたがこれまで重ねて来た罪は、肉眼には見えないかもしれませんが、それは必ずあなたを苦しめることになります。目に見えないものが、あなた自身の行動の果実を食べるように仕向けます。おお人よ、このカルマの秘密を理解しなさい。5/7/01

     クリシュナはアルジュナに「君は普通の暮らしの中に幸せと安らぎがあると思っている。

そこには本当の悦びは無い。君の求めている悦びは､感覚的なものによっては、得られない。感覚器官の節度を守るときに、はじめて幸せと安らぎが得られるのだ。」神を信じる人も､信じていない人も感覚の節度を守る点では同じです。感覚を高ぶらせると、いろいろな欠点が現れて、そのうちに神の事を忘れてしまいます。感覚の言いなりになるのを止めて､神に心を定めるのです。神の恵みが無ければ力は失せ、良い仕事など出来なくなってしまいます。SGc20

学生と帰依者たちは、感覚の制御はいたって単純であるということに気づくべきです。必要なのは、否定的な感情がわいてきたときに、それを焚付ける代わりに肯定的な態度を取ることです。7/10/97

皆さん一人一人の身体の中にいる神は､ただ一つなのです。この真理が分かれば、感覚を正すのは難しいことではなくなります。他人に言うことを聞かせようとするよりも、自分自身を正すようになるはずです。一体誰のために､誰に向かって､力をふるい偉いところを見せつけようとするのでしょう。欠点は誰にでもあります。失敗は誰でもします。人が間違ったことをしたときに､正しいやり方をやってみせるのが皆さんの務めなのかもしれません。ただし、何よりも大切なことは､すべての人の中に神がいることを忘れずに､自ら正しく振る舞い､自分に授かった仕事をすることです。SGc20

心の中から悦びがあふれ出ているのに､皆さんは感覚的なものや感覚器官から悦びを得ていると思っています。それは間違いです。すべての悦びは､自分の内から来ているのに、皆さんはそれが外から来ていると思っているのです。聖典は神の妙なる悦びについて語っています。この妙なる悦びに比べたら､感覚が感覚的なものに触れて味わう悦びなどほんのわずかなものでしかありません。感覚の悦びなど、神の妙なる悦びという大海原のひとしずくでしかありません。

   ところが、神の妙なる悦びという大きな海も､皆さんの心からあふれ出る際限の無い悦びと比べれば芥子粒のように小さいのです。すべての悦びの源は皆さんの心です。心は､すべてを照らし出す､何よりもまばゆい光りです。この清らかな精神の光りは､あらゆるものに満ちている永遠の輝きです。これを知るために人は､力を尽くすのです。SGc19

すべての感覚の働きを正すのです。私は何度も､あまりいろいろなものを見たり聞いたりしすぎないように言っています。何かを見たり聞いたりすれば､そのことを思うようになります。思っていれば､そのものへの執着が深まり､自分のものにしたくなります。

 あるものについて話していると､その姿を思い浮かべるでしょう。ですから、どんなものについても、最初にこう考えて下さい。「それはどこかに欠点があるはずだ。」と。欠点に気がつけばもうそれに捕らわれることは無いはずです。SGc17

 心が感覚器官の虜になってしまったら､心は汚れてしまいます。ところが感覚器官から離れて､感覚の影響を無くしてしまえば汚れの無い心にまた戻るのです。汚れた心と汚れの無い心の違いはそう理解することが出来ます。心が感覚器官のために汚れていなければ汚れの無い心と言えます。

   心が感覚器官に捕らわれてしまうとそれは汚れた心になるのです。汚れた心は様々な思いの寄せ集めです。考える働きそのものです。心は考えるうちに汚れてしまいます。汚れた印象を感覚器官から取り入れると､汚れた心になるのです。汚れた心には決まった形はありません。ただ考えるだけです。

 汚れた心は感覚器官の印象から生まれます。感覚器官から離れて心を神に向ければ､汚れた心から生まれるどんな苦しみや問題からも解放されます。だから感覚器官から離れて､思いを神に向ける様努力をすべきです。

  これが瞑想であり、神と一つになる道です。汚れた心をきれいにして､再び汚れの無い心に戻る道です。心には安らぎが必要です。身体に休息が必要なのと同じように、心には平安が必要です。

どうすれば平安な心になれるでしょう。思いを落ち着かせ､心の動きを鎮めれば平安でいられます。心はいつでも感覚器官を通って、いろいろな感覚的なものを求めて外に出て行きます。

 それが考える働きとなります。外に向かおうとする心の働きを、内なる神に向ければ汚れた思いは無くなっていきます。そうなれば、正しく心を働かせ、心を静めることが出来るでしょう。

これが修行を続けるという意味です。SGc20

愛を通じて信仰を培い、信仰と熱意によって英知を得ます。英知によって霊性修行を深め、目標に達するのです。それゆえ、霊性修行を実践するには英知が必要とされ、英知を得るには信仰と熱意が必要とされます。そして、信仰と熱意を得るには愛を育まねばならないのです。すなわち愛こそが道であり、そのためにあなた方は、感覚をコントロールしなければならないのです。少しずつ欲望を減らしていけば、感覚をコントロールしていくことが出来るようになるでしょう。SSS29/12/85

 感覚の要求を調和させる方法があります。それは、善と悪を等しくみなす態度を養うことです。～このような忍耐と泰然自若の態度を取ることができる人はごく僅かです。神への献身と信愛によってのみ、このような忍耐心と泰然たる心的態度を身につけることが出来ます。感覚のコントロールなんて出来そうにもないと思って意気消沈する必要はありません。一筋の献身をつちかうことにより、感覚をコントロールする事が出来ます。

～第一に、感覚を好き勝手にふるまわせてはなりません。感覚による悦楽はつかのまのものであって、最後は悲嘆に終わるものであると認識しなさい。感覚が正しい方向に向かって常に忙しくしているならば、感覚によって悩まされることはありません。22/5/90

今日、人々は「見る力」をまったくコントロールすることができていません。人々は、見るべきでないものを見ています。人間が見るものは、何であれ心に刻み込まれます。ですから、神聖なものを見るようにしなさい。人間の目には、400万本の光線があります。ところが、良くないものを見ることよって、それらの輝きは失われてしまいます。皆さんが良くないものを見るとき、目の輝きの素晴らしい力が損なわれるのです。

    舌には300万の味蕾があります。ところが、悪いことを話すと、それが損なわれるのです。ですから、まず第一に、見る機能と舌を制御する必要があります。そうでなければ、私たちは人間性を失い、ついには人生を台無しにしてしまうかもしれません。正しいものを見、正しいことを語ると同時に、私たちは正しい聞き方を身に付ける必要があります。もしあなたのいる所で、誰かが悪いことを話す時は、直ちにその場を離れなさい。

    正しいものを見ることによって、二重の恩恵があります。それは、意思力を強め、眼の光の力を増大させます。仏陀は、このような真理を理解したので、感覚をコントロールするための具体的な努力をしました。瞑想や苦行は、 一時的な幸せしかもたらしません。永遠の幸福は、感覚のコントロールによって初めて得られます。仏陀は皇太子であり、一国を支配する力を持っていましたが、すべてを捨てて、 自分の感覚をコントロールすることに打ち込みました。彼は、感覚をコントロールした後 に、初めて至福を体験し、涅槃に達することができたのです。31/5/99

 感覚を正しく使うことによって、アートマの知識が得られます。賢者パタンジャリは言いました。「感覚の制御こそが真のヨーガである」 これに優る霊性修行はありません。感覚を制御しないのであれば、神の御名を繰り返し唱えることや、苦行といった霊性修行はすべて、全く無益なものとなります。あなた方は、人が感覚を制御することなど不可能なことだと感じているかもしれません。ここで言う制御とは、「完全に停止させる」という意味ではありません。あなたの義務を遂行しなさい。しかし、たとえ何をしようとも、神を喜ばせようという気持ちで行いなさい。一旦このような気持ちを育めば、あらゆる感覚は自然に制御されることでしょう。15/2/99



　＊歓喜

修行者は常に真実のこと、喜ばしいことを求めなさい。悲しく気落ちするような事柄は避けるべきです。陰鬱、疑い，自惚れは霊性修行者にとって避けるべきものです。神への献身が強固になれば、たとえそれらが現れようとも、容易に捨て去ることが出来ます。それらは、霊性修行の邪魔です。

更にいっそう重要なことは、いかなる状況の下にあっても霊性修行者は、歓喜に満ち微笑みをたたえ熱心であらなければなりません。この態度を身につけたものは、真っ先に目的地に達するに値します。いかなる時にも歓喜に満ちた心的態度を持つという性質は、繰り返されてきた前世からの善行の果実に他なりません。いつも心配し、気が沈み、疑っているならば、たとえどのような霊性修行を行おうとも至福に達することは出来ません。プレマバヒニ

    古代人たちは、体験し得るさまざまな歓喜と幸福を分類しました。その最も下の種類は、マーナヴァーナンダで、これは人間が日常生活の中で味わう喜びのことを指しており、この世の物や存在や事柄に関係しています。その千倍大きなものが、ガンダルヴァーナンダすなわち「天界の存在」が味わう幸福です。ダイヴァーナンダは、その次に高い水準の幸福で、ガンダルヴァーナンダの千倍大きいものです。これはデーヴァすなわち「半神」の味わう歓喜を指しています。ダイヴァーナンダよりもさらに大きなものが、ブルハスパティアーナンダ、すなわちブルハスパティというデーヴァの師たちが味わう至福です。その千倍大きなものがプラジャーパティアーナンダ、すなわち、プラジャーパティ（古代インドの聖典では、プラジャーパティは創造の実際的な側面に関わるものとされる）の味わう歓喜です。ブラフマーナンダは、プラジャーパティアーナンダより千倍大きなものであり、尺度の限界内で測れる最大の歓喜です。人間が切望し、通常それで甘んじているマーナヴァーナンダと、人間が本当に求めるべきブラフマーナンダの間を、どれほど巨大な溝が隔てているかがわかりますね。23/5/00

 悲嘆と歓喜は心の波立ちでしかありません。心は身体と感覚に関わり合う時にのみ、影響され、波立ち、変化します。酒に酔えば痛みは感じないと言われていますが、その時、心は身体から離れているので、身体の感じる苦痛や不快を気に留めないからです。それと同じく、覚者の心はアートマンにどっぷり浸っています。彼は心を訓練して心の平安と静寂とを確立することが出来るのです。覚者は自分自身のアートマンから完全な至福を得ます。彼は、彼以外のいずこからも至福を求めることはありません。実際、彼は外界のいかなるものの中にも歓喜を見出そうと望んだり、外部に歓喜を見つけようと計画することすらありません。彼は自分の手に入れた内なる歓喜に満足しています。JV

  心に歓喜が満ちて調和の取れたものである時、それはあなたが求め続けて来た人生の目的地である、神ながらの況位に他なりません。人は普通、その況位の持つ至高の魅力について何ひとつ知らないので、それを求めようとしないのです。瞑想はその至福への、最初の導きなのです。DVJp33



     ＊完結

永遠の喜びと平安への道を知ったときにのみ、人々は感覚の喜びという脇道に逸れてさまようことがなくなります。夢の中で感じた喜びは夢から覚めると消えてしまうように、起きている状態で感じる喜びも、英知（グニャーナ）という、より高次の意識に目覚めると消えてしまいます。それゆえ、ウパニシャッドは、「立ち上がれ、起きよ、目覚めよ」と述べているのです。時間は飛ぶように過ぎていきます。使えるうちに、今の瞬間を最も善い使い道のために、すなわち、万物の内なる神に気づくために使いなさい。あなたが死ぬときには、木や獣や虫のようにではなく、自分は神だと悟った人間らしく死になさい。それこそが、あなたが人間という枠の中で過ごしたすべての年月の完結です。25/3/65



      ＊感謝　

     人は自然から数え切れないほどの借りを作り、いろいろな面で自然から恩恵を得て楽しんでいます。しかし彼はどのような感謝の気持ちを神に捧げているのでしょうか？彼は、すべてをお与えになっておられる神を忘れ去っています。それが原因で、人は様々な困難や災難の犠牲になるのです。SSvol21chap19

    感謝は、昨今ではめったに見られない高潔な特質です。自分が受けた善に対して悪を返す人々がいます。人々はまさに自分を助けてくれた人を傷つけています。神性は、あなたを傷つけようとした人に善を為すことによって表されなくてはなりません。すべての人は神性の火花です。万人は神の子供たちです。私たちは、人類は兄弟であり神は父である、という気持ちを育てなくてはなりません。31/8/87

    すべての人が信愛と献身を育てるべきです。信愛のない人生は価値がありません。もし、人が創造主に感謝を示さないなら、人の一生に何の価値がありますか？ 皆さんは、自然と五大元素を通してこれほどの無限なる恩恵を授けてきた神に、感謝を示すべきではありませんか？ 感謝は、人間の命の息吹であるべきです。25/12/90

人々は、いくらかの時間をかけて一心に礼拝することや、神聖な寺社に参拝に行くことといったようなことがバクティ（信愛）であると考えています。しかし、真のバクティとは、神が与えてくれているものすべて、すなわち、さまざまな能力を有した人体、私たちが授かっている知性、空気や水や太陽の光といった多くの自然環境に対する、神への感謝の表れです。感謝の気持ちを持っていない人は、野生動物にも劣ります。神への愛を深めなさい。神聖な愛よりも強力なものはありません。6/3/89

 あなたは毎日毎日、神の恩寵を享受しています。神がこれまでずっとあなたのためにし続けている一切に対して、あなたはどのようにして神に感謝を示していますか？ 神はあなたに何一つ要求しません。しかしあなたは、感謝を表すことによって、自分の義務を果たさなくてはなりません。恩知らずな人間は、残虐な動物より悪いものです。あなたが人生で活躍できるのは、両親のおかげです。2/4/2003

    良い仲間と交わり、良い思いを育てなければなりません。嫉妬心や、怒りや、エゴをもってはいけません。それだけではありません。他の人がしてくれた良いことすべてに対して、感謝の気持ちをもつべきです。感謝はとても大切です。感謝の気持ちのある人は、どこにいても善果を得るでしょう。中には、自分に良いことをしてくれた人たちすら裏切るような人もいます。これは良いことではありません。

   自分がしてもらった良いことには、たとえ小さなことでも感謝をすべきです。感謝の気持ちが欠けていれば、あなたの人生はまったく無駄なものとなります。良い性質を育てなさい。どこへ行こうとも、良い思いをもって行動し、すべての人に奉仕しなさい。たとえ自分に敵対する人に出くわしたとしても、挨拶をすべきです。そうすれば、相手も同じように返してくるでしょう。

   反対に、もし不遜な態度で話しかければ、相手も不遜な態度を示してくるでしょう。全人生は、反応であり、反映であり、反響です。もし良い結果を手にしたいのであれば、良い生き方をするようにしなさい。一生懸命頑張って、よく勉強すれば、一番のランクの成績を取ることができるでしょう。しかし、もしあまり勉強しないなら、どうやって良い点数を取ることができるでしょうか？あまり勉強もせずに良い点数を取れば、人々はあなたがテストでカンニングしたと疑うかもしれません。あなたが良い点数を取ったのは立派な答案を書いたからだということは、あなたの良心が証明してくれます。ですから、良い行いをして良い状態を体験しなさい。そうして初めて、人としての生は意味のあるものになるのです。人として生を送りなさい。神に守護を祈る必要はありません。あなたの善良さがあなたを守ってくれるでしょう。あなたの善良さが、あなたの人生の真の支えなのです。7/3/08

    霊性の求道者は皆、人が自分にしてくれたことに対してハートに感謝の念を抱いているべきであり、どんな形であれ自分が助けられたことをずっと覚えているべきです。そのように感謝の気持ちを持って生活を送る人だけが、生活の中で平安と幸せを見つけられるようになるでしょう。25/12/91



　＊簡素

簡素さは、神聖さのサインです。見せびらかしたり、びっくりさせたり、まじないや、訳の分からない呪文などは、真の宗教にとって意味の無いことです。それらは、神を独占したり、汚したりしようとする下心のある人々によるトリックなのです。SSSvol6p,104

 バラタの文化の持っている謙虚さ、誠実さ、一体性が、感情的な過ちをいやすために重要だといわれています。必要以上の贅沢さ、競争心をあおる物欲、富や権力の追求などは、一時的なものですぐに消え失せてしまいます。簡素な生活やインドの聖者たちによる高潔な思いは、幸せで大きな平安をもたらしてくれるでしょう。SSvol9p207



   ＊完璧なふり

あなたがイバラだらけの道を歩いた為にひどい傷を足に負い、その同じ道に人が近づいて来ているのを見た時、あなたはその人に手招きしてイバラの道を歩かせ、自分と同じ目に合わせるでしょうか。無論それは良い行為ではありません。それともあなたはその人に声をかけて、そこにイバラがたくさんあることを知らせ、警告すべきでしょうか。

 もし人が謙虚さを持ち、自分の欠点に気付いてそれを正すのであれば、それによって他人も助かり、自分自身も助かることになります。自分を完璧に見せかけながら、他人にどう振る舞うかを教え、自分はそのように正しく振る舞っているので完璧だ、という振りをするのは、大きな罪です。

というのも、それが他の人々に危害を及ぼすからではなく、(真理を述べなかったという意味で)あなた自身に大きな危害を及ぼすのです。CWSSBJp85



    ＊願望

あと少しの努力で最も巨大なものが手に入るとき、小さなものを切望してはいけません。人間には、巨大なもの、至高なるのもの、無限なるものと一つになりたいという自然な願望があります。というのは、ハートの奥深くには、それと同一の至高なるものが存在しているからです。20/2/66



　＊記憶と忘却

人は記憶する能力と共に忘却の能力も与えられている。これら二つとも役に立つ能力だ。ひょっとすると忘却の能力の方が、記憶する能力より重要かもしれない。人は何百万の前世の中で、何百万の親と親類を失い、その度ごとに泣き悲しんできた。人はこの世で受けたすべての侮辱やけがや苦しみなどを覚えているのだろうか？そうではなく､彼はほとんどのことを忘れ去っているのである。

  彼が覚えていることと言えば、結婚した日時や、金を貸した相手など、彼にとって重要なことに限られるのだ。悲劇的なことは、この地球に生きていく上で一番重要で大事なこと､幸せで自由になるための鍵である彼の自らの真の名前と身元を、すっかり忘れ去っていることである。SSSvol5p28



　＊帰依

帰依の道から学ぶことで何よりも大切なのは、神を愛するだけで無く、生きとし生けるものすべてを愛すること、どの人も神様だと信じて接することです。神をあがめながら人を傷つけているようでは、神を信じる心を持っているとはいえません。SGc3

       神は一つです。目標は一つです。それと同じことが、次の言葉で伝えられています。「私は光の中にいます。光は私の中にあります。私は光です」。ここでの「私」は、愛と帰依を象徴しています。そして、光は英知を表しています。あなたが、「私は光の中にいます」と言うとき、それは、帰依は英知の中にあるという意味です。「光は私の中にあります」という言葉は、英知は帰依の中に含まれているという真理を反映しています。光と愛、あなたは、この二つのものの一体性を理解しなければなりません。帰依は、真理を知るための欠くことのできない前提条件です。あなたはますます帰依心を育て、最終的にそれを英知に変えなければなりません。あなたは心の気まぐれに従ってはなりません。何があっても、あなたの意識はアートマの上にしっかりと固定されていなければなりません。1/3/03A

帰依と、英知と、無執着は、霊的進歩を表す三つの段階です。帰依とは、小学生の段階で、人を高校生の段階である神聖な英知へと導きます。英知によってすべてのものがブラフマン、神と認識できるようになり、無執着の態度が確立されるのです。それはアートマの教育においては、大学の段階といえるでしょう。サイラムニュースNo,99/2004

 人は問題が生じると神を非難し、自分は神に帰依しているのに平安が得られないと不平を言います。彼は帰依の概念を誤って解釈しています。真に神に帰依しているならば，何事が起きようとも悩むべきではありません。自分と神は別々という感覚を捨てなさい。分離感がある限り神を認識することは出来ません。27/5/92

  思いのすべてに愛を込めてください。そうすれば自然に心に真理が現れます。すべての行為に愛を込めてください。そうすればどんな行為にも自然に正義が現れます。気持ちのすべてに愛を込めてください。そうなれば、限りない平安を味わえます。理解のすべてに愛を込めてください。そうすれば誰をもにくむことも無く傷つけることも無いでしょう。

 愛は心の平安を支えています。愛は真理の生まれるところです。愛は正義と非暴力のよりどころです。だからババはいつも「愛は神であり、神は愛だ」と。帰依の道の教えで何より大切なのは愛を育み実践することです。愛を実践すれば広く大きな心を持つことになるでしょう。そうやって内にある偉大なものを磨いていくのです。SGc8

 身体に対する執着を取り除きなさい。聖典は、人とは神に帰依する者とあります。帰依するとは何を意味するのでしょうか？自分は身体であるという感覚から脱し、神を思うことです。帰依するというのは、あなたの価値のない肉体や永遠のものでない財産を神に捧げることではないのです。そのようなものを捧げても何の意味もないのです。SS4月96p96



    ＊帰依者

いわゆる帰依者と呼ばれる人々のうち、約９０％は、実は欺瞞に満ちています。昔は、今とはずいぶん様子が違っていました。帰依者の数は少なかったのですが、彼らは皆、純粋な帰依者たちでした。最近では、帰依者の姿を装った利己的な意図を持ったペテン師たちが多すぎます。彼らは朝一番に額にヴィブーティを付けて首にスカーフを巻き、帰依者を装って自由にあたりを歩き回ります。そのような偽の帰依者たちよりも、食べ物を捜し歩く野良犬の方が優れています！22/7/02

   帰依者一人一人が、それぞれ二人の人に良い影響を与えることができたなら、すぐに全世界が改善されることでしょう。SS1993

     現代では、帰依者たちの間に身勝手さが蔓延しています。彼らは、神のためではなく、自分の身勝手な欲望を叶えるためだけに、神を愛します。身勝手さを優先する限り、神を理解することはできません。

ナヴァラートリ祭は、自分自身の本質が人間であるのか、動物であるのか、悪魔であるのかを吟味し、動物的な性質を人間性に変容させようと努力し、人間的性質を神聖化するための機会として用いられるべきです。叡智は外界から得ることはできません。それは内面に向かうサーダナを通じて得られなければなりません。6/10/92

    　神は、信愛と完全な全託以外、帰依者から何も必要とはしません。神は帰依者に、神聖な体、神聖な言葉、神聖な見方、そして、無私の行動を期待します。帰依者がこれらを神に捧げるならば、神は自らを帰依者に与えます。人の体と心と行いはいつも清らかでなくてはなりません。そうであれば神はその人に引きつけられます。神の恩寵は、さまざまな形の礼拝や儀式によって手に入るのではありません。母親でさえ子どもが純粋な心を育てることを期待しています。単に自分の胃袋を満たすために苦労することがいかに無益であるかを皆さんに気づかせるために、私はたびたび次の詩を紹介します。

     おぉ、人間よ！ 汝はただ腹を満たすために苦労している 。汝はさまざまな分野の多くの知識を獲得する 。神を忘れて 夜明けから日暮れまで世俗の知識と富を獲得することに、すべての時間を費やしていったいどれほど大きな幸福を得たのかと、汝自身内省し問うがよい21/10/04

   完璧な帰依者はこの世にいますが、彼らはその帰依心を心の中にだけ秘めています。時折、その帰依心が表に現れ出てくることがあると、世間の人達は、彼らを精神異常者だと思うのです。スワミは彼らにインタヴューを与えませんが、彼らは、喜びに溢れた人生を送っています。CWSSBJp193

       帰依者は私を欲するが、帰依者の願望はどれも世俗のことに関するものだ。そのような心構えで、どうして私に到達できるか？ もし、行先が別の間違った列車に乗ったなら、どうやって目的地にたどり着くことができるのか？ 帰依者は私を欲するが、私を悟る努力はしない。私のところにやって来る多くの者の中で、私を悟ろうと真に努力する者は、千人に一人しかいない。

    帰依者といわれる者の心は、間違った方向を向いている。自分の願望が満たされると、彼らは私を賞賛する。しかし、望みが実現しないと、私を罵（ののし）りさえもする。私を理解しようと試みている間でさえ、頭の天辺から足のつま先まで疑いを抱いている。世俗的な望みが叶わなければ、私から去っていく者さえいる。こうした者たちは、まったく誠実な帰依者ではない。実に、彼らは最悪の罪人だ。そのような者たちが、どのようにして私に到達できるのだろうか？6/10/92

   道徳を尊び、自らの言葉を守って行動し見た通りに語る人、また人の悲しみに心を動かし、人の喜びに自分も歓喜するような人は、誰でも神の帰依者です。26/2/61

      自分は立派な帰依者だと主張する多くの人が、いつかは離脱していきます。彼らは実は本当の帰依者ではなかったと、いうのが真実です。すべては見せかけです。帰依心というものは消え失せるものではなく、帰依する心の無いところに帰依心は生じません。これはつまり、最初から帰依心は無かったということを意味します。「スワミは私たちのすべてです」と言って、よく自分の帰依心を公言していた人は、実際には帰依心などまったく持っていなかったのです。それはまったく上辺だけだったのです。本当の帰依者は決してスワミから離れません。離れる人は決して真の帰依者ではありません。この点に関して、帰依心の真の性質は誰にも理解できない、ということを認識しなければなりません。

(詩)     死の遣いが待っている。親類縁者が皆、泣いている。その最期の瞬間に、神の御名を心に浮かべ ることができようか？生涯を通じて神に帰依してこなかったなら。 神は揺らぐことのない、固い帰依心にのみ動かされるのだ。

      人生の早い時期からひたむきな帰依心があったときにのみ、帰依心はしっかりと、変わらずにあり続けます。利己的で、自己中心的な人の帰依心はぐらつきます。神への完全な愛を伴う帰依心は決して変わりません。それは揺らぐことのない帰依心です。それほどの神への切なる思いがあれば、ハートは溶けます。神はそのような固い帰依心に動かされます。これが、万人が抱くべき帰依の心です。6/10/92

    今日、人々は自分のことを帰依者と呼んでいますが、彼らの行動はその主張に見合ったものではありません。彼らの思いと言葉と行動は、虚偽と不正に満ちています。彼らの愛は利己心と自己中心的な事柄によって汚染されています。彼らは帰依者であることを装って、世界を回り、さまざまなよこしまな行為に携わっています。外見的には、彼らは敬虔に見えますが、内面的にはよこしまな傾向に満ちています。彼らは、お金のために人生を台無しにします。あなたはそのような人に注意し、彼らに近づかないようにしなければなりません。彼らの顔を見るだけでも罪になります。23/11/02



    ＊危害

今日多くの人々は他の人に危害を加えています。しかしそういう行為によって、自分が他の人に与えた危害が何倍にもなって我が身に返ってくることを知りません。24/5/1990



　＊危機

今日、人類の直面する問題は、科学と科学技術で解決することは出来ません。人間の性格を変換することによってのみ、現代の危機は解決できるのです。人間は人間と呼ぶに相応しくなるように努力し、さらに神性を目指して努力しなければなりません。20/5/1991



   ＊危険

例え山のような危険があろうとも、人の思いが神に集中しているならば、危険は、氷が溶けるようになくなります。14/1/96



　＊傷つける

あなたが人から、あなたが傷つくようなことを聞いたとき、なぜそのことについてまた誰か第三者の人と相談したりして、その人を傷つけるのですか？無責任で嘘にまみれた話に接すれば誰でも傷つきます。あなたは、どうしてそれを誰かと分かち合うのですか？それを自分の中にしまい込んで静かにしておきなさい。そして自分の心からそれを取り除くのです。そのような話を、あなたが愛している人や尊敬している人に伝えて、彼らの感情を傷つけてはいけません。

 人が犯す最も大きな他の人への打撃は、その人を誹謗中傷することです。あなたは、当初そのような不愉快な話や人を批判するような場に居合わすべきでは無いのです。たとえ、あなたがうっかりしてそういう場に居合わせたとしても、それらを無視しなさい。決して間違っても、郵便局のように他の第三者の人に伝えるようなことをしてはなりません。DGp38



　＊犠牲

今日、人の主要な義務は犠牲を自らの王位につけることです。犠牲が統治してこそ、信愛は本来の姿となります。あなたに潜む一切の潜在的能力は自ずと現れます。そしてあなたが為す全ての正しい仕事に成功するでしょう。信愛が統治の原則となれば、悲しみも失望も消えてゆきます。それゆえ、ヴェーダは犠牲のみが不滅の至福を得るカギである、と宣言しました。23/11/96

   今日、皆さんは世界中どこにも平安（Peace）を見出すことはできません。断片（Pieces）が見えるだけです！実際、人々はハートを壊して断片化しています。それゆえ、どうして平安を得ることができるでしょうか？この問題には、ただ一つの解決策があるだけです。神を愛しなさい。神を信じなさい。神に全託しなさい。あなたの人生のすべてを神に捧げ、あなたのすべての行動を、神への捧げ物として進めなさい。あなたのすべての行動を、他の人の役に立つものにしなさい。常に助けなさい。決して傷つけてはなりません。あなたは、自分が問題のない人生を送っていると言うことはできません。次の瞬間に何があなたを待ち構えているか、誰も予測することはできません！

  もしあなたが、常に幸せでありたいのであれば、他の人々の幸せを祈りなさい。これこそが真のサーダナです。霊性とは、単にバジャンを歌い、何らかの礼拝の儀式を行うことではありません。崇高な性質を培いなさい。常に他の人々の役に立ち、善い評判を得るようにしなさい。イエスは、自分の肉体を十字架の上で犠牲に捧げたことで、あれほどの名声を得ました。皆さんもまた、そのような大いなる犠牲の準備を整えておかなければなりません。もしあなたが、犠牲（ティヤーガ）をあきらめて感覚の快楽（ボーガ）に浸っていれば、病気（ローガ）になってしまいます。実際、ティヤーガ（犠牲）こそは真のヨーガ（神との合一）であり、ボーガ（感覚の快楽）はローガ（病気）なのです。ローガの犠牲者になってはいけません。ティヤーガ(犠牲)を培い、ヨーガ(神との合一)を達成しなさい。25/12/02

   ラーマクリシュナは「お前は家族のために涙を流し、事業や富のために苦しい思いをしている。しかし、神のビジョンを得たいと涙を流したり、切に願ったりすることがあるかね？そのように熱烈に神を求めてごらん。そうすれば、間違いなく神を見ることができるのだ！私はどんなときにも神の姿のみを求めて心を焦がしている。だから私には、いつも神の姿が、すべての人々の中に見えるのだ。」と言いました。私たちが生まれた目的は、他のすべてを犠牲にして達成しなければなりません。だからこそヴェーダは、『犠牲のみが不滅の命を約束してくれる』と言うのです。

     私たちは、息を吸います。もし息を吐かなければ、肺は正常に機能することができません。私たちはものを食べます。もし排泄をしなければ、腹の調子がおかしくなります。同様に、私たちの循環器系統の中で、血液は毎日大変な距離を移動しています。この経路の中のどこか一箇所で、少しでも通り道がふさがれるようなことがあれば、血の固まりができます。血液の流れは、体内でできた様々な毒素を取り除く役割を果 たし、それを対外に排出するのを助けます。身体から不健康な物質を取り除かない限り、健康を保つことはできません。

   犠牲には満足が伴います。実際、犠牲には至福が伴うのです。今日の実利主義の人々は、犠牲の有用性を疑問視します。人間は自分のことしか考えないので、飢えている乞食に対してさえも、一握りの食べ物を与えることすらしません。飢えた人の空腹を満たしてあげることができたとき、私たちはどれほど大きな幸せを味わえることでしょう！おなかをすかせた人々に食物が与えられるとき、あなたは喜びを感じずにおれるでしょうか？人間社会においては、心の狭い利己主義がはびこっています。23/11/99

   真我の悟りは犠牲を通じてのみ獲得することが出来ます。しかし中には喫煙や非菜食をやめることができない人々もいます。もし、このような良くない小さいことでさえ犠牲にできないのであれば、どのようにして犠牲の精神を培うことができるのでしょうか。17/2/89

 霊性修行の最高で最良の方法は犠牲であることを、常に心にとめておきなさい。あなたは、時間、お金、資質、エネルギーを犠牲にしなければなりません。礼拝では少なくとも一枚のバジルの葉を神に捧げなさい。このように「人は犠牲によって不死を獲得する」のです。

 犠牲は霊性修行です。愛は犠牲によって表れます。犠牲の伴わない愛は、無意味であり、まったく利己的なものです。あなたは肉体感覚や肉体への執着を犠牲にしなくてはなりません。邪な思いと悪い感情を犠牲にしなければなりません。犠牲を払うことがあなたの本質です。犠牲は人間に授けられた神聖な特質です。実際には、あなたは犠牲を払うことで何か特別で高尚なことをしている訳ではありません。あなたは自分自身のために犠牲を払っているのです。「人の身体は犠牲を払うために作られている」のです。

 礼拝やバジャンといった活動は、奉仕や犠牲より劣ります。神の愛は信愛であり、それは犠牲として表現されなければなりません。～「犠牲から得られる実践的な英知は、解脱への唯一の道である。」と言われています。これは心を超越したプロセスであり、肉体によって行われる活動をも超越しています。このようにして初めてあなたは、至福という成果にたどり着くことが出来るのです。STPSp159

  欲望に勝つためには、犠牲の心を持つことが必要です。強い放棄の心を持つべきです。SGc10

    知性と知識を持つ人間は、犠牲の精神をあらわしません。自分がもうけたものは全て自分の為、家族と親族の為に蓄え、全く犠牲を払いません。其の結果、ありとあらゆる難題が降りかかってきます。様々な病気の餌食となります。鳥も獣もそのような病気を知りません。彼らは、得たものに満足して生きています。しかし人間は様々な食べ物を食べ、様々な病気になります。20/2/92

  神の性質について確かなことを言える人は、一人もいません。人と神の関係は霊的なものであり、それはアートマとアートマの関係です。ところが、この邪悪なカリの時代においては、多くの人が、肉体的な姿に心を奪われているために、疑いの餌食になってしまいます。これは人々が、物質的な物のみに知覚を集中しているからです。プラクリティー（現象界）は感覚的な経験に満ちています。霊的生活はティヤーガ〔無執着、犠牲〕を基盤としています。永続的な至福は、犠牲すなわち無執着があるときにのみ、経験できるのです。

    今日の人間は、犠牲を払う準備ができていません。それどころか、その欲望は飽くことを知らず、人は人間的な性質を失っています。心は汚染され、真実はめったに見られなくなりました。人間は、一歩足を踏み出すごとに、誤った行為にふけっています。崇高な思いは、人々から離れてしまいました。妬みと憎しみがはびこっています。人間は心（ハート）の声に従い、良心の促しに沿って行動することを学ぶべきです。良心は宇宙意識につながっているのです。27/9/92

 ヴェーダによれば、犠牲がすべてであり、犠牲を通じてのみ、我々は神のヴィジョンを見ることが出来るのです。創造とその維持は犠牲によって成り立っているのです。もし犠牲が無ければ社会は完全さを保てないでしょう。SSIB1964p12

 バガヴァットギーターにおいてクリシュナは行為の果実を犠牲にすることが、神を実感認識する最善にしてもっとも容易な方法である、と宣言しました。今日、犠牲は全く見られません。人々は世俗の楽しみにのみ関心を持ちます。世俗の楽しみは病気をもたらします。犠牲は解脱に達する方法です。4/9/94

昔、人々が他の人々のためや国家の繁栄のために，自分のすべてを犠牲にする覚悟が出来ている時代がありました。今日、この精神が欠けています。利己主義が蔓延っています。今日の教育制度にも，このような状況になってしまった責任があります。

 教育は学生に仕事探しではなく、奉仕する心を植え付けなければいけないのです。両親もこのことについてはその義務があります。彼らは、彼らの子供を自らが模範となって育てなければならないのです。あなたは、国のためにどんな犠牲も厭わない準備をすべきです。犠牲を喜んで受け入れ、快楽を追求することに別れを告げましょう。犠牲を払うことによって得られる喜びを見つけなさい。SS3/95p73

    犠牲は人生の「塩」〔風味を付けるもの〕です。平安と喜びの秘訣は、ヤーガ（供犠、供養）とティヤーガ（犠牲、放棄）です。「ゴー」は、感官（感覚器官、インドリヤ）を意味します。だから「ゴーパーラ」という御名には、「感官を制御する者」という意味があるのです。では、なぜ感官を制御すべきなのでしょう？ それは、そうすれば感官が犠牲（ティヤーガ）の道に立ちはだかることがなくなるからです。感官はどれも自己中心的であり、利己的です。感官を、「内に向く」よう、普遍なるアートマ（真我）に向かうよう、教育しなければいけません。それは、ゴーパーラに頼ることによって、神に感官を委ねることによって、達せられます。すべての人が、「善い行い」（サットカルマ）によって、広がる愛の王国に入って行かなければなりません。そして、人は、犠牲、献身、一なる大君主への全託を、愛から学びます。これは、至高神の至高たることへの信仰、至高神以外はすべて至高神の影であり、至高神こそが唯一の実在であることへの信仰へと、人を向かわせます。27/3/65



　＊奇跡

多くの人々は、スワミが指輪、腕時計などを物質化しているが、それには何か現世的な意味があると解釈している。しかし、それは大きな間違いである。そのように解釈してはいけません。それらのものは、明るい理想的な未来に上るための梯子としてあるのです。あなたがその神聖なものを保持している以上、高貴な思いのみが心に浮かぶようにすべきなのです。16/6/96

    知性、活力、功徳、行為の根底にある衝動の一切を、礼拝の行為として神に捧げるべきです。ところが、神の存在そのものを疑い、疑問視する者が大勢います。そのような人たちのために、時たま神は本質的な恩寵により、人間の限界を上回る驚くべき栄光を示すことによって自らを明かします。疑い深い者たちは求めずして受け取り、扉は一度も叩かずともおのずと開き、答えは万人が聞けるよう高らかに宣言されます。22/12/70

    恵まれた人々は、神を広大なる者、壮大なる者、美しき者、強力な者、威厳ある者、畏敬の念を起こさせる者として認識します。しかし、人類の大多数には、人間一人ひとりは神によって維持されている奇跡であるという意識、呼吸の一つひとつは神の摂理の証であるという意識、出来事の一つひとつは神の存在の証拠であるという意識が生涯のうちに生じることは滅多にありません。見たところ明らかに人間のものであるこの体が、人間を上回る潜在的な力で満ちているかのように振る舞う時、その事への驚愕が万人の注意を本来の性質である神性のほうへと向けさせます。時折、この教訓を人類に与えることが必要になります。そうすれば、人間の能力に神への信仰と神性を認識する力を加えることができるからです。そうして初めて、人の心（マインド）を世界ではなく世界の主へと向けることができるのです。22/12/70

  私が行う奇跡は、象の体に蚊が止まったときの感覚のようなものです。奇跡は、私の完全性においては無意味な部分です。時たま、私は、人々が私の奇跡を重視するとき、その人たちの無知を笑いたくなります。人々はそういった小さなことだけを話題にし、私の中にある遥かに大きな側面を忘れています。私の中の最も神聖な特質はプレーマ〔真の愛〕です。プレーマは計り知れないものです。どれほどそれを試みたところで、人が私のプレーマの大きさを測ることはできません。それは無限であり、理解不可能です。私の中のプレーマの存在を認識している人だけが、私が誰か、私は何か、という見解を幾ばくか得ることができます。19/6/74

    皆さんは、私のハートの奥深くを見て、私の様々な神聖な面を体験することのできる道を歩まなければなりません。私の全知、全能、遍在に気づくようにならなければいけません。私からロケット〔中に写真を入れることのできるペンダントヘッド〕をもらったとか、腕時計や指輪をもらったという話ばかりする人に、まんまと乗せられてはなりません。そういったものに大きな意味はありません。もし私の恩寵を手に入れるなら、それは全世界を手に入れるに等しいことです。私の奇跡についてではなく、あなたが自分の行いによって私から得ることのできるプレーマ〔真の愛〕について話しなさい。それこそが最も重要なものであり、皆さんはそれを手に入れるための試みをしなければいけません。私の中には非常に貴重なダイヤモンドがあるのですから、皆さんは努力してそれを手に入れなければいけません。それより劣るものを得たいと望むことに何の意味がありますか？ この非常に貴重な宝から離れていってはなりません。可能な限りその近くにいなければいけません。皆さんは、それを受け取って、大切に身に着けている必要があります。皆さんは、「私たちにとって、そういったものを神の恩寵とプレーマとして得る必要性は何なのですか？」と尋ねるかもしれません。それに関しては、私の中に存在する神性から生じる愛の種類を知ることが、その助けとなるでしょう。

私が帰依者にお守りを与えると、その人はそれを首に掛けたり、体のどこかに着けたりします。絶えずスワミのことを考えている必要はありません。たとえ皆さんが私が与えるお守りを身に着けていなくても、スワミは皆さんと共にあり、皆さんの面倒を見ています。私の恩寵は、いつでも、すべての人が手に入れることができます。しかしながら、私の与えるお守りの目的は、それを身に着けている人が何らかの危険や困難に遭った時、そのお守りが一瞬のうちにその知らせを私に届け、私の恩寵と共にその人のもとに戻る、ということにあります。これが、私の与えるお守りが果たす役割です。それは、危急の時に、お守りを身に着けている人と私を結ぶリンクのようなものを作ります。そうした物品の贈り物が、何千人という人々を守ってきました。19/6/74

    知性、活力、功徳、行為の根底にある衝動の一切を、礼拝の行為として神に捧げるべきです。ところが、神の存在そのものを疑い、疑問視する者が大勢います。そのような人たちのために、時たま神は本質的な恩寵により、人間の限界を上回る驚くべき栄光を示すことによって自らを明かします。疑い深い者たちは求めずして受け取り、扉は一度も叩かずともおのずと開き、答えは万人が聞けるよう高らかに宣言されます。22/12/70

   私の体は 見たところ明らかに人間のもので、その身体が人間を上回る潜在的な力で満ちているかのように振る舞う時、その事への驚愕が万人の注意を本来の性質である神性のほうへと向けさせます。時折、この教訓を人類に与えることが必要になります。そうすれば、人間の能力に神への信仰と神性を認識する力を加えることができるからです。そうして初めて、人の心（マインド）を世界ではなく世界の主へと向けることができるのです。22/12/70

   ヴィブティを生み出すことは、神の栄光のほんの一部にすぎませんが、私はほんのわずかしか顕さないようにしているのです。~人々に注目されようとして奇跡を見せびらかすことは、私の本性ではありません。私は何の目的もなく、ただ喜びを分け与えるのです。私が不思議な御業を楽しんでいるのはその為なのです。真善美p,152

 私はどんな難しい問題も解決する能力を持っていますが、それをあたかも持っていない振りをしているだけなのに、それを見て私が単に奇跡を行う人で、それ以上の存在ではないと見るのは大変愚かなことです。SSIB1974c32



　＊期待と欲望

身体とこころと知性を持つ人間が全く欲望を持たずにいられるでしょうか?それは不可能です。しかし意思を強くすることによって、そのような心的状態を実現することが出来ます。世の中には、次々と欲望を追う人が大勢います。彼らの歩む道は快楽を求める道です。これに対して感覚を超越し、自己実現の道があります。それはより高い、正しい道と称されますます。この道は全ての人が理解しうる道ではなく全ての人が近寄ることの出来る道でもありません。20/11/90



　＊喫煙

喫煙は心臓麻痺と肺がんの原因です。肺と神経が健康を損なうと、疾病をコントロールするのが難しくなります。やがて身体機能が退化し、ぜんそくや他の病気を引き起こします。アルコール飲料の中に含まれている沢山の化学物質も、身体を毒化し、神経系統を鈍くします。アルコール飲料によって人々は、自らの聡明さや記憶力を失い神経過敏になります。それらは、喫煙とアルコール摂取により、１００％ダメージを受けるのです。SSN春95p15 　

    インタビューに呼ばれた人が心に留めて置かなければならない重要なことが一つあります。私がこのように清らかで神聖な体を携えてインタビュールームに入るのに反して、そこにグループで座っている人の何人かに喫煙の習慣があることに気づくことがあります。私が喫煙を許可していないことに注意してください。私は喫煙の習慣を断固として許しません。私は即座に喫煙の習慣のある者を捕まえて、出て行くように言います。喫煙者の妻が私に懇願することがあります。「スワミ！彼は私の夫です。スワミが夫を追い出すのであれば、私はスワミに何と言って抗議したらよいでしょう？」私はきっぱり答えます。「夫であろうと息子であろうと、だれであろうと、悪臭とタバコの臭いを漂わせながら私の部屋に入ってはなりません。出て行って、口を洗浄してから戻ってくるように言いなさい。そうしたら、私は彼と話をすることにします」そのような人々はすぐに部屋を出て行き、体をきれいにしてから十分以内に戻って来ます。そして私は彼らに愛情を込めて話しかけるのです。 21/10/04



    ＊疑念

私の姿、私の言葉、私の行動に基づいた疑念があなたの中に生じるのは自然なことです。しかし、私の実体を知りたいというのなら、行動において私の教えを守り、私に従わなければなりません。そうすれば、私の神性の実体は、確実にあなたに明かされることでしょう。あなた方は、この姿を肉眼で見ただけで、おぼろげな空想の命じるままに推測を始めて結論を出し、自分の理性と心の力を荒廃させてしまいます。さらには、自分の信愛と信仰心が間違った方向に流れて行くのを許しさえするのです。私はあなた方に、指令の力をもってして、そうしないよう忠告します。22/11/70



    ＊寄付

私は皆さんに言わなければなりません。この計画のような、とても善い目的のために、道を外れた方法でお金を集めてはなりません。援助は、敬虔な心から、立派に働いて得たお金から、そして、援助の目的を知りそれを評価する人々から、来るべきです。これが、大切な計画のためであれ、舞踊や劇や映画で人々を誘い込んでお金を集めるような慈善興業の一切に、私が反対する理由です。私は宝くじにも反対です。宝くじの賞金は他人の稼いだお金を集めたものであり、何もしないで大金が手に入るという誘い文句が、宝くじの資金集めに使われるからです。

この施設の今の働きと将来の可能性をよく検討した上で、各人が真心から、自発的に、何であれ喜んで差し出せるものを差し出してもらうようにしなさい。皆さんの義務は情報を提供することのみであり、人を促すことさえ試みてはなりません。本質的には善い活動のためであれ、施しを請うことは人間性を辱めることであり、請う人と請われる人の双方の品位が下がります。

私は皆さんに、この勇気と、この自信を与えたいと思っています。謙虚な気持ちと不屈の精神を持ち続けなさい。そうすれば、成功するでしょう。15/9/63



    ＊ギブアンドテイク

あなた方のすべての活動を愛に満ちたものにしなさい。現代の青年は、愛というものの本当の意味を理解できていません。二元性という気持ちがあるなら、愛は存在できません。不二の愛（エーカートマ プレーマ）が真の愛です。ギブ アンド テイクの関係には、愛の真の精神は映し出されません。何の見返りも期待せずに、ひたすら与え続けるべきです。それが真の愛です。苦境の時に身を引くのは、利己的な愛のしるしです。真の愛（ヤタールタ プレーマ）は、あなたが利己心（スワールタ）を捨てて他者の安寧（パラールタ）のために懸命に努力するときに、最も行き渡ります。物質（パダールタ）と実在（ヤタールタ）の違いを知るべきです。実在は物質を超越しています。13/4/05



     ＊君が必要

私には君たちだけが必要なのだ。どうして君たちはあれがほしい、これがほしいと思い悩むのか?
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     ＊義務

   　 自分に内在する真我（アートマ）と同じ真我が、自分以外のすべての生き物の中に存在していることに気づいた人は、常に神の近くにいる状態を経験してそれを喜びます。隠遁者であれ、家長であれ、宗教上の誓いによって独身を通す人であれ、世の中に深く関わっている人であれ、真我の原理に気づいた人は、神の近くにいることこそが最高の財産であるという深い確信を持って生活します。人間の一番の義務は何でしょう？ 人はまず、「万物に浸透する手足と、目、頭、口、耳を持って、神は全宇宙に遍満している」というギーターの教えを理解する努力をすべきです。皆さんは、すべての生き物に内在している真我の原理は、同じ一つのものであるという真理に気づかなければなりません。人間は、自分の真の性質を理解することができないために、人生で様々な問題に出会うのです。人は、「自分は肉体である」という思いに惑わされています。その結果、彼は真の自己を忘れ、時間とエネルギーを浪費しています。22/7/02

    現代の世界は、不和、無秩序、不満に陥っています。この危機において、あなた方の義務とは何でしょう？ あなた方はこの無秩序を取り除く力を持っていますか？ このような状況と戦うには一人では力足らずだ、などいう考えに余地を与えてはなりません。もし、この危機に立ち向かうためにインド人一人ひとりが自信を持って前に進み出るなら、この国はごく短期間に無秩序から救われることができます。自信を失っているせいで、人々は前に進み出ることができずにいるのです。

何にもまして、他人に奉仕することを一人ひとりが誓わなければなりません。誰もが神を起源としています。もし他人への愛情を持つことができないなら、その人は人間をやめたということです。誰もがこうした基盤の上で行動し、すべての人に対して愛を示し、理想にかなった生活を送るべきです。人は自分を弱くて低能な生き物と見なすべきではありません。23/11/91



　＊逆境

真の信者であれば、人生の逆境時に落ち込んではなりません。その信者の信仰心が本物かどうかは、その信者の逆境時における態度でわかるのです。SS7月1988p195



　＊休息

休息をとらなければ、呼吸が早くなります。早い呼吸をすれば肺が害されます。血液の循環もまた早くなり、その結果血圧も高くなります。医学はそれを完全に治療することが出来ません。それゆえヨーガが処方されます。SS11/93



　＊給料

今日青年は給料袋の中身にのみ関心があり、社会奉仕の為に働くことに関心を持ちません。社会から何を得ようと考えるより、社会からどのような恩を受けてきたかを考えなさい。自分の報酬にのみ関心を持つのは、たいそう利己的です。14/1/1996



    ＊清らかさ

物質とエネルギーは天地創造の時から存在しています。物質とエネルギーは心（マインド）によってのみ認識されます。心が神と結び付いて働くと、物質はエネルギーの形を得ます。心が自然（プラクリティ）のほうに向くと、エネルギーは物質の形を呈します。心は、喜びや悲しみを体験する原因であり、物質とエネルギーを理解するためにあります。聖賢たちは、こうした心の性質を認識していたので、「心は人の解脱と束縛の原因である」と言明したのです。31/8/88



    ＊キリン

人間は自分の内に偉大な力を授かっています。人は、悪いものを見ること、悪いことを聞くこと、悪い話をすること、悪い思考を抱くこと、悪い行いをすることによって、この力を無駄にしています。悪いものを見ることで、たくさんのエネルギーが浪費されています。この点に関しては、盲人のほうが優れています。同様に、聾唖者のほうが優れています。知識は平静さと結びついているべきです。この結びつきは、人を至高の英知（プラグニャーナ）という大変高度な段階へと連れていってくれます。一方、知識がエゴに結びつくと、破滅へとつながります。それがある種の見せかけの生活であるのに対し、アート（芸術）はハートから生じます。今どきの学生はキリンに喩えられます。キリンはとても長い首をもっています。キリンの頭は心臓からかなり離れています。今どきの学生は、まるで頭とハートがぞれぞれ独立して存在するかのように振る舞っています。頭はどこか別のところにあり、ハートはまた別の場所にあります。今どきの学生は、考えていることと別のことをします。この種の態度は人間性の崩壊へとつながります。31/8/87



　＊教育

インドの経済が危機的な局面にあることは周知の事実です。しかし、それは道徳と人格の衰退に比較すれば、さして深刻な問題ではありません。今日の道徳の衰退が向上せぬ限り教育は完全に滅びます。それゆえ、学生は道徳と倫理を促進するよう努力しなさい。それ無しには、国家全体が滅びます。SS5/93

    自分に敵対している人にさえ害を与えてはなりません。決して傷つけてはなりません。他の人にはほんのわずかな迷惑さえかけてはなりません。これが本当の教育です。14/1/09

    適切な教育とは、世俗的な面と道徳的な面のバランスがとれた学び、そして、内側の清らかさと外側の清らかさのバランスがとれた学び、さらに、個人の幸福と国家の幸福のバランスがとれた学び、を意味しています。24/2/91

    今、この国では、教育の促進という名の下に、モラルに欠けるとんでもない開発が行われています。そこには、本物の教養の証である謙虚さと規律が、ほんのわずかもありません。学生の間には人格と善い行いが浸透しているべきですが、今日では、その代わりに物質偏重主義と見栄と横柄が広まっています。

世界では、科学と技術の急速な進歩と共に、平和と安全の減少が起こっています。現代の学生は、飽くことを知らない欲望を募らせて、心を堕落させています。現代の学生は、内省する能力に欠けています。その一方で、外を見る目はあらゆる方向を向いています。22/7/91

    今日、書物の学習から得られる知識が「教育」と称されています。これは私たちが得るべき真の教育ではありません。真の教育とは「エデュケア」であり、「エデュケア」によって私たちの中にある気高い性質が日常生活で現されます。これは、だれかが何か外部にあるものを使って手取り足取り教えるものではなく、自分自身の努力によってなされます。それによって人は神聖な生活を送ることができます。神聖な生活は神の恩寵によってのみ得られるのであり、他のいかなる手段によっても得られません。"どこでも、どんなときにも、どんな状況にあっても、神を憶念せよ。"の格言どおり、人はつねに神を黙想すべきです。それが真の信愛です。9/8/06

    教育は売り物ではありません。教育とは、知識を分かち、伝えることです。人は実践し、体験し、他の人もまた体験できるよう手助けしなければなりません。これはただ機械的に暗記したり、単に聞いたりするだけで得られるものではありません。皆さんは知識を身につけ、他人もそうできるように助けなければなりません。人は、無知やアシャーンティ（平安のない状態）という病気を根こそぎにして、それらの病気が再発しないよう注意しなければなりません。

   学生は黄金のようなものです。学生を励まし、勇気づけることのできる教師を有することが絶対に不可欠です。教師にそれができなければ、教師も学生も共に幸福ではありません。ただ書物からの引用を学生たちに機械的に反復させるだけの人たちが、何の役に立つでしょう？ 学生は、父親にとっては念願の息子ですが、教師にとっては愛の息子です。この真理を知り、それに従って行動する者だけが教師です。そうではありませんか？スワミからの手紙1982

  教育を受けた人は、受けていない人を教え、彼らの心を開き、知識の視野を広げさせるべきです。教育を受けた人の中には、医者や弁護士、実業家などがいるかもしれません。医者は進んで貧しい人々のために無償の医療サービスを施しましょう。弁護士は、法的な助けが必要としているものの、弁護料を払う余裕のない人々を援助しましょう。実業家は、自分に必要な、ほどほどの生活費だけで満足し、余ったお金を慈善事業に役立たせるべきです。SS1/91

    今日、スワミに何かを言われると、１０の質問が湧いてきます。質問と並んで、帰依者たちは頭の天辺から足のつま先まで疑念にさいなまされています。これは、元をたどれば現代の教育の影響によるものです。現代の教育システムは、人間的価値を信じる心を蝕（むしば）んでいます。人からどんな助けを受けても、感謝の一言さえありません。自分が人にしてもらった良いことはすっかり忘れて、自分がされた悪いことだけは覚えています。その結果、人類に悪魔的性質が育っているのです。

    昔は、少なくとも、人は人間性を保っていました。今の人は、姿だけは人間ですが、動物のように振舞っています。人の欲求はすべて利己的です。自分の望みが叶うと人は笑顔でやって来て、「ババ！」と言いますが、望みが叶わないと別の態度を取ります。そのような獣のような生き物に、どうやってババへの帰依心が存在し得るでしょう？ 動物の性質を捨てたとき初めて人は人間になるのです。6/10/92

 真に学ぶべきことはいかにして他の人々に役立つかであって、いかにして真我を認識するかでなくてはなりません。教育は、生きとし生けるものが一つであるということを認識させるものでなければなりません。23/11/91

 教育課程を終えることは難しいことではありません。ある程度の努力で合格点を取ることが出来ます。しかしそんなことでは、知的開花もなく、良い属性が花開くこともないのです。よい成績を取ること、あるいは上位の成績を収めることは、たいしたことはありません。重要なのは心の変容です。教育は学んだことの実践が肝要です。教育から得ることが出来る現世的な利益には、それと同量の損失が伴います。それは直感と識別の力が失われるのです。何が善であるか、何が有意義であるか、何が英知であるかについての知識が失われます。人は感覚の奴隷になります。カタウパニシャッドは感覚の奴隷は愚か者であり、感覚を制御する者のみが英雄であると宣言しました。21/5/92

  第一に感覚をコントロールしなさい。感覚のコントロールの出来た学生のみが人生の英雄となり、ダイアモンドのように強固で光輝を発します。感覚の奴隷となったものは俗世間の奴隷です。自己抑制こそ、教育の主要な目的でなくてはなりません。21/5/92

 今日教育を受けたものは皆、利己的な欲望の追及にのみ関心を持っています。他人への奉仕をしようと思わず、国益も念頭にありません。卒業しないうちから就職を心配します。教育と就職のつながりを、きっぱりと断ち切りなさい。教育は人生のためであり、食べるためではありません。21/5/92

    カリユガ〔末世〕の影響と現代的な教育が増進しているせいで、人の理知は道を外れつつあります。人格の伴わない教養を得ることに意味はありません。世俗的な教養は書物の知識から成っており、決して神聖な生活を送る助けにはなりません。むろん、世俗的な教養は必要ですが、それと同時に霊的な教養も身に付けなればなりません。10/2/00

   今日、皆さんが受けている教育は世俗的（すなわち価値を問題としていないもの）です。しかし単なる世俗的な学問では十分ではありません。教育は霊性教育によって補われなければなりません。皆さんは愛の原理を身に付け、真実の道を歩まなければなりません。真の教育とは、愛と真実で満たされたものです。真実がなければ愛は価値を失い、無力なものとなります。世俗的な教育は生計を立てるためのものですが、霊的な教育は人生のゴールに到達するためのものです。それゆえ、世俗的な教育と霊的な教育を調和させることは、教育者のみならず学生にとっての義務でもあります。今や多くの人々が教育のこの２つの側面 、世俗と霊性の調和のとれた関係の重要性を認識しています。20/11/02

    人生の浮き沈み、喜びと悲しみ、迷いと決断などの二極に衝撃を受けるのは、心が揺れ動いている結果です。心は名と姿の多様性に夢中になります。ですから、一体性を認識し、一体性を楽しむことができるよう、心を訓練しなければなりません。心は誤った価値観を患い、自らのためになることを排除しようとします。固い食べ物は、最初は嫌がられるでしょうが、子どもに固い食べ物を噛んで味わうことを身につけさせなければなりません。それと同じように、心も、時と空間と原因の背後にある広大なもの、無限なるもの、圧倒的な権威を思い描くための訓練を受けさせなければなりません。

心はまず、人の姿をとった神を好きにならなければなりません。そして、その後に、人の姿をとっていない、御名も御姿も持たない神、すなわち、心によって御名と御姿が付加される、人の姿をとっていない神を好きにならなければなりません。バジャン、瞑想、ナーマスマラナ（唱名）、ナガラ サンキールタン（グループでバジャンを歌いながら通りを練り歩くこと）――これらはすべて、そのための教育のステップです。神との融合によって勝ち得る至福が、その教育の完成です。22/11/70



　＊狂気

ヨガを行うその人の感覚の力が未だ相当に強い場合、その人の感情と熱情をそのままにしてヨガをすれば、悲惨な結果を生むことになるでしょう。その人は狂気に陥り、自分自身や他の人にばかげたことや下劣なことを言ったり書いたりします。

 私は、このように道に迷った多くの修行者を知っています。それゆえ感覚をコントロールし、あなたの中にある感情や熱情をコントロールし、心が外的なものを追いかけさせないようにさせ、寒さや暑さ、悲しみや喜び、得たり失ったりしても平常心でいられる力を得なさい。経典に記されていることや、聖者たちの体験を信頼しなさい。それゆえ何事にも動じない心、忍耐心が、（神と融合するという）大志を抱く者の必要条件だと強調されてきたのです。SSvol10p118



　＊供儀

供儀は人類の安寧の為、神の力を顕現さすために考案されました。供儀は暇つぶしではありません。マントラから発する宇宙エネルギーは供儀の火壇の火から立ち上る炎と共に上昇し、全世界に広がり大気を清めます。19/10/92



    ＊教師

教師はかんしゃくを起こしてはなりません。常に感情をコントロールし、落胆や憂鬱、心の動揺を表に出さない様にすべきです。SSSVol10

  教師は、周りからの試練に立ち向かって行く準備をし、いつも穏やかでなければなりません。万策尽きて子供や親に厳しい話し方をしなくてはならなくなった時も、心は優しさに溢れるようにしておきなさい。偏見や憎しみで心を頑なにさせてはなりません。規則正しく誠実に日々の霊性修行を行うことによって、奉仕という任務をやり遂げなさい。教師は労働時間にこだわってはいけません。必要であれば何時間でも居残って生徒たちの疑問を解き明かし、彼らが課題を完成するのを助けてあげなければなりません。これは教師のダルマです。EHV

   教師は自分が教えることを実践し、自分の教え子に避けて欲しいと思っていることを自ら避けなければいけません。そうして初めて、教師の教えは担任となった者の生活に影響を及ぼすことができます。今のグル（導師）は、自分は欲でいっぱいでありながら、ずうずうしくも教え子に欲を捨てよと忠告します！ 自分は煙草を吸っていながら、教え子に喫煙の習慣を戒めます！ そのようなグルは、誠実に実践することよりも、世間の注目を得ることを気にかけます。サティヤ サイ オーガニゼーションには、どのような優越も誇示しようという気はありません。25/12/70

子供はあなたの振る舞いの細部まで身に付ける能力を持っている、という事実を忘れてはなりません。さまざまな種類の教師がいます。しかし、子供の心理をよく理解している人が良い教師です。子供のハートの言語を知っていることは、さらに重要です。ひとたびそれを知れば、学校でも、家庭でも、どこででも、あなたは必ずや良い教師になります。24/2/91



     ＊競争

私は競争や争いを好みません。これは、賞を取ることや、ランク争いを通じてエゴを助長するからです。ここにいる誰もがプライドが傷つき、落胆することによって自分をだめにしたくないでしょう。失敗や勝利を冷静に受け取りなさい。負けた者がほんの少し努力していたならば、その者が賞を取っていたかもしれないのです。負けた者が一生懸命走ったからこそ､あなたが負けたくないと思い、早く走って勝利を手にしたのです。

 敗者の皆さん！自信を喪失してはなりません。勝ったり負けたりすることに、大きな比重を置いてはなりません。～たとえテストに落ちても落胆し、絶望して自分の命を絶とうなどと馬鹿なことを思ってはいけません。命はもっとこんなことより貴重なのです。あなたが生まれたのは、こんな試験に通るよりも偉大なことのためなのです。勇気と忍耐を持ち合わせていなさい。あなたの知性の一面だけをテストする試験に不合格になったからといってすべてを失ったとはいえないのです。あなたの運命はテストのマークによって決めることはできないのです。それは、人格、意思の力、神からの祝福によって決まるのです。SSvol1p,151



　＊共同体

あなたはあなた以外の人々が幸せでないときに、あなただけ幸せを感じることはできません。あなたは人類共同体の一構成部分なのです。あなたの持っている富を他のものと分かち合いなさい。そうすることにより他の者の苦痛を軽減してあげるのです。SSP34vol8



 　＊恐怖

人生の中で勝ち得た幸せですら、恐怖がついて回ります。恐怖から逃れることは出来ません。ではどうすればよいのでしょう?執着がなければ恐怖もありません。この境地にはどうすれば達せるでしょう?それは、神の近くにいることです。10/9/96

 他の人が存在しなければ、他の人を欺くことを誰もできません。虚偽の原因は恐怖です。他に自分と異なるものがない時、恐怖は存在しません。誰でも他の何人よりも自分を愛します。それゆえ、あらゆる人が自分と同じ自分であるならば、誰でも自分が自分を愛するように、あらゆる人を愛するでしょう。他人に危害を加えないという点についても、すべての人が皆、ただ一人の「わたし神」である以上、誰が誰に危害を加えることが出来るというのでしょう。SSSVol1chp4

 今日世界は恐怖に満ちています。家にいても町にいても恐怖に付きまとわれます。このようにいたるところに恐怖があるのは、人の心に清らかで神聖な想念のないことが根本の原因です。24/5/90

愛を育むに連れてその愛が親戚や友達、社会へと大きくなっていきます。愛というものは、人生の中でこのように膨れ上がっていくものであっていくべきものなのです。p79ANDI

 どんな人に対しても､どんなものに対しても､神を見ることが出来ないとき､そこに恐怖が生まれる。宇宙のあらゆるところに存在する､様々な名前と姿のあるものはすべて五つの元素の組み合わせに過ぎない。そして五つの元素がどんな形をとっていたとしても､それを支え助けているのは神だ。そのことに気づきそれを深く信じるならば、恐怖はその足場を失う。そうなれば恐怖から永遠に解放されるだろう。SGc28

 恐怖に克つというのを、ただ恐れを知らない事と思ってはいけません。この二つは違ったものです。恐怖の状態も､恐怖を知らないだけの状態も自分は肉体だ、という意識と繋がっています。恐怖が無い状態は、例えば自分の身体が傷つけられそうな状況下で、ただ単に不注意だったと言うこともあるでしょう。それに対して恐怖に克つというのは、自分は肉体だという意識を超えた状態です。

  ただ一つの神がすべての人の心の中に至福に満ちておられるという真理を悟るとき､はじめて恐怖に克つことが出来ます。「恐怖に克った者は一度死ぬだけだが､恐怖に捕らわれた者は一歩ごとに死んでいる。」という言葉があります。クリシュナは、「アルジュナ、恐怖を乗り越え、見事に恐怖に克つのだ。」と言っています。恐怖に克った人だけが偉大な勝利に達することが出来ます。本当に恐怖に克った人はこの世のものへの執着をすべて捨てて､神と一つになるでしょう。ところが、自分の肉体のこと事ばかり考え、世間で成功することしか頭に無い人には、いつも恐怖がついてまわります。この世のものに執着し､我欲に捕らわれている限りは､恐怖から解放された人のような悦びはとうてい得られません。SGc28

    人間の心には果てしない力があるのです。そんな力があるのに､自分自身を信じられないのです。何故でしょうか。自分が他のものと違う存在だと思っているからです。自分は神と違う存在だと思っているからです。本当は神は、皆さんの核心として､皆さん一人一人の中にいつもいます。それと同じ神が､宇宙のすべてに満ちているのです。神を深く信じれば怖れるものは何一つありません。

自分の敬う神が、あらゆるところ、すべての人､あらゆる物の中にいて、自分自身の中にもいることが必ず分かるでしょう。そう信じれば､恐怖は跡形も無く消え去ります。～恐怖に打ち勝つ手がかりは、神があらゆるところにいると信じることです。信じられなくなったときに恐怖は大きくなります。自分自身の真実を忘れたときに､心配が起こります。

   ～自分自身を信じアートマに気づけば､感覚を制した人になります。そうした気高い精神を持っていないと感覚を抑えられないのです。その人達は魔物と変わりません。二種類の人間がいます。平安な気持ちで満たされている人と、不安な気持ちで溢れている人です。人間と呼ぶのに相応しい人と､人間とは名ばかりの人です。自分を真の人間と呼ぶに値する人生を歩んで下さい。この神聖な人間として生を受けたという、素晴らしい神様からの贈り物に相応しい高い理想を生きるのです。SGc28



    ＊清らかな心

    現代のあらゆる不安を取り除き、永遠の真実に立脚するためには、新しい社会秩序や新しい社会は必要ではありません。新しい宗教や新しい手順が必要でもありません。たった一つ必要なものがあります。清らかな心を持った人々を欠かすことはできません。清らかな心を持った人々が居れば、一国全体が神聖なものとなり、繁栄が約束されます。その国には純粋さと品格が存在するので、これらの高貴な魂の持ち主たちは栄えることができるのです。

   心の純粋さと品格が輝きを発するためには道徳心が必要です。霊性の存在しない所では道徳はすたれてしまいます。霊性という土台の上に道徳の壁を築き、道徳という壁の上に純粋さという屋根を葺かなければなりません。それが人生の手順です。壁を築くだけでは充分ではありません。土台を作るだけでも不十分です。屋根まで葺いて初めて人生は完全なものとなるのです。言い方を変えれば、自信が土台で、満足が壁、犠牲が屋根で、自己実現こそが人生であるのです。22/7/94

    今、私たちに必要なのは、新しい種類の社会でしょうか？ あるいは新しい憲法制度でしょうか？ それとも新しい教育制度でしょうか？ 実は、そのいずれでもありません。今日、人間にとって必要なものは、心（マインド、思考）の清らかさです。17/4/78

   シャウチャ（清らかさ）には二種類あります。外的なものと内的なものです。外的な清らかさは水と洗浄剤で達成することができます。しかし、体の清らかさとは別に、日常生活では、自分が着る服、食べ物、住む場所、読む本等々の清らかさも確保しなければなりません。体の各部はすべて完全に清らかでなければなりません。これは完全な健康を保つために必要であるのみならず、至福の状態を楽しむためにも必要です。あなたの周囲の環境も清らかに保たれていなければなりません。

内的な清らかさに関しては、心（マインド）が悪い思考や悪い欲望、執着心や嫌悪感によって汚されていないかに注意しなければなりません。心を善良で神聖な思考で満たそうと努めなければなりません。否定的な思考、悪い思考から抜け出すためには、愛、親切心、慈悲、堪忍、同情心といった性質を現さねばなりません。3/9/89

    清らかさ」には二種類あります。一つは外側の清らかさ、もう一つは内側の清らかさです。私たちが着る服は清潔でなくてはならず、私たちが使用する本はきちんと整った状態でなければならず、私たちの住む場所とその周囲の環境は清潔で衛生的でなければなりません。私たちは自分に関係するすべてのものに対して清潔さを保たなくてはなりません。規則正しく入浴すれば体は壮健でいられます。私たちは早朝に歯を磨き、舌の汚れを除去します。そうすれば口を清々しい状態に保てます。口は体の入り口です。ですから、口が清潔に保たれれば、体は健康でいられます。体が良い状態であれば、心も健全でいられます。大方の場合、心の健康は体の健康によるものです。

内側の清らかさとは何を意味するのでしょう？ 私たちの思考、想像力、欲望は、清らかで神聖なものでなければなりません。何かに関る前に、その良い点と悪い点をよく考えなければなりません。決して他人を害する思考を抱くべきではありません。利己的な要求と結び付いた思考は抑制しなればいけません。つねに、理想的で高潔な行いを考えなさい。皆さんの思考は、他の人々から模範とされる価値のあるものであるべきです。心というものは思考の束です。ですから、あなたの思考が悪いものであれば、あなたの心も悪いものだと考えられます。24/2/91



　＊議論

いつも他の人の意見や、他の人の見方を尊重しなさい。少しの意見の相違で人と言い争いしてはなりません。その人が正しくあなたが間違っているかもしれないのです。その議論によっては、彼の方がその件についてもっと知っているかもしれないのです。又、あなたもその人もその件に関しては､偏見を持っているかもしれないし、双方ともあまり知らないことかもしれないのです。又、彼との意見の違いは個人的な嫌悪に結びつかないことも覚えていなさい。GAp129



　＊空想

空想はあなたの心の力を吸い取ってしまいます。大学にいる間は学業にひたすら集中しなさい。非現実的な空想上の願いを一切持ってはなりません。現在こそ最も重要です。24/5/92



    ＊苦行

   何人もの女性が重い心で私のもとにやって来て言います。 「スワミ！ 夫の死により、私は深い悲しみと苦悩にさいなまれています。どのようにしてこの苦難に耐えればよいのでしょう？」そこで私は「あなたの夫が亡くなったのですか？ 私はとても幸せです」と言います。彼女たちは私の態度をとても悲しく思い「どういうことですか、スワミ？ 私の夫が亡くなったとお聞きになって、そんなにスワミは幸せなのですか？」と言います。しかし、私は何と言ったらよいのでしょう？ 私は常に幸せなのです。私は悲しみとは何かを知りません。私は常に私の義務を果たしているのです。神はすべての人を守る唯一の者です。ですから、常に神に祈りなさい。神を忘れ、人間の慈悲に頼るとは何という狂気でしょう！皆さんは人生のすべてを神に頼らねばなりません。それが本当のタパス（苦行）なのです。6/9/04

    タパスとは、まず、心の中のあらゆる不純な想いを取り除くことを意味します。タパスとは、実際的には、想いと言葉と行動を一致させることです。私たちの想いと言葉と行動を調和させることです。私たちの心に浮かんだ想いを、ありのままに言葉で表現し、それを忠実に行動に移すこと、それがタパスの意味するところです。このような意味において、想いと言葉と行動が調和して、一致している人こそがマハトマ（偉大な魂）であるという諺があるのです。KSH



　＊薬

あなたは、食事をとって楽しんでいると思っているのでしょうが、実はそうではなくて薬を摂っているのです。のどが乾くことも病気の一種です。冷たい水を飲むことによってのどの渇きという病は癒やされます。同じように人の６つ敵である怒り、羨み､嫉妬、エゴ､嫌悪そして傲慢も病気の一種です。

  それらに対しては、いくつかの行為が薬となります。あなたは、自分でいろんな行為を楽しんでいると思っているのでしょうが、実はそれも病気なのです。あなたが自らの内におられる神を見つけるまで、それらの病に冒し続けられ、苦痛を受けるのです。DGBGp, 29

  神の恩寵に全託することを決意しなさい。そうすれば、あなたは今この瞬間から病気と無縁になります。薬に対する信頼を神への信念に置き換えなさい。錠剤や水薬を服用している人が大変多いので私は驚いています。祈りと霊性修行に頼りなさい。ジャパムと瞑想に頼りなさい。祈り、ジャパム、霊性修行、瞑想はあなたに必要なビタミンです。それらによってあなたは元気を取り戻します。SIP1-20

 薬に頼りすぎる事は、有害です。あなたが持っている自然の回復力で精一杯病気と闘って、あなたの体調を回復させなさい。自然療法の原則をより多く取り入れ、医者のあとを追い回すことを止めなさい。汚染された空気と水は有害なウイルスや細菌で満ちているので出来るだけ避けなさい。SS3/80



　＊口

心を開いて口を閉じなさい。今日、人はまったく意味のないことを話しています。人々の心は､嫉妬、高慢、妬み、等で一杯です。私はあなたが心を拡げ、これらの心を汚す感情をすべて無くし､口を閉じる事を望みます。人生を奉仕に捧げなさい。神をあなたの究極の目標としなさい。これが私の言う「手は社会の中に､頭は森の中に」という言葉の意味するところです。STPSp32



＊苦痛

苦悩の原因を調べれば、すべて無知から来ていることに気づくでしょう。それでは、無知の原因は何でしょう。無知の原因はエゴです。エゴとは何でしょう。それは執着です。それでは、執着とは何でしょうか。執着とは肉体意識です。

このように苦しみは、人が自分を肉体と同一視する肉体意識が原因なのです。一方で、人が自分で感覚をコントロール出来ているとき、肉体的にも精神的にも幸福でいることが出来ます。苦しみは、祈ることと、霊性の道を歩むことによってのみ取り除くことが出来ます。あなたが、自分の感覚の赴くままに行動するならば、感覚は日ごとに強くなり、最終的にあなたは感覚の奴隷となり人間とは呼ばれなくなります。STPS2p32

    私たちのあらゆる苦痛と悲しみの原因は何でしょう？　私たち自身の、善からぬ 不浄な想いが、私たちの苦痛と悲しみの原因です。KSH

    苦しみは、自分自身の過去の行いと、自分自身の心の傾向に原因があります。ですから、人に非難を浴びせるのは間違いです。けれども、喜びと苦しみはどちらもその大元は神であり、神の意志がなければ一本の草さえ風になびくことはできません。そうです。もしこの真実がしっかりとハートに根付くなら、人は解脱という比類なき至福を得ます。すべてのものは神が与えるものであり、何であれ私たちが得るものは神の恵みです。あなたが得たものが良いものか悪いものかを判定する権利は、あなたにはありません。4/4/73

   一つひとつの国は、神の体の一部分です。神は、創造世界のはるか彼方で起こった、ほんのわずかな痛みや感覚さえも、意識しています。なぜなら、それも神の体だからです。神は宇宙の主（ローケーシャ）です。神はあらゆる行為の内に秘められている源泉です。このことを信じ、すべてに対する大きな愛（サマラサ）を培いなさい。自分が愛を手放したり、ダルマから逸脱したりしないよう気をつけていなさい。ダルマに堅く立脚してアルタ（現世利益）を得なさい。そして、常に唯一つの願いを抱いていなさい。それは解脱（モークシャ）を得るという願いです。30/4/61

 あなたが自分の苦痛を取り除くために神の恩寵を切望しているのと同じぐらい、私はあなたの苦痛を取り除きたいと切望しています。それはあなたは気付いていませんが、私はあなたの苦痛を感じることが出来るからなのです。4/3/62

   苦痛については諦めなさい。すべては神があなたのために仕組んだことなのです。苦痛を通じてあなたの利己心を無くすことが神の意図なのだ。ｐ344サイババは世界の危機を救う

 あなた方は、なぜ私のダルシャンを得た後も苦悩を経験しなければならないのか？と思う者もあるだろう。それは、いくつもの前世で積み上げたカルマを支払っているからなのだ。~私のダルシャンを得た後、次の世で良い人生が待っている。良い人生であれば間違いを犯すことはない。そして、間違いを犯さなければ、再び生まれ変わることも無い。これは単純明解な真理なのだ。P260ANDI

  私は人間に四分の三の幸福と、四分の一の苦痛を与えている。～私は時々、人々に少しだけ苦痛を与えます。そうしなければ人々の心は、神のほうに向かないだろう。このことを理解せず、人は神をののしるのだ。P, 298 ANDI

 自分の苦悩は神のせいではなく、苦悩の唯一の原因は自分自身であり、苦悩の原因は他の誰のせいでもないこと。そして自分自身が苦悩の原因を作り、その報いを受けていること。自分は思いのままに未来を形作ることができることを人が実感認識出来た時初めて、彼はより堅固な足取りと、より明瞭な心を持って神に近づくことが出来るのです。3/90

 何事であれ、嘆きが何かの役に立つでしょうか?一切は過ぎ行く雲。永続するものは何ひとつありません。では何故損失を嘆くのですか?何かを失った故に、心を乱すのを辞めなさい。それが化身の教えです。これから起きるかもしれないことについて悩むのを止めなさい。

 どのような苦痛があろうとも、その後に喜びが来ます。喜びは二つの苦しみの間にあるのです。このことを念頭において暮らしなさい。日々の生活で出会う些細な苦痛は愛によって乗り越えられることが出来ます。ひとたび愛をつちかうならば、あなたはいかなる困難をも克服することが出来るのです。神の恩寵を得るために努力しなさい。14/8/90    

 何が起こっても悲しみに打ちのべされてはなりません。すべての苦しみの後には喜びがくるのです。喜びは二つの苦しみの間にあるのです。このことを肝に銘じて人生を歩んでいきなさい。SS9/1990p,230

あなたが面している苦しみの原因は、あなたの感じ方と受け止め方によるのです。あなたが一旦所有物を手放せば、所有者としての思いは消えるでしょう。非執着という原理を理解しなさい。

あなたは夢を見ている間や熟睡している間においても、執着心や何かに取り込まれている、という思いを抱いてはなりません。もしあなたが目覚めている間に何かに執着すれば、それはかすかな姿をとって夢の中や熟睡時にあらわれるのです。DBGp76

 人類を縛っている一番大きなことは、人類が自分の本質を知らないということです。人が自分自身を真に知らない間は苦しみから逃れることはできません。人が苦しみを持っている限り、至福を味わうことは出来ないのです。SSN夏95p2

 楽しみと苦しみは常に同時にあり二つを分け隔てることは不可能です。誰もそれを出来ません。もしあなたが苦しみから自由になれるとしたら、それは喜びであなたを満たすことなのです。ＳＳＮ夏95ｐ３

苦行とは自分が神と別れてしまっていると感じるときの辛い気持ちのことです。神と別れているという苦しみがあれば、何時どこにいてもそれは苦行をしているのです。

 苦しみを感じながら神を熱烈に求めていけば､三つのグナの魔力に捕らわれなくなります。その時、三つのグナは融け合って一つになります。～それが出来れば､言葉に尽くしがたい大いなる悦びがやってきます。本当の苦行とは､三つのグナが融け合って､永遠の悦びとなることを言うのです。～そうなれば、どんな苦しみも悦びに変わります。生命の力と精神の力を、苦行と悦びに変えることが出来るのです。SGc11

 私のものという気持ちのあるところに苦しみが起こります。その気持ちが無ければ何ものにも捕らわれることはないし、苦しむこともありません。束縛、苦しみ、悲しみのすべては、私、私のものという気持ちからおこります。～この世のものを捨ててしまわなくても良いし､行為を止めてしまう必要もありません。執着を捨て、世間と自分の行為に対する執着を捨てればいいのです。SGc12

 あなたは私が理由もなくあなたに痛みを与えると思いますか。あなたが今楽しみに対して心を開いているように、痛みにも心を開きなさい。というのもその痛みは私の意思であり、あなたのために私が与えたものであるからです。痛みを歓迎することをあなたの課題としなさい。

それから逃げてはいけません。内を向いてそれに耐え、そこから恩恵を受ける力を引き出しなさい。それらは全て私が計画したことなのです。願いが叶えられないという苦しみを経て、私の声を聞くことを切望するようにあなたをし向けているのです。私の声が聞こえれば、あなたのエゴや心も消え去るのです。サイババと精神科医c16



　＊国を守る

人々は今、国を守ることについて議論を交わしています。実は国を守る必要はないのです。もしあなたが、真理とダルマを重んじれば国は自動的に守られるのです。SS12/1993p, 314

  バーラタの統治者たちは、王位に就くために暴力や不正な手段に訴えたことは決してありませんでした。「サティヤム ヴァダ、ダルマム チャラ」（真実を話し、正義に従う）。これは古のバーラタ人の二つの基本的な教義です。彼らはその二つを自分の二つの目と見なしていました。今日では、その規則は逆になっています。「真実を葬り、正義を封じる」となっているのです。今は偽りの時代です。非正義が主だった道徳律となっています。こうした傾向のせいで、今日のバーラタは無秩序の餌食となっています。

　一人ひとりが、真理と正義を実践し、真理と正義を守るべきです。これはバーラタの国民一人ひとりが必ず果 たさなければならない義務です。これはバーラタの国民一人ひとりが国家にしなければならない奉仕です。国は武器や最新の兵器によって守られるものではありません。もし、人々が真理と正義を保護するなら、真理と正義が国と世界を守るでしょう。23/11/94

     サティアとダルマ（真実と正義）はインド文化の最もすばらしい特徴です。もし、この２つが守られるなら、国は堕落から免れることができます。もし、皆さんが自分の国を守りたいのなら、軍隊に加わり戦う必要はありません。皆さんが生まれながらにしてもっている真実と正義が保護されるなら、それ自体が国を守ります。戦争で敵を殺すことは偉大なことではありません。まず第一に、皆さんの中にある真実と正義を守りなさい。国は自動的に守られるでしょう。

    インド文化は「サティアム ヴァダ」（真実を話すこと）と「ダルマム チャラ」（正義を実践すること）を奨励しています。ねばり強くこれを行えば、皆さんは偉大な英雄になるでしょう。あなたがサティアとダルマを守るなら、その見返りに神があなたを守ってくれます。神を礼拝し、神の恩寵を手に入れようとする代わりに、もし、あなたが真実と正義を守るなら、神はあなたの国だけではなく、世界全体をも守ってくれます。真実はあなたの命の息吹そのものです。正義はあなたの鎧です。ですから、真実を守り、正義を育みなさい。それで十分です。真実と正義は切り離すことはできません。片方なくして、もう一方が存在することはできないのです。6/9/04



    ＊グニャーナ

    現代人は、肉体の姿だけに重きを置いているため、自分の本性を認識できずにいます。人間は推論する力を失ってしまいました。自分を人間と呼ぶからには、人間らしさの独自性を認識することは、人の義務です。人は、ただ単に人間として生まれたから、あるいは、教育を身に付けたからといって、人間と呼ばれることはできません。実際、学位には真の人間らしさは見つけられません。鳥や獣でも、芸を教えられれば、人間のまねをして素晴らしい芸を演じることができます。ただ単に美辞麗句を連ねること、聖典の言葉の引用を人に話して聞かせることで満足しているのは、人間として誉められたことではありません。真の人間らしさは、生活の中で理想を実践し、他の人々に模範を示すことにあります。人に説く前にまず自分で実行していない人には、他人に理想を説く権利はありません。人間は計り知れない神聖な力を持っています。人間は、単に人の肉体をまとっている者（デーハダーリ）ではありません。人間は、ヴィグニャーナ（高次の英知）、プラグニャーナ（絶えざる統合意識）、スグニャーナ（識別する知識）を授けられています。それゆえ、人間はこれら知識の高次の形態を正しい道に方向付けることができるはずです。何よりもまず、人は「グニャーナ」の真の意味を理解しなければなりません。おびただしい数の本を読むことで得られる知識がグニャーナである、と考えている人々もいます。いいえ、そうではありません。真のグニャーナとは、人間の神我〔アートマ〕から出てくる知識です。それは、体験されるもの、他の人々に教えられるものです。最終的に、それは、自分は大きな恩恵を受けよう、悟りを得ようと、努めるようにさせてくれるでしょう。人は第一に「人間性」という言葉の重要性を認識しなければなりません。人間性は人の神我から現れ出ます。人間性は、教科書を読んだり他人の話を聞いたりして手に入るものではありません。11/4/05

    皆さんは、折に触れて新しい技術や仕事に適応する必要があるかもしれません。今、世界は驚異的な変化を経験しています。そういった変化の一切は、皆さんには関係のないことでしょう。とは言うものの、皆さんは世界中で起きている科学と技術の急速な変化に対処するために、現代知識の様々な部門を身に付けるよう求められています。けれども、それらは真のヴィッディヤー〔学識、高次の知識〕ではありません。真の教養とは、それによって人が自分の本性を悟ることができるものです。アヴィッディヤー〔ヴィッディヤーでないもの〕はアヴィッディヤーを生みます。ですから、世俗の教育を追及しても偉大にはなれません。人はヴィッディヤーとアヴィッディヤーを識別する努力をしなければなりません。ヴィッディヤーとは、人が論理的に考える力と識別力を深めて、真理を悟ることができるようにさせるものです。一方、アヴィッディヤーは、言葉を無分別に使ったり、無益な議論をしたりさせるものです。さらに、人は実践で得る知識を身に付けなければなりません。それによって体験を手に入れることができます。そうして得た体験は他の人々と分かち合うことができます。実践で得た知識と体験は、人に力を与えてくれます。けれども、その力を単なる身体的な力と解釈してはなりません。それは電線の中に隠れている電気エネルギーのようなものです。送電線の中に電気エネルギーが存在するように、人間の体の中にはエネルギーが隠れており、それは様々に現れます。そのエネルギーは、読むこと、書くこと、歩くこと、話すこと等といった様々な目的のために役立ちます。けれども、そのエネルギーには形がありません。にもかかわらず、そのエネルギーは頭から爪先まで人間の全身を巡っています。このエネルギーを引き出すことによって、アグニャーニ（無知の人）はグニャーニ（英知の人）となることができます。11/4/05



    ＊クリシュナ

実際にはクリシュナはいつ生まれたのでしょうか？　クリシュナはキリスト紀元前３２２８年７月２０日、午前３時に生まれました〔インドでは日の出とともに日付が変わるため、日本での日付は７月２１日となる〕。今年は２００１年ですから、今日クリシュナは５２２９歳を迎えることになります。吉祥なるシュラーヴァナ月の、バフラパクシャ（月が満ちていく２週間）の、アシュタミの日（月の相の第８日目）、ローヒニーの星の下、聖なる幼子は誕生しました。このアシュタミとローヒニーの組み合わせは、多くの驚くべき出来事を引き起こしました。11/8/01

    あなたは宇宙万物に対して、同砲意識と愛を培わなければなりません。全宇宙があなた自身の心とつながっているという確信を持ち、そのように感じるようでなければなりません。クリシュナ神はアルジュナに宇宙普遍相と呼ばれる神の普遍的な姿を見せました。私たちがこのことの意義を理解しようと努めれば、全宇宙が神に包まれていて、宇宙全体が神の中のみに存在することに気づきます。

　 アルジュナはクリシュナに何を見たのでしよう？　クリシュナの姿の中に、アルジュナは、すべての海洋と、すべての山々と、すべての生き物と、そして全宇宙を見ることができたのです。宇宙万物が神のみの中に存在しているために、宇宙は本質的には、神と同じものであるということになります。

　もしあなたが、クリシュナ神はあなたのものであると感じるとすれば、あなたは、神を自分の心の範囲内に閉じこめようとしているのであり、それは賢いことでもなければ、正しいことでもありません。正しい態度とは、あなたが神のものであると感じることです。もしあなたが、神はあなたのものであると感じているとすれば、それはまったくのエゴです。ところが反対に、あなたが、自分は神のものであると感じるのであれば、それは純枠な「パラ＝バクティ」、すなわち帰依心の高次の形です。KSH

　クリシュナは言いました。 「ラーデー、私は宇宙の主だ。何でも欲しいものを願いなさい。すぐにそれを授けよう」 ラーダーは答えました。「あなたから欲しいものはありません」 クリシュナは言いました。 「私の愛さえ欲しくないというのか？ 」 すると、ラーダーは「私は自分があなたを愛していることを知っています。あなたが私のものであることも、この先ずっと私のものであることも、永遠に私のものであることも知っています。あなたが私を愛していようと、愛していまいと、それは問題ではありません」 クリシュナは、初めてひざまずくと、母なるラーダーの手を取って言いました。「ラーデー、私は自分の全創造において、今、初めて自分の帰依者からあるものを受け取った。それは無条件の愛である」 と。  サイギリダール氏へのインタビュー



    ＊クリスマス

飲酒は非常に破滅的で有害な習慣であり、いったんボトルを取り出すと、人はそのボトルに捕えられて逃げ出せなくなります！ 最初は人がワインを飲んでいますが、やがてワインがもっともっととワインを飲み始めます。そして、ついにワインが人を飲み込んでしまうのです！ 人は飲酒に溺れて沈んでしまいます。酒は人の人間性を破壊します。そうであれば、どうして酒に人の神性を育むことなどできますか？ 人は神の祝福の中で踊るべきです。そうする代わりに、人はその有毒な代用品としての官能的なダンスにふけっています！ あなたのハートを清らかにし、あなたの行為を聖なるものにし、あなたの感情をすべての人のためになるものとしなさい。これこそが、キリストの誕生を祝う一番の方法です。24/12/72



    ＊グル

すべてのグルと呼ばれている人を誠実という試金石で試しなさい。単に言葉の上だけではなく、実際の行動上で各々がどれくらい煩悩を捨てているか御覧なさい。試した上で、彼らの忠告を受け入れ、それをあなたの日々の行為に取り入れなさい。重要なことは、実践であって学識ではありません。真善美pt2p115

    すべての人は、あらゆる場面で、次のように考えていかなければなりません。

「私は動物ではない。私は悪魔ではない。私は人間である。私は人間らしく振る舞っているか？ それとも、動物の性質や悪魔の性質を示しているか？」

この種の内省を実践するなら、他にグルを探す必要はありません。その秘訣を知った瞬間にマインドがグルになります。皆さんには教科ごとに別の教師がいますが、「マインドを支配している者」は、他に教師を必要としません。どんな仕事をするときも、それを行う前に識別力を用いなければいけません。1/12/84



    ＊苦しみ

    私たちは生命のこの世における滞在期間中、自分は神であるということを充分に感じながら生きなければなりません。わかりやすくいうならば、もしあなたが探求するならば、苦しみが入り込む余地が無いことがわかります。いかなる悲しみも入り込む余地はありません。

   実際、至福はあなたの中にあります。物質的世界と感覚的喜びのために、あなたは不幸になっているのです。あなたは得をしても損をしても、また幸せでも不幸せでも心の平静を保つべきです。私たちの心は喜びや苦しみに反応します。自分たちの欲望が満たされないとき悲しくなります。そして、その欲望が満たされたとき、あなたは至福に浸ります。決してあなた自身を喜びや悲しみの奴隷にしてはいけません。あらゆること、そしてあらゆる目的には真理の原理が働いているのです。真理の点からあらゆるものが創造されるのです。あらゆる創造物は真理に帰融します。15/7/01

    私たちは、この世であらゆる苦しみと悲しみを目撃します。しかし、そのどれ一つとして永久に続くものはありません。どんな苦しみの日々も、必ずその後には喜びがやって来ます。喜びの体験は、先立つ苦しみによって純化され、いっそう強められるのです。金をるつぼで溶かして精錬するように、苦しみは後に続いてやって来る喜びを神聖化します。1/1/98

    人間性とはすべての行為の結果を放棄することにあります。人に苦しみをもたらすものは、結果への期待です。人が被るこうしたあらゆる苦しみは、神によって与えられたものではありません。それは自分自身の愚かさの結果です。起こることはすべて自分にとって良いことだと考えるようにしなさい。そうした前向きな思いで人生を歩むなら、悲しみが隙き入る余地はなくなるでしょう。15/1/08

    問題が起きたとき、問題のことを考えてはなりません。ただ『これはすべてアニッ ティヤム(非真実)だ。それはこの世の次元に属していることだ。私はこれをすべて超 越している』と考えなさい。そして、私の名前を唱え続けなさい。そうすれば、私はそ れに立ち向かう強さをあなたに授けましょう。ラニマーへのインタビュー

    私たちは、この世であらゆる苦しみと悲しみを目撃します。しかし、そのどれ一つとして永久に続くものはありません。どんな苦しみの日々も、必ずその後には喜びがやって来ます。喜びの体験は、先立つ苦しみによって純化され、いっそう強められるのです。金をるつぼで溶かして精錬するように苦しみはその後にやって来る喜びを神聖化します。1/1/98

    すべての人は真理を起源としています。人は真理によって維持されています。そして、人は真理に帰融します。人は真理の化身です。すべての人が真理を認識するなら、全世界に真理が浸透するでしょう。今、人が探し求めるべきものは喜びではありません。また、悲しみが人の目標なわけでもありません。人は喜びや苦痛の原因を自分の支配下に置くべきです。喜びよりも苦しみが人の英知を呼び覚ますのです。もし、偉人の生涯を研究するなら、困難と苦しみから英知を見出したことがわかるでしょう。悲しみがなければ英知はもたらされません。苦しみこそが、人に多くの賢明な教訓を与えてくれるのです。

   この深遠なる真理を悟ることなく、人は際限なく喜びを追い求めています。人が幸せになる必要があるのは当然のことです。しかし、幸せはどのようにして得ることができるのでしょうか？ 人は、悲しみを克服して、初めて幸福になることができるのです。ですから、人は誰もが、幸福を迎えるのと同じ気持ちで悲しみを歓迎すべきです。1/1/98



    ＊車

あなたはいつも神を思いながら、そして、もう一つ、死という事実も頭に入れながら生きていなければなりません。体は車であり、あなたはそれに乗って死へと向かっています。車に乗っているとき、あなたはいつ死と対面してもおかしくありません。木、トラック、水路、ぬかるみが死をもたらすこともあります。死というものを覚えておきなさい。時間は毎瞬失われていくということを覚えておきなさい。そうすれば、あなたは、だらだらとおしゃべりをしたり、無駄に物事を追い求めたり、悪ふざけをしたり、品のない娯楽に興じて時間を無駄にしようとはしなくなるでしょう。同じ道にいる他の人たちが何か必要としていないかどうか十分注意を払いながら、車に乗って慎重にゆっくりと進んでいきなさい。貪欲に他の車を追い越そうとしたり、スピードを競ったりしてはなりません。車と道に設けられている制限を知りなさい！ そうすれば、事故に遭うことはなく、あなたの旅は、あなたにも、あなた以外の人々にとっても、幸せな体験となるでしょう。26/19/63

人間の体は大きな目的のために与えられています。それは内なる神を悟ることです。もし、よく走る完全装備の車を持っているとしたら、あなたはその車をガレージにしまったままにおくでしょうか？ 車は本来、出かけるためにあります。車に乗って、出発しなさい。それでこそ、車を所有している価値があるのです。これは体に関しても同じです。ゴールを目指して前進しなさい。ゴールに到達するため、進んでいくために、体、五感、理智、心（マインド）という道具の使い方を習得しなさい。20/6/66



    ＊経営

お金それ自体を目的として追求することは、人々をひどく貪欲にしてしまいます。多くの農民が、もっとお金を稼ごうとして現金作物に転換しています。これは私たちが担うべき経営の類ではありません。私たちは「人間経営」（マン・マネージメント）に関わらなければいけません。人間の真の研究対象は人間です。人は、思考と言葉と行動において純粋であることを学ぶべきです。これは最高の美徳です。私たちには、スローガンを書く専門屋、演壇で演説をぶる人、イエロー・ジャーナリスト〔低俗で感情や情欲を煽り立てることを書いて読者の目を引こうとするジャーナリスト〕は要りません。私たちには、高潔さと人格を具えた経営者と指導者が必要です。経営学の学校が目的とするのは、そのような指導者たちを生み出すことであるべきです。それらの課程はインドの文化と価値観に基づいたものであるべきです。

製造、経理、財務、人事といった他の経営の側面に関する課程と共に、私たちは「インド的エートスと価値観」の課程を持つべきです。私たちは国が根本的に必要としていることに集中すべきです。目的を果たすためには、私たちのプログラムは自分たちの人材と実務能力に基づいたものであるべきです。さらに、私たちは、霊性を伴う道徳をビジネスや他の領域に結び付けなければなりません。

世界には数え切れないほどの経営学の学校があります。そこでは経営学修士号（ＭＢＡ）が与えられます。私はこれがインドにとって相応しい課程であるとは考えていません。ＭＢＡの代わりに経営科学修士号（ＭＢＳＣ）を与える国もあります。私たちの大学では、人間経営学修士号（ＭＭＭ、マン・マネージメント修士号）とすべきです。私たちの学生は、幅広い視野を養い、誠意と献身をもって社会に貢献できるよう備えるべきです。そして、道徳的な模範となり、国の発展のために働き、貢献することによって、国に名誉をもたらさなければいけません。21/8/86



    ＊計画

永遠なる果実にいつも集中していなさい。それは普遍的で、霊的なものです。それより劣る目標を追いかけてはなりません。世界にダルマを復興するための神の計画に沿うように、心を活用しなさい。あなたの取るに足りない知性を使って、いったい何が計画できますか？4/10/62



    ＊刑期

    クリシュナは自分の住まい〔肉体〕を発つとき、ダルマラージャに、喜びや悲しみにさいなまれたときに読むようにとメモを渡していました。そのメモにはこう書かれていました。

「これは長くは続かない。これは心の動揺を静める一つの方法です。人は刑に処せられてこの世にいる」

この世での生活を自分に課せられた必須の義務であるとしてとらえなさい。今、あなたは過去生で犯した罪のために、刑に処せられてこの監獄にいるのです。料理、水くみ、薪割りなど、総監は様々な義務を課します。あなたは自分に課せられた仕事を何の見返りも求めずに、自分の能力の最善を尽くして行わなければなりません。もしあなたが良く振る舞い、問題を起こさず、異議を唱えることなく自分に課せられた義務を行えば、何日か刑期を減らされて、この人物は信頼できる善人であるという証書と共に、はやく釈放される可能性もあります。そうした態度は、あなたに無私無欲の行為（ニシカーマカルマ）の実践を授けます。これは五感を抑え込むのに大変役に立ちます。26/10/63



　＊芸術

今日芸術という語は真の意味を失いました。真の芸術は、ハートの発露でなくてはなりません。芸術的表現はハートにあるものを表現しなくてはなりません。音楽、絵画、ダンスなどの全ての芸術は、神聖な行為として培わなければなりません。17/11/95



    ＊携帯電話

今、どこを見ても、人々は映画やテレビ番組を見たり、映画音楽を聴いたりして時を過ごしています。その上、性別や社会的な地位にかかわらず、ほとんど誰もが携帯電話を使っています。人々は携帯電話で誰かと話すことで多くの時間を無駄にしています。見ず知らずの人とさえ話をしています。娯楽メディアの激増と分別のない携帯電話の使用のせいで、人は自らの価値を失ってしまいました。携帯電話の悪用で、人は頻繁に深刻な問題に陥っています。特に若い世代がそうなっています。携帯電話は、ほとんどの場合、適切な使い方をされるよりは、悪用されています。

私は皆さんに、特に青年男女に対して、自分の携帯電話の番号を人に教えないよう忠告します。人に教えると大きな危険に直面することになるからです。携帯電話の使用は避けるようにしなさい。たとえ携帯電話を買ったとしても、分別なく人に番号を教えてはなりません。中には絶えず何時間も携帯電話で話をし続けている人たちもいます。これはまったく間違っています。そうすることで、皆さんは罪を犯すことになります。一度人に携帯電話の番号を教えてしまえば、人はあなたに電話をかけてきます。あなたは最初はそれを嬉しく思うでしょうが、しばらくすると、相手は頻繁に電話をしてくるようになります。それによって不必要な接触がなされるようになります。最終的に、電話の相手はあなたを誤った方向へと引き込み、あなたの人生を駄目にしてしまいます。初め、相手は「私はあなたの友人だ」と言ってきますが、友人関係はだんだんと恋愛関係を築くことへと通じていきます。あなたは惑わされ、ついには厄介な問題に陥ることになるのです。ですから、そうした不必要な接触に付け入る隙を与えてはなりません。いつも神の御名を黙想しているか、良い本を読んで時間を過ごすようにしなさい。22/11-09



    ＊劇

あなた方が心に留めておかなければならないことは、今も、そして、将来も、困難がスワミに影響を及ぼすことはできないということ、そして、すべては私の劇の一部であるということです。

神にはこうしたことも起こります。それらは来ては去ります。私はそれらに注意を払いません。神はどう働くかということを示すもう一つの例があります。私がこれほど長い間ここに立っているという事実、それ自体が奇跡です。両脚は限界に来ています。かなりの痛みがあります。しかし、あなた方に話をする喜びに浸っている時、私はその痛みに気づきません。それと同じように、あなた方も、あらゆる困難や苦しみにある時、それらから心をそらさなければいけません。この教えを説くために、私は今日あなた方に話をすることにしたのです。26/8/88



　＊解脱

あなたは解脱への扉をたたいているのか、それとも執着への扉をたたいているのか。奥に神がいる扉をたたいているのか、それとも悪魔が潜んでいる扉をたたいているのか。一体誰のところに行きたいのでしょう。誰に救いを求めているのでしょう。誰よりも思いやりのある人、人間の姿でやってきて自ら模範を示している人に求めているのでしょうか。宇宙の母に願っているのでしょうか。

  宇宙の母に食べ物を求めているのか、悪魔に求めているのか、どちらなのでしょうか。皆さんは神様の方を見ているようでも、神そのものを求めてないのです。確かに神様に祈ってはいます。ところが皆さんは取るに足らない物質的なものや、世間のことばかり願っています。願いがかなう木の下にいて、わずかばかりのインスタントコーヒーの素を願っているのです。願いがかなう木に向かって、すべてを超えた摂理を求め、永遠の悦びに満たされるように祈らなければなりません。SGc5c23

 あなたは光です。それと同じ光が、他の人の中にもあることが実感出来るでしょう。意識が肉体から離れ、あなた自身が光そのものとなります。それが解脱です。CWSSBJp260

   誰もがムクティ（解放、解脱）を求めています。いったい誰のために、ムクティは求められているのでしょうか？ 体のためですか？ あるいは、心のため、知性のため、感覚のためですか？ こういった問いが検討されるなら、最初に出てくる答えは、ムクティは心と知性と感覚のために手に入れなければならない、というものです。

    人はまず、心の気まぐれから自分を解放しなくてはなりません。病気から解放されることは、ムクティの一種です。人はさまざまな困難のために心の平安を失っています。その状況を克服して、心の平安を手に入れることは、別の種類のムクティです。飢えの苦痛を取り除くために食物をとることも、また別の種類のムクティです。日常生活の試練と苦難を取り除くことも、ムクティの別の様相です。これらあらゆるムクティは、人間が生きている間に手に入れなければなりません。ムクティは死後に獲得する境地だと想像することは間違っています。

    今、手に入れるべき種々のムクティは、体と関係しています。それらの悩みの種は、人が体に執着している限り在らざるを得ません。それらはすべて、人間の中にある「ネガティブ」な思考から生じています。人が求めるべきムクティは、心の平安です。もし平安が得られれば、簡単に他の一切を手に入れることができます。平安はどのようにして得られるでしょう？ それは神を敬う生活を送ることによって得られます。

   もし、ハートが「ネガティブ」な感情に満ち、マインド〔心や頭〕が「ネガティブ」な思考でいっぱいなら、どんな形の礼拝も役に立ちません。マインドが「ネガティブ」な思いでいっぱいであれば、目や耳や舌といったさまざまな感覚器官によって行われる行為は、すべて汚されます。人間の中の六つの邪悪な性質――情欲、怒り、貪欲、妄想（愛執）、高慢、嫉妬は、深く根を張っている人間の敵です。これら邪悪な要素を取り除いて、そこに良い性質を据えつける唯一の方法は、プレーマ タットワ（愛の原理）を育てることです。ハートが愛で満たされていれば、行うことはすべて「ポジティブ」〔肯定的、陽性、プラス思考、前向き〕なものになるでしょう。あらゆる善い行いは愛から生まれます。サット・チット・アーナンダは愛から生じます。慈悲と優しさは愛から生まれます。あらゆる崇高な人間的価値は、愛にその起源があります。もし愛に満ちあふれていれば、その人は他の霊性修行や儀式的礼拝を行う必要はありません。25/2/98

  解脱は、天から降るものではない。解脱は黄泉の国にあるのでもなく、地上にあるのでもない。それはハートに結び目を作る欲望を除去することによってのみ得られる。～全ての欲望を完全に除去することは不可能です。しかし欲望を必要最低限に抑えなさい。欲望を持たぬ者こそ最も裕福です。常識的な身の回りの必要をまかなう程度の稼ぎは必要ですが、過剰の富は望ましくありません。24/3/93

 解脱の世界に行くには､神の恵みがどうしても必要です。～神の恵みに加えて､自分自身の内なる魂の恵みも必要です。贈り物をあげようと人が思っても、もらう側に受け取る能力が無ければなりません。解脱の世界に進むためには、神の愛と共に、皆さんの修行の成果が現れていなくてはなりません。この両方があってはじめて解脱に達することが出来るのです。SGc23

 村への奉仕をシュリラーマへ捧げる奉仕と見なす時、あなたが得る安寧は経済的にも社会的にも道徳的にも霊的にも高められます。其の時あなたは、特に解脱を求める必要も無くなるのです。村への奉仕それ自体が解脱を保障します。この真理を心に刻み、それに従って日々の生活を実践しなさい。16/2/92

  解脱とは特別に手に入れなくてはならないものではありません。サンキヤダルシャナは、実際解脱に達するために特別の努力は要らないとはっきりと宣言します。人が自分の真実の相を実感認識する時、彼は解脱します。モハ（迷い）をクシャ（滅ぼす）ことがモクシャ（解脱）です。数からみればサンキヤダルシャナは２４の面と神我（プルシャの面）と説明します。真実を極めることが出来るのは、彼がこの２４と２５を越えて上位の心に達する時です。それは神の心であり、神聖です。この段階から照明された心に行くことが出来ます。そこではより上位の心のみを見、他のものは見えません。SS10/93

 人々は解脱について話します。彼らは何から自由になりたいと願っているのでしょうか?家族からですか?富からですか?それとも地位からですか?それらから自由になることはたやすいことです。しかし、解脱とは、身体を自分とみなすことから解き放つことを意味します。身体は単なる道具であり、真の我ではありません。22/10/95

    ダルマ、アルタ、カーマ、モークシャ（人生の四つの目標、プルシャールタ）という人間の責任を果たすためには、健康が不可欠です。最初の三つ、ダルマとアルタ〔富〕とカーマ〔欲〕はこの世に属しています。しかし、モークシャ、すなわち解脱は、この世を超越した世界で訪れるものです。人生の第一の目的、あるいは目標は何でしょうか？ それはカイヴァッリャ、すなわち解脱です。解脱は人間の目標であり、運命であり、人間という存在の神秘そのものです。あなたは重要な地位に就いて、自分が夢見ていた以上の富を得て、責任と権威を有しているかもしれません。しかし、あなたが自分の目的地に到達できない限り、それらは無益です。8/10/83

    解脱を得るための修行は次の三つよりなります。欲望を捨てること。心を無くすこと。絶対実在を理解すること。三つのうちどれか一つだけでは、十分ではありません。本能と衝動は非常に強く、ちょっとやそっとでは鎮まりません。それらは感覚を活発に貪欲にし、人をますます束縛するのです。従って感覚と感覚の背後にあって、それらの活動を促すものを、昇華し征服しなさい。

 心があなたを支配することの無いように、克己心、理性、識別心を培いなさい。心を克服することは、英知の曙の先触れです。感覚はいつ何時、再び鎌首をもたげてくるか分からないのです。特に世間に出て、人と交わる時にはその危険が高いのです。JV

 アートマン、ブッディ、こころは三位一体です。三つが一つに結びついた意識は、わたし、わたしのものという観念を超越します。それを称してアハムと言います。アハムとは意識という意味です。アハムはアートマンの中に微かな実体として住みます。アハムが姿を持つ時、アハンカーラ(小我)となります。アハムとアハンカーラは違うのです。それを理解しなさい。

  アハムを肉体と同一視することによってアハンカーラ（小我）即ち（私、私もの）の観念が生まれます。アハムはアハンカーラを超越します。真我を肉体と同一視することが無くなれば、ヴェーダの大格言アハムブラムマーシミ（私は、ブラフマン）の境地を理解することが出来ます。ブラフマンとアートマンは同一のブラフマンであり、生きとし生けるあらゆるものに遍満する普遍意識をさします。

身体の内にある意識がアートマンであり良心と称されます。良心と普遍意識の違いに注意しなさい。良心は普遍意識を反映しているのです。良心，換言すればアートマンが身体を離れる時それは普遍意識に帰滅し、溶け込んで一体となります。この過程は気球の中の空気が外部の空気にとけこんで一つになることになぞらえられます。これは、多が一に溶け込む過程です。個人の霊はブータアートマであり、遍満する神はパアラアートマです。一つの身体に閉じ込められた神霊は，気球の中に詰められた空気に例えられます。

 個人の霊が肉体への執着を捨て普遍的な愛をつちかう時、身体という制限を越えることが出来るのです。それは広大で無限の愛と一つになります。この帰融を、ムクティ、モクシャ、解脱と称します。最高のこの境地をあらわす正しい呼称はサユージャム（普遍との一体）です。それは川が本来の源である大洋に流れ込んで大洋と一つになることに例えられます。

 ひとたび普遍意識に溶け込んだなら、もはや後戻りすることはありません。個人の霊は普遍となりました。それは、一滴の雨水が大洋に落ちて大洋と一つになることに例えられるでしょう。個人の霊が身体にしがみつき、普遍と分離している限り、生死の輪廻からまぬがれることは出来ません。しかし分離感を捨て、遍満する太霊と一つになるならば生死の輪廻に巻き込まれることはもはやないのです。2/3/92



　＊解脱した魂

神性をそなえた人はブラフマーシュタ，即ち内在のアートマンを憶念してアートマンの至福を享受し、善行をなして生活の一瞬一瞬を神聖化する人です。かれは同一のアートマンが一切のものの内に内在の神我アンタラアートマとして存在することを認識し、利己的な思いを捨て至福に満ちた生活を送る人です。かれは、ブラムマニャーニ、換言すればアートマニャーニ、解脱した魂の持ち主です。

 彼は他の人を尊敬するということは至高の神を尊敬することであり、他の人を傷つけることは、即ち至高の神を傷つけることであるとの真理を自覚しています。このような人は人間の肉体を持って生きつつ、神性さをも体現している人です。25/12/p95

 生きながら解脱した人は、如何なる人にも、如何なるもの、執着を持ちません。執着されることもありません。彼は陽が沈めば静かに横になって休みます。彼は人に認められようとせず。また認められることを避けようともせず、人知れず、人に気づかれず、群衆に交じって生活しています。UVc12

  知性の浄化された人は、鏡を見るように、この世にアートマンを見ることができます。創造主、ブラフマンは、英知を求める者が知ることが出来ます。また、ブラフマンは、そこに到達しようと欲する者が到達することが出来ます。英知を得た者は、ブラフマンを観ることにより解脱します。

 しかし修行をしてブラフマンに到達しようとする者は、死後、ブラフマローカ、ブラフマンの世界へ行きます。彼は、ブラフマローカでヒラニヤガルバ宇宙卵に融合し、ブラフマ神の一代の終わりにヒラニヤガルバと共に解脱します。UVc3

    人類を向上させるために神から遣わされた聖なる救い主たちは、神の本質と完全に一つになっています。彼らは、体験を通して神の荘厳さの本質を知っているのです。彼らは、自分自身の存在の三つのレベルにおいて、はっきりと神を見ています。彼らの肉体からは、神の愛があふれています。彼らの心は、神の愛がほとばしり出ている川です。彼らは絶えず、神の無限の広がりである純粋な愛という究極的な意識に憩っています。SIK　P.106

解脱には三種類あります。サマーディ(三昧)の一種の中で経験されるもの。それから霊性修行をしている人が、突然、稲妻の光のように、明瞭な真理のヴィジョンを見るもの。しかし、そのヴィジョンは徐々に消えて行き、再び普通の生活に戻ります。完全に全託しなければ、解脱が永続する事は出来ません。サイババとの会話p28



    ＊決意

決意すべきことを決意したら、 成功するまでそれにしがみつきなさい。望むべきことを望んだら、望みがかなうまでそれを手放してはなりません。求めるべきことを求めたら、それが得られるまであきらめてはなりません。 考えるべきことを考えたら、 成功するまでその考えを捨ててはなりません。 柔らかなハートをもつ神は、あなたの祈りに負けるに違いありません。 不屈の精神をもちなさい。粘り強くありなさい。 決してあきらめてはなりません。 なぜなら、自分の決意を撤回したり弱めたりすることは、 帰依者の性質では決してないからです。19/8/06



    ＊血縁関係



母親は体力がある限り子どもを養います。子どもも同じように自分の母親を養うべきです。神は、お互いを養い育むために、私たちに人間としての生を授けました。兄弟姉妹といった血縁関係は何のためにあるのでしょう？ 資産や財産分与のためだけにあるのではありません。これらの血縁関係は、愛を育むため、そして、互いに愛を分かち合うためにあります。愛を互いに分かち合う人が、真の血縁です。愛を失ったこの世の血縁関係は無益です。

    丈夫で力のある人は、弱く無力な人を守るべきです。だれか困っている人を見かけたら、その人に思いやりを示し、涙をぬぐってあげるよう努めなさい。これが真の慈愛です。このような慈愛は正義です。それは愛です。私たちが自分の愛を拡大したとき、全世界に幸福をもたらすことができます。ですから、愛を育みなさい。もし貧しい人や病人、困っている人に出会ったら、何であれあなたができる援助を施しなさい。あなたがそのような人々に助けを差し伸べるとき、神は神の愛をあなたに降り注ぐでしょう。神はすべての人間の内に、愛という姿で存在しています。この愛を無駄 にしたり誤用したりすべきではありません。今日、私たちは勝手気ままにあらゆるものに愛を示しています。好ましくないものを愛することによって、私たちは誤った道をたどり、惨めな状況に陥ります。

    外の人には大きな愛を示すけれども、家の母親や父親には同様の愛を示さない人もいます。まず両親を愛し、それから他の人を愛すべきです。しかし、愛を友人や血縁のみに限定せず、すべての人を愛すべきです。そうして初めて、神は神の愛を降り注いでくれるでしょう。道で困っている人や怪我している人を見たら、知らん顔をしてはなりません。どれほど緊急の仕事があったとしても、そうした人の苦しみを取り除くよう努めるべきです。そうすれば、神が自ら直接私たちにエネルギーを注いでくれるでしょう。神よりも大きな愛を与えられる者はこの世にいません。

    私たちはただ神の愛を得るために、バジャンや奉仕活動を行います。神の愛は私たちを大きなエネルギーで満たします。このエネルギーを与えられるのは神のみです。ですから、神を愛し、まさに神の子どもたちである万人を愛しなさい。孤児になる子どももいます。皆さんは孤児たちの苦しみを軽減させるべきです。そうして初めて、皆さんの人間としての生は価値あるものになります。困っている人を見て、何の思いやりも示さずに立ち去ったとします。これより大きな罪はありません。その翌日、あなたが困難に陥るかもしれません。そのときあなたの友人たちは同様にあなたを無視し、あざけるでしょう。それゆえ、他の人を愛し、他の人の愛を受け取りなさい。慈善と親切はダルマ（正義）の重要な一部分です。27/1/07



    ＊ケーララ州

今回、私は必ずケーララ州に行きます。そればかりでなく、今年から、ケーララ州は科学とテクノロジーの分野で発展するあらゆる機会をもつことでしょう。人々は、カルナータカ州とアーンドラ プラデーシュ州のみが科学とテクノロジーにおいて進歩しているという印象をもっています。しかし、ケーララ州はそうした州を追い越そうとしています。この点に関して、（ケーララ州の）首相さえもが、必要とされるあらゆるサポートを行うことを約束しています。ケーララ州は高貴な立場を与えられることになるでしょう。バーラタ（インド）の文化は、「真実を話し、正義を実践する（サッティヤム ヴァーダ ダルマム チャラ）」ことを強く勧めるものです。ケーララ州は、真実と愛、そして正義の地です。だからこそ私は、今年必ずケーララ州を訪れるつもりです。ケーララ州の人々は優しい心の持ち主です。彼らは愛にあふれています。政治の世界では、言っていることと行っていることが異なっています。霊性は、思いと言葉と行動の一致を強調します。まもなく、ケーララは理想の州となるでしょう。ケーララ州は多くの点で一位 に立ちます。モンスーンさえも最初にケーララの地に訪れ、そのあとで他の州に広がっていきます。そのような地は、神にとってもいとしいものです。人は神の臨在をケーララの地で体験することができます。21/8/02



　＊結婚

結婚はあなたの人生そのものであり、終生共にすべきであって２、３日や２，３週間また、２，３年一緒に生活すればいいものではありません。結婚はその人の人格を意味します。結婚は、上着を着替えるように、伴侶をころころ換えてはいけません。永遠に結びつくべきなのです。JTG Part2p248

 結婚はダルマにもとづく生活を追求する為にあるのであって、世俗的な楽しみの為ではありません。もし世俗的な楽しみが結婚の目的ならその辺りの野良犬と同じです。それを幸せというのですか？SS5/1996p21

 昔は結婚の縁組を決める前に家系の履歴を十分調査しました。しかし今日ではそれらの要素は無視されています。人々はドッグショウでは犬の血統に興味を示すのにもかかわらず、結婚に際しては家族の背景に関しては無関心です。血統に関する無関心さは、多くの結婚が短い期間に終わってしまうことの証明になります。このようなことがあってはなりません。結婚相手は一生変わらぬパートナーでなくてはなりません。18/12/95

 今日自分の伴侶を選ぶには、まず外面的な美しさや姿を考慮します。次にくるのが経済状況です。どれほど金持ちか？どれだけ稼いでいるか？どれほど教育を受け家族の社会的地位はどの程度か？というものです。外見の虚飾やみかけをもとにして結婚生活を始めると，惨めで破壊的な結末が待っているのです。家庭は、このような貧弱な基盤の上に築くと安定的な家庭生活は望めません。

  重要なことは伴侶になる人が良い性格を持ち，辛抱強く、忍耐を持ち、奉仕の精神を伴った理想を持っているかを見なくてはなりません。美しさが年を経るに連れて陰り始め、金銭も底をついてくると家族の結びつきも弱くなります。SSvol8p266

 近い親戚と結婚してはいけません。血のつながっていない家族と結婚すれば、聡明な子供が生まれるでしょう。近い親戚と結婚するならば、健康に問題がある知恵遅れの子供が生まれる可能性があります。その家族の家系全体がある特定の病を持っているところや、無神論者が複数いる家庭の者と結婚してはなりません。PN

 あなた方（若い女性）ほとんどは、結婚して家庭を持ち、守るという重要な責任を負うでしょう。それはとても価値のある仕事なのです。あなたが他人に対する好きや嫌いという感情をコントロールし、犠牲と奉仕の精神をそこから学びなさい。あなたが義理のお母さんに対して怒りを向ければ、それはあなたが将来、自分の義理の娘から同じようになって返ってくるということを忘れてはなりません。

  義理のお母さんの考え方を理解するように努めなさい。義理のお母さんの方が先を読んでいるかもしれないのです。あなたより多くの経験があって責任感があり、他の人々のいろいろなことについて、あなたより知識があることも考えられるでしょう。SSSvol3p69

 娘の結婚は適齢期になれば､粛々と執り行わねばならない。適齢期を逃してからでは遅いのです。子供達は、両親が老いるまでに結婚しなければならない。両親が六十才を過ぎ､未婚の子供が家にいるのは、両親にとってとても負担な事なのだ。昔は、娘が十三から四で嫁に出したものだ。それが良い考えかどうか私に問うならば、私はそれは良い習慣だと答えるでしょう。OTYRTNp117



    ＊欠点

あなたが嫁いで行く夫の家は、あなたにとって良い霊性修行の場です。姑等に欠点を指摘されてもカッとなってはいけません。自らの行いを振り返り、自分のどこが悪かったかを考えなさい。

  内省は、自己改善と平安への第一歩です。他人の欠点を大袈裟に捉えずに、取るに足らないものと大目に見なさい。逆に自分の欠点は大きなものと見て、すぐにそれを無くすように努力しなさい。欠点を指摘してくれる人は皆、あなたの友人か好意を寄せてくれている人とみなしなさい。なぜなら、彼らはあなたの欠点がもとで、大きな問題が起こる前にそれを、警告してくれているのですから。SSSVol3



    ＊権威

今、豊かさは増しましたが、人間はますます欲深くなっています。その結果 、人は人間本来の性質を忘れてしまいました。正しい方法で稼いだお金が必ずしも幸福をもたらすわけではないとしたら、どうして不正な手段で手に入れたお金で幸福を得ることを期待できるでしょう？　ですから、決して過大な富が平安や幸福をもたらすことはできないということを理解するようにしなさい。もし、あなたが多額の財産をもっているなら、他の人を助けるためのよい活動にそれを差し出しなさい。そうすることで、あなたは充足感を得るでしょう。

　第二の悪は力への渇望です。村人から都会でトップの地位にいる人まで、だれもが力を追い求めています。力には制限と義務が伴います。力には五つの種類があります。それは、情報の力、知性の力、名声の力、人格の力、犠牲の力です。この五つの力をすべてもっている人だけが、権威ある地位 を望むべきです。 

　昨今、人は権威の使い方を理解することなく、権力のある地位に就いて行動しています。村落の五人会議の議長から国の政府の長に至るまで、あらゆる人が力のある地位 を求めます。力を追求する中で、人は道徳と正義を犠牲にする一方で、進んでありとあらゆる手段を使います。力を確保するためにあらゆる種類の不正行為が行われています。法と秩序はむしばまれつつあります。 

　このような具合に、人間本来の性質は忘れ去られつつあります。これは非常に危険な状態です。地位 と権威を求める人はそれらの義務を知っておくべきです。そうした地位にある人は、制限を守ることに対して当然払うべき注意を払って、力を行使すべきです。「制限のないところでは偉大なことは何も達せられ得ない。」このように、富と力はどちらも制限付きで使われるべきです。しかし、今やそうした制限は破られています。

    今日、国が抱えている混乱やもめごとはすべて、そうした違反行為によるものです。人は神の性質に気づくことができずにいます。一人の役者としてこの世の舞台に降り立ってはいるものの、神は自らの役割を演じるのにふさわしい時を待っているのです。果 物が熟すのには時を要します。果物は熟すと自然に落ちます。それと同じように、自分の行為の報いを得るための機が熟したとき、人は行為の本質に従って報いを得る準備ができていなければなりません。悪い結果 や良い結果へと導くのは自分自身の行為です。それゆえ聖典は、人間の心が輪廻や解脱の原因であると宣言しているのです。23/11/94 



    ＊原因体

ぶ厚い板をハンマーで二十回叩いても、板は割れませんでした。別の男がやって来てその板を叩くと、板は二回叩いて割れました。二十回その板を叩いた男はがっかりし、二回で板を割った男は得意になりましたが、板が割れたのは二十二回の打撃が加えられた結果のことでした。 あなた方の隣人には二十年間のサーダナ（霊性修行）という貯金があって、それは自らのカーラナ デーハ（原因体）の中に貯めてあり、前世から今生にやって来たときに隣人はその原因体の中に入り込んだのです。人の性格や好みは、その人が生きてきた、長い、一続きの、いくつもの生での、その人の愛し方や行動のし方、与え方や争い方によって形作られています。22/11/70



　＊喧嘩

たとえ誰かがあなたを怒らせたとしても、その人と喧嘩をしてはなりません。人と喧嘩をすることによって、実は自分自身を傷つけていることを理解しなさい。自分の思考を制御しなさい。これが真に教育のある人の特徴です。これはエデュケアと呼ばれています。22/11/10



    ＊謙虚

今日の人間社会には利己主義がはびこっています。至る所に虚栄が見られます。そのような環境の中で平和と安全が保障され得るでしょうか？そのような状態の中で神の恩寵が流れることができるでしょうか？　いいえ、できません。学識や富がどれほどのものであろうとも、アハンカーラ（利己主義）がある限り神の恩寵が流れることはありません。恩寵は水のように、高いレベルから低いレベルへと流れます。神の恩寵は謙虚さと規律を備えた人に注がれます。神の恩寵を確実なものとするためには謙虚さが不可欠です。年長者を敬いなさい。自分の持っているものに満足しなさい。すべての人に対する好意を育てなさい。だれに対しても悪い感情を抱いてはなりません。だれからも愛されたいと願うのであれば、だれをも等しく愛するべきです。23/11/94



    ＊献血

 子供達はただ親の稼いだお金を無駄 使いしているだけです。子供達は親の評判を悪くしています。そのようなことは子供に期待されていることではありません。子供は親から与えられたお金を正しく使うべきです。実際に、皆さんの血液の一滴一滴は両親からの贈りものです。皆さんがこの世に在るのは両親の愛のおかげです。ですから、献血が必要とされているときには、いつでも自分の血を差し出すようにしなさい。そうすることで、親と社会に対する義務を果たしなさい。決して私利私欲のために働いてはなりません。実のところ、人類をおとしめている主な原因は利己心と利己主義なのです。1/1/04



　＊健康

身体を健康に保たねばなりません。健康な心は健康な身体にのみ宿ります。健康な心の持ち主のみが歓喜をもたらす行為に携わることが出来ます。18/12/95

   いつも良い思いだけをもつようにしなさい。それは健康へと導いてくれます。すべての人を愛するべきです。すべての人を愛し、すべての人に奉仕しなさい。この原則に従うなら、いつも健康でいられるでしょう。健康であることは人に必要なことです。健康は肉体に限ったものではなく、精神の健康も含みます。決して不適切な食べ物を食べてはいけません。良いもの、神聖なもの、そして、神に捧げることで清められた食品だけを食べるようにしなさい。不適切な食物を神に捧げてはいけません。神聖でサットウィックな（純粋な、浄性の）食べ物だけを、清潔な器で神に捧げなさい。あなたは自分が捧げた供物に見合った結果を受け取ります。自分の行いに応じた結果を手にするのです。悪行を為して善果を手に入れることは不可能です。ですから、良い行いをして、善果を味わうようにしなさい。そうして初めて、健康でいられるのです。良い食べ物を食べれば、良い思いを抱きます。しかし、今の人々は、言うこととすることがバラバラです。7/3/08

  健康的な身体は、健康な心の元になるものです。そして、健康な心も健康な身体を約束します。寛大な心、苦痛や喪失の体験時における忍耐心、良いことをなそうという熱心さ､自分の出来る範囲で奉仕をなそうと思うこと、これらのことにより、心だけではなく身体も鍛えることができます。

 真の喜びは奉仕から得られそれが身体に影響して病気知らずとなるのです。このように、身体と心は互いに関係しあっているのです。SIPp179

(詩)  善い思い、善い言葉、善い行い、また、善良で望ましい一切のことを聞く傾向。善いものと健全な光景だけを目に入れること善い特徴と善い振る舞い。これらだけが、健康と善良な生き方をもたらすこのサイの言葉は、まさしく真理の道 。

     この私たちの世界で人は言葉では言い尽くせないほどの富を楽しみ味わうことに浸っています。しかしあらゆる種類の富の中で、皆さんが得ることのできる最も価値ある財産、それは健康です。「健康は財産なり」と言われています。この世でも、この世を超越した世界でも、その両方で最も必要なものは、健康です。人は、例えようもないほどの財産とお金を所有すること、権威ある地位や重要な地位を有することができます。しかし、もし健康でなければ、地位も権威も富も、取るに足りないものでしょう。まず健康であって始めて、人は富を良い目的のために使うことが出来る立場にたてるのです。8/10/83

    私がこれまで話してきたことの要点は第一に、健康は最も重要なものであるということ。第二に、それは何のため、誰のためか？ ということです。それは皆さんがアートマ〔真我〕のアーナンダ〔至福〕を体験できるようにするためです。自分は誰なのか、自分の実体を理解するよう努めなさい。もし自分が誰であるかを理解できないのなら、この世で生きていても何の役に立つでしょう？ この世のものと、この世を超越しているものとを区別してはなりません。あなたは二つを一つにし、自分の本性を悟って、神聖なアーナンダを体験しなくてはならないということに気づきなさい。そしてさらに、人間に与えられているもの、すなわち愛を体験しなくてはならないということに。狭量な心や、狭い了見に余地を与えてはなりません。他者を傷つけず、害さない方法で身を処するよう努めなさい。そうして初めて、あなたは自分自身と自分の存在を神聖化することができるでしょう。8/10/83



    ＊現在

もし将来に向けてきちんとした基盤を据えたいと願うなら、過去をあれこれ気に病んで思案にふけるのは正しいやり方ではありません。「現在」の重要性を悟らなければなりません。「遍在」（omnipresent）に関する真実は「現在」（present）の中にあります。将来に幸せな生活を送ることを望むなら、誰であれ現在を無視するわけにはいきません。「現在」に関して、二つのことを心に留めておかなければなりません。何をするにせよ、義務感と、その仕事に関わる喜びの気持ちをもって、その仕事を行わなければなりません。義務は神であり、仕事は礼拝です。礼拝であるという感覚をもって、自分の教養と人生を義務と仕事に捧げるべきです。過去をあれこれ思い悩んではなりません。将来について夢見てはなりません。現在を生きなさい。自分の義務を、注意深く、喜んで果たしなさい。31/8/87



　＊原子

ニヤヤダルシャナは二つの原子構造の相違を説明します。しかし、サンキヤダルシャナは、全創造物はマイクロコズムのレベルにおいては同じ原子からなっていることを説明しています。それゆえ何故それぞれ違った原子構造について探求するのですか?神はこのマイクロコズムです。それがヴェーダの宣言であるところの神は極微よりも小さく、極大より大きいという意味なのです。SS10/93

 原子が動いてその配置を換えれば、原子で出来ているそのものの形もそれに応じて変わってきます。すべてのものの中にある原子は､その配置を急速に変えています。あるものの変化がいつ起きるかは､誰にも分かりません。変化はいつも起こっているからです。

 人間を作り上げている原子は､他のあらゆるものの原子と同じように、あらゆる瞬間において変わっており､その為に人の身体は、絶えず変化しているのです。～絶えず形を変え一つになっていく過程、変化と同化の過程は、いつまでも続きます。これこそは物質的な世界の特性です。SGc22

     　カーナーダは、神がすべてに遍満しているという真理を体験し、それを伝えた人でした。「神は最も小さい物よりも小さく、最も大きな物より大きい」のです。カーナーダは、あらゆる原子の中に存在している神に気づきました。彼は、神をアヌスワルーパ(原子の姿そのもの)であるとさえ説明しました。この世は、原子が無ければ存在しません。その昔、宇宙には何も存在していませんでした。最初は、太陽も月も地球も空も存在していませんでした。あるのは完全な暗闇のみでした。原子が組み合わさって、非常に密度の高い硬い物質が生まれました。その結果 、大量の熱が発生しました。そして突然、その硬い物質が「巨大な音（ビッグ･バン）」とともに大爆発を起こし、破片が辺り一面に飛び散りました。これが宇宙創造の原因です。カーナーダはこのことも体験しました。ビッグバンが起きたときに発生した音が｢プラナヴァ｣です。それはオームという音（オームカーラ）であり、「原初の音」です。このプラナヴァの音は、あらゆるところに浸透しています。それは、最も小さな原子（パラマアヌ）から生まれました。この宇宙には、原子以外のものは存在していません。「人はどうすれば、このことを理解し、また実際にそれを知ることができるだろうか？」と考えて、カーナーダは答えを求め続けました。最終的に彼は、プラナヴァの原理に気づきました。人は解脱を得るためには、この原初の音を瞑想しなければなりません。

「まことに、原初の音であるプラナヴァは、最も小さな物より小さく最も大きな物より大きい神そのものである。それは万物に浸透しており、永遠の照覧者として存在している。」

   カーナーダは、この真理を広めました。太陽や月や地球や空等々は、このプラナヴァから生まれたのです。原子は宇宙全体の根本的な基盤です。すべての人は、原子の組合せにほかなりません。原子が無ければ、いかなる物質も存在しません。しかし、今の人間は原子の神秘を理解することができません。現代人は、太古の聖賢たちの教えを単なる物語とみなして、それを馬鹿にしています。彼らは、太古のバラティヤ文化（インド文化）の神聖さを理解する能力を持ち合わせていません。現代人は、自分に内在する真実を理解することができないのです。また、太古の聖賢や尊い魂たちに対する尊敬の印として、彼らの像を安置しますが、その教えを理解することも実践することもできないでいます。人は、外側にではなく、自分の心の中の祭壇に彼らの神聖な姿を祀り、その教えに従わなければなりません。

   カーナーダはいつの時代の人だったのでしょうか？ 二万年前には、人は皆カーナーダを讃え、その教えを尊んでいました。カーナーダは、水素と酸素の原理を知っていました。科学者たちは、水素は水の原理を表し、酸素は火の原理を表すということに気がつきました。今日人々は、科学者の行った観察を大変価値のあるものと考えていますが、聖賢たちが経験から引き出して人々に教えた偉大な真理を理解することも、その素晴らしさを評価することもできません。

   人は、どうすれば原子の力を理解することができるでしょうか。原子は、肉眼には見えませんが至る所に存在しています。私たちが飲む水、食べる食物、語る言葉、聞く音、すべての物に原子が浸透しています。人間は、原子の上を歩き、原子を食べ、原子を飲んでいるにも関わらず、原子の神秘を理解することができません。人は、科学者だけが原子の性質を探ることができると考えています。原子のプロセスは、非常に神聖です。このことを正しく調べることによって、人は神を理解することができます。これがカーナーダの教えでした。しかし、今日誰も原子のプロセスを体験するための正しい探求を行っていません。人々は物質的な見解にしたがって生活しています。24/7/02

    原子の力を理解することは非常に困難です。神は原子の形をしています。全世界は原子が顕現したものであり、空間と音は原子の表現です。ですから原子の原理を無視してはなりません。原子には偉大な力が備わっています。科学者たちは、昔からこの原理に関する実験を続けて来ました。原子が最初の状態に戻るには2200億年という時間が掛かります。原子の背後にある神秘を人間が解明できないのはむしろ不思議なことです。24/7/02

    今に到るまで、誰も原子の力を完全に理解した人はいません。人々は原子には生命がないと考えています。それは誤った考えです。全宇宙をつなぎ止めている生命力が、原子の中にも存在しています。だからこそ「神は大宇宙の中にも小宇宙の中にも存在している」と言われるのです。人間は宇宙の神秘を理解する努力をしなければなりません。人は自分の責任を知り、それに従って行動しなければなりません。人間は、原子の原理を理解する必要があります。もしそれを理解できれば、それ以外のすべてを理解したことになります。なぜなら原子は神だからです。

    原子の中に存在する生命原理は、全宇宙に存在しています。カーナーダは、原子の原理を正しく理解すれば、神を理解できるようになると言いました。あなたが、拳を握れば多くの原子を掴まえることになります。手を開くと、それらの原子は様々な方向へと動いていきます。原子から生まれるプラナヴァの音は、その粒子と同じく大変小さなものです。24/7/02

    その昔、聖人や賢者たちは、様々な種類の霊性修行を実践しました。カーナーダもまた苦行を行いました。最終的に彼は、自分が原子から生まれ、そこに帰融することに気づきました。彼は、肉体への執着を手放しました。今日、人々は物質的な生活を送り、自分自身の利己的目的のために努力しています。人間の内に利己心がある限り、原子の神聖な原理を理解することができません。人はジャパや瞑想や苦行を実践するかも知れませんが、心は絶えず原子の原理に向けられていなければなりません。あらゆるものが原子の中に含まれています。私たちの肉体も心も知性等も、神そのものである原子の表れ以外の何物でもありません。24/7/02



　＊原子爆弾                                                        

今日、私たちは世界の平和について語ります。しかしどのように外の世界で平和が見出すことが出来るでしょうか？平和は自分の内に見出さねばなりません。バラバラ状態にある世界の中で、どうやって平和を見出されるのでしょう?

 片手に原子爆弾を持ちながら、平和について語ることに何か意味があるのでしょうか?自分が恐れというものに取り付かれているというのに、どうやって平和が体験できるでしょう?原子爆弾を破棄して初めて、皆さんは真の平和を体験することが出来るのです。そして世俗に関する思いが神への思いと入れ変わった時、初めて真の平和が訪れます。神は平和の創造者であり、維持する者です。神をよりどころとしてこそ、私達は真の平和を体験できるのです。21/7/86

   アメリカと共産主義国ロシアが多量の原子爆弾を持っているという事実を考慮すると、インドも原子爆弾で武装することは必要か否か、と聴衆の一人がスワミに尋ねてきました。スワミは答えました。「何と愚かなことでしょう！　この国に、食べ物も着る物も住む家もない人たちが何万人もいるというとき、最も緊急を要する仕事はそうした必需品を供給することであって、原子爆弾を製造することではありません。人々に食料を供給することができないとき、爆弾が何の役に立ちますか？　何千万というルピーが軍備に浪費されています。私はそのような浪費には同意できません」 23/11/94

 愛国心は今、行き過ぎた熱狂さによって翻弄されています。それは、核爆弾を作らせ、他の国の何百万という人を死に追いやる道に導こうとしています。その国を守るのは愛なのです。嫌悪やエゴイズムは宗教によってもたらせられたのではありません。宗教が残酷な原爆を作る原因なのですか？そうではないでしょう？SSSvol7/97



    ＊健全な体

健康と幸福は相伴うものです。健康でないなら幸福は叶わぬ夢です。シルティ〔ヴェーダの別名、聴くことによって学ばれるものの意〕は、

「人間にとって健康はきわめて基本的な性質である。なぜなら、健康でないなら人生の四つの目的である、正しい行い〔ダルマ〕、正しい欲望〔カーマ〕、正しい収益〔アルタ〕、究極の解放〔モークシャ〕のどれも達成することはできないからである」

と述べています。健全な心には健全な体が必要です。片方はもう片方に反応します。世界は心〔マインド、マナス、思考の束〕の反映にすぎないと考えられています。ですから、心が作動していない熟睡中は、世界も作動しておらず、存在していません。心も健康でなければいけません。心に貪欲、妬み、憎しみ、慢心が詰まっていてはなりません。反社会的、非人間的な計画や企てをたくらんで心を汚してはなりません。思考が心の奥底を見て、心が呼び起こす邪悪な感情と性癖を除去することができるように、心を穏やかで澄んだ状態にすべきです。3/9/80



    ＊限度

正常な体温は３６度９分ほどです。体温がこの限度を超えると熱が出はじめます。同様に、人間の正常な血圧は１２０／８０ですが、たとえば急に１５０／９０に上がったりすれば害になります。それと同じように、すべてのものは一定の限度以下であるべきです。あなたの話や行いも一定の限度内であるべきです。自分の力量に見合った行いをしなさい。何かの活動を引き受ける前に、それはいつ、どこで、どのようにやらなければならないのか尋ねなさい。もしこうした決まりを守らないなら、問題を招くことになるでしょう。11-8-2000



　＊健忘

この身体は８３年目に入ろうとしています。私はこれまでのことを、一つとして忘れてはいません。ところが、中には私が何かを忘れているように見える人もいるらしく，スワミはかくかくしかじかのことをお忘れだ。といっているようです。しかし、私には，ほんの僅かの健忘もありません。8/08



    ＊権利と義務

すべての人を愛しなさい。すべての人を敬いなさい。すべての人に奉仕しなさい。しかし、すべての人が等しい権利や、義務や、任務を持っていると信じてはなりません。18/5/68



　＊権力

西側諸国では、多くのリーダーが権力を取るために暴力という手段を取っている。バラタでもイスラム教徒の間では、自らの父親や親戚を権力を取るために牢に入れたり、殺したりする事例が後を絶ちません。このような権力に対する強欲は、人をして獣のレベルに陥れることにほかなりません。SS12/1994p,313

 歴史の上では、人々が暴力や詐欺的行為をもちいて権力をつかむという事例が、山ほどあります。共産国の間やイスラム諸国の間でも、自分が権力を得るために知り合いや、親戚の人を牢に閉じ込めてしまうのを、躊躇しない事例が沢山あります。しかしバラタでは、一般的にそういうことがありません。それは、ラーマが弟のバラタに、どのようにして政府を運営していけばいいのか、という栄光に輝いた教えが生き続いているからです。SS5月1995p,117~118

第二の悪は力への渇望です。村人から都会でトップの地位にいる人まで、だれもが力を追い求めています。力には制限と義務が伴います。力には五つの種類があります。それは、情報の力、知性の力、名声の力、人格の力、犠牲の力です。この五つの力をすべてもっている人だけが、権威ある地位 を望むべきです。 

　昨今、人は権威の使い方を理解することなく、権力のある地位に就いて行動しています。村落の五人会議の議長から国の政府の長に至るまで、あらゆる人が力のある地位を求めます。力を追求する中で、人は道徳と正義を犠牲にする一方で、進んでありとあらゆる手段を使います。力を確保するためにあらゆる種類の不正行為が行われています。法と秩序はむしばまれつつあります。 

　このような具合に、人間本来の性質は忘れ去られつつあります。これは非常に危険な状態です。地位 と権威を求める人はそれらの義務を知っておくべきです。そうした地位にある人は、制限を守ることに対して当然払うべき注意を払って、力を行使すべきです。「ナシュレーヨー　ニヤマム　ヴィナー」（制限のないところでは偉大なことは何も達せられ得ない）。このように、富と力はどちらも制限付きで使われるべきです。しかし、今やそうした制限は破られています。23/11/94

 ソクラテスは権力を振るう資格があるものは、信愛と献身を有する者だけであると、若者達に語りました。統治者は真理を守り、神に感謝を示すべきでありエゴで膨れ上がって、全能の神を忘れるようではなりません。25/12/90



    ＊ゴアのニュース

愛を培いなさい。愛に酔いしれるようになりなさい。ここには何万人もの人々が集まっていて、皆自分のことを帰依者と呼んでいますが、その人たちがどれだけ本気かを調べてみれば、99％はパートタイムの帰依者であり、フルタイムの帰依者ではないということを、あなた方は認めざるを得ません！ 私の真実を知っていたら、あなた方はゴアのラージ バヴァンのニュースを聞いて苦しむ必要などまったくありませんでした！ そのニュースが入ってきたとき、信仰心が激しく揺れ動いた人々もいました！ 帰依者はつねに信仰の喜びの中で揺らぐことなく輝いていなければいけません。25/12/70



　＊行為

変容については、心の重要性を正しく理解せねばなりません。なぜならば、心は束縛の原因であり、又解脱の原因でもあるからです。あなたが幸福であるか、悲しい重いに閉ざされているかは、あなたの行為が原因です。自分の幸、不幸について他人を責めるべきではありません。思い、言葉、行為には反映、反響そして反動が続きます。自分のトラブルを他人のせいにするのは、弱さのしるしです。

  自分の行為の結果を忍受しなさい。苦しみが耐えられぬほど辛ければ、楽にしてくださいと神に祈りなさい。そのような時、楽にしてくれるのは神のみです。神は全能です。それゆえ神をよりどころとしなさい。8/3/97

    神への捧げものとして行為がなされると、人は成功に得意がったり、失敗に意気消沈したりすることがなくなります。なぜなら、神が促し、神が助け、神が自ら意志した時、神がそうしたいと思った時に、神が苦楽が与えるからです。行為をした人は、行為の果報への執着がなくなり、それゆえ、その結果に縛られることもなくなります。その行為は、行為をした人の死後を形作る自我に、何の痕跡も残しません。18/7/70

 あなたが今現在、直面していることは、過去のあなたの行為の結果なのです。そして、未来にあなたが直面する出来事は、現在の行為の結果なのです。SSN春1986p21

神聖なことだけ思っていれば何をしても神聖な行為になるし、その人の言葉もまた、神聖なものになるでしょう。神聖な思いは、鋭い刃物のようなものです。良い思いによって悪い思い、感情、行為を見つけ出し、断ち切ることが出来ます。SGc9

 皆さんの首飾りは沢山の過去世で為してきたこと､過去の行為の結果で出来ています。その首飾りは､皆さんが創造神から授かったものです。たとえ目には見えなくとも､確かにそれは首にかけられています。どんな行為をしてもその報いはあるという真理を知る人は、良い行為だけをし、良い報いのある行為のために一生を過ごすでしょう。それこそ神を信じる者にとって本当に大事な修行だとギーターは教えています。SGc11

 神は全世界を創造し、人類が幸福でいられるように、そして、人類が自由に活用出来るように、全世界を与えました。ただし神は条件付きで人類に与えたのです。「人間よ。何でも自分のしたいことをすれば良い。しかし自分の行為の結果を受ける覚悟をしておきなさい。

  おまえたちは自分の行為の結果から逃げることはできない。このことをよく理解していれば、この世界でどんなことでも、思い通りの事が出来る。」というわけで、あなたに降りかかる良いことも悪いこともすべて、あなたの行為に原因があるのです。それではあなたはどうして神に帰依しなくてはならないのかと、疑問に思うかもしれません。あなたの行う、日々の祈り、奉仕活動、瞑想、礼拝といった霊生修行は、あなたが直面しなければならない「過去の行為の結果」の強さと大きさを軽減するのです。またその苦しみを耐え抜く、勇気と忍耐をも与えてくれるのです。STPS2p139

 今君が捕らわれている執着も、何かをほしがる欲望も、昨日や今日で身についたものでは無い。これまでの沢山の過去世で身につけたものだ。そしてこの執着と欲望が、今君が味わっている苦しみの原因なのだ。そんなに深いところから来ている苦しみをいつ断ち切れることが出来るのか。

それは君には分からない。ただ過ぎたことを悔やむ必要は無い。それよりも、これからやって来る苦しみを乗り切る道を探る方がよほど大事だ。～遙かな昔から、内から来る敵は、人類を征服し苦しめてきました。我欲と執着に捕らわれている限り、苦しみからは逃れられません。苦しみは、悪い事をするから起こるのです。それでは何もしない方が良いのでしょうか。そうではありません。誰でも何かをするほかは無いのです。何らかの行為をしなければならないし、どんなことも楽しみながらすることは出来ます。ただしどんなことも正しいやり方でするべきです。正しい行為の内にある、本質を理解することが大切なのです。行為は人間の様々な働きです。

 人は皆何かをしながら生まれ、何かをしながら成長し、何かをしながら死んでいきます。良いことも悪いことも、功徳も罪も､損も得も､喜びも悲しみも､その人のしてきた行為が原因です。人間として生まれるのも､行為によります。行為が人間を創り出すのです。ですから自分のする行為を軽々しく考えてはなりません。人生のすべては自分のする行為に大きく関わっています。自分のする行為の大切さを良く理解して、正しいことをして下さい。SGc31

  行いこそが運命の根です。それらは死後、また来世で芽を出します。自分が生まれてくる家族や社会はそれぞれの道徳律を通して人を導き、ゴールに到達したときに旅は終わります。21/11/85

   あらゆる悲しみと喜びの裏にある原因は、行為です。神はその応報を授ける者です。人間には行為を行う権利があります。しかし、人間は神から与えられるその応報を拒む権利は持っていません。人間は、自分が行為者であると思い込んでいます。もし、人間が行為を操る権限を持っているなら、なぜ自分の行うことのすべてを成功させることができないのですか？

     クリシュナが『バガヴァッド ギーター』の中で述べたのは、「マ パレーシュ」であり、「ナ パレーシュ」ではありませんから、「行為の応報に対する権利はないが、応報がないということではない」という意味を含んでいるのです。人は行為をすべきですが、その応報への権利を主張すべきではないのです。ただし、行為を完全に拒絶するわけにはいきません。神が与えるものは何かの行いの応報として受け取らなくてはなりません。幸福は神が授ける恵みです。悲しみも神が授けます。医者は感染性の病気をわずらう患者に苦い錠剤を与えます。患者が癒されて、初めてその薬の効き目がわかります。それゆえ、神が与えてくれるものは何でも自分のためになるものとして受け取らなければなりません。8-1977

 欲望を捨て、我欲も持たずに仕事をしていれば、それが奉仕の道になります。我欲を捨てなさい。我欲を払い、結果を求める欲望を断ち切るのです。そんなふうに仕事が出来れば、仕事は真の犠牲の心で行う「神様への勤め」となり、苦行となり、神への道となります。この三つ、神への勤め、苦行、神への道は同じ理想に行き着きます。すべての行為を、こうした神聖なものにすべきです。息を吸って吐くことさえ行為であり、仕事です。何らかの行為をしなければ、この世で一瞬でも生きることは出来ません。  ところがその行為が我欲に結びつくと、必ず、心の狭い危険なものになってしまいます。

  ですからどんなことも犠牲の心で行うべきなのです。良い結果になるか、悪い結果になるかは、どんな行為をするかによって決まります。どんな行為をするかは、どんな気持ちでするかによって決まります。どんな気持ちでするかは、何を思うかによって決まります。

 何を思うかはどんなものを食べているかによって決まります。だから食べ物が思いを作り、思いが気持ちを作り、気持ちが行為を作り、行為が最後に結果を作るというふうに繋がっているのです。こうしてみれば、サトヴァ（純粋で清らかな）ものを食べることが如何に大切か分かるはずです。SGc31

 行為の結果など、儚いものだ。そんなものを求めるよりも、この宇宙で最高の神を求めるべきだ。その神までたどり着けば、もう二度とここに戻ってこなくても良いのだから。行ったり、戻ったりしているばかりでは、いつまでたっても永遠の目標に達することは出来ないのだ。SGc31

 この世で何もしない人はいません。誰にでも行為をするための身体が与えられています。身体を神聖なものにするためには、良いことだけをすべきです。何をしても結果はついてまわります。

ただし仕事の結果から得られる悦びよりも､仕事そのものから得られる悦びの方がずっと素晴らしいことに気づかなくてはなりません。SGc32

 良い行為だけが悪い性質を無くしてくれる。心を清めるために良いことだけをするようにギーターは教えています。しかしそれだけではありません。本当に心を清めるためには、すべての行為を神に捧げなければなりません。皆さんの行為をすべて神に捧げて下さい。その時はじめて本当に心は清められます。SGc33

 その人がどんな人かは、その人の行為を見れば分かります。結果に捕らわれない行為が大切なのはその為なのです。鏡を見れば、自分がどんな顔つきか分かります。

  それと同じように何をしているかによってその人の心があらわになるのです。人と接しているとき､相手がどんなことをしているかを見れば、その人がどんな人かが容易に分かります。サトヴァな感じで、立派な犠牲の心を持っているように見えて、神聖な心を持っている人かなと思っても、実は、まるで違うことをやっている人かもしれません。動物の性質や悪魔の性質の表れのようなことをしているかもしれません。その人のしている行為によってその本性が分かるのです。逆に思いやりなど全くなさそうな人もいます。礼儀もわきまえないし、慎みも無く、立派な品格も感じられません。ところが、その人の行為を見ると、真心があり、いろいろな德性が表れています。それならその人は、浄性な人だということになります。～行為はその人の性格を見事に顕します。SGc33

  過去世での行為の結果人は、身体を授かることが出来ました。身体は行為とじかに繋がっています。

行為から離れてしまったら身体に意味はありません。身体とは行為のことであり、行為とは身体のことです。身体は様々な行為をする場所です。それに対して､神はダルマを行う場所、神聖な行為をする場所です。行為をする場所と時間は自然界の中にあります。行為をするときに、神と自然と人が一つになるのです。この世界のどんなことも､行為の結果起こります。

 だからこそ、ウパニシャッドは、こう言っているのです。「すべての行為を捧げ物にするのだ。」良いことも悪いことも、得になることも罪になることも、すべての行為は神の力の現れです。だからこそ修行者は､それが好ましいかどうかを少しも気にせず、すべては神の意志だと受け入れ、正しいことをするのが何よりも大事な務めだと信じるのです。

  あらゆる行為の目的は、人生を、神聖なものにすることです。神の恵みがあるからこそ、正しいことをする機会が与えられ、それによって人生を神聖なものにすることが出来るのです。神の教えに従えば、この聖なる機会を得て、自分の進むべき方向が分かるでしょう。SGc34

 人々は自分の幸せや悲しみは神のせいだと思っています。けれども神は幸せも悲しみも与えません。どちらも神のせいではありません。そうとは思えないとしたらそれはあなたの妄想です。もし今日あなたが誰かをぶてば、あなたは後で､その人か､あるいは別の人にぶたれるでしょう。もしあなたが、今誰かを傷つけたなら､あなたも同じように傷つけられるでしょう。つまり、人は誰もが自分の行為の報いを受けることになっているのです。あなたが体験することはすべて、あなたがしたことの反作用、反映、反響以外の何ものでもありません。神はそれに何の関係もありません。あなたがすることはすべてあなたに返ってきます。ですから善を見て､善を為し、善を味わいなさい。

 神は何もあなたに与えませんし､何もあなたから受け取りません。神は何にもどんな時にも干渉しません。あなたの悪い行いが、あなたの難儀の原因です。この真理を理解すること無く、人は自分の受難について神を責めます。あなたの損失と獲得、幸せと悲しみ､生と死を神のせいだと考えるのは大間違いです。神は永遠の照覧者です。何についても神を責めてはいけません。あなたの望みが叶うのも、叶わないのも、あなた自身に責任があるのです。人は皆、自分が体験することはすべて、自分に責任があると考えなければなりません。30/1/10



    ＊ゴーカク

ゴーカクは、真理の原理にしっかりとしがみつきました。ある日、ゴーカクは私のところへ来て尋ねました。「良心と意識の間に別のものが存在しています。それがマーヤーです」

マーヤーはあらゆる二元性の原因です。マーヤーの餌食になってはいけません。あなたがマーヤーを払拭すれば、真理は内側から現れてきます。それはどのような種類の真理でしょう？ 真理は見聞きできると思われていますが、真理は見ることも、聞くこともできません。真理はその両方を超越しています。ハートで感じられるものには、見聞きできるものはないのです。諸感覚を超越したときに、意識の夜明けは見えるのです。真理は意識の近くにあるものなのです。

翌朝、ゴーカクは再び私のところへ来て言いました。

「昨日私が抱いた疑問は何もかも取り除かれました。しかし、疑問の出所を理解するのは難しいということがわかってきました」そこで私は言いました。

「では、蝙蝠を例に取りましょう。蝙蝠は鳥のように飛び回り、鳥のように餌を集めます。けれども蝙蝠は、鳥の性質とは反対に頭を逆さにして木の枝にぶら下がります。あなたは、蝙蝠は鳥なのか動物なのか疑問に思うかもしれません。人の疑問は同じようにして生じます。ある時点で、こういった疑問は一切生じなくなります。これは私と他の誰かのことを言っているのではありません。これはあなたと私に関することです」

個人は社会を構成しており、社会は個人の集団的な形です。煎じ詰めると、社会は個人が拡大したものです。個人と社会と神の間にある関係を理解する人は、真理を知ることができます。これが、最終的にゴーカクが理解したことです。誰もがこの真理を理解する努力をしなければなりません。

私たちは楽しく浮かれ騒いで人生を送っていますが、これは実在ではありません。俗世を乗り越えたとき、初めて実在を理解することができるのです。完全な変化はすぐには起こりません。ゴーカクはこの真理を大変よく理解していました。それゆえ、ゴーカクは根本真理にしっかりとしがみついたのです。最終的に、ゴーカクは他の一切を忘れました。

その当時、ゴーカクは『サーヴィトリー』（シュリ オーロビンドが書いた叙事詩で、「マハーバーラタ」の挿話である夫を生き返らせた貞女サーヴィトリー妃の物語の内的意味に基づいたもの）を学んでいました。ゴーカクの内なる思いは、すべてサーヴィトリー（ガーヤトリー女神）に集中していました。誰も皆、外からは見えない内なる思いを抱いています。あなたが一貫してサーダナ（霊性修行）を続けていれば、いつの日か、真理は突然、明らかになるでしょう。ちょうどグル プールニマー祭が間近に迫っていました。ゴーカクは言いました。

「スワミ、私の進んでいる道に、光が近づいてくるのが見えます」

そう言った後、ゴーカクは目を閉じました。ゴーカクは一言も言葉を発しませんでした。私はゴーカクのそばに寄って頭に手を触れました。私は言いました。

「私の愛しい人よ、自宅に戻り、コーヒーを一杯飲んで、それからまたいらっしゃい。」

しかし、ゴーカクは何も言いませんでした。ゴーカクは二元性を超越したのです。ゴーカクは自宅に戻り、サーヴィトリーに祈ってから戻ってきました。

ついに、ゴーカクはあらゆる答えをサーヴィトリーから手に入れることができました。そのとき以来、ゴーカクはサーヴィトリーを憶念し始めました。

ゴーカクは朝にも夕にも私のところへ来ていました。ある日、私のところへ来たとき、ゴーカクは満面に笑みを湛えていました。私はゴーカクに尋ねました。「とても幸せそうですね、どうしたのですか？」

「スワミ！ この至福はあなたの祝福です。これは私から生じたものではありません」そうゴーカクは答えました。

神は、永遠の至福、この上ない歓喜を与えるもの、究極の叡智、

二元を超越しているもの、空のように広大なるもの、

「汝はそれなり」という格言によって示される目的地、

不二一元、永遠なるもの、純粋なるもの、

不変なるもの、知性のあらゆる働きの目撃者



私はゴーカクに、永遠にその境地に留まるようにと言いました。翌朝、ゴーカクはまたやって来ました。彼は言いました。「スワミ、私はずっと同じ境地におります。」

ゴーカクは、その至福の状態がどこから生じたのか考えることさえしなかったと言いました。私には、ゴーカクは今あまり多くを語るべきではないということがよくわかっていたので、自宅に戻ってまた後で来るようにと言いました。ゴーカクは帰りました。翌朝、ブラフマ ムフールタ（午前３時から６時の神聖なブラフマンの刻）の時刻に、ゴーカクは再びやって来ました。ゴーカクは３回ドアを叩き、私は６回叩き返しました。ゴーカクはその意味を理解し、静かにその場を立ち去りました。この後、もう質疑応答する余地は残っていませんでした。それ以来、ゴーカクは質問をやめました。ゴーカクはサーヴィトリーを憶念し続けました。そして、ついに不二一元の境地に到達したのです。

ある日、ゴーカクが目を閉じて瞑想していたとき、私はその頭を二度、平手でピシャリと叩きました。すると、ゴーカクは光を体験し始めました。光が現れ出したので、ゴーカクはあらゆる浮世の物事への関心を失いました。ゴーカクはその境地に留まりました。

別の日、私はゴーカクに目を閉じるようにと言いました。ゴーカクは言われた通りにしました。ゴーカクが目を閉じると、私は親指で彼のブルーマディヤ（眉間）を押しました。その瞬間、ゴーカクの疑問はすべて消え去りました。ゴーカクは言いました。「スワミ、私は一つです。神は一つです。愛は一つです。私は他には何も求めません。」

私はゴーカクに、帰って翌朝また来るようにと言いました。ゴーカクは非常に時間に几帳面で、いつも正確な時間にやって来ました。そのようにして何度も何度も訪ねて来たために、ゴーカクはサーヴィトリーのヴィジョンを得たのです。ゴーカクは時折サーヴィトリーを目で見ることができましたが、それは永続的なものではありませんでした。ゴーカクはサーヴィトリーを根本原理と見なしていました。ゴーカクはその原理にしっかりとしがみついていました。こうして、ゴーカクは神性の境地に到達することができたのです。

サーダナの道を前進し続けていると、あなたの内に、ある種の力が顕現してくるでしょう。それらの力には一切重きを置いてはなりません。ひとたび根本原理を理解すれば、あなたはすべてを所有するようになるでしょう。根本原理は一つであり、二つはありません。真理は一つであり、二つはありません。その他のものは、すべて非真であり、流れゆく雲のようなものです。ゴーカクは他のすべてを忘れました。ゴーカクは心（マインド）を根本原理だけに集中させました。

私がコダイカーナル（避暑地にあるババのアシュラム）にいたとき、ゴーカクが私宛に長い電報を打ってきたことがあります。そこで私はゴーカクに、「わかっています、それでよろしい。心（マインド）を変えてはいけません」というメッセージを電報で打ちました。

それ以来、私たちの間に文書のやり取りはありません。しかし、ゴーカクは一度、自分の妻に私宛の手紙を書くよう頼みました。ゴーカクの妻はシャーラダンマという名でした。シャーラダンマもマハーグニャーニ（大いなる叡智の人）でした。彼女はよく、二つの言葉を書いて四つの意味を持たせる様式で手紙を書いていました。

その後の私たちの間に存在したのは、アートマの関係だけでした。ゴーカクは完全な静寂の境地に達しました。もはや、どんな本にも触れず、どんな質問もしませんでした。どんな手紙を書くこともありませんでした。ゴーカクはただ、「スワミ！ あなたのすべてのお答えは私の心の琴線に触れました」

と言っただけでした。そこで私は言いました。「私たちは共に、私たちの間に存在する関係を理解しています。あなたはそれ以外、何も心配していません。」その後、肉体レベルでの私たちの関係は消滅しました。それと同時に、霊的レベルでの関係はより親密なものになりました。肉体を脱ぎ捨てる前に、ゴーカクは言葉を記しました。「私はあなたに到達しました」と。23/6/05



　＊口臭

口臭をさすのを止めなさい。口腔がきれいでないと健康にも影響します。不健康だと胃もしっかり働きません。あなたの霊的修行にも影響を与えるでしょう。SSN秋1984p,33

 近頃、なぜ十六才の若者が六十才のようにやつれて見えるのでしょうか。それは毎日の生活の不健康な習慣のせいです。朝起きたらすぐに口を洗い、歯の内側と外側をよく洗い、舌の表面もきれいにしなさい。口は身体の正面玄関であり、あらゆる病気の入り口だからです。互いに話をしている時は、口臭にも気をつけなさい。27/5/02

    舌を清潔に保ち、口臭を放っていない人には、私は10分どころか20分でも話をするでしょう。一方、口臭のある人には２分も話をすることはありません。眠っている間にバクテリアが発生し、舌や歯、そして、口内全体に付着します。正しい歯磨きと、舌と口内を十分に清潔にすることで、バクテリアを除去しなくてはなりません。そうして初めて、私たちは健康で、幸せでいられるのです。 21/10/04



    ＊香水

　体から発している悪臭を、香水を使って覆い隠そうとする人々がいます。人間はいつも自然で清らかであるべきです。派手な服を着たり、香水や色をつけたりすることで人工的であるべきではありません。そういったものも、ある程度は必要かもしれません。けれども、体が悪臭に満ちているときに香水をつけることが、いったい何の役に立つというのでしょうか？ 私の体はいつも自然な光輝と神の芳香を放っています。なぜなら、私は決して悪い思いを抱かないからです。

      「健全な心は健全な体に宿る」が、私の従う信条です。そのようなよい習慣を他の人々に教えるために、私は常に私の体と心を清らかで汚れのない状態に維持しています。私は時々、私の部屋で眠っている青年を夜中の12時に起こし、また１時にも起こしてしまいます。そのことで青年たちに迷惑をかけているかも知れません。青年たちは、起こされた瞬間は少しばかり迷惑に感じているかもしれませんが、すぐにそのことを忘れてスワミの要求に応えてくれます。このように、体は神によって与えられた神聖な道具なのですから、常に清潔で健康な状態に保たれていなくてはなりません。私が体の清潔さをこの上なく重視しているので、他の人々も私を見習いたいと思うでしょう。私のよい習慣を手本とし、私と共に歩むことによって、人々は社会で尊敬を得ます。21/10/04



　＊抗生物質

太古に聖者バラドワジャという医学と外科の巨匠がいました。かれは世界に外科術を教え、又生命の科学アーユルヴェーダを著しました。現代の人々はアーユルヴェーダは即効が無いと考え，病気をすぐに治すことばかり考えます。しかし、即効には両用の作用があります。今日抗生物質が使われ、ほんの２，３滴で熱が下がりますがその後又熱が上がります。抗生物質は副作用を伴います。

 太古の聖者が苦行により得たアーユルヴェーダにはそのような副作用はありません。苦行により聖者のヴィジョンは場所の遠近と関係がありませんでした。彼らは自然の力と直接に会話することが出来ました。今日、電気通信、ラジオ、テレビに巨額の金が使われています。太古にはそのようなことはありませんでした。心が清らかで神さながらであった聖者らは、人間以上の力を与えられました。21/5/91



     ＊光線

あなたは、自分の目にどれほど膨大な力が潜んでいるかを知っているでしょうか？　目の中には、何千万もの光線が存在しています。太古の人々は、より良いものを見ることができるようにと、太陽神の恩寵を祈願したものでした。スーリヤ・ナマスカール（太陽神への礼拝）をしてその恩寵を祈るときには、あなたの目の中の光線はよりいっそう光輝を放ちます。一方、あなたが他者の過ちを詮索しているときには、太陽神はあなたの目からその光線を取り払い、あなたを盲目にしてしまいます。それゆえ、神によって与えられた諸器官を正しく用いなさい。19/11/02

    そのマントラの意味は、見ることのできる目が付いている人は皆、とりわけ太陽によって祝福されている、なぜなら太陽は内を見る目と外を見る目を司る神であるから、ということです。そのマントラは、万人がスーリヤヴァムシャ（太陽神の王家）〔日種族〕に属していると言っているわけではないのです！ 七つの太陽、七種の光線があり、そのため、神の御姿を瞑想するときには半分目を閉じるようにと言われるのです。そうすれば、初めの三種の光線は上まぶたに射し、後の三種の光線は下まぶたに射すので、目は四番目の光線、四番目の色だけを受け取ることになるのです。6/10/62



    ＊行動

　世界中で、いわゆる帰依者と呼ばれる人々の数は増えています。今私は、いくつかの大事なポイントを皆さんに伝えるための時節が到来したと感じています。皆さんのハートに湧き上がる感情は、ガンジス河の水源地の水と同じくらい純粋でなければなりません。言葉だけでは充分ではありません。必要なのは行動です。思いと言葉と行動が一致していなければなりません。思いと言葉と行動が一致しない人はよこしまな人です。人間は人間について研究するべきです。こんにち私たちは、非真実の行いや、不正な行い、それに暴力的な行いの中にしか、思いと言葉と行動の一致を見かけなくなりました。崇高な思いを抱き、有徳の行いに携わるべき人間が、それとまったく逆のことをしています。22/7/02



　＊幸福

真の幸福とは、神と融合することです。これはあなたが、内なる神聖との関係を確立することによって、育むことが出来ます。言い換えるなら、内なる神聖に気づいていれば、世俗にまみれていても幸せでいることが出来るのです。幸福とは、自分の好きなことをすることによってではなく、自分がやるべき義務を好きになることによって得られるのです。～また、心を神の方へ向けるなら、人は幸せになり、心を世俗の方へ向けると人は永続した幸福を得られません。STPS2p37

  あなたの持っているもので満足しなさい。幸福の秘訣は、自分の好き勝手をすることではなく、あなたがしなければならないことを好きになることです。6/1985

 真の幸福は、神と一つになることです。それを実感認識しなさい。21/11/95

  人生は絶えざる幸福の追及です。人は自己の真の本性を認識する時、初めて真実の幸福を味わうことが出来るのです。特定の肉体ないし名前を自分と考える限り、幸福は彼を避けていきます。5/1/91

不変の実体と変化する実体の結合は幸福（アーナンダ）を生じます。神の愛を得るのは愛をつちかうことによって可能です。1/4/94

 真の幸福は感覚のコントロールとアートマンの至福によって得られます。学生にとって何より重要なのは感覚のコントロールです。22/11/91

 真の幸福は犠牲を払うことによって味わうことが出来ることを認識しなくてはなりません。人が幸福を味わうことが出来ないのは、何が原因でしょうか?それは、五つの悩みが妨害するために幸福を享受することが出来ないのです。第一の悩みは無知、次は、信念が堅固でなく揺らぐこと。第三は、未熟、第四は執着で五番目は嫌悪です。これらの五つの悩みが人々を苦しめます。

  無知は身体を自分であると考える人です。～欲望を捨て、心の欲求を無視する事に成功した人は至福を味わうことができます。心が定まらず、心があらゆるものに食指を動かし、束の間である感覚の快楽を享受すると悩みが生まれます。嫌悪が原因である悩みは、自分の期待することをその人が与えてくれない時に生じます。それは利己心と自己の利益をのみ求めたことによる帰結です。20/2/92



＊公務員と給料

今日、教育は高給取りをたくさん創出している。その結果、政府は公務員の給料引き上げのために財政支出を余儀なくしている。より多くの給料を得るためにストライキが頻発し、給料を上げるために税金も上げなければならないようになってきている。その結果、物価も上昇し人々の不満も高まっている。物価を下げるためには、人々が物欲を節制し、物への欲を減らせなければならない。SSSvol1p82



    ＊高慢、傲慢

高慢な者は、どんなに努力をしても成功することはない。高慢な者は罪を犯し、万人から愚弄されるだろう。高慢な者は仲間に見捨てられ、すべての財産と尊敬を失う。高慢さは、その者自身を完璧に破滅させるだろう。   17/2/07

    　傲慢や嫉妬等々はすべて悪い性質です。それらは良い性質を追い出してしまいます。それらはあなたを害し、社会を害します。ですから、他の人に対して、善であり、善をなし、善を行いなさい。もし、誰かが困難な状況にいたら、自分の仕事を犠牲にしてでも、全力で助けなさい。これは人間の第一の義務です。「つねに助け、決して傷つけない」がモットーであるべきです。もし、この二つの指示をつねに心に留めていれば、それで十分です。

     皆さんは、家では両親を苦しめ、職場に行けば同僚に利己的な力を示し、皆さんが仕事や責任と称するもので高い給料を手にしています。これは大きな過ちです。出世すればするほど、年を重ねれば重ねるほど、皆さんの傲慢と嫉妬は減少しなければなりません。そうして初めて、皆さんはすべての人の尊敬を得るでしょう。14/1/09



    ＊降霊会

降霊会を信じてはならない。それを学び実行してはならない。あなたがそれを通じて見られるのは悪霊なのだ。神はそういうところには簡単には出てこない。神というのは徳性の化身であるから、そういう低いレベルのところに下りてきて話したりする事は決してない。人間は７段階、神より低いレベルのところにいる。悪霊と呼ばれているものたちは、６段階神より低いレベルのところにいる。神のオーラはそのすべてのレベルに降り注いでいる。それゆえ悪霊たちは人間より少しばかり多くの力を持っている。それらの力を用いて、彼らは自らを神のような力があると見せかけて、振舞っているだけなのだ。p 294 ANDI



    ＊五感

自分の五感の力を伸ばすようにしなさい。それは皆さんが五感を制御しているときにのみ、可能です。しかし、今、自制はどこにも見られません。私たちは五感を野放しにしています。商店街に行けば、何でも見ています。五感の制御は、勉強のためだけでなく、生活の中での理想的な振る舞いのためにも必要不可欠です。神が皆さんに五感を与えたのですから、五感は正しく使いなさい。五感の制御なしに、プシュティ（体力）とサントゥシュティ（幸福感）を得ることはできません。

    神が皆さんに五感を与えたのは、他の生き物と同じようにただ勝手気ままにこの世にあるものを楽しむためではありません。同じことは鳥や動物や小さな虫さえしています。子どもを作って子育てをすることは、蟻にもできます。人は家族を養うためだけに多くのお金を蓄える必要はありません。すべての生き物を創造した者には、すべての生き物に生計を与えることもできるということを、人は信じているべきです。ですから、皆さんは食べ物や生活必需品のために心配しすぎる必要はありません。15/1/08



＊呼吸

呼吸の頻度が速くなればなるほど、寿命は短くなり、ゆっくりなればなるほど長生きします。呼吸はどのような方法で規則的にすればよいのでしょう?呼吸を静かにし、鼻孔のすぐ下に軽い粉末を置いても、その粉が少しも飛び散らないほど、静かな呼吸をしなさい。ヨーガの修行は、ゆっくりと呼吸をする事に役立ちます。29/6/89　

   「私のもの」（ママカーラ）という感覚、欲しがる気持ちや所有感は、絶えず人につきまとっている悪です。これこそが、あらゆる他の悪の根源です。人は、自分は神だという自覚を持たなければいけません。人は一日に21,600回呼吸をしますが、呼吸は「私は神である」（ソーハム）というメッセージ、人の実体は神であるという真実を伝えています。6/3/89

    呼吸で一息吐くごとに、寿命の一部が逃げていきます。5/10/67

一日に21600回呼吸するというのは、人間の一生を通じての平均的な回数です。激しく活動している時や、ストレスを感じている時は、呼吸は非常に速くなります。熟練したヨーギの一分間の平均呼吸数は、十五回ではなく、六回から七回まで下がっている場合もあります。呼吸が遅ければ遅いほど寿命が長いのです。寿命が短い猿は一分間に四十回呼吸します。寿命が長い蛇は、三、四回しかしません。CWSSBJp253

    ゆっくりとした呼吸は情緒を鎮めます。ソーハム呼吸によって気分をリラックスさせることは、瞑想で成果をあげる上での前提条件です。SIP5-74



＊こころ

神の宇宙普遍相は「物質的な世界」と同じものです。これが心の世界と繋がれば、神は繊細で微妙な姿を取るでしょう。それが、「微妙な世界」です。物質的な世界と微妙な世界では感覚や心が働いています。感覚も心も超えているのが「因果の世界」です。目の覚めている状態では、感覚と心が激しく動いています。夢を見ている状態では感覚に左右されることは無いけれど、心の影響はあります。深い眠りの中にある因果の状態では、心も消え去ります。物質的な世界は感覚器官と結びついています。

 微妙な世界は夢を見ている状態と結びついた、心の世界です。因果の世界は感覚も心も無い深い眠りの状態です。深い眠りの状態で、心も感覚も働いていないときに、はじめて形も性質も無い神を経験することが出来ます。SGc3

    世俗の欲望と感覚の快楽を満たしたいと願う心をコントロールするには、欲望を神という気高い概念に置き換えれば良いのです。心に神を思わせ、徐々に世俗の欲望から引き離せなさい。しかし今日の人々は、それに成功しません。失敗して惨めになります。実際、欲望と執着が心にはびこっているのが現代の特徴です。知性ですら、心を充分にコントロールすることができません。このような状態では、世間から離れて独居するか、神聖な団体に入って良いことのみを心に思って、心を滅することのいずれかを実践しなくてはなりません。SIP6-8

    あなたがたは、自分の執着と憎悪（ラーガとドウェシャ）の感情、およびアハムカーラとママカーラ「私」と「私のもの」の意識の主な原因は食物にあるということを理解せねばなりません。あなたがたの食物習慣を規制することは、自分の心と理知の健康な機能にきわめて重要であります。心の働き方は実に謎が多いものです。聖典の判断は、人間が感覚の言いなりになると動物になるということです。

   人間が心によって導かれるときには、彼は人間らしい人間になります。ブッディに従って行動する人は偉大な人物になり、アートマに導かれる人はブラフマンになります。あなたがたがブッディに従うことができないならば、少なくとも心に従って、自分の人間レベルを保つようにするべきです。しかし、あなたがたの多くは、心そのものが悪い傾向に流れはしないかと疑い、もしそうであればどうやって心を信頼したらよいかと思っています。

  実をいえば、心はそれ自体が純粋なのです。心が不純になるのは、心が盲目的に諸感覚に従うことによってです。諸感覚が持ってくるものを無差別に消費するのではなく、心が感覚の取り入れたものをすべて精査のためにブッディの前に提出し、ブッディの裁定に従って行動するならば、心は汚されることがなく、その原初の純粋さを保持するでしょう。ブリンダヴァンの慈雨　P.150～151

   用語に関して少し混乱が生じています。というのも、心自体が存在しないからです。心とは欲望が織り重ねられたものです。心の平安とは欲望がないということであり、その状態において心は存在しません。いわば、心とは滅するものです。心の平安が真に意味しているのは純粋性、すなわち意識が完全に純粋であるということなのです。SSSVol1P.172

フリ（そこにあるもの） ＋ ダヤ（慈悲） ＝ フリダヤ（心）なのです。慈悲に満ちているものが、フリダヤです。しかし、今日、人間はそのように慈悲に満ちた心をもっていません。人は荒々しい言葉を発し、それゆえに評判を落とします。皆さんは、優しく甘く話すべきです。荒々しく話すことで他者の感情を傷つけてはなりません。19/11/02

 身体の中にあって、対象物を理解する能力は心と呼ばれます。心は、感覚器官を通って身体の外に出、対象物に接触し、対象物の形を取ります。心は知性を持ちません。UVc8

 心の消滅には二種類あり、心のパターン消滅と心そのものの消滅です。前者は生きながら解脱を得た聖者の況位であり、もう一つは、死によって身体が縛られる況位です。あなたは今、心のパターンを無くすことのみが可能です。それによって人は、ブラフマンと自らが等しいとの体験を得て、至福に浸ることが出来るのです。心は人を束縛するものであり、克服しなくてはなりません。JV

   識別心は躁の状態や鬱の時には、失われてしまうことがよくあります。識別心が弱まると、心は誤った道を歩み始めることがあります。そういうことの無いように、あなたは心の事をもっと知らなければなりません。

   そもそも心というのは、生命原理の上部にあり、ブッディつまり理智の下に位置しています。これらふたつとも、火の原理と結びついています。そして心はそれらの間にあるのです。ヴェーダは月は心を司る神であると述べています。また、月は水分を含む星であるとも考えられています。そのため、上下ふたつの火の間に位置している心は安定しないのです。13/3/88

心はアートマンの衣服としてアートマンの近くにいるので、修行者は自分の心はアートマンを認識したと信じ込み、その体験を繰り返したいと願います。UVc8

 永遠なる果実にいつも集中していなさい。それは普遍的で、霊的なものです。それより劣る目標を追いかけてはなりません。世界にダルマを復興するための神の計画に沿うように、心を活用しなさい。あなたの取るに足りない知性を使って、いったい何が計画できますか？4/10/62

  心は決して落ち着きません。これは自然なことです。体にとって、じっとしているのは容易ですが、動くことや走ることは面倒です。心はこれと反対です。心にとってじっとしているのは困難ですが、動いたり変化したりすることは容易です。身体は不活発です。一方心は意識(チャイタニヤ)です。あなたがベッドに寝ている時も心は様々な場所を彷徨います。ここで注目すべき重要なことがあります。心には、独立した実体というものがありません。心は体を通じてのみ機能するのです。

   様々なところを徘徊する心は、誰にも迎え入れられたり、返答されたりしません。心の行動に対して、誰も親切に対応したり、反応したりしません。それゆえ心はいつかまた、身体に戻ってこなければならないのです。ですから、バジャンであれ瞑想であれ、絶対に霊性修行をやめてはなりません。そうしていれば心は徐々に静まって落ち着いてくることでしょう。木の葉は風が吹くとざわめきます。しかしひとたび風が止めば、葉は静まって動かなくなります。心も同じことなのです。STPS2p90

 心は束縛されていて、ものを欲しがり、人中へ出たがリ、この場所あの場所と好き嫌いします。執着は束縛です。無執着は解脱です。欲しがることは獄に閉じ込められることであり、死ぬことと同じです。心を一切の執着から引き離すことは、自由になることであり、永遠の生を得ます。JV

  心を扱う上で正しい方法は、心の活動を良い行いや、良い思いに向け、また神の御名を繰り返し唱えることに心を向けて、有害な対象や、有害な思いや行ないに心を向けないことです。

  そうすることにより、何かに没頭するという心の自然な傾向は満たされ、しかも、心が悪事に紛れ込むこともありません。心を有害な活動から引き離すための、もう一つの重要な手段は仕事です。人間は一生懸命働く様に創られており、仕事をしていれば、心は無価値で気儘な想念に没頭する時間がなくなります。何も仕事がないのであれば、瞑想や御名を唱える、良い書物を読む、善人と交わるなどの霊的努力を続けるべきです。神に全託する事は難しいと感じる人もいるかもしれませんが、すべての人は時間に全託しています。そして時間は神なのです。一日ごとに人の命は縮まっており、私たちはその時間に、自分の一生を託しています。時間は人間の命を征服します。

  そしてその時間は神なのです。ですから、第一に仕事があり、それから英知、次に愛があります。仕事そのものが愛、いや神になる時がいつかやってくるでしょう。CWSSBp102~3

  心は、一つの思いから他の思いへとすばやく飛び移ります。少しの間、あるものに愛着を示したかと思うと、次の瞬間にはそれを見捨ててしまいます。口を閉ざしておくことは出来ても、心を閉じたままにさせることはまず不可能でしょう。心とはそのようなものです。

  心は欲望という糸で織られた反物なのです。五感を通じて外界に飛び出して行くのです。しかし、人は修行によって心を慣らし、役立たせることができます。もし私たちが人に役立つ仕事や良い事をし、普遍的、絶対的、永遠なものである神に、いつでも思いを寄せていれば道に迷ったり破滅したりしません。心は五感の支配者なので感覚より強い力を持っています。知性が心の支配者で、個々の魂が知性の支配者で、神が個霊の支配者なのです。感覚が心と結合し、心と知性とが結合し、知性が個霊に従う時、あなたは至高神との一体感を味わうことができます。SSnewsVol14

   欲望をのさばらさせて欲望を満たすことに貴重な時間を浪費すべきではありません。 一つの欲望が満たされると、また新たな欲望が沸き起こります。心は一旦、捨てたはずのものを、幾たびも繰り返し追い求めます。ですから、心の気まぐれに負けてはなりません。感覚の執着から、力ずくでも心を引き戻しなさい。心をさまようままに任せるならば、祈ることさえ出来ないではありませんか。いつも、決まった場所で、同じ時に祈りなさい。そのように励む修行者を、アートマン自ら支え、力と堅忍不抜さとを与えます。JV

  心の波立ちを、見る者、つまり傍観者として眺め、それに対して何かを決意や決心をするとか、嫌いだとか、好きだとかという感情を起こさず、自分の心とその動きを制御しなさい。UVc12

  一日の内、何時間は沈黙を守るようにして下さい。そうすれば打ち寄せる言葉や思いの波からいくらかでも心は休まります。神聖な名前を唱えたり､神の事を思うのも休ませる訓練になります。SGc12

  皆さんの出来ることで一つ素晴らしい力を持ち、めざましい働きをなすものがあります。それは、皆さんの心の中に私が永遠に住むようになることです。心に私を住まわせば、他のどんな行いも、取るに足らない物に見えるでしょう。SGc8

 心は自ら活動しない物質です。自ら活動しない水は、太陽の光を受けて輝きます。それと同じく、自ら活動しない物質である心もまた、内在の神霊の光輝を借りて光るので、あたかも意識あるかのように見えるのです。心の知性が、内在の神霊の光輝を照り返すので、心もまた知性を持つようにみえるのです。ただそれだけなのです。心の本性は無知です。DVJp97

 皆さんは、ここプラシャンティニラヤムに一時間ほどいるだけです。ところがこれは、帰ってからも消えることの無い永遠の経験になるのです。最初に目の覚めた状態で経験したことは因果の世界に何時までも残り、それがあとになって心の微妙な世界で思い出すことが出来るのです。SG

感覚の欲望を満たすための外的な行為をしないだけでは十分ではなく、心の中でそれを切望することさえ根絶しなくてはならないのです。JV

 人の心は非常に精妙なので無限に拡大する傾向を持っています。しかし感覚のせいで、心は様々な物や人に引き寄せられます。それらのことで心がいっぱいになると、心の拡大傾向はにぶってきます。

心がものに対して引き寄せられる力が少なくなればなるほど、心は拡大してゆくことが出来るのです。～目をコントロールしなさい。目があちこちと、自由に見ることが出来ることによって、舌が制限無く活動し始めます。舌がおしゃべりを始めることで、目も何でも見ようとし始めます。この二つの器官が無制限に活動を始めると、人の人生は取り返しがつかなくなってしまいます。それ故、あなたの目は、良いものだけを見るようにしなさい。あなたがあなたの目や舌をコントロール出来るようになれば、他の器官も容易にコントロール出来るようになるのです。LIAD by Joy Thomas p164~166

 私があなたを見る時、あなたがたのハートの中をまるで透き通ったガラスの中を見ているように様に見えます。あなたは私に何も隠し事は出来ません。ある人々のハートは暗闇に包まれています。私はそういう人たちには、何もしません。またある人たちのハートは光り輝いています。

  私はその人たちの人生にも干渉しません。またある人たちのハートはろうそくの光のように弱々しく灯っています。私の仕事はその弱々しい光を明るく輝かすことです。P344 ANDI

 自分自身の真実を知るのは、神を知るのと同じです。どちらも同じ英知の輝きであり、ただ一つの神を悟ることです。この知識があれば、皆さんを取り巻く様々なものが、一つになっていく様を捕らえることが出来ます。世間で経験するものをはるかに超えて、皆さんが求めてきた不滅のものに達することができるのです。この最高の知識を手に入れるには、何をよりどころとすれば良いのでしょう。

それは清らかな心です。心は神聖な行為によって清められます。神を信じる人達と付き合い、毎日の生活で良いことをするように心がけ、良い仕事をしていれば、心は清らかになります。SGc1

 心が清らかになればなる程、人は若さに満ちあふれます。その人はいかなる病気にも罹りません。心の清らかさを保つことを目標としなさい。それを達成することは、神への愛によって可能です。29/6/89

   自らの心を完璧にコントロールした者のみが、真の人だと言えます。SSIB93p79

宇宙に満ち、それを構成するすべてのものは、心が創り出したものです。それゆえ、その真理を認識するためには心をコントロールし、あちこちへ向かう空想を鎮めなくてはなりません。JV

 識別と捨離の実践によって、心を感覚の世界から離して内に向けなさい。そうするとあなたは、心の無い体験をします。また、感覚によって知る世界をはっきりと理解することなしに、単に心をコントロールしようと努力しても、それは価値のない努力であって、執着は去らず心の波立ちは、たやすく鎮まらないということです。というのも、きっかけさえあれば、心はすぐに波立つからです。

  熟睡している時のように心を不活発の状態に保ちなさい。感覚によって体験する一切が真実でないという確信を十分把握するならば、心はもはや外界に気を散らす力を持ちません。UVc5

 欲望に満ちた心は鈍性の属性を持ちます。鈍性の属性が優位であるところに暗黒があります。欲望が満たされる時、心は涼しくなり、満たされなければ心は落ち着きをなくします。しかし、心が熱くなることはありません。それが心の本性です。4/4/92

 心自体は認知の力を持ちません。心が物を認知するには、眼や耳などの認知器官によらねばなりません。感覚が弱まり感覚を通じて得る印象が誤り、不確かとなれば心もそれによって影響を受けます。心は、誤った印象によって影響を受けます。それゆえ霊的な場においては、良い人と交わることの重要性が強調されるのです。21/11/90

 人間というものは手持ち無沙汰な時、心があちこちにさまよいます。8/3/86

人間は心という独特の道具を持つ唯一の存在です。心をコントロールすることの出来る人こそ、人生においても成功を収めることが出来ます。心の奴隷になった人は、幸福を得ることも平安を得ることも出来ません。

  ～人々は普通、心を身体と密接に結びついたものと見なします。彼らは5大元素よりなる身体を真実で永遠のものと信じ、身体を完全に健康に維持するためには時を惜しまず努力をします。

人生は世俗の物事を追って浪費されます。しかし、最高の大成就は、ブッデイを用いてより高い英知を得、得た英知によって心をコントロールすることです。～それは良い想念を抱くことによってのみ可能です。8/19/86

 想念を減らすにつれ心は力を失います。内在の神霊を信じるためには、身体、心、知性の力の全てを内在の神霊に向けねばなりません。いかなる想いが心に浮かぼうとも、それはアートマンに向けられねばなりません。それが真のサーユジャ（神と一つになること）です。人が神に帰融するとき、神との一体感を認識し多様性の感覚は消えます。23/5/91

 心は本能と衝動が束になったものです。心は実は世界そのものです。心は人にとっては全世界です。熟睡している間は心は機能せず、世界は彼にとっては事実上存在しないのです。心の認知力いかんによって、世界は生まれ、すなわち意識にのぼり、あるいは消滅、すなわち意識から姿を消します。それゆえ心を滅する時、世界も又滅し、人は自由となります。彼は束縛から解き放たれるのです。JV

 自分の心を変えることを、ババに祈るべきではありません。自分の心を変えるのは、その人の義務です。何から何までババにしてもらおうと期待するなら、一体あなた自身は何をするのですか?

  神は、そのような怠け者は要りません。自分の霊性修行を実践し前進しなさい。自らの本分を果たす人を神は助けます。義務を果たし、結果を神にゆだねなさい。これをしてください。あれをしてください。と神に頼むのは弱さの証拠です。神を完全に信じていれば、心はおのずから変わります。ババの役割は、あなたの心を変えることではなくて、行為の結果からあなたを救済することです。

 各人はこれを認識し、この真理に基づいて行為しなさい。まず、自分自身の内にある欠点を正し、神への信愛を強め、信念を堅固にゆるぎないものとしなさい。これがプルシャプラヤトラ＜全ての人の為すべき努力＞です。そうすれば、あなたは神の恩寵を得ることが出来ます。11/92

 アーユルヴェーダは心の清らかさこそ健康の為に肝要であると確信し、一方アロパシーの医者は心をさほど重要とはみなしません。彼らは、病気の原因となった病原菌の撲滅を重要視し、それを病気治療の唯一の手段と考えます。病気を撲滅するために、心と霊の果たす役割を考慮しません。～抗生物質は非常に強力ですみやかに病状を改善しますが、しかし病気を治す一方で危険な副作用も伴います。6/2/93

  心は人を最高の高所に高める事も出来、最低の深みに沈めることも出来ます。心を正しくコントロールする事こそ,今日人類の直面する挑戦的課題だといえよう。人は身体的・宗教的・霊的に、人生のあらゆる面において、高尚な理想と感情を持たねばなりません。彼は束の間ではかない感覚の悦楽を捨て、惨めさを引きずって生きる生活から脱却しなくてはなりません。向上するのも堕落するのも心次第です。心の気まぐれな命令のままに性急な行動に走ってはいけません。修行をつんだ者は、善悪,正邪を良く考えてから行動します。そのような人は、究極的に神我を実感認識する目標に到達します。25/5/93

  霊性修行により、あなたの心は静まり穏やかで落ち着いたバランスの取れた人にならなければなりません。あなたの心を月の光のように涼やかで快適なものにしなさい。というのも、こころを支配している神は月だからです。静かな言葉で話しなさい。悪意や揚げ足取りや賞賛に対しては、静かに反応しなさい。感覚、情熱、感情、気分、衝動が落ち着いたものであること、それが真の平安です。神は次のように警告しています。疑いや無意味な議論によって、私から離れてはなりません。あなたはどのようにしてこれらのことを成し遂げることが出来るのか？そもそもそんなことが自分に出来うるのか？などという疑問を持ってはなりません。　　　　（サイババと精神科医）

 どの人にも心が与えられています。心は神秘なものです。心は完全に静止しているように見えながら、光速より速く移動します。人は何度も生まれ変わって名と姿をどのように変えようとも、心は変わらず彼と共に付いて来ます。心は人の輪廻転生と共について回ります。それが心の独特の行動です。28/3/96

 それは心の状態に応じてくっきり映り、あるいは揺れ動き、あるいはぼんやり映ります。この霊的真理を容易く理解することの出来る人は少ないのです。1/1/91

 人は、心の性質を理解したときに人間の真の性質がわかるのです。では、心とは何か？それは悪いものではないのです。それは良いものなのです。それは、アートマンの力、想念の力を顕しているのです。どんな遠いところへでも行くことが出来、アートマンの力を探求出来、過去、現在､未来という時にもとづいた真理を理解する力を持っています。それ故心は人々の毎日の生活の基になるものであり、人生の基礎となるものでもあります。すべての力の源でもあります。今日、人々は心の重要性について無関心です。SS7/1995p, 170

心は、身体の感覚器官と結びつかないうちは害を及ぼしません。たとえて言えば、心は想念の劇場を持っているようなものです。その劇場自体は何も害を与えません。しかし、心が身体をそそのかして自分の劇場に連れて行くと、それが映画になり、登場人物になり､そしてそれを見て人は感情的になり､またそれがその人の概念になり、そして結局のところ人は平安を失います。心を身体と結びつけさせてはいけません。身体の感覚は、身体の保持に必要とすることのみに限定させておかねばなりません。心も真理、集中、平安、愛、祝福といった五つの心の作用につなぎ止めておかねばなりません。心をこのようにつなぎ止めることができれば、すべてはうまく進み人々は幸せで平安になれるのです。CWSSBp55

 人は忙しく仕事をするように出来ています。そしてもし人が忙しくいろいろと神のために働けば､心は役にも立たない色々な想念を浮かべることはなくなるでしょう。CWSSBp56

 心をきれいにするには、高貴さを養い、神聖な思いを身につけ、多の人々に奉仕しなくてはならない。誰も他の人々を傷つけず、人類同胞に対して愛情や同情を持つ人は偉大な人である。SSN秋1995p,18

 自己探求と自己反省は、自己実現のために重要です。もし悪い想念が湧き起こってきたら、次のように考えれば良い。「間違った食物を摂ってしまったからこんな想念が浮かんできたのだ。今日から断食してこれらの思いを取り除こう。」と、これが心を罰する最良な方法なのだ。これが自己改善であり、こうして人は、心をコントロール下におかねばならないのです。Thought of the Day 8/12/1987

 心というのは、思いや想像のかたまりです。このような思いは、少しずつ減らしていかなければなりません。思いが減ってくると、心はねじが巻かれていない時計のように、自然にコントロールされていくものなのです。心の活動が減少してくると、アートマンの力が顕現してきます。その結果、英知の力が感覚を支配し始めるのです。話すことや心がコントロールされると、完全なる沈黙の領域に達することが出来るのです。SS3月1994p,58

     人間の霊性修行は、すべて心のレベルで行われています。そうした方法でアートマを悟ることはできません。心も言葉も、アートマの性質を理解することはできません。心は感覚器官によって外側に向きを変えさせられます。心を感覚の対象物から退しりぞかせることによってのみ、心に内なる視力を向上させることができるのです。30/3/87

 君の身体の中には聖なる心がある。その心の中には神がいる。それとともに、君の身体の中には一人の存在としての魂がある。この二つ～神と一人の存在としての魂～は、身体の中では別々のものとして現れ、大いなる物語における役割をともに演じている。この物語の作者の命ずるままに､この二つは、一つに出会ったり別れたりする。物語の作者は良い方と悪方のそれぞれの役割を決める。

 だが本当は､すべての役を演じているのは、ただ一人の神なのだ。肉体の側から考えれば、内にひとつの魂があり、そのまた心の奥に、神がいることになる。肉体に捕らわれていれば、二つは別々の存在のまま、それぞれの役を演じているように思うだろう。だが自分は肉体だというまやかしが消えれば、この二つは一つになる。そうなれば神の意識を悟り､永遠の悦びを味わうことが出来るだろう。

 ～すべては一つなのだ。感覚にとらわれて、このすべては一つという気持ちを忘れ、落ち着きを無くしてはいけない。悲しみと喜びから、執着と憎しみから心を自由にするのだ。褒められても、とがめられてもそれにとらわれてはいけない。誰に対しても変わらない態度で接するのだ。～この宇宙のすべてのものが神の現れだと信じれば、最高の英知あるものとなる。SGc34

  皆さんは、過去を回想し、恐ろしい未来を思い描くことによって、悲しみを倍増させています。皆さんは、過去を思い返し、これからの出来事をあれこれ考えることで、今この瞬間を大きな恐怖で満たしています！ 蓄音機の針はレコード盤の上を走って音楽を奏でます。レコードは動かない物体です。心（蓄音機の針）が自然界と関わりを持ち、自然界と接触すると、喜びと悲しみの歌が聞こえてきます。過ちは、自然界にあるのでも、心にあるのでもなく、接触することにあります！ 離れていなさい、無関心でいなさい。そうすれば、何の反応も生じません。これが、心の平安を手に入れる方法です。21/11/69



    ＊心の力

     心の力を表現することなどとても出来ません。思考の速度は、光や風やこの世界の何よりも速いのです。人にこのような計り知れない力を与えられているというのに、人は自分で弱いものだと思い込んでしまうことは悲しいことです。また、心と肉体の心臓とは何の関係もありません。SS3/90

    空想はあなたの心の力を吸い取ってしまいます。24/9/52

心は様々なものを創り出します。心にはそういう特別な力があります。どんなものでも、創り出し、滅ぼしてしまう途方も無い力があるのです。すべての行為の原因は心にあります。この強力な心を神に捧げればすべての行為も神に捧げられることになります。神を思うことに心を使えば､すべてが聖なる行為になるのです。SGc31

    現象的宇宙は広大で無限の館。しかし、館は正しい基礎の上に建てなければなりません。

堅固な基盤がなければ、館は崩壊するでしょう。世界という広大で強力な物質より成る鈍重な館にとって、霊妙で無限で強力な心がその基盤です。したがって人は心の強さの程度に応じて、力を得る事が出来ます。～現代人は欲求不満、気落ち、失望によって抑圧されています。

  その理由は何か?今日の人々の欲求不満と平安のなさは、心の神聖な力を用いることに失敗したからです。人と人との分離は、増大する一方です。これらの分離感は被害の伴う争いの生ずる原因です。それゆえ、第一になさねばならぬことは、心の力を正しく用いることです。今日人の心は、感覚の言うなりになっている為、まるで酔っ払いのようです。今日世界は二種類の酔っ払いがいます。

 一つは富から発生したもの。もう一つは力から生じたものです。この二つは、互いに異なるものではありません。それはひとつの種を二つに割ったようなものといえましょう。富によって人は権力の地位を得、得た権力によって富を手に入れます。今日人々の生活は、力と金銭という二つのものに基盤をもちます。この二つのいずれかを手に入れるなら、彼の自惚れは留まるところを知りません。

  その両方を持つ人の状態はいまさら言葉で言うまでもないでしょう。人間らしさを忘れ、獣的な属性をほしいままにし、人は悪魔的な性質を身につけるのです。今日、人は心の力の偉大さを実感認識する努力をしません。その努力をせず、世間的な行動に没頭し、人は自分の人生を無駄にしてしまうのです。6/5/94









    ＊心の産物

神が心を占めるとき、心の産物にすぎない客観世界や自然界はその正当性を失い、大海の波である人間は、その源の中で消えてしまいます。個別の自己と普遍的な真我とが一体性の内に融合します。すべての宗教は、神と自然と人間に関するこの根本的な真実を提示しています。すべての教義が、本質的には、この事実と、融合の手段としての愛を強調しているのです。ですから、私たちはすべての教義と宗教を尊敬しなければなりません。それらは、普遍的な絶対者に到る多くの道に沿って旅人を導く光の燈台です。25/12/86

    一つの同じアートマが、覚醒状態、夢見の状態、熟睡の状態という三つの状態のすべてに存在しています。覚醒状態では、肉体や心や知性と関連して働き、夢見の状態では、肉体はベッドに横たわって寝ている為に、すべては心の産物であり、心があなたをも造り出しています。熟睡状態では、肉体も心も知性も存在しません。stps2p143



    ＊心の命令

人は心の命ずるままに行動しています。心を基盤として、すべての行動を起こしているのです。心に従う人はまさしく盗人です。心にではなく、知性に従いなさい。そのときはじめて、「アートマの原理」を理解することができます。ティルトンダ アルワルは「ハートを清らかにして（チッタ シュッディ）、神を崇めなさい」と言いました。心の命令に従ってはなりません。心は常に不安定だからです。あらゆる人が高貴な資質を備え、純粋な思いをもつことができます。それらは高価なダイヤモンドのようなものです。しかし、人は心にそれらの管理を任せているのです。その結果 、霊的に進歩することができないでいます。真実と愛を基盤としなさい。真実は一つであり、時間や空間によって制限されるものではありません。真実と愛という、永遠で不変の原理を人生の基盤と見なすことができたとき、はじめて人は平安と至福を体験することができるのです。21/8/02



    ＊乞食

外では多くの物乞いを見かけます。物乞いにはお金を与えてはなりません。物乞いはあなたが与えたお金を悪いことに使うかも知れません。あなたは最初に尋ねなくてはなりません。「友よ、何が必要なのですか？」と。もし空腹だというのなら食べ物を与えなさい。必要なものだけを与えるべきです。度を超えた寛大さは危険につながります。24/11/2000



　＊個性の改善

あなたの個性を改善している間、私はあなたと違う道を行きます。その間、あなたは私があなたを避けているように思うでしょう。しかし、それは真実ではありません。私はあなたとの関係が少しでも早く神聖なものとなるように、わざとそうしているのです。P, 298ANDI



　＊子育て

今日世界中の親は、我が子の行動に悩み、幸福でいられません。彼らは自分の子供の行為を嘆きますが、実は非難されるべきは自分自身であることに気がつきません。正しい道に従って子供を育てていたならば、子供達が道を踏み外すことはなかったはずです。甘やかされた子供達は、迷い犬のようにうろつきます。彼らを改めることは不可能です。富めば富むほど人は横柄になり、道徳は廃ります。6/5/92

    親には、子どもに浄性の食べ物の有効性を教え、幼少期からそれを習慣づけるという大きな責任があります。反対に、もし家庭で親が肉や魚の入った激性や鈍性の食事を作って出すならば、どうやって子どもがサトワ グナを伸ばすことを望めるでしょうか？　子どもたちは、激性と鈍性の食物を摂ることをやめ、親に浄性の食物のみを要求すべきであると、私は考えます。人は浄性の食物だけを食べる習慣を意識的に養うべきです。こうした浄性の習慣を身につけて生活を送って、初めて私たちは浄性の特質を育むことができるようになります。つまり、霊性の道における進歩は、浄性の食物を摂って初めて可能なものとなるのです。22/10/05

    自分自身と生まれる子どもが神聖であることを望むなら、絶えず神を憶念していなさい。子どもは、親が善良で気高い生活を送っているときにだけ、善良で気高くなるのです。ですから、まず第一に親が善良でなければなりません。残念なことに、今の親は自分の子どもに手本を見せることができません。その結果 として、子どもが悪い習慣を身につけてしまうのです。6/5/05

  子供が道を外すのをそのまま見過ごす親は、いつか必ず報いを受けます。カリユガにおいて、子供を好き勝手にさす事が流行となりました。親は、そうしないと子供達が家出するか自殺するかと恐れるのです。そのような劣等な人格の子供に何が起ころうと、それが何だと言うのですか?親は今日、この種の道徳的勇気を持ち合わしていません。そのような親は子供達に関する悪いニュースを耳にし続け、絶望の内に死ぬのです。31/3/96

今日、親たちは自分の子供たちに制限のない自由を与えており，それが大きな災難となって降りかかっています。もし子供たちを小さい頃からコントロールしなければ、大きくなってからコントロールするのは不可能ですSSIB1993p109

 生まれて最初の５年間は，母親が子供の世話をしなければなりません。～今日、金持ちや高学歴の親を持った子供は，（子供を召使いや、保育所に預けるという意味で）とても大きなハンディキャップを持っていると言わざるを得ません。SSSvol2p204



　＊五大元素

人間の肉体は、地、水、風、火、空の五大元素で構成されています。肉体は自力で動くことが出来ません。私たちは肉体に空気を吸い込みます。また体内には火があって、肉体を温かく保ち、食物の消化を助けます。体内には空もあり、人間の身体のあらゆる部位の調節をしています。

 体内にはたくさんの水もあります。このように外界にある五元素はすべてあなたの内にもあるのです。誰もが同じ割合で五元素を有しています。あなたが持っているものすべては、他の人も同じように持っているのです。

 それならば、なぜあなたは施しを求めて他の人に手を伸ばすのですか。何のために。他の人が持っていて、あなたが持っていないものって何ですか。元来、そのようなものは、何もありません。これが「多様性の中の一体性」の原理です。この一体性とは神性です。この霊的な一体性の体験が、あなたを解脱に導くのに対し、多という性質、複数という性質、そして、多様性という感覚は、束縛であり、二元性であり執着です。STPSp68

    現代人は宇宙を形成している五元素を正しく使っていません。その結果として、人は無数の困難にさいなまれています。五元素から引き出すべき恩恵（音、感触、光、味、香りという形をとったもの）が正しく享受されていません。それらは誤用されています。人間が神の恵みを剥奪され、神の不機嫌をこうむっているのは、神から与えられた五元素と能力を人間が乱用しているからです。五元素も人間に敵対するようになっています。人間が五元素を侮辱していることに対して、五元素も人間を嫌悪しています。その結果、人に聞こえてくるのはスキャンダルやゴシップという耳障りな音です。それらは人が出すべき音でしょうか？23/11/91

  愛をもってすればあなたはあらゆることを達成できます。５大元素の全ては愛をもって制御できます。あなたが一旦５大元素を制御したなら、あなたは全世界を制御できます。決してあなた自身を小さな存在と思ってはいけません。あなたは巨大な存在です。あなたの無知があなた自身を卑しい存在と思わせているのです。あなたから無知のヴェールを取り除くのを手助けしてくれるのは愛です。愛は神で、神は愛です。もしも一旦わたしたちがこの単純な真理を発展させたなら、全世界を一つにすることができるでしょう。15/7/01

　五元素は、人間の苦楽や善悪の原因です。五元素は、人がそれをどのように使うかによって、幸せや悲しみをもたらします。五元素は、名前や姿は単純に見えるかもしれませんが、非常に大きな力を持っています。人間は、この世に生を受けて何年かの間生き、最終的には肉体を離れます。人間の誕生・成長・死は、五元素が原因で起こります。五元素は、微細な世界から極大の世界にまで広がっています。それは、人間の頭の上から足の爪先に到るまで人体のあらゆる部分に存在しています。ですから、人間はこれらの元素の秘密を必ず知っておかなければなりません。五大元素の重要性を十分に理解した仏陀は、自らの五感をコントロールすることができるように集中的な努力を行いました。5/7/01

   人類が今日体験している諸問題やさまざまな不安のすべての根底に何があるかを追求してみれば、人間が五元素を乱用していることに原因があることがわかるでしょう。ですから、善いものを見、善いことを聞き、善くあらねばなりません。人々がこのように振る舞えば、五元素は人々に恩恵を降り注ぐでしょう。五元素の恩寵を確保することができたとき、初めて人は神の恩寵を体験することができます。私たちを養い、維持してくれている五元素を誤用しているなら、どうやって五元素の恩寵を得ることなどできるでしょうか？23/11/91

 五大元素を誤って使う事はとても大きな犯罪です。もともとは,すべて神だからです。それゆえ注意深く使いなさい。水を飲みすぎると呼吸をするのが難しくなります。

エネルギーを使いすぎるとやけどをします。空気を汚染すると精神病になります。自分が必要とする以上な物を熱望するのは間違っています。快楽を過剰に求めることもまた間違っていることです。あなたが欲張りだと今まで手に入れたものまでも失うでしょう。大食漢のように大食いしたり、汚い場所で食べたりしてはいけません。

 自分や家族の生活を支えることが出来る以上の土地や耕地を、買い占めてはいけません。あなたが話し仕事をしている時に、大きな声を出してはいけません。必要以上に大きな声を出さないように。器を置くときでさえ静かに置きなさい。騒音を生み出すことも罪なのです。神は静寂なり。p276ANDI



　＊言葉

私は意味のない言葉は一言も言わない。2/108の名前

人が死んだ後も、彼の語った言葉はエーテル中の電波という相において存続します。29/5/92

心と言葉と行為が一つに結びついた時皆さんは偉大な魂の人になるでしょう。SGc5



　＊子供

人は、子供の時ですら喜びと平安の泉を心の内に持っています。SSSvol2p260

子供の無垢なハートには、より高い理想と目的に対して献身して傾倒するという潜在的能力が秘められています。この可能性は皆さん大人によって引き出され培われるものです。子供達は何も知らないとか、子供達を自分の思い通りに変えれると思ってはなりません。それは誤りです。

 子供の素晴らしい可能性に気付きなさい。子供自身が提案したり、示唆したりする方法を採用しなさい。子供が神性へと到達し、自らの高邁な運命に気づくよう手助けするのです。子供のことを、幾分劣った存在であるとか、そのような高みへたどり着けるはずはないなどと考えるのはやめなさい。SSSVol9

    もし、もう一度皆さん全員が子どもになることができれば私はとても幸せです。子どもは怒り、情欲、嫉妬、うぬ ぼれ、そしてエゴという悪い性質をもつことは決してありません。イエス キリストはいつも子どもたちの無垢な性質を喜んでいました。ある時、イエスは群集の中にいた一人の母親のひざから小さなこどもを抱き上げて言いました。「私はこの小さな子どもが大好きです。彼女は神のすべての資質をもっています。純粋でエゴもなく、完全な至福の中にいます」子どもは本質的に神です。大きくなるにつれ、子どもは過度の欲望、執着、怒り、嫉妬などといった悪い性質を育ててしまいます。年令を重ねるとともに、悲しみと困難もまた増します。

    ですから、人は自分の欲望をコントロールできるよう努力すべきなのです。それは欲望に上限を設けること（節制）です。もし、このコントロールを身につけることができれば、あなたは神の力の影響下にあります。さもなければ、あなたは欲望の力に惑わされ、決して出ることができない渦巻きにはまってしまうことでしょう。単純で純粋無垢な子どもは、神への道です。 

   私はあなた方に、少なくとも一日に一分間、子どもになってほしいと思います。皆さんは子どもの特徴である気高い性質を見習うべきです。たとえば、あなたが欲望に悩まされているとすれば、欲望はあなたの気高い性質にふさわしくないとみなして追い払いなさい。そうして初めて、あなたは胸を張って歩けるのです。 28/8/04

    子供たちの幼い柔らかなハートには信愛（バクティ）が潜在しています。そして、高い理想と目標への忠誠心が潜在しています。それを引き出して育てることができるのは、あなた方です。「子供は何も知らない」、「自分の思い通りにどんなふうにも子供を変えることができる」と思ったら大間違いです。子供の持っている大きな潜在力を認識し、子供本人が示唆したり、示してきた場合には、その方法を採り入れなさい。子供が神性に到達するよう、子供が自らの高尚な運命を自覚するよう、助けてやりなさい。子供は人として下等であるとか、高みには到達できないなどと思っていてはいけません。

今の親たちは、子供を指導する能力に欠け、子供を溺愛し、どうやって子供を正していいかわからず、非難に値する習慣や生活を送っています。親たちは、煙草を吸い、ゲームをし、ギャンブルをし、酒を飲み、家で喧嘩をし、子供の前で嘘をつき、陰口を言い、自慢話をし、人の悪口を言っています。それでどうして自分の子供を正しい道に導くことができますか？ あなた方は、そのような親たちの敵になったり、邪魔をするのではなく、心を改めるよう説得し、さらには、相手を感化させるような模範とならなければいけません。10/7/74

 皆さんが学んだ道徳的価値は、どのようなものでも、自分の子どもたちに教えなければなりません。学んだことのすべては、子どもの成長のために用いたときにのみ、価値をもちます。教育は、一人ひとりの内なる可能性を引き出すためにあるのです。19/11/02

子供は神の申し子と言われています。子供のうちは､憎しみや怒りや嫉妬に駆られることはありません。イエスは、子供にはどこにも悪いところが無いのだから､子供は神のようだと言っています。子供のうちは､心にも身体にも何も悪いところはありません。悪い心からおこる悪い感情が無いから､子供は美しいのです。大きくなるにつれて､子供達に少しずつ悪い性質が身についてきます。そうなると、子供の持っている美しいものが失われてしまいます。悪い心は､悪い言葉と悪い行いとなって､子供の美しさを無くしてしまうのです。人の持っている美しさは、少しずつ無くなっていきます。

 そういったはかない美しさは､永遠の悦びを与えてくれません。ロバだって生まれたばかりの時はかわいいものです。それが大きくなってくると､腹が出てきて醜い姿になってしまいます。悪いところが無いうちはどんなものでも美しく見えます。ですからこの世界では､どんな人もどんなものも美しさは限られています。

 ということはそこから生まれる悦びも限られているのです。美しさと悦びはいつも一緒にやってきます。美しいけれどつまらないものなどどこにも無いし、おぞましい姿の楽しいものも見ることはありません。永遠に喜ばしく､永遠に美しいただ一つの摂理は何でしょう。

 それはアートマです。アートマは変わることも移ろうこともありません。それどころか、アートマには何の姿も無いのです。美しさと悦びが、アートマの姿です。SGc19

 子供達は何もしていないのに、何かを受け取ることがないように教えなさい。自分が欲しいものは、子供達が自分たちで働いて手に入れさすようにさせなさい。Gems of Wisdom

 親は、子供が聞いているところで他の人の欠点を指摘したり、子供達の敏感な心を前にして、他人への妬みや憎しみを表してはいけません。SSSVol4

   まず第一に、視覚と舌をコントロールしなさい。皆さんは、悪いものを見ることによって、多くの罪を犯しています。そして、必ずその結果 に直面しなければなりません。皆さんが悪いことのために感覚を使えば、皆さんに生まれる子供たちも悪い心を持つようになります。ですから、悪いものを見ず、悪いことを聞かず、悪いことを語らないようにしなさい。

  昔の人々は、身ごもっている婦人が悪いものを見たり聞いたりしないように注意を払っていました。彼らは妊婦に、神の神聖な物語を話して聞かせ、良いものを食べさせ、善い知らせだけを伝えるようにしていました。彼らがそうしたのは、母親が善い感情を持っていれば、生まれてくる子供もまた善い心を持つようになることがわかっていたからです。両親が犯した罪は、間違いなく子供たちにも影響を与えます。5/7/01

  喜びに満ちた真理の道に沿って子どもたちを導きなさい。子どもたちの幸せそうな顔を見ることによって得られる至福から湧き上がる笑顔を、いつもあなたの顔にたたえていなさい。怒り、嫉妬、慢心の罠に陥ってはなりません。これらの罠は、あなた方が着手した務めに、しっかりと、誠実に目を向けることによって、免れることができます。あなた方が奉仕している子どもたちが、母国の太古の栄光を復興させる英雄たちとなりますように。21/11/79



    ＊この世

宇宙は神で満ちています。私たちがジャガット〔この世〕と呼んでいるものは、私たちが生まれ、育ち、自分たちがそこからやって来たもとの場所へと戻る世界です。地球は私たちの世界の土台です。地球では、絶えず内でも外でも、夜にも昼にも、あらゆる場所で大気が流れていますが、それを肉眼で見ることはできません。人はさまざまな活動や食べることや休むことに時を費やしています。見上げれば果てしない空が広がっています。昼には太陽がきらびやかに輝いています。夜は闇です。どこを向いても、山や川、木や家やアパートがありますが、こうした美しいものはすべて、肉眼で見えるものです。22/11/80M



    ＊ゴーピー

ゴーピー〔牧女〕たちの愛については、哲学的な憶測が随分と飛び交っていますが、私に言わせれば、あれはサハジャプレーマ、すなわち、肉体意識を超越した純正な愛であり、賞賛にも非難にも影響されないものです。それは、水の上に落ちた一滴の油のように、触ると指に付着して水から離れてしまうようなものではありません。ゴーピーたちの愛は蓮と似ています。蓮は深い水底からいくつもの水の層をくぐって茎を上に伸ばしますが、葉は水面に浮かび、蓮にとって不可欠な環境である水の影響をこうむることがありません。人間も、蓮のように、人間にとって不可避なものである感覚の世界の上に上昇するために、懸命に努力すべきです。感覚の世界は、あなたがつまらないことのために奮闘するよう誘惑してきます。しかし、あなたはゴーピーたちのように渇望を捨て去り、自分の目を生気あふれる貴重な歓喜の泉に定めるべきです。ゴーピーたちには、他には何の目的も、理想も、願いもありませんでした。ゴーピーたちにあったのは、揺るぎない神我への全託でした。それは完全で、疑う余地のないものでした。25/11/62

    牧女たちは神性の相においては無形でした。自分の体に執着があると、人は五感に執着します。牧女たちは自分の体にまつわる錯覚に陥っていませんでした。その理由は、牧女たちはクリタユガ〔正の時代の意、黄金時代〕の前世で聖仙だったからです。クリタユガで聖仙だったときには、神の姿を見ること（ダルシャン）を得ることだけができました。聖仙たちは、トレーターユガ〔三なる時代の意、銀の時代〕では、神の化身ラーマの猿となりました。クリタユガでは神の姿を見ること（ダルシャン）がかなっただけでしたが、トレーターユガでは神との会話（サムバーシャナ）の機会を得ました。その後、猿たちは神に祈り、神に触れる（スパルシャナ）機会を得ました。神に触れる機会を得るために、クリタユガの聖仙たちは、トレーターユガでは猿になり、ドワーパラユガ〔疑いの時代の意、胴の時代〕では牧女になったのです。78夏期講習



    ＊コップの水

   神は一なるものであり、一なるものとなり得ますが、一より多くはありません！ 一なる神が存在するだけであり、神は遍在です！ 一つの宗教、愛の宗教があるだけです。一つの言語、ハートの言語があるだけです。神はこつこつと霊性修行を続けるという方法によって視覚化されなければなりません。疑いと躊躇に陥ってはなりません。修行を続け、意識を清めさえすれば、あなたのハート中に座っている神を見ることができます。砂糖が入っているのにコップの水が甘くないのは、あなたが水をよくかき混ぜていないからです。神は世界に存在しており、一滴一滴を、すなわち原子の一つひとつの中の神性を、よくかき混ぜることによって、あなたは生きていく世界を甘いものにすることができます。知性がそのスプーンです。霊性修行（サーダナ）がそれをかき混ぜるプロセスです。生活のあらゆる瞬間を神で飽和させなさい。そうすることによって生活は甘くなります。25/12/70



　＊ゴマ

胡麻には肺と眼の病気を癒す成分が含まれています。31/8/92



　＊ゴールデンエイジ

  アヴァターの使命は人類の心に変容をもたらすことです。皆さんは一つの事実に気づくことができなければなりません。人類の世界規模の変容はすでに始まっています。短期間のうちに、すべての人間社会が一体となり、次のヴェーダの祈りの中で尊ばれている理想に沿って、平安と一体性のうちに生きていることに気づくことでしょう。共に生きよう、共に成長しよう。共に知性を育もう。互いに仲良く暮らそう。私は、黄金時代はとても近いと断言します。バーラタ（インド）、そして、全世界で、個人の対立、不和、同胞への憎しみは、過去の遺物となるでしょう。10/10/05

 あなた達の多くは健康上の問題や精神的な心配事を抱えてここにやって来ます。それらは、あなた達をここに呼び寄せて神の祝福を与え、あなたの信仰心を強固にする為に私が用意したものだったのです。問題や心配事は、あなたに謙譲や謙遜の心を教えるいい機会でこれを歓迎すべきです。しかし、あなた方が築き上げて来たものに対しての執着心をずっと持ち続ける事は出来ません。

 いつかそれらはあなたの手のひらから滑り落ちて無くしてしまうことでしょう。あなたはいつの日か、チトラヴァティの川床のみが、世界中からここへ来た人々の座れる場所で、空のみが、彼らが座っている場所の天井となりえるのを見ることでしょう。多くの人々は、彼らの人生が好転し、幸せで喜びに満ちたゴールデンエイジがやってくることを信じるのを躊躇しています。私はこのサイババが口先だけで言っているのではないと保証します。この人類に降りかかるであろう危機を回避することに私は成功することでしょう。P303 chap48 SSS Vol 4

 大災害は避けられるであろう。新しいゴールデンエイジの時代がやってくるのです。私はそのことに失敗しない。神の化身は失敗したりしないのだ。TEOLp225

 多くの人々は今日の状況が好転し、多くの人々が喜びにあふれて幸せに暮らす黄金の時代がやって来るということを、なかなか信じようとしません。私は、このダルマの化身である神聖な身体が、取るに足らないことのためにこの地上にやってきたのでは無いことを保証します。私は、人類に降り注ぐ危機を取り除くことに成功するでしょう。PN1968

    私が自ら自分自身の像を祀るのは実に楽しいことです。私は極めて正当な理由からそうしているのです。今日は黄金の文字で刻まれる価値のある日です。今日のこの行事は、サティヤサイ時代という新しい時代が始まる日であり、サイはフルダヤ・スチャイすなわち万人に内在する推進者となるのです。神の化身が神像を祀った過去の出来事としては、ラーマがラメスワラムに悪魔を滅ぼす手始めとしてリンガを祀りました。私は全世界にダルマを樹立する手始めに私の神像を祀ったのです。25/2/1961



    ＊これとあれ

創造物（現象世界）は五感の理解の範囲内にあります。私たちが聞くこと、見ること、体験することは、すべて私たちの五感の範囲内にあります。私たちはこれら一切のものを「これ」、「これ」、「これ」（イダム）と呼びます。しかし、五感を超越しているものは「あれ」と呼ばれます。

（あれは完全、これは完全）

「あれ」という語は、何か遠くにあるものを指しています。「あれ」は何から離れているのでしょうか？ 「これ」は何から近いのでしょうか？ 私たちは「これ」という語を五感の範囲内にあるものに言及することに使っています。「あれ」は五感を超越したものに言及しています。

ですから、五感を超えているものはアディヤートミク（霊的、アートマ的）と呼ばれてきました。五感より下にあるものは、バウティク（元素、五大元素から成るもの）と呼ばれてきました。私たちは、五感の下にいると同時に、五感の上にもいます。五感の下は肉体です。五感を超えるものはフルダヤ（霊的なハート、フリダヤ）です。永遠不滅のフルダヤは、滅びゆく肉体の中に収められています。これは、貴重な宝石を、その宝石よりも安い金庫にしまっておくようなものです。神性は、肉体という金庫の中にしまってある貴重な宝石です。これは私たちの真の姿を述べています。31/8/88

    

　＊殺す

自分の身体を守るというのは、とても大事な義務です。どんなことをしても自分を守らねばなりません。誰かがあなたを攻撃してきたらその人を殺す、ということも、それが唯一あなたを守る方法であるならばそうしなさい。しかし、そうする以外に他にたくさんの他の方法で、それを防ぐ手立てもあるということも知っておくべきです。もし八方手を尽くして、もう他に手が無い場合のみ、襲ってくるものを殺す、という極端な選択があるのです。MBAIp197

 誰か抜け目のない人が、「行為を神に捧げ、その神の名のもとに、人を殺したり、傷つけても良いのですか？」と、尋ねるかもしれません。一体どうして思いと言葉と行為が純粋で無いなら、あらゆる行為を神に捧げることが出来るでしょうか。愛、平安、正義、非暴力が神に仕える者の美徳です。DVJp20

殺人者を殺すというのは、ダルマではありません。SSSvol1p124



    ＊コントロール

「人間の束縛と解放をもたらす原因は心です」。心が揺れ動くのは、あなたが欲望を抱えているからです。ですからあなたは、欲望を手放したときに、初めて平安を手に入れることができるのです。ただ単に慈善行為をするだけでは、崇高な人物になることはできません。一心に帰依をして、自らを神に捧げなさい。そうして初めて、平安と幸福を手に入れることができます。あなたの欲望をコントロールしなさい。あなたの思いをコントロールしなさい。そうすれば、すべてをコントロールできるようになります。23/11/05



　＊困難

人々は私に、困難と損失を全て取り除いてくださいと祈願します。それは完全に誤った祈願です。困難を歓迎し克服しなさい。困難を乗り越えてこそ、神を体験することが出来ます。2/9/91

身体が困難に陥っているときのみ、愛の甘いジュースが流れることができるのだ。身体が災難に遭わず、心が苦しみを味わうことなく、そして感情をコントロールせずして、どうして神を体験することができるのであろうか？人は、今日このような苦しみを経ずして，真の自由を勝ち得たいと望んでいる。

神の愛を得ることは、そんな容易なことではないのだ。貴重な宝石は，犠牲という市場でのみ買い求めることができるのだ。SS1994p, 2

    どんな困難がやって来ても、それを神の意志として受け入れなさい。何のために神が困難を与えているのかを知る者は誰もいません。困難は自分の幸せのためだと考えなさい。1/5/08

    あらゆる困難や苦難は人の想像にすぎません。困難のない幸福などあり得ません。喜びは苦しみと苦しみの合間にあるものです。困難は皆さんに幸福を与えるように意図されたものであり、より多くの悲しみによって不幸にするためのものではありません。ですから、自分に何が起ころうとも、それを神の贈り物と考えて、幸せでいなさい。自分を苦しめるために与えられたものだと考えてはなりません。お腹が痛くなったとしましょう。医者は何をするでしょう？　もし、医者が手術をするなら、それは苦痛を与えるためではありません。医者が与える苦痛は、苦しみを取り除くためのものです。ですから、困難は自分の苦しみをなくすための手段であると考えなさい。15/12/07

    困難を体験せずに幸せを体験することはできません。「誰も幸せから幸せを引き出すことはできない」。幸せは困難に出会って価値を得るのです。克服できそうもない困難でさえ、勇気と自信をもって立ち向かえば、それらはまるで薄い霧のように消え行くことでしょう。問題は山のように見えるかもしれませんが、皆さんの心の中に恐れと不安が入り込む余地を与えてはなりません。心は狂ったサルのようなものです。それは困難によって簡単に動揺します。ですから、やって来る困難を払いのけなさい。決してそれが優勢になるのを許してはなりません。

   心は霊性の道に障害として立ちはだかるマーヤー（迷妄）のベールです。心の奴隷になってはなりません。心を征服しなさい。そうして初めて、皆さんは神へ到達できるのです。しかし、皆さんはマーヤーにほかならない心の気まぐれに夢中になっています。心の命令は無視するべきです。私たちは、心は人間の最も重要な側面 であると考えています。しかしながら、心の気まぐれと思いつきに流されてしまうと、皆さんは危険と困難に導かれます。自分を心に服従させてはなりません。28/8/04

    神聖な行為を行うことによって、私たちの時間を神聖にするべきです。これが今日、私たちが学ばなくてはならない霊的な教えです。訪れる困難と苦しみを克服して初めて、私たちは超越的な至福を体験することができるのです。決して困難を恐れてはなりません。勇気をもってそれに立ち向かいなさい。そうして初めて皆さんの中に人間性が開花するのです。一度、アートマの至福を体験すれば、困難や苦しみに悩まされることはなくなります。28/8/04

 困難がなければ決して幸福を得ることはできません。幸福から幸福は得られないのです。逆に困難にだけ陥る苦難もありません。困難が無ければ決して喜びの価値を知ることはできないでしょう。自分の家族が不死ならば、母親でさえ我が子を愛せなくなるでしょう。今あなたの味わっている幸福は、将来不幸をもたらすかもしれませんし、また不幸は幸福をもたらすのです。絶対的な幸福や不幸をもたらすものはありません。

 冬に着るコートは夏に着れば不快になるように、幸不幸は時間と状況と場所によって変わってくるのです。喜びとは二つの苦しみの合間のことであり、苦しみは二つの喜びの合間のことです。悲しい時に、困難や苦しみの辛さを思うと、その苦痛は二倍になります。不運な時には幸福だった日々やその時のことを思い返すべきです。そうすれば苦しみの辛さは軽減されるでしょう。苦難を神の試練と見なして、あらゆる困難に立ち向かいなさい。STPS2p164

 様々な困難を経てはじめて、あなたは人生の中で自分自身を高めることが出来るのです。SS5/1995p124

    困難に直面しても悲しまないように。あなたはその時、神を体験しているのです。SS5/95p124

 私、私のもの、という思いが、人が直面するすべての困難の原因です。もちろんあなたは執着心や所有欲をすべて捨て去ることは出来ません。しかし、それらに限度をもうけることは出来るでしょう？欲望をとりとめもなく追いかけることが、心に平安を保てなくなる一番の原因なのです。SS9/95p230

 人々はよく、他人を助ける前に、まず自分自身が完璧である必要があると考えますが、そんなことはありません。自分に何らかの欠点や弱点がある場合、他の人に対して自分にあるのと同じ短所を指摘することができます。

 その時、相手の人が「私の振る舞いを注意する前に、自分の振る舞いを正したらどうですか。」というのであれば、自分はこのような誤った行いによる苦痛を身にしみて知っているので、自分が体験したのと同じ困難を、あなたが避けることが出来れば良いと願っていることを伝えたいのです。それによって、自分の問題を克服する助けにもなるし、このことで悪い影響を受けるはずだった十人もの人が、それによって助かるのです。CWSSBJp84

     他者の幸福のために尽力する人は、決して困難には見舞われません。いかなる困難も彼らを動揺させることはできません。25/12/2000

   　最近は、憎しみ、妬み、見栄が蔓延しています。これらのものをすべて取り除き、愛の道をたどりなさい。あなたの望みが満たされても、そうでなくても、起きていることはすべて、あなたにとって良いことだと考えなさい。

 あなたが困難に遭遇したときは、常に、そのうちもっと良い日が来るのだと考えなさい。善と悪は常に隣り合わせです。ですから、善と悪の両方を同じ心で受け取りなさい。ギータは、『幸せも悲しみも、損も得も、勝利も敗北も、完全なる平常心を持って扱いなさい』と言っています。

 楽しみは、苦痛と苦痛の間の期間です。あなたの世俗的な欲望を減らしなさい。神を求める気持ちを育てなさい。神への愛を高め、それによって、さらに幸せになりなさい。もし欲望が大きくなると、あなたの苦しみもその分だけ大きくなり、幸せもそれに反比例して減っていきます。23/11/2000

  私はあなたの中にいます。あなたは私の神性の火花に過ぎないのです」。そうならば、人が困難や悲しみに影響される必要などあるのでしょうか？ このように探求すれば、あなたにその影響をもたらしているのは、自らの中の悪魔的、獣的な傾向であることに気が付くでしょう。邪悪な資質を捨て去らない限り、あなたは永遠なるアートマの真理を体験することができません。9/10/02

    あなた方は、自分の面倒を見て自分を守っているのは自分であると思っています。これは真実ではありません！ 実際にそれを行っている者は神です。ぐっすり眠っていて自分の周囲で何が起こっているかわからない時にあなたを守っているのは、誰だと思いますか？ その時あなたの面倒を見ているのは誰でしょうか？ それを行っているのは神です。実のところ、神はつねに、あらゆる場所で、あらゆる状況において、あなたの面倒を見ています。神がつねに守護しているのですから、痛みも苦しみも恐れる必要はありません。困難は必ずやって来るものですが、必ず去って行くものでもあります。困難は永遠に留まるものではありません。困難は過ぎ行く雲のようなものです。一方、神は、定まった永遠なるものです。神をあなたの生活の基盤とし、いつも神を想っていなさい。これが、この地への巡礼の一部として、あなた方が今日、しっかりと理解しなければいけない教えです。21/5/00

    人間はよく、「ああ神様、なぜ私にこのような困難が降りかかるのですか？ なぜ私はこんなにも非難され、傷つけられるのでしょう？ どうして私に善いことをしてくださらないのですか？」と言って神を責めます。しかし、神はそうした困難を与えることを望んでいるわけではありません。人が経験する善悪はすべて、自分自身の行いに原因があります。自分の思考が自分の現状の原因なのです。郵便配達人は、あなたに手紙を配達するだけです。郵便配達人は手紙の内容も差出人も知りません。引力と重力は地球の有する特質です。引力が届く範囲内にあるものは、何であれこの自然の法則に従わなくてはなりません。この性質を拒むこと、超越することができる者は誰もいません。それと同じように、神は人の行いに応じた果報を手渡すのです。8/1977



    ＊コンパス

航海士は、コンパスを使って、嵐の暗雲の下、荒れ狂う波の上を正しい方角に進みます。同じように、もし人が、絶望という暗雲と、抗し難い欲望という荒れ狂う混乱に打ちのめされても、進まなければならない方向を示してくれるコンパスがあります。そのコンパスとは、霊性修行の普及に専念する社会集団です。人が外界の自然に引きつけられている限り、喜びと悲しみ、利益と損失、幸福と不幸という強風を避けることはできません。しかし、もし、自然の中に存在するだけでなく自らの中にも存在する神の栄光に引きつけられるならば、人は二元性を越えて完全なる平安の内にいることができます。18/6/68



　＊最高のヨーギ

  「自分が万人の内にあるという意識を育て、万人が自分の内にあるという一体感を培うのだ。そうすれば、お前は全てのヨーガに取り組んで、成功を収めることができるだろう。その時お前は、私と他人、アートマと神我などのようなあらゆる区別からも開放される。そうなれば、他者の喜びや悲しみが自分のものとして感じられるようになり、決して他者を傷つけることが出来なくなる。その時、あらゆるものは神である、という自覚の上に立つことが出来、全てのものを愛することが出来るのだ。」クリシュナ神は、このようなビジョンを得ることが出来た者こそは、最高のヨーギであると宣言しました。11章ギータバヒニ



    ＊最高の霊性修行

人類同胞に慈悲を注ぐことのできる者だけが、神の恩寵の中に自分の場所を要求することができます。これは最高の霊性修行でもあります。それは人類社会が一つであること、そして、神の内在の栄光を、あなたに刻印します。セヴァ ダルたちが本当に喜んで励んでいるこの修養が国中に広まり、この国が幸福になり、繁栄することができますように。世界が、平和と幸福、そして、愛に満ちた信頼を持つことができますように。これが私の祝福です。私はあなた方に全人類の幸福と繁栄を祈ってほしいと思っています。25/12/70



　＊債権者

あなた自身を債権者と見なして､あなたの富や才能を他の人のために使いなさい。いろいろな機会をとらえて他の人を助けなさい。哀れみ深くありなさい。SS31996p, 267



　＊最後の呼吸

私のことをいつも思っている人、私のことをいつも思い出す人、そういう人が最後の時を迎え、頭の中央から最後の息として抜け出す時、彼は私に到達するのです。私は、彼が私のそばにいつもいたように、私も彼のそばにいつもいるのです。GVp156

    最期の一息をプラナヴァ（オーム）で満たして死んでいく者は必ずや解脱を得ると、主なる神はバガヴァッドギーターの中で断言しています。もちろん、ただ思い出すだけでは役に立ちません。一つの願望から別の願望へと心が動き回るなら、オームの音も助けにはならないでしょう。また、迫り来るこの世との別れを嘆き、来世を恐れてぶるぶると震えていたら、オームの音がどうやって助けとなれましょう？ 旅立ちの瞬間に心の前にオームが立ちはだかるには、生涯を通じてオームの栄光を感知する必要があります。23/11/66

 人生の終わりに際して、自分の歩んできた人生を振り返り後悔し懺悔しても、それは自らが犯した罪を清めてはくれない、ということに気づかねばならないのだけれど、それはとても難しいことなのです。自分の人生において、罪を犯し続けて悪いことをし続けてきた人が、最後の息を引き取る時になって懺悔をしても、それは意味を持たないのです。懺悔が、今までのすべての罪を消し去ることが出来ると考えることは、間違っています。ああ、懺悔というのは、罪を犯してから長い時を経てから行われるもので、もう遅すぎて誰に対しても何の意味も持たないのです。SSIB77p119

    感情、情念、衝動、態度、反応を浄化しなさい。それこそが、あらゆる宗教で定められている霊性修行の本質です。心と思いを点検しなさい。過ちの多い人間を求めてはなりません。純粋なるものだけを求めなさい。いかなる人の悪口をも言ってはなりません。だれをもはずかしめてはなりません。長所を見てその人を敬いなさい。あなたの行いに対する人々の嘆きは、あなたが息を引き取るとき心につきまとって離れません。1008の宝石　P.97



    ＊財産

 もし、スワミが望むなら、全宇宙を変容する力がスワミにはあります。なのに、なぜスワミがこうした一切を行っているかというと、それはあなた方全員に、人生を有意義なものにするチャンスを与えるためです。世界に裕福な人は大勢いますが、犠牲を払うという考えや発想はその全員が得られるわけではありません。それが得られないのは、過去何生にもわたって蓄積された不幸です。

 死ぬ時には一握りの土さえ持って行くことはできないのなら、どれほどの財産があっても何の役に立つでしょう！ 精を出して財を蓄え、そのすべてを銀行に預け、その上、不正所得までため込んでいても、神聖な目的のために私財を犠牲にしようという思いに駆り立てられる人は一人もいません。隠し財産は汚物同然です。そんな財産は必要ありません。ハートは純粋で神聖であるべきです。そうなるためには、あなたの犠牲は神への犠牲であるべきです。24/11/2000



   ＊サイと健康

健康が害されるのを防ぐ最良の予防薬は、心配しないことから生まれる至福です。私を見てみなさい。私はこの体を伴ってやって来ましたが、この体と他の人間の体には何の違いもありません。けれども、病気がこの体を襲ったことは一度もありません。いついかなる時も、それは不可能です。たとえ私が病気を歓迎したとしても、病気が私に近づくことはできません。また、私は病気に対して何の予防策も講じていません。私はあらゆる種類の食事を、あらゆる場所で、あらゆる家でとります。洗濯屋の部屋には各種様々な衣類が置いてありませんか？ 私の食卓にはそれと同じくらい様々な料理が並べられます。帰依者たちが世界中からこのニラヤムに持ってくるのです。決まった献立はまったくありません。私は一つのものにこだわりません。私は、太陽が照りつけようと雨が降ろうと、夏であろうと冬であろうと、谷間であろうと高原であろうと、あらゆる天候の中を動き回ります。私は、今日はある井戸の水を飲み、翌日には別の井戸の水を飲みます。しかし、私はいかなる時も至福の権化であり、それゆえ、私は決して病気にかかりません。私は人から称賛されようが、けなされようが、少しも心を乱されません。愚弄して話されようと、崇敬して話されようと、私の至福は同じです。道端の木に甘い果汁が詰まった実がたくさん生っていると、それを見て感心する人もいますが、ほとんどの人々は〔実を落とすために〕その木に石をぶつけたくなります。頭のおかしい人や、ぼけた老人でさえ、その木に石を投げようとするでしょう。その木は、自らの豊かな恵みに対して罰を受けながらも、お腹を空かせた人や喉が渇いている人の幸せに貢献し、幸せを感じるのです。

こうした愛（プレーマ）こそが私を明確に区別できる印であり、意志だけで物や健康や幸せを創り出すことがその印なのではありません。あなた方は自分たちが「奇跡」と呼ぶものが神性の直接的な印だと考えているかもしれませんが、あなた方全員を歓迎し、全員を祝福し、遠く離れた土地であろうと、どこであろうと、苦しんでいる人、悲しんでいる人のいるところへと私を急がせる愛こそが、本当の印なのです！ それが、私はサイ ババであるということを明らかにしているものなのです。5/10/67



    ＊サイと商売

   中には、サイの名前を使って商売をしている人々がいます。彼らは、サイの帰依者を装って他者を騙しています。私は、そのような行動には賛成しません。彼らは帰依者などではありません。彼らは、国の内外を問わず、様々な場所に行ってサイの名前を使って金集めをしています。それは重大な犯罪です。私はただの１パイサも人に求めません。私は、決してそのような商売を承認することはありません。もし誰かが、そのような世俗的な意図を持ってあなたに近づいてきた場合は、それが誰であれ、すぐに出て行くように言いなさい。

  霊性の領域に商売が侵入するのを許してはなりません。人は、自分の家族を養うためには、自分の好きなことをして良いでしょう。しかし、誰一人として、サイの名前を使って商売をすべきではありません。ところが、不幸なことに、そのような活動が増えてきています。多くの村々で、人々が個人的な利益のためにサイの名前を誤用しているのを見かけます。このようなことは、アメリカ、イギリス、日本、ドイツ、シンガポール、マレーシア等々、多くの諸外国でも起きています。そのような悪い人々と関係を持ってはなりません。あなたの心を純粋で神聖に保ちなさい。そうしなければ、あなたは生ける屍と同じになってしまいます。そのような人々を尊敬してはなりません。彼らの葬儀を執り行う方が良いのです！22/7/02

   彼らはただ、虚飾に満ちた高尚な哲学を説くだけでしかありません。そのような状況がはびこっているのはインド国内ばかりではありません。世界中どこでも同じことです。イギリス、日本、ドイツ、どこに行っても同種の商売が行われています。あらゆるところから、そのような取引のニュースが届いています。バガヴァンにはそのような情報がたくさん伝えられています。

  私は、このようなことをすべて迷惑に思っています。このような種類の情報は、バガヴァンが聞きたいと思っているものではありません。バガヴァンが一番聞きたいのは、すべての人が元気で、幸福と至福を味わっているという報せです。バガヴァンの名前を使って商売をすることは、非常に不快で、嘆かわしいことです。帰依に関する事柄に商売が関係してはなりません。塩辛い海の水ですら飲む水に使えるかもしれませんが、この種の帰依には何の価値もありません。22/7/02

   バガヴァンは寺院もレストハウスも必要としていません。あなたの心の寺院だけで充分です。バガヴァンは喜んでそこに留まりましょう。いわゆる寺院と呼ばれる施設から届くニュースを、私は非常に嘆かわしく思っています。このようなもののために私が経験する苦悩は、皆さんの想像を超えています。神の名のもとに悪い行いをしてはなりません。もしあなたが善を行うことができないのであれば、少なくとも静かに邪魔をしないでいなさい。皆さんは様々な派手な約束をする必要など、まったくありません。沈黙と愛のうちに神の至福を味わいなさい。

   ここには世界中から人々が集まっているので、私はこのような厳しい言葉を語らなければなりませんでした。サイの名前のもとに商売の取り引きを行っている人々とは、一切関わりを持たないようにしなさい。そのような人は、合掌をして追い払いなさい。もし皆さんに何か必要なものがあるときは、私に頼みなさい。

  ~決して私が真実に反することを語ることはありません。私は、そのような好ましくない行為が、純粋な帰依者の身には、いっさい降りかかることがないことを望んでいます。昔は、私がムンバイを訪れると、人々が、場所も時間も構わずに、空港においてまでもバジャンやナガラサンキールタンを行うのを見かけたものでした。こんにちでは、公の場所で神の御名を唱える人すら、ほとんど見ることができなくなりました。もちろん、帰依者の数はとてもたくさんいます。ところが、彼らはナマスマラナをすることを恥ずかしがっています。私は昔、チェンナイ、ムンバイ、ハイデラバードといった、様々な都市を訪れていました。しかし最近、私はどこにも行きたくありません。そういう所はどこも、そのようなよこしまな人々だらけです。彼らを排除して、信仰心の厚い人々を励ますことは、とても大事なことなのです。22/7/02



　＊才能

もしあなたが大きな仕事が出来るような才能を持っていたなら、それを神の栄光を讃え、人類を高める為に使いなさい。vol4p, 190

    何であれ人が持っている才能は、他の人々への奉仕のために、いやそれどころか、あらゆる生物への奉仕ために、捧げられるべきです。成就はその中にあります。すべての人は親戚であり、誰もが同じ構造、同じ材質で作られた似た者同志であり、同じ神の神髄を備えています。人への奉仕はあなたの神性の開花を助けます。というのも、人への奉仕はあなたのハートを喜ばせ、生きてきた甲斐があったことを感じさせるものだからです。人への奉仕は神への奉仕です。なぜなら、神はどの人の中にも、どの生き物の中にも、どの石ころの中にも、どの木の株の中にもいるからです。あなたの才能を神の御足に捧げなさい。一つひとつの行為を、妬みやエゴという虫の付いていない、愛と犠牲の芳香に満ちた花になさい。もしあなたに劇の役を演じる才能があるなら、その才能を神の栄光を称えるため、人を向上させるために使いなさい。18/2/64



    ＊サイの学生

他の人々がどう言おうとも、我々の学生たちは黄金のように素晴らしいのです。彼らの足跡の埃でさえ、他の人々の不正を阻止することができるでしょう。私たちの教育機関の卒業生たちは、男子も女子も神聖で見本的な人生を送っています。我々の女子大学の卒業生が作っている「サティア・サイの使者」と呼ばれる組織は、様々な国において幾多の奉仕活動を行っています。彼女たちは、夫を感化して奉仕の道を歩かせることまでしています。我々の学校の卒業生たちは、スイス、アメリカ、日本、ロシアといった様々な国々で活躍しています。一部の外国人たちが、彼女たちを買収してサティア･サイババを非難するための話を捏造（ねつぞう）させようとしています。スイスでは、女子大の卒業生に対して、ある人物が、サイババを陥れるための作り話を考えて欲しいと言って近づいたとき、彼女は烈火のごとく怒って、すぐさま自分の履いていた靴を脱いで手に取り、ほとんど相手を打ち据えるような勢いで「これがあなたの宗教の教えですか？ これがあなたの宗教が広めようとする理想なのですか？ 恥を知りなさい！ ここを出て行きなさい！」と迫ってその人物を追い払いました。しかし中には、ユダのように買収されて、サイババを陥れる虚偽の攻撃をする裏切り者たちがいます。25/12/20000



    ＊サイの使命

私が降臨した目的は、小さな欲望を満たすためでも、あなた方が今しがた聞いたような小さな出来事に携わるためでもありません。私には、私が確立しなければならない崇高な真理があります。私がもたらさなければなければならない人間の前途の著しい変化があります。私がそのために降臨した任務、すなわち、唯一なる永遠の真理の確立を果たすことを、阻止したり、思いとどまらせたりできる者は誰一人いません。私たちの前途にあるサイの使命を達成させるにあたって、皆さんには担うべき役割があります。

ダルマの確立は、私たちが直ちに精力を注がなければならない任務であり、サイの仕事を達成させるにあたって、あなた方が皆、それがどれほど小さなものであっても、自分の役割を果たすことを私は望んでいます。万物は真理に依存しているのですから、真理は何者かに譲らなければならないようなものではありません。非真実は、接触したほぼすべての人から、ないがしろにされなければいけません。真理は決して誰にも屈従することはありません。この姿は、真理の権化である、サティヤ サイの姿です。19/6/74



　＊サイの組織

    ここで、はっきりと言わなければなりませんが、あなた方の中の１００人のうち９０人は、私があなた方にオーガニゼーションを結成することを許した目的を、まだ明瞭に思い描けていません。それは誰かに権威や権力を与えるためでも、私に名声と知名度を確保するためでもありません。それは、地上において、しっかりとした基盤の上に、神を父とする人類の同胞愛を築き上げることです。あなた方はこのことをしっかりと把握していなければなりません。あなた方は、オーガニゼーションを通じての社会奉仕に携わっているのではなく、あなた自身の奉仕に携わっているのです。どの仕事の項目もすべて、あなたのハートを拡大して浄化することを意図します。21/11/68

サイの組織においては、自己を律する、ということをしなければなりません。行動を通じてそれを促進する、ということが大事です。少なくとも今日から、あなたの行為を通じて人々の模範となり、人々を導きなさい。これが私があなた方に望んでいることなのです。SS4月1994p92

   ダイヤモンドは多面体にカットされ、カット数が多くなればなるほど、輝きの美しさは増し、値段はつり上がります。オーガニゼーションの発展、オーガニゼーションが体現し展開しているサイの原則に耐えることができない人は、非難や中傷をしたり、あざ笑ったり、妨害したりするかもしれません。しかし、このムーブメントが弱まることはありません。障害が大きくなればなるほど、さらに意気揚々と前進するでしょう。そうした障害は、拡大と輝きを助長させ、役立つことになるのみです。憎しみはアスーヤ〔妬みや悪意〕という邪悪な性質から生じますが、このムーブメントはアナスーヤ〔妬みや悪意がないこと〕を基盤としています。ですから、障害に注意を払っていてはなりません。定められた理想と義務を守り、オーガニゼーションと、オーガニゼーションのプログラムに専心しなさい。23/11/82

  責任者たちは、正しい方向に向けて必要な手立てを講じるべきであり、それができなければ、その役を辞任した方が良いのです。私たちが自らその責任を負いましょう。

 サイ･オーガニゼーションの全インド統括は、そのような人々に厳しく対処するべきです。全インド統括は、彼らの重責を直ちに軽減してあげるようにすべきです。私は、我々のオーガニゼーションの現状について、深く悩んでいます。私の中には、ずいぶん前からこのような感情が存在していましたが、それを表明する適切な時節を待っていたのです。今日この場に、世界の多くの場所から、これほど多くの人々が集まって来たので、これは私の思いを表明するのに最も適した機会だと感じたのです。22/7/02

    オーガニゼーションは、誰もがアートマにおいては同類であるという真理、他人というものは別の服を着た自分にすぎないという真理、そして、他人への奉仕は人が自分自身に行うことのできる最良の奉仕であるという真理を、人々に浸透させます。万物は一つの体の手足であり、まったく同一の血液によって栄養が与えられ、同一の意志、すなわち神の意志によって動機づけられ、同一の神の法によって結びつけられています。それがヴィシュワルーパ〔宇宙の姿〕、すなわち、万物の内なる神、あらゆる場所にいる神であり、人はそれを見て、体験しなければなりません。それはあなたに永遠に続く至福（アーナンダ）を授けます。20/12/67

    今日、この文化が育ち繁栄したこの国自体において、不道徳と腐敗が幸福と平安を破壊しています。多くの人がこのことを非難していますが、非難している悪事を行っているのは、その人たち自身です。人々を導くと宣告している人たちは、堕落への誘惑によって自分自身が間違った道に導かれています。ですから、これらの組織を設立して運営するとき、胸に刻まなければならない第一の規範は、「ステイタス、権力、地位を切望しないこと。虚飾や誇示を許さないこと。知名度、世間の注目、賞賛を求めて競い合わないこと」です。

    義務は神です。義務をなし、満足していなさい。あなた方は、自己権力を拡大させようという欲を抱き、それを実現させようと計画しているかもしれません。役員の地位を獲得するために、すでにさまざまな目論見（もくろみ）をしている人々がいることを私は知っています。しかし、そのような欲望は抑えて滅ぼさなければなりません。異議を唱えず、私の指示に従うことが、最も良い計画です。21/4/67

   社会は個人を形作り、個人の成長のための活躍の場を提供し、目の前に据えるべき理想を定めます。個人がもっと強く、もっと知的で、もっと奉仕に関心を抱き、もっと働き手として有能であれば、社会は恩恵を受けます。社会がもっと自らの役割に気づき、その役割を謙虚さと英知によって清める必要に気づけば、個人は恩恵を受けます。

サイは、この相互の更正を促進することによって、一方がもう一方に及ぼす相互作用によって、個人と社会を変容させることを決意しています。それゆえ、サイは、人間を神へと昇華させるために、オーガニゼーションを編成し、すべての国でオーガニゼーションの各ユニットを立ち上げたのです。7/76

    すべてのサティア サイ オーガニゼーションに、愛がしみ渡っているようでなければなりません。不和を生じさせる勢力に余地を与えないようにしなさい。カーストや宗教による差別 は徹底して慎むようにしなさい。人格だけが、人が所属する団体の特徴であるべきです。愛が信条であるべきです。道徳性が団体の性質を決定します。「あなたはどの団体に所属しているのか？」という問いには、「道徳的な人々の団体に所属している」と答えるべきです。もしだれかに宗教を尋ねられたら、「愛が私の宗教です」と宣言しなさい。 

これらを基盤として神への信愛を育みなさい。ほかの何ものでもなく、信愛のみが全世界を守ります。政府も、爆弾も、戦車も、世界を救うことはできません。帰依者のみが世界の守護者です。信愛を育み、世界の安寧を望みつつ、ナガラサンキールタン（バジャンをしながら自分の村や都市を歩き回ること）に加わりなさい。 20/10/90



    ＊サイの力

私の力には限りがありません。私の力と恩寵を、どこか一箇所に限定したり、閉じ込めたりする道理はありません。無限の力と無限の恩寵が、ここに、私の手の中にあります。時折、私自身に関して、このような事を話すことが必要になります。知ることを拒む人に話しても無駄です。知っている人には話す必要はありません。しかし、(私を)知ってはいても(私の力を)知らない人には、私が名刺と呼ぶものを与えることが必要になります。ですから、もし今日、私が私自身について皆さんに語ることに着手したのであれば、それは皆さんに私の名刺を与えることが目的であって、皆さんが心の中で考えているかもしれない他の目的のためではありません。19/6/74

    国の特質、人々や環境によって、神はそういった立場を演じて特定の事柄を行う振りをすることが必要になります。このサイ アヴァターにおいては、そのような振りをする余地もなければ、そのような後退をする場もありません。私がサンカルパ〔神の意志〕として請け負ったことは、必ず実を結びます。しかし、私は自分が望まなければサンカルパを請け負う必要はありません。私自身の思いや、サンカルパや、考えは、帰依者自身がどのような行いをするかにかかっています。私の恩寵は、すべての帰依者が得ることができるように、たっぷりとあります。私が普通の人間のように動き回り、皆さんと話したり戯れたりするため、多くの人は私の本質を理解できません。この点については、卓越した精神力を持つ人々でさえ、このサイの本質、外観と真の内面の違いを認識できずにいます。私の目的は、人類の間に一体性を確立し、ブラフマンという、人が求めるべき唯一のゴールである神性の側面を人類に明らかにすることです。あなた方に人と人との間にあるべき類の関係を気づかせること、神性は万人の中に隠れて存在していることを気づかせることもまた、私の義務です。人は、単にヴェーダを唱えることや、華々しくスピーチをしたりすることで偉大になるわけではありません。私がそういったことをしないからといって、私が卑小な存在になることはありません。私は最も難しい問題を解決する能力も持っていますが、私がそうした能力を持っていない振りをして、あたかも問題を解決できないかのように話しているというだけの理由で、私は単に奇跡を行う人間で、それ以上の存在ではない、と考えるのは大変愚かなことです。19/6/74



    ＊サイの哲学

普遍的な愛は、滋養のある食べ物のように人生に甘味を添えます。与えることの喜びは人生を喜びあふれるものにします。命によって支えられている瞑想こそが、命を支える本当の呼吸です。人生には四つの要素が必要です。それは、ルチ（甘さ）、プシティ（強さ）、スガンダハム（香り）、プラーナ（生気）です。この四つが一体となることが、人間としての存在を作り上げています。食卓に着いたとき、豆が塩で味付けされていなかったら、あなたはそれに手を付けません。そうであれば、60年も70年も費やす人生には、なおさら甘味や風味があるべきではありませんか？ 人間としての存在に味わいを与えているものは何でしょう？ 善い性質こそが、人生に味わいを添えるのです。善い行いこそが、人間の正しき力の源です。善い振る舞いをしない人は、弱い哀れな生き物になります。さらに、堪忍寛容や犠牲といった善い性質は、人間の生活に芳香を添えます。善い性質、正しい行い、そして、堪忍寛容と犠牲の姿勢がないなら、人生は無価値です。

17/11/85



    ＊サイの名を広める

家の灯篭に明かりを灯したら、他の家々を回って、自宅に明かりを眺めに来てくださいと知らせに行かなければなりません。しかし、燦然と輝く太陽が昇ったら、そのことを知らせるために世界に注意を促す必要はありません。それが太陽の輝きというものです。その光自体が一目を引くからです。光に気づかせるために人に知らせる必要はありません。22/11/70





    ＊サイの肉体がある内に

皆さんは近いうちに、この神聖な名と神聖な姿をまとった神の本質によって降り注がれた至福を、認識することになるでしょう。皆さんにそのチャンスをもたらしてくれる幸運は、隠者や僧侶、聖賢や聖者、さらには、神の栄光の一面の体現者たちに手が届くものよりも、はるかに大きいものなのです。

私が皆さんと共に動き回り、皆さんのように食べ、皆さんと話をするために、皆さんはそれを私が普通の人間であるほんの例証だと信じて惑わされています。そうした間違いを犯さないよう警戒していなさい。私はまた、皆さんと共に歌い、皆さんと共に話し、皆さんと共に行動することで、皆さんを惑わしています。けれども、いついかなる瞬間に私の神性が顔を出すかもしれません。皆さんはその瞬間に備え、準備を整えておかなければなりません。神性は人間性という覆いに包まれています。ですから、皆さんは、神性が皆さんの目に触れないように隠しているマーヤー（迷妄）を克服しようと努めなければなりません。

「この、人としての姿の内には、あらゆる神の実在、あらゆる神の本質、

言い換えるなら、人が神のものと見なす、あらゆる名と姿が顕現している」

疑いがあなたの気をそらせるのを許してはなりません。あなたの心の祭壇に、私の神性に対する固い信心を据えさえすれば、私の実体を見ることを勝ち得ることができます。そうする代わりに、もし、時計の振り子のように揺れ動き、あるときは信じ、あるときは信じないなら、決して真理を理解することも、至福を得ることもできません。あなた方は、今、今生で、サルヴァダイヴァットワ スワルーパ〔すべての神のすべての姿の化身〕を見るという至福を味わうチャンスを得たのですから、大変幸運なのです。

もう一つ、皆さんに注目してもらいたい事実があります。これまで神が地上に化身したときには、明らかにそれは神の恩寵だとわかる証拠の数々にもかかわらず、その化身が神であることを知る喜びは、化身の肉体がこの世を去って初めて与えられました。化身たちが集めた、人々の忠誠心や信愛は、化身たちの超人的な力や御業、あるいは厳格な最高の権威に対する、恐怖や畏敬を通して生まれたものでした。一方、このサティヤ サイの化身についてしばし考えてみてごらんなさい。物質主義がはびこる、強い不信と不敬の時代に、この化身の何が、世界中から数百万もの人々の崇敬を集めているのでしょう？ その根本的な理由は、人の姿の内にあるこの世を超越した神性にあるという事実に、皆さんも納得することでしょう。

その上、世界のすべての国々がバーラタに敬意を表するのを目にすることができる皆さんは、何と幸運でしょう！ しかも皆さんは、来たるべき将来ではなく、この肉体が皆さんと共に、皆さんの目の前にあるうちに、サティヤ サイという名への崇敬が世界中で響き渡るのを耳にすることができるのです。また、皆さんはやがて、サナータナ ダルマ〔太古よりの永遠の法〕、すなわち、世界のすべての人々のためにヴェーダに定められているダルマの、正当な本来の地位の復興を目の当たりにすることができます。人々を私のほうに引き寄せ、私のシャクティ（力）とサーマルティヤ（能力）を顕示することによって人々を魅了することだけでなく、ヴェーダのダルマを復興することも、サイのサンカルパ（サイが決意したこと）なのです。それはバラマ タットワム（迷妄の現象）ではありません。そのタットワム（現象）は、真理を支え、非真理を根こそぎにし、その勝利において、あなた方すべてを忘我の歓喜に浸らせます。これはサイのサンカルパ〔意志〕です。17/5/68



　＊裁判所

今日の裁判所はマヌの定めた法に従っていない。正義は、時、状況、金銭により左右されてしまっている。ダルマは空間、時、状況を超越したところにあるのだ。SS8p, 200



    ＊探す

私は探しています。ずっとずっと探し続けています。私は当時も探しました。私は今も探しています。私はずっと、真の、そして、正義にかなった人間を捜し続けているのです。19/8/06



    ＊魚

魚は、たとえ黄金の器に入れられても、自分が引き上げられた海へ戻るために死に物狂いでもがきます。魚は、生まれ故郷に到着するまで激しい苦悶の中にあります。魚は、幸せに生きるために水に囲まれていることを望むのです。同様に、人間の本質はアーナンダであり、それゆえ、人はアーナンダなしでは生き延びることはできません。人間はアムリタ スワルーパ（不死の化身）です。それゆえ、いつか自分の肉体が崩れ落ち、死が必定であることを想像することは、人間にとって難しいことであるのです。人間は、自分の目をエゴイズムで目隠しをし、暗闇はとても自分の性分に合っていると言います。物事の複雑な形をぼんやりと見て、そのぼやけた形を真実と受け取っているのです。1/10/62



    ＊詐欺師

ここでスワミが強く言っておきたいのは、サイを手に入れるのはそれほど簡単なことではない、ということです。あなたは私を愛していると言うかもしれません。しかし、どうして私はあなたを信じることができるでしょう？　あなたの愛には犠牲の精神があるでしょうか？　あなたの言葉と行動には一貫性がありません。あなたは何かを約束しても、次の日にはその約束を破ります。そのような詐欺師の愛をどうやって信じることができるでしょう？13/7/03



    もし誰かがあなたのところに来て、「サティヤ サイ ババが私の夢に来て、ババの宣伝活動を私に委託しました。できる限りのお力添えをお願いします」などと言っても、信じてはなりません。夢の中でも、起きている間でも、私は誰にもそのような仕事は委託しません。そのように語る人々は詐欺師です。彼らをそのように見なして、容赦なく扱いなさい。また、あなたに何やら見せて、「サティヤ サイ ババは私のことが大好きで、これをくださいました」などと言い、それから助けを請う者もいます。これは神聖原理そのものへの侮辱にほかなりません。26/3/65A

 自分の祭壇から吹き出ているヴィブーティ（神聖灰）とお金を交換している人たちがいます！ 地位の高い「上級の帰依者」のふりをして歩き回り、自分が騙してお金を巻き上げている純朴な人たちを祝福し、恵みを与えているふりをしている人たちもいます。また、自分の家のババの写真からヴィブーティが出ている、アムリタ（神聖甘露）が出ている、あるいは、質問への回答が書かれた紙や何やらが物質化されて出てきたと言って、偽りの主張をしている人たちもいます。サミティもユニットも、こうした詐欺師や、いかさま師と関わってはなりません。そうした人たち、あるいは、そうしたことを勧める人たちと付き合っている者は誰であれ、即刻、追い出すべきです。

他にも、私がその人を通じて話をしているとか、質問に答えているという主張をしている人たちもいます。そのような人たちは、精神異常者か神経症を患っているかのどちらかです。あるいは、悪霊にとり憑かれているか、もしくは、そうした方法でお金を儲けたいという貪欲にとり憑かれているかです。私に言えるのは、彼らを通して喋っているのは私ではないということだけです。私は霊媒を必要としませんし、代理人も、補佐役も、代弁者も必要としません。22/11/70

   マイソールには、これは自分の写真から出たものだとか、自分の所から出たものだなどと言ってアムリタやヴィブーティなどを配っている人たちがいます。彼らは何週間かはそれらをただで配りますが、しばらくするとその辺の物乞いのようにお金を要求し始めます！ そのようにしてお金を求めることも、お金を払うことも、罪です。帰依者たちは、そのような場所や人々には近づかないようにしなさい。14/5/71

    私がランゴーリの粉〔家や寺院の入り口などに吉兆模様を描くのに使う彩色を施した米の粉〕などで字を書いて人々と交信する、などと公言しています！ 仮に私がどこかに行ったとしても、私はそのようなことはしません。あなたが私を見ることができるように、私は直接行きます。私は第三者や霊媒を通して話したり答えたりはしません！ 自分の家で、ナーマスマラナ（唱名）や、ジャパ（マントラなどを繰り返し唱えること）や、バジャンを続けなさい。この場所に来なさいとか、あの場所に行きなさい、といったような特別な呼び出しはありません。あなたがどこにいようとも、どの御名を好もうとも、どの姿を喜ぼうとも、あなたの心が純粋ならば、私はあなたを祝福します。14/5/71

 

   ＊酒

人が飲む水は生命の供給源です。水はシヴァ神の頭から流れています。水は神聖です。そうした健全な飲み物の代わりに酒を飲むことは誤りです。酒は人に自分の本性を忘れさせます。酒にはまったく不快な思いをさせられます。酒は酒飲みを堕落させます。酒は神を忘れさせます。酒飲みは自分が言うことも行うことも意識にのぼっていません。そのような人を見ると嫌気が催してきます。飲酒の弊害によりおびただしい数の家庭が崩壊しました。酒飲みはお金をすべて酒につぎ込んで、妻や子どもたちに貧苦を負わせています。そのような無責任な男がどうして社会の役に立つでしょう？ 23/11/94

   アルコール依存症は数々の悪の原因です。けれども、どの政府もそれを止めることができません。変化は個人レベルで起こらなければなりません。個人の変化は、他人に説教された結果 としてではなく、精神的な変容を通してのみ起こることができます。一人ひとりが真理に気づき、自分自身を改善しなければなりません。 23/11/94



    ＊捧げる

自分の人生、エネルギー、力の一切を神に捧げるとき、あなたは言葉では表現できないほどの至福を体験します。私たちは今日、それほどの至福を探し求めていますか？ 私たちはそれに気づいていますか？ いいえ、気づいていません。あらゆる至福の座席はハートです。振動はハートから生じます。その振動は主の御名を唱えます。もし主の御名の力を理解するならば、どんなサーダナ（霊性修行）にも従事する必要はありません。20/10/88



　＊サティヤナーラヤナ

サティヤナーラヤナは普通の人々の間を歩き幸せに話しかけ人々を幸福にします。サティヤナーラーヤナは普通の人間のように見えますが、並外れた至上の力を有しています。質素で平凡に見えてもその力と栄光を説明できる人は誰もいません。サティヤナーラヤナはヴィシュヌ神に他なりません。サティヤナーラーヤナは普通の人間ではありません.8/08



    ＊サットサング

あなたは、「どうすれば神のビジョンを得ることができるだろう？」と疑問に思うかもしれません。おお、おばかさん！ あなたは神を捜す必要はありません。あなたがどこを見ても神はそこにいます。神はすべての事物の中に浸透しています。あなたが神を見ることができないのは、外的な見かけに惑わされているからです。「外観だけに頼るのは動物です」。あなたが何を見ても、あなたが何を経験しても、それはすべて神の現れに他なりません。事実、あなた自身が神なのです。ですから、ヴェーダは人間に、「私は神であり、神は私以外のものではない」という信念を育てるようにと教えています。名前と姿はたくさんありますが、神は一つです。「まことに、このすべてはブラフマンなのです」。そのような神における一体性を認識しなければなりません。目に見える多様性の根底には一体性があります。

   サットサングとは一体性を経験することです。 今日、人々は、サットサングとは霊的求道者の集まりだと考えています。人々はそのような集まりに参加して、自分たちはサットサングをしていると考えます。しかし、本当の意味では、それはサットサングではありません。というのも、あなたが善いと思っている人々は、悪くなってしまうかもしれないからです。彼らは必ず変化します。どうしてそのような一時的な交わりが、永遠の幸福を与えることができるでしょう？ それは不可能です。今日に至るまで、人々はサットサングの真の意味とその意義を理解していません。

  「あなたの仲間が誰かを教えてくれれば、私はあなたがどんな人かを言い当てましょう」。あなたが、自分をはかない事物と結び付ければ、その結果 もまた一時的なものにならざるを得ません。あなたは、神との友情を培わなければなりません。神との友情のみが真実で永遠です。神はあなたの中に存在しています。あなたはそれを外側に見つけることはできません。外の世界は変化に支配されています。世界は物質の組み合わせ以外の何物でもありません。この世に存在するものすべてが一時的なものです。永遠のものは何ひとつ存在しません。この世に見えるものはすべて幻影です。目に見えない真我の原理のみが真実で永遠なのです。1/3/03A



    ＊砂糖菓子

砂糖菓子の人形は手も足も頭と同じ砂糖でできており、全身すべてが甘いのです。問題が起こり、喧嘩が始まるのは、もっぱら、砂糖への愛（プレーマ）が乏しいからです。

ひとたび愛（プレーマ）の中に自分を据えれば、もはや、こういった違いに注意を向けることはなくなります。それらは、愚かで、ばかげた、無意味なことに思えるようになるでしょう。愛（プレーマ）がないとエゴイズムが優勢になり、自分のほうが優れている、他人は自分より劣っているという口論が起こってきます。17/6/61

    手を伸ばすのは、神の恩寵を求めるためだけにしなさい。ぺこぺこしないで、権利として恩寵を求めなさい。子が父に求めるように求めなさい。神は最も近しく、愛しいものであると感じなさい。あなた方は反映、すなわち写しであり、私はビムバ〔太陽や月の表面、光源〕であり、映るものです。光源とその写しとの間に、何か重大な違いなどあり得ますか？ あなた方は皆、私です。私はあなた方、皆です。私は自分がアートマであることを知っていますが、あなた方は自分は肉体であると信じています！ あなた方は砂糖でできた人形であり、私は砂糖です。どんな御名も崇敬しなさい。その崇敬は私に届きます。なぜなら、私はすべての御名に返答するからです。誰かを中傷すれば、それは私に響きます。なぜなら、すべての人は、私の意志の表現であるからです。14/5/71



    ＊鞘

　今日のグルプールニマの日から、神聖な感情を培い、至高の平安と至福を楽しみなさい。すべての人が至福（アーナンダ）を得ようと願っています。どうすればそれを手に入れることができるのでしょうか？　人間には、食物鞘、生気鞘、心理鞘、英知鞘、歓喜鞘という五つの鞘があります。あらゆる努力を注いで英知鞘に到達しなさい。そうして初めて歓喜鞘に到ることができます。幸福で至福に満ちた人生を送り、幸せを人々と分かち合いなさい。皆さんは、この至福がどれほど大きなものであるかを知りません。小さな木片が、火に触れると火になるのと同じように、あなたが心の中で私に近づくとあなたは神聖になります。あなたの心は光に照らされ、無知は追い払われてしまいます。5/7/01

    サッティヤム（真実／真理）、グニャーナム（英知）、アナンタム（始まりも終わりもない／永遠）、ブラフマー（神）。神はまず空（くう／空間）として現れました。空が具体的な形を取って風（大気）となりました。大気から、暖かさとエネルギーを特徴とする火が生まれ、火が水を生み、水から固体、すなわち地が生まれました。地には植物が育ち、人間は食物で養われました。この連鎖は人と神を結び付け、人間を自らの根源へと絶えず引っ張っています。

食物によって養われている人間の肉体は、微細な心の鞘（さや）〔心理鞘〕と、それよりさらに微細な理知の鞘〔理知鞘〕を包み、理知の鞘は、よりいっそう微細な歓喜の鞘〔歓喜鞘〕を包んでいます。歓喜は最も深い喜びであって、それが人間の最も深い衝動となっています。食物に依存している、目に見える粗大な肉体から、目に見えない生気鞘、意思鞘〔心理鞘〕、理知鞘へと進み、中核の歓喜鞘に到達することが、人間という存在の最高善なのです。

人間以外の生き物は、主に食物鞘、生気鞘、意思鞘〔心理鞘〕のみに関心をもっています。彼らには、心の気まぐれや、様々な意志や、心に蓄積された記憶を超越する能力がありません。人間以外の生き物は、有害で空虚なものを識別して捨てることを可能にする理知によってではなく、本能や衝動によって駆り立てられています。人間だけが、理知という機能を働かせて、自分を至福へと導く一連の行為を選択することができるのです。ところが、人間は、理知の機能を使ったり、その恩恵を受けたりすることがほとんどありません。人は、至福を勝ち得る代わりに、増大する一方の欲望の迷路に迷い込んで、欲求不満と落胆の餌食になっています。人は、至福（アーナンダ）を得るための備えがあり、それを手に入れる資格があるにもかかわらず、至福は逃げてしまいます。至福は神です。荒れ狂う世俗の流れの虜（とりこ）となって、人は、生来の魂の飢えや、内在の神を自覚する必要性を無視して、それを忘れています。25/12/86

    直感の鞘（ヴィグニャーナ）に到達するには、自分を覆っている５つの鞘（コーシャ）のうちの３つの鞘を超えていかなければなりません。それは、アンナマヤ コーシャ〔食物でできた鞘〕、すなわち祖体とその用具である五感、そして、プラーナマヤ コーシャ〔生気でできた鞘〕、すなわち微細体とその媒介である生気と神経系、そして、マノーマヤ コーシャ〔心でできた鞘〕、すなわち原因体、それから、否定的なものであれ肯定的なものであれ欲望や動機や決意や望みといった、心（マナス、マインド）と呼ばれる複合体を形成している鞘です。これらの鞘の奥にあるのは、ヴィグニャーナマヤ コーシャ、直感の鞘です。この鞘は、至福の鞘であるアーナンダマヤ コーシャを覆っています。しかし、人はまだ最初の３つの鞘の錯乱の中で右往左往し、あえて奥に進もうとはせず、そうして真理を垣間見ることを拒んでいるのです。真理の扉はヴィグニャーナの段階のみにあり、その向こうにあるアーナンダマヤ コーシャへと通じています。18/12/70

    人間は、五つの鞘（さや）、すなわちコーシャを有して生まれてきます。その五つとは、アンナマヤコーシャ〔食物鞘〕、プラーナマヤコーシャ〔生気鞘〕、マノーマヤコーシャ〔心理鞘〕、ヴィグニャーナマヤコーシャ〔理智鞘〕、アーナンダマヤコーシャ〔歓喜鞘〕です。この五つのうち、三つは肉体に属し、二つはこの世を超越した世界に属しています。その二つを見分けることはできません。

    皆さんがこの世とこの世を超越した世界で探求しようとしているものは繋がっており、切り離せないものです。私たちは神をサット・チット・アーナンダ〔絶対実在・純粋意識・至福〕と呼びます。名と姿という一時的で束の間の媒体を通して、人は持続する永遠のサット・チット・アーナンダを体験することができます。地上における人間の存在の総体は、アンナマヤ、プラーナマヤ、マノーマヤという三つの鞘が一体となったもので構成されています。皆さんはそうした人間の存在次元を乗り越えて、神と一つになるまで上昇していきます。そのためには、ヴィグニャーナマヤ・コーシャとアーナンダマヤ・コーシャの助けが必要になります。

     この彼方の目標を前方に定めない限り、この世での存在は無意味なものになります。なぜ健康を守り、保持する必要があるのでしょうか？ それは、あなたのこの世での存在のためではなく、アートマーナンダ〔真我の至福〕を体験するためです。8/10/83

この見方（ヴィグニャーナ）に到達するには、自分を覆っている５つの鞘（コーシャ）のうちの３つの鞘を超えていかなければなりません。それは、アンナマヤ コーシャ〔食物でできた鞘〕、すなわち祖体とその用具である五感、そして、プラーナマヤ コーシャ〔生気でできた鞘〕、すなわち微細体とその媒介である生気と神経系、そして、マノーマヤ コーシャ〔心でできた鞘〕、すなわち原因体、それから、否定的なものであれ肯定的なものであれ欲望や動機や決意や望みといった、心（マナス、マインド）と呼ばれる複合体を形成している鞘です。これらの鞘の奥にあるのは、ヴィグニャーナマヤ コーシャ、直感の鞘です。この鞘は、至福の鞘であるアーナンダマヤ コーシャを覆っています。しかし、人はまだ最初の３つの鞘の錯乱の中で右往左往し、あえて奥に進もうとはせず、そうして真理を垣間見ることを拒んでいるのです。真理の扉はヴィグニャーナの段階のみにあり、その向こうにあるアーナンダマヤ コーシャへと通じています。18/12/70

    人は、食物でできた鞘（アンナマヤ コーシャ）の中、言い換えるなら肉体の中に落ち着いている時、また、生気でできた鞘（プラーナマヤ コーシャ）の中、すなわち神経と生気の活動の領域にいる時、生活は食べ物と遊びと満足のいく快適な生活によって満たされると感じます。心でできた鞘（マノーマヤ コーシャ）へと上がると、想像力の視界が開け、神の栄光と威厳を垣間見て、それが人に神を崇拝させ敬意を抱かせます。次の鞘、理智でできた鞘（ヴィグニャーナマヤ コーシャ）に足を踏み入れると、人は経験の多様性の探求へと向けられ、五番目の鞘である至福の段階（アーナンダマヤ）へと導かれ、理智が組み立てた神に関する仮説は確信となります。それは人を恐れと疑いから解放します。英知のみが完全な自由を授けることができます。文化の最終目的は進歩であるのと同じく、知識の最終目的は愛であり、また、英知の最終目的は自由です。25/12/70



    ＊サラスワティー

すべてのマントラにとっての根源的なマントラであり、属性を持たぬもの、すなわち遍在なる至高我を内に秘めているものが、オームカーラ〔聖音オーム〕です。オームカーラはその音の姿の中に至高なるブラフマンを包含しているのです。この音を司（つかさど）る神はサラスワティー〔弁才天〕です。一般に、サラスワティーはブラフマー〔創造神〕の妃（きさき）であると考えられています。ブラフマーとサラスワティーが一体となったものが、この世の知識の一切の源です。ブラフマーとはいったい何者で、サラスワティーとはいったい何者なのでしょうか？ サラスワティーは、一般に、話し言葉の女神として、また、知識を手に入れたいときに機嫌をとるべき女神として、礼拝されます。さらに、サラスワティーは、ヴァラデー（願いを叶える者）やカーマルーピニー（どんな姿でもとれる者）とも呼ばれています。けれども、サラスワティーはこれらの描写に合致する者ではありません。サラスワティーは話し言葉の女神として生あるものすべてに内在しているのです。1/10/84



    ＊３位１体

心、言葉の力、身体は、霊性･道徳・ダルマによって清められます。この３位１体の清浄を成し遂げたもののみが、神を実感認識することが出来ます。この３つのうちのどれか１つでも清浄を欠くならば、神を実感認識することは出来ません。1/1/96



　＊残酷

（世界は残酷）というようにわざと創ってあるのです。この世界の目的は人の不満をつのらせることにあります。そういう傾向に人を持っていかねばならないのです。それが充分強くなった時に初めて、人は神を捜し求めるのです。Interview with New York devotee

    ひとたび内に目を向けるなら、平安を見つけることができます。内なる平安が外に現れてくるのです。そのように内を見る人だけが、本当の意味での人間と呼ばれ得るのです。一方、動物にはそのように内を見ることはできず、識別力を持った知性も備わっていません。そのために動物は残酷さを示すのです。皆さんは動物ではありません。皆さんは人間です。ですから、人間の生活にふさわしい生活を送りなさい。皆さんは自分は人間だと言いますが、残酷な動物の生活を送っています。それでどうやって自分を人間と呼べるでしょう？ 本当の人間らしく生活しなさい。22/11/08



　＊賛辞

いにしえの賢者やヨーギは賛辞を用いて神に祈願しました。このような賛辞は神をうんざりさせます。そのため彼らは神のヴィジョンを得るまでに幾百年もの間苦行をせざるを得なかったのです。8/89/SS



    ＊三種の力

万人の内には三種の力が存在しています。それらは、意志力（イッチャ シャクティ）、知力（グニャーナ シャクティ）、行動力（クリヤー シャクティ）として知られています。幸運な人生を送るためには、これらの力を統合しなければいけません。製品は、ただ考えるだけでは作れません。原材料を生み出し、加工処理をし、改良を施さなければなりません。そうして、やっと製品はきちんとした形に仕上がります。これは行動力（クリヤー シャクティ）です。望んだとおりに形作ったり設計したりするのは意志力（イッチャ シャクティ）です。製作に関与する技術は知力（グニャーナ シャクティ）に関連しています。このすべての種類の力が統合された時、要求される作業や仕事は初めて実を結びます。31/8/87



    ＊三昧

三昧の秘訣は、目覚めている時もあなたの深いところで眠っているときのように「存在」することです。眠りはマーヤーにおおわれています。マーヤーから目を覚ますと同時にあなた自身を眠りに浸すのです。それが三昧(サマーディ)です。SIP5-76



　＊死

太陽エネルギーは人の無数の神経系統を通って降り注いでいます。感覚は死の瞬間、心に融合します。心によって制約されながらも、このことを認識した者の魂は、神経を通ってハートの虚空にたどり着き、ついに身体が死ぬ瞬間、魂はハートより上昇するきわめて微かな一筋の神経通路に沿って太陽光線に赴き、さらに太陽界へと旅立つのです。しかし、旅はそこで終わるのではありません。

 魂は更にブラフマ神の司る界へと赴くのです。しかし、無知な者の魂は、心の働きを、心そのものが為していると思い込み、目や耳やその他の感覚を経て、カルマの支配する界へ赴くのです。熟睡した人が、目覚めたのちでないと満ち足りた喜びに気づかぬのは、彼の魂がまだ無知によって包まれているからです。UVc9

    皆さんの幸せや悲しみは、皆さんの中から何が生じるかによります。この世のものはすべて、皆さん自身の思いが創り出したものです。皆さんはここにどれくらい長く留まることができますか？皆さんは自分に課せられた役割が終わるまで、この世に留まります。その後は、すべてを置いて、行かなければなりません。ですから、この真理を認識し、それに従って行動することが絶対に必要です。この世に永遠のものは何もありません。それゆえ、そのように来ては去っていく一時の物事について、心配する必要はありません。だれかの死を嘆き悲しむ必要もなければ、だれかの誕生を大喜びする必要もありません。

   今日誰かが生まれても、明日その子に何が起こるかはわかりません。実に、昨日も今日も明日も、すべては同一です。何の違いもありません。それと同じように過去も現在も未来も同一のものですが、三つの時間における私たちの体験は異なります。過去をくよくよすべきではありません。過去は過ぎたことであり、戻ってはきません。未来は不確かです。一方、現在は単なる現在（presentプレゼント）ではありません。現在は遍在（omnipresentオムニプレゼント）です。この遍在には、過去も未来も含まれています。ですから、過去も現在も未来も一つのものと見なし、至福を感じるようにすべきです。15/1/08

H : 帰依者たちは、よく、死んだ後には何が起こるのかと聞きます。私が答えられるすべては、私はスワミから、死後の経験は一様ではない、誰もが同じでは ないと学んだ、ということです。

サイ: それは正しい答えです。どの場合も死体は存在します。それは同様です。しかしそれ以上は同様ではありません。

H : スワミ、人は死ななくてはなりません。何か死ぬときの技術はあるのですか? つまり、人がその過程で迷ってしまわないように、しがみ付くことのできる、 死を通り抜ける正しい道のようなものはありますか?

サイ: その時、それはあなたの自由にはなりません。あなたはその時、あなたの一 生の最終的な結果に左右されます。続サイババとの対話p29

    死というものをじっくりと考えることは、まさに霊性修行の基盤です。それがなければ、人は必ず嘘偽りに陥り、五感を悦ばす対象物を追い求め、物質的、世俗的な富を積み上げようとします。死は災難ではありません。死は、その先にある吉祥なる光明へと到るステップです。死は逃れられないものです。18/7/70

     何度も何度も生まれては死ぬことを まぬがられないというのはどういうことか、分析しなければなりません。デーハ（体）は生死の繰り返しを被りますが、アートマは永遠です。アートマが内在者として体の中に留まっている限り、体には意識があります。アートマが体を離れた瞬間に、体はジャダ（不活性）になります。この現象が死と呼ばれているものです。この真理を悟ることができずに、人は自らを悲しみにさらしているのです。生と死は外側の姿形だけのものであり、アートマのものではありません。20/10/04

    ババの姉の夫が亡くなり悲しみの泣き声をあげている時、ババはくすくす笑いながら咎めるように言いました。「なぜ騒ぐのですか、死も無く、誕生も無ければ私はどのようにして時を過ごせば良いのでしょう。」真、善、美part2p70

    そうした神聖な力(死人を生き返らす力)は、どの人の内にも潜在しています。人は自分の内側からその力を引き出すべきです。その力は、自分自身のためのみならず、他人のために使うこともできます。22/11/10

     死ぬための準備ができていない者は不幸な運命に遭遇します。人生の最後の時を迎えたときにオームのマントラを唱えることができるように熱心に修行しなさい。誰であれ死に際してプラナヴァ（オーム）を唱えるものは私に達するとクリシュナは言いました。息を引き取る時にオームを繰り返して唱えなさい。至高の神を常に思い起こすことは、あなたの今生と来世での幸福を至高の神に委ねる力を持つのです。SIP4ー5

    スワミは皆さんに霊性修行をするよう強く勧めているのです。ナガラ・サンキールタンは帰依者に処方されているサーダナの一つです。いつ自分の死が近づいてくるかはだれも知りません。死の縄を投げるとき、ヤマはその人がそのとき何をしているか、彼が良い事をしている時か、悪い事をしている時かは考慮しません。ナガラ・サンキールタンをしている最中でさえ死ぬことはあるのです。ですから、人は神の御名を唱えて、いつヤマに会ってもいいように準備をしているべきです。カルマ・パラから自由になれるよう、霊性修行を始めて神の恩寵を得るようにしなさい。がっかりして自分の運命を甘んじて受ける必要はありません。人は真摯な祈りによって容易に運命に打ち勝つことができるのです。すべては神の恩寵しだいです。21/7/05

    現代人の悲しむべき現状は、死に瀕していながらも、人は大騒ぎをし、空しい快楽のために貴重な瞬間を無駄にしていることです。何がそういう間違いをさせるのかというと、それは自分と体を同一視していることにあります。体は自分が住んでいる場所であり、乗り物であり、器にすぎません。自分を体の住人と見なしなさい。そうすれば、あなたの悲痛はほとんど消え去ってしまうでしょう。そして、自己中心的なところが減るでしょう。それは、他の体の住人である他者との親近感を感じるようになるからです。20/2/66

  運命に従って、起こるべきことは何であれ起こるのです。ならば、どうしてそのことを気にしたり、悲しんだりするのですか？ 生死は自然なことです。生死はすべてのものに共通であり、特にこの人にはあるが、あの人にはない、というものではありません。ですから、人は平然と運命の審判に向き合い、何が起こっても落ち着きをもって受け入れなさい。人は運命のせいで苦しむのではなく、欲望と執着のせいで苦しむのです。もし、この世のものへの執着があるなら、あなたは必ず喜びと悲しみを交互に体験することになります。苦楽は二元的な世界の切っても切れない部分なのです。すべてのものごとは神の意志によって起こります。神が望むものを、神が望むときに、神は与え、神は取り戻します。皆さんは気づいていないでしょうが、体がこの世に送られてきたとき、体に返却日が押されます。その日が来れば体は元の場所に戻っていく――それだけです。このように、生があれば死もあります。二つが自然な一組を形成しているのです。ですから、人は死のために悲しみに道をゆずるべきではありません。23/5/2000

   恐れのない人になりなさい。たとえ頭に雷が落ちても、恐がってはなりません。死がやって来るのはたったの一度きりで、二度とはやってきません。それはいつか必ずやって来ます。ですから、死を恐れないことです。いかなることがあっても良いような準備をしておきなさい。

  真理を守ることを恐れてはなりません。あなたの人生を愛で満たしなさい。そうしてはじめて、あなたの人生は神聖なものとなります。もしあなたが、真理と愛を守らないとすれば、ジャパ（神の御名を繰り返し唱えること）や瞑想のような、いかなる霊性修行をしても、あなたの人生は救われないでしょう。いかなることが起きようとも、構わずにこれらの価値を守り続けなさい。これらの価値のみが、全世界に幸福と繁栄をもたらすことができるのです。愛をますます育てて行きなさい。

   他者の批判を気に留めてはなりません。なぜなら、皆さんはいかなる過ちも犯しているわけではないからです。人がもし、本当に神を愛しているとすれば、いったいどのような過ちが起こり得るでしょうか？ 皆さんの呼吸が止まる最後の瞬間まで、神への揺るぎない愛を持ち続けなさい。対立や疑念の介入する隙を与えてはなりません。すべての人が、自分の行動の結果 に直面しなければなりません。それがいつどのようにやってくるかは、誰も予測できませんが、人間は必ずそれらの結果 に直面します。

  しかし、あなたが絶えず神のことを考えているのであれば、決して苦しみにさいなまれることはありません。神はあなたをすべての苦しみから守るでしょう。神は常に、あなたの中に、またあなたの周囲にいて、あなたを安全に守るでしょう。邪な感情の付け入る余地を与えてはなりません。25/12/00

  子供が亡くなった時は、「この子が生まれたのは、私の為だったのだろうか。」と自らに問いなさい。その子は、果たすべき自らの定め、自分自身で完成すべき魂の為に来たのです。仏陀p40

    良い行いをしようと決めても、人はそれをするのを後回しにしがちです。と言うのも、何かがその人に、「今しなくても良いではないか、お前はこれから先まだずっと生きているのだから、急いでやる必要など無いではないか」と囁きます。ところが人は何か悪い事を企むと、即座に実行にうつします。「明日はもう生きていないかもしれないので、早くしておこう。」と感じるからです。このことからもわかるように、悪い行いはすべて死をもたらし、良い行いは不死をもたらすのです。21/11/70

  死は存在しません。死ぬのは肉体です。しかし、「アートマ」すなわち肉体に内在するものは不滅です。アートマは永遠の真理です。あなたの幸福こそが天国であり、あなたの不幸が地獄なのです。この二つは、実はこの世にあるのです。この天国と地獄の二つともあなたから離れて存在しているわけでは無いのです。～死への恐怖を克服できる方は、ただ一つ、勇気のみです。あなたは、死はいつかはやって来る避けられないものであることを理解すべきです。死を免れることは出来無いと悟りなさい。

そのことを十分に勇気を持って自覚出来たとき、死に対する恐怖は無くなるのです。STPS2p66~8

  人の誕生と死、ある界から別の界へ移動すると考えること、それらはすべて真ではありません。そのように見えるだけなのです。UVc5

 識別力を使えば、死も無く、生も無いことが分かるはずだ。動き回る肉体を称して生きている、と言い。動かなくなった肉体を称して死んでいる、と言う。夢を見ている時に生きている肉体や、死んだ肉体を見ようとも、目が覚めればそれらは存在しない。同様に、活動し、静止するこの世も、実は存在しないのだ。死とは、私という意識が消え去ったことを意味する。転生とは私という意識が再び現れた時に生じる。これが生と死なのだ。私という意識がある時あなたはもちろん存在する。私という意識が無くてもあなたはやはり存在する。あなたは意識の基盤であって意識そのものでは無い。あなた自身から分離した私という意識を払拭し、すべては一つであるとあなたが感じた時にモクシャ解脱となる。SDMp82

 如何なる人も、いつか必ず死にます。その瞬間が苦悩に満ちたものであってはなりません。優雅に微笑みを浮かべて軽く会釈をして世を去りましょう。そうすることが出来る為には、大変な準備をしなくてはなりません。長い一生の間蓄積してきたものを、後に残して死ぬのは大変なのです。

 たった今から、一つまた一つと執着心を捨て、死ぬ日に備えて準備を始めましょう。あなたは夢の中で様々なものを手に入れます。権力、金、地位、名声等を。夢を見ている間はそれ等は現実であり、あなたに満足と喜びを与えてくれました。目が覚めて、それが実は夢だったとわかっても、あなたはそれらを失ったっことを、嘆きません。「なんだ、夢だったのか。」と一人つぶやくだけです。

 人生を歩んでいる間に集めた物を、夢と同じように無造作に扱えないのは何故でしょうか。無執着という性質を培えば、この夢の国という舞台に幕が降ろされる時、あなたは、微笑みを浮かべて去ることが出来るのです。SSSVol1chp3

    　神には悪い性質は存在し得ません。ですから、あなたは純粋で着実な私心の無い生活を送らなければなりません。善を見、善を語り、善を行いなさい｡あなたは万人にとっての理想となるべきです。心を清めなければ、礼拝からは何の恩恵も得られません。あなたはスワミを崇拝して、何年間にもわたってスワミのもとを訪れています。しかし、あなたの中で、何らかの変革が起きているでしょうか？ あなたは何の目標も持たずに、ここに来ては去って行きます。そのような人は、ここに来る必要など全くありません。どこにいても、あなたが居る場所で霊性修行をしなさい。あなたがここに来る時は、神聖な感情を吸収し、神聖な人間にならなければなりません。この世に対する執着を段々と減らして行きなさい。あなたが死ぬ 時、この世はあなたと一緒に来てはくれません。あなたは一握りの土さえも持って行くことができません。あなたは自分で培った美徳しか持って行くことができないのです。あなたの先生と目上の人と両親を敬いなさい｡「母親を神として敬いなさい。父親を神として敬いなさい。教師を神として敬いなさい。客人を神として敬いなさい。」すべての人を神と見なしなさい。犬の中にすら神は存在します。神が万物に浸透していることを堅く信じなさい。これ以上に偉大な霊性修行は存在しません。人々がこのような信念を育てたとき、国家全体が豊穣と繁栄とあらゆる吉祥に恵まれます。あなたのハートを神聖な感情で満たしなさい。これが、あなたが今日学ぶべきことです。24/7/02

   死は誕生より重要だということを知りなさい。人の死にざまには、その人がどのように生きてきたかが現れるのです。ですからあなたのハートと心を良い思いと考えで満たしなさい。SSSVol26p309

  肉体はあなたを乗せて死に向かって走る車です。あなたは何時、死に直面するか分かりません。ひょっとしたら木に激突したり、水路などに突っ込んでしまうと死に至るでしょう。だから、死を忘れないでいなさい。あなたが生きている一瞬ごとに時間が無くなりつつあることを、忘れないでいなさい。

  そうすれば、くだらないおしゃべりや快楽、悪ふざけや低俗な欲望を満たす行為をする気が失せるでしょう。慎重にゆっくりと、同じ道を行く他の者たちにも注意を払いながら車を走らせなさい。

  他の車を追い越そうとやっきになったり、スピードを競ったりせず道路の制限速度を守りなさい。そうすれば、事故に遭う事もなく、あなたにとっても他の人にとっても楽しい体験が出来るドライブとなるでしょう。SSSVol3p105~6

  

　＊幸せ

私は、不幸な重荷を持っている人がここに来たときが一番幸せです。その人は私から得るものを最も必要としているからです。P347サイババは世界の危機を救う

  神を実現する為には、幸せであることが欠かせません。幸せでいることは、神に至る幾つかの重要な門の一つです。人が幸せでないことは、単なる一つの欠陥であるに留まらず、それは、あらゆる欠陥の中で最も重大なものです。幸せでないことは、自己実現への障害です。人々は世俗的な追求、執着、楽しみなどのために不幸になります。CWSSBJp123

  すべての人、すべての生き物は愛の具現です。あらゆる鳥や動物や昆虫は、人間と同じように幸せを手に入れたいと望んでいます。それらも人間同様に幸せを味わうのです。けれども、それらが楽しむ幸せと人間が楽しむ幸せには違いがあります。鳥や動物や昆虫は、幸せによって有頂天になることもなければ、悲しみによって落胆することもありません。幸せと悲しみを平静に受け取ります。しかし、人間は平静さに欠けています。人間は欲望が満たされると有頂天になり、満たされないと欲求不満に陥ります。欲望と怒りは人生という木を枯らす害虫のようなものです。2/4/2003

    人は幸せを味わうためさまざまな努力をします。幸せになりたくない人は世界中でほとんどいないでしょう。しかし、幸せは外から得られるものではないことを理解しなければなりません。幸せは心ハートの中から生じます。心が至福の源です。私たちが楽しむ外側の世界の幸せは単に、内なる幸せの反応、反映、反響でしかありません。この真理を理解できる人は非常に限られています。今日、人が体験する外見上の喜びは人工的で一時的です。心の中から湧き出る幸せのみが永遠のものです。14/1/05



    ＊寺院

シヴァムは善（Goodness）です。体は神性（Godness）を顕現させるためにあり、神性は完全な善です。しかし、体それ自体は善でも神性でもありません。体は道具であり、一瞬ごとに崩壊し、一瞬ごとに再構築されており、そのプロセスの中で衰えていきます。父親は自慢げに「私の息子は成長が早い」などと言いますが、それは裏を返せば、息子の命は早く衰えているということになります。体は神我を顕現させるために使うときにのみ価値を持ちます。ですから、それと同様に、シヴァムというマンディール〔礼拝堂〕も、あなた方がその中に宿る神を顕現させることができたときにのみ、価値を持つのです。寺院やマンディールのゴープラム（塔）は、神が疲労した巡礼者に向かって手を掲げて、一息ついて休みなさい、それから、己の求める到着地へ向かってより速く歩を進めなさい、と呼んでいるかのようなものです。たいていの場所では、そうした塔は近年周囲に乱立している工場の煙突の中に埋もれて隠れてしまっています。工場から出る煙と、派閥争いと貪欲から生じる憎しみというスモッグが、寺院の塔の空気を濁しています。

寺院も、入場料を見積もったり礼拝料を徴収したりすることによって汚されています。礼拝から湧き出る至福の流れは、金銭的な寄付を要求することによって遮られてしまいます。寺院は、社会意志に平安と喜びの流れがよどみなく流れるようにすることを許されなくなってしまっています。25/10/72

    神を探しに出かける必要はありません。神があなたを探しに来ます。神はお寺やモスクや教会には住んでいません。それらは人間がこしらえた建造物です。神は自分が建てた寺院に住んでいます。それは人間の体です。人間の体は、生ける寺院であり、歩く寺院であり、語る寺院です。人間の建てた寺院には、力と神聖さにおいて、神が建てたこの寺院に匹敵するものはありません。この寺院は、レンガとモルタルで建てられたものではありません。建築家が設計したものでも、技術者が建てたものでもありません。この寺院は神の意志によって出現しました。あなたは自分の体を神からの貴重な贈りものと見なし、その神聖な贈りものを保護しなければいけません。神の命じることに従い、神聖な行いだけに従事しなさい。自分のできるかぎり愛を広め、さらに、自分のできるかぎりアートマ原理の芳香を広めなさい。21/5/00



    ＊塩

  塩はワインよりも悪影響を及ぼします。私は、高血圧の人は塩を使わないよう忠告します。なぜなら、塩を加えることで血液が汚れるからです。ですから、塩味と酸味とスパイスが強く効いた食べ物を食べてはいけません。そうした食べ物を食べると、ある種の偏向傾向を持つようになり、神への道を行かずに、自分の中の悪魔的な性質を強めることになるでしょう。そのような人は、憎悪や怒りといった性質を強め、復讐心を燃やします。15/7/83



    ＊視覚化

今の人々は瞑想に座しますが、それはただ集中力を養うためで、神の憶念を目的としたものではありません。人々は集中を瞑想だと勘違いしています。これは正しいやり方ではありません。こうした修行の一切は、反作用・反映・反響です。あなただけが実在であり、あなたこそが真理なのです。あなた方は、神を人間の姿でのみ視覚化することができます。人間は、自分よりも偉大な何かを思い描いたり、視覚化したりすることはできません。あなたが万物であり、創造における一切はあなたに内在しています。残念なことに、昨今の人は自分の本性を忘れ、実在していない何かを空想しています。これは迷妄の結果であり、それは実際にはその人自身が勝手に作り出したものなのです。その幻から抜け出た時、初めて人はブラフマン〔神〕を悟ることができるでしょう。25/10/04



　＊自活

他の人に頼らないように。自ら持っている力と技能に頼りなさい。自分が稼いだものや、もっているもので生活しなさい。自分自身に頼ることは、若者にとって成長するための最高の食事です。SSSvol8p231



　＊時間

君は自分の時間も私自身の時間も無駄にしている。自分の父を尊敬せず、父に乱暴な口をきくと、君がここに来ても二人の（私との）時間を無駄にするという問題が起こるのだ。Miracles are my visiting cardp98

  過去の高潔な人々は、時間の重要性をよくわかっていたので、時間を聖化するために神聖な行為に携わりました。現代人に比べると、当時の人々は平安と幸福を千倍も楽しんでいたのはそれが理由です。当時の人々は、利己心がなく、エゴがなく、純朴でした。そして、つねに解脱を人生の目的としていました。当時の人々と同じ種類の平安と歓喜を楽しむためには、まず人間性を培う努力をしなければなりません。12/1/84

    神は人間に時間という贈りものをしました。それは何のためでしょう？ 人間が時間を神聖なものにするためです。しかし、あなたはそうしていますか？ 自分はどのくらい時間を無駄にしているか、内省して割り出してごらんなさい。時は神です。時間を無駄にしてはなりません。時間を無駄にすることは人生を無駄にすることです。今日、人々はありとあらゆる方法で時間を無駄にしています。人々はテレビに貼りついている時間を作ることはできても、奉仕をする時間や神聖な行いをする時間は持てません。なぜ価値のない気晴らしのために時間を無駄にしなければならないのですか？ そうする代わりに、どうしてその時間を慈善活動や奉仕活動に使えないのでしょうか？ これらは仏陀がしたことです。仏陀はつねに他者に奉仕していました。21/5/00

  「現在」というと、人は今の瞬間のことだけを考えるかもしれません。しかし、それは神が見ている現在ではありません。神にとって現在（present）は遍在（omnipresent）です。これは、過去と未来はどちらも今あるものの中にあるという意味です。なぜなら、今あるものは過去の結果であり、未来の種だからです。人間は神の遍在を固く信じていないために、過去や現在や将来について思い悩むのです。神にとっては時間の三つのカテゴリーは存在しません。3/9/88

夢ならば実際には五十年かかって経験する事を、ほんの二分間の夢で見ます。そのように神に属する時間の尺度、神聖な環境における時間の尺度においては、私たちが普段使っている時間の尺度は、あてになりません。私たちが普段の暮らしで使い慣れている時間と空間の尺度は、神の世界では意味を持たないのです。SSIB1972

 人々は自分の欲望を満たし、目の前にある快楽を追いかけるのに夢中で､自分のすぐ後ろに何がひそんでいて何が襲いかかろうとしているのか､少しも考えようとしません。いずれ自分に降りかかる災いに気づかぬまま時間を無駄に使っています。何時どこでどんな場面でどんな危険が待っているかは知りようがありません。だから今自分の時間を神聖なものにせねばなりません。正しく時間を使って､時間というものがどれほど神聖でかけがえのないものかに気づくべきなのです。

  ～時間を正しく使えば人生の成功を勝ち取ることが出来ます。時間の流れが持っている様々な面によく気をつけて､時間というものがどれほど大事かに気づいて下さい。これから先、何が起きようとしているのか考えながら､人生の目標から目をいつもそらさないでいなさい。SGc14

 　あなたがたは、意味のないものを追い求めることによって多くの時間を浪費しています。時間の浪費は人生の浪費です。私たちの祖先は、ただの一分さえも、決して時間を無駄にしませんでした。彼らは、神を時間の化身であると見なし、次のように称えました。「時の化身にひれ伏します。時を制するものに、時を越えるものに、時を定めるものに、ひれ伏します」

    あなたがたは、なぜ、時間がまさに神であるという真理を忘れてしまったのですか？　皆さんは、日曜日を、リラックスして楽しむことができると思いつつ待ちわびます。実際のところ、日曜日に何の仕事もしないことによって時間を無駄にしていることを悲しむべきなのです。皆さんは、自分の時間を適切な方法で活用すべきです。仕事が何もないときは、社会奉仕を引き受けなさい。仲間を助けなさい。母国のためにいかなる犠牲をも払う覚悟でいなさい。19/11/02



　＊識別心

感覚は、厳格に識別心と取捨の心でもってコントロールしなければなりません。この二つの能力が、人をして人と為すのです。識別心はあなたに相応しい仕事を選択させ、あなたに良い仲間を選びます。それは選択する際に重要なヒントを与えてくれるのです。取捨の心は、あなたを執着心と、物のとりこになることから手助けし、得意げになったり、絶望したりすることから解放してくれます。TOSSBTp97

神は人間のうちに存在する識別心という力を通じて働きかけます。識別力は何が正しく何が間違っているか知っています。悪い欲望とは、マーヤによって覆い隠された神であり、識別心とは、マーヤによって覆い隠された部分がより少ない神なのです。CWSSBJp163

    識別力も持たなければなりません。識別力がないと、自分がしてはまずかったことをしてしまうかもしれません。理性や知力はそれほど重要ではありません。識別心こそが、必要不可欠です。自分にとって必要なものを手に入れるべきです。暗闇の中にいるときには懐中電灯を持っているべきです。明るい昼間には懐中電灯を持ち運ぶ必要はありません。正しい方法で生活を送るために自分に不可欠なものだけを、手に入れなさい。皆さんが学習して育まなければならないことは、単なる本の知識や体力ではありません。それらは来ては去るでしょう。識別力という、永久に残るものを育むようにしなさい。何を見ても、「これは良いか、悪いか？　これは有用か、無用か？」と判断できるようになるべきです。このようにして、自分の人間性を育てるようにしなさい。仕事に取りかかる前に、「自分はこれをやるべきか、やらざるべきか？」と考えなければなりません。15/1/08

   この世をあるがままに受け止めなさい。自分の欲求や価値観に世の中が合わせることを期待してはなりません。マーヤーは悪い欠点で善をくるみ、悪を善の光輝で光らせます。出来る限り識別しなさい。識別力を培いなさい。SIP6-96

 神の境地の達したいと望む修行者は、マーヤ(世界からの幻影)の影響を受けてはなりません。では影響されないようにするにはどうすれば良いのでしょうか。分析し、推論し、ためらわずに探求して、純粋な理性を持つことにより、それは可能です。こうした識別心を得るためには、生きとしいけるすべてのものの安寧を促進する仕事に参加することが、なによりもだいじです。DVJp28

 たえず変化するこころの誘惑に屈してはなりません。為すべきことを識別しなさい。今自分のしたいと思うことが、正しいことかそうでないかを調べ、知性によって行為を導きなさい。瞬発的な衝動にしたがってはなりません。27/5/92

    人が滅ぼされる運命にあるとき、その識別心はうまく働かない。19/8/03

 あなたを助けてくれた人を助けるだけではなく、あなたを傷つけた人をも助けるということは、すばらしいことである。しかし、今日の社会では、あなたを傷つけた人をも助けるということは、あなた自身を危険な状況に置きかねない。それ故、私たちはその人を助ける前に、自分の識別心を使って、その人が助けるに値する人かどうかを判断しなくてはならない。 SSN夏1994p31

   識別心は、英知からのみ生じます。識別心無しに解脱は、なし得ることは出来ないのです。SDMp88

信仰の篤い困窮者だけを助けなさい。人々が殴り合いの喧嘩をしているとします。ある人が誰かをひどく殴りつけています。あなたはそのような時、殴られている人を助けにそこに飛び込んで行きますか。助けようと行動を起こす前に、識別心を働かさなければなりません。22/5/95



    ＊資源

この世の資源は、役に立つ形にしてこの世に返しなさい。役に立たないものなど、どこにも存在しません。私たちは地面に落ちてる小枝を見て、このようなものは役に立たないと思うでしょうが、小枝でも楊枝として役立つのです。しかし人間は、今、役立たずで無用の長物となっています。なぜでしょう？それは、人間は自分自身の価値をわかっていないからなのです。人間の価値とは何でしょう。人間は自らの価値の基礎を、地位、名声、学位、富の上に誤って置いています。無論これらを欲しても、構わないのですが、限度を設けなさい。限度を超えると、喜びの代わりに危険なものとなるでしょう。同じように五大元素(資源)も、限度内で使わなければなりません。30/5/95



    ＊思考

体は、心（マインド）が心の機能と成長のために身に付けた衣服です。心には、さまざまな過去世（かこぜ）での思考と経験が刻み込まれています。心が良い思考で満たされていれば、心に手の届かないものは何もありません。思考は行動を引き起こします。行動は習慣を作り出します。習慣はその人の人格を形成します。そして、人格は人の運命を決定します――良い運命であれ、悪い運命であれ。ですから、人の不幸と喜びの基（もと）は、思考なのです。良い思考を抱くことほど素晴らしい祝福はありません。善良な人々との交わりは、良い思考を増大させてくれます。思考は意志を強くする手助けをします。意志力は、識別心、知力、決断力、雄弁さ、探求心といった諸性質を手に入れるための基盤です。しかしながら、万人の内にある意志の力は、限りない欲望の増大によって弱められています。意志が薄弱では平安と至福を楽しむことはできません。煙草（たばこ）やお酒の中毒になっている人が、煙草などの量を減らす場合、意志の強さが要ることは万人の経験からも明らかです。21/11/87

    人は自分の思考するものになります。絶えず理想を思念することによって、その理想は人のハートに刻み込まれます。いつも他人の悪事のことばかり考えていると、人の心はその悪に汚染されてしまいます。反対に、絶えず他人の善いところや他者の幸せのことばかり考えていれば、心の誤りは清められ、善い思考だけを抱くようになります。完全なる愛と思いやりの人には、いかなる悪い思考も浸入することができません。あなたのふける思考が、あなたの性質を形作ります。他人に影響を受けるのと同様に、人は自分の思考からも影響を受けます。たとえば、誰かの写真を撮るときにフラッシュをたくと、被写体である人の顔が照らされると同時に、写真を撮っている人の顔も若干照らされるのと同じです。7/3/78



　＊自己犠牲

自己犠牲の精神は大切なことです。信仰心を高めるのに、自己犠牲抜きでは意味のないことです。SS6月1994p,6



＊自己探求

自己探求によって自分の性質を良くすること、変えることが出来ます。心が揺れ動いたり、寝過ぎたり、暴飲暴食をしたり、低級な動物的な欲望が現れたなら、すぐ自分に向かって「私は人間だ｡獣ではない｡」と少なくとも十回は、言いなさい。そうすればそうした性質を克服することが出来るでしょう。あなたがすることすべて、人は見ていなかったとしても、神は見ておられるのだと言うことを、いつも固く信じていなさい。愛をこめて義務を果たしなさい。STPSp220



    ＊自己中心

誰にも痛みを加えたり、傷をつけてはなりません。すべての人を愛しなさい。すべての人に奉仕しなさい。皆さんはそのことから莫大な利益を得るでしょう。もし誰かを助けたとしたら、その手助けそれ自体があなた自身を助けてくれるでしょう。この種の手助けは今の世の中では見られません。どこに行っても、あるものは、自分、自分、自分、私のもの、私のもの、私のものです！人はあまりにも自己中心的になってしまい、自分と自分に近しい人、自分の大切な人以外の人のことは忘れています。1/5/08



　＊仕事

もし、あなたの仕事とその結果をすべて神に捧げるならば、あなたの仕事は礼拝へと変容します。職場で同僚と意見が合わないこともあるかもしれません｡あなたの性格と同僚の性格が合わず、口論や内輪もめになり、その結果、心の平安を失ってしまうこともあるかもしれません｡ですからあまり多くの人と親しくしすぎてはなりません｡あなたの周りの人に「こんにちは」と言い、出会った人には「ご機嫌いかがですか」と尋ね、そして別れ際には「さようなら」と言えば十分です。これ以上の付き合いは必要ありません。STPSp221

  仕事上で出席しなければならない重要な会議がある場合は、たとえ気分がすぐれないとしても、行ける状態ならば、体調に関わらず責任を果たすべきです。SS1/95

  仕事についたなら、少なくとも三年から四年は続けるのが正しいのです。そうすれば、あなたはその仕事によって、自ずと人から認められるようになります。SS7/95

   仕事のカテゴリーを二つに分け、この仕事は神の仕事で、それは自分の仕事だとするのは罪である。とヴェーダは述べています。私たちがこの人生で仕事をして行く中で、自分の仕事と呼べるものは何一つないのです。すべてが神の仕事なのです。SSIB1974

 額に汗して、こつこつと一生懸命働いて稼ぎなさい。そうして初めてあなたは、家族と共に何不自由なく、幸せに暮らすことが出来るのです。SSSVol15

    医師が良い給料を提示されるとすぐに別の病院へ移ります。労働者までも同様に良い給料を求めて職場を転々とします。正しいのは、一つの勤め先に三、四年は続けて仕事をすることです。そうすれば自ずとあなたの仕事は評価されるでしょう。3/6/95

 雇用主と社員との関係は、父と息子の絆のように密接なものであるべきです。お互いにこのような親愛と尊敬の念が広まって、社員の間に兄弟のような雰囲気が醸し出されてお互いに対する奉仕と助け合いの精神が花開くのです。そのような状態にあれば、一人ひとりが喜びと平安を持って義務を果たすことが出来るようになりのです。Sai Avatar



    ＊自己認識した人

自己認識した人とは、目に見えぬ太霊を認識した人、自分がアートマンであると自覚し至福にひたる人,神を体験して恍惚となった人をさします。23/5/91



　＊自殺

すべての人間は、決められた寿命を持っています。それは借家契約している家に住んでいるようなものです。その家を出る前にあなたは新しい家を探さなくてはなりません。同様に、人がその身体から離れる前に、その人のカルマに応じて神は別の身体と寿命を用意します。

 もし、死が独断的に刑罰によってもたらされた場合、あなたは、カルマを支払って高いレベルの境地へ恒久的に行ける機会を逃すことになります。自殺の場合は、あなたは中途で立ち往生した状態となります。それは、あなたにとって恐ろしい状態となります。この自然界には空白というものは存在しません。神は、霊魂やその他の目に見えぬ霊体達でこの世界を満たしています。自殺を図ると、それらの者たちがあなたのところにやって来るので、あなたは恐怖におちいるでしょう。それゆえ、自分で神様から戴いた命を絶ってはならないのです。正義に基づいて人生を送りなさい。人生の中で困難にぶつかってもいつも神を思い、落ち着いて乗り切ればいつの日か必ず神の祝福を得ることが出来るでしょう。この真理を疑ってはなりません。神への信仰を持ちつつ,それらの困難に立ち向かいなさい。P290ANDI

   人間は死にますが、心は死にません。人間が一生の間にすることはすべて心に焼き付けられて、次の一生まで持ち越されます。誰も心の性質を理解することはできません。中には、自分の経験するすべての問題に終止符を打つための方法は、自殺しかないと考える人が居ます。彼らは「私の苦しみの原因は心である。それに終止符を打とう」と考えるのです。自殺は最大の罪です！ 心はそれほど簡単には殺すことができません。そのような低劣な考えを抱くべきではありません。人は、いかなる困難にも根気強く立ち向かい、自分の人生を神聖なものにする用意ができていなければなりません。24/7/02

    ここで言う「私」とは、万物の中に存在する「私」、つまり、原子の中にも神の化身（アヴァター）の中にも存在する、真の「私」であるアートマのことです。自殺しようと考えている人でさえ、「私は死ぬしかない。そうすれば、一切の悩みから逃れて、幸せになれるのだ！」と断言します。肉体が剥（は）がれ落ちたときに解放される「私」は、アートマです。11/70



　＊持参金

アパリグラハの語にはある種の微妙な意味が含まれています。それは自分の叔父からも義理の叔父からも、あるいは自分の兄弟からさえ、贈り物を貰ってはいけないという意味です。彼ら親戚から贈り物を貰った時は同等の価値のあるプレゼントを返さねばなりません。今日ではアパリグラハの規則は破られています。例えば青年は学校を出ると結婚しますが、そのとき妻の側から持参金を貰います。

 それはたいそう間違ったことです。それは罪を犯すことに近いのです。大切に育てられた他家の娘さんを妻として迎えるのですから、それ自体大きな贈り物です。何故花嫁を迎える以外に、金銭まで要求するのですか?花嫁の親は、娘の為に選んだ品々を持たせ嫁つがせます。しかし、花婿は何一つ期待し受け取ってはなりません。18/1/96



    ＊私心

神は愛の化身です。神にはまったく私心がありません。ですから、神に従う者にも私心があるべきではありません。あなたのハートが神聖な愛で満ちているとき、全宇宙の中の唯一性をつきとめることが可能になります。その一体性がハートに浸み込んでいるとき、他人への憎悪が入り込む余地はなくなります。そして、すべての存在は一つであるという体験と共に、永遠の愛がハートの中に定着するでしょう。ですから、神に従い、神の愛を心に植えつける者たちは本当に幸運なのです。

スワミには、ほんのわずかな私心もありません。スワミは完全に無私です。無私の愛を心に植えつけるとき、あなたも無私となり、あなたの愛は理想にかなった道の上で他の人々を唱道するでしょう。母の愛、父の愛、友人の愛には、わずかながら私心と私利私欲がありますが、神の愛は利己心によって汚れていません。なぜあなた方は、それほどの無私の愛を求めようとしないのですか？ 今、人々は、物質的、世俗的な喜びと財産を渇望しています。世俗のものはすべてネガティブ〔否定的、負、マイナス、陰〕なものを含んでいます。神の愛だけがポジティブ〔肯定的、正、プラス、陽〕です。神の愛を得て、初めてあなたは本当に強くなり、理想にかなった行いをすることができます。世間の人々には好きなように思わせておきなさい。あなたがそれらを心配する必要はありません。神の愛を心に植えつけなさい。19/11/01



　＊詩人

誰も神の愛の性質について述べることは出来ません。それは詩人でさえも表現できないものです。神の愛の中に頭の先まで浸かった者は、その体験を誰にも話すことが不可能になってしまいます。しかし首までしか浸かっていない者は、まだ何がしかの言葉を発することができるかもしれません。

 神について話せる者がいても、それはその者のうわべだけの経験であり、真に神の祝福を受けた者はそれを言葉にして表すことが出来なくなるのです。それゆえヴェーダは神性さは、心や言葉を超えたところにあると宣言しているのです。SS2月1995p37~8



　＊自信

あなたは貴重な経験と価値ある体験を他者に伝えるべきです。サイのメッセージを他の人々と共有すべきです。まず、自分自身を信じなさい。そうすれば神を信頼することが出来ます。現代における問題の本当の原因はここにあるのです。人は自分自身を信じていません。人は自信を持っていないのです。STPSp33

 まず、自信を培いなさい。自信がないと多くの困難を体験することでしょう。自信とは神を信じる事です。信仰心を持っている人は何の問題も抱えていません。自信がないと記憶力も低下します。逆に、自信があると、記憶力も増大します。まず、自分自身を信じなさい。自分を信じることは、神を信じることです。自分を信じることが出来ないなら、人生は価値を失います。あなたは、神と別箇の存在ではありません。自分を信じることと、神を信じることは同じなのです。29/5/95

    自信を持って取り組んだ仕事には、成功が約束されます。ですから、すべての人にとって、自信は絶対に欠かせません。もし皆さんが、他の人々から尊敬され、愛されることを期待するのであれば、まず皆さんが彼らを尊敬し、愛さなければなりません。他者を尊敬し、愛することなしには、それに類似した感情を彼らから期待することはできません。同様に、もし皆さんが神を愛すれば、神も皆さんを愛するでしょう。人生は、反作用、反響、反映によって構成されています。皆さんには、自分が他者に対して行うこととまったく同じことが返ってくるのです。23/11/2000



    ＊地震

ババ;  これから話すことが、まさに、そうした災害を克服するために、人の内に宿る神として化身することによって、私が行っていることです。アヴァターには人々を助けることのできる二つの方法があります。片方が瞬時に解決する方法であるのに対して、もう片方は長い時間をかける方法です。瞬時の解決策を用いれば、自然そのものの根本的な性質にも、因果応報というカルマの法則にも反することになります。大多数の人は、カルマの法則に支配された、欲とエゴに満ちた俗世に生きています。そのような人たちは自らの行為の報いを受けます。行為の報いは、その人たちに進化や退化をもたらします。もし、その人たちの問題を即刻解決するためにアヴァターがそこに介入したなら、すべての行為、進歩、そして、進化すら停止してしまうでしょう。この解決策を認めることはできません。なぜなら、これは自然の法則をことごとく無視しているからです。

    もう一方のより効果的な方法は、長期的な解決策であり、それによってアヴァターは、人々が霊性の法則の真理を理解することができるよう、人を高次の意識レベルへと導きます。そうすることで、人々は正義へと向き直り、より良い状態になるためにしっかりと働くことができるようになります。この方法は、人々を自然、および、因果応報というカルマの法則に再び結び付けます。すると人々は、今、自分たちが被害者として巻きこまれている因果応報のサイクルを超越し、それによって、あなたの言ったような災害を未然に防ぐことができるよう、自然の力を調整するようになるでしょう。

問い:　　つまり、あなたは、今、人類が自らの運命を制することができるよう、人類の意識を神に近い状態に引き上げているということですか？

ババ;　その通り。　人類は私のサンカルパ シャクティ（神の力、宇宙エネルギー）のシェアホルダー（分かち持っている者、株主）です。私は人類を通して働き、人類に宿る神を目覚めさせ、人類が自然の法則と力を支配することができるよう徐々に人類をより高次の実体へと進化させなければなりません。もし、私が何でも即座に治して人々を今のレベルに留まらせていれば、人々はすぐに、すべてをめちゃくちゃにし、また互いにいがみ合い、その結果、世界は前と同じ混沌とした状態になってしまうでしょう。

     苦難も困難も、宇宙のドラマの避けることのできない一幕です。そうした災害は、神が定めたものではなく、人間が自らの悪業（あくごう）の報いとして招いたものです。それは人間を矯正するための罰です。そうした罰は、人間が「サット・チット・アーナンダ」（絶対実在・純粋意識・至福）、すなわち英知と至福を有する神に近い状態を体験できるよう、人々に悪の道を歩むのをやめさせ、正しい道へと連れ戻します。これらはすべて、大いなる統合の一部であり、そこではネガティブなもの（負・陰）はポジティブなもの（正・陽）の栄光に服従します。そのようにして、死は不死を称え、無知は英知を称え、苦は至福を称え、夜は夜明けを称えます。

   ですから、結論として、もし、あなたが言ったように、即時の終焉をもたらすためにアヴァターが災難を引き起こすとしたら――私にはそれができますし、どうしても必要とあらばそれを行いますが――カルマの法則にのっとった、創造のドラマ全体が崩壊してしまうでしょう。そうした災難は、神が人間にもたらしたものではなく、まさしく人間が人間にもたらしたものであるということを覚えておきなさい。ですから、人間は、カルマ的なものを超越して指揮権を持つことができるよう、エゴを滅ぼし、代わりに超越的な意識を持つことによって、自らを壊して作り変えなければなりません。MBAIp95-p96

      科学者と科学技術者たちは、利己的な興味や名声を追い求め、社会と国家の安全と幸福にはまったく注意を払わず、自然のバランスを崩して社会全般に災害や損害や苦痛を招いています。

　たとえば、海水には地球で必要とされる１０年分以上の空気が含まれています。空の一回の雷は全世界で必要とされる電力のゆうに２０年分を放出します。一箇所に巨大なダムを建設して莫大な量の水を貯蔵することで、その土地の地盤が沈下し、その結果、シーソーのように別の土地の地盤が上昇します。科学者と科学技術者による、鉱物、雲母、石炭、石油といった油を掘り出すための各種鉱山等の天然資源の無差別な開発は、五大元素の不均衡と汚染を引き起こし、地震や噴火といった大災害をもたらします。工業、工場、自動車などの急激で過度の増加は、大気汚染と共に、好酸球増多症、喘息、聴覚障害、肺炎、腸チフスなどの発病の増加を招きます。しかしながら、科学それ自体は悪くありません。人間に必要なのは、思慮分別をもって科学を正しく使うことです。SSSVol.25p192-p193

ジャガ;　地震や津波などによってもたらされる大規模な窮状と苦しみについて、神はどうご説明になりますか？

ババ;　すべては神です！ 地震は神です！ 津波は神です！ そして、神なるものは善です。（ババは不思議そうな表情で私を見つめた）苦しみは存在しません！

ジャガ;　バガヴァン（神なるお方）、それはバガヴァンの言い分です！ 一方で、そうした大災害のせいで苦しんでいる人々が何百万人もいるのです。

ババ;　それらは自然の摂理です。医者が腹痛の患者を治すためには、刃物を使い、腹を切って開け、痛みの元を取り除かなければなりません。そのようにして、医者は痛みを取るために痛みを与えなければならないのです。これは神のやり方でもあります。（それからババは私を力づけるようなまなざしで見つめ、言った）苦は存在せず、「魂」が苦しむことはありません。

ジャガ;　（私はしばし黙って座ったまま、その驚くべき回答について考えた。とどのつまり、神は、はかない外側の殻である「肉体」の痛みや苦しみを気にかけたり、それらを正当なものと認めることはないのだということを私は悟った。神が気にかけているのは主に「魂」のことなのだ)Journey to Godp54　

「プレマ・サイババが誕生する頃には、世界は愛と平和に満ちているだろう」とも言っておられます。   私が「現代社会に見られる様々な非人間的な出来事や論争などを見ていると、その言葉はすぐには信じ難いのですが」と申し上げると、ババは「はるか遠い海の上で嵐が起きると、嵐が消えた後になっても海上で発生した大波は海岸まで旅をして浜辺に打ち寄せる。それと同じことで、今の世界が経験している様々な波乱は、嵐が消えたあとの余波に過ぎない。嵐自体は既に消えてしまっている」CWSSB

     残念ながら、今、科学技術の進歩の結果として人間性が衰退し、世界は楽しむためにあると人は考えています。そのため、世界に脅威を引き起こす形で自然の力が使われています。世界は単なる楽しみのために創造されたのではありません。 自然の資源を乱用し、自分の根本的な人間性を忘れて、人は創造の目的に反しています。多くの天災は完全に人間の振る舞いのせいです。地震、火山の噴火、戦争、洪水、飢饉(ききん)といった災難は、自然が深刻な異常をきたしている結果です。

    こうした異常は、もとをたどれば人間の行いが原因です。人間は人類と自然界との切っても切れない関係に気づいていません。人体においては、目や耳や口といったあらゆる器官は互いに完全に結びついています。人間にとってこうした器官が重要であるのと同じように、社会にとって個人は社会有機体の手足として等しく重要です。個人は人間社会の一部です。人類は自然の一部です。自然は神の手足です。人間はこうした相互関係に気づいていません。Sathya Sai Speaks Vol.25 C37

      今、自然は世界の多くの地域で、地震、飢饉、洪水、火山の噴火といったさまざまな災害を引き起こしています。その理由は何でしょう？ 人間の精神の堕落がそうした災害の原因です。心（人間のハート）の乱れは地震に反映されます。よい思いで心（マインド）を満たし、よい行いをしなさい。神の御名を唱えなさい。空気が神の御名のバイブレーションで充電されると、環境全体が浄化されます。そうした神聖化された空気を吸う人は、純粋な思いを抱くようになります。大気を浄化しなさい。今、大気は汚染されています。SSSVol.26” C31

     人は欲に限度を設けるべきです。人間の行いが本末転倒しているために、今日、自然災害が起きているのです。皆さんはグジャラート州で起こった地震による惨害を知っていますね。何万という人が命を落としました。このようなことが起こる原因は、人が過度の欲望を心に抱いていることにあります。神は自らが創造した宇宙の完全なバランスを保っています。神の創造物の中で、大地と海はバランスが授けられています。

   ところが、人間は地球の天然資源を無分別に採取して、石油を採掘しています。毎日何万トンもの魚介類が海で捕獲されています。このような天然資源の無差別な収奪が地球のバランスを失わせ、人間の生活を破綻させています。心の不安定さ（カムパム）から解放されたとき、初めて人は地震（ブーカムパム）に悩まされることがなくなります。SSS Vol.34C3

    私はグジャラート地震の被災者たちのために、トラック何台分もの米や豆などを送りました。中には、「スワミ、どうしてそんなに多額のお金をかけて、グジャラート州に救援物資をお送りになるような手間をとられるのですか？最初から地震をお止めになればよかったではありませんか」と尋ねた人々がいました。私は答えました。「愛しい者よ、人間は地震が起きたことに関して自らを反省しなければなりません。過度に富を追い求めるあまり、人間は地球のバランスを崩しています。だからこそ地震が起きたのです。それが自然の掟(おきて)です」と。SSS Vol.34C3

今日、科学者たちは新しい発明に興味をもっています。科学技術の進歩もまた、自然界のバランスを崩しています。その結果、地震が起こったり、必要なときに雨が降らないという事態が起きています。科学は必要な範囲内で活用すべきです。科学には制限があり、限度を超えると危険です。SSS Vol.34 C3



＊自制

あなたが思考しているときはそれを心と呼び、考えや意向を持っていないときは平静な状態ではそれを意識と呼び、また識別心を働かしているときは理智、そして自己紹介するときや、自分の事を「私」と呼ぶときは自我意識というように、まったく同一の機能が異なる名前を持っているのです。

 これらはすべて一つですが、働きごとに異なって呼ばれるのです。制御されるべきものは心です。あなたに自制心があれば、神の恩寵を得ます。一旦あなたがそれを何か邪悪なものだと思ったら、それを心に入り込むことを許してはなりません。木や動物は自然の法則によって統御されています。神の命に背いているのは人間だけです。人間は堕落してしまいました｡この解決策はただ一つだけです。

 ～身体という願望成就の牝牛を、プレマ信愛という縄を使って、神の御名という復唱の柱につなぎ止めておきなさい。それだけであなたは心を制御することが出来ます。そうすれば、思考の騒がしさを逃れた意識の上に神の御姿を刻み込むことが出来ます。理智ブッディは根本的な識別を請け負っています。

利己的だった「私」がアートマとしてその真の本質を認識し、あらゆる生物のうちに秘められた真我を認識すること。これが霊性です。STPSp209



＊自然

人は自然を分析し理解して学ばねばならない。それはまるで、お母さんの膝の上で生き方を学ぶ子供のようなものである。自然はまた、人にどのようにして平安を得ることが出来るのかをも教えてくれます。もしあなたが自然の掟を破ると、彼女はあなたを平手打ちにし、彼女の命令に従って警告に耳を貸す様にあなたを導き､あなたが不滅の遺産を継ぐに値する様に導くでしょう。

それ故に神をあなたの導き手､守り手とし、ダルマの法に従いなさい、と言われ続けているのです。SSSvol2p164

    神がいなければ、自然すなわち創造物はありません。人がラーマのもとに避難するなら、シーターは必然的に付いて来ます。人が至高の魂〔神〕を無視して自然だけを熱望するなら、そこには邪悪な欲望が含まれている、ということです。結果として、ラーヴァナは自らの肉親全員を失いました。ラーヴァナは天国のようなランカーに滅亡をもたらしました。それゆえ、もし自然を楽しみたいと願うなら、人は神のもとに避難しなければなりません。神の恩寵は、全体的な成就をもたらす神聖な側面です。私たちはラーマを見習い、価値のないものを捨てて、崇高なものをつかまなければいけません。17/4/78

    「この宇宙は神に包まれている」、つまり、神こそが世界を繋いでいる糸である、という真理を学びました。自惚れを捨てて、自然の暴君となるのではなく自然の生徒となった時、人は、自然の助言、忠告、啓蒙の声を聞くことができます。4/73

   自然（プラクリティ）を見下してはなりません。自然は、利己的な視点から見られると歪んだ姿をまとい、霊的な視点から見られると神聖な様相を示します。自然の役割におけるこの違いは、人間の態度に端を発するものです。23/11/91

 人は生まれてから死ぬまで、明け方から夜まで、人は自然を収奪し、略奪し、その神聖さを汚すことによって束の間の喜びを追い求めます。そして、自然は創造主である神の財産であり、それに対してなされる如何なる損害も厳罰に値するほどの神への冒涜であるという真理を無視しています。PD12

    自然は神の衣です。不死なる存在が死の衣をまとっているのです。新生児の中にも老齢は潜んでいます。暗闇は光の母胎の中に眠っており、光は夜の中に隠れています。真実が基盤です。それは認識されていない基盤であり、一切の現象の魅惑ときらびやかさの基盤です。純粋性という大海は、攪拌（かくはん）されて不死の甘露を生じさせましたが、猛毒のハラーハラも吐き出し、その毒は三界を破壊の脅威に陥（おとしい）れました。18/7/70

    肉体と自然界に繋がっている行為と、人間の内面に繋がっている感情、神に繋がっている悦び､この三つが一つになるとき人間と自然と神が一つに出会うのです。この世界、自然は行為をする場所だと言っていいでしょう。自然は人間に､行為を聖なるものにすることによって最高の目標に達する機会を与えてくれます。～数え切れないほどよいことをしていれば深い悦び、つきることの無い幸せな感情を、一度か二度味わうことが出来ます。そして数え切れないほどの良い感情を味わうことによって、はじめてアートマの永遠の悦びに達することが出来るのです。ですから良いことを沢山しなさい。

 皆さんは良いことをするという目的のためにこの身体を授かったのです。～どんな見返りも期待せず様々な行為をする、奉仕の道、結果に捕らわれずに仕事をする道を歩むのです。SGc31

   人生の目的は、ただ食べる為に生きたり、役立たずで地球の重荷になる事や、獣の様に感覚の奴隷になることではありません。きつい仕事を避け、脂肪で身体を膨らし、巨大な身体を持て余している怠け者の群れに加わる事によっては、何の恩恵も得ることはできません。

   また人は、神から戴いて消費し楽しんでいる、全ての贈り物に対して感謝の気持ちも持たず創造主を無視し、また知性と識別力を使わず宝の持ち腐れにしてはなりません。

    自然は、「これは、私のものだ。あれもそうだ。それも私の身内のものだ。」などと言いながら自然を喰い物にする者共を罰します。自然は、自然界の掟を破るものたちを厳しく罰します。GVc12



　＊自然災害

科学者は無制限に自然を探求、開発して、自然災害の原因となる恐るべき不均衡を作り出し、人類を危険にさらけ出しています。この事に関して科学者を責めることは出来ません。識別心を用いること無く、科学の発見を無分別に運用する人間こそ責められるべきです。

彼らは、天然資源を過剰に撮り尽くせば如何なる結果が発生するかについて、深く考えることをしません。～自然は人間よりも一段上のレベルにあり、その自然を保護するために自然の開発には限度を設けなければなりません。人間が無思慮に自然に干渉するならば、自然は人間に逆らい問題が生じます。自然を守るために欲望に限度をもうけねばなりません。自然が人間に対して不利益をもたらさぬように十分に配慮しなさい。この点に関して、科学者達は彼らの発明が社会にもたらす有害な影響については全く無関心です。21/1/93

最近、自然が災害という形で反旗を翻しているのをよく目にします。それは人が自然の資源を強奪する際に、あらゆる限度を無視しているからです。豪雨、干ばつ、地震、洪水は人間の貪欲に対する反作用です。科学の進歩を理由に、科学者たちは世界の幸福を考慮する事なく、ますます利己的になっています。科学者たちは、自然を報復へと駆り立てているのです。 25/5/95

多くの自然災害は人為的なものなのです。地震、火山の噴火、戦争、洪水、飢饉や他の災害は厳重な自然の乱れの結果です。それらの乱れは人の行為の帰結なのです。人は、未だに人と自然の関係を完全に理解していないのです。SSvol25chap37



    ＊慈善事業

  私たちが人間として生まれるのは、平安を得るためであって、権威ある地位 に就くためではありません。たとえあらゆる種類の富や快適さがそろっていても、平安を失えば、生きること自体何の意味もありません。世の中には、裕福で、高度の教育を受け、権威ある地位 に就いている人がたくさんいます。しかし、社会は彼らからどのような恩恵を受けているでしょうか？ 彼らは、苦しんでいる人々の涙をぬぐう時間も、そういう気持ちも持ち合わせていません。

  私たちは、どうすれば貧しい人々や虐げられた人々を助けることができるでしょう？ 権力の座に就いている人々は、この点に心を砕かなければなりません。しかし、このような方向でものを考える人は、一人もいないように見えます。社会事業という名のもとに、人々は「人に見てもらうための仕事」をしているのが実情です。彼らは食べ物を求めて戸口に立つ乞食たちを追い払います。人間は、平安を得ようと思えば、慈善行為に携わらなければなりません。23/11/05

    慈善に関しては、他人に慈善を行えば行うほど、あなたは後で利益を受け取ることになるでしょう。ですから、いつも他人を助けるよう努めなさい。自分のできるどんな種類の奉仕セヴァでも行いなさい。そのようにして他人を助け続ければ、あなたは真理の道において進歩するでしょう。

     真理の道を旅するなら、ダルマは自動的に付いてきます。真理サティヤとダルマが共にあるところには、平安が君臨します。すると愛プレーマが付いてきます。愛のあるところには、憎しみは存在できません。そうなるとあなたに敵はいなくなります。もっぱら、あなたの心の愛の泉が枯れたときに、あなたは他人を苦しめようとするのです。ですから、万人への愛を育てなさい。真理サティヤ、ダルマ、平安、愛、非暴力は人間の性質です。

    今、世界のあらゆるところで暴力が猛威をふるっています。人々は自分の家でさえ一人でいるのを怖がっています。世界中で多くの変化が起こっています。以前、アメリカは超大国で豊かな国と思われていましたが、今、そうした栄光は失われてしまいました。その結果、前は職場に車で通勤していた人も、今は歩いて通っています。14/1/09



　＊自然のコントロール

意思の力は想いから生じます。意思の力は知的な力、識別の能力等々のいくつかの力の源です。意思の力を培うためには、女神様を崇めなければなりません。その為には、無執着の精神を培うことが必要です。例えば、幾種類もの飲み物を飲みたいという欲望が浮かんだとします。

 その時最初にその幾種類の飲み物の内の一つを選んで、それに対する欲望を捨てます。そうすることによって意思の力を増し、他の沢山の種類の飲み物も飲みたい、という欲望をコントロールする事が容易に出来るようになります。ヴェーダンダの用語では、それをヴァイラギア＜一切の執着を捨て去る。＞と称します。ヴァイラギアは家庭を捨て、森へ入ることを意味することではありません。それは神さながらの思いをつちかい、世俗の感情を捨てるという意味です。中庸な生活をうまく保って実践するならば、自然力をコントロールする事が出来ます．自然力をコントロールすれば，人の心の力は強化されます。4/10/92



　＊自然のバランス

地球は一つの球です。球を安定な状態にしておくには、バランスをとらねばなりません。今、限度も無く天然資源を消費し、バランスが崩されています。21/1/93

私達は、創造物をただの物質とみなして自然界を規制し、多様の構成物に正しいバランスを与える知覚ある機能と本性を無視して創造物を無造作に扱いがちです。科学者と科学技術者は、利己的な関心と名声を追うことに熱心なあまり、世界の国家の安全と安寧を完全に無視し、自然界のバランスを崩しています。その結果,さまざまな事故、災害、損失、惨めさが大規模に人々を襲います。

 例えば、大洋は地球の必要とする酸素の１０年分以上を含んでいます。一回の稲光りは、全世界が必要とする電気の２０年分を放ちます。巨大ダムを建設し,膨大な量の水を蓄える事によって、その地域には地盤沈下が生じ、その結果、シーソーのように他の地域の地盤が上昇します。科学者や科学技術者によるミネラル,雲母、石炭、石油およびその他のオイルを発掘するためのさまざまの鉱山等の無分別な開拓は、五大原素のバランスを乱し、汚染して、地震、火山爆発などの災害の原因になります。

産業、工場、自動車などの急激で大量の増加は大気汚染を生じ、エオシン、喘息、聴力生涯、肺炎、チブスなどの病気が増える原因となります。しかし科学それ自体は悪くはありません。人間にとって必要なことは、科学を正しく賢明な方法で用いることです。26/5/1992

 今日不幸にも科学とテクノロジーの進歩の結果、人間らしさは衰え,人々は世界が自分達の楽しみの為にのみあると考えます。その結果、自然の力は世界を大きな脅威にさらす様になってきました。世界は単に人間が楽しむために創造されたのではありません。自然資源を乱費し、人間性を無くしてしまった人間は創造の目的に背いています。このような人間の行動が原因で、数多くの大自然災害が引き起こされました。地震・火山爆発・戦争・洪水・飢饉などの災害は、自然界の由々しい混乱の結果です。これらの混乱はもとをただせば人間の行動が原因です。人は、人間と自然界とが円満な関係でなくてはならないことを認識していません。人は自然界の出来事に関して、一種の舞台監督であるといえましょう。

   この責任を忘れて人々は権利を主張して争います。深く熟考するならば、この世界に人間が権利を欲求しうるものなどは何一つないということがわかるはずです。人間には義務があるのみで、権利はありません。義務を果たさず権利を主張して争うのは愚かなことです。世界の混乱と争闘は、全て人間が義務を忘れたことから生じました。全ての人が自らの義務を果たすなら、世界は平安で繁栄します。22/11/92



   ＊自然の法則

あなた方は自然界の法則に基づいて如何に自らの活動を調節すべきかを学び、自然の法則に逆らうべきでないことを学ばねばなりません。人間には創造主の創られたものを享受する自由があります。

しかし、どのようなことをすれば恩恵を受け取れなくなるのか、という識別力を働かせることが必要です。あらゆるものを享受しても良いという事は、それらを好きなように使って良いと言う訳ではありません。というのも、自然に対して何をしようとその反作用が必ず伴うからです。あなたはその結果から逃げることは出来ません。結果を気にせず、それに直面する覚悟があれば好きにしなさい。

しかし、実際には当初、人は喜んで何でも好き放題しますが、後になってその悪い反作用に苦しみ、嘆くのです。それは、心が弱い証拠です。～それゆえ自然界の領域では、あなたが何をなそうとも遅かれ早かれその結果から逃れることは出来ません。22/5/92   

 人間を除く全てのものは、自然の法則にしたがって生きています。明日を、思い煩うこともなく、あるがままに満ち足りた生活を営んでいます。自然は、創造物に何の不足もないように面倒を見ます。

然るに人間は、例えどのように多くのものを持とうとも、どのような安楽を享受しようとも満足を知りません。彼はさまざまな物を欲しがり、そして物を欲しがる心を愛と考えます。

 一旦そのような執着心が身につくと、欲望を追う衝動は止どまることを知りません。そのような愛は、自分の利益と自己中心的な心に根ざしていることを、彼は気付かないのです。今日の世の中で愛といわれているものは、実は利己心と自分の利益のみを考える心に他ならないことを、はっきり知っておかねばなりません。

彼のどの想念、どの言葉、どの行為をとってみても、利己心という悪魔が存在します。人間は利己的衝動によってもてあそばれています。利己心によってがんじがらめに縛られた人生は、迷妄にとらわれた人生といえます。彼は、利己心という牢獄にとらわれた囚人です。そのような人は、真の実在について経験することは出来ません。6/1985



　＊舌

舌は何が健全な食べ物であり、何が有害な食べ物かを判断して健康を促進し、優しく語ることによって他人に喜びを与え、心に潜む思いを他の人に伝えるために人体に備えられています。これらの意義ある目的の為に、人に与えられた舌は今日では、はなはだ誤って用いられています。舌は睡眠薬を飲み、動物の肉を食べ、喫煙をし、他人の悪口を言い、噂話をし、辛らつな言葉を吐き、他人に苦痛を与えます。このような具合に、神の処方する限界を無視し、神の命令を守っていません。その結果、人は数え切れないほどの困難に直面しています。22/5/90

    オームは、大空の星の動きの音です。オームは、創造せんとする意志の夜明けがニラーカーラ（属性のないもの）をかき混ぜて行為へと導いた音です。事実、かすかに均衡が妨げられるたびに、わずかではあれ、音が生じます。まばたきをして目のまぶたが重なる時、かすかですが、音がします。誰の耳にも聞こえないような、ごくわずかな、かすかな音があるのです。ですから、元素が生じ、創造が始まった時、オームという音が生じたということも理解できるでしょう。その音は、原初の音、原始の音です。あなたが二元の世界で二元性を克服しようとしている時、ソーハム ジャパ〔私は神であるという意味の「ソーハム」という文言を繰り返し唱えること〕をすることによって、あなたは「神」は「あなた自身」であることを認識します。すると、「私」という意識と「神」という意識は消え去り、あなたはオームだけを繰り返すようになります。つまりそれは、ソーハム〔私は神である〕からソー（神／サハ）とアハム（私）を引くということです。23/11/66

  舌がいつも良いことを願い、どんなことも容易く進めていくためには、舌を正しく使いこなせば良いのです。言い換えれば沈黙を守ることです。ただ黙っていれば良いのではありません。言葉の上で沈黙を守るだけでは無く心も静かに沈黙を保つべきです。心にどんな思いも無いこと。それが本当の沈黙です。SGc7

    舌を洗ってきれいにすることも大事ですが、同時に舌を神聖で清らかな言葉を話すことに従事させなくてはなりません。この行動原則に従い、私は自分自身を神聖な活動に従事させることによって、舌を正しく用いるようにしています。21/10/04

    分別無くものを食べ、それが良いものか悪いものかを考えようとせず、ただ空腹を満たし、舌の先を喜ばすことに夢中になっていると、感情や執着を戒めることなどとても出来ません。弱くなってしまうばかりです。批判や中傷を受けると、たちまち自信をなくしてしまい周りはみんな敵だらけだと思い始めるのです。ほんの少しでも悪くいわれると、幸せはどこかに飛んで行ってしまいます。

 悲しみにうちひしがれて、「生きていてもしょうが無い」などと考えてしまうのです。逆に自分の事を褒めてくれる人がいると、たちまちエゴとおごりの気持ちがふくれ上がります。落ち着かせようとしてもとても無理です。どうしてこうも不安定なのでしょう。そのただ一つの大きな理由は、どんなものを食べているかということです。SGc7

    視覚のコントロールと共に、舌をコントロールする必要があります。舌には３０万の味蕾（みらい）があります。人間は、味の奴隷になってしまったので、様々なおいしいものを食べ、その過程で舌を駄 目にしてしまいます。そればかりでなく、人は舌を使って良くない言葉を語り、その上きつい言葉で他者を傷つけます。このように舌を誤用することによって、人の寿命はさらに縮められます。同様に、すべての感覚が誤用されているので、その力が損なわれ、寿命が縮められています。

  ですから、まず最初に、人は目と舌を制御しなければなりません。この二つをコントロールすれば、人間のエネルギーは再び活性化されます。人々が何年もかけて苦行を続けても得ることのできない力が、目と舌を神聖な使い方をすることによって獲得できます。5/7/01

舌には話す、味わうという二つの力があります。だからこそ、舌を正しく使いこなすように努めなければなりません。皆さんは人のことを悪く言う権利も､悪く考える権利もありません。自分の至らないところを反省する方がずっと大切です。人の良いところを見て下さい。そして自分の悪いところを改めるのです。自分の内面を探求する力を深めていないのに､人のことを見抜けるはずは無いのです。まず自分の人生を完成させなさい。自分を救うことが出来て､はじめて人を救うことが出来ます。SGc17



　＊実験

科学者は実験を行いますが､霊性の求道者の神性体験が実験室で為されることなどあり得ません。言葉を超えている神性を伝えることが、どうして出来るでしょうか。人の理解を超越している神性をどのように想像すれば良いのでしょう。推理と五感を超越している神性をどうやって研究し、実験によって証明出来るのでしょう。科学は実験に基づいており､宗教は体験に基づいています。科学では分析し｛アナライズ｝、宗教では悟る｛リアライズ｝のです。STPSp52



    ＊実在

神の力と神の顕現は人間に内在しています。それらはどこか他の場所から手に入れるものではありません。こつこつと絶えずサーダナを続けることで、人はこの真理を悟ることができます。あなたの実在は、他のどこにでもなく、あなた自身の中にあります。その実在を見るためには、目を内側に向けなければなりません。反作用・反映・反響――この三つはすべて、あなた自身の中に存在しています。それらは外にあるものではないのです。仮にあなたに、名声があり評判のよい兄弟がいるとします。彼は誰ですか？ 彼はあなたの兄弟です。彼は特定の姿をしています。その姿はどこから生じたのでしょうか？ 実在から生じました。そして、その実在が彼の本性です。このように、実在から現れた姿が私たちを惑わせて、実在そのものが見えないようにしているのです。25/10/04

    実在はどこか遠く離れた場所に存在しているのではありません。実在はあなたの内部に存在しています。あなたの本性そのものが実在です。どうすればあなたはこの真理を悟ることができるのでしょうか？ それは、純粋で、無私で、神聖な愛を培うことによってのみ可能です。愛がなければ、この世で何一つ達成することはできません。愛は全宇宙の根源であり、糧です。愛は神であり、神は愛です。25/10/04



    ＊実践

教えは、日常生活の中で簡単に実践できるものです。教えが単純だからといって、軽く扱ってはなりません。これらの教えは単純なものに思えるかもしれませんが、あなたを解脱に導きます。ものを見るために目を授けられていることは、あなたにとって幸運（アドリシュタム）です。アドリシュタムとは、何でしょうか？　ア（できない）＋ ドリシュタム（見ること） ＝ 見ることができないもの、という意味です。自らの価値ある行いの結果を見ることはできないかもしれません。しかし、それらは、やがてはあなたにあらゆる幸福と慰めをもたらしてくれるのです。それが、アドリシュタムです。肉眼では見えない多くのものが、あなたの行く先々について来ます。19/11/02

    サイの力、サイの愛、サイが体現している真理と平安について、多くの人が長々と述べます。しかし、彼らは本当にサイの教えを実践しているでしょうか？ その答えは、はっきり言って「していない」です。最近、私が講話をするのに気乗りがしないのは、それが理由です。人々は演説をすることにかけては英雄（ヒーロー）ですが、実践においては皆無（ゼーロー＝ゼロ）です。私の教えを実行に移さない人々に話しかけても、何の役に立つでしょう？ 人々は書物の知識を身につけることには関心を持ちますが、学んだことを実践することには関心がありません。ただ単に機械的に教えを学んでも、恩恵が生じることはありません。自分が説くことを実践に移さない限り、ただ自分の喉に負担をかけるだけです。霊性の道について、さまざまな人が、さまざまな意見を持っています。しかし、霊性は、言葉による説明や、講話を聴くだけでは、理解できるものではありません。実践しない限り、霊性の教えが皆さんのハートを至福で満たすことはできません。15/4/04



＊嫉妬

嫉妬するものは究極的には、自分自身が滅びます。1/1/94

    不満の原因は嫉妬です。人々はどういうわけか、自分より高いレベルにいる他人を嫉妬の目で見て、自身の健康と平安を損なっています。最近では嫉妬が猛威を振るっています。それについて、一人ひとりが忍耐強い努力をもって自らを点検しなければなりません。自分より高い地位に就いている人への嫉妬、自分より知識がある人への嫉妬、自分より容姿がいい人への嫉妬、などです。自制心を身に付けない限り、嫉妬の態度に終わりはあり得ません。どうやってそうした思いを抑えたらよいでしょう？ 嫉妬にかられる人々は、自分より高い地位にいる人だけを見ていますが、自分より低い地位にいる人を見れば真理がわかります。それは、私たちが見方において平等観を養わなければならないということを意味しています。21/1/89

    今日、人はだれもが嫉妬と憎しみという病に苦しんでいます。実のところ、人がもっているあらゆる悪い性質のそもそもの原因は嫉妬心なのです。嫉妬は怒りを招きます。嫉妬と憎しみは人を完全に破滅させることができるのです。嫉妬と憎しみをなくしてしまえば、人は真に大きな幸せを享受することができます。実際に、人間は本来至福の化身なのです。至福が人の生来の本質です。悲しむことが人の本性なのではありません。人は愛と平安と至福の化身です。では、どうして人は苦しんでいるのでしょうか？　それは神の命令に逆らっているからです。それは神の意思に背いていることへの反動です。このような不幸な出来事への反動、反映、反響が人のあらゆる悲しみの根本原因です。1/3/03朝



    ＊失望

今日人は気高い思いを持たぬゆえ、失望の餌食になりました。何故人は失望するのでしょうか?それは彼が期待に期待を重ねているからです。期待の心を持たずに義務を果たすなら、失望はありません。義務は神。働くことは、神を崇めること。結果は自ずと現れます。心の弱いものは失敗にあいます。強い心の持ち主は、望むままに何事もやってのけます。心を神に向けなさい。束縛から自由になります。常に世俗のものを追いかけるので、あなたは束縛されるのです。4/4/92



＊自転

軸のない地球に自転することを可能にさせているのは、愛の力

星が地に落ちることなく大空のいたるところに存在しているのは、愛の力ゆえ

海を氾濫しないように保っているのは、愛の力

世界中に絶えず風を吹かせているのは、愛の力

愛の力は、神秘的で無限であり、最も不思議で唯一無二なるもの

愛の力は、全宇宙に浸透している

すべての創造物には、愛が浸み込んでいる16/7/00



    ＊死神

死神は突然襲いかかるようなことはしません。死神は、事前にあなたを捕らえに来ることをほのめかします。それは、白髪になったり、歯が抜け落ちたり、視力が落ちたり、耳が聞こえなくなったり、皮膚にしわができたり等々の、暗示という形をとって知らされます。死神は獣になど乗ってはいません。死神は「時間」のもう一つの名前にすぎません。時間こそが、着実にあなたに向かって忍び寄り、命の紐を切る存在です。ですから、時間の支配から自分を解放するために、あなたが生まれながらに持っているカルマ（行為）の力を活用しなさい。カルマの法則はあなたに希望を与えます。カルマのとおりに結果は生じます。カルマの結果を追い求めることで、さらに自分を縛り上げてはなりません。神の御足にカルマを捧げなさい。カルマに神の栄光を讃えさせなさい。カルマに神の荘厳さを増進するようにさせなさい。けれども、その尽力の成否を心配せずにいなさい。そうすれば、死はあなたを縛る投げ縄を持てなくなります。死は、投獄する者ではなく、解放する者としてやって来るでしょう。23/3/66



    ＊死ぬ時

世の中に夢中になっていれば、最期には世俗的な思いしか浮かんできません。死に際に一心に神を求める人には、神は自ら姿を顕します。ですから、人間は、世の中と関係している間は、親類縁者にくっついて、親類縁者を敬い、親類縁者の機嫌を取らなければなりませんが、一生を通じて、神のみに、惜しげのない愛と忠誠を捧げる必要があるのです。6/5/83



    ＊シヴァダンス

シヴァラートリのもう一つの意味は次のようなものです。シヴァ、すなわち、パラマプルシャ（永遠なる絶対者）は、プラクリティ（現象界）を引き付けることを望んで、自らターンダヴァ（宇宙の舞）を踊ります。この踊りは、物質である創造物を引き付けようという神の計画です。なぜなら、ラーマ（喜び楽しむ者の意）やクリシュナ（引き付ける者の意）の神聖な奇跡の一切は、人を神の面前に引き寄せるためのものであり、その目的は、人々を正すこと、清めること、あるいは、人々の信仰を固めることによって、人を奉仕という霊性修行へと導き、人が法悦に帰融すること、あらゆる法悦の源に帰融することができるようにすることです。つまり、チャマトカーラ（奇跡）はサムスカーラ（変容）をもたらし、パローパカーラ（人助け）へとつながり、最終的にサークシャートカーラ（真理の直視）を授けるのです。

ターンダヴァ ダンスは、あまりにも速すぎるため、その動きによって熱が発生し、それによってシヴァ神の体から火の元素が生じます。シヴァ神を冷やして快適な状態になってもらおうと、妻であるパールヴァティー女神は、シヴァ神の頭にガンガー〔ガンジス河の女神〕を乗せ、とぐろ状にねじ上げているシヴァ神の髪の間に三日月を置き、シヴァ神の体中にひんやりとした白檀の練粉を塗り、手足の関節に冷血の蛇を巻き付け、最後には、ヒマーラヤ（ヒマラヤ山脈）の娘である自分自身がシヴァ神の膝の上に座って、シヴァ神の一部となります。そのとき、シヴァ神は起き上がり、神々の、そして、すべての創造物の、計り知れない歓喜のために、プルシャとプラクリティーが共にダンスを踊ります。これは、プラーナ（神話の言い伝え）によれば、シヴァラートリの日に起こります。7/3/78



    ＊シヴァラトリ

心（マインド）は月と密接に関連しています。チャンドラ（月の神）は心を司る神です。チャンドラは、満月の後、自らの光輝を日々１６分の１ずつ失い続け、今夜、その力は残すところちょうど１６分の１となります。欠けた月は、とりとめのない気まぐれな心が、霊性修行によって征服され、弱まったことの象徴です。この夜、さらに征服されるべき部分はほんのわずかしかなく、それは寝ずに神の栄光に浸ることによって達成できます。処方されているこの寝ずの行は、人が続けなければならない永遠の不寝番（ねずばん）の象徴です。また、断食の慣わしは、五感が強く求める快楽から五感をそらすことを象徴しています。一晩中バジャンを歌うことは、神が目の前にいることを一生にわたって意識することの象徴であり、この意識は私たち一人ひとりが育てるべきものです。シヴァラートリのために処方されている慣わしと誓願は、一年を通じて他の夜にはないものであり、この日それに従うことは、その処方が役に立つということを思い出させるためにあります。7/3/78

    ゴミをいっぱい積み込んだ行政のトラックが通ると、離れた場所に立っていても悪臭に襲われます。それと同じように、思考は一瞬のもの、ささいなものかもしれませんが、それでも、それが心に及ぼす影響を避けることはできません。古代の聖賢たちはこの重要な真実を知っていたので、「ブラフマンを知るものはブラフマンになる」と明言しました。ブラフマンになる唯一の方法は、常にブラフマンの思念に浸っていることです。舌の上に塩の塊を載せていたら、どうやって蜂蜜や果物の甘さを味わうことができるでしょう？ 舌の上に飴玉を載せていたら、どうやって塩味や辛味を知ることができるでしょう？ あなたの心を善い思考に浸らせれば、世界は善いものになります。悪い思考に浸らせれば、あなたにとって世界は悪いものになります。ですから、善いことだけを思い返し、善いことだけを考え、計画し、実行し、善いことだけを話し、行いなさい。そうすれば、その結果として、あなたは、あらゆる善の源である神に近づくでしょう。これがシヴァラートリのメッセージです。7/3/78

   

    ＊慈悲

愛によって、この世の何でも成就できます。愛をアートマそのものと見なしなさい。どれほど多くの聖典を読み、どれほど多くの霊性修行をしても、自分のハートが慈悲で溶けるのを許さないなら、あなたの人生はまったくの無駄になるでしょう。ハートが優しさと愛であふれることができるよう、すべての修行をあなたのハートを柔らかくすることに向けなければなりません。慈悲の感情を育て、その慈悲を十分に流れさせ世界中のすべての人の間に広げなさい。30/3/87



　＊至福

神の愛は霊的なものでありこの上なく貴重です。それは次から次へと変化することはありません。神聖な愛の大洋に浸った者はその偉大さと甘美さを表現する言葉を知らないでしょう。彼は沈黙という言葉で語ります。彼は無駄なおしゃべりや議論を避けます。神の愛の至福を経験した者は、どのような困難に会おうとも、内なる歓喜に満たされているのです。15/8/93

   至福をどのように得るかという知識だけでは、あなたに至福がもたらされることはありません。その知識を実践に移すことができたとき、初めてあなたは真の至福を楽しむことができるでしょう。もし宝石を見つけたければ、土の中と荒石の中を探さなければなりません。土の表面を探しても宝石は見つかりません。体は土に等しいものですが、あなたは体の中にいるときにだけ、神を見つけることができます。人間の義務はそうした試みをすることであり、そうすることによって、あなたは人間の体の中にある神の側面という宝石を見つけます。19/6/74

   浮世の快楽は一時のもの、束の間のものです。あなたの目標は、霊的な至福という、恒久的で不変なるもの、地上と天上の快楽をしのぐものを求めることであるべきです。この究極の目標を視野に入れて、人はこの世での自らの義務をなし、正義にかなった生涯を送るべきです。3/9/89

    　 神の特質は、サット（真理）・チット（知識・理性・意識）・アーナンダ（至福）であると言われています。ところが、これらの諸特質は、万物の本来の性質であり、程度の差こそあれ、すべてのものに顕現されている特質でもあるのです。私たちが真理の道（サット）を歩み、真理に基づいた行動を通 じて、霊的な知識や科学的な知識（チット）を獲得しようと努めるとき、おのずから至福（アーナンダ）が訪れます。

　 真理は、生まれついたときから私たちに備わっています。知識もまたその通りです。至福という様相もまた、潜在的に私たちに備わっています。それもまた、私たちの生来の特質なのです。私たちが絶えず至福を求めるのには、そのような理由があるのです。もし至福が私たち自身の性質でないとすれば、私たちは、いかなるときにも、アーナンダ（至福）を要求することができません。もしアーナンダ（至福）がすでに私たちの生来の特性でないとすれば、私たちは、アーナンダを得るのにふさわしくなく、そのための資格もないことになります。KSH

     太陽が昇るまで、人は星の光と月の光に注目します。太陽が昇れば、もうそれらには注目しません。神の至福（ブラフマ アーナンダ）は、知識と教えから得る至福（ヴィッディヤ アーナンダ）と肉体の存在に関係する至福（ヴィシャヤ アーナンダ）の基盤です。15/7/83

  思いと言葉と行動が純粋であることこそが真の英知です。あなたは、それ以外のいかなる霊性修行も行う必要はありません。人々は、さまざまな霊性修行を行います。しかし、それはただ、一時的な満足をもたらすだけです。一方、思いと言葉と行為が純粋であれば、あなたは永遠の幸福を味わうことができます。2002年11月23日　77歳御降誕祭の御講話 

 聖なる至福への境地に至には、「外的な感覚と内的な感覚を制御すること」「安心立命」「探求」「良い仲間」の四つが必要不可欠です。これらは求道者に神聖な至福を授けます。人間の身体そのものは、束の間のものであり、魂ほどの価値はありません。あなたは、その最も貴重な神の至福がどのようにしてあなたの身体の中に包含されているかを知らなければなりません。

 身体は、バケツ二杯の水と、バケツ一杯の石灰、二寸釘四本ほどの鉄、鉛筆六本分の鉛、マッチ棒920本分の燐、ラックスの石けん四個分の油脂で出来ています。その中に神聖な魂アートマが存在しているのです。聖なる至福には、そうした身体の内にある核すなわちアートマを探求し、実感し、体験することによって到達することが出来るのです。STPS2p70

  目に見えるものはすべて、本当は存在しておらず、いつか消えゆくと言われています。消えゆくものが人に幸福をもたらすことはできません。世の中のものを手に入れると、その瞬間は幸せですが、それと引き離されると悲しくなります。お金や財産が入ってくると人は幸せを感じ、それらが出て行くと不幸せだと感じます。こういったものはすべて、やって来ると人に幸せをもたらし、出て行くと悲しみをもたらします。人は結合によって幸福を得て、分離によって悲しみを得ます。愛という神聖な相だけを探し求めようとすべきです。なぜなら、その愛には結合も分離もないからです。この種の神聖な愛は理由を持ちません。これは人の内にある神性の自然な姿です。これは、実に、人間の本当の財産です。

人間としての生を得ることは大変な幸運です。けれども、人は人間としての生をありとあらゆる物欲で満たしているために、自分の人生を悲しみで満たしているのです。欲がなければ悲しみは一切得ることはありません。欲がない人よりも幸せな人はいません。悲しみはすべて自分で作り出したものです。心配には姿形はまったくありません。心配はあなたが自分で作っているものにすぎません。心配は無形です。自分の欲望が自分の悲しみの原因です。実体のない問題からは離れているようにして、幸せな人生を送りなさい。78夏期講習

一日２４時間のうちの５分間を神を拝めることに捧げれば、大きな至福を得るでしょう。13/4/96

ラーマやクリシュナへの帰依は、その教えを実践しない限り無意味です。至高の神への礼拝は神さながらの生き方を伴わなければなりません。その時にのみ、至福を体験することが出来るのです。21/8/94



    ＊使命

あなたの静かな成就は、人に平安と、調和と、聖なる愛と、満足が、到達可能であって、獲得する価値のあるものであることを教えます。あなたの穏やかさ、落ち着き、謙虚さ、純粋さ、美徳、勇気、確信は、人をイエスに従うよう励まします。あなたの使命には大きな責任が伴っています。あなたは、自らの一つひとつの行いによって人類を教化しなければなりません。人生の目的とはそのようなものであり、実践の伴わない言葉のみでは充分ではありません。24/12/74



　＊邪悪

西洋社会では、男が女を見つめ、女が男を見つめ返すことによって、両者の関係を築くという悪い習慣があります。このような習慣は動物的なのです。これは又、悪魔的な習慣へと発展していきます。このような傾向は若い男女の間に見られます。あなたが、最初にやるべきことは、目で何を見るのかをコントロールしなさい。他の人を邪悪な目で見るよりも、視力を全く失った方がましなのです。SSN秋1984

  邪悪な想念は一体どこから生じるのかと、あなたは尋ねるかもしれません。邪悪な想念は、物質的な生活、外的な生活、世俗的な生活から生じます。それゆえ、人は何としてもプラクリティ〔自然界〕の否定的な面を避けるべきなのです。24/11/2000

    ダルマが衰えアダルマが増すとき、私はダルマを確立するために化身する。今日の世界では、正義が衰え、真理が忘れられています。全世界は不正行為と無秩序と邪悪な振る舞いに満ちています。このような混沌とした状態に対しては、神への信仰だけが永続的な改善策です。真理のみが拠り所です。なぜなら真理は神だからです。愛は神です。愛に生きなさい。愛がなくては人は生きることができません。ですから、人は神を愛し、神から愛という贈りものを受け取らなくてはなりません。愛によってのみ神に到達することができます。9/8/06

   虚偽の告発に手を染めている人々は、必ず破滅の憂き目に会います。そのような虚偽の敵対宣伝を煽っている人々も、滅びの定めを避けることはできません。お金は、正しい行いをするために活用すべきです。それを邪悪な目的に使ってはなりません。心からの愛と慈悲を込めて人類同胞に奉仕をしなさい。彼らに正しい道を進ませ、幸福の手助けをしてあげなさい。私は、人々が繰り広げるいかなる虚偽の敵対宣伝をも恐れません。真理と正義と愛の道を守っている私が、何を恐れる必要があるでしょうか？ 人々には好きなことを言わせておきなさい。私の心は乱れません。25/12/2000



　＊社会

社会において各人が、物質的なことのみを追い求めている間は、その社会にハーモニーと平安は確立できないでしょう。SSN冬1983p19

    現代の世の中で行われているあらゆる取引には、３つのものが詰まっています。それは、「自慢」と「非難」と「無価値」です。そこには、生きている世界にとっての土台、精神の領域にとっての基盤はありません。人間性を築き上げて育てるためには、霊的に考えることが非常に重要です。霊性は世俗的な追求と結びついている心には固定しません。霊性は社会的なものとは異なると考えることは大きな間違いです。社会とは集団（人間の集団）を意味します。社会は形や数字を表す言葉で認識できるものではありません。社会は平等観から形成されています。社会には平等と純粋性という考えが必要です。人間の多様性の中に一体性を認識しなければいけません。そして、一体性は、非二元的な姿勢を有する純粋真理と意識と至福として崇敬されねばなりません。そうして初めて、人間の集団は社会へと変わり、社会という名は意味のあるものとなるのです。幸福は一体性の内に見出せるものであり、多様性の内には見出せません。一体性の内には神性を見出すことも可能です。8/7/71

    人は社会に生まれます。人は社会で育ちます。社会の微妙な影響力によって、人は良くも悪くもなります。順繰りに、人は社会の一員として自分にかかわる人々に影響を与えるようになります。人は、社会の基準、流行、行動様式によって、自分の生活をひっくり返され、ねじられますが、どの社会に生まれるかは自分が積んだカルマの結果です。肉体と国は解きようのないほど絡み合っています。人の魂にとって、肉体は一つの入れ物であり、国はもう一つの入れ物です。自分を向上させるために社会を活用しなさい。社会が個人の向上を助け、人々を神から離れさせないようにすることができるよう、社会を作り上げる取り組みをしなさい7/7/68

    皆さんは、人間として生まれた以上、社会の幸福のために力を尽くさなければなりません。皆さんは社会の一員であり、あなたの幸せは社会の幸せに左右されます。ですから、社会のためになる活動に携わりなさい。23/11/05

    真の社会は、利己心のない人々の集合体です。理想的な社会は人間的な価値を尊び、すべての住民がモラルを守っていきている社会のことをいいます。社会の中に非ダルマや非モラルが蔓延ると、その国全体が崩壊します。SSIB1979p65

 皆さんは、社会で生まれ、社会で育ち、社会で生きています。もしあなたが属している社会が、何を必要としているかわからないのであれば、その社会が、あなたを永遠に面倒見てくれるとでも思っているのですか。あなたが、社会を通して身につけることが出来た教育によって、この世のすべての人々の平和と安全に寄与しなさい。葉の上に落ちた一滴の油のような孤立した生活を送るべきではありません。   すべての人々と調和と一体性を持って生活しなさい。他人の苦しみや痛み理解し、それを和らげるように努力しなさい。そうすることであなたの純粋性が増し、人生が意味あるものとなるのです。29/5/95

    いつも社会と社会の幸福のことを心に留めていなさい。皆さんは社会の一員なのですから、社会的責任があるのです。皆さんがあるのは社会のおかげです。同様に、社会は皆さんと別のものではありません。人が社会を作っているのです。皆さんと社会は分かつことのできないものであり、互いに依存しています。社会の同胞が繁栄しているときにだけ、皆さんも繁栄するでしょう。14/1/09

    あなた方全員が立派なリーダーになるべきです。今、国は危機的状況を通過しています。国民は誰が自分たちのリーダーになるべきかについて非常に懸念しています。ですから皆さんが良いリーダーになって、一般大衆の元へ行き必要な励ましを与え、社会を正しい状態にすべきなのです。

 私たちの社会に多くの悪がにじり寄ってきていることに皆さんも気づいているはずです。多くの教育者達は、社会のために働くと言っておきながら何もしていません。社会は神を固く信じている者によってのみ、正しい状態にすることが出来ます。学生達に神聖な教えを授け、社会奉仕に参加することを奨励すべきです。そうしてはじめて世界に平和がもたされるのです。14/2/09

   社会を作り上げているのは共同体や個人の集団です。～理想の社会には何が必要とされるでしょう。それは、一体性、協調、統合、同胞愛、平等などです。これらが理想的社会の持つ特徴です。社会は変わるべきだと人は言います。けれども私の意見ではそれは間違いです。もし一人一人の人間が変われば、社会は自動的に変わるでしょう。～個人の幸福は、社会の幸福に依存していることを、すべての人は知るべきです。人間の幸福、発展、繁栄は社会にかかっています。STPSp64

    現代では、皆さんも知っているように、インドでも国外でも、多くの人々のハートに霊的な不満の波が押し寄せており、その結果として、世俗的なものは一切捨てて神と敬虔な師を求める熱心な集団がいくつかあります。けれども、多くの人は、そうした探求は個人のみに関わるものであって、社会が彼らの熱望や努力の一翼を担う必要はないと強く思っています。これは、自宅の壁の外に広がる暗闇のことなど心配する必要はないと言うのと同じくらい、愚かなことです。個人と社会は分かち難く結びついています。両方のための照明がなくてはなりません。アーナンダ（聖なる至福）は、個人から流れ出て、社会という湖を満たし、そこから恩寵の海へと流れ込まなければなりません。社会というのは、個人の集団に付けられた名前にすぎません。社会は肉体を有していません。社会の手足は個々の人々であり、社会と呼ばれる「胴体」に養分を与えて支えています。7/76

    社会は学校であり、そこでこの教訓が熱心な求道者に教えられます。この国の聖賢たちは、森の庵に行き、そこで揺るぎない求道者と交流しました。そこには学問的な論議や戒律の実践がありました。彼らは互いにに感化し合い、教え合い、「イーシャーヴァースヤム イダム サルヴァム」――「この宇宙は神に包まれている」、つまり、神こそが世界を繋いでいる糸である、という真理を学びました。自惚れを捨てて、自然の暴君となるのではなく自然の生徒となった時、人は、自然の助言、忠告、啓蒙の声を聞くことができます。4/73



＊社会主義

社会主義というのは、すべての人々が他の人々と同じように平等であるべきであるという理念を持っているが、このような理念はずっと昔にインドでもうすでにあったことなのです。～ラーマが統治していた時代には、すべての人の意見は同じ重みを持っていたのです。SSSvol7p229

 あなた方は社会主義の理念は、物質や贅沢品、人生における楽しみ、富や金などを平等に分け与えるべきだと言っています。それらは確かに高尚な考えですが、現実的には不可能です。あなた方は、確かに富や楽しみ、贅沢品などを平等に分配出来るかもしれませんが、希望や大志も平等に分け与えることが出来ますか？希望や大志を公正に分配出来て初めて真の平等が得られるのです。SSN夏1989p18



   ＊社会的責任

今、権力を握っている人や、政治、ビジネス、あるいは他の職業に従事している人は、大勢います。彼らは、ほぼ全員が自分と家族のことしか考えておらず、社会意識を持っている人はごくわずかです。社会を苦しめているあらゆる悪の原因は何なのでしょう？ それは、社会的責任感の欠如です。どの人も、社会に対する自分の義務を認識し、社会が存在しなかったら人は家庭生活を営むことができないということを理解しなければいけません。ですから、学生諸君は社会意識を持つべきなのです。学生諸君は、自分と家族の利益を増す方法よりも、どうしたら自分の行いによって社会の幸福を増すことができるかを自問すべきです。「自分は社会の一員である。自分が良い状態にあることは、他の人たちが良い状態にあることと密接に結び付いている」と誰もが感じるべきです。22/7/91



   ＊視野の拡大

全世界はハリ〔悲しみを取り除き幻想を追い払う者／ヴィシュヌ神／シヴァ神／ヤマ神〕で満ちています。ハリは全宇宙を包含しています。どこを見てもあなたはハリを見つけるでしょう。しかし、ハリを描写することは不可能です。世界地図を例に取りましょう。そこには全世界が描かれています。地上には無数の山や谷があります。しかし、地図の上では山や谷の場所は点々にすぎません。地上には国々の区分がありますが、地図上では全世界は一つの実在に見えます。同様に、もし宇宙から地球を眺めれば、地球は一つの球のように見えます。ですから、視野の拡大こそが、世界が一つであるという結論を下すのです。視野が狭められれば、小さな山も大きく見え、木の群落も森に見えます。あなたが霊的な見方を育てるなら、ハリが全宇宙を包含していることを見出すでしょう。完全な信仰を持って礼拝するなら、石でさえナーラーヤナ神になります。12/1/89



　＊しゃべりすぎ

しゃべりすぎないようにしなさい。しゃべりすぎることにより、あなたの内にある神聖な力を失ってしまいます。話過ぎることにより、記憶力も薄れ、あなたの身体も弱くなっていくのです。その結果早く老け込むでしょう。それだけではなく､あなたの名声も地に落ちていくでしょう。早く老ける一番大きな原因は、話過ぎることです。話しすぎは良くありません。静寂の中にいなさい。生まれてこのかた、あなたは静寂の中に浸ったことがありますか？　今日からそれを実践しなさい。DBGp45

   無駄口や取りとめのないおしゃべりを避けるため、ヴァーク、すなわち声を、厳格に訓練しなければなりません。舌を常に監督し続けなさい。話したくなったこと全部を口に出すのはいけません。そのような気持ちは最小限に抑えなさい。沈黙がバッテリーを充電し、あなたはもっと長い時間、瞑想をすることができるようになるでしょう。プレーマ（神聖な愛）で満たされていなさい。そうすれば、あなたの言葉はプレーマを広めていくでしょう。苦しんでいる人たちにとって、それらはよい香りのする軟膏のように、甘くなめらかなものとなるでしょう。23/11/66

 あなたがしゃべりつづけることにより､沢山のエネルギーを消費します。エネルギーのレベルが低下することにより、あなたはアレルギー症になります。エネルギーが無くなると、心も弱くなります。心が弱くなることにより、精神病を患い易くなります。このことが理由で、西洋諸国では多くの精神病患者が発生しているのです。彼らは､ほんの少しの間だけでも心をじっと落ち着けることができないのです。SSN秋1984p30



    ＊シャンカラ

昔、シャンカラは、人は無限なる全能の神であるということへの信心を人々の心に取り戻させよう努力しました。シャンカラは、人が自らの実体へと向かうことができるよう、人の心に居座っている邪悪な特性を取り除こうとしました。自らの実体をちらりと見ただけで、人のエゴ〔自我意識、アハンカーラ〕はなくなり、慢心と失意もなくなります。そうなると、賞賛されて喜ぶことも、非難に悲しむこともなくなります。そして、どんな嵐でも揺らすことができない山の頂のように、人は堅固になり、揺らくごとはなくなります。映画館のスクリーンのように、中傷の火や賞賛の雨の影響を受けることもなくなります。20/2/1966



　＊シャンティ

私達は、シャンティ　シャンティ　シャンティと３回繰り返しますが、それは身体・心・霊の平安を祈る言葉です。ある人々は、この祈りの言葉を３０年間唱え続けていますが、彼らはまだ平安を見つけていません。それは、彼らがハートに平安を祀っていないからです。優しく静かに話すことを学びなさい。15/1/1996

 いつもアラティやバージャンの後に３回シャンティと唱えるのは、何か意味があるのでしょうか？最初のシャンティは、この肉体が平安を楽しみますように、という意味です。あなたの肉体を嫌悪、嫉妬、執着などのような感覚によって熱くさせてはいけません。あなたが聞くニュースが良い悪いに関わらず、平安な心でそのニュースを受け取るようにしなさい。それゆえ、肉体の平安と調和が必要なのです。もしあなたが平安を失えば、身体は病気になります。二度目のシャンティは心が平安になりますようにという意味です。それは心にとって自然なことで真理です。あなた方は、そのことを理解せねばなりません。心が平安を保つのは、心にとって本質的なことなのです。私の心の中に無いものは、決して私のものでは無い。と、言うべきです。

 人々があなたのもとにやってきて、あなたの中に元々存在しないものに対して批判しても、それはあなたとは全く関係無いことなのに、その人を嫌悪する必要は無いのです。どうして、心に平安のない人に批判されることによって、あなたは自分の中の平安を手放すのですか？このような間違いを犯すことによって、人は平安を失ってしまうのです。SSN1986p,35~36春



　＊自由

真に自由になるということは、欲望から解放されることです。SS1月p4

  (他の人が神を冒涜しないようにという)あなたの祈りは間違っています。そんな風に祈ることはできません。あなたが私を礼拝する自由を持っているのと同様に、他の人々にも私を非難する自由があります。私は賞賛と非難のどちらからも影響を受けません。私は自分の仕事をし、自分の考えに従って生きています。私は常に完璧です。私は愛です。私はただ愛によってのみ動かされます。私は人々を傷つけたり、害を与えたりすることはありません。誰も私を傷つけたり、害を与えたりすることはできません。あなたは他人の自由を取り上げるよう私に祈ることはできないのです。ND

至高の神は宇宙の全てを創造しましたが、何ひとつ自分の為に取って置くことをしません。全て創造されたものは完全な自由を与えられています。各人は好むものを自由に享受してよいのです。しかし、一つの制限があります。如何なる行為にも、それに相関する反作用があります。この規則に従うならば好きなことを自由にして良いのです。与えられた自由を邪悪な行為に用いるならば、結果は必然的に悪いのです。悪い結果は神が与えるのではありません。至高の神は、誰に対しても危害を与えません。あなたが体験する全てのことは、あなた自身の思いと行為が原因です。20/2/92

  西洋人は自由について自分が満足する行動をし、好きなことをする事と思っていますが、それはとんでもない間違いです。真の自由とは、自らの感覚を制御することです。人はお酒を飲みたがりその結果酔っぱらって我を失います。さて、その人の自由はどこに消えたのでしょうか。その人は、もともと持っていたひとかけらの分別さえ無くしてしまいました。自由は放縦にあるのではありません。真の自由は、真我の悟りから生まれるのです。英知の目的は自由なのです。17/2/89

 無知が解脱の体験を防げています。無知が消える瞬間、あなたは束縛から解放され真のあなたを認識することができます。あなたは自由です。その瞬間までは、あなたは本来自由であるのにも関わらず、自分が束縛されていると思い込み、束縛されているかのように行動します。人々は無知ゆえに成果を欲して行為をします。望みの成果が得られないと、失望のあまりますます欲望はつのり、束縛から自由になることが出来ません。UVc11

 あなたが本当に自由であるのは、普遍で無限のダルマに照らされた道に従って歩を進める時に限られます。本当の意味で自由を獲得した人はほとんどいません。自分は肉体であるという意識を持ってなされた行為は、すべて束縛を受けます。なぜならその間、人は感覚のおもちゃになるからです。DVJp12

 人間は自由でないという考えは間違っています。人生が、遺伝、環境、前世からの傾向といったものの影響に左右されるのは、ある一定の段階までのことでしかありません。その後は、人間はそのような影響を乗り切り、自由になれるのです。CWSSBJp266



　＊自由意志

神は完全に自由です。それゆえ自由意思、すなわち神意を持っているのは神のみなのです。今日、すべての人が自分は自由意思を持っていると称して何でも自分で決められると思っています。しかしそうした意思は、今日と明日とでは違っているかもしれません。それに反して、神の意志は決して変わりません。あなたがあなたの自由意思を用いる限りは、それが成功するときもあれば失敗することもまた勝つことも負けることもあるでしょう。もし成功すれば、あなたは高慢で利己的になります。

 もし失敗すれば、落胆して失望します。けれども神の意志は超越的なものです。あなたがすべきことは、ただ神の意志に委ねることだけです。そのことが良いことであれ、悪い事であれ、人生に何が起きようと、それは自分にとって最も良い事だと思い、喜んで受け入れることなのです。神からの贈り物として受け入れなければなりません。そうすることが真の英知であり、信愛なのです。

 実際あなたは自分にとって何が良いのか知りません。神のみがその人にとって、最善の時、理由、内容、方法を知っています。すべては神の意志、すなわち神意により起こります。このことを知り、それを心から信じ、ひとたび神の意志に全託するならば、得意になったり利己的になったり、高慢になったり、落胆して落ち込んだり失望することも決してありません。STPSp270

 自由意志を持つものは神のみです。人には意志が与えられていますが、それは自由意志ではありません。神の意志が働く時、人の意志もまた動きます。一本の木には無数の葉がついていますが、どの葉も風が吹かなければ動きません。葉には自由意志は無く、そよ風が吹く時にのみ風に揺られて動きます。それが葉の意思といっても良いでしょう。人生を木に例えれば人は葉です。

 神の意志という風が吹く時のみ、人間の意志も動き始めます。このように神の意志と人の意志が、共に結びつく必要があります。 神の意志と人の意志が結びつく時、人間の本性が花開きます。人は自らの努力のみでは、何事も成就することはできません。そうかと思えば、あまり努力しなくても出来ることもあるでしょう?又、最善の努力を払っても出来ないこともあります。その理由は、神の意志が働いているかどうかによるのです1/1/93

 王や有力者たちは、富や世間的な栄誉を得ているのにもかかわらず不幸です。なぜなら彼らには、慈悲深い神の深い摂理に対する信仰心が無いからです。皆さんのハートにおられる、この世を統べる全能の神が唯一の行為者なのです。あなたは単なる操り人形にすぎないのです。

 神がその自らの御意志のままに、あなたを操るのです。それに委ねなさい。あなたは、神に対してなぜそのようなことをするのか？と尋ねれる立場にないのです。困難や心配事は、外的な要因によって生じるのではありません。それは、神に全託していない心によって引き起こされるのです。PD6

   クリシュナはアルジュナに必要とされる忠告をすべて与え、アルジュナの捨てたエゴを受け取ったあと自らの意思のままに行為する自由を与えました。アルジュナの意思は完全にクリシュナのものとなったからです。このようなレベルに達した弟子には自由を与えなければなりません。VVc12

     ＊宗教

今日、宗教は、世界中のあらゆる争いと暴力と苦しみの原因と見なされています。しかし、宗教は原因ではありません。すべての争いの原因は、利己心です。一つしか宗教のない国では争いがないでしょうか？ イランとイラクの人々は同じイスラム教の信仰を公言しています。両者の間にある対立の理由は何ですか？ キリスト教を信じると公言する国々の間にある対立の理由は何でしょうか？ バーラタでは全員がバーラタ人です。しかし、なぜバーラタ人同士に不和が存在するのでしょうか？ この問いを深く調べれば、こうした争いの本当の原因は宗教ではないことがわかります。原因はただ一つ、利己心です。利己的な人たちが、宗教を装って人々の間に争いを引き起こしているのです。vol23c36   24/12/90

    人が普遍的な宗教を理解しようとするとき、人々は特定の側面を把握して、自分が把握したものが宗教の全体像であると思っています。普遍的宗教は、実に、そうした様々な人たちが把握したあらゆる側面の総体です。それは、世界の様々な宗教すべてに共通する一致した内容です。その構成要素のどれにも、同じ種類の健康な血液が流れていなければなりません。世界のすべての宗教の中に流れている血液は、プレーマ、すなわち、愛であると言えます。一つの宗教があるだけであり、それは愛の宗教です。愛は小川としてすべての宗教の中を流れていて、それこそがすべての宗教の本質です。すべての宗教の中に含まれている、このなくてはならない愛の小川を認識することなく、人々は外側の形と儀式だけに注意を払って、自分の宗教こそが偉大である、とお互いに言い争ってきました。外側の形だけに目を向けている人は、真理全体を把握することができません。19/6/74

      どのようにして各宗教の内部に違いが生じたのでしょうか？ 宗教の開祖が死んだ後、弟子たちは開祖の教えに背き、私利私欲のために内輪で争いました。時が経過するにつれて、各宗教の中に分派が現れ、別々の宗派が形成されました。これは個人的、利己的な動機の結果であり、初代の開祖のせいではありません。vol23c36

    すべての宗教は、霊的な純粋性の偉大さを説いています。すべての宗教は、真理の道を固く守るよう人々に呼びかけています。また、すべての宗教は、人間にとって善良な性質は不可欠であると教えています。このように、すべての宗教の真髄が同一であるとき、すべての聖典が同一の真理を宣言しているとき、すべての人間の努力目標が一つであるとき、どこに相違の根拠があるでしょう？ 道はさまざまでも目的地はまったく同一です。vol23c36



　＊集産主儀

バラタは個人主義の概念とは反対に、集産主義の理想を掲げてきました。個人が歌うよりも、人々が共にバジャンを歌うことを好みました。共同の行為が促進されました。ヴェーダもまた共同の精神をたたえました。共に集まって歌うことを始めたのは、グルナナクです。22/11/95



    ＊囚人

牢獄にいる囚人は、自分の着ている服を自分の物ということは出来ません。あなたは牢獄に入れられ、定められた刑期に服しているのです。あなたは、自分のものと呼ぶべきものを何一つ持ち合わせていません。神があなたに食べ物と衣服を与えます。神はあなたが刑期を終えれば、釈放の許可を与えます。もし、あなたの獄中での服役態度が良く、神のお気に入りであれば、あなたは予定より早く出獄を許可されることもあるでしょう。SSSVol1chp3



　＊獣性

目覚めという鈍重な状態においても夢見という霊妙な状態においても、あなたの心は動き回り落ち着きがありません。あちこち飛び回る心を、如何にすれば安定な状態に変化させることが出来るのでしょうか?それは、目覚めの時に，獣性に触れぬように注意していれば、獣性は夢の中にさえ入ってきません。24/5/92



　＊執着

自分の肉体に執着し「自分は肉体だ。」という意識のある限りは、かたちも属性もない絶対の存在はわからないし、そこに達することも出来ません。かたちの無い神を敬う資格は、自分の肉体への執着も、世間への執着もすべて捨ててはじめて得られます。自分は肉体だと思い込み自分には自分の姿があると思っている限りは、形のない神に達することは決して出来ないのです。SGc3

   欲望(カーマ)とは何かを所有したいという思いのことであり、それはたいそう強くて、思いの対象を得る可能性が無くとも、心はその対象にあこがれるのだ。執着(ラーガ)とは、ある特定のものが、結局のところ一時的なものでしかなく、ずっと自分のものとして所有することが出来ないと明らかになっても、まだそれが自分のものでなければならない、と感じる思いのことである。GVc12

 神以外のものについては、物事をあるがままに愛し、それにとどめなさい。人を人として愛しするだけで止めておきなさい。もしそれ以上に愛するならば、あなたが事物の本性について誤解し、騙されているのです。妻も子も、財産も親戚もすべて、自分のものでは無いのです。妻子、親族、財産は、ごく短い間だけあなたのものなのです。あなたは、この世に、旅人のように一夜の宿を借りにやって来ただけです。朝になればまた、旅立つのです。

 あなたは旅立つ準備もせず、夜通しあれこれと無益な議論をしています。議論をすることによって、あなたは眠ることも出来ず、休息を取ることも出来ません。その結果、旅を続けるエネルギーは、失われてしまいました。この世の物事に、あまり関わり過ぎて、気を揉むことはやめなさい。取り越し苦労は、意味もない憔悴と、時間の浪費に終わるだけです。そんな時間があるなら、神への瞑想にあてなさい。DVJp45~8

 過去世において、あなたが心を込めて愛した人を、ただの一人でも気にかけていますか。たとえほんの時たまでも、その人たちのことを思い出す時がありますか。いいえ、全くありません。その時あなたは、彼らに愛と執着を抱いていました。しかし、今ではすっかり忘れ去ってしまいました。人がこの世を去る時、自らの抱いていた愛、そしてその愛によってもたらされた喜び、苦しみ、幸福のすべてを忘れ去ってしまうのです。このような世俗的な愛に心を奪われて人生を無駄に過ごし、至高神の与える永遠の至福を得るための修行をおろそかにすることは、何と愚かな事なのでしょうか。DVJp46

 この例では習慣によって犬と自分との間に愛着が生まれました。今度は新しい習慣をつけてこの執着を捨て、犬と離れなければなりません。そこで最も良い方法は、執着を持つようになった道筋を今度は逆にたどるのです。犬の場合は誰も相手にせず構わなければそのうちどこかに行ってしまうでしょう。大切なのは習慣です。

 望ましくない性質や執着を強めるのも習慣だし、それを改めるのも習慣です。バガバッドギーターは、「習慣によって知識を身につけることが出来る。知識によって、瞑想を深めることが出来る。瞑想によって犠牲の心を持つことが出来る。犠牲の心によって、はじめて平安な心でいられるようになる。」すべては確かな習慣から始まるのです。SGc10

 執着を捨てるとは、この世のものの欠点に気付くと共に、その良い面を受け入れることでもあります。何らかの苦しみに出会うと、それが物質的な事でも心の問題でも金銭的なことでもその苦しみの原因になったものへの執着が揺らぐでしょう。これはごく自然のことです。しかしそうしたことはその場限りのものです。永遠に執着をなくすと言う事とは全く違うことなのです。SGc11

クリシュナはギーターの中で､執着には苦しみがついて回る。避けられない変化によって幻滅を味わうくらいなら､はじめから何ものにも執着しない方がずっと良い。と言っています。SGc11

すべての世界が執着という大きな網の中に捕らえられています。この執着はマーヤーという幻影現象であって、元々五大元素からできている肉体とアートマンの間には何の関係も無いのですが、マーヤーの幻影の力により二つが結ばれてしまうのです。もしその力が無いのであれば、人と人の関係はどうなるのでしょうか？誰が妻で誰が夫となるのでしょうか？誰が母親で誰が息子となるのでしょうか？これらの関係は生まれながらにしての執着心から出てきたものであり愛からではありません。子供が生まれるまで、その子供への執着心は存在していませんでした。しかし、子供が生まれるとその子に対する愛着心が出来るのです。この愛着心は肉体に関するものであって一時的な性質のものです。SS9月p226~227

   自分に近い親類縁者のことばかり思い煩ってはいけません。それらの関係は束の間ではかないものです。広大な普遍の愛をつちかいなさい。私が何故このことを繰り返し話すのかいぶかしげに思う者もいるでしょう。私はもう何年もこの事をあなた方に話してきました。

 しかし誰一人改善された兆しはありません。それゆえ私は、あなた方に肉親縁者への強すぎる執着を捨てる必要性を強調しなくてはならないのです。我が子を愛しなさい。しかし過度に執着すべきではありません。自分の身体を親としての義務を果たすために使わねばなりませんが、しかしあまりに強く我が子に執着してはなりません。23/10/93

   「執着のない人」は、万物に対する真の愛を持っています。そのような人の愛は純粋であるばかりでなく、神聖でもあります。それは平安そのものです。至高の平安　P.49

 望みのものを手に入れられるだろうか？あるいは得たものを保持し続けることが出来るだろうか?などと考えることによって心に恐怖が生じます。そして恐怖から憎悪が生まれます。執着がなければ、恐怖も憎悪もありません。31/5/91

  あの人は味方だ、この人は敵だ、という思いでさえ誤りです。この錯覚を捨て去らなくてはなりません。俗世への執着は、神にしがみつくことによってのみ断ち切ることができるのです。あなた方がずっとやってきたことと言えば、空を見つめていただけなのに、どうして、地面が見えないと不満を漏らしているのですか。地面を注視し、空を映し出す水面を見て御覧なさい。そうすれば、足元の地面と、空を同時に見れるでしょう。同様にすべての行為の中にアートマの栄光を見なくてはなりません。DVJp18

 この世のものが持つ欠点に気づけば執着は捨てられます。生まれる前は親も子も無いでしょう。結婚しないうちは､夫でも妻でもありません。子供が生まれてから親子の関係が始まります。

生まれる前はそんな関係はないし、死んだ後もその関係は無くなります。自分のものという思いや執着が起きるのは､ほんの短い､わずかの間だけです。ものの見方や接し方が正しくないために執着が起こるのです。狭い心に捕らわれ、長期的なものの見方が出来ないから執着が起こるのです。SGc12

人への執着が増せば増すほど、神への執着は減っていきます。世俗的な快楽の誘惑の誘いに乗れば乗るほど、神への一意専心の集中力は低下します。あらゆる悲しみの原因はこれです。1)世俗的な対象物に惹きつけられる事。2)人間関係から生じる執着。24/5/95

 執着は幸福を追いかけます。幸福とは欲望を満たすことで、もし満たされないとそれを邪魔するものを憎ませ、逆にそれを助ける者に親近感を抱かせます。このようにして好悪の車輪は回り始め、無知の者はそれから逃れる術がありません。JV

どんなものに対しても､誰に対しても執着を持って､自分のものという気持ちを強めてはならないのです。SGc12

 人として生を受けた主要な目的は、内なる神性を顕現することにあります。心が利己心でいっぱいの者は邪悪な思いとよこしまな行為にふけります。一方、自らの内なる神聖を意識するものは良い行為をします。人生は徳と悪徳、憎悪と愛によって構成されています。一切の悩み事の根本原因は、執着と憎悪です。執着と憎悪は太古以来、人類を惨めさに突き落としてきました。16/9/94

   執着が遠ざけられている時は、何をしてもあなたがすることは全てが犠牲、すなわちヤグニャとなり、あなたが語ることは全て神聖なマントラとなる。又、どこであれあなたが足を置く場所は、全てが神聖な場所となるのである。

ギータバヒニ１０章

 執着を持たぬためには、今執着している対象よりも遥かに偉大で遥かに美しく、遥かに満足できるものに憧れなさい。～気高い思いは卑しい思いを除去します。それゆえ、つまらぬことを思わぬために、気高く崇高な思いを培いなさい。28/5/92

 すべての人は必ず死にます。誰もが死に向かって進んでいます。それなのに誰かが死んだと聞くと､まるで死がいつかは誰もが迎える当たり前のことでは無くてひどく珍しい思いも寄らないことのように感じるのです。特に身近な人や大切な人が亡くなった時には、悲しみにとらわれます。

そこに執着があるからです。死は当然のことと分かっていながら､それでも人の肉体のことで悩むと言うことは、その人の肉体に執着を持ってしまったからです。すべての悲しみの原因は執着にあります。だから、誰かが亡くなって悲しむ最大の理由は愛では無くて執着なのです。SGc19

 執着が多いということは、動物的性質が多いということです。動物の本質とは、識別心がないことです。執着によって盲目になっている人は、過ちさえ良い行いだと感じます。執着は必要ですが、一定の制限を課しなさい。皆さんは特定の身内に対して執着を持っているでしょう。自分の妻子を気遣って面倒を見ているでしょう。けれども、こうした義務を行っている時の最も容易な道は、すべては神のものであると悟ることです。すべての行為を神性さという意識を持って行えば良いのです。そうすれば、あなたの行為は神を喜ばせるものとなり、神の愛を得ることができるでしょう。26/5/95

  何をする場合も度を超さないように。皆さんのすることが限度をわきまえた､正しいものであれば何の害もありません。度を超えたものは、たとえ悪気が無くとも皆さんの害になります。例えばあまり物を食べ過ぎると､消化に悪いし、心にも好ましくありません。それと同じで、あまりものを考えすぎるのも心に良くないのです。執着も同じです。あまりに強い執着は､心の病の一つです。ただし限度をわきまえていればそれほど危険ではありません。車に乗る人の安全を守るためにブレーキがあるように、感覚器官も、肉体の持ち主を守る為に適度に抑えることが必要です。SGc19



    ＊終着点

体は一番大切なものではありません。大切なのは、そこに宿っている魂です。真我顕現という終着点を視野に入れながら、あなたはその目的地に到着するまで奉仕に従事しなければいけません。清らかなハートで為される、私心のない、献身的な奉仕が、そのための方法です。全人生がその目的のために充てられるとき、神の直接的な体験が起こり得ます。可能な限り執着と嫌悪を慎みなさい。心と体を汚れのない状態にしておくために、あらゆる努力を払わなければいけません。17/11/85



　＊集中

あなたは日常の事柄について集中することが出来ますが、一旦神に関することとなると集中できません。それは、あなたが世俗的な物事に比べて、神を愛しておらず、関心も無いからなのです。集中する力は、このようにあなたが何に興味を持っているかに左右されるのです。～人生という木は、人間の心が木の葉だとすると、風が吹いていないときは葉は、動きませんが、欲望の風が吹くとざわざわと揺れるのです。それゆえ心が集中できなくなるのです。、STPS2p47

 集中によって感覚をコントロールできます。心の清らかさもまた、集中の修行によって得られます。心が清らかな時、神聖というものを体験することが出来ます。29/6/89

  眼を閉じると、心の目の前に小さい黒点が現れます。その黒点が動かぬよう、心を１２秒間その黒点に集中しなさい。この方法により瞑想の力がつきます。29/6/89

    心は、驚くべき速さで一つの対象物から別の対象物へと跳び回ります。心は、目が瞬きをするたびに、山のてっぺんに登り、谷底へと急降下します。心は、隠し、惑わし、ねじ曲げます。人が心を制圧することができるのは、集中によってのみです。そのプロセスは、アルーパ（無形）とサルーパ（有形）という二つの方向のどちらか一つにおいて、実践することができます。

アルーパとは「形に束ねられていない」という意味です。そこでは、自分は行為者でも享受者でもなく、神の代理人、道具、用具にすぎないと感じます。行為の結果が良かろうが悪かろうが、浮き沈みに影響されません。自分とルーパ（姿や体）を同一視することはありません。サルーパ瞑想（形あるものを瞑想すること）では、喜びと悲しみ、獲得と損失という二元性に陥ってしまいます。なぜなら、そこでは、名前と姿、体、そして体の活動を、確かなものと考えてしまうからです。6/4/83

  集中の実践は瞑想への準備です。瞑想の持続時間は集中の１２倍です。つまり１２ｘ１２＝１４４秒．即ち、２分と２４秒です．正しい瞑想は集中を正しく行うことが出来て初めて可能です。１２の瞑想は三昧の一つ分に相当します。つまり１４４秒x１２で２８分と４８秒です。１時間よりもずっと短いのです。もし三昧がこれよりも長くなったらそれは生命に危険を及ぼすかもしれません。以上が、ヨーガ行者の実践する修行法です。今私が述べた修行法は、これまでのどの経典にも記されていません。29/6/89

  瞑想と集中に、御姿は無くてはならぬものです。瞑想するために坐るあなたの前に、たとえ神の御姿が無くても、それを心に描く能力を持たねばなりません。しかし、集中が正しく出来ればさほど難しくないはずです。集中は、その根底に浄性が無くてはなりません。良い習慣によって性格を正しく形成し、それによって心を清めなさい。集中はこのような浄性作用の後に行われるべきであって、その前ではありません。心を清める事なしに、集中の努力をすることは時間の浪費です。良い習慣を培う修行をする前に集中の修行に入った為に、多くの偉大な人々が人生を台無しにしました。心を至高神のみに集中し、他の想念を捨て去りなさい。DVJp101



　＊宿題

今の人間はアートマの原理以外，すべてを知ろうと努力しています。人間は空を飛ぶことが出来るし多くの星々の記録をつけていますが、自分自身を知るという、神様から与えられた宿題が出来ていません。人間は真の自己を知ろうとしない為に、邪悪な道を歩んでいるのです。29/10/09



　＊祝福

神の祝福はいつもそこにあります。まるで、太陽の光がすべての人々にそそぐように、誰にでも降りそそぐのです。しかし、太陽の光は障害物の後ろでは影になってしまうのと同様に、私の祝福は私の名と姿にとても固執している人に注がれ、これらに興味がない人には注がれることはないのです。

しかし、すべての個霊はそれぞれの人生の中で、少なくとも一度は神の祝福を受ける機会を持っています。P, 302 ANDI

 あなたがスワミに完全に従うならば、あなたがあなた自身の中に祝福があるのを見つけることができるでしょう。それだけではなくて、あなたがどこに行こうと、祝福があなたについて回ることにあなたは気づくでしょう。

 物質的な世界から祝福を得ることはできないのです。祝福はあなた自身の中にあるのです。いついかなる状況の時でもあなた自身の中に神聖さを見なさい。そうすれば、あなたは神と一つになるでしょう。あなたの心を神の方に向けると、神の祝福を体験出来るのです。SS8月1996p,201



　＊受刑者

受刑者に対して、哀れみを持ちなさい。それが彼らを立ちなおさせる最上の方法です。彼らの信仰心を強めなさい。人々が元々持っている善良さに対する信仰心です。そうすれば、彼らは反社会的な活動をしなくなるでしょう。SSSvol6p203



　＊主婦

婦人の名誉が尊ばれるところには、繁栄と幸福があります。決して婦人を軽視し、軽蔑的に扱うべきではありません。主婦の泣声が聞こえる家庭からは、全ての繁栄が奪われます。19/11/96



　＊寿命

人が百歳になる前に死ぬ理由は、傲慢、嫉妬、邪悪な思い、悪行、等々によって生命がずたずたに裁断されるからです。邪悪な性向がその人の寿命を短くします。生活を良い思いと善行で満たすならば、百年の寿命を享受することが出来ます。太古の聖者の長寿の秘訣は、良い思いと善行でした。1/6/91

 その者の寿命が長くなるか短くなるかは、その者によって決まります。あなたの寿命はあなたが喜びにあふれ、冷静で、純粋な思いで満たされていれば長くなります。逆にねたみ,怒り、嫌悪、うぬぼれなどは、あなたの寿命を短くします。人を羨ましがる者は、夜寝ることも出来ません。睡眠不足は食事を抜くより健康に害を及ぼします。うらやむ心は人を常時苦しめます。これらのトラブルが人の命を縮めるのです。8/93p203

 人の力は怒りによってかなり減少します。寿命は、ねたみと怒りと憎悪という大きな刃によって短く切りきざまれます。妬みは人の寿命を短くさせる主な原因です。怒ると身体全体が震えます。血液が熱くなります。血液が冷めるまで３ヶ月かかります。一瞬の怒りは、６ヶ月間食事で得たエネルギーを消耗してしまうのです。10/8/83

 一回の呼吸にかける時間を長くすることで、寿命を延ばせることが明らかにされています。呼吸のプロセスが早くなるほど寿命は短くなります。このことを以下に例をあげて示してみましょう。象と人間は１分間に１２回から１３回呼吸をします。この回数で計算すると、人は百年生きることが期待できます。蛇と亀は１分間に７回から８回の割合で息をします。その結果、蛇と亀の寿命は二百年から三百年に及びます。猿、犬、猫は一分間に３０回から４０回の頻度で息をします。そのため、平均寿命は１２年から１３年を越えることはありません。ウサギは１分間に４０回から５０回の頻度で息をします。

ウサギの寿命は５～６年です。呼吸の早さが早いほど寿命は短く、遅いほど寿命は長いのです。呼吸はどのようにコントロールすべきでしょうか?呼吸は、鼻孔の下に粉をつけて、その粉が飛ばないくらい大変ゆっくり行うべきです。29/6/89

 命を延ばすか、縮めるかはあなた自身の手にかかっています。あなたが喜びに満ちていて、穏やかで純粋な思いで満ちているなら寿命は延びます。妬み、怒り、憎悪、慢心に満ちているなら寿命は縮みます。嫉妬深い人は全く睡眠を得られません。睡眠不足は、食べ物を欠く事よりも健康を害します。

妬みは終始人を苦しめます。これらの苦しみは人の命を縮めることにつながります。また、人は憎悪でいっぱいになると、敵対する人を見ることにも耐え難くなります。そして、身体と精神を消耗させる妄想に苦しむのです。21/7/93

 私の見解では、敬虔な生涯は長寿より重要です。利己的な人が社会に何の奉仕もせず長生きしても何の役に立つでしょう?社会と国に奉仕する人だけが長生きすべきです。6/2/93

クリタユガの人間は何百年も生きました。その上、人々の身体は今の時代のように小さくありませんでした。人々は巨大で、腕は６フィートありました。人々の命については、クリタユガでは骨が残っている限り身体に生命が留まっていました。骨以外の部分が崩壊しても，生命は骸骨の中に留まっていたのです。トレタユガでは、人間の背は低くなり寿命も縮まりました。

 生命は筋肉と肉が残っている限り体に留まっていました。ドワパラユガでは、血液が循環している限り身体に生命が留まっていました。～ビーシュマは５６日間生きながらえました。今のカリユガでは、身体の中に食べ物がある限り生命は存続します。食べ物が無ければ人は生きられません。7/9/96

 人は、長寿を望んでいます。しかし、長寿は重要ではありません。短くても、神性に満ちた人生の方がより望ましいのです。神聖な人生はたとえ一瞬であっても、永続する至福と、名声をもたらすのです。世俗的な教養に満足していてはなりません。アートマの知識も獲得しなさい。30/5/95

    嫌悪は怒りより危険です。それは神を体験することを妨げる多くの邪悪な性質を呼び起こします。人は本来１００年間生きることができますが、これらの邪悪な性質のために人の寿命は短くなっています。このような邪悪な性質が完全に制圧されれば、人は永く幸せな人生を謳歌することができます。

  たとえ大きな事故に遭遇しても命を失わないでしょう。人は自分自身の邪悪な性質の反射と反応と反響によって苦しめられています。欲望と怒りと嫌悪は人間の性質ではなく、獣の特質です。自分にこれらの邪悪な性質に支配されることを許せば、人は獣になります。人は絶えず自分は人間であって獣ではないと自分自身に言い聞かせるべきです。このようにして、人は獣の性質を抑制することができます。不幸なことに、今日の青年は過大な欲望を抱いており、結果的に自分たちの将来を悲惨なものにしています。10/9/02

    人生は善悪の混合であることに、人は気づかなければいけません。人間の試練は、毎朝日の出と共に始まりますが、人は日が沈んだら休息し、夜はぐっすりと眠ります。このように、日の出と日の入りは人々に喜びをもたらしますが、実は、その度に人の寿命も日々短くなっています。人はこの事実に気づくことなく、取るに足りない喜びに耽っています。7/76

    ＊シュルティ

シュルティとは、古代の聖者達によって神聖な音として「聞かれたもの」という意味です。グルがヴェーダの讃歌を唱え、弟子達はそれを一心に聞き、同じ声の調子でそれを再生するのです。こうした過程は、弟子が各讃歌をマスターするまで繰り返されます。

Leela Kaivalya Vahini p8

シュルティは神聖です。心は、人間的、世俗的であり、あなたの進歩を左右します。シュルティは知性を支配し、根本的な識別力を備え付けます。心は個人のレベルで機能します。人間には、人間の法、国政の法、神の法という三つの原理が作用しています。人間の階級や運命は従う法によって左右されます。たとえばビーシュマは、ダルマジャに王の道を教えました。また、ビーシュマは神の法に従って、ダルマジャに有名なヴィシュヌ神の千の御名を伝授しました。

 しかし彼は、総司令官として戦っていたとき神聖なシュルティを忘れ識別心を無くしてしまいました。その結果、彼は個人的な自分の心に従い、長い間矢のベッドの上で身を横たえなければならなかったのです。

 また、アビマンニュ母親に敵を打ち負かして凱旋できるように祝福してもらいました。これは国政の法です。このように、人間の法は個人の心から行動の合図を得ますが、神聖なシュルティは知性を刺激して根本的な識別をさせるのです。そうした行動を取ったアビマンニュは英雄らしく死にました。これと同じように人それぞれの人生において、善人は善人のみと出会い、悪人は必然的に悪人のみに遭遇します。この法則は決して無効になることはありませんSTPSp204



　＊純粋な心

人が純粋な心を持っていて、スワミの教え通りに生きているのであれば、スワミの恩寵は自動的に与えられるでしょう。如何なるカルマもそれを防げることは出来ません。CWSSBJp195

新しい教育システムや、新しい社会システムを作ろうとすることは無意味です。そうした方法で現存する問題を解決することはできません。私たちは、清らかなハートを持つ少年少女の世代を育成しなければいけません。そのような世代を育てるには、清らかさと誠実さという精神風土があるべきです。これには、道徳を深めること、そして、真実への信愛を深めることが要求されます。人格と真実は、神でもあり人でもある人間という存在に内在する、霊性の浮上へとつながります。このように、霊性は、清らかなハートを持つ少年少女の世代を生み出すための基本となる土台です。清らかな若者たちがいるときにのみ、国は平和と繁栄を体験します。良い人生を送るには、学生諸君は自己中心的なところを捨てなければいけません。残念なことに、今の学生の間には犠牲の精神が見られません。22/7/91

  神聖さ、純粋性、信仰、普遍的な愛という性質を培いなさい。そうすれば神はあなたを慰め、元気づけ、救うために歩み寄ります！ ハートの純粋さと感覚のコントロール、もしこの二つの資格を身につけたなら恩寵はあなたのものとなるでしょう。1978年11月23日　御降誕祭での御講話

    一体性を欠いていたら、どうやって純粋性を得ることができるでしょうか？　ですから、純粋性を得たいのであれば一体性がなければなりません。仮に誰かがあなたを批判しているとしましょう。あなたはそれも自分のためだと考えるべきです。他の人が何をしようとも、それはすべて自分のためなのだと思いなさい。すべての行為を、自分の人生を修復することを目的として行うようにしなさい。人間性を失わないように気をつけなさい。たとえ財産を失ったとしても、人間性という財産は失わないようにしなさい。

    つねに笑顔で、至福に満ちながら、人生を送るようにしなさい。とはいえ、不必要に笑うことも良いことではありません。すべての行為を良い意図をもって行うようにしなさい。良い行いをすれば、あなたの思いも良いものとなります。心が良い思いで満たされれば、悪い思いはすべて消え去ります。ですから、いつも良い思いだけをもつようにしなさい。それは健康へと導いてくれます。すべての人を愛するべきです。すべての人を愛し、すべての人に奉仕しなさい。この原則に従うなら、いつも健康でいられるでしょう。7/3/08

   アートマンは英知を研ぎ澄ませることと、純粋な心でつかむことが出来る。ではどのようにして心をきれいにするのであろうか？

 それは、例えばおなかがすいているからといって悪い食べ物、つまり世俗的なものでおなかを満たすより、良い食べ物、つまり神のことを思うことで空腹を満たすことである。英知も、何が一時的で､何が永遠なものかを識別することによって研ぎ澄ませることが出来る。

あなたの思いを神の御名と御姿に集中させてみよう。そうすればあなたは、純粋で永遠なものとずっと一緒だったと気づき、そこから喜びを引き出されることができるであろう。このような理由で私はナマスマラナという霊的修行の重要性にこだわっているのです。SSSvol5p9

   純粋なハートは真理を映し出す最高の鏡です。それゆえあらゆる修行はハートを浄化するためのものなのです。ハートが純粋になるやいなやすべての真理が一瞬の内にハートに映し出されます。あなたが本当に純粋であるならば宇宙に存在するすべての真理があなたのハートに顕れ出ることでしょう。プレーマ ダーラ　P.47

   神はどうしたら体験できるのでしょう？ 第一の必要条件はハートの純粋さです。すべての宗教は、純粋さが根本的に重要であることを確言してきました。すべての霊性修行の目的は平安に到達することです。あらゆる生き物に対する慈悲は神への信愛です。30/3/87

  感情が純粋でなければ、いくら財産があっても救われません。また、なにも所有していなくても、もしハートが純粋であれば、その人は最上のものを手にすることができるのです。ハートが純粋な人が見たものや触れたものは、すべて黄金に変わります。反対に、純粋さに欠け、正しい方向への努力をしない人にとっては、もっている杖でさえも、ヘビに変わってしまうのです。サイラム ニューズ77号P.24

 私たちの行う行為は全て跳ね返ってきます。良い行いをすれば幸せを得ることができ、悪い行いをすれば不幸せになります。あなたの内には真の幸せがあり、神聖甘露の光の海が広がっているのです。

 あなたは自分自身のうちにそれを見つけ出し、感じ、解き放ちなさい。

あなたの真の自己はそれなのです。それは、身体でも、心でも、知性や頭脳でもありません。

それはまた、欲望でも無く、それを抱く事でもなく無く、また、欲望の対象でもありません。あなたはこれらを全て超越した所にいるのです。これらは、単なる現れにすぎません。あなたは、優しく咲く花々、キラキラと瞬く星々なのです。それらを通じてこの世界にあなたは現れるのです。これらすべての素晴らしいものがあなた自身であるというのに、あなたは何かまだ、この世界に欲しいものがあるというのですか。ゴールにたどり着けるのは純粋なハートの持ち主だけです。あなたのハートに従いなさい。純粋なハートは知性を超越して探求します。純粋なハートは、神から直接インスピレーションを得ることが出来るのです。PD26

   三つの性質、即ち、純粋さと忍耐と不撓不屈の精神を養いなさい。これらを備えていれば、あなたは何事でも達成することができます。もしも忍耐を失いそして純粋さがなくなったとするならばその理由は信仰を失ったからです。チャイタニア ジョーティのパンフレットより

  各人の良心こそは、自分自身の証人です。否定的な批判にエネルギーを消耗してはなりません。皆さんは決して、信仰と自信を手放してはなりません。一部の人は、他の人々の成長や繁栄を妬ましく感じます。妬みは危険な害虫です。

  妬みを持った人は、自分の妬みを隠して、害虫のように他者に害を及ぼします。これは邪悪なやり方です。しかしながら、私の考えでは、邪悪な人間は一人もいません。すべての邪悪な振る舞いは、遅かれ早かれ変化します。バガヴァンの真実は一つです。すべてがバガヴァンのものであり、バガヴァンはすべてのものです。   私の唯一の財産は愛です。私はすべての人を愛で包みます。心に憎しみを持って私のところに来る人さえも、私は愛しく感じます。私は皆さんの欠陥を探すことはしません。

 私は愛の原理に基づいています。すべての人が、バガヴァンの平常心に注目し、一体性の原理に従うべきです。純粋さは一体性によって生じ、純粋さから神に到達することができます。神に到達するためには、純粋さを培わなければなりません。純粋さを育てるためには、すべての人と調和して生きなければなりません。そうしてはじめて、皆さんは良い結果 を得ることができるのです。23/11/00

   最善の努力をしているのに、思いどおりの結果にならないと感じている人々がいますが、これは、その人の感情と意図が純粋でないことが主な原因です。サイラム ニューズ77号　P.24

 純粋なハートは真理を映し出す最高の鏡です。それゆえ、あらゆる修行はハートを浄化するためのものなのです。ハートが純粋になるや否や、すべての真理が一瞬のうちにハートに映し出されます。あなたが本当に純粋であるならば、宇宙に存在する真理があなたのハートに現れ出ることでしょう。

 状況が困難であればある程、その環境が辛いものであればあるほど、それを克服して人は強くなって行くのです。PD39

    純粋になるにはどうすれば良いか？心を高尚な思いと気高い理想で満たしなさい。心の中を、日夜そのように保つことで、偉大な成果 が生まれます。不純なことを語るのではなく、自分は純粋であると言いなさい。あなたたちは、自分はちっぽけで、生まれ、死にゆくものであり、常に恐れの状態の中で生きていると自分自身に暗示をかけてしまっています。愛しい子供たち！ あなたたちのサイはいつもあなたたちと共に、あなたたちの内に、あなたたちの周りにいます。恐れてはなりません。幸せでいなさい。サイの理想　P.4～5

    あなたにゆるぎない信仰と帰依があり、重ねてしっかりとした純粋なハートを持っていれば、あなたは神を自分の前に出現させることができます。22/7/02

純粋な心に持ち主とは、心が愛で満たされている人のことです。~神は心の純粋さを見るのです。CWSSBJp134

   あなたのハートを純粋にしなさい。世俗的欲望の悪臭に付け入る隙を与えてはなりません。あなたのハートを美徳の芳香で満たしなさい。他の人々の心に毒を注ぐことを唯一の仕事とする邪悪な人の言葉を心に留めてはなりません。ただ単に本を読んだり講話を聴いたりするだけでは、あまり恩恵は得られません。第一に、自分の中に着実な心と神への愛を育てなさい。信仰があれば英知が得られます。22/7/02

   ハートを純粋にするために努力をしなさい。このことにあなたの最大の努力を傾けなさい。ハートが純粋であれば、どのようなことでも成し遂げることができます。ハートを純粋にするには、神聖な食物を食べなければなりません。食物を調理する人は神聖な感情をもっていなければなりません。昔は、正統のブラーミンは、自分の妻が調理した食物にしか手をつけませんでした。その理由は、主婦は、家族全体の幸福を願って食事の準備をしたからです。一方、料理人を雇えば、彼らがどんな感情で食事を作るかは、神のみぞ知るところです！ 

   料理人の不浄な思いが料理に入れば、それはあなたの心を毒します。アンナム ブラムハ（食事は神）です。ですから、食事は神聖な気持ちで調理すべきです。物理的な清潔さのみでは不十分です。心もまた純粋でなければなりません。料理に使う野菜は、正しい方法で手に入れたものであるように気をつけるべきです。例えば、夫が市場から野菜を持って帰ります。彼は、職権を乱用して、お金を払わずにそれを持ち帰ったのかも知れず、あるいは、小売り業者自身が、不正な手段でその野菜を手に入れたのかも知れません。そのような野菜を食べれば、あなたの心は汚染されます。あなたは、自分が食べる食物があなたの行動の原因であることに気づきません。不浄な食物は、人に神聖でない行動をとらせます。23/11/02



    ＊巡礼

霊的な変化を経るためにそれほど遠くに行く必要はありません。バドリーナーラーヤナはここにいます！ バドリーは、ナラ（人）とナーラーヤナ（神）の結び付きを深め、祝うことのできる場所ですが、それはここでも深めることができます。迷妄を取り払えばナーラーヤナ（神）になり、迷妄に陥っていればナラ（人）であり続ける――そういうことです。私が行ったことのない場所はなく、私のいない場所はありません。ですから、私といっしょに行った帰依者（バクタ）たちは、有形なるものに連れ立って概念的なもののところへ、目の前に見えるもの（プラティヤクシャ）に連れ立って目に見えないもの（パロークシャ）のところへ、旅をしたのです！ 彼らは幸運でした。

ここにいて巡礼に参加できなかった人も、残念に思う必要はありません。なぜなら、その間ずっと、あなた方はスワミのことを、スワミのことだけを考えていたのですから、その霊性修行（サーダナ）のほうが立派です。結局、巡礼というものは、ハートを柔らかくするため、視野を広くするため、思いやりの輪を広げるためにあるのであって、珍しいものや、絵はがきやプラサード、神仏の像や写真を集めるためにあるのではありません。巡礼は器（パートラ）よりも目（ネートラ）のためのものです。巡礼は、瞼が瞳を閉じるときのように、静かになされるものでなければなりません。神の領域の境界線にいるときに、なぜ口を動かして大声を出す必要がありますか？ 実に、あらゆる巡礼の場（クシェートラ）、あらゆる巡礼（ヤートラー）は、あなた自身の内にあります。たとえバドリーやカーシーに向かって一歩踏み出していなくとも、あなた方はいつも巡礼をしている最中なのです。ガンゴートリーで汲んでネートラリンガムに注いだアビシェーカの聖水（ティールタ）を得られなかったからといって、悲しく思ってはなりません。あなた方が皆、バドリーでの出来事を人伝（ひとづて）に聞いてから、ずっとそれを欲しがっていることを私は知っています。私がガンゴートリーの聖水（ティールタ）を手に入れて、ここであなた方にあげますから、気を揉むのはやめなさい。

巡礼は時間とお金の無駄であると、人は言うかもしれませんが、私に言わせれば、もし本物の信愛があるならば、巡礼は時間とお金を使うのに最もよい方法です。バクティは弱さのしるしではありません。バクティは勇気のしるし、英知のしるし、識別心のしるしです。バクティだけが、あなたに幸せ（サウキャ）と平安（シャーンティ）を与えることができるのです。誰もが、いつの日かあなた方といっしょに並んで歩くことになります。なぜなら、誰もがこの二つを切に望んでいるからです。人々は無知と動揺からさまざまな他の救済策を試しますが、人を癒すことができるのはこの救済策だけなのです。4/7/61



    ＊ジョイ(喜び)

「喜び」（JOY）という言葉に新しい意味を見出しました。「J」は、「イエス」（Jesus）を意味します。ペテロはそれを、文字の並びから、イエスを第一に愛するようにと受け止めました。「O」は「他の人々」（Others）を意味し、イエスの次に愛さなければなりません。「Y」は「あなた自身」（You）のことで、自分を最後に愛するようにしなければなりません。しかし、今の人間の状況をごらんなさい。人は、まず自分を愛し、次に他者を愛し、イエスは一番後回しになっています！25/12/86



　＊小学校と婦人

世界中の小学校で何が起きているかについて、真摯で誠実な探求をするならば、学校の責任者が婦人の場合には全てが良い具合になされて、児童は良い教育を受けています。婦人教師は教育の道からそれることなく義務に集中しています。したがって彼女達のしていることは、見ていても聞いていても好ましく、ハートに感動を与えます。14/1/94

    たくさんの小学校で男性の教師や女性の教師が働いていますが、男性の教師は女性の教師ほどの熱心さと真面目さをもって働いてはいません。一例をあげるなら、女性は生まれながらに幼い子どもたちを育てることや教えることに慣れており、男性の教師が教えている学校よりも、女性の教師が教えている学校のほうが、生徒たちの成績はずっと良いのです。25/12/93



　＊賞賛

恐れることなく至高神に近ずく権利、本来あなたに授けられるための遺産を要求する権利を手に入れなさい。至高神に近づいた時、神を賞賛する言葉が口をついてでるようならば、まだあなたは完全に解脱したとはいえません。賞賛の言葉は、神に対して距離を置き、恐れのある証拠です。3/58



    ＊正直

真実（サティヤ）に関してですが、ビジネスにおいて正直であることは損失を招くと言われることがしばしばあります。これは違います。初めのうちは多少の困難があるかも知れませんが、時が経つにつれ、誠実さと正直さそれ自体が報酬をもたらすようになるでしょう。vol.23c3



    ＊常識

信念が推論と結び付けば、それは世間の事柄に成功をもたらします。しかし、霊的な事柄においては、推論は助けというよりもむしろ一種の障害です。けれども、常識と一般知識は、世間の事柄にも霊的な事柄にも必要です。たとえば、実験室では水素と酸素を混合して水を作るかもしれません。けれども、食卓のそばに、水を作る大規模な装置や、水を浄化する大規模な装置を設置したりはしません。これは私たちが常識と呼ぶものです。この種の常識がなければ、どのような信仰も盲信につながりかねません。12/1/89



    ＊浄性

浄性なものを聞くということは、神を求め、神を実感認識した聖者の経験やメッセージを聞くことです。浄性なものを見るということは、至高の神を崇めるものを見、寺院の祝賀行事に参加することを指します。激性なものを見るということは、贅沢な光景、感覚の悦楽を描いた絵、派手なお祭り騒ぎ、権力や地位の見せびらかし、利己的な権威の誇示を見ることを指します。感覚を刺激する光景や、そのような出来事の描写、権力と権威の誇示、力と武勇を見せびらかした描写などは激性を聞くことに分類されます。不気味な冒険、邪悪な食人鬼や冒涜行為の物語を喜んで聞く者は、鈍性の人間です。彼らは残虐と恐ろしい手管に感嘆し、そのような絵を飾って楽しみます。彼らは血に飢えた悪魔のような神々を崇め、幽鬼や魔性の力を描く昔話を聞いて喜びます。SIP9-2

    サーダカは、浄性の理想である、平安と清らかさと平静を、いつも保っていなければいけません。生まれ持った性質と社会で育まれた性質はその助けとなるかもしれませんが、サーダカは、思考と言葉と行為の純粋性を獲得するための根気強さを、意識的に、そして地道に、育てていかなければいけません。人生の浮き沈みを神の意志によるものと考えるのは間違っています。人生の浮き沈みは、根気強さを培ったか、欠いているかによるものです。広がる愛、意図の純粋さ、犠牲を望む気持ち――この三つは浄性の特質の尺度です。この三つは霊的な体の主要な手足であり、注意を要するものです。心の健康と霊的な健康状態はこの手足次第です。29/2/84



　＊冗談

多くの人々は、私の言葉を重視せず軽く取っています。これは正しいことではありません。私が話すことは、例え私が軽い調子で話し、冗談として話したとしても、全て真理であり真理のみなのです。しかし、人々はそのことに気付いていません。

肉体的にスワミの近くにいる人でさえも、このことを正確には理解していません。その結果しばしばスワミの言うことを無視しています。私の言葉を真剣には受け取らず、スワミは軽い調子で話をしたのだと思っています。そして、私の言葉が真理である事を後でそれが現実となった時にようやく気付くのです。人は未来のことを何も知らないので、私の言葉を軽く受け取ります。けれども、私の言うことが全て本当だということが将来判明するでしょう。

そうして初めて、人は私の言葉を理解することが出来るのです。眼の前で、私が歩き、話しているのを見、起こっている事を全て目撃しているのにもかかわらず、人々は私の言葉を理解することも、私の神聖さを認識することも出来ずにいます。人々の多くは、私の言葉を冗談でかたづけます。12/10/08



    ＊衝動

まず初めに、あらゆる不純な衝動を手放し純粋な衝動を培いなさい。その先は、一歩一歩進むように心掛け、この純粋な衝動すらも手放して、心の対象をなくしなさい。このようにして得られた平安は、光輝いて平安に満ち、英知と結びついています。実にそれは神そのものの体験です。至高の平安　P.39

飢餓、渇き、喜び、悲しみ、悲嘆、苦悩、食欲および怒りは、神の存在に到達すべく私たちを助けている衝動に過ぎません。人生はゲーム、プレイしなさいp、193

　＊情熱

情熱は悪い性質です。情熱、無知、エゴ、はすべて幻想から生まれます。情熱は死をもたらし、非執着の心は自由をもたらします。これが英知です。プラシャンティ バヒニp35



    ＊成就

物事を成就するには、カーラ（時）、カルマ（行為）、カーラナ（原因）、カルタッヴィヤ（道徳的責務）が適切に結合する必要があります。私は物事に着手している間、つねにこれらを念頭に置いています。20/3/07



    ＊情報集め

単なる情報集めに時間を無駄にしてはなりません。皆さんは、眠ることさえ忘れて、日夜勉強しています。そういうやり方では健康を損ないかねません。所定の時間にだけ勉強するようにしなさい。必要なことだけ読みなさい。必要でないことを読んで時間を無駄にしてはなりません。

    人々はあらゆるところから本を手に入れます。また、本という名の付いたあらゆるゴミを道端で買っています。それは皆さんが読むべきものではありません。皆さんはまず、映画のストーリーといったゴミのような作品を読むことで頭に溜め込んだがらくたを、すべて捨てるようにしなさい。そういった無益な本を読めば、皆さんに対する敬意も評判も失われるでしょう。どんな新聞でも開いて見てごらんなさい。映画の写真と宣伝であふれています。そこから得られるものは何もありません。本当の教養は皆さんの内なる声から生じます。それこそ、皆さんが従うべきものです。良心の声に従うなら、真の人間性を得るでしょう。15/1/08



    ＊照覧者

照覧者を一度見た個人が照覧者になることはできません。個人はまず、照覧者に変化してからでなくては、わたしはブラフマンであると認識出来ないのです。そのためには照覧者の態度を取る練習から始めなくてはなりません。

事実、あなたにわたしというエゴが存在する限り照覧者の況位に達することは、不可能です。自らを神であるとの観念を得るには、自己を限定された個人と考える観念を克服しなくてはなりません。乞食が自らを王だと認識するためには、彼のカラダを忘れなければいけないのです。JV



　＊食事

馬に栄養のあるものを食べさせて杭につないでおいたら、ひどく気が荒くなります。静かにさせようとしても無理でしょう。栄養のあるものを食べさせたら適度な運動をさせることが必要です。人間も栄養のあるものを摂ってあまり働かず、運動もしないでいると、いらだちが増し落ち着かなくなって来て、エゴやわがままや、おごりが強くなります。

適当な運動をすれば、身体も丈夫になるし、好ましくない性質も押さえられます。修行の大切な目的の一つは、食べたものを世の中のために役立てることです。いつも良いことをしようという強い決意を持ってください。辛いことがあったときに風にゆらぐ炎のようであってはいけません。自分自身を信じるのです。SGc7

    私は体をきちんと洗ってからでないと自分の部屋を出ません。私が部屋を出るまでに、台所を管理している一人の青年がラギー〔四国稗〕の薄粥を運んで来てくれます。私はその粥を食べると大いなる幸せと活力に満ちるのを感じます。私はこのラギーの薄粥以外、早朝には何も食べません。私は朝食（現代のインド人はよく朝食としてサモサやイドリーやウプマといったインドのスナック類）をとりません。薄粥を食べたあと、もう一度口をきれいにします。それから、新鮮な水をいくらか飲み、下に降りて行きます。

    私が朝食に何を食べるのだろうかと好奇心を抱いている人たちも何人かいるかも知れません。私は何も食べません。私はスナック類はまったく好みません！ 私がほしいのはコップ一杯の冷たい水だけです。そのあと、私はダルシャンを与え、何人かの帰依者と話しながら、その人たちと幸せなひと時を過ごします。選ばれた人たちにインタビューを与えることもします。私の体と心はいつも清らかです。私の言葉は清らかであり、私の思いは清らかであり、私の行動は清らかで神聖です。21/10/04

 アハムカーラ（利己心）もママカーラ（執着心）も、不適当な食物を消費する結果 です。悪い種類の食物や、不正な手段で手に入れた食物は、いくつかの点で人間を無知の底に落とし、純粋な思いが浮かぶのを押えつけます。そのような人は、誰とどこで、いつ、どのように、何を話したらよいのかを忘れてしまうでしょう。ブリンダヴァンの慈雨　P.147

   今日、自らを帰依者だと思う人もそうでない人も、肉食を止めなければなりません。何故でしょうか？ 肉食は動物的な性質だけを育てるからです。摂取する食物がその人の思考を決定すると言われています。様々な動物の肉を食べることによって、動物の性質を吸収しているのです。人間と同様に五大元素で維持されている動物を食べるとは、何と罪深いことでしょう！ それは、動物に残虐な行為をするという罪を犯すだけでなく、人を悪魔的な傾向に導くものです。それゆえ、純粋に神の帰依者となることを求める者は、非菜食の食物を口にしてはなりません。非暴力　P.30

肉食は人間の身体の必要と相入れません。医者達は肉食には蛋白質があるようなことを言いますが、実は野菜、豆類、ミルク、カードなどにはもっと良質の蛋白質が含まれているのです。ブリンダヴァンの慈雨p48

   きれいな心で食事の準備をしなさい。というのも食事の準備をしている時の想念が、それを食べている人の心の中に取り入れられてしまうからです。P, 74 ANDI

  食べ過ぎてはいけません。食べるのは生きるためであって、決して食べるために生きているわけではありません。食べ過ぎは鈍性の性質です。～口当たりの良いバランスのとれた浄性の食べ物を適度に食べると、高潔な浄性の心が育まれます。香辛料の効いた辛い激性の食べ物を食べると、感情的で興奮しやすい激性の心になります。

  肉やお酒といった鈍性の食べ物を食べると、獣のような鈍感で不活発な鈍性の心になります。このように、心を形作るのは食べ物であり、行いはその心に作用され、その心に見合った結果がもたされるのです。～更に食後も食前と同じように身体が軽く感じられるようで無ければなりません。一番良いのは、胃の半分を空にしておくことです。残りの半分は水と食べ物で満たすようにしなさい。塊茎類は身体に良くありません｡全乳を飲むべきではありません。牛乳は、水で薄めてから飲むようにしなさい。

食事と食事の間は最低四時間は置くべきです。摂る食べ物は、身体が必要とする十分なカロリーを摂取すべきです。油っぽいカレーや油で揚げてあるカレーは、あまり食べ過ぎないようにしなさい。昼食の後は少し寝て、夕食の後は一マイル｛１，６キロメートル｝歩きなさい。よく働き、正しい食事を摂るようにしなさい。STPSp153

 あなたは、どのような食べ物を摂るか気をつけなければいけません。食欲と性欲を満たそうと切望するという二つのことは、人の敵なのです。その二つの事の虜になってしますと、あなたは身の破滅を招きます。欲どうしい舌に食べ物を運ぶのをやめなさい。欲の犠牲また舌の犠牲になってはいけません。P242chap39vol4

断食をすれば身体は健康になり、心には悦びが訪れます。度を超えた不規則な食事は、神を信じる者にとっては害になります。おいしい食べ物に夢中になっていると、怠惰で無気力なタマスの性質に向かうでしょう。一方で美味しいものを食べ放題に食べ、神を喜ばせ、神のそばにいる悦びを味わいたいと思う事は、ひどく愚かなことです。食べ物に夢中になることと、神に近づいていく事、この二つは決して相容れないことなのです。SGc7

 今日人々は手に入れるものを全て食べ、何処で手に入れたものでも食べ、その結果健康を害します。食べ物は健康の維持の為に主要な役割を果たします。摂取する食べ物が過度の脂肪分を含まないように注意しなさい。多量の脂肪は健康に害を及ぼすのみならず、心の健康にも有害です。肉とアルコール飲料は健康に重税を課し、多くの病気の原因となります。

～心臓病の中には薬の服用によって治療できるものもあります。食べ物とその他の習慣を規制する事によって、心臓病を防ぐことが各人の主要な責任であると私は考えます。～非菜食主義の人アルコールを飲む人は菜食主義者に比べて心臓病にかかる傾向が高いとの調査があります。バランスの取れた健全な菜食を取るためには、にんじん等に含まれるビタミンＣやビタミンＥがたっぷり含まれている野菜を摂りなさい。

 それらのビタミンは心臓病を予防するのに大いに役立ちます。～鳥や獣は人々を悩ませる心臓病や消化器の疾患にかかりません。その理由は、味覚の奴隷となってあらゆる種類の揚げ物や調理食品を摂る人間と違って、鳥や獣は自然物を食べているからなのです。～心の緊張は健康に最も有害です。それゆえ人はストレスと緊張をもたらす激情と情緒をコントロールする技術を学ばねばなりません。食事の時には心を静かに平安に保つことが重要です。心を動揺させ、興奮させ、心の平安の妨げとなる話題を食事中に議論すべきではありません。心の緊張は病気の原因となります。又食事の時には、テレビ、ビデオ等を見てはなりません。それらは心の混乱を招くからです。今日人々は悩み事の餌食です。悩みの原因は何でしょうか?原因は満足をしないことです。金持ちは、山のような財産を持っているのにも関わらず不満を抱いています。悩みは焦りを生み、悩みと焦りは結合して病気を生みます。それゆえ，悩み、焦り、カレー(油っこい食べ物)は心臓病の根本原因です。大量の脂を摂ることは心臓血管病の原因となります。医師は、脂っこい食物を摂ることは体重を増加させ、それによって心臓病にかかりやすくすると警告しています。毒素の存在も又同様の害をもたらします。それゆえ、健康を守るには正しい種類の食物を中庸で持って摂取し、アルコール飲料を避けなさい。５０才を過ぎたら食べ物の量を減らしなさい。～食べ物の量を減らしても、カロリーが減るとは限りません。21/1/94

   あなたはデーハ(身体)のために、シャリーラ アハーラ(身体のための食物)であるコーヒータイム、朝食、昼食、お茶の時間、夕食にどれほどの時間を費やしているのですか! 5 回の食事の時間を身体のために費やしているのです! いつなりと捨て去らなくてはならない身体のために! しかしあなたの本質であるアートマ(真我、魂) はあなたに真の祝福をもたらし、あなたに平安と幸せをもたらすことができます。アートマ(真我)レベルだけが、あなたにそれをもたらすことができ、シャリーラ(身体)レベルでは、それを与えることはできません。しかし、あなたはそのために一度も(霊 性修行に座る)時間を取らなかったのですね? それなのに私の恩寵が欲しいのですか? どうしてあなたに恩寵を授けることができるでしょう? 」「いいですか、人々は私の恩寵を欲してはいても、私の指示には従わないのです」「アートマ アハーラ(魂の食事)はシャリーラ アハーラ(身体の食事)よりも大切です」スワミが何をするよう彼に言われたかはわかりませんが、仮にスワミが一時間ガーヤトリー(マントラ)を唱えるように言われたなら、その人はそれを最優先すべきです。

 「皆さんは自分のしたいことではなく、私の指示を最優先しなければなりません」

「シャリーラ アハーラ(身体の食事)をあきらめても、アートマ アハーラ(真我の食事)を止めてはなりません。 アートマ(真我、魂)に食事を与えないなら、あなたが目覚めることはないでしょう。それ(アートマ)はバガヴァン(神)が宿るあなたの魂であり、あなたが常にシャリーラ(身体)に食事を与えてばかりいるなら、アートマ(真我)は飢えているので、あなたは(神の祝福を)手に入れることはできないでしょう! 」「スワミの指示に従わないのであれば、あなたのアートマは飢えるでしょう。あなたは自分の身体への食事を優先し、魂についてはまったく重視しませんでした。それでどうして私があなたを助けられますか? 私の助けがほしいなら、私があなたに告げたことを行わなければなりません。それをあなたの最優先事項にすべきです」ラニマーへのインタビュー

 アルコール飲料と肉を口にしてはいけません。人の思い、感情、行為はその人の摂取する食物によって決まります。正しい行為をするために食物に関する規則を注意深く守らねばならないのです。良い思いを保つためには、清らかな食物のみをとることが大切です。～生活を清らかに保つためには、食物に関するタブーを厳格に守らねばなりません。6/10/86

   疲労を感じた時は、一日の最後の瞑想を終えたのち、水に浸してやわらかくしたピーナッツかアーモンドを数粒食べると良いでしょう。身体が涼しくなり、力が湧いてきます。DVJp78

   食事は軽く食べなさい。定められた時間以外に食事をしてはいけません。27/5/02

蒸し菓子、もちは消化に良いので、医師たちはそれを手術後の食餌として勧めています。黒砂糖にはまた、ガスの発生をコントロールする性質があります。この蒸し菓子は（ヒヨコマメの粉に黒砂糖や胡椒を混ぜ合わせ、粉から作るパスタで出来た皮でくるみ、油を用いずに蒸して作る食べ物。）眼の疾患を軽減し消化不良を防ぎます。9/9/94

 多くの医師はたんぱく質の価値を強調し、肉や卵等を摂るように勧めます。しかし肉や卵のたんぱく質は単に肉体の形成に役立つのみであり、かなりの害を心に及ぼします。医師は主として粗なる身体に関心を持ち、心の状態という霊妙な相には注意を払いません。今日世界にはびこる病気の多くは心に関係があります。心の病気は、肉体の病気より多いのです。21/7/93

  私たちが摂る食事によって、将来、どのような道が開けるか決まるのです。摂取する食物の種類に応じて、どんな考えが私たちの中からわき起こってくるのか決まります。食事中に興奮すれば、それに関する言葉が心に浮かんできます。以上のことから学べることは、私たちが入浴しているときや、瞑想しているとき、また食事をしているときに他のことを考えたり、思ったりしてはいけないと言うことです。特に食事をしているときにしゃべり過ぎると，あなたを傷つける原因となります。食事をするときは、何も話さないことです。SSN夏1995p29~30

 ベジタリアンでない人、アルコールを飲む人は、ベジタリアンよりも心臓病にかかりやすい、とある調査があります。バランスのとれた健全な菜食をするには、人参のような野菜に含まれているビタミンCやEが豊富に含まれている食事を摂るべきです。これらのビタミンを摂ることによって、心臓病は予防できます。鳥や獣は人間のように心臓病や消化器系の疾患にかかることはありません。

 その理由は、味覚の奴隷となって、揚げたり調理したあらゆる食物を食べる人間とは異なり、鳥や獣は自然のままの物を食べているからです。現代人は、多くの人工的な食品や様々なアルコール飲料を摂取していますが、それらは健康に害を与えています。SS2/94p37

 妊婦が様々なビタミンを摂取すれば、胎児の心臓が丈夫になります。骨を造るために、もっと人参を食べなさい。胡麻を摂ると動脈を清め視力を向上させます。沸騰させて冷ました水を食事中ではなく、その前後に充分飲みなさい。蒸した食べ物は消化に良いのです。サイ病院では心臓病関係の手術の翌日、  油を用いた料理は出しません。消化に良いイドリー(蒸しパン)を出します。SS3/93,4/93,9/97,Vol9p111

心の動揺は病の原因であります。それ故に、食事中にテレビやビデオを見ると、心を活発化させる作用が働くので止めるべきである。SSN夏1994p3



　＊植物と動物

実際のところ植物も動物と同じような生を持っています。しかし動物が持っているような心や神経系統というものは持っていません。動物は、彼らが殺されるとき泣き叫びます。植物にはそういうことはありません。動物を殺すことと、植物を刈り取ることを同様に見るのは間違った考えです。

 付け加えて言えば、動物を殺してその肉を食べるとその動物の性質や振る舞いが、人の中に入り込み浸透していくのです。その結果、動物的な性質つまり、牛や羊のような鈍生の性質を身につけてしまうのです。それ故肉食は止めなければなりません。食物が人の心の性質を左右するのです。心は思いを導き､思いは行為の結果を引き出します。行為は､それに見合った結果や影響を引き出します。我々の摂る食物と我々の行為の結果との連鎖は、肉食が、獣的な行為と悪い影響を人に与えるということに繋がることを教えています。SSALp, 132



　   ＊女性(婦人の項目も参照)

女性は軽々しく扱われるべきではありません。『バガヴァッドギーター』は、女性には七種類の力が与えられているが、男性は三種類の力を持つのみであると述べています。女性を見下すのは罪深いことです。たとえば、このような事実を思い起こしてごらんなさい。死んだ夫をよみがえらせようと努力する女性、あるいは、死んだ夫の面影を大切に胸に抱いている女性は大勢います。その一方で、どれほどの男性が、自分の妻のために、それと同じようなことをしましたか？ 多くの男性は、慌てて後妻となる女性を探しまわります！ バーラタは、こうした女性の振る舞いにおいて、これまで世界の規範となってきたのです。

     女性が尊ばれるところには、どこであれ、繁栄と幸福があります。女性は決して、軽い扱いを受けたり、軽蔑されたりすべきではありません。主婦が涙を流すような家庭には、繁栄は一切もたらされません。19/11/96

    現代の女性たちは自分の夫に従いません。夫の言うことを聞きません。妻が夫に従い、夫が妻に従い、夫と妻が調和をもって生活を送るなら、国全体が平安と繁栄を得るでしょう。夫と妻の不和と家庭内の分裂のために、国は次から次へと困難に見舞われるのです。夫と妻は、互いを理解し合い、共に相手に合わせるべきです。22/11/2010

    夫と妻が同じ見解を分かち合っていれば、家庭に平安と幸せが訪れるでしょう。夫のこと以外、誰のことも、何のことも思わない人が、パティヴラター（貞女）です。そうした夫への篤い信義を持って生活する女性は、人生においてあらゆることを実現することができます。夫と妻が別の道を歩むなら、家庭に平安と幸福はあり得ません。自分の心が、こっちの道、あっちの道、と揺れ動くのを許してはなりません。心を完全に神に集中させるべきです。神を黙想することは、家庭に一体性と調和を築く土台です。妻が神に祈りを捧げるなら、夫は善人となるでしょう。22/11/2010

    男性は、男は女よりも強くて力があると考えて、女性に対して横柄な態度を取るべきではありません。本当のことを言うなら、女性は男性よりも力があるのです。聖典は、男は三つの力を持っているだけなのに対して、女は五つの力を持っていると述べています。女性は夫のためなら自分の命さえ犠牲にする覚悟があります。サーヴィトリーは夫のために自分の命を投げ出す覚悟でした。しかし、男性にそれほどの犠牲の精神が見られるでしょうか？ 妻が死ぬと、男は再婚する気でいます。けれども、女性はそんなことはありません。女性は、敬意、品位、犠牲、満足、繁栄という五つの徳の詰まった宝箱です。その一方で、男性は、怒り、頑固さ、愚かさという悪に陥る傾向にあります。女性は徳と高潔さの化身です。11-8-2000

    プラクリティは神の女性の側面を象徴しています。プラクリティとプルシャは分かつことができないものです。女性たちはラクシュミー（富の女神）の化身ですから、世界は女性が敬われているときにのみ繁栄を得るのです。それゆえ、男性は敬意をもって女性を扱わなければなりません。そうすれば、同様に男性も敬われるでしょう。あなた方は自分でそれを見ることができます。人格のすぐれた女性がいるところには、あらゆる繁栄を見出します。あなた方は皆、二つの世界大戦の最中、多くの国が破壊を被ったことを知っていますね。バーラタの国が安全と無事を保っていられたのは、ひとえに徳高い女性たちがいたおかげです。バーラタの偉大さと栄光は、バーラタの女性たちのおかげです。ですから、女性を敬い、女性を幸せにしなさい。11-8-2000



    ＊所有

人間の欲望には限りがありません。人間は物事に執着していますが、その中に自分が死ぬときにいっしょについて来るものは何もありません。人は、所有することや貯蓄することよりも、与えることに大きな喜びがあることに気づくべきです。捨てることは、得ることと同じように不可欠なものです。もし息を吸った後に吐かなければ、人は生きられないでしょう。

    人の悲しみと不幸の原因は、所有感から生じる財産や地位への執着です。永続する幸福を味わうには、「私」と「私のもの」という感情を取り除くよう努力奮闘しなければなりません。すべてが順調に進んでいるように見えるとき、人は自分自身を含む一切を忘れます。そうして業績と獲得を得た結果、エゴが膨れ上がります。自分は、自分が所有している物の一時的な受取人に過ぎず、それらのどれ一つにも永久の所有権はないということに気づくべきです。人は、権力や地位を、それら自体に関連する義務を果たす責任を伴う、道徳的な任務と見なすべきです。あらゆる行為をこの道徳的責務の精神で行ったときにだけ、人は純粋な幸福と満足を味わうことができるのです。6/85



    ＊視力

ときには、私が皆さんに話しかけないことがあります。皆さんは、「私たちは何か過ちを犯したのかもしれない。だからスワミは私たちに声をかけてくださらないのだ」と考えます。しかし、実を言えば、私には他者の欠点を探す性質はありません。私の視力は非常に神聖です。私は常にあなたの中の善を見ます。あなたが見る悪は、あなた自身の想像の産物です。あなたの中に悪があるために、あなたは他者の中にそれと同じものを見ているのです。しかし私には、悪さえも善に見えるのです。ですから、スワミに関して、いかなる疑いももたないようにしなさい。「疑いをもつ者は滅びます」堅い信仰をもちなさい。23/11/02



＊磁力

あなた方は明らかに磁力です。しかし磁力を増大するためには自らを清めなければなりません。磁力を増大する清らかさとは、心、・言葉・身体の三つ一組の清らかさによって構成されます。30/8/93

人の心の想念は磁力を持っています。磁力から電気エネルギーが出ます。電気エネルギーは光や原子の力（atomic power)の源です。原子の力は思いと言葉の源で、磁力はすべてのものを形作る源です。この力は、話をしたり歌ったり、他のいろんな行為が出来る源です。SS3/95p61

 磁力は地球全体に遍満しています。地上の生物と物体はすべて磁力を持っています。流れる川、そよ吹く風、咲き誇る花は皆磁力を持っています。信愛を持ち神に帰依全託している人の帰依心と信仰心によって、磁力は生じます。寺院の中でそうした帰依者が供える花や果物もこの磁力を備えています。

 何千という帰依者がこのマンディールに集まるために、莫大な量の磁力がここに集積しています。それが益々信者が絶え間無く流れ込んでくるために、輝きを増して光り輝いています。マンディール自体は何も特別な力を持っていませんが、帰依者、一人ひとりの磁力が外に影響を及ぼしているのです。13/3/02

 私の体内でリンガムの形成を容易にするために、私の身体は強力な磁力と化しました。そのため私はこの三日間歩行が困難でした。私の身体の磁力のために足が地面にくっついてしまったからです。また私が触ったものすべてが、私の手にくっついてしまいました。私の全身が磁気を帯びたのでそれはもっともなことです。このような引力は誰もが体験出来るものではありません。こうした極めて強力な磁力は神だけが持っているものです。これらのことを万人に明かすことは出来ません。神聖な磁力は全ての人の内にありますが、人には一定の限界があります。13/3/02

 ブリジッドというロシア女性は、強力な磁力を持っていました。彼女が道を歩くと必ず鉄分を含んだ物体が彼女に引き寄せられました。彼女が店に入ると商品が彼女に引っ付くために入店を断られました。しかし磁力を備えるだけではなくそれをコントロールする力も必要です。彼女はそれができなかったために、食事も満足に摂れず早死にしてしまいました。13/3/02

 磁力はあなたのあらゆる行いの基盤です。あなたが、怒り、嫉妬、憎しみにかられた時、あなたの中の多くの磁力は浪費されてしまいます。嗅覚、触覚、味覚といった感覚も磁力の作用です。あなたの内にもっと愛を育みなさい。愛の磁力がある時、あなたが学ぶものはすべて心に刻みつけられます。それが無いと、どれほど頑張っても報われません。それに自らの磁力を強めれば、勉強していても睡魔に襲われることもなくなるでしょう。13/3/02

 ラーマは100%純然たる磁石でした。これがラーマがとてつもない弓を扱うことが出来た理由です。シータもまた純然たる磁石でした。磁石は錆びてほこりだらけであれば、一片の鉄も引き寄せません。鉄片や鉄の棒も、長い間磁石にくっついていれば磁石になります。これはヴェーダの詩節「ブラフマン知る者は、ついにはブラフマンになる」の意味するところです。あなたは、人生という鉄は世俗の欲で錆させてはいけない、ということを理解しなくてはなりません。さもなければ、人生は崩壊して終わってしまうことでしょう。STPS2p196

感覚的な欲望と霊的な欲望は、互いにしのぎを削っています。感覚はとても強くて、博識な学者でさえ、それに引きつけられて惑わされます。霊的にはこの力のことを有害な力と呼び、科学では磁力と呼びます。磁力は、この世のすべてのものに備わっています。

 人の心のすべての想念もこの磁力を持っています。この磁力から電気が生まれます。電気は、光の力や原子の力の元になっています。原子の力は、想念や話す力を与えます。それ故磁力は、すべてのエネルギーの元となっているのです。それは、話したり、唄ったり他のいろいろな行為のもとになっているエネルギーです。SS4月95p,94

    神は、全世界を引き付ける磁石に似ています。ある場所では、この引力が最大限に働きます。それは非常に特別 なものです。ここに一つの例があります。非常に多くの人々がここに集まっています。誰が招待状を送ったのでしょう？ 皆さんをここに引き寄せたのは神の磁石です。この磁石はここにあるばかりでなく、あらゆる場所にあります。ここにも、そこにも、また、それ以外のあらゆる場所にも、神はアートマの姿で存在しています。あなたはここで、神の引力を経験することができます。そのような力は、単に要求するだけでは手に入れることができません。それは、愛を通じじて初めて手に入れることができるものです。愛は「根源」（source）から発生するものです。それは強制（force）によっては得ることができません。世俗的知識は詰め込むことができますが、愛は自然に内側から湧いてこなければなりません。愛は神です。愛のみが真の英知を授けることができます。「英知は解脱をもたらします」。1/3/03A

    疑いなく、あなたの中には愛があります。しかし、あなたはその愛を正しく使ってはいません。あなたは永遠なる真の愛を体験しなければなりません。それによってハートとハートの関係が育ちます。そのような神聖な愛は万能です。それにはどのような制限もまったくありません。それはすべての人を引き付けます。今日、私は皆さんにとても重要なことを話したいと思います。私のこの体は頭のてっぺんからつま先まで引力で満ちています。それは神の磁力です。それは常に 私の中に存在しているのですが、シヴァラートリ以降、その力は日増しに強くなっています。この世の磁石は鉄を含有しているものしか引き付けないのに対して、この神の磁石は全世界を引き付けます。

    皆さんは、スワミは足が痛くて歩くのに不自由している、という間違った考えをもっています。私にはどんな痛みも一切ありません。私の両足には強力な引力があるので、片方の足を前に出しても、もう片方の足が出した方の足を引っ張ってしまうのです。皆さんも知っているように地球にも引力があります。それはただ引っ張るだけで、痛みを引き起こすことはありません。スワミにはまったく痛みはありません。私の中のこの引力は日に日に強くなっています。私が触わったものは何でも手にくっついてしまいます。こうした磁力はすべての人の中に存在しています。神はヒランニャガルバの形をとってすべての人の中に存在しているのです。

    ~私はこれまで一度も痛みを経験したことがありません。私はいつもどおりに歩き回っています。けれども時折り地球の引力のせいで足を持ち上げるのが難しくなります。そのため、私はゆっくり歩いているのです。こうした事実を理解していないがゆえに、皆さんはスワミは足が痛いのだと思っているのです。繰り返しますが、私にはどのような痛みもありません。私には、苦痛も、心配も、不安もありません。私はいつも至福に満ちています。この世に私の至福を邪魔できる者 はいません。しかし、皆さんは現世的な感情を抱いているため、そうは考えません。

   ~今の状態では、この体はあまり速く歩くことはできません。力は日ごとに強くなっています。足を持ち上げようとするのですが、とても困難です。強く力を入れても足が地面から離れないのです。それは私のサンカルパ〔神の意志〕によってのみ離すことができます。神の原理を理解するのはとても難しいことです。だれにも神のサンカルパを理解することはできません。だれにも神の力を推し量ることはできません。人は自分の感情を基に神を理解しようと試みますが、その過程で結局間違った推測に行き着いてしまうのです。16/3/03

    私が皆さんにバンガール（黄金）と呼びかけたのは、皆さんがヒランニャガルバの化身であるからです。人間の体には多量の金属が含まれています。それらがなければ体を維持することはできません。このことについて、医師や科学者に説明を求めてもかまいません。世界全体に存在している磁力があなたの体の中にも存在しているのです。

神の磁力を理解できない人もいます。彼らは「その『磁石』に引き付ける力があるというのなら、どうして我々を引き付けることができないのだ？」と反論します。さびついてほこりだらけの鉄片がどうやって磁石に引き付けられるでしょうか？さびとほこりが取り払われれば、鉄片は瞬時に磁石に引き寄せられます。それと同様に、神に引き付けられるためには心を洗って不純物をきれいに落とすべきです。肉体を痛めつける必要はありません。霊性修行は要求されません。ハートに愛を育てればそれで十分です。愛を通してのみ、超越的真理の本質に到達することができます。あなたは超越的真理に関するさまざまな書物を読んでいるかもしれません。けれども、それが何を意味しているかを真に理解している人はだれもいません。それは不変かつ偏在のアートマの原理です。そのような神聖な愛は神からのみ得ることができます。16/3/03



　＊試練

世の試練はあなたを浄化するための手段なのです。ヴィジャヤダサミの日1953

今の人は実に容易く執着や憎しみの餌食になってしまいます。「自分のもの」という思いに巻きこもれ、エゴに溢れています。今、人々がどんな状態か、何をしているか、よく見てご覧なさい。

 この世で誰よりも自分が大事だと思っているでしょう。自分より偉い人は誰もいないと思いこんでいます。その為に正しくものを見極めることが出来ません。自分が混乱していることさえ気づかない有様です。何でも自分がやっていると思い、自分を喜ばすために世の中が回っているような気でいます。ところが世の中を動かしているのは自分ではありません。良いことでも悪いことをするにしても､自分にはたいした力などありません。この世界を創り守護している存在、この世界の父であり、母である存在、全世界の王である存在だけに世界を動かす力があるのです。

 この宇宙の移ろいゆき、移ろうことの無いすべてを、ただ一つの存在が支配しています。それこそは、すべての人が悟らねばならない大事な真理なのです。一時の感情にとらわれて､怒って我を忘れてはいけません。怒れば心の平安は消えてしまいます。悲しみ、挫折、苦しみ、心配などは、どれも皆さんが弱さを乗り越えられるかどうかを試す試練です。

 本当に神を信じているか、辛いことがあっても耐えられるか、それにとらわれないかどうかが試されているのです。学校の試験に合格するだけでは何もなりません。人生が与えてくれる試験に合格しなければならないのです。SGc34

    あなたは試練や苦難を経なければならないかもしれませんが、決して神への信仰を失ってはなりません。信仰はあなたの命を支える呼吸であると考えなさい。あなた方は誰もが愛の化身ですが、不適切な食べ物と習慣のせいで、嫉妬や怒りといった邪悪な性質が自分の中から生じてきます。頭は食べ物のとおりのものになります。神は頭のとおりのものになります。ですから、浄性の食べ物だけを食べなさい。そうすれば、あなたは善い感情だけを持つようになり、話すことも神聖なものになるでしょう。16/7/00



    ＊白い草

   ガリカー（白い草）でヴィナーヤカを礼拝しなさい。ヴィナーヤカに供えた草を食べれば消化不良から解放されるでしょう。ペットに犬を飼っている人たちはこのことをよく知っています。犬を草むらに放すと、犬は白い草を探して食べます。このわけは何でしょう？ 白い草は犬の消化器官に役立つのです。このことから、ヴィナーヤカに捧げられた供物はすべてのものの健康を保証することがわかります。10/9/02



　＊信愛

信じる心はあなたの生来の性質です。信じる心は神が人類に与えた天賦の才なのです。けれども皆さんは自分以外の人を信じる心を持っていながら、神に対しては持ち合わせていないのです。

 ～それは、感覚的な快楽に溺れているからなのです。人々は、生来について無意味な不安を抱き、過度の欲望を持ち、空想にふけることが彼らの日常です。自らに相応しくない高い職階への野心や俗世に対する過度の執着、これらはすべて、人に神への信愛を抱かせることから遠のかせてしまいます。シーソーを見なさい。片方が上がればもう一方は沈みます。もし世俗的な物事に関心を寄せれば、神に対する信愛は減少するのです。逆もまた然りです。STPS2p52

    信愛に関しては、女性は手本です。夫を神のもとに引きずっていくのは妻です。神は女性にバクティ（信愛）という贈り物を、男性にはグニャーナ（英知）という贈り物を与えました。宮中の言葉によれば、男が行けるのは謁見の間（王が謁見をする場所）までなのに対して、女は中にある部屋（女性が寝泊まりしている場所）に行けます。それと同じように、女性の信愛は女性を神の心の中まで連れて行くことができますが、男性にとってそれは容易なことではありません。なぜでしょう？ それは、女性と比べて男性は信仰が薄く、また信愛も浅いからです。一方、女性は完全な信仰心をもっています。アルジュナは、クリシュナが何をするかわからないのに、ドラウパディーはクリシュナが死んだ子どもを生き返らせてくれるという完全な信仰心を抱いていることが、信じられませんでした。23/5/00

 真理、ダルマ、信愛、奉仕の道は、罪を犯すことを畏れ神を畏れる心の持ち主でないと、踏むことのできない道である。その道を歩む資格は、普通の人では得ることが出来ない。その道は至高の神が坐しておられる奥の院に到る道である。その道を行く者は、容易に神のおわす神殿に達することが出来る。

 しかし、親戚と友人といった違いは確かにある。真理、ダルマ、プレマ、奉仕を発展させる人々は友人であり、燃えるような帰依の心を持って神の御名を唱え、御姿を憶念する者は神の親戚である。それが相違点である。御名と御姿を瞑想する事は、それらの属性を強めるのに役立つ。この基礎なしには、真理、ダルマ、信愛、奉仕の属性は、強く堅固で清らかである事は難しい。神の御名と御姿とは、人間の属性から汚れを取り除くのだ。SDMp115

    大海を渡るために必要なものは、バクティ〔信愛〕という、恩寵の確約という、神の意志への全託という、小さな帆船です。あらゆる重荷を投げ捨てて、身軽になりなさい。そうすれば、一つの波頭から次の波頭へと一飛びで移動することができます。神が渡らせてくれるでしょう。悩む必要はまったくありません。神が一切を行うのであれば、誰が何を心配するというのでしょうか？18/7/70

    信愛を他者への援助という形で表すのが望ましいのです。23/11/91

 信愛があれば、完璧にオームの発音を唱えなくてもよいのです。母と子を結ぶ絆は愛です。子供が母を呼ぶのに、その呼び方が耳障りでも母親は気にしません。母は子供のところに駆けつけて面倒見ます。これと同じように、聖なる母は、あらゆるところにいてあなたに恩寵を与えようと待っているのです。全ての人にチャンスがあるのです。神への信愛が大切なのです。CWSSBJp170

 神の恩寵を得るには､信愛以外に方法はありません。あなたの富、学識、権力、肉体的な特質によって神を喜ばすことは出来ません。神が調べるのは、あなたの信愛のみです。STPSp52

神性を追求するのであれば、人は皆、心のうちに純粋の思いと犠牲の精神を培わなければなりません。あなたの純粋な思いがあれば、信愛は無くても大丈夫です。あなたにとって、純粋な思いがあなたの信愛なのです。22/5/95

 信愛と奉仕は同一の真理をあらわす。（テルグーの詩）人にとって信愛と奉仕は二つの翼であり、二つの翼を用いて太霊を実感認識する努力をせねばなりません。真理の探究とは実際、自分に内在する実在を発見することを意味します。この永遠の神聖な本性と機能は全てに充満しています。神を体験するためには、神聖な属性を培わねばなりません。21/11/95

   多くの人は、恩寵と、愛と、信愛と、謙虚さを熱望しています。これらはすべてアートマ（神我）の姿です。神と信仰は異なるものではありません。信仰と神は同一です。愛は神です。信愛は神であり、それぞれ異なる存在ではありません。信愛とは何を意味するのでしょう？ 信愛とは、信者の内なる視覚の中で、未顕現の神聖原理が自らを顕現できるようにするものです。そうなったとき、その信者にとって神以外何も存在しなくなります。  その段階に達するためには絶えず心に永遠の存在を保ちながら自分の義務を果たさなくてはなりません。皆さんは、小さな舟の助けを借りて俗世という広大で深い海を渡り、実体である無限の神性を享受することができます。その舟とは神の御名です。霊性の旅を初めた時は神の御名が進歩の基盤です。しかしずっとそれだけに頼れるような一生の支えとはならないでしょう。30/3/87

  神はすべての創造物に内在しています。信者本人の気持ちを汲んで、神は信者が想う姿で現れます。ですから、本当の愛によってのみ、人は神を支配する権利を得て、神に到達することができるのです。信愛（バクティ）とは、心（マインド）と、この世のものへの執着と、欲望を、完全に制することを意味します。人が神性を体験することができるのは、信愛（バクティ）によってのみです。本当の信愛（バクティ）とは、全く無条件の愛を意味します。

     ダイヤモンドは、ダイヤモンドでのみカットすることができます。信愛、すなわち、バクティは、「バジャ」という言葉から派生したものです。「バジャ」は、習練を通して主を礼拝することを意味します。信愛（バクティ）とは、礼拝すること、奉仕すること、幸せな気持ちでいること、他人を幸せな気持ちにさせることです。信愛の道を通って、多くの人が至福に到りました。24/4/96

    信愛の道（バクティ ヨーガ）はとても容易であり、この道においては、肉体を酷使することも、お金も必要なく、必要とされるのはただ愛のみです。心（マインド）と五感を制するのは容易なことではありませんが、信愛（バクティ）を通じて神へと到った人は大勢います。多くの人がラージャ ヨーガやカルマ ヨーガといった別の道を歩みましたが、神に到ることはできませんでした。バイクに乗ることもそうですが、どんな冒険も初めは難しいものです。しかし、徐々にうまくできるようになります。バガヴァッドギーターには、「初めに習練ありき」とあります。正しい行いを重ねることによって、人は悪い性質を手放すことができるのです。そうすると、神のことを想い続けることができるようになります。それこそが真の繁栄であり、本当の富なのです。24/4/96



　＊進化

どんなものでも石から植物、植物から動物、動物から人へと進化しようともがいています。人から動物への後戻りをしてはいけません。光り輝く神の方に向かって昇っていくのです。TEOLp75

小さな種が芽を出し、大きな木にゆっくりとなるように小さな善行、耳に優しい言葉、親切な行為が人を進化させ、神そのものとなってゆくのです。SSSvol4p368



　＊神界（ブラフマローカ）

全て偉人とは人間として現れた神である。彼らは神界において一つの世界に属している。ストラバヒニ



    ＊人格

人格は、霊性修行によって決定されます。人の運命は幸運であれ不運であれ、人格によって決定されます。よい行いを常に実践することによって、人格は磨き上げられます。一方、行為の基盤となるものはその人の想念と意図です。想念が心に浮かんだときそれが良い想念かどうか、社会に対し善であるか害であるかを調べなくてはなりません。充分に吟味した上で行為しなさい。

 自分の不運を他の人のせいにするべきではありません。清らかな想念を持ちあらゆる行為を神への信仰を持って行う時、その人に神の恩恵が注がれます。世間の肩書きや名声、財産や家族は、いずれもはかないものです。生きている内に無くなってしまうかもしれません。災難や不運な目に遭えば、肩書きも名声も財産も家族も無くなります。

 もっと大事なことは、皆さんが死んでしまったら、そのすべての関わりは消えて無くなってしまうのです。しかし良い人格、良い行い、アートマの知識、すぐれた徳性は皆さんを助けてくれます。生きている間だけでは無く、この人生が終わった後も強い味方であり続け、皆さんが神に達し、一つになるのを助けてくれるのです。SGc9

    思考は言葉として現れ、言葉は行為として現れます。行為は習慣となり、習慣は定着して人格を形成します。ですから、思考とその習性に気をつけなさい。思考が愛から湧いてくるように、万物に対する尊敬の念から生まれた愛から湧いてくるようにしなさい。なぜなら、すべてのものが神だからです。あなた方は皆、神の化身です。その事実を決して忘れてはいけません。22/11/70

    英知の最終目的は自由になることです。文化の最終目的は完璧さです。知識の最終目的は愛です。教育の最終目的は人格です。人格は誰にとっても絶対に不可欠なものです。善い人格があれば、人生で何でも達成できます。男子以上に女子には平等心と愛情を育てる義務があります。なぜなら女子たちは将来の母親だからです。子供たちの将来は母親の手の中にあります。子供は母親と同じだけ善良になります。ですから、皆さんは善い思いと言葉と行動を培わなければいけません。12/1/89

    人生の流れの中で、もし前に進みたいのであれば、悲しみと罪という押し寄せる波をかき分けなくてはならないのです。子どもから大人まですべての人が、神の愛を獲得するために努力しなければなりません。この神の愛のための苦闘は人間の人格を形作ります。人格とは何を意味しているのでしょう？ それは背丈や体重、強靭な体を意味するのでしょうか？ いいえ、そう考えるのは間違っています。悲しみと困難に妨げられることなく、人は勇気をもって前進し、神の愛を獲得するために困難に挑まなくてはなりません。それが人格の本当の意味です。事実、神はすべての人にこのような人格をすでに与えているのです。不幸にも私たちはこの真実に気づかずにいます。

    「Person／パーソン」（人）という言葉は、神から人に与えられた偉大な神の力、という意味を含んでいます。私たちの祖先はこの神の力を「Persona／ペルソナ」と呼びました。これは一人ひとりの人間に与えられた神の偉大な贈り物です。私たちはこのすばらしい宝を保護することができません。悲しみや困難は来ては去って行く雲のようなものです。なぜそれを恐れる必要があるでしょう？ 私たちは人格の中に、内在する永遠なる神の本質をもっているのです。ですから、潜在する神性を絶えず意識している限り、まったく何も恐れる必要はないのです。勇気と信念をもって前進し、人生の目的に到達しなさい。皆さんが様々な不安の時を経験するのは、このような勇気を教え、神への信仰を強めるためにほかなりません。28/8/04

 知性と共にまた、人格も磨かなければなりません。なぜなら知性だけを用いて社会に奉仕することは出来ないからです。他の人の苦しみを和らげるために、自分の楽しみをも犠牲にできることが、良い人格をつくる上でとても重要だからです。SSSVol10p49

    たとえ三日しか生きられなくとも、あなたの人生は正しい有意義なものであるべきです。あなたの振る舞いは善良で立派なものであるべきです。もし、正しく振る舞わないのであれば、その人の高い地位や身分に意味はありません。もし、自分は偉大な学者であると主張しても、良い性質をほとんど持ち合わせていないのであれば、その人はどんな評判を得ることができますか？ 無学文盲の人ですら、良い性質を持っていれば尊敬を勝ち取ることができます。学位は、人の心〔マインド〕を神にではなく富や会社に向けさせています。人格こそが教育の第一の目的であるべきです。教育を受けた人は、自らの振る舞いと性質のゆえに尊敬されるべきなのです。6/85

   人格が伴わなければ､人は猿以下である。国の権威は、その国の道徳性にかかっている。高い道徳性と人格が真に保たれている国だけが、国と呼ばれるに値する。STPSp32

神を信じる人と信じない人の違いは、本当は信仰よりも、むしろその人の人格によって決まるのです。神を信じる人とは自分自身を信じる人、信念を持つ人のことをいいます。逆に神を信じない人とは、自分自身を信じていない人、信念を持てない人のことを言うのです。困ったときにだけ神を信じ、神に頼る人もいます。そんな人は、困難が過ぎ去れば、神のことを忘れてしまうのです。

 ～神を信じる人の生き方は、成長してから身につけるものではありません。生まれたときから始まるのです。～最初の段階で、執着と憎しみを、欲望と怒りを抑えるように努めて下さい。そうすれば内面から神の摂理が輝くようになります。SGc9



　＊信仰

 我が国の太古の聖賢たちは、神を理解するために深い研究と探求を行いました。最終的に、彼らは、「私は、１０億の太陽の光をもって輝き、タマス（無知の暗闇）を超越した至高の存在を見た」と世界に宣言しました。彼らは、神のビジョンを得るようにと、人間に熱心に勧めました。そのときから、人間は神を信じるようになったのです。しかし、時の経過と共に、人間の信仰心は段々と弱まっていきました。人間は神を信じていないために、悲しみに支配されているのです。25/12/02

    昨今の人々は、信仰が弱まり、信仰を失った人さえいますが、それにも関わらず、誰もが至福を求めています。至福（アーナンダ）は、どんな店でも決して買うことができず、どんな会社にも注文することができません。多くの人が、「どうしたら信仰を育てることができますか？　どのような理由で信仰が生まれるのですか？」と尋ねます。人は、その理由を明確に説明したり、その理由が当てはまる範囲を区切ったりすることはできません。信仰は、それと気づかないほどかすかな確信によって、ハートの中に生まれるものです。人は息子や父親や、夫や妻を信じますが、それがなぜかを説明することはできません。信ずる心は、頭の中で培われるものでも、何らかの外的な原因の結果 として育つものでもありません。1/1/83

    プラフラーダは答えました。「神様のご臨在を疑ってはなりません。もし正しい観点でものを見るなら、父上はいたるところに神様を見つけるでしょう」

この種の完全な信仰は、あらゆる信仰や概念の中で最も崇高であり、神聖かつ甘美です。信仰は人生において最も重要な特性です。信仰という要素がなければ、人生は完全に無駄なものとなります。12/1/89

    人は神の恩寵という助けによって、人生において何でも成就することができます。絶対的な信仰心をもって神の課すあらゆる試練に立ち向かい、自分の義務を果たすなら、必ず成功します。皆さんは海外の帰依者の信仰の深さを知っていますか？海外の帰依者の多くは、プッタパルティに来て、小さな宿舎で暮らします。それでも、とても幸せです。ひるむことのない信仰心の結果であるその幸福感を表現することは、だれにも不可能です。もし、あなたにそのような神への強い信仰心があったなら、あなたがどこにいようとも神はあなたの面倒を見るでしょう。22/8/07

   愛するためには、絶対にまず信仰心がなければなりません。このことに疑いの余地はありません。自分の父親、母親、息子、妻、夫といった相手を完全に信じていなければ、あなたは、そのうちの誰をも信じることなど出来ないでしょう。もし信じる心がなければ、そしてそういった大切な人達のことを信じていなければ、一体どのようにしてその人達を愛せるのでしょうか。あなたは自分が疑っている人を愛せますか。ですから、まず信仰心があり、愛がその後に続くのです。STPSp273

   絶望や失望の様なネガティブな感情に支配されないようにしなさい。神への信仰心を持つのです。あなたに与えられた義務を果たし、どんな状況においても勇気を持ってそれに対処しなさい。そうすれば自ずから良い結果が導かれることでしょう。愛はすべてです。愛は神です。愛に生きない。14/1/06

 信仰心は、体験よりも先に位置するものであり、信仰心があって初めて体験することが出来るのです。体験するには揺るぎない信仰心を持っていなくてはなりません。信仰は基盤です。STPSp273

  社会に奉仕する義務を認識せず、社会の安寧に関心を持たぬ者が、どうして全ての人の幸福を願う広大な願い（信仰）を持つことが出来るでしょうか?～信仰は神の一片．信仰がなければ神を意識することは出来ません。そして又、神を意識せぬ信仰は、アハンカーラ、エゴイズムを生むだけです。21/8/94

真の信仰心は無私の奉仕と愛が結びついたものなのです。SS春86p34

    あなたのハートを純粋にしなさい。世俗的欲望の悪臭に付け入る隙を与えてはなりません。あなたのハートを美徳の芳香で満たしなさい。他の人々の心に毒を注ぐことを唯一の仕事とする邪悪な人の言葉を心に留めてはなりません。ただ単に本を読んだり講話を聴いたりするだけでは、あまり恩恵は得られません。第一に、自分の中に着実な心と神への愛を育てなさい。信仰があれば英知が得られます。22/7/02

   今日、愛は人間の心の中に居場所を見つけることができません。それは、人の心が欲望に満ちているためです。信仰があるところに愛があります。愛があるところに平安があります。平安があるところに真実があります。真実があるところに神がいます。ですから、神への信仰心を育てなさい。22/8/07

   きのう、ある人が私に、どうしたら信仰心を育てることができるかを尋ねました。私は、信仰心とは生き方そのものですと答えました。それは人間にとって自然なものに他なりません。「自分がいる」と感じること自体が信仰心を表しています。自分がいるということは、自分が存在しているということです。いるという感覚（存在感）そのものが信仰を表します。自分が存在していることを信じることができなければ、あなたはこの世に一瞬たりとも生きていることはできません。 28/7/99

神への信仰心の無い人と議論すると、討論や言い争いになるだけで時間の無駄です。CWSSBp99

    すべては神の意志によって起こります。それゆえ、神の意志を知ることは人間の義務です。神の意志を信じる人は守られます。信仰を持たない人は人生を台無しにします。万事において信じることは不可欠です。今の人々は信仰という両眼を失い、盲人のような行動をしています。人は信仰をみずからの両眼のごとく守るべきです。全創造物を維持している根本的な原因はただ信仰のみです。人は信仰と愛によって何でも成就することができます。信仰と愛によって得ることのできないものは何もありません。

     それゆえ、何よりもまず信仰を持つべきです。信仰と同様に、愛はまさしく必要不可欠なものです。信仰と愛を持って、初めて私たちはありとあらゆる方法で向上することができます。信仰は人間にとってとても重要です。信仰があるところには愛があります。信仰と愛の両方があれば、すべてを得ることができます。

     篤い信仰心を持つべきです。信仰がなければ人生は無価値です。篤い信仰心があればすべてが可能です。自分の身体を変えることさえできます。信仰は人間に測り知れない可能性をもたらします。多くの信者は、信仰心はあっても愛に欠けています。愛がなければ信仰はほとんど役に立ちません。愛と信仰は電流のマイナスとプラスのようなものです。したがって、何かを成し遂げるには愛と信仰の両方が必要不可欠です。

    人々の中には、自分の願望が叶えられたときだけ信仰を育てる者もいます。そして、願望が叶えられなかったときには信仰を失うのです。願いが叶おうが叶うまいが、篤い信仰心を持つべきです。しっかりと確実に信仰を保持すべきです。もし堅く信仰を持ち続けたなら、どこまでも向上することができます。信仰があれば、盲人であっても目が見えるようになり、唖者であっても話せるようになります。それゆえ、疑いに余地を与えてはなりません。26/12/07

    真理を実感認識することが、サークシャートカーラ（神を実感認識すること）です。それゆえ、真理への信仰をもつようにしなさい。疑いなく、人々は信仰心をもっていますが、その信仰は揺れ動いています。信じるとおりに、結果はなります。もし、絶対的な信仰心をもっていれば、結果はすべての面において必ずよいものとなります。困難に直面すると信仰心を失いがちになります。何を失ってもかまいませんが、信仰心だけは失ってはなりません。信仰心を自分の命と考えるようにしなさい。これが、皆さんがたどるべき道です。皆さんは、自分の両親が自分の親であると強く信じています。あなたの両親はあなたの親ではない、と千人の人が言ったとしても、あなたはそれに同意しないでしょう。神に対してもそのような絶対的な信仰心をもたなければなりません。神に対する皆さんの信仰心は絶対的なものであるべきです。皆さんは多くの困難や苦しみに出会わなければならないかもしれませんが、信仰心は強く持ち続けるべきです。22/8/07

    あなたが神を強く求める時、信仰心を持ちます。お腹の空いていない人はどんなに美味しいご馳走も美味しいと感じることはないでしょう。真善美pt2p123



　＊人口

今日どうして人口が爆発的に増大しているかと言えば、それは人々の誤った行為のせいである。人々のその小さい胃袋を満たすために、神は沢山のものを人々に与えている。神は大量の米、大量のフルーツ、大量の小麦などを創造した。これほど沢山の食料があるのに、人々は肉や魚を摂る。そしてそれらのものを殺して食べて人の身体の中に取り込まれると、それらの魂は、人となって生まれ変わってくるのである。SSIB1977p,182

  太古の人々は、神は遍在であるという完全な信仰を抱いて神を憶念し、礼拝したものでした。我々の太古の聖典によれば、神々の数は三千万にのぼると言われています。この神々とは誰のことでしょう？ それほど多くの神がいるのでしょうか？ 実はそれらの聖典が書かれた当時、世界の人口は三千万だったということです。この声明は、一人ひとりの人間を神の存在と見なして為されたのです。「サハッスラ シールシャー プルシャハ」（神には何千もの頭がある）という声明は、それより以前、世界人口が千人単位であった時のものです。今、世界の人口は五十八億です。その一人ひとりが皆、神性の具現です。人は皆、神の化身です。なぜ人はそれほど神聖で貴重な、人としての生を浪費しているのでしょうか？ 神は特別な姿を取って、自分とは別に存在しているなどと考えるべきではありません。2/4/2003



　＊人口のバランス

第二次大戦の際、ヨーロッパでは幾百万人の男性が兵士として戦死しました。戦争が終わって二年後に生まれた赤子は圧倒的に男の子が多かったのです。理由は何か?それは人口比率において男女のバランスを維持する必要があったからです。バランスが失えば人類は絶滅するでしょう。バランスを維持する力は神の意思です。21/5/92



　＊真実

    真実だけを話すようにすると､最初の内は、色々と難しいことも起こるでしょう。どんな困難に出会っても､ただ真実だけを話す道を守っていればいつかは悦びや幸せと共に真実の得に満たされるようになり、どんなに辛いことがあっても必ず乗り越えられるようになるでしょう。だからこそ、クリシュナはギーターの中で人間が幸せになるには､いつも真実を守らなければならないと教えているのです。真実は人生の最高の道なのであり,真実の道だけが世の中に正しい行いを広めていくのだとクリシュナは言うのです。SGc26

真実を語りなさい。喜ばしく語りなさい。こう言えば聞き手に歓迎されるからという理由だけで、聞き手の支持を勝ち得るために真実でないことを語ってはなりません。もし真実を語れば悲しみや痛みをもたらすことになるなら、黙っていなさい、ということです。これは日常生活における真実の誓いです。

あなた方の語ることに偽善や歪曲（わいきょく）があってはなりません。喜ばしくない真実と、喜ばしい嘘の両方を避けなければなりません。シュルティ〔ヴェーダ〕が述べているように、サティヤは神自身です。「サッティエー サルヴァム プラティシティタム」――このすべては真実という堅固な土台の上に建てられている、とヴェーダは述べています。ですから、これらの組織でのあなた方のやり取りが、嘘によって汚されないよう気をつけなさい。真実は私の本質であり、私の使命であり、私のメッセージです。私の名前を冠した組織は、厳格に真実を貫かなければなりません。20/12/67

真実を語ることによって、何らかの危険が生ずる可能性があるときは、沈黙を守りなさい。12/3/02



　＊信者

私は決して真の信者に話しかけない。それはどうしてだか分かりますか?私は彼らが私の名を愛で持ってメロディのように唱えているのを邪魔したくないのだ。それは私にとってまるできれいな音楽のように聞こえるのだ。もし私が彼らに話しかければ彼らのナマスマラナを邪魔することになるので、したくないのだ。人が初めてダルシャンに来たあと、何度もここに戻ってくる者は数多くの過去世で私となんらかの関係を持っていた者だ。それ以外の者はここに来られない。たとえ来ようとしても来られないか、来たいという欲望がない。

   私は、この肉体から離れる前に、私の持っている霊的資産を真の信者に平等に分け与えるつもりだ。私は信者が何かを望んだらそれを拒むことなど一切しない。モクシャを望むものに対してもそれを与えるつもりだ。それはいつも私の手の中にあり、天国にいるような甘い体験ができる。とは言っても、そんなに簡単に人々にモクシャを与えることはよくない。P, 295 ANDI

神の信者も信者でない人も、その人の感じ方や信条について言っているだけです。神からすれば、いつも良い心のままで、良い言葉を語り、良いことをしていればたとえその人が神を信じていなくても、神はその人を大切にするでしょう。SGc9

    　 こんにちの帰依者たちは、プラフラーダとまったく対照的です。彼らの信仰心はとても弱いので、ほんのささいな困難に遭うだけでも心が乱れてしまいます。彼らは疑いを抱き始め、完全に信仰を失ってしまうのです。信仰（ヴィスワサ）を失うことは、生命の息吹（スワサ）そのものを失うことに匹敵します。いかなることがあっても、人は、微動だにしない信仰を持って自分の霊性修行を続けるべきです。これこそが真の帰依のしるしです。

  帰依は、単にバジャンを歌ったり、儀式を行ったり、神の御名を唱えたりすることではありません。あなたは、ハートの中にしっかりと神を安置しなければなりません。あなたは、世俗的欲望が心に付け入る隙を見出さないよう、注意すべきです。すべての欲望を、英知の炎の中で、完全に焼き尽くして灰にしなさい。あなたの中に、たとえひとかけらでも世俗的な性質が残っていれば、それは何倍にも増えてあなたに道を誤らせるでしょう。よこしまな振る舞いや悪い習慣から自由になるには、自分の中に毛ほどの欲望もないように気をつけなさい。

  ところが、カリ（暗黒）の時代の影響で、帰依者たちですら、心を欲望で満たすようになっています。欲望は、悪臭を放つ豚にたとえることができます。豚の悪臭は、離れたところからでも耐え難いものです。そうであれば、どうして人は、心の中にあれほどたくさんの「豚」の存在を許しているのでしょうか？22/7/02

   如何なる者をも憎まぬものこそ、至高の神が愛しく思う信者です。どんな人をも憎まず、悪い仲間には近づかず離れていなさい。邪悪な人と付き合えば心が汚れます。悪い人と付き合ってはなりません。心は束縛の原因ともなり解脱の原因ともなります。心を神に向け無執着をつちかいなさい。心を俗世間に向けるなら、執着心が増大します。欲望は人生という旅に不必要な荷物です。

 欲望を完全に捨てきることは不可能なことですが、せめて欲望を最小限にとどめなさい。人ー欲望＝神です。欲望を、食べ物、衣服、家等の生活の維持に必用なことのみに限定しなさい。過剰の欲望を持てば心が落ち着きません。どのような仕事であれそれらを神への捧げものとして行うならば何ひとつ悩み事は湧き上がりません。これが真の霊性修行です。11/4/94

    「あなたは(ここに)来て、それから帰宅途中の電車の中で考えていましたね。『なぜ スワミはこのようなことをなさるのだろう? スワミに愛はないのだろうか? スワミの愛はどこにあるのだろう? まったく愛がない! 』そのようにあなたは心の中で考えていました。これがあなたの最初の思いです。そして二番目の思いは、『ああ! スワミは最善をご存知だ! スワミはどうすればよいのかご存知だ。どうして私がスワミに疑 問を持つことなどできるだろう? 』そして、あなたは自分自身を慰めました。しかしな がら、そこには理解がありませんでした! あなたは理解することなく自分を慰めたの で、悲しかったのです」

 スワミは続けておっしゃいました。

「今日、私はあなたに伝えるために来ました。あなたは最初の思いを持つべきではありませんでした。あなたの二番目の思い、『スワミはすべてをご存知だ!』「今日、私はあなたに伝えるために来ました。あなたは最初の思いを持つべきではありませんでした。あなたの二番目の思い、『スワミはすべてをご存知だ!』 を、最初に思うべきでした。私に疑念を持ったあなたの最初の思い、『なぜスワミはこのようなことをなさ るのだろう? 』は取り消されるべきでした。

  私に疑 念を持つことなど、誰にもできません。理想的な帰依者は何も問うべきではありません。あなたの二番目の思い、『スワミはすべてをご存知だ!』が正しい思いです。それであなたの仕事は完結し、あなたは理想的な帰依者になります!ですから理想的な帰依者になるためには、グルに一切問うてはなりません!」ラニマーとの会話

      神を信じる者で滅びた者がいたでしょうか?16/9/94

肉体を持つ彼がいかにして霊妙な意識を体験することが出来たのでしょうか?それは、物質で出来た身体を持たなければ、霊妙な我（チンマヤ）を体験することは出来ないのです。神と人の霊は異なるものではなく結びついているもので離すことが出来ない、という認識はどのようにして得られるのでしょうか?実は神と人の霊は実体と影のように結びついています。～この真理を認識出来るかどうかは、信仰の重要なしるしです。バクティとは奉仕という意味です。それはまた恐れを伴った友情をも意味します。

 恐れがなければ、友情は堅固ではありません。～人は信者である時うやうやしい態度を示し服従します。単に友として扱われ、信者とみなされないならば、その人は自分のしたいようにふるまうでしょう。二者のバランスを保つために、クリシュナはアルジュナを、友であり信者であるものと言ったのです。21/8/94

「あなたの写真を見るだけで満足している信者もいます。」と問うと、スワミは「それが本当の信仰心なのだよ。その者は長年神を見て神と言葉を交わし神に触れてきた者より高いレベルにいるのだよ。」と言われた。p144 ANDI

     神は信者によってのみ理解しうるものです。又、信者も神によってのみ理解してもらえるのです。他の人々には信者のことをわかってもらえません。それゆえ、神の信者でない人と神について議論をすべきではありません。そのような議論を重ねることによりあなた自身の信仰心が損なわれることになります。CPMp335

    一度あなたが何か良いことをしようと決意したならば、いかなる理由があれ決してそれを覆してはなりません。あなたの命と置き換えてもそれを実現しなさい。それが真の信者の印です。SS1/94/p17

    近頃、自分は信者だと名乗りながら、信者としての行動を取らない人達が大勢います。今求められているのは、自らの言葉を忠実に守る人です。そうして初めて人は神の恩寵を得るにふさわしい者となるのです。ただ神を拝めるだけでは何の役にも立たないのです。人の姿を取った神によって定められた教えを理解し、それに従って行動しなさい。16/8/87

 世界中で、いわゆる帰依者と呼ばれる人々の数は増えています。今私は、いくつかの大事なポイントを皆さんに伝えるための時節が到来したと感じています。皆さんのハートに湧き上がる感情は、ガンジス河の水源地の水と同じくらい純粋でなければなりません。言葉だけでは充分ではありません。必要なのは行動です。思いと言葉と行動が一致していなければなりません。思いと言葉と行動が一致しない人はよこしまな人です。人間は人間について研究するべきです。こんにち私たちは、非真実の行いや、不正な行い、それに暴力的な行いの中にしか、思いと言葉と行動の一致を見かけなくなりました。崇高な思いを抱き、有徳の行いに携わるべき人間が、それとまったく逆のことをしています。

　中には、サイの名前を使って商売をしている人々がいます。彼らは、サイの帰依者を装って他者を騙しています。私は、そのような行動には賛成しません。彼らは帰依者などではありません。彼らは、国の内外を問わず、様々な場所に行ってサイの名前を使って金集めをしています。それは重大な犯罪です。私はただの１パイサも人に求めません。私は、決してそのような商売を承認することはありません。もし誰かが、そのような世俗的な意図を持ってあなたに近づいてきた場合は、それが誰であれ、すぐに出て行くように言いなさい。霊性の領域に商売が侵入するのを許してはなりません。人は、自分の家族を養うためには、自分の好きなことをして良いでしょう。しかし、誰一人として、サイの名前を使って商売をすべきではありません。

 ところが、不幸なことに、そのような活動が増えてきています。多くの村々で、人々が個人的な利益のためにサイの名前を誤用しているのを見かけます。このようなことは、アメリカ、イギリス、日本、ドイツ、シンガポール、マレーシア等々、多くの諸外国でも起きています。そのような悪い人々と関係を持ってはなりません。あなたの心を純粋で神聖に保ちなさい。そうしなければ、あなたは生ける屍と同じになってしまいます。そのような人々を尊敬してはなりません。彼らの葬儀を執り行う方が良いのです！22/7/02



　＊神性

人として生まれて来た本来の目的は､おのおのが生まれもって持っている神性さを体現さすことです.SS10/94p268

    人間の体を持って生まれるという類まれな幸運を得たからには、人間特有の卓越性を顕現するために、そして、その顕現の結果としての神性そのものを獲得するために、つねに努力を傾けるべきです。神性が得られたならば、他には何も得る必要はありません。神性を見ることを勝ち得たならば、他には心に思い浮かべる必要はありません。神性を愛するならば、それ以外の一切には愛ほどの価値はないことが見えるようになります。他のものはすべて、ごみであり、がらくたです。神性を知ったなら、すべてを知ったのと同じです。29/2/84

    万物に浸透する意識は、神性と称されています。神性はすべての生物に内在するとも言われています。しかし、その遍在する神性を見た者は誰もいません。広大無辺な者を瞑想し、悟ることができるのは人間だけです。実のところ、人間の生命そのものが神の力の顕れなのです。しかし、人々の中にはこれを認めない者もいます。

     神性はあらゆる生物の内に顕現しています。同一のアートマ タットワ（アートマの原理）が、人間の内だけでなく、宇宙の全生物の内に存在しているのです。しかし、この真理を悟るには、純粋で無私の心（ハート）を持っていなければなりません。この真理を悟るためには、誰も皆、絶えず神を黙想していなくてはなりません。そうすることによって、心は純粋で平安になります。その段階に達した瞬間に、必ず神は、はっきりと、あなたの内に顕れます。これが皆さんのサーダナ〔霊性修行〕でなければなりません。9/10/05

    人間は意識が肉体化したものです。人間には活動性があり、知性があります。そのような人間が、人間的価値を忘れて人間として相応しくない生活を送れば、社会から非難されるということが分かりませんか。人間は神性の８５％を持っているのに対して、動物は１５％の神性しか顕在していません。

 自らの神聖さを悟り、体験するチャンスを持っているのは人間だけです。高いところから落ちた石が、目に見えない引力によって地面に落下するように、目に見えない価値や美徳が人間を導くべきです。しかしこれには、決意が必要です。STPSp195

 私たちの思いでもって､他の人々の病を癒やすことができる。良い思いを持てば良い人々との友人関係を築くことができる。良き仲間と一緒になることによって神性さを目覚めさすことが出来る。SS8/1993p213

        皆さんは、悪魔の性質を身につけることを避け、本来の人間性を開花させなければなりません。人間性を伸ばし、そこから、神性のレベルに上がりなさい。いつも3つのことを覚えていなさい。それは、一体性、純粋性、神性です。一体性とは人類が一つであることを意味します。人類に一体性があるときに、神性は表出するのです。10/2/05

    私の祝福を受け取りなさい。ヴェーダーンタ哲学を広める最善の方法は、それを生きることであり、他に王道はありません。 神に生きなさい。すべては正しいのです。他の人々も神に生きるようにさせなさい。すべては必ず良くなります。この真理を信じなさい。あなたは救われるでしょう。 

　最も高等な人間だけでなく、最も下等な虫もまた、同じ神聖な性質を宿しています。虫は神性がマーヤー（迷妄）によってより多く覆い隠された下等な姿なのです。マーヤーに隠されている部分が最も少ないのが、最も高等な姿〔人間〕です。万物の背後には同一の神性が存在し、そこから道徳の原理が生じています。 あなたの神性を明言しなさい。完全な無意識状態に没入すれば、突然、小さな水泡がはじけ、それは自らが大海全体であることを悟ります。あなたは全体であり、無限であり、すべてなのです。あなたは神性そのものです。聖なるものの中で、最も聖なるものなのです。あなたにとって世界はもはや世界ではありません。あなたはすべてのすべて、言葉で表現できない最高の力であり、誰にも、どんな心にも、それを描写することはできません。あなたは純粋な「私」("I am")であり、それがあなたです。天国はあなたの内にあります。感覚の対象物の中に幸福を探してはなりません。その幸福は、あなたの内にあることを悟りなさい。 ND手紙



　＊神聖なエネルギー

各人は神聖なエネルギーを与えられています。それを正しい目的の為に用いなさい。良心の命ずるままにしたがって、力を正しく用いねばなりません。良心が満足する時、エネルギーは神聖化されます。今日人々は神聖なエネルギーを利己的な目的の為に誤って用いています。18/12/95

 全宇宙に神聖なエネルギーが充満しています。この偏在のエネルギーを経験するためには、一定の霊性修行をする必要があります。その一つは、あなたが何をしようが、何を認知しようが、何を体験しようが、そこに神を見ることです。21/11/95



    ＊神聖な道

神は人間に、身体、心（マインド）、理知、心の要素（チッタ）を授けました。青年は、健康な身体、強靭な心、熟慮することができる鋭い理知を与えられていますが、それらを誤用しています。青年は、神を思ったり、手足を適切に使用したりする代わりに、感覚を誤用しています。これは大きな過ちです。青年の年齢において、人は、身体、心、理知の力を正しい用途に使うべきです。正しい用途とは何でしょうか？ それは神聖な道を歩むことです。目が与えられているからといって、すべてを見る必要はありません。よいものだけを見るようにしなさい。他の人々の批判や不必要なものを耳に入れてはなりません。他者の批判を聞いたり悪いものを見ることは、大きな罪です。悪を見たときのみに悪が身につくのです。私たちは、よい言葉を聴こうとする代わりに、悪い話に耳を傾けています。

    スールダースは盲目でした。しかしスールダースは、絶えずクリシュナ神の御名を唱えていました。それゆえクリシュナ神は、スールダースにダルシャンと人生の成就を与えました。なぜ神はあなたに舌を与えたのでしょうか？ 一切合切すべての味を楽しむため、他の人々の悪口を言うためでしょうか？ いいえ、そうではありません。舌は神の栄光を歌うために与えられました。神の栄光を聴くこと、神の栄光を歌うこと、神を憶念すること、神の蓮華の御足に奉仕すること、神を崇敬すること、神仏の像を礼拝すること、神の召し使いとして奉仕すること、神の親しい友となること、真我なる神に全託すること。人間はこれらの礼拝の方法（信愛の道）を実践することによって神を実現することができます。27/1/07



　＊人生

ある意味で人生は、朝、昼、夜という三つの時期に区分することが出来ます。朝は両手両足を地面につけて這って歩く四つ足の幼児期です。昼は二本の足で歩く二本足の青年期です。夜は弱った二本の足を補助する杖をついて歩く三本足の老年期です。禁欲生活｛学生期｝は三階建ての建物の土台であり、その上に家長期という一階、林住期という二階、遊行期という最上階が建てられます。このように屋敷の土台は学生期です｡

 人は五十才になるまでに、五つの行動期間を完全に制御し、六十才までに欲望、怒り、貪欲、迷妄、傲慢、嫉妬という六つの弱点をすべて克服していなければなりません。弱点を克服すれば七十才には、七聖仙の一人のように、七つの音、七つの海のように尊ばれます。八十才にはヨーガの八段階をたどり終え、八方位を司る神のように輝きを放ちます。九十才には九つの信愛の道をたどり終え、九つの貴重な宝石のように光り輝きます。百才には五つの知覚器官を支配する者となり、神性を完全に体験し、神となります。STPSp250

    人は自分に体が授けられている目的を忘れつつあります。夜明けから日暮れまで、人はずっと利己的なことを追い求めています。人は私心のないこととは何を意味するかをよく理解していません。人は現象界を唯一の実体であると思っています。6/5/96

    人生は四階建ての家です。ブラフマチャルヤ（禁欲者）〔学生期がくしょうき〕の段階がその家の土台です。その後のグルハスタ（家長）〔家長期〕が二階です。次のヴァーナプラスタ（家長としての生活からの引退）〔林住期〕の段階が三階です。最後にサンニャーサ（放棄者）〔遊行期〕の段階があり、これが四階と見なされます。このように、ブラフマチャルヤが人生の他の三つの段階の土台なのです。他の三つの階の安全と保障は、土台、すなわちブラフマチャルヤの強固さに依存しています。このように、ブラフマチャルヤは基盤となる土台なのです。23/8/95

    教育の目的を、人生と、生計を立てるための両方に置くとき、初めてあなたの教育は意味のあるものになります。ですから、すべての人は人生の目的を頭に描いておかなければなりません。「私はMBA（取得が難しいとされている経営学修士号）の試験に合格した。私は多くの学位をもっている」と考えて自分の成功に有頂天になることが何の役に立つでしょう。これらの学位は正しく使わなければなりません。

    人間だけが自分の人生の目的を理解する能力をもっています。もしあなたが、「私はこの世に生まれて教育を受け、お金を稼いだ。銀行に十分な預金があり、子どもたちには十分な教育を与え、より高い教育を受けさせるために海外に留学させた。」と考えて満足しているとしても、こうしたことだけが人生の目的なのではありません。あなたはなぜこの世に生まれてきたかという目的を決して忘れてはなりません。残念なことに今日、あなたは人生の目的を忘れてしまい、無意味な行動にふけっています。あなた方は生きている限り、最後の息を引き取るまで、平安を感じていなくてはなりません。あなたは真理と永遠の至福を手に入れるべきです。23/11/04

    人間が生まれてきた究極の目的は、自分の本性を悟ることです。本当の自分を悟ることが不死への道です。人生はこの世と神の間の架け橋です。アートマ（神なる自己）と対話するための唯一の手段はプラナヴァ（オーム）という言語です。純粋で永遠なるアートマが入っている、肉体という骨と肉から成る衣服を着ているせいで、人は自分の幸福は物理的な環境の中にあるものと想像しています。これは妄想です。24/7/83

  たとえ人が神を求めようとしなくても、少なくとも、シャーンティ、サントーシャ、スカム、スワタントラ、すなわち、平安、喜び、幸福、独立を求めることはできます。今、人はこれらのものさえ求めていません。どうしたらそれらを手に入れることができるかを学ぼうともしません。こまは休む間もなく回り続けます。人間もずっと骨を折って働き続け、その繰り返しから解放されることもありません。今手にしている平安と喜びは、束の間のものであり、今ここにあったと思っても次の瞬間には消え去ってしまいます。苦しみは喜びを消し止めてしまいます。喜びとは、苦しみのないことに他なりません。地上で重荷を背負い、何年も何年も大量の米と小麦を消費して、自分にも他人にも喜びと平安という見返りがないままに、なぜ人は何年も生きなければならないのか？

    ペトロマックス〔圧力式ランタン〕の明かりは、ポンプでせっせと空気を入れて初めて明るく光ります。あなたの光は弱く、ほとんど消えているに等しいのですから、それと同じようにせっせと空気を入れなさい。つまり、霊性修行に精を出し、あなたの心をもっと輝かせて、あなたの近くにやって来たすべての人にその光を広げなさい。19/2/66

   あなたが何をするにせよ、それはあなたの自己自身の満足の為であり、他の人の為ではありません。そしてその自己とは神であることを理解しなさい。あなたは人生という劇で自分の役をうまく演じなければなりません。スワミが演出家であなたが俳優です。願望成就を祈ってはなりません。神と共に、そして神とのみ在るようにと祈りなさい。そうすれば、他のすべてがあなたに与えられるでしょう。常に謙虚で礼儀正しくありなさい。STPSp250

    人の四分の一を知識の獲得に費やし、残りの四分の三を善い思考と善い行いの人生を送ることに費やすなら、あなたの人生は聖化されるでしょう。1/12/84

 暑さと寒さ、損と得のように対立する様々なものは、他のすべてのものと同じように、それぞれが世の中に役立っています。どんなものも目的があってこの世に生まれたのです。そのすべてを、自分の人生のために、自分の成長の段階にふさわしく、正しく活かしていくことが大切なのです？SGc2

 世俗の世に生き、世間的な事柄にかかわる人にとって、正と邪、真理と非真等の対立している二元から避けて通れません。世俗の暮らしをしている以上，二元を逃れることは不可能です。平安と安全を苦楽の内に見つけねばなりません。喜びは悲しみと裏表の関係にあります。楽しみは二つの苦痛の合間にあります。人生は光と影の結合です。悲しみがなければ幸福もありません。暑い太陽に照らされて歩めばこそ、涼しい木陰を楽しむことが出来るのです。人生は常にこのような具合ですから、楽しみだけを享受するのは不可能です17/2/96

 人生は、「私は召使いである。」という立場から始めるべきです。「私は誰か。」という絶え間ない問いで人生を満たしなさい。「私は神である。」個我と、神は同一であるという完全な悟りを開いて人生を終えなさい。これが正しい生き方です。人が本来必要としている幸福と平安は、この俗世界には存在していないことを悟るべきです。STPSp92

 時は早く過ぎ去り、人の寿命は氷の塊が溶ける様に、刻々と無くなっていっていることに気付くべきである。人は自らの人生に幕を下ろすときでさえも、未だ自分がやらねばならなかった基本的なことでさえ見つけられていません。何が義務なのでしょうか？それは、人生の目標を見いだすことです。人は、富、快適さ、地位、幸せ、を探し求めています。それらは、結局のところ何だというのでしょうか？人がそれらの世俗的な幸せのみを求めることによって、神からの祝福を得られなくなっているのです。それらの、一時的なはかない物質的な喜びが、いったい何だというのでしょうか？SS8/95p199

 皆さんの頭の中は、世間のどうでも良いような話題でいっぱいになっています。まずそれを空にして下さい。そうしてはじめて、神聖な気持ち、神聖な思いで満たされるようになります。沢山の人が目的の無い道を歩み､無意味な人生を歩んでいます。泣きながら生まれてきて､泣きながら死んでいくのです。

 その間どうでも良いようなことで泣いたりわめいたりしています。皆さんはダルマの衰えを目にして涙を流すでしょうか。ダルマが衰えた時こそが､泣くに値するときです。力の限りを尽くしてダルマの衰えを改め、ダルマの衰えによって傷ついた部分を癒やしてあげなさい。SGc13

   すべての人が、またすべての生き物が、平安と幸福を得ようと努めます。誰もが人生の目的を知ろうとしています。しかし、人々はその努力に成功することができないでいます。強い決意をもって、目標に到達するまであきらめない人は、百万人に一人です。限りある命をもつ普通の人は、それが自分の手に届かないものだと考えて、全くこの方面の努力をしません。彼らは、物質的なその場限りの快楽を追及することに一生を費やします。彼らは、衣・食・住こそが人生の三大目的であると勘違いしています。その人生は、妻子を中心としたものになっています。彼らは、人生にはこれよりも高い目的があるということに気がつきません。23/11/02

    今日、人間は人生の目標を探求しません。人生の目標を知ろうと努める代わりに、人間は自分の世俗的生命を心配しています。動物や昆虫でさえ、自分たちの世俗的生存に関心をもっています。生命の秘密を知ることは大事なことではありません。人は、人生の目的を知らなければなりません。それはとても大事なことです。私たちの人生の目標は、アートマの原理に象徴された真理に他なりません。人生の目標を探求する代わりに、人間は生命の秘密を知ろうとしています。それは不毛な努力です。これを知るためには、何度生まれ変わっても十分ではありません。あなたの心を人生の目標に定めなさい。生命については心配する必要はありません。1/3/03A

    人は、はかない物事の追求に深く捕らわれて人生を過ごします。人は、人生の各成長段階に特有の無益な思考に心を奪われます。そして人生の最後に、自分は貴重な人としての生を、実にくだらないことを追い求めることで浪費してしまったと気づくのです。これが人間の本性なのでしょうか？ 人間が人生で学ぶべきことはこれなのでしょうか？ これらの活動は、水の泡のような束の間のものです。それが人に永続する幸せをもたらすことはできません。そうした取るに足りないことを追い求めることで自らの時間を費やすことは、愚行にほかなりません。7/10/05

    あなた方は皆、神の愛の入った宝箱です。愛を分け与え、愛を広げなさい。奉仕の行為、思いやりの言葉、同情の思いによって、愛を表現しなさい。あなたが眠りから覚めた時、一連の出来事は夢の中では何年にもわたるものであったけれども、その夢は数分の出来事でしかなかったことがわかります。それと同じように、あなたが短い「人生という夢」を見た後で英知に目覚めた時、人生は束の間の出来事であったということがはっきりとわかるでしょう。

いつも喜びに満ちていなさい。そうすれば、死が訪れた時、悲しんで泣き言を言いながらではなく、軽く笑って人生という舞台をはけることができるでしょう。私は、あなた方がその至高の喜びを自分の永続的な所有物にできるような生活と活動を作り上げることができるよう祝福します。7/7/68

   あなたが人間として生まれた目的は何でしょう？ それは、ただ食べて、ぶらぶらして、お祭り騒ぎをすることではありません。あなたは愛の原理を悟るために生まれたということを理解しなければなりません。もし愛があなたのハートに開花するなら、あなた自身がパラマートマ（神）になるでしょう。ここかしこに神を探す必要はありません。神はあなたの中にいます。神は愛の姿をまとっています。人間は、自分の生まれ持った神性を認識しない限り、二元性から逃れることはできません。あなたの愛を拡大するようにしなさい。愛に生きなさい。27/1/04



    ＊真善美

       自然界の美しさは神の美しさの反映にすぎません。しかし、あらゆる写像がそうであるように、それは実在しません。花は朽ち、雲は散り散りになって新しい形となり、身体的な美貌はほんの一瞬のものにすぎず即座に消えてなくなります。一方、神の美は永遠で、完全で、囚われることなく自由です。そのスンダラム〔美〕はサッティヤム〔真理、真実〕であり、時間の経過に影響されることも、場所と共に変化することもありません。そのスンダラム〔美〕は真のシヴァム〔吉兆、善〕であり、それは神のみです。下等な肉体美の追及は、人に道を誤らせます。それは取るに足らない喜びの追求と同様に、災難をもたらします。25/10/72





　＊神像

普通の家庭では、神像の大きさは５センチメートルを超えてはならない。それより大きい神像を持っている場合はきちんと手順を踏んだプージャやナイヴェーダを毎日しなければならない。これが私が人々に小さな神像を与える主な理由なのだ。P271ANDI



　＊心臓

心臓移植に関して警告します。手術は容易かもしれません。しかし移植の為の心臓を手に入れることは容易でしょうか?移植された心臓は、暫くは役に立つかもしれません。しかし神から授かった心臓より長持ちせず、良く働きません。心臓移植および角膜移植に関しても一言注意しておきます。心臓や角膜の提供者の人格についても考慮せねばなりません。太古の医者は、患者の治療に際してこの要素を考慮しました。好ましくない履歴を持つ者の心臓を移植するよりも、患者自身の心臓を治療する方がずっと良いのです。心臓は最も重要な器官です。心臓を健康な状態に保つためには、思いが健全でなくてはなりません。

  良い思いは、薬品よりもっと効果があります。あなたがた医師が、金持ちの患者から料金を受け取るのは差し支えありません。しかし貧しい人には無料で診察しなさい。一週間の内一日を教義や国籍に関係なく、人々の為の無料の医療奉仕に献身しなさい。そのような奉仕はあなたに自然にわきあがる歓喜を与え、あなたに神を経験させます。18/12/1995

    心臓には血液を体の他の部分に送り出す能力があります。心臓はその機能を超えられません。神の創造物において、皆さんは体が自らの心臓のために一定量の力を必要とするのに気づくでしょう。心臓の有する方法や限度を超えて体を鍛えようとすれば、心臓は機能できなくなります。これが、心臓病が増加している原因です。人は自分の体を鍛えて巨大な岩のようにしたがります。哀れな心臓に何ができるでしょう？ 教育を身につけた人々の間にさえ、心臓病は大きな害を与えています。心臓病を専門とする医師たちでさえ、その犠牲者となっています。医師は、ありとあらゆる人に「健康は財産ですよ」と忠告を与えます。ところが、自分の体には忠告を与えていないのです！8/10/83

   生まれつきの心臓病を予防する薬があります。例えば、母親にさまざまのビタミンを与えると、胎児の心臓が丈夫になります。母親に対して一定の産前教育を施し、必要な薬を与えなくてはなりません。21/7/93

 心臓疾患の主な原因は急ぎ・悩み・カレーを取ることです。カレーとは、脂っこい食物という意味です。心臓疾患は菜食主義者に比べて非菜食主義者に多いのです。その理由は、非菜食主義者の取る食事には脂肪分がハイパーセントで含まれ、血液中のコレステロールが増加するからです。悩みは高血圧を引き起こし、急ぐことは糖尿病を生じさせます。高血圧と糖尿病は、双子の兄弟のようなもので、一人は内部の心臓に作用し、もう一人は外部の血液に作用します。6/2/93



　＊信念

霊的英知は他人から与えられるものではなく、自らの内から開花するものでなくてはなりません。各人は自らの努力によって信念をつちかわねばならないのです。信念を欠く者は自ら神から遠ざかります。信念の欠如はその人の過去世における行為が原因です。11/92



　＊真の愛

何ものに対しても嫌悪する心が少しも無く、生きとし生けるものに対して常に親しく慈悲深いこと。一切のものに内在する神聖を認めるとき、その人は、真の愛を持つ人といえる。6/85

このような真の愛を持つもののみが、人間と呼ぶに値します。真の愛と徳を持たぬ者は、ただ人間の姿をしているだけです。6/01

    神はあらゆる属性を超越しています。愛にも同じことが言えます。しかし、人は愛を世俗の人間関係と結び付けることによって、愛に条件を付けて制限し、人生を無駄にしています。人は愛という神聖な言葉を、母と子、妻と夫、兄弟、友人、親族といった人間関係を説明するのに使っています。生まれる前、誰が母親で誰が子供でしたか？ 同様に、結婚する前、誰が夫で誰が妻でしたか？ 母と子、妻と夫、兄と弟、姉と妹、友人同士、親族間等々の間に存在する関係は、肉体を基にしたものです。身体的な関係は、愛の言葉の本来の意味においては、愛とは呼べません。本当の愛は、与え受け取るという、やりとりをしません。現代人の帰依者の多くは、「ああ神様、もし私の願いを叶えてくださったなら、私はあなたにココナッツを１０個お供えしましょう」などと祈ります。また、不潔な毛髪を差し出して、とても大きな願いごとをします〔頭を丸めて南インドのティルパティ寺院の御本尊に供えると願い事が叶うと信じられている〕。このようなものが信愛と呼べますか？ いいえ、まったく呼べません。差し出すだけで何も見返りを期待しない人が、真の帰依者です。真の信愛の印は、全託です。16/7/00

 利己的で自分本位の人は神への信愛が揺れ動きます。ハートの底からの信愛は決して変わることがありません。SS11/92



　＊真の信者

良いことを一旦なそうと誓言したなら，如何なる環境におかれようとも、それに背いてはなりません。命をかけても誓言を成就しなさい。それが真の信者の印です。19/10/1993

   真の信者は、いつも微笑んでいるはずです。喜びが溢れ出ています。その喜びこそが、彼が自らのうちにある神聖さを体験したという証なのです。あなたが幸せで無いというのは、まだあなたがその神聖さを体験した事が無いからなのです。8/93p203

  いわゆる帰依者と呼ばれる人々のうち、約９０％は、実は欺瞞に満ちています。昔は、今とはずいぶん様子が違っていました。帰依者の数は少なかったのですが、彼らは皆、純粋な帰依者たちでした。

 最近は、帰依者の姿を装う、利己的な意図を持った詐欺師たちが多すぎます。彼らは朝一番に額にヴィブーティを付けて首にスカーフを巻き、帰依者を装って自由にあたりを歩き回ります。そのような偽の帰依者たちよりも、食べ物を捜し歩く野良犬の方が優れています！22/7/02



　＊真の知識

真の知識とは、自らの内的な精査と内的なヴィジョンから生まれるものであって、それ以外のものはただの無知である。SSIB93p14



    ＊真の私

自分を体や肉体的な特徴と同一視している限り、人はサット・チット・アーナンダを求め続けるでしょう。「私」の本性を発見すれば、他には何も求めなくなります。そして、自分はサット・チット・アーナンダの具現であることを悟るでしょう。25/2/98



　＊心配

私の考えでは、心配というものは元々無いのです。深く探求してみれば、この世に心配事など一つも無いということが分かるでしょう。心配は心理的なものに過ぎません。心配とは心が作りだした恐れです。ただそれだけのものです。それ以上の何ものでもありません。心配はあなたの想像の産物です。時たまあなたは罪の意識を感じます。すると、修復不可能な過去を思い出して心配するのです。

 どんな努力を払っても過去を修復することは出来ません。過去は過ぎ去ったものです。なのに何故、過去のことを心配するのですか。そうすることに何か意味があるのでしょうか。あなたは将来のことも心配しているのでしょう。私の見解では、これもまた意味の無駄なことです。何故だと思いますか。それは将来は不確かなものであり、何が起こるか分からないからです。それは誰にも分かりません。

 将来は未知なるものです。なのに何故、将来のことを心配しなければならないのでしょうか。あなたはそうすることで何を得るのでしょうか。すべては現在の内にあると言うことをはっきりと理解しなさい。現在はシンプルプレゼント「単純現在」ではなく、オムニプレゼント「偏在」なのです。どうしてでしょう。現在の内には過去の結果が存在しています。

 現在は将来の基盤です。今日の種は、あなたが昨日育てた木からとれたものであり、その種は明日には芽を出して木へと成長するでしょう。ですから心配するのは無駄なことです。これからは、どんなことでも決して心配してはいけません。STPSp95

    世俗的なレベルで体験することはすべて、流れ行く雲のように一時のものであり、現実のものではありません。そうした一切を心配すべきではありません。皆さんは人生という旅を前進して行かなければなりません。前に進むのに、後ろを見る必要がどこにありますか？過ぎたことはすべて、自分がすでに見終えたことです。このようにして、過去と現在と未来は来ては去っていきます。それゆえ、決してこの世界の何についても心配しないようにしなさい。

   けれども、中にはとても心配性な人たちもいます。皆さんの多くは勉強のことを心配しています。また、家族のことを心配している者もいます。たとえば、今までいつも一緒にいてくれたのに、自分一人残して逝ってしまったと考えて、夫の死を嘆き悲しむ女性が大勢います。生まれた者はいつかは必ず死ぬ運命にあります。過去にも現在にも未来にも、すべての時に存在しているのは神のみです。人々は自分の想像によって、名前や姿に惑わされています。そうした想像を捨て、すべては一つという原理を理解しなさい。皆さんは新しい年が始まったと思っています。では、この新しい年はどこから来たのですか？古いものがなければ、どうやって新しいものが存在し得るでしょう？新しくなったものは古いものであり、時間の経過と共に、新しいものは古くなります。古いとか新しいといったものは、鏡に映し出された物とその物自体のようなものです。ですから、こうした事柄について心配すべきではありません。すべての心配と悲しみと困難を追い払いなさい。15/1/08

    心配は人間にとって最悪の敵です。生まれることも心配、死ぬこともまた心配、そして、自らの下した決定は、すべて人生という列車に心配を運んできます。将来を予想して計画を立てることも心配。心配の唯一の治療薬は、神を黙想することです。8/10/05

     　心をコントロールする者は真のマニシ（人間）です。心をコントロールできない者はまったく人間ではありません。もし、皆さんが気まぐれな心の持ち主であり、とるに足らない問題に落胆するのであれば、どうして自分自身を人間と呼ぶことができるでしょう？ 過度に心配することなく、心が見せかけている問題を克服するために努力するべきです。この世界には神の愛よりも偉大なものはありません。ですから、私たちは神へ向かう道に障害として立ちはだかる心を超越しなくてはならないのです。28/8/04

 この世に恐れを抱いてはなりません。あなた方はこの世界の主人である私の心を得ているのに、この世を恐れているというならば一体、誰があなたを救えるのか分かっているのでしょうか。あなたがたは皆、この世のことを何も心配せずに神にだけ仕えればよいのです。13/3/79

  あなたは何について心配しなくてはいけないか知っていますか?それは、あなたが未だ神を悟っていないという事です。P, 227 ANDI

   人は、自分自身の中に実際にある、神聖な力を認識することができずにいます。人の内にある神性は、自らをエネルギー（シャクティ タットワ）として表現します。今、人は、さまざまな力を獲得して、その力を使って悲しみや苦しみから救われようと、懸命に努力しています。実のところ、悲しみや心配事は神へと到る踏み石です。心配事を重視すべきではありません。注意深く分析するなら、人間の生活の中で、心配事を生まないものなどありますか？ 人生は、生まれてから死ぬまで心配事だらけです。25/10/04

    本日この日から、できるだけこの世に対する執着を少なくするよう努めなさい。幸せでいて他の人々を幸せにしなさい。誰をも傷つけてはなりません。困難は過ぎ行く雲と見なしなさい。皆さんは家族関係を持っているので、何らかの心配ごとを抱えていることでしょう。しかし、そのようなものに悩まされてはなりません。広大な空を見上げると沢山の雲が見えます。同様に、あなたのハートという大空には執着という雲があります。それらは来ては去っていくものばかりです。それについて心配しないことです。心配はどのような形をしていますか？ それは心が作り上げた恐れに他なりません。それはあなたの想像の産物です。すべての人が必ず困難や喪失に遭遇します。私たちは勇気を持ってそれに直面しなければなりません。24/7/02



    ＊審判

心が純粋であれば、神が姿を顕します。神は審判です。審判をだますことはできません。医者はあなたには熱がないと保証するかも知れませんが、体温計は嘘をつけません。たとえ医者があなたを動揺させないためにそのようなことを言ったとしても、体温計は真実を告げるのです。神は知っています。そして、神はあなたの価値に応じた扱いをするのです。そうであることを信じなさい。これまでに犯したすべての過ちを悔い改め、同じ過ちをけっして繰り返さないことを決意しなさい。そうすれば、神は恩寵を差し伸べてくれるのです。1008の宝石　P.125



　＊新聞

今日人々はありとあらゆる知識を歪んだかたちで頭に詰め込み、狂人のようにふるまっています。聞くこと読むこと全てがこの世に関することのみで、彼の心はいっぱいになっています。朝起きるなり新聞を読み、世界各国でおきた事件を知って心はゴミくずでいっぱいになります。

 彼は心を神聖な感情で満たすでしょうか。山のようなゴミを心に詰め込むのではなく、愛で心を満たすように努力すべきなのです。心に愛がなければ、人は新聞紙にすぎません。眼が覚めてから寝るまでの一日は、朝食と昼食、夕食で区切られます。毎日決まりきった三度の食事の繰り返しに意味がありますか?新たにすべきことは何でしょう?それは神への憶念です。あなたはその為の努力をしていますか?15/3/92

  皆さんは朝一番に新聞を読みます。新聞は、私たちの文化とは完全に相反する、いかがわしい写真や記事でいっぱいです。バーラタの女性の行動規定は何と神聖なのでしょう！古より、女性たちがどれだけ高貴に私たちの伝統を崇めてきたことでしょう。あらゆるエネルギーは女性原理から生じます。この神聖な女性原理が、映画や雑誌によって、見苦しく不道徳な形へと、はなはだしく歪められています。そのような下品な写真や記事がバーラタ文化を破壊するのです。私たちは、自分たちの文化を守り、女性の振る舞いを元の正しい状態に戻さなくてはなりません。これを成し遂げるには、いくつかのしかるべき方法を探さなくてはなりません。

   マスメディアにおける女性の真価と伝統を、復興し、維持するために、進んで適切な活動を提供できる人たちに、スワミは数１０万ルピーを支援したいと思っています。もしもお金があるなら、皆さんはこのような価値のある目的を達成すべきです。この世では、お金で多くのことを果 たすことができますし、正義を守る仕事にお金を使うことに何ら害はありません。 

　新聞や各種媒体から、あらゆるわいせつな記事や映像を排除しなければなりません。若者たちをそのような映像にさらすことは、彼らの思考に悪影響を及ぼし、人生を台無しにしさえします。このような風潮に抗して働くためなら、バーラタ文化を補強するためなら、私はいくらでも援助する準備ができています。真理は指し示され、正義は讃えられなければなりません。不正と悪は阻まれ、淫らなものは抹消されるべきです。そして、女性を尊び敬うことを守るべきです。バーラタ文化への敬意は女性に注がれる深い尊敬の念に基づいています。女性の幸福は真の意味でのバーラタの幸福です。しかし、私たちは幸福の女神たちを不品行の対象物へと変えつつあるのです。11/8/01

   人生は新聞です。ざっと目を通して、あなたの嗜好を捕らえるコラムや見出しを読み、傍らに投げ置きなさい。それ以上の価値を置いてはなりません。明日になれば、新聞は紙屑になります。それと同じく、人生はざっと目を通すだけの価値しかありません。再び目を通すために置いておいてはなりません。一度生まれれば十分です。あなたにとって最後の死が来るようにさせなさい。7/7/68



　＊進歩

あなた自身をあなたが演じている役割と同一視しないことです。そのような同一視は、あなたの進歩を遅らせることになるだけです。SSSvol6p21



　＊真理

真理をつらぬけば、敵をつくります。29/6/89

    真理とは、事実上正しいことのみならず、すべての時において真実であるもののことを言います。さらに、真理に満ちた発言とは、人を喜ばせ、かつ、人に有益なものでなければなりません。感情を刺激したり、悪意を生むものであってはなりません。人を喜ばせようとして嘘を言ってはいけません。3/9/89

    私たちはどのような思考を抱くべきでしょう？　思考は真理で充満しているべきです。思考が真理に即したものであるときにのみ、愛を体験することができます。それゆえ、愛をもって人生を送り、愛をもって人生を終えなさい。あなたが他者にすることは何でも、実際にはあなた自身にしているのです。それが良いことであれ悪いことであれ、助けであれ害であれ、すべてはあなた自身のサンカルパ（思考）の結果です。ですから、すべての人を愛しなさい。もし他者を愛することができないなら、ただ静かにしていなさい。その反対に他者をののしってはなりません。実際、他者を批判する権利は誰にもありません。すべての人には同一の愛が存在しています。愛が愛を批判することなどできますか？いいえ、できません。

   愛は決して批判しません。愛はつねに、誰に対しても愛の体験を与えます。鳥や動物にすら愛はあります。人間は人類同胞を愛すべきではないのでしょうか？人間には数多くの良い性質が授けられているのですから、人は人類同胞を愛すべきです。そうして初めて、人は神の愛の受け手となることができるのです。だからこそすべての人を愛して神の愛を獲得しなさい。あなたの愛を真理と結合させなさい。決して真理でないものに関与してはなりません。真理を通してのみ愛を得ることができます。真理と愛のあるところには平安があります。平安のあるところには非暴力があります。ですから、人はまず真理と愛を育てるべきです。そうすれば、人が暴力に訴えることはなくなるでしょう。苦行やヤグニャやヨーガといったどんな霊性修行をするにしても、それらをすべて愛で満たしなさい。1/5/08

    美徳の花は、真理（真実）です。単にあなたが真実を語ること、すなわち事実をあるがままに語ることは、現世的な真理もしくは相対的な真理でしかありません。実際、「真理」という言葉が意味するものはこのようなことではありません。この言葉は、はるかに深い意味を持っています。真理という言葉の本当の意味は、永遠に変わらないもの、いかなる時も変わらないものということです。それは永遠の真理です。現世的な真理は、もっと低い次元のものです。それは、その瞬間のみに真理であるもののことです。次の瞬間には、それはもはや正当性を失い、一瞬前にはそうであったものが、そうではなくなります。あなたの目に映る、この世のすべての物質は、一瞬一瞬絶えず変化を続けており、すべてがいつかは崩壌してしまいます。この変化してやまない移ろいやすい世界の中で、私たちが見たり聞いたりするもののうち、一体いかなるものが正当で永遠なる真理であり得るでしょうか？

　真理とは、本当は神のことなのです。これが礼拝の八番目の花です。真理は神の姿です。この世界と自然界の中で、私たちが真理として体験し、真理であると受け取るものは、相対的なものに過ぎません。化学や物理学の真理はどのくらい永続するでしょう？　それらの正当性は、相対的な価値しかありません。その重要性は、相対的なものでしかありません。

　しかし、霊的な真理、すなわち神の真理は、永遠に正当性を持ち続けます。いかなる状況の下でも正しく、あなたがそこに火を持ってこようがどうしようが、決して変わることがありません。つまり、真理とは決して変わることのないものであり、永遠に同じであり続けるもののことです。それが真理であり、それが神なのです。       KSH

真と非真との間のこの世間にいるあなたは、真理に到達しそれを経験しなくてはなりません。SIP6-93

    あなたは、死すべき肉体ではなく、肉体の内に住む、生まれることも死ぬこともない内在者です。内在者には、いかなる執着もありません。本当の自分を知れば、不滅の命を得ることができます。そして、一切の心配や欲望から解放されます。あなたは、｢何の心配も欲望もない人がいるのですか？｣と尋ねるかもしれません。それに関しては、私自身がその生きた手本です。私には、全く何の欲望もありません。すべてが私の手の中にあります。私は、あなたが求めるものを何でも与えることができます。しかしながら、私から物質的なものを求めてはなりません。それらは過ぎ行く雲のように、その場限りのものです。私からは永遠のものを求めなさい。世界全体が、真理と愛という一対の原理によって支えられています。それはすべての人の内に存在しています。私は、万物に内在する真理です。私は、万物に内在する愛です。真理と愛は万物に浸透しています。しかしながら、あなたは真理と愛を体験するための努力をしていません。23/11/05

      決して人を傷つけるようなきつい言葉を使ってはなりません。決して嘘をついてはなりません。ときには、真実を語ることが危険につながる場合があります。そのような状況では、真実も嘘も語らずに、沈黙していなさい。皆さんは真実と非真実という二元性を超越しなければなりません。23/11/02

    私たちは、外界と接触することによって、怒りや嫉妬や妬みや高慢といった性質を育てています。こうした性質を一掃したときにだけ、私たちは平安を味わうことができます。ですから、真理とダルマをもってサーダナを始めなければなりません。真理とダルマが共にあれば、平安が優勢となります。平安は愛をもたらします。平安のあるところに憎しみは存在できません。誰かに対して憎しみが生じたなら、それはハートの中の愛の泉が枯れてしまったことを意味します。ハートに愛があれば、誰かに非難されても人は怒りません。

　普通、人は怒りが生じると他の人のことを構わなくなります。多くの人が私のことを悪く言い、私を非難し、私を野次りさえしますが、私は心を乱されません。私はいつも幸せで至福に満ちています。それが本当の愛です。怒りと憎しみと嫉妬があるなら、それは愛がないことを意味します。ですから、「すべての人を愛し、すべての人に奉仕する」というモットーに常に従うようにしなさい。この行動規範に従うための基盤は真理とダルマです。いつも真理を話し、ダルマに従いなさい。ダルマに関するたくさんの講義が、ダルマを守っていない人々によって行われています！ダルマはそのような状況では存続することはできません。

    真理を貫くこと以上に偉大なダルマはない。と言われています。真理とダルマは、人間の体の二本の手や、二本の足や、上下の唇と同じです。上下の二枚の唇がいっしょに働いたときにだけ、人は話をすることができます。同様に、真理とダルマが相伴って、初めて平安が優勢となることができるのです。ダルマのないところに愛はありません。このように、真理とダルマは、平安や愛や非暴力といった他の価値の基盤なのです。23/2/09

  

　＊人類

今日人々は彼らのヴィジョンを神に向けない為に、多くの困難の餌食となりました。人は創造主が定められた法則に従わねばなりません。さもないと人類は滅亡します。14/1/94

 私は,この世にはびこっている奇異な風習を一掃し、愛を人類の間に回復さすためにやってきました。人々は,私に虚偽と嫌悪がすべての国に蔓延し、人類が危機に瀕していると告げにやって来ます。私にそういうことを一切告げる必要はありません。というのも,私はそういうことを知った上で降臨しているのですから。世界が混乱に陥り、人々のハートが荒れ狂う嵐のようになったとき,アヴァターはそれを鎮めるために来るのです.SatyamSivamSundramPart4p20

  憎しみ、悪意、妬み、慢心の感情という、同類である人間たちの間に分離を作り出すものは、自分と体を同一視することから生じます。あなたは自分を体だと思っています。あなたは自分の体は他の人の体とは分離していることを知っています。あなたの飢え、あなたの渇き、あなたの快感、あなたの家族、あなたの共同体、あなたの国――このように、あなたは自分の愛に領域をこしらえて、自分を狭い場所に閉じ込めて、その領域の外にあるものすべてを、敵であるとか、よそ者であるとか、ライバルとして扱っているのです。しかし、源は一つであり、支えは一つです。神が父であり、人類は子です。人類同朋よりも、父なる神に注意を向けなさい。そうすれば、あなたのハートの中でもっともっと人類同朋が強調され、無知から来る区別という毒が取り除かれます。20/12/67

ヒスロップ：スワミは人類がこれから先の進化の三つの段階をあげられました。超人、普遍者、そして絶対者です。超人とはどういう意味ですか？

ババ：超人は、体と世界に対して完全に無執着でいる段階の事です。この段階では人類や世界の利益のためになるように何かを語ること、行うことはあるかもしれませんが、超人はもはや世界の一部では無く、人の関心事にも巻き込まれません。

ヒスロップ：〜誰が超人なのですか？

ババ：(古代の賢者の名前を5、6人あげて)これらの人々は、完全に人間を超越していて、世俗の生活を超越していましたが、他の人々のために助言を与えたり、なんらかの行為に携わったりした事はありました。

ヒスロップ：それは昔のことです。今。この時代に超人はいないのですか？

ババ：ええ、います。けれども、現代では外面的には社会に住んでおり、外面からだけでは見破れません。

ヒスロップ：普遍者の段階とは何ですか？

ババ：体は無く心も無い両方とも消えています。体、感情、心、知性はもはや存在しません。愛だけ、霊性だけです。

ヒスロップ：普遍者の段階では、実体、すなわち、個体は存在するのですか？

ババ：いいえ個体はありません。個体ではなく、霊的な力の流れに似たようなものです。サイババとの会話p28



　＊水位とダルマ

今日、国民の間にダルマは廃れました。ダルマのレベルが低下するにつれ、水位もまた低下するのです。人々の間によい属性が栄えるならば、水位もまた上昇します。時宣に叶う雨の降らぬことと作物の不作の理由は何でしょうか？自然災害の原因は、人々の間に道徳心が衰えたことです。神聖な思いを大切にせねばなりません。そうしてこそ人々の願いは満たされるのです。18/11/95

 水は日毎に乏しくなります。理由は何でしょうか?人々の道徳の下落が原因で、水は世界中で不足しています。人の生活にとって、道徳は息吹です。道徳は人間らしさを開花させます。道徳が衰退した結果、水資源は乏しくなって来ました。12/7/95



    ＊スイス

   一部の外国人たちが、彼女たちを買収してサティア・サイババを非難するための話を捏造させようとしています。スイスでは、女子大の卒業生に対して、ある人物が、サイババを陥れるための作り話を考えて欲しいと言って近づいたとき、彼女は烈火のごとく怒って、すぐさま自分の履いていた靴を脱いで手に取り、ほとんど相手を打ち据えるような勢いで「これがあなたの宗教の教えですか？ これがあなたの宗教が広めようとする理想なのですか？ 恥を知りなさい！ ここを出て行きなさい！」と迫ってその人物を追い払いました。しかし中には、ユダのように買収されて、サイババを陥れる虚偽の攻撃をする裏切り者たちがいます。25/12/00



　＊睡眠

人は自らを眠りにつかす為や休息をとる為に,睡眠薬を飲みアルコールを飲むなど技巧的な手段に頼るようになりました。不自然な睡眠導入は恐ろしい副作用があり、睡眠不足と相まって心臓病や高血圧等の原因となります。SS11/93

２時間の睡眠の後得られる至福と活力とが、ほんの１２分間のヨーガによって得られることが明らかにされました。SS11/93

 睡眠は毎日の生活にとってとても必要なことです。睡眠無しに人や他の生き物は生きることが出来ません。世界中にある喜びの中で睡眠が一番の喜びなのです。SS10月1983p,231

もっと多く、そしてもっと早く、狂ったように生産をするためにアメリカ、ドイツ、フランスなどの先進国の農夫や労働者は睡眠時間をけずってでも働くことによって、健康を損ねています。現代的な生き方に見られるストレス、痛み、心配事、緊張や良くない環境によって、健康を損ねているのです。世界中の多くの人々が病気になり、精神病になってきています。SSIB93p90

人は、富をため込むことに狂乱して正しい睡眠の習慣を忘れてしまいました。人は睡眠薬を使って無理矢理に心配事でいっぱいな心を眠らせています。睡眠薬や薬は、その人の健康に、血圧異常や心不全といったもので大きなつけを払わせています。せっかちで貪欲にまみれた人々は、精神病患者の列に並ぼうとしているのです。SSIB93p89



　＊スウェーデン

スウェーデンでは、政府が人々のすべての便宜を、はかっています。人々の生活で不便さは見当たりません。とは言うものの、自殺率は世界で一番高いのです。それだけでは無く、離婚率も最高です。その理由はなんでしょうか？それは、彼らが日々摂っている食べ物が、彼らに精神的な影響を与えているからなのです。SSN春1995p15



　＊少なく語る

話すことを少なくすればするほど、あなたの心の力は強くなります。心の力が強くなるにつれて、識別心も強くなります。その結果、あなたは個人的な（狭い）識別力を捨て、（すべてを網羅する）根本的識別力を頼りとするようになります。それに伴い、あなたは自分個人の安寧よりも世界全体の善を考えるようになります。あなた方学生は、若いうちからそのような広い感情を培わねばなりません。24/5/92



    ＊スッバンマ

あるとき、私はチェンナイから車で帰ったことがありました。スッバンマがその前夜に亡くなったのでした。スッバンマの親戚 は、遺体をスッバンマの家からブッカパトナムにある火葬場に運ぶ手配をしているところでした。親戚 たちは私を見るとすぐに、駆け寄ってきて言いました。「スッバンマが昨日亡くなりました」。私は言いました。「それは幻覚にすぎません。スッバンマは死んではいません。スッバンマは私を見るまで肉体を去ることはありません」。そう言うと、私は車を引き返してスッバンマの家に向かいました。スッバンマの母親はまだ健在でした。母親は悲しみに打ちひしがれ、こう嘆きました。「スワミ！ 娘はずっとスワミのことを思いながら、『サイラム、サイラム』と昨夜まで唱え続けていました。娘は『スワミはいらっしゃいましたか？ スワミはいらっしゃいましたか？』とずっと尋ねていました」。スッバンマの遺体には布が掛けられていました。私は布を取って、スッバンマを呼びました。「スッバンマ！ スッバンマ！」。スッバンマは目を開き、だれもが驚愕しました。神が約束をしたら、どんな状況にあっても神はその約束を忘れることはありません。私は言いました。「私の手で死水をとることを望んでいたのでしょう？ さあ、これを飲みなさい」。そう言って、私は水の入ったコップにバジルの葉を浸し、その水をスッバンマの口に含ませました。するとスッバンマは水を飲み、私の両手をしっかりとつかんでうやうやしく両目に当てて言いました。「スワミ！ 私はスワミにいとまごいをするためにずっと待っていたのです。今、去ることをお許しください」。私は許可を与え、スッバンマは私に融合しました。私は彼女の思い出に集合住宅を建て、スッバンマの名をつけました。

スッバンマは偉大なる魂でした。スッバンマはよく自宅のテラスに上がっては、窓越しにイーシュワランマと話をしていました。スッバンマはよくこう言ったものです。「イーシュワランマ！あなたはスワミを生んで、私はスワミを育てたのだから、あなたはデーヴァキー（クリシュナの生みの母）で、私はヤショーダー（クリシュナの育ての親）ね」。イーシュワランマはこう答えたものです。「スッバンマ！ あなたは自分の家で食事や宿を提供して、何百人ものスワミの帰依者に奉仕した。そのセヴァの実が結ばないわけはないでしょう？ 必ず結びますよ」。肉体を去る前、スッバンマはイーシュワランマのもとへやってきて懇願しました。「私は行きます。よくサティヤの面 倒を見てあげて」。二人とも泣いていました。次の日、スッバンマは死にました。20/3/07



　＊ストライキ

仕事を快適にするために必要なことだと思っていても、ストライキや賠償などの手段に頼るべきではありません。～公衆に不便を与えるゆえにストライキは心無い行為です。このような闘争手段は英雄的ではありません。それは政治体制を破壊します。16/2/92



     ＊全ては神

バーラタ（インド）の文化は、常に神への信仰を最高位に掲げてきました。バーラタの文化は、この世に神性が浸透していないものない、という概念に基づいています。石ころからダイヤモンドに至るまで、一本の草から満開の蓮の花に至るまで、蟻から象に至るまで、すべては神の顕現であると見なされました。バーラタの文化は、愛を人間だけに制限せずに、神の創造した世界のあらゆる生物と物体に拡大すべきであるという見解を掲げました。この偉大な真理を理解していない無知な人々は、バーラタ人を石や木、蛇などを崇拝する民として軽蔑的に語ります。バーラタ人の目には、一切のものは神の創造物なのです。vol23c36

人が、自分は神であり、しかも、他のすべての人も同様に神であるということを知っているなら、その意識こそが社会にとって最良の絆であり、その至福（アーナンダ）こそが社会を支える最良の空気です。すべては神だと知っている人が、自分の認識している神から離れていることなど、どうしてできるでしょう？ 「私は神である、神は私であり、私と神はどちらも神の中にいる親類縁者である」――この気づきは、とても胸躍る、とても満足感に満ちた、とても精神を高揚させるものであり、そのような社会は人間が常に加わることのできる最も高潔なサットサング（聖なる仲間）です。部屋に閉じこもって神の写真や絵姿や神の像に線香や花を供え、神の栄光を歌ったり唱えたりすることは、あなたを無知から解放させてくれる規律の代用品としては非常に貧弱です。すべての存在は神の像であり、すべての人は神の写真や絵姿です。なのに、なぜ、あなたは閉じこもるのですか？ すべての創造物は神へ向かう巡礼の歩を進めています。なのに、なぜ、あなたは独りでその道を歩いているかのように振る舞うのですか？ あなたは、教会や寺社あるいは家庭の祭壇で礼拝や儀式に費やした時間は神に捧げられ、それ以外の時間は他の目的のために費やされたと思っています。しかし、あなたには、神や神のごとき人の領域の境界を定めたり、限界を定めたりすることはできません。神は、常に、どこでも、あなたと共にいます。「ヴァースデーヴァスサルヴァミダム」――「このすべては神である」のです。4/73

神は一なるものであり、無二です。神はあなたの心に住まう者です。もし、絶えず神を黙想するなら、あなたも神になるでしょう。誰を見かけても、その人は神の化身であると考えなさい。それが神の行動規範です。反対に、もし、あなたが自分の心の気まぐれに従って、勝手気ままにあちこち動き回るなら、いったいどうやって神になることができますか？ 大学に通うとき、なぜ、あちこちを見て、くだらないうわさ話に興じる必要がありますか？ 自分が来た目的に心を集中させなさい。人との不必要な接触を持たずに自分の仕事をしなさい。22/11/2010

神はどこかよその場所にいるのではありません。実際には、あなた自身が神なのです。神はすべてのものの中に存在しているのです。神は一なるものであり、あなたが神を探すすべての場所に存在しています。神はあなたの中に、あなたと共に、あなたの上に、あなたの下にいます。神は生と死を超えており、アートマ（真我）という姿をとってあらゆる生き物の中に宿っています。神は子供から老人まで、すべての人に内在しています。同一の神が、蟻にも、蚊にも、さらに、鳥や獣、動物の一切に、内在しています。ですから、神を探しにあちこち出掛けて行って、骨を折ることはありません。

あなたがどこを見ても、神はそこにいます。あなたが誰を見ても、神はその人の中にいます。神は別の姿を持ちません。すべての姿は神の姿です。それゆえ、ヴェーダは、「サハッスラシールシャー プルシャハ サハッスラークシャッ サハッスラパート」（プルシャは千の頭と千の目と千の足を有す）と宣言しているのです。22/11/2010

    英知の人が鏡の部屋に入ると、その人は、そこに見えるすべての姿は自分自身の映像であると感じて、幸せになります。同様に、自分以外のあらゆる人の中に自分を見て、彼らを自分自身の姿と見なす人こそが、本当の人間です。外の世界に現れる、目に見える原理は、一人ひとりの内に存在している原理と同じものです。名前や姿や能力は、個別 のもののように感じられますが、それらは単なる映像に過ぎません。本当は、皆さんと私は同じなのです。神は皆さん自身の内にあり、皆さんと神は分離した存在ではありません。23/11/00

    心（マインド）がいつも神に浸っているようにさせなさい。心に全てを神として見るようにさせなさい。これが一意専心と言われるものです。もし心がそのように定まっていれば、心は他人の短所や欠点を探す癖をやめるでしょう。心は、汚れたもの、くだらないものの後を追いかけなくなるでしょう。取るに足りないもの、束の間のものを集めるのをやめるでしょう。体が光の入ったケース本体である懐中電灯なら、五感は電球であり、心は電池です。しかし、体にはスイッチとしての理智が付いてなければいけません。そのスイッチがあれば、体が望ましくない方向に向けられることはありません。そして、体は人が神聖な運命へと前進するのを助けるために使われるでしょう。12/5/68

一部の人々は、神の存在や神の重要性を否定するかもしれません。しかし、彼らが自分たちの無知に基づいた生き方を放棄して、神に慈悲を祈らなければならない日がいつか必ずやって来ます。

「神は遍在である。神はすべてを知っている。神は人類の全能の父であって、この地球と、あなたと、あなたの宿っている身体とを含む宇宙の一切のものを創った」という言葉をほとんどの人が聞いたことがあります。私たちはまた、神は慈悲深く、聖なる愛の本質であって、真実であるということも聞いています。「神はあなた自身の根本的本質であって、あなたは本来、神である」という、イエスが人類に与えた最も大切なメッセージに気が付く人は、ほとんどいません。24/12/74

もし個人が、自分は神であり、しかも、他のすべての人も同様に神であるということを知っているなら、その意識こそが社会にとって最良の絆であり、その至福（アーナンダ）こそが社会を支える最良の空気です。すべては神だと知っている人が、自分の認識している神から離れていることなど、どうしてできるでしょう？ 「私は神である、神は私であり、私と神はどちらも神の中にいる親類縁者である」――この気づきは、とても胸躍る、とても満足感に満ちた、とても精神を高揚させるものであり、そのような社会は人間が常に加わることのできる最も高潔なサットサング（聖なる仲間）です。4/73

プラフラーダは神の偉大な帰依者でした。彼は絶え間なくナーラーヤナ神の御名を唱え、最終的に神と自分が一つであることを体験しました。プラフラーダは全世界をナーラーヤナ神の顕現として見ることができました。神は全宇宙に遍満しています。そうであるなら、なぜ、神はここにいて、あそこにはいないと言えるでしょう？ 皆さんはこの世界を見ていますが、世界を神の姿として認識することができていません。実際には、万物は神なのです。何であれ肉眼で見るものに惑わされてはなりません。15/3/04



 ＊スポーツ

本来スポーツというものは健康と力を与えるために奨励されました。身体を丈夫にする為や公衆に楽しみを与える為に人々は試合に参加しました。～不幸にも、今日音楽とスポーツは商業化しました。クリケットであれフットボールであれ、他のどのスポーツの試合であれ試合を見るのに金を払わねばなりません。試合と芝居が過去に保有していた神聖な性格は、金銭と関係を持つことによって汚染されました。～各人はスポーツに参加すべきです。参加するのみならず、スポーツと試合を支配する哲学、およびその本性と機能を自覚せねばなりません。スポーツの目的は勝利ではありません。誰が勝とうと他のものは兄弟愛を持ってそれを喜ばなければなりません。試合の規則を厳密に守りなさい。賞品は問題ではありません。大切なことは試合をよくやり終えたという満足感です。14/1/94

 スポーツとゲームに美を付与するものは一体性の精神です。それにより参加者は羨望と憎悪の心を捨てて競技をします。人としての最高の徳は、他の人との個人的な相違を忘れ、平等と調和の心をもって他の人と働くことです。今日人々は、スポーツやゲームに参加して、身体のフィットネスと力のみを追求します。しかし人は身体のみで構成されているのではありません。人生の充実は、身体の健康と強さのみによってだけでは得られるものではありません。

 胃袋がいっぱいでも、心は満足していません。したがって心の健康を促進する為の努力をせねばなりません。心と身体の両方が丈夫であってこそ幸福を体験することが出来ます。しかし今日若者は、身体の外見とフィットネスのみに関心があります。14/1/1996

 スポーツと芸術は楽しみを与えるためのものです。しかし今日、スポーツと音楽は商業化されて価値が下落し、それと共に人間の値打ちも低下しました。14/1/93

西洋では、スポーツは食べすぎた食物を消化し、性的衝動を昇華さすための手段として称賛されています。スワミは感覚的な想念の領域とは完全に無縁で、非常に少量の食物を摂るだけで、運動は全く必要としていません。それでもこの身体はいたって健康です。仕事をしているものにとっては、仕事自体がスポーツです。スポーツをしよう、という思いは、往々にして普段から怠け者で、仕事に対する完全な責任を負おうとしない人に浮かぶものです。

   人生において節度を設けることは必要です。そうしなければ、エネルギーの蓄えは無くなります。エネルギーを蓄える為には、食物が体内にしばらくの間残っていなければなりません。スポーツをし過ぎると、食物から生ずるエネルギーが、蓄えに回される前に使い果たされてしまいます。従って、それは何の益にもなりません。CWSSBJp205

   健康な心のためには良い思いに満ちた健康な身体が必要です。スポーツと音楽は人に健康と幸福を与えるために作られたことを認識しなくてはなりません。しかし強靭な身体だけでは充分だといえません。心の健康も同様に大切です。鈍重な肉体とともに微かな身体にも配慮しなさい。それには霊性修行が必要です。14/1/91

  もともと、スポーツというものは人々の健康と力を奨励するためのものでありました。人々は、ゲームに参加して自らの身体機能を高め、公衆を楽しませなさい。SS2月1994p,32

神はどのようにして、何故スポーツをしているのかは、神しか知り得ないのです。人はただそれを楽しみ、そこから益を引き出せばいいのです。SSvol11p180

   スポーツやゲームをする目的は勝ち負けのためではなく、それらに参加することを通じてスポーツマンシップを教えることです。15/1/04



    ＊スワミと一つ

すべては一つです。あなた方は皆、私の神性の一側面です。したがって、私と皆さんは一つであって、互いに分離してはいないのです。私は皆さんの内に、皆さんと共に、皆さんの上に、皆さんの下に、皆さんの周りにいます。この感覚を心に銘記し、幸福な人生を送りなさい。私が述べたことを理解しましたか？ 自分の部屋に帰った時、スワミはどこかよそにいて、自分はスワミと離れているなどと考えてはなりません。「スワミは私と共に、私の内に、私の上に、私の下にいる」と、いつも思っていなさい。すべては一つです。26/12/07



　＊スワミの教え

あなたがたは、スワミの訓戒をおろそかにします。あなたがたはスワミの言葉を大切にしません。31/3/96

   「私は重要ではありません。重要なのは私の教えです」ラニマーとの会話

   私が与えた指示に、できるだけ速く、そして最善の形で従うことができるよう努力しなさい。

  私の教えに従うことで十分です。それは、極めて厳しい苦行をすることよりも、あなたのためになるでしょう。サティヤ（真理）、ダルマ（正義）、シャーンティ（平安）、プレーマ（愛）を実践しなさい。これらは私にとって大切なものです。これらの理想を、いつも自分の目の前に、あらゆる思いと言葉と行動の中に、留めておく決意をしなさい。それは、あなたに神性なる至高の実在との融合という、最高善を授けることができます。17/5/68



　＊スワミの身体

私のこの身体は、普通の身体と同じです。全ての身体というものは、道具でしかありません。身体はつかの間のものです。身体は、生まれては死にます。身体に、内在の神は永遠です。それは、アートマンであり真のあなたなのです6/85

スワミのエネルギーは食物から摂取しているのではありません。私は朝食を何もとりません。午前十時に一杯の水を飲むだけです。私はほとんど食べません。私の食物は、貧者の食べ物であるラギー四国稗という雑穀です。皆さんは私がこの一年、夜は何も食べないのを見てきました。私はとても多くの仕事をします。私は帰依者一人ひとりと、じかに接します。誰も間には入れません。

 私には秘密というものがありませんから、秘書も入りません。愛と愛、ハートとハートの結びつきがあるのみです。私のように仕事するには1500キロカロリーのエネルギーが必要と概算されます。けれども私が摂る食物は200キロカロリーもありません。では、私は必要なエネルギーをどこから得ているのでしょうか。食物からではありません。私自身がエネルギー、いやむしろエネルギーの源だということを知りなさい。STPS2p270

 肉体的には私は、七十才です。ですが私は遠くからアリを見ることさえできます。私はメガネをかけていません。人々は四十代からメガネをかけ始めます。私はどんな音でも、どんな小さな音でも聞くことができます。私の歯はとても強く、よく噛むことができます。私には白髪一本ありません。私はもっともっと歩きたいのですが、そうしたら私が行く先々に大勢の人がついてきて皆さんに迷惑をかけてしまうでしょう。私は自分のことは自分でします。皆さんは私の五感の鋭さに驚くでしょう。STPS2p270



    ＊スワミの食事

イーシュワランマは私が質素な食物だけを摂るのを喜んでいました。イーシュワランマはよく、「スワミ、スワミはご自分の食習慣を世間に知らせるべきです」と言っていました。私は、もちろんそうするつもりです、と言いました。当時からずっと私は、質素で浄性の食物を摂る必要を強調してきました。私がプッタパルティにいる時はいつも、ラギー サンカティ（雑穀粥）を落花生のチャツネといっしょに食べています。時々、チャツネの代わりにトータクラ ダル（菜野菜の料理）を食べることもあります。他には何も食べません。私はスパイスの効いたクルマやブルマといったカレーには手をつけません！ 私はクルマの匂いすら好きではありません。私に唯一必要な食物は、チャツネを添えたサンカティだけです。けれど、私が他の土地へ行くと、現地の人々はサンカティがどんなものか知りません。ですから、私は何であれ帰依者が私に用意してくれたものを食べます。私は時と場所と状況に応じて行動します。ですが、私は決して自分の習慣から外れることはしません。私は厳格に自分の習慣を守ります。人々には好きなように思わせておきなさい。私は決して他の人の習慣に倣うことはしません。こうして、この肉体は８２年目を迎えようとしています。しかし、とても８２歳には見えないとだれもが言います。6/5/07



　＊スワミの願い

彼らは皆、自分の願いがかなえられることを願ってスワミのところに来るのです。スワミが何を欲しているのか、それを知るために来るものは一人もいません。スワミの為に努力奮闘するものは、一体何人いるでしょうか?誰もが自分の利己的な動機のみでここに来ます。恩恵を享受してもそれに感謝を示さないことは、由々しい罪であるということを私は指摘したいのです。23/10/93



   ＊スワミの予言	

私がアヴァターとしてやって来たのは、何か小さい仕事をする為ではなく、全世界を霊的に高めるという偉大なことをなす為にきているのです。私の仕事はすべての人類を高みにもって行き、サッチャ、シャンティ、プレマ、サルマ、アヒムサの道に彼らを引き上げ、モクシャを願う者にはそれを叶えさせる、という途方も無く大きなことなのです。私の仕事を遂行するに当たり、私は何者をも恐れず、誰にも頼む必要は無いのです。というのも、私は真理そのものだからです。P, 66 ANDI

 全世界が破滅することはないでしょう。しかし災害はやってきます。もし家の一部が壊れたとすれば、その家をすべて取り壊さず、その部分だけを修理するでしょう?そのように私もするのです。P, 109 ANDI

スワミは、最近４０年以上先に起こる地球の変化の状況だ。と言われて将来の世界地図を物質化されました。（1973年）プッタパルティp19

   この先皆さんは、さらに多くの栄光に満ちた出来事を目撃するでしょう。サティア･サイが成し遂げることのできないものは、何一つありません。（拍手）。実際、スワミはその行動によって、人々に畏敬と驚きの念を抱かせることもできます。しかし、スワミの唯一の目的は、すべての人々を幸せにすることです。「ローカ　サマスター　スキノー　バヴァントゥー（全世界が幸せになりますように！）」。他者の幸福のために尽力する人は、決して困難には見舞われません。いかなる困難も彼らを動揺させることはできません。25/11/00

   皆さんは将来、スワミの神聖なる栄光が徐々に表されていくのを目撃することになるでしょう。スワミは全世界を引き寄せます。立っている場所すらなくなるでしょう。どんなに大きな変化がこの１ヶ月に起こるかを、あなたはその目で見ることができます！ あらゆる人々がどんどんスワミに引き寄せられています。愛は非常に強力です。16/3/03

  皆さんには見ることができないかもしれませんが、私の目にははっきりと見えています。日が経つにつれ、今はスワミの真実に気づくことができないでいる人も、悔恨の涙を浮かべて私のもとにやって来て、私の神聖さを体験することになるでしょう。近い将来、それは世界的な現象となるでしょう。スワミは今、そのようになることを抑えています。しかしひとたびそのようになる事を許せば、全世界はプラシャーンティ・ニラヤム〔平安の館〕へと変容します。ですから、自分の目の前に掲げた理想を日常生活の中で実践することを決意したあなた方すべて、大きく手を振って堂々と前に向かって歩んで行きなさい。何年か後、今あなた方に与えられているような機会が得られなくなる時がやって来ます。こんなにも〔スワミの〕近くにいられる機会は持てなくなるでしょう。と云うのも何百万という人々がここに押し寄せ、集まってくるからです。近い将来そのようになります。ですから、奉仕活動を通じてスワミの慈悲と愛を獲得し、自分の人生を意味のあるものとしなさい。SSSVol15c55

    近い将来、サイの栄光は世界中に広まるでしょう。それは千倍にもなって大きくなるでしょう。その理由はサイの使命が本質的に善に基づいているからです。どのような汚らわしさもありません。すべての行為は純粋な動機から出ています。サイのすべては真理にもとづいています。サイのすべての活動は誰か他の者に頼らず執り行われています。それでいて、すべては何の問題も無く、粛々と進められています。収穫が終わると籾取りが始まります。風は籾殻を吹き飛ばし、籾のみを残します。この例えのように残った籾とは真の信者のことなのです。そして信仰心の定まらぬ者は籾殻となって吹き飛んでいくのです。これが真の信者かどうか選り分ける過程なのです。SS12/93p333                  

 世界は神の身体です。その身体に癌ができれば取り除かねばならない。利己主義の増大に対して物質的反動とある種の調整作用と整理が起こる。p129サイババ世界の危機を救う。

    高度な物質生活の追及が社会を荒廃させた。P244（同）

知識や発明の才や富ではなく、人格が力となる賢明な知恵が国々の会議で尊重されるだろうP258（同）

    アバターは最近、将来の世界地図を物質化した。そして地球表面にいくつか環境調整変動が起こるだろう。そしてそれに伴い人口が減少するだろう。といった。P259（同）

  ゴールデンエイジが到来するでしょう。私が天空を横切り大空を講堂に使うときが来るでしょう。P400（同）　　　　   

    インドでは長い間あなた方とは会えなくなる。外国に行くことになっているからだ。Miracles are my visiting card p152

     プレマサイは３人のババの中でも、大変他と違って見えるであろう。そしてプレマサイ降臨の時までに、世界は今より良好な状態になっており、プレマサイは最初の２０年間、誰にも名を明かさず、あごひげをつけた状態で動き回るだろう。P57神の化身SS Baba

 近い内に全世界がここに来ることを、あなた方は見るでしょう。したがって、少なくとも今日から、あなたの私との接触する機会を最善に使って、今までの誤った生き方を償いなさい。11/7/95

神は人類に地球を破壊する事を許しています。人類は、完全な挫折を体験しないと神の方には向かないのです。～ヨハネの黙示録に登場する四騎手が馬にまたがり今まさに来ているのです。（子羊キリストが解く７つの封印の内、はじめの４つの封印が解かれた時に現れる四騎手は、それぞれが地上の４分の１を支配し、剣と飢餓と死と獣により地上の人間を殺す権威が与えられている。）2009/I,Tigret

今後、全世界は必ずプラシャンティニラヤムに集まります。プラシャンティニラヤムは心身の病を癒す神聖な治療殿堂となります。23/11/91

    神の栄光は日増しに高まり、皆さんに喜びと至福をもたらします。まもなく地球上からあらゆる不安が根絶されます。今日、私たちは至る所で暴力行為を目にします。しかし、何が起こっていても、それはある意味ですべて皆さん自身のためです。だれもが神聖な思いをもつようになります。すべての人が神の至福を味わうでしょう。まもなく国中が平和と幸福を味わいます。困難も苦しみもなくなります。皆さんは苦難に遭うのではないかと考えて、恐れにうちひしがれています。実際には、悲しみや苦しみといったようなものは存在しないのです。どうしてそれらが皆さんを悩ますことなどできるでしょうか？16/3/03

    バラタは神聖で栄光に輝く時期に入りました。必ず、多くの神聖な進展が生じます。国の繁栄と栄光は強大となります。28/7/92

   困難はやって来るかもしれませんが、それらは最終的には幸福を引き起こします。ごく近いうちに、この世のすべての人が理想的な生活を送るようになります。愛は力で得られるものではなく、その「源」から自然に生じるべきものです。力は恐怖を引き起こし、愛を減少させます。自分の中から自然に神聖な思いを湧き上がらせましょう。自分の喜びを他の人と分かち合いなさい。16/3/03

 まもなく、全ての国々が一つになるでしょう。全世界は一つになるでしょう。カーストや宗教や国籍という狭い考えは消え失せ、全ての人が一つになって神聖さを体験するでしょう。全ての人が愛の思いを深め、お互いを兄弟姉妹と考えるようになるでしょう。21/10/07

   トロントでアシュラムをはじめなさい。そして、そこで人々は奇跡による数々のババの訪問を受けるだろう。また、そのアシュラムは、これから２０年以降先に起こる社会動乱の際に、避難民キャンプとして役立つだろう。1983p121神の化身S,S,Baba

   私は本を読みません。でも私はすべての宇宙の歴史を知っています。私は過去、現代、未来を見ることが出来ます。私は、時空を超えた存在です。あなたは私を同時に二つの違った場所で見て驚きましたが、将来、二つどころか何千もの身体を取って、同時にあらゆる場所に出現することでしょう。P, 66  ANDI

   以前、ゴヴァルダナギリの丘が小さな少年によって高く持ち上げられた時、牛飼いの少年少女たちはクリシュナが神だと気づきました。今日、ゴヴァルダナギリのような丘ではなく、山脈全体を私が持ち上げるのをあなた方は目にすることでしょう。その時が来るまで我慢強く私を信じて待つのです。P 22cap5SSS,Vol3

  私は９６才までこの身体をとって生き、インド全国に１８の重要な教育施設を次の４６年間に創設する。(1976+46=2022)BBC SatyaSaipart2p85、6/76 at Kodai

     私はこの人間の身体を２０２０年以降も存続させます。Life of Bhagavan Sri Sathya Sai p235 1971

アヴァターが歩むどの一歩も、その足跡もすでに決定されているのです。23/11/68

  私を取り巻く群衆が多くなりすぎるので、車や飛行機を使ってさえ移動をすることになるでしょう。私は大空を横切って歩いて渡ります。そうです。そういうことが起こるのです。私を信じていなさい。SSSvol2chap18

  私のオレンジローブが小さな点にしか見えないほど、遠くからしか私を見ることが出来ない時がやがて来ることを信じていなさい。あなたは私が大空を端から端まで歩き渡るのを目の辺りにしたとき、初めてスワミの栄光に気づくのです。ThapovananChp, 11

  全世界のすべての国々がバラタ（インド）を尊敬するようになる日が来るのを、あなた方は見届ける日が来るでしょう。この身体があなた方の前に存在している間に、サッチャサイの名を崇拝する声が全世界に響き渡るのを聞くことでしょう。そして再びあなた方は、サナザナダルマのその真の本来あるべき地位が、非常に近い将来打ち立てられるのを見るでしょう。ヴェーダで述べられているダルマが世界中の人々の善のために、打ち立てられるのです。SSSvol10chap39

   私が、降臨したのは、太古の神への道を復興するためです。アヴァターが成功するかどうかということでは無く、アヴァターの意思が如何に成就し、アヴァターの計画が如何に成就するか？ということなのです。私は、人類の歴史のページに虚偽が消滅し、真理が勝利を収め、美徳がすべてに満ち渡るという黄金の一章を書き加えるつもりです。単なる知識や技術や富ではなく、人格が力を持つことになるであろう。英知が、国の議会の決定を左右することになるだろう。TEOLp174

 訪問者；スワミが世界を平安に満ちた世界にするのであれば、プレマサイの仕事はあまりないのではないですか？

サイ；それは、今から４０年あまり先の話だ。そのとき世界は平安になっている。プレマサイという名前の通り、すべては愛、愛、愛どこを見ても愛になっているのだ。My Baba & Ip189 12/1970

  すべての人類が兄弟愛で満ち、神を父と呼ぶ日が、輝き美しさを増しながら、すぐ近くまで来ているのだ。SSSvol3chap18

   全世界は今日、心配事や恐れで苦しんでいる。しかしすぐにその黒い雲は追い払われ、幸せな時代が全世界に訪れるのを、あなたが見届けられることを私は保証します。SSvol11chap28

  もし変化があるとすれば、それは宇宙的規模の変化であって、地域的な変化ではない。それはあらゆるところで起こるのだ。MBAIp189

   すべての人類が、真理、ダルマ、信愛、平安、非暴力の教えに正しく従って一つの大きな家族になったとき、それはSairashtraが構築されたときであり、それを見届けることができたものは、地上において天国を体験した者であり、果報者である。God descent on earth p, 37

 あなた方は、これからすぐ間もなくスワミが今まで明らかにしてこなかった栄光を見ることになるであろう。そうなれば、ここは多くの人々がやってきて立錐の余地もないぐらいになるであろう。16/3/03

   サイババを単に１５８ｃｍの身長をした人間だと思わないようにしなさい。私の存在は世界中に知れ渡るでしょう。待ちなさい。ほんの少したてば、世界中がここにやってくるのです。SSSvol28chap19

   アメリカだけではなくプッタパルティの名は、日本、ドイツ、イタリア、フランス等のすべての先進国の間に知れ渡るでしょう。すべての世界地図にプッタパルティは重要な場所として記しづけられるでしょう。19/10/99

ゴールデンエイジのサインは、サイの栄光が全世界に広まり、何千もの信者が増えることです。SS12/1993

 ごく近い将来にあなたたちは神の栄光が日に日に増し、あなたに喜びと祝福が授けられるのを知ることになるでしょう。すべての不穏さはこの地上から消え去るでしょう。16/3/03

 やがて、日がたてば今スワミの真実に気づいていない者でさえも、私を体験し、後悔の涙を流しながら私のもとへ戻ってくるでしょう。非常に近い将来こういうことが起こるのだ。スワミは現在こういうことを起こるのを制止しているが、しかし一旦それが起こることを私が許せば、全世界がプラシャンティニラヤムになるであろう。vol15Chap55

   何百万人もの人々が、アヴァターの降臨から恩恵を受ける日が近づいてきています。私はあなた方に、多くの人々がやって来る前に私から恩寵や祝福を得て、あなたの宝物殿にしまっておくように忠告しておきます。SSSvol11chap41

    全世界がサイオーガニゼーションとなり、サティアサイがすべての人のハートに宿るようになります。SS1/99p20

      非常に近い将来プタパルティは大きな変化を遂げるでしょう。私は未だそれらが起こることを抑えています。このホールは小さすぎます。私はもっと大きなのを建てるつもりです。しかしそれさえも十分だとは言えなくなるのです。人々を収容する倉庫は、大空ぐらいの大きさのが必要になるでしょう。その時が来れば私は、車や飛行機を使って移動するでしょう。

 それからのちは、私自分自身が自ら空を飛び､大空を駆け抜けるでしょう。すべての人はそのことを同時に見ることでしょう。誰も、何ものをも私について来られないでしょう。誰も私を裏切りだますことは出来ないでしょう。もし誰かがそんなことを企めば、そのもの達は自らの頭をぶつけて死ぬであろう。すべては私のものである。あなたがたは､召使いが間違いを犯しても謝ればすむように、間違いを犯しても良いと思っている。私はその時が来るまで警告を与え続けるが、その後に及んでは、後悔しても遅いのだ。というのもそのとき私は警告を発しないからだ。OTYRTNp276

   実際のところ、今日であれ、あるいは数千年かけて、着実な苦行や熱心な探求をした後であれ、たとえ全人類がその努力を共にしたとしても、私の実体の本質を理解することはできません。けれども、皆さんは近いうちに、この神聖な名と神聖な姿をまとった神の本質によって降り注がれた至福を、認識することになるでしょう。皆さんにそのチャンスをもたらしてくれる幸運は、隠者や僧侶、聖賢や聖者、さらには、神の栄光の一面の体現者たちに手が届くものよりも、はるかに大きいものなのです。17/5/68

 私は今日あなたに約束します。パキスタン、中国、ドイツ、ロシア等の全世界の国々の人々が一つになります。バラタの善が、この全一性を導くでしょう。SS9/02

   　皆さんの受けている教育は、単に富を得るためのものではなく、善良な性質を獲得するためのものです。皆さんは、富や健康や友情を欲しますが、すぐれた人格を備えていなければ、それらを得ても少しも意味がありません。ですから、皆さんは人格を磨くべきです。世界中にバーラタの偉大さという紋章を飾りなさい。それにより世界全体がバーラタと一つになることでしょう。

   この聖なるクリシュナ降誕祭の日に、私は皆さんに断言します。パキスタンであれ、中国であれ、ドイツであれ、ロシアであれ、この世界のその他の小さな国であれ、大きな国であれ、全世界がもうすぐ私たちの友となるということを。それを私たちの決意としましょう。私たちの「本来の善良さ」は、それを助けてくれる一つの要因です。それはこうした一体性を望む根本的な原因です。一体性には純粋さが含まれており、純粋さは神へと導きます。皆さんは、一体性と純粋さと神という三つ揃えを勝ち取るために懸命に努力すべきです。11/8/01

  あなたがたは、プタパルティがマドゥーラナガラ（クリシュナの生誕地）になるのを目撃するでしょう。誰もこのことを止めたり、遅らせたりすることは出来ません。21/10/1961

   プタパルティがやがて聖地であるティルパティのようになることを信じなさい。サナザナダルマの復活がこの地から始まるのです。真善美cp16

 将来、人々が沢山やって来るので私は車や飛行機を使って、一つのところから他の場所に移動するでしょう。私は空を歩いて横切るでしょう。そうです。そういうことが起こるのです。私を信じていなさい。このプタパルティが、マドゥラになるのをあなたは見ることでしょう。誰もそれらが起こるのを早めたり、遅らせたりすることは出来ません。

  私はあなたを見捨てることは無いですし、あなた方も私から離れていくことなど出来ないのです。例え、あなたが私への信仰を失ったとしても、あなたはそのことを悔いやんで大騒ぎしながら、またここへ戻ってくるでしょう。私は、この身体にあと５８年間とどまります。（２０２２年＝９７才）このことはもうあなた方に約束しましたね。あなた方の人生は私のこの地球における生と絡み合っているのです。この偉大な特権を生かして行動するのです。SSSvol2p101

 スワミの教えに従うことで、海外の帰依者も大勢変わってきています。私は、皆さんの前で宣言します。全世界はこれから１８年以内に一つの家族のようになるでしょう。近いうちに、バーラタは世界の霊性のリーダーとして高名を博し、バーラタの文化と霊性は世界の隅々まで広がるでしょう。14/2/09

  私はいつも健康です。96才まで私は今日のように元気でいます。私は何でも自分の望むとおりのことができますが、この肉体だけを見ている人にはスワミは老いていっているようにみえるでしょう。

 若さと年を取ることは肉体に関係することであり、私には関係していません。私はいつも同じで、何でもする事が出来ます。ヴィジャヤダシャミー祭/2003

  世界のすべての国々がバーラタに敬意を表するのを目にすることができる皆さんは、何と幸運でしょう！ しかも皆さんは、来たるべき将来ではなく、この肉体が皆さんと共に、皆さんの目の前にあるうちに、サティヤ サイという名への崇敬が世界中で響き渡るのを耳にすることができるのです。

  また、皆さんはやがて、サナータナ ダルマ〔太古よりの永遠の法〕、すなわち、世界のすべての人々のためにヴェーダに定められているダルマの、正当な本来の地位の復興を目の当たりにすることができます。人々を私のほうに引き寄せ、私のシャクティ（力）とサーマルティヤ（能力）を顕示することによって人々を魅了することだけでなく、ヴェーダのダルマを復興することも、サイのサンカルパ（サイが決意したこと）なのです。それはバラマ タットワム（迷妄の現象）ではありません。そのタットワム（現象）は、真理を支え、非真理を根こそぎにし、その勝利において、あなた方すべてを忘我の歓喜に浸らせます。これはサイのサンカルパ〔意志〕です。17/5/68



　＊成功

成功するためには働くべきです。困難かもしれませんが、成功を得るのは望ましいことなのです。～「志は高く掲げよ｡低い志は罪である。」～人というのは本質的に神聖であることを悟らねばなりません。人は神性に達しなければなりません。けれどもそれは思ったほど簡単な事でも単純な事でもありません。何といっても転落は容易であり、また速くもあります。～高いところから落ちて身を滅ぼすのは容易で、簡単でしかも速いのです。～人生において、あなたが払う努力の大きさが成功の度合いを決めます。STPSp110



＊政治

今日あるものは、決して「政治的戦略」でも無く、悪意や妬みや憎しみから生じた「大乱戦」です。それらは品位の低下した政治なのです。STPSp73

   理想的な政府にあっては、一人一人が自発的に国家の規則や規制を遵守します。誰もが自分の責任を果たします。「ゴッドメント」は「ガヴァメント」に勝ります｡けれども今日では、人々は、自分の権利のために争い、自分の義務を怠っている姿が見られます。決して怠惰につけいる隙を与えてはなりません。雇われ人は皆、毎月受け取る給料に見合った正当な働きを、誠実に行うべきです。そうでなければ、同胞や国家をごまかしていることに、あるいは裏切っていることになります。人々は、融合性、協調性、一体性、同胞愛を育むべきです。STPSp113

 今日、政治家以外の誰もが真理を悟ろうとしています。もし、政治家が真理を悟ることさえ出来れば全世界は繁栄するでしょう。私達が今、いたるところで目にしているあらゆる紛争の原因は政治です。政治は、一般大衆だけでなく、警察、軍隊、行政全体にも影響を及ぼしています。政治のせいで何人の人間が殺されたでしょう!それゆえ、政治を信用してはなりません。政治に従ってはなりません。しかし誰であれ、あなたに何か善いことを教えてくれる人なら、その人を受け入れて従いなさい。29/10/09

学生たちは政治に関わってはいけません。今日、学校や大学で生徒たちが政治に関わることで学生生活を無駄にしてしまっています。SSS7p, 227

   多くの人々にとっては、お金が神であり、政治が神となっています。彼らが死んだ後、お金や政治が彼らについて来るでしょうか？ 彼らは何を成し遂げることができるでしょうか？ 人生の目的とは何でしょう？人間として生まれることができた以上は、取るに足りないものを追い求めて人生を無駄 にしてはなりません。社会のために役に立つ活動に参加しなさい。私がこれから言うことを誤解してはなりません。世界の汚染の根本原因は政治です。小さな子供たちの心まで政治に汚染されています。争いや煽動は今日の流行になっています。夫と妻の間にさえ一体性がありません。インドの独立以前は、人々はこれほどまでに苦しんではいませんでした。当時、対立は白人たちと有色人種の間にあっただけですが、今日では有色人種同士の間で派閥争いがあります。このような事態は、今の人々に期待されることではありません。邪悪な性質を慎んで、気高い感情を培いなさい。24/7/02



    ＊誠実

シュラッダ（誠実さ）はとても大事です。「誠実さによって真理を勝ち取ることができる」のです。バガヴァッド ギーターの中で、クリシュナは、「誠実さをもった人は私を勝ち取ることができる」と言っています。彼はさらに、「私は誠実さの化身そのものである」と宣言しています。誠実さのない人は、小さな仕事すら達成することができません。とくに、霊性の領域においては、誠実さは大変重要です。強くゆるぎない信仰によって、誠実さがもたらされます。

    ウパニシャッドは、さまざまな方法でシュラッダ（誠実さ）の原理を説明しています。誠実さによって獲得した英知は、ターラカム（解脱）です。誠実さの欠如は束縛（マーラカム）です。ターラカム（解脱）の永遠の原理は、理解され、実践され、広められなければなりません。これがタイティリヤ ウパニシャッドの根本的な教えです。タイティリヤ ウパニシャッドは、あらゆる職業において、誠実さを培う必要があることを強調しています。霊性においては、誠実さこそが解脱のマントラ（ターラカ マントラ）です。それは永遠不滅のものです。

    人間は、シュラッダ（誠実）、サティアム（真実）、リタム（不変）、ヨーガム（合一）、マハータットワム（真我の原理）という五つの側面 を培ってハートを浄化したときに、初めて英知を獲得することができます。英知とは、書物によって得られる知識ではありません。「不二一元性の体験こそが英知です」。見かけの二元性の根底には、不二一元の原理が存在しています。これが、タイティリヤ ウパニシャッドが教える根本的な真理です。23/11/02



　＊政治と女性

ラーマは政治に女性を関与させてはならない、と述べました。女性は家庭の中で尊敬されるべき役割があり、政治に関与してはいけないのです。大臣の席を女性に与えてはいけません。と言うのも、国家の名誉は女性にかかっているからです。女性が尊敬され名誉を与えられてこそ、その国は尊敬されるのです。女性が公衆の眼前で人目をはばからず、その姿をさらけ出して安売りするのは正しいことではありません。SS5月1995p,117~118



　＊静寂

ハートを開き、口を閉じなければなりません。しかし、人々は全く反対のことをしています。それは神に対する裏切りです。出来うる限り沈黙を守りなさい。出来うる限りハートを開きなさい。太古の聖者はマウナム（絶対の沈黙）を霊性修行として実践しました。今日人々は些細なことでも重要なことに関してでも過剰に喋り過ぎます。沈黙を実践するならば至福はおのずと現れます。多く喋る者は、為すことが少ないのです。行為するものは語りません。8/3/97

 人々は、公園や海岸のベンチに静かに座っている時に、良心のささやきに耳を貸さないために非常に価値のあるものを失っています。彼らは、一人きりになるのを恐れ、静寂でいることを何か忌まわしい物のように見なして避けています。しかし、自分自身の真理を見つけるのに一人で静寂にしている時にのみそれが可能なのです。SSSvol4p,160

  身体に休息が必要なように、心もまた静寂が必要です。神への信仰をもたらすのは、精神的に静寂を保つのが一番良い方法なのです。人は、高潔な道を歩み、霊性修行を行い、社会奉仕活動に熱心に取り組まねばなりません。これら３つのことを受け入れ、好きになり、それを毎日の生活の中に取り込まなければなりません。SSSvol10p210　



＊聖者と化身

唯一者があるのみ。賢者はそれを多くの名で呼ぶ。この偉大な真理を世に広めるために、多くの聖者と化身はバラタに降臨します。彼らは至高の霊についての完全な知識を持っています。そのように悟った魂の持ち主が、どうして現象世界に生まれるのか?現代の人々は現象世界の基盤にある真理を理解することが大切です。それらの悟った人々は人間として生まれる必要は無いのですが、教えと行為によって地上の人々の罪を清める為に、世に生まれることを選びました。完全なブラフマリシ、＜ブラフマと一体となったもの＞でない限り、他の人に真理を認めさせることは出来ません。それゆえ、彼らはこの世の人々の無知を追い払い、最高の英知を啓示するために化身として降臨しました。14/10/94



    ＊精神病

   マインドは記憶し、思い返し、思い巡らすものなり。この内的な働きは、決意を固めることと、その決意を撤回すること、すなわち、サンカルパとヴィカルパをもたらします。マインドは、縦糸と横糸にたとえて、断定と否定、するとしない、サンカルパとヴィカルパを有しています。これらを切り離してマインドは存在しません。眠りがマインドの活動を止めるまで、マインドはずっとそれらに従事しています。時たま、決意あるいは、その決意の背後にある決心の力が強くなりすぎると、マインドは自らの限度を超えてしまい、そうなった人は精神異常者という表現をされます。21/11/79

 世界という精神病院には、あらゆるたぐいの精神病患者がいます。ある者は他人に唾を吐き、ある者は噛みつき、ある者は引っかき、ある者は石を投げ、またある者は暴言を浴びせます。現在の狂人は人の頭の上から爆弾を落とすこともします。このように世界は精神異常を患っている人達で溢れかえっていますが、実は、本当の狂人たちは病院の中ではなく病院の外にいます。突如として憎悪が国を包み込むと、普通の気の確かな人でさえ気が狂い、凶暴な者のように振る舞います。

 一方、精神病院には時折、特殊な狂人もいます。その狂人は部屋の隅に座り込みじっとしたままで、他の患者の悪ふざけや乱暴な様子を眺めています。彼は誰からも世話をされる必要もないので、医者たちはその狂人のことををありがたく思うでしょう。彼は何の面倒も起こしません。彼の精神病の病名はうつ病か、グニャーナ(悟りを開いた人)かもしれません。神を目指す人はこれと似ています。実は、神と固く結びついている人だけが、この狂った世の中で唯一、気が確かな人なのです。24/5/62

 恩寵への近道はありません。ナーマスマラナは安全な道です。もっと近道があるという人のことを信じてはいけません。彼らは、プラナヤーマ(呼吸法)や、ハタヨガ、の事を紹介するかもしれませんが注意しなさい。それらは危険をはらんでいます。それらに耳を貸したり、ヨーガの本を読んで実践したりしてはなりません。私はそういう本を読んで実践した結果、精神病や精神錯乱に陥った多くのケースを知っています。SSSVol2c34



    ＊聖なる人の印

道徳、倫理、物質、テクノロジー、そして、霊性の進歩を阻止する、この混乱と不調和を解決するための一番の方法は、人がきちんと人としてあるべき生き方をして、自らの真の姿である神の高みへと上がることです。これこそが、一なるものである永遠普遍の教えです。理智が組み立てる思考は、感情として心に映されなければならず、手によって行為へと変換されなければなりません。思考と言葉と行為は一致していなければいけません。これらは互いに従わなければいけません。聖なる人の印は、心一つ、言葉一つ、行為一つ

であることです。三つが一つであって、違わないことです。24/12/80



  　＊政府

どのような政府が一番良いのでしょうか？答えは、私たちが自らを律せることが出来るように助けてくれる政府が一番良いのだ。あなた自身の良心をあなたの主として、他の誰にも頼らないようにしなさい。vol7p, 22



　  ＊生命の本性

人間において大半を占める地の要素は、常に人を下方にひき下ろします。世俗のレベルからより高く上昇するためには、人は自らの地の要素を少なくし、その代わりに水・火・風・空の４要素を増さねばなりません。増大させねばならぬ火の要素は、英知の火です。それと同様に人は自らのうちのアパーナヴァーユを減らしサマーナヴァーユを増やさねばなりません。それが人の命の本性と機能をつちかうことです。

    プラグニャーナの存在によって、生命力は体を動かすことができるのです。体は不活性なものの象徴です。生命力は体内で振動として働きます。この振動がプラグニャーナから力を運び、それは放射となって放出されます。

   このようにして、体と生命力とプラグニャーナはすべての人間に内在しているのです。全宇宙はミニチュアとなって人間に内在しています。この三つの構成物質のおかげで、私たちには宇宙を見ること、他のさまざまなことを体験することが可能なのです。私たちにはあらゆる力が内在しています。外界は内にあるものの反映です。

   これは要するに、真のマーナヴァートワム（人間性）はダイヴァットワム（神性）そのものであるということです。それゆえヴェーダは、「神は人間の姿をとって現れる」と宣言したのです。人は誰もが本来、神なのですが、体への執着のせいで、人は自分をただの人間だと思っているのです。

    人体はいかにして生命力によって動かされているのでしょう？ 生命力はどこから生じるのでしょう？ 生命力はアートマ シャクティ（真我の力）から生じます。真我の力を使うことで、生命力はあらゆる活動を行うことができるのです。23/8/95

    プラグニャーナ（常時融合意識)の存在によって、生命力は体を動かすことができるのです。体は不活性なものの象徴です。生命力は体内で振動として働きます。この振動がプラグニャーナから力を運び、それは放射となって放出されます。このようにして、体と生命力とプラグニャーナはすべての人間に内在しているのです。全宇宙はミニチュアとなって人間に内在しています。この三つの構成物質のおかげで、私たちには宇宙を見ること、他のさまざまなことを体験することが可能なのです。私たちにはあらゆる力が内在しています。外界は内にあるものの反映です。23/8/95



　＊性欲と食欲

性欲と食欲という二つの欲望が、すべての人にとって克服すべきものであって、それらが残っている限り苦しみは消えることはないのです。Premavahini p, 72

    無執着を育てること、五感と五感が渇望する興奮を否定すること、自分の存在のもっと深いところに飛び込むこと、探索の報酬として深遠な知識が得られると信じることによって、人は平安の至福を獲得することができます。これは最も気高い道徳です。なぜなら、それが為されると、人は愛に満たされ、ほんのわずかな悪意も、憎悪も、貪欲も、色欲もなくなるからです。22/12/70

 神はマーヤのために人を形作りました。二つのマーヤの門があります。一つは性的欲望で、もう一つは舌の欲望です。これらの二つの欲望をすべての人は克服しなければなりません。さもないと、それらを持っている限り苦しみがその後から続いてやって来るからです。すべての世俗的な欲望は、この二つから派生しているのです。それ故この二つの欲望を克服した者だけが、この物質世界を成功裏に渡りきることが出来るのです。これらの欲望は、罪を作る元凶でもあります。そして罪はマーヤの根をもっと張っていくことになるのです。Prema vahinip, 96

 あなたはどのような種類の食べ物を摂るか気をつけなければなりません。食欲と性欲は人を地獄に陥れます。舌の持っている貪欲さを満足させてはいけません。舌の味覚を満足さすという欲望に屈してはいけません。浄性な食べ物を摂り、浄性な仲間と集いなさい。中庸な食べ物を摂り、感覚器官を厳しくコントロールしなさい。SSvol4p, 242



　＊世界

太古、世界は暗黒に包まれていました。数百万年の間、世界は重い雲に覆われていました。次に雨が降り始め、何千年もの間降り続きました。その後、大洋、山々、川、森が地上に形成されました。雲は徐々に消散し、世界を包む暗黒は追い払われました。次に太陽と星が地上から見えるようになりました。人間は宇宙で起きる現象から多くのことを学ばなければなりません。8/3/97

   この世界は、心によって創り出されたイメージです。SSSVol1chp9

    世界は、人が掛けている眼鏡の色に染まって見えます。あなたのヴィジョン（視覚）に欠陥がないよう確実にしなければなりません。しかし、他人の物の見方に苦しめられる必要はありません。この世界は十人十色です。ND

    世界を変えようと努力する代わりに、人間は自分のものの見方を変える努力をすべきです。私たちは、物の見方を変えたとき、初めて真実を見ることができます。世界は何も悪くありません。神が創った世界は完全であり、誰もそれを別なものと取り替えることはできません。神は、何かを意志するだけで、この世界にどんなことでも引き起こすことができます。23/11/05

   今、世界の抱える諸問題はより奇怪な姿をとり、より大規模になってきました。それはもはや個人的な問題でも無く、限られた地域の問題でもありません。規模は世界的であり、すべての人類に影響を及ぼします。人間は且つてないほど悪くなりました。彼らは、現在まで培って来た知性と技術を、残虐な行為につかっています。人は他の人に苦痛を与えるのを喜んでいます。

    歴史の示すところによれば、過去5500年間の間に15000回の戦争が起こりました。この戦慄すべき災いが終わりを迎えるきざしは、全く見当たりません。目前に迫る核戦争の脅威は人類全体を滅亡さすだけの威力を持っています。これら一切の脅威と不安の原因は何でしょうか。それは、人の内にある獣性がはびこり、克服できていないことが原因です。この獣性の克服に成功してはじめて、インドの国は平安と歓喜を得ることが出来るのです。VVc10

   ダルマはまさに世界の具現です。この世界自体が神の身体であるがゆえに、世界とは、道徳的秩序の別名に過ぎません。それを否定出来る人は、今も未来も一人もいないのです。DVJp27

  真理から眼をそらすことなく、自分の根源的本質であるブラフマンに対して揺るぎない信仰を持っていたなら、外界をあなたの理想とする幸福な世界に作り変える必要などなくなり、サティヤダルマ真のダルマを達成することが出来ます。DVJp16

    　喜びや苦しみは皆さん自身が作り出しているものです。喜びも苦しみも神が授けるものではありません。他の誰でもなく、あなた自身があなたの苦しみの原因です。この真理を知りなさい。霊的な視点から見るなら、苦しみもこの世の関係も幻です。それらは現実に存在するものではありません。人は明けても暮れても迷妄の生活を送っています。人として生まれたからには真理を体験すべきです。肉体は一定の期間成長し、その後、弱って老いぼれます。生まれることも成長することも、体という、現実には存在しないものと結びついています。けれども人は、体を現実に存在するものと思い、そのために苦しむのです。目を開いているときには大勢の人が見えます。けれども、目を閉じているときには一人も見えません。目を開けると見える大勢の人たちはどこから来たのですか？目を閉じたとき、その人たちはどこに行ってしまったのでしょうか？皆さんはそれを知りません。実際、皆さんは自分たちの源はどこなのか、自分がどこに歩もうとしているのか分かっていません。皆さんが苦しんでいるのはそのためです。自分は体ではなく、この世にあるすべてのものは何も自分のものではない、ということをひとたび悟ったなら、苦しむことはなくなるでしょう。この世のすべては皆さん自身が作り出しているものです。実在するものは何もありません。25/12/03

    　世界は驚異と神秘に満ちています。人生と世界全体に働く法は人知の及ぶところではありません。神性の原理は肉眼では見えませんが、神性の原理とは、あなたが行為して、その結果 を経験するよう促すものです。 神の物語は驚くべきもの。それは三界の生きものの生活を清める。神の物語は世俗の束縛というツルを切る鎌のごときもの。困ったときに助けてくれる良き友人のごときもの。森で苦行する賢人と予言者にとっては避難所のごときもの21/7/05

 私たちが、より強い愛で神に向けば向く程、この世界は小さく感じられて行き最後にはほとんど認知出来ないくらい小さくなってしまいます。実際のところこの世界はハート以外何も無いのです。CWSSBp99

微妙な心の世界は物質的世界の微妙な姿で、因果の世界は、それより更に微妙な姿であるとクリシュナは教えています。それぞれ互いに深く繋がっているこの三つの世界～目覚めている意識、夢を見ているときの意識、深い眠り時の意識～の中では因果の世界が最も微妙です。

 因果の世界は、あらゆるものに満ちています。ところが、そのすべてを超えるもの、それが無限の神、究極の神の摂理です。神の摂理は、どんな微妙なものよりも微妙で、どんな小さなものよりも小さくどんな大きなものよりも大きいのです。神にはどんな力の強いものより強い力があります。神より大いなるものはありません。神を求めなさい。心の中に神が宿るようになれば必ず救われます。そしてあなたに気づいてもらいたいのはどんなに強いものより強いものとは皆さんの真の自己、アートマだということです。これこそが神の真理でありアートマの真理です。SGc9

 実際、物質世界は、魔法使いの杖の一振りによって生じる、マンゴーの木のようなもので、心という魔術師によって創り出されたものです。粘土はこねられて皿や鍋の形になりますが、ある期間がすぎると再び元の形のない土に戻ります。この世の一切のものは、無相のサットチットアーナンダです。心が迷妄と無知によって曇っているために、無相がしばらくの間、相をもって顕現したのです。あるものは役に立ち、あるものは役に立ちません。JV

 皆さんの生きている世界は､つかの間のはかないものです。どうすれば移ろいゆく世界に生きている小さくはかない生き物が、永遠の果てしない存在を悟ることが出来るでしょうか。永遠の存在を悟るためには、永遠の存在の内にある永遠の場にとどまらなくてはなりません。肉体も個性も人格もはかないものです。

 ～人の身体が物質的な世界全体では芥子粒に過ぎないのと同じように、この大きな物質的な世界全体も､心の世界の中では、それ自体が芥子粒のようなものです。更にこの信じがたいほど巨大な心の世界も､因果の世界では、やはり芥子粒のように小さいのです。

 物質的な世界は、五つの物質の元素から出来ていて、五種類の知覚によって捕らえることが出来ます。ただ物質世界のすべてはたった五つの元素から出来ている以上､この世界はどうしても生命力の乏しい､動きの鈍いものであるほかありません。ところが、神の摂理は、まさにその物質的な世界の中にあるのです。神の摂理は､心の世界にも見られます。

 心の世界もまた同じ五つの元素、ただしその繊細で微妙な姿から出来ている為に､やはり生命力の乏しい動きの鈍いものです。ただし神の摂理が「内なる存在」として物質としての身体に宿り､命の力を与えています。神の摂理の輝きは因果の世界から放たれています。因果の宇宙はこの限りない宇宙の中で、最も微妙な宇宙です。これを理解していただくために､鏡の反射を考えてみましょう。

 鏡に映っている像は､像だけで存在しているのではありません。元のものが動いて､はじめて鏡に映っている像も動きます。この世で見られるものの輝きは､すべて因果の世界で生まれて､それからまるで鏡のように､心の世界と物質的な世界に映し出されます。太陽の光が月に映し出されるのと同じように、因果の世界における輝きは､微妙な心の状態に映し出され､それから物質的な状態に映し出されるのです。SGc22

 私たちの欲望が存在する限り世界が存在します。世界とは内的な感覚の世界のことです。私たちは感覚を通じて世界を自覚します。これらの感覚は外にあるものと見なされます。感覚が作り出す妄想によって、肉体が存在するかのように見えるだけなのです。

~私たちがそこにいて世の中を見る時のみ、世界は存在します。我々が盲目であったり、気を失っていたりすれば私たちにとっては世界は存在しません。私たちにとっては、世界は見えるとおりのものです。世界は私たちが抱く観点のままの姿を取るのです。例えば、私たちがすべては神だ、と思えば見えるものすべてが神となるのです。CWSSBJp111

 物質的な世界では､すべてのものは儚いのです。形あるものはみないつも変わっていきます。そんなは儚いもので、神の姿を捕らえるなど出来るはずはありません。神の移ろうことの無い清らかな姿を捕らえようと思うなら、清らかな心の内に捕らえるほか無いのです。～五つの元素はいつも変化しています。永遠の境地に達するためには、五つの元素をその変わりゆく姿を超えなければなりません。SGc22

 人類の再建は、実に、世界の再建です。人間がより良くなって、初めて社会は幸福になり得るのです。政治的、経済的、社会的領域といった外的な進歩だけでは十分ではありません。人の心が改心させられなければなりません。これは食べ物を通してだけでは達成できません。人類の問題は衣食住を確保することで解決できると論じる唯物論者たちは、原子爆弾が爆発したときに自らの運命に直面することとなりました。人間は、物質と知性と霊性の進歩という三つの道筋のすべてを熱意をもって追求するときにのみ、完全性へと到ることができます。19/11/80



    ＊世界を守る

    あなたがサティアとダルマを守るなら、その見返りに神があなたを守ってくれます。神を礼拝し、神の恩寵を手に入れようとする代わりに、もし、あなたが真実と正義を守るなら、神はあなたの国だけではなく、世界全体をも守ってくれます。真実はあなたの命の息吹そのものです。正義はあなたの鎧です。ですから、真実を守り、正義を育みなさい。それで十分です。真実と正義は切り離すことはできません。片方なくして、もう一方が存在することはできないのです。6/9/04

「今、世界のどこにサティアとダルマはあるのですか？ それは誰を守っているのですか？」と、皆さんは反論するかも知れません。これはまったく間違った議論です。もし、あなたがサティアとダルマを守るのなら、その見返りにサティアとダルマが前に立ち、あなたを守ります。真実と正義は神の具現そのものです。不幸にも今日、「サティアム ヴァダ」（真実を話すこと）と「ダルマム チャラ」（正義を実践すること）の代わりに、人々は「サティアム ヴァダー」（真実を殺すこと）と「ダルマム チェラ」（正義を封じ込めること）という歪んだ形に沿っています。これはまったくの曲解です。皆さんはサティアとダルマに基づいた人生を送り、その２つを自分の命よりも重要なものであると考えるべきです。6/9/04



　＊世界の基盤

心はすべての基盤です。ですから、心は世界の基盤だと言われているのです。この世界は五大元素から成り立っていますが、それらは心から生まれたのです。87p68



　＊世界の指導者

神のなさることは予測できません。あなた方は、自分自身の感情の反映である困難を神のせいにしてはいけません。それには自己探求が肝要です。真剣に神への道を歩みなさい。あなた方は世界の指導者になるでしょう。私はあなたがたの未来に関して高い期待を持っています。両親を敬い、社会に奉仕し、国を守りなさい。私が私の時間の４分の３を学生の為に費やしているのはそのような学生を生み出すためなのです。スワミの命令を実践しなさい。良い名声を得なさい。18/1/96

  バガヴァッドギーター」が述べているように、悟りを得た魂たちは、世界が救われるようにと行動します。そのように、悟りを得たいと切望する者たちも、立ち上がらなくてはなりません。そうすれば、進歩することができるでしょう。21/11/69

   偏見や激情、肉欲や貪欲、怒りや嫉妬心の無い清い心の持ち主によってのみ、世界の繁栄と平和を成就することが出来るのです。真善美p148



    ＊世界の目的

聖賢たちは、人間の胸の中にある最も貴重な宝石は愛である、すべてのものを自分自身と見なす愛である、ということを手本によって教えました。今、愛は五元素から騙し取った胸の箱の中に錠をかけてしっかりとしまい込まれ、愛の光はエゴ〔自我〕やエゴに迎合するものの上だけに投じられています。実際は、愛は全人類の遺産であり、万人が分かち合うべきものです。この世界は、体操の場（ギムナジウム）、運動場、苦行の森（タポーヴァナ）として設計されています。そこは、健康と力を回復すること、知性の清澄さと純粋さを手に入ることに日々を費やす場所です。ところが、世界は今や、幽鬼の場（ジンナジウム）、殺害場、鈍性の森（タモーヴァナ）となり、人間を野獣より劣った存在にまで貶（おとし）めています。怒りと憎しみと虚飾が、愛と真心と純真さに取って変わってしまいました。20/11/69



　＊世界は一つ

まもなく全ての国が一つになるでしょう。そうです。全世界は一つになるのです。カーストや宗教や国籍という狭い考えは消え失せ、全ての人が一つになって神聖さを体験するでしょう。全ての人が愛の思いを深めお互いを兄弟姉妹と考えるようになるでしょう。21/10/07

   世界の幸福は、社会の幸福と密接に結びついています。真我の悟りと真我の知識は、社会との関わり合いを通してのみ、手に入れることができます。残念なことに、今日の社会は不和と混乱と争いだらけです。25/12/90

    もうすぐ、全世界が団結するでしょう。学生たちは世界が一つになるために適切な努力を払うべきです。若い男女は丈夫な手足をもっています。そして、肉体的にも精神的にも霊的にもすぐれた力を授けられています。その力をすべて正しく活用すべきです。五感を誤用してはなりません。そうして初めて、皆さんは世界に多大な貢献ができるようになるのです。20/3/07



　＊世間

世の中のことを考えすぎないようにしなさい。対人関係や、世間との関係を考えて時間を浪費してはいけません。それらは全て、束の間の関係なのです。それらは身体と結びついています。6/1985

  ただ一回限り、今世のみを生きなさい。あまりにこの世の魅力にとらわれてしまって喜びと悲しみから成るこの世に繰り返し生まれ変わるべきではありません。すこし身を引いて、世間に巻き込まれることなく、この世はすべて神をディレクターとする劇であると気づきなさい。でないと、あなたはあまりにもこの世間に巻き込まれ、逃れることが出来なくなってしまうでしょう。この世を犠牲、奉仕、あなたのハートを広げ、心をきれいにする修行の場とみなしなさい。実はそれこそがこの世の持つ価値なのです。2-62 SIP

   

　＊背筋

科学的見地によると、背筋を曲げると血が頭までスムーズに回らない。血流は乱れて心も落ち着きがなくなります。それゆえ、背筋をまっすぐにして座らなければならない。そうすれば血流はスムーズになるし心も落ち着きを取り戻す。瞑想の時に両手もまっすぐにして腿の上に置くのは同じ理由からなのです。パドマサナのポーズでは足も、太ももの上に置かねばならないのです。P, 157 ANDI

 背筋を伸ばして坐ることは大事です。九番目と十二番目の椎骨の間に生命エネルギーが宿っています。脊椎のこの部分が損傷すると、身体が麻痺します。もし身体が、一本の柱にくくり付けられているかのように真っすぐであれば、生命エネルギーはその真っ直ぐな身体を昇って、心に強い集中力を与えることができます。完全にまっすぐな身体は、神の力があなたの身体という神殿に入るための避雷針の伝導体のような役割を果たすのです。そして、神の力はあなたが神へ到着するためのエネルギーを与えるのです。CWSSBJp257

 背中をいつも曲げているものは、英知、記憶力、エネルギーが欠乏するようになるでしょう。逆に背筋をまっすぐにして座っていれば、クンダリーニの力が昇ってきて、英知、記憶力、エネルギーがわいてくるでしょう。SSALp133

 座っているとき､背筋をまっすぐに伸ばして下さい。お年寄りのように腰を曲げていてはいけません。身体を動かさずにまっすぐに座るのです。頭をまっすぐに伸ばして傾かないようにします。どちらか一方に片寄らないようにします。瞑想するために､まっすぐな姿勢で座るのはとても大事なことです。長いくぎを頭から垂直に打ち下ろしたとすれば、釘は、背骨の一番下辺りにある微妙なエネルギーの集中している部分に､まっすぐに降りていきます。そんなふうに、背骨全体を一本の線のようにするのです。そうすると根源的なエネルギーが背骨の下の中心部から、頭の上にある中心部まで滞りなく伝わっていくことが出来ます。SGc30

    ＊世俗的な愛

    世俗の愛はうわべのものにすぎません。しかし、人間は己の無知から、世俗の愛の中には幸福があると考えます。人間が愛しているものは、すべてネガティブなものです。人間は自分の愛をポジティブな本質のほうに向けるべきです。それは決して変化しません。ここに小さな例があります。あなた方は何年もここへ来ています。あなたは、スワミのダルシャンはもう飽きたと思うくらい、満たされたことがありますか？ いいえ、ありません。朝、皆さんが見た同じスワミが、夕方に再びやって来ます。しかし、あなたは何度も何度も繰り返しスワミを見たいと待ち焦がれます。その切望の理由こそ、愛なのです。15/3/04

　＊世俗的な恩恵

その人の人生や、エネルギーを霊的なことにのみ使っている人は、自動的に世俗的恩恵も授かるのです。SS5/94p126



　＊世俗的成功

若い時に世俗的成功を望むのは、悪いことではない。P343サイババは世界の危機を救う。



　＊接触

他人と接触すればその人の属性の影響を受けます。それゆえ次のように言われています。良い人と交わって無執着と独居を培いなさい。独居によって心を安定させなさい。心の安定によって一切の迷いから自由になりなさい。迷いからの脱却こそ解脱です。15/3/92

 他の人の罪が、その人と接触することによって乗り移ってきます。それがあるヨギたちの足に触れてはいけない理由です。信仰心が大きく、強くなることによってすべての罪は燃え尽くされます。その時が来るまで、神への道を歩み始めたばかりの人には、良いものは良い、悪いものは悪いと教え導いた方が良いのです。やがて信仰心が強く育ち始めれば、悪も善に見えてきて、結局すべてが善に見えるのです。その時まで、肉体の接触だけではなく、精神的な接触も危険なのです。悪は人から人へと乗り移っていくのです。CWSSBp69

 自分以外の人の皮膚に触れることによって、その人の罪を自分に引き寄せないために、帰依者はあちこちのスワミの足に触れるべきでありません。誰が悪くて誰が良いかわからないので、人には触れないようにするのが一番なのです。~帰依心が成長して、強く逞しくなれば、すべての罪を焼き尽くすことができますが、それまでは帰依心がまだ熟していない人は、悪を悪と見なし、善を善と見なさなければなりません。帰依心が逞しく成長した人は、悪を善とみなし、善のみを見ることが出来ます。肉体的な接触だけでは無く、精神的な親密さからも、悪い影響が人から人へ伝わることがあります。CWSSBJp125



　＊絶食

あなたが、旅の道中で食べ物にありつけず絶食したとしてもそれを「断食の行」と呼べません。また。それを為すことによって何か霊的効果でもあるのでしょうか。また病人も絶食しなければならないときがありますが、それもまた、「断食の行」と呼び、何かが得られる行為なのでしょうか。ウパヴァーサとは断食の意味ですが、ウパは、「近く」ヴァーサは「生きること」の意味で、その言葉通り神を自分の内に感じることが断食の真の意味であり、ただ単に食を絶つという意味ではないのです。

 言い換えれば、断食とは神のそばに、近くに住むと言うことを意味しているのです。これは、人は内面に向かい、神を感じ絶えず神を思うべきであることを意味しています。これが本当の意味での断食です。人々が行う徹夜の勤行も、人がそうすることによって世俗的な幸福、感覚的な悦び、肉体的な快適さから離れているべきであるということを、示しているのです。世俗的な事がらには心を留めずに、内なる核であるアートマを呼び覚まし、寝ずに番をしているべきです。ところが人々は徹夜の勤行をしながら何をしているのでしょうか。STPS2p20

 霊的修行者は定期的に適度な量の食事、睡眠を摂り、運動も心がけてするべきです。絶食は、英知の力を弱めさせ、善悪の判断の力を弱めさせます。SSSvol4p24

機械でさえ永久に動かせることは出来ず、定期的に止めて点検をします。ましてや、より繊細に創られている人の身体には、必ず休息が必要なのです。そのために、一週間に一日は絶食をしなさい。それは身体にも国家にも良いことなのです。すべての身体の中にある不純物を洗い流す為に、水だけ飲みなさい。SIPp214

    真のバクタ（神を愛する者、信仰者、帰依者）は、自分たちの行う奉仕によって得られる一切の利益について考えない。もしあなたがあなたの妻と口論をして一日何も食べなかったとしても、神の記録書に、それが断食とは数えられることはない。また、一つの神を偉大であると褒め称えて、別の神を非難することも正しくない。こうした行為は、あなたが霊的修練（サーダナ）の初歩的なルールを知らないことを表している。19/8/64



    ＊善

   人間は自分自身の力など一切持ち合わせていません。人間を動かしているのは神の力です。しかし、無知ゆえに、人間は行為をしているのは自分だという意識に押し流されて、エゴを育てています。これは私たちが現代の世界で目撃していることです。

このような状況の下で真理と非真理を区別するのは不可能です。それよりも、すべてのものを善と見なすほうがよいのです。神があらゆるものに遍満しているなら、悪いものなどあり得ますか？15/3/04



　＊潜在能力

神への信仰と善良な決意が結びつくことは、電流の陽極と陰極が交わるようなものです。その結びつきによって、どのような大きなことでも達成できるのです。私達は、人間の無限の潜在能力を自覚していません。人間は身体に関してだけでなく、知性の点でも地上の他のどのような生き物より遥かに優れています。人は、自分がそうしようと意志したことは何でも達成することが出来ます。それどころか全世界の主人になる事だって出来ます。21/7/86

 

    ＊全在

神はどのような姿ででもやって来ます。すべての姿は神の姿です。スワミは誰か少年を通じて何かを言うかも知れません。スワミはアニール・クマールに何かを言うかも知れません。スワミは誰かを通してメッセージを送るかも知れません。ある人は蛇に咬まれて死ぬかも知れません。ある人は雷に打たれて死ぬかも知れません。またある人はすべってころんで死ぬかも知れません。人々は、「どうして彼はあのようにして死んだのか？ なぜ、神は彼を救わなかったのか？」と考えるかも知れません。しかし、蛇と雷は神によって送られたのです。蛇も雷も神のメッセージにほかなりません。14/7/1992



    ＊前進

あなた方は誰もがとても高貴なのです。あなた方は他の人々の理想となるべきです。悲しみに入り込む余地を与えてはなりません。つねに恐れを知らずにいなさい。他の人々の奴隷となる必要はありません。神がいつもあなたと共にいて、あなたを導き、あなたを守っていることを、固く信じていなさい。心の中に神をしっかりと据えて、神の御名を唇に保ち、ジェイ、ジェイ、ジェイ〔神よ！あなたを讃えます。〕と言いながら前進していきなさい。7/10/05



　＊前世

人として生まれることは、多くの前世で善行を積まないと得られないことなのです。神々でさえも、人として生まれ変われる機会を待ち望んでいます。人として生まれることは、モークシャへの扉を開くことなのです。RRVp, 482

 すでに無数の前世を経てきたあなたには、無数の母、父、妻、夫、息子、娘がいました。しかしそれらの人々とあなたの関係は、今も続いているのでしょうか。以前あなたの身内だった人たちは、あなたのことをまだ覚えているのでしょうか。あなたは、彼らにとってもう特別の人でも何でもありません。彼らは、あなたにとってもう無関係な人たちなのです。しかし、あなたと彼らとは、不変の親族として共通の神を持っています。神はあなたの前世から現世までを照覧しています。そのようなありがたい至高の神を忘れ去るとは何という悲劇でしょう。DVJp63



　＊前世からの傾向

人が持っている清らかなハートと無私の行いは、人が繰り返し生きてきた前世の功徳によってもたらされたもので、人間として生まれてきた証といえましょう。愚かさ、高慢、貪欲等の属性は、羊、水牛、猫であった前世から引き続き持ち越してきた性質です。憎悪に駆られて人を攻撃し危害を加える性癖のある人は、犬であった前世の傾向をあらわします。心の安定が無く、一つのものから別のものへと心が飛び回る者は、嘗て猿だったという性質を反映しています。ヤグナを行うのは、そのような悪い属性を除去するためです。19/10/93

 不浄の傾向は、低い欲望をかきたてるもの、例えば映画などを見たがったり、魚や肉などを食べたいと思ったり、人格を台無しにするアルコール類を飲みたいと思ったり、怒り、迷い、貪欲、自惚れ、欺瞞、憎悪、嫉妬などの念を生じさせます。

 そのような不浄の傾向には、栄光、権力、個人的な栄耀栄華を手に入れようとする世俗に関する前世からの欲望傾向、世に名の聞こえた学者となり、同じ分野の競争相手を負かそうとする学問に関する前世からの傾向、美しい肉体、筋骨たくましく、なめらかな肌を愛し、それらが皺や筋肉の歪みで衰えるのを好まない身体に関する前世からの傾向の三つがあり、それらは、あなたを生々流転の浮世の車輪に縛り付けます。

 そして、ハートに侵入して次々に悩みを作り出します。それは、過去の経験を思い起こさせ、快楽を思い出させるので、人はまたそれを味わいたいとの欲望を持ち始めるのです。心は執着という傾向を持つゆえに、物資と外界に引きつけられ物質のことを絶えず考えるようになり、物資の属性に囚われます。すべてそれは、心に前世からの傾向があるからなのです。心に前世からの傾向が無い人は、外界の事物によって影響を受けません。DVJp80~3



    ＊戦争

二つの世界大戦の最中、多くの国が破壊を被ったことを知っていますね。バーラタの国が安全と無事を保っていられたのは、ひとえに徳高い女性たちがいたおかげです。バーラタの偉大さと栄光は、バーラタの女性たちのおかげです。ですから、女性を敬い、女性を幸せにしなさい。11-8-2000



    ＊全託

信愛は、一つひとつの行為に現れているべきです。神への愛から行われたこと、そして、神への捧げものとして行われたことはすべて、信愛となります。その帰依者は愛で満たされ、愛を人に分け与えます。異なる9つの礼拝の形態は、信愛を育むための方法にほかなりません。それらすべての最終目的は、自分は神と一つであることを経験することです。

プラープティとは、完全な全託、すべてのことを神に捧げること、を意味します。自我意識は個人を神から離します。個人がすべてのことを神に捧げた時、そのエゴのバリアは取り除かれます。人がかかりやすいあらゆる病気の中で、アハムカーラ（エゴ／自我意識）から生じる病気が一番致命的です。その病気の唯一の特効薬は、神の意志に全託することです。21/1/88

    あなた方は、神に全託することはかなり難しいことであると感じています。しかし、私に言わせるなら、これほど容易なことはありません。花で花輪を作ったり、花びらを取り除いたりするのは簡単なことです。しかし、神へ全託することはそれよりもずっと容易で簡単なことです。あなた方が神への確固たるゆるぎない信仰をもっていないために、難しいことだと感じるのです。神は存在します。神の存在しない場所はどこにもありません。神性なくして存在するものは一つとしてありません。それぞれが皆、神の化身です。もしもこの真理を完全に信じるなら、困難なことなど何も起こりはしないでしょう。信仰が不完全な場合には、何であろうと達成することが難しいと感じるのです。15/2/99



    ＊善と悪

    すべての人間が、友愛に満ち、この世の幸福を願う人であることが求められています。しかし今日の人間には、そのような友情と愛の感情が欠如しています。ミツバチが花から蜜を吸うように、人間は、あらゆるものの中に善を見ることができなければなりません。皆さんは、悲しみの井戸からさえも、幸福の水を汲み上げることができなければなりません。それが愛の真の性質です。

    楽しみは、苦痛と苦痛の中間点に過ぎません。神の創造物の中には、楽しみと苦痛が共存しています。たとえば、神がどのように人間の身体を作ったかを考えて見ましょう。美しく輝く顔の上には、真っ黒な髪の毛があります。しかし、実際は、黒い髪が顔の美しさを際立たせているのです。同様に、楽しさに価値があるのは、苦痛との関わりがあるときに限られます。あらゆるものの中に善と悪が共存しています。しかし今日、人間は善に引き付けられることがなく、あらゆるものの内に悪のみを見るのです。28/7/99



　＊善人

私達は、他人からの批判に臆すること無く我々自身の正しい道や、英知そして決意を守り通さなければなりません。格言にもある通り、果物をつけた樹木だけが、通行人から石を投げられるのです。常に善人は悪人を刺激して中傷を招き、悪人は善人を中傷して物笑いの種とします。これがこの世の常道です。この世にそうしたことは起こらないと思う事にこそ、人は驚くべきです。

単なる善人は、至高の神がおわす神殿に到達する候補者となりうることは確かであるが、しかし帰依の念を持つ善人は、その中に達する権利を持っているのだ。SDMp115

    良い思いを持つようにしましょう。全ての人を兄弟姉妹とみなしましょう。もし誰かが苦しんでいるなら、行って助けてその人に奉仕しましょう。わたしたちは自尊心と自信とを持ち続けるべきです。全ての人は自信を培うべきです。そうすれば人生は神のようになります。実際のところ、この世の全ての人は自信を培うことを望んでいます。何故でしょうか？何故わたしたちはこの世に生まれてきたのでしょうか。この世に誕生してから獲得したものは何でしょうか。人生の目的は何でしょうか。

   それは、ただ単に食べたり、飲んだり、動き回ることではありません。動物も獣も鳥もまたそのようなことはしています。動物にはそのようにする理由があります。しかし、この世において、人間は不摂生をしています。その理由は人間の悪い性質によるものです。わたしたちは感覚を誤用しています。感覚は聖なるものですが、わたしたちは悪い性質のためにその真の実体から離れてしまっています。わたしたちがひとたびその感覚を善用するならば善人になるでしょう。15/7/01

    人は欲望や執着や考えによって悪魔になってしまいます。人はある種の欲望だけを持つべきです。それは、神への愛です。罪への恐れです。この二つによって、あなたは善人になります。ラーマは真実のために自分の身を捧げました。真実を話し、ダルマに従いなさい。そうすれば善でいられます。何千年もの時が過ぎましたが、 ラーマは今日、いまだに尊敬を受けています。ラーマは人間の中にある神性を示しました。神が人間の姿をとってやって来たのです。これが善です。16/7/97



    ＊善良

　人は偉大な人ではなく善良な人となるべく努力をすべきです。今日至る所が汚染されています。わたしたちの考えも汚染されています。水も周囲の環境も空気も汚染されています。全てが汚染されています。心もまた汚染されています。どうしたらこの汚染された世界において善良でいられるでしょうか。    

    偉大な人でなく善い人になりなさい。偉大な人の状態は過ぎ行く雲のようなものです。人々は多くのお金を稼いで偉大な人になろうとしますが、最終的にはその人には何も残らず、偉大さも残りません。最後まで残るのは善良さだけです。従って、わたしたちが求めるべきものは善なる評価です。だれもが自分は善良なる人であるというべきです。バーラットの全ての人は善良なる人です。事実、全宇宙は善良な人々で満ちています。実際、あなたは善い評価を得て、善良な人間になるべきです。あなたが善いことをしていれば、悪評をうけることはありません。15/7/01

    善であることと、偉大であることの違いは何でしょう? これらには大きな違いがあります。親は皆、世俗的な観点から、子どもに偉大になっ て欲しいと願います。親たちはわかっていないのです。親たちは、教育や高い地位 が、偉大であることの象徴であると考えています。善であろうとするのであれば、それは本当に良いことです。誰もそれを知ろうとはしません。人の中に神を見る人 は善人と考えてよいのです。善がなければ、偉大であることが何の役に立つという のでしょう? ですから、あなた方はまず最初に、善である必要があります。偉大 であることなど、どうでも良いのです。今日たくさんの偉大な人々がいます。しか し、この国のために何かの役に立っているのでしょうか?16/7/97



    ＊像

重要なのは、永続的な効果を得られる可能性の高いヴィナーヤカへの礼拝の内的意味を知ることです。命の通っていない像への礼拝の意義は、その像の容姿に現されている微かな霊的存在への黙想へと導くことなのです。アートマ（真我）の悟りはこのようなプロセスによって生じます。7/10/97



    ＊憎悪

今、皆さんがどこに行っても、人々が争い合っているのを目にします。一体性も清らかさも、どこにもありません。そこにあるのは憎悪です。誰に出くわしても、相手を怒りの目で見ます。どんな人にでも話をすると、その人は言ったことに対して反発することを言ってきます。それゆえ、怒り、嫉妬心、偽善といった悪い性質を追い払うようにしなさい。決してだれをも傷つけないようにしなさい。誰かに痛みを負わせないようにしなさい。つねに助け、決して傷つけてはなりません。何でも一体性を通じて達成することができます。ですから、いつも一体性という気高い道に留まっていなさい。憎悪はいつ生じるのでしょう？　それはその人の心が利己心に覆われたときです。22/8/07



　＊創造の秘密

私は天地創造の秘密をこの地上や天国にしまっているのではなく、この二つの境目のところにしまっているのです。あなた方は、それを瞑想などによって目覚めの状態と睡眠状態の間のかすかな隙間から一時的に見ることが出来ます。神はその創造の二元性を人の身体の中にしまっておきました。あなたはその二元性のうちのひとつでも見ることが出来ますか？P, 344 ANDI

 全創造物が人の身体の内に宿しています。これは創造の神秘です。人の身体は、驚くべき創造物です。身体のすべての器官はそれぞれの役割を持っています。神のみが、そのような素晴らしい器官を創造することが出来るのです。アートマンはその身体の主人です。主人に決して逆らってはなりません。このような素晴らしい身体を授けてくださった神様に、感謝しなければなりません。SS5/95p127

   不活性物質と純粋意識は全宇宙の二つの本質的要素であり、それは至高神と自然の関係に当たる。純粋意識の力が歓楽の思いを抱けば、この世界を現出する。そして、不活性物質は肉体となる。この両者とも私である。この事により、創造、維持、破壊をもたらすイーシュワラは私なのだということを覚えておくのだ。私以外の物質は存在しない。

 私以外は、実体が無いのである。私は第一原因であり、根本物質である。私は唯一者である。その私が多となろう、といって私自身がスリシュティと呼ばれる多様性の形で自らを拡大することを決意したのである。その決断が、マーヤーシャクティに影響を及ぼして活性化させ、宇宙の原理が生まれた。それが自然界の進化の第一歩であった。物質的な目で見れば宇宙には多くのものが存在しているように見えるがそれは間違っている。

 沢山の物が存在しているのでは無く、内的意識は常に唯一者に向けられている。それこそが真の視力である。内的視力が英知に満ちている時、世界すなわち宇宙はブラフマン(神)として映り、それ以外のものには見えない。GithaVahini c11

 原初の創造の前に存在のみが存在していました。全くの虚無ではありませんでした。その存在はすべてに充満していました。存在は、マーヤーに映しだされて至高の神となりました。火、地、風の三元素よりなる宇宙として顕現するために、至高の神は原初の行為を執り行いました。UVc9

 その昔、宇宙には何も存在していませんでした。最初は、太陽も月も地球も空も存在していませんでした。あるのは完全な暗闇のみでした。原子が組み合わさって、非常に密度の高い硬い物質が生まれました。その結果 、大量の熱が発生しました。そして突然、その硬い物質が「巨大な音（ビッグ･バン）」とともに大爆発を起こし、破片が辺り一面 に飛び散りました。これが宇宙創造の原因です。カーナーダはこのことも体験しました。ビッグバンが起きたときに発生した音が｢プラナヴァ｣です。それはオームという音（オームカーラ）であり、「原初の音」です。このプラナヴァの音は、あらゆるところに浸透しています。それは、最も小さな原子（パラマアヌ）から生まれました。この宇宙には、原子以外のものは存在していません。「人はどうすれば、このことを理解し、また実際にそれを知ることができるだろうか？」と考えて、カーナーダは答えを求め続けました。最終的に彼は、プラナヴァの原理に気づきました。人は解脱を得るためには、この原初の音を瞑想しなければなりません。

「まことに、原初の音であるプラナヴァは、最も小さな物より小さく最も大きな物より大きい神そのものである。それは万物に浸透しており、永遠の照覧者として存在している。」（テルグ語の詩）

　カーナーダは、この真理を広めました。太陽や月や地球や空等々は、このプラナヴァから生まれたのです。原子は宇宙全体の根本的な基盤です。すべての人は、原子の組合せにほかなりません。原子が無ければ、いかなる物質も存在しません。しかし、今の人間は原子の神秘を理解することができません。現代人は、太古の聖賢たちの教えを単なる物語とみなして、それを馬鹿にしています。彼らは、太古のバラティヤ文化（インド文化）の神聖さを理解する能力を持ち合わせていません。現代人は、自分に内在する真実を理解することができないのです。また、太古の聖賢や尊い魂たちに対する尊敬の印として、彼らの像を安置しますが、その教えを理解することも実践することもできないでいます。人は、外側にではなく、自分の心の中の祭壇に彼らの神聖な姿を祀り、その教えに従わなければなりません。

　カーナーダはいつの時代の人だったのでしょうか？ 二万年前には、人は皆カーナーダを讃え、その教えを尊んでいました。カーナーダは、水素と酸素の原理を知っていました。科学者たちは、水素は水の原理を表し、酸素は火の原理を表すということに気がつきました。今日人々は、科学者の行った観察を大変価値のあるものと考えていますが、聖賢たちが経験から引き出して人々に教えた偉大な真理を理解することも、その素晴らしさを評価することもできません。

　人は、どうすれば原子の力を理解することができるでしょうか。原子は、肉眼には見えませんが至る所に存在しています。私たちが飲む水、食べる食物、語る言葉、聞く音、すべての物に原子が浸透しています。人間は、原子の上を歩き、原子を食べ、原子を飲んでいるにも関わらず、原子の神秘を理解することができません。人は、科学者だけが原子の性質を探ることができると考えています。原子のプロセスは、非常に神聖です。このことを正しく調べることによって、人は神を理解することができます。これがカーナーダの教えでした。しかし、今日誰も原子のプロセスを体験するための正しい探求を行っていません。人々は物質的な見解にしたがって生活しています。　

 肉体はその中にソーハム（呼吸）がある限り尊重されます。「ソーハム」はプラナヴァの音に他なりません。それは原子に含まれているエネルギーです。このエネルギーは神を起源としています。誰もそれを創ることは出来ません。この真理はカーナーダによって広められました。原子の力を理解することは非常に困難です。

  神は原子の形をしています。全世界は原子が顕現したものであり、空間と音は原子の表現です。ですから原子の原理を無視してはなりません。原子には偉大な力が備わっています。科学者たちは、昔からこの原理に関する実験を続けて来ました。原子が最初の状態に戻るには2200億年という時間が掛かります。原子の背後にある神秘を人間が解明できないのはむしろ不思議なことです。地球は地軸を中心として自転しており、太陽の周りを公転しています。これらの現象は誰が引き起こしているのでしょう？ 誰もこれを説明することができません。

  地球が地軸を中心に自転しているために昼と夜があります。また、地球が太陽の周囲を公転しているために、四季があり、我々の肉体を維持するのに必要な食物が得られるのです。このような全てのことを引き起こしているのは神の意志です。それは世界に恩恵を与えるための神の全体計画です。今に到るまで、誰も原子の力を完全に理解した人はいません。

 人々は原子には生命がないと考えています。それは誤った考えです。全宇宙をつなぎ止めている生命力が、原子の中にも存在しています。だからこそ「神は大宇宙の中にも小宇宙の中にも存在している」と言われるのです。人間は宇宙の神秘を理解する努力をしなければなりません。人は自分の責任を知り、それに従って行動しなければなりません。

 人間は、原子の原理を理解する必要があります。もしそれを理解できれば、それ以外のすべてを理解したことになります。なぜなら原子は神だからです。原子の中に存在する生命原理は、全宇宙に存在しています。カーナーダは、原子の原理を正しく理解すれば、神を理解できるようになると言いました。あなたが、拳を握れば多くの原子を掴まえることになります。手を開くと、それらの原子は様々な方向へと動いていきます。原子から生まれるプラナヴァの音は、その粒子と同じく大変小さなものです。24/7/02



　＊想念

想念はとてもパワーがあり、我々が見聞きしたり、話したりしたことの事実を、歪めて伝えることも出来る。SSIB93p38

   良い想念のみを持つことが出来る人の生活は清らかです。それゆえ人にとって大切なことは、良い想念を育て生活と行動とが良い想念によって導かれるように注意を払うことです。良い想念を育てるために何よりも必要なことは、よき人々との交わりです。官能の欲望を追い、世俗の快楽を追いかけて日を送るうちに人は道徳と善を見失いました。自分自身の所有する神聖さを見失ってしまったのです。

 貪欲によって人々は互いに争います。悪い想念と過度な欲望の結果、今日の危機がかもし出されたのです。人々の想念と態度を正すことによりこの状況を変えなければならず、その為に私たちは一致協力して努力せねばなりません。何よりも大切なのは、人々が正しい行いをするための強い意思の力を養うことです。ひとたび意志力が確立すれば、その他の識別力、知性、強い記憶力、思想を明瞭に発信する力、分析力、熟慮、創造活動などは、自ずと発展します。強い意思が無ければ何事も成就しません。喫煙などの有害な習慣を改めるには、意思の力が必要です。意思によって一切の欲望は、コントロールできます。21/7/86

 この世で私達が喜んだり悩んだりすることは、私達の想念の結果です。世の中の善も悪も人の行為の結果です。さてそれらの行為を促したものは何でしょう?それは想念です。ですから、良いことを思うときのみ、その人の人生は良いのです。想念はきわめて強い力を持ちます。想念はその人の死後も存続続けます。それゆえ心に悪い想念を抱かぬことが大切です。24/5/90

人の想念はかれの運命を決定します。したがって良い思いをつちかい、悪い感情を全て捨てなくてはなりません。28/8/94

 悪い想念は、国家の歩む道を誤らさせ、やがて国家に災害をもたらすことでしょう。それ故、想念の力を軽くみて、侮ってはなりません。小さな種が大きな木になるように、悪い想念もやがて巨大なものとなっていくのです。SSIB93p38

 想念と欲望は同じではありません。欲望ではない想念もたくさんあります。想念が対象物に深く入りすぎると、欲望が生じます。つまり、欲望の前に想念があるのです。CWSSBJp96

  想念は心から生ずるのです。その為、直感が不二一元的であるのに対して、想念は二元的です。想念はあなたの都合によって湧き起こる場合が良くあります。一方、直感は、心と知性の両方を超越しています。直感は真理の直接認識です。ですから、直感は真理に基づく確信を意味します。つまり言葉を換えれば直感とは、人知の及ばない英知の発現ということが出来るでしょう。想念は、正しいことも間違っていることもあるでしょうが、直感の促しは真理以外の何ものでもありません。想念はほとんどの場合、感覚的で世俗的な性質を持っています。一方、直感は内なる声、つまり良心のささやきであり、神聖なるものです。理性により時折あなたは、人を疑ったり、怒ったりすることもあるかもしれませんが、良心つまり直感は、あなたの内なる純粋意識を呼び起こすのです。STPSp280

  想念の波動は、人々の喜びと悲しみ、健康と病､幸福と苦悩、生と死の原因です。人の人生は、想念の波動の力を完全に理解することにより意味あるものとなります。全世界が精神的な波動により覆われています。実際のところ、すべての世界は波動によって創られたのです。それ故私たちの想念も、高貴な道へと向かわせなければならないのです。人々の心は高貴な思いや好ましい感情で満たされるならば純粋で煌びやかに輝くでしょう。この様に、純粋な心を培うことによってのみ、純粋な行動をとることが出来るのです。そして純粋な行動をとってのみ、純粋な結果を得ることができるのです。SSIB1993p,3

 人は他の人を傷つけようと､沢山の悪い思いを心に抱きます。しかしこれらの、他の人を傷つける想念は１０倍にもなってその人に返っていくのです。この真理を人々は気づいていません。～逆に我々の想念でもって他の人々の病を癒やすことも出来るのです。8/93p,211~3



    ＊束縛

アートマを見通すには、心の純粋さが最も必要です。では何が心の不純さを生じさせるのでしょうか。それは感覚を通じてのこの世のものへの執着です。感官がものや快楽のあとを追い求めるのを許してはなりません。それら一時的なものである物は、様々な方法で人を魅了します。人は誘惑の餌食になっているせいで、至福に逃げられるのです。物は確かに魅力的ですが、皆さんを縛りつけて罠に陥れます。束縛の深刻さは、最初のうちははっきり分かりません。24/5/95



    ＊ソクラテス

    ソクラテスはよく、自分の周りに若者を集め、何が一時的なもので、何が永遠のものかを探求する方法を解説していました。ソクラテスは、権力を振るう資格があるのは信愛と献身を有する者だけであると、若者たちに語りました。統治者は、真理を守り、神に感謝を示すべきであり、エゴで膨れ上がって全能の神を忘れるようではなりません。ソクラテスの教えを喜ばない者たちは、ソクラテスを告訴しました。死刑判決を受けた時、ソクラテスは、弟子の手による毒人参の杯をあおって死ぬことを選びました。死ぬ前に、ソクラテスは、何人も未払いの負債を残して死ぬべきではない、と弟子たちに語りました。それから、自分は友人に雄鶏一羽の借りがあるので、その負債を返済してきてほしいと、弟子の一人に頼みました。25/12/90

   診断された自分の病気を治そうとして、強壮薬や薬を自分で選んだり、薬に付いているラベルや広告を信じて、その薬を使い始めたりしてはいけません。あなたの体に特有の問題や、体調の維持の仕方をずっとよく知っている、医者の診療を受けなさい。その医者の診断と処方箋を、完全に信頼して受け入れなさい。そのような医者は、グル〔導師〕と呼ばれます。グルは、ベールを取り除く過程の手助けをしてくれます。

ベールが取り除かれると、神を、あらゆる所に、完全に、経験することができます。誰かがソクラテスに、「私は、空にも、そして、神が住まう場所だと言われている天界にも、神を見ることができない」と言ったとき、ソクラテスは、「目に三重のレンズを着けさえすれば、神を見ることができる」と言いました。三重のレンズとは、バクティあるいはプレーマ（敬愛）、ヴィヴェーカ（識別力）、ヴァイラーギャ（放棄）です。プラフラーダは、そのレンズを着けて、柱の中にも、植物の中にも、どこにでも神を見ることができました。プラフラーダの父親〔羅刹王ヒランニャカシプ〕は、目に不信の疑いという眼帯をしていたために、神を見ることができませんでした。20/10/66



　＊外面と中身

神は外面と中身が同じ人を捜しています。私たちは,そのような人にならなくてはなりません。17/2/96



    ＊ソーハム瞑想

    今日の、この聖なるシヴァラートリの日〔新月の前日〕にあたって、すべてのものの内なる力であるシヴァ神の姿を心の中に見る決意をしなさい。あなた方は一呼吸ごとに「ソーハム」（私は神である）と断言し続けています。あなた方だけでなく、すべての生き物がそう断言しています。これは、あなた方がたいへん長い間ないがしろにしてきた事実です。今こそ、自分が神であることを信じなさい。自分の呼吸に注意を払い、この壮大なる真理を瞑想するとき、「私」〔アハム〕と「神」〔ソー〕はゆっくりと溶け合って、「ソーハム」はヴェーダ聖典に無形なる至高の実在（ニラーカーラ パラブラフマン）の象徴であると述べられている原初の音（プラナヴァ）、すなわちオームへと変わるでしょう。オームは、自らの本来の姿（スワスワルーパ）、すなわち、あらゆる相対する非実在の背後に存在する実在です。

ソーハム瞑想は、純然たる霊性修行であり、求道者の歩みの最後の行程です。しかし、〔ここに至るまでには〕たくさんの予備的な行程があり、それらはどれも、強い根気と、不動の精神が必要とされます。たとえば、私はあなた方に、数え切れないほどの神の栄光の属性の一面を象徴する何らかの神の御名を一つ、常に憶念することを勧めたいと思います。そうすれば、あなたの愛は拡大し、あなたの心を形作っているものの中から憎しみや妬みが取り除かれて、あなたが崇めている神があなた自身の内にしっかりと見えているのと同じように、他のすべての人々の内にもその神がしっかりと見えるようになるでしょう。そのとき、あなたは愛と平安と至福の化身となるのです。21/11/79



　＊大気汚染

近代テクノロジーの進歩にともない大気は二酸化炭素ガスで汚染され、人類は脅威にさらされています。このガスは既に地球の上空にあって、太陽から来る有害な放射物から人類を守ってきたオゾン層の輪に穴をあけました。オゾン層が破壊されれば太陽の光線は破壊をもたらすでしょう。

 全ての国家がこの脅威を心配しています。この危険を避けるために為すべきことは、自動車や工場の排出物が原因である大気汚染を減少することです。産業の無制限の発展を阻止しなさい。

 発展は、世界共通の利益の為であり、全ての人の安寧を促進するものでなくてはなりません。ナバラトリの祝日は自然を尊び、人類の最善の利益の為に如何に資源を用いればよいのかを検討する機会です。水・空気・電力・鉱物を正しく用い、かりそめにも誤用や浪費は許されません。いかなる資源であれ、効率的に使用する事が大切です。大気汚染は多くの悪い結果を引き起こします。ナガラサンキルタンやバジャンの内なる意義は大気を神聖な波動と清らかな思いで満たすことにあります。11//92

 大気は汚染されています。地・水・火・風・空のうちにある音の響きすら汚染されています。それらは如何に浄化されれば良いでしょう?各人は至高の神の御名を唱えることによって環境を清めなければいけません。人の発する響きは全て大気中のエーテル波に入って永遠に記録されます。今日の世界の音の響きが汚染されているとすればそれは人びとの発する不浄な言葉が原因です。至高の神の御名を唱えることにより大気中の音の響きは清められます。そして、それらの響きは大きな変容をもたらすでしょう。原爆は世界を破壊しうるといわれています。神聖な響きは世界の為に偉大なことを成就します。それは、新しい世界を創造します。15/8/93

 大気を辛らつな言葉、スキャンダル、侮辱､中傷などの言葉で満たしてはいけません。もしそのような言葉が口をついて出そうになれば、口を閉じて静寂を保ちなさい。そうすれば、そのこと自体があなた自身と他の人への奉仕となります。SSN84p21



　＊大気中の力

人々は大気中にある力を低く評価するべきではないのです。例えば、様々の放送局の発するラジオ波で満ちています。しかしラジオ波はそれぞれの局の波長を維持し,他の局の波長と衝突することはありません。この電波エネルギーは神です。それは創造の秘密の一つです。身体はラジオ受信機に例えられます。集中によって正しい波長に合わせなければ,正しい放送局を受信できないでしょう。何事をなすにも集中が必要です。18/1/96

  心を善い思いで満たし、善い活動に携わりなさい。神の御名を唱えなさい。大気が神の御名の波動で満たされたなら、すべての環境が浄化されます。この浄化された空気を吸う人々は、清らかな思いを抱くでしょう。非暴力　P.41

 宇宙に機能する力は何であれ人間の内に存在しています。あなたは世界のエネルギーの波を発見します。あなたは世界を照らす光線をも発見します。ラジオの波長も大気中に満ちています。目に見えないⅩ線の波長もまた存在しています。それぞれに異なる名前がついていますが、全ての放射は同一のエネルギーの異なる顕現です。太古の聖者はこれら様々の放射線を探検し、そこから得る至福を経験しました。彼らはそれらの力に関する知識を基に多くのことを成し遂げました。17/11/95



　＊胎教

太古には、身ごもった婦人はプラフラダ、サティアヴァンらの聖者の物語を聞くのがつねでした。子供は、母の胎内にいる時からそのような物語に影響されて育ちました。ロシアやその他の諸国の経験は、人の摂取する食物が心の状態に影響することを明らかにしました。例えば妊娠中の母親がりんごジュースを好んで飲んでいたなら生まれた子供もりんごジュースを好みます。至高の神の御名を唱えれば、神聖な響きの波動が周囲の大気に吸収され、その結果その場の大気の浄化に役立ちます。3/3/92

    昔は、妊婦は神聖な伝記や神聖な物語を読み、神聖な行いに従事していました。ところが今や、妊婦たちはあらゆる類の映画を見ています。『マハーバーラタ』には、妻のスバドラーがアビマンニュを身ごもっていた時、アルジュナがスバドラーに神聖な物語を話して聞かせる場面があります。アルジュナは「パドマ ヴューハ」（蓮型の陣形という戦略）に付随する技法について語り始めました。スバドラーは半分眠っていましたが、お腹の中にいた子供はアルジュナの言葉を聞いていました。現代の科学者たちも、胎児と妊婦である母親の間にこの種の事実関係があることを確認しています。同様に、母親の食べ物や思考も子供の健康や精神構造に影響を及ぼします。母親が映画を見る習慣を持っていれば、子供も当然ながらその習慣を受け継ぎます。母親は子供の将来を念頭に置いて、適切な注意を払わなくてはなりません。12/1/89

   　 まず第一に、視覚と舌をコントロールしなさい。皆さんは、悪いものを見ることによって、多くの罪を犯しています。そして、必ずその結果 に直面しなければなりません。皆さんが悪いことのために感覚を使えば、皆さんに生まれる子供たちも悪い心を持つようになります。ですから、悪いものを見ず、悪いことを聞かず、悪いことを語らないようにしなさい。

  昔の人々は、身ごもっている婦人が悪いものを見たり聞いたりしないように注意を払っていました。彼らは妊婦に、神の神聖な物語を話して聞かせ、良いものを食べさせ、善い知らせだけを伝えるようにしていました。彼らがそうしたのは、母親が善い感情を持っていれば、生まれてくる子供もまた善い心を持つようになることがわかっていたからです。両親が犯した罪は、間違いなく子供たちにも影響を与えます。5/7/01



　＊体験

あなたの本当の体験に基づいたことだけを話し、曲解したり、大げさに話したり、ありもしない体験を話してはなりません。Compendium Teaching of SSB p332



　＊体現

あなたが信者ならどのようにしてあなたの信仰心を体現させていくのでしょうか？私に言わせれば、神聖な性質、神聖な徳、神聖な愛、神聖な力を体現さすことです。そうすれば、あなたはサイになり、サイそのものとなるのです。SSSvol8p137

    神へ近づくことによって、人は神のレベルにまで高められます。しかし多くの人 はそうすることができずに人生を無駄にしています。愛は一人ひとりの内にありま す。しかし、利己的なものへと向けられるために、執着になってしまうのです。あなた方は神の愛を体験しようと切望すべきです。この現代の世界にあって、青年たちは愛の本質を知らねばなりません。17/7/97



　＊胎児

母体内の胎児は４ヶ月９日までは、ほんの丸いジェリーの塊にすぎません。次に波動力が胚に入ります。波動力はどこから来たのでしょう?ブラフマンの本性と機能から来ます。それが生命の本性と機能です。その瞬間から胎児は動き始めます。同時にブラフマンの本性と機能も胎児に入ります。胎内における、波動力と胚、この二つの結合がターラカムです。これは、ヴェーダンダの神秘の一つです。このプロセスは人間の形成現象として扱われますが、それは人間ではありません。それはブラフマンの現われなのです。31/7/1996



    ＊怠惰

    すべての人が、安全、平安、喜び、幸せを切望します。そして、それらは外の世界から得ることができると、ほとんどの人が信じています。その結果、人は、食べて飲んで、遊んで休んで、稼いで消費することで、年月を無駄に過ごしています。人は、揺りかごから墓場までの旅を嫌になるほど繰り返し、何年経っても、自分はどこでその旅を始めたのかも、自分の一歩一歩はいったいどこへ続いているのかも知らずに、流されています。下等な種の一員として何回も生まれ変わって努力した結果、人は頭とハートの比類のない特質を勝ち得ました。その勝利が今、無精な怠惰によって灰と化しています。

あなた方は、悲喜と損得の波を横切って泳ぐ技術を持たなくてはなりません。肉体と感覚器官と心に何が起ころうとも、ずっと穏やかで、動揺せず、安らぎに満ちている技術を習得しなければなりません。内なる私である理性や自覚に促されなければ、それらはどれも自ら動くことはありません。内なる平安を獲得して維持する技術、内なる実体としてのアートマを意識し続けるための技術を、学びなさい。そうすれば、あなたの注意と同じくらい速く、安全に世の中を旋回することができます。7/7/68

    人間にとって、謙虚さはあらゆる成就と達成の基盤です。そして、謙虚さは教育を通じて学ばれるものです。傲慢な人は怠慢な生活にだらだらと引きずられ、それがその人を社会に適応できない人間にします。人は一生懸命働いて自分の生計を立てなくてはなりません。もしあなたが試験で良い点数を取れなくてもかまいません。それよりも最も重要なことは、生きていく上で他人から批判されてはならない、ということです。信仰をあなたの命の息吹と見なしなさい。信仰はどんな試みにおいても必要です。信仰というのは盲信や教条主義のことではありません。人々は神に信仰を置く代わりに、儀式や学者が作成した暦に信仰を置いています。31/8/87



　＊太陽

サンパット教授は、エレクトロニクスを専攻しさらに、太陽エネルギーを用いて動力とする事に興味を持っています。バラタの国民は太陽を崇めます。太陽は、水素とヘリウムよりなる巨大な球です。太陽から地球に来る太陽エネルギーの一部を動力に用いる機会は豊富にあります。私は、わがサンパットがここに留まり彼の知識を用いて太陽エネルギーを利用してもらいたいのです。

 太陽は光輝の具現です。太陽の光は何処からどのようにしてくるのでしょう?太陽光線が我々にどのように到来するかを発見した学者は一人もいません。それは神の力から来るのです。神は光輝にあふれています。神は幾十億の太陽を併せたほどの光輝を発します。今日人々は、一個の太陽エネルギーすら利用することが出来ません。そのような人間に、どうして幾十億の太陽の光輝を持つ唯一者の力を押し測る事が出来るでしょうか?

 神の光輝に比べれば、太陽はろうそくの光のようなものです。太陽の源が神であることを実感認識し、太陽のエネルギーを動力に用いる為、サイ大学においてはエレクトロニクスと太陽エネルギーの研究を発展させて、特別の努力をしなくてはなりません。教授の持つ全ての知識をサイ大学の学生に与え、それによってプラシャンティニラヤムのサイ大学から新しい発見が生まれて国家に寄与することでしょう。5/93

 人間はすべてを超越する力を、自らが直接的に体験して証明することを探求しました。彼らはその証明を太陽に発見しました。太陽がなければ光はありません。太陽がなければ全てのものが存在しません。この世で植物をはじめ一切のものの成長の為には、酸素は無くてはならぬものです。太陽の主要な構成要素は酸素とヘリウムです。そして酸素とヘリウムが無ければ世界は存在できません。それゆえ太古の賢者は太陽こそ目に見える証明であるとの結論をだしました。そして彼らはガヤトリマントラにおいて最高の神として太陽を崇めました。

 ～例えば太陽の発するエネルギーのうち、私達は3000分の2しか使っていません。まだ使われていない太陽エネルギーの量は膨大です。太陽エネルギーのごく微量を用いて機械を運転するならば人類は巨大な仕事を成就することが出来ます。そして全太陽エネルギーを人類の福祉の為に使うならば、人類の為に計り知れぬことを成就できるはずです。21/5/91

    月の神への供儀はハートの調和を育て、太陽神への供儀は、太陽が目を司る神であることから、万物の内に同一性を見る視野を促進します。どのヤグニャも、人間の諸事に関する、目に見えない大きな影響力を持っています。というのは、マントラは強大な力を持つ音であり、霊妙な神秘に満ちているからです。4/10/62

    太陽とは何でしょう？ 太陽は私たちの知性です。知性は目を通して世界を見ることが可能です。太陽がなければ目は役に立ちません。知性は光をもたらす道具です。それゆえ、私たちの知性は進歩の道に光をもたらしながら、正しい識別に従事すべきです。決して利己的な思考を抱いてはなりません。私たちは物事の相対的な永続性について熟考してはなりません。識別力は、社会的な規模、あるいは、さらに大きな規模に焦点を合わせなくてはなりません。自己中心的な識別が限られた結果しかもたらさないのに対し、統合された思考は全世界を包容する太陽の光のようなものです。24/2/91

あなたは太陽に向かって、どうか光って下さいとは頼まないでしょう。光ることは太陽の本性です。あなたがしなければならない事は、太陽とあなたの間にある、障壁を取り除くことである。そうすれば太陽の光はあなたに届くのだ。私、私のもの、という無知の障壁をそのままにして、日がささないと不平を言っても、太陽はどうしようもないのだ。SDMp79

 太陽と月は世界を維持しています。太陽が無ければ生命は存在出来ません。太陽は私達に、光、季節、雨、食べ物をもたらせてくれます。多くの病気は、太陽の慈悲深い光線によって癒されます。電気でさえ太陽の光で作ることが出来ます。22/5/95

 太陽は、鍋にも川にも鏡にも映る。しかし、太陽はそれらのものが太陽自身と感じるだろうか。また鍋が割れた時、川の水が干上がった時、鏡が割れた時、太陽は悲しむだろうか。それと同じで、あなたが、私は肉体であると思う時、悩みが生ずる。あなたが私は肉体でない、と思う時、あなたは一切の事情に関係無く、太陽のように光る。その上、あなたは至る所に内在するようになるでしょう。SDMp89



    ＊互いに奉仕

神の創造したこの世界の生き物は互いに奉仕しながら生きており、誰も他の人より優れていると見なされることはできません。すべての人が自分の力量と活動領域に準じて奉仕すべきです。人体にはさまざまな部分があります。しかし、手には足に可能なことはできず、目が耳の義務を果たすこともできません。耳に楽しめることを目が楽しむことはできないのです。それと同じように、人間にも違いがあります。人間の能力と適性はさまざまです。しかし、各人が、自分の能力、技能、仕事の分野に基づいて、奉仕活動に参加すべきです

どの人も、自分の選り好みに応じて礼拝を捧げたり霊的な活動に携わってかまいません。しかし、私の見るところ、奉仕を通して得られる徳は、そうした宗教的な儀式を通して得られる徳よりも大きいのです。24/11/87



    ＊戦う

若い青年男女の皆さんは、虚偽や不正義と戦うべきです。あなた方、若者は、この不安な状態に立ち向かうのに相応しい者たちです。ハートを神聖な思いで満たしなさい。両親を敬いなさい。年長者を敬いなさい。神を愛しなさい。あなた方にはこの三者に従うことが不可欠です。現代の世界では、子どもは自分の親を敬わず、親は自分の子どもの面倒を見ません。学生は教師を敬わず、教師は学生の将来につ いて考えません。友人同士、親類同士の間には敵意があります。このような状況に あって、若者は正しい方向を必要とします。17/7/97



    ＊タットワマシ

「タットワマシ」（“THATH THWAM ASI”：あなたはそれである）は、サーマ ヴェーダが宣言する聖なる真理です。「タット（それ）」は、宇宙が始まる前から存在しており、宇宙が誕生した後も存在し続けています。それは「完全なる意識」の原理であり、「存在すること」と「何かになること」の全体であり、肉体と心と魂の領域のすべてを包括し、またそれらをすべて超越しており、「表現と想像の届く世界を超えている」と言われています。宇宙が神から生まれたわけではありません。宇宙そのものが神なのです。「神以外のもの」は存在しません。「第二者」は存在しないのです。「あなたは神を見たことがありますか？」と尋ねる人たちがいます。「はい、見ました」と答えなさい。すると彼らは、「神はどこにいますか？ 私にも見せてください」と言うでしょう。もし神が、ある特定の場所だけにいるのなら、その方向を指差して、「神はそこにいます」と言うことができます。しかし、私の目の前にあるこのマイクロフォンは神であり、このテーブルの上にある花輪も神であり、このハンカチもまた神なのです。宇宙には神よりも優れたものは存在せず、神と異なるものも、神から離れたものも存在しません。「タット（それ）」とは神のことです。それは遍在であり、永遠の純粋意識であるチャイタンニャです。また、私たちは神を遠く離れた存在であると想像しているので、神は「タット（それ）」と呼ばれています。いったい、どこから遠く離れているのでしょうか？ そうです、あなたの肉体と感覚と理性の機能から遠く離れているのです。これらの機能は、すべて限られた能力しか備えていません。しかし、いったん直感的な意識が働き始めると、「遠く離れたもの」が「非常に近くにあるもの」となるのです。

ヴェーダは、それを、「最も遠く離れているものよりもさらに遠くにあり、最も近いものよりもさらに近くにある」と公言しています。「トワム（あなた）」とは、肉体・感覚・心・理性の複合体のことです。この「トワム」もまた、「アシ（…である）」という動詞で確認されているとおり、「タット（それ）」なのです。あなたが祈りの言葉が書かれた本を読んでいるとき、厳密には、そこでどのようなことが起きているでしょうか？ 手はその本を持ち、目は文字を読んでいます。理性はさまざまな判断を下しており、心は湧き上がってくる感情に反応しています。「トワム（あなた）」は、手と目と理性と心とが複雑に組み合わさっている存在（すなわち、肉体・感覚・心・理性の複合体）のことです。「トワム（あなた）」は、そのようなもののすべての複合体を内蔵している姿形を指しています。「タット（それ）」とは、そのようなあなたの核心部分であり、その純粋性、言い換えれば、あなたの内奥にある崇高な感情のことです。この二つのものが同じものであることに気づくためには、瞑想と呼ばれる霊性修行に頼らなければなりません。瞑想とは、（感覚の領域に関わる）集中を昇華させて（心と理性の領域に関わる）黙想にいたり、そこから最終的に（論理も思考も想像力すらも届かない領域に関わる）本当の瞑想にまで到達するプロセスです。1/1/83



　＊他人

誰もが自分の過ちを棚に上げて、他人のせいにします。でもそうすべきではないのです。あなたのみが、あなたに降りかかる良いことや悪いことの責任を負っているのです。あなたはそれを他人のせいにしますが、そのことはあなた自身の弱さを露呈しているのです。SS9/95p227

   あなたが他人と思うその人の中に、あなたが最も愛する神の御姿を見なさい。実を言うと、その人は「他人」などではありません。その人は、神の生き写しであり、あなたも同じくそうなのです。あなたは、ある「個人」を助けているのではありません。あなたは、その人の内にいる「私」を愛しているのです。私は、その人の姿をとって、あなたの目の前に立っているのです。ですから、エゴが頭を出す隙間がどこにあるでしょうか？4/3/70

 他人がしていることや、その人が信じていることに興味を抱いたり、彼らの考えを改めようとしたり、その歩みを正そうと努めてはなりません。あなた自身の基盤である、真実である、アートマへの信仰を、しっかり確立すれば良いのです。DVJp49



    ＊楽しみ

人はたくさんのお金を持って、「私は楽しんでいる」と言います。「楽しむ」とはどうい意味でしょう? それは便利さと快適さのことですか? いいえ、違います。「楽しむ(enjoy)」の正しい意味を知りなさい。楽しみを終わらせること(end joy)が真に楽しいことです。人は死の際にあってさえ神を想うことができないほどに、お金に執着して一生を過ごしています。お金は墓場までしか付いてきません。携えることができるのは神の御名のみです。あなたの旅に付いてくるのはただ、神の御名のみです。17/7/97

    多くの人々は、世俗の物事を楽しむことによって幸福を引き出していると思い込んでいます。誰が誰を「楽しんでいる」のかを吟味すべきです。実際には、人は自分の所有するものを「楽しんでいる」どころか、所有物の方が人を「楽しんでいる」のです。所有物から生み出される憎しみ、怒り、妬み、その他の悪は、病気と悲嘆をもたらすだけです。もし、所有物が本当に幸福の源であるのなら、どうして体は病に苦しまなければならないのでしょう？ 人は自分に幸福を与えられないものに執着し、真の幸福を見失っているのです。30/3/87



　＊頼み事

神様に頼み事をするのは全く正しいことなのです。それは乞うことではありません。神に頼むのはあなたの義務なのです。言葉は声に出して言い、言葉は思いを反映したものであり、想念はそれに合致した言葉として口に出さねばなりません。神はすべてを知っておられるということは本当です。しかし、神は心からの心の思いにもとづいた言葉を話すことを求めています。CWSSBp42~3

 あなたに金をくれと頼んできたとします。あなたは、その人が本当に必要としているものを施すべきです。お金はいけません。それによって人はお酒を買って家に帰り、自分と家族を困難に陥れるからです。あなたは、無分別にお金を施すことで人に害を与えていることになるのです。22/5/95

あなたが正しい事を願っているのであれば、私は必ずあなたを助けます。

あなたが世俗的なものを望んだとしても、あなたに与えますが、あなたはそのマーヤーにまた巻き込まれてしまうでしょう。

しかし、あなたが望むのであれば、私はあなたに全ては夢であるという自覚できる体験を与えましょう。

そしてそのマーヤーの体験はあなたに影響を及ぼさないでしょう。

ラニマーへのインタビュー

 

    ＊タバコ

酒に加えて、多くの人がタバコの喫煙にふけっています。今日では、タバコを吸うことが、喘息や肺癌、好酸球増多症や心臓病など、多くの病気の原因となっています。喫煙の害は容易に示すことができます。白いハンカチにタバコの煙を吹きかけると、吹きかけた部分は赤く変色します。タバコの煙が一枚の布切れにそのような害を生じさせ得るのであれば、その煙が血流に入ったときにはどれほどの害をもたらすことでしょう？　タバコの煙は健康を損ない、寿命を縮めます。ですから、真の帰依者になりたいと願う者は、肉・酒・煙草を断たなければなりません。23/11/94



    ＊旅

    人は皆、自分の源からはぐれて荒野をさまよっています。そして、その源へと戻る帰り道を見つけるために、肉体をまとって、この、喜びと悲しみ、成長と衰え、希望と失望の世界にやって来るのです。それは決められた滞在時間内で果たさなければなりません。一日ごとに、太陽は、こっそりと、ほんの少しずつその期間を盗んでいきます。けれども、幻の明かりと荒野のざわめき、そして、それらの強い印象の見せかけの甘さに心引かれて、人は運命の神の呼び声をないがしろにしています。五感は人をだまし続け、迷路の奥へ奥へと連れていきます。これは人が笑顔と感謝の身振りをしながら死んでいく代わりに、うめき声と嗚咽を上げながら死んでいく時まで続けられます。生まれてから死ぬまでの年月は、無駄なものを手に入れること、価値のないことを達成することに費やされています。なぜなら、満たされない欲望と不健康な感情でハートがいつもチクチク痛み、それが人の本性である平安に影響を及ぼしているからです。これがずっと人につきまとっている迷妄、マーヤー（幻力）であり、それが人の神髄である神性を影に隠しているのです。22/12/70

    質素でいることは、この(霊性の)道に必須です! あなたの旅行カバンを軽くして、 (人生の)旅を心地よいものにしなさい! 多すぎる所有物は必要ありません。最小限にしなさい。あなたの人生に更に、更に(所有物を)加えてはなりません。あなたの霊性 の道にはそれ(多すぎる所有物)は障害になるからです。最小限に保ちなさい。そうすれば、あなたは心を様々なものに明け渡すことはないでしょう。ラニマーへのインタビュー



    ＊旅人

誰の内にも神がいます。ですから、誰も軽蔑されたり、ぞんざいにされたりすべきではありません。あなたに真実を悟るためのこのすばらしいチャンスを与えてくれた両親、あなたの中にある宝へとあなたの目を向けてくれた師、そして、あなたの家で生身の神の化身に奉仕するという贅沢なチャンスを与えてくれた客人は、皆、深く敬われ、謙虚に奉仕されなければいけません。教育を身に付けた人たちは、自分がどこに行くのかわからないまま鉄道の予約窓口で切符を求める人のようです！ しかし、誰もが旅人です。もっと正確に言うなら、誰もが巡礼者です。人を自らのもとへと引き寄せる神へと向かう巡礼者です。25/3/65



　＊食べすぎ

食べすぎは、神経を弱め、高血圧を招くと述べています。人は、食べすぎにより興奮しやすくなります。SS11/93

    人は過食気味で、精神の混乱につながる種類の食べ物を摂取する傾向にあります。人が食べる食べ物には、限度が設けられるべきです。もし限度を超えるなら、必ず苦しむことになります。体を守り保護するためには食べ物が必要です。しかし、こうした食べ物でさえ、体の維持に必要とされる特質に基づいて摂取するべきです。もし限度を超えるなら、あなたの状態、あなたの体に、不調が起こります。8/10/83

    この国（インド）の南部では米が多く食されています。それは南インドの人の習慣です。米を食べれば食べるほど、ブドウ糖の含有量も増えていきます。そのため、南部の医師たちは、米の代わりに小麦を食べるよう忠告します。南部の人は小麦を食べ慣れていないため、小麦をたくさん食べる気にはなりません。北部の人は一般に小麦を食べる傾向にあります。しかし、小麦を食べ慣れているという事実が北部の人を糖尿病と無縁にさせているわけではありません。北部の人はどのような食餌制限をすべきでしょうか？ 北部の人は米を食べるべきです。そうすれば、食べる量が少なくなり、糖の含有量も下がります。中心になる考えは、食べ物の量を制限すべし、ということです。

    過食は精神の混乱をもたらします。限られた量の食事は喜びと幸福を授けます。食事と個人的習慣は、本当に長寿を授けることができるのです。おそらく、あなたの持っている制御する力を超えた一定の状況があなたに苦悩をもたらすかもしれませんが、それ以外は、病気にかかる原因は何一つありません。8/10/83



    ＊食べ物

肉体には食べ物が必要だということは疑いようもありません。しかし、人生は食べ物だけのためにあるのではありません。この真実を忘れて、人間は食べ物と物質的快楽のために不正義な道を歩んでいます。肉体は五大元素でできており、一時的なものです。心は単なる思いと欲望の束です。私たちは身体と心に過度に執着するべきではありません。至福を体験するために努力すべきです。28/8/04

    あらゆる争いと不和の原因は食べ物です。あなたが食べる食べ物があらゆる不和の原因です。あなたが食べる食べ物が、最終的にあなたがどうなるかを決めるからです。15/7/83

   もしあなたが神との永久の友情の絆を結ぶことを望むのであれば、あなたの習慣と思考が浄性で、根本的に本来神聖なものであらねばなりません。神は、本来純粋な浄性です。もしあなたが神との友情を結びたいのであれば、あなたの行いは浄性な性質を映し出すものでなければなりません。なぜなら、神は本来浄性だからです。心（マインド）の状態と形を決めるは食べ物です。そして、心こそが神を避難所としなければならないのです。15/7/83

    神だけが、あなたの進化において、あなたをより高い段階に連れて行くことができます。見つけなければいけないのは上に行く道であり、あなたを下に連れて行く道ではありません。人に多くの負の性質があるのは、エゴと執着のせいです。エゴを取り除き、あらゆる執着を切り落とし、正しい食べ物を選び、あなたの食習慣をコントロールし、人生で成功を収めなさい。サットウィックな食べ物を食べなさい。そうすれば、あなたの神聖な性質が顔を出すでしょう。聖なる世界はサットウィックな食べ物からやって来ます。15/7/83

    こうした美味しい食べ物は、私たちが浄性と呼んでいる精妙な成分を含んでいます。それは活力と結び付いています。浄性な食べ物と関係しているのは、オイル〔常温で液状の植物油〕であって、脂肪ではありません！15/7/83

苦行で得る力は我々の摂る食物と生活習慣を見れば分かる。今日の我々の摂る食物や生活習慣は、上辺だけのものとなっている。我々が摂る加工食品は、瞑想をきちんとできなくさせている。それゆえ我々の霊的修行は無益なものになってしまっているのだ。16/4/96

調理していない食物、木の実、果物、発芽している豆類が最良の食べ物です。これらのものを少なくとも一日に一度は夕食などで食べなさい。それによってあなたの長寿は約束されます。ココナッツの実や、ココナッツ水、発芽した豆類、生か少しだけ火を通した野菜や青菜類が健康に良い食物です。SSVol15p115~7

    家庭で行うプージャ(供養)ヴェーダの朗唱、バジャンはすべて周りの雰囲気を清め清潔にする波動を発し、あなたの摂る食物を清めます。SIP8-16

   霊的に良いビタミンは、ビタミンB12です。SSVol8p38

 浄性の食物とは、身体と同様に心も強める事ができるものです。それは塩辛すぎず、辛過ぎず、甘過ぎず、酸っぱ過ぎないことです。湯気が立ち昇るくらい熱いうちは、口にするべきではありません。喉の渇きを煽る食べ物は避けるべきです。原則は、中庸を守り自制することです。スープ類は次の日まで取りおかないようにしなさい。身体に有害なものとなります。油で揚げた物はいやな匂いを放つ前までに食べてしまわなくてはなりません。GVCh26

    この世界には多数の生命体が存在しています。それらの生命体は８４０万種に分類されます。そのうちの８３９万９９９９種は、未調理の食物を食べる傾向にあります。それらの生命体は、自然なままの、自然界で入手できる食物を食べ、完全な健康を享受しています。しかし、もちろん、気候の変化や、自分では制御しきれない要因のために、これらの生命体も病気にかかることはあります。

    とはいえ、最も多くの問題にさらされているのは人間だけです。人間に関しては、かなりの数の病気が増えています。その理由は、人間が神の創造物である食物、自然の状態で手に入る食物を食べることを好まないからです。人間は味蕾（みらい）〔舌の粘膜にある無数の味覚器官〕の餌食になっています。人間はそのまま利用できるものを何でも自分の味覚に合わせて変えてしまい、その中に含まれている生命の精を殺しています。      今、人間は食物の中に存在する生気を与える力を完全に破壊しているせいで、増え続ける病に身をさらしているのです。もし食物を自然のままの状態で食べようと努めれば、決して増加する病に身をさらされることはないでしょう。8/10/83

 神に捧げられた食物は、微妙な形で人に害を及ぼす邪悪な波動を、打ち消す作用があります。飢えた人に施され、食された食べ物にも、同様の恩恵があります。食物は人間の感情や思いに微妙な影響を与えるため、あなた方は常に食物への警戒を怠ってはなりません。SSSVol10p38

家庭の祭壇で執り行うプージャ、ヴェーダ、バジャンは環境を浄化する波動を生み出し、あなたが摂取する食物を聖化させます。SIP p217

インド人は料理の風味付けにタマリンドを大量に使用します。しかし、タマリンドは健康に良くないのです。このようにして現代人は、神経衰弱や高血圧の餌食となっています。精神の不安定や緊張、心配が高血圧の原因です。今日の世界で見られる混沌、混乱、動乱や激変は、病んだ健康状態から引き起こされるのです。SSIB1993p91

    今日、人間が食べている物は、人間の活力を維持する本来の力をまるで持ち合わせていません。体を維持するにはビタミンとたんぱく質が必要です。あるビタミンは目に力を与え、視力を良くします。あるビタミンは血液を浄化し、補強します。三つ目のビタミンは骨を強くします。たんぱく質は絶対に必要です。たんぱく質、すなわちプロテインとは、「あなたを守るもの」（プロテクトするもの）という意味です。食物に含まれているたんぱく質を見てみると、未調理のものには大量のたんぱく質が含まれています。ムング豆、レンズ豆、大豆といった食用の豆類を例にとりましょう。インド人はヒヨコ豆を誇らしげに「インドの大豆」と呼びます。ヒヨコ豆にはたんぱく質がかなり含まれています。ヒヨコ豆の食べ方は、水に浸して、噛むことができるほどになったら食べるというものです。そうすれば、その栄養素はあなたのところにやって来ます。ところが、味覚や舌、自分の嗜好、気まぐれや好みの餌食となったばかりに、人は何をしているでしょう？ たんぱく質をすべて取り除いているのです！ ヒヨコ豆をグツグツ煮ています！ 油や他のいろいろな材料を加えて、ヒヨコ豆をさまざまな変化にさらしています。その過程で、ヒヨコ豆に元々含まれていたものを奪い、それらが人に与えることのできるものを奪っているのです。

    果物を例にとりましょう。果物にはビタミンが含まれています。野菜もそうです。果物や野菜は皆さんにいくらでも力を与えることができます。しかし、人が今、摂取しているものは「人工のビタミン」と呼べるようなものです。そして、そのような野菜の人工的な形態を通して、あらゆる種類の病気があふれているのです。かつて、村ではさまざまな野菜を収穫していました。一般の習慣では、天然の肥料、つまり牛糞という形態の肥料が、植物に施されていました。オクラやキュウリといったものを自然な状態で収穫することができました。大きさは小さかったかもしれませんが、含まれている栄養素は豊富でした。

    あるいは、赤唐辛子を例にとってみましょう。赤唐辛子は、小さくても一本あれば、鍋いっぱいのサンバルに香りを添えるのに十分でした。今、赤唐辛子は釣り合いを失って膨れ上がり、巨大な、大きな赤唐辛子になっているのを目にします。人はそうした赤唐辛子を大量に手に入れて、小さなカップ一杯のラッサムに入れています。それでも、赤唐辛子の風味を味わうことができずにいます！ その理由は何でしょう？ 赤唐辛子は今、人工の肥料で栽培されており、本来持っているべき固有の力を実際には備えていないからです。8/10/83

    人は、身体を維持するために、何らかのものを食べなければなりません。時々、あなたは悪夢を見たり、瞑想中に悪いものを見たりすることがあります。これは、清らかでない食物をとった結果 です。あなたは、調理をする前に、食材が神聖な手段によって得られたものかどうかを調べなければなりません。そうであるときに初めて、食物は食べるのに適したものとなるのです。食事を食べる前に、神聖なマントラを唱えなさい。そうすれば、あなたのハートには、神聖でないものが入ることはありません。

  「アンナム ブランマー、 ラソー ヴィシュヌフー、 ボークタデーヴォー マヘーシュワラ」（食物はブラフマであり、エッセンスはヴィシュヌ、食事を摂る者はマヘーシュワラである）。この三つは、それぞれ肉体と心と行動に対応しています。思いと言葉と行動が純粋であることこそが真の英知です。あなたは、それ以外のいかなる霊性修行も行う必要はありません。人々は、さまざまなサーダナ（霊性修行）を行います。しかし、それはただ、一時的な満足をもたらすだけです。一方、思いと言葉と行為が純粋であれば、あなたは永遠の幸福を味わうことができます。23/11/02



　＊魂

（動物でも植物も鉱物も）魂の入っていないものはない。P348サイババは世界の危機

   魂とは、白分自身を何か神とは分離したものであると見なしている、生命をもった意識の主体です。24/12/74

     神は、一人ひとりの魂が成長して分離の観念を超越し、全能の神と一つであることを完全に知ることを願っています。24/12/74

    神実現へと向かう、ゆるやかな成長の過程をたどる魂の任務の中には、イエスが行動したように行動して、神の無私の愛の生きた手本となることが含まれています。人間として地上に生きている間に神性を獲得できることを示すことは、人類に対する理想的な奉仕となります。24/12/74

   

   ＊多様性の中の一体性

      シヴァはパシュパティ、つまりパシュすなわち生き物の主と呼ばれます。心の原理を備えている固体が生き物です。ヴィシュヌはゴーパーラ、すなわち牛や生き物の主と呼ばれます。実際、どちらも同じ意味です。狭い心が違いを作っているのです。狭い心の人々は、どれだけ長い間どんな修行をしても、決してより高い状態に到達することはできません。私たちは多様性の中の一体性を認識すべきです。これが本当の霊性です。皆さん自身が神なのです。この真理がわからない限り、皆さんはジーヴァ（個人）です。ひとたびそれがわかったら、皆さんはデーヴァ（神）です。14/7/92



　＊ダルシャン

お前たちは将来ダルシャンを得る機会が少なくなるだろう。～悲しんではいけない。遠く離れた場所からのダルシャンや、私の講話を印刷物で読む事はインタビューを得たことと同じくらい価値あることなのだ。私の責任は増し、私自身、新旧の信者から肉体的に距離を置かねばならないのだ。ANDIp270

私がヒマラヤで苦行に従事している者にダルシャンを与えるとき、たとえそれがほんの数秒であっても、彼らはその神のビジョンを得られたことでこの上 ない至福を感じます。そして、それをとてもすばらしい経験であると見なしま す。しかし、あなた方は皆、毎朝毎夕私のダルシャンを得ていながら、未だに その価値にまったく気づいていません9/98SNSarthi



　＊ダルマ

    皆さんはやがて太古よりの永遠の法、すなわち、世界のすべての人々のためにヴェーダに定められているダルマ(正義)が、正当で本来の地位に着くという事を目にするでしょう。人々を私のほうに引き寄せ、私の神聖な力と能力を顕示することによって人々を魅了することだけでなく、ヴェーダのダルマを復興することも、サイが決意したことなのです。それはマーヤ迷いでも何でもではありません。それは真理を護り、非真理を根こそぎにしてやっつけるので、その勝利を見たあなた方すべてが、我を忘れて大喜びする事でしょう。これはサイの神聖な意志なのです。1968/5/17

    ダルマは人間の各段階における理想に近づくための行動規範です。その規範が歪められ、人が、この世にやって来た崇高な目的を忘れてこの世での生涯を自ら蝕むとき、神は化身し、人を正しい道へと導きます。つまり、神はダルマの原理を復活させ、ダルマの実践を復興するために、人間となってやって来るのです。1/4/63

    ダルマの一般的な定義の一つは、次のルールを守ることです。

「自分が人からしてほしいことを、人にすること。自分が人からしてほしくないことは、人にもしないこと」二重の基準を持ってはなりません。すべての人をあなた自身として扱いなさい。つまり、あなたは自分を信用しなければならないということです。そうして初めて、他者を信用することができるのです。あなたは自分を尊敬し、他の人々も尊敬しなければなりません。利己心は利他心の尺度です。人類は一つの共同体です。あなたが自分を傷つけるなら、それは、すべての人を傷つけることになります。あなたが人を立たせれば、その行為はあなたを立たせます。あなたが他人からしてほしいと望む待遇それ自体が、他人に対するあなたの義務の尺度なのです。5/10/62

    私たちがダルマを大切にするとき、ダルマは私たちを守ります。私たちがダルマを嘲笑するとき、ダルマは私たちを災難の多い道に残して距離を置きます。それゆえ、私たちはダルマを培わなくてはなりません。グル〔導師〕を尊敬することは弟子のダルマです。社会を尊敬することは市民のダルマです。国を守ることは兵士のダルマです。両親を尊敬することは子供のダルマです。夫を尊敬することは妻のダルマです。ですから、こうしたあらゆる個々のダルマを合計したものが、ダルマの完全な形です。これが、私たちの国の経典におけるダルマの解釈です。神の命令に絶対に従うことは、すべてのダルマの中で最たるものです。

したがって、この種の心、この種の知性、この種のダルマゆえに、私たちは人間を三つの特性の統合された姿と呼んでいるのです。清らかな人格とは、もっぱら、この人間の統合された相を指しています。人格には、良い育ち、良い文化、神聖さ、良い振る舞いが含まれます。私たちのハートは、これらすべての面が「清らかさ」と私たちがダルマを大切にするとき、ダルマは私たちを守ります。私たちがダルマを嘲笑するとき、ダルマは私たちを災難の多い道に残して距離を置きます。それゆえ、私たちはダルマを培わなくてはなりません。グル〔導師〕を尊敬することは弟子のダルマです。社会を尊敬することは市民のダルマです。国を守ることは兵士のダルマです。両親を尊敬することは子供のダルマです。夫を尊敬することは妻のダルマです。ですから、こうしたあらゆる個々のダルマを合計したものが、ダルマの完全な形です。これが、私たちの国の経典におけるダルマの解釈です。神の命令に絶対に従うことは、すべてのダルマの中で最たるものです。

したがって、この種の心、この種の知性、この種のダルマゆえに、私たちは人間を三つの特性の統合された姿と呼んでいるのです。清らかな人格とは、もっぱら、この人間の統合された相を指しています。人格には、良い育ち、良い文化、神聖さ、良い振る舞いが含まれます。私たちのハートは、これらすべての面が「清らかさ」と「忍耐力」と「不屈の精神」に満たされたとき、初めて清らかなハートと見なされることができます。24/2/91

    ダルマは、あなたが穏やかで、分別があり、平静であるよう鍛えてくれます。あなたは、成功と失敗、富と貧困、喜びと悲しみ、確約と期待外れは、一時的な性質のものであることを知っています。あなたは得意がることもなければ、意気消沈することもありません。あなたは穏やかで、心を動かされません。こうした波立ちのない安定性を持続するのを助けてくれるものは、何であれダルマです。5/10/62

   もし、インドがダルマを守るなら、アメリカとロシアはバーラタを尊敬しなければならないでしょう。ダルマが相手であれば、どんなに強靭な人でも適当な大きさに切られてしまいます。ですから、バーラタにとって最も必要なものはダルマなのです。23/11/94

この世とあの世の安寧を共に促進するためにはダルマの体系（道徳律）が樹立されねばなりません。21/5/92

 ダルマは永遠であり、どの国に住もうと誰にとっても、常に普遍です。ダルマは内なるアートマの意義を示します。ダルマの生誕の地はハートです。ハートから湧いた清らかな思いを行為に移すことがダルマです。もっと判りやすく説明して欲しいというのですか?

 あなたが他人からしてもらいたいことを他の人にしてあげなさい。それがダルマです。ダルマは、他のものを傷つけることを絶対しないことです。誰かが、あなたを幸せにしてくれたなら、あなたも他の人を幸せにしてあげなさい。他の人の行為が何かごたごたの原因となり、あるいは自分の行為が同様の難儀を他の人に及ぼすようなことがあれば、それを非ダルマと知りなさい。8/86

 ダルマの法則には、社会で得た富は社会の福利の為に還元しなければならない、とあります。SS6/84

ダルマの基盤は真理である。真理は恐れも怒りも知りません。真理あるところに怒りは存在しません。真理が苦痛を負わせることはありません。真理に根ざしている人が暴力を振るうことはありません。それどころか 、その人は非暴力は自分のダルマであるとみなします。~自己のダルマに死ぬことは幸せであるが、他人のダルマを行なうことは危険である。STPS2p134

 世界中で災害が荒れ狂っているのは、正義が否定されダルマに従って生きる重要性が信じられていないからです。それゆえ、人はダルマの本質をはっきり理解しなくてはなりません。DVJp2

人々の惨めさと困窮を除去することは、私の天命にとって付随的なことでしかありません。私の主要な仕事は全ての人のハートにダルマを再び構築することです。S,Sarathi10/95

 化身ラーマにあっては最初にダルマがあり、つぎに歓喜がきました。クリシュナの場合は歓喜が最初にあり、つぎにダルマが来ました。14/8/90

  各人のダルマ（行動規定）は、異なっていなければなりません。なぜなら、ダルマは、年齢、職業、地位、権威、学識といった変化する要因や、男か女か、教師か生徒か、主人か使用人か、子どもか若者か、父か息子か、扶養されているか独立しているかを考慮して、決められるからです。しかし、ダルマの根本的な本質は、サティヤ、プレーマ、サハナ、アヒムサー、つまり、真理、愛、堅忍不抜、非暴力です。さまざまな規則は、書かれていることや書かれていないことも、こうした根本的な本質の詳述にすぎません。18/5/68

  もし皆さんが人に迷惑をかけることも無く､他の人の自由を妨げることもなければ、ダルマに従って行動していることになります。決して人のいやがることをしないのが、ダルマだと誰もが思えば､この世は平和と悦びと豊かさに溢れるようになるでしょう。他の人々に模範を示す為に行動し､ダルマの真の理想を支えること。そう生きるのが皆さんの本当の務めです。SGc26

 ダルマには、太陽の光の色と同じように､七つの面があります。ダルマの光は､真実、良い人格、正しい行い、感覚の節度を守ること､修行の生活、執着を捨てること､非暴力という七つの光線からなっています。そのすべてを身につけて下さい。ギーターの詩句を覚えるより先に､その意味を良く理解するべきです。そしてそこに説かれているように、徳を高めてそれを実践するのです。SGc26

 ダルマは私達を一定の限度内に縛りつけ、私達が正しい道を歩んで義務を果たすのを助けます。ダルマは人と人の間の振る舞いや、個人と社会の間における振る舞い等々の規範を定めています。ダルマは人間の価値が開花するのを助けます。ダルマが衰えると人間の価値もおろそかにされ、それが人生の破局へとつながって行きます。ダルマのない国は悪魔の国です。22/5/95

 肉体感覚による生活はアダルマ〔非ダルマ〕です。霊的生活はダルマです。ダルマは、維持するもの、救うもの、神聖化するものです。自分は永遠なるものであるという知識を獲得することができるように、人間は、生まれ、人生という賃貸期間を与えられているのです。5/10/62



    ＊ダルマラージャ

死後、その少しの滞在のために、別の世界からの使者がダルマラージャを地獄に連れていく間、地獄の住人たちの吸っていた空気が、不意にさわやかなよい香りになり、これまで望みもしなかった不思議な安らぎと喜び、ワクワクするような、そしてウキウキするような気持ちを感じました。それは、その恐怖と拷問の世界に神聖な魂が近づいてきたことによるものでした。不幸な罪人たちは、ダルマラージャを見て気持ちを落ち着かせよう、楽になろうとして、まわりに集まってきました。

（自らの刑期がすぐに終わって）ダルマラージャが天国の方に向き直ると、もっと長くいてほしいと地獄の全住民が叫び声を上げました。灼熱と苦痛に戻るのが嫌だったのです。その哀れな嘆きを聞くと、ダルマラージャは、自分の天国行きをもたらした功徳のすべてを地獄の住民たちに引き渡すと宣言しました。ダルマラージャは彼らと共に留まることをいとわなかったのです！ しかし、その偉大な放棄の行為は、苦しむ者たちのためになったばかりのみならず、ダルマラージャに天国での暮らしの延長と、天国の中でもさらに栄誉ある場所をもたらすこととなりました。命というものは、苦痛を和らげ、悩みを軽くし、平安と喜びを促すことに使うのが最善です。19/2/66



    ＊探求

  現実の生活において、人は生と死の秘密を理解できずにいます。多くの人が、死の特性を発見しよう、死後何が起こるのか、死の背後にある神秘とは何かを見出そうと試みましたが、答えを見つけることはできませんでした。そのため、深い探求心を授けられていた者たちは、すべての生き物の奥底には一つの力が存在し、その力は神から来ているという結論に至りました。彼らはその力を神と名づけたのです。そして、神の力が存在すること、そして、それは人間の理論を超えており、宇宙にみなぎっていると結論づけました。

   その力は何なのでしょう？ 人は目に見えないものをどうやって認識できますか？ そのようなものを信じるべきなのでしょうか？ そのようなものを知ることは不可能だと考える科学者もいます。一方、古代人たちは、太陽を神性という存在の実証できる明らかな証拠と見なしていました。そして、太陽がなければ世界は存在しないと思っていました。太陽がなければ何ものも成長することはできません。人間の営みは一切不可能となります。人が終わりなき暗黒を生き抜くことは不可能です。それゆえ、古代人たちは、この偉大な光とエネルギーの源は神の霊的な力の存在証明であると思っていました。

   その後、その神聖原理は一つなのか、それとも複数であるのかという議論が生じました。古代人たちは、「エーカム サット」、すなわち、神は唯一者であり、唯一者でしかあり得ないという結論に達しました。ヴェーダも「エーコーハム バフスヤム」（私は多として顕現した唯一者である）と宣言しています。それによって、ヴェーダは神の一体性を宣言したのです。神は唯一なるものですが、異なる人々に多として顕現しているのです。聖仙や予見者たちがタパス（苦行）を行ったのは、こうした深い探求の精神によるものです。そして、その苦行と禁欲生活によって、彼らはすべての知識の源はプラナヴァ（オーム）であるということを発見しました。もしプラナヴァが存在していなければ、音も言葉も存在し得なかったでしょう。

    同様に、「１」という数字はすべての数字の基です。あらゆる数は基の「１」に数字を加えていくことによって得られます。それゆえ、この「一なる性質」〔エーカットワ〕は神に不可欠な特質であり、この世で見える多様性は神の顕れにすぎないのです。神は顕現している宇宙の原初の種と見なされています。種が成長するには殻が必要です。殻は覆いであり、中身は種です。同様に、神という種の殻は宇宙です。種がなければ殻は存在できません。

     この事実を認識し、マハリシ〔大聖賢〕たちは「イーシャーヴァースヤム イダム サルヴァム」（全宇宙は神で満ちている）と宣言しました。神性によって維持されているこの広大な宇宙が、神とは別のものだと見なすことができますか？ 何であれ神と結びついているものは神の反映です。「プルシャ スークタム」（至高なる神人への讃歌）は神を千の頭と千の目と千の足をもっていると描写していますが、これは、神は無数の姿をとって宇宙にみなぎっていると宣言しているのです。また、これは、すべてのものは神の一部であるということを意味しており、無数の姿で構成されている宇宙は「ヴィシュワ ヴィラータ」、すなわち、宇宙的存在、宇宙的神人の姿です。

    私たちは、この、一なる神聖実在の宇宙的顕現としての無数の存在を伴う、多面体である宇宙を観察しなければなりません。神聖原理は最も小さな体にも、宇宙全体にも内在しています。もし、個人の真理を理解できれば、宇宙についての真理もわかるでしょう。22/11/80



    ＊団結

もうすぐ、全世界が団結するでしょう。学生たちは世界が一つになるために適切な努力を払うべきです。若い男女は丈夫な手足をもっています。そして、肉体的にも精神的にも霊的にもすぐれた力を授けられています。その力をすべて正しく活用すべきです。五感を誤用してはなりません。そうして初めて、皆さんは世界に多大な貢献ができるようになるのです。20/3/07



　＊男女

男女の相違は性が異なるのみであり、一方は他方より弱いということはありません。女性が男性の助け無し働くことが出来ないのと同様に、男性もまた女性の助けがなければ機能しません。SS10/93



　＊誕生

あなたがまたこの世に生まれたのは，ある科目が合格点に達しなかったからです。その科目に合格する為にいくつかまだやらねばならないことがあるのです。もしあなたが、自己実現の過程を通じて，自分が至高の存在だと確信した時、あなたはその試験に合格したことになるのです。TOSSSBp109

   神に誕生はありません。神はゴールに到達する必要もありません。しかしながら、神は人々の心に信仰を植えつけるために化身するのです。誕生のあるところには死もなければなりません。しかし、神は誕生も死も超越しています。神には始まりも終わりもありません。神に誕生日があるというのは皆さんの妄想にすぎません。信者たちは、神を物理的な枠に押し込め、崇め誕生日を祝っています。それはすべて信者たちの想像の産物であり、真理とは相反するものです。この世では毎日、多くの人が生まれ、死んで行きます。誕生、そして、死とは何なのでしょう？　肉体を身にまとうことが誕生であり、その同じ肉体を脱ぎ捨てることが死です。錯覚のために、人間は誕生と死という二元性を体験するのです。25/12/03

    霊性修行者が常に自覚せねばならぬことは、如何に生まれるかということではなく、如何に死ぬかということです。誕生はどのようにして死を迎えたか、その死に際の状態で決まるからです。まず死があり、誕生はその後です。人々は人間というものは死ぬために生まれ、死ぬからまた生まれるものだと信じています。それは誤った考えです。あなたが生まれたのは、再び生まれないようにするために生まれたのです。つまり人は再び生まれないように死ぬことが大切なのです。SIP4-10

    今日、皆さんはスワミの誕生日を祝っています。事実、この肉体には誕生日があります。この肉体はすでに生まれて７８年が経過し、７９年目に入ったところです。しかし、私は７９歳に見えますか？ いいえ、そんな年齢には見えません。今だけではなく、８０歳になっても、９０歳になっても、私は今のままです。私は決して誰にも他の人には頼りません。私の目も歯も完璧な状態です。普通 は、７９歳にもなると、歯は全部なくなってしまい、目は白内障にかかります。皮膚には皺が寄ります。しかし、私には皺一つありません。私は年をとりません。実際、私は老人ではありません。23/11/04

   誕生も死も幻想が産み出したものです。この世では毎日、たくさんの生き物が生まれ、死んで行きます。誕生と死は、時と定めにしたがって起こります。生まれてから死ぬ までの間、人は肉体に惑わされ、肉体レベルでのさまざまな関係を築きます。人は自分を肉体と同一視し、「私」や「私のもの」という感情に心を奪われます。これは重大な過ちです。肉体が存続している限り、皆さんはだれかしらと関係があります。ひとたび肉体が朽ち果 てたなら、その関係はどうなりますか？　真の結びつきは、アートマ（真我、内なる神）のレベルで存在するのであって、肉体のレベルでは存在しません。

    生まれる前、だれがだれと関係がありましたか？　死んだあとはどうなりますか？　実際には、誕生も死もブフラマー（妄想）の結果 であり、ブフラマー（妄想）のために、皆さんはブラフマー（神）を悟れずにいるのです。浮き世の網にかかっているために、高潔な原理を理解できずにいるのです。25/12/03



    ＊男性

     創造世界には一人のプルシャ（男性）がいるだけです。プルシャ以外はすべて女性です。愚か者もいません。愚か者は、パラマートマ〔至高我〕である英知の化身の特殊な顕現がその役割を演じているだけのものです。15/9/63



    ＊知恵と富

知恵と富が、自分たちのどちらが重要かをめぐって、大声で長いこと喧嘩をしていたという話があります。富は、自分がいなければ体は弱くなり、頭はぼんやりし、知恵は幻となってしまうだろうと論じました。知恵は、それに対して、自分がいなければ人間は富と富のない状態の区別もつかず、どうすれば富を得ることや使うことができるかもわからないだろうと言い返しました。そこに魂が介入し、知恵と富はどちらも等しく重要であるが、それはそれらを正しく使った場合に限る、と言いました。

知恵を伴わない富は、搾取と圧制の道具となります。富を伴わない知恵は、単なる空想と青写真の束になります。富と知恵は、有効利用すれば価値あるものとなり、誤用すれば災難を招くものとなります。それはナイフに似ています。狂人の手中にあれば殺人の道具となり、外科医に託されれば命を救う道具となります！

あなたは富を利用して善行をしていますか？ 知恵を使って他の人々に恩恵をもたらしていますか？ これがテストです。このクリスマスの日、私たちがキリストの誕生を祝う時、弱者、無力な人、困窮者、悲嘆に暮れている人への、愛に満ちた奉仕の生活を送る決意をしなさい。寛容、忍耐、慈悲、度量を育みなさい。キリストの据えた理想を大切にし、日常生活でそれらを実践しなさい。24/12/72



　＊地球

地球の運行は季節の変化をもたらします。季節の変化は雨を降らせ作物の育成を可能にし、人々を快適に暮らさせます。地球はこのように無形の神が人の目に見えるかたちで現われておられるのです。太古の人々は地球をブーマータ（神聖なる母なる大地）と讃えました。生活に必要とするものは全て大地から取れます。地球はこのように、地球の義務を果たしているように、各人も自分の義務を果たすように教えているのです。20/3/96



　＊知識(人)

    人間が生まれてきた究極の目的は、自分の本性を悟ることです。本当の自分を悟ることが不死への道です。人生はこの世と神の間の架け橋です。アートマ（神なる自己）と対話するための唯一の手段はプラナヴァ（オーム）という言語です。純粋で永遠なるアートマが入っている、肉体という骨と肉から成る衣服を着ているせいで、人は自分の幸福は物理的な環境の中にあるものと想像しています。これは妄想です。人間が幸福の探求において求めることのできる知識には二種類あります。一つはローカ・グニャーナ（世俗の知識）です。これは、音楽や美術、物理的な宇宙、植物学、化学、物理といったようなものの知識に関連しています。これらの知識はすべて、生計を立てるのに役立つのみです。その知識のすべては、常に移り変わっている、滅びやすいものに関連しています。

    もう一種の知識はブラフマ・グニャーナ（至高なるものの知識）です。この知識は、宇宙の起源、発展、消滅がブラフマン（至高の実在）に起因することを明らかにします。ウパニシャッドは、それをアクシャヤヤ・ブラフマン（不滅なるブラフマン）と述べています。今日、人間はこの至高の知識を必要としています。この知識へと到るには三つの段階があります。一つ目は「バーヴァム」〔バーヴァ、思考、思い〕、二番目は「サーダナ」（霊性修行）、三番目は「ウパーサナ」〔礼拝〕です。24/7/83

    知識は、分析的な方法を用いて、物事や感情や体験を喜ばしいものと喜ばしくないもの、有害なものと有益なもの、存続するものと一時的なものに分類することを進めたときに得られる、と言われています。しかしながら、高次の知識は、一体化するものであり、多に見える一なる存在を人を気づかせるものであり、嘘偽りが含まれているものの中から真実を浮かび上がらせるものです。この真実を発見するために、古来の諸聖典は二つの規律を定めています。一つは外的なもので、もう一つは内的なものです。つまり、外側と内側のものです。外側のものは、無欲の行為（ニシカーマ カルマ）です。これは、献身と礼拝として従事する行い、あるいは、報いが得られるかどうかは意に介せず、果報への執着なく、義務感を持って、喜んで行われる行為です。内側のものは、ディヤーナ（火花である人間の源である光輝を瞑想すること）です。カルマ（行為）はダルマ（正義）によって規制されなければいけません。そのとき、カルマ（行為）は人をブラフマン（御自らを含む全宇宙の根本的な真理）へと導きます。12/5/68

     いわゆる知識人と呼ばれる人たちが知性を備えていることはまずありません。彼らは慢心に満ちています。会議に集った知識人たちは高慢で、横柄で、自分たちの学識と書物の知識にほくそえんでいました。バガヴァン（スワミ）がその会議の主賓でした。ムニシはスワミの隣に腰掛けていました。ムニシはスワミに霊性と正しい行いに関する知識人たちの疑問を明らかにしてほしいと頼んできました。スワミにたくさんの質問がなされ、スワミはすべての質問に対して、明瞭に、そして、納得のいくように答えました。 23/11/94

   世間の知識を身につければ、有名になり、この世の様々な欲望を満たすことが出来るでしょう。ところが、アートマの知識があれば神の恵みを受ける資格が得られるのです。究極の悦びを味わうことが出来るのです。SGc1

 世間の知識は食べるものと住むところを与えてくれます。ところがアートマンの知識は、自分自身の真実を気づかせてくれるのです。世間のことを多少は知っておかなければ、不滅のものを知ることは出来ません。世間の知識を甘く考えてはいけません。世間の知識と神に向かう知識とのつり合いが大切なのです。学問と霊的探求を結び付けなさい。

 人生という車は一輪では動きません。一輪の車はあまりにも危険です。片羽で飛べる鳥はいません。両翼を用いてこそ、自由に飛び回ることが出来るのです。世俗のことには俗世間の知識が必要であり、ブラフマヴィディア（霊的知識）は霊的安寧の為に必要です。両方の知識にもとづく生活を送りなさい。2/6/91



    ＊地軸

ヒラニヤカシプは大科学者で、自然や四季や太陽系を研究していました。ある時、ヒラニヤカシプは、地軸が23，5度傾いていることに気づきました。そして、ヨーガで得た力によって、好奇心からその傾きの角度を変えてしまいました。その結果、大災害が起こり、ヒラニヤカシプは地軸をもとどおりに戻しました。ヒラニヤカシプは自らの意思の力によって、太陽と月の軌道も操ることができました。それゆえ、彼は自分を神だと思い込んでいたのです。26/5/95

“多くの自然災害は人為的なものなのです。地震、火山の噴火、戦争、洪水、飢饉や他の災害は厳重な自然の乱れの結果です。それらの乱れは人の行為の帰結なのです。人は、未だに人と自然の関係を完全に理解していないのです。”

地球は一つの球です。球を安定な状態にしておくには、バランスをとらねばなりません。

今、限度も無く天然資源を消費し、地球のバランスが崩れば地軸が傾くのです。



　＊知性

    人間は気まぐれで、疑いやすい。知的になればなるほど、人はこういった特質に支配されることが多くなる。そのような者は、何事をも強くは信じられない。アルジュナよ、君は君の知性のゆえに、これまでに何が起こり、これから何が起こるのかを理解しないまま行動している。これからは、自分の知性に頼ってはいけない。神の意志を行うのだ。16/8/87

人間として生きることは、単なる平凡な暮らしをする事である。人の目標は神さながらに生きることです。しかし今日人々は欲望と憎悪のみを抱き、動物にも劣る生活をしています。欲望が満たされぬと彼は憎悪を持ちます。知性の導きに従い、気まぐれにさまよう心を捨てることです。何故知性は重要なのでしょう？感覚器官は身体の上位にあり、心は感覚器官の上位にあり、知性は心の上位にあります。   アートマンは知性の上位にあります。

 このように、知性はアートマンの最も近くにあり,神我の力と光輝を最大限に受ける利点を持ちます。それゆえ神我を理解し体験する為に知性を用い、至福に満ちて生きるよう努力しなさい。25/5/93

 知性の力は、今日正しい思考と、正しい態度が欠けている為に、誤用されています。才能は利己的な目的に使われています。人間は並外れた知的能力を持っているのに、それが間違った目的に使われているのです。利己主義と自分本位が、人間の見解をゆがめ正道から邪道へと導いています。正義と高潔さが軽んじられています。道徳基準は低下しています。

 カーストや信条による差別が急速に広まっています。狭量な意見の相違が残虐な敵意や憎しみを生み出しています。霊的意識は弱まっています。妬みと憎悪が圧倒的に幅を利かしています。罪への恐れは影を潜め、逆に罪を造ること自体を楽しむ風潮に取って代わられました。霊的なものは何であれ軽く見られています。これら全ての原因は何でしょうか?

 人間は感覚の欲望や世俗の楽しみに心を奪われ、道徳と善良さの感覚をすっかり失ってしまったのです。人間は自らの神聖な性質を忘れてしまったのです。貪欲が人間同士を敵対させているのです。悪い思考と悪意のある欲望が荒廃をもたらしているのです。私達は、人々の思考と態度に影響を与えることによって、この状況を変える為に協力しなければなりません。

 今、根本的に必要なのは、人を正しいレール戻し意志の力を伸ばすことです。意思の力を育成すれば、識別力、知力、維持力、明瞭さ、分析力、黙想、創造的な行為といった他の力を発達させることが出来ます。強い意志が無ければ何一つ達成することは出来ません。意思の力は喫煙のような既得の習慣を取り除くのに必要とされます。意思の力を用いれば、あらゆる種類の欲望を抑制することが出来ます。221/7/86

 知性を純粋にすることは、実際すべての目標の根本になるものです。ハートを純粋にすることなく、霊性修行をしたとしてもそれは全く無駄なことなのです。汚れた鍋で食事を準備しているようなものなのです。SS5/95p130



　＊地熱

今日の科学者や技術者は、空、風、火、水、と地の五大元素の秘密をつかんだ。と誇りを持っています。しかし彼らは未だ、人々の毎日の生活とそれらとの間にどのような関係があるのかを知りません。過去の聖者たちはその神秘を探求し、世界にそれを明らかにしました。例えば彼らは鳥たちが毎夜、地面の上で休まないことに気づきました。

 鳥たちは木の上で休みます。それは何故でしょうか？ヴェーダの時代の賢者たちは、鳥たちが地球が潜在的に持っている地熱が、彼らに影響を与えるのを避けるためであると明確に解説しています。人々は地熱の生き物への影響を知らないのですが、鳥たちは知っているのです。SSSvol11p279



    ＊チャンス

属性を持たない無形なる者（ニルグナ ニラーカーラ）が、ここに、今、属性を持つ有形の者（サグナ サーカーラ）となって、手の届くところにいるとき、あなた方はすべての瞬間を、その者の恩寵を得ることに使わなければいけません。

皆さんは、自分のたぐいまれな幸運に気づいていません。何年かすれば、人々はあなた方を崇敬するようになるでしょう。それは、何億という人たちが得ることのできなかったチャンスをあなた方が得たからです。人々は祭壇にあなた方の写真を祀って礼拝することでしょう！ その栄誉にふさわしい生き方をし、その生き方を愛しなさい。26/11/62



    ＊忠告

今や、誰か彼に忠告を撒き散らすのが流行りとなってしまいました。知識のない人もある人もこの流行に夢中です。そしてその忠告が守られるかどうかには御構い無しです。人々は単に優越感を味わおうとして、また他の人に威信を誇示しようとして忠告を与えるという尊大な態度を取ります。

 自らの慢心によって目が見えなくなっています。これは、責めるべきというよりむしろ、哀れむべきことです。なぜなら、神に関する限り「これは絶対に正しい。」と主張することは、誰にも出来ないからです。DVJp77



    ＊中国軍

皆さんは、２２日の夜に国境を越えて侵入してきた中国軍が、高次の力の不思議な働きによって促され、すでに自ら撤退したことを知ることになるでしょう。私が言った通り、私の誕生日は喜びの空気の中で祝われました。目に見えない力が、すんでのところで彼らをつかみ、後ろに放り投げました。人は、悪魔の力、すなわち、貪欲と強欲によって、攻撃的な戦争状態へと押し進められますが、神によって、神の力によって、強引に引き返させられるのです。24/11/62



    ＊中庸

　皆さんは、中庸の習慣を身につけるべきです。私たちは、いかなる物事や行為においても、極端を避けなければなりません。膨大な恩恵の源であり、世界を養っている海でさえ、自分の領域を超えることはありません。肉体の維持に欠かせない食物でさえも、少しでも食べ過ぎれば、毒に変わって病気の原因となります。もうひとつ、ベテルの葉を噛む場合のことを考えてみましょう。それにライムを加えなければ、ベテルの葉をそのまま食べることはできず、役に立ちません。しかし、ライムが必要だからといって、その汁をふんだんに振りかければ、口の中が腫れてしまいます。ですから、ライムもまた、適切な限度をもって使われなければなりません。

　 霊的な真理を宣言している諸聖典は、聖賢たちが自らの経験や手本を通 じてその正しさを証明してきたものですが、それが、「いかなる場合にも極端を避けなさい」と教えているのは、以上のような理由からです。たとえどのようなものであっても、それを食べ過ぎれば健康が損なわれます。しかしまた、食物をあまりにも少ししか食べない場合も、身体に害が及び、健康が損なわれてしまうでしょう。ですから皆さんは、常に「中庸」を守る必要があるのです。    KSH



　＊長寿

長生きすべき人は誰でしょう。善人、正義の人、親切な人が長生きするならば、世の中は益を受けます。邪悪で心のねじけた人が長生きするならば、世の中は益々害を受けるでしょう。この理由から太古の聖者は無私の心で神に帰依するもののみが、長寿の為にヨーガの実践をすべきであると規定しました。彼らが長生きすることは、社会にはかり知れぬ益をもたらすからです。29/6/89



　＊挑発

あなたは自分と同じレベルの人と話をしてもかまいませんが、他の誰とでも話をしても良いとは限らないのです。すべての人の話に応対し、その結果、自分の平安を見失うようであってはなりません｡現実にもしあなたが、そうせざるを得ないのなら、次のような調子でその挑発に立ち向かいなさい。

「あなたは私がしているように皆を助けていますか。あなたは私がしてきたような福祉事業に従事してきましたか。あなたは私のように寛容ですか。あなたは今まで、幾人の人々に正しい生き方をするよう変容させ、働きかけてきましたか。」と。人間は健全な競争をすべきですが、取るに足りない、低級で卑劣な人を相手にすべきではありません。STPSp163



＊直感

インド人のヨギの持つとてもセンシティブな内的視力の直感に基づくヴィジョンにより、宇宙のたくさんの秘密や過去や将来を、彼らの望む範囲内でのぞき見ることが出来た。現在、イギリス人がインドの支配を捨てて２０年以上になろうとしている。このことは太古の聖者により、インドは西の果てからやって来る奇妙な人種の支配からナンダの年に自由になると５０４３年前に宣言されている。どのようにしてこのようなことが５０４３年前に分かり得ることが出来るのであろうか？

 ビハールの地震は、地震の起こる２年前にバルナーシの占星術師により正確に予言されていた。何を基にして、天啓経典や占星術師はこのようなことをやってのけられるのであろうか？それは現代の科学者がよりどころとしている科学ではない。それは直感にもとづく霊的体験からである。SSSvol6p210

英知より霊妙なのはバラムです。バラムは力、堅忍、活気です。それは物質世界を照らし、直感を研ぎすませます。直感力とは、すべてのものの中にある「意識」を認識する力のことです。UVc9



    ＊沈黙

アートマの光輝無しに、ただ口を閉ざしていることは、沈黙では無い。ある者は、沈黙の誓願を立てておきながら、紙や石版に文字を書いて意思を疎通させ、あるいはABCの文字を次々と指差して意思を示す。それでは、話すことと変わらない。沈黙はあなたの中にある。あなたが為さねばならぬ事は、沈黙を乱すあらゆるもを除去すれば良いのだ。解脱を成就する霊性修行を外から邪魔するものと関わり合わぬ為に、口をつぐんで沈黙を守るならばあなたは、思想を発展させることができる。

 他人からの非難を受けずにすみ、心が集中し、頭脳が不必要な思いから解放されて、どんどん進歩する。脳がそのように明瞭になれば、神の御名を憶念する事にもますます集中出来るのだ。SDMp86

私は沈黙を好みます。私はあなた方に話さなければならない時のみ話し、必要な人とのみ話すように忠告します。相手に伝える時には最小限の言葉を使い、その言葉も、出来るだけ甘く、心地よいものを使いなさい。SSVol22 1979

 批判にあっても落ち着いて冷静でいなさい。そうしてはじめて平安でいられるのです。古代の聖者達は、自らの修行の一環として沈黙を守ったものです。沈黙を守ることは、霊性の道における進歩を促します。沈黙の行を実践する時、皆さんは容易に心の平安を体験することが出来るでしょう。愛は平安から生まれます。愛に満たされているなら、あなたに敵はいなくなるでしょう。ですから、愛を持って人生を送りなさい。愛によってのみ、私達は世界に平和を確立することが出来ます。11/08

   「いいえ! あなたはダルマ ユッダ(正義の戦い)をしなければなりません! あなたは何も自分勝手な理 由で戦うわけではありません。これはあなたのグルのためです、あなたのグルへの服従です! 

   あなたは夫に話 して彼を教育しなければなりません。彼は知らないから です。あなたの夫にはグルがいないからです。

     ですから 沈黙し続けていてはなりません! ダルマ(正義)が関 係している時には話しなさい。黙っていることは、ある意味であなたが自分勝手(利己的)でいるということです。自分が口論したくないからです。あなたはいかなる 犠牲を払っても、自分の平安が欲しいのです! それは 間違いです。なぜ『ギーター』は説かれたのでしょうか? それはダルマ ユッダ(正義 の戦い)のためです! 

  あなたは夫に説いていませんが、彼があなたを責める時は、何がダルマであるかを話さなければなりません! 説教をする必要はありません! しかし、 あなたが非難された時は、夫に知識を与えなければなりません! 」ラニマーとの会話



　＊追放

もし誰かあなたの王国の中で過ちを犯したとしても罰してはいけません。彼を追放しなさい。それが、罰することになるのです。SS5p95



　＊仕える

人にうまく仕える者だけが、人の上に立つことが出来るのだ。SSSvol1p194



    ＊束の間

私たちは自分の小さな土地の周りに柵を立てるかもしれません。しかし、空の上まで柵を延ばすことができますか？ あるいは、周囲の空気にまで柵を広げることができますか？ では、なぜ私たちの霊的視野を制限するそのような狭量な考えを抱くのでしょう？ 地位、知識、権力といった、私たちが所有する一切の財産は、どれも一時的な束の間のものです。私たちの命それ自体、いつ何時尽きるとも限りません。そのような状況の下で、人生を好き嫌いのために台無しにするのは、実に嘆かわしいことです。あなたに与えられた貴重な時間を、わずかなりとも無駄にすべきではありません。6/85



    ＊月

月は一つであり、とても遠くにあって影響をこうむりませんが、さまざまな壺の水面に映った月は、それぞれの水の澄み具合と穏やかさの具合によって明るさや安定性が違ってきます。

浄性（サットウィック）は金の壺、激性（ラジャスィック）は銅の壺、鈍性（タマスィック）は鉄の壺です！ 壺の価値は違っても、月の姿はそれぞれの壺が湛えることのできる水に、等しく、よく映ります。また、金の壺はマハートマ（偉大な魂）、銅の壺は信者、鉄の壺は無神論者ですが、三つのどれにおいても、内にあって動機を与えている者、内に住まう者はアートマです。ですから、すべての人を敬いなさい。同一のアートマが万人に内在しているのですから。25/12/70

   人は自分と特定の名と姿を同一視して、その基盤の上にあらゆる人間関係を築き上げます。けれども、名と姿にどれほどの真実味と永続性があるというのでしょうか？ 名と姿はすべて心〔マインド、マナス〕の投影であり、心と体が存続する間しか存在しません。ハートはアートマを表します。ハートは自ら光を発します。ハート（アートマ）から発する光は、心を照らし、心が外の世界を見られるようにします。この照明がなければ、心は世界を理解できません。心は、太陽から光を受け取る月のようなものです。月自体の光はありません。心はアートマが発する光ゆえに輝いているのです。太陽が輝いているとき、月はほとんど目に見えません。同様に、アートマの自覚があるとき、心は知覚できません。アートマはあらゆるものの基盤なのです。30/3/87



    ＊続ける

決意すべきことを決意したなら　成功するまで続けよ 

望むべきことを望んだならば　成就するまで続けよ 

願うべきことを願ったならば　叶うまで続けよ 

考えるべきことを考えたならば　実現するまで続けよ 

甘くやわらかな心には　神は願いを叶えねばならぬ

さもなくば　我を忘れて一心に神に請うべし 

やり遂げよ　辛抱強くあれ　決してあきらめてはならぬ

決して引き下がらず　決めたことは放り出さず 

それが　帰依者の性格であるがゆえ（テルグ語の詩）

自分のことは心配しないで、決めたことはやり続けなさい。そうして、あなたの不撓不屈の精神に、私が屈するようにしなさい。これがあなたと私との関係であるべきです。よい行いに熱心でありなさい。正しい行動をしなさい。11/8/01



    ＊津波

    　先月、多くの人々が津波によって言語に絶する不幸と苦難に見舞われました。人の邪悪な行為こそがこのような大災害の原因となっているのです。ですから、私はあなた方に間違った行動や邪悪な行為にふけらないように忠告します。今年は去年に比べて、より多くの災難が起こる可能性があります。しかし、私たちはそのような災難に心を奪われることなく前向きに進まなければなりません。これらはすべて通 り過ぎ去る雲のようなものですから、これらの出来事に心を乱される必要はありません。臆することなく、勇気をもってこれらに立ち向かいなさい。 

     先月起きた津波の災害は、実は人によって起こったものです。これは、まったく神の意志などではありません。しかし、人は、このような困難は神が人に下したものだと感じます。絶対にそのようなことはありません！ 神は人につねに幸せを与えます。神は怒りも憎しみももっていません。神の本質は愛です。では世界にはなぜこのような苦悩や困難があるのだろうという疑問が生じます。厳密にいうと、幸せは、苦悩がなければ何の価値もありません。人は何らかの困難を経験しなければ、幸せを体験することはできません。幸せと苦悩はお互いにからみ合っています。これらのどちらも、もう一方がなければ存在することができません。14/1/05

 

    ＊妻の義務

      現代の女性たちは自分の夫に従いません。夫の言うことを聞きません。妻が夫に従い、夫が妻に従い、夫と妻が調和をもって生活を送るなら、国全体が平安と繁栄を得るでしょう。夫と妻の不和と家庭内の分裂のために、国は次から次へと困難に見舞われるのです。夫と妻は、互いを理解し合い、共に相手に合わせるべきです。夫の言うことを厳格に守るパティヴラター（貞女）には、何でもできます。もし、パティヴラターが塩辛い海の水を使って夫のために料理をこしらえたとしても、その水は真水に変わるでしょう。もし、妻が夫の言うことを守り、夫が妻の望みを叶えるなら、その家庭の将来は安全で確かなものとなるでしょう。もし、それとは反対の行動をとるなら、その家庭は大きな苦しみに遭うことを免れないでしょう。22/11/10

    夫と妻が同じ見解を分かち合っていれば、家庭に平安と幸せが訪れるでしょう。夫のこと以外、誰のことも、何のことも思わない人が、パティヴラター（貞女）です。そうした夫への篤い信義を持って生活する女性は、人生においてあらゆることを実現することができます。夫と妻が別の道を歩むなら、家庭に平安と幸福はあり得ません。自分の心が、こっちの道、あっちの道、と揺れ動くのを許してはなりません。心を完全に神に集中させるべきです。神を黙想することは、家庭に一体性と調和を築く土台です。妻が神に祈りを捧げるなら、夫は善人となるでしょう。22/11/10



　＊罪

身体、心、言葉の三位一体の清らかさを実践するものは、他に守護を求める必要はありません。罪があるから恐怖があります。恐怖がはびこれば、人は自らの安全を確保しようとする人が沢山います。それは何故でしょうか?彼らは恐怖に満ちているからです。

 恐怖は罪意識から生ずるのです。汚れ無き者には恐れは無く、したがって守護を求める必要もありません。今日の人々は、自分のなした罪深い行為のゆえに四六時中恐怖に付きまとわれています。罪深い行為をしてはいけません。罪が無ければ恐怖とは無縁です。5/11/91

    あなた自身を罪人とみなしてはいけません。罪とは単に過失に過ぎないものに誤ってつけられた名前です。心から後悔し、二度と再び悪事を働かないと決心するならば、私はあなたの一切の罪を許します。あなたが無知だった時、あなたを誘惑した悪習を克服する力を与えたまえと神に祈りなさい。真、善、美part2p111

   今日、人の中にある罪への恐れは減少してしまった。それゆえ、人は結果を思い悩むことなく 邪悪な手段に頼っている。罪への恐れと神への愛が欠けているために、人のうちにある人間らしさは減少してしまった。これは世界平和にとって有害なことである。2/4/2003

 我々はこの現象世界を真だと思い込むことによって、いろいろな罪を犯しています。罪を犯せばそれを償うときがやってきます。罪を恐れ、神を愛しなさい。我々は社会にモラルを根付かせなければなりません。罪を恐れ、神を愛し、社会にモラルを根付かせるという三つのことが、人の価値の中で基本的で重要なことなのです。

 あなたが、平安で非暴力を経験出来るのは、あなたが罪を恐れることによってのみ可能なのです。あなたはまた、神を愛することによってのみ、真理や愛をはぐくむことが出来ます。我々のダルマと責任は、社会にモラルを確立することです。11/87p23

　 皆さんは、世俗的な事物の中に、一時かぎりの幸せを追い求めていますが、仏陀は、真実にして永遠不滅の霊的領域における至福に到達するために精進しました。皆さんは、世欲に埋没しているので、不滅の生命との間に距離を作っています。皆さんは数々の罪を犯していながら、それらを罪とみなしていません。皆さんは、それが人間にとってまったく自然なことだと考えています。そして、過ちを犯し続けていながら、それが許されることを祈っています。

   本当は、人は決して、犯した罪が許されることを願うべきではありません。私たちは、罰を受ける準備をしなければなりません。そうして始めて、人は欠陥から自由になれるのです。もし誰かが重大な罪を犯せば、その人は牢屋に入れられます。そして所定の期間、罰を受けた後にようやく解放されます。同様に、皆さんは自分の犯した罪を償ってしまえば釈放されます。このように、もしあなたが救いを求めるのであれば、自分の犯した過ちの罰を受ける準備をする必要があります。感覚をコントロールして、同じ過ちを繰り返さないように注意しなければなりません。5/7/01

    パーパ（罪）とは何でしょう？ 傷つけること、虐待すること、そして他人を殺すことが罪です。プンニャ（善行）とは何でしょう？ 他人を助けることが善行です。ですから邪悪な行為に邪悪な行為で報復してはいけないのです。その代わり、犯罪者を許し、寛大であるべきです。6/9/04



   ＊罪人

もしも、私が罪深い者に扉を閉ざしたならば、堕落した者や裏切り者はどこで救済されるのでしょうか。真善美p181



　＊抵抗力

一日二回の定期的な祈りは、あなたに力と勇気を与え病気に対して抵抗力をつけます。神の祝福は、精神的な平安を与えるのでよく寝て心を休めなさい。神があなたを１００％面倒見ておられると感じなさい。神はあなたを有害なことや怪我から守り、面倒見てくれるでしょう。SSSvol4p368



　＊ディーパヴァリ

ディーパヴァリの祝日を科学見地から見れば、太古私達の祖先が極地に住んでいたことにまず注目する必要があります。極地では一年のうち６ヶ月が暗闇でした。太陽が十二宮の白羊宮にはいるメハシャンクランティの日（４月１３日）に、太陽は現れます。太陽がてんびん座に入るトウラシャンカランティの日（１１月１５日）に太陽は沈みます。その２点を太陽が移動する期間が六ヶ月なのです。太陽がてんびん座に沈むと、暗黒の半年が始まります。

 今日は、カルテイカの月の１４日（チャトルダシ）です。それは新月の日（アマーヴァーシア）です．この月は、カウムデイと呼ばれています。極地の人々はその日から灯火に火をともすのが習慣でした。ランプに灯火をともすことにはそれ以外の意味もありました。長い間、暗闇の中で過ごす習慣があった彼らは、灯された灯火をニティアジョーティ（永遠の光明）と呼びました。5/11/91



　＊手紙

隠遁者が、不良にからかわれたなら「もっとからかってもいいよ。そうすることによってあなたが楽しいならば。それが私の望むところでもあるのだよ。」と答えるであろう。誰かがあなたを罵るとき、それを無視すれば書留手紙が受取人不明の手紙として差出人に戻っていくように、それは彼らに戻っていくのだ。あなたの精神的な安らぎを壊さないために、手紙を受け取ったり内容を読んだりしないことです。受け取りを拒否しなさい。もしそれを受け取れば、あなたが間違った行動をとったり、その人たちの仲間に加わったりしてしまうような可能性も出てくるのです。と私は警告します。SSSvol8p, 229



　＊溺愛

今日子供達の９割は両親から正しい教育をされていません。両親は、子供に対して正しいしつけを施していません。誤った行為がすぐさま矯正されるならば、子供は真直ぐに成長します。道からそれた子供を溺愛するべきではありません。誤った行為をする子供を放置しておくのは愛情のはきちがえです。6/5/87



    ＊敵

 一体性を理解し、あなたの愛をすべてのものと分かち合いなさい。だれをも敵と見なしてはなりません。皆さんは自分を愛してくれる人を友人と見なし、自分を嫌っている人を敵と見なします。実際には友人も敵もないのです。それは皆さんの想像にすぎません。25/12/03



　＊敵意

他の人が、あなたに敵意を抱いても、それを気にしてはいけません。その人に対して友好的な態度をとりなさい。また他の人から罵られても無視しなさい。それは単にあなたの持っている罪を軽減するだけであり、あなたの罪を,あなたを罵った人に置き替えることになるのです。人が他の人を褒めるとき、褒めた人にその褒められた人の功徳が移転されるのです。あなたへのお世辞ではなく,あなたに向けられた批判を友としなさい。8/95p206SS



    ＊適性

人の振る舞いは、一定の原理と道徳律を守る時、初めて改善します。社会のイメージはこの二つにかかっています。これらを日々の仕事や雑事に適用させるための基盤を築くのは、ハートの清らかさです。道徳のない社会は狂った猿のようなものです。教養は道徳的な生活を送るための必要条件ではありません。わが子が必要な適性や成熟度を持っているかどうか考えもせず、工学や医学のような専門課程に進むことを奨励している親たちがいます。人々はお金を追いかけて盲目になっているのです。親はもっと子供たちの素行に目を向けなければいけません。31/8/87



    ＊テスト

テストは歓迎されなければなりません。なぜなら、自信はテストによってのみ与えられるからです。壁に釘を打つ込むとき、まず少しだけ釘を打ってぐらつきが無いかをチェックして、釘がしっかり打ち込まれているかどうかを確かめます。それと同じようにどこであっても、テストは欠かせないものです。霊性の分野という、成功が一時的で永続しないことがよくあるところでは、なおさらです。20/6/1966

さまざまな時に、主は帰依者の霊性をより高いレベルに引き上げるために、帰依者に難しい類のテストと試練を課します。主はあらゆる知恵の源であり、自らに近づいてきた者にだけ啓蒙を授けます。「自分にはバガヴァン〔尊神〕は見えない、バガヴァンは自分に話しかけてくれない」と思っている人は、「自分は精神的にどれくらいバガヴァンの近くにいるのか？」「自分は実際のところどれだけ主の近くにいるのか？」と自問すべきです。どの人も自己探求のプロセスを積むべきです。主には怒り（アグラハ）も好み（アヌグラハ）もありません。無慈悲に見える時でも、その無慈悲の中には恩寵が潜んでいるのです。懲らしめているように見える時でも、その中には慈愛があるのです。怒っているように見える時でも、その背後には愛があるのです。

神性の本質を理解した人だけが、神のやり方を有り難く思うことができます。神は信者に正しい道を歩ませるため、そして、信者が理想にかなった生活を送ることを可能にさせるために、ある種の罰を手段として用います。そうした罰は信者のためなのです。

「苦痛がなければ獲得はない」という金言を例示する話があります。水がめを頭に載せて、朝から晩まで植木に水やりをしている庭師がいました。ある日のこと、水がめを運んでいる最中に頭痛がし、庭師は水がめを下ろして家に帰りたくなりました。その時、水がめが庭師に価値ある教えを垂れました。水がめは言いました。

「おお、男よ！ 働かなければ報酬は手に入らない。痛みがなければ喜びはない。私自身の話から教訓を学びなさい。私は人に踏みつけられる一介の埃と土だった。陶工がその土をかき集め、足で踏んで粘土にし、ろくろで回して水がめの形にした。そして最後に、火にくべるために私は窯に入れられた。私を買いに来た人は、誰もが私の脇腹を力強く叩いて私の堅さをテストした。一連の厳しい試練を経てきたために、私は人の頭の上で小躍りするという特権を得た。もし私がそうした試練の一切を経ていなかったら、どうやってこの高い地位を得ることができただろう？ それと同じく、君も試練と苦難を経る覚悟を決めたとき、初めて人生で上に上がることができるようになるだろう」6/3/89



　＊手伝う

人々の中に眠っている神性さを目覚めます為に、すべての神性な力を携えてこのサティアサイババがやってきたのです。私はあなた方を見捨てません。私はあなたを助け、抱え歩むでしょう。私は決してあなた方を見捨てません。私は自分の子供たちを助けるという義務を怠りませんが、子供たちであるあなた方一人一人が、私の仕事を手伝ってくれればそれは大変うれしいことです。ＭＢＡＩp170



    ＊デマ

何人かの嫉妬深く心の狭い人々が、デマとでっちあげをばらまいています。私はそのことには気を留めません。私が感心があるのは自分の役目を果 たすことだけで、他の人の批評には感心はありません。私は知っています。私がすべての人を愛するのと同じ量 だけ、すべての人が私を愛するということを。人類という一つの家族の中に、嫉妬や憎悪が入り込む余地があるでしょうか？　そうしたものは単なる空想です。誰がどのような想像をしても、私の真実は揺らぎません。11/8/01



　＊テレビ

どの家にもテレビがあります。テレビは、金持ちの家には、各部屋に置かれています。テレビが出現してから、人の心は汚染されました。テレビの無かったころには心はそれほどは汚染されてはいませんでした。暴力行為も、以前にはそれほど多くはありませんでした。今日テレビはどの部屋にも置いてあります。人々は食事を取りながらテレビを見ます。その結果、テレビに映る下劣なことも（霊的身体にも取り入れて）消化します。テレビに集中することは、見る者の世界観に影響を及ぼします。テレビの見せる、感覚、思い、行為は見る人の心をいっぱいにします。知らず知らずのうちに苛立ちと悪い思いが人々の心に入ります。やがてそれらは心に根を張るでしょう。それゆえ、食事をしながら恐ろしい事件を話題にすべきではありません。心を興奮させる話題を食卓にのぼらしてはいけません。食事をしている間は静粛にしなさい。音響さえ心に侵入して影響を及ぼします。食事の時はテレビを見てはいけません。それは蜂蜜を塗った刃。蜂蜜をなめるなら、刃は舌を切ります。バラタのみではありません。全世界がテレビの悪影響に犯されています。世界には無秩序、不和、欲求不満が溢れています。テレビを見ることを完全に止めなさい。ことに食事中であれば尚のこと、仕事中であれば仕事に集中しなさい。15/1/1996

    あなたが外界で見出すことのできるあらゆる力は、すべて人間に内在しています。人体は、それ自体が発電機です。人間のマインドはテレビに、ハートはラジオに喩えられます。デリーのラジオ局で発信される番組は、ラジオの周波数をきちんと合わせれば、同時に受信して聞くことができます。現代の人はラジオを持っていますが、昔の人は自分のハートをラジオと見なしていました。ですから、あなたのハートを清らかで神聖なものにしなさい。あなたが外界で見るものは、すべてあなたのマインドのスクリーンに映し出されます。つまり、マインドはそれ自体がテレビなのです。人間にはあらゆる力が潜在しているのです。あなたが外で見るものは、反映と反響にほかなりません。あなたが誰かを批判するとき、あるいは、ののしるとき、あなたは自分の悪い感情が相手に映っているのを見ているのです。善も悪もあなたの中から生じるのであって、外にあるわけではないのです。11/8/00

   子供たちの振る舞いが徐々に悪化している大きな原因は、現代の教育です。昔は、母親がわが子に「オーム ナマ シヴァーヤ」〔シヴァ神に帰命いたします〕であるとか「オーム ナモー ナーラーヤナーヤ」〔ナーラーヤナ神に帰命いたします〕といった聖なる言葉を唱えて聞かせることで、子供の教育を始めました。そのようにして、まだ大変幼い年齢のときに子供の胸に聖なる言葉が刻まれたのです。ところが、現代の親たちは神の聖なる御名を唱えることによってではなく、「バー バー ブラック シープ！」〔メーメー黒い羊さん。マザーグースの童謡〕といった歌で子供の教育を始めています。今、子供はあらゆる間違った類の言葉を教えられています。昔の子供は家にお客さんが来ると謙遜と敬意を持って迎えていましたが、今ではそうした品性は失われています。今の子供は富と力と友情を求めますが、人格は求めません。人格を欠いていたら、富と力と友情が何の役に立ちますか？ お金は入ってきては出て行くものなのですから、人は子供に道徳と正義を教えなければなりません。昔、子供は神聖な価値を教えられていました。現代の親は子供にもっと高等な教育を修めて偉くなってほしいと願いますが、昔の親は子供に偉くなるより善良になることのほうを望みました。昔の親は子供が善良になることを望んだので、バーラタは世界のすべての国々の理想として存在していたのです。

昨今の生徒たちは善い性質を教えられていません。その代わりに、子供が家に帰るとすぐに母親がテレビをつけ、父親も息子といっしょにテレビを見はじめます。昔は子供が家に帰るとすぐに両親は子供を仏間に連れて行き、その日教室で教わったことを全部復習させました。昨今の両親は〔嫁の持参金で〕自分が裕福な舅姑（しゅうと しゅうとめ）になれるよう、子供が高等な学問を修めることを望みます。19/11/01



    ＊天界

    人を動かし、人に動機を与えているのは、神です。ですから、人はその一体性の一つのユニットであり、死にゆく「型」の中に置かれた、この死にゆく世界の背後に置かれた、不死の子どもなのです。人の使命は、自分が生じた源である神に帰融することです。天界はこの世の上にある常春（とこはる）の領域ではありません。天界は内なる体験であり、至高の至福の状態です。12/5/68



　＊天国

人の身体は感覚的な欲望を満たすための物ではないのです。そして身体を、天国に行く為や、天国から舞い降りてきたおもちゃやそれを楽しむための道具として取り扱うべきではないのです。これらのことから持たされる喜びは、一時的なものに過ぎません。逆にそのことによって、生死の輪廻の輪の中に取り込まれてしまうのです。その結果これらの喜びは、苦しみをもたらすだけなのです。英知を持っていないものだけが、これらの感覚の喜びを追い求めるのです。～このような喜びは人にとっては毒にすぎません。RRVp, 482

 解脱は天国の住人でさえ手の届かぬものなのです。天国も地獄も行為の結果であり、創られたものであり、それゆえ不滅ではありません。誕生、成長、衰退、死という条件によって縛られています。無始の始めから存在し続けたものではありません。それはつくられたものなのです。行為以前には、天国も地獄も存在しませんでした。過去に無かったもの、未来にも無いものは、現在にも無いのです。それは行為の報いによって、天国か地獄を与えるだけで、不滅の歓喜を与えるわけではないのです。UVc11

皆さんの中には、貧しい人に施しをしたり、儀式に出たり､苦行をしていれば､天国に行ける。と思っている人もいるはずです。ところがクリシュナは､天国など儚いものだといっています。「アルジュナ、天国よりはるかに偉大なものがあるのだ。儀式や苦行などは、止めた方が良いといっているのでは無い。むしろそういうことは、君の務めだと言っていい。ただしどんなことも世界の幸いのために行うのだ。自分のために働くのでは無い。全世界が平和で豊かで幸いであることだけを願って、どんなことも私欲を捨てて行うのだ。天国に行きたいなどと思ってはいけない。

 天国をはるかに超えたもっと高い境地を願うのだ。天国は、前世で積んだ功徳がある間は続くだろう。だが功徳が無くなれば、君はまたこの地上に戻ってこなくてはならない。だから天国のような儚いものを求めてはいけないのだ。神に近づき、神に親しむのだ。そして神と一つになれ。本当に大事なことはそれだけだ。神の摂理は､天国よりもはるかに偉大なものだ。行為の本当の意味を知り、正しいものの見方と共に行為をすれば、神そのものを手に入れることが出来るのだ。」SGc32

 神聖で淨らかな行為によって得る最高の賜物は、天国です。死後、天国に行く人の浮世から解放される期間は、他の人に比べて長いのですが、しかし天国にいる期間にも終わりが来ます。求道者は、天国に行くことを欲するのを止めなければなりません。UVc4



　＊同一視

あなた自身をあなたが演じている役と同一視しないことです。そのような同一視は、あなたの進歩を遅らせることになるでしょう。SSSvol6p21

あなた方は皆、自分という役割を演じているだけなのです。その役割とは個我なのです。私はだれそれです。というのはエゴなのです。誤った同一視で、本当のあなたではありません。あなたは自分自身に言い聞かせなければなりません。私は自分という役割を演じているだけで、本質はアートマです。私は、自分が自分と思う事を超越します。と。

あなたは、絶え間無くこのような思いを、心に抱かなくてはなりません。でなければ、あなたは目の前の困難に屈するでしょう。苦しんで、不安で、そして心配するようになるでしょう。そうではなく、解毒剤を飲むようにそれらを体から追い出さなくてはなりません。スワミこれは、全て夢ですよね。と言い続けなさい。もしそう言ってもまだ自分が気づかなかったら、私に願いなさい。私は常にあなたが望むものは全て与える用意があります。しかし、あなたは願わなくてはなりません。私が勝手にあなたにそれを授ける事は出来ないのです。ラニマーへのインタビュー



　＊道具

すべてを彼に捧げなさい。すべてを彼に委ねなさい。彼の道具になりなさい。道具自体は、この仕事が好きだとか嫌いだとかは選択できません。彼の効率の良い道具になりなさい。SSSvol4p273



　＊道徳

インドの国の嘆かわしい現状は、道徳の価値の下落が原因です。今日、３つのことが最も肝要です。

罪を恐れる。・神を信愛する。・社会道徳を尊ぶ。18/8/96

    人生行路において、人は「ニーティ」と呼ばれる特定の道徳律によって自らの行動を導いてもらわなければいけません。「ニーティ」は「ニータ」〔導かれた〕という語から派生した言葉で、「正しいもの」、「適切なもの」を意味します。正しい行いは、人が人生で最も高い地位を獲得するための王道です。人の道徳、社会の道徳、あるいは、国の道徳が衰退すると、その人、その社会、その国は、滅亡に向かいます。道徳の損失は、何十世紀にもわたって築け上げてきた文明そのものの滅亡さえ招きます。道徳がない状態では、人は滅びます。道徳は人類の命を支える呼吸です。現代の人間が堕落しているのは道徳が衰退しているせいです。道徳心のない人は猿にも劣ります。21/8/86

    一つの国や社会の運命は、人々の道徳心の強さにかかっています。人格は、信仰と真実に深く根ざしたものであるべきです。真実は、思いと言葉と行動の一致として示されなければなりません。25/12/86

   道徳は正義にかなった行いの土台です。国であれ、社会であれ、個人であれ、一切の土台は道徳です。道徳が失われると、これら三つはすべて徐々に衰えていきます。あらゆる繁栄と幸福は、道徳心に基づいています。宗教が発生したのは、人に倫理的な生き方の価値を気づかせるためです。23/7/89

    人々は今、たくさんのお金を貯めています。しかし何のために？　人々は死ぬ時に何を持っていくでしょう？人は手ぶらで逝かなければなりません。逝くときには体すら置いていかなければなりません。五元素は五元素に融合します。そのため、中味のなくなった肉体は火葬されます。ですから、自分の体や富に誇りをもつべきではありません。お金は得てもまた出ていきますが、道徳心は生じると育ちます。道徳心を育てるべきです。高度な教育にかかわらず、人は今、道徳心を失っています。道徳心を失った人はまったく人間ではありません。実に、そのような人は人間の姿をした悪魔です。

   道徳心のないところに、人間性はありません。年長者を敬い、両親に感謝を示しなさい。ところが、人々は今、そうした感謝や敬意の気持ちに欠け、「どうして年長者を敬う必要があるんだ？どうして年長者を愛する必要があるんだ？」と考えています。人々がどこに行っても、渇望するものはお金、お金、お金です！私たちの真の富とは何でしょう？愛が真の富です。愛という富を手に入れたとき、すべてが手に入ります。雲さえその手でつかめるようになります。1/5/08

    昔は、ある特定のグループや個人が開拓や奴隷獲得の方法及びそれらに必要な権力を独占しており、それが道徳的行動を衰退させる原因であった。そのため、それらのグループや個人を滅ぼしてしまえば、再び道徳を取り戻すことが出来た。今では邪悪は全世界的な特徴である。それゆえ私は人間の性格、態度、行動に革命をもたらし、人々にある修行を教えるために来た。人々は統一と調和、平和への道に戻らなくてはならない。宇宙のあらゆるものは神の顕現であることを認識することが一番の根本であり、それは完璧な内容であり、縦糸と横糸、糸と布地の関係のようなものである。これを認識することは人種、教義、階級、カーストに関係なく、万人の権利である。今のこの時代に生まれて私に出会う好運に恵まれ、しかも私がそれを与えるためにきた指導を受ける機会に恵まれたあなたは、実に幸運である。真善美pt139

    日常の行動を識別して行う時、彼は道徳を守る人と言われます。道徳のない生活は、全く無益です。社会の威信は社会を構成する人々の道徳にかかっています。道徳を失った社会には、悲嘆が待ち受けます。国家であれ、社会であれ、人々の行為が道徳にそむくならば、彼らが営々と築いてきた文明は滅びます。財産、地位、権威等々を豊かに持っていようとも、それらは虚飾にすぎません。人としての価値を高めるものは、道徳のみです。17/9/92

 神の恩寵を得なさい。それが真の霊的教育です。霊的教育を受けると共に、世間的な学業にも励みなさい。霊的・世間的学問に根本的に必要なものは、立派な人格です。何をするにしても道徳が役立ちます。行為が良くなければ社会から尊敬されません。17/9/92

人間社会にとって道徳こそ第一に必要であることを認識しなさい。23/11/92

 常に助け、決して傷つけてはなりません。この真理を理解した時、あなたは、真の人間になります。人間という言葉の意味は何でしょう?人間とは道徳と人格を有する存在です。道徳の道を守るなら、苦難を被る事は無いでしょう。こうした教訓を人間に与えるために、神は地上に降臨するのです。29/10/09



    ＊糖尿病

      たとえば、ある人が血圧の問題を抱えているとしましょう。その人は将来、糖尿病になります。この二つ、高血圧と糖尿病は、双子と見なすことができます。一方は他方の歩みに従うのです。さらに、そこには奇妙なことがあります。糖尿病の薬を飲めば血圧は上がり、血圧の薬を飲めば糖尿病はひどくなるのです。というのは、この二つは正反対の組み合わせであり、薬で減らしたり制御することはできないからです。この二つの病気は、ひとたび忍び込んできたら、追い出すのは大変難しいものです。

      では、どうすれば治せるのでしょうか？ これに対する黄金の法則、すなわち最高の処方箋は、食餌療法です！ 食べ物の摂取を制限しなさい、そうすれば、すべては良くなります。皆さんは体重を減らさなくてなりません。体は、山、すなわち堆積（たいせき）のようなものです。一ヶ月間毎日自分の家を掃いて塵（ちり）を集めれば、山になります。それと同じようにして、皆さんは不活性な肉体に、イドゥリやサンバル、ヴァダやドーサ〔いずれもインド料理〕といった食べ物の塵を積み上げてきました。一週間それらのどれも口に入れずにいなさい。そうすれば、体のサイズは目に見えて縮小するでしょう。体はタイヤのようなものです。空気を入れればタイヤは膨らみます。空気を抜けばタイヤに特有の危険性はなくなります。しかし、タイヤに空気を入れ続ければ、タイヤが破裂する危険性が付きまといます！ 安全なものにしておくほうがよいのです。

    人は、高血圧と糖尿病はありふれた病気だと考えています。これは非常に間違った考えです。この二つの病気は大変危険なものです。これらの病気はどちらも心臓に影響を及ぼし、心臓に作用します。二つのうちの一つは心臓を肥大化させ、もう一つは心臓の周辺を肥大化させる傾向にあります。この二つの病気が併発すれば心臓は肥大化します。血糖を正常な量にする要因は何でしょうか？ それはインスリンです。インスリンが減少すれば、血糖値は上がります。血糖値は一定量でなければならないため、糖尿病患者はインスリンの注射を打つのです。血糖値が増減すれば、患者は意識不明になります。血液中の糖分を抑制するため、通常、医師は患者に小麦や他の穀物を摂るよう忠告します。食べたものは何であれ、すべて体内でグルコース〔ブドウ糖〕になります。8/10/83



　＊動物

人が動物に生まれ変わる可能性はあります。しかしまれにしかそういうことが起こらないのです。徳の欠如による人の生まれ変わりの下降現象は、普通レベルの低い人間となって生まれ変わります。しかし、実はどの生まれ変わりの生においても、あなたはアートマンとして存在しているのです。MBAIp188

 人間の偉大さは、意識的な努力によって彼の持っている悪を取り除くことができる点にあります。動物の場合は基本的能力が低いので、何か気に障ったりするとその原因を分析することなしに、いきなりパッと飛び上がったりするのです。SSSVol10p102

  あなたが苦しんでいる人を見ているだけで助けないのであれば、あなたは人間と呼ばれる資格は有りません。たとえあなたが、解脱を望まなかったとしても、せめて人間らしくありなさい。人間であるというのは少なくとも動物でいるより良いのです。なぜなら、動物は過去を振り返ることも、将来の計画を立てることもないからです。牛は自分が種蒔きのために畑を耕している事も、刈り取りが終わり、自分がその収穫物を家に運んでいることも知りません。人間は、自分の頭の上に過去の行為の後悔と未来への心配、更にそれに保険を掛ける、という余分な荷物を乗せて歩きます。SSSVOL6p80

 怒り、欲情、貪欲といったものは、人間の性質ではありません。動物の性質です。動物だけが他のものを恐れさせ、また反対に他のものを恐れるのです。あなた方は動物ではありません。あなた方は決して誰も恐れてはなりません。それらを超越しなさい。16/7/97

 今日、人は、姿は人ですが、その中身は多くの動物の属性を備えています。人が自らの内に持っている神から戴いた神性さを体現さすには、神への愛を培い、罪を恐れ、社会的な道徳心を培わなければなりません。人が神を愛し罪を恐れるならば、人は社会的な道徳規律を破りません。それ故、社会的道徳規律は自動的に守られるのです。人として生まれてきたのにも関わらず、動物的な属性を追い求めるのは全く意味のないことです。7/94p169SS



　＊時

私はあなたが活動的でいつも忙しくしていることを望みます。もしあなたが活動的でなかったら、時はあなたの肩に重くのしかかるでしょう。時は神の身体であるので、あなたの人生に割り当てられた少しの時も無駄にしてはなりません。SSSvol1p, 53

    日常生活のすべての行為は、神に捧げることによって聖化することができます。すべての思考を神に捧げることにより、人は平安に達することができます。これを実行し始める為に、ふさわしい時を待つ必要はありません。時はあなた次第です。偉大な人は時を待ちません。偉大な人たちは、時間を自分の僕（しもべ）にします。人は神聖な体を授かっているにもかかわらず、体を誤用しています。竹には多くの節があるように、人間の一生には、富や妻や子への渇望という節があります。それらの節は取り除かなければなりません。1/1/98

 

    ＊徳

世界では、すべてのものが常に変化し続けています。このいつも変化し続けている世界は、変化することのない神を基盤としています。その神聖な基盤（アーダーラ）を理解したとき、初めて人は、それを基盤としているものを体験することから至福を引き出すことができます。どんな行為をしていても、どんな道を追い求めていても、人は神を意識しているべきです。現代人は、権力と地位と金銭を求め、徳を求めません。善性を失った権力と地位に価値はありません。人間に最も必要なものは徳です。人が神を憶念すべきなのは、この精神においてなのです。23/11/91

   徳は、体と心、両方の万能薬です。徳のある人は健康と幸福の両方を享受することができます。では、どうしたら徳を育むことができるのでしょう？ どうしたら日々の実践の中で徳が表れるようにできるのでしょう？ それは、生きとし生けるものへの奉仕、セヴァ（無私無欲のボランティア）を通じてすることができます。セヴァの根っこに水を与えるためには、徳が愛と思いやりと無執着という三つの水路を流れなければなりません。人間が群れを形成して生活するという本能を授かっているのは、互いに共感し合い、絶えず相手を思いやり、実際に奉仕を行う道へと人を駆り立てるためです。人は社会的な動物です。人間は独りで生活することを不自然で惨めなものだと感じます。古代のアシュラムは学校のようなところで、そこでは互いの協力と愛のある奉仕が奨励されていました。弟子たちは、牛の世話をし、グル〔導師〕の家事をし、あらゆる点において互いに助け合い、グループで働いて奉仕をしました。3/9/80



　＊毒

毒蛇やサソリといった多くの有毒な生き物がいます。神は、それらの生き物が自分の身を守るために、その毒を授けました。サソリが刺す場合、サソリには相手を害する意図はありません。サソリはただ自分が傷つけられるかも知れないという恐怖から刺すだけです。あなたが挑発しなければ、森に棲むトラでさえ危害を加えてくることはありません。あなたがトラを怒らせた時にだけ、トラはあなたを襲ってくるのです。このように、全てのものは反動、反映、反響なのです。29/10/09

 身体は、中に入って来ようとする毒素をすぐに外に出そうとします。身体が自然に反応して毒素をはき出そうとしているときに、薬を飲んで吐き気を抑えようとするのは、正しいことではありません。薬を飲んだら、毒素を出せなくなってしまいます。毒は、胃から出ていかずにたちまち体中に回ってしまうでしょう。だから毒は出してしまうべきで、薬で抑えるようなことはしない方が良いのです。毒素を出してしまった後なら、薬を飲ましても良いでしょう。吐き気が収まっている頃には､身体も弱っていることでしょう。その時には、病人もおとなしくなり、忠告を受け入れてくれるはずです。毒素を出そうとしている人には、そうさすのが一番良いのです。

   ひどく怒っている人がいて、その人が怒ることによって毒素を出そうとしている場合も、それと同じ事が言えます。その人が言いたいように言わしておけば良いのです。止めようとしないで気の済むまで言 わせてほって置けば良いのです。その人が、すべてを言い尽くすまでは、こちらは静かに我慢しているほかはありません。こちらまで心を乱して頭に血を上らせてはいけないのです。怒らずに静かに耐えている内にやがて心は安らぎ、幸せな気持ちになるでしょう。それこそが天国の経験なのです。どうしてあなたは、自分の頭に血を上らせて天国の悦びを捨ててしまうのですか。耐える心はきわめて大事な特性です。人間の様々な特性の中でも、耐え、許す心は何よりも尊いものです。スワミは許す心こそ真実であり、正義であり、非暴力であり、幸せであると何度も話してきました。許す心とは本当はこの世で出会うすべての物の価値と等しいのです許す心さえあれば、心を静めることも、感覚の節度を守ることも、欲望を捨てることも､（世俗に）捕らわれないことも、信じて迷わぬ事も､心を定めることも、どんな特性も身につきます。これらの六つのすべてが、清らかな心を作ります。SGc33



    ＊徳のある嫁

昔の親は裕福な舅姑になりたいなどとは決して望まず、息子に徳のある嫁が来ることを願いました。だからこそ、昔は平和で栄えていたのです。現代の世界の無秩序の原因は何でしょう？ それは、今、家庭に理想的な親がおらず、理想的な子供もいないからです。最初の学校は家庭です。家庭が善良であれば、子供は社会に入っても善良な性質を身につけます。現代の学生たちは、自分が身につけた知識や知恵や善良な性質は社会から教えられたものだということを認識しなければなりません。ですから、学生たちは、社会からそれほど多くの恩恵を受け取った後、自分は社会に対して何をしようかと自問しなければなりません。学生は社会から多くの恩恵を受け取りますが、そのお返しに何か善いことをして貢献するということをしていません。そのため、人は恩知らずになってきました。私たちは自分を援助してくれた人に恩を感じなければなりません。もし自分に恩恵を与えてくれた人に感謝と敬意を示さないなら、身につけた教育の一切は何の役に立ちますか？ そうであれば、身につけた教育の一切は無駄です。何よりもまず、社会に敬意を持つことを身につけなければなりません。なぜなら、私たちは社会の中で生まれ、社会の中で育てられ、死ぬまで社会の一部として存在するからです。昔の母親は、社会に敬意を持って初めて理想的な人生を送ることができると、わが子に教えたものでした。19/11/01



    ＊唱える

教本には神が詳しく描写されています。神は公平無私で功徳にあふれている等と述べられています。実際には、至高の存在を概念的に説明するのはとても難しいことです。しかし、神を人間の属性に関連付ければ、それは簡単になります。というのは、あなた方は人間であり、人間の特徴を十分認識しているからです。ですから、人間の惑わされている見解は、神が人間の姿をとって現れて、模範となる性質を示した時に、初めて消え去るのです。人間は、さらにもう一歩進んで、自分は神の化身であり、ナーラーヤナ神はあらゆる生き物の内にも、外にも存在するという事実を実感認識することができるでしょう。神がどこにでも存在しているというのに、神を探し求めることに意味がありますか？ そうする代わりに、神の御名がつねに舌の上で躍っているべきです。なぜなら、口は身体の正門のようなものだからです。絶え間なく神の御名を唱えることにより、身体の外側にも内側にも灯がともり、暗闇から光明へと（タマソー マー ジョーティルガマヤ）、生活に平安がもたらされるでしょう。

トリカラナ シュッディ（手と口と心という三つの道具の清らかさ）は平安へと導いてくれます。言い換えるなら、私たちの思い、言葉、行動は、いかなる時も純粋さを維持していなければならないということです。そうすれば、まず本人が平安を獲得し、それから、その平安が周囲の環境にも広がります。手は神聖な行為をしなければなりません。口は神聖な言葉を発しなければなりません。ハートは純粋な愛で満ちているべきです。12/189



　＊富

餌を与えようとしている飼い主の手に噛みつき、知識を授けてくださった教師を罵る子供たちを育てる、というのが今日の教育の進歩だと言われているのですが、果たしてそれが進歩なのでしょうか？人々は良い人生を、高い仕事のポストを、そして富を求めます。しかし彼らは良い性格、正しい知識、そして正しい品行を求めません。富がすべてに渡って重要なものとなり、正義が薄れつつあります。

 これが今日教育の進歩といわれているものなのです。人格や道徳は本の中に閉じ込められたままです。心は完全に汚染されてしまいました。すべての行為は、利己的な動機からなされます。これが今日のいわゆる教育の進歩といわれているものです。12/91p314

    生活していくには物質的な富も必要だというのは事実です。けれども、富が人生のすべてであり目的だ、というようになってはなりません。人間の命は神から来たものです。自分の人生を神に捧げ、正義の道を貫くとき、あなたは人生を聖化して平安と幸せと繁栄を獲得することができます。22/7/91

 富が一箇所に蓄積される時、富に応じて慈善行為が行われなければならない。人の富を正しく使うことがドウラッヴァヤグニャである。富の正しい使い方とは何か?牛や土地や自らの技能を施し与えることが、ドウラッヴァヤグニャに含まれる。また、すべての肉体的、精神的活動と話す行為が、霊性修行として役立てられる時、それは、タボーヤグニャとなる。もしあなたが、絶食をした為に体力が無く、床に横になっていたとしたらどのようにしてタパス（苦行）が出来るだろう?行為に携わりながら、行為に縛られないことが、ヨーガヤグニャである。ギータバヒニ１０章

    もし永遠に続く幸福を味わいたいなら、その幸福の源を探さなければなりません。その源はプレーマ〔愛〕です。この世に愛より偉大なものはありません。あらゆるものには代価があります。永遠に続く幸福に対して支払うべき代価は、神聖なる愛です。愛がなければ、どんなものもあなたに真の幸福をもたらすことはできません。ですから、人にとって一番の富は愛です。誰もがその富を得ようと努めるべきです。その富を持てば、誰も皆、永遠に続く至福を味わうことができます。1/1/98

    人は、おのれのカルマによって富を得る。それゆえ今自分の手に入るもので満足しなさい。8/9/96

富を狂気のように求める人々は、道徳と調和して一体となる暮らし方を忘れました。良からぬ手段で得た金は、ごみでしかありません。そのような富は役に立たないのです。蓄財しても役に立ちません。

  不正に得た富は、実はその人のものではありません。それゆえ、そのような富を取り上げようと待ち構える貪欲な４つの実体があります。第一は政府です。税や法律の名目で政府は蓄積された財産を襲います。第二は火です。火は、どのようなところに不正な富があっても、そこに到達して焼き払います。第三は盗賊です。盗賊は隠された財産を狙います。盗賊はなんとしてもそれを盗み出します。第四は病気です。不正な富を奪い返そうと病気はその人をしっかりと捕まえて治療費の出費を余儀なくさせます。乞食に一円の施しさえしない吝嗇家（りんしょくか＝けち）は、医者や薬代に金を払う羽目になります。このように不正な手段で手に入れた金は、結局以上のような手段で取り上げられるのです。2/6/91

 多すぎる富を持つと、沢山の危険なことに対面することになります。多すぎる富を持つと、人は傲慢になり正しいことと間違ったことの識別心を無くしてしまいます。SS12/94p311

 富を蓄えることによって欲望を増すと、それはあなたを、喜びと悲しみの連鎖の中にとり込んでしまいます。執着は喜びと悲しみの原因で、非執着はそこからあなたを救ってくれます。あなたの家族、家、土地や、あなたの車はすべて神の財産であって自分はその管理人だとみなし、明け渡しの通達を受け取るや否や、すぐに惑わず明け渡すことが出来る用意をしておきなさい。SSSvol4p94

   人々は、世界中にこれまでここまで広まったことのないような邪悪な行動に走り、邪悪な考えを抱いています。人間は富と地位 へのとどまる所を知らない欲に駆られています。もちろん日々の必要のためにはお金が必要です。けれども、それさえも限度を設けるべきです。

    広い海も、限度を超えて満ちたなら、災害をもたらします。肉体を維持していくために必要な食べ物も、量 をわきまえて摂るならば健康によいのです。食べ過ぎれば身体器官を害します。食べ物は満足感を与えることもあれば、毒になることもあります。人は食習慣によって病気の餌食となるのです。食べ物は必要ですが、健康によい量 だけに抑えて摂らなければなりません。

   同じように、富は必要ですが、限度内にとどめるべきです。過剰な富は多くの危険を招きます。過剰な富をもつと、人は傲慢になり、善悪の区別 がつかなくなります。人は、カルナ（寛容さで知られる人物）ではなく、貪欲の典型であるドゥリヨーダナとなってしまいます。富と共に犠牲の精神も等しく育つべきです。持つ富が増えたなら、それらを奉仕のために使わなければなりません。今、富は増えていますが、そのような度量 は大きくなっていません。23/11/94



＊友

神は人間の姿を好みます。神は、人々に神を体験さすために人の姿を取った。といわれています。友として、仲間として見られる時が神は最も満足します。おお、誰より親しい友よ。わたしのハートの愛しい友よ。と呼びかけるとき神は最も喜びます。SS8/89

    神と友だちになりなさい。それはどのような種類の友情でしょう？ この友情の基盤は富ではありません。勇気でもありません。愛のみが、神との友情の基盤となることができます。愛以外のものは神との友情の基盤とはなり得ません。先ほどギリシャの女性（ヘレン・ソティリオウ）が詠ったとおり、あなたと私の間の絆は愛のみです。愛があるからこそ、私たちは一体性を見出すことができるのです。愛ゆえにこそ、真の友情を手に入れることができるのです。憎しみをもって幸福を得ることは決してできません。愛があるなら、それ自体が至福です。至福は愛の中にしか見つけることができません。愛以外のものの中には決して至福を見出すことはできません。19/11/97



    ＊ドラマ

 私たちは、自分の父親や母親や、兄弟姉妹を愛しています。こういったさまざまな関係は、神のドラマの中で人々が演じている役割に過ぎません。2/7/04



    ＊泥棒

心（マインド）を純粋に、清らかにして、神にあなたの心を所有したいと思わせるようにしなければいけません。神はハートを盗む泥棒（チョーラ）です。泥棒は家に入ると価値のあるものを物色し、薪や炭の入った袋には目もくれません！ 神も同じです。神が泥棒役になって入ってくると、最も価値のあるもの、神が最も価値を置くもの、あなたが最も苦労して育てたものを探します。神が持ち去っていくものは、純粋な思い、同情と慈悲の甘さに満ちた行い、見返りを求めない愛情です。神は普通の泥棒ではありません！

神という泥棒は、盗むことによって人々をより豊かにさせます！ 幸福感、心の安らぎ、自尊心を、より豊かにするのです。神という泥棒は、盗めば盗むほど愛されます！ 神という泥棒は、眠っている人を目覚めさせ、その家の住人がその泥棒のために取っておいたものを盗みます。人は、神という泥棒がやって来てその目的のために自分が取っておいたものを持っていってくれるかもしれないと思い、何度も眠ったふりをします。神という泥棒は、

「タスマート ジャーグラタ、ジャーグラタ！――それゆえに、目覚めなさい、目覚めなさい！」

と声を掛けます。それから、自分が探し出した宝を持ち去ります。

あなた方は自分の中に宝を持っています。けれども、あなた方はそれを知りません。そのために、その宝を神という泥棒のために取っておくことをしていません。あなた方は、自分は何も神という泥棒に渡せるものはない、自分は貧しい、虐げられている存在だと、思っています。ひとたびあなたのハートを神に差し出すなら、もはや嘆き悲しむことも何かを求めることもなくなります。10/7/74



    ＊貪欲

今の人々は現世的で感覚的な快楽の餌食となって、この世に存在するものだけが真実であると信じています。 

　今、世界の人々は、これまで広まったことのないような邪悪な行動に走り、邪悪な考えを抱いています。人間は富と地位 へのとどまる所を知らない欲に駆られています。もちろん日々の必要のためにはお金が必要です。けれども、それさえも限度を設けるべきです。広い海も、限度を超えて満ちたなら、災害をもたらします。肉体を維持していくために必要な食べ物も、量 をわきまえて摂るならば健康によいのです。食べ過ぎれば身体器官を毒します。食べ物は満足感を与えることもあれば、毒になることもあります。人は食習慣によって病気の餌食となるのです。食べ物は必要ですが、健康によい量 だけに抑えて摂らなければなりません。同じように、富は必要ですが、限度内にとどめるべきです。過剰な富は多くの危険を招きます。過剰な富をもつと、人は傲慢になり、善悪の区別 がつかなくなります。人は、カルナ（寛容さで知られる人物）ではなく、貪欲の典型であるドゥリヨーダナとなってしまいます。23/11/94

    手を伸ばすのは、神の恩寵を求めるためだけにしなさい。ぺこぺこしないで、権利として恩寵を求めなさい。子が父に求めるように求めなさい。神は最も近しく、愛しいものであると感じなさい。あなた方は反映、すなわち写しであり、私はビムバ〔太陽や月の表面、光源〕であり、映るものです。光源とその写しとの間に、何か重大な違いなどあり得ますか？ あなた方は皆、私です。私はあなた方、皆です。私は自分がアートマであることを知っていますが、あなた方は自分は肉体であると信じています！ あなた方は砂糖でできた人形であり、私は砂糖です。どんな御名も崇敬しなさい。その崇敬は私に届きます。なぜなら、私はすべての御名に返答するからです。誰かを中傷すれば、それは私に響きます。なぜなら、すべての人は、私の意志の表現であるからです。24/8/71



    ＊内閣

    私には自分自身の内閣があります。私は様々な大臣に、それぞれの仕事を任せています。大臣たちの仕事に口出しはしません。もし私が『スワミ、どうか雨を降らせてください』という祈りの手紙を受け取ったとしたら、私はその手紙を雨の神であるヴァルナに転送します。ヴァルナがそれを適切に扱うでしょう。しかし私には自分に直属する三つの部門があります。それは、愛、無私の奉仕、霊性修行、という三部門です。誰であれ、私を愛する者を私も愛します。私への愛だけで十分です。その人の性質や資格を調べたりはしません。また、誰であれ、私は何の見返りも求めずに奉仕する者の世話をします。最後に誰であれ、いつであれ、霊性修行の道を行く者は私の保護下に置きます。私はその人の世話をします。これら三つ以外の部門は私の大臣達がそれぞれの役割に応じて人々の面倒を見ています。ND



　＊内在の霊

神は善の中にも悪の中にも、真理の中にも非真の中にも、功徳の中にも罪の中にも存在します。それでは、何が虚偽であり何が非ダルマであるかをどうして決めればよいのでしょうか？ギータは次のように宣言します。私は、生きとし生けるあらゆる物の中に内在する霊である。と。この真理を実感認識するものは平等感を経験します。17/2/96

    サーダカ〔修行者〕に神を顕現させ得るのは、ディヤーナ（瞑想）の実践だけではありません。神は、人間に内在しているのと同じように、昆虫、鳥、動物にも内在者として存在しています。「今、神はどこにいるのだろう？」と問えば、神はあなたの内にも存在するという答えが、自然に得られるでしょう。そのような問いの答えを見出すために、ディヤーナ（瞑想）といったサーダナを行う人たちもいます。9/10/05

    外に神を探す代わりに、自分に内在する神を実感認識するよう努めなさい。自分の中で、自分は誰かを探しなさい。肉体意識は脇へ置いておきなさい。自分を体と同一視してはなりません。「私」と「あなた」という問題が起こるのは、自分を体と同一視しているときだけです。「私」と「あなた」が一つに融合すれば、一体性が生じます。

   しかし、不幸なことに、現代の人々は利己的な「私」を忘れられずにいます。どこを見ても、「私」の原理〔アートマタットワ〕があるのみであり、それはすべてに存在しています。ひとたび、同一のアートマ〔真我〕がすべての人の体に偏在していることを実感認識すれば、「私」と「あなた」の違いは消え去ります。ところが、皆さんは体と同一視する事を手放すことができずにいます。生まれたときから自分を体と同一視することに慣れてしまっているのです。21/3/04



　＊内的汚染

この世界は、聞く、話す、見ると言う三つのことが歪められたことによって、邪悪になり汚染されてしまった。人の内的汚染が人の外的汚染に反映されている。すべてのことは、内的に存在するものの現れなのである。SSIB1993p, 29



    ＊長生き

人は、長生きすることを願うのではなく、生活が浄化されることを願うべきです。わずかな時間でも、天界の白鳥であるハムサのように生きるほうが、カラスのように何年も生きるよりもはるかに尊いのです。人間の低次の欲求を昇華して、聖なる道に沿って人を導き、宇宙意識との一体化という栄光に満ちた運命と、個我と普遍的実在とが同じものであるという真理を人間の前に掲げるために、ヴェーダ（太古の天啓経典）は、実現可能な真理を要約する深遠な格言の形で、多くの教えを説きました。1/1/83



    ＊泣く

    人は、泣いたり、わめいたりするために生まれてきたのではありません。人は幸せな人生を送り、また、この世を幸せに去るべきです。なぜ、一時のはかないものであるこの世の所有物のことを心配する必要があるでしょう？　人間にはそのような心配はふさわしくありません。すべてを神からの贈りものであると見なしなさい。ヴィヤシティ（個人）とサマシティ（社会）とスルシティ（森羅万象）とパラメーシュティ（神）との間の関係を理解しなさい。森羅万象は神から生じたものであり、社会は森羅万象の一部です。個人のいない社会はありません。ですから、個人がとりわけ重要です。こうした森羅万象は神からの贈りものです。ところが、私たちは神を熱望し、神のために泣くことがありますか？　一時の、永続しないこの世の物事のために泣くのは、人間の特徴ではありません。この世の物事はすべて、来ては去る、流れ行く雲のようなものです。時たま、厚い雲に覆われて、太陽や月が見えないことがあります。でも、心配する必要はありません。いくらか待てば雲は去り、太陽や月がまた見えるようになります。必要なのは、少しの辛抱と忍耐です。15/1/08

    人間の体は五大元素で出来ており、いつかは朽ち果てるものです。人々は子どもが生まれると幸福を感じ、だれかが死ぬと悲しみます。決して悲しみに隙き入る余地を与えてはなりません。すべての困難に勇気をもって挑みなさい。自分は神の一つの姿なのだという確信を持ちなさい。そうすれば泣くこともなくなるでしょう。15/1/08



    ＊名前と姿

名前と姿は一時的なものです。人間は、真の自己を忘れて、名前と姿を実在するものと信じ、はかない世界を永遠のものと信じて人生を送っています。神はすべての特性と感情を超越しています。人が、神が特性や感情を備えていると考えるのは、むしろ不思議なことです。すべての人にとって、神の無限の愛と真理と慈悲を知るのは、何よりも大事なことです。人間は本質的には神でありながら、自己に内在する神性を忘れたために魔物のような振る舞いをしています。すべての人間には決断力と利発さという性質が備わっています。これらの美徳を崇高な目的のために活用する人のみが真の人間です。25/12/02

    １なる神に、あなたの選ぶどんな名前でも付けることができるのです。そうした様々な名前はあなた方が神に付けたものですが、実際には、神はそういった類の名前は持っていません。神は名前なき者、姿なき者です。神は純粋な意識であり、純粋なエネルギーです。神のエネルギーと意識は、あなた方にも内在しています。あなた方は、その並外れた力と能力を、神聖な活動のためにのみ、敬虔な態度で使わなければいけません。21/5/00



　＊怠け癖

怠け癖がつくとそれは錆を出し始め、やがて人をして埃のようにしてしまいます。もし人が幸せで健康的な人生を望むなら、最初に人がしなければならないことは、心に浮かぶ悪い想念、感情、習慣を取り除くことです。次の段階は何でしょうか？それは、良い想念、良い習慣、良い感情を迎え入れることです。これらのことを、子供の頃から習慣付けなければなりません。SSSvol10p183



　＊ナマスマラナ

ナマスマラナはカリユガにおいて人が解脱に達するのを助けるために規定された最高の方法です。10/9SS

 あらゆる方角へ彷徨うとする心をナマスマラナ(と瞑想)によって集中させるならば、虫眼鏡で太陽光線を一点に集中させると炎となって燃え上がるように、知性と心の波が集中し、歓喜を照らす神聖光線として現れます。集中すれば、どんな困難なこともやってのけられるのです。人には、無限の力が備わっているのです。瞑想は心の集中の訓練をするプロセスです。DVJp6

 悪の力がはびこって、善良な人々を皆滅ぼし神の帰依者でさえ、その邪悪な力の前に屈服してきています。このようなカリの時代においては、ただ神の御名のみが人々を救うことが出来るのです。このサイのマントラを一生を通じて唱えなさい。この名前こそあなた方全てを守り導くのです。10/3/80

 毎日少なくとも五分を神の御名を唱える時間として捧げ、さらに数分を貧しい人や、寄る辺のない人びとへの祈りに捧げなさい。あなたの日々の祈りに、全世界の人びとの幸せを込めなさい。悪意や他人を傷付けることのない生活を送るように努力しなさい。これが霊性の規律であり、自分の人生を償うことであるとみなしなさい。神の名を唱えるだけで十分ではなく、神聖な行動に参加しなさい。SS3/90p60~1

 ナマスマラナの火は心の中の不純物を燃やし尽くし最後には心を純粋なものにする。これが心の秘密です。P, 298 ANDI

    毎日神の御名を唱えなさい。それだけであなたはいつも守られるでしょう。ちょうど空気がすべてに充満しているように、神はあなたの上に、あなたと共に、あなたの周りに、あなたの下に、あなたの上にいます。ですから、あなたはつねに神と接触しているべきです。神への信頼を育てれば、一体性は自然と得られるでしょう。その結果、憎しみの入り込む余地はなくなります。神の恩寵を得るために儀式をする必要はありません。心の底からナーマスマラナ（神の御名を唱えること）をするなら、それで十分です。21/7/05

   生々流転するこの世において、私達は喜びや悲しみが繰り返す、人生の様々な浮き沈みに出会います。また、精神的にも身体的にも病に悩まされます。肉体は病気になり、心は心配事で一杯になります。不幸、混乱、悲惨さに直面しても、あなたにはそれらを避けることができる一つの道があります。

それは、サイへの道です。サイのみが、それらの困難や病気を取り除き、私たちに健康と平安と繁栄をもたらすことができるのです。

   サイの名前を唱え続けている人は、生きながらの解脱者です。なぜなら、サイを常に憶念することによりエゴが小さくなって行き、永遠且つ、不変のアートマ真我への悟りがもたされるからです。サイの御名は帰依者とサイを繋ぐ絆です。その名前によって、帰依者はサイと向かい合い、自分が実はサイと一つであったという英知を得ることが出来るのです。29/3/81

  罪への恐れは減少し、邪悪な行いが昨今の風潮になってしまった。神への信愛は消え失せてしまった。言語に絶する悪い行為が増え続けている。ああ、人間よ！ 神の御名を唱えることだけが人に平安と幸福を授けられるということを理解せよ。2/4/2003

 

    ＊波

瞑想するために腰を下ろすと、あなたの心はあちこち動き回ります。心がさまようのを許さずに、常に定まっているようにさせるべきです。海辺に行けば、波がオームという音を出しているのが聞こえるでしょう！ その音に集中するなら、あなたはすべてを忘れるでしょう。22/11/2010



    ＊涙

神は涙を創り出し、涙をぬぐい去ります！ 何のために？ 神は人々が神の姿を求めて泣くように涙を創ったのです。神は世俗的な問題の結果である涙をぬぐい去ります。神は修道者を道楽者に変え、道楽者を修道者に変えます。普通の人は裕福な人に嫉妬を感じます。しかし、実際には、裕福な人々はつねにあらゆる類の心配ごとでいっぱいです。ですから、富は一種の病気なのです。裕福な人がヨーギ〔ヨーガ行者〕になるのは大変難しいことです。裕福な人はいつも、稼いだものを保持することや、政府の強制捜査のことなどを心配しています。15/1/86



　＊悩む

人々に対して良いことをしているならば、悩みはありません。悩みは心の錯乱です。私にはそのような悩みはありません。私は良いことをしています。それで何故悩まなければならないのですか?良い行いをしていないものは悩まなければなりません。17/11/1995



　＊ナラカ

五千年前、地球の周りを運行しているいくつかの惑星がありました。そのうちのいくつかは、時々消えてなくなります。地球の周りをまわるナラカという惑星がありました。それぞれの軌道を運行するナラカと月は、時として衝突するばかりに接近しました。あるときナラカは地球のすぐ傍まで接近しました。地球の住人は来るべき大災害に恐れおののきました。彼らは、間近に迫った破局を回避し守護したまえと至高の神に祈願しました。

 その時、クリシュナ神はナラカを滅ぼすために超常の知識（プラニヤー）を用いました。クリシュナの持つこの超常の知識はサッティヤと呼ばれます。クリシュナはサッティヤを使ってナラカを退治しました。地球の住民はランプを灯してこの日を祝い、守護したもう至高の神を崇め、至高の神が勝利を収めたその日を祝日として祝うようになったのです。5/11/91



　＊肉食

神の信者になろうとしている者は、肉食、アルコール、喫煙をやめなければならない。SS12/1994p315

今日、どうして人口の増加が起こっているかといえば、それは人々の行為のせいである。人々の小さな胃袋を満たす為に、神は世界に沢山の食料となる物を創造しました。大量の米、大量の小麦、大量の果物のような良い食料を神が与えているのにもかかわらず、人々は肉や魚などを摂っています。そしてそれらの人によって殺され食された魚（や動物たち）が,人として生まれ変わってくるのです。SSIB1977p182

 人々の為に飲料水を提供する施設を創設し、同時に人々が動物を食料として殺しているのを止めさす、という二つのことが太古の栄光を取り戻す上で基本的に必要なことです。どんな形にせよ、罪のない動物を殺すということは暴力であり、悪であり、野蛮な行為なのです。SS12/94p323

 真の信者になろうと思うならば、肉食を完全に止めなければならない。人は動物を殺しながら、どうして自らをサイやラーマやクリシュナの信者だと言えよう？そのような人は悪魔である。そのような人は、神の恩寵を決して受けることは出来ないであろう。誰であろうと、その人がインド人だろうが外国人だろうが、サイババの命に従わなければなりません。今すぐ肉食を止めなさい。SSN春95p33

 肉を食することによって、精神的な安定や集中が出来なくなり、霊的な進展は望めません。食べ物によって心は左右されるのです。肉を食べることによって、動物的な思いが心に浮かんでくるのです。例えば、羊肉を食する前に羊はどのような性格の動物か調べてご覧なさい。羊は従う、従う、従うことだけです。それ故あなたは羊肉を食べることにより識別心を失うでしょう。豚肉を食べると、傲慢な豚の性格があなたにも現れます。このように肉食は我々の想念に悪い影響を与えるだけではなく、暴力的傾向も強くさせます。動物を殺すのは罪です。しかしあなたは、動物を殺すのは自分ではなく,肉屋だと主張するかもしれません。それは正しくありません。というのもあなたが肉を食するからこそ、動物が殺されるのです。もしあなたたちが皆、肉食を止めたならば、誰が動物たちを屠殺場へと連れて行くでしょうか？それゆえ罪を犯している者は、動物たちを屠殺しているものだけではなく食している者も含まれるのです。このように我々は正しい食生活をしていない為に人間的な価値を失い、獣的な性格を身につけて来ているのです。SSN春95p,16

　今日、自分をサイの帰依者であると思おうと思うまいと、だれもが肉食をやめるべきです。なぜでしょう？　肉食はもっぱら動物的性質を増長させます。何を食するかによって何を考えるかが決まるのです。さまざまな動物の肉を食べることで、その動物の性質が吸収されます。人間と同じく五大元素でできている動物を食べることは、いかに罪深いことでしょう！　動物を食べることは、人に悪魔的性癖をもたせ、その上、動物への残虐行為という罪をも犯します。ですから、真に神の帰依者になろうと努める者は、非菜食の食べ物をやめなければなりません。自分たちをサイの帰依者であるとかラーマの帰依者であるとか言いながら、鳥や肉を食べて肥えている人たちがいます。それでどうして真の帰依者であると見なされるでしょう？　それでどうして神がそのような人を帰依者として受け入れることができるでしょうか？　ですからインド人であっても無くても、そうした肉食をやめるべきです。 

　次に飲酒という問題があります。人が飲む水は生命の供給源です。水はシヴァ神の頭から流れています。水は神聖です。そうした健全な飲み物の代わりに酒を飲むことは誤りです。酒は人に自分の本性を忘れさせます。飲酒により人は不快な気分になり、酒飲みを堕落させます。酒は神を忘れさせます。酒飲みは自分が言うことも行うことも意識にのぼっていません。そのような人を見ると嫌気が催してきます。飲酒の弊害によりおびただしい数の家庭が崩壊しました。酒飲みはお金をすべて酒につぎ込んで、妻や子どもたちに貧苦を負わせています。そのような無責任な男がどうして社会の役に立つでしょう？ 

　酒に加えて、多くの人がタバコの喫煙にふけっています。今日では、タバコを吸うことが、喘息や肺癌、好酸球増多症や心臓病など、多くの病気の原因となっています。喫煙の害は容易に示すことができます。白いハンカチにタバコの煙を吹きかけると、吹きかけた部分は赤く変色します。タバコの煙が一枚の布切れにそのような害を生じさせ得るのであれば、その煙が血流に入ったときにはどれほどの害をもたらすことでしょう？　タバコの煙は健康を損ない、寿命を縮めます。ですから、真の帰依者になりたいと願う者は、肉・酒・煙草を断たなければなりません。

     ワインと肉は、多くの鈍性な性質をもたらします。肉はあなたの中の悪魔的性質を高めます。軍隊の兵士には肉食が必要なこともあるかもしれませんが、霊性の求道者には不要です。15/7/83

　アルコール依存症は数々の悪の原因です。けれども、どの政府もそれを止めることができません。それはは個人のレベルで起こらなければなりません。個人の変化は、他人に説教された結果 としてではなく、その人の精神的な変容を通してのみ起こることができます。一人ひとりが以上の真理に気づき、自分自身を改善しなければなりません。 23/11/94



   ＊肉体

私は今まで肉体を無視するように言ったことは一度もありません。肉体は道具であることを常に心に留めておきなさい。肉体は神を祀る神殿なのです。決して肉体を軽視してはなりません。欲望が常に肉体を汚しているわけではありません。ただ、大切なことは、良い欲望を持つべきです。私たちには、欲望、怒り、貪欲、執着、強欲、憎悪といった、人を滅ぼす六つの敵がいます。けれどもあなたは、それらの敵を滅ぼすことが出来るのです。

    怒りを例にとってみましょう。外に向かう怒りは何の役にも立ちません。 けれども、もしあなたが自分の悪い振る舞いや、悪い思い、性癖に対して怒るならば、自分自身の向上を図る事が出来るでしょう。このように怒りを他の人に向けるのではなく、自分に向けなさい。次に欲について考えて見ましょう。制限の無い欲望を追い求めれば、いつも不満を抱いて生きていくことになります。これとは逆に、あなたが強く神を欲し、神に仕えたいと欲するなら、同じ欲望でもそれは崇高な欲となります。このように、人が利己的、自己中心的、感覚的、世俗的である間は、確かに肉体は霊性の向上の障害になります。しかし、肉体を自分の内なる神性を悟るための道具として使うなら、肉体は断じて障害とはならないのです。実のところ、肉体とは人が神を悟り、体験する為の神様からの贈り物なのです。STPS2p79

   肉体は、今日生まれて、明日には死ぬかもしれません。しかし、皆さんは永遠です。皆さんには生も死もありません。いつも幸せでいなさい。それが私の望みです。私のもの、あなたのものといった相違が自分に近づくのを許してはなりません。15/12/07

    体は神からの贈り物であり、輪廻の海を渡って神へと到達するための道具を積んだ小船です。それが人生の目的であり、体という小船が病気や怠惰や老衰によって浸水して崩壊しないうちに、目的地に辿り着かなければなりません。体と心と魂の健康を油断なき注意をもって育まなければなりません。それをしてなお、人はダルマとダイヴァ（善、神）を守るためにはいつでも体を捨てる覚悟を持っていなければいけません。24/12/80

     私たちは困難に対して勇敢に立ち向かわなければなりません。私がこうした苦痛を自分の身に引き受けたのは、皆さんにこの不動の精神と勇気を教えるためにほかなりません。皆さんは私の理想に従わなければなりません。決して肉体の苦しみに重きをおいてはいけません。肉体への執着を手放しなさい。そして、肉体を正しい活動に従事させなさい。肉体を神への奉仕に携わらせなさい。私たちの肉体は神からの贈り物です。神はなぜ私たちに肉体を与えたのでしょう？ それは神への奉仕に献身するためだけなのです。23/11/04

    今、人間のハートは、怒りや憎しみ、貪欲、妬み、虚栄心といった悪い性質の巣窟になっています。こうしたネガティブな性質を追い出すことができるのは、愛だけです。欲望、怒り、貪欲、妬みといったようなものは、肉体への執着と食習慣から生じます。ですから、人は肉体への執着がないかどうかよく調べ、欲望を抑えなければなりません。「荷物を少なくして身軽になれば、旅は快適なものとなる」と言われています。人生という旅を快適なものにするために、欲望という荷物を減らしなさい。肉体への執着は、少しであれば、あってもかまいません。なぜなら、人生という旅は、肉体の助けがあってこそ始められるものだからです。家族や友人と生活していれば、肉体への執着を手放すのは不可能です。11/8/2000

    この肉体とその中の血液循環は、私たちが摂取する食べ物のみにより栄養を与えられ、養育されているのです。もし、自分自身の体をコントロールできないのであれば、私たちの生きる目的とはいったい何なのでしょう？ どこにいようとも私たちは肉体を自分のコントロール下に置かねばなりません。そうして初めて、私たちは本当の人間となり、神に近づくことができるのです。肉体と心をコントロールすればするほど、あなたは神の近くに、より行けるのです。28/8/04

    人間が体験するあらゆる困難の根源は、人間が自分の霊的な実体を忘れて、自分を肉体と同一視していることです。肉体はその中に宿る神霊の衣にすぎません。肉体意識に浸ることによって、人間はエゴイズムと所有意識を募らせ、それが多くの悪い性質を生じさせているのです。人間は生来備わっている神性さを忘れ、自分が授かっている感覚と器官を神の目的のために使い損なっています。25/11/88

    神をアートマの化身として崇めなさい。「彼」をアーカーラ（身体）だと見なしてはなりません。肉体意識を放棄してアートマの意識を育みなさい。霊的な生活を送るときにのみ、あなたはアートマの化身を思い描くことができるのです。皆さんが私をこの身体であると見なすなら、私はただの２歩すら歩むことはできません。身体だけを見てはなりません。私がアートマの化身であることを信じなさい。そのとき、私は常に健康でいるでしょう。5/10/03

　人間の生命はわたしたち自身の実態を知るために神から与えられた贈り物です。今日、わたしたちはそのように考えません。わたしたちは肉体を道具とみなさなければなりません。何度も何度も探求しなさい。肉体はたくさんの部品、例えば鼻、耳、目、手、足などを持っています。これらの手足なしにはこの肉体を持つことができません。肉体は自然の手足です。そしてこの人間の肉体は社会の手足です。社会なしには神性を見ることはできません。これは神性の手足です。全世界は手足と手足の結びつきが組み合わさったものです。もしも手足が分離されたら肉体は存在できません。今日の人間はそれを別 々の部分に分断しています。15/7/01

    　今日、皆さんはスワミの誕生日を祝っています。事実、この肉体には誕生日があります。この肉体はすでに生まれて７８年が経過し、７９年目に入ったところです。しかし、私は７９歳に見えますか？ いいえ、そんな年齢には見えません。今だけではなく、８０歳になっても、９０歳になっても、私は今のままです。私は決して誰にも他の人には頼りません。私の目も歯も完璧な状態です。普通 の人は７９歳にもなると、歯は全部なくなってしまい目は白内障にかかります。皮膚には皺が寄ります。しかし私には皺一つありません。私は年をとりません。実際私は老人ではありません。   同様に、皆さんもこのような勇気と自信を培わなければなりません。そうすれば必ずよい気分になります。私だけでなく、皆さん方全員がよい健康状態に恵まれるべきです。しかし、皆さんは自分で自分の健康を害しています。皆さんは、実にさまざまな面 において、肉体的な力を誤用しています。もし皆さんが、肉体を正しく使うようにすれば、スワミの恩寵によって栄えることができます。

     皆さんは、健全な肉体と健全な精神をもっていれば、どれだけの人々にでも奉仕することができます。ですから、自分の美しさをひけらかすためではなく、他者に奉仕するために、皆さんの身体を健康に保たなければなりません。私でさえ、他の人々に奉仕するためにこの肉体が必要なのです。人類に奉仕するためには、私はどんなことでも、自分の命を犠牲にすることさえ覚悟しています。

     同じように、皆さんもいつも他者に奉仕する心構えがなくてはなりません。決して肉体が一番大切だと考えてはなりません。そして、体力を無駄 に使ってはなりません。皆さんは肉体を正しく使わなければなりません。それと同時に精神力も十分に強くしなければなりません。よい学業成績を修めて、人類への奉仕をして人生を聖なるものにしなさい。人生のどのような場面 にも臆せず立ち向かう心構えを、つねにもっておきなさい。それこそが真の人間の本質です。どんなときでも、あなたの奉仕が必要とされれば、「いつでも準備が出来ています。いつでも行く用意ができています。」と言って即座に要求に答えなければなりません。このような勇気と自信を培って世の中に理想を示しなさい。23/11/04

   人間の肉体は、人生のどこかの時点で必ず病気に悩まされ、苦しむものです。人はそのことに関して過度に心配すべきではありません。実際、肉体は様々な困難を通して生まれ、成長します。肉体は困難の数々をまぬがれませんが、それらを気にするべきではありません。人間の肉体にとって困難と苦痛は自然なことです。アートマにとって歓喜は自然なことです。肉体の性質にではなく、アートマの性質に従いなさい。肉体意識を放棄しなさい。体は汚物の巣窟(そうくつ) であり、病気に冒されやすい。体は時として変化を被る。体は輪廻（サムサーラ）の海を渡れない。「おお、心よ！ 体が永遠のものであるという幻想を抱いてはならない。そうする代わりに、聖なる蓮華の御足に庇護を求めよ。」

  なぜ、このような束の間の肉体について思い煩うのですか？ そうする代わりに、神を想いなさい。肉体の苦痛は、流れ行く雲のように来ては去っていきます。それが人間の体（プラブリッティ、外界）の性質なのです。アートマ（ニブリッティ、内界）の性質は、人生の二元性を平等に扱います。肉体の不調は来ては去ります。2/4/2003

   人間は、肉体的執着という束縛を断ち切ったときに、初めて神の姿を見ることができるのです。今日、人は学識があるにもかかわらず、無知に埋没しています。22/7/02

 あなたは母親の肉体を通って生まれてきたので、母親と肉体的に繋がっており、その母親を生んだ祖母とも肉体的に繋がっています。姉妹や兄弟とは敬意を持って接するべきですが、母親や祖母以外の人々とは、肉体的な繋がりはないのです。CWSSBJp126

あなたを害した人、あなたを非難した人を許しなさい。何が起こってもそれは自分にとって善いことである、という信念を持ちなさい。誰かがあなたに悪口雑言を浴びせても、仕返しをしてはなりません。その相手は体を非難したのか、それともアートマを非難したのかと、心の中で自問しなさい。もし体を非難したのなら、その人は間接的にあなたの役に立つこと〔体を非難することで体はあなたではないという真理を自覚させること〕をしてくれたのです。なぜなら、体は肉と血と骨と糞の山以外の何ものでもないからです。それとは逆に、もしその人がアートマを非難したのなら、それはその人自身を非難したことになります。なぜなら、あなたの中にも、その人の中にも同じアートマが存在しているからです。人はこの種の許しと広い心を育むべきです。16/7/00

 アートマンをアートマンとして知った人は本当の自分自身の事を知り、アートマンに融合する。しかし、未だに何らかのやるべきことや欲望を持っていれば、それらが消費され尽くすまで、彼らは肉体を持ってこの世を彷徨う。そのような人々を、人間の身体を取ってはいるが、同時に少しの神性さを持つ者と呼ばれる。これもまた、神の意思によって起こる。その者達は、肉体を持ってはいるが、その姿は霊妙であり、超肉体的解脱を得るまでの間だけその姿を保つのである。彼らの行為は水に書かれた線のように、それを書いている間しかその姿を見ることができない。その行為が終わるや否や、その者たちも消えていなくなる。その者達が行為をしている間だけあなたはそれに気付くが、次の瞬間には彼等は消えていなくなるのだ。SDMp87

    肉体は神の住処です。肉体は人々が識別と無執着という二本のオールを漕ぎながら、それに乗って生々流転の大海を渡らねばならぬ舟なのです。そのために常に最善の状態に整えておかねばなりません。真、善、美part1p168

   人間の肉体は愛から現れました。ですから、私たちは食べ物のためではなく、神への愛のために一生を送るべきです。しかし、人はこの真実を理解していません。人は夜明けから夕暮れまで自分のお腹を満たすために大変苦労しています。人は肉体という贈り物を、本来の目的のためには使用していません。この肉体は汚物の巣窟であり、病気になりやすく、刻刻変化します。そのような永遠ではない移り変わる肉体に対して執着を育て、肉体的な喜びのために努力するのは何と馬鹿げたことでしょう？28/8/04

  決して肉体を永遠のものと考えてはなりません。体は時間と状況に応じて現れます。ひとたび定められた時が過ぎれば体はただ消えるのみです。肉体によって得られた体験さえ消えてなくなります。23/2/09



   ＊憎む

 すべてが神だと言いながら、あなたは他者を憎みます。これはまったくの偽善です。もし皆さんが誰かに対して反感を抱いているのであれば、黙ってその人から離れていなさい。その人を憎んではいけません。その人に対する愛を養うように努めなさい。誰をも批判したり憎んだりしないことです。23/11/00

      誰をも憎んではなりません。憎しみはあなたの最悪の敵です。いったんあなたの中に愛を育めば、憎しみは自然に消え失せます。敵対しているライバルに出会ったら、愛をもって彼に挨拶をしなさい。彼もまた、同じ感情を返してくることでしょう。あなたが他者をまったく愛することなしに、どうして他者からの愛を期待できるでしょうか？　私が実践しているのも、伝えていることも、愛であり愛のみなのです。愛の力を理解するよう努めなさい。愛はあなたの最も偉大な富です。誰もその価値を見積もることができません。神はあなたから何を期待しているのでしょうか？　あなたの愛のみです。愛は、神があなたに与えたすべてのものに対して、あなたが神に支払わなければならない税金なのです。5/10/03



 　＊ニ元

二元論の根っ子には欲望があります。欲望が生じるのは自分と他のものという思いがあるからです。

欲望を持つ者と、欲望の対象物は異なる二者であるとの観念があります。しかし真の不二一元論は主体と客体が一体となることにより、二者の分離がなくなると説きます。8/9/96

    「Ｉ」〔私〕という文字は、一つであることを表しています。「あなた」（個人という自己認識）というものは、純粋性を育てて神との一体感を味わえば、存在しなくなるでしょう。ですから、二元的な感情を捨てなさい。一体性の原理は、愛を通して体験しなければなりません。それは言葉では説明できません。しかし、皆さんは愛というものの本当の意味を理解していません。皆さんは、身体的、世俗的な感覚で愛を解釈しています。その結果、あなた方の愛はまったく一様ではなく、折りに触れて変わり続けています。体への執着によって愛を汚してはなりません。体は物質でできています。物質と結び付いているものはどれも、決してあなたに平安と幸福を与えてはくれません。ですから、物質を超越して実在を見なさい。一体感（エーカトマ バーヴァ）を育てなさい。すべては一つです。誰に対しても平等でいなさい。世俗的な感情を愛に起因するものと考えるのは、大きな間違いです。愛には二元性が入り込む余地はありません。13/4/05

    人生は物質的な側面と霊的な側面が合わさったものであり、物質的な側面は頭に、霊的な側面はハートに結び着いています。しかし、人間は頭に従い、物質界だけを念頭に置いているために、霊的な側面のことは忘れています。頭だけに従っている限り、人も、社会も、国全体も、平安と安全を得ることはできません。人が体への執着を手放してハートから生じる愛の原理に従ったときにのみ、平安と安全がこの世を滞りなく統治することができるようになるでしょう。神が創ったこの世界の中では、正義と不正義、誠と嘘、功徳と罪、暑さと寒さといった二元性が共存しています。

人々は、この世のアダルマ（不正義）の撲滅を欲します。人々はダルマ（正義）だけが存在することを望みますが、それは不可能です。この世界では、アダルマが存在しなければダルマは存在できず、ダルマが存在しなければアダルマは存在できません。世界それ自体がダルマとアダルマの結合体なのです。一方が存在しなければ、もう一方も存在できません。人は識別力を使ってダルマに専念する生活を送るべきです。人の幸せの秘訣はそこにあります。16/7/00

    決して心（マインド）の気まぐれに流されてはなりません。心に従うなら、あなたは実在ではなく物質だけを見ます。心は物質と結び付いています。物質と結び付くべきではありません。心と結び付くなら、決して一体性を見ることはできません。二元性を捨てない限り、真の愛とバクティ〔神への愛〕を深めることはできません。13/4/05

    人は、アートマは体の内部に存在することを想像する能力に欠けています。体と心と全宇宙はアートマの中にある、というのが真実です。アートマは他の何かの内部に存在することはできません。アートマはすべてです。アートマは万物です。ジャパ（神の御名を唱えること）、ディヤーナ（瞑想）、プージャー（礼拝）を行う人は、神を自分とは別の存在であると考えて、二元性のえじきになっています。どれほど学識があろうとも、自分から神を遠ざけるなら、そのような人々は自分の本性を知らないのです。神は人のハートの中にいます。30/3/87

    人が経験するあらゆる喜びと悲しみ、好き嫌いの主な原因は、「私のもの」、「あなたのもの」といった二元性の感覚です。こうした二元性は利己心に根差したものであり、これが、自分さえよければ世界に何が起こっても構わないという考えを抱かせます。そういう自己中心的な人は、自分にとって大事なのは自分の体と財産と家族だけだと考え、真実を偽りと見、誤りを正しいものと見ます。この根強い病を取り除くためには、奉仕に従事しなければなりません。体は私利に仕えるために与えられたのではなく、他者への奉仕をするために与えられたのだということを、はっきりと理解しなければいけません。21/11/88

    二元性の感覚は、「私」（アハム）が特定の名と姿を身につけたときに生じます。アハムカーラ（エゴの感覚）は、姿形の変化の結果です。名と姿から自分を引き離したとき、初めて人は自らの真の神我を発見できるのです。本質的な神性を忘れて、自分を変化する一時的な姿と同一視していることが、束縛と悲しみの原因です。この不当な同一視の原因は心です。それは、心が外界と関わるため、感覚器官を通じて受け取る印象と関わるためです。心の仕組みを理解すれば、心を超越しているアートマの実体を、一つの遍在なる不変の原理として体験するでしょう。30/3/87

     二元性は日常生活の明らかな現実です。すべてのシャーストラ（霊性の科学）、プラーナ（叙事詩）、イティハーサ（古代の伝説）は、二元性を認め、その基盤の上に人間の生活を規制するよう求めてきました。どのような立場においてであれ、人が現象界での活動に没頭している限り、二元的な傾向は避けられません。聖典のあらゆる戒めは、現象上の一時的な世界における人間の振る舞いを規制するために書かれています。30/3/87



　＊ニシカマカルマ

行為の成果を期待せずに為す行為をニシカマカルマ（欲望のない行為）と称します.それは又、無執着と結びついた喜びの行為と称されます。24/5/91



    ＊二羽の鳥

一本の木に二羽の鳥が止まっています。ウパニシャッドはそれを、この体、この世界という木に止まる、ジーヴァートマとパラマートマ、すなわち、個人の魂と至高の魂であると述べています。一羽の鳥はその木の実を食べ、もう一羽の鳥は目撃者として単にそれを見ています。しかし、驚くべきことに、その鳥は、二羽いるように見えても、実際には一羽なのです。それは同一の存在の二相であるがゆえ、二羽を引き離すことはできません。空気中の蒸気は目に見えません。蒸気には姿形がありません。しかし、蒸気は、固く重く冷たい氷と同じものです。ニラーカーラとサーカーラ（無形なるものと有形なるもの）は、唯一なる者が自らを現す二つの方法にすぎません。

1/1/64



    ＊日本

学生たちに、日本とバーラタ（インド）の状態を比べさせてみなさい。日本人は「仕事の精神」を持っています。日本人はよく働きます。そのため、日本人の生産性は高く、価格を低く抑えることができるのです。日本人はストライキの最中でさえ仕事を放棄しません。インドでは、高い給与を求める騒々しい声は上がっても、もっと勤勉に働こうという意思は見られません。そうした態度のせいで、インド経済は嘆かわしい状態にあるのです。22/7/91

    世界のどの国も、自国の文化的伝統、価値の体系、歴史的背景を基に、国の制度や生活様式を発展させてきました。そうした制度や価値体系は、歴史も文化も背景も異なる他国に移植できるものではありません。アメリカの経営方式は一つの種類であり、日本の経営方式はまた別の種類です。アメリカの経営方式は競争と利益本位のシステムによって構築されています。そこでの経営者と労働者の関係は「雇用と首切り」に基づいています。人間的価値よりもお金と利益が重視されています。アメリカの経営モデルを模倣することによって、我々インド人は困難に陥り、期待していた利益を得られずにいます。

日本の経営方式はそれとは異なります。労働者は規律に対して高い意識を持っており、たとえ不満が生じても、ストライキなどという生産に悪影響をもたらす手段に出ることはありません。日本の経営者と労働者の関係は概して心の通ったものです。これこそが、日本の産業的な発展に役立っているのです。21/8/86



　＊人間

どうやったら限りある人間の力を限りない神の力に変えられるのでしょう？その為には、すべてを神に委ねるのです。SGc2

   人間は人という「型」に入れられた神です！12/5/68

私の一部が生命の世界の中で個人へと変容した（バガヴァッドギーター１５章７節）

    人類を救うためには、人類とは何か、そして、人間として生きることの目的は何であるのかを理解しなければなりません。定義から言えば、人間の霊的側面は、肉体の中に住んでいる生きた魂です。生物学的には、人間はホモ サピエンス サピエンスと呼ばれています。ここで、ホモという言葉は人間の身体を指しています。サピエンスは「賢い」という意味です。人間は、物質的なものと霊的なものの両方を理解することができるので、サピエンスという言葉が2回使われています。人間は神を知ることができるのです。24/12/74

    「マーナヴァ」（人間）という語には、「無知ではない状態で生きている人」という意味があります。この無知とは何でしょう？ それは、自分を自分ではない別のものだと考えることです。人は肉体ではありません。人は心ではありません。あたかも自分が肉体や心であるかのように行動する時、人はドリタラーシュトラ〔クリシュナに敵対した盲目の王〕のように、無知の状態で生きているということになります。6/3/89

   人間は体と意識の結合体です。人は霊性の第一歩として内省に取りかからなければなりません。そうして初めて、現実は理解され得るのです。誰も自省に着手していませんが、他者を非難する準備はできています。自分の過失について自分を省みて自分を罰する心構えのある人だけに、他者を判断する資格があります。7/10/97

   自然界のすべては神の具現であるということも認識しているべきです。創造世界は神の意識の第一の象徴です。創造世界はプラクリティ（自然）と呼ばれています。自然の産物である人間は、誰もが自らの神性を意識し、創造世界のその神聖な基盤を公言すべきです。人間の生はこの上なく神聖です。人間としての生は貴重で神聖なのですから、それに適った生き方をすべきです。人間は創造世界の一部であり、人間の内にある神性は何か異質のものではありません。アヴァター（神の化身）は、人間に本来備わっている神性を身をもって示すために、時おり降臨するのです。23/11/91

あなたの力は宇宙の中にあり、宇宙の力はあなたの中にあります。皆さんは誰か他の人を偉大な人間だと思っています。けれども、あなたより偉大な人間など存在しません。あらゆる力と可能性はあなたの中にあるのです。引力と磁気エネルギー、電流、光、火、エックス線も生まれつきあなたに備わっているのです。すべての人はコンピュータであり、発電機であり、光源であり、無線局であり、あらゆるニュースも私たちの中にあるのです。20/5/95

 人間の肉体が特別なのは、神の力の80%までがそこに内在しているからです。動物の体には15%位しか存在していません。人間は自らを高めて神と一体となることができますが、動物は、決して生まれ持った状態から自由になることは出来ません。CWSSBJp270

 人間は、ほんの小さな存在であっても、神の大きな力とつながり、一つになれば、果てしない力、どんなことも出来る力が生まれます。SGc2

  人間は確かに万物の長ですが、にもかかわらず、弱く、他者に依存する存在として生まれてきます。社会の文化と伝統、家、国、宗教、つまり歴史は、個々の人間の人生と思考に影響を与えます。歴史は人の個性を形作り、国家への忠誠心や親近感を与えます。それゆえ、人は孤立無援の存在としてではなく、万人に内在する神性を意識しながら成長するものであり、それによってついには一体性を体験することになるのです。21/11/85

   人間は自分の力と知識を誤用しています。人々は、自分の本当の目的に注意を集中していません。人間には、非常に大きな力が備わっています。だからこそウパニシャッドは、「目を覚ましなさい。起きなさい。完全な理解を得るまでは立ち止まってはいけません」と力説しているのです。『おお、思慮の無い者よ！ この無知の惰眠から覚めなさい。プラグニャーナ（絶えざる神意識）の光輝に目を向けなさい。鈍性（タマス）の性質を取り除きなさい。世俗的な欲望を手放しなさい。この世が移ろいゆく性質を持ったものであることを理解しなさい。』ヒラニヤカシプとヒラニヤクシャは、あらゆる力を自在に操ることができましたが、神の近くにいることはできませんでした。彼らは、宇宙の神秘を調べ、天体の位置すらも変えることができました。ところが、神の原理に関しては、少しも理解することができなかったのです。22/7/02

  人間の肉体が重要なのは、それが目に見えない神を顕現できるからなのです。全宇宙の中で人間の生命、あるいは人間に似たような生命体が存在する所は、地球以外にありません。全宇宙に生命が存在しますが、生まれ変わりは全宇宙の中で、地球以外のところで起きることは決してありません。常に生まれ変わりは地上において起きるのです。

 地球上での生命の進化方向は上方に向いているのです。つまり、人間を経て神に向かうのです。人間に生まれたおかげで、次のステップは完全な神実現の段階となるのです。人間としての生命は神聖であり、この上ない貴重な価値を持っているのだ、ということが認識されなければなりません。(宇宙の他の惑星も含めた)すべての生命は、人間に生まれ変わることを望むことは出来ます。そして人間に生まれることによって初めて、神実現が可能になるのです。CWSSBJp273

  人は皆、人間の身体を持っているので、 誰でも同じような人間に見えます。けれども、皆さんが人間であるか否かは、皆さんの振る舞いや性質で決まるのです。皆さんは人間であるべきなのですが、皆さんは人間の生命の価値を忘れてしまったように見えます。身体、時間、行為、義務、人生の目的は、どれも誤用されていたり、誤った方向に向いていたり、浪費されていたしています。科学技術の目覚しい発達にもかかわらず、基本的な人間性は失われています。

 いたるところに、怒りに満ちた雰囲気、苦痛に満ちた雰囲気、緊張に包まれた雰囲気、あるいは、不安に満ちた雰囲気、動揺した雰囲気、落ち着きのない雰囲気に満たされています。人間的価値を培うためには、「自制」と「規律」という二つの特質が最も重要です。「自制」には 非暴力、真理、他人の財産をほしがらないこと、誰からも何も受け取らず、要求もしない、禁欲という五つの行動指針があります。「規律」にも清浄、苦行、満足、霊的書物を読む、すべての行為を神に捧げる、という指針が五つあります。STPS2p127~130

 真の人間に相応しい生き方をして下さい。人間の特性を磨くのです。自分は人間だと言いながら動物的な自由を楽しみたいと思うのは良くないことです。人間の持つ特性とは、犠牲の心、愛、真心、広く大きな心、思いやり、非暴力などの、尊い性質です。エゴ、怒り、むさぼり、憎しみ、ねたみ等の動物的性質を持っていてはいけません。SGc7

今日、虚偽と不正と邪悪は世界中に横行しています。人間らしさは、無に帰しました。人間の姿をとってはいるものの、人間らしい属性はありません。人間の価値は捨て去られました。人と人との間に愛はありません。愛が失われたならば一体何が残るでしょう?愛は命。愛のない人間は生きる屍といえましょう。20/4/94

 身体を自分と考える者。彼らは～死を恐れます。～永続せぬ身体を自分自身と考えて、貴重な人生を無駄に過ごすのです。心を自分と考える者。彼らの心は、様々な想念や空想に揺れ動きます。彼らは過去に捕らわれ、未来について思い煩い、現在を無視して自らを混乱に陥れます。知性を神と崇め知性を自分と考える者。彼らは知性の力を借りて、様々の計画を立て知性の持つ神聖な力を浪費します。人生は、際限の無い探求と実験の内に無駄にすぎていきます。どれだけ探求と実験を続けようと、知性によって神を認識することは出来ません。

 アンタカラナ（行為を為すためにある内在の道具）の力にたよる者。彼らは現象世界を自分とは分離したものと看做して、霊性の道を歩み神を認識するために努力します。私は全てであり、私と離れては何一つ存在しない。と宣言する人です。彼らは世界そのものが非真であると信じています。かれは、（私）に関するプラニャ（偏在の統合的自覚）の本性と機能を理解するものです。身体、心、知性、アンタカラナを統合して、超越する目標の認識を求める者は心、知性、アンタカラナを越え、目覚め、夢見、熟睡の境地を超越しなければなりません。その時始めて彼はプラニャの私の本性と機能を理解することが出来ます。身体、心、知性、アンタカラナは物質的現象に関わりを持ち、それらは、心に属する様々の機能です。神は心によって理解することは出来ません。心をコントロールする努力をしなさい。29/5/92

 すべての生き物に優しくするのは､人間にとってとても大切です。物事を正しく見極めて、優しさを深め暮らしに活かす道を探らねばなりません。すべての生き物に優しくすると言うのは、苦しんでいる人や生き物の面倒を見て､助けようとすることです。他の生き物の痛みや苦しみを和らげるために､力を尽くして下さい。優しさという言葉を何度唱えても､それだけでは何にも役立ちません。優しさを身をもって示し、人生の一部とするのです。優しい心は神と同じだと信じて下さい。SGc27

   完全に心〔マインド〕に従って生きる者は悪魔だと言われています。体の欲望に従う者は動物です。アートマ（真我）に従う者は神の力に恵まれています。体と心とアートマに頼る者は人間です。人間性は体と心とアートマの結合体です。人は神へと上昇するよう努めるべきであって、悪魔的性質や動物的性質へと落ちるべきではありません。23/8/95

 人間性とは優しさのことです。神を信じる心には､様々な花が咲きます。その中でも大きな愛のある優しさの花を神は受け取るのです。～どうやって優しさの気持ちを表せば良いのでしょう。良いことさえしていればそれで良いのではありません。神を深く信じること､信じる心が限りなく拡がっていくことが大切です。自分の心を大きく変えていくのです。同じ神がすべての人の心にいると信じることが大切です。神はあらゆるところにいると深く信じて下さい。そうすれば、人の痛みや悲しみをまるで自分の事のように感じられる様になるのです。SGc27

    今日、人は自分自身を偉大であると考えています。他方で、人間らしさが欠けている者はまったく人とは呼べません。真の人間とは人間らしさが現れている人のことです。真の人間とは、サティヤ（真実）、ダルマ（正義）、シャーンティ（平安）、プレーマ（愛）、アヒンサー（非暴力）という五つの人間的価値を実践し、それを他の人々に説く人のことです。これら五つの価値のうち、たとえひとつでも欠けていたならば、人間という名にふさわしくありません。実のところ、人間は非常に知的です。その知性は無限で無比なるものです。しかしそれが人間の振る舞いに反映されていません。17/2/07

 この世のすべての人、すべてのものが価値を持っています。一人ひとり、一つひとつ、が固有の価値を持っています。この世に価値のないものはありません。哀れなことに、人間だけが今の世で自らの価値を失ってしまいました。何の価値もないまま人生が費やされています。その為、人間は動物より悪くなってしまいました。STPS2p108

    人間として生まれることは何も偉大なことではありません。善良で理想的な人間になることこそが重要です。義務は「マーナヴァ」（人間）という言葉の中に暗示されています。義務とは何でしょう？ 「マー」「ナ」「ヴァ」。「マ」は無知を、「ナ」は「～なしに」を、「ヴァ」は「振る舞うこと」を意味します。それゆえ、人間とは無知を持たずに振る舞う者のことです。英知、能力、教養を手に入れた後でさえ、人は真の人間らしく生きることができていません。教育を受けた人間のほうが人生の道を踏み外す傾向にあります。この種の教育は、良い社会が期待しているものではありません。教育は腹を満たすことを目標にすべきではありません。腹を満たすのは豚がしていることと同じです。教育は内面から神性の輝きを引き出さなくてはなりません。私たちはハートを愛で満たさなくてはなりません。人生を神聖な行為で満たさなくてはなりません。こういったことを教育は教えなければならないのです。12/1/89

    人間が生きていけるのは、人間以外の被造物の利他的行為に依存させてもらっているからであるというのに、その人間自身が利己的に振る舞うとは、何とひどい話でしょう！ 人は、いかなる情報、指導、ひらめきを得ようとも、いかなる財産、富、所有物を持っていようとも、それらを利他的な方法で他の人々と分かち合うべきです。これは人間の第一の義務です。20/11/79

 皆さんには反省するという優れた能力があるから､いろいろなものを楽しむことが出来るのです。あらゆる力を尽くして､人間性とは何かを理解して下さい。まず欲望の力がどれほど決心をぐらつかせるかを良く理解するのです。もちろん多少の欲望はあるでしょう。何も欲望が無かったら､ほんの一瞬でも生きられません。ただしすべての欲望を良いことに向けるべきです。そうやって、他の人の模範になって下さい。そうすれば、真の人間性にかなった生き方が出来るでしょう。世の中のすべての人の幸せを人生の目標にするつもりで無かったら、それは真の人間性とは言えません。SGc21

 何のために人間として生まれてきたのでしょうか。立派な教育を受けながら､それを生かそうとせずに、鳥や動物や虫が夢中になっているような程度の低い楽しみのために時間を使っていてどうするのですか。人間だけに特別に許されている理想とは何でしょう。人間として生まれることは､途方も無く難しいという言葉の深い意味は何でしょう。皆さんは動物のように振る舞うために生まれてきたのではありません。人間は神になるために生まれてきたのです。人間としての人生は､神の意識という最高の境地に達するために与えられたのです。SGc21



    ＊人間性

人間性という威厳を維持するには、神聖な思考と神聖な特質を育てることが必要です。古代の偉大な価値と習慣を注意深く守らなくてはなりません。現代では真実と正義が軽視されています。不正と不法が増大し、その結果、人間性よりも動物性のほうが優勢になりつつあります。人間性は、すべての側面、すなわち、神性、人間性、獣性、魔性が混じり合ったものです。これら四つの側面の様々な組み合わせが、人間＋神、人間＋悪魔、動物＋人間、人間＋人間、等々といった複合した人格という結果をもたらします。どのケースでも、人間はこの種の逸脱ゆえに自らの真実に気づくことができません。同一人物が、幼年期、青年期、老年期といった、人生の様々な段階を経ます。体は絶え間なく変化していてますが、人の神我は変化しません。人間はこうした自らの人生の事実を常に目の当たりにしています。31/8/87

  

   ＊人間の特権

　私たち自身が、サット・チット・アーナンダという三つの特性の化身なのです。あなたが自分のことを思うあなたは「サット」（真理）です。他の人があなたのことを思うあなたは「チット」（意識）です。本当の あなた自身は「アーナンダ」（至福）です。これらの三つの特性は、人間の特権です。それは人間に生まれながらにして備わっている権利です。それらは人間の本性です。実にそれらは、人間の本質的な特性なのです。

　 この本質的な真理を忘れ、私たちは人間の尊厳に対して何の敬意も払わず、他者を非難し、嘲笑し、彼らの悪口を言います。他者を嘲笑することによって、私たちは彼らの罪の一部を我が身に負うことになります。決して他者を嘲笑して、彼らの心を傷つけてはなりません。もし誰かの欠点を見つけた場合は、優しく彼らに話して道理を説き、理解と愛を持って彼らに判らせ、正すように努めなさい。    KSH

    ＊忍耐

皆さんは、自分が始めたことに対して、粘り強くあらねばなりません。そして、望みの結果を手に入れるまで身を引いてはなりません。だからといって、不正な行為に頼るなら、マイナスの結果を得ます。7/76

  次の特性は、辛抱強さすなわち堪忍寛容〔「忍耐力」〕です。誰かがあなたをからかったり、辛辣な言葉で罵った時、冷静さを失ってはなりません。平静を保つようにしなさい。ムッとする代わりに、自分の側に何か過ちがなかったかどうか、まず我が身を調べなければいけません。自分は正しい道にいるということであれば、なぜ動揺する必要がありますか？ しかし、もし何か自分に過ちが見つかったなら、あなたが浴びせられた辛辣な言葉についてくよくよ考える代わりに、自分を正しなさい。いかなる場合であっても、悩んだり動揺したりする必要はありません。この種の平静な態度は、あなたを人生の偉大な高みへと連れて行ってくれます。逆に、あなたが言い返すなら、あなたは相手が犯したのと同じ過ちに陥ることになります。その時、あなたは他人の過ちを指摘する権利を失います。人生で成功を収めようと決意したなら、あなたは必ずや「忍耐力」という特質と平静という態度を養わなければなりません。そうすれば、人生の困難に笑顔で耐えることができるでしょう。人生は挑戦です。立ち向かいなさい。恐れを抱いて逃げ出してはなりません。24/2/91

    失敗は、もしあなたに固い決意という要素があるならば、成功への踏み石であるということをつねに覚えておくべきです。これらの特質を身に付けていれば、あなたは自分自身の本質である、真理（サット）、良心（チット、覚醒意識）、至福（アーナンダ）を悟ることさえできるかもしれません。これらの属性に姿形はありません。「清らかさ」は真理（サット）です。「忍耐力」は良心（チット）です。この二つを持っていれば幸福を体験します。真理（サット）と良心（チット）が別々に留まっている限り、幸福は体験できません。「清らかさ」と「忍耐力」が結び付けば、（ちょうどシロップを作るために砂糖と水が混ぜられるように）結果として至福が生じます。これらの特質がなければ、どれほど多くバジャンやジャパや瞑想をしても、成果を収めることにはならないでしょう。24/2/91



    ＊ネガティヴ

今、人間のハートは、怒りや憎しみ、貪欲、妬み、虚栄心といった悪い性質の巣窟になっています。こうしたネガティブな性質を追い出すことができるのは、愛だけです。欲望、怒り、貪欲、妬みといったようなものは、肉体への執着と食習慣から生じます。ですから、人は肉体への執着がないかどうかよく調べ、欲望を抑えなければなりません。「荷物を少なくして身軽になれば、旅は快適なものとなる」と言われています。人生という旅を快適なものにするために、欲望という荷物を減らしなさい。肉体への執着は、少しであれば、あってもかまいません。なぜなら、人生という旅は、肉体の助けがあってこそ始められるものだからです。家族や友人と生活していれば、肉体への執着を手放すのは不可能です。ですから、

「ローカー サマスター スキノー バヴァントゥ」（全世界が幸せになりますように！）という高潔な気持ちをもって神聖な生活を送るようにしなさい。11/8/00



　＊妬み

他人をうらやむ者は寝つくことができない。睡眠不足は食事をしないことよりもっと健康に悪いのです。ねたみ心を持つ人はいつも苦しんでいます。ねたみ心は人の命をむしばみます。SS8月p203

   妬みを持った人は、自分の妬みを隠して、害虫のように他者に害を及ぼします。これは邪悪なやり方です。しかしながら、私自身の観点から見れば、実は邪悪な人間は一人もいません。すべての邪悪な振る舞いは、遅かれ早かれ変化します。23/11/2000

   怒りは怒りを呼び、妬（ねた）みは妬みを呼びます。これを打ち破る唯一の方法は、一体性と愛の感覚です。1/1/94

  妬みと憎しみはいつも一緒にいます。妬みが無ければ憎しみはありません。憎しみが見える場合には､必ず見えないところに妬みが隠れているのです。憎しみは形をとって表れます。その形は色々です。

妬みには決まった形はありません。どこか見えないところに隠れています。人を妬むことの無い人など、この世に誰もいないと言われています。どんな人にも少しは、妬み、嫉妬の気持ちはあるでしょう。妬みや憎しみの気持ちが起こらないように良く気をつけて、見返りを求めることの無い、私欲の無い愛の心でいて下さい。私欲の無い愛があれば、妬みや憎しみの入る隙はありません。妬みと憎しみが取り除かれれば､神の大いなる悦びと出会うでしょう。SGc25

 神の過ちを見つけようとするのも妬みの一つです。妬み、嫉妬にはいろいろな兆しがあります。

自分よりも人望のある人やお金のある人を見ると､妬みの心がおこります。自分よりもきれいな、格好の良い人を見ても､妬ましく思います。自分より成績の良い学生がいれば､やはり妬みます。財産や地位、容姿､知性などの点で自分より勝っている人が現れると､たいていの人が妬みの心を芽生えさせます。妬みの気持ちが起こると､それまで皆さんが培ってきた徳はたちまち消えて無くなります。

 妬みの心が湧き上がってくればただではすみません。その人の持っている徳は台無しになってしまいます。人間らしさは無くなって､悪魔のような性質、動物のような性質が強く現れるのです。妬みには善悪の見境がありません。良心のかけらもありません。だからまず何よりも､妬みのおこらないようによく気をつけなくてはなりません。他の人の成功を喜んで下さい。他の人の成長を、豊かさを喜んで下さい。それが徳というものです。自分以外の人の幸せを願うのは、すべての人が身につけるべき何より大切な徳であるというのがギーターの教えです。SGc25

 もし妬みの気持ちが無ければ､神の現れである三つのグナは思いのままになります。実を言えば､もし本当に妬み、嫉妬から自由になればすべてを支配することが出来るのです。～皆さんは妬みは人を傷つけると思っているかもしれません。ところが、実は妬みというものは、他の人よりも自分を傷つけるのです。妬み、嫉妬をいだいていると､病気になってしまいます。よく眠れないし､美味しく食べられません。健康だった人も、人を妬んでいると、たちまちにいろいろな病気に罹ってしまいます。妬みは結核のようなものです。結核が少しずつ悪くなっていき身体をむしばんでいくように、妬みの気持ちは、本人の気づかないうちにその人をだめにしてしまいます。いろいろな方法で人の中に入ってきて､人を滅ぼすのです。妬みはとてもたちの悪い病気です。妬みに居場所を与えてはいけません。たとえ自分が相応しいと思う地位より低いところにいたとしても、それは神がそういう恵みを与えて下さっていると感じて下さい。他の人の幸せを喜んで下さい。人の成功を耳にしたら､その人には自分には無い才能があると思って、惨めになったりしないで、その人のために喜んであげて下さい。このカリユガにおいて、妬み、嫉妬はあらゆるところに蔓延っています。宗教的な人にも､世俗の人にも､病気の人にも､あらゆる人に､至る所に見られるのです。人々は多くの場合、妬みによって安らぎを失い、人生を無駄にしてしまいます。SGc25

   冷たい妬みの心を捨て、他の人が幸せでいる時には、あなたも幸せになりなさい。それはマントラを唱えるよりも、神へ捧げる花よりも、御名を唱えたり、瞑想したりするよりも神を喜ばせるのです。SSSVol5p139

   妬みや憎しみによって他の人を不愉快な思いにさせようとするのは、程度の低い行為です。それによって相手を苦しめることは出来ません。自分を苦しめるだけです。妬みに捕らわれた人は、いろいろな形で苦しむことになるのです。SGc25

    人それぞれの心の中で､愛はいろいろな現れ方をします。愛に陰りが無く､満ち足りていて完全なものであれば、アートマの光りが現れ、すべてを明るく照らすでしょう。心の狭い､自分への愛しか無ければ､愛はまるで寝室の薄暗い電球の様でしょう。これは電流の問題ではありません。どんな量の電流も流せるようにすでに用意はしてあります。もっと強い光にするために電球を変えて下さい。妬みの心で溢れていれば､薄暗い灯りしか無いでしょう。私欲の無い愛が輝いていたら、まるで1000ワットの電球のような光を放つでしょう。だから愛を育みなさい。愛だけが神を悟らせてくれるのです。SGc25



　＊寝る

スワミは寝ません。夜になれば灯りを消してベッドに横になりますが、それは灯りをつけておくと、信者たちが寄ってくるからです。スワミには、睡眠というものは必要ありません。しかし、人は少なくとも一日四時間の睡眠を取る必要があります。CWSSBp65

   熟睡とサマーディ(三昧)の違いは、サマーディにおいては、その時に得た至福感がそれが生じた時に、知覚されることです。CWSSBp88



    ＊年長者

年長者の本当の強さは、その知恵と高貴な考えにあります。若い世代のために年長者によって掲げられた理想には、もっとも価値があります。そうした価値を理解できずに、人々は役立たずとして年長者を無視します。今日、定年退職した科学者には多くの価値が備わっています。新発明に関する彼らの知性と情熱にかなうものはありません。しかし、彼らの尽力は、社会のために適切に利用されないままに浪費されています。実は社会、世間はこうした高齢者からおおいに利益を得ることができるのです。

    年長者には社会のために役立てることができる非常に大きな力があります。今日、私たちは古代の聖賢たちに潜在していた強さと霊的な力を明らかにするために努力を払っています。高齢者はそうしたすばらしい理想の反映です。ですから、私たちは高齢者を無視すべきではありません。年長者の生み出す考えはどれも高尚で大きな価値をもっています。年長者と比較して、若者は考えやアイデアの小片さえ生み出すことができません。したがって、私たちは、彼ら年長者を価値ある財産とみなし、滋養、養生を施し、よくお世話をさせて頂かなくてはなりません。

    年長者たちがどのようにして、配慮と情熱をもって正しい方法で自分の子どもを育てたかを、敬意をもって心に留めるべきです。あなたが年長者たちに与えたものは、10倍になって後々あなたに返ってくるでしょう。 10/2/05

    私たちの先祖は、宗教の本当の意味を認識し、形式においても精神においてもそれに従いました。先祖たちはこの点において年長者を手本としていました。今でも、どこかの子どもに「だれが君にそう言ったんだね？」と尋ねれば、子どもたちは「私のおばあさんに言われました」「私のおじいさんに言われました」と答えます。年長者の忠告は決して無視してはなりません。年長者の忠告に従うなら、結果的にそうしてよかったということがわかるでしょう。

    残念ながら、近ごろでは、だれも年長者のよい言葉に耳を傾けません。そのくせ、人はテープレコーダーから流れるさまざまな映画の歌に耳を傾けます。人はそうした歌をまねようとします。テープレコーダーからどんな曲が流れても、人はその曲をまねしようとします。人は今、人間らしく生活していません。人は単なるレコードかテープレコーダーになりつつあります。決して年長者の言葉を無視してはなりません。人は今、年長者の正しい忠告を聞かずに、人間の本性とは逆の行動を取っています。人々は、良いものを聞かず、あらゆる不要で不当な行為に浸っています。14/1/07



    ＊農業

人間の歴史の中で、人が最初に発展させた営みは農業です。生き物は皆、飢えを感じて食べ物を探します。生まれたての赤ん坊がまず泣き出すのはミルクを求めてのことであり、ミルクを与えられると赤ん坊はすやすやと眠ります。このように、あらゆる生き物にとって食べ物は第一に必要不可欠なものです。食べ物は元来大地から生じます。この理由により、バーラタ〔インド〕の人々は原初より、食べ物を与えてくれるものとして、ブーマータ（母なる大地）として、大地を崇めています。土地を耕すことにより、人はこれまでの世紀を生き延びてこられたのです。22/11/80M

 

   ＊農夫

額に汗しながらあなた方は土と汚物とを、人や獣の為に栄養のある美味しい食物に変えます。何と神聖な仕事にあなた方は毎日従事しているのでしょう。あなた方は数えきれない労苦を経てきて自分自身に揺るぎない信念を持っています。あなた方は青空の下で涼しい風に吹かれながら、緑の野山を歩き廻っています。野原を歩きながら、これらすべての美しいもの、満ち溢れているもの、荘厳なものの中に内在する神の栄光を讃える歌を歌えばどんなに素晴らしいでしょう。真、善、part2p98



　＊罵る

他の人を罵るということほど重い罪はありません。あなたは、他の人の中に神をみるべきです。このような態度が人々の間に広まれば国家も繁栄するのです。SS4月1996p,94

  たとえ誰かがあなたをののしったとしても、気にとめてはなりません。というのも、悪口を言う人は、あなたの真我をではなく、肉体をののしっているだけだからです。たとえば誰かがあなたを悪い人だと言ったとすれば、そう言われただけで、あなたが悪い人になるのでしょうか？　

 もし実際に、あなたの中に悪い点があるとすれば、それを無くすように努めなさい。このカリの時代には、自分の望みがかなえられないという理由で、神の悪口を言う人がたくさんいます。これは、あらゆる国に共通した普遍的な習慣です。皆さんは、そのような清らかでない低劣な想いに負けてはなりません。例えば、ティヤーガラージャは、あなたが神に近付いた分だけ、またその近付き方に応じて、神はあなたに自分の姿を見せるのだと言っています。あなたがどのように考えようとも、神はあなたが考えるのと同じ姿をとります。もしあなたが良い感情を持っているのであれば、良い結果を得ることでしょう。23/11/00

    もしだれかがあなたをののしったら、その人はあなたではなく、あなたの体だけをののしっているのだと受け取りなさい。もし彼らが人前であなたに罵倒を浴びせるなら、目に見えない空気に同化させてしまいなさい。一方で、もし彼らが静かにあなたをとがめるなら、それはあなたに届きません。彼らのことを思い悩んではなりません。神への信仰をしっかりと保っていなさい。それこそが皆さんの態度であるべきです。14/1/07



    ＊媒体

神は自然という媒体に映し出されており、あらゆる物の中に神の御姿を認識することができます。もしその媒体が浄性（サットウィック）であれば、神はその姿においても、そのままの神の状態の神として存在します。もし激性（ラジャスィック）の媒体に映し出されれば、神の姿はジーヴィ〔肉体をもった個別の魂〕となります。鈍性（タマスィック）の媒体が神を映せば、その姿は物質です。25/12/70



    ＊俳優

生きとし生けるものはすべて、舞台の上で劇をする俳優です。彼らは色々な役を演じます。その舞台裏で役者たちに指示を与えるのが神です。指示を与える者は、舞台には登場しませんが、一切を心得ています。もし彼が俳優たちと一緒に舞台に上がり、指示を与えるならば、劇は劇でなくなってしまうでしょう。それゆえ、指示を与える神は舞台の影でスクリーンの後ろに立ち、全ての俳優たちに指示を与えるのです。そのように、神はこの世の物質世界というスクリーンの背後にいて、あなた達に指示を与えます。あなた達は常に神の声を聞こうと耳をそば立てて、神が与えるごく些細な指示をも捉えようと、熱心に気を配らなくてはなりません。

 もしあなたが劇の筋書きやセリフを忘れ、つまり今生での役割を忘れ、スクリーンの後ろにおられて指示を与えようとしている神を無視して、舞台の上でぼんやりと立っていたなら、観客はあなたの間抜けさを嘲笑し、劇を台無しにしたと非難することでしょう。この世という舞台の上で、人としての役割を演じる俳優は最初に劇の筋書きを覚え、次にスクリーンの背後にいて指示を与える神に注意を向けることです。この集中と自覚は瞑想によってもたらされます。DVJp49

 神は宇宙の舞台監督であり、脚本家であり、俳優です。神はあなたの姿をとって演じてさえいるのです。神は批判する者であり、批判される者です。神は泣く者であり、泣かせる者でもあるのです。それらが神の本質ならば、一体誰が神について何か断言できるような事を言えるのでしょうか。23/11/87

この世という舞台には、様々な登場人物がいます。人々は、それぞれの役割をきちんと演じることを学ばねばなりません。

 監督である神の指示通りに従った時にのみ、その、演技を完成させることが出来ます。人生という劇において、登場人物が神の指示に背いてなす行為は何であれ、その人を価値のないものにし、孤独にさせます。エゴと執着という二つの要因が、人が監督の指示に背かすのです。PD32

   「私」の原理はあらゆる場所に存在しています。その原理は神自身と共に始まりました。最初の言葉はアハム（「私」）でした。プラナーヴァ（「オーム」）でさえ、アハムの後に生じました。あらゆる創造の前に、アハムだけが存在していました。そのアハムは多になりました。普遍的なアハムと自分が「私」と見なすものの唯一性を悟る者のみが、自らの真実を知っています。普遍的な「私」は、時間と状況のゆえに、さまざまな体のさまざまな名と姿をとって現れます。同一人物であっても、一生のうちに外観や人間関係に多くの変化を被ります。しかし、「私」は変わることなく留まります。それは俳優がさまざまな扮装をするようなものですが、俳優自身は同一人物です。「私」（アートマ）という変化しない普遍的人格を実現することこそ、霊的探求の最も重要な目的なのです。30/3/87

 朝、目を覚ました時、至高の神によってあなたに割り当てられた役割りを演じる舞台劇に登場した、と思いなさい。その役を上手く演じて神に褒められるように祈りなさい。夜、眠りに着く時は、舞台を降りて自分の演ずる役割の衣装を着たまま楽屋に居ると思いなさい。なぜなら、おそらくあなたの役は未だ終わっていないので、衣装を脱ぐことを許されていないからです。おそらく、あなたはまた翌朝舞台に立たねばならないでしょう。何も心配はありません。彼の意思に従いなさい。彼はすべてを知っています。彼が劇を書いたのです。そして、彼は劇がどのように終わるのか、どのように続いて行くのかを知っています。あなたはただ、与えられた役割を演じて退出すれば良いのです。OCSp12



    ＊墓場

すべての人の旅の行く先は墓場であり、一日一日があなたを死の瞬間に近づけています。ですから、あなた方は、永久にあなたのためになることのために果たさなければならない義務を、先延ばしにしてはなりません。あなたがシャヴァ（屍）になる前に、自分はシヴァ（神）だということに気づきなさい。それは、将来再び訪れる死の繰り返しから、あなたを救ってくれるでしょう。

その現実を心に刻むためにあなたが行うべき最初のことは、神の御名を唱え、心で神の栄光に浸ることです。そうすれば、舌が神より劣る話題に迷い込んだり、心が神より劣る場にあなたを引き込んだりすることはなくなるでしょう。ですから、今、皆さんに、いくつか神の御名を歌ってもらうことにしましょう。24/3/65



    ＊バクティ

カルマ（行為）、バクティ（神への愛）、グニャーナ（英知）の三つの道のうち、バクティは真ん中の道です。バクティの道は、高い段階に到達して平安と至福と解脱を手に入れるのに一番易しい道です。バクタ（神を愛する者／信者／帰依者）とは、神から引き離される（ヴィバクタ）ことができない人です。神はこの世界とは異なる存在であるという考えを抱いて礼拝する人々もいます。この種の区別を認めることは適切ではありません。21/1/89

   霊性の領域に近道はありません。実際、バクティ〔信愛〕はグニャーナ〔英知〕よりももっと難しいのです。なぜなら、「私」ではなく「貴方」という態度を身につけるには、神として人格化された高次の力に完全に全託しなければならないからです。エゴ〔自我意識、アハンカーラ〕は完全に砕かれなければなりません。「神に気づかれずして、そして、神がそれを引き起こすことなくして、草の葉一枚、風にそよぐことはない」という信心が、心に植え付けられなければなりません。バクティは暇な時にする仕事ではありません。感覚の欲望を消し去り、ハートの汚れをすべて取り除きなさい。そうすれば、ハートは鏡のように神を映し出すでしょう。26/3/65A

  ヴェーダは、バクティには「バウティカ バクティ」〔物に関連する信愛〕、「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕、「アナンニャ バクティ」〔不異の信愛〕という3つの種類があると述べています。これらは様々に説明されており、色々な解説も書かれています。

傾聴（シラヴァナ）、聴いたことを反芻すること（マナナ）、聴いたことや習ったことを実践すること（ニディディヤーサナ）、供犠と結びついた儀式、様々な巡礼の地を訪れること、そして、慈善（施しやダルマ）をはじめとする様々な奉仕は、すべて、「バウティカ バクティ」（創造物や生類に関連する信愛）に分類されます。唱名、苦行、サンディヤー礼拝〔日の出と正午と日の入りの刻に行う礼拝〕は、どれもこの第1の種類のバクティと関連しています。寺社を建立すること、神の像を崇拝の対象とすること、寺社で礼拝すること、そして、それらと関連した儀式も、「バウティカ バクティ」です。これらはすべて物と結びついています。

深い瞑想をして神の像のヴィジョンを体験していたとしても、それは第1の種類のバクティに分類されます。なぜなら、そうした体験はすべて、体と心と理智から生じたものであり、一時的なものであって、永続する性質のものではないからです。体は消滅するものであり、それゆえ、体から生じた体験も体と共に消え去ります。とはいえ、この種のバクティは第1歩として必要です。

この道をゆく者は、ゆっくりと第2のステップである「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕へと進んでいくべきです。多くの人々は、「エーカーンタ バクティ」というものは、1つの神の像や御姿に専心して、その御姿のヴィジョンを個人的に独りで心の中で体験することだと考えています。これは正しくありません。「エーカーンタ バクティ」は、心を事実上制御して、内なる真我を体験することによって到達する、微妙な状態です。心を制御するということは、心があちこちさまよわないよう、しっかりと捕まえておくということではありません。心の不純な思考を洗い落とすことが「エーカーンタ」〔1つ、独り、唯一の、他の存在を許さぬこと〕の正しい意味です。これは、独りの環境で、騒音や様々な邪魔の入らない静かな場所で行うべき霊性修行です。

この修行に最適な時間は午前3時から午前5時の間です。この時間はフラフマンの刻（ブラフマムフールタ）と呼ばれています。この時間帯の中から特定の時を選び、戸を閉めて、誰とも接触することなく、静かに座り、呼吸を整えます。吸う息と吐く息の長さを同じにすることが大切です。そうして、一分間に8回～10回という呼吸数を徐々に2回～1回に減らしていきます。呼吸数を減らすのは、各自のペースでゆっくりと減らしていってかまいません。というのは、心に次々と何かが思い浮かんでくるために（サンカルパとヴィカルパ――心で意志することと、それを疑うこと）、呼吸もそれらに影響されて邪魔されるからです。

このようにして呼吸を制御して心を正しい道に向けるために行うことのできる、大変効果的な方法があります。舌の先を軽く歯の裏側に付けます。舌をその状態に保っていると、心に思い浮かんでくることが減り、呼吸の制御に集中することができるようになります。心のサンカルパ〔意志〕とヴィカルパ〔その意志に相反する意志〕を制して、体や周囲の物事について考えることから自分を引き離すと、心に思考と欲望がない状態、心が神に集中できる状態になります。

「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕の状態では、心は融解し、静止した状態にあります。神は万人の内のあらゆる所にいます。心からあらゆる不純物が取り除かれたとき、「エーカーンタ バクティ」の段階にある人は、神の存在だけを体験します。小さなコップに少しだけ水を入れて太陽の下に置くと、水に太陽が映っているのが見えます。水の量は少しでも、水が静止していて透明なので、太陽が映る姿を見ることができるのです。一方、広大な海の水を覗いても、太陽が映っているのを見ることはできません。なぜなら、海の水はいつも潮と波によって動いているからです。また、濁った池の水にも太陽が映っているのは見えません。

聖河ガンジスでさえ、太陽が映っているのは見えません。なぜなら、水がきれいで、川岸が砂地でも、河が常に流れているために見えないのです。それと同じように、好き嫌いや欲望でいっぱいの心、不純な思考で乱されている心には、神は映りません。あなたがもし、万物に神が内在していることを実感したいなら、心が澄んでいることと、心が静止していることが重要であるということを認識しなければいけません。心が澄んで静止していれば、いたる所で神性がまばゆく輝くでしょう。

以上の方法で「エーカーンタ バクティ」〔1つの信愛、独りの信愛〕を体験することだけが、あなたの助けとなるでしょう。他の道でも、あなたは他の種類のヴィジョンを体験できるかもしれませんが、それらは、幻覚であり、想像の産物にすぎません。あなたが徳性を持っていなければ、心を制することはできません。レンガやモルタルを持っていないなら、どうやって家を建てることができますか？ 心が澄んで静止している状態に到達するためには、真面目に修行をすることが不可欠です。「エーカーンタ バクティ」は、部屋に閉じこもって信愛の心で神の像を礼拝することでは手に入りません。それはエーカーキー バクティ〔孤独の信愛〕と呼べるのみです。結局のところ、神の像は作り物にすぎません。あなたが体験すべきものは、自らのアートマの具現であって、作り物ではありません。あなたは根源的な神性のヴィジョンを有するべきです。アートマはその根源的な神性が映ったものです。神の像を礼拝することは第一歩として必要なことです。けれども、あなたの一生のすべてを第一歩に費やしてはなりません！

「エーカーンタ バクティ」の訓練と修行を続けていくことによって、自分の中のアートマを知ることが可能になってきます。アートマはあなたの内に存在しています。あなたにアートマが見えないのは、不純物と好き嫌いの波が付け回っているからです。それらの不純物を取り除いたとき、心は澄んだ状態に落ち着きます。その段階で自分の目を内に向ければ、神性のヴィジョンであるサークシャートカーラ〔悟り〕が得られるでしょう。これが、書物に書いてある「エーカーンタ バクティ」です。「エーカーンタ バクティ」は、目を五感の対象物からそらして内に向け、純粋なアートマを体験したときに、初めて実現されるものです。「エーカーンタ バクティ」が「内を見る目」（アンタル ドルシティ）であるのに対して、「バウティカ バクティ」〔物に関連する信愛〕は「外を見る目」（バヒル ドルシティ）です。

「バウティカ バクティ」と「エーカーンタ バクティ」を得た後に「アナンニャ バクティ」〔不異の信愛〕を得るのは容易です。人々は、「アナンニャ バクティ」というものは「あなた以外に救ってくれるお方はおりません」と言って神に全託することだという感覚を持っています。ただ単に「あなたは母、あなたは父、あなたは友、そして、あなたは私の救い主、おお、神々の中の神よ」と宣言することで、自分は全託して「アナンニャ バクティ」を実践していると思っているのです。これは口先だけの「アナンニャ バクティ」です。本当の「アナンニャ バクティ」は、内なる真我の実体を深く探求することから生じます。

深く探求するなら、目が覚めている状態の体験も、夢を見ている時と熟睡している時に見ているものも、架空のもの、一時的なものであるということがわかります。「アナンニャ バクティ」では、これらの探求の後、3つの状態のいずれにおいても自分が見ているものは架空のものであるという結論に達します。そして、3つの状態すべてにおいて存在している「私」というものは、アートマのみであり、そこにはアートマとパラマートマの違いはないということがわかります。体という考えが存在しなければ、二元性も存在しません。第2の存在という考えがないところ、それが「アナンニャ」〔不異、不離〕です。この「アナンニャ」の状態に到達するには、「エーカーンタ バクティ」の段階を経る必要があります。

昨日あなた方は、バルヴィカスの子供たちが上演した劇で、パンディト（学僧）が、クリシュナのことや、クリシュナが身につけていた宝飾品、クリシュナが吹いていた笛のことを、どのように描写していたかを見ましたね。パンディトの話を聞いていた泥棒が、少年クリシュナから宝飾品を奪って一山当てようという魂胆で、パンディトに少年の居所を尋ねました。パンディトは、ヤムナー川の岸辺のその場所と、その美しい景色について詳しく教えました。パンディトが語ったのは、書物で得た知識による情報だけでした。泥棒はパンディトを信じてその場所に行き、クリシュナを見ました。そして、クリシュナに忍び寄って宝飾品を奪いました。

泥棒はクリシュナを見ることができましたが、パンディトは見ることができませんでした。なぜなら、パンディトは書物で得た知識だけはありましたが、本当にはそれを信じていなかったからです。「パンダー」（panda）は識別力（ヴィヴェーカ）を意味します。識別力を持っている者が「パンディト」(pandit)です。識別力には2種類あります。1つは世俗的（バウティカ）な識別力、もう1つは霊的（アディヤートミカ）な識別力です。世俗的なことは実験や道具によって理解することができますが、霊的な領域においては世俗的な識別力は役に立ちません。人は信仰心と愛を持つべきです。信仰心と純粋な愛がなければ、どんな議論をしたとしても、どんな探求をしたとしても、結果は出ません。疑念に陥ったなら、何度生まれ変わっても成功を遂げることはできません。「アナンニャ バクティ」とは「決して疑うことのない信仰心」であると説明することができます。

〜サティヤ サイ オーガニゼーションの会員は、正しい道をたどることに挑み、「アナンニャ バクティ」のレベルまで自分の霊的努力を引き上げるべきです。今の世界はとても悪い状態にあります。この状況は、神性を信じる者を通してのみ改善することができます。神性を信じる者たちは、プレーマスワルーパ、すなわち、愛の権化となって、忍耐力と堪忍寛容と思いやりによって裏付けされる自らの霊性修行によって、社会に奉仕することと世界を善くすることに貢献する中で自らの役割を果たすべきです。神はあなたの中にいて、あなたのすることを、いつもたくさんの目で見ています。たとえ誰も見ていなくても、神はいつもあなたの行いを見ています。神を意識してすべての物事を行いなさい。23/1/82



    ＊はしご

自分の起源をたどり、それを誇りに思わなくてはなりません。プラクリティ（自然界）は、マーヤー（幻）の発生と共にパラマートマ ムーラ（至高の魂、源）から現れました。そして、その幻の物質からアカーシャ（空）が生じ、アカーシャからヴァーユ（風）が、ヴァーユからアグニ（火）が、アグニからジャラ（水）が、ジャラからブーミ（土）が現れました。この五大元素の結合により、パラマートマ（神）〔至高我〕の住まい、すなわち、あなたが生み出されたのです。万物の起源であるパラマートマに到達するために、今こそ、はしごの全段を登らなくてはなりません。7/10/62



　＊バジャン

バジャンは、神を満足させたいという願いを持って全身全霊を込めて歌わねばなりません。神は才能の優れた音楽家と乞食を区別しません。信愛と真剣さがあればよいのです。バジャンに魂を溶け込ませなさい。バジャンを霊化させなさい。そうすればあなたは真の至福を体験します。6/3/97

    奉仕、すなわち、社会を向上させるために時間と技能を役立てることは、神が恩寵を授けて報いる最高の礼拝の形態です。あなた方は、奉仕を通じてサット チット アーナンダ〔実在・純粋意識・至福〕の実体験を得ます。なぜならば、あなた方は奉仕を通じてエゴに打ち勝ち、万物の背後にある一体性を確信するからです。役員であろうとなかろうと、誰もが身を引き締め、働くために身をかがめなければいけません。行為（カルマ）を通じて体を神聖にし、瞑想によって心（マインド）を神聖にしなければなりません。24/8/71

    バジャンにはとても大きな至福が伴います。バジャンで体験する至福は他では体験できません。それゆえ、バジャンを歌うことは不可欠です。あなたのバジャンを誰かが聞いているかどうか、気をもむことはありません。歌っていることの幸福感に集中しなさい。たとえ誰も自分の歌うバジャンについて来なくても、がっかりしないように。あなたは自分のために歌っているだけで良いのですから。1/1/08

    大勢の人がバジャンに参加しにここに来ています。その人たちは皆、シュラッダー（固い信仰）とバクティ（信愛）をもっているのでしょうか？　その人たちは皆、ムクティ（解脱）を得るのでしょうか？　いいえ、まったくそのようなことはありません。その全員の中で、祈りが神に届くであろう人はわずか十人にすぎません。集団でのバジャンは、バジャンに参加している大勢の人の中で、せめて何人かの愛は神に届くであろうという願いをもとに催されました。バジャンには、集団全体の神への愛を育むことも意図されています。集団で歌う修行を始めたのはグル・ナーナクです。「ずいぶん多くの人がいっしょに歌っていますが、神はそのすべてを聴いているのですか？」と誰かが尋ねると、ナーナクは「少なくとも一人か二人の愛が神に届くことは可能だ。全員を守護するにはそれでこと足りる」と答えました。だからこそ、私たちはサマシュティ・バジャン（地域での讃歌）を催すべきなのです。サマシュティ（地域）はヴィヤシュティ（個人）で成り立っています。多くの個人が集まってグループを作るとき、個人のプシュティ（力）は増します。神はただの遊びで創造物を創造したのではありません。神は創造物すべての一体性を明らかにするためにそれを行ったのです。一体性は創造物の根底にある原理です。一体性には、すべてに内在する愛の原理を促進することが意図されています。1/5/08

    小額の必要経費であっても、何人かの委員会のメンバーで黙って自発的に負担し、お皿や賽銭箱、購読者名簿や寄贈者名簿を使って収集してはなりません。参加者は一つの御名と御姿への愛と想いと忠誠によって結びついていなければなりません。バジャンは木曜日の夕方と日曜日の夕方に行うのが最適ですが、これは絶対の規則ではありません。重要なのは曜日ではないからです。ハートこそが、準備を整え、歓喜に浸り、その歓喜を分かち合うことを熱望しなければなりません。実際、バジャンは不断の修行です。バジャンを呼吸と同じくらい不可欠なものとしなければなりません。18/6/68



    ＊ハタヨガ

これから私が言うことを聞いて気を悪くしないように。私は完全な愛からそのことを話すのですから。昨今では、解脱へのさまざまな近道を行こうとする人が大勢います。彼らが目星をつけて説こうと決めた道は、弟子たちを魅了し、いくつものグループが作られています。彼らは、ハタ ヨーガ、クリヤ ヨーガ、ラージャ ヨーガ、そして、ほんのわずかのヴェーダーンタを組み合わせてそれらをでっち上げ、指導者やリーダーとしてそれらを始めます。しかし、彼らがもたらす結果は薄っぺらで壊れやすいものです。それらは長続きしないもの、本当には解脱に到らないものです。救済と維持ができるのはバクティ ヨーガ〔神への愛のヨーガ〕のみです。それは何世紀にもわたって定められ、実践されてきたことからもわかります。神は愛を通してのみ顕現させることができます。ハートに愛がないなら、神がそのような砂漠に住むことはないでしょう。他の道は慢心を募らせ、人と人、人と動物を引き離します。他の道は縮小します。他の道は手を差し伸べません。他の道はあなたの神の覚りの領域を縮めます！ 愛は拡大であり、拡大は神の愛です。愛を蒔きなさい。それは思いやりと寛容となって花開き、平安（シャーンティ）という果実を実らせます。25/12/70



　＊働きと休息

人の身体は働かなくなると、機械のように錆び付いて来ます。それ故我々は働くべきです。働くべきだと言っても、限度をもうけるべきです。働きすぎると、機械であるこの身体は、病気になります。健康に影響を与えない範囲で働くべきです。休息しなくてはなりません。毎週日曜日に工場が休む理由は何でしょうか？もし、不活発な物質である機械でも休まさなければならないとしたら、この活発な生きている肉体を休ませない理由はありません。DD87p75

 しっかり働きなさい。というのが私からのメッセージです。そしてそこから得られたものを他の人々と分かち合いなさい。しっかり働けばより多くのものを得ることが出来、そしてそれをまた他の人々とより多く分かち合えるでしょう。しっかり働き、他の人々と共に愛に育まれた関係を築くことが大切なことなのです。SSSvol10p237



　＊罰

罰は必要です。たとえば、中東のある国ではもし盗人が罪を犯せば手を切り落とされます。もし人が罪を犯せば罰を与えなければなりません。MBAIp204

 今日、神が正しきを守り悪を罰しようとしても、誰一人完璧に正しい人は見当たりません。すべての人は何か罰せられるものを持っています。もちろん悪を罰しなければなりません。今日なさねばならぬことは人を不正義の道から正義の道へ導くことです。それはどのようにして成し遂げられるのでしょうか？それは愛のみによって可能なのです。SS10/1994p260

    神は、絶えず守護する者です。神は罰しません。人々は、この真理を理解することができずにいます。この真理を理解できないために、一部の人々は、本来人々を守護すべき神が、罪のない人々を苦しめているといって非難します。1010/05

 罪を犯した人を殴り、罵る必要はありません。その人と話をしないことです。邪悪な道に落ちた者と話して何の役に立つでしょうか？私は自分の言葉を、そういう人たちと話すことによって無駄にしたくないのです。私の言葉は大きな価値を持っています。あなた方は知らないかもしれませんが、私は私の話す言葉の価値を知っています。私の一言の中にほんの少しでも利己的な要素はありません。私の為す、すべてのことはあなた方の為なのです。大きな心を持たず、自分の興味のあることにしか関心を持たない人に、どうして私が話しかけなければならないのでしょうか？自己中心の人間は神聖さを理解することすら出来ないのです。SS5/93p118



　＊ハート

純粋で利他的なハートを持っている者は、嵐の中でも転がらない鉄球の様に揺るぎ無い信仰心を持っています。SS8/93p202

    遠い遥かな昔から、インド女性は理想を堅く守ることによって国に喜びをもたらし、そのために男性よりも高い地位を占めていました。女性は母なる自然の側面を体現しており、古代の聖賢たちは、この真実を認識することによって、生きていく上での様々な問題の解決法を見出しました。今の世界の窮状、争い、苦しみの原因は何でしょうか？ それは男女のハートに純粋さが欠けているからです。国の盛衰は男女の振る舞いに責任があります。純粋なハートを持つ男女がいれば、国が何かを欠くことはありません。ところが、今、彼らのハートは完全に汚れています。ここに真っ白な紙がありますが、何を書くかで紙は汚く見えます。人のハートもそれと同じです。汚れた感情がハートを汚すのです。今日の新聞は明日にはゴミになります。新聞紙は何の臭いもしませんが、ジャスミンの花を包めばジャスミンの香りがし、揚げ物を包めば揚げ物の匂いがし、魚の干物を包めば魚の臭いがするようになります。ハートが浄化されればハートは思いやりで輝きます。悪い感情と悪い思考は人のハートを汚します。19/11/01

 ハートが清らかであっても愛で満たされてなければ、神の御姿を映し出すことは出来ません。14/4/1993

ユニークな神聖な力が自らのうちに存在するにもかかわらず、人はそれを認識することが出来ません。何故でしょう?それは日常生活の中で人々が単に外的世界を見る目しか培わず、内面を見る目を育てる努力をしていないからです。正しい探求をなし、そして心とハートの清らかさを得るならば、人は自らのうちにブラフマンの本性と機能が存在するという真理を認識することが出来ます。計り知れぬ大きな力が自らのうちに潜み、全てに影響を与えようと待ち構えているにもかかわらず、人が自分自身を無力で弱い存在と考えるのは哀れなことではありませんか?大宇宙には神が浸透しています。しかしそれを認識できるのは、ハートが愛で満ちた者のみです．心が憎悪でいっぱいの人の見る世界は、憎しみだらけです。ハートに愛が培われる時，善と悪との二元を超越し神と一体となる歓喜を体験することが出来るのです。18/10/91

 ハートが清ければ何事も成就できるのです。運命でさえ、人の意志によって変える事が可能です。1/1/93

 ハートを清めるように努力しなさい。それにはどうすればよいでしょうか?一つ；神への瞑想によって。二つ；社会奉仕によって。この二つによってのみ、ハートを清めることが出来るのです。神の愛を得ることが出来たなら何事も叶うことが出来ます。あなたの内に神への信愛はあります。それを用いて神の愛を得なさい。4/97

この世で永遠のものは何か?人生の目的は何か?これらのことを自問する時、人は正しく答えることが出来ません。人々は幸福になろうとして、学び、仕事に就き、妻を娶り、子をもうけます。しかし彼らには平安がありません。それはなぜでしょうか？平安を享受できぬ原因は、欲望を持っているからです。ハートを清めなければ、全ての欲望はただあなたを不安へと連れてゆくだけなのです。そのうえ、ハートの不浄は多くの病気の源です。ハートが清らかであるならば、病気にかかりません。では、どうすればハートを清らかにすることが出来るでしょうか?神さながらの思いを培うことより他に、方法はありません。11/4/1997

  ハートの清らかなものは誓約の言葉を必ず守ります。それゆえ、心の清い者の言ったことは必ず実現します。8/9/96

 人は自らのハートを甘くソフトにする必要があります。他のいかなる方法でも無く、神の御名を唱えることによってのみ、このことが実現できるのです。DD87p120

  神の光は彼を純粋な心で求めるものにのみ、光輝くのだ。SS4/96

もしあなたのハートが全くきれいであれば神と直接繋がることが出来ます。SS4月95p88

   あなた自身の中に愛を培いなさい。一切の人類を父親のような感情で愛しなさい。全ての人を神の子と見なさい。誰に対しても悪意や憎悪を抱いてはなりません。他の人の感情を傷つけてはなりません。ハートの広さこそ、あなたに至福をもたらします。23/11/1990

    あらゆる霊性修行は、ハートの清らかさとマインドの落ち着きがあるときにだけ、良い結果を生みます。もし神の恩寵があれば、あなたがこの世界で成し遂げられないことなど何もありません。神は死人を生き返らせることもできるのですから、神に不可能なことなどありますか？ 神は天を地に、地を天に変えることもできますが、あなたが神の恩寵を得るには、清らかなハートで祈らなければなりません。つまらない噂話をしてはなりません。他人の悪口を言っているあなたに、神が願いを叶えてくれることなど期待できますか？11-8-2000

   もしハートが純粋であるならば、すべては純粋となります。SS94p150

アートマはハートに宿っていると言う人々もいます。これもまた間違いです。フリダヤとアートマは一つであり、これらを別々の実体として見ることは誤りです。そうであれば、「なぜ人々は無知の暗闇に陥っているのか？」という問いが上がるかもしれません。それは、視野がアートマを超えて広がっていないからです。視野が心（マインド）を超えていないのです。

   心を超えられない人は、無知の覆いから逃れることができません。このような状態から逃れる方は、心は月と太陽の関係のようにアートマから光を得ているがゆえ、目を太陽であるアートマへと向けるなら、月としての心はだんだん消えて失くなるか、光らなくなる、ということを悟ることです。19/11/87



　＊波動

至高の神の御名を唱えることは、神聖な響きの波動が周りの大気に吸収され、その結果として大気の浄化に役立ちます。ラジオの電波が遠く離れた地点まで伝送され受信されることからも、音響の波動の力は明らかです。不浄の音響の波動の力によって汚された大気は、至高の神の御名を唱えることによって清められます。それと同様に、神聖な思い、清らかな言葉、清らかな行為はその他の汚染された要素を清めます。これにまさる浄化はありません。3/3/92

    偉大な魂の持ち主から放射される正しい考えと豊かな英知の波動は、あらゆる障害を乗り越えて、他の人々の思想の波を作り変えることができるのです。真、善、美Part1p159



    ＊鼻

    鼻の機能は、吸い込む空気を浄化することです。そのおかげで、血液が空気を供給して体を健康に保つことができるのです。これが最も重要な鼻の機能です。いびきをかいて鼻を鳴らして鼻に負担をかけると、クンダリニー シャクティという万人に内在する霊的エネルギーにダメージを与えることになります。15/7/83



    ＊パナマ

パナマでは、政権を握っている政府に数名の軍人たちが反対し、「サティア サイ政府」を呼び求めました。その軍人たちは逮捕され、気が狂ったという理由で精神病院に入れられました。その軍人たち全員が、精神病院の医者や看護婦をサイの帰依者に変えることができました。これは容易なことではありません。そのような変容は、ハートの変容によってのみ、もたらすことができます。20/10/90



　＊母

お前が（母親を泣かした為）今までの霊的修行で得たものはすべて,お前の母親の涙で流されてしまっている。P261ANDI

    最近の子どもは、親の面倒を見ずに、自分の妻が一番大事だと考えています。そして、あらゆる苦労に耐えながら、自分を九ヶ月の間お腹の中で育ててくれ、産んでくれ、養育してくれた母親を忘れているのです。皆さんは妻を愛しているかもしれませんが、親のことも思いやりと敬意をもって扱うべきです。一番に親を大切にすべきです。親以外の関係は二の次です。何よりもまず、自分の母親を愛し、母親の言うことを聞くべきです。母親を幸せにして、初めて人生は幸福で平安に満ちたものになるでしょう。母親が泣けば、皆さんは必ず人生で苦しむことになります。母親を幸せにするなら、皆さんの一生は幸福で満たされるでしょう。

    残念なことに、今、母親の愛に気づいていない人が大勢います。母親が何か言ってくると、自分は何でもわかっているのだから黙っているようにと口答えします。そして母親に、「僕はたくさんの学位を取ったんだ。こんなに多くの学位を持っている僕に、知らないことなんかあると思うの？」と言うのです。皆さんは多くのディグリー（学位）を持っているかもしれませんが、それによって得た知識は、わずかな科目に限られたものだけです。日常生活のためのディグリー（生活の知恵）はどこからもたらされましたか？　皆さんの両親からです。（大拍手）。どれほど高い学位を持っていたとしても、まず母親に奉仕し、母親を幸せにしなければなりません。そうして初めて、あなたの人生は幸せなものとなり得ます。自分が学ぶべきことをすべて学び、日々の生活において自分の義務をすべてきちんと果たすようにしなさい。このメッセージは、皆さんへの私のプレゼントです。15/1/08

   母親はあなたの幸運の作り手です。母親はあなたの進歩に責任があります。母親の望みに反する行いをしてはなりません。母親の言うことに反抗してはなりません。愛をもってあなたの母親に接しなさい。そうすれば、あなたは母親の恩寵を得るでしょう。母親はローカマータ（宇宙の母）であり、ジャガンマータ（世界の母）です。母親はあなたの肉体だけに関係しているものだと思ってはなりません。あなたの産みの母は、あなたの母親の姿をとってやって来たジャガンマータ（世界の母神）なのです。27/1/04

 この世のあらゆるものは移ろい行くものです。永続するものはダルマと名声のみです。どうすれば名声を得ることが出来るでしょうか?母を敬うことによって良い名前を得ることが出来ます。決して母の希望にそむいてはなりません。母を苦しめる息子は、決して幸せになれません。それゆえ母の祝福を得なさい。19/11/95

    母親には重要な役割があります。母親よりも上位 にいる神はいません。ですから決して自分の母親を軽視してはならないのです。自分の母親を軽視する人は様々な困難に遭遇するでしょう。女性は尊敬され、愛され、感謝されるべきです。そのとき初めて男性と女性は賞賛される立場となるでしょう。皆さんは偉い人だと言われているかもしれません。高い教育を受けているかもしれません。あるいは無学かもしれません。しかし皆さんは第一の義務として自分の母親を尊敬し、母親の言葉を大切にしなければなりません。17/2/07

         子どもは、母親が善良であるときにだけ善良になるからです。嫁が善良であれば、嫁ぎ先の家族全員が善良になります。私たちは皆、善良な性質を育てるよう努めなければなりません。皆さんが得ている教育は、お金を稼ぐためのものでも、仕事に就くためのものでもありません。徳を身に付けるためのものです。8-1977

    母親に対する名誉と尊厳を守って初めて、真の息子と呼ばれる資格を与えられます。母親の愛を獲得できなかった人の人生は浪費にすぎません。ですから、私たちはまず第一に、母の愛を得るに値するようにならなければなりません。母の愛を言葉で説明しつくせる人などいません。母親の意志の強さがあってこそ、息子は人生で成功を収めます。ですから、人は自分の母親を敬い、愛するべきなのです。母親には最高の地位を与えなけれなければなりません。それができる人だけが、真に国をリードしていくことができます。神々は崇めても崇めなくてもかまいませんが、母は必ず神として崇めなければなりません。

   決して自分の母親の愛を忘れてはなりません。母の愛は最高です。子どもの中にある神聖な思いは、唯一、母の愛によって発達します。気高い性質を備えた母親のいるところには、必ず平和と繁栄がもたらされるでしょう。自分の母親の愛を無視して人々の愛を切望するのは愚かなことです。それゆえ、人は母を崇め、尊ぶべきです。経験によって母の愛を知ろうと努めるべきです。

     母親を尊敬し、母親の愛を獲得して初めて、人は真の意味で人間と呼ばれることができます。この世には母親より偉大な神はいません。残念なことに、今、人々はこの真理を忘れ、さまざまな場所に神を探しに行っています。目に見えない神を切望する代わりに、自分の目の前にいる生きた神に、礼拝し、奉仕すべきです。これをしないで、神の聖なるダルシャンを得ようと、苦行や聖地巡礼、礼拝や儀式といったさまざまな行いを始める人がいますが、それは無駄 です。まず自分の母親の愛を勝ち取らずして神の恩寵を勝ち取ることはできません。

　母の愛は底流としてすべての人の内に流れています。偉大な人物の歴史を調べてみれば、母の愛という助けがあったからこそ人生で高い地位 に達することができたことは明らかです。母親の気高い考えに従って人生を送るとき、あらゆる苦しみは取り除かれるでしょう。他の人のことは尊敬してもしなくてもかまいませんが、自分の母親のことは必ず尊敬しなければなりません。

    人は自分の母親の愛を勝ち取るために一生を捧げるべきです。母の愛にはつねに私心がありません。私たちはそのような愛を育めるようにならなければなりません。どこに行こうとも、何を見ようとも、母の愛という祝福があってこそ繁栄を得ることができます。母の愛を勝ち取れないまま神の恩寵を勝ち取ることを望むことなどできますか？ そんなことは出来ません。ですから、まず第一に、自分の母親の愛を勝ち取れるよう努力しなければなりません。母親の気持ちを傷つけるような仕事を引き受けるべきではありません。母の心は非常に傷つきやすいものです。ですから、母親の気持ちを傷つけないようにしなければなりません。6/5/05

    どの母親も愛の原理に満ち溢れています。母は、とても多くの神と女神に我が子の幸福と進歩を祈ります。あなたの母親の無私の愛を理解するよう努めなさい。誰もが愛を込めて自分の母親の面倒を見るべきです。27/1/04

   人には皆、母親がいます。母を喜ばせることなく、その愛を受け取ることもない人は、真の息子ではありません。母を敬うことは、子どもの最大の義務です。あなたが朝起きて真っ先にすべきは、母の足に触れて礼拝をささげることです。この尊い習慣は、常にあなたを守り、あなたにあらゆる種類の富を授けます。6/5/03

   彼女たちは、戒めの言葉によってのみならず、実践によって子どもたちを教えました。しかしながら、今日では、そのように理想的な母親を目にすることはなかなかできません。母親たちは、子どもを理想的な市民へと形成していくことよりも、子供達の収入に関心があるのです。子どもを理想的な方法で育てることさえできたならば、母親たちは国家を大いに助けることができるでしょう。

  自分の子どもが、誰にも躾られることなく道に迷ってしまうならば、女性が仕事をもち収入を得る意味があるのでしょうか？　それゆえ、何にも増して、女性は適切に家庭を守り、子どもたちの面倒を見なければなりません。女性は、家庭の義務を果たすために、十分な時間を捧げなければなりません。今日の教育ある女性たちは、家事をこなすために料理人やメイドを雇います。彼女たちは、自らの収入の多くを使用人の給料に費やします。19/11/02

    皆さんは、自分の母親に感謝を示すためなら極限の犠牲さえいとわない、という心構えができていなければなりません。ラーマやクリシュナといったアヴァター〔神の化身〕でさえ、母親のおかげで降臨することができました。誰もが皆、善良な子どもを産んでくれる神聖な母親のために祈るべきです。世の中には悪い息子はいるかもしれませんが、悪い母親はまれにしかいません。今の母親の多くは、我が子の悪い振る舞いを嘆いています。自分の母親を悩ませた息子には、何もいいことはありません。テルグ語のことわざに、「母親が涙をこぼす家には、繁栄はあり得ない」というものがあります。今、私たちは母親を喜ばせる息子を必要としています。

   母親は、母の役割として、子どもにいつも真実を話すよう教えるべきです。「どこに行っていたの？」と母親に尋ねられたら、子どもは言葉を濁してはいけません。真実を話し、もし何か悪いことをしていたら正直に言わなければなりません。今日では、親に真実を語る子どもはほとんどいません。そんな子どもたちのための教育が何の役に立つというのでしょう？6/5/96

    あなたの母からの愛と情を失ってしまったら、あなたの人生は舵のない小船のように、行先を見失ってしまうでしょう。母親はあなたのあらゆる力の源です。ですから、あなたの母親を敬い、母親の言うことに従いなさい。もしあなたの母親があなたのことを喜んでいるなら、全世界があなたのことを喜ぶでしょう。もしあなたの母親があなたのことを喜んでいないなら、世界の目はあなたを見下すでしょう。あなたの若さ、美しさ、そして、体力に鼻を高くしてはなりません。あなたにもすぐに老いがやってくるということを、肝に銘じていなさい。今、自分の両親をおろそかにしているなら、あなたの子どももあなたをおろそかにするでしょう。11-8-2000

   母を愛し、母に仕える息子や娘は、すべての罪を免れることが出来るのです。SSS87~8

知る知らずに関わらず誰もが過ちを侵すけれど、いかなる場合にも絶対に犯してはならない過ちは、母に対する感謝の念を忘れることです。いかなる失敗をしようとも母への愛はかれの罪を償います。～今あなたが両親に悲しい思いをさせるなら将来自分が年をとったときに自分の子供達から惨めな扱いを受けることを、覚えておきなさい。6/5/1987

  母親は子供の人生の中で最も決定的な要因です。子供の将来は母によって形作られます。EHV

母の恩寵を得られなかった者、母の優しいまなざしを受けて幸せに思ったことがない者、母を満足させる努力をしない者、彼らは真に哀れむべき存在です。～つまりこのように、母親から愛しげに見守ってもらえなかった子供は、神のやさしい眼差しで見守られるにふさわしくない子供だという意味です。23/11/92

 母胎は母なる大地と同じです。受胎時の母の思いが生まれてくる子供の良し悪しを決めるのです。徳高い模範的な、気高い子供を生みたいと願うなら、両親がダルマを実践して徳高い生き方をしなくてはなりません。6/5/93

   母への愛のない子供は生きている値打ちがありません。6/5/93

母親が仕事のために家を離れるなら、家事をする親はどこにいるのでしょう。夫と妻が仕事にいくなら、子供の面倒は一体誰が見るのでしょう。母親が他人の子供を教えに学校に行くのであれば、誰が家で子供に教えるのでしょう。例え金銭面で楽になったとしても自分の家庭で別の問題が持ち上がってくるでしょう。 生活を快適にしようと働きに出かけた結果、家庭に空虚さをもたらすのです。Vision of Sai

   太古の昔、母親のミルクで育った子供は良い人格者へと成長して行きました。今日、子供達は母乳では無く、缶ミルクで育てられています。その結果、子供達は缶ミルクに見あった心しか持ち合わせていません。SS Dec 1996

 この世に母の子に対する愛より甘いものはありません。子供の幸せの為には、母は、自らの命さえも投げ出します。そのような甘い甘露は、神性さの化身である母のみにみられるのです。SS8/94p214

    私はあなたにとっては母であり、あなたの母にとっても母であり､あなたの父にとっても母であり、あなたの妻にとっても母です。私の愛は、千の母の愛であり決して変わりません。Sai news6/7/2012p26



    ＊歯磨き

    通常、私は肉体の私について話すことを好みません。しかし、皆さんの指針として役立つことを期待して、私の日課のある側面 を明らかにすることにします。私は夜の間に四回起きます。普通、深夜零時にベッドから起き上がり、歯を磨き、また舌と口全体も洗浄します。そして再び同じ事を、一時半、三時、そして、四時半に繰り返します。夜、私の要求に応えるために私の部屋で眠っている青年たちは、眠りが邪魔される為に、時々それを不便に感じているかも知れません。けれども、私がこの決まりを厳格に守っているからこそ、私の舌と口と歯はいつも清潔なのです。舌と口が清潔であると私は幸せを感じます。清潔な舌は、体と心の清らかさを保つことを助けます。皆さんは私が毎日多くの人々に話しかけるのを目にしているでしょう。舌を清潔に保ち、口臭を放っていない人には、私は10分どころか20分でも話をするでしょう。一方、口臭のある人には２分も話をすることはありません。眠っている間にバクテリアが発生し、舌や歯、そして、口内全体に付着します。正しい歯磨きと、舌と口内を十分に清潔にすることで、バクテリアを除去しなくてはなりません。そうして初めて、私たちは健康で、幸せでいられるのです。 21/10/04

    今、年長者も子どもも正しい歯磨きをしていません。そのため、私たちの間からさまざまな病気が広まっていくのです。良いことであれ、悪いことであれ、その両方の責任は私たち自身にあります。善悪はひとりでにはやって来ません。神聖な思いを育てるなら、良い報いを得るでしょう。神聖な思いを根づかせるには、良い習慣を育てなければなりません。6/5/05



　＊バーラタ

目を覚ましなさい!今はまどろんでいる時ではありません。母なるバラタが涙を流しているのが見えないのですか?何故、母なるバラタは涙を流して泣いているのでしょうか?息子たちが神聖な道を忘れ、人間以下の生き方をしているからです。道徳と全一性は捨て去られました。

 母なるバラタの涙をぬぐうために、全てのバラタ国民はバラタの文化を大切にせねばなりません。学生は、平等・一体性・協力の３原則を守らねばなりません。お互いの尊敬と一体性が欠如しているために、インド国家は瓦解しようとしています。22/11/95

    ヴェーダは、全宇宙をヴィシュヌ神の身体にほかならないものと描写しています。そして、バーラタ（インド）はその宇宙の眼であるとされています。その理由は、バーラタは歴史的上、最も正確な宇宙観を有しているからです。21/4/67

    バーラタの国の名誉と賞賛を守る準備をしなさい！　皆さんはその努力において必ずや勝利するでしょう。今日、人々は世俗の分野、科学の分野において大きな進歩を遂げていますが、霊性の分野では前に進むことができずにいます。人は、他の分野以上に、霊性の分野で進歩しなければなりません。古代、人々は霊性の領域での進歩を大変重視していました。実に、それは人生のゴールでした。しかしながら、現代の人々の霊性に関する見解は低下しています。

     近年、非宗教的、物質的、世俗的な事柄において進歩を得るために多大な努力が払われています。これらの領域においてどんな達成を遂げても、それは一時のはかないものにすぎません。それらは永遠のものではありません。人々は世界中で世俗的な領域において急速な進歩を遂げているのに対して、霊的進歩、道徳的進歩については重視しなくなっています。こうした傾向は古代のバーラタ文化とはまったく対照的です。15/1/09



    ＊反映

外界で見ているものは自分の心の反映です。もし、皆さんが誰かを悪いと感じるならば、その悪は相手の中にあるのではなく、自分の心の反映であるにすぎません。善であれ悪であれ、自分自身の思いが、反映、反動、反響として、自分の外側に現れてているにすぎないのです。23/5/95

    すべての行為には、反映、反動、反響があります。自分の言葉に私の見解を反映させるやり方で行動するようにしなさい。自分が動き回る場所はすでにスワミが踏みしめた場所である、という気持ちを抱かなければなりません。自分の義務を遂行している間、実際にはスワミがこれを行っているのだ、という気持ちでそれを行いなさい。27/1/04

    あなたが外界で見出すことのできるあらゆる力は、すべて人間に内在しています。人体は、それ自体が発電機です。人間のマインドはテレビに、ハートはラジオに喩えられます。デリーのラジオ局で発信される番組は、ラジオの周波数をきちんと合わせれば、同時に受信して聞くことができます。現代の人はラジオを持っていますが、昔の人は自分のハートをラジオと見なしていました。ですから、あなたのハートを清らかで神聖なものにしなさい。あなたが外界で見るものは、すべてあなたのマインドのスクリーンに映し出されます。つまり、マインドはそれ自体がテレビなのです。人間にはあらゆる力が潜在しているのです。あなたが外で見るものは、反映と反響にほかなりません。あなたが誰かを批判するとき、あるいは、ののしるとき、あなたは自分の悪い感情が相手に映っているのを見ているのです。善も悪もあなたの中から生じるのであって、外にあるわけではないのです。11-8-2000

皆さんが自分は人間だと思い、「私」という感情〔自我意識〕を持っている間は、他人に奉仕をすべきです。それからゆっくりと、自分が奉仕している相手は自分の反映であり、反動であり、反響である、ということに気が付いてきます。神は一つであり、目的地は一つですが、それは社会の中で多となって現れています。皆さんは社会の中に一体性を見るべきです。なぜなら、一体性は神性だからです。そうして初めて、皆さんの霊性修行は功を奏します。27-7-02

  何かドレスを着て鏡の前に立てば、鏡には同じドレスが映って見えます。自分の内にどんな良い思いや感情、あるいは、悪い思いや感情があったとしても、それと同じものが外界に映し出されます。すべては反応であり、反映であり、反響です。自分の生活の過ごし方が、そのまま自分に戻ってくるのです。何であれ私たちが見るものは自分自身の反映です。誰を見たとしてそれは実際には自分の姿です。自分が患う病気ですら自分の行為の結果(反映)によるものなのです。 1/1/08

皆さんは神をどこかで探す必要はありません。その代わりに、あなたの目を内に向けなさい。外側の世界で見る顔はどれも、実際のところ、あなたの中に既にあるものの投影にすぎません。ですから、万物はあなたの中にあるものの反映であり、反動であり、反響です。誰かがあなたを批判していると、あなたは悲しくなります。誰もあなたを批判していません。あなたがあなたを批判しているのです。他人が自分を傷つけていると、あなたは考えますが、実際には他人など存在しないのです。27-7-02

     皆さんは「自分は神我の化身ディヴィヤートマ スワルーパである」と考えなければなりません。この世のあらゆる人間の姿は、どれも私の反映にすぎません。私は、あたかも鏡であるかのようなそれらの体の中に、自分自身を見ることができます。あなたがこの段階に到達することができたとき、初めて皆さんは本当の平安を味わうでしょう。22/11/08

   　 平安の境地にある人の性質は、おのずから、波一つない鏡のごとき湖面 のようになります。貯水槽に水が入っていれば、風の動きによつて、水面にはさざ波が立っているのが見えるでしよう。水の表面が振動していれば、水に映ったあなたの姿も揺れているはずです。泥が多く、濁った水に映ったあなたの姿は、はっきりせず、ぼんやりしたものになることでしょう。透明で波のない水の場合は、そこに映ったあなたの姿は、動くこともなく、はっきりと見えます。同様に、根本的な真理、すなわちアートマ（真我）の実質は、宇宙万物に遍在しており、唯一にして変わることがありません。

　ところが、それが反映された姿は、それを反映する媒体の純枠度と特質によって、アートマが反映される度合いが異なります。アートマがタモグナ（暗性。鈍性）に反映された場合、それはアヴィッディアすなわち無知という姿で表れます。アートマがラジョグナ（激性）に反映されれば、それはジーヴァ（個我。肉体を持った個別 の存在）として映ります。アートマが、純枠なサトワグナ（浄性）に映し出されれば、それはマヤとして、すなわち、神にまつわる幻影として映ります。マヤは、神がまとっている衣です。したがって、マヤは神聖な性質を持っています。サトウィックな（浄性の）反映は神意識です。ラジョグナ（激性）の反映はジーヴァであり、タモグナの反映は自然（宇宙）です。

　ですから、反映された姿は異なっているように見えても、それらはすべて同じ神聖な原理に由来しているものであるために、基本的には同じものであるということを認織しなければなりません。このように、神と人間と宇宙は、本質的には同じものなのです。したがって私たちは、万物の根源である、根本的な真理（ムーラダーラ＝サティア）を理解するように努めなければなりません。KSH

   外界はあなたの思考を反映します。愛をもって世界を見るなら、世界は愛に満ちて見えるでしょう。憎しみを持って世界を見るなら、すべてはあなたに敵対して見えるでしょう。愛に満ちた目は、明るさと快活さで輝いています。憎しみに満ちた目は、血走って恐ろしく見えます。自分の思考が自分の善悪の行為を決定するのです。24/7/83

    二重の基準を持ってはなりません。すべての人をあなた自身として扱いなさい。つまり、あなたは自分を信用しなければならないということです。そうして初めて、他者を信用することができるのです。あなたは自分を尊敬し、他の人々も尊敬しなければなりません。利己心は利他心の尺度です。人類は一つの共同体です。あなたが自分を傷つけるなら、それは、すべての人を傷つけることになります。あなたが他の人々を尊敬すれば、その行為によって、人々が逆にあなたを尊敬し始めるのです。あなたが他の人からこのようにして欲しいと期待する事が、あなたが他の人へするべき義務なのです。5/10/62

   何を見ようと、誰に出くわそうと、すべての姿を神の顕現に他ならないものと見なしなさい。「私」と「あなた」という相違に付け入る隙を与えてはなりません。神の創造物の中に何を見ようとも、すべては反動、反映、反響です。皆さんは鏡をのぞき込み、自分は鏡の中にいると言います。実際は、あなたは鏡の中にはいません。鏡の中に見えるのはあなたの反映にすぎません。山の向こうに行って「おーい！」と叫べば、すぐさま同じ大声で誰かが叫び返してくることに気づくでしょう。実のところ、その声は他の誰のものでもなく、あなたの声にすぎません。

    このように、今日、人は誤った印象に耽っています。外で見るものは何であれ、自分の内なる存在の反映にすぎません。皆さんは一体性を多様性と見なして過ちを犯しています。不幸なことに、今、人々は自分自身の本性を理解することができずにいます。21/3/04

    実のところ、人の内に悲しみは存在しません。人はアーナンダスワルーパ、つまり、神聖なる至福の化身です。そうであるにもかかわらず、人が悲しみに苦しんでいるとしたら、それはその人の悪い性質が原因です。悲しみはどこからか突然降ってくるものではありません。悲しみは、その人の悪い性質の反動であり、反映であり、反響なのです。もしだれかがあなたを嘲るとしたら、それは、その人があなたを嘲ているのではなく、あなた自身の悪い感情が嘲りという形を取って自分に戻ってきたのだと理解しなさい。1/3/03朝

  あなたはこの世界で多くのことを見たり聞いたり経験したりします。それらはあなたの内にあるものの反映と、反動と、反響以外の何ものでもありません。あなたが外側の世界に見るすべてのものは、実際にあなたの一部なのです。たとえば、あなたをひどく嫌っている人がいるとしましょう。実のところ、嫌悪という形でその人の中に現れたものは、あなたの中にある嫌悪なのです。それと同じように、お世辞も中傷も、善も悪も、あなた自身の反映です。あなたが外側の世界で見るもの、経験するものは、喜びであろうが苦しみであろうが、どれも実際にはあなたの中からやって来たのです。16/3/03

    この世のすべてには、反動と反映と反響が伴います。あなたの中に憎しみの性質があるときにだけ、あなたは他人の中に憎しみを見ます。そして、たとえ誰もあなたを傷つけなくても、あなたは他人を傷つけようとするのです。あなたが他人に何をしようとも、あなたはその行為の結果を味わうことになります。あなたが何を聞こうとも、何を体験しようとも、そのすべては、あなた自身の行動や感情の反動と反映と反響によるものです。それは他人のせいではありません。

      皆さんはこの単純な真理を忘れて、「誰々は私を非難している。誰々は私を苦しめている。誰々は私を傷つけている」等々と嘆きます。皆さんの善行や悪行はどちらも、誰の責任でもありません。それは神の創造物でもありません。なぜなら、神は、属性ニルグナムを持たず、純粋ニランジャナムで、究極の住処サナータナ ニケータナムであり、永遠ニッティヤで、汚れなく、目覚めたブッダ、解脱した、神聖さの化身であるからです。

    皆さんは他人と争って相手を傷つけようとし続けています。そんなことでは、皆さんはまったく人間ではありません！いつも他人を助け、決して誰も傷つけてはなりません。つねに助け、決して傷つけてはなりません。人は他者に奉仕することで徳を積み、他者を傷つけることで罪を犯す。誰に挨拶しても、それは神に届く。誰を批判しても、それは神に届くと言われています。あなたは、自分は誰かを非難している、誰かをからかっていると思っています。それはすべてあなたの錯覚です。実際には、そうすることで、あなたはあなた自身を非難し、からかっているのです。すべての物事には、反動と反映と反響があります。良いことも悪いことも、その責任はあなた自身にあります。もし、あなたが人生で良いことを楽しみたいなら、まず第一に、他人に良いことをしなさい。14/1/09

    人間は世界のあらゆる生き物の中で、もっとも神聖で評価の高い生き物です。けれども、人間は迷妄に浸っているために、自分の真の性質に気付くことができずにいます。この世には善も悪も存在しません。私たちは多くのことを見たり聞いたり経験します。そして、見ているのは目であり、聞いているのは耳であり、経験しているのは心であると思っています。実際はそうではありません。すべては反映、反動、反響なのです。16/3/03

    あなたがアートマ（真我）の原理を理解したいのであれば、多様性に心を奪われてはなりません。あなたがこの世で見るものや聞くもののすべては、あなたの心の単なる反映、反応、反響に過ぎません。アートマとしての実体はあなた自身の中にあります。例えば私はここにたくさんの学生を見ます。彼らは一体どこから来たのでしょう？実は 彼らも私自身の反映に過ぎません。(唯一者である神が多になったという意味で《訳注》)そうでなければ、彼らの姿を見ることはできません。同様に、すべての人も、すべての事物も、あなた自身の心の反映に過ぎないのです。

    人生は、サムヨーガ（統合）とヴィヨーガ（分離）の波を持った海のようなものです。皆さんは、この二元性に対して、すべては一つであるという思いをもって対処すべきです。アートマの原理は、統合も分離も超えています。私にとっては、統合（サムヨーガ）も分離（ヴィヨーガ）も存在しません。分離は、統合の結果 として初めて存在し得るのです。それらの二元性はあなたの創り出した想像に過ぎません。アートマの原理に気づくためには、あなたが創り出した想像を取り除いて、「神は一つである（エーカム サット）」という信念を培わなければなりません。それは唯一であり、二つ目は存在しません。それは変化することなく、（過去・現在・未来という）あらゆるときに（覚醒・夢見・熟睡という）いかなる存在の状態においても、同じままであり続けるのです。あなたはこの真理を知る為にはサットサングに参加しなければなりません。1/3/03夕方

    あなたが他の人に愛を示せば、他の人もあなたに愛を示してくるでしょう。逆に、あなたがある人を見た瞬間にその場を立ち去れば、その人もあなたに同じことをするでしょう。あなたの為す行為の通りのことが、その反動として起こるのです。それゆえ、人は確実に良い行いをするようにしなければなりません。実は世の中に悪い人はいないのです。すべての人は良い人です。自分に逆らう者はすべて悪人だ、とあなたは言います。もしあなたが悪い性質を表に出さなかったら、他の人はどうやって悪く振る舞うことができるでしょう？　あなた自身の悪い性質が他の人に反映しているのです。ですから、すべての人が良い思いを育て、良い行為をしなければなりません。人は神の命令に背くことのない行動を取るべきです。そのようにして、初めて人はその人生で平安と安全を得るのです。 1/3/03朝

    皆さんはそのように神聖で慈悲深いハートをもっています。それなのになぜ、悲しみにおぼれているのですか？　一切の悲しみは、あなたの内面 の感情の反射であり、反作用であり、反響なのです。皆さんは朝早くに新聞に目を通 します。紙面のどこを見ても、誰かが誰かを殺したとか、憎しみや、嫉妬や、怒りなど、不穏な記事ばかりです。こうしたニュースのすべてが、あなたを非常に悲しい汚れたムードにしてしまいます。夜ぐっすり眠ったあとでベッドから起き上がったとき、心は穏やかな状態でなければなりません。そうして初めて、あなたの生活に悲しみが入り込む余地はなくなります。

    早朝からすぐに平安で幸せな生活を送らなければなりません。あなたは不幸や苦境に陥っているかもしれません。しかし、それらは来ては去り行く雲にすぎません。実にあなたはそうしたものに悩まされるべきではありません。そうしたものをハートに引き入れて、それに固執しているときにのみ、あなたは苦しむのです。それらを無視してしまえば悩まされることはなくなります。 1／3／03朝

    もし神を見たいなら、自分は体ではないことを固く信じなくてはなりません。自分を体と同一視することは、まさに幻想です。学生たちはこのことを明瞭に理解しようと努めるべきです。外側に見えるものはすべて単なる反映であり、実体ではありません。皆さんはサイ ババを目の前に見ています。皆さんはサイ ババを体と同一視しています。けれども、私は体ではありません。私と皆さんは一つです。一旦この真理をはっきりと理解すれば、どんな相違もなくなるでしょう。もし誰かの頬を叩くなら、それは自分を叩いていることになります。もし他人を罵倒するなら、それは自分を罵倒しているのです。あなたは必ずや自分の行為の結果に直面することになります。あなたの苦楽の原因はあなたです。他人にはそれに対する責任はありません。実際、他人などいないのです。すべての人は一つです。21/3/04

    どこにいても完全な調和をもって生きなさい。決して憎しみに余地を与えてはなりません。もし敵対する人に出くわしたら、愛をもって迎えなさい。相手も反射的に愛をもって応じてくるでしょう。なぜなら、全世界は、反動と、反映と、反響で満ちているからです。あなたの心に不安があるとしたら、それは、外的要因によるものではなく、あなた自身の欠陥や欠点が、不安という形となって反映しているのです。1／3／03朝

   あなたはあなたが思うものとなる」。皆さんは、良かれ悪しかれ、自らの感情の反映、反応、反響という体験に束縛されているのです。あなたが他者の中に悪いものを見たとすれば、それは自分の悪い感情の反映に過ぎないのです。自分自身の過ちを無視して他者を非難することは誤りです。まず最初に、あなたの感情を清めなさい。あなたが邪悪だと見なしている人々さえも愛しなさい。実際、この世に邪悪な人間などいないのです。9/10/02



    ＊反響

私たちが他の人々に教えることは、すべて実践によって裏付けられたものでなければなりません。すべては、自分の中にあるものの反作用・反映・反響です。私たちが口にする一つひとつの言葉は、内にあるものの「反響」です。「反映」は、憶念され、経験され、実践されたものです。第三の側面である「反作用」は大変重要です。「反作用」は行いから生じるものです。ですから、私たちの行いは常に純粋で神聖なものでなければなりません。三つの側面である反作用・反映・反響は、人間の生活の中で重要な位置を占めています。今日、人が学んでいることは何であれ「反響」の部類に入ります。要するに、教師から教科書に載っていることを教えられているということです。これは机上の知識です。反響は反作用から生じ、反作用は反映へと姿を変えます。これら三つの側面の一体性が人間性に相当します。ですから、人は美辞麗句を連ねて自分の時間を無駄にすべきではありません。人が口にする言葉はすべて、その言葉の内的意味の深い熟慮と知識によって裏打ちされたものでなければなりません。それをしてから初めて他人に教える試みをすべきです。残念なことに、昨今では机上の知識が真の知識と見なされて、それを得ることに多くの時間が費やされています。真の知識は頭（マスタカ）とハートから現れるべきです。ですから、人は自分の頭とハートを浄化して、それらの中に入っている不純なものを取り除かなければなりません。そうしたときにのみ、物事を正しい見方で理解し、英知を手に入れることができます。11/4/05



    ＊半神

クリスマスの日だけでなく、日課として、祈るという霊性修行を深めなければいけません。世俗的なことを目的とした祈りは神〔至高神〕には届きません。それらは各領域を扱う半神たちに届くのみです。一方で、清らかな愛から生まれた祈り、奉仕をしたいという私心のない熱い願いから生じた祈り、すべてを思いやるハートから生じた祈りは、神に届きます。なぜなら、神はまさに愛の化身であるからです。月を見るには月の光を通さなければならないということを知っていますね。それと同じように、愛である神は愛を通してのみ、見ること、顕現させることができるのです。愛は神です。愛に生きなさい。これが私があなた方に贈るメッセージです。24/12/80



    ＊ヴィジョン

真の信愛は感覚のコントロールを要求します。ラーマは感覚をコントロールしたゆえにシータを娶ることが出来ました。ヴィジョンをコントロールせぬ者は、物質世界の奴隷になります。16/4/97



    ＊ヴィヴェカナンダ

ヴィヴェーカーナンダは偉大な魂たちの高みへと上昇するためには、自分自身の魂を高めるべきなのだと感じました。今の人々は、空を飛ぶ飛行機のパイロットを見たいと望んでいる地上の人間のようなものです。パイロットを見る唯一の方法は自分が飛行機に乗ることです。神を体験するには、神のヴィジョンを渇望しなければなりません。それが理想的で至福に満ちた人生を送る方法です。7/10/97



　＊光

霊性修行なしに、人は彼の内にある光を見つけることは不可能である。SS6/95

「私は光の中にいる。光は私の中にある。光は私である。私は光である」――この真理を悟った人はブラフマン〔神〕と一つになります。人間は絶えず平安〔安らぎ、平和〕を探し求めています。平安を探し求める人は、それをマタム（宗教）にではなく、マナム（心）の中に探さなくてはなりません。外界に平安を探し求めることが、この世のあらゆる不安の原因です。平安はまず、自分自身の内で確立されなくてはなりません。次に、家族へと拡大しなくてはなりません。そして、家族から村へ、地域へ、州へ、国家へと広がらなければなりません。今、起こっていることは、この過程とは逆のものです。争いと無秩序が、個人から家族へ、そして、国家にまで広がっているのです。24/11/87



    ＊引きつける

    私はつねに、愛、愛、愛だけを教えています。皆さんは、愛をさまざまな方法で描写しようとするかもしれません。それは不可能なことです。愛には一つの形態があるのみです。それは、すなわち、引き付けるものという形態です。愛は至福と恩寵を授けます。愛は神、愛の中で生きなさい。15/3/04

   愛の原理を完全に言葉で表現することは不可能です。愛はすべてを引きつけます。神の愛は自然という姿の中に顕現しています。だから自然は万人を引きつけるのです。「クリシュナは引きつける者なり」（カルシャティ イティ クリシュナ）。神は、すべての人を引きつけ、すべての人に至福を授けます。15/3/04

    ＊悲劇

     悲劇を喜んで迎え、神聖な思いをよろいかぶととして、戦い抜きなさい。劇は神が創作し、それぞれの役割は神の贈り物。筋書きは神が書き、神がディレクターであり、衣装と飾りも神が与え、身振りと調子、入場と退場も神が決めます。割り当てられた役割を見事に演じ、幕が下りる時神から褒められるようにしなさい。技と熱意によって、より良い役を演じれる権利を勝ち取りなさい。それが人生の意味であり、目的なのです。

     世間に執着しすぎてはなりません。人生における様々な出来事に巻き込まれてはなりません。常に感情をコントロールしなさい。逆巻く波は海の表面だけです。深い海底は鎮まっています。それと同様に、人は深く沈静するならば人生の波立ちと無関係でいられます。識別心を働かせて、何がガラクタで何が宝物かを見付け出しなさい。SIP5-70



    ＊微細体

肉体の内部には微細体があり、微細体には17の相があります。それは、5つの知覚器官、5つの機能、5つの鞘、マインド、理智です。これら17の相はどれも、夢を見ているときの状態に属しています。第3の体は原因体です。原因体は、2つの相、すなわちマインドと理智で形成されています。この2つの原因相が普遍的な因果律に溶け込むと、私たちはすべての肉体感覚を脱して、アートマの至福を体験します。アートマの至福は、サット、チット、アーナンダ（絶対実在、純粋意識、至福）という姿をしています。これが私たちの本当の姿です。永遠なるサット（絶対実在）とチット（純粋意識）がいっしょになって、一体性という至福を生み出します。これが私たちの目的地です。18/1/85

   肉体は、今日生まれて、明日には死ぬかもしれません。しかし、皆さんは永遠です。皆さんには生も死もありません。いつも幸せでいなさい。それが私の望みです。私のもの、あなたのものといった相違が自分に近づくのを許してはなりません。15/12/07



    ＊ビジネス

今や多くの会社が操業を停止しました。この理由は何でしょうか。もしある会社が不正な手段で利益を得ていたなら、他の会社もそれと似たような手段を取ります。ビジネスで悪い習慣が素早く容易に広まるのはよくあることです。それゆえ皆さんは用心して、良いことを為すように懸命に努力しなければなろません。悪いことを性急に真似してはなりません。急げば無駄が生じ、無駄は不安を生じさせます。ですから急いではなりません。29/8/09

 この国が腐敗している直接の責任は、ビジネスマン達にあります。利己的な理由と個人的な利益追求の為に、ビジネスマンは権力を握って資金を調達し、その影響力を一層強めてきました。もしあなた方ビジネスに関わっている人達が正しい行動指針に従って商いに従事するならば、そうした腐敗を一瞬の内に終わらすことが出来るでしょう。

 死にかけている者でさえ、施しの金を積み上げれば起き上がると言われています。賄賂が積まれ、それを官僚が拒まなかったとしても驚く話ではありません。ビジネスと利潤追求に制限を課し、その能力を公益の促進のために役立たせることが、ビジネスマンの務めです。ビジネスと道徳を結びつけるのは難しいかもしれません。しかし、まず最初にハートに道徳心を植え付けて、神への信仰を持ってビジネスに従事するのです。そうすれば、国はビジネスマンの努力によって利益を得、ビジネスマンは社会に奉仕できるようになるのです。SSSVOL17p68

    バガヴァンの名前を使って商売をすることは、非常に不快で、嘆かわしいことです。帰依に関する事柄に商売が関係してはなりません。塩辛い海の水ですら飲む水に転換できるかもしれませんが、この種の帰依には何の価値もありません。22/7/02

         ビジネスにおいて正直であることは社会奉仕の一形態です。真実（サティヤ）に関してですが、ビジネスにおいて正直であることは損失を招くと言われることがしばしばあります。でもそれは違います。初めのうちは多少の困難があるかも知れませんが、時が経つにつれ、誠実さと正直さ自体が報酬をもたらすようになるでしょう。

    ＭＢＡの学生諸君は、会計と監査における真実がいかに会社のイメージ向上に役立つかを、自分の会社の上司に納得させなければなりません。妥当な利鞘（りざや）で満足すべきです。この方針は、初めは利益を産まなくとも、長期的には最も利益をもたらすものとなるでしょう。これは自信を生みだす方法です。ビジネスを正直に運営していくことは、社会奉仕の一形態、そして、霊的なサーダナ〔霊性修行〕であると見なされなければなりません。ダルマの実践において、消費者へのマーケティングの方法は正当であるべきであり、従業員への対応は公正であるべきです。

     平安（シャーンティ）の遵守に関しては、どんなに困難な状況においても心を乱されるべきではないということを、ＭＢＡの学生諸君はよく理解しておくべきです。平静を保ち、波風を静めるよう努めなければなりません。そのような状況においては、愛という武器を使うべきです。

    ビジネスの世界におけるプレーマ（愛）は、経営者、従業員、その他ビジネスに関わるすべての人が一つの家族の一員である、という気持ちを持った経営陣によって、示されなければなりません。経営陣は、皆に兄弟のような気持ちを持たなければなりません。互いへの愛と敬意を持つことによって、工業の調和を達成することができます。

    工業経営におけるアヒムサー（非暴力）には、単に他人に害を与えないということ以上に、広義の社会的な意味があります。大気汚染や、川をはじめとする天然資源の汚染を避けることは、企業がアヒムサー（非暴力）を実践する方法です。

    以上のようなさまざまな手法を用いることで、基本的な人間的価値を固守する経営者たち、ビジネスの世界でのタスクに霊的なアプローチを採用する経営者たちによって、私たちの国民と国に多大な善がなされ得るのです。ＭＢＡの学生諸君はしっかりとした神への信仰心を持ち、自分が雇用されるであろう企業において、そのビジネスへの献身と社会奉仕の精神で、自らの義務を果たすべきです。10/2/1990

             

    ＊ビタミン

古代の人々は決してどんな病気にもかかりませんでした。彼らは質素な食べ物をとっていました。古代の人々がビタミンやタンパク質について気にせず、ビタミンAやBやCといった錠剤を飲んだことは一度もありませんでした。彼らは自分たちの食事を神に捧げていたために、必要なビタミンやタンパク質をとることができたのです。神への信仰を強めればあなたは人生において如何なる事も成し遂げることが出来ます。実際にあなたが神になるのです。あなたは神と異なるものではありません。13/3/02



    ＊人と関わる

人間は、人類同胞との結びつきを通してのみ、至福（アーナンダ）を引き出して、至福を持続させることができるよう創られています。他人との接触をやめて孤独な道を歩むのは、弱さや恐れの印であって勇気の印ではありません。活気にあふれて人と関ることこそが、道徳、公正、思いやり、同情心、愛、堪忍寛容、平等観その他、人格を整え、強靭にする性質、人の性格を形作る多くの性質を、生み出すのです。文化は、ハートと頭がいっしょになった結果として起こるものです。4/73

    部屋に閉じこもって神の写真や絵姿や神の像に線香や花を供え、神の栄光を歌ったり唱えたりすることは、あなたを無知から解放させてくれる規律の代用品としては非常に貧弱です。すべての存在は神の像であり、すべての人は神の写真や絵姿です。なのに、なぜ、あなたは閉じこもるのですか？ すべての創造物は神へ向かう巡礼の歩を進めています。なのに、なぜ、あなたは独りでその道を歩いているかのように振る舞うのですか？ あなたは、教会や寺社あるいは家庭の祭壇で礼拝や儀式に費やした時間は神に捧げられ、それ以外の時間は他の目的のために費やされたと思っています。しかし、あなたには、神や神のごとき人の領域の境界を定めたり、限界を定めたりすることはできません。神は、常に、どこでも、あなたと共にいます。「ヴァースデーヴァスサルヴァミダム」――「このすべては神である」のです。4/73



    ＊人の義務

人間の義務は、絶えざる御名のスマラナ（憶念）によって、日々昼夜を神聖にすることです。歓喜と切望をもって憶念しなさい。もし、あなたがそれをするなら、神はあなたがあてがった御名と御姿、最も美しく最も相応しい御姿で、あなたの前に現れざるをえません！ 神はすべての名前とすべての姿であり、それらすべてが見事に和合した集合体です！ さまざまな宗教で支持され、さまざまな人間社会で崇拝されている神々は皆、実在の一なる神の手足です。ちょうど肉体が感覚器官と手足のが調和のとれた混合物であるように、神は人が神に付けたあらゆる名前と姿の和合物なのです！13/5/68

    人は、寝るため、食べるためにこの世に来たのではありません。人は、修養のプロセスによって自らの内なる神を顕現させるために来たのです。だからこそ、人は「ヴィヤクティ」〔人間〕と呼ばれているのです。「ヴィヤクティ」とは、人を動機づける神のエネルギーである内在の力（シャクティ）を明らかに（ヴィヤクタ）する者、という意味です。その目的のために、人は、体と、体を制御して役に立つ行為へと方向転換させるのに必要な知性を授けられて、やって来たのです。皆さんは、それを、道徳を地道に行っていくこと（ダルマ ニシタ）と、善行を地道に行っていくこと（カルマ ニシタ）によって達成しなければなりません。26/3/65m



　＊人の下落

人は本来道徳、ダルマ、霊性の結合です。今日不幸にも自らの基盤であるこれらの属性を忘れ人々は道徳、ダルマ、霊性を失いました。人間として誕生したことが如何に神聖であるかを考えるならば、人が今日の状態にまで下落したことは、真に恥ずかしい事です。4/97



　＊人の三位一体

宇宙のプロセスである創造、維持、帰融は各人の中に持っています。創造は思いの発露です。維持は創造物の守護です。帰融は、創造されたものが根源に溶け込むことです。創造、維持、帰融は、三属性である浄性、激性，鈍性と同一とみなされます。人は三属性の具現です。

 三属性は三位一体（ブラフマ、ビシュヌ、マヘーシュワラ）を象徴します。三位一体は三つの世界を表します。三つの世界と三位一体は各人の中にあります。三つを一つとなし、シヴァムとして崇めねばなりません。シヴァムとは何か?シヴァムは吉祥の権化です．人が三位一体の統一された姿を認識する時、彼の人間性は吉祥を得ます。17/2/96



    ＊人の力

人は大きな力を授けられており、全宇宙に、人が保有しているほどの力を有している者はいません。この理由から、神もまた、人間の姿をとって化身するのです。15/1/08



    ＊人の願い

人は初めの段階では、世俗的な恩恵や物質的な利益を祈り求めますが、思いが明確になり、浄化されるにつれて、人は、神御自身を欲しいという、ただ一つのことを神に願うようになります。というのも、神は人間に最も近く、人間にとって最も愛おしい存在だからです。あなたのお父さんやお母さんは、少し離れているかもしれませんが、神はあなたと共に、あなたの中に居るのです。たとえあなたが神を愛していなくても、神はあなたのもとを立ち去ったり、あなたから離れたりすることはありません。神は最も小さな原子よりも小さい（アノーラニーヤーン）とヴェーダは言います。神は宇宙よりも大きく広がって（マハトーマヒーヤーン）、すべてを恩寵で満たします。神はあなたの中に、一つひとつの細胞の中に存在しています。あなたは熱烈な愛によって、これを悟ることが出来ます。25/11/81



    ＊人は神

人間は、人間が必要とするすべての富を自分の中に持っています。人間はそれらを確認して顕現させること、そして、それらを他の人と分かち合うことによって、その栓を抜くことができます。人間は、サット（実在）、チット（純粋意識）、アーナンダ（至福）です。人間はシヴァ シャクティ スワルーパ（神とエネルギーの具現）です。人が人を褒め称える時、それは神を褒め称えているのです。自分はただの人間だという思いを募らせてはなりません。自分は神となるよう運命づけられているのだと確信しなさい。『ラーマーヤナ』、『マハーバーラタ』、『バーガヴァタ』に述べられているような、神が人間の姿をとった時には、人は神の行いを模範と御教えとして解釈すべきであって、娯楽のために演じられた人間の物語だと解釈してはなりません。4/73



　＊非難

もし誰かがあなたが間違っていると非難しても、いや私ではなく、それはあなただ。等と言い争いをし、その人に悪意を持ってはいけない。冷静に自分自身の行動を振り返り､あなた自身の行為を正してもらったことに感謝しなさい。CPNp332

   神に信愛を持って礼拝しても、後に神に背く帰依者もいます。この心変わりの理由は、神に関する考えに起因しています。自分の祈りが応えられ、願望が叶えられると感じれば、彼らは神を崇めます。しかし、願望が叶えられないと感じれば、ありとあらゆる言葉で神を非難するのです。この種の信愛は私利私欲に基づいており、そこに神聖なものは何もありません。純粋な信愛は、環境や運命の変化によって影響を受けることはありません。真の愛は、いかなる条件に基づくものでもありません。真の愛は、幸福な時も不幸な時も同一であり、運命の浮き沈みによって影響されるものではないのです。24/7/83

   誰かかあなたを非難したとしても、それを心に取り込まないことです。その人の舌が、何か音を発するのに動いていると思えば良いのです。あなた自身は、彼の発する音と何の関係もないのです。でも、その音を言葉としてみなして心に取り込めば、あなたは影響を受けるでしょう。そうしない限り、その音はあなたに何も出来ないのです。

  また、あなたが誰かに殴られたとします。でも、殴れたのはただの肉体であって私ではない、と思えばよいのです。実際のところ、誰も本当のあなたを傷つけたり、害したりすることは出来ないのです。というのも、あなたは肉体ではないのですから。あなたがこのような強い信念を持っていれば、誰から侮辱されても、侮られても、怒ったり、その人のことを嫌いになったりする気持ちは、起こらないでしょう。それゆえ、強い信念が、平安を保つために一番重要なことなのです。30/3/06

    蟻は砂と砂糖が混ざったものを見つけると、そこから砂糖だけ取り出し、砂は無視します。他の人の良いところだけを見て、悪いところは気に留めないようにしなさい。また、誰かがあなたを批判したり咎めたりするようなことがあるかもしれません。けれども、あなたは平静さを保ち、そうした言葉を心の中に入れないようにしなさい。締め出してしまいなさい。それらは、砂粒にすぎないのです。SSSVol7

 すべての人の中に神がいると分かれば､揺れ動く諸々の感情を抑えることが出来るはずです。そうなればもう、心が乱れることは無いでしょう。それが出来れば､皆さんは神の恵みと一つになります。どれほど辛い運命に巻き込まれても必ず乗り越えられるようになるでしょう。

   ただ一つの神がすべての人の心にいると強く信じれば､どんな障害も乗り越えることが出来ます。内なる神を完全に信じていれば､すべては思いどおりになります。信じる心が鍵です。信じる心が神に向かう生き方の基本です。内なる神を信じなさい。これこそは、皆さんの目標です。

 木を切り倒すためには、枝や葉を切らなくても良いのです。根元を切ればそれで木は倒れます。神を捕らえることが出来れば、すべては思いのままです。普段の暮らしの中で神を捕らえる為には、すべての生き物に対して真心を持ってあたることです。そして内側と外側の汚れを取り除き､身も心も明るく清らかにするのです。

 その時はじめて、あらゆるところにいつも神を悟ることが出来るでしょう。神を信じ、神に祈り、神にすべてを従うとき､すべての人の心にそれと同じ神がいることに気づくべきです。それゆえ人を非難しないように気をつけなくてはいけません。あなたが、誰かに対しても口汚く罵るなら､その言葉はその人の心の内なる神に対して、そっくりそのまま向けられることを､深く信じるのです。SGc27

    あなたの限りない欲望があなたの一切の困難の原因です。原因がなければ結果はありません。種がないのに育つ若木はありません。ですから、大きな木に育つ種がなければなりません。誰に出くわしたとしても、その相手を自分自身だと考えなさい。自分と相手を同一視しなさい。この気持ちをもっともっと育てなさい。あなたは誰ですか？実際、全世界はブラフマンに満たされています。この世でブラフマンが内在していない人を見つけることはできません。

    ですから、あなたが誰を批判しようと、誰を褒めようと、それは神に届くのです。神を批判しても、あなたがその結果から逃れることはできません。それゆえ、決して神を批判してはなりません。あなたのことを誰が何と言おうとも、言わせておきなさい。その人はあなたのことではなくその人自身を批判しているのだと考えなさい。その人が何を言おうとも、それは空に消えます。空に消える言葉に反応することが何になりますか？ハートに届くのは愛だけです。1/5/08

  神を裏切ることは、あらゆる罪の中で最悪のものです。そのような裏切りは、何度生まれ変わっても決して償うことはできません。ですから、決して神を裏切ろうとしてはなりません。すべてを愛しなさい。皆さんを非難する人々にさえ挨拶をしなさい。なぜなら、神はすべての人の内に存在するからです。怒りに付け入る隙を与えて、心を汚してはなりません。愛を込めて神に祈りなさい。過去においても、すべての高貴な魂や神の化身たちは、非難に耐えなければなりませんでした。皆さんは、「いったいなぜ、あのような方が非難されるのだろうか？」と疑問に想うかもしれません。実はそれらの非難によって、彼らの栄光はかえって高まるばかりです。喜びは、苦しみと苦痛の間に訪れます。影は光についてきます。私たちは影を恐れてはなりません。影の中にさえ光があります。光と影は別々には存在できません。両者の間には一体性の原理が働いています。ですから、スワミに浴びせられるいかなる批判にも、あるいはまた誰か尊敬に値する人に対する非難にも、いちいち対応する必要はありません。ただ「そういうことは私に関係ありません」とだけ言って、それらを無視しなさい。

    もし誰かがあなたの欠点を指摘する場合は、その指摘が的を得ていれば、もちろんそれを正せばよいことです。しかし、もし誰かがあなたに根拠のない攻撃を向けた場合は、それについて悩む必要はありません。幸せでいなさい。もし大声で非難されれば、それは大気の中に消えていくでしょう。もし誰かが心の中でそれを想っているとすれば、それはその人に返って行くだけです。そういうことに、どうして心を乱す必要があるでしょう？ 誰にでも好きなことを言わせておきなさい。そして、平穏な気持ちを保ちなさい。いかなることが起きても、それはあなたのために良いことだと考えればよいのです。そのような平常心を持って、日々の生活を送りなさい。25/12/2000



    ＊美

    ある種の状態は人間の目には喜ばしくないかもしれませんが、神にとっては、すべてがサッティヤム（真理）、シヴァム（善）、スンダラム（美）です。それほどの原理を、どうやって皆さんが説明することなどできるでしょう？ 神のすることは何であれ、そこには美があります。しかし、誰も神のやり方を推し量ることはできません。世俗的な観点からすれば、あなたの目には、あるものは悪いものに映るかもしれませんが、深く探求すれば、すべては善であるという真理を理解するでしょう。皆さんは外側を見る目しか持っていないため、何かを美しいものと見なし、別のものを醜いものと見なします。神が創造するものは何であれ美しいのです。しかし、人の見方は外側を見るため、真の美しさを正しく評価することができません。真理を探究すれば、神の創造した世界にあるあらゆるものは、すべて美しいということを知るでしょう。

どの母親にとっても、自分の子どもは美しく見えます。誰もこの事実を否定することはできません。ある子どもはあなたの目には醜く見えるかもしれませんが、その子の母親はわが子の美しさだけを見ます。この点に関して、その母親の判断に異論を唱える権利はあなたにはありません。神の創造物の場合も同じです。それなら、何かは善であり、別の何かは悪であるなどと、どうして言えるでしょうか？ 全世界は美と魅力に満ちています。皆さんは、小宇宙から大宇宙に至るまで、この広大な宇宙の中で何か悪いものを私に示すことができますか？ それは不可能です。皆さんは、広い心で一切を神の意志として受け入れるべきです。すべての物事を良いことだと考えなさい。皆さんには、神の創造物や神の行うことに対して判断を下す権利はありません。神のやり方は非常に謎めいており、素晴らしいのです。15/3/04

    美しいものはどれも一時の幸福感を湧き起こさせることができるだけです。人は永遠に続く恒久的な幸福をどこで見つけることができるのか、よく理解しなければいけません。それはアートマの相の中で、そして、神を思うことの中でのみ、見つけることができます。永遠の幸福は、永遠のものからしか得ることはできません。はかないものからは、決して永遠の幸福は得ることはできません。真の至福は、永遠の幸福を味わってから初めて得られるものです。どこかにその真の至福を探しに行くことはできません。それは魚市場にダイヤモンドを探しに行くようなものです。魚市場で見つかるのは魚だけで、ダイヤモンドは見つかりません。この世は一時のものであり、諸行無常なのですから、この世界で永遠の幸福を見つけることはできません。78夏期講習



　＊美の形     

美しいものは､悦びが形を顕したものです。美しいものがあれば自分も嬉しく思います。美しいものには永遠の悦びがあります。美しいとはどういうことでしょう。この世界が物を美しくしているのでしょうか。それとも美しさははじめから物の中にあるのでしょうか。これまで私たちは、あらゆる物がどれほど儚く移ろいでゆくか見てきました。

 移ろいゆく物が、一体いつまで美しいままでいられるのか。よく考えてみて下さい。永遠のものだけが本当に美しいのです。ただ一つの永遠の存在、それは神です。神だけが本当に美しいのです。この世界で神より美しいものはありません。神を信じる者にとって何より大事な務めは､神の美しさからあふれ出る蜜を吸うことです。神は美しさに満ちています。この神を自分の中に取り入れ満たすには、良い特性を身につけなくてはなりません。この徳を高めるには、自分の中に巣くっている欠点や弱さを滅ぼさなければなりません。SGc25



    ＊批判

同じアートマがすべての人に内在しています。アートマの原理を考慮に入れるなら、すべては一つです。このホールには大変大勢の人がいます。その人たちのすべてに内在するアートマは、一つであり同じです。空には一つの太陽があります。太陽は全世界に光を与えています。同じように、神は一人ひとりの命を照らす太陽のようなものです。

    他人を批判するなら、あなたは闇に飲み込まれます。ですから、すべての人を愛し、すべての人に奉仕しなさい。もし誰かが私たちをののしるなら、そうさせておきなさい。罵詈(ばり)雑言(ぞうごん)は空に消えていきます。ですから、誰にも自分を批判することはできないと、いつも思っていなさい。神がいつでも自分を守ってくれると信じていなさい。神に、ひるむことのない信仰を置いていなさい。神の存在を否定する大勢の人がいます。もし神が存在しないなら、皆さんはどこから来たのでしょう？　皆さんの源はどこでしょう？　もし神への信仰をもっていないなら、人生はすべて無駄になります。

    いつも神のことを思い起こしていなさい。ですから愛の化身である皆さん、真理と愛を育みなさい。真理と愛の両方をもっていれば、平安ももてるようになるでしょう。平安をもっていれば、全人生を幸せに過ごすことができるでしょう。誰に対しても嫌悪感をもつこともなくなるでしょう。愛と真理が欠けているときにだけ、嫌悪を抱くのです。人生の中で愛と真理を結びつけるようにしなさい。愛をもっていれば、あなたはすべての人を愛するようになるでしょう。すべての人を幸せにするようになるでしょう。ですから、愛と真理を大切にハート心に保ち、決してそれらを忘れてはなりません。夢の中でさえもです。夢は、起きているときの反応と、反映と、反響にすぎません。昼間に何をしたとしても、夜それは夢の中に入ってきます。夢は流れ行く雲のようなものです。夢のあとを追いかけてはなりません。真理であり、永遠であり、不変なる神につかまっていなさい。そうすれば、恐れも悩みもなくなるでしょう。

     人には好きに話させなさい。気にしてはなりません。人は自分の体を批判しているのであって、自分自身を批判しているのではないと考えなさい。自分の体に過度の重要性を置いてはなりません。皆さんは体ではありません。皆さんが「これは私の体です」と言うなら、「私は誰か？」と自問すべきです。この「私」は個人的な「私」ではありません。この「私」は根源的な「私」です。この「私」は単に特定の個人のことを述べているのではありません。この「私」という意味は、すべての人の中に内在する「私」のことを述べているのです。1/5/08

    今、世界に蔓延しているあらゆる混乱や争いの原因は、人々の思いや考えです。だれかがあなたを批判したときに腹を立てたり、だれかがあなたを傷つけたときに仕返しを考えたりすることは、それらに対する正しい反応ではありません。あなたに良いことが起ころうとも悪いことが起ころうとも、起こることはすべて自分の行為の結果であると考えなさい。それらを神の仕業だと考えてはなりません。23/11/94



    ＊非暴力

非暴力とは何を意味するのでしょうか。人は、他人を傷つけ害することが暴力だと思っています。そうではなく、自分を害することも暴力です。不必要な話をすること、節度なく食べつずけること、働きすぎることなども暴力です。つまり、人は節度あるバランスの取れた生活を送るべきだということです。      限度を超えて行われることは、すべて暴力です。書き過ぎることさせそうなのです。限度を超えてなすということは、エネルギーを無駄にします。必要以上に話す事で、知性を消耗させてしまいます。非暴力とは、節度ある有益な道に沿った人の生活の規定であると言えるでしょう。30/5/95

    アヒムサーは、思考と言葉と行為によって人に害をもたらすことを回避することを意味します。自分本位と利己心により、人はこの尊重すべき価値を実践していません。一切の悪は「私」と「私のもの」という感覚から生じます。この感覚は、思考と言葉と行為の純粋さを育むことによってのみ、除去することができます。3/9/89

    第一の義務は、人の神聖な本質を探究することです。神は遍在であり、遍満しています。宇宙には五大元素が満ちわたっています。空気や水や土には無数の微生物がおり、私たちが空気を呼吸し、水を飲み、大地を踏みしめる中で殺されています。このような状況ですから、完全な非暴力は実行不可能です。私たちが努力すべきことは、どのような生き物にも、意識的、意図的には害を与えないようにすることです。これがアヒムサ〔非暴力〕です。非暴力を守るためには、一なる至高者が万物に宿っているという意識を育てなくてはなりません。この確信があれば、何者に対しても害を及ぼす傾向はなくなるでしょう。6/85



    ＊肥満

食物をとりすぎると肥満になり、その結果、心臓には血液を送る際に大きな負担がかかります。血液は心臓の一鼓動ごとに体内を１２，０００マイル〔約１９、３００ｋｍ〕流れます。肥満が進むと血液の循環が妨げられ、その結果、心臓の機能も阻害されます。したがって、人は自分の食習慣を管理すべきです。10/9/02



    ＊非モラル

商人たちのなかには、不正をしてまで利益を得たいという貪欲から、神聖で貴い人間の命を危険にさらす者もいます。現代では、かなりのビジネスがこの種のものです。私たちは、清らかな牛乳、清らかな水、清らかな空気を得ることができなくなってしまいました。どの商品にも混ぜ物がされて、質が落とされています。新車でさえ、買った翌日に問題を起こします。このようにして、あらゆる生活必需品が汚されています。

この悪の根底には、自分さえよければ、という気持ちがあります。モラルの価値をおろそかにしているせいで、これは次第に大きくなっています。モラリティー（道徳的であること）とは、善い行いを意味します。善い行いは、正しいことと間違っていることがわかることに基づいています。22/7/91



　＊病院

これは（病院）巨大なプロジェクトです。一千年に渡って人々の役に立ちます。目的は最初に心臓に関する治療からはじめ、次には肺の治療をあつかい、第三は腎臓で、第四は神経学です。23/11/91

   将来にはこのような病院が、この他に幾つもできるでしょう。私は誰にも、何の助けも頼みません。それは真理そのものの意志（サティア・サンカルパ）であり、私がやっていることは善いことなのです。もし人が何か善いことを手がけるのであれば、それは必ず実を結ばずにはおきません。あらゆる助力が集まってくるのは、私の善なる特性ゆえに他なりません。25/12/00

    聖者は困難に遭ってもそれを歓迎し、嵐が幾たび来ようが常に平静でした。しかし人々はそのような聖者を嘲笑し狂人と蔑みました。しかし聖者は、自分がいわゆるこの世の病院ではなく、神の恩寵という名の病院にいることを知っていたのです。彼らは自分の運命を完全に信じ、神を心の底から信じていたのです。彼らは何度も苦難に遭っても彼らの神に対する熱意は変わらず、それらを微笑んで無視しました。彼らは自らの内に潜在するアートマの力を知っていたからです。SIP1-25

  病院というところは、薬や医者を信用している人が行くところである。しかし、神の祝福なしに医者はいったい何が出来るというのだろう。人々が霊性修行をして、祝福を得、平安と至福に満ち、健康で病気をしなくなれば、病院も将来不必要なものとなる日が来る、というのは間違いのない話である。SSSvol5p54



　＊病気

人々は、自らの無節制や無知が引き起こした病の責任をすべて神に負わせます。しかし、自分が受ける苦難において責められるべきは、自分自身です。苦難はもっぱら無知によって引き起こされます。身体的な病と身体的な苦痛を例に取れば、大部分の病気は、過食、もしくは間違った食習慣の結果と言えます。5/4/62

    悩み、貪欲、不必要な興奮、不安などは、様々な病気の原因となります。病気は心に安らぎのないことから起こります。満ち足りた心こそ最良の薬です。力を吸い取る悪習に耽ったり、断食などの苦行をやり過ぎて、肉体を弱めてはいけません。書物、リーフレット、図解からヨーガの行法を学ぶことも心身の病気を引き起こす元となります。善をなし、喜びに満ち、大胆で、正直で、穏やかで、忍耐強くありなさい。それらは健康の原則です。良い性格は健康の最も価値ある源泉です。真善美part2p99

    体は良い状態に保たれていなければなりません。というのも、人間の体という仮の住まいの中にいるときにだけ、人間は神を顕現させることができるからです。体は、食べ物とレクリエーション（休養や娯楽）と両親の習慣しだいで、強くも弱くも、有能な道具にも無能な道具にもなります。大人がこれらに注意を払わないために、子供の健康が損なわれています。今、どの通りにも病院や診療所や診察所があるのは、病気がすべての家庭、すべての家をとらえているからです。小さな子供でさえ眼鏡をかけ、若者が白髪を染め、多くの人が義歯をしています。その理由は、現代の家庭の空気が、人工的なもの、不安、妬み、不満、中味のない自慢話、虚飾、浪費、嘘、偽善で満ちているからです。このような、人を腐食させる空気の中で育つ者が、どうやって病気から逃れることなどできますか？ もし家庭が満足と平安という清らかな芳香で満ちていたら、その家に住む者は皆、幸せで健康になるでしょう。したがって、大人たちには、これからの世代に対する大きな責任があるのです。5/10/67

    激情は束の間ではかない満足を与えるのみであり、それは深刻な情緒的混乱を招きます。それゆえ人は食事をしている時には激情の生じる隙を与えてはいけません。３つのＰすなわちPurity清浄，Patience忍耐，Perseverance堅忍不抜を守るなら、永遠の幸福と無病息災が保証されます。人の健康を損ねるのは、抑制されぬ激情だけではありません。

 不正な手段で手に入れた金銭で暮らすと、ある程度の病気の原因となり、また世の中にこれまであまり知られていない奇病になります。このような諺があります。心は食物しだい。思いは心しだい。行為は思い次第。健康は行為次第。というではありませんか。21/1/94

    現代世界における病気のほとんどは、心〔マインド〕にその原因があるのです。心の逸脱が体に反応を引き起こし、さまざまな病気を生じさせているのです。人間の多くの病気の主な原因は、心に根を張っています。心と体は相互関係にあります。心が体に与える影響は「ネガティブ」〔否定的、陰性、マイナス思考、後ろ向き〕な性質です。この否定性は至福の体験とは反対のものです。

悪い思考と悪い感情は心の中からわき上がります。それと同時に、善い思考と善い感情というものもあります。悪い思考と悪い感情が取り除かれたとき、初めて人は健康を享受することができます。多くの病気は、心を満たしている思考にその原因があります。悪い思考は消化不良を引き起こし、心臓に悪い影響を与え、血圧を変化させます。心配は数多くの精神病の原因です。糖尿病と肺疾患は、精神的な原因に由来しています。25/2/98

   控えめに浄らかな食事を摂ることによって、心の安らぎは促進され健康も良くなります。バランスの取れた食事をしなさい。腹八分目に摂りなさい。タバコをやめれば、多くの病気にかからないでしょう。酒類や刺激物は心を波だてる傾向を持つゆえに有害です。少なめに食べ、話すことを少なくし、欲望を少なくすること、正直な勤労で得た僅かなもので満足すること、他人に奉仕し、あらゆる人々と喜びを分かつことに熱心であること、これらはどのような薬にまして強力な効果があり、健康を維持します。これらは、太古の健康の科学サナザナアーユルヴェーダに記されていることです。21/9/60

    人間として生まれてきた以上、皆さんは神への奉仕に一生を捧げ、絶えず深く神を思うことに専念しなければなりません。もしそうするなら、いかなる身体の病気もあなたを悩ますことはないでしょう。23/11/04

    数分前、皆さん全員が祭りの喜びに浸っている時、突然鼻血が出始めました。私は部屋の中に入って血を拭い、そして元気に、まるで何事もなかったかのように出てきました。どうしてこのような神聖なお祝いを、そのようなつまらない事によって中止できるでしょう？ 私たちはそのような小さな肉体的不快さによって自信をなくすべきではありません。それらは本質的に束の間のものであり、そのようなものに心を惑わされるべきではありません。

   病と苦しみは肉体にとって自然なものです。時々、太陽でさえ雲に覆われます。しかし雲は太陽の輝きを減らすことができるでしょうか？ いいえ、そんなことはありません。太陽が雲に影響されないのと同じように、皆さんも病や苦しみに影響されずにいるべきです。そのような勇気と信念と決意を育てれば、皆さんはいかなる苦しみにも気が滅入ったり落胆したりすることはないでしょう。28/8/04

   私たちは、私たち自身を救済するように人生を送らねばなりません。私たちは神を愛し、神だけを熱望するべきです。あなたの愛は神にのみ向けられるべきで、肉体に向けられるべきではありません。私たちの言葉、行為、そして呼吸そのものはアートマを体験するために意図されているのです。時々、肉体は病気に苦しむでしょう、しかしそれは過ぎ行く雲のようなものです。

   人間はアートマの永遠なる真理に到達するために生まれました。人の一生はアンナーンヴェシャナ（食べ物の追求）ではなくアートマヴェシャナ（アートマの探求）のために意図されています。アンナーンヴェシャナは病気の原因を与えます。それは過ぎ行く雲のように来ては去ります。そのような過ぎ行く雲について落胆するのは、何と馬鹿げたことでしょう？ 私たちはアートマの永遠なる至福を体験するために生まれてきたという真実を、絶対に忘れてはなりません。28/8/04

    人はおしなべて、自分は健康であると思い、幸せな生活を送ろうとします。しかし実際には３２６の病気が日々人を苦しめています。過剰なヴァータやピッタやスレーシュマ〔註：人間の体質を形成する３つの身体エネルギー。それぞれ風、火、水に例えられる〕がさまざまな病気の原因です。ヴァータは８０種類の、ピッタは８２種類の、スレーシュマは１６４種類の病気を引き起こします。このような事態において、人はどうやって健康的な生活を楽しむことができるというのでしょうか？　人がアートマ意識を呼び覚まし、ヴァータとピッタとスレーシュマの悪影響から離れたときにのみ、人は健康でいることができます。5/7/03

   人体は数多くの病気の餌食（えじき）となっています。人はそのすべてを肉体の病気と見なしています。しかし、すべてが肉体に関わる病気というわけではありません。純粋にそれが肉体上の病気であれば、薬で治療することができます。しかし、現代世界における病気のほとんどは、心〔マインド〕にその原因があるのです。心の逸脱が体に反応を引き起こし、さまざまな病気を生じさせているのです。人間の多くの病気の主な原因は、心に根を張っています。心と体は相互関係にあります。心が体に与える影響は「ネガティブ」〔否定的、陰性、マイナス思考、後ろ向き〕な性質です。この否定性は至福の体験とは反対のものです。

    悪い思考と悪い感情は心の中からわき上がります。それと同時に、善い思考と善い感情というものもあります。悪い思考と悪い感情が取り除かれたとき、初めて人は健康を享受することができます。多くの病気は、心を満たしている思考にその原因があります。悪い思考は消化不良を引き起こし、心臓に悪い影響を与え、血圧を変化させます。心配は数多くの精神病の原因です。糖尿病と肺疾患は、精神的な原因に由来しています。25/2/98

 人間は病気で死ぬのではありません。実は死への恐れが、人を死へ向かわせているのです。死亡原因の98％は死への恐怖に由来します。人の病気はほとんどの場合、精神的な原因と影響によって起こります。自分が興奮しているとき、心配しているとき、恐れているときに、脈拍と血圧を測ってご覧なさい。通常の値よりもずっと高くなっています。このように、病気は大方の場合、精神状態に原因があるからなのです。STPS2p67

 一見すると頑丈な人は病気にかかっているようには見えません。しかし、実は呼吸をすることから食物を食べることにいたるまで、身体の隅々に病気が潜んでいます。身体は，その本性として最終的に朽ち果てるものです。しかし内在の霊は死ぬことはありません。永遠の霊は永続しない身体によって体験しなくてはなりません。人々は、永続する至福は霊から得られることを忘れ、感覚から得られる喜びに熱中しています。人は真の幸福は、神と一つになることによってのみ得られることを、実感認識しなくてはなりません。20/8/1996

 より深刻な病気の場合は、スワミに祈るのが一番です。これは大切なことです。ビブーティは使っても使わなくても構いませんが、必ず祈りなさい。~医者の診療を受け、同時にビブーティを使うこともできます。しかし、信仰の度合いに関わらず、スワミの恩寵を求めて祈ることが一番良いのです。CWSSBJp264

 ほとんどの病気は、簡素な生き方、軽い運動、そして舌を英知によってコントロールすることによって防ぐことが出来ます。長生きして、これからこのアヴァターが執り行う、様々な奇跡や出来事の目撃者になりなさい。SSSvol11p151

 薬に頼らずに病気を癒すには、瞑想こそ唯一の治療法です。識別と洞察の力も強くなります。これによって、どのような深刻な病をも克服することができるのです。DVJp73

  今日、人々がかかっている病気の多くは、不正な手段によって得られたものを食していたり、性格に問題がある料理人の悪い精神的波動によって、汚染されたものを食べる事が原因になっているということです。SSIBp113



    ＊平等

昨今では、平等、すべての生き物は他の生き物と等しいということが聞かれますが、これは間違った観念です。なぜなら、見てわかるように、親と子は備えているものが違います。また、幸せな人もいれば、不幸な人もいます。空腹や喜びに平等はありません。もちろん、愛と同情を得る権利、神の恩寵を得る権利は、万人に平等にあります。病院で薬をもらう権利は万人にあります。しかし、ある人に与えた薬を同じように別の人に与えるべきではありません。薬の投与に平等はあり得ません！ どの人も自分の病気に効く薬を受け取る権利があります。

こうした平等という名の下でのあがきは、人が至福を得ようとして用いる手段の一つにすぎないということを、私は知っています。世界のほとんどの地域で、今、人はこういった近道や、至福に到るための間違った道の数々を追い求めています。しかし、言っておきますが、自分の行動や日々の振る舞い、毎日の生活の小さな行いを正さなければ、至福には手が届かないでしょう。不可欠なのは実践（プラヴァルタナ）であると私は考えます。23/11/64



    ＊日雇い労働者

英知の光が明るく遠くまで照らすことができるのは、愛〔プレーマ〕、すなわち、純粋な愛、何の見返りも求めない愛が、ハートの中にしっかりと安定しているときだけです。何らかの見返りを求めて愛する人、お返しに自分が愛されたいから愛するという人は、目が日給に釘付けになっている日雇い労働者です。

実のところ、あなたが愛しているのはあなた自身なのです。なぜならば、存在しているのは、万人の中にいるあなただけだからです。24/8/71



    ＊ヒラニヤカシプ

現代科学は、全くの無知から神の存在を否定しています。神が存在しない場所はありません。神の目、足、手、頭、耳、口は、すべてのものに浸透しており、神は全宇宙に充満しているのです。同じことが、プラフラーダによって述べられています。「神はここにいてあちらにはいない、などとゆめゆめ思ってはならない。神をどこに求めようと、神はそこに存在する」（テルグ語の詩）。プラフラーダは揺らぐことのない信仰をもっていました。ヒランニャカシプ（プラフラーダの父）は偉大な科学者でした。彼は太陽を旅し、星々にまで到達することができました。彼が北極星に触れたとき、地球は震えだしました。彼はそれほどの勇気を備えていたのです。今日まで、どの科学者もヒランニャカシプの成し遂げたことを達成していません。一方、ヒランニャカシプはそうした知識と勇気を持ちあわせながらも、神性を理解することができませんでした。愛によってのみ神を理解することができます。神に到達する道は、それ以外にはありません。愛のみが、神に全託することを可能にします。21/8/02



    ＊ヒラニヤガルバ

人は愛なしに生きていくことはできません。この愛の原理がヒラニヤガルバ（黄金の宇宙卵、黄金の胎児）です。このヒラニヤガルバは人間の身体の右側に位 置するものであり、肉体上の心臓は左側に位置しています。左側（left）にあるこの心臓はいつの日にか環境の変化とともに消え去る（left）ものです。人体の右側（right）に位 置するヒラニヤガルバは常に正しい（right）のです。永遠であり、不滅であり、そしてあらゆるものを包含しています。人間のみならず、鳥や獣、生き物たちすべての内に存在しています。ヴェーダは宣言しています。「神はあらゆるものの内に存在する」「神は全宇宙に浸透している」 愛はヒラニヤ（黄金）から生じました。反作用、反響、反射という三つの原理がヒラニヤガルバから生じました。人は真の自己を理解できないままに、一時的ではかない束の間の喜びを追い求めて人生を浪費しているのです。人は愛なしに生きていくことはできません。この愛の原理がヒラニヤガルバ（黄金の宇宙卵、黄金の胎児）です。このヒラニヤガルバは人間の身体の右側に位 置するものであり、肉体上の心臓は左側に位置しています。左側（left）にあるこの心臓はいつの日にか環境の変化とともに消え去る（left）ものです。人体の右側（right）に位 置するヒラニヤガルバは常に正しい（right）のです。永遠であり、不滅であり、そしてあらゆるものを包含しています。人間のみならず、鳥や獣、生き物たちすべての内に存在しています。ヴェーダは宣言しています。「神はあらゆるものの内に存在する」「神は全宇宙に浸透している」 愛はヒラニヤ（黄金）から生じました。反作用、反響、反射という三つの原理がヒラニヤガルバから生じました。人は真の自己を理解できないままに、一時的ではかない束の間の喜びを追い求めて人生を浪費しているのです。15/2/99



　＊品位

あなたの義務は、人にそういうことをすると、このようになるよ。と、知らせるだけでよいのです。説得する必要はありません。又、求職の為に誰かに頼んだりすると、本来人として持っている善という品位を落とすことになります。それゆえ人に頼んだり頼まれたりすることは、人間としての性分を恥ずかしめることなのです。SSSvol3p79



    ＊貧血

人は、貧血になると、より深刻な熱病にかかりやすくなります。それは、抵抗力が弱まっているからです。それと同じように、人は、神を信じる気持ちを失うと、自分を信じる気持ちも失います。人は、自分の力と自分の神性を信じる気持ちを失うと、自分の力と神性の源を信じる気持ち、すなわち、神を信じる気持ちを失います。すると、人は、慢心、憎悪、妬みといった重度の熱病の餌食となり、それが人の心の健全さを奪い取ります。信仰心の欠如という貧血から逃れるには、ナーマスマラナ（神の御名を唱えて神を憶念すること）、経典を読むこと、あらゆる魅力を備えたこの世界がその魅力と共に消えていくことを黙想すること、を実践しなさい。あなた方が額に塗り着けているヴィブーティ（聖なる灰）は、それを着けている額も含め、「すべての物は灰へと帰す」という霊性の基本的教訓を伝えるためのものです。20/10/66



    ＊ヒンドゥー教

ヒンドゥーの宗教それ自体は、誰か人間が作ったものではありません。根本的なヒンドゥーの信仰は、インド人だけのものではなく、人類すべてのためのものです。「ヒンドゥー」という言葉は、「暴力」（ヒムサ）を意味する「ヒム」と、「遠く離れていること」を意味する「ドゥー」という二つの音節でできています。ヒンドゥー教は、暴力を遠くに離す信仰です。これこそが、ヒンドゥー教が、すべての時代の、すべての国の、すべての人の幸せのために懸命に努力する宗教として、突出している理由です。それゆえ、ヒンドゥー教には、「太古よりのもの」、あるいは、「時間を超越しているもの」という意味を持つ、「サナータナ」という名称があるのです。ヒンドゥー教はいつ現れたのか、誰がその開祖なのかを知るものは、誰もいません。他の宗教にはそれぞれの年代記があります。ヒンドゥーの宗教は、成長も衰弱も知りません。ヒンドゥーの宗教は、すべての国のものです。ヒンドゥーの宗教は、すべての人々に受け入れられるものです。23/7/89



    ＊不安

この世界では、多くの困難が私たちのもとにやって来ます。本当のことを言えば、それらは単に不安を引き起こすだけであって、あなた方に害を及ぼすことはできないのです。28/8/04



　＊夫婦

献身的で信仰心の篤い従順な妻は、夫を神への道と神聖な徳の実践に導くことが出来ます。一方妻や夫が、それぞれのパートナーを神への道から引き離し、霊性から感覚のレベルに引きずり降ろすなら、それは家庭と呼ぶことは出来ない、亡霊や悪霊が大騒ぎしている地獄です。

  夫と妻が偉大な理想のもとに、生涯を送る家庭、共に神の御名の栄光を歌い、良き行為に時間を使い、真理と平安と愛が行き渡っていて、毎日欠かさず神聖な書物が読まれ、感覚を支配し、あらゆる生き物は基本的に一つであるということを認識して、万物を平等に扱う家庭は、地上の天国です。DVJp34

 自分のパティ＜夫＞を自分の命と考えて、ひたすら夫をよりどころとするものが、パティヴァラター（貞女）です。夫に言い返さないものがパティヴァラターです。

そのような女性には、ほんの小さな欠点さえ無くなるでしょう。パティヴァラターは、自分本位な望みは何も持っていません。パティヴァラターがすることは全て夫のためです。パティヴァラターは、自分の夫以外の男性の顔を見ることすらありませんでした。こうした女性だけが真のパティバラターと呼べるのです。

 ところが現代の女性達は、自分の夫に従いません。夫の言うことを聞きません。妻が夫に従い、夫が妻に従い、夫と妻が調和を持って生活を送るなら、国全体が平安と繁栄を得るでしょう。夫と妻の不和と家庭内の分裂の為に、国は次から次へと困難に見舞われるのです。夫と妻は互いを理解し合い、共に相手に合わすべきです。夫の言うことを厳格に守るパティヴァラターには何でも出来ます。

 もしパティヴァラターが塩辛い海の水を使って夫の為に料理をこしらえたとしても、その水は真水に変わるでしょう。もし妻が夫の言うことを守り、夫が妻の望みをかなえるなら、その家庭の将来は安全で確かなものとなるでしょう。もしそれとは反対なら、その家庭は大きな困難に陥るでしょう。

 ～妻が夫に従い、夫が妻に従う時その家庭には大いなる幸福があります。自分の家庭がそのような一体性と調和を得るように努めなさい。そうすればあなたの一生は何の心配事もない幸せで平安に満ちたものになるでしょう。あなたの心配事は全てあなた自身が作っているのです。心配事は神から与えられたものではありません。神は、離れた場所にいるのではありません。神はあなたの内にいます。この真実へのゆるぎない信念を持ちなさい。そうすれば、個人だけではなく、社会にも幸福が訪れるでしょう。純粋な心は神の社です。ですから、あなたの心に愛を育てなさい。そうすれば、人生で何事でも成し遂げることが出来るでしょう。夫と妻が同じ見解を分かち合っていたら、家庭に平安と幸せが訪れるでしょう。22/11/2010

 結婚前は彼も、彼女も半身でした。女性は左半分で、男性は右半分です。今、結婚して一つの身体になりました。これからは、夫の悩みは妻の悩みとなり、妻の悩みも夫のものとなります。身体の一部が麻痺したら、他の部分もそれを感じられるのと同じことです。ですから、それぞれの痛みをお互い感じ合わなければなりません。二つの痛みはスワミによって取り除かれるでしょう。二人のどちらにもスワミがいます。夫は妻を、妻は夫を助けなければなりません。

 時に、怒りやエゴ、短気や緊張が生まれるのは自然なことです。夫婦は譲り合い、理解し合わねばなりません。まず、理解し合うことです。それから、解決することです。九割の夫婦はまず問題を解決しようとすますが、順序が逆です。まず、お互いをよく理解しあうことが大切なのです。Divine Memories of Bhagavan Sri Sathya Sai Baba



　＊不確実

私の不確実さを愛しなさい。そうすることは間違ったことではありません。それは私が意図し意思したことなのです。それを理解しようと思わなくても良いのです。理解できるようにと願わなくても良いのです。理解することを放棄しなさい。理解しようとする欲望も放棄しなさい。SathyamSivamSundaram Part3



    ＊武器

  真実を話し、正義に従う。これは古のバーラタ人の二つの基本的な教義です。彼らはその二つを自分の二つの目と見なしていました。今日では、その規則は逆になっています。「真実を殺し、正義を封じる」となっているのです。今は偽りの時代です。非正義が主だった道徳律となっています。こうした傾向のせいで、今日のバーラタは無秩序の餌食となっています。

　一人ひとりが、真理と正義を実践し、真理と正義を守るべきです。これはバーラタの国民一人ひとりが必ず果 たさなければならない義務です。これはバーラタの国民一人ひとりが国家にしなければならない奉仕です。国は武器や最新の兵器によって守られるものではありません。もし、人々が真理と正義を保護するなら、真理と正義が国と世界を守るでしょう。23/11/94



    ＊服従

    「服従です。ある日、あなたが私のもとに来た時は、私 はとても優しくあなたを迎えて話をするでしょう。けれ ども他の日に来ても、私はこう尋ねるかもしれません。

『誰があなたに来るように言ったのですか? 帰ってください! 』 私は素っ気なく、不 愛想に接するかもしれません! あなたはその両方を平等に扱わなければなりません! 異なった受け止め方(扱い)があってはなりません! 両方の待遇に対して冷静でなけ ればなりません! 反応すべきではありません。私が優しいとあなたは幸せでしょう。 そして、私が優しくなければあなたは不幸でしょう! これは帰依者のラクシャナ(特 性)ではありません」



　＊不二一元

信愛は二元的です。神と神を愛する人がいます。帰依者は神がいなければ価値はありません。同様に神も帰依者と結びついています。帰依者と神をつないでいるのが信愛です。一方、全託は不二一元です。ひとたび神に全託したなら、あなたはもはや自分自身のためには存在しません。自分自身のものと呼べるものは何も無くなるのです。自分自身を完全に神に全託している帰依者は、自分を神と別個の存在だとは考えないのです。これが真の全託であり、不二一元の精神なのです。STPSp272

    あなたの中にも、他の人々の中にも、同一の愛の原理が存在することを理解しなさい。真の帰依者とは、一体性の原理を理解し、それに従って行動する人のことです。不二一元こそが真のバクティです。何も期待することなく、あなたの愛を他の人々と分かち合いなさい。愛だけのために、すべての人を愛しなさい。あなたの愛を他の人々に広げるなら、不二一元の境地に到ることができます。皆さんが毎日毎日経験している、身体的、世俗的な面での愛は、まったく愛などではありません！ 真の愛は、一つの姿、一つの道、一つの目標に焦点が合っています。愛を分割して様々な方向に向けるのは、大きな間違いです。愛は神です。神は愛です。愛に生きなさい。そうして初めて、皆さんは一体性の原理を悟り、人生において成就を得ます。13/4/05

   ６０歳の降誕祭の祝典以来、私は霊的なサーダナ〔修行〕と不二一元のアプローチを強調してきました。私たちは、行為と礼拝を通過して、今や英知の段階へと進んで行かなければなりません。今後、皆さんは不二一元のアプローチに集中すべきです。24/11/87

    物とそれが持っている性質は同一であり、異なる二つのものではないはずです。ものから離れて性質だけを見ることは可能だろうか。例えば砂糖から離れて甘さだけを、太陽から離れて光だけを見ることは可能だろうか。神には霊と物質という二つの特徴がありますが、実はそれらは一つなのです。神の本質は公に現れず、また逆に人々の目の前にあるのにも関わらず、それはただ各々の体験によってのみ知ることが出来ます。あなたが砂糖の甘みを味わうように。神が単に意思することによって宇宙が神を包み込みました。この神という唯一の存在が、普遍なるものと個なるものの基本であり、全体であるとともにその部分でもあるのです。顕現された全体としての宇宙、言い換えれば充満性は、目に見えない実在から生じましたが、それらは少しも減少することはないのです。真善美p148



　＊プージャ

プージャが毎日行われている家庭では、プージャの場所を変えてはいけません。その同じ場所でプージャが六ヶ月間続けて行われると、シャクティが増大します。そこで願いごとをすると、それがかなう様になるのです。ANDI p85



　＊不純

清らかな愛も肉体について関心や欲望を持ち始めると不純となります。5/85

神の領域にも幾種類かの引力が存在しています。私達のまわりに存在する創造物は、音の力、活動する力、永続し繁栄をもたらす力、マーヤの力やその他の様々な力を有しています。瞑想中は他人の身体に触れてはならないと言われているのは、この為です。これには他の理由もあります。

 それは、汚れて不浄な空気には悪い不潔なバクテリアが存在し、一方空気が良くてきれいな清潔な場所には、清浄なバクテリアがいるのです。他人の不潔な身体に触れた時には、病原菌が入ってくる可能性があるのです。さらにその不純で不潔な身体は、その不浄さの一部を私たちに伝染させるかもしれません。この場合、身体と身体は磁石のように作用します。霊性修行者が不浄な物や環境から遠ざかるのはその為です。夏/1978



    ＊侮辱

嘲（あざけ）りや侮辱は、喜びを伴った無関心さをもって対処しなければなりません。神の化身でさえ、狭量な心を持つ人々によるそういった愚かな行為から、まぬがれることは出来ませんでした。18/7/70



　＊婦人                            

貞操は婦人を最高に美しく見せます。SSSvol3p70

   年上の婦人は皆、自分の母であり、年下の女性は、皆、妹であると見なすべきです。そのような清らかな思いに見たされる時のみ、清らかな感覚を持つことができます。誰かが、あなたの母親や姉妹をよこしまな目で見つめていれば、自分がどれほど不愉快な思いをするか想像してごらんなさい。あなた方は、婦人に対して清らかな思いを抱かなければなりません。SSSVol18Chap31

 まず、浄性の性質が婦人の中に無ければなりません。そして鈍生の性質が次に来るのです。ここでいう鈍生さとは食べたり飲んだりして怠惰になることではありません。それは謙虚で哀れみ深く、遠慮深いという意味です。彼女のこの謙虚さは、家庭や社会で夫によく仕える妻として讃えられるでしょう。それゆえ、アンドラ州では家を見ればその女性が分かるというのです。その家庭の善し悪しは、そこにいる婦人が決めるのです。19/11/1995

「バガヴァッドギーター」は、女性原理として七つの属性を挙げています。それは、名声、富、話す能力、英知、知性、不屈の精神、決断力です。母の原理は、これら七つの潜在力の具現であり、きわめて神聖なものです。6/5/96

    女性の誠実な性格は、実に女性たちのタパス（苦行）です。ですから、そのような気高い女性たちは励まされ、尊敬されねばなりません。もし、あなたがこのような偉大な原理を実践することができるならば、あなたの人生は浄められます。自分の妻をひどく扱う者は決して幸せになることも、繁栄することもできません。もし男たちに、夫のために自分の命さえも犠牲にする準備ができている女性たちを守ることができないのであれば、男はいったい何のために存在しているのでしょう？ 女性は各自の家庭において、最高の位置を占める女神です。私たちの第一の義務は、女性たちを守ることです。決して女性に涙を流させてはなりません。もし、女性が涙を流すなら、そのような家庭はただちに崩壊するでしょう。女性は社会の手本です。決して女性たちに苦しみの種を与えてはなりません。6/9/04



    ＊ブッダ

「私は長い間霊性修行を行ってきました。知識を求めて様々な聖典を詳細に学んできました。そしてついに、真の自分とは何かを知るためには、感覚を支配することが最も重要であることを知ったのです。五つの感覚は神からの贈物です。正しく使いなさい。そうしてはじめて、あなたは真の自分とは何かを理解することができます。五感を適切に用いることなしに、聖典に精通 したり霊性修行を行ったりすることが、一体何の役に立つというのでしょう？ 私は五感を制御し、正しい道に沿って用いるようにしてきました。その結果、私は至福を経験しているのです。」ブッダは五感を制御し、正しく用いることによって涅槃（ねはん／ニルヴァーナ）へと到達しました。涅槃とは何ですか？ 涅槃とは至福との融合に他なりません。水泡は水の中で生まれ、水の中で保たれ、ついには水に溶け込みます。同様に、人は至福の内に生まれ、至福の内に保たれ、やがては至福に融け込みます。至福は、五感を制御することによって経験できるものです。これが真の霊性修行です。単に神の御名を歌うだけでは十分ではありません。まず第一に、感覚を制御しなければなりません。涅槃に達した時、ブッダは従弟アーナンダが涙を流しているのを見て、そばに呼び、言いました。「アーナンダ、その名のとおり、おまえは至福（アーナンダ）を経験すべきだ。決して悲しみの涙を流してはいけない。おまえは至福の化身だ。私たちは皆、神（ブラフマー）の具現なのだ」 そう言ってブッダはその手をアーナンダに置き、涅槃に達したのです。誰であろうとこの真理を理解する者は、至福を経験し、神へ到達することができます。解脱することは極めて容易で、簡単なことであるというのに、なぜあなた方は解脱を求めて苦しみもがくのですか？ それは単に、あなた方が真理を認識するために何の努力もしていないということです。あなた方は、黄金にも例えられる自らのハートに、世俗的な欲望という金属を混ぜ合わせているのです。その結果 、ハートは汚され、至福という真の性質は失われてしまいました。15/2/99



    ＊二つの贈り物

あなたの実体はアートマであり、パラマートマ（至高我）の一つの波です。人間として存在する一つの目的は、その実体、そのアートマ、波と海との関係を見ることです。他の行為はすべて取るに足りないことです。それらは鳥や獣も行っていることです。一方、自らの実体を見ることは人間にしかない特権です。人はこの崇高な運命を引き継ぐために、進化の階梯におけるすべての段階、すべての動物性のレベルを、よじ登ってきました。もし生まれてから死ぬまでのすべての年月が、動物と同じように食べ物や住処、快楽や快適を求めて無駄に費やされるのであれば、人はさらなる刑期を自ら宣告していることになります。

人は２つの特別な贈り物を賦与されています。それはヴィヴェーカ（論理的に考える能力）とヴィグニャーナ（分析しまとめる能力）です。これらの贈り物を、あなたの真実を発見するために使いなさい。あなたの真実は、すべての人、すべてのものの真実でもあります。すべての国がこの地球で生まれ、地球に支えられています。すべてが同じ太陽に暖められています。すべての「体」が同じ神性原理に息を吹き込まれています。すべてが同じ内なる促し手に促されています。4/7/68



　＊二つのこと

二つのことを覚えておきなさい。一つは、あなたが他の人にしてあげた良い事を忘れることです．他の人にしてあげた良い事を覚えていると、ついついお返しを期待し、ねたむ心が生じます。もう一つは、他の人によってあなたが被った害を忘れることです。他の人から受けた害をいつまでも覚えていると、憎悪と仕返しの念が生じるでしょう。忘れる事によって心は邪悪な想念から開放されます。24/5/09



    ＊二つの知識

知識には２つあります。知的知識と霊的知識です。物質の清らかさは知的な知識を用いて得ることができます。一方、完全な清らかさ、一貫した清らかさは、霊的知識を用いて得ることができます。一貫した清らかさを目指して為される行動や行為はすべて、意識に属するものであることを認識すべきです。写真を飾ったり、花輪を掛けたり、バジャンを歌ったりといった行為は、物質レベルの純粋さを生みます。それらは、すべては１つという感情を得ること、エゴという闇を取り除くことの、助けにはなりません。そのための最も素晴らしい霊性修行は、セヴァ（奉仕）に取り組むことです。アーンドラ・プラデーシュ州や他の州からやって来たセヴァ ダルがこの１０日間に行った奉仕は、言葉では言い尽くせません。解脱のためには、この種の奉仕以外の苦行やジャパや瞑想等々といったものは不要です。8/7/71



    ＊二つの道

人には、プラヴリッティ マールガ（外へ向かう道、携わる道）とニヴリッティ マールガ（内へ向かう道、携わらない道）という、二つの道の選択肢があります。携わるなら、六つの内なる敵である、情欲、怒り、貪欲、執着、傲慢、憎悪と対面します。携わらないなら、六つの内なる友である、感覚の制御、心の制御、不屈の精神、安らぎ、信仰心、平静に助けられます。人間の体は、まさに寺院として神聖化されますが、神がそこに祀られる前に、敵を立ち退かせ、友を中に入れなければなりません。6/4/83



   ＊不注意

（スワミの）この体はときどき軽い病気をします。しかし、それが私を悩ますことはありません。病気は人体にとっては自然なことです。昨年、一人の青年が鉄の脚立に立って彩 色旗をドアに飾り付けていました。一方、私はドアを開け自分の部屋から出て行きました。彼は私を見るなり緊張して、脚立から落ちてしまったのです。彼の転落によって、鉄の脚立が傾き、私に倒れかかりました。私が腰の骨を骨折したのはその時なのです。このようにして起こった出来事ですが、これは過去のカルマのせいではありません。私は自分のけがを気にしませんでした。ところが昨日、自分の部屋に入ろうとしたとき、私はなにげなく体を支えようとして壁のレンガの突起に手を置きました。その途端レンガは壁からはがれて床に落ちました。結果 的に私も転倒し、手首を床に強く打ちつけることとなりました。それは事故でした。しかし、何があろうとも私は自分の義務を行わなくてはなりません。もちろん過去のカルマのために事故は起こりますが、この出来事はその類ではありません。これは不注意による私の過ちのために起こったことです。そのような混乱はたまに起こりますが、いかなる病気も私を苦しめることはできません。こういう出来事には気を留めず、私は自分の仕事を続けています。6/5/04



　＊復活

死から復活するという真の意義は何か？それは人の中に宿る神性の顕現である。28/2/1964



    ＊ 物価の上昇

物価の上昇についてですが、まず人自身はこの世のあらゆる富より貴重なのだということを知るべです。物価は人間的価値が下がるに連れて上がって来ました。人間的価値が上がれば物価は下がるでしょう。実際のところ、土地、宝石、お金、家といった財産や、肉体的な快適さや便利さは、もっぱら、人間のために価値を持っているのです。これらは人間が利用するから価値があるのであり、もし人間に使われなかったら何の役にも立ちません。もし誰も金や銀を買わなければ、金や銀を貴重品と呼ぶでしょうか。いいえ、呼びません。物資や品物や財産を貴重な物とするのも無価値とするのも人間です。人間が自らの価値を失った為に、様々な物価が上昇したのです。価格を下げるには、人間的価値を上げることを実践しなくてはなりません。STPSp115

今、とてつもなく物価が高騰していますが、それは主に人間の欲望が激増しているせいです。欲望を制限して、需要を減らしなさい。そうすれば、物価は下がらざるを得ないでしょう。5/2/81



     ＊物質

物は変化します。永続しないそれら物質は永続する至福を人に与えることは出来ません。あなたに喜びを与えるものは移ろいやすく、そのような楽しみを味わう者もまた永続しません。永遠でない人間が、朽ちゆく物質によって永続する至福を得ることは出来ないのです。それゆえ、永遠で不滅の絶対実在を体験する資格を得るには、第一に移ろい行くものを忘れることです。12/9/91

実は物質的な強さというものは、ある意味では弱さとなり得るのです。神に支えられた力にだけ正義の力があり、それだけが真の強さです。SGc9

  あなたを通じて為されていることすべては、神の意志である。という態度を信じる心は、変わりなく､誠実で､深く、揺るぎないもので無ければなりません。エゴの痕跡さえあってはなりません。もしそうであるならば、間違いなくその人は人生の最高の目標に達したのです。

 その人はこの上なく祝福されています。その実態を人々に知らせなくてはなりません。その知識が人々の間に定着しなければなりません。私たちが体験するものすべてが実は神ご自身であって、自分はこの物質世界とは一切の関係もつながりも無く、それを超越しているという確信を持っている人こそは､真実の人（サッチャジーヴィ）であり、この世での逗留が価値あるものであった人です。12-5ギータバヒニ

考えている内容と、ものの考え方によって心のあり方が決まります。考えている内容が物質的な世界や物に向いていると、富、財産の方に偏りがちになります。富や財産はこの物質世界を支えているからなのです。SGc9

    私たちがラクシュミー ナーラーヤナと言うとき、通常それは、ラクシュミー女神はナーラーヤナ神の妻であると解釈されます。実際には、ラクシュミーは自然であり、ナーラーヤナは力です。人は、まず自然へと避難します。その後で、至高の実在（パラマートマ）に到達します。この世界は自然（プラクリティ、原質）と至高の実在（パラマートマ）が結合した姿です。世界（ジャガト）は物質であり、実在は真実であり永遠です。実在と共にある物質は神です。それゆえ私たちは、物質にはエネルギーが存在すると言うのです。神の力と結びついていない物質はありません。神の力は物質がなければ知覚できません。女性は自然を象徴しています。基盤となる五つの元素（パンチャ ブータ）、五つの生気（パンチャ プラーナ）、五つの鞘（パンチャ コーシャ）は、すべて自然の中に存在します。ですから、自然を忘れて神を覚えているという賢者はおらず、神の力（神）を忘れて自然に避難するという賢者もいません。人は自然を通して、言い換えれば、肉体を通して、神に到達しなければなりません。31/8/87



　  ＊物質化

私は物質化を通じて、私の心から溢れ出る愛を示してその受け取る人を喜ばせたり危険から守ったりします。あなたにたとえ何も物質化してあげなくとも、あなたが深い信仰心と帰依心を持っていたなら、いつ如何なる時や場所でもあなたの危機に際して助けに行きます。すべての神の姿が私なので、あなたが祈るどんな神の姿にもなってあなたの祈りに答えます。P66 ANDI

 私は、ある物はこの物質宇宙を創造したのと全く同じやり方で創造します。また別のある物は、例えば時計などは既にできている物を持って来ます。物品を移動してスワミを助けるような、目に見えない意識体などはいません。スワミのサンカルパ、神の意志によって一瞬のうちに物品を現出させるのです。スワミの創造は、神が本来持っている無限の力の一つで、トリックなどではありません。CWSSBJp187



    ＊物質科学

物質科学は、あらゆる安楽と喜びを得る手段として称賛されています。しかし、実際には、科学が世界にもたらしているものは、幸福よりも悲しみのほうが多いのです。あらゆる行為と物事は、反動し、反射し、反響することになります。物理科学は、物の性質について知り、それらの特質を利用する、という範囲内に留まっており、あらゆる存在物の背後にある原因、すなわち、この物質世界の創造者に関心を払っていません。その知識は霊性教育を通してのみ得ることが可能なものです。アートマ原理は、属性を持たず、超然とした、原初から存在する、理由なき、永遠で、真実で、全能の「知識」であり、独立した、純粋無垢なものです。これらの側面を把握するなら、物質世界の物事は取るに足りないものに見え、それに伴って、願わずとも世俗の物事を克服します。ところが、今、人々はまさにその基盤を無視し、物質界を真実のものと考えて、それをくどくどと繰り返し説いています。私たちは夢の中で建物や他の様々な多くのものを見ます。けれども、目が覚めると、夢に出てきたものはすべて消えてしまいます。日中に目にするものは、自分が眠りに入るまでは、すべて真実であるように思えます。睡眠中は、そのすべてが姿を消してしまいます。再び目が覚めるまでそれらは見えません。18/1/85



      ＊物質世界

 物質世界で私たちが見るすべてのもの、たとえばこのホールや、このパンダル〔ヤグニャのための祭壇〕や、まわりの建築物等々は、実際には物ではありません。人々は外形を見て惑わされ、よく、そのような考えに陥ります。普遍なるアートマ タットワが、これらすべての物に内在しているのです。その至高の真理を、ありのままに、自然に理解したのは、ゴーピカーたちだけです。ゴーピカーたちは、あらゆる人、あらゆる物の内に、クリシュナ神を見ることができました。私たちは、世俗的な関係をもとにして自分以外の人々を私の息子、私の兄弟、私の父、私の母、私の妻などと呼びます。しかし、真実は、同一の神がそうしたあらゆる人々を介して顕れているのです。それゆえ、あらゆる人々を神性の化身であると見なさなければなりません。全宇宙にはブラフマ タットワが遍満しています。すべての名と姿はアートマ タットワに起因し、それは私たち自身が創造したものです。9/10/05

物質科学は、あらゆる安楽と喜びを得る手段として称賛されています。しかし、実際には、科学が世界にもたらしているものは、幸福よりも悲しみのほうが多いのです。あらゆる行為と物事は、反動し、反射し、反響することになります。物理科学は、物の性質について知り、それらの特質を利用する、という範囲内に留まっており、あらゆる存在物の背後にある原因、すなわち、この物質世界の創造者に関心を払っていません。その知識は霊性教育を通してのみ得ることが可能なものです。アートマ原理は、属性を持たず、超然とした、原初から存在する、理由なき、永遠で、真実で、全能の「知識」であり、独立した、純粋無垢なものです。これらの側面を把握するなら、物質世界の物事は取るに足りないものに見え、それに伴って、願わずとも世俗の物事を克服します。18/1/85



　＊物質的反動

利己心の増大に伴い物質的反動がくるでしょう。幾ばくかの環境調整作用が地球上で作用し、ある部分は、きれいに掃き清められるでしょう。TEOLp225h



　＊プッタパルティ

考えてもごらんなさい。かっては、人口僅か１００人少々の村であったこのプッタパルティが，今や人口十万人を抱える町へと成長したのです。時が来れば判ることですが、近い将来、世界地図の上でもプッタパルティという地名が重要視されることでしょう。日本やドイツ、イタリア、フランスといった世界の主要な先進国すべてにおいて、プッタパルティという地名が一目置かれるようになるでしょう。世界中の人々が、重要な場所としてプッタパルティに注目することになるでしょう。19/10/99

    「もしプッタパルティに来ることでインスピレーション(霊感)が得られるなら、来るべきです。しかし、来ることによって、心が乱されインスピレーションを得ることが出来なければ、来る必要はありません。なぜなら、この道は、絶えずインスピレーションが必要だからなのです。」ラニマーとの会話

    もう二十年以上もあなた方はただ光を見るだけで、その温もりを感じていません。それは、私のそばに近づこうとしないからです。しかし私には、あなた方が私にもっと近づく日の来ることが、そしてあなた方が疑いと妄想を捨てて平和と幸福への道を歩み始めることを知っています。私を信じていなさい。このプタパルティはまもなく世界の神聖な中心になるのです。何千人というヨギ、僧侶、求道者が慰めと救済を求めてここに来るでしょう。太古の英知、サナザナダルマの再建はこの地から始まるのです。23/11/1961



    ＊ブッディ

   ブッディはアートマに非常に近いところにありますので、アートマのエネルギーと光明の90%を受ける位置にあります。心はその力をブッディから引き出し、諸感覚は心から、身体は諸感覚からその力を得ます。アートマから階段を追って身体まで力が流れる過程において、その力は量的にも質的にも徐々に減少するのです。  ~アートマの持っている純粋さも、それがブッディ、心、感覚を通って、最後に身体に到達するあいだに、次第に汚染されていきます。それにもかかわらず、努力によって、ブッディを神聖で清浄なものにし、ブッディが身体に直接影響を及ぼすのを助けることによって、この量的・質的減退を最小限にとどめることは可能です。ブリンダヴァンの慈雨　P.130～131

    体と感覚器官とマインドの移ろいやすさと相関関係に気をつけていなさい。ブッディ（理智）はどうでしょうか？ ブッディは、人間の決断力の源であり、アンタフカラナ（内的意識）として知られています。ブッディは、混乱を減らし、葛藤を静め、疑問を究明します。私たちが「内なる声によって解決した」と言うとき、それはブッディのことを指しています。また、ブッディは、アンタラアートマン（内なる自己）とも称されています。存在物の一番低い階層は、体、すなわち物質の鞘です。その上の階層は感覚器官、すなわち五つの知覚器官〔目、耳、鼻、口、皮膚〕と五つの行動器官〔口、手、足、生殖器官、排泄器官〕です。マインドはそれよりも高い階層にあります。そして、ブッディはさらにその上の階層にあるため、中核であるアートマン〔アートマ／真我〕に最も近いのです。

    ブッディはマインドの願望の一切を監視していなければなりません。アートマンの輝きによってブッディが明るく照らされたときにのみ、ブッディはマインドを通じて感覚器官に行動を起こさせることができるのです。災いが生じるのは、ブッディが輝きを失っているとき、あるいは、マインドがブッディ抜きに一人歩きしたときです。あなたがしようとしている行為が、良いか悪いかの判断をする必要な時間をブッディに十分とらせなさい。あわてると無駄が生じます。無駄が生じると心配が生じます。ですから、性急に物事を運ばないようにしなさい。性急は混乱と失敗を起こし、それらは失望と怒りを引き起こします。怒りは、心を平安と静寂へと導くことによって、克服しなければいけません。「シャーンティ、シャーンティ、シャーンティヒ」のマントラは、怒りの波を静めます。21/11/79



    ＊物欲

目に見えるものはすべて、本当は存在しておらず、いつか消えゆくと言われています。消えゆくものが人に幸福をもたらすことはできません。世の中のものを手に入れると、その瞬間は幸せですが、それと引き離されると悲しくなります。お金や財産が入ってくると人は幸せを感じ、それらが出て行くと不幸せだと感じます。こういったものはすべて、やって来ると人に幸せをもたらし、出て行くと悲しみをもたらします。人は結合によって幸福を得て、分離によって悲しみを得ます。愛という神聖な相だけを探し求めようとすべきです。なぜなら、その愛には結合も分離もないからです。この種の神聖な愛は理由を持ちません。これは人の内にある神性の自然な姿です。これは、実に、人間の本当の財産です。

人間としての生を得ることは大変な幸運です。けれども、人は人間としての生をありとあらゆる物欲で満たしているために、自分の人生を悲しみで満たしているのです。欲がなければ悲しみは一切得ることはありません。欲がない人よりも幸せな人はいません。悲しみはすべて自分で作り出したものです。心配には姿形はまったくありません。心配はあなたが自分で作っているものにすぎません。心配は無形です。自分の欲望が自分の悲しみの原因です。実体のない問題からは離れているようにして、幸せな人生を送りなさい。78夏期講習



　＊不道徳

フランスのような当時たいへん豊かな国であっても、第一次世界大戦で敗れました。何故でしょうか。それは無謀な若者達と、その当時、社会にはびこっていた不道徳のせいです。今人々の間にそのような傾向が強まっています。人は「低い欲望を満たすために」生き、働いています。そうではなく、人は「理想」のために生きるべきです。STPSp109

 不道徳な映画を見ることは性格形成の上で悪影響を及ぼします。お母さんのお腹の中に入っている赤ん坊にも影響を与えるのです。不幸なことに、生まれたての赤ちゃんやお母さんの子宮の中にいる赤ん坊にも悪い想念が影響し、そしてその赤ん坊が大きくなると、そのときに受けた悪い想念が増大してもっと邪悪な人間となってしまうのです。SRBMp103



   ＊腐敗した環境

小さな子供でさえ眼鏡をかけ、若い人々が毛を染め、多くの人々が入れ歯をするというこれらの理由は、現代における家庭の雰囲気が、虚偽に満ちていて真理から程遠く、心配事やねたみ心がいっぱいで、人々は何事にも満足できず、高慢で見せびらかしや嘘や欺瞞に満ちているためである。このような腐敗した環境の中で育った者は病気になってあたりまえである。もし人々が満ち足りた平安の香ばしい香りのする家庭で育ったならば、そこに住んでいる人は幸せで健康であるはずです。そういう意味で､年長者は次世代者のために大きな責任を負っているのです。SSvol6p89



    ＊不品行

皆さんは朝一番に新聞を読みます。新聞は、私たちの文化とは完全に相反する、いかがわしい写 真と記事でいっぱいです。バーラタの女性の行動規定は何と神聖なのでしょう！　古より、女性たちがどれだけ高貴に私たちの伝統を崇めてきたことでしょう。あらゆるエネルギーは女性原理から生じます。この神聖な女性原理が、映画や雑誌によって、見苦しく不道徳な形へと、はなはだしく歪められています。そのような下品な自己顕示がバーラタ文化を破壊するのです。私たちは、自分たちの文化を守り、女性の振る舞いを元の正しい状態に戻さなくてはなりません。これを成し遂げるには、いくつかのしかるべき方法を探さなくてはなりません。マスメディアにおける女性の真価と伝統を、復興し、維持するために、進んで適切な活動を提供できる人たちに、スワミは数１０万ルピーを支援したいと思っています。もしもお金があるなら、皆さんはこのような価値のある目的を達成すべきです。この世では、お金で多くのことを果 たすことができますし、正義を守る仕事にお金を使うことに何ら害はありません。 

　新聞や各種媒体からあらゆる猥褻な手法を排除しなければなりません。若者たちをそのような映像にさらすことは、彼らの思考に悪影響を及ぼし、人生を台無しにしさえします。このような風潮に抗して働くためなら、バーラタ文化を補強するためなら、私はいくらでも援助する準備ができています。真理は示され、正義は讃えられなければなりません。不正と悪は阻まれ、淫らなものは抹消されるべきです。そして、女性を尊び敬うことを守るべきです。バーラタ文化への敬意は女性に注がれる深い尊敬の念に基づいています。女性の幸福は真の意味でのバーラタの幸福です。しかし、私たちは幸福の女神たちを不品行の対象物へと変えつつあるのです。11/8/01



　＊不満

人生で最も貴重なものは時であり、生命（プラーナ）より尊いのです。人は生命を省みず。多くのことを達成したいと望みます。成し遂げた業績がどんなに偉大であっても、人は不満を抱え、さらに偉大な業績を残そうと望みます。この満たされる事のない欲望への挑戦自体が、人の満足の源泉です。20/3/96



　＊不眠

ダルマに基づく行為をしていれば、不眠や病気と無縁です。SSSvol7p198



    ＊不名誉

不名誉と恥はエゴのせいでもたらされます。エゴはこの二つ以外の何も達成しません。皆さんは、エゴを取り除き、シンプルな生活を送り、社会奉仕に身を投じなくてはなりません。小さな奉仕でさえ大きな力となる潜在力を持っています。15/1/86



    ＊不滅

 人々はよく、デーヴァ（神）とジーヴァ（個人）という二つの言葉を使います。実のところ、ジーヴァはまったく存在していません！ すべて神の化身が存在するのみです。そこで、なぜ人は死ぬのかという疑問が生じます。人は、肉体に内在するアートマの不滅の性質を悟っていないため、死という言葉を使うのです。アートマに死は一切ありません！ アートマは不滅です。この真理を悟った者は、神に融合します。この真理を悟ることができない者には、ジーヴァはジーヴァのまま、デーヴァはデーヴァのまま存在します。そして、二元的な感覚が残ります。9/10/05



    ＊プラグニャーニャ

  プラグニャーナとは、いかなるときにも万物の中に満ちていて、すべてを統合している意識のことです。この意識は、いついかなる時にも、あらゆるもの、すべての内にあって、生き生きと働いています。それは、物質世界・心の世界・魂の世界と、低次の領域・中間領域・高次の領域を活性化させ、さらには、人間以下の生き物・人間・人間を超えた存在にも活力を与えます。過去・現在・未来の三つの時間にも、地下界・地上界・天上界にも、浄性・激性・鈍性（善・情念・惰性、）という三つの存在様式にも、すべてにプラグニャーナ（常時遍在の統合意識）すなわち、チャイタンニャ（純粋意識）が行きわたっているのです。1/1/83



    ＊プラスチック

教育の分野だけでなく、健康の領域でも悪い影響が及んできています。例えば以前、人々は地元の職人の作る陶器の水差しや皿や器を使っていました。その後しばらくすると、ステンレス製品が陶器にとって代わりました。ところが今は、プラスティックの水差しや皿や器が流行っています。そうしたプラスティック製品は人を大きな危険にさらしています。プラスティックの袋や製品は、生物分解されない大量のゴミを生じさせます。それらは土に埋めても分解されず、長い間そのままの形で残ります。広大な土地がプラスティックのゴミで損なわれています。そのような土地で育てられた野菜は人間に有害です。このようにして今、多くの有害な影響が人間の生活に及ぼしてきています。ですから、私たちは単に外国を模倣して自らの生活様式を変えてはいけません。教育の分野においてはなおさらです。22/8/07



　＊プラナーヤーマ

呼吸の制御の修行はグルの管理と指導のもとに、正確で完全な方法で執り行わなければなりません。この修行には、三つの段階があります。一つ目は、吸息です。二つ目は息を止める保息。三つ目は呼息です。これら三つの段階に費やす時間は同じでなければなりません。人体の脊柱上には、シャド・チャクラと呼ばれる生命を維持する六つのポイントがあります。一番低いところに位置するのはムーラーダーラー・チャクラと呼ばれる、生命を維持する根本的、根源的なポイントです。プラーナーヤーマでは、二番目の段階である保息をしている間に、シャドチャクラを通過する空気の供給が欠乏するために、クンダリーニーが目覚め動き出して上昇し始めます。最上部には、サハスラーラチャクラすなわち「大泉門」があります。そこには花びらに囲まれた神聖な光りが存在しています。

    サハスラーラーチャクラは、千枚の花弁がついた蓮華の花のようなものです。人が鬼のような性質を持つと、それらの花びらが中央の神聖な光りに触れます。逆に人が神の性質を持ち始めると、神聖な光りの方から花びらに触れ始めるのです。このように、霊性修行を行うとクンダリーニが、人体に影響を与えるのです。一日の呼吸回数の多い生き物は短命です。犬のようにたくさん呼吸すると、寿命は短くなるのです。蛇やマングースは一日に少ししか呼吸をしません。それゆえ蛇もマングースも長生きします。呼吸は寿命に影響を与えるのです。STPSp213

  呼吸が鼻孔に入ったり出たりする過程に注意を向ける仏陀の方法は、初歩的なものにすぎず、瞑想を始める前の何分間か行うだけのものです。CWSSBp103

 蓮華座を組んで座り、ムーラーダーラー・チャクラにあるクンダリーニーシャクティを呼び覚まし、、それを大泉門にあるサハスラーラーチャクラに導こうとすることは、真の瞑想ではありません。真の瞑想とは、あらゆる場所｛や人｝の中に神の存在を認め、その意識を、私たちの行う小さな一つ一つの仕事の中にまで、表現することです。PN

プラーナーヤーマとは、通常、吸う息と吐く息をコントロールし、規則的に呼吸することを意味します。このプラーナーヤーマは、この全宇宙を「実在しないもの」であると見なす者のみに可能なことなのです。PVp114

 すべての条件が厳密に整っていなければ、プラナヤーマを実践する事は危険です。プラナヤーマを行う必要性もありませんし、スワミはそれを行わないことを勧めます。第九番目から十二番目の椎骨までの間の領域は特に敏感です。そこを損傷すると、全身が麻痺してしまう可能性があります。CWSSBJp252

   多くのプラナーヤーマがありますが現代ではその多くは実践することができません。プラナーヤーマには二種類あり一つはマントラを唱え、もう一つは唱えません。マントラを唱えない方はせいぜい、健康を改善するだけです。一方唱えつつするほうは、心をも変えることができるのです。その方法は、2秒で息を吸い、8秒間息を止め、4秒間で吐きます。これを3ヶ月間注意深く繰り返します。その後、それらの持続時間を倍にします。それを6ヶ月続ければ 、感覚の動きは落ち着いてきます。信念を持って行わなければ、単なる体の健康が改善されるだけです。SIP5-9

 H：クンダリーニヨガはクンダリー二の力が背骨に沿って昇る事を意味しているはずですが。

サイ：それは本当ではありません。それは話だけのことです。人々はそれらが起こると主張して得意になっています。それは大きなエゴです。

H：スワミは実際には、背骨の一番下から始まって背骨を昇って行くクンダリーニパワーとかエネルギーと呼ばれるものは 無いと言っておられるのです。

サイ：そんなものは無いのです。それはただのもっともらしい話と大きなエゴに過ぎません。

H：スワミはプラナヤーマとプラティヤハラを称えておられますが。

サイ：〜ハタヨーガなども含めてこれらは全て試験のようなものです。勉強して試験に合格すれば自信が湧き誇りに思います。それは大学に行くことに似ています。八つの主要な段階が存在し、人々は努力して一つひとつの段階に到達します。でもそれが必要になるのは、あなたが大学に行く場合だけです。神に完全に全託して、ハートが神の愛で満ち溢れている人にとってはこのような大学の講義は不要であり意味がありません。サティアサイババとの会話p243



    ＊ブラフマン

至高の神は、一切の執着、憎悪、利己主義と所有欲をほんの少しも持たぬ清らかな知性によってのみ、知る事が出来ます。英知のみが神我顕現を可能にします。瞑想によって諸機能は集中が可能となり、集中によって、肉体を持ったまま英知を得ることが出来ます。ブラフマンは五つのプラナによって身体を活気づけます。内的意識がそれに必要な清らかさに達するや否や、ブラフマンはその者の身体に降臨して、自らの姿を現します。アートマンは内外の感覚に内在するからです。UVc4

     最も驚くべきことは、誰も自分のことを知らないこと、誰も自分を知ろうと努力する人がいないことです。他人のことを知ることに自分の人生を費やしている人たちでさえ、そうです。あなたの真我〔アートマ〕は、水や風、さらには空（くう、空間、アーカーシャ）よりも微細です。真我は、あなたがものを見ることができるよう、目に入り込まなければなりません。さらに真我は、あなたが手を握ることができるよう、手に移動しなければなりません。あなたが歩くことができるよう、足に移動しなければなりません。感覚器官は不活性な物質であり、それらが働くことができるよう「私」がそれらを動作させなければなりません。その「私」はブラフマンであり、ブラフマンは離れたところにいると誤解されています！ トレーターユガ〔ラーマが降臨した時代〕には、猿（バーナラ）は人間（ナラ）のように行動したり話したりできるようにされました。ドワーパラユガ〔クリシュナが降臨した時代〕には、神の恩寵により人間が神（ナーラーヤナ）へと変容しました。カリユガ〔末世、サイ ババが降臨している現代〕では、人間は神自身であると宣言されています。水差しの中の空間（ガタ アーカーシャ）も、僧院の中の空間（マタ アーカーシャ）も、広大な空の空間（マハー アーカーシャ）と同一です。水差しと僧院の区分という幻惑を保たせているのは覆い（ウパーディ）です。五感は悪役であり、あなたに「あなたは覆い（体、ウパーディ）である」という間違った信念を吹き込んできます。牛を鼻輪で抑えるように、馬を馬銜（はみ）で抑えるように、象を突き棒で抑えるように、五感にくつわをはめて五感を抑え込みなさい。26/10/63

    ブラフマンの体験は、さまざまなサーダナを修得することで手に入るものではありません。神性は、ハートが純粋になって初めて悟ることができるものです。利己主義や高慢や憎しみに満ちたハートには、神性の余地はありません。24/7/83

 ブラフマンの英知を知る者にとっては、ダルマと非ダルマ、徳と悪との対立はもはや存在しません。徳高い生活を送った者は、死後に高い国へ導かれ、不徳の生活を送った者は低い国へ赴きます。けれども無知を排除し真理を認識することを望む修行者にとっては、死後に赴くであろう高い国も低い国も束縛なのです。UVc8



＊プレマサイ

このサッチャサイの身体は９６才まで生き、その後一年間の空白期間を経てプレマサイが人の身体を取り、７５年間君臨します。P, 65 ANDI

～は、スワミがプレマサイとして降臨するときスワミに奉仕する特権にあずかりたいと、先刻述べました。今、既に持っているものを十分大切にしなさい。未来の胎内にあるものを、何故大騒ぎして欲しがるのですか?未来を決定するものは現在です。現在を大切にしなさい。あなたの果たすべき義務を、今果たしなさい。8/11/95



    ＊文化

皆さんは、人間の姿をしているからというだけで、自分を人間と呼ぶことはできません。足や手や目や鼻や口等々を持っているからというだけで、人間になれるわけではありません。手足は小さな虫でさえ持っています。私たちは虫のように生活を送るべきですか？　いいえ、送るべきではありません。私たちは人生に高い理想を掲げるべきです。皆さんの振る舞いは真の人間性と文化を反映するものであるべきです。皆さんの真の文化は、理想となるべきものです。文化は、何をすべきか、そしてそれをどのようにすべきかを教えています。何が良くて何が悪いかを教えてくれるのは文化です。自分は人類というカーストに属しているということを思い起こしなさい。皆さんの真のカーストは、自分が生まれたときに手に入れたものではありません。皆さんの真のカーストは人類というカーストです。これは決して変えられることがありません。15/1/08

    人間は、人類同胞との結びつきを通してのみ、至福（アーナンダ）を引き出して、至福を持続させることができるよう創られています。他人との接触をやめて孤独な道を歩むのは、弱さや恐れの印であって勇気の印ではありません。活気にあふれて人と関ることこそが、道徳、公正、思いやり、同情心、愛、堪忍寛容、平等観その他、人格を整え、強靭にする性質、人の性格を形作る多くの性質を、生み出すのです。文化は、ハートと頭がいっしょになった結果として起こるものです。4/73



    ＊文明社会

近年、人は文明社会に重きを置いています。文明的な生活とは何を意味しますか？ それは、際限のない欲望とそのために奮闘する慎みのない生活や、時間と行動と肉体を浪費したあげく絶望と落胆に陥ることを意味するのですか？ とんでもありません。時間の価値とマインドの影響力を認識してよく理解するには、しかるべき努力が必要です。いくら地位や財産があろうとも、人間の基本的な質を満たしていない人生には価値がありません。「人は皆兄弟であり、誰は重要で誰は重要でないなどという別なく、皆等しい。」とヴェーダは述べています。人間は不滅なる源からやって来ました。人間はその場所に帰ろうと努めることによって、人生を成就しなければなりません。若者たちは人間性という文明を正しく理解しなければなりません。男性の尊厳と女性の貞節が失われてしまったら、文明は何も残りません！ ですから、すべての人が、欲望の制御をすることで、この種の文明を表さなければなりません。

1/12/84



    ＊分離感

神は、各人が保つことのできる御姿と栄光の大きさをまとって、各人の前に顕れます。源であり維持者である神との分離感を感じるのは、健全な特質です。その気持ちに栄養を与えて、育てること〔神と一つになりたいと願うこと〕は、自分のハートを神聖なものにする助けとなります。心が他人の欠点や悪い行いについてあれこれ考えるのを許してはなりません。他人の欠点や悪行を考えることで、心は汚れてしまいます。心を他人の公正さと美徳に固定させなさい。それらを考えることで、心は聖化されます。29/2/84



　＊平安

    朝起きてから、夜寝るまで人は外的な物のみを追い続けます。内的なヴィジョンを養うことなどしません。外的な物は一時的な喜びしか与えてくれないのです。これらの外的なものを追い求めることによって、人は貴重で神聖な人生を無駄にしているのです。外的なものを追い求めることによって、平安を得ることは決して出来ません。SS8月1993p,206

    平安はまさにあなたの内にあります。まさに自分の内にあるものを体験するのに、どうして森に入ることなど考えるのでしょう？ そのような考えは愚かです。平安はその場にあるのに、あなたはよそで探そうと考えているのです。平安はあなたの内にあります！ もし、自分の内にあるその宝を見つけようと望むなら、スワミが先に述べたように、あなたは他の人々に奉仕して愛を体験しなければなりません。もしそうするなら、あなたは自然に平安を見つけることができるでしょう。悟りとは、内なる平安と愛を体験することにほかなりません。そして、悟りは最高の至福と絶対的な幸福以外の何ものでもありません。23/5/00

    食事にも衣類にも家にも恵まれている人が皆、平安を味わえているでしょうか？ それは私には疑問です。平安を得るためには、食事や保護してくれるもの等を有しているだけでは十分ではありません。平安は、人間性と共に徳と人格と放棄と忍耐を養ったときにのみ、得ることができるものです。8/7/71

    あなたが神を見ること、神を実現することができないからといって、それは神を否定することを正当化する理由にはなりません。それは、ただの理不尽な愚かさの印にすぎません。自分で砂糖の代わりに塩を入れておきながら、この水は塩辛いなどと文句が言えますか？ 水が甘くないのは、あなたが塩を入れたからです。あなたは甘さを切望しながら塩を入れているのです。解放されることを切望しながら、自分に手かせ足かせをはめているのです。平安を切望しながら、二元性という平安を乱すものを自分の中に入れているのです。22/11/70

    人はしばしば 平 安 がないと言います。なぜでしょう? それは、欲望を増大させているからです。欲望をなくした人は平安でいられます。あなたは善い思考だけを生み出し、すべての思いを超越して前進し、思いの寄せ集めにすぎない心が滅した状態に辿り着かなければなりません。18/7/97

  一切の心の動揺が静まった結果として得られる平安を、常に体験していなさい。心があれこれと様々な事象を追いかけるのを許してはなりません。それを訓練して静かにさせておきなさい。外部世界との接触によって生じる心の反応から遠く離れていなさい。そうすれば君はサットと呼ばれる純粋な存在そのものになることができます。至高の平安　P.92

    世界は、悲しみ、苦難、困難に満ちているということを、多くの人々がさまざまに語ります。しかし、実際には、この種のものは存在しません。存在しているとされているものは、人の妄想に他なりません。実は、この世に困難というものは存在せず、どこにも何の不安も見られません。どこであれ目を向けるところには、平安！平安！平安のみが、存在しています。心に平安があるとき、あらゆるところに平安を見るでしょう。これに対して、もし心に平安がなければ、あらゆるところで平安の欠如を見るでしょう。

    平安の欠如、悲しみ、不安はすべて、自分自身の反応であり、反映であり、反響です。これらはすべて自分自身が作ったものであり、一切実在していません。つまり、反応と反射と反響は、自分自身の多種の妄想によって生じるのです。26/12/07

 人が平安でいるのはスシュプティ（熟睡）している間だけであることがわかるでしょう。それは、熟睡中は、諸感覚が活動せず、心が不活発になり、感覚や感覚の対象物から離れているからです。したがって、諸感覚が心を外へ引きずり出すことをやめさせれば、人間は平安を得ることができるのです。諸感覚を外界から引っ張ってくること（ニヴリッティマールガ、内側へ向かう道）こそが、真のサーダナ〔霊性修行〕であり、基本のサーダナです。21/4/67

    　 私たちが平安をどのような時になくすのでしょうか？実は、平安はあなたが外の世界から得ることは出来ないのです。平安は、あなたの持っているよくない性格が原因となって失われる場合がほとんどです。純枠な想いがあれば、人間は純枠になります。不純な想いを抱いていれば、人間は悲しみの餌食になります。人間が、自分の持つすべての想いを崇高なものにすることができれば、平安に満ちた聖人賢者になることができます。私たちが、あらゆる想いから自由になり、善悪両方向の心のひずみがなくなったとき、平安が定着します。ですからあなたが、あらゆる想いと心の動揺を止めることができれば、平安を得ることができるのです。KSH

    人々は平安を求めます。しかし平安はどのようにして確保できるでしょう?神を信じることが肝要です。神への信念は家庭に於いて生じさせなければなりません。そうすることによってのみ、子供達は崇高な思いを培います。19/11/96

     地位、身分、学識、権力、富、名誉などを得たとしても、それは心の平安を与えてはくれません｡心の平安は誰からも得ることは出来ませんし、どこかにあるわけでもありません｡外界の物事や所有物があなたに心の平安を与えてはくれません。平安を失うそもそもの原因は、欲望の束です。～平安と幸福は、満足のうちにあります。最も裕福な人は誰でしょう。満足している人が最も裕福な人です。それでは最も貧しい人は誰でしょう。たくさんの欲望を抱えている人が最も貧しい人です。STPSp118

平安は奉仕を通してのみ、手に入れることができます。怠惰な人間は悪事に走ります。仕事で忙しくしていれば、心〔マインド〕に思考が生じる余地はありません。それゆえ、心に平安があるのです。穏やかな心は愛の住処です。

    愛は人間に本来備わっているものですが、人間の中にある愛も、肥料と水で養分を施されなければならない種のように、サーダナ（献身的な奉仕）とプレーマ（愛）によって養われなくてはなりません。愛は神聖な性質です。愛は甘露のようなものです。神の愛の不滅の甘さを味わった人は、他に世の中のものは何一つ望まなくなります。人生は、絶え間ない愛の発露とならなければなりません。今、愛は、抑制された、利己的な方法で表されています。愛は社会への奉仕という形で表される必要があります。愛は、他の人々に捧げ、他の人々と分かち合わなければなりません。そうすることで、愛は互恵的な、絶えず拡大していく体験となるのです。24/11/87

        あなたの周りを平安な雰囲気で包むようにしなさい。SSSvol4p268

 私たちは、他の人が私たちを批判する際、その動機を探らねばなりません。どうして私たちを批判するのか？もしその動機が嫉妬やエゴからくるのであれば、そうすることがその人にとって普通のことなのです。彼は彼の性質に基づいてそういうことをしているだけだと思えばいいのです。でもそれらは私たちにとっては自然なことではないので、自分たちの持っている性質で対処すればいいのです。我々の自然な性質は平安です。私たちは平安の体現者なのです。SSN春86p32



    ＊平常心

平常心を養うために様々な方法があります。誰かが、あなたのことを罵ったり、中傷したり、無視しても、それらを笑顔で受け入れなさい。こういうことが起こるのは、この世界では普通のことなのですから。それは、基本的には感謝知らずで礼儀知らずな行為だけれども、結果的にはそういうことを通じてあなたを強くするのです。そのような体験をしても、怒ったり恨んだりせず自分自身を勇気づけながら、口元に静かに勝利の微笑みを浮かべれば良いのです。SSSvol8p229

平安は精神的に落ち込んだときの最良の薬です。実際のところ、あなたの内にある平安の泉をあなた自身によって無視する時に人は落ち込むのです。インドでは音楽が心に有効に働くと信じられています。それは、心の動揺と心配事という波立つ心を落ち着かせ､平常心を取り戻させます。音楽は、情熱をおさえ、感情をおさえ、衝動を高貴な目的に導きます。我々はこのような我々の文化の中の音楽が持っている偉大な役割を忘れてしまっています。SSSvol5p257



    ＊ヴェーダ

『何千もの頭を持ち、何千もの足を……』というヴェーダの言葉が生まれたときは、世界の人口はわずか数千程しかありませんでした。ところが現在、人口は数十億に達しています。当時、人々はすべての人を神と見なしていました。彼らは、『すべての生き物に対する挨拶は神に届く』、『神は万物の内在者である』、『全宇宙に神が浸透している』という、ヴェーダの教えを信じていました。神は特定の場所のみに存在しているわけではありません。神はここにも、あそこにも存在し、あらゆる場所に存在します。皆さんは妄想によって様々な差異を作り出していますが、神は唯一者であり、無二の存在です。このような一体性の原理を広めることはグルの務めです。5/7/01

    至福は、神を通 じて初めて得られるものであり、神からしか得られません。だからこそ、「至福こそはすべてのヴェーダの核心であり、あらゆる言語で説かれたすべての聖典の目指すところである」と宣言されているのです。人は、この真理を信じなければなりません。さもなければ、聖典によってもたらされる成果 を手に入れることはできません。私は、ことあるごとに信仰の必要性を強調しています。というのも、信仰があるところには愛があるからです。愛があるところには平安があります。平安があるところには真理があります。真理があるところには至福があります。至福があるところには神がいます。1/1/83

    ヴェーダは五つの段階を定めています。それは、「デーヴァ ヤグニャ」〔神への供犠〕（家庭の祭壇で神を崇める等）、「ピトル ヤグニャ」〔祖先への供犠〕（自分に肉体を授けて命の灯火に油を差してくれた両親への恩義を心に留める等）、「マーヌシャ ヤグニャ」〔人類への供犠〕（客をもてなしたり、保護と食物を求めて来た人々に食事を与える等）、「ブラフマ ヤグニャ」〔霊的知識への供犠〕（聖典の学習や霊性の道への手ほどき等）、「ブータ ヤグニャ」〔生類への供犠〕（人間の協力者であり仲間である愛玩動物、牛、馬、羊、犬に餌を与えて育てる等）です。ヴェーダは、家長たる者は皆これら五つの儀式を毎日行うよう強く求めています。家長には、これらを行うことによって神への全託という目標に到達するために生活を捧げる道が奨励されています。11/70

    人間の最古の聖典であるヴェーダは、人は神から授かった特別な贈り物（すなわち、未来を検証して分析して長期的にはどうすることが有益かを決定できる知性、および、一時的な満足を放棄して避け、そうすることによって永遠の至福という乱されることのない永続する満足感を追求することができる能力）を役立てなければならないと定めています。11/70

   ヴェーダプルシャは、ヴェーダの神々への礼拝、とりわけ太陽神と火の神を、ナマスカールの祭礼（太陽神に向けたもの）と、儀式で清めたギーの奉納（火の神に向けたもの）を通して礼拝することによって、なだめられなければなりません。ルッドラ神〔ルドラ神〕は、連日、何千ものリンガ〔リンガム〕を礼拝することよって崇められ、母としての神の側面（ナヴァラートリー祭の期間に最も崇められる）は、皆さんも見ているとおり、きっちりと正確に執り行われるプージャー〔供養礼拝〕という方法によって崇められます。ヴェーダは、何百年、何千年も前にサラスワティー河やヤムナー河の土手でアーリヤーヴァルタ〔アーリヤ人の聖なる土地、北インド一帯〕の純朴な聖者たちによって唱えられていたとおりに、各音節が厳格な正しさをもって唱えられます。この方法によって、唱える者、礼拝する者、儀式を執り行う者、参列する者、聴衆、場の神聖さに感動している者は、皆、どこにいても至福と平安に満たされるのです。11/70

     ヴェーダには三つの部門があります。カルマ〔行為〕、ウパーサナ〔礼拝〕、グニャーナ〔英知〕です。カルマは、信心と信愛を強め清める活動を扱う部門です。ウパーサナは、人格神への礼拝を扱う部門です。それは、内なる目撃者である至高神にすべての行いを捧げ、内在の御力にすべての技能と経験を全託するというものです。カルマとウパーサナの二つは、人に一意専心、すなわち、エーカーグラターを授けます。この二つの結果として、意識は瞬時にしてグニャーナ（英知）を、すなわち、自らが神自身であるという事実を、認識することができます。これら三つの段階はすべて、通り抜けなければならないものです。種は撒かれなければならず、苗木は守られなければならず、果実は味わわれなければなりません。26/3/65A

   ヴェーダの基本的な三つの教義は（１）因果応報（カルマパラ）。すべての行為には必ず結果が伴います。すべての原因には結果が伴います。もし結果を眼中に入れて行為をするなら、結果に苦しまなければならなくなります。執着は束縛となります。無執着は解脱へと導きます。エゴ、つまり自我意識（アハンカーラ）は、「あなたは肉体である」、「あなたは感覚器官の集まりである」と言ってあなたに執着を持たせます。エゴがあなたを有害な欲望へと引っ張っていかないよう、絶えず警戒していなさい。

２）再生（プナルジャンマ）。因果応報（カルマパラ）によって再び生まれ変わってくること。そして、

(３）人間を堕落から救うために神がアヴァターとして降臨するということ、です。13/5/68

   人々はよく「ヴェーダーンタ」という語を使っています。「ヴェーダーンタとは何か？」と問われると、学者の答えは「ウパニシャッドという、ヴェーダの末尾にあるものがヴェーダーンタである」というものです。それは真のヴェーダーンタではありません。「私」（エゴ）の末尾がヴェーダーンタです。もし私（サイ ババ）のことを知りたいと思うなら、あなたはまず、自分は本当は誰なのかということを知らなければなりません。自分の中を覗き込みなさい。自分は本当は誰なのかということを理解することなしに、どうやって私（サイ ババ）を理解しようとすることができますか？ あなたの目が外に集中しているとき、どうやって内に存在するものを理解することができますか？6/3/89

    マントラを唱えることは、定められたカルマ〔行為〕の実践と常に同時進行であるべきです。人はその実践によって神を悟ることができます。ただマントラを聞くだけでカルマを実践しないのであれば、決して幸福や平安を手に入れることはできません。神を悟るためにはヴェーダに定められている教えを実践しなければなりません。もちろん、ヴェーダの詠唱を聞くだけでも、それ自体にマインドを浄化する力はあります。それはシャブダ ブラフマン〔音の姿をとった神〕です。音は神の第一の属性です。ヴェーダ シャブダ〔ヴェーダの音〕は至るところに浸透しています。

現代では、ヴェーダの影響力が減少しているために、世界中にかなり多くの邪悪、困難、混乱が蔓延しています。水、空気、食べ物、音はすべて、公害によって汚されています。私たちは汚染された生活を送ることを強いられています。私たちの呼吸する空気そのものが汚染されているとき、どうやって公害とは無縁の生活を送ることができるでしょう？ ハートの純粋さを確実にするためには、環境と自然の元素が清らかであるべきです。この汚染の原因は、他ならぬ私たち自身の行いにあります。私たちがどのような言葉を口にしようとも、それは大気全体に広がります。私たちは、ヴェーダを詠唱し、神の栄光を歌うことによって、世界の大気を清めることができます。

太古のリシ〔聖仙〕たちは、森へ入って、全世界の大気を清めるためにヴェーダのマントラを唱えたものでした。今日、ヴェーダは軽んじられています。この偉大なバーラタの国民は、ヴェーダの無限の力を理解していません。バーラタの国民がヴェーダの甘さを経験していないのは残念なことです。ヴェーダは、生計を得るためではなく、人生を昇華させるために大切にすべきです。

18/10/93

    各ヴェーダには多くの分枝〔主要なヴェーダから生じた聖典／シャークハー〕があります。リグヴェーダには28の分枝がありますが、そのうち26の分枝は人々の記憶から消えてしまい、今では2つが残っているのみです。ヤジュルヴェーダには17の分枝ありましたが、世間に広まったのはそのうちの2つだけです。サーマヴェーダには1,000の分枝がありましたが、そのうちの998は失われています。それでも、世界が少なくとも現状程度の向上を遂げているのは、現在残っている原初のヴェーダの一部のおかげです。もし今、ヴェーダのすべての分枝が世間に広まれば、この惑星がどれほど強力なものになるか想像してごらんなさい！18/10/93

    ヴェーダの中に隠れている真理は、激しい苦行と霊性修行の末に、リシたちによって悟られました。リシたちは、自分たちに明かされた永遠の真理を人類に与えました。リシたちの霊性修行の振動は、宇宙の隅々まで広まりました。それはバーラタや特定の場所に限ったものではありません。

これはアメリカであれ、オーストラリアであれ、世界中のどんな場所でも実践することができます。これはサティヤ スワルーパ（真理の具現）です。それが時間や場所によって変化することはあり得ません。それは時間と空間を超越しています。そのため、それは超越的実在と呼ばれるのです。人々のなかにはヴェーダを軽く考えて茶化す人さえいます。18/10/93

    たとえヴェーダを唱えることができなくても、信愛をもってその音を聞きさえすれば、ヴェーダはあなたを上のレベルに引き上げてくれるでしょう。子供は母親が歌う子守唄の意味を知りませんが、その調べを聞いて眠りに誘われます。それと同じように、わき目もふらずに専心してヴェーダの詠唱を聞くことは、あなたに限りない恩恵をもたらすでしょう。もしヴェーダを反芻し、生活の中でヴェーダを実践するなら、あなたは自分が達するであろう至福の大きさを想像することができます。ヴェーダの讃歌はナーダ ブラフマン（音の姿をとった神）を構成しており、極めて効能があります。寺社へ詣でる信者は鐘を鳴らします。一般的には、それは神の注意を引くためだと信じられています。そうであれば、神は眠っているので鐘を鳴らして起こさなければならない、ということなのでしょうか？ 神はいつでも起きていて、すべての人の祈りを聞いています。鐘を鳴らすのは、あなたが好意や援助をもって応じてほしいと願っている重要人物に手渡す名刺のようなものにすぎません。鐘を鳴らすのは、ただ神の注意をあなたのほうに向けるためです。それと同様に、ヴェーダの音は寺院で鳴らす鐘の音のようなものです。18/10/93

     ヴェーダは単なるマントラとして扱われるべきではありません。ヴェーダは完全なる知識と英知を悟ることを助けます。古代の聖者たちは、内なる目を持ち、神を体験し、ヴェーダを通してその啓示を表現しました。それらはいつでも全人類に応用できます。それらは人類に安寧を授け、幸福と平安への道を示します。人生の最終目的は、欲望を犠牲にし、神を体現することです。18/10/93

     マントラは単なる言葉の寄せ集めではありません。マントラは多大な意味を含んだ一連の言葉です。マントラは人間の内なる力から生じます。力に満ちたマントラは、正確に発音されると、人間の内にある神聖な力を呼び起こします。マントラを唱えることで作り出されるバイブレーションは、宇宙のナーダ（原初の音）と結合して、普遍意識と一つになります。この宇宙のバイブレーションこそが、ヴェーダという姿をまとったのです。1/10/84

    ヴェーダは軽視されてはなりません。全創造の神秘がヴェーダの中に含まれています。ヴェーダは人生の目的と目標を定めています。創造、維持、破壊に関するすべての事柄がヴェーダの中に含まれています。ブラフマチャーリヤ（学生期）、グリハスタ（家長期）、ヴァーナプラスタ（林住期）、サンニャーサ（遊行期）といったアーシュラマ（人生の段階）は、ヴェーダを起源としています。人々は今ヴェーダの栄光を認識することができます。皆さんがどこへ行こうとも、たとえ村の中にいたとしても、女性たちもヴェーダのマントラを唱えているのを皆さんは見ることでしょう。男性と女性では身体のつくりが異なるかもしれません。しかし、ことヴェーダの学習に関して言えば、まったく何の違いもありません。9/8/06

   ヴェーダは個人をより高いレベルに引き上げます。人々はこの真実に気づいていません。多くのヴェーダ学者が、子供を修道院の学校に送って子供に世俗の教育を授けようと努め、子供を守ってくれるヴェーダという神聖な遺産を伝えることには気にも留めていません。奨励と適切な普及と推進が欠けているために、ヴェーダの知識は、神聖なこの宝の故郷であるこの偉大な国において、日ごとに衰退しつつあります。18/10/93

スワミは、人々がヴェーダを育てることを期待しており、サイの教育機関の何千人という学生たち全員に小学校からヴェーダの詠唱を習わせることによって、その方法を示しています。

    　プラシャーンティ ニラヤムでは、小学生でさえ上級生に加わってヴェーダを唱えている光景が見られます。しかし、彼らはそれらを実践に移すために必要な知識はもっていません。単にヴェーダを唱えることはあまり役には立ちません。ただ神のみがあらゆる所に、常に存在します。世界は幻影にすぎません。神はあらゆる場所に存在するという聖なる教えは、すべての人々に普及しなければなりません。多くのサーダカ（霊的求道者）たちがヴェーダを唱えたり、教えたりしています。カセットテープやＣＤは、ただ音を出すだけで、メロディーを体験することはありません。自分が教えていることを実践しなければ実りはありません。ですから、人は聖なる教えに気づき、理解してそれを実践しなくてはなりません。6/9/04

    ヴェーダは古代から私たちの国を守ってきました。国家の安寧に貢献しているヴェーダの影響力に政府が気づこうとしなかったために、この国は多くの困難に直面しています。国民がヴェーダの普及を始めるべきです18/10/93

    ヴェーダ以外の教えは、全てヴェーダ以後に始まった。4/80

    あなた方はヴェーダを学んでいます。ヴェーダから発せられるすべての音は臍からのみ生じます。私たちは自分自身の臍から出る音を体験しているのです。あなたが丘に行って「おーい！」と叫べば、その音はこだま（反響）となってあなたのところに戻ってきます。それと同様に、善悪は、ほかでもなく、あなたの中から生じるのです。善も悪も、どこか他の場所からやって来てあなたの中に入り込むわけではありません。25/10/04

 ヴェーダの言うところの月は、各人のハートにあって機能する心と本性を言います。ヴェーダが太陽と宇宙原人の眼について言及したのは、人間の眼は太陽の光輝を持つという意味です。太陽の光輝を持つゆえに、人はあらゆるものに神を見ることができるのです。31/5/91

 ヴェーダは過去世と未来世との関系を教え示しています。このように過去世と未来世の関係を詳しく明らかに示している宗教は他にありません。SSVp117

 結果に捕らわれない行為とは何もしないという意味ではありません。何かをするときに誰に対しても変わらない態度で接し､自分の生み出すどんな結果も求めずに、自分のすることすべてを神に捧げれば､それは結果に捕らわれない行為になります。それは世の中の務めでも、儀式などの神様への勤めでも同じです。ヴェーダによれば、結果を求めて儀式をしても､せいぜい天国にまで行けるだけです。その天国にしても､いつまでもいられるわけではありません。ヴェーダは功徳を使い果たしたら、また天国から地上に戻ってこなくてはならない。といっています。

 ～いずれ時が来れば帰らなければなりません。功徳が残っている内は天国で楽しむことは出来ても、功徳を使い果たしたら、また地上に戻ってこなくてはならないのです。～皆さんのしていることは、泥棒が刑務所を出たり入ったりを繰り返しているのと似ています。皆さんはこの地上でいろいろなことをしています。そのうちに天国へも行けるでしょう。そしてそこで功徳を使い果たしてしまったら、また地上に戻ってくるのです。クリシュナは、そんなふうに上がったり、下ったりしてはいけないといっています。そしてアルジュナに、永遠の場所を求め、もう二度と戻ってくる必要の無い、永遠の真理の地にとどまるように聖なる教えを説きました。SGc31

   ヴェーダの詠唱を聞くだけでも、心を清めることが出来るのです。18/10/93

    ここにいるパンディト〔学僧〕と学者たちは、激しい苦悩の中で奮闘していました。なぜなら、彼らは、自分たちは見捨てられている、孤独であると感じていたからです。今、彼らを見てごらんなさい。結婚式の天蓋（てんがい）の下にいる花嫁のように、華やかに着飾って座り、顔に喜びを浮かべ、心に希望を抱いています。これまで彼らには、自分たちの誤りのない厳正なヴェーダのマントラ（真言）の暗唱を忍耐強く聞いてくれる人が誰一人いなかったのです。これからは、何も恐れる理由はありません。

    私の任務は、「ヴェーダ サムラクシャナ」（ヴェーダの守護）、「ヴィドワト ポーシャナ」（ヴェーダ学者の育成）、「ダルマ スターパナ」（正義の確立）から成ります。この三つはすべて互いに依存し合っています。「ヴィドワト ポーシャナ」〔ヴェーダ学者の育成〕は、ヴェーダとダルマの両方を助けます。それゆえ私は、ヴェーダ学者達の知識や誠実さが報われずに終わることがないことを保証します。ヴェーダを軽視する時代は終わりを告げました。1/10/62  

    「アティ ルッドラ」は多くのナマカとチャマカよりなります。これらは人間の生活を維持します。どこからこの力は来たのでしょう？ ナマカとチャマカはクリシュナ ヤジュル ヴェーダから引用されています。クリシュナ ヤジュル ヴェーダはすべてのヴェーダを包括しており、他のヴェーダやシャーストラ（聖典）、イティハーサ（伝承）やプラーナ（神話）はここから生まれました。

     不幸なことに、今日、ヴェーダは十分に保護されていないため、その卓越した地位 を失っています。ヴェーダを真剣に学びヴェーダに含まれるマントラを定期的に唱える人が、とても少なくなってしまいました。ヴェーダを規則的に学びヴェーダの指示を実践するなら、人間はあらゆる種類の富を授かります。人の生活と運命を支配する基本的な原理がヴェーダには含まれています。ヴェーダは全人類の幸福のための神からの贈りものです。ヴェーダは宗教や身分や国籍をもとに区別 をするようなことはありません。ヴェーダのマントラはすべての人が唱えることができます。ヴェーダがすべての国に広がり、宗教や身分や国籍などによらず、すべての人がヴェーダを学び唱えることがスワミの望みです。

    私たちはヴェーダをすべての人々に教えようと努めています。ヴェーダはあらゆる種類の悲しみを取り除きます。今執り行われているヤグニャは全人類の幸福のために行われています。少数の幸運な人たちがヴェーダを学び広めています。しかし、不運なことに多くの人々は、ヴェーダを学んでもヴェーダを教える努力をまったくしません。現在、シュリ サティヤ サイ教育機関のすべての生徒にヴェーダが教えられています。ヴェーダの学習の準備段階として、ヴェーダの言葉であるサンスクリットの知識を得なくてはなりません。9/8/06



    ＊ペット

神と共にいることの至福が与える体験にまさるものは何もありません。あなたがすべてを愛すれば、すべてがあなたを愛します。犬や猿、猫とさえあなたの愛を分かち合いなさい。そうすれば、動物たちがどのようにあなたの愛に報いるかを知ることができるでしょう。人間は、犬でさえもがもっている感謝の念を忘れてしまいました。多くの外国人たちは、ペットとして犬や猫を飼っています。あなたが動物を愛せば、動物もまたそれに応えてあなたを愛します。9/10/02

  

    ＊ヘヤドライヤー

    ９年前のある日、私は頭を洗ったあとに髪を乾かしたいと思いました。アメリカ人の医者の一人が私に愛を込めてヘアドライヤーをプレゼントしてくれたので、私はそれを使おうとしました。そのとき停電になりました。そして、私がちょうどドライヤーに目を近づけて見ていたときに電気が復旧しました。その結果 として、突如、熱風が私の目に当たり、網膜を傷つけたのです。私は少しもうろたえませんでした。この広い世界を見るにも片方の目で事足ります。5/7/03



    ＊偏在

    神はどこかよその場所にいるのではありません。実際には、あなた自身が神なのです。神はすべてのものの中に存在しているのです。神は一なるものであり、あなたが神を探すすべての場所に存在しています。神はあなたの中に、あなたと共に、あなたの上に、あなたの下にいます。神は生と死を超えており、アートマ（真我）という姿をとってあらゆる生き物の中に宿っています。神は子供から老人まで、すべての人に内在しています。同一の神が、蟻にも、蚊にも、さらに、鳥や獣、動物の一切に、内在しています。ですから、神を探しにあちこち出掛けて行って、骨を折ることはありません。あなたがどこを見ても、神はそこにいます。あなたが誰を見ても、神はその人の中にいます。神は別の姿を持ちません。すべての姿は神の姿です。22/11/10

   神は遍在なのですから、神を探しに出かけてゆく必要がありますか？ 神を探し回るのは無意味です。もし自分の中にある執着と憎しみを取り除けば、自分に本来備わっている神性を経験するようになります。自分の内にある神性を覆い隠している欲と憎しみを取り払うことこそが、今日、人が行うべき霊性修行（サーダナ）です。6/3/89

    宇宙は神の顕現です。至る所で神の手による御業を見ていながら、神は存在しないと考える人は愚か者です。人は神の遍在を認識することなく、どこかその辺りに神を探しています。これは、自分を体と同一視して自分を神から遠ざけている、という二元的な態度を反映しています。神は遍在であり、自然という神聖な顕現において認識され得るというのに、肉体意識が、人が神との一体性を体験することを妨げているのです。30/3/87

    神は遍在です。神は過去にも現在にも未来にも存在します。私の指に花輪を掛けてみましょう。指の左側に垂れている部分は未来、右側は過去、指に触れている部分は現在です。今、私は花輪を回転させて右のほうに引いてみます。未来は指の上に来て現在になり、それから下がって過去になりますが、現在は常に現在です。神は常に現在であり、未来が過去へと転がっていくのを見ています！25/12/70



　＊傍観者

邪悪の行為が為されている場合、神さながらの人は沈黙の傍観者であってはなりません。真理の為に立ち上がらなければなりません。31/7/96



　＊奉仕

あなたがたは皆、人間の身体は無私の奉仕をするためにのみ与えられたことを実感認識せねばなりません。そのような奉仕はハートを広くし、エゴを滅ぼし、至福を生じます。奉仕は又人々の間に兄弟愛と神への父性愛の意識を促進するのに役立ちます。しかしあなたのすべき仕事はそれで終わるのではありません。あなた方は同時に、全ての人類に霊性の発展の為に、一体性を培う教えを広めなければなりません。人類を、二元から不二一元に導かなければならないのです。21/11/95

    あなたには、何百万人もの人々を助ける計画に参加する機会がないかもしれませんが、足の不自由な子羊を持ち上げて塀の向こう側に渡したり、盲目の子どもの手を引いて混雑した道路を渡してあげることができます。これらも礼拝の行為なのです。4/3/70

    奉仕、すなわち、社会を向上させるために時間と技能を役立てることは、神が恩寵を授けて報いる最高の礼拝の形態です。あなた方は、奉仕を通じてサット チット アーナンダ〔実在・純粋意識・至福〕の実体験を得ます。なぜならば、あなた方は奉仕を通じてエゴに打ち勝ち、万物の背後にある一体性を確信するからです。役員であろうとなかろうと、誰もが身を引き締め、働くために身をかがめなければいけません。行為（カルマ）を通じて体を神聖にし、瞑想によって心（マインド）を神聖にしなければなりません。24/8/71

    セヴァ（無私の奉仕）という霊性修行（サーダナ）を通じて、多として顕れている一者を認識することができます。給料袋を期待して主人に奉仕する人は、セーヴァカ〔無私の奉仕者〕とは呼べません。そういう人は給料袋に仕える人です。その種の奉仕は、人をそれに伴う損得に縛り付け、落胆や高揚をもたらします。奉仕は、至高の義務感、あるいは、至高者への慎ましい奉納、あるいは、結果のことは何も考えずに神の恩寵に委ねるという、神の意志への全託の精神において為されなければなりません。これらの純粋な動機で為されるのであれば、奉仕の行為は、無執着を育てることはあっても、ぞんざいさを助長するようなことはないでしょう。11/70

    皆さんは、何のために、旅に伴う高い費用とさまざまな苦労にもかかわらず、遠くからここに来たのですか？ 私のそばにいるため、そして、私の恩寵を勝ち得るためではないのですか？ それならば、なぜあなた方は、ひとたびここに到着するや、私以外の人との人間関係や、私以外の人の好意を求めるのですか？ なぜあなた方は、私のそばに来ることや、私の恩寵を授かることができなくなってしまう溝にはまってしまうのですか？ 他のことはすべて忘れて、私の指示に忠実でいなさい。私はただ、あなた方を霊的なセヴァと愛の道へ導きたいだけです。草履の山を見張ることや、喉が渇いた人に水を持って行くことや、門の所に立つことを頼まれたからといって、恥ずかしく思ってはいけません。特典も喜びも、人々を助けるために費やす皆さんの能力と時間の使い方の中に含まれています。皆さんは私に仕えたいと切望します。あなたが神に仕える者に奉仕することと、私に奉仕することは、同じ満足感を私に与えるものであるということを知っておきなさい。誰に奉仕をすることも、私に奉仕することです。私は、すべての者の内にいるからです。4/3/70

    愛はセヴァ〔無私の奉仕〕として顕れなければなりません。セヴァは、飢えた人々に対しては食物の形を取り、絶望した人々に対しては慰めの形を、病気の人や苦しんでいる人々に対しては安らぎの形を取らなければなりません。イエスはそのような奉仕のために、身を粉にして働きました。慈悲に満ちたハートは神の寺院です。イエスは、慈悲深くあるようにと人々に訴えました。慈悲こそはイエスのメッセージでした。イエスは貧しい人々を見て深く心を痛めました。

今日、イエスは崇められていますが、イエスの教えは無視されています。サイは崇められていますが、サイの教えは無視されています。どこを見ても虚飾や、華麗な式典や、空虚な自己顕示ばかりです。講演、講演、講演です！ 何の活動もなく、愛も奉仕も見られません。講演をする間は英雄（hero）ですが、言ったことを実行に移すことにおいてはゼロ（zero）です。慈悲を培いなさい。愛の内に生きなさい。善良でありなさい。善を行いなさい。善を見なさい。これが神に至る道です。25/11/81

    他者に奉仕をすることによって、人はただ自分のために働くことから得られるよりも多くの至福を得ることができます。必要としている人に真心込めて何らかの奉仕をし、その結果生じる至福を体験しなさい。大きな奉仕である必要はありません。小さくて他の人に気づかれないようなものでも構いません。奉仕はあなたの中にいる神、そして他の人たちの中にいる神を喜ばせるために行われなければいけません。19/11/81

    どうすればセヴァを通じてエゴを乗り越えることができるのですか？ と。愛を染み込ませることによって、仕事は礼拝に変えることができます。仕事を神に捧げるなら、仕事はプージャー（神聖な礼拝）へと聖化されます。これは仕事をエゴのないものにしてくれます。また、成功を得ようとする世俗的な欲望や、失敗への世俗的な恐れもなくなります。できる限り最善を尽くして仕事をやり終えたとき、あなたはプージャーをやり遂げたと感じます。そうすれば、あとはそのプージャーを受け取った神が、あなたにとって最善と見なすものを授けてくれます。こうした態度は、仕事をニシカーマ（執着のないもの）にします。この修行の習慣的な実践は、意識を清らかで純粋なものにさせます。チッタシュッディ（意識の純粋さ）を促進します。この最初の装備がなかったら、いったいどうやって霊的な高みへ登ることを希望できるでしょう？ 過去の偉大な聖者たちのほとんどは、人生の若い時期を、純粋な意識を確保するためのサーダナをして過ごしました。あなたの職業がどれほど見込みのあるものであったとしても、快適な生活をするためのお金をあなたがどれほど貯蓄していたとしても、知性を働かせてどれほど権威ある地位に上りつめたとしても、あなたのあらゆる行為が、意識の中に生来備わっている神聖な純粋さで満ちていないなら、あなたが得るものは皆無でしょう。6/3/77

    すべては神の中で一つであるということ、そして、自分と神は一つであることを悟るためのサーダナとして、私は常に奉仕の重要性を強調しています。私はカルマを放棄するようにとは勧めません。なぜなら、それは不可能だからです。カルマ サンニャーサ（行いの放棄）の一般的な意味は、経典に定められている儀式と儀式の形式を放棄するというものです。私は、新しい儀式としてセヴァ（無私の奉仕）を、新しいヤグニャ（供犠）としてエゴ（我執）を犠牲に捧げることを、新しい礼拝の形式としてシャラナーガティ（愛に満ちた帰依全託）、すなわち、思考と言葉と行いのすべて主の蓮華の御足に献じ、起こることすべてを神の恩寵の贈り物として受け入れることを、固守するようあなた方に呼びかけます。

絶えず神と接触を保っていなさい。神の恩寵の貯水池から、あなたという蛇口にパイプが繋がっているようにしなさい。そうすれば、あなたの人生は揺らぐことのない満足感で満たされます。神の存在を絶えず感じていなければ、あなたが人に行うどんな奉仕も、干からびて味気のないものになってしまいます。神の存在を絶えず感じていなさい。そうすれば、どんなに小さな奉仕の行いも、豊かな実りをもたらすでしょう。

4/4/73

   皆さんが犠牲の精神で共に集まり、共に働くことは差し支えありません。しかし、こうしてさまざまな地域の人々がグラマセヴァのために集うなら、村にとって良いことは起こりません。各々が自らの思いをもっており、いっしょになることで堕落します。そうして、その場所はビジネスセンターになってしまいます。霊性はビジネス活動ではありません。霊性とは神聖な一つの館のようなものです。それは一体性につながっています。多様性における一体性こそが、皆さんに幸福をもたらします。皆さんがこの一体性の原理を培うことを、私は強く望みます。そのとき初めて、皆さんの従事する奉仕活動に価値が生まれ、神聖なものとなるでしょう。人々の間の違いを見ることにによって神聖な奉仕活動を汚してはなりません。1/1/03

 あなたの奉仕を受ける人がどんな人であっても気にせず、その人が苦しんでいるかどうかだけを見て判断しなさい。彼らの他の人に対する行いが不適切なものであっても気に留めないようにしなさい。というのも、どんな人であってもあなたの愛によって彼らは間違いなく変容するからなのです。SSSVol7p198

奉仕は最も優れた霊性修行です。なぜなら、神御自身人類に奉仕するために、人間の姿をとって降臨し、それまで人が無関心でいた崇高な目的に導こうとされているからです。ですから、人が人に奉仕する時、神がどれほどお喜びになるかしれません。SSSvol6

    奉仕を通してのみ、人は神の恩寵の受け手となることができます。奉仕活動に参加しなければ人生は無意味です。神を愛する一番の方法は神に奉仕することです。あなたたちはすべてのものの幸福を願い、愛と奉仕の道を歩むべきです。そうして初めて、あなたの人生は成就を得るのです。5/7/03

   一体性の原理を理解した上で、社会に奉仕すべきです。そうして初めて、個人のレベルでの進歩が生まれます。ところが、もしあなたが、第一に自らの霊的進歩のみに集中するのであれば、決して奉仕における霊的側面 を理解することができないでしょう。22/7/02

     賢い人は、お金と力、知性と技能、能力と機会を、他者を助けることに使い、自分の人生をより幸福なものとし神の恵みを得ます。なぜなら、セヴァ〔奉仕〕は礼拝の最高の形態だからです。飢える者、絶望している者、苦しんでいる者は何百万といます。貧しい人たちに食事を分け与えることができるよう、私は皆さんに食事の量を実際に必要なだけに限るよう指導しています。お金は、有害なことに浪費せず、他者を助けるために使いなさい。時間とエネルギーを無駄にしてはなりません。あなたの技能が他の人のためになるようにしなさい。21/11/85

  なぜ私が人々に奉仕をしろ、というか分かりますか？それはもう一度生まれ変わってほしくないからです。たとえあなたの心がきれいでも、あなた自身の身体が充分働ききれていなければ、もう一度生まれ変わらなければならないのです。特にこの事は霊的に高いレベルの人に当てはまることです。あなたはもう一度生まれ変わらないようにしなければなりません。P, 315 ANDI

 私が、信者は神への奉仕の方法として人類に無私の奉仕をしなくてはならないという時、それはあなたの利益とあなたの霊的向上の為にのみそう言うのです。何が永遠であり、何が束の間ではかないかを識別し、永遠の至福につながる道を歩みなさい。23/10/93

 無私の奉仕に励みなさい。ひとかけらの利己心も無い奉仕をすることによってのみ、心は清められます。受け取ることよりも、与えることを喜びとしなさい。神がおられてあなたの必要とする全てを与えているのに、他の人に何かをしてもらうことを期待したり、物を貰うことを頼む必要があるのでしょうか?あなたの一切の行為はハートを清め、神を体験することを目的とするものでなくてはなりません。

 ハートが清らかな時、英知の光が輝きます。自分を助けてくれた人を助けるのはもちろん良いことです。自分に危害を与えたものを助けることは、もっと良い事です。人は、さまざまな方法で世話になった社会に対して奉仕をしなくてはなりません。10/5/92

  パローパカーラの意味は他者に奉仕する。ということですが実はもう一つの意味があります。それは、神に近づくという意味です。ですから、あなたにとってできる最も大きな奉仕は、他の人を神の近くに連れて行くことです。そうすればあなた自身も神に近づきます。これは良い行いと善い思いを通じて可能となります。STPS2p265

  良いことをするのは身体を丈夫に保つよりはるかに大切です。他の人を助けるために身体を使わないのであれば、死んでいるのと変わりません。自分の欲望を満たすためにだけ身体を使うのでは無く、他の人への奉仕に身体を使って下さい。良い行為を重ねていけば人格のすべてが神聖なものになります。SG10

  一方で神を思い、もう一方で世俗的な学問を追求しなさい。これら二つの調和によって、人生の甘味を味わいなさい。人生は他の人に奉仕するためにあります。決して他の人に苦しみをもたらさないように、よく注意をしなさい。私利私欲を満たすためだけ学ぶのはいけません。30/5/95

 人は、肉体の病、心の病という二種類の病気にかかります。寛大な心、悲しみと損失にあっても不動でいる事、善を為すことに熱心である事、でき得る最善を尽くして奉仕すること、これらの徳は、身体も心をも丈夫にします。奉仕をすることによって得る喜びは、身体に良い影響を及ぼし、病気にかかりません。身体と心とは、このような密接な相関関係を持つのです。SSSVol1chp23

  無私の心を持つ者のみが、社会へ奉仕することが出来ます。無私の心を持つ者のみが、神へ奉仕する資格をもつのです。SS8/89

 わたしはセヴァサミティを始めました。この組織のメンバーになり無私の奉仕をすれば，彼自身が生死の輪廻から自由になれるだけではなく彼らの子供や孫も自由になれるのだ。でもその奉仕のテストは難しい。私は誰がこのテストに受かり最後に勝利を収めることが出来るのか見守るつもりだ。P,139 ANDI

この世での最も素晴らしい奉仕は、自分の母に仕えることだ。P,164　ANDI

  二日間の愛の奉仕は二ヶ月間の瞑想よりいいのだ。P325サイババは世界の危機を救う

エゴ、利己心を無くすには奉仕をするのが一番なのです。P335,343（同）

  奉仕によってのみ利己心と自己中心主義から逃れる事ができるのであり、同胞への奉仕の決意をした者こそ至高の神の愛でる信者です。20/11/90

    あなた方の奉仕活動は、あなた方自身の霊的浄化と向上のために行われるものであって、スワミとは何の関係もないということをよく理解しなければいけません。あらゆる行為は、心を浄化すること、心から一切の屑を取り除くことを念頭に置いて行われるべきです。これがスワミの教えです。解脱に到ることや人生を購うことができるのは行為によってのみである、と考えるのは間違っています。行為というものは、意思（チッタ）の浄化のためだけに行われなければいけません。意思が清らかでなければ、人生は霊的なものにはなり得ません。人間に生まれるのは行為（カルマ）の結果です。正しい行為はダルマへとつながります。神はダルマを通じて悟られなければいけません。このように、出生、行為、ダルマ、ブラフマンは、相互に関係しているのです。21/11/88

   神への奉仕を通じて自らの利益をも求める者は、真の信者とはいえないのです。SSvol4p100

奉仕によって、奉仕の内にある偉大さが現れます。奉仕は、彼のハートを広くします。奉仕は奉仕者を歓喜で満たし一体性を促進します。奉仕はブラフマンの真理を宣言します。奉仕は人の内にある悪い属性を除去します。それゆえ奉仕を偉大な霊性修行と見なさい。あなたは、支配するために生まれてきたのではなく、奉仕するために生まれてきたのです。20/11/90

 奉仕の努力は、他の人々の苦しみ、嘆き、を軽減されるために為さねばなりません。奉仕したことの結果にはこだわってはいけない。ということも覚えておかなければなりません。あなたができる限り効果的に、できる限り粛々と、そしてできる限り愛を持って奉仕をし、その結果は、この奉仕の機会を与えてくださった神にゆだねなければなりません。SSSvol6p, 125

   皆さんは、自分は他人に奉仕を行っている、という間違った考えをもっています。そのような思いは捨て去るべきです。そのとき初めて、皆さんの行う奉仕は、厳密な意味で、真の奉仕となります。奉仕とは単に他の人を助けることではありません。神を愛する最良の方法は、すべての人を愛し、すべての人に尽くすことです。「奉仕」という行為は、愛の精神で溢れているべきです。愛という肯定的な側面 がなければ、皆さんの行うすべての奉仕は、現実には否定的なものとなってしまいます。1/1/03

    私たちが地上で生活できる機会そのものが、短期間のものでしかありません。それにもかかわらず、私たちは、肉体をいつまでも生かしておくために、次々とさまざまな試みを重ねます。これは愚かなことです。命の長さは神の意志によって決まります。地上での生命は、神が肉体から私たちを引き離すときに終わりを告げるのです。地上で生きている間の私たちの務めは、私たちのエネルギーを、他の人々に対する無私の奉仕にささげることです。こうするためには、私たち自身の意識と心とを純粋で愛に満ちた状態に保っておかなければなりません。

  あなたは、自らの生活の中で神の愛を顕現していかなければなりません。無私の奉仕は神です。機会あるごとに、無私の奉仕をするように最善の努力をしなさい。立派な人格を持った人々と、神についての平安に満ちた心の暖まる会話をすることは、非常に有意義なことです。あなたは、神は愛であるという信念と信頼とで、心を一杯にしていなければなりません。神は慈愛に満ちた方であるということを、決して忘れてはなりません。SIK　P.114～115

　私たちが人間として生まれるのは、平安を得るためであって、権威ある地位 に就くためではありません。たとえあらゆる種類の富や快適さがそろっていても、平安を失えば、生きること自体何の意味もありません。世の中には、裕福で、高度の教育を受け、権威ある地位 に就いている人がたくさんいます。しかし、社会は彼らからどのような恩恵を受けているでしょうか？ 彼らは、苦しんでいる人々の涙をぬぐう時間も、そういう気持ちも持ち合わせていません。

    私たちは、どうすれば貧しい人々や虐げられた人々を助けることができるでしょう？ 権力の座に就いている人々は、この点に心を砕かなければなりません。しかし、このような方向でものを考える人は、一人もいないように見えます。社会事業という名のもとに、人々は「人に見てもらうための仕事」をしているのが実情です。彼らは食べ物を求めて戸口に立つ乞食たちを追い払います。人間は、平安を得ようと思えば、慈善行為に携わらなければなりません。23/11/05

 あなたが人を愛せないならば、あなたの心は神を愛せないということです。兄弟である人間を愛せないのに神を崇めることなど出来ません。もしそうしても、神はそのような偽善者を受け入れません。神は皆の心に宿っているのです。全ての人に仕えなさい。そうすれば、その奉仕はあなたの内なる神に届き、神があなたに恩寵をもたらします。無知、貧困、病気の苦しんでいる人を見て心が痛まない者は、悪魔のレッテルを貼らねばなりません。そのような人を獣と同じだと形容することは、獣を侮辱することになります。利己主義や刹那主義、そして欲望を捨てなさい。そして、無執着とアートマの栄光と愛で満たしなさい。それがあなた自身が有能な奉仕者になる為の方法なのです。SSSVol9p130

   人間への奉仕は、あなた方が神への奉仕と呼んでいることよりも価値があります。神はあなた方の奉仕を必要としません。人を喜ばせなさい。それは神を喜ばせます。「プルシャ スークタム」は、神には千の頭と千の目と千の足があると詠っています。つまり、すべての人、頭と手と目を持っているものは、すべて神であるということです。皆、ばらばらではないのです。神には千の心臓があるとは言っていないことに注目しなさい。心臓は一つだけです。同じ一つの血液がすべての手と頭をめぐっているのです。すべての人は手足です。手足の世話をするとき、あなたは人の世話をしているのです。人に奉仕するとき、あなたは神に奉仕しているのです。19/2/66

   外部の人々は、学生たちや帰依者たちの私に対する愛と献身を知りません。彼らは、私に奉仕するためであれば、自分たちの健康すら二の次に考えます。しかし、私はそのような奉仕は好みません。皆さんは十分に食事を取るべきです。皆さん自身の中にも神がいるのですから、自分を苦しめてはなりません。自分自身を幸せにしなさい。しかる後に社会に奉仕しなさい。皆さん方は、様々な村を訪れて、貧しい人々に奉仕をしています。これ以上に偉大な奉仕はありません。この奉仕という富は、何千万ルピーという金銭よりもはるかに偉大です。25/12/00

 いつも自分の身体、家族、財産、快楽を考えている人はほんとに利己的な人です。そのような冷酷な心を洗い清める唯一の方法は、人に奉仕することです。人生は無私の奉仕、内在する神への奉仕のためにあることを理解する必要があります。SSNewsVol13

  皆さんが純粋な心で行うことであれば,それが何であれ私は喜びます。私が望むのは皆さんの心の純粋さだけです。皆さんの心に純粋な愛があればどのような奉仕を行ってもよいのです。p39 一体性の実践

 最初の奉仕は家庭の中で行われなければなりません。父親、母親、兄弟姉妹といった限定された間柄での奉仕は家庭という枠を超えたもっと大きな奉仕への準備となるのです。SS41989Back page

   自らの良心を満足させるために奉仕をするのであって、他の人に褒めてもらう為ではありません。奉仕を神に捧げる行為だと見なしてしっかりやり遂げなさい。神があなた方の行為を一つ一つ見ておられるということを忘れてはなりません。あなた自身があなたの行為を精査しなさい。あなたのすべての行為が、あなたの良心を満足させるのであればそれは、あなたが自己実現の道をしっかり歩んでいるということが言えるでしょう。SS1/1996p26

     もしも、空腹に苦しんでいる人の耳元で霊性を説いたとしても、それは相手の耳には入りません。空腹を満たすのが先です。そのような人には食べ物という形をとった神を与えなさい。衣類という形をとった神を与えなさい。不安を抱いて苦しんでいる人には、平安という形をとった神を与えなさい。病気で苦しんでいる人には、薬という形をとった神を与えなさい。何であれ、恐れと痛みと悲しみを和らげることのできるものの形をとった神を与えなさい。これらが為されたときにのみ、霊性は人のハートに染み込んでいくことができるのです。もしも、それとは逆のことをするならば、霊的な感情ではなく、無神論を助長することになってしまうでしょう。23/11/82

    今、求められているのは、ただラーマやクリシュナやサイの御名を唱えることではなく、困っている人にはだれにでも、「親愛なるお方！ 何が必要ですか？ おなかは空いていませんか？ これをお食べなさい」と言って助けてあげることです。皆さんの可能な範囲で食べ物を提供し、困っている人を助けるべきです。両親が共働きに行っている間、多くの幼い子どもが通りをうろついています。こうした子どもは多くの事故や危険にさらされています。私たちは、そのような子どもを助け、危険や災難から守るべきです。事故で怪我をする人たちもいます。怪我人を病院に運び、治療とその他の必要な援助を受けさせるべきです。貧しい人に親切にし助けなさい。病気で苦しんでいる人に治療の援助と手段を提供しなさい。弱っていて歩くことができない人に援助の手を伸ばしなさい。27/1/07

    どうして奉仕を通して自我が変容できるのか、と疑問に思うかもしれません。奉仕を愛で満たすことにより、その作業は神への礼拝へと変えることができるのです。仕事が神にささげられるとき、それは礼拝へと神聖化されます。それにより自我のない奉仕活動になります。また成功に対する欲望や、失敗に対する恐れといった世俗的な煩悩から逃れることができます。

   奉仕の仕事に最善の努力を払ったとき、礼拝が完全に行われたことになるのです。その礼拝を受けとめて、あなたにとって最高と思えるものを与えるのは神なのです。このような態度は奉仕の仕事から、自我に対する執着を取り去ります。この修行を規則正しく行うことが、意識を澄み切った純粋なものにするのです。そして更に意識の純化を促進させます。このような基本的な心の準備もしないで、どうして霊性の高みに昇ることが望めましょうか。過去多くの聖人たちは、自分たちの若い時代を意識を純化する修行に費やしています。どのようにあなたの仕事が期待されていようと、どのように心地よい生活の手段を備えていようと、また知性を活かしてどのように高い権力の座に昇ろうとも、すべての行動が、意識に内在する神聖な純粋さで満たされない限り、得るものはゼロに等しいのです。SSSvol10P.94

 自分が肉体である。という考えを捨てた時のみ、人々に奉仕を行いたいという真の衝動とインスピレーションを感じる事が出来るのです。SSSVol5p44

あなたが、他の人に内在する神に捧げた、ただ一つの奉仕は、あなたが神に向かうために何年もして来た霊性修行と、同じだけの価値があるのです。SSSvol6p9

 人に身体をあてがわれたのは、利己的な目的では無く、人が他の人々に奉仕をするためであると気付かねばなりません。あなたの持っている富、科学的な技術、医学的な知識は社会から与えてもらったものでしょう？あなたが社会から得た富や専門的な知識を、良い行いを通じて社会に還元しなさい。SS2/1994p41

  万人が自分の身内であることを認識し、自分が持つ技能を人々と分け合うことにより、皆にとって最大の利益が生じるようにするのがあなた方の義務です。技能は預かり物であり、皆を助けるためのものです。身体障害者、精神障害者、知的障害者、犯罪者、孤児、難民の施設で行われる奉仕は、実に、有益であり、良い霊性修行（サーダナ）です。刑務所や病院における奉仕も同様です。このような施設に足しげく通い、人々を慰め元気づけなさい。施設に入っている人々の心の中に信愛の光を灯しなさい。そこでバジャンを歌い、家族に手紙を書くのを助け、読書できるような本をあげたり、本を読んで聞かせたりして、親戚や友人のいない人の拠りどころとなりなさい。あなたの微笑みは、彼らの心の暗闇に灯された、ろうそくの光となるでしょう。20/12/67

    個人的なモークシャ〔解脱〕を追及することが何だというのですか？　外へ出て行って人々に奉仕しなさい。そうすれば、神はあなたを捜しにやって来て、たとえあなたが欲しがっていなくとも、あなたに解脱を与えます！

  人間に与えられた人生の年数はごく短いものですが、人間が住む世界は広大であり、時の流れは永遠の昔から、遙（はる）かな未来に及びます。人がこの世で為（な）すべきわずかなことは、敏速に、自分が割り当てられた場所で、与えられた時間内に終わらさなければなりません。

 さらに、人間には大変な使命があります。人がこの世に人間として生を受けるのは、いくつもの過去世（かこぜ）で積んできた徳の結果、こうして人間として生まれることができたのです。その使命とは、実に、人間の内に潜んでいる神性を顕現することです。その使命を達成するための、もっとも容易で、もっとも喜びが得られる手段は、セヴァ――つまり、献身と信愛の精神で行われる、人間への奉仕です。28/1/75

皆さんが病人や悲しむ人々に与える安らぎと歓喜は、すべて私に届きます。なぜなら、私は彼らに内在しており、彼らが呼び求める神は、私にほかならないからです。神はあなたの奉仕を必要としていません。神が足の痛みや腹痛で苦しんだりするでしょうか？ 敬虔な人々に仕えるように務めなさい。主なる神に仕える人に仕える人（ダーサーヌダーサ）になりなさい。人に奉仕することこそが、あなたが神に奉仕できる唯一の方法です。4/3/70

  

   ＊奉仕に必要なもの

奉仕に必要なものは、お金でも物でもありません。まず必要なのは、愛にあふれるハートです。愛に満ちたハートを持たずになされた奉仕は、すべて無味乾燥なものです。あなたのハートを愛で満たしなさい。あなたが自惚れ心でいっぱいなときには、すべてがひどい状態に見えます。あなたがアートマに浸っているときには、すべてが良い、美しいものに見えます。人間のこの高等な宿命を忘れて、人々は人間であることをやめようとしています。21/11/88

    神への信愛と全てのものに対する至高の愛で満たされた心は、何と清らかでしょう。そのような人々のみが、無私の奉仕をすることができるのです。その他の人々は、ただ口先だけの人であり、無私の精神で奉仕をしている振りをしているだけなのです。すべての人は皆神の子であり、神こそすべての内にあって行為を促している力であるという信念を固く持つもののみが、社会奉仕の真のメンバーであるということができるのです。JV

    もしあなたが丈夫で、お金がポケットにあるなら他の人に奉仕すべきです。もしあなたが、身体が弱くて貧しければ、他の人を傷つけないようにすべきです。もしあなたに他の人を助けるだけの力が無ければ静かにしなさい。他の人の幸せを願う事も奉仕です。他の人の欠点を洗い出さないようにしなさい。あなたは同じ間違いを何度も繰り返すという傾向を食い止めねばなりません。あなたの心が覚醒時に行った瞑想で神に集中できた時間と同じ長さの時間、夜寝ている間に神と融合できるのだ。P.294 ANDI

アートマがあらゆる場所に充満していることを悟り、万人への愛情を培うことが必要です。ヴィシュワ（宇宙）はヴィシュヌスワルーパ〔神の姿〕の投影です。遍在である神をどこであれ特定の場所で捜す必要はありません。格式張った宗教儀式や霊的学識が悟りをもたらすことはないでしょう。霊性修行で求められているのは、知的な卓越性ではありません。虚栄心の強い１００人の知識人よりも、善良で優しい心を持った一人の人のほうがより良いのです。私たちは、価値ある任務を引き受けるにふさわしい、善良な人間になるように精進すべきです。もし、あなたの心が、憎しみや妬み、好き嫌いでいっぱいであれば、奉仕活動を始める資格はありません。

「奉仕を捧げて、愛を受け取る」――これが神性を体験するための処方箋です。ところが、今日、奉仕は真心から捧げられていません。愛を込めて奉仕をする人はほとんどおらず、それゆえ、神の恩寵を受け取る人もめったにいません。人々の愛は自分本位ですらあり、すべてを包み込むようなものではありません。愛は親類縁者だけに限定されるべきではありません。私たちの愛は、家族を超えて社会全体に広がり、それから国全体へ、そして最終的には、全世界を包み込まなければなりません。19/11/87



　＊放射線

世界は今までいろいろと変化してきました。どんな力が宇宙にあるとしても、その力はすべてそれぞれの人が自らの内に持っています。あなたは、世界中に満ちているエネルギーの波長のことを知っているでしょう？あなたはまた、何種類もの違った光線が世界を照らし出していることも知っています。ラジオの電波もまた空間を飛びかっています。レーザー光線や、目に見えないＸ線もまた飛びかっています。  それぞれ違った名前をつけられていますが、一つのエネルギーから派生したものなのです。古代の聖者たちは、それらの違った放射線を探求し、そこから至福を味わいました。彼らは、これらの力の知識をもとにして沢山の事を成し遂げることが出来たのです。

 悪いものを見ればそれは悪い食べ物を摂るのと同じです。鼻で悪臭がするものを嗅げば、それもまた悪い食べ物を摂っていることになります。悪いものに触れればそれもまた触覚をつうじて摂っているのです。科学の見地から触覚のことを見れば、何かに触れることにより私たちの身体のあらゆる小さい穴から、無数の小さい粒子があなたの身体の中に入って来るのです。

 体内に入ってくるこれらの無数の粒子と放射線は、目に見えません。実は、これらは外部から放射されたものが体内に入って来るだけではなく、私たちの身体の内部からも、常に放射されているのです。これらの放射物、放射線は外に出て行くばかりでなく体内にも入っています。これらの理由により、あなたたちが好ましくないところに行けば、病気になる可能性があるのです。そういった不潔で汚い場所があなたの周りにあるのなら、そこをすぐに清潔にし、自らの身体も清めなければなりません。SRBM(J)p246~7



   　＊放射・波動・物質化

学生諸君は自然の中の神聖な音響を聴かなくてはなりません。良心は心を超越します。それは生命の波動です。言葉は心から発します。しかし、それは舌まで来ると異なる状況のもとで異なる発音へと変わります。言葉は心を超える時には真理そのものとなります。

 ヴェーダではこの真理をプールと称します。それは放射です。人の霊が、物質化された身体に入るとこの真理は身体中にあまねく満ちわたり、良心という名で真理の波動となります。それゆえ放射から波動が生じ、波動から物質化が生じるのです。SS10/93

 心は白紙。その上に人の過去の幾世にもわたる記録が記されています。それはチッタと称されます。心の中に潜んで記録をとり続けるものをチッタグブタ（隠れた記録者）と称します。その力はプラナシャクティ（放射）とも称されます。放射は身体が活発に機能することを助ける生命力（波動）を振動させます。SS10/93.



    ＊奉仕の道

人間としての生涯をまっとうするということは、何の見返りも考えずに無私の姿勢で奉仕をすることにあります。無私の姿勢で行った奉仕は、人の暗い内面に光を放ち、ハートを広げ、衝動を浄化し、永続する至福（アーナンダ）を授けます。人類は根本的に一つであることを、この国は強調してきました。この真理は献身的な奉仕という方法によって体験の中に据えられることができます。インドは芳しい色彩の庭であり、多様な教義と宗派を有していますが、そのすべてが、その単一性と、それに気づくための奉仕の道を強調しています。ここでは、あらゆる宗派が人は誰もが兄弟姉妹であると述べています。これこそは、この国のあらゆる聖者と聖賢のメッセージです。

時の経過と共に、そして、異国の文化の侵入と神をも畏れない態度によって、このメッセージが軽んじられるようになり、私たちは哀れを誘う内紛という窮状に陥り、かつては兄弟だった者たちが争っています！ 激情とめくらめっぽうな感情が、かつては勇敢に兄弟愛と奉仕の呼び声に答えていた国のハートを満たしています。激情と強い感情は地震のように災難をもたらすものであり、その影響は遠くまで広がりかねません。愛（プレーマ）を培うことによって、私たちは激情を静め、人の心（マインド）の情緒の安定と均衡を得るようにしなければなりません。25/12/70



　＊法律

愛は、剣によらず統治します。愛は、法律によらずして人を結び付けます。6/85



    ＊暴力

暴力が行われている場所からは離れていなさい。そこに行けば、あなたもまた傷を負ってしまうからです。もしできるのであれば、そのような暴力事件を収めるよう努力しなさい。それ以外には、そういった事件からは離れていなさい。あらゆる場所に平安の雰囲気を作り出すよう努めなさい。20/11/02



    ＊欲しい物

是非とも欲しいと思う物を、全部書き出しなさい。そうしてそれらをよく見れば、自分の欲しがっている物がつまらぬ物であり、束の間の目立ち、移ろいゆく名声である事に気づくでしょう。本当に求めなければならないものは、自分を清め最高の霊的境地に高める神なのです。SIP6-31



　＊ポジティブな思考

心の動揺、不安定、失望、気落ち、失敗はすべて、あなたの誤った考え方に原因があるのです。考え方が完全に間違った方向に向いているのです。人生に何が起ころうとも、あなたは、「これは私にとって良いことなのだ。」と考えるべきです。あなたに起こることすべては、結局あなた自身のためになると言うことを知るべきです。これがポジティブな考え方です。今、人はこれとは逆にネガティブな考えで頭がいっぱいです。あなたの身体と心と知性と感覚は完全にネガティブですが、魂や良心、すなわちアートマはポジティブです。神があなたの良心です。

 どうしてあなたが、神を悟り、体験することが出来ないか知っていますか。それはあなたのネガティブ思考と姿勢のせいです。ですから、霊性の向上のためにはポジティブ思考と行動が必要不可欠なのです。そうして初めて、平安と悦びに満ち、成功することが出来るのです。私たちは、神聖な感情、神聖な考え、良い思いといった、あらゆるポジティブな思考で心を満たすべきです。そうして初めて、あなたは絶対的にポジティブなものである、「サット絶対実在、チット純粋意識、アーナンダ至福」すなわち神を体験することが出来るでしょう。困難は自分にとって良いことであると考えることが必要です。これがポジティブな考え方です。問題、困難、もめ事、失敗、損失、非難、その他諸々たとえどんなことがあったとしてもです。あなたは後に、それらはすべて自分のために起こったのだ、ということが分かるようになるでしょう。STPSp183

   信者たちは、夜通し眠らずにシヴァ神の神聖な御名を唱えることとされています。他の方法で徹夜をしても無益です。神の御名を唱えて一夜を過ごすなら、人生は清められます。『バガヴァッドギーター』の中で、スティタプラグニャ〔超意識にある者〕は他の人々が眠っている時に目覚めており、その者にとっては、他の人々が起きている昼間は夜としての機能を果たすと述べられています。この内なる意味は、スティタプラグニャ（絶えざる統合意識の境地にあって悟りを得た人）は、他の人々が神を忘れている時に神を憶念している、ということです。

    今、すべての人が関心を持つべき最も重要なことは、自分の心の中の「ネガティブ」な思考をどのようにして取り除くかということです。人間の六つの主要な敵――六つの根本的悪徳――は、人のハートの中に住処を見出しました。そのため、ハートに愛や優しさのための場所がありません。最も重要な作業は、ハートを愛で満たすことです。そうすれば、その人の人生は変容させられ、あらゆる行為は愛に満ちたものになるでしょう。愛は「ポジティブ」であり、人は「ポジティブ」な性質を育てるよう懸命に努力すべきです。人間であるならば、慈悲や寛容といった「ポジティブ」な性質を育てるべきです。

    今、人の生涯は、感覚的な欲望を追いかけることによって無駄にされています。それらはすべて、本質的に「ネガティブ」なものです。そうではなく、人は「ポジティブ」な欲望を抱くべきです。それは人間にとって自然なことです。すべての欲望とすべての行為に神性を付与しなさい。

    数多くの過去世（かこぜ）において人々と共にあった世俗事の追求は、少なくとも今生では、神性の追求に道を譲らなくてはなりません。多くの人は、自分の中にある神聖な潜在力を自覚していません。人には善い行為や悪い行為をする潜在能力があります。善い行為をすることによって、人は至福を体験します。常に助け、決して傷つけてはなりません。25/2/98



　＊微笑み

信者はいつも微笑みをうかべていなさい。喜びを顔からにじみ出させなさい。その喜びは、あなたが内なる神性を体現したときにこそ出てくる喜びなのです。もしあなたが幸せでないとしたら、それはあなたがその神聖さを体現していないからなのです。SS8月p,203

    人から人へと微笑みを広げなさい。あなたの嘆きや不幸を人に語って悲しい世の中を一層悲しくするのですか。あなた自身の悲しみを慰めるために神の御名を唱え、御姿を黙想しなさい。あなたが自分の悲しみに打ち勝って、他の人の模範となりなさい。真善美pt138



　＊本

本というのは、あなたに方向性と指示を与えるものだけだと、覚えておきなさい。読書をすることであなたが人生の目標点に達することが出来るのでは無く、それは最初に踏み出す第一歩を指し示す路程表に過ぎないのです。本を読むことは、もっと多くの本を読むためではなく、読んだことを実践に移すためなのです。部屋の中に大量の本を持っている人がいますが、そういう人は知的な病を患っている人だと容易に想像できます。SSSvol, 6p, 181

 人の気を憔悴さすものや、興奮さす本を読まないことです。また心を憔悴させたり、興奮させたりする映画も見ないようにしなさい．SSSvol7p113

 二人の魔女が、若者を役立たずで軽薄な人生を歩む道に引きずり込もうとそそのかしています。一つは映画で、もう一つは小説です。映画は悪の種をその内に持っています。若者の純真な心を汚し、罪や暴力や傲慢を教えます。それは、基本的な人間性を破壊して、若者を動物のレベルに陥れます。世を捨てたヨギでさえ、知らぬまに少しずつ影響を受けて罪を犯します。～小説も同様にわいせつな絵や、獣的なレベルの記述を載せることによって腐敗しています。

これら二つとも、若者を数え切れないほどの悪に染め上げます。これらを書き、プロデュースしている者たちは、どのように若者たちを自立させ、自信を持たせ、そして自分のことは自分で出来る市民に育て上げるかを知らないし、そんなことに全く関心もないのである。このように、若者をどのように導くかという重要なことが、無視されてしまっているのである。SSSvol9p258

    皆さんは浄性の食物を摂るだけでなく、良い本も読むべきです。決して悪い本を読んではなりません。悪い本は悪い思いを生じさせます。皆さんの一生は、良い食べ物と、良い思いと、良い仲間にかかっています。善良で、信心深い人たちと交際しなさい。気高い魂をもつ人々は皆、善書を読み、気高い思いを育みます。皆さんは、低俗な小説や物語といったくだらないものを読むべきではありません。そうした低俗本は、皆さんに悪い思いを生じさせ、心（マナス）を汚します。図書館に行ったときは、皆さんが良い性質と良い思いを育む助けとなる、偉人や高潔な人々の伝記を読むべきです。幼い心が汚れ、悪い思いが心に湧き上がる一つの原因は、さまざまな類の低俗な書物を読むことにあります。

    実際には、良い思いや悪い思いの原因は、もっぱら心にあります。そのため心は人の束縛と解脱の原因であると言われているのです。残念ながら、今日では、悪い書物だけが評判の的になってしまいます。悪書は若者たちを誘惑する要素を備えています。良書は希少なものとなってしまいました。そうした優れた本はどこで手に入るのか？という疑問がわいてくるかもしれません。道徳と人類の霊的向上に取り組んでいる団体や組織の図書館に行きなさい。列車やバスで旅をしている人々が、駅のプラットホームやバスの停留所で入手できる無益な本を買って夢中になって読んでいるのをよく見かけます。そのような人たちは、退屈しのぎにそれらを読んでいるのだと言うかもしれません。彼らはそうした本がどれほど有害で、悪い思いを生み出し、心を汚染しているかを理解していません。ですから、皆さんはつねに、良い思いと良い人格を育む本を選ばなければなりません。人格はもっとも大切です。

    もし、皆さんが良い思いと良い振る舞いを養いたいなら、良い本を読まなければなりません。今日、多くの学生は、安い値段で手に入る低俗な文学作品を読むことが流行であると考え、その結果、彼らの中に低俗な考え、低俗な振る舞いが生じています。彼らは無料で配られる本や低俗本を追いかけます。彼らには、そうした本が良いものか悪いものかを判断する識別力が、絶望的なくらい欠けています。それゆえ、彼らは自分の心が完全に汚染されてしまったあとで、自らの行為の結果に対面することになるのです。しかし、それでは後悔し、道を引き返すには遅すぎます。良い思いと良い振る舞いは、良い本を通してのみ養われるのです。22/10/05

    心を神の愛の輝きで満たしなさい、単なる書物の知識を手に入れるだけでは何の役にも立ちません。皆さんが、今までに勉強して来たことは全体の知識のごく一部分に過ぎません。にもかかわらず、皆さんはそれを得意に思っています。皆さんの世俗的な教育は、神の英知に比べれば取るに足りないものでしかありません。教育や力や富によっては、神に到達することはできません。神は愛によってしか触れることができません。神は、愛を育てたときに初めて体験できるのです。帰依とは、神を心から愛することです。24/7/02



    ＊本性

もし自分の本性を理解したいと望むなら、あなたは三つのことをしなければなりません。それは、身をかがめ、五感を正し、心を終わらせることです。

最初のステップは「身をかがめる」ことです。つまり、自分の体の中にエゴ〔自我意識、我執〕が生じるのを許してはならないということです。謙虚さを育て、真心込めて自分の義務を果たしなさい。これが「身をかがめ」という言葉に含まれている意味です。

「五感を正し」は、五感はどう振る舞っているか、五感は堕落しやすくなっているかどうかを調べ、必要であればそれらを矯正すること、抑制することを呼びかけています。

「心を終わらせる」は、心の気まぐれを静めることを呼びかけています。これはどうすればよいのでしょうか？ 心を別の方向に向ければよいのです。たとえば、錠と鍵があります。鍵を左に回せば錠がかかります。鍵を右に回せば錠は開きます。このように、鍵は錠の開閉の両方の役割を果たしているのです。

人間においては、ハートが錠です。心〔マインド、思考〕が鍵です。心が神のほうに向けられると、ハートは無執着を持つようになります。心がこの世界のほうに向けられると、ハートは執着を持つようになります。このように、無執着と執着は、どちらも心の働き方の結果として生じます。心がプラクリティ（自然すなわち現象世界）のほうに向けられると、束縛は確実です。心が神のほうに向けられると、あなたは至福（アーナンダ）を体験します。「心を終わらせる」は、心を神のほうに向けることを意味しています。ただあなたの一切の行為を神に捧げさえすればよいのです。そうすれば、あらゆることは容易になり、至福の源泉となります。31/8/88



    ＊本当の悟り

ハートから生じた言葉と行いと思いが、愛――神への愛、そして、神の映しとしての人への愛といった、清らかで、穢れなき愛――で満たされるとき、あなたと接した人は皆、元気になるでしょう。もしあなたが自分の体ではなくアートマを愛するなら、あらゆる存在の中心核は同じアートマであるということに気づき、自分を愛するのと同じくらい、すべての存在を愛しはじめるでしょう。これが本当の悟りです。これは真理です。言い換えるなら、それは決して否定されなることのない事実であり、時間が経過しても外れることのない事実です。1/8/71

 

    ＊マッサージ

アクバル皇帝の統治時代のデリーに、セーナという一人のバクタ〔信者〕がいました。セーナは王宮で王に仕えるマッサージ師でした。皇帝はセーナに、毎朝７時に来て３０分間体をマッサージするよう命じていました。

ある日、セーナがいつものように自宅のプージャー・ルーム〔礼拝の部屋〕へ入ったところ、美しき御方の姿を見て恍惚状態となり、時間の感覚をすっかり失ってしまいました！ セーナの妻は礼拝室の外で慌てふためいて右往左往していました。というのは、夫の集中を妨げることは考えられなかったからです。

ちょうどそのころ、アクバル皇帝は王宮でセーナからマッサージを受けていました。アクバルはセーナを褒め称えて言いました。

「セーナよ、私は最近、これほどの幸福を感じたことはない。おまえの指圧はまさに神業である」

マッサージが終わろうとしていたとき、アクバルは目の前のテーブルの上のオイルの器にマッサージ師の顔が映っているのを見ました。そして、その顔がクリシュナ神であったことに仰天しました！ アクバルはマッサージ師の顔を確かめようと振り返りましたが、もはやそこには誰もいませんでした！6/10/62



    ＊魔術

神の化身たちよ！ 今日は、この降臨が真正であることについて、いくらか話をする最善の時です。私がこのことを話すのは、この体の優越や重要性を主張するためではありません。私はひとえに真実を伝えたいだけです。私が顕している光輝、行いの一つひとつに示される神性、恩寵の結果である不思議な事や驚くべき出来事に、耐えられない人や許容できない人が大勢います。そういった人たちは、それらに催眠術や奇跡や魔術の妙というレッテルを貼ります！ 彼らはそれらに対する人々の評価を下げることを望んでいるのです。言っておきますが、私のものは催眠術でも奇跡でも魔術でもありません。私のものは正真正銘の神の力です。このことに難癖をつける人たちもいて、「奇跡は霊性の発達の助けにはならない、あの人たちは神を顕現させる過程で片端になる」と耳打ちし、真理の道から離れるようあなた方を説得します。こうした人々は神を想像するには弱すぎるのです。彼らには神の荘厳さと威厳を理解するだけの強さや持久力がありません。彼らは心が狭く、知性に欠けています。25/12/70



    ＊先ずは自分

まずは自分です。それから、助けなさい。自分を向上させ、自分に教え、自分を再建しなさい。それから、他人の問題を解決しなさい。自分を再建することは、落ち着いて自分という存在について「私は体か、五感か、心か、理智（ブッディ）等々か？」と自問すれば、とても簡単です。26/10/63



　＊マーヤー                                 

  マーヤーに屈服するならば、人は自分自身がマーヤーになります。そのマーヤーは２５番目の数のあらわす面です。マーヤーと神の間に存在する秘密を知る時,私達は、自分自身２６番目の面である神となります。人は、５つの行為器官５つの認識器官５つの感覚を全てコントロールすることは出来ないでしょう。しかしそれらに一定の制限を設けることができたなら神を実感認識することが出来ます。たゆまず、僅かの気の緩みもなく、几帳面に定められた修行を守ることが大事なのです。SS10/93

    劇は夢の中の夢です。劇は、あなたが目覚めているときにあなたの目の前で展開するもう一つの夢です。劇は、人生と呼ばれる夢に、光、喜び、勇気、信仰、希望、意味を注ごうとします。生来、人は人生の意味を見出すためのあらゆる方法を探し求めなければなりません。なぜなら、それを知らなければ、人は道に迷い、生から生へとさまよい、次から次へと打撃を受け、それら一切の体験をして良かったなどということは、めったにないからです。

人はまず、自分は体や物、そして、五感で体験する世界を実在のものだと思うよう幻惑させられているということを知らなければなりません。それから、本当の基盤を知ろうとしなければなりません。人は何か別のものがその基盤であると取り違えています。これらの幻惑〔マーヤー〕は根強いものであり、人の目を覆い、人を間違った道に置きます。劇は、人が誤った価値観によって幻惑されているということ、虚しいものを追いかけて真実を放置しているということを、人に示すことを目的としていなければなりません。劇は、人に虚しい追求から退かせることができるほどに強い信仰心を植え付け、自分の大きな錯覚に気づくという栄光を獲得させるべきです。5/12/64

   神がマーヤーの主人である。神が迷わす力を持ち、そしてそれを破壊し、コントロール出来る力も神が持っている、という事を知っている者。そしてまた、真理とダルマを維持すべく努力する者。それらの者達の心はマーヤーによって曇らされることはない。だからその者達は何をも恐れることなく～神を讃える歌を唱って三界を自由に動き回ればよい。P176バガバッドバヒニ

  マーヤーには、はっきりと言葉で言い表せれることの出来る起源はない。マーヤーは創造主の懐に創造主と共に存在する。それは無始である。マーヤーが如何に、このようにおびただしく自己顕現したのか、その原因は分からない。水の泡がそれ自体の力で水の中から生じるように、無限であり完全である至高の神から生じた力が、名と姿を持つことに至っただけなのだ。それだけなのだ。SDMp140

   光りが射すと、先ほどまでそこにあった暗闇はどこに行ってしまったのでしょう｡光りの不在が暗闇です。暗闇は出てくることもありませんし、何処かに行くこともしません。光りのために、暗闇に気づかないだけなのです。ひとたび光が消えれば、前と同じように暗くなります。

 ここでは光りは英知であり、暗闇は無知でありマーヤーです。マーヤーは実は存在しません。それはあなたの創造物です。しかし、あなたがサーダナつまり霊性修行を止めると、マーヤーがあなたの人生の中に入ってくるのです。ですからサーダナこそが、あなたをマーヤーの影響を受けずに済む状態に保ってくれるのです。もし霊性修行を止めれば、あなたは再びマーヤーの餌食となってしまうでしょう｡ですからあなたが生きている間は、決してあなたはマーヤーから逃れられないのです。持続的な霊性修行のみがあなたを助けてくれるのです。STPSp230

 急に恐怖に捕らわれたのは､目の前の道に蛇がいると思ったからです。紐が蛇に変わって恐怖に捕らわれたのは、心の中の出来事です。蛇は本当にいたのでしょうか。いいえ蛇などいません。それならどうして、ただの紐がどうして蛇になってしまったのでしょうか。それは、マーヤーのせいです。どんな場合にマーヤーが現れ、それに捕らえられてしまうのでしょうか。薄暗がりや闇の中では、紐しか無いのに蛇が見えているように思い込んでしまいます。闇のせいでマーヤーが皆さんを捕らえてしまうのです。本当は、紐が蛇になることはありません。

 迷いが人の心を曇らせ、正しくものを見る目を覆ってしまうのです。この迷いが､マーヤーです。懐中電灯を照らしてみれば、蛇などどこにもいなくて、ただ紐が落ちているだけだと分かるはずです。光りが射すとともに迷いが払われて、本当は何があるか分かるのです。現実にあるものは､いつでもそこにあります。消えて無くなることはないし、別のものに変わることもありません。少しも変化することはありません。現実を覆い隠しているマーヤーだけが現れたり消えたりするのです。

  心の中でマーヤーが、形になったものが写し出す力と呼ばれるもので、マーヤーのもう一つの力です。変わることの無いものの上に、まるで違ったものを写し出します。この場合は蛇でしたが、別の状況ではまた違ったものになるでしょう。気分、楽しみ、苦しみは、どれも現れて消えていきます。親戚の人が家にやってきても、いつまでもいるわけではありません。それと同じように、マーヤーは、人を迷わせながら現れては消えていきます。心を迷わせて紐を見えなくさせるのが「覆い隠す力」です。

 心の中で蛇のように見せている妄想が「うつし出す力」です。明かりがあれば、紐はただの紐でしか無いことが分かるでしょう。そうなれば蛇は消えてしまいます。マーヤーの二つの力は、闇とともに現れて、光りとともに消え去るのです。

「覆い隠す力」と「写し出す力」はいつも一緒に現れるのでしょうか。それとも別々に現れるのでしょうか。この二つの力は、普通同時に現れて消えていくものなのですが、熟睡状態では、「覆い隠す力」があるだけです。二つは別々に現れたり消えたりします。マーヤーは、言葉では説明し難いものです。いつ始まったとも言えず、いつ終わるとも言えません。マーヤーは、英知の光が輝くとともに消えて無くなります。その時、ただ一つの変わることの無い真実が姿を現すのです。SGc33

    外に見るものはすべて幻想に基づいたものです。架空の世界に心を奪われないようにしなさい。そうして初めて平安を得、ついには「私は私である」という真理を悟ることができます。25/12/03

   この世の愛は一時なものです。それは愛とは呼べません。本当の愛は不滅です。そのような愛を育てるべきです。肉体は成長し衰えます。一体どうやってそれを実在するものと見なすことができるでしょうか？実際には、この世にあるものはすべて現実には存在していません。迷妄の原因は肉体への執着です。それゆえ、徐々に肉体への執着を減らしていきなさい。これは、皆さんが始めなければならない一番大切なサーダナ（霊性修行）です。ジャパ（神の御名やマントラを繰り返し唱えること）、タパス（苦行）、ディヤーナ（瞑想）、ヨーガ（神との交流）といったものは、真の意味でのサーダナ（霊性修行）ではありません。皆さんが実在していると思っているものはすべて、実際には存在していません。実際に存在していないものは、すべて手放さなければなりません。まず第一に、この真理を理解しなければなりません。肉体への執着を手放すことはとても簡単です。どうして人々がそれをできないのか私には不思議でなりません！25/12/03

 マーヤーは真の本性を覆い隠す力と、真の上に非真を投影する力によって、唯一無二の存在であるブラフマンを個我、神、物質世界という三者に分かれた存在をとらせました。マーヤーの力は潜在していますが、それが一度顕れる時は心として顕れます。その時、物質世界という巨木の種子は芽吹き始め、心の衝動という葉を茂らせ、心の意思という果実をつけます。従って、外界の全ては心の繁茂にすぎません。個我と神は心の繁茂によって捕らえられ、物質世界の中で離れ難く絡み合っています。

従って個我と神もまた、夢の世界の産物と同じなのです。個我と神と物質世界を、絵に描かれたものと想像して御覧なさい。物質世界を背景にして個我と神は描かれています。

 同じ絵の具で書かれているにも関わらず、三つとも違う実態のように見えます。これらは心の産物で実は価値を持たないのです。覚醒時と夢の中ではこれらは現実味があります。しかし、熟睡時や気を失った時などは心は働かないので、これらは存在しません。それゆえ、人が英知を獲得した時に心の働きが無くなり、これら三つは消滅してしまうことが容易に理解できるでしょう。心の働きを分析して得られる英知のみが、マーヤーに終止符を打つことができるのです。マーヤーは、無知や識別力が欠如しているところに繁殖します。JV

    物体はどのようにして生じるのでしょうか？ 物体は意志の力によって創られます。（ここでスワミは黄金の鎖を物質化なさり、スワミがこれを意志したとおっしゃいました。)この鎖は、私の意志から生じ、意志する前には存在していませんでした。すべては神の意志によって生じます。神はマーヤー〔幻影〕の原因です。全創造物はマーヤーと神が結合したものです。マーヤーがなければ創造はあり得ません。それゆえ、マーヤーはすべての人に影のようにつきまといます。

   人はマーヤーの影響のもとに人生を送ります。マーヤーは影と同じように私たちから去ることはありません。マーヤーはあらゆる迷妄の原因です。太陽が昇るとき、影はとても長くなっています。太陽が頭上にあるとき、影は足の真下にあります。このように、影は長くなったり短くなったりします。ですから、私たちは影を人生の基盤とするべきではありません。26/12/07



    ＊マーヤーとブラフマン

この創造世界のすべて、この歴史のすべては、神のリーラー〔神聖遊戯〕であり、もっと厳密に言えば、神自身であり、ブラフマンの真実であり、世界の真実です。ブラフマンと世界（ジャガト）が消えてしまうまでは、世界は唯一の「相対的な事実」であり、そのとき、世界さえもがブラフマンとして見られ、ブラフマンとして感じられ、ブラフマンとして知られます。そのとき、人は、「一切は至高者で満ちている」（サルヴァム ブラフマ マヤム）ということを知ります。もっと正確に言うならば、「満ちているもの」（マヤム）として認識されるべき、切り離された「一切」（サルヴァム）というものは存在しません。ブラフマンだけが、唯一無二のもの（アードヴィティーヤム）、一なる者（エーカム）、永遠なる者（ニッティヤム）、純粋なる者（ヴィマラム）、不動なる者（チャラム）です。誰が、一なる者（エーカム）からこのあらゆる多様性を創ったのでしょう？ その答えは、「多様性はまったく存在していないので、この質問は成り立たない」というものです。この「多」は、人が作ったものでもなければ、力や衝動、連鎖、状況、偶然が作ったものでもありません。

「多」は存在しません！ 「一」は「一」のままです。あなた方が、それを「多」と間違えているのです。誤りはあなた方にあります。あなたの見方を正しなさい。あなたの迷妄を取り除きなさい。ブラフマン（至高の実在）がプラクリティ（相対世界）に変わったのではありません。縄が蛇に変わることはありません。あなたが縄を蛇と間違えたのです。いつも、そして、永遠に、ブラフマンはブラフマンです。この事実に対するあなたの無知が、あなたにブラフマンをプラクリティとして見させているのです。世界〔現象界〕は迷妄という一本足で立っています。その足を切り落とせば、世界は倒れます。

あなた方は、迷妄に基づいた、この多様性、この「多」、このプラクリティ、この世界の消滅を、毎日経験していながら、その経験にしがみつこうとしません。それが悲劇なのです！ あなたが眠っているとき、あなたの世界はどうなっていますか？ あなたの多様性は何に包まれていますか？ 深い眠りがもたらす気持ちのよさの根源は何ですか？ 眠りは、世界の形見として、ほんのわずかな小さなエゴをとっておきます。そのため、眠りから目覚めても、あなたは前と同じ、迷妄に覆われた人であり、自分の空想が作り出したものによってしつこく悩まされている人なのです！

だから私は、何度もあなた方に、私をこの肉の寄せ集めだと思わないようにと言っているのです。しかし、あなた方は理解しません。あなた方は私を一つの名前で呼び、私には一つの姿しかないと思っています。覚えておきなさい、私のものでない名前はなく、私のものでない姿はないということを。24/11/62



    ＊稀な機会

前の時代には、人間はこのような類稀な機会を持つことはありませんでした。このような性質の組織は作られず、化身の御前でこのような性格の大会が開かれることなどありませんでした。そして、これほど身近な結びつきを通して、また、共に語らい、歌うことを通して至福を得る機会など与えられませんでした。疑問の余地なく、あなた方は皆、極めて幸運です。

ですから、この機会があなたの手の中から滑り落ちてしまわないようにしなさい。この機会をしっかりとつかみ取り、最大限に活用しなさい。揺るぎない信仰と、熱心な信愛の活動によって、実体の悟りという終着点へと続く道を歩いていきなさい。22/11/70



    ＊慢心

     至高の愛の境地を悟る過程で、いくつかの相手を打ち負かさなければなりません。その中でまず倒さなければならいのが「六つの敵」、すなわち、カーマ（情欲）、クローダ（怒り）、ローバ（貪欲）、モーハ（愛執）、マダ（高慢）、マーッツァルヤ（嫉妬）です。なんとかこの六つの敵を打ち負かすことができると、人は霊的進歩の道の行く手に立ちはだかる「八種の慢心」に直面させられます。これには、富への慢心、体力への慢心、若さへの慢心、美しさへの慢心、学識への慢心、権力への慢心、苦行への慢心があります。これらのさまざまな慢心は、人を真のゴールから遠ざけます。現代人は、これらのうちの一つあるいは複数の慢心でいっぱいになっています。

      ですから人間にとって第一に必要なのは、慢心を取り払うことです。富を持っていない人が億万長者であるかのように見せかけ、学識のない人が学者であるかのような振りをしています。貧弱で虚弱な人がキングコング（レスラーのチャンピオン）のように肩をそびやかして歩いています。こうした慢心の基盤となっているものは何でしょうか？ それはどのくらい長持ちしますか？ 権力を振りかざしている人も、翌日には権力を失うかもしれません。

    富や地位への慢心で得意満面になると、人は内なる神性を忘れます。そのような人々は、本質的には一時的で永続しないものに、依存しているのです。鳥は揺れる木の枝に止まっていても恐れがありません。なぜなら、鳥は枝に身の安全を頼っているのではなく、自分の羽に信頼を置いているからです。これに対して、人間は自分の内なる真我に信頼を置いていません。人間は他のものに頼っています。人間は地位や役職のためであれば自分の良心を裏切ることさえ厭いません。この嘆かわしい窮状の根本原因は、望ましくないものへの尽きることのない欲望です。5/86

     

　＊満足

本当の悦びはただの満足とは違います。この二つの違いを理解していただくために、神への讃歌を歌う場合を見てみましょう。口から出てくるだけの歌と、心から湧き上がって出てくる見事な歌、大きな悦びが自然にあふれ出るような歌があります。それと同じように、目に見える物質的な世界で手に入るつかの間の楽しみと、心の底から湧き上がる本当の悦びがあります。

 本当の悦びは、真実と結びついた永遠のものです。世間のはかない楽しみにとらわれることの無い魂は神と一つです。本当の悦びは移ろいゆくことがありません。そこに付け加えるものは何もありません。それ自体が満たされていて完全なのです。

 この話の深い意味は、神を信じる者は世間のことに気を取られ、溺れてはいけないということです。時間をかけて、彷徨う心を抑え、静かな心でいるように努めるのです。本当の悦びは、静かで落ち着いた心からやって来るのです。勝ち負けや損と得、喜びと悲しみのどちらにも左右されない涼やかな心から生まれるのです。SGc3

人は、満足(  サントーシャ)して、初めて歓喜と幸福を体験することができます。欲望が大きくなると不満も大きくなり、心配は倍増します。あなたは自分の状態に満足することを学ばなければなりません。大きな満足を得た人が、最も豊かな人です。3/9/89

 解脱と神我顕現に入る門には、三人の門番が見張っていて、中に入ろうとするあなたが、信任状を携えているかどうかを調べます。信任状は、歓喜、満足、心の平安、探究心、識別心等です。門番のうちの一人と親しくなれば、他の二人の門番もあなたを喜んで中へ入れてくれます。

 三人の門番のうち、最も重要な門番はあなたの満足感を調べる門番です。あなたが満足しているならば、歓喜と平安はあなたのものです。そして、満足は歓喜の最高の源泉であり、人にとって、最も価値ある財産なのです。心に満足感が無ければ愛欲は危険なまでにのさぼり始め、識別の力を失わせます。

  欲望は貪欲となり、貪欲は惨めさと邪悪に人を引きずり込みます。欲望と愛欲は、尽きることのない感覚の欲望が満たされることを望んで、あれこれと世俗的なものを追い求めます。そのような人がどうして集中出来るでしょう。DVJp108

    満足することを知りなさい。不満がある者はさまざまなことに失敗します。21/5/92

  悪い想念は､心配、恐れ、そして緊張とともに病気をもたらします。すべてのこれらの原因は、貪欲から生じます。貪欲な人は権力や名声をもっと得たいと思います。貪欲の行き着く先は苦悩と絶望です。満足は霊性から得ることができます。この世の物質的な欲望とは手を切らねばなりません。自分のための仕事と神様のための仕事を区別してはいけません。すべての仕事はどのような結果が得られようと、それは神からの贈り物だと思わねばなりません。もしこのような態度をとることができるのであれば、苦悩や痛みは私達をタフにするだけではなく、神への道へと歩む助けにもなります。SSSvol,11p255

 神はいつも満たされていて、完全な状態です。その神に近づくためには皆さんも本当に神を信じなくてはなりません。神が完全に満たされているのに、自分が不完全で満たされていない様では、神との絆が深まるはずはありません。神という、完全に満たされている愛の存在に達するのには、自分自身が満たされた心で神を信じ、愛することが大切です。疑いが強ければ、清らかな愛を持つ皆さんの天性を傷つけてしまいます。疑いは自分の心を傷つけます。SGc8

 欲望が膨らまないように、良く気をつけて下さい。与えられたもので満ち足りるようにするのが一番良いのです。帰依の道の章でクリシュナは、神から大切にされる人の２６の特性をあげています。その中でも特に満足することは､とりわけ大切です。

 満足と言っても世間の楽しみを追いかけることではありません。皆さんは達成も安らぎも得られないまま､人生でいろいろな感覚的な楽しみや贅沢を味わっています。そんなことより、もうすでに持っているものを、これが私の必要なすべてのものだ。と思って満足した方が良いのです。～心から満足が消えてしまうと､後は不満しか残りません。

  ～欲望には限りが無く不満が募るばかりです。それに財産を持っているからといって安らぎは得られません。どんなものでも､与えられたもので充分に満足できるようにならなければなりません。皆さんの務めは､神の恵みによって戴いた財産を大切にして､いつも満ち足りていることです。SGc23

 満足が人を怠け者にすることはありません。満足は真の、清らかな性格の持つ属性です。満足は常に心を至高神に向かわせます。満足は、心が利己的な欲望を満たそうとして揺れ動き、それによってわき起こる波を鎮めることができます。満足は人の才能や人格を高める方向に向かわす事が出来ます。心の満ち足りた人は、真実に立脚しているゆえに、常に内在の神霊と交流しています。DVJp109

 この世で一番偉大な人は誰だろう。その答えはいつも満ち足りている人。そのような人こそが誰よりも偉大なのだ。いつも満足し,足ることを知るべきです。はかない悦びや､はかない財産や､地位や贅沢を求めて、この世で道を外してはいけません。生きている限りは悦びに出会い楽しむことは出来ます。

 肉体への執着がある限り、国や地域に対する愛着はあるでしょう。この五つの元素で出来ている世界が真実と思っている限りは、同じ五つの元素で出来ている自分の身体の面倒を見なくてはなりません。

 しかし本当はそんなものに捕らわれて時間を無駄にしてはいけないのです。いつも人生の最高の目標を忘れてはいけません。SGc23

 あなたの家庭生活は如何ですか。あなたが苦難の時を経験してはじめて平凡な生活の良さが分かるのだ。熱い太陽の日が射してはじめて日陰のありがたさが分かるのと同じだ。実際のところ、あなたが困難なときに神はあなたの一番身近なところにいるのだ。苦しいことを思うともっと辛くなる。でも苦しみと楽しみは、竹竿で出来た天秤棒の両端につるした水のいっぱい入ったポットを肩で担いでいるようなもので、肩は、二つのポットの重さを均等に受け止めています。

 あなたはあなたが持っているもので満足しなくてはならないのです。このことはとても大事なことなのです。満足をすることより偉大なことはありません。満足が無いところに口論が始まります。それが平安を得られない主な原因です。そんなことになると家庭生活は本当に地獄となります。もし夫婦がお互いに理解し合えば、憎しみ会うことも無くなるでしょう。OTYRTNp152　



　＊マントラ

マントラは短いほうがよいのです。そうすれば、唱えるのが早くなります。それはまるで、発電機が速く回れば、早くバッテリーがチャージできるのと同じことです。P, 331 ANDI

    人の身体には蓮の形をした六つの神経センターがあります。六つの蓮の花の一つひとつの花びらが、それぞれの文字と音を持っています。その蓮の花びらが動く時、それぞれの花びらは異なる音響を発します。あなたはそれは何によって動き、誰がそれを動かすのかと疑問を持つでしょう。そうです。花びらを動かす力は意識的な意思や努力無しに生じる原初の聖音、どのようなものとも区別出来ず、比較することもできない響きなのです。それはプラナヴァ（オウム）です。SIP4ー6

    マントラは単なる言葉の寄せ集めではありません。マントラは多大な意味を含んだ一連の言葉です。マントラは人間の内なる力から生じます。力に満ちたマントラは、正確に発音されると、人間の内にある神聖な力を呼び起こします。マントラを唱えることで作り出されるバイブレーションは、宇宙のナーダ（原初の音）と結合して、普遍意識と一つになります。この宇宙のバイブレーションこそが、ヴェーダという姿をまとったのです。1/10/84

    マントラの響きには、心の衝動と傾向を変える力があります。マントラという意味は、それを心の中で繰り返し唱える人を救うということです。絶えず心の中でマントラを唱えなさい。それによって心は途方もないおしゃべり、目的のない会話、無意味なゴシップやスキャンダルから距離をおくことができます。話さなければならないことだけを話し、出来るだけそれも簡潔に話しなさい。そして優しく話しなさい。また、話さなければならないことをわざと話さずに相手に誤解を与えたり、策を弄したりしないようにしなさい。SIP6-91

   何時いかなる場合でも、出来る限り、信念と力を込めてこのマントラを唱えなさい。神への信仰を堅固に保ち、行動にあらわすならば、この世は荘厳なる地上の天国と化します。いかなる困難、難題に遭遇しようとも厳然と立ち向かう勇気と決意を持たなければなりません。

 このマントラを唱えることにより、神への愛と、罪を恐れることをあなたは人々に知らせることが出来るのです。マントラ（神であるdevudunaadu）は、如何なる神の御名から取ったマントラより強力です。しかしどのマントラであれ単に機械的に繰り返し唱えるだけは何の役にも立ちません。

 マントラの力やヤントラの力よりも強力なのは、清らかなハートです。信仰は、神の御座であるハートから生ずるものでなくてはなりません.今日、私が教えた５つのマントラをあなたの不断の同伴者とし神への信仰を強めなさい。それによってあなたは必ず神我顕現を得ることが出来ます。

 神への不動の信念によって、霊力は強化され甘美な至福を享受することが出来ます。疑ってはなりません。人生において何事を成し遂げるにも、神への信念こそ肝要です。信念が無ければ、ごく平凡なことでさえ成し遂げられません。21/7/86

 マントラを唱えているだけでは何の価値もありません。しかし、その意味をしっかり知って唱えれば、大きな効果があります。CWSSBp17

   今、私たちはラジオやテレビの放送が電波によって全世界に送られていることを知っています。それと同じように、クリシュナ神が何人ものゴーピカー〔牧女〕たちの家に同時に現れることができたのは、信じられないことでしょうか？ ヤントラ〔機械〕にさえ全世界に電波を送るようなことができるのであれば、マントラにはさらにどれほど大きな力があるのでしょうか？ 神の御名と御姿の力はあらゆるものに浸透しています。大気中の電磁波は、音と姿を常時保持していることができます。

    最近、スワミがハイダラーバードを訪れたとき、そこでのスワミの活動は、テレビを通じてインドのさまざまな地方で見ることができました。機械装置によってこのようなことができるのなら、マントラの神聖な力によってそれよりはるかに多くのことががなされ得るというのは、驚くべきことですか？ 必要なのは、神の御霊（みたま）に周波数を合わせることなのですが、それはラジオやテレビの放送を受信する際に適切な周波数に合わせることが必要とされるのとよく似ています。

    自分の心（ハート）をラジオの受信機と見なしなさい。あなたの集中力が、周波数を合わせる装置です。自分の心が正しく周波数を合わせたとき、あなたは神を体験するでしょう。これには、しっかりした、揺るぎない集中力が必要とされます。27／9／92午前



    ＊身内

神はあなたの真の身内です。神はあなたの息子や娘、友人や他の身内という姿をとってあなたのところにやって来ます。神はあなたのあらゆる困難の中に存在する、あなたの真の身内です。神がアーパドバーンダヴァ（困難なときの友や身内）と呼ばれるのはそのためです。1/5/08



    ＊見えない領域

もし有益な結果を望むなら、有益な活動に従事しなければなりません。あなたの意識の働きの一つひとつが、目には見えない領域で結果を生みます。ですから、つねに注意していなければなりません。聖なる学びをする習慣を持ち、謙虚さと尊敬の念を身に付け、両親を敬い、両親に奉仕し、他の人の模範と理想になりなさい。22/11/80

    人口が増えると村は町へと成長しました。文明化したコミュニティーの成長と共に、幸福と悲哀の原因、そして、人はいかにしてそれを乗り越えていくべきかについて、人々の間で議論が生じるようになりました。そうした探求において、賢人たちは自らの体験を探ってある種の本質的な真理を発見しました。さらに賢明な人たちは、これまでに知り得たものを超越することがあることを認識しました。

そこでなされた問いは、「我々が真に学んだことは何か？」、「我々の力を超えているものは何か？」ということでした。人に大地を創れないことは明らかです。人は水も創れません。人は吸う空気がなければ１０分と生きられません。それだけではありません。現実の生活において、人は生と死の秘密を理解できずにいます。多くの人が、死の特性を発見しよう、死後何が起こるのか、死の背後にある神秘とは何かを見出そうと試みましたが、答えを見つけることはできませんでした。そのため、深い探求心を授けられていた者たちは、すべての生き物の奥底には一つの力が存在し、その力は神から来ているという結論に至りました。彼らはその力を神と名づけたのです。そして、神の力が存在すること、そして、それは人間の理論を超えており、宇宙にみなぎっていると結論づけました。

その力は何なのでしょう？ 人は目に見えないものをどうやって認識できますか？ そのようなものを信じるべきなのでしょうか？ そのようなものを知ることは不可能だと考える科学者もいます。一方、古代人たちは、太陽を神性という存在の実証できる明らかな証拠と見なしていました。そして、太陽がなければ世界は存在しないと思っていました。太陽がなければ何ものも成長することはできません。人間の営みは一切不可能となります。人が終わりなき暗黒を生き抜くことは不可能です。それゆえ、古代人たちは、この偉大な光とエネルギーの源は神の霊的な力の存在証明であると思っていました。

その後、その神聖原理は一つなのか、それとも複数であるのかという議論が生じました。古代人たちは、「エーカム サット」、すなわち、神は唯一者であり、唯一者でしかあり得ないという結論に達しました。ヴェーダも「エーコーハム バフスヤム」（私は多として顕現した唯一者である）と宣言しています。それによって、ヴェーダは神の一体性を宣言したのです。神は唯一なるものですが、異なる人々に多として顕現しているのです。22/11/80M



　＊見栄張り

見栄張りは利己心の息子です。そして見栄張りと嫉妬心はうぬぼれ心の息子でもあります。あなたが第一にしなくてはならないことは、利己的なうぬぼれを心から取り除くことです。一切の悪は、利己的なうぬぼれから生まれます。5/85



    ＊身代わり

この四日ほどの間、スワミが帰依者の身代わりとして苦しみを引き受けたことで、多くの帰依者たちが大変心配しています。スワミは、愛によってその苦しみを受け止めているので、スワミには何の苦しみもないということを理解しなさい。私が帰依者の苦しみを軽減しているときに、どうして私が苦しむことなどありえるでしょうか？ 

 しかしながら、この種の状況に関しては、守るべき一定のルールや法則というものがあります。私は誰かの身代わりになりました。ですから私は、通常であればその人が苦しまなければならなかったのと同じ期間だけ、このような状態を甘んじて受けなければなりません。私は、いかなる困難も感じていません。もし私が、本当に痛みに苦しんでいるのであれば、これほど長時間にわたってこうしてお話しをすることができるでしょうか？ 私はまったく苦しんでいません。

 苦痛は私の愛の中に溶けてしまいました。皆さん方全員が幸せで、至福に満ち、快適に過ごすべきです。それが私の願いです。この件に関して、心配をしないでください。私には何の苦痛もありません。実際、私は皆さんのすべての苦しみを引き受ける準備ができています。いつも幸せでいなさい。22/7/02 



    ＊惨めさ

神は、すべに浸透しています。神は、すべての元素、すべてのものの中に光輝として存在しています。神が常に内在しているというのに、なぜ人間は苦しむのでしょうか？ 困難に直面して惨めな人生を送っている、と語る人々がいます。そのように言うのは、愚かなことなのです。内在者なる神には、悲しみも心配も何一つとしてありません。神は至高の至福の化身です。あなたのハートの祭壇に神が安置されているというのに、惨めさに悩まされていると考えることは愚かさの印ではないでしょうか？ 神はこう語ります。「私はあなたの中にいます。あなたは私の神性の火花に過ぎないのです」。そうならば、人が困難や悲しみに影響される必要などあるのでしょうか？ これらの道筋にそって探求すれば、あなたにその影響をもたらしているのは、自らの中の悪魔的、獣的な傾向であることに気が付くでしょう。邪悪な資質を捨て去らない限り、あなたは永遠なるアートマの真理を体験することができません。9/10/02



    ＊水

私たちが飲む水の粗雑な部分は尿となり、精妙な部分は血液となり、最も精妙な部分がプラーナとなります。水には確かにプラーナが含まれているのです。意識を失った人の顔に水をかけるのは、この理由によります。水はその中にプラーナを有するがゆえに、気絶した人を覚醒さすことができます。PSDp39

 宇宙においては、神は最初に水として顕現しました。人間は水なしには生きていけません。水は地上の目に見えるところに在ったり、地下に伏流水として流れていたり、いたるところに存在しています。神は水として、生きとし生けるものすべてを護っています。SSSVol23Chp2

    人は何よりも水を必要とします。水は生命を支えるものです。二、三日食べ物がなくても生きられますが、水なしでは生きることができません。これから先、あり余るほどの雨が降ることでしょう。だれも苦労することはなくなります。実際、私はあらゆる苦難から世界を救うためにやって来たのです。私は皆さんの欠点を直し、過ちを許すことによって、確実に皆さんに幸せを与えます。皆さんは一体性と愛のうちに生きなければなりません。私たちは、プラーナ、アパーナ、ヴィヤーナ、ウダーナ、サマーナがパンチャ プラーナ（五つの生気）であると考えていますが、そうではありません。人間にとってのパンチャ プラーナは、サティヤ（真理）、ダルマ（正義）、シャーンティ（平安）、プレーマ（愛）、アヒムサ（非暴力）です。真理があるところにはおのずと正義が生じます。正義の道をたどることによって平安に到達します。平安から愛が生じます。真理と愛は相伴います。この二つをもっている人はすべてをもつようになるでしょう。20/3/07



    ＊水のあぶく

私の体は、他のすべての体と同じく、一時的な住居です。しかし、私の力は不滅であり、すべてに遍満し、永久に続きます！ この体を身にまとったのは、「ダルマを確立し、ダルマを教える」という目的のために仕えるためです。その目的を終えた時、この体は消えるでしょう。水のあぶくのように。25/12/70



    ＊道

多くの人がスワミのもとにやって来て、「スワミ！ 我らに道を示してください」と頼んできます。あなたがしなければならないことは、あなたがやって来た源に戻ることだけです。その道を探す必要などどこにあるでしょうか？ 自分がやって来た源に戻ることは、すべての生き物にとって必然であると、『バーヴァガタ』は述べています。6/3/89



    ＊三日間の祭り

自分のエネルギーのすべてを、体が欲するもののほうに向けてはなりません。体は一分ごとに老化して、火葬場に向かって速いスピードで進んでいます。人生は三日間の祭りです。人生は、夕暮れまでに萎れてしまう花の命と似ています。肉体の魅力が失われ、何でも他人に頼らなければならなくなる老齢という時は、誰にでもすぐにやって来ます。ですから、死を迎え入れる準備をしなさい。穏やかに、喜んで、主なる神の意志に黙って委ね、死と出会うための身支度を整えなさい。あなたが支度を整えたいと思っても、それはすぐにできるものではありません。それは長い年数の修行の末に身に付けられるものです。起こることすべての中に神の手を見なさい。そうすれば、あなたは大喜びしたり、深く悲しんだりしなくなるでしょう。そうすれば、あなたの人生は一続きの礼拝と瞑想になるでしょう。26/3/65M



　＊三つ

子供たちに次の三つのＰを教えなさい。Purity純粋さ，Patience忍耐，Perseverance辛抱、これら３つの性質を備えれば国を軍隊や原爆で武装して守るより効果があります。SS8/94p205

    人間は三つの性向に縛られています。その第一はカーマ（自分のものにしたいという願望）です。願望がくじかれると、〔コブラのような〕クローダ（怒り）が頭巾をもたげます。願望が叶えられると、第三の性向であるローバ（貪欲）が襲いかかります。もし、人の願望が有益なものであるならば、神は恩寵を降り注ぎます。18/9/85

   イーシュワラ〔シヴァ神〕には三つの姿があると言われています。一つは遍在の姿（ヴィラート スワルーパ）、二つめは黄金の胎（ヒランニャガルバ）、三つめは顕現していない姿（アヴィヤールタ）です。

遍在の姿（ヴィラート スワルーパ）は一切の姿（ヴィシュワ ルーパ）であり、顕現している全宇宙が、その姿です。宇宙に存在する無数の姿と名前は、イーシュワラの姿の中にあります。これは、起きている状態で経験する宇宙の姿（ジャーグラタ スワルーパ）と呼ばれています。

二つめの姿は、夢を見ているときの状態であるヒランニャガルバにおいて経験される神です。私たちは、起きている状態では手足を使い、肉眼でものを見て、耳でものを聞きます。夢を見ている状態でも、私たちは多くの行為をします。夢の中で使っている手、歩いている足、話している口はいったい何なのでしょう？ 夢を見ている状態で、肉体の器官も感覚も機能していない時、どうやってそういった体験が生じるのでしょう？ これがヒランニャガルバという微細な姿です。

三つめの姿である、顕現していない姿（アヴィヤールタ）は、原質です。それには具体的な姿はなく、そのため、顕現していないもの（アヴィヤールタ）と呼ばれています。しかし、至福（アーナンダ）は存在しています。そこには経験という意識があります。物理的な姿、微細な姿、原初の姿は、それぞれ、ヴィシュワルーパ、ヒランニャガルバ、アヴィヤールタという三つの姿です。起きている状態でも、眠っていて夢を見ている状態でも、熟睡状態（スシュプティ）で至福を味わっている時でも、あなたは同一人物です。三つの状態のどれにも存在している一なる存在がアートマです。アートマは、起きている状態では体の中に、夢を見ている状態では心（マインド）の中に、熟睡状態では高次の意識（チッタ）の中に存在しています。イーシュワラの原理は、この三つの存在を一つにします。6/3/89

物質的な世界は移ろいゆくとはいえ、その時の悦びを捨ててしまうことはありません。その時々の悦びを味わえば良いのです。それからゆっくり、少しずつ､永遠の悦びに向かう旅を続けて下さい。この旅には三つの段階があります。

 一つ目は、偽りの中の偽り、二つ目は、真実の中の偽り、三つ目は、真実の中の真実と呼ばれます。この三つの段階は､それぞれ、物質の世界、微妙な心の世界、因果の世界という、三つの世界に対応しています。「偽りの中の偽り」は、感覚が捕らえる物質的な世界で見ることが出来ます。そこではすべてがはかないものばかりです。映し出されている像も偽りなら､映し出しているものも偽りです。

 「真実の中の偽り」は心の世界で見られます。映し出された像は､はかない偽りであっても映し出しているものは永遠の真実です。「真実の中の真実」は因果の世界で見ることが出来ます。どんな偽りとも映し出された姿とも関わりの無い真実の結晶です。そこには変わることの無いアートマの光りが輝いているからです。SGc22

    皆さん方は、誰もがこの世に来た本当の目的を忘れています。あなたがどこにいようとも、三つのことを必ず覚えていなければなりません。それは、あなたはどこから来たのか？ 今、どこにいるのか？ そして、何の目的でここに来たのか？ ということです。~あなたはこの三つの質問のうち、最低一つは自分で答えを見つけなければなりません。そうでなければ、あなたの人生そのものが無駄になってしまいます。23/11/04

    聖賢たちはヴェーダを簡潔に「トライー」と呼びました。「トライー」とは三という意味です。三は神聖なものを連想させる意味深い数字です。人間の属性、サットワ〔浄性〕、ラジャス〔激性〕、タマス〔鈍性〕の数は、三つです。人間の体の病気を引き起こしがちな場所は、頭、腹、足の三つです。礼拝においても、三には神聖な意味があります。シヴァ神にビルヴァ〔ベルの木〕の葉を捧げるとき、信者たちはシヴァ神を、三つの属性と三つの武器と三つの目を持つお方と表現します。時間にも、過去、現在、未来という三つの相があります。

  今日の世界の混沌は、人々が現在を無視して、取り返すことのできない過去をくよくよ考えたり、予測できない未来を思い巡らせたりすることが原因です。人々が関心を持つべきものは、現在の自分の義務です。人の第一の義務は、自分に生来備わっている神性を発見し、人生を変容させ、神は創造世界の万物の中に浸透しているということに気づくことです。6/85

  あなたは次の三つのことを心に銘記すべきです。1)一旦得たなら、決して失われることがないものとは何でしょう。それは、英知です。2)一旦失ったら、二度と得られないものは何でしょう。それは無知です。3)失うことも得ることもないものとは何でしょう。それはアートマです。STPS2p101

貪性による決意は悲しい結果をもたらします。浄らかな決意は、人の守るべき本分を促進して社会と個人の為に役立ちます。激性の決定は人を世俗という大洪水に突き落とします。UVc12

   最終の帰滅期マハプララヤには、シヴァもまた存在しなくなる。そして創造主であるブラフマンのみが存在する。それゆえシヴァの意念がマーヤーの起源であるはずがない。そんなことはあり得ないのだ。この問題を見る時、ブラフマン、ビシュヌ、シヴァを三つの別々の実体と見なすべきでない。三つはただ一つの至高の神である。

    つまり、三つの違う行為を為し、三つの姿を持つ、一つの実体に対して、三つの名前がつけてあるにすぎないのだ。創造期には、崩壊は無い。創造と崩壊が同時に共存し得るのは、無時間の場においてでる。時間と行為と原因の場に生きている人間は、無時間における創造と崩壊について理解出来ない。あなたが、三つの属性を超越した時、あなたもまた、創造と崩壊の共存の境地に達することが出来るが、それまでは不可能である。だから理解し得ない問題に無駄な時間を費やさず、今あなたにとって緊急に必要なこと、すなわち神に融合するモクシャへ至る道を歩みなさい。SDMp141

 全世界はタマス、ラジャス、サトワという三つの属性を取り巻いて回転しています。人は誰もが扇風機の三枚の羽のような属性を備えています。けれども、ひとり一人の人の内では、他の二つの属性を圧倒する一つの属性が、その人の性質、全人格や、その人の運命さえも決めてしまうのです。

 サトワな性質が他の二つを圧倒している人は立派な人です。ラジャスの性質の人は、感情的で、激しく、攻撃的です。タマスの性質を持っている人は、鈍く、不活発で、受動的です。属性グナは単独では存在しません。グナを機能させているのは神性です。けれども神の内にグナを見いだすことは出来ません。なぜなら神は属性を超越した者だからです。グナは変形可能です。

 例えばあなたは、行為によってタマスの性質をラジャスに変容さすことが出来ます。ラジャスの本質は二元的です。それはあなたに、成功や失敗、利益や損失、賞賛や非難といったものを与えます。無私の行為を行うこと、行為の結果をすべて神に捧げること、各人の内なる神に奉仕し、内なる神性に気づくことによって人は実践的知識や経験にもとづいた知識を養うことが出来ます。この段階で、ラジャスの人はサトワな人になります。タマスな性質は、意思に基づく行為によってラジャスな性質に変容することが出来、ラジャスな性質は、信愛と英知によってサトワな性質へと変容することが出来るのです。STPSp219

 次の三つの原理に従うなら、｛科学、政治、倫理、宗教｝といったすべての分野の発展が確実となります。間違いなく、個人的にも集団においても、あらゆる活動分野において向上するでしょう。最初の原理は、神への愛です。二番目は罪への恐れです。三番目は社会の道徳です。神を深く愛していない人は、罪を怖れることがありません。

 罪への恐れによって、自動的に社会に道徳が確立されます。このように、三つの主要原理は互いに依存し合い、相互に関係しています。私はしばしば学生達に言います。「何をするときにも、それを行う前に次のことを自問するようにしなさい。スワミはこの行動に賛成するだろうか。これはスワミを喜ばすだろうか。」と。あなたのスワミへの強い愛は、あなたが間違ったことをするのを許しません。神への愛が罪への恐れをもたらすのは明白です。STPSp105

   次の三つの格言を守りなさい。それは、「神への愛」、「罪への恐れ」、「社会の道徳」です。神への愛を育てるには、自分の一つひとつの行いが神を喜ばせるかどうかを見極めなくてはなりません。神を喜ばせるなら、罪への恐れを抱くことはなくなるでしょう。この二つがあるところには、社会の道徳は自然についてきます。今の世のあらゆる病（やまい）は、罪への恐れの欠如と、神への愛の減少に原因があります。人間的価値への敬意が低下したことが、世界の平和を徐々に蝕んできました。25/2/98

 人に三つのタイプがあります。鈍性の人は鉄の塊のように、心を柔らげようとする如何なる影響も受けません。激性の人は綿のように、何でも吸い取りますが本性は決して変えません。浄性の人は他の人の喜びや悲しみを見たり、至高神の栄光を耳にすると、バターのようにすぐ心を溶かします。浄性の人々は同情心の泉に深く沈潜します。怒り、嫉妬、貪欲、短気はツボに開けられた多くの穴です。平安と幸福と満足という水はその穴から漏り、ツボは空になります。ツボは修繕し水漏れを止めなければなりません。27/9/60

 この物質的な世界においても、様々な経験の奥にある三つの世界を一つのものにしている共通の要素を見いだすべきです。この三つの世界を､意識の三つの状態と比べて考えることも出来るでしょう。目の覚めている状態を物質的な世界に､夢を見ている状態を心の世界に､深い眠りの状態を因果の世界にそれぞれ見立てることが出来ます。この三つの状態を超え、そのすべてに満ちていてそのすべてに共通しているもの、それが四つ目の状態です。これが意識を超えた状態です。

  深く眠っている状態では、永遠の本当の悦びを味わうことは出来ません。目の覚めた状態に戻ってから、どうやら安らぎを味わっていたようだと感じるだけです。意識を超えた状態では、常に意識のある状態でいながら、永遠の大いなる悦びを味わうことが出来るのです。SGc22

     神を中傷する者には三つのタイプがあります。  第一の部類は、神を信じず、いつも神をののしることに耽っている人々です。信仰がなければ、どうして信愛があり得るでしょう？ また、信愛がなければ、どうして愛があり得るでしょう？ 愛がなければ、どうして人は人間と呼ばれ得るでしょう？ このような人の言葉は価値がありません。第二の部類は、自分の願望が叶ったときには神を崇め、自分の願いが満たされないときには神を悪く言う人々です。彼らは、自分には神に頼みごとをする権利があると思っています。このような了見の狭い人々は神をののしります。彼らの願望は空のように高いのに、努力は最小限です。彼らの霊的な努力は取るに足りません。それにもかかわらず、彼らは自分の飽くなき欲望が満たされなければ神を批判します。第三の部類は、嫉妬から神に背を向ける人々です。彼らは（神がえこひいきしていると思っている）他人の地位や繁栄に我慢できません。ほとんどの病気には治療法がありますが、嫉妬という病気には何も治療法がありません。羨（うらや）む者は神への中傷にのめり込みます。今日、霊性や、愛という崇高な気持ちが見られなくなってしまったのは、こうした三種類の神に反する者たちがどこにでもいるからです。25/12/93

 霊性修行における第一段階は貪性の資質を無くすることです。それは、分別なく頑固で、知性を欠き、意味のない問いや議論に浸りこむ傾向があります。激性の人は自分が望むものを手にした時に幸せを感じます。それによってエゴは増していきます。欲望が満たされない時には、憎しみが募ります。それゆえ、望みが満たされても、されなくても、結果は良くないものとなります。激性の人は怒りと苦々しさに溢れ、激しやすく、短気です。また浄性でさえもが、束縛となります。純粋で価値ある行為がすべて神への捧げ物としてなされる時に、浄性はその束縛を乗り越えることが出来るのです。この世のすべての人々は、これら三つの属性のうちの一つ、もしくは幾つかを合わせ持っているのです。PSDp28

 ものの見方には、三つあります。一つ目は、肉体に向かうものです。この人は物事の上辺だけを見ています。まなざしは、すべて物質的な世界に向けられています。二つ目は、心に向かうものです。人の、外から見える特徴よりも､振る舞いや表情に表れた心に目を向けます。その人が心の中で何を感じ、頭の中で何を考えているか見抜こうとします。言い換えれば、心に向かうものの見方は､外面に目を向けながら。そこに映し出された内面を見抜こうとするのです。そういうものの見方が身についている人は、自分が感じ、そして思うとおりに話して行動するので、違えることは無いでしょう。三つ目はアートマに向かうものです。

 この見方をすれば､人の外面的な姿にも、人の振る舞いや内面の感情にも限定されません。大きく、全体的に物事を見ています。身体や振る舞いは様々に違っても,ただ一つのもの内なるもの、すべての人の中に満ちている神の意志を見ているのです。感情や、思いや､振る舞いは､すべて変化してやまないことが分かっています。

  ですから,人の見かけの姿や表現に対する関心も好き嫌いもありません。ただ内なる神だけを捕らえようとします。これが聖なるものの見方です。そんな大きな,優れたものの見方をする人が,神に大切にされるのです。SGc29

 人間の生命の中では三つの属性が混ざり合っています。けれども、霊的、本源的、根本的には、人間の核は「絶対実在」と「純粋意識」と「至福」です。絶対実在と純粋意識が合わさって、至福をもたらすのです。

  一つの例を挙げましょう。二つの異なる物質、水と砂糖があります。水と砂糖を混ぜると水でも砂糖でも無い砂糖水になります。これと同じように、絶対実在という水と純粋意識という砂糖を混ぜ合わせると、至福という砂糖水を作ります。三位一体－「三属性」と「絶対実在、純粋意識、至福」という基本的性質が「肉体」「心」「知性」と交わり、「現象世界」と相互に作用し合って、「アネーカトヴァ」すなわち「多様性、多、複数」という性質をもたらすのです。STPSp72

 次の三つの理由で人は生まれ変わるのです。一つ目は、罪を犯すことによって。二つ目は、人にまだいくつか満たされていない欲望があることによって。三つ目は、知識の欠如や無知なことによって。これらの三つのことが原因となって人は生まれ変わるのです。SSIB74p243

 人の心には自分では分からない自分ではどうしようもならない、ある種の力が潜んでいます。その力とは何なのかを深く考えそれが何なのか見つけようと努力すれば､人間の持つ三つのグナに繋がっていると分かるでしょう。それは浄性、激性、鈍性の三つです。

 この三つのグナは食べ物と睡眠が育て支えています。三つのグナのうち、ラジャス、とタマスは人を誤った道に連れて行きがちです。ラジャスには、欲望という名の息子がいます。タマスには怒りという娘がいます。あらゆる決心を鈍らす何より激しい衝動が､ラジャスの息子、欲望です。欲望は、あらゆる悪い性質の代表となって活動しています。SGc21

 舌が嘘で汚れていてはいけません。身体が暴力で汚れていてはいけません。心が悪い感情で汚れていてはいけません。舌と身体と心の三つがすべて神聖な物となるときに、はじめて聖なる神の姿を捕らえることが出来るのです。SGc13

  取るに足らない束の間の楽しみのために、人々が人生で最も貴重なものを犠牲にしているのは、きわめて残念なことです。人は取るに足らないものを追いかけて、罪深い行いをしています。人は神を忘れています。罪深い行為の結果を回避することはできません。ですから、誰もが罪への恐れを抱くべきです。それと同様に、神への愛があるべきです。この二つがあれば、社会において真に道徳的な人となるでしょう。

   それゆえ、すべての「アクティブ ワーカー」〔サイ・オーガニゼーションの活動的な働き手〕は、次の三つを心に留めておくべきです。それは、ダイヴァ プリーッティ（神への愛）、パーパ ビーッティ（罪への恐れ）、そして、サンガ ニーッティ（社会の道徳）です。この三つを持ち続けていれば、他の人間的価値もすべて実践するようになるでしょう。罪への恐れは、非暴力と平安をもたらします。神への愛は、真理を貫くこと、万物に愛を示すことを助長します。社会の道徳は、ダルマ（正義）そのものです。21/11/87

 いつも神を思え､この世界は信じるに足りない､死を恐れるな､これらが人間の三つの大切なモットーです。SGc14

  宇宙はすべて、三つのグナで成り立っています。皆さんの心に三つのグナがある限り、ものごとも良く理解出来ず、束縛されたままでしょう。三つのグナの内ラジャスとタマスが、皆さんの出会ういろいろな悩み、苦しみ、悲しみの原因です。

恐怖、怒り、怠惰、無気力､眠気、睡眠などは､すべてタマスのせいです。ラジャスのグナが力をふるうと､人間の特性は忘れられ､動物や悪魔の性質がむき出しになります。SGc30

 タマスとラジャスは、我欲、怒り、むさぼり、おごり、憎しみ、妬みなどの形で心に深く根を張っています。この人間の六つの敵は､タマスとラジャスの申し子です。SGc30

 人生の旅を行くときには、神を信じ、英知を身につけ、執着を捨てることによって、心をきれいにすることが大切です。ラジャスの性質を沢山持っている人は､何をするときも、慌ただしくしています。耐える心も許す心もありません。少しも落ち着いていられません。

  大きな怒りをあらわにします。つきることのない欲望があります。～人の心にラジャスの性質が忍び込むと、身体も思いも落ち着かなくなって、いつも動き回ります。落ち着かないだけでは無く、妄想にとらわれてしまうのです。妄想があると､世間のものへの激しい欲望が生まれます。

心に欲望が生まれると､次は様々なものを自分のものにするために行動を起こします。この妄想､欲望、行動がラジャスの特徴です。SGc30

   人には三つのタイプがあります。一人目は、他人の喜びを第一とし、それによって自分も喜びを得れる者。二人目は、他人の喜びを全く気にかけることなく、自分の喜びだけを追い求める者。三人目は、自分の喜びを犠牲にしてでも、他人が得る喜びを得させまいと妨害する者です。PD11

      人間には三つのタイプがあります。「多心の人」、「一心の人」、「移し心の人」です。最初のグループは、自分の感覚器官と心と知性がどこでも好き勝手にさまようのを許します。このグループに入る人は、とてもたくさんいます。三つ目のグループは、一つの対象から別の対象へと飛び回り、深く考えずに、軽率に一つの物事からもう一つの物事へとピョンピョン跳び移る人たちです。シヴァラートリ祭は、まさしく、二つ目のグループの特徴である、集中力と一意専心を得るのに都合がよい日です。この好機に、バジャンや、絶え間のないひっきりなしのキールタン（独唱）や、ナーマスマラナ（神の御名の憶念）をすることは、一意専心に到達する助けになります。7/3/78

 貪性の人は、恐ろしい怪談や邪悪な鬼のような人の話、不道徳に満ちた行為の話を聞いて喜び、残酷で身の毛もよだつような場面に見とれ、血に飢えた魔神を崇め、幽霊や邪悪な力を好むのです。GVCh26

三つのグナを滅ぼすにはどうすれば良いのでしょう。～まず、ラジャスのグナを使って、タマスのグナを取り除きます。それから、サトヴァのグナを使ってラジャスのグナを取り除きます。そして最後にサトヴァのグナも捨ててしまうのです。神を悟る世界に行く前に､三つのグナをみんな捨ててしまいなさい。

  一つでも残っていたら解脱の世界に入る妨げになります。～三つのグナの最も大きな原因は､心です。揺れ動く心を抑え、落ち着かせない限り、人間の性質を超えて､自分の内なる神の特性に気づくことは出来ません。それゆえ、はじめの一歩は、心を神に捧げることです。神に心をすべて捧げてしまえば、神は本当にすべての面倒を見てくれます。SGc30

 すべての人間は、サトワ｛浄性｝、ラジャス｛激生｝、タマス｛鈍性｝という三つの属性を持っています。その中で他の二つの属性よりも優位にある属性が、その人の考えや感情や行動を決定するのです。けれども、これら三つの属性を超越しない限り、真の意味で、神性を体験することは出来ません。STPS45

 ラジャスとタマスのグナがある限り、心はいつも落ち着かないままです。一体どうして心というのはいつも落ち着かず、あちこちへと彷徨うのでしょう。それは、欲望があるからです。すべての欲望は肉体と結びついています。～心の井戸に何かの思いが浮かぶと、その思いは、身体の隅々にまで広がっていきます。何を考えたとしても、それはすぐに行動に表れます。だからいつも心に良いことだけを思うのが大切なのです。SGc30



    ＊三つの体

人は誰もが三つの体を持っています。それは、粗体すなわち肉体（ストゥーラ デーハ）、微細体（スークシュマ デーハ）、原因体（カーラナ デーハ）です。清らかな食べ物を食べることによって肉体を清らかにすると、心（マインド）でできている微細体が清らかな欲望によって清められます。すると、アンタフカラナ（意識）に代表される原因体が神聖な思考によって聖化され、人に生来備わっている神性が顕現して人生の充足を獲得することができます。21/8/86



    ＊三つの義務

探求の目標は、多様に見えるものの一体性という、唯一無二の実在を発見すること、すなわち、不二一元のビジョン、英知、なのです。この三本の河川の合流点は、バーラタのすべての子どもたちにとって、自分自身に対する三つの義務を要約しています。それは、人類同胞に対する私心のない奉仕、神への貢献とバクティ、ならびに、多として顕現している唯一者を絶えず自覚するようになることであり、これらの義務は避けることができません。25/11/86



    ＊三つの征服

心は人の内にいる君主です。感覚器官は従者たちです。君主が召使の奴隷となっていては、王国に平安はありません。内なる神の表出と拡大を得たいと願うサーダカ（霊性修行者）は皆、それゆえ、感覚器官への支配力を得なければなりません。それが初めの一歩です。次のステップは、心を征服すること、すなわち心の除去です。第三のステップはヴァーサナ（生まれつきの性向）を根絶することであり、第四のステップはグニャーナ（霊的な智慧）に到達することです。

感覚器官は枝、心は幹、生まれつきの性向は根です。この三つすべてを征服して破壊すれば、アートマ（真我）の実体を認識することができます。6/4/83



    ＊三つの目

シヴァ神は、トゥルヤムバカム、すなわち「三つの目を持つ者」として讃えられます。三つの目は、過去と未来も現在と同じように見通す目として付いています。加えて、それは三つの衝動、つまり、欲望と行動と知識という、人を動かして人の運命を決定するものも表しています。この三つの衝動は、生あるものすべてを神聖な絆で結びつけます。愛と敬意を持って生あるものに仕える人々は、この、生あるものの中核に触れることができ、自らを救済します。そして、自分のハートに祀った神の反映と姿を、万物の中に見ることでしょう。11/70



    ＊三つのレベルの愛

愛には3つのレベルがあります。第1のレベルは、最も優れた最高（ウッタマ）のレベルです。この段階にある人は、永遠の至福の権化であり、万物に例外なく内在している神に対する完全な信仰と信頼を持っています。彼らは、どんな場所にもどんなものにもイーシュワラ〔主なる神〕が愛という姿をとって内在している、という気持ちを持つようになります。そのような人々は、アドヴェーシター サルヴァブーターナーム

〔すべてのものに敵意を抱かず〕〔バガヴァッドギーター12章13節より〕

という感情を抱きます。彼らは万物に愛だけを見ます。彼らは身内と他人の相違を見ません。こういった至高の愛に満たされている人は至福を体験するでしょう。

次のレベルにいる人は、自分のことと、身内の繁栄と安楽と幸せだけを気にかけます。彼らは他人のことはどうでもよく、自分の長所も欠点も気にとめません。こういった人々は、中間（マディヤマ）のレベルにいる人と呼ぶことができます。

他人が幸せにしているのを見ると不愉快な気持ちになる人たちがいます。実に、そういう人たちは他人の幸せをひがみます。彼らはいつも他人の欠点を探して他人を批判しています。彼らは他人が幸せでいることに我慢がなりません。そのせいで、彼らは自分の中のあらゆる愛の性質を破壊してしまいます。カッコーがきれいな声で鳴くとカラスはそれを妬みますが、それと同じく、そうした人たちは他人が何かを成し遂げるとそれを妬みます。カラスが白鳥をあざ笑うのと同じく、そうした人たちは善人をあざ笑います。彼らが身につけているのは最低（アダマ）のレベルの愛です。

愛はこれら3つのレベルのどれにも存在していますが、人々は愛を違ったふうに味わい、体験し、使います。愛はどの生命の樹にも果実の甘い果汁という形をとって内在しています。けれども、その果汁は欲望と呼ばれる皮に覆われています。そのせいで、人は果実の中に甘い果汁が含まれていることに気づきません。欲望という皮をむき、怒りと嫉妬という固い種を取り除いた人だけが、愛という果実の甘い果汁を味わうことができます。好き嫌いという種を取り除き、欲望という皮をむけば、甘さの具現である至高の愛、すなわち、神の愛を味わうことができます。23/1/82



   ＊御名

神の御名と御姿は一つです。しかし御名の持つ甘美さは、御姿をみることによっては味わえません。例えばマンゴーという言葉を聞いて思い浮かべるのはその甘さです。その個別の形や、皮、繊維、種子などは思い浮かびません。神の御名と御姿にはこのような違いがあるのです。

御名には甘美さのエッセンスがあります。御姿を見るときは、尊敬に恐れの念が混じることがあります。そして、御名が御姿より慕われるのは、御名を唱えれば御姿が心に浮かぶという、御名という富の力です。この富の力を着実に蓄積さえしておけば、神は瞑想によって容易に認識することが出来ます。

 御名を唱えるもう一つの利点は、人はヨーガや苦行によって様々な神秘的な力を手にすることが出来ますが、その力ゆえに人はエゴを膨らまし神を忘れ去って、修行で得たせっかくの成果を失ってしまうことがよくあるのです。しかし、御名、唱名、瞑想においてはこのような危険は全くありません。それらは、神への親愛を強くし、それによって平安を得ることが出来ます。ひとたび平安を得れたなら、その他の況位へはひとりでに到達することができます。ヨーガと苦行は、人に並外れた力を与えます。神を思い、名を唱え、瞑想することは、並外れた神への信愛を与えます。DVJp51~3

  サイ ババという名前の「サ」は神、「アイ」は母を表しています。ですから、「サイ」は神なる母を表しています。「ババ」は父を意味します。ですから、サイ ババという名前は、神なる母と父を意味しています。サーンバシヴァ〔シヴァ神の別名〕とサイ ババという語は同じことを意味しています。サーンバシヴァは神なる母と父を意味し〔「サ」＋「アンバー」＋「シヴァ」〕、サイ ババという語も同じです。母と父の側面があり、その両方が存在しているので、この姿は、まさしく、シヴァ シャクティ アートマ スワルーパ〔シヴァとシャクティとアートマの化身〕と呼ぶことができます。私は、母のように優しく穏やかになって、あなたに幸せを授け、必要なときには、父のようにあなたを罰し、非難します。これらの方法を通して、私はあなたをより高い段階へと連れて行きます。あなたの生みの母と父でさえ、世俗的な感覚から時として自分本位になり、身勝手さが感じられるやり方であなたを罰するかもしれません。しかし、私の中の神なる母と父には、いかなる身勝手さもありません。神なる母と父は無私であり、私が与える罰は、あなたをより高い次元へ連れて行くことだけを意図しています。19/6/74

 ものの名前を知れば、そのものを手に入れることが容易になります。それゆえ、途切れることなく、ためらうことなく、御名を繰り返し唱えなさい。御名を唱えていれば神への信愛が生じます。信愛によって、神を瞑想することができ、信愛が心に根付くことによって、信愛よりなる神はあなたのものになります。神を認識する道は数多くありますが、神の御名を休みなく唱えることより、易しい道は他にありません。不正、不道徳、虚偽などの凄まじい悪が、カリユガの今、世界を毒しています。それゆえ経典には繰り返し、熱意を込めて神の御名より他に救済の手段が無いことが、説かれているのです。DVJp56

   今、神の御名を繰り返し唱えよ、という命令が神から出ています。あなたが言われた通りに神の御名を唱えていれば、神御自身がそれをどこでどのように用いれば良いのかを指示して下さるのです。心を思いのままコントロール出来るまで御名を絶えず唱え、御姿を常に心に浮かべ瞑想の行を続けなさい。瞑想の行をしている間、何が清くて、何が清らかでないかなどと考えることはありません。この世に清らかでないものなどなに一つ存在しません。

 神はあらゆる物の中に存在します。外的な目からは清らかでないように見えるものがあったとしても、それは神の御名に触れた瞬間に清められます。DVJp55~61

  御名を唱え、心を御名の甘美さに酔わせなさい。その時あなたは、全身が不思議な恍惚感で満たされるのを感じるでしょう。エゴと低級な欲望は完全に失せ、あなたはことごとく清められます。この修行を続けるならば、崇高な境地に達するでしょう。それゆえ、歩いている時も、座っている時も常に唇に御名を唱えなさい。徐々に、あなたは御名があなたとあなたの心を支配して、心がさまよわなくなっていくことに、気づくでしょう。御名を唱えることは、神と出会うことです。なぜならば、御名と神は異なるものでは無いからです。御名は神、神は御名です。OCSp151

 御名を唱えることで神聖歓喜を味わったなら、もはや一刻たりとも、御名無しにいることは出来なくなります。そして、神の御名を、今、あなたの意識の中を占有させない。そうでないとあなたが亡くなる最後の瞬間に、あなたの心に浮かんでくるであろう情緒と想念のうねりの中に、神の御名は呑み込まれて思い起こすことが出来なくなってしまうでしょう。OCSp152



　＊耳

人の名前はその名前をつけられた人の気性に影響を及ぼします。耳にしたときに楽しい気持ちを起こさせるたぐいの名前がある一方で､恐怖と嫌悪の気持ちを起こさせるような名前もあります。～子供にはよく考えて名前をつけるべきです。そういうわけで、人々は子供が生まれたときの星を考慮して名前をつけるのです。私たちは良い名前を持つべきです。決して不適切な名前を持ってはいけません。名前は安らぎや優しさを思い起こさせるようなものであるべきです。25/2/09



    ＊昔の人

過去の高潔な人々は、時間の重要性をよくわかっていたので、時間を聖化するために神聖な行為に携わりました。現代人に比べると、当時の人々は平安と幸福を千倍も楽しんでいたのはそれが理由です。当時の人々は、利己心がなく、エゴがなく、純朴でした。そして、つねに解脱を人生の目的としていました。当時の人々と同じ種類の平安と歓喜を楽しむためには、まず人間性を培う努力をしなければなりません。1/12/84



    ＊無価値

普遍的な愛は、滋養のある食べ物のように人生に甘味を添えます。与えることの喜びは人生を喜びあふれるものにします。命によって支えられている瞑想こそが、命を支える本当の呼吸です。人生には四つの要素が必要です。それは、ルチ（甘さ）、プシティ（強さ）、スガンダハム（香り）、プラーナ（生気）です。この四つが一体となることが、人間としての存在を作り上げています。食卓に着いたとき、豆が塩で味付けされていなかったら、あなたはそれに手を付けません。そうであれば、60年も70年も費やす人生には、なおさら甘味や風味があるべきではありませんか？ 人間としての存在に味わいを与えているものは何でしょう？ 善い性質こそが、人生に味わいを添えるのです。善い行いこそが、人間の正しき力の源です。善い振る舞いをしない人は、弱い哀れな生き物になります。さらに、堪忍寛容や犠牲といった善い性質は、人間の生活に芳香を添えます。善い性質、正しい行い、そして、堪忍寛容と犠牲の姿勢がないなら、人生は無価値です。17/11/85



　＊無関心

神聖な使命を遂行するものは誰であれ、成功や失敗に影響されず、歓喜にも悲しみにも影響されず、神の恩寵の受け手となります。クリシュナはそのような信者こそ、クリシュナにとって愛しいと宣言しました。そのような信者は一切の世俗の出来事に対して無執着をつちかい、現象世界の出来事についても無関心です。彼は賞賛にも非難にも、苦痛にも無関心です。3/10/96

 私があなたのことに無関心だと思わないでください。私はあなたと言葉を交わさないかもしれませんが、そのことによってあなたを愛していないと思い込まないでください。

 実際、私はあなたにダルシャンの機会を与える為にベランダを右へ左へと歩いているのです。私のすることは、すべてあなたの為であって私の為ではないのです。私が自分のものだといえるのは、何だか分かりますか？それはあなたなのです。SSSvol4p, 121



    ＊無私

無私の奉仕があるところには、神性が存在するということを知りなさい。神性には特別な姿形はありません。私心のないことは神性です。24/2/91



    ＊無視

神の大霊の化身の、一時的で取るに足りない名と姿など、知らぬふりをしなさい。そうすれば、昆虫と狼の違い、原子と神の化身（アヴァター）の区別は消えうせ、根本的な真理は一つであるという知識が実感されます。ウパニシャッドが述べているように、唯一者が、「エーコーハム バフスヤーム――我は一者なり、我は多になろう」と意志した時、創造、すなわち顕現、あるいは拡大開花の爆発が始まりました。ですから、このすべては唯一者なのです。唯一者は、後ろに来るゼロ〔０〕に価値と正当性をもたらす整数〔１〕（私）です！ 「私」というものの機能を悟り、その後に続くすべてのゼロを無視することが、人間の努力の目的であり、目標です。心が平静で、知性が研ぎ澄まされていれば、更なる努力をせずとも、この悟りは開かれます。11/70



　＊無執着

無執着の隠遁者は感覚の楽しみを追いません。一方、快楽を追うものは無執着を考えません。そのような訳で快楽を楽しむことと、無執着、あるいは犠牲とを結びつけることがどうして出来ましょうか?それに鑑みて、イーシャーワーシオパニシャッドは,一切の行為を私がしたという観念なしで行い、一切の楽しみが執着ないし欲望と無縁である時、楽しみと無執着とに区別はないと記しています。利己心と執着に結びついた楽しみは、全て犠牲を伴わない楽しみです。24/5/91

   私は皆さんすべてが出家して一切を放棄するように望んでいる訳ではありません。私が望んでいることは、皆さんが自分の義務を果たし、神に全てを委ねて、万物の裏側には唯一の根本的な実体が潜んでいるということを悟ってもらいたいのです。この悟りを得るならば、無執着はひとりでに培われることでしょう。無執着は強制的に得らしめるものではありません。神への愛が大きくなるに連れて、俗世の物事に対する関心は自然に消え失せて行くものなのです。10/9/96

  どんな人に対しても無執着の態度で接しなさい。このように人生を無執着の心で満たせば、私はあなたを常に守り導くでしょう。23/2/06

    バーラタ文化は人知の及ばない真理に満ちています。その内側にある動機は、正義〔ダルマ〕という永遠の原理です。ハートの扉が開かれた場合に限り、人間性がハートの中に入っていくチャンスができます。しかし、人間は物の見方を狭くしつつあります。人間が発明した原爆と水爆は、ただ人間を平和から遠ざけたにすぎません。恐怖が地球を支配しています。今、疑いが高じて、小さなトランジスタ ラジオがあっても爆弾ではないかと騒ぎになって、人々はパニックが引き起こします。人々が引き付けられる物が、実際に恐怖を引き付けていることは明らかです。恐れのなさをもたらしてくれるもの、それは無執着です。無執着という意識によって、あらゆる欲望から距離を置くことができ、そうすることで重荷を減らすことができます。無執着とは家庭を手放して森へ移ることを意味しているのではありません。欲望を取り除くことが本当の無執着です。荷物が少なくなって、もっと気楽になれば、旅はさらに楽しいものとなります。欲望という重荷が抑えられた時にのみ、人生という長旅の不安と恐怖を取り除くことができます。人間は恐れ知らずでなければなりません。神性は恐れを取り除き、勇気と忍耐力を育てます。15/1/86

 私があなた方に望むことは、実在を実感認識してもらいたいのです。あなた方がこれを実感認識するならば、無執着は自ずと生じます。無執着は強制されてできるものではありません。神への愛が強まるにつれ世俗の物事への無関心が自然に生じます。10/9/96



　＊息子

息子を持ちたいと思う両親の正しい動機は、自らの息子が奉仕と正しい行為をすることによって社会に貢献させる為、というものでなくてはなりません。12/4/90,



    ＊無神論者

至高の神は、何でも願ったものを人に与える神聖樹です。しかし求めるものを得るには、神聖樹に近づきお祈りせねばなりません。無神論者とは、樹から離れて遠くにいる人たちのことです。神を信じる者とは、樹のそばまで来た人たちのことをいいます。違いはそれだけなのです。樹は彼らを、何の区別もしません。樹はすべての人に恵みを与えます。もしあなたが神を認めなくても、拝まなくとも至高の神はあなたを罰することはありません。また至高の神は定まった礼拝の様式に頓着しません。SSSVol1chp9

    愛は神です。愛は手段であり目的です。ですから、無神論者は存在しません。というのは、何らかの種類の愛なしには、どんな生き物も存在しないからです。そして、何らかの種類の愛、いくらかの愛は、神性の火花でもあります。愛は恐れを知りません。愛は真理を促します。愛は平安を見出します。愛は信仰を築きます。愛は調和を増進します。11/70

    仮にあなたが自分は神に信仰を持たない無神論者であると言ったとしても、私はそれを受け入れません。そう信じるあなたの信念の根拠は何ですか？ 自分を信じるべきだというあなたは一体誰なのですか？ そうではありません。あなたが自分を信じているのは、あなたの真我は神だからです。そして、あなたが心の底では神に揺るぎない信仰を抱いているからです。自分を信じることと神を信じることは全く同じです。外部の敵に対して立ち上がって構えるとき、あなたは自分の内なる神の力の栓を開きます。寛容と慈善と支援の道においてその内なる力を使うために、絶えざるささやきは存在するのはそのためです。7/10/62

    私たちは、真理という美徳を失っており、それを取り戻すためのいかなる努力もしないので、今日の世界にはとても多くの残酷な状況と苦しみがはびこっているのです。今日人々が、自分たちは神を信じていると言っても言わなくても、あるいは半分信じて半分信じていないと言おうが、すべての人に共通して同じ様な好ましくない態度や行動が見られます。しかし私たちが、少なくとも神を信じている人々に、美徳を奨励する手助けができるようになれば、世界に多くの貢献が出来、やがて世界から無神論者が一掃されることでしょう。      KSH



　＊無知

無知に浸っている人は動物も同然です。そのような人の生活は、感覚の満足が中心です。自らの内なる神性の存在を知らぬゆえ、彼の思いは感覚器官を越えることはありません。かれは束の間ではかないこの世の快楽を天国の至福と思い違いし、識別力を持たずに迷いの生活をおくります。25/12/92          　                            

 エゴはどこから生まれるのでしょう。どうしていつもエゴに悩まされるのでしょう。人間の持つ無知によってエゴが起こります。～宇宙の大きさが分かっていたらエゴなど起こるはずはありません。宇宙は大きく、自分はそれに比べてどれほど小さいか忘れてしまったときに浅はかな考えが浮かぶのです。SGc31

    人間は、自分のあらゆる追求が、つまらないものを獲得することや、つまらない栄光に集中しているという事実を自覚できていません。人間は自分が他人に敬われることを切望しますが、自分はまったく他人への敬意を抱いていません。この根本的な原因は何でしょう？ 無知が根本原因です。無知は、無法、欺瞞、無関心、非真によって人間性に覆いをかけています。プラグニャーナム〔覚醒意識／至高の英知〕という太陽は、無知が破壊された時に光を放ちます。ですから、人間はエゴを破壊するよう努力し、自分自身を真の人間に作り変えるために霊的学習に着手しなければなりません。これが真の教育です。知識というものは、さまざまな学科や学問に関する文献を学ぶことに限定されるわけではありません。人格を育成することの真の意味は、真の人間へと育成することです。これが知識の追求の内的意義です。教育はハートの拡大をもたらさねばなりません。ハートの神聖さはあらゆる良い性質の基盤です。15/1/86

 無知と誕生の間には、密接な関係があります。人の誕生はカルマが原因です。行為は執着と怒りを生み、想像上の恐怖を生じさせます。これらの恐怖の究極の源は無知であり、無知は生まれることも死ぬこともありません。無知には特別の原因はありません。自らの神性を忘れ、人はマーヤーとマーヤーによって生じた恐怖でがんじがらめにされています。どうすればマーヤーから逃れることができるでしょうか?答えはシュリマイーを認識することです。シュリマイーとは何でしょうか?それは常に光輝を放ち、いつもはっきりと目覚められており、完全な自覚を持つ、内におられるお方のことです。29/5/92

    真我顕現とアートマの至福を得るためには、自信が必要です。あらゆる悲しみの理由は何でしょう？ 生まれることが悲しみの原因です。誕生は行為（カルマ）の結果としてもたらされます。行為の原因は欲望と憎しみです。欲望と憎しみは快と不快（好き嫌い）の感情によって引き起こされます。これらは道を外れさせるものです。二元の感情が道を外れる原因です。突き詰めるなら、道を外れる原因、悲しみの原因は無知であることが推察されます。悲しみを取り除くためには、無知が去らなければなりません。無知が取り除かれれば、人生の目的は成就し、再び生まれ変わる必要はなくなります。これが、クリシュナがアルジュナに投与した薬です。1/12/84

  　鳥が、全面を鏡で張った部屋に入ると、自分の姿が映った多くの映像を見ます。鳥は、そこには多くの鳥がいて、どれもが自分の競争相手だと想像します。そこで、その鳥は鏡に向かって体当たりを続け、鏡が割れて幾つもの破片が生じます。するとその鳥には、鏡の破片と同じ数だけの鳥が見えます。鏡がすべて粉々に砕けてしまうと、鳥の映像は見えなくなり、鳥はどこかへ飛んで行きます。これは無知の状態です。

　 反対に、英知の人が部屋に入ると、その人は、そこに見えるすべての姿は自分自身の映像であると感じて、幸せになります。同様に、自分以外のあらゆる人の中に自分を見て、彼らを自分自身の姿と見なす人こそが、本当の人間です。外の世界に現れる、目に見える原理は、一人ひとりの内に存在している原理と同じものです。名前や姿や能力は、個別 のもののように感じられますが、それらは単なる映像に過ぎません。本当は、皆さんと私は同じなのです。神は皆さん自身の内にあり、皆さんと神は分離した存在ではありません。

  また神は、神殿やモスク（回教寺院）などのような礼拝の場所だけに特別 に存在しているのでもありません。皆さんがモスクや神殿の中に見ようとしているものは、皆さんの中にあります。すべての霊性修行は、この内的実在を体験するために行われるのです。23/11/2000



　＊村での奉仕

今ここに、教育を受けた学生が沢山います。彼らは大学卒業後には社会に奉仕すると誓約すべきです。都市での高給な仕事を探すのではなく、村に行き困っている人々に奉仕し、彼らの愛と感謝を得るよう努力せねばなりません。そうしてこそ、受けた教育が価値を持ちます。学生は村での質素で薄給な生活に満足せねばなりません。それは都市での多額の収入にまさる心の満足をもたらします。村では都市に住むよりも、もっと健康的な生活を送れるのです。18/11/95

   村での作業を始める前に、あらかじめ、村の背景、財源と必要性、環境、社会経済事情について知っておかなければなりません。皆さんの中には三、四人で協力して起業する人もいるかもしれません。皆さんは無条件に妥協すること無く、基本的な人間的価値を掲げなければなりません。人はこれによってのみ評価されるのです。自分の国に必要とされていること、採用すべきシステム、従うべき手順、国の資源、国の発展を常に念頭に置いていなさい。STPSp144



    ＊目

私には皆さんを矯正し、正しい道へ導く責任があるため、皆さんが「目の悪」から身を守るように忠告します。醜悪で、低俗な、自らを卑しめる、品位を下げるようなものを見て楽しんではなりません。あらゆる街角に貼り出されている忌まわしい映画のポスターといったものは、あなたを悪徳と犯罪行為に引き寄せます。また、スキャンダル〔醜聞〕や神への冒涜、憎悪や貪欲の報道、神を否定する邪悪な人々や、ハートに愛がなく、行いに兄弟愛のない人々が語る話を聞きたがる「耳の悪」も避けなくてはなりません。18/7/70

    今日読まれた詩の中で、なぜ神様は人に外を見ることができる目を与えておいて、その目が外的なものばかりを見るといって非難されるのか？という疑問が提起されました。それは間違っています。目は外的なものばかりを見るわけではありません。目は、心のメッセンジャーとして振る舞っているだけです。もし心が目にあちこち見るなと命令すれば、目は従うはずです。先ほどの詩人はまた、神様は人に間抜けな心をなぜ与えたか？と非難していましたが、心は間抜けなんかではありません。

 心は神と結びつけることもできれば解き放つこともできるのです。執着と自由は心によって影響されるのです。それらはあなた自身の選択です。心はただの道具であってどちらにも使えるのです。

それを使っている人を非難すべきであって、道具を非難すべきではありません。SSS5p283

  目は神聖なものだけを見るべきです。あなたの見る目が神聖になったとき、全世界は変容するでしょう。1/1/98

   人間が不浄なものを見たり感覚的快楽を追求するために、寿命が縮められています。そして、不浄なものを見る結果 、人の目に備わる何十万という光線が失われています。人間の目が悪くなっている原因はここにあります。今日、多くの人が白内障の手術を受けて、視力を取り戻そうとしています。医師は、白内障のために目が悪くなったと言うかも知れませんが、実は、その原因は不浄なものを見ることにあるのです。ですから、私たちは視覚を正しくコントロールしなければなりません。

 どのような霊性修行をしても、視覚をコントロールしていなければ、修行の恩恵を得ることはできません。ジャパ、苦行、瞑想といったすべての霊性修行は、一時的な満足をもたらすのみです。このような修行をしても、視覚をコントロールする助けにはなりません。実は、全宇宙はあなたの視覚を基盤として存在しています。5/7/01

  ダルマラージャはまさしくダルマの化身でした。ただ彼には､先を見る目が欠けていたのです。自分のしていることが、後になってどういう結果を招くかを考えられない人でした。事態が大きくなってからはじめて自分のしたことの結果に気がついて､辛い思いをします。後になって気づくばかりで､先の先まで読むことが出来ないのです。～先を見る目の無い人、正しい判断の出来ない人は、難しい場面で決断を迫られると、必ず自分のしたことを後悔するようになります。～アルジュナは戦争の結果が耐えがたいほどひどいものとなる事が分かっていたから､自分は戦わないといったのです。戦争が終わった後では､戦争の苦しみを感じませんでした。苦しんだのは戦争の前です。清らかの心をもっている人は行動の後では無く､行動する前に苦しみます。SGc15



　＊瞑想

   マインドを落ち着かせ、安定した状態に保つには、霊性修行としての瞑想が処方されます。瞑想は、マインドの肯定的な面と否定的な面を消失させて整えるプロセスです。ニルヴィカルパ サマーディの段階（三昧という超意識状態の最高の段階）に達すると、人は無限の至福を味わいます。この味わいは、熟睡状態という、夢も見ておらず、願望や要求もなく、欲望や拒絶によって邪魔されることのない状態のときに、人に授けられます。瞑想によってニルヴィカルパの段階に到達したときの至福以上の満足感があるでしょうか！ 私たちを満たすそのときの至福（アーナンダ）は、バーヴァーティータム、すなわち「想像を超えたもの」、トリグナ ラヒタム、すなわち「三属性を持たないもの」と描写されています。21/11/79

ヒスロップ: スワミのおっしゃった「欲望が起こる土台は比較する心である」ということ を知るのは大変重要です。私がスワミジに巡り会うという幸運に恵まれる以前、 妻と私はヴィッパーサナー瞑想の修行をしに毎年ビルマに行っていました。それはアーナーパーナで始めます。

サイ: 知っています、鼻と唇の接点の番人です

ヒスロップ: 心がそこに腰を降ろすほどに集中すると、瞑想の師が、集中を頭頂に移すようにと指示します。

サイ: すると、頭皮に蟻が這いまわっているような感じになる。

ヒスロップ: そうです、スワミ。私がどこに注意を置いても、燃えるような激しさがあり ました。その火は、体を構成してる最小微粒子が、生成されては即座に分解されているのを感じ取る、直接的な知覚だという話です。意識的知覚であるその 火は、すべての不純物を燃え尽くす、と。サイババとの会話

  「トワム（あなた）」は、手と目と理性と心とが複雑に組み合わさっている存在（すなわち、肉体・感覚・心・理性の複合体）のことです。「トワム（あなた）」は、そのようなもののすべての複合体を内蔵している姿形を指しています。「タット（それ）」とは、そのようなあなたの核心部分であり、その純粋性、言い換えれば、あなたの内奥にある崇高な感情のことです。この二つのものが同じものであることに気づくためには、瞑想と呼ばれる霊性修行に頼らなければなりません。瞑想とは（感覚の領域に関わる）集中を昇華させて（心と理性の領域に関わる）黙想にいたり、そこから最終的に（論理も思考も想像力すらも届かない領域に関わる）本当の瞑想にまで到達するプロセスです。1/1/83

    　 善い性質を培うためには、根気強い努力が必要です。あなたはその過程で、幾つもの障害物を乗り越えなければなりません。美徳を培うことによって初めて、あなたの心は浄化され、集中力を獲得することができて、神の黙想や瞑想に没頭できるようになるのです。そのような善い性質が備わっていなければ、心は一時の間も静かにしていることができません。心に善い性質や善い想いが備わっていないのであれば、どうして心を瞑想だけに向けることができるでしょう？　レンガや漆喰を準備しなければ、どうして家を建てることができるでしょう？　ですからあなたが、瞑想に没頭したいと望むのであれば、まず初めに、善い性質と善い想いを身につけなければなりません。KSHより

       何万という書物より得た学識より、瞑想から得られる一粒の英知の方が、遥かに価値高い。

どのような瞬間的であっても英知のひらめきは貴重である。それは倦まず努力してきた修行の賜物であり、他人が口を挟むことの出来ぬ正真正銘の体験である。一粒の英知をはぐくみ、育てていく時、矛盾と批判は消滅します。議論は全て下等な自己より生ずるのであって、それらは真理が明らかにされれば消えてゆきます。人が霊性修行を始めるに当たりなによりも肝要なのは、自分自身を信じることです。RV

    人々はしばらくの間座って瞑想し、喜びの涙を流します。彼らは至福を体験したと言います。それは彼らの想像以外の何ものでもありません。至福とは、来たり去ったりするものではありません。それは永遠です。あなたがどのような状態にいようとも、覚醒・夢見・熟睡の違いを問わず、それを絶えず経験することができるようになりましょう。1/3/03

    サーダナ（霊性修行）には三つの相があります。集中と黙想と瞑想です。今、あなたはこの姿を注視しています。それが集中です。そのうち、この姿が立ち去ると、皆さんは引き続き、この姿を心の目で思い浮かべます。それが黙想です。その行の結果、その姿は永遠にあなたの胸に焼き付きます。それが瞑想です。そのようにして瞑想を続けると、その姿はあなたの胸の中に永遠に留まります。今、皆さんは自分のサーダナを集中と黙想だけにとどめています。この二つの段階は一時的なものにすぎません。サーダナの最初のステップは集中であるというのは事実ですが、集中は黙想へ、それから瞑想へと変容を遂げなければなりません。瞑想の最終段階では、目をつぶっていても神の姿を見続けるようになります。太古の聖賢たちはこの瞑想の形を選びました。聖賢たちが望むと、いつも神が目の前に現れ、語りかけ、望みを叶えたのはそのためです。23/2/09

   多くの人が、霊性修行として瞑想を始め、多くの時間を費やしています。しかし、実のところ、瞑想は朝から晩まで行っているほぼすべての活動の中に含まれているのです。瞑想は（集中という意味において）、食事をすること、仕事に行くこと、職務に精を出すこと等々、日常のあらゆる雑用や仕事に内在しています。人は、本を読んでいるとき、遊んでいるとき、買い物しているときに、瞑想しているのです。集中なくしては、どのような活動も行うことはできません。集中が神に対してなされる場合、それは霊的な瞑想となります。そうした瞑想は、特定の時間や場所を必要とするでしょうか？ 瞑想に特別なテクニックはありません。人は瞑想に何らかの特別な名前を付けて、瞑想の真の意味を忘れています。たとえば、もし瞑想（一点集中）してスワミの講話を聞いていないなら、私の話したことは覚えていないでしょう。聞くことですら瞑想を必要とします。瞑想は特定の形をもちません。さまよう心では、瞑想は不可能です。

    今日では、瞑想と称して人目を引くために数々の行為が行われています。猿のように落ち着きがなく、一つの思考から別の思考へと忙しく動き回る心をもったまま、瞑想と称して何時間も費やす代わりに、家庭や職場や社会での義務を、真面目に献身的に果たすことに集中した方が良いのです。これが瞑想ではないと言えますか？ 一分も心を静止させておくことができないのに、一時間も「瞑想」に座って何の役に立つのですか？ 

   日々の義務を果たしながら神を想いなさい。すべての仕事を神への神聖な捧げものと見なしなさい。自分が行うすべてのことの中に神を見なさい。この単純で易しい道を歩む代わりに、人はさまざまな瞑想を試して危険に身をさらしています。自分の義務に専念しなさい。瞑想は一つのものに限定されません。瞑想はあなたの行うすべての活動に染みわたるべきです。30/3/87

   心を甘美さを与える神聖な事物と、神と交わって得られる甘美さに向けなくてはなりません。

もちろんそれには時間がかかります。どれくらいの時間かは、各自の想念や言葉と、それを促す動機によって違います。肝心なことは、その人が祈りのために使った金の額や、修行の年数、礼拝の儀式の仕方や祈りの回数とは関係なく、どれ位、心底から祈ったかが重要であり、成果を得られるまでにどれほど忍耐強かったか、世俗の喜びに対して執着を持たず、成果が上がらなかってもただ一筋の真心を持って神聖至福を希求したかが、大事なのです。DVJp12

    黙って座って目を閉じている人がいます。自分は瞑想をしているとその人は言います。それは瞑想ではありません。黙って座っていても、心はさまよい、ありとあらゆることを考えていることがあります。心が揺れ動くことなく、しっかりと高次の実体に定まっていることだけが、瞑想と呼べるのです。瞑想は黙想の次の段階です。23/2/09

   犠牲を払うことなく神を憶念しても無駄です。神を憶念すれば、おそらく何らかの精神的満足を得るかもしれません。しかし、それは無駄 なことです。1/1/04

  神の御名を絶え間無く唱えることによって、神を常に思い起こすことが瞑想です。瞑想によってさまよう心は鎮まります。心が鎮まる時、人と絶対実在の間のヴェールが取り除かれます。絶え間ない神への思いは、深い信愛によって初めて出来るのです。御名を常に唱えなさい。御名はあなたを捉え、ある段階に達すると御名自体があなたを虜にするでしょう。そうなれば、あなたが御名を忘れようとしても忘れられなくなり、あなたの身体は神の神殿と変容するのです。OCSp156

 よくあることですが、瞑想が深まってくると新たな欲望や意念が心に生ずるものです。しかし絶望する必要はありません。熱心に規則正しく修行を続ければ、心を滅却することができます。このような修行によって最後に得られる成果は、無限にして純粋の至福意識です。JV

    比類のない帰依者であるゴピカたちのように、あなたもまた、神に対する全託の心を培うべきです。あなたは、「私は神様のものです。私はあなたの中に生きています。私はあなたに包まれ、あなたの中で成長しています。」と感じる心を持ち、そのような想いと共に、宇宙的なビジョンを養わなければなりません。宇宙的なビジョンとは、あなたも全宇宙も、共に神の中にあるというビジョンのことです。これこそが、真のディヤーナ（瞑想）のための正しい基盤であり、正しい態度なのです。KSH

 瞑想中に眠気をもよおす原因は、食物の不消化であることが多いのです。食べ過ぎ、過度の運動による疲労、睡眠不足などによっても眠気が生じます。ですから普通は、瞑想の修行をする者は昼寝をすべきではないのですが、前の晩に眠りが足りない時は、昼寝を少し取るのも悪くありません。本当に空腹を感じるまでは、食事を摂ってはいけません。食事の量は控えめにしなさい。腹が四分の三満たされたと感じたら、それ以上食べないように。つまり、もう少し食べれると思っても、そこで止めるのです。このようにすれば、胃袋を正しく振る舞うように教育することができるのです。運動のし過ぎも好ましくありません。歩くのも度を超えてはなりません。眠気が覚めるまで歩くのは良いのですが、眠気を追い払ったあとに、瞑想に入ることは出来ないことも忘れてはなりません。JV

 日々の瞑想において、自分がどの程度集中出来たのか、心が彷徨うのをどの程度制することが出来たのか、神の御姿にどれだけ深く沈潜出来たのかを自分自身で検討してみれば、自分の瞑想段階について知ることが出来る。あなたが何をいつ授かるかは、神の御加護によるのだ。SDMp129

辛抱強く待つこともまた、瞑想という苦行の一部なのです。DVJp13

 心と知性のコントロールに成功したなら、どこにいようと、ベッドであろうと岩の上であろうと、座っていようと、馬車の上であろうと瞑想することができます。DVJp16

  瞑想が成功する秘訣は、その人の心がどれほど清らかかによります。正しい行動を取ることをどれ程重要だと考えるのかに比例して、成果が上がります。DVJp19

   瞑想によって人は、心の生み出すつかの間の事物を夢まぼろしとして捨て去り、彼のうちにある、天国の記憶を甦らせることができるのです。一切の創造物は、あなたの心の産物です。DVJp23

 正しい放送局に波長を合わせることが瞑想です。「ニュース」すなわち神の御姿を目にすることができるように集中して、心の波長を神の放送局に合わせなさい。20/5/95

  ひとたび真理に到達した時、そこにはもはや瞑想も無く、瞑想するものもいません。すべては一つにとけ込みました。それが照明された、という経験です。彼のうちなる純粋英知に歓喜する修行者は、ただ内在する神霊の至福のみを自覚します。それが目的地であり、不滅という果実なのです。超越的体験をした修行者は、瞑想を終え、燦然たる神聖の光輝を放ちます。ヴェーダはかれにおいて完全に顕現しました。彼は純粋な人間に変容しました。瞑想のみが運命の栄枯盛衰を超越する人物をつくる力を持ちます。瞑想のみが如何なる環境下であっても、泰然たる心を失わぬ人物を作る力を持っています。瞑想の奥義を極めた人は、彼自身がもう一人の創造主であるかのように、変容します。DVJp24

瞑想の時間を変えてはいけない。SDMp130

 身体も心も魂も健全な修行者は、内なる世界をじっと見ては内的歓喜に包まれて大喜びするのです。そしてすべての想念、言葉、行為は内的世界に関する知識を完全に意識して、そこから発するものでなければなりません。知性はさ迷う事なく、常に内なる世界に安住していなくてはなりません。それが、内なる目なのです。瞑想はそれを得るための、最も重要な道具なのです。DVJp26

 瞑想のために座っていながら、様々な感覚の対象や、感覚の喜びのことを考えているのは馬鹿げています。それは単なる時間の無駄です。慈善活動をしなさい。実際、真の瞑想であれば、瞑想中「私は瞑想している」という思いはなくなります。「瞑想するもの」「瞑想する対象」「瞑想の過程」の三つが一つになるべきです。これは、トリプッティと呼ばれます。重要なことを一つ心に止めておきなさい。

   実は、あなたが、私から離れていると思う分だけ、私から遠くにいるのです。私が近くにいることを常に実感し、最終的には自分と神は一つと思うべきです。瞑想が成功するかどうかは、そこにかかっています。神はあらゆるところに存在するという確信を持ち、すべてを愛し、すべてに奉仕し、利己主義と私欲を捨てることによって、あなたは真の瞑想の恩恵を体験し、自分の真の実態が、アートマであることを知るでしょう。STPS2p89

 無相の神に帰融することが出来るのは、自分の姿を忘れる時です。神は瞑想によってもジャパによっても体験することは出来ません。瞑想とジャパをすれば神を体験できると考えるのは無知です。それらによって束の間の心の安らぎを体験することが出来るかもしれません。しかし、永続する歓喜とアートマンの知識を得るためには、あなた自身の神性をつちかわなければなりません。そのためには、環境もそれにふさわしいものでなければなりません。瞑想とジャパの為の清らかで神聖な波動に包まれた場所を確保しなさい。14/8/90

 神聖な英知をすぐに心に悟ろうとしても、まず食事の手順を踏むように順序だててしなければ無理です。身体を使って良いことをして欲望を燃やし尽くし、神を求める願いに昇華させなければなりません。それによって最高の知識を悟ることが出来ます。正しい瞑想の修行とは、ゆらぐことなく、少しずつゆっくりと欲望を抑えてゆくものなのです。感覚器官を戒め欲望を抑えることによって、どんなこともごく自然に、自分から進んで奉仕し、そこから何の見返りも求めなくなるでしょう。SGc8

 すべてを超えて神を愛することを瞑想と言っていいでしょう。世間で言う瞑想とは、何か物に意識を集中して、それによって究極の存在に達することを言います。瞑想への正しい近づき方だとは言えません。瞑想の本来の意味は、ただ神だけを思うことです。だから瞑想と信じる心は、同じものなのです。SGc8

 人々はどんな場所でも瞑想をしても構わないと思っています。しかし、エネルギーの流れや意思力が、瞑想者のまわりを取り巻いています。大地には強力なエネルギーが流れ込んでいます。このため、大地からは極めて強い引力が発せられています。瞑想においては、この流れから自分を遮断することが好ましいのです。それゆえ、瞑想者たちは、木切れの上に座り、ウールの肩掛けで肩を覆います。その人が瞑想に上達してしまえば、どこに座って瞑想しても、影響を受けなくなります。~睡眠と覚醒状態の間の隙間を捉えることが出来るように訓練し続けなさい。愛を持って実践しなさい。CWSSBJp246~7

 夢を見ている人の身体と夢の中の身体は同一です。意識の一つの状態において身体は静止しもう一つの意識状態においては動いています。ヴェーダンタは人の身体は肉体的状態においては動きがあるがブラフマンの状態においては不動であると宣言しました。それゆえ瞑想の目的は、ブラフマンの境地即ち意識の不動の状態に達する事にあります。1/1/1991

    いつも神の御名を瞑想していなさい。黙想や集中ではなく。瞑想には神への愛が染み込んでいるべきです。愛がなければ、あなたの瞑想が望ましい結果を得ることはないでしょう。あなたの神への愛は昼夜を通して続いているべきです。願いを叶えてほしいと神に祈り、物事がその反対になると、皆さんは怒って神への憎しみを抱くこともあります。しかし、それは霊性とは何の関係もないことです。皆さんの生来の性質と神への愛は、決して変化を被るべきではありません。神の御名と結合し続けていなさい。それが本当の瞑想です。深い瞑想に入ると、たとえ目を開いても、外界のものは何も目に入らなくなります。23/2/09

    毎日、数分を瞑想にあてなさい。それを続けていくと、平安の感動を味わう時間が長くなります。日の出前の身体と心のエネルギーが散逸していない時が瞑想に良いのです。自分の座りやすい方法で、ロウソクの炎の前に坐りじっと見つめなさい。それから目を閉じ、炎が眉間にあるように感じるように努めなさい。眉間から炎が身体の通路を照らしながらハートにある蓮華まで下ろしてきて、胸の中央にあるハートの蓮華に入ると、花びらが一枚づつ開くのを心に描きなさい。そして、あらゆる思いと感情、情緒、衝動が、光明に包まれ暗黒が拭い去られるように心に描くのです。そして、その光明がさらに輝きを増すことを想像し、愛の光輝であなたやすべての人を包むのです。混乱した世界にいるあなたは、このようにして高い霊的平安を求めなければなりません。SIP5-20

    他人から罵られても、静かに微笑み、落ち着いていなさい。それは、あなたの瞑想が速やかに効果をあげているしるしです。SIP5-30

  勉強の目的は何でしょう。それは身体と心を落ち着かせるためです。運動しているとき以外は､あまり身体を動かしすぎない方が良いのです。話しているときや歌っているときも、あまり身体を動かさないようにすべきです。そうやって子供の時から､身体の動きを抑えるように心がけていれば、瞑想が出来るようになるのに役立つでしょう。SGc30

 日の出前のブラフマムフルタムの時である早朝に起床し、未だ精神的な活動が制限されているときに瞑想を始めるのが正しいことです。その時間帯では、心が澄んでいるだけでは無く、環境もまた平安です。沐浴しなければならないとか世俗的な重要な仕事があるとかなどの厳しい現実から抜けだし、あなた自身の内面に集中して神の名を唱えなさい。そうしてはじめて心は清らかになるのです。求道者は、愛は神であり、愛に生きなさい。と言うでしょう。愛より偉大なものは無いのです。愛があれば、世界は神の光で満たされるのです。愛にのみ生きるのです。愛でもって一日を始め、愛でもって一日を送り、愛でもって生き、愛でもって一日を終える、これが神への道です。OTYRTNp325

   

    ＊瞑想方法

    落ち着ける、安定した姿勢で座り、それから呼吸を整えて、五感の注意を外界の対象物からそらし（プラティヤーハーラ）、体内すべての器官を浄化する（アンガニャーサ）ようにします。光は最高の浄化器です。なぜなら、光はすべての闇を追い払うからです。光は体内を巡り、手足、感覚器官のすべてを清めます。光はハートの中にある蓮の花の中に安置されます。蓮の花の中には、集中（ダーラナ）を目的として、神の御姿の心象（バーヴァチットラ）が祀られ、それが瞑想へと導き、最終的には三昧（サマーディ）に到達させてくれるでしょう。21/11/79

    神の最も偉大な中核に到達するには、人はまず、最低条件として自分自身の中核に入り込まなければなければなりません。なぜなら、自己を知ることなく神を知ることのできる人はいないからです。

落ち着ける、安定した姿勢で座り、それから呼吸を整えて、五感の注意を外界の対象物からそらし（プラティヤーハーラ）、体内すべての器官を浄化する（アンガニャーサ）ようにします。光は最高の浄化器です。なぜなら、光はすべての闇を追い払うからです。光は体内を巡り、手足、感覚器官のすべてを清めます。光はハートの中にある蓮の花の中に安置されます。蓮の花の中には、集中（ダーラナ）を目的として、神の御姿の心象（バーヴァチットラ）が祀られ、それが瞑想へと導き、最終的には三昧（サマーディ）に到達させてくれるでしょう。

瞑想のために座ったら、まず、神の栄光を称えるシュローカ（サンスクリット語の詩節）をいくつか唱えて、騒ぐ心を静めます。それから、ジャパ（神の御名を繰り返し唱えること／唱名）をしながら、少しずつ、心の目の前にその御名をもつ神の御姿を描いていきます。気が散って、御名を唱えることから心が離れてしまったら、心を御姿のもとに連れてきます。心が御姿からそれてしまったら、心を御名のもとに連れてきます。そのどちらかの甘美さの中に、心をとどめさせなさい。このように扱えば、心は簡単に飼いならすことができます。あなたが想像して思い描いた御姿は、心象へと変わり、ハートに愛でられ、記憶に定着するようになります。そして、神があなたの望みをかなえようとしてその御姿をまとうと、その心象は、だんだんと生身の御姿のヴィジョン（サークシャートカーラ チットラ）へと変化していきます。この霊性修行は「ジャパ サヒタ ディヤーナ」（ジャパと結び付いた瞑想）と呼ばれるもので、私はあなた方全員に、この瞑想をとりいれることを勧めます。というのは、これは初心者に最適の瞑想法だからです。

あなた方は、数日でこの手順を身につけ、集中から得られる喜びを味わうことでしょう。初期の段階では十分から十五分程度、それが過ぎたらもう少し長く、この瞑想をして、その後に、瞑想中に得た平安と幸福感をしばらく黙想しなさい。21/11/79

    瞑想のやり方に関しては、さまざまな師や指導者が、さまざまな方法を助言しています。しかし、今、私があなた方に、もっとも普遍的で、もっとも効果のある方法を教えましょう。これは霊性修行における最初のステップです。まず、毎日、何分か瞑想を行う時間を設けなさい。それから、瞑想で至福が得られるにつれて時間を延ばしていくのです。瞑想には夜明け前の時間をあてなさい。この時間が望ましいのは、睡眠によって体が回復しており、日中の活動による影響をあなたがまだ受けていないからです。目の前に、炎が真っ直ぐ一定に昇っている、覆いのないランプか、蝋燭を置きます。その炎の前に、蓮華座（パドマアーサナ）か、あるいは他の無理のない姿勢で座ります。その炎をしばらくじっと見つめます。次に、目を閉じて、その炎が、頭の中の、あなたの眉間の内側にあると感じるようにします。その炎を、ハートの中にある蓮の花のところまで、道を明るく照らしながら、ゆっくりと降ろしていきます。炎がハートに入ったら、ハートの中で蓮の花びらが一枚ずつ開いていき、思い、感覚、感情の一つひとつが光で満たされ、ハートから暗い部分が取り除かれていく様子を思い浮かべます。暗闇が隠れる場所はありません。炎の光はさらに大きく、輝きを増していきます。光が手足を満たします。さあ、これであなたの手足は、陰険で、怪しげで、よこしまな行いに従事することはできません。手足は、光と愛の道具になりました。光が上昇し、舌に届くと、舌から偽りが消えました。光が目と耳まで上昇すると、目と耳にはびこってあなたに悪いものを見せ、子どもじみた会話をさせていた、すべての暗い欲望が消えてなくなりました。

あなたの頭を光で満たします。すると、あらゆるよこしまな思いが逃げ出していきます。あなたの中にある光がますます強く輝いている様子を思い浮かべます。その光であなたの周囲のすべてを照らしていきます。あなたから発している光は、環状にだんだんと大きく広がっていき、あなたの愛する人々、肉親、友人、同僚、敵対している人、ライバル、知らない人、すべての生き物、そして、全世界を包みます。

光が、すべての感覚器官を、毎日、強く、規則正しく照らすため、暗い、よこしまな光景を喜ぶこと、陰湿で悪意のある話を聞きたいと思うこと、質が悪く、有害で、やる気をなくさせる、害のある食べ物や飲み物をとりたがること、自らの品位を傷つけるような汚い物に触ること、評判の悪い不正な場所に近づくこと、いつでも誰にでもよからぬ策略を企てるようなことがなくなる時が、じきにやって来るでしょう。あらゆる場所に光を見る、あの感動に常に浸っていなさい。もし現在、あなたが特定の姿をとった神を崇めているのであれば、あまねく光の中にその御姿を思い浮かべるよう努めなさい。なぜなら、光は神であり、神は光であるからです。

この瞑想を、私が勧めたやり方で、毎日、規則的に行いなさい。他のときには、神の御名（荘厳さの香る数ある神の御姿のうちのどの御姿の御名でもよい）を繰り返し唱え、いついかなるときも、神の御力と、慈悲と、寛大さを忘れないように気をつけていなさい。21/11/79

    光をまずハートに移します。ハートを蓮華であると考え、その花びらが開きます。ジョーティ(光)は、次に身体の他の部分に移されます。光を移動する時の特定の順序はありません。しかし大切なのは、体の中で最後に光をを持って行く場所であり、それは頭なのです。そこで光は王冠になり、その中に頭を神聖なものとして包み込みます。次に光は体外へ移されます。すなわち個別的なものから普遍的なものへと移されるのです。その光を親戚の中へ、そして友人、敵、木々、動物達、鳥の中へと動かして、自分の中に光があると感じたのと同じく、全世界と、そこに存在する全ての形あるものの中心に、それと同じ光があるのを感じなさい。光を普遍的な次元にまで持って行くという観念、普遍性という観念は、同じ神聖な光があらゆるものの中に、そしてあらゆる場所に存在するということです。この普遍性が心に深く刻み込まれるために、私たちは体のあちこちを光で照らすのです。サイババとの対話p249



    ＊メインスイッチ

他の人から尊敬されたいと思うなら、まず、あなたが他の人を尊敬しなくてはなりません。同様に、あなたがあらゆる人を愛するなら、あらゆる人があなたを愛することでしょう。愛は「私」の原理です。このことを、あなたのゴールとして心にとどめておきなさい。どの家にも、部屋ごとに明かりをつけるスイッチがあります。これらすべてのスイッチは、一つのメインスイッチによって管理されています。同様に、目、耳、舌などは、「私」というメインスイッチによってコントロールされる、さまざまなスイッチなのです。このメインスイッチがオンになってはじめて、身体中の各部位 に生命が行き渡るのです。この「私」こそが真理です。真理は神であり、神は真理です。愛は神であり、神は愛です。この真理を理解し実践するなら、他の霊性修行は必要ありません。神は永遠の照覧者であり、私たちの思いと言葉と行動をじっと見守っています。人はみずからが選んだ名前と姿において神を崇拝します。実際、あらゆる姿は神から生まれました。ですから、すべての人を愛し尊重しなさい。愛を拡大することが人生です。心を狭くしてはなりません。21/8/02



　＊盲目

その少年は失明したままで大人になることでしょう。しかし、もし彼がよく考え始めて、彼が過去に行った悪い行為のために盲目になった事を理解し、今の自分の過去世から受け継いだ悪い性格を反省して神に祈り、許しを請い心から自分を変えようと努力をするならば、ババは彼の過去に犯したカルマを許し、視力を回復させるかもしれません。CWSSBp78

    七人の盲人が一頭の大きな象に近づきました。そのうちの一人が象のそばに行って脚に触りました。その体験に基づいて、その盲人は、「象は大きな柱のようなものだ」と言いました。別の盲人は象の耳を触って、「象は大きな団扇（うちわ）だ」と言いました。三人目の盲人は象の尻尾を触って、「象は太い縄のようなものだ」と結論を下しました。別の盲人は象の腹部に触って、「象は大きな壁のようなものだ」と判断しました。このように、盲人たちはそれぞれ象の特定の部分に触れて感じた結論を出しました。各人が自分の触った部分が象の全体の姿だと推論したのです。盲人たちは、それぞれ象の特定の部位を正しく完全に描写しましたが、一部分が象の全体の姿を表すことなど決してできません。象と呼ぶことができるのは、それらすべての部分の結合体です。19/6/74



    ＊盲目的に従う

賛否両論のあらゆる意見をよく考えなさい。あなた自身の体験を元に考えなさい。それから判断するのです。他の人々の言うこと、また私の言うことにも盲目的に従ってはいけません。真善美pt2p146



　＊目撃者

神は目撃者であり、彼は人々のそれぞれの欲望に基づく行為の結果を手渡しているだけです。しかしその行為の結果があまりにもひどい場合には、彼はしかるべき処置をとり、苦痛を少し取り除くという介入をすることもあります。そのような権利を神は持っています。SS4/95p89



　＊モクシャ

どんなことでも定められた時というものがあります。モクシャを願うというのも欲望の一つです。それゆえ何かを願うという代わりに、いつも私のことを思っていなさい。そうすればあなたはモクシャを得ることが出来ます。P, 75 ANDI

    カルマの原理（因果応報）は理解し難いものです。ある種のカルマはあらゆる疑問を引き起こすかもしれません。しかし、別の種類のカルマは疑問を消し去り、あなたを一体性の境地へと連れて行きます。ゴーカクはこの真理を悟り、疑問はなくなりました。疑問の存在しない境地に至れば、真理を悟ります。これはモークシャ（解脱）のための王道です。

モークシャの真の意味は何でしょうか？ モーハ クシャヤ（執着〔モーハ〕を取り除くこと）がモークシャ（解脱）です。執着を持っている限り、解脱は考えられません。それゆえ、まず第一に、無執着を得ようと懸命に努力すべきなのです。23/6/05

   人はモークシャを求めます。どうすればモークシャは自分のものになるのでしょう？ モークシャの特質とは何ですか？ ダルマの道を歩んでいる間に、人はアルタ、つまり富を求めます。ダルマの道を歩み、正当な手段でアルタすなわち富を手に入れることで、人は第三ステップである欲望や熱望へと至ります。そこでも、それらにはダルマの要素が染み込んでいなければなりません。

    ダルマに欠ける富とダルマに欠ける欲望は、あなたをモークシャの確保を手に入れるに値する人間、あるいはそれを願うに値する人間にすることはできません。もし、ダルマとアルタとカーマがしかるべき方法で果たされていたなら、人間は今のように、増加するストレスや、疾患や、さまざまな病気にさらされることはなかったでしょう。ダルマとアルタとカーマの三つを支配する主要なものは食べ物なのです。8/10/83



    ＊目的地

肉体の内部には微細体があり、微細体には17の相があります。それは、5つの知覚器官、5つの機能、5つの鞘、マインド、理智です。これら17の相はどれも、夢を見ているときの状態に属しています。第3の体は原因体です。原因体は、2つの相、すなわちマインドと理智で形成されています。この2つの原因相が普遍的な因果律に溶け込むと、私たちはすべての肉体感覚を脱して、アートマの至福を体験します。アートマの至福は、サット、チット、アーナンダ（絶対実在、純粋意識、至福）という姿をしています。これが私たちの本当の姿です。永遠なるサット（絶対実在）とチット（純粋意識）がいっしょになって、一体性という至福を生み出します。これが私たちの目的地です。私たちはこの目的地に到達するよう努力しなければなりません。

神性は人間の中に潜んでおり、それは人間が自分で努力して引き出さなければなりません。すべての行為は体を通してなされます。ですから、体は永遠の至福に到達するための重要な道具なのです。体は神聖な方法で保っておく必要があります。人格を高めること、倫理的な生き方、規律が定められているのは、体を浄化するため、そして、神の栄光にまで高めるためです。18/1/85

    すべての人が幸せを望んでいます。そうした望みは自然なものであり、人間の真の性質は至福であるという事実から生じるものです。至福は神ですが、人はそれを理解していません。人は、自分が神から生じたこと、生命の底流が神であること、人の最終目的地が神であることを理解していません。人は至福から生まれ、人生の基盤は至福であり、人の目的地は至福です。実を言えば、人生の基盤は何か、人生の目的は何であるべきかを知るのは難しいことではありません。至福が人生の目的であるべきであり、人は真剣に至福を手に入れようと努めなければいけません。人の体は束の間のものであり、体が人に与えることのできる喜びもはかないものです。ですから、人は永遠のもの、つまり「神」、あるいはそれと同じものである「至福」を捜し求めなければなりません。永遠ではない道具を使って至福を捜し求めることは無意味です。体は肉体的な喜びしか与えることはできず、心〔マインド、マナス〕はせいぜい心の満足しか与えることはできません。これらは至福に相当しません。21/5/00

    個人とは何を意味するのでしょうか？ 個としての人間の特徴とは、最終目的地に関する真理を悟ることです。真の個人とは、自らの行為、振る舞い、態度を通して、内なる神性を詳細に説明できる人です。すべての人は、これを成し遂げる努力をし、自分の個性や人格を十分に発揮しなければなりません。「ペルソナ」〔人〕という言葉の意味の一つに、神性の火花というものがあります。イエス・キリストはペルソナと呼ばれています。聖書でクエスト〔探求〕と呼ばれているものは、ヴェーダの用語ではサーダナ（霊性修行）と呼ばれています。霊性教育は、あなたの自己犠牲の力、ヨーガの力、問題に取り組む能力（プラグニャー）を強めます。人間は完全にこのことを軽視しています。皆さんが知るべき二つの重要な面があります。一つは目標、もう一つは最終目的地です。激しい努力をした後、人は真の目的地を知ります。正しい見解で目的地を知った後、人は容易で安全な方法で最終目的地に到達するために、正しい「目標」を持たなければなりません。この点において、すべての人は、「私は誰か？」と自問しなければなりません。15/1/86



    ＊物をもらう

ウパニシャッドは、パリグラハ（他人からものを受け取ること）を罪深いことと見なしています。他人にどのような助けを施すにしても、見返りは一切期待せずに行わなければなりません。ウパニシャッド聖典は、自分の行為の結果を刈り取るのは人間にとって当然のことであると述べています。人間には、自分の父親、母親、師、そして、神からは援助を受ける権利がありますが、他の人から援助を受ける権利はありません。

神は創造者であり、維持者であり、守護者なのですから、あなたは何でも神に求めることができます。両親からは、両親の地位の許容量に応じたものを受け取ってかまいません。しかし、それ以上を求めてはなりません。師からは、知識だけを受け取らなければなりません。何があなたの福利を促進するかを教える師に対しては、他の何ものでもなく、師を満足させる方法を見つけなければなりません。今の学生は、この能力に欠けています。その結果、さまざまに借りを作っています。それらの借りを返すために来世でどのような生を受けなければならないかを語ることは誰にもできません。友人から受けるもてなしも、制限を守らなければなりません。親から独立している友人の家でさえ、長居しすぎることは間違っています。それゆえ、他人からの申し出を遠慮する気持ちを育てることが必要不可欠です。客人に、果物や花、水や他のちょっとしたものを出す準備ができていなければなりませんが、他人から何かを受け取ることには慎重であれねばなりません。3/9/89



    ＊モハメッド

    すべての人が神と等しいのです。これは、バガヴァッド ギーターの中でクリシュナがアルジュナに語ったことです。これは、モハメッド（ムハンマド）がイスラム教徒に語った真髄です。「アッラー」という語は「エーラハ」（Elah）という語から来たものです。「エーラハ」とは全託を期待することを意味します。もしあなた自身を神に全託するならば、あなたはアッラーと一つになります。アッラーとは神を意味します。神にはどんな名前でも姿でも描写でも付けることが可能です。異なる名前と姿はすべて、同一の神の名前であり姿です。人々が神に付ける名前と姿は、個人の好みによるものです。15/7/83



    ＊モルタル

この寺院は煉瓦とモルタルにすぎません。この像は石にすぎません。しかし、皆さんは、その中に神の原理を見ようと心に決めました。もし皆さんが、石という形を通り越して、その中に神の原理を見ることができるのであれば、すべての生き物、すべての人のハートの中に住む神を見ることは、はるかに容易ではありませんか？　まず、それを見るよう努めなさい。そうすれば、この像や、この寺院に対するあなたの信心は、しっかりと定まることができるでしょう。人を尊びなさい。それが、神を尊ぶための第一歩です。なぜなら、人間は知覚できますが、神は知覚できないからです。24/3/65



    ＊モンキーマインド

マインドを支配している者」は、他に教師を必要としません。どんな仕事をするときも、それを行う前に識別力を用いなければいけません。14/1/84

一体性の原理を見なさい。そうすることだけが、自分に本当の幸福をもたらせるのです。あらゆる悲しみや困難は、いっときのものにすぎません。最後には、すべての物事は良いものに変じます。困難は、最終的にはあなたに幸福を与えるようにできているのです。喜びとは、二つの苦しみの間のことです。この世には善もあれば悪もあります。善悪の両方を等しい心で見ることが、人間の根本的な義務です。食べ物と行いと習慣のせいで、人の心（マインド、マナス）に多くの変化が生じています。心は狂った猿のようなものです。普通の猿ではなく、狂った猿です！私たちは人類に属しているのですから、私たちの心は思いやりに満ちてるべきです。ところが私たちは心を猿の心に変えているのです。1/1/08



    ＊問題

皆さんは多くの問題に直面するかもしれません。問題で頭がいっぱいになるのを許してはなりません。日々の活動の時間割りを作りなさい。夕刻の三十分か一時間を、自分の問題を熟考するために取っておきなさい。そうすれば、問題の解決策を見出すことができるでしょう。もし四六時中心配ばかりしていれば、あなたは時間を無駄にし、問題は解決できないでしょう。6/85



　＊約束

一度スワミが約束すると、彼はどんなことがあってもそれを守ります。私は、約束を破ったことがありません。20/10/02



　＊薬効成分

食べ物とは、実は薬なのです。皆さんは色々なごちそうを作ってそれがおいしいと思っているかもしれません。それは間違いです。口に合うように薬に甘い成分が混ぜられていることがあるのと同じです。空腹という病のために、色々なごちそうを用意したとしても、本当はどの食べ物もただの薬に過ぎません。のどの渇きも病の一種です。SGc5

 一つ一つの言葉の中にマントラがあり、それぞれの植物の中に薬効成分があり、一人一人の人間は貴重な存在です。真の人はこの真理に基づいて生きるべきなのです。SSSepp, 226



    ＊役に成り切る

あなたが演じる神聖な登場人物になりきりなさい。そして、そこからインスピレーションと歓喜を引き出しなさい。なりきることで、あなたの演技もはるかに良くなります。そして、何千人という人たちから感謝を得るでしょう。ラーマクリシュナが自分をラーダーだと思い込んでクリシュナの御姿の顕現を切望したとき、ラーマクリシュナの肉体に女性としての特徴が表れました。自分をハヌマーンと見なして何ヶ月も木の上で過ごし、『ラーマーヤナ』だけを口にしていたときには、ラーマクリシュナの肉体も変化して尻尾の先が生えてきました。ラーマクリシュナの想念（バーヴァ）の強さ、そして、どれだけ自我を消し去っていたかの度合いは、それほどのものだったのです。劇を演じることと、それが与えてくれる「自我を消し去る」という霊性修行を深める機会を利用しなさい。というのも、それは真我を顕現させる最も速い方法だからです。

5/12/64



    ＊ヤグニャ

今回のヤグニャは世界の幸福のために執り行われています。このヤグニャにはとても重要な面 があります。アティ ルッドラ マハー ヤグニャは人間の内にある神聖な性質を守り育み、悪魔的な性質をはねつけ減らします。このように、このヤグニャは人類に幸福をもたらします。このヤグニャは人類の幸福に関心のある人なら誰でも執り行うことができす。  アティ ルッドラ マハー ヤグニャは偉大で、非常に神聖で、きわめて効験があります。このヤグニャを執り行う人々の生活は清められるでしょう。それぞれのホーマクンダ（護摩壇）には儀式を執り行う11人のリトウィック（僧侶）がおり、そうしたホーマクンダが11あります。したがって、全部で121人のリトウィックがこのヤグニャ中にさまざまな儀式を執り行います。またそれぞれのホーマクンダには一人の担当者がいて、儀式にかかわるすべての事柄の面倒をみます。このようにして、このヤグニャにかかわるすべての人々が、ヤグニャを成功させるために一体となって働きます。どのようなことも一体性によってのみ成し遂げられます。一体性から純粋性が生まれ、純粋性から神性が現れます。ですから、皆、兄弟姉妹のように振る舞うべきです。9/8/06

    ヤグニャは犠牲を意味します。マントラはこのことを力説し、供犠はこのことを象徴しています。〔太陽神への〕ナマスカール（平伏）はこのことを強調する身体的行為です。実際、人の生涯というものは、毎日が自分の寿命の一部を太陽に捧げる犠牲であり、一刻一刻自分の時間と力と注意を他の人や物事に捧げる犠牲なのです。ヤグニャ（犠牲）なしに進歩はあり得ません。ヤグニャは宇宙の秩序を維持します。犠牲は神々を喜ばせます。神々は雨を降らせ、雨は作物に養分を与え、作物は収穫をもたらし、収穫は手足を強くし、見る目を大きくします。犠牲は、人間がもはやそれ以上苦闘も死もない目的地に到達するまで、ハートを広げ、視野を浄化します。

最高で、最も実り多い犠牲は、エゴ〔アハンカーラ〕を犠牲にすることです。エゴを磔（はりつけ）にして、自由になりなさい。エゴを神に捧げ、すべての夢を越えて、豊かになりなさい。この至高の境地に向かって、神聖な行為（カルマ）、つまりダルマの坩堝（るつぼ）の中で清めた行為に従事することによって、自らの準備を整え、この多種多様なる大宇宙のすべてとして顕れているブラフマンに到達しなさい。11/70

    皆さんは、自分の利益と自分の幸福、そして人類全体の幸福のために、この神聖なヤグニャに参加しました。このヤグニャは、ほんの一握りの人のためになされたのではなく、世界全体のためになされました。ここで唱えられたマントラは、空中で混ざり合い、全宇宙に広がっています。これらの神聖な音は、私たちの心ハートに入り、清めました。ですから、このヤグニャで唱えられたマントラはこの場所だけに限定されている、と考えてはなりません。マントラは全世界に広がっています。このヤグニャは、インドのためだけになされたのではなく、世界のすべての国のためになされたのです。異なる国では、話される言葉も違うかもしれません。しかし、バーヴァ（感情）には何の違いもありません。アメリカ、ロシア、アフリカ等、多くの国の人々が、たいへん熱心にこのヤグニャに参加しました。彼らもまた、ヴェーダのマントラを学んでいます。こうしたマントラを唱えることには、少しも利己主義は存在しません。

    これらのマントラは、人類全体のためのものです。これらのマントラは、あらゆる人の幸福に欠かせないものです。ヴェーダは個人（ヴィヤシティ）を超えて、共同体（サマシティ スワルーパ）に関係しています。西洋人でさえも、ヴェーダのメッセージをすべての国の人々に広めるために、現在ヴェーダのテキストを出版しています。西洋人にとって、ヴェーダのマントラを唱えることは確かに難しいことです。なぜなら、西洋人にはさまざまな音節を発音するのが困難だからです。マントラの中には発音のややこしいものもあります。しかし、真剣な努力によって、西洋人はそうしたマントラを正しく唱えることを学んでいます。固い決意さえもっていれば人は何でも成し遂げることができます。9/8/06



     ＊優しいハート

ハートは柔らかく、心は甘く、時間は神聖である、と言われています。その状態の下で、一体どこから欠陥が生じるのでしょう？ あなたの心が神聖で、純粋で、柔らかく、甘い思いに満ちていることを確実にする必要があります。偉大なサーダカでさえ、まず第一に優しいハートを育てるべきです。神の贈り物である今回の人間としての生を無駄にすべきではありません。神には神の計画があり、そのために神はあなた方全員に命を授けたのです。神は、各人がそれぞれ他の人々の理想となることを意図しています。あなたはその理想を知るよう努力すべきです。その理想は、純粋かつ神聖です。人間のハートの重要性は、ハートの純粋さと神聖さにあります。不純な思いが入ってくると、ハートは不純になり、行動は邪道に陥ります。あなたの想念や欲望はすべて全身に広がりませんか？ 自分が言っていることと別の行動を取るのは正しいことですか？

     言うことと考えることの出所は別ではありません。体の各部へと向かう流動体の流れの源は一つであり、それはハートです。ハートを愛で満たすなら、あなたの発言と行動は純粋で神聖なものになります。五つのインドリヤ〔五感〕は、主要タンクから給水される複数の蛇口のようなものです。もし、主要タンクが純粋な思いという水で満ちていれば、どうして不純な思いや行動が生じることなどあるでしょう？ ハートが純粋な愛に満ちていれば、舌が不純な言葉を発することはなく、目が淫らなものを見ることもありません。また耳は神聖さを汚す音を聞くことを避けるでしょう。24/11/00

    ＊家賃

   人間の体は個々の魂（ジーヴァ）が安置された寺院であると言われていますが、私はむしろ「人間の体は個々の魂が借り受けた家である」と表現したいと思います。神がその主（あるじ）、つまり大家です。個々の魂はそれを借り受けて、そこに住んでいます。家賃は、善い行い、善い思い、善い言葉、善い振る舞いという形で支払われなければなりません。ところが、借家人は大家を無視して、家賃を支払っていません。そのため、主は借家人に立ち退きを強要せざるを得えません。借家人が家賃を支払わない場合、大家は借家人に家を空ける必要があることを思い出させるために「通告」を送ります。「白髪」が最初の通告です。すると、借家人は髪を染め、その警告に何の注意も払いません。「歯が抜けること」の２度目の警告です。借家人は入れ歯をはめ、この催促状も無視します。「目が白内障になること」が、家を立ち退くようにという次の警告です。すると、借家人は手術の助けによって白内障をやり過ごします。眼鏡をかければ視力も回復します。さらなる警告は、「肌がたるみ、皺が増えること」です。しかし、この警告も顧みられず、借家人は化粧品を使ってその合図を隠します。そこで、大家は特使を送ります。「命にかかわる病気」がその特使であり、特使は借家人に家を空け渡すよう強制しなければなりません。5/2/81

　＊ＵＦＯ

彼ら（ＵＦＯ）は多くのいい活動をしている。P40サイババ世界の危機を救う



    ＊勇気

決して将来起こることを案じてはなりません。勇気があれば何でも成し遂げることができます。勇気がなければ、すべてを失ってしまうでしょう。それゆえ、決して勇気をなくしてはなりません。勇気はエネルギーです。全宇宙の基盤である五大元素を形作っているのはエネルギーです。同じ五大元素が皆さんの中にあるのです。実に、すべては皆さんの内にあります。外から来たものは何もありません。ならば、外界で何かを探す必要がどこにあるでしょう？　

    人は六つの悪い性質のために苦しみます。それは、人を打ち負かしている、カーマ（欲望）、クローダ（怒り）、ローバ（貪欲）、モーハ（愛執）、マダ（高慢）、マーツァルヤ（嫉妬）です。皆さんはたくさんの欲望を持っています。自分の中にすべてがあるというのに、なぜ何かを欲しがる必要があるでしょう？　皆さんは自分の力でこの真理を理解すべきです。決して自分には何かが欠けていると考えてはなりません。すべては皆さんの内にあります。内側にあるものが外側に映っているのです。外に映って見えるものは、本当に皆さんの中にあるのです。ですから、心の中の清らかさを保つようにしなさい。そうして初めて、あらゆる努力が実を結ぶでしょう。自分の内側にある実在を忘れて、外側の世俗的な対象物を渇望するのは、大きな誤りです。15/1/08



    ＊友情

あなた方は一瞬ごとに老いています。いつまでも若いままではいられません。今、学校や大学で育んでいる友情や人間関係は、一時的なものです。卒業すれば、別れ別れになって、それぞれ自分の道を歩みます。そのとき、互いへの執着心は断ち切られ、新しい執着心がとって代わって場を占めるようになります。ですから、善い仲間を選びなさい。そして、誰にも過度の執着を抱いてはいけません。皆に友好的でいなさい。けれども、友情が過度に大きくなるのを許してはなりません。13/5/68

    正真正銘の友情は、一つのアートマン（真我）と別のアートマンの間、言い換えるなら、どちらもが自らの存在の核心はアートマンであると認識している者同士の間でのみ、成立可能です。シャラナーガティ（全託）あるいはアートマニヴェーダナ（神への献身）という最終段階の前の、最後から二番目の段階と言われている純正のスネーハを、ささいではかない俗人の友情の中で得ることはできません。つまり、地上のどこにおいても得ることができないのです。20/8/78

    アルジュナのスネーハの段階は、帰依者と神の間のあらゆる相違が消えうせ、二人の友が一つになる段階です。完全な信頼、揺らぐことのない信仰、そして、疑問も恐れも不安もまったくない状態であるこの段階に到達すると、次の段階であるアートマニヴェーダナは、自然に、そして容易に踏破されます。20/8/78



　＊友人

私は、たとえ友人からでも、誰からも、何一つ受け取るべきではないと考えます。友人同士の間に、ギブアンドテイクの関係が存在すべきではありません。さもないと友情は壊れてしまうでしょう。27/9/09

 　邪悪な傾向は、霊性の道における障害です。まず第一に、人間はすべての邪悪な行為から自らを遠ざけ、善い行為をしなければなりません。そのときに初めて、彼は、自らを人間と呼ぶ権利をもちます。人生は、極めて神聖なものなのです。『ウパニシャッド』は、人間の人生をまことに神聖なものであると見なしています。人間は、すべての属性を凌駕するこの真我の原理を忘れてしまったために、自分自身を弱きものと考えているのです。その邪悪な資質、不徳な行い、不品行が、彼をこの憐れむべき状況に引きずりこんでいます。人の思いは、付き合う友人の影響を受けます。それが、「あなたの友人を教えてください。私は、あなたがどのような人間であるかを言い当ててみせましょう」と言われる由縁です。9/10/02

    私たちの感覚はすべてトリグナ（三属性）に左右されます。同様に、トリグナは摂取する食物に左右されます。ですから、もし、浄性の食物を食べ、浄性の行いをし、浄性の友人と行動すること、を始めるなら、皆さんは必ず自分を浄性の人間に変容させることができます。皆さんの悪い性質はすべて、悪い仲間と間違った食事のせいです。もし、皆さんが良い性質を育てたいなら、浄性の食事を摂って、良い仲間をもたなければなりません。若いときに浄性の友人をもち、ずっとその仲間と行動をともにすることが、絶対に必要です。良い友だちといっしょにいると、良い思いを抱くようになる、と言われています。22/10/05

  誰にも辛辣な言葉を使ってはなりません。実際には、この世のどこにも敵はいません。誰かを敵と見なして、その男性、あるいは女性に暴言を吐くべきではありません。その日はあなたの敵であっても、別の日には友人になるかも知れません。誰かを自分とは違うと見なすべきではありません。すべての人は友人です。9/10/05



    　＊幽霊

髪の毛、爪の切りかす、埃、くもの糸、タバコの煙、そして壁の落書きのあるところに幽霊は来やすいのだ。神はきれいなところに来るのだ。～暗闇の帳りが降りる前に、家に明かりを灯さねば幽霊が入ってくる。P270ANDI

 自殺をした人、事故等で早死にした人達の魂は、亡霊となって彷徨っている。悪霊は精神的に強い人の近くに寄りつくことも出来ないが、逆に、弱い人の近くに行き，その人をからかったりするのだ。時には妻を亡くし再婚した元夫のところへ行き､自らの果たせなかった欲望を満たす為に、後妻の心を乗っ取って悪さをするのだ。またある場合は、人が沢山の財産をもっている場合、その財産の後継者が早くその財産を手に入れるために魔術師を雇って、その財産家の気を狂わすケースもある。OTYRTNp41

    英知の人は、子ども、狂人、幽霊でもある。と言われます。英知の人、子ども、狂人、幽霊という四者は、よく似た心の状態にあります。この四者には罪がありません。というのは、皆、故意に何かをすることがないからです。最初の人は万人の中に神を見る英知の人です。二番目の人は無邪気な子どもです。三番目は何も自覚していない狂人です。四番目は肉体を持たない幽霊です。しかし、「ウンマッタ シェーカラ」（最も偉大な狂人）であるヴィナーヤカを礼拝する目的は何でしょうか？ 泥沼にはまり込んでいる人を救出するには、泥沼の外にいなければなりません。そうであってこそ、助けることができるのです。罪のない者だけが、罪のある者を救うことができます。8/1977



    ＊ユガ期

大聖仙（マハリシ、マハルシ）たちは、人にユガ〔循環期、時代〕について説明しようと試みました。季節は12ヶ月後にまた廻ってきます。曜日は８日目にまた廻ってきます。これらは誰にも共通の体験です。今日が金曜日なら、一週間経てばまた金曜日がやって来ます。今が5月なら、12ヶ月経てばまた5月がやって来ます。

これらを考慮した上で、大聖仙たちは、時代を「クリタユガ」、「トレーターユガ」、「ドワーパラユガ」、「カリユガ」という4つのユガに分けました。これらのユガは何度も何度も繰り返し廻ってきます。ここでの「クリタ」という言葉は「4倍」を表しており、「トレーター」は「3倍」を表しています。「ドワーパラ」は「2倍」を表し、カリは権威ある測定単位です。大聖仙たちによると、43万2千年が基本単位であり、これは「カリユガ」の年数を意味しています。この2倍である86万4千年が「ドワーパラユガ」を意味し、基本単位の3倍である129万6千年が「トレーターユガ」の長さです。基準の4倍、すなわち172万8千年が「クリタユガ」と呼ばれています。これらをすべて合わせると432万年になりますが、これはマハーユガと呼ばれています。1つのマハーユガのあと、再び「クリタユガ」が始まります。以上の方法で、そして、以上の単位を割り当てることによって、大聖仙たちは時代を説明しました。78夏期講習



    ＊ユガ期と神の化身

「クリタユガ」では、大聖仙たちが苦行によってモークシャ〔解脱〕、すなわち主なる神のヴィジョンに到達しました。その神聖体験を楽しんだ大聖仙たちは、同じ時代に生きていた人々にその体験を伝えることができるよう、人々と交流しました。

「トレーターユガ」では、神がラーマの姿をとって人間として顕れ、自らの家族を手本に使うことによって、その時代の特色を示す理想的なダルマにのっとった行いを掲げることに尽くしました。さらに、ラーマは愛の権化であり、ラクシュマナ〔ラーマの弟〕は慈悲の権化であって、ダルマと慈悲が結び付いてこそ善い人間が作られるということも立証されました。これは真のダルマです。ダルマとは儀式礼拝のことであると思われていますが、真のダルマというものは日々の修行や儀式礼拝のことではありません。純粋なハートの中に生まれる慈悲こそが、真のダルマの基盤をなすものです。これは人間の最も重要な基本的性質でもあります。人は自分の良心の命じるところに従うよう努めなければいけません。こうした行いと手本によって、ラーマチャンドラ〔月のように魅力的なラーマ〕は全人類を正しました。

「ドワーパラユガ」が来るころには、神はクリシュナという人間の姿をまとって、人々に理想的な愛の手本を示しました。クリシュナのその側面はすべての人々を魅了しました。人々はクリシュナ アヴァターによって生み出された幸福と至福に我を忘れるほどでした。クリシュナは優しい愛情でその時代の人々の必要を満たしていました。クリシュナ アヴァターが包含していた偉大な真理は、『バーガヴァタ』の中で人々に伝えられています。悲しいときも嬉しいときも、苦しいときも楽しいときも、貧しいときも富めるときも、決して神を忘れるべきではないということを、クリシュナ アヴァターは示しました。78夏期講習



    ＊ユガ期と霊性修行

ユガごとに、神はアヴァター〔神の化身〕となって、人間の内にある神性を明らかにすること、そして、自らが模範となって手本となる人生を人に示すことを目的として、顕現していました。神は、人間が近づきやすいように、そして、人間に幸福を与えることができるように、人間の姿をとって化身すると言われています。鳥や動物は自分たちに定められた制限を体験しています。人間として生まれることは、この宇宙の84万種の様々なジーヴァ〔生物、個別の存在〕の中で最も神聖なことです。それほど神聖な生を得るということは、実に大きな幸運です。

人間は1つの際立った特徴を備えています。鳥や動物と人間との間の違いを調べて理解しなければいけません。動物は1つの性質として残酷さというものを持って生まれ、残酷さを持ったまま生を送ります。いくら調教しても、動物の習性を完全に変えることは不可能です。動物は調教を受けている間は訓練された通りのことをするかもしれませんが、残酷さは捨てられません。人間はそうではありません。たとえ残酷さを持って生まれてきたとしても、努力、すなわち霊性修行によって、残酷さを取り除くことができます。

これで、更生を試みず、更正できないものが動物であり、更生できるものが人間であるということが明らかになりましたね。人類の更生と変容を容易にするために、神はユガごとに人間の姿をとって降臨します。更生は、時代によって異なる方法で引き起こされます。「クレタユガ」では、その方法は瞑想（ディヤーナ）でした。「トレーターユガ」での方法は供犠（ヤグニャ）でした。「ドワーパラユガ」では礼拝（アルチャナ）でした。「カリユガ」では唱名（ナーマスマラナ）にその卓越性が与えられました。これらは人間に用意された、自らを変えるための王道です。78夏期講習



　＊ユガと人

クリタユガにおいては、人間は何百年も生きるのが普通のことでした。その上身体は、今日のように小さくありませんでした。腕の長さも６フィート以上もある巨大な身体をしていました。彼らはどのような暮らしをしていたのでしょうか?クリタユガにおいては、骨が完全である限り命がありました。

 骨以外の身体の部分が崩壊しても、生命は骨格内に残りました。トレタユガでは、人間の背の高さはクリタユガよりも小さかったのです。筋肉と肉が残っている限り、身体に生命は残りました。ドワパラユガでは、生命は身体に血液が循環している限り、残っていました。ビーシュマがクルシュエトラの戦場で負傷した後、矢のむしろに横たわっていたことはよく知られています。身体に血液が流れている間は、彼は生きていました。彼は５６日も生きながらえました。

 カリユガでは生命は身体に食物が入っている間続きます。食物が亡くなれば人は、生きながらえることはできません。クリタユガとトレタユガでは、人は神と密接な関係にありました。食物はさほど重要ではありませんでした。ドワパラユガでは頭が重要になりました。

 クリタとトレタユガでは、ダルマが最大の重要事でした。（宇宙はダルマに基盤を持ちます。）ドワパラユガになってダルマの衰退が始まり富が何より重要になりました。（世界は富の上に築かれる。）カウラヴァとパンダヴァの戦争は、所有権をめぐる争いでした。カリユガでは、ダルマもダーナ（富）も、ダヤ（慈悲）ほどに重要ではありません。今日の世界が無数のトラブルに苦しんでいることは、慈悲の欠如が原因です。7/9/96



　＊夢

あなたが私のことを思ったからといって私があなたの夢に来るわけではありません。私があなたのことを思ったときにのみ、私はあなたの夢に来るのです。P293ANDI

    あなたは夢の中で何かを目撃しました。それは何でしょう？ それは他でもないあなた自身です。あなたは夢を見ている状態で自分自身を視覚化しているのです。あなたの本性は愛です。ですから、あなたの本性を現しなさい。将来、皆さんが学ばなければならないいくつかの側面があります。未来とは何でしょう？ 未来は不確実です。過去は過ぎてしまったことです。重要なのは現在だけです。過去と未来は、どちらも現在の中に含まれています。あなただけが、過去、現在、未来という時の三相すべてに存在しています。25/10/04

   「夢を見ているとき、あなたはいつ自分が夢を見ている ことを自覚しますか? 」 

「目覚めるまでは、あなたは自分がその夢と一体になっていませんか? 」 「はい(なっています)」と、私は言いました。わかりますか。スワミが意味されていたのは、眠っているとき、私たちは自分が夢を 見ていることに気づいていないということです。夢の中では、あなたは夢が現実(事実) だと感じています。もう一人の「私」がベッドの上で眠って夢を見ているとは気づかないのです! 二人の「私」は存在しません。一人だけです! スワミはおっしゃいました。「同様に今、あなたは夢を見ているのです」「これらの問題はすべて夢の領域に分類されます。ですから、あなたが自分自身に言い聞かせなければならないことが何であるか、わかりますか?『スワミ、それはすべて白昼夢です!』です」あなたがそのように言えば、その問題 はあなたに何ら影響を及ぼしません! しかし、起こっていることが何であれ、あなた 自身が(夢と現実を)同一視すれば、あなたは苦しむことになります。それゆえ、あなたは(自分に与えられた)役柄を、ただ演じなければならないのです」ラニマーへのインタビュー

    皆さんは、昨夜スワミが自分の夢に出てきた、などと言います。これは正しくありません。私は誰の夢の中にも現れません。あなたが自分の夢にスワミが現れてほしいと熱心に求め、絶えずそのように考える時、その熱烈な願望があなたの夢の中で形をとるのです。25/10/04

 夢見ている時、人は衝動を追い求め、求めた物を手にいれて満足します。感覚世界が人を引きつけ、目的の事物を追い求めさせる魅力は、目覚めている状態と夢見る状態の両方に存在します。心は常に波立ち騒ぎます。その波立ちこそが潜在する衝動因を育て、繁殖させ、根をはびこらせる肥沃な畑なのです。実際、一切の創造主の背後にあって創造生じさせるものは、波立つ心に他なりません。UVc5

    夢は、起きているときの反応と、反映と、反響にすぎません。昼間に何をしたとしても、夜それは夢の中に入ってきます。夢は流れ行く雲のようなものです。夢のあとを追いかけてはなりません。真理で永遠で不変なる神につかまっていなさい。そうすれば、恐れも悩みもなくなるでしょう。1/5/08

 時、目的、環境条件に左右されないのは夢での経験の特徴です。目覚めている時には、時、目的、環境条件の存在を証明することが出来ます。31/5/91

 目の覚めている状態で執着に捕らわれると、夢を見ている状態や熟睡状態の、最も微妙な姿でも執着が現れます。夢を見ている状態とは、鏡に映った像のようなものです。目の覚めた状態でどんなことを経験しても心が受け取ったものが映った姿として夢の中に現れます。目の覚めた状態と､夢を見ている状態は物と鏡に映し出された物の像に似ています。

  目の覚めている状態で正しい道を選び､真実を知り､真実の光りの中で行動していれば､夢を見ている状態でも正しい道を歩んでいけます。目覚めの道を進むためには､感覚的な物の欠点に気づいて､少しずつその欠点を乗り越えて､執着を捨てていくことが大切なのです。SGc13

 夢の中でライオンに追いかけられるなら、あなたはすぐに目を覚まし、目覚めのレベルに戻って来ます。夢の中で生じたことは、あなたを目覚めさせる力を持ちます。そのように目が覚めている時、あなたがそれを夢と見做すならば、神の恩寵によってあなたは目覚めの世界から、突然に英知の世界に導かれるかもしれません。怖いライオンの夢を見て、人は夢の世界から目覚めの世界へ返りました。あなたが目覚めの世界を夢とみるなら、その時、英知の世界は夢からの覚醒に当たります。それゆえ、聖者や賢者達は私達に目覚めよ、起きよ、悟れよ、と呼びかけてきたのです。SSIB1972

夢の状態では、四つ（理由、時、行為、義務）の状態は全て存在しません。25/12/92

 あなたは、目覚めの時は夢は存在していないので、夢は真理を仄めかしていることを知りません。あなたが、真の英知を得たときに目覚めの時の経験も非存在となります。その時まで、この目覚め時の体験を本当だと思い込みますが、真の英知を得た後はこの目覚め時の体験に対して少しの価値を付与するだけとなるでしょう。SSSvol4p, 117

  夢の世界を照らしているものは何でしょう。深い眠りの状態では、全くの暗闇になります。タマスのグナがあるだけです。その状態では、知識も英知もありません。ところでどうしてそこが暗闇だと分かるのでしょうか。どういった認識の光りでそこが暗闇だと分かるのでしょうか。深い眠りの状態は意識の無い状態、夢を見ている状態は潜在意識の状態、目の覚めているときは顕在意識の状態だと言えます。その三つを超えた四つ目の状態があります。それを意識を超えた状態と呼んでいいでしょう。意識を超えた状態では、あらゆるもの、あらゆるところを見ると共に究極の悦びを味わいます。一体何がこの悦びの状態に灯りを照らし､完全な悦びを経験させているのでしょう。それはアートマの放つ光です。この光が､他の三つの状態を照らし出し、皆さんにその姿を見せてくれているのです。～暗闇を暗闇と認識できるのは､暗闇さえも認めることの出来る意識の光りがあるからです。それがアートマの光りです。このすべてを超えた光りがあるからこそ、他のすべての光りは輝くことが出来るのです。

 ～目の覚めた状態で見えるものは、夢を見ている状態ではみんな消えて無くなります。夢を見ている状態で味わう悦び、悲しみも目の覚めた状態に戻ったときに無くなります。目の覚めた状態で見える人も物も､夢を見ている状態では、移りゆく影のようなものです。深い眠りの状態では、それも完全に消えて無くなります。そんな風に悦びは､意識の状態によって変わっていきます。皆さんは、この世の悦びがいつまでも続くと思っているかもしれませんが、それはいつか、大きな苦難となって皆さんに辛い思いをさせるでしょう。SGc19

    誕生も死も、肉体と関係するものであり、人間の魂と関係するものではありません。その両方の原因は心です。すべてのものは人間が自分で作り出したものです。人生は夢です。夢に出てくるものがどうして本物であり得るでしょう？　すべては幻想にすぎません。幻想に浸っている限り、ブラフマー（神）のヴィジョン（視野、視力、姿）を得ることはできません。幻想という足かせをはずして初めて実在するものを体験することができます。25/12/03

  心の世界は夢を見ている状態で経験します。目の覚めている状態では､太陽や月の照らす灯りでものを見ることが出来ます。夢を見ている状態では､太陽や月のようなものはありません。心の世界から照らされる光のおかげで､ものが見えるのです。SGc22

 夢を見ている状態では､時間も､活動も､目的も､結果もありません。そのすべてが無いのです。さて眠りについて誰かに起こされたとします。起きてみるとほんの五分ほどしか眠っていません。その五分の間に、夢を見てマドラスに行っていたというわけです。どうしてそんなことが出来るのでしょうか。普通の状態ならこんな事は起こりません。それは心の中にだけで起こったことです。肉体も感覚も、何も活動していません。この心の経験は微妙な世界の出来事です。時間、活動、目的、結果の四つの要素を経験するのは物質としての身体です。夢を見ている微妙な世界では、その四つとも経験していません。心によるからくりが世界を創り出していたのです。SGc31

    神は人の内にいるにもかかわらず、人は神に気づくことができずにいます。人は夢を見ているときに死を体験して悲しく感じることがあります。そして夢からさめて、それはただの夢だったことを知りほっとするのです。では、夢の中で死んだのはだれだったのでしょう？夢は心の創造物にすぎません。同じように、目が覚めているときの体験もすべて心の創造物です。

  私のお父さん、私のお母さん、私の妻、私の子ども、といった感覚はすべて迷妄から生まれます。それらは現実ではありません。迷妄のために、人は肉体的な結びつきを作り出し、自らを苦しめているのです。純粋で汚れのない愛を育むなら、人は痛みや苦しみを感じることはなくなるでしょう。肉体への愛はにせ物で束の間のものです。真我への愛は本物で永遠なるものです。本当の自分を知るためには、内的探求をすべきです。25/12/03



　＊許す心

  何よりも、気持ちが清らかであるように努めるべきです。愛をけがれの無いものにするのです。その為には許す心を持つことが大切です。許す心とは、どんなことがあっても静かに耐え忍び、自分を抑えられることです。そして誰に対しても｛例え自分を傷つけようとする相手にさえ｝良いことだけをします。許す心ほど偉大なものはありません。SGc5

   神の愛には私利私欲の片鱗（へんりん）さえありません。それは愛のためのみの愛です。これはバクティ（信愛）と呼ばれます。この愛の第一の特徴は、与えて受け取らないことです。第二に、恐れを知らないことです。第三に、利己的な動機のためにではなく、愛のためにのみ在るということです。これら三つの愛のアングルがすべて合わさるとプラパッティ（全託）の姿勢を意味するものとなります。このプラパッティの姿勢をおおいに楽しむとき、人は神の至福を体験します。そのためには、まずクシャマ（許し）が必要です。1/1/94

 クシャマ（許す心）を持つ者のみが神聖な愛を持つといわれています。それは書物から学んで得られるものでもなく、教師や他の人に教えられて獲得するものでもありません。それは、困難、試練、浮世の荒波にもまれて、自分自身がつちかうものなのです。嘆きや惨めさを生んだ苦難や困難に直面しなければ、堅忍不抜と寛大さは心に根付く事は出来ません。苦難や困難に出会ったとき、立腹しうろたえてはなりません。又、弱さのしるしである気落ちや落胆の餌食になるべきでもありません。

 たとえそのような状況であっても、忍耐と寛大な心でもって、怒り、憎悪、復讐心を抑え、心を波立ててはなりません。あなたは強さの具現であって、弱さの具現ではないのです。それゆえ、絶望した時には、堅忍不抜の念で心を満たし、許し、忘れなさい。クシャマ（寛大、許すこころ）は人間にとって最高の力です。この属性を失うならば、人は悪魔となります。1/1/94

 私に許してほしいと、祈ってはいけません。あなたは、「神様、私の犯した間違いの結果に伴うすべての苦痛を、あなたの元へ早くたどり着ける為にお与えください。」と祈るべきです。もしあなたが犯した過ちの許しを請うならば、それはあなたのしている霊的修行の防げになるでしょう。p293 ANDI

  平安と許すことは大切です。許すことは、真理であり、ダルマでもあります。それはヴェーダの本質です。それはまた、非暴力であり犠牲でもあります。それは喜びの涙であり、すべてなのです。許すことはすべての人々にとって、第三の目なのです。SS8月1996p,212

 許す心は、本を読んで学べるものではありません。先生に教わって身につくものでもありません。市場で買えるものでもありません。辛い環境で修行にひたむきに取り組むことによって､許す心ははじめて身につきます。試練を迎えているとき､問題や困難が山のようにあるときにこそ、許す心は身につくのです。人間はいろいろな欠点を内に持っています。試練に遭ったとき､隠れていた弱さが､怒り、恐怖、おごり、憎しみとなって現れます。そんなときこそ許す心を学ばねばなりません。許す心が身についていなければ、人生に安らぎはないし、ひどい苦難に出会うでしょう。許す心が無ければ誤った道に進むことになります。だから許す心の大事さに気づかなくてはなりません。許す心が無ければ、学歴や力や名声があったとしても何にもなりません。

 激しい修行によって様々な力を身につけた人はいますが、許す心に欠けているために､なかなかその成果を味わうことが出来ないでいるのです。～この徳が人々の中で輝くようにならなければ、人類は滅びてしまいます。～ただしどんなことがあっても絶対に許さなければならない､と言うわけではありません。許す場合には、全体の条件を注意深く考えて正しく判断すべきです。～恐れている人、慎ましやかな人、悔い改めている人、意識を失っている人、酔いつぶれている人、悲しんでいる人、許しを請うている人、そして女を殺さず許さねばならないとドロパティーは言いました。～感謝を知らない人間は、蛇のようです。感謝を知らない相手を許したところで何にもなりません。ただしそれは世間での話です。神に向かう世界では、許す心を知るのはとても大切です。許す心は、神の境地に達するのにどうしても欠かせない徳であり、いつでも実践すべきものです。SGc25

    柔らかな舌が周りの歯に傷つけられることがしばしばあります。しかし、舌が歯 に傷つけられたからといって、歯を罰することはありません。なぜでしょう? 歯 も舌も自分のものだからです。同じように、他人が自分に危害を与え、非難したと しても、それでも、その人たちを許すべきです。青年にとって、この「許す」という精神はとても重要です。青年時代はカッとしやすい時期なので、もし誰かがあなたに何か気分を壊すを言えば、すぐに怒るでしょう。これは大きな誤りです。怒りは人間の性質で はありません。平安と忍耐を培うべきです。自制は真理であり、許すことは正義で す。忍耐はヴェーダです。寛容は非暴力であり、神聖な礼拝です。寛容によって、 あらゆる幸せが得られます。寛容の精神は、他の人々に実践することによって培う 必要があります。寛容を身につけることは、真のダルマです。私たちはこの正義の 道を歩むべきです。16/7/97

    

    ＊良い行い

あなたはよい行いをしていますか？ あなたは他の人が自分によくしてくれるように と望みます。では、あなたは他の人によくしていますか？ もし自分の良心の指示に反する行動をしていたなら、どうして幸せになることを望めるでしょうか？ あなたの行いは自分の願望を踏まえたものであるべきです。よい行いは確実によい結果を生みます。今日、人々はすっかりアーダムバラ（尊大）になっています。どうしてそのような人々がアーナンダ〔至福〕を得られるでしょうか？16/3/03



    ＊良い思い

心の中の小さな想念は、池に投げ込まれた小石のように乱れを作り出し、心全体に広がって、さらにそこから全身に広がっていきます。全身はその想念の性質の影響を受けます。目はその想念に促されたとおりの光景を探します。手はその想念の波の影響で、その想念とよく似た性質の行為をします。同様に、足も感化されて、心にある想念に促された場所へと向かいます。

   ですから、心に純粋で神聖な思いを育てるべきなのです。純粋な思いが心からハートに入ると、それは体の隅々にまでに広がって全身を清めます。反対に、思いが不純でも、同じように全身がその不純物の影響を受けます。もし、国中の人が純粋な思いでいるならば、国中が神聖になります。それゆえ、神聖な思いを育てることが重要なのです。もし、すべての人のハートに良い思いがあれば、人類は慈悲深くなります。それと同じように、人生も甘美なものになります。近ごろでは、人の心もハートも、汚れた不純な思いでいっぱいです。不純がはびこる原因は何でしょう？ 悪い想念こそが悪の源です。いつも自らの心を検証し、その思いが正しいか間違っているか、純粋なものか汚れたものかを、まず最初に調べなさい。24/11/00

    目は善いものだけを見るべきです。手は善い行いをすべきです。耳は悪いことを聞かず、善いことだけを聞くべきです。悪いことを話してはなりません。善いことだけを話しなさい。悪いことを考えてはなりません。善いことだけを考えなさい。悪いことをしてはなりません。善いことだけをしなさい。これが神に到る道です。1/1/98



    ＊良い感情

良い感情を持つことが、何にも増して重要です。常に良い感情を抱くならば、死に際が安らかです。疑いと疑心に悩むものは、とどのつまり自分自身の疑いの餌食となります。死は生より遥かに重要であることを実感認識せねばなりません。死に様はその人が如何に生きてきたかを示します。15/8/93



　＊良い事と悪い事

あなた方は、あなたが向き合う苦しみや惨めさは、あなた自身の悪い想念が原因だと知るべきです。誰もが自分の被る色々な困難は、他の人が原因だと思っています。そうではないのです。あなた自身が、あなたに降りかかる良い事や悪い事の原因なのです。あなたは、それを他の人の責任に転嫁しますが、それはあなたの弱さの現れなのです。SS9/1995p227

人は自分に何が起ころうとも、それを神からの贈り物として扱うべきなのです。喜びも苦しみも、神からの贈り物として同等に扱うようにしなさい。そのプロセスには比類のない喜びがあります。日常生活において、私たちは、失敗や損失や悲しみを不幸としてとらえがちです。しかし、この世で何も原因なく起こるべきことはありません。ものを食べる原因は空腹です。水を飲む原因は喉の渇きです。悲しみの原因は苦難です。もし永遠に続く幸福を味わいたいなら、その幸福の源を探さなければなりません。その源はプレーマ〔愛〕です。1/1/98

    肉眼には良いものに見えるものでも、実際はそうでないかもしれません。良いものの中に悪いものを見るのは大きな罪です。皆さんは、悪いものの中にさえ良いものを見ようと努力すべきです。何であれ、それを悪いものとして非難してはなりません。たとえ何かが悪いものに見えても、深く探求して、その中に何か肯定的な側面を見ようと努めるべきです。この広い世界には無数の姿が存在します。しかし、すべての姿は同じ源から生じました。それらは同一の神性の異なる側面です。あらゆる姿は本質的には神性です。そうであるなら、どうして何かを悪いものだと非難できるでしょう？ すべてのものは良いものです。皆さんは、食べ物を食べるとき、その食べ物を神聖なものと見なします。その食べ物がお腹の中に残っている限り、あなたはそれを良いものと見なします。ところが、それが汚物として排泄されると、あなたはその眺めにも臭いにも耐えられません。それほど胸が悪くなるものを、以前はどうして自分のお腹の中に保持できたのでしょうか？ 良い悪いは、あなたの好き嫌いによって決まります。自分の好き嫌いは脇に置きなさい。神が何を好むかを心に留めておかねばなりません。神だけが、あなたにとって何が良いことかを知っています。ですから、神の意志に全託して、神を拠り所としなさい。15/3/04



　＊良い人

今日、神は良い人を探しています。各人は思い、言葉、行為において、真摯であるよう努力しなさい。そうすれば神を探しまわる必要はありません。神があなたを見つけてくれます。17/2/96



    ＊良い評判

臆病者のようになってはいけません。勇気を強め、真理の探求に着手しなさい。皆さんは、このような神聖な人生を送る決意を固めなくてはなりません。善良な人間の証書である人格を育てなさい。人格がなければ人生は無益です。教育の最終目的は人格です。良い評判は命よりも貴重です。良い評判を得られない一生は、カラスの一生と同等です。カラスとカッコウの違いは何でしょう？ カッコウの声がきれいなので、私たちはカッコウが大好きなのです。他人がある人物についてどう思うかは、その人物が話す言葉に基づいて形作られる、ということを覚えておかなくてはなりません。あなたの語る良い言葉は、あなたが周りの人から慕われるようにしてくれます。いつでも人に親切にすることはできないかもしれませんが、いつでも親切に話すことはできます。良いことを話しなさい。良いことをしなさい。そのような人はどの国にとっても財産です。15/1/86



　＊幼児の死

どのような子供が死ぬと生まれ変わらなくてもよいのか?それは、病気等で亡くなった子供の両親が健康で病気ではないこと。その子供自身も、なんら先天性の病気も無く健康で生まれたこと。もしそのような子供が死ぬとその子は生まれ変わってこないのです。１５歳までは貪欲、怒りなどは子供たちの心を毒さないので、１５歳になるまでは健康だった子供が死んだ場合、その子は生まれ変わってこない。

 また、もしヨギがいくばくかのカルマを持って生まれ変わってきた場合、その魂が子宮の中にいる間や,子供時代を不憫に過ごすなどして短期間にカルマを支払ってから死ぬ。その場合,それが最後の生まれ変わりとなる。P290ANDI



    ＊養生法

朝食には神の御名の敬虔な唱名と瞑想、昼食時には神への礼拝、午後のお茶とおやつには経典や神聖な書物の読書、そして、夜の早い時間にバジャンという軽めの夕食を摂りなさい。もしこの養生法に従うなら、ぐっすりと眠れ、さわやかな気分で目覚めることができます。毎日、新しい夜明けと共にあなたは生まれ、夜、目を閉じて眠りに就く時に死の膝の上に身を落ち着けるのだと、感じなさい。熟睡している時には何が起こっているのでしょう？ 体、感覚、心、知性はどれも無視され、ほんのわずかも世界を感知してはいません。

もしあなたがこの養生法を実践するならば、行為の結果が積み上げられることはなくなるでしょう。日々、一日の終わりに、その日の収支計算が「死」をもって閉じられるでしょう。とりわけ、あなたが行為の一つひとつを行為の促し手である神に捧げ、行為の果実をそれを摂取する者である神に託すなら、なおさらです。もし、他人に喜びを与えるつもりでいれば、あなた自身が喜びにあふれるようになるでしょう。他人とは、いったい誰のことですか？ 主なる神が特定の人間の体をまとってやって来た時であれ、あなたが出くわす人々は誰もが神の栄光と神の光輝の一部に他なりません。26/3/65M



　＊ヨーガ

二時間の邪魔の入らない熟睡によって得られる喜びは､１２分間のヨガのトレーニングで得られるのです。SSIB1993

 人々の健康が損なわれているところは、その社会自体に苛立ちと落ち着きの無さがみられます。ドイツではサルに対する実験の結果、霊長類は毎日３,４時間静かに座らすと、まもなくたいそう知的になり記憶力も増大したこと、場合によってはきわめて熱心になり、その程度は人間に勝るものであったとの発表がありました。SS11/93

   愛を育むことを通してのみ、ハートは大きくなって、永遠なる絶対の経験を受け取ることができます。真実を実践することを通してのみ、偉大なる真理を経験することができます。ここ〔ゴア〕では最近、至高の至福が与えられると銘打った独自の霊性修行が称えられている、多くのグルが台頭しています。彼らはそれらの修行に、人の気を引くような名前、クリヤー ヨーガ、ハタ ヨーガ、カルマ ヨーガ、アンタル ヨーガ等々、過去を彷彿させるような名前を付けています。しかし、神我顕現への近道はありません。そのゴールに到達することができるのは、人格を清めること、利己的でない愛を育むことによってのみです。感情の起伏、自己中心的な傾向、名声や評判を貪欲に求めることを抑える、という結果がもたらされないヨーガは、どれもボーガ（快楽の道）であり、ヨーガ（抑制）ではありません。体は神我顕現のための道具の集まりにすぎません。体は一切の過去生の果報であり、過去生があなたにその用具をもたらしたのです。樹木の果報は、果実とその甘い果汁です！18/12/70

 吸気と排気と息を止めるのは同じ長さの時間でなければなりません。これを行う過程においては、すべてが無理なく自然に行われなければなりません。～肺と脳がダメージを受けないようにしなければなりません。SSIB1993p, 92

    頑張りすぎで、人の身体は弱くなっています。吸気と呼気の速度が速いため、肺まで損傷を受けています。血液が高速で循環していますから、高血圧を発症します。こうした病気には、たとえ適切な薬を摂取したとしても治療法がないようです。ですから研究者たちは、ヨガだけが平安と繁栄、幸福のための唯一の解決策であると宣言したのです。30/5/93

   一部の人は、ランニング後に犬のような荒い息をしています！これは正しくありません。どれだけ走っても、止まったら息は規則正しくなければいけません。ヨガの実践のみによりこれが可能になります。30/5/93



　＊欲望

あなたの経験する喜びは、欲望に反比例します。欲望が大きければ大きいほど、経験する幸福は少なくなります。それゆえ、常に欲望を少なくするよう努力しなさい。人生の旅は汽車の旅行と同じです。携帯する荷物が（欲望）少なければ少ないほど、旅は快適になるのです。24/3/93

   欲望（カーマ）は、邪悪ではありません。なぜなら、欲望は人間の尽力（プルシャールタ／人生の四つの目標）の目標の一つとしての地位を与えられているからです。欲望を募らせなさい。しかし、それは、物質的なもの、はかないものへの欲望を募らせるということではありません。不死不滅になりたいという欲望、そして、そのための手段としてシャーストラ〔法を説いている経典〕への信心をしっかりと育てたいという欲望を、募らせなさい。21/11/62

   行為（カルマ）の目的地は英知（グニャーナ）であり、英知の基盤は行為です。行為と英知の二つを結合させて実行することが、セヴァ〔無私の奉仕〕です。正しい行いを通じて心（マインド）が浄化され、きれいになった心はアートマの至福へとつながります。ですから、課せられた義務は果たさなければいけません。人間の第一の義務は、きれいなハートで善い行いをすることです。けれども、そこに「これらの善行をしたのは私だ」という、エゴの感情があってはなりません。行為の果報を味わいたいという欲をほんのわずかでも抱くことは、正しいことではありません。

人が行為（カルマ）に束縛される原因はエゴと欲望です。欲望は、きれいな心と真我へのバクティ〔神への愛〕を隔てているバリアです。正しい行いをすることを自分の義務と見なすこと、自分の行為の中に潜んでいるエゴと、自分の動機の中に潜んでいる欲望を避けることが、本当の犠牲です。17/11/85

 世俗の欲望が満たされなくとも、自分の信じる神をけなしてはいけない。欲望と神への帰依とは、何の関係も無いのだ。SDMp62

    人は、欲のせいで生まれ、欲に生き、欲によって死にます。人の生涯は、欲すなわち思考に基づいています。人の行為は本人の思考に起因しています。応報は行為に起因しています。応報は行く先を定めます。要するに、人の運命は本人の思考によって決まるということです。23/11/91

  自分の欲望を欲しいままにしてはいけません。あなたの感覚がそれを欲した時に、まず最初にすべきことはそれが良いことかどうか識別することです。良いことでなければ関与してはいけません。良いことのみをしなさい。3-27 SIP

  人間の欲望には限りがありません。人間は物事に執着していますが、その中に自分が死ぬときにいっしょについて来るものは何もありません。人は、所有することや貯蓄することよりも、与えることに大きな喜びがあることに気づくべきです。捨てることは、得ることと同じように不可欠なものです。もし息を吸った後に吐かなければ、人は生きられないでしょう。5/86

 欲望がつのり執着心が増せば、記憶力と知的能力が弱くなります。知的能力が衰えれば、人間と呼ばれなくなります。それゆえ欲望は我々の人生を破壊してしまう可能性をもっているのです。

もしあなたが欲望というものが何であるか真に理解すればそれはあなたの前から瞬時に消え失せてしまうでしょう。SSIB1973p181

  欲望というのは、心が他と比較をするという傾向から生じます。それは主に目のヴィジョンを使うことによって心が比較をするという機会を得ます。しかし彼女は盲目なので、心は比較をするということをしないので心は忙しくなりません。それゆえ欲望も湧いてこないのです。P205MBAI

   皆さんの誰もが、今の世界が混沌とした状態にあることを知っていますね。無秩序と暴力があらゆるところで暴れまわっています。平和と安全はどこにも見つかりません。平和はどこで見つけられるでしょう？ 平和は私たちの内にあります。安全も私たちの内にあります。どうすれば不安を取り除いて安心を確保することができるのでしょう？ 欲望を捨てることです。23/8/95

  生命力という強力な衝動つまり、生きたいという欲望が存在します。それが好ましい分野においての行動となれば、愛と呼べるでしょう。そうでなければ、それは欲望のまま残ります。

 愛から英知が生まれ、至福へと導きます。このように、欲望の中に存在する力、エネルギー、動機は神なのです。その欲望の善悪は、時、ところ、人に関係しています。例えば、世俗的なことを達成したいという欲望は、若い時には好ましいかもしれませんが、年を取るとそれは害になるかもしれません。CWSSBJp163　　

あなたは神に近づき、神への愛によって神にとって愛しい人とならねばなりません。その時欲望は消失します。31/7/96

 強い決意を貫けないのは、強い欲望のせいです。～すべての言葉、すべての力、すべての美しさ、すべての能力は、それを誰が見たとしても元はただ一つなのです。あらゆるところにただ一つの神がいます。様々な特性の中にただ一つのものが潜んでいることに気づいて下さい。すべてが一つだと分かったら､様々な違いは消えてゆきます。様々な違いが消えてゆけば､欲望もなくなるでしょう。欲望が無くなれば､怒りもおこりません。そして欲望と怒りをなくせば､神の英知が身につくのです。SGc21

    欲望とは、世俗の欲望に基盤を持つ束の間の快楽を意味します。4/10/92

    私たちは、無知のために、宇宙の中に多様性のみを見ます。表面的な多様性のみを見て、根本的な統一原理、すなわち神そのものである一体性を見る努力をしないのです。私たちは俗事にどっぷりとつかり、世俗的な欲望を追い求める中で自分を見失っています。私たちは、これらの世俗的欲望によっては決して満たされることがないので、俗事に嫌気がさして神の方を振り向きます。

「我々の世俗的欲望が幾分かでも満たされれば、神への帰依心は突然高まる。そして欲望がくじかれれば、我々の神への帰依心は、たちまち神への嫌悪へと変わってしまうのだ。」世俗的な欲望を満たすことだけが人生の目的であるという誤った考えを抱き、神の遍在と人生の真の目的を忘れて、絶えず世俗の欲望に悩まされ、私たちは、持って生まれた力をすべて失い、自分は弱く、助けてくれるものもいないと感じています。諸聖典が真理（真実）は一つである（エーカム＝サット）と宣言しているにも関わらず、私たちは多様性という非真理の見かけに引きつけられ、それに騙されて、この多様性の背後にある、二元性を超えた神の真理を理解できないでいます。KSH

    欲望を克服するためには、必ずしも大変な霊性修行をする必要はありません。皆さんが人生の内的な意味を理解すれば、欲望に悩まされることはなくなります。今日、人々はお金のためであれば、どんな低劣なことでもしようとします。人は、神の偉大な帰依者であることを装って、人々をだまそうとします。人間がなすべきこととはこのようなことなのでしょうか？　いいえ、そうではありません。人は欲望を克服し、感覚をコントロールしなければなりません。5/7/01

 学生は、欲望を減らすことにより如何に多くを得ることが出来るか実感しなければなりません。コーヒーの消費を減らすという小さなことでもそれを実感認識できます。そのとき彼は記憶力が強化されたことに気付くでしょう。欲望を減らすにつれて、意志力が強化されます。意思の力は今日害されています。その結果行為する力もまた減少しています。そして英知の力も失われました。18/1/96

 今日行われていることは神の御名を呼びつつも実際には悪魔を拝めているのです。一切の世俗の欲望は悪魔と関係があり神とは関係がありません。欲望をコントロールするにつれて人は至福に満ちるのです。22/10/95

   皆さん方は、今日の世界がどのような混乱状態にあるかを良く知っているでしょう。

無秩序と暴力はいたるところにはびこっています。平安と安寧はどこにも見られません。平安はどこに見出すことが出来るでしょうか?平安は各人の内にあります。安寧も各人の内にあります。安寧を如何に確立すればよいでしょうか?それは欲望を捨てることによって可能です。バラタの太古の言葉では、それをヴァイラーギアと称しました。それは家族を捨てて森に隠遁することを意味するのではありません。ヴァイラーギアとは、欲望を減らすことを言います。家庭の主人であるあなたは、家族の必要を満たすために、自分の欲望を制限しなくてはなりません。学生は、勉学に専念し励みなさい。職業人は職業における義務を立派に果たしなさい。しかしいかなる事であれ、過度な行いを慎みなさい。23/8/95

 単に人間のみならず、生きとし生けるもの全ては欲望、怒り、痴情，貪欲、自惚れ、嫉妬という六つの敵に取り囲まれています。六つの中で最も強力な敵は欲望と怒りです。欲望と怒りは異なるものとみなされますが、怒りは欲望より生じます。貪欲、痴情、自惚れ、嫉妬もまた欲望の結果です。28/9/90

   欲望を減らすことによって、満足度を増やすことができる。SS7月1995p,170

真に世俗的欲望を放棄するということは、欲望、怒り、貪欲などの悪い性格を改めることです。SS8/1988p203

すべての苦しみは、身体と世俗的欲望に関連しています。SS8/96p218

 苦しみと痛みは、欲望が原因です。それを癒やす方法は、その欲望を神の方へと向けることです。神を欲することです。そうすれば、痛みの原因がなくなり、すぐに痛みは消え失せるでしょう。CWSSBp68

低いレベルの欲望を満足さそうとするのは悪の根っ子の部分です。その心の衝動は、ゆっくりと静かに、夜半にやってくる泥棒のようにあなたを捕まえに来るでしょう。SSALp, 141

    すべての感覚器官は、欲望のシンボルです。SSIB74p120

　人々は、欲望を満たすことによって幸福が得られるという誤った認識に陥っています。実際は、幸福は欲望が満たされたときではなく、それがコントロールされたときにもたらされるのです。人は欲望をコントロールすることによって至福の状態を味わうことができます。自分の欲望を満たしたいと強く願う人は、いつも落ち着きがありません。欲望は外側に向かう道（プラヴリッティ）に対応していますが、そこにはひとかけらの幸福も存在しません。皆さんは、世の中に幸福があると考えて迷妄に陥っていますが、そうすることによって、内に向かう道（ニヴリッティ）からますます離れていくのです。5/7/01

   いつかはすべての欲望を手放さなければなりません。ですから、心と自分とを、同じものだと考えてはなりません。今日の人間は、際限のない欲望をもっています。そのような人の心は、一瞬一瞬揺れ動くので、猿のような心（モンキーマインド）と呼ばれます。あなたの心が猿のように振る舞うことを許してはなりません。あなたは人類の一員です。ですから、いつも安定した心を保ちなさい。絶えず、自分は人間であることを思い出しなさい。「神は人間の姿の内にあります」肉体意識を手放して、絶えずあなたが神であることを意識しながら生きるようにしなさい。23/11/05

 欲望を減らすことにより意思の力を増すことができます。この意思の力を今日人々は軽く見ています。その結果、行為を成し遂げる能力も低下し最終的に英知の力も失っているのです。SS3/96p73

  あなたの持っているすべての欲望は、神の方へ向かうようにしなければならない。その欲望一つひとつが神様を喜ばさなければならない。例えば、あなたは誰かを愛しているとしても、その人をただの人間だと見るのではなく、その人の中におられる神を見て取らねばならないのです。23/2/06

  バジャンを歌い、霊的な事柄に関する講演を行うけれども、世俗的欲望という悪臭を取り除くことのできない人々が沢山います。彼らが世俗的欲望を取り除かない限り、彼らは純粋な状態に到達することはできません。彼らは物質的な人生に慣れ親しんでいます。彼らは、世俗的な願望を満たそうと思って、バジャンや瞑想などを行うのです。彼らは、水気の混じったバターにたとえることができます。霊的な道にあっては、人は世俗的欲望という悪臭に付け入る隙を与えてはなりません。

  中には、自分自身を帰依者と呼びながら、欲望のためによこしまな人間になっていく人がいます。そのような人を帰依者と呼ぶことができるでしょうか？ いいえ。それはできません。もし彼らが真の帰依者であるのなら、どうして彼らから悪臭が漂うのでしょう？ 彼らの身体も、心も、知性も、またその行動も、不純さに汚されています。22/7/02



　＊４つの悪

食事を制限することが必要です。なぜなら、摂取する食事は思いに影響するからです。喫煙と飲酒をやめなさい。それらは健康を損ないます。肉食も辞めねばなりません。なぜならば動物の肉を食べることにより、動物的な傾向が助長されるからです。やめるべき第４の悪はギャンブルです。霊性修行の道を歩む者はこの４つの悪い傾向を避けなければなりません。食べるために弱い動物を殺すことは罪ある行為です。21/11/95



    ＊四つの原則

すべての人々にとっての四原則は、善い仲間を歓迎しなさい。邪悪な心をもった人々との交際はすべて避けなさい。絶えず価値のある行いをしなさい。常に束の間のものと永遠のものとを識別していなさいの四つです。15/5/96



    ＊四つの状態

目覚めている状態では、感覚器官は自由に活動しています。粗雑な体（肉体）は、このとき、最も活動的です

夢を見ている状態では、感覚器官は微細な姿をとって存在しています。このとき、心は空想の楽しみに耽っています。夢の中では、その微細体が活動的になっています。微細体は、魅力的で、びっくり仰天させるような場面や出来事を、自己を啓発するために創り出します。

熟睡している状態では、心は感覚器官の微細な相と共に、エゴ、すなわち原因体の中に覆い隠されています。これは、ヴェーダーンタ用語でのシューニャ（無）の状態です。熟睡状態は無であるというのは、付随する正（プラス）の増大がないからです。その状態では、アートマの認識と、それによる至福はもたらされません。それらは、ストゥーラ（粗雑）の状態、スークシュマ（微細）の状態、カーラナ（原因）の状態の後の、四つ目の状態で初めて生じます。その状態はマハーカーラナ（超原因）と名付けられています。

目覚めている状態は、創造主、ブラフマーの粗雑な領域であり、多くの活動で満ちています。それは次第に、夢、すなわちヴィシュヌ神の領域へと変わります。それは、シティティ（存続、維持）で満ちています。その状態も次第に熟睡へと変わり、そのとき、両者は自らの個性をラヤ（ルッドラ神、破壊）の中に消失させます。

ここで覚えておくべき事実は、個々人は日々、スルシティ（ブラフマー、創造主）と、シティティ（ヴィシュヌ、維持）と、ラヤ（ルッドラ、破壊）を体験しているということです。しかし、人はそれを認識することができずにいます。それを体験することで利を得ることができずにいます。人は、誕生は創造であり、死は破壊であると誤解しています。それはまったくの無知です。人は、これら三つの変化を超越し、確固たる不変のマハーカーラナ、すなわち、アートマとしての自己を確立しなければなりません。

人は、感覚器官と心と生来の性向に打ち勝つことと、悟りへの到達は、一度に獲得できるなどとは信じないよう、警告されなければなりません。最初のうちから、四つの形態すべてにおいて、並行して努力しなければなりません。灯油をある場所に置き、ランプを別の場所に据え、マッチをまた別の場所に置いていれば、明かりを灯すことは望めません。人は、感覚器官を支配すること、心を征服すること、ヴァーサナを除去することの一切を、同時に成功させなければなりません。6/4/83



　＊４つのステージ

４つの霊的段階があります。その一つ一つのステージで神は人を援助します。一つ目は困難に遭遇している段階で、二つ目は、富を追い求めている段階。三つ目は真理を探究している段階で、４つ目は英知を得た段階です。そして、４つ目を超えると超意識というステージに入ることが出来ます。そこは、神性意識で満たされたところで神のみが存在するところです。CWSSBp24



    ＊四つの性質

至高の存在を認識するにはプレーマ〔神聖な愛〕があれば充分です。プレーマとは、憎悪がないこと、嫌いなものがないこと、偏見がないことです。さらに、プレーマには、共感や情というポジティブな徳という意味合いもあり、そのため、他人が悲しんでいる時にはあなたも悲しくなり、他人が幸せな時にはあなたも大喜びするのです。神は４つの性質があり、あなたがそれらを育んだとき、初めてあなたは神を理解することができます。その４つの性質とは、神聖な愛（プレーマ）、美（サウンダルヤ）、甘さ（マードゥルヤ）、光輝（ショーバ）です。神聖な愛（プレーマ）を深めることで、他の３つの性質は充分あなたに加えられます。あなたがすべての創造物の中に存在する神への愛で満たされている時、その状態は「美」です。あなたが普遍的な愛の海に浸っている時、あなたは「甘さ」の絶頂に到ります。あなたの心が自我を失って普遍的な心に融合する時、そこには言語に絶する素晴らしさ〔光輝〕があるでしょう。23/11/66



　＊４つのタイプの人間

４つのタイプの人間がいます。一つ目は死人で彼らは神を否定し、自分だけが存在し独立し自由であって何でも決めて行うことが出来ると信じている。次は病人で、何か災害が彼に降りかかったときのみ神を求める。そして、困難な時に神が助けに来るのが当たり前だと思っている。３番目は､鈍い人で、神は永遠に彼といて、いつも彼を見守ってくれていることを知ってはいるが、しかしそういう思いは、たまにしか湧いてこない人のことである。最後は､健康人で神に対して揺るぎのない信仰心を持ち、神の創造した世界の中で神と共にいつも快適に生活している人である。

 あなたは死から生へ、病から健康へと、この世界を生きる経験を積みながら自分自身を高めていかなければならない。この世界は英知という子供を生む為に苦痛を伴った探求をするところであって、人の啓蒙課程における非常に重要な部分である。苦悩は人の生き方を新しくさせるためのサインであり、実は役立つものです。SSSvol?p4

  神を信じる人について四つのタイプがあります。一つは苦しんでいる人、二つは､物質的な物を願う人、三つ目は神に向かう知識を求める人、四つ目は､賢い人です。長い時間をかけて､一人の人がこのすべての段階を進んでいきます。SGc12

   神を信じる人には四つのタイプがあります。一つ目は、悩みや苦しみのあるときに神に祈る人。困ったときや､人生の試練にであったときにだけ神に祈る人です。二つ目は、富や財産や権力を神に祈る人です。長寿や子孫の繁栄を祈り､財産や牛や､宝石や金などを願う人です。～たいていの人は、そういう俗世間の願い事ばかりしています。三つ目は神の節理を知りたいと努力する人です。神はどこにいるのだろう。神とは何だろう。どうすれば神に達することが出来るのか。私と神はどんな風に繋がっているのか。私とは何か。等の知識を身につけようとします。～これらの知識が身についたとき､四つ目の英知の人の段階にたどり着きます。英知とは世間一般の知識では無くて神に向かう知識、すべてを超えた知識を言います。英知とは､すべては一つだと悟ることです。～世間の知識は、何をしてもそれは自分に戻ってきます。何を言っても､何を考えても､結局は自分自身に返ってくるのです。

 ところが神に向かう世界には､触れるものも､見るものも､聞くものも､何の反応もありません。ただすべてを超えた知識があるだけです。これこそは真の知識です。そこには反応するものも､響き渡る音も､映し出される姿もありません。そこには二つ目のものが無いからです。そこではすべては一つです。二つのものがあるところには､一方を手に入れたいという思いか、一方を退けたいと思う思いがいつでもおこります。つまり欲望か、恐怖の感情がいつも起こるのです。

 けれども、真の知識に満ちていれば､他の人も他のものも経験する事はありません。他のものなどどこにもありません。そうなれば、欲望も恐怖もおこらないでしょう。それこそは英知、最高の知識と呼ばれるに相応しいものです。高度な意識の状態では､何を見ることも､何を聞くこともありません。ただ究極の悦びに満たされています。これこそが、「完全存在、完全知、完全至福」と呼ばれる、永遠の悦びなのです。SGc14

   自分たちの欲が満たされないと、善の道を離れて神に反抗し始める人々がいます。しかし、過ちは彼らにあるのであって、神にあるのではありません。神に反抗する人間には四つの種類があります。第一は、神は存在しないと主張する無神論者です。第二に、他の人々が自分たちよりも良い境遇にあるために、妬みの心から神に反抗する言葉を語る者がいます。第三は、自分たちには名声を手に入れる力がないのに、他者が名声を博していることを嘆く者たちです。四番目は、自分の欲望が満たされない時に幻滅を感じる者たちです。彼らは、不正で低劣な手段に訴えて自分たちの目的を果たします。23/11/2000

    すべての人は四つの構成要素を有しています。それは、体、心、知性、アートマ〔真我〕です。体は、各人の義務を果たすこと（ダルマサーダナ）のための道具です。体が動くのは、心の促しによってのみ可能です。しかし、体を動かした結果を楽しむのは心です。

    しかし、心が感覚の動きから引き出せるのは、束の間の喜びにすぎません。たとえば、空腹なとき、何か食べて飢えが満たされれば、心は満足します。心を超越しているものは、ブッディ、すなわち知性です。ブッディは識別力を備えています。ブッディは、体にとって何が健全であるか、何が望ましくないか、あるいは何が悪いものかを指摘します。ブッディに導かれるなら、心は純粋な喜びを体験します。どんな行為を行うときも、それが良い結果をもたらすか、悪い結果をもたらすか、事前によく考えてみるべきです。識別がなされなければ、心は言わば盲目になります。24/11/87



　＊喜び

世間のものはいつも移ろいゆきます。いつかは影も形も無くなってしまいます。それがわかったら、世間のものを手に入れるのに熱を上げることもないし、そこから永遠の悦びを得ようとするはずも無いでしょう。食べ物とは、空腹という病を癒やす薬に過ぎません。贅沢をして夢中になるようなものではありません。今皆さんは次から次へと美味しそうなものを追い求めています。

 病気を治すどころか悪くしているのです。世間にあるお気に入りのものを、沢山見つけて喜んでいます。しかしそこに本当の悦びはありません。そんなことに夢中になっていると、いずれ必ずその報いを受けることになるのです。SGc10

    苦悩している時にのみ、神の御名を唱えることの甘さを味わえるのです。人生は悲しみと喜びの混合物です。これらは夜と昼のようなものです。夜がなければ、人は昼の過酷な労働の後、得るに値する休息を取ることができません。オレンジの中には甘い果汁が詰まっています。しかし、オレンジは苦い皮でおおわれています。外皮が中の果汁を保護しているのです。このように、真の喜びを味わうためには苦い困難に耐えるべきなのです。1/1/94

    私はあなた方に、他の人を幸せにするために、そして、快適に生活する手助けをするために、他の人に善いことをするように勧めてきました。これはサット カルマ（有益な行為）と呼ばれます。さて、嘘を並べて糧としている新聞は、道徳性の低い人々からわずかなお金をかき集めることができます。これもまた利益を生み出す行為であり、でっち上げの馬鹿げた考えを広めている人々は、それが誤りであり、自分の頭の中で作り上げたことだと知りながら、それを行って喜んでいます。彼らを止めることはしないでおきなさい。なぜなら、一銭も使うことなく、あなた方は今、彼らに喜びを与えているのですから。泥沼の中でどんちゃん騒ぎをさせておきなさい。喜びは自分の心（マインド）から生じてくるものです。心が邪悪なとき、心は邪悪なものごとから喜びを引き出します。心が清らかなとき、心に喜びをもたらすことができるのは清らかさだけです。20/2/66

  つかの間の楽しみはすべて、心の奥にある本当の悦びが､頭の中で輝いて映し出されたものでしかありません。誰かのことや､何かあるものについて何度も考えていると､心は元の場所を離れその相手やものにまで彷徨い､その人やものとなって、まるでそれを楽しんでいる気になります。それは本当の悦びではありません。頭の中で作り上げたごく限られた楽しみです。

 あらゆる悦びの元である内なる本当の悦びの影に過ぎません。例えば、赤ん坊が指をしゃぶっていますが、赤ん坊はお乳を飲んでいると思って喜んでいますが、実はそれは唾ですし、指からでは無く自分の口から出ているのです。赤ん坊は悦びは外から来ていると思い込んでいるのです。それと同じように無知の人は､感覚的なものから悦びを味わっていると信じています。悦びはごく限られたものでありしかも外から来たのではありません。本当の悦びは心の中にいつもあります。

 この変わることの無い悦びが何かのものに重なり合うと､まるでそのものが悦びの元であるような気になります。そうやって世間のものから悦びを得ていると思い込んでいます。ところがその悦びは､内に秘められている限りない悦びの小さな影に過ぎません。外部の世界で味わっている楽しみが本当の経験で内なる世界から来る悦びが幻だと思い込んでしまうと､執着を捨てる修行などしたくなくなってしまうでしょう。

 そうなると、すべてを超えた悦びを求めるのを止めてしまって､感覚的なものから得られそうな世間の楽しみばかり追い求めるようになります。もしもこの世の物から本当に悦びが得られるなら､その悦びは誰にとっても同じはずです。ところがそうでないことは分かっているでしょう。ある物を喜ぶ人もいますし、嫌いな人もいます。物に悦びが備わっているなら人によって違うはずは無いのです。～どうしてある人は好み、他の人は嫌うのでしょうか。それはどんな悦びもそのものと繋がっていないからです。物に悦びが備わっていると思うのは間違いです。悦びは内からやってきます。それはつきることの無い内なる悦びなのです。SGc19

    喜びはどこからやって来るのでしょうか？ 苦しみが取り除かれれば、喜びが確保されます。喜びと苦しみを神の贈り物として等しく扱いなさい。私たちの国の繁栄と貧困の相続人は、今の若い青年男女です。将来の国の発展は、彼らにかかっています。ですから、国家の真の宝は青年男女なのです。人は、自分が喜びと悲しみの設計者だということを悟らねばなりません。したがって、良いことであれ悪いことであれ、あなたに何が起ころうとも、いつも平静にそれらに面と向かうようにしなさい。1/1/98

  愛の心を育みなさい。だれをも嫌ってはなりません。起こることはすべて自分のためだと信じなさい。いついかなる困難や苦しみが降りかかってきたとしても、その原因は自分自身にあります。他の人を敬いなさい。その行為自体があなたを守ってくれるでしょう。反対に、もしだれかを侮辱したなら、その行為自体があなたを罰するでしょう。喜びも苦しみもあなた自身が作り出したものです。あなたが積んだ徳や犯した罪は影のようにあなたについてきます。現代人は他人に説教をしながら自分ではその教えを守ってはいません。そのような教えにどんな価値があるというのでしょう？

   そうしたものはすべて欺瞞にすぎません。どんな教えを読もうとも、どんな教えを聞こうとも、それを実践しなければ、その教えが役に立つことは決してありません。少なくとも、小さな形で人類同胞を助けなさい。そうした行為そのものが皆さんを助けてくれるでしょう。自分が遭遇する困難を他人のせいにしてはなりません。決して人をののしってはなりません。すべてを愛しなさい。すべての人を兄弟姉妹として扱いなさい。神が父であり人類は同胞であると感じる心を育てなさい。1/1/04



    ＊ライオン

獰猛な動物でさえ、私たちの心が善良ならば、私たちを傷つけたりはしません。私たちが危害を加えようとするときにだけ、攻撃してくるのです。私たちが愛情をもって見れば、動物たちもまた私たちを愛情をもって見るのです。「ヤッド　バヴァム　タッド　バヴァティ」（思いの通 りに、結果は生じる）。私たちの思いが、動物たちが敵意を抱くか、信頼を抱くかの原因なのです。動物たちを見ながら進んでいるとき、私たちは１５頭のライオンが道端に横たわっているのを見かけました。何頭かは幼いライオンたちに乳を飲ませており、他の何頭かは捕ってきた動物の肉を食べているところでした。私は、同行していたパテル医師と他の者たちに言いました。「私たちが動物たちに危害を加えなければ、動物たちもまた私たちを傷つけることはありません」。私は同行者の一人からカメラを受け取ると、ライオンの近くへ行って写 真を撮りました。ライオンは皆、私を見て喜んでいました。皆さんもわかったでしょうが、どのライオンも私たちに危害を加えたりはしませんでした。あなたがたが、傷つけようとか、殺そうという悪意をもってライオンに近づけば、ライオンもまたあなたがたを殺そうとします。決してそうした悪い思いを抱いてライオンのところへ行ってはなりません。実際、私たちはどのような生き物でも悪意をもって見てはいけないのです。6/5/07



    ＊ラヴァナ

ランカー島は、ハヌマーンが全土に火をつけた時、赤々と燃え上がりました。しかし、ラーヴァナの目にはすべてが暗く見えました。実は、この暗闇は人の内にある中核と結びついています。ハートが欲望と怒りに満ちていれば、ハートには暗闇しか存在しません。ラーヴァナは欲望と怒りの権化でした。さらに、ラーヴァナには10の頭がありました。ラーヴァナの10の頭とは、欲望、怒り、貪欲、執着、高慢、嫉妬、心（マナス、マインド）、知性、チッタ（心の要素である気紛れな面）、アハンカーラ（利己的な自我意識）です。実は、すべての人がラーヴァナです。なぜなら、人は根本的にこれら10の性質と結びついているからです。ラーヴァナはブラフマー神の一族出身であることが知られています。クムバカルナ〔怪力の羅刹〕はラーヴァナの弟です。ラーヴァナはインドラ神に勝利しました。ラーヴァナにはインドラジットと呼ばれる恐るべき息子もいました。これほど大きな力と威厳があったにもかかわらず、ラーヴァナは自分の激情（ラーガ）と憎悪（ドウェーシャ）という性質に屈服し、完全に滅ぼされてしまいました。31/8/87



　＊ラーマの統治

ラーマの王国では未亡人は一人もいませんでした。普通、親は子供より早く死にます。子供が親より早く死ぬのは異常です。ラーマの王国では、そのようなケースは一つもありませんでした。若者が早死になどしなかったのです。誰も病気で苦しみませんでした。誰も貧困で苦しみませんでした。雨期は毎年決まった時期にやってきました。収穫は十分あり、食料が足りなくなることなどありませんでした。人を犯罪で捕まえる様なこともありませんでした。すべての人々は、幸せで平安に満たされていました。ラーマが統治をしている間、どこにも争いはみられませんでした。人々は、お互いを責め合ったりしませんでした。王国に住むすべての人々は、他の人から助けてもらったことに感謝し、そして自分たちもそれにお返しをしようという、親切な心で満ちあふれていました。SS6/1996p.142



　＊ラーマヤーナ

シータは言った。ラーマヤーナは私によって演出されたものです。私がラーマで私がすべてなのです。外見は違って見えますが、内にあるかすかな姿は一つで同じなのです。P138 ANDI

トレーターユガには、猿（バーナラ）は人間（ナラ）のように行動したり話したりできるようにされました。ドワーパラユガ〔クリシュナが降臨した時代〕には、神の恩寵により人間が神（ナーラーヤナ）へと変容しました。カリユガ〔末世、サイ ババが降臨している現代〕では、人間は神自身であると宣言されています。26/10/1964



　＊理解

人々の間の調和や不和について考えるとき､はっきりと覚えておかねばならぬ事が一つあります。不和の理由はなんでしょうか。今日では、人と人との間に理解がありません。理解が無いことが､あらゆる争い、敵対心、不和の主な原因です。その為に人々は､他人と協調しません。理解さえあれば協調することが出来ます。ところが今日、人々は反対の行動をとっています。人は協調するのが先で、その後お互いを理解することが出来ると考えています。けれども、これは間違っています。初めに相手を理解しなければなりません。そうすれば協調することが容易になります。STPSp27



＊利己心

今日世界は暴力と恐怖で充満しています。それら全ての根本原因は利己心です。真理に立脚しなさい。真理はあなたの息吹、真理は時のカテゴリーを超越します。真理は普遍、真理は無敵です。22/11/96

   人は、物理的、科学的にはいくらか進歩を遂げましたが、道徳的には堕落しました。人はエゴイズムのせいでズルズルと滑り落ちています。この滑落の原因は何でしょう？ 利己心、無知、アヴィッディヤー（高次の知識の欠如）がまさにその原因です。今、あらゆる思考と言葉と行為の背後で利己心が働いています。解脱の喜びを求める人は、英知の火で利己心を焼き尽くさなければいけません。それをしないなら未来はありません。28/3/79

    最も基本となる重要な価値は、真理（真実）、正義、平安、愛、非暴力です。愛が人生の絶え間ない流れとなった時にのみ、他の価値も育まれるのです。行動における愛は正義となり、思考と黙想における愛は真理となります。ハートの中に愛が満ちあふれて、ハートの中で愛が体験される時、それは平安となります。そして、愛が正しく理解される時、それは「非暴力」となります。愛はこれらすべての価値の内に流れる小川です。愛が無視されて利己心が育っているために、人間性が低いレベルにまで減少しているのです。利己心を手放した時にのみ神性は理解され、それによって真理を把握することができます。15/1/86

  今日、ほとんどの人が清らかではありません。あなたが信じようと信じまいと、私には利己心のかけらすらありません。私は、この人やあの人に何かをしてあげようと熱心です。しかし自分自身には全く関心がありません。このような態度をつちかいなさい。そうすればあなたは自らが神であるということを体験するでしょう。17/11/95

    ぐっすり眠るためには心が平安でなければなりません。外側に付いている手足(五つの行動器官)や感覚器官だけでなく、内側にある道具である、身体(五つの鞘)、心(マナス)、意志の力(チッタ)、エゴ(アハンカーラ)、これらすべてが平安へと向かっていなければなりません。これは神聖な愛を育むことによってのみ為し得ることです。神聖な愛とは、無私の愛であり、常に与え、決して受け取らない愛です。これに対し、世俗的な愛は獲得することに熱中し、やがて忘れてしまう愛です。神の愛に匹敵するものは存在 しません。神の愛は至高の存在です。神の愛に恐れはありません。世俗的な愛が恐 れに満ちているのに対し、神の愛に恐れがないのは、そこに利己心がないからです。 もし愛が欲しいのであれば、愛を求めて祈りなさい。なぜなら、愛は神と共にある からです。神に世俗的なものを求めるべきではありません。17/7/97

 この世のすべての人々は、利己的な目的で物や人や神さえも愛します。誰も神のために神を愛する人などいないのです。SS7/95p186

  人は、かりそめの喜びや、移ろいゆく幸福に浸る為に生まれて来たのではありません。そう信じるのは狂気の沙汰です。自分自身をわたしという思いと同一化し、私のものに執着すること、それが悲哀と無知の根本原因です。利己心が無ければ、外界を認識することができません。

 外界を認識していなければ、利己心は存在することができません。それゆえ賢者は、彼自身をこの世から離れたものとみなし、至高神の代理として行動するのです。この世にあって、この世とは関わりの無い者として存在するのです。JV

   利己主義、妬み、エゴによる自惚れは、幼子のハートに根付くべきでない三つの傾向であり態度です。それゆえ、あなた方が世話をしている子どもに、他の人々への奉仕活動に従事するよう促しなさい。人間が生きていけるのは、人間以外の被造物の利他的な振る舞いに依存させてもらっているからであるというのに、その人間が利己的に振る舞うとは、何とひどい話でしょう！ 人は、いかなる情報、指導、ひらめきを得ようとも、いかなる財産、富、所有物を持っていようとも、それらを利他的な方法で他の人々と分かち合うべきです。これは人間の第一の義務です。教師は、注意深くして、教え子のハートにこの理想を吹き込むチャンスをつかまなければなりません。21/11/79

   愛は利己心の無い人のハートの中にのみ、光を放つのです。SS6/95p112

  苦しみや喜び、愛や嫌悪、また物理的欲望の原因は心の誘惑心です。これは私のもので、あれは神のもの、という二元的な感覚は、心の欲望と誘惑心が引き起こしているのです。この二元性の根本原因は利己心です。人々はとても利己的になっていて、他の人のことを全く気にとめないし自分の得になる事以外は全然興味も示しません。Vos2RitaPrincep228

 人々の中の利己心がどんどん増大している反面、利他主義や他人を助けようという心は縮小してきています。心はますます荒れ果ててきており、知能は進歩してきている反面、善良な性格は退歩してきています。この世界におけるいろいろな混乱や平安の欠如はもとはといえば人々が摂る食物が原因なのです。SSIB1077p172

  人類は今日、物質的、社会的な分野で素晴らしい進歩を遂げています。しかし、モラルの面や霊的には、狭い考えや低いレベルにとどまっています。どうしてこのようになってしまったのでしょうか。それは、これまで多くの生を経て来て利己心を培ってきたからなのです。人々の人生のすべての局面において、行動を促してきたのは利己的な興味だけなのです。人は、利己心に踊らされてきたのです。何に関心を持とうと、誰を愛しようと、自らの利己的な思いが根本にあるのであって、そのものの為であるとか、その人の為に愛するというわけでは無いのです。人は、自分の興味の無いものに対しては少しでも関心を持とうとしません。SS5/96p113

  絶え間なく利己的な追求に没頭してきた人が、どうして神の恩寵を獲得できるでしょう？ それゆえ、まず手始めに、万人に生来備わっていて、全宇宙に浸透している神性を実感認識しなければなりません。神性の本質を理解するためには、多様性を包含する一体性を理解しなくてはなりません。神性への理解がないかぎり、人間性への理解もあり得ないでしょう。

    利己心を取り除きなさい。利己心は、二元性、および、喜びと悲しみ、好き嫌い等々の二元性の相対を生じさせます。利己主義者は自分の本性を理解することができません。ましてや、他人の神性さを理解する事などできないことは言うまでもありません。それゆえ、まず自分自身の真我を理解することが第一歩です。誰もが「私」と言いますが、「私」はどこに位置していますか？ また、「私」はどこから顕れましたか？ 太古の聖典は、アハムカーラ（自我）の座をフリダヤ（ハート）と表現しています。これは「私」が身体のどこかに存在しているという念を抱かせるかもしれません。しかし、それは正しくありません。フリダヤは遍在です。フリダヤはアートマとも呼ばれています。19/11/87

    あなたの行うバジャンや瞑想に犠牲の精神がないなら、どれほど真剣に行っても、それは私利を求める行為になります。解脱（モークシャ）を得ようとすることには、私利を求める気持ちがあります。自分の将来のことだけを追い求めることも、同様に利己的です。自分の至福（アーナンダ）について案ずることも利己心です。私利の一切を手放して、他人の幸せを自分の幸せと見なし、他人の福利のために献身する人だけが、本当の無私の人です。主なる神は、他人を愛する人だけを愛するでしょう。神の愛を勝ち得たいと求めるならば、他人を愛さなければいけません。あなたが他人を愛していないなら、他人の愛を勝ち得ることはできません。過去に起こったことを悩まず、将来のことを心配せず、愛を育てて奉仕をすることによって、今を最大限に活かす努力をしなさい。17/11/85



    ＊離婚

   「家族内のトラブルは、双方とも感情を高ぶらせた夫と妻が関わった時にのみ、爆発します。」そしてスワミは手を叩かれたので、「パン」という音がしました。そして左手を脇に置いて、手を叩こうとされました。音はせず、涼しい風の波がきました。 「このように、両手が触れ合う時に、トラブルを表す大きな音がするのです。しかし、片方の手だけを振ってみても音はせず、涼しい風だけが起ります。同様に、私たちの生活に於いても、妻と夫の間で意見の相違がある時は、たとえ一方が険悪な状態にあったとしても、もう一方が忍耐を持っていれば、喧嘩が起こる可能性は絶対にありません。ですから、心を落ち着けて理解するよう心がけなさい。すでに火が燃えているところに、短気を起こして燃料を注ぐようなことをしてはいけません。そんなことをすれば、あなたの家は燃えてしまうでしょう！火を燃え上がらせる代わりにしばらく静寂を保ち、あなたを支配している感情を静めるようにしなさい。家庭内の幸せと平安は、その家の女性（主婦）が幸せである時のみ保たれる、主婦の緊張とストレスを解きほぐす努力をすることが、夫であれ、子どもたちであれ、他の家族全員の義務である。結婚とは、基本的にお互いの理解の問題であり、それ以外の何ものでもありません。」28/4/63



　＊リーダー

すべてのリーダーが持つべき資質は、主に二つあります。それは、個人としての徳性と、国民としての徳性です。もし、個人としての徳性を備えていなければ、それが誰であろうと、その人をリーダーと呼ぶことは出来ません。～リーダーはまず、自分が公言したように「なる」必要があり、次に公言したことを「実行」しなければなりません。そうして初めて、人に「語る」権利が得られるのです。理想的なリーダーは、自分が良い行いをすることによって、人に善良であれと教えられるのです。こういった理由で私は「善であれ、善を為せ、善を見よ」というのです。STPSp140

    不幸なことに、今日、世界には適切なリーダーが不足しているため、現在のような悲惨な状況に陥っています。教育、政治、宗教、霊性をはじめとするすべての分野においてよいリーダーがいなくてはなりません。しかし、今日ではどの分野においても、めったによいリーダーは見られません。どこを見ても、あらゆる人間の行いがお金で汚染されています。すべてがビジネスになっています。9/8/06

 誰が良きリーダーとなれるのでしょう？ 思い・言葉・行いに調和のある人のみが、善良で有能なリーダーになれるのです。その人の思いは純粋で、その思いの源は欲望・怒り・執着・貪欲・利己主義・妬みとは何ら関係をもちません。彼は思ったことを語り、そこに裏表はありません。語ったことを実行し、そこに不誠実や偽善はありません。つまり彼は言葉と行いにおいて包み隠しのない実直な人なのです。サイの理想P.247



    ＊理智

もしあなたの理智が研ぎ澄まされ、偏見と好みがなくなれば、一瞬にして実在が姿を顕します。というのは、それはきわめて単純なものだからです。ただし、そのためには、あらゆる無関係なものの寄せ集めから離れて、問題の根本的な核心を見る能力を持っていなければなりません。19/8/65



    ＊立派な仕事

立派な仕事はいつも、よこしまな人々を刺激します。しかし、反対者の妨害があっても、人はひるんだり恐れたりするべきではありません。挑戦は歓びをもたらします。それは隠れた力の源を呼び覚まします。挑戦は恩寵を引き寄せて、努力が強化されます。楽しみは、痛みと痛みの間に沸き起こります。勝利の喜びを味わうには、困難の中で苦労しなければなりません。24/11/81



＊両親

両親からの贈り物、師からの贈り物、神からの贈り物は受け取ってよろしい。それは、アパリグラハの規則の例外といえましょう。この四人からは、何を貰っても良いのです。しかし、たとえ両親であっても、無理強いし、あるいは訴訟を起こしても物を貰うべきではありません。愛を込めて両親から贈られたものは、愛を持って受け取らねばなりません。両親から受け取る場合にも限度があります。しかし、神から受け取るものには限度がありません。神からは何を受け取っても良いのです。なぜなら、かれはあらゆるものの至高の神なのですから。彼はあなたを罪から自由にし、悪行の報いからあなたの罪をあがないます。18/1/96

    今の世代の人々は、この道徳律、すなわち、私心を捨てて個人と社会の満足をかなえるという、何世紀にもわたって追及されてきたことを放り投げています。息子たちは父親の財産の分け前は要求しますが、父の愛の分け前は要求しません。息子たちは父親の必要や命令には耳をふさぎます。両親は肉体と呼ばれる物理的な器具を授けてくれました。それをもって、私たちは、絶対者に到達すること、あらゆる生き物の内にいる神に奉仕すること、美と真実の中で美と真実を通して神の栄光を称えることができるのです。肉体という道具は、最も恐ろしいものである輪廻から私たちを解放してくれるものです。ですから、親は当然、子から感謝と名誉を与えられるべきなのです。宝石を安全に保管するには鉄の金庫が不可欠です。それと同じく、美徳、信仰心、愛、識別力という貴重な贈りものを安全に保管するには、肉体が不可欠です。肉体は両親が与えてくれたものなのですから、両親は言葉と行動と態度によって尊敬されてしかるべきです。もしあなたが地上の父親の要求に応えていないなら、どうやって天の父にあなたの祈りに応えてもらうことを期待できるでしょうか？ ダルマの最初のステップは感謝です。子供の最初の義務は両親を崇敬することです。最初のステップがなければ解脱は不可能です。23/3/66

    いつも愛と敬意をもって両親に接しなさい。実に、両親はあなたの最初の教師です。両親を敬いなさい。両親に迷惑をかけるなら、どれだけ良い仕事をしても無価値です。それは決して良い仕事とは見なされません。それは一時、いくらかの利益をもたらすように見えるかも知れませんが、その仕事の結果は大変悪いものになるでしょう。ですから、両親に迷惑をかけたり、両親を悲しませる原因にならないようにしなさい。両親に迷惑をかければかけるほど、あなたは苦しむことになるでしょう。17/1/09

    　肉体的または精神的な苦しみに遭遇したときはいつでも落ち着きを失ってはなりません。落胆してはなりません。代わりに、その問題に真正面 から立ち向かい、あなたに勇気と自信の感覚を教え込むようにしなさい。間違いなく人生には、悲しみや困難を経験しなくてはならない状況が起こります。愛する両親がこの世を去るとき、私たちは深く悲しみます。そのような困難な状況において、取り乱す代わりに、この肉体という贈り物を与えてもらったことへの感謝を両親に表し、勇気をもってその試練に向き合うことを勧めます。28/8/04

 父親は教訓を垂れるよりも模範を示すことによって、息子のやる気を引き出すべきです。SSSVol4

  両親が、家庭の祭壇の前で礼拝したり、静かに瞑想したり、他人の過ちを許したり、苦痛や悲しみに同情する姿が子供達の目に入らなくてはなりません。そうではなく、両親が子供達に 頼るべき神はなく、頼みとする力も勇気も無く、心配したり、絶望したり、不平不満を言ったり、ふさぎこんだりする様子を見せてはいけません。EHV

「母は神なり、父も神なり」というヴェーダの教えに従わなければなりません。誰もが自分の親を尊敬し、愛し、仕えること、そして、親に深く感謝することを求めています。もしあなたが、両親を軽視するなら、あなたも自分の子供の手によって同じ目に合わされるでしょう。

 親を泣かせれば、あなたの子供はあなたに自分の親と同じ運命を引き継がせるのです。親を尊敬する人は皆から尊敬されるようになります。逆に親を尊敬しない人は誰からも尊敬されることはないでしょう。すべての人は親に奉仕しなければなりません。

 あなたは常に親からの祝福が必要です。子供であるあなたは、自分の親が何を好むか、また親を喜ばせるには何をすれば良いのかを知っているはずです。あなたはこの世に生を受けてからずっと両親と一緒にいました。もしあなたがあなたの両親を喜ばすことが出来なければ、あなたが一度も見たことのない神様を喜ばせることなど、どうしてできるのでしょうか。あなたは、あなたが何をすることを神が望んでいるのかも、あなたが何をすべきなのかも知りません。親は神聖です。Parentという言葉を分析すればPay Rentつまり、「家賃を支払いなさい」という意味です。これは、生命を戴いた両親に対して感謝の気持ちを常に持ち続けなければならないという意味なのです。STPS2p117~9

    子供をダメにする原因は親にあります。現代の親たちは子供の育て方を知りません。息子がテレビを見ていたら、母親は台所から食べ物を持ってきて、そこで食べさせます。親たちはテレビの前に皿を置き、子供達に作法や行儀を教えません。この世で作法を心得ている人は、人間と呼ばれます。自制心を備えている人は、神への帰依者と見なされ、残りの人々は霊的に単なる子供と同じレベルの人たちです。親たちは、子供が外国に行き良い職業につけさすために教育熱心です。親たちは、子供が重要な仕事につくこと、お金を稼ぐこと、外国に行くこと、金持ちの娘と結婚することなどを望んでいます。また、ある両親は来客があると、父は不在だと言いなさい。と言う両親もいます。子供を理想的な市民へと育て上げる全責任は、両親にあります。娘が悪ければ母親が責められるべきです。逆に息子が道を外せば父親に責任があるのです。STPS2p114

   両親は子供たちを健康に育て上げ、教育を受けさせ、仕事につかせ、適切なパートナーと結婚させてはじめてその義務は終わるのです。p90ANDI

  両親は子供が犯した過ちの４分の３の責任があります。～両親が自分の子供たちが誤った道を歩むのを許せば、しばらくして両親も又、苦しみを味わうでしょう。このカリユガでは、子供たちが自由に自分で自分の道を歩むというのが一種の流行になってしまいました。両親は子供にそうしないと、ひょっとして子供たちが家から出て行き､自殺でも図るのではないかと心配しています。そのような子供たちがたとえそのようなことをしても、それが何だというのでしょうか？今日の両親はここまでモラルが堕ちて来ているのです。彼らは詰まるところ、自分たちの子供の悪い噂を聞きながら、人生の終わりを失望の中で迎えることになるのです。SS5/96p119

  自分は高い水準の生活を楽しんでいながら、両親をおろそかにし、両親が弱って苦しんでいるのを放置している者は、誰であれサイオーガニゼーションの会員には値しません。なぜなら、私はいつも、「母を神と見なしなさい（マートゥル デーヴォー バヴァ）、父を神と見なしなさい（ピトゥル デーヴォー バヴァ）」というヴェーダの指示を力説しているからです。これに反する悪しき行為に身に覚えのある者は、心してこの指示に従い自らを矯正しなさい。サティヤ・サイ・ファミリーは、両親を養い介護するという家族の責任を果たしている人々で構成されなければなりません。21/11/69

  あなたの母親は、九ヶ月間あなたを胎内に宿し、あなたを産み、数々の困難に遭いながらあなたを育ててくれました。お母さんがしてくれたことに対して、あなたはどれほど感謝しなくてはならないことでしょう！ それと同じように、あなたの父親は自分の楽しみを犠牲にし、愛と気遣いをもってあなたの面倒を見てくれました。あなたはお父さんに対してどんな風に感謝を示していますか？ あなたの子どもは、あなたが自分の両親に対して取扱って来たのと同じようにして、あなたに接するでしょう。2/4/2003



　＊良心

五感の下で働くのが潜在意識で、良心は五感の上にあります。そして意識はそのすべてに充満しています。人に内在する神性が良心であるのに対して、万人にある神性というすべてに遍満し、集合的で、偏在するものが意識です。STPSp277

    公正さという規則は、人間の幸福において要となる役割を果たしています。完全な生活は外にあるものから得ることはできません。誠実さは、ハート、すなわち良心に付随するものです。その確信は人に高潔な原則という規則正しい生活を通らせてくれます。何をするにも、自分の良心が許可した方法で行わなければなりません。あなたが行う一切のことの、最も信頼できる目撃者はあなたのハートです。自分のハートが最も頼りになる道案内です。あなたのハート、すなわち良心が、あなたの誠実さに満足していなければなりません。カースト、信条、宗教、国、性別、属している社会といったもので人を差別することなく、すべての人を等しく見ること、等しく愛することをしなければいけません。これを実行するのは、それほど簡単なことではありません。この種の態度や生き方を身に付けるには、断固たる努力が要されます。1/12/84

    あなたにも他の人々にも苦痛を与えないもの、それが正しいものであり、それがダルマです。ですから、あなたが喜びを手に入れ、他の人々も喜びを手に入れるような方法で行動しなさい。あるいは、あなたの行為に別の基準を設けなさい。マナス〔心〕とヴァーク〔発言〕とカーヤム〔体〕（思いと言葉と行動）を一致させなさい。言い換えれば、話すとおりに行動し、感じたとおりに話しなさい。あなたの内なる良心を裏切ってはなりません。嘘というマントであなたの思いを覆い隠してはなりません。あなたの内なる良心を強引に隷属させて抑圧したり、良心が認めない行動に着手したりしてはなりません。それがダルマにかなった生き方です。何度も正しいことを行っていれば、それはますます容易になり、習慣は成長して良心となります。ひとたび自らを正しい行為に定めれば、あなたは自動的に正しいことに従うようになります。あなたが何をするかは、あなたがどういう人であるかによって決まります。あなたがどういう人であるかは、あなたが何をするかによって決まります。この二つは相当な度合いで相互に依存し合っています。5/10/62

    私たちが行う行為の一切は、神を喜ばせるものであるべきです。どのような行為をなすときにも、こう問わなければなりません。「これは神を喜ばすか否か？」と。神とは、実際のところ、あなたの良心を意味します。あなたは自分に満足感がもたらされないことをすべきではありません。あなたが何をしようとも、神を喜ばすなら、それは神聖です。3/9/89

    あなたのハート、すなわち良心が、あなたの誠実さに満足していなければなりません。14/1/84

    ダルマは真我の満足を促進します。それは真我の意識の表れです。その神聖な意識の促しを信用しなさい。誰も自分の良心の指示に背いた行動をすべきではありません。良心に反する行動は悪です。良心に基づいた行動は正です。それゆえ、真の礼拝とは、良心に命じられたとおりに正しい行いをすることにあります。思いと言葉がばらばらであるのは神を否定することです。思いと言葉と行動には完全な一致があるべきです。23/11/88

 物質、生命力そして良心を一つと見なしなさい。常に真実を告げる良心の声に注意していなさい。良心の声に従えばあなたは決して誤った道へ迷い込むことはありません。SS21/1/93

神はあなたのなす行為の一つ一つを、じっと見ています。このことを覚えておきなさい。自分自身の照覧者となり、自分のなすことを精査しなさい。あなたがあらゆる行為を、自分の良心を満足さすためにするならば,あなたは神我実感認識への正しい道を歩んでいるといえます。21/11/95

 人の想念は理想で満ちています。しかし彼は理想にのっとる生き方をする努力をしません。思いと言葉、行為も一致しません。その結果、ありとあらゆる悲しみと不調和に悩まされます。それは彼が自らの良心を満足させることが出来なかったからなのです。自分自身に満足出来ない人間には平安がありません。思いと言葉と行為が統一されていて調和している人ならば、その人は感じるままを語り、言ったことを行い自分自身に満足して安らかでいられます。10/5/92

 各人は悪いことを見たり、聞いたり、話したり、思ったり、言ったりして、心につけ入る隙を与えてはなりません。何を悪とみなすか?良心と相談しなさい。良心の命ずることに背く行為をすれば、悪い報いを受けます。良心はどの人のうちにも存在する神の相です。何をするにしても、良心はそれが良いか悪いか告げます。しかし良心の指示を確実にするためには、暫く待たねばなりません。急ぐことは禁物です。何かを言おうと思うときには、それが正しいかどうかちょっと考えてから話しなさい。何かを聞きたいと思ったら、聞くことが良いか悪いかを調べて、それから正しい判断を下しなさい。18/1/96

 他人が褒めようとけなそうと、そんなことはどうでも良いのです。自分の良心が自分がしようと思うことが善であるというなら、親族であれ友人であれ他の人がなんと言おうが前向きに進みなさい。恐怖や脅威に屈服してはなりません。20/11/91

    あなたが誰を傷つけても、苦しむのはあなたです。あなたが誰を欺いても、欺かれるのはあなたです。もしあなたが自分の能力と知性の最善を尽くして、良心を充分に満足させるために自分の義務を行うことをしないなら、あなたは自分を欺いていることになります。24/8/71

真理は純粋で汚れのない心から、良心のささやきとして聞こえて来るのです。SS3/96p, 70

  人間の内面には良心というものがあり、つねに正しいアドバイスをささやき、正しくない行動を止めようとします。人間はこの良心の声をほとんど黙らせてきましたが、それは神の声であり、その声を黙らせることはできません。子どもたちに良心の声を意識させなさい。ケーララ州の田舎では、長老たちが周りの子どもたちを集めて毎晩一時間ほど神を讃えるストートラ〔讃歌〕を唱える習慣が、嬉しいことにいまだに残っています。このような習慣を蘇らせるのは大事なことです。こうして過ごす時間はいきた時間であり、平安と喜びを豊かに与えてくれます。果物の木を植えれば、その木には果物が実ります。ニームの木を植えてオレンジが実ることは期待できません！ 嘘、恐れ、不和を植えれば、同じものが実ります。20/12/65

   動機の純粋さは、あなたが平安を得る上で最高の保証となります。良心の呵責とは、慈悲の心が苦しむことです。正しい行いをしていれば、眠りが妨げられたり、健康が害されたりするような、悪い影響を受けることはありません。1008の宝石　P.24



    ＊リンガム

これは皆さん一人一人の霊的なハート（フリダヤ）の内に存在するものであり、身体の右側に位置するものです。ヒラニヤガルバの原理は身体全体に行き渡っています。私がそう意志した時、それが形をまとうのです。このリンガムが現われ出るその時に、このリンガムを見た者は、再生することはないでしょう。このリンガムが現われ出る時に、その姿を見なければなりません。

    あなた方の人生を神聖なものとするために、このような神聖な顕現が時折あなた方に示される必要があります。そうしてはじめて、あなた方は人間の内にある神性を理解することができるのです。このリンガムは、高いところから力をこめて落としたとしても、壊れることはありません。これは不滅です。これは不変です。このような顕現は、決して他の場所で見られるものではありません。神とともにある時にのみ、はじめて可能となるのです。

    実はこれだけでなく、他に三種類のリンガムが顕現していました。それは「ブール」と「ブワッ」と「スワハ」です。「ブール」は体現（身体）を意味し、「ブワッ」は振動（プラーナ）を、そして「スワハ」は放射（アートマ）を意味しています。私はしばしば、「あなた」は一人ではなく三人であると言ってきました。すなわち、「あなたが自分だと思っているあなた（身体）、他の人があなただと思っているあなた（精神的な身体）、本当のあなた（アートマ）」です。シヴァラトリにはいつも、この三つのリンガムが顕現していました。15/2/99

    シヴァムの外観は類まれなものです。なぜなら、それはリンガ〔リンガム〕の形をしたものとなるからであり、リンガは無形なるもの、属性をもたない絶対者という概念に最も適した形であるからです。リンガは無形なるものが有形なるものへと顕現する神の形です。他のあらゆる形はすべてリンガの形に含まれています。プラクリティ、すなわち現象界が土台であり、主なる神はその神の顕れの中に宿っているということを表しています。そして、それは神の御業、神の潜在力、神のシャクティ（力）の具体的な表示です。それゆえ、主なる神は「シヴァ シャクティ アートマカ スワルーパム」、すなわち「シヴァとシャクティとなった至高者」と言われています。シヴァは潜在しているものであり、シャクティははっきりと目に見えるものです。25/10/72



    ＊倫理

ニーティ（倫理）は、自分を人間と呼ぶすべての人にとって最も重要なものです。倫理には多くの性質が含まれています。倫理には、社会への敬意、人の人格を尊重すること、愛国心、健康への配慮、親類縁者への愛、知識への渇望が含まれます。これらは人間にとっての五つの生気と見なされるべきです。しかし、今日、これらはほとんど存在していません。6/85

    倫理的な生き方とは何を意味しますか？ 倫理的な生活とは、時間、行為、自分の国と宗教と社会を聖化することという、善い実践のことです。善い伝統、善い振る舞いは、倫理の同義語です。皆さんは全員、バーラタ人（インド人）です。ですから、皆さんはバーラタの文化を正しく理解しなければなりません。宗教とは何ですか？ いかなる宗教であれ、その中心にある主題は愛です！ 自分の中に愛の要素を持たない人間を見つけることはできません。愛は多くの姿形、多くの表現、多くの特徴を持っています。しかし、愛の目的は同一です。唯一の宗教があるだけです。それは愛の宗教です。今、愛の宗教が見捨てられています。皆さんはダルマと神への信仰に基づいて社会に奉仕しなければなりません。1/12/84



    ＊ルッドラム

    「アティ ルッドラ」は多くのナマカとチャマカよりなります。これらは人間の生活を維持します。どこからこの力は来たのでしょう？ ナマカとチャマカはクリシュナ ヤジュル ヴェーダから引用されています。クリシュナ ヤジュル ヴェーダはすべてのヴェーダを包括しており、他のヴェーダやシャーストラ（聖典）、イティハーサ（伝承）やプラーナ（神話）はここから生まれました。

     ヴェーダは非常に神聖です。特に、アティ ルッドラの箇所はとても重要なところです。「ルッドラム」は、一般的にイーシュワラ神の別称であると考えられています。実際、ルッドラムは、リグ ヴェーダ、ヤジュル ヴェーダ、サーマ ヴェーダ、アタルヴァナ ヴェーダといったすべてのヴェーダの真髄です。ルッドラムのもう一つの重要な特徴は、ナマカとチャマカという二つのパートの間にあるエーカットワ（一体性）です。ナマカが無執着という側面を強調するのに対して、チャマカは願望という側面を強調します。しかし、どちらも本質はいっしょです。何を捨てて、何を望むべきでしょうか？ 悪いものを捨てて、よいものを望むべきです。どちらも大切です。ナマカがヴィラクティ（無執着）に重きを置いているのに対し、チャマカはあれこれの願望について述べています。9/8/06

   数秘学によると、「シヴァラートリ」という言葉の初めの三つの音節、「シ」、「ヴァ」、「ラー」には、「５」、「４」、「２」という意味があります。四つ目の音節「トリ」は「３」を意味します。５と４と２で、一つの全体像、すなわち、１１のルッドラが重なった姿が作られます。「ルッドラ」は、「人に涙を流させる者」を意味します。１１のルッドラとは、五つの知覚器官、五つの行動器官、そして、心（マインド）です。これらは、些細ではかない喜びの追求へと人を脱線させ、人を駄目にし、人に涙を流させます。しかし、アートマン（アートマ）を探求し、拠り所とするならば、アートマンはその１１に光線を当てて、神我顕現に向かって前進する人の意味深いパートナーにさせます。アートマンから発せられる光線は知性を照らし、照らされた知性は心に警報を出し、警報が出された心は感覚器官を制御して、知識から英知へと歩を進める人の道を明るくします。7/3/78

    このアティ ルッドラ マハー ヤグニャは、将来、さまざまな場所で行われなければなりません。このヤグニャはすべての人に関係します。このヤグニャは、一つの国、一つの宗教、あるいは一つのカーストに限定されません。このヤグニャは全世界の幸福のために行われます。もし皆さんがこのヤグニャを行い続けるなら、じきに全世界の人が一つになるでしょう。19/8/06



　＊冷静

失敗してもそれを冷静に受け止め、成功してもおごらない。このようなことを精神的に受け入れるのは、特に成功してもおごらないことはとても難しいのです。SSvol1p152



　＊霊性

不幸にして今日霊性は衰えています。多くの人々は霊性をあざけります。しかしこの世俗の世で、些細なことで心を乱すのは往々にして霊性をあざけた人たちなのです。この世が永続せず価値の無いものであることを知る者にとっては、霊性は光輝を放つ貴重な装飾です。そのような宝石を身に着ける努力をしなさい。そのとき初めて人生は、神聖化されます。23/5/91

     いわゆる物質的なものと霊的なものという、二つの異なる存在や範疇は存在しません。あらゆる違いは表面的なものであり、本当ではありません。1975

     この国の無秩序と病弊の一切をもたらしているもの、それは霊性の衰えです。今、世界では、人の心も、空気も水も、あらゆるものが汚染されています。五大元素のすべてが汚されています。人の生活は五大元素に基づいています。ですから、人は五大元素の汚染の体現なのです。人間としての生の神聖さが奪われています。坂を滑り落ちるように、日々モラルの価値が低下しています。人間の中にある獣性が猛威を振るっています。人が獣性を滅ぼして神の段階に上昇することができるのは、人間の中にある神の性質を育むことによってのみ可能です。そのためには、自己中心的なところをなくさなければいけません。22/7/91

   　 今日、人間は自分の個人的な進歩を最優先しています。しかる後に、社会に注意を向けます。そして最後に、霊性の道に入るのです。これは重大な過ちです。人間が真理に気づくことができずに様々な困難に直面 するのは、このためです。サイ（ＳＡＩ）のメッセージとは何でしょう？ 「Ｓ」は霊性（Spirituality）を表し、「Ａ」は結びつき（Association）を、「Ｉ」は個人（Individual）を表します。それは、皆さんが霊性を最優先し、次に社会（結びつき）を、そして個人的な興味を最後に考えるべきである、ということを意味しています。ところが今日、人はその順番を逆にしています。つまり、社会的責任よりも個人的な興味を優先し、霊性を最も軽視しています。その結果 、人は神から遠ざかっています。このようにして、人は時間を無駄にしています。時間は貴重です。実は、時間は神なのです。22/7/02

   世界中にいる何十億人の人々の中で、一体何人の人が神を体験するために、ここへ来ることが出来るのでしょうか。あなた方は、祝福された幸運な数少ない人たちなのです。この幸運を最大限活かして、自分を神のごとき人へと変容させ、それから周りの人々が変容するのを助けなさい。いつも幸せでいなさい。あなたの喜びを周りの人々にも分け与えなさい。これが真の霊性です。覚えておきなさい。愛は神です。愛の中に生きるのです。真理は神です。真理の中に生きなさい。恐れてはいけません。神はあなたといつも一緒です。神は私といつも一緒にいて、私は神様の中にいるんだ。という確信を持って生きていくなら、あなたは何も恐れることは無いでしょう。このように行動することによって、皆さんがそれぞれの国で平安と調和を広めて行くことを、私は望みます。17/2/89 

 物質科学があるように、霊の科学があります。霊のやり方があり、霊の専門家がいて権威ある論題があります。霊性修行によってのみ、物質や心の神秘を知り得て理解することが出来、それを善用出来るのです。OCSp42

 バガヴァンの傍にいてせっかく吸収した霊的な性質を、世俗の雰囲気によって影響されたままにしておいてはなりません。どこに行こうともその場の雰囲気を霊化することが出来るならあなたの霊性は清らかであり続けます。それゆえ常に良い人々神ながらの人々と共にいなさい。21/5/91

  ５０年前には科学者達は原子エネルギーよりも強力な力は無いと信じていました。彼らは原子力がさらに分裂すれば恐ろしい破滅が生じるとの恐怖を発表しました.しかし５０年間の探求と研究の結果、科学者は、原子力より強力な力を発見しました。それと同様に、今神を体験していない人も、１０年後には神を経験しているかもしれません。神は、あらゆるところに遍在します。このことを固く信じなさい。神への信仰がなければ人生を浪費してしまいます。物理化学を学ぶと同時に、少なくともある程度の霊性科学を理解する努力をしなさい。26/5/92

  バジャンを歌うことが霊性でしょうか？あるいは、シュリラーマと繰り返しとなえ、あるいは寺院に巡礼に行くことでしょうか?それらはみな人間の弱さのしるしです。真実の霊性は，人間の持つ獣性を全て除去し、内なる神聖な光を顕すことです。これこそ霊性の真義です。17/9/92

霊性の道を歩む人は､神の原理を理解し経験してそれを広めるための努力をしなければなりません。13/7/03

一度、到達した霊性の段階は、決して失われることはありません。CWSSBJp92



    ＊霊性教育

全世界で、従来のカリキュラムに加えて、霊性教育が施され始めています。霊性とは最近発見されたものではなく、太古からの英知であるという真実を人々は認識しています。しかしながら、この原理の重要性は、霊性を提示し、教えることだけに限定されています。実際、日常生活で霊性を実践することは少なくなっているのです。したがって、実践的な教育が、今日、最も重要なのです。実践なき教育は平安を乱すことにつながります。20/11/02



      ＊霊性修行

精神の修行はすべて、身体の助けを借りてはじめて行うことが出来ます。教育を受けるために身体の助けは必要です。神の果てしなく大きな徳性も身体の働きを通して学びます。自分の身体を基礎として、内なる神を捕らえるように努めてください。SGc5

    自分が体ではなく、心でもなく、理智でもなく、知性でもないことを認識しなさい。皆さんは神の化身です。自分の努力のすべてを、それを悟ることに集中させなさい。渇望と不断の修行によって成し遂げられないものは、何一つありません。古代の宗教、サナータナ ダルマ（永遠普遍の宗教）は、多くの道を示しており、それによって神を実現させることができます。

神を実現させるためには霊性修行が不可欠です。どんな本を読もうとも、理智的な努力だけでは神を実現させることはできません。本や他の情報源から学んだことは、実践しなければなりません。霊性修行と規律を欠いているなら、本を読んでも、講話を聴いても、どんな立派な人に会っても、成果を得ることはありません。22/11/80M

    ハートに愛を培い、愛を込めて話し、あらゆる仕事を愛を込めて行いなさい。愛の中にいなさい。これが真の苦行です。27/1/04

    あなた方が従事しなければならない霊性修行には三つの範疇があります。それは、個人的修行、社会的修行、宇宙的修行です。一輪の花で花輪を作ることはできず、一本の木で森を作ることはできず、一人の人間で社会を作ることはできません。個人の霊的成功、有益な性質、美徳は、多くの人がいっしょに持ち寄れば、社会の富、すべての人の共通の財産となります。どの人も、すべての人を敬い、すべての人に奉仕しなければなりません。個人の内なる神性はどれも、無限の神性という概念へと持ち寄られます。21/11/79

 霊性修行はあなたが試験に書く答案に似ています。もし、試験の点が5か6点であれば試験官はあなたに「5や6点とってどういうつもりかね。何の役にも立ちはしない。」と。しかし、得点が及第点スレスレで、あなたが日頃勤勉で、真面目な学生であれば，点を少し負けてもらって及第するでしょう。

良い行い、良い友人、良い思いを持つように務めなさい。人生の目標から目をそらせてはいけません。あなたは、まだこの化身出現の真義を悟っていません。SSSVol1chp5

  結婚し家住者として暮らす者も、それによって神我を実感認識する道が阻まれることはありません。妻と子を神からの預かり物として尽くしなさい。五十才になれば純潔な暮らしをしサーダナを実践しなさい。五十才に達するまでに五感を制御する事に成功しなければなりません。六十代の終わりまでには六つの敵、すなわち情欲、怒り、貪欲、執着、高慢、憎悪を征服していなくてはなりません。七十代では七人の聖者、七つの海、太陽光線の七つの色に帰融していなくてはなりません。すなわち、霊性修行によって俗世間の欲望や理想をはるかに超越し、神への帰融のすぐ近くにまで達しなくてはならないのです。八十才になれば、属性においても性格においても神と対等な基本的八徳を司る神々のレベルに達しなければなりません。九十才になれば九つの惑星の位置するより高い領域に昇らなければなりません。百才になれば、人は五つの行為器官の感覚と、五つの認識器官の感覚をコントロールして自分が行為者であるとの思いを微塵も抱かず、行為の果実も欲することのない英知の権化となっていなくてはなりません。もう、その時点では彼と絶対者は一つであり、分離することはありません。SIP2-14

 エゴを持ち続けている限り、どのような霊性修行も実践できません。あなたが行ってきた様々な霊性修行が心やエゴ、すなわち「私という意識」を伴って行われたために、あなたは今まで向上できなかったのです。中には「私は肉体である」として、自分を肉体と同一視しながら霊性修行をしている人もいますが、そのような修行はあなたを真の目的地に連れて行ってくれないでしょう。ラーヴァナ、カンサ、バスマースラといった者達はこの部類に属します｡～生きとし生けるものすべてのものの内に同じ神聖さを感じ、体験することが真の愛です。STPSp196

  あなたの決断がかなえられるまで、根気強くありなさい。これが帰依者の誓いです。これこそが、真の苦行（タパス）と呼べるものです。23/11/00

 この世を面白おかしく暮らしている人は大勢いる。あなた方も、嘗て楽しかったし、今も楽しいでしょう。しかし誰もがいつかはこの世を去らねばならないときが来るのだ。そのときは、必ず来ます。そうなのだ。それゆえあなた方は、楽しみばかり求めるべきでなく、もっと別のもの、即ち心の平安を求め、世の手本となるべき理想的な生き方を求めなければならない。

 人として生まれた以上、本来持っている人間というユニークな本性を自ら放棄するようなことがあってはならない。人は一瞬たりとも、人間という清らかな特性を忘れてはならない。あるいは、獣のレベルに下落してはならない。さらに、低劣な悪鬼にまで落ちるべきではない。人はしっかりと、自分は堕落しないと決意しなくてはならないのだ。霊性修行のみがこのような決意を喚起し維持し、そのような希求を目覚めさせ、強化することが出来るのだ。LV

   霊性の道の中で最初の道は、行為の道（カルマ マールガ）です。この道の追随者は、世のために多くの行いをします。彼らはヤグニャやヤーガ（供犠）に参加したり、奉仕や慈善活動に没頭したりします。こうした行為の形の一切は、一定の困難をはらんでいます。供犠を行うためにはヴェーダの文言に精通していなければなりません。一般の信者にとって、これは容易なことではありません。

英知の道（グニャーナ マールガ）には、経典の知識といくらかの他種の知識が要されますが、それらの知識が合わさって神我の英知（アートマ グニャーナ）へと導きます。英知（グニャーナ）は不二一元の普遍意識の覚り（アドワイタ ダルシャナム）である、と定義されてきました。これは多様性の中の単一性を認識することを意味しています。この単一性を経験するのは容易なことではありません。

ヨーガの道は、心を制することと関係していますが、これも同じく難しいことです。それには厳格に五感を制御することが要されます。多くの困難、試練、辛苦を乗り越えなければなりませんが、そうした困難や、非常に厳しい試練に立ち向かうための精神力と霊力を備えている人は、ごくわずかです。このように、ヨーガの道には多くのハードルが置かれています。

バクティ（信愛）の道は、すべての道の中で一番容易な道です。バクティは経典に精通することを要しません。バクティは供犠を行うこと命じません。多様性の中の単一性を探求するという、わかりにくいことを避けられます。神への愛を培うことで、五感は自然と自制の下に収まるようになります。経典（シャーストラ）に精通している人は、良い学者であっても、人に説いていることを自ら実践している人はめったにいません。大切なのは実践であり、学識ではありません。行いの伴わない知識は無用の長物です。人は霊性の分野で学んだことを、少なくとも一つか二つは実践に移すよう努力しなければいけません。人間にとって最も大切な目標は、神の愛という教義を実践に移すことです。

愛という原理は、最も大きな、一つにする力であり、それはあらゆる霊性修行、あらゆる宗派、あらゆる人生の目標、あらゆる経典を一つに結び付けます。霊性の求道者にとって第一の道は、主の愛と恩寵を得るために徹底して主に全託する道です。花嫁が、花婿の家に嫁ぐにあたって、結婚前に自分が持っていたものすべてを手放すのと同じように、バクタは自分が持っているものすべてを主に差し出さなければなりません。こうした放棄なしに神の愛を得ることはできません。6/3/89

  あなたは自分が正しいかどうかを常に自分自身に問いかける実践をしなくてはなりません。それが霊的修行です。それにより、自由の本性である思い・言葉・行為の調和一致を理解することが出来ます。自由は本質的に思い・言葉・行為の完全な調和一致を維持することからなります。15/8/93

  人は人生の黄昏を迎え、自分のしてきたことのむなしさに気づいてから､ようやく修行を始めようとするのです。～強い決意と共に修行に取り組むには､若い時が一番です。～若いうちから修行に取り組み､修行に親しんでいれば､年をとってからでも大きな進歩が期待できるでしょう。SGc13

 いろいろな霊性修行の中で、神の御名を唱えるのが一番効果があります。もしそれが出来ないのであれば、カルマヨガが次に効果があります。それも出来ないというのであれば、神を愛するということだけでもよいのです。神を愛するということだけなら、別に特別な霊的修行や苦行をしなくても良いのです。神を愛するだけで十分です。CWSSBp, 33

 成果を一切念頭に置かず行為するということが、解脱の行為の特色です。無私無欲の行為の修行には、真理、ダルマ、平安、信愛を培うことが含まれます。無私無欲の行為を行いつつ至高の神の御名を唱えれば、彼は大きな歓喜と至福を手に入れるでしょう。無上の満足を与えます。この神聖な道を歩めば、至高神おんみずからその人の必要とするもの平安などをすべて、与えてくれるのです。DVJp3

 霊性修行することによってのみ霊的解放がもたらせるわけではありません。それは、激性や鈍性の性質を静穏化してコントロールするだけです。浄性の性質はいつも霊的解放への欲望を持っています。人が自らの内に持っている浄性の性質がコントロールされたとき、霊的解放がもたらされるのです。CWSSBp95

 如何なる行為をなすにせよ、神への捧げ物として行うことこそ最高の霊性修行です。どのような良い行いをしても、愛で満ちた行為でなければそれは価値を持ちません。30/5/92

  全てのものに神を見るならば、あなたは３日のうちに自分の中に潜む神聖な感情が育ち始めるのを感じることが出来ます。さもないと、３０回生まれ変わって霊性修行に励んでも何の役に立ちません。11/93SS

 神を求める人は、内面を探求する修行に取り組まなければなりません。皆さんが取り組む修行の四分の三の時間を、その為に当てて下さい。そうすれば十分な成果が得られるでしょう。時間を正しく使い､身体と行いを聖なるものにすることで、初めて最高の目標に達することが出来ます。感覚の持つ欠点があらゆる苦しみを生み出す何よりの大きな理由です。感覚の節度を厳しく守り､心を正しい道に向かわせ、強い決意を持つのです。～感覚の節度を守るべきだと言っても、感覚をなくしてしまえとは言っていません。仕事を辞めろと言っていなくて、仕事の結果を求めてはいけないと言っているのです。SGc20

    霊性は、生活のあらゆる側面――社会的、政治的、経済的、道徳的な側面――を通じて一つの底流のように流れています。現代では、この基本的な真実が忘れられています。人々は、一過性のもの、短命のもの、実体のないものに信頼を寄せています。23/11/91

  霊性修行を続けていくと、あなたの内からある時、ある種のヨギの力が顕現してくることに気づくでしょうが、それらの力を一切無視しなさい。ひとたびあなたが、アートマの原理を霊性修行において理解することが出来たなら、あなたはそうした力も含めて、一切を手に入れることができるのです。アートマの原理はただ一つしかありません。アートマ原理以外のものを追い求めようとすればれば、真実でないものを求めることであり、流れる雲を追いかけるようなものなのです。23/6/5 

 神を知ろうと努める人は、侮辱と傷害と責め苦を微笑んで耐えることを、堅く決意しなければなりません。神への道を歩み、そのプロセスに身を投じた人で、中傷と虐待から逃れられた人は誰もいません。16/5/68

 三つの霊性修行があります。一つ目は身体の修行で、良いことをする為に自分の肉体を使うことです。二つ目は、言葉の苦行です。神を思い、神だけに心を定めるのです。神の持つ輝かしい特性を讃えるために､上手に舌を使って下さい。本当に人の為になる言葉を話して下さい。人に正しい道を示すために話をするのです。自分が経験した偉大な素晴らしい出来事を､人に話してあげて下さい。人が良くない道に進もうとしていたら、美しい言葉と､甘くまろやかな話し方で､その人の誤りを正してあげて下さい。

  心にも言葉にも､ほんのわずかな偽りも混じらせ無い、と言う信念を持って下さい。真実と非暴力を身につけるのです。偽りを口にしてはいけません。とは言っても本当のことを言えないときもあります。言葉の修行に取り組む人にはそういう難しいことも起こりうるでしょう。嘘を言わなくてもすむ道を何とか見つけ出して下さい。どんな事情があっても嘘を言ってはいけません。本当のことが言えない場合は､黙って静かにしているのが一番です。嘘を言うよりはるかに良いでしょう。

 三つ目は心の修行です。心の修行によって良い特性を磨いて下さい。心にどんな思いが浮かんでもそれは顔に表れます。だから顔つきは心の窓と言われるのです。どんな思いも顔に表れます。悲しみに打ちひしがれていれば､その気持ちが顔に出るでしょう。そんな風に、心はそのまま顔に出るのです。神聖な思い､神聖な気持ち、神聖な理想に溢れているときにはじめて悦びに満ちた幸せな人生を生きることが出来ます。悪い思いにとらわれているときに､誰かに話しかけられて､微笑みを返したところで､それは作り物の笑顔でしか無いでしょう。

 ぎこちない笑顔は､心の乱れをさらけ出してしまいます。心を乱してはいけません。いつも幸せなことを思うのです。どんな時に幸せな楽しい気持ちでいられるのでしょうか。それは神聖な良いことを思うときです。その為にはできる限り心を落ち着かせることが大切です。SGc12

    あなた方は多くのサーダ ナ(霊性修行)を行ってきました! あなた方は 行ってきたすべてのサーダナにより、大変高い段階にまで到達していなければなりません! あなた方の日課は、吟唱、バジャン、読書、と霊的な活動がぎっしり詰め込まれています。しかしこれ らすべての霊性修行にもかかわらず、あなた方はまだ到達すべき段階に到達していません。なぜでしょう? わかりますか? 「サーダナ(霊性修行)そのものがあなた方をその段階に連れて行くことはできません。それは自己分析(自己内観)とサーダナ(霊性修行)の両方によって成就すべきものです。霊性修行は自己分析と結びつかなければなりません。なぜなら自己分析のみが、 あなたが人間としてどこで道を誤ったかを指摘してくれるからです」私たちはアートマ(真我・魂)のレベルから行動していません。

「自己分析(自己内観)はあなたの過ちを指摘し、霊的にどこが欠けているかを指摘する手助けになります。自己分析をしないのなら、進歩することはできないでしょう。 今、あなたは霊性修行を 4 分の 1 に減らし、(残りの)4 分の 3 は自己分析しなければなりません。そうすればあなたは急速に進歩するでしょう! 」「あなたがどのように話し、何を聞き、何を行うか、何を食べるか、人生のすべての 歩みを細かく分析(注意して検討)しなければなりません! 私は正しいことをしている だろうか? それは霊的に大丈夫だろうか? 私は正しく考えているだろうか? 正しく 話しているだろうか? 正しいことを行っているだろうか? 」ラニマーへのインタビュー



    ＊霊性の英知

人間たちは様々な技能に熟練しています。様々な機械を作り、操作し、多くの知識分野に精通しています。しかし、当然持っているべき平安を得ていません。世俗の生活という激しい洪水に押し流されています。人間の肉体を使って発揮することのできる、人間の能力を授けられていながら、人間たちは真理というまっすぐな道を選ぶことをしません。自らの生来の神性な実体を忘れたまま、人間たちは偽りの一時的な愉楽の中を放浪して、無駄に年月を過ごしています。これは、熱望すべき成就とは程遠いものです。単なる技能、単に機械を作って操作すること、中身のない虚飾、自慢、グニャーニ（解脱した智者）であるという主張――これらは人間の本性の神秘を解き明かしてはくれません。あらゆる謎を含有しているこの謎を、人は解き明かしましたか？ あらゆる問題の鍵となるその答を見つけましたか？ 知るべき一切を知ることのできる知識を獲得しましたか？

その解決法、回答、知識は一つであり、唯一です。木を破壊するために、なぜ葉をむしり、枝を折り、幹を切り倒すのですか？ 根を切れば事は済むのです！ ヴェーダの教えに従った聖賢たちは、その鍵となるアートマヴィッディヤー（霊性の英知）という知識を発見することに集中しました。海外からの求道者たちも、このヴィッディヤーと、それが定めている霊性修行の方法に気づくようになり、世界中でそれを熱烈に歓迎しました。20/11/79



　＊霊性の道

最初に毎日の生活を必要最小限でいいので、充足さすことです。毎日の生活を充足させることが出来なければ、霊性の道を歩む事は出来ません。食べ物や衣服が不足している状況で、どうしてあなたは神のことを思うことが出来るでしょうか?それゆえ私は、私の信者が食べ物や衣服に困らないように気をかけているのです。かといって、そうすることで周囲の人々の困窮に鈍感にならないように、彼らが身に余る資産を持つことはさせません。P, 337 ANDI

    愛を育み、愛の中に生き、愛を広げること――これが最大の利益をもたらす霊性修行です。神の御名を、神の壮麗さ、神の慈悲、神の栄光、神の光輝、神の存在を憶念しながら唱えている時、あなたの中で愛が成長し、その根はどんどん深く伸び、その枝は友にも敵にも、同国人にも外国人にも木陰を与えるほど、どんどん広がっていきます。神は無数の名前を持っています。聖人賢者は無数の姿をとった神を見ました。彼らは目を閉じても目を開いても神を見ました。彼らは、あらゆる言語、あらゆる方言で神を説明しました。しかし、それでも神の栄光は語り尽くせません。4/7/68

   人間は肉体の段階から神の段階へと到達するために自らを向上させる過程にある、ということに注意を向けるなら、すべてのラベルは些細なものだとわかります。その時、それは、愛、協力、励まし合い、称え合いだけになります。7/7/68

　霊性について理解することができない範囲にまで深入りする必要はありません。私たちの日常生活において生命の本質は一つで同じです。貧乏人から億万長者まで、愛の原理は一つで同じです。愛の具現である私たちは、自分が基本的には神であるということを知るべきです。あなたが一旦、自分が神の火花であるということを知ったなら、あなたはあなた自身を救うでしょう。

   この自然界に名前と形があるために、私たちはこれに内在する神性を忘れてしまいました。全宇宙が神で満ちているならば、神の社を築くことが可能でしょうか。あなたのハートが神の社です。そこであなたは神の顕現を見ることができます。それは簡単な道です。億万長者といえども衣食住で満足すべきです。彼は金を食べることはありません。だから、私たちが必要とするのは食物です。食物は神です。食物は肉体を維持するために必要です。心的な事柄は幻想と空想に満ちています。今日の人間生活は妄想で満ちています。欲望がその根本的な原因です。15/7/01

 今日多くの両親は、子供達が誤った道を歩むことに対して責任があります。また子供も両親から霊性の道を歩むことに反対されても、両親の忠告に逆らう権利があることを心に銘記しなさい。息子と息子の抱く神への信愛の念との間に父親が立ちはだかる時、息子は父に背いてもよろしい。世間的な事柄では息子は父の言葉に従いますが、しかし神との関係においては、あなたはあなた自身の道を歩まねばなりません。結婚に際して花嫁と花婿はダルマの行為、物質的利益、世俗の欲望等々に関しては一致して行為します。しかし解脱に達するためには、妻と夫はそれぞれ独自の道を歩まねばならないのです。27/5/1992



　＊霊的愛

真の霊的愛とは一体何でしょう?それは、一切のものを神の現われとみなし、いささかの報酬も求めず、無私の愛を注ぐことです。それが霊的愛です。6/85



    ＊霊的英知

グニャーナ（霊的な知識、英知）とは何でしょう？ グニャーナはチャイタンニャ（高次の意識）のことを指しているのであって、さまざまな類の知識を指しているのではありません。グニャーナは人をインスパイアする意識であり、木にも、動物にも、最も小さな虫にさえ浸透しています。聖者ティヤーガラージャは、蟻にもブラフマンにも、シヴァ神にもヴィシュヌ神にも、至高の愛という姿形で内在しているその宇宙意識について歌いました。そのすべてに遍満している意識を経験することは、神を経験することです。20/10/88



   ＊霊的革命

人は人間社会を全面崩壊の寸前にまで追い込んでいます。人はその知性を使って、土地と大気と水を汚染しています。また解脱の道具である心を自分を縛る鎖に変えました。人は、教育、法、政治、商売、科学を通して自らを偏見や、教条主義や、国家エゴの中に閉じ込めてきました。

 通信技術の発達に伴い、世界はますます小さくなってきましたが、隣人への愛はどこにも見られません。人類がこれまでに体験した、いかなる革命よりももっと強力で 政治的、経済的、科学的、技術的よりもっと深く普遍的に広まる 根源的な革命が今進行しつつあります。それは霊的革命です。それは、人間の内的視力を研ぎ澄まさせてアートマに関する真実を見ることができるようにします。その影響は、必ずや人類社会全体を包んで豊かにし、人々を神性という無限の海に向けて流れる求道者たちの中に放り込むことでしょう。インドはこの霊的革命を先導するのです。

   この革命の手段と目的は愛です。それは世界中の教育、道徳、法律、政治、商業、科学の分野に、愛の泉を呼び覚まします。それは、父なる神と人類同胞という意識を人々にもたらして同胞に奉仕するよう啓発するでしょう。どんな人でも、どこにいようが、どのような身分であろうが、また何を信仰していようともこの霊的革命に加わって、人類を無知から解放するための道具になることができます。Prema Dhara2



   ＊霊的距離

あなたが、内にいるグルに近づけば近づく程、外にいるグルから距離的に遠くなって行くでしょう。「私が霊的に近づくとき、私は肉体的にはあなたと非常に距離を置くでしょう。なぜならあなたは、真の性質(本質)を認知したからです。そのために私は来たのです。

私の主な任務とは、あなたの内なるグルを目覚めさせることです。内なるグルは外にはいません。

外にいるグルが、あなたの霊的道を歩み始めるのを助けますが、その外にいるグルが内なるグルに導くのです。ラニマーとの会話



   ＊霊的光線

人間を構成する霊的光線が、限界のあるエゴでは無く、無限の世界に投射されるという意味は、世界が意識から消え去った時、至福を感じた時、また一時的な幸福を味わった時の状態を掴んでそれを維持し、エゴの感情や思いに再び戻らないようにし、歓喜と至福の性質を持つ霊的光線を発しなさいという意味です。すべての人は実は、真理を知っているのです。あなたがしなければならなことは、その真理を実践して、顕現することです。私たち人間の人間性とは、この歓喜の霊的光線のことに他なりません。CWSSBJp123

 私から発生する光線は、三つのグレードがあります。鈍重な光線はプラシャンティを満たします。霊妙な光線は地球全体に満ちわたります。基因の光線は全宇宙を覆います。アシュラムに住めるという特権を持っているものはとても幸運です。なぜならば、そのもの達はキラナ(光線)にもっとも近いからです。鈍重なキラナは人を霊性修行者にします。霊妙なキラナは人をマハトマ偉人にし、基因のキラナは人をパラマハンサ英知の人に変えます。それゆえ、世俗の欲望と野心と、それを達成しようとしてここにいる時間を無駄にしてはなりません。OCSp29



    ＊霊的初心者

　 皆さんは、あらゆるものを神と見なし、あなたの行う一つひとつの些細な行為をも神と見なすべきです。これこそがバクティ（帰依）の道です。あなたが、まだ霊的な道の初心者に過ぎない初期の段階においては、神の象徴として、神像や絵や写 真を使っても良いでしょう。しかし皆さんは、徐々にその状態を超越するよう努めるべきです。あなたは、写真を神として崇めることができます。しかし、神を写真として崇めてはいけません。神の無限の姿を、あなたの小さな写真の中にのみ限定してはなりません。あなたは、自分が帰依を始めたときの、初歩の段階から、より高い段階へと成長しようと努力すべきです。

　 最初の段階は花のつぼみのようなものです。それは一般 的によく見られる初歩的な段階であり、サハジャ＝バクティと呼ばれています。それよりも高い段階は花にたとえることができ、ヴィセーシャ＝バクティと呼ばれます。そして、それよりもさらに高度の、美徳を通 じて礼拝を行なう、果実にたとえるべき段階があります。これがパラバクティです。花芽がなければ花はなく、花がなければ果実もない。 したがってその三つのものは帰依の道における 自然な段階であり、順々に熟していくものである。KSH



　＊霊的生活

愛＜プレマ＞を身体、感覚、心、知性と関係を持たせることは出来ません。これらと関わりあうものは全て執着であり情愛です。霊的生活のみが愛に満ちる生活です。それゆえ、身体、感覚、心、知性に従属する生活でなく、霊的な生活を送りなさい。身体、感覚、心、知性に関係する生活は利己心、自惚れ、虚栄に必ず束縛されます。21/8/92

    人は、神が人間化したものです。人の中には莫大な力が集められていて、顕現するのを待っています。ところが、人は自分に貧困や病気や絶望を強いています。人は、相手かまわず誰にでも物乞いの手を伸ばし、自分の内にいる主を卑しめています。神は遠くにいる、手の届かない天界にいる、と自分で自分に言い聞かせています。人は、自分が受け継いだ正当な財産である王国から自分で自分を追放しています。人は、感じ、考え、話し、行動しているのは自分だと信じ込み、自分で自分を惑わせています。このようなあらゆる呪いの言葉と共に、自分は愚か者であり、運命の犠牲者で、過ちを犯しているといって、人は自分で自分を呪っています！ あなた方一人ひとりが自分の心を調べ、自分の生まれ持った権利を否定するこうした臆病に陥らないようにしなさい。

人は、師から物事を習得することと勉学に何年か費やし、それから、職業を通じて実際に社会の発展の構築や維持に携わって何年かを過ごし、その後、晩年には、これまでの稼ぎや年金、家賃収入や利子で、生計を立てます。それと同じように、霊的な生活にも三つの段階があります。最初は、ジグニャース、すなわち、知りたがりで、質問好きで、真面目で、渇望を持ち、熱心な、求道者としての生活です。それから、ムムクシュ、すなわち、堅固で、まっすぐで、冒険好きで、たくましい、サーダカ（霊性修行者）としての生活です。最後が、アビムカ、すなわち、実在と顔を合わせた、強く、知的で、善良で、すべてのものに愛を示す、悟った人物としての生活です。鈍い、無気力な気質は、人を怠惰と隷属に追いやります。激しい気質は、人を派閥争いや競争、争いへとおびき寄せます。安定した、ぐらつかない、落ち着いた気質は、人を平安、正義、愛、真理へと導きます。人は、霊性修行を深めることで気質を克服し、自分自身と他人の真実、すなわち、神を、発見しなければなりません。4/4/72



　＊霊的ヴィジョン

身体への執着と迷いからエゴの本性と機能は益々強められます。エゴが増大するにつれ霊的な希求は弱められます。しかし、霊は衰えることがありません。実際何が起きるかといえば、彼の霊的＜アートマン＞のヴィジョンが薄れるのです。これから見ても、身体の衝動をコントロールする為のたえざる努力の必要がわかります。27/5/92



　＊霊的波長

機械によってそのようなことが出来るのであれば、マントラの持つ神聖な力がより以上のことが出来るとしても不思議ではありません。それには、テレビやラジオの放送を視聴するために正しい波長にあわせることが必要なように、神霊に波長を合わせることが必要なのです。ハートを受信機と観なさい。波長を合わせる道具は集中です。ハートを正しく調節すれば神を体験することが出来ます。それは堅固でゆるぎない集中が必要とされます。27/9/92



    ＊霊的レベル

あなたは、自分が霊的成長のどの段階にいるのかを、自分で見いださなければなりません。そうして、人生という学校において一つの学年から次の学年へと順々に成長していこうと、堅く決心しなければなりません。地道に一歩ずつ進みなさい。あなたが、自分の義務を精一杯果たしていれば、必ずや神の恩寵を勝ち得て、イエスのたどった道を歩いていくことになります。それによって、すべての人々があとをついて行くことができるようになるのです。24/12/74



    ＊礼拝

バラタにおいては、花をささげ、16種類の奉仕を行うことによって神を礼拝する伝統があります。ところが、この通 常のありふれた礼拝方法よりも優れた、神への礼拝の仕方があるのです。その高度の礼拝方法とは、善良で純粋な想いと、善良で純枠な行動によって神を崇めることです。これは、はるかに優れた種類の帰依であるために、「パラ＝バクティ」とも呼ばれています。そのようなやり方を身につけずに、花や物質的な品物だけを用いる、次元の低い礼拝ばかりを続ける人は、いつまでも低い段階のみに留まって、霊的道において先に進むことはできません。とはいえ、初期の段階においては、そのような礼拝の仕方は非常に重要であって、大変有益でもあるのです。しかしこの同じ初歩的な状態にいつまでも留まってより高い段階へと進むことができないとすればそれは善いことではなく、本当に不幸なことであると言えましょう。SSOJHP 「KSH」

    古代の聖典で使われている言葉には、すべて内的な深い意味があります。この深遠さはバーラタ〔インド〕の霊的遺産の特徴です。この深遠さを探求することに興味を持っている人はごくわずかしかいません。ほとんどの人は、毎日短い時間、形式的な礼拝をするに留まっています。彼らは何のためにそうした礼拝の儀式を行っているのかを知ろうともしません。祈りの目的と人生の目的を理解することなく礼拝の儀式を行うことは、何の意味もありません。あらゆる霊性修行の究極の目的は、愛の原理（神の愛）を悟ることです。愛を培うことが、あらゆる霊的努力の目的です。どのような状況にあろうとも、愛を放棄すること、無視することがあってはなりません。愛のあるところには、憎しみも、嘆きも、不足もあり得ません。時は過ぎていきます。

     あなたたちは皆、年々成長しています。しかし、あなたたちの態度は、わずかしか変わっていません。清らかな思考は、清らかな知識と英知をもたらします。悟りはグニャーナ（霊的英知）を通してのみ、生じ得ます。世の中では多くの人が富や名声や地位を獲得しています。しかし、人生の目的という意味においては、彼らは何を達成したのでしょうか？ 彼らの失敗は、一見多様に見えることの下に隠れている一体性を理解できなかったことに原因があります。あらゆる人の中に神聖さを見出すことは、霊的に善良であることの印です。1/1/98



    ＊霊媒

ある人を通じて私が話をするとか、その人を通じて私が質問に答えるなどという人がいます。このような人々は、精神に異常をきたしているか、ヒステリー症か、あるいは亡霊に憑依されているか、またそうすることによって、何がしかのものを得ようと目論んでいるかのいずれかです。

 彼らを通じて語っているのは私ではありません。私には霊媒は必要ありません。代理人も補助者も、代行者も必要ないのです。私がそのような人に憑依したり、彼らを通じて話しをしたり、恩寵を授けると考えることは恥ずべきことです。どうしてそのようなことを信じる人がいるのか不思議です。22/11/70

 自分の家のスワミの写真から出たヴィブティだ、アムリタだと言って配布する人がいますが、やがてお金を要求するようになります。またある人は、スワミが聖粉を用いて字を書いて交信し、それが私からのメッセージだと称していますが、仮に私が何処かへ行ったとしても、そのようなことは決してしません。あなたが私を見ることができるように、直接行きます。この場所に行けば私のメッセージを受け取れるとか、あそこに行けばスワミに会えるなどのような特別な場所にあなたを呼び出すことはありません。14/5/71

 多くの人々が、私が彼らに憑依していると他の人を惑わしています。彼らは、身体を揺らしたり、震わしたりして色んなことを語り、私が彼らを通じて話をしているとかと言って、いろんな質問に答えたり物事を予言したりして金品を集めています。また、ババが夢に現れてあなたにこうしろと言った、などと言う者がいますがすべてインチキです。29/3/65

    皆さんの信仰心に付け込んでいる連中がいます。彼らは、私が「乗り移って」、霊媒師やら、かまど（！）やら、何やらを介して「話している」と宣伝しています。そんな連中や、その手先や仲介人は、すべて、いかさま師に対するときのように扱いなさい。もしそのように扱わないなら、あなたも、いかさまの片棒を担ぐことになります。また、私に従っている人や私を崇拝している人のグループを集めて、私から「与えられた」という像や写真を見せたり、何か別の私の恩寵の印を宣伝したりして、お金を集める者たちがいます。彼らのなかには、「ババが、あなたからお金を集めるようにと、私をあなたに遣わしました」と明言する者さえいます。あるいは「ババが私にこれをくださいました」とか、「ババは、これこれこのようにして私を特別に祝福してくださいました」などと言った上で、あなたの助けを求めたり、あなたの賞賛や、あなたの財布を求める者がいます！ 私は皆さんに、相手が誰であっても、この種の人たちは、すべて、叱責して、追い返すよう求めます。25/11/62

    様々な目的や物のためにお金を集める魂胆で、多くの人が私の名前を使いはじめました。もしそのような人たちがあなたのところに来たら、「あなたは悪いことをしている」という訓戒と共に、追い返しなさい。私が求めているのは、バクティ、信仰心、サーダナ、つまり、ハートの浄化だけです。お金を求めるのは物乞いだけです。はかないもの、色あせるもの、派手で安っぽいもの、卑しいものとは、私は決してかかわりません。

それから、私が誰かのところに「降りて来て」、その人を通して話をしている、と言っている人たちがいます！ 彼らは、私の代弁者を装って、あたかも私が彼らを「公認」したかのように、あるいは、あたかも私自身が彼らを通して話しているかのように、人々に私の助言や私の提案を伝えています。これから言うことをよく聞きなさい。私は決して誰かを通して話をすることはありません。私は決して誰かに乗り移ったり、表現の媒体として誰かを使うことはありません。私は直接行きます。私はまっすぐ行きます。私は私のまま行きます。平安と喜びを授けるために。〜最近、東ゴーダーヴァリー県とその近辺で、私に「乗り移られている」と言っている人たちが何人も出てきました。彼らにはブローカーや仲介人がいます。そのような人たちを見かけたら、そこがどこであれ、退去を命じなさい。彼らの戦術に負けて、主なる神の帰依者であるという、あなた自身の品位を落としてはなりません。27/3/65



    ＊老人

    一般に、 子どもたちは、70歳を過ぎた人間は役立たずで、社会でも家でもお荷物だという印象をもっています。しかし、実際はそうではありません。実に、熱意、勇気、そして、精神的な強さは70歳を越えると増加します。心的能力とアートマの強さは、人が70歳を越えて初めて頂点に達するのです。それまで人は並みの人間のように振る舞い、他の人の手本となる努力をすることはありません。人間の内なる心的能力、神聖な力、意志の力は、70歳を過ぎてから完全に表出し、人が人生において新しい目標を定めることを促すのです。その結果 、老人は人生について熟考し、その神秘を探求するようになります。老人に潜在している神聖な力は、若者がもっている能力を上回っています。その神聖な力は老人の行動においてありとあらゆる形で現れます。 10/2/05



    ＊六十億ルピー

月にざっと計６千万ルピーの費用がかかるのです。その費用はいったいどこから来るのでしょうか？　いずれにせよ、私がその費用をまかなっています。病院と学校を運営するのに十分な利息を生み出すには、資本金として６０億ルピーが必要となります。これが実現されれば、無償で今の水準の医療と教育を続けて行くことができます。ここには何千人もの人々がいますが、私は決して誰にも援助を頼んだことはありません。私の手は常に上にあり（与えるための仕草）、決して下にはありません（受け取るための仕草）。私の手は愛を受け取るためにだけ伸ばされるのです。けれども、このことを十分に理解している人は誰もいません。 

　私は６０億ルピーを必要としていたのですが、つい今しがた、アメリカから計６０億ルピーが届くという知らせを受けました。この総額をバンガロールの病院に３０億ルピー、プッタパルティの病院に２０億ルピー、そして１０億ルピーを教育機関に分配し、投資すれば、そこから得られる利息で運営費用をまかなうことができるでしょう。私には何も個人的な望みはありません。私の存在すべてが無私なのです。私にはまったく利己心はなく、誰にも求めることはありません。単に求められたからといって、いったい誰が１０億ルピーをあっさりと与えるでしょうか？　そのような人は誰もいません。しかし、ある個人が６０億ルピーを引き渡しましょうと申し出てきたのです。私はその人物と直接的な関わりはありません。その人物からの通 知には、「スワミ、あなたは月曜の正午に総額をお受け取りになるでしょう。お受け取りになったら、どうかすぐに、３０億ルピーをバンガロールの病院の口座に、２０億ルピーをプッタパルティの病院の口座に、定期預金として預けてください」とありました。完全に私心のない人を見つけることは困難ですが、もしもあなたが無私の奉仕を始めるならば、財源は自ずと生じるのです。11/8/01



　＊若者

他の人に頼るべきでは無く、自らの力と技量に頼りなさい。あなた自身の収入や資産に頼りなさい。自分自身に依存することは、若者が成長する上で一番良い方法です。名誉ある一日の方が、何十年も悪名を冠して生きるよりも良いのです。短命な聖なる白鳥として生きる方が、人に嫌われ石を投げられながら百年生きるカラスよりいいのです。他人の資産をあてにし、不正な手段や不法なやり方で物を得てはなりません。あなたが額に汗して働いたもので生活するならば、誇りと幸せを得ることが出来るでしょう。Vol8p231

  青年は、奉仕による真の愛の精神を培い生活を清らかにせねばなりません。移ろい行く享楽と安寧を追うことにより人生をむなしく浪費すべきではありません。6/85

    朝早くから夜寝床に就くまで良い活動に従事するなら、それは自然にその人の習慣となるでしょう。まさに、国はそのような若者を必要としています。若者とはだれでしょう？ 一般に人々は、18歳から20歳の年齢にある少年少女が若者であると考えています。これは正しくありません。気高い考えを抱いている人だけが若者と見なされるのです。ですから、人は高貴な考えを培わなければなりません。6/5/05

   現代の青年が目標としなければならぬことは、信愛の種をまき、忍耐の食物を育てて平安の果実を献身的な奉仕によって社会に配ることです。平安の秘密は外界にあるのではなく、各人の内にあります。全宇宙には神が浸透していることを実感認識せねばなりません。今日世界は争いばかりです。人間と悪魔を区別することが出来ません。動物から進化した人間は、神性に向かって前進するどころか、動物に逆戻りしています。人間の主要な義務は真理、ダルマ、平安、信愛という人間の価値を掲げることです。16/8/96

 十六歳から三十歳までの年齢は極めて重要です。というのも、この時期に人生は甘味さを増し、才能と技術と良い態度が備わり、洗練され、そして神聖なものとなるからです。この時期に無私の奉仕という強壮剤を心に投与するなら、青年たちの人生は成功裡に導かれるでしょう。EHV

   不正な手段によって貯えられた富は、貧困者の血肉を搾取した結果です。青年たちはそのような不正の奴隷となり、生活の手段として弱者を搾取するような事をしてはなりません。神ですら、そのような利己的な搾取による生活は許しません。享受するだけで、他の人々と富を分かち合わず、貯め込むだけの者は、死後その過ちを強く問われることになるのです。Satya Sai Vahini

   今日の青年は、規律のない無益な人生を送っています。青年たちは、どのような規範にも従わず、尊敬と感謝の念に欠けています。犬でさえ深い感謝の念を持っているというのに、青年は年長者を敬わず、自分の親に感謝を示しません。そのような人間に教育は無駄です。そのような人間でも、生計を立てることはできるかもしれませんが、教育を受けていない道端の物乞いでさえ、生きていくための金銭を十分稼いでいます。単に生計を立てるだけなら教育は必要ありません。たとえ三日しか生きられなくとも、あなたの人生は正しい有意義なものであるべきです。

  あなたの振る舞いは善良で立派なものであるべきです。もし、正しく振る舞わないのであれば、その人の高い地位や身分に意味はありません。もし、自分は偉大な学者であると主張しても、良い性質をほとんど持ち合わせていないのであれば、その人はどんな評判を得ることができますか？ 無学文盲の人ですら、良い性質を持っていれば尊敬を勝ち取ることができます。学位は、人の心〔マインド〕を神にではなく富や社会に向けさせています。人格こそが教育の第一の目的であるべきです。教育を受けた人は、自らの振る舞いと性格のゆえに尊敬されるべきなのです。5/86

    柔らかな舌が周りの歯に傷つけられることがしばしばあります。しかし、舌が歯 に傷つけられたからといって、歯を罰することはありません。なぜでしょう? 歯 も舌も自分のものだからです。同じように、他人が自分に危害を与え、非難したと しても、それでも、その人たちを許すべきです。青年にとって、この「許す」とい う精神はとても重要です。青年時代はカッとしやすい時期なので、もし誰かが何か を言えば、すぐに怒ってしまいます。これは大きな誤りです。怒りは人間の性質で はありません。平安と忍耐を培うべきです。自制は真理であり、許すことは正義です。忍耐はヴェーダです。寛容は非暴力であり、神聖な礼拝です。寛容によって、あらゆる幸せが得られます。寛容の精神は、他の人々に実践することによって培う 必要があります。寛容を身につけることは、真のダルマです。私たちはこの正義の 道を歩むべきです。16/7/97



    ＊忘れる

神の名前を唱え、神聖な行為を行うことによって、自分の人生の救済に取り組みなさい。人間的価値、すなわち、サティヤ〔真理〕、ダルマ、シャーンティ〔平安〕、プレーマ〔愛〕、アヒムサー〔非暴力〕を身に付けるために、特別な努力を払う必要はありません。これらはあなたが生まれたときから、あなたと共にあります。ところが、あなたはそれらを実践しないために、それらを忘れてしまっているのです。10/2/00

    神よりも偉大な者は存在しません。ですから、神を忘れることは、まさに神への冒涜にも劣ります。実に、私たちは生活のあらゆる瞬間に神を思い起こしているべきです。人はこの世でさまざまな仕事に従事します。皆さんはさまざまな仕事に忙しくしているかもしれませんが、どんな時でも神を忘れないようにしなさい。これが真の人間性です。この世に広まっているあらゆる問題の原因は、人が迷妄のせいで神を忘れてしまったことにあります。人はまさに迷妄のために、とても多くの苦しみを体験します。神は人に困難も悲しみも与えません。神はつねに至福と幸福を与えます。けれども、迷妄のせいで、私たちは幸福さえも悲しみと見なし、多種多様な苦しみを体験しています。あなたの苦しみの原因は、あなた自身の思いです。自分の考え方を変えて、ハートを神聖な思いで満たすなら、苦しみは一切なくなるでしょう。実に、人間は迷妄〔マーヤー〕の中に生きています。今日、スポーツのチームのキャプテンたちは、黒の上着に白いシャツを着ています。皆さんが黒い上着を着ているのを見て、アニール・クマール〔御講話の通訳者〕も黒い上着を着ました。世界に蔓延しているのは、この種の模倣です。しかし、これは良いことではありません。模倣は来ては去っていく一時の幸福をもたらすのみです。模倣は永遠に続く幸せを人に与えてはくれません。15/108



　＊私

   私が私自身を愛するとき、それはあなたを愛しているということなのです。あなたがあなた自身を愛しているとき、それは私を愛しているということなのです。実は、我々は一つなのです。私は、私自身を私から切り離してはじめて、私自身を愛することが出来るのです。Living Godp358

    知識の光が明けそめれば、無知の暗闇は自動的に消えてなくなります。一方、この光を忘れて絶えず暗闇と戦っていても何の役にも立ちません。この知識は内なるヴィジョンから生じます。重要なのは、外で見るものよりも、内で見るものです。皆さんは「私は人間だ」と言います。体の中にいる「私」とは何ですか？ 「私」と呼ばれ得るのは、知性ですか？ マインドですか？ チッタ〔心素〕ですか？ 皆さんは「これは私の体です」と言います。まさにその言葉が意味しているのは、あなたは体とは異なるということです。同様に、あなたが「これは私のマインドです」と言うなら、マインドはあなたの真我とは異なるものであり、他についても同じことが言えます。ですから、実際、あなたは体でも、マインドでも、理智（ブッディ）でも、その他のものでもないのです。まさにこうした「私」こそが、あなたの実体なのです。皆さんは、「これではない、これではない」といって自分でないものを否定していく推論すなわち技法を用いて、初めてこの結論に行き着くでしょう。1/12/84

   「『私』という意識」や自我（エゴ）は、何らかの「主義」の形を取ったり、「主義」の中に閉じ込められたりするべきものではありません。もしエゴが主義の形を取れば、それは利己主義という有害なものになります。もし『私』がひとつの肉体に限定されて、レッテルとしてその肉体の姿に貼られてしまえば、それは有害なものとなって、慢心や利己心をもたらします。もしそれが、本当の自分であるアートマ（真我）と同じものであると見なされるようになれば、それは神聖化されてブラフマン（神我）との融合へと導かれます。一時的にしか存在しない、泡のようにはかない肉体を『私』と見なしてはなりません。『私』というものの実体とは、いったい何なのでしょうか？　あなたは、朝から晩まで、「私」とか「私のもの」という言葉を使い、私の家、私の身体、私の人生、私の感覚などと言って、私の、私の、私の、と繰り返していますが、これらのものの持ち主である『私』とは一体何者であるのか、ということについて深く考えることはありません。あなたは、熟睡しているときは『私』を感じたり、『私』のことを考えたり、いかなる「私のもの」についても心配したりすることはありません。では、この「『私』という意識」はどこに行ってしまうのでしょう？ わずかな数時間の眠りの間にさえ「『私』という意識」があなたのもとを去っていくとすれば、決して目覚めることのない永遠の眠りの中で、どうしてそれがあなたと共にあることができるでしょうか？ 睡眠は短い死に他ならず、死はいつまでも続く眠りに他なりません。ある人と別 の人との間に育つ執着について、よく考えてご覧なさい。そうすれば、「アハム ブランマースミ（私は神である）」という真理に到達することができるでしょう。1/1/83

    あなたが自分だと思っている「私」、自分だった「私」、赤ちゃん、少年、青年、中年男、お爺さん、ぼけた老人――これらの「私」は体という鏡に映った神の姿にすぎません！ あなたは神である海の懐の１つの波にすぎません。それを知り、それを経験すること――それが完成であり、ゴールです！ すべての波を知り、それから、波は海に他ならず、ただ短い時間だけ名と姿を持って現れ、そして、消えていく、ということに気づきなさい。このような見方、直感の鞘（ヴィグニャーナ）に到達するには、自分を覆っている５つの鞘（コーシャ）のうちの３つの鞘を超えていかなければなりません。それは、アンナマヤ コーシャ〔食物でできた鞘〕、すなわち祖体とその用具である五感、そして、プラーナマヤ コーシャ〔生気でできた鞘〕、すなわち微細体とその媒介である生気と神経系、そして、マノーマヤ コーシャ〔心でできた鞘〕、すなわち原因体、それから、否定的なものであれ肯定的なものであれ欲望や動機や決意や望みといった、心（マナス、マインド）と呼ばれる複合体を形成している鞘です。これらの鞘の奥にあるのは、ヴィグニャーナマヤ コーシャ、直感の鞘です。この鞘は、至福の鞘であるアーナンダマヤ コーシャを覆っています。しかし、人はまだ最初の３つの鞘の錯乱の中で右往左往し、あえて奥に進もうとはせず、そうして真理を垣間見ることを拒んでいるのです。真理の扉はヴィグニャーナの段階のみにあり、その向こうにあるアーナンダマヤ コーシャへと通じています。18/12/70

  私たちは、感覚の対象物から喜びを得ることが出来ます。しかし、それらを味わっても、これは私のものだ、という感覚を持たないようにすべきです。すべては、神のものです。私は神の所有物をどのように使わせていただけるのかと、問わなければなりません。27/5/95

    心は純粋な愛で満たされるべきです。感覚の対象への執着を育ててはなりません。自分自身の心を汚してはなりません。そうして初めて本当の幸福を体験するのです。この世界のすべての人々は、自分自身のために、何を変革し、何を正さなくてはならないか、何を達成せねばならないのかを細かく検討しなくてはなりません。それに応じて身を処さなければならないのです。そうして初めて人は本当の人間らしさに気づくのです。

  「私」と呼ばれる神は、あらゆる人間に内在しています。この「私」という神が、ブラフマー神、ヴィシュヌ神、シヴァ神として受け取られることはありません。これらは、神を認識するために人間が神に帰せた名前です。名はそれほど重要ではありません。本当の神は「私」なのです。「私は私である」。  私たちはブラフマー神を創造者、ヴィシュヌは維持者、そしてシヴァは破壊者と考えています。私達が憶念するその神の姿で、神はそれぞれの人にダルシャンを与えるのです。17/2/07

  個我の「私」は、自分が限定されたものであると信じていますが、それは錯覚です。個我の「私」は、自分を有限のものだと思っていますが、普遍なる神霊と同一です。この気づきは、英知のひらめき、あるいは、普遍的な愛の閃光を通して、人にもたらされることができます。これは、自分は愛そのものだったんだ。と気付く自己確認の行為なのです。11/70

    あなたを身体と同一視することは大きな誤りです。身体への執着を放棄し、アートマの意識を育みなさい。そのときにのみ、あなたは自分の真の姿、すなわちアートマを理解し体験するでしょう。そうでなければ、胃痛や頭痛などの実にささいな身体の不調でさえもが、あなたを不安に落し入れるでしょう。身体の病は過ぎゆく雲のようなものです。あなたが肉体意識に惑わされている限り、あなたはその意識に影響されるでしょう。いったん身体への執着を放棄すれば、あなたはもはや身体やその限界に縛られることがありません。

   瞑想して座っているとき、あなたは身体を忘れます。瞑想とは、身体への執着を放棄しアートマの意識を育むことを意味します。すべての人は、自分自身のことを言い表すときにアートマの原理である「私」という言葉を用います。それゆえ、あなたは身体に結びついているのではありません。身体は単なる道具です。「私」があなたの真の自己です。あなたは、「私」と何度も繰り返すかもしれませんが、それでもなお、「私」は単数のままです。そのような一体性の原理が、すべてのものの中に存在します。それは、あなたにとっても私にとっても同じことです。何の違いもありません。

  あなたが、身体への執着を手放さないなら、あなたが受けるすべての教育は虚しいものとなるでしょう。自分は身体ではない、ということを理解しなさい。あなたは「私」です。この真理を決して忘れてはなりません。肉体としての姿は移ろいゆくものなのです。5/10/03

  私という意識と、感覚や肉体との間には何の関係も無いのだ。私は肉体からも心からも分離しているのだ。私とは、自分が肉体であるとの意識、あるいは心の内的行動なのである。人が、それ自身の上に、実は何の関係もないものを付託して私は元気です、と言う。感覚に関しても同じ過ちをして、私は口がきけない、と言う。人は、これが欲しいあれが欲しいと言い、それ自身の上に心の活動を付託する。全てこれらのことは、単なる付託投影なのだ。根本的真理は、永遠、真理、パラムジョーティ、パラマートマ、アートマン、唯一者のみがあるだけなのだ。SDMp70

  さあ皆さん、私のうちに、あなた自身を見なさい。なぜなら私は、あなた方全ての内に私自身を見ているのだから。あなたは、私の生命であり、私の息吹、私の魂…あなた方は皆、私の化身なのです。私があなたを愛する時、私は自分自身を愛しているのです。あなたが自分自身を愛する時、あなたは私を愛しているのです。私は私自身でいられるように、私自身から私を分離したのです。私は私自身でいられるように、私自身から私自身を分けて、この世の全てのものとなったのです。 私は私自身になりたかった。私自身 、それは至福の化身、愛の化身…それが、本当の私であり、私はそれになりたかったのです。どうすれば私は至福の化身、愛の化身になれるのでしょうか。どうすれば至福を得て、それを与えることが出来るのでしょう。私は誰に至福を与え、誰に愛を与えることが出来るのでしょうか。それゆえ私はこのようなことをしたのです。つまり、私は私自身から私を分かれさせて、この世の全てのものとなったのです。PD27

 二つの私があります。一つはエゴであり、それは常に自分が私であると主張しています。もう一つの私は、永遠の照覧者であり、それはスワミに他なりません。もしあなたが、照覧者を意識することができれば、エゴであるもう一つの私に邪魔されることはなくなり、そのエゴの存在があまり気にならなくなります。CWSSBJp265

  「私は肉体ではない。私のものなど何もない」――これが皆さんが知るべきことです。「私はだれか？」と自らに問いなさい。皆さんは「私は私である」という回答を得るでしょう。この真理を理解し、体験したなら、だれも皆さんを苦しめることはできません。自分はただの人間にすぎず、神と自分は別個のものだ――という二元論的な感覚に浸っている限り、苦しみから逃れることはできません。私とあなたは別のものである――という感覚は、皆さんが作り出したものです。「私」と「あなた」が結合すると、「私たち」になります。けれども「私たち」＋「神」は、不変なる「神」となるのみです。「私」と「あなた」は常に変化し続けます。25/12/03

   人の悲しみと不幸の原因は、所有感から生じる財産や地位への執着です。永続する幸福を味わうには、「私」と「私のもの」という感情を取り除くよう努力奮闘しなければなりません。すべてが順調に進んでいるように見えるとき、人は自分自身を含む一切を忘れます。そうして業績と獲得を得た結果、エゴが膨れ上がります。 自分は、自分が所有している物の一時的な受取人に過ぎず、それらのどれ一つにも永久の所有権はないということに気づくべきです。

     人は、権力や地位を、それら自体に関連する義務を果たす責任を伴う、道徳的な任務と見なすべきです。あらゆる行為をこの道徳的責務の精神で行ったときにだけ、人は純粋な幸福と満足を味わうことができるのです。5/86

    皆さんは自分を探して外の世界を歩き回りますか？ そのような人は愚か者と呼ばれるだけです。自分を見たいなら、視覚を内に向けるべきです。残念なことに、皆さんは世俗的な見地でさまざまな修行に耽ることで、自分の神聖な真我から離れつつあります。皆さんには神聖な愛の原理が授けられています。神聖な愛は皆さんに本来備わっている性質です。それは行くことも来ることもありません。神性には誕生も死もありません。神性は常に皆さんの中に存在しています。さまざまなサーダナをして時間を過ごす代わりに、「私は私」という真理を悟りなさい。この真理を悟っている人は、どんなサーダナをする必要もありません。その「私」はどこから来たのでしょう？ 「私」はあなたの中にいます。このことを実感認識しないまま、皆さんはその神聖な真我を外の世界に探しています。その神性はまさに皆さんの中にあることを悟らなければなりません。けれども、皆さんは幻想のせいで、「私」という原理を自分の体と同一視しています。実際には、「あなた」は体とは別個のものです。この真理を理解し、それ相応に行動すべきです。神が自分の内にいると悟る者こそ、真のサーダカ〔求道者〕です。人々の中には、人目につかない所に座って目を閉じて、神性を黙想しようとする者もいます。いつも自分に付いている自分の影を探す必要はありません。それと同じように、皆さんが外界で探している神性は、まさしく皆さんの中にあるのです。21/3/04

    「私」の原理はあらゆる場所に存在しています。その原理は神自身と共に始まりました。最初の言葉はアハム「私」でした。プラナーヴァ(オーム)でさえ、アハムの後に生じました。あらゆる創造の前に、アハムだけが存在していました。そのアハムは多になりました。

   普遍的なアハムと自分が「私」と見なすものが同一であると悟る者のみが、自らの真実を知っています。普遍的な「私」は、時間と状況に応じて、さまざまな体のさまざまな名と姿をとって現れます。同一人物であっても、一生のうちに外観や人間関係に多くの変化をもたらします。しかし、「私」は変わることなく留まります。それは俳優がさまざまな扮装をするようなものですが、俳優自身は同一人物です。「私」（アートマ）という変化しない普遍的人格を実現することこそ、霊的探求の最も重要な目的なのです。30/3/87

    二元性の感覚は、「私」（アハム）が特定の名と姿を身につけたときに生じます。アハムカーラ（エゴの感覚）は、姿形の変化の結果です。名と姿から自分を引き離したとき、初めて人は自らの真の神我を発見できるのです。本質的な神性を忘れて、自分を変化する一時的な姿と同一視していることが、束縛と悲しみの原因です。この不当な同一視の原因は心です。それは、心が外界と関わるため、感覚器官を通じて受け取る印象と関わるためです。心の仕組みを理解すれば、心を超越しているアートマの実体を、一つの遍在なる不変の原理として体験するでしょう。30/3/87



    ＊私から私たち

霊性の分野における組織的な努力は、長い間インドで軽視されてきました。それは利己的な野望と派閥争いという、知らない間に侵蝕（しんしょく）してくる潰瘍（かいよう）による分裂の危険をはらんでいます。まず個人が浄化され、強化されない限り、組織は崩壊してバラバラになってしまうでしょう。それゆえ、光と愛の国へと向かう巡礼の旅は、最初からずっと一人旅だったのです。しかし、霊的進歩のまさに基盤となるものは、「私」（I）というものを否定して、喜んで「私たち」（We）を受け入れることです。これは、「神」の中に「私」（I）が溶け込むということです。犠牲、奉仕、他者の喜びを分かち合うこと、他者が悲しみに暮れているときに慈悲をかけること――これらは、ゴールに到達するという困難な仕事に向けて、個人を浄化して準備を整えさせる美徳です。個人という限定された意識を、神の栄光という無限の領域にまで広めなさい――これは、時の回廊に鳴り響いてきた神命です。20/11/69





    ＊笑い

時間をきわめて貴重なものとして扱いなさい。実に、時間は神からの最も貴重な贈り物です。時間は矢のように流れていきます。過ぎ去った時はすべて永遠に戻りません。病人に、そして、苦しむ人に、奉仕しようと努めなさい。そうした人たちに効果的に素早く奉仕する術を学びなさい。いつも笑顔で動き回りなさい。せせら笑いや、浮かれた馬鹿笑いはいけません。あなたの笑いによって誰かが気分を害するようではいけません。誰もが幸せを感じるべきです。誰もが喜びが伝わってくるのを感じるべきです。13/5/68



　＊悪い考え

たとえほんのわずかでも悪い考えを心に、入らせないように気をつけなくてはいけません。心をほんの少しでも汚してはいけないのです。汚れたものが居座ろうとしたら､直ちに追い出すべきです。たいしたことは無いから大丈夫だろうと考えて､汚れたものを居座らせてしまうと、それは害をもたらし、心の中でみるみる大きくなってしまいます。

 ですから感覚器官の働きを良く知って､その正しい扱い方を心得れば必す皆さんのためになります。そうなればもう感覚器官に惑わされることは無くなります。感覚器官の虜になってしまったら､安らぎも悦びも味わうことは出来ません。SGc17

 悪い思いや行いが自分を幸せにすると思っている間は、あなたはその考えを持ち続けます。けれども、それらが危険だと分かれば、あなたはそれを欲しがらなくなるでしょう。ですから、まず、自分の悪い性質を見つけ、次に自分が完璧になるまでその悪い性質を一つずつ徐々に捨てていきなさい。

 また奇妙なことに、求道者の中には一定の期間激しい規律に耐え、その間はほんのわずかな悪いところも無い完璧な生活を送っていたのにも関わらず、自分で公言したその修行期間を過ぎると、昔の悪い習慣が倍になって戻ってしまう人もいます。これは大きな間違いです。

 一定の期間だけ人を捕らえるものはまがいものです。この場合、その人が悪い習慣をから抜け出したのは、その悪い影響について気づいたからではありません。起こりえる弊害と悪い影響に関する十分な知識を身につけて、自分の悪い習慣を取り除くようにしなさい。STPSp212

私は、皆さんの信仰を再確認、再構築し、回復させなければなりません。皆さんが幸福でダルマに基づいた人生を送れるように、正しく強い基盤を敷かなければなりません。皆さんが世俗的で、官能的な快楽の犠牲にならないように、アートマへの信頼を打ち立てなければなりません。

 皆さんの祈りは世界平和をもたらさないかもしれませんが、あなた方一人ひとりが自分に貪欲や暴力と言った悪い性質があるかどうか検証しなさい。この道は厳しく、険しく、困難な道です。しかし、皆さんはこの道を辿らなくてはなりません。これ以上グズグズしていてはなりません。あなた自身やあなたの人生について把握するために、皆さんがこれまで長い間、野放図にして来た悪い性質を許してはなりません。すぐにそれを手放しなさい。STPS2p275



    ＊悪い習慣

小さいことをおろそかにしてはいけません。あなたが、瞬間、瞬間に行う幾万という小さいことが習慣となり、性格や個性を歪ませます。それらはあなたの知性、見解、理想、志望を形作ります。悪い傾向の奴隷とならないうちにそれらに立ち向かいなさい。真剣に努力すれば成功は確実です。真善美pt2p136

  スワミへの捧げものとして、今日限り、肉食と飲酒と喫煙をやめなさい。この三つを絶つことは、皆さん自身のためにも、社会や国家のためにもなるでしょう。スワミの唯一の目的は家族と社会と国家の繁栄です。もし、皆さんがスワミの目的を果 たすことを望むなら、今この瞬間から、この三つの悪い習慣を断ち切りなさい。明日に延ばしてはなりません。たった今、決意しなさい。23/11/94



＊悪い仲間

悪い人たちには、決して心を向けないようにしなさい。悪事を企む人々や悪行に耽る人々と関わらないようにしなさい。腹黒い人や品行の悪い人とは、絶対に友情関係を持たないようにしなさい。あなたは次の四つの特質(友情、慈悲、他者の進歩に幸せを感じること、無執着)によって人生の目的を達成することが出来ます。ですから、自分と同じレベルの人々とは友好的に接し、貧者や困窮者には哀れみぶかく接し、他者の進歩を自分のことのように喜び、悪い人には近づかないようにしなさい。これらの四つの特質が実は人生の目的だとも言えるのです。これら四つの特質を培うには心の純粋さが必要です。心の純粋さを育むには、偏在する神をあらゆる創造物、生き物の内におられるということを感じとることです。STPS2p73

   神もまた、悪い人の仲間に加わる人を罰します。だからこそ、『急いで悪い仲間から離れなさい。そして善い仲間に加わり、日夜有徳の行為に携わりなさい』と言うでしょう？5/7/01

 他人の誤りについて考えると、あなたにもその人の誤りが生じます。悪い人と向き合い、敵対すればあなたはその人を負かそうとして、その人より更に悪くなってしまいます。、他人の誤りを指摘することさえ避けなければなりません。あなたが、他人の誤りを指し示すとき、残りの三本の指は、あなたを指すというではありませんか。悪い事と、善を切り離すことをヴィバーカヨーガと呼びます。

 悪い事や好ましくないこととは、袂を分かつべきなのです。日本には、京都という街があります。そこで一人の女性が、汚れた着物の束をきれいな白い風呂敷に包んで通りを歩いていました。ある人がその包みの中身を尋ねたところ、その女性は、「私は、人にきれいなものだけを見てもらいたいので、こうして汚れた着物を白い風呂敷に包んでいるのです。」と答えました。他人の欠点を見つけ、他人を物笑いの種にしたり批判することは、決してしてはならないことなのです。STPS2p16

 人は特定の場所や人と関係を持つことに注意しなければならない。悪い仲間との関係は断ち切らねばならない。悪がはびこっている場所から離れなければならない。悪いバイブレーションを発している人から、人は影響を受けるのだ。学生諸君は悪い仲間と絶対付き合ってはいけません。悪い特性は、伝染しやすいので良い人々と交わるように努めなさい。人は生まれてきたとき創造主から首飾りをかけられていました。それを忘れてはいけません。首飾りは、彼が前世でなした善行と悪行の果実から出来ています。常に良い事を思い、良いことを行いなさい。神が与えてくださった全てのものに対していつも感謝しなさい。24/5/90

 まず、悪い仲間との交際を絶たねばなりません。心が道徳的に賢固になれば、誰と交わっても大丈夫です。しかし、今の皆さんはハートがやわらかく心が十分に発達しきっていないのですから、誰とでも自由に交わってはいけません。霊的に未熟なあなた方は、全ての人と一様に交わるべきではありません。SS5/93

   今日の世界に見られる動揺や不安の原因は、人間の邪悪な思考にあります。悪い思考を取り除くには、まず悪い仲間から逃れなくてはなりません。そして、善い仲間に加わるようにしなさい。そうすれば、自分の周りのすべての人に善のみを見るようになるでしょう。

 あなたを憎んでいる人にばったり出くわしても、悪い感情を返してはなりません。互いに相手に怒りと憎しみを示すなら、緊張感が高まるでしょう。そうする代わりに、愛をもって挨拶（あいさつ）しなさい。そうすれば、相手も愛情を返してきて、あなたの友となることでしょう。話す言葉は、友情の絆（きずな）を強める上できわめて重要な役割を果たします。ですから、穏やかに、優しく話しなさい。快い話によって、この世界に行き渡っている憎しみと怒りを鎮圧することができます。愛は愛をもたらします。2/4/2003

 　善良に見え、優しく話しはするものの、その心の中は邪悪な感情で溢れている人々がいます。そのような人々に対しては注意し、遠ざけていなさい。実はそのような人々のために、現代社会は混乱に陥っているのです。9/10/02



　＊悪口

 他の人の悪口を言うことは,とりもなおさず神の悪口を言うことです18/8/96

  人の悪口を言ってはいけません。どうしてもその人のことを話さなければならないときは、その人のいいことのみを話しなさい。すべては良いことなのです。もしあなたが欠点を他の人の中に見たなら、それは自分の中に同じものがあるからなのです。もし誰か、関わりたくない人がいるのなら、その人と距離を置きなさい。しかしその人の名を汚すようなことを他の人に話したり、それに関する話をしたりしてはいけません。Vol7 SSSp49

   皆さんは人々を助ける事によって何らかの困難を体験しなければならないとしても、それをすべきです。また、決して他の人々の悪口を言ってはなりません。それは、同じアートマが、すべての生き物に浸透しているからです。もしあなたが、他の人を罵れば、それは自分自身を罵ることと同じです。もしあなたが彼らを好きでないのなら、彼らから離れていなさい。しかし、決して彼らをののしってはなりません。もしあなたが自らの悪い性質を取り除かなかったとすれば、どれだけ善い事をしても何の役にも立ちません。もしあなたが他の人々に善い事をすることができないのであれば、少なくとも、親切な話し方をしなさい。あなたは他の人にいつも親切なことをしてあげられなくとも、親切な話し方ぐらいはできるはずです。

  もし誰かが苦しんでいるのを見つけたら、その人を助けるように努めなさい。きょうはその人が苦しんでいますが、明日になればあなたの苦しむ番かもしれません。このことをいつも心に留めておきなさい。いかなる人も、痛みや苦しみを避けることはできません。常に万人の幸せのために祈りなさい。そういうことを心に命じて、初めてローカ サマスター スキノー バヴァントゥー（世界のすべての人々が幸せでありますように！）という祈りが唱えられることが出来るのです。25/12/02

 古代から延々と続くこの国の神聖な文化は、他の人の成功や富や進歩に我慢が出来ないという人々の不純さによって汚されてしまいました。もしあなた方が人を助けることが出来なかったとしても､人を苦しめたり傷つけたりしないようにしなさい。それだけでも大きな奉仕だといえるのです。

 他の人の過ちをとがめ、悪口を言う権利があなたにあるのですか？あなたが、神の意思以外にこの地球に起こりえることは何もない、といって口先が乾かないうちに、どうしてイライラしたり怒ったりするのですか？あなたの義務は、あなた自身とあなたの内的な純粋さを浄化さすことでしょう？そのように努力すれば、あなたは良い人々と結びつくことが出来、あなたの内からあふれ出す力と喜びを見い出すことになるでしょう。SSSvol1p72

  たとえ誰かがあなたを罵ったとしても、気にとめてはなりません。というのも、悪口を言う人は、あなたの真我をではなく、肉体を罵っているだけだからです。たとえば誰かがあなたを悪い人だと言ったとすれば、そう言われただけで、あなたが悪い人になるのでしょうか？　

 もし実際に、あなたの中に悪い点があるとすれば、それを無くすように努めなさい。このカリの時代には、自分の望みがかなえられないという理由で、神の悪口を言う人がたくさんいます。これは、あらゆる国に共通した普遍的な出来事です。皆さんは、そのような清らかでない低劣な想いに負けてはなりません。23/11/2000



  ーーーーーーー≪ 付録;1　１９７６年６月ウータカマンドでの講話  ≫ーーーーーーーーー





（スワミは、インドの地図とサンスクリット語が描いてある直径１０センチメートルほどの銀のメダルを物質化された後、講話を始められた。）

　このメダルには、これから将来にわたってインド各州に設立されるであろう大学や記念塔などが描いてあります。この身体はあと４６年間生き続けます。（２０２２年）そしてその間、インドで何が起こるかが、このメダルに示してあります。このメダルにはまた、インド各州のリーダーになるであろうサイ大学の学生達の名前も書いてあります。

 ～近い将来、インドの霊的遺産を、ここにいる若者達が世界中に広めるであろう。学生達を出来るだけ簡素に保っておけば､私が彼らを世界のリーダーに育て上げるであろう。このメダルには未来における世界のリーダーの資質や、性格、赴き先などが書き記してあります。ここにいる若者達は、自分にどのような未来が待っているのか案じているが、私はこのメダルに、将来においての各自の指針を書いておいたので､これらの指針に注意深く従い､他の者の模範となって欲しいと思っています。

 近い将来、あなた方はスワミが様々な姿を取ってあなた方の前に現れるのを見るであろう。このような素晴らしい機会を逸しないように､努力して私の教えに従いなさい。神の計画を世界に顕す為に､私はこのような教育機関を設立したのです。

ごく近い将来、あなたは私がマンディールにいる同じ時に、別の私をあなたのクラスルームで見るでしょう。そして私がクラスルームにいる間に､人々は別の私が講堂にいるのを見るでしょう。私が講堂で講話をしているときに信者達は、私がマンディールでアラティを受けているのを見るでしょう。あなた達はそのような体験を近い将来するのです。あなたはこのような体験をし､その体験によって得た至福を世界中に広めるでしょう。これが、この教育機関を設立した主な目的です。私はインドの伝統的な文化、古代からの叡知を現代に甦らすでしょう。こういうことがもうすぐ起こるのです。甦ったバラタの古代の叡知はこれからずっと続き、あなたがたは世界中にダルマを教え広めるという機会が与えられるのです。勝利はどんどん近づいてきており､あなた方は必ずその使命を成し遂げるでしょう。

未来については､あなた方にはよく分からないかもしれませんが､私には私の意図した計画が、実現するのがはっきりと見えています。今、私の神聖さを無視している連中も､私の元にひれ伏すようになるでしょう。間もなく、私の神聖さはすべてに知れ渡るようになるのです。私は意図的に私の神聖さが世界に広まるのを遅らせています。しかし、一度、私が私の真の姿を顕現すれば、すべての世界がプラシャンティニラヤムになることでしょう。

少なくとも、今日この日からスワミの神性な教えに従いなさい。今日この日からあなたはスワミの教えに従い､堂々と胸を張って世の中を渡っていくのです。将来、あなたはこのような機会を得ることが難しくなるかもしれません。また、私に近づくことさえ叶わなくなるかもしれません。何十万人もの人々がここにやって来るからなのです。そのようなときに備えて､あなたの人生を､スワミの愛が得られるように奉仕と愛で満たしていなさい。

 人は､ダイヤモンドを小さなかけらにカットします。小さなかけらとなってもダイヤはとても高価です。花を剪定すればよりきれいな花が咲きます。剪定をしたことにより､花の美しさは極まり、それを見る私たちも幸せになります。同じように、サイの組織や教えも邪悪な者どもの嫉妬心により妨害を受けたり､批判をされたり､侮辱されたりします。しかしこれらのことは､一時的なものです。そのような邪悪な者達の妨害にもかかわらず、私の使命は滞りなく成し遂げられるでしょう。

そのような妨害は､逆にこの神の化身の偉大さを際立たせるだけなのです。嫉妬心に駆られた者どもが、いろいろな虚偽をふりまくのです。そのような虚偽に惑わされず､サイの組織に関わる者は､自らに与えられた義務をまじめに、そして献身的に果たしていかねばなりません。そうすれば、あなた方は祝福され、サイの神聖な使命の一翼を担うことが出来るようになるのです。私の言葉をあなたの心の中にしっかりと刻み込み､あなたに課せられた義務を果たしなさい。



ー ーーーー≪   付録;２　　ガルーダプラナからの抜粋    ≫ーーーーーーー



（ガルーダプラナは、聖者ヴィヤーサによって６０００年前にサンスクリット語で記され、ヴィヤーサに内在する神が、彼に明らかにしたことを記録した聖典で,聖典の基礎であるといえよう。）極悪人でさえ、自らの罪を心から後悔し神に帰依するならば、その者のハートはたちまちに清められ、純粋になるであろう。p9　

  神には二つの重要な側面があります。一つは情け深い師として､もう一つは、情け深い正義の王としてです。我々が心のうちにおられる神に正しい道を示すように心から祈ると､私たちに、正しい道を指し示して下さいます。これが情け深い師の側面です。そして、すべての行為にはしばらくの時を経てからその行為に対する結果が伴います。幸せは、良い行為から得ることが出来、不幸せは、悪い行為からもたらされます。これが情け深い正義の王の側面です。P18

　 個霊や魂と一緒にいる微かな身体は、スクシャマスと呼ばれる死によっても滅びること無く、個霊と共にどこにでもついてくるし、その個霊が最終目的地である宇宙霊と融合するまで消え去ることは無い。P27

　あなたは、何百万もの生を経て徳を積み重ねた結果、人として生まれ変われることが出来たのだ。人として生まれ変わるのは、その次の段階では解脱に達することが出来るという意味で大変難しいが、しかしその解脱を人として生まれてもそれを求めずに過ごすというのは、もっと罪深いことなのである。P29

　８４０万種類ある生き物の中で、「神はすべての物の中に内在する魂である」という英知を得ることが出来るのは、人としての生でしか出来ないことなのである。P29

　もし解脱を求めて修行している人が殺されると、また生まれ変わって最初から修行をやり直さねばならない。それゆえ、その人の解脱の時期は先延ばしになる。また、人として生まれたのにも関わらず、解脱を求めず悪い行いをしてその生を終えると、次の生は動物として生まれ変わる。その結果、その人の解脱する時は先延ばしされるのである。解脱を求めるのを途中で止めた修行者は、解脱を求めつつも殺されてそれを達することが出来なかった修行者と同じように、大成就は先延ばしされるのだ。P30

　沢山の愛着や執着が心に出来るとそれと同じ数だけの痛みが弓矢のようにハートの突き刺さるのだP45

　すべての執着物から自由になるのは不可能なことです。それは偉大な人と関係を持つことによって成し遂げられます。それらの偉大な人々はあなたにとって執着心をなくすための特効薬のようなものですP49

　この世の世俗的な楽しみを求める一方、自分はもう至高の神に到達していると嘘ぶき、この世での義務や神を瞑想することは卒業したとほざいている者は、この世界から放り捨てれば良いのだ。P53

　「神はすべてのものに内在する魂である」という真理を理解していなければ、巡礼、神の御名を唱える務を果たす､信仰する､ヴェーダやアガマスを学ぶなどの行為は時間の無駄である。P69

　今あなた方に、「神はすべてのものに内在している魂である」ということを悟っている者が､最後の時をどのように迎えるべきであるか述べよう。彼はそのことにより、至高の太霊と融合し解脱する境地に達することが出来るのだ。

 まず、人が最後の時を迎えるにあたり､死というものを怖れてはならない。無執着という武器を使って自らの身体や、親族に対しての愛着を断ち切りなさい。そして家を出て心地よい場所を見つけ、聖地から汲んできた水で沐浴して自らを聖化し、経典に述べられている手順に従って座って準備をしなさい。そしてＡＵＭのマントラの一つ一つの語を正確に心の中で唱えなさい。これらの一つ一つの音を唱念することにより呼吸と心をコントロールしなさい。

 英知を使って心を制御する御者とし、そして感覚器官をそれらを刺激さすものから遠ざけなさい。心も様々な行為によって影響されるので、神からの祝福の方にだけ向けなさい。「私は神で至高の存在だ」「私は神で至高の段階に到達した」と、自らの個霊にこれらの思いを植え付けるのだ。神とグルを思い起こさすＯＭのマントラを唱えるとき､あなたは肉体を離れ至高の神の下に旅立つことであろう。P71~5

　賢人と呼ばれている人は、悪事に関与せず、自らの内なるアートマへの思念をよりどころとし、プライドもなく、世俗ごとに惑わされることも無い。そして感覚的な欲望を引き起こす物事から距離を置き､楽しみや苦しみからも自由になっていて、そういう人は生きながらえつつすでに解脱に達しているのである。P75

　世俗的な欲望を強い意志でもって放棄し､他の誰でも無く、神とグルの御名のみを唱え、内省が出来る目と、心に平安がある者に解脱が約束されているのだ。P77

　「神はすべてのものに内在している魂」であると悟っている者は、解脱できる段階に到達しています。正義を重んずる者は天国へ行き､罪深い者は悲惨な状態の境地へ落ち、鳥や他の生き物に生まれ変わって生死を繰り返すのである。P79

　自分がすべての者の照覧者と同じだと気づくことが、自己実現の秘密だ。自己実現は、私自身が真理である、私は自分自身が誰だか知っている、すべてが一つのアートマである、個人と宇宙は同じである、等の英知を授かったときに実現するのだ。P226　

　ヨガの聖典は、性的エネルギーをコントロール出来れば、それは霊的エネルギーに変換されると述べている。それゆえ霊性修行の第一歩は禁欲生活である。カンナダ語のことわざで、神のおわすところに欲は無く、欲があるところに神は無いとある。P78

 チャクラは脳と脊髄にありそれは頭蓋骨と背骨の中に位置している。その脳や脊髄の部分が損傷を受けると感覚神経や運動神経に影響を及ぼし、弱体化し脊髄の周辺にある感覚を麻痺してしまうのだ。P79

　受精時における両親の想念がそのまま魂に影響して卵子の中に入り込み､赤ん坊の性格が形作られるのである。P29

　精子の中に理知の鞘として存在する魂の想念が、両親の想念と似通っていればそれに影響される。良い性格を持っている人は､その性格の特性を理知の鞘の中に宿していて、それを次の世にまでに引き継いでいくことが出来る。それは、悪い性格を持っている人にも同じ事が言える。これはよく似た思いを持っている人同士が､お互い引き寄せられることで知られている。

 もし両親が強い正義感をもっていれば、理知の鞘の中に存在している魂もそのような想念に惹かれて、自分もそのような特質をもっている子宮の中に宿りたいと思うのだ。それゆえ、自分の息子や娘が良い性格になるかどうかは、両親がどれほど正しい生き方をして幸せかどうかに係っており､それがまた将来生まれ来る子孫の人生に影響を与えていくのである。正しい想念をもって性的交渉を為すというアドバイスは、将来にわたって正義に基づいた生活を送れる家族を作れるかどうかを決定していくので、とても重要なことなのである。P30

　宇宙のどこでいつなにが起ころうともそれは、時間と空間が、均等に釣り合って起こるものであって、計算され尽くされたものである。占星術では、時間というものは日、月齢、ナクシャタ、ヨガ、カラナというものを基にして計算される。それらは地球、月、太陽の動きと関連している。天文学的には、８６４０万太陽年に一度、この目に見える世界は地震などによって崩壊し､新しい世界が創造される。そしてこの崩壊するまでの一期間のことをカルパといいます。このカルパが36000回繰り返された後、この目に見える世界や霊界などすべてが崩壊しますが、これがブラフマの創造の一回分の長さにあたります。時間というものはそもそもこのブラフマ神による創造が始まった時点からどれくらいかを示すものなのです。P34

　自らの身体に執着している人は内省するという習慣が無いので、そのような人々が解脱を得るためには､神への信仰心を高めることによって得るというのが良いのだ。P103

　霊的に恵まれた良い家庭に生まれた者は､過去世で徳を積んだ結果得られたのであり、更なる霊的向上のためにこの良い環境が役立つのである。P23

このすべての世界山々､島々、海洋、太陽そして星々もすべて霊的な身体の中に包含されているのだ。P61

　もし手足を取り除けば人の身体というのは､卵形をしています。この卵の上半分の球を貫く軸は、幼児の前頭頂に明らかに見られる大泉門を通っていて、そこは霊的な身体の中で最も重要な穴である。もし魂が肉体から離脱する際にこの穴から出て行くとすれば､その魂はすべての世俗的な執着を捨て去った神そのものとなっているはずだ。P22

　魂は前世の肉体を脱ぎ捨ててから、新しい身体を取るまでの七ヶ月間は意識の無い状態となります。霊界から肉体に入るまでの期間は七ヶ月です。ババは魂が肉体に入った最初の二ヶ月間は父親の身体の中にとどまり、受精した後十ヶ月間は母親の胎内にいて、合計十二ヶ月かかって地上に顔を出すと述べられました。この十二ヶ月という期間は、魂が身体を離れて物質世界から霊界に戻る際に要する期間と同じです。P31

　死後に、身体から抜けていく魂の大きさは、親指ほどの大きさだとカトパニシャッド等や、他の多くのウパニシャッドに記してあります。244-12,13

　生命は常に精子の中に種として存在していて、性的欲望が湧いてくると、その欲望をもたらした心と精子が一つになり子宮に向かって突き進んで行きます。そして精子と卵子が一つになり受精が起こるのだ。P33

　空間は宇宙エネルギーで満ちあふれている。音響と思考の波動が宇宙エネルギーだと言えるだろう。これらのエネルギーは不可視のため宇宙は空洞のように見える。重力、磁力、引力、精神的力なども宇宙エネルギーの現れである。これらのエネルギーは不可視のため､その存在さえ疑われてきたが、これらの音響、思念、空間、引力、疑念が宇宙の特性である。P46

　人が活動している間に何度も祈りを捧げると､人が世俗にまみれて生活し､カルマを創り出すことによって汚れた心を浄化することが出来る。それゆえ宗教は一日に何度も神に祈りを捧げるように勧めているのだ。P101

　月経後七日以内に受精すると低いレベルの魂が宿るのだ。八日目に受精すると、男の子が生まれる。偶数日に受精すると男の子が、奇数日には女の子が生まれるのだ。それゆえ月経日から七日以内は受精を避けなければいけないのだ。そうすれば八日目には偶数日となり、男の子の魂が宿る。月経日を第一日目として、月経の周期を数えると良い。P25

　ガルーダプラーナは、性交渉はよい子を授かるための行為であって、性的な楽しみのためでは無いと忠告しています。性交渉は、良い魂を家族に迎え入れるための聖なる行為として捉えなければならないということなのです。P29

　あなたは滅び行く肉体ではありません。またあなたは移ろいゆく心でもありません。あなたはアートマであり神そのものなのです。P12

　一つ一つの細胞の中心に生命の源である魂が宿り､また精子の一つ一つの中にも魂が宿っている。これらのことはウイルスから、人に至までの数え切れないくらいの生き物に共通していることなのである。P27

　人は人生で、様々な喜びや悲しみを経験した後、肉体や霊体を脱ぎ捨てやがてそれらは崩壊してしまう。しかし魂は依然、英知と微かな霊体に覆われていて、これらが次の世へと人を導いていくと、ブリハダランヤカ　ウパニシャッドは述べている。（3-9-28-7）しかし、これら二つの霊体も一定の時期が来れば崩壊してしまうのだ。ただ、すべての行為や性質は微かな身体の中に刻み込まれていて、経験する事はすべて微かな身体がそれをどのように感じるか、ということがもとになって自らの中に刻み込むのだ。これが微かな身体と呼ばれるゆえんである。

 ～人は前世での行為の結果をこの世で摘み取らなければならない。人の魂は、このように定められた時の車輪に向かって歩み始めるのである。そして再びこの世に肉体をとって生まれ変わるにあたり、宇宙創造に使われたのと同じ五大元素が、魂の中にある自我にもとづいて新たな身体を形作っていくのである。P30

　空、空気、雲などを通じて地上に生をもたらす雨水が生成される。そしてその雨水が植物に吸収され､それらの植物の種である米、Meiz、ダル等が生成される。やがてそれらを人が食し消化されて、精子などの生殖器官に取り込まれるのである。人に食されない場合は、何度でもそれらの過程が繰り返されるのである。これが植物から人への進化のプロセスである。P30

　プラナは、宇宙の生成から消滅までの期間は、31,104ｘ10の十乗倍であると述べている。これはくしくも光が100年間かけて進む距離と同じである。宇宙での一秒は､地上の十万年にあたる。宇宙が一度創造され消滅する間に､この物質世界と二つの霊界は（Bhu,Bhuvah,Suvah）36000回にわたって破壊されそして創造されるのだ。これは、432ｘ10の七乗年と等しいのです。これらを称して宇宙の一日と呼びます。そしてそれが百年経たときにこの物質宇宙も霊界も消滅します。宇宙が消滅した後、時というものも無くなります。時、空間、物質、等は同時に創造されます。P3

　月経が始まって最初の四日間は、汚濁物が身体の中で形成されるため、女性は人目につくところにいてならない。四日目以降､沐浴して衣服も身体も浄化される。五日目には、甘いものを食しなければならない。収斂剤（主にタンニン）、刺激物、苦いもの、辛いものは避けなければならない。七日目より神を拝め、御名を唱え始めるのだ。P25~27          
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神性をもって生まれる者は恐怖を抱かず、清純な心を持ち、聖典と師の教える道をよく守り、慈悲深く感覚を支配し、聖典を学び、苦行を行い、正直である。彼は人を傷つけず、真実で、怒りを持たず、自制が出来て、平等で、他人を中傷せず、万物に慈悲深く、貪欲も無く、親切、謙遜、直裁である。

 彼は活発、寛大、純粋で憎悪の念や高慢さが無い。これが彼の天性である。魔性を持って生まれる者の天性は、偽善、横柄高慢、怒り、残酷、無知である。神性は解脱へとつながり、魔性は束縛につながると考えられる。

 アルジュナよ、恐れるな。汝の天性は神性である。この世界には二種類の創造物がいる。神的なものと魔的なものである。私はこれまで神性について詳しく語った。さて今から魔性について語ろう。

 魔性を持つ者は、何をすべきで何をすべきでないか知らない。彼らには清純も正しい行為も真実もない。「宇宙には真理が無く、道徳律が無く、神もいない。宇宙は性的結合によって生まれ、情欲によって創造されたものにほかならない。」と彼らは言う。彼らはこの見解に固執して魂を失い、思慮に乏しく、世界を破壊しようとして凶悪な行動をとる。彼らは人類の敵である。彼等は飽くことのない欲望を持ち、偽善に満ち、横柄で虚栄心が強く、妄想実現のために邪悪な観念を持ち、不純な心を伴って行動する。彼らは死ぬまで、終わることのない妄想に耽り、欲望を満たすことを最高の目的と考え、そしてそれがすべてであると信じている。彼等は空想の百の鎖に束縛され、妄想と怒りに身を委ね、感覚的な欲望を満たすために不当な手段で富の蓄積に没頭する。「私は今日これを手にいれた。それによってこの欲望を満たそう。今、これは私のものとなった。この富は将来も私のものであり続けるだろう。私は、この敵を倒した。あの敵も倒してやろう。私は支配者である。私は享受者である。私は成功者、権力者、幸福者である。私は富者であり、高貴である。私と並ぶものはどこにもいない。神々を祭ろう。布施をしよう。陽気に戯れよう。」これが無知に惑わされた者の妄想である。

 彼等は自ら創り出した多くの空想に惑わされ、妄想の罠にかかり、終わりのない欲望を満足さそうと、不浄の地獄に落ちるのだ。彼等は自惚れが強く、強情、高慢で、不正に獲得した富に酔い、規律を無視した形式的な祭祀を執り行う。

 このような悪人は、利己主義、権力志向、横柄で妄想をめぐらせ、怒りに耽り、自分と他のすべての者の中にいる神(アートマ)を嫌悪する。憎悪を抱き、残忍で極悪のこの種の人間を、私は幾度も悪魔の胎内に投げ入れる。悪魔の胎内に入った彼等は、何度生まれても堕落と妄想を止む事が無く、それらを繰り返す。彼等はこのようにして、私に達する事もなく、奈落の底に沈むのだ。地獄には自己を破壊する情欲、怒り、貪欲の三重の門がある。だから、これらの三重の門に入るのを避けなければならない。しかし、この三つの悪業を克服して三重の暗黒の門を抜け出した者は、救いを得て最高の目標に達することができる。しかし、聖典の説く規律をおろそかにし、欲望のままに行動するものは、自己実現も幸福も、最高の目的にも到達することはない。それゆえ、汝の為すべき事と、そうでない事を判断する時は聖典の教えに従わなければならない。まず、聖典の教える行動の道を学べ。それから、その教えに従って行動せよ。
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彼が帰って来るよ！





目を醒ませ！目を醒まして！目を醒ますんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

エエッ！誰が戻って来るって？

彼だよ！彼！サチャ サイババだよ！

彼がまた、サチャサイババの身体を身に付けて戻って来るんだ！

そして、彼は大空を駈け抜け、彼の真の姿を顕して人びとにダルシャンを与えるんだ！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？



起きろ！起きて！起きるんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

エエッ！どうしてまた戻って来るの？

僕たちへの約束を果たす為に！

この世界を支配しようとする悪を滅びし、ダルマの王国を打ち立てる為に！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？





警告！警告が！警告が出てるんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

アアー！それでは僕はどうすればいいんだ！

彼は大津波から町や村を救うために、山脈を持ち上げるだろう！

そして、何千万人もの人びとが彼の下に救いを求めてやって来るだろう！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？



祈れ！祈って！祈るんだ！

彼が、戻って来るよ！帰って来るよ！

なのに君は、何時まで世俗にまみれた、このような生活を続けるんだい？

アアー！僕は救われるんだろうか？

サイの栄光を讃えよ！サイの御名をとなえよ！

古代預言者の言葉、"彼のこの世での最後の10年は世界の王として君臨するであろう。"が成就するだろう。

そして僕たちは偉大な神の御業を目撃するんだ！

なのに君は、一体何時になれば目を醒まして、真理への道を歩み始めるんだい？







You will return to do it.



You have gone before you established Dharma in the world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you conducted the world tour.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you gave Darshan from the sky.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you lifted the whole mountain range.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya

You have gone before you made peace around the world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you rescue the poorest of the poor around the world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you have spread one thousand times more glory around the  world.

But I'm sure that you will return to do it. Because your name is Sathya.

You have gone before you created the Golden age in the world.

But I'm sure that you will return to do it.Because your name is Sathya.

Oh Swami Swami Swami!You haven't filled up your love to my tiny heart yet.

But I'm sure that you will return to do it. Because you're the embodiment of Love.





Is it a joke

 

Is it a joke that you will establish Dharma in the world?

Is it a joke that you will conduct a world tour ?

Is it a joke that you will walk across the sky ?

Is it a joke that you will lift a whole mountain range?

Is it a joke that you will make peace around the world?

Is it a joke that you will rescue the poorest of the poor around the world?

Is it a joke that you will spread one thousand times more glory around theworld?

Is it a joke that you will bring the Golden age in the world?



Oh Swami! Though you are moving in front of people and performing several

gigantic tasks right in front of their eyes, people are unable to recognise

your true nature and get convinced by your words. How strange it is! I know

you never waste even a single word, Your words always come true. Whatever

you speak it is Truth! You are the Lord Himself. Come back Swami! Come back! And

make a joke of those who insist Swami has died at an age of 96 years by the Luna calendar.

 



Oh what an Avatar Swami!

 

Oh what a trick Swami!      Everyone was cheated this time.

While everybody pays respect to your body、only you are prepared to return with original body.

 

Oh what a joke Swami!     Everyone's faith was tested this time.

While everybody believed in the Luna calendar theory,only you are laughing at this funny joke.

 

Oh what grace Swami!       Everyone was shedding tears at your funeral this time.

While everybody treats you as an ordinary mortal,only you are prepared to reveal your true nature.

 

Oh what a miracle Swami!  Everyone thinks your mission is over this time.

While everybody is taking lightly your words,only you are going to perform the biggest miracles.

 

Oh what an avatar Swami!  Everyone has lost the meaning of truth this time.

While everybody is shedding tears,only you are smiling behind the scene.





 He will return





I.

 

Wake up, wake up, arise.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

Who is coming?

His name is Sathya.His teaching is truth. His words always come true.

He will stride across the sky and give us darshan.

And yet, how much do you respect His words?

 

II.

 

Wake up, wake up, arise.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

Why is He coming?

To finish the work He has come to do.

Every one of us will witness humanity's greatest miracles

And yet, how much do you respect His words?

 

III.

 

Warning, warning, caution.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

What should I do?

Soon He will lift an entire mountain range

to save small villages and towns from being wiped out by a tsunami.

Many millions of people will flock to His side.

And yet, how much do you respect His words?

 

IV.

 

Prayer, prayer, praying.

He will return; He will come.

And yet, how long will you keep living in this way?

Is it true I can be redeemed?

Let us sing His name; let us repeat it.

According to ancient prophecy

in the last ten years of His life,He will be king of the world.

And yet, how much do you respect His words?
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ANDI                          Anandadai

ＣＷＳＳＢ(J)            Conversations with Sathya-SaiBaba(日本語 版)

ＤＤ                            Discourses of Sathya SaiBaba 19~24/11/1987&10/1988

ＤＧ                            Divine Glory                               

DVJ                             Dhyana Vahini 日本語版

ＤＢＧ                         Discourses on Bagavad-Gita   

ＧＡ                            Golden Age                                    

 GV                             Geetha  Vahini

JTG.                             Journey to God

 JV                               Jnana  Vahini

 KSH                           神に捧げる真の花

 LV                              リーラカイラヴァリアヴァヒニ

ＬＩＡＤ                    Life is a Dream,Realize it.                             

ＬＧ　　　　　　    Loving God                

 ＭＢＡＩ                   My Baba & I

 ND                             ナイジェンダイアフ氏への言葉

 OCS                           恩寵のサイ

ＯＴＹＲＴＮ            Other than you refuge there is none

ＰＶ                             Prashanthivahini

ＰＮ                             From various discourses-given at Prashanthi

ＲＲＶ                         Ramakatha Rasa Vahini

SDM                            平安 瞑想 大成就

ＳＲＢＭ                     Summer Roses on Blue Mountains

SSS　　　                  Sathya Sai Speaks

SIK                              サイババイエスを語る

SIP                               Sahdana the Inward Path          

SSIB                            Summer Showers in Brindavan      

SG                                Sai Baba Geetha  //Summer Discourse in Brindavan 

ＳＳ       　　　          Sanathana Sarathi                

SSN                              Sathya Sai News Letter　     

ＳＳＡＬ                     Sathya Sai Avater of Love　

STPS、STPS2             サティヨーパニシャッド 上、下

ＴＯＳＳＳＢ             Teaching of SriSathyaSai

ＴＥＯＬ                     The Embodiment of Love     

 UV                               Upanishads  Vahini

 VV                               VIDYA     VAHINI   
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